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本文と 照合しつつ， 

英文 新世界 訳 聖書 （1984 年 改訂版） からな された 翻訳 
一 1985 年 日 本 語 版 一 


『主権者なる 主 エホバ [nirr] はこの ように 言われた。 
「 …… いまわた しは 新しい 天と 新しい 地を 創造して 


いる。 以前の ことは 思い出される こと も， 心の 
中に 上る こと もない」』 ー イザヤ 65:13, 

17。 ぺ テロ 第二 3:13 も ご覧く ださい。 
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前書き 

gH 書を その 原語で あるへ ブライ 語， アラム 語 および ギリシャ 語から 現代の 言葉に 
^ 翻訳す る ことは， 重い 責任の 伴う 仕事です。 聖書は， 昔の 聖 なる 人々 が 霊感を 
受けて 今日の わたしたちの 益の ために 書き記した， 66 冊から 成る 神聖な 書物で あり， そ 
の 翻訳は， 聖書の 著者で あられる 天の エホバ 神の お考え やみ 言葉を 他の 言語に 移し 換 
える ことを 意味し ます。 

これは 人に 厳粛な 気持ちを 抱かせます。 この 仕事に 携わる 翻訳者は， 聖書の 著者で 
あられる 神に 対する 恐れの 念と 愛を 抱いて おり， その お考え や 宣言を できる 限り 正確 
に 伝えなければ ならない， という 特別の 責任を 神に 対して 感じます。 翻訳者たち はま 
た， 永遠の 救いの ため， 至高の 神の 霊感の 言葉を， その 翻訳に 頼って 熱心に 研究す る 
読者に 対しても 責任を 感じます。 

献身した 人たち から 成る 当 委員会は， このような 重い 責任を 自覚しつつ， 長年に わ 
たって 聖書の 「新世界 訳」 を 刊行して きました。 その 翻訳は 当初， 1950 年から 1960 年 
にかけ， 6 巻 に 分け て 英文で 発表 されました。 聖書は 実際には ただ ひとりの 著者に よる 
1 冊の 本です から， こ れらの 分冊 すべてを 1 巻に まとめる こ とが 翻訳者た ちの 最初から 
の 願いでした。 分冊で 発表され た 最初の 版は 欄外 参照 資料 や 脚注を 載せて いま したが， 
1 巻に まとめ られて 1961 年に 発表 さ れた 改訂版には， 脚注 や 欄外 参照は 載せ られ てい ま 
せんでした。 改訂 第 2 版は 1970 年に 発表され， 脚注 付きの 改訂 第 3 版は 翌 1971 年に 発行 
され ま した。 1969 年に 当 委員会は， 「ギリ シャ語 聖書 王国 行間 逐語訳」 を 発表し まし 
たが， それは， ウェス ト コットと ホー トに よって 校訂され た ギリシャ 語 本文 （1948 年 
再版） の 各行の 下に 英語への 字義 通りの 訳を 逐語 的に 掲げた ものです。 発行 以来 35 年 
の 間に， 「新世界 訳 聖書」 は， その 一部 もしくは 全体が 他の 10 の 言語に 翻訳され， そ 
の 印刷 およ び 頒布 部数の 総計は 4 ， 000 万 部を 超えて います。 

この 新しい 版は， 単に これまでに 出された 改訂版の 翻訳 本文を さ らに 洗練した だけ 
の ものでは なく， 1950 年から 1960 年に かけて 初めに 英語で 提供され た 欄外 （相互） 参 
照 資料を 全面的に 一新し， 改訂した ものと なって います。 

この 1984 年 改訂版は， 印刷， 他の 主要な 言語への 翻訳， および 頒布を 目的と して， 
当 委員会から， ペンシルバニア 州の ものみの 塔 聖書 冊子 協会に 譲り渡されました。 わ 
たしたち は， 聖書の 著者で あられる 神の 霊に 頼って この 改訂版の 作業を 進め ま したが， 
わたしたちに このような 特権を 与えて くださった その 神に 対する 深い 感謝の念を もっ 
て 本書を 提供いた します。 霊的な 進歩の ために この 翻訳を 用いる 人々 の 上に その 方の 
祝福が あるよう にと， わたしたちは 祈ります。 

(新世界 訳 聖書 翻訳 委員会） 

1985 年 1 月 1 日， ニューヨーク州， ニューヨーク 市 
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創世記 


1 簕 めに® は 天と地を 創造され:^。 
1  2 さて， 地は 形が なく， 荒漠と 

していて， 闇が 水の 深みの 表に あった。 
そして， 神の 活動す る 力が 水の 表を 行 
きめ ぐって いた。 

3 それから 裡は 言われた， 「光が 生 

(ヶ） 

じる ように」。 すると 光が あるよう に 
なった。 4 そのの ち# は 光を 良い と 
ご覧に なった。 そして 拽は 光と 闇との 
区分を 設けられた。 5 そして 进は光 
を “ 昼” と 呼ぶ ことにし， 闇の ほうを 
“ 夜” と 呼ばれた。 こうして 夕と なり， 
朝と なった。 一日 目で ある。 

6 次いで 进は 言われた， 「水の 間に 
大空が 生じ， 水と 水との 間に 区分が で 
きる ように」。 7 そう して 裡は 大空を 
造り， 大空の 下に 来る 水と 大空の 上方 
に 来る 水と を 区分して ゆかれた。 そし 
て そのよう になった。  8 そして 裡は 
大空を “ 天” と 呼ぶ ことにされた。 こ 
う して 夕と なり， 朝と なった。 二日 目 
である。 

9 次 L 、で裡 は 言われた， 「天の下の 
水は 一つの 場所に 集められて 乾いた 陸 
地が 現われる ように」。 すると そのよ 
うに なった。 10 そして 拽は 乾いた 
陸地を “ 地” と 呼ぶ ことにし， 水の 集 
まった ところを “ 海” と 呼ばれた。 さ 
ら に 神は [それを] 良い と ご覧に なった。 
11 次いで® は 言われた， 「地は 草を， 
種を 結ぶ 草木を， 種が 中に ある 果実を 
その 種類に したが っ て 産す る 果実の 木 


ヨハ I  4:16 
啓 4:8 
ク ヨブ 38:4 
詩 102:25 
イザ 42:5 
啓 10:6 
L  詩 148:5 
イザ 45:18 
啓 4:11 
す ヨブ 38:30 
箴 8:27 
り 詩 104:6 
キ詩 33:6 
イザ 40:26 
ク詩 33:9 
ケ イザ 45:7 
ヨブ 26:10 
コ n  4:6 
サ創 8:22 
ン エレ 33:20 
ス創 1:20 
t? 詩 33:7 
ぺテ n  3:5 


R  8:28 
夕創 27:28 
申 4:17 
王 I  8:35 
尹 ヨブ 38:11 
詩 104:8 
詩 136:6 
ン詩 24:1 
詩 95:5 
r ヨブ 38:8 
箴 8:29 
卜 申 32:4 
チモ I  4:4 
わ 創 1:29 
詩 72:16 
マタ 13:32 
ニハガ 2:19 
ヤコ 3:12 
ヌ ルカ 6:44 


第二 欄 

ア レビ 19:19 
詩 104:14 
イ ガラ 6:7 
ウ申 4:19 
詩 148:3 
エ創 8:22 
代 I  23:31 
詩 104:19 
オ エレ 33:25 
ェゼ 32:8 
力 詩 8:3 
詩 136:8 
エレ 31:35 
キ イザ 13:10 


を， 地の 上に 生え 出させる ように」。 す 
ると そのよう になった。 12 そして 地 
は 草を， その 種類に したがって 種を 結 
ぶ 草木と 果実を 産す る 木， その 種類に 
したがって 種が 中に ある ものを 出す よ 
うに なった。 それから 拽は [それを] 良 
いと ご覧に なった。 13 こうして 夕と 
なり， 朝と なった。 三日 目で ある。 

14 次いで 进は 言われた， 「天の 大空 
に 光体が 生じて 昼と 夜と を 区分す るよ 
うに。 それらは しるしと なり， 季節の 
ため， また 日と 年の ための ものと なる。 
15 そして それらは 天の 大空に あって 
光体と なり， 地の 上を 照らす ことにな 
4」。 すると そのよう になった。 16 そ 
して 拽は 二つの 大きな 光体を， すな わ 
ち 大きい ほうの 光体は 昼を 支配させる 
ため， 小さい ほうの 光体は 夜を 支配 さ 
せる ために 造って ゆかれ， また 星を も 

おな  (») 

[同じように された]。 17 こうして 拽 
は それらを 天の 大空に 置いて 地の 上を 
照らさせ， 18 昼と 夜と を 支配 させ， 

ひかり やみ  く ぶん  【ク） 

光と 闇と を 区分 させた。 それから 牲は 
[それを] 良い と ご覧に なった。 19 こ 
うして 夕と なり， 朝と なった。 四日 目 
である。 

20 次いで 拽は 言われた， 「水は 生き 
た 魂の 群れを 群がり 出させ， 飛ぶ 生き 
物が 地の 上を， 天の 大空の 表を 飛ぶ よ 
うに」。 21 そうして 裡は 大きな 海の 巨 


ク詩 74:16; イザ 45:7; ケ詩 104:31; コ レビ 11:10; サ創 
2:19; 創 9:10; 申 4：17; ヨブ 12:7。 
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第 1 章 
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啓 10:6 
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コロ  1:16 


セ 詩 139:14 
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/ ビ 26:9 
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詩 104:14 
使徒 14:17 
ウ詩 136:2 
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マタ 


26 


[申 32:4 
詩 104:24 
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第 2 章 


創世 1:22 — 2: 7 


人間は 神の 像に 創造され た； 生きた 魂 
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談ぅ ■き _ る ぁらゅ る 4き趨プ すな 
わち 水が その 種類に したがって 群がり 
出させる もの， また 翼の ある あらゆる 
飛ぶ 生き物を その 種類に したが っ て 創 
造して ゆかれた。 そして 拽は [それを] 
良い と ご覧に なった。 22 そこで# は 
それら を 祝福 して 言われた， 「子を 生 
んで 多くな り， もろもろの 海の 水に 満 
ちよ。 そして， 飛ぶ 生き物は 地に 多く 
なれ」。  23 こうして 夕と なり， 朝と 
なった。 五日 目で ある。 

つ  い  ち (ォ）  い 

24 次いで 姓は 言われた， 「地は 生き 
た 魂を その 種類に したがい， 家畜と 動 
く 生き物と 地の 野獣を その 種類に した 
がって 出す ように」。 すると そのよう 
になった。 25 そして# は， 地の 野獣 
を その 種類に したがい， 家畜を その 種 
類に したがい， 地面の あらゆる 動く 生 
き 物を その 種類に したが っ て造っ て ゆ 
かれた。 そして 裡は [それを] 良い と ご 
覧 になった。 

26 次いで 迚は 言われた， 「わたした 
ちの 像に， わたしたちと 似た 様に 人を 

り， 彼らに 海の 魚と 天の 飛ぶ 生き物 
と 家畜と 全地と 地の 上を 動く あらゆる 
動く 生き物を 服従 させよう」。 27 そう 
して a は 人を ご 自分の 像に 創造して ゆ 
き， 裡の 像に これを 創造され た。 男性 
と 女性に これを 創造され た。 28 さら 
に， 迚は 彼らを 祝福し， 裡は 彼らに 言 
われた， 「子を 生んで 多くな り， 地に 
満ちて， それを 従わせよ。 そして， 海 
の 魚と 天の 飛ぶ 生き物と 地の 上を 動く 
あらゆる 生き物を 服従 させよ」。 

29 次いで 神は 言われた， 「さあ， わ 


たしは， 全地の 表に あって 種を 結ぶ す 
ベての 草木と， 種を 結ぶ 木の実の ある 
あらゆる 木を あなた 方に 与えた。 あな 
た 方の ために それが 食物と なる ように。 
30 そして， 地の あらゆる 野獣と， 天の 
あらゆる 飛ぶ 生き物と ，地の 上を 動き， 

うち たましい  いのち  も 

その内に 魂と しての 命を 持つ すべての 
ものに， あらゆる 緑の 草木を 食物と し 
て 与えた」。 そして そのよう になった。 

31 そのの ち 姓は 自分の 造った すべて 
の ものを ご覧に なった が， 見よ， [それ 
は] 非常に 良かった。 そして 夕と なり， 
朝と なった。 六日 目で ある。 

2 こう して 天と地 および その 全軍は 
完成した。 2 そして， 七日 目まで 
に裡は その 行なわれた 業を 完了し， 次 
いで 七日 目に， 行なわれた すべての 業 
を 休まれた。  3 それから# は 七日 目 
を 祝福して それを 神聖に された。 その 
[日] に， 造る ために 拽が 創造を 行な っ 
た そのす ベての 業を 休んで おられる の 
である。 

4 これは， 天と地が 創造され たと き， 
エホバ 裡が 地と 天を 造られた 日 におけ 
る その 歴史で ある。 

5 さて， 野の 茂みは まだ 地に 見られ 
ず， 野の 草木は まだ 生え 出て いなか っ 
た。 エホバ 姓は 地に 雨を 降らせて おら 
ず， 地面を 耕す 人 もい なかった からで 
ある。 6 ただ， 霧が 地から 立ち上って 
地の 全面を 潤して いた。 

7 それから エホバ 裡は 地面の 塵で 人 
を 形造り， その 鼻孔に 命の 息を 吹き 入 

(fe)  い  たましい (ソ） 

れられ た。 すると 人は 生きた 魂 にな っ 


?  42:5; 使徒 17:25 


ソ ェゼ 18:4; コ I 15:45; ベ テ I  3:20。 


514  15  2 
414  :  4  :  4  5  3 
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9  エデン。 神が 人間に 課した一つの 制約。 女の 創造  創世 2:8— 3：2 

(7)  と  いもの  じ めん  かたちづく 

た。 8 さらに， エホバ 神は エデンに， 第2 章 飛ぶ 生き物を 地面から 开多 造って おられ 
その 東の ほうに 園を 設け， ご 自分が 形 7^3；23  たが， 人が それぞれを 何と 呼ぶ かを 見 
造った 人を そこに 置かれた 0  9 そう  ェゼ 28:13 るた め， それらを 彼のと ころに 連れて 

この  しょくもつ  イ創 1:26  こ 

して エホバ® は， 見て 好ましく 食物と ジ3 ぱ 来られる ようになった。 そして， 人が そ 
して 良い あらゆる 木を 地面から 生えさ れを ，すなわち それぞれの 生きた 魂を 

その  ま  いのち  [ウ）  創 3:22 

せ， また 園の 真ん中に 命の 木を， そし ォ 創25: 1S  どのように 呼んでも， それが すべて そ 

ぜんあく  ちしき  （エ）  サ1 15：7  [ィ） 

て 善悪の 知識の 木を [生えさせた]。  の 名と なった。 20 それで 人は， すべ 

10 さて， 川が エデンから 発して いて ク も2 ぬ ての 家畜と 天の 飛ぶ 生き物と 野の あら 
園を 潤し， そこから 分かれ出て， いわ ヶ》 HP ゆる 野獣に 名を 付けて いたが， 人の た 

あたま  だい  コ創 10:11  おぎな  たす 

ば 四つの 頭と なった。 11 第一の もの  I*  5:6 めには， これを 補う ものと なる 助け手 

w  サ創 15:18 

の 名は ピション という。 それは ハ ビラ シ以： は 見いだ されなかった。  21 そこで エ 
の 全土を 巡る もので， そこには 金が あ ス $1ぷ13 ホ バ拽は 深い 眠りを 人に 臨ませ， 彼が 

ち  きん りょうしつ  創 2:8  あいだ  ぼね 

る。 12 そして その 地の 金は 良質で あ  ^  眠って いる 間に， その あばら 骨の 一つ 

(*)  じゅし [キ）  セ IU  2:9  とつ  にく 

る。 そこには ブデ リウ ム 樹脂 やしまめ  し 9 を 取り， 次いで そこの 肉を ふさがれた。 

のう も ある 0 13 また 第二の 川の 名は ソ 22 それから エホバ® は， 人から 取った 

ぜんど  伝 9:5  ぼね  つく 

ギ ホンと いう。 それは クシ ュの 全土を ェゼ is:4 あばら 骨を 女に 造り上げ， それを 人の 

めぐ  だい  ロマ 5:12  つ  こ  (I) 

巡る ものである。 14 また， 第三の 川 夕孟 ^ガ2 ところに 連れて来られた。 

の 名は ヒデ ケルと いう。 それは アッシ  23 すると 人は 言った， 

㈡  ひがし  ゆ  ほね 

リアの 東を 行く ものである。 そして， m=_m  「これ こそつ いにわた しの 骨の 骨， 
第 四の 川は ユー フラ テスで ある。  ァ創 9:10  わたしの 肉の 肉。 

15 それから エホバ 迸は 人を 取って ^  S  9：2'  これは “ 女” と 呼ばれよう。 

その (シ） す  たがや  詩 8:6  と  (») 

エデンの 園に 住ませ， それを 耕させ， 男から 取られた の だから」。 

また その 世畜を させた。 16 また， エ 24 それゆえに， 男は その 父と 母を 離れ 

めいれい  あた  い  ネモ I  2:13  (キ丨 じ ぶん  つま  かた  つ  いったい 

ホ バ迚は 人に 命令を 与えて こう 言われ ォ 創29: 14 て 自分の 妻に 堅く 付き， ふたりは 一体 
た。 「園の すべての 木から， あなたは  I]  J-；12 となる ので ある。 25 そして その ふた 
螽ち 足りる まで 食べて よい。 17 しか りは， すなわち 人 も その 妻 も 共に 裸の 

ぜんあく  ちしき  詩 45.10  は 

し， 善悪の 知識の 木に ついては， あな マル ままであった が， それでも 恥ずかしく 

た  ク箴 5:18  おも  [コ） 

たは それから 食べて はならない。 それ マ は 思わなかった。 

から 食べる 日に あなたは 必ず 死ぬ から  〇 さて， エホバ# が 造られた 野の す 

であ I1」。  x/slsi ^ ベての 野獣のう ち 蛇が; i とも 用心深 

っ  い  へブ 13:4  [ス）  い 

18 次いで エホバ 拽は 言われた ，「人 ^S!3:77 かった。 それで [蛇] が 女に こう 言いは 

が 独りの ままで いるのは 良くない。 わ - じめ た。 「あなた 方は 園の すべての 木 

たしは 彼のた めに， 彼を う ものと な  : U 早 からは 食べて はならない， と裡が 言われ 

たす  つく  （夕 1  サ創 1:24  (V)  ほんとう  たい 

る 助け手を 造ろう」。 19 さて， エホバ シ 基11 ぷ〗3 たのは 本当です か」。 2 それに 対して 

の  や じゅつ  啓 90.9  - 

裡は 野の あらゆる 野獣と 天の あらゆる スマ タ 10:16 セ 創 2:22; 民 22:28; ソ創 2:17。 


創世 3:3—17  最初のう そ。 罪の 始まり。 胤に ついての 予告  10 


女は 蛇に 言った， 「園の 木の実を わたし 
たちは 食べて よいので す。 3 でも， 園 
の 真ん中に ある 木の実を [食べる こと] 
について， 姓は， 『あなた 方は それから 
食べて はならない。 いや， それに 触れ 
て もなら ない。 あなた 方が 死ぬ ことの 
ないた めだ』 と言われました」。 4 そ 

たい  へび  い 

れ に対して 蛇は 女に 言った， 「あなた 
方は 決 して 死ぬ よう な ことは ありませ 
ん。 5 その [木] から 食べる 日には， あ 
なた 方の 目が 必ず 開け， あなた 方が 必 
ず 姓の よう になって 善悪を 知る ように 
なること を， ® は 知っている のです」。 

6 そこで 女は 見て， その 木が 食物 
として 良く， 目に 慕わしい ものである 
のを 知った。 たしかに， その 木は 眺め 
て ましい ものであった。 それで 彼女 
は その実を 取って 食べ はじめた。 その 

4, 巽に ぃた ときに 貨 にも 掌 ぇ ，縷も 

それを 食べ はじめた。  7 すると， その 
二人の 目は 開け， ふたりは 自分たち が 
裸 である ことに 気づく ようになった。 
そのため， 彼らは いちじくの 葉を つづ 

り 合わせて 自分たち のために 腰 覆いを 

っく  [ヶ） 

8 後に， 日の そよ風の ころに 園の 中 
を 歩かれる エホバ 裡の 声が 聞こえ， 人 
とその 妻は エホバ 裡の 顔を 避けて 園の 
木々 の 間に 隠れようと した。  9 それ 
で エホバ 裡は 人に 呼びかけて， 「あな 
たは どこに いるの か」 と 繰り返し 言わ 

(M  かれ  い 

れ た。 10 ついに 彼は 言った， 「あな 
たの 声が 園の 中で 聞こえました。 です 
が， 自分が 裸な ので 褅く なり， そのため 
に 身を 隠した のです」。 11 それに 対し 


テモ I  2:14 
才創 3:1 
カイ ザ 65:25 


ス ヨハ 18:37 
セ 啓 20:10 


て [裡] は 言われた， 「あなた が 裸で あ 
ると， だれが あなたに 告げた のか。 食 
ベて はいけ ない とわた しが 命^ じた 木 か 
ら あなたは 食べた のか」。 12 すると 人 
はさら に 言った， 「わたしと 一緒にい 
るよう にと 与えて くださった 女， その 
女が その 木から [実を] くれたので， わ 
たしは 食べました」。 13 そこで エホ 
バ 神は 女に 言われた， 「あなたが した 

こと 

この 事は どういう ことなの か」。 これ 
に対して 女は 言った， 「蛇です， それ 
がわた しを 欺いた ので， そのため にわ 
たしは 食べた のです」。 

14 それから エホバ 姓は 蛇に 言われ 
た， 「この 事を 行なった ゆえに， お前 
はすべ ての 家畜のう ち， また 野の すべ 
ての 野獣のう ちの のろわれ たもので あ 
る。 お前は 腹 ばいに なって 進み， 命の 
日の かぎり 塵が お前の 食らう ところと 
なろう。 15 そして わたし (i， お前と 
女との 間， また お前の 胤と 女の 胤との 
間に 敵意を 置く。 彼は お前の 頭 を 砕き， 
お前は 彼の かか とを 砕く であろう」。 

16 女に 対 しては こう 言われた。 「わ 
たしは あなたの 妊娠の 苦痛を 大いに 増 
す。 あなたは 産みの 苦しみを もって 子 
を 産む。 あなたが 慕い 求める のは あな 
たの 夫で あり， 彼は あなたを 支配す る 

[ナ） 

であろう」。 

17 また， アダムに 対してこう 言わ 
れ た。 「あなたが 妻の 声に 従い， わた 
しが 命じて， 『それから 食べて はなら 
ない』 と 言って おいた その 木から 食べ 
るよう になった ため， 地面は あなたの 
ゆえに のろわれた。 あなたは， 命の 日 


11  放逐され る。 カ インの 誕生。 犠牲。 アベルは 殺害され る  創世 3:18—4:12 


のかぎ り， その 産物を 苦痛のう ちに 食 
ベる であろう。 18 そして， それは い 
ばらと あざみを あなたの ために 生えさ 
せ， あなたは 野の 草木を 食べなければ 
ならない。 19 あなたは 顔に 汗して パ 
ンを 食べ， ついには 地面に 帰る。 あな 
たは そこから 取られた からで ある。 あ 
なた は 塵 だから 塵に 帰る」。 

20 この 後， アダムは 自分の 妻を エバ 
と 名 づけた。 彼女は 生きて いるすべ て 
の 者の 母と なる からであった。 21 そ 
れ から エホバ 进 は， アダムと その 妻の 
ために 皮の 長い'" 衣を 作って， ふたりに 
お着せに なった。 22 次いで エホバ 进 
はこう 言われた。 「さあ， 人は 善悪を 
知る 点で わた したち の ひとりの ように 
なっ At  Ifo 手を 出して まさ ヨ 
の 木から も [実を] 取って 金べ， 定め 
のない 時まで 生きる こ とのない よう 
に 一」。  23 そう して エホバ 进は 彼を 

エデンの 園から 出し， 彼が 取られた そ 
の 地面を 耕させた。 24 こうして [迚] 
は 人を 追い出し， エデンの 園の 東 にケ 
ル ブた ちと 自ら 回転し つづける 剣の 燃 
える 刃と を 配置して 命の 木への 道を 守 


第 3 章 


エ ヨブ 34:15 
伝 3:20 
才創 2:19 
創 4:1 

力 使徒 17:26 
キ創 3:7 
啓 3:18 
ク創 3:5 

フイ 2:6 


第 4 章 

セ 創 1:28 


チ マタ 23:35 
ツ創 46:34 
テ 創 3:23 


第二 欄 


ウ出 13:12 


ェ レビ 3:9 


ら せた。 

4 さて， アダムは その 妻 エバと 交わ 
りを 持ち， 彼女は 妊娠した。 やが 
て 彼女は カイ ンを 産んで， こう 言った。 
「わた しは エホバの 助けで ひとり の 男 
子を 産み出した」。 2 後に 彼女は 再び 
子を 産んだ。 彼の 兄弟 アベルで ある。 

そして アベルは 羊を 飼う 者と なり， 
カ インの ほうは 地面を 耕す 者と なっ 
た。  3 そしてし ばらくたって からの 


イザ 26:21 


こと， カ インは 地の 実りの 中から 幾ら 
かを エホバへの 捧げ物と して 携えて 来 
た。 4 一方 アベルの ほう も， _ 分の 羊 
の 群れの 初子の 中から， その 脂の のっ 
たと ころを 携えて 来た。 さて， エホバ 
は アベルと その 捧げ物と を 好意を もっ 
て 見て おられた が， 5 カ インと その 捧 
げ 物と は少 しも 好意を もって ご覧に な 
ら なかった。 すると カ インは 非常な 怒 
りに 燃え， その 顔色は 沈んで いった。 
6 それに 対し エホバは カ インに こう 言 
われた。 「なぜ あなたは 怒りに 燃えて 

かおいろ  しず 

いるの か。 なぜ あなたの 顔色は 沈んで 
いるの か。 7 善い ことを 行なうよ うに 
なれば， 高められる のでは ないか。 し 
かし， 善い ことを 行なうよ うになら な 
ければ， 罪が 入口に うずくまって おり， 
それが 慕い 求めて いるのは あなたで あ 
る。 あなたは それを 制する だろう か」。 

8 その後 カ インは 自分の 兄弟 アベル 
に 言った， [「さあ 野に 行こう」。] そし 
て， ふたりが 野に いたと きに， カ イン 
は 自分の 兄弟 アベルに 襲い かかって こ 
れを 殺した。  9 後に エホバは カ イン 
に 言われた， 「あなたの 兄弟 アベルは 
どこに いるの か」。 すると 彼は 言った， 
「知りません。 わたしは 自分の 兄弟の 
番人な ので しょ うか」。 10 それに 対 
して [迚] は 言われた， 「あなたは 何を 
したの か。 聴け！ あなたの 兄弟の 血 
がわた しに 向か っ て 地面から 叫んで い 
る。 11 そして 今， あなたは のろわれ 
て 地面から 追われて いる。 それは 口を 
開いて あなたの 兄弟の 血を あなたの 手 
から 受けた。 12 あなたが 地面を 耕し 


創世 4:13—5:2  カ インは 息子を もうけ， 都市を 建てる。 レ メク， セツ  12 

て も， それは 自分の 力を あなたに 返し 第4 章 となった 0  21 そして その 兄弟の 名は 
与えは しないであろう。 あなたは 地に 7!!t'：26:20 ユ バルと いった。 彼は， すべてた て 琴 
あって さすらい 人， また 逃亡者と なる」。 ^28：65 と 笛を 扱う 者の 始祖と なった。 22 — 
13 これに 対し カ インは エホバに 言っ  %^xl 方 チラの ほう も ト バル •カ インを 産ん 

しょばつ  どう  てつ  どう ぐ [ゥ） たん 

た， 「わたしの とがに 対する 処罰は 大 ゥ ョブ34:29 だ 0 これは 銅と 鉄の あらゆる 道具を 鍛 

お  イザ 59:2 ぞう  もの 

きくて 負い きれません。 14 いま， あな ミヵ3:4 造す る 者であった。 そして ト バル •力 
たは この 日に わたしを 地の 表から まさ Ib^6:11 インの 姉妹は ナ アマと いった。  23 そ 

お  かお  才 〇 マ 12:19  じぶん つま 

に 追い立てて おられ， わたしは み 顔 か 为創 4:24  こで レ メタは 自分の 妻ア ダと チラの た 

ら 隠される のです。 わたしは 地に あっ  t732io：30 めに この 言葉を まとめた。 

て さすらい 人 また 逃亡者と ならねば な キヱゼ9:6  「レ メクの 妻たち， わたしの 声を 
ら ず， だれでも わたしを 見つける 者は ^  34：16  聞け。 

ころ  I ォ 1  ケ創 5:4  む 

きっと わたしを 殺す でしょう」。 15 そ 18:18  わたしの ことばに 耳を 向けよ。 

れに 対し エホバは 彼に 言われた， 「そ  ^ 49:11  わたしは 人を 殺した， わたしに 負わ 

ころもの  サ創 25:27  きず 

の ゆえに， だれでも カ インを 殺す 者は ヘプ11:9  せた 傷の ゆえに。 

七 倍の 復 しゅうを 受ける ことになる」。 ^53:19  そうだ， 若者を， わたしに 加えた 

それで エホバは カ インの ために 一つ  m_m  殴打の ゆえに。 

のしる しを 設け， 彼を 見つける 者が だ ァ詩 33:2  24 カ インに ついて 七 倍の 復 しゅうが 

う  コ I 14:7  奮- 

れ も 彼を 討つ  ことのない ようにされ  ^g^21；12  あるなら， 

た。 16 こうして カ インは エホバの 顔  ^ 150:4  レメク について は 七十と 七 倍」。 

から 離れて 行き， エデンの 東方の“ 逃  12:31  25 それから アダムは 再び 妻と 交わ 

亡” の 地に 住みつ いた。  I 創 4:15  りを 持ち， それに よって 彼女は 男の子 

17 後に カ インは その 妻と 交わりを 2 U:18 を 産み， その 名を セツと 呼んだ。 彼女 
持ち， 彼女は 妊娠して エノ クを 産んだ。 力 創 4:8  の 言う ところでは， 「カ インが アベル 
それから 彼は 都市の 建設に 取り かかり， ^ 11：45 を 殺した ので， 神は その代わりに 別の 
その 都市の 名を 息子 エノ クの 名で 呼ん +^5：63：38 胤を 立てて くださった」 からで あっ 

[コ 1  のち 

だ。 18 その後 エノ クに イラ ドが 生ま ク *2〇:7  た。  26 そして， セツに も 男の子が 生 

ちち  かれ  (4) よ 

れ た。 そして イラ ドは メフ ヤエ ルの 父 - まれて， 彼は その 名を エノ シュと 呼ん 

となり， メフ ヤエ ルは メ トシャ エルの  だ。 そのと き エホバの 名を 呼び 求める 

ケ創 1:26  (ク） はじ 

父と なり， メ トシャ エルは レ メクの 父  コ 111:7 ことが 始まった。 

となった。  コ創 1:27  ^ これが アダムの 歴史の 書で ある。 

19 そして レ メクは 自分の ために 二人 ^  ® は アダムを 創造した 日に， これ 
の 妻を め とった。 第一の 者の 名は アダ  J  4；32  を# に 似た 様に お造りに なった。 2 男 
といい， 第二の 者の 名は チラと いった。 it 1K2 性と 女性に これを 創造され/ •こ。 そのの 
20 やがて ア ダは ヤ バルを 産んだ。 彼 シ | ば ち [初は 彼らを 祝福し， その 創造され 
は， 天幕に 住んで 畜類を 飼う 者の 始祖  5fl5:39° た 日に 彼らの 名を “ 人” と 呼ばれた。 
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アダムの 息子と 娘たち。 エノ クは 取られる 


3 そして アダムは 百 三十 年の あいだ 
生き， そのの ち 自分に 似た， 自分の 像 
どおりの 子の 父と なり， その 名を セツ 
と 呼んだ。 4 そして， セツの 父と なっ 
た 後の アダムの 日数は 八 百年に なった。 

かん  かれ  むすこ  むすめ 

その 間に 彼は 息子 や 娘たち の 父と なっ 
た。 5 それで， アダムの 生きた 日数は 
全部で 九 百 三十 年と な り， こう して 彼 
は 赤ん/ 1。 

6 そして セツは 百 五 年の あいだ 生き， 
そのの ち エノ シュの 父と なった。 7 そ 
して， エノ シュの 父と なった 後 セツは 
八 百 七 年生き つづけ， その 間に 息子 や 
娘たち の 父と なった。 8 それで， セツ 
の 日数は 全部で 九 百 十二 年と なり， こ 
う して 彼は 死んだ。 

9 そして エノ シュは 九十 年の あいだ 
生き， そのの ち ケナンの 父と なった。 
10 そして， ケナンの 父と なった 後 エノ 
シュは 八 百 十五 年生き つづけ， その 間 
に 息子 や 娘たち の 父と なった。 11 そ 
れ で， エノ シュの 日数は 全部で 九 百 五 
年と なり， こうして 彼は 死んだ。 

12 そして ケナンは 七十 年の あいだ 
生き， そのの ち マ ハラレ ルの 父と なっ 
た。 13 そして， マ ハラレ ルの 父と なっ 
た 後 ケナンは 八 百 四十 年生き つづけ， 
その 間に 息子 や 娘たち の 父と なった。 
14 それで， ケナンの 日数は 全部で 九 百 
十 年と なり， こうして 彼は 死んだ。 

15 そ して マ ハラ レ ルは 六十 五 年の あ 
いだ 生き， そのの ちヤレ ドの 父と なっ 
た。 16 そして， ヤレ ドの 父と なった 
後 マ ハラ レ ルは 八 百 三十 年生き つづけ， 
その 間に 息子 や 娘たち の 父と なった。 


創世 5：3—30 

17 それで， マ ハラレ ルの 日数は 全部で 
八 百 九十 五 年と なり， こう して 彼は 死 
ん だ。 

18 そして ヤレ ドは 百 六十 二 年の あい 
だ 生き， そのの ち エノ クの 父と なった。 
19 そして， エノ クの 父と なった 後ヤレ 
ドは 八 百年 生きつ づけ， その 間に 息子 
や 娘たち の 父と なった。  20 それで， 
ヤレ ドの 日数は 全部で 九 百 六十 二 年と 
なり， こう して 彼は 死んだ。 

21 そして エノ クは 六十 五 年の あいだ 
生き， そのの ちメ トセ ラの 父と なった。 
22 そして， メ トセ ラの 父と なった 後， 
エノ クは 三百 年の あいだ [まことの] 裡 
と共に 歩みつ づけ， その 間に 息子 や 娘 
たちの 父と なった。 23 それで， エノ 
クの日 数は 全部で 三百 六十 五 年と なっ 
た。  24 こうして エノ クは [まことの] 
裡 と共に 歩みつ づけ， そのの ちいな く 
なった。 拽が 彼を 取られた からで ある。 

25 そして メ トセ ラは 百 八十 七 年の あ 
いだ 生き， そのの ち レ メクの 父と なっ 
ナ こ。  26 そして， レ メクの 父と なった 
後メ ト セラは 七 百 八十 二年生き つづけ， 
その 間に 息子 や 娘たち の 父と なった。 
27 それで, メ トセ ラの 日数は 全部で 九 百 
六十 九 年と なり， こうして 彼は 死んだ。 

28 そして レ メクは 百 八十 二 年の あ 
いだ 生き， そのの ち ひとりの 子の 父と 
なった。 29 そして 彼は その 名を ノア 
と 呼んで， こう 言った。 「この 者は， 
エホバが のろわれた 地面から 来る わた 
したち の 仕事と 手の 苦痛からの 慰めを 
もたらして くれる だろう」。  30 そし 
て， ノアの 父と なった 後 レ メタは 五 百 


創世 5:31—6:17  ネ フイ リム。 人間の 悪。 ノアの 箱船  14 

い  かん  むすこ  く  (7) 

九十 五 年生き つづけ， その 間に 息子 や 第5 章 とで まさに 悔やむ からで ある」 〇  8 し 
娘たち の 父と なった。 31 それで， レ かし， ノアは エホバの 目に 恵みを 得た。 

ひ かず  ぜんぶ  ルカ 3:36  れきし 

メクの 日数は 全部で 七 百 七十 七 年と な ィ創 6:1〇  9 これが ノアの 歴史で ある。 

かれ  し  創 10:6  ぎ  m  どうじ 

り， こうして 彼は 死んだ。  ゥ創 10:2  ノアは 義に かなった 人で あり， 同時 

さい  創 10:21  だい  ひとびと  もの 

32 そして ノアは 五 百 歳に なった。 そ - 代の 人々 の 中に あって とがのない 者と 

(7)  M  [ゥ） ちち  #  ^  t  とも  あゆ 

のの ち ノアは セム， ハム， ヤぺ テの 父  早 なった。 ノアは [まことの] 独と 共に 歩 

エ創 1:28  (ゥ） 

となった。  ォョブ 1:6 ん だ。 10 やがて ノアは 三人の 子， セ 

ち  おもて  ふ  はじ  かれ  ヨブ 38:7  ちち  (I) 

6 さて， 人が 地の 表に 増え 始め， 彼 ぺ テ*^4 ム ，ハム， ヤぺ テの 父と なった。 11 そ 

むすめ  Kt.  6  ち  まえ [才 1 そこ 

らに 娘たち が 生まれる と，  2 そ ^^'31:1 して， 地は [まことの] 迚の 前に 損なわ 
のとき [まことの] 神の 子ら は 人の 娘た キ ほ。 れ， 地は 暴虐で 満ちる ようになった。 
ちを 見， その 器量の 良い ことに 気づく ク f7:4  12 それで， 独が 地を ご覧に なると， 見 

[力）  かれ  じぶん  ケ詩 78；39  そこ  （キ） にく 

ようになった。 そして 彼らは 自分たち  3 ハ よ， それは 損なわれ ていた。 肉なる も 
のために 妻を， すべて 自分の 選ぶ とこ  ^  J；  3；9〇 のがみ な 地で その 道を 損なって いたか 
ろの 者を め とっていった。  3 その後 サ H15 ら である。 

エホバは こう 言われた。 「わたしの 霊 U1?:9  13 そのの ち拽は ノアに こう 言われ 

たい  さ だ  はたら  マタ 15:19  にく  お 

が 人に 対してい つまで も 定めな く 働く ス *  32:14 た 0  「すべての 肉なる ものの 終わりが 

[ク） かれ  にく  サ I 15:11  まえ  とうらい  W  かれ 

ことは ない。 彼は やはり 肉で あるから セ 詩78: 4〇  わたしの 前に 到来した 0 彼らの ゆえに 

(ヶ 1  ひかず  詩 95:10  ち  ぼうぎゃく  み 

だ。 したがって その 日数は 百 二十 年と ソ創 け7  地は 暴虐で 満ちて いるから である。 い 
なる」。  *4:32  ま， わたしは 彼らを 地と 共に 滅びに 至 

じだい  のち  夕創 7:3  (3)  じしん 

4 その 時代， また その後に も， ネフ イ - ら せる。 14 あなた 自身の ために， や 

リムが 地に いた。 それは [まことの] 姓 に 質の 木の 材で 箱船を 造りなさい。 そ 
の 子ら が 人の 娘たち と 関係を 持ち つづ ィ 創7: 1  の 箱船の 中には 仕切り 室を 造る。 それ 

かれ  う  エセ 14:14  うちがわ  そとがわ  （シ） おお 

け， その [娘] たちが 彼らに 子を 産んだ ヘプ11 :7 を 内側 も 外側 も タールで 覆わねば なら 

むかし  もの  ウ詩 37:37 

ころで， それらは 昔の 力 ある 者たち， 名  ない。 15 そして， あなたは それを こ 

ある 人々 であった。  ；iJ  5=3' のように 造る。 すなわち， 箱船の 長さ 

あくち  才へフ 4:13  w  はば 

5 そのため エホバは， 人の 悪が 地に 力 詩11:5  は 三百 キュビ ト， その 幅は 五十 キュビ 

こころ かんが  けいこう [サ） キ啓 11:18  たか 

あふれ， その 心の 考えの すべての 傾向 クマ タ 24:38 卜， その 高さは 三十 キュビ ト。 16 あ 

しゅうし  む  [シ）  らん  yXxl1  2:5  はこぶね  や 

が 終始た だ 悪に 向かう のを ご覧に なっ ヶヱゼ g  な たは その 箱船の ために ツォ ハル [屋 
た。 6 そして エホバは， 地に 人を 造っ 3^7；；:7 根， もしくは 窓] を 造り， それを 上方， 
たこと で 悔や i， その 心に 痛みを 覚え サへブ 11:7 — キュビ トに 仕上げ， また 箱船の 入口 

W  い  シ創 14:10  そくめん  つ  {セ） 

られ た。 7 それで エホバは こう 言われ  J  2:3  を その 側面に 付ける。 あなたは それに 

た。 「わたしは， _ 分が 創造した 人を 下の [階] と 二 [階] と 三 [階] を 造る。 

ち おもて  さ  か セ 創7:16  ちだい 

地の 表から ぬぐい 去ろう。 人から， 家 17 「そして， わたしは いま， 地に 大 
畜， 動く 生き物， 天の 飛ぶ 生き物に い  ^„22；? 洪水を もたらして， その内に 命の 力が 
たるまで。 わたしは これらを 造った こ ^3；19  活動して いるすべ ての 肉なる ものを 天 


15  箱船の 完成と 乗船；  40 日に およぶ 豪雨に よる 大 洪水  創世 6：18—7：14 


の 下から 滅ぼし 去ろうと している。 地 
にある もの はすべ て 肩 >絶 え るであろう。 
18 そして わたしは あなたに 対して 自分 
の 契約を 固く 立てる。 あなたは 箱船に 
入らねば ならない。 あなた も， また あ 
なた の 息子たち， 妻， 息子たち の 妻 も 
あなたと 共に。 19 そして， あらゆる 
肉なる あらゆる 生き物の うち， それ ぞ 
れ二 匹ず つを 箱船の 中へ 携え 入れ， そ 
れを あなたと 共に 生き長らえさ せる よ 
うに。 それらは 雄と 雌で ある。 20 飛 
ぶ 生き物の うちから その 種類に したが 
い， 家畜のう ちから その 種類に したが 
い， 地面の あらゆる 動く 生き物の うち 
から その 種類に したがって， それぞれ 
二 匹ず つが 入っ て あなたの もと に 行き， 
命を 長ら えさせる。 21 そして あなた 
は， 食べられる あらゆる 食物を g 分の 
ために 取りなさい。 それを あなたの も 
とに 集めなければ ならない。 それは あ 
なた と 彼らの ための 食物と なる」。 

22 それで ノアは すべて 迚 から 命じ 
られ たと おりに していった。 まさに そ 
のと おりに 行なった。 
n その後 エホバは ノアに こう 言われ 
• た。 「あなたと あなたの 家の 者た 
ちは みな 箱船に 入りなさい。 あなたが 
この 世代に あって わたしの 前に 義 なる 
者で ある ことを， わたしは 見た からで 
ある。 2 あなたは， あらゆる 清い 獣の 
中から 七 匹ず つ， 雄と そのつ がいの 雌 
を 自分の もとに 取らねば ならない。 そ 
して， あらゆる 清くない 獣の 中からは 
ただ 二 匹ず つ， 雄と そのつ がいの 雌を 
[取る ように]。 3 また， 天の 飛ぶ 生き 


第 6 章 

ア創 7:21 
詩 104:29 


第 7 章 


もの  ひき  おす  めす  と 

物の 中から も 七 匹ず つ， 雄と 雌を [取っ 
て] ，全地の 表に 子孫を 生き長らえさせ 

[イ）  か 

るよう に。  4 あと 七日のう ちに， わ 
た しは 四十 日 四十 夜 地に 雨を 降らせる 
からで ある。 わたしは 自分の 造った， 
存在して いるすべ てのものを 地の 表 か 

さ  け） 

ら ぬぐい 去る」。 5 それで ノアは すべ 
て エホバから 命じられた とおりに して 
いった。 

6 そして， ノアは 六 百 歳であった が， 
そのと き 地に 大 洪水が 起きた。 7 それ 
で ノア， そして 彼の 息子たち， 妻， ま 
た 息子たち の 妻が 彼と 共に 大 洪水の 水 

さきだ  はこぶね  W 

に 先立って 箱船に 入った。  8 あら ゆ 
る 清い 獣， あらゆる 清くない 獣， また 
飛ぶ 生き物と 地面を 動く あらゆる もの 
の 中から， 9 二 匹ず つ， 雄と 雌が ノア 
のと ころへ， 箱船の 中へ 入った。 裡が 
ノアに 命じた とおりと なった。 10 そ 
れ から 七自 笑 誠 采の 水が 4 に I 


ん だ。 

しょうがい  だい 

11 ノアの 生涯の 六 百年目， 第二の 

こうだい 

月， その 月の 十七 日， その 日に 広大な 

ふか  いずみ やぶ 

水の 深みの すべての 泉が 破られ， 天の 

すいもん  ひら  [ヶ）  ち  そそ 

水門が 開かれた。 12 そして， 地に 注 

ごうう  や (コ) つづ 

ぐ 豪雨は 四十 日 四十 夜 続いた。 13 ま 

むすこ 

さに その 日， ノア， そして ノ アの 息子た 

(サ 1  つま 

ち セム， ハム， ヤぺ テ， また ノアの 妻 
と 息子たち の 三人の 妻が 彼と 共に 箱船 

トン）  かれ 

に 入った。 14 彼ら， そして あらゆる 

やじゅう  し!* るい  （ス 1 

野獣が その 種類に したがい， あらゆる 
家畜が その 種類に したがい， 地の 上を 
動く あらゆる 動く 生き物が その 種類に 

(セ）  と 

したがい， あらゆる 飛ぶ 生き物が その 

(V)  とり  つばさ 

種類に したがい， あらゆる 鳥， 翼の あ 


創世 7:15—8:11  水は 山々 を 覆う。 木は しだいに 退く。 はとを 放つ  16 

る あらゆる 生き物が [入った]。 15 こ 第7 章  Q そのの ち裡は ノア および 彼と 共に 
うして， その内に 命の 力が 活動して い 7fJ9：1°  ® 箱船の 中に いるすべ ての 野獣と す 

る あらゆる 肉なる ものの 中から 二 匹ず ベての 家畜を 思い起こされた。 そして 
つが ノアのと ころへ， 箱船の 中へ 入っ  神が 地の 上に 風を 過ぎ行かせ ると， 水 

い  ゆ  ウイ ザ 26:20  おさ  【ゥ ）  ふか 

て 行った。 16 そして， 入って 行く も  は 収まり はじめた。  2 そして 水の 深 

の， すなわち あらゆる 肉なる ものの 雄 ^37.12：15 みの 泉と 天の 水門とは ふさがれ， そ 
と 雌は， ® が 彼に 命じた とおりに 中に  ^13:6 れ によって 天からの 豪雨は とどめられ 
入った。 そのの ち エホバは 彼の 後ろの 1〇4：6 た。 3 そして 水は 地から 退きは じめ， 
戸を 閉じられた。  17：2' しだいに 退いて いった。 百 五十 日の 終 

17 そして 大 洪水は 地の 上に 四十 日  わりに 水は 少なく なって いた。 4 そ 

続いた。 水は 増えて いって 箱船を 持ち  して 第 七の 月， その 月の 十七 日に 箱船 

上げる ようになり， それは 地より 高い ，ザ3 は アララトの 山に とどまった。  5 そ 
ところに 浮かんだ。 18 そして， 水は コ創 6:7  して 第 十の 月になる まで 水は しだいに 

みなぎって 地の 上に 大いに 増えつ づけ サ廉 2:21  減って いった 0 第 十の 月， その 月の 一 
たが， 蛐 船は 水の 表を 動いて 行った。 ^i； go 日に 山々 の 頂が 現われた。 

19 そして， 水は 地に 大いにみ なぎって， 3:6  6 それから 四十 日の 終わりに なっ 
全天 下の 高い 山々 が ことごとく 覆われ 第二 欄 て， ノアは 自分の 造った 箱船の 窓を 開 
るよう になった。 20 水は それらの 上  けた。  7 そのの ち 一羽の 渡り がらす 

十五 キュビ トにまで みなぎり， 山々 は 7fJ6;20  を 放った が， それは ずっと 外を 飛びつ 
覆われた。  11：7 づけて， 水が 地から 乾く まで 行ったり 

ち  うご  イ創 19:29  き 

21 そのため， 地の 上を 動く すべて 出2:24  来たりし ていた。 

の 肉なる ものは， 飛ぶ 生き物 も， 家畜  ^  94:14  8 後に 彼は， 水が 地の 表から 引いた か 

も， 野獣 も， 地の 上に 群れな すすべ て ^33：7  どうかを 見る ために， 一羽のは とを 自 
の 群れ も， そして 人 もみな 息 絶えた。 1 豐ば 分のと ころから 放った。 9 だが， はと 
22 その 鼻孔に 命の 力の 息が 活動して い ォ王 け:2  は その 足の裏を とどめる 所を どこに も 
たす ベての もの， すなわち 乾いた 地面 ヵ ョブ38 :11 見いだ せなかった 0 こうして 水が まだ 

し  （ヶ）  iL/  5:22  ぜんち  おもて  W  かれ 

にいた すべての ものが 死んだ。 23 こ +f]7：1„  全地の 表に あった ため， それは 彼のと 
うして [初は， 地の 表に 存在して いた バ nl9:37 ころへ， 箱船の 中へ 戻って 来た。 そこ 
すべての ものを， 人から 獣， 動く 生き ヶ創 7:20  で 彼は 手を 出して それを 捕まえ， 自分 
物， 天の 飛ぶ 生き物に いたる までぬ ぐ コ創 6:16  のと ころへ， 箱船の 中へ 入れた。 10 そ 
い 去られ， それらは 地から ぬぐい 去られ サ 創6:2 〇  して 彼は さらに あと 七日 待って から， 
た。 ただ ノア， および 彼と 共に 箱船の  f^41 もう 一度 そのは とを 箱船から 放った。 
中に いた もの だけが そのまま 生き残 っ ,>|$55:6 11 その後， はとは 夕方 ごろに 彼のと こ 
た。 24 そして， 水は 百 五十 日の あい ス創 7:19  ろへ やって来 たが， 見よ， むしり 取っ 
だ 地に みな ぎって いた。  セネへ 8:15 た ばか りの オリー ブの 葉が その くちば 


17  箱船から 出る。 季節の 変化は やむ ことがない。 血の 神聖 さ  創世 8：12—9：7 


しに あった。 それで ノアは， 水が 地 か 
ら 引いた ことを 知った。 12 そこで 彼 
はさら にあと 七日 待った。 それから そ 
のはと を 放った が， それは もはや 彼の 

ふたた  もど  こ  （イ） 

とこ ろへ 再び 戻っ ては 来なかった。 

13 さて， 第 六 百 一年， 第一の 月， その 
月の 一日に 水は 地からは けて いた。 そ 
こで ノア が 箱船の 覆 L 、を 取りの けて 見 
ると， いま， 地の 表は [水が] はけて 乾 
いていた。 14 そして 第二の 月， その 
月の 二十 七日に， 地は すっかり 乾いて 
ぃ 

15 そこで# は ノアに 話して こう 言 
われた。 16 「あなたは， そして あな 
たの 妻， 息子たち， 息子たち の 妻 も 共 
に， 箱船から 出なさい。 17 あなたと 
共に いる あ ら ゆる 肉なる あらゆる 生き 
物を， 杂ぶ 生き物 も， 獣 も， 地の 上を 
動く すべての 動く 生き物 も， あなたと 
一緒に 携え 出しなさい。 それらは 地に 
群れ， 子を 生んで 地に 多くなら なけれ 
ばなら ない」。 

18 そこで ノアは 外に 出， 彼の 息子 
たち， 妻， 息子たち の 妻 も 共に [出た]。 
19 あらゆる 生き物， あらゆる 動く 生き 
物と あらゆる 飛ぶ 生き物， すべて 地の 
上を 動く ものは， その 種族に したが っ 
て 箱船から 出た。  20 それから ノアは 
エホバの ために 祭壇を 築き， すべての 
清い 獣 とすべ ての 清い 飛ぶ 生き物の 中 
から 幾らかを 取って， 祭壇の 上で 焼燔 
の 捧げ物を ささげ はじめた。 21 それ 
で エホバは 安らぎの 香り を かぎは じめ 
られ た。 そして エホバは その 心に こう 
言われた。 「二度と 再び わた しは 人の 
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ア創 7:20 
創 8:3 


す 出 14:21 
力 創 7:7 
く テ I  3:20 


ケ創 

コ創 


サ創 1 
詩 144:13 
シ創 6:10 


ス創 7:14 
詩 36:6 
セ 創 12:7 
創 22:9 
創 26:25 


ツ レビ 26:31 
エゼ 20:41 
エフ 5:2 
ヘプ 13:16 
テ 創 6:6 
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ア創 3:17 
創 5:29 
イ申 31:21 
代 I  28:9 
ウ創 6:5 
伝 7:20 
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力 創 1：28 
創 8:17 


シ レビ 3:17 
レビ 7:26 
レビ 17:13 
申 12:16 
申 12:23 
使徒 15:20 
使徒 15:29 
使徒 21:25 


ゆえに 地の 上に 災いを 呼び 求める こと 
はしない。 人の 心の 傾向は その 年若い 
時から 悪い からで ある。 二度と 再び わ 
たしは 自分が 行な った とおりに あら ゆ 
る 生き物を 撃つ ことは ない。 22 地の 
存続す るかぎ り， 種 まきと 収穫， 寒さ 
と 暑さ， 夏と 冬， 昼と 夜は 決して やむ 
ことは ない ので ある」。 

9 次 I ヽで裡 は ノアと その 息子たち を 
祝福して こう 言われた。 「子を 生 
んで 多くな り， 地に 満ちよ。 2 そして， 
あなた 方に 対する 恐れ， また あなた 方 
に対する おののきは， 地の あらゆる 生 
き 物と 天の あらゆる 飛ぶ 生き物， 地面 
を 動く あらゆる もの， また 海の すべて 
の 魚に 引き続き とどまる であろう。 そ 
れ らは今 あなた 方の 手に 与え られ る。 
3 生きて いる 動く 生き物は すべて あな 
た 方の ための 食物と してよ い。 緑の 草 
木の 場合の ように， わたしは それを 皆 
あなた 方に 確かに 与える。 4 ただし， 
その 魂 つまり その 血を 伴う 肉を 食べ 
ては ならない。  5 さらに わたしは， あ 
なた 方の 魂の 血の 返済を 求める。 すべ 
ての 生き物の 手から わたしは その 返済 
を 求める。 人の 手から， その 兄弟で あ 
る 各人の 手から， わたしは 人の 魂の 返 
済を 求める。 6 だれでも 人の 血を 流 
す 者は， 人に よって 自分の 血を 流され 
る。 裡は 自分の 像に 人を 造った からで 
ある。 7 そして あなた 方は， 子を 生ん 
で 多くな り， 地に 群がって そこに 多く 

(V) 

なれ」。 

ス創 4:10; 出 21:12; 民 35:31; 啓 19:2; セ 出 20:13; 民 35: 
12; 民 35:30; 申 19:6; サ II  4:11; マタ 24:30; 啓 21:8; ソ創 
h28; 創 10:32〇 


創世 9:8—27  虹の 契約； しるし。 カナンは のろわれる  18 

8 さらに® は ノア および 共に いる そ 第9 章  17 そして 姓は 繰り返して ノアに 言 
の 息子たち にこう 言われた。 9 「そし7; ば〗 われた， 「これは， わたしと 地に いる 
てわたしは いま， あなた 方 および あなた ィ;^ すべての 肉なる ものとの 間に わた しが 

のち  し そん  たい  (7)  けいやく  ^  ^  5"*9  たし  けいやく  （ア） 

方の 後の 子孫に 対して わたしの 契約を ゥ創 8:1  確かに 立てる 契約の しる しで ある」。 

立てる。 10 また， あなた 方 と共にい る X#J8.21  18 そして， 箱船から 出た ノアの 息子 

い  たましい たい  とり けもの  [ィ） 

すべての 生きた 魂に 対しても。 鳥， 獣， ォ出 3:12  たちは セム， ハム， ヤぺ テであった。 ハ 
あなた 方 と共にい る 地の すべての 生き 力 I セ 4ぷ28 ムは 後に カナンの 父と なった。 19 こ 
物， 箱船を 出る すべての ものから 地の キコ I1S:39 れら 三人が ノアの 息子たち であり， こ 
あらゆる 生き物に いたる まで。 11 ま ク巧 れら から 全地の 民が 広がった。 

ことに わたしは あなた 方に 対して 自分 ヶ 創8 :21  20 さて， ノアは 農夫と して 暮らし 

の 契約を 立てる。 すなわち， もはやす ^  38:36 始め， ぶどう 園を 設ける ようにな っ 

ベての 肉なる ものが 大 洪水の 水に よっ  ^ 111:5  た。 21 そして 彼は ぶどう酒を 飲みは 
て 断たれる ことは ない。 もはや 大 洪水 じめ て それに 酔 仏， そのために 自分の 
が 起きて 地を 滅ぼす ことは ない」。  天幕の 中で 身を あらわにした。 22 後 

くわ  い  ^ 一 ^  ちち  （ク}  じ ぶん  はだか 

12 加えて# はこう 言われた。 「こ ァ創 9:13  に カナンの 父 ハムは 自分の 父の 裸を 
れ は， わたしと あなた 方 および あなた ィ |j5:32  見， 外にい る 自分の 二人の 兄弟に その 
方 と共にい る あらゆる 生きた 魂との 間  fJ 10:1  ことを 告げに 行った。  23 そこで セム 
に， わたしが 代々 定めの ない 時に 至る ま IM1:. とヤぺ テは マン‘ を 取り， それを 自分 
で 与える 契約の しる 匕で ある。 13 わ ぺ パ 3:20 たち 二人の 肩に 掛けて 後ろ向きに 入っ 

にじ [*)  くも  たし  才創 2:15  い  ちち はだか 

たしの 虹を， わたしは 雲の 中に 確かに テモ >>2:6 て 行った。 こうして ふたりは 父の 裸を 
与える。 それは わたしと 地との 間の 契 ^^2〇：6  覆った が， その さい 顔は 背けた ままで 

やく  キ創 19:35  (- » 

約の しるしと なる ので ある。 14 そし  ®  23:35 父の 裸を 見なかった。 

て， わたしが 地の 上に 雲を 起こす と， 1：8  24 ついに ノアは ぶどう酒 [の 酔い] か 

そのと き 虹が 必ず 雲の 中に 現われる よ ヱゼ 22:10 ら 覚め， 一番 年下の 子が 自分に 対して 
うになる であろう。 15 そして わたし  iE17：9  行なった ことにつ いて 知った。  25 そ 

かなら  がた  エフ 5:3  かれ  い 

は 必ず， わたしと あなた 方 およびす ベ サ#』37:34 こで 彼は 言った， 

にく  W  い  出 9 つ. 27  [ス） 

ての 肉なる もののう ちの あらゆる 生き  ‘  「カナンは のろわれよ。 

ナ搜 との 驚の I# の鏹を i、 ぃ出 A  L  I# の 韻たち に S する ¥も 軍し 

だいこう ずい  どれい  （セ） 

もは や 水が 大 洪水と な っ てす ベての 肉 ス レビ I8:3  I ヽ奴隸 と なれ」 0 

ほろ  [ヶ）  甲/: 1  くわ  かれ  い 

なる ものを 滅ぼす ことは ない。 16 そ  26 加えて 彼は こう 言った。 

れ で， 虹が 雲の 中に 生じる ことになる。 セョシ lm  「セムの 裡 エホバが ほめたたえられ 

わたしは 必ず それを 見て， 裡と 地に い VSS°  るよう に。 

るすべ ての 肉なる もののう ちの あら ゆ  29:20  カナンは 彼に 対する 奴隸 となれ。 

い  たましい  あいだ  さ だ  とき  ルカ 1：68  ひろ  ところ  あた 

る 生きた 魂との 間の， 定めの ない 時に ^g.>  9:23  27 拽 がヤぺ テに 広 やかな 所を お与え 
至る 契約を 思い出す であろう」。  S/Si  になる ように。 


19  狩人 ニム ロ デは エホバに 敵対す る  創世 9：28—10：24 


彼は セムの 天幕に 宿る ように。 
カナンは 彼に 対しても 奴隸と 
なれ」。 

28 そして ノアは 大 洪水の のち 三百 
五十 年生き つづけた。 29 それで， ノ 
アの 日数は 全部で 九 百 五十 年と なり， 
こう して 彼は 死んだ。 

1 そして， これが ノアの 子， セム， 
上 リ ハム， ャぺ テの M もで ぁる。 

さて ，大 洪水の のち 彼ら に 子が 生まれ 
るよう になった。  2 ヤぺ テの 子ら は， 
ゴ メル， マゴ グ， マ ダイ， ヤ ワン， 卜 

[コ】  I サ）  [シ） 

バル， メシエ ク， ティ ラスであった。 

3 そして， ゴ メルの 子ら は， アシュ 
ケ ナズ， リ ファト， ト ガル マであった。 

4 また， ヤ ワンの 子ら は， エリ シャ 
と タルシシ ュ ，キッテムと ド ダ ニムで 
あった。 

5 これらから， 諸国の 島々 の 民が， 各々 
その 国語に したがい， 種族に したがい， 
国民 ごとに それぞれの 土地に 広がった。 

6 そして， ハムの 子ら は， クシ ュ ，ミ 
ツ ライム， ブト， カナンであった。 

7 そして， クシ ュの 子ら は， セ パ， 
ハ ビラ， サブ タ， ラ アマ， サブ テ カで 
あった 0 

そして， ラ アマの 子は シ エバと デ 
ダンであった。 

8 そして， クシ ュは ニム ロ デの 父と 
なった。 彼は 地上で 最初に 力の ある 
者と なった。 9 彼は エホバに 敵対す 
る 力 ある 狩人と して 現われた。 それ 
ゆえに， 「エホバに 敵対す る 力 ある 
狩人 ニム ロ デの よう だ」 という 言い 
習わしが ある。 10 そして， 彼の 王 
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サ ヨシ 13:3 
エレ 47:4 
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チ ヨシ 11:3 
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ゼカ 9:2 
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二 創 13:10 
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ぺテ n  2:6 
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ネ創 14:8 
ノ創 11:17 


国の 始まりは， シナ ルの 地の バベル， 
エレ ク， アッカド， カルネであった。 
11 その 地から 彼は アッシリアに 出て 
行って， ニネベ， レホボト •イ ル， 力 
ラ ハ， 12 そして ニネベと カラ ハと 
の 間の レ センの 建設に 取り かかった。 
これが 大きな 都市で ある。 

13 そして， ミツ ライムは， ルディ 
ム ，アナ ミム， レ ハ ピム， ナフ ト ヒム， 
14 パト ル シム， カス ルヒム （この 中 
から フィリス ティア 人が 出た）， カフ 
トリムの 父と なった。 

15 そして， カナンは， その 長子 シド 
ン ，へ 卜， 16 また エブ ス 人， ア モリ 
人， ギル ガシ 人， 17 ヒビ 人， アル キ 
人， シ ニ人， 18 アル ワド 人， ツェ マ 
ル 人， ハ マト 人の 父と なった。 後に 力 
ナン 人の 諸種 族は 分散した。 19 それ 
で， カナン 人の 境界は， シ ドンから， ガ 
ザに 近い ゲラルまで， [また] ソ ドム， 
ゴ モラ， アド マ， そして ラシ ャに 近い 
ツェ ボイ イムまでと なった。  20 こ 
れら が， その 種族に したがい， 国藷に 
したがい， その 土地に より， 国民 ごと 
に [示した] ハムの 子ら である。 

21 そして， エベ ルの すべての 子ら の 
父祖で あり ，一番 年長の ヤぺ テの 兄弟で 
ある セムに も 子孫が 生まれた。 22 セ 
ムの 子は， エラム， ア シュル， アル パ 
ク シャド， ルド， アラムであった。 

23 そして， アラムの 子ら は， ウツ， 
フル， ゲ テル， マシ ュで あった。 

24 そして， アル パクシ ャ ドは シェ 


ハ エズ 4:9; 使徒 2:9; ヒ エゼ 27:23; フ創 11:10; へ 代 I 
1:17。 


創世 10:25 一 11：13  バベルの塔。 言語を 混乱させる。 セムの 子孫  20 

(7)  ちち  {?)  かれ  い 

ラ ハの 父と なり， シヱ ラ ハは エベ ルの 第1 〇 章 となった。 4 そうして 彼らは 言った， 
父と なった。  「さあ， 我々 のために 都市を， そして 塔 

25 そして エベ ルには 二人の 子が 11:16  を 建て， その 頂を 天に 届かせよう。 そ 

いっぽう  （ィ）  ウ創 11:9  あ  [〇] ち 

生まれた。 一方の 名は ペレグと いっ ヱ代11:19  して， 大いに 我々 の 名を 揚げて， 地の 
たが， それは 彼の 時代に 地が 分けら ^ftI1:20 全面に 散らされる ことのない ようにし 

(ゥ）  きょ うだい  力 代 I 1:21  (I) 

れ たからであった。 その 兄弟の 名は キ代 II:22  よう」。 

ヨク タンと いった。  ^ 1! ioai  5 それから エホバは， 人の子ら の 逢 

26 そして， ヨク タンは， アル モ ヶ創 2:11  てた 都市と 塔と を 見る ために 下って 来 
ダ ド， シェ レフ， ハツ ァルマべ 卜， コ こ2 = られ た。 6 その後 エホバは 言われた， 
エラ ハ， 27 ハ ドラム， ウ ザル， ディ サ創 仙5  「見よ， 彼らは 一つの 民で， 彼らの すべ 

(*)  シ創 9:7  げんご  [力） 

クラ， 28 オ バル， アビ マエ ル， シェ  創9: 19  てに とって 言語 もた だ 一つで ある。 そ 

[キ）  [ク 1  '&)  [コ） 使徒 17:26  おこ 

パ， 29 オフィル， ハ ビラ， ヨバ ブ - して， このような ことを 彼らは 行ない 

の 父と なった。 これらは 皆ヨ クタ  始める の だ。 今や 彼らが 行なおう とす 

ス創 10:10  え 

ンの 子であった。  ダニ1:2 る ことで そのな し 得ない ものは ないで 

かれ  きょじゅうち  -  （キ）  （ク）  くだ 

30 そして， 彼らの 居住地は， メシャ 第二 欄 はない か。  7 さあ， わたしたちは 下っ 

とうほう  さんち  およ  い  かれ  げんご  こんらん 

から， 東方の 山地の セ ファ ルに ま で 及 ァ *1:14  て 行って， あそこで 彼らの 言語を 混乱 

出 2:3  (ヶ）  たが  き  わ 

ん だ。  ィァモ 9:2 させ， 彼らが 互いの 言語を 聴き 分けら 

31 これらが， その 種族に したがい， ^?i9；!3o れ ないように しよう」。 8 こうして エ 

こくご  とち  こく  ヨハ 5:44  かれ  ち  ぜんめん  ち 

国語に したがい， その 土地に より， 国 ホバは 彼らを そこから 地の 全面に 散ら 
民に したがって [示した] セムの 子ら で し， 彼らは その 都市を 建てる ことから 
ある。  しだいに 離れて いった。  9 それゆえ 

32 これらが， その 家筋に したがい， 力11 ni:1  に そこの 名は バベルと 呼ばれた。 そこ 

こくみん  しめ  キ伝 7:29  ぜんち  げんご  こんらん 

その 国民に よって [示した], ノアの 子 コ 11:19 において エホバは 全地の 言語を 混乱 さ 

しょぞく  だいこうず いご  ク創 1:26  かれ 

らの諸 族で あり， これらから 大 洪水 後  ^8:30  せた からで あり， エホバは 彼らを そこ 

しょこく みん  ち  ひろ  （シ）  ケ ヨブ 5:12  ち  ぜんめん  ち  ㈣ 

に 諸国 民が 地に 広がった 0  I#  33:10 から 地の 全面に 散らされた 0 

ぜんち  げんご  いっしき  詩 55:9  (v)  れきし 

n さて， 全地は 一つの 言語， 一式 コ創 10:5  1〇 これが セムの 歴史で ある 0 

の 言葉の ままであった。  2 そ サ t 力32 i シ  セムは 大 洪水の 二 年後に アル パク 

して， 東に 向かって 旅を している うち H^i14 シャドの 父と なった が， そのと き 百 歳 

ひとびと  ち w  たに 

に， 人々 はやが て シナ ルの 地に 谷 あい スラ ピ 巧: し であった。 11 そして， アル パクシ ャ 

へいげん  す  x  ちち  のち  い 

の 平原を 見つけて， そこに 住む ように セ 詩 明:3〇  ドの 父と なった 後 セムは 五 百年 生きつ 

かれ  おのおのた が  ルカ 1：51  かん  むすこ  むすめ 

なった。  3 そして， 彼らは 各々 互い ソ 創6: 1〇  づけ， その 間に 息子 や 娘たち の 父と 

い  代 I 1:4  ( チ i 

にこう 言いだ した。 「さあ， れんがを ルヵ3:36 なった 0 

つく  や  かた  夕創 10:22 

造り， 焼いて それを 焼き 固めよう」。 そ 代11 心  12 そして アル パク シャドは 三十 五 年 

か  チ 創 10:21  い  M  ちち 

れ で， 彼らに とっては れんがが 石の 代 l>fJ10：24  生き， そのの ち シヱ ラ ハの 父と なった。 
わりと なり， 歴 青が モルタルの 代わり  f 力1 ぱ 5 13 そして， シェラ ハの 父と なった 後ア 


21  アブラムは ウルを 去る， 約束を 与えられる  創世 11:14—12:4 

ル パクシ ャ ドは 四百 三年 生きつ づけ， 第11 章  27 そして これが テラの 歴史で ある。 
その 間に 息 字 や 娘たち の 父と なった。 ァぎ/ど丨  テラは アブラム， ナホ ル， ハランの 

い  私ち  (7) 

14 そして シェラ ハは 三十 年生き， そ ィも ゞぷ 父と なった。 そして ハランは ロトの 父 
のの ち エベ ルの 父と なった。 15 そし ゥ となった。 28 後に ハランは， その 生 
て， エベ ルの 父と なった 後 シェラ ハは I ルヵ3:35 まれた 土地， すなわち カルデア 人の ウ 
四百 三年 生きつ づけ， その 間に 息子 や 力 創 11:32 ルで， その 父 テラ と共にいた ときに 死 
娘たち の 父と なった。  キ^^34 ん だ。 29 その後 アブラムと ナホ ルは 

16 そして エベ ルは 三十 四 年の あい  %  妻を め とった。 アブラムの 妻の 名は サ 

だ 生き， そのの ち ペレグの 父と なった。 ョ ハ8:39 ライと いった。 また， ナホ ルの 妻は 名 
17 そして， ペレグの 父と なった 後 エベ  ?；1；7 を ミルカと いって ハランの 娘であった。 

ルは 四百 三十 年生き つづけ， その 間に [ハランは] ミルカの 父， また イス カの 

息子 や 娘たち の 父と なった。  - 父で ある。 30 しかし， サライは ずっ 

18 そして ペレグは 三十 年の あいだ 生  とうまず めで， 子供が いなかった。 

[ゥ） ちち  7 創 12:4  のち 

き， そのの ち レウの 父と なった。 19 そ  ^\：7  31 後に テラは， その子 アブラムと， 

して， レウの 父と なった 後 ペレグは ニ ィ 品％  ハランの 子で 自分の 孫の ロトと， その 
百 九 年生き つづけ， その 間に 息子 や 娘 ゥ創 瓜7  子 アブラムの 妻で ある 嫁の サライを 連 

たちの 父と なった 0  I 創 mi れ， 一行は 彼と 共に カルデア 人の ウル 

20 そして レウは 三十 二 年の あいだ を 出て カナンの 地に 向かった。 やがて 

い  W ちち  へ Tl  ㈡） き  す 

生き， そのの ち セル グの 父と なった 0 才 創22: 彼らは ハランに 来て， そこに 住む こと 
21 そして， セル グの 父と なった 後レウ ヵ 創 I6:2  になった 0  32 そして， テラの 日数は 

い  かん  むすこ  創 18:11  のち 

は 二百 七 年生き つづけ， その 間に 息子  °; 二百 五 年と なり， その後 テラは ハラン 
や 娘たち の 父と なった 0  キ創 II:27 で 死んだ 0 

22 そして セル グは 三十 年の あいだ ク置 i6:i  1 ^ それから エホバは アブラム にこ 
生き， そのの ち ナホ ルの 父と なった。 ヶ^ぶ 9  う 言われた。 「あなたの 国を 出， 

23 そして， ナホ ルの 父と なった 後 セル  ®34：2  あなたの 親族と 父の 家と を 離れて， わ 

い  かんむす こ  触 13:19  しめ  い  【サ） 

グは 二百 年生き つづけ， その 間に 息子 コ創 比4  たしが 示す 国へ 行きなさい。 2 そう 

むすめ  M  27:43 

や 娘たち の 父と なった 0  _{«*67:2  すれば わたしは， あなたから 大 いなる 

24 そして ナホ ルは 二十 九 年の あい 第 12 章 国民を 作り， あなたを 祝福し， あなた 
だ 生き， そのの ち テラの 父と なった。 サ 巧3 の 名を 太いなる ものにする。 あなたは 

ちち  のち  使徒7:4  [シ） 

25 そして， テラの 父と なった 後 ナホ ル シ創 は16  祝福と なりなさい 0  3 そして わたし 
は 百 十九 年生き つづけ， その 間に 息子  %  は あなたを 祝福す る 者たち を 祝福し， 

や 娘たち の 父と なった。  ^  : ,7976；'4 あなたの 上に 災いを 呼び 求める 者を の 

ぃ  V,  no' no  W ちじょぅ  かぞく 

26 そして テラは 七十 年の あいだ 生  £  24；9  ろう。 地上の すべての 家族は あなたに 
き， そのの ち アブラム， ナホ ル， ハラ セ 2 ば よって 必ず 自らを 祝福す るであろう」。 
ンの 父と なった。  55  3；f  4 そこで アブラムは エホバが 語られ 


創世 12:5—13:1  アブラムは カナンへ， そして エジプトへ 入る  22 


たと おりに 出かけて 行き， ロト も 彼と 
共に 行った。 そして アブラムは ハラン 
を 出た とき 七十 五 歳であった。  5 こ 
うして アブラムは， 妻 サライと 自分の 
兄弟の 子 ロト， また 自分たち の ためた 
すべての 貨財と ハランで 得た 幾人 かの 
魂 とを 伴い, 一行は そこを fir 発して 力 
ナンの 地に 向かった。 ついに 彼らは 力 
ナンの 地に 来た。  6 そして アブラム 
は その 地を ずっと 進んで シェ ケムの 所， 
モレの 大木 林の 近くにまで 来た。 その 
当時 カナン 人が その 地に いた。  7 と 
きに エホバは アブラムに 現われて， こ 
う 言われた。 「あなたの 胤に わたしは 
この 地を 与えよう」。 そのの ち 彼は， 自 
分に 現われた エホバの ために そこに 祭 
壇を 築いた。 8 後に 彼は そこから ベ 
テルの 東の 山地に 移り， ベ テルを 西， 
アイを 東に して 天幕を 張った。 次いで 
彼は エホバの ために そこ に 祭壇を 築い 
て， エホバの 名を 呼び 求めた。 9 後に 
アブラムは 宿営を たたみ， そこから 宿 
営を 移動 させつつ ネゲ ブへ 進んだ。 

10 さて， 飢きんが その 地に 起きた の 
で， アブラムは エジプトに 下って 行っ 
た。 そこに 外国人と してと どまる ため 
であった。 飢きんは その 地で 厳し かっ 
たので ある。 11 そして， 間もなく エ 
ジブ トに 入ろうと したと き， 彼は 妻サ 
ライに こう 言う のであった。 「さあ， 
お願い だ。 わたしは， あなたが 容姿の 
美しい 婦人で あるのを よく 知っている。 
12 それで きっと， エジプト 人は あなた 
を 見る と， 『これは あの 男の 妻 だ』 と 
言う ことだろう。 そして， きっと わた 


第 12 章 

ア ヘプ 11:8 


力 使徒 7:16 
キ創 35:4 


ス創 26:25 
箴 18:10 


セ 創 20:1 
創 24:62 


使徒 7:6 


夕創 26:1 


チ 創 26:7 


第二 欄 

ア創 12:19 

ィ創 20:12 

ゥ創 20:14 
創 24:35 


しを 殺し， あなたは 生かして おく だろ 
う。 13 どうか， わたしの 妹 だと 言っ 
ておくれ。 あなたに よって わたしが 無 
事で いられる ようにす るの だ。 わたし 
の 魂は あなたの お かげで 必ずや 生き 長 
ら えられる だろう」。 

14 そして， アブラムが エジプトに 入 
ると すぐ， エジプト 人は その 女を 見て， 
彼女が 非常に 美 しいのを 知る ので あっ 
た。 15 そして ファラオの 君たち も 彼 
女を 見て， 彼女を ファラオに 推賞す る 
ようになった。 そのため， この 女は ファ 
ラオの 家に 召し入れられた。 16 そし 
て 彼は アブラムを 彼女の ゆえに 好 遇し， 
[アブラム] は 羊 •牛 • ろば •下男 •は 
しため •雌ろ ば • らくだを 持つ ように 
なった。 17 そのと き エホバは アブ ラ 
ムの妻 サライの ことで ファラオ とその 
家の 者たち を 太いなる 災厄を もって 撃 
たれた。 18 そこで ファラオは アブ ラ 
ムを 呼んで， こう 言った。 「あなたが 
わたしに 対してし たこの 事は どういう 
ことなの か。 なぜ あなたは, 彼女が 自分 
の 妻で ある ことを わたしに 告げな かっ 
たの か。 19 どうして， 『わたしの 妹 
です』 などと 言った のか。 そのため わ 
たしは 彼女を 自分の 妻と すると ころで 


第 13 章 


ケ創 12:9 


あった。 さあ， これは あなたの 妻 だ。 
連れて， 出て 行く ように！」 20 そし 

かれ  かん  めいれい 

て ファラオは 彼に 関して 命令を 出し， 
人々 は 彼と その 妻 また 彼の 持つ すべて 

おく  い  [0) 

の ものを 送っ て 行った。 


13 


それから アブラムは エジプトを 

[ヶ） のぼ  かれ 

出て ネゲブに 上った。 彼と その 


妻 また 彼の 持つ すべての もの， そして 


23  アブラムは 口 卜と 別れる 


創世 13: 2 — 14: 2 


口 卜 も 一緒であった。  2 そして アブ 
ラムは 家畜の 群れと 銀と 金を 多量に 擁 
していた。  3 そして 彼は 宿営を 移動 
させつつ ネゲブを 出て ベ テルへ， つま 
り 彼の 天幕が 初めに あった ベ テルと ア 
イの 中間の 場所へ 来た。 4 当初 彼が 
そこに 造った 祭壇の 場所で ある。 そう 
して アブラムは そこに おいて エホバの 
名を 呼び 求めた。 

5 さて， アブラム と共に 進んで いた 
口 卜 も 羊と 牛と 天幕を M 有して いた。 
6 それで， その 地は 彼ら すべてを 一緒 
に 住ませる には 十分でなかった。 彼ら 
の 貨財が 多く なって， みんなで 共に 住 
むこと がで きなかった ので ある。 7 そ 
して， アブラムの 畜類を 飼う 者と 口 卜 

あいだ  い  あらそ  しょう 

の 畜類を 飼う 者との 間に 言い争いが 生 
じた。 当時は カナン 人と ベリジ 人が そ 
の 地に 住んで いた。 8 そのため アブ 
ラムは 口 卜に 言った， 「どうか， わた 
しと あなたとの 間， また わたしの 牧夫 
と あなたの 牧夫との 間に 言い争い など 
が 続かない ようにして ください。 わ 
たしたち は 兄弟 どう しなので すから。 
9 この 全土は あなたが 用いて よいので 
はありません か。 どうか わたしと 別れ 
てくだ さい。 あなたが 左に 行く ので あ 
れ ば， わたしは 右に 行きます。 あなた 
が 右に 行く ので あれば， わたしは 左に 
行きます」。 10 それで 口 卜は 目を 上げ 
て “ ヨルダン 地域” 全体を 見た が， エ 
ホ バがソ ドムと ゴ モラを 滅びに 至らせ 
る 前であった ため その 全域が よく 潤っ 

(サ）  その (シ） 

ており， ゾアルに 至る まで エホバの 園 
のよう， エジプトの 地の ようであった。 


第 13 章 


イ創 12:8 


ェ創 21:33 


第二 欄 


ア創 19:29 


11 そこで ロトは 自分の ために “ ヨルダ 
ン 地域” 全体を 選び， こうして 口 卜は 
自分の 宿営を 東方に 移した。 それで 彼 
らは 互いに 別れた。 12 アブラムは 力 
ナンの 地に 住んだ が， 口 卜は その 地域 
の 諸 都市の そばに 住んだ。 やがて 彼は 
ソ ドムの 近くに 天幕を 張った。 13 と 
ころで， ソ ドムの 人々 は 悪く， エホバ 
に 対し はなはだし L ヽ 罪人で あった。 

14 そして， 口 卜が 彼と 別れた 後に， エ 
ホバは アブラム にこう 言われた。 「ど 
うか， 目を 上げて， あなたの いる 場所 
から， 北， 南， 東， 西の方を 見る よう 
に。 15 あなたの 見て いるすべ ての 土 
地， わたしは それを あなたと あなたの 
胤に 定めの ない 時に 至る ま で 与える か 
ら である。 16 そして わたしは あなた 
の 胤を 地の 塵 粒の ようにす る。 それ 
で， もし 人が 地の 塵 粒を 数えられ るの 
であれば， あなたの 胤 もまた 数えられ 
る ことにな ろう。 17 立って， その 地 

なが  はば  ゆ  めぐ 

を， その 長さと 幅 いっぱいに 行き 巡り 
なさい。 あなたに それを 与える からで 
ある」。 18 それで アブラムは 引き続 
き 天幕で 生活した。 後に 彼は へ ブロン 

[ク）  たいぼく りん  き  す 

にある マム レの 大木 林に 来て そこに 住 


第 14 章 

コ創 10:10 


サ創 10:22 


チ 申 29:23 


ん だ。 そして 彼は そこに エホバの ため 
の 祭壇を 築いた。 

1 J さて， シナ ルの 王 アム ラフ エル， 
n エラ サルの 王 アル ヨク， エラム 

(シ）  W 

の王ケ ドル ラオ メル， ゴ イムの 王 ティ 


ドア ルの 時代の ことで あるが，  2 こ 

もの  (t) 

れらの 者たち がソ ドムの 王べ ラ， およ 


[ソ）  [夕） 

びゴ モラの 王 ビルシ ャ， アド マの 王シ 

[チ） 

ヌ アブ， ツェ ボイ イムの 王 シェ ム エベ 


創世 14:3—20  王たち の 戦い。 口 卜を 救う。 メル キゼ デク による 祝福  24 

(ァ）  い  （ァ）  かれ 

ル， そしてべ ラ （すなわち ゾアル） の 第14 章 行った。 12 彼らは また， アブラムの 
王と 戦いを した。 3 これらは みな 同7*3 4:3  兄弟の 子 ロトと その 貨財を も 奪って 進 

めい  [ィ）  ていち へいげん [ゥ）  イ裁 20:11  い  す 

盟 して “シ ディムの 低地 平原” すな わ ゥ 創14:1〇 んで 行った。 彼は そのと きソ ドムに 住 

しお  うみ W  すす  [ィ） 

ち “ 塩の 海” に 進んだ。  ヱ*3:17  ん でいた ので ある。 

かれ  才申 1:4  のち  のが  もの 

4 十二 年の あいだ 彼らは ケ ドル ラオ ^#2:1〇  13 その後， ひとりの 逃れた 者が やっ 

つか  はん  き  じん [ゥ】  つ 

メルに 仕えた が， 十三 年 目に なって 反 キ て 来て， へ ブライ 人 アブラムに 告げた。 
逆した ので ある。 5 それで， 十四 年 目 ^#J36：8  彼は そのと き， エシュコルの 兄弟 また 

ケ創 21:21  (X)  [ ォ] 

にケ ドル ラオ メル， そして それにく み コ民 20:1  ア ネルの 兄弟で ある， ア モリ 人 マ ムレ 
した 王たち が やって来て， アシュ テロ サ ば の 大木 林に 幕屋を 張って いた。 彼らは 

[才）  じん  どうめい しゃ 

卜 •カルナ イムで レ ファ イム 人を， ハ シ代 H0:2  アブラムの 同盟 者であった。 14 こう 
ムでズ ジム 人を， シャ ベ. キル ヤ タイ 11 して アブラムは， g 分の 兄弟が とりこ 

[力】 うやぶ  セ 創 14:3  き  (fl)  かれ 

ムでエ ミム 人を 撃ち破り，  6 また ホ ソ創 W:1  にされ たこと を 聞いた 0 そこで 彼は， 

じん (キ）  さん [ク） やぶ  こうや  ^  „  くんれん  もの  いえ 

リ 人を その セイル 山で [破って]， 荒野 Mjl4:3  訓練され た 者， その 家で 生まれた 三百 

W  くだ  チ 創 11:3  どれい [キ） よ  あつ （ク）  W 

のと ころの エル •パランにまで 下った 0  *  2:3  十八 人の 奴隸を 呼び集め， ダ ン まで そ 
7 次いで 彼らは 向きを 転じて エン. ミ 1=== の 跡を 追った。 15 そして 彼は， すな 

(コ） いた  X#J 19:30  どれい  よる ぐんぜい 

シュ パトすな わち カデシュに 至り， ア - わち 彼と その 奴隸 たちは， 夜に 軍勢を 

マレク 人の 野 全体を [制し]， さらに ハ  m~m 分けて 彼らを 攻め， こうして 彼らを 撃 

('»  す  [ス） ア創 14:16  やぶ  きた 

ザゾ ン •タマルに 住んで いた ア モリ 人 ィ創 19:1  ち 破って， ダマスカスの 北の ホバ まで 
を 撃ち破った。  om40:15 追って 行った 0 16 そうして 彼は すべ 

8 ここに おいて ソ ドムの 王， それに  *  3:18  ての 貨財を 取り戻し， さらに 自分の 兄 

ゴ モラの 王， アド マの 王， ツェ ボイ イ  S32:9  弟 ロトと その 貨財， また 女たち と 人々 

才創 10:16  (•» 

ムの 王， ベラ （すなわち ゾアル） の 王  « を も 取り戻した。 

は 進軍し， “シ ディムの 低地 平原” で ^  ^  17 そのと きソ ドムの 王は， ケ ドル ラ 

彼らに 対して 戦闘 隊列を 敷いた 0  9 す ク王 U0:27 オメルと それにく みした 王たち を 撃ち 

なわち， エラムの 王ケ ドル ラオ メル， ヶ 裁18 :29 破って 戻って 来た 彼を， “シャ ベの 低 

コ創 32:7  ち へいげん  w  むか 

ゴ イムの 王 ティ ドア ル， シナ ルの 王ア 裁7:16  地平 原” つまり 王の 低地 平原まで 迎え 
ムラ フェル， エラ サルの 王 アル ヨクに ^11^19 に 出た。 18 また， サ レムの 王 メル キ 

たい [ソ）  v  m ib.i^  (v)  しゅたず さ  き （夕） 

対し， 四 人の 王が 五 人に 対してで ある。 スサ nisds ゼデク は パンと ぶどう酒を 携えて 来た。 
10 ところで， “シ ディムの 低地 平原，， セ ヘプ7:1 彼は 至高の 神の 祭司であった。 19 そ 

れきせい [チ） あな  ソ詩 110:4  かれ  しゅくふく 

は歴 青の 坑 また 坑 であった。 そして， ^  ?；3〇 して 彼は [アブラム] を 祝福して こう 
ソ ドムと ゴ モラの 王たち は 逃げて 行っ 7：10 言った。 

おこ  のこ  もの  さん 夕裁 19:19  («>] 

て そこに 落ち込み， 残った 者たち も 山 チ 詩 83:18  「アブラムが 祝福され るよう に。 

地に 逃げた。 11 それで， 勝利者たち ッ朽 3:14  至高の 神, 天地を 作り出された 方 

は ソドムとゴモラの すべての 貨財 およ テ？  m:l5  によって 0 

しょくもつ うば  さ  10:6  しこう  (H 

びその すべての 食物を 奪って， 去って hftl  29:10  20 至高の 神が ほめたたえられる ように。 


25  アブラムは 分捕り物を 返す。 アブラム に対する 契約  創世 14:21—15:11 

あなたを 虐げた 者を あなたの 手 第 M 章 ませんで した。 ご覧く ださい， わたし 
に 渡された その 方が」。  7 *  28:7  の 家の 子が 相続人と して わたしの 跡を 

それに 対し アブラムは すべての 物の 十 1 フ 28 ほ 継ごうと しています」。 4 しかし， 見 

ぶん  かれ  あた  （ィ）  かれたい  ことば 

分の 一を 彼に 与えた 0  ゥ創 46:15 よ， 彼に 対する エホバの 言葉は こうで 

21 その後 ソ ドムの 王は アブラムに  あった。 「その 者が 相続人と して あな 

い  たまい バゥ）  エ申 32:40  あとつ  じしん 

こう 言った。 「これらの 魂は わたし  たの 跡を 継ぐ のでは なく， あなた 自身 

に 下さい。 貨財は あなたが 取って くだ の 内から 出る 者が 相続人と して あなた 
さい」。  22 それに 対し アブラムは ソ 141, の 跡を 継ぐ であろう」。 

ぃ  しこう  キ創 14:13  つ  かれ そと つ  ぃ 

ドムの 王に 言った， 「至高の 神 エホバ， ク蔵 3:27  5 次いで [初は 彼を 外に 連れて行 っ 

天地を 作り出された 方に 向かって はっ 州5:18 てこう 言われた。 「どうか， 天を 見 上 
きり [誓いの] 手を 挙げます が，  23 縫 第15 章 げて ，数える ことができる ものなら/星 
い 糸から サンダルの 締め ひもに 至る ま ヶ を 数えて みるよう に」。 そして， さらに 
で， そうです， わたしは， およそ あな 3W27:1  こう 言われた。 「あなたの 胤 も そのよ 
たのものからは 何一つ 受け取りません。 nv  ^!° うになる であろう」。 6 そこで 彼は エ 
『わたしが アブラムを 富ませた の だ』  ホ パに 信仰を 置いた。 そして [拽] は 彼 

い  サ申 33:29  たい  ぎ  [t,) 

と あなたが 言わない ためです。 24 わ  ^30:5  に対して それを 義 とみな された。 7 そ 
たしには 何も 要りません。 ただし， 若' ンぢ ゞ:6 れ から 彼に さらにこう 言われた。 「わ 
者たち がすで に 食べた もの， そして わ ス 創 24:2  たしは エホバで あり， この 地を あなたに 
たしと 一緒に 行った 人々， つまり アネ tfJi2:7  与えて 所有させる ため あなたを カル デ 

W  う  ぶん  べつ  使徒 7:5  じん  みちび  もの  〔キ） 

ル， エシュコル， マ ムレの 受け 分は 別 _ ア 人の ウルから 導き出した 者で ある」。 

です 。彼らには 彼らの 受け 分を 取らせ 第二 欄 8 それに 対して 彼は 言った， 「主権者 
てくだ さい」。  7 *  2:10  なる 主 エホバ， わたしが これを 所有す 

1 ， これらの 事の 後， エホバの 言葉 21:12 るよう になる ことを， 何に よって 知る 
id が 幻の 中で アブラムに 臨んで こ ，5iL/  33：22 ことができる のでしょう か」。 9 する 
う 言った。 「アブラムよ， 恐れて はい  * 1：1〇  と， こう 言われた。 「わたしの ために， 
けない。 わたしは あなたの 盾で ある。  三 歳の 雌牛と， 三 歳の 雌 やぎと， 三 歳 

あなたの 報いは 非常に 大きな ものと な  ^ の 雄 羊， それに やまばとと 若い いえば 

トン）  たい  い  W  と  かれ 

る」。 2 それに 対し アブラムは 言った， ^dv4：13 とを 取りなさい」。 10 それで 彼は その 
「主権者なる 主 エホバよ， わたしに 何を  s? S2 すべてを 自分の もとに 取り寄せ， それ 
お与えく ださる ので しょうか 0 わたし キ創 11:31 らを 二つに 切り裂いて， それぞれの 部 
は 子供の ない ままで おり， わたしの 家  ^ 105:11 分が 他方の 側と 向き合う ように 置いた。 
を 所有す る ことになるのは ダマスカス m718 しかし 鳥は 切り裂かなかった。 11 す 

[ス）  くわ  もうし  おく 

の 人 エリ エゼルな のです」。 3 加えて ヶ uei:14 ると 猛 きんが 死が いの 上に 降りて 来る 

い  らん  [サ）  お  はら 

アブラム はこう 言った。 「ご覧く ださ コ レビ 1:17 ため， アブラムは それらを 追い払う の 

わたくし たね (セ） さず 

い， あなたは 私に 胤を 授けて ください サ レビ 11:13 であった 0 


創世 15:12—16:8 


400 年の 苦悩が 予告され る。 ハ ガルは サライを 侮る 


26 


第 15 章 


チ 中 7:1 


第 16 章 

ツ創 15:3 

テ 創 12:16 
ガラ 4:25 


第二 欄 

ア創 20:17 
イ創 30:3 

ウ創 21:12 
エフ 5:21 


2 それで サライは アブラム にこう 言っ 
た。 「お願いが あります。 エホバは わ 
た しが 子供を 産む ことを とどめられ ま 
した。 どうか， わたしのは しためと 関 
係を お持ちく ださい。 わたしは 彼女に 
よって 子供を 得られる かも しれ ませ 
ん」。 それで アブラムは サライの 声を 

き 入れた。  3 そこで， アブラムの 妻 
サライは 自分の エジプト 人のは しため 
ハ ガルを 連れて行き， アブラムが カナ 
ンの 地に 住んで 十 年の 終わりの ことで 
あった が， これを 自分の 夫 アブラムに 
妻と して 与えた。 4 こうして 彼は ハガ 
ルと 関係を 持ち， 彼女は 妊娠した。 自 
分が 妊娠した ことに 気づく と， そのと 
き 彼女の 目は _ 分の 女主 人を 侮る よう 
になっ;^。 

5 そこで サライは アブラムに 言っ 
た， 「わたしに なさ れた 暴虐は あなた 
が 負って くださいます ように。 わたし 
は 自分のは しためを あなたの 懐に ゆだ 
ねました が， 彼女は 自分が 妊娠した こ 
とに 気づき， わたしは その 目に 悔られ 
るよう になり ました。 エホバが わたし 
と あなたとの 間を 裁かれ ますよう に」。 
6 それで アブラムは サライに 言った， 
「見なさい。 あなたのは しためは あな 
たに 任されて いる。 あなたの 目に 良 
いと 思う ことを それに 行なう がよ い」。 
そこで サライ は 彼女を 辱め るよう にな 
り， そのため 彼女は その もとから とげ 
て 行った。 

7 後に エホバの み使いが， 荒野の 水 
の 泉， シュルに 至る 道に ある 泉のと こ 
ろで 彼女を 見つけた。  8 そしてこう 


12 しばらくして， 日が 沈もうと する 
ころ， 深い 眠りが アブラムを 襲った。 そ 
して， 見よ， 怖ろ しい ほどに 濃い 闇が 
彼の 上に 襲って 来た。 13 そして [裡] 
は アブラム にこう 言いは じめ られ た。 
「あなたは この ことを はっきり 知って お 
くと よい。 すなわち， あなたの 胤は 自 
分たち のでは ない 土地で 外人 居留 者と 
なって， [その 地の 民] に 仕えねば なら 
ず， その [民] は 必ず 四百 年の あいだ 彼 
らを 苦しめる であろう。 14 しかし， 
彼らの 仕える 国民を わたしは 裁く。 そ 
の 後， 彼らは 多くの 貨財を 携えて そこ 
を 出る。 15 あなた 自身は， 平安のう 
ちに 父祖の もとに 行く。 あなたは 良い 
齢に 達して 葬られる であろう。 16 し 
かし 四 代 目に 彼らは ここに 戻って 来る。 
ア モリ 人のと がが まだ 満ちて いない か 

t ク） 

ら である」。 

17 今や 日は 沈んで ゆき， 濃密な 闇が 
やって来た。 すると， 見よ， 煙る 炉と燃 
える たいまつ とが あって， それら 切られ 

あいだ  とお  W 

たもの の 間を 通った。 18 その 日， エ 
ホバは アブラムと 契約を 結んで， こう 
言われた。 「あなたの 胤に わたしは こ 
の 地を 与える。 エジプトの 川から， か 

がわ トン） 

の大 川， ユーフラテス川まで， 19 す 
なわち， ケ ニ人， ケニズ 人， カド モニ 

じん (セ}  (v) 

人，  20 ヒッ タイ ト 人， ベリジ 人， レ 

[夕）  じん 

ファ イム 人， 21 ア モリ 人， カナン 人， 

w  ち 

ギル ガシ 人， エブ ス人 [の 地] を」。 

1 介 さて， アブラムの 妻 サライは ひ 
丄〇 とりも# を 4 んでぃ なか っ 

[ッ）  かのじょ  じん 

た。 しかし 彼女には エジプト 人のは し 
ためがいて， その 名を ハ ガルと いった。 


2 2C 
1  8  9  2  »•  1  8  2 
301 1: 5:2 2 43: 15: 15: 29: 15: 10: XI 22: 25: 15: 
創サ 出サ詩 箴箴 箴箴 伝べ 創 創出 
X 才カ  キ  クケ  コサ 


27  アブラムの 名は アブラハム とされる  創世 16：9—17：9 

言い はじめた 0  「サライの はしため ハ 第16 章  1 W アブラムは 九十 九 歳に なった が， 
ガル， あなたは いったい どこから 来た ァ f フ 1Q;?5  丄" そのと き エホバは アブラムに 現 

い  テ ト 2:9  い  【ア）  ぜん 

のか。 どこへ 行こうと する のか」。 こ  われて， こう 言われた。 「わたしは 金 

れに 対し 彼女は 言った， 「わたしの 女' :2  能の 神で ある。 わたしの 前を 歩んで と 
主人 サライのと ころから 逃げて 行く の  ftl 1:29  がの ない 者で ある ことを 示しなさい。 
です」。  9 すると エホバの み使いは な  2 そして わたしは， わたしと あなたと 

おも 言った， 「あなたの 女主 人の もと .  の 間に 自分の 契約を 設けて， あなたを 

かえ  もと  み  ひく  才 I#  22:24  ひじょう おお  ふ  闭 

に 帰って， その 手の 下に 身を 低く しな  非常に 多く 殖えさせる」。 

W  つか  力 創 37:28  き  ふ 

さい」。 10 それから エホバの み使い  3 それを 聞いて アブラムは ひれ 伏し 

は 彼女に こう 言った。 「わたしは あな 件  た。# は 彼と 語りつ づけて こう 言われ 

たね  ふ  [ィ）  おお  クサ: 1116.9  けい 

たの 胤を 大いに 殖やす。 それは 多くて  た。 4 「わたしは， 見よ， わたしの 契 

数え きれないまでに なろう」。 11 エ 4：13 約は あなたに 対する もので あり， あな 
ホバ のみ 使いは さらに 言った， 「いま ^fJ  24：62 たは 必ず 国々 の 民の 父と なる。  5 そ 
あなたは 妊娠して いる。 あなたは 男の コラ ラ21 じ 4 して， あなたの 名は もはや アブラムと 
子を 産む が， その 名を イシ ュマ エルと  m  は 呼ばれない。 あなたの 名は アブ ラ ハ 

呼ばねば ならない。 エホバが あなたの - ム としなければ ならない。 わたしは あ 

苦悩を 聞かれた からで ある。 12 その  mi/^  なた を 国々 の 民の 父と する からで ある。 
人， それは しまうまの ような 人と なる。 _  6 そして， わたしは あなたが 非常に 多 

その 手は すべての 人に 向かい， すべて  く 子を 生む ようにし， あなたを 幾つ も 

かれ  （力）  ウ詩 15:2  こくみん 

の 人の 手は 彼に 向かう。 彼は そのす ベ 詩18:23 の 国民と ならせる。 王たち が あなた か 

きょうだい  かお  まえ  まくや  は （キ 1  W 

ての 兄弟たち の 顔の 前に 幕屋を 張る」。 ら出 るであろう。 

かのじょ  じぶん  ガフ 3:17 

13 そこで 彼女は， エホバつ まり 自分  „  7 「そして わたしは， わたしと あなた 

かた  かた  才 ©ちよよ 

に 語り かけて おられた 方の 名を， 「あ  および あなたの 後の 代々 にわた る あな 

なた は ご覧になる 拽 です」 と 呼ぶ よう 力 裁 13:20 たの 胤との 契約を， 定めの ない 時に 至 
になった。 彼女は， 「わたしを 見て い  ~17:6 る 契約と して 履行し， わたしが あなた 
てくだ さる 方を， わたしは ここで 実際に 1〇5：9 と あなたの 後の 胤に 対して 拽 である こ 
見た のでしょう か」 と 言った ので ある。 = マ13 ぽ 7 とを 示す。 8 そして わたしは， あなた 
14 それゆえに その 井戸は ベ エル •ラ ハ ヶ王 ni:i8 と あなたの 後の 胤に， あなたが 外国人 

よ  [ヶ）  すと ち  W 

イ •  ロイと 呼ばれた。 いま それは カ デ コ 裁2: 1  として 住んで いる 土地を， すなわち 力 

あいだ  のち  ほ 105:10  ぜんど  さ だ  とき  いた  しょゆう 

シュ とべ レ ドの 間にある。 15 後に ハ  ナンの 全土を 定めの ない 時に 至る所 有 

う  サミ カ 7:20  あた  かれ  たい 

ガルは アブラムに 男の子を 産み， アブ ルヵ1:72 として 与える。 わたしが 彼らに 対して 
ラムは ハ ガルが 産んだ 自分の 子の 名を シ ^ス〖:26 裡 である ことを 示す ので ある」。 

イシ ュマ エルと 呼んだ 0 16 そして， ハ ス出 6:4  9 そして 裡は アブラハム にさら にこ 

ガルが アブラムに イ シュ マエ ルを 産ん  ~ブ 11:9 う 言われた。 「あなたと しても わたし 
だとき， アブラムは 八十 六 歳であった。 の 契約を 守る ように。 あなた も 後に 来 


創世 17:10—26  割礼。 サライの 名は サラと される。 イサクの 誕生の 約束  28 

る 代々 にわた る あなたの 胤 も 0 1〇 こ 第17 章 た 0  「百 歳の 人に 子供が 生まれる だろ 
れは あなた 方の 守る， わたしと あなた 7tn-A3 うか。 それに サラが， そう， 九十 歳に 
方， さらに あなたの 後の 胤との 間の わ ィ創 ル4  もなる 女が 子を 産む だろう か」。 

けいやく  W  ルカ 2:21  のち 

たしの 契約で ある 0 すなわち， あなた ゥ創 34:15  18 その後 アブラハムは [まことの] 

方のう ちの 男子は みな 割礼を 受けな け  nS  2；29 姓に 言った， 「ただ， イシ ュマ エルが 
れ ばなら ない。 11 実に， あなた 方は1 使*  み 前に 生き長らえれば よいので すが」 0 

自分の ^ 皮の 肉に 割礼を 受けなければ 才創 21:4 19 これに 対して# は 言われた， 「あな 
ならない。 それが わたしと あなた 方と  y*  3：5! たの 妻 サラは 本当に あなたに 男の子を 
の 間の 契約の しるしと なる ので ある。 ^^2；4643 産む。 あなたは その 名を イサクと 呼ば 

がた  だんし  (X)  かれ 

12 そして， あなた 方のう ちの 男子は み キ裁 2:1  ねばならない 0 そして わたしは 彼に 対 
な 生後 八日 目に 割礼を 受けなければ な ^^4:24  して わたしの 契約を 立て， 彼の 後の 胤 
ら ない。 代々 にわたり， 家に 生まれた  ；,!57：23 のために 定めの ない 時に 至る 契約と す 

もの  たね  いこく  [ォ】  かん 

者 も， あなたの 胤の ものでは ない 異国 ヶ創 II:29 る 0  20 しかし イシ ュマ エルに 関して 

人から 金で 買い取られた 者 も。 13 す コ^18 以 も， あなた [の 願い] を 聞き入れた。 見 
ベて あなたの 家に 生まれた 者， すべて サ創 35:11 よ， わたしは 彼を 祝福して 子を 多く 生 
あなたの 金で 買い取られた 者は 必ず fJ シ 彻 28:26 ませ， 非常に 多く 殖えさせる。 彼は 必 
礼を 受けなければ ならない。 あなた 方  m-m  ず 十二 人の 長を 生み出し， わたしは 彼 
の 肉の 身に おける わたしの [この] 契約 ァ創 is:i2  を大 いなる 国民に ならせる。 21 だが， 
は， 定めの ない 時に 至る 契約と なる の ルヵ2:19 わたしの 契約は， 来年 この 定めの 時期 
である。 14 そして， 自分の 包皮の 肉 ^  n!?i に サラが あなたに 産む イサクに 対して 
に 割礼を 受けない 無 割礼の 男子， その ゥ創 他11 立てる であろう」 0 
ような 魂は 民の 中から 断たれね ばなら XnJ  9；?  22 ここで 裡は 彼と 話し 終え， アブ ラ ハ 

ない。 その 者は わたしの 契約を 破った  #74:28 ムの もとから 上って 行かれた。 23 そ 

才創 26:24 

ので ある」。  こで アブラハムは， その子 イシ ユ マエ 

15 裡は アブラハム にな おもこう 言  77 フ 4:28 ル， その 家に 生まれた すべての 者， ま 

つま  力 創 16:10  じぶん  かね  か  と 

われた。 「あなたの 妻 サライに ついて  ^ 21:13 た 自分の 金で 買い取った すべての 者， 
は， あなたは その 名を サライと 呼んで キ創 21:18 すなわち アブラハムの 家の 者のう ちそ 
はならない。 サラが その 名と なる ので  mi:29 のす ベての 男子を 集め， まさに その 日， 
ある。 16 そして わたしは 彼女を 祝福  21:1 神が 語られた とおり 彼らの 包皮の 肉に 

し， また 彼女に よって あなたに 男の子 割礼を 施して いった。 24 そして， そ 
を 与える。 わたしは 彼女を 祝福し， 彼  . の 包皮の 肉に 割礼を 受けた とき， ア 

いく  こくみん  （サ）  3  ^  5,4  さい  m 

女は 幾つ もの 国民と なる。 もろもろの サ 創17:13 ブラ ハムは 九十 九 歳であった。 25 ま 

たみ  トン）  =3 シ 5:2  ほうひ 

民の 王たち が 彼女から 出る であろう」。  〇 マ2: 29 た， その子 イシ ュマ エルは， その 包皮 
17 これを 聞いて アブラハムは うつ 伏 m の 肉に 割礼を 受けた とき 十三 歳で あっ 

わら  こころ  い  [ス） 

し， 笑いながら その 心の中で こう 言っ ス創 16:16  た 0  26 まさに その 日， アブラハムは 


29  み使いた ちを 接待す る。 サラは 笑う  創世 17:27—18:15 


割礼を 受けた。 その子 イシ ュマ エル も 
である。 27 また， 彼の 家の すべての 
男は， その 家に 生まれた 者 も 異国 人 か 
ら 金で 買い取られた 者 も， 彼と 共に 割 
礼を 受けた。 

-|  Q 後に エホバは マ ムレの 大木 林で 
18 彼に 現われた。 それは， 昼の 暑い 
ころ， 彼が 天幕の 入口に 座って いた 時 
のこと であった。 2 彼が 目を 上げて 見 
ると， 自分から 少し 離れた ところに 三 
人の 人が 立って いるので あった。 それ 
を 見かける と， 彼は その 人たち を 迎え 
るた め 天幕の 入口から 走り出て， 地に 身 
を かがめた。 3 そうしてこう 言った。 
「エホバよ， もし 今， 私が あなたの 目 
に 恵みを 得て おりましたら， どうか こ 
の 僕のと ころを 素通りな さらない でく 
ださい。 4 どうか 少しの 水を 取って来 
させ， ぜひ 皆 さまの 足を お洗わせ くだ 
さい。 その あと 木の下に 横に おなりく 
ださい。  5 そして， 私に 少しの パンを 
持って来させ， ご 自分たち の 心を さわ 
やかに なさって ください。 その後で し 
たら， 進んで 行かれて 結構です。 その 
ために こち らの 道を 進んで 僕の ところ 
においで になった のです から」。 する 
とその 人々 は 言った， 「よろしい。 あ 
なた の 言った とおりに しなさい」。 

6 それで アブラハムは 急いで 天幕へ， 
サラのと ころへ 行って， こう 言った。 
「急いで， 上等の 麦粉 三 セアを 取り， 練 
り 粉を 作って 丸い 菓子を こしらえ なさ 
い」。 7 次いで アブラハムは 群れのと 
ころに 走って 行き， 柔らかくて 良い 若 
牛を 取って 従者に 渡し， 急いで その 調 


第 17 章 

ア詩 119:60 
イ出 12:44 

第 18 章 


ウ創 13:18 


ク 使徒 16:15 

ヶ創 24:32 
サ I  25:41 
ヨハ 13:5 


理に 取り かかった。 8 それから， バ 
ターと 乳， それに 自分が 調えた 若 牛を 
取り， その 人たち の 前に 置いた。 そし 
て 自分は， その 人たち が 食べて いる 間， 
その かたわらの 木の下に 立って いた。 

9 そのの ち 彼らは [アブラハム] に 
言った， 「あなたの 妻 サラは どこに い 
るの か」。 それで 彼は 言った， 「ここ， 
天幕の 中に おります」。 10 すると 彼 
はこう 続けた。 「来年 この 時期に わた 
しは 必ず あなたの ところに 帰っ て 来 
る。 そして， 見よ， あなたの 妻 サラに 
男の子が できる」。 さて， サラは 天幕の 
入口のと ころで 聴いて いた。 それは そ 
の 人の 後ろであった。 11 そして， ア 
ブラ ハムと サラは 年老いて おり， 高齢 
であった。 サラは 月経が もうな くな っ 
ていた。 12 そのため サラは 自分のう 
ちで 笑いだ してこう 言った。 「すっ か 
り 衰えた 後の わたしに 果たして 楽しみ 
が あるで しょうか。 それに， わたしの 
主 も 年老いて いますのに」。 13 その 
とき エホバは アブラハムに 言われた， 
「サラが 笑って， 『わたしは 年老いて し 
まっ たのに 果た して ほんとう に 子を 産 
める だろう か』 と 言った のは どうして 
か。 14 エホバに とって あまりに 異例 
でな し 得ない 事が あろう か。 定めの 時， 
来年 この 時期に， わたしは あなたのと 
ころに 帰る。 そして， サラに 男の子が 
できる であろう」。 15 しかし サラは 否 
定 しつつ 言った， 「わたしは 笑ったり 
はしません」。 彼女は 恐れた ので ある。 
それでも 彼は 言った， 「いや， あなた 
は 確かに 笑っ た」。 


創世 18:16——30  ソ ドムは 滅びに 定められる； アブラハムは 嘆願す る  30 

16 後に， その 人々 は そこから 立ち上 第 W 章 のために その 場所を 容赦す る ことは さ 
がって ソ ドムの 方を 見下ろした。 アブ 7103:12  れな いのです か。 25 そのよう に 行動 
ラ ハムは その 人たち を 送って 行く ため  ^  20:38 され， 義人を 邪悪な 者と 共に 死に 至ら 
一緒に 歩いて いた。 17 すると エホバ 0 詩 25:14 せて， 義人に も 邪悪な 者と 同じ 事が 起 
はこう 言われた。 「わたしは 自分の 行  ^3:7 きる ように されるな どと いうのは， あ 

こと  おお かく  エ創 12:3  かんが 

なう 事を アブラハムから 覆い隠そうと  8,fd なた について は 考えられない ことで 

(ゥ）  ゎ3:14  M 

している だろう か。 18 いや， アブ ラ ォサ n  22:25 す。 そのような ことは あなたに ついて 
ハムは 必ず 太いなる 強大な 国民と なり， ^2:9  は 考えられません。 全地を 裁く 方は 正 
地の すべての 国の 民は 彼に よって 自ら ^^4.9  しい こ とを 行なわれる のでは ありま 

しゅくふく  W  (X)  い 

を 祝福す る ことになるの だ 0 19 わた キ箴 21:13  せんか」。  26 すると エホバは 言われ 
しが 彼を 親しく 知った の も， 彼が 自分 ^iJ9；r  た， 「ソ ドムに， その 都市の 中に 五十 
の 後の 子ら と 家の 者たち とに 命じて エ  ポ 人の 義人を 見いだ すなら， その 者たち 

みち  まも  ぎ  こうせい  ユダ 7  ばしょ ぜんたい  ようしゃ 

ホ パの 道を 守らせ， こうして 義と 公正  fj  の ゆえに わたしは その 場所 全体を 容赦 

を 行なわせる ためで あり， エホバが ア ば22:22 しよう」。  27 しかし アブラハムは そ 
ブラ ハムに ついて 語った 事柄を 必ず 彼 胃 14:2  れに 答えて なお も 言った， 「お願いで 
の 上に 来たらせる ためであった の だ」。 J  f  ；f  す。 いまは あえて エホバに 申し上げて 

い  裁6:11  ちり はい  わたくし 

20 そこで エホバは こう 言われた。 サ詩 106:23 おります 。塵と 灰に すぎない この 私で 
「ソドムとゴモラに ついての 苦情の 叫 シ 創2 〇:4  すが 0  28 もし その 五十人の 義人が 五 

[キ）  かれ  つみ  民 16:22  た 

び， それは まさに 大きく， 彼らの 罪， 11  ^;19 人足り ない とすれば。 その 五 人の ため 
それは まことに 重い。  21 わたしは， nj  3:f に， あなたは その 都市 全体を 滅びに 至 
それにつ いて わたしに 達した 叫びのと  m  ら せられる のでしょう か」。 すると こ 

おりに 彼らが 行動して いるの かどう か 7il/5：l う 言われた。 「そこに 四十 五 人を 見い 
を 見る ために 下って 行こうと 決めて い ィ 詩37: だせば， わたしは それを 滅びに 至らせ 

し  箴 29:16  (4] 

る。 もしそう でない のなら， それ も 知  7 ラ3 :18 はしない」。 

る ことができよう」。  °  *  32：4  29 しかし 彼は もう 一度， さらに 語り 

ひとびと  む  エヨプ 34:12  い 

22 ここで その 人々 は そこから 向きを  J50:6  かけて こう 言った。 「もし そこに 四十 
転じて ソ ドムの 方へ 進んで 行った。 し  it  7:f 人が 見いだ される としたら」。 それに 対 
かし エホバの ほうは なお も アブラハム ォ ェレ5: 1  してこう 言われた。 「その 四十 人の ゆ 

まえ  [サ）  エゼ 22:30 

の 前に 立って おられた。  23 それで ア t 創 3:19  えに わたしは そうはし ない」。  30 し 
ブラ ハムは 近づいて こう 言った。 「あ  かし 彼は 続けて 言った， 「どうか エホ 

なた はほんと うに 義人を 邪悪な 者と 共 +Sl4 18 パが お怒りに ならずに， 私に さらに 話 

トン 彳  キ氏 14:18  ^ 

にぬ ぐい 去られる のです か。  24 もし  7^8 させて くださいます ように。 もし そこ 
その 都市の 中 に 義人が 五十人 I 、ると しク *  34:6  に 三十 人が 見 I 、だされる としたら」 0 
たら。 それでも あなたは その 人々 をぬ  それに 対してこう 言われた。 「そこに 

ぐい 去り， その内に いる 五十人の 義人 ヶ ヘプ 4:16 三十 人を 見い だせば， わたしは そうは 


31  口 卜は み使いの 訪問を 受ける。 暴徒が 押し寄せる  創世 18:31—19:11 


しない」。  31 しかし 彼は 続けて 言っ 

ねが 

た， 「お願いです。 いま あえて エホ 
バに 申し上げ るので すが， もし そこに 
二十 人が 見いだ される としたら」。 そ 
れ に対してこう 言われた。 「その 二十 
人の ゆえに， それを 滅びに 至らせは し 
ない」。 32 最後に 彼は 言った， 「どう 
か エホバが お怒りに ならないで， いま 
一度 だけ お話し させて ください ますよ 
うに。 もし そこに 十 人が 見いだ される 
としたら」。 それに 対してこう 言われ 
た。 「その 十 人の ゆえに， それを 滅び 
に 至らせる ことは しない」。  33 こう 
して アブラハムに 話し 終える と エホバ 
は 進んで 行かれ， アブラハムは 自分の 

ところ かえ 

所に 帰った。 

1 q さて， かの 二人の み使いは 夕方 
までに ソ ドムに 着いた が， ロト 
はソ ドムの 門の 中に 座して いると ころ 
であった。 ふたりを 見かける と， ロト 
は 立ち上がって これを 迎え， 地に 顔を 
伏せて 身をかがめた。 2 そうして こ 
う 言った。 「さあ， どうか， 我が 主た 
ち， 僕の 家に どうぞ お寄りに なって 一 
泊され， 足を 洗って いらして ください。 
それから， 早く 起きて 旅路を 続けて ゆ 
かれる ように 是非な さって ください」。 
すると 彼らは 言った， 「いや， 公共 広場 
に 泊まる ことにします」。  3 しかし 彼 
がしき りに 促した ため， その 人々 は 彼 
のと ころに 寄り， その 家に 入った。 それ 
で [ロト] は 彼らの ために 宴を 設け， 無 
酵母 パン を 焼 き， 彼ら は 食べ はじめた。 

4 彼らが 横になら ない うちに， その 
都市の 男たち， すなわち ソ ドムの 男た 
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ちが その 家を 取り囲んだ。 少年から 年 
寄り まで， 民の すべてが こぞって [やっ 
て 来た] ので ある。 5 そして ロトに 向 
かって 呼ばわり， こう 言いつ づけた。 
「今夜 お前の ところに 来た 男たち は ど 
こにいる のか。 我々 がその 者たち と 交 

わりを 持てる ように 我々 のと ころへ 出 

[ゥ） 

して くれ」。 

6 ついに ロトは 彼らのと ころへ 出て 
入口のと ころに 行った が， 自分の 後ろ 
で その 戸は 閉じた。  7 そうしてこう 
言った。 「わたしの 兄弟たち， どうか 
悪い ことは しないで ください。  8 お 
願いです。 いまわた しには， 男と 交わ 
りを 持った ことのない 娘 が 二人い ま 
す。 どうか それを あなた 方のと ころに 
出させて ください。 そして その ふたり 
に， あなた 方の 目に 良い と 思う ことを 行 
なって くださ 6。 ただこの 人たち にだ 
けは 何もし ないで ください。 せっかく 
わた しの 屋根の 陰の もと に 来たので す 
から」。  9 すると 彼らは 言った， 「向 
こうへ 引き下がれ！」 そう して さら 
にこう 言った。 「この 独り者は 外国人 
と して 住む ためこ こにやって 来たく せ 
に， なんと 裁き 人に なろうと している 
の だ。 さあ， あの 者たち よりお 前を ひ 
どい 目に 遭わせて やろう」。 そして 彼 
ら はこの 人， つまり ロトに 激しく 押し 
迫り， 戸を 押し破ろ うとして 近づいて 
来た。 10 そのため， かの 人々 は 手を 
伸ばして 口 卜を 自分たち のと ころへ， 
家の 中に 引き入れ， その 戸を 閉じた。 
11 一方では， 家の 入口のと ころに いた 
男たち を， その 最も 小なる 者から 最も 


創世 19:12—25  口 卜は ソ ドムを 去る よう 促される。 ソ ドムの 滅び  32 


太なる 者まで 打って 盲目に ならせた。 
そのため 彼らは 入口を 見つけよ うとし 

つか  は  （ゥ1 

て 疲れ果てて しまう のであった。 

12 その後 その 人々 は 口 卜に 言った， 
「あなたには ほ かに だれかが ここにい ま 
すか。 婿 や 息子 や 娘， そして 市内に い 
る あなたに 属する 者を 皆 こ の 場所から 
連れ出しなさい！ 13 わたしたち はこ 
の 場所を 滅びに 至らせようと している 
のです。 彼らに ついての 叫びが エホバ 
の 前に 大きく なった からです。 そのた 
め エホバは こ の 都市を 滅びに 至らせよ 
う とわた したち を 遣わされた のです」。 
14 それで 口 卜は 出て 行って， 自分の 娘 
をめ とる ことに なって いた 婿たち に 語 
りかけ， しきりにこう 言った。 「立っ 
て， この 場所から 出なさい。 エホバは 
この 都市を 滅びに 至らせようと して お 
られ るから だ」。 しかし， その 婿たち の 
目に， 彼は 冗談を 言って いる 者の よう 

(ク） 

に 見えた 0 

15 だが 夜明けに なると， み使いたち 
は 口 卜を せき 立てる ようになって， こ 
う 言った。 「立って， あなたの 妻と こ 
こにいる あなた の 二人の 娘と を 連れて 
出なさい！ この 都市のと がの ゆえに 
あなたが ぬぐい 去られて はいけ ない」。 
16 彼が 手間 どって いると， その 人々 
は 彼に 対する エホバの 同情の ゆえに 彼 
の 手と その 妻の 手 また その 二人の 娘 
の 手を つかみ， 彼を 連れ出して 市の 外 
に 立たせた。 17 そして 彼らを 町外れ 
に 連れ出す や， その ひとりは こう 言う 
のであった。 「自分の 魂の ために 逃げ 
よ。 後ろを 振り返って はいけ ない。 こ 
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キ民 16:45 
啓 18:4 

ク代 n  36:16 
ルカ 17:28 

ケル カ 17:31 

コ民 16:26 
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ア創 13:10 


詩 143:11 


ク詩 68:20 
詩 119:175 


ケ詩 34:15 
コ創 19:30 

サ ハ パ 2:3 
ぺテ II  3:9 
啓 7:3 

シ創 14:2 
ス創 19:27 


の邀 域の どこに 立ち止まっても ならな 

(7)  さ 

い。 ぬぐい 去られる ことのな いよう， 
あなたは 山地に 逃れよ！」 

18 そのと き ロトは その 人々 に言っ 
た， 「エホバ， どうか そのよう にでは 
なく！ 19 お願いです。 いまこの 僕は 

めぐ  え  （ゥ） 

あなたの 目に 恵みを 得た ために， あな 
たは ご 自分の 愛 ある 親切を 広 げて おら 
れ， わたしの 魂を 生き長らえさせ るた 
めに それを 働かせて くださった のです 
が， しかし この 私は 山地にまで 逃れる 
ことができず， 災いが 間近に 迫って わ 
たしは 死んで しまう かもしれ ない ので 
す。 20 お願いです。 いま， この 都市 
は そこ に 逃げて 行 くのに 近いと ころに 
あります。 それは 小さな ことです。 ど 
うか そこに 逃れさせて ください 一 それ 
は 小さな ことではないでしょう か。 そ 
うすれば， わたしの 魂は 生き長らえる 
ことでしょう」。  21 すると 彼は 言っ 
た， 「では， そのこと についても わた 
しは 確かに あなたに 配慮を 示して， あ 
なた の 話した 都市は 覆さない ことにす 

(3)  いそ  のが 

る。  22 急いで そこへ 逃れなさい！ 
あなたが そこに 着く まで わたしは 何も 
なし 得ない からで ある」。 そのような 
わけで 彼は その 都市の 名を ゾアルと 呼 

/JL 

23  口 卜が ゾアルに 着いた とき， 日は 

ち  W 

すでに その 地の 上に 出て いた。 24 そ 
のとき エホバは， 硫黄と 火の 雨を エホ 
パの もとすな わち 天から ソ ドムと ゴモ 
ラの 上に 降らせられた。  25 こうして 
これらの 都市を， すなわち その 地域の 
全域と それらの 都市の すべての 住民 


33  口 卜の 娘たち の 謀り ごと。 モ アブと ベン • アミが 生まれる  倉 U 世 19:26—20:4 

また その 地の1 ft 物 っを 覆して ゆかれた。 第 w 章 と， 長女が 下の 娘に 言った， 「ご覧な さ 
26 だが， [ロト] の 妻は 彼の 後ろで 振り 7|!〇；!?4 い， わたしは 昨夜 父と 寝ました。 今夜 
返る ようになり， そのために 塩の 柱と  ^  2：918 もまた ぶどう酒を 飲ませましょう。 そ 

なつた 0  ィルカ 17:32  れ から あなたが 入って 行って， 一緒に 

27 さて， アブラハムは 自分が さきに  71°: 寝なさい。 わたしたちは 父に よって 子 

エホバの 前に 立った 場所へ 朝早く 出か 18:22 孫を 保ちましょう」。  35 こうして そ 
けて 行った。 28 そして ソ ドムと ゴモ ェ ュダ7  の 夜 もまた 彼女たち は 父に 幾度 もぶ ど 

ちいき  とち  しゅの  むすめ  お 

ラ， また その 地域の すべての 土地を 見 ォペ テ n2:7 う 酒を 飲ませた。 それから 下の 娘が 起 
下ろして 様子を 見た 0 すると， そこで 力 創 19:17 きて 行って 共に 寝た が， 彼は [娘] がい 
は， かまどから 出る i い 煙の ような 煙 1q„  つ 寝て いつ 起きた かを 知らなかった。 

ち  のぼ  W  19,22  むすめ  ふたり 

が 地から 立ち上って いるので あった。  36 そして ロトの 娘たち は 二人とも そ 

29 こうして， 神が その 地域の 諸 都市を  の 父に よって 妊娠した。 37 やがて 長 

滅びに 至らせた とき，# は アブラハム ヶ 女は 男の子の 母と なり， その 名を モア 
のこと を 思いに 留めて， ロトが そばに コレ ビ18:6 ブと 呼んだ 0 これが モ アブの 父で あり， 
住んで いた 諸 都市を 覆した さい その 覆 u_w5:7 今日に 至ってい る。 38 下の 娘 もまた 

しの 中から ロトが 出られる ようにされ - 男の子を 産んで， その 名を ベン •アミ 

たので ある。  と 春んだ。 これが アン モンの 子ら の 父 

30 後に 口 卜は ゾアルから 上って ェゼ 22:10 であり， 今日に 至ってい る 0 
行って 山地に 住む ようになった が， そ ィ 申2:9  さて， アブラハムは そこから ネ 

の 三 1の& 娘 も 一-であった。 彼は ゾア ゥルッ 2:6  ^ ゲブの 地に 宿営を 移し， カ デ 

ルに 住む ことに 恐れを 持つ ようにな っ  ~  シュと シュルの 間に 住まいを 設け， ゲ 

たので ある。 そして 彼， つまり 彼と そ ラルに 外国人と して 住む ようになった。 
の 二人の 娘は 洞く つに 住む ようにな っ  ゼ パ2:9  2 そして アブラハムは 自分の 妻 サラに 

た。 31 そのの ち 長女が 下の 娘に 言っ  m2^  ついて， 「これは わたしの 妹です」 と 
た， 「わたしたちの 父は 年老いて おり， ォ創 13:18  繰り返し 言った 0 そこで ゲラルの 王ア 
この 土地には 全地の 習わし どおりに わ ^S13:26 ビ メレクは 人を 遣わして サラを 召し 入 
たしたち と 関係を 持つ 男の人 もい ませ  れ た。 3 そのの ち# は 夜の 夢の 中で 

(ク〕  ちち  しゅ  の  キ創 25:18  き  い 

ん。  32 さあ， 父に ぶどう酒を 飲ませ  アビメレクの ところに 来て， こう 言わ 

て 一 _ に 寝て， 父に よって 子孫を 保つ"7  れ た。 「見よ， あなたは 自分の 召し 入 

ようにし ましょう」。  れた 女の ゆえにす でに 死んだ も 同然で 

33 こうして その 夜， 彼女たち は 父に afJ12:15 ある。 彼女は 別の 所有者に その 妻と し 
しきりに ぶどう酒を 飲ませた。 それ か  て 所有され ている からで ある」。 4 と 

ら 長女が 入って 行って 父と 寝た が， 彼  ^ 105:14 ころで アビメレクは まだ 彼女に 近づい 

むすめ  お  し  W  かれ  い 

は [娘] がいつ 寝て いつ 起きた のかを 知 シ *  22:22 てはいなかった。 そのため 彼は 言った， 
ら なかった 0  34 そして， 次の 日の こ スレ ビ、18:19 「エホバよ， あなたは 全く 義に かなった 


創世 20:5—18  アビメレクは サラを 召し入れる； 夢の 中で 警告を 受ける  34 

国民を も 殺される のです か。  5 あの 第2 〇 章 をした のか」。 11 これに 対して アブ 
人は わたしに， 『これは わたしの 妹で 7108:25 ラ ハムは 言った， 「わたしは 自分に こ 
す』 と 言った ではありません か。 そし ィ y2$17 う 言った のです。 『この 場所には® へ 
て 彼女の ほう もまた， 『これは わたし  の 恐れな どない に違いない。 彼らは わ 

の 兄です』 と 言いませんでした か。 わ  ^^21；2；1〇 たしの 妻の ゆえに きっと わたしを 殺す 
たしは 正直な 心， 潔白な 手で これを 行  だろう』 と。 12 しかも 彼女は ほんと 

なった のです」。 6 すると [まことの]  うに わたしの 妹で， わたしの 父の 娘で 

挫は 夢の 中で 彼に 言われた， 「わたし あり， ただ わたしの 母の 娘では ないだ 
としても， あなたが 正直な 心で これを けです。 それが わたしの 妻と なった の 
行なった ことを 知っていた。 だから こ  W 1〇5：15 です。 13 そして， 裡 がわた しを 父の 
の わたし も， あなたを とどめて わたし 家から さすらいの 身と ならせた ときの 
に 対し 罪を おかさせない ようにし てい  ことです が， わたしは そのと き 彼女に 

た。 そのため あなたが 彼女に 触れる こ ^x^3：19 こう 言った のです。 『これは あなたの 
とを 許さなかった ので ある。  7 だが  愛 ある 親切と してして もらう ことなの 

いま  つま かえ  かれ  よケ レビ 20:10  いところ 

今， その 人の 妻を 返しなさい。 彼は 預 ヘプ13 :4 だが， どこでも わたしたちの 行く 所で 
言 者で あり， あなたの ために 祈願を し コ 蔵28: は， わたしの ことを， 「これは わたし 

[キ）  い  _  あに  （キ） 

て くれる であろう。 そのよう にして 生  の 兄です」 と 言って おくれ』」。 

き 続けなさい。 しかし， もし 彼女を 返 7  fj 12:18  14 その後 アビメレクは 羊 •牛 •下 

さないなら， あなたは， すなわち あな  ^  男 •はしためを 連れて来て アブ ラ ハ 
たも あなたに 属する すべての 者 も 必ず ムに 与え， その 妻 サラを 彼に 返した。 
死に 至る という ことを 知りなさい」。 ,,iJ12：12 15 さらに アビメレクは 言った， 「さ 
8 それで アビメレクは 朝早く 起き， 1026:7  あ， わたしの 土地は あなたが 用いて よ 
自分の すべての 僕たちを 呼んで， これ 1 創11:29  い 0 あなたの 目に 良い と 思える 所に 住 
ら のこと につき 残らず その 耳に 話した。 ォ創 户1  みなさい」。 16 そして サラに 向かって 

すると 人々 は 非常に 恐れる のであった。  こう 言った。 「さあ， わたしは 銀 子 千 

9 それから アビメレクは アブラハムを 1 ッ 47^〇 枚を あなたの 兄 上に 確かに 差し上げ ま 
呼んで こう 言った。 「あなたは わたし コロ3: 12 す。 ご覧なさい， これは 共に いるすべ 
たちに 何とい うこと をした のか 0 わた キ創 咖3 ての 人に 対し， また あらゆる 人の 前で， 
しが あなたに どんな 罪を 犯した という  あなたの ために その 目を 覆う もので あ 

ので， わたしと わたしの 王国と にこの 12：16 り， あなたは 非難を すすがれて いるの 
ように 大きな 罪を もたらした のか。 し ヶ*°47:6  です」。 17 それで アブラハムは [まこ 
ては ならない 行為を， あなたは わたし コ との] 裡に 祈願を ささげ はじめた。 次 
に対して 行なった の だ」。 10 アビ メレ  いで 挫は アビ メ レク とその 妻と 奴隸女 

ク はなお も アブラハムに 言った， 「あ  たちを いやし， その 女たち は 子を 産む 

なた は 何を もくろんで このような こと '>1 コ  15 匕 6 ようになった。 18 エホバは アブ ラ ハ 


35  イサクの 誕生。 ハ ガルと イシ ユマ エルは 送り出される  創世 21:1—19 

ムの妻 サラの ことで アビメレクの 家の 第20 章 子と， イサクと 一緒に 相続人と なるこ 
すべての 胎を 固く 閉ざして おられた の 7 fJ 12:17 とはない のです から」。 11 しかし こ 
である。  第2 1 章 れ は， 自分の 息子に 関する ことで も あ 

il-i そして エホバは ご 自分の 言われ ィ 創18:1 ◦ り， アブラハムに とっては 非常に 不快 
たと おり サラに 注意を 向けられ 11:11 であった。 12 そのと き# は アブ ラ ハ 
た。 エホバは いま サラに 対して その 語 創 他 I4 ム にこう 言われた。 「その 少年と あな 
られ たと おりに 行なわれ たので ある。 a マ 9:9 たの 奴隸 女と について サラが 言い つづ 
2 それで サラは bi し， やがて 裡が語 才 f シ 17 ぬ けて いる ことを 阿 事 も 不快に 思って は 
られた その 定めの 時に， 老齢の アブ ラ  いけない。 その 声を 聴き 入れよ。 あな 

う  （ヱ）  力 創 17:12  たね  よ  とお 

ハムに 男の子を 産んだ。  3 そこで ア  11  ^:3 たの 胤と 呼ばれる ものは イサクを 通し 
ブラ ハムは， 自分に 生まれた 子， サラ  ^  ?；82 て 来る からで ある。 13 そして この 奴 
が 彼に 産んだ 子の 名を イサクと 呼んだ。 キ創 18:12 隸 女の子に ついても， わたしは これを 
4 次いで アブラハムは， 独に 命じられ クサ11:22 —つの 国民と する。 彼 も あなたの 子孫 
たと おり， 生後 八日 目に その子 イサク ^fJ16：4  だからで ある」。 

に 割礼を 施した。 5 そして， その子 イ  7:6  14 それで アブラハムは 朝早く 起き， 

サクが 生まれた とき， アブラハムは 百 - パンと 水の 皮 袋を 取って ハ ガルに 与え， 

歳であった。  6 そのと き サラは 言っ  それを 彼女の 肩に 載せ， また その子 供 

た， 「裡 はわた しのた めに 笑いを 備えて  |、 ハ = を [渡して] 彼女を 去らせた。 それで 彼 
くださいました。 だれでも これにつ い ィ 創17:18 女は 出て 行って ベ エル •シヱ バの 荒野 
て 聞く 人は わたしの ことで 笑う で しょ ゥ創 17:19 を さまよった。 15 ついに 皮 袋の 中の 
う」。 7 加えて 彼女は 言った， 「『サラ へ ブル is 水は 尽き， 彼女は その子 供を 一つの 茂 
は 必ず 子供ら に 乳を 飲ませる ようにな1 〃ラ4 :22 みの 下に 投げ出した。 16 それから 自 
る』 などと， だれが アブラハムに 言えた 分は 進んで 行って， 弓を 射れば 届く ほ 
でしょう。 それな のに わたしは あの人 .  どの 所に 独りで 座った。 「この 子が 死 

ろうねん  う  力 詩 119:60  い 

の 老年に なって 男の子を 産みました」。 +tfJ25:6  ぬのを 見ないで よいよう に」 と言うの 

8 さて， 子供は 成長を 続けて 乳離れ ク創 22:19 であった 0 こうして 彼女は 少し 離れた 
する ことに なった。 そこで アブラハム ヶ $ル22  所に 座り， 声を 上げて 泣き はじめた。 

4/  1^*3  I  •■う'1"' ん  -方  女  （ス） 

は イサクの 乳離れす る 日に 大きな 宴を 胃63 :1  17 すると 裡は その 少年の 声を 聞き， 

催した。 9 ところで サラは， エジプト 3 ~ 15:3° 迚の み使いが 天から ハ ガルに 呼びかけ 
人 ハ ガルの 子， すなわち その 女が アブ ィザ49 :1S てこう 言った 0  「ハ ガルよ， どうした 
ラ ハムに 産んだ 者が からかって いるの シ のか。 恐れて はいけ ない。® は 少年の 
に ずっと 気づいて いた 0 1〇 それで 彼 ス創 16:u  いる その 所で 彼の 声を 聴かれた からで 
女は アブラハム にこう 言い はじめた。 詩68:5  ある。 18 立って 少年を 抱え 上げ， あな 
「この 奴隸 女と その子を 追い出し てく  tfJ16:7  たの 手で 支えなさい。 わたしは 彼を 大 
ださい！ この 奴隸 女の子が わたしの ソ代 ^29 いなる 国民と する からで ある」 0 19 そ 


創世 21:20—22:2  アブラハムと アビメレクは 契約を 結ぶ  36 


のの ち# が 彼女の 目を 開けられ たため， 
彼女は 水の 井戸を 見つけた。 それで 彼 
女は 行って 皮 袋に 水を 満たし， また 少 
年に も 飲ませた。 20 そして 挫は 引き 
続き 少年と 共に おられ， 彼は 成長して 
ゆき， ずっと 荒野に 住んで いた。 彼は 
弓を 射る 者と なった。 21 そして 彼は 
パランの 荒野に 住む ようになり， その 
のち 母は 彼のた めに エジプトの 地から 
妻を 迎えた。 

22 さて， そのころ のこと であるが， 
アビ メ レク がその 軍の 長 フイ コルと 共 
に アブラハム にこう 言った。 「独は あ 
なた のして いるすべ ての 事に おいて あ 
なた と共に おられます。 23 ですから 
今 ここで， わたしと わたしの 子孫 また 
f 麦裔 に対して 偽り となる ことは しない 
と， 裡 にかけ てわたしに 誓ってく ださ 
1、。 すなわち， わたしが あなたに 対し 
忠節な 愛を もっ て 行動 してきた ように， 
あなた も わたしに 対し， また あなたが 
外国人と して 住んで きた この 土地に 対 
して そのよう に 行動す ると」。  24 そ 
れで アブラハムは， 「わた しは 誓い ま 

い  （コ） 

す」 と 言った。 

25 アビメレクの 僕たちが 力ず くで 
奪った 水の 井戸の ことで アブラハムが 
アビ メ レクを 厳しく 批判す ると， 26 そ 
のとき アビメレク はこう 言った。 「わ 
たしは だれが そ のよう な 事を したの か 
知りません。 あなたの ほうで も それを 
わた しに 話して くれませんで したし， 
わた しの ほう も 今日 まで その 件に つい 
て 聞かなかった のです」。 27 そこで ア 
ブラ ハムは 羊と 牛を 取って アビメレク 
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に 与え， 次いで その 両人は 契約を 結ん 
だ。 28 アブラハムが 群れのう ち 雌の 
子羊 七 匹を 別にす ると，  29 アビ メレ 
クは アブラハム にさ らに 言った， 「こ 
こに あなたの 別に した これら 七 匹の 雌 
の 子羊が いますが， どういう 意味です 
か」。 30 それで 彼は 言った， 「あなた 
が この 七 匹の 雌の 子羊を わたしの 手 か 
ら 受け取り， それを わたしの ため， わ 
たしが この 井戸を 掘った という 証し と 
する のです」。  31 この ゆえに 彼は そ 
の 場所を ベ エル • シヱ バと 呼んだ。 そ 
こに おいて その 両人が 誓いを 立てた か 
ら であった。  32 こうして 彼らは べエ 
ル* シヱ バで 契約を 結び， その後 アビ 
メ レクは 軍の 長 フィ コルと 共に 立って 
フィ リス ティア 人の 地に 帰って 行った。 
33 そのの ち 彼は ベ エル •シ エバに ぎょ 
りゅうの 木を 植え， その 所で， 定めな 
く 存在され る裡 エホバの 名を 呼び 求め 

(ク） 

た。  34 そして アブラハムは フィ リス 
ティ ア 人の 地に ずっ と 外国人と してと 
どまって 多くの 日に 及んだ。 
no さて， こうした 事が あってから 
な“ であるが， [まことの] 迚は アブ 
ラ ハムを 試みられた。 そして 彼に， 「ア 
ブラ ハムよ」 と言われた。 それに 対し 
彼は， 「はい， 私は ここに おります！」 
と 言った。  2 すると， 続いて こう 言わ 
れ た。 「どうか， あなたの 子， あなた 
の 深く 愛する ひとり 子 イサクを 連れて 
モリャの 地に 旅を し， そこに おいて， わ 
たしが あなたに 指定す る 一つの 山の 上 
で， これを 焼燔の 捧げ物と して ささげ 

(V) 

るよう に」。 


37  アブラハムの 信仰は 試される。 胤に 関する 約束  創世 22:3—17 


3 それで アブラハムは 朝早く 起き， 自 
分の ろばに 鞍を 置き， 従者 二人と 息子 
の イサクを 伴った。 そして 焼燔の 捧げ 
物の ための まき も 割った。 それから 彼 
は 身を 起こし， [まことの]# の 指定 さ 
れ た-所に 向けて 旅立った。 4 三日 目 
になって から， アブラハムが 目を 上げ 
ると その 場所が 遠くから 見える ように 
なった。  5 そこで アブラハムは 従者 
たちに 言った， 「あなた 方は ろばと 共 
に ここにと どまって いなさい。 わたし 
とこの 子とは， あそこまで 進んで 行っ 
て 崇拝を ささげ， それから あなた 方の 
ところに 戻って 来ようと 思う の だ」。 

6 その後 アブラハムは 焼燔の 捧げ物 
のた めの まきを 取って 息子 イサクに 負 
わせ， 自分の 手には 火と 屠殺 用の 短刀 
を 取った。 そして， 二人は 共に 進んで 
行った。  7 やがて イサクが その 父ア 
ブラ ハムに 語り かけて， 「父上！」 と 
言った。 彼は それに 答えて， 「わたし 
はこ こにいる， 我が 子よ！」 と 言った。 
それで [イサク] は 続けて 言った， 「ここ 
に 火と まきが あります が， 焼燔の 捧げ 
物の ための 羊は どこに いるので すか」。 
8 これに 対して アブラハムは 言った， 
「我が 子よ， 神が _ ら焼燔 の 捧げ物の 
ための 羊を 備えて くださる であろう」。 
こうして 二人は 共に 歩きつ づけた。 ^ 

9 ついに 彼らは [まことの] 迚が 指定 
された 場所に 着いた。 それで アブ ラ ハ 
ムは そこに 祭壇を 築き， まきを 並べ， 
息子 イサクの 手と 足を 縛って， 祭壇の 
上， その まきの 上に 寝かせた。 10 次 
いで アブラハムは 手を 伸ばし， 屠殺 用 
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の 短刀を 取り， 自分の 子を 殺そうと し 
た。 11 ところが， エホバの み使いが 
天から 彼に 呼びかけて， 「アブラハム， 
アブラハムよ！」 と 言った。 それに 対 
して 彼は， 「はい， 私は ここに おり ま 
す！」 と 答えた。 12 すると [み使い] 
はさ らに 言った， 「あなたの 手を その 

しょうねん  くだ  なに 

少年に 下して はならない。 これに 何を 
行なっても ならない。 わたしは 今， あ 
なた が 自分の 子， あなたの ひとり 字を 
さえわた しに 与える ことを 差し控えな 
かった ので， あなたが 裡を 恐れる 者で 
ある ことを よく 知った」。 13 そこで ア 
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使徒 8:32 
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ブラ ハムが 目を 上げて 見る と， ずっと 
前方に， 一頭の 雄 羊が 角を やぶに 絡め 
て 動け なくなって いるので あった。 そ 
れで アブラハムは 行って その 雄 羊を 捕 

じぶん  か  しょうはん 

まえ， 自分の 子の 代わりに それを 焼燔 
の 捧げ物と して ささ げた。 14 そ して 
アブラハムは その 場所の 名を エホ バ- 
イ  ルエと  呼ぶ ようになった。  それゆえ 
に 今日で も， 「エホバの 山で それは 備 
えられる であろう」 と 言い習わされて 
いるので ある。 

15 次いで エホバの み使いは 再度 天 
から アブラハムに 呼びかけて 16 こ 
う 言った。 「『わたしは 自らに かけて 
まさに 誓う』 と， エホバは お告げに な 
る， 『あなたが この ことを 行ない， あ 
な たの子， あなたの ひとり 子を さえ 与 
える ことを 差 し 控えな かった ゆえに， 
17 わたしは 確かに あなたを 祝福し， あ 
なた の 胤を 確かに 殖や して 天の 星の よ 
うに， 海辺の 砂の 粒の ようにす る。 あ 
なた の 胤は その 敵の 門を 手に入れ るで 


創世 22:18—23:11  サラの 死。 アブラハムは 埋葬地を 求める  38 


あろう。 18 そして， あなたの 胤に よっ 
て 地の すべての 国の 民は 必ず 自らを 祝 
福す るであろう。 あなたが わたしの 声 
に 聴き 従っ たからで ある』」。 

19 その後 アブラハムは 自分の 従者 
たちのと ころに 戻り， 一行は 立って 共 
にべ エル • シ ェバに 向かった。 そして 
アブラハムは その後 もべ エル. シ ェバ 
に 4 ん だ。 

20 さて， こうした 事が あってからの 
こと， このような 知らせが アブラハム 
の もとに 届いた。 「ご覧なさい， ミル 

m  きょうだい  m  むすこ 

力 も あな たの 兄弟 ナホ ルに 息子たち を 
産みました。 21 その 長子 ウツ， その 
兄弟 ブズ ，アラムの 父 ケム エル， 22 そ 
れにケ セ ド， ハゾ， ピル ダ シュ， イド 
ラフ， ベ ト エルです」 〇  23 そしてべ 
ト エルは リベカの 父と なった。 ミルカ 
は これら 八 人を アブラハムの 兄弟 ナホ 
ルに 産んだ。 24 また 彼の そばめ もい 
て， その 名を レウ マと いった。 やがて 

かのじょ 

彼女 も テバハ， ガ ハム， タ ハシュ ，マ 
ア カを 産んだ。 

aq さて サラの 命は 百 二十 七 年に 及 
ん だ。 これが サラの 命の 年数で 
あった。  2 こうして サラは カナンの 
地の キル ヤ ト. アルバ すなわちへ ブロ 
'ノで 死んだ。 アブラハムは そばに 来て 
サラ [の 死] を 嘆き， 泣いて 悲しんだ。 
3 ようやく アブラハムは 死者の 前から 
立ち上がり， その後へ 卜の 子ら に 話し 
かけて こう 言った。  4 「わたしは あ 

がた  あいだ がいじん きょりゅう しゃ  いじゅうしゃ 

なた 方の 間で 外人 居留 者， また 移住者 
です。 あなた 方の 間に あって わたしに 
埋葬地を 所有 させ， わたしの ところの 
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死んだ 者を 見えない ところ に 葬る こと 
がで きる ようにして ください」。  5 す 
ると へ 卜の 子ら は アブラハムに 答えて 
言った， 6 「我が 主よ， お聞きく ださ 
い。 わたしたちの 中に あって あなたは 
姓からの 長と なって います。 わたした 
ちの 埋葬地のう ちのより 抜きの 所に， 
亡くな られた 方の 埋葬を なさって くだ 
さい。 わたしたちの だれも， 自分の 埋 
葬 地を 差し出さない ようにして あなた 
がそ の 亡くな られた 方を 葬れな いよう 
な ことは 致しません」。 

7 そこです ぐ アブラハムは 立って そ 
の 土地の人々， へ 卜の 子ら の 前に 身を 
かがめ， 8 その 人々 に 話して こう 言っ 
た。 「死んだ 者を わたしの 前から 葬る 
ことに あなた 方の 魂が 同意して くださ 
る のでしたら ，わたし [の 願い] を 聴いて， 
わた しのた めに ツォ ハルの 子 エフロン 
に 勧め， 9 彼が マク ペラの 洞く つを わ 
たしに 譲って くれる ようにして くださ 
い。 それは 彼の ものです が， 彼の 畑地 
の 端に あります。 十分な 量の 銀と 引き 
換えに 彼が あなた 方の 中で わた しに そ 
れを 譲り， 埋葬地と して 所有 させて く 
れ るよう にして いただきたい のです」。 

10 ところで エフロン はへ 卜の 子ら 
の 中に 座して いた。 それで ヒッ タイ ト 
人エ フロンは， へ 卜の 子ら の 聞く とこ 
ろ ，その 都市の 門を 入っ て 来る すべての 
人の 前で アブラハムに 答えて こう 言っ 
i こ。 11 「いいえ， 我が 主よ！ お聴き 
ください。 その 畑地は 確かに 差し上げ 
ます。 その 中に ある 洞く つも もちろん 
あなたに 差し上げます。 わたしの 民の 


39  マク ペラ。 僕は イサクの ために 妻を 探しに 出かける  創世 23：12—24：8 

子ら の 目の前で わたしは それを 確かに 第23 章 た。 20 こうして その 畑地と そこに あ 
差し上げる のです。 亡くなられた 方の 7t，y194；J る 洞く つとは， へ 卜の 子ら の 手に より 
埋葬を なさって ください」。 12 それを ィ創 14:23 アブラハムの 所有す る 埋葬地と して 固 

き  とち  ひとびと  ロマ 13:8  さ だ  （ィ） 

聞いて アブラハムは その 土地の人々 の  く 定められた。 

前に 身をかがめ， 13  土地の人々 の 聞  〇  さて， アブラハムは 老いて 高齢 

はな'  ぃ  エェズ 8:25  W/t 

くと ころで エフロンに 話して こう 言っ  ^  7：16  になって いた。 エホバは すべて 

た。 「ただ もし あなたが 一い え， どう 才 ，漂〗 〇 の 点で アブラハムを 祝福され た。 2 そ 
か 聴いて ください。 わたしは その 畑地 ヵョブ 29:7 れで アブラハムは 自分の 僕， すなわち 
に 見合う だけの 銀を お渡しし ます。 そ  家の 者のう ち最 年長で 彼の 持つ すべて 

うと  （ィ）  し キ ルツ 4:11  かんり  (X)  い 

れを 受け取って， わたしの ところの 死  32:44 の ものを 管理して いた 者に こう 言った。 

んだ 者を そこ に 葬れる よ うにして くだ 第二 欄  「どうか， あなたの 手を わた しの 股の 下 

さい」 0  ァ創 25:10  に 当てる ように。  3 天の 裡 また 地の 裡 

14 すると エフロンは アブラハムに 答 ^fJ4g：31 である エホバに かけて 誓って もらわな 
えて 言った， 15 「我が 主よ， お聴きく  ^  7:5  _ ければ ならない の だ。 すなわち， あな 
ださい。 銀 四百 シェ ケルの 地所， それ 第24 章 たは わたしの 息子の ために わたしが そ 
がわた しと あなた との 間で 何 ほ どの こゥ ち13 ふの 中 に 住む カナ ン 人の 娘た ちからは 妻 

な  *  むか  W  くに  しんぞく  (ク） 

とが あるでしょう。 ですから， 亡くな xfJ15：2  を 迎えず， 4 わたしの 国， わたしの 親族 

られた 方の 埋葬を なさ っ てくだ さい」。 nl4l:2° の もと に行っ て ぜひとも わた しの 息子 
16 そこで アブラハムは エフロン [の 言 才 創47:29 イサクの ために 妻を 迎える ように」 0 
葉] を 聴き 入れた 0 アブラハムは エフ ヵ 創2 1:23  5 しかし 僕は 彼に 言った， 「もし そ 

ロ ン がへ 卜の 子ら の 聞く ところで 言っキ ^ ザ  の 女が わたしと 一緒に この 土地に 来る 

た 量の 銀， すなわち 商人たち に 通用す  n；  6；H ことを 望まなければ どう 致しましょう 
る 銀 四百 シェ ケルを 量って 彼に 渡した。 ク 創22: 2〇 か。 ご 子息を あなたの 出て 来られた 土 

W  もど 

17 こうして， マク ペラに あった エフ ロ ヶ創 山28  地に 戻らせる ようにし なければ いけな 

はたち  まえ  15:7  たい 

ンの 畑地， それは マ ムレの 前に あるが， 3/N7. 11：15 いでしょう か」。 6 それに 対して アブ 
その 畑地と その 中の 洞く つ および その サ 創 12:1  ラ ハムは 言った， 「わたしの 息子を そ 
畑地に あった すべての 樹木， すなわち  "^11：8 こに 戻らせる ことのな いよう 注意し な 
周囲の その 全 境界 内に あった もので あ  1:73 さい。 7 わたしを 父の 家から， また 親 

へブ 6:13 ぞくとち  め  W) 

るが， 18 それが， へ 卜の 子ら の 目の .  26., 族の 土地から 召された 天の 拽 エホバは， 
前， その 都市の 門を 入って 来る すべて 5i：is わたしに 語り， わたしに 誓って， 『あ 

ひとびと  【力）  か  と  たね w  ち  あた  m  い 

の 人々 の 中で， アブラハムの 買い取 っ セ 創 13:15 なた の 胤に この 地を 与える』 と言われ 

し さん  かた  さ だ  W  出 32:13  さきだ  じ ぶん 

た 資産と して 固く 定められた。 19 そ  *34:4  たの だから， あなたに 先立って ご 自分 

のち  ち  つか  おく  (V)  かなら 

の 後に， アブラハムは， カナンの 地の マ ソ 巴な20  の 使いを 送って くださり， あなたは 必 
ムレつ まりへ ブロンの 前に ある マクぺ へ71 :14 ず やわた しの 息子の ために そこから 妻 
ラの 畑地の 洞く つに その 妻 サラを 葬っ 夕 お％  を 迎える ことになるであろう。  8 だ 
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; 真の 崇拝者， 働き者  40 

15 ところで， 彼が まだ 語り 終えない 
うちに， そこへ リベカが 出て 来る ので 
あった。 それは， アブラハムの 兄弟 ナ 
ホルの 妻 ミルカの 子べ ト エルに 生まれ 
た 者であった。 そして， 彼女の 水がめ 
がその 肩に あった。 16 さて， その お 
とめは 非常に 容姿が 良く， 処女で あっ 
て， これと 性的な 交わ りを 持った 男は ま 
だいなかった。 彼女は 泉に 下りて 行っ 
て 水がめを 満た して ゆき， そのの ち [ま 
た] 上って 来た。 17 すぐさま 僕は 彼 
女に 会うた め 走って 行って， こう 言っ 
た。 「 どうか あなたの かめから ほんの 
少し 水を 飲ませて ください」。 18 す 
ると 彼女は 言った， 「お飲みく ださい， 
我が 主よ」。 そうして すぐに かめを 自分 
の 手に 降ろ して 彼に 飲ませた。 19 彼 
に 飲ませ 終える と， 彼女は 続いて こう 
言った。 「あなたの らくだ たちのた め 
にも， 全部が 飲み 終える まで 水を くん 
でまい りましょう」。 20 そして 彼女は 
かめ [の 水] を 急いで 飲み おけに 空け， 
水を くむた め 何度も 井戸に 走り， こう 
してす ベての らく だの ためにく み 続け 
た。 21 その 間 ずっと その 人は 驚嘆し 
ながら 彼女を 見つめ， エホバが 自分の 
旅を 成功 させて くださった のか どうか 
を 知ろうと してず っ と 沈黙して いた。 

22 それで， らくだが 飲み 終える と， 
その 人は， 重さ 半 シヱ ケルの 金の 鼻輪 
を， また 彼女の 手の ために 二つの 腕 
輪， 重さが 金 十 シエ ケルの ものを 取り， 
23 その後こう 言った。 「あなたは ど 
なた の 娘さんで しょうか。 どうか わた 
しに 言って ください。 あなたの お 父 さ 


創世 24:9—23  1 

が， もしも その 女が あなたと 一緒に 来 
る ことを 望まない とすれば， そのと き 
には あな たも また わたしに した こ の 誓 
いから 解かれた ことになる。 ただ， わ 
たしの 息子を そこに 戻らせる こと だけ 
はして はならない」。  9 そこで 僕は 自 
分の 手を 主人 アブラハムの 股の 下に 当 
て， この ことに 関して 誓いを した。 

10 それで 僕は 自分の 主人の らくだの 
中から 十 頭の らくだを 取り， 主人の あ 
ら ゆる 良い 物を その 手に 携えて 行く こ 
とに なった。 こうして 彼は 立って， メ 
ソボタ ミアへ， ナホ ルの 都市へ 出かけ 
て 行った。 11 ついに 彼は， 夕刻， 水 
をく む 女た ちがいつ も 出て 来る 時分に， 
その 都市の 外， 水の 井戸のと ころ にら 
くだを 伏させた。 12 そして 彼は こう 
言った。 「わた しの 主人 アブラハムの 
裡 エホバ， どうか この 日に わたしの 前 
で それを 果たし， わたしの 主人 アブ ラ 
ハムに 愛 ある 親切を お示しく ださい。 
13 いま 私は 水の 泉のと ころに 立って 
おり， この 都市の 人々 の 娘たち が 水を 
くみに 出て 来る ところです。 14 ぜひ 
ともこう なります ように。 つまり， 若 
い 女で， 『どう か あな たの 水がめを 下 
ろして 飲ませて ください』 とわたし が 
言う ときに， 『お飲みく ださい。 そし 
て あなたの らく だに も 水を 上げ ま しょ 
う』 と言う 者， その 者を あなたの 僕， イ 
サクの ために ぜひ 選び 定めて ください 
ますよう に。 そのよう にして， わたし 
の 主人に 忠節な 愛を お示しに なった こ 
とを， わたしに 知らせて くださいます 

[ザ） 

ように」。 


2  2  31  61: 
24: 47: 24: 43: 2:l 9 y\4 

創 創  創 創  出サ =? 


6 32 
1  9:2 
12: 32: 118 ;; 
箴  創 王 マ 


29: 19: 6:1 18: 
創  箴  裁 ^ 


41  リベカ： 正統の 家族。 僕は 自分の 使命に ついて 話す  創世 24:24—40 

んの 家には わたしたちが 夜を 過ごせる 第24 章 らくだに 与えて ゆき， また その 人の 足 
ような 所が あるでしょう か」。 24 す および それ と共にいた 人々 の 足を 洗う 

かのじょ  い  わたくし  ようい  [7]  た 

ると 彼女は 言った， 「叙は ミルカの 子 ィ創 22:23 水を [用意した] 〇  33 そのの ち 食べる 

M  [〇)  う  もの  まえ 

べト エル， [ミルカ] が ナホ ルに 産んだ ゥ創 旧9  物が 前に 出される と， その 人は こう 
者の 娘で ございます」。  25 そして 彼1 |jg43  言った。 「わたしは 自分の 用件に つい 
女は さらにこう 言った。 「わたしども  fJ  43:24 て お話しして しまうまでは 何も 頂き ま 
のと ころには， わら も 沢山の 飼い葉 も ^^28：6〇 せん」。 そこで 彼は， 「お話しく ださ 

よ  す  ばしょ  詩 95:6  { ィ） 

あり， 夜を お過ごしに なれる 場所 も ご い！」 と 言った。 

(ヱ）  み  力 S ご)2?。  っづ  ぃ 

ざいます」。 26 それで その 人は 身を か 34 それで その 人は 続けて こう 言っ 

まえ  へいふく  闭  しもべ  {0} 

がめ， エホバの 前に 平伏して，  27 こ キ詩⑽ :5 た。 「わたしは アブラハムの 僕です。 

い  しゅじん  ミカ 7:20  しゅじん 

う 言った。 「わたしの 主人 アブラハム  35 そして エホバは わたしの 主人を 大 

ク創 25:20  し〆 ふく 

の裡 エホバが ほめたたえられ ますよう  創29… いに 祝福され ました。 これを 大 いなる 
に。 わたしの 主人に 対して 愛 ある 親切 2；32 者と して ゆかれ， 羊 •牛 •銀 •金 •下 
と 信頼性と を お捨てに ならなかった の  4 16:11 男 • はしため •らくだ • ろばを 与えて 

みち  まい  コ創 26:29  (エ）  しゅ 

です。 わたしは 道を 参りました が， エ  3：io おられます。 36 さらに， わたしの 主 

きょうだい  いえ  ^ 115:1d じんつ ま  としお 

ホバ はわた しを 主人の 兄弟たち の 家へ - 人の 妻 サラは， 年老いてから， わたしの 

と 導いて くださいました」。  主人に 男の子を 産みました。 [主人] は 

はし  い  ア裁 19:21  じぶん  も  あた 

28 それで おとめは 走って 行き， これ  自分の 持つ すべての ものを これに 与え 

こと  はは  いえ  もの  5*10  (力）  しゅじん 

らの 事に ついて その 母の 家の 者たち に ^nvl2:11 るので す。 37 それで 主人は わたしに 
告げた。  29 ところで リベカには 兄弟  i76：5 誓いを させて， こう 申しました。 『あ 
が おり， その 名を ラバンと いった。 そ なた は， わたしの 息子の ために， わた 

そと いずみ  エ創 13:2  すち  じん むすめ 

れで ラバンは 外の 泉のと ころに いる そ  ^ 107:38 しが 住んで いる 地の カナン 人の 娘の 中 
の 人の もとに 走って 行った。 30 そし 才 3V21^19 から 妻を 迎えて はならない。  38 い 
て，‘ 輪と 妹の 両手に ある 腕輪と を 見， 11:11 や， あなたは わたしの y の 家へ， わた 
妹 リベカの， 「その 人は わたしに この  しの 家族のと ころへ 行く。 こうして わ 

ように 話しました」 という 言葉を 聞い  ；jx28;；2 たしの 息子の ために 妻を 迎える の だ』。 
て 来て みると， その 人は 泉の そば， ら  31  7:39  39 しかし わたしは 主人に 申しました， 

くだの かたわらに 立って いるので あっ °  M  22：W 『もし その 方が わたしと 一緒に 来よう 

ただ  かれ  い  ケ創 24:4  いた  [コ） 

た。 31 直ちに 彼は 言った， 「エホバ  としなければ どう 致しましょう か』。 

しゅくふく  かた W  コ創 24:5  もう 

に 祝福され た 方， おいでく ださい。 ど ^fJ4g：15  40 するとこう 申しました。 『わたしが 

うして こんな 外に 立って おられる ので  そのみ 前を 歩んで きた エホバは， み 使 

いえ  イザ 38:3  とも  つか  トン】 

すか 0 わたしの ほうは 家と らくだの た 使徒9: 31 いを あなたと 共に 遣わして， あなたの 

ばしょ  ととの  ゆ  みち  かなら  せいこう 

めの 場所と を 整えました のに」。 32 そ シ 行く 道を 必ず 成功 させて くださる であ 

いえ  かれ  1:14  W  むすこ 

こで その 人は 家の 中に 入った が， 彼は xfJ39：3  ろう。 あなたは わたしの 息子の ために 
らくだの 装具を 外して わらと 飼い葉を  ^lJ；25 どうしても わたしの 家族から， わたし 


創世 24:41 —— 54  イサクの ため リベカとの 結婚に ついて 交渉す る  42 

の 父の 家から 義を 迎えなければ ならな 第24 章 娘さんで すか』 と 言います と， 彼女は 
い。 41 あなたが わたしの 家族の もと 7101:25 言いました， 『ナホ ルの 子べ ト エル， 
に 行った とき， その 時 あなたは 誓いに ィ 創24:9  ミルカが [ナホ ル] に 産んだ 者の 娘で ご 

つと  と  ヨシ 2:17  はな 

よる わたしへの 務めから 解かれる。 も  ざいます』。 そこで わたしは 彼女の 鼻 

しその 人たち がその [娘] を あなたに 渡 *^37:5  に 鼻輪を， 両手に 腕輪を 着けさせ まし 

M  み 

さない ので あれば， そのと き あなたは ェ 創24: 16  た。 48 そうして わたしは 身をかがめ 

誓いに よる わたしへの 務めから 自由に ^fJ24;14  て エホバの 前に 平伏し， わたしの 主人 
なる の だ』。  m  アブラハムの 拽 エホバを ほめた たえま 

42 「今日， 泉のと ころに 着いた とき， 1：13 した。 わたしの 主人の 子息の ために そ 
わたしは こう 申しました。 『わたしの  * へ 2:4  の 兄弟の 娘を 迎える よう わたしを まこ 

主人 アブラハムの 拽 エホバ， もし わた キ 詩65: 2  との 道に 導いて くださった からです 0 

しの 進む この 道を ほんとうに 成功 させ  49 ですから 今， もし あなた 方が わたし 

てくだ さって いるので したら， 43 い  の 主人に 対して 愛 ある 親切と 信頼性と 

まわた しは 水の 泉の 所に 立っ ており ま  を 確かに 示 していて くださ るので した 

すが， 是非ともこう なります ように。 つ ゲ 1024:17 ら， そのこと を わたしに 話して くださ 

く  おと め [エ） 

まり， 水を くみに 出て 来る 乙女で， わ コ創 24:18  い。 また， もしそう でないなら， その 
たしが 「どうか あなたの かめから 水を  ^  m  ように おっしゃって ください。 それに 
少し ばかり 飲ませて ください」 と言う 7iJ24：23 よって わたしは 右 か 左 かに 参ります」。 
ときに，  44 「あなた も お飲みに なり，  50 すると ラバンと ベ ト エルは 答え 

イ創 24:22  い  こと 

またら く だたち のために も 水を く んで ェゼ 16:U て 言った， 「エホバ からこ の 事は 出て 

い  [キ）  よ  あ 

まいりましょう」 と言う 人， その 人 こ ゥ創 24:27 います 0 わたしたちは 善し悪しを あな 
そ エホバが わたしの 主人の 子息の ため ル"71:68 たに 言う ことな どで きません。 51 さ 
に 選び 定められた 人です』。  あ， リベカは あなたの 前にい ます。 彼 

45 「わたしが 心の中で 語り 終えない  女を 連れて行って， エホバの 語られた 

うちに， そこへ リベカが， 肩に かめを 載 47:29 とおり， あなたの ご主人の 子息の 妻に 
せて 出て 来たので す。 彼女は 泉に 下り  ならせて ください」。  52 こうして 彼 

て 行って， 水を くみ はじめました。 そ ^fJ24:8  らの 言葉を 聞く と， アブラハムの 僕は 
こで わたしは 言いました， 『どうか わ キ詩 11お2【 すぐさま 地に， エホバの み 前に 平伏す 
たしに 飲ませて ください』。 46 する  るので あった。 53 そして 僕は 銀の 品 

と 彼女は すぐに かめを 降ろし， 『お 飲 ^V3146:10 物， 金の 品物， 種々 の 衣を 取り出し ては 

(コ）  使徒 5:39  あた  ぬ 

みください。 あなたの らくだたち にも  それを リベカに 与え， またえ り 抜きの 

水を 上げましょう』 と 言った のです。 ヶ 品々 を その 兄と 母に 与えた。 54 その 
それで わたしは 飲み， 彼女は らくだに  のち 彼らつ まり 彼 および 共に いた 人々 

のち コ代 I  29:20  たの  よす 

も 水を やってくれ ました。 47 その後  20:18 は 食べたり 飲んだり し， そこで 夜を 過 
わたしが 尋ねて， 『あなたは どなたの サ創 34:12  ごし， 朝に なって 起きた 0 


43  イサクと リベカの 結婚。 アブラハムの 再婚  創世 24：55—25：7 

それから 彼は 言った， 「わたしを 主人 第24 章 イサクの 姿が 見え， 彼女は さっとら くだ 
のと ころに 去らせて ください」。 55 す7 5】は から 降りた。 65 そして 僕に こう 言っ 
ると 彼女の 兄と 母は 言った， 「この 娘を ィ は た。 「野を 歩いて わたしたちを 迎えに 
わたしたちの もとにせ めて 十日と どま 来る あの方は どなたで すか」。 すると 
らせ てくだ さい。 その後で したら 行っ  ^18 僕は 言った， 「あの方が わたしの 主人 

て もよ ろしいです」。 56 しかし 彼は 13 ハ9 :21 です」。 それで 彼女は 頭 きんを 取って 身 
言った， 「わたしを 引き とどめないで  »  45:10 を 覆った。 66 そして 僕は， 自分の 行 
ください。 エホバは わたしの 道を 成功 なった すべての 事柄を イサクに 細かに 

(ィ）  さ  はな  のち  かの 

させて くださった のです 。わたしを 去 ク 創22: 17  話して いった 0  67 その後 イサクは 彼 
ら せて， 主人の もとに 行かせて くださ ヶ 詩45 ポ 女を 自分の 母 サラの 天幕に 連れて 入っ 
い」。  57 それで 彼らは 言った， 「娘 ばた。 こうして 彼は リベカを めと り， 彼 

を 呼んで 当人の 口から 聞いて みま しょ サ 女は その 妻と なった。 そして イサクは 
う」。 58 そこで 彼らは リベカを 呼んで シ^ ば 彼女を 愛する ようになり， 母を 亡くし 
こう 言った。 「あなたは この 方と 一緒  5  !：f  た 後の 慰めを 得た。 

に 行きます か」。 すると 彼女は 言った， ^<24197  今， 後に また， アブラハムは 再び 妻 
「S りたぃ と 黛ぃ ま' f」。  を！ ぇたが， その 名は ヶト ラと 

59 そこで 彼らは 自分たち の 姉妹 リベ  いっ/ •こ。 2 やがて 彼女は， ジム ラン， 

(力）  うば (キ）  しもべ  弟 — 欄  [キ 1 

力と その 乳母， また アブラハムの 僕と そ ァコ 111:6 ヨク シャン， メダン， ミディ アン， イ 
の 一行を 送り出す ことにした。 60 そ ィ； !プ^9 シュバ ク， シュア ハを 彼に 産んだ。 

かれ  しゅく  2、 く  い  W 

して 彼らは リベカを 祝福して こう 言っ ゥマタ —  3 そして ヨク シャンは シエ バとデ 

た。 「わたしたちの 姉妹よ， あなたは 1 ミフ26 ム5  ダ; の 父と なった。 

万の 幾千 倍に もなる ように。 あなた そして デ ダンの 子ら は アシュ リム， 
の 胤は それを 憎む 者の 門を 手に入れ レ ト シム， レウ ミムと なった。 

(ク）  のち  (サ ） 

るよう に」。  61 その後 リベカと そ ヵロ マ 7:2  4 また ミディ アンの 子ら は， エ ファ， 

の 侍女たち は 立ち， らくだに 乗って キ 35 f  エフ エル， ハノク ，アビ ダ， エルダ ア 
その 人に 従った。 僕は リベカを 連れ  であった。 

さい  裁 6:2  みな 

て 去って 行った。  1:32 これらは 皆ケ トラの 子であった。 

62 さて， イサクは ベ エル. ラ ハイ. . 5 後に アブラハムは 自分の 持つ すべ 

(サ） つう  みちき  Tztl  1U，1  あた  [ス）  いっぽう 

ロイに 通ず る 道を 来たと ころで あっ コ ェレ25:23 てのものを イサクに 与えた。 6 —方， 

かれ  [シ） ちす  エゼ 27:20 

た。 彼は ネゲブの 地に 住んで いたので サィザ 60:6 アブラハム にいた そばめた ちの 子ら に 
ある。 63 そして イサクは 夕方になる シ 代11:33 対して， アブラハムは 贈り物を 与え 
ころ 静かに 思い巡ら すため 野に 出て 歩  た。 成いで， 自分が なお 生きて いる 間 

かれ  かれ  むすこ  さ 

いていた。 彼が 目を 上げて 見る と， そ セ^12 1:3 に， 彼らを 息子 イサクの そばから 去ら 
こへ らくだ [の 一隊] が やって来 るので 7  3-  8:35 せ， 東方へ， 直の 地へ 行かせた。 7 そ 

力' ラ 4:30  い  いのち 

あった 0  64 リベカが 目を 上げた とき， 夕裁 6:3  して， これが アブラハムの 生きた 命の 


創世 25:8—26  アブラハムの 死； その子 孫  44 


年の 日数で ある。 すなわち 百 七十 五 年 
であった。 8 その後 アブラハムは 息 
絶え， 良い 齢に 達して 死んだ。 年老い 
て 満ち足り， こうして 自分の 民の もと 
に 集められ:/ i。 9 それで， 息子の イ 
サクと イシ ュマ エルは， ヒッ タイ ト 人 
ツォ ハルの 子 エフ ロ ンの 畑地に ある マ 
ク ペラの 洞く つに 彼を 葬った。 それは 
マ ムレの 前に あり， 10 その 畑地は ア 
ブラ ハムが へ 卜の 子ら から 買い取った 
ものであった。 そこに アブラハムは 葬 
られ ，その 妻 サラ もまた [葬られた ので 
ある]。 11 そして， アブラハムの 死後 
に， 迚は その子 イサクを 引き続き 祝福 
される のであった。 イサクは ベ エル • 
ラ ハイ •ロイの すぐ 近くに 住んで いた。 

12 そして， これが アブラハムの 子イ 
シュ マエ ル， すなわち サラのは しため 
であった エジプト 人 ハ ガルが アブ ラ ハ 
ムに 産んだ 者の 歴史で ある。 

13 さて， これらは イシ ュマ エルの 子 
らの 名で， その 名に より， その 家系に 
したがえば 次のと おりで ある。 イシ ュ 
マエ ルの 長子 ネバ ヨト， ケ ダル， アド 
ベ エル， ミブ サム， 14 ミシュ マ， ド 
マ， マサ， 15 ハダ ドと テマ， エト ル， 
ナフ ィシ ュとケ ドマ。 16 これらは イ 
シュ マエ ルの 子ら であり， これらは そ 
の 中庭 ごと， また 壁で 囲まれた 宿営 ご 
とに 挙げた 彼らの 名， すなわち その 氏 
族に したがって 示した 十二 人の 長で あ 
る。 17 そして， これが イシ ュマ エル 
の 命の 年で ある。 すなわち 百 三十 七 年 
であった。 そのの ち 彼は 息 絶えて 死に， 
自分の 民の もとに 集められた。 18 そ 


して， 彼らは 幕屋に 住んで， エジプト 
の 前の シュルに 近い ハ ビラから アッシ 
リアにまで 及んだ。 彼は そのす ベての 
兄 第^: ちの 前に 住み着 L 、たので ある。 

19 そして， これが アブラハムの 子イ 
サクの 歴史で ある。 

アブラハムは イサクの 父と なった。 
20 そして イサクは， パダン •アラムの 
シリ ア 人べ ト エルの 娘で シリ ア人 ラバ 
ンの 妹で ある リベカを 妻に 迎えた とき， 
四十 歳であった。 21 そして イサクは 
特に 自分の 妻の ためしき り に エホバに 
懇願した。 彼女が うまず めであった か 
ら である。 それで エホバは 彼のた めに 
懇願を 聞き入れられ， その 妻 リベカは 
妊娠した。 22 ところで， 彼女の 体内 
の 子ら は 互いに もがき 合うよう にな っ 
た。 そのため 彼女は 言った， 「こんな 
ことなら， 一体 何のた めに わたしは 生 
きている のでしょう」。 そうして 彼女は 

たず  い  m 

エホバに 尋ねに 行った。 23 すると エ 
ホバは 彼女に こう 言われた。 「二つの 
国民が あなたの 腹に あり， 二つの 国た 
みが あなたの 内から 分かれ出る。 一方 
の 国た みは 他方の 国た みより 強く， 年 
上の 者が 年下の 者に 仕え るであろう」。 

24 ようやく 彼女の 出産の ための 日 
数が 満ちた が， 見よ， 双子が その 腹に 
あった。 25 やがて 初めの 者が 出て 来 
たが， その 全身は 毛で できた 職 服の よ 
うで 赤かった。 それで 彼らは その 名を 
エ サウと 呼んだ。 26 また その後に 彼 
の 弟が 出て 来たが， その 手は エ サウの 
かかとを つかんで いた。 それで 彼は そ 
の 名を ヤコブと 呼んだ。 そして， 彼女 
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がその ふたりを 産んだ とき， イサクは 
六十 歳であった。 

27 さて， 男の子た ちは 大きく なって 
ゆき， エ サウは 狩りの 仕方を 知る 人， 野 
の 人と なった が， ヤコブは とがめの な 
い 人で 天幕に 住んで いた。 28 そして 
イサクは エ サウを 愛して いた。 その 口 
に 獲物を もたらした からであった。 し 
かし リベカは ヤコ ブを 愛す る 者で あっ 
た。 29 あるとき ヤコブが 煮物を 煮て 
いると， そこへ エ サウが 野から やって 
来た。 彼は 疲れて いた。 30 それで エ 
サウは ヤコブに 言った， 「どうか 早く， 
その 赤い の， そこに ある 赤い ものを 少 
しわた しに 食わせて くれ。 わたしは 疲 
れ ている の だ」。 このために 彼の 名は エ 
ドムと 呼ばれた ので ある。 31 それに 
対して ヤコブは 言った， 「あなたの 長 
子と しての _ 利を まず わた しに 売って 
ください！」 32 すると エ サウは さら 
にこう 言った。 「見て くれ， わたしは 
すぐに も 死にそう だとい うのに， 長子 
の 権な ど わたしに とって 何に なろう」。 
33 そこで ヤコブは 加えて 言った， 「ま 
ず わたしに 誓ってく ださい！」 する 
と [エサ ウ] は 彼に 誓い， 長子と しての 
権利を ヤコブに 売った。 34 それで ヤ 
コ ブはパ ン とひ ら 豆の 煮物を エ サウに 
与え， 彼は 食べたり 飲んだり しはじめ 
た。 その あと 彼は 立って 出かけて 行っ 
た。 こうして エ サウは 長子の 権を 軽ん 
じ/ L 

さて， その 地に 飢きんが 起きた。 

それは， アブラハムの 日に 起き 
た 最初の 飢きんとは 別の ものである。 
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そのため イサクは， フィリス ティア 人 
の 王 アビメレクの もとへ， ゲラルへ 向 
かった。  2 そのと き エホバは 彼に 現 
われて， こう 言われた。 「エジプトに 
下って 行って はいけ ない。 わたしが あ 
なた に 指定した 地に 幕屋を 張って いな 
さい。 3 この 地に 外国人と して 住んで 
いるよう に。 そうすれば わたしは 引き 
続き あなた と共にいて あなたを 祝福す 
る。 あなたと あなたの 胤に， わたしは 
こ のす ベての 土地を 与え るからで ある。 
また わたしは， あなたの 父 アブラハム 
に誓っ た その 誓いの こと ばを 成 し 遂げ 
4。 4 『そして わたしは あなたの 胤を 
殖やして 天の 星の ようにし， あなたの 
胤に このす ベての 土地を 与える。 あな 
たの 胤に よって 地の すべての 国の 民は 
必ず 自らを 病！ 福す る』 と [言っ/こが]， 
5 それは アブラハムが わたしの 声に 聴 
き 従い， わたしに 対する 務め， わたし 
の 命令， わたしの 法令， そして わたし 
の 律法を 守りつ づけた からであった」。 

6 それで イサクは ずっと ゲラルに 住ん 

(□) 

でいた。 

7 ところで， その 場所の 人々 は 彼の 
妻に ついて しきりに 尋ね， それに 対し 
彼は， 「あれは わたしの 妹です」 と 言 
うのであった。 「わたしの 妻です」 と 
言う のを 恐れた ので あるが， それは 
「この 場所の 男たち が リベカの ゆえに 
わたしを 殺す ような ことがあって はい 
けない」 と 言っての ことであった。 彼 
女は 容姿が 良かった からで ある。 8 そ 
して， 彼の そこでの 日数が 延びて いる 
ときの こと， フィリス ティア 人の 王ア 
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ビメ レクが 窓から 外を 見て 眺めて いる 
と， そこでは イサクが 妻の リベカと 楽 
しく 過ごして いるので あった。  9 直 
ちに アビメレクは イサクを 呼んで， こ 
う 言った。 「なんと， 彼女は あなたの 
妻 その 人では ないか。 それな のに どう 
して 『わたしの 妹です』 などと 言った 
のか」。 それに 対して イサクは 言った， 
「彼女の ゆえに わた しが 死ぬ ような こ 
とが あっては いけない と 思って そう 言 
いました」。 10 しかし アビメレクは 
続けて 言った， 「あなた がわ たしたち 
に対してし たこの 事は どういう ことな 

[ゥ）  す こ  たみ  ひとり 

のか。 もう 少しで 民の 一人が あなたの 
妻と 寝て しまう ところであった。 そう 
なれば， あなたは わたしたちに 罪科を 
もたらした ことに なった であろう！」 
11 それから アビ メ レクは 民の すべてに 
命じて 言った， 「この 人と その 妻に 触 
れる 者は 必ず 死に 渡される であろう！」 

12 その後 イサクは その 地で 種を まく 
ようになり， その 年には 百倍 もの 収量 
を 得る のであった。 エホバが 彼を 祝福 
して おられた からであった。 13 その 
ためこの 人は 大 いなる 者と なり， いっ 
そう 進んで さ らに大 いなる 者と なって 
ゆき， ついに 極めて 大 いなる 者と なっ 
た。 14 そして 彼は 幾つ もの 羊の群れ 
と 牛の 群れ， また 大勢の 僕たちを 持つ 
ようになった。 そのため フィ リス ティ 
ア 人は 彼を そね むように なった。 

15 彼の 父 アブラハムの 日に その 父 
の 僕たちが 掘っ たす ベての 井戸で ある 
が， フィリス ティア 人は これを ふさ 
ぎ， それに 乾いた 土を 詰める ので あっ 
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た。 16 ついに アビ メ レクは イサクに 
言った， 「わた したち の 近辺から 移動 
しなさい。 あなたは わたしたちよりは 
るかに 強く なった からだ」。 17 それで 
イサクは そこから 移動し， ゲラルの 奔 
流の 谷に 宿営を 張っ て そこ に 住む よう 
になった。 18 それから イサクは， そ 
の 父 アブラハムの 日に 掘られ， アブ ラ 
ハムの 死後 フィ リス ティア 人が ふさい 
で いった 水の 井戸を 掘り 直した。 そし 
て， それらの [井戸の] 名を， その 父が 
呼んだ 名で また 呼ぶ ことに した。 

19 そして イサクの 僕たちは 奔流の 
谷を 掘りつ づけ， こうして そこに 清水 
の 井戸を 見いだ した。 20 すると ゲラ 
ルの 羊飼いた ちは イサクの 羊飼いたち 
と 言い争って， 「その 水は 我々 の もの 
だ」 と 言いだ した。 それで 彼は その 井 
戸の 名を エ セクと 呼んだ。 人々 が 彼と 
争った からであった。 21 また 別の 井 
戸を 掘り 進んだ が， 彼らは それにつ い 
て も 言い争うよう になった。 それで 彼 
は その 名を シ トナと 呼んだ。 22 後に 
そこ か ら 移動 して 別の 井戸を 掘っ たが， 
彼らは それにつ いては 言い争わ なか っ 
た。 そのため 彼は その 名を レホボトと 
呼んで， こう 言った。 「今 エホバは わ 
たしたち に 広 やかな 場所を 与え， わた 
したち を 地に おいて 実り 豊かな 者と し 
てくだ さった の だ」。 

23 次いで 彼は そこから ベ エル‘ シェ 
ノ( 《に 上った。  24 すると エホバは その 
夜 彼に 現われて こう 言われた。 「わた 
しは あなたの 父 アブラハムの# である。 
恐れて はいけ ない。 わたしは あなたと 
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共に いるから である。 わたしの 僕 アブ 
ラ ハムの ゆえに わた しは あなたを 祝福 
し， あなたの 胤を 殖やす」。 25 そこで 
彼は その 所に 祭壇を 築いて エホバの 名 
を 呼び 求め， そこに 自分の 天幕を 張っ 
/ •こ。 また イサクの 僕たちは そこで 井戸 
の 掘り抜きを 行なった。 

26 後に アビメレクは 自分の 腹心の 
友 アフザ ト および 軍の 長 フィ コルを 
伴って ゲラルから 彼のと ころに やって 
来た。 27 そこで イサクは 彼らに 言っ 
た， 「なぜ わたしの ところに 来られた 
のです か。 あなた 方の ほうで わたしを 
憎んで， わたしを 近くから 去らせた は 
ずです のに」。  28 すると 彼らは 言っ 
た， 「わたしたちは， エホバが あなた 
と共に おられる のを はっきり 見 まし 
ナ こ。 それで わたしたちは このように 言 
うこと にし ま した。 『どうか わたした 
ちの 間， つまり わたしたちと あなたと 
の 間に 義務の 誓いを 立て， あなたと 契 
約を 結ばせて ください。 29 わたした 
ちが あなたに 触れず， 平安に 去らせて 
あなたに ただ 善い ことを 行なった よう 
に， あなた も わたしたち に対して 何も 
悪い ことは しないと いう [契約です]。 
あなたは 今や エホバに 祝福され た 方な 
のです』」。 30 それで [イサク] は 彼ら 
のために 宴を 設け， 彼らは 食べて 飲ん 
だ。 31 次の 朝 一同は 早く 起き， 相互 
に 誓いの ことばを 述べた。 その後 イサ 
クは 彼らを 送り出し， 彼らは 平安のう 
ちに その もとを 去って 行った。 

32 さて その 日の こと， イサクの 僕た 
ちが やって来て， 自分たち の 掘った 井 


ど [ァ）  かれ  ほうこく  い 

第26 章 | 戸に つき 彼に 報告して 言った， 「わた 
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したち は 水を 見つけました！」 33 そ 
れで 彼は その 名を シブ アと 呼んだ。 そ 
れ ゆえに その 都市の 名は ベ エル •シェ 
パと いわれ， 今日に 至ってい る。 

34 そして エ サウは 四十 歳に なった。 
そのと き 彼は ヒッ タイ ト 人べ エリの 娘 
ユ ディ ト， また ヒッ タイ ト 人エ ロンの 娘 
バセ マトを 妻に 迎えた。 35 そして， こ 
れらの 女たち は イサクと リベカに 苦々 
しい 霊を 抱かせる ものと なった。 

さて， その後， イサクは 年老い， 
M  • その 目 も かすんで よく 見えな く 
なった ときで あるが， 上の 息子 エサ ウ 
を 呼んで， 「我が 子よ！」 と 言った。 
それに 対し， 「はい， わたしは ここに 
おります！」 と 彼は 言った。 2  [イサ 
ク] はさら に 言った， 「さあ ごらん， わ 
たしは 年老いて しまった。 わたしは い 
つ 死ぬ か 分からない。  3 だから 今の 
うちに， どうか お前の 用具を， 矢筒と 
弓と を 取り， 野に 出て 行って わたしの 
ために 獲物の 肉を 少し 獲て 来て おくれ。 
4 そして わたしの 好きな うまい 料理を 
こしらえ， それを わたしの ところに 持っ 
て 来て， ああ， わたしに 食べさせ てく 
れま いか。 死ぬ 前に， わたしの 魂が お 
前を 祝福す るよう にす るの だ」。 

5 ところで， イサクが 息子 エ サウに 
話して いる 間， リベカは それを 聴いて 
いた。 そして エ サウは， 獲物を 獲る た 
め， それを 取って来る ために 野に 出て 
行った。 6 それで リベカは 息子の ヤ 
コブに 言った， 「いまわた しは， 父上 
が あなたの 兄弟 エ サウに 話して こう 言 
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われる のを 聞きました 0  7 『獲物を 幾 第27 章 幾つか 取り， それを 下の 息+ ヤコブに 
らか 取って来て， わたしの ためにう ま 7M49-A  着せた。 16 そして， 子 やぎの 皮を 彼 
い 料理を こしらえ， ああ， わたしに 食  *33:1  の 両手と 首筋の 毛の 少ない ところと に 

しまえ  あ  （ウ）  かのじょ  じ ぶん 

ベ させて くれまい か。 死の 前に， エホ ィ 創 27:13 当てた。 17 それから 彼女は 自分の こ 
ノ 《のみ 前で お ま えを 祝福す るた めだ』。 m  S43 しらえ た 美味な 料理 と パン を 息子 ヤコ 
8 それで 今， 我が 子よ， わたしの 声に  ブの 手に 渡した。 

従い， わたしの 命じる ようにし てくだ ゥ 創25:25  18 それで [ヤコブ] が 父のと ころに 

さい。 9 どうか 群れのと ころに 行き，  入って 行って， 「父上！」 と言うと， 

わたしの ために そこから 二 頭の 子 やぎ， ヱ 創27: n  彼は こう 言った。 「わたしは ここ だ！ 
それ も 良い ものを 取って来て， わたし  我が 子よ， お前は だれな のか」。 19 す 

が 父上の ために その 好まれる おいしい 9:6 ると ヤコブは 続けて 父に 言った， 「わ 
料理を 作って 差し上げられる ようにし 力 串 11:26 たしは あなたの 長子 エ サウです。 わた 
てくだ さい。 10 そして， ぜひとも あ  ¢30；?  しに お話しに なった 通りに してまい り 
なた がそれ を 持って行って 父上が 召し  ました。 どうか 身を 起こして くださ 

上がれる ようにし， こうして 死なれる +fJ43" い。 お座りに なって， わたしの 獲物を 
前に あなたを 祝福して くださる ように ^fj27:8  幾らか 召し上がって ください。 あなた 

する のです」。  ^6：2°  の 魂が わた しを# 福 してく ださる ため 

11 すると ヤコブは 母 リベカに 言っ ヶ創 25:23 です」。  20 すると イサクは その子に 

た， 「でも， わたしの 兄弟 エ サウは 毛 - - 言った， 「我が 子よ， どうして こんな 

深い 人な のに， わたしは すべす べして  に 早く それを 見つけられた のか」。 する 

います。 12 もし 父上が わたしに 触っ  と 彼は 言った， 「あなたの 裡 エホバが 

たら どうなる でしょう 。きっと わたし ィ 創25: 26  会わせて くださった からです」。 21 そ 
は [父] の 目には 人を 愚弄す る 者の よう  こで イサクは ヤコブに 言った， 「我が 

になり， 祝福 どころ か 呪いを 身に 招く  ^  27:11 子よ， どうか 近くに 来て， わたしが お 

[力）  まえ  さわ 

ことに なって しまいます」。 13 それ  前に 触れる ようにして おくれ。 お前が 

に対して 母は 言った， 「我が 子よ， あ  ほんとうに わたしの 子エ サウな のか ど 

なた に 向けられる 呪いは この わたしに ォ創 25:33 うかを 知る の だ」。  22 それで ヤコブ 

臨みます ように。 ただ わたしの 声に 従  が 近寄る と， 父 イサクは 彼に 触り， そ 

い， 行って， [それを] わたしの ために 力 創 27:4  の 後こう 言った。 「声は ヤコブの 声 だ 

と  き  （ク）  かれ  ヘプ 11:20  (ク） 

取って来て ください」。 14 そこで 彼  が， 手は エ サウの 手 だ」。 23 こうして 

は 行って [それを] 取り， 母のと ころに キ創 27:11 彼は それと 気づかなかった。 その 手は 
携えて 来た。 そして 母は 彼の 父が 好む  その 兄弟 エ サウの 手の ように 毛深 かっ 

美味な 料理を こしらえた。 15 その後 ^fJ  27:16 たからで ある。 それで 彼は [ヤコブ] を 

むすこ (ヶ）  ころも いえ  じ  しゅくふく  W 

リベカは 上の 息子 エ サウの 衣， 家で 自 ^^21:17 祝福した。 

分の もとに あった 一番 好ましい ものを  °；  n；2o  24 そのの ち 彼は 言った， 「お前は 


49  ヤコブが 祝福を 得る  創世 27:25—37 

本当に わたしの 子エ サウな の だな」。 第27 章 て， 父に こう 言った。 「我が 父が 身を 
すると [ヤコブ] は 言った， 「私です」。 7  fJ  25:33 起こして 息子の 獲物を 幾らか 召し上が 
25 そこで 彼は 言った， 「それを わたし ります ように。 あなたの 魂が わたしを 
の 近くに 持って来て， 我が 子の 獲物を ^fJ48:10 祝福して くださる ために」。 32 そこ 
少し 食べられる ようにして おくれ。 こ Ifj  25:27 で 父 イサクは 言った， 「お前は だれな 
うして わたしの 魂は お前を 祝福す るの  1 4：i!5 のか」。 それに 対して 彼は 言った， 「わ 

[ィ）  い  むすこ  ちょうし 

だ」。 そこで それを 近くに 持って行く ォ中 11:11 たしは あなたの 息子， あなたの 長子 エ 
と， 彼は 食べは じめ， また ぶどう酒を  ^ 14:5 サウです」。  33 すると イサクは 身を 
持って行 くと， それを 飲み はじめた 0 力 創45: 震わせ， 非常に 大きな おののき のうち 

ちち  い  わ  氏 13:27  い  えものえ 

26 そのの ち 父 イサクは 言った， 「我が  にこう 言った。 「では， 獲物を 獲て わ 

ちか  き  キ創 27:37  も  き  いったい 

子よ， どうか 近くに 来て， わたしに 口  |n7 ぼ 32 たしのと ころに 持って来 たのは 一体 だ 
づけして おくれ」。 27 それで 彼は 近  ^ 104:15 れ だった のか。 そのため わたしは お ま 
寄って 口 づけし， [イサク] は その 衣の ク &ゞ44 えが 来る 前に すっかり 食べて， その 者 
においを かいだ。 それから 彼を 祝福し ^fJ  25:23 を 祝福した。 それが 祝福され た 者と も 
てこう 言った。  fJ  49：8  なる の だ」。 

「見よ， 我が 子のに おいは エホバが 祝 ^28；3  34 父の 言葉を 聞く と， エ サウは 非 

福され た 野のに おいの よう だ。 28 そ  S24:9  常な 大声で， 極めて 苦々 しげに 叫び だ 

つゆ 闭 ち  ひ  エセ 25:12  む  い  (X) 

れで [まことの] 拽 が， 天の 露と 地の 肥  し， 父に 向かって こう 言った。 「わた 

沃な 土地を， また あふれる ほどの 穀物 - しも， この わたし も 祝福して ください， 

と 新しい ぶどう酒を あなたに 与えて く  父上！」 35 しかし 彼は 続けて 言っ 

ださる ように。 29 もろもろの 民が あ  た， 「お前の 兄弟が， お前の ための 祝福 

なた に 仕え， もろもろの 国た みが あな ^25；31 を 自分で 受けようと 欺きを もって やっ 

み  ひく  [ク）  へブ 12:16  き  [力） 

たに 身を 低く かがめる ように。 あなた  て 来たの だ」。 36 すると [エ サウ] は 

は 自分の 兄弟たち の 主人と なり， あな  言った， 「だから 彼の 名は ヤコブと 呼 

はは  エル カ 13:28 

たの 母の 子ら は あなたに 身を 低く かが  ばれる のではありません か。 こうして 

[ヶ）  もの  才へブ 12:17  ど  W 

める ように。 あなたを のろう 者は みな  二度 も わたしから せしめる とは。 わた 

し •♦く ふく  力 申 21:17  ちょうし  けん  と （ク 1  こん 

のろわれ， あなたを 祝福す る 者は みな マラ I:2 しの 長子の 権を すでに 取り， そして 今 
祝福され るよう に」。  度は， 見て ください， わたしの 祝福を 

し〆 ふく  キ創 25:26  うば  w  くわ 

30 さて， イサクが ヤコブを 祝福し  奪い取った のです」。 そして， 加えて 

終えて すぐ， まさに ヤコブが 父 イサク ^fJ25：34 言った， 「わたしの ために 祝福を 取って 
の 顔の 前から 出た か 出ない かとい うと  6；?6 置いて はく ださ ら なかった のです か」。 

きに， その 兄弟 エ サウが 獬 から 戻って ヶ創 27:28  37 しかし イサクは エ サウに 答えて さ 

き  [サ】  かれ  い  かれ  まえ 

来たので あった。 31 そして 彼 もまた u 創 25:23 らに 言った， 「いまわた しは 彼を お前 
美味な 料理を こしらえ はじめた。 そう  nv7S2 の 主人と して 立て， そのす ベての 兄弟 
して 彼は それを 父のと ころに 持って来 サ創 49:8  を 僕と して 彼に 与えた 0 また， 穀物と 
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新しい ぶどう 酒を 彼の ための 支えと し 第27 章 で 幾日 かその もとにと どまる のです。 
て 授けた。 それで， 我が 子よ， お前の 7L332??9  45 あなたの 兄弟の 怒りが あなたから 
ためにして やれる ことが どこに ある だ ィへブ im 去って， あなたの した 事を 忘れる まで 
ろうか」。  65:14 です。 そうしたら わたしは 必ず 使いを 

38 それで エ サウは 父に 言った， 「父 ヘプ ル2 〇 やって， あなたを そこから 連れ戻し ま 
上， あなたには ただ 一つの 祝福し かな 才 だユ す。 どうして 同じ 日に あなた 方 二人に 
いのです か 0 わたし も， この わたし も 力 創25:23  まで 先立たれる ような ことが あってよ 

[ィ〕  サ B  8:14 

祝福して ください， 父上！」 こうして 8:20  いでしょう か」。 

エ サウは 声を 上げ， 涙を 流して 泣き だ  46 その後 リベカは イサクに 対してし 

した。 39 それで 父 イサクは 答えて 彼  きりに 言った， 「わたしは へ 卜の 娘た 

に 言った，  3MI  2：n ちの ことで 自分の この 命を たいへんい 

「見よ， 地の 肥沃な 土地から 離れた マル7 :21 とうように なりました。 もし ヤコブが 
ところに あなたの 住まいは 見いだ され1110  35 :29 これら こ の 地の 娘た ちの ような へ 卜の 

つゆ  サ創 4:8  い 

る。 上なる 天の 露からは 離れた ところ  ョ ハ13 :15 娘を めと る ことに なれば， わたしは 生き 
に。 40 そして あなたは 剣に よって 生 シ_$〗8  ていて 何の 良い ことがある でしょう」。 

W  じぶん  きょうだい つか  [力）  箴 6:17  よ 

き， 自分の 兄弟に 仕える ようになる 0 スれ 8  〇〇 そのため イサクは ヤコブを 呼ん 
だが， とどまり きれなくなる とき， あ  303:20  で 祝福し， 彼に 命じて こう 言っ 

なた はま さに 彼のく びきを 砕いて 自分 _ た。 「あなたは カナンの 娘たち の 中 か 

の 首から 捨てる であろう」。  m-m  ら妻 をめ とっては ならない。  2 立っ 

41 しかし エ サウは ヤコブに 対して 7|^7:_  て パダン •アラムへ， あなたの 母の 父 
敵が い 心を 宿した。 父が 彼を 祝福した マタ 5:22 ベ ト エルの 家へ 行き， そこから， すな 
その 祝福の ためであった。 エ サウは そ ^  #1 28:f  わち 母の 兄弟 ラバンの 娘たち の 中から 
の 心の中で こう 言いつ づけた。 「父の I|lj24:3  自分の 妻を めと るよう に。 3 そうすれ 
ための 喪の 日は 近づいた。 それが 済ん 第 28 章 ば 全能の 神は あな たを 祝福し ， 子を 生 
だら， わたしは 兄弟 ヤコブを 殺して や ォヂ 〗彳$  ませて 多くなら せて くださり， あなた 
る」。 42 上の 息子 エ サウの この 言葉  f は 必ず もろもろの 民の 会衆と なる であ 
を 知らされ ると， リベカは すぐに 人を  3D6:1 ‘ ろう。 4 そして [神] は アブラハムの 祝 

よ  い  力 創 29:16  ふく  w 

やって 下の 息子 ヤコブを 呼び， こう 言っ +gJ17;5  福を あなたに， すなわち あなた および 

た。 「ご覧なさい， あなたの 兄弟 エサ  ml：!5  共に いる あなたの 胤に 与えて， あなた 

ウは あなたの ことで 自分を 慰めて いま ，創 12:2  が 外国人と して 住んで いる 土地， 裡が 

す一 あなたを 殺そうと して。  43 で ヶ創 is:5  アブラハムに お与えに なった その [土 

すから 今， 我が 子よ， わたしの 声に 従 ガ ラ3:29 地] を 所有 させて くださる であろう」。 
い， 立って， ハランに いる わたしの 兄弟 3 11:9  5 こうして イサクは ヤコブを 送り出 

に  M  サ創 12:7 

ラバンの ところへ 逃げなさい。  44 そ  ；5；13  し， [ヤコブ] は パダン •アラムへ， シ 
して， あなたの 兄弟の 激怒が 静まる ま シ創 25:20 リア 人べ ト エルの 子で， ヤコブと エサ 


51  ベ テルでの ヤコブの 夢。 約束が 確証され る  創世 28:6—22 

ウの母 リベカの 兄弟で ある ラバンのと 第28 章 塵 粒の ようにな^， あなたは 必ず 西， 
ころへ 出かけて 行った。  7  ^  24:29 東， 北， 南へ と 広がる であろう。 あな 

しゅくふく イ創 25:28  ち 

6 エ サウは， イサクが ヤコブを 祝福 ゥ創 28:1  たにより， また あなたの 胤に よって 地 
し， パダン. アラムに やって そこから  "D  6：14 上の すべての 家族は 必ず 自らを 祝福す 

つま  むか  かれ エ 創2 7:43  [〇]  いま 

妻を 迎える ように させた こと， また 彼  ^°；^3 るであろう。 15 そして 今， わたしは 
を 祝福した さい 彼に 命じて， 「カナン ォ 創24:3  あなたと 共に おり， その 行く すべての 

むすめ  創 27:46  みち  まも  ち 

の 娘たち の 中から 妻を め とっては いけ 力 創 36:2  道で あなたを 守り， あなたを この 地に 

[ゥ）  の  もど  （エ）  じ ぶん 

ない」 と 述べた こと， 7 さらに ヤコブ キ まま〗〗 また 戻らせる。 わたしは， 自分が あな 

ちちははし たが  む  $  はな  と 

が 父と 母に 従って パダン •アラムに 向 ク創 28:19 たに 話した ことを し 遂げる までは， あ 
かった ことを 知る と， 8 そのと き エサ ヶ^^ g:15 なた を 離れない からで ある」。 

むすめ  ちち  のち  ねむ  さ 

ウ は， カナンの 娘たち が 父 イサクの 目 コマ タ 28:2  16 その後 ヤコブは 眠りから覚めて， 

に 喜ばれない ことを 知った。  9 そこ  ヘプ1 :14 こう 言った。 「エホバは まさに この 場 
でエ サウは イシ ュマ エルのと ころに 行 、ご  所に おられる のに， わたしの ほうは そ 

じぶんた つま [力丨  vfJ,26；  V  し  かれ 

き， 自分の 他の 妻たち の ほかに， アブ  H  ；：32 れを 知らなかった」。 17 そして 彼は 

むすめ  おそ  かん  くわ  い  (*) 

ラ ハムの 子 イシ ュマ エルの 娘で ネバヨ ス 恐れを 感じ， 加えて こう 言った。 「こ 
卜の 姉妹で ある マ ハ ラトを 妻に 迎えた。 UVs こは 何と 畏怖すべき 所な のだろう。 こ 

いえ [ク） 

10 さて， ヤコブは ベ エル. シ エバ — — れは拽 の 家に ほかなら ない。 これ こそ 
からの 道を 行き， ハランに 向かって 進 7fJ13.16 天の 門な の だ」。 18 それで ヤコブは 朝 

い  ばしょ  if  4；9n  お  あたま ささ 

んで 行った。 11 やがて ある 場所に 出  11 4,20 早く 起き， 頭の 支えと して そこに あっ 

しず  よるす  イ創 13:14  と  はしら 

たが， 日 も 沈んだ ので そこで 夜を 過ご ^fJ18:18 た 石を 取り， それを 柱と して 立てて そ 
す ことにした。 それで その 場所に あっ  1 22：18 の 上に 油を 注いだ。 19 さらに， 彼は 
た 石の 一つを 取って 頭の 支えと して 置  1046:4  その 場所の 名を ベ テルと 呼んだ。 だが， 

[ク）  よこ  才創 31:3  じつ  とし 

き， その 場所に 横たわった 0 12 する 民23: 19  実は， ルズ というの がその 都市の それ 

かれ  ゆめ  （ヶ 1  ち  ヨシ 23:14  【サ） 

と 彼は 夢を見 はじめた。 見よ， 地の 上 ヘプ6 :18 までの 名であった。 

いただき  力 出 3:6  せいやく  ('» 

に はしごが 立てて あり， その 頂は 天に 裁 他22  20 さらに ヤコブは 誓約を 立てて こう 

たっ  つか  マタ 17:6  い  とも 

達して いた。 そして， 見よ， 裡 のみ 使 キ詩 47:2  言った。 「もし 裡が ずっと わたしと 共 
いたちが それを 上ったり 下ったり して  S  68:35 にいて くださり， わたしの 進む この 道 
いるので あった。 13 しかも， 見よ， エ ク g ぼ で 必ず わたしを 守って， 食べる パンと 

じょうほう  い  き  ころも  あた  [ス】 

ホバ がその 上方に おられて， こう 言い ヶ 創3 着る 衣と を 与えて くださるなら， 21 そ 
はじめ られ た。  セ4 12:4 して わた しが 必ず 平安のう ちに 父の 家 

「わたしは， あなたの 父 アブラハム サ f.35 ま :2 に 帰って来れるなら， そのと き エホバ 
の#， イサクの 裡 エホバで ある。 あな  ^1:23  はわた しの® である ことを 示して くだ 

よこ  ち  シ伝 5:4  M 

たの 横たわって いる 地， わたしは それ スマ タ6:30 さった ことになります。  22 そして， 

たね  あた  はしら 

を あなたに， そして あなたの 胤に 与え セ わたしが 柱と して 立てた この 石は# の 

W  たね かなら  ち  ^  26,17  いえ  {V)  あた 

る 0 14 そして あなたの 胤は 必ず 地の ソ創 35:1  家と なり， あなたが 与えて くださる す 
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ベての ものに ついて わた しは 必ず その 
十分の一を あなたに ささげる ことにし 

17) 

ます」。 

<>Q その後 ヤコブは 足を 進め， 東洋 
^  X1 ぁ A へと I を S けた。 2 さ 
て， 彼が 見る と， そこの 野には ひとつ 
の 井戸が あり， 三 群れの 羊が そこで [井 
戸] のかた わらに 伏していた。 人々 は 
いつも その 井戸から 畜 群に 水を やって 
いたので ある。 そして， 井戸の 口には 
大きな 石が 置いて あった。 3 すべて 
の 群れが そこに 集まる と， 人々 は その 
石を 井戸の 口 から 転がしの けて 群れに 
水を やり， そのの ち 井戸の 口の 元の 場 
所に その 石を 戻す のであった。 

4 それで ヤコブは 彼らに 言った， 「わ 
たしの 兄弟たち， 皆さんは どこから お 


いでに なった のです か」。 すると 彼らは 
言った， 「わたしたちは ハランから 来 
ました」。 5 そこで 彼は 言った， 「皆 
さんは， ナホ ノ しの 孫の ラバ; を ご存じ 
でしょう か」。 すると 言った， 「知っ 
ています とも」。  6 それで 彼は 言っ 
た， 「その 人は 元気に しています か」。 
それに 対し 彼らは 言った， 「元気で 
す。 ちょうど その 娘の ラケルが 羊と 一 
緒に やって来る ところです」。 7 そこ 
で 彼は さらに 言った， 「まだ 日 は 盛り 
ではありません か。 群れを 集める 時間 
ではありません。 羊に 水を やって， あ 
とは [草を] 食べさせに お行きなさい」。 
8 すると 彼らは 言った， 「わたしたち 
は， 全部の 群れが 集まって みんなで 井 
戸の 口 か ら 石を 転が しのけ てから でな 
ければ， そうする ことを 許されて いま 
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せん。 そのよう にして 羊に 水を やる こ 
とに なって います」。 

9 彼が まだ その 人々 と 話して いるう 
ちに， ラケルが 父の 羊を 連れて やって 
来た。 彼女は 羊飼いだった ので ある。 
10 そして ヤコブは 自分の 母の 兄弟 ラ 
バンの 娘 ラケルと， 母の 兄弟 ラバンの 
羊と を 見た が， そのと き ヤコブは すぐ 
さ ま 近づ L ヽ て行っ て 井戸の 口から 石を 
転がしの け， 母の 兄弟 ラバンの 羊に 水 
を やる のであった。 11 それから ヤコ 
ブは ラケルに 口 づけし， 声を 上げ， 涙 
を 流して 泣いた。 12 次いで ヤコブは， 
自分が ラケルの 父の 兄弟で あり， リベ 
力の 子で ある ことを 彼女に 話して いっ 
た。 それで 彼女は 走って 行って 父親に 

啬げ 

13 さて， ラバンは 自分の 妹の 子ヤ 
コブに ついての 知らせを 聞く と， すぐ 
に 走って 行って それを 迎える ので あっ 
た。 そうして 彼を 抱擁し， 口 づけし， 自 
分の 家の 中へ 連れて行った。 それで 彼 
は これらの すべての 事に ついて ラバン 
に 細かに 話して いった。 14 すると ラ 
バンは 彼に 言った， 「あなたは まさし 

こつにく  [コ） 

くわた しの 骨肉です」。 それで 彼は そ 
の もとに ま る 一か月 とどまった。 

15 その後 ラバンは ヤコブに 言っ 
た， 「あなたは わたしの 兄弟 だとい う 
ことで， ただで わたしに 仕えなければ 
ならないだろう か。 言って ほしい， あ 
なた の 報酬は どう したら よいだろう」。 
16 ところで ラバンには 二人の 娘が い 

(fe) 

た。 上の ほうの 名は レアと いい， 下の 
ほうの 名は ラケルと いった。 17 しか 


53  ヤコブは ラケルを 愛する。 レア， そして ラケルと 結婚  創世 29:18— 34 


し， レアの 目 には 輝きが なかっ たのに 対 
し， ラケルの ほうは 姿が 美しく， 顔 だ 
ち も 美しかった。 18 そして ヤコブは 
ラケルを 愛して いた。 それで 彼は 言っ 
た， 「あなたの 下の 娘 ラケルの ため， わ 
たしは 喜んで あなたに 七 年 仕えます」。 
19 すると ラバンは 言った， 「わたしに 
とっては， あれを ほかの 男に やる より 
あなたに 与える ほうが 良い。 では， こ 
のま まわたし のと ころに とどまり なさ 
い」。  20 こうして ヤコブは ラケルの 
ために 七 年間 仕えた が， 彼女に 対する 
愛 ゆえに それは 彼の 目に ほんの 数日の 
ようであった。 

21 それから ヤコブは ラバンに 言っ 
た， 「わたしの 妻を 渡して ください。 
わたしの 日数は 満ちた のです。 彼女と 
関係を 持たせて くださ 6」。  22 そこ 
で ラバンは その 場所の すべての 人を 集 
めて 宴を 催した。  23 ところが その 
晚， 彼は 娘の レアを 取り， それを [ヤコ 
ブ] のと ころ に 連れて来て， 彼が [レア] 
と 関係を 持つ ようにした のであった。 
24 さらに ラバンは 自分のは しため ジ 
ル パを 彼女に， すなわち 娘 レアには し 
ためとして 与えた。 25 それで， 翌朝 
になって みると， そこにい たのは レア 
であった。 そのため 彼は ラバンに 言っ 
た， 「あなたが わたしに 対してし たこ 
の 事は どういう ことなので すか。 わた 
しは， ラケルの ために あなたの もとで 
仕えた のではありませんでした か。 そ 
れ なのに， どうして わたしを だました 
りした のです か」。  26 すると ラバン 
は 言った， 「そのよう に して 年下の 女 
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を 長女より 先に やる ことは わたしたち 
の 所の 習慣では ない。 27 この 女の た 
めの 一週を 十分に 祝いなさい。 その後， 
このもう ひとりの 女 も， あなたが わた 
しの もとで あと 七 年 仕える その 奉仕に 
対して 与えられる だろう」。  28 そこ 
で ヤコブは そのと おりに 行ない， その 
女の ための 一週を 十分に 祝った。 その 
後 [ラバン] は 娘の ラケル も 彼に 妻と し 
て 与えた。 29 加えて ラバンは 自分の 
はしため ビル ハを 娘 ラケルに そのは し 
ためとして 与えた。 

30 こう して [ヤコブ] は ラケルと も 
関係を 持ち， しかも ラケルに 対して レ 
ア に対する 以上の 愛を 示した。 そして 
彼の もとで さらに あと 七 年 仕える こと 
にした。  31 エホバは レアの ほうがう 
とまれて いるのを ご覧に なって その 胎 
を お開きに なった が， ラケルの ほうは 
うまず めであった。 32 それで レアは 
妊娠して 男の子を 産み， その 名を ルべ 
ンと 呼んだ。 「エホ ノ 《がわ たしの 惨め 
さを 見て くださった ので， いま 夫は わ 

あい 

た しを 愛して くれる ようにな るから」 
と 彼女は 言う のであった。 33 そして 
彼女は 再び 妊娠して 男の子を 産み， そ 
の 後こう 言った。 「エホバは 聴いて く 
ださり， わたしが うとまれて いたので 
こ の 子を も 与えて くださ っ たのです」。 
そ れで 彼女は その 名を シメオンと 呼ん 
だ。 34 そして 彼女は またも 妊娠して 
男の子を 産み， その後こう 言った。 「今 
度 こそ 夫は わたしと 共に なって くれる 
でしょう。 わたしは あの人に 三人 も 男 
の 子を 産んだ のです から」。 ゆえに その 


創世 29:35—30:16  レアと そばめたち による 子。 ラケルは うまず め  54 

名は レビと 呼ばれた。 35 そして 彼女 第29 章 は 大いに-闘して 自备の 姉と 闘い， そ 
はもう 一度 妊娠して 男の子を 産み， そ 7^49；55 の 勝利者 ともなった のです」。 それで 
の 後こう 言った。 「今 わたしは エホバ  ^3:12  彼女は その 名を ナフタリと 呼んだ。 

をた たえます」。 ゆえに 彼女は その 名 啓7:7  9 レアは 自分が 子を 産まな くな っ 

を ユダと 呼んだ。 そのの ち 彼女は 子を  37：26 たのを 知る と， 自分のは しため ジル パ 
産ま なくなった。  g  を 取り， それを ヤコブに 妻と して 与え 

じ ぶん  代 I  2*3  M 

ラケルは 自分が ヤコブに 子を ひ 啓5:5  た。 1〇 やがて レアのは しため ジル パ 

う  し  啓 7:5  う 

とりも 産んで いない ことを 知る - は ヤコブに 男の子を 産んだ。 11 その 

ようになった。 そのと き ラケルは 自分 m3m  とき レアは， 「幸運です！」 と 言った。 
の 姉を ねたむ ようになり， ヤコブに 対 サ II:6  それで 彼女は その 名を ガ ドと 呼んだ。 

い  [ゥ）  こ  蔵 14:30  のち 

してこう 言いだ した。 「わたしに も 子 テ h3:3 12 その後 レアのは しため ジル パは ヤコ 
供を 与えて ください。 でなければ わた サ” ブに 二人目の 男の子を 産んだ。 13 そ 

し  M  ェレ 20:18  ぃ  しぁゎ 

しは 死んだ 女と なって しまいます」。 ォヱフ む26 のとき レアは こう 言った。 「幸せな こ 

いか  たい  コロ  3:19  むすめ 

2 すると ヤコブの 怒りが ラケルに 対し ヵサ II:5  とです！ 娘たち は きっと わたしを 幸 
て 燃え， こう 言った。 「わたしが 拽の ホセ9:11 せな 者 と言うので す」。 それで 彼女は 

ちい  はら キ創 29:29  [才）  よ 

地位に いると でも 言う のか 0  [拽] が 腹 ク 創16:2  その 名を ア シヱ ルと 呼んだ。 

の 実を お前から 引き とどめて こ られた  ^°S7 14 さて， 小麦の 収穫の 時期に， ルべ 
の だ」。 3 そこで 彼女は 言った， 「こ ンは 出かけて 行き， 野原で こいな すを 
こに わたしの 奴隸女 ビル ハが います。 3創16:15 見つけた。 そこで 彼は それを 自分の 母 
それと 関係を 持ち， 彼女が わたしの ひ サ _ ぶ f  レアのと ころに 持って来た。 すると ラ 
ざに 子を 産んで， この わたし も 彼女に ,.^3^5 ケルは レアに 言った， 「あなたの 子の 
よっ て 子供を 得られる ようにし てくだ  t  S  こいな すを どうぞ わた しに 少し 譲って 
さへ」。 4 そう 言って 彼女は 自分のは ください」。 15 それを 聞いて 彼女は 
しため ビル ハを 妻と して 与え， ヤコブ 7fJ  35:25 言った， 「あなたは わたしの 夫を 取り， 
は それと 関係を 持った。  5 こうして  t  Vi  その上 わたしの 子の こいな すまで 取ろ 

にんしん  申 33:23  こと 

ビル ハは 妊娠し， やがて ヤコブに 男の 啓7:6  うとす る， これは 小さな 事でしょう か」。 

子を 産んだ。  6 そのと き ラケルは こ ゥ創 49:19 すると ラケルは 言った， 「ですから， あ 
う 言った。 「神は わたしの 裁き 主と な  S  な たの子の こいな すと 引き換え にあの 
り， わたしの 声を 聴いても ください ま n:48 人は 今夜 あなたと 寝る でしょう」。 
した。 それで わたしに 子を 授けて くだ 才 16 夕方， ヤコブが 野から 戻って 来た 
さった のです」。 それゆえ 彼女は その 名  S  S:24 とき， レアは 迎えに 出て 行って こう 言っ 

[シ]  よ  啓 7:6  かんけい  も 

を ダンと 呼んだ 0  7 そして ラケルの 力 出 34:22 ナ こ。 「あなたは わたしと 関係を 持つ こ 
はしため ビル ハは もう 一度 $ 壬娠 し， や キ創 29:32 とに なって います 0 わたしは 息子の こ 
がて ヤコブに 二人目の 男の子を 産んだ 0 クボ 7:13  いなす であな たを 借り きってし まった 

い  ケ創 29:30  かれ  よ かのじょ 

8 そのと き ラケルは 言った， 「わたし コル ヵ 2:8 のです から」 。そこで 彼は その 夜 彼女と 


55  ラケルに ヨセフが 生まれる。 ヤコブの 報酬  創世 30:17—32 

ね ねが 

寝た 0 17 そして 拽は レア [の 願い] を 第3 〇 章 ける ようにして ください。 わたしが あ 
聞いて それに 答え， 彼女は 妊娠し， や 7317:3  なた にした 奉仕を あなた 自身が 知って 
がて ヤコブに 五 人目の 男の子を 産んだ。 1 力65 ム3 おられる はずです」。  27 すると ラバ 
18 そのと き レアは 言った， 「わたしが ゥ創 35:23 ンは 言った， 「もし 今， わたしが あな 

じ ぶん  おっと  あた  #il  こうい  え 

自分のは しためを 夫に 与えた ので， 拽 創 49:14 たの 目に 好意を 得て いるの なら 一 あ 
はわた しに その 報酬を 与えて くださ っ  12=32 なた の ゆえに エホバが わた しを 祝福し 

かのじょ  #7:7  {ィ) きざ 

た」。 それで 彼女は その 名を イッ サカ  てくだ さって いる 兆しを わたしは 見て 

(ゥ） よ  エ ルツ 4:11  かれ  くわ 

ルと 呼んだ。 19 それから レアは もう  いるの だし」。  28 そして 彼は 加えて 

いち ど にんしん  才創 29:32  い  のぞ ほうしゅうめ いじ 

一度 妊娠し， やがて ヤコブに 六 人目の 詩127:3  言った， 「あなたの 望む 報酬を 明示し 

ラ  （エ） 

男の子を 産んだ。  20 そのと き レアは 力 て ほしい。 そうしたら わたしは それを 

い  よ たまもの  創46:15 はら  w  い 

言った， はこの わたしに 良い 賜物 払おう」。 29 すると [ヤコブ] は言っ 

さず  ぉっと  キ！ 1] 46:14  っか 

を 授けて くださった。 ついに 夫は わた  ®  た， 「わたしが どのように あなたに 仕 

しに 寛大に して くれる でしょう。 わた 啓7:8  え， あなたの 家畜の 群れが わたしの も 
しは あの人に 六 人 も 男の子を 産んだ の ^#J34：1  とで どのよう になった かは， あなた ご自 
ですから」。 こうして 彼女は その 名を ヶ る2 以1 身が 知って おられる はずです。 30 わ 
ゼ ブルンと 呼んだ。 21 そして 後に 彼  "il3:9 たしの 来る 前 あなたの ところに 実際に 

じょ  むすめ  う  1 イザ 54.1 

女は ひとりの 娘を 産み， その 名を ディ  ルヵ 1:25 あった ものは わずかで したのに， それ 

(ク）  よ  かくだい  おお 

ナと 呼んだ。  サ創 35:24 は 拡大して いって とても 多く なった の 

22 ついに 裡は ラケルの ことを 思い  *  33:13 です。 わたしが ここに 足を 踏み入れて 

起こされた。 # は 彼女 [の 願い] を 聞い  ®7：8  以来 エホバが あなたを 祝福され たから 

こた  たい  ひら  [才）  いま 

て それに 答え， その 胎を お開きに なっ シ^2 3 だ〗 です。 それで 今， いつに なったら わた 

W  かのじょ  にんしん  じ ぶん  いえ  なに 

た。 23 それで 彼女は 妊娠して 男の子 - しは 自分の 家の ために も 何が しかの こ 

を 産んだ。 そのと き 彼女は 言った， ^~m  とを 行なえる のでしょう か」。 

はわた しの 辱めを 取り去って ください ホセ12 :12  31 すると 彼は 言った， 「あなたに 何 

(コ）  かのじょ 

ました」。 24 それで 彼女は その 名を ィ;; jgg  を 上げたら よいだろう」。 それで ヤコブ 
ヨセフと 呼んで， 「エホバは わたしに rtffl3i：7  はさら に 言った， 「あなたは 何も 下さ 

もう ひとり 男の子を 加えて くださる の  19:13 りは しないでしょう。 ただ もし この こ 

です」 と 言った。  とを してく ださる のでしたら， わたし 

う  7  ふたた  む  ぼく  （ク 1 

25 そして， ラケルが ヨセフを 産む ^W  107:38 は 再び あなたの 群れを 牧 します 0 これ 

あと  ばん  （ヶ） 

と， ヤコブは その後す ぐ ラバンに こう ^fJ32:10 から も その 番をしましょう。  32 わた 
言った。 「わたしを 去らせて， 自分の  5:8 しは 今日 あなたの 群れ 全体の 中を 通り 

所へ， 自分の 国に 行かせて ください。 + ラフ11 ぽ 5 ます。 あなたは そこから， ぶちで まだ 
26 わたしの 妻と 子供たち を 渡して く  ^fJ46;34 ら になった すべての 羊， また 若い 雄 羊 
ださい。 その 者たち のために あなたの  fJ  47：〇  のうちす ベて 暗褐色の ものと， 雌 やぎ 
もとで 仕えて きたので す。 わたしが 行 m のうち まだらで ぶちに なった ものを み 


創世 30:33—31:5 


ヤコブの 繁栄。 皮を むいた 棒 


56 


な 別にして ください。 それ 以後は， そ 
のよう な ものを わたしの 報酬と する の 

(7)  ほうしゅうみ 

です。 33 そして， わたしの 報酬を 見 
定める ため あなたが 将来い つの 日に 来 
られて も， わたしの 正しい やり方が わ 
たしの ための 答えと なる はずです。 雌 
や ぎのう ちぶち でな くま だらに なって 
いない もの， また 若い 雄 羊で 暗褐 & で 
ない ものが わたしの ところに いれば， 
それは みな 盗んだ ものと いう ことにな 

り まぜ」 。 

34 すると ラバンは 言った， 「よし， 
それが 良い！  あなたの 言葉 どおり 
にしよう」。  35 こう して その 日， 彼 
は， しまの ある まだらに なった 雄 やぎ 
と， ぶちで まだらに なった すべての 雌 
やぎ， 若い 雄 羊のう ちす ベて 白い とこ 
ろの ある ものと 暗褐色の ものと を 別に 
し， それを _ 分の 息子たち の 手に 渡し 
た。  36 そのの ち 自分と ヤコブとの 間 
を 隔てて 三日の 道のりを 置いた。 ヤコ 
ブは ラバンの 家畜の 群れで 後に 残った 
ものを 枚す るよう になった。 

37 それから ヤコブは， そごう こう 樹 
とアー モン ドの 木と すずかけ の 木の ま 
だ 水気の ある 棒を 自分の ために 取り， 
その 皮を むいて 棒の 白い ところを 出し， 
白く 皮の むけた 部分を 作った。 38 最 
後に 彼は， 自分が 皮を むいた 棒を 群れ 
の 前， 溝の 中， つまり 水の 飲み おけの 
中に 立てた。 そこは 群れが 来て 飲む 所 
であり， 飲みに 来る 際に その 前で 盛り 
が 付 くように する ためであった。 

39 その 洁果， 群れは 棒の 前で 盛り 
が 付き， 群れは しまの ある もの， ぶち 
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の もの， まだらの ものを 産み出す ので 
あった。 40 そして ヤコブは 若い 雄 羊 
を 取り分け， 群れの 顔を， ラバンの 群 
れ のうちし まの ある もの およびす ベて 

あんか っ しょく  む 

暗褐色の ものに 向かわせた。 そうして 
彼は 自分の 畜群 だけを 別にし， それを 
ラバンの 群れの そばには 置かなかった。 
41 そして， 強壮な 群れに 盛りが 付く 
と， ヤコブは いつでも 必ず 棒を 溝の 中 
に， 群れの 目の前に 置いて， それらが 
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創 32:9 
創 35:27 


ケイ ザ 41:10 
1 マ 8:31 
、ブ 13:5 


その 棒に よって 盛りが 付く ようにす る 
のであった。 42 しかし， 群れが ひ弱 
であると， 彼は それを そこに 置かない 
ようにした。 それで ひ弱な ものは いつ 
も ラバンの ものと なり， 強壮な ものは 
ヤコブの ものと なった。 

43 そして この 人は [資産を] いよい 
よ 増し 加えて ゆき， 家畜の 大きな 群れ 
と， はしため， 下男， らくだ， ろばが 
彼の ものと なった。 

〇-| やがて 彼は ラバンの 息子たち の 
籠を A ぃた。 「ャコブは 歡 
の 父の ものを みな 取った。 我々 の 父の 
ものから これ だけの 富 財を こ しらえ 
た」 と言うので あった。 2 ヤコブが 
ラバンの 顔を 見る と， いま それは 彼に 
対して 以前の ようではなかった。 3 つ 
いに エホバは ヤコブに こう 言われた。 
「あなたの 父たち の 土地に， あなたの 親 
族の もとに 帰りなさい。 わたしは 引き 
続き あなた と共にい る」。 4 そこで ヤ 
コブは 使いを やって ラケルと レアを 野 
に， 自分の 群れの いると ころに 呼び 寄 
せ，  5 彼女たち にこう 言った。 

「わた しは あなた 方の 父の 顔を 見て 
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いるが， [父] はわた しに 対して 以前と 第3 1 章 た。 今， 身を 起こして この 地を 去り， あ 
同じでは ない。 しかし わたしの 父の 裡 7  fJ  30:27 なた の 生まれた 土地に 帰りなさい』」。 
はわた し と共にいて くださった。 6 そ - 48:15  14 すると ラケルと レアは 答えて 言っ 

して あなた 方 自身 も， わたしが 力を つ ゥラ 73Q はた， 「わたしたちの 父の 家に， わたし 
く して 父に 仕えて きた ことを 知ってい " 〇3：23 たちの 受ける 相続 分が まだ あるで しょ 
るは ず だ。  7 それな のに 父は わたし1 ggg8 うか。 15  [父] はわた したち をもう 
を 軽く あしらい， わたしの 報酬を 十回  売った ので， 実際のと ころ わたしたち 

も 変えた。 それでも# は， [父] がわた ォ創 3〇:32 は [父] に とっては 異国 人の ようにみ な 

がい  ゆる 

しに 害を もたらす ことを 許されな かっ ^^13:22 されて いるので はありません か。 です 
た。 8 『ぶちの ものが あなたの 報酬と +S12:6  から [父] はわた したち の 代価と して 払 
なる』 と [父] が 言えば， 群れ 全体は ぶ ^fJ  30:39 われた その お金で ずっと 食べて いるの 
ちの ものを 産み出し， 一方 『しまの あ^ #,6:8 です。 16 裡が 父から 取り去られた 富 
る ものが あなたの 報酬と なる』 と 言え _fJ2g：25 は 皆 わたしたちの もの， そして わたし 
ば， 群れ 全体は しまの ある ものを 産み  t たちの 子供たち の ものな のです。 です 
出した。 9 こうして 裡は あなた 方の 父 ^fJ12:8  から 今，# が あなたに 言われた ことを 
の 家畜の 群れを 取り去って， それを わ  @J  35：15 すべてな さって ください」。 

たしたち に 与えて こられた。 10 とう シ ミ  17 そこで ヤコブは 身を 起こし， 自 
とう， 群れに 盛りが 付いた ときの こと  一^- 分の 子供と 妻たち をら くだに 乗せた。 
だが， 夢の 中で わたしが 目を 上げる と 7fJ28.22 18 そして， 自分の すべての 家畜と 自分 

こぅけぃ  7  £  かざぃ [ク） 

ひとつの 光景が 見え， そこで 群れの 上  t  5:4  のた めた すべての 貨財， パダン. アラ 
に 跳び 掛かって いる 雄 やぎは しまの あ ^fJ37：l  ムで 増やして 自分の 取得 物と した 家畜 
る もの， ぶちの もの， はん 点の ある も OS27：4  の 群れを 進ませて 行った。 自分の 父イ 
のだった。 11 そのと き [まことの]®  IfJ31：41 サクの もとへ， カナンの 地へ 行く ため 
のみ 使いが 夢の 中で わたしに 向かって  & 12:12 であった。 

『ヤコブよ』 と 言い， わたしは 『はい， 才 101:1  19 さて， ラバンは 自分の 羊の 毛を 

ここに おります』 と 言った。 12 する 刈りに 行った 後であった。 その 間に ラ 
と 彼は こう 続けた。 『どうか あなたの  ^ 45:10 ケルは 自分の 父に 属する テ ラフ イムを 
目を 上げて， 群れの 上に 跳び 掛かって 33:13 盗み出した。 20 こうして ヤコブは シ 
いる 雄 やぎが すべてし まの ある もの， ぶ ク ft3Q:43 リア 人 ラバンの 裏を かいた。 自分が 逃 
ちの もの， はん 点の ある ものであるの ヶ 創35:27 げて 行く ことを 彼に 告げないで おいた 
を 見なさい。 わたしは， ラバンが あな コ; ば ので ある。 21 そして 彼， つまり 彼と 
たに 荇 なって いる ことを すべて 見た の  si5 212 それに 属する すべての ものは 逃げて 行 
である 0 13 わたしは ベ テルの [まこと  ^ 10:2 き， 身を 起こして 111 を 渡った 。そのの 
の]# である 0 あなたは そこで 柱に 油 サ創 1S:18 ち 彼は 顔を ギレアデの 山地に 向けた 0 
を そそぎ， そこで わたしに 誓約を 立て シ民 32:1 22 後に， 三日 目に なって， ヤコブの 
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創世 31：23 一 37  ラバンは ヤコブに 追いつく； 二人は 言い争う 

逃げて 行った ことが ラバンに 告げられ 第31 章  31 それに 答えて ヤコブは ラバンに 
た。 23 そこで 彼は 自分の 兄弟たち を7 R1Q:2  言った， 「わたしは 恐れた のです。 わ 
連れ， その 跡を 追って 七日の 道のりを たしは 自分に 言いました， 『あなたは 
行き， ギレアデの 山地で [ヤコブ] に 追 , 創 25:2〇 自分の 娘たち を わたしから 引き離して 
いついた。 24 そのと き 神は 夜の 夢の ： セ26 ふ 12 しまう かもしれ ない』 と。 32 だれに 

(イ）  じん W  き  かみがみ  もの 

中で シリア 人 ラバンの もとに 来て， こ i|y24:50 しても あなたの 神々 の 見いだ される 者 
う 言われた。 「ヤコブに 対して 良く も  S がいれば， その 者を 生かして おかないで 
悪く も 言う ことのな いように 気をつけ ォ創 2:24  ください。 わたしの ところに 何が ある 

(X)  きょうだい  まえ  じしん  しら 

なさい」。  力 詩 98:5  か， 兄弟たち の 前で ご自 身で 調べ， それ 

ちか  じ ぶん  と  [ゥ] 

25 それで ラバンは ヤコブに 近づい キ*15:20 を ご 自分で お取りに なって ください」 0 
たが， そのと き ヤコブは 自分の 天幕を  m7iS.32 ヤコブは， ラケルが それを 盗み出した 

は  きょうだい  し  W 

山の 中に 張り， ラバンは 自分の 兄弟た ク創 31:55 ことを 知らなかった ので ある 0  33 そ 

さんち  や えい  てんまく 

ちを ギレアデの 山地に 野営 させて い ヶ詩 52:1  れで ラバンは ヤコブの 天幕に， レアの 天 

のち  い  ヨハ 19:10  ふたり  どれい おんな (才） 

た。 26 その後 ラバンは ヤコブに 言っ  幕に， 二人の 奴隸 女の 天幕に 入った が， 

た， 「あなたは 何とい うこと をした の ^  Ssl-24 それを 見いだ せなかった。 最後に 彼は 

うら  むすめ  5:39 

か。 わたしの 裏を かき， わたしの 娘た  レアの 天幕を 出て ラケルの 天幕に 入っ 

ちを， 剣で 捕らえた とりこの ようにし  S  35=2  て 行った。  34 ところで ラケルは その 

4-.  ゆ  [ォ）  戮 18.24  と 

て 追い立てて 行く とは。 27 どうして  ^  テ ラフ イムを すでに 取って らくだに あ 

こっそり 逃げて 行き， わたしの 裏を かい  31 1〇：14 る 婦人 用の 鞍 かごの 中に 入れ， 自分で 
て 何も 告げずに [行か] なければ ならな 第二 欄 その上に 座って いた。 そのため ラバン 
かった のか。 わたしは 歓 びと 歌を もっ 71031:43 が 天幕 じゅうを 探り回っても， それを 
て， タンパ リンと たて 琴と を もって あ ィ #j44:9  見いだ す ことは できなかった。  35 そ 
なた を 送り出した であろうに 0  28 そ ゥ 創3 G:33  のとき 彼女は 父に 言った， 「我が 主の 
れ なのに あなたは， わたしの 子供 や 娘 ェ 創31:19 目に 怒りが ひらめく ことのありません 
たちに 口 づけす るいと まさえ 与えて く 才 創46: is ように。 わたしは み 前に 立ち上がる こ 

【ク） いま  おろ  創 46:25  つねこと  お 

れ なかった。 今 あなたは 愚かな ことを  とがで きないの です。 女の 常の 事が 起 

がた がい  くわ  力 創 18:12  (キ）  かれ 

した。 29 あなた 方に 害を 加える こと  I9-3 きている ものです から」。 それで 彼は 

[ヶ）  "  ちゅうい ぶか  さが  （ク) 

も わたしの 手の 力のう ちに あるの だが， t  なお も 注意 深く 捜した が， テ ラフ イム 

ちち  さくや  かた  キレヒ 15:19 

あなた 方の 父の# は 昨夜 わた しに 語ら  22：10 は 見つからなかった。 

れ， 『ヤコブに 対して 良く も 悪く も 言 ク |n3g〗4  36 それで ヤコブは 怒り だし， ラバン 
うことの ないように 気をつけよ』 と 言 ゼ ヵ10:2 と 言い争いを b めた 。そして ヤコブは 
われた。 30 あなたは 自分の 父の 家を ヶ ラバンに 答えて こう 言った。 「あなた 
慕い 求めて きたた めに 今こう して 出て  7  はわた しの 後を 激しく 追って 来ました 
来は した。 だが， それにしても， どう =，S4：1j  が， わたしに どんな 違背が， わたしに ど 
して わたしの 神々 を 盗んだ のか」。  んな 罪が あると いうので すか。 37 わ 
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たしの 貨財の 中を 残らず 探り回った 今， 第31 章 群れ， すべて あなたが 見て いるものは 
あなたの 家の すべての 貨財のう ちの 何 7  *  22:8  わたしの もの， そして わたしの 娘たち 
かを 見つけた のでしょう か。 それを こ ィ創 13:8  の もの だ。 わたしは 今日 これらに 敵し， 
こに， わたしの 兄弟たち と あなたの 兄  また [娘] たちの 産んだ その子 供たち に 

弟たち の 前に 出して， わたしたち 二人の テモ は19 敵して 何を 行なえよう 0  44 だから 
間を 裁決しても らいましょう。  38 こ i|in():27 今， さあ， わたしたち， わたしと あなた 
の 二十 年間 わたしは あなたの もとで 過  21:10 とは 契約を 結ぶ ことにしよう。 それが 

ごして きました 0 あなたの 雌 羊と 雌 や ^  to  22:13 わたしと あなたとの 間の 証し となる の 
ぎは 流産す る ことは なく， あなたの 群  1  だ」。 45 そこで ヤコブは ひとつの 石を 

れの雄 羊を 食べる こと も わたしは 決し 力？29:7  取り， それを 立てて 柱と した 0  46 そ 
てし ませんで した。 39 引き裂かれた  れ から ヤコブは 自分の 兄弟たち に言っ 

動物が いても あなたの ところに 持って キ う， 匕 3 た， 「石を 拾って ください！」 それで 
行かず， わたし 自身が その 損失を 負い  彼らは 石を 拾い 取って， 小山を 作って 

ました。 昼間 盗まれても 夜盗 まれても， いった。 そのの ち 一同は そこで， その 
あなたは それを わたしの 手に 要求し ま ヶ g28:i3  小山の 上で 食事を した。 47 そして ラ 
した。 40 昼は 暑さに 夜は 寒さに さい  バンは それを エガル •ザハ ドタと 呼ぶ 

なまれる こと， それが わたしの 経験と 3；J/s：i3 ことにし たが， ヤコブの ほうは それを 
なって きました。 眠り さえわた しの 目  ガル エドと 呼んだ。 

からは 消え去った ものでした。 41 こ 31:7  48 それから ラバンは 言った， 「今日 

れが あなたの 家での わたしの 二十 年で _ m  この 小山は わたしと あなたとの 間の 証 

す。 わたしは あなたの 二人の 娘の た 7fJ  26:28 しとなる」。 その ゆえに 彼は その 名を ガ 
めに 十四 年， そして あなたの 家畜の 群  ~3:15 ル エドと 呼んだ ので ある。 49 また， 
れ のために 六 年 仕えて きました が， あ ィ 創2 “ 物見の 塔” とも [呼んだ] 0 こう 言っ 
なた はわた しの 報酬を 十回 も 変え まし ョ ハ"112 たので ある。 「わた したち が 互いを 見 
た。  42 もし わたしの 父の#， アブ ラ ゥ 創 28:18 る ことので きない 所に いると きも エホ 

おそ  かた (コ）  あいだ  みまも 

ハムの 裡で イサクの 怖れ かしこんだ 方  バ がわた しと あなたとの 間を 見守って 

がわた しの 側に いてく ださらなかった — いてく ださる ように。  50 もし あなた 
なら， あなたは 今ごろ わたしを むなし  がわた しの 娘たち を 苦しめたり， わた 

手で 去らせて いた ことでしょう。 わた ^fJ  31:23 しの 娘たち の ほかに 妻を め とったり す 
しの 惨め さと わたしの 手の 労苦と を裡 , 代 II 16:9 る ことがあれば， 人が わたしたちと 共 
は ご覧に なり， そのために 昨夜 あなた  ^5:3  にいる のでは ない。 見なさい， 裡がわ 
を 戒められた のです」。  たしと あなたとの 間の 証人 となって お 

こた  キ マラ 2:15  ¢1 

43 すると ラバンは 答えて ヤコブに  ココ3:19 られ るの だ」。  51 ラバンは なお もヤ 

言った， 「娘は わたしの 娘たち， 字 供 ク裁 11:1。 コブに 言った， 「ここに この 小山が あ 
はわた しの 子供たち， 群れは わたしの  ^ ラ1 だ 4 る。 また ここに わたしが 自分と あなた 


創世 31:52 — 32:12  み使いた ちが ヤコブと 出会う。 ヤコブは エ サウを 恐れる  60 

との 間に 立てた 柱が ある。 52 この 小 第31 章 を 送って 我が 主に お知らせ したいと 存 
山は 証し であり， 柱 も 証し となる もの 7  ^  31：45 じます 0 あなたの 目に 恵みを 得る ため 

(7)  こイ ヨシ 4:6  (7) 

だ。 すなわち， わたしは この 小山を 越 ゥ創 17:7  です」』 と」。 

えて あなたを 損なわず， あなた もこの ノ^ン 24:2  6 やがて 使いの 者たち は ヤコブの も 

小山と この 柱と を 越えて わたしを 損な ォ 創3 1:42 とに 戻って 来て， こう 言った。 「わた 
うことは ない。  53 アブラハムの 神， 力 S=i5 しど もは あなたの ご兄弟 エ サウのと こ 
ナホ ルの 神， その 父の 神が， わたした +i，J  31:28 ろに 参りました が， あの方 も あなたに 
ちの 間を 裁かれる ように」。 しかし ヤ H  27:43  会おうと して 進んで 来られます。 そし 
コブは 自分の 父 イサクが 怖れ かしこん  1028:2  て 四百 人の 人々 が一 緒です」。 7 それ 

かた [才）  ちか  ひじょう  おそ  しんぱい 

だ 方を さ して 誓った。  第32 章 で ヤコブは 非常に 恐れ， また 心配に なっ 

54 その後 ヤコブは その 山で 犠牲を コ 詩34 :7  た。 そこで 彼は 自分と 一緒にいた 民 ま 
ささげ， 次いで 共に パンを 食べる よう シサ nl7:24 た 羊と 牛と らくだを 二つの 宿営に 分け 
自分の 兄弟たち を 招いた。 それで 彼ら  ^^9 て， 8 こう 言った。 「仮に エ サウが 一 

は パンを 食べ， その 夜を 山で 過ごした。 ； £8  方の 宿営に 来て 襲撃した としても， そ 

55 しかし ラバンは 朝早く 起き， 白 分の れを 免れて 残る ほうの 宿営が 必ず ある 
子供と 娘たち に 口 づけして これを 祝福  a5:4  ことになる」。 

【ク）  のち  ところ [ヶ） かえ  ソル カ 9:52  のち  い 

した。 その後 ラバンは 自分の 所へ 帰る ルヵ14:32  9 その後 ヤコブは 言った， 「わたし 

ために 去って 行った。  タラマ23 i〗:10 の 父 アブラハムの 拽 ，父 イサクの 裡 ，エ 

〇〇 そして ヤコブの ほう も 自分の 道 チ 創31:41 ホバ， 『あなたの 土地に， あなたの 親 
0ム を 行った 0 すると 今度は 拽 のみ 創33:11 族の もとに 帰れ 0 あなたに 良い ことが 
使いたち が 彼と 出会った。  2 彼らを 第二 欄 あるよう にしよう』 と 言って おられる 
見て ヤコブは すぐに 言った， 「これは ァ 創33:8  方よ， 10 私は， あなたが この 僕に お 
拽の 宿営 だ！」 ゆえに 彼は その 場所 ィ創 33:1 示しく ださった すべての 愛 ある 親切と 
の 名を マハナ イムと 呼んだ。  ゥ 忠実 さとには 値しない 者です。 ただ 自 

3 その後 ヤコブは 自分の 兄弟 エサ ウ ヱ 廉 2:ii 分の 杖 だけを 携えて この ョルダンを 渡 

ち [ス）  伝 9:18  いま  しゅくえい 

の もとへ， すなわち セイルの 地， エド ォ創 33:1  りました のに， 今 わたしは 二つの 宿営 
ムの 野に 向け 自分に 先立って 使いの 者 力 g65:7 となって いるので す。 11 お願い 致し 

おく  M  めい  い  丁  きょうだい 

たちを 送り， 4 それに 命じて こう 言っ キ 創3 1:3  ます。 わたしの 兄弟の 手から， エ サウ 

がた  しゅ [夕）  創 ル13  わたくしすく  [コ） 

た。 「あなた 方は わたしの 主に， エサ ク創 28:15 の 手から 私を 救い出し てく たさい 。わ 
ウ にこう 言う のです。 『あなたの 僕ヤ ミヵ7:2 〇 たしは 彼を 恐れて いるので す。 やって 
コブは このように 申しました。 「私は 来て， きっと わたしを， 母 も 子 もと も 

がいこくじん  す  創 32:7  おそ  （サ） 

ラバンの もとに 外国人と して 住み， これ 詩 心7  に 襲う のでは ないかと。 12 です が あ 
まで 長く 滞在して まいりました。 5 そ なた ご 自身は， 『わたしは 必ず あなた 
して 私は 牛 •ろば •羊 •下男 •はした ^#J27:41 に 良い ことがある ようにし， あなたの 
めたち を 持つ に 至りました ので， 使い  m  胤を 海の 砂の 粒の ようにす る。 それは 
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多くて 数えつ くせない』 と言われ たの 第32 章 む 贈り物に よって 多分 彼を 和めら れる 
です」。  だろう。 こうして 後に その 顔を 見る の 

13 そして その 夜， 彼は そのまま そこ  *  32:13  だ。 あるいは 親切に 迎えて くれる かも 

つ  じぶん  使徒 7:17  (ィ）  おく  もの  さき 

にと どまった。 次いで 自分の 手に入 っ  しれない」。 21 それで 贈り物は 先に 

きょうだい  イ創 33:10  わた  ゆ  かれ じしん  よる しゅくえい 

たもの の 中から 自分の 兄弟 エ サウの た  ® 18：16  渡って 行き， 彼 自身は その 夜 宿営に と 
めの 贈り物を 取った。 14 すなわち 雌  どまった。 

やぎ 二百 頭と 雄 やぎ 二十 頭， 雌 羊 二百  22 後に， その 夜の 間に， 彼は 立って 

頭と 雄 羊 二十 頭， 15 乳を 飲ませて い 自分の 二人の 妻と 二人のは しため， そ 
るら くだ 三十 頭と その子ら， 雌牛 四十 ^fJ  32:13 れに 十一 人の 息子たち を 連れ， ヤボク 
頭と 雄牛 十 頭， 雌ろ ば 二十 頭と 雄ろ ば  ~  25:27 の 渡り 場を 渡った。 23 そして， その 
の 成 獣 十 頭で ある。  力 ^33；48：32 者たち を 連れて行 っ て 奔流の 谷を 渡ら 

16 それから 彼は 一群れず つ 別にし 13:17 せ， また 自分が 所有す る ものを も 渡ら 
て 僕たちの 手に 渡し， その 僕たちに 繰 せた。 

り 返しこう 言った。 「わたしに 先立 っ -  24 最後に ヤコブは 自分 ひとり 後に 

て 渡りなさい。 そして あなた 方は 群れ  残った。 ときに， ひとりの 人が 彼と 組 

と 群れとの あいだに 間隔を 置く よう  21125«18 み 打ちを 始めて， 夜が 明ける ころに ま 
に」。 17 さらに， 先頭の 者に 命じて こ  で 及んだ。 25 その 人は， 自分が [ヤコ 

い  きょうだい  イ詩 133:1  たい  ゆうせい  M かれ 

う 言った。 「わたしの 兄弟 エ サウが あ 蔵6:3  ブ] に対して 優勢で ない のを 見て， 彼の 
なた に 会って， 『あなたは だれに 属す ゥ 創32: 13 股の 関節の くぼみに 触れた 0 すると， 
る 者 か， どこへ 行く のか， これら あなた ェ創 29:30 その 人と 組み打ちを している 間に ヤコ 
の 前を 行く のは だれの もの か』 と 尋ね  ^  ブの 股の 関節の くぼみの ところが 外れ 

たなら， 18 そのと き あなたは こう 言才 創〗 以  た。 26 その後 その 人は 言った， 「わ 
いなさい 0 『あなたの 僕 ヤコブの もの 力 創 3〇:26 たしを 行かせて ほしい 。夜が 明けた か 
です が， 贈り物で， 我が 主に， エ サウ +^3:1„  ら」。 すると 彼は 言った， 「まず わたし 
に 送られて 来た ものです。 そして， ご  ^ 11:13 を 祝福して くださらな いうちは 行かせ 
覧 ください， 当人 も わたしどもの 後ろ ク ョシ12:2 ません」。 27 それで その 人は 言った， 
におり ます』 と」。 19 次いで 彼は 第 ヶホセ 似3  「あなたの 名は 何とい うの か」。 そこで 
二の 者に も， 第三の 者に も， また 群れ コ ホセ 12:4 言った， 「ヤコブです」 0  28 すると 
の 後を 行く  [他の] すべての 者に も 命じ ^gJ  32:32 その 人は 言った， 「あなたの 名は もは 
てこう 言った。 「あなた 方もエ サウに  Mm  や ヤコブで はなく， イスラエルと 呼ば 
出会った 際には この 青葉のと おりに 話 シ SUL れ る。 あなたは 裡 また 人と 闘って， つ 
すよう に。 20 そして， 『あなたの 僕  #12:4 いに 優勢に なった からだ」。  29 それ 
ヤコ ブ はわた し どもの 後ろ に 来て おり ス In3 だ? 4 に 対し ヤコ ブは 尋ねて 言った， 「どう 
ます』 とも 言いなさい」。 彼は 自ら こ it  78:71 か あなたの お 名前を 教えて ください」。 
う 言う のであった 0  「わたしの 前を 進 セ ホセ 12:3 しかし その 人は 言った， 「わたしの 名 
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を 聞こうと する のは どうして か」。 そ 
う言っ て 彼は そ こで [ヤコブ] を 祝福し 
た。 30 ゆえに ヤコブは その 場所の 名 
をべ ニエルと 呼んだ。 彼の 言う ところ 
では， 「顔と 顔を合わせて 迚を 見た の 
に， わたしの 魂は 救い出された」 から 
であった。 

31 そして， ぺヌ エルを 過ぎる と 太 
陽が 彼の 上に 照り だした が， 彼は 股の 
ところで びっこを 引いて いた。  32 こ 
の ゆえに， イスラエルの 子ら は， 今日 
に 至る まで， 股の 関節の くぼみの 上に 
ある 股の 神経の 筋を 食べない 習わしに 
なって いる。 その 人が ヤコブの 股の 関 
節の くぼみに， 股の 神経の 筋に 触れた 
からで ある。 

〇〇 やがて ヤコブが 目を 上げて 見る 
と， そこへ エ サウが やって 秦る 
ところで， 四百 人の 者が それと 一緒で 
あった。 そこで 彼は 子供たち を レアと 
ラケル および 二人のは しためた ちの も 
とに 分け， 2 はしためと その子 供たち 
を 一番 前， レアと その子 供たち を その 
後ろ， ラケルと ヨセフを その後に 置い 
た。  3 そして 自分自身は 彼らの 前を 
進み， 自分の 兄弟に 近づく まで 七 回 地 
に 身をかがめた。 

4 すると エ サウは 走り 寄って 彼を 迎 
え， 抱擁し， その 首を 抱いて 口 づけす 
るので あった。 そして ふたりは 涙を 流 
して 泣いた。  5 それから [エ サウ] は 
目を 上げて 女と 子供たち を 見て， こう 
言った。 「一緒にい る この 人たち はだ 
れ なのか」。 それで 彼は 言った， 「裡 が 
こ の 僕に 恵みと して 与えて くださった 


子供たち です」。 6 するとは しためた 
ち， つまり その 者たち とその 子供たち 
とが 進み出て 身をかがめた。 7 次い 
で レア， そして その子 供たち も 進み出 
て 身をかがめた。 その後 ヨセフ， また 
ラケルが 進み出て 身をかがめた。 

8 さて [エ サウ] は 言った， 「わたし 
が 出会った この 旅行者た ちの 宿営す ベ 
ては どういう 意味な のか」。 そこで 彼は 
言った， 「我が 主の 目 に 恵みを 得る た 
めな のです」。 9 すると エ サウは 言っ 
た， 「兄弟よ， わたしは 沢山 持って い 
る。 あなたの ものは そのまま あなたの 
ものにして おきなさい」。 10 しかし 
ヤコブは 言った， 「いいえ， お願いで 
す。 もし 今 あなたの 目に 恵みを 得て い 
るので したら， ぜひとも わたしの 贈り 
物を この 手から お受け取りく ださい。 
その 望み どおり， わたしは あなたの 顔 
を， さながら 裡の 顔を 見る ようにして 
見て いるので すから。 あなたが 喜びを 
もって わた しを 受け入れて くださった 
からです。 11 あなたの もとに 運ばれ 
た， 私からの 祝福を お伝えす る この 贈 
り 物を どう かお 受け取 りに なって くだ 
さい。 ® はわた しに 恵みを 与えて くだ 
さった からです し， わたしは すべての 
物を 持って おります ので」。 こうして 
しきりに 促した ため [エ サウ] は それを 
受け取った。 

12 後に [エ サウ] は 言った， 「さあ 出 
かけて 行く ことにしよう。 そして， わた 
しは あなたの 前を 行かせても らおう」。 
13 しかし 彼は 言った， 「我が 主 も ご 
承知の こと です が， 子供た ちは かよわ 
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く， 乳を 飲ませて いる 羊 や 牛が 私の も 
とに おります。 一日に あまり 速く 進ま 
せます と， 群れ 全体が きっと 死んで し 
まう ことでしょう。 14 どうぞ， 我が 
主は 僕より 先に お進みく ださい。 そし 
て 私の ほうは， 前を 行く 畜類の 足な み 
に 合わせ， また 子供たち の 足な みに 合 
わせて ゆっく り 旅を 続けて まいれます 
ように。 こうして いずれ セイルの 我が 
主の もとに 参ります」。 15 すると エ 
サウは 言った， 「よければ， わたしの 
もとにい る 民の 幾人 かを あなたの 好き 
になる ようにして あげよう」。 これに 
対して 彼は 言った， 「どう して そのよ 
うな ことを。 我が 主の 目に 恵みを 得さ 
せて いただく だけで よろ しいので す」。 
16 こうして その 日エ サウは セイルへ 
の 道を 引き返して 行った。 

17 そして ヤコブは スコ トに 向けて 
旅立ち， その後 自分の ために 家を 建て， 
また 自分の 群れの ために 仮小屋を 作っ 
た。 彼が その 場所の 名を スコ トと 呼ん 
だのは そのためであった。 

18 やがて ヤコブは, パダン •アラム か 
らの 帰途， 無事 カナンの 地に ある シヱ 
ケム 市に 来た。 そして， その 都市の 前 
に 宿営を 張った。 19 次いで 彼は， 自 
分が 天幕を 張った 野の 一画を， シ エケ 
ムの父 ハモ ルの 子ら の 手から 金子 百 枚 
で 取得した。 20 そのの ち 彼は そこに 
祭壇を 設け， それを “ イスラエルの® 
なる 神” と 呼んだ。 

さて， レアが ヤコブに 産んだ 娘 
的 ディネは， ぃっも 出て 合って そ 
の 地の 娘た^) に 会おう とする ので あっ 
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コ申 22:21 
サ  H  13:22 
サ ヘプ 13:4 


ソ創 24:3 


コ I  7:39 


ナ こ。  2 ときに， その 地の 長で ある ヒ 
ビ人 ハモ ルの 子 シヱ ケムが 彼女を 見 か 
けて これを とらえ， 彼女と 寝て これを 
犯した。  3 そして 彼の 魂は ヤコブの 
娘 ディナに 執着す るよう になった。 彼 
は その おとめを 恋する ようになり， そ 
の おとめに しきり に 言い寄る ので あっ 
た。  4 ついに シエ ケムは 父 ハモ ルに 
言った， 「この お嬢さんを わた しのた 
めに 妻と して もらって ください」。 

5 そして ヤコブは， [シエ ケム] が自 
分の 娘 ディ ナを 汚した ことを 聞いた。 
そのと き 息子たち は 彼の 家畜の 群れと 
共に 野に 行って いた。 それで ヤコブは 
彼らが 来る までは 何も 言わない でいた。 
6 後に シエ ケムの 父 ハモ ルが ヤコブ 
と 話す ため 彼のと ころに やって来た。 
7 また ヤコブの 息子たち は そのこと を 
聞いて すぐに 野から やって来た。 男た 
ちは 感情を 害し， 非常に 怒り 立って い 
た。 その 者が ヤコブの 娘と 寝て イスラ 
エルに 対し 恥ず べき 愚行を 犯した から 
であり， それは 行なって はならない こ 

(9) 

とであった。 

8 それで ハモ ルは 彼らと 話して こう 
言った。 「わたしの 息子 シエ ケムに つ 
いてです が， 彼の 魂は 皆さん 方の 娘 さ 
んを 愛慕して おります。 どうか その 方 
を 妻と して 彼に 与えて やって ください。 
9 そして わたしたちと 姻戚 関係を 結ん 
でく ださい。 あなた 方の 娘さんを わた 
したち に 与え， わたしたちの 娘を あな 
た 方が めと るので す。 10 そして， 皆 
さんは わたしたちと 一緒に 住んで よろ 
しいです し， この 土地 も お用いに なっ 
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てよ いこと になります。 そこに 住んで 
ご 商売を 続け， そこに 定住な さって く 
ださい」。 11 その後 シヱ ケムが 彼女 
の 父と 兄弟たち に 言った， 「皆さん 方 
の 目に 恵みを 得させて ください。 何で 
も 皆さんの おっ しゃる ものを わたしは 
差し上げます。 12 わたしに 課する 
婚姻 料 や 贈 り 物は 犬い に 高額の ものに 
してく ださい。 おっしゃる とおりに 差 
し 上げる つもりで おります。 ただこの 
おとめを 妻と して わたしに お与えく だ 
さい」。 

13 すると ヤコブの 息子たち は， 自 
分たち の 妹 ディ ナを 汚した という こと 
のために シエ ケムと その 父 ハモ ルに 対 
して 欺きの 答えを し， そのよう に 話す 
のであった。 14 そう して 彼らに こう 
言った。 「わた したち の 妹を 包皮の あ 
る 男に やる ような ことは とうてい でき 
ない。 それは わたしたちに とって 名 折 
れ となる の だ。 15 ただし， この 条件で 
なら， あなた 方に 同意す る こと もで き 
る。 つまり， あなた 方が わたしたちの 
ようになる こと， あなた 方のう ちの 男 
子が みな 割礼を 受ける こと だ。 16 そ 
うすれば わたしたちは きっと 娘たち を 
あなた 方に 与え， あなた 方の 娘たち を 
め とりもし よう。 そして わたしたちは 
きっと あなた 方と 一緒に 住み， 一つの 
民と なる だろう。 17 だが， もし あな 
た 方が わたしたち [の 言う こと] を 聴い 
て 割礼を 受ける のでないなら， そのと 
きには わた したち も 娘を 連れて 去って 

荇 く」 。 

18 すると， 彼らの 言葉は ハモ ルの 目 
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にも ハモ ルの 息子 シヱ ケムの 目に も 良 
いこと に 思えた。 19 それで その 若者 
はため らう ことなく その 条件 を 実行す 
る ことにした。 ヤコブの 娘が すっかり 
気に入り， しかも 彼は その 父の 全家で 
最も 尊ばれる 者だった からで ある。 

20 そこで ハモ ルと その子 シエ ケム 
は 自分たち の 都市の 門のと ころに 行 
き， その 市の 人々 に 話して こう 言った。 
21 「この 人たち はわた したち に対して 
平和的な 態度を 示して いる。 だから 彼 
らを この 土地に 住ませ， ここで 商売を 
続けさせ てあげて ほしい。 土地は 彼ら 

まえ  じゅうぶん ひろ  W 

の 前に あって 十分 広い の だから。 彼ら 
の 娘を わた したち はめと る こ とがで き， 
わたしたちの 娘を 彼らに 与える こと も 
できる。 22 ただこの 条件で， この 人 
たちは， わたしたちと 一緒に 住んで 一 
つの 民になる という 同意を する ことに 
なって いる。 つまり， 彼らが 割礼を 受 
けて いるのと 同じように わたしたちの 
うちの 男子 もみな 割礼を 受ける， とい 
うこと だ。 23 そうすれば， 彼らの 所 
有 物， その 富 財， そのす ベての 畜類， そ 
れら はわた したち の ものになる ではな 
いか。 ただ， 彼らが わたしたちと 一緒 
に 住む ように， わたしたちの 同意を 与 
える こと だけは しよう」。  24 すると 
彼の 都市の 門から 出て 行く 者は 皆 ハモ 
ルと その子 シエ ケム [の 言葉] を 聴き 入 
れ， すべての 男子， 彼の 都市の 門から 
出て 行く すべての 者が 割礼を 受けた。 

25 ところが， 三日 目の こと， その 
人々 が 痛みを 覚え るよう になった ころ 
に， ヤコブの 二人の 息子で ディナの 兄 
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弟で ある シメオンと レビは， それぞれ 第34 章 に 現われた [まことの] 神の ため， そこ 
自分の 剣を 手に 取り， 怪しまれな いよ 7  fJ  46:15 に 祭壇を 造りなさい」。 

うにして その 4 市に 各き， すべての 男 ⑽ 49:5  2 そこで ヤコブは 自分の 家の 者 ま 

子を 殺した ので ある 0  26 そして ハモ 創49:7  た 自分と 一緒にい るすべ ての 者に こう 
ルと その子 シェ ケムを も 剣の 刃に 掛け  2:1 言った。 「あなた 方の 中に ある 異国の 

て 殺した。 その後， シェ ケムの 家から zww6 神々 を 捨て去り， 身を 清めて マントを 
ディナを 連れ出して， 去って 行った。 ^fJ34：2  取り替えなさい。 3 わたしたちは 立っ 
27 ヤコブの 他の 息子たち も 致命的な 傷"^  て， ベ テルに 上って 行こう。 そして， 

を 負った 者たち に 襲い かかり， その 都  わたしの 進んだ 道で わたし と共にいて 

し  '"、、ス だつ  かれ  卜'  ク申 2:35  くなん  如 

市の ものを 強奪して いった。 彼らが 自  苦難の 日に わたしに 答えて くださった 

分たち の 妹を 汚した からと いう ことで ヶ創 49:5  [まことの] 姓の ため， わたしは そこに 
あった。 28 その 羊， 牛， ろばを， また コ *5:21  祭壇を 造る ことにする」。 4 それで 彼 

しない  の  箴 11:17  じ ぶん  いこく  かみがみ 

市内に あった もの も 野に あった もの も  らは 自分たち の 手に あった 異国の 神々 

_ い 取った。 29 そして， 彼らの すべ シサ D13:32 すべ 1 を， また その 耳に あった 耳輪を 

ての 資産， また 小さな 子供 や 妻たち の - ヤコブに 渡し， ヤコブは それを シ ェケ 

すべてを とりこに して 連れて行き， こ  ムの すぐ 近くに あった 大木の 下に 隠 

い えいえ  ス創 28:19  [U) 

うして その 家々 にあった すべての もの  創31:13  した。 

を 強奪した 0  セ 創27:43  5 そのの ち 彼らは そこを たったが， そ 

30 これに 対し ヤコブは シメオンと レ 第二 欄 の 周辺の 諸 都市に 裡 からの 恐怖が 臨ん 
ビに 言った， 「お前たち は， この 地の 住 ァ だた め， 人々 は ヤコブの 子ら の 跡を 追 
民に， カナン 人 や ベリジ 人に 対して わ  わなかった。 6 やがて ヤコブ， すな わ 

たしを 悪臭の ような 者と ならせ， わた ィ出 19:1〇 ち 彼 および 共に いたす ベての 民は， 力 

(コ）  ち  （ク 1  き 

しを みんなの のけ者に ならせた。 しか ゥ 創28: 2〇  ナンの 地の ルズ ，つまりべ テルに 来た。 

かず  すく  W  かれ  創 31:42  つ  かれ  さいだん  きず 

も わたしの ほうは 数が 少ない。 彼らは  ^3:；3;2  7 次いで 彼は そこに 祭壇を 築き， その 
必ず 寄り 集って わたしに 敵対し， わた x 創 28:13  場所を エル •ベ テルと 呼ぶ ことにした 〇 
しに 襲い かかる だろう。 わたしは， そ 胃46:1 彼が 自分の 兄弟のと ころから 逃げて 行 
うだ， わたし も わたしの 家 も 滅ぼし 尽 ョ くさい [まことの] 独が そこで 彼に ご自 
くされて しまう に違いない」。  31 す 力*7:25  分を 現わされた からであった。  8 後 
ると 彼らは 言った， 「わたしたちの 妹 キ 以品 に リベカの 乳母 デボ 4 が 赤に， ベ テル 
を 遊女の ように 扱う 者が いても よいの  の ふもとの 巨木の 下に 葬られた。 その 

トン）  詩 14:5  かれ 

です か」。  ため 彼は その [木] の 名を アッ ロン. バ 

そのの ち# は ヤコブに こう 言わ ^l9a„  ク トと 呼んだ。 

CDS'  ケ創 28.22  M  かえ 

ひ リれた 0  「立って ベ テルに 上り， コ創 24.59  9 さて 迚 は パダン. アラムから 帰る 

す  [ス）  とちゅう  いちど あら 

そこに 住みなさい 0 そして， あなたの サ創 25:20  途中の ヤコブに もう 一度 現われて， こ 
兄弟 エ サウから 逃げて 行く とき あなた シ ホセ 12:4 れを 祝福され た 0 1〇 そうして 裡は彼 


創世 35:11—36:2  名を イスラエルと 改められる。 ラケル， イサクの 死  66 

にこう 言われた 0  「あなたの 名は ヤコ 第35 章 だ 0 19 こうして ラケルは 死に， エフ 

(7)  -7  orr.Qfi  いた  みち  とちゅう 

ブ であるが， もはや あなたの 名は ヤコ ラ トつ まり ベツレヘムに 至る 道の 途中 
ブ とは 呼ばれない。 あなたは， イスラ ィ 1/^え に 葬られた。 20 それで ヤコブは 彼女 

(ィ）  はか  はしら  こんにち 

エルと となえられる ことになる」。 こう ゥ！！ む1  の 墓の 上に 柱を 立てた。 これが 今日 ま 

して [裡] は 彼の 名を イスラエルと 呼ば  ?15；38 で ラケルの 墓に ある 柱で ある。 

れ るよう になった。 11 そして 神は さ 1,1 ば  21 その後 イスラエルは そこを たち， 

ら にこう 言われた。 「わた しは 全能 设  U-aI エデルの 塔を 少 し 越えた 所に 天幕を 

拽 である。 あなたは 子を 生んで 多くな ^j715'；36 張った。 22 そして， イスラエル がそ 
るよう に。 もろもろの 国民， もろもろ の 地に 幕屋を 設けて いたと きであった 
の 国民の 会衆が あなたから 生じ， 王た  _ 24:31 が， ル ベンは 一度， 父の そばめ ビル ハの 

こし  [i)  ク創 31:52  い  ね 

ちが あなたの 腰から 出る。 12 わたし 胃9 :6  もとに 行って それと 寝た。 そして， イ 

あた  ち  ケ創 28:18  こと  き  [才） 

が アブラハムと イサクに 与えた 地， わ コ創 28:19 スラ エルは その 事に ついて 聞いた。 
たしは それを あなたに 与え， 後に 来る サ f ユ  こうして ヤコブの 十二 人の 息子が 生 

あなたの 胤に その 地を 与える」。 13 そ シニ :2: まれた。 23 レアに よる 子は， ヤコブ 
のの ち# は， 彼と 話を さ れた 場所で， 彼ス の 長子 ル ベン， それに シメオン， レビ， ユ 

じょうほ うさ  ゆ  [キ）  v 

の 上から 上方に 去って 行かれた 0  セ 創2:7  ダ， イッ サカ ル， ゼ ブルン 0  24 ラケルに 

14 そこで ヤコブは， [迸] が 自分と 話  ^9：5  よる 子は ヨセフと ベニヤ ミン。 25 ま 

をされ た その 場所に 柱すな わち 石の 柱 9  VSS, た ラケルの はしため ビル ハに よる 子は 

す [ク）  の  もの  ささ  そそ  申 33:12 

を 据え， その上に 飲み物の 捧げ物を 注 - ダンと ナフタリ。 26 そして レアのは 

ぎ， また 油を その上に 注いだ。 15 そ  しため ジル パに よる 子は ガ ドと ア シェ 

して ヤコブは， 裡が 自分と 話を された ィサ 110:2 ル 0 これらが ヤコブの 息子で あり， パ ダ 
その 4 所の 名を その後 もべ テルと 呼 ゥ ひ 4:8 ン •アラムで 彼に 生まれた 者たち である。 

(コ 1  エ創 14:13  ちち 

ん だ。  サ n  7:6  27 ようやく ヤコブは 父 イサクの も 

かれ  才創 49:4  [キ1 

16 そのの ち 彼らは ベ テルを たっ  ヒビ 他8 とに， マ ムレに， キル ヤト .アルバす 
け！ っ  代！ シ！  #  w 

た。 さて， エフ ラトに 着く には まだ か  315:1  なわち へ ブロンに 来た。 そこは， アブ 

ち  ところ  力 創 49:3  がいこくじん 

なり 地のへ だた りのある 所で ラケルは キ 創23: 2  ラ ハムが， そして イサクが 外国人と し 
産気 づき， しかも それが 難産で あっ てと どまって いた 所で ある。 28 そし 
た。 17 しかし， 彼女が 難産で 苦しん  ^2^9  て イサクの 日数は 百 八十 年に 及ん々。 

さんば  い  使徒 7:6  のち  いきた  しじ ぶん 

でいた ときの こと， 産婆が 彼女に 言っ  ヘプ ル9  29 その後 イサクは 息 絶えて 死に， 自分 
た， 「恐れて はいけ ません。 これ も あ ^25；26 の 民の もとに 集められた。 年老いて， 
な たの子と なる のです」。 18 そして ^S,229：28 日数に 満ち足り ていた。 その子 エ サウ 
ついに， その 魂が 去り 行こうと すると '>#J  49：31 と ヤコブが これを 葬った。 

かのじょ  し  [ソ）  — 

き （彼女は 死んだ ので ある）， 彼女は そ 第 36 章  そして， これが エ サウすな わち 

の [ 子の ] 名を ベン •ォ ニ と 春んだ。 し ス; 抑 ェドムの 駐でぁ I: 

かし その 父は これを ベニヤ ミンと 呼ん  at  9:iJ2  2 エ サウは カナンの 娘たち の 中から 


67  ヤコブと エ サウは 離れる。 エ サウの 子孫  創世 36：3—20 

妻を め とった 。すなわち， ヒッ タイト 第36 章  ア マレクを 産んだ 0 これらが エ サウ 
人エ ロンの 娘ア ダと， アナの 娘で ヒビ 7  ^9:5  の妻ア ダの 子で ある。 

人ヂべ オンの 孫娘で ある オホ リバ マ，  13 これが レウ エルの 子ら である。 

むすめ  [ォ） イ創 26；34 

3 それに イシ ュマ エルの 娘で ネバ ヨト ゥ創 36:1Q  すなわち， ナハト と ゼラ ハ， シャ マと 
の 姉妹の バセ マトであった。  X 創 36:18  ミ ザ。 これらが エ サウの 妻バセ マト 

4 そして ア ダは エリ パ ズをエ サウに 才 創25: 13  の 子であった 0 

う  創 28:9  むすめ 

産み， バセ マトは レウ エルを 産んだ。 力 創 36:17  14 また， これが， アナの 娘で ヂべ 

5 また， オホ リバ マは エ ウシ ュとヤ キ代 丨1:35  オンの 孫娘で ある， エ サウの 妻 オホリ 

ラムと コラを 産んだ。  ク 9  バ マの 子ら であった。 彼女は エ サウ 

むすこ  う 

これらが エ サウの 息子で あり， カナ ヶ創 27:39  にエ ウシ ュとヤ ラムと コラを 産んだ 
ンの 地で 彼に 生まれた 者たち である。 fJ32:'  ので ある。 

6 その後 エ サウは， 妻たち， 息子， 娘 創28:4  15 これが エ サウの 子ら の 首長たち 

たち， また I 券の _ の すべての 誌:、 さ サ S ぽ である。 エ サウの 萇子 エリ バズの 子ら 
らに 家畜の 群れと， 自分の 持つ ほかの シ 創25: について は， 首長 テ マン， 首長 オマル， 
すべての 獣と， すべての 富 財， すな わス 首長 ツヱ フォ ，首長 ケ ナズ， 16 首長 
ち 自分が カナンの 地で ためた ものを 携 セ 代 11:35 コラ， 首長 ガ タム， 首長 ア マレク。 こ 
えて， その 兄弟 ヤコブから 離れた 土地 ソ 創,:34  れらが エドムの 地に おける エリ バズの 
へ 行った。 7 これは， 彼らが 一緒に 住 ォ パ9  首長たち である。 これらは アダ による 
む には その 貨財が あまりに 多くな り， 夕 mi-S  子で ある。 

その 家畜の 群れの ゆえに， 外国人と し チ 代11:39  17 これが エ サウの 子レウ エルの 子ら 

てと どまる その 地が 彼らを 支え きれな 第二 欄 である。 首長 ナハ ト， 首長 ゼラ ハ， 首 
かった からで ある。  8 こうして エサ ァ出 仏8  長シャ マ， 首長 ミ ザ。 これらが エドム 
ウは セイルの 山地に 住む ことに なった。 ；  24:20 の 地に おける レウ エルの 首長たち であ 
エ サウとは すなわち エドムで ある。  ?!  30：? る。 これらは エ サウの 妻 バセマ トに よ 

さん ち [ス） 

9 そして， これが セイルの 山地に あ ィ代 II:37 る 子で ある。 

る エドムの 父エ サウの 歴史で ある。  ゥ 創26:34  18 最後に， これが エ サウの 妻 オホリ 

1〇 これが エ サウの 息子たち の 名で xftI  1:35 バ マの 子ら である。 首長 エ ウシ ュ ，首 
ある。 すなわち， エ サウの 妻ア ダの 子 長ヤ ラム， 首長 コラ。 これらが， アナ 

力 むすめ 

エリ バズ， エ サウの 妻バセ マトの 子 レ の 娘で ある， エ サウの 妻オホ リバ マの 

(t) 

ウ エル。  キ代 11:36  首長たち である 0 

11 そして， エリ バズの 子ら は テマ ク 19 これらが エ サウの 子で あり， これ 
ン， オマル， ツェ フォ， それに ガ タム  3:1  9：26 ら がその 首長たち である。 彼は すな わ 
と ケナズ であった。 12 そして テイ  創32:3  ち エドムで ある 0 

ムナが エ サウの 子 エリ バズの そばめ afJ14；6  20 これが， その 地の 住民であった， 

となった。 やがて 彼女は エリ バズに ；；：22  ホリ人 セイルの 子ら である。 すなわち 


創世 36:21—43  エ サウの 子孫， 首長たち， エドムの 王たち  68 

ロ タン， ショ バル， ヂべ オン， アナ， 第36 章 ルの 子べ ラが エドムで 治める ようにな 
21 ディション， エツェ ル， ディ シャン。 1:40 り， 彼の 都市の 名は ディ ヌハ バ といっ 
これらが， エドムの 地に おける， ホリ ィ代 11:38  た。  33 ベラが 死ぬ と， ボツ ラから 
人すな わち セイルの 子ら の 首長たち で 1:39 出た ゼラ ハの 子 ヨバ ブが それに 代わ っ 
ある。  て 治める ようになった。 34 ヨバ ブが 

22 そして， ロ タンの 子ら は ホリと  死ぬ と， テ マン 人の 地から 出た フシ ャ 

へマム であった。 ロ タンの 姉妹は ティ ォぬ1:41 ム がそれ に 代わって 治める ようにな っ 
ムナで あっ/ •こ 0  力 代 11:42  た 0  35 フ シャムが 死ぬ と， モ アブの 

23 また， これが ショ バルの 子ら で +mi.38  野で ミディ アン 人を 撃ち破った， ベ ダ 
ある。 すなわち アル ワンと マナ ハト  ドの 子 ハダ ドが それに 代わって 治める 

と エバ ル， シェフ ォとオ ナム。  クミ S3  ようになった。 彼の 都市の 名は アビ ト 

サ I 10:19  (ク）  し 

24 また， これが ヂべ オンの 子ら で  といった。 36 ハダ ドが 死ぬ と， マス 

ある。 すなわち アヤと アナ。 この ア 20:14 レカから 出た サム ラが それに 代わって 
ナ が， 父ヂべ オンの ためにろ ばの 番を 第二 欄 治める ようになった。 37 サム ラが 死 
していた さいに 荒野で 温泉を 見つけ ァ 似1:43 ぬと， Hi の そばの レホボトから 出た 
た 者で ある。  ィィザ 34:6 シャ ウルが それに 代わって 治める よう 

25 また， これが アナの 子供たち で  U  になった。 38 シャウ ルが 死ぬ と， ア 

ある。 すなわち ディション， そして ア ゥ m 1:44 ク ボルの 子 バアル •ハナンが それに 代 
ナの 娘の オホ リバ マ。  ヱ ョブ 2:11 わって 治める ようになった。 39 アク 

26 また， これが ディションの 子ら  ^  ボルの 子 バアル •ハナンが 死ぬ と， ハ 

才^ 11 1:45  か  おさ 

である。 すなわち ヘム ダン， エ シュバ  ダルが それに 代わって 治める ように 

ン， イト ラン， ケラン。  なった。 彼の 都市の 名は バウと いっ 

27 これが エツェ ルの 子ら である。 キ た。 また， その 妻の 名は メへ タブ エ 

S  むすめ 

すなわち ビル ハン， ザ アワン， アカン。  ルと いって， メ ザハ ブの 娘で ある マ 

(シ】 

28 これが ディ シャンの 子ら である 0 ク代 II:46 トレドの 娘であった 0 
すなわち ウツ， アラン。  > 代 11:47  40 それで， これが， その 家族に し 

29 これが ホリ 人の 首長たち である。  たがい， 場所に したがい， その 名に 

すなわち 首長 ロ タン， 首長 ショ バル， 首  よって [示した] エ サウの 首長たち の 名 

長ヂべ オン， 首長 アナ， 30 首長 ディ サ 代11:49 である。 すなわち 首長 ティ ムナ， 首長 

(キ）  【ス】  しゅちょう 

ション ，首長 エツェ ル， 首長 ディ シャン 0 シ代 11:50 アル ワ ，首長 エ テト， 41 首長 オホリ 
これらが， セイルの 地の その 首長 ごと バ マ， 首長 エラ， 首長 ピノン， 42 首 

， J  じん  ス代 I 1:51  ち - 

に [示した] ホリ 人の 首長たち である。  長ケ ナズ， 首長 テ マン， 首長 ミ ブツァ 

31 さて， これらは， イスラエルの  ル，  43 首長 マグデ ィエ ル， 首長 イラ 

子ら を 王が 治める 以前に エドムの 地で 'ノ 心 1:53 ム。 これらが その 所有す る 土地での 居 
治めた 王たち である。 32 つまりべ オタ _2:5  住に したがって [示した] エドムの 首長 


69  ヤコブは ヨセフを 愛する。 ヨセフの 夢  創世 37:1—— 15 


たちで ある。 これが エドムの 父エ サウ 

(ィ） 

である。 

そして ヤコブは 父が 外国人と し 
て 4 んだ すな ゎち ヵナン 

ち M  ご 

の 地に その後 もず っ と 住んで いた。 

2 これが ヤコブの 歴史で ある。 
ヨセフは ，十七 歳のと き 自分の 兄弟た 
ち と 一緒に 羊の群れの 中で その 番をし 
ていたが， まだ 少年であった ので， 父の 

つま  （キ）  ㈣ 

妻で ある ビル ハの 子ら や ジル パの 子ら 

とも  かれ 

と共にいた。 そして ヨセフは 彼らに つ 
いてよ くない 報告を 父に 伝えた。 3 ま 
た イスラ エルは ほかの すべての 息子に 
まさって ヨセフを 愛した。 彼が 自分の 
老年の 子であった からで ある。 そして 

がら  に  なが 

彼の ためにし ま 柄の， シャツに 似た 長 
い 衣を 作らせた。 4 父が すべての 兄 
弟に まさって 彼を 愛して いるのを 知る 
と， その 兄弟たち は 彼を 憎む ようにな 
り， 彼に 対して 穏やかに 物を 言う こと 

(ス） 

がで きなかった。 

5 後に ヨセフは 夢を見て それを 兄弟 
たちに 話した ため， 彼らは その 憎しみ 
を 一層つ のらせた。  6 だが 彼は さら 

い  ゆめ 

にこう 言った。 「わた しの 見た こ の 夢 

き  （，4 

について どうぞ 聴いて ください。 7 こ 
うです， わたしたちは 畑の 真ん中で 束 
をた ばねて いました が， 見る と， わた 
しの 束が 起き上がり， しかも まっすぐ 
に 立ち， そこへ みんなの 束が 取り囲ん 
で わた しの 束に 身をかがめは じめ たの 
です」。 8 すると 兄弟たち は 言いだ し 
た， 「お前は きっと わたしたちの 王に 
なる と言うの か。 きっと わたしたちを 
支配す るよう になる とで も 言う のか」。 
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こう して 彼らは その 夢と 言葉の ゆえに 
ます ま す 彼を 憎む ようになった。 

9 そのの ち 彼は さらに 別の 夢を見， そ 

きょうだい  はな 

れ についても 兄弟たち に 話して， こう 
言った。 「聞いて ください， わたしは 
もう 一度 夢を見ました。 そうです， 太 
陽と 月と 十一の 星が わた しに 身を かが 
めて いたのです」。 10 そして 彼は 兄弟 
たち だけでなく 父に も それを 話した。 
すると 父は 彼を 叱って 言った， 「お前 
の 見た この 夢は どういう ことなの か。 
わたしが， そして お前の や 兄弟たち 
が きっと やって来て， お前に 対して 地 
に 身をかがめる と言うの か」。 11 そ 
れで 兄弟たち は 彼を ねたむ ようにな っ 
た。 とはいえ 父は その 言葉を 意中に と 
どめ#。 

12 さて， 兄弟たち は シエ ケムの 近 
く で 父の 羊の群れを 養う ために 出かけ 
て 行った。 U しばらく 後 イスラエル 
は ヨセフに 言った， 「あなたの 兄弟た 
ちは シエ ケムの 近くで [群れの] 番をし 
ている はずでは ないか。 さあ， 彼らの 
ところへ 使いに 行っても らおう」。 そ 
こで 彼は 言った， 「はい， 参ります」。 
14 それで 言った， 「どうか 行って おく 
れ。 あなたの 兄弟たち が 無事 か， そし 
て 群れが 無事 かどう かを 見て 来て， わ 
たしに 報告す るの だ」。 こう 言って 彼を 
へ ブロ ンの 低地 平原 か ら 送り出した。 
彼は シヱ ケムに 向かって 進んで 行っ 
た。 15 後に ひとりの 人が 彼に 出会 っ 
たが， そのと き 彼は 野を さま よってい 
るので あった。 それで その 人は 彼に 尋 
ねて 言った， 「あなたは 何を 捜して い 
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るの か」。 16 そこで 言った， 「わたし 第37 章  25 それから 彼らは パンを 食べよう 
の 兄弟たち を 捜して いるので す。 どう として 腰を下ろした。 彼らが 目を 上げ 
ぞ 教えて ください， どこで 群れの 番を  ^6：l5：i9 て 見る と， ちょうど そこへ ギレアデ か 

じん (ィ） たいしょう 

している でしょう か」 0 17 すると その ィ 創37: 5  らの イシ ュマ エル 人の 隊商が やって 
人は 続けて 言った， 「あの人た ちなら ゥ詩 64:5  来る のであった 0 そのら くだは ラ ダナ 
ここから 引き揚げ ていった 0 『ドタン  ^27:4  ム ゴム， バルサム， やに 質の 樹皮を 

い  き  はこ  #-■  たず さ 

に 行こう』 と 言って いるのを 聞いた の ヱ 創 北39  運んで いて， それを 携えて エジプトへ 
だが」。 それで ヨセフは 兄弟たち の 跡を  下って 行く ところであった。 26 これ 

追って 行き， ドタンで 彼らを 見つけた。 た3:17 を 見て ユダは 兄弟たち に 言った， 「わ 
18 ところが， 彼らは 遠くから [ヨセ ヵ砰？ :5  たしたち の 兄弟を 殺して その 血を 覆っ 

フ] を 見かけ ，彼が すぐ 近く に 来る 前に， て みたところ で 何の 得に な るだろう。 
彼を 赤な せて しまおうと こうかつ なた キ創 4:10  27 さあ， 彼を あの イシ ュマ エル 人に 

くらみを 始めた。 19 そうして 互いに  I  eaf  売ろう。 わたしたちの 手を 彼に かける 

言った， 「見ろ， あの 夢見る 者が やって 42:21 ことは やめよう。 やはり， 彼は わたし 
来る ぞ。  20 さあ 今， あいつを 殺して 至 レ22:3 たちの 兄弟， わたしたちの 肉親では な 
どこかの 水坑に 投げ込んで やろう 〇そ ヶ 創37:3  いか」 0 それで 彼らは 自分たち の 兄弟 
して， たちの 悪い 野獣が 彼を むさぼり コ詩 册:8  [のこと ば] を 聴き 入れた。  28 その 
食った， と言うの だ。 こうして， あい  們- とき， 人々， つまり ミディ アン 人の 商 

ゆめ  弟 — 欄 にん [ク）  とお 

つの 夢が どうなる かを 見て やろうでは 77^  6:6 人たち がそ ばを 通りかかった。 そこ 

き  かれ  みず あな  ひ 

ないか」。  21 これを 聞いて， ル ベンは ィ 創25.12 で 彼らは ヨセフを 水坑の 中から 引っ 

かれ  すく  ぱ  （ヶ）  つ  ぎん  まい 

彼らの 手から [ヨセフ] を 救い出そうと n  張り上げ， 次いで ヨセフを 銀 二十 枚で 

1ォ）  ぃ  たまし ぃ 9  S  ぅ  W 

した。 それでこう 言った。 「彼の 魂を  *  イシ ュマ エル 人に 売った。 やがて そ 

撃って 死なせる ような ことは よそう」。 XS  2；!?4 の 人々 は ヨセフを エジプトに 連れて 
22 ル ベンは なお も 言った， 「血を 流し 才 *21:16  行った 0 

(キ） かれ  こうや  みず あな  ^  5-8  のち  みず あな  もど 

てはいけ ない。 彼を 荒野の この 水坑に 使徒 7;9  29 後に ル ベンが 水坑に 戻って みる 

投げ込む だけにし ておけ 。彼に 手を 下 ヵェレ 22:3 と， その 水坑の 中に ヨセフは いなかっ 
しては いけない」。 彼を [兄弟たち] の +歲12:15 た。 そのため 彼は 自分の 衣を 引き裂く 

すく  ちち  かえ  M  た  きょうだい 

手から 救い出して 父の もとに 帰らせる ク 創 25:2  のであった。  30 そして， 他の 兄弟た 
こ とが その 意図であった 0  ヶ1 レ 38:13 ちのと ころ に 戻るな り 叫んで 言った， 

23 こうして， ヨセフが 兄弟たち のと 3#]40:15  「あの 子が いなく なって いる！ わた 
ころに 来る と， 彼らは ヨセフの 長い 衣， t  24:7  しは， この わたしは 一体 どこへ 行った 
その 着て いたし ま 柄の 長い 衣を はぎ取  ら よいの か」。 

W  かれ  サ創 44:13  かれ  なが  ころも 

るので あった。 24 そのの ち 彼を つか  14:14  31 しかし 彼らは ヨセフの 長い 衣を 

ん で， 水坑の 中に 投げ 迗ん /L 折し も シ創 49:3  取り， 雄 やぎを ほふって， その 長い 衣 

あな  から  ち  いくど  ひた  （ス】  のち 

その 坑は 空で， 中に 水はなかった 0  ス蔵 28:17 を 血の 中に 幾度 も 浸した 0  32 その後 
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そのし ま 柄の 長い 衣を 送って 父の もと 第37 章 う 一度 男の子を 産んで， その 名を シェ 
に 届けさせ， こう 言った。 「これを わ 7  11.2 A ラと 呼んだ。 さて， 彼女が これを 産ん 

かれ  き  m 

たしたち は 見つけました 0 あなたの 子 ィ 創38:25  だとき， 彼は アク ジブに 来て いた 0 

(7)  しら  民：  35:24  じぶん ちょうし 

の 長い 衣 かどう か， どうぞ 調べて くだ ^|44.?8  6 やがて ユダは 自分の 長子 エルの た 

(ィ 1  かれ  しら  7  つまむ か  かのじょ  W 

さい」 0  33 それで 彼は それを 調べて ゆ ェ出 22:13 めに 妻を 迎えた が， 彼女の 名は タマル 

さけい  わ  王]！  2:24  ちょうし 

き， そのの ち 叫んで 言った， 「これは 我  といった。 7 しかし， ユダの 長子 エル 

が 子の 長い 衣 だ！ たちの 悪い 野獣が ョブ1:2 Q は エホバの 目に悪い 者と なった。 その 
むさぼり 食った に違いない！ ヨセフ ヵテサ 15:14 ため エホバは 彼を 死に 渡された。 8 そ 
は きっと かき 裂かれた の だ！」 34 そ +"/2；i8 れを 見て ユダは オナンに 言った， 「お 

い  じぶん  ひ  まえ  あによめ  かんけい  も  ぎきょう 

う 言う と， ヤコブは 自分の マントを 引 ク 創40:3  前の 兄嫁と 関係を 持って， それと 義兄 
き 裂き， 腰に 綾布を 着け， 息子の ため ヶ㈣1 弟 結婚を 行ない， お前の 兄さんの ため 
に 幾日も 悼み 悲しんだ。  35 それで， 第 38 章 に 子孫を 起こしなさい」。 9 しかし 才 

むすこ  むすめ  しそん  じ ぶん 

すべての 息子たち， すべての 娘たち が コ^^2 i15 ナンは， その子 孫が 自分の ものとは な 

つぎつぎ  なぐさ  （力 I  かれ  T  し  M  あに 

次々 に 立ち上がって は 慰めた が， 彼は サ創 24:3  ら ない ことを 知っていた 0 それで， 兄 
慰めを 受け入れよう とせず， しきりに  ^  嫁と 実際に 関係を 持った とき， 精液を 

い  W  なげ  シ民 26:19  ち  なが  きょうだい 

こう 言う のであった。 「わたしは 嘆き - ただ 地に 流して， 自分の 兄弟に 子孫を 

ながら 我が 子の もとへ， シェ オルへ 下  得させない ようにした。 10 さて， 彼 

ちち  ア ヨシ 19:29  おこ  わる 

るの だ！」 こう して 父は 彼のた めに 裁 i:3i  の 行なった ことは エホバの 目に悪い こ 
& きつ づけた。  ィマ タ 1:3 とであった。 そのため [®] は 彼を も 死 

36 ところで， ミディ アン 人たち は 彼 ゥララ21 〖ち に 渡された。 11 それで ユダは 嫁の 夕 

ていしん  ご えい  ぺテ I  3:12  い  むすこ 

を エジプトへ， ファラオの 廷臣で 護衛  マルに 言った， 「わたしの 息子 シェラ 

の 長で ある ポテ パルの もとに 売った。 ^ 12:23 が 成人す るまでは あなたの 父の 家で や 
〇〇 さて， そのころ のこと， ユダは ^；25:6  もめと して 住んで いるが よい」。 彼は， 

兄弟たち の もとから 下って 行っ マタ め24 「この [子] も その 兄たち のように 死ん 
て， ある 人の 近くに [自分の 天幕を] 張っ ヵ ルッ4 :6 でし まう かもしれ ない」 と 自分に 言っ 
た。 それは アドラム 人で， その 名は ヒ たので ある。 そこで タマルは 行って， 

クイ ザ 65:12  トン 1 

ラと いった。 2 そして ユダは そこで， ，、  ずっと 自分の 父の 家に 住んで いた。 

ある カナン 人の 娘と 出会った。 彼の  11  55:23  12 こうして 日数を 重ねる うちに シュ 

名は シュアと いった。 それで [ユダ] は 22；24 アの 娘で ある ユダの 妻が 死んだ。 それ 

かのじょ  かんけい  も  もき じつ  まも  （セ） 

彼女を めと り， それと 関係を 持った。 サ 民26 旧 で ユダは 喪の 期日を 守った 0 そのの ち 
3 こうして 彼女は 妊娠した。 しばらく シ レビ22 :13 彼は 自分の 羊の 毛を 刈る 者たち のと こ 
して 彼女は 男の子を 産み， 彼は その 名 ^fJ38：2  ろへ 上って 行った。 彼と その 友で ある 

よ  （シ 1  かのじょ  ふたた  にんしん セ 民 20:29  じん  M  [夕） 

を エルと 呼んだ。 4 彼女は 再び 妊娠  *34:8  アドラム 人ヒ ラが ティム ナヘ [行った] 
し， やがて 男の子を 産んで， その 名を ソ 創38:1  ので ある 0 13 それで タマルに こう 伝 
オナンと 呼んだ。  5 彼女は さらに も 夕 SU:1。 えられた。 「ご覧なさい， あなたの しゅ 
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うとが 羊の 毛を 刈りに ティ ムナに 上っ 
て 行きます」。 14 そこで 彼女は やもめ 
の 衣を 脱いで 肩掛けに 身を 包み， ベー 
ルを かぶ っ てエ ナイムの 入口に 腰を 下 
ろした。 それは ティ ムナに 至る 道路 ぞ 
いに ある。 彼女は， シヱ ラが 成人した 
のに 自分が その 妻と して 与えられ てい 
ない のを 見た ので ある。 

15 彼女を 見かけた とき， ユダは すぐ 
に それを 娼婦と 思った。 彼女が その 顔 
を 覆って いたから である。 16 それで 
道路 ばた の 彼女のと ころに 寄って， 「ど 
うか お前と 関係を 持たせて おくれ」 と 
言った。 それが 息子の 嫁で ある ことを 
知らなかった ので ある。 しかし 彼女は 
言った， 「わたしと 関係を 持つ ために， あ 
なた は 何を 下さいます か」。 17 そこで 
彼は 言った， 「わたしは， 群れの 中から 子 
やぎを お前に 送ろう」。 だが 彼女は 言っ 
た， 「それを 送って くださる までの 保証 
を 頂ける でしょう か」。 18 それで 彼は 
こう 続けた。 「お前に やれる 保証の 品 
とは 何だろう」。 すると 彼女は 言った， 
「あなたの 印章つ きの 輪と ひも， それに 
あなたの 手に ある 杖を」。 それで 彼は そ 
れらを 渡して 彼女と 関係を 持った。 こ 
う して 彼女は [ユダ] によって 妊娠した。 
19 そのの ち 彼女は 立って そこを 去り， 肩 
掛けを 外して， やもめの 衣を まとった。 

20 それから ユダは， 女の手から その 
保証の 品を 取り戻す ため， 友で ある ア 
ドラ ム 人の 手を 介 して 子 やぎを 送った。 
ところが， 彼は どうしても その 女を 見 
つける ことができなかった。 21 それ 
で， その 場所の 人々 に， 「ェ ナイムに， 
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その 道路 ぞ L 、にいた あの 神殿 娼婦は ど 
こにいます か」 と 聞いて 回った。 しか 
し 彼らは， 「ここに 神殿 娼婦な どいた こ 
とはない」 と言うので あった。  22 つ 
いに 彼は ユダの もとに 戻って 来て， こ 
う 言った。 「わたしは どう しても その 
女を 見つけられなかった。 それに， あ 
の 場所の 人たち も， 『ここに 神殿 娼婦 
などいた ことは ない』 と 言って いた」。 
23 それで ユダは 言った， 「あれは あの 
女に 取らせて おいて， わたしたちが 卑 
しめられる ことのない ようにし よう。 
とにかく わたしは この 子 やぎを 送った 
の だ。 ただ あなたが どう しても 彼女を 
見つけ られ なか っ たの だ」。 

24 ところが， およそ 三月 後の こと， 
ユ ダの もとにこう 告げられた。 「あな 
たの 息子の 嫁 タマルは 娼婦の まねを し 
て， しかも， 見なさい， その 淫売に よっ 
て 妊娠まで している」。 それを 聞いて ユ 
ダは 言った， 「彼女を 引き出して， 焼 
いてし まえ」。  25 引き出されて 行く 
とき， 当の 彼女は しゅうとの もとに 使 
いを やって， こう 言った。 「これらの 
ものが 属する 人， その 人に よって わた 
しは 妊娠いた しました」。 そして， 加え 
て 言った， 「印章つ き ( の 輪と ひもと 杖， 
これらが だれの もの か， どうぞ お調べ 
ください」。  26 そこで ユダは それを 
調べて， こう 言った。 「彼女の ほうが 
わたしより 義に かなって いる。 わたし 
が 彼女を 息子の シヱ ラに やら なかった 
からだ」。 そして 彼は その後 さらに 彼 
女と交わりを 持つ ことはなかった。 

27 さて， 彼女の 出産の 時と なった 
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はら  ふたご 

が， 見る と， その 腹には 双子が いるの 第38 章 もの， エホバは ヨセフの ゆえに この エ 
であった。 28 さらに， その 出産の さ 7ヲッ46ぷ2 ジプト 人の 家を 祝福して ゆかれ， エホ 
い， 一方の 者が 手を 差し出し たので， 産  パの 祝福が 家で も 野で も 彼の 持つ すべ 

ば  ひいろぬ の  のぞ  (7) 

婆は すぐに とらえて その 手に 緋 色の 布 ィ代 19:6  てのものに 臨む のであった。  6 つい 
切れを くくり 付け， 「こちらが 最初に マタ 1:3 に 彼は 自分の いっさいの ものを ヨセフ 
出た」 と言うので あった。 29 やがて 第39 章 の 手に 任せた。 そのため 彼は， 自分が 
それが 手を 引っ这 める と， 今度は その ゥ 食べて いる パンを 別に すれば， 自分の 
兄弟の ほうが 出て 来たので ある。 それ  %  もとに 何が あるかを 全く 知らないので 

で 彼# は 叫んで 言った， 「これは どう  あった。 その上， ヨセフは 姿が 美しく， 

いう ことです， 自分の ため 会陰に 裂け 創37:25  容 ぼうの 美しい 人と なって いた。 

めを 作る とは」 0 そのため 彼の 名は ぺ 力 詩1:3  7 さて， こうした 事の 後， 主人の 妻 

レツと 呼ばれた 0  30 その後， 手に 緋 ヘプ 仙6 は ヨセフに 目を つけ， 「わたしと 寝な 
色の 布切れを 付けた 彼の 兄弟が 出て 来 キ厳 14:35 さい」 と言うよう になった。 8 しかし 
たが， その 名は ゼラ ハと 呼ばれる こと ノコ レ“: 2  彼は それを 拒んで は， 主人の 妻に こう 
になった。  言う のであった。 「ご覧く ださい， ご 

いっぽう  つ  ^ — m  しゅじん さま  いえ  わたくし  なに 

一方 ヨセフは エジプトに 連れて 7fJ30：27 主人 様は， この 家の 中で 私の もとに 何 
办”  kbntL そして， ファラオ のは? 1 が あるか もご筹 じでありません。 その 
廷臣で 護衛の 長で ある エジプト 人の ポ 16:1〇 持たれる すべての ものを 私の 手に ゆだ 
テ パルが， これを そこに 連れ 下った イ 19:17 ねて おられる のです。 9 この 家に 私 
シュ マエ ル 人の 手から 買い取る ことに ゥ3ち5ぽ4 より 太いなる 者は おりません。 私に 対 
なった。  2 しかし エホバは ヨセフと  しどん な もの も 差し控えて はおられ ま 

とも  かれ せぃこぅ  ヱ 匕 ヒ こ? 2:10  べっ 

共に おられた。 そのため 彼は 成功した  せん。 ただし あなた だけは 別です。 あ 

人となり， エジプト 人で ある 自分の 主  なた は 奥様 だからです。 ですから， ど 

人の 家を つかさどる 者と なった。 3 そ  |':20  うして わたしは この 大きな 悪行を 犯し 
して 主人 も， エホバが 彼と 共に おられ，  て， まさに 神に 対して 罪を おかす こと 

おこ  こと  カル カ 16:12  [ク j 

彼の 行なう すべての 事を エホバが その  314:2  などで きる で しょ うか」。 

せいこう  し  かのじょ  い 

手のう ちに 成功 させて おられる のを 知 キ歲 十29  10 こうして， 彼女が 日 ごとに 言い 

マル 10:8  よ  けっ  き 

るよう になった。  寄っても， ヨセフは 決して それを 聴き 

しゅうし かれ  めぐ  ク創 2,24  い  よこ 

4 それで ヨセフは 終始 彼の 目に 恵み 創2 0:6  入れて かたわらに 横に なったり その も 

え  た  つか  詩 51:4  W 

を 得， 絶えず その もとに 仕えた。 その  11  ^4 とに とどまったり はしない のであった。 
ため 彼は [ヨセフ] を 任命して 自分の 家  11 ところが その後の こと， 彼は その 日 

[キ）  ケ箴 5:3  じぶん  ようじ  は 

を つかさどらせ， 自分の すべての もの  ^ 22:14 もい つもの ように 自分の 用事を 果たす 

かれ  いえ 

を その 手に ゆだねた。 5 そして， 彼を コョブ 24:15 ため 家に 入った が， 家の 中に その 家の 

にんめい  いえ  エレ 23:24  もの  {コ） 

任命して その 家を つかさどらせ， その  者は ひとり もい なかった。 12 それで 

すべての ものを 管理 させてから という 彼女は [ヨセフ] の 衣を つかんで， 「わ 
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ね  (7)  い  M 

たしと 寝て ちょうだい！」 と 言った 0  第39 章 れ るよう にされ るので あった。  22 そ 
しかし 彼は 自分の 衣を 彼女の 手に 残し 7^D 13:11 れで 獄屋の 長は その 獄屋に いたす ベて 

に  そと  W  。  しゅうじん  かれ 

たま ま 逃げて 外に 出た。 13 それで， ィ=218 の 囚人を ヨセフの 手に ゆだねた。 彼ら 
外に ^ げ出 ようと して 衣を その 手に 残  2：2*" がそ こ で 行なう すべての 事， それは [ヨ 

かの じよ  fJL,  OC .  OA  (イ） 

していった のを 見る と， 14 彼女は す セフ] が 行なわせて いるので あった。 

さけ  いえ  もの  い  箴 12:17  ごくや  ちょう  ものごと  まった 

ぐに 叫び だし， 家の 者たち にこう 言う  23 獄屋の 長は その 手に ある 物事を 全く 

のであった。 「見なさい， あの人は へ 1 胃37 :12 何も 顧みなかった。 エホバが [ヨセフ] 
ブライ 人の 男なん かを 連れて来て， わ ^SS；22 と共に おられ， その 行なう ことを エホ 
たしたち を 笑い ものにしよう というの  パが 成功 させて おられた からで ある。 

だ わ。 あの 男は わたしと 寝ようと して ^  t  S5  A  さて， こうした 事が あって 後， エ 

こえ  蔵 29:12  ZLI I  けんしゃ くにん W  ゃ 

やって来 たのよ。 でも， 声 かぎりに 叫  ジブ トの 王の 献酌 人と パン 焼き 

[ゥ）  キ詩 105:18  じぶん  しゅ 

んで やった のさ。 15 そうしたら， わ ぺテ 人が， 自分たち の 主で ある エジプトの 

こえ  さけ  き  へ： rl  3:14  闭 たい  つみ 

たしが 声を 上げて 叫び だした のを 聞い - 王に 対して 罪を おかした。  2 そのた 

たもの だから， すぐに 衣を わたしの そば m~m  め ファラオは 自分の 二人の つかさ， す 

のこ  に  い  ア創 40:3  けんしゃ くにん ちょう  や  （力） 

に 残した まま 逃げて 出て 行った のよ」。 %  ；〇5：19 なわち 献酌 人の 長と パン 焼き 人の 長に 

かのじょ  しゅじん  いえ  もど  5 lb:7n  たい  いきどお （キ] 

16 そのの ち 彼女は， 主人が 家に 戻る ま  対して 憤った。  3 そして その ふたり 

かれ ころも  じぶん  お  [エ）  ごえい ちょう (ク） いえ  ろうや 

で 彼の 衣を 自分の そばに 置いて おいた。 ^  @J  39.6  を 護衛の 長の 家に ある 牢屋， つまり ヨ 

かのじょ  ことば  しゅうじん  ばしょ 

17 それから 彼女は このような 言葉で セフが 囚人と なって いた 場所で ある そ 
[主人] に 話して 言った。 「あなたの 連  Who の 獄屋に 渡した。 4 そこで 護衛の 長 

き  じん  しもべ  わ  あ  とも 

れて 来た あのへ ブライ 人の 僕が， わた - - は ヨセフを 割り当て てこれ と共にい さ 

わら  第 40S  かれ  つか 

しのと ころに やって来て わたしを 笑い 1#]4。:11 せ， 彼が その ふたりに 仕える ように さ 
ものにしようと しました。 18 でも， わ  @J  41:9  せた。 こうして 彼らは 牢屋に 幾日 かと 
たしが 声を 上げて 叫び だした ので， す 7:10 どまった。 

ぐに 衣を わたしの そばに 残して 外へ 逃 40:20  5 ときに， ふたりは 共に 夢を見た。 

い  {*)  ぞく  ごくや  しゅう 

げて 行った のです」。 19 それで， 「あ キ 5153  エジプトの 王に 属し， 獄屋に あって 囚 

なた の 僕は わたしに こうこうした」 と  ^ 19:12  ' 

話す 妻の 言葉を 聞いて， 彼の 主人の 怒 ク 10  37:36 
りは 燃え立つ のであった。 20 そのた ヶ 豐^2?8 

しゅじん  と  ごくや ひ  w 105:18 

め 主人は ヨセフを 捕らえて 獄屋に 引き  #J 

渡した。 そこは 王の 囚人たち が 拘置 さ 

ところ  かれ  サヨ プ 33:1E 

れ ている 所で あり， 彼は その 獄屋の 中 

W  シ創 41:10 

に ずっとと どまった。 

21 しかし エホバは 引き続き ヨセフと 
共に おられて 滅 始愛 ある 親切を 差し 伸 創41:12 
ベ， ま た 彼が 獄屋の 長の 目 に 恵みを 得ら V  ；-15mo 


人と なって いた 献酌 人と パン 焼き 人 
が， 同じ 夜に それぞれの 夢を， いずれ 
も それなり の 解き明か しを 持つ 夢を [見 
た] ので ある。 6 ヨセフが 朝 ふたりの 
ところに 入って 来て 見る と， その ふた 
りは しょう 然と している のであった。 
7 それで 彼は 主人の 家の 牢屋に _ 分と 
共に いる ファ ラオの つかさた ちに 尋ね 
て 言った， 「どう して 今日 あなた 方は 
憂う つそう な 顔を して おられる のです 
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ふ」。 8 すると 彼らは 言った， 「わた 
したち は 夢を見た のです が， 解き明か 
しを してく れる 人が いないの です」。 
それで ヨセフは ふたりに 言った， 「解 
き 明かしは 裡 によるので はありません 
か。 それを どうぞ わたしに 話して くだ 
さい」 0 

9 それで 献酌 人の 長は 自分の 夢に つ 
いて ヨセフに 話して こう 言った。 「夢 
の 中でした が， 見る と， 一本の ぶどうの 
木が わた しの 前に ありま した。 10 そ 
して， そのぶ どうの 木には 三つの 小枝が 
付いて おり， さ らに 若枝 も 出して いるよ 
うでした。 その 花が 出ました。 その 房 
もぶ どうの 実を 熟させました。 11 そ 
して ファ ラオの 杯が わた しの 手に あり， 
わたしは そのぶ どうを 取って ファラオ 
の 杯の 中に 搾り 出しました。 その後 わ 
た しは その 杯を ファラ オの 手に ささげ 
たのです」。 12 すると ヨセフは 言っ 
た， 「その 解き明かしは こうです。 三 
つの 小枝とは 三日の ことです。 13 今 
から 三日のう ちに ファラオは あなたの 
頭を 上げ， 必ず あなたを 元の 職務に 戻 
すでしょう。 あなたは， 献酌 人を 務め 
た 以前の 習慣のと おり， ファラオの 杯 
を その 手に ささ げる こと になる のです。 
14 です が， あなたに とって 事が うま 
く 運んだら， わたしの ことを 覚えて い 
てくだ さらなければ なりません。 そし 
て， どうか わたしに 愛 ある 親切を 施し 
てわたしの ことを ファラオに 話し， ぜ 
ひと も わたしを この 家から 出して くだ 
さい。 15 実のところ， わたしは ヘプ 
ライ 人の 土地から さらわれて 来たので 
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す。 そして ここで も， 獄の 穴に 入れら 
れ るよう な ことは 何もして いません」。 

16 彼が 良い 事柄の 解き明かし をし 
たのを 見て， 4 度は パン 焼き 人の 長が 
ヨセフに 言った， 「わたし も 夢の 中で 
したが， 見る と， 白い パンを 入れた 三 
つの かごが わた しの 頭の 上に あ り まし 
た。 17 —番 上の かごには， パン 焼き 
人が こしらえた， ファラオの ための あ 
ら ゆる 食べ物が 入って いました が， 鳥 
たちが いて わた しの 頭の 上の か ごから 
それを 食べて いま した」。 18 すると 
ヨセフは 答えて 言った， 「その 解き 明 
かしは こうです。 三つの かごとは 三日 
のこと です。 19 今から 三日のう ちに 
ファラオは あなたの 頭を 上げさせ ては 
ね， きっと あなたを 杭に 掛ける で しょ 
4。 そして 鳥たち が あなたの 身から 肉 
を 食べる のです」。 

20 さて， 三日 目は ファラオの 誕生 
日であった。 それで 彼は 自分の すべて 
の 僕たちの ために 宴を 催し， その 僕た 
ちの 見る 中で 献酌 人の 長の 頭と パン 焼 
き 人の 長の 頭を 上げさせた。 21 そし 
て 献酌 人の 長を 元の 献酌 人の 地位に 戻 
したため， 彼は 引き続き ファラオの 手 
に 杯を ささげる ことに なった。  22 — 
方 パン 焼き 人の 長は [杭に] 掛けられ， 
ヨセフが 彼らに 解き明かした とおりに 
なった。 23 しかし， 献酌 人の 長は ヨ 
セフ のこと を 思い出さず， ずっと 忘れ 
てぃ€〇 


41 


まん ねん  お 

それ か ら満二 年の 終わ りの こと， 

ゆめ  (t?) 

ファラオは 夢を見て いたが， 見 


ると， 自分は ナイル川の そばに 立って 
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いるので あった。  2 そして， そこへ 
ナイル川から 上がって 来たのは， 姿が 
美しく 肉 づきの 良い 七 頭の 雌牛で， そ 
れら は ナイルの 草む らで 草を はんで い 
/ •こ。 3 また， 見る と， その後に 別の 七 
頭の 雌牛が ナイル川から 上がって 来た 
が， 姿は 醜く， 肉 づき も 悪かった。 そ 
れらは ナイル川の 岸の そばに いた 雌牛 
と 並んで 立った。 4 そして， 姿が 醜 
く 肉 づき も 悪い 雌牛が， 姿が 美しくて 

よく 肥えた 七 頭の 雌牛を 食い尽く して 

[ゥ） 

いったの である 0 ここで ファラオは 目 
が： fe め#。 

5 ところが 彼は 再び 寝入って 二つ目 

の 夢を見た。 そして， 今度は 穀物の 穂 

七つが 一本の 茎に 出て いたが， 丸く 膨 
よ  （才） 

れた 良い [穂] であった。 6 また， 見 
ると， 穀物の-七つ， やせて 東風に 
焦が された も のが その後から 伸びて き 
た。 7 そ して， その やせた 穂が， 膨ら 
んで 実の 詰ま っ た 七つの 穂を 呑み込ん 

[ク）  さ 

で いった。 ここで ファラオは 目が 覚め 
たが， なんと それは 夢であった。 

8 そして 朝になる と， 彼の 霊は 騒ぎ 
立つ のであった。 それで， 人を やって， 
魔術を 行な う エジプト のす ベての 祭司 
またす ベての 賢人たち を 呼び， それ か 

ら ファラオは 自分の 夢を 彼ら に 話して 

トン） 

いった。 しかし， ファラオ のために そ 
れを 解き明かす 者は いなかった。 

けんしゃ くにん ちょう 

9 そのと き 献酌 人の 長は ファラオに 
話して こう 言った。 「私の 罪に 関して 
今日 ここに 申し上げます。 10 ファラ 
才はご 自分の 僕たちを 憤られ ま した。 
そ して 私を 護衛の 長の 家に ある 牢屋に 
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渡されました。 私と パン 焼き 人の 長の 
ふたりを です。 11 その後 私 どもは， 
私 も 彼 も 共に， 同じ 夜に 夢を見 ま した。 
各々 それなり の 解き明かしを 持つ 夢を 
見た のです。 12 そして， そこには， 
ir どもと 装に， i 德の ち*ぅあ富 でぁる 
へ ブライ 人の 若者が おり ま した。 私 ど 
もが それにつ いて 話し ま したと ころ， 
彼は その 夢を 解き明かして くれ ま した。 
各々 に， その 夢に 応じた 解き明かしを 
して くれました。 13 そして， 彼が 解 
き 明かして く れた とおりに な っ たので 
す。 [ファラオ] は 私を 元の 職務に 戻し， 
彼を [杭に] お掛けに なり ま した」。 

14 そこで ファラオは 人を やって ヨセ 
フを 呼び， 獄の 穴か^) 彼を すぐに 連れ 
て 来させる ことにした。 それで 彼は 毛 
を そり， マン トを 着替えて ファラオの 
もとに 入った 0 15 すると ファラオは 
ヨセフに 言った， 「わた しは 夢を見た 
の だが， それを 解き明かして くれる 者 
がいない。 ところで わたしは お前に つ 
いて 聞いた の だが， お前は 夢を 聞いて 
それを 解き明かす ことができる という 
こと だ」 0 16 それに 対し ヨセフは ファ 
ラオに 答えて 言った， 「私は ご％ 慮い 
ただく ほどの 者では ございません。 拽 
が ファラオに 幸いを お告げに なる もの 
と 存じます」。 

17 そこで ファラオは 続いて ヨセフに 
こう 話した。 「夢の 中であった が， 見 
ると， わたしは ナイル川の 岸に 立って 
いた。 18 すると， そこへ ナイル川 か 
ら 上がって 来たのは， 肉 づきが 良く 形 
の 美しい 七 頭の 雌牛で， ナイルの 草む 


77  ヨセフは 夢の 意味を 説明す る  創世 41:19 一 36 

らで 草を はみ はじめた。 19 また， 見 第41 章 す。  28 私が ファラオに 申し上げ たこ 
ると， その後から 別の 七 頭の 雌牛が 上 7#J41：2  とです が， [まことの] 姓は その 行な お 
がって 来たが， 貧弱で 形は はなはだ 悪 ィ 創4 1:3  うとして おられる 事を ファラオ にお 示 

にく  [イ】 みにく  てん  （イ） 

く， 肉 づき も 悪かった。 醜 さの 点で， 0#J41:4  しに なった のです。 

わたしは エジプト 全土に かつて それ ほ  29 「これから， エジプトの 全土には 

エ レビ 26:26 ひじょう  ほうさく  き 

どの ものを 見た ことがない。 20 とこ  ィザ9 心 非常に 豊作の 七 年が 来ます。  30 し 
ろが， その やせこけた 醜い 雌牛が， 初 ォ創 41:5  かし， 飢きんの 七 年が 必ず その後に 起 
めの 肥えた 七 頭の 雌牛を 食い尽く して  こり ます。 エジプトの 地の すべての 豊 

[ゥ）  力^^  さく  わす 

いったの だ。 21 それで， これらは そ  ^ 129:6  作は きっと 忘れられ， 飢きんが この 地 

はら  （ゥ） 

の 腹の 中に 入った の だが， それでも そ キ 創4 1:7  を まさにな めつ くす ことになります 0 

れが 腹の 中に 入った とは 分からな いほ ^]41;8  31 そして， この 地の かつての 豊作は 後 

どであった。 その 姿が 始めと 同じよう  ^：2；2 に 来る その 飢きんの ために 知られな く 

に 醜かった からだ。 ここで わたしは 目 ^  2:27 なります。 それは 必ず 非常に 厳しい も 
が 覚めた。  ^  4:7 のとなる からです。 32 そして， この 

22 「その後， 夢の 中で 見た の だが， 今 コ 詩98: 2  夢が ファラオに 二度 繰り返され たとい 

度は fe 物の 穂 七つが 一本の 茎に 出て い  ^  2:28 うことは， それが [まことの] 神の 側に 

た。 実の 詰まった 良い [穂] であった。  おいて 堅く 定められ たという 意味で あ 

23 また， 見る と， しなびて やせ， ひ ft に サ 出14:21 ル [まことの] 神は i やかに それを？ 4 
焦がされた 七つの 穂が その後から 伸び 第二 欄 なわれ るので す。 

てきた。 24 そして， その やせた 穂が ァ氤1〗 で  33 「それで 今， ファラオは 思慮 深く 

七つの 良い 穂を 呑み &んで いった。 そ ダ  て 知恵の ある 人を 見つけ， その 人を エ 

れで わたしは 魔術を 行なう 祭司たち に  ジ ブトの 地の 上に お立てになります よ 

そのこと を 述べた が， わたしに 告げて うに。 34 ファラオは 行動され， この 地 
くれる 者は いなかった」 0  ^ 11:28 に 監督たち を 任命され ますよう に〇そ 

25 その 時 ヨセフは ファラオに 言っ ヱ 申 19:15 して， 豊作の 七 年の 間 エジプトの 地の 
た， 「ファラオの 夢は ただ 一つの こと マタ is]6 五分の 一を お取りに ならなければ なり 
です 。[まことの]# は その 行なおうと ォテサ n3:1 ません 0  35 そして， それらの 人に こ 

して おられる 事を ファラオに お告げに  れ から 来る 良い 年の すべての 食料を 集 

なった のです。 26 七 頭の 良い 雌牛と  314:2  めさせ， ファラオの 手の 下に 穀物を 食 

は 七 年の ことです。 そして 七つの 良い キ王 111:28 料と して それぞれの 都市に 蓄えさせら 
穂 も 七 年の ことです。 その 夢は ただ 一 ^  れ ますよう に。 そして 彼らは それを 安 

あ1-  ク創 41:47  ぜん  まも 

つの ことです。  27 また， 後から 上  #J  47:26  全に 守らなければ なりません。  36 こ 
がって 来た やせこけた 醜い 七 頭の 雌牛 ヶ 創4 1:48 うして， エジプトの 地に 広がる 七 年の 
も 七 年の ことです。 東風に 焦がされ  ^  7:12 飢きんの 間， その 食料が この 地の ため 
た， からの 七つの 穂は 七 年の 飢きんで コ創 47:13 の 備えと なり， この 地が 飢きんに よっ 
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て 断たれる こ とのない ようにす るの 第41 章 して ヨセフは エジプトの 地へ 出る こと 
です」。  ァ:53  になった。 46 そして， エジプトの 王 

37 さて， これは ファラオ および そ ゴた 1:2Q ファラオの 前に 立った とき， ヨセフは 
のす ベての 僕たちの 目 に 良い ことに 見  %  ^：8 三十 歳であった。 

えた。  38 それで ファラオは その 僕た 二：  それから ヨセフは ファラオの 前を 出 

ちに 言った， の 霊が 宿る このよう  5/ は て， エジプトの 全土を 回った。 47 そ 
な 人を ほかに 見いだ す ことができよう 才 して， 豊作の 七 年の 間 その 地は 手に あ 

(9)  のち  さんしゅつ  （ゥ 1 

か」。  39 その後 ファラオは ヨセフに ふれる ほど 産出し つづけた。 48 それ 

い  Sdvfn  かれ  ち  ねん 

言った， 「神が あなたに この すべてを  ^  で 彼は エジプトの 地に できた その 七 年 

し  W  キ創 49:10  かん  しょくりょう あつ 

知らせられ たので あるから， あなたの クヱス 10:3 間の すべての 食料を 集めて ゆき， その 

し りょ ぶか  ちえ  ダニ 6:3  としお 

よう に 思慮 深く て 知恵の ある 人は いな ヶ ダニ 5:7  食料を それぞれの 都市に 置 くので あっ 
い。 40 あなた 自身が わたしの 家を つ コ ポ た。 周りの 野から 来る 食料を その 都市 
かさ どり， わたしの 民 すべては あなた サ会ス 7 ぶ2 の 中に 置いた ので ある。 49 こうして 
に 全面的に 従う ことになる。 ただ 王座 ヨセフは 穀物を 非常に 多く， 海の 砂の 
に関しての みわたしが あなたより 犬い  ^  6:11 ように 積み上げて ゆき， ついには 数え 

もの  [ク）  ス f 巧8  かずし 

なる 者と なる」。  41 そして ファラオ  H ふ。 るのを やめて しまった。 それは 数 知れ 

はさら に ヨセフに 言った， 「見なさい， セ^ ポ なかった からで ある。 

わたしは あなたを 確かに 据えて エジプ ソ 創46 :20  50 そして， 飢きんの 年が 到来す る 

卜の 全土を つかさどらせる」。 42 そ  前に ヨセフに 二人の 息子が 生まれた。 

にんいん ゆび わ [コ）  じ ぶん  さいし  むすめ 

うして ファラオは 認印 指輪を 自分の 手 ァ詩 1〇5:21 オンの 祭司 ポ ティ フェラの 娘ア セナ ト 
から 外して ヨセフの 手には め， 上等の ィば 4  が 彼に 産んだ ので ある。 51 それで ヨ 

あまぬの  ころも かれ  き  きん  くび かざ  ルカ 3:23  ちょうし  （ヶ）  よ 

亜麻布の 衣を 彼に 着せ， 金の 首飾りを ゥ 1126:12 セフは 長子の 名を マナ セと 呼んだ。 そ 
その 首に 掛けさせた。 43 さらに， 自 の 言う ところ， はわた しのす ベて 

ぶん  も  だい  い  へいしゃ  かれ  の  トン）  なんぎ  ちち  ぜんか  わす 

分の 持つ 第二 位の 兵車に 彼を 乗らせて， 才 の 難儀を， また わたしの 父の 全家を 忘 
その 前に 「アブ レーク！」 と 呼ば わら 力 詩 皿:37 れ させて くださった」 からであった。 
せ， こうして 彼を エジプトの 全土の 上 マラ3: 1。 52 そして 二人目の [子] の 名を エフ ラ 
に 据えた。  \  ¢1  ^23 イムと 呼んだ。 その 言う ところ， 「神 

44 そして ファラオは さらに ヨセフ  5J：6°  はわた しが 惨め さを 味わった 地で わた 

に 言った， 「わたしが ファラオ である しを 実り 多い 者と してく ださった」 か 
が， あなたの 認可な くして は， エジプ サ創 48:17 ら であった 0 

卜 全土に おいて 何人も 手 や 足を 挙げる  5  33:17  53 そして エジプトの 地に 臨んだ 七 

ゆる  [ス）  のち  ヨシ 14:4  ほうさく  しだい  お  [ス)  か 

ことを 許されない」 0  45 その後 ファ 105:18 年の 豊作は 次第に 終わり，  54 代わ っ 

ラオは ヨセフの 名を ザフナ テ. パ ネア  ァ 戸6:6  て 七 年の 飢きんが ヨセフの 述べた とお 

よ  （セ） さいし  むすめ  使徒 7:10  とうらい はじ  W 

と 呼び， オンの 祭司 ポテ ィフェ ラの 娘 ス 創4 1:26 りに 到来し 始めた 0 そして その 飢きん 
ア セナ トを 妻と して 彼に 与えた。 こう はすべ ての 土地に 及んだ が， エジプト 
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の 全土には パンが あった。 55 だが， 
ついには エジプトの 全土 も 飢きんに な 
り， 民は ファラオに パンを 叫び 求める 
ようになった 0 すると ファラオ はすべ 
ての エジプ ト 人に 言った， 「ヨセフの 
ところに 行け。 何でも 彼の 言う ところ 
を 行なう の だ」。  56 そして 飢きんは 
地の 全面に 臨んだ。 そのと き ヨセフは 
人々 の 中に あった すべての 穀物 貯蔵所 
を 開いて エジプトの 人々 に 売りは じめ 
た。 飢きんは エジプトの 地を 強く とら 
えていた ので ある。 57 さらに， 全地 
の 人々 が ヨセフから 買い求める ため エ 
ジプト にやって 来た。 飢きんは 全地を 
強く とらえて いたから である。 

やがて ヤコブは エジプトに 穀類 
今ム の ある ことを 知った。 それで ヤ 
コブは 息子たち に 言った， 「どうして 
あなた 方は [顔を] 見合わせて ばかりい 
るの か」。 2 そして 加えて 言った， 「い 
まわたし は， エジプトに 穀類の ある こ 
とを 聞いた。 そこへ 下って 行って， わ 
たしたち のために そこから 買って 来な 
さい。 生きつ づける ため， 死に絶えな 
いように する ためだ」。 3 そこで ヨセ 
フの十 人の 兄弟たち は， エジプトから 
穀物を 買うた めに 下って 行った。 4 し 
かし ヤコブは ヨセフの 弟の ベニヤ ミン 
を 他の 兄弟たち と 一緒に 行かせな かっ 
た。 「でない と， もしもの 事が これに 起 
きる かもしれ ない」 と言うので あった。 

5 こうして イスラエルの 子ら は， 買 

き  た  ひとびと  いっしょ 

いに 来た 他の 人々 と 一緒に やって来た。 
飢きんは カナンの 地に も 起きて いたか 
ら である。 6 そして， ヨセフは この 地 
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に対する 支配力を 持つ 者であった。 地 
のす ベての 民に 売り渡しを 行なった の 
も 彼であった。 そのため ヨセフの 兄弟 
たち も 来て その 前に 身を 低く かがめ， 
顔を 地に つける のであった。  7 その 
兄弟たち を 見た とき， ヨセフは すぐに 
それと 気づいた が， 彼らには 自分の こ 
とを 気づかれない ようにした。 それで 
彼らに 厳しい 話し方を してこう 言った。 
「お前たち は どこから 来たの か」。 そこ 
で 彼らは 言った， 「カナンの 地から 食 
料を 買いに 参りました」。 

8 こうして ヨセフは 自分の 兄弟たち 
のこと に 気づいて いたが， 彼らの ほう 
では 気づかなかった。  9 ヨセフは す 
ぐに， 彼らに 関して 自分が 見た 夢を 思 
い 出した。 そして， さらにこう 言った。 
「お前たち は 回し者 だ！ この 地の あら 
わな 様子を 見ようと してやって 来たの 
だ！」 10 それで 彼らは 言った， 「い 
いえ， 我が 主よ， 僕 どもは^ 料を 買うた 
めに 参りました。 11 わたしども はみ 
な 一人の 人の子で， 廉直な 人間で ござ 
います。 僕 どもは 回し者な どでは ござ 
いません」。 12 だが 彼は 言った， 「い 
や， そうでは ない！ お前たち はこの 
地の あ ら わな 様子を 見ようと してや っ 
て 来たの だ！」 13 そこで 彼らは 言っ 
た， 「僕 どもは 十二 人 兄弟で， カナン 
の 地の 一人の 人の子で ございます。 そ 
して， ご覧く ださい， 末の 者は ただい 
ま 父の もとに おり， あとの 一人は もう 
おりません」。 

14 しかし ヨセフは 言った， 「それ 
だ， 『お前たち は 回し者 だ』 とわたし 
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てはいけ ない』 とわたし は 言った では 
ないか。 それな のに あなた 方は 聴かな 
かった。 だからい ま 彼の 血に 関し， こ 
こで まさに その 返済を 求められ ている 
の だ」。  23 彼らと しては， ヨセフが 聴、 
いている ことを 知らなかった。 その 間 
には 通訳が いたから である。 24 その 
ため [ヨセフ] は 彼らから 離れて 行って 
泣く のであった。 その後 そのと ころに 
戻り， 彼らに 話して その 中から シメ オ 
ンを 取り， 彼らの 目の前で これを 縛っ 
た。 25 それから ヨセフが 命令を 与え 
ると， 人々 は 彼らの 入れ物に 穀物を 満 
たして いった。 さらに， 彼らの 金子を 
各人の 大 袋に 戻し， 旅の ための 食糧 も 
与える ようにと いう ことに なった。 そ 
れで彼 ら に対して そのと おり に 行なわ 
れ た。 

26 こうして 彼らは 自分たち の 穀類 
をろ ばに 積んで そこを たった。 27 宿 
り 場で ろばに 飼い葉を やろうと して 

ひとり  じぶん おおぶ くろ  あ 

一人が 自分の 大 袋を 開けた ところ， そ 
こ に 見つけた のは 自分の 金子で あっ 
た。 それが， 大 袋の 口に あった ので あ 
る。 28 そこで 彼は 兄弟たち に 言った， 
「わたしの お金が 返されて いる。 しか 
も， 見なさい， わたしの 袋の 中に 入っ 
ている の だ」。 それで 彼らの 心は 沈み， 
震えながら 互いに [顔を] 見合わせ てこ 
う 言った。 がわた したち に 行なわ 
れた この 事は 一体 どういう ことなの だ 
ろう」。 

29 ようやく 彼らは カナンの 地の 父 
ヤコブの もとに 着き， 自分たち に 起き 
たす ベての 事を 話して， こう 言った。 


創世 42:15—29 

が 言った のは。 15 お前たち はこれ に 
よって 試される ことになる。 すなわち， 
ファラオは 生きて おられる が， 末の 弟 
が ここに 来る のでなければ， お前たち 
はこ こから 出る ことは ない。 16 お前 
たちのう ちの 一人を 行かせて， お前た 
ちの つながれ ている 間に その 者が 弟 
を 連れて来る ようにせ よ。 それによ っ 
て お前たち の 言葉は， お前たち に 関し 
て 真実 かどう かが 試される の だ。 そし 
て， もし 違うならば， ファラオは 生き 
て おられる が， お前たち は 回し者な の 

かれ  とも  か かん 

だ」。 17 こうして 彼らを 共に 三日間 
拘禁した。 

18 その後 三日 目に ヨセフは 彼らに 
言った， 「このように して 生きつ づけ 
よ。 わたし も [まことの] 迚を 恐れる。 
19 お前たち が 廉直な 者であるなら， 兄 
弟のう ちの 一人を いまい る 拘禁の 家に 
つないで おき， あとの 者は 行って， 自分 
たちの 家の 飢きんの ための 穀類を 運ぶ 
がよ い。 20 それから， 末の 弟を わた 
しのと ころに 連れて来て， お前たち の 
言葉が 信頼で きる ことを 示す の だ。 そ 
うすれば， お前たち は 死なないで すむ 
だろう」。 それで 彼らは そのと おりに 
する ことに なった。 

21 そして 彼らは 互いにこう 言いだ 
した。 「確かに わた したち は 弟の こと 
で 罪科が ある。 わたしたちの 同情を 請 
い 求めて いたのに， その 魂の 苦しみを 
見なが ら それを 聴き 入れな かっ たから 
だ。 だから この 苦しみが わたしたちに 
臨んで いるの だ」。 22 すると ル ベンが' 
答えて 言った， 「『その子に 罪を おかし 


5  1  3  2  0 
4 テ  4 1 レレ 
創べ  創箴 ェェ 
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81  ヤコブは 事の 次第を 聞く； ヤコブの 悲嘆  創世 42:30 — 43:6 

30 「その 国の 主たる 人は わたしたちに 第42 章 た， 「もし わたしが 彼を 連れて 帰らな 
厳しい 話し方を しました。 わたしたち 7gl42：?  いなら， わたしの 二人の 息子を 死に お 
のこと を， その 国を うかがう 回し者と  « 1；233 渡しに なっても かまいません。 彼を わ 
みなした ためです 0  31 でも わたした ゥ創 42:11 たしの 手に お任せく ださい 。この わた 

ちは その 人に 言い ま した， 『わたし ど  S 14:2  しが 彼を あなたの もとに 帰らせます」。 
もは 廉直な 人間です。 回し者な どでは IfM2:13  38 それでも 彼は 言った， 「わたしの 

ございません。 32 わたしたちは 十二 7： 子は あなた 方と 一緒に 下って は 行かな 
人 兄弟で， 同じ 父の 子ら です。 一人  w  37:35 い。 その 兄は 死んで， 彼は ただ 独り 残 
はもう おりません が， 末の 者は ただい +«42:4  された の だ。 あなた 方の 行く 道で 彼の 
ま カナンの 地で 父の もとに おります』。 ク #M5:9  身に もしもの％ でも あれば， 白髪の わ 
33 ところが その 国の 主たる 人は 言い  たしを きっと 悲嘆のう ちに シェ オルに 

(ク 1  まえ コ創 42:19 

ました， 『これに よって わたしは お前 サ 創 42:2  下らせる ことにな ろう」。 

たちが 廉直な 者 だとい うこと を 知る こ、 2  A さて， 飢きんは その 地に おいて 

M  きょぅだい ひとり  V  !!  4.1 きび  [ォ！ 

とに しよう。 つまり， 兄弟の 一人を わ  ^42；'；3 厳しかった。 2 それで， エジプ 
たしの もとにと どまら せよ 。そして， ス 創43 :14 卜から 持って来た 穀類を 食べ尽くして 
自分たち の 家の 飢きんの ための ものを セ おぱ しまう と， 父は 彼らに 言う のであった， 
持って行 くが よい。 34 それから 末の  gJ  42:24  「また 行って， 少しの 食物を わたしたち 
弟を 連れて来て， お前たち が 回し者で 第二 欄 のために 買って 来なさい」 0  3 すると 

はなく 廉直な 者で ある ことを， わたし 7；1436；92 ユダが 言った， 「あの人は わたしたち 
が 分かる ようにす るの だ 。お前たち の ィ 創43: 9  に はっきり 証し して 言いました， 『弟 
兄弟を わたしは 返す であろうし， お前 ゥ！ ^  37:33 が一 緒に 来る のでない かぎり， お前た 
たち もこ の 地で 商売を してよ いこと に  ^  44：20 ち は 二度 とわた しの 顔を 見て はなら な 

トン 1  エ創 37:35  w  おとうと いっしょ  い 

なろう』」。  お 冗。 い』 と。  4 弟を 一緒に 行かせて くだ 

35 それから 彼らが それぞれ 大 袋の  R  tli さるので したら， わたしたち も 喜んで 

中身を 空けて ゆく と， 見よ， 各人の 金  ^  ；3:14 下って 行って， あなたの ために 食物を 

すっっ  ふくろ  一H$7 か  い 

子の 包みが その 袋の 中に 入って いるの  ^  20:13 買って まいります。 5 です が， 行かせ 
であった 0 それで， 彼ら も その 父も自 第 43 章 てくだ さらない のでしたら， わたした 
分たち の 金子の 包みを 見て 恐れを 抱い ちは 下って は 行きません。 あの人は， 
た。 36 そのと き 彼らの 父 ヤコブは 叫 力 創 42:2 『弟が 一緒に 来る のでない かぎり， 二度 
んで 言った， 「あなた 方は この わたし とわたし の 顔を 見て はならない』 と 確 

うば さ  M  2：6  い  [サ 1 

から 奪い 去った の だ 0 ヨセフは もうい ク創 29:35  かに 言った のです から」 〇  6 すると イ 
ない 。シメオン ももう いない 。そして ヶ 創42:15  スラ エルは 叫んで 言った， 「どうして 
ベニヤ ミンまで 連れて行こう とする。 お前たち は， もう ひとり 弟が いるな ど 
これらは みんな この わたしの 身に 及ん サ とその 人に 言って， わたしを つらい め 
だの だ」 〇  37 しかし ル ベンは 父に 言っ シ創 32:28 に 遭わせなければ ならなかった のか」。 


創世 43: 7 — 20  息子たち は 再度 エジプトへ 行く  82 

7 それに 対して 彼らは 言った， 「わた 第43 章 違いであった のか もしれ ない 0 13 こ 
したち やわた したち の 親族に ついて あ 7 iJ  43:27 うして 弟を 連れ， 立って その 人の もと 
の 人が じかに 尋ねて， 『あなた 方の 父 ィ 創42:13 に 戻って 行きなさい 0 14 そして， 金 
はま だ 生きて いるか。 ほかに 兄弟が い ° #J  42:16  能の 神が その 人の 前で あなた 方に 哀れ 
るか』 と 言った ものです から， わたした liS 漂 みを かけて くださり， こうして その 人 
ちは これらを そのと おりに 話して いっ 才 使徒 7:14 がもう 一人の 兄弟と ベニヤ ミンと を 
たのです。 『弟を 連れて来い』 と あの 力 創 42:2  間違いな く 釈放して くれる ように 。だ 
人が 言う ことな ど， どうして はっきり  が， この わたしが， もしも 子を 失わね 

知り 得た でしょう か」。  ョハ ほ13 ばなら ない のなら どうしても 失う こと 

さいご  ちち  い  [ゥ 1 

8 最後に ユダが 父 イスラエルに 言っ ク 出ル23 になる の だ」 0 
た， 「あの 子を わたしと 一緒に 行かせ  D75:7  15 そこで 人々 は その 贈り物を 携え， 

てくだ さい。 わたしたちが 立って 出か ヶ ぬ5:2  また その 手に 二倍の 金子を 取り， ベニ 

けて 行き， わたしたち も， あなた も， わ コ |も7 も 14 ヤ ミンを [伴った]。 そのの ち 身を 起こ 
たしたち の 幼子たち も 生きつ づけ， 死 ^fJ  32:20 して エジプトに 下って 行き， ヨセフの 
に 絶えない ようにす るた めです。 9 わ  ^ 18:16  前に 立つ ことに なった。 16 ベニヤ ミ 
たしが 彼の fe 証人と なります。 彼に 関 1 ス 25 ム 2 ンが 共に いるのを 見る と， ヨセフは すぐ 
する 償いは わたしの 手に お求めに なっ  -^6:11 に 自分の 家を つかさどる 者に こう 言っ 
て かまいません。 もし わたしが 彼を 連  一％ 卞こ。 「この 人たち を 家に 連れて行き， 

こ  まえ  ス 艺1」4;^5 どうぶ っ  したく  （ォ 1 

れて 来ず， あなたの 前に 立たせな いな  動物を ほふって 支度を しなさい。 この 

らば， そのと きわたし は あなたに 対し 37：25  人たち は 昼に わたしと 一緒に 食事を す 

て いつまでも 罪を 犯した ことにな り ま vgl7:8  るの だ」。 17 直ちに その 人は ヨセフの 
す。 1〇 です が， もしこう してぐ ずぐ 夕 創42:25 言った とおりに 行なった 。こうして そ 
ずして いなかったなら， 今ごろまでに  ^  42：35 の 人は 一行を ヨセフの 家に 連れて行 っ 
二度 も そこへ 行って 来れた でしょう」 0 第二 欄 た 0 18 しかし その 者たち は， 自分たち 
11 すると 父 イスラエルは 彼らに 言っ 7 が ヨセフの 家に 連れて来られた ことで 
た， 「そうした 事情なら， では， こう  ^ 13：18 怖くな り， こう 言う のであった。 「始 

がた  い  もの  イネへ 1:11  ふくろ  いっしょ  もど  き 

するがよい 0 あなた 方の 入れ物の 中に  ルヵ 1:5〇 めのと き 袋に 入って 一緒に 戻って 来た 
この 地の 最良の 産物を 入れ， それを 贈  あの 金の ために わたしたちは ここに 連 

はこ  い  ウ創 27:45  かれ 

り 物と して その 人の もとに 運んで 行く  fJ  42：36 れて 来られて いるの だ。 彼らは わたし 
の だ。 少しの バルサム， 少しの 蜜， ラダ 1 創37:7  たちに 襲い かかって 攻め， わたしたち 
ナム ゴムと やに 質の 樹皮， ビス タチ オ ォロ  を 捕まえて 奴隸 にし， ろば も [奪おう] 
の 実と アーモンドを 0 12 また， 手に 力 創 41:4〇 というの だ」 0 

は 二倍の 金子を 持って行きなさい。 袋 +#J20:11  19 そこで 彼らは ヨセフの 家を つかさ 

の 口に 戻して あった 金子は あなた 方の  fJ  42:21 どる 人に 近づき， 家の 入口のと ころで 
手で お返しす るの だ。 それは 何 かの 間ク その 人に 話して 20 こう 言った。 「失 


83  ヨセフは 宴を 設ける。 ベニヤ ミンに 好意を 示す  創世 43:21—34 

礼です が， 我が 主よ！ わたしどもは 第43 章 28 それで 彼らは 言った， 「あなたの 僕 
始めの 時に も 確かに 食物を 買いに 下っ7®4 2:3  である 私 どもの 父は 元気に 暮ら して お 
てまい りました。  21 ところが， 宿り ります。 まだ 生きて おります」。 その 

ば [イ1  きふくろ  あ  み  へいふく  17] 

場に 来て 袋を 開けて い きました ところ， ゥ t22:2  のち 彼ら は 身をかがめて 平伏 した。 

かくじん きんす  ■  じぶん おとうと 

見る と， 各人の 金子が その 袋の 口に あっ  °；  29 目を 上げて 自分の 弟， つまり 自 

たのです。 わたしどもの 金子が そっく  ^12:12 分の 母の 子で あるべ ニヤ ミンを 見た と 
り その 目方 どおりに です。 それで わた  き， [ヨセフ] はさら に 言った， 「これ 

じぶん  かえ  才裁 6:23  がた  はな 

しど もは それを 自分の 手で お返しした ^^5：1〇  が あなた 方の 弟， わたしに 話して いた 
いのです。 22 そして， 食物を 買うた  ^ 17:25 末の 子 か」。 そして 加えて 言った， 「我 
め， わたしどもの 手には さらに 金子を 42：24 が 子よ， 拽が あなたに 恵みを 示される 

たず さ  ク創 18:4  M  じ 

携えて まいりました 。わたしどもの 金 創 他2  ように」 0  30 このと き， ヨセフは 自 
子を だれが 袋の 中に 入れた か， わたし  3 ハ13 :12 分の 弟に 対する 内なる 感情が 高まり， 
どもは 全く 知らないの です」。 23 する ^S219：21 急いで [その 場を 立った]。 そして 泣く 

かれ  い  がた  だい  ばしょ  もと  おくへ や 

と 彼は 言った， 「あなた 方の ことは 大 コ創 43:11 [場所] を 求めて 奥の 部屋に 入り， そこ 

じょうぶ  おそ  （才）  箴 18:16  なみだ なが  [力） 

丈夫です。 恐れなくて よいので す。 あ で どっと 涙を 流す のであった。 31 そ 

ち*  《くろ  サ靜 J  43.16  かお  あら  z.  l  じ S、、 ん 

なた 方の#， また その 父の® が 袋の 中 s;:11 のの ち 顔を 洗って から 外に 出， 自分を 

たから  くだ  w  せい  い  w  しょくじ 

に 宝を 下さった のでしょう 。あなた 方 シ創 37:7  制して こう 言った 0  「食事を 出しな さ 

きんす  さいしょ  おさ  創 42:6  剖  ひとびと  かれ 

の 金子は 最初 わたしの ところに 納めら  い」。 32 それで 人々 は， 彼には 彼 だけ 

れ ました」。 そのの ち 彼は シメオンを サ 117:22 に， 彼らには 彼ら だけに， そして 彼と 
みんなの ところに i れて秦 セ 創43:7 巽に 鋈 ■をす る エジプト A には その 箸 
24 次いで その 人は 一行を ヨセフの 第二 欄 たちだけ に それを 出して いった。 エジ 
家の 中に 入れ， 水を 与えて その 足を 洗 ァ^3 冗  プト 人は へ ブライ 人と 一緒に 食事を 取 

える ようにし， ろばの ために 飼い葉を  24:17 る ことができなかった からで ある。 そ 

与えた。 25 それで 彼らは ヨセフが 昼 ^  iJ  35：24 れは エジプト 人に とって 忌むべき こと 

く  そな  おく  もの [コ） ようい  はじ  ウ創 42:13  (ヶ 1 

に 来る のに 備えて 贈り物の 用意を 始め  なので ある。 

じぶん  た  [サ）  Xk  0:25  いちどう  かれ  まえ  せき  つ 

た。 自分たち がそ こで パンを 食べる こ . TI  33 そして 一同は 彼の 前の 席に着いて 

き  '  ^ .  : ,8  ちょうし  けんり (コ 1 

とに なって いるのを 聞いて いたからで  3；12 いたが， 長子は 長子と しての 権利に し 

いえ  く  いちばん わか  もの 

ある 0  26 ヨセフが 家の 中に 入って 来 力 創42:24  たがい， 一番 若い者は その 若さに した 

ると， 彼らは 自分たち の 手に ある 贈り キ 創45 がって [席に着 けられて いた]。 そのため 
物を その もとへ， 家の 中へ 携え 入れ， 彼 ^fJ  43:25 人々 は 驚いて 互いを 見つめる ので あっ 
に 向かって 地に 平伏した。 27 このの ヶミ だぼ た。 34 そして [ヨセフ] は みんなの 分 

かれ  げんき  たず  じ ぶん  まえ  はこ 

ち 彼は その 人たち が 元気 かどう かを 尋 コ 創49: 3  を 自分の 前から 運ばせて いたが， ベニ 

い  [ス）  がた  申 21:17  た  もの 

ね， さらにこう 言った。 「あなた 方の  ヤ ミンの 分を 他の すべての 者の 分の 五 

父， あなた 方が 話して いた 年寄りは 元  7 夕 20:15 倍 も 多くす るので あった。 こうして 一 
気で います か。 まだ 生きて います か」。 同は 彼と 共に 宴を 続けて 存分に 飲んだ。 
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A  A 後に 彼は 自分の 家を つかさどる 

ものめ い [ァ U、  ひとびと 

^  ^ 者に 命じて 言った， 「あの人々 
の 袋に その 運べる かぎりの 食物を 満た 
し， 各人の 金子を その 袋の 口に 入れて 
おきなさい。 2 だが， わたしの 杯， 銀 
の 杯を， 末の 者の 袋の 口に， その 者の 
穀類の 代金と 一緒に 必ず 入れて おくよ 
うに」。 それで 彼は ヨセフの 語った そ 
の 言葉のと おりに 行なった。 

3 朝， 明るく なって から， 人々 は その 
ろばと 共に 送り出された。 4 一行は そ 
の 都市を 出た。 彼らが まだ 遠くまで 行 
かないう ちに， ヨセフは 自分の 家を つ 
かさ どる 者に 言った， 「立て！ あの 
人々 の 跡を 追え。 必ず 追いついて， こ 
う 言う の だ。 『どうして お前たち は 善 
に対して 悪で 報いた のか。 5 それは， 
わたしの 主人が 飲む のに 用い， それに 
よって 巧みに 兆しを 読む ものでは ない 
か。 悪い ことを お前たち は 行なった』」。 

6 やがて 彼は 追いついて， この 言 
葉を 彼らに 告げた。  7 しかし 彼らは 
言った， 「どう して 我が 主は そのよう 
な 言葉で お話しになる ので しょ うか。 
僕 どもが そのよう な 事を 行なうな ど考 
え もつ かない ことです。 8 袋の 口に 
見つけた 金子は， カナンの 地から 持っ 
て 来て あなたに お返しし たでは ありま 
せんか。 それな のに どうして ご主人の 
家から 銀 や 金を 盗み出す ことな ど あり 
ましょう。  9 この 奴隸 どものう ちそ 
れの 見いだ される 者が いれば， その 者 
は 死なせ， わたしたち 自身 も ご主人の 
奴隸 とならせ てくだ さい」。 10 する 
と 彼は 言った， 「では 今， お前たち の 
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その 言葉 どおりに しても らおう。 それ 
で， それの 見いだ される 者は わたしの 
奴隸 となる。 だが， お前たち 白身は 潔 
白な 者と されよう」。 11 そこで 彼ら 
は 急いで 各自の 袋を 地に 降ろし， それ 
ぞれ 自分の 袋を 開けた。 12 それで 彼 
は i 謹く  M して g っ た。 ご馨 年上の 
者から 始めて， 一番 年下の 者で 終わ っ 
た。 そしてつ いに， 杯は ベニヤ ミンの 

ふくろ  （ウ 1 

袋の 中に 見つかった。 

13 それで 彼らは 自分の マントを 引 
き 裂き， それぞれ 自分の 荷を またろ ば 
に 載せ， その 都市に 戻った。 14 そし 

(才 1  きょうだい  いえ 

て， ユダと その 兄弟たち が ヨセフの 家 

い  かれ 

に 入って 行く と， 彼は まだ そこにい 
た。 それで 彼らは その 前で 地に ひれ 伏 
した 0 15 すると ヨセフは 彼らに 言っ 
た， 「お前たち のした こ の 行為は どう 
いう ことなの か。 わたしの ような 者は 
巧みに 兆しを 読む という ことを 知らな 
かった の ふ」。 16 これに 対し ユダは 
叫ぶ ように して 言った， 「 ご主人 様に 
対し 私 どもは 何と 申し上げられ ま しょ 
う。 何を お話しで きましょう。 また ど 
のように して 私 どもの 義を 証明 し 得 ま 

[<?)  ど れい 

しょう。 [まことの] 裡 はこの 奴隸 ども 

倒 

のとが を 見いだ されました。 さあ， 私 ど 
もは ご主人 様の 奴隸で ございま 士 。私 
ども も その 手に 杯の 見いだ された 者 も 
共に」。 17 しかし 彼は 言った， 「その 

かんが 

よう にす るのは わた しには 考え られな 

[サ）  さかずき 

いこと だ。 その 手に 杯の 見いだ された 

もの  ど れい  [シ） 

者， その 者が わたしの 奴隸 となる。 あ 

へいあん  ちち  のぼ  い 

との 者は， 平安に 父の もとへ 上って 行 
くが ょ L、)」。 
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18 すると ユダは 彼に 近づいて， こ 第44 章 はでき ません。 末の 弟が 一緒なら 下っ 
う 言った。 「お願いいた します。 ご 主 7fJ 18:30 てまい ります。 末の 弟が 一緒で なけれ 
人様， どうか この 奴隸 にご 主人 様の 聞  ば， わたしたちは あの方の 顔を 見る こ 

ひとこと はな  イ £  m9  {7] 

かれる ところで 一言 お話し させて くだ  |  とがで きないからで す』。 27 すると， 

さいます ように。 み 怒りが この 奴隸に  あなたの 奴隸 である わたしの 父は 私 ど 

対 して 燃え る ことのない ようにし てく ゥ $484 もに 申しました， 『あなた 方 も よく 知 
ださいます ように。 あなたは ファラオ  ると おり， わたしの 妻は ただ 二人の 子 

と 同じような 方な のです から。 19 ご ヱ；；〗2,:!3 を わたしに 産んだ。 28 後に その 一人 

, じん さ丄  どれい  た』5  創 4ぶ7 

主人 様は その 奴隸 どもに お尋ねに なっ  はわた しの もとから いなくな り， わた 

て， 『お前たち には 父 や 弟が いるか』 才 創^5^  しは， 「ああ， あの 子は きっと かき 裂 
と言われました。  20 それで 私 ども  かれて しまったの だ」 と 言った。 そし 

は， 『はい， 年老いた 父と その 老年の 力 創42: is  て 今になる まで わたしは あの 子を 見て 

すえ もの  W  創 43:29  まえ 

子で ある 末の 者が おります。 しかし そ  いない。 29 この 子まで わたしの 前 か 

の 兄が 死にました ため， ただ 彼 だけが キ 創42:38 ら 連れて行って， もしもの 事が 起きる 
その 母の [子] として 残されて おり， 父  とすれば， あなた 方は， 白髪の わたし 

はこれ を 太そう 愛して おります』 と ご °  its  を きっと 災いのう ちに シェ オルに 下ら 
主人 様に 申し上げました。  21 その後  せる ことになるだろう』。 

この 奴隸 どもに， 『その 者を 連れて来 ^@J  43：2  30 「それで 今， あなたの 奴隸 である 

て， わたしが 一目 見る ことができ るよ 第二 欄 わたしの 父のと ころへ この 子を 連れず 
うにせ よ』 と言われ ましたが， 22 私 ァ 創43:5  に 戻る ような ことに なれば， かの 者の 
どもは， 『あの 子は 父の もとを 離れる  魂 はこの 者の 魂と 結び 合って おります 

ことができません。 もし 離れで も すれ  30:23 ので， 31 必ずや [父] はこの 子が いな 

t  創 35:18  , 

ば， 父は きっと 死んで しまう ことで ご  #J 46:19 いのを 見た だけで 死んで しまい， この 
ざいましょう』 と ご主人 様に 申し上げ  奴隸 どもは あなたの 奴隸 である わたし 

ました。 23 すると この 奴隸 どもに 言  どもの 白髪の 父を まさに 悲嘆のう ちに 

われた のです， 『末の 弟が 一緒に 下っ ヱ 創37:35  シヱ オルに 下らせる ことになる ことで 

て 来る のでない かぎり， お前たち はも  |  ^  ございましょう。 32 実のところ， こ 
はや わたしの 顔を 見る ことは ない』 と。 ^9：!§：i4 の奴隸 はこの 子が 父の もとから 離れて 
24 「それから， 私 どもは あなたの 奴隸  2:31 おります 間 その 保証人と なり， 『もし 

である 父の もとに 上って 行って， ご 主  彼を あなたの もと に 連れ 帰 らな いとす 

人様の 言葉を 伝えた のです 0  25 後に ォサ れば ，わたしは 父に 対し 永久に 罪を 犯 

父は， 『また 行って， 少しの 食物を わた  した ことになります』 と 申しました。 

したち のために 買って 来る ように』 と ヵロ マ 瓜4  33 ですから 今， どうか この 奴 隸をご 主 
申しました。 26 しかし 私 どもは 申し  人様の 奴隸 として この 子の 代わりにと 

ました， 『わたしたちは 下って 行く こと +1i420:39 どまら せ， この 子は その 兄弟たち と 一 


創世 44:34—45:13  ヨセフは 身を 明かし， ヤコブを 呼びに 行かせる  86 


緒に 上って 行かせて ください ますよう 
{と。 34 と 申します のは， どうして 私は 
こ の 子を 連れずに 父の もと に上っ て 行 
くこと がで きる でしょう か。 私は 父に 
臨む 災いを 見る ことを 恐れる のです」。 
a r ここに おいて ヨセフは そばに 立 

もの まえ  じぶん 

飞” つす ベての 者の 前で もはや 自分 
を 制する ことができなかった。 それで 
彼は 叫んで 言った， 「皆の 者を わたし 
のと ころから 去らせよ！」 それで， ヨ 
セフが 自分の ことを 兄弟たち に 知らせ 
たと き， ほかに だれも 彼の もとに 立っ 
ている 者は いなかった。 

2 そして 彼は 声を 上げて 泣きは じめ 
た。 そのため エジプト 人は それを 聞き， 
ファラオの 家 も それを 聞いた。  3 つ 
いに ヨセフは 自分の 兄弟たち に 言った， 
「わたしは ヨセフです。 父上は まだ 生 
きて おられる でしょう か」。 しかし， 兄 
弟たち はこれ に 全く 答える こと がで き 
なかった。 彼のた めに 思いを 乱されて 
いたた めで ある。 4 それで ヨセフは 
兄弟たち に 言った， 「どうぞ わたしの 
そばに 来て ください」。 そこで 彼らは 
すぐ 近くに 寄った。 

する と 彼は 言った， 「わた しは 皆 さ 
んの 兄弟 ヨセフ， あなた 方が エジプト 
に 売った 者です。 5 しかし 今， わたし 
を ここ に売っ たこと で 悪く 思ったり， 
自分の こと を 怒ったり は しないで くだ 
さい。 命を 長ら えさせる ために 裡 がわ 
たしを 皆さんに 先立って 遣わされ たの 
ですから。 6 今は 地の ただ 中に おけ 
る 飢きんの 二 年 目です が， 耕し 時も収 
穫 もな L ヽ年 がま だ 五 年 も あるの です。 


第 44 章 


7  ロマ 9:3 


第 45 章 


ウ創 43:30 


ェ 使徒 7:13 


オ ルツ 1:9 


7 ですから， あなた 方の ために 残りの 
者を 地に 置き， 大きな 逃れ 道を 設けて 
あなた 方を 生き長らえさせる ために， 
迚 はわた しを 先に 遣わされた のです。 
8 ですから 今， わたしを ここによ こし 
たのは あなた 方では なく， [まことの] 
裡 なのです。 それは， わたしを 立てて 
ファラオの 父， その 全家の 主と ならせ， 
エジプト の 全土を 支配す る 者と ならせ 


第二 欄 

ア創 46:26 

イ ロマ 8:28 


詩 105:21 

エ創 45:26 
使徒 7:10 
ヨハ I  4:14 


才創 46:34 
創 47:1 
出 8:22 


力 創 47:12 
箴 3:27 
使徒 7:14 


キ創 42:23 


るた めだった のです。 

9 「急いで 父上の もとに 上って 行っ 
てくだ さい。 そして ぜひこう 言う ので 
す。 『あなたの 子 ヨセフが このように 
言い ま した。 「裡 はわた しを 立てて 全 
エジプトの 主と されました。 わたしの 
ところに 下って いらして ください。 遅 
れる ことのありません ように。 10 そ 
して， ぜひとも ゴ シェンの 地に お住み 
ください。 ずっと わたしの 近くに いら 
してく ださい。 あなた も， あなたの 息子 
たち も， 息子たち の 子ら も， また 羊の 
群れ， 牛の 群れ， そして あなたの 持た 
れ るすべ ての 物 も。 11 そうしたら わ 
たしは そこ であな た に 食物を 供給いた 
します。 まだ 五 年 も 飢きんが あるから 
です。 あなたと あなたの 家， また あな 
たの 持たれる すべての 物が 乏しくなら 
ないように する のです」』。 12 そして， 
ご覧なさい， 皆さんの 目 も わたしの 弟 
ベニヤ ミンの 目 も 見て いると おり， わ 
た しのこ の 口が あ なた 方に 話 している 
のです。 13 ですから あなた 方は， エ 
ジブ ト における わた しのす ベての 栄光 
と， あなた 方の 見た すべての ことにつ 
いて ぜひ 父上に 話して ください。 急い 
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で 行って， ぜひ 父上を ここに 連れて来 第45 章 糧を 与えた 0  22 彼は 各人 それぞれに 
てくだ さい」。  マントの 着替えを 与え， ベニヤ ミンに 

14 そのの ち 彼は 弟べ ニヤ ミンの 首  対しては 銀 三百 枚と マントの 着替え 五 

を 抱いて 泣き， ベニヤ ミン も 彼の 首を  着を 与えた。 23 また， 自分の 父には 

抱いて 泣いた。 15 それから 彼は 兄弟  次の ものを 送った。 すなわち， エジプ 

たち すべてに 口 づけし， 彼らを 抱いて ェス i:2i 卜の 良い 品々 を 担った ろば 十 頭， 父の 
泣いた。 そのの ち 兄弟たち は 彼と 語り x 創 42:25 ため， その 道中の ための 穀物と パンと 
合った。  #J  43：18 食べ物を 担った 雌ろ ば 十 頭。 24 こう 

16 さて， 「ヨセフの 兄弟たち が 来 才 して 彼は 自分の 兄弟たち を 送り出し， 一 

し  いえ  創 47:6  ハ  い 

た！」 という 知らせが ファラオの 家に  行は 出かけて 行く ことに なった。 しか 

伝えられた。 そして， それは ファラオ *fJ  41：40 し [ヨセフ] は 彼らに こう 言った。 「途 
および その 僕たちの 目が 良しと すると キ 中で 互いにい きり 立ったり しないで く 
ころと なった 0 17 そこで ファラオは  ふ 4  ださい」。 

ヨセフに 言った， 「あなたの 兄弟たち 25 それで 彼らは エジプトから 上っ 

ク創 47:9  い  ち  ちち 

にこう 言うよう に。 『このよう にしな  て 行き， ついに カナンの 地に， その 父 

さい。 すなわち， あなた 方の 駄 獣に 荷を ^#J46：°  ヤコブの ところに 着いた。 26 そして 
積み， 行って カナンの 地に 入り， 18 あ コィ ザ 彼に 報告して こう 言った。 「ヨセフは 
なた 方の 父と 家の 者たち を 連れて わた  まだ 生きて います！ しかも， エジプ 

しのと ころへ 来なさい 0 そうしたら わ ァ創 21:14 卜 全土を 支配す る 者と なって いるので 
たしは エジプトの 地の 良い ものを あな  す」。 しかし， 彼の 心は 無感覚に なって 

た 方に 与えよう。 そして この 地の 肥え 5:5  いた。 彼ら [のこと ば] を 信じなかった 
たものを 食べなさい』 0 19 そして あな ゥ 創43:34  ので ある 0  27 彼らが ヨセフの 述べた 

たはこう 命じられ ている。 『このよう I#j42:21 すべての 言葉を 話して いき， また 彼を 
にしなさい。 すなわち， あなた 方の た  ^ 133:1 運ぶ ために ヨセフが よこした 車を 見る 
め， あなた 方の 幼い 者 や 妻たち のた め 才詩 1ほ21 に 及んで， その 父 ヤコブの 霊は 元 気づ 
に エジプトの 地から 車を 持って行きな 力 創 42:38 いてく るので あった 0  28 その後 イス 

さい。 その 一つに ぜひとも あなた 方の  L4424：h ラエルは 叫んで 言った， 「これで 十分 
父を 乗せて ここへ 来る ように。 20 そ +^.57；15 だ。 我が 子 ヨセフは まだ 生きて いたの 
して， あなた 方の 目は 自分たち の 持つ  .； J：；38 だ。 ああ， わたしは 死ぬ 前に 行って あ 
備品を 惜しむ ことのない ように。 エジ  の [子] に 会わせても らおう」。 

ぜん どよ  ク創 46:30  かれ ぞく 

ブト 全土の 良い ものが あなた 方の もの ルヵ2:29 in そこで イスラエル および 彼に 属 
だからで ある』」。  第 46 章  する すべての 者は 旅立って べエ 

21 それで イスラエルの 子ら は そのと ヶ 創2 i:3i ル •シ エバに 来た 0 そして 彼は 自分の 
おりに 行ない， ヨセフは ファラオの 命令 コ創 31:42 父 イサクの 挫に 犠牲を ささげた 0  2 そ 
どおり 彼らに 車を 与え， また 道中の 食  L3：20:37 のとき® は 夜の 幻の 中で イスラエルに 
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ヤコブは 神から 慰めを 受ける。 エジプトへ 移住す る 
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語り かけて， 「ヤコブ， ヤコブよ」 と 言 
われた。 それに 対し 彼は， 「はい， 私 
はこ こに おります」 と 言った。  3 す 
ると さらにこう 言われた。 「わたしは 
[まこ との] 裡 ，あなたの 父の 裡で ある。 

くだ  おそ 

エジプトに 下る ことを 恐れて はいけ な 
い。 わたしは そこで あなたを 大 いなる 
国民と する からで ある。  4 わたし 自 
ら あなたと 共に エジプトに 下り， また 
わたし 自ら 必ず あなたを 連れ 上り もす 
4。 そして， ヨセフが 手を あなたの 目 
に 置く であろう」。 

5 その後 ヤコブは ベ エル. シ ェバを 
たった。 イスラエルの 子ら は， 父 ヤコ 
ブを 運ぶ ようにと ファラオの よこした 
車に 彼を， そして 幼い 者 や 妻たち を 乗 
せて 運んで 行った。 6 さらに 彼らは 自 
分た ちが カナ ンの 地で 増やした 家畜 や 
貨財 も 携えて 行った。 やがて 彼ら， す 
なわち ヤコブ および それ と共にいた そ 
のす ベての 子孫は エジプト に 入った。 
7 彼は， 自分の 息子たち， 息子の 息子 
たち， [また] 娘たち と 息子の 娘たち， す 
なわち そのす ベての 子孫を 自分と 共に 
エジプトに 連れて来 たので ある。 

8 さて， これが イスラエルの 子ら で 
エジプトに 入った 者たち の 名で ある。 
すなわち， ヤコブと その子ら で， ヤコ 
ブの 長子は ル ベンであった。 

9 そして ル ベンの 子は ハノク ，パ 

[ス） 

ル， へツ ロン， カルミであった。 

10 また シメオンの 子は エム エル， 

(V) 

ヤ ミン， オハ ド， ヤ キン， ツオ ハル， 
それに カナン 人の 女の子 シャ ウルで 
あった 0 
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11 また レビの 子は， ゲル ジョン， コ 
ハ ト， メ ラリ であった 0 

12 また ユダの 子は， エル， オナン， 
シェラ， ペレツ， ゼラ ハであった。 し 
か し エルと オナンは カナンの 地で 死 
ん1 

('» 

そ して ペレツの 子は へツ ロンと ハ 

[ス） 

ム ルであった。 

13 また イッ サカ ルの 子は トラ， プ 

[9)  m 

ワ， ヨブ， シム ロンであった。 

14 また ゼブ ルンの 子は セレ ド， エ 

[テ） 

ロン， ヤフ レエ ルであった。 

15 これらは レアの 子で， 彼女が パ ダ 
ン • アラムで ヤコブに 産んだ 者たち で 
あり， これと 共に その 娘 ディ ナ がいた。 
彼の 息子と 娘たち の 魂， それは 全部で 
三十 三人であった。 

16 そして ガ ドの 子は ツィ フ ヨンと 
ハギ， シュ ニと エツ ボン， エリと アロ 
ディ と アル エリであった。 

17 また ア シェルの 子は イ ムナ， イ 
シ ュワ， イシ ュビ， ベリアで あり， ほ 
かに 彼らの 姉妹 セラ ハが いた。 

そ して ベリ アの 子は へべ ルと マル 

(ハ） 

キエ ルであった。 

18 これらは ジル パ， すなわち ラバン 
がその 娘 レアに 与えた 者の 子であった。 
やがて 彼女は これらを ヤコ ブに 産んだ 
ので ある。 すなわち， その 魂 十六 人。 

っま  （フ】  .  '嫌 

19 ヤコブの 妻 ラケルの 子は ヨセフ 

[ホ 1 

とべ ニヤ ミ ン であった。 

20 そして ヨセフには エジプトの 地 
で マナ セと エフ ライムが 生まれた。 こ 

ノ民 26:44; ハ 民 26:45; ヒ創 29:24; 創 35:26; フ創 29: 
18; 創 35:24; へ 創 30:24; 創 49:22; ホ 創 35:18; 創 49:27; 
マ 創 41:51; 創 48:14; ミ 創 41:52。 
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れら は， オンの 祭司 ポ ティ フヱ ラの 娘 
ア セナ トが 彼に 産んだ 者で ある。 

21 またべ ニヤ ミンの 子は ベラと ベ 
ケルと ア シュペル， ゲ ラと ナ アマン， 
ェヒと ロシュ， ム ピムと フ ピムと アル 


第 46 章 

ア創 41:50 
イ民 26:38 
ゥ代 I  7:6 
ェ代 I  8:3 
才民 26:40 


デであった。 

22 これらは ラケルの 子で あり， ヤ 
コブに 生まれた 者たち であった。 その 
魂 は 全部で 十四 人であった。 

23 そして ダンの 子は フ シムで 

(ヶ） 

あった 0 

24 また ナフタリの 子は ヤフ ツェ 
エル， グ ニ， イエ ツヱ ル， シレムで 

[シ） 

あった 0 

25 これらは ビル ハ， すなわち ラバンが 
その 娘 ラケルに 与えた 者の 子であった。 
やがて 彼女は これらを ヤコ ブに 産んだ 
ので あり ，その 魂は 全部で 七 人であった。 

26 ヤコブの もとに 来て エジプトに 
入った 魂は， ヤコブの 子ら の 妻を 別と 
して， すべて 彼の 上 股から 出た 者たち 
であった。 その 魂は 全部で 六十 六 人で 
あった。 27 そして ヨセフの 子， すな 
わち エジプトで 彼に 生まれた 者たち， 
その 魂は 二人であった。 ヤコブの 家の 
魂で エ ジプト に入っ た 者は 全部で 七十 

(V) 

人であった。 

28 そして 彼は 自分に 先立って ユダを 
ヨセフの もとに 遣わし， 自分に 先立っ 
て 知らせを ゴ シェンに 伝えさせた。 そ 
のの ち 一行は ゴ シヱ ンの 地に 入った。 
29 そこで ヨセフは 自分の 兵車を 用意 
させ， ゴ シヱ ンで父 イスラエルを 迎え 
るた めに 上って 行った。 [父] が 現われ 
ると， 彼は すぐに その 首を 抱き， 幾度 
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も その 首を 抱いて 涙を 流す ので あっ 
た 0  30 最後に イスラエルは ヨセフに 

言った， 「今は もう わたしは 死んでも 
よい。 お前が まだ 生きて いて， こうし 
て お前の 顔を 見た の だから」。 

31 それから ヨセフは 自分の 兄弟た 
ち， また 父の 家の 者たち に 言った， 「わ 
たしは 上って 行って， ファラオに 報告 
してこう 言いましょう。 『カナンの 地 
にいた わた しの 兄弟と 父の 家の 者たち 
がわた しの もとに 参りました。  32 そ 
して， この 人たち は 羊飼いです。 畜類 
を 飼育す る 者と なった ので j。 その 羊 
の 群れ， 牛の 群れ， また その 持つ すべ 
てのものを こちらに 携えて まいり まし 
ナ こ』。  33 そして， きっと こうなる ので 

すが， ファラオが 呼んで， 『あなた 方 
の 職業は 何 か』 と 言ったなら， 34 ぜ 
ひと も， 『僕 どもは， わたしども も 父 
祖 たち も， 若い 時 以来 ずっと これまで 
畜類を 飼育す る 者と なって まいり まし 
/こ』 と 言って ください。 これは あなた 
方が ゴ シェ ンの 地に 住む ようにす るた 
めです。 羊を 飼う 者は すべて エジプト 
に とって 忌むべき ものと されて いるか 

[コ） 

ら です」。 

A  それで ヨセフは 来て， ファラオ 

に 報告して こう 言った。 「わた 
しの 父と 兄弟たち， その 羊の群れと 牛 
の 群れ， また その 持つ すべての ものが 
カナンの 地から やって 参りました。 い 
ま 彼らは ゴ シェ ンの 地に おり ます」。 
2 そして 自分の 兄弟す ベての 中から 五 
人を 連れて行って ファラオの 前に 立た 

[ス） 

せる ことにした。 


創世 47:3—17  イスラエルに ゴ シェンの 地が 与えられる  90 


3 すると ファラオは 彼の 兄弟たち 
に 言った， 「あなた 方の 職業は 何 か」。 
それで 彼らは ファラオに 言った， 「僕 
どもは， わたしども も 父祖たち も， 羊 
を 飼う 者で ございます」。 4 そのの ち 
彼らは ファラオに 言った， 「わたし ど 
もは この 地に 外国人と して 住む ために 
やって 参りました。 僕 どもの 持つ 羊の 
群れの た めの 牧草が な いからで ござい 
ます。 カナンの 地で 飢きんは 厳しい の 
です。 ですから 今， 僕 どもを どうか ゴ 
シヱ ンの 地に 住まわせて くださいます 
ように」。  5 すると ファラオは ヨセフ 
に 言った， 「あなたの 父と 兄弟たち が 
あなたの もとに 来た。  6 エジプトの 
地は あなたに 任されて いる。 あなたの 
父と 兄弟たち を こ の 地の 最良の 所に 住 
ませる がよ い。 ゴ シヱ ンの 地に 住ませ， 
その 中に 勇気の ある 人たち がいる のを 
知っていれば， ぜひ その 人たち を 家畜 
の 長に 任命して， わたしの ものを つか 
さどら せなさい」。 

7 その後 ヨセフは 父 ヤコブを 連れ 
て 来て ファラオに 引き合わせた。 それ 
で ヤコブは ファラオに 祝福を 述べた。 
8 そのと き ファラオは ヤコブに 言っ 
た， 「あなた の 命の 年の 日数は どれ ほ 
どか」。  9 それで ヤコブは ファラオに 
言った， 「私が 外国人と して 住み まし 
た 年の 日 数は 百 三十 年で ご ざいます。 
私の 命の 年の 日数は わずかで あり， 苦 
しみの 多い もので ございました。 それ 
は 私の 父たち が 外国人と して 住み まし 
た 日の， その 命の 年の 日数に も 達して 
おりません」。 10 その後 ヤコブは ファ 
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ラオに 祝福を 述べ， それから ファラオ 
の 前を 出た。 

11 こうして ヨセフは 自分の 父と 兄弟 
たちを 住まわせ， ファラオの 命じた とお 
り ，エ ジブ トの 地， その 地の 最良の 所， ラ 
メ セスの 地に 所有地を 与えた。 12 そ 
して ヨセフは 父と 兄弟たち および 父の 
全家の ために， その 幼い 者たち の 数に 
応じてず っ と パンを 供給し つづけた。 

13 さて， 全土に わたって パンが なかっ 
た。 飢きんが 非常に 厳しかった からで 
ある。 エジプトの 地 も カナンの 地 も そ 
の 飢きんの ために 枯れ 果てた。 14 そ 
して ヨセフは， 人々 の 買う 穀類と 引き 
換えに， エジプトの 地と カナンの 地に 
見いだ される すべての 金子を 取り集め 
ていった。 ヨセフは その 金子を ファラ 
才の 家に 納める のであった。 15 やが 
て， エジプトの 地 および カナンの 地の 
金子は 使 I ヽ 果たされ ，エジプト 人は 皆ヨ 
セフの もとに 来て こう 言うよう になっ 
た。 「パンを 与えて ください！ 金子 
が 尽きた という だけで， どうして わた 
しど もは あなた の 前で 死なな け れ ばい 
けないで しょうか」。 16 そのと きヨセ 
フは 言った， 「金子が 尽きた ので あれ 
ば， あなた 方の 畜類を 渡しなさい。 そ 
うすれば， その 畜類と 引き換えに パン 
を 与えよう」。 17 それで 彼らは 自分 
たちの 畜類を ヨセフの もとに 引いて 来 
るよう になった 0 ヨセフは， 馬， 家畜 
の 羊， 家畜の 牛 やろ ばと 引き換えに 彼 
らに パンを 与えて ゆき， その 年の あい 
だ 彼ら のす ベての 畜類 と 引き換えに パ 
ンを あてがって いった。 


91  飢きんを 生き延びる。 公正な 管理者 ヨセフ  創世 47:18—30 

18 やがて その 年 も 終わり， 人々 は 第47 章 が ある。 あなた 方は これを 土地に まく 
次の 年に も 彼の もとに やって来 てこう 7 れ 5:3 ように。 24 その 産物が できた 時， あ 
言うよう になった。 「我が 主に 隠す こ ^2s-237 なた 方は 五分の 一を ファラオに 納めね 
とは 致しません が， 金子 も 家畜の 蓄え ゥョブ 2:4  ばなら ない。 しかし あとの 四つは あな 
も 我が 主に 対して 使い果たして しまい I 哀 4:9  た 方の ものと なって， 畑に まく 種と な 
ました。 我が 主の 前には， わたしども ォ ヘプ 2:15 り， また あなた 方， あなた 方の 家に い 
の 体と 土地の ほかは 何も 残って おり ま ^11:26 る 者たち， 幼い 者たち の 食べる 食物と 
せん 0 19 どうして わたしども も わた キ創 41:48 な 4」。  25 そこで 彼らは 言った， 「あ 

しど もの 土地 も あなたの 目の前で 死に  詩 1〇7：36 なた はわた しど もの 命を 長ら えさせて 

果てねば いけないで しょうか 0 パンと ク 創4 1:45  くださいました 0 我が 主の 目に 恵みを 
引き換えに， わたしどもと わたしども ヶ 得させて いただけます ように。 わた 

か  と  （エ）  ^?〇10  どれい  W 

の 土地を 買い取って ください。 わたし  319:13 しど もは ファラオの 奴隸 となります」。 
どもは 土地 もろとも ファラオの 奴隸と コ1ズ7:24  26 それで ヨセフは， エジプトの 地所 

なります 0 そして 種 も 与えて， わたし 第二 欄 について， ファラオ がその 五分の 一を 
どもが 生き 長 ら えて 死なずに 済む よう ァ^ 冗 持つ という ことを 今日までの 定めと し 
に， わたしどもの 土地が 荒廃す る こと  nn  9:10 た。 ただし， 祭司は 別で， その 土地 だ 
のない ようにして ください」。  20 そ ィ けは ファラオの ものと ならなかった。 
れで ヨセフは エジプト 人の すべての 土 ゥ創 41:34  27 そして イスラエルは 引き続き エ 

地を ファラオ のために 買い取った。 エ  nv8i3:7 ジプ トの 地， ゴ シェンの 地に 住んだ。 
ジブ ト 人が 各々 自分の 畑を 売った ため 12:11 彼らは そこに 定住し， 子を 生んで 非常 
である。 飢きんは 彼らを 強く とらえて  に 多く なった。 28 こうして ヤコブは 

才創 45:5  ち  い  なが 

いたので ある。 こうして 土地は ファラ  ^6U エジプトの 地で 十七 年生き 長ら えた。 

才の ものと なった 0  力 創 47:19 それで ヤコブの 日数， その 命の 年は 百 

21 民に ついては， 彼は これを 移し " 14:21 四十 七 年と なった。 

て， エジプトの 領地の 端から 端まで そ +tfJ  47:22  29 イスラエルの 死ぬ 日が 次第に 近づ 

れぞれ の 都市の 中に 入らせた。 22 た ^ ffJ  47：4  いた。 それで 彼は 息子 ヨセフを 呼んで 
だし， 祭司の 土地は 買い取ら なか っ 1〇：22 こう 言った。 「もし 今， あなたの 目に 
た。 祭司の ための 支給 分が ファラオの 使徒7 :17 わたしが 恵みを 得て いるなら， どうか 手 
もとから 出て いて， 彼らは ファラオの コ 創47:9  を わたしの 股の 下に 置いて ほしい 。そ 
与える 支給 分を 食べた からで ある。 こ サ! !749ぽ21 して， 愛 ある 親切と 信頼性と を ぜひ わ 
のために 彼らは 自分たち の 土地を 売ら 、>fj24:9  たしに 示して くれる ように。 （どうか 
なかった。 23 それから ヨセフは 民に X|1J24；49  わたしを エジプトには 葬らないで ほし 
言った， 「見よ， わたしは 今日， あな tiJ46:4  い 〇)  30 そして， わたしは ぜひとも 自 
た 方と あなた 方の 土地を ファラオ のた  «^〇7!?6 分の 父たち の もとに 横たわら ねばなら 
めに 買い取った 0 ここに あなた 方の 種 ソ創 49:33  ない 0 あなたは 必ず わたしを エジプト 


創世 47:31 — 48:14  族長 ヤコブは ヨセフの 二人の 息子を 祝福す る  92 


から 運び出し， [父たち] の 墓に 葬る よ 
うに」 0 そこで [ヨセフ] は 言った， 「私 
はお 詈 葉のと おりに 致します」。 31 す 
ると 彼は 言った， 「誓って おくれ」。 そ 
れで [ヨセフ] は 誓った 0 それを 見て イ 
スラ エルは 寝い すの 頭に もたれて 平伏 
し/^ 

こうした 事が あって 後， ヨセフ 

の もとにこう 裏 えられた。 「ご 
覧 ください， あなたの 父上は 弱って こ 
られ ました」。 そこで 彼は 自分の 二人 
の 息子， マナ セと エフ ライムを 連れて 
行った。  2 それで ヤコブの もとに こ 
う 伝えられた。 「さあ， あなたの 子ヨ 
セフが 来ました」。 すると イスラエル 
は 力を 奮い起こ して 寝い すの 上に 座っ 
た。  3 そうして ヤコブは ヨセフに こ 
う 言った。 

「全能の 神は カナンの 地の ル ズでわ 
たしに 現われて， わたしを 祝福して く 
ださった。  4 そして わたしに こう 言 
われた。 『見よ， わたしは あなたが 子 
を 多く 生む ようにす る。 わたしは あな 
たを 多くなら せ， あなたを もろもろの 
民の 会衆と ならせ， この 地を 定めの な 
い 時に 至る所 有と して あなたの 後の 胤 
に 与える』。  5 そして 今， わたしが あ 
なた の もと， ここ エジプトへ 来る 前に 
エジプ トの 地で あなたに 生まれた 二人 
の 息子， それ も わたしの もの だ。 エフ 
ライムと マナ セ も， ル ベン や シメ オ 
ン と同じように わたしの ものと なる。 
6 けれども， これらの 後に あなたが そ 
の 父と なる 子は あなたの もの だ。 その 
兄弟たち の 名と 共に この ふたり も その 
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相続 分の 中に となえられる であろう。 
7 そして わたしの こと だが， パダン か 
ら 進んで 来たと き， ラケルは カナンの 
地に おいて， わたしの かたわらで 死ん 
iL それは， エフ ラトに 来る には まだ 
かなりの 地の へだたりが ある， 道の 途 
中であった。 それで わたしは 彼女を そ 
こに， エフ ラ トつ まり ベツレヘムへの 
道の 途中に 葬っ た」。 

8 それから イスラエルは ヨセフの 
息子たち を 見て こう 言った。 「この 者 
たちは だれか」。 9 それで ヨセフは 父 
に 言った， 「わたしの 息子たち， 拽が 
ここで わた しに 与えて くださっ た 者た 
ちです」。 すると 彼は 言った， 「わたし 
が 祝福で きる ように， その 者たち を ど 
う かわた しのと ころ に 連れて来て おく 
tlJo 10 ところで イスラエルの 目は 老 
齢の ために 鈍く なって いた。 彼は よく 
見る ことができなかった ので ある。 そ 
れで すぐ 近くに 連れて行 くと， 彼は そ 
れに口 づけして， ふたりを 抱き かかえ 
た 0 11 次いで イスラエルは ヨセフに 
言った， 「わたしは あなたの 顔を 見ら 
れ るとは 思っても いなかった のに， い 
ま® は あなたの 子供たち まで 見させて 
くださった」。 12 その後 ヨセフは ふ 
たりを [父] の ひざから 離れさせ， 地に 
顔を 伏せて 身をかがめた。 

13 次いで ヨセフは その 二人を， エ 
フ ライムの ほうを 自分の 右手に 取って 
イスラエルの 左に し， マナ セを 左手に 
取って イスラエルの 右に し， こうして 
ふたりを 彼の すぐそばに 近づかせた。 
14 ところが イスラエルは， エフ ライム 
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93  ヨセフ は 二倍の 相続 物を 得る。 

の ほう が 年下で あ っ たのに 右手を 出し 
て その 頭に 置き， 左手の ほうを マナ セ 
の 頭に 置いた。 彼は， マナ セが 長子で 
あった のに， あえて そのよう に 手を 置 
いたので ある。 15 そうして 彼は ヨセ 
フを 祝福して こう 言った 0 

「わたしの 父 アブラハムと イサク 
がその み 前を 歩んだ [まこと 

の] 灑， 

今日 この 日まで， わたしが 長ら え 
てきた ぁ I ヽだ 終始 わた しを 牧し 
てくだ さった [まことの]® よ， 

16 すべての 災いから いつも わたしを 
立ち直らせて くれたみ 使いよ， 
この 子ら を 祝福 されん ことを。 

そ して， わた しの 名， また わたし 
の 父 アブラハムと イサクの 名 
が 彼らに 関してと なえられる 

ょぅ {こ 

彼らは 地の ただ 中で 増し 加わ っ 
て 多くなる ように」。 

17 ヨセフは 父が 右手を ずっと エフ ラ 
イムの 頭の 上に 置いて いるのを 見て， そ 
れ荽 :决 く 思わず， 父の 手を つかんで エ 
フ ライムの 頭から マナ セの 頭に 移そう 
とした 0 18 それで ヨセフは 父に 言っ 
た， 「そうではありません， 父上。 こち 
らが 長子な のです。 右手は こちらの 頭 
に 置いて ください」。 19 しかし 父は そ 
れを しきり に 拒んで 言った， 「分か - 
ている， 我が 子よ， わたしは 分かって 
いるの だ。 彼 も 一つの 民と なり， また 
大 いなる 者と なる。 が, それでも， 弟は 
彼より 大 いなる 者と なり， その子 孫は 
もろもろの 国民に たぐう ものと なる」。 


ヤコブの 預言  創世 48:15 —— 49：6 

20 そして 彼は その 日 ふたりを さらに 
祝福して こう 言った。 

「あなたの ゆえに イスラエルは 繰り 
返し 祝福を 述べて 言うよう に， 
『裡が あなたを エフ ラ イムの ように， 
マナ セの ようにされ るよう 

M 

に』 と」。 

こうして 彼は 終始 エフ ライムを マナ セ 
の 前にした。 

21 その後 イスラエルは ヨセフに 言っ 
た， 「見よ， わたしは 死のうと してい 
る。 しかし# はこれ から も 必ず あなた 
方 と共にいて くださり， あなた 方を 益: 
祖の 土地に 帰 らせ てくだ さるであろう。 
22 わたしは， あなたに 対して 兄弟た 

ひと かた おお  と ち  あた  W 

ちより 一 肩 多く  [土地を] 与える。 それ 
は， ア モリ 人の 手から わたしが 剣と 弓 
によって 得た もの だ」。 

後に ヤコブは 自分の 息子たち を 
呼んで こう 言った。 「みな 集ま 
れ。 末の 日に あなた 方に 起きる 事柄を 
わたしが 話して 聞かせる ために。  2 ヤ 
コブの 子ら よ， 集い 来て 聴け。 そうだ， 
父 イスラエル [の 言葉] を 聴く ように。 

3 「ル ベン， あなたは わたしの 長子， 
わた しの 精力， わた しの 生殖 力の 始め， 
威厳の 卓越し， 力の 卓越した 者。 4  [だ 
が，] 大水の ような 奔放の ゆえに， あな 
たは 卓越して はいない。 あなたは 父の 
寝床に 上った からだ。 その 時 あなたは 
わたしの 寝台を 汚した。 そこに 上った 
の だ。 

5 「シメオンと レビは 兄弟で ある。 そ 
の 殺り くの 武具は 暴虐の 器。 6 わた 
しの 魂よ， 彼らの 親密な 集いに 加わる 
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創世 49:7 —— 27  ヤコブは 自分の 息子たち について 預言す る  94 


な。 わたしの 性向よ， 彼らの 会衆に 連な 
るな。 彼らは その 怒りの ままに 人を 殺 
し， ほしいままに 雄牛の ひざ 腱を 切っ 
たから だ。 7 その 怒りは 残虐の ゆえ 
に， その 激 こうは 過酷な 行動の ゆえに 
のろわれよ。 わたしは 彼らを ヤコブの 
中に 分け， イスラエルの 中に 散らそう。 

8 「ユダよ， 兄弟たち は あなたを た 
たえる。 あなたの 手は 敵のう なじに あ 
る。 あなたの 父の 子ら は あなたの 前に 
平伏す る。 9 ユダは ライオンの 子。 我 
が 子よ， あなたは 必ず 獲物の もとから 
上って 行く。 ライオン のように 彼は 身 
を かがめ， 身を 伸ばした。 ライオンの 
ように， だれが あえて これを 起こそう 
か。 10 笏は ユダから 離れず， 司令 者 
の 杖 も その 足の 間から [離れ る] ことな 
く， シロが 来る ときにまで 及ぶ。 そし 
て， もろもろの 民の 従順は 彼の ものと 
なる。 11 彼は 自分の 成熟した ろばを 
ぶどうの 木に， 雌ろ ばの 子を えり 抜き 
のぶどうの 木に つなぎ， 自分の 衣服を 
ぶどう酒で， その 衣を ぶどうの 血で 必 
ず 洗う。 12 その 目は ぶどう酒に よっ 
て 濃く 赤らみ， その-の 白い ことは 乳 
に 上る。 

13 「ゼ ブルンは 海辺に 住み， 船の 停 
泊す る 岸辺に 来る。 その 遠い 側は シド 

む （卜） 

ンに 向く。 

14 「イッ サカ ルは 骨 強き ろば， 二つ 
の 鞍 袋の 間で うずくまる。 15 また 彼 
は， その 休み所が 良く， その 地が 快い 
のを 見る。 彼は 肩を かがめて 重荷を 負 
い， 奴隸 のよう な 強制労働 にも 服す る。 

16 「ダンは イスラエルの 一部 族と し 


ヨハ 10:16 

啓 7:9 
チイ ザ 63:2 


て 自分の 民を 裁く。 17 ダンは 道辺の 
蛇， 路傍の つのへ びと なれ。 これは 馬 
のきび すを かんで 乗り手を 後ろへ 落と 
す。 18 エホバよ， わたしは まことに 
あなたからの 救いを 待ち望む。 

19 「ガ ドは， 略奪 隊が これを 襲う。 
しかし， 彼は その 最後 部に 襲い かかる。 
20 「ア シェルから 出る その パンは 肥 

[才 1  かれ  びみ  [力） 

えて おり， 彼は 王の 美味を 出す。 

21 「ナフタリは すらりと した 雌 鹿。 

ゆうび  ことば  （ク） 

優美な 言葉を 出して ゆく。 

22 「実を 結ぶ 木の 横 枝， ヨセフは 泉 

(コ） 

のほとりに あっ て 実を 結ぶ 木の 横 枝 だ。 
それは へいを 越えて 枝を 出す。 23 だ 
が， 弓を 射る 者たち がしき りに 彼を 悩 
ましてね らい 撃ち， 彼に 対して 敵が い 
心を 抱きつ づけた。 24 それでも 彼の 
弓は とこしなえの 場所に とどまり， そ 

(i?) 

の 手の 力は しなやかであった。 ヤコブ 
の 強力な 者の 手から， その もとから， イ 
スラ エルの 石なる 牧者が 出る。 25 そ 

ちち  もの m 

れは あなたの 父の 裡 から 出る 者で， あ 
なた を 助ける。 彼は 全能者 と共にい る。 
そして， 上なる 天の 祝福， 下に 横たわ 
る 水の 深みの 祝福， 乳房と 胎の 祝福を 
もって あなたを 祝福す る。 26 あなた 
の 父の 祝福は まさに とこしえの 山の 祝 
福に 勝り， 定めな く 保つ 丘の 装飾に [勝 
る]。 それは ヨセフの 頭に， そうだ， 兄 
弟たち の 中からより 出された 者の 頭の 

いただき  [ノ） 

頂 にと どまる。 

27 「ベニヤ ミンは おおかみの ごとく 

セ 民 13:8; ヨシ 1:6; ヨシ 8:18; 裁 6:14; 裁 11:32; ソ詩 
80:1; 夕創 45:7; 創 50:20; イザ 28:16; マタ 21:42; ベ テ I  2: 
4; チ ヨハ 17:3; ツ フィ 4:19; テ ヘプ 10:12; ト マラ 3:10; 
ナ申 33:13; イザ 11:9; ニ イザ 59:21; ヌ ヨシ 17:14; ネイ 
ザ 54:10;  ノ申 33:16; 使徒 7:9。 


95  ヤコブの 死。 香 詰め 保存 処置が 施され， カナンへ 運ばれる  創世 49:28 — 50:11 


しきりに かき 裂く。 朝には 捕らえた 獲 
物を 食 L 、，夕べに は 分捕り 物を 分かつ」。 

28 この すべてが イスラエルの 十二 
部族で あり， これは その 父が 彼らを 祝 
福した さいに 話した 事柄で ある。 彼は 
自分が 与える 祝福に したがって その ひ 
とり ひとりを 祝福した。 

29 その後 [ヤコブ] は 彼らに 命じて 
こう 言った。 「わたしは 自分の 民の も 
とに 集められようと している。 わたし 
を， ヒッ タイト 人エ フロンの 畑地に あ 
る 洞く つに 父たち と 一緒に 葬って ほし 
い。 30 カナンの 地の マ ムレの 前に あ 
るマク ペラの 畑地の 洞く つに。 その 畑 
地は， 埋葬地と して 所有す るた め アブ 
ラ ハムが ヒッ タイ ト 人エ フロンから 買 
い 取った もの だ。 31 そこには アブ ラ 
ハムと その 妻 サラが 葬られた。 そこに 
は イサクと その 妻 リベカ も 葬られた。 
そ して わた しは そこに レアを 葬った。 
32 買い取った 畑地と そこに ある 洞く 
つは へ 卜の 子ら から 得た もの だ」。 

33 こうして ヤコブは その子ら に 命 
じ 終えた。 そのの ち 自分の 足を 寝い す 
の 上に そろえ， 息 絶えて 自分の 民の も 
とに 集め られ た。 

r a そのと き ヨセフは 父の 顔を 抱い 

ri 1 1  w  ^  かれ 

て 泣き ぬれ， また 彼に 口 づけす 
るので あった。  2 その後 ヨセフは 自 
分の 僕たち， 医者たち に 命 じて 父の [遺 
体の] 香 詰め 保存を 行なわせた。 それ 
で 医者た ちは イスラ エルに 香 詰め 保存 
処置を 施し， 3 彼のた めに 満四 十日を 
かけた。 香 詰め 保存の ために これ だけ 
の 日数を かける 習わしな ので ある。 そ 
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して エジプト 人は 彼のた めに 七十 日の 
あいだ 涙を 流した。 

4 ついに 彼のた めに 泣く 期日が 過ぎ 
ると， ヨセフは ファラオの 家の 者たち に 
話して こう 言った。 「も し 今 わた しが 
あなた 方の 目 に 恵みを 得て いましたら， 
どうか ファラオの 聞く ところでこう 話 

ちち  ちか 

してく ださい。  5 『父は わたしに 誓わ 
せて こう 申し ま した。 「見よ， わたしは 
死のうと している。 わたしが カナンの 
地で 自分の ために 掘り抜いた わたしの 
埋葬 所， そこに わたしを ： 葬 るよう に」。 
それで 今， どうか 上って 行って わたし 
の 父を 葬らせて ください。 その後 わた 
しは 戻って まいります』 と」。  6 それ 
に対して ファラオは 言った， 「上って 
行って， あなたの 父が あなたに わせ 
たと おりに 葬って きなさい」。 

7 それで ヨセフは 父を 葬る ために 
上って 行った が， ファラオの すべての 
僕， その 家の 年長者と エジプトの 地の 
すべての 年長者たち ， 8 また ヨセフの 
家の すべての 者， および その 兄弟たち 
と 父の 家の 者たち も 共に 上っ て 行った。 
彼ら の 小さ な 子供た ち およ び 羊の群れ 
と 牛の 群れ だけは ゴ シェンの 地に 残し 
た。 9 また， 幾 台 もの 兵車 や 騎手たち 
も 共に 上って 行った ため， その 宿営は 
非常に 大勢に なった。 10 こうして 一 
行は アタ ドの 脱穀 場に 来た。 それは ヨ 
ル ダン 地方に あり， そこで 彼らは 非常 
に 大きく 激しい どうこくの 叫びを 上げ 
た。 また 彼は 父の ために 七日の あいだ 
喪の 儀式を 行なった。 11 すると その 
地の 住民の カナン 人が アタ ドの 脱穀 場 


創世 50:12—26  ヤコブを マク ペラの 洞く つに 葬る。 ヨセフの 死  96 

における その 喪の 儀式を 見て， 「これ 第50 章  ください， わたしたちは あなたに 対し 

は エジプト 人の ための 盛大な 喪 だ」 と 7  #J 10:19 て奴隸 のよう な 者です」。 19 そのと 
叫んだ。 そのため そこの 名は アベル. ィ だは き ヨセフは 彼らに 言った， 「恐れたり 
ミツ ライムと 呼ばれた。 それは ヨルダ  i76:1 しないで ください。 わたしが 拽の 地位 
ン 地方に ある。  ゥ にで もい るので しょうか。  20 あなた 

12 そして その子ら は， 彼のた めに そ 創49:30 方と しては わたしに 対して 悪事を 思い 
の 命じた とおりに していった。 13 つ 図りました。# は それを 良い 事の ため 
まり， 子ら は 彼を カナンの 地に 運び， S  28；!1 に 図られた のです。 それは， 今日 見る 
マク ペラの 畑地， すなわち 埋葬地と し 37:28 とおり 多くの 民を 生き長らえさせ るた 
て 所有す るた め アブラハムが ヒッ タイ  m 105?17 めでした。 21 ですから 今， 恐れたり 

卜 人エ フロンから 買い取った， マ ムレ ニは しないで ください 0 わたし 自身， 皆 さ 
の 前に ある 畑地の 洞 くつに こ れ を葬っ  ^ 13：5 んと 皆さんの 小さ な 子供たち に 食物を 
4 14 その? I， そ— むり 森え て 力^  rr して ゆきまん こぅして! 皮れ らを 
から， ヨセフ， すなわち i とそ Sk 弟 ，マ28 エ。 I： め， 彼らに 話して 安心 させた。 

たち また 彼の 父を 葬る ため 共に 上った キマタ 6:i2  22 そして ヨセフ， すなわち 彼と そ 

もの  かえ  マタ 18:35  ちち  いえ  ひ  つづ  す 

すべての 者は エジプトに 帰った。  の 父の 家とは 引き続き エジプトに 住ん 

15 ヨセフの 兄弟たち は， 父が 死んだ $3D7:1() だ。 ヨセフは 百 十 年生き た。 23 そし 

のを 見て こう 言うよう になった 0  「ヨ - て ヨセフは エフ ライムの 三代 目の 子ら 

セフ はわた したち に 敵が い 心を 抱い  を 見， また マナ セの 子 マキ ルの 子ら を 

M  おこ ア創 37:7 

ている かもしれ ない。 わたしたちが 行 ヱフ 6:7  [見た]。 それらは ヨセフの ひざに 生ま 

なった すべての 悪事に 対して きっと 仕 ィ 申32 ぼ 19 れ たので あ 4。 24 ついに ヨセフは 兄 
返しを する だろう」。 16 それで 彼ら 弟たち に 言った， 「わたしは 死のうと 
は ヨセフ への 命令を このよう な 言葉で  S Si? しています。 しか し® は 必ず あな た 方 
述べた。 「あなたの 父は 赤ぬ 前に 命じ  〇^8；28 に 注意を 向け， この 地から きっと 携え 
てこう 言いました。 17 『あなた 方は Xfj_47：12  出して， アブラハム， イサク， ヤコブに 
ヨセフに こう 伝える ように。 「わたし  誓われた 地に 至らせて くださる でしょ 

は 切に お願いす る。 兄弟たち の 違背と  う」。  25 それで ヨセフは イスラエル 

あなたに 悪事を 行なった その 罪と を ど 代17:14 の 子ら に 誓わせて こう 言った。 「拽は 
うか 赦 してやって くれる ように」』 と。 キ 創30:3  必ず あなた 方に 注意を 向けて ください 
ですから 今， あなたの 父の 神の 僕たち ク 出4:31  ます。 ですから あなた 方は ぜひとも わ 
の 違背を どうか お赦 しく ださい」。 そ ヶ 創12 :7  たしの 骨を ここから 運び 上る ようにし 
れ で， 彼らが [このように] 言って きた  SS?3 てくだ さム 」。  26 その後 ヨセフは 百 

なみだ  なが  さい  し  ひとびと  かれ  いたい  こう 

とき， ヨセフは 涙を 流す のであった 0  13:19 十 歳で 死んだ 0 人々 は 彼の [遺体の] 香 

18 その あと 兄弟たち もやって 来て 彼  n；22 詰め 保存を 行なわせた。 彼は エジプト 

の 前に ひれ 伏し， こう 言った 0  「ご覧 サ創 50:2  で棺に 入れられた 0 


出 エジプト 記 

-I さて， これらは ヤコブと M にエジ 第1 章 た。 12 しかし 圧迫 すれば する ほど 綾 
丄プト に 来た イスラエルの 子ら の 名 =  ら は磕 え， それだけよ けいに 増え 広が っ 
である。 それぞれ その 家の 者たち も 共 ゥ 出6:15  ていった。 それで， イスラエルの 子ら 

(7)  [ィ]  エ出 2:1  おそ  かん 

に 来た。 2 すなわち， ル ベン， シメ オ 出6:16  のために むかつく ような 怖れを 感じる 

[ゥ）  (I)  W  {*) 才代 I  2:3  [7)  じん 

ン ，レビ， そして ユダ， 3 イッ サカ ル， ヘプ7:14 のであった。 13 そこで エジプト 人は 

(キ）  [ク）  [ヶ）  力 創 46:13  どれい  あっせい 

ゼ ブルン， そしてべ ニヤ ミン， 4 ダン キ 創46: 14 イスラエルの 子ら を奴隸 にして 圧制の 
と ナフタリ， ガ ドと ア シェル。  5 そし ^146:23 下に 置いた。 14 そして， 粘土 モル タ 
て， ヤコブの 上 股から 出た 魂は 全部で 7：13 ル やれん がを 扱う 厳しい 奴隸 労働， ま 

サ創 46:16  の  (1) 

七十の 魂であった。 ヨセフは すでに エ シ代 じ:3。 た 野に おける あらゆる 奴隸 労働を もっ 

M  し  ス創 46:26  かれ  せいかつ 

ジプト にいた。  6 ついに ヨセフは 死 1〇：22  て 彼らの 生活を つらい ものにし ていっ 
に， また 彼のす ベての 兄弟と その 世代 vLo：26 た。 まさに あらゆる 形の 奴隸 労働で あ 
のす ベての 者たち も [死んだ]。 7 そ ^SJ26:5 り， 彼らを 圧制 下の 奴隸 として それに 

おお  使徒 7:17  もち  （才） 

して イスラエルの 子ら は 子を 多く 生ん チ 使徒 7:18 用いた ので ある 0 
で 群れを なすよう になった。 彼らは 殖 ッ 15 後に エジプトの 王は へ ブライ 人 
えつ づけ， 普通を はるかに 超えた 勢い テ^だ f の 産婆たち に 言った。 その 一方の 者の 

きょうだい  ち  使徒 7:19  たほう 

で 強大に なって ゆき， その 地は 彼らで コ 名は シフ ラ， 他方の 者の 名は プアと 

み  W  卜 創 15:13  かれ  い 

満たされる ようになった。  出3:7  いったが， 16 彼は まさにこう 言った 

し  民 2〇：!5  じん  たす 

8 やがて， ヨセフの ことを 知らな  ^26；®34 ので ある。 「へ ブライ 人の 女を 助けて 
い 新しい 王が エジプトの 上に 立った。 ナ 創47:11 出産させる 際， その 者が 産み 台の 上に 
9 そして 彼は 自分の 民に こう 言うよ 第二 欄 いるのを よく 見て， それが もし 男の子 

かなら  し 

うに なった。 「見よ， イスラエルの 子 ァ 2 ぽ t であれば 必ず 死なせる の だ。 だが， 女 

われわれ  かずお お  きょうだい ⑼  ^ 105.38  い 

らの 民は 我々 より 数が 多くて 強大 だ。 1 ば 31 の 子で あれば， 生かして おくよう に」。 
10 さあ， あの 者たち を 抜かりな く扱っ  使徒7 :6 17 しかし 産婆たち は [まことの] 裡を 

【テ） かれ  ふ  せん ウ^'/' M 14 おそ  阁  はな 

て， 彼らが 殖えない ようにし よう。 戦 ヱ だ 。 恐れた。 そのため エジプトの 王が 話し 

そう  お  ばあい  われわれ  詩 8l:b  おこ  [ク】 

争で も 起きた 場合， 彼らは きっと 我々 才 出， たと おりには 行なわず， 男の子たち も 

にく  くわ  たたか  レビ 25:4 ミい  w 

を 憎む 者たち に 加わって 我々 と 戦い， ^29^:13 生かして おくのであった。 18 やがて 
この 国から 出て 行って しまう だろう」。 :: プ エジプトの 王は その 産婆たち を 呼んで 
11 それで 彼らは， この 人々 に 重荷を  ^38ie：4 こう 言った。 「どうして そのような こ 
負わせて 圧迫す るた め， その上に 強制 +^8：?315 とを して 男の子まで 生かして おいた の 
労働の 長たち を 立てた。 彼らは ファラ 6；13 か」 0 19 それに 対し 産婆たち は ファ 

ちょぞうしょ  とし  マタ 1〇：28  い  じん 

才 のために， 貯蔵所と なる 都市， すな 使徒5:29 ラオに 言った， 「へ ブライ 人の 女たち 

[ナ 1  た  ケ創 9:6 

わち ビトムと ラ アム セスを 建てて いっ コ伝 8:4  は エジプト 人の 女の ようでは ないから 


97 


出 エジプト 1:20—2:13  モー セの 誕生， 隠される， 養子と なる  98 


です。 活気が あって， 産婆が 行き着く 
前に， もう 産み 終えて いるので す」。 

20 このため# は その 産婆たち に 良 
くされた。 そして この 民は 一層 多くな 
り， 非常に 強大に なって いった。 21 ま 
た， 産婆たち が [まことの] 裡を 恐れる 
者であった ため， [裡] は 後に 彼女たち 
にも 家族を 授ける のであった。 22 つ 


いに ファラオは 自分の 民 すべてに 命じ 
て 言った， 「生まれて 来る 男の子は み 
な ナイル川に 投げ込み， 女の子は すべ 
て 生かして おくの だ」。 

2 そうした ころに レビの 家の ある 
人が 行って レ ビの 娘を め とった。 
2 そして その 女は 妊娠し， 男の子を 産 
ん だ。 その子が いかにも 麗しい のを 見 
て， 彼女は 太陰 月 三月の あいだ これを 
隠して おいた。 3 もはや 隠し きれな く 
なった 時， 彼女は その子の ために パピ 
ルスの ひつを 取り， それに 歴 青と ピッ 
チを 塗り， 子供を その 中に 入れて ナイ 
ル 川の 岸辺の 葦の 間に 置いた。 4 さら 
に， その 姉は その子が どうなる かを 見 
ようと して 少し 離れた 所に 身を 置いた。 

5 しばらく 後， ファラオの 娘が ナイ 
ル 川 で 水浴びを す るた めに 下り て 来て， 
その 侍女たち は ナイル川の ほとりを 歩 
いていた。 そして 彼女は 葦の 茂みの 中 


にある その ひつを 見つけた。 すぐに 彼 
女は 自分の 奴隸 女を やって それを 取っ 
て 来させた。 6 それを 開けて 彼女が 
見た のは 子供であった。 しかも， 男の 
子が 泣いて いるので あった。 それを 見 
た 彼女は， 「こ れ はへ ブライ 人の子 供 
です」 と 言いながら も， その子に 対し 


第 1 章 


イ詩 107:41 
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て 同情を 覚えた。 7 その 時， その子 
の 姉が ファラオの 娘に 言った， 「行っ 
て， あなたの ためにへ ブライ 人の 女の 
中から 特別に 乳母を 呼んで 来 ま しょう 
か。 その 人が あなたの ためこの 子供に 
乳を 飲ませる のです」。 8 すると ファ 
ラオの 娘は 言った， 「行って おいで！」 
乙女は 直ちに 行って， その子 供の 母親 
を 呼んで 来た。  9 すると ファラオの 
娘は 彼女に 言った， 「この 子供を 連れ 
て 行って， わたしの ために これに 乳を 
飲ませて ください。 わたしが あなたに 
その 報酬を 取らせます か 4」。 そこで 
女は その子 供を 連れて行 っ て 乳を 与え 
た。 10 そして 子供は 成長した。 それ 
で 彼女は その子を ファラオの 娘のと こ 
ろに 連れて行き， こうして 彼は その 息子 
となった。 そのの ち 彼女は その子の 名 
を モー セと 呼んで， こう 言った。 「わ 
たしは この 子を 水の 中から 引き出した 
からです」。 

11 さて， そのころ のこと， モー セは 
次第にた くまし く なって いたが， 自分 
の 兄弟たち の 負って いる 重荷を 見よう 
として その もとに 出て 行った。 そして 
彼は， 自分の 兄弟の 中の あるへ ブライ 
人に ひとりの エジプ ト 人が 殴り かか っ 
ている のを 見た。 12 それで 彼は あた 
りを 見回し， そこに だれもい ない のを 
見てから， その エジプト 人を 打ち倒し， 
これを 砂の 中に 隠した。 

13 ところが， 彼が その 翌日に 出て 行 
くと， 4 度は 二人のへ ブライ 人の 男が 
つかみ 合いを している のであった。 そ 
れで 彼は 間違って いる ほうの 者に こう 


99  ミディ アンへ 逃れる。 燃える いばらの 茂み  出 エジプト 2：14—3：4 

言った。 「どうして あなたは 自分の 仲 第2 章 セは この 人の もとにと どまり たいとい 
間を 殴ったり する のか」。 14 すると そ H6 う 気持ちを 示し， 彼は 自分の 娘 チッポ 
の 者は 言った， 「だれが あなたを 我々 1 二 ふ ラを モー セに 与えた。 22 後に 彼女は 
の 上に 君 また 裁き 人と して 任命した の ゥ ■  7:28 男の子を 産み， 彼は その 名を ゲル ショ 

W  じんころ  エ箴 19:12  【ィ）  よ  いこくち  がい 

か。 あの エジプト 人を 殺した ように， わ 才出 4:19  ムと 呼んだ。 「わたしは 異国の 地で 外 
たし も 殺す つもりな のか」。 それを 聞い ^fu；27 人 居留 者と なった」 と 彼は 言った ので 
て モー セは 恐れ， 「あの 事は きっと 知 キ gg2  ある。 

られ てし まった に違いない」 と 言った。 ク 出18:12  23 こうして 多くの 日が たつう ちに 

15 後に ファラオは その 事に ついて 聞 コ創 29:1() エジプトの 王は ついに 死んだ 0 しかし 
き 及び， モー セを 殺そうと 図った。 しか サ £}ポ イスラエルの 子ら は その 奴隸 状態の ゆ 
し モー セは ファラオの もとから 逃げて えに なお も 嘆息し， 苦情の 叫びを 上げ 

ゆ W  【キ） ち す  つづ （才）  たす 

行き， ミディ アンの 地に 住もうと した。 ス創 仙3  続けた。 そして， 奴隸 状態 ゆえに 助け 
そ して 彼は ある 井戸の そばに 腰を下ろ  を 求める その 叫びが 終始 [まこ との]# 

した。 16 さて， ミディ アンの 祭司には ヘプ13:2 の もとに 上った。 24 やがて# は 彼ら 
七 人の 娘が いたが， 彼女たち はいつ も 第二 欄 のうめ きを 聞き， 裡は アブラハム， イ 
のように やって来て 水を くみ， 溝に 満 7£!2；i サク， ヤコブに 対する ご 自分の 契約を 
たして 父の 羊の群れに 水を 飲ませる の ^,^15 思い起こされた。 25 そして 裡は イス 
であった 0 17 すると また， 羊飼いた ゥ 使徒7:29 ラエルの 子ら を ご覧に なり，® は それ 
ちがいつ ものよう にやって 来て， 彼女  *  7:7  に 意を 留められた。 

ち'  ち  使徒 7:30  きいし 

たちを 追い散らした。 これを 見て モー ォ 出6:5  Q さて モー セは， ミディ アンの 祭司 
セは 立ち上がり， 女たち を 助け出して  J26；7  〇 である エ テロの 羊の群れの 牧者と 

ひつじむ  の  [コ）  '  かれ  むすめむこ  （サ）  こうや 

その 羊の群れに 水を 飲ませた。 18 そ 力^ f5i なった。 彼は その 娘婿であった。 荒野 
のた め， 彼女たち が 家に 戻って 来たと  tl0?：919 の 西側に 群れを 追ってい るう ち， 彼は 
き， その 父レウ エルは 叫ぶ ようにして キ 使徒7:34 ついに [まことの] 姓の 山， ホ レブに 来 
言った， 「どうして 今日は こんなに 早  た。 2 その 時， エホバの み使いが， い 

かえ  かのじょ  /STl  5*?  しげ  ほのお 

く 帰って来た のか」。 19 そこで 彼女た ヶ創 is:i4  ばらの 茂みの 中， 火の 炎のう ちに あっ 
ちは 言った， 「ひとりの エジプト 人が  ^ 105:8 て 彼に 現われた。 彼が 見て いると， そ 
わたしたちを 羊飼いた ちの 手から 救い 第 3 章 こでは， いばらの 茂みが 火で 燃えて い 
出して くれたの です。 その上 わたした コ^^^  るのに， そのい ばらの 茂みは 燃え尽き 
ちの ために 水まで くんで， 群れに 水を サ裁 1:16  てし まわない のであった。  3 そこで 
飲ませて くれました」。  20 すると 彼 シ 出24: is モー セは 言った， 「少し 立ち寄って， 
は 娘たち に 言った， 「だが， その 人は なぜい ばらの 茂みが 燃えて しまわない 
どこに いるの か 0 どうして その 人を 置 セ 串 33:16 のか， この 太いなる 現象を 調べて みよ 
いて 来たの か 0 お呼びして， パンを 食 ソ^^ ご う」 〇  4 エホバは， 彼が 調べよう とし 
ベて いただきなさい」。 21 その後 モー  H  7；3l て 立ち寄った のを ご覧に なり， 裡 はす 


出 エジプト 3:5—16  エホバは ご 自分の 名の 意味を 説明す る  100 


ぐに そのい ばらの 茂みの 中から 彼に 呼 
びかけ て， 「モー セ， モー セよ」 と 言わ 
れ た。 それで 彼は 言った， 「はい， 私 
はこ こに おります」。  5 すると， こう 
言われた。 「ここに 近づいて はいけ な 
い。 あなたの 足から サンダルを 脱ぎな 
さい。 あなたの 立って いる 場所は 聖な 
る 地 だからで ある」。 

6 そして さらにこう 言われた。 「わ 
たしは あなたの 父の 裡， アブラハムの 
控， イサクの®， ヤコブの 姓で ある」。 
その 時 モー セは 自分の 顔を 覆い隠し 
た。 [まことの]# を 見る ことを 恐れた 
ためで ある。  7 すると エホバは なお 
もこう 言われた。 「わたしは， エジプ 
卜に いる わた しの 民の 苦悩を 確かに 見 
た。 彼らを 駆り立てて 働かせる 者たち 
ゆえの その 叫びを 聞いた。 わたしは 彼 
らの 忍ぶ 苦痛を よく 知ってい るので あ 

W  くだ  い  かれ 

る。 8 それで わたしは 下って 行って 彼 
らを エジプト 人の 手から 救い出し， 彼 
らを その 地から 携え 出して， 良い 広 や 
かな 地， 乳と 蜜の 流れる 地へ 上ろうと 
している。 すなわち， カナン 人， ヒッ 
タイト 人， ア モリ 人， ベリジ 人， ヒビ 
人， エ ブス 人の いる 所へ。 9 そこで 
今， 見よ， イスラエルの 子ら の 叫びは 
わたしの もとに 達した。 わたしは エジ 
ブト 人が 彼らを 圧迫して いる その 圧迫 
も 見た。 10 それで 今， さあ， わたし 
は あなたを ファラオの もとに 遣わそう。 
あなたは， わたしの 民で ある イス ラエ 
ルの 子ら を エジプトから 導き出す ので 
ある」 0 

11 しかし モー セは [まことの]# に 
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使徒 7:33 


使徒 7:32 


ェ出 1:11 
出 6:5 
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言った， 「一体 こ の 私が 何者 だ という 
ので ファラオの もとに 行ったり， イス 
ラエルの 子ら を エジプトから 導き出 
したりす る ことになるので しょ うか」。 
12 するとこう 言われた。 「わたしが 
あなた と共にい るからで ある。 そして， 
わたしが あなたを 遣わした という， あ 
なた のた めの しるしは これで ある。 す 
なわち， あなたが 民を エジプトから 導 
き 出した 後， あなた 方は この 山で [まこ 
との]# に 仕える であろう」。 


13 それでも モー セは [まことの] 进 
に 言った， 「わた しが 今イ スラ エルの 
子ら の もとに 行って， 『あなた 方の 父 
祖の拽 がわた しを あなた 方の もと に 遣 
わした』 と言うと しても， 『その 方の 
名は 何とい うの か』 と 彼らが 言う とす 
れ ば， わたしは これに 何と 言えば よい 
でしょ うか」。 14 すると# は モー セ 
に 言われた， 「わたしは 自分が なると 
ころの ものと なる I。 そして さらに 言 
われた， 「あなたは イスラエルの 子ら 
にこう 言うよう に。 『わたしは なると 
いう 方が わ たしを あなた 方の もとに 遣 


わされた』」。 15 そのの ち# はもう 一 

ど  い 

度 モー セに 言われた， 

「あなたは イスラエルの 子ら にこう 言 
うように。 『あなた 方の 父祖の#， ア 
ブラ ハムの 姓， イサクの 裡， ヤコブの 


裡 エホバが わた しを あなた 方の もとに 
遣わされた』。 これは 定めの ない 時に 至 


[サ 1  よ よ 

る わたしの 名， 代々 にわた る わたしの 


き ねん [シ】  い 

記念で ある。 16 あなたは 行って， イ 


ねんち ょうしゃ  あつ 

スラ エルの 年長者た ちを ぜひ 集め， そ 

ひとびと  かなら  い 

の 人々 に 必ずこう 言いなさい。 『あな 


101  エホバは モー セを 教え諭す； しるしを お与えになる  出 エジプト 3:17—4:7 


た 方の 父祖の®， アブラハム， イサク， 
ヤコ ブの裡 エホバが わた しに 現われて， 
言われました， 「わたしは あなた 方と， 
エジプ トで あなた 方に なされて いる 事 
柄と に 必ず 注意を 向ける。 17 そして 
わたしは 言う， わたしは あなた 方を エ 
ジブ ト 人に よる 苦悩の 中から 携え 出し 
て， カナン 人， ヒッ タイト 人， ア モリ 
人， ベリジ 人， ヒビ 人， エ ブス 人の 地， 
乳と 蜜の 流れる 地に 上る」』。 

18 「そうすれば 彼らは 必ず あなた 
の 声に 聴き 従う であろう。 それで あな 
たは， すなわち あなたと イスラエルの 
年長者た ちとは， エジプトの 王の もと 
に 行き， 彼に 必ずこう 言わなければ な 
ら ない。 『へ ブライ 人の 裡 エホ バ はわ 
たしたち と 接触を 持たれました。 それ 
で 今， お願い致します， わたしたちは 
荒野へ 三日の 旅を して， わたしたちの 
迚 エホバに 犠牲を ささげたい のです』。 
19 だが， 強い 手を もってする のでな 
ければ エジプトの 王は あなた 方に 行く 
許しを 与えない ことを， わたしは よく 
知っている。 20 それで わたしは 自分 
の 手を 伸べ， そのた だ 中で 行なう あら 
ゆる 不思議な 業を もって エジプトを 打 
たねば ならない。 その後に 彼は あなた 
方を 送り出す であろう。 21 そして わ 
たしは こ の 民が エ ジプト 人の 目に 好意 
を 得る ようにす る。 あなた 方が 出て 行 
く 時， むなし 手で 出る ような ことは な 
い。 22 それで， 女は それぞれ _ 分の 
隣り 人から， また _ 分の 家に 外国人と 
して 住んで いる 女から， 銀の 品， 金の 
品， また マントを 求め， あなた 方は そ 


第 3 章 


創 48:15 


ゥ創 15:13 
レビ 26:13 
ネへ 9:9 
使徒 7:34 


キ出 4:31 
出 20:19 


ク創 14:13 
創 40:15 
出 10:3 

ケ出 5:3 


i  7:16 
i  8:27 
i  10:26 


サ出 5:2 
出 7:4 


シ詩 118:15 


出 12:33 
申 6:22 
詩 135:9 
使徒 7:36 


第二 欄 

ア創 15:14 
出 12:36 
詩 105:37 


ィ出 2:14 
使徒 7:25 

ゥ出 8:5 
h  17:5 
珐 20:11 


すサ I  2:27 
使徒 7:32 


ク創 28:21 
ルカ 20:37 


王 n  5:27 


れを 自分の 息子 や 娘に 着けさせる こと 
になる。 あなた 方は エジプト 人からは 
ぎ 取る ので ある」。 

A しかし モー セは 答えて 言った， 「で 
^ すが， 彼らが わたしを 信じず， わ 
たしの 声に 聴き 従わないならば どうで 
しょうか。 『エホバが あなたに 現われ 
たはず はない』 と 彼らは 言う でしょう 
から」。  2 すると エホバは 言われた， 
「あなたの 手に ある それは 何 か」。 それ 
で 彼は 言った， 「杖です」。 3 その後 
こう 言われた。 「それを 地に 投げよ」。 
そこで 彼が 地に 投げた ところ， それは 
蛇と なった。 モー セは それから 逃げよ 
うとす るので あった。 4 次いで エホバ 
は モー セに 言われた， 「手を 出して そ 
の 尾を つかみなさい」。 そこで 彼が 手を 
出して つかむ と， それは 彼の 手のひら 
で 杖と なった。 5 「これは， 彼らの 父 
祖 の# エホバ， アブラハムの®， イサ 
ク の裡， ヤコブの 拽が あなたに 現われ 
たこと を 彼らが 信じる ためで ある」 と 

い 

言われた。 

6 それから エホバは もう 一度 彼に 言 
われた， 「さあ， あなたの 手を 衣の 上 
ひだに 差し入れなさい」。 それで 彼は 
手を 衣の 上 ひだに 差し入れた。 そして 
それを 引き抜いて みると， その 手 はら 
い 病に 打たれて 雪の ようになって いる 
のであった。 7 その後こう 言われた。 
「あなたの 手を 衣の 上 ひだの 中に 戻し 
なさい」。 それで 彼は 手を 衣の 上 ひだ 
の 中に 戻した。 そして 衣の 上 ひだの 中 
から 引き抜いて みると， それは 元 ど お 
りに なり， ほかの 肉と 同じよう になっ 
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ている ので あっ /L  8 こう 言われた。 第4 章 彼は いま あなたに 会おうと して 出かけ 
「それで， 彼らが あなたを 信じず， 最初 7f/8!3 て 来て いる。 本当に あなたを 見た な 
のしる しの 声に 聴かない としても， 後 ^  1〇：38 ら ，その 心は まさに 歓 ぶこと であろう。 

のしる しの 声には 必ず 聴く ことにな ろ  _  7:36 15 そして あなたは 彼に 話して， 言葉を 

う。 9 だが， 彼らが これら 二つの しる ヴテサ 113:2 その 口に 置く ので ある。 わたしが あな 
しを さえ 信じず， あなたの 声に 聴き 従 ヱ*4:30  たの 口， また 彼の 口に あって， あなた 
わないならば， その 時 あなたは ナイル ォ 出6: 12  方の 行なうべき ことを 教える。 16 そ 

川の 水を 幾らか 取って， それを 乾いた  ^ i；622 れで 彼が あなたに 代わって 民に k 舌す こ 
陸地に 注ぎ 出さねば ならない。 あなた  3D 11:6 とになる。 彼が あなたに 対して 口と な 
が ナイル川から 取った その 水は 必ず， り， あなたは 彼に 対して 迚の 役を する 
乾いた 陸地の 上に あって まさに 血と な  H  \z20n ので ある。 17 そして， この 杖を あな 

るので ある」。  +|^51:15  たの 手に 取り， それを もって しるしを 

10 その 時モー セは エホバに 言った， 行なうよう に」。 

「お許しく ださい， エホバよ， 私は 流 ルヵ12:12 18 そこで モー セは 行って しゅうと エ 
ちょうに せる 者では ございません 0 ク民 26:59 テロの もとに 戻り， こう 言った。 「お 
それは 昨日から でも， その 前からで も， 一襴 願いです， わたしは 行って， エジプト 
あなたが この 僕に 話されてから のこと 7|,J33:4  にいる わたしの 兄弟たち のと ころに 戻 
でもありません。 私は 口が 重く， 舌の  Ssllao りたい のです。 彼らが なお 生きて いる 
重い 者な のです」。 11 すると エホバ ィ出 4:28  かどう かを 見る ためです」。 すると エテ 
は 言われた， 「だれが 人の ために 口を  口は モー セに 言った， 「安心して 行き 

設けた のか。 だれが 口の きけない 者 や 15x1/1:9 なさい」。 19 その後 エホバは ミディ 
耳の 聞こえない 者を， 視力の さえた 者 ぶ :13 アンで モー セに こう 言われた。 「行っ 
や 盲目の 者を 設ける のか。 それは わた  3113:5  て， エジプトに 戻りなさい。 あなたの 
し， エホバでは ないか。 12 だから 今， ，：2  魂を つけねらって いた 者は みな 死ん 
出かけて 行きなさい。 わたしが あなた 力 I は だからで ある」。 

の 口に あって， どう 言うべき かを 教え  10:34  20 そこで モー セは 妻と 息子たち を 連 

よ ^」。 13 しかし 彼は 言った， 「お 許 キ 出7:19  れ， それらの 者を ろばに 乗せて， エジ 
しく ださい， エホバ， どうか， あなたが ク 以  ブトの 地へ 戻って 行った。 さらに モー 
遣わそうと して おられる 者の 手に よっ  R 10:29 セは [ま ことの]® の 杖 も その 手に 携 
て お遣わしになります ように」。 14 すヶ豐 徒30 ほ。 えて 行った。 21 そして エホバは モー 
ると エホバの 怒りは モー セに 対して 燃  セに さ ら にこう 言われた。 「行って エ 

い  3  1:17  もど  のち  がた 

えた。 しかし， こう 言われた。 「レビ  ジ ブトに 戻った 後， あなた 方は， わた 

人ア ロンは あなたの 兄弟では ないか。  しが あな たの 手に ゆだねた すべての 奇 

わたしは， 彼が よく 話す ことので きる  S20:8  跡を ファラオの 前で 実際に 行なうよう 
者で ある ことを 知っている 0 しかも， ス出 7:9  に 。わたしは， 彼の 心を かたくな にな 
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ら せる。 そのため 彼は 民を 去らせない 
であろう 0  22 それで あなたは ファラ 

才に 言わねば ならない， 『エホバは こ 
のように 言われ ま した。 「イスラエル 
はわた しの 子， わたしの 初子で ある。 
23 ゆえに わたしは あなたに 言う， わた 
しの 子を 去らせて， わたしに 仕えさせ 
よ。 だが， もし これを 去らせる ことを 
拒む ようで あれば， 見よ， わたしは あ 

な たの子， あなたの 初子を 殺す ことに 

(エ） 

なろう」』」。 

24 さて， 道の 途中， 宿り 場での こと， 
エホバは 彼に 会い， これを $ に 至らせ 
るすべ をし きりに 求められた。  25 つ 
いに チッポ ラは 火打ち石を 取り， 息子 
の 包皮を 切り取って， それを 彼の 両足 
に 触れさせ， こう 言った。 「あなたは 
わたしに とっ て 血の 花婿 だか ら です」。 
26 それで その 者は 彼を 放して 行かせ 
た。 このと き 彼女が 「血の 花婿」 と 
言った のは， 割礼の ゆえであった。 

27 それから エホバは ア ロンに こう 言 
われた。 「荒野に 行って モー セに 会い 
なさい」。 それで 彼は 進んで 行き， [ま 
ことの] 独の 山で [モー セ] に 会い， こ 
れに口 づけした。 28 それから モー セ 
は， 自分を 遣わされた エホバの すべて 
の 言葉を ア ロンに 告げ， 自分が 行なう 
ように 命じられた すべての しる しにつ 
いても [話した]。 29 その後 モー セと 
ア ロンは 行って， イスラエルの 子ら の 
すべての 年長者を 集めた。 30 そ して 
ア ロンは エホバが モー セに 話された す 
ベての 言葉を 話し， [モー セ] は 民の 目 
の 前で その しるしを 行なった。  31 こ 
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れを 見て 民は 信じた。 エホバが イスラ 
エルの 子ら に 注意を 向けられ， 彼らの 
苦悩を ご覧に なった ことを 聞く と， 彼 
らは 身をかがめて 平伏した。 

5 その後 モー セと ア ロンは ファラオ 
の もとに 行って， こう 言った。 「イ 
スラ エルの® エホバは このように 言わ 
れ ました。 『わたしの 民を 去らせ， 荒野 
で わた しのた めに 祭り を 行なわせよ』」。 
2 しかし ファラオは 言った， 「エホバ 
が 何者 だとい うので， わたしは その 声 
に 従って イスラエルを 去らせなければ 
いけない のか。 わたしは エホバな ど 知 
ら ない。 まして， イスラエルを 去らせ 
るよう な ことは しな I1、」。  3 しかし 彼 

ら はなお も 言った， 「へ ブライ 人の 裡 
はわた したち と 接触を 持たれ ま した。 
お願い致します， わたしたちは 荒野へ 
三日の 旅を し， わたしたちの 裡 エホバ 
に 犠牲を ささげたい のです。 そうしな 
ければ， 疫病で， あるいは 剣で わたし 
たちを お打ちになる かも しれません」。 
4 すると エジプトの 王は ふたりに 言っ 
た， 「モー セと ア ロン， どうして お前 
たちは 民を 仕事から 離れさせる のか。 
行って 自分たち の 荷を 負え！」 5 ファ 
ラオは さらに 言った， 「見よ， 今 この 
地の 民は 多い。 それで お前たち は 彼ら 
が 荷を 負う ことを やめさせよう という 
の/?」。 

6 直ちに その 日， ファラオは， 民を 
駆り 立てて 働かせ る 者と [民] のつ かさ 
たちに 命じて こう 言った。 7 「あなた 


セ エレ 38:4; 使徒 16:20; ソ出 1:11; 出 2:11; 夕出 1:9; 
チ 出 6:6; ツ出 3:7。 


れんが 作りの 仕事。 圧制が 強まる 
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方は れんがを 作る ための わらを これ ま 
でのよう に 集めて 民に 与えて はなら な 
い。 彼らに 行かせて 自分たち で わらを 
集めさせよ。 8 それでも， 彼らが これ 
まで 作って いた 要求 量の れんがは， 今 
後 も 彼らに 課する の だ。 少しも 減らし 
ては ならない。 彼らは たるんで いる。 
だから， 『わたしたちは 行きたい。 自 
分たち の迚に 犠牲を ささげたい！』 な 
どと 叫んで いるの だ。  9 この 者たち 
に 対し その 労役を 重く して， その 仕事 
に 当たらせよ。 偽りの 言葉に 注意を 向 
けさせない ようにせ よ」。 

10 それで 民を 駆り立てて 働かせる 
者と [民] のつ かさたち は 出て 行って， 
民に こう 言った， 「ファラオは このよ 
うに 言われた。 『わたしは お前たち に 
もう わらを 与えない。 11 お前たち が 
行って， どこで あれ それの 見つかる 所 
で 自分たち で わらを 得る ように。 お前 
たちの 労役は 少しも 減らされる ことは 
ない』」。 12 そのため 民は エジプトの 
全土に 散って， わらを 得る ための 刈り 

かぶ  あつ  かれ  か 

株を 集めた。 13 そして， 彼らを 駆り 立 
てて 働かせる 者たち はしき り にせき 立 
てて こう 言った。 「お前たち は 各々 自 
分の 仕事を， わらが 手に入った 時と 同 
じように 日 ごとに やり 終えよ」。 14 後 
に， ファラオの 職長たち が イスラエル 
の 子ら の 上に 立てた [民] のつ かさたち 
は， 「どうして お前たち は， これまで 
と同じように れんがを 作る という 自分 
たちの 規定の 仕事を， 昨日 も 今日 もや 
り 終えなかった のか」 と 言って 打ちた 

[シ） 

たかれた。 
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15 そのため， イスラエルの 子ら のつ 
かさたち は ファラオの もとに 行き， こ 
う 叫ぶ ようになった。 「どう して 僕 ど 
もを このように あしらわれ るので しょ 
うか。 16 僕 どもに わらは 与えられて 
おりません。 それな のに 彼らは わたし 
どもに， 『れんがを 作れ！』 と 言って 
おります。 ご覧く ださい， とがめは あ 
なた の 民に あります のに， この 僕 ども 
が 打ちた たかれて おります」。 17 し 
か し 彼は 言った， 「 お前た ちは たるん 
でい る， たるんで いるの だ！  だから， 
『わたしたちは 行きたい。 エホバに 犠 
性を ささげたい』 などと 言って いるの 
だ。 18 さあ， 行って， 働け！ お前 
たちに わらは 与えられな いが， それで 
も 定めの 量の れんがは 納める の だ」。 

19 それで， イスラエルの 子ら のつ 
かさたち は 自分たち が 苦しい 立場に い 
る ことを 知った。 「お前たち のれんが 
は， だれの 日 ごとの 割り当てから も， 一 
片 たりと も 減らして はならない」 と 言 
われた からで ある。 20 そのの ち 彼ら 
は モー セと ア ロンに 出会った。 ふたり 
は， ファラオの もとから 出て 来る 彼ら 
を 迎える ため， そこに 立って いたので 
ある。 21 すぐに 彼らは 言った， 「エ 
ホバが あなた 方を ご覧に なっ て 裁きを 
下される ように。 あなた 方は わたした 
ちを ファラオの 前 また その 僕たちの 前 
で 不快な においの 者に ならせて， わた 
したち を 殺す 剣を 彼らの 手に 置いて 
いるので す」。  22 それで モー セは エ 
ホバに 向かって こう 言った。 「エホバ 
よ， なぜ この 民を つらい めに 遭わせら 


3 そして わたしは， アブラハム， 
イサク， ヤコブに 対し 常に 全能の 神と 
して 現われた が， わたしの 名 エホバに 
関しては 自分を 彼らに &ら せなかった。 
4 また わたしは， カナンの 地， すな わ 
ち 彼らが 外国人と して 居留した その外 
人 居留の 地を 与える ため， 彼らに 対し 
てわたしの 契約を 立て‘。  5 そして 
この わたしは， エジプト 人が 奴隸 にし 
ている イ スラ エルの 子ら のうめ きを 聞 
いて わた しの 契約を 思い起こ した。 

6 「それゆえ， イスラエルの 子ら にこ 
う 言いなさい。 『わたしは エホバで あ 
る。 わたしは 必ず あなた 方を エジプト 
人の 課する 重荷の 下から 携え 出し， そ 
の奴隸 状態から 救い出す。 わたしは ま 
さに， 伸ばされた 腕と 太いなる 裁きと 
を もって あなた 方を 取り戻す。 7 そし 
てわたし は 必ず あな た 方を ひとつの 民 
として わたしの ために 取り， あなた 方 


105  救出の 約束が 再度 語られる 

れ たのです か。 どうして わたしを お 遣 
わしに なった のです か。 23 わたしが 
ファラオの 前に 出て あなたの み 名に お 
いて 語って からと いう もの， 彼は この 
民を つらい めに 遭わせて おり， あなた 
は ご 自分の 民を 救い出して など おられ 
ません」。 

すると エホバは モー セに 言われた， 

°  「今 あなたは， わたしが ファラオに 
対して 行なう 事柄を 見る であろう。 強 
い 手の ゆえに 彼は この [民] を 去らせ， 

強い 手の ゆえに これを 自分の 土地から 
追い立てる ことになるからで ある」。 

2 そして® は モー セに さらに 話して 
こう 言われた。 「わたしは エホバで あ 
る。 
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出 エジプト 5：23—6：14 

に対して まさしく 拽 となる。 あなた 方 

は， わたしが あなた 方の# エホバで あ 

り， あなた 方を エジプトの 重荷の 下 か 

ら 携え 出して いる 者で ある ことを 確か 

に 知る であろう。 8 そして わたしは， 

アブラハム， イサク， ヤコブに 与える 

ため わた しが 誓いの 手を 上げた その 土 

地へ あなた 方を 必ず 携え 入れる。 それ 

を あなた 方の 所有物と して 与える ので 
[エ）  （才 1 

ある。 わたしは エホバで ある』」。 

9 後に モー セは このと おりの ことを 

イスラエルの 子ら に 話した が， 彼らは 失 

意の ため， また 厳し L ヽ奴隸 状態の ゆえに 

モー セ [の 述べる こと] を 聴かなかった。 

10 その 時 エホバは モー セに 話して 

言われた， 11 「行って， エジプトの 王 

ファラオに， イスラエルの 子ら を その 

地から 去らせる ようにと 言いなさい」。 

12 しかし モー セは エホバの み 前に 話し 

てこう 言った。 「ご覧く ださい， イス 

ラエルの 子ら はわた し [の 述べる こと] 

を 聴きませんでした。 どうして ファラ 

才 がわた し [の 言葉] を 聴き 入れたり す 

るでしょう か。 わたしは 唇に 割礼の な 

い 者な のです」。 13 しかし エホバは な 

おも モー セと ア ロンに 話し， イス ラエ 

ルの 子ら と エジプトの 王 ファラオに 対 

す る 命令を それら ふた りに よって さら 

に 発せられた。 イスラエルの 子ら をエ 

ジブ トの 地から 携え 出す ためであった。 

14 これが 彼らの 父の 家の 頭たち であ 

ちょうし  味 

る。 すなわち イスラエルの 長子 ル ベン 
の 子は ハ ノクと パル， へツ ロンと カル 
ミ。 これらが ル ベンの 諸家 族で ある。 


出 エジプト 6:15—7:3  各部 族の 頭たち。 エホバは モー セを 強める  106 

15 また， シメオンの 子は エム エル， 第6 章  カナ， アピア サフ。 これらが コラ 人の 
ヤ ミン， オハ ド， ヤ キン， ツォ ハル， そ 7 代14:24  諸家 族であった。 

れに カナン 人の 女の子 シャウ ル 0 これ ョシ ル9  25 また， ア ロンの 子エ レア ザルは プ 

しょ かぞく  【ィ）  ウ民 26:57  むすめ  ひとり  つま 

らが シメオンの 諸家 族で ある 0  I@j  29:34 ティ エルの 娘の 一人を 妻と してめ とっ 

16 また， これが その 家筋 ごとに [示 才 m た。 彼女は 後に ビネ ハスを 彼に 産んだ。 
した] レビの 子ら の 名で ある。 すな わ 力 民3 … これらが， その 家族 ごとに [示した]， 
ち， ゲル シ ョン， コハト， メ ラリ。 そ レビ 人の 父たち の 頭で ある。 

して， レビの 生きた 年数は 百 三十 七 年  m  23:12  26 これが， 「イスラエルの 子ら を そ 

ケ民 3:20  ぐ，  ち  たず さ 

であった。  &  23:21 の 軍に したがって エジプトの 地から 携 

かぞく  コヨシ 21:40  (力）  い 

17 ゲル ション の 子は， その 家族 ご 代16:19  え 出す ように」 と エホバが 言われた ア 

とに [挙げれば]， リブ ニと シ ムイで 民26:59  ロンと モー セで ある。  27 これらが， 

あった。  " ^'3；13 イスラエルの 子ら を エジプト か ^ 携え 

16:1  ⑽ 

18 また， コハトの 子は アム ラム， ； itfi  出す ため， エジプトの 王 ファラオに 話 

イツ ハル， へ ブロン， ウジ エル。 そし セ^^:4 した 者たち であった。 これが モー セと 

い  ねんすう  > 

て， コハトの 生きた 年数は 百 三十 三年 ソル、 ソ ㈣ ア ロンで ある。 

■7 夕 1:4  ち 

であった。  夕民 3:2  28 そして， エジプトの 地で エホバが 

19 また， メ ラリの 子は マフ リとム  モー セに 話された 日の こと， 29 エホバ 

[ヶ）  ^ m  はな  い 

シ であった 0  ァ民 26:11 はモー セに さらに 話して こう 言われた。 

これらが その 家筋 ごとに [挙げた] レ ^g26：58  「わたしは エホバで ある。 わたしが あな 
ビ 人の 諸家 族であった。  ゥ^3^9 たに 話す すべての ことを エジプトの 王 

20 さて， アム ラムは 自分の 父の 姉妹 ヱ 民25:7  ファラオに 話しなさい」。  30 その 時 
ョ ケベドを 妻と してめ とった。 彼女は  |シ2ぷ31 モー セは エホバの み 前に 言った， 「ご覧 
後に ア ロンと モー セを 彼に 産んだ。 そ 才 ください， わたしは 唇に 割礼の ない 者で 
して， アム ラムの 生きた 年数は 百 三十 七 12-AI  すのに， どう して ファラオが わたし [の 

使徒 7:35 ことば  き  い  [サ） 

年であった。  キョシ 24:5 言葉] を 聴き 入れたり する で しょ うか」。 

W  サ I 12:6  い 

21 また， イツ ハルの 子は コラ， ネ ク出 33:1 pj そのため エホバは モー セに こう 言 

詩 77 • ?0  M 

フェ グ， ジクリ であった。  ミヵ 6:4  # われた。 「見なさい， わたしは あ 

22 また， ウジ エルの 子は ミシャ エ ^*6:1  なた を ファラオ に対して 裡 とした。 そ 

M  J 出 6:2  きょ ぅだい 

ル， エルザ パン， シ トリであった 0  サ *4:10  して， あなたの 兄弟 ア ロンが あなたの 

23 さて， ア ロンは， アミナ ダブの 娘 _ 預言者と なる。  2 あなたが， わたし 

でナ フシ ョンの 姉妹で ある エリ シヱ バ  の 命ずる すべての ことを 話す。 そして 

を 妻と してめ とった 。彼女は 後に， ナ "^82:6  あなたの 兄弟 ア ロンが ファラオに 話を 

ダブと ア ビフ， エ レア ザルと イタ マル スミ〗 ぷ する。 それで 彼は イスラエルの 子ら を 
を 彼に 産んだ。  ^  ^  4：12  自分の 土地から 去らせなければ ならな 

24 また， コラの 子は ア シル， エル タ出 6:11  い 0  3 わたしと しては ファラオの 心 


107  最初の 奇跡。 ファラオの 心は かたくな  出 エジプト 7：4—19 

[ァ）  な 

を かたくなに ならせて， わたしの しる 第7 章 を 投げる と， それら も大 へびと なった。 
しと 奇跡を エジプトの 地に 必ず 多くす 7^8；?5  しかし， ア ロンの 杖が 彼らの 杖を 呑み 

W  がた  出 9:12  こ  こころ 

る 0  4 それでも ファラオは あなた 方 。マ9: 1S 込んだ。 13 それでも ファラオの 心は 

[の 述べる こと] を 聴かないで あろう。 *11:9  かたくな になり， 彼ら [の 言葉] を 聴き 

K  S'' ん  詩 1〇5:27  い  かナ， 

ゆえに わたしは 自分の 手を エジプトに 7:36 入れなかった。 エホバの 語られた とお 

お  さば  《.  9 出 9:35 

置き， 大 いなる 裁きを もって， わたしの X*?：6  りであった。 

ぐんたい [才）  たみ [力]  m  ®  とき  い 

軍隊， わたしの 民， イスラエルの 子ら を 才 出12:51  14 その 時 エホバは モー セに こう 言 

ち  たず さ  出 5:1  こころ にぶ ⑷  かれ 

エジプトの 地から 携え 出す ことになる。 キ 出6: 11  われた 0  「ファラオの 心は 鈍い 。彼は 

たい  ク出 3:19  たみ  さ  こば  [ゥ）  あさ 

5 そして， わたしが エジプト に対して  *8:19  民を 去らせる ことを 拒んだ。 15 朝， 
手を 伸ばす 時， エジプト 人は， わたしが  % ^；}8 ファラオの ところに 行く ように。 見 
エホバで ある ことを まさに 知る であろ ^ よ， 彼は 水辺に 出て 行く。 それで あな 

(ク）  m  *  がわ  ふち  むか  いち 

う。 こうして わたしは イスラエルの 子 サ g む I  たは ナイル川の 縁で 彼を 迎える 位置に 
らを 彼らの 中から 携え 出す ので ある」。 立たねば ならない。 蛇に 変わった さき 
6 それで モー セと ア ロンは エホバが 命 ス^:、 〖以 9 の 杖を 手に 携えて 行く ように。 16 そ 
じたと おりに 行なって いっ‘。 まさに して あなたは 彼に こう 言わねば ならな 
そのと おりに 行なった。  7 そして， ふ ソ: い。 『へ ブライ 人の 姓 エホバは わたし 
たりが ファラオに 話した 時， モー セは タラサ41 ぶ:11 を あなたの もとに 遣わして， 「わたし 

さい  （シ）  エレ 27:9  たみ  さ  こうや  つか 

八十 歳， ア ロンは ノ 、十三 歳であった。  ダニ2:2 の 民を 去らせて 荒野で わたしに 仕えさ 

っ  テモ n  3:8 

8 次いで エホバは モー セと ア ロンに  せよ」 と言われ ましたが， 見なさい， あ 

い  ^ いま  したが 

こう 言われた。  9 「ファラオが あなた  %  98；；^  なた は 今な お 従ってい ません 0 17 エ 
方に 話して， 『自分たち のために 奇跡  J?n82：9 ホバ はこの ように 言われました。 「こ 

しめ （ス）  い  ば あい  かなら  _ 

を 示せ』 と言う 場合， あなたは 必ず ア  m  れ によって あなたは， わたしが エホバ 

む  つえ 出） と  し  w いま 

ロンに 向かって， 『あなたの 杖を 取っ ァ出 4:21  である ことを 知る であろう。 今 わたし 
て ファラオの 前に 投げなさい』 と言う  *8:15  は， わたしの 手に ある この 杖で ナイル 

D マ 9:18  がわ  （サ）  う  かなら ち  か 

ように 0 それは 大 へびと なる であろ ィ 川の 水の 上を 打つ 0 それは 必ず 血に 変 

M  サ I  6:6  (シ ）  がゎ 

う」 0 10 それで モー セと ア ロンは ファ ゥ 出10 ⑶ わるであろう 0 18 そして， ナイル川 

い  めい  エ出 2:5  さかな  し （ス 1  あく 

ラオの もとに 行って， エホバの 命じた  *8:20  にいる 魚は 死に， ナイル川は まさに 悪 

おこ  才出 9:13  しゅうはな 阁  じん 

そのと おりに 行なった 0 そして ア ロン ヵ*4:3  臭を 放ち， エジプト 人は ナイル川から 

じぶん  つえ  しもべ  キ出 3:18  の  まった  お 

が自 分の 杖を ファラオ とその 僕たちの  * 9: し。 の 水を 飲む 気を 全 く 起こさなくなる で 

まえな  3,29  (v) 

前に 投げる と， それは 大 へびと なった。 ク ホ5:1  あろう」』」。 

けんじん  じゅ ケ 3EI  20:28  つづ 

11 ところが ファラオ もまた 賢人 や 呪 コ 出7:5  19 エホバは さらに 続けて モー セに 

術 者たち を 呼び出した 0 そして 魔術を ヱゼ 25:17 言われた， 「ア ロンに こう 言いなさい。 
行なう エジプトの 祭司たち も， 自分た シ 詩78 :44 『あなたの 杖を 取り， エジプトの 水の 上， 

おな  こと  ス詩 105:29  かせん  うんが  あし 

ちの 魔術に よって 同じ 事を 行ないは じ セィ ザ5 〇:2 その 河川の 上， ナイルの 運河の 上， 葦の 

(チ）  かれ  おのおの じ ぶん  つえ  ソ出 7:24  しげ  いけ 【夕）  た 

めた 0 12 そして 彼らが 各々 自分の 杖 夕 *8:5  茂る 池の 上， すべての 溜まり水の 上に 


出 エジプト 7:20—8:10  第 1 の 災厄， 水が 血に 変わる； 第 2 の 災厄， かえる  108 
手を 伸べ て， それらを 血に ならせな さ 第7 章 を 下す。 3 そして ナイル川は かえるが 
い』。 そうすれば， エジプトの 全土に， 7 %%%  まさに 充満し， それは 必ず 上って 来て， 
また 木の 器の 中に も 石の 器の 中に も必  *  あなたの 家の 中， 奥の 寝室の 中に 入り 

ず 血が 生じる であろう」。 20 直ちに ^  * 12:28  込み， あなたの 寝い すに 上り， 僕たち 
モー セと ア ロンは そのと おり， エホバ ゥ 出4:28  の 家々 に 入り， 民の 上に 上り， あなた 

めい  （ゥ）  おこ  かれ  ばち 

の 命じた とおりに 行なった。 彼が ファ 1*17:5  のか まどの 中， こね 鉢の 中に 入る であ 
ラオと その 僕たちの 目の前で 杖を 振り ォ 詩78: 44  ろう 0  4 こうして あなたの 上， あなた 

上げて ナイル川の 水を 打つ と， ナイル ヵ 詩 105:29 の 民の 上， あなたの すべての 僕たちの 

ち  か  （才）  のぼ  く  （ゥ） 

川の 水は すべて 血に 変わった。 21 そ キ出 7:18  上に かえるが 上って 来る であろう」』」。 
して， ナイル川 にいた 魚は 死に， ナイ  5 後に エホバは モー セに 言われた， 

ル 川は 悪臭を 放つ ようになった。 それ  *  「ア ロンに こう 言いなさい。 『杖を 持っ 

で エジプト 人は ナイル川からの 水を 飲  て あなたの 手を 川の 上， ナイルの 運河 

むこと がで き なくなった。 血は エジプ  3：8 の 上， 葦の 茂る 池の 上に 差し伸べ， か 

卜の 全土に 生じた。  える を エジプトの 地に 上って 来させな 

22 しかしながら， 魔術を 行なう エジ  さい』」。 6 そこで ア ロンが 手を エジプ 

ブトの 祭司たち も その 秘術に よって 同  卜の もろもろの 水の 上に 差し伸べ ると， 

じ 事を 行ない はじめた 0 そのため ファ  ^29:1 かえるが 上って 来て エジプトの 地を 覆 
ラオの 心は 依然 かたくな であり， 彼ら  うように なった。  7 ところが 魔術を 

[の 言葉] を 聴き 入れなかった。 エホバ - 行なう 祭司たち も その 秘術に よって 同 

の 語られた とおりであった。 23 こう  じ 事を 行ない， かえるを エジプトの 地 

して ファラオは 身を 翻して 自分の 家に 出5: 1  に 上って 来させた 0  8 やがて ファラオ 
入り， この 事に も 心を 留めなかった。 被一 欄 は モー セと ア ロンを 呼んで， こう 言っ 

じん  の  もと たみ 

24 だが エジプト 人は みな， 飲む 水を 求 ァ *12:12 た。 「かえるを わたしと わたしの 民の 
めて ナイル ITi の簡り —っ た。 ナ^^5 ところから“ i くよう エホバに ■ 
イル川の 水は 全く 飲めなかった からで ィ *12:34  せよ。 わたしは 民を 去らせて エホバに 
ある。 25 そして， エホバが ナイル川  犠牲を ささげさ せたいの だ」。 9 そこ 

う  かみ  ウタ _  4:37  い 

を 打たれてから 七日が 満ちた。  で モー セは ファラオに 言った， 「あな 

〇 その 時 エホバは モー セに こう 言わ  tol7:9  たと あなたの 家々 からかえ るを 断つ よ 
^ れ た。 「ファラオの もとに 行き， 彼 才; う， あなたと あなたの 僕 や 民の ために 
に 必ずこう 言うよう に。 『エホバは こ  わたしが いつ 懇願すべき かを， どうか 

のように 言われました 0  「わたしの 民 力 創 20:7  お申し付け ください 。ナイル川の 中に 
を 去らせて わたしに 仕えさせよ。 2 そ  ^21:7  だけ それは 残る ことになるでしょう」。 
して， もし あなたが 彼らを 去らせる こ  _  8:24 1〇 これに 対して 彼は 言った， 「明日 
とを 拒みつ づけるなら， 見よ， わたしは キ ぶ だ」。 それで 言った， 「あなたの 言葉 
あなたの 全 領地に かえるを もって 災厄  S  !2；31 のと おりになります。 わたしたちの 裡 
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出 エジプト 8:11—26 

は， 「これ こそ# の 指です！」 と ファ 
ラオに 言った。 しかし ファラオの 心は 
依然 かたくな であり， 彼ら [の 言葉] を 
聴き 入れなかった。 エホバの 語られた 
とおりであった。 

20 そこで エホバは モー セに 言われ 
た， 「朝早く 起きて， ファラオの 前に 
立ちなさい。 見よ， 彼は 水辺に 出て 来 
る。 それで あなたは 彼に 必ずこう 言う 
ように。 『エホバは このように 言われ 
ま した。 「わた しの 民を 去らせて わた 
しに 仕えさせよ。  21 しかし， もし わ 
た しの 民を 去らせな いので あれば， 今 わ 
たしは， あなたと あなたの 僕 や 民の 上， 
また あなたの 家々 の 中に あぶを 送り 込 
む。 エジプトの 家々 はま さに あぶで 満 
ち， 人々 のい る 地面 もそう なる であろ 
う。 22 また その 日， わたしの 民の 立 
つゴ シヱ ンの 地を 必ず 区別し， そこに 
は あぶが いないよ うにす る。 地の ただ 
中に あって わた しが エホバで ある こと 
を， あなたが 知る ためで ある。  23 こ 
う して わたしは まさに 自分の 民と あな 
たの 民との 間に 境を 設ける。 明日 この 
しるしは 起きる」』」。 

24 それから エホバは そのと おりに 
行なわれた。 あぶの 大群が ファラオの 
家， その 僕たちの 家々， また エジプト 
の 全土に 押し寄せて 来た。 その 地は あ 
ぶの ために 損なわれ るよう になった。 
25 ついに ファラオは モー セと ア ロンを 
呼んで， こう 言った。 「さあ， この 地 
で お前たち の# に 犠牲を ささげる がよ 
い」 0  26 しかし モー セは 言った， 「そ 

れ はでき ません。 わたしたちは， ェジ 


エホバの よう な 方が ほかに はいない こ 
とを あなた が お知りに な るた め です。 
11 かえるは あなたと あなたの 家々， 
あなたの 僕たちと 民から 必ず 離れる で 
しょう。 ナイル川の 中に だけ それは 残 
る ことになります」。 

12 そこで モー セと ア ロンは ファラオ 
の もとから 出た 0 そして モー セは エホ 
バに 対し， ファラオの 上に 置かれた か 
える のこと で 叫んだ。 13 すると エホ 
バは モー セの 言葉のと おりに され， か 
える は 家々， 中庭， 畑から 死に絶えて 
いった。 14 そして 人々 は それを 山 ま 
た 山と 積み上げて ゆき， その 地は 悪臭 
を 放つ ようになった。 15 だが， 安 ど 
が 得られた のを 見る と， ファラオは そ 
の 心を 鈍く して， 彼ら [の 言葉] を 聴き 
入れなかった。 エホバの 語られた とお 
りであった。 

16 次いで エホバは モー セに 言われ 
た， 「ア ロンに こう 言いなさい。 『あ 
なた の 杖を 差し伸べて 地の 塵を 打ちな 
さい。 そうすれば， それは エジプト 全土 
にわた っ て 必ずぶ よ にな るであろう』」。 
17 それで 彼らは それを 行なう ことに 
なった。 そして ア ロンが 杖を 持って そ 
の 手を 差し伸べ, 地の 塵を 打つ と， ぶよ 
が 出て 人と 獣に 付く ようになった。 エ 
ジプト 全土に わたり 地の すべての 塵が 

よに なった ので ある。 18 そして， 
魔術を 行なう 祭司た ち も その 秘術に よ 
り 同 じ 事を 行な っ てぶ よを 生 じさせよ 
うとした が， それが できなかった。 こ 
うして， ぶよが 出て 人と 獣に 付いた。 
19 そのため， 魔術を 行なう 祭司たち 
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疫病； 第 6 の 災厄， はれ 物  110 
た。 「わたしの 民を 去らせて わたしに 
仕えさせよ。  2 しかし， もし あなたが 
彼らを 去らせる ことを 拒みつ づけ， 彼 
らを なお もとらえ 続ける ので あれば， 
3 見よ， エホバの 手は 野に いる あな 
たの 畜類の 上に 臨む。 馬， ろば， らく 
だ， 牛， 羊に 非常に 重い 疫病が 臨む で 
あろう。  4 そして エホバは イス ラエ 
ルの 畜類 と エジプトの 畜類との 間に 必 
ず 区別を 設ける ため， イスラエルの 子 
らに 属する すべての 物の 中に 一つと し 
て 死ぬ ものは ないで あろう」』」。 5 さ 
ら に エホバは 時を 走め て こう 言われ 
た。 「明日 エホバは この 事を この 地で 
行なう」。 

6 こうして エホバは その 翌日に この 
事を 行なわれた。 そして エジプトの あ 
ら ゆる 畜類が 死に はじめた。 しかし イ 
スラ エルの 子ら の 畜類は 一頭 も 死なな 
かった。 7 その 時 ファラオは 使いを 
出した が， 見よ， イスラエルの 畜類は 
ただの 一頭 も 死んで いなかった。 それ 
でも ファラオの 心は 依然 鈍く， 彼は 民 
を 去らせなかった。 

8 その後 エホバは モー セと ア ロンに 
こう 言われた。 「あなた 方の ため， 窯 
のす すを 両手 いっぱいに 取りなさい。 
モー セは ファラオの 見る ところで それ 
を 必ず 天に 向かって まき 上げる ように。 
9 そうすれば， それは エジプト 全土の 
上に 粉と なり， エジプト 全土の 人と 獣 
に 付いて 水ぶ く れ を伴っ て 生じる はれ 
物と なる ので ある」。 

10 それで 彼らは 窯の すすを 取って 
ファラオの 前に 立った。 モー セが 天に 


出 エジプト 8:27—9:10 

プト 人が 忌ま わ しく 思う ものを わたし 
たちの 神 エホバに 犠牲と して ささ げる 
からです。 エジプト 人が 忌まわしく 思 
う ものを その 目の前で 犠牲と して ささ 
げる とすれば どうなる でしょう か。 彼 
ら はわた したち を 石 打ちに する のでは 
ないで しょうか。 27 わたしたちは 荒 
野へ 三日の 旅を して， わたしたちの® 
エホバに， どうしても その 言われた と 
おり に 犠牲を ささ げ るので す」。 

28 すると ファラオは 言った， 「わた 
しは， お前たち を 去らせる ことにしよ 
う。 お前たち は 確かに 荒野で 自分たち 
の裡エ ホ パに 犠牲を ささげる が よかろ 
う。 ただし お前たち の 行く のが あまり 
遠くなら ないよう にせよ。 わたしの た 
めに も 懇願せ i」。 29 そこで モー セ 
は 言った， 「今 わたしは あなたの もと 
から 出て 行って， 確かに エホバに 懇願 
します。 あぶは ファラオ， その 僕たち， 
また その 民から 明日 必ず 離れる で しょ 
う。 ただ ファラオは， エホバに 犠牲を 
ささげさせる ために 民を 去らせる こと 
を やめて 再び 軽く あしらった りされ ま 
せんように」。 30 その後 モー セは ファ 
ラオの もとを 出て， エホバに 懇願した。 
31 それで エホバは モー セの 言葉のと お 
りに され， あぶは ファラオ， その 僕たち， 
また その 民から 離れた。 一匹 も 残らな 
かった。  32 しかし ファラオは 今度 も 
その 心を 鈍く して 民を 去らせなかった。 
Q そのため エホバは モー セに 言われ 
けた， 「ファラオの もとに 苔って， 
必ず こう 述べる ように。 『へ ブライ 人 
の 神 エホバは このように 言われ まし 
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4 8 : 68: 6 : 7: 8: 一  3专 
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向かって それを まき 上げる と， それは 
水ぶ くれを 伴う はれ 物と なった。 それ 
は 人と 獣に 生じた。 11 そして， 魔術 
を 行なう 祭司たち も その はれ 物の ため 
に モー セの 前に 立つ ことができ なかっ 
た。 はれ 物は 魔術を 行なう 祭司たち と 
すべての エジプト 人の 上に できて いた 
ので ある。 12 しかし エホバは ファラ 
才の 心を かたくなに ならせられた。 そ 
のた め 彼は， エホバが モー セに 述べら 
れた とおり， 彼ら [の 言葉] を 聴き 入れ 
なかった。 

13 そこで エホバは モー セに こう 言わ 
れ た。 「朝早く 起きて， ファラオの 前 
に 立ちなさい。 そして， 必ずこう 言うよ 
うに。 『へ ブライ 人の 裡 エホバは この 
ように 言われ ま した。 「わたしの 民を 
去らせて わたしに 仕えさせよ。 14 こ 
の 度 わたしは， わたしの すべての 打撃 
を あなたの 心に 向け， あなたの 僕と 民 
の 上に それを 下そうと している からで 
ある。 それは， 全地に わたしの ような 
者の いない ことを あなたが 知る ためで 
ある。 15 わたしは すでに 手を 突き出 
して あなたと あなたの 民を 疫病で 撃ち， 
それに よって あなたを 地から ぬぐい 去 
る こと もで きたであろう。 16 だが， 
実際には， この 目的の ために あなたを 
存在 させて おいた。 すなわち， あなた 
にわたしの 力を 見させる ため， こうし 
てわたしの 名を 全地に 宣 明させる ため 
である。 17 あなたは わたしの 民を 去 
ら せず， 彼らに 対してな おもごう 慢に 
振る舞う のか。 18 見よ， 明日の 今 ご 
ろ， わたしは 非常に 激しい 雹を 降らせ 


第 9 章 

ア申 28:27 


る。 それは， その 建てられた 日から 今 
に 至る まで エジプト に 臨んだ ことが 
ない ほどの ものである。 19 ゆえに 
今， 人を やって， あなたの すべての 
畜類と 野に ある あなたの すべての も 
のを 避け 所に 入らせる がよ い。 野に 
見いだ され， 家の 中に 集め 入れられ 
ていない 人 や 獣が いれば， その上に 
必ず 雹が 落ちて， それは 死ぬ ことに 
なる」』」。 

20 ファラオの 僕たちで エホバの 言 

ば  おそ  もの  みず か  ちくるい  いえ 

葉を 恐れた 者は， 自らの 僕 や 畜類を 家 
の 中に 逃げさせ たが， 21 エホバの 言 
葉に 心を 向けな かっ た 者は 自分の 僕 や 
畜類を 野に 残して おいた。 

22 次いで エホバは モー セに こう 言わ 
れ た。 「あなたの 手を 天に 差し伸べ， エ 
ジブ トの 全土に， すなわち エジプトの 
地の 人と 獣と 野に あるす ベての 草木の 

ひょう (力】 のぞ 

上に 雹を 臨ませよ」。 23 それで モー 
セは 自分の 杖を 天に 向けて 差し伸べた。 
すると エホバは 雷と 雹を 送り， 火が 地 
に 走り 下る のであった。 そして エホバ 
は エジプト の 地に 雹を 降らせつ づけら 
れ た。 24 こうして 雹が 臨み， その 雹の 
中で 火が きらめい ていた。 それは 非常 
に 激しく， エジプトが 国と なって この 
かた その 全土に 臨んだ ことのない ほど 
の ものと なった。 25 そして 雹は エジ 
プ トの 全土を 打ちつ づけた。 雹は 人 か 
ら 獣まで 野に あるす ベての ものを， また 
野の あらゆる 草木を 打った。 それは 野 
の あらゆる 樹木を 打ち砕いた。 26 た 
だゴ シヱ ンの 地， イスラエルの 子ら の 
い た 所に だけ は 雹が 臨ま なかった。 


出 エジプト 9:27—10:6  ファラオの 心は 鈍い。 いなごの 災厄に 関する 警告  112 

27 ついに ファラオは 使いを やって 第 9 章  1 そこで エホバは モー セに こう 言 
モー セと ア ロンを 春び， その ふたり ァ SSS21 丄衫 われた 0  「ファラオの もとに 苔 
にこう 言った。 「今回 わたしは 罪を お ^129:4 きなさい。 わたしは， 彼の 心と その 僕 
かした。 エホバは 義に かなって おり， ?i49；M たちの 心を 鈍くなら せた からで ある。 
わたしと わたしの 民は 間違って いる。 ot±i8:8  それは， これら わたしの しるしを 彼の 
28 迚の 雷と 雹が 臨む のはもう これ だ  面前に 置く ため，  2 そして， わたし 

けで よいよう に， エホバに 懇願して ほ が エジプト に対して 厳しい 処置を 取っ 
しい。 そうしたら わたしは 進んで お前 J1 たこと と， わたしが 彼らの 間に 置いた 

さ  才*  i2:  4 かずかず  じぶん 

たちを 去らせよう。 お前たち はもうと  J  5^2  数々 のしる しとに ついて あなたが 自分 
どまらなくて よい ことになる」。 29 そ ヵム：26 の 子 や 子の 子の 耳に 告げ 知らせる ため 
れで モー セは 言った， 「市の 外へ 出た  ミ である。 あなた 方は， わたしが エホバ 

ら すぐ， わたしは 両手を エホバの ほう キル ッ 1:22 である ことを 必ず 知る であろう」。 

ひろ  (I) かみなり  ひょう  クイ ザ 28:25 

に 広げましょう 。雷は やみ， 雹 もこれ ェゼ 3 それで モー セと ア ロンは ファラオ 
以上 続きません。 これは， 地が エホバ ^^1〇5-17 の もとに 行って， こう 言った。 「ヘプ 
の ものである ことを あなたが 知る ため ^8；?5  ライ 人の 裡 エホバは このように 言われ 
です。  30 しかし， あなたと あなたの  3->：n：2o ました。 『あなたは わたしに 服す る こ 

しもべ  とき  ロマ 9:18  こば  （才） 

僕たちは その 時に なっても エホバ 神の サ出 7:4  とを いつまで 拒まねば ならない のか。 

み 前に 恐れを 示さない であろう ことを， _ わたしの 民を 去らせて わたしに 仕えさ 

わたしは 今す でに 知っています」。  m~m  せよ 0  4 もし あなたが わたしの 民を 

31 さて， 亜麻と 大麦と が 打たれた 0 第 10 章 去らせる ことを 拒み 続けるなら， 見 

ほ  あす  きょうかいない 

大麦は 穂を 出し， 亜麻は 花の つぼみを ァ よ， わたしは 明日， あなたの 境界 内に 
付けて いたた めで あ i。  32 しかし， ^ 7:11  いなごを 来させる ことにする。  5 そ 

こむぎ  （ク）  う  イ出 7:4  ち  ひょうめん  おお  つ 

小麦と スペル ト 小差は 打たれなかった。 れらは 地の 見える 表面を まさに 覆い 尽 
これらは その 季節が 遅い からで あっ  %  S!g  くし， 地を 見る こと さえで きなくなる 
た。  33 さて モー セは ファラオの もと ゥ: マニ であろう。 それらは， 生き延びた 残り 
から 市の 外へ 出， エホバに 向かって そ  J  6；21  の もの， すなわち 雹が あなた 方に 残し 
の 両手を 広げた 0 すると 雷と 雹は や 詩78: 5  たものを すっかり 食い尽くし， 新芽の 
みは じめ， 雨 も 地に 降り注が なくな っ ェ *6:3  出て いる あなた 方の 樹木を 野から こと 
た。 34 雨と 雹と 雷が やんだ のを 見る S  ごとく 食い尽くして しまう であろう。 
と， ファラオは またもや 罪を おかして  ^82?11 6 そして， あなたの 家， あなたの すべ 
その I 心を 鈍く した。 彼 も その 僕たち も 力 詩 78:46 ての 僕たちの 家， 全 エジプトの 家々 は 
であった。  35 こうして ファラオの 心  S  3?：2?4  [いなごに] 埋め 尽くされ， あなたの 父 
は 依然 かたくな であり， エホバが モー キ出 9:32  も 父の 父たち も その 地に 長ら える よう 
セに よって 述べられた とおり， 彼は イ  ョ ヱ2:3 になった 日から 今日まで 見た ことが な 
スラ エルの 子ら を 去らせなかった。  いまでに なる であろう』」。 こう 言って 
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から 彼は 身を 転じて ファラオの もとを 第10 章 ちに モー セは 杖を エジプトの 地の 上に 
出た。  ァミヂ ム 7 差し伸べた。 すると エホバは 東風を そ 

7 その後 ファラオ に対して その 僕た ^^29:6  の 日 一日 また 夜通し その 地の 上に 吹か 

ちは 言った， 「いつまで この 男は わた ^ in7  Q/1 せられた。 朝になる と， 東風は いなご 

M  ウ詩 107:34  はこ  き 

したち の わなと なる のでしょう か。 こ  を 運んで 来た。 14 そしてい なごが エ 

の 者たち を 去らせて， その 姓 エホバに  ジブ ト 全土の 上に 上り， エジプトの 全 

仕えさせて ください。 エジプトが 滅び  « 148:12 領地に 降りて 来た。 それは 極めて 重 苦 
てし まった ことを まだ ご存じで ない の 力 創46: 6  しい ものであった 0 以前に それほどの 

I ゥ 1  創 50:8  あら 

です か」。 8 そのため モー セと ア ロン  * 10:26  いなごが こうして 現われた ことは なく， 
は ファラオの もとに 連れ戻された 〇彼 キ 出3: is  こうして 現われる ことは その後に もな 
はふたり に 言った， 「行って， お前た  いであろう。 15 そして， それらは そ 

ちの# エホバに 仕える がよ い。 行く の  の 全土の 見える 表面を 覆って ゆき， 地 

は 特に どんな 者たち なのか」。 9 そこ 32：15 は 暗く なった。 それらは， 雹が 残した 
で モー セは 言った， 「年若い 者 も 年老 3 ^ 1〇：28 その 地の すべての 草木と 木々 のす ベて 
いた 者 も わたしたちは 連れて まいり ま サ*7:19  の 実を 食い尽くして いった。 エジプト 
す。 息子 や 娘たち， 羊 や 牛 も 一緒に 行 巧』8 ぽ の 全土に わた^)， 樹木に も 野の 草木に 

きます。 わたしたちには エホバに 対す - も 緑の ものは 何も 残らなかった。 

る 祭りが あるから です」。 10 すると  16 そのため ファラオは 急いで モー セ 

彼は 言った， 「わたしが お前たち も 幼  g  ^  とア ロンを 呼んで， こう 言った。 「わ 
い 者たち も 去らせる ときには エホバが ョナ4 :8 た しは お前たち の迚 エホバに 対し， ま 
お前たち と 一緒にいて くださる と， こ たお 前たち に対して も 罪を おかした。 
のように なれば よい こと だ。 いや， 違 17 それで 今， わたしの 罪を， どうか 今 

こと  ウ 出 10:5 かい  ゆる  w  し 

う， よこしまな 事を お前たち は 目 ざし  回 だけ 赦 して ほしい。 そして この 死の 

ている の だ。 11 そうでは なく， 強健  災厄 だけは わたしの 上から 払いの けて 

な 男子 だけが 行っ て エホバに 仕える よ  くれる よう， お前たち の裡 エホバに 懇 

うにして くれ。 それが お前たち の 特に^^  願しても らいたい」。 18 それで 彼は 

求めて いる ことなの だから」 0 こうし +^2；3 ファラオの もとを 出て， エホバに 懇願 
て 彼らは ファラオの 前から 追い出さ ク出 9:27  した。 19 すると エホバは 非常に 強い 
れ /L  ~ 26:21 西風に 変え， それが いなごを 運び去 っ 

12 次いで エホバは モー セに こう 言 ヶ ”76:12 て 紅海に 追い 入れた。 エジプトの 全領 
われた。 「いなごの ために あなたの 手 コ だ; 匕 地に 一匹の いなご も 残されなかった。 
を エジプトの 地の 上に 差し伸べ， それ  _  8:24  20 しかし エホバは ファラオの 心を か 

が エジプトの 地に 上って 来て， この 地 ^*8:30  たくな になら せた ため， 彼は イス ラエ 

のす ベての 草木， 雹が 痛した すべての シ盖 は。 ルの 子ら を 去らせなかった。 

ものを 食い尽くす ようにせ よ」。 13 直  a；  l2：lf  21 次いで エホバは モー セに こう 言 
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われた。 「あなたの 手を 天に 差し伸べ 第1 〇 章 顔を 見る その 日に お前は 死ぬ ことにな 
て， エジプトの 地の 上に 闇を 生じさせ， 7*8：5  るから だ」。  29 これに 対して モー セ 

人が 闇を 感じる ようにせ よ」。 22 モー ^?^1〇5；88 は 言った， 「あなたは そのよう に 言わ 

む  さの  かお 

セが すぐ その 手を 天に 向けて 差し伸べ ゥ 出8:22  れ ました。 わたしは もはや あなたの 顔 
ると， 陰う つな 闇が エジプト 全土に 生 匕9 f18 を 見ようと は 致しません」。 

か  【ィ）  ひとびと  たが  っ * 

じて 三日に わたった。 23 人々 は 互い ヱ 出 8:28  それから エホバは モー セに こう 

を 見る ことができず， 三日の 間 だれも  ^9：28  言われた。 「あと 一つの 災厄を 

自分の 所から 立ち上がらなかった 〇し  * 10:10 わたしは ファラオと エジプトに 下す。 

のち  かれ  がた  さ 

かし イスラエルの 子ら すべてには， そ ^*3:18  その後に 彼は あなた 方を ここから 去ら 
の 住んで いる 所に 光が あった。 24 そ  *8:27  せる であろう。 あなた 方を すべて 去ら 
の 後 ファラオは モー セを 呼んで， こう +tii  12:32 せる 時， 彼は あなた 方を ここから まさ 
言った。 「行って， エホバに 仕える が 1:11 に 追い立てん ばかりにす るであろう。 
よ^ ヽ。 ただし， お前たち の 羊と 牛は と  2 さあ， 民の 耳に 話しなさい。 男は 

どめ て おかれる だろう。 お前たち の 幼  *14 ふ 8 それぞれ 自分の 友に， 女 も それぞれ 自 
い 者たち も 一緒に 行って よい」。 25 し ^^1〇:11 分の 友に 銀の 品 や 金の 品を 求める よう 

かし モー セは 言った， 「そうし ますと， - に， と」。  3 それで エホバは その 民が 

あなた ご 自身が わたしたちの 手に 犠牲 7^〇 エジプト 人の 目に 好意を 得る ように さ 
の ものと 焼燔の 捧げ物と を 与えて くだ 11:27 れ た。 モー セ その 人 も， エジプトの 地 

さる ことになります。 わたしたちは， - で， ファラオの 僕たちの 目 や 民の 目に 

自分たち の 神 エホバに それを ささげな  は 非常に 大 いなる 者であった。 

—  W  ウ出 12:31  ぃ 

ければ ならない からです。 26 です か  *  4:34  4 それから モー セは こう 言った。 「エ 

ら， わたしたちの 畜類 も 一緒に 参り ま XS  S  ホバ はこの ように 言われました。 『真 
す。 ひづめ 一つと いえ ども 後に 残る こ ォ出 3:22  夜中 ごろ わたしは エジプトの ただ 中に 

ゆる  出 12:35  ゆ （ク）  ち 

とは 許されません。 わたしたちは その  | 1〇5：37 出て 行く。  5 そして， エジプトの 地に 
中の ある ものを 取って わたしたちの 裡 ^m3：21  いるすべ ての 初子は， その 王座に 座す 
エホバを 崇拝す るからで す。 そこに 着  ^ 12：36 る ファラオの 初子から 手 臼を 回す はし 
くまでは， エホバへの 崇拝の ために 何 +^?9：4 ための 初子， さらには 獣の 初子に 至る 

し  使徒 7:22  し  M 

を ささげる のか， わたしたち も 知らな  まで ことごとく 死ぬ ことになる。 6 そ 

いのです」。 27 すると， エホバは ファ  ァモ 4:10 して エジプト 全土に 大きな 叫びが 必ず 
ラオの 心を かたくなに ならせた ため， 起きる。 そのような ことは かつてな く， 
彼は その 人々 を 去らせる ことに 同意し  5 105:36 そのような ことは 二度と 起きない であ 

(□)  かれ  詩 136:10  [サ） 

なかった。  28 そして ファラオは 彼に  ヘプ11 :28 ろう。  7 しかし， すべて イスラエルの 
こう 言った。 「わたしのと ころから 出 コ^〗 ぱ 子ら に対しては， 人に も 獣に も， 犬が 
て 行け！ よく 気を付けて， 二度と わ サ *12:30 その 舌を はやらせる こと すらない であ 
たしの 顔を 見ようと するな 0 わたしの ショシ ろう 。エホバは エジプト 人と イス ラエ 
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ルの 子ら との 間に 区別を 設ける ことが 
できる という ことを あなた 方が 知る た 
めで ある』。 8 それで， これら あなた 
の 僕たちは 皆 わたしの もとに 下って 来 
て 平伏し， 『出て 行って ください， あな 
たも あなたの 歩みに 従う 民 もみな』 と 
言う ことでしょう。 その後に わたしは 
出て 行きます」。 こうして 彼は 怒りに 
燃えながら ファラ オの もとを 出た。 

9 それから エホバは モー セに こう 言 
われた。 「ファ ラオは あなた 方 [の 言 
葉] を 聴き 入れない。 それは， エジプト 
の 地で わた しの 奇跡が 増 し 加え られる 
ためで ある」。 10 こうして モー セと ア 
ロンは これらの すべての 奇跡を ファラ 
才の 前で 行なった。 しかし， エホバは 
ファラオの 心を かたくなに ならせる の 
であった。 そのため 彼は イスラエルの 
子ら を 自分の 土地から 去らせなかった。 


-A  A 次いで エホバは エジプトの 地で 
モー セと ア ロンに こう 言われた。 
2 「この 月は あなた 方に とって 始めの 
月と なる。 これは あなた 方に とって 一 
年の 最初の 月と なる。 3 イスラエルの 
全集 会に 話して こう 言いなさい。 『こ 
の 月の 十日に， 彼らは 各々 自分の ため， 
父祖の 家の ために 一頭の 羊， 家 ごとに 
一頭の 羊を 取る。 4 しかし， もし 一家 
がその 羊に 対しては 小さす ぎる ので あ 
れ ば， その 者と そのす ぐ 近くの 隣り 人 
とは， 魂の 数に 応じて それを 自分の 家 
に 持って行く ように。 その 羊を， 各自 


の 食べる ところに 応じて 割り振るべき 

がた  ひつじ 

である。 5 あなた 方の ために， その 羊 

W  さい  おす 

はきず のない 一歳の 雄で あるべき であ 
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出 10:20 
サ I  6:6 
イザ 26:10 
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る。 若い 雄 羊から， あるいは やぎの 中 
から 選んでも よい。  6 そして， この 
月の 十四日まで それを あなた 方の 下に 
守って おき， その後 イスラエルの 集会 
の 者たち の 全会衆は 二つの 夕方の 間に 
それを ほふらねば ならない。  7 また 
彼らは その 血を 幾らか 取り， 自分が そ 
れを 食べる 家の 二 本の 戸 柱と その 戸口 
の 上部に それを 掛けねば ならない。 

8 「『そして 彼らは その 夜に その 肉を 
食べなければ ならない。 それを 火で 焼 
いて 無 酵母 パンと 共に， また-菜を 添 
えて 食べる。 9 その 幾らかに せよ 生 
で， あるいは ゆでて， つまり 水で 煮て 
食べて はいけ ない。 火で 焼く， その 頭 
もす ね や 内臓 も 共に。 1〇 また， その 
幾らかで も 朝まで 残して おいては なら 
ない。 朝まで 残る ものは 火に 入れて 焼 
き 捨てるべき である。 11 そして この 
ようにして それを 食べる。 あなた 方の 
腰に 帯を し， 足に サンダル をはき， 手 
に 杖を 持つ。 それを 急いで 食べな けれ 
ばなら ない。 それは エホバの 過ぎ 越し 
である。 12 そして わたしは この 夜に 
エジプトの 地を 通り， 人から 獣に 至る 
エジプトの 地の すべての 初子を 必ず 打 

(ス）  かみがみ  たい 

つ。 エジプトの すべての 神々 に対して 
わたしは 裁きを 執行す る。 わたしは エ 
ホバ である。 13 そして， その 血は あ 
なた 方の いる 家の 上に あって あなた 方 
のしる しとなる ので ある。 わたしは 必 
ず その 血を 見て あなた 方を 過ぎ ft す。 
それで， わたしが エジプトの 地を 打つ 


セ 民 33:4; イザ 19:1; エレ 43:13; ゼパ 2:11; ソコ I  8:6; 
タ マタ 20:28;  ロマ 5:9; へブ 11:28; ヨハ I 1:7。 
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時， その 災厄が あなた 方に 臨んで 滅び 第 u 章 である。 20 パン 種の 入った 物は いっ 
を もたらす ことは ない。  7t?Se さい 食べて はいけ ない。 あなた 方は 

14 「『そして， この 日は あなた 方の た ^sg：r  その 住む すべての 所で 無 酵母 パンを 

めの 記念と なり， あなた 方は エホバに  食べる』」。 

たい  まつ  だいだい いわ  ウ レビ 23:4  ただ 

対する 祭りと して これを 代々 祝わな け  21 直ちに モー セは イスラエルの すべ 

れ ばなら ない。 定めの ない 時に 至る 法11^2 3:8 ての 年長者を 呼んで， こう 言った。 「あ 
令と して これを 祝うよう に。 15 七日 12:1 なた 方の ために， その 家族に 応じて 小 
の 間 あなた 方は 無 酵母 パン だけを 食べ ヵレビ23:6 さな 家畜を 選んで 取り， 過ぎ 越しの い 
る。 初めの 日に あなた 方の 家から 酸い  315:8  けにえ を ほふりなさい。 22 また， ヒ 
練り 粉を 取り除く  0 初めの 日から 七日 キレビ 23:5 ソプの 束を 取って 水盤に 入れた 血に 浸 
目までの 間に パン 種の 入った 物を 食べ  w 45:21 し， その 水盤の 血の 幾らかを 戸口の 上 
る 者が いれば， その 魂は イスラエルの ク gi2:49  部と 二 本の 戸 柱には たき 付けなければ 

た  手? ゴ  ぁさ 

うちから 断たれなければ ならない から  ならない。 そして， 朝になる まで あな 

(ィ）  はじ  がた  じぶん  いえ  いりぐち 

である。 16 そして， 初めの 日には あ - た 方の だれも 自分の 家の 入口から 出て 

なた 方の ために 聖 なる 大会が 開かれ， 七  M  はならない。 23 そうすれば， エホバ 

日 目に も聖 なる 大会が [開かれる]。 そ  が エジプト 人に 災厄を 下す ために 通ら 

なん  しごと  イ出 3:16  とぐち  じょうぶ  とばしら  つ 

れら [の 日] には 何の 仕事 もして はいけ  * 19=7  れて 戸口の 上部と 二 本の 戸 柱に 付いた 
ない。 ただしす ベての 魂が 食べるべき  血を ご覧になる 時， エホバは 必ず その 

かん  じぶん  ウ民 9:2  いりぐち  す  こ  ほろ  がた  いえ 

もの， それに 関して だけは 自分の ため ョシ5: 1〇 入口を 過ぎ 越し， 滅びが あなた 方の 家 

おこ  { 才）  ぬ:21 

に 行なって よい。  ^3^；2〇 に 入って あなた 方に 災厄を もたらす こ 

17 「『こうして あなた 方は 無 酵母 パ  ；l/*  22：7 とがない ようにされ るであろう。 

ンの 祭りを 守らねば ならない。 実に そ m47:6  24 「それで あなた 方は この 事を， 自分 

の 日に わたしは あなた 方の 軍隊を エジ ヘプ9 :19 と 自分の 子ら のた めの， 定めの ない 時 
プ トの 地から 携え 出す からで ある。 そ に 至る 規定と して 守らなければ ならな 
して あなた 方は 定めの ない 時に 至る 法  ^ 11:28 い。 25 そして， エホバの 与えて くだ 
令と して この 日を 代々 守らなければ な 力 3 匕5 さる 地に， その 述べられた とおりに 入 
ら ない。 18 第一の 月， その 月の 十四  8:13 ると きに も， あなた 方は この 務めを 守 

日， その 夕方に あなた 方は 無 酵母 パン キ ジ^『4 ら なければ ならない ので ある。 26 ま 
を 食べ， 月の 二十 一日， その 夕方にまで  た， あなた 方の 子ら が， 『この 務めに 

及ぶ。 19 七日の 間 あなた 方の 家に 酸  ^ 105:45 はどうい う 意味が あるので すか』 と 言 
い 練り 粉が あっては ならない。 パン 種 ヶ *13:8  うとき，  27 あなた 方は， 『これは エ 
の 入った 物を 味わう 者が いれば， 外人  |シ78 ね6 ホバ に対する 過ぎ 越しの 犠牲で あっ 
居留 者で あっても その 地に 生まれた 者 =フ14 以て， [迚] は エジプト 人に 災厄を 下され 
であっても， その 魂は イスラエルの 集 コ出 34:25 た 際， エジプト にいた イスラエルの 子 
会の 中から 断たれなければ ならない の  らの 家々 を 過ぎ 越して， わたしたちの 
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家々 を 救い出して くださった の だ』 と 
言わなければ ならない」。 

たみ  み  ひく  へいふく 

すると， 民は 身を 低く かがめて 平伏 
した。 28 その後 イスラエルの 子ら は 
行って， エホバが モー セと ア ロンに 命 
じたと おりに 行なった。 まさに そのと 
おりに 行なった。 

29 そして， 真夜中の こと， エホバは， 
王座に 座す る ファラオの 初子から 獄の 
穴に いる 捕らわれ人の 初子まで， エジ 
ブトの 地の すべての 初子を 打ち， また 
獣の 初子を もこと ごとく  [打たれた]。 
30 それで ファラオは， すなわち 彼 も そ 
のす ベての 僕 や [他の] すべての エジプ 
卜 人 も 夜中に 起き上がった。 そして エ 
ジブ ト 人の 間に 大きな 叫びが 起こりは 
じめ た。 死人の 出ない 家はなかった か 
ら である。 31 すぐ， 夜のう ちに， 彼 
は モー セと ア ロンを 呼んで， こう 言っ 
た。 「立て， お前たち も イスラエルの 
[他の] 子ら も わた しの 民の 中から 出て 
行け。 行って， お前たち の 言う とおり 
エホバに 仕える がよ い。 32 お前たち 
の 言った とおり， 羊 も 牛 も 連れて行け。 
そ して， わた しのこと も 祝福す るの だ」。 

33 そして， エジプト 人は この 民を そ 
の 地から 急いで 去らせようと してせ き 
立てる よう になった。 「我々 はみ な 死 
んだも 同然な の だ！」 と言うので あっ 
た。 34 そのため 民は パン 種を 入れる 
前の 練り 粉を 抱え， こね k を マントに 
くるんで 眉に 負った。  35 そして イス 
ラエルの 子ら は モー セの 言葉 どおりに 
行ない， エジプト 人に 銀の 品 や 金の 品 
や マン トを 求める のであった。 36 そ 
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して エホバは その 民が エジプト 人の 目 
に 好意を 得る ようにされ たので， 彼ら 
は その 求められる 物を これに 与えた。 
こう して [民] は エジプト 人からは ぎ 
オ又 Jo 

37 それから イスラエルの 子ら は ラ 
メ セスを たって スコ トに 向かう ことに 
なった が， 幼い 者たち を 別にして， 徒 
歩で 行く 強健な 男子は 六十 万人に 上っ 

(力）  い  ま  だい しゅうだん 【キ） 

た。 38 そして 入り混じった 大 集団 も 
彼らと 共に 上って 行き， 加えて 羊の 群 
れと 牛の 群れ， お びた だし I ヽ 数の 家畜が 
一緒であった。 39 そして 彼らは エジ 
プトか ら 携えて 来た 練り 粉を 焼 L ヽて丸 
い 菓子， つまり 無 酵母 パンに した。 そ 
れは パン 種を 入れて なかった からで あ 
る。 エジプトから 追い立てられて ゆっ 
くり ひまを 取る ことができず， また 自 
分たち のた めの 食糧を 用意しても いな 
かった ので ある。 

40 そして， エジプトに 住んだ イス 
ラ エルの 子ら の その 居住 [の 期間] は 四 
百 三十 年であった。 41 そして， 四百 
三十 年の 終わった ちょ うど その 日に， 
エホバの 全軍は エジプトの 地を 出た の 
であった。 42 それは， 彼らを エジプ 
卜の 地から 携え 出された ゆえに エホバ 
に対して 守るべき 夜で ある。 この 夜は 
イスラエルの すべての 子ら が 代々 エホ 
バ に対して 守るべき ものである。 

43 次いで エホバは モー セと ア ロン 
にこう 言われた。 「これが 過ぎ 逯 しに 
関する 法令で ある。 すなわち， 異国の 
者は だれも それを 食べて はいけ ない。 
44 しかし， 金で 買い取られた 奴隸の 


出 エジプト 12:45—13:10  男子の 初子は エホバの もの。 無 酵母 パンの 祭り  118 

ば あい  かつれい  けもの 

男が いる 場合， あなたは これに 割礼を 第12 章 獣に ついても， それを すべて わたしに 
施さねば ならない。 こうして 後に， そ 1?；23 対して 神聖な ものと しなさい。 それは 

もの  い  (7J 

の 者は それに あずかって よい。 45 移ィ 5  わたしの ものである」。 

住 者と 雇い入れられた 労働者とは それ  ^  3 次いで モー セは 民に 向かって こう 

を 食べて はいけ ない。  46 それを ー ゥ®9:14  言った。 「あなた 方が エジプトから， 奴 

けん  いえ  た  にく  いく  エ創 17:12  れい  いえ  お ぼ 

軒の 家の 中で 食べる。 その 肉の 幾らか ^ 24：22 隸の 家から 出た この 日を 覚えて おくよ 
にせよ 家から 外の どこかへ 持ち出して ，ラ15 ば 8 うに。 エホバは み 手の 力に よって あな 
はならない。 また， あなた 方は その 骨 . «：n た 方を ここから 携え 出された からで あ 

お  w  73  ^  a  [ゥ）  だね  もの た 

を 折って はならない。 47 イスラエル  誌 る。 それで パン 種の 入った 物を 食べて 

しゅうかい  もの  と  おこ  (x) 

の 集会の すべての 者が これを 執り行な キ はいけ ない。 4 ア ビブの 月の この 日に 

[ゥ）  がいじん きょりゅう しゃ  ™ li，18  がた  ゆ （才） 

う。 48 そして， 外人 居留 者が あなた - あなた 方は 出て 行く。 5 そして， エホ 

の もとに 外国人と してと どまって い  — _  パが あなたを カナン 人， ヒッ タイト 人， 
て， その 者が エホバへの 過ぎ 越しを 執 第13 章 ア モリ 人， ヒビ 人， エ ブス 人の 地， す 
り 行なう という 場合には， その 者に 属 7^；:?3：26 なわち あなたに 与える ため 父祖たち に 
する すべての 男子に 割礼が 施される よ  *  S19 誓われた ところ， 乳と 蜜の 流れる その 

M  のち  ちか  ルカ 2:23  (ク ） たず さ  い 

うに。 こうして 後に， その 者は 近くに ィ出 12:42 地に 携え 入れて くださったなら， その 
来て それを 行なって よい。 その 者は そ 時 あなたは この 月に この 務めを 果たさ 

ち  ゥ2以  か ぁぃだ 

の 地で 生まれた 者の ようになら なけれ n なければ ならない。 6 七日の 間 あなた 
ばなら ない。 しかし， 割礼を 受けて い は 無 酵母 パンを 食べ， 七日 目には エホ 
ない 者は だれも それを 食べて はなら な ォ 出23:!5 パへの 祭りを 行なう 0  7 無 酵母 パンを 

もの  出 34:18  か  た  [サ）  だね 

い。 49 そこで 生まれた 者に も あなた  *16:1  七日の あいだ 食べる 。パン 種の 入った 

方の 中に 外国人と してと どまる 外人 居 物が あなたの もとに 見いだ される こと 
留者 1こ も， 同一の 律法が 存在す る こと キ創 15:18 がな く， その 全 境界 内で 酸い 練り 粉が 
になる」。  ^1：5 あなたの もとに 見いだ される ことのな 

50 それで， イスラエルの すべての 子 ク尝 g7  いように。 8 そして あなたは その 日， 
ら は， エホバが モー セと ア ロンに 命じ ^ ^  自分の 子に 告げて こう 言わなければ な 
たと おりに 行なった。 まさに そのと お  ら ない。 『これは， わたしが エジプト 

りに 行なった。 51 そして， ちょうど コ” ％ 匕 から 出た 時 エホバが わたしに してく だ 

レヒ Zo-o  ，と  （セ ） 

この 日に， エホバは イスラエルの 子ら ル*22:1 さった 事の ゆえ だ』 と。  9 そして， こ 

ぐんたい  とも [キ）  ち  たず さ サ出 23:15 

を その 軍隊と 共に エジプトの 地から 携 れは あなたに とって 手の 上の しるし， 

あいだ  き ねん  (V] 

え 出された のであった 0  ス * 12:19 目の 間の 記念と ならなければ ならない 0 

1 〇 そして エホバは モー セに さらに 12:27 こうして エホバの 律法が あなたの 口に 

■  はな  ぃ  ノ  S  !2:14  ( 夕）  っょ 

■■■U 話して こう 言われた。 2 「イス  X  ；；«18 あるよう にす るので ある。 エホバは 強 
ラエルの 子ら の 中に あって それぞれの 夕廉 23:ie  いみ 手に よって あなたを エジプトから 

たい  ひら  だんし  ういご  年 屮 たず さ  [チ】 

胎を 開く 男子の 初子は， 人に ついても  *7；4  携え 出された からで ある。 10 それで 


119  イスラエルは 紅海へ 導かれる。 雲の 柱， 火の 柱  出 エジプト 13：11—14：3 


あなたは この 法令を 年々 その 定めの 時 
に 守らなければ ならない。 

11 「そして， エホバが あなたと あな 
たの 父祖たち に 誓われた とおり カナン 
人の 地に 携え 入れて くださり， それを 
まさしく 与えて くださったなら， 12 そ 
の 時 あなたは， 胎を 開く すべての 者を 
エホバに ささげなければ ならない。 ま 
た， すべての 初子， すなわち 獣の 子 
あなたの ものと なる ものは [そのよ 
うにす る]。 雄は エホバの ものである。 
13 そして， ろばの 初子は すべて これを 
羊で 請け 戻す。 もし 請け 戻さない ので 
あれば， その 首を 折らなければ ならな 
い。 また， あなたの 子ら のうち， 人の 
初子 もす ベて これを 請け 戻す ように。 

14 「そして， 後に あなたの 子が 尋ね 
て， 『これは どういう 意味です か』 と 
言う 場合， あなたは こう 言わなければ 
ならない。 『み 手の 力に よって エホバ 
はわた したち を エジプトから， 奴隸の 
家から 携え 出して くださった。 15 そ 
して， ファラオは わたしたちを 去らせ 
る こと について かたく なな 態度を 示し 
たので， エホバは エジプトの 地の すべ 
ての 初子， すなわち 人の 初子から 獣の 
初子に 至る までを 殺された。 だから わ 
たしは 胎を 開く すべての 雄を こうして 
エホバに 犠牲と して ささげ， わたしの 
子のう ちの 初子を みな 請け 戻す の だ』 
と。 16 そして これは あなたの 手の 上 
のしる し， 目の 間の 額 帯と ならな けれ 
ばなら ない。 み 手の 力に よって エホバ 
はわた したち を エジプトから 携え 出し 
てくだ さった からで ある」。 
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17 そして， ファラオが 民を 去らせた 
際， 迚は フィ リス ティア 人の 地が 近い 
という だけの 理由で 彼らを その 道に 導 
くことは されなかった。 「戦いを 見て 
民は 後悔し， エジプトに 戻って 行く こ 
とになる かもしれ ない」 と拽は 言われ 

たみ  かい 

たので ある。 18 ゆえに 姓は 民を う 回 
させて 紅海の 荒野の 道に 進ませた。 と 
はいえ， イスラエルの 子ら は 戦闘 隊形 

を 組んで エジプトの 地から 上って 行っ 

(ウ] 

たので ある。 19 そして モー セは ヨセ 
フの 骨を 携えて いた。 彼が イスラエル 
の 子ら に 厳粛に 誓わせて， 「拽は 必ず 
あなた 方に 注意を 向けて くださ るので， 
あなた 方は ぜひとも わたしの 骨を 携え 
てこ こから 上って 行く ようにし てくだ 
さい」 と 言った からであった。  20 そ 
のの ち 彼らは ス コトを たって， 荒野の 
端の エ タムに 宿営を 張った。 

21 そして エホバは 彼らの 前方を 行か 
れ， 昼は 雲の 柱のう ちに あって その 道 
を 導き， 夜は 火の 柱のう ちに あって 彼 
らに 光を 与え， こう して 昼も夜も 進め 
るよう にされ た。 22 昼は 雲 ¢1 柱が， 夜 
は 火の 柱が 民の 前から 離れなかった。 


つ  はな 

-fl  A 次いで エホバは モー セに 話して 
*  こう 言われた。 2 「イスラエル 
の 子ら に 話しなさい。 引き返して， ミ 
グ ドルと 海との 間， バアル •ツ ヱフォ 
ンを 望む ピハ ヒロトの 手前に 宿営を 張 
るよう に， と。 その 正面， 海の ほとり 
にあな た 方は 宿営を 張る。 3 その 時 
ファラオは イスラエルの 子ら に関して 
必ずこう 言う であろう。 『彼らは あの 
地で まごつい ている。 荒野が 彼らを 封 


出 エジプト 14:4—17  ファラオは 迫って 来る  120 

じ这 めた』 と。  4 こうして わたしは 第 M 章 かって 叫び だした。 11 そして モーセ 
ファラオの 心を まさに かたくなに なら:: にこう 言った。 「エジプト に 埋葬 場所 
せる。 彼は 必ず その 跡を 追い， わたしは  a4''l3AS が 全くない ために， わたしたちを ここ 

ファラオと そのす ベての 軍勢と によ っ ゥ に 連れて来て， 荒野で 死なせよ うとす 
て 自らに 栄光を 得る ので あ‘。 エジプ ョシ2: W るので すか。 わたしたちを エジプト か 
卜 人は， わたしが エホバで ある ことを  11  ら 導き出した りして， 何とい うこと を 
必ず 知る であろう」。 そこで 彼らは そェ して くれたの です。 12 エジプト であ 
のと おり に 行なった。  ；^26:6 なた に 話して こう 言った では ありませ 

5 後に， 民の 逃げ去った ことが エジ !〇5：25 ん か。 『わたしたち のことは ほって お 
プ トの 王に 報告され た。 するとす ぐ， ^  V 2:21 いて， このまま エジプト 人に 仕えさせ 
その 民に ついて ファラオ および その 僕 キ出 14:23  て ほしい』 と 。わたしたちに とっては， 
たちの 心は 変わった。 そしてこう 言っ ク | シ if1。 荒野で 死ぬ より エジプト 人に 仕えて い 
た。 「我々 が 行なった この 事は どうい 2；30  る ほうが ましな のです」。 13 その 時 
うこと なのか 0 イスラエルを 去らせて， 詩 仙2  モー セは 民に 言った， 「恐れて はいけ 

我々 の奴隸 として 仕える のを やめさせ コ 民33:3  ない。 しっかり 立って， エホバの 救い 
るとは」 0  6 それから 彼は 戦車を 整え， シ出 15:9  を 見なさい 。それを あなた 方の ために 

たみ  じぶん  あつ  （キ）  つ  ヨシ 24:6  きょうな  と  （才） 

民を 自分の もとに 集めた。 7 次いでよ _ 今日 成し遂げて くださる のです。 あな 

り 抜きの 兵車 六 百両と エジプトの 他の 第二 た 方が 今日 見る この エジプト 人を， あ 
すべての 兵車と を 集め， その すべてに 7 じ S7 なた 方は 二度と， そうです， 二度と 再 
戦士を 乗らせた。  8 こうして エホバ 詩^6  び 見る ことはありません。 14 エホバ 
は エジプトの 王 ファラオの 心を かたく  g；7;3  自ら あなた 方の ために 戦われます。 あ 

なになら せた ため， 彼は イスラエルの ゥ なた 方は 黙して いればよ いのです」。 
子ら の 跡を 追い はじめた。 ときに イス ラブ6 1:16  15 その 時 エホバは モー セに 言われ 

ラエルの 子ら は， 手を 高く 掲げて 出て xg  M：9  た， 「なぜ あなたは わたしに 向かって 
行く ところであった 0  9 そして エジプ  ftn  20:15 叫びつ づけて いるの か 0 イスラエルの 

卜 人は 彼らの 跡を 追って 行き， ファラ  ^4641：1〇 子ら に 話して， 宿営を 解かせよ。 _ 16 そ 
才の すべての 兵車の 馬と 騎兵と 軍勢と 才 して あなたは， 杖を 掲げて 手を 海の 上 
は， 彼らが 海の ほとり， バアル •ツヱ ヵ に 差し伸べ， それを 二つに 分けよ。 イ 
フォンを 望む ピハ ヒロ トの そばで 宿営  S  ；6:415 スラ エルの 子ら が 乾いた 陸地を 通って 

している ところに 追い 迫って 行った。 キ_1:3〇  海の 中を 行く ためで ある。 17 わたし 

10 ファラオが すぐそばに 来た 時に， 20:29 は， 見よ， エジプト 人の 心を かたくなに 
イスラエルの 子ら は 目を 上げた。 見る ヶ出 4:20  ならせて いる。 それは， 彼らが その後 

と， エジプト 人が 自分たち の 後を 行進 コ詩 78:13 を 追って 中に 入り， こうして わたしが， 
して 来る のであった。 そのため イスラ ll^U ファラオと そのす ベての 軍勢， その 戦 
エルの 子ら は ひどく 恐れ， エホバに 向  ai'fAS 車と 騎兵たち とに よって 自らに 栄光を 


121  イスラエルは 紅海を 渡る。 エジプト 人は 溺死す る  出 エジプト 14:18—15:1 

得る ためで ある 0 18 そして， わたし 第14 章 ないか 0 確かに エホバが 彼らの ために 
が ファラオ により， その 戦車と 騎兵た 7tylL エジプト 人と 戦って いるの だ」。 

みず か  えいこう  えとき  ロマ 9:17  い 

ちとに よって 自らに 栄光を 得る 時， エ ィ出 I4:4  26 ついに エホバは モー セに 言われ 

じん  ウ創 48:16  うみ  さの 

ジブ ト 人は， わたしが エホバで ある こ  g  g34 た， 「あなたの 手を 海の 上に 差し伸べ 
とを 必ず 知る であろう」。  ^3:21 て， 水を エジプト 人の 上， その 戦車と 騎 

19 その 時， イスラエルの 陣営の 前を  7/s2：i2 兵たち の 上に 戻らせよ」。 27 モー セが 

すす  つか （ゥ1  オ ヨシ 24:7  ただ  うみ  さの  あさ 

進んで いた [まことの] 裡の み使いは そ 力 詩 1 版39 直ちに 手を 海の 上に 差し伸べ ると， 朝 
こを 離れて 後方に 回り， 雲の 柱 も 彼ら 2；?0 になり かける ころ， 海は いつもの 状態 
の 先頭を 離れて 後方に 立った。 20 こ  |  に 戻って いった。 一方 エジプト 人は そ 

う して それは エジプト 人の 陣営と イス  ?^5hl0 れ にぶつ からぬ ように 逃げよう として 

あいだ  （才） いっぽう ケネへ 9:11 

ラエル 人の 陣営との 間に 入った。 一方  ^  78:133 いたが， エホバは エジプト 人を 海の 中 
において それは 闇を 伴う 雲と なった。 コ^ "15$12 に 払い落とされた。 28 そして 水は ど 
他方に おいては 夜を 明るく 照らし つづ  ?^3363:13 ん どんと 戻って 行った。 ついに それは 

[力）  よど お  む  コ I 10:1  ぐんぜい  ぞく  せんしゃ 

けた。 そして， 夜通し， この 群れは か ヘプ ファラオの すべての 軍勢に 属する 戦車 
の 群れに 近づかなかった。  シ と 騎兵たち， [民] を 追って 海に 入った 

21 さて， モー セは 手を M の 上に 差 J*23；2J 者たち を 覆った。 その 一人と して 残さ 
し 伸べ た。 すると エホバは 強い 東風に  れた 者は いなかった。 

よど お  しりぞ  かわ ソ詩 76:6  いっぽう  かいてい 

よって 夜通し 海を 退かせ， その 海を 乾 -  29 —方 イスラエルの 子ら は 海底の 

じ めん  か  W  かわ  りくち  すす W  かれ 

いた 地面に 変えて ゆかれた。 水は 二つ  欄 乾いた 陸地を 進み， 水は 彼らの ため そ 

わ  W  ア出 14:4  かべ  1 ク 1 

に 分かれて いった。 22 ついに イスラ  *  3:22  の 右と 左に 壁と なって いた。 30 こう 
エルの 子ら は 乾いた 陸地を 通って 海の ィ“: f  して その 日， エホバは イスラエルを エ 
中を 行き， その 間 水は 彼らの 右と 左に ゴ ば。 ジプト 人の 手から 救われた。 イス ラエ 
壁と なって いた。 23 次いで エジプト  ルは エジプト 人が 海辺に 死んで いるの 

じん  ついせき  かいし  詩 78:53  W 

人は 追跡を 開始し， ファラオの すべ 才 ^フ15^29 を 見た 〇  31 イスラエル はまた， エホ 
ての 馬， その 戦車と 騎兵たち とは 彼ら  t>424:7 パが エジプト 人に 対して 行使され た大 
の 後を 追って 海の 中に 入って 行った。 いなる み 手を 見た。 そして， 民は エホ 

あさ  みは  じ  詩 136:15  おそ  いだ 

24 そして， 朝の 見張り 時の ころ， エホ キ 詩66:6  バ に対して 恐れを 抱き， エホバと その 

くもは しら  じん  詩 77:19  しもべ  しんこう  お  [サ） 

パは 火と 雲の 柱の うちから エジプト 人 ク忠丨 が2 僕モー セに 信仰を 置く ようになった。 
の 陣営を ご覧に なり， エジプト 人の そ ヶ ぽ 8  -I  ^ その 時 モー セと イスラエルの 子 
の 陣営を 觀 させて ゆかれ， L  25 そ コ 丄〇 らは エホバに 高 かって この 载を 
して， 彼らの 兵車から 次々 に 車輪を 外 歳16:4  歌い， 次のように 言い はじめた 0 
された ため， 彼らは それを i ませる の  g ;^12  「エホバに 向かって わたしは 歌う。 

なんじゅう  tv]  r  た 包 

に 難渋す るので あった。 そのため エジ -  [迚] はまこと に咼 めら れた 

じん  ぃ  第 15 章  w 

プト 人は こう 言いだ した 0  「イス ラエ 、ン 裁 5:1  から 0 

^  サ - 

ルに かかわる のは やめて 逃げよう では 啓 15:3 ス出 9:16; 出 18:11; 詩 106:12。 


モー セの 勝利の 歌 
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出 エジプト 15:2 — 16 

馬と その 乗り手と を 海の 中に 投 第15 章  わたしは 分捕り物を 分かつ。 わ 

げ 入れられた。  7£；36：!5  たしの 魂は 彼らに よって 満た 

2 わたしの 力， [わたしの] 偉力は ヤ される の だ。 

W  すく  イザ 12：2  つるぎ  ぬ 

ハ。 わたしの 救いと なって く  ^  4-13  わたしは 剣を抜く。 わたしの 手 

[ゥ）  ウ啓7:10  ち  M 

ださる からだ。  1D9£47  は 彼らを 追い散ら すの だ』 と。 

これが わたしの 迚， わたしは こ 才 iU1 10 あなたは ご 自分の 息を 吹き か 

かた  [I)  -H  ^  QQ.1Q  うみ  かれ  おお  W 

の 方を たたえよう。 わたしの  iusu  海は 彼らを 覆った。 

ちち  【才）  たか キネへ 4:20  そうごん  なまり 

父の 裡， わたしは この 方を 高 詩24:8  彼らは 荘厳な 水の 中に 鉛の よう 

m  ク出 6:3  しず  （ォ） 

めよう 0  ィザ42:8  に 沈んだ。 

おお  いくさび と (キ）  ケ m 14:27  かみがみ 

3 エホバは 雄々 しい 戦 人。 エホバ コ=シ14 ず6 11 エホバよ， 神々 の 中に だれか あなた 
がその 方の み 名。  iztn  に 並ぶ 者が いるでしょう。 

4 ファラオの 兵車と その 軍勢を 海 ス 神聖 さに おいて 強大な ことを 示 

な  こ  （ヶ）  詩 89:13 

の 中に 投げ込まれ，  » 118：15  される あなたに 並ぶ 者が いる 

ぬ  せんし  こうかい  ぺテ I [キ） 

そのえ り 抜きの 戦士は 紅海の 中 セ ヘプ 1〇:31  でしょう か 0 

に 沈められた。  ^'^23  賛美の 歌を もって 恐れ かしこむ 

5 逆巻く 水は 彼らを 覆い， 彼らは 石 べき 方， 驚くべき 事を 行なわ 

ふか  くだ  [シ）  へブ 12:29  (コ 1 

のように 深みに 下った。  チサ mi6  れる方 0 

はたら  詩 18:15  さの  （サ） ち 

6 エホバよ， あなたの 右手は その 働 '>  * 14=8 12 あなたが 右の 手を 差し伸べ ると， 地 

きょうりょく  しめ 1ス）  ア出 14:9  かれ  の  こ  [シ） 

きの 強力な ことを 示す。  -  は 彼らを 呑み込んで いった。 

エホバよ， あなたの 右手は 敵を  13 あなたは ご 自分が 取り戻した 民を 

くだ M  アエゼ 38:12  あい  しんせつ  みちび  （ス） 

みじんに 砕く。  ^  * 14:5  愛 ある 親切を もって 導かれた。 

7 また， 満ち あふれる 優越性に よっ ゥ m21  あなたは 力を もって 彼らを ご自 

て， あなたは 逆らい 立つ 者た n；f  分の 聖 なる 住まいに 必ず 導い 

ちを 打ち倒す。  U ム  て 行かれる。 

も  いか  おく  力 申 3:24  たみ  かなら  き  [ソ) どうよう 

あなたは 燃える 怒りを 送り出 サ パ:22 14 もろもろの 民は 必ず 聞いて 動揺 

かれ  か  かぶ  コ I  (夕] 

し， それは 彼らを 刈り株の よ キ 2  する。 

< つ [夕 1  .1. ； 1R  う  くる [チ） 

うに 食い尽くす。  ク 32 ^  産みの 苦しみが フィ リス ティア 

8 そして， あなたの 鼻孔の 一息に SL  に 住む 者たち を 必ず とらえる。 

よって 水は 盛り上げられ，  ^!5；6 15 その 時 エドムの 首長たち はま さし 

せき 止められた 洪水の 水の よう  ヘプ II:29  く かき 乱される。 

せいし  ス詩 106:10  くんのう 

に 静止した。  セ 詩78: 54  モ アブの 君 王たち は， おののきが 

さかま  うみ  かた ソ民 14:14  (ッ） 

逆巻く 水が 海の ただ 中で 固 これを とらえる。 

まった。  カナンに 住む 者は 皆 まさにう ち 

てき  い  っいせき  L  ^  〇  n  しず （テ） 

9 敵は 言った， 『わたしは 追跡す 沈む。 

[ツ）  お  if)  卜 由 n .ツ R  ひじょう  おそ  かれ  おそ （卜 1 

る。 追いつ くの だ。  t>2:9 16 非常な 怖れと おじけと が 彼らを 襲う。 
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ミリアムは こたえ 応じて 歌う。 苦い 水  出 エジプト 15:17—16:3 

うで  い だい  き  (7)  にが 

あなたの み 腕の 偉大 さ ゆえに 彼 第 巧 章  23 やがて マラに 来たが， マラの 水は 苦 
らは 石の ように 動かなくなる。 7^2；9  くて 飲む ことができなかった。 そのた 

たみ [ァ） とお  す  サ n  7:23  かれ  よ 

エホバよ， あなたの 民が 通り過ぎる ィィザ 43:1 めに 彼は そこの 名を マラと 呼んだ ので 
まで，  ゥ^ ば ある。 24 そして 民は モー セに 対して 

[ィ）  申 2:27  (ゥ）  なに 

あなたの 生み出された 民が 通り X 丰 4:21  つぶやき はじめ， 「わたしたちは 何を 

(ゥ）  詩 44:2  の  い 

過ぎる までは。  ^78:54  飲んだら よいの か」 と 言った。 25 そ 

17 あなたは 彼らを 携えて 行って， ご自 ォョ8:27 こで 彼は エホバに 向かって 叫んだ。 す 

ぶん そうぞくち  う  [エ） 力 出 25:8  ぼん  し じ 

分の 相続 地の 山に 植えられる。 キ詩 KM6 ると エホバは 彼に 一未の 木を 指示され， 

す  詩 146:10  な  い 

エホバよ， ご 自分が 住む ために た4 :3  彼が それを 水の 中に 投げ入れ ると， そ 
ご詣で W ぇられた I めの 4  の 水は^ なっム 

しょ （才）  ケ ヨ ン 24 :6  ところ  きてい 

所に。  コ 出14; '  その 所で®] は 彼らの ために 規定を， 

^ 11,29  さば  じれいもう 

エホバよ， あなたの み 手が 定めた サ 出14:22 また 裁きの ための 事例を 設け， また そ 

せい  ところ [力）  シ民 26:59  こころ  it,) 

聖 なる 所の 中に。  ス 詩8 1:2  の 所で 彼らを 試みられた。 26 そうし 

さ/ ■£  ぇいきゅう  セ 裁 11:34  い 

18 エホバは 定めな く， まさに 永久に 王  18：6 てこう 言われた。 「あなたの 迸 エホバ 
として 支配され る。  ；u15^4 の 声に 固く 聴き 従い， その 目に 正しい 

19 ファラオの 馬が その 戦車 や 騎兵と とされる ことを 行ない， その おきてに 

とも  うみ  M  ^  m  5：J  たし  む  きてい 

共に 海の 中に 入った とき，  チ。 冗 確かに 耳を 向け， そのす ベての 規定を 

とき  かれ  出18:11 まも  (4) 

その 時 エホバは 海の 水を 彼らの 14:27  守るなら， わたしは， わたしが エジプ 
上に 引き戻させた。  W  25:18 卜 人に 加えた 运 病を 一つ も あなたに 加 

卜 出 17:1  M 

しかし イスラエルの 子ら は 海の - えない。 わたしは エホバ， あなたを い 

中の 乾いた 陸地を 歩いた」。  やして いる 者 だからで ある」。 

あね  おんなよ げん ア民 33:8  かれ  き 

20 そして ア ロンの 姉で ある 女 預言 ィルッ I:2。  27 そのの ち 彼らは エリムに 来た。 そ 

しゃ  トン）  と  ウ出 16:2  いずみ  ぽん 

者 ミ リアムは その 手に タン バリ ンを取  *17:3  こには 十二の 水の 泉と 七十 本の やしの 

W  S  11:1  (□] 

り， またす ベての 女たち も タン パリンを  木が あった。 それで 彼らは そこの 水の 

持って 踊りながら 彼女と 共に 出て 行っ は 丨5 そばに 宿営を 張る ことにした。 

た。 21 そして ミリアムは 男たち にこ ip 後に 彼らは エリムを 出発した。 
たえて こう [歌い] つづけた。  3 テ8 i21:7 上リ そして， イスラエルの 子ら の 全 

「エホバに 向かって 歌え。 [裡] はま キ以ぽ 3 集会は ついに シンの 荒野に 来た。 それ 

たか  W  刁ハ I  5:3  あいだ 

ことに 高められ たから。  ク出 9:1〇  は エリムと シ ナイの 間に あり， エジプ 

馬と その 乗り手と を 海の 中に 投げ ヶ： i3:25 卜の 地を 出た のち 第二の 月の 十五 日の 

い  [ッ）  詩 103:3 

入れられた」。  コ民 33:9  ことであった。 

のち  こうかい  ぜんしゅう 

22 後に モー セは イスラエルを 紅海  2 そして， イスラエルの 子ら の 全集 

しゅっぱつ  かれ  I テ） こうや  $  IbS  かい  こうや  たい 

から 出発 させた 0 彼らは シュルの 荒野 サ民 33:10 会は その 荒野で モー セと ア ロンに 対し 
へ 出て 行き， 荒野を 三日間 行進した 11 ^  てつぶ やくように なった。 3 そして イ 
が， 水を 見つける ことができなかった。 スラ エルの 子ら は 彼らに 向かって しき 
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り にこう 言った。 「エジプトの 地で 肉 
のな ベの そばに 座り， パンを 満ち足り 
るまで 食べて いた ころに エホバの 手に 
かかって 死んで いた ほうが ま しで あっ 
た。 あなた 方は わたしたちを こんな 荒 
野に 連れ出して， この 全会衆を 飢え 死 
にさせよう というの だ」。 

4 その 時 エホバは モ ー セに こう 言わ 
れ た。 「いまわた しは あなた 方の ため 
に 天から パンを || ら せる。 民は 必ず 出 

い  かくじ じぶん りょう  にちぶん  ひろ 

て 行って， 各 _  _ 分の 量を 一日 分ず つ 拾 
うように。 これは， わたしの 律法のう ち 
を 歩む かどう かにつ いて， わたしが 彼ら 
を 試みる ためで ある。 5 そして 六日 目 
に (i， 自分たち が 運び入れた ものの 準備 
をし なければ ならない。 それは 日 ごと 
に 拾った 分の 二倍と なる はずで ある」。 

6 それで モー セと ア ロンは イス ラエ 
ルの すべての 子ら にこう 言った。 「夕 
方には， あなた 方を エジプトの 地から 
携え 出された のが エホバで あ る ことを， 
あなた 方は 必ず 知る でしょう。  7 そ 
して 朝には， まさしく エホバの 栄光を 
見る ことでしょう。 エホバは ご 自分に 
対す る あな た 方の つぶや きを お聞きに 
なった からです。 それで， あなた 方は 
わたしたちに つぶやいて いますが， こ 
の わたしたちが 何者な ので しょ う」。 
8 モー セは さらに 言った， 「それは， エ 
ホ パが 夕方 あなた 方に 肉を 与えて 食べ 
させ， 朝には パンを 満ち足り るまで [お 
与えになる] 時に 起きます。 エホバは， 
ご 自分に 対して あな た 方が つぶやいて 
いる その つぶやきを お聞きに な っ たの 
です。 それで， わたしたちが 何者な の 
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力 出 4:5 
出 6:7 
ェゼ 34:31 
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でしょう。 あなた 方の つぶやきは， わ 
たしたち に対してで はなく， エホバに 
対してな のです」。 

9 次いで モー セは ア ロンに 言った， 
「イスラ エルの 子ら の 全集 会に こう 言っ 
てくだ さい。 『エホバの み 前に 近づき 
なさい。 あなた 方の つぶやきを お聞き 
になった からです』」。 10 それで アロ 
ンがイ スラ エルの 子 らの 全集 会に 話す 
と， 彼らは すぐに 荒野の ほうを 向いた。 
すると， 見よ， エホバの 栄光が 雲の 中 
に 現われた。 

11 そして， エホバは モー セに さらに 
話して こう 言われた。 12 「わたしは 
イスラエルの 子ら の つぶやきを 聞いた。 
彼らに 話して 言いなさい， 『あなた 方 
は 二つの 夕方の 間に 肉を 食べ， 朝には 
パンに 満ち足りる であろう。 そして あ 
なた 方は， わたしが あなた 方の# エホ 
バ である ことを 必ず 知る であろ 4』」。 

13 こうして 夕方には うずらが 上っ 
て 来て 宿営を 覆うよう になり， 朝には 
宿営の 周りに 露の 層が 生じて いるので 
あった。 14 やがて 露の 層は 蒸発し， 
見る と， 荒野の 表面には 細かい 薄片 状 
の もの， 細かくて， 地に おりた 白い 霜 
のよう な ものが できて いた。 15 それ 
を 見た 時， イスラエルの 子ら は， 「こ 
れは 何だろう」 と 言い合った。 それが 
何だか 分からなかった ので ある。 そこ 
で モー セは 彼らに 言った， 「これは エ 
ホバが 食物と して あなた 方に お与えに 
なった パンです。 16 エホバが 命じて 
言われた 言葉は こう です。 『各自 その 
食べる ところに 応じて 幾らかを 拾いな 
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さい。 あなた 方は それぞれ 自分の 天幕 

ない  たましい かず  ひとり 

内に いる 魂の 数に 応じ， 一人に ー オメ 
ルの 割で 取る ように』」。 17 それで イ 
スラ エルの 子ら は そのと おりに しは じ 
めた。 彼らは それを 拾って いき， ある 
者は 多く 集め， あ る 者は 少なく 集めた。 
18 それを オメル 升で 量って みると， 多 
く 集めた 者に も 余りは なく， 少なく 集 
めた 者に も 不足はなかった。 各自 その 
食べる ところ に応 じて それを 拾っ たの 
である。 

19 その後 モー セは 彼らに 言った， 
「だれも それを 朝まで 残して おいては い 
けない」。 20 しかし 彼らは モー セ [の 
言う こと] を 聴かなかった。 ある 人々 が 
それを 少し 朝まで 残して おくと， それ 
は 虫が わいて 臭く なって いるので あっ 
た。 そのため モー セは 彼らに 対して 憤 
然とした。 21 こうして 彼らは 朝 ごと 

(A)  かく じた  おう 

に， 各自 その 食べる ところに 応じて そ 
れを 拾った。 太陽が 熱くなる と， それ 
は备 けた。 

22 そして 六日 目には， 二倍の パン 
を， つまり 一人に ニ オメルず つを 拾っ 
た。 それで 螽 会の 長たち 全員は モー セ 
のと ころに 来て そのこと を 報告した。 
23 そこで 彼は 言った， 「これは エホ 
バの 話された ことです。 明日は エホバ 
に対する 聖 なる 安息と して 安息日が 守 
られ ます。 焼く ことので きる ものは 焼 
き， 煮る ことので きる ものは 煮て， 余っ 
ている ものは みな 朝まで 保存すべき も 
のと して 自分たち のために 取って置き 
なさい」。  24 そこで 彼らは モー セが 
命じた とおり それを 朝まで 取って 置い 
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ア出 16:36 


カ マタ 6:11 

キ出 16:5 


ク出 20:8 


出 35:2 
レビ 23:3 


ケ民 11:8 
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ア出 16:33 

イ ネへ 9:14 
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申 5:15 


イザ 58:13 
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カ ルカ 23:56 

キ レビ 23:3 
申 5:14 


ク出 16:15 


コ詩 78:20 


た。 それは 臭くなら ず， その 中に うじ 
が 生じる こと もなかった。  25 それで 
モー セは 言った， 「それを 今日 食べな 
さい。 今日は エホバに 対する 安息日 だ 
からです。 今日は それを 野で 見つける 
ことは できません。  26 六日の 間 あな 
た 方は それを 拾います が， 七日 目は 安 
息 日です。 その 日には 少しも 生じ ませ 
ん」。 27 それ にもかかわらず， 七日 目 
にも 民の 中の ある 者たち は [それを] 拾 
おうとして 出て 行く のであった。 しか 
し 少しも 見いだ せなかった。 

28 このため エホバは モー セに 言わ 
れ た， 「いつまで あなた 方は わたしの 
おきてと 律法を 守る ことを 拒まねば な 
ら ない のか。 29 エホバが あなた 方に 

あんそくび  あた  ちゅうもく  [才） 

安息日を 与えた ことに 注目せ よ。 その 
ゆえに 六日 目には 二日 分の パンを 与え 
ている ので ある。 各々 自分の 所に 座し 
ている ように。 七日 目には だれも 自分 
の 場所から 出て はいけ ない」。  30 そ 
れで 民は 七日 目に 安息を 守る ことに 
なっ 

31 やがて イスラエルの 家は その物の 
名を 「マナ」 と 呼ぶ ようになった。 そ 
して， それは 白くて， コエン ドロの 種に 
似て おり， その 味は 蜜を 入れた 平 焼き 
菓子の ようであった。 32 その後 モー 
セは 言った， 「エホバが 命じて 言われ 
た 言葉は こう です。 『それを オメ ル 升 
に 一杯 取り， あなた 方が 代々 守り 置く 
ものと しなさい。 エジプトの 地から あ 
なた 方を 携え 出 した 際に わた しが 荒野 
であな た 方に 食べさせた パンを 彼らが 
見る ためで ある』」。 33 そう して モー 
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セは ア ロンに 言った， 「つぼを 取り， そ 第16 章  5 すると エホバは モー セに こう 言わ 

い  がた  ^  Q.A  たみ  まえ  とお  M 

の 中に マナを ー オメル 入れ， あなた 方 れ た。 「民の 前を 通って イスラエルの 
が 代々 守り 置くべき ものと して それを  %  ^；20 年長者の うちから 幾人 かを 連れて行き， 
エホバの み 前に 置きなさい」。 34 エホ ゥ^ また あなたが ナイル川を 打った 杖を 
パが モー セに 命じた とおり， ア ロンは [取り] なさい。 それを 手に 取って 進ん 
守り 置くべき ものと して それを 証の 前  で 行く ように。 6 見よ， わたしは そこ 

に 置く ことに なった。 35 そして， イ ^^33：489 の， ホ レブの 岩の 上で あなたの 前に 立 
スラ エルの 子ら は 人の 住む 地に 来る ま  ^：1  つ。 そして あなたは その 岩を 必ず 打つ 

[ウ）  あいだ  た  W  たみ 

で 四十 年の 間 マナを 食べた。 カナンの  _  ように。 すると 水が そこから 出て， 民 

こっきょうが  かれ  ^  1  ^  の  （ゥ）  のち 

地の 国境に 来る まで 彼らが 食べた もの 力 民 33:12 は それを 飲む ことになる」。 その後 モー 
はこの マナであった 0  36 ところで ー キ 民33:2  セは イスラエルの 年長者た ちの 見る と 

ぶん  ク民 33:14  おこ 

オメルは ーエ ファの 十分の一 である。 ヶ 出5:2 i  ころで そのと おりに 行なった。  7 そ 

のち  ぜんしゅう  民 14：2  かれ  ばしょ  (x) 

n その後 イスラエルの 子ら の 全集 民20:3  れで 彼は その 場所の 名を マッサ， また 

かい  こうや  しゅっぱつ  W  コ民 14:22  f 才）  よ  _ 

会は シンの 荒野を 出発して， 一 詩78: 18  メ リバと 呼んだ。 イスラエルの 子ら が 
行程ず つ [進んで 行った]。 それは エホ  言い争った ため， また 彼らが， 「エホ 

パの 命令に したがって 進んだ もので あ ミ1 ブ1 は バ はわた したち の 中に おられる のか お 
io こうして 彼らは レ フィ ディムに 宿 サ られ ない のか」 と 言って エホバを 試み 
営す る ことに なった。 ところが， そこ  ョ ハ10 :31 たためで ある。 

たみ  の  のち  じん (ク）  き 

には 民の 飲む 水がなかった 0  第二 欄  8 その後 ア マレク 人が やって来て， 

たみ  い  あらそ  たたか 

2 それで 民は モー セと 言い争うよ ァヱ ゼ 2:6  レフ ィデ ィムで イスラエルに 戦いを し 

[ヶ）  あた  イ出 7:20  W  0) 

うに なって， 「わたしたちに 水を 与え ゥ民 20:8  かけた。 9 そこで モー セは ヨ シュアに 

の  申 8:15  い  えら 

て 飲ませて ほしい」 と 言った。 しかし ネ へ9: 15 言った， 「わたしたち のために 人を 選 

かれ  詩 78:15  い  （サ】  じん たたか 

モー セは 彼らに 言った， 「なぜ あなた  % び， 出て 行って ア マレク 人と 戦いな さ 
方は わたしと 言い争う のです か。 どう  ifZ21 〇〇 明日 わたしは [まことの]® の 杖を 

こころ  【コ）  T 由 〔シ) おか いただき 

して エホバを 試みつ づける のです か」。 X；33?8  手に して 丘の 頂に 立ちます」。 1〇 そ 
3 しかし 民は そこでし きりに 水を 渴望 n7  れでヨ シュアは， ア マレク 人と 戦うた 

いくど  力 出 34:9  い  おこ 

し， 民は 幾度 も モー セに つぶやい てこ  ^31^9 めに， モー セの 言った そのと おりに 行 
う 言った。 「わたしたちを エジプト か キ なった。 そして モー セ， ア ロン， それ 
ら 連れ出 して 来て， わた したち も 子ら や  ^ 3:8 に フルは 丘の 頂に 上った。 

ちくるい とも かわ  し  ク 10  36:12  かか 

畜類 も 共に 渴き のために 死なせる とは ヶ *25ポ  11 そして， モー セが 手を 掲げる と 

[サ]  サ I 15:2  じん ゆうせい  (V) 

どういう わけなの か」 0  4 ついに モー コ民 11:28 イスラエル 人が 優勢に なり， その 手を 

さけい  申 32:44 

セは エホバに 叫んで 言った， 「わたし  7:45 下ろす とア マレク 人が 優勢になる ので 

たみ  サ民 31:3  おも 

はこの 民を どう すれば よいので しょう シ出 4:2  あった 0 12 モー セの 手が 重くな っ 
か。 もう 少し すれば， 彼らは わたしを ス ョシ11 :15 た 時， ふたりは 石を 取って 彼の 下に 置 

いしう  （シ）  セ 出 24:14  すわ 

石 打ちに する ことでしょう」 0  ソ詩 56:9  き， 彼は その上に 座った 0 ア ロンと フ 
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ルは 彼の 両手を， 一人は こちら 側， 他 
の 一人は 向こう側で 支えた。 そのた 
め 彼の 手は 太陽が 沈む まで しっかり 
としていた。 13 こうして ヨ シュア 
は 剣の 刃で ア マレク とその 民を 制圧 
し#。 

14 その 時 エホバは モー セに 言われ 
た， 「これを 記録と して 書の 中に 記し， 
また ヨ シュアの 耳に も 説き聞かせよ。 
『わたしは ア マレクに 関する 記憶を 天 

した  まった  さ  （ゥ 1 

の 下から 全くぬ ぐい 去る』 と」。 15 そ 
の 後 モー セは 祭壇を 築き， その 名を エ 
ホバ •ニシ と 呼んで， 16 こう 言った。 
「手が ヤハ のみ 座に 向けられる ゆえに， 
エホバは 代々 にわ たって ア マレクと 戦 
いを される」。 

■JO さて， ミディ アンの 祭司で モー 
セの しゅうと である エテ ロは， 
控が モー セと その 民 イスラエルの ため 
に 行なわれた すべての 事， すなわち エ 
ホバが どのように して イスラエルを エ 
ジ ブトから 携え 出された かを 聞いた。 
2 それで， モー セの しゅうと エ テロ 
は， 送り返され ていた モー セの 妻チッ 
ボラと，  3 彼女の 二人の 子を 連れて 
行った。 その 一方の 名は ゲルショムと 

いこく  ち  がいじん きょ 

いった。 「わた しは 異国の 地で 外人 居 
留者 となった から」 と 彼は 言った ので 
ある。 4 他方の 者の 名は エリ エゼルと 
いった。 「わたしの 父の 裡は わたしを 
ファラオの 剣から 救い出して， わたし 
の 助け手と なって くださった から」 と 
いう ことであった。 

5 こうして モー セの しゅうと エテ 
口， および その子ら と 妻とは モー セ 
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シ出 2:15 
コ n  i：io 


第二 欄 


の もとへ， すなわち 彼が 宿営して い 
た， [まことの] 拽の 山の 強 野へ 来た。 
6 そして 彼は モー セの もとにこう 言い 
送った。 「あなたの しゅうと である わ 
た しエ テロは あなたの ところに やって 
来た。 あなたの 妻と その 二人の 息子た 
ち も 一緒 だ」。 7 直ちに モー セは 出て 
行って 自分の しゅうとを 迎え， これに 
平伏し， また 口 づけした。 そして 彼ら 
は， どのように 過ごして いるかを 互い 
に 尋ね 合った。 そのの ち 彼らは 天幕に 
入った 0 

8 そして モー セは， エホバが イスラ 

かん  おこ 

エルに 関して ファラオと エジプトに 行 
なわれ たす ベての 事に ついて しゅうと 
に 話して いった。 また， 途中で 臨んだ 
すべての 辛苦に ついて， それでも エホ 
パが 彼らを 救い出して くださって いる 
ことにつ いても [話した]。  9 すると エ 
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王 I  19:8 


ィ出 4:18 
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ロマ 12:10 
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申 4:34 
ネへ 9:10 


才出 15:22 
出 16:3 
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力 詩 81：7 
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ク創 14:20 
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ケ出 15:11 
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詩 95:3 
詩 97:9 
ダニ 2:47 

コ マラ 1:11 


テロは， エホバが イスラエルを エジプ 
卜の 手から 救い出して 彼らの ために 行 
なわれ たす ベての 良い 事柄に ついて 喜 
ぶので あった。 10 そう して エ テロは 
言った， 「エホバが ほめたたえられる 
ように。 あなた 方を エジプトの 手から， 
また ファラオの 手から 救い出し， この 
民を エジプトの 手の 下から 救い出され 
たの だ。 11 彼らが [民] にせん 越に 振 
る 舞った この 事から， 今 わたしは， エホ 
パが [他の] すべての 神々 に 勝って 偉大 
な 方で ある ことを よく 知った」。 12 そ 
の 後 モー セの しゅうと エ テロは 拽 への 
焼燔の 捧げ物と 犠牲を 手に 取った。 そ 
して ア ロン および イスラエルの すべて 
の 年長者たち もやって 来て， モー セの 
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しゅうと と共に [まことの]® の 前で パ 第18 章 どのような 規定と 律法が あるかに つい 
ンを 食べた。  71031:54 て 彼らに 警告し， 彼らの 歩むべき 道と 

13 そして 翌日の こと， モー セは 民の ゥ出 20:19  なすべき 業と を 知らせなければ ならな 

ために 裁き 人と して 仕える ためい つも  ^27:5  い 0  21 だが あなたは， 民 全体の 中 か 

のように 腰を下ろした。 民は 朝から 夕 XS??；84  b, 有能な 男子， 迚を 恐れる， 信頼で 
方まで モー セの 前に 立つ のであった。 才.  4:5  きる 人々， 不当な 利得を 憎む 者たち を 
14 そして モー セの しゅうとは， 彼が 民  ¢6；!  選び出すべき だ。 あなたは それを， 千 

のために 行なって いるすべ ての ことを 力 s 11:11 人の 長， 百 人の 長， 五十人の 長， 十 人 

い  キ民 11:14  [ク） 

見た。 それでこう 言った。 「あなたが  の 長と して 人々 の 上に 立てる ように。 

民の ためにし ている この 仕事は 一体 ど ク出 他24  22 そして その 人たち がすべ て ふさ わ 

ういう ことなの か。 どうして あなた 独 ヶ 3シ1:17 しい 時に 民を 裁く ことになる。 大きな 
りが ずっと 座り， 民が みな 朝から 夕方 ^J2^19 問題は すべて あなたの ところに 持って 
まで あなたの 前に 立つ のか」。 15 そ サ 民27:5  来る が， 小さな 問題は みな その 人たち 
こで モー セは しゅうとに 言った， m  が 裁き 人と なって 扱う ことになる。 こ 

に 尋ねよう として 民が わたしの ところ ァ申 7:n  うして あなたの 分を 軽く し， その 人た 
に 絶えず やって来る からです。 16 彼 マル ㈣ ちが あなたと 一緒に 荷を 負うよう にし 
らに何 か 問題が 起きる 場合， それは ど なければ いけない。 23 もし このと お 

も  イザ 30:21  めい 

うしても わたしの ところに 持ち出さ  ^  £3 りに するなら， 裡が お命じに なった こ 
れ ，わたしは これと 彼との 間を 裁いて， ゥ民 11:1? とで も あり， あなたは 必ず それに 堪え 
[まことの 道の 決定と 律法と を 知らせ  %%% る ことができ， この 民の ほう も 全員 無 
なければ なりません」。  1：9 事に 自分たち の 場所に 行き着ける であ 

たい  エ代 n  6:31  【ザ） 

17 それに 対し モー セの しゅうとは  冗 ろう」。 

言った， 「あなたが している その やり  胃8 :13  24 すぐに モー セは しゅうとの 声を 聴 

方は 良くない。 18 あなたは， そう  ^%5：w き 入れ， その 述べた ところを すべて 行 
だ， あなた も 一緒にい る この 民 もき っ  ；?\：77 なった。  25 こうして モー セは イスラ 
と 疲れ I： てて しまう。 この 仕事は あ ^^:33 エル 全体の 中から 有能な 男子を 選び， 千 
なた に とって 重す ぎる 荷なの だ。 あな  5^2 人の 長， 百 人の 長， 五十人の 長， 十 人 

た 独りで これを 果たす ことは できな +  5 1〇：4  の 長と して， 民の 頭と しての 地位を そ 
い。 19 さあ， わたしの 声を 聴き 入 使で の 人々 に 与えた。 26 そして その 人々 

(ク）  ちゅうこく  ノト 1.5  とき  たみ  さば 

れ なさい。 わたしは あなたに 忠告し よ ヶレビ 24:ii がすべ て ふさわしい 時に 民を 裁いた。 

とも  民 15:33  むず か  もんだい  も 

う。 そして# は あなた と共にい てくだ 申1:17  難しい 問題は モー セのと ころに 持って 
さるだろう。 あなた 自身は [まことの] 来たが， 小さい 問題は みな それらの 者 
迚の 前に あって 民の 代表と なり， あな シ歳 が 裁き 人と なって 扱った 0  27 その後 
たが 種々 の 問題を [まことの] 裡の もと X_6:5 モー セは しゅうとを 見送り， 彼は 自分 

も  い  （ザ）  セ 使徒 15:2  とち  もど  い 

に 持って行 くの だ 〇  20 また あなたは ソ民 10:29  の 土地へ 戻って 行った 0 


129  祭司の 王国。 シ ナイでの 光景 


出 エジプト 19:1 一 16 


1 〇 エジプトの 地を 出た 後， 第三 

I  ZW  (7)  おな 

Xt/ の 月の その 同じ 日に， イスラ 
エルの 子ら はシ ナイの 荒野に 入った。 

かれ  [ゥ） 

2 すなわち 彼らは レ フィ ディムを 
たって シ ナイの 荒野に 入り ，その 荒野 
に 宿営を 張った。 イスラエルは そこ 
で， 山を 前に して 宿営した ので ある。 

3 そして モー セは [まことの]# の 
もとに 上って 行った。 すると エホバは 

かれ  よ  （力）  い 

山の 中から 彼に 呼びかけ てこう 言われ 

いえ  はな 

た。 「これは あなたが ヤコブの 家に 話 
し， イスラエルの 子ら に 告げるべき こ 
とで ある。 4 『あなた 方は， わたしが 
エジプト 人に 対して 行なった 事柄を 見 
た。 それは， あなた 方を 鷲の 翼に 乗せ 
てわた しのと ころ に 連れて来る ためで 
あった。 5 それで 今， もし わたしの 声 
に 固く 従い， わたしとの 契約を ほんと 

まも  W  がた  たみ 

うに 守るなら， あなた 方は あらゆる 民 
の 中に あっ て 必ず わた しの 特別な 所有 
物と なる。 全地は わたしの もの だから 
である。 6 そして あなた 方は， わたし 
に対して 祭司の 王国， 聖 なる 国民と な 
る』。 これが， イスラエルの 子ら にあな 
たの 言うべき 言葉で ある」。 

もど  き  たみ  ねん 

7 それで モー セは 戻って 来て 民の 年 
長者たち を 呼び， エホバの 命じた これ 
らの すべての 言葉を その 前で 述べた。 
8 すると 民は 全員 一致して 答えて 言っ 
た， 「エホバの 話さ れた すべての こと 
を わたしたちは 喜んで 行ないます」。 直 
ちに モー セは 民の 言葉を 携えて エホバ 
の もとに 戻った。  9 すると エホバは 
モー セに こう 言われた。 「見よ， わた 
しは 暗い 雲のう ちに あって あなたに 臨 


ケ詩 119:4 
箴 19:16 
ヨハ I  5:3 

コ 王 I  8:21 

詩 25:10 
ガラ 4:24 


啓 5:10 
t? 出 3:16 
ノ出 24:3 

夕出 24:7 
申 26:17 
ヨシ 24:24 


第二 欄 


ア 申 4:11 
王 I  8:12 
詩 97:2 


ィ申 4:12 
申 4:36 
使徒 7:38 


ウ ルカ 10:16 
エ民 8:21 


む。 わたしが あなたと 話す 時に 民が 聞 
くた め， そして 彼らが あなたに 対して 
も 定めの ない 時 ま で 信仰を 置 くた めで 
ある」。 それから モー セは 民の 言葉を 
エホバに 報告した。 

10 次いで エホバは モー セに こう 言わ 
れ た。 「民の もとに 行きなさい。 そし 

きょう  あす  かれ  しんせい 

て あなたは， 今日と 明日， 彼らを 神聖な 
ものと しなければ ならない。 彼らは 必 
ず 自分の マン トを 洗うよう に。 11 こ 
う して 彼らは 三日 目の ために 備えを し 
ていなければ ならない。 三日 目に， エホ 
パは 民す ベての 目 の 前で シナイ山に 下 
るからで ある。 12 そして あなたは 民 
のために 周囲に 必ず 境を 定めて， こう 言 
うように。 『山の 中に 上って 行く こと 
のない よう 気を付けなさい。 その 端に 
触れても いけない。 この 山に 触れる 者 
はみ な 必ず 死に 処 せられる。 13 だれ 
の 手 も その 者に 触れて はならない。 そ 
の 者は 必ず 石 打ち にされ， あるい は 必ず 
射通される ことになるから である。 獣 
であれ 人で あれ， その 者は 生きて いる 
ことは できない』。 雄 羊の 笛を 長き 鳴 
らす 時， 彼らは 山に 上って 来て よい」。 

14 そこで モー セは 山を 下りて 民の 
もとに 行き， 民を 神聖な ものと する こ 
とに 取り かかった。 そして 彼らは 自分 
の マン トを 洗い はじめた。 15 それで 
彼は 民に 言った， 「三日のう ちに 用意 
をしなさい。 男子は 女に 近づいて はい 
けな J」。 

16 そして， 三日 目， その 朝になる と， 
雷 と 稲妻が 生じ， 厚い 雲が 山に かか 
り， 角笛の 非常に 大きな 音が した。 そ 


出 エジプト 19:17—20:10  第 1-4 の おきてが 与えられる  130 


のた め 宿営に いた 民は 皆 おののく ので 
あった 0 17 その 時 モー セは， [まこと 
の] 迚に 会わせる ため 民を 宿営の 中 か 
ら 出し， こうして 彼らは 山の ふもとに 
立った。 18 すると シナイ山は その 全 
山が 煙った。 エホバが 火のう ちに あっ 

くだ  こ  W 

て そこに 下って 来られた ためで ある。 
その 煙は 窯の 煙の ように 立ち上り， 山 
全体が 激しく 震動した。 19 角笛の 音 
がいよ いよ 大きく なった 時， モー セは 
話しは じめ， [まことの] 裡も 声を もっ 
てこれ に 答えは じめ られ た。 

20 こうして エホバは シナイ山に， そ 
の 山の頂に 下って 来られた。 その後 エ 
ホバは モー セを 山の頂に 呼び， モー セ 
は 上って 行った。 21 のちに エホバは 
モー セに 言われた， 「下って 行って， 民 
に 警告しなさい。 見ようと して エホバ 
の ほうに 押し 進み， 彼らの 多くが^! れ 
る ことのない ように。  22 また， 常々 エ 
ホ パに 近づく 祭司たち も _ 分の 身を 神 
聖な ものと しなさい。 エホバが にわか 

かれ  のぞ  （サ） 

に 彼らに 臨む ことのな いためで ある」。 
23 そこで モー セは エホバに 言った， 
「民は シナイ山に 上って 来る ことが で 
きません。 あなたが 既に わたしたちに 
警告な さり， 『山に 境を 定めて， そこ 
を 神聖な 所と せよ』 と言われ たからで 
す」。 24 それでも エホバは こう 言わ 
れ た。 「さあ， 下って 行きなさい。 そ 
して また 必ず 上って 来なさい， あなた 
とア ロンと が 共に。 しかし， 祭司たち 
と 民は エホバの もと に 上ろうと して 押 
し 進んで 来て はいけ ない。 [裡] がに わ 
かに その 者たち に 臨む ことのな いため 


第 19 章 


12:21 


力 王 I 19:11 
詩 68:8 


第二 欄 

ア民 16:35 
イ 使徒 20:27 


第 20 章 


ウ申 5:22 
使徒 7:38 


セ 出 16:23 
出 31:13 
申 5:12 


である」。  25 それで モー セは 下って 
行って 民に 告げた。 

それから 拽は これらの すべての 
W 葉を 話して こう 言われた。 

2 「わたしは あなたの 进 エホバ， あな 
たを エジプトの 地から， 奴隸の 家から 
携え 出した 者で ある。  3 あなたは わ 
たしの 顔に 逆らって 他の いかなる もの 
を も 神と しては ならない。 

4 「あなたは 自分の ために， 上は 天に 
ある もの， 下は 地に ある もの， また 地 
の 下の 水の 中に ある ものに 似せたい か 
なる 彫刻 像 や 形 も 作って はならない。 
5 それに 身をかがめて はならず， さそ 
われて それに 仕えても ならない。 あな 
たの 迚 である わた し エホバは 全き 専心 
を 要求す る 神で あり， わたしを 憎む 者 
について は 父のと がに 対する 処罰を 子 
にもたら して 三代， 四 代に 及ぼし， 6 わ 
た しを 愛して わた しの おきてを 守る 者 
について は 愛 ある 親切を 千代にまで 施 
すからで ある。 

7 「あなたの 裡 エホバの 名を いたず 
らに 取り上げて はならない。 その 名を 
いたずらに 取り上げる 者を エホバは 処 
罰せずに は おかな いからで ある。 

8 「安息日を 覚えて それを 神聖な もの 
とする ように。 9 あなたは 六日の あい 
だ 務めを なし， 自分の すべての 仕事を 
しなければ ならない。 10 しかし， 七 
日 目は あなたの 裡 エホバに 対する 安息 
日で ある。 どんな 仕事 もして はなら な 
い。 あなた も あなたの 息子 や 娘 も， あ 
なた の 男 奴隸や 女奴隸 も， あなたの 家 

ちく  もんう ち  がいじん 

畜， そして あなたの 門の 内に いる 外人 


131  第 5-10 の おきて。 像を 作って はならない。 祭壇  出 エジプト 20：11—21：2 


居留 者 も。 11 エホバは 六日の 間に 
天と地 [と] 海と その 中の すべての もの 
を 造り， そのの ち 七日 目に 休みに 入っ 
たからで ある。 それゆえに エホバは 安 
息 日を 祝福して， それを 神聖な ものと 
している ので ある。 

12 「あなたの 父と 母を 敬いなさい。 
それは あなたの 拽 エホバの 与える 地に 
おいて あなたの [命の] 日が 長くなる た 

[力） 

めで ある。 

13 「あなたは 殺人を しては ならない。 
14 「あなたは 姦淫を 犯して はなら 

な ふ 

15 「あなたは 盗んで はならない。 

16 「あなたは 仲間の 者に 対する 証 
人と なるとき 偽りの 証言を しては なら 

なぶ。 

17 「あなたは 仲間の 者の 家を 欲して 
はならない。 仲間の 者の 妻を， また そ 
の 男 奴隸， 女奴隸 ，牛， ろば， 仲間の 

者に 属する どんな もの も 欲して はなら 

トン） 

ない」。 

18 さて, 民は 皆， 雷， 稲妻の ひらめ 
き， 角笛の 音， 煙る 山を 見て いた。 それ 
を 見て 民は わななき， 離れた 所に 立っ 
ていた。 19 そして モー セに 向かって 
こう 言いだ した。 「あな たが わたした 
ちに 話して， [それを] わたしたちが 聴 
くように させて ください。 裡が わたし 
たちに 話される ことのない ようにして 
ください。 そうしない とわたし たちは 
死んで しまいます」。  20 それで モー 
セは 民に 言った， 「恐れて はいけ ませ 
ん。 あなた 方を 試みる ために [まこと 
の]® は 来られた のです。 また それは， 


第 20 章 


ア出 16:29 


ィ 使徒 4:24 
使徒 14:15 
啓 10:6 


セ 申 18:16 
使徒 7:38 
ガラ 3:19 
ソ創 22:1 
申 8:2 


第二 欄 


ア ヨシ 24:14 
ヨブ 28:28 


ダニ 5:4 
使徒 17:29 


力 王 n  5:17 
キ レビ 6:9 
ヨブ 1:5 


ケ申 27:5 
ヨシ 8:31 


[裡] への 恐れが 常に あなた 方の 顔の 前 
にあって， あなた 方が 罪を おかさない 
ようにす るた めな のです」。 21 それで 
民は 離れた 所に ずっ と 立って いたが， 
モー セは [まこ との] 裡の おられる 暗い 
雲 塊に 近づいて 行った。 

22 次いで エホバは モー セに こう 言 
われた。 「これは あなたが イスラエル 
の 子ら に 言うべき ことで ある。 『わた 
しが 天から あなた 方と 話す のを， あな 
た 方 自身が 見； /L  23 あなた 方は わた 
しに 並べて 銀の 神々 を作っ ては ならな 
い。 自分の ために 金の 神々 を 作っても 
ならない。 24  土の 祭壇を わたしの た 
めに 作る ように。 その上に あなたの 焼 
燔の 捧げ物と 共 与の 犠牲， 羊と 牛を 犠 
牲 として ささげなければ ならない。 わ 

じ ぶん  めいき 

た しが 自分の 名を 銘記させる すべての 
所で， わたしは あなたの もとに 来て 必 
ず あなたを 祝福す る。 25 また， もし 
石の 祭壇を わた しのた めに 作る ので あ 
れ ば， それを 切り石に して 築いて はな 
ら ない。 のみを それに 振る う 際に， そ 
れを 汚す ことになるであろう。  26 ま 
た， 踏み段に よって わたしの 祭壇に 上っ 
ては ならない。 あなたの 隠し 所が その 
上で あらわに される ことのない ためで 


ある』 0 

21 


「また， これらは あなたが 彼ら 

まえ  お  しほう じょう さ だ 

の 前に 置くべき 司法 上の 定めで 


ある。 


2 「あなたが へ ブライ 人の 奴 隸を買 

ば あい [サ 1  もの 

う 場合， その 者は 六 年の あいだ 奴隸で 
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奴隸， 暴行， 誘拐  132 

彼女は 金銭の 支払いな く 無 # で 出て 行 
くこと になる。 

12 「人を 打って 死なせた 者は 必ず 死 
に処 せられる。 13 しかし， 待ち伏せ 
していた のでは なく， [まことの] 裡が 

そのこと を 彼の 手に 生じ させた 場合で 

(イ） 

あれば， わたしは あなたの ために， 彼 
が 逃げる ことので きる 場所を 必ず 設け 
る。 14 だが， 人が 自分の 仲間に 対し 
て激 こうし， 悪巧みを もって これを 殺 
すに 至った 場合には， わたしの 祭壇の 
ところに いようと も その 者を 捕らえて 
死に 至らせる ように。 15 また， 自分 
の 父 や 母を 打つ 者は 必ず 死に 処 せら 

(力） 

れ る。 

16 「また， 人を 誘拐して これを 売り 

わた  もの [ク 1 

渡した 者， あるいは その 手に これの 見 
いだ さ れた 者は 必ず 死に 処せ られ る。 

17 「また， 自分の 父 や 母の 上に 災い 
を 呼び 求める 者は 必ず 死に 処せ られ る。 

18 「また， 人が 言い争いを して， 一方 
がその 相手を 石 またはく わで 打ち， そ 
の 者が 死ぬ ことは なか っ たが 床に 就か 
ざるを 得 なくなった 場合， 19 もし そ 
の 者が 起き上がり， 何 かの 支えに よっ 
て 戸外を 歩 き 回れる ようになるならば， 
これを 打った 者は 処罰を 受けない こと 

かれ  かんぜん 

になる。 彼は， その 者を 完全に いえさ 
せる まで， その 者の 仕事から 失われた 
時間に 対して だけ 償いを する。 

20 「また， 人が 自分の 男奴隸 または 
女 奴隸を 棒で 打ち， その 者が 彼の 手の 
下で 死んだ 場合， その 者の ために 必ず 
復 しゅうが なされる。  21 しかし， そ 
の 者が 一 日 か 二日 生き延びるならば， 


出 エジプト 21:3—21 

あるが， 七 [年] 目には 無償で 自由に さ 
れた 者と して 出て 行く。  3 もし 彼が 
自分 独りで 来る ので あれば， 自分 独り 
で 出て 行く。 妻を 持つ 者で あれば， 必 
ず その 妻 も 共に 出て 行く。 4 もし そ 
の 主人が 彼に 妻を 与え， 彼# が 息子 や 
娘を 産んだ ので あれば， 妻と その子 供 
たちは 彼女の 主人の ものと なり， 彼は 
自分 独りで 出て 行く。 5 しかし もし 
その 奴隸 が， 『わたしは 主人を， 妻と 
子ら を 本当に 愛して いる。 自由にされ 
た 者と して 出て 行く こ とは 望まない』 
と， あくまでも 言う ので あれば， 6 そ 
の 主人は 彼を [まこ との] 裡の そばに 連 
れて 行き， 戸 または 戸 柱に 向かわせな 
ければ ならない。 そして， その 主人は 
彼の 耳を 突きぎ りで 突き通し， こうし 
て 彼は 定めの ない 時まで その 者の 奴隸 
となる ので ある。 

7 「また， 人が 自分の 娘を 女奴隸 とし 
て 売る 場合， 彼女は 男 奴隸が 出て 行く 
ようにして 出て 行く のでは ない。 8 彼 
女が 主人の 目 には 不満足で あるた めに 
その [主人] が これを そばめと して 定め 
ず， 彼女が 請け 戻される ようにす るの 
であれば， その 者は これに 対して 不実 
な 扱いを する ので あるから， 彼女を 異 
国の 民に 売る ことは 許されない。 9 ま 
た， もし 彼女を 自分の 息子の ための も 
のと 定める ので あれば， 娘たち が 持つ 
当然の 権利に したがって これに 行なう 
よう (と。 10 もし 彼が 別の 妻を めと る 
としても， 彼女の 糧と 衣服と 結婚の 分 
とを 減らして はならない。 11 これら 
三つの ものを 彼が 与えない ので あれば， 
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11、  2 モ  4 モ  3  2  ビ 233 々  1  9 ビ 
民 申 サヨ  王 王 王  出 テ  創 テ  創  申  レ箴 箴箴マ  箴  創 レ 
エ  オ  カ  キク  ケ  コ  サシ 
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その 者の ための 復 しゅうはな されない。 
その 者は 彼の 金銭 だからで ある。 

22 「また， 人と 人と がっかみ 合いを し 
て， 妊娠して いる 女を 傷っけ， その子 供 
が 出て しまう が 致命的な 事故に は 至ら 
ない 場合， その 者は その 女の 所有者が 
負わせる と ころに したが っ て 必ず 損害 
の 賠償を 課せられる。 裁く 者たち を 通 
して それを 払わねば ならない。 23 し 
かし， もしも 致命的な 事 叙 に 至った な 
らば， 魂には 魂， 24 目には 目， 歯に 
は 歯， 手には 手， 足には 足， 25 焼き 
印には 焼き印， 傷には 傷， 殴打には 殴 
打を 与えなければ ならない。 

26 「また， 人が 自分の 男 奴 隸の目 ま 
た は 女 奴 隸の目 を打っ て それを 損な っ 
た 場合， 彼は その 目に 対する 償いの た 
め， これを 自由に された 者と して 去ら 
せる ように。 27 また， 男 奴 隸の歯 や 
女 奴隸の 歯を 折った 場合に も， その 歯 
に対する 償いの ため， これを 自由に さ 
れた 者と して 去らせる ように。 

28 「また， 牛が 男 または 女を 突いて 
その 者が 死んだ 場合， その 牛は 必ず 石 
打ちに される。 そして その 肉を 食べて 
はならない。 その 牛の 所有者は 処罰を 
受けない。  29 しかし， 牛が 以前 か 
ら 突きぐ せが あって， その 所有者に 警 
告が 出されて いたに も かかわら ず 監守 
して おかず， それが 男 または 女を 死な 
せた ので あれば， その 牛は 石 打ちに さ 
れ ，その 所有者 もまた 死に 処 せられる。 
30 もし 贖いが 課せられ るので あれば， 
その 者は すべて 課せられる ところに し 

じぶん たましい  う  もど  あたい はら 

たが っ て 自分の 魂の 請け戻しの 価を 払 


第 21 章 

ア詩 139:16 
エレ 1:5 


イ出 18:26 


キ創 9:5 
民 35:33 


第二 欄 


カレビ 25:17 


キ親 22:3 


第 22 章 


コ出 20:15 
ロマ 13:9 

コ I  6:10 


シ民 35:27 


わねば ならな l/ヽ。 31 男の子を 突いた 
場合に も 女の子を 突 L ヽた 場合に も， 彼に 
対し この 司法 上の 定めに したが っ て 行 
なわれ る。 32 その 牛の 突いた のが 男 
奴隸 または 女奴隸 であれば， 彼は 三十 
シヱ ケルの 代価を その 主人に 払い， 牛 
は 石 打ちに される。 

33 「また， 人が 坑を うがち， あるい 
は 人が 坑を 掘り抜いて それに 覆いを せ 
ずに おき， 牛 またはろ ばが その 中に 落 
ちた 場合， 34 その 坑の 所有者は 償い 
をす る。 代価を その 所有者に 返すべき 
であるが， 死んだ 動物は 彼の ものと な 
る。 35 また， ある 人の 牛が 他の 人の 
牛を 傷つけて それが 死んだ 場合， ふた 
りは その 生きて いる 牛を 売って， それ 
に 支払われた 代価を 分けなければ なら 
ない。 また 死んだ もの も 分ける べきで 
ある。 36 しかし， 牛が 以前から 突き 
ぐせ の ある ことが 知られて いたのに， 
所有者が それを 監守 して おかなかった 
ので あれば， 彼は 必ず 牛に 牛を もって 
償いを するべき である。 その 死んだ も 
のは 彼の ものと なる。 

<10 「人が 牛 または 羊を 盗んで， それ 
““ を ほふる か 売る かした 場合， そ 
の 者は その 牛に 対して 五頭の 牛， その 
羊に 対 して 四 頭の 羊を もっ て 償う。 

ぬすびと [コ 1  お  い 

2  (「もし 盗人が 押し入る ところを 
見つけられ， 打たれて 死ぬ ことがあ っ 
て も， その 者に 対する 血の 罪は ない。 
3 太陽が その上に 照り 出て いたので あ 
れ ば， その 者に 対する 血の 罪は ある。） 

「その 者は 必ず 償いを する。 何も 持っ 
ていないので あれば， その 者は 自分が 
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盗んだ ものの ために 身を 売られる こと 第22 章 見て いない 間に 連れ去られ るかした 場 
になる。 4 牛に せよ ろば や 羊に せよ， 7 w 18:25 合， 11 仲間の 資産には 手を 掛けな かっ 

ぬす  まぎ  もの  ちか プ j  りょうにん あいだ 

盗んだ ものが 紛れ もな くその 者の 手に ィ ヘプ2:2 たという 誓いが， その 両人の 間で エホ 
生きて 見いだ されるならば， その 者は ゥサ niwo バ にかけ てな されるべき である。 その 

ばい つぐな  しょゆうしゃ  う  い 

二倍の 償いを する。  ェマ タ 25:14 所有者は これを 受け入れなければ なら 

はたけ  えん  ほうぼく  いっぽう  もの つぐな 

5 「人が 畑 あるいは ぶどう 園に 放牧 $ 出 22:4  ず， もう 一方の 者は 償いを しなくて よ 
して [そこの 作物] を 食べさせ， また 自 ^  .  .6：18 い。 12 しかし， もし それが 現に 彼の 手 
分の 駄 獣を 放って 別の 畑を 食い尽くさ ssr もとから 盗まれた ので あれば， その 者 

もの  しょゆうしゃ つぐな  w 

せて しまった ならば， その 者は 自分の +aj23;21 は その 所有者に 償いを する。 13 もし 
畑の 最良の もの， または 自分の ぶどう  それが 現に 野獣に 引き裂かれ たので あ 

つぐな  ：ィ）  ク出 18:22  (X)  もの しょうこ  も 

園の 最良の ものを もって 償いを する。 %  g；8 れ ば， その 者は 証拠と して それを 持っ 
6 「火が 広がって いばらに 燃えう つ  II  %% て 来る ように。 野獣に 引き裂かれ たも 
り， 穀物の 束 や 刈り取って いない 穀物 ^*22:4  のに 対しては 償いを しなくて よい。 

や 畑が 焼け 尽きた 場合， その 火事を 起 一 — 14 「しかし， 人が 自分の 仲間に 何 か 
こした 者は [燃えた ものに 対して] 必ず 7  を 請い 求め， その 所有者が 共に いない 

つぐな  7  ~フ 6:16 あいだ  ふぐ  し  ば 

償いを する。  間に それが 不具になる か 死ぬ かした 場 

7 「人が 自分の 仲間に 金銭 または 品  ^30:9  合， その 者は 必ず 償いを する ように。 

もの  わた  かんり  W  しょゆうしゃ  とも 

物を 渡して 管理 させ， それが その 人の ゥ 創3 1:39 15 その 所有者が 共に いたので あれば， 
家から 盗まれた 場合， もし 盗人が 見つ ェ ェゼ 4:14 償いを しなくて よい。 賃借りし たもの 
かるなら， その [盗人] が 二倍の 償いを ^^3^33 であれば， それは 賃借り 料の 中に 含ま 
す 4。 8 もし 盗人が 見つからな いので  3:12 れる ことになる。 

あれば， その 家の 所有者を [まことの] 力 だば  16 「また， 人が 婚約して いない 処女 

つ  ゆ （力）  かれ  なか まか  ねば あい (ク） 

神の そばに 連れて行き， 彼が 仲間の 貨 +tfJ21：34 を たぶらかして これと 寝た 場合， その 
財に 手を 掛けなかった かどう かを 見な  24：18 者は 買い取りの 代価を 払って 彼女を 必 

ければ ならない。  9 どんな 違犯の 申 ク！ ず 自分の 妻と する ように。 17 その 父 
し 立てに せよ， すなわち 牛， ろば， 羊，  が 彼女を 与える ことを きっぱり 拒むな 

ころも  うしな  とうにん  ゲ創 34:12  かれ しょじょ  か  と  きんおう  かね 

衣な ど， すべて 失われた もので 当人が  ら， 彼は 処女の 買い取り 金に 応じた 金 

い  かん  コ申 22:29  しはら  [コ） 

『これが それ だ』 と言う ものに 関して  を 支払うよ うに。 

りょう にん  とも  サレ ド 19.26  おんな じゅじゅつ しゃ  い 

は， 両人の 申し立てが 共に [まことの] レビ 20:6  18 「女 呪術 者を 生かして おいては な 

b)  じゃあく  申 18:10  [サ j 

挫の もとに 出される ように。 邪悪で あ  ら ない。 

ると# が 宣告す る 者は， 自分の 仲間に  ^  22:15  19 「だれでも 獣と 寝る 者は 必ず 死に 

対して 二倍の 償いを する。  シ デ 処 せられる。 

10 「人が 自分の 仲間に ろば， 牛， 羊， *  27:21  20 「ただ ひとり エホバ 以外の 神に 犠 

または 何 かの 家畜を 渡して 管理 させ， x®2^40 性を^: さげる 者は 滅びの ために ささげ 
それが 死ぬ か， 不具になる か， だれも  5； !S；2o られ る。 
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21 「また， 外人 居留 者" ■を 虐待したり 第22 章 うち 初子は わたしに ささげる ように。 
圧迫したり しては ならない。 あなた 方 7^25；35  30 あなたの 牛 また 羊に 関して 行なう 

ち  ゼカ 7:10  (ィ）  か  あいだ 

も エジプトの 地で 外人 居留 者と なった ィ_1():19  べき ことは こうで ある。 七日の 間 それ 

M  使徒 7:6  はは  [ゥ）  かめ 

からで ある。  ゥ H7:!9 は その 母の もとにと どまる。 八日 目に， 

m こ  ちち  ^94：617 

22 「あなた 方は どんな やもめ や 父な  あなたは それを わたしに ささげる。 

ごくる  （ゥ）  ヤ っ 1：27  がた  たい 

し 子 も 苦しめて はならない。  23 もし ェョブ 34:28  31 「また， あなた 方は わたしに 対し 

くる  詩 10:18  せい  もの  (I)  の 

これを 苦しめる ような ことがあって， ^  I8-7 て聖 なる 者と なるべき である。 野に あ 
その 者が わたしに 向かって 叫ぶ ことに 才^ fi^31 る， 野獣に 裂かれた 肉を 食べて はなら な 
なれば， わたしは 間違いな くその 叫び "mm%  い。 それは 犬に 投げ与えるべき である。 

き （エ）  いか  キ レビ 25 :35  しんじつ  ほうこく  と 

を 聞く  〇  24 そして わたしの 怒りは ま クレビ 的:％  AO 「あなたは 真実で ない 報告を 取 

も 【才 }  かなら っるぎ  申 23:19  （キ 1  じゃあく  もの 

さに 燃え， わたしは 必ず 剣を もって あ  12  ^  り 上げて はならない。 邪悪な 者 

なた 方を 殺し， あなた 方の 妻は やもめ ヶ：ブ 24 二 9 に 荷担して 暴虐を たくらむ 証人と なっ 

ちち  ご  O.Q  (ク）  ことがら 

とされ， あなた 方の 子ら は 父な し 子と a  J 10:18 てはいけ ない。  2 よこしまな 事柄の 

(*]  申 24:13  ぐんしゅう したが  （ヶ） ろんそう 

される であろう。  ョブ24: 1。 ために 群衆に 従っては ならない。 論争 

たみ  サ言寺 34:6  かん  しょうげん さい  とも 

25 「もし わたしの 民に， すなわち あ ^12247:14 に関する 証言に 際し， 群衆と 共に それ 
なた の 傍らの 苦しむ 者に 金を 貸す ので  !S:36 て 行って 公正を 曲げよう としては なら 
あれば， その 者に 対して 金貸しの よう ^^〇23°5 ない。 3 立場の 低い 者に 関しては， そ 

がた  ぺテ n  2：io  ろんそう  かたよ  こうい  しめ 

になって はならない。 あなた 方は その の 者の 論争の さいに 偏った 好意を 示し 
者に 利息を 課 しては な ら ない。  コ n9:7  ては な ら ない。 

26 「もし あなたが 仲間の 衣を 質に 取 第二 欄  4 「あなたに 敵す る 者の 牛 やろ ばが 
る ことがあるなら， 日の 沈む ころには 迷って いるのに 出会う ことがあれば， 
それを 返す ように。 27 それは その 者 必ず これを その 者の もとに 帰らせる よ 
に とって 身を 覆うた だ 一っの もの だか  Sr'll-is うに。 5 あなたを 憎む 者の ろばが 荷 

[コ）  かれ  はだ  オ レビ 22:8  した 

ら である。 それは 彼の 膚の ための マン  ^  4:14 の 下で うずくまって いるのを 見る こと 

なに  ね  使徒 10:14  みす 

卜で ある。 彼は 何に くるまって 寝る だ 力 が あれば， その 者を 見捨てる ような こ 
ろうか。 そして， 彼は わたしに 向か っ - とを しては ならない。 彼と 共に なって 

さけ  かなら  第 23 章  かなら  と  w 

て 叫ぶ ことにな り， わたしは 必ず それ ±  iq  必ず それを 解いて やる ように。 

き  いっく  ^  b  まず  もの ろんそう 

を 聞く。 わたしは 慈しみ ある 者 だから  i  6 「あなたの 貧しい 者の 論争に おい 

(サ1  q ハ 8:44  たい  しほう じょう  けってい  ま 

である。  ク申 19:18  て， その 者に 対する 司法 上の 決定を 曲 

わざ わ  よ  もと  ('»  箴 19:5  M 

28 「神の 上に 災いを 呼び 求めたり， f；i9 げ てはいけ ない。 

がた  おさ  もの  いっわ  ことば  とお  はな 

あなた 方のう ちの 長た る 者を のろった ヶ 7 「偽りの 言葉からは 遠く離れてい 

[ス）  m 1.11  (V)  けっぱく  もの  ぎ 

りして はならない。  15:33 るよう に。 そして， 潔白な 者や義 なる 

み  さんぶっ  しぼ  ぺテ I  4:4  ころ  じゃあく 

29 「あなたの 満ち 満ちた 産物と 搾り コ ョブ3 1:34 者を 殺して はならない。 わたしは 邪悪 

ば  ち  ルカ 23:23  _  _ 

場から あふれ 出る ものと を 惜しみっっ シ歲 
ささげて はならない 0 あなたの 子ら の サ^^^ F  =フ 


25:21; テサ I  5:15; ス申 22:4; ルカ 6:27;  ロマ 12:21; 
16:19; 代 n  19:7; アモ 5:12; ソ レビ 19:11; ルカ 3:14; 
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な 者を 義と宣 する ことは しないからで 第23 章 ら である。 そして， [民] はむな し 手で 
ある。  ァ，：5  わたしの 前に 出て はなら な 6。 16 ま 

う  と  ロマ 1:18  きんろう  はたけ 

8 「わいろを 受け取って はいけ ない。 。 マ2:6  た， あなたの 勤労すな わち あなたが 畑 
わいろは 視力の さえた 者を 盲目に し， 義 ィ S ぽ 3 にまい たもの の 熟した 初物の 収穫の 祭 
人の 言葉を ゆがめさせ るからで ある。 ^7:7  り， さらに， 年が 去って 行く ころ， あ 
9 「また， 外人 居留 者を 虐げて はなら 15 22:7 なた の 勤労を 畑から 取り入れる 時期に 
ない。 あなた 方 自身， 外人 居留 者の 魂  * 10:19  行なわれる 取り入れの 祭り。 17 年に 
を 知って おり， エジプトの 地で 外人 居 ^  ^ 三度， あなたの すべての 男子は [まこと 

M  カレ ヒ 25:4  しゅ  かお まえ  1 才） 

留者 となった からで ある。  キ詩 147:9  の] 主で ある エホバの 顔の 前に 出る。 

10 「また， 六 年の 間 あなたの 土地に ク 18 「あなたは わたしへの 犠牲の 血 
種を まいて その 産物を 取り入れ るよう ヶ を， パン 種の 入った 物と 共に ささげて 
に。 11 しかし， 七 年 目には， それを 3  ^4i94:16 はならない。 また， わたしの 祭りの 脂 
耕作し ないで おく。 それを 休閑 させて ^^12：3  肪を 朝まで 夜通し とどめて おいては い 
おかなければ ならない。 そして， あな  IX 2?i? けな 〇。 

たの 民のう ちの 貧しい 人々 がそ こから シ * 16:16  19 「あなたの 土地の 熟した 初物のう 

食べる ことになる。 また， 彼らの 残し ^^22:7 ちその 最良の ものを， あなたの 裡 エホ 
たものは 野の 野獣が 食べる。 あなたの 12：18  パの 家に 携えて 来る ように。 

ぶどう 園 や オリー ブ畑 についても その - 「あなたは 子 やぎを その 母の 乳で 煮 

ようにす る。  ては ならない 0 

か  あいだ  じぶん  しごと  ア申 16:17  いま  まえ  つか [ヶ） 

12 「六日の 間 あなたは 自分の 仕事を ィり 1:18  20 「今 わたしは あなたの 前に 使いを 

する。 しかし 七日 目には それを 行なわ 胃14 :4  送って その 道で あなたを 守らせ， わた 

ない。 あなたの 牛 やろ ばが 休み， あな ；  しが 備えた 場所に あなたを 導き 入れさ 

たの 女 奴 隸の子 や 外人 居留 者が 身を さ  ^  2:1 せる。 21 その 者の ゆえに 自らに 注意 

わ やかに する ためで ある。  ^  ^  し， その 声に 従うよう に。 彼に 対して 

13 「そして， わたしが あなた 方に 述  3"  7:37 反逆の 行為を しては ならない。 彼は あ 

ちゅうい  才申 12:5  がた  いはん ようしゃ  m 

ベた すべての ことにつ いて 注意して い 力* 12:10 なた 方の 違犯を 容赦し ないから である。 
るよう に。 あなた 方は 他の 神々 の 名を それは， わたしの 名が 彼の 内に あるか 

キ出 34:26 

唱えて はならない。 それが あなたの 口  ；^8i；?35 ら である。 22 しかし， あなたが その 
から 聞かれる ことがあって はならない。 声に 固く 従って， わたしの 話す すべて 
14 「年に 三回， あなたは わたしに 対  ^ 12:10  のこと を 真に 行なうならば， わたしは 
して 祭りを 行なうよ うに。 15 あなた 3S20:16  必ず， あなたに 敵す る 者に 敵対し， あ 
は 無 酵母 パンの 祭りを 守る 0 わたしが サ民 ル35  なた を 悩ます 者を 悩ませる。 23 わた 
命じた とおり， ア ビブの 月の 定めの 時 〃12:25 しの 使いは あなたに 先立って 行き， ま 
に 七日の あいだ 無 酵母 パンを 食べる。 *30:8  さしく あなたを， ア モリ 人， ヒッ タイ 
その [月] にあな たは エジプトを 出た か ス 卜 人， ベリジ 人， カナン 人， ヒビ 人と 
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いた  こうや  [7] 

エ ブス 人のと ころに 至らせる からで あ 第23 章 で， 荒野から 俎 までとす る。 わたしは 
る。 わたしは 彼らを 必ずぬ ぐい 去る。 ン その 地に 住む 民を あなた 方の 手に 与え 

かれ  かみがみ  み  ヨシ 24:8  かれ  じぶん 

24 彼らの 神々 に 身をかがめたり， さ ^tt20:5  るからで ある。 あなたは 彼らを 自分の 
そわれて それに 仕えたり しては ならな  顔の 前から 必ず 追い立てる であろう。 

つく  に  代 D  33:2  かれ  かみがみ  けい 

い。 また， 彼らが 作る ものと 似た もの ゥ出 2〇:3  32 あなたは 彼ら また 彼らの 神々 と 契 

K)  かなら  民 33:52  やく  むす  W  かれ 

を 作って はならない 。むしろ， 必ず そ  ftn  34:3  約を 結んで はならない 0  33 彼らは あ 
れを 打ち倒し， 必ず その 聖 柱を 打ち®  なた の 土地に 住んで はならない。 彼ら 

[ゥ）  がた  ヨシ 22:5  たい  つみ 

すよう に。  25 こうして あなた 方は， マタ 4:1Q が あなたに， わたしに 対する 罪を おか 

つか  才申 7:13 

あなた 方の 裡 エホバに 仕えなければ な  マラ3: させる ことのな いためで ある。 あなた 
ら ない。 そうすれば， あなたの パンと ^11〇3：3  が 彼らの 神々 に 仕える ことに なれば， 
水を 必ず 祝福す るであろう。 そして わ 28^4  それは あなたに とって わなと なる であ 
たしは まさに， あなたの 中から 疾病を ク ggg ろう」。 

はな  【力）  ち  りゅうざん  i  たい  い 

離れさせる。 26 あなたの 地には 流産 ヶ €%A また モー セに 対してこう 言われ 
をす る 女もう まずめ もい ないで あろう。 コ 申7:23  ム 土 1 ■こ。 「あなたと ア ロン， ナ ダブ 

ひかず  み  W  サ申 7:20  (才）  ねんちょうしゃ 

わたしは あなたの 日数を 満ちさせる。  ョシ2: 1! とア ビフ， それに イスラエルの 年長者 

27 「また わたしは， わたしに 対する 11 ^ のうち 七十 人は， エホバの もとに 上り 

きょうふ  ぜん ぼう  おく  [ヶ）  がた  はな  ところ 

恐怖を あなたの 前方に 送り， あなた ^  なさい。 そして， あなた 方は 離れた 所で 

が 入って 行く 民の すべてを 必ず 混乱 - 身をかがめる ように。 2 そして， モー 

に 陥れる。 そして， あなたに 敵す るす  セ 独りが エホバに 近づく ように。 彼ら 

ベての 者のう なじを 必ず あなたに 与え  *.>1:4 は 近づいて はいけ ない。 民は 彼と 共に 
るであろう。 28 また わたしは， 失意 上って はいけ ない」。 

の 気持ちを あなたの 前方に 送り， それ 3 それで モー セは 来て， エホバの 
がま さに， ヒビ 人， カナン 人， ヒッタ  すべての 言葉と すべての 司法 上の 定め 

イト 人を あなたの 前から 追い立て るで ご 13 とを 民に 語り 告げた。 すると 民は みな 
あろう。 29 わたしは 彼らを あなたの  Is；'8  声を そろえて 答えて 言った， 「エホバ 

まえ  お  詩 106:36  はな 

前から 一年のう ちに 追い立てる ことは _ の 話された すべての 言葉を わたしたち 

しない。 その 地が 荒れ果てた 所と なり， 第24 章 は 喜んで 行ないます」 0  4 そこで モー 
野の 野獣が まさに 磕 えて あなたを 害す 才 ばぶ1 セは エホバの すべての 言葉を 書き記し 
る ことのな いためで ある。 30 わたし た。 それから 彼は 朝早く 起き， 山の ふ 
は 彼らを あなたの 前から 少しずつ 追い  S12：8  もとに， 祭壇と， イスラエルの 十二 部 

おお  ク出 21:1  ぞく  たいおう  はしら  た  ⑼ 

立てて ゆき， ついに あなたは 子を 多く  *74:^:6  族に 対応す る 十二 本の 柱と を 建てた。 

ちまった  しょゆう  *  のち  わかもの 

生んで その 地を 全く 所有す る ことにな ヶ ホ、5: „  5 その後， イスラエルの 子ら の 若者た 

M  3  ^  つか  もの  しょうはん ささ 

るであろう。  コ 出34:27 ちを 遣わし， その 者たち は 焼燔の 捧げ 

31 「そして わたしは， あなたの 境界 サョシ 料 物を ささげ， また 犠牲すな わち エホバ 
を， 紅海から フィリス ティア 人の 海 ま 、ン ばれ への 共 与の 犠牲と して 雄牛を ささげた。 
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6 次いで モー セは その 血の 半分を 取っ 
て 鉢に 入れ， 血の 半分を 祭壇に 振り 掛 
けた。 7 最後に 彼は 契約の 書を 取り， 
それを 民の 耳に 読み聞かせた。 すると 
彼らは 言った， 「エホバの 話された す 
ベての ことを わた したち は 喜んで 行な 

したが  [才 1 

い， また [それに] 従います」。 8 そこ 
でモー セは その 血を 取り， それを 民に 
振り掛けて， こう 言った。 「さあ， こ 
れら のす ベての 晉葉 に関して エホバが 
あなた 方と 結ばれた k 約の 血です」。 

9 それから モー セと ア ロン， ナ ダブと 
ア ビフ， それに イスラエルの 年長者の 
うちの 七十 人は 上って 行った。 10 そ 
う して 彼らは イスラエルの 裡を 見た。 
すると， その 足の 下には， サファイア 
の 板 石で こしらえた ように， また 清純 
さに おいては 天 そのもの のように 見え 
る ものが あった。 11 そして [裡] はこ 

めだ 

れら イスラエルの 子ら のうちの 目立っ 
た 人々 に 対 して 手を 下される こと はな 
かった。 彼らは [まことの] 裡の 幻を 見 
X, 食べ また 飲んだ ので あ 4。 

12 次いで エホバは モー セに こう 言わ 
れ た。 「山の 中の わたしの もとに 上っ 
て 来て， そこにと どまり なさい。 わた 
しは 石の 書き 板と 律法と おきてと を あ 
なた に 与えたい ので ある。 それは， 彼 
らを 教える ために わたしが 書き記さね 

[ス） 

ばなら ない ものである」。 13 それで 
モー セと その 奉仕者 ヨ シュアは 身を 起 
こ し， モー セは [まこ との] 裡の 山の 中に 
上って 行った。 14 しかし， 年長者た 
ちに 対して 彼は こう 言った。 「わたし 
たちが 戻って 来る まで， あなた 方は こ 


第 24 章 


第二 欄 


才出 16:10 
レビ 9:23 
民 16:42 
ェゼ 1:28 
力 出 19:11 


ケ出 19:20 


こで 待って いてく ださい。 そして， ご 
覧 なさい， ア ロンと フルが あなた 方と 
共に います。 だれでも 訴え 事の ある 人 
は 彼らに 近づきなさい」。 15 こうして 
モー セは 山の 中に 上って 行った が， 雲 
がその 山を 覆って いた。 

16 そして， エホバの 栄光が ずっと シ 
ナイ 山の 上に とどまり， 雲は 六日の 間 
そこを 覆った ままであった。 ついに 七 
日 目に なって， [拽] は 雲の 中から モー 
セに 呼び かけられた。 17 そして， イ 
スラ エルの 子ら の 目に， エホバの 栄光 
は 山頂に あって むさぼり 食う 火の よう 
に 見えた。 18 次いで モー セは 雲の 中 
に 入り， 山を さらに 上って 行った。 そ 
して モー セは 四十 日 四十 夜 山の 中に と 
どまっ;^。 

それから エホバは モー セに 話し 

■  [サ）  ぃ 

てこう 言われた。  2 「イス ラエ 
ルの 子ら に 話して， わたしの ための 寄 
進物を 取らせなさい。 すなわち， 心に 
鼓舞され るすべ ての 者から， あなた 方 
はわた しへの 寄進 物を 受け取る よう 
に。  3 そして， あなた 方が 受け取る 
べき 寄進 物は 次のと おりで ある。 金， 

ぎん 【セ） どう [ソ ）  あおいと あかむらさき  そ  ようもう 

銀， 銅， 4 青 糸， 赤紫に 染めた 羊毛， 
えんじむ し緋 色の 物， 上等の 亜麻， や 
ぎの 毛， 5 赤く 染めた 雄 羊の 皮， あざ 

ざい (チ）  あ 

らしの 皮， アカシア 材，  6 明かりの 
ための 油， そそぎ 油 および 薫香の ため 
の バルサム 油， 7 エフ ォ ド および 胸掛 
ふの ための しまめのうと はめ込み 石。 

そして， 彼らは わたしの ために 聖な 
る 所を 造らねば ならない。 わたしは 彼 
らの 中に 幕屋を 張る ので ある。  9 幕 
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や  かた  び ひん  かお  たが  む 

屋の型 また そのす ベての 備品の 型と し 第25 章 の 顔は 互いの ほうに 向かって いるよう 
てわたしが 示す すべての 事柄に したが 7 品す に。 ケルプの 顔は 覆いの ほうに 向いて 

がた  つくへ ブ 8:5  おお 

い， そのと おりに あなた 方は これを 造 ヘプ9:9 いるべき である。 21 そして， その 覆 

(7)  (ィ）  はこ  じょうほう  お 

るよう に 0  ィ 出37:1  いを， 箱の 上方， その上に 置く ように 0 

10 「それで 彼らは アカシアの 木で ゥラ 737 ぬ その 箱の 中には， わたしが 与える 証を 

はこ  つく  （ィ）  なが  い 

箱を 造らねば ならない 。その 長さは 二 I 出 30:3  入れる 0  22 そして， わたしは そこで 

はん  はば  のぞ  おお  じょうほう  [ゥ） あかし 

キ ュビト 半， その 幅は ー キュビ ト 半， 才 出37:5  あなたに 臨み， 覆いの 上方から， 証の 
その 高さは ー キュビ ト 半。 11 そし 力た％5 15 箱の 上に ある 二つの ケルプの 間から あ 

じゅんきん  はな 

て， あなたは それに 純金を かぶせる よ キ王 18:8  なた に 話す 0 すなわち， イスラエルの 

(ゥ） うちがわ  そとがわ  めい 

うに 0 内側に も 外側に も かぶせる 〇そ ク出 I6:34  子ら のために わたしが あなたに 命じる 

しゅうい  きん  ふち かざ  つく  出 31:18  ことがら  W 

の 上の 周囲には 金の 縁飾りを 造る よう  *  すべての 事柄を [話す]。 

に。 12 また， それの ために 金の 輪 四  |,38；96  23 「また， あなたは アカシアの 木で 

ちゅうぞう  じょうほう  へブ 9:4  しょくたく [才） つく  なが 

つを 铸 造し， その 四つの 足の 上方に，  食卓 を 造らねば ならない。 その 長さは 

いっぽう がわ  ケ出 37:6  はば 

すなわち 二つの 輪を その 一方の 側， 二 ^i4；. ニキ ュビ ト， その 幅は ー キュビ ト， そ 
つの 輪を 他方の 側に 付ける ように。 ヘプ9:5 の 高さは ーキ ュビト 半。  24 そして， 
13 また， アカシアの 木で さおを 造り， ^fi'J3：24  . それには 純金を かぶせ， それの ため 周 

きん  [力）  い  きん  ふち かざ  つく  [力） 

それに 金を かぶせる ように。 14 そし 第二 欄 囲に 金の 縁飾りを 造る ように。 25 ま 
て， その さおを 鐘の 両側の 輪に 通す よ 7 耑 ぽ18 た， それの ため 周囲に 一手 幅のへ りを 
うに 0 それに よって その 箱を 運ぶ ため ィ出 40:20  造り， そのへ りの ため 周囲に 金の 縁 飾 

はこ  わ  代 I  28:11  I キ 1 

である。 15 その さおは 箱の 輪の 中に ヘプ9 :5 りを 造る ように。 26 また， それの た 
とどめて おく。 それを 外して はなら な ゥ1 めに 金の 輪 四つを 造り， その 輪を 四つ 

(キ）  はこ  民 7,89  すみと  つ 

い 0 16 そして， その 箱の 中に， わた 裁 2Q:27  の 足の ための 四つの 隅に 取り付け るよ 

あた  あかし  い  詩 80:1  [ク）  わ  しょくたく  はこ 

しが あなたに 与える 証を 入れて おかね  うに。 27 その 輪は， 食卓を 運ぶ ため 

[ク 1  エサ n  6:2  ささ  ちか 

ばなら ない。  %1%% のさ おの 支えと してへ りの すぐ 近くに 

じゅんきん  おお  つく  く  W 

17 「また， あなたは 純金の 覆いを 造 ォ *4卩:22  来るべき である 〇  28 また， アカシア 

なが  レビ 24:6  つく  きん 

ら ねばならない。 その 長さは ニキ ュビ  ^3:31  の 木で その さおを 造り， それに 金を か 

はん  はば  W  A ブ 9:2  しょくたく 

卜 半， その 幅は ー キュビ ト半〇 18 ま ^37:10  ぶせ るよう に 。それを もって その 食卓 
た， 金の ケルプ ニつを 造る ように 〇打 キ *37:12 を 運ぶ ので ある。 

ち 物 細工で， それを 覆いの 両端に 造 ク 出37]3  29 「また， あなたは それに 伴う 皿と 

[コ）  いっぽう  さかずき  けんしゅ  そそ  みず さ 

る。 19 そして， 一つの ケルプを 一方 ヶ 出37:〗4  杯， および [献 酒を] 注ぐ ための 水差し 
の 端， 一つの ケルプを 他方の 端に 造り 3 *  37:15 と 鉢と を 造らねば ならない。 それらを 
なさい。 あなた 方は その ケルプを， 覆 純金で 造る。 30 そして， わたしの 前， 

王 I  7:50  しょくたく  た  そな  お 

いの 上， その 二つの 端に 造る。 20 そ  食卓の 上に 絶えず 供えの パンを 置かね 

つばさ じょうほう  シ レビ 24:5  トン j 

して， ケルプは その 二つの 翼を 上方に  J；  ^2 ばなら ない。 

広げて， 覆いの 上方を 翼で 仕切り， そ  31 「また， あなたは 純金の 燭台を 造 
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ら ねばならない。 打ち物 細工で その 燭 第25 章 仕事で ある ケルプを 付けて それらを 造 
台を 造る。 その 台座， 枝， がぐ 節， 花7 £43 ば る。 2 各 天幕 布の 長さは 二十 八キュ 
がそれ から 生じる ようにす る。 32 そ  ^Vl.2  ビ ト， 各 天幕 布の 幅は 四 キュビ トで あ 

えだ  りょうがわ  すんぽう  どういつ 

して， 六つの 枝が その 両側から 出る。 ^ ^  37;18 る。 すべての 天幕 布の 寸法は 同一で あ 
すなわち， 燭台の 三つの 枝は 一方の 側  る。 3 五 枚の 天幕 布が それぞれ 他と 

たほう  ウ出 37:19  あ  れん 

から， 燭台の 三つの 枝は 他方の 側から  つなぎ 合わされて 一連と なり， また 五 

[出る]。 33 アーモンドの 花の 形を し 枚の 天幕 布が それぞれ 他と つなぎ 合わ 

いっぽう  くみ  えだ  10)  れん 

た 三つの がくが 一方の 組の 枝に あって， 才 出37: 2i されて 一連と なる。 4 そして， 一連 

ふし  こうご  お  まい  てんまく ぬの  はし  あおいと 

節と 花と が 交互に なり， アーモンドの ^S8:4  の 終わりの 一枚の 天幕 布の 端には 青 糸 
花の 形を した 三つの がくが もう 一方の  の 環を 造る ように。 また， 他方の つな 

組の 枝に も あって， 節と 花と が 交互に  ^8:f3 ぎ 目にある 一番 外側の 天幕 布の 端に も 
なる。 燭台から 出る 六つの 枝を このよ  13：n 同じように する。  5 —方の 天幕 布に 

うにす る。 34 そして， 燭台には アー ^*  37:23 五十の 環を 造り， さらに 五十の 環を 他 
モン ドの 花の 形を した 四つの がくがあ  方の つなぎ目 にある 天幕 布の 末端に 造 

り， その 節と 花と が 交互になる。 35 ま 8?442 り， 環が それぞれ 向き合う ようにす る。 

えだ  ふし  ベつ  使徒 7:44  きん  と  がね  つく 

た， 二つの 枝の 下の 節が それから 出， 別 ヘプ8:5  6 また， 金の 留め金 五十を 造り， その 

-  てんまく ぬの  たが 

の 二つの 枝の 下の 節が それから 出， あ  m26m  留め金に よって 天幕 布を 互いにつ なぎ 
と 二つの 枝の 下の 節が それから 出る。 コ ヘプ8: 5  合わせる ように。 こうして それは 一つ 

しょくだい  ヘプ 9:11  まくや  W 

六つの 枝が その 燭台から 出る からで あ  の 幕屋と なる。 

る。 36 その 節と 枝と がそれ から 生じ サ 峰8  7 「また， あなたは 幕屋の 上の 天幕 

る。 その すべては 一つの 打ち物 細工で 第二 欄 として やぎの 毛で 布を 造らねば ならな 
あり， 純金で ある。 37 また， そのため ァ い。 十一 枚の 天幕 布を 造る。 8 各 天 
に 七つのと もしび 皿を 造る ように。 と  幕 布の 長さは 三十 キュビ ト， 各 天幕 布 

イ民 4:25  はば  まい 

もしび 皿に 火を ともして， それらが そ 代 の 幅は 四 キュビ トで ある。 十一 枚の 天 

ぜんぼう いったい  て  すん ぼう  どういつ 

の 前方 一帯を 照らす ようにす るので あ ゥ *36:^) 幕 布の 寸法は 同一で ある。 9 そして， 

(キ）  しんき  ひ  まい  てんまく ぬの  あ 

る。 38 また， その 心 切り ば さみと 火  五 枚の 天幕 布 だけを つなぎ合わせ， ま 

と  ざら じゅんきん  （ク）  エ出 3〇: 丄 1  ベつ 

取り皿 も 純金で ある。 39 — タラント  た 六 枚の 天幕 布を 別にして [つなぎ 合わ 

の 純金で それを， これらの すべての 器 36：12 せ]， 六 枚 目の 天幕 布は 天幕の 最前 部で 
物と 共に 造る ように。 40 そして， あ 力!! 折り返す ように 〇 10 また， 一枚の 天 
なた は 山で 示された その 型 どおりに こ ヘプ9 :9 幕 布， すなわち 一連のう ち 一番 外側に 

つく  ちゅうい  【ヶ  1  はし  わつ く 

れらを 造る ように 注意しなさい 0  キ 出35:26  ある ものの 端に 五十の 環を 造り， さら 

まくや  てんまく ぬの  まい  たほう 

「また， 幕屋を， 天幕 布 十 枚で に 五十の 環を 他方の つなぎ目 にある 天 
造る。 それは， 上等のより 亜麻，  幕 布の 端に [造る]。 11 また， 銅の 留 

あおいと あかむらさき そ  ようもう  ケ出 36:16  がね  つく  わ 

青 糸， 赤紫に 染めた 羊毛， えんじむ し  め 金 五十を 造り， その 留め金を 環には 

緋 色の 物で つくられる。 刺 しゅう 師の めて 天幕を つなぎ合わせる ように。 こ 
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うして それは 一つと なる。 12 そして， 
天幕の 布の 残る 部分 は 垂れ下が る 分と 
なる。 残る 天幕 布の 半分は 幕屋の 後ろ 
に 垂れ下がる。 13 また， 天幕の 布の 
丈で， 残って いる こちら 側の ー キュビ 
卜と 向こう側の ー キュビ トとは， 幕屋 
の 両側で 余分に 垂れ下がる 分と なり， 
こちら 側と 向こう 側で これを 覆う。 

14 「また， あなたは その 天幕の ため 
に， 赤く 染めた 雄 羊の 皮で 覆いを， さ 
らに あざらしの 皮の 覆いを その上に 造 
ら ねばならない。 

15 「また， あなたは 幕屋の ために， 
まっすぐに 立つ 区切り 枠を アカシアの 
木で 造らねば ならない。 16 十キュ 
ビ トが 区切り 枠の 長さで あり， ーキュ 
ビ ト 半が それぞれの 区切り 枠の 幅で あ 
る。 17 それぞれの 区切り 枠には 二つ 
の ほぞが あって， 互いにつ なぎ 合わさ 
れ る。 幕屋の すべての 区切り 枠に つい 
て そのよう にす る。 18 こうして 幕屋 
のた めの 区切り 枠を 造り， ネゲブに す 
なわち 南に 向かう 側の ために 二十の 区 
切り 枠を [造る] ように。 

19 「また， あなたは その 二十の 区切 
り 枠の 下に 銀の 受け 台 四十を 造る。 二 
つの ほぞの ある 一つの 区切り 枠の 下に 
二つの 受け 台， 二つの ほぞの ある 他の 一 
つの 区切り 枠の 下に 二つの 受け 台で あ 
る。 20 そして， 幕屋の 他方の 側， 北側 
のために も， 二十の 区切り 枠と， 21 そ 
のた めの 銀の 受け 台 四十を [造る]。 一 
つの 区切り 枠の 下に 二つの 受け 台， 他 
の 一つの 区切り 枠の 下に 二つの 受け 台 
である。 22 また， 西側， つまり 幕屋 


出 エジプト 26:12—32 

の ろの 部分の ために 六つの 区切り 枠 
を 造る。 23 そして， 幕屋の 隅 柱と し 

うし  りょう ぶぶん  くぎ  わく 

て， 後ろの 両 部分に 二つの 区切り 枠を 
造る。 24 そして， それらは 底 部に お 
いて 対を なし， 合わせる と， 第一の 輪 
の ある そ れぞれ の 頂の ところ ま で 対を 
なすよう に。 その 二つは そのよう にな 
るべき である。 それが 二つの 隅 柱と な 
る。 25 それで 八つの 区切り 枠と， そ 
のた めの 銀の 受け 台， 十六の 台座が あ 
るよう に。 一つの 区切り 枠の 下に 二つ 
の 受け 台， 他の 一つの 区切り 枠の 下に 
二つの 受け 台で ある。 

26 「また， あなたは アカシアの 木で 
横木を 造らねば ならない。 幕屋の 一方 
の 側の 区切り 枠の ために 五本， 27 幕 
屋の 他方の 側の 区切り 枠の ために 五本 
の 横木， そして 西側， 幕屋の 後ろの 両 
部分が ある 側の 区切り 枠の ために 五本 
の 横木。 28 そして， 区切り 枠の 中央 
を 通る 真ん中の 横木は 端から 端に 渡さ 
れ る。 

29 「また， あなたは 区切り 枠に 金を 
かぶせ， それらに 付く 輪を 横木の 支え 
として 金で 造る。 横木に も 金を かぶせ 
るよう に。 30 そして， あなたは 山で 
示さ れた その 仕 法に したが っ て 幕屋を 
組み立てなければ ならない。 

31 「また， あなたは 青 糸， 赤紫に 染 
めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等 
のより 亜麻で 垂れ幕を 造らね ばなら な 
い。 刺 しゅう 師の 仕事で ある ケルプを 
それに 付ける。 32 そして それを， 金 
を かぶせた アカシアの 四 本の 柱に 掛け 
るよう に。 それらに 付ける 掛け かぎは 
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に。  5 そして， それを 祭壇のへ りより 
下， 内側の 下方に 掛ける ように。 その 
網は 祭壇の 中央の ほう に 来な ければ な 
ら ない。 6 また， 祭壇の ために さおを 
造る ように。 その さおは アカシアの 木 
でつ くられる。 それに 銅を かぶせる よ 
うに。  7 そして， その さおを 輪に 差し 
込み， その 祭壇を 運ぶ さいに さおが そ 

がわ  く 

の 二つの 側に 来る ようにし なければ な 

[ゥ）  あついた  くう 

ら ない。 8 あなたは それを 厚板で 空 

どう  お おばこ  かたち つく  しめ 

洞の 大 箱の 形に 造る。 山で あなたに 示 
された とおりに， 彼らは これを 造る。 

9 「また， あなたは 幕屋の 中庭を 造ら 
ねばならない。 中庭には， ネゲブに す 
なわち 南に 向かう 側に 上等のより 亜麻 

か  ぬの W  いっぽう  なが 

の 掛け 布が あり， その 一方の 側の 長さ 
は 百 キュビ トで ある。 10 そして， そ 
の 二十 本の 柱と そのための 二十の 受け 
台とは 銅で ある。 柱に 付ける 掛け かぎ 
とその 継ぎ手とは 銀で ある。 11 北側 

なが  どうよう  か  ぬの 

のために も 長さは 同様で， 掛け 布は 長 
さ百キ ュビト にわたり， その 二十 本の 

はしら  う  だい  どう 

柱と そのための 二十の 受け 台とは 銅， 
柱に 付ける 掛け かぎと その 継ぎ手とは 

ぎん  （ク 1  なかにわ  はば 

銀で ある。 12 中庭の 幅に ついては， 

に しが わ  か  ぬの 

その 西側で 掛け 布は 五十 キュ ビ ト， そ 

はしら  ぼん  う  だい  [ヶ） 

の 柱は 十本， その 受け 台は 十で ある。 

ほうこう  ひがしがわ 

13 また， 日の出の 方向の 東側に おい 
て も， 中庭の 幅は 五十 キュ ビト である。 
14 そして， 一方の 側に 十五 キュビ トの 
掛け 布が あり， その 柱は 三本， その 受け 

だい  [サ！  たほう  がわ 

台は 三つで ある。 15 また， 他方の 側 
にも 十五 キュビ トの 掛け 布が あり， そ 

はしら  ぼん  う  だい  M 

の 柱は 三本， その 受け 台は 三つで ある。 
16 「そして， 中庭の 門と して， 長さ 
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金で ある。 それらは 四つの 銀の 受け 台 
の 上に 載る。 33 そして， その 垂れ幕 
を 留め金の 下に 掛け， 証の 箱を そこへ， 
垂れ幕の 内側へ 携え 入れる ように。 こ 
うして その 垂れ幕は， あなた 方の ため 
に聖 所と 至聖 所と を 区分す る ことにな 
る。 34 そ して あなたは 至聖 所の 証の 
箱の 上に 覆いを 置かねば ならない。 

35 「そして あなたは 垂れ幕の 外側に 
食卓を， ま た 食卓の 向かい， 幕屋の 南の 
ほうの 側に 燭台 を 据えね ばな ら ない。 
その 食卓は 北側に 置く。 36 また， 天 
幕の 入口の ために， 青 糸， 赤紫に 染め 
た 羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等の 
より 亜麻で 仕切り 幕を 造る ように。 織 
物師の 仕事で ある。 37 そして， その 
仕切り 幕の ために アカシアの 柱 五本を 
造り， それに 金を かぶせる ように。 そ 
の 掛け かぎは 金で ある。 また， それら 
のために 銅の 受け 台 五つを 铸 造す るよ 
う に。 

「また， あなたは アカシアの 木で 
し 祭壇を 造らねば ならない。 その 
長さは 五 キュビ ト， 幅は 五 キュビ トで 
ある。 その 祭壇は 真四角に すべきで あ 
り， 高さは 三キ ュビト である。  2 ま 
た， 角を その 四隅の 上に 造る ように。 
その 角が それから 出る。 それに 銅を か 
ぶせ るよう に。 3 また， その 脂 灰を 除 
き 去る ための 缶， および その シャベル， 
鉢， 肉刺し， 火 取り皿を 造る ように。 そ 
のす ベての 器具を 銅で 造る。 4 また， 
そのために 格子， すなわち 銅の 網 細工 
を 造る ように。 その 網に， すなわち そ 
の 四つの 突端に 銅の 輪 四つを 造る よう 


6  4  0  3  4  〇  1  2  3  40  5 
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しき  まく  あおいと 

二十 キュビ トの 仕切り 幕が ある。 青 糸， 
赤 紫に 染めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 
物， 上等のより 亜麻に よる， 織物 師の 
仕事で ある。 その 柱は 四 本， その 受け 

だい  [ィ）  なかにわ  しゅうい 

台は 四つ。 17 中庭の 周囲の すべての 

はしら  ぎん  し  がね  つ 

柱には 銀の 締め金が あり， それに 付け 
る 掛け かぎは 銀， その 受け 台は 銅で あ 
る。 18 中庭の 長さは 百 キュビ ト， 幅 
は 五十 キュ ビ ト， 高さは 五キュ ビ トで， 
上等のより 亜麻で つくられ， その 受け 
台は 銅で ある。 19 そして， そのす ベ 
ての 奉仕に 用いる 幕屋の すべての 器具， 
および その 天幕 用 留め 杭の すべてと 中 
庭の すべての 留め 杭は 銅で ある。 

20 「また あなたは， イスラエルの 子 

めい  あ 

らに 命じて， 明かりの ために， つぶして 
採っ た 純粋の オリー ブ 油を 持っ て 来さ 
せる ように。 ともしびを 絶えずと もす 
ためで ある。 21 会見の 天幕の 中， 慰 

た  まく  (キ） そとがわ 

の そばの 垂れ幕の 外側で， ア ロンと そ 

ゆうがた  あさ  まえ 

の 子ら が 夕方から 朝まで エホバの 前に 
それを 整える。 これは， 幾 世代 も 定め 

とき  いた  ほうれい  （ヶ） 

のない 時にまで 至る 法令で あり， イス 
ラエルの 子ら が 守るべき ものである。 

きょ うだい 

〇〇 「また あなたは， あなたの 兄弟 ア 
ロンを， そして その子ら を も 共 
に イスラエルの 子ら の 中から あなたの 
近く に 来させて， 彼が わた しに 対して 祭 

し  つと  おこ  （サ） 

司の 務めを 行なうよう にしなさい。 ア 

トン）  W 

ロン， ア ロンの 子ら のナ ダブと ア ビフ， 
エ レア ザルと イタ マルで ある。 2 そし 
て， あなたの 兄弟 ア ロンの ため， 栄光 
と美の ために， あなたは 聖 なる 衣を 作 
ら ねばならない。 3 それで あなたは， 
わた しが 知恵の 霊を 満た した 賢い 心の 
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者 すべてに 話し， その 者たち が， アロ 
ンを 神聖な ものと する ための その 衣を 
作る ように。 彼が わたしに 対して 祭司 
の 務めを 行なうた めで ある。 

4 「そして， これらは 彼らが 作る 衣 
である。 すなわち， 胸 掛け， そして エ 
フォ ドと そでなしの 上着と 格子 じ まの 
長い 衣， ターバンと 飾り 帯。 彼らは あ 
なた の 兄弟 ア ロンと その子ら のために 
この 聖 なる 衣を 作らねば ならない。 彼 
がわた しに 対して 祭司の 務めを 行なう 
ためで ある。 5 それで 彼らは， 金， 青 
糸， 赤紫に 染めた 羊毛， えんじむ し緋 
色の 物， 上等の 亜麻を 取る。 

6 「そして 彼らは エフ ォ ドを， 金， 
青 糸と 赤紫に 染めた 羊毛， えんじむ し 
緋 色の 物と 上等のより 亜麻で 作 ら ねば 
ならない。 刺 しゅう 師の 仕事で ある。 
7 そして， それには 二つの 肩 ひもが 付 
いて， その 二つの 先端で 合わさる。 そ 
れは 合わさる ので ある。 8 また 腰帯， 
すなわち [エフ ォ ド] の 上に あって それ 
を しっかり 結ぶ もの も， それの 作り方 

なら  おな  そ ざい  きん  あおいと 

に 倣い， 同じ 素材， つまり 金， 青 糸， 
赤 紫に 染めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 
物， 上等のより 亜麻で つくられるべき 
である。 

9 「また， あなたは しまめのう 二つ 
を 取って， それに イスラエルの 子ら の 

[サ）  ほ  こ  （シ 1 

名を 彫り 込む ように。 10 その 名のう 
ち 六つを 一方の 石に， 残る 六 人の 名を 
他方の 石に， その 出5 生の 順に [彫る]。 
11 石の 職人の 作業に より， 印章の 彫り 
込みを もって， その 二つの 石に イス ラエ 
ルの 子ら の 名を 彫り 込む。 金の はめ込 
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み 台に はめ込んで それを 作る。 12 そ 
して， その 二つの 石を， イスラエルの 
子ら のた めの 記念の 石と して， エフ ォ 
ドの 眉 ひもに 付ける ように。 こうして 
ア ロンは 彼らの 名を 記念と して その 二 
つの 肩 ひもに 付け， エホバの 前に 担っ 
て 行く ので ある。 13 それで， 金のは 
め 込み 台と， 14 純金の 鎖 二 本を 造る 
ように。 それを 縄の 作り方で 細 綱の よ 
うに 造る。 その 縄の ような 鎖を はめ込 
み 台に 取り付ける ように。 

15 「また， あなたは 裁きの 胸 掛け 
を 刺 しゅう 師の 技法で 作らねば ならな 
い。 エフ ォ ドと 同様の 作り方で それを 
作る。 金， 青 糸， 赤紫に 染めた 羊毛， え 
ん じむし 緋 色の 物， 上等のより 亜麻で 
それを 作る。 16 それは 二つに たため 
ば 真四角になる べきで， その 長さは 一 
手 尺， その 幅 も 一手 尺と する。 17 そ 
して， それに 石の 詰め物を 詰めて, 石を 
四 列に する ように。 ルビー， トパーズ， 
エメ ラル ドの 列が 第一 列。 18 そして 
第二 列は， トルコ 玉， サファイア， 碧 
玉。 19 また 第三 列は， レシ ヱム 石， め 
の nKmo そして 輩 四 舞は， 
貴かん らん 石と， しまめのう， ひすい 
である。 金の 受け 具が その 詰め物の 中 
に 入る。  21 そして， これらの 石は イ 
スラ エルの 子ら の 名に 応じ， その 十二 
個が 彼らの 名に 対応す る。 それらに 印 
章の り 込みが 施され， 十二の 部族の 
ために それぞれ がその 名に 対応す る。 

22 「また， あなたは その 胸 掛けの 上 
に， より 合わせた 鎖を 縄の 作 り 方に よっ 
て 純金で 造らねば ならない。 23 また， 
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胸 掛けの 上に 金の 輪 二つを 造り， その 
二つの 輪を 胸 掛けの 二つの 突端に 付け 
るよう に。 24 そして， 二 本の 金の 縄 
を 胸 掛けの 突端に ある 二つの 輪に 通す 
ように。 25 そして 二 本の 縄の 二つの 
端を 二つのは め这み 台に 通す。 それら 
を エフ ォ ドの 肩 ひもの 上， その 前面に 
付ける ように。 26 また， 金の 輪 二つ 
を 造り ，それを 胸 掛けの 二つの 突端， 内 
側の エフ ォ ドの ほうの 側のへ りには め 
るよう に。  27 さらに， 金の 輪 二つを 
造り， 下の ほうから エフ ォ ドの 二つの 
肩 ひもに， その 前面， 合わせ目の 近く， 
エフ ォ ドの 腰帯より 上のと ころに それ 
を 付ける ように。 28 そして， 胸 掛け 
を それの 輪に よって エフ ォ ドの 輪に 青 
ひもで 縛り， それが エフ ォ ドの 腰帯よ 
り 上に とどまって， 胸 掛けが エフ ォド 
の 上から ずれない ようにす る。 

29 「こうして ア ロンは， 聖 所の 中に 
入る 時， イスラエルの 子ら の 名を その 
心臓の 上に 当てた 裁きの 胸 掛けに 載せ， 
記念と して 絶えず エホバの 前に 担って 
行く ので ある。  30 そして あなたは， 
ウ リムと トン ミムを 裁きの 胸 掛けの 中 
に 入れ， ア ロンが エホバの 前に 入る 時 
それらが 彼の 心臓の 上に あるよう にし 
なければ ならない。 ア ロンは イス ラエ 
ルの 子ら に対する 裁きを エホバの 前に 
あっ て 絶えず その 心臓の 上に 担う ので 
ある 0 

31 「また， あなたは エフ ォ ドの そで 
なしの 上着を すべて 青 糸 だけで 作らね 
ばなら ない。 32 そして， その上 端の 
真ん中に 開き 口を 設ける ように。 その 
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開き 口には 周囲に 縁飾りが 付く。 これ 
は 機織り 人の 製作で ある。 それは 小 札 
かたびらの 開き 口の ようになる べきで， 
それが 裂ける ことのない ようにす る。 
33 また， そのす そべ りに 青 糸と 赤紫 
に 染めた 羊毛と えんじむ し緋 色の 物で 
ざくろを 作って， そのす そべ りに ぐる 
りと 付け， それらの 間に 金の 鈴を ぐる 
りと 付ける ように。 34 金の 鈴と ざく 
ろ， 金の 鈴と ざくろが そでなしの 上着 
のす そべ りに ぐるりと 付く  〇  35 こう 
して， ア ロンが 奉仕を する ために， そ 
れが 彼の 身に 着けられて いなけれ ばな 
ら ない。 聖 なる 所に 入って エホバの 前 
に 行く 時， また 出て 来る 際に， 彼から 
出る 音が 聞こえる ようにす るので ある。 
彼が 死ぬ こ とのない ためで ある。 

36 「また， あなたは 輝く 純金の 平板 
を 造り， その上に， 印章の 彫り & みを 
もって， 『神聖 さは エホバの もの』 と 
彫り 込まねば ならない。  37 そして， 
それを 青 ひもで くくり 付けて， それが 
ターバンの 上に 来る ようにす る。 ター 
バンの 前面に それは 来るべき である。 
38 こうして それは ア ロンの 額の 上に 来 
る。 そして ア ロンは， 聖 なる 事物， イ 
スラ エルの 子ら が 神聖に する 物， すな 
わち そのす ベての 聖 なる 供え物に 対し 
て 犯された とがに 対する 責めを 負う の 

(キ 1  かれ  まえ  ぜ 

である。 彼らの ために エホバの 前で 是 
認を 得る ため， それは 常に その 額の 上 
にと どまらねば ならない。 

39 「また， あなたは 上等の 亜麻で 長 
い 衣を 格子 じ まに 織り， また 上等の 亜 
麻で ターバンを 作らねば ならない。 さ 


ら に， 飾り 帯を 作る。 織物 師の 仕事で 
ある。 

40 「また， あなたは ア ロンの 子ら の 
ために も 長い 衣を 作る。 彼らの ために 
飾り 帯 も 作る ように。 また， 彼らの た 
め， 栄光と 美の ために， 頭 包みを 作る。 
41 そして これらを， あなたの 兄弟 ア 
ロン および それと 共なる その子ら に 着 
せ， 彼らに 油を そそぎ， その 手に 力を 
満たして， 彼らを 神聖な ものと する よ 
うに。 こうして 彼らは わたしに 対して 
祭司の 務めを 行なう ので ある。 42 ま 
た， 彼らの ため， その 裸の 肉を 覆うた 
めに， 亜麻の 股引きを 作る ように。 そ 
れは 腰から 股にまで 達する。 43 そし 
て， 聖 なる 場所で 奉仕す るた めア ロン 
とその 子ら が 会見の 幕屋に 入る 時， ま 
た 祭壇に 近づく 際には， それを 身に 着 
けて いるよう に。 彼らが とがを 来たら 
せて 死ぬ ことのない ためで ある。 これ 
は， 彼と その後の 子孫と に対する 定め 
のない 時に 至る 法令で ある。 

かれ  しんせい 

〇〇 「また， これは， 彼らを 神聖な も 
のとして わたしに 対して 祭司の 
務めを 行なわせる ために， あなたが 彼 
らに 行なうべき _ である。 すなわち， 
一頭の 若い 雄牛と 二 頭の 雄 羊， きずの 
ない ものを 取りなさい。 2 また， 無酵 
母の パンと， 油で 湿らせた 輪 型の 無酵 
母 パンと， 油を 塗った 無 酵母の 薄焼き 
を [取りなさい]。 上等の 小麦粉で それ 
らを 作る。  3 そして， それらを かご 
に 載せ， かごに 入れて これを 供える よ 
うに。 また， 雄牛と 二 頭の 雄 羊 も [ささ 
げ る]。 


出 エジプト 29:4—22  祭司の 任職の ための 捧げ物  146 


4 「また， あなたは ア ロンと その子ら 

かいけん  てんまく  いりぐち [7] 

を 会見の 天幕の 入口に 立たせる。 そし 
て， 彼ら の 身を 水で 洗わねば な ら ない。 

つ  ころも  いっしき W  と  なが 

5 次いで 衣 [の 一式] を 取り， 長い 衣と 
エフ ォ ドの そでなしの 上着， エフ ォド 
と 胸 掛けを ア ロンに 着けさせ， エフ ォ 
ドの 腰帯で それを 彼の 身に しっかり 結 
び 付ける ように。  6 また， その 頭に 
ターバンを 巻き， 献納の 聖 なる しるし 
を その ターバンの 上に 付ける ように。 
7 そして， そそぎ 油を 取り， それを そ 
の 頭に 注いで 彼に 油 そそぎを 行なわね 

(キ） 

ばなら ない。 

8 「次いで あなたは 彼の 子ら を 近く 

こ  なが ころも 

に 来させ， これに その 長い 衣を まとわ 
せねば ならない。  9 また， 彼らに 飾り 
帯を 締めさせる ように。 ア ロンに も そ 
の 子ら にもで ある。 また， 頭 包みを 彼 
らに 巻き付ける ように。 定めの ない 時 

に 至る 法令と して， 祭司 職は 彼らの も 

(ヶ 1 

のとなる ので ある。 それで あなたは ア 
ロンの 手， また その子ら の 手に 力を 満 
たさねば ならない。 

10 「今 あなたは 雄牛を 会見の 天幕の 
前に 立たせる ように。 ア ロンと その子 
らは 手を その 雄牛の 頭の 上に 置かねば 

[サ）  つ  おうし 

ならない。 11 次いで その 雄牛を エホ 

まえ  かいけん  てんまく  いりぐち 

バの 前， 会見の 天幕の 入口で ほふる よ 
うに。 12 そして， 雄牛の 血の 幾らか 
を 取り， それを 指で 祭壇の 角に 付ける 
ように。 血の 残りは みな 祭壇の 基部に 
注ぎ 出す。 13 また， 腸を 覆う すべて 
の 脂肪， および 肝臓の 付属物， 二つの 
腎臓と それに 付いた 脂肪を 取り， それ 
を 祭壇の 上で 焼いて 煙に する ように。 
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14 しかし， 雄牛の 肉 および その 皮と 糞 
とは 宿営の 外で 火で 焼く。 これは 罪の 
捧げ物で ある。 

15 「それから あなたは 一方の 雄 羊を 取 
る。 ア ロンと その子ら は 手を その 雄 羊 
の 頭の 上に 置かねば ならない。 16 次 
いで その 雄 羊を ほふり， その 血を 取っ 
て， 祭壇の 上の 周囲に 振り掛け るよう 
{と。 17 また その 雄 羊を 各部 分に 切り 
分ける。 その 腸と すねを 洗い， 各部 分 
を 向き合わせに 並べて いって 頭にまで 
至る ように。 18 そして， その 雄 羊 全 
体を 祭壇の 上で 焼いて 煙に しなければ 
ならない。 これは エホバへの 焼 燔の捧 
げ 物， 安らぎの 香りで ある。 これは エ 
ホバ への 火に よる 捧げ物で ある。 

つぎ  いっぽう  おひつじ 

19 「次に あなたは もう 一方の 雄 羊を 
取る ように。 ア ロンと その子ら は 手を 
その 雄 羊の 頭の 上に 置かねば な ら ない。 
20 次いで その 雄 羊を ほふり， その 血を 
幾らか 取って， ア ロンの 右の 耳た ぶと 
その子ら の 右の 耳た ぶ， また 彼らの 右 
手の 親指と 右足の 親指に 付け， また そ 
の 血を 祭壇の 上の 周囲に 振り掛け るよ 
うに。 21 また， 祭壇 上の 血と そそぎ 
油 の 幾らかを 取り， それを ア ロンと そ 
の 衣， また 彼と 共なる その子ら とその 
子ら の 衣と にはね 掛ける ように。 こう 
して 彼と その 衣， また それ と共にい る 
その子ら とその 子ら の 衣とは 真に 聖な 
る ものと なる。 

22 「また， あなたは その 雄 羊から， 月 旨 
肪と脂 尾と 腸を 覆う 脂肪， 肝臓の 付属 
物， 二つの 腎臓と それに 付いた 脂肪， そ 
して 右 脚を 取る ように。 これは 任職の 
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雄 華 だからで ある。 23 また， S い パ 
ンと 油を 入れた 輪 型の パ ン 菓子と 薄 焼 
きを， エホバの 前に ある 無 酵母 パンの 
かごから [取る ように]。  24 そして， 
こ の すべてを アロ ンの 手のひら とその 
子ら の 手のひらに 載せ， それを 振 揺の 
捧げ物と して エホバの 前に 揺り動かす 
ように。 25 次いで それを 彼らの 手 か 
ら 取り， 祭壇の 上， 焼燔の 捧げ物の 上 
に 載せ， エホバの 前での 安らぎの 香り 
として 焼いて 煙に する ように。 これは 
エホバへの 火に よる 捧げ物で ある。 

26 「また， あなたは ア ロンの ための も 
ので ある 任職の 雄 羊の 胸を 取り， それ 
を 振 揺の 捧げ物と して エホバの 前に 揺 
り 動かす ように。 それは あなたの 受け 
分と なる ので ある。 27 こうして あな 
たは 振 揺の 捧げ物の 胸と 神聖な 分と し 
ての その 脚を 神聖な ものと して 取り分 
けなければ ならない。 それは 揺り動か 
された もので あり， また 任職の 雄 羊 か 
ら， すなわち ア ロンの ための もの， ま 
た その子ら のた めの ものから 寄進され 
た 分で ある。 28 そして これは， イス 
ラエルの 子ら の 守るべき， 定めの ない 
時に 至る 規定に よって， ア ロン および 
その子ら の ものと なる ので ある。 それ 
は 神聖な 分 だからで ある。 それは イス 
ラエルの 子ら の 納めるべき 神聖な 分と 
なる。 彼らの 共 与の 犠牲の 中からの， 
エホバの ための 彼らの 神聖な 分な ので 
ある 0 

29 「また， ア ロンの ものである その 
聖 なる" 衣 は 彼の 後の 子ら のた めの もの 
となり， 彼らに それを 着せて 油を そそ 
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ぎ， それを 着せて その 手に 力を 満たす。 
30 その子ら のうち 彼の 跡を 継ぎ， 会見 
の 天幕に 入って 聖 なる 場所で‘ 仕す る 
祭司は， 七日の 間 それを 身に 着ける。 

31 「また， あなたは 任職の 雄 羊を 取 
る。 次いで その 肉を 聖 なる 場所で 煮な 
ければ ならない。  32 そして， ア ロン 
とその 子ら は その 雄 羊の 肉と かごに あ 
る パンを 会見の 天幕の 入口 で 食べる よ 
うに。  33 こうして 彼らは， 贖罪を 行 
なって その 手に 力を 満たし， 彼らを 神 
聖な ものと する ために 用いられた 物を 
食べる ので ある。 しかし， よそ 人は そ 
れを 食べて はいけ ない。 それは 聖 なる 
もの だからで ある。 34 そして， もし 
任職の 犠牲の 肉 および ノ 《ンの 幾ら かが 
朝まで 残る ことがあれば， その 残って 
いるものは 火で 焼かねば ならない。 そ 
れを 食べて はならない。 それは 聖 なる 
もの だからで ある。 

35 「そして， あなたは すべて わたし 
が 命じた ところに したがって ア ロンと 
その子ら に そのと おりに 行なわね ばな 
ら ない。 あなたは 彼らの 手に 力を 満た 
すため に 七日を かける。  36 そして， 
罪の 捧げ物の 雄牛を 贖罪の ため 日 ごと 
にさ さげる。 祭壇の 上で 贖罪を 行なう 
ことによって それを 罪から 浄め ，また 
油を そそいで それを 神聖な ものと する 
ので ある。 37 祭壇の 上で 贖罪を 行な 
うため に 七日を かける。 あなたは それ 
を 神聖な ものと して， それが 極めて 聖 
なる 祭壇と な るよう にしな ければ なら 
ない。 祭壇に 触れる 者は みな 聖 なる 者 
であるべき である。 
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38 「また， これは あなたが その 祭壇 第29 章  「また， あなたは 香を たく 所と し 

の 上に ささげる ものである。 すなわち， 7^；  2:440  て靈を M らね ばなら なじ。 ア 

それぞれ 一歳の 若い 雄 羊を， 絶えず ー ダニ9:27 カシアの 木で それを 造る。 2 長さ 一 
日 二 頭ず つ。 39 そして， 一方の 若い 雄 ヘプ10:11 キュビ ト， 幅 ー キュビ トで， それは 真 四 
羊を 朝に ささげ， もう 一頭の 若い 雄 羊  角と する。 その 高さは ニキ ュビ ト。 そ 

ゆうがた あいだ  （ゥ）  " $ 一  y*J1  つの  （イ！ 

を 二つの 夕方の 間に ささげる。 40 ま の 角が それから 出る。  3 そして， それ 

と  あぶら ぶん  じょうめん  しゅうい  そくめん 

た， つぶして 採った オリー ブ油四 分の 才 ftf ば 13 に， すなわち その上 面と 周囲の 側面と 
ー ヒンで 湿らせた 上等の 麦粉 十分の一 角に 純金を かぶせる ように。 また， その 
エ ファ， それに 飲み物の 捧げ物と して キ^ 周囲に 金の 縁飾りを 造る ように。 4 ま 
四 分の ーヒン のぶどう 酒が， 初めの 若 ク 匕?5 ぼ た それの ために 金の 輪 二つを 造る。 そ 
い 雄 羊の ために 添えられる。 41 次い ヶ: の 縁飾りの 下方， その 二つの 側 遠， 二 

だい  わか  おひつじ  ゆうがた あいだ  民 12:5  む  あ  がわ 

で， 第二の 若い 雄 羊を 二つの 夕方の 間  II  8:11 つの 向き合う 側に それを 造る。 それら 
にさ さげる。 朝と 同様の 穀物の 捧げ物， ^'22：9  それを 運ぶ ための さおの 支えと な 

また 同様の 飲み物の 捧げ物を 添えて そ サ 出な 8  るので ある 〇  5 また， アカシアの 木で 

やす  かぉ  レ、 ビ ミ D:l2  っく  きん 

れを 安らぎの 香りと して ささげ， エホ  さおを 造り， それに 金を かぶせる よう 

パへの 火に よる 捧げ物と する。 42 こ  “72=22 に。 6 そして それを， 証の 箱の 近くに 
れ は， エホバの 前， 会見の 天幕の 入ロ スジ: ある 垂れ幕の 前， 証の 上の 覆いすな わ 
で， あなた 方が 代々 [ささげる] 常 供の  xSSs ちわた しが 自分を 示す 所の 前に 置く よ 
焼燔の 捧げ物で ある。 その 所で わたし  — _  うに。 

のぞ  はな  くんこう [ク） 

は あなた 方に 臨み， そこで あなたに 話 - 7 「そして， ア ロンは その上で 薫香を 

すであろう。  7 て3 こ 7  くゆらせる ように。 毎朝， ともし ck •整 

ア出 40:5  食い 

43 「それで わたしは そこに おいて イ える 際に それを くゆらせる。  8 また， 
スラ エルの 子ら に 臨み， そこは わたし  ^7'4f7 二つの 夕方の 間にと もしび をと もす 際 
の 栄光に よって まさに 神聖に される で ^37^  にも， ア ロンは それを くゆらせる。 こ 
あろう。 44 また わたしは 会見の 天幕 れ は， あなた 方が 代々 絶えず エホバの 
と 祭壇と を 神聖に する。 さらに， アロ  前に [たく] 香で ある。  9 あなた 方は 

(コ】  てきほぅ  こぅけ）  しょぅはん 

ン とその 子ら を 神聖な ものと し， わた ク^^^ i その上に， 適法で ない 香， また 焼燔の 
しに 対して 祭司の 務めを 行なわせる。 捧げ物 や 穀物の 捧げ物を ささげて はな 

EH. 1 P  ♦  4  n  の  そそ 

45 そして わたしは イスラエルの 子ら の  ；!2；28 ら ない。 その上に 飲み物の 捧げ物を 注 

まくや  は  かれ  代 I  23:13 

中に 幕屋を 張り， わたしは 彼らの 独と  ルヵ1:9  いで もなら ない。 10 また， ア ロンは 

[サ）  かれ  コ出 27:20  ど  つの  しょくざい おこ 

なる。 46 そして 彼らは， わたしが 彼 サ I3:3  年に一度 その 角の 上で 贖罪を 行なわね 

まくや  は  サ レビ 10:1  [シ）  つみ  ささ もの (ス) 

らの裡 エホバ， その 中に 幕屋を 張る た  ^26=18 ばなら ない。 贖罪の ための 罪の 捧げ物 

ち  たず さ  8，11  ち  いく  がた 

め 彼らを エジプトの 地から 携え 出した シ^^^ の 血の 幾らかを もって， あなた 方の 
者で ある ことを 必ず 知る であろう。 わ ス 代々 にわたり， 年に一度 ずつ それの 
たしは 彼らの 迚 エホバで あ 4。  ば！ は 9 ために 贖罪を 行なう。 それは エホバ 
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出 エジプト 30:11—30 


に対して 極めて 聖 なる ものである」。 

11 エホバは なお も モー セに 話して こ 
う 言われた 〇 12 「イスラエルの 子ら の 
人口 調査の ため あな たが その 合計を 調 
ベる 時には， その 人口調査に 当たって 
彼らは 各々 自分の 魂の ための 贖いを エ 
ホバに 納めねば ならない。 こうして そ 
の 人口 調査の さい 彼らに 災厄が 臨まな 


いように する ので ある。 13 これは 数 
え られた 人々 の 側に 移る すべての 者が 
納める 分で ある。 すなわち, 聖 なる 場所 
のシ エケ ルで 半 シエ ケル。 二十 ゲ ラが 
ー シヱ ケルに 相当す る。 半 シヱ ケルが 


たい  きしん  W 

エホバに 対する 寄進で ある。 14 二十 

さい  とうろく  ひとびと 

歳 および それより 上で 登録され た 人々 

がわ  うつ  もの  みな  きしん 

の 側に 移る 者は 皆 エホバへの 寄進を す 

{力）  と  もの  おお  おさ 

る。 15 富んだ 者 も それより 多く 納め 


たちば  ひく  はん 

るべき でな く， 立場の 低い 者 も 半 シエ 

すく  （キ） 

ケルより 少なく 納めて はならない。 こ 


うして エホバへの 寄進 物を 納め， それ 

がた たましい  しょくざい 

によって あな た 方の 魂の た めの 贖罪を 


行なう ので ある。 16 それで あなたは 
イ スラ エルの 子ら から 贖罪の ための 銀 
子を 受け取り， それを 会見の 天幕に お 

ける 奉仕の ために 納めな ければ ならな 

[ヶ] 

い。 それが まさに イスラエルの 子ら の 
ため エホバの 前での 覚えと なり， あな 
た 方の 魂の た めの 贖罪を 行な うため で 
ある」。 

17 エホバは さらに モー セに 話して こ 
う 言われた。 18 「また， あなたは 洗う 
ために 銅の 水盤と そのための 銅の 台と 
を 造らねば ならない。 それを 会見の 天 
幕と 祭壇との 間に 置いて， その 中に 水 
を 入れる ように。 19 そして ア ロンと 


その子ら は そこで 手と 足を 洗わねば な 
ら ない。 20 会見の 天幕に 入る 時， 彼 
らは 水で 洗って 死ぬ ことのな いように 
する。 また， エホバへの 火に よる 捧げ 
物を 焼いて 煙に する ため 祭壇に 近づい 
て 奉仕す る 時に も [そのよう にす る]。 
21 こうして 彼らは 手と 足を 洗って 死 
ぬ ことのない ようにし なければ ならな 
い。 これは 彼らの ため， すなわち 彼と 
その子 孫の ため， 代々 定めの ない 時に 
至る 規定と なる」。 

22 エホバは 引き続き モー セに 話し 
てこう 言われた。 23 「あなたは， 最 
上の 香 物を 自分の もとに 取り寄せ なさ 
い。 没 薬， 滴り落ちて 固まった ものを 
五 百 単位， 香り 良い 肉桂を その 半 量の 
二百 五十 単位， 香り 良い しょうぶを 二 
百 五十 単位， 24 カシアを 聖 なる 場所 
のシ エケ ルで 五 百 単位 ，オリー ブ 油を 
ー ヒン。 25 そして それを もって 聖な 
る そそぎ 油を 作る ように。 塗り 油， す 
なわち 塗り 油 作りの 手に よって 混ぜ 合 
わされた ものである。 これは 聖 なる そ 
そぎ 油と なる。 

26 「そして， あなたは それを もって 
会見の 天幕と 証の 箱と に 油 そそぎを 行 
なわねば ならない。 27 また 食卓と そ 
のす ベての 器具， 燭台と その 器具， 香 
の 祭壇， 28 焼燔の 捧げ物の 祭壇と そ 
のす ベての 器具， 洗 盤と その 台に も [そ 
そぐ] ように。  29 こうして あなたは 
それらを 神聖に し， それらが 極めて 聖 
なる ものと なる ようにし な ければ なら 
ない。 すべて それらに 触れる 者 も聖な 
る 者で あるべき である。 30 それで あ 


香の 調合。 ベザ レ ルと オホリ アブ 
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出 エジプト 30：31—31：13 

なた はア ロンと その子ら にも 油 そそぎ 
を 行ない， わたしに 対して 祭司の 務め 
を 行なわせる ため 彼ら を 神聖な ものと 
しなければ ならない。 

31 「そして， あなたは イスラエルの 子 
らに 話して こう 言う。 『これは あなた 
方の 代々 にわたり， わたしに 対して 聖 
なる そそぎ 油と して 保たれる。  32 こ 
れは 人の 肉に すり 込むべき ものでは な 
い。 また その 配合を もって これに 似た 
ものを 作って はならない。 これは 聖な 
る ものである。 それは あなた 方に とっ 
て聖 なる ものと して 保たれる。 33 そ 
れに 似た 塗り 油を 作り， それを よそ 人 
に 用いる 者は その 民の 中から 絶たれね 
ばなら ない』」。 

34 エホバは なお もモー セに 言われ 
た， 「 あなたの もとに 香 物を 取り寄せ 
なさい。 すなわち ス タク テの しずく 
と， オヌ カと， 芳香を 加えた ガルバ ヌ 

じゅんすい にゅうこう [キ1  おのおの どうりょう 

ムと ，純粋の 乳香を。 その 各々 は 同量 
とすべき である。  35 そして， それら 
を 合わせて 香を 作る ように。 香料を 混 
ぜ 合わせた もの， すなわち 塗り 油 作り 
の 仕事で， 塩を 加えた， 純良で 聖 なる 
ものである。  36 そして， その 幾らか 
をつ き 砕いて 細かな 粉末に し， その 幾 
ら かを 会見の 天幕の 中の 証， すなわち 
わた しが _ 分を 示す 所 の 前に 置く よう 

m  がた  きわ  せい 

に。 それは あなた 方に とって 極めて 聖 
なる ものと されるべき である。  37 ま 
た， この 合で 作る 香を， あなた 方は 
自分の ために 作って はならない。 あな 

せい 

たに とって， これは エホバの ために 聖 
なる ものと して 保たれる。 38 だれで 


も そのに おいを 楽しむ ためこれ と 似た 
ものを 作る 者は， その 民の 中から 絶た 
れ ねばならない」。 

ひ  つづ  はな 

〇  ~| エホバは 引き続き モー セに 話し 
〇丄 てこう 备 われた。 2 「見なさい， 
わたしは ユダ 族の フルの 子で ある ウリ 
の 子べ ザレ ルを 名を 挙げて 呼ぶ。 3 そ 
して， 知恵と 理解力と 知識と あらゆる 
技能 + において 迚の 霊を 彼に 満たす で 
あろう。 4 これは， さまざまな 仕組み 
を 考案す るた め， 金 •銀 • 銅の 細工を 
行なうた め， 5 また 石の 細工に おいて 
それを はめ込み， 木の 細工に おいて あ 
ら ゆる 品物を 造る ためで ある。  6 そ 
して わたしは， 見よ， 彼の もとに， ダ 
ン 族の ア ヒサ マ クの 子で ある オ ホリア 
ブを 置く。 そして， 心の 賢い すべての 
者の 心に 知恵を 置き， その 者たち が， 
わた しが あなたに 命じた すべての もの 
を 造る ようにす る。  7 すなわち， 会 
見の 天幕と 証の ための 箱と その上の 覆 
い， また 天幕の すべての 器具， 8 食卓 
とその 器具， 純金の 燭台と そのす ベて 
の 器具， 香の 祭壇， 9 焼燔の 捧げ物 
の 祭壇と そのす ベての 器具， 水盤と そ 
の 台， 10 また 編み物 細工の 衣， 祭司 
ア ロンの ための 聖 なる 衣， その子ら が 
祭司の 務めを 行なうた めの 衣， 11 そ 
して， そそぎ 油と， 聖 なる 所の ための 
薫香を。 すべて わたしが あなたに 命じ 
たと ころに したがって 彼らは 作業を 行 
なう」。 

12 エホバは モ ー セに さらに 言われ 
た， 13 「あなたは， イスラエルの 子ら 
に 話して こう 言いなさい。 『とりわけ 
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わたしの 安息日を， あなた 方は 守る よ 第31 章 から 導き 上った 人で ある この モー セに 
うに。 それは わたしと あなた 方との 間 7^?〇；9；30 ついては， 彼が どう なった のか 全く 分 
の 代々 にわた る しるしで あり， わたし ィ1 甘 2Q:12 からない からです」 0  2 すると ア ロン 

エホバが あなた 方を 神聖な ものと して  は 彼らに 言った， 「あなた 方の 妻， 息子 

いる ことを， あなた 方が 知る ための も ゥ^5 :る2 や 娘の 耳に ある 金の 耳輪を 外し 取って， 
の だからで ある 0 14 それで あなた 方 I ェゼ 2〇:13 わたしの ところに 持って来なさい」 0 
は 安息日を 守らねば ならない。 それは 3 それで 民は みな その 耳に あった 金の 

せい  民 15:35  みみわ  はず  と  つぎつぎ 

あなた 方に とって 聖 なる ものな ので あ 力 出 16:23 耳輪を 外し 取って， それを 次々 にア ロン 

[〇)  けが  もの かなら  ししょ  出 20:10  も  き  かれ 

る。 それを 汚す 者は 必ず 死に 処 せられ ルヵ2 3既 のと ころに 持って来た。 4 そこで 彼は 
る。 その 日に 仕事を する 者が いれば， そ ^H'24：8 人々 の 手から [その 金] を 受け取り， それ 
の 魂は その 民の 中から 絶たれね ばなら ヶ創 2:2  を 彫り 道具で 形造って 子牛の 铸 物の 像 

[才）  か  しごと  イザ 40:28  しあ  (I)  い 

ない。 15 六日の あいだ 仕事を してよ ヘプ4:4  に 仕上げた。 すると 彼らは 言いだ した， 
い。 しかし 七日 目は 全き 休みの 安息で 3 m  32； 15  「イスラエルよ， これが あなたを エジプ 
ある。 それは エホバに 対して 聖 なる も  *9:15  卜の 地から 導き 上った あなたの® だ」。 
ので ある。 安息日に 仕事を する 者は み マタ ⑵28  5 ア ロンは これを 見て， その 前に 祭 
な 必ず 死に 処 せられる。 16 ゆえに イ  3113:3  壇を 築き はじめた。 最後に ア ロンは 呼 
スラ エルの 子ら は 安息日を 守り， 代々 第 32 章 ば わって 言った， 「明日， エホバへの 祭 
にわ たって 安息を 実行し なければ なら '>*24:18 りが ある」。 6 それで 次の 日， 人々 は 
ない。 これは 定めの ない 時に 至る 契約 ス 申4: 1S  早くから 起き， 焼燔の 捧げ物を ささげ， 
である。 17 それは わたしと イス ラエ 體; 巧 9 また 共 与の 犠牲を 供え はじめた。 その 

ルの 子ら との 間の 定めの ない 時に 至る - のち 民は 腰を下ろして 食べたり 飲んだ 

しるしで ある。 エホバは 六日のう ちに  ^  m  りし， また 立ち上がって 打ち 興じた。 
天と地を 造り， 七日 目に 休んで 休息に  ミヵ6 :4  7 その 時 エホバは モー セに 言われ 

[ヶ）  イ出 12:35  くだ  い 

入った からで ある』」 0  ゥ串 9:16  た， 「さあ， 下って 行きなさい 。あな 

18 さて， シナイ山の 上で 彼と 話す  ^le；6 たが エジプトの 地から 導き 上った あな 
ことを 終える と， [迚] は 証の 書き 板 ヱ 王 112:28 たの 民は 滅びと なること を 行なった か 
二 枚を モー セに お与えに なった。 裡の  詩 脈 I9 ら である。 8 彼らは 早く も， わたしが 

ゆび  しる  ホセ 13:2  めい  みち  （ク）  じぶん 

指に よって 書き記された 石の 書き 板で ォ出 20:4  命じた 道から それた。 自分たち のた め 

[サ）  ネへ 9:18  こうし  いもの  ぞう  つく  み 

あった。  詩 脈2 0 に 子牛の 铸 物の 像を 作り， それに 身を 

たみ  ロマ 1:23  ぎせい 

ところで 民の ほうは， モー セが 山 力 使徒 7:41 かがめ， 犠牲を ささげて は， 『イスラ 
から 下りて 来る のに 長く かかっ キ申 4:16  エルよ， これが あなたを エジプトの 地 
ている のを 見た。 それで 民は ア ロンの  ^  32^5  から 導き 上った あなたの® だ』 と言っ 

まわ  しゅうごう  い  裁 2:19  [ヶ） 

周りに 集合して， こう 言った 0  「立っ ク 出； 18:20 ている」。  9 エホバは なお も モー セに 
て， わたしたちの 前を 行く 神を 作って  ^  9：16  言われた， 「わたしは この 民を 見た 

W  ち  裁 2:17 

ください。 わたしたちを エジプトの 地 ヶ王 ^2:28 が， 見よ， これは うなじの こわい 民で 
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ある。 10 ゆえに 今， わたしの なす ま 第32 章 かれた もので， その 書き 板の 上に 刻み 
まにし， わたしの 怒りが 彼らに 対して 7*9?69  迗 まれて いた。 17 その後 ヨ シュアは， 
燃え， わたしが 彼らを 滅ぼし 絶やす に  5^  7:51 叫び まわる 民の ざわめきを 聞き， モー 

まかせよ。 そして， あなたを 大 いなる 彳_9:14  セに 向かって こう 言った。 「宿営には 

国民と なさせよ」。  ゥ民 i4:i2  戦闘の ざわめきが あります」。 18 し 

11 それで モー セは 自分の 禆 エホバの H かし 彼は 言った， 

顔を 和めようと してこう 言った。 「エ ォ 「力 ある 業に ついて 歌う 声では ない。 
ホバ よ， なぜ あなたの 怒りは， 大 いな 力 K14:13  敗北に ついて 歌う 声で もない。 

る 力と 強いみ 手と を もって エジプトの 9:28  わた しに 聞こえて くるのは ほか 

ち  たず さ  たみたい  ク ヨ シ 7:26  うたごえ 

地 か ら 携え 出さ れた ご 自分の 民に 対 し ヶ _  32:36  の 歌声 だ」。 

て 燃えなければ ならない のでしょう  24：16  19 そして 宿営に 近づいて， 子牛と 

じん (力）  コ創 22:16  おど  いか  も 

か。 12 どうして エジプト 人が， 『あれ ヘプ6:13 踊りと を 見る や， モー セの 怒りは 燃え 
は 悪意を もって 彼らを 連れ出し， 山の 立ち， 彼は 直ちに 書き 板を 自分の 手 か 
中で して 地の 表から 滅ぼし 絶やそう ^ DV 9:7 ら 投げ， それを 山の ふもとで みじんに 
としたの だ』 などと 言って よいで しょ ス創 i3:i5  砕いた 0  20 そして 彼らの 作った 子牛 

うか。 燃える み 怒りから 離れ， あなた セむ0^ を 取り， それを 火で 焼き， 粉々 になる 
の 民に 臨む 災いを 思い返して ください  3X  2：13 まで 砕き， 次いで 水の 表に まき 散らし 

しもべ  ソ出 40:20  【キ）  の 

ますよう に。 13 あなたの 僕 アブ ラ ハ 申5:22  て， それを イスラエルの 子ら に 飲ませ 
ム， イサク， イスラエルを 思い出して 夕 申9:15  た。  21 その後 モー セは ア ロンに 言っ 

じ しん  かれ  たみ  なに 

ください 0 あなたは ご 自身に かけて 彼 第二 欄 た， 「この 民が あなたに 何を したと い 
らに 誓われ， 『わたしは あなた 方の 胤 7£^;；8 うので， あなたは これに 大きな 罪を も 
を 殖やして 天の 星の ようにし， わたし  ^  S  たらしたり したので すか」。 22 それに 

してい  とち  コ n  3:7  たい  い  わ  しゅ  いか 

が 指定した このす ベての 土地を あなた n>6:5 対して ア ロンは 言った， 「我が 主の 怒 
方の 胤に 与え， 定めの ない 時に 至る ま  1:14 りが 燃え立つ ことのない ようにし てく 

たし  しょゆう  ウ出 15:1  じしん  たみ  し 

で 彼らが 確かに それを 所有す るよう に ださい。 あなた 自身 この 民を よく 知っ 
する』 と言われた のです」。  i'oeiig ている はずです。 彼らに よこしまな 傾 

14 すると エホバは ご 自分の 民に 下  向の ある ことを。  23 それで 彼らは わ 

い  わざ わ  く  才申 9:17  い  まえ 

すと 言われた 災いに ついて 悔やまれる 力 _  7:25  たしに 言い ま した， 『わたしたちの 前 

M  申 9:21  ゆ  つく  ’.微 

ようになった。  ^  23:6  を 行く 神を 作って ほしい。 わたしたち 

15 その後 モー セは 身を 翻し， 魏 の 書 キ 出17:6  を エジプトの 地から 導き 上った 人で あ 

き 板 二 枚を 手に して 山を 下った。 それ る この モー セに ついては， 彼が どうな っ 
は， その 両面に 書き記した 書き 板で あっ  S!5；2  たの か 全く 分からない から』。 24 そ 

た。 こちら 側に も 向こう側 にも 書き記  i£27 こで わたしは 彼らに 言いました， 『だ 
して あった。 16 そして， その 書き 板 a^2:l  れか 金を 持つ 者が いるか。 その 者たち 

は裡の 作られた もの， その 書は# の 書  SS  1^29 は それを 自分の 身から 外し 取って， わ 


153  レビは 忠節。 罪を おかした 者たち は 殺される  出 エジプト 32:25—33:3 


たしに 渡す ように』。 そうして わたし 
がそれ を 火の 中に 投げ入れ ると， この 
子牛が 出て 来たので す」。 

25 そして モー セは， 民が 気ままに 振 
る 舞って いるのを 見た。 それは， アロ 
ンが 彼らを 気ままに 振る舞わせ， 敵対 
する 者たち の 中に あって 恥辱と なるこ 
とを 行なわせた からであった。 26 そ 
こで モー セは 宿営の 門のと ころに 立っ 
て， こう 言った。 「エホバの 側に いる 
者は だれか。 わたしの もとへ！」 す 
ると， レビの 子ら がみな 彼の もとに 集 
まって 来た。  27 そこで 彼らに 言っ 
た， 「これは イス ラエルの 进 エホバが 
言われた ことです。 『あなた 方は 各々 
剣を 帯びよ。 宿営の 中を 通り， 門から 
門に 戻って， 各々 自分の 兄弟を， 各々 
自分の 仲間を， 各々 自分の 近し い 者を 
殺せ』」。 28 それで レビの 子ら は モー 
セの 言った とおりに しはじめた。 その 
ため， その 日に 民のう ち およそ 三千 人 
が 倒れた。  29 モー セは 続いて 言っ 
た， 「エホバの ため 今日 あなた 方の 手 
に 力を 満たしなさい。 あなた 方は それ 
ぞれ 自分の 子 や 兄弟に さ え 立ち 向か っ 
たからです。 こうして [姓] が 今日 あな 
た 方に 祝福を 授けて くださる よう にす 
るので す」。 

30 次いで その 翌日の こと， モー セは 
民に 向かって こう 言った。 「あなた 方 
は， 大きな 罪を おかしました。 今 わた 
しは エホバの もとに 上っ て 行きます。 
あなた 方の 罪の ための 償いを する こと 
がで きる かもしれ ません」。  31 それ 
でモー セは エホバの もとに 戻って， こ 
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う 言った。 「ああ， この 民は 大きな 罪 
を おかしました。 自分たち のために 金 
の 神を 作った のです。 32 です が 今， 
も し 彼らの 罪を 容赦して くださる ので 
したら 一 しかし， もしそう でない ので 
したら， どうか わたしを， あなたの お 
書きに なった 書の 中から ぬぐい 去って 
ください」。  33 しかし エホバは モー 
セに 言われた， 「だれでも わたしに 罪 
を おかした 者， その 者を わたしは 自分 
の 書の 中から ぬぐい 去る。 34 それで 
今， さあ， わたしが あなたに 話した 所 
に 民を 導いて 行きなさい。 見よ， わた 
しの 使いは あなたに 先立って 行く。 そ 
して わた しは 処罰を 下すべき 日 に 彼ら 
の 罪に 対して 必ず 処罰を 下 +」。 35 そ 
して エホバは， 子牛を 作った ことの ゆ 
えに 民に 災厄を 下して ゆかれた。 アロ 
ン がそれ を 作った ので ある。 

〇〇 そして エホバは モー セに さらに 
こう W われた。 「さあ， ここ か 
ら 上って 行きなさい。 あなた も， あな 
たが エジプトの 地から 導き 上った 民 
も， わたしが アブラハム， イサク， ヤ 
コブに 誓って， 『あなたの 胤に 与える』 
と 言った その 土地へ。  2 そして わた 
しは あなたに 先立って 使いを 送り， 力 
ナン 人， ア モリ 人， ヒッ タイト 人と ぺ 
リジ 人， ヒビ 人と エブ ス 人を 追い立て 
る。 3 乳と 蜜の 流れる 地へ と [向かい 

(ス） 

なさい]。 わたしは あなたの うちに あっ 
て 上って 行く ことは しないであろう。 

たみ m 

あなたは うなじの こわい 民 だからで あ 
り， わたしが 途中で あなたを 滅ぼし 絶 

(V) 

やすこ とのない ためで ある」。 
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4 この 邊 しい 詧 葉を 聞いて， 民は 嘆 第33 章 彼が 宿営に 戻る 時には， その 奉仕者で 

かな  （ァ）  v  [ィ）  じゅうしゃ 

き 悲しむ ようになった。 そして， だれ  t-i7u ある， ヌン の子ヨ シュアが， 従者と し 

かざ  み  つ  てんまく  さ 

ひとり 飾りを 身に 着けなかった 0  5 す ィ 出34:9  て その 天幕の 中から 去らなかった 0 

い  詩 78:8  い 

ると エホバは さらに モー セに 言われ 詩106:25  12 さて， モー セは エホバに 言った， 

た， 「イスラエルの 子ら にこう 言いな 「ご覧く ださい， あなたは， 『この 民を 

がた  たみ  みちび のぼ 

さい。 『あなた 方は うなじの こわい 民 工創 18:21 導き 上れ』 とわたし に 言って おられ ま 
である。 わたしは 一瞬に して あなたの 詩139:23 すが， ご 自分では， だれを わたしと 共 
ただ 中に 上り 行き， あなたを まさに 滅 ^*9：8  に 遣わして くださる のか 知らせて くだ 
ぼし 絶やす こと もで きる であろう。 そ ^S  27:56 さって はいません。 それでも あなたは， 
れで 今， あなたの 飾りを 身から 外しな キ レビ 心32 『わたしは 確かに あなたを 名を もって 
さい。 わたしは， 自分が あなたに 何を ク |$721 知り， あなたは わたしの 目に 恵み も 得 

お-  し  莳 yy:/ 

行なう ことにな るかを 知りたい からで ヶ民 11:17  た』 と 言って くださいました。 13 で 
ある』」。  6 こうして イスラエルの 子  S12：5  すから 今， どうか， もし わたしが あなた 

さん (才）  い ごか ざ  み  コ出 40:35  めぐ  え  W 

ら は， ホ レブ 山のと き 以後 飾りを 身 か  の 目に 恵みを 得て いるので したら， あ 

ら 取り去る ようになった。  ,>fJ  32: 30 な たの 道を どうか わたしに 分からせて 

7 モー セの ほうは， 自分の 天幕を 移  g  Sf  ください。 わたしが あなたを 知り， こ 

して， それを 宿営の 外， 宿営から 遠く  ョハ i:i8 うして あなたの 目に 恵みを 得る ためで 

I 隹れた 所に 張る ようになった。 彼は そ  7:38 す。 そして， この 国民が あなたの 民で 
れを 会見の 天幕と 呼んだ 0 そして， エ 第二 欄 ある ことを ご 考慮く ださい」。 14 す 
ホバに 問い 尋ねる 者は 皆， 宿営の 外に ァ ると， こう 言われた。 「この わたし 自 
あった その 会見の 天幕に 出て 行く ので ^S11:28 身が 共に 行き， 必ず あなたに 休みを 得 
あった。 8 また， モー セが その 天幕に  U：ui させる」。 15 これに 対して 彼は 言っ 
出て 行く と， 民は みな 立ち上がり， それ ゥ た， 「あなた ご 自身が 共に 行って くだ 
ぞれ 自分の 天幕の 入口に 立って， モー テモ n2:19 さるので なければ， わたしたちを ここ 
セが 天幕に 入る まで その後ろ を 見つめ Itil34:9  から 導き 上る ことな どな さ ら ないで く 
ていた。  9 さらに また， モー セが 天  I#  27:11 ださい。 16 そして 今， わたしが， そ 

幕に 入る と， 雲の 柱が 下って 来て その  うです わたしと あなたの 民と が あなた 

天幕の 入口に とどまり， [挫] は モー セ ヵ _9:26  の 目に 恵みを 得て いると いう ことは 何 
と 話される のであった。 1〇 そして 民  2  によって 分かる でしょう か。 それは た 

は 皆， 雲の 柱が その 天幕の 入口に とど  *  40；34  だ， あなたが わたしたち と共に 行って 

まってい るのを 見た。 民は みな 立ち上  ^  63：9  くださる ことによ るので はないで しょ 

がり， それぞれ 自分の 天幕の 入口で 身 ク うか。 わたしと あなたの 民とは， 地の 

m  エレ 6:16  おもて  た  こと 

を かがめた。 11 そして エホバは， 人  a  表に いる 他の すべての 民とは 異なる も 

なかま  はな  かお  ケ民 14:14  (コ） 

がその 仲間に 話しかける ように， 顔と ^4:34  のとされ ている のです から」。 

顔を 向かい合わせて モー セに 話された。 Sni47?20  17 エホバは さらに モー セに 言われ 


155  書き 板が 再び 備えられる。 エホバの 栄光を 見る  出 エジプト 33:18—34:10 


た， 「あなたの 話した この こ とも ま 
た わたしは 行なう であろう。 あなたは 
わたしの 目に 恵みを 得， わたしは あな 
たを 名を もっ て知っ たからで ある」。 
18 それで 彼は 言った， 「どうか， あな 

えいこう [イ） わたくし 

たの 栄光を 私に 見させて く ださ い」。 
19 しかしこう 言われた。 「わたしは， 
わたしの すべての 善良 さが あなたの 顔 
の 前を 通る ようにして， あなたの 前に 
エホバの 名を 宣明 する。 わたしは， 自 
分が 恵む 者を 恵み， _ 分が 憐れむ 者に 
憐れみを 示す」。 20 また， 加えて こう 
言われた。 「あなたは わた しの 顔を 見 
る ことは できない。 人は わたしを 見て 
なお 生きて いる こと はでき ないから で 

ぁ ぶ」 。 

21 そして エホバは さらに 言われた， 
「さあ， わた しのと ころに ひとつの 場所 
が ある。 あなたは その 岩の 上に 立つ よ 
うに。 22 そして， わたしの 栄光が 通 
り 行く 際， わたしは あなたを 岩の 穴の 
中に 置き ，わた しが 通り過ぎ るまで， わ 
たしの 手のひらを 仕切りと して あなた 
の 上に 当てなければ ならない。 23 そ 
の 後 わたしは 自分の 手のひら をのけ， 
あなたは まさ にわた しの 後ろを 見る で 
あろう。 しかし， わたしの 顔を 見る こ 
とはで きない」。 

〇  A 次いで エホバは モー セに こう 言 
われた。 「あなたの ために IS め 
の ものと 同じような 石の 書き 板 二 枚を 
切り出しなさい。 わたしは その 書き 板 
に， あなたが みじんに 砕いた 初めの 書 
き 板に あった 言葉を 書き記さ ねばなら 
ない。 2 それで， 朝の ために 用意を 
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しなさい。 あなたは 朝， シナイ山に 上 
り， そこの 山の頂で わたしの 傍らに 立 
つ ことになるから である。  3 しかし， 
だれも あなたと 共に 上っ て 来て はなら 
ない。 また， ほかの だれも， 山の どこ 
にいても いけない。 さらに， 羊 も 牛 も 

その 山の 前で 草を はんで いる ことのな 

【ゥ） 

いように」 0 

4 そこで モー セは 初めの ものと 同じ 
ような 石の 書き 板 二 枚を 切り出し， 朝 
早く 起きて， エホバが 命じた とおり シ 
ナイ 山に 上って 行った。 その 手に 石の 
書き 板 二 枚を 携えて いた。 5 すると 
エホバは 雲のう ちに あって 下って 来ら 
れ， 彼と 共に そこに 立ち， エホバの 名 
を宣 明され た。  6 そして エホバは 彼 
の 顔の 前を 過ぎ行きつつ， こう:^ 明 さ 
れ た。 「エホバ， エホバ， 憐れみと 慈 
しみに 富み， 怒る ことに 遅く， 愛 ある 
親切と 真実と に 満ちる#， 7 愛 ある 親 

せつ  いく  だい  たも [サ）  い はん 

切を 幾千 [代] まで も 保ち， とがと 違犯 
と 罪と を赦す 者。 しかし， 処罰を 免れ 
させる ことは 決してせ ず， 父のと がに 
対する 処罰を 子 や 揉に もたらして， 三 
代， 四 代に 及ぼす」。 

8 モー セは 直ちに 身を 地に 低く かが 
めて 平伏した。 9 そしてこう 言った。 
「もしい ま 私が あなたの 目に 恵みを 得て 
おりましたら， ああ エホバ， どうか エ 
ホバ がわた したち のうちに あって 共に 
進んで くださいます ように。 これは う 
なじの こわい 民な のです。 あなたは ど 
う しても わたしたちの とがと 罪を 許し， 
わたしたちを ご 自分の 所有物と してく 
ださ ら なければ なりません」。 10 する 
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17 「あなたは 自分の ために 铸 物の 偶 
像の 神々 を 作って はならない。 

18 「無 酵母 パンの 祭りを あなたは 守 
るよう に。 無 酵母の パンを， わたしが 
命じた とおり， ア ビブの 月の 定めの 時 
に 七日の あいだ 食べる。 ア ビブの 月に 
あなたは エジプトを 出た からで ある。 

19 「胎を 最初に 開く ものは すべて わ 
たしの ものである。 あなたの すべての 
畜類に ついては， 牛と 羊の 雄の 初子が 
[わたしの もの] である。  20 また， ろ 
ばの 初子は 羊を もって 請け 戻す。 しか 
し 請け 戻さない ので あれば， その 首を 
折らなければ ならない。 あなたの 息子 
のう ちの 初子は すべて 請け 戻す ように。 
そして， 彼らは むなし 手で わたしの 前 
に 出て はならない。 

21 「六日の 間 あなたは 働き， 七日 目 
には 安息を 守る。 すき 返す 時に もし Ik 穫 
の 時に も あなた は 安息を 守る。 

22 「また， あなたは 小麦の 収穫の 熟 
した 初物を もって [七] 週の 祭り を 行な 
う。 そして， 取り入れの 祭りを 年の 変 
わり 目に [行なう]。 

23 「年に 三回， あなたの すべての 男 
子は， [まことの] 主で ある イスラエル 
の裡エ ホバの 前に 出る ように。 24 わ 
たしは 諸国 民を あなたの 前から 打ち払 
い， あなたの 領地を 広く する からで あ 
る 0 年に 三回 あなたが 自分の# エホバ 
の 顔を 見る ために 上って いる 間は， だ 

れも あなたの 土地を 欲する ことは ない 

[夕】 

であろう。 

25 「あなたは わたしへの 犠牲の 血を， 
パン 種の 入った 物と 共に ほふって はな 


出 エジプト 34:11—25 

とこう 言われた。 「いまわた しは 契約 
を 結ぶ。 すなわち， あなたの 民す ベて 
の 前で， わたしは， 全地に おいて また 
あらゆる 国民の 中で いまだ 造り 出され 
たことの ない， 驚嘆すべき 事柄を 行な 
う。 あなたが その 中に いる 民は 皆， ま 
さしく エホバの 業を 見る であろう。 畏 
怖の 念を 抱かせる 事柄を， わたしは あ 
なた と共に 行なう からで ある。 

11 「あなたと しては， わたしが' 今日 
I じる 事柄を 守りなさい。 いまわた し 
は， ア モリ 人， カナン 人， ヒッ タイ ト 人， 
ペリ ジ 人， ヒビ 人， エ ブス 人を あなたの 
前から 追い立てる。 12 あなたの 行く 
地に 住む 民と 契約を 結ぶ こ とのない よ 
うに 注意しなさい。 それが あなた 方の 
中に あって わなと なること のない ため 
であ 4。 13 むしろ， あなた 方は 彼ら 
の 祭壇を オ又 り 壊し， 聖 柱を みじんに 砕 
き， 聖 木を 切り倒す ように。 14 あな 
たは ほかの 神に 平伏して はなら ないか 
ら である。 エホバは， その 名を ねたむ 
といい， ねたむ# だからで ある。 15 あ 
なた は その 地に 住む 民と _ 約を 結んで 
はいけ ない ので ある。 彼らは きまって 
その 神々 と 不倫な 交わりを 持ち， その 
神々 に 犠牲を ささげ， 必ず だれかが あ 
なた を 招き， きっと あなたは その 犠牲 
の 一都を 食べ る ことになるであろう。 
16 そのと き あなたは 自分の 息子ら の 
ために 彼らの 娘たち の 中 からめとる こ 
とに なり， その 娘たち は きっと 自分の 
I 申々 と 不倫な 交わりを 持ち， あなたの 
息子 ら にも その 神々 と 不倫な 交わりを 
持たせる ことであろう。 
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ら ない。 また， 過ぎ 越しの 祭りの 犠牲 

を 朝まで 夜通し とどめて おいては いけ 

[ィ） 

ない。 

26 「あなたの 土地の 熟した 初物のう 
ちその 最良の ものを， あなたの 裡 エホ 
バの 家に 携えて 来る ように。 

「あなたは 子 やぎを その 母の 乳で 煮 
ては ならな 1ヽ」。 

27 エホバは 続いて モ ー セに 言われ 
た， 「あなたの ために これらの 言葉を 
書き記しなさい。 これらの 言葉のと お 
りに， わたしは あなた および イス ラエ 
ルと 契約を 結ぶ からで ある」。 28 そし 
て 彼は エホバと 共に 四十 日 四十 夜 そこ 
にと どまった。 パンを 食べる こと も， 水 
を 飲む こと もしなかった。 そして [裡] 
は， 契約の 言葉， すなわち 十の 言葉を 

か  いた  しる  [ヶ） 

書き 板に 記して ゆかれた。 

29 さて， モー セが シナイ山から 下り 
て 来た 時， 山から 下りて 来る その モー 
セの 手には M の 書き 板 二 枚が あった。 
そして モー セは， [裡] と 話した ために 

じ ぶん  かお  ひふ  ひかり  はな 

自 分の 顔の 皮膚が 光を 放っ ている こと 
を 知らなかった。 30 ア ロン および イ 
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めい  (7)  かれ 

ことを 彼らに 命じて いった。  33 彼ら 
と 話し 終える と， モー セは 自分の 顔に 

か  [ィ） 

ベー ルを 掛ける のであった。 34 しか 
し モー セは， エホバの 前に 入って 話す 
時には， そこから 出る まで ベールを 外 

[ゥ 1  かれ 

している のであった。 そのの ち 彼は 出 
て 行って， 自分の 命じられた ことを イ 
スラ エルの 子ら に 話した。  35 そして 

かお 

イ スラ エルの 子ら は モー セの 顔を 見た 

ひふ  ひかり  はな 

が， モー セの 顔の 皮膚は 光を 放って い 

(ォ1  あと 

るので あった。 その後 モー セは， 入っ 
て 行って [g] と 話す まで 自分の 顔に 再 
び ベールを 掛けた。 

Afr 後に モー セは イスラエルの 子ら 

^  B  L ゅ ぅかぃ ぜんたぃ i: ぁっ 

uu の 集会 全体を 呼び集めて， その 
者たち にこう 言った。 「これらは， [わ 
たしたち が] 行なうよ うにと エホバが 

めい  ことば  （キ）  か 

お命じに なった 言葉です。 2 六日の 
あいだ 仕事を してよ い。 しかし 七日 目 

がた  せい 

は， あ なた 方に とっ て聖な る もの， エホ 
パに 対する 全き 休みの 安息と なる。 そ 
の 日 に 仕事を する 者は すべて 死に 処せ 

M  あんそくび  がた  す 

られ る。 3 安息日には， あなた 方の 住 
まいの どこに おいても 火を たいて はな 


スラ エルの す ベての 子ら がモー セを 見 

かお  ひふ  ひかり  はな 

ると， 見よ， その 顔の 皮膚は 光を 放っ 
ており， そのため 彼に 近づく ことを 恐 

(シ） 

れ るので あった。 

31 そこで モー セは 彼らを 呼んだ。 そ 

しゅうかい 

れでア ロ ン および 集会の 中の すべての 
長たち は 彼の もとに 戻って 来た。 そし 

はな 

て モー セは 彼らに 話し はじめた。 32 そ 

はじ 

のの ち 初めて イスラエルの すべての 子 
らも 彼に 近づいて 来た。 それで 彼は， 
エホバが シナイ山で 話された すべての 
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ら ない」。 

4 モー セは イスラエルの 子ら の 集 

かいぜんたい  む  い 

会 全体に 向かって さ ら にこう 言った。 
「これは エホバが 命じて 言われた 言葉 
です。 5 『あなた 方の 中から エホバの 
ための 寄進 物を 取り集めなさい。 心 か 
ら 進んで 行なう 者は 皆， それを エホバ 
への 寄進 物と して 携えて 来なさい。 す 

きん  ぎん  どう (シ）  あおいと あかむらさき 

なわち， 金， 銀， 銅， 6 青 糸， 赤紫に 
染めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上 
等の 亜麻， やぎの 毛， 7 赤く 染めた 雄 
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たち， また 女たち も， すべて 心から 進 
んで 行なう 者たち が 次々 にやって 来た。 
I 彼らは， ブロー チ， 耳輪， 輪， 婦人の 
飾り， あらゆる 金の 品を'" 携えて 来た。 
すなわち， すべて 振 揺の 捧げ物と して 
の 金を エホバに ささげる 者たち であ っ 
た。 23 また， 青 糸， 赤紫に 染めた 羊 
毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等の 亜麻， 
やぎの 毛， 赤く 染めた 雄 羊の 皮， あざ 
ら しの 皮の あった 者は 皆 それを 携えて 
来た。 24 銀 や 銅の 寄進 物を 寄進す る 
者 も 皆 エホバへの 寄進 物を 携え， 奉仕 
のす ベての 仕事に 用いる アカシア 材の 
あった 者は 皆 それを 携えて 来た。 

25 さらに， 心の 賢い 女たち は 皆 そ 
の 手で 糸を 紡ぎ， 青 糸， 赤紫に 染めた 
羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等の 亜 
麻を， 紡いだ 糸に して 携えて 来る ので 
あった。 26 また， 知恵を もって その 
心 に 促された すべての 女た ちは や ぎの 
毛を 紐いだ。 

27 さらに， 長た ちは エフ ォ ド および 
i 匈 掛けの ための しまめのうと はめ込 
み 石を，  28 また バルサム 油， そして 
t 明かり とそ そぎ 油と 薫香の ための 油を 
_ えて 来た。 29 エホバが モー セを 通 
して 行なうよ うにと 命じた すべての 仕 
事の ために 何 かを 携えて 行 こ うと その 
心に 鼓舞され たす ベての 男女が そのと 
おりに 行なった ので ある。 イスラエル 
の 子ら は 自発的な 捧げ物を エホバの も 
とに 携えて 来た。 

30 次いで モー セは イスラエルの 子ら 
に 言った， 「見なさい， エホバは ユダ 
k の フルの 子で ある ウリの 子べ ザレ ル 


出 エジプト 35:8—30 

羊の 皮， あざらしの 皮， アカシアの 木， 
8 明かりの ための 油， そそぎ 油 および 

くんこ ラ [ァ）  ゆ 

薫香の ための バルサム 油，  9 エフ ォ 
ド および 胸 掛けの ための しまめのうと 

こ  [ゥ） 

はめ込み 石で ある。 

がた  こころ かしこ 

10 「『そして， あなた 方のう ち 心の 賢 

もの W みな  き  めい 

い 者は 皆， 来て， エホバの 命じた すべ 
ての 物を 造る ように。 11 すなわち， 
幕屋， その 天幕と 覆い， その 留め金と 
区切り 枠， その 横木， その 柱と 受け 台， 

はこ 【才）  （ガ]  おお [キ）  しき  た 

12 箱と その さお， 覆いと 仕切りの 垂 
れ 幕， 13 食卓 および その さおと すべ 
ての 器具， また 供えの パン， 14 明か 
りの 燭台， および その 器具と ともしび 

ざら  あぶら (シ）  こう さいだんは) 

皿と 明かりの ための 油， 15 香の 祭壇 
とその さお， そそぎ 油と 薫香， 幕屋の 

いりぐち  しき  まく  しょう 

入口の ための 入口の 仕切り 幕， 16 焼 
燔の 捧げ物の 祭壇と そのための 銅の 格 
子， その さおと すべての 器具， 水盤と 
その 台， 17 中庭の 掛け 布， その 柱と 
受け 台， 中庭の 門の 仕切り 幕， 18 幕 
屋の 天幕 用 留め 杭と 中庭の 天幕 用 留め 
杭， および その 細 綱， 19 聖 なる 所で 
の 奉仕の ための 編み物 細工の 衣， 祭司 
ア ロンの ための 聖 なる 衣と， 祭司の 
務めを 行なうた めの その子 らの 衣で 
ある』」 0 

20 そこで， イスラエルの 子ら の 集 

かい  ぜんいん  まえ  い 

会の 全員は モー セの 前から 出て 行っ 

かれ  こころ 

た。 21 そのの ち 彼ら， すべて その 心 
に 促された 者たち が やって来た。 すべ 

れい  こ ぶ  かいけん 

て その 霊に 鼓舞され た 者たち が， 会見 

てんまく  しごと 

の 天幕の 仕事の ため， また そのす ベて 
の 奉仕と 聖 なる 衣の ための， エホバへ 
の 寄進 物を 携えて 来た。 22 そ して 男 
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熟練した 働き人べ ザレ ルと オホリ アブ  出 エジプト 35:31—36:11 


を 名を 挙げて 呼ばれ ま した。 31 そし 
て， 知恵に おいて， 理解力と 知識と あ 
ら ゆる 技能と において 拽の 霊を 彼に 満 
たされました。 32 さまざまな 仕組み 
を 考案す るた め， 金 •銀- 銅の 細工を 
する ため，  33 また 石の 細工に おいて 
それを はめ込み， 木の 細工に おいて エ 
夫に 富む あらゆる 品物を 造る ためです。 
34 そして [裡] は それを 彼の 心に 入れ， 
彼が， すなわち 彼と ダン 族の ア ヒサ マ 
クの 子で ある オホリ アブと が [それを] 
教示す るよう にされ ました。  35 彼ら 
を 心の 知恵で 満たして， 職人と 刺 しゅ 
う師 ，ま た 青 糸 や 赤紫に 染めた 羊毛， え 
ん じむ し緋 色の 物 や 上等の 亜麻を 扱う 
織物 師， また 機織り 人， すなわち あら 
ゆる 仕事を し， さまざまの 仕組みを 考 
案す る 人々 のす ベての 仕事を 行なうよ 
う にされ たのです。 

〇/» 「それでべ ザレ ルは 仕事を 行な 
うように。 そして オホリ アブ お 
よび 心の 賢い すべての 者， すなわち エ 
ホ パが これらの 事に 関して 知恵と 理解 
力 とを 与えて， すべて エホバの 命じた 
とおり に聖 なる 奉仕の すべての 仕事を 
行なう その 仕方を 知る ように された 者 
たち もです」。 

2 それから モー セは， ベザ レ ルと 才 
ホリ アブ， ま た エホバが その 心に 知恵 
を 置かれた 心の 賢い すべての 者を 呼ん 
だ。 すべて 心に 促されて その 仕事に 近 
づき， それを 行なおう とする 者たち で 

トン）  つ  かれ  まえ 

あった。 3 次いで 彼らは， モー セの 前 
から， 聖 なる 奉仕の 仕事の ため， それ 
を 行なうよ うにと イスラエルの 子ら が 


携えて 来たす ベての 寄進 物を 受け取 っ 
た。 一方 人々 は， 自発的な 捧げ物を な 
おも 朝 ごとに 彼の もとに 携えて 来る の 
であった。 

4 それで， あらゆる 聖 なる 仕事を 行 
なって いたす ベての 賢い 者たち が， 一人 
また 一人と そのして いた 仕事を 離れて 
やって来て，  5 モー セに こう 言うよ 
うに なった。 「民は， エホバが 行なう 
ようにと 命じた 仕事の ための 奉仕に 必 
要な 分よりは るかに 多く 携えて 来て い 
ます」。 6 それで モー セは 宿営 じゅう 
に 発表を 伝え るよう に 命じて こう 言っ 
た。 「男 も 女 も， 聖 なる 寄進 物の ため 
の ものは もう 何も 出さなくて よい」。 
これに よって 民が それを 携えて 来る こ 
とは とどめられた。  7 それでも， そ 
の 資材は なすべき すべての 仕事の ため 
に 十分な もの， いや 十分 以上の もので 
あった。 

しごと たず さ  ひとびと 

8 そして， その 仕事に 携わる 人々 の 
うち 心の 賢い すべての 者は 幕屋を， す 
なわち 十 枚の 天幕 布を， 上等のより 亜 

ま  あおいと あかむらさき そ  ようもう 

麻， 青 糸， 赤紫に 染めた 羊毛， えんじ 
むし 緋 色の 物で 造って いった。 刺 しゅ 
う師の 仕事で ある ケルプを 付けて 彼 
は それを 造った。 9 各 天幕 布の 長さ 
は 二十 八 キュビ ト， 各 天幕 布の 幅は 四 
キュビ トであった。 すべての 天幕 布の 
寸法は 同一であった。 10 次いで 彼は 
五 枚の 天幕 布を それぞれ 他と つなぎ 合 
わせ， 他の 五 枚の 天幕 布 も それぞれ 他 
と つなぎ合わせた。 11 その後， 終わ 
りの つなぎ目 にある 一枚の 天幕 布の 端 
に 青 糸の 環を 造った。 他方の つなぎ目 
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にある 一蕃 外側の 天幕 布の 端に も 同じ 
ように した。 12 —方の 天幕 布に 五十 
の 環を 造り， 他方の つなぎ目 にある 天 
幕 布の 末端に も 五十の 環を 造り， 環が 
互いに 向き合うよう にした。 13 最後 
に， 金の 留め金 五十を 造り， その 留め 

てんまく ぬの  たが 

金で 天幕 布を 互いにつ なぎ， それが 一 
つの 幕屋と なる ように した。 

14 さらに 彼は 幕屋の 上の 天幕と し 
て やぎの 毛で 天幕 布を 造った。 十一 枚 

(エ）  かくてん まくぬ の  なが 

の 天幕 布を 造った。 15 各 天幕 布の 長 
さは 三十 キュビ ト， 各 天幕 布の 幅は 四 
キュビ トであった。 十一 枚の 天幕 布の 
寸法は 同一であった。 16 次いで 五 枚 
の 天幕 布 だけ を 一緒につな ぎ 合わせ， ま 


た 他の 六 枚の 天幕 布を 別に して [つなぎ 

(力）  つぎ 

合わせた]。 17 次に， つなぎ目 にある 

いちばん そとがわ  てんまく ぬの  はし  わつ く 

一番 外側の 天幕 布の 端に 五十の 環を 造 


あ  たほう 

り， それと つなぎ 合わさる 他方の 天幕 


布の 端に も 五十の 環を 造った。 18 そ 


のち  てんまく  あ 

の 後， 天幕を つなぎ合わせて 一つに す 


る ために 銅の 留め金 五十を 造った。 

19 それから 彼は， その 天幕の ため 
に， 赤く 染めた 雄 羊の 皮で 覆いを 造り， 
さ らに あざらしの 皮の 覆いを その上に 


[造っ €]〇 

20 次いで 彼は， 幕屋の ために， まっ 
すぐ に 立つ 区切り 枠を アカ シアの 木で 
造った。 21 十 キュビ トが 区切り 枠の 


長さで あり， ーキ ュビト 半が それぞれ 
の 区切り 枠の 幅であった。 22 それ ぞ 
れの 区切り 枠には 二つの ほぞ があっ 
て， 互いに 合わさった。 幕屋の すべて 
の 区切り 枠を そのよう にした。 23 こ 
う して 幕屋の ための 区切り 枠を 造り， 
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才出 26:8 

力 出 26:9 
キ出 26:10 
ク出 26:11 
ケ出 25:5 


26:21 


力 出 26:23 

キ出 26:24 


26:25 


ネ ゲブ にすな わち 南に 向かう 側の ため 
に 二十の 区切り 枠を [造った]。 24 ま 
た， その 二十の 区切り 枠の 下に 置く た 
めに 銀の 受け 台 四十を 造った。 二つの 
ほぞの ある 一つの 区切り 枠の 下に 二つ 
の 受け 台， 二つの ほぞの ある 他の 一つ 
の 区切り 枠の 下に 二つの 受け 台で ある。 
25 そして， 幕屋の 他方の 側， 北側の 
ために も， 二十の 区切り 枠と，  26 そ 
のた めの 銀の 受け 台 四十を 造り， 一つ 
の 区切り 枠の 下に 二つの 受け 台， 他の 
一つの 区切り 枠の 下に 二つの 受け 台と 

btL 

27 また， 西側， すなわち 幕屋の 後ろ 
の 部分の ために 彼は 六つの 区切り 枠を 
造った。 28 そして， 幕屋の 隅 柱と し 
て， 後ろの 両 部分に 二つの 区切り 枠を 
造った。 29 そして， それらは 底 部に 
おい て 対を なし， 合わせる と， 第一の 輪 
の ある それぞれの 頂の ところ ま で 対称 
になった。 それら 二つ， その 二 本の 隅 
柱を そのよう にした。 30 それで， 合 
わせて 八つの 区切り 枠， その 銀の 受け 
台は 十六と なり， 二つの 受け 台の 次に 
また 二つの 受け 台が [並んで]， それ ぞ 
れの 区切り 枠の 下に 置かれた。 

31 さらに 彼は アカシアの 木で 横木 
を 造った。 幕屋の 一方の 側の 区切り 枠 
のために 五本， 32 幕屋の 他方の 側の 
区切り 枠の ために 五本の 横木， そして 
西側， 幕屋の 後ろの 両 部分が ある ほう 
の 区切り 枠の ために 五本の 横木で ある。 
33 そして， 真ん中の 横木を， 区切り 
枠の 真ん中の とこ ろで 一方の 端から 他 
方の 端に 渡る ように 造った。 34 そし 
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て， 区切り 枠に 金を かぶせ， それらに 付 
く 輪を 横木の 支えと して 金で 造り， さ 
らに 横木に も 金を かぶせた。 

35 それから 彼は， 青 糸， 赤紫に 染 
めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等 
のより 亜麻で 垂れ幕を 造った。 刺 しゅ 
う師の 仕事に よって それに ケルプを 付 
けた。  36 次いで， そのために アカ 
シアの 柱 四 本を 造り， それに 金を かぶ 
せた。 それらに 付ける 掛け かぎは 金で 
あり， また そのために 銀の 受け 台 四 
つを 铸 造した。  37 さらに， 天幕の 
入口の ために， 青 糸， 赤紫に 染めた 羊 
毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等のより 
亜麻で 仕切り 幕を 造った。 織物 師の仕 
事で ある。 38 また その 五本の 柱と そ 
れらに 付ける 掛け かぎを [造った]。 そ 
して， それらの 頂と 継ぎ手には 金を か 
ぶせ たが， その 五つの 受け 台は 銅で 

(力） 

あった 0 

€\FJ ベザ レ ルは 次に， アカシアの 木で 
齡 i っ た。 その s さは ニキ ュ 
ビト 半， その 幅は ーキ ュビト 半， その 
高さは ーキ ュビト 半であった。 2 次い 
で それに， 内側に も 外側に も 純金を か 
ぶせ， また それの ため 周囲に 金の 縁 飾 
りを 造った。 3 その後， それの ため， 
その 四つの 足の 上方の ために 金の 輪 四 
つを 铸 造し， 二つの 輪を その 一方の 側， 
二つの 輪を 他方の 側に 付けた。 4 次 
に アカシアの 木で さおを 造り， それに 
金を かぶせた。 5 次いで， その さおを 
箱の 両側の 輪に 通して， その 鐘を 運ぶ 
ための ものと した。 

6 次いで 彼は 純金の 覆いを 造った。 
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その 長さは ニキ ュビト 半， その 幅は 一 
キ ュビト 半であった。  7 さらに， 金の 
ケルプ ニつを 造った。 打ち物 細工で そ 
れを 覆いの 両端に 造っ /L  8 —方の 
ケルプを そちらの 端， 他方の ケルプを 
こちらの 端に した。 覆いの 上， その 両 
方の 端に ケルプを 造った。 9 そして， 
それらは 二つの 翼を 上方に 広げて， 覆 
いの 上方を その 翼で 仕切る ケルプと な 
り， その 顔は 互いの ほうに 向かって い 
た。 ケルプの 顔は 覆いの ほうに 向いて 

ぃ A 

10 それから 彼は アカシアの 木で 食卓 
を 造った。 その 長さは ニキ ュビ ト， そ 
の 幅は ー キュビ ト， その 高さは ーキュ 

はん  （キ）  つ  じゅん 

ビト 半であった。 11 次いで それに 純 
金を かぶせ， それの ため 周囲に 金の 縁 飾 
りを 造った。 12 次に， それの ため 周 
囲に 一手 幅のへ りを 造り， そのへ りの た 
め 周囲に 金の 縁飾りを 造った。 13 さ 
ら に， それの ために 金の 輪 四つを 铸造 
し， その 輪を 四つの 足の ための 四つの 
隅に 付けた。 14 その 輪は へりの 近く 
にあり， 食卓を 運ぶ ための さおの 支え 

(サ）  つ 

となった。 15 次いで， アカシアの 木 
でさ おを 造り， それに 金を かぶせて 食 
卓を 運ぶ ための ものと した。 16 その 
後， 食卓の 上に 置く 器具， すなわち そ 
の 皿と 杯 および [献 酒を] 注ぐ ための 鉢 
と 水差しと を 純金で 造った。 

17 次いで 彼は 純金の 燭台 を 造った。 
打ち物 細工で その 燭台を 造った。 その 
わきと 枝， そのが く， その 節と 花が そ 
れ から 生じて いた。 18 そして， 六つ 
の 枝が その 両側から 出て いた。 すな わ 
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ち 燭台の 三つの 枝は 一方の 側から， 燭 
台の 三つの 枝は 他方の 側から 出て L ヽ た。 
19 アーモンドの 花の 形を した 三つの が 
くが 一方の 組の 枝に あって， 節と 花と 
が 交互に なり， アー モン ドの 花の 形を 
した 三つの がくが もう 一方の 組の 枝に 
も あって， 節と 花と が 交互に なって い 
た。 燭台から 出る 六つの 枝は このよう 
になって いた。 20 そして， 燭台には 
アー モン ドの 花の 形を した 四つの がく 
が あって， その 節と 花と が 交互に なっ 
ていた。 21 また， 二つの 枝の 下の 節 
がそれ から 出， 別の 二つの 枝の 下の 節 
がそれ から 出， あと 二つの 枝の 下の 節 
がそれ から 出て いた。 六つの 枝が その 
燭台から 出て いたので ある。 22 その 
節と 枝と がそれ から 生じて いた。 その 
すべては 一つの 打ち物 細工で， 純金で 
あった。 23 次いで その 七つのと もし 
び 皿， および 心 切り ば さみと 火 取り皿 
を m んで s っん 24 — タラント のじ 絲 
金で， それと そのす ベての 器具と を 
■っ た。 

25 彼は 次に， アカシアの 木で 香の 祭 
壇を 造った。 その 長さは ー キュビ ト， 
その 幅は ー キュビ トで， 真四角で あり， 
その 高さは ニキ ュビト であった。 その 
角が それから 出て いた。 26 次いで そ 
れ に， すなわち その上 面と 周囲の 側面 
と 角に 純金を かぶせ， また それの た 
め 周囲に 金の 縁飾りを 造った。 27 ま 
た， それの ため， その 縁飾りの 下方， 
そ の 二つの 側面， 二つ の 向き合う 側に， 
それを 運ぶ さおの 支えと して 金の 輪 二 
つを 造った。 28 その後 アカシアの 木 
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でさ おを 造り， それに 金を かぶせた 0 

わ  せい  あぶら M じゅんりょう 

29 加えて， 聖 なる そそぎ 油と 純良の 
薫香を 作った。 塗り 油を 作る 者の 仕事 
であった。 

〇〇 さらに 彼は 焼燔の 捧げ物の 祭壇 
を アカシアの 木で M った 。その 
長さは 五 キュビ ト， その 幅は 五 キュビ 
卜で， 真四角で あり， その 高さは 三キュ 

W  つ  つの 闭 

ビト であった。 2 次いで， その 角を そ 
の 四隅の 上に 造った。 その 角が それ か 
ら出 ていた。 次に， それに 銅を かぶせ 
た。 3 その後， 祭壇の すべての 器具， 
すなわち 缶と シャベルと 鉢， 肉刺し と 
火 取り皿を 造った。 そのす ベての 器具 
を 銅で 造った。 4 さらに， 祭壇の た 
めに， 格子つ まり 銅の 網 細工を， その 
へりより 下， 下方， その 中央の ほうに 
造った。 5 次いで， 銅の 格子の 近く， 
四つの 突端に， さおの 支えと して 四つ 
の 輪を 铸 造した。 6 その後， アカシア 
の 木で さおを 造り， それに 銅を かぶせ 

[ヶ）  つ  さいだん りょうがわ 

た。 7 次いで， その さおを 祭壇の 両側 
の 輪に 差し込み， それで [祭壇] を 運ぶ 
ようにした。 それを 厚板で 空洞の 大箱 

かたち  つく  （サ） 

の 形に 造った 0 

つ  かれ  どう  すいばん (シ） 

8 次いで 彼は 銅の 水盤と そのための 
銅の 台と を 造った が， それは， 会見の 
天幕の 入口 で 組織的 奉仕に 携わ っ てい 
た 婦人たち の 鏡を 用いて [造られた]。 

9 それから 彼は 中庭を 造った。 ネゲ 

みなみ  む  がわ 

ブ にすな わち 南に 向かう 側の ために， 
中庭の 掛け 布が 上等のより 亜麻で つく 
られ， 百キュ ビト あった。 10 その 
二十 本の 柱と そのための 二十の 受け 台 
とは 銅であった。 柱に 付ける 掛け かぎ 
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とその 継ぎ手とは 銀であった。 11 ま 
た， 北側の ために も 百 キュビ トで あっ 
た。 その 二十 本の 柱と そのための 二十 
の 受け 台とは 銅であった。 柱に 付ける 
掛け かぎと その 継ぎ手とは 銀で あっ 
た。 12 しかし， 西側の ために， そ 
の 掛け 布は 五十 キュビ トであった。 そ 
の 柱は 十本， そのための 受け 台は 十で 
あった。 柱に 付ける 掛け かぎと その 継 
ぎ 手とは 銀であった。 13 そして， 日 
の 出の!^ 向の 東側の ために も 五十 キュ 
ビト であった。 14 その 掛け 布は， 一 
方の そでに 十五 キュビ トであった。 そ 
の 柱は 三本， そのための 受け 台は 三つ 
であった。 15 そして， 中庭の 門の 他 
方の そでは， こちら も 向こうと 同じ 
で， その 掛け 布は 十五 キュビ トで あっ 
た。 その 柱は 三本， その 受け 台は 三つ 
であった。 16 中庭の 周囲の 掛け 布は 
すべて 上等のより 亜麻で で きていた。 
17 そして， 柱の 受け 台は 銅， 柱に 付 
ける 掛け かぎと その 継ぎ手とは 銀， ま 
た その 頂に かぶせる もの も 銀で， 中庭 
のす ベての 柱の ために 銀の つなぎが 
あった 0 

18 また， 中庭の 門の 仕切り 幕は 織 
物師の 仕事で， 青 糸， 赤紫に 染めた 羊 
毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等のより 
亜麻で できて おり， 二十 キュ ビト がそ 
の 長さで， 高さは 幅 いっぱいに わたっ 
て 中庭の 掛け 布と 等しく 五キュ ビ トで 
あった。 19 また， その 四 本の 柱と そ 
のた めの 四つの 受け 台とは 銅であった。 
それに 付ける 掛け かぎは 銀， その 頭に 
かぶせる ものと その 継ぎ手 も 銀で あっ 
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た。 20 そして， 幕屋 および 周囲の 中 
庭の ための 天幕 用 留め 杭は すべて 銅で 

(7) 

あった。 

21 幕屋すな わち 証の 幕屋に 関して 
数量を 調べられ たものは 以下のと おり 
である。 それは， モー セの 命令に より， 
祭司 ア ロンの 子 イタ マルの 指導の 下に， 
レビ 人の 奉仕と して 数量が 調べられた 
ので ある。 22 そして， ユダ 族の フル 
の 子で ある ウリの 子べ ザレ ルは， エホ 
バ がモー セに 命じた すべての 事柄を 行 
なった。  23 そして， 彼 と共にいた 
のは， ダン 族の ア ヒサ マ クの子 オホリ 
アブで， 青 糸， 赤紫に 染めた 羊毛， え 
ん じむし 緋 色の 物， 上等の 亜麻な どを 
gViOu しゅ ぅ &， また 謹奋で 
あった。 

24 聖 なる 場所の すべての 仕事に お 
いて その 仕事の ために 用いられた 金の 
総量は 振 揺の 捧げ物の 金の 量と 同じで 
あり， 聖 なる 場所の シヱ ケルで 二十 九 
タラン ト 七 百 三十 シヱ ケルであった。 
25 また， 集会の 登録され た 者たち から 
の 銀は， 聖 なる 場所の シエ ケルで 百夕 
ラント ー千 七 百 七十 五 シヱ ケ ルで あっ 
た。 26 —人当たりの 半 シヱ ケルは 聖 
なる 場所の シヱ ケ ルで ー シヱ ケルの 半 
分で あり， 二十歳 および それより 上で 
登録され た 人々 の 側に 移る すべての 者 
に 課された。 それは 全部で 六十 万 三千 
五 百 五十人であった。 

27 そして， 百 タラン トの 銀が 聖 なる 
場所の 受け 台と 垂れ幕の 受け 台の 铸造 
に 当てられた。 百 個の 受け 台が 百 タラ 
ント となり， 一つの 受け 台に つき ータ 
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ラントであった。  28 そして 彼は あと 
の 千 七 百 七十 五 シ ェケ ルで 柱に 付ける 
掛け かぎを 造り， その 頂に かぶせ， ま 
た それらを つなぎ 留めた。 

29 また， 振 揺の 捧げ物の 銅は 七十 
タラン トニ 千 四百 シェ ケルであった。 
30 そして 彼は これを もって， 会見の 天 
幕の 入口の 受け 台， 銅の 祭壇， それに 
付属す る 銅の 格子， また 祭壇の すべて 
の 器具， 31 周囲の 中庭の 受け 台， 中 
庭の 門の 受け 台， 幕屋の すべての 天幕 
用 留め 杭， および 周囲の 中庭の すべて 
の 天幕 用 留め 杭を 造った。 

また， 青 糸と 赤紫に 染めた 羊毛 
とぇん じむし I 遥の ■，綾ら 
は， 聖 なる 場所での 奉仕の ための 編み 

物 細工の'" 衣を 作った。 こうして 彼らは 

(*) 

ア ロンの ための 聖 なる 衣を 作って， エ 
ホバ がモー セに 命じた とおりに した。 

2 そこで 彼は， 金， 青 糸， 赤紫に 染 
めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等 
のより 亜麻で エフ ォ ドを 作った。 3 そ 
れで 彼ら は 金の 平板を 打ち 伸ば して 薄 
板に し， 彼は [それを] 切って 縫い糸と 
した。 刺 しゅう 師の 仕事と して， 青 糸， 
赤 紫に 染めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 
物， 上等のより 亜麻の 中に 縫い込む た 
めであった。 4 彼らは それの ために， 
互いに 合わさる 肩 ひもを 作った。 それ 
は その 二つの 先端で 合わさった。 5 ま 
た 腰帯， すなわち [エフ ォ ド] の 上に あっ 
て それを しっかり 結ぶ もの も， それの 
知り 方に 倣い， 同じ 素材で， つまり 金， 
青 糸， また 赤紫に 染めた 羊毛と えんじ 
む し緋 色の 物と 上等のより 亜麻で つく 
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(7)  めい 

られ， エホバが モ ー セに 命 じたと おり 
になった。 

6 次いで 彼らは， 金の はめ込み 台に 
はめ込まれた しまめのうを 作った。 そ 
れ には 印章の 彫り 込みを もっ て イスラ 
エルの 子ら の 名のと おりの 彫り 込みが 
なされて いた。 7 それで 彼は イス ラエ 
ルの 子ら のた めの 記念の 石と して それ 
らを エフ ォ ドの 肩 ひもの 上に 置き， エ 
ホバが モー セに 命じた とおりに した。 
8 次いで 彼は 刺 しゅう 師の 技法に よっ 
て 胸 掛けを 作った。 エフ ォ ドと 同様 

の 作り 労で， 鉴， 顏こ蠢 めた 
羊毛， えんじむ し緋 色の 物， 上等の よ 
り 亜麻で つく られ た。 9 それは 二つ 
にたたむ と 真四角に なった。 彼らは そ 
の 胸 掛けを， 二つに たたむ とその 長さ 
が一 手 尺， その 幅 も 一手 尺と なる よう 
に 作った。 10 次いで 彼らは それに 四 
列の 石を 詰めた。 ルビー， トパーズ， 
エメ ラル ドの 列が 第一 列。 11 そ して 
第二 列は， トルコ 玉， サファイア， 碧 
玉。 12 また 第三 列は， レシ ヱム 石， め 
のぅ， む齡 nc 13 そして I 四 織， 
貴かん らん 石と， しまめのう， ひすい 
であった。 これらは 金の はめ込み 台を 
もって その 詰め物の 中にはめ 込まれた。 
14 そして， これらの 石は イスラエルの 
子ら の 名に 対応した。 それらは 彼らの 
名 に 対応 して 十二 個で あり， 印章の 彫 
り 込みが 施され， 十二の 部族の ため そ 
れぞれ がその 名 に 対応 した。 

15 それから 彼らは， その 胸 掛けの 
上に， より 合わせた 鎖を 縄の 作り方に 

じゅんきん つく  [夕）  つ  きん 

よって 純金で 造った。 16 次いで， 金 
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のはめ 込み 台 二つと 金の 輪 二つを 造 
り， その 二つの 輪を 胸 掛けの 二つの 突 
端に 付けた。 17 その後， 二 本の 金の 
縄を 胸 掛けの 突端に 付けた 二つの 輪に 
通した。 18 そして， 二 本の 縄の 二つ 
の 端を 二つの はめ込み 台に 通した。 次 
いで それらを， エフ ォ ドの 肩 ひもの 上， 
その 前面に 付けた。 19 次に， 金の 輪 
二つを 造り， それを 胸 掛けの 二つの 突 
端， 内側の エフ ォ ドの ほうの 側のへ り 
にはめ た。 20 次いで 金の 輪 二つを 造 
り， エフ ォ ドの 二つの 肩 ひもに 下の ほ 
うから， その 前面， 合わせ目の 近ぐ エ 
フォ ドの 腰帯より 上のと ころに それを 
付けた。 21 最後に， 胸 掛けを それの 
輪に よって エフ ォ ドの 輪に 青 ひもで 縛 
り， それが エフ ォ ドの 腰帯より 上に と 
どまり， 胸 掛けが エフ ォ ドの 上から ず 
れ ないよう にして， エホバが モー セに 

めい  （力） 

命じた とおりに した。 

22 次いで 彼は エフ ォ ドの そでなし 
の 上着を 作った。 機織り 人の 製作で， 
すべて 青 糸であった。 23 そして， そ 
でな しの 上着の 開き 口は その 真ん中に 
あり， 小 札 かたびらの 開き 口の ようで 
あった。 その 開き 口には， それが 裂け 
る ことのない ように， 周囲に 縁飾りが 
して あった。 24 次いで 彼らは， そで 
なしの 上着の すそべ りに， 青 糸， 赤紫 
に 染めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 物を 
より 合わせた ざくろを 作った。 25 さ 
ら に， 純金の 鈴を 造り， その 鈴を ざく 
i の 間に 配して そでなしの 上着の すそ 
ベり にぐ るりと 付けた。 ざくろの 間 
にで ある。  26 鈴と ざくろ， 鈴と ざ 
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く ろが そでな しの 上着の すそべ りに 

つ  (7) ほうし  よう 

ぐるりと 付いた。 奉仕の 用の ためで あ 
り， エホバが モ ー セに 命じた とおりに 
なった。 

27 次に 彼らは 上等の 亜麻で 長 G 衣 
を 知った。 織り 人の 製作で， ア ロン 
とその 子ら のた めであった。  28 ま 
た， 上等の 亜麻で ターバンを， 上等の 
亜麻で 飾りの 頭 包みを， 上等のより 
亜麻で 亜麻の 股引きを [作り]， 29 さ 
ら に， 上等のより 亜麻， 青 糸， 赤紫 
に 染めた 羊毛， えんじむ し緋 色の 物で 
飾り 帯を [作った]。 織物 師の 仕事で あ 
り， エホバが モー セに 命じた とおりに 
なった。 

30 最後に 彼らは 輝く 平板， 献納の 聖 
なる しる しを 純金で 造 り， その上に， 印 
章の り这 みを もって， 「神聖 さは エ 
ホ パの もの」 という 銘の 書き込みを 行 
なった。 31 次いで， 青 糸の ひもを そ 
れに 付けて， それを ターバンの 上， 上 
方に 付く ようにし， エホバが モー セに 
命じた とおりに した。 

32 こうして， 会見の 天幕の 幕屋の た 
めの 仕事は すべて 完了した。 イス ラエ 
ルの 子ら はす ベて エホバが モー セに 命 

W  かれ 

じたと おりに していった。 彼らは まさ 
に そのと おりに 行なった。 

かれ  まく や (コ） 

33 それから 彼らは その 幕屋を モー 
セのと ころに 携えて 来た。 すなわち， 
天幕と そのす ベての 器具， 留め金， 区 
切り 枠， 横木と 柱と 受け 台， 34 赤く 
染めた 雄 羊の 皮の 覆いと， あざらしの 
皮の 覆いと， 仕切りの 垂れ幕， 35 証 
の 箱と その さおと 覆い，  36 食卓， そ 
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のす ベての 器具と 供えの パン， 37 純 

きん  しょくだい [ィ）  ざら 

金の 燭台， そのと もしび 皿， すなわち 
一列のと もしび 皿， そのす ベての 器具 
と 明かりの 油，  38 金の 祭壇と そそぎ 
油 と 薫香， および 天幕の 入口の ための 
仕切り 幕， 39 銅の 祭壇と それに 付属 
する 銅の 格子， その さおと すべての 器 

ぐ W すいばん [セ）  だい (ソ）  なかにわ  か  ぬの [夕 ） 

具， 水盤と その 台， 40 中庭の 掛け 布， 
その 柱 と 受け 台， および 中庭の 門の た 
めの & 切り 幕， その 天幕 綱と 天幕 用留 
め 杭， および 幕屋での 奉仕の ため， す 

かいけん  てんまく  き 

なわち 会見の 天幕の ための すべての 器 
具， 41 聖 なる 所での 奉仕の ための 編 
み 物 細工の 衣， 祭司 ア ロンの ための 聖 
なる 衣と， 祭司の 務めを 行なうた めの 

レ） 

その子ら の 衣で ある。 

42 すべて エホバが モー セに 命じた 
事柄に したがい， イスラエルの 子ら は 
そのと おり にす ベての 奉仕を 行なった。 
43 そして モー セが すべての 仕事を 見る 
と， 見よ， 彼らは それを エホバの 命じ 
たと おりに 行なった のであった。 その 
とおりに 彼らは 行なった ので ある。 そ 
のた めモー セは 彼らを 祝福した。 

のち  はな 

A£\ その後 エホバは モー セに 話して 
^ こぅ# ゎれた。 2 「酱 一の 貞の 
その 日， すなわち その 月の 一日に， あ 
なた は 会見の 天幕なる 幕屋を 立てる。 
3 そして あなたは 証の 箱を その 中に 置 
き， 垂れ幕を もって その 箱への 接近を 

た  （マ）  しょくたく  (ミ） 

断たねば ならない。 4 そして， 食卓 
を 運び入れて その 配置を 整え， 燭台 
を 運び入れて そのと もしび をと もす 

W  こう [モ 1  おうごん 

ように。  5 また， 香の ための 黄金の 
祭壇を 証の 箱の 前に 置き， 幕屋の た 
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いりぐち  しき  まく  と  つ 

めの 入口の 仕切 り 幕を 取り付け るよ 

[ァ】 

うに。 

しょうはん  ささ  もの  さい 

6 「また あなたは 焼燔の 捧げ物の 祭 

だん (ィ】 かいけん  てんまく  まくや  いりぐち  まえ 

壇を 会見の 天幕なる 幕屋の 入口の 前に 

お  すいばん  かいけん  てんまく  さいだん 

置き，  7 水盤を 会見の 天幕と 祭壇と 


の 間に 置いて その 中に 水を 入れねば 


[ゥ）  しゅうい  なかにわ  もう 

ならない。  8 また， 周囲に 中庭を 設 
け， 中庭の 門の 仕切り 幕を 掛ける よう 

あぶ' ら㈨  と  まくや 

に。 9 また， そそぎ 油を 取って 幕屋 
とその 中の すべての 物に 油 そそぎを 行 

W  きぐ  しん 

ない， それと そのす ベての 器具と を 神 


聖な ものと する ように。 こうして それ 
は聖 なる ものと なる ので ある。 10 ま 
た， 焼燔の 捧げ物の 祭壇と そのす ベて 
の 器具に も 油 そそぎを 行なって 祭壇を 
神聖な ものと する ように。 こうして そ 
れは 極めて 聖 なる 祭壇と なる ので あ 
る。 11 また， 水盤と その 台に も 油 そ 
そ ぎを 行な っ て それを 神聖な ものと す 
るよう に。 


12 「次いで あなたは ア ロンと その子 
らを 会見の 天幕の 入口の 近くに 来さ 
せ， その 身を 水で 洗わねば ならない。 
13 そして， ア ロンに 聖 なる 衣を 着け 
させ， 油 そそぎを 行なって 彼を 神聖な 
ものと する ように。 こうして 彼は わた 
しに 対して 祭司の 務めを 行なう ので あ 
る。 14 そのの ち 彼の 子ら を 近くに 来 
させる。 そして 彼らに 長い 衣を 着けさ 
せる ように。 15 そして， その 父に 油 
そそぎを 行なった のと 同じように 彼ら 
にも 油 そそぎを 行なわねば ならない。 
こうして 彼らは わたしに 対して 祭司の 
務めを 行なう ので ある。 そして， 彼ら 


シ レビ 8:12; 詩 133:2; 使徒 10:38; ス レビ 8:13; セ レビ 
8:30; コ D  1:21。 
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エホバの 栄光が 天幕に 満ちる 
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第 40 章 


出 エジプト 40:16—38 

28 最後に 彼は 幕屋の 入口の 仕切り 
幕を 取り付けた。 

29 そ して 彼は 焼燔の 捧げ物の 祭壇 
を， 会見の 天幕なる 幕屋の 入口の 前に 
据えた。 その上で 焼燔の 捧げ物と 竅物 
の 捧げ物を ささげる ためで あり， エホ 
バ がモー セに 命じた とおりに した。 

30 次いで 彼は 水盤を 会見の 天幕と 
祭壇との 間に 据え， 洗うた めの 水を そ 
の 中に 入れた。 31 そして モー セ およ 
びア ロンと その子ら は そこで 自分の 手 
と 足を 洗った。 32 会見の 天幕に 入る 
時， また 祭壇に 近づく 時に 彼らは 洗う 

[才）  めい 

ので ある。 エホバが モー セに 命じた と 
おりに した。 

33 最後に 彼は 幕屋と 祭壇との 周囲 
に 中庭を 設け， 中庭の 門の & 切り 幕を 
A けた。 

こう して モー セは 仕事を 終えた。 
34 すると， 雲が 会見の 天幕を 覆うよう 
になり， エホバの 栄光が その 幕屋に 満 
ちた。 35 そして， モー セは 会見の 天 
幕の 中に 入る ことができなかった。 雲 
がその 上に とどまり， エホバの 栄光が 
幕屋に 満ちて いたた めで ある。 

36 そして， イスラエルの 子ら は， 
その 旅程を 進める 間い つも， 雲が 幕屋 
の 上から 持ち上が ると 宿営を 解く ので 
あった。 37 しかし 雲が 上がらな けれ 
ば， それが 上がる 日までは 宿営を 解か 
なかった。 38 その 旅の 全 行程に わた 
り， 昼は エホバの 雲が 幕屋の 上に あ 
り， 夜は 火が そこにと どまって， イス 
ラエルの 家の すべての 者に 見えた ので 

(ス） 

ある。 


に対する 油 そそぎは， 彼らに とって 常 
に， 代々 定めの ない 時に 至る 祭司 職の 
ための ものと なる ので ある」。 

16 それで モー セは すべて エホバが 
I じたと おりに していった。 彼は まさ 
に そのと おりに 行なった。 

17 こうして， 第二 年 目の 第一の 月， 
その 月の 一日に 幕屋は 立てられた。 
18 幕屋を 立てる ことに 取り かかった 
際， モー セは その 受け 台を 据え， その 
区切り 枠を はめ， その 横木を 通し， そ 
の 柱を 立てて いった。 19 次いで， 幕 
屋の 上に 天幕を 広げ， 天幕の 覆いを そ 
の 上に 載せて， エホバが モー セに 命じ 
たと おりに した。 

20 そのの ち 彼は 証を 取って 箱の 中 
に 入れ， さおを 箱には め， 覆いを 想の 
上に 載せた。 21 次いで その 箱を 幕屋 
の 中に 運び入れ， 仕切りの 垂れ幕を 取 
り 付けて 証の 箱への 接近を 断ち， エホ 
バが モー セに 命じた とおりに した。 

22 次に 彼は 食卓 を 会見の 天幕の 中， 
すなわち 幕屋の 北側， 垂れ幕の 外に 置 
き， 23 並べ 重ねた パンを その上に， エ 
ホバの 前に 整えて， エホバが モー セに 
命じた とおりに した。 

24 次いで 彼は 燭台を 会見の 天幕の 
中， 食卓の 前に 据えた。 幕屋の 南側で 
ある。  25 そうして ともしびを エホバ' 
の 前にと もして， エホバが モー セに 命 
じたと おりに した。 

かれ  つぎ  おうごん  さいだん [ナ） かいけん  てんまく 

26 彼は 次に 黄金の 祭壇を 会見の 天幕 
の 中， 垂れ幕の 前に 据えた。 27 その 
上で 薫香を くゆらせる ためで ある。 エ 
ホバが モー セに 命じた とおりに した。 
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レビ 記 

よ  ちょう (ァ）  あら 

1 それから エホバは モー セを 呼び， 第 1 章 うに 0  9 また， その 腸と すねは 水で 洗 
会見の 天幕の 中から 彼に 話して こ 7  う。 そして 祭司は， A 燔の 捧げ物と し 

う 言われた。 2 「イスラエルの 子ら に ィ レビ22 :i8 て その すべてを 祭壇の 上で 焼いて 煙に 

はな  M  かれ  い  ウ レビ 12:6 

話しなさい。 あなたは 彼らに こう 言わ  R 15：3  しなければ ならない 0 エホバへの， 火 

ねばならない。 『あなた 方のう ちの だ による 安らぎの 香りの 捧げ物で ある。 

かちく  ささ  もの  申 15:21  しょうはん  ささ  もの 

れ かが 家畜の 中から エホバに 捧げ物を マラ 10 「『また， 焼燔の 捧げ物の ための 
する 場合， あなた 方は その 捧げ物を 牛 ぺ テ11 :19 その 捧げ物が 小 動物の 群れから， つま 
また 羊の群れの 中から 差し出す べきで 11'"^  り 若い 羊 ややぎ の 中からで あれば， 雄 
ある。  二3 S の， きずの ない ものを 差し出す ように。 

3 「『その 捧げ物が 牛の 群れの 中から キィ ザ56:7 11 そして それは， 祭壇の わき， その 北 
の 焼燔の 捧げ物で あれば， 雄の， きず I へ 二。::1 側に おいて， エホバの 前で ほふられね 

W さ  かぃ ヶ，？ 曹9;1 ミ  さぃし 

のない ものを 差し出すべき である。 会  /srI 1:2 ばなら ない。 祭司で ある ア ロンの 子ら 
見の 天幕の 入口で， 彼は それを 自分の ^ Ulf. 6;12 は その 血を 祭壇の 上の 周囲に 振り掛け 

じ はつて き いし  [力）  つ  かく ぶぶん 

自発的 意志に よる ものと して エホバの シ^^. 31 るよう に。 12 次いで， それを 各部 分 
前に 差し出す ように。 4 そして 彼は ス *29:17 に， また 頭と 腎 脂肪に 切り分け， 祭司は 

しょうはん ささ  もの あたま  お  レビ 9:13  さいだん じょう 

手を その 焼燔の 捧げ物の 頭の 上に 置か  18:23 それらを， 祭壇 上に ある 火の 上の まき 

-  なら  （キ）  ちょう (ク） 

ねばならない。 それは 彼のた め， その 结 一 __  の 上に 並べる ように。 13 また， 腸と 

しょくざい おこ  （力） いつく  [ヶ）  あら  さいし 

贖罪を 行なうた めに， 慈しみを もって ァレビ8 :2i すねと を 水で 洗う。 祭司は そのす ベて 

う  い  （キ）  レビ 9:14  さいだん  や  けむり 

受け入れられる ことになる。  ^@J8:21  を ささげ， それを 祭壇の 上で 焼いて 煙 

つ  わか  おうし  出 29:18  (コ）  しょうはん 

5 「『次いで その 若い 雄牛は エホバの 民 1S:3  にしなければ ならない 0 これは 焼燔の 

前で ほふられねば ならない。 そして， フィ4:18 捧げ物， エホバへの， 火に よる 安らぎ 

さいし (ク】  ち  ウ創 4:4  かお  （サ） 

祭司で ある ア ロンの 子ら は その 血を さ の 香りの 捧げ物で ある。 

かいけん  てんまく  いりぐち  しょうはん ささ 

さげ， その 血を， 会見の 天幕の 入口に ォレビ 22:2〇 14 「『しかし， エホバへの 焼燔の 捧げ 

さいだん  しゅうい  ふ  か  マラ 1:14  もの  とり 

ある 祭壇の 上の 周囲に 振り掛け るよう  ぺ テ11:19 物と しての その 捧げ物が 鳥の 中からで 

W  しょうはん  ささ  もの  かわ  カレ F、 9.12  もの  トン）  わか 

に。 6 また， その 焼燔の 捧げ物の 皮 代 D29;22 あれば， その 者は やまばと か 若い いえ 
をはぎ， 各部 分に 切り分ける ように。 8 ；23 ばとの 中から その 捧げ物を 差し出さね 
7 そして， 祭司で ある ア ロンの 子ら は クレビ _ ばなら ない。 15 そして 祭司は それを 

さいだん  お  {サ）  ケ出 29.17  さいだん  くび 

祭壇の 上に 火を 置き， その 火の 上に ま  ^  9'18 祭壇のと ころで ささげ， その 首を ひね 

なら  [シ）  つ  さいし  ^  m  と  [セ）  や  けむり 

きを 並べる ように。 8 次いで， 祭司で サ *29:41 り 取って 祭壇の 上で 焼いて 煙に する よ 
ある ア ロンの 子ら は， その 小 部分に し 2：24 うに。 しかし， その 血は 祭壇の 側面に 

(ス）  あたま  じんし ぼう  とも  さいだん  なが 

たものを， 頭も腎 脂肪 も 共に して， 祭壇 ス レビ5:7 流し 出さねば ならない。 16 また， そ 

じょう  なら  12:8  えぶ くろ  はね  と  のぞ 

上に ある 火の 上の まきの 上に 並べる よ セ レビ 5:8  の 餌 袋 および その 羽を 取り除き， それ 
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169  種々 の 穀物の 捧げ物。 塩の 使用  レビ 1:17—2:13 

を 祭壇の わき， その 東側の 脂 灰の ため 第 1 章 ら せた 無 酵母の ものであるべき である。 
の 場所に 投げる ように。 17 また， そ 7St?7；：i2  6 それを 細かく 砕くべき である。 その 
の 翼のと ころで それを 切り開く ように。 ^'6：1° 上に 油を 注がねば ならない。 これは 穀 
それを 切り分けて はならない。 次いで  物の 捧げ物で ある。 

さいし  さいだん  ウ創 8:20  ささ  もの  あ 

祭司は それを 祭壇の 上， 火の 上に ある  *  29:18  7 「『また， あなたの 捧げ物が 揚げ 

その まきの 上で 焼いて 煙に しなければ ェゐ%21 なべで こ しらえ た 穀物の 捧げ物で ある 

ならない。 これは 焼燔の 捧げ物， エホ - なら， それは 上等の 麦粉に 油を 入れて 

バ への， 火に よる 安らぎの 香りの 捧げ 作った ものであるべき である。 8 そ 

W  オ レビ 6:14  つく  こく もつ ささ 

物で ある。  ^ ^5^17 して あなたは これら で 作った 穀物の 捧 

2  「『さて， ある 魂が 捧げ物と して エ ^29：2  げ 物を エホバの もとに 携えて 行く よう 

ホ パに 穀物の 捧げ物を する 場合， R7：13  に。 それは 祭司に 差し出され， 彼は そ 
その 捧げ物は 上等の 麦粉で あるべき で m15 れを 祭壇の 近くに 携えて 行かねば なら 
ある。 彼は その上に 油を 注ぎ， 乳香を ク レビ low ない 〇  9 そして 祭司は 穀物の 捧げ物 
その上に 添えねば ならない。  2 そし  の 幾らかを そのための 覚えと して 持ち 

て それを 祭司で あ るア ロンの 子ら の も _  &  29:23 上げ， それを 祭壇の 上で 焼いて 煙に し， 
とに 携えて 行く ように 0 次いで 祭司は レビ8:26 エホバへの， 火に よる 安らぎの 香りの 
その 中から， その上 等の 麦粉と 油を そサ1 ふ 〇 捧げ物と しなければ ならない。 1〇 そ 
のす ベての 乳香と 共に 一握りつ かむ よ  S6:15  して， その fe 物の 捧げ物の 残りは， 火 

うに。 彼は それを そのための 覚えと し  コ ぃ:7  による エホバへの 捧げ物からの 極めて 

さいだん  や  けむり  せい 

て 祭壇の 上で 焼いて 煙に し， エホバへ ス m 聖 なる ものと して， ア ロン および その 
の， 火に よる 安らぎの 香りの 捧げ物と 23:29 子ら の ものと なる。 

しなければ ならない。 3 そして， その 第二 欄  11 「『あなた 方が エホバに 差し出す 

穀物の 捧げ物の 残りは， 火に よる エホ ァ 民28:9 穀物の 捧げ物は すべて パン 種を 入れて 
パへの 捧げ物からの 極めて 聖 なる もの ィ は: は 作った ものであって はならない。 酸い 
として， ア ロン および その子ら の もの ゥ出 29:41 練り 粉 や 蜜を エホバへの 火に よる 捧げ 
となる。  S28：° 物と して 焼いて 煙に する ことがあって 

4 「『また， あなたの 捧げ物と して， か zStlQ はならない ので ある。 

まどで 焼いた ものを 穀物の 捧げ物と す ォ出 12 「『初穂の 捧げ物と しても， あな 
る 場合で あれば， それは 上等の 麦粉で  ；f5；®:12 た 方は これらの ものを エホバに 差し出 
できた もの， すなわち 油で 湿らせた 輪  7775:9 す。 ただし それらは， 安らぎの 香りの 

型の 無 酵母 パン か 油を 塗った 無 酵母の ^^；20 ために 祭壇に 載せられて はならない。 
薄焼きで あるべき である。  ；t3；9：20  13 「『また， あなたの 穀物の 捧げ物と 

5 「『また， あなたの 捧げ物が 焼き 胃14 :4  しての 捧げ物には すべて 塩で 味を 付け 

板で こしらえた 穀物の 捧げ物で あるな 43:24 る。 あなたの® の 契約の 塩を， あなた 
ら， それは 上等の 麦粉の もの， 油で 湿 の 穀物の 捧げ物の 上から 絶やして はな 


レビ 2 : 14—3：14  共 与の 犠牲  170 

そ  けむり  (71  やす 

ら ない。 すべての 捧げ物に 添えて あな 第2 章 いて 煙に し， エホバへの， 火に よる 安 
たは 塩を 差し出す。  7S^；22 ら ぎの 香りの 捧げ物と しなければ なら 

14 「『また， 熟した 初物を 穀物の 捧 ない。 

もの  さ  イエン。6  ささ もの ひつじむ 

げ物 として エホバに 差し出す ので あれ  41:5  6 「『また， その 捧げ物が 羊の群れの 

みどり  ほ  い  あたら  ウ出 29:25  きょうよ  ぎせい 

ば， 緑の 穂を 火で 炒っ たもの， 新しい  レビ5: 12 中からで， エホバへの 共 与の 犠牲の た 
穀物の 粗び きを， あなたの 熟した 初物 绝〇在 めの ものであるなら， 雄で も 雌で もき 

[ゥ）  さ  わか  おひつじ 

による 穀物の 捧げ物と して 差し出す ベ ェ レビ22 a ずの ない ものを 差し出す。 7 若い 雄 羊 
きで ある。 15 そして， それには 油を ^R6:14  を 自分の 捧げ物と して 差し出す ので あ 
かけ， その上に^ し 香を 置く ように。 こ れ ば， それを エホバの 前に 差し出す よ 
れは竅 物の 捧げ物で ある。 16 そして +；t?9^3 うに。 8 そして 彼は 手を 自分の 捧げ物 
祭司は その 覚えと なる もの， すなわち  の 頭の 上に 置く ように。 次いで それは 

あら  あぶら いく  エゼ 44:15  かいけん  てんまく  まえ 

その 粗び きと 油の 幾らか， および その . .13 会見の 天幕の 前で ほふられ ねばならな 

にゅうこう  や  けむり  (*)  ち  さいだん 

すべての 乳香を 焼いて 煙に し， エホバ ヶ レビ3: 15 い。 ア ロンの 子ら は その 血を 祭壇の 上 
への 火に よる 捧げ物と しなければ なら  レビ8:16 の 周囲に 振り掛ける ように。 9 そして 
ない。  ラ3: L 彼は その 共 与の 犠牲のう ちその 脂肪を 

〇  「『また， その 捧げ物が 共 与の 犠牲 サ レビ6:12 エホバへの 火に よる 捧げ物と して 差し 
u で， それを 牛の 群れの 中から 差し 第二 欄 出さねば ならない。 脂肪質の 尾は そっ 
出す ので あれば， 雄で あれ 雌で あれき ァレビ P  くり 背骨の 近くで 除き 取る。 また， 腸 
ずの ない ものを エホバの 前に 差し出す  9:10 を 覆う 脂肪， すなわち 腸に 付いた その 

かれ  じぶん  イ レビ 1:17  [ヶ）  じんぞう 

べきで ある。 2 そして 彼は 手を 自分の レビ4: 犯 すべての 脂肪， 10 そして 二つの 腎臓 

ささ  もの あたま  お  M  つ  エフ 5:2  つ  しぼう  こし 

捧げ物の 頭の 上に 置く ように。 次いで 出 12:5  とそれ に 付いた 脂肪 も， 腰の 上に ある 

かいけん  てんまく  いりぐち  民 6.14  おな  かんぞう 

それは 会見の 天幕の 入口で ほふられね コ 115:2! ものと 同じように する。 また， 肝臓の 

さいし  へブ 7:26  ふぞくぶつ [コ）  いっしょ  のぞ  と 

ばなら ない。 祭司で ある ア ロンの 子ら ぺ テ11:19 付属物は， 腎臓と 一緒に これを 除き 取 
は その 血を 祭壇の 上の 周囲に 振り掛け1  w 9:14 る。 11 そして， 祭司は それを 祭壇の 

かれ  きょうよ  ぎ  オ レビ 4:4  や  けむり  m しょくもつ [シ 1 

るよう に 0  3 さらに 彼は その 共 与の 儀 ヵレビ 4:15 上で 焼いて 煙に し， 食物すな わち エホ 

牲の 幾らかを， エホバへの 火に よる 捧 キ代 nw  バ への 火に よる 捧げ物と しなければ な 
げ物 として 差し出さねば ならない。 す"^ ヒ巧ち ら ない。 

なわち， 腸を 覆う 脂肪， つまり 腸の 周 ヶ レビ3 :3  12 「『また， その 捧げ物が やぎで あ 

りの そのす ベての 脂肪， 4 そして 二つ 3  ^  9；?〇 るなら， それを エホバの 前に 差し出す 

じんぞう W  つ  しぼう  こし  かれ  あたま 

の 腎臓と それに 付いた 脂肪を， 腰の 上 サ; ように。 13 そして， 彼は 手を その 頭 
にある ものと 同じように する。 また， シ レビ 21:6 の 上に 置く ように。 次いで それは 会見 
肝臓の 付属物は， 腎臓と 一緒に これを ス 巧: ミ3 lq の 天幕の 前で ほふられねば ならない。 

のぞ  と  [コ）  ’  ち  さいだん  しゅう 

除き 取る。  5 そして， ア ロンの 子ら は セ 出 29:10  ア ロンの 子ら は その 血を 祭壇の 上の 周 

さいだん  レビ 3:2  い  ふ  か  かれ 

それを， 祭壇の 上， すなわち 火の 上に v.,9:11 囲に 振り掛ける ように。 14 そして 彼 

[サ）  しょうはん  ささ  もの  や  0.0  じぶん  ささ  もの 

ある まきの 上の 焼燔の 捧げ物の 上で 焼  UH-  U-13 は そのうちから 自分の 捧げ物を， エホ 
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レビ 3：15—4：14 


バ への 火に よる 捧げ物と して 差し出さ 
ねばならない。 すなわち， 腸を 覆う 脂 
肪， つまり 腸に 付いた そのす ベての 脂 
肪， 15 そして 二つの 腎臓と それに 付 
いた 脂肪を， 腰の 上に ある ものと 同じ 
ようにす る。 また， 肝臓の 付属物は， 腎 
臓と 一緒に これを 除き 取る。 16 そし 
て， 祭司は それを 祭壇の 上で 焼いて 煙 
にし， 食物すな わち 安らぎの 香りの た 
めの 火に よる 捧げ物と しなければ な 

ら ない。 脂肪は すべて エホバの もの 

[ィ） 

である。 

17 「『これは あなた 方の 住む すべて 
の 所で 代々 定めの ない 時に 至る 法令と 
なる。 すなわち， あなた 方は 脂肪 も 血 
も いっさい 食べて はならない』」。 


はな  い 

A エホバは モー セに さらに 話して 言 
われた，  2 「イスラエルの 子ら に 

はな  い  たましいは） 

話して こう 言いなさい。 『ある 魂が， 

めい  ことがら 

しては ならない と エホバの 命じる 事柄 

かん  ま ちが  つみ 

のい ずれ かに 関 して 間違 っ て 罪を おか 

(才）  ば あい 

し， その 一つを してし まった 場合， 

3 「『もし 油 そそがれた 者で ある 祭司 

つみ  W たみ  ざいか 

が 罪を おかして 民に 罪科を もたらした 


ので あれば， その 者は 自分の 犯した 罪 
のために， きずの ない 若い 雄牛 一頭を 
罪の 捧げ物と して エホバに 差し出さね 
ばなら ない。 4 そして 彼は その 雄牛を 


かいけん  てんまく  いりぐち [ケ  1  まえ  つ 

会見の 天幕の 入口に， エホバの 前に 連れ 


て 来て， 手を その 雄牛の 頭の 上に 置く よ 
うに。 次いで 彼は その 雄牛を エホバの 
前で ほふらねば ならない。 5 そして， 


あぶら  もの (サ j  さいし  おうし 

油 そそがれた 者で ある その 祭司は 雄牛 


の 血を 幾らか 取り， それを 会見の 天幕 
の 中に 持って行く ように。 6 祭司は 


第 3 章 


申 12:23 
ェゼ 44:7 
使徒 15:20 


第 4 章 


ェ創 46:26 

オ レビ 5:17 
民 15:28 
詩 119:67 


レビ 6:25 

コ出 29:10 
レビ 1:4 

サ出 29:29 
出 30:30 


指を その 血に 浸し， 血の 幾らかを エホ 
パの 前， すなわち 聖 なる 場所の 垂れ幕 
の 前に 七 回は ね 掛ける ように。 7 また 
その 祭司は 血の 幾らかを， エホバの 前， 
会見の 天幕の 中に ある 薫香の 祭壇の 角 
に 付けねば ならない。 そして， 雄牛の 
血の 残りは 皆， 会見の 天幕の 入口に あ 
る 焼燔の 捧げ物の 祭壇の 基部に 注ぐ。 

8 「『罪の 捧げ物の 雄牛の すべての 脂 
肪 について は， 彼は その [雄牛] から， 腸 
を 覆う 脂肪， すなわち 腸の 周りの その 
すべての 脂肪， 9 そして 二つの 腎臓と 
それに 付いた 脂肪を， M の 上に ある も 
のと 同じように 取り出す。 また， 肝臓 
の 付属物は， 腎臓と 一緒に これを 除き 
取る。 10 それは， 共 与の 犠牲の 雄牛 
から 取り出され たものと 同じよう にす 
る。 そして， 祭司は それらを 焼 燔の捧 
げ 物の 祭壇の 上で 焼いて 煙に しな けれ 
ばなら ない。 

11 「『しかし， その 雄牛の 皮と そのす 
ベての 肉， および その 頭と すねと 腸と 
糞に ついては， 12 彼は その 雄牛を そっ 

くり 縫の 侃へ， すな ゎち観 M 

ぎ 出される 清い 場所へ 運び出させ， 火 
にく ベた ま きの 上で それを 焼かねば な 
ら ない。 脂 灰の 注ぎ 出される 所で それ 
は 焼かれるべき である。 

13 「『また， もし イスラエルの 全集 
会が 間違いを L， しては ならない とエ 
ホバの 命じる すべての 事柄の 一つを 行 
なっ て 罪科を 持つ よう にな っ たのに， 
そのこ とが 会衆の 目 か ら 隠さ れ ていて， 
14 彼らの 犯した その 罪が のちに 知ら 
れ るよう になった ので あれば， 会衆は 
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罪の 捧げ物の ために 若い 雄牛を 差し出 
し， それを 会見の 天幕の 前に 連れて来 
なければ ならない。 15 そして， 集会 
の 年長者た ちは エホバの 前で 手を その 
雄牛の 頭の 上に 置く ように。 次いで そ 
の 雄牛は エホバの 前で ほ ふられね ばな 
ら ない。 

16 「『その後， 油 そそがれた 者で ある 
祭司は， その 雄牛の 血の 幾ら かを 会見の 
天幕の 中に 持って行 くよう (し 17 そ 
して 祭司は 指を その 血の 中に 浸し， そ 
れを エホバの 前， すなわち 垂れ幕の 前 
に 七 回は ね 掛ける ように。 18 また， 
その 血の 幾らかを， エホバの 前， 会見 
の 天幕の 中に ある 祭壇の 角に 付ける。 
その 血の 残りは 皆， 会見の 天幕の 入口 
にある 焼燔の 捧げ物の 祭壇の 基部に 注 
ぐ。 19 また， そのす ベての 脂肪を そ 
れ から 取り出す。 それを 祭壇の 上で 焼 
いて 煙に しなければ ならない。 20 そ 
して， その 雄牛に 対し， 罪の 捧げ物に 
したさきの 雄牛に 行なった のと 同じよ 
うに 行なわねば ならない。 それに 対し 
て も そのよう に 行なう。 祭司は 彼らの 
ために 贖罪を 行なわねば ならず， こう 
して 彼らは それを 許される ので ある。 
21 次いで 彼は その 雄牛を 宿営の 外れ 
に 運び出させ， 最初の 雄牛を 焼いた の 
と同じようにして それを 焼かねば なら 
ない。 これは 会衆の ための 罪の 捧げ物 

[コ 1 

である。 

22 「『長た る 者が 罪を おかし， しては 
ならない とその® エホバの 命じる すべ 
ての 事柄の 一つを 意図せ ずに 犯 して 罪 
科を 持つ 者と なり， 23 あるいは おき 


てに 対して 犯した その 者の 罪が 当人に 
知らされた とき， その 者は 自分の 捧げ 
物と して 雄の 子 やぎの きずの ない もの 
を 携えて 来なければ ならない。 24 そ 
して 彼は 手を その 若い やぎの 頭の 上に 
置き， 焼燔の 捧げ物が いつも ほふられ 
る 場所に おいて エホバの 前で それを 
ほふる ように。 これは 罪の 捧げ物で あ 
る。 25 そして 祭司は その 罪の 捧げ物 
の 血を 指で 幾らか 取り， それを 焼燔の 
捧げ物の 祭壇の 角に 付ける ように。 そ 
の 血の 残りは 焼燔の 捧げ物の 祭壇の 基 
部に 注ぐ。 26 また， そのす ベての 脂 
肪 を， 共 与の 犠牲の 脂肪と 同様に 祭壇 
の 上で 焼いて 1 煙 にす る。 祭司は 彼のた 
め， その 罪の ために 贖罪を 行なわねば 
ならず， こうして 彼は それを 許される 
ことになる。 

27 「『また， その 地の 民の 中の いず 
れ かの 魂が， しては ならない と エホバ 
の 命じる 事柄の 一つを 行なって 意図せ 
ずに 罪を おかし， 罪科を 持つ 者と なり， 
28 あるいは その 犯した 罪が 当人に 知 
ら されたならば， その 者は 自分の 捧げ 
物と して 雌の 子 やぎの きずの ない もの 
を， その 犯した 罪の ために 携えて 来な 
ければ ならない。 29 そして 彼は 手を 
その 罪の 捧げ物の 頭の 上に 置き， その 
罪の 捧げ物を 焼燔の 捧げ物と 同じ 場所 
で ほふる ように。 30 次いで 祭司は そ 
の 血を 指で 幾らか 取り， それを 焼燔の 
捧げ物の 祭壇の 角に 付ける ように。 そ 
の 血の 残りは みな 祭壇の 基部に 注ぐ。 
31 また， そのす ベての 脂肪を 除き 取っ 
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て， 共 与の 犠牲から その 脂肪が 除き 取 第4 章 体で あれ， 汚れた 家畜の 死体で あれ， 汚 
られ たのと 同じように する。 祭司は そ れた 群がる 生き物の 死体で あれ， 何 か 

さいだん  や  けむり  イ レビ 3:3  ふ  (7) 

れを 祭壇の 上で 焼いて 煙に し， エホバ ゥ 出， is 汚れた ものに 触れたなら， そのこと が 
への 安らぎの 香りと しなければ ならな  ^ ^ 当人からは 隠されて いたと しても， そ 
い。 祭司は 彼のた めに 贖罪を 行なわね x；5S：26 の 者は やはり 汚れた 者で あり， 罪科を 
ばなら ず， こうして 彼は それを 許され ォ巧ば 持つ 者と なって いる。 3 あるいは その 

(I)  ヨハ 1:29  もの  けが 

る ことになる。  者が 人の 汚れ， すなわち それに よって 

32 「『しかし， もし その 者が 罪の 捧げ 7；26 人が 汚れた 者と なる 何ら かの 汚れに 触 
物の ための 自分の 捧げ物と して 子羊を ミ S9 は 2 れた 場合， そのこと が 自分からは 隠さ 

たず さ  く  （力) めす  キ レビ 1:11  のち  し 

携えて 来る ので あれば， きずの ない 雌の  レビ4:4  れ ていて， 後に それを 知る ようにな っ 
子羊を 携えて 来るべき である。 33 そ ヶ ミも=18 たので あると しても， その 者は 罪科を 
して 彼は 手を 罪の 捧げ物の 頭の 上に 置  6；?2 持つ 者と なって いる。 

き， 焼燔の 捧げ物が いつも ほふられる コ レビ I:4  4 「『あるいは， ある 魂が 誓いを し， 何 

場所で それを 罪の 捧げ物と して ほふら  ばば1 であれ 人が 誓いの ことばに よって 無 思 
ねばならない。 34 次いで 祭司は その  ^5!2830 慮に 話す ような 事柄に 関して， 何 かの 
罪の 捧げ物の 血を 指で 幾らか 取り， そ ョハ^2 悪い ことを あるいは 善い ことを 行なう 

れを 焼燔の 捧げ物の 祭壇の 角に 付ける - とその 唇で 無 思慮に 話した 場合， その 

ように。 その 血の 残りは みな 祭壇の 基  ことが 当人からは 隠されて いて， 後に 

部に 注ぐ。 35 また， そのす ベての 脂  ；^46；264 それを 知る ようになった としても， そ 
肪を 除き 取って， 共 与の 犠牲の 若い 雄 n の 者は これらの 事の 一つに 関して 罪科 
羊の 脂肪が いつも 除き 取られる のと 同 を 持つ 者と なって いる。 

じように する。 祭司は それを 祭壇の 上， 5 「『そして， これらの 一つに 関して 
火に よる エホバへの 捧げ物の 上で 焼い コ 1 5:1 罪科を 持つ 者と なった 場合， その 者は 
て 煙に しなければ ならない。 祭司は 彼 第二 欄 自分が どのような 点で 罪を おかした か 
のた め， その 犯した 罪の ために 贖罪を 7  を 告白し なければ ならない。  6 そし 

行なわねば ならず， こうして 彼は それ  imi1 て 彼は 自分の 犯した 罪の ために エホバ 

ゆる  [サ）  申 14:8  ざいか  ささ  もの W  む 

を 許される ことになる。  ィ 詩严12 への 罪科の 捧げ物， すなわち 群れのう 

^ 「『さて， あ I 魂が， 公!^ たるの ろ ェ ばば ちの 雌， 雌の 子羊 か 雌の 子 やぎを， 罪 
u いのこと ばを ft いた ゆえに その 証  の 捧げ物と して 携えて 来なければ なら 

にん  才裁 21:7  さいし 

人で あるのに， あるいは それを 見たり 

し  ほうこく W 

知ったり したのに， それを 報告し ない 
でい る ことによ っ て 罪を 犯した 場合， 

その 者は 自分のと がに 対する 責めを 負 
わねば ならない。 

2 「『また， ある 魂が， 汚れた 野獣の 死 


ない。 祭司は 彼のた め， その 罪の ため 
に 贖罪を 行なわねば ならない。 

7 「『だが， もし その 者に 羊を 出す だ 
けの 余裕がなければ， その 犯した 罪の 
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ための 罪科の 犠牲と して， やまばと 二 第5 章 犯した 罪の ために 贖罪を 行なわね ばな 
羽 か 若い いえば と 二 羽を エホバの もと 7  ^ IsIm ら ない。 こうして 彼は それを 許される 
に 携えて 来なければ ならない。 一羽は ィレビ ことになる。 そして それは 穀物の 捧げ 

ささ  もの [ィ）  しょうはん  )1^  ^*2**  もの  おな  W 

罪の 捧げ物の ため， 一羽は 焼燔の 捧げ ゥ レビ 1:15 物と 同じく 祭司の ものと なる』」。 

かれ  ひ  つづ  はな 

物の ためで ある。 8 そして 彼は それ I レビ B  14 エホバは 引き続き モー セに 話して 
らを 祭司のと ころに 持って行く ように。 ヘプ9 :22 こう 言われた。 15 「ある 魂が エホバ 
[祭司] はまず 罪の 捧げ物の ための もの ^  1：17 の聖 なる ものに 対し 間違って 罪を おか 

を ささげ， その 頭を その 首の 前のと こ  ぶし， こうして 不忠実な 振る舞い をした 

W と  ばあい  もの  ざいか  ささ 

ろで ひねり 取らねば ならない 0 ただし キ出 34:9  場合， その 者は， エホバへの 罪科の 捧 
それを 切り離し てはいけ ない。 9 次い クコ118:12  げ物 として， 群れの 中から きずの ない 
で， その 罪の 捧げ物の 血の 幾らかを 祭壇 16:36 雄 羊を 携えて 来なければ ならない。 こ 

そくめん  か  コ 民；  5:15  ばしょ  ぎん 

の 側面には ね 掛ける ように。 その 血の サ レビ 5:6  れは ，聖 なる 場所の シヱ ケルに より， 銀 
あとの 残り は 祭壇の 基部に 流し 出され  ?n25；2? の シヱ ケ ルで 値 積も りされ ると ころに 
る。 これは 罪の 捧げ物で ある。 10 次 シ は^15 したがって， 罪科の 捧げ物と してな さ 
いで 他方の ものを 焼燔の 捧げ物と して ス レビ 4:35 れ る。 16 また 彼は 聖 なる 場所に 対し 
その 定めの 手順 どおりに 扱う。 祭司は セレビ4:3 て 犯した 罪に 対する 償いを し， かつ そ 

かれ  おか  つみ  しょくざい [力 1 -  ぶん  くわ  さい 

彼のた め， その 犯した 罪の ために 贖罪 第二 欄 の 五分の 一を これに 加える。 それを 祭 
を 行なわねば ならない。 こうして 彼は 7 レビ4:26 司に 渡さねば ならない。 祭司が 罪科の 
それを 許される ことになる。  ィば以 ° 捧げ物の 雄 羊を もって 彼のた めに 贖罪 

もの  わ  サ I  2:28  おこ  W 

11 「『さて， もし その 者に 二 羽の やま  HI  9:13 を 行なうた めで ある。 こうして 彼は そ 

わか  .  ゆる  （ク） 

ばと または 二 羽の 若い いえば とのた め ゥは まご れを 許される ことになる。 

の 資力がない ので あれば， その 犯した  R18：9  17 「また， ある 魂が， しては ならな 

罪の ための 捧げ物と して， 上等の 麦粉 30:13 いと エホバの 命じる すべての 事柄のう 

ぶん  W  レ ド、 27*25  おこ  つみ 

十分のー エ ファを 罪の 捧げ物の ために  ’ ちの 一つを 行なって 罪を おかしたなら， 

携えて 来なければ ならない。 それに 油  ^  ^ そのこと を 知らなかった としても， そ 
を かけて はならず， その上に 乳香を 置  e5：7  の 者は 罪科の ある 者と なって おり， 自 
いても ならない。 これは 罪の 捧げ物 だ  分のと がに 対する 責めを 負わねば なら 

からで ある。 12 そして 彼は それを 祭  な ム。 18 それで 彼は， 値積もりされ 

司のと ころに 持って行 くように 0 祭司 ク *34:9  ると ころに したがって， 群れの 中から 
は それの ための 覚えと して そこから 一  ^  ?=?22 きずの ない 雄 羊を 罪科の 捧げ物と して 

にぎ  と  さいだん  さいし  たず さ  こ 

握りを つかみ取り ，それを 祭壇の 上， 火ヶ詩 19:12  祭司のと ころに 携えて 来なければ なら 

ささ  もの  や  ルカ 12:48  いと 

による エホバへの 捧げ物の 上で 焼いて ヘプ5 :2 ない。 祭司は 彼のた め， 彼が 意図せ ず 
煙に しなければ ならない。 これは 罪の に 犯した 間違い， たとえ 当人が もらな 

M  さいし  かれ 

捧げ物で ある。 13 それで 祭司は 彼の サ かった ものである としても [その 間違 

つみ  b-b  しょくざい I シ 1 おこ 

ため， これらの 罪の いずれにせよ 彼の  'ン レビ 1:4  い] のために 贖罪を 行なわねば ならな 
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い 0 こうして 彼は それを 許される こと 第5 章 負った どんな 事に 関しても， 彼は それ 
になる。 19 これは 罪科の 捧げ物で あ を 許される ことになる」。 

る。 彼は エホバに 対して まさに 罪科を  W51:3  8 エホバは 引き続き モー セに 話して 

も  もの  [ィ）  'い 

持つ 者と なった ので ある」。  第 6 章 言われた，  9 「ア ロンと その子ら に 

6 エホバは モー セに さらに 話して こ mi5 命じて こう 言いなさい。 『これは 焼燔 
う 言われた。 2 「ある 魂が エホバ ご) の 捧げ物に 関する 律法で ある。 すな わ 

たい  ふちゅうじつ  ふ  ま （ゥ） じぶん  さいだん じょう ろしょう 

に対して 不忠実に 振る舞い， 自分に ゆ ォ レビ 19 :11 ち， 焼燔の 捧げ物は 祭壇 上の 炉床の 上 
だ ねられた 物 あるいは 手に 託された 物  ^2:2 に 朝まで 夜通し 置かれ， 祭壇の 火が そ 

ごうだつ こうい  かん  なか  使徒 13：10  さいし  じ 

あるいは 強奪の 行為に 関して 自分の 仲 キ *22:1 の 中で たかれる。 10 そして 祭司は 自 
間を 欺き， あるいは 自分の 仲間から だ ^^12 分の 亜麻の 公 服を 身に まとうよ うに。 

と  【力）  なに  うしな  もの  エレ 7:9  にく  もも ひ （ゥ 1  つ 

まし 取り， 3 あるいは 何 か 失われた 物 マラ3:5 また， その 肉の 上に 亜麻の 股引きを 着 
を 見つけた のに それにつ いて 欺きを 述  ける。 その後， 火が いつもの ように 祭 

ベ， 何に せよ すべて 人が 行なって 罪と ヶ レビ4 :13 壇上で 焼き 尽くした 焼燔の 捧げ物の 脂 
なる 事柄に 関して 偽りの 誓いを し， こ  5l5；2-3 灰を 取り出して， それを 祭壇の 傍らに 

ばあい  ^  お  つ  かれ  ころも 

れ によって 罪を おかした 場合，  4 こ サ レビ7: 1 置く ように 0 11 次いで 彼は その 衣を 
う して 罪を おかして 罪科を 持つ ように  53：1〇 脱いで 他の 衣を 着け， その 脂 灰を 宿営 

なったなら， その 者は， 自分が 強奪し ス レビ 4:20 の 外の 清い 場所に 持って行く ように。 
た その 強奪物， 自分が だまし取った そ  12 そして， 祭壇 上の 火は その上でず っ 

の だまし取った 品， 自分に ゆだねられ  3 ハ12:2 と 燃やされて いる。 それが 消える こと 
た その ゆだねられた 品， 自分が 見つけ 第二 欄 が あっては ならない。 そして 祭司は そ 
た その 失われた 品， 5 あるいは 何に せ の 上で 朝 ごとに まきを 燃やし， 焼燔の 
よそれ に関して 自分が 偽りの 誓いを し 捧げ物を その上に 並べ， また 共 与の 犠 

しな  かえ  かれ  丨ノ レ、、 lfi,o9  せい  あぶらみ  や  けむり 

た その 品を 返さねば ならない。 彼は そ 牲の 脂身を その上で 焼いて 煙に する よ 

たい  ぜんがく  つぐな  エゼ 44:17  (ク 1  (ヶ）  さいだん  た  も 

れ に対して その 全額を 償わねば ならな ゥ出此:む うに。 13 火は 祭壇の 上で 絶えず 燃や 
い。 そして， その 五分の 一を これに 加 されて いる。 それが 消える ことがあ っ 
える。 それが 属する 者に 対し， 自分の  ^1:12 ては ならない。 

罪科が 証明され た その 日に これを 与え 14 「『また， これは 穀物の 捧げ物に 関 
る。 6 そして 彼は， 罪科の 捧げ物と し 力 ば以〗7 する 律法で ある。 すなわち， あなた 方 
て， 値積もりされ ると ころに したが っ  A719i3：12 ア ロンの 子ら が 祭壇の 前で それを エホ 
て 群れの 中から きずの ない 雄 羊を エホ +U^3；5 パの 前に ささげる ように。 15 そして 

たず さ  く  ネへ 13:31  ひとり  こくもつ  ささ  もの 

バの もとに 携えて 来る。 それを 罪科の ク レビ 3:5 そのうちの 一人は， その 穀物の 捧げ物 

さいし  レビ 3:16  じょうとう  むぎこ  あぶら  いく 

捧げ物と して, 祭司の もとに。 7 そし  ® i8=i7 の 上等の 麦粉と その 油の 幾らか， およ 

さいし  かれ  まえ しょくざい (ス） ケ民 16:46  にゅうこう 

て 祭司は 彼のた めに エホバの 前で 贖罪 び 穀物の 捧げ物の 上に ある 乳香の すべ 

おこ  民 15 .パ  にぎ  も  お ぼ （サ] 

を 行なわねば ならない。 こうして， す ^^.2:2 てを 手に 握って 持ち上げ， それの 覚え 
ベて 彼が 行ない， それに よって 罪科を  5:12 のた めの エホバへの 安らぎの 香りと し 
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てこ れを 祭壇の 上で 焼いて 煙に する よ 
うに。 16 そして， それの 残りは アロ 
ン とその 子ら が 食べる。 それは 無 酵母 
パンと して 聖 なる 場所で 食べる。 彼ら 
は それを 会見の 天幕の 中庭で 食べる。 
17 それは パン 種を 入れた 物と 一緒に 焼 
いては いけない。 わたしは それを， わ 
たしへの 火に よる 捧げ物の うちから 彼 
らが 受ける 分と して 与えた。 それは， 
罪の 捧げ物 また 罪科の 捧げ物と 同じよ 
うに 極めて 聖 なる ものである。 18 ア 
ロンの 子ら のうちの すべての 男子が そ 
れを 食べる。 これは， 代々 定めの ない 
時に 至る まで， エホバへの 火に よる 捧 
げ 物のう ちから あなた 方に あてがわれ 
る 分で ある。 すべて それらに 触れる 物 
は聖 なる ものと なる』」。 

19 エホバは さらに モー セに 話して こ 
う 言われた 〇  20 「これは， ア ロンが 油 
を そそがれる 日に 彼と その子ら とが エ 
ホバ にさ さげる 捧げ物で ある。 すな わ 
ち， 上等の 麦粉 十分のー エ ファを 穀物 
の 捧げ物と して 絶えず， その 半分は 朝 
に， 半分は 夕方に [ささげる]。 21 そ 
れは 油を 加えて 焼き 板の 上で 調えられ 
る。 あなたは それを よく 混ぜて 携えて 
来る。 穀物の 捧げ物の その 練り 粉 菓子 
を 細かに し， エホバへの 安らぎの 香り 
として ささげる。  22 そして， その子 
ら のうち 彼に 代わって 油を そそがれた 
者と なる 祭司は それを 作る。 これは 定 
めの ない 時に 至る 規定で ある。 すな わ 
ち， それは エホバへの 全焼の 捧げ物と 
して 焼いて 煙に される。  23 そして， 
祭司からの 穀物の 捧げ物は すべて 全焼 


の 捧げ物と されるべき である。 それを 
食べて はならない」。 

24 エホバは さらに モー セに 話して 言 
われた， 25 「ア ロンと その子ら に 話し 
てこう 言いなさい。 『これは 罪の 捧げ 
物に 関する 律法で ある。 すなわち， 焼 
燔の 捧げ物が いつも ほふ られる 場所に 
おいて， 罪の 捧げ物 も エホバの 前で ほ 
ふられる。 それは 極めて 聖 なる もので 
ある。  26 罪の ために それを ささげる 
祭司が それを 食べる。 それを， 聖 なる 

ば しょ W かいけん  てんまく  なかにわ [力 1 

場所， 会見の 天幕の 中庭で 食べる。 

27 「『その 肉に 触れる 物は すべて 聖 
なる ものと なる。 また， だれかが その 
血を 衣には ね 掛けた 場合， あなたは そ 
の 者が 血を はね 掛け たもの を聖 なる 場 
所で 洗う。 28 また， それを 煮た 土の 
器 はみ じんに 砕かれる ことになる。 し 
かし， それを 銅の器で 煮た ので あれば， 
それは すり 磨いて， 水で ゆすがね ばな 
ら ない。 

29 「『祭司のう ちの すべての 男子が 
それを 食べる。 それは 極めて 聖 なる も 
ので ある。 30 しかし， 罪の 捧げ物で， 
聖 なる 場所に お いて 贖罪を 行な うため 
その 血の 幾らかが 会見の 天幕の 中に 携 
え 入れられた ものは， 決して 食べて は 
ならない。 それは 火で 焼かれる べきで 
ある 0 

^ 「『また， これは 罪科の 捧げ物に 関 
• する 律法で ある。 それは 極めて 聖 
なる もので あ 4。 2 焼燔の 捧げ物を 
いつも ほふる 場所に おいて 罪科の 捧げ 
物を ほふり， その 血を 祭壇の 上の 周囲 

チ レビ 5:9; ヘプ 9:22。 
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に螽り 掛け 4。 3 そのす ベての 脂肪 
について は， それの 脂肪質の 尾 および 
腸を 覆う 脂肪， 4 また 二つの 腎臓と そ 

つ  し ぼう  こし 

れに 付いた 脂肪を， 腰の 上に ある もの 
と同じようにして ささげる。 また， 肝 
臓の 付属物に ついては， これを 腎臓と 
一緒に 除き 取る。 5 そして 祭司は， エ 
ホバ への 火に よる 捧げ物と して， これ 
を 祭壇の 上で 焼いて 煙に しなければ な 

W  ざいか 

ら ない。 これは 罪科の 捧げ物で ある。 
6 祭司のう ちの すべての 男子が それを 
食べる。 それを 聖 なる 場所で 食べる。 

きわ  ㈨  ざい 

それは 極めて 聖 なる ものである。 7 罪 
科の 捧げ物は 罪の 捧げ物の 場合と 同様 
である。 これらに 対して 同一の 律法が 

(キ）  しょくざい  おこ 

ある。 これは， それに よって 贖罪を 行 
なう 祭司， その [祭司] の ものと なる。 

8 「『だれかの 焼燔の 捧げ物を ささげ 
る 祭司に ついては， その 人が 祭司に 差 
し 出 した 焼燔の 捧げ物の 皮が その [祭 
司] の ものと なる。 

9 「『また， かまどで 焼いた 穀物の 捧 
げ物 すべて， また 揚げな ベ や 焼き 板で 
調えた ものは 皆， それを ささげる 祭司 

かれ  トン） 

の ものである。 それは 彼の ものと なる。 
10 しかし， 穀物の 捧げ物の うち 油で 湿 

W  かわ  (t)  みな 

らせ たもの や 乾いた ものは 皆， これ も 

とも  ぜんいん 

それ も 共に ア ロンの 子ら 全員の ための 
ものと なる。 

11 「『次に， これは 人が エホバに さ 
さげる 共 与の 犠牲に 関する 律法で あ 
る。 12 もし 感謝の 表明と して それを 
ささげる ので あれば， その 感謝の 犠牲 
に 添えて， 油で 湿らせた 輪 型の 無 酵母 
パンと 油を 塗った 無 酵母の 薄焼き， ま 


たよく 混ぜた 上等の 麦粉を 輪 型の 菓子 
にして 油で 湿らせた ものを ささ げ なけ 
れ ばなら ない。 13 その 者は， 種を 入 
れナこ 輪 型の パン 菓子に 添えて， 自分の 
捧げ物を， 共 与の 犠牲と しての 感謝の 
犠牲と 共に 差し出す。 14 そして， そ 
の 中から， それぞれの 捧げ物の うちの 
一個を， エホバへの 神聖な 分と して 差 
し 出さねば ならない。 その 共 与の 犠牲 
の 血を 振り掛ける 祭司の ために， それ 
がその [祭司] の ものと なる。 15 そし 
て， 共 与の 犠牲と しての 感謝の 犠牲の 
肉は， ささげた その 日に 食べる べきで 
ある。 その 幾らかを 朝まで 取って 置い 
ては ならない。 

ささ  もの  ぎせい せいやく  (才) 

16 「『また， その 捧げ物の 犠牲が 誓約 
または 自発的な 捧げ物であるなら， そ 
の 犠牲を 差し出した 日 に それを 食べる 
べきで あるが， 次の 日に も その 残って 
いるものを 食べて よい。 17 しかし， 
その 犠牲の 肉のう ち 三日 目まで 残る も 
のは 火で 焼くべき である。 18 そし 
て， もし 自分の 共 与の 犠牲の 肉を 三日 
目に も 食べる ような ことがあれば， そ 
れを ささ げた 者は 是認を もっ て 受け 入 
れられ る ことは ない。 それは その 人の 
ものとは みなされない。 それは 汚ら わ 
しい ものと なる。 それを 食べる 魂は 自 
分のと がに 対する 責めを 負う。 19 ま 
た， 何で あれ 汚れた ものに 触れた 肉は 
食べて はいけ ない。 それは 火で 焼く ベ 
きで ある。 肉に ついては， だれでも 清 
い 者が その 肉を 食べて よい。 

20 「『また， 汚れが 身に あるのに エホ 
バの ための ものである 共 与の 犠牲の 肉 
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を 食べる 魂， その 魂は 民の 中から 断た 
れ ねばならない。 21 また， ある 魂が 
何に せよ 汚れた もの， すなわち 人の 汚 
れ， 汚れた 獣， あるいは 何 かの 汚れた 
忌み嫌うべき ものに 触れ， それでもな 
お エホバの ための ものである 共 与の 犠 
牲の 肉の 幾らかを 食べるなら， その 魂 
は 民の 中から 断たれねば ならない』」。 

22 エホバは 引き続き モー セに 話し 
て 言われた， 23 「イスラエルの 子ら に 
話して こう 言いなさい。 『あなた 方は 
雄牛 や 若い 雄 羊 ややぎ の 脂肪を いっさ 
い 食べて はならない。 24 また， [すで 
に] 死体と なって いた ものの 脂肪 や 引き 
裂かれた 動物の 脂肪は ほかの どんな 事 
に 用いても よい。 しかし， 決して それ 
を 食べて はならない。 25 だれでも エ 
ホバ への 火に よる 捧げ物と して 自分が 
[脂肪] を ささ げる 獣の その 脂肪を 食べ 
る 者が いれば， それを 食べる 魂は 民の 
中から 断たれねば ならない ので ある。 

26 「『また あなた 方は， 自分の 住む い 
ずれの 場所に おいても， 鳥の もので あ 
れ 獣の もので あれ いっさ い 血を 食べて 
はならない。 27 どんな [血] にせよ 血 
を 食べる 魂す ベて， その 魂は 民の 中 か 
ら 断た れね ばなら ない』」。 

28 エホバは モ ー セに さらに 話して 
こう 言われた。  29 「イスラエルの 子 
らに 話して こう 言いなさい。 『共 与の 
犠牲を エホバに ささげる 者は， 自分の 
共 与の 犠牲の 中から エホバへの 捧げ物 
を 携えて 来る。 30 その 手が， エホバ 
への 火に よる 捧げ物と して， 脂肪を そ 
の 胸に そえて 携えて 来る。 彼は それを 
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その 胸と 共に 携えて 来て， エホバの 前 
に 揺り 齒か して 振 揺の 捧げ 物と する。 
31 そして 祭司は その 脂肪を 祭壇の 上 
で 焼いて 煙に しなければ ならない。 し 
かし その 胸は ア ロン および その子ら の 
ものと なる ので ある。 

32 「『また あなた 方は， あなた 方の 共 
与の 犠牲のう ちその 右 脚を 神聖な 分と 
して 祭司に 与える。  33 ア ロンの 子ら 
のうち その 共 与の 犠牲の 血と 脂肪を さ 
さげる 者， 右 脚は その 者の 受け 分と な 

[才）  しんよう  ささ  もの  むね (力） しんせい  ぶん 

る。 34 振 揺の 捧げ物の 胸と 神聖な 分 
としての 脚を， わたしは イスラエルの 
子ら から， その 共 与の 犠牲の 中から 必 
ず 取る。 そして， 定めの ない 時に 至る 
規定と して， それを イスラエルの 子ら 
から 祭司 ア ロンと その子ら とに 与える 
ので ある。 

35 「『これが， エホバへの 火に よる 
捧げ物の 中から ア ロンが 祭司と して 受 
ける 分， また その子ら が 祭司と して 受 
ける 分であった。 それは エホバに 対し 
て 祭司の 務めを 行なわせ るた めに 彼ら 
を 立たせた 日 に [定められ たもの] であ 
り，  36 イスラエルの 子ら の 中から 彼 
らに油 そそぎを 行なう 日に， それを 彼 
ら に 与え るよう にと エホバが 命じた と 
おりで ある。 これは 代々 定めの ない 時 
に 至る 法令で ある』」。 

37 これが， 焼燔の 捧げ物， 穀物の 捧 
げ 物， 罪の 捧げ物， 罪科の 捧げ &， 任 
職の 犠牲， 共 与の 犠牲に 関する 律法で 
ある。 38 すなわち， エホバに 捧げ物 
を ささげる ようにと シ ナイの 荒野で イ 
スラ エルの 子ら に 命じた 日に， エホバ 


179  ア ロンと その子ら の 任職  レビ 8：1—21 


が シナイ山で モー セに 命じた とおりで 

.  麟. 

あった 0 

はな 

〇 それから エホバは モー セに 話して 
® こう 言われた。  2 「ア ロン および 
それと 共なる その子ら を 連れて来 なさ 

[ィ）  ころも (ゥ）  あぶら W つみ  ささ  もの 

の; ig1 二 II の 叢辈， パ； のか 

ごを [取り] なさい。  3 そして 集会の 

ぜんいん  かいけん  てんまく  いりぐち 【キ) しゅうごう 

全員を 会見の 天幕の 入口に 集合させる 

(ク） 

ように」。 

4 それで モー セは エホバが 命じた と 
おりに 行ない， 集会の 人々 は 会見の 天 
幕の 入口に 集合した。 5 そこで モー 

しゅうかい ひとびと  い 

セは その 集会の 人々 に 言った， 「これ 
は， 行なうよ うにと エホバが お命じに 

ことがら  (3) 

なった 事柄です」。 6 そして モー セは 
ア ロンと その子ら を 近くに 来させて， 彼 
らの 身を 水で 洗った。 7 その後， 彼に 
長い 衣を 着せ， 飾り 帯を 締めさせ， そ 
でな しの 上着を まとわせ， エフ ォ ドを 
着せ， エフ ォ ドの 腰帯を 締めさせ， そ 
れを もって [エフ ォ ド] を その 身に しっ 
かりと 結んだ。 8 次に， 胸 掛けを 着け 
させ， 胸 掛けの 中に ウ リムと トン ミム 
を 入れた。 9 次いで， その 頭に ターパ 

[卜）  お  ぜんめん 

ンを 置き， ターバンの 上， その 前面に， 
献納の 聖 なる しる しで ある 輝く 金の 平 
板を 置いて， エホバが モー セに 命じた 
とおりに した。 

10 モー セは 次に そそぎ 油を 取り， 幕 
屋 とその 中の すべての 物に 油 そそぎを 
行なって それらを 神聖な ものと した。 
11 その後， その 幾らかを 祭壇の 上に 
七 回は ね 掛け， 祭壇と そのす ベての 器 
具， また 水盤と その 台に 油 そそぎを 行 
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ア出 34:27 
レビ 25:1 
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キ民 27:2 
ク 使徒 7:38 
ケ出 36:37 

ョハ 8:28 

サ出 29:4 
シ出 40:12 


第二 欄 


レビ 21:10 
詩 133:2 
使徒 10:38 


詩 69:9 
サ出 29:14 


ない， こうして それらを 神聖な ものと 
した。 12 最後に， そそぎ 油の 幾らかを 
ア ロンの 頭に 注いで これに 油 そそぎを 
行ない， こうして 彼を 神聖な 者と した。 

つぎ  ちか 

13 モー セは 次に ア ロンの 子ら を 近 

こ  M  なが  ころも 

く に 来させ， それに 長い 衣を まとわせ， 
飾り 帯を 締めさせ， 頭 包みを 巻き， エ 
ホバが モー セに 命じた とおりに した。 

14 次いで 彼は 罪の 捧げ物の 雄牛を 
引いて 来た。 ア ロンと その子ら は 罪 
の 捧げ物の 雄牛の 頭の 上に 手を 置い 
た。 15 それから モー セは それを ほふ 

(4)  ち  と  [ク) さいだん  しゅうい  つの 

り， その 血を 取って 祭壇の 周囲の 角に 
それを 指で 付け， こうして 祭壇を 罪 か 
ら浄 めた。 しかし， 血の 残りは 祭壇の 
基部に 注いだ。 その上で 贖罪を 行なう 
ために， それを 神聖な ものと する ため 
であった。 16 その後， 腸に 付いた す 
ベての 脂肪を 取り， また 肝臓の 付属物 
と 二つの 腎臓と その 脂肪と を [取り]， 
モー セは それらを 祭壇の 上で 焼いて 煙 
にした。 17 また， その 雄牛 および そ 
の 皮と 肉と 糞を 宿営の 外に 出して 火で 

や  [サ 1  めい 

焼かせ， エホバが モー セに 命じた とお 
りに した。 

18 彼は 次に 焼燔の 捧げ物の 雄 羊を 
近くに 連れて来た。 次いで ア ロンと そ 
の 子ら は 手を その 雄 羊の 頭の 上に 置い 

('»  のち 

た。 19 その後 モー セは それを ほふ 
り， その 血を 祭壇の 上の 周囲に 振り 掛 
けた。 20 また， その 雄 羊を 各部 分に 

き  わ （セ）  のち  あたま  しょうぶ ぶん 

切り分け， その後 モー セは 頭と 小 部分 
に した ものと 腎 脂肪と を 焼いて 煙に し 
た。 21 また， 腸と すねを 水で 洗い， そ 

シ出 29:15; レビ 1:4; ス出 29:16; セ 出 29:17。 
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た。 それは エホバへの 火に よる 捧げ物 

(7) 

であった。 

29 それから モー セは その 胸を 取り， 
それを 振 揺の 捧げ物と して エホバの 前 
に 揺り動かした。 任職の 雄 羊のう ちそ 
れ がモー セの 受け 分と なり， エホバが 
モー セに 命じた とおりに された。 

30 その後 モー セは そそぎ 油と 祭壇 
の 上に あった 血と を 幾らか 取り， それ 
をア ロンと その 衣， および それと 共に 
いた その子ら とその 子ら の 衣と にはね 
掛けた。 こうして 彼は ア ロンと その 衣， 
および それ と共にいた その子ら とその 
子ら の 衣と を 神聖な ものと した。 

31 次いで モー セは ア ロンと その子ら 
に 言った， 「その 肉を 会見の 天幕の 入 
口のと ころで 煮なさい。 そこに おいて 
あなた 方は それを， また 任職の かごの 中 
にある パンを 食べます。 『ア ロンと そ 
の 子ら がそれ を 食べる』 と， わたしが 命 
令を 受けた とおりです。 32 そして， 肉 
と パンの 残りは 火で 焼きます。 33 そ 
して あなた 方は， あなた 方の 任職の た 
めの 日数を 満たす 日まで 七日の あいだ 
会見の 天幕の 入口から 出て はなり ませ 
ん。 あなた 方の 手に 力を 満たす には 七 
日 かかる からです。 34 今日 したと お 
り に 行なって あなた 方の ための 贖罪を 
行なうよ うにと， エホバは お命じに なり 
ま した。 35 それで あなた 方は 会見の 
天幕の 入口に 七日の あいだ 日夜と どま 
ります。 あなた 方は エホバに 対する 見 
張りの 務めを 守って， 死ぬ ことのない 
ようにし なければ なりません。 わたし 
は そのよう に 命じられて いるので す」。 


レビ 8：22—35  彳 

れ から モー セは そ の 雄 羊 全体を 祭壇の 
上で 焼いて 煙に した。 それは 安らぎの 
香りの ための 焼燔の 捧げ物であった。 
それは エホバへの 火に よる 捧げ物で あ 
り， エホバが モー セに 命じた とおりで 
あった。 

22 次いで 彼は 第二の 雄 羊， 任職の 
雄 羊を 近くに 連れて来た。 ア ロンと そ 
の 子ら は 手を その 雄 羊の 頭の 上に 置い 
た。  23 その後 モー セは それを ほふ 
り， その 血を 幾らか 取って， ア ロンの 
右の 耳た ぶと， 右手の 親指と ，右足の 親 
指に 付けた。  24 次に モー セは ア ロン 
の 子ら を 近くに 来させ， その 血の 幾ら 
かを 彼らの 右の 耳た ぶと， 右手の 親指 
と， 右足の 親指に 付けた。 しかし モー 
セは 血の 残りを 祭壇の 上の 周囲に 振り 

hftL 

^  25 次いで 彼は その 脂肪と 脂 尾 および 
fc に 付いた すべての 脂肪を 取った。 ま 
た， 肝臓の 付属物と 二つの 腎臓と その 
脂肪， および 右の 脚を [取った]。 26 ま 
た， エホバの 前に あった 無 酵母 パンの 
かごから， 輪 型の 無 酵母 パンを 一つ， 
油を 入れた 輪 型の パン 菓子を 一つ， ま 
た 薄焼きを 一つ 取った。 次いで それら 
を さ きの 脂肪の 部分と 右 脚の 上に 置い 
た。 27 その後， その すべてを ア ロン 
の 手のひらと その子ら の 手のひらの 上 
に 置き ，振 揺の 捧げ物と して それを エホ 
バの 前に 揺り動かして いった。 28 次 
いで モー セは それを 彼らの 手のひら か 
ら 取り， 焼燔の 捧げ物の 上に 載せて 祭 
k の 上で 焼いて 煙に した。 それらは 安 
ら ぎの 香りの ための 任職 の 犠牲で あっ 
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ア ロンは 捧げ物を ささげる 


レビ 8：36—9：18 


8 ア ロンは すぐに 祭壇に 近づき， 自 
分の ための 罪の 捧げ物の 字 牛を ほふ っ 

(7)  つ  ち 

た。 9 次いで ア ロンの 子ら は その 血を 
彼に 差し出し， 彼は 指を その 血に 浸し 
て それを 祭壇の 角に 付け， 血の 残りを 
祭壇の 基部に 注いだ。 10 また 彼は， 
その 罪の 捧げ物から 取った 脂肪と 腎臓 
と 肝臓の 付属物と を 祭壇の 上で 焼いて 

けむり  【力）  めい 

煙に し， エホバが モー セに 命じた とお 
りに 行なった。 11 また， その 肉と 皮 

しゅくえい そと  や  [キ） 

を 宿営の 外で 火で 焼いた。 

12 次いで 彼は 焼燔の 捧げ物を ほふ 
り， ア ロンの 子ら は その 血を 彼に 渡し， 
彼は それを 祭壇の 上の 周囲に 振り掛け 
た。 13 また 彼らは 小 部分に 分けた 焼 
燔の 捧げ物と その 頭と を 渡し ，彼は それ 
を 祭壇の 上で 焼いて 煙に した。 14 さ 
らに 彼は 腸と すねを 洗い， それを 祭壇 
上の 焼燔の 捧げ物の 上で 焼 いて 煙に 
し/ L 

15 彼は 次いで 民の 捧げ物を ささげる 
ことに 取り かかり， 民の ための 罪の 捧 
げ 物の やぎを 取って それを ほふり， 最 
初の ものと 同じように それを もって 罪 
のた めの 捧げ物を した。 16 次いで 彼 
は 焼燔の 捧げ物を ささげ， 定めの 手順 
どおりに それを 扱った。 

17 彼は 次に 穀物の 捧げ物を ささげ， 
その 幾らかを 手に 満たし， 朝の 焼燔の 
捧げ物とは 別の ものと して それを 祭壇 

や  けむり 

の 上で 焼いて 煙に した。 

18 そのの ち 彼は 民の ための 共 与の 
犠牲の 雄牛と 雄 羊を ほふった。 次いで 
ア ロンの 子ら は その 血を 彼に 渡し， 彼 
は それを 祭壇の 上の 周囲に 振り掛けた。 


36 その後 ア ロンと その子ら は， エホ 

とお  めい  こと 

バが モー セを 通して 命じた すべての 事 

がら  おこ 

柄を 行なった。 

か め [ァ） 

n そして 八日 目に なって， モー セは 


v ア ロンと その子ら および イス ラエ 
ルの 年長者た ちを 呼んだ。 2 そうし 
て 彼は アロ ン にこう 言った。 「自分の 
ために， 罪の 捧げ物の ための 若い 子牛， 
また 焼燔の 捧げ物の ための 雄 羊， いず 
れも きずの ない ものを 取り， それを エ 
ホ バの刖 にさ さげなさい 〇  3 しかし， 
あなたは イスラエルの 子ら に 話して こ 
う 言います。 『罪の 捧げ物の ための 雄 


(才 1 


わか 


やぎ， 焼燔の 捧げ物の ための 子牛と 若 
い 雄 羊， それぞれ 一歳で きずの ない も 
の，  4 また 共 与の 犠牲と して エホバ 
の 前に 犠牲に する 雄牛と 雄 羊， そして 
油で 湿らせた 穀物の 捧げ物を 取りな さ 
い。 今日， エホバは 必ず あなた 方に 現 
われて くださる からです』」。 

5 そこで 彼らは モー セが 命じた ものを 
会見の 天幕の 前に 携えて 来た。 そして 
全集 会が 近く に 来て エホバの 前に 立っ 

(コ）  い 

た。 6 それで モー セは さらに 言った， 
「これは ，あなた 方が 行な うように とエ 
ホバが お命じに なった 事柄です。 それ 
は エホバの 栄光が あなた 方に 現われる 
ためな のです」。 7 次いで モー セは ア 

い  さいだん  ちか 

ロンに 言った， 「祭壇に 近づいて， あ 
なた の 罪の 捧げ物と 焼燔の 捧げ物を さ 
さげ， あなた 自身の ため， また あなた 
の 家の ために 贖罪を 行ないなさい。 ま 
た， 民の 捧げ物を ささげて， 彼らの た 
めに 贖罪を 行ない， エホバが 命じた と 
おりに しなさい」。 


i  ぶ :19 


-  3  72  0644  3  - 

9  91  6  4 
j  2  1 3  1 2 

r 出 出 申出 出 
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民 16:42 
ケ裁 6:21 
王 I  18:38 
代 I  21:26 


レビ 9：19—10：10 


天からの 火が ナダ ブとア ビフを 殺す 
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19 雄牛の 脂肪 部分と 雄 羊の 脂 尾， また 
脂肪の 覆いと 腎臓， および 肝臓の 付属 
について は， 20 彼らは その 脂肪 部 

ぶん  むね  お （ゥ） 

分を 胸の 部分の 上に 置き， そのの ち 彼 
は その 脂肪 部分を 祭壇の 上で 焼いて 煙 
にした。 21 しかし その 胸と 右 脚を ア 
ロ ンは エホバの 前に 揺り動かして 振 揺 
の 捧げ物と し， モー セが 命じた とおり 
に した。 

22 その後 ア ロンは 民の ほうに 両手 
を 挙げて 彼らを 祝福し， 罪の 捧げ物と 
焼燔の 捧げ物と 共 与の 犠牲と を ささげ 
[終えて] 下りて 来た。 23 最後に モー 
セと ア ロンは 会見の 天幕の 中に 入り， 
また 出て 来て 民を 祝福した。 

その 時， エホバの 栄光が 民の すべて 
に 現われ， 24 エホバの 前から 火が 出 
て， 

とを 焼き 尽くして いった。 これを 見て， 
民の すべては どっと 叫び声を 上げ， ま 
た ひれ 伏す のであった。 

1 後に ア ロンの 子ナ ダブと ア ビフ 
丄 りは， それぞれ I# の M り S& 
手に 取って 持って行き， その 中に 火を 
入れ， その上に 香を 置いた。 そして 彼 
らは 適法で ない 火を エホバの 前に ささ 
げ はじめた。 それは 彼らの ために 規定 
されて いた ものではなかった。 2 す 
ると， 火が エホバの 前から 出て 彼らを 
焼き 尽くし， こうして ふたりは エホバ 
の 前で 死んだ。 3 その 時 モー セは ア t 
ンに 言った， 「これは エホバが 話して 
言われた ことです。 『わたしに 近い 者 
たちの 間で わた しが 神聖な ものと され 
るよう に。 そして， 民す ベての 顔の 前 


W  さいだん じょう しょうはん  ささ  もの  しぼうぶ ぶん 

祭壇 上の 焼 燔の捧 げ 物と 脂肪 部分 


で わた しが 栄光 あ る ものと される よう 
に』」。 そこで ア ロンは 沈黙を 守った。 

4 それで モー セは， ア ロンの おじ 
ウジ エルの 子の ミ シャ エルと エルザ パ 
ンを 呼び， 彼らに こう 言った。 「近く 
に 来て， あなた 方の 兄弟たち を聖 なる 
場所の 前から 宿営の 外に 運び出し なさ 
い」。  5 そこで 彼らは 近くに 来て， ふ 
たり を その 長い 衣の まま 宿営の 外に 運 
び 出し， モー セが 話した とおりに した。 

6 その後 モー セは ア ロン および 彼の 
[残りの] 息子たち である エ レア ザルと 
イタ マルに こう 言った。 「あなた 方の 
頭を 整えない ままで いては いけ ませ 
ん。 あなた 方の 衣を 裂いても なり ませ 
ん。 あなた 方が 死ぬ ことのな いため， 

ぜんしゅう かい たい  いきどお 

また [裡] が 全集 会に 対 して 憤られる こ 
とのない ためです。 しかし， イス ラエ 
ル 全家の あなた 方の 兄弟たち は， エホ 
ノ 《が 焼 き 滅ぼされた ことによ る こ の 焼 
死につ いて 泣き 悲しむ でしょう。 7 で 
すが， あなた 方は 会見の 天幕の 入口 か 
ら出 ては なりません。 死ぬ ことのない 
ためです。 エホバの そそぎ 油が あなた 
方の 上に あるから です」。 それで 彼ら 
は モー セの 言葉の とおりに した。 

8 それから エホバは ア ロンに 話して 
こう 言われた。 9 「あなた も， 共に い 
る あなたの 子ら も， 会見の 天幕に 入る 
ときには， ぶどう酒 や 酔わせる 酒を 飲ん 
ではい けない。 死ぬ ことのない ためで 
ある。 これは あなた 方に とって 代々 定 
めの ない 時に 至る 法令で ある。 10 こ 
のようにす るのは， 聖 なる ものと 俗な 
る もの， 汚れた ものと 清い ものと を 区 


3  31 
49: 3 1  8 

ザハ利 6: : 


7  21 
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183  祭司の 受け 分が 規定され る。 清い 動物と 汚れた 動物  レビ 10：11—11：4 

べつ  (7)  のこ 

別す るた め， 11 また， エホバが モー 第1 〇 章 は 残された ア ロンの 子ら のエ レア ザル 
セを 通して 話した すべての 規定を イス と イタ マルに 対し 憤然として 言った， 

おし  顧  がた  つみ  ささ  もの 

ラエルの 子ら に 教える ためで ある」。  _  17 「どうして あなた 方は 罪の 捧げ物を 

12 その後 モー セは ア ロン および 残さ  聖 なる 場所で 食べなかった のです か。 

むすこ  犬 八 g*g  きわ 

れた その 息子たち である エ レア ザルと  ヱ レ 18:18 それは 極めて 聖 なる もので あり， あな 

はな  マラ 2:7  しゅうかい  たい  せ  お 

イタ マルに こう 話した。 「エホバへの  た 方が 集会のと がに 対する 責めを 負い， 

火に よる 捧げ物の うちから 後に 残った Itf ふ 6 彼らの ために エホバの 前で 贖罪を 行な 
穀物の 捧げ物を 取り， 無 酵母の まま そ T  ,  p,  91 „ うように と あなた 方に 賜わった ものな 

さいだん ちか  た  エレ ヒ 21:22  【ィ）  ち 

れを 祭壇の 近くで 食べなさい。 それは  のです。 18 見なさい， その 血は， 中 

きわ  せい  （エ）  オ レビ 6:26  せい  ばしょ  たず さ  い 

極めて 聖 なる もの だからです。 13 そ  a i8：io の聖 なる 場所に 携え 入れられ てはい ま 

がた  せい  ばしょ  た  [ウ）  めい 

れ であな た 方は それを 聖 なる 場所で 食 ヵレビ 22:13 せん。 わたしが 命じられた とおり， あ 
ベなければ なりません。 それは， エホ なた 方は それを 間違いな く聖 なる 場所 

ささ もの  +  *  29:26  た  M 

パへの 火に よる 捧げ物の うちから あな  ^  で 食べて いるべき でした」。 19 これ 

たに あてがわれる 分， また あなたの 子  ^ l8：U  に 対し ア ロンは モー セに こう 話した。 

きょう かれ  じ ぶん 

ら にあて がわれ る 分で あるから です。 ク レビ7:34  「見て ください， 今日 彼らは 自分たち 

めい  つみ  ささ  もの  しょうはん 

わた しは そのよう に 命じられた のです。 ヶ レビ 8:29 の 罪の 捧げ物と 焼燔の 捧げ物を エホバ 

がた  民 18:18  まえ  [7t) 

14 また あなた 方， すなわち あなた およ  の 前に ささげました。 それな のに この 

び 共に いる あな たの 息子と 娘たち は， 3  31 9:13 よう な 事が わた しに 降り 懸か っ てきて 

しんよう  ささ  もの  むね (キ） しんせい  ぶん  _ 

振 揺の 捧げ物の 胸と 神聖な 分と しての サ^は います。 わたしが 今日 その 罪の 捧げ物 

脚を 清い 場所で 食べます。 それらは， - を 食べて いたなら， それで エホバの 目 

イスラ エルの 子ら の 共 与の 犠牲の 中 か  に は 満足な ことだった のでしょう か」。 

アレビ 6:26  き  とき 

ら あなたに あてがわれる 分， また あな  ^：^2〇  20 これを 聞いた 時， モー セの 目には そ 
たの子ら にあて がわれ る 分と して 与え  れで 満足であった。 

かれ  しんよう  イ出 28:38 

られ ている からです。 15 彼らは 振 揺  S 18:1 *11 それから エホバは モー セと アロ 
の 捧げ物を エホバの 前に 揺り動か すた  ぼ9  ンに 話して 言われた， 2 「イス 

め， 神聖な 分と しての 脚と 振 揺の 捧げ  ^192?24 ラエルの 子ら に 話して こう 言いなさい。 

M  むね  し  ち  けもの 

物の 胸を， 火に よる 捧げ物と しての 脂 .6.30 『これは 地に いるすべ ての 獣の うちあな 

ぼうぶ ぶん  そ  たず さ  き  がた  た  い  もの  [キ） 

肪 部分に 添えて 携えて 来ます。 それは  た 方が 食べて よい 生き物で ある。 3 す 

さ だ  とき  いた  エ レビ 6:26  けもの  わ 

定めの ない 時に 至る まで， あなた およ  なわち， 獣のう ち， ひづめが 分かれて 

び 共に いる あなたの 子ら のために あて ^  ^  9；?2 いて その ひづめが 裂け目を なし， しか 

[コ）  めい  はん  い  もの 

がわれ る 分と なる のです。 エホバが 命 . , „q も 反すう する すべての 生き物， それが 

刀 レ ヒ り9  がた た  [ク） 

じられ たと おりです」。  - あなた 方の 食べて よい ものである。 

16 さて モー セは 罪の 捧げ物の やぎ  4 「『しかし， 反すう する もの やひ づ 

をく まなく 捜した。 すると， 見よ， そ ヱゼ 4:14 めが 分かれて いるもの でも， これは あ 

や  かれ  がた  た 

れは 焼かれて しまって いた。 それで 彼 ク_14:6  なた 方が 食べて はならない ものである。 
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がひづ めが 分かれて L ヽな いもの だから 
である。 それは あなた 方に とって 汚れ 
たもので ある。  5 また， 岩 だぬ き， こ 
れは 反すう する ものであるが， ひづめ 
が 分かれて いないから である。 それは 
あなた 方に とって 汚れた ものである。 
6 また， 野う さぎ， これは 反すう する も 
ので あるが， 分かれた ひづめを 持って 
いないから である。 それは あなた 方に 
とって 汚れた ものである。 7 そして， 
豚， これは， ひづめが 分かれて いて そ 
の ひづめが 裂け目を なして いるもので 
あるが， それは 反すう しないから であ 
る。 それは あなた 方に とって 汚れた も 
ので ある。  8 あなた 方は これらの も 
のの 肉を いっさい 食べて はならず， そ 
の 死体に 触れても ならない。 これらは 
あなた 方に とって 汚れた ものである。 

9 「『これは 水の 中に いる あらゆる も 
のの うちあな た 方が 食べて よい もので 
ある。 すなわち， 水の 中， 海の 中， 奔 
流の 中に いるもので， ひれと うろこの 
あるす ベての もの， それを あなた 方は 
食べて よい。 10 そして， 水に 群がる 
すべての 生き物 また 水の 中に いるすべ 
ての 生きた 魂のう ち， すべて 海 や 奔流 
の 中に いて ひれと うろこの ない もの， 
これら は あなた 方に とっ て 忌み嫌う ベ 
きもので ある。 11 実に， それらは あ 
なた 方に とっ て 忌み嫌 うべき ものと な 
る。 あなた 方は その 肉を いっさい 食べ 
ては ならない。 そして， その 死体 も 忌 
み 嫌うべき である。 12 水の 中に いて 
ひれと うろこの ない ものは 皆， あなた 
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方に とっ て 忌み嫌うべき ものである。 

13 「『また， これらは 飛ぶ 生き物の 
うちあな た 方が 忌み嫌 うべき もので あ 

(7)  た 

る。 それらを 食べて はいけ ない。 それ 
は 忌み嫌うべき ものである。 すな わ 
ち， 鷲 •みさ ご •  くろ はげわし， 14 あ 
かとび •  くろと びの 類， 15 すべて 渡 
り がらすの 類， 16 だちょう •ふくろ 
う- かもめ • はやぶさの 類， 17 小さ 
いふくろう •鵜 • とらふず く， 18 白 
鳥. ペリカン. はげわし， 19 こうの 
とり， さぎの 類， やつが しら •こう も 
り。 20 翼が あって 四つ ばいで 進む 群 
がる 生き物は 皆 あなた 方に とっ て 忌み 
嫌うべき ものである。 

21 「『ただし， 翼が あって 四つ ばいで 
進む 群がる 生き物す ベての うち， これは 
あなた 方が 食べて よい ものである。 す 
なわち， 足の 上に 跳ぶ ための 脚が あっ 
て， それで 地を 跳ぶ もの。 22 それら 
のうち あなた 方が 食べて よいのは これ 
ら である。 すなわち， 移住い なごの 類， 

しょくよう  （サ 1  [シ） 

食用 いなごの 類， こおろ ぎの 類， ばった 
の 類。 23 そして， 翼が あって 四つの 
脚を 持つ 他の 群がる 生き物 すべては あ 
なた 方に とっ て 忌み嫌う ベ i もので あ 
る。  24 ゆえに， それらに よって あな 
た 方は 自分の 身を 汚す ことになる。 す 
ベて その 死体に 奋れた 者は 夕方まで 汚 
れた 者と なる。  25 また， すべて その 
死体を 運んだ 者は 自分の 衣を 洗う。 そ 
の 者は 夕方まで 汚れた 者と される こと 
になる。 

26 「『どんな 獣に せよ， ひづめが 分か 
れ ていても 裂け目を なして おらず， 反 
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すう しない もの， それは あなた 方に とっ 第11 章 食べ物で も その上に それからの 水が 掛 
て 汚れた ものである。 すべて それに 触 7 * 14:8  かるなら， それは れ たものと なる。 ま 
れた 者は 汚れた 者と なる。 27 四つ ば  た， 飲んで よい どんな 飲み物が どのよ 

いで 歩く あらゆる 生き物の うちかぎ づ ^  5：2 うな 器に 入って いる 場合で も， それは 

めの ある 足で 歩く すべての 生き物， そ  汚れた ものと なる。 35 こうして， そ 

れは あなた 方に とって 汚れた もので あ  の 上に これらの いずれ かの 死体が 落ち 

る。 すべて その 死体に 触れた 者は 夕方  た 物は すべて 汚れた ものと なる。 かま 

エへブ 9:10  だい  う 

まで 汚れた 者と なる。 28 また， その  どに せよ， かめの 台に せよ， それは 打ち 

死体を 運んだ 者は 自分の 衣を 洗う。 そ 17 壊されるべき である。 それらは 汚れた 

ゆうがた  けが  オイ ザ 66:17  がた 

の 者は 夕方まで 汚れた 者と される こと  もので あり， あなた 方に とって 汚れた 

がた  いずみ  た 

になる。 それらは あなた 方に とって 汚 ビ 22:5 ものと なる。 36 ただ 泉と 水を 溜めた 
れ たもので ある。  * 14：19 坑 だけは 引き続き 清い とされる が， だ 

29 「『また， これは 地に 群がる 群が  れ でも その 死体に 触れる 者は みな 汚れ 

い  もの  がた  けが  キ レビ 11:24 

る 生き物の うちあな た 方に とって 汚れ  る ことになる。 37 また， まかれる は 

たもので ある。 もぐらね ずみ • とびね  ずの 何 かの 植物の 種の 上に それらの い 

ずみ • とかげの 類，  30 ひろ あしや も  ずれ かの 死体が 落ちる ことがあっても， 

り •大 とかげ •いもり •すなと かげ •  ^fJ21;14 それは 清い。 38 しかし， 種に 水が 掛 

むら‘  したい 

カメレオン。  31 これらは あらゆる 群  けられて いて， その上に それらの 死体 

がる 生き物の うちあな た 方に とって 汚 3fj  37 :34 の 何 かが 落ちた 4 合で あれば， それは 
れ たもので ある。 すべて それの 死んで  あなた 方に とって 汚れた ものである。 

いるものに 触れた 者は 夕方まで 汚れた サ レビ 6:28  39 「『さて， あなた 方の， 食用の 獣の 

者と なる。  いずれ かが 死んだ 場合， その 死体に 触 

なに  もの  ゆうがた  けが  (7) 

32 「『さて， 何に せよ その上に これら、、 、、  れる 者は 夕方まで 汚れる ことになる。 

のい ずれ かが 死んだ 状態で 落ちる こと  ィザ3 Q:14  40 また， その 死体の 何 かを 食べた 者 
が あるなら， 何 かの 木の 器で あれ， 衣， は 自分の 衣を 洗う。 その 者は 夕方まで 

かわ [ヶ】 あらぬ の (コ 1  けが  けが 

皮， 粗布で あれ， それは 汚れた ものと ァレビ 11:24 汚れた 者と されなければ ならない。 そ 
なる。 どんな 器に せよ 何 かの 事に 用い  R 19:16 の 死体を 運び去った 者は 自分の 衣を 洗 
られる ものは 水の 中に 漬けられる。 そ  う。 その 者は 夕方まで 汚れた 者と され 

れは 夕方までは 汚れた ものと されな け ^  ^  ^ なければ ならない。 41 また， 地に 群が 
れ ばなら ない が， その後は 清い ものと  !^44a4 るすべ ての 群がる 生き物は 忌み嫌う ベ 

うつわ (サ j  エゼ 44:31  [ゥ）  た 

される 0  33 どんな 土の 器に しても そ  ^ 10:13 きもので ある 。それを 食べて はなら な 

の 中に これらの いずれ かが 落ちる こと  い。 42 地に 群がる すべての 群がる 生 

が あるなら， その 中の 物は すべて 汚れ ヴ レビ11 :21 き 物のう ち， すべて 腹 ばいで 進む もの， 
たものと なる。 そして， あなた 方は そ  また 四つ ばい もしくは 多くの 足で 歩く 

れを 打ち砕く。 34 食べて よい どんな 1 む すべての もの， あなた 方は それを 食べ 
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ては ならない。 それらは 忌み嫌うべき 
もの だからで ある。 43 群れを なす 群 
がる 生き物の どれに よっても あなた 方 
の 魂を 忌み嫌うべき ものにし てはいけ 
ない。 それに よって 身を 汚し， それに 
よって まさに 汚れた 者と なって はなら 
ない。 44 わたしは あなた 方の# エホ 
バ だからで ある。 あなた 方は 自分を 神 
聖な ものと し， 聖 なる 者と ならな けれ 
ばなら ない。 わたしは 聖 なる 者 だから 
である。 ゆえに あなた 方は， 地の 上を 
動く 群がる 生き物の どれに よっても 自 
分の 魂を 汚して はならない。 45 わた 
しは エホバで あり， あなた 方を エジプ 
卜の 地から 導き出 して あなた 方の 裡た 
る ことを 示して いる 者な ので ある。 あ 
な た 方 も聖な る 者と ならな ければ なら 
ない。 わたしは 聖 なる 者 だからで ある。 

46 「『これが， 獣， 飛ぶ 生き物， 水の 
中を 動き回る すべての 生きた 魂， また 
地の 上に 群がる あらゆる 魂に 関する 律 
法で あり， 47 汚れた ものと 清い もの， 
また 食べて よい 生き物と 食べて はいけ 
ない 生き物と を 区別す るた めの もので 
ある』」。 

-I  n エホバは さらに モー セに 話して 
H 言われた， 2 「イスラエルの 子 
らに 話して こう 言いなさい。 『女が 胤 
を 宿して 男子を 産んだ 場合， 彼女は 七 
日の あ いだ 汚れた 者と さ れな ければ な 
ら ない。 月経 中の 不浄の 期間と 同じよ 
うに 汚れた 者と なる。  3 そして， ノ V 日 
目に， その子の 包皮の 肉に 割礼が：^ さ 
れ る。 4 さらに 三十 三日の 間， 彼妥は 
浄 めの 血の うちにと どまる。 聖 なる も 


第 11 章 

ア申 14:3 
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第 13 章 


のに いっさい 触れて はいけ ない。 自分 
の浄 めの 日 数が 満ちる ま で聖 なる 場所 

(7) 

に 入っても いけない。 

5 「『さて， もし 女子を 産んだ ので あ 
れ ば， 彼女は 十四日の 間， 月経のと き 
と同じように 汚れた 者と されなければ 
ならない。 さらに 六十 六日の 間， 彼女 
は浄 めの 血 と共にと どまる。  6 次い 

むすこ  むすめ  じ ぶん  きよ 

で， 息子 または 娘の ための 自分の 浄 
めの 日数が 満ちた 時に， 彼女は 若い 雄 
羊， その 一年 目の ものを 焼燔の 捧げ物 
のために， そして 罪の 捧げ物の ために 
若い いえば とか やまばとを， 会見の 天 
幕の 入口へ， 祭司の もとへ 携えて 来る。 
7 そして 彼は それを エホバの 前に ささ 
げ て， 彼女の ために 贖罪を 行なわねば 
ならない。 こうして 彼女は 自分の 血の 
源から 清くなる ので ある。 これが 男 
子 または 女子を 産んだ 者に 関する 律法 
である。 8 しかし， もし 羊を 出す だけ 
の 余裕がない ので あれば， 彼女は 二 羽 
の やまばと または 二 羽の 若い いえば と 
を 持って行く ように。 一羽は 焼 燔の捧 
げ 物の ため， 一羽は 罪の 捧げ物の ため 
である。 そして 祭司は 彼女の ために 贖 
罪を 行なわねば ならない。 こうして 彼 
女は 清くなる ので ある』」。 

-|  Q それから エホバは モー セと アロ 
ンに 碧して こぅ 备 われた。 2 「人 
の 肉の 皮膚に 発疹 または かさぶ たま 
たは 斑紋が 生じ， それが その 肉の 皮膚 

びょう [ク） さいやく 

において まさにら い 病 の 災厄と なっ 
た 場合， その 者は 祭司 ア ロン または 祭 
司で ある その子ら の 一人のと ころへ 連 
れて 来られなければ ならない。  3 そ 
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して 祭司は 肉の 皮膚に ある その 災厄を 第13 章 ねばならない。 10 そして 祭司は 調べ 
よく 見なければ ならない。 その 災厄の ァゴ: だぶ てみ るよう に。 その 皮膚に 白い 発瘆が 
ところの 毛が 白く なって おり， 外見 か  あり， それが 毛を 白く し， 生きた 肉の 

らして その 災厄が 肉の 皮膚より 深 けれ  赤膚が その 発瘆の 中に あれば， 11 そ 

ば， それは らい 病の 災厄で ある。 そし ィ gbi；2$38 れは その 肉の 皮膚に おける 慢性の らい 
て 祭司は それを よく 見て， その 者を 汚  病 である。 祭司は その 者を 汚れて いる 

れ ている と 宣告し な ければ な ら ない。  と 宣告し な ければ なら ない。 その 者を 

4 しかし， もし その 斑紋が 肉の 皮)# に ヴ レビ14 :46 隔離して みなくて よい。 それは 汚れた 
おいて 白く， 外見から して 皮膚より 深  者 だからで ある。 12 さて， らい 病が 

くな く， その 毛 も 白く なって いなけれ  紛れ もな く 皮膚に 発生し， らい 病が そ 

ば， 祭司は その 災厄を 七日の あいだ 隔  の 災厄を 持つ 者の 頭から 足まで その 皮 

離して みるよう に。  5 そして 祭司は  膚の 全面を まさに 覆って， 祭司の 見た 

七日 目に その 者を よく 見なければ なら 才民 目 いっぱい になって いる 場合， 13 祭 

ない。 もし その 災厄が 止まり， その 災 - 司が 見て， らい 病が その 肉 全体を 覆っ 

厄が 皮膚に 広がって いないよ うに 見え 7  '13：3 ているなら， その 災厄を 清い ものと 宣 

るなら， 祭司は その 者を さらに 七日 隔  26:20 言し なければ ならない。 その 全体は 白 

離しなければ ならない。  く なって いる。 その 者は 清い。 14 し 

6 「そして 祭司は 七日 目に その 者を >  かし， 生きた 肉が その 中に 現われる 日 

もう 一度 見る ように。 もし その 災厄が  には， その 者は 汚れた 者と なる。 15 そ 

鈍り， その 災厄が 皮膚に 広がって いな  して 祭司は その 生きた 肉を よく 見て， 

いなら， 祭司は その 者を 清い と 宣言し ゥ^126 心 その 者を 汚れて いると 宣告し なければ 
なければ ならない。 それは かさぶ たで  ならない。 その 生きた 肉は 汚れて いる。 

あった ので ある。 そして， その 者は  それは らい 病で ある。 16 あるいは， 

自分の 衣を 洗って 清くなる ので ある。  その 生きた 肉が 元に 戻って それが 白く 

7 しかし， 浄 めの 立証の ため 祭司の 前  変わった 場合， その 者は 祭司のと ころ 

に 出た 後に その かさぶ たが 紛れ もな く ォ_24:8  に 来る ように。 17 そして 祭司は その 
皮]# に 広がって いるならば， その 者は  者を よく 見る ように。 その 災厄が 白く 

祭司の 前にもう 一度 出なければ ならな  変わって いれば， 祭司は その 災厄を 清 

い。 8 祭司は 調べて みるよう に。 も ^  13:8 いものと 宣言し なければ ならない。 そ 

しその かさぶ たが 皮膚に 広がって いる  の 者は 清い。 

ならば， 祭司は その 者を 汚れて いると キ _5:14  18 「肉に ついては， その 皮膚に はれ 物 
宣告し なければ ならない。 それは らい  ^ 17:14 がで きて それが いえ， 19 その はれ 物の 

びょう  （才）  ところ  はっしん  はくしょく 

病で ある。  所に 白 I ヽ発瘆 また は 赤み がか っ た 白色 

9 「らい 病の 災厄が 人に 生じた 場合， ^  28:27 の 斑紋が できた 場合， その 者は 自分を 
その 者は 祭司のと ころに 連れて来られ  f プぢ 祭司に 見せなければ ならない。 20 そ 
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して 祭司は よく 見る ように。 もし 外見 
からして そこが 皮膚より 低くな り， そ 
の 毛が 白く なって いれば， 祭司は その 
者を 汚れて いると 宣告し なければ なら 
ない。 それは らい 病の 災厄で ある。 そ 
れ ははれ 物の 中に 発生した ので ある。 
21 しかし， 祭司が それを 見て， いま， 
その 中に 白い 毛が なく， しかも 皮)# よ 
り 深くな く， 鈍く なって いるならば， 
祭司は その 者を 七日の あいだ 隔離して 
みるよう に。 22 そして， もし それが 
紛れ もな く 皮膚に 広がるなら， 祭司は 
その 者を 汚れて いると 宣告し なければ 
ならない。 それは 災厄で ある。 23 し 
かし， もし その 所に 斑紋が そのまま あ 
り， それが 広がって いないなら， それ 
ははれ 物の 炎症で ある。 祭司は その 者 
を 清い と 宣言し な ければ な ら ない。 

24 「あるいは， 肉の 皮膚に 火に よ 
る 傷の 跡が でき， その 傷跡の 生肉が 赤 
みがか っ た 白色 もしくは 白色の 斑紋と 
なった i 合， 25 祭司は それを よく 見 
なければ ならない。 もし 毛が その 斑紋 
のと ころで 白く 変わり， 外見から して 
それが 皮膚より 深ければ， それは らい 
病で ある。 それは 傷跡に-生し たので 
あり， 祭司は その 者を 汚れて いると 宣 
告 しなければ ならない。 それは らい 病 
の 災厄で ある。 26 しかし， 祭司が そ 

はんもん 

れを 見て， いま， その 斑紋の 中に 白い 
毛が なく， しかも 皮膚より 低く なって 
いないで 鈍く なって いれば， 祭司は そ 
の 者を 七日の あいだ 隔離して みるよう 
に。 27 そして 祭司は 七日 目に その 者 
をよ く 見る ように。 もし それが 紛れ も 


なく 皮膚に 広がって いれば， 祭司は そ 
の 者を 汚れて いると 宣告し なければ な 
ら ない。 それは らい 病の 災厄で ある。 
28 しかし， 斑紋が その 所に そのまま あ 
り， それが 皮膚に 広がらず 鈍く なって 
いるなら， それは 傷跡に 生じた 発疹で 
ある。 祭司は その 者を 清い と 宣言し な 
ければ ならない。 それは 傷跡の 炎症 だ 
からで ある。 

29 「男 または 女で， その 者の 頭 また 
は あごに 災厄が 生じた 場合， 30 祭司 
は その 災厄を よく 見る ように。 もし 外 
見から して それが 皮膚より 深く， そこ 
の 毛が 黄色くな り， 少なく なって いれ 


と 宣告し なければ ならない。 それは 異 
常な 脱毛 ある。 それは 頭 または あご 
のらい 病で ある。 31 しかし， 祭司が 


異常な 脱毛の 災厄を 見ても， 見よ， 外 
見から して それが 皮膚よ り 深くな く， 
そこに 黒い 毛がない 場合， 祭司は その 
異常な 脱毛の 災厄を 七 日の あ いだ 隔離 
してみ るよう に。 32 そして 祭司は 七 
日 目に その 災厄を よく 見る ように。 も 
し 異常な 脱毛が 広がって おらず， そこ 
に 黄色の 毛が 生じても いないで， その 
異常な 脱毛が 外見から して 皮膚より 深 
くなければ， 33 その 者は 自分の 毛を 
そっても らうよう に。 しかし， 異常な 
脱毛のと ころは そらない。 祭司は その 
異常な 脱毛を 再び 七日 間隔 離して みる 
ように。 

さいし  かめ  いじょう 

34 「そして 祭司は 七日 目に その 異常 
な 脱毛を よく 見る ように。 もし 異常な 
脱毛が 皮膚に 広がって おらず， 外見 か 
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らして それが 皮膚より 深くなければ， 第 口 章 はらい 病人で ある。 それは 汚れた 者で 
祭司は その 者を 清い と 宣言し なければ ある。 その 者は 汚れて いる， と 祭司は 
ならない。 その 者は 自分の I 衣を 洗って  ^  5：13 宣告すべき である。 彼の 災厄は その 頭 
清くなる ので ある。 35 しかし， 浄め ィェ ゼ 22:26 にある。 45 身に 災厄を 持つ らい 病の 
の 立証の 後に その 異常な 脱毛が 皮膚に  者は， その 衣を 裂き， 頭は 整えずに い 

紛れ もな く 広がるならば，  36 祭司は ゥ るべき である。 そして， 口 ひげを 覆っ 

もの  いじょう  だつもう  （ゥ）  けが 

その 者を よく 見る ように。 異常な 脱毛  て， 『汚れて いる， 汚れて いる！』 と 

が 皮膚に 広がって いるなら， 祭司は 黄  Ut'' 13：2 呼ば わるべき である。 46 その 災厄が 

いろ  け  かん  しら  み  あいだ  かれ  けが  もの 

色い 毛に 関して 調べなくても よい。 そ ォ レビ 身に ある 日の 間い つも， 彼は 汚れた 者 
れは 汚れた 者で ある。 37 しかし， 一 である。 彼は 汚れた 者であって， 他 か 
見 して 異常な 脱毛が その ま まに なって，  ら 離れて 住むべき である。 宿営の 外が 

そこに 黒い 毛が 生えて いるなら， 異常 44:23 その 住むべき 所と なる。 

な 脱毛は いえたの である。 その 者は 清 第二 欄  47 「衣に 関しては， らい 病の 災厄が 

さいし  せんげん  しょう  ばあい  ようもう 

い。 祭司は その 者を 清い と 宣言し なけ ァサ11.1 む9 それに 生じる 場合， それが 羊毛の 衣で 

[ゥ）  XX  あま  あま  ようもう  たて 

れ ばなら ない。  も 亜麻の 衣で も， 48 亜麻 や 羊毛の 縦 

38 「男 または 女で， その 肉の 皮膚に ^  u|  2mo 糸で も 横糸で も， また 皮で も 皮で こし 
斑紋， すなわち 白い 斑紋が できた 場合，  らえ たどんな 物であって も， 49 そし 

さいし (才） しら  ウエゼ 24:17  きみ どり  さいやく 

39 祭司は 調べて みるよう に。 もし そ  ミヵ w  て 黄緑の または 赤みがかった 災厄が そ 

にく  ひふ  はんもん  にぶ はくしょく  ころも かわ たていと よこいと  なん 

の 肉の 皮膚に ある 斑紋が 鈍い 白色で あ の 衣， 皮， 縦糸， 横糸， また 何で あれ 皮の 

がい  はっしん  ^  ^  しな しょう  ばあい  びょう 

れ ば， それは 害の ない 発疹で ある。 そ  品に 生じた 場合， それは らい 病の 災厄 

れは 皮膚に 生じた ので ある。 その 者は であり， 祭司に 見せなければ ならない。 

きよ  王 n  7:3  さいし [ク 1  さいやく 

清い。  26:21 50 そして 祭司は その 災厄を 見て， その 

40 「男で， その 頭が はげて くる 場 t 13:5_ 災厄を 七日の あいだ 隔離して みるよう 
合， それは はげで ある。 その 者は 清い。 レビ13:59 に。 51 七日 目に その 災厄を 見て， そ 

あたま  しょうめん  ころも  たていと  よこいと [コ） 

41 また， その 頭が 上の 正面のと ころ キ創 21:15 の 災厄が 衣， 縦糸， 横糸， また どんな 

ひたい  レビ 13:53  ようと  かわ  もち 

ではげ てく るなら， それは 額 はげで あ マル2:22 用途に せよ 皮が 用いられ ている その 皮 
る。 その 者は 清い。 42 しかし， 赤み  に 広がって いるのを [見る] ならば， そ 

はくしょく さいやく あたま いただき ひたい  クン ビ、 あくせい  びょう (サ 1 

がかった 白色の 災厄が 頭の 頂 や 額のは ヰ 44:23 の 災厄は 悪性の らい 病で ある。 それは 

ばあい  びょう  けが  かれ 

げに できる 場合， それは らい 病で あり， ヶ レビ 13:4 汚れた ものである。 52 それで 彼は そ 

はっせい  ころも ようもう  あ ま [シ） たていと 

頭の 頂 または 額の はげに 発生した ので  の 衣， 羊毛 あるいは 亜麻の 縦糸 もしく 

さいし (キ】  もの  コ レビ 13 :58  よこいと  なに  さいやく  しょう 

ある。 43 そして 祭司は その 者を よく  は 横糸， また 何に せよ その 災厄の 生じ 

あたま いただき  ひたい  かわ  しな  や  す 

見る ように。 もし その 頭の 頂 または 額 サレ ei4:44 た 皮の 品を 焼き捨てなければ ならない。 

はくしょく  さいやく  あくせい [ス）  びょう 

のはげ に 赤みがかった 白色の 災厄に よ 、ffi28:39 それは 悪性の らい 病 だからで ある。 そ 
る 発疹が あって， 肉の 皮膚 におけるら  *  39:28 れは 火の 中で 焼かれるべき である。 

びょう  がいけん  に  もの  さいし  しら 

い 病の 外見に 似て いれば， 44 その 者 ス レビ 14:44  53 「しかし， 祭司が 調べて みて， い 
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ま， その 衣， 縦糸， 横糸， また 何に せ 第13 章 は 祭司の もとに 連れて来られなければ 
よ 皮の 品に その 災厄が 広がって いない 7Jj2m4 ならない。 3 また， 祭司は 宿営の 外 
なら，  54 祭司は その 災厄の 生じて い  S10 に 出て 行かねば ならない。 そして 祭司 

る 物を 洗うよう に 命じ， それを 再び 七 ^  13-48 はよ く 見る ように。 もしら い 病の 災厄 

日間 隔離して みるよう に。 55 そして  がその らい 病の 者から いえて いるなら 

祭司は 洗い落とした 後の その 災厄を 見 13:52 ば， 4 祭司は 命令を 出す ように。 そ 
るよう に。 もし その 災厄が 見かけを 変 ェ レビ は47 の 者は， 自分の 清めの ために， 生き 
えてい ないなら， その 災厄が 広がって  た 清い 鳥 二 羽と， 杉材と， えんじむ 

けが  身^  14 早  ひいろ  もの 闭  [力）  も  ゆ 

はいなくても， それは 汚れた もので あ 才^、 13:2 し緋 色の 物と， ヒソプ を 持って行かね 

る。 あなたは それを 火の 中で 焼くべき - ばなら ない。  5 そして 祭司は 命令を 

である。 それは， その 下側で も 外側で  出す ように。 一方の 鳥は， 土の 器の 

き  ひく  かしょ  7 マル l:f4  なが  w  ころ 

もす り 切れて 低く なった 箇所で ある。  中， 流れる 水の 上で 殺されねば ならな 

56 「しかし， 祭司が 調べて みて， い ィルヵ 7:22 い。 6 生きて いる ほうの 鳥に ついて 
ま， その 災厄が 洗い落とされた 後に 鈍 ル  は， 彼は それを， そして 杉材と えんじ 
く なって いるならば， そこを その 衣 ま ゥ むし 緋 色の 物と ヒソプ とを 手に 取る ベ 
た 皮， 縦糸， 横糸から ちぎり 取る よう  14:49 きで ある。 そして， それらと その 生き 
に 0  57 しかしながら， もし それが， そ I 民 19:6  ている 鳥と を， 流れて いる 水の 上で 殺 

の 衣， 縦糸， 横糸， また 何に せよ 皮の  した 鳥の 血に 浸す ように。 7 次いで 

品に 依然 現われるなら， それが 発生し  それを， らい 病から 身を 清めて いる 者 

ている ので ある。 その 災厄の 起きて い に 七 回は ね 掛け， こうして 後に その 者 
る 物が 何で あれ， 火の 中で 焼くべき で  i/Ss を 清い と 宣言し なければ ならない。 ま 

(ゥ）  あら ころも たていと  よこ  詩 51:7  い  とり  のはら  はな 

ある。 58 あなたが 洗う 衣， 縦糸， 横  た， 生きて いる ほうの 鳥を 野原に 放つ 

糸， また 何に せよ 皮の 品に ついては， そ キ; ように。 

の 災厄が 消えた ときに， それを もう 一  8 「そして， 身を 清めて いる 者は 自分 

ど  ク王 n  5:10  ころも あら トン）  け  お 

度 洗わねば ならない。 こうして それは  の 衣を 洗い， すべての 毛を そり 落とし， 

清くなる ので ある。  〃ヘプ9 :13 水を 浴びなければ ならない。 こうして 

59 「これが， 羊毛 または 亜麻の 衣， 縦 コ^ »13:23 清くなる ので ある。 その後に 宿営の 中 
糸 や 横糸， また 何に せよ 皮の 品に おけ  。  に 入って よい。 だが， 彼は 七日の あい 

るら い 病の 災厄に 関する 律法で あり， ^ 103:12 だ 自分の 天幕の 外に 住まねば ならない。 
それを 清い と 宣言し， あるいは 汚れて 、>ptfl3:6  9 そして， その 七日 目に なったら， 頭と 

いると 宣告す るた めの ものである」。  あごと まゆの 毛を すべて そり 落とす の 

1 A エホバは 引き続き モー セに 話 ス>^15:6 である。 まさに， そのす ベての 毛を そり 
*  してこう 言われた。  2 「これ セ 落とすべき である。 また， 自分の 衣を 洗 
は， らい 病人が 自分の 浄 めを 立証す  R 12:15 い， その 身に 水を 浴びなければ ならない。 
る 日に 関する 律法と なる。 そのと き 彼 'ノレ ビ13:33 こうして その 者は 清くなる ので ある。 
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か め (ア）  もの  さいし  あぶら 

10 「そして 八日 目に， その 者は， き 第 w 章 18 そして， 祭司の 手のひら にある 油の 
ずの ない 若い 雄 羊 二 頭と， きずの ない 7 ぼ15 :14 あとの 残りは， 身を 清めて いる 者の 頭 
雌の 子羊， その 一年 目の もの 一頭， ま 〇  に 付ける。 こうして 祭司は その 者の た 

あぶら  しめ  こくもつ  ささ  もの (ゥ ）  じょう  " まえ  しょくざい [ア） おこ 

た 油で 湿らせた 穀物の 捧げ物と して 上 ェマ ル 1:44 めに エホバの 前で 贖罪を 行なわね ばな 
等の 麦粉 十分の 三エ ファと， 油 ー ログ ォ; ら ない。 

も  ゆ [エ）  かれきよ  ^  つ  さいしつみ  ささ  もの 

を 持って行く。 11 そして， 彼を 清い ヵレビ 14:24 19 「次いで 祭司は 罪の 捧げ物 もさ さ 

もの  せんげん  さいし  み  M  ふじょう  み  きよ  もの 

者と 宣言す る 祭司は， 身を 清めて いる **t?9；24o げ て， 不浄から 身を 清めて いる 者の た 
その 人と それらの 物と を， 会見の 天幕  R8：11  めに 贖罪を 行なわねば ならない。 その 

いりぐち  まえ  さ  ク レビ 1:11  のち  しょう はん 

の 入口で エホバの 前に 差し出す よう  レビ4:4  後に 焼燔の 捧げ物を ほふる。 20 そし 

さいし  いっぽう  わか  おひつじ  レビ 6:25  さいし  しょうはん ささ  もの  こくもつ 

に。 12 そして 祭司は 一方の 若い 雄 羊 ^ut.7:6 て 祭司は その 焼燔の 捧げ物と 穀物の 捧 

と  ざいか  ささ  もの (才）  [ゥ）  さいだん 

を 取り， それを 罪科の 捧げ物と して ー コレ ビ 2:3 げ 物を 祭壇の 上に ささげ， こうして 祭 
ログの 油と 共に ささげ， それらを 振 揺 ラ パ 巧 8 司は その 者の ために 贖罪を 行なわねば 

W  まえ  ゆう ご  *  [才）  きよ  （力] 

の 捧げ物と して エホバの 前に 揺り動か サ *  29:20 ならない 0 その 者は 清くなる ので ある。 

つ  わか  おひつじ  たちば  ひく  もの (キ） 

すよう に。 13 次いで， その 若い 雄 羊 シ 21 「しかしながら， 立場の 低い 者で 

つみ  ささ  もの  しょうはん  ’  じゅうぶん しりょく  （ク） 

を， 罪の 捧げ物 や 焼燔の 捧げ物が いつ スレビ 4:6 十分の 資力がない ので あれば， その 者 
も ほふられる 場所， すなわち 聖 なる 場 tut.8  24 は， 自分の 贖罪を する ため， 振 揺の 捧 

[ヶ 1  おな  ^  8:24  もの  ざいか  わか お 

所で ほふる ように。 罪の 捧げ物と 同じ - げ 物にする 罪科の 捧げ物と して 若い 雄 

ように， 罪科の 捧げ物 も 祭司に 属する  羊を 一頭， また 穀物の 捧げ物と して 油 

1 コ 1  きわ  'レビ 6:7  しめ  じょうとう むぎこ  ぶん 

からで ある。 それは 極めて 聖 なる もの  ； ^ で 湿らせた 上等の 麦粉 十分のー エ ファ 
である 0  ィ レビ 5:6 と， 油 ー ログと を 持って行 くように 0 

14 「そして 祭司は その 罪科の 捧げ物 ゥば 以1()  22 さらに， その 資力に したがって やま 
の 血を 幾らか 取る ように。 祭司は それ  R15：4  ばと 二 羽 か 若い いえば と 二 羽を [持っ 

み  きよ  もの  エ レビ 4:26  ゆ  いっぽう  つみ  ささ  もの  たほう 

を， 身を 清めて いる 者の 右の 耳た ぶと， レビ^^0 て 行き]， その 一方を 罪の 捧げ物， 他方 
右手の 親指と， 右足の 親指に 付けねば ォマタ 8:4 を 焼燔の 捧げ物と する ように。 23 そ 

(サ）  つ  さいし  （シ）  ルカ 5:14  か め （コ）  じぶん  きよ  りっしょう 

ならない。 15 次いで 祭司は ー ログの  れで 八日 目に， 自分の 浄 めの 立証の た 

あぶら  いく  と  ^  Ul- 14：9  け）  かいけん  てんまく  いりぐち  さいし 

油から その 幾らかを 取り， それを 祭司 キ 詩72:13 め， それらを 会見の 天幕の 入口の 祭司 
の 左の 手のひらに 注ぐ ように 0 16 そ  歳22:2  の もとに， エホバの 前に 携えて 行かね 

さいし  じぶん  ゆび  ルカ 6:20 

して 祭司は， 自分の 右の 指を 左の 手の ^  5:7 ばなら ない。 

あぶら  ひた  いく  1 ノレ、 19- »  つ  さいし  ざいか  ささ  もの (ス] わか 

ひらに ある 油に 浸し， その 油の 幾らか  24 「次いで 祭司は 罪科の 捧げ物の 若 

まえ  かい  か  ケレヒ 1:14  おひつじ  あぶら  と 

を 指で エホバの 前に 七 回は ね 掛ける よ 。ぼ 15:13 い 雄 羊と ー ログの 油を 取る ように。 祭 
うに。 17 そして， その 手のひら にあ  司は それらを 振 揺の 捧げ物と して エ 

あぶら のこ  さいし  いく  まえ  ゆ  うご  m 

る 油の 残りに ついては， 祭司は その 幾 サ ば:； 以 ホバの 前に 揺り動かさねば ならない。 
ら かを， 身を 清めて いる 者の 右の 耳た シ レビ i4:11 25 次いで 罪科の 捧げ物の その 若い 雄 

おやゆび  ひつじ  さいし 

ぶと， 右手の 親指と， 右足の 親指に， つ ス ば㈡ 羊を ほふる ように。 祭司は その 罪科の 

ざいか  ささ  ものち  つ  M  ’  ちいく  と  み 

まり 罪科の 捧げ物の 血の 上に 付ける。 14:12 捧げ物の 血を 幾らか 取り， それを 身を 
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清めて いる 者の 右の 耳た ぶと， 右手の 
親指と， 右足の 親指に 付けねば ならな 
い。 26 また 祭司は， 油の 幾らかを 祭 
司の 左の 手のひらに 注ぐ。 27 そして 
祭司は 左の 手のひら にある 油の 幾らか 
を 右の 指で エホバの 前に 七 回は ね 掛け 
るよう に。 28 次いで 祭司は 自分の 手 
の ひらに ある 油の 幾らかを， 身を 清め 
ている 者の 右の 耳た ぶと， 右手の 親指 
と， 右足の 親指に， つま り 罪科の 捧げ物 
の 血のと ころに 付ける ように。  29 そ 
して， 祭司の 手のひら にある 油の あと 
の 残りは， 身を 清めて いる 者の 頭に 付 
ける。 その 者の ために エホバの 前で 贖 
罪を 行なうた めで ある。 

30 「次いで 彼は， その 者の 資力に よ 
る やまばと もしくは 若い いえば との 一 
羽， 31 すなわち その 者の 資力が 達し 
得た ものの 一方を 罪の 捧げ物， 他方を 
焼燔の 捧げ物と して， 穀物の 捧げ物と 
共に ささけ るよう に。 こうして 祭司は 
身を 清めて いる 者の ために エホバの 前 
で 贖罪を 行なわねば ならない。 

32 「これが， その 身に らい 病の 災厄 
が あった 者で， 自分の 浄 めの 立証の 際 
に そのための 資力がない 者の ための 律 
法で ある」。 

33 それから エホバは モー セと ア ロン 
に 話して こう 言われた。 34 「あなた 方 
が カナンの 地に， すなわち 所有地と し 
てわた しが 与える 所 に 入り， あなた 方 
の 所有す る その 地の 家に わたしが らい 
病の 災厄を 臨ませた ^ 合， 35 その 家 
の 持ち主は 来て 祭司に 告げ， 『災厄の 
ような ものが わた しの 家の 中に 現われ 


第 14 章 

アレビ 8:23 


第二 欄 

ア民 12:15 


オ レビ 13:51 


ました』 と 言わねば ならない。  36 そ 
のとき 祭司は 命令を 出し， その 者たち 
は 祭司が その 災厄を 見ようと して 入っ 
て 来る 以前に その 家の 中を 空に しなけ 
れ ばなら ない。 彼が その 家に あるす ベ 
ての 物を 汚れて いると 宣告す る ことの 
ないた めで ある。 その後に 祭司は その 
家を 見る ために 入る。 37 その 災厄を 
見た とき ，その 災厄が 家の 壁に あって， 
黄緑の または 赤みがかったく ぼみ が あ 
り， その外 見から して 壁の 表面より 低 
く なって いれば， 38 祭司は 家を 出て 
その 家の 入口に 行き， その 家を 七日の 
あ いだ 隔離し な ければ な ら ない。 

39 「そして 祭司は 七日 目に また 行っ 
て 調べて みるよう に。 もし その 災厄が 
家の 壁に 広がって いれば， 40 祭司は 
茶%' を 出し， その 者たち は 災厄の 生じ 
ている 石を はぎ取り， それを 市の 外の 
汚れた 場所に 捨てる ように。 41 また 
彼は その 家の 内側を すっかり けずり 取 
ら せ， その 者たち ははが し 取った その 
粘土 モルタルを 市の 外の 汚れた 場所に 
注ぎ 出す ように。 42 次いで 彼らは ほ 
かの 石を 持って来て， さきの 石の 所に 
それを はめ込む ように。 また 彼は 別の 
粘土 モルタルを 持って来させて， その 
家に 塗り付けさせる ように。 

43 「だが， もし その 災厄が 再び 生じ， 
石を はぎ取った 後， 家からは がし 取っ 
て 壁土を 塗り付けた 後に も それが その 
家に 発生す るなら ば， 44 祭司は 中に 
入って 調べて みるよう に。 もし その 災 
厄が 家に 広がって いるなら， それは そ 
の 家に おける 悪、 性の らい 病で ある。 そ 
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けが  かれ  じょう だつもう [ァ）  ころも W いえ  びょう 

れは 汚れて いる。 45 それで 彼は その 第 M 章 常な 脱毛， 55 衣 や 家の らい 病， 56 ま 
石と 材木 また その 家の すべての 粘土 モ 7  ~ 14:41 た， 発瘆， かさぶ た， 斑紋に 関する 律 
ルタ ル もろとも その 家を 取り壊させ， <UlM4:3° 法で あり， 57 どんな 場合に それが 
それを 市の 外の 汚れた 場所に 運び出さ ^  !b；84 れ ている か， どんな 場合に 清い かにつ 

(7)  いえ  レビ 17:15  しじ  (1) 

せねば ならない。 46 しかし， その 家  ^'22:6 いて 指示す るた めの ものである。 これ 

かくり  きかん ちゅう [ィ）  もの  ^ 1 W  びょうかん  りっぽう  [才） 

を 隔離して いる 期間 中に そこに 入る 者 IUIM1:25 がらい 病に 関する 律法で ある」。 
がいれば， その 者は 夕方まで 汚れる こ  ^  !b：5 1, エホバは 引き続き モー セと ァロ 

(ゥ1  いえ ね もの  民 8:7  I  はな  い 

とになる。 47 また， その 家で 寝た 者  ンに 話して こう 言われた。 2 「 イ 

じぶん ころも あら  W  オ レビ 14:3  はな 

は 自分の 衣を 洗うべき である。 その 家  *  32:39 スラ エルの 子ら に 話しなさい。 あなた 
で 食事を した 者 も 自分の 衣を 洗うべき ヵレビ1:14 方は 彼らに こう 言うよう に。 『だれで 
である。  キ g ぶ:4 も 男が 生殖器からの 漏出を 起こして 

さいし  たし  ばあい  ろうしゅつ ぶつ  けが 

48 「しかしながら， 祭司が 確かに やっ クへブ 9:19 いる 場合， その 漏出 物は 汚れて いる。 
て 来て 調べて みたが， いま， 家に 壁土 ヶ レビ 14:6  3 そして， これは， その 漏出に よる そ 
を 塗り付けた 後 その 災厄が 家に 広が っ コ出 12:22 の 者の 汚れと なる。 すなわち， 生殖器 

きよ  民 19:18  ろうし! ♦つぶつな が 

ていない ならば， 祭司は その 家を 清い  に 漏出 物が 流れた としても， あるいは 

せんげん  m  51-7 

と 宣言し なければ ならない。 その 災厄 ^  14：7 生殖器が 漏出 物の ために ふさがれ てい 

はいえ たからで ある 0  49 次いで， そ シへブ 9:13 て も， それは その 者の 汚れで ある 0 

の 家を 罪から 浄 める ために， 彼は 二 羽  1：2  4 「『漏出の 起きて いる 者が 横たわ っ 

の 篡 と fe 材と えんじむ し緋 色の 物と ヒ ス^ 以。 た 寝床は すべて 汚れた ものと なり， そ 

と  いっぽう  へブ 2:17  すわ  しなもの 

ソプを 取る ように。 50 そして， 一方# の 者が 上に 座った 品物 もみな 汚れた も 

とり  うつわ  なが  ^ 13:59  かれ ねどこ ふ 

の 鳥を， 土の 器の 中， 流れる 水の 上で - のとなる。 5 また， 彼の 寝床に 触れ 

殺す ように。 51 次いで， 杉材と ヒソ  た 者は 自分の 衣を 洗うべき である。 そ 

(コ）  ひいろ  もの  い  アレビ 13:30  あ  ゆうがた 

プ とえん じむし 緋 色の 物と 生きて いる  の 者は 水を 浴びなければ ならず， 夕方 

とり  と  ころ  ち  イ レビ 13:47  けが  阁 

ほうの 鳥を 手に 取り， 殺した 鳥の 血と $ 13：2 までは 汚れた 者と される。  6 また， 
流れて いる 水と に それらを 浸し， それ 漏出の 起きて いる 者が 座して いた 物の 
を その 家に 向かって 七 回は ね 掛ける よ  m  44:23 上に 座る 者 も 自分の 衣を 洗うべき であ 
うに。 52 こうして， 鳥の 血と 流れて 4$24:8  る。 その 者は 水を 浴びなければ ならず， 

い  すぎざい  ゆうがた  けが 

いる 水， また 生きた 鳥と 杉材と ヒソプ 第 巧 章 夕方までは 汚れた 者と される 0  7 ま 

ひいろ  もの  いえ  ^  ,  ろうしゅつ  お  もの 【ヶ） にく  ふ 

とえん じむし 緋 色の 物を もって その 家 m:4 た， 漏出の 起きて いる 者の 肉に 触れた 
を 罪から 浄め るので ある。 53 次いで  ^  3:29 者 も 自分の 衣を 洗うべき である。 その 

かれ  い  とり  しそとの  キ レビ 11 :25  あ  ゆうがた 

彼は 生きて いる ほうの 鳥を 市の 外の 野  17：15 者は 水を 浴びなければ ならず， 夕方 ま 

はら  はな  いえ  しょくざい W おこ  けが  （コ）  ろう 

原に 放ち， その 家の ために 贖罪を 行な クィ ザ 1:16 では 汚れた 者と される 0  8 また， 漏 
わねば ならない。 それは 清くなる ので ヶ以 :f4 出の 起きて いる 者が 清い 者に つばを 吐 
ある。  3:29 きかけ たなら， その 場合 その 者は 自分 

54 「これが， すべてら い 病の 災厄， 異 3  ^  Uas の 衣を 洗い， 水を 浴びなければ ならな 
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ゆうがた  けが  ころも かわ 

い。 その 者は 夕方までは 汚れた 者と さ 第15 章 れた 者と される。 17 衣 や 皮で その上 
れ る。 9 また， 漏出の 起きて いる 者 7 m  31:34 に 射精の あった ものは すべて 水で 洗わ 

の  くら (ァ ）  けが  ゆうがた  けが 

が 乗って いた 鞍は すべて 汚れた ものと ^  15:2 ねばならず， 夕方までは 汚れた ものと 

なに  かれ  した  [ァ） 

なる。 10 また， 何に せよ 彼の 下に  される。 

あった 物に 触れた 者は みな 夕方まで 汚 、冗を  18 「『男が 一緒に 寝て 射精を した 女 
れた 者と なる。 それを 運んだ 者は 自分  について 言えば， その ふたりは 水を 浴 

の 衣を 洗う。 その 者は 水を 浴びな けれ で:  32 びなければ ならず， 夕方までは 汚れた 

もの  W 

ばなら ず， 夕方までは 汚れた 者と され  者と される。 

ろうしゅつ  お  もの [ィ）  才 lytj'  l^.g  ろうしゅつ  お 

る。 11 また， 漏出の 起きて いる 者が レビ 14;23 19 「『また， 女に 漏出が 起きて いて， 

ふ  み  ろうしゅつぶ' つ  ち  ばあい W 

手を 水です すがぬ まま 触れた 者は みな  その 身の 漏出 物が 血で ある 場合， その 

自分の 衣を 洗い， 水を 浴びなければ な 者は 七日の あいだ 自分の 月経の 不浄の 

ゆうがた  けが  （才） かのじょ  ふ 

ら ない。 その 者は 夕方まで 汚れた 者と キレビ 1:14 うちにと どまるべき である。 彼女に 触 

ろうしゅつ  お  レビ 14:22  ゆうがた  けが 

される。 12 また， 漏出の 起きて いる 民6: れた 者は みな 夕方まで 汚れた 者と され 
者が 奋れた 土の 器は 打ち砕くべき であ  る。 20 また， 何に せよ 彼女が 月経の 

[ゥ）  [ヱ）  ク レビ：)：/  ふじょう あいだ  ね  もの  けが 

る。 木の 器は すべて 水です すぐべき で  ^  不浄の 間に その上で 寝た 物は 汚れた も 

ある。  のとな り， すべて 彼女が その上に 座っ 

13 「『さて， 漏出の 起きて いた 者が そ ヶぽ; >4 た 物 も 汚れた ものと なる。 21 また， 彼 

の 漏出から 清まった 場合， その 者は 自 - 女の 寝床に 触れた 者は みな 自分の ■衣を 

分の ため， 自分の 浄め のために 七日を  洗うべき である。 その 者は 水を 浴びな 

かぞ  【才）  ころも あら アレ ヒ 11:25  ゆうがた  けが 

数える ように。 そして， 自分の 衣を 洗  ければ ならず， 夕方までは 汚れた 者と 

なが  み  あ  [キ）  なに 

い， 流れる 水を その 身に 浴びなければ ィ出 ^  される。 22 また， 何に せよ その上に 

[力）  かれ  21 …  かのじょ  すわ  しなもの  ふ  もの 

ならない。 こうして 彼は 清くなる ので  彼女が 座って いた 品物に 触れた 者は み 

ある。 14 そして， 八日 目に， その 者 ゥ レビ2 Q:i8 な 自分の 衣を 洗うべき である。 その 者 
は 自分の ために やまばと 二 羽 または 若  ,.1〇〇 は 水を 浴びなければ ならず， 夕方まで 

と  エレ e 12.2  けが  {ク）  ねどこ 

いいえば と 二 羽を 取るべき である。 そ 二:; は は 汚れた 者と される。 23 また， 寝床 

まえ  かいけん  てんまく  いりぐち  た  しなもの  かのじょ  すわ 

して， ェホバの 前， 会見の 天幕の 入口  あるいは 他の 品物の 上に 彼女が 座って 

に 来て， それを 祭司に 渡さねば ならな 才 ぽ； いたなら， それに 触れる ことに よっても 

つ  さいし  いっぽう  ゆうがた  けが  もの 

い。 15 次いで 祭司は それを， 一方は  夕方までは 汚れた 者と される。 24 ま 

罪の 捧げ物と して， 他方は 焼燔の 捧げ a  & 15:4 た， 男が 彼女と 寝る ことがあって， そ 

[ク）  げっけい  ふじょう  み  およ  [コ） 

物と して ささげる ように。 祭司は その キ レビ 15:5 の 月経の 不浄が 身に 及ぶならば， その 

もの  ろうしゅつ  かん  もの  か  けが  かれ 

者の ため， その 漏出に 関して ェホバの  者は 七日の あいだ 汚れた 者と され， 彼 

前で 贖罪を 行なわねば ならない。  ^  15：6 が 横たわる 寝床 もす ベて 汚れた ものと 

うち  しゃせいけ） 

16 「『さて， 男に その内からの 射精が ヶ レビ 15:10 なる 0 

ばあい  もの  じぶん  ぜんしん  ち  ろうしゅつ 

あった 場合， その 者は 自分の 全身に 水  25 「『女に ついては， 血の 漏出が い 

を 浴びなければ ならず， 夕方までは 汚 ^  ^  20；；8 つもの 月経の 不浄の 時では ない のに 幾 
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日 も 続いて いる 場合， あるいは 月経の 

き かん  なが りゅうしゅつ 

不浄 [の 期間] よりも 長く 流出が ある 場 
合， その 汚れた 漏出の 起きて いる 日す 
ベて は， 月経の 不浄の 日々 と同じように 
なる。 彼女は 汚れた 者で ある。 26 そ 
の 漏出が 起きて いる 日の 間に 彼女が そ 
の 上に 横たわった 寝床は みな， 彼女に 
とっ て 月経の 不浄の 寝床と 同じように 
なる。 彼女が その上に 座った 品物 もみ 
な， 月経の 不浄に よる 汚れ [の 場合] と 
同じように 汚れた ものと なる。  27 ま 
た， それらに 触れた 者は みな 汚れた 者 
となる。 その 者は 自分の I 衣を 洗って， 
水を 浴びなければ ならず， 夕方までは 
汚れた 者と される。 

28 「『しかし， その 漏出から 清くな っ 

かのじょ  じ ぶん  か  かぞ 

たなら， 彼女は 自分の ために 七日を 数 
える ように。 その後に 彼女は 清い 者と 
なる。 29 そして， 八日 目に， 彼女は 自 
分の ために 二 羽の やまばと または 二 羽 
の 若い いえば とを 取るべき である。 そ 
れを 会見の 天幕の 入口に いる 祭司のと 
ころに 携えて 行く ように。 30 そして 
祭司は 一方を 罪の 捧げ物， 他方を 焼燔 
の 捧げ物と する ように。 祭司は 彼女の 
ため， その 汚れた 漏出に 関して エホバ 
の 前で 贖罪を 行なわねば ならない。 

31 「『こうして あなた 方は イス ラエ 
ルの 子ら を その 汚れから 離れさせ なけ 
れ ばなら ない。 彼らの 中に ある わたし 
の 幕屋を 汚して， その 汚れのう ちに 死 

(コ） 

ぬ こ とのない ためで ある。 

32 「『これが， 漏出の 起きて いる 男， 
また その 身から 射精が あった ため， そ 

けが  もの  かん 

れ によって 汚れる ようになった 者に 関 


第 15 章 


第 16 章 


才出 40:21 
ヘプ 6:19 
ヘプ 9:3 
ヘプ 10:20 


力 出 30:10 
レビ 23:27 


シ出 28:39 
啓 19:8 
ス出 28:42 
セ 出 39:29 
ソ出 28:4 


夕出 28:2 
チ 出 30:20 
ヘプ 10:22 


ニ レビ 


30:30 


する 律法， 33 また， 汚れに ある 月経 中 
の 女， 男子に せよ 女子に せよ すべて 漏 

しゅつ ぶつ なが  もの W 

出物の 流れ出て いる 者， さらには， 汚れ 
た 女と 寝た 男 [に関する 律法] である』」。 


-|  n それから エホバは モー セに 話さ 
れ た。 それは， 了 ロンの 兰 ho 

むすこ  まえ  ちか  し 

息子が エホバの 前 に 近づ I 、たために 死 
んだ その 死後の ことであった。  2 そ 


う して エホバは モー セに こう 言われた。 
「あなたの 兄弟 ア ロンに 話しなさい。 
死ぬ ことのな いため， 垂れ幕の 内側の 
聖 なる 場所へ， すなわち 箱の 上に ある 
覆いの 前へは， いかなる 時に も 入って 
はならない， と。 雲のう ちに あって わ 
た しは その 覆いの 上に 現われる からで 

[ク） 

ある 0 

3 「次の ものを 携えて， ア ロンは その 
聖 なる 場所に 入るべき である。 すな わ 
ち， 罪の 捧げ物の ための 若い 雄牛， お 
よ び 焼燔の 捧げ物の ため の 雄 羊を 携え 
て。 4 彼は 聖 なる 亜麻の 長い 衣を 身 
に 着け， 亜麻の 股引きが その 肉の 上に 
あるべき である。 また 亜麻の 飾り 帯を 
締め， 亜麻の ターバンを 巻くべき であ 
る。 これは 聖 なる 衣で ある。 そして 彼 
は， その 身に 水を 浴びてから それを 着 


ける ように。 

し！* うかい M 

5 「また， イスラエルの 子ら の 集会 
から， 罪の 捧げ物の ために 雄の 子 やぎ 
二 頭， 焼燔の 捧げ物の ために 雄 羊 一頭 
を 取るべき である。 

6 「そして ア ロンは 罪の 捧げ物の た 
めの 雄牛， すなわち 自分自身の ための 
ものを ささげ， 自分と 自分の 家の ため 
に 贖罪を 行なわねば ならない。 
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7 「次いで 彼は 二 頭の やぎを 取り， そ 第16 章  15 「次いで 彼は， 罪の 捧げ物の やぎ， 

まえ  かいけん  てんまく  いりぐち  V  たみ 

れを エホバの 前， 会見の 天幕の 入口に  3,；18：1〇 すなわち 民の ための ものを ほふる よう 

イルカ 4:2  [ァ）  ち  た  まく  うちがわ たず さ  ゆ 

立たせる ように。 8 そして ア ロンは そ  啓 仏9  に。 その 血を 垂れ幕の 内側に 携えて 行 

とう  ひ [ァ）  ウ蔵 16:33  [ィ }  W おうし 

の 二 頭の やぎに ついて くじを 引く よう ^  2:2^ き， その 血を もって 雄牛の 血でした の 
に。 一方の くじは エホバの ため， 他方 ^ it S? と 同じ 事を 行なうよ うに。 それを 覆い 

W  キ レビ 16:6  む  まえ  か 

のく じは アザゼ ルの ためで ある 0  9 そ ク出 40:29  の ほうに 向けて， 覆いの 前には ね 掛け 

して ア ロンは， エホバの ために そのく  なければ ならない。 

1 ゥ） ぁ  さ  :: て”  かれせ ぃ  ばしょ 

じが 当たった ほうの やぎを 差し出して， ^^34  16 「こうして 彼は 聖 なる 場所の ため， 

それを 罪の 捧げ物と しなければ ならな  mwifu イスラエルの 子ら の 汚れに 関し， また 

(x]  啓 5:8  つみ (才]  いはい 

い。 10 しかし， アザゼ ルの ために そ 、啓8: 丨6.2 そのす ベての 罪に おける 彼らの 違背に 
のく じが 当たった ほうの やぎは， 生き  So；20 関して 贖罪を 行なわねば ならない。 彼 
たま ま エホバの 前に 立たせるべき であ らの もとにと どまり， 彼らの 汚れのう 

しょくざい おこ  王 II 19:15  かいけん  てんまく 

る。 それの ための 贖罪を 行ない， こう ?5:21 ちに ある 会見の 天幕の ために このよう 
して それを アザゼ ルの ため 荒野に 放つ ソ に 行なうべき である。 

ためで ある。  夕^/2 は  17 「また， 聖 なる 場所で 贖罪を する 

11 「それで ア ロンは 罪の 捧げ物の 雄 ヘプ9:24 ため 彼が 中に 入って から 出て 来る まで， 
牛， すなわち 自分自身の ための ものを  :? ;^2 他の 者は 会見の 天幕の 中に いては いけ 
ささげて， 自分自身と 自分の 家の ため ない。 彼は 自分自身の ため， 自分の 家 

しょくざい  おこ  かれ  かいしゅう ぜんたい 

に 贖罪を 行なわねば ならない。 彼は 自  のた め， そして イスラエルの 会衆 全体 

弟 一 憫  ぢこ  （キ 1 

分 自身の ための ものである その 罪の 捧 ァ レビ 16:5 のために 贖罪を 行なう ので ある。 

げ 物の 雄牛を ほふる ように。  ヘプ5:3  18 「次いで 彼は エホバの 前に ある 祭 

12 「そして 彼は， エホバの 前に ある  1；；；  壇のと ころに 出て 来て， それの ために 

祭壇の 燃える おき 火を 為た した 火 取り 9；39 贖罪を 行なわねば ならない。 雄牛の 血 

ざら (ヶ） と  りょう  1コ1  こま  ヘプ 9:7  いく  と 

皿を 取り， また 両の手の くぼみに 細か へて U を 幾らか， また やぎの 血を 幾らか 取 
な薰 香を 満たして， それを 垂れ幕の 内 J フジ f  り， それを 祭壇の 周囲の 角に 付ける よ 
側に 携えて 行く ように。 13 次いで そ  うに。 19 また， その 血の 幾らかを そ 

こう  まえ W  お  才申 32:5  ゆび  かい  か [コ r  ■ : 

の 香を エホバの 前で 火の 上に 置かねば 王 I  8:46  の 上に 指で 七 回は ね 掛け， こうして そ 

けむり あかし [せ）  はこ  73 レヒ 9:7  けが  きよ 

ならない。 香の 煙が 証の 上に ある 箱の  ^ S れを イスラエルの 子ら の 汚れから 清め 

覆いを 覆いつ くす ようにして， 彼が 死 +^10；45 て 神聖な ものと しなければ ならない。 

へブ 2:9  せい  ばしょ  かいけん  てんまく  さいだん 

ぬ ことのない ようにす るので ある。  ヘプ9:7  20 「聖 なる 場所と 会見の 天幕と 祭壇 

かれ  おうし  ち  いく  と  へノ  9:12  しょくざい (サ 1  お  つ  かれ 

14 「そして 彼は 雄牛の 血を 幾らか 取  i、y:2 のために 贖罪を し 終えたら， 次いで 彼 

り， それを 指で 覆いの 東側， その 正面 H は 生きて いる ほうの やぎを 差し出さね 

か  ケ レビ 9:9  (シ） 

のと ころには ね 掛ける ように。 その 血 ヘプ9:22 ばなら ない。  21 それで， ア ロンは そ 

まえ （チ） かい  -I レビ 9:12  い  あたま  りょうて  お 

の 幾らかを 指で 覆いの 前に 七 回は ね掛 サ だ9 ふ の 生きて いる やぎの 頭の 上に 両手を 置 

, j.  f  レビ 16:16  - 

U  ヘプ 9:23  シ レビ 16:8; レビ 16:10; 啓 5:9。 
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き， イスラエルの 子ら のす ベての とが 
と， そのす ベての 罪に おける 彼らの あ 
ら ゆる 違背と を その上に 言い表わ すよ 
うに。 それを やぎの 頭の 上に 置き， 用 
意を した 人の 手に よって こ れを 荒野に 
送り出す ように。 22 こうして その や 
ぎは 彼らの すべての とがを 砂漠の 地に 
担って 行き， 彼は その やぎを 荒野に 送 
り 出す ので ある。 

23 「次いで ア ロンは 会見の 天幕の 中 
に 入り， 聖 なる 場所に 入る 際に 着けた 
亜麻の 衣を 脱ぎ， それを そこに 置く よ 
うに。 24 そして， 聖 なる 場所で その 
身に 水を 浴び， 自分の 衣を 着け， 出て 
来て 自分の 焼燔の 捧げ物と 民の 焼燔の 
捧げ物を ささげて， 自分の ためまた 民 
のために 贖罪を 行なわねば ならない。 
25 そして， 罪の 捧げ物の 脂肪を 祭壇の 
上で 焼いて 煙に する。 

26 「やぎを アザゼ ルの ために 送り 
出した 者は， 自分の 衣を 洗うべき であ 
る。 また， その 身に 水を 浴びなければ 
ならない。 その後， 宿営の 中に 入って 
よい。 

27 「しかし， 罪の 捧げ物の 雄牛と 罪 
の 捧げ物の やぎ， すなわち 聖 なる 場所 
で 贖罪を 行なうた め 共に その 血が 中に 
携えて 行かれた ものに ついては， 彼は 
これを 宿営の 外に 持って行かせる。 彼 
ら は その 皮と 肉と 糞を 火の 中で 焼かね 
ばなら ない。  28 そして， それらを 
焼いた 者は 自分の 衣を 洗うべき であ 
る。 また， その 身に 水を 浴びなければ 
ならない。 その後， 宿営の 中に 入って 
よい。 


- レビ 14:7 
ク詩 103:12 
エゼ 18:22 
ミカ 7:19 


ケイ ザ 53:12 
、 1:29 
， 15:3 
^  1:7 
^  9:28 
24 
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r  16 

サ エゼ 42 
エゼ 44: 

ン レビ 6:16 
レビ 6:26 
及 出 30:20 
ヘプ 9:9 
ヘプ 10:22 
t? 出 28:4 


ノ レビ 16:3 
5? レビ 16:5 
尹 エフ 1:7 
ン出 29:13 
レビ 3:16 
テレビ 16:8 
ト レビ 16:21 
ナ民 19:7 


ニ レビ 4: 


ヘプ 13:11 
ヘプ 13:12 


F レビ 23:32 
ク出 29:7 


使徒 10:38 
ヘプ 1:9 
ケ民 20:26 


29 「それで， これは あなた 方の ため， 
定めの ない 時に 至る 法令と なる ので あ 
る。 すなわち， 第 七の 月， その 月の 十 
日に， あなた 方は 自分の 魂を 苦しめる 
べきで ある。 あなた 方は， そこで 生ま 
れた者 も， あなた 方の 中に 外国人と し 
て 住む 外人 居留 者 も， いっさい 仕事を 

W 

しては ならない。  30 その 日に， あな 
た 方の ため， あなた 方を 清い 者と する 
ために， 贖罪が なされる からで ある。 
あなた 方は エホバの 前に あって 自分の 
すべての 罪から 清くなる。 31 それは 
あなた 方に とって 全き 休みの 安息で あ 
り， あなた 方は 自分の 魂を 苦しめな け 
れ ばなら ない。 これは 定めの ない 時に 
至る 法令で ある。 

32 「そして， 油 そそぎを 受け， その 
父の 後継 善と して 祭司の 務めを 行なう 
ため その 手に 力を 満たされ ▲祭司が 贖 
罪を 行ない， 亜麻の 衣を 身に 着ける よ 

(サ）  せい  トン） 

うに。 それは 聖 なる 衣で ある。 33 そ 
して 彼は 神聖な 聖 なる 所の ために 贖罪 
を 行ない， また 会見の 天幕の ため， そ 
して 祭壇の ために 贖罪を 行なわね ばな 
ら ない。 また， 祭司たち のた め， 次い 
で 会衆の 民 全員の ために 贖罪を 行な 

(夕）  がた 

う。 34 そして これは あなた 方の ため 
に 定めの ない 時に 至る 法令と なる ので 

[チ]  一 

ある。 イスラエルの 子ら のた め， その 
すべての 罪に 関 して 年に一度 ft 罪を 行 

{ ッ） 

なうた めで ある」。 

そこ で 彼は エホ ノ 《が モ ー セに 命じた 
とおりに 行なった。 

コ出 29:29; レビ 8:33; ヘプ 5:5; へブ 5:10; ヘプ 7:11; へ 
ブ 7:16; サ出 28:39; 出 39:28; レビ 16:4; シ出 28:2; 啓 
19:8; ス レビ 16:16; セ レビ 16:20; ソ出 29:36; レビ 8:15; 
レビ 16:18; タ レビ 16:24; ヨハ I  2:2; チ レビ 23:31; 民 29: 
7; ツ出 30:10; ヘプ 9:7。 
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エホバは なお も モー セに 話して 
こう 言われた。 2 「ア ロンと そ 


の 子ら および イスラエルの すべての 子 
らに 話しなさい。 あなたは 彼らに こう 
言うよう に。 『これは エホバが 命じて 


言われた ことで ある。 

3 「『「だれでも イスラエルの 家の 者 
で， 雄牛， 若い 雄 羊， または やぎを 宿 
営の 中で ほふり， あるいは それを 宿営 
の 外で ほふりながら，  4 エホバの 幕 
屋の 前で エホバへの 捧げ物と して 差し 
出す ために それを 会見の 天幕の 入口に 
携えて 来ない 者が いれば， 血の 罪が そ 
の 者に 帰せられ る。 彼は 血を 流した。 
その 者は 民の 中から 断たれねば ならな 
い。  5 これは， イスラエルの 子ら が自 
分の 犠牲を， すなわち 彼らが 野原で 犠 
牲 として ささげる ものを 携えて 来る た 


めで ある。 彼らは それを エホバの もと 

かいけん  てんまく  いりぐち  さいし 

へ， 会見の 天幕の 入口の 祭司の もとへ 


携えて 来なければ ならない。 彼らは そ 
れを エホバへの 共 与の 犠牲と して 犠牲 

闭  さい 

にしなければ ならない。  6 そして 祭 

し  ち  かいけん  てんまく  いりぐち 

司は その 血を， 会見の 天幕の 入口に あ 
る エホバの 祭壇の 上に 振り掛け， また 
脂肪を エホバへの 安らぎの 香りと して 


や  けむり  （ク） 

焼いて 煙に しなければ ならない。 7 そ 


れで 彼らは， 自分たち が 不倫な 交わり 
を 持って いる やぎの 形を した 悪霊たち 
に， もはや 犠牲を ささ げて はいけ ない。 

がた  よ よさ だ 

これは あなた 方の ため， 代々 定めの な 
い 時に 至る 法令と なる」』。 

8 「また あなたは 彼らに こう 言うべき 


である。 『だれでも イスラエルの 家の 


もの  がた  がいこくじん 

者 あるいは あなた 方の 中に 外国人と し 
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レビ 19:26 
申 12:16 
サ I  14:33 
使徒 15:29 
オ レビ 20:3 
詩 34:16 
エレ 44:11 
ぺテ I  3:12 


す  がいじん きょりゅう しゃ  しょうはん  ささ 

て 住んで いる 外人 居留 者で， 焼 燔の捧 
げ物や 犠牲を ささげながら， 9 エホバ 
にさ さ げる ために それを 会見の 天幕の 
入口に 携えて 来ない 者が いれば， その 
者は 民の 中から 断たれねば ならない。 

10 「『だれでも イスラエルの 家の 者 あ 
るいは あなた 方の 中に 外国人と して 住 
んで いる 外人 居留 者で， いかなる もの 
であれ 血を 食べる 者が いれば， わたし 
は 必ず 自分の 顔を， 血を 食べて いる そ 
の 魂に 敵して 向け， その 者を 民の 中 か 
らま さに 断つ であろう。 11 肉の 魂は 

ち  M 

血に あるから であり， わたしは， あな 
た 方が 自分の 魂の ために 贖罪を 行なう 
ようにと それを 祭壇の 上に 置いた ので 
ある。 血が， [その内に ある] 魂に よっ 
て 贖罪を 行なう からで ある。 12 それ 
ゆえに わた しは イスラエルの 子ら にこ 
う 言った。 「あなた 方のう ちの いずれ 
の 魂 も 血を 食べて はならない。 あなた 
方の 中に 外国人と して 住んで いる 外人 
居留 者 も 血を 食べて はいけ ない」。 

13 「『だれでも イスラエルの 子ら に 
属する 者 あるいは あなた 方の 中に 外国 
人と して 住んで いる 外人 居留 者で， 食 
ベて よい 野獣 また は 鳥を 狩獬で 捕らえ 
た 者が いれば， その 者は その 血を 注ぎ 
出して 塵で 覆わねば ならない。 14 あ 
ら ゆる 肉なる ものの 魂は その 血で あ 
り， 魂が その内に あるから である。 そ 
のた め わたしは イスラエルの 子ら にこ 
う 言った。 「あなた 方は いかなる 肉な 
る ものの 血 も 食べて はならない。 あら 
ゆる 肉なる ものの 魂は その 血 だからで 
ある。 すべて それを 食べる 者は 断たれ 
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てこう 言われた。  2 「イス ラエ 
ルの 子ら に 話しなさい。 彼らに こう 言 
わねば ならない。 『わたしは あなた 方 
の裡 エホバで ある。 3 あなた 方の 住ん 
でいた エジプトの 地の 風習に 従っては 
ならない。 また， わたしが あなた 方を 携 
え 入れる カナンの 地の 風習に 従っても 
ならない。 彼らの 法令に よって 歩んで 
はならない。 4 あなた 方は， わたしの 
司法 上の 定めを 実行し， わたしの 法令を 
守って そのうちを 歩む ように。 わたし 
は あなた 方の 独 エホバで ある。 5 それ 
であな た 方は わたしの 法令と 司法 上の 
定めと を 守らねば ならない。 それを 守 
り 行な うなら， 人は それによ っ て 必ず 生 

(サ）  (f* 

きる ので ある。 わたしは エホバで ある。 

6 「『あなた 方は， すなわち あなた 方 
のうちの だれも， 自分の 身近な 肉親に 
近づいて その 裸を さらして はならない。 
わたしは エホバで ある。  7 あなたの 
父の 裸， また 母の 裸を さらして はなら 
ない。 それは あなたの 母で ある。 その 
裸を さらして はならない。 


199  近親相姦を 禁じる 律法 

(7)  し たい 

る」。 15  [すでに] 死体と なって いた | 

もの あるいは 野獣に 引き裂かれ たもの 
を 食べる 魂が いれば， その 地で 生まれ 
た 者で あれ 外人 居留 者で あれ， その 者 
は 自分の 衣を 洗い， 水を 浴びなければ 
ならない。 その 者は 夕方までは 汚れた 
者と される。 そのの ち 清くなる ので あ 
る。 16 しかし， それを 洗わず， その 
身に 水を 浴びない ので あれば， その 者 
は 自分のと がに 対して 責めを 負わねば 
ならない』」。 

エホバは 引き続き モー セに 話し 
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ア創 35:22 
レビ 20:11 
申 22:30 
申 27:20 
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r レビ 20:17 
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ウ レビ 20:19 
エ レビ 20:20 

才創 38:26 
レビ 20:12 
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レビ 17：15—18：17 

8 「『あなたの 父の 妻の 裸を さらして 
はならない。 それは あなたの 父の 裸で 
ある 0 

9 「『あなたの 姉妹， すなわち あなた 
の 父の 娘 あるいは 母の 娘の 裸に ついて 
は， 同じ 家に 生まれた にしても 外で 生 
まれた にしても， あなたは その 裸を さ 
ら しては な ら ない。 

10 「『あなたの 息子の 娘 または 娘の 
娘の 裸に ついては， あなたは その 裸を 
さらして はならない。 それは あなたの 
裸 だからで ある。 

11 「『あなたの 父の 妻の 娘， すなわち 
あなたの 父の 子の 裸に ついては， それ 
は あなたの 姉妹で あるから， あなたは 
その 裸を さら しては ならない。 

12 「『あなたの 父の 姉妹の 裸を さら 
しては ならない。 それは あなたの 父の 
血縁で ある。 

13 「『あなたの 母の 姉妹の 裸を さら 
しては ならない。 それは あなたの 母の 
血縁 だからで ある。 

14 「『あなたの 父の 兄弟の 裸を さら 
しては ならない。 その 妻に 近づいて は 

ならない。 それは あなたの おばなので 

[ェ） 

ある 0 

15 「『あなたの 息子の 嫁の 裸を さら 
しては ならない。 それは あなたの 息子 
の 妻で ある。 その 裸を さらして はなら 
ない。 

16 「『あなたの 兄弟の 妻の 裸を さら 
しては ならない。 それは あなたの 兄弟 
の 裸で ある。 

17 「『女と その 娘の 裸を 共に さらし 
ては ならない。 その 息子の 娘 や 娘の 娘 


レビ 18:18—19:3  男色， 獣姦は 禁じられる。 倒錯 行為を する 者は 断たれる  200 

(7)  がた 

もめ とって その 裸を さらして はなら な 第 I8 章 る。  26 ゆえに あなた 方は， わたしの 
い。 それらは 血縁の 関係で ある。 それ 法令と 司法 上の 定めと を 守らねば なら 
はみだら な 行ないで ある。  olVt.is ない。 あなた 方は， その 地に 生まれた 

18 「『また， 女を その 姉妹に 加えて， 工^ 者 も あなた 方の 中に 外国人と して 住ん 
それに 張り合う 者と してめ とり， その  ^  22；1〇 でい る 外人 居留 者 も， これらす ベての 
裸を あらわにして はならない。 つま 20-10 忌むべき 事柄の どれを 行なって もなら 

かのじょ  い  あいだ  申 22:22  がた  まえ 

り， 彼女の 生きて いる 間に 彼女の ほか  Jn6；i-4 ない。 27 あなた 方より 前にいた その 
に [これを め とっては ならない]。  :ぞ6%27 地の 人々 が， これらす ベての 忌むべき 

19 「『また， 不浄で ある 月経の 期間 中 ^^2〇；2 事柄を 行なった ゆえに， その 地は 汚れ 

ちか  [ゥ）  はだか  乇 I  n：7 

に 女に 近づいて その 裸を さらして はな  in  23:10 ている ので ある 〇  28 そのよう に すれ 

W  使徒 7:43  ち  がた  まえ 

ら ない。  キ *18:10  ば， その 地は， あなた 方より 前にいた 

20 「『また， あなたの 射精を あなたの 19:12 諸国 民を 必ず 吐き出す としても， それ 

なかま  もの  つま  あた  けが  レビ 20:3  おな  けが 

仲間の 者の 妻に 与え， それに よって 汚 ヱゼ36:20 と同じように これを 汚した ことで あな 
れた 者と なっ ては ならない 0  コ創 19:5  た 方を も 吐き 出す という ことは ないで 

レビ 20:13  【ォ） 

21 「『また， あなたの 子の いずれ かを  ^9\2227 あろう。 29 だれに せよ これらす ベて 

モレ クに ささげる ような ことを 許して サ $ 冗: 1() の 忌むべき 事柄の どれ かを 行なうなら 

(キ）  ユ ゲ 7  たましい  たみ 

はならない 0 あなたの 拽の 名を そのよ シ出 22:19  ば， それを 行なった 魂は その 民の 中 か 
うにして 汚して はならない。 わたしは ^  2^6 ら 断たれねば ならない。  30 ゆえに あ 

エホバで ある。  12  なた 方は， わたしに 対する 務めを 守っ 

22 「『また， あなたは 女と 寝る ように  て， あなた 方より 前に 行なわれ ていた 

(コ）  [サ）  ぃ  第 一 欄  ぃ  しゅ ぅ かん 

して 男と 寝て はならない。 それは 忌む 7fJ15:16 忌むべき 習慣の どれを も 行なう ことの 

W 

べき ことで ある。  ィ gif:22 ないように しなければ ならない。 それ 

23 「『また， あなたは 獣に 対して 射精  PV2?12 によって あなた 方の 身を 汚す ことのな 

トン）  けが  もの  ウ出 12*49 

し， それに よって 汚れた 者と なって は x 申 2(hl8  いためで ある。 わたしは あなた 方の 裡 
ならない。 女 も 獣の 前に 立って これと  II  2h2 エホバで ある』」。 

こうせつ  W  しぜん  そむ オ レビ 20:22  はな 

交接して はならない 。それは 自然に 背 ヵレビ 2〇:15 1 q エホバは さらに モー セに 話して 
くこと である 0  キ ■びこう 备 われた 0  2 「イスラエル 

こと  申 18:9  ぜんしゅう かい はな  かれ 

24 「『これらの 事の いずれに よって _ の 子ら の 全集 会に 話しなさい。 彼らに 

も あなた 方の 身を 汚して はいけ ない。 こう 言わねば ならない。 『あなた 方は 
わたしが あなた 方の 前から 去らせる 諸 ^^7 聖 なる 者と なるべき である。 あなた 方 

こくみん  ぺテ I 1:16 

国民は これらの すべての 事に よって そ ヶ レビ2 1:8 の 神で ある わたし エホバは 聖 なる 者 だ 

(セ）  イザ 6:3  w 

の 身を 汚した ので ある。 25 そのため 啓4:8  からで ある。 

ち  けが  コ出 2u：l2  がた  おのおの じぶん  はは  ちち 

に その 地は 汚れて おり， わたしは その  ^ %%  3 「『あなた 方は 各々 自分の 母と 父を 

しょばつ  くわ  おそ  [コ）  あん 

とがの ゆえに それに 処罰を 加え， その サ 恐れるべき である。 また， わたしの 安 
地 も そこに 住む 良を 吐き出す ので あ  ぷ 息 日を 守るべき である。 わたしは あな 
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た 方の 裡 エホバで ある。 4 無価値な 
神々 に 身を 寄せて はいけ ない。 また， 
自分の ために 铸 物の 神々 を 作って はな 
ら ない。 わたしは あなた 方の 裡 エホバ 
である。 

5 「『さて， エホバに 共 与の 犠牲を さ 
さ げる 場合， あなた 方は _ 分が 是認を 
受ける ために それを 犠牲と して ささげ 
るべき である。 6 あなた 方が 犠牲を 
ささ げる 日と そのす ぐ 次の 日 に それを 
食べるべき である。 そして 三日 目まで 
残った ものは 火に 入れて 焼き捨て るべ 
きで ある。 7 だが， もし 三日 目に 食べ 
るよう な ことがあれば， それは 汚ら わ 
しい ものと なる。 それは 是認を もって 
は 受け入れられない。 8 そして， それ 
を 食べる 者は 自 $ のとが に対して 責め 
を 負う ことになる。 エホバの 聖 なる も 
のを 汚した からで ある。 その 魂は 民の 
中 か ら 断たれね ばな ら ない。 

9 「『また， あなた 方の 土地からの 収 
獲物を 刈り取る とき， あなたは g 分の 
畑の 端を 刈り 尽くして はならない。 あ 
なた の 収穫の 落ち穂を 拾っ ては ならな 
い。 10 また， あなたの ぶどう 園に 残 
る 物を 取り集めて はならない。 あなた 
のぶ どう 園に 散らば っ たぶ どうを 拾い 
集めて はならない。 苦しむ 者 や 外人 居 
留者 のために それを 残して おくべき で 
ある。 わたしは あなた 方の 裡 エホバで 
ある。 

11 「『あなた 方は 盗んで はならず， 欺 
いては ならない。 あなた 方の だれも 自 
分の 仲間に 対して 偽りの 行ないを して 
はならない。 12 また あなた 方は わた 
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ア出 20:4 


ケ出 23:11 
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申 24:19 
コ イザ 17:6 
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キ出 23:3 
申 16:19 
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マタ 26:60 
使徒 6:11 
サ創 27:41 


しの 名に おいて 偽り 事に 対する 誓いを 
U こうして あなたの 进の 名を 汚して 
はならない。 わたしは エホバで ある。 
13 あなたは 自分の 仲間から だまし取 っ 
ては ならない。 強奪して はならない。 
雇っ た 労働者の 賃金が 朝まで 夜通し あ 
なた の もとに あっては いけない。 

14 「『あなたは 耳の 聞こえない 者の 
上に 災いを 呼び 求めて はならない。 目 
の 見えない 者の 前に 障害物を 置いて は 
ならない。 あなたの 神に 恐れを 持たね 

(力 1 

ばなら ない。 わたしは エホバで ある。 

15 「『あなた 方は 裁きの さいに 不正 
を 行なって はならない。 あなたは 立場 
の 低い 者に 不公平な 扱いを しては なら 
ない。 大 いなる 者を 優遇しても ならな 
6。 公正を もって あなたの 仲間を 裁く 
べきで ある。 

16 「『あなたは， 中傷す るた めに 民の 
中を 行き 巡って はならない。 自分の 仲 

間の 血に 敵して 立ち上がって はなら な 

(□) 

い。 わたしは エホバで ある。 

17 「『あなたは 心の中で 自分の 兄弟 
を 憎んで はならない。 自分の 仲間を 是 
非と も 戒め， その 者と 共に 罪を 負う こ 
とのない ようにすべき である。 

18 「『あなたの 民の 子ら に対して 復 
しゅうを した^， 恨みを 抱いたり して 
はならない。 あなたの 仲間を 自分自身 
のように 愛さねば ならない。 わたしは 
エホバで ある。 

19 「『あなた 方は わたしの 法令を 守 
るべき である。 すなわち， あなたは 二 
種類の 家畜を 掛け合わせて はならない。 

ス箴 20:22;  ロマ 12:19; セサ I 18:29; 詩 55:3; ソ マタ 5: 
43; マタ 22:39;  ロマ 13:9; ガラ 5:14; ヤコ 2:8。 
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「『あなた 方は [吉凶の] 兆しを 求めて 

(7)  まじゅつ  おこ 

はならない。 また 魔術を 行なって はな 

[イ】 

ら ない。 

27 「『あなた 方は びんの 毛を 短く 切っ 
ては ならない。 あなたは あごひげの 端 

そこ  （ウ1 

を 損なって はならない。 

がた  しぼう  たましい 

28 「『また， あなた 方は 死亡した 魂 
のために 自分の 肉体に 切り傷を つけて 

(エ）  み  い  ずみ  しるし 

はならない。 自分の 身に 入れ墨の 印を 
付けて はな ら ない。 わたし は エホバで 
ある 0 

29 「『あなたの 娘を 遊女に して これ 
を 汚して はならない。 その 地が 売春を 
行なって， その 地に 不徳義が 満ちる こ 
とのない ためで ある。 

30 「『わたしの 安息日を あなた 方は 
守るべき である。 また， わたしの 聖な 
る 所を 恐れ かしこむべき である。 わた 
しは エホバで ある。 

31 「『あなたは 霊媒に 身を 寄せて は 
いけない。 出来事の 職業的 予告 者に 相 

だん  [コ）  けが 

談 しては いけない。 それらに よって 汚 
れる ことのない ためで ある。 わたしは 

がた 

あな た 方の 拽 エホ バ である。 

32 「『あなたは 白髪の 前では 立ち上 
がるべき である。 また， 老人の 身を 思 

[シ）  おそ  も 

いやり， あなたの 独に 恐れを 持たねば 
ならない。 わたしは エホバで ある。 

33 「『また， 外人 居留 者 P が あなた 方の 
土地に 外国人と して 共に 住む 場合， あ 

ぎゃくたい  （セ） 

なた 方は これを 虐待して はならない。 

がた  がいこくじん  す 

34 あなた 方の もとに 外国人と して 住む 
外人 居留 者は， あなた 方の 土地に 生ま 
れた 者の ようにされ るべき である。 あ 
なた はこれ を 自分自身 のように 愛さね 


レビ 19:20—34 

あなたの 畑に 二種 類の 種を まいて はな 
ら ず， 二種 類の 糸を 織り 混ぜた 衣を 着 
ては ならない。 

20 「『また， 男が 女と 寝て 射精した 
場合， その 女が 別の 男の ために 定めら 
れ ていたは しためで， 全く 請け 戻され 
て おらず， 自由を 与えられた 者では な 
いとしても， 処罰が なされるべき であ 
る。 その ふたりを 死に 処 すべきで はな 
い。 彼女は 自由に された 者では なか っ 
たからで ある。 21 そして 彼は エホバ 
に対する 自分の 罪科の 捧げ物， すな わ 
ち 罪科の 捧げ物の 雄 羊を 会見の 天幕の 

いりぐち たず さ  く  （ゥ） 

入口に 携えて 来る ように。 22 そして 
祭司は その 者の ため， その 犯した 罪の 
ために， 罪科の 捧げ物の 雄 羊を もって 
エホバの 前で 贖罪を 行なわねば ならな 
い。 こうして 彼の 犯した 罪は 許される 
ことになる。 

23 「『また， あなた 方が その 地に 入っ 
た 場合， 食物の ために どんな 木を 植え 
たと しても， あなた 方は その実を， そ 
れの 「包皮」 として 不浄な ものと みな 
さねば ならない。 それは 三年の 間 あな 
た 方に とって 無 割礼の ものと される。 
それを 食べて はいけ ない。 24 しかし 
四 年 目に， そのす ベての 実は 聖 なる も 
の， エホバに 対する 祭りの 歓喜の もの 
となる。 25 そして 五 年 目に， あなた 
方は その実を 食べて よい。 こうして そ 
の 産物は あなた 方の もとに 加えられる 
ので ある。 わたしは あなた 方の 裡 エホ 
バ である。 

26 「『あなた 方は どんな 物 も 血と 共 
に 食べて はならない。 


='20: 18:11 28: 10:1 133: 
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ばなら ない。 あなた 方 も エジプトの 地 第19 章 モレ クと 不倫な 交わりを 持って 彼と 共 
で 外人 居留 者と なった からで ある。 わ に 不倫な 交わりを 行なった すべての 者 
たしは あなた 方の 迚 エホバで ある。  ^  22:21 を 民の 中から まさに 断つ であろう。 

35 「『あなた 方は， 裁きを するとき， x 申 25:13  6 「『霊媒 や 出来事の1 ft 業 的 予告 者に 

測る とき， 目 方を 見る とき， ま た 液体を  ^  2〇=1〇 身を 寄せて これと 不倫な 交わ りを 持つ 
量る さい， 不正を 行なって はならない。 魂， わたしは 自分の 顔を 必ず その 魂に 
36 あなた 方は， 正確な はかり， 正確な ^^4：68：5 敵して 向け， これを 民の 中から 断つ で 
分銅， 正確な エ ファ， 正確な ヒン を持っ  m2Qm  あろう。 

ているべき である 0 わたしは あなた 方 キ レビ 18:21 7 「『また， あなた 方は 自分を 神聖に 
の 姓 エホバ， あなた 方を エジプトの 地 し， 聖 なる 者と ならねば ならない。 わた 

たず さ  もの 

から 携え 出した 者で ある。 37 ゆえに ヶ しは あなた 方の 神 エホバ だからで ある。 
あなた 方は， わたしの すべての 法令と  i ゼ 23 ぶ 8 そして， わたしの 法令を 守って これ 
すべての 司法 上の 定めと を 守り， それ 3  18:21 を 行なわねば ならない。 わたしは あな 

おこ  m  サ申 13：8  がた  しんせい  [キ） 

を 行なわねば ならない。 わたしは エホ シ出 20:5  た 方を 神聖に している エホバで ある。 

パで ある』」。  __ ^  9 「『自分の 父 や 母の 上に 災いを 呼び 

エホバは なお も モー セに 話して  m-m  求める 者が いるなら， その 者は 必ず 死 
こう 言われた。 2 「あなたは イ 7；-J°2；?3 に処 せられるべき である。 彼は 自分の 
スラ エルの 子ら に 言うべき である， 『だ H 品31 父 や 母の 上に 災いを 呼び 求めた ので あ 
れ でも イスラエルの 子ら の 者， また イ  啓2 1:8  る。 彼の 血は 彼 自身の 上に ある。 

スラ エルに 外国人と して 住む 外人 居留 S  1〇 「『さて， 人の 妻と 察淫を 犯す 者， 
者で， 自分の 子の だれかを モレ ク にさ X^；93 その 者は 自分の 仲間で ある 者の 妻と 姦 
さげる 者が いれば， その 者は 必ず 死に ォゴ '匕44 淫を 犯す ので ある。 その 者は， 蔡淫を 
処 せられるべき である。 その 地の 民は ニニ ニ6 犯した 男 も 女 も 共に， 必ず 死に 処 せら 
これを 石 撃ちに して 殺すべき である。 ラ ヵ12 ほ れ るべき である。 11 また， 自分の 父 
3 わたしは， 自分の 顔を その 者に 敵し の 妻と 寝た 者は， 自分の 父の 裸を さら 
て 向け， これを 民の 中から 断つ であろ  ^135:23 したので ある。 その 両人と も 必ず 死に 

⑼  かれ  テサ n  2:13 しょ  ち  かれ 

う。 彼は 自分の 子を モレ クに ささげて， ク_27:16 処 せられるべき である。 その 血は 彼ら 
わたしの 聖 なる 場所を 汚し， わたしの  15：4 自身の 上に ある。 12 また， 人が 自分 

聖 なる 名を1  冒とくし ようとし たからで : HI7 の 息子の 嫁と 寝るなら， その 両人と も 
ある。 4 そして， 彼が 自分の 子を モレ  11 2:32 必ず 死に 処 せられるべき である。 彼ら 

士  たみ  サ レビ 18:20  しぜん  そむ  お - 

クに ささげて いるのに， その 地の 民が  H.23 は 自然に 背く 行ないを したので ある。 

し  しょ  7-3  ち  じしん  M 

これを 死に 処 さず， 彼から あえて 目を 、、,_  22:22 その 血は 彼ら 自身の 上に ある。 
そらして いるよう な ことがあるなら，  31 6；9  13 「『また， 男が 女と 寝る のと 同じよ 

5 その 時 わたしは 自分の 顔を 必ず 彼と  *  27:20 うにして [別の] 男と 寝るなら， その ふた 

かぞく  てき  む [シ】  セ レビ 18:15  とも  い  おこ 

その 家族と に 敵して 向け， 彼を， また V レビ 18:29 りは 共に 忌むべき ことを 行なった ので 
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ある。 彼らは 必ず 死に 処 せられるべき 
である。 その 血は 彼ら 自身の 上に ある。 

14 「『また， 人が 女と その 母と を 共に 
めと るなら， それは みだらな 行ないで 
ある。 その 者 も その 女たち も 火の 中で 
焼くべき である。 みだらな 行な A が あ 
なた 方のう ちに 続く ことのな いためで 
ある 0 

15 「『また， 人が 獣に 対して 射精を 行 
なうなら， その 者は 必ず 死に 処 せられ 
るべき であり， あなた 方は その 獣 も 殺 
すべきで ある。 16 また， 女が 何 かの 
獣に 近づいて これと 交接す るなら， あ 
なた は その 女 も 獣 も 殺さねば ならない。 
それらは 必ず 死に 処 せられるべき であ 
る。 その 血は 彼ら 自身の 上に ある。 

17 「『また， 人が 自分の 姉妹， すな わ 
ち 自分の 父の 娘 または 母の 娘を めと っ 
てま さに その! 裸を 見， 彼女 も 彼の 裸を 
見るなら， それは 恥ず べき ことで ある。 
ゆえに ふたりは その 民の 子ら の 目の前 
で 断たれねば ならない。 彼は 自分の 姉 
妹の 裸を さらした ので ある。 彼は 自分 
のとが に対して 責めを 負うべき である。 

18 「『また， 人が 月経 中の 女と 寝て そ 
の 裸を さらしたなら， その 者は 彼女の 
源 を あらわにし, 彼女 も 自分の 血の 源 
を さらした ので ある。 ゆえに， その 両 
人と も その 民の 中 か ら 断たれね ばなら 
ない。 

19 「『また， あなたの 母の 姉妹 また 父 
の 姉妹の 裸を さらして はならない。 そ 
の 者は 自分の 血縁の 者を あらわにした 
ことになる。 それらの 者は 自分たち の 
とがに 対して 責めを 負うべき である。 
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20 また， 自分の おじの 妻と 寝た 者は お 
じの 裸を さらした ので ある。 それらの 
者は 自分たち のとが に対して 責めを 負 
うべき である。 彼らは 子の ない まま 死 
ぬべき である。 21 また， 人が 自分の 
兄弟の 妻を めと るなら， それは 憎悪す 
べき ことで ある。 その 者は 自分の 兄弟 
の 裸を さらした ので ある。 その 者たち 
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は 子の ない 者と なるべき である。 

22 「『こうして あなた 方は わたしの す 
ベての 法令と すべての 司法 上の 定めと 
を 守って， それを 行なわなければ なら 
ない。 わたしが 携え 入れて 住まわせる 
その 地が あなた 方を 吐き出す こ とのな 
いためで ある。 23 そして あなた 方は， 
わたしが その 前から 去らせる 諸国 民の 
法令に よって 歩んで はならない。 彼ら 
は これらの すべてを 行ない， わたしは 
これを 憎悪す るからで ある。 24 その 

がた  い  [ヶ） 

ため わた しは あなた 方に 言った， 「あ 
なた 方は 彼らの 土地を 取得し， わたし 
は それを あなた 方に 与えて 所有させる。 
乳と 蜜の 流れる 地で ある。 わたしは あ 
な た 方の 拽 エホバ ，あなた 方を もろもろ 
の 民から 取り分けた 者で ある」。 25 そ 
れ であな た 方は 清い 獣と 汚れた [獣]， 汚 
れた 鳥と 清い [鳥] とを 区別し なければ 
ならない。 あなた 方は， わたしが 汚れ 
たものと して あなた 方の ために 取り分 
けた 獣， 鳥， またす ベて 地面の 上を 動 
く ものを もって 自分の 魂を 忌み嫌う ベ 
きものと しては ならない。  26 こうし 
て あな た 方は わたしに 対して 聖 なる 者 
とならねば ならない。 わたし エホバは 
聖 なる 者 だからで ある。 わたしは あな 
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い  レビ 20:27—21:17 

な 者と しなければ ならない。 彼は あな 
たの# の パンを ささげる 者 だからで あ 
る。 彼は あなたに 対して 聖 なる 者で あ 
るべき である。 あなた 方を 神聖に して 
いる わたし エホ ノ 《は聖 なる 者 だから で 
ある 0 

9 「『さて， 祭司の 娘が 売春を 行な っ 
て 自分の 身を 汚す 場合， その 者は， 自 
分の 父を 汚して いるので ある。 彼女は 
火の 中 で 焼かれる べきで ある。 

10 「『また， 兄弟たち の 大祭司， すな 
わち 頭に そそぎ 油を 注がれ， その 手に 

み  ころもみ  つ  もの W 

力を 満たされて 衣を 身に 着ける 者， そ 
の 者は 自分の 頭を 整えないで いるべき 
ではない。 その 衣を 裂くべき でもない。 
11 また， どんな 死んだ 魂の もとに も 来 
るべき ではない。 その 父 や 母の ために 
も 身を 汚して はいけ ない。 12 聖 なる 
所から 出るべき でもな く， 自分の 神の 
聖 なる 所を 汚しても ならな iA。 献納の 
しるし， すなわち 迚の そそぎ 油が 彼の 
上に あるから である。 わたしは エホバ 
である。 

13 「『また 彼は 処女の 女を めと るべき 
である。 14 やもめ あるいは 離婚され 
た 女， また 犯された 女， 遊女， これら 
のい ずれを め とっても いけない。 自分 
の 民の 中から 処女を 妻と して 迎える ベ 
きで ある。 15 こうして 彼は その 民の 
中に あって 自分の 胤を 汚さない ように 
するべき である。 わたしは エホバ， 彼 
を 神聖に している 者な ので ある』」。 

16 エホバは 引き続き モー セに 話し 

い  はな 

て 言われた ， 17 「ア ロンに 話して こう 
言いなさい。 『あなたの 胤の 代々 にわ 
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た 方を もろもろの 民から 取り分けて わ 
たしの ものと ならせて いるので ある。 

27 「『また， 男 や 女で その内に 霊媒の 
霊 や 予言の 霊が 宿る 者， その 者は 必ず 
死に 処 せられるべき である。 その 者を 
石 撃ちに して 殺すべき である。 その 血 
は その 者 自身の 上に ある』」。 

A  ~| エホバは なお もモ ー セに 言われ 
た， 「祭司たち， すなわち アロ 
ンの 子ら に 語りなさい。 あなたは 彼ら 
にこう 言わねば ならない。 『その 民の 
中に あって， だれも 死亡した 魂の ため 

じ ぶん  み  けが  W 

に 自分の 身を 汚して はいけ ない。 2 し 
かし， 自分の 身近な 血縁の ため， すな 
ゎち 自分の mm 货藥: 
3 また 姉妹すな わち 自分の 身近な 処女 
で 男の ものと なった ことのない 者の た 
め， その 者の ためには 身を 汚しても よ 
い。 4 所有者に 所有され ている 女の 
ために その 民の 中に あって 身を 汚し， 
こうして 自分を 俗なる 者と しては いけ 
ない。  5 彼らは その 頭を はげに する 
べきでは ない。 あごひげの 端を そる ベ 
きでは ない。 その 肉体に 切り傷を つけ 
るべき でもない。  6 彼らは その 裡に 
I ■寸 して 聖 なる 者で あるべき で， 自分た 
ちの 裡の 名を 汚して はいけ ない。 彼ら 
は， エホバへの 火に よる 捧げ物を， す 
なわち 自分たち の裡の パンを ささ げる 
者 だからで ある。 彼らは 聖 なる 者で な 
ければ ならない。 7 遊女 または 3E され 
た 女を 彼らは めと るべき ではない。 夫 
から 離婚され た 女を め とっても いけな 
い。 彼は# に対して 聖 なる 者 だからで 
ある。 8 こうして あなたは 彼を 神聖 
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たり， その 身に 欠陥の ある 者は だれも 
控の パンを ささげる ために 近づいて は 
いけない。 18 身に 欠陥の ある 者が い 
る 場合， その 者は 近づいて はいけ ない。 
すなわち， 盲目の 者， 足の なえた 者， 
鼻の 裂けた 者， 肢体の 一方が 長す ぎる 
者， 19 また， 足の 骨 や 手の 骨の 砕け 
ている 者，  20 また， せむし， やせ こ 
けた 者， 目に 疾患、 の ある 者， かさぶ た 
に 覆われた 者， 白 癖のある 者， 睾丸を 損 
なった 者。 21 祭司 ア ロンの 胤のう ち 
その 身に 欠陥の ある 者は だれも， エホ 
パへの 火に よる 捧げ物を ささげる ため 
に 近寄って はいけ ない。 その 者には 欠 
陥が ある。 その 者は 近寄って# の パン 
を ささげて はいけ ない。 22 彼は， 極 
めて 聖 なる もの， また 聖 なる ものの 中 
から 迚の パンを 食べても よい。 23 し 
かし， 入って 垂れ幕の 近くに 来て はい 
けない。 祭壇に 近寄っても いけない。 
その 者には 欠陥が あるから である。 彼 
はわた しの 聖 なる 所を 汚すべき ではな 
い。 わたしは エホバ， 彼らを 神聖に し 
ている 者な ので ある』」。 

24 そこで モー セは ア ロンと その子 
らおよ び イスラエルの すべての 子ら に 
i した。 

エホバは さらに モー セに 話して 
ムム こう 言われた。 2  r ア ロンと そ 
の 子ら に 話して， 彼らが イスラエルの 
子ら の聖 なる ものから 離れて いるよう 
に， [民] がわた しに 対して 神聖な ものと 
している 事物に 関して 彼らが わたしの 
聖 なる 名を 汚す ことのない ようにし な 
さい。 わたしは エホバで ある。 3 彼ら 


にこう 言いなさい。 『あなた 方の 代々 
にわたり， そのす ベての 子孫のう ち， 身 
に 汚れが あり なが ら イス ラエルの 子ら 
が エホバに 対して 神聖に する 聖 なる 事 
物に 近づく 者が いれば， その 魂は わた 
しの 前から 断たれねば ならない。 わた 
しは エホバで ある。  4 ア ロンの 子孫の 
だれも ，らい 病で あったり 漏出 があっ 
たり するとき には， 清くなる までは 聖 
なる ものを 食べて はいけ ない。 死亡し 
た 魂に よって 汚された だれかに 触れた 
者， あるいは 射精の あった 善， 5 また 
自分に とって 汚れて いる 群がる ものの 
どれ かに 触れたり， 何 かの 汚れの 点で 
自分に とっ て 汚れて いる 者に 触れたり 
した 者に ついても [同様で ある]。 6 こ 
のよう な ものに 蠢れた 魂は 夕方まで 汚 
れた 者と されなければ ならず， 聖 なる 
ものを 食べる ことを ゆるされない。 そ 
して 彼は その 身に 水を 浴びなければ な 
ら ない。 7 日が 沈んだ 時に 彼は 清い 者 
とされる ので ある。 そのの ち聖 なる も 
のの 中から 食べても よい。 それは その 
者の パン だからで ある。 8 彼は また， 
[すでに] 死体と なって いた もの や 野獣 
に 引き裂かれ たものを 食べて 汚れた 者 
となって はいけ ない。 わたしは エホバ 
である。 

9 「『こうして 彼らは わたしに 対する 
自分たち の 務めを 守らねば ならない。 
それの ゆえに 罪を 負い， それの ため， そ 
れを 汚して いる ことの ゆえに 死ぬ よう 
な ことのない ためで ある。 わたしは エ 
ホバ ，彼らを 神聖に している 者で ある。 

10 「『また， よそ 人は だれも 聖 なる 
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ものを 食べて はいけ ない。 祭司の もと 第22 章 るいは イスラエル にいる 外人 居留 者で 
にいる 移住者 も 雇われた 労働者 も聖な 7^29；^4 捧げ物を する 者は， それが 自分の 何 か 

せいやく  {ィ1 

る ものを 食べて はいけ ない。 11 ただ  の 誓約の ためで あれ， あるいは 何 かの 

し， 祭司が 自分の 金で 買い取る ものと  _ 発 的な 捧げ物の ためで あれ， 焼燔の 

して ある 魂を 買い取った 場合で あれば， 38：11 捧げ物と して エホバに ささげる ので あ 

もの  かれ  た  がた  ぜ にん  え 

そのような 者と して 彼は それを 食べる I レビ km4 れ ば， 19 あなた 方が 是認を 得る ため 
ことに あずかって よい。 その 家で 生ま  に， それは きずの ない もので， 牛 や 若 

れ た奴隸 も， そのような 者と して その ^ut'5：15 い 羊 ややぎ の 群れの 中の 雄で なければ 

(ィ）  なに  けっかん 

パンを 食べる ことに あずかって よい。 ヵレビ5 ポ ならない。 20 何に せよ 欠陥の ある も 

さいし むすめ  レビ 27:13  (力） 

12 また， 祭司の 娘が よその 男の ものと  のを ささげて はならない。 それは あな 

なった 場合で あれば， そのような 者と +^822?26 た 方の ために 是認を 得る ものとは なら 
して 彼女は 聖 なる ものである 寄進 物を ^ - ^ ないから である。 

食べる ことを ゆるされない。 13 しか 7S~：14  21 「『また 人が， 誓約を 果たす ため， 

し， 祭司の 娘が 子を 持たない うちに や  S 15:16 あるいは 自発的な 捧げ物と して 共 与の 

もめ または 離婚され た 者と なり， 若い ィ レビ 7:16 犠牲を エホバに ささげる 場合， 是認を 
時と 同じように 父の 家に 戻らねば なら  |  gs5 得る ために， それは 牛 もしくは 羊の 群 

ない 場合， 彼女は 父の パンの 中から 食  ^  56：12  れの 中の きずの ない ものである べきで 

ベて よい。 しかし， よそ 人は だれも そ ゥ 申 I2:6  ある。 それには 何の 欠陥が あっても い 
れを 食べて はいけ ない。  けない。 22 盲の もの， 骨の 砕けて い 

14 「『さて， 人が 間違って 聖 なる も  23:11 る もの， 切り傷の ある もの， こぶの あ 

た  ば あい 【才）  もの  ぶん  おお  はく 

のを 食べた 場合， その 者は 五分の 一を ォ レビ I:3 る もの， かさぶ たに 覆われた もの， 白 
加えて その 聖 なる ものを 祭司に 渡さね  癖ので きた もの， これらの どれ も あな 

ばなら ない。 15 それで 彼らは イスラ た 方は エホバに ささげて はならない。 
エルの 子ら が エホバに 寄進す る聖 なる へ W:i4 火に よる 捧げ物を それらから 取って エ 

けが  (4)  ぺテ I  hl9  さいだん  の 

ものを 汚さない ようにすべき である。  ホバ のために 祭壇に 載せて はなら な 

16 こうして， 聖 なる ものを 食べた こと +；23；21 い。  23 肢体の 一つが 長す ぎる もしく 

ゆうざい  しょばつ  ひとびと  お  詩 50:14  みじか  おうし ひつじ  [サ） 

による 有罪の 処罰を 人々 に 負わせる よ 詩6 1:8  は 短す ぎる 雄牛 や 羊に ついては， あな 

うな ことのな いよう にすべき である。  たは こ れを 自発的な 捧げ物と しても よ 

わたしは エホバ， 彼らを 神聖に してい 9 ~ 3:1 い。 しかし， 誓約の ためで あれば， そ 
る 者な ので ある』」。  ヶ中 j5:2l れは 是認を もって 受け入れられる もの 

17 エホバは 引き続き モー セに 話し  とはなら ない。 24 また， 睾丸を つぶ 

てこう 言われた。 18 「ア ロンと その 3  le  3：u した もの， 砕いた もの， 抜き取った も 
子ら および イスラエルの すべての 子ら  の， 切り取った ものを あなた 方は エホ 

はな  かれ  い  サ レビ 21：18 

に 話しなさい。 彼らに こう 言うよう  パに ささげて はならない。 あなた 方の 

に。 『だれでも イスラエルの 家の 者 あ '^23?1：20  土地に おいて そのような ものを ささげ 
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るべき ではない。  25 また， これらす 
ベての いずれ かを 異国 人の 手から 受け 
て あなた 方の 裡の パンと して ささ げて 
はならない。 その 腐れが それに あるか 
ら である。 それには 欠陥が ある。 それ 
は あなた 方に 対する 是認を もって 受け 

い  M 

入れ られる ものとは なら ない』」。 

26 エホバは さらに モー セに 話して 
こう 言われた。 27 「雄牛， 若い 雄 羊 
または やぎが 生まれた 場合， それは そ 
の 母の もとに 七日 とどまらね ばなら な 
い。 しかし 八日 目から 後は， 捧げ物す 
なわち エホバへの 火に よる 捧げ物と し 
て 是認を も って 受け 入れられる ものと 
なる。 28 雄牛と 羊に ついては， あなた 
方は それと その子と を 同じ 日に ほふ っ 
ては ならない。 

29 「また， 感謝の 犠牲を エホバに さ 
さげる i 合， あなた 方は g 分が 是認を 
受ける ために こ れを 犠牲 として ささげ 
るべき である。 30 その 日に それを 食 
ベるべき である。 その 幾らかで も 朝 ま 
で 残して おいては ならない。 わたしは 
エホバで ある。 

31 「こうして あなた 方は わたしの お 
きて を 守って， それを 行なうよ うに。 わ 


たしは エホバで ある。  32 そして， あ 
なた 方は わたしの 聖 なる 名を 汚して は 
ならない。 わたしは イスラエルの 子ら 
の 中に あって 神聖な ものと されな けれ 
ばなら ない。 わたしは エホバ， あなた 
方を 神聖に している 者で あり， 33 あ 
なた 方を エジプトの 地から 携え 出して 


あなた 方の# たる ことを 示して いる 者 

トン） 


である。 わたしは エホバで ある」。 


〇〇 エホバは 続けて モー セに 話して 
^ こう. われた。 2 「イスラエル 
の 子ら に 話しなさい。 彼らに こう 言う 
ように。 『あなた 方が ふれ 告げるべき， 
エホバの 季節 ご との 祭り は聖 なる 大会 
となる。 これらは わたしの 季節 ごとの 
祭りで ある。 

3 「『六日の あいだ 仕事を 行なって よ 
いが， 七日 目は 全き 休みの 安息， 聖な 
る 大会と なる。 あなた 方は どんな 仕事 
も 行なって はいけ ない。 それは， あな 
た 方の 住む すべての 場所に おいて エホ 
バ に対する 安息と なる。 

4 「『これらは エホバの 季節 ごとの 祭 
り， 聖 なる 大会で あり， あなた 方が そ 
の 定めの 時に ふれ 告げるべき もので あ 
る。 5 第一の 月， その 月の 十四日， そ 
の 二つの 夕方の 間は， エホバに 対する 
過ぎ 趣し である。 

6 「『そして， この 月の 十五 日は， エ 
ホバ に対する 無 酵母 パンの 祭りで ある。 
七日の 間 あなた 方は 無 酵母 ノ ヽ° ン を 食べ 
るべき である。 7 その 最初の 日に あな 
た 方は 聖 なる 大会を 催す。 どんな 労働 
の 仕事 も 行なって はいけ ない。 8 し 
かし あなた 方は， 七日の 間 エホバへの 
火に よる 捧げ物を ささ げ なければ なら 
ない。 七日 目には 聖 なる 大会が なされ 
る。 どんな 労働の 仕事 も 行なって はい 
けない』」。 

9 エホバは 引き続き モー セに 話して 
こう 言われた。 10 「イスラエルの 子 
らに 話しなさい。 彼らに こう 言うよう 
に。 『あなた 方が わたしの 与える 土地 
につい に 入り， その 収穫物を 刈り取 っ 
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たなら， あなた 方は I 券たち の 収穫の 
初穂の 束を 祭司の もと に 携えて 来な け 
れ ばなら ない。 11 そして 彼は， あなた 
方が 是認を 得る ために， その 束を エホ 
バの 前に 揺り動かさねば ならない。 安 
息 日 のす ぐ 翌日 に 祭司は それを 揺り動 
かすべき である。 12 そして， その 束 
が 揺り動かされる 日に， あなた 方は き 
ずの ない 若い 雄 羊の 一年 目の ものを エ 
ホ パへの 焼燔の 捧げ物と して ささげる 
ように。 13 また， それに 伴う 穀物の 
捧げ物と して， 油で 湿らせた 上等の 麦 
粉 十分の ニエ ファを， エホバへの 火に 
よる 捧げ物， 安らぎの 香りと する。 ま 
た， その 飲み物の 捧げ物と して， 四 分の 
ーヒン のぶどう 酒を。 14 そして， そ 
の 日になる まで， すなわち あなた 方の 
拽 への 捧げ物を 携えて 来る その 時まで 
は， パン も， 炒った 穀物 も， 新しい 穀 
物 も 食べて はならない。 これは， あな 
た 方の 住む すべての 所に おいて 代々 定 
めの ない 時に 至る 法令と なる。 

15 「『また， あなた 方は 自分たち のた 
め， 安息 日の 後の 日， すなわち あな た 方 
が 振 揺の 捧げ物の 束を 携えて 来る日 か 
ら， 安息日を 七つ 数えなければ ならな 
い。 それは 満 [七 週] となる。 16 七番 
目 の 安息 日の 後の 日 ま で 五十 日を 数え 
るべき である。 そして あなた 方は 新し 
い 穀物の 捧げ物を エホバに ささげな け 
れ ばなら ない。 17 あなた 方の 住む 所 
から パンニつ を 振 揺の 捧げ物と して 携 
えて 来る ように。 それは 上等の 麦粉 十 
分の ニエ ファ で こ しらえ たものと すべ 
きで ある。 それは パン 種を 入れて 焼き， 
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エホバへの 魚く した 初物と する。 18 ま 
た あなた 方は， その パンと 共に， き ずの 
ない 雄の 子羊 七 頭， それぞれ 一歳の も 
のを， さらに 若い 雄牛 一頭と 雄 羊 二 頭 
を ささげなければ ならない。 それらは 
それに 伴う 穀物の 捧げ物 およ び 飲み物 
の 捧げ物と 共に， エホバへの 焼 燔の捧 
げ物 ，エホバへの 火に よる 安らぎの 香り 
の 捧げ物と されるべき である。 19 ま 
た あなた 方は 罪の 捧げ物と して 子 やぎ 
一頭， さらに 共 与の 犠牲と して 雄の 子 
羊 二 頭， それぞれ 一歳の ものを ささげ 
るよう に。 20 そして 祭司は それを 熟 
した 初物の パンと 共に 揺り動かして， 

とう  おす  こひつじ  まえ  しん 

二 頭の 雄の 子羊と 共に エホバの 前で 振 
揺の 捧げ物と する ように。 それらは エ 
ホバ に対して 聖 なる もの， 祭司の ため 
の ものと されるべき である。  21 そし 
て あなたは この 日に 布告を 行なわねば 
ならない。 あなた 方の ために 聖 なる 大 
会が なされる。 どんな 労働の 仕事 も 行 


なって はいけ ない。 これは あなた 方の 
住む すべての 所に おいて 代々 定めの な 
い 時に 至る 法令と なる。 

22 「『そして， あなた 方は 自分の 土地 


しゅうかく  か  と 

の 収穫を 刈り取る とき， それを 刈り取 

はたけ  はし  つ 

る さいに 畑の 端を㈤ り] 尽く しては な 


お  ぼ  ひろ 

ら ない。 あなたの 収穫の 落ち穂を 拾っ 

[ク）  くる  もの [ヶ） がいじん きょりゅう 

ては ならない。 苦しむ 者 や 外人 居留 


者の ために それを 残して お くべき で 
ある。 わたしは あなた 方の 裡 エホバで 


ある』」 0 

つづ  はな 

23 エホバは 続けて モー セに 話して 

い  はな 

言われた， 24 「イスラエルの 子ら に 話 

い  だい  [サ 1 

してこう 言いなさい。 『第 七の 月， そ 


贖罪の 日 , 
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| ホバ に対して 七日の あいだ [行なわれ 

I  さいしょ  せい  たいかい 

る]。 35 その 最初の 日は 聖 なる 大会で 
ある。 あなた 方は どんな 労働の 仕事 も 
行なって はいけ ない。 36 あなた 方は 
七日の 間 エホバへの 火に よる 捧げ物を 
ささげるべき である。 八日 目には あな 
た 方の ため に聖 なる 大会が な される ベ 
きで ある。 そして あなた 方は エホバへ 
の 火に よる 捧げ物を ささげる ように。 
それは 聖会 である。 どんな 労働の 仕事 
も 行なって はいけ ない。 

37 「『これらは， あなた 方が 聖 なる 
大会と して ふれ 告げるべき エホバの 季 
節 ごとの 祭りで ある。 それは エホバへ 
の 火に よる 捧げ物を ささげる ときで あ 
る。 すなわち， 犠牲と しての 焼 燔の捧 
げ 物と 穀物の 捧げ物 および 飲み物の 捧 
げ 物を 日 ごとの 予定に したがって [さ 
さげる の] であり，  38 それは エホバ 
の 安息日とは 別， また あなた 方の 供え 
物， すべての 誓約の 捧げ物， すべての 
自発的な 捧げ物， すなわち あなた 方が 
エホバに 供えるべき ものとは 別の もの 
である。 39 しかし， 第 七の 月の 十五 
日， その 地の 産物を 集め 入れた 時には， 
あなた 方は ~ 日の 間 エホバの 祭りを 祝 
うべき である。 その 最初の 日は 全き 休 

かめ  （ソ) 

みで あり， 八日 目 も 全き 休みで ある。 
40 そして あなた 方は， 自分たち のた 
め， 最初の 日に， 壮麗な 樹木の 実， や 
しの木の 葉， 茂った 木の 大枝， 奔流の 
谷の ポプラを 取る ように。 あなた 方の 
裡 エホバの 前で 七 日の あいだ 歓び 楽し 
むので ある。 41 こうして あなた 方は 


3 16:15; ネへ 8:10。 
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の 月の 一日には， あなた 方の ために 全 
き 休みが 設けられるべき である。 それ 
は ラッパの 吹奏に よる 記念， 聖 なる 大 
会で ある。 25 どんな 労働の 仕事 も 行 
なって はいけ ない。 そして あなた 方は 
エホバへの 火に よる 捧げ物を ささ げる 
ように』」 0 

26 エホバは さらに モー セに 話して 
こう 言われた。 27 「しかし， この 第 七 
の 月の 十日は 贖罪の 日で ある。 あなた 
方の ため に聖 なる 大会が 催さ れ るべき 
である。 そして あなた 方は 自分の 魂を 
苦しめ， エホバへの 火に よる 捧げ物を 
ささげなければ ならない。  28 また あ 
なた 方は この 日 にどん な 仕事 も 行な っ 
ては ならない。 それは， あなた 方の® 
エホバの 前で あなた 方の ために 贖罪を 
行な^ > 贖罪の 日 だからで ある。 29 こ 
の 日に 苦しめられる ことのない 魂は す 
ベて 必ず その 民の 中から 断たれる ので 
ある。 30 この 日に 何 か 仕事を 行なう 
魂 がいれば， わたしは その 魂を 民の 中 
から 滅ぼさねば ならない。 31 あなた 
¥ は どんな 仕事 も 行なって はならない。 
これは あな た 方の 住む すべての 場所に 
おいて， 代々 定めの ない 時に 至る 法令 
となる。 32 これは あなた 方の ための 
全き 休みの 安息で あり， あなた 方は こ 
の 月の 九 日の 夕方に 自分の 魂を 苦しめ 
なければ ならない。 夕方から 夕方まで 
あなた 方の 安息を 守るべき である」。 

33 エホバは 引き続き モー セに 話し 
て 言われた， 34 「イスラエルの 子ら に 
k 舌して こう 言いなさい。 『この 第 七の 
月の 十五 日は 仮小屋の 祭りで あり， エ 
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ように。 それは 覚えの パン， エホバへの 
火に よる 捧げ物と なる ので ある。 8 安 
k 日 が 来る ごと に 彼は それを 整えて 絶 
えず エホバの 前に 置くべき である。 こ 
れは イスラエルの 子ら との 定めの ない 
時に 至る 契約で ある。 9 そして， それ 
はア ロン および その子ら の ものと なる 
ので ある。 彼らは それを 聖 なる 場所で 
食べる ように。 それは， 定めの ない 時 
に 至る 規定と して， エホバへの 火に よ 
る 捧げ物の 中から 彼のた めに [取られ 
た] 極めて 聖 なる もの だからで ある」。 

10 さて， イスラエル 人の 女の 息子で， 
エジプト 人の 男の 息子で ある 者が， イ 
スラ エルの 子ら の 中に 出て 行った。 そ 
して， その イスラエル 婦人の 息子と あ 
る イス ラエル 人の 男と が 宿営の 中で 格 
闘を 始めた。 11 そして， その イス ラエ 
ル 人の 女の 息子が み 各を ののしり， そ 
れの 上に 災いを 呼び 求め るよう にな っ 
た。 それで 人々 は その 者を モー セの も 
とに 連れて来た。 ところで， 彼の 母の 
名は シエ ロ ミトと いって， ダンの 部族 
の ディ プリの 娘であった。 12 次いで 
\ 々は， エホバの ことばに したがって 
はっきりした 宣告が あるまで 彼を 拘禁 
する ことにした。 

13 それから エホバは モ ー セに 話し 
てこう 言われた。 14 「災いを 呼び 求 
めた その 者を 宿営の 外に 連れ出しな 
さい。 その [言葉] を 聞いた すべての 者 
は 手を 彼の 頭の 上に 置く ように。 そし 
て， 集会 全体が これを 石 撃ちに しなけ 
れ ばなら ない。 15 そして， あなたは 
イスラエルの 子ら に 話して こう 言う ベ 


211  供えの パン。 I 

エホバに 対する 祭りと して それを 年に 
七日 祝う ので ある。 代々 定めの ない 時 
に 至る 法令と して， あなた 方は それを 
第 七の 月に 祝うべき である。 42 仮 小 
屋に 七日の あいだ 住むべき である。 イ 
ス ラエルに 生まれた すべての 者は 仮 小 
屋の 中に 住む。 43 これは， わたしが 
イ スラ エルの 子ら を エジプ トの 地から 
携え 出した さい 仮小屋の 中に 彼らを 住 
まわせた ことを， あなた 方の 代々 の 民 

し  [才 1 

が 知る ためで ある。 わたしは あなた 方 
の拽 エホバで ある』」。 

44 そこで モー セは， エホバの 季節 ご 
との 祭りに ついて イスラエルの 子ら に 

はな 

話した。 

€^A それから エホバは モー セに 話し 
ム、 てこう 言われた。 2 「イス ラエ 
ルの 子ら に 命じて， つぶして 採った 純 
のオ リーブ 油を あなたの もとに 持っ 
て 来させなさい。 明かりの ため， とも 
しびを 絶えずと もす ためで ある。 3 会 
見の 天幕の 中， 証の 垂れ幕の 外側で， ア 
ロ ンは それを 夕方から 朝まで エホバの 
前に 絶えず 整えるべき である。 これは 
あなた 方に とって 代々 定めの ない 時に 
至る 法令で ある。 4 その ともしびを 


に 整えるべき である。 


5 「また あなたは 上等の 麦粉を 取り， 
それを もって 輪 型の パン 十 ニイ & を 焼く 

ぶん 

ように 0 十分の ニエ ファが 一つの 輪 型 

つ  ひと かさ 

の パンと なる。 6 次いで それを， 一重 

トン) ふた かさ  じゅんきん しょくたく 

ねに 六つず つ 二重ね に して 純金の 食卓 

まえ  お  W 

の 上， エホバの 前に 置く ように。 7 ま 
た， 純粋の 乳香を 各 重ねの 上に 添える 
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きで ある。 『だれでも その 裡の 上に 災 
いを 呼び 求める 者が いれば， その 者は 
自分の 罪に 対する 責めを 負わねば なら 
ない。 16 ゆえに， エホバの 名を のの 
しった 者は 必ず 死に 処 せられる べきで 
ある。 集会の 全体が その 者を 必ず 石 撃 
ちに する ように。 外人 居留 者 も その 地 
で 生まれた 者と 同じく， み鱼 をのの し 
るなら 死に 処 せられるべき である。 

17 「『また， 人が だれかの 魂を 打って 
死に 至らせた 場合， その 者は 必ず 死に 
処 せられるべき である。 18 また， 家 
畜の 魂を 打って 死に 至らせた 者は， そ 
の 償いを すべきで ある。 魂には 魂で あ 
る。 19 また， 人が S 分の 仲間に 損傷 
を 負わせた 場合， その 行なった とおり 
に その 者に 対してな されるべき であ 
る。 20 骨折には 骨折， 目には 目， 歯 
には 歯で ある。 その 者が 人に 負わせた 
と 同様の 損傷， それが 彼に 加えられる 
べきで ある。 21 そして， 獣を 打って 
死に 至らせた 者は その 償 いを すべきで 
あるが， 人を 打って 死に 至らせた 者は 
死に 処 せられるべき である。 

22 「『同一の 司法 上の 定めが あなた 
方に 当てはめられる。 外人 居留 者 も そ 
の 地で 生まれた 者と 同じに されるべき 
である。 わたしは あなた 方の 裡 エホバ 

(サ） 

なので ある』」。 

23 その後 モー セは イスラエルの 子 
らに 話し， 彼らは 災いを 呼び 求めた 者 

を 宿営の 外に 連れ出して， これを 石 撃 

トン] 

ちに した。 こうして イスラエルの 子ら 
は エホバが モー セに 命じた とおりに 行 
なった。 


分， エホバは シナイ山で さらに モー 
セに 諸して こう 备 われた。 2  r ィ 
スラ エルの 子ら に 話しなさい。 彼らに 
こう 言うよう に。 『あなた 方が わたし 
の 与える 土地に ついに 入ったなら， そ 
の 時， その 地は エホバに 対して 安息を 
守らねば ならない。 3 六 年の 間 あなた 
は 自分の 畑に 種を まき， 六 年の 間 自分 
のぶどう 園の 刈り 込みを 行な うべき で 
ある。 こうして あなたは その 地の 産物 
を 取り集め るので ある。 4 しかし， 七 
年 目には， その 地の ために 全き 休みの 安 
息， エホバに 対する 安息が 設けられる 
べきで ある。 あなたの 畑に 種を まいて 
はならない。 あなたの ぶどう 園の 刈り 
込みを 行なって はならない。 5 あなた 
の 収穫の こ ぼれ 種 か ら 生えた ものを 刈 
り 取って はならず，) 0J り 込みを しな かっ 
た 木の ぶ ど うを 取り集めて もな ら ない。 
その 地の ために 全き 休みの 年が 設けら 
れ るべき である。 6 そして， 土地の 安 
息は あなた 方に とっ て 食物の ためとな 
るので ある。 すなわち， あなたと， あな 
たの 男 奴 隸や女 奴隸， あなたの もとに 
いる 雇われた 労働者 や 移住 4, 外国人 
と して あなたの もとに 住む 者たち のた 
め， 7 また あなたの 家畜の ため， あな 
たの 地に いる 野獣の ためで ある。 その 
産出す る ものは すべて 食用と してよ い。 

8 「『また， あなたは 自分の ために 安 
息の 年を 七つ 数える ように。 七 年の 七 
倍で ある。 年の 安息 七つの 日数は あな 
たに とって 四十 九 年と なる。  9 それ 
から あなたは， 第 七の 月， その 月の 十 
日に， 高音の 角笛を 鳴り響かせ るよう 
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に。 贖罪の 日 にあな た 方の 全土に 角笛 第25 章 う して あなた 方は わた しの 法令 ：を 実行 
を 鳴り響かせるべき である。 1〇 こう 7S !2;?〇 し， わたしの 司法 上の 定めを 守って そ 
して あなた 方は 五十 年 目を 神聖な もの ^  23；28 れを 遂行し なければ ならない。 そうす 

とし， その 地に おいて そのす ベての 住 れば あなた 方は 必ず その 地に 安らかに 

みん  じゆう  つ  i ウ！  イザ 63:4  す  ：ァ； 

民に 自由を ふれ 告げなければ ならない。 ヱ レ3”  住まう ことになるであろう。 19 そし 

(X)  ルカ 4:18  ち  みの  ⑷ 

それは あなた 方に とって ヨ ベルと なる。 D： て， その 地は まさに その実り を 出し， あ 
あなた 方は 各々 自分の 所有地に 帰る よ なた 方は 必ず 満ち足り るまで 食べて， 

かぞく  w 才^^ : 13  やす  す  | ゥ） 

うに。 各々 自分の 家族の もとに 帰る。 ^ i5!i  そこに 安らかに 住まう であろう。 

11 その 五十 年 目は あなた 方に とって， SL  20 「『しかし， もし あなた 方が， 「種 

[力】  たね  ロマ 8:21  しゅうかくぶつ  と  あつ 

ヨ ベルと なる ので ある 。あなた 方は 種 +  ^  25:5 をまい たり 収穫物を 取り集め たりして 
をまい ては ならない。 こぼれ 種から そ はいけ ないなら その 七 年 目には 何を 食 
の 地に 生えた ものを 刈り取って はなら ヶ ば:〗 ぱ べるの か」 と言うので あれば，  21 そ 

こ  コサ I 12:3  がた 

ない。 刈り込みを しなかった 木の ぶ ど  m i4：3i のとき わたしは， あなた 方の ため 六 年 

あつ  A  アモ 5:11  かなら  しゅくふく  めい 

うを 取り集めても ならない。 12 それ  目に 必ず わたしの 祝福を 命じ， それは 

」 b'  ねんぶん  しゅうかく  さんしゅつ  爾 

はヨ ベル だからで ある。 それは あなた サ レビ27 に8 三年 分の 収穫を 産出す る ことになる 0 

がた  せい  シ レビ 27:23  がた  たね 

方に とって 聖 なる ものと される べきで ス レビ i9:is  22 そして あなた 方は 八 年 目に 種を ま 
ある。 あなた 方は その 地の 産出す る も 7:6 き， 九 年 目まで 古い 収穫物から 食べる 

はたけ  た  [ク）  セ^:  < 

のを， 畑から 食べて よい。  ぼ 43 ので ある。 その 収穫物が 入って 来る ま 

がた  1 り.  24 

13 「『この ヨ ベルの 年に あなた 方は ネへ 5;9  で， あなた 方は 古い ものを 食べる。 

おのおの じ ぶん  しょゆうち  かえ  が  厳 1:7  とちこう きゅうてきう  わた 

各々 自分の 所有地に 帰るべき である。 23 「『それで， 土地は 恒久的に 売り渡 

がた う もの じぶん  9"31  冰 

14 それで， あなた 方が 売り物を 自分の ソ ィザ％22 されるべき ではない。 土地は わたしの 
仲間に 売ったり 仲間の 手から 買ったり 第二 欄 もの だからで ある。 あなた 方は わたし 

ばあい  たが  ふせい  おこ  がいじん きょりゅう しゃ  いじゅうしゃ 

する 場合， 互いに 不正を 行なって はい ァ から 見れば 外人 居留 者 また 移住者な の 
けない。 15 あなたは ヨ ベル 以後の 年 である。 24 そして， あなた 方の 所有 
数に したがって 自分の 仲間から 買う ベ  する すべての 土地に おいて， あなた 方 

しゅうかく  かれ  ： エ 2*24  ち  たい  か  もど  けんり  みと 

きで ある。 収穫の 年数に したがって 彼 ^^'34:25 は その 地に 対する 買い戻しの 権利を 認 

ラ  、サ：  ねんすう  丁  I レ、 or ,  r  [ケ） 

は あなたに 売るべき である。 16 年数  ^  6-25 めるべき である。 

が 多ければ その 買い取りの 価を 増す ベ 25 「『あなたの 兄弟が 貧しく なって 
きで あり， 年数が 少なければ 買い取りの 力 王 丨 21:3 その 所有地の 幾らかを 売らねば ならな 

へ  しゅうかく  かず  かれ  エゼ 48:14  ばあい  もの  きんしん  か  もど  にん 

価を 減らすべき である 0 収穫の 数を 彼 キ代 HU  い 場合， その 者の 近親の 買い戻し 人は 

う  詩 24:1  き  じぶん 

は あなたに 売る からで ある。 17 ゆえ  ^  85；i  来て， 自分の 兄弟の 売った ものを 買い 

がた  じぶん  なかま  ふせい  [コ） 

に， あなた 方は だれも 自分の 仲間に 不正 ク&以 5 戻さねば ならない。 26 そして， ある 

おこ  [ス】  S  〇  -j  n  かも ど  にん  もの じ 

を 行なって はならない。 あなたの® に ヶ=2= 人に 買い戻し 人が いないが， その 者自 
恐れを 持たねば ならない。 わたしは あ 2;2〇 身の 手が 収益を 上げて その 買い戻しに 

m  A.n  た  ぶん  え  ばあい  もの 

なた 方の# エホバな ので ある。 18 こ  ^32：7 足りる 分を 得た 場合， 27 その 者は そ 


レビ 25:28—41  家の 買い戻し。 貧しい 者。 高利を 取って はならない  214 

れを 売って からの 年数を 計算し， 残り 第25 章 ばなら ない。 レビ 人の 都市の 家は イス 
の 金を 自分が その 売却を 行なった 相手 7  25:50 ラエルの 子ら の 中に おける 彼らの 所有 

かえ  イ レビ 25:10 ぶっ  M  かれ 

に 返さねば ならない。 こうして その 者  ^  g:13 物 だからで ある。  34 さらに， 彼らの 

しょゆうち  もど  (7)  ^  とし  ぼくそうち  の [ゥ）  う 

は 自分の 所有地に 戻る こと になる。  ゥ レビ25: 10 都市の 牧草地と しての 野は 売っ てはい 

28 「『しかし， もし その 者の 手に 彼 普 けない。 それは 定めの ない 時に 至る ま 
に 返す だけの 分が 見いだ されない ので ^  25:48 で 彼らの 所有地 だからで ある。 

あれば， 彼が 売った ものは それを 買い 35 「『また， あなたの 兄弟が 貧しくな 

と  " «  oc；»  かたわ  ざいせい てき  よわ 

取った 者の 手に ヨ ベルの 年までと どま  I ン 32し り， あなたの 傍らに あって 財政 的に 弱 
る ことになる。 そして それは ヨ ベルの ク ェレ32:8  くなる 場合， あなたは これを 支えな け 
時に 手放され， こうして 彼は 自分の 所 第二 欄 れ ばなら ない 。その 者は 外人 居留 者 ま 

ゆうち  もど  [ゥ）  いじゅうしゃ  （力 1 

有 地に 戻 るので ある。  ァレビ25:28 た 移住者の ようにして あなたの もとで 

29 「『さて， 人が 城壁に 囲まれた 都市 生きっ づける ので ある。 36 その 者 か 

じゅうか  う  ばあい  申 18:1  りそく  こうり  と  [キ） 

の 中に ある 住家を 売る 場合， その 人の ^^35:7  ら 利息 や 高利を 取って はいけ ない。 あ 
買い戻しの 権利は 売却の 時から 一年が  ^2?；2 なた の 神に 恐れを 持たねば ならない。 
切れる までは 保たれねば ならない。 そ デ5 あなたの 兄弟は あなたと 共に 生き っづ 

W  まん  ねんかん  詩 41.1  もの 

の 買い戻しの 権利は 満一年 間 保たれる  iE 14；20 ける ので ある。 37 あなたは その 者に 
べきで ある。 30 しかし， もし それが  ^：1 利息を 付けて 金を 渡して はならず， 高 
その 者に とって まる 一年の 満ちる 以前 ォ 詩37:26 利を 付けて 食物を 与えても ならない。 

か  もど  じょうへき  詩 112:5  がた 

に 買い戻されな いので あれば， 城壁を  J  3^31  38 わたしは あなた 方の 裡 エホバ， あな 

持っ 都市の 中に ある その 家は， 代々 恒  た 方を エジプトの 地から 携え 出して 力 

きゅうて き  と  ざいさん  テモ I  6:18  あた （コ） 

久 的に その 買い取り 人の 財産と される ョハ ！3:17 ナンの 地を 与え， あなた 方の 裡 たる こ 
ことになる。 それは ヨ ベルの 時に 手放 力 だ S1 とを 示す 者で ある。 

しゅう  レビ 19:34  きょう だい 

されるべき ではない。 31 しかし， 周  * io：i8  39 「『また， あなたの 兄弟が あなたの 
囲に 城壁を 持たない 集落の 家は その 地 23:19 傍らで 貧しく なって その 身を あなたに 

ほう  でんや  いちぶ  ネへ 5:7  う  ば あい トン】 

方の 田野の 一部と みなされるべき であ  1#15：5  売らねば ならない 場合， あなたは これ 

か  もど  けんり (才）  たも  ^  ^8：〇  どれい  ほうし  つ  はたら びと 

る。 買い戻しの 権利は それの ために 保 ヱゼ18:13 を 奴隸の 奉仕に 就いた 働き人の ように 

[力） とき  てばな  ク詩 89:7  っか  W  もの 

たれ， また ヨ ベルの 時に それは 手放さ  蔵8: is  使って はならない。 40 その 者は あな 

ヘプ12:28  やと  ろうどうしゃ 

れ るべき である。  ヶ申 23:20 たの もとに あって， 雇われた 労働者の 

びと  とし  ばあい  しょゆう  ネへ 5:10  [セ 1  いじゅうしゃ 

32 「『レビ 人の 都市の 場合， その 所有 ルヵ6:35 ように， 移住者の ようになるべき であ 

いえ  【キ】  か  もど  けん  J4  9H.9  かれ 

する 都市の 家が あれば， 買い戻しの 権  IlS；51 る。 彼は あなたの もとで ヨ ベルの 年 ま 
利は 定めの ない 時まで レビ 人の ために サ gg41 で 仕えるべき である。 41 それから 彼 
保たれるべき である。  33 そして， レ シ *21:2  は， すなわち 彼 および それと 共なる そ 
ビ 人の 財産が 買 L ヽ 戻さ れ ない 場合で も， の 子ら は ，あなたの もとから 出て 行き， 
その 所有す る 都市に ある 売られた 家は ス *i:i4  彼は 自分の 家族の もとに 戻る ので ある。 
ヨ ベルの 時には やはり 手放され なけれ 彼は その 父祖たち の 所有地に 戻るべき 
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である。 42 彼らは わたしが エジプト 
の 地から 携え 出した， わたしの 奴隸だ 
からで ある。 彼らは 奴隸が 売られる と 
きのよう にして 自分の 身を 売って はな 
ら ない。 43 あなたは 暴虐を もってこ 
れを 踏みつけて はならない。 あなたの 
拽を 恐れる ように。 44 あなた 方の 周 
囲の 諸国 民の 中から あなたの ものと な 
る 男 奴隸や 女奴隸 について であ るが， あ 
な た 方は その 中から 男 奴 隸や女 奴隸を 
買って よい。 45 また， あなた 方の も 
と に 外国人と して 住む 移住 着の 子ら の 
中から， その 中から も 買って よい。 さ 
ら に， あなた 方 と共にい る， 彼らが あ 
な た 方の 土地で 生ん だ 彼 らの 家族の 中 
から も [買って よい]。 その 人々 は あな 
た 方の 所有と なる ので ある。 46 そし 
て あなた 方は 彼らを 相続財産と して 後 
の 子ら に 譲り渡し， 定めの ない 時に 至 
る 所有と して 相続させる ように。 あな 
た 方は これを 働き人と して 用いて よい 
が， イスラエルの 子ら である あなた 方 
の 兄弟を， 一方が 他方を 暴虐を もって 
踏みつけて はならない。 

47 「『しかし， あなた と共にい る 外人 
居留 者 もしく は 移住者の 手が 富裕に な 
り， あなたの 兄弟が その 傍らで 貧しく 
なって， あなた と共にい る 外人 居留 者 や 
移住者 あるい は 外人 居留 者の 家族の 一 
員に 身を 売らねば ならない 場合， 48 そ 
の 身を 売った 後に も， 彼に ついては そ 
の 買い戻しの 権利が 保たれる。 その 兄 
弟の 一人が 彼を 買い戻す かも しれな^ ヽ。 
49 あるいは その おじ もしくは おじの 
子が 買い戻しても よい。 さらには， そ 


第 25 章 


第 26 章 


ソ民 33:52 


にくしん  けつえん  (?)  かぞく 

の 肉親で ある 血縁の だれか， その 家族 


の ひとりが これを 買い戻しても よい。 

「『あるいは， その 者 自身の 手が 富裕 
になったなら， その 者は 自らを 買い戻 
すよう に。 50 そのと き 彼は， 自分の 
買い主と 共に， 自分が 身を 売った 年 か 
らヨ ベルの 年までを 数えなければ なら 
ない。 彼の 売り渡しの 金は その 年数に 
応じた ものと なる ので ある。 雇われた 
労働 4 の 作業 日数と 同 じ 数え 方に よっ 
て 彼は その 者の もとにと どまる べきで 
ある。  51 もし まだ 幾年 も あるなら， 
それに 応じて 自分が 買い取られた とき 
の 金の 中から 買い戻しの 価を 支払う ベ 


きで ある。 52 しかし， ヨ ベルの 年 ま 
での 年数のう ちその わずかが 残る だけ 
であれば， 彼は _ 分で 計算を する よう 
に。 その 年数に 応じて 自分の 買い戻し 
の 価を 支払うべき である。 53 彼は 年 
ごとに 雇われる 労働者の ようにして そ 
の 者の もとにと どまるべき である。 そ 
の 者は あなたの 目の 前で 暴虐を もって 
これを 踏みつけ てはいけ ない。  54 し 
かし， もし 彼が こうした 条件で 自分を 
買い戻す ことができなければ， ヨ ベル 

ゆ  W 

の 年に 出て 行く ことになる。 彼 も それ 
と 共なる その子ら もで ある。 

55 「『イスラエルの 子ら はわた しに 
とって 奴隸 なので ある。 彼らは わたしが ェ 


ジプト の 地 か ら 携え 出 した 奴隸 である。 

がた  （シ 1 

わたしは あな た 方の 神 エホバで ある。 
「『あなた 方は 自分の ために 無価 

Xjil %  かみがみ っく  [ス） 

値な 神々 を 作って はならない。 

ちょうこく ぞう (セ1 せいちゅう 

自分の ために 彫刻 像 や 聖 柱を 立てて は 

もの  (V) 

ならない。 見せる 物と しての 石を あな 
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た 方の 土地に 置いて， それに 向かって 
身をかがめても ならない。 わたしは あ 
なた 方の# エホバな ので ある。 2 あ 
なた 方は わたしの 安息日を 守り， わた 
しの 聖 なる 所を 恐れ かしこむべき であ 
る。 わたしは エホバで ある。 

3 「『あなた 方が わたしの 法令のう ち 
を 歩み， わたしの おきてを 守り 続けて 
それを 実行す るなら， 4 わたし も 必ず 
あなた 方の 大雨を その ふさわしい 時に 
与え， 地 もま さに その 産物を 出し， 野 
の 木 も その実を 与える であろう。 5 そ 

がた  だっこく  かなら  と 

して あな た 方の 脱穀は 必ずぶ どうの 取 
り 入れにまで 及び， ぶどうの 取り入れ 
は 種 まき どきにまで 及ぶ であろう。 あ 
なた 方は まさに 満ち足り るまで 自分の 
パンを 食べ， g 分の 土地に 安らかに 住 
まう であろう。 6 そ して わた しは その 
地に 平和を 置き， あなた 方は まさに 横 
た わり， これを おののかせる 者は いな 
い。 わたしは 害を もたらす 野獣を その 
地から 絶やす。 剣が あなた 方の 地を 通 
る こと もない。  7 むしろ， あなた 方は 
必ず 敵に 追い 迫り， 彼らは まさに 剣に 
よって あなた 方の 前に 倒れる。 8 そ 
して， あなた 方の 五 人は 必ず 百 人を 追 
い， 百 人は 一万 人を 追い， あなた 方の 
敵は 剣に よって まさしく あなた 方の 前 
に 倒れる であろう。 

9 「『そして わたしは 身を あなた 方に 
向け， あなた 方が 子を 多く 生んで 磕え 
るよう にし ，あなた 方との 契約を 履行す 
る。 10 そして あなた 方は 必ず 前の 年 
の 古い ものを 食べ， 新しい ものの 前に 
古い ものを 取り出す であろう。 11 ま 


第 26 章 


ア ダニ 3:18 


イ レビ 19:30 


第二 欄 


ア出 25:8 


申 31:16 

エレ 11:] 

ヘプ 8:9 
コ申 28:22 


た， わたしは 必ず 自分の 幕屋を あなた 
方の 中に 置き， わたしの 魂が あなた 方 
をい とい 憎む ことは ない。 12 そして 
わた しは まさ にあな た 方の 中を 歩み， 
あなた 方の 裡と なる。 あなた 方 もまた 
わたしの 民と なる であろう。 13 わた 
しは あなた 方の 裡 エホバ， あなた 方を 
エジプトの 地から， 彼らの 奴隸 として 
仕える ことから 携え 出した 者で ある。 
そ して わた しは そのく びきの 横木を 折 
り， あなた 方を まっすぐに 立たせて 歩 
かせ^ L 

14 「『しかし， もし あなた 方が わたし 
に 聴き 従わず， これらの すべての おき 
てを 行なわないなら， 15 また わたし 
の 法令を 退けるなら， そして あなた 方 
の 魂が わた しの 司法 上の 定めを いとい 
憎んで わたしの すべての おきてを 行な 
わず， わたしの 契約を 破る ようになる 
なら， 16 その 時には わたし も あなた 方 
に対して 次のように 行なう。 処罰と し 
て 結核と 燃える 熱病を もっ て 必ず あな 
た 方を かき 乱し， 目を 衰えさせ， 魂を 
しょうすいさせる。 そして あなた 方は 
いたずらに 種を まく ことになる。 あな 
た 方の 敵が 必ず それを 食べ尽く すから 
である。 17 そして わたしは まさしく 
自分の 顔を あなた 方に 敵して 向け， あな 
た 方は 必ず 敵の 前に 撃ち破られる であ 
ろう。 あなた 方を 憎む 者たち がま さに 
あなた 方を 踏みつけ， 追い かける 者 も 
いないのに あなた 方は 逃げる であろう。 

18 「『だが， これらの 事に も かかわら 


セ 申 28:25; 裁 2:14; サ I  4:10; 哀 2:17; ソ詩 106:41; 哀 
1:5; タレビ 26:36; 競 28:1。 
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ず あなた 方が わた しに 聴き 従わない な 
ら， その 時 わたしは その 罪に 対して あ 
な た 方を 七 倍 打ち 懲 ら さね ばな ら ない 
であろう。 19 そして あなた 方の 力の 
誇りを 砕き， あなた 方の 天を 鉄の よう 
に， 地を 銅の ようにし なければ ならな 
い。 20 こうして あなた 方の 力は いた 
ずらに 費やされる ことになる。 あなた 
方の 地は その 産物を 出さず， 地の 木 も 
その実を 与えない からで あ 4。 

21 「『それでも あなた 方が わたしに 逆 
らって 歩みつ づけ， わたしに 聴き 従う 
ことを 望まないなら， その 時 わたしは あ 
なた 方の 罪に 応じて 七 倍の 打撃を 加え 
なければ ならない。  22 そして わたし 
は 野の 野獣を あなた 方の 中に 送り， そ 
れらは 必ず あなた 方から 子を 奪い， あ 
なた 方の 家畜を 断ち 滅ぼし， あなた 方 
の 数を 少なく する であろう。 あなた 方 
の 道路は まさ に 荒れ果てる であろう。 

23 「『しかしながら， これらに よっ 
て も あな た 方が わ たしから 矯正を 受け 
ず， どうしても わたしに 逆らって 歩む 
ので あれば， 24 その 時には この わた 
しも あなた 方に 逆らって 歩まねば なら 
ない。 この わたし も その 罪の ゆえに あ 
なた 方を 七 倍 打たねば ならない ので あ 
る。 25 そして わたしは 必ず， 契約に 
対する 復 しゅうを 果たす 剣を あなた 方 
の 上に もたらす。 あなた 方は 自分たち 
の 都市の 中に 集まる が， わたしは 必ず 
あなた 方の ただ 中に 疫病を 送り込み， 
あなた 方は 敵の 手中に 渡される ことに 
なる。 26 わたしが あなた 方の 輪 型の 
パンに 通す b を 折って しまう と， 十 人 


第 26 章 


オ レビ 26:18 
力 申 32:24 


詩 18:26 
サ レビ 26:18 


の 女が ただ 一つの かま どで あなた 方の 
パンを 焼き， 目方を 量って あなた 方の 
パンを 返す ことになる。 あなた 方は 食 
ベる が， 満ち足りる ことは ない。 

27 「『しかし， これに よっても あな 
た 方が 聴き 従わず， どうしても わたし 
に 逆ら っ て 歩まねば ならな いので あれ 
11,  28 その 時には わたし も あなた 方 

に 激しく 逆らって 歩む ことになる。 こ 
の わたし も その 罪に 対し あなた 方を 七 
倍 打ち 懲らさねば ならない ので ある。 
29 それで あなた 方は 自分の 息子の 肉を 
食べ， 自分の 娘の 肉を 食べる ことにな 
るであろう。 30 そして わたしは 必ず 
あな た 方の 聖な る 高き 所を 滅ぼ し 尽く 
し， 香 台を 切り倒し， あなた 方の 糞 像 
のか ばねの 上に あなた 方 自身の しか ば 
ねを 横たえる であろう。 わたしの 魂 
は あな た 方を ただいと L  v 憎む ようにな 
る。  31 そして わたしは まさに あなた 
方の 都市を 剣に 渡し， あなた 方の 聖な 
る 所を 荒廃に 至らせる。 あなた 方の 安 
ら ぎの 香り も かがない。 32 こうして 
わたしは その 地を 荒廃に 至らせる。 そ 
こ に 住む あな た 方の 敵たち はた だ 驚い 
て 見つめる であろう。  33 そして わた 
しは あなた 方を 諸国 民の 中に 散らし， 
あなた 方の 後ろで 剣の さやを 払う。 あ 
な た 方の 土地は 必ず 荒廃した ところと 
なり， あなた 方の 都市は 廃虚と なる。 

34 「『その 時， 荒廃して いる その 期間 
中 ずっと， すなわち あなた 方が 敵の 地 
にいる 間に， その 地は 安息を 払い 終え 
るであろう。 その 時， その 地は 安息を 

セ 申 28:37; ェレ 18:16; 哀 2:15; ェゼ 5:15; ソ詩 44:11; 
ェレ 9:16; タ ェゼ 12:14; チェ レ 9:11; ゼカ 7:14。 
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守る。 それは 自らの 安息を 返済す るの 第26 章 に対する わたしの 契約を， アブラハム 
である。 35 荒廃して いる その 期間 中 ザ3 に対する わたしの 契約を 思い出す であ 
ずっと それは 安息を 守る。 あなた 方が °^T7 ろう。 また， その 土地の ことを 思い出 

す  とき  イザ 30:17  かん  ち  かれ 

そこに 住んで いた 時， あなた 方の その ヱゼ ル7 す。 43 その 間 ずっと その 地は 彼らに 

あいだ  エ ヨシ 7:12  みす  あんそく  はら  お 

安息の 間， それは 安息を 守らなかった  4 よって 見捨てられ， その 安息を 払い 終 

" [ゥ1  ぁぃだ 

からで ある。  才 =4:5  えて いったの である。 その 間， そこは 

36 「『あなた 方のう ちの 残る 者たち に ： レ28 ば 17 彼らの いない まま 荒廃に 横たわり， 彼 

(ィ）  かなら  てき  ち  力 申 4:27  みすか  お 

ついては， わたしは 必ず その 敵の 地で  *28观 ら自 らも そのと が [の 負いめ] を 払って 

かれ  こころ  け  い  ふ  ヱ セ 6:9  (X)  しほう じょう 

彼らの 心の中に おじ 気を 入れる。 吹き キ いた。 それは， 彼らが わたしの 司法 上 
散らされる 木の葉の 音 さえ 彼らを 追い ク の 定めを 退け， 彼らの 魂が わたしの 法 
立て， だれ ひとり 追う 者 も いないのに， ヶミ f ぶ;!31 令を いとい 憎んだ ため， 実に そのため 
彼らは 剣から 逃げる 者の ように 逃げて  ^  9:5 であった。44 とはいえ， 彼らが その 

い  たお  （ゥ！  コ レビ 26:24  てき  ち  あいだ  けっ 

行って 倒れる 〇  37 また， だれ ひとり サ王 丨8:47 敵の 地に とどまる 間 も， わたしは 決し 

お  もの  かれ  つるぎ まえ  代11  36:20  しりぞ [キ）  にく  （ク) ほろ 

追う 者 も いないのに， 彼らは 剣の 前 か '>*  30=6  て 彼らを 退けず， いとい 憎んで 滅ぼし 

に  たが  ェレ H  ナこ  たい 

ら [逃げる] 者の ようにして 互いにつ ま  絶やす こと もしない。 彼らに 対する わ 

ずく。 あなた 方は 敵に 立ち向かう 力が  2；29 たしの 契約を 犯さない ためで ある。 わ 

なくなる。  38 こうして あなた 方は ま セ 創28: 13 たしは 彼らの 神 エホバ だからで ある。 

さしく 諸国 民の 間で 滅び， 敵の 地が あ - 45 そして わたしは 彼らの ために その 

なた 方を 食い尽くす。 39 あなた 方の  先祖たち との 契約を 思い出す。 わたし 

のこ  もの  みず か  ア創 26:3  しょこく みん 

うちの 残る 者たち， その 者たち も 自らの ィ創 は その® となる ため， 諸国 民の 見る と 
とがのた めに 敵の 地で 朽ち果てる。 実  S ころで 彼らを エジプトの 地から 携え 出 
に， 父たち のとが のために [父] たちと 共 ゥ; した。 わたしは エホバで ある』」。 

かれ  代 D  ?6*21 

に 朽ち果て るので ある。 40 そして 彼 X レビ 26:41 46 これらは， エホバが， モー セに よ 

たい  ふちゅうじつ  ふ  ま  民 14:34  さん  じぶん 

ら は， わたしに 対し 不忠実に 振る舞 っ ォ王 ni7:i5 り， シナイ山 において ご 自分と イスラ 

とき  さか  あゆ  カ レビ 26:15  あいだ さ だ  （シ） きてい  しほう 

た 時， いや， わたしに 逆らって 歩んだ 時 キ *4:31  エルの 子ら との 間に 定めた 規定と 司法 

みず か  13:23  じょう  （ス） りっぽう 

の そ の 不忠実 さに おける 自らのと がと  上の 定めと 律法で ある。 

父たち のとが とを 必ず 告白す るで あろ ¢>7 エホバは 引き続き モー セに 話し 
う。 41 それでも わたしと しては， 彼 コ =24 な  • てこう 言われた。  2 「イス ラエ 

さか  あゆ [コ）  てきち  出 24:8  はな  かれ  い 

らに 逆らって 歩み， 彼らを その 敵の 地  *9:9  ルの 子ら に 話しなさい。 彼らに こう 言 

たず さ  い  （サ）  サ詩 98:2  とくべつ  せいやく ㈦ ささ  もの 

に 携え 入れねば ならなかった ので ある。 ヱゼ 20:9 うように。 『人が 特別な 誓約の 捧げ物 

とき  む かつれい  シ レビ 27:34  たましい  ねづ 

「『あるいは その 時， 彼らの 無 割礼の じ；:17 として 魂を その 値積もりに したがって 

こころ トン）  （ス）  ^  ^  6,1  ばあい  ねづ 

心 も へりくだる であろう。 その 時， 彼 - エホバに ささげる 場合， 3 その 値 積も 

らは自 分のと がを 払 I ヽ 終え るであろう。 祝1— り が 二十歳から 六十 歳 までの 男子に つ 
42 そして わたし も ヤコブに 対する 自  *  いてで あれば， その 値積もりは 聖 なる 

ぶん  けいやく  (セ] おも  1.11  ばしょ  ぎん 

分の 契約を 思い出す ので ある。 イサク  e5；4  場所の シェ ケルで 銀 五十 シヱ ケルと さ 
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れ なければ ならない 〇  4 しかし， もし 第27 章 は， それが 良い もので も 悪い もので も 
それが 女子で あれば， その 値積もりは 7 s 18:16 それに 値を 付けなければ ならない。 祭 
三十 シヱ ケルと される ように。  5 ま  司の 値積もりに したがい， そのと おり 

た， その 年齢が 五 歳から 二十歳までで  ^  になされ るべき である。 13 しかし， 

あれば， 男子の 値積もりは 二十 シ エケ レビ14;21 もしも 彼が それを 買い戻した いという 
ル， 女子に 対しては 十 シヱ ケルと され  ので あれば， その 値積もり に加えて そ 

るよう に。 6 また， その 年齢が 一か月  111 12:4  の 五分の 一を 納めなければ ならない。 
から 五 歳までで あれば， 男子の 値 積も  14 「『また， 人が 自分の 家を エホバへ 

りは 銀 五 シヱ ケル， 女子に 対し その 値 ^ ゴ 8$2 の聖 なる ものと して 神聖に する 場合， 
積もりは 銀 三 シエ ケルと される ように。  祭司は， それが 良い もので も 悪い もの 

7 「『さて， 年齢が 六十 歳から 上の ^^18：93 でも その 値 付けを しなければ ならな 
合， もし それが 男子で あれば， その 値  い。 それは 祭司が 値 付けす ると ころに 

積もりは 十五 シエ ケル， 女子に 対して ，以 :25 より， そのと おりの 価格と されるべき 

t  *  しんせい 

は 十 シエ ケルと される ように。  8 し  である。 15 しかし， 神聖な ものと し 

かし， もし その 値積もり に比べて 貧し キ マラ た その 当人が 自分の 家を 買い戻したい 
くな りすぎ ていれば， 彼は その 者を 祭  ので あれば， 値積もり された 金に 加え 

司の 前に 立たせる ように。 そして 祭司 ^if10 て その 五分の 一を 納めなければ ならな 

は その 者の 値を 付けなければ ならない。 _ い。 こうして それは 彼の ものと なる。 

誓約 者の 達し 得る ところに したがって 第二 欄  16 「『また， 人が 自分の 所有す る 畑の 

祭司は その 者の 値を 付ける。  7 ば: ば5 幾らかを エホバに 対して 神聖な ものと 

9 「『また， もし それが 獣で， 人が エ  する ので あれば， その 値は その 種の 量 

ホバ への 捧げ物に 差し出す ような もの ィ^: ぱ に応じて 定められねば ならない。 すな 
であれば， その 者が エホバに ささげる  ^  Sig わち， 大麦の 種で ー ホ メルで あれば， 銀 
物は すべて 聖 なる ものと なる。 10 彼  五十 シエ ケルで ある。 17 もし 自分の 

は それを 取り替え てはいけ ない。 悪い ゥ レビ27 :12 畑を ヨ ベルの 年 以後 神聖な ものと する 
ものに 良い もの， また 良い ものに 悪い  ので あれば， それは その 値積もり にした 

ものを もって 交換しても いけない。 し  27:13 がう 価格と されるべき である。 18 ま 
かし， もしも それを， 獣に 獣を もって 4_4:34 た， ヨ ベルの 後に その 畑を 神聖な もの 
交換す る ことがあるならば， それ 自体  とする ので あれば， 祭司は その 者の た 

も， それと 交換され たもの も聖 なる も ヵエ セ、45 :11 めに， 次の ヨ ベルの 年までに 残る 年数 
のとされ るべき である。 11 また， も  に応じて その 値を 計算し なければ なら 

しそれ が 何 かの 汚れた 獣で， 人が エホ キ レビ 25:10 ない 。値積もりの 額からの 差し引きが 
バ への 捧げ物と しては 差し出さな いも  なされるべき である。 19 しかし， そ 

ので あれば， その 者は その 獣を 祭司の 9#25:15 れを 神聖な ものと した 当人が もしも そ 
前に 立たせる ように。 12 そして 祭司  ^  25:27 の 畑を 買い戻 そうとす るので あれば， 
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値積もり された 金に 加えて その 五分の ま27 章 ければ ならない。 しかし， もし それが 
一を 納めなければ ならない。 こうして 7L/lf  27:13 買い戻されな いので あれば， それは 値 積 
それは 彼の ものと 定められる。 20 ま ^!^44：29 もりに したがって 売られる ことになる。 
た， もし 彼が その 畑を 買い戻さず， そ ゥ民 18:14  28 「『ただし， 奉納され たもの， すな わ 

の 畑が 別の 人の もとに 売られたならば， ェ レビ 25:1〇 ち 人が 自分に 属する すべての ものの 中 
それを さ らに 買い戻す ことは できない。  から 滅びの ために エホバに ささげた も 

21 そして， その 畑が ヨ ベルの 時に 手放 レビ％ is の だけは， 人 や 獣に せよ， あるいは その 

さい  たい  せい  しょゆう  はたけ  う 

される 際， それは エホバに 対して 聖な ヵレビ27:9 所有す る 畑に せよ， いかなる もの も売っ 
る もの， 奉納され た 畑と される ことに キレビ ぬ28 てはいけ ない 〇 また， 奉納され たものは 
なる。 その 所有権は 祭司の ものと なる。 ク いかなる もの も 買い戻し てはいけ ない。 

22 「『また， もし その 者が 自分の 買  それは エホバに 対して 極めて 聖 なる も 

い 取った 畑を， すなわち 自分の 所有す ヶ出 13:2  ので ある。 29 奉納され た 者， すなわち 
る 畑では ない ものを エホバに 対して 神  ^ 18：17 人の 中から 滅びの ために ささげられた 
聖な ものと する ので あれば， 23 祭司 者は， これを 請け戻し てはいけ ない。 そ 
は 彼のた めに ヨ ベルの 年までの 値 積も サ * iwi の 者は 必ず 死に 処 せられるべき である。 
りの 額を 計算し， 彼は その 値積もり さ  30 「『また， 土地の 十分の一は， その 土 

ぶん  おさ  たね  き 1 

れた 分を その 日に 納めなければ ならな ァ レビ 27:13 地の 種に ついても 木の実に ついても， す 

[才 1  たい  せい 

い。 それは エホバに 対して 聖 なる もの ィ出 22:20  ベて エホバの ものである。 それは エホ 
である。 24 ヨ ベルの 年に， その 畑は  *7:26  バ に対して 聖 なる ものである。 31 そ 

彼が それを 買った その 相手， すなわち  以 して， もしも 人が その 十分の一 のどれ 

その 土地の 所有権が 属する 者の もとに ^18：14 かを 買い戻し たいので あれば， その 者 
返される。  ェ民 21:2  は それに加えて その 五分の 一を 納める 

25 「『さて， 値積もりは すべて 聖な 15:18 べきで ある。 32 すべて 牛 や 羊の 十分 
る i 所の シェ ケルで なされるべき であ 15:33 の 一， すべて [牧者の] 杖の 下を 通る も 
る。 ー シェ ケルは 二十 ゲラ とされる ベ 28:22  ののう ちその 十 頭目の ものは， エホバに 

(ク）  民 18:21  たい  せい 

きで ある。  5  ；8；?6  対して 聖 なる ものと されるべき である。 

26 「『ただし， 獣のう ちの 初子， すな  Vtvi  33 それが 良い もの か 悪い もの かを 調べ 

ネへ 13. 19  こうかん 

わち エホバの ための 初子と して 生まれ マラ3: 10 てはいけ ない 0 それを 交換しても いけ 

W  しんせい  ルカ 11:42 

たものは， だれも これを 神聖な ものと ヘプ7:5 ない。 しかし， もし それを 交換す るの 
して 取り分けては いけない。 雄牛で あ キレビ 心3 であれば， それ 自身， また それと 交換 さ 
れ羊 であれ それは エホバの ものである 0 ク ヱ レ33 :13 れ たもの も， 聖 なる ものと される よう 
27 また， もし それが 汚れた 獣の 中から ヶ レビ27 :1Q に。 それを 買い戻し てはいけ ない』」。 
で， 値積もりに したがって それを 請け コ皇 g  34 これらは， イスラエルの 子ら に 
戻さねば ならない ので あれば， その 者  1：17 対する 命令と して エホバが シナイ山で 

は それに 笳 えて その 五分の 一を 納めな サ SU:46 モー セに 与えた おきてで ある。 


民数記 


1 それから エホバは， 辕らが エジプ 第 1 章 
丄 卜の 地を 出て 二 年 目の 第二の 月， 

ついたち (?)  こう や (ィ） かいけん  てん  申 33:2 

その 一日に， シ ナイの 荒野， 会見の 天 使徒7:38 

まく  W  はな  い  ウ出 25:22 

幕の 中で， モー セに 話して こう 言われ 1*3〇:12 

しゅ うかい ぜんた い 才出 30:14 

た。 2 「イスラエルの 子ら の 集会 全体 ミ，3:18 

ごうけい  かぞく  ちち  キ^8 if 

について その 合計を， 家族 ごと， 父の 
家 ごとに， 名の 数に よって 調べよ。 す  ^27?i2 
ベての 男子を その 頭 ごとに，  3 すな ヶ 民2: 1〇 

さいい じょう 【ォ）  コ創 29:33 

わち 二十歳 以上で， イスラエル におい  創49:5 
て 軍-に 出る すべての 者を 0 あなた 方 シ^ム5 
は， すなわち あなたと ア ロンとは， 彼 ス i ヵソ s 
らを その 軍隊 ごとに 登録す るよう に。 

4 「また， 歡 かの 碧， すなゎち 1 = 
族に つき 一人の 者が あなた 方 と共にい 
るべき である。 それは いずれも その 父 も tf 
の 家の 頭で ある 0  5 そして， これが あ テ ぼ 

がた  とも  もの  卜 創 41:51 

なた 方と 共に 立つ 者たち の 名で ある 0 ナ 創35: 1S 

m  創 49:27 

すなわち， ル ベンからは， シヱ デ ウル ニ 民2:22 

M  (コ）  ヌ創 30:6 

の 子 エリ ツル。  6 シメオンからは， ツ 

リシ ャ ダイの 子 シヱ ルミエ ル。  7 ユ ノ^ ば 

ダからは， アミナ ダブの 子 ナフ ション 0  30： n 

(t)  創 49:19 

8 イッ サカ ルからは， ツ アルの 子ネタ フ 民2: M 

(v)  (夕）  へ 民 7:42 

ヌエ ル。  9 ゼ ブルンからは， ヘロン  民10 :2〇 

(チ）  M  ホ 創 30:8 

の 子 エリ アブ 0 10 ヨセフの 子ら のう  創49:21 

[テ） 

ち， エフ ライムからは， ア ミフ ドの 子 第二 欄 
エリ シャ マ， マナ セからは， ぺダ ツル ァ 霞ぱ7 
の 子 ガマ リエル。 11 ベニヤ ミンから 1521 
は， ギドオ ニの 子 アビ ダン。 12 ダン ェ 3よ€62 

m  ネへ 7：61 

からは， アミ シャ ダイ の子ア ヒ エゼル 〇才 出3 〇:14 

w  民 14:29 

13 ア シヱ ルからは， オ クランの 子パグ ミう26:2 

in)  (t)  〇)  キ創 29:32 

イエ ル。 14 ガ ドからは， デウ エルの 
子 エル ヤ サフ。 15 ナフタリからは， ェ ク $2^ 


ナンの 子アヒ ラ。 16 これらは， 集会 
の 人々 の 中から 呼び出された 者で， そ 
の 父の 部族の 長たち である。 彼らは イ 
スラ エルの 幾千 人の 頭で あ 4」。 

17 それで モー セと ア ロンは f 旨 名され 
た これらの 人々 を 来させた。 18 そし 
て 彼らは， 第二の 月の 一日に， 集会の 
全員を 集合 させた。 それぞれの 家族に 
関して 父の 家に おける その 系譜を 確認 
させ， その 名の 数に より， 二十歳 以上 
の 者を その 頭 ごとに [数えて]， 19 エ 
ホバが モー セに 命じた とおりに する た 
めであった。 こうして 彼は シ ナイの 荒 
野で 彼らの 登録を 行なった。 

20 そして， イスラエルの 長子で ある 
ル ベンの 子ら， 父の 家の 中で それぞれ 
の 家族に 生まれた 者は， その 名の 数に 
よって その 頭 ごとに 見る と， 二十歳 以 
上の すべての 男子， すべて 軍隊に 出る 
者， 21 すなわち ル ベンの 部族で 登録 
された 者は， 四 万 六 千 五 百 人と なった。 

22 シメオンの 子ら について は， 父の 
家の 中で それぞれの 家族に 生まれた 者， 
その 名の 数に よりその 頭 ごとに 登録 さ 
れた 者， 二十歳 以上の すべての 男子で 
すべて 軍隊に 出る 者，  23 すなわち シ 
メ オンの 部族で 登録され た 者は， 五 万 

(3) 

九 千 三百 人であった。 

24 ガ ドの 子ら について は， 父の 家 
の 中で それぞれの 家族に 生まれた 者を 
二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 見る 

ケ創 29:33; 創 46:10; 民 2:12; 民 26:12; コ民 2:13: サ創 
30:11; 創 46:16; 民 26:15。 
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民 数 1:25—47 

と， すべて 軍隊に 出る 者，  25 すな わ 
ちガ ドの 部族で 登録され た 者は， 四 万 
五 千 六 百 五十人であった。 

26 ユダの 子ら について は， 父の 家 
の 中で それぞれの 家族に 生まれた 者を 
二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 見る 
と， すべて 軍隊に 出る 者，  27 すな わ 
ち ユダの 部族で 登録され た 者は， 七 万 
四千 六 百 人であった。 

28 イッ サカ ルの 子ら について は， 父 
の 家の 中で それぞれの 家族に 生まれた 
者を 二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 
見る と， すべて 軍隊に 出る 者，  29 す 
なわち イッ サカ ルの 部族で 登録され た 
者は， 五 万 四千 四百 人であった。 

30 ゼ ブルンの 子ら について は， 父 
の 家の 中で それぞれの 家族に 生まれた 
者を 二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 
見る と， すべて 軍隊に 出る 者，  31 す 
な わち ゼブ ルンの 部族で 登録 された 者 
は， 五 万 七 千 四百 人であった。 

32 ヨセフの 子ら のうち， エフ ライム 
の 子ら について は， 父の 家の 中で それ 
ぞれの 家族に 生まれた 者を 二十歳 以上 
の 者の 名の 数に よって 見る と， すべて 
軍隊に 出る 者，  33 すなわち エフ ライ 
乂の 部族で 登録され た 者は， 四 万 五 百 
人であった。 

34 マナ セの 子ら について は， 父の 家 
の 中で それぞれの 家族に 生まれた 者を 
二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 見る 
と， すべて 軍隊に 出る 者，  35 すな わ 
ち マナ セの 部族で 登録され た 者は， 三 
万 二 千 二百 人であった。 

36 ベニヤ ミンの 子ら について は， 父 
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第 1 章 


ア民 26:18 


才創 30:18 
創 46:13 


民 26:23 


シ民 2:20 
民 26:29 

ス民 2:21 

セ 創 43:29 
創 46:21 


民 26:38 


創 46:1] 
民 3:12 


の 家の 中で それぞれの 家族に 生まれた 
者を 二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 
見る と， すべて 軍隊に 出る 者，  37 す 
なわち ベニヤ ミンの 部族で 登録され た 
者は， 三 万 五 千 四百 人であった。 

38 ダンの 子ら について は， 父の 家 
の 中で それぞれの 家族に 生まれた 者を 
二十歳 以上の 者の 名の 数に よっ て 見る 
と， すべて 軍隊に 出る 者，  39 すな わ 
ち ダンの 部族で 登録され た 者は， 六 万 
二 千 七 百 人であった。 

40 ア シェルの 子ら について は， 父 
の 家の 中で それぞれの 家族に 生まれた 
者を 二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 
見る と， すべて 軍隊に 出る 者， 41 す 
なわち ア シェルの 部族で 登録 された 者 
は， 四 万一 千 五 百 人であった。 

42 ナフタリの 子ら について は， 父 
の 家の 中で それぞれの 家族に 生ま れた 
者を 二十歳 以上の 者の 名の 数に よって 
見る と， すべて 軍隊に 出る 者， 43 す 
なわち ナフタリの 部族で 登録され た 者 
は， 五 万 三千 四百 人であった。 

44 これらが 登録され た 者， すな わ 
ち モー セが ア ロン および イスラエルの 
長で ある 十二 人の 人々 と共に 登録した 
者たち である。 その [十二] 人は それ ぞ 
れ その 父の 家を 代表す る 者たち であ っ 
た。 45 それで， イスラエルの 子ら で 
父の 家 ごとに 登録 さ れた 二十歳 以上の 
すべての 者， すべて イスラエル におい 
て 軍隊に 出る 者， 46 すなわち 登録 さ 
れた 者の 総数は， 六十 万 三千 五 百 五十 
人と なった。 

47 しかし レビ 人は， その 父たち の 部 
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族に したがって 彼らの 中に 登録され る 
ことはなかった。  48 そして エホバは 
モー セに 話して こう 言われた。 49 「レ 
ビの 部族 だけは 登録の 中に 入れて はな 
ら ない。 彼らの 合計を イスラエルの 子 
らの 中に 含めて はならない。  50 そし 
て あなたは それら レビ 人を 任命して， 
m の 幕屋と そのす ベての 器具と それに 
属する すべての ものを つかさどらせる。 
彼らは 幕屋と そのす ベての 器具と を 運 

W  かん  ほうし  （力） 

ぶ。 彼らは それに 関して 奉仕す る。 そ 
して， 幕屋の 周囲に 宿営す る。 51 ま 
た， 幕屋が 出発して 行く ときには レビ 

びと  と  はず （ク）  しゅくえい 

人が これを 取り外し， 幕屋が 宿営す る 
ときに も レビ 人が これを 立てる べきで 
ある。 よそ 人が 近づくなら， その 者は 

し  しょ  （ヶ） 

死に 処 されるべき である。 

52 「そして， イスラエルの 子ら は 
各々 自分の 辕営 地に したがい， 各人は 
それぞれの 軍に より， 自分の [三部 族] 
分隊に したが っ て 宿営を# ら ねばなら 

びと  あかし  まくや 

ない。 53 そして， レビ 人は 魁の 幕屋 
の 周囲に 宿営を 張るべき である。 それ 

しゅうかい  たい 

は， イスラエルの 子ら の 集会に 対し 
て 憤 りが 臨む ことのない ようにす る 
ためで ある。 レビ 人は 聖の 幕屋に 対す 
る 務めを 守らねば ならない」。 

54 それで， イスラエルの 子ら はすべ 

めい 

て エホバが モー セに 命じた とおりに し 
ていった。 彼らは まさに そのと おりに 
岩な っナ L 

2 次いで エホバは モー セと ア ロンに 

はな  い 

話して こう 言われた。 2 「イスラ 
エルの 子ら は ，各々 その [三部 族] 分隊に 
より， その 父の 家の 標識に したがって 
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宿営を 張るべき である。 会見の 天幕を 
前に して その 周囲に 宿営す るよう に。 

3 「そして， 東側， 日の出に 向かう 側 
に 宿営す るのは， ユダの 宿営が 属する 
[三部 族] 分隊で， それぞれが 軍を 成す。 
ユダの 子ら の 長は アミ ナ ダブの 子 ナフ 
シ ヨン。 4 そして， 彼の 軍 また その 登 
録 された 者は 七 万 四千 六 百 人で ある。 
5 また， 彼の 横に 宿営す るのは イッ サカ 
ルの 部族で， イッ サカ ルの 子ら の 長は 

(x)  かれ 

ツ アルの 子ネタ ヌエ ル。 6 そして， 彼 
の 軍 ま た その 登録され た 者は 五 万 四千 
四百 人で ある。 7 さらに ゼ ブルンの 部 
族。 ゼ ブルンの 子ら の 長は ヘロンの 子 
エリ アブ。 8 そして， 彼の 軍 また その 
登録 さ れた 者は 五 万 七 千 四百 人で ある。 

9 「ユダの 宿営の 登録され た 者の 総 
数は 十八 万 六 千 四百 人で， それぞれの 
軍を 成す。 これらが 最初に 出発すべき 

(ク） 

であ So 

10 「ル ベンの 宿営が 属する [三部 族] 
分隊は 南に 向かう 側に あって， それぞれ 
が 軍を 成す。 ル ベンの 子ら の 長は シェ 
デ ウルの 子 エリ ツル。 11 そして， 彼 
の 軍 また その 登録され た 者は 四 万 六 千 
五 百 人で ある。 12 また， 彼の 横に 宿 
営す るのは シメオンの 部族で， シメ オ 
ンの 子ら の 長は ツ リシ ャ ダイの 子 シェ 
ルミエ ル。 13 そして， 彼の 軍 また そ 
の 登録され た 者は 五 万 九 千 三百 人で 
ある。 14 さらに ガ ドの 部族。 ガ ドの 
子ら の 長は レウ エルの 子 エル ヤ サフ。 
15 そして， 彼の 軍 また その 登録され た 
者は 四 万 五 千 六 百 五十人で ある。 

16 「ル ベンの 宿営の 登録され た 者の 
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総数は 十五 万一 千 四百 五十人で， それ 第2 章 シヱ ルの 子ら の 長は オ クランの 子パグ 
ぞれの 軍を 成す。 これらは 二番目に 出7 イエ ル。 28 そして， 彼の 軍 また その 
発すべき である。  ィ ^^44 登録 さ れた 者は 四 万一 千 五 百 人で ある。 

17 「会見の 天幕が 出発す る ことにな へ ブル 11 29 さらに ナフタリの 部族。 ナフタリの 
る 場合， レビ 人の 宿営は 宿営の 真ん中 子ら の 長は エ ナンの 子アヒ ラ。 30 そ 

お  =  かれく'' ん  とうろく  も® 

に 置かれる。  して， 彼の 軍 また その 登録され た 者は 

「彼らは 宿営を 張る ときと 同じ 形で 出 力む S  五 万 三千 四百 人で ある。 

発すべき である。 各々 その 場所に あっ キ 31 「ダンの 宿営の 登録され た 者の 総 
て， その [三部 族] 分隊に したがって [進 11  ?：io° 数は 十五 万 七 千 六 百 人で ある。 これら 

民 7:54  さいご  しゅっぱつ  [力） 

む] ので ある。  ® 10:23 は 最後に 出発すべき である一 その [三 

18 「それぞれが 軍を 成し， エフ ライ サ ggg  部族] 分隊に したがって」。 

ムの 宿営が 属する [三部 族] 分隊は， 西 シ J ば  32 これらが， イスラエルの 子ら で 

に 向かう 側に 位置す る。 エフ ライムの ス その 父の 家に したがって 登録され た 者 
子ら の はア ミフ ドの 子 エリ シャ マ。 I%  たちであった。 各 宿く 営に 芬 かれて それ 

19 そして， 彼の 軍 また その 登録され  5S  ぞれの 軍を 成す 登録され た 者の 総数 

た 者は 四 万 五 百 人で ある。 20 また， _ は， 六十 万 三千 五 百 五十人であった。 

彼の 横には マナ セの 部族が 位置し， マ 第二 欄  33 しかし， エホバが モー セに 命じた と 
ナ セの 子ら の 長は ぺダ ツルの 子ガ マリ ^7:72  おり， レビ 人は イスラエルの 子ら と 共 
エル。  21 そして， 彼の 軍 また その 登ィ民 に 登録され る ことはなかった。  34 そ 

ろく  もの  （コ） ウ創 46:24 

録 された 者は 三 万 二 千 二百 人で ある。 ヱ 民^5  して， イスラエルの 子ら はすべ て エホバ 

22 さらにべ ニヤ ミ') の 部族。 ベニヤ ^  がモー セに 命じた とおりに 行なうよう 

ミンの 子ら の 長は ギドオ ニの 子 アビ ダ %%  ；°：f  になった。 彼らは それぞれの [三部 族] 
ン。 23 そして， 彼の 軍 また その 登録  £g；26  分隊に 分かれて そのと おりに 宿営を 張 
された 者は 三 万 五 千 四百 人で ある。  S 11：21 り， また そのと おりに 出発し/* こ。 各々 

24 「エフ ライムの 宿営の 登録され た その 父の 家に したがって 自分の 家族と 
者の 総数は 十万 八 千 百 人で， それぞれ  ^  2S2 共に [いた]。 

の 軍を 成す。 これらは 三蕃 目に 出発す Q さて， これらは， エホバが シ ナイ 
べきで ぁ >1。  S  24-2  ^  M でモ- セと 諸した 日の ァ ロンと 

25 「ダンの 备 営が 属する [三部 族] 分 - モー セの 世代の 人々 であった。 2 そし 

隊は 北に 向かう 側 にあって， そ れぞれ が  て， これらが ア ロンの 子ら の 名で あっ 

軍を 成す。 ダンの 子ら の 長は ア ミシャ  C ビ 25:1 た。 すなわち， 長子 ナダ ブとア ビフ， 

(v)  かれ ス出 6:23  (t)  (V) 

ダイの 子アヒ エゼル。 26 そして， 彼 んビぷ 1 エ レア ザルと イタ マル。  3 これらは 
の 軍 また その 登録され た 者は 六 万 二 千 ア ロンの 子ら の 名で あり， 祭司の 務め 
七 百 人で ある。 27 また， 彼の 横に 宿 v も3^1 を 行なうた め その 手に 力を 満たされた 
営す るのは ア シェルの 部族で ある。 ア タ ふ 者， 油を そそがれた 祭司たち であった。 


225  レビ 人は 奉仕の 務めの ために 選ばれる  民 数 3：4—24 

4 しかし， ナ ダブと ア ビフは， シ ナイの 第3 章 至る イスラエルの すべての 初子を， 自 
野で， 適法で ない 火を エホバの 前に は1 分の ために 神聖な ものと して 取り分け 

とき  しかれ  (7) 

ささげた 時に エホバの 前で 死んだ。 彼 ィ だ; 56 た。 それらは わたしの ものと される ベ 
らは 子を 持たなかった。 しかし， エレ ゥ 民4:28  きで ある。 わたしは エホバで ある」。 

[ィ）  （ゥ 1  ちち  とも  民 7:8  こうや [ィ） 

ア ザルと イタ マルは その 父ア ロンと 共 14 エホバは シ ナイの 荒野で さらに 

ひ  つづ  さい しつと  おこ  民 8:6  はな  い  r- 

に 引き続き 祭司の 務めを 行なった 0  民 他2  モー セに 話して こう 言われた 〇 15 「レ 

はな  マラ 2:4  ちち  いえ 

5 それから エホバは モー セに 話して 才民 1:5Q  ビの 子ら を， その 父の 家に したがって 
こう 言われた。 6 「レビの 部族を 近く  5?6；9  家族 ごとに 登録せ よ。 生後 一か月 以上 
に 来させなさい。 彼らを 祭司 ア ロンの 力 S4:12  のす ベての 男子を 登録すべき である」。 

まえ  キ民 1:51  めいれ a い 

前に 立たせる ように。 彼らは [ア ロン] ィザ52: 11 16 それで モー セは エホバの 命令に した 
に 仕える ので ある。  7 そして 彼らは， がって 彼らの 登録を 始め， 命じられた 
会見の 天幕の 前に あって， [ア ロン] に ヶ^ ぱ とおりに 行なった。 17 そして， レビ 
対する 務め， また 集会の すべての 者に ヘプ7 :11 の 子ら を その 名に よって 挙げる とこう 
対する 務めを 守り， 幕屋の 奉仕を 果た  ®：!?6 であった。 すなわち， ゲル シヨン ，コ 

かれ  かいけん  （才 1 

さねば ならない。  8 また， 彼らは 会見 サ 民3:4 1 ハ ト， メ ラリ。 

の 天幕の すべての 器具を 管理し， こう  民8:18  18 また， これらが その 家族 ごとに 挙 

つと  まも  シ出 13:2  , 

して イスラエルの 子ら の 務めを [守っ  *  34:19  げた ゲル シヨ ンの 子ら の 名であった。 
て] 幕屋の 奉仕を 果たさねば ならな 6。  f18 巧 3 すなわち， リブ ニと シ ムイ。 

びと  2'23  W  か 

9 それで あなたは レビ 人を ア ロンと そ ス出 ms  19 そして， コハトの 子ら は， その 家 

あた  かれ  _  ぞく  あ 

の 子ら に 与える ので ある。 彼らは 与え  族 ごとに 挙げる と， アム ラムと イツ ハ 

もの  弟 — 澗 [ク 1 

られた 者， イスラエルの 子ら の 中から ァレ £  27:26 ル， へ ブロンと ウジ エルであった 0 
彼に 与えられた 者たち である。 10 ま _19.1  20 また， メ ラリの 子ら は， その 家族 ご 

にんめい  ^  *  あ  （コ）  [サ） 

た， あなたは ア ロンと その子ら を 任命 ゥ 民3:39  とに 挙げる と， マフ リと ムシであった。 
する。 彼らが 祭司 職を 守る ので ある。 これらが， その 父の 家 ごとに 挙げた 

びと  ちか  もの  し  しょ  びと  しょ かぞく 

よそ 人が 近づくなら， その 者は 死に 処 才 レビ 人の 諸家 族であった。 

(コ）  KI  Zi,b  じん (シ 1 かぞく 

されるべき である」 0  力 出6: 17  21 ゲル シヨン には， リブ ニ人の 家族 

ひ  つづ  はな  代 I  6:17  W 

11 エホバは 引き続き モー セに 話して 代123:9 とシ ムイ 人の 家族と がいた 0 これらが 
こう 言われた。 12 「わたしと しては， キ I6 は 8 ゲル シヨン 人の 家族であった。  22 そ 
見よ， イスラエルの 子ら の 中から レビ ク似6:38 の 登録され た 者 [の 数] は， 生後 一か月 

びと  と  たい  ケ出 6:19  いじょう  だんし  [セ） 

人を 取って， イスラエルの 子ら の胎を 6;29 以上の すべての 男子の 数であった。 そ 
開く すべての 初子の 代わりと する 〇レ サ代 124:3〇 の 登録され た 者は 七 千 五 百 人で あっ 
ビ 人は わたしの ものと なる ので ある。 6:20 た。 23 ゲル シヨン 人の 諸家 族は 幕屋 

ういご  ス代 123:9  うし  いち  （夕） かれ  にしがわ しゅくえい 

13 初子は すべて わたしの もの だから tS3：15  の 後ろに 位置した。 彼らは 西側に 宿営 

('»  ち  は 

である 0 わたしは， エジプトの 地です ソ 億4:39  を 張った ので ある 〇  24 そして， ゲル 

う  [ス】  けもの  民 4:40  じん  ちちかた  いえ  おさ 

ベての 初子を 打った 日に， 人から 獣に 夕民 1:53  シヨン 人の， その 父方の 家の 長は， ラ 
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エルの 子 エル ヤ サフであった。  25 ま 
た， 会見の 天幕に おける ゲル ション の 
子ら の 務めは， 幕屋と 天幕， その 覆い， 
および 会見の 天幕の 入口の 仕切り 幕， 
26 中庭の 掛け 布， および 幕屋と 祭壇を 
囲む 中庭の 入口の 仕切り 幕， また その 
天幕 綱で， それに 伴う すべての 奉仕に 
i たった。, 

27 また， コハトには， アム ラム 人の 
家族， イ ツ ハル 人の 家族， へ ブロ ン 人の 
家族， ウジ エル 人の 家族が いた。 これ 

I ク]  せい 

らが コハト 人の 家族であった。 28 生 
後 一か月 以上の すべての 男子と して 数 
えられた 者は 八 千 六 百 人いて， 聖 なる 
場所に 対する 務めを 守り 行なう 者たち 
であった。 29 コハトの 子ら の 諸家 族 
は 幕屋の 南側に 宿営を 張っ/ •こ。 30 そ 
して， コハト 人の 諸 _ 族の， その 父方 
の 家の 長は， ウジ エルの 子 エリザ パン 
であった。  31 また， 彼らの 務めは， 

はこ W  しょくたく  [セ） しょくだい (ソ）  さいだん I 夕 1 ほう 

箱， 食卓， 燭台， [二つの] 祭壇， 奉 
仕に 用いる 聖 なる 場 戸 > の 器具 類， 仕切 
り 幕， および それに 伴う すべての 奉仕 
であった。 

32 そして， レビ 人の 長たち の 長は 祭 
司ア ロンの 子エ レア ザルで， 聖 なる 場 
所に 対する 務めを 守り 行なう 者たち を 
監督した。 

33  メ ラリには， マフ リ 人の 家族と ム 
シ 人の 家族が いた。 これらが メ ラリの 
家‘ であった。 34 そして， 生後 一か月 
以上の すべての 男子の 数と して 登録 さ 
れた 者は 六 千 二百 人であった。 35 ま 
た， メラ リの 諸家 族の， その 父方の 家の 
長は， アビ ハイルの 子ツ リエルで あっ 


第 3 章 


セ 出 25:23 
ヘプ 9:2 

ソ出 25:31 

夕出 27:1 
出 30:1 

チ 出 38:3 

ツ出 26:31 
出 36:35 

テ 民 4:16 
民 20:28 


第二 欄 


[出 26:32 
出 26:37 


才出 27:19 
力 民 4:31 


た。 彼らは 幕屋の 北側に 宿営を 張った。 
36 そして， メ ラリの 子ら が 果たすべき 
監督の 務めは， 幕屋の 区切り 枠， その 
横木と 柱 と 受け 台， そのす ベての 器具 
とそれ に 伴う すべての 奉仕，  37 また 
周囲の 中庭の 柱， および その 受け 台と 
天幕 用 留め 杭と 天幕 綱に 対する もので 
あった 0 

38 また， 幕屋の 前の 東に 向かう 側， 
すなわち 会見の 天幕の 前， 日の出に 向 
かう 側に 宿営す るのは， モー セ および 
ア ロンと その子ら で， 聖 なる 所に 対す 
る務 あ を イス ラエルの 子ら に 対す る務 
めと して 守り 行なう 者たち であった。 
そして， よそ 人が 近づくなら， その 者 
は 死に 処 される ので ある。 

39 レビ 人のう ち 登録され た 者， すな 
わち モー セと ア ロンが エホバの 指示に 
したがって その 家族 ごとに 登録した 者 
の 総数， 生後 一か月 以上の 男子の 総数 
は* 二 万 二 千 人であった。 

40 次いで エホバは モー セに こう 言 
われた。 「イスラエルの 子ら のうち 生 
後 一か月 以上の 男子の 初子を すべて 登 
録 し， その 名の 数を 調べよ。 41 そし 
て あなたは レビ 人を わたしの ために 取 
る 一 わたしは エホバで ある ー イ スラ 
エルの 子ら のす ベての 初子の 代わりと 
する ので ある。 また， レビ 人の 家畜を， 
イスラエルの 子ら の 家畜のう ちの すべ 
ての 初子の 代わり とする ので ある」。 
42 それで モー セは， エホバが 命じた と 
おり， イスラエルの 子ら のうちの すべ 
ての 初子を 登録した。 43 そして， 名 
の 数で 調べた 生後 一か月 以上の 男子の 
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初子， その 登録され た 者の 総数は， 二 
万 二 千 二百 七十 三人と なった。 

44 エホバは 引き続き モー セに 話し 
てこう 言われた。 45 「レビ 人を 取っ 
て イスラエルの 子ら のす ベての 初子の 
代わりと し， また レビ 人の 家畜を 彼ら 
の 家畜の 代わりと せよ。 こうして レビ 
人は わたしの ものと なる。 わたしは エ 
ホバ である。  46 そして， イスラエル 
の 子ら の 初子のう ち， レビ 人の 数を 上 
回っ た 二百 七十 三人の 者に 対する 贖い 
の 代価と して， 47 あなたは その 各人 
のために 五シ ェケ ルず つ を 取らね ばな 
ら ない。 聖 なる 場所の シエ ケルで それ 


を 取るべき である。 ー シヱ ケルは 二十 
ゲラ である。 48 そして， その 金を， 
彼ら を 上回 っ た 数の 者たち に対する 贖 
いの 代価と して， ア ロンと その子ら に 
渡さねば ならない」。 49 それで モー 
セは， 贖いの 代価と しての レビ 人を 上 
回った 数の 者たち から， 請け戻しの 代 
価と しての 金を 受け取った。 50 イス 
ラエルの 子ら の 初子から その 金を， す 
な わち 聖 なる 場所の シ エケ ルで 千 三百 
六十 五 シヱ ケルを 受け取った。 51 次 
いで モー セは， 贖いの 代価と しての そ 
の 金を エホバの 指示 どおり ア ロンと そ 
の 子ら に 与え， エホバが モー セに 命じ 
たと おりに 行なった。 

A 次いで エホバは モー セと ア ロンに 

1 話して こう 言われた。  2 「レビの 
子ら のうち コハ トの 子ら について， その 
父の 家に おける それぞれの 家族に した 
がっ て その 合計を 調べる こ とが 行なわ 
れ る。 3 すなわち， 三十 歳 以上 五十 
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ァ民 3:41 
ィ民 3:39 
ゥ民 18:15 

エ レビ 27:6 
民 18:16 

才出 30:13 
レビ 27:25 
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力 民 3:19 
民 3:27 

キ代 I  23:3 
ルカ 3:23 


第二 欄 

ア民 8:25 

イ民 4:30 
代 I  6:48 
代 I  23:24 
代 I  28:13 


ナ出 30:1 
出 37:25 

二 出 25:5 
ヌ出 30:5 
ネ民 3:31 
ノ出 35:23 


歳までの 者， 奉仕の 分団に 入って 会見 
の 天幕での 仕事を 荇 なう すべての 者た 
ちで ある。 

かいけん  てんまく 

4 「これが， 会見の 天幕に おいて コ 
ハ トの 子ら が [行なう] 奉仕で ある。 そ 
れは 極めて 聖 なる ものである。  5 そ 
れ で， 宿営が 出発 するとき には， アロ 
ン とその 子ら が 中に 入る ように。 そし 

かれ  しき  た  まく  M  と  はず 

て， 彼らが 仕切りの 垂れ幕を 取り外 
し， 証の 箱を それで 覆わねば ならない。 

つ  かわ {力） おお 

6 次いで， あざらしの 皮の 覆いを それ 
に 掛け， 青色の 布を そっくり その上に 
広げ， それの さおを はめる ように。 

7 「また 彼らは 青色の 布を 供えの パ 
ンの 食卓の 上に 広げる。 その上に， 皿 
と 杯と 鉢， また 飲み物の 捧げ物の ため 
の 水差しを 置く ように。 常 供の パンは 
そのまま そこに 置かれるべき である。 

つ  （シ ） ひ いろ  ぬの 

8 次いでえん じむし 緋 色の 布を それ 

ひろ  かわ (ス 1 

らの 上に 広げ， それを あざらしの 皮の 
覆いで 覆い， それの さおを はめる よう 
に。  9 また， 青色の 布を 取り， 明か 
りの ための 燭台， および そのと もしび 

ざら M しんき  [チ）  ひと  M 

皿と 心 切り ば さみと 火 取り皿， さらに 
それの 奉仕に いつも 用いる 油の ための 

うつわ 闭 おお  つ 

すべての 器を 覆うよう に。 10 次い 
で， それと そのす ベての 器具を あざら 

かわ  おお IH  い  よこぎ 

しの 皮の 覆いに 入れ， それを 横木の 上 
に 置く ように。 11 また， 黄金の 祭壇 
の 上に 青色の 布を 広げる。 次いで それ 

かわ ㈡ おお 

を あざらしの 皮の 覆いで 覆い， それの 
さおを はめる ように。 12 また， 聖な 
る 場所での 奉仕に いつも 用いる， 奉仕 

き ぐ [ネ）  と 

のた めの すべての 器具を 取り， それを 

あおいろ  ぬの  い  かわ (ノ] 

青色の 布に 入れ， さらに あざらしの 皮 
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の 覆いで 覆い， それを 横木の 上に 置く  第4 章 の 奉仕と 荷と を 割り当て るので ある 0 

ように。  7  6:12  20 こうして 彼らは， 中に 入って 一瞬た 

13 「また 彼らは 祭壇から 脂 灰を 除き <di27:3 りと も聖 なる ものを 見る ことがあって 

さ  あかむらさき そ  ようもう  ぬの  ウ出 27:6  し 

去り， 赤紫に 染めた 羊毛の 布を その上に  はならない。 それに よって 死ぬ ことの 

広げなければ ならない。 14 次いで そ ..5  ないた めで ある」。 

ほう しもち  ‘つ  はな 

の 上に， そこでの 奉仕に いつも 用いる す 力 民 7:9  21 次いで エホバは モー セに 話して 

ベての 器具， すなわち 火 取り皿， 肉刺し  ?  sJ-91 こう 言われた。  22 「ゲル ジョンの 子 
と シャベルと 鉢, 祭壇の すべての 器具を  らの备 計を， すなわち 彼らを その 父の 

お  [ィ）  かわ  ^  6,6  いえ  かぞく  しら 

置く ように。 その上に あざらしの 皮の ^K3:31  家に より， その 家族 ごとに 調べる こと 
覆いを 広げ， その さおを はめる ように。 ヶ民 3:32  が 行なわれる。 23 あなたは， 三十 歳 
15 「こうして ア ロンと その子ら は， コ *27:2〇 以上 五十 歳までの 者を 登録す る。 それ 
宿営が 発する ときに， 聖 なる 場 清 ^3():34 は， 来て その 奉仕の 分団に 入り， 会見 
と聖 なる 場所の すべての 器具と を 覆い  の 天幕で 奉仕を 行なう すべての 者たち 

お  {才）  のち  つか 

終えて いなければ ならない 0 その後に シ *  29:40 である 0  24 これが， 仕える こと ま 

コハトの 子ら は 中に 入って それらを 運 ス *  29:7  た 運ぶ ことに 関して ゲル ショ ン 人の 諸 
ぶので あるが， 彼らは 聖 なる 場所に 触  ^；3^2 家族が 行なう ¥ 仕 であ 4。 25 すな わ 

(キ）  し  かれ  まくや  かいけん  てんまく (才） てんまく 

れ ては ならない 0 それに よって 死ぬ こ セ 民 3:27  ち 彼らは， 幕屋 また 会見の 天幕の 天幕 

かいけん  ぬの [力）  おお （キ 1 

とのない ためで ある 0 これらが 会見の ソ 民4:4  布， その 覆いと その上に ある あざらし 

てんまく  にな  に  _  かわ  [ク）  いりぐち  し き 

天幕に おいて コハトの 子ら の 担う 荷で  ___  の 皮の 覆い， 会見の 天幕の 入口の 仕切 

ぁ ミ1。  ‘:21 り S:  26 韆の A け矿 また 1廬 と 

16 「そして， 祭司 ア ロンの 子エ レア "  祭壇を 囲む 中庭の 門に ある 入口の 仕切 

ザルの 行なう 監督は， 明かりの ための  り 幕， その 天幕 綱 また その 奉仕の ため 

油 と 薫香と 常 供の 穀物の 捧げ物と そ IS3:25  のす ベての 器具， そして 仕事の ために 
そぎ 油に 対する もので， 幕屋 全体と そ 才出 26:7  いつも 用いる すべての 物を 運ばねば な 

せい  ば  出 36:14  かれ 

の 中の すべての 物， すなわち 聖 なる 場  ら ない。 このよう にして 彼らは 奉仕す 

しょ  きぐ  力 出 26:1  じん  トン) 

所と その 器具との 監督で ある」。  *36:8  るので ある。 27 ゲル ション 人の子ら 

17 エホバは さらに モー セと ア ロン キ 出26:14  のす ベての 奉仕は， その 担う すべての 
に 話して こう 言われた。 18 「コハト ^  36：19 荷 も それに 伴う すべての 奉仕 も， アロ 
人の i 家族 か ら 成る 部族が レ ビ 人の 中  *  36:37 ン とその 子ら の 指示に し たが っ て 行な 

から 断たれる ような ことがあって はい コ g23 冗 われるべき である。 そして あなた 方は， 
けない。 19 彼らの ために このように サ出 27.16  彼らの 担う 荷 すべてを それぞれの 務め 
替 なって， 彼ら^:? r 基き っ づけ， も: i ㈣:18 として-り. てねば ならない 。 28 こ 

せい  ちか  し  シ民 3:21  かいけん  てんまく 

も聖 なる ものに 近づいて 死ぬ ことのな 民3:23  れ が， 会見の 天幕に おいて ゲル ション 
いように せよ。 ア ロンと その子ら が 中 ス g は 人の子ら の 諸家 族が 行なう 奉仕で あり， 
に 入る。 そして， 彼ら 一人一人に 各自 セ 民 3:25  彼らが 務めと して 行なう その 奉仕は 祭 
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司アロ ン の子イ タマルの 手の もと に 置 

(7) 

かれる。 

29 「メ ラリの 子ら についても， あなた 
はこれ を， その 父の 家に おける 家族 ご 
とに 登録す る。 30 三十 歳 以上 五十 歳 
までの 者を 登録す る。 それは その 奉仕 
の 分団に 入っ て 会見の 天幕での 奉仕を 
行なう すべての 者たち である。 31 そ 
して これが， 会見の 天幕に おける その 
すべての 奉仕に よる 彼らの 務め， その 
担う である。 すなわち， 幕屋の 区切 

わく (才 }  |  よこ ぎ [力） はしら W 、 gw ク 1  しゅう 

い  なかにわ はしら W  う  だい [コ） てんまくようと 

囲の 中庭の 柱， その 受け 台と 天幕 用留 
め 杭と 天幕 綱， および それに 伴う すべ 
ての 装備と そのための すべての 奉仕で 
ある。 そして あなた 方は， 彼らが 務め 
として 受け持つ 装備を， 彼らの 担う 荷 
と して 各人の 名を 挙げて 割り当てる。 
33 これが， 会見の 天幕に おける その 
すべての 奉仕に ついて 見た メラ リ の 子 
らの 諸家 族の 奉仕で あり， それは 祭司 
アロ ン の子イ タマルの 手の もと に 置か 

[セ） 

れ る」。 

34 それで モー セと ア ロン および 集会 

おさ  (V)  じん  [夕 1 

の 長たち は， コハ ト 人の子ら について， 
その 家族 ごと， また 父の 家 ごとに 登録 
を 行なった。 35 三十 歳 以上 五十 歳 ま 
でで， 会見の 天幕に おける 奉仕の ため 
に その 奉仕の 分団に 入っ たす ベての 者 
たちで ある。 36 そして， その 家族 ご 
とに 登録され た 者は， 二 千 七 百 五十人 
となった。 37 これらが コハト 人の 諸 
家族のう ちの 登録され た 者， すべて 会 
見の 天幕で 仕える 者たち である。 モー 
セと ア ロンが， モー セを 通して 与えら 


れた エホバの 指示に したが っ て その 登 
録を 行なった。 

38 ゲル ジョンの 子ら で その 家族 
ごと ま た 父の 家 ごとに 登録 さ れた 者， 
39 三十 歳 以上 五十 歳までで， 会見の 天 
幕に おける 奉仕の ために その 奉仕の 分 
団に 入った すべての 者， 40 その 家族 
ごと， 父の 家 ごとに 登録され た 者は， 二 
千 六 百 三十 人と なった。 41 これらが 
ゲル ショ ンの 子ら の 諸家 族のう ちの 登 
録 された 者， すべて 会見の 天幕で 仕え 
る 者たち であった。 モー セと ア ロンが 
エホバの 指示に したが っ て その 登録を 
行なった。 

42  メ ラリの 子ら の 諸家 族で その 家 
族 ごと， 父の 家 ごとに 登録され た 者， 
43 三十 歳 以上 五十 歳までで, 会見の 天 
幕に おける 奉仕の ために その 奉仕の 分 
団に 入る すべての 者， 44 その 家族 ご 
とに 登録した 者は， 三千 二百 人と なっ 
た。 45 これらが メ ラリの 子ら の 諸家 
族のう ちの 登録され た 者たち であった。 
モー セと ア ロンが， モー セを 通して 与 
え られた エホバの 指示に したがっ て そ 
の 登録を 行なった。 

46 登録され た 者の 総数， すなわち 
モー セと ア ロン および イスラエルの 長 
た ちが その 家族 ごと また 父の 家 ごとに 
レビ 人と して 登録した 者， 47 三十 歳以 
上 五十 歳までで， 来て 会見の 天幕で 労 
働 奉仕 や 荷を 運ぶ 奉仕を 行なう すべて 
の 者， 48 その 登録され た 者 [の 総数] 
は， 八 千 五 百 八十 人と なった。 49 彼 

し じ  おのおの 

らは エホバの 指示の もとに， 各々 その 
奉仕と 担う 荷と にしたがって モー セに 
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とうろく  めい  せい  (7)  き しんぶつ (ィ j 

より 登録され た。 エホバが モー セに 命 第4 章 ゆる 聖 なる もののう ちの 寄進 物， すな 
じたと おりに 登録され た。  わち 彼らが 祭司に 差し出す ものは， す 

はな  民 4:45 

5 エホバは さらに モー セに 話して こ _ ベて [祭司] の ものと されるべき であ 

い  [ゥ）  かくじん  も  せい 

う 言われた。 2 「イスラエルの 子 第5 章 る。 10 そして， 各人が 持つ 聖 なる も 
らに 命じて， すべてら い 病の 者， すべ のは その 人の ものと してと どまる。 何 
て 漏出の ある 者， すべて 死亡した 魂  にせよ 各人が 祭司に 与える もの， それ 

によって 汚された 者を 宿営の 中から 去  は [祭司] の ものと なる』」。 

だんし  じょし  エ レビ 22:4  はな 

ら せる ように。 3 男子で あれ 女子で 民 11 エホバは なお も モー セに 話して 

がた  さ  民 31:19  い 

あれ， あなた 方は これを 去らせるべき  ^  こう 言われた。 12 「イスラエルの 子 

しゅくえい そと  [才）  4 王 n  “〇  はな  かれ  い 

である。 宿営の 外に 去らせて， わたし ^ffi25:8  らに 話しなさい。 彼らに こう 言わねば 
がその 中に 幕屋を 営む 人々 の 宿営を 彼  ^ ならない。 『だれでも 人の 妻が [道を] 

けが W  コ II  6:16  はず  おっと  たい  ふちゅうじつ  おこ 

らが 汚す ことのない ようにすべき であ  外して [夫] に 対し 不忠実な 行ないを 

キ民 19:22  W  べつ  ね  しゃせい 

る」。 4 それで イスラエルの 子ら は そ  し， 13 別の 男が これと 寝て 射精が あ 

おこ  ひとびと  ク レビ 5:1  【才）  おっと  かく 

のと おりに 行なって， それらの 人々 を  レビ5: 17 り， そのこと が 夫の 目から 隠されて い 

fe 営の 外に 去らせた。 イスラエルの 子  て 発見され ずに おり， 彼女と しては そ 

ら は， エホバが モー セに 話した とおり  jy-19 の 身を 汚した のに これに 対する 証人が 

に 行なった。  5:16 なく， その 女が 捕らえられな いでいる 

5 エホバは 引き続き モー セに 話して 3  6:5 場合， 14 そして， しっとの 霊が 彼を 

言われた， 6 「イスラエルの 子ら にこ s6 よぎり， 自分の 妻の 忠実 さに ついて 疑 

はな  レビ 7:7  ねん  も  かのじょ  じじつみ 

う 話しなさい。 『男 または 女が， 人の _ 念を 持つ ようになり， 彼女が 事実 身を 

犯す あらゆる 罪の いずれ かを 行なって  汚して いると き， あるいは， しっとの 

エホバに 対し 不忠実な 行為を した 場合， ^  ^  ?：67 霊が 彼を よぎり， 自分の 妻の 忠実 さに 

たましい ざいか  も  もの  レビ 10:13 

その 魂は 罪科を 持つ 者と なった ので あ  ついて 疑念を 持つ ようになった が， 彼 

[ク）  もの  じぶん おこ イ出 29:28 

る。  7 ゆえに その 者たち は 自分の 行 民18:8  女と しては 身を 汚して はいない とき， 

つみ  こくはく  W  ざい  もの  じぶん  つま  さいし 

なった 罪を 告白し， その 者は 自分の 罪 ゥ： 15 その 者は 自分の 妻を 祭司のと ころ 
科の 分を 元 どおりに 返し， さらに その  319:13 に 連れて行き， また 彼女と 共に その 捧 
五分の 一を 加えて， 自分が 悪を 行な っ セ5 113 げ 物を， すなわち 大麦の 粉 十分のー エ 

あいて  あた  たず さ 

た 相手に それを 与えなければ ならない。 ォ レビ 18:20 ファを 携えて 行かねば ならない 0 その 
8 しかし， もし その 人に， [彼が] その  上に 油を 注いだり 乳香を 添えたり して 

ざいか  ぶん  かえ  きんしんしゃ  力 詩 26:4 

罪科の 分を 返すべき 近親者が いないの  ^  30:20 はならない 。それは， しっとの ための 
であれば， エホバに 返される その 罪科 キ” f  穀物の 捧げ物で あり， とがを 思い起こ 

さぃし  もの  #8:6 

の 分は 祭司の ものと なる。 その 者の た ^S5:30  させる 思い起こしの 穀物の 捧げ物 だか 
めに 贖罪を 行なう 贖罪の 雄 羊は これと yam ら である。 

べつ  （サ）  さいし  かのじょ  すす  で 

別で ある。  16 「『そして 祭司は 彼女を 進み出させ 

9 「『また， イスラエルの 子ら の あら  ^  ?3:4 て， エホバの 前に 立たせねば ならない。 


231  しっとの 場合の 水に よる 試験  民 数 5: 17 — 31 

17 次いで 祭司は 土の 器に 聖 なる 水を 取 第 5 章 中に ぬぐい 去らねば ならない 0  24 次 

るよう に。 祭司は また， 幕屋の 床に あ 7K5；25  いで， のろいを もたらす その 苦い 水を 
る 塵を 幾らか 取る。 それを その 水の 中  女に 飲ませなければ ならない。 のろい 

に 入れる ように。 18 それから 祭司は ィ雲 〖孟  を もたらす その 水は 苦い ものと して 彼 
その 女を エホバの 前に 立たせ， その 女  女の 内に 入る ことになる。  25 さらに 

かみ  け  と  かのじょ  りょうて  おも  さいし  こくもつ  ささ  もの (ウ 1 

の 髪の毛を 解き， 彼女の 両手の ひらに 思 ゥ 祭司は しっとの ための 穀物の 捧げ物を 
い 起こ しの 穀物の 捧げ物， つまりし っ  女の手から 取り ，その 穀物の 捧げ物を エ 

(7)  の  まえ  ゆう ご  さいだん  ちか 

とのた めの 穀物の 捧げ物を 載せる よう ボ ホ パの 前に 揺り動かし， それを 祭壇の 近 
に。 また， 祭司の 手には， のろいを も  くに 携えて 行かねば ならない。 26 次 

にが  お  ft；  さいし  こくもつ  ささ  もの  いく 

たらす 苦い 水が 置かれるべき である。 才 g】2() いで 祭司は 穀物の 捧げ物の 幾らかを そ 
19 「『そして 祭司は 彼女に 誓わせ， そ  の 覚えと してつ かみ， それを 祭壇の 上 

い  や  けむり  のち 

の 女に こう 言わねば ならない。 「もし 力 ^ン^:巧 で 焼いて 煙に する ように。 その後， そ 

ね  8  ^  の  かのじょ 

どんな 男 も あなたと 寝て おらず， あなた  ** 8:31 の 水を 女に 飲ませる。 27 彼女に その 
が 夫の もとに ある 者と して 何ら [道を] 4fi  2fi 水を 飲ませる と， そのの ち 必ず このよ 

はず  けが  キ創 46:26  おっと 

外して 汚れに それて はいない ので あれ  うになる。 すなわち， もし 彼女が 夫に 

にが  えい  ふちゅうじつ  おこ  み  けが 

ば， のろいを もたらす この 苦い 水の 影 ク代 D34;24 不忠実な 行ないを して その 身を 汚して 

きょうう  エレ 51:60  闭 

響を 受けない ように。  20 しかし あな - いるならば， のろいを もたらす その 水 

たが， 夫の もとに ある 者で ありながら  は 苦い ものと して 彼女の 内に 入り， そ 

みち  はず  W  み  ア 使徒 3:19  はら  ふく  もも  お 

[道を] 外した ので あれば， そして 身を  の 腹は 膨れ， その 股は やせ 炅 え， その 女 

汚して， だれか 夫 以外の 男が あなたの ^S5:18  は 必ず 民の 中に あって のろいの ものと 

うち  しゃせい  おこ  闭  (»)  み 

内に 射精を 行なった ので あれば， 一」  なる。 28 しかし， もし その 女が 身を 

21 そうして 祭司は のろいを 伴う 誓い ^S5:15  汚して はおらず， 清い 者であるなら ば， 

(*)  しょばつ  う  相 

を もって その 女に 誓わせ， 祭司は その  そのような 処罰を 受ける ことは ない。 

い  I レビ 2:9  かのじょ  せい  え 

女に こう 言わねば ならない 0  「エホバ レビ5:12 彼女は 精を 得て 身 ごもる ことになる。 

たみ  かん  りっぽう (ク） 

が あなたを， あなたの 民の 中に あって  29 「『これが しっとに 関する 律法で あ 

才民 5:13  おっと  （ヶ 1 みち 

のろい また 誓いと される ように。 それ  S5:20 り， 女が 夫の もとに ありながら [道を] 
は， エホバが あなたの 股を やせ 衰えさ  外して 身を 汚した 場合， 30 あるいは， 

はら ふく  力 申 27:26  れい  つま 

せ， あなたの 腹を 膨れさせる ことによ  ガ ラ3:1 Q 男の ほうに しっとの 霊が よぎり， 妻が 

ふちゅう じつ  ぎ ねん  も 

る。 22 それで， のろいを もたらす こ  不忠実な のでは ないかと 疑念を 持った 

ちょう  はら キ民 5:19  ばあい  かん  かれ 

の 水は あなたの 腸に 入って あなたの 腹  場合に 関してで ある。 彼は 妻を エホバ 

を 膨れさせ， 股を やせ 衰えさせる こと ク民 5:14  の 前に 立たせ， 祭司は 彼女に 対して こ 

たい  民 5:15  りっぽう  おこ 

になる」。 女は これに 対して， 「ア ーメ  の 律法を ことごとく 行なわねば ならな 

ン ，アーメン！」 と 言わねば ならない。 ヶ ロマ 7:2  い。  31 こうして その 人は とがのない 

さいし  ものつ まじ ぶん  たい 

23 「『そして 祭司は これらの のろいの  者と され， その 妻は 自分のと がに 対す 

言葉を 書に 記し， それを その 苦い 水の "S5；l9  る 責めを 負う』」。 


民 数 6:1—16  ナジ ル 人の 誓約； 彼らに 対する 要求  232 

^ エホバは さらに モー セに 話して こ 第6 章 浄 めを 立証す る 日に 頭を そらねば なら 
® う 言われた。 2 「イスラエルの 子 7 * 13:5  ない。 七日 目に それを そるべき である。 

はな  かれ  い  かめ  わ  わか 

らに 話しなさい。 彼らに こう 言わねば ィ レビ 他9 10 そして 八日 目に， やまばと 二 羽 か 若 

とく  裁 13:14  さいし  かいけん 

ならない。 『男で も 女で も， エホバに 特  II  ^ いいえば と 二 羽を 祭司の もとに， 会見 
別の 誓約を 立てて ナジ ル 人と して 生活  7:33 の 天幕の 入口に 携えて 来るべき であ 4。 

ば あい  もの  しゅ  よ  さいし  つみ  ささ  もの [ウ） た 

する 場合， 3 その 者は ぶどう酒 や 酔わ ゥ | ば 7 11 そして 祭司は 一つを 罪の 捧げ物， 他 

さけ  はな  5/,  !：  しょうはん  w  あつか  かれ 

せる 酒から 離れて いるべき である。 ぶ  ^ 1:11 の 一つを 焼燔の 捧げ物と して 扱い， 彼 

しゅ  す  さけ  しょくざい  おこ 

どう 酒の 酢 また 酔わせる 酒からの 酢を X  at  16:19 のために 贖罪を 行なわねば ならない 0 

の  [ィ）  なに  し  たましい 

飲んでも いけない。 また， 何に せよ ぶ ォ レビ 21:1 彼は [死んだ] 魂に よって 罪を おかした 
どうから 取った 液を 飲んだり， 生に せ  からで ある。 こうして その 日に 彼は 自 

ほ  みた  カレビ 21:11 ぶん あたま しんせい 

よ 干した ものにせよ ぶどうの 実を 食べ  分の 頭を 神聖な ものと する ので ある。 

たりしても ならない。 4 ナジ ル 人と し 19：U 12 そうして 彼は 自分の ナジ ル 人と して 

ひび  つづ  かぎ  もの  ひ かず  たい 

ての 日々 が 続いて いる 限り， その 者は， 第二 欄 の 日数 だけ エホバに 対する ナジ ル 人と 

せいかつ  （才）  わか 

すべてぶ どうの つるに できる ものを， 7  s  6:18  して 生活し なければ ならない。 また， 若 

していない ぶどうの 実から その 皮に ィ レビ ル22 い 雄 羊， その 一年 目の ものを 罪科の 捧 

いた  た  もの (力）  たず さ  こ 

至る まで， いっさい 食べて はいけ ない。 ゥぱ5:8 げ物 として 携えて 来なければ ならない。 

5 「『ナジ ル 人と しての 誓約の 日々 が 続  ナジ ル 人と しての 立場を 汚した ために， 

いている 限り， その 頭に かみそりを 当て  レビ14:31 先の日々 は 数えられない ことになる。 

(ウ }  わ  びと  かん 

てはいけ ない。 エホバの ために 分けら ォ民 6:2  13 「『さて， これが ナジ ル 人に 関す 

もの  きかんみ  裁 13:5  りっぽう  きかん 

れた 者と なって いる 期間の 満ちる まで， ^ 16=17 る 律法で ある。 ナジ ル 人と しての 期間 
その 者は 自分の 頭の 垂れ髪を 伸ばして 力 Ulfl4:24 が 満ちた 日に， その 者は 会見の 天幕の 

せい  いりぐち  つ  こ  かれ 

おき， こうして 聖 なる 者と なるべき であ  入口に 連れて来られる。 14 そして 彼 

わ  もの  キ民 ：  30:2  たい  じぶん ささ もの 

る。 6 エホバの ために 分けられた 者と  %^421:2, は， エホバに 対する 自分の 捧げ物と し 

ひび  つづ  かぎ  わか  おひつじ 

なって いる 日々 の 続いて いる 限り ，その  て， きずの ない 若い 雄 羊， その 一年 目の 

し  たましい  ちかよ  ク レビ 1:10  とう しょうはん  （ク） 

者は 死んだ 魂に いっさい 近寄って はい  もの 一頭を 焼燔の 捧げ物と して， きず 

けない。 7 自分のを:， 母， 兄弟， 姉妹の ヶ はば のない 雌の 子羊の 一年 目の もの 一頭を 

し  み  けが  つみ  （ヶ） 

ために さえ， その 死の さいに 身を 汚して  罪の 捧げ物と して， きずの ない 雄 羊 一 

はいけ ない。 迚 に対する ナジ ル 人と し  頭を 共 与の 犠牲と して， 15 また， 上等 

あたま  サ レビ 2:4  むぎ こけ） つく  あぶら  しめ  【シ） わ がた  む 

ての しるしが その 頭に あるから である。  の 麦粉で 作り， 油で 湿らせた 輪 型の 無 

8 「『ナジ ル 人と しての 日々 が 続いて '>ulf2:5  酵母 パンと 油を 塗った 無 酵母の 薄焼き 
いる 限り， 彼は エホバに 対して 聖 なる ス *29:2  を 入れた かご， および それに 伴う 穀物 

もの  し  ささ  もの (セ） の  （ソ）  さ 

者で ある。 9 しかし， だれか 死に かけ t  2:1 の 捧げ物と 飲み物の 捧げ物を 差し出す 
ている 者が その かたわらで 全く 不意に  レビ6:14 ように 0 16 次いで 祭司は それらを エ 
死に， そのために 自分の ナジ ル 人と し ソ 民15:10 ホバの 前に 差し出して， 彼のた めの 罪 
ての 頭を 汚した 場合， その 者は 自分の タレビ 1:3 の 捧げ物と 焼燔の 捧げ物を ささげな け 


第 7 章 


ヶ出 40:17 
コ出 30:26 


祝福の 仕方。 幕屋に 油 そそぎを 行なう 


民 数 6：17—7：7 


れ ばなら ない。 17 また， エホバに 対 
する 共 与の 犠牲と して 雄 羊を， かごに 
入った 無 酵母 パンと 共に ささげる。 そ 
して 祭司は それに 伴う 穀物の 捧げ物と 
飲み物の 捧げ物 も ささげる ように。 

18 「『次いで ナジ ル 人は 自分の ナジ 
ル 人と しての 頭を 会見の 天幕の 入口で 
そり， その ナジ ル 人と しての 髪の 4 を 
取って， 共 与の 犠牲の 下に ある 火の 上 
に 置かねば ならない。 19 そして 祭司 
は， その 雄 羊から 肩の 部分の 煮た もの， 
また かご から 輪 型の 無 酵母 ノ ぐ ノーつ， 
それに 無 酵母の 薄焼き 一つを 取り， ナ 
ジル 人の しるしを そり 落とさ れた 後の 
その ナジ ル 人の 両手の ひらに それを 置 
くように。 20 そして 祭司は 振 揺の 捧 
げ 物と して それを エホバの 前に 揺り動 
かさねば ならない。 それは， 振 揺の 捧 
げ 物の 胸 および 寄進 物と しての 脚と 共 
に， 祭司に とって 聖 なる ものである。 
こうして 後に， ナジ ル 人は ぶどう酒を 
飲んでも よい。 

21 「『これが， 誓約を する ナジ ル 
人ー ナジ ル 人と しての 立場の ゆえに 彼 
が エホバに ささげる ものに 関する 律法 
であり， そのな し 得る ところに 加えて 
[ささげられる もの] である。 彼は， ナ 
ジル 人に ついての 律法の ゆえに， 自分 
の 立てる 誓約に したがっ て そのと おり 
に 行なうべき である』」。 

22 それから エホバは モ ー セに 話し 
てこう 言われた。  23 「 ア ロンと その 
子ら に 話して 言いなさい， 『あなた 方 
は イスラエルの 子ら を このように 祝福 
し， 彼らに こう 言うべき である。 


24 「エホバが あなたを 祝福して 守って 
くださる ように。 

25 エホバが あなたに 向かって み 顔を 
輝かせ， 恵みを 示して くださる 

ょぅ {三 

26 エホバが あなたに 向かって み 顔を 
上げ， 平安を 与えて くださる よ 

m 

うに」』 。 

27 こうして 彼らは わたしの 名を イス 
ラ エルの 子 らの 上に 置かねば ならない。 
わたしが 彼らを 祝福す るた めで ある」。 
r さて， モー セが 幕屋を 立て 終えた 
日であった が， 彼は 続いて それに 
油 そそぎを 行なって， [幕屋] とその す 
ベての 備品 また 祭壇と そのす ベての 器 
具と を 神聖な ものと した。 こうして 彼 
は それらに 油 そそぎを 行ない， それら 
を 神聖な ものと した。 2 その 時 イスラ 
エルの 長たち， すなわち それぞれの 父 
の 家の 頭たち は 進物を 持って来 ん。 彼 
らは 部族の 長で， 登録され た 人々 の 上 
に 立つ 者たち であった が， 3 自分たち 
の 捧げ物を エホバの 前に 携えて 来た。 
覆いの 付いた 車 六 台と 牛 十二 頭で， 長 
二人に つき 車 一台， 一人に つき 雄牛 一 
頭であった。 彼らは それを 幕屋の 前に 
差し出した。  4 これに 対し エホバは 
モー セに 言われた， 5 「それを 彼ら か 
ら 受け取る ように。 それらは 会見の 天 
幕での 奉仕を 行な うう えで まさ に 役立 
つからで ある。 あなたは それを レビ 人 
に， それぞれの 行なう 奉仕に 応じて 与 
える よう に」。 

6 それで モー セは それらの 車と 牛を 
受け取り， それを レビ 人に 与えた。 7 二 
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台の 車と 四 頭の 牛を ，その 行なう 奉仕に 
応じて ゲル ション の 子ら に 与え， 8 ま 
た 四 台の 車と 八 頭の 牛を， その 行なう 
奉仕に 応じて メ ラリの 子ら に 与え， そ 
れらを 祭司 ア ロンの 子 イタ マルの 手の 
もとに 置いた。  9 しかし， コハトの 子 
ら には 何も 与えなかった。 聖 なる 場所 
の 奉仕が 彼 らに 課せられて いたからで 

W  かた  にな  [才） 

ある。 彼らは 肩で 担った ので ある。 

10 さて， 長たち は， 祭壇の 奉献の さ 
い， その 油 そそぎの 日に， 自分たち の 進 
物を 持って来た。 そして 長たち は 自分 
たちの 捧げ物を 祭壇の 前に 差し出す こ 
とに なった。 11 それで エホバは モー 
セに こう 言われた。 「一日に 一人の 長， 
別の 日に 別の 長と いう 方法で， 彼らは 
祭壇 奉献の ための 捧げ物を 差し出す」。 

12 さて， 最初の 日に 捧げ物を 差し出 
したのは， ユダの 部族の アミナ ダブの 

(ク） 

子 ナフ ション であった。 13 そして， 
彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重さ 
は 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖な 
る 場所の シ ェケ ルで 七十 シ ェケ ルの も 
の。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物と 
して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満たし 

[コ）  きん さかずき 

て あった。 14 金の 杯 一つ， 十シ ェケ 
ルで# を 満たした もの， 15 焼 燔の捧 

もの [シ丨  わか  おうし  とう  おひつじ 

げ物 として 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 16 罪 
の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭， 17 さら 
に， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五 
頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
歳の もの 五頭。 これが アミナ ダブの 子 
ナフ ショ ンの 捧げ物であった。 

18 二日 目には， イッ サカ ルの 長で あ 


るツ アルの 子 ネタヌ エルが 進物を 持っ 
て 来た。 19 彼は 自分の 捧げ物と し 
て， 銀の 皿 一枚， その 重さは 百 三十 シェ 
ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 なる 場所の シェ 
ケルで 七十 シヱ ケルの ものを 差し出し 
た。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物と 
して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満たし 

[ィ）  きん さかずき 

て あった。 20 金の 杯 一 ^ つ， 十シ ェケ 
ルで 香を 満たした もの， 21 焼 燔の捧 

もの (ゥ）  わか  おうし  とう  おひつじ 

げ物 として 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 22 罪 
の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭，  23 さら 
に， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五 
頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
歳の もの 五頭。 これが ツ アルの 子ネタ 
ヌ エルの 捧げ物であった。 

24 三日 目は， ゼ ブルンの 子ら のた め 
の 長， ヘロンの 子 エリ アブであった。 
25 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重 
さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 
なる 場所の シ ェケ ルで 七十 シェ ケルの 
もの。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物 
と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満た 
して あった。 26 金の 杯 一つ， 十 シェ 
ケルで 香を 満たした もの， 27 焼燔の 
捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 28 罪 
の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭，  29 さら 
に， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五 
頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
歳の もの 五頭。 これが ヘロンの 子 エリ 
アブの 捧げ物であった。 

30 四日 目は， ル ベンの 子ら のた めの 

おさ  I サ  1 

長， シヱ デ ウルの 子 エリ ツルであった。 
31 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重 
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さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 第7 章 もの 0 それらには 共に， 穀物の 捧げ物 
なる 場所の シェ ケルで 七十 シェ ケルの 7 R 7:13  と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満た 

ともこく もつ  (7)  きん さかずき 

もの。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物 ィ 丨 3 して あった。 44 金の 杯 一つ， 十 シェ 
として 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満た  ケルで 香を 満たした もの， 45 焼燔の 

して あった。 32 金の 杯 一つ， 十 シヱ 捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
ケルで 香を 満たした もの， 33 焼燔の 1 ぼ3 :1 雄の 午 羊の 一年 目の もの 一頭， 46 罪 
捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 才民 I:5  の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭， 47 さら 
雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 34 罪 力 民 2:12  に 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五頭， 
の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭， 35 さら  雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の 

に， 其 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五  もの 五頭。 これが デウ エルの 子 エル ヤ 

頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ ー  サフの 捧げ物であった。 

歳の もの 五頭。 これが シェ デ ウルの 子 ^4:23  48 七日 目は， エフ ライムの 子ら の 

エリ ツルの 捧げ物であった。  ための 長， ア ミフ ドの 子 エリ シャ マで 

36 五日 目は， シメオンの 子ら のた め  あった。 49 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一 

の 長， ツ リシ ャ ダイの 子 シェル ミエル  枚， その 重さは 百 三十 シェ ケル， 銀の 

であった。 37 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 シ だは 鉢 一つ， 聖 なる 場所の シェ ケルで 七十 
一枚， その 重さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の — シヱ ケルの もの。 それらには 共に， 穀 
鉢 一つ， 聖 なる 場所の シヱ ケルで 七十 _  物の 捧げ物と して 油で 湿らせた 上等の 

とも  こく  f  ^  /，io  むぎこ  み  （ク）  きん さかずき 

シェ ケルの もの。 それらには 共に， 穀  麦粉が 満たして あった。 50 金の 杯 一 

物の 捧げ物と して 油で 湿らせた 上等の  つ， 十 シェ ケルで 香を 満たした もの， 

麦粉が 満たして あった。 38 金の 杯 一 ^UB'1：3  51 焼燔の 捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 
つ， 十 シヱ ケルで 香を 満たした もの， ヱ レビ4:23 雄 羊 一頭， 雄の 子羊の 一年 目の もの 一 
39 焼燔の 捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， ォ 此3:1 頭， 52 罪の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭， 
雄 羊 一頭， 雄の 子羊の 一年 目の もの 一 53 さらに， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 
頭，  40 罪の 捧げ物と して 子 やぎ 一  雄 羊 五頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それ 

頭， 41 さらに， 共 与の 犠牲と して 牛  ぞれ 一歳の もの 五頭。 これが アミ フド 

二 頭， 雄 羊 五頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子  の 子 エリ シャ マの 捧げ物であった。 

羊 それぞれ 一歳の もの 五頭。 これが ツ  54 八日 目は， マナ セの 子ら のた めの 

リシ ャ ダイの 子 シェル ミエルの 捧げ物 ヶ ぼ 1:3  長， ぺダ ツルの 子 ガマ リエルであった。 
であった。  コ レビ4:2 3  55 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重 

42 六日 目は， ガ ドの 子ら のた めの サレ ゼ 3:1 さは 百 三十 シェ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 
長， デウ エルの 子 エル ヤ サフであった。  なる 場所の シェ ケルで 七十 シェ ケルの 

かれ  ささ  もの  ぎん  さら  まい  おも  ^  ともこく もつ 

43 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重  もの。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物 

さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 ^ 1〇：23 として 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満た 

ばしょ  [セ）  きん さかずき 

なる 場所の シェ ケルで 七十 シェ ケルの セ 民 7:13  して あった 0  56 金の 杯 一つ， 十 シェ 
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ケルで 香を 満たした もの， 57 焼燔の 

捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 

雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 58 罪 

の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭，  59 さら 

に 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五頭， 

雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の 
(ォ）  _ 

もの 五頭。 これが ぺダ ツルの 子ガ マリ 
エルの 捧げ物であった。 

60 九日 目は， ベニヤ ミンの 子ら のた 
めの 長， ギドオ ニの 子 アビ ダンで あっ 
た。 61 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， そ 
の 重さ は 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 
聖 なる 場所の シ ェケ ルで 七十 シェ ケル 
の もの。 それらには 共に， 穀物の 捧げ 
物と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満 

[ク）  きん さかずき 

たして あった。 62 金の 杯 一つ， 十 シェ 
ケルで 香を 満たした もの， 63 焼燔の 
捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
雄の 午 羊の 一年 目の もの 一頭， 64 罪 
の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭，  65 さら 
に， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五 
頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
歳の もの 五頭。 これが ギドオ ニの 子ア 
ビ ダンの 捧げ物であった。 

66 十日 目は， ダンの 子ら のた めの 長， 
ア ミシャ ダイの 子アヒ エゼルであった。 
67 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重 
さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 
なる 場所の シ ェケ ルで 七十 シ ェケ ルの 
もの。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物 
と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満た 

(セ）  きん さかずき 

して あった。 68 金の 杯 一つ， 十 シェ 

こうみ  しょ うはん 

ケルで 香を 満たした もの， 69 焼燔の 
捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 70 罪 


の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭，  71 さら 
に， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五 
頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
歳の もの 五頭。 これが ア ミシャ ダイの 
子アヒ エゼルの 捧げ物であった。 

72 十一 日 目は， ア シェルの 子ら の 

おさ  _ 

ための 長， オ クランの 子 パ グイエ ルで 
あった。 73 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一 
枚， その 重さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の 

はち  せい  ばしょ 

鉢 一つ， 聖 なる 場所の シヱ ケルで 七十 
シェ ケルの もの。 それらには 共に， 穀 
物の 捧げ物と して 油で 湿らせた 上等の 
麦粉が 満たして あった。 74 金の 杯 一 
つ， 十 シェ ケルで 香を 満たした もの， 

しょうはん ささ  もの (キ）  わか  おうし  とう 

75 焼燔の 捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 
雄 羊 一頭， 雄の 子羊の 一年 目の もの 一 
頭， 76 罪の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭， 
77 さらに， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 
雄 羊 五頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それ 
ぞれ 一歳の もの 五頭。 これが オ クラン 
の 子 パ グイエ ルの 捧げ物であった。 

78 十二 日 目は， ナフタリの 子ら のた 
めの 長， エ ナンの 子アヒ ラであった。 

かれ  ささ  もの  ぎん  さら  まい  おも 

79 彼の 捧げ物は， 銀の 皿 一枚， その 重 
さは 百 三十 シヱ ケル， 銀の 鉢 一つ， 聖 
なる 場所の シ ェケ ルで 七十 シェ ケルの 
もの。 それらには 共に， 穀物の 捧げ物 
と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉が 満た 

(シ 1  きん さかずき 

して あった。 80 金の 杯 一つ， 十 シェ 

こう  み  ⑽  しょうはん 

ケルで 香を 満たした もの， 81 焼燔の 
捧げ物と して 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 
雄の 子羊の 一年 目の もの 一頭， 82 罪 
の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭，  83 さら 
に， 共 与の 犠牲と して 牛 二 頭， 雄 羊 五 
頭， 雄 やぎ 五頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
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さい  (7) 

歳の もの 五頭。 これが エ ナンの 子アヒ 
ラの 捧げ物であった。 

84 これが， 祭壇に 油 そそぎが なされ 
た 日の ，その 奉献の 捧げ物で ，イス ラエ 

おさ  W 

ルの 長たち からの ものであった。 すな 
わち， 銀の 皿 十二， 銀の 鉢 十二， 金の 

さかずき  ぎん  さら 

杯 十二。 85 銀の 皿 一つは 百 三十 シエ 
ケル， 鉢 一 'つは 七十 シヱ ケルで， これ 
らの 器の 銀を すべて 合わせる と， 聖な 
る 場所の シ エケ ルで 二 千 四百 シヱ ケル 
であった。 86 香を 満たした 十二の 金 
の 杯は， 杯 一つが それぞれ 聖 なる 場 
所の シヱ ケルで 十 シヱ ケル あり， 杯の 
金は 全部で 百 二十 シエ ケルであった。 
87 焼燔の 捧げ物の ための 家畜を すべ 
て 合わせる と， 雄牛 十二 頭， 雄 羊 十二 
頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の もの 十二 

ともな  こくもつ  （ク） 

頭で， それに 伴う 穀物の 捧げ物が あり， 
また 罪の 捧げ物の ための 子 やぎは 十二 
頭であった。 88 そして， 共 与の 犠牲の 
家畜を すべて 合わせる と， 雄牛 二十 四 
頭， 雄 羊 六十 頭， 雄 やぎ 六十 頭， 雄の 
子羊 それぞれ 一歳の もの 六十 頭で あっ 
た。 これが， 祭壇に 油 そそぎが なされ 
た 後の その 奉献の 捧げ物であった。 

89 ところで モー セは， [迚] と 話す た 

(ス) かいけん  てんまく  とき  あかし 

め 会見の 天幕の 中に 入る 時い つも， 証 
の 箱の 上に ある その 覆いの 上方， 二つ 
の ケルプの 間から 自分に 話す 声を 聞く 
のであった。 こうして 彼に 話された の 


である。 

〇 それから エホバは モー セに 話して 
0 こう 言われた。  2 「ア ロンに 話し 
なさい。 彼に こう 言わねば ならない。 
『いつでも あなたが ともしびを ともす 
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第 8 章 


ア出 25:37 
出 40:25 
レビ 24:2 


ク出 19:10 
レビ 16:28 
民 19:7 


ケ詩 51:2 


とき， 七つのと もしび がその 燭台の 前 
方 一帯を 照らす ように』」。  3 それで 
ア ロンは そのと おりに する ことにな っ 
た。 彼は 燭台の 前方 一帯の ために その 
ともしびを ともして， エホバが モー セ 
に 命じた とおりに 行なった。  4 さて， 
燭台の 造りは こうであった。 それは 金 
の 打ち物 細工であった。 その わきまで， 
花のと ころまで， それは 打ち物 細工で 

(ゥ）  しめ  まぼろし W 

あった。 エホバから 示された 幻 にし 
たがい， モー セは そのと おりに 燭台を 
造った ので ある。 

5 エホバは さらに モー セに 話して こ 
う 言われた。 6 「レビ 人を イスラエル 
の 子ら の 中から 取りなさい。 あなたは 
これを 清めなければ ならない。 7 そし 
て， これが， 彼らを 清める ために あな 
たの 行なうべき ことで ある。 罪を 清め 
る 水を 彼らには ね 掛ける。 彼らは その 
全身に かみそりを 当て， 衣を 洗って 身 
を 清めねば ならない。 8 次いで， 若い 
雄牛， および それに 伴う 穀物の 捧げ物 
と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉を 取る 
ように。 また あなたは 罪の 捧げ物の た 
めに 別の 若い 雄牛を 取る。 9 次いで， 
レビ 人を 会見の 天幕の 前に 立たせ， イ 
ス ラエルの 子ら の 集会の 全員を 集合 さ 
せる ように。 10 そして， あなたは レ 
ビ 人を エホバの 前に 立たせ， イス ラエ 
ルの 子ら は 手を レ ビ 人の 上に 置かねば 
ならない。 11 次いで ア ロンは， レビ 
人を イ スラ エルの 子ら からの 振 揺の 捧 
げ 物と して エホバの 前に 揺り動か すよ 
うに。 こうして 彼らは エホバへの 奉仕 
を 行なう 者と なる ので ある。 
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12 「次いで レビ 人は 手を それらの 雄 第8 章 ルの 子ら が聖 なる 場所に 近づき， それ 
牛の 頭の 上に 置く。 その後， 一方を 罪 7 *  29:10 によって イスラエルの 子ら の 間に 災厄 
の 捧げ物， 他方を 焼燔の 捧げ物と して ィ レビ1:4  が 起きる ことのな いためで あ ^」。 

しょ く ざい M 

エホバに ささげ， レビ 人の ために 贖罪 ゥ民 3:45  20 それで， モー セと ア ロン および イ 

を 行なうよ うに。 13 そして あなたは  スラ エルの 子ら の 集会の 全員は， レビ 

レビ 人を ア ロンと その子ら の 前に 立た 1 量〗 丄  人に 対して そのよう にして いった。 す 
せ， エホバへの 振 揺の 捧げ物と して 彼 nQ 9/1 ベて エホバが レビ 人に 関して モー セに 

ゆうご  才 出29:24 めぃ 

らを 揺り動かさねば ならない。 14 こ  命じた ところに したがい， イスラエル 

びと  力 民 3:45  かれ  おこ 

う して あなたは レビ 人を イスラエルの  の 子ら は 彼らに そのと おりに 行なった。 

子ら の 中から 取り分け， レビ 人は わた +S3：12  21 それで レビ 人は 身を 浄 めて 自分の 衣 

しの ものと なる ので ある。 15 そうし ク ま丨 だ 2 を 洗い, その後 ア ロンは 振 揺の 捧げ物と 
て 後， レビ 人は 中に 入って 会見の 天幕  L3:2：23 して 彼らを エホバの Iff に 揺り動かした。 
で 奉仕を 行なう。 それで あなたは 彼ら ^^12:29  次いで ア ロンは 彼らの ために 贖罪を 行 
を 清め， 振 揺の 捧げ物と して 彼らを 揺  S  1〇5：36 なって これを 清めた。 22 そのの ち 初 
り 動かさねば ならな L'、。 16 彼らは 与  ^3n：28 めて レビ 人は 中に 入り， 会見の 天幕の 中： 
えられた 者， イスラエルの 子ら の 中 か ^13:15 ア ロンと その子ら の 前で 自分たち の 奉 
ら わたしに 与えられた 者たち なので あ  27:20 仕を 行なった。 レビ 人に ついて エホバ 

(力）  たい  ひら  めい 

る。 すべて 胎を 開く 者， すなわち イス サ 民3:12  が モー セに 命じた ところに したがい， そ 

ういご  か  かれ 

ラエルの 子ら の 中の すべての 初子の 代 シ 民3:9  のと おりに 彼らは [レビ 人] に 行なった 0 

[キ）  じぶん  民 18:6  つ  はな 

わりと して， わたしは 彼らを 自分の た  23 次いで エホバは モー セに 話して こ 

めに 取らねば ならない。 17 イス ラエ X^244：n う 言われた。  24 「これが レビ 人に 対 
ルの 子ら のうちの 初子は， 人に ついて  して 適用され る。 すなわち， 二十 五 歳 

も 獣に ついても， すべて わたしの もの 7S1:53  以上の 者が 来て， 会見の 天幕に おける 
だからで ある。 エジプトの 地の すべて  ^1186：19  奉仕の 隊伍に 入る。 25 しかし， 五十 
の 初子を 打った 日に， わたしは これを  歳を 過ぎた 後は， 奉仕の 隊伍から 退き， 

自分の ために 神聖な ものと して 取り分 ^8：?  もはや 奉仕を 行なわない。 26 そして 
けたから である。 18 それで わたしは ゥ@8:11  その 者は， 務めを 守る 点で 会見の 天幕 

びと  と  じぶん  きょうだい  つか 

レビ 人を 取って， イスラエルの 子ら の ヱ 民8: 12  にあって 自分の 兄弟たち に 仕える こと 

ういご  か  M  ほうし  おこ 

うちの すべての 初子の 代わりと する。 れ 8:15  になる が， 奉仕を 行なって はならない。 
19 そして わたしは， イスラエルの 子ら  31：2 あなたは レビ 人の 務めに 関して 彼らに 

の 中から 与えられ たものと して レビ 人 力量は  このと おりに 行なう」。 

をア ロンと その子ら とに 与え， 会見の  Q そして エホバは， 彼らが エジプト 

てんまく  エゼ 44:11 ち  だい 

天幕に おいて イスラエルの 子ら のた め _  〇 の 地を 出て 二 年 目， その 第一の 月 

の 奉仕を 行なわせ， イスラエルの 子ら  m9*  に， シ ナイの 荒野で モー セに 話して こ 
のために 贖罪を 行なわせる。 イス ラエ +£m2 う 言われた。  2 「さて， イスラエルの 
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子ら は 過ぎ 越しの 犠牲を その 定めの 時 
に 調えるべき である。 3 この 月の 十四 
日， 二つの 夕方の 間に， あなた 方は 
それを その 定めの 時に 調えるべき であ 
る。 そのす ベての 法令と 定められた 手 
順の すべてと にしたがって これを 調え 
るよう €」。 

4 それで モー セは， 過ぎ 彘 しの 犠牲 
を 調える ように イスラエルの 子ら に 話 
した。  5 そこで 彼らは， 第一の 月， そ 
の 月の 十四日，. つの 夕方の 間に， シ 
ナイの 荒野で 過ぎ 越しの 犠牲を 調えた。 
すべて エホバが モー セに 命じた ところ 
にした がい， イスラエルの 子ら は その 
とおりに 行なった。 

6 ところで， 人の 魂に よって 汚れ， 
そのため その 日 に 過ぎ 越しの 犠牲を 調 
える ことので きない 人々 がいた。 その 
ため 彼らは その 日に モー セと ア ロンの 
前に やって来た。  7 そして その 人々 
は 彼に こう 言った。 「わたしたちは 人 
の 魂に よって 汚れた 者と なって います 
が， エホバへの 捧げ物を イスラエルの 
子ら の 中に あって その 定めの 時に ささ 
げる ことを， どうして とどめられ るべ 
きな ので しょ うか」。 8 それに 対して 
モー セは 言った， 「そこに 立って いな 
さい。 あなた 方に ついて エホバが 何と 
命じられ るか， わたしは お聞きし てみ 
ま しょ つ」。 

9 すると エホバは モー セに 話して こ 
う 言われた。 10 「イスラエルの 子ら 
に 話 して 言 L 、なさい， 『あな た 方 また 
あなた 方の [後の] 世代の だれかが 魂に 
よって 汚れた 者と なり， あるいは 遠い 
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ア出 12:27 
イ出 12:6 


レビ 23:5 
民 28:16 


マル 14: 
コ I  5:7 


第二 欄 

ア代 n  30:2 
代 n  30:15 

ィ出 12:8 
ウ出 12:10 


出 12:46 
詩 34:20 
ヨハ 19:36 


ク出 12:19 
出 12:48 


ケ出 12:8 


旅に 出て いる ことがある としても， そ 
の 者 もま た エホバへの 過ぎ 逢 しの 犠牲 
を 調えねば ならない。 11 第二の 月， 
その 十四日， 二つの 夕方の 間に， 彼ら 
は それを 調えるべき である。 無 酵母 パ 
ン と 苦 菜を 添えて それを 食べる ように。 
12 その 幾らかに せよ 朝まで 残して おい 
ては ならない。 その 中の 骨を 折って は 
いけない。 過ぎ 越しに 関する 法令に そ 
のと おり 従って それを 調えるべき であ 
る。 13 しかし， 人が 清い 状態に あり， 
旅に 出て いたので もな く， ただ 過ぎ 逯 
しの 犠牲を 調える ことを 怠った ので あ 
れ ば， その 魂は 民の 中から 断たれね ばな 
ら ない。 エホバへの 捧げ物を その 定め 
の 時に ささげなかった からで ある。 自 
分の 罪に 対して その 者は 責めを 負う。 

がいじん きょりゅう しゃ 0 がいこくじん 

て あなた 方の もとに 住んで いる 場合， 
その 者 もまた エホバへの 過ぎ 越しの 犠 
性を 調えねば ならない。 過ぎ 越しに 関 
する 法令に したがい， その 定めの 手順 
どおりに 行なうべき である。 あなた 方 
には， 外人 居留 者に 対しても， その 地 
で 生まれた 者に 対しても， 同一の 法令 
が あるべき である』」。 

15 さて， 幕屋を 立てた 日， 雲が 証の 
天幕の 幕屋を 覆い， 夕方には 火の よう 
な もの が 幕屋の 上に とどまって 朝に ま 
で 及んだ。 16 それ 以後い つも そのよ 
うに なった。 すなわち， 昼には 雲が， 
夜には 火の ような ものが それを 覆った 
ので ある。 17 そして， 雲が 天幕の 上 
から 上がる と， イスラエルの 子ら は 
その後す ぐに 旅立ち， 雲が とどまる 場 


民 数 9:18—10:10  雲が 天幕の 上に とどまる。 宿営を 解く。 ラッパに よる 召集  240 


所， そこに イスラエルの 子ら は 宿営し 
た。 18 エホバの 指示に よって イスラ 
エルの 子ら は 旅立ち， エホバの 指示に 
よって 彼らは 宿営す るので あった。 雲 
が 幕屋の 上に とどまって いる 日は いつ 
も， そのまま 宿営して いた。 19 そし 
て， 雲が 幕屋の 上に 幾日も 長く とどま 
る 時には， イスラエルの 子ら もまた エホ 
バ に対する 務めを 守って 旅立たな かっ 
た。 20 そして 時折り， 雲は 幕屋の 上 
に 数日と どまる ことがあった。 彼らは 
エホバの 指示に よって 宿営を 続け， エ 
ホバの 指示に よっ て 旅立つ のであった。 
21 また 時折り， 雲は 夕方から 朝までと 
どまった。 雲は 朝に 持ち上がり， 彼ら 
は 旅立った。 雲の 持ち上がる のが 昼で 
も 夜で も， 彼らは それに よって 旅立 っ 
ナ こ。 22 それが 二日で あれ 一月で あれ 
それ以上の1 日数で あれ， 雲が 幕屋の 上 
に 長く とどまって その上に ある 間は， 
イスラエルの 子ら も そのまま 宿営を 続 
けて 旅立たなかった。 しかし， それが 
持ち上が ると， 彼ら も 旅立つ ので あっ 
た。 23 彼らは エホバの 指示に よって 
宿営し， エホバの 指示に よって 旅立 っ 
たので ある。 彼らは モー セに よる エホ 
バの 指示に したがって エホバに 対する 
務めを 守った。 

/V それから エホバは モ ー セに 話し 
てこう！ •われた。 2 「あなたの 
ために 銀の ラッ パを 二つ 造りなさい。 
あなたは それを 打ち物 細工で 造る。 そ 
れ は， 集会を 召集す るた め， また 宿営 
を 解く ために あなたが 用いる ことにな 
る。  3 そして， その 二つを 共に 吹く 
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エ詩 48:14 
才詩 78:14 

力 出 40:36 
民 9:17 

キ申 1:7 
申 2:3 

ク出 39:42 
ケ出 24:3 


サ詩 81:3 


しゅうかい ひとびと ぜんたい  かいけん  てんまく  いり 

と， 集会の 人々 全体が 会見の 天幕の 入 

ぐち  かいごう  やくそく  まも 

口で あなたとの 会合の 約束を 守る こと 
になる。  4 また， もした だ 一つ だけを 
吹いたら， 今度は イスラエルの 幾千 人 

かしら  おさ  かいごう 

の 頭で ある 長たち が あなたと の 会合の 
約束を 守る ことになる。 

5 「また あなた 方は [それを] 震わせ 
ながら 吹く ように。 そうしたら， 東側 
に 宿営して いる 者たち の 宿営が 旅立た 
ねばならない。 6 また， 震わせながら 
二度目に 吹く ように。 そうしたら， 南 
側 に 宿営して いる 者たち の 宿営が 旅立 
たねば ならない。 その 一つが 旅立つ ご 
とに 震わせながら 吹くべき である。 

7 「さて， あなた 方は 会衆を 呼び集め 
ると きに も 吹くべき であるが， 震わせ 
ながら 鳴らして はならない。  8 そし 
て， 祭司たち である ア ロンの 子ら がそ 
の ラッパを 吹くべき であり， その 用い 
方は あなた 方に とって 代々 定めの ない 
時に 至る 法令と されねば ならない。 

9 「また， あなた 方の 土地で あなた 方 
を 悩ます 圧迫 者との 戦いに 入る ような 

ば あい  [キ）  あいず 

場合に も， やはり ラッパで 戦いの 合図 
を 鳴らさねば ならない。 そうすれば， 

まえ かなら  おも 

あな た 方の® エホ ノ 《の 前で 必ず 思い出 
され， あなた 方の 敵たち から 救われる 
であろう。 

10 「また， あなた 方の 歓 びの 日と 祭 
りの 時節と 月々 の 初めに も， あなた 方 
の 焼燔の 捧げ物と 共 与の 犠牲に 関して 
ラッパを 吹かねば ならない。 その 使用 


は， あなた 方の 裡の 前に あって あなた 
方の ための 記念と なる ので ある。 わた 
しは あなた 方の 裡 エホバで ある」。 
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ユダは 先頭を 行く。 ホ パブ 


11 さて， 第二 年， 第二の 月， その 
月の 二十日に， 雲は 噩の 幕屋の 上から 
持ち上がった。 12 それで， イス ラエ 
ルの 子ら は その 出発の 手順 どおりに シ 
ナイの 荒野を 旅立つ ことに なった。 そ 
して 雲は パラ ンの 荒野に とどまった。 
13 こうして 彼らは 初めて 旅立つ こと 
になり， モー セを 通して 与えられた エ 
ホ パの 指示 どおり に 行なった。 

14 それで， ユダの 子ら の 宿営の 属 
する [三部 族] 分隊が それぞれの 軍を 成 
してまず 最初に 旅立った。 アミナ ダブ 
の 子 ナフ ショ ン がその 軍を つかさど っ 
ていた。 15 そして， イッ サカ ルの 子 
らの 部族の 軍を つかさどった のは， ツ 
アルの 子ネタ ヌエ ルであった。 16 ま 
た， ゼ ブルンの 子ら の 部族の 軍を つか 
さどった のは， ヘロンの 子 エリ アブで 
あった 0 

17 次いで 幕屋が 取り外され， ゲル 
ショ ンの 子ら とメ ラリの 子ら がその 幕 
屋を 運ぶ 者と して 旅立った。 

18 次いで， ル ベンの 宿営の 属する 
[三部 族] 分隊が それぞれの 軍を 成して 
旅立った。 シヱ デ ウルの 子 エリ ツルが 
その 軍を つかさどって いた。 19 そし 
て， シメオンの 子ら の 部族の 軍を つか 
さどった のは， ツ リシ ャ ダイの 子 シエ 
ルミエ ルであった。 20 また， ガ ドの 
子ら の 部族の 軍を つかさどった のは， 
デウ エルの 子 エル ヤ サフであった。 

21 次いで コハト 人が 聖 なる 所を 運ぶ 
者と して 旅立った。 彼らが 着く までに 
は 幕屋を 立て 終えて いるから である。 

22 次いで， エフ ライムの 子ら の 宿営 
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ァ民 1:1 
イ民 9:17 
詩 78: 14 
ウ出 40:36 
民 2:9 
民 2:16 
民 2:17 
民 2:24 
民 2:31 


エ創 21:21 
民 12:16 
民 13:26 
中 1:2 
才民 2:34 
民 9:23 
力 民 2:3 
キ民 1:7 
ク民 1:8 
民 2:5 
ケ民 2:7 


コ民 1:51 
サ民 3:25 


シ民 3:36 
ス民 2:10 
セ 民 1:5 


ノ民 2: 
夕民 
チ 民 


第二 欄 

ア民 2:24 
イ民 1:10 
民 2:18 
ウ民 2:20 
エ民 1:10 
才民 2:22 
力 民 1:11 
キ民 2:25 
民 2:31 
ク ヨシ 6:9 
ヶ民 1:12 
コ民 2:27 
サ民 1:13 
シ民 2:29 
ス民 1:15 
セ 民 2:34 
ソ出 2:18 
出 3:1 
出 18:1 
出 18:27 
夕創 12:7 
創 13:15 
創 15:18 
使徒 7:5 
チ 裁 1:16 
裁 4:11 
サ I  15:6 
ツ創 32:12 
出 3:8 
出 6:7 
民 23:19 
テ 出 3:1 


民 数 10: 11 — 31 

ぞく  ぶ ぞく ぶんたい [ア】  ぐん 

の 属する [三部 族] 分隊が それぞれの 軍 
を 成して 旅立った。 ア ミフ ドの 子 エリ 
シャ マが その 軍を つかさどって いた。 
23 そして， マナ セの 子ら の 部族の 軍を 
つかさどった のは， ぺダ ツルの 子 ガマ 
リエルであった。 24 また， ベニヤ ミ 
ンの 子ら の 部族の 軍を つかさど っ たの 
は， ギドオ ニの 子 アビ ダンであった。 

25 次いで， ダンの 子ら の 宿営の 属す 

ぶぞく ぶんたい (キ）  ぜん しゅくえい こうえい (グ 

る [三部 族] 分隊が， 全 宿営の 後衛と な 
り， それぞれの 軍を 成して 旅立った。 
ア ミシャ ダイの 子アヒ エゼルが その 軍 
を つかさどって いた。  26 そして， ア 
シェ ルの 子ら の 部族の 軍を つかさど っ 
たのは， オ クランの 子 パ グイエ ルで あっ 
た。 27 また， ナフタリの 子ら の 部族 
の 軍を つかさどった のは， エ ナンの 子 
アヒ ラであった。  28 イスラエルの 子 
らが 旅立つ 際， それぞれの 軍を 成した 
彼らの 出発は このようであった。 

29 その 時 モー セは， モー セの しゅう 
とで ある ミディ アン 人レウ エルの 子 ホ 
パブに 言った， 「わたしたちは 旅立 っ 
て， 『そこを あなた 方に 与える』 と エホ 
バの 言われた 場所に 向かいます。 是非 
わたしたちと 一緒に 来て ください。 わ 
た したち は あなたに 必ず 良い ことを し 
ます。 エホバは イスラエル に関して 良 
いこと を 語られた からです」。 30 しか 
し 彼は 言った， 「わた しは 一緒には 行 
きません。 自分の 国へ， わたしの 親族 
の もとへ 戻ります」。  31 そこで [モー 
セ] は 言った， 「どうか， わたしたちから 
離れないで ください。 わたしたちが 荒 
野で どこに 宿営し たらよ いかを あなた 
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第二 欄 


民 数 10：32—11：12  民は 不平を 言う。 神からの 火。 泣いて 肉を 渴望 する 

はよ く 知ってい るので， あなたには 是 
非と も わた したち の 目と なって ほ しい 


4 また， 彼らの 中に いた 入り混じ っ 


，、と M に 


のです。 32 そして， あなたが- 
来て くださったら 必ず， そうです 必ず， 
エホバが わたしたちに 良く してく ださ 
る そのす ベての 良い ことを もって， わた 
したち も あなたに 良い ことを します」。 

33 こうして 彼らは エホバの 山から 
三日の 旅路を 進んで 行った。 エホバの 
契約の 箱 も 彼らの 前を 進んで 三日の 旅 
路を 行き， 彼らの ために 休み場 所を 捜 
した。 34 そして， 昼間， 彼らが 宿営 
地から 進み出て 行く 時， エホバの 雲は 
彼ら の 上に あった。 

35 そして， 箱が 出発して 行く 時， モー 
セは こう 言う のであった。 「エホバよ， 
どうか 立ち上がって ください。 あなた 
の 敵たち は 散らされます ように。 あな 
たを 激しく 憎む 者たち はみ 前から 逃げ 
去ります ように」。 36 また， それが 休 
む 時にはこう 言う のであった。 「エホ 
パよ， どうか お戻りく ださい， イスラ 
エルの 千万の もとに」。 

さて， 民は つらい ことがあって 
エホバの 耳に 不平を 述べる 者の 
ようになった。 それを 聞いて エホバの 
^ りは 燃え， エホバの 火が 彼らに 対し 
て 燃え立って， 宿営の 端に いた 者たち 
を 焼き 滅ぼす ようになった。 2 民が 
モー セに 向かって 叫び だした 時， 彼は 
エホバに 祈願を ささげ， それに よって 
火は 収まった。  3 それで， その 場所 
の 名は タ ブエ ラと 呼ばれる ようにな っ 
た。 エホバの 火が 彼らに 向かって 燃え 
立っ たからであった。 


11 


た 群衆が 利己的な 願望を 示し， イス 
ラエルの 子ら までが またもや 泣いて こ 
う 言うよう になった。 「 だれが わたし 
たちに 肉を 与えて 食べさせて くれる の 
か。  5 エジプト でた だで 食べて いた 
魚を， きゅうり やすい かや にら や 玉 
ねぎ や にんにく を 思 L 、出す ではない か。 
6 それな のに 今， わたしたちの 魂は 干 
上がって しまった。 目に する ものと い 
え ばた だ マナ ばかり だ」。 

7 ところで， マナは コエン ドロの 実 
に似ていて， 見たところ ブデ リウ ムの 
樹脂の ようであった。 8 民は 散らば っ 
て それを 拾い， 手 臼で ひく かつき 臼で 
つき， それを 料理な ベで 煮たり 丸い 菓 
子に したりし たが， その 味は 油を 入れ 
た 甘い 菓子の 味の ようであった。 9 そ 
して， 夜に 露が 宿営に 降りる と， マナ 
がそ こに 降りる のであった。 

10 それで モー セは， 民が 自分の 家 
族の 中で， それぞれ 自分の 天幕の 入口 
で 泣いて いるのを 聞いた。 そのため， 
エホバの 怒りが 激しく 燃え， モー セの 
目から 見て， それは つらい ことで あっ 
た。 11 そこで モー セは エホバに 言っ 
た， 「どう して あなたは この 僕を つら 
いめに 遭わせられ るので すか。 どうし 
てわた しは あなたの 目 に 恵みを 得られ 
ない のでしょう か。 この 民す ベての 荷 
を わたしの 上に 置いて おられる のです。 
12 わたしが この 民 すべてを はらんだ 
のでしょう か。 彼らを 産んだ のは わた 
しなので しょうか。 そのために， 『子 
守り 男が 乳 飲み 字を 達ぶ よう に 彼ら 


8  21  5  4  2  o> 
& 78: o 16: 16: h 16: Q. — 

詩 詩 詩 出 出 民出ネ n 
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243  70 人の 長老たち に 霊を 注ぐ  民 数 11:13—25 

を 懐に 入れて 運べ』 と言われ， その 父 第 章 えて 食べさせて くれる のか。 わたした 
祖 たちに 誓われた 土地に [連れて行かせ 7  40:11 ちは エジプト にいた 時の ほうが 良かっ 

る] のでしょう か。 13 この 民 すべてに ィ! た」 と 言った からで ある。 それで エホ 
与える だけの 肉を， わたしは どこから  S 13；54 パは 必ず あなた 方に 肉を 与え， あなた 
得られる ので しょうか 。彼らは わたし ゥ *18:18  方は まさに 食べる であろう。 19 あな 
に 向かって 泣きつ づけ， 『肉を 与えて  た 方は 食べる が， それは 一日 だけでは 

くれ， 食べさせて くれ！』 と 言って い  ョブ 6:9  ない。 二日で も， 五日で も， 十日で も， 

じ ぶん  はつか  ひ かず  ひとつき  およ 

るので す。 14 わたしは， 自分 だけで ォ 出24: 1  二十日で もない 〇  20 日数が 一月に 及 

たみ  にな  出 24:9  がた  はな 

は， この 民 すべてを 担う ことは でき ま  ぶまで， ついには それが あなた 方の 鼻 

せん。 彼らは わたしには 重す ぎる ので  の 穴から 出， あなた 方の 忌み嫌う とこ 

す。 15 それで， もし わたしに このよ  5 19=11 ろと なる までで ある。 あなた 方が エホ 

き 25:22  かた しりぞ 

うにな さるので したら， どうぞ わたし  パを， あなた 方の ただ 中に いる 方を 退 

を いっそ 殺して しまって ください。 も ^11:25 け， その 前に 泣いて， 「どうして わた 
しあな たの 目に 恵みを 得て いるので し  R12:8  したち は エジプトから 出て 来たりした 
たら， そうです， 自分の 災いを 見ない ヶ る2! は のか」 と 言った ためで ある』」。 

です むように させて ください」。  21 その 時 モー セは 言った， 「わたし 

16 それに 対し エホバは モー セに こう  がその 中に いる 民は， 徒歩の 者 だけで 

言われた。 「わたしの ために イス ラエ  も 六十 万人 おります。 それです のに あ 

ルの 年長者 七十 人, すなわち， 民の 年長  なた は， 『彼らに 肉を 与える。 彼らは 

シ出 16:7  ひ び ひとつき  かなら  た 

者で あり， そのつ かさで ある ことを あ _ 日々 一月の あいだ 必ず それを 食べる』 

なた がよく 知っている 人々 を 集めな さ 第二 欄 と言われました 0  22 彼らの ため， 彼 
い。 あなたは その 人々 を 会見の 天幕に 7S!!；5  らに 足りる だけの 羊 や 牛が ほふられる 

連れて行き， 彼らは その 所で あなたと ィ 出 16:8  ので しょうか 。それとも， 彼らの ため 
共に 立つ ように。 17 そうしたら わた ゥ詩 78:29 に 海の すべての 魚が 捕られて， 彼らに 
しは 必ず 下って 行き， そこで あなたと " 1〇6：15 足りる ほどに される のでしょう か」。 
話す。 わたしは あなたの 上に ある 霊の ^^1:5  23 これに 対し エホバは モー セに 言 

幾らかを 取って， それを 彼らの 上に 置 ^Sl2；37 われた， 「エホバの 手が 短く されて い 
くこと になる。 そして， 彼らは 荷と な  Sl：46  るの だろう か。 今 あなたは， わたしの 

る この 民を 担う 点で あなたを 助け， あな ヵマ タ I5:33 述べる ことが そのと おり 自分に 臨む か 
たが 自分 独り で 担わな いでよ いように キ創 1S:14 どう かを 見 るであろう」 0 
する ので ある。 18 また， 民に 対して あ  ^  59：17  24 その後 モー セは 出て 行って， エホ 

なた はこう 言うべき である 0 『明日の ルヵ1:37 パの 言葉を 民に 話した 。そして， 民の 年 
ために 身を 神聖に せよ。 あなた 方は 必 ク 長者の 中から 七十 人を 集めて ゆき， 次 
ず 肉を 食べる ことになる。 あなた 方が  6:18 いで その 人々 を 天幕の 周囲に 立たせた。 
エホバの 耳に 泣いて， 「だれが 肉を 与 ヶ民 11:16  25 すると エホバは 雲のう ちに あって 


民 数 11:26- 


12：4 

@ な （ィ） 


うずらが 送られる。 ミ 
第 11 章 


下って 来られ， 彼に 話して， 彼の 上に 
あった 霊の 幾らかを 取り， それを その 
七十 人の 年長者 ひ とり ひとり の 上に 置 
かれた。 そして， 霊が その上に とどま 
ると すぐ， 彼らは 預言者と して 行動す 
るので あった。 しかし 彼らは そのこと 
を 繰り返 し 行な うこと はなかった。 

26 さて， その 人々 のうちの 二人が 
宿営の 中に 残って いた。 一人の 名は エ 
ル ダ ドと いい， もう 一人の 名は メダド 
といった。 そして， 霊が その ふたりの 
上に もと どまる ようになった。 彼らは 
書き記された 者たち の 中に 入って いた 
が， 天幕のと ころに 出て は 行かな かっ 
たので ある。 そして 彼らは 宿営の 中で 
預言者と して 行動す るよう になった。 
27 そのため， ひとりの 若者が 走って 
来て， モー セに 報告して こう 言った。 
「エルダ ドと メダ ドが 宿営の 中で 預言 
者と して 行動して います！」 28 する 
と， 若い 時から モー セの 奉仕者と なっ 
てきた， ヌン の子ヨ シュアが こたえて 
言った， 「我が 主 モー セ， 彼らを とど 
めて ください！」 29 しかし モー セは 
彼に 言った， 「あなたは わたしの ため 
を 思って ねたみを 覚える のか。 いや， 
わた しは エホバの 民の 全員が 預言者で 
あったら とさえ 願う。 エホバは ご 自分 
の 霊を 彼らの 上に 置く こと もで きる の 
だ」。  30 後に モー セは， すなわち 彼 
と イスラ エルの 年長者た ちと は 宿営に 

もど 

民った。 

31 さて， 風が エホバの もとから 吹き 
起こり， うずらを 海から 運んで 来た。 
そして， それを 宿営の 上に 舞い降りさ 
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せて ゆき， それは こちら 側に およそ 一 
日の 旅路， 向こう側 にも およそ 
旅路と な 
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ク出 2:16 
出 2:21 

ケ出 4:15 
出 4:30 
出 15:20 
出 28:30 
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サ詩 147:6 
詩 149:4 
マタ 11:29 
マタ 21:5 
ぺテ I  3:4 


一日の 

て 宿営の 周囲 一帯に わた 

ち  おもて  たか 

り， また 地の 表 およそ ニキ ュビト の 高 


およ 


さ に 及ん た。 
の 日 一日， 


32 それで 民は 起きて そ 


また 夜通し， さらに 次の 日 
も 一日う ずらを 集めて いった。 一番 少 
なく 取っ た 者 も 十ホメ ルは 集めた ので 
ある。 そして 彼らは 自分たち のために 
それを 宿営の 周囲 一帯に 広々 と 並べて 
いった。 33 その 肉が なお 彼らの 歯の 
間に あって かまれて いないう ちに， エ 
ホ パの 怒りが 民に 対して 燃え立 っナ こ。 
そ して エホバは 民を 打って 非常に 大き 
な 殺り くを 加え はじめられた。 

34 その 場所の 名は キ ブロ ト •ハタ ア 
ワと 呼ばれる ようになった。 利己的な 

かつぼう  しめ  たみ  ほうむ 

渴 望を 示した 民を そこで 葬った からで 
あった。 35 民は キ ブロ ト •ハタ アワ 
から ハツヱ ロトに 向けて 旅立ち， その 
後ず っ と ハツヱ ロ トに とどまって いた。 
-I  €% さて， ミリアムと ア ロンは モー セ 

■  たい  い さ 力、 

に対して 言い 逆らうよ うにな っ 
た。 それは 彼のめ とった クシ ュ 人の 妻 
のた め， 彼のめ とった のが クシ ュ 人の 
女で あるた めであった。 2 そして ふた 
りは こう 言う のであった 0  「ただ モー 
セに よっての み エホバは 話された ので 

しょうか。 わたしたちに よっても 話さ 

" m  ' ' 

れ たのではないでしょう か」。 それを エ 
ホバは 聴いて おられた。  3 ところで， 
モー セは 地の 表に いるすべ ての 人の 中 
でと り わ け 柔和な 人 tre あった。 

4 そこで エホバは 急に モー セと アロ 
ンと ミリ アムに 言われた， 「あなた 方 


245  ミリアムは 隔離され る。 12 人の 斥候が 選ばれる  民 数 12:5—13:11 

三人は， 会見の 天幕のと ころに 出な さ 第12 章 か， どうか 彼女を おいやしく ださい！」 
い」。 それで 三人は 外へ 出た。 5 その 7g?l；25 と 言い はじめた。 

後 エホバは 雲の 柱のう ちに あって 下っ ィ創 15:1  14 すると エホバは モー セに こう 言 

て 来られ， 天幕の 入口に 立って， アロ  S  ufn  われた。 「その 父が 彼女の 顔に つばを 
ンと ミリアムを 呼ばれた。 そこで 二人 ^.1(1 吐き 掛けた とすれば， 彼女は 七日の あ 

とも  い  ’ミし“ .98  はずかし  ふく 

は 共に 出て 行った。 6 すると， さらに  iU  23,28 いだ 辱めに 服す るので はない か。 彼女 

い  こと  エ詩 105:26  しゅくえい そと [ゥ) かくり 

こう 言われた 0  「どうか， わたしの 言 才 、ブ 3:2 を 七日の あいだ 宿営の 外に 隔離す るよ 
葉を 聞く ように。 エホバの ための あな 力ま うに。 そのの ち 迎え入れよ」。 15 それ 
た 方の 預言者が 出る とすれば， わたし キ 詩49:4  で ミリアムは 七日の あいだ 宿営の 外に 

まぼろし  [ィ） じぶん  もの  し  コ1 13:12  かくり  （力） たみ  むか  い 

は 幻の 中で 自分を その 者に 知らせる で ク出 24:1Q 隔離され た。 民は ミリアムが 迎え入れ 
あろう。 夢の 中で その 者に 語る であろ ヶ =ぷ&。 られ るまでは 旅立たなかった。 16 次 
う。  7 わたしの 僕 モー セに ついては ュダ、8  いで その後， 民は ハツェ ロ トを 旅立ち， 
そうでは ない！ 彼は わたしの 全家を サ代 n26:19 パランの 荒野に 宿営を 張った。 

たく  （才）  はな 

託されて いる。  8 わたしは 口から ロ シ JD3 以。 ■)  〇 それから エホバは モー セに 話し 
に fe って &こ宗 し， なぞを fe いたりは マル7:2。 丄 ^ てこう 言われた。 2 「あなたの 

(キ）  すがた  ス レビ 13:45  ひとびと  つか  ち 

しない。 そして， エホバの 姿を 彼は 見 - ために 人々 を 遣わして， カナンの 地を， 

る。 であるのに， どうして あなた 方は  m~m  わたしが イスラエルの 子ら に 与えよう 

わたしの 僕に， モー セに 言い 逆らう こ "^5:16 としてい る 所の 様子を 探らせよ。 あな 
とを 恐れなかった のか」。  ィ た 方は 父たち の 部族 ごとに 一人， それ 

9 そして， エホバの 怒りは ふたりに ゥ ^ヒ^3:46 ぞれ その 中に あって 長で ある 者を 遣 
対して 燃え， そこを 去って 行かれた。 ェ レビ I3:4 わす」。 

10 そして， 雲は 天幕の 上から 離れた。 才ぼ 14:9  3 それで モー セは， エホバの 指示 ど 

びょう  力 申 24:9  もの  こうやけ） 

すると， 見よ， ミリアム はらい 病に キ民 11:35 おり， それらの 者を パランの 荒野から 
かかって 雪の ように 白く なった。 そし  * i：i18  遣わした。 それらは 皆 イスラエルの 子 
て， ア ロンが ミリアムの ほうを 振り向 ク らの 頭た る 者であった。 4 そして， こ 

かのじょ  ぶぞく 

くと， 見よ， 彼女は らい 病に かかって - れら がその 名で ある。 ル ベンの 部族 か 

[ザ）  第 13 章 

いた。 11 すぐさま ア ロンは モー セに ヶ民 32.8  ら は， ザ クルの 子 シャム ア。  5 シメ オ 

い  しつれい  わし*  *  ,.99  ぶぞく  _ 

言った， 「失礼です が， 我が 主よ， わ  ンの 部族からは， ホ リの子 シャフ ァ ト。 

たしたち が 愚かに 振る舞って 犯した 罪  *1:15  6 ユダの 部族からは， エ フネの 子 カレ 
を， どうか わたしたちに 帰さない でく  * 1=19  ブ。  7 イッ サカ ルの 部族からは， ヨセ 
ださい！ 12 どうか 彼女を 赤んだ 者の シ 5=? フの 子イグ アル。 8 エフ ライムの 部族 

W  はは  たい  とき  にく  なか  民 14:38  W 

ように， 母の 胎を 出た 時に その 肉を 半 民34: is  からは， ヌンの 子 ホ シェア 0  9 ベニヤ 
ば 食い 取られた 者の ようには して おか ス民 11:28 ミ ンの 部族からは， ラフの 子 パル ティ 0 
ないで ください！」 13 それで モー セ  S 14:30 10 ゼ ブルンの 部族からは， ソディの 

む  さけ  民：  34:17  (ej ぶぞく 

は エホバに 向かって 叫び， 「裡 よ， どう セ 創 48:5  子 ガディエ ル 0 11 ヨセフの 部族から 


民 数 13:12—30  12 人の 斥候が カナンを 偵察す る  246 

[7]  もの 

は， マナ セの 部族の ために スシの 子ガッ 第"！3 章 から 生まれた 者たち がそ こにいた。 な 
ディ。 12 ダンの 部族からは， ゲ マリ 7  iJ  48:19 お， へ ブロンは エジプトの ツォ アンより 

ぶぞく  イ出 17:9  ねん まえ  た 

の 子 アミエル。 13 ア シェルの 部族 か ゥ創 2Q:1  七 年 前に 建てられ たので ある。 23 エ 

.. ^  ほんりゅう  たに  き  とき (ウ） かれ 

ら は， ミカエルの 子 セトル。 14 ナフ ヱ黑ゞ  シュ コルの 奔流の 谷に 来た 時， 彼らは 

ぶぞく  ふさ  わかえだ  き 

タリの 部族からは， ボ フシの 子 ナフ ビ〇 才 以^  そこで， ぶどう 一房の ついた 若枝を 切 
15 ガ ドの 部族からは， マキの 子 ゲウエ ヵネへ 9:25 り 取った。 そして， それを 横棒に 掛け， 

ち  さぐ  ネへ 9:35  ふたり  はこ  い  いく 

ル。 16 これらが， その 地を 探らせる  ヱゼ㈣ 二人で 運んで 行った。 また， 幾らかの 
ために モー セが 遣わした 者たち の 名で - >311-6  ざくろと いちじく も [同じよう にした] 0 
ある。 そして モー セは ヌンの 子 ホ シェ ク民13:23  24 彼らは その 場所を エシュコルの ^ 

ご  （ィ） よ  ケ民 34:3  りゅう たに [力） よ 

アを その後 も エホ シュアと 呼んだ。  ョシ15:1 流の 谷と 呼んだ。 それは， イスラエル 

ち  さぐ  コサ n io：6  き  と  ふさ 

17 カナンの 地を 探らせる ために こ  サ no:8 の 子ら がそ こで 切り取った その 房に ち 

ひとびと  つか  かれ サ民 ^4*8 

れらの 人々 を 遣わす さい， モー セは 彼 ョシ i3:5 なんでの ことであった。 

い  （ゥ）  アモ 6:2  [キ）  お  かれ 

ら にこう 言った 0  「ここから ネゲブに シ民 13:17  25 ついに 四十 日の 終わりに 彼らは 

上って 行きなさい 。あなた 方は 山地に ス ®13:18 その 地の 偵察から 戻って 来た 0  26 そ 

セ 裁 1:10  かれ  こうや  [ク) 

上って 行く ように。 18 そして， その v „  Q：2  して 彼らは， パランの 荒野の カデシュ 
地が どのような 所 か， また そこに 住む  にいた モー セと ア ロン および イス ラエ 

たみ  つよ  よわ  すく  しゅうかい  もの 

民に ついて， それが 強い か弱い か， 少  ___  ルの 子ら の 集会の すべての 者たち のと 

ぉぉ  第一 AM  ぁる  き 

ないか 多い かを 見る ように。 19 そし 73.>21:11 ころに 歩いて やって来た。 そして， そ 
て， 彼らの 住んで いる 地が どのような ィ^；8 の ふたりと 集会の すべての 者に 知らせ 
所 か， それが 良い 所 か 悪い 所 か， 彼ら ゥ 民32:9  を 持ち 返り， その 地の 実りを 見せた 0 
の 住んで いる 都市は どうか， それは 野 1:25  27 それから 彼に 報告して こう 言った。 

えいち  じょうさい  才申 8:8  つか  と 

営 地 か， 城塞の 中 か。 20 さらに， そ 力* 1:24  「わたしたちは あなたから 遣わされた 土 
の 地は どうか， それは 肥えて いるか や +  814:34 地に 入りました。 それは まさしく 乳と 
せて いるか， そこに 木が あるか どうか  蜜の 流れる 所で あり， これが その実り 

がた ゆうき  ^  【コ]  じっさい 

を [見る ように] 0 あなた 方は 勇気 あ ヶ 出3:8  です 0  28 です が， 実際のと ころ， そ 

もの  （キ）  みの  いく  レビ 20:24  ち  すたみ  つよ  ぼうび  ほどこ 

る 者と なり， その 地の 実りの 幾らかを 3丰1:25  の 地に 住む 民は 強く， 防備を 施した そ 
取って来なければ ならない」。 さて， そ サ * 1:28  の 諸 都市は 非常に 大きい のです。 その 

じき  じゅく  はつもの  シ民 13:22  もの 

の 時期は ぶどうの 熟した 初物の 時期で  S 13:33  上， アナ ク から 生まれた 者たち を そこ 
あった 0  ス に 見ました。  29 ア マレク 人は ネゲブ 

かれ  のぼ  い  サ 1 15:3  ち  す 

21 それで 彼らは 上って 行って， その tK13:17  の 地に 住んで おり， ヒッ タイト 人， エ 

ち  [ヶ 1  こうや  M  (v)  1夕）  さんち 

地を チンの 荒野から レホブ まで， ハ マト ソ熨 g ぼ ブス 人， ア モリ 人は 山地に 住んで おり， 
に 入る ところまで も 探った。 22 上っ  11%  カナン 人は 海の そば， そして ヨルダン 
て 行って ネゲブに 入った さい， 彼らは „in 沿いに 住んで います」。 

[ス） き  とき  とき  [ツ） たみ  まえ 

やがてへ ブロンに 来た 0 その 時 アヒマ チ 創 io:i9  30 その 時 カ レブは 民を モー セの 前 

(セ）  (V)  串 20:17  しず 

ン ，シェ シャイ， タル マイな ど， アナ ク ッ民 14:6  で 静まらせよ うとし， つづいて こう 
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言った。 「すぐに 上って 行き ま しょ 
う。 わたしたちは 必ず それを 手に入れ 
る ことになります。 間違いな くそれ に 
打ち勝てる のです」。  31 しかし 彼と 
; に 冗って 各った 著たち はこ ぅ备っ 
た。 「その 民に 攻め上って 行く ことは 
できない。 彼らは わたしたちより 強 
い」。 32 そうして 彼らは， 自分たち が 
探って きた 土地に ついて イスラエルの 
子ら にあれ これと 悪い 報告を してこう 
言った。 「その 土地は， 様子を 探る た 
めに 通って みたが， そこに 住む 者を 食 
い 尽くす 土地 だ。 わたしたち がその 中 
で 見た 民は 並外れて 大きな 者たち ばか 
り だ。  33 そして， そこで ネフ ィリ ム 
を 見た。 ネフ ィ リムから 出た アナ クの 
子ら だ。 そのため わたしたちは， 自分 
の 目には ばったの ようになり， 彼らの 
目に も そのよう になった」。 

1 1 すると， 集会の すべての 者は 声 
*  ^ を 上げ， 民は 夜通し 声を 張り 上 
げて 泣き 続けた。  2 そして， イスラ 
エルの 子ら は 皆 モー セと ア ロンに 対し 
てつぶ やき 始め， 集会の すべての 者が 
彼らに 向かって こう 言いだ した。 「わ 
たしたち は エジプトの 地で 死んで いれ 
ばよ かった。 でなければ， この 荒野で 
死んで いればよ かった の だ。 3 —体 
どう して エホバは わたしたちを こんな 
土地に 連れて来て， 剣に 倒れさせ るの 
か。 妻 や 幼い 者たち も 強奪され る こと 
だろう。 わたしたちは エジプトに 戻っ 
たほうが 良い のでは ないか」。 4 彼ら 
は， 「頭を 立てて エジプトに 戻ろう で 
はない か」 と 言い合う までに なった。 


第 13 章 


第 14 章 

キ申 1:32 

ク申 1:27 
詩 106:25 

ケ民 14:29 
詩 78:40 

コ民 14:31 
申 1:39 

サ民 11:5 


第二 欄 


ア申 9:26 

ィ民 13:8 
民 13:16 


イザ 41:10 
ロマ 8:31 


5 これを 見て， モー セと ア ロンは 会 

衆すな わち イスラエルの 子ら の 集会の 

すべての 者の 前に ひれ 伏した。 6 ま 

た， その 地を 探りに 行った 者たち のう 
(ィ）  [ゥ） 

ちの ヌン の子ヨ シュアと エ フネの 子 力 

レブは， 自分の 衣を 裂き， 7 イス ラエ 

ルの 子ら の 集会の すべての 者に 対して 

こう 言った。 「わた したち が 中を 通っ 

て 探って きた 土地， それは この 上な く 

良い 土地です。 8 もし エホバが わた 

したち を 喜びと してく ださって いるな 

らば， わた したち を その 地に 携え 入れ， 

それを， 乳と 蜜の 流れる その 地を 与え 

てくだ さるは ずです。  9 ただ エホバ 

に 反逆す る こと だけは しては な り ませ 

/L。 あなた 方は その 地の 民を 恐れない 

でく ださい。 彼らは わたしたちの パン 

となる のです。 彼らの 保護と なる もの 

は 彼らの 上から 離れ 去って おり， エホ 

バ はわた したち と共に おられる のです。 

彼らを 恐れて はなり ません」。 

10 しかし， 集会の すべての 者は 彼ら 
を 石 撃ちに する ことにつ いて 話す ので 
あった。 すると， エホバの 栄光が 会見 
の 天幕の 上に， イスラエルの すべての 
子ら に対して 現われた。 

11 ついに エホバは モ ー セに こう 言わ 
れ た。 「いつまで この 民は わた しに 対 
し 敬意の ない 振る舞いを する のか。 わ 
た しが 彼らの 中で 行なった すべての し 
るし を 見ながら， いつまで わたしに 信 
仰を 置かない のか。 12 わたしは 彼ら 
を 疫病で 打って うち 払おう。 そして， 
あなたを 彼らより 大きくて 強大な 国民 
になら せよう」。 
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13 しかし モー セは エホバに 言っ 第14 章 たの 言葉に したがって わたしは 許す こ 
た， 「そうし ますと， きっと エジプト 7S^2；?9 とに する。  21 だが， 同時に， わたし 
人は， あなたが ご 自分の 力に よって こ が 生ける ごとく， 全地は エホバの 栄光 
の 民を 彼らの 中から 導き出され たこと 二】;1 で 満ちる であろう。  22 そして， わた 
について 聞きます。 14 そして 彼らは  *5:4  しが エジプトと 荒野で 示した わたしの 
きっと， そのこと について この 地に 住  tvs-u  栄光と しるしを 見て きながら， これ ま 
む 者たち に 告げる ことでしょう。 彼ら で 十 度 も わたしを 試みつ づけ， わたし 

たみ  b，ib  こえき したが  [力）  もの 

は， あなたが エホバで この 民のう ちに 力*9:28  の 声に 聴き 従わなかった すべての 者は， 
おられ， 顔と 顔を合わせて 現われられ  3 シ 7:9  23 わたしが その 父たち に 誓った 地を 決 

(ゥ）  き  キ詩 62:11  たい 

たこと を 聞いて いるので す。 あなたは 詩147:5  して 見ないで あろう。 わたしに 対して 

くも  ク出 34:6  けいい  ふ  ま  もの 

エホバで あられ， あなたの 雲は 彼らの 。 マ9:22 敬意の ない 振る舞い をした 者は だれも 
上に 立ち， あなたは， 昼は 雲の 柱のう ゲ I ナ1 ^  それを 見ない ので ある。 24 わたしの 

よる  ミカ 7:18  しもべ  [ク）  た  もの  こと 

ち， 夜は 火の 柱のう ちに あって 彼らの コ出 34:7  僕 カ レブに ついては， 他の 者と 異なる 

まえ  すす  W  ヨハ I 1:9  れい  あと  まった したが  き 

前を 進んで おられる のです。 15 あな 1：3  霊が あり， わたしの 後に 全く 従って 来 
たが この 民を ひとりの 者に なさる よう , rjr た ゆえに， わたしは 彼が 行って 来た 地 

し  わた  it  ^ w  ^  かなら たず さ  い  しそん 

にして 死に 渡して しまうなら， あなた ス #34:9  に 必ず 携え 入れる 0 彼の 子孫は それを 

の 名声を 聞いて きた 諸国 民は 必ずや 言 - 手に入れる であろう。 25 ァ マレク 人 

うでしょう， 16 『エホバは 自分が 誓っ  m~m  と カナン 人は 低地 平原に 住んで いるが， 

と ち  たみ たず さ  い  アヤコ 5:16  がた  あすむ  てん  こうかい  みち 

た 土地に この 民を 携え 入れる ことが で ィ 詩72:19 あなた 方は 明日 向きを 転じ， 紅海の 道 
きなかった ので， 彼らを 荒野で 殺り く ゥ_1:31 を 通って 荒野へ 進む ために 出発す ^」。 

m  いま 

したの だ』 と。 17 ですから 今， エホ ヱネへ 9ポ  26 エホバは なお も モー セと ァ ロン 

才出 17:2  はな  い 

バ よ， どうか あなたの 力を 大 いなる も  ^5:9  に 話して こう 言われた。  27 「このよ 
のとし， あなたの 言われた とおりに な ヘプ3:16 こしまな 集会は， わたしに している こ 

いか  力 詩 81:11  つづ  [ス） 

さって ください 0 18 『エホバ, 怒る こ キ民 26:64  の つぶやきを いつまで 続ける のか 。わ 

おそ （ク 1  あい  しんせつ  み 1ヶ）  民 32:11  _ 

とに 遅く， 愛 ある 親切に 満ち， とがと  *1  =  35  たしは， イスラエルの 子ら がわた しに 
違犯を す 者。 しかし， 処罰を 免れさ  向かって つぶやく その つぶやきを 聞い 

せる ことは :决 してせ ず， 父のと がに 対 た。 28 彼らに 述べよ， 『「わたしが 生 
する 処罰を 子に， 三代， 四 代に 及ぼす』 e  26:65 ける ごとく」 と， エホバは お告げに な 

い  ケ ヨシ 14:9  がた  かた 

と言われた のです。 19 あなたの 大い コョシ 14:14 る， 「あなた 方が わたしの 耳に 語った 
なる 愛 ある 親切に したがって， どうか ^^13:'9 そのと おりの ことを わたしが あなた 方 

たみ  ゆる  v 中 1:40  たい  おこ  M 

この 民のと がをお 許しく ださい 。そう ス出 I6:28 に対して 行なわない とすれば！  29 い 

とき  いま  いた  民 14:11  こうや  がた  し 

です， エジプトの 時から 今に 至る まで tnl 10:10 や， この 荒野に， あなた 方の 死が いは 

ゆる  おな  «  ..  〇  たお  【夕） 

この 民を 赦 して こられた のと 同じよう ；26:L  倒れる ので ある。 すなわち， あなた 方 
にです」。  i  JS1 全員のう ち 二十歳 以上で 登録され たす 

20 すると エホバは 言われた， 「あな ^^1〇3：?7 ベての 者， わたしに 対して つぶやいた 


249  40 年の 裁き。 ア マレク 人に 撃ち破られる  民 数 14:30—15:2 

(7)  がた  (7)  ち  さぐ 

者たち である。 30 あなた 方は， わた 第14 章 ろう。  38 しかし， その 地を 探りに 
しが 共に 住む と 手を 挙げて [誓った] そ D15  行った 者たち のうち， ヌンの 子 ヨシ ュ 

と ち  [ィ】  かなら  い  つづ 

の 土地に 入る ことは ない。 ただし， エ ィ 出6:8  アとエ フネの 子 カ レブとは 必ず 生き 続 

フネの 子 カ レブと ヌン の子ヨ シュアに ゥ だ〗; 5〗 ける」』」。 

ベつ  [〇]  申 1:36  ことば 

ついては 別で ある。  * 1：38  39 モー セが これらの 言葉を イス ラエ 

31 「『「そして， あなた 方の 幼い 者たち， ルの 子ら 全員に 話す と， 民は 大いに 嘆 
強奪され てし まう と あなた 方が 言った 才詩 伽:24 き はじめた。 40 さらに また， 彼らは 朝 
その 者たち， それらを も わたしは 必ず 力^1! ば6 早く 起き， 山の頂に 上って 行こうと し 
携え 入れる。 彼らが， あなた 方の 退け  -?5：1? てこう 言った。 「さあ， わたしたちは 

た その 土地を 知る ので ある。 32 しか キ エホバの 言われた 場所へ 上って 行かね 
し， あなた 方の 死が いは この 荒野に 倒 クェゼ 瓜26 ばなら ない。 わたしたちは 罪を おかし 

M  がた  ヤコ 4:4  (x)  い 

れ るであろう。 33 そして， あなた 方 ヶ申 1:3  たの だ」。 41 しかし モー セは 言った， 
の 子ら は 荒野で 四十 年の あいだ 羊飼い  _  2:14  「どう して あなた 方は エホバの 指示を 踏 
となり， あなた 方の 淫行に 対する 責め サェ ゼ 、4:6 み 越えよう とする のです か。 そのよう 

お  こと  せいこう  のぼ  い 

を 負う ことになる。 それは， あなた 方 シ な 事は 成功し ません。 42 上って 行っ 

し  ぉ  ぃた  7:36  がた 

の 死が いが 荒野で 終わりに 至る までで 使徒13:18 ては なりません。 エホバは あなた 方の 

(ヶ）  がた  ち  さぐ  ス詩 60:1  てき  まえ  う 

ある。 34 あなた 方が その 地を 探る の  ^ io8：ii 中に おられず， あなた 方が 敵の 前に 撃 
にかけ た 日数， それが 四十 日であった 23:19 ち 破られない ようには して くださらな 

たい  ソ民 14:29  W  がた 

ので， 一年に 対して 一日， 一年に 対して ヘプ3: 1? いからです。 43 そこには， あなた 方 
一日と して， あなた 方は 四十 年の あい 夕 民13:32 の 前に ア マレク 人と カナン 人が いるの 

じ ぶん  せ  お  [キ）  かなら つるぎ  たお 

だ 自分のと がに 対する 責めを 負う。 あ 第二 欄 です。 あなた 方は 必ず 剣に よって 倒れ 

はな  ひるがえ  したが 

なた 方は， わたしから 離されて いる こと ァ^^:10 ます。 あなた 方が 翻って エホバに 従う 

かなら し  W  ^ 

がどうい うこと かを 必ず 知る であろう。 ィ民 14:30 ことを やめた ので， エホバは あなた 方 

しゅうかい  民 26:65  とも  [ク） 

35 「『「これが， このよ こしまな 集会 弓3^2 と共にいて くださらない からです」。 
のす ベての 者， わたしに 敵して 集ま っ  3 シ 14:6  44 ところが， 彼らは あえて 山の頂 

おこ  ウ出 33:4  のぼ  い  （ヶ）  けい 

た 者たち にわたしが 行なう ことで ない Til.41  に 上って 行った。 しかし， エホバの 契 

【セ 1  かた  ^ 1,41  やく  はこ  しゅくえい 

とすれば， とわたし エホバが 語った。 ォ レビ 26:14 約の 箱と モー セとは 宿営の 中から 出て 
すなわち， 彼らは この 荒野で 終わりを  24:20 行かなかった。 45 すると， その 山に 

迎え， そこで 死ぬ ので ある。 36 そし 力 SU17 住む ア マレク 人と カナン 人が 下って 来 

ち  さぐ  申 28:25  かれ  う  トン） 

て， その 地を 探らせる ために モー セが  て 彼らに 討ち かかり， 彼らを ホル マ ま 

つか  もの もど  き  とき  かん キ氏3 13:29  お  ち 

遣わした 者， 戻って 来た 時 その 地に 関 クョシ 6:13 でも 追い散らした 0 
し 悪い 報告を して 全集 会が 彼に 対して . #143  1 产 エホバは さらに モー セに 話して 

[夕）  ヶ申 1:43  ■  ^  ぃ 

つぶやく ようにした 者， 37 すなわち， 21:24  こう 言われた。 2 「イスラエル 

ち  わる  ほうこく  もの  コ民 10:33  はな  かれ  い 

その 地に ついて 悪い 報告を した 者たち „  1-4/(  の 子ら に 話しなさい。 彼らに こう 言わ 

しんばつ  まえし  V  ^ 1,44  がた じぶんす 

は， 神罰に より エホバの 前で 死ぬ であ シ民 21:3  ねばならない。 『あなた 方が 自分の 住 
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まいと なる 地に， わたしが 与えようと 第 B 章 物と して 差し出すべき である。 11 雄 
している 所に っいに 入り，  3 エホバ 牛 一頭， 雄 羊 一頭， また 雄の 子羊 やや 

ささ  もの (ィ）  しょうはん 

への 火に よる 捧げ物， すなわち 焼燔の ィ レビ1 :2 ぎ 一頭 ごとに このように なされるべき 
捧げ物， 特別の 誓約を 果たす ための 犠 15  1:3 である。 12 あなた 方の ささげる 頭数 

せい  じ はって き [エ）  きせっ  エ レビ 7:16  かず 

性， また 自発的に あるいは 季節 ごとの  ば⑤ 8 が どれ だけで あっても， その 数に した 
祭りの 際に ささげる ものを 牛 または 羊 ォ レビ 23:4 がって 一頭 ごとに そのよう にすべき で 
の 群れの 中から ささげて， エホバへの  S29:l  ある。 13 その 地で 生まれた 者は 皆， 
安らぎの 香りと しなければ ならない と  * 16:16 エホバへの 安らぎの 香りと なる， 火に 
き，  4 その 捧げ物を する 人は， to 物 よる 捧げ物を 差し出す 際， それを この 

(キ）  K ょ う1* う  むぎ’  S、、 ん  エフ 5:2 

の 捧げ物と して， 上等の 麦粉 十分の一 +*29：4〇 とおりに ささげるべき である。 

あぶら  しめ  レ 2:1  がいじん きょりゅう しゃ  だいだい 

エ ファを 四 分の ー ヒンの 油で 湿らせた レビ2; 11  14 「『そして， 外人 居留 者 または 代々 

ものを も エホバに 差し出さ ねばならな ク あなた 方の 中に いる 者が 外国人と して 
い。 5 また， 飲み物の 捧げ物と して， 4：6 あなた 方の もとに 住んで いて， エホバ 

しゅ  ぶん  しょうはん  ケ レビ 1:3  やす  かお  ささ 

ぶどう酒 四 分の ー ヒンを 焼燔の 捧げ物 31^.7:16 への 安らぎの 香りと なる， 火に よる 捧 
に 添えて， もしくは その 犠牲の ための サ レビ3: 1 げ 物を ささげなければ ならない 場合に 
雄の 子羊 各 一頭 ごとに ささげる べきで レビ7:11 は， その 者 も あなた 方が すると おりに 
ある。 6 あるいは， それが 雄 羊の ため ^  ^  7^ 行なうべき である。 15 会衆に 属する 
であれば， 穀踢の 捧げ物と して， 上等  ^23 あなた 方 も， 外国人と して 住む 外人 唐 

むぎこ  ぶん  ^  ^  りゅうしゃ どういつ  ほうれい  も 猶 

の 麦粉 十分の 二 [エ ファ] を 三分の ーヒ ス民 28:14 留者も 同一の 法令を 持っ。 これは あな 

あぶら  しめ  よよ さ だとき  いた 

ンの 油で 湿らせた ものを ささげるべき m  た 方に とって 代々 定めの ない 時に 至る 
である。 7 そして， 飲み物の 捧げ物と 7@J8:21 法令と なる。 外人 居留 者 も エホバの 前 
して， ぶどう酒 三分の ーヒン を， エホ  ^  3；?6 にあって あなた 方と 同じで あるべき で 

やす  かお  さ  エゼ 20:41  (I)  がた  たい 

バ への 安らぎの 香りと して 差し出す よ ィ出 12:49 ある 0 16 あなた 方に 対しても， あな 
うに。  ^  24；22 た 方の もとに 外国人と して 住む 外人 居 

8 「『しかし， 牛の 群れの 中から 雄 0S15.29 留者 に対して も， 同一の 律法と 同一の 

しょうはん ささ  もの W とくべっ  せいやく  [コ） は  しほう じょう  さ だ  （才 1 

を， 焼燔の 捧げ物， 特別の 誓約を 果た ェレ ビ 19:34 司法 上の 定めと が あるべき である』」。 

ぎせい  きょう  レビ 20:2  はな 

すため の 犠牲， あるいは エホバへの 共 レビ 17 エホバは なお も モー セに 話して 

よ  I サ 1  ばあい  ロマ 3:29  い 

与の 犠牲と して ささげる 場合で あれ ォ レビ 16:29 こう 言われた。 18 「イスラエルの 子 

うし  む  おす  とも  レビ 17:15  はな  かれ  い 

ば，  9 その 牛の 群れのう ちの 雄と 共  ® 15:14 らに 話しなさい 0 彼らに こう 言わねば 
に， 穀物の 捧げ物と して， 上等の 麦粉 ^h；：f：1° ならない。 『わたしが 携え 入れようと 

ぶん  あぶら  申 26:1  ち  はい  [力）  とき 

十分の 三 [エ ファ] を 二分の ー ヒンの 油 +  している 地に 入ったなら， 19 その 時 

で 湿らせた ものを も 差し出さ ねばなら  3 5:12 あなた 方は， その 地からの パンを 食べ 

の  もの  ささ  [ス）  ク出 23:19  さい [キ）  きしん  おこ 

ない 0 10 また， 飲み物の 捧げ物と し レビ2: 14 る 際に エホバへの 寄進を 行なわね ばな 
て ぶどう酒 二分の ーヒン を， エホバへ  *  ^6:2〇 ら ない。 20 あなた 方の 粗び き 粉の W 
の 安らぎの 香りと なる， 火に よる 捧げ  ^3:9〇：37 物を 輪 型の 菓子に して 寄進すべき であ 


251  間違いに よる 罪。 故意の 罪 


民 数 15:21—36 


る。 脱穀 場からの 寄進 物と 同様にして 
それを 寄進す るよう に。 21 あなた 方 
は 粗び き 粉の 初物の 中から その 幾らか 
を エホバへの 寄進 物と して 代々 供える 
べきで ある。 

22 「『さて， あなた 方が 間違えて， こ 
れら エホバが モー セに 話 したおき ての 
すべて， 23 すなわち エホバが 命令を 
出した 日 以来ず っ と 代々 のために エホ 
バが モー セを 通して 命じた 事柄の すべ 
てを 行なわなかった 場合に (i， 24 た 
とえ それが 集会の 者たち の 目から 遠 
く 離れた 所で 間違 っ てな さ れた にして 
も， 集会の 全体は 焼燔の 捧げ物と して 
若い 雄牛 一頭を ささげて エホバへの 安 
ら ぎの 香りと し， また それに 伴う 穀物 
の 捧げ物と 飲み物の 捧げ物を 定めの 手 
順 どおり， さらに 子 やぎ 一頭を 罪の 捧 
げ物 として [ささげ] な ければ な ら ない。 
25 そして 祭司は イスラエルの 子ら の 集 
会 全体の ために 贖罪 を 行なわね ばなら 
ない。 こうして 彼らは それを 許される 
ので ある。 それは 間違って なされた こ 
とで あり， 彼らと しては， その 間違い 
に対する 自分たち の 捧げ物と して， エ 
ホバ への 火に よる 捧げ物と 罪の 捧げ物 
とを エホバの 前に 携えて 来たから であ 
る。  26 こうして イスラエルの 子ら の 
集会 全体と その 中に 外国人と して 住む 
外人 居留 者とは それを 許される ので あ 
る。 それは， 民の すべてが 間違って し 
たこと だからで ある。 

27 「『また， もし ある 魂が 間違って 
罪を おかしたなら， その 者は 雌 やぎの 
一年 目の ものを 罪の 捧げ物の ために 差 


第 15 章 


力 出 34:9 
レビ 16:30 

キ詩 19:12 
使徒 17:30 


第二 欄 

アレビ 4:28 


イザ 37:23 

カ レビ 24:14 

キイ ザ 30:12 
テサ I  4:8 

ク レビ 26:15 

ケ民 14:18 
ヘプ 10:28 


コ レビ 5:1 
民 27:3 
ェゼ 18:20 

サ出 20:10 


シ レビ 24:12 
ス出 31:14 
セ レビ 24:14 


し 出さねば ならない。  28 そして 祭司 
は， 罪に よって 意図せ ずに エホバの 前 
で 間違いを おかした その 魂の ために 贖 
罪を 行なわねば ならない。 こうして そ 
のために 贖罪を 行ない， 彼は それを 許 
される ので ある。 29 イスラエルの 子 
ら のうち その 地で 生まれた 者に も， そ 
の 中に 外国人と して 住む 外人 居 舎 者に 
も， 意図せ ずに 何事 かを 行なう ことに 
篛 しては， ぁなた 琴の ために 8 二の 峯 
法が ある ことになる。 

30 「『しかし， 何事 かを 故意に 行な っ 
た 魂 は， その 地で 生まれた 者で あれ 外 

じんき ょ りゅうしゃ 

人 居留 者で あれ， エホバに ついて あし ざ 
まに 語って いるので あり， その 魂は 民 
の 中から 断たれねば ならない。 31 エ 
ホ パの 言葉を その 者は 侮り， その おき 
てを 破った ので あるから， その 魂は 必 

た  （ヶ） みず か 

ず 断たれるべき である。 自らのと がが 
その 者の 上に ある』」。 

32 荒野に とどまって いた 間の こと， 
イスラ エルの 子ら は ，安息日 に 木切れを 
拾い集め ている 人を 見つけた。 33 そ 
れ で， その 者が 木切れを 拾い集め てい 
るのを 見つけた 者たち は， これを モーセ 
とア ロン およ び 全集 会の ところ に 連れ 
て 来た。 34 そこで 彼らは その 者を 拘 
禁に処 した。 彼を どのよう にすべき か 
について はっ きり 述べられて いなか っ 
たからで ある。 

35 やがて エホバは モー セに こう 言 
われた。 「その 者は 必ず 死に 処 せられ 
るべき である。 宿営の 外で 全集 会が こ 
れを石 撃ちに する」。 36 それで， エホ 
パが モー セに 命じた とおり， 全集 会が 


ダ タン， 
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マタ 23:5 
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力 創 17:8 
出 29:45 


第 16 章 
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り に対してこう 言った。 「あなた 方の 
ことは もう 沢山 だ。 集会 全体は その だ 
れ もが 聖 なる 者で あり， エホバは その 
中に おられる の だ。 それな のに， どう 
して あなた 方は 自分を エホバの 会衆の 

たか  （ゥ） 

上に 高める のか」。 

4 それを 聞いて， モー セは 直ちに ひ 
れ 伏した。  5 それから， コラ および 彼 
の 全集 会に 話して こう 言った。 「朝に 
なれば ，エホバは， だれが ご g 分に 属し， 
だれが 聖 なる 者で， だれが ご g 分に 近 
づ くべき かを おもらせになります。 だ 
れ でも その お選びになる 者が 近づく こ 
とになります。  6 こうして ください。 
コラと その 全集 会の 者は， それぞれ 自 
分の ために 火 取り皿を 取り， 7 明日， 
エホバの 前で それに 火を 入れ， その上 
に 香を 置いて ください。 エホバの お 選 
びになる 者， それが 聖 なる 者と いう こ 
とになります。 レビの 子たち， あなた 
方に ついては それで 十分です！」 

8 モー セは さらに コラに こう 言った。 
「レ ビの 子た ちよ， どう か 聴 L ヽ てくだ さ 
い。 9 イスラエルの 裡が あなた 方を イ 
スラ エルの 集会から 取り分けて ご 自分 
の もとに 来させ， エホバの 幕屋に おけ 
る 奉仕を 行ない， 集会の 前に 立って 彼 
らに 仕える ように させた こと， 10 そ 
して， あなたを， また レビの 子ら であ 
なた と共にい る あなたの すべての 兄弟 
たちを 近くに 来させる という こと， こ 
れは あな た 方 に とって それ ほ ど 小さな 
事な のです か。 そのために， あなた 方 
は， 祭司 職を も 自分の ものにし なけれ 

(セ） 

ばなら ない というので すか。 11 これ 


民 数 15：37—16：11  コラ， 

その 者を 宿営の 外に 31 れ 出して， 石 撃 
ちに した。 こうして 彼は 死んだ。 

37 エホバは モー セに さらに このよ 
うに 言われた。 38 「イスラエルの 子 
らに 話しなさい。 彼らに 話して， 彼ら 
が 代々 自らの ため， “ 衣の すそに 房べ り 
を 作る ようにしなさい。 彼らは すその 
房べ りの 上方に 青 ひもを 付けなければ 
ならない。  39 『そして， それは あなた 
^ のた めの 房べ りと なり， あなた 方は 
それを 見て エホバの すべての おきてを 
思い出し， こうして それを 行なう ので 
ある。 あなた 方は 自分の 心と 目に 従っ 
て 行って はならない。 不倫な 交わりを 
するとき， あなた 方は それらに 従って 
いるので ある。 40 この 目的は， あな 
た 方が わた しのす ベての おきてを 銘記 
して それを 必ず 行ない， あなた 方の 裡 
に 対し まさに 聖 なる 者と なる ためで あ 
る。 41 わたしは あなた 方の# エホバ 
であり， あなた 方の 裡 となる ため あな 
た 方を エジプトの 地から 携え 出した 者 
である。 わたしは あなた 方の 裡 エホバ 

(キ） 

である』」。 

1 p その後， レビの 子 コハトの 子で 
丄〇 ぁる ィッ ハぶ の子コ ずが， ェリ 
アブの 子の ダ タンと アビ ラム， および 
ペレ トの 子 オン， すなわち ル ベンの 子 
ら と共に 立ち上がった。 2 そして 彼 
ら は， すなわち 彼らと イスラエルの 子 
ら のうちの 二百 五十人は モー セの 前に 
立ち上がった。 それらは 集会の 長た る 
者たち， 集まりに 呼ばれた 者， 名 ある 
人々 であった。 3 そうして 彼らは モー 
セと ア ロンに 敵して 集合し， その ふた 
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253  火 取り皿に よる 試験  民 数 16:12—28 

によって， あなた も， 集い 寄って いる あ 第16 章 取り皿を 取り， それに 火を 載せ， その上 
なた の 集会の すべての 者 も， エホバに 7jli]  10:16 に 香を 置いて， モー セ および ア ロンと 共 

たい  さか  [7)  かいけん  てんまく  いりぐち 

対して 逆らって いるので す。 ア ロンに ィ に 会見の 天幕の 入口に 立った。 19 コ 
ついても， 彼が どうしたと いうので あな  ラが その 集会の 全員を 集め， 会見の 天 

がた  （ィ）  ウ民 16:1  まく  いりぐち  かれ  む 

た 方は 彼に 対してつ ぶやくので すか」。  幕の 入口で 彼らに 向かわせ ると， その 

12 後に モー セは エリ アブの 子の ダタ I1 ダ1〗 :23 時 エホバの 栄光が 集会 全体に 現われた。 

[ゥ）  よ  かれ  つ 

ンと アビ ラムを 呼びに やった が， 彼ら 才出 16:。  20 次いで エホバは モー セと ア ロンに 

はこう 言う のであった。 「我々 は上っ  ^ 14:29 話して こう 言われた。 21 「この 集会 
ては 行かない！ 13 あなたは 我々 を 乳 の 中から 離れよ。 わたしが 彼らを 即座 
と 蜜の 流れる 地から 連れ出して 荒野で  に 滅ぼし 絶やす ためで ある」。 22 これ 

し  m  こと キ出 3:8  たい  ふ  い 

死なせよう とする， これは ささいな 事 レビ20:24 に 対し ふたりは ひれ 伏して， こう 言っ 
だろう か 0 しかも 我々 に対して 全く 君 ク創 4:5  た。 「神よ， あらゆる 肉なる ものの 霊 
の ごとくに 振る舞おう とする。 14 実 ヶ #112:3 の# よ， ただ 一人の 者が 罪を おかす だ 
際, あなたは 乳と 蜜の 流れる 地に 我々 を  5f7?2：33 けで， あなたは 集会 全体に 対して 憤ら 

たず さ  い  W  ぺテ I  3:16  M 

携え 入れて などい ない。 それに よって  れ るので すか」。 

畑 やぶ どう 園を 相続 地と して 与えて く  38  16:6  23 すると エホバは モー セに 話して 

れ たわけで もない。 あなたは あの人々 ササ112:7 こう 言われた。 24 「集会の 人々 に 話し 
の 目を くじり 取ろうと でもして いるの 第二 欄 て 言いなさい， 『コラ， ダ タン， アビ 
か。 我々 は 上って は 行かない！」  ァ民 仙2  ラ乂の 幕屋の 周りから 離れよ！』 と」 0 

15 これを 聞いて モー セは 非常に 怒  25 その後 モー セは 立って ダ タンと 

り， エホバに こう 言った。 「彼らの 穀 ィ雲 1だ〇 アビ ラムのと ころに 行った。 イス ラエ 
物の 捧げ物には 目を 向けないで くださ rtfjl9:15 ルの 年長者たち も 共に 行った 0  26 そ 

い。 雄ろ ば 一頭と いえ わたしは 彼ら か 胃18 \  うして 彼は 集会の 人々 に 話して こう 

ら 取り上げ たことは なく， 彼らの 一人 ^5 ぱ 言った。 「どうか， これら 邪悪な 人々 
に 害を 加えた こと もありません」。  5  の 天幕の 前から 離れて ください。 彼ら 

[コ]  い  ぞく  ふ 

16 それから モー セは コラに 言った， ^^27：16 に 属する どんな ものに も 触れて はいけ 
「あなたと あなたの 集会の すべての 者， iVS10 ません。 彼らの すべての 罪に 連なって 
あなたと 彼らと ア ロンとは， 明日 エホ  ゼヵ ぬぐい 去られる ことのない ためです」 0 

まえ  [サ）  おのおの  ただ  かれ 

バの 前に 出なさい 0 17 そして， 各々 力 創 18:23  27 直ちに 彼らは コラ， ダ タン， アビラ 

自分の 火 取り皿を 取る ように。 あなた "  ムの 幕屋の 前から， そのす ベての 側か 

方は その上に 香を 置き， 各自が 自分の +  8 16:1  ら 離れた。 すると ダ タンと アビ ラムが 
火 取り皿を， 二百 五十の 火 取り皿を エ ク民 11:16 出て 来て， g 分の 天幕の 入口に 立 4)， 
ホ パの 前に 差し出さねば ならない 〇あ ヶ *23:2  その 妻 また 息子 や 幼い 者たち も 共に 
なた もア ロン も それぞれ 自分の 火 取り 33 プ 9:4  [立った] 0 

皿を」。 18 それで 彼らは 各々 自分の 火  i  ；8：；2  28 その 時 モー セは 言った， 「あなた 


民 数 16:29 — 43  地は 反逆者を 呑み込み， 火が 250 人を 焼き 尽くす  254 

方は， エホバが わたしを 遣わして これ 第16 章 こう 言われた。  37 「祭司 ア ロンの 子 
らの すべての 荇 為を させて いる こと， ァ ミ エレ アサ ルに， 猛火の 中から それらの 

こころ  ヨハ 5:36  ひ と  ざら [ァ） と  い 

それが わたしの 心に よる ものでは ない  火 取り皿を 取り出す ように 言いなさい。 

ことを， これに よって 知る でしょう。 * 『そして， あなたは そこに ある 火を 向 こ 
29 すなわち， すべての 人に 臨む 死と 同  3"  5:30 うに まき 捨てる。 それらは，  38 自ら 

ウ伝 3:19  たましい つみ  W  ひとびと  ひ 

じように して これらの 人たち が 死に， 伝9:5  の 魂に 罪を おかした これらの 人々 の 火 
すべての 人に 臨む その 処罰を もって 彼  07  5:12 取り皿と はいえ， 聖 なる もの だからで 
らに 処罰が 下される ので あれば， わた 141 18:21 ある。 そして， それを 薄い板 金に し， 祭 
しを 遣わした のは エホバでは ありませ a  、3p 壇の 上張りと する ように。 彼らは それ 

(X)  なに あら  つく  ^3^31：3  まえ さ 

ん〇  30 しかし， 何 か 新たに 造り 出さ +|$55:15 を エホバの 前に 差し出した ゆえに， そ 
れ たもの， それを エホバが 造り 出され， れは聖 なる ものと なった ので ある。 そ 
地面が その 口を 開いて 彼らと それに 属  ^ 107:11 れは イスラエルの 子ら に対する しるし 

する すべての ものと を 呑み込み， 彼ら ゲ 5 巧で とされるべき である』」。  39 そこで 祭 
が 生きながら シェ オルに 下る ことにな  司エ レア ザルは それら 銅の 火 取り皿を 

れ ば， そのと き あなた 方は， これらの  ^  取り集めた。 それらは， 焼き 尽くされ 
人々 が エホバに 不敬に 振る舞った， と サ詩 55:23 た 人々 の 差し出した ものであった。 次 
いう こ とを はっきり 知る のです」 0  シ ュダ11  いで 人々 は それを 打ち 伸ばして 祭壇の 

31 さて， [モー セ] が これらの すべて ス 民17:13  上張りと し，  40 イスラエルの 子ら の 
の 言葉を 話し 終える とすぐ， 彼らの 下 ための 記念と した。 それは， ア ロンの 
の 地面は 二つに 裂け はじめた。 32 そ ソ 子孫で ない よそ 人は だれも 近づいて エ 
して， 地は その 口を 開いて， 彼らと その 胃1 Q6:18 ホバの 前に 香の 煙を くゆらせる ことの 
家の 者たち， また コラに 属する すべて 第二 欄 ないた め， また だれも コラと その 集会 
の 者と すべての 貨財を 呑み 这ん でい っ ァ民 地6  の 人々 のようになる ことのな いためで 
た。 33 それで 彼らと 彼らに 属する す あり， エホバが モー セを 通して 彼に 話 
ベての 者は 生きながら シェ オルに 下り， ゥ 出38: 1  したと おりに 行なわれた。 

地は 彼らを 上から 覆って いった。 こう 1 量 1 だ。  41 すると， すぐ その 次の 日， イス 
して 彼ら は 会衆の 中から 滅び 去った。 $モ1:匕〇 ラ エルの 子ら の 全集 会が モー セと アロ 

まわ  じん  む  はじ  （ヶ）  い 

34 そして， 周りに いた イスラエル 人は 才 民1&6  ンに 向かって つぶやき 始めて こう 言っ 
皆， 彼らの 絶叫を 聞いて i げた。 「地 力量 た。 「あなた 方は， エホバの 民を 死な 
はわた したち まで 呑み 这む かもしれ な  M26:18 せた の だ」。 42 そして， 集会が モー セ 

い  [ス）  キ代 1126:16  さか  しゅうごう  とき 

い！」 と 言いだ したので ある。 35 さ .^infil7 とア ロンに 逆らって 集合した 時で あっ 

m こう  ^  i I,  もの  かいけん てんまく 

ら に， 火が エホバの もとから 出て， 香  ダ11  たが， その 者たち は 会見の 天幕の ほう 
を ささげて いた 二百 五十人を 焼き 尽く  詩 を 向いた。 すると， 見よ， 雲が それを 
していった 0  ai±J16：7  覆い， エホ ノ 《の 栄光が 現われは じめ た 0 

とき  はな  e 14.in  かいけん  てん 

36 その 時 エホバは モ ー セに 話して 民 16:19  43 それで モ ー セと ア ロンは 会見の 天 


255  神罰で 1 万 4,700 人が 死ぬ。 芽を 吹いた 杖  民 数 16:44—17:12 

幕の 前に 来た。 44 すると， エホバは 第16 章 は それらを 会見の 天幕の 中の 靈の 前， 
モー セに 話して こう 言われた。 45 「あ 巧20:6  わたしが いつも あなた 方に 臨む 場所に 
なた 方は， この 集会の 中から 立ちな さ ィ 置かねば ならない。 5 そして， わたし 
い。 わたしが 彼らを 即座に 滅ぼし 絶や  nI 1〇：10 が 選ぶ 者， その 者の 杖は 芽を 吹く こと 
すため である」。 これを 聞いて ふたり ゥ@16:22  になる。 こうして わたしは 必ず， イス 
は ひれ 伏した。 46 その後 モー セは ア ヱ レビ6: 12 ラエルの 子ら の つぶやき， すなわち 彼 
ロンに 言った， 「火 取り皿を 取り， 祭 才 出34: 9  らが あなた 方に 対してし ている つぶや 
壇の 上から それに 火を 入れ， 香を 載せ，  きを 静ま ら せる」。 

いそ  しゅうかい ひとびと  い  カレビ 1〇：6 

急いで 集会の 人々 のと ころに 行って，  5；-53  6 それで モー セは イスラエルの 子ら 

彼らの ために 贖罪を しなさい。 エホバ  &  27:24 に 話し， その 長たち は 皆， 各 長 ごとに 
の 顔から 憤りが 表わされた からです。 キサ124:16 —本の 杖を 彼に 渡して いった。 各 長 ご 

さいやく  はじ  ちち  いえ 

災厄が 始まった のです！」 47 ア ロン ク 出 洗2 1 とに 一本の 杖， その 父の 家に したが っ 

はな  民 25:8  ほん  （力 ） 

はすぐ， モー セの 話した とおりに それ - て 十二 本の 杖で ある。 ア ロンの 杖 も そ 

を 取り， 会衆の 中に 走って 行った。 す  m^，m  の 杖の 中に あった。 7 そこで モー セ 
ると， 見よ， 災厄は 民の 間に 始まって 民ぃ 16  は それらの 杖を エホバの 前， 証の 天幕 

かれ  こうの  お  [ク） 

いた。 それで 彼は 香を 載せ， 民の ため コ出 4:2  の 中に 置いた。 

に 贖罪を 始めた。 48 そして 彼は 死ん —第欄  8 すると， 次の 日， モー セが 証の 天 
だ 者と 生きて いる 者との 間に ずっと 立 7 出 34:29  幕の 中に 入って みると， 見よ， レビの 

[キ）  しんばつ  いえ  つえ  め  ふ 

ちつ づけた。 ついに その 神罰は とどめ ^  ^  家の ための ア ロンの 杖が 芽を 吹いて い 

:ク 1  しん ばっ  $  S3  さ 

られ た。 49 そして， その 神罰に よっ  %  30；36 た。 しかも それは 芽を 出して 花を 咲か 
て 死んだ 者は 一万 四千 七 百 人となり， ％  せ， 熟した アー モン ドを ならせて いた。 
ほかに コラの ために 死んだ 者たち がい ゥ f レヵ16 ム 5  9 それで モ_ セは すべての 杖を エホバ 

た。 50 最後に ア ロンが 会見の 天幕の I 民 11:1 の 前から イスラエルの すべての 子ら の 

いりぐち  もど  民 14:27  たず さ  かれ 

入口に いた モー セのと ころに 戻って み 民 16:11 もとに 携え 出した。 それで 彼らは 見て 
ると， その 神罰は とどめられ ていた。  31 10:10 回り， それぞれ 自分の 杖を 取った。 

つ  はな  つづ  い 

n 次いで エホバは モー セに 話して 才民 M:2  10 続いて エホバは モー セに こう 言わ 

い  ^ 1〇：13  つえ [ゲ あかし まえ  もど 

こう 言われた。 2 「イスラエル  れ た。 「ア ロンの 杖を 証の 前に 戻し， 

の 子ら に 話して， 彼らから， すなわち そ  反逆の 子ら に対する しる しのた めに 保 

のす ベての 長たち から， それぞれ 父方 +S1?：  存 すべき ものと せよ。 わたしに 対する 
の 家 ごとに 一本の 杖を 取りなさい。 そ 彼らの つぶやきが やみ， 彼らが 死なず 
の 父の 家に したがって 十二 本の 杖を。  にす むた めで ある」。 11 直ちに モー 

あなたは 各人の 名を その 者の 杖に 記す。 ^"79：4 セは エホバから 命じられた とおりに 行 
3 そして， ア ロンの 名は レビの 杖に 記 コ，〗 なった。 まさに そのと おりに 行なった。 
す。 その 父の 家の 頭 ごとに 一本の 杖と  J ザ ぃ2  12 すると， イスラエルの 子ら は モー 
する ので ある。  4 そうして あなた 方サ民 16:38  セに 向かって こう 言いだ した。 「あ 


民 数 17: 13 — 18: 11  レビ 人の 務め。 祭司の 受け 分  256 


あ， わたしたちは きっと 息 絶えて しま 
う。 きっと 滅びて しまう。 わたしたち 
は みんな 滅びる の だ。 13 だれでも エ 
ホ パの 幕屋に 近づき， その 近くに 行く 
者は 死ぬ！ わたしたちは そのよう に 
して 息 絶えて 終わらな ければ な ら ない 

W 

のか」。 

1 それから エホバは アロン に 対し 
てこう 言われた。 「あなたと あ 
な たの子ら， また あなた と共にい る あ 
なた の 父の 家は， 聖 なる 所 に対すると 
がの 責めを 負う。 また， あなた および 
あなた と共にい る あなたの 子ら は， あ 
なた 方の 祭司 職に 対する とがの 責めを 
負う。 2 そして， あなたの 兄弟で ある 
レビの 部族， すなわち あなたの 父の 氏 
族の 者たち を も あなたと 共に 近くに 来 
させよ。 それは， 彼らが あなたに 加わ 

あかし てんまく  まえ W 

り， 延 の 天幕の 前で あなたに， すな わ 
ち あなたに も 共に いる あなたの 子ら に 
も 奉仕す るた めで ある。  3 そして 彼 
ら は， あなたに 対する 務め， また 天幕 
全体に 対する 務めを 守らなければ なら 
ない。 ただし 彼らは 聖 なる 場所の 器具 
と 祭壇に 近づいて はならない。 死ぬ こ 

[コ） 

とのない ためで ある。 彼ら も， また あ 

がた  かれ 

なた 方 も。  4 そして 彼らは あなた 
に 加わり， 天幕の すべての 奉仕に 関 
して 会見の 天幕に 対する 務めを 守ら 
ねばならない。 よそ 人は だれも あな 

がた  ちか  [ザ） 

た 方に 近づいて はいけ ない。  5 こ 
う して あなた 方は 聖 なる 場所に 対す 
る 自分の 務めと 祭壇に 対する 務めと 
を 守って， イスラエルの 子ら に 対し 
このうえ さらに 憤 りが 臨む ことのな 


第 17 章 


第 18 章 


民 16:40 


セ 民 16:46 


第二 欄 


力 民 3:10 
民 16:40 
キ出 23:19 


レビ 27:28 
レビ 27:30 
民 18:11 
民 18:26 


いように しなければ ならない。  6 そ 
れで わたしは， 見よ， あなた 方の 兄弟 
である レビ 人を イスラエルの 子ら の 中 
から 取り， あなた 方の ための 贈り物と 
し， 会見の 天幕での 奉仕を 行なうた め 
エホバに ささげられた 者と した。  7 そ 
して あなた および 共に いる あなたの 子 
ら は， 祭壇の すべての 物事 また 垂れ幕 
の 内側の 事柄に 関して 自分たち の 祭司 
職を 守るべき である。 それで あなた 方 
は 奉仕を 行なわねば ならない。 賜物で 
ある 奉仕と して わたしは あなた 方の 祭 
司 職を 与える。 よそ 人で それに 近づく 
者は 死に 処 されるべき である」。 

8 エホバは ア ロンに さらにこう 話さ 
れ た。 「わたしは， 見よ， わたしに な 
される 寄進 物の 保管を あなたに ゆだね 
た。 イスラエルの 子ら の あらゆる 聖な 
る ものに 関し， わたしは それを， 定め 
のない 時に 至る 受け 分， あてがい 分と 
して， あなたと あなたの 子ら とに 与え 
た。  9 これは， 最も 聖 なる ものから， 
火に よる 捧げ物のう ちからの あなたの 
分と されるべき である。 すなわち， 彼 
らの すべての 捧げ物， そのす ベての 穀 
物の 捧げ物， すべての 罪の 捧げ物， すべ 
ての 罪科の 捧げ物から である。 それは 
彼らが わたしに 返す 分で ある。 それは 
あなたと あなたの 子ら のた めの 極めて 
聖 なる ものである。 10 極めて 聖 なる 
場所で それを 食べるべき である。 すべ 
ての 男子が それを 食べる ように。 それ 
は あなたに とって 聖 なる ものと される 
べきで ある。 11 また， これは あなた 
の ものである。 すなわち， 彼らの 供え 
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物と しての 寄進 物， および イスラエル 
の 子ら のす ベての 振 揺の 捧げ物。 わた 
しは それを あなた および 共に いる あな 
たの 息子， 娘たち に 与えて， 定めの な 
い 時に 至る あてがい 分と した。 あなた 
の 家の 清い 者は 皆 それを 食べて よい。 

12 「油の 最良の 部分す ベて， また 新 
しい ぶどう酒と 穀物の 最良の 部分す ベ 
て， すなわち それらの 初物で 彼らが エ 
ホバ にさ さげる もの， それを わたしは 
あなたに 与えた。 13 その 地に あるす 
ベての 物の 熟した 初物で， 彼らが エホ 
バの もとに 携えて 来る もの， それは あ 

(キ） 

な たのものと されるべき である。 あな 
たの 家の 清い 者は 皆 それを 食べて よい。 

14 「イスラエル において 奉納され た 
物は すべて あなたの ものと されるべき 
でぁ I。 

15 「胎を 開く すべての もの， それは 
いかなる 肉なる ものに ついても 彼らが 
エホバに 差し出す もので あり， 人 も 獣 も 
あなたの ものと されるべき である。 し 
かし， あなたは 人の 初子を 必ず 請け 戻 
す。 汚れた 獣の 初子 も 請け 戻す ように。 
16 そして， 生後 一か月 以上の ものに 対 
する その 請け戻しの 値で それを 請け 戻 
すべきで ある。 すなわち， 値積もり さ 
れる ところに したがい， 聖 なる 場所の 
シエ ケルで 銀 五 シヱ ケルで ある。 それ 
は 二十 ゲラ である。 17 ただし 雄牛の 
初子， 雄の 子羊の 初子， また やぎの 初 
子は 請け 戻すべき ではない。 それは 聖 

ち M  さい 

なる ものである。 あなたは その 血を 祭 
壇の 上に 振り掛け， その 脂肪を， エホ 
バ への 安らぎの 香りの ため， 火に よる 


第 18 章 


ア出 29:27 
民 15:20 
ェゼ 44:30 


ウ レビ 10:14 
申 18:3 


ェ レビ 22:6 
才箴 3:9 


ネへ 10:35 
キ出 23: 19 


捧げ物と して 焼いて 煙に する。 18 ま 
た， その 肉は あなたの ものと される ベ 
きで ある。 振 揺の 捧げ物の 胸と 同じよ 
うに， また その 右 脚と 同じように， そ 
れは あなたの ものと されるべき である。 
19 イスラエルの 子ら が エホバに 寄進 
する すべての 聖 なる 寄進 物， わたしは 
それを あなた および 共に いる あなたの 
息子， 娘たち に 与えて 定めの ない 時に 
至る あてがい 分と した。 これは， エホ 
バの 前に あって， あなたの ため， また 
共に いる あなたの 子孫の ための， 定め 
のない 時に 至る 塩の 契約で ある」。 

20 エホバは なお もア ロンに こう 言 
われた。 「あなたは 彼らの 土地の 中に 
相続 分を 持たない。 彼らの 中に あなた 
の 受け 分と なる ものは ない。 イス ラエ 


ルの 子ら の 中に あって わた しが あなた 
の 受け 分， あなたの 相続 分な ので ある。 

21 「そして， レビの 子ら に 対し， 見 
よ， わたしは イスラエル における 十分 
の 一を ことごとく 与えて， 彼らの 行 
なって いる‘ 仕， すなわち 会見の 天幕 
での 奉仕に 対して 与えられる 相続 分と 
した。  22 ゆえに， イスラエルの 子ら 
はもは や 会見の 天幕に 近づいて 罪を 来 
たらせ， それに よって 死ぬ ことのない 
ようにすべき である。 23 それで， レ 
ビ 人が 会見の 天幕での 奉仕を 行なわな 
ければ ならない。 彼らが [民] のとが に 
対する 責めを 負う 者たち である。 イス 
ラエルの 子ら の 中に あって 彼らが 相続 
地を 所有 しないと いう こと， これは あ 
なた 方の ため 代々 定めの ない 時に 至る 
法令で ある。 24 イスラエルの 子ら の 
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[納める] 十分の一， すなわち 彼らが 寄 第18 章 またぶ どうや 油の 搾り 場からの 産物の 
進物と して エホバに 寄進す る もの， わ 7 * 10:9  ようにみ なされる ことになる。  31 そ 
たしは それを 相続 分と して レビ 人に 与  して あなた 方， すなわち あなた 方と あ 

えたから である。 それゆえ わたしは， ィ ぶ なた 方の 家の 者たち は， どこに おいて 
『イスラエルの 子ら の 中に あって 彼ら  も それを 食べる ように。 それは， 会見 

そうぞくち  しょゆう  い  てんまく  ほうし  たい  あた 

は 相続 地を 所有し ない』 と 言った ので ゥネへ 10:38 の 天幕での 奉仕に 対して 与えられる あ 

(7)  へブ 7:9  ほうしゅう  (7) 

ある」。  なた 方の 報酬 だからで ある。 32 そし 

つ  はな  がた  さいりょう 

25 次いで エホバは モー セに 話して こ  て あなた 方は， その 中から 最良の もの 

い  I 民： 15：20  きしん  さい  つみ  き 

う 言われた。 26 「そして あなたは レ  を 寄進す る 際， それの ために 罪を 来た 

びと  はな  かれ 

ビ 人たち に 話すべき である。 彼らに こ  らせ ては ならない。 また， イスラエル 

い  がた  才民 ： 18:12  せい  けが 

う 言わね ばな ら ない。 『あな た 方は イ  の 子ら の聖な る ものを 汚しても ならな 

_  ぶん  _ し 

スラ エルの 子ら からの 十分の一， すな  い。 あなた 方が 死ぬ ことのな いためで 

そう ぞくぶん  城3:9  w 

わち あなた 方の 相続 分と して わたしが - ある』」。 

彼らから 与えた ものを 受け取る。 それ  1 Q それから エホバは モー セと アロ 

アマタ 10:10  ■  はな  い 

であな た 方は， その 中から， その 十分 ルヵ 1〇:7  -B-</ ンに 話して こう 言われた。 2 「こ 

き しんぶつ  コ I  9:9  めい  りっぽう  ほうれい 

の 一の 十分の一を エホバへの 寄進 物と  れは エホバの 命じた 律法に よる 法令で 

きしん  [ゥ）  _^16；61〇  ぃ 

して 寄進し なければ ならない。 27 そ  ある。 こう 言われた。 『イスラエルの 

して それは， あなた 方に とって あなた  子ら に 話して， あなたの ために， きずの 

方からの 寄進 物と みなされ， 脱穀 場 か ^  22；?5 ない 赤い 雌牛， その 身に 欠陥が なく， く 

らの 穀物， またぶ どうや 油の 搾り 場 か - びきを 掛けた ことのな いものを 取らせ 

み  さんぶつ  おな  あつか  第 19 章  (X)  がた  さい 

らの 満ち 満ちた 産物と 同じように 扱わ  なさい。 3 そして あなた 方は それを 祭 

ウレ ち し  ぁた  かれ 

れる ことになる。 28 こうして あなた  司エ レア ザルに 与える ように。 彼は そ 

がた じしん  う  ひい  しゅくえい  そと  つ 

方 自身 も， イスラエルの 子ら から 受け  れを 引いて 行って 宿営の 外に 出し， 次 

取る すべての 十分の一の 中から エホバ z 申 21:3  いで それは 彼の 前で ほふられ ねばなら 

き しんぶつ  きしん  さいし 

への 寄進 物を 寄進す る。 あなた 方は そ  ない。 4 そのの ち 祭司 エレ ア ザルは 

さいし  ゆび  ち  いく  と 

の 中から エホバへの 寄進 物を 祭司 アロ ォへブ 9:13 指で その 血を 幾らか 取り， その 血の 幾 

あた  ぺテ I 1:2  かいけん  てんまく  しょうめん  む 

ンに 与えなければ ならない。 29 あな  ら かを 会見の 天幕の 正面に 向けて まっ 

た 方への すべての 贈り物の 中から その  すぐ 七 回は ね 掛ける ように。 5 また， 

さいじょう  （ォ）  き  力 出 29:14  めうし かれ  まえ  や 

最上の ものを， エホバへの あらゆる 寄 レビ4 :11 その 雌牛は 彼の 目の前で 焼かれね ばな 

しんぶつ  せい  き しん  かわ  にく  ち  ふん  とも 

進物の 中からの 聖 なる ものと して 寄進  ら ない。 その 皮と 肉と 血が その 糞と 共 

(力 1  さいし  すぎざい (キ） 

する ので ある』。  H;!。 に 焼かれる。  6 そして 祭司は 杉材と 

かれ  い  [ク）  ひ いろ W  もの  と 

30 「また あなたは 彼らに こう 言わね  ヒソプ とえん じむし 緋 色の 物を 取り， 

ばなら ない 0 『あなた 方が その 中の 最 ク詩 51:7  それを 雌牛が 焼けて いる その 中に 投げ 
良の ものを 寄進 するとき， それは 必ず  込まねば ならない。  7 次いで 祭司は 

びと  たい  だっこく ば  さんぶつ  じぶん ころも  あらみ  あ 

レビ 人に 対して， 脱穀 場からの 産物， ヶィザ 1:18 自分の 衣を 洗い， 身に 水を 浴びる よう 
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赤い 雌牛の 灰。 清めの 水 


に。 そのの ち 彼は 宿営の 中に 入って よ 
い。 しかし， その 祭司は 夕方まで 汚れ 
た 者と される。 

8 「『また， それを 焼いた 者 も 自分の 
衣を 水で 洗う。 そして， その 身に 水を 

あ  [7)  ゆうがた 

浴びなければ ならない。 その 者は 夕方 
まで 汚れた 者と される。 

9 「『次いで， ひとりの 清い 人が その 
雌牛の 灰を 取り集め， それを 宿営の 外 
の 清い 場所に 置く ように。 それは， イ 


スラ エルの 子ら の 集会の ため， 清めの 


水の ために 保たれる ものと なる ので あ 

[0)  つみ  ささ  もの 

る。 それは 罪の 捧げ物で ある。 10 そ 


して， その & 牛の k を 集めた 者は 自分 
の 衣を 洗わねば ならない。 その 者 も 夕 
方まで 汚れた 者と される。 

「『そして これは， イスラエルの 子ら と 

がいこくじん  す がいじん きょりゅう しゃ 

その 中に 外国人と して 住む 外人 居留 者 
のた め， 定めの ない 時に 至る 法令と さ 
れ るよう に。 11 すべて 人間の 魂の 死 
体に 触れた 者は， 七日の あいだ 汚れる 
ことになる。 12 その 者は それを もっ 
て 三日 目に 身を 浄 めるべき であり， こ 
うして 七日 目に 清い 者と なる。 しかし， 
もし 三日 目に 身を 浄め ないならば， 七 
日 目に なっても 清い 者とは ならない。 
13 死体に， すなわち どのような 人が 
死んだ 場合で あれ その 魂に 触れ， その 
のち 身を 浄 めない 者は 皆 エホバの 幕屋 
を 汚した ので あり， その 魂は イス ラエ 
ルから 断たれねば ならない。 清めの 水 
がその 身に 振り掛けられて いない ゆえ 
に， 彼は 汚れた ままで ある。 彼の 汚れ 
は 依然 その 身に ある。 

14 「『これは 人が 天幕の 中で 死んだ 


民 数 19: 8 — 21 

場合の 律法で ある。 すなわち， すべて 
その 天幕の 中に 入る 者， またす ベて そ 
の 天幕の 中に いる 者は 七日の あいだ 汚 
れた 者と なる。 15 そして， ふたが 
くく り 付けられて いないで 口の 開いて 
いた 器 もす ベて 汚れた ものと される。 
16 また， 野原に おいて， 剣で 殺された 
W： 線， 人の f: ぁるぃ は S ■に A 
れた 者は 皆， 七日の あいだ 汚れた 者と 
なる。 17 そして 人々 は， その 汚れた 
者の ために， さきの 罪の 捧げ物の 燃え 
た 塵を 幾らか 取り， 器の 中で その上に 
流れる 水を 掛ける ように。 18 次いで 
ひとりの 清い 人が ヒソプ を 取り， それ 
を その 水の 中に 浸し， その 天幕と すべ 
ての 器と そこにいた 魂に， また 骨， 殺さ 
れた 者， 死体， あるいは 埋葬 所に 触れた 
者に それを はね 掛ける ように。 19 そ 
して， その 清い 者は， 三日 目と 七日 目 
に それを その 汚れた 者には ね 掛け， こ 
う して 七日 目 に その 者を 罪 か ら浄 めら 
れた 者と しなければ ならない。 彼は 自 
分の 衣を 洗い， 水を 浴びる ように。 彼 
は その 夕方に 清い 者と される。 

20 「『しかし， 汚れて いるのに 自分 
の 身を 浄 めない 者が いるならば， その 
魂は 会衆の 中から 断たれねば ならな 
い。 エホバの 聖 なる 所を 汚した からで 
ある。 清めの 水が その 者に 振り掛けら 
れ なかった。 その 者は 汚れて いる。 

21 「『そして， これは 彼らに とって 定 
めの ない 時に 至る 法令と されねば なら 
ない。 すなわち， 清めの 水を はね 掛け 
る 者， また その 清めの 水に 触れた 者 も 
自分の 衣を 洗うよう に。 その 者は 夕方 


第 19 章 

ァハガ 2:13 
イ レビ 15:5 


第 20 章 

ウ民 13:21 
民 33:36 
ェ民 13:26 
民 20:22 


第二 欄 


民 数 19:22—20:15  ミリアムの 死。 モー セは 岩を 打ち， 罪を おかす 

まで 汚れた 者で ある。 22 そして， そ 


の 汚れた 者が 触れた 物は すべて 汚れた 
ものと なり， それに 触れた 魂 も 夕方 ま 

一  [ィ！ 

で 汚れた 者と なる』」。 

次いで， イスラエルの 子ら， そ 
训 のぜ I： 線は， I' -の 月に チンの 
荒野に 入り， 民は カデシュに 住む こと 
になった。 ミリアムは そこで 死に， ま 
た そこ に 葬られた。 

2 さて， その 集会の 者たち のために 
水がなかった。 そのため 彼らは 集合し 
てモー セと ア ロンに 逆らうよ うにな っ 
た。  3 そして 民は モー セと 言い争 っ 
て， こう 言いだ した。 「わたしたちの 
兄弟たち が エホ ノ  < の 前で 息 絶え た 時に， 
わた したち も 息 絶えて いればよ かった。 
4 一体 どう して あなた 方は エホバの 会 
衆を こんな 荒野に 連れ込んで， わたし 
たちと そ の駄 獣を ここ で 死なせ るの か。 
5 一体 どう して あなた 方は わたしたち 
を エジプトから 導き出して， こんな ひ 
どい 場所に 連れ込んだ りする のか。 こ 
こは 種 も いちじく もぶ どうも ざくろ も 
できない 所 だ。 飲む 水 さえない ではな 

かい 

いか」。 6 それで モー セと ア ロンは 会 
衆の 前から 離れ， 会見の 天幕の 入口の 
ところに 来て ひれ 伏した。 すると， エ 
ホ パの 栄光が 彼らに 現われ はじめた。 

7 次いで エホバは モー セに 話して こ 
う 言われた。 8 「あなたと その 兄弟 ア 
ロンは， 杖を 取って， 集会を 呼び集め 
よ。 そして あなた 方は 彼らの 目の前で 
^ 岩に 向かって 話し， それが まさに 水 
を 出す ようにし なければ ならない。 あ 
なた は 彼らの ために その 大 岩から 水を 


出し， 集会の 者たち とその 駄獣 とに 飲 

(7) 

ませる ので ある」。 

9 それで モー セは 命じられた とおり 
に エホバの 前から 杖を 取った。 10 そ 
の 後 モー セと ア ロンは 会衆を その 大岩 
の 前に 呼び集め， 次いで 彼は こう 言っ 
た， 「さあ 聞け， 反逆の 者たち！ こ 
の 大岩か ら わたしたちは あな た 方の た 
めに 水を 出す のか」。 11 そう して モー 
セは 手を 掲げ， g 分の 杖で その 大 岩を 
二度 打った。 すると， 沢山の 水が 出て 
来て， 集会の 者たち とその 駄 獣は それ 
を 飲み だした。 

12 後に エホバは モー セと ア ロンに 
こう 言われた。 「あなた 方が わたしに 
信仰を 示さず， イスラエルの 子ら の 目 
の 前で わた しを 神聖な ものと する こと 
を 怠った ゆえ， それゆえに， わたしが 
必ず 彼らに 与える その 土地に， あなた 
方が こ の 会衆を 携え 入れ る ことは ない 
であろう」。 13 これが メ リバの 水で 
ある。 イスラエルの 子ら が エホバと 言 
い 争い， それに よって [独] が 彼らの 中 
で 神聖な ものと された ためで ある。 

14 その後 モー セは 使者たち を カ デ 
シュ から エ ドムの 王の もとに 遣わして 
[こう 言わせた]。 「あなたの 兄弟で あ 
る イスラエルは このように 申して おり 
ます。 『わたしたちに 臨んだ すべての 
辛苦に ついては， あなた ご 自身よ く知っ 
て おられ ますが， 15 わたしたちの 父た 
ちは エジプトに 下って 行き， わたした 
ちは 多くの 日の 間ず っ と エジプトに 住 
んで おりました。 やがて エジプト 人は 
わたしたちと わたしたちの 父たち に危 
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261  エドムは イスラエルの 通過を 拒む。 ア ロンの 死  民 数 20:16—21:3 

害を 加える ようになりました 0 16 つ 第2 〇 章 ア ロンに このように 言われた 0  24 「ア 
いにわた したち は エホバに 向かって 叫 7S 1：!1  ロンは その 民の もとに 集められる。 わ 
ふ'， [裡] はわた したち の 声を 聞いて み  S 徒7; I9 たしが 必ず イスラエルの 子ら に 与える 
使いを 送り， わたしたちを エジプト か ィ 出2:23  その 地に 彼は 入らない からで ある。 そ 

たず さ  m  3:7  かん  がた 

ら 携え 出して くださいました。 そして n4.19 れ は， メ リバの 水に 関して あなた 方 
今， わたしたちは カデシュに， あなた  ^  33:2〇  がわた しの 指示に 背いた ためで ある。 
の Ilk の 外れの 都 に 来て おります 0  讎 7:35  25 ア ロンと その子 エ レア ザルを 連れ， 
17 どうか， あなたの 土地を 通らせて く  X"1：22  ふたりを ホル 山に 上らせよ。 26 そし 

はたけ  えん  才申 2:27  ころもぬ  【ウ） 

ださい。 わたしたちは 畑 やぶ どう 園の  てア ロンの 衣を 脱がせ， その子 エ レア 

中は 通らず， 井戸の 水 も 飲んだり 致し  ザルに それを 着せる ように。 ア ロンは 

どう ろす す  [エ）  キ甲 2:28  あつ  し  m 

ません。 王の 道路を 進む のです。 あな  集められて， そこで 死ぬ ことになる」。 

たの 領地を 通り抜け るまでは 右に も 左  27 それで モー セは エホバが 命じた と 

ま  W  ケ創 36:1  おこ  しゅうかい  もの 

にも 曲がりません』」。  おりに 行なった。 集会の すべての 者が 見 

かれ  い  - 申 u'2i)  かれ  さん  のぼ  い 

18 ところが エドムは 彼に 言った， „：8  ると ころで 彼らは ホル 山に 登って 行っ 
「あなたは わたしの ところを 通って は  ^ 11:18 た。 28 そうして モー セは ア ロンの 衣 
ならない。 わたしが 剣を 取って 出迎え シ^ ぱ を 脱がせ， その子 エレ アサ ルに それを 着 
る ことのない ためだ」 0 19 それに 対 ス民 21:4  せた。 その後 ア ロンは そこで， その 山の 

し イスラエルの 子ら は 言った， 「わた _ 頂 で 死んだ。 それから モー セと エレ ア 

したち は 街道を 上って 行く のです。 も 第二 ザルは その 山から 下りて 来た。 29 そ 
しわた しや わた しの 畜類が あなたの 水 7  SSL  して， 集会の 全員は ア ロンが 息 絶えた こ 

の  かなら  申 32:50  し  ぜんか 

を 飲む ことがあれば， わたしは 必ず そ  とを 知った。 イスラエルの 全家は アロ 

の 価を 払います。 わたしが 願って いる  *  32:51 ン のために 三十日の あいだ 泣き 続けた。 
のは， 自分の 足で そこを 通る こと， た ゥ£尝ふ  さて， カナン 人で アラドの 王で 

だ それだけな のです」。 20 それでも へ7'7 :23  ある 者が ネゲブに 住んで いたが， 

彼は 言った， 「通って はならない」。 そ Xg4d6  その 者は， イスラエルが アタリ ム を通っ 
うして エドムは， 彼に 立ち向か うため， ォ 民33:38 て やって来た ことを 聞いた 0 それで 彼 
非常に 多くの 民と 強力な 手勢を 率いて 力 民33:39 は イスラエル に対して 戦いを 始め， そ 
出て 来た。 21 こうして エドムは， イ  *  32:50 の 幾人 かを とりこに して 連れ去った。 
スラ エルが 自分の 領地を 通る ことを 聞 キ *34:8_  2 そのため イスラエルは エホバに 誓約 
き 入れなかった。 そのため イスラエル 第 21 章 

かれ  はな  [サ） 

は 彼の ところ から 離れた 0  ク 民^ば 14 

22 その後 イスラエルの 子ら， その 全 ヶ 

しゅうかい  [シ） たびだ  さん [ス） 

集会は， カデシュを 旅立って ホル 山に a  .  2V21 

き  とき  ち a  * 23'21 

来た 0  23 その 時 エホバは， エドムの 地 サレ ビ27:28 

の 境界に 近い その ホル 山で， モー セと  t ン 2° ぶ 8 


をして こう 言った。 「もし あなたが こ 
の 民を 間違いな く わた しの 手に 与えて 
くださる のでしたら， わたしは 必ず 彼 
らの諸 都市を 滅びの ために ささ げるこ 
とに しま' i"」。  3 すると エホバは イス 
ラエルの 声を 聴き 入れ， それらの カナ 


民 数 21:4—20  銅の 蛇。 イスラエルの 宿営 地  262 


ン 人を 渡された。 それで [イスラエル] 
は 彼らと その 諸 都市と を 滅びの ために 
ささげた。 そのため 彼らは その 場所の 
名を ホル マと 呼んだ。 

4 彼らが ホル 山からの 旅を 続け， 紅 
海の 道を 通っ てエ ドムの 地を う 回して 
いた 時に， 民の 魂は その 道の ために 
すっかり 疲れる ようになった。 5 そ 
して 民は 拽と モー セに 対してし きりに 
言い 逆らう のであった。 「どう して あ 
なた 方は わたしたちを エジプトから 連 
れ 出して 来て 荒野で 死なせる のか。 パ 
ンも水 もないで はない か。 わたしたち 
の 魂は こ の卑 しむべき パ ンに うんざり 
した」。 6 それで エホバは 民の 中に 毒 
蛇を 送り， それらが 民を 次々 にかんだ 
ため， イスラエルの 多くの 民が 死んだ。 

7 ついに 民は モー セのと ころに 来て， 
こう 言った。 「わた したち は 罪を おか 
しました。 エホバに 対し， また あなた 
に対して 言い 逆らったり したから です。 
これらの 蛇を わたしたちから 取り除い 
てくだ さるよう， エホバに 執り成しを 
してく ださい」。 それで モー セは 民の た 
めに 執り成しを 始めた。 8 すると エホ 
バは モー セに こう 言われた。 「あなた 
のために 火のへ びを 造り ，それを 旗 ざ お 
の 上に 取り付けよ。 そして， だれでも か 
まれたなら， 必ず これを 見， それによ っ 
て 生き長らえ るので ある」。 9 モー セ 
は 直ちに 銅の 蛇を 造り， それを 旗 ざ お 
の 上に 取り付けた。 すると， 蛇が 人を 
かんだ 場合で も， その 銅の 蛇を 見つめる 
と， その 人は 生き長らえる のであった。 

10 その後， イスラエルの 子ら は そこ 


第 21 章 

ア民 14:45 
裁 1:17 

イ民 33:41 

ウ民 20:21 
申 2:8 
裁 11:18 

ェ出 14:11 
出 15:24 
民 16:13 

才詩 78:19 

力 民 14:28 
民 14:34 

キ民 20:5 

ク出 16:15 
民 11:6 
詩 78:24 

ヶ申 8:15 

コ詩 106:43 
コ I  10:9 

サ詩 78:34 
シ レビ 26:40 
ス出 32:11 
セ 詩 106:44 
ソ王 n 18:4 
タ ョハ 3:14 

ョハ 8:28 

ヨハ 12:32 
ガラ 3:13 
ぺテ I  2:24 

チ ョハ 1:29 
ヘプ 12:2 

ツ ョハ 3:14 
ョハ 3:15 
ョハ 6:40 
ロマ 1:17 


第二 欄 

ア民 33:43 

イ民 33:44 

ゥ申 2:13 

エ民 22:36 
申 2:24 
裁 11:18 

才民 21:28 
申 2:18 
申 2:29 
イザ 15:1 

カ イザ 15:8 

キ詩 78:52 

ク詩 105:2 

ケ創 49:10 

コヨシ 13:17 

サ民 26:63 
民 33:49 

シ申 3:27 
申 34:1 

ス民 23:28 
ヨシ 12:3 


を 殺ち， ォボ A こ Wf した。 11 茨 
いで， オボ トを 旅立って， イエ •ア バリ 
ム ，すなわち モ アブに 面し， 日の出の ほ 
うに 向かう 荒野に 宿営した。 12 そこ 
から 旅立つ と， ゼレ ドの 奔流の 谷の そ 
ばに 宿営を 張った。 13 そこから 旅立 
つと， アル ノン 地方に 宿営す る ことに 
なった。 それは ア モリ 人の 境から ずっ 
と 広がる 荒野の 中で ある。 アル ノンは 
モ アブの 境界で あり， モ アブと ア モリ 
人との 間にあるから である。 14 その 
ために “ エホバの 戦い” の 書には こう 
述べられ ている。 

「ス ファの ワ ヘプと アル ノ ンの 奔流の 
谷， 15 また それらの 奔流の 谷の 出 
口， それは アルの 所在地に 向かって 曲 
がり， モ アブの 境に 傾く」。 

16 次いで そこから ベ エルへ。 これ 
が， 「民を 集めよ。 わたしは 彼らに 水 
を 与えよう」 と エホバが モー セに 言わ 
れた その 井戸で ある。 

17 その 時 イスラエル はこの 歌を 歌 
い はじめた。 

「井戸よ， わき 上がれ！ 民よ， そ 
れ にこた えよ！ 

18 井戸， 君たち がそれ を 掘り， 民の 高 
貴な 者たち がそれ をう がった。 

司令 者の 杖， 彼ら _ らの 杖を 
もって」 0 

次いで その 荒野から マタ ナヘ。 19 ま 
た， マタナ から ナハ リエルへ， ナハリ 
エルから バモ トへ。  20 そ して バモト 
から モ アブの 野の 谷へ， ピ スガの 頭の 
ところに。 それは エ シモンの 正面に 向 
かって 突き出て いる。 


263  シ ホンと ア モリ 人を 撃ち破る。 オグは 殺される  民 数 21:21—35 

21 イスラエルは ここで， ア モリ 人 第21 章  の 高き 所を 持つ 者たち を 焼き 

の王シ ホンに 使者たち を 送って， こう 7  in%  尽くした。 

言った。 22 「あなたの 土地を 通らせ ィ =  20:17  29 モ アブよ， お前は 災い だ！ ケ モシ ュ 
てくだ さい。 わたしたちは 道を それて  J  の 民よ， お前は 必ず 滅びる！ 

畑 やぶ どう 園に 入ったり はしません。 1 彼は 自分の 息子たち を 逃れ出た 
井戸の 水 も 飲みません。 あなたの 領地 才 者と して， また その 娘たち を 捕 
を 通り抜け るまで 王の 道路を 進む ので  5 ISIS  ら われの 者と して 必ず ア モリ 

す」。 23 だが， シ ホンは イスラエルが 力 こ =  人の 王シ ホンに 与える。 

自分の 領地を 通る ことを 許さなかった。 30 さあ， 彼らを 撃つ の だ。 

たみ あつ +»n‘22  (ィ） いた 

むしろ シ ホン は 自分の すべての 民を 集ク:  32 巧 2  ヘシ ュ ボンは ディボ ンに 至る ま 

め， 荒野で イスラエルを 迎え撃つ ため ヶ 民32: 1  で 必ず 滅び， 

*  (Ii  代 I  6:81 

に 出て 来た。 そして， ヤ ハツまで 来て， コヨシ I2:2  女たち はノ ファ ハまで， 男たち は 

イスラエルと 戦い はじめた。  24 それ サ^ ぱ  メ デバに 至る まで [滅びる]」。 

に 対し， イスラエルは 剣の 刃で 彼を 討  *  7:1  31 こうして イスラエルは ア モリ 人 

ち， 彼の 土地を アル ノンから ヤボク ま  ^  n=i9  の 地に 住む ようになった 0  32 次いで 

ちか  歌 7:4  [才 ） さぐ 

で， アン モンの 子ら の 近くまでを 手に ス詩 1取11 モー セは 人を やって ヤゼ ルを 探らせ 
入れた。 ヤゼ ルは アン モンの 子ら の 境 た。 そして 彼らは そこに 依存す る 町々 
なので ある。  タヱ レ48:45 を 攻略し， そこにいた ア モリ 人を 立ち 

チ 民 21:15  の  （力）  かれ  む 

25 それで イスラエルは これらの すべ  *2:9  退かせた。 33 そのの ち 彼らは 向きを 

ての 都市を 取った。 そして イスラエル 第-欄 転じ， バシャンの 道を 上って 行った。 

じん [サ]  たい  （ク 1 

は， ア モリ 人の すべての 都市， すなわち ァ裁 山24 これに 対し， バシャンの 王 オグ， すな 
ヘシ ュ ボンと それに 依存す るすべ ての  f "  243^ わち 彼と そのす ベての 民は， 彼らを 迎 

まちまち  す  エレ 48.7  う  w たたか 

町々 に 住む ようになった。 26 ヘシ ュ ィ 民32 ぼ 17 え 撃とうと して エド レイの 戦いに 出て 
ボンは シ ホンの 都市だった ので ある。 ヱ レ48:18 来た。 34 その 時 エホバは モー セに 言 

かれ  じん [セ）  いぜん  ウ ヨ' ノ 13:9  かれ  おそ  (a) 

彼は ア モリ 人の 王で あり， 以前に モア ェ 申3:8  われた， 「彼を 恐れて はいけ ない。 わ 
ブの 王と 戦って， その 手から すべての ^21:25 たしは 彼と そのす ベての 民 また その 土 
土地を アル ノ ンに 至る まで 取った ので キ *3:1  地を 必ず あなたの 手に 与える からで あ 

し  ク申 1:4  [サ]  たい 

ある。 27 そのために， あざけりの 詩を  *3:11  る。 あなたは 彼に 対し， ヘシ ュ ボンに 

口にする 者たち はこう 言う のであった。 ヨシ9:10 住んで いた ア モリ 人の 王シ ホンに 対し 
「ヘシ ュ ボンに 来たれ。  ヨシ13:12 て 行なった と同じようにし なければ な 

と し  きず  かた  す  コ申 3:2  (シ 1  かれ 

シ ホンの 都市は 築かれて， 堅く 据  *  03；22  ら ない」。 35 それで [イスラエル] は 彼 

えられた 所と なれ 0  サ 出23:27 とその 子ら また そのす ベての 民を 討っ 

(夕 1 ほのお  ^  7:24  せいぞんしゃ 

28 火が ヘシ ュ ボンから， 炎が シ ホンの シ詩 i35:ii て， その もとに ひとりと して 生存者が 
町から 出た からだ。  ^3-；：13:12 残らない までにした。 こうして 彼らは 

それは モ アブの アルを， アル ノン ^11  !2；6 その 土地を 手に入れて いった。 


民 数 22:1—14  モ アブは 恐れ 驚き， バ ラムを 呼ぶ ために 使者を 送る  264 


ao 次いで イスラエルの 子ら は そこ 
“ム を 旅立って， エリコから ヨルダ 
ンを 渡った ところの モア ブの 砂漠 平原 
に 宿営した。 2 そして， チッ ポルの 子 
バラクは， イスラエルが ア モリ 人に 
なった すべての 事を 見た。 3 そのた 
めモ アブは この 民の こと で 非常に 恐れ 
驚く ようになった。 彼らが 多かった た 
めで ある。 モ アブは イスラエルの 子ら 
に 対 してむ かつ くよう な 怖れを 覚える 
のであった。 4 それで モ アブは ミディ 
ア ンの 年長者た ちに こう 言った。 「今 
に， この 会衆は， 牛が 野の 青物を なめ 
尽くす ように して 我々 の 周囲を こと ご 
とくな め 尽く してし まう だろう」。 

さて， チッ ポルの 子 バラクは その 時 
モ アブの 王であった。  5 そこで 彼は 
ペトルに いるべ オルの 子バ ラムの もと 
に 使者を 送った。 そこは その 良の 子ら 
の 土地の 111 の 近くであった が， 彼を 呼 
ん でこう 言った ので ある。 「見て くだ 
さい， ひとつの 民が エジプトから 出て 
来ました。 見て ください， 彼らは 見渡 
すかぎ り 地を 覆って しまいました。 そ 
して， わた しの 真ん前に 住んで います。 
6 ですから 今， どうか 来て ください。 わ 
たしの ために 是非とも この 民を のろ っ 
てくだ さい。 彼らは わたしより 強大な 
のです。 もしかしたら， わたしは 彼ら 
を 討つ ことができ， 彼らを この 土地 か 
ら 追い出せる かもしれ ません。 わたし 
はよ く 知っている のです。 あなたが 祝 
福す るのは 祝福され た 者で あり， あな 
たがの ろうのは のろわれた 者 だとい う 
こと 1)」。 


第 22 章 

ア民 33:48 


イ ヨシ 24:9 
裁 11:25 


ウ出 15:15 
申 2:25 


エ民 31:8 
ヨシ 13:21 


オミ カ 6:5 
啓 2:14 


力 申 23:4 


キヨシ 13:22 
ヨシ 24:9 
ぺテ n  2:15 

ユダ 11 


ク創 15:18 


ケ創 13:16 


コ創 12:3 
民 23:7 
ヨシ 24:9 
ネへ 13:2 


サ詩 109:28 


第二 欄 

アミ カ 3:11 
使徒 16:16 
テモ I  6:10 


イ ぺテ n  2：15 

ユダ 11 


ウ民 12:6 
民 23:12 


ェ民 22:20 


才民 22:4 


力 民 22:5 


キ民 22:6 
民 23:7 
民 23:11 
民 24:10 


クミ カ 6:5 


ヶ創 12:2 
創 22:17 
民 23:20 
申 23:5 
申 33:29 


コ民 22:37 


7 それで， モ アブの 年長者た ちと ミ 
ディ アンの 年長者た ちは 占いの ために 
支払う ものを 手に 携えて 旅行し， バラ 
ムの もとに 行って， バラクの 言葉を こ 
れに 話した。  8 すると 彼は その 者た 
ちに 言った， 「今夜は ここに 泊まりな 
さい。 そうしたら， わたしは 必ず エホ 
パが 話される とおり に 返事を します」。 
そこで モ アブの 君たち はバ ラムの もと 
にと どまった。 

9 そのと き 迚はバ ラムの もとに 来て， 
こう 言われた。 「あなたの もとにい る 
この 人々 はだれ か」。 10 それで バラ ム 
は [まことの]# に 言った， 「モ アブの 
王で ある， チッ ポルの 子 バラクが わた 
しのと ころに 使いを よこして， こう 申 
しました。 11 『見て ください， エジプ 
卜から 出て 来る 民です。 その 者たち が 
目の 届く かぎり 地を 覆って います。 今， 
ぜひ 来て， わたしの ために 彼らを 呪 狙 
してく ださい。 もしかしたら わたしは 
彼らと 戦う ことができ， 実際に 彼らを 
追い出せる かもしれ ません』」。 12 し 
か し 裡はバ ラム に 言われた， 「あなた 
は その 者たち と共に 行って はならない。 
この 民を のろって はならない。 彼らは 
祝福され た 者たち だからで ある」。 

13 その後 バ ラムは 朝に 起き， バラク 
の 君たち にこう 言った。 「あなた 方の 
国に 戻りなさい。 エホバは， わたしが 
あなた 方と 共に 行く こ とを 拒まれた か 
ら です」 0 14 それで モ アブの 君たち 
は 立って バラクの ところに 戻り， 「バ 
ラムは わたしたち と共に 来る ことを 拒 
みま した」 と 言った。 
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15 ところが， バラクは 再び 他の 君た 第22 章  23 それでろ ばは， エホバの み使いが 抜 
ちを 遣わした。 前より 多く， いっそう ァ_^ぷ いた 剣を 手に して 道路に 立って いるの 
誉れの ある 者たち である。 16 そこで  を 見た。 そのため ろばは 道路から それ 

その 者たち がバ ラムのと ころに 来て，  て 畑に 入ろうと した。 しかし バ ラムは， 

こう 言った。 「チッ ポルの 子 バラクは ^ 15:27 ろばを 道路に 寄らせようと して これを 
このように 申しました。 『どうか 手間  打ち はじめた。  24 すると エホバの み 

取らずに 来て ください。 17 わたし OS24:13 使いは ぶどう 園の 間の 狭い 道に じっと 
は 必ず あなたに 大きな 栄誉を 与え， あ  立った。 こちら 側に も 石のへ い， 向 こ 

なた の 言われる ことを すべて 行ない ま  う 側に も 石のへ いが あった。 25 それ 

す。 ですから， どうか， ぜひ 来て くだ IS22:8  で 雌ろ ばは エホバの み使いを 引き続き 
さい。 わたしの ために この 民を ぜひと  見， その 身を へいに 押し付け， こうし 

も 呪 狙して ください』」。 18 しかし， ^^  22:35 てバ ラムの 足を へいに 押し付け るので 
バ ラムは バラクの 僕たちに 答えて こう  i  2^3 あった。 そのため 彼は [ろば] を さらに 

言った。 「たとえ バラクが 銀 や 金の 満  打ちた たいた。 

ちた 彼の 家を わたしに 与えよう とも，  26 次いで エホバの み使いは 再び そ 

わたしは 自分の® エホバの 指示を 越え ばを 通り越して 行って 狭まった 場所に 
ては， 小さな _ も 大きな 事 も 行なえ ま  立った。 そこは 右に も 左に もよ ける 道 

せん。 19 ですから 今， どうか あなた  がなかった。 27 雌ろ ばは エホバの み 

方 も 今夜は ここにと どまり， エホバが +*23:21 使いを 見て， 今度は バ ラムを 乗せた ま 
さらに 何と 話される かが わたしに 分か ニン ま うずくまった。 そのため バ ラムの 怒 
るよう にして ください」。  7SI6:17 りは 燃え， 自分の 杖で ろばを 幾度 もた 

20 そのの ち# は 夜のう ちに バ ラムの  m  21:16 たいた。 28 ついに エホバが ろばの 口 

ところに 来て， こう 言われた。 「あな  を 開かれた ため， それは バ ラムに こう 

たを 呼ぶ ために この 人々 が 来たので あ 14:16  言った。 「わた しが 何を したために， 
れ ば， 立って， 共に 行きなさい。 ただ 一  あなたは こうして 三度 も わたしを たた 
し， わたしが あなたに 話す 言葉， ただ そ  くので すか」。  29 これに 対し バラ ム 

れ だけを あなたは 話して よい」。 21 そ ゥ 7夕19:26 はろ ばに 言った， 「お前が わたしに 無 
の後バ ラムは 朝に 起き， 自分の 雌ろ ば  ^  2：lD 情な ことを する からだ。 わたしの 手に 
に 鞍を 置いて， モ アブの 君たち と共に  剣が ありさえ したら！ 今ごろは お前 

出かけて 行った。  ェ民 22:32 を 殺して いただろう」 0  30 すると 雌 

22 すると， 彼が 出かけて 行った ため  ろばは バ ラムに 言った， 「わたしは あ 

に# の 怒りが 燃えた。 そして， エホバ  なた の 雌ろ ばで， 今日 この 日まで あな 

のみ 使いが 彼に 抵抗し ようとして 道路 12：10 たが ずっと 乗って こられた のでは あり 
に 立った。 ところで 彼は 自分の 雌ろ ば  ません か。 わたしが 常々 あなたに この 

に 乗り， 二人の 従者が 彼と 一緒にいた。 力べ テ! 12:16 ようにした ことがある でしょう か」。 こ 
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れ に対して 彼は， 「いや， ない！」 と 
言った。 31 そして エホバが バ ラムの 
目から 覆いを 除かれる と， 彼に も， エ 
ホバ のみ 使いが 抜いた 剣を 手に して 道 
路に 立って いるの が 見えた。 直ちに 彼 
は 身を 低く かがめ， 顔を 下にして 平伏 
した。 

32 すると エホバの み使いは 彼に 言っ 
た， 「どう して あなたは 自分の 雌ろ ば 
をこう して 三度 も 打ちた たいた のか。 
見よ， わたしは， あなたに 抵抗す るた 
めに 出て 来た。 あなたの 道が わたしの 
意志に 真っ向から 逆らって きたからで 
ある。  33 そして この 雌ろ ばは わたし 
を 見， これまで 三度 も わたしの 前を よ 
けようと した。 それが わたしの 前を よ 
けようと していなかったら [どう だっ 
たであろう か]。 今ごろは もうあな た 
を 殺して しまい， [ろば] だけを 生かし 
ておいた ことであろう」。  34 それを 
聞いて バ ラムは エホバの み使いに 言っ 
た， 「わたしは 罪を おかしました。 あ 
なた が 道路に 立っ てわた しに 会おうと 
して おられる ことを 知らなかった ので 
す。 それで 今， これが あなたの 目から 
見て 悪い ことで したら， 来た 道を 引き 
返させて ください」。  35 しかし エホ 
バの み使いは バ ラムに 言った， 「この 
人々 と 一緒に 行きなさい。 ただし， わ 
た しが 話す 以外の 言葉を あなたは 話し 
てはいけ ない」。 それで バ ラムは その ま 
ま バラクの 君たち と共に 進んで 行った。 

36 バラクは， バ ラムが 来た ことを 
聞く と， モ アブの 都市で 彼を 迎える た 
め 直ちに 出て 行った。 それは アル ノン 
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の 岸辺に あり， その 領地の 端に ある。 
37 そう して バラクは バ ラムに 言った， 
「あなたを お呼びす るた め， わたしは 確 
かに 使いの 者を やっ たでは あ りません 
か。 どうして 来て くださらなかった の 
です か。 わたしが 実際には あなたに 栄 
誉を 与える ことができない というので 
すか」。 38 これに 対し バ ラムは バラク 
に 言った， 「さあ， わたしは 今 あなた 
のと ころに 参りました。 一体 わたしが 
何 かを 語れる のでしょう か。 裡 がわた 
しの 口の 中に 置いて くださる 言葉， そ 
れを わた しは 話す のです」。 

39 それで バ ラムは バラクと 一緒に 出 
かけて 行き， 一行は キル ヤト •フ ツォ 
卜に 来た。 40 それから バラクは 牛と 
羊を 犠牲と して ささげ， その 幾らかを 
バ ラム および それ と共にいた 君たち に 
送った。  41 そして 朝に なって から， 
バラクは バ ラムを 連れて行き， 彼を バ 
モト • バアルに 上らせた。 民 全体を そ 
こから 見せる ためであった。 

〇〇 その 時バ ラムは バラクに 言った， 
「わたしの ためこの ^ 戸) f に 七つの 
祭壇を 築き， この 所に 七 頭の 雄牛と 七 
頭の 雄 羊を 用意して ください」。 2 バ 


ラク はす ぐバ ラムの 話 したと おりに し 
た。 その後 バラクと バ ラムは 各 祭壇の 
上に 雄牛と 雄 羊を ささげた。  3 バラ ム 
はさら に バラクに 言った， 「あなたの 
焼燔の 捧げ物の そばに 立って いてく だ 
さい。 わたしは 行って 来ます。 エホバ 
はわた しと 接触を 持たれ， 会って くだ 
さる かもしれ ません。 そうしたら， ど 
んなこ とで も 示 してく ださる ことを わ 
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たしは 必ず あなたに 話します」。 そう 第23 章  だれが イスラエルの 四 分の 一を 

して 彼は， 裸の 丘に 進んで 行った。  7  R  22:20  数えた であろう か。 

せっしょく  も  [ァ）  とき  《  n  たましい れんちょく  ものし  と 

4® が 接触を 持たれる と， その 時バ ^23:2  わたしの 魂は 廉直な 者の 死を 遂 
ラムは [姓] にこう 言った 0  「わたしは ゥ 民22 :35  げ よ。 

七つの 祭壇を 並べて， 各 祭壇の 上に 雄 I 民23:3  わたしの 終わりは ついに その [終 

牛と 雄 羊を ささげました」。  5 すると 才 _23:is  わり] と 同じに なれ」。 

エホバは バ ラムの 口に 言葉を 入れて こ  11 これを 聞いて バラクは バ ラムに 

い  かえ 力 創 1〇:22  い  なん 

う 言われた。 「バラクの ところに 帰  言った， 「あなたは 何とい うこと をし 

りなさい。 あなたは このように 話す」。 たのです。 わたしの 敵を 呪詛 する ため 
6 それで 彼が 戻って みると， 見よ， [パ $  にお 連れした のに， 彼らを この 上な く 

ラク] とモ アブの すべての 君たち とは  R  24:10 祝福され るとは」。 12 それに 対し 彼 
彼の 焼燔の 捧げ物の そばに 立って いた。 ヶ廉 21:30 は 答えて 言った， 「どんな ことで もエ 
7 そこで 彼は 格言 的な ことばを 述べて コ ミヒ; ぷ f ホバ がわた しの 口に 入れて くださる こ 
こう 言った。  !^83：8 と， それを わたしは 話す ように 気を 付 

「アラムから， モ アブの 王 バラクが 33:16 けるべき ではありません か」。 

わたしを 連れて来よう とした。 *32：〇  13 その 時 バラクは 彼に 言った， 「ど 

[わたしを] 東の 山々 から。  'ン SB ぱ うか ぜひ， 彼らの 見える 別の 場所へ わ 

『ぜひ 来て， わたしの ために ヤコブ _ たしと 一緒に 来て ください。 彼らの 

をのろ え。  $ 二 欄 端の ほう だけが 見え， その 全体は 見え 

ぜひ 来て， イスラエルを 糾弾せ ないで しょう。 そして わたしの ため 
よ』 と。  に 彼らを そこから 呪詛 してく ださい」。 

8  # が呪詛 していない 者たち を どう ィ 14 そうして 彼を ツォフ ィムの 野， ピ 
して 呪詛 できよう。  ヘプ11:35 スガの 頂に 連れて行き， 七つの 祭壇を 

そうだ， エホバが 糾弾して いない ゥ 築いて， 各 祭壇の 上に 雄牛と 雄 羊を さ 

民 24o101A  ⑼  かれ 

者たち を どうして 糾弾で きよ  ちず さげ はじめた。 15 そのの ち 彼は バラ 

うか。  ^〇6；58 クに 言った， 「あなたは ここで 自分の 

いわ いただき  かれ  しょうはん ささ  もの 

9 岩の 頂から わたしは 彼らを 見，  x 民 22:38 焼燔の 捧げ物の そばに 立って いてく だ 
丘の 上から わたしは これを 眺  さい。 わたしの ほうは， あちらで [迚] 

める。  と 接触を 持たせて ください」。 16 そ 

見よ， 彼らは ひとつの 民と して 他 か 77  3  ^  24：9 の 後す ぐ エホバは バ ラムと 接触を 持た 
ら 離れて 幕屋を 張り，  _  34:1 れ， 彼の 口に 言葉を 入れて こう 言われ 

自分たち を 諸国の 民の 中に 数え ク ㈢ふ た。 「バラクの ところに 帰りなさい。 

(サ）  はな 

ない 0  ヶ民 22:35 あなたは このように 話す」 0 17 それ 

10 だれが ヤコブの 塵の 粒を 数えた で  5  24:1 で 彼が 来て みると， 見よ， [バラク] は 

コ民 22:1〇 その 焼燔の 捧げ物の そばに 立ち， モア 


あろう 
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ブの 君たち も 彼 と共にいた。 そして バ 第23 章  『何とい うこと を裡 はなされ たの 

ラクは 普った， 「ェホバは i と I され か』 

ました か」 0 18 そこで 彼は 格言 的な ィ 民22:2  24 見よ， 民が ライオン のように 起き 上 

の  い  W  ヨシ 24:9 

ことばを 述べて こう 言った 0  ゥ詩 89:35  がり， 

「バラクよ， 立って 聴け。  1：2  ライオン のように 身を もたげる。 

【ィ）  エサ I 15:29  えもの  く  ふ 

チッ ポルの 子よ， さあ， わたしに  ° マ11:29  それは 獲物を 食らう までは 伏す こ 

耳を 高け よ。  才 となく， 

19 神は 人で ない ゆえに 偽りを 語る こ 、セ  打ち殺された ものの 血を それは 

—  W  力 創 12:2  の („ 

とはな く，  S  飲む」。 

人の子で はない ゆえに 悔やむ こ キ民 22:1S  25 これを 聞いて バラクは バ ラムに 

ともない。  15：23 言った， 「もし あなたが どうしても 彼 

自ら 述べて それを 行なわず，  ヶ *13:21 を呪詛 できない ので あれば， 祝福 もす 

自ら 語って それを 果たさな いこ  *  29:45  べきではありません」 0  26 すると バ 

m  出 34:9  こた  い 

とが あろう か。  ィザ8:10 ラムは バラクに 答えて 言った， 「わた 

20 見よ， わたしは 祝福す るた めに 連れ "*2〇：2  しは あなたに 話さなかった でしょう か。 

C  サ民 24:8 

て 来られた。  ,,fJ12:3 『すべて エホバの 話される こと， それを 

そして [姓] は 祝福を 述べられた。 e22:6  わたしは 行なう のです』 と」。 

わたしは これを 翻す ことは し  * 18=10  27 そこで バラクは バ ラムに 言った， 「ど 

W  申 18:12  き  べつ ばしょ 

ない。  - うか 来て ください。 もう 一つ 別の 場所に 

21 [裡] は ヤコブに 対する 怪異な 力を  お連れし ましょう。 それは [まことの] 姓 

ア詩 31:19 

見ず，  2  V., の 目に 正しい ことと される かもしれ ませ 

せま  なん ダ、  時 126.3 

イスラエルに 迫る 難儀を 見な  DV 11:33 ん 。そして あなたは きっと わたしの ため 
かった。  ^24；9  に そこ から 彼を 呪 & してく ださる で しょ 

かれと も  W  箴 30:30  [才）  （力） めん 

その 裡 エホバが 彼と 共に おり，  ゥ《31:4 う」。 28 そして バラクは エ シモンに 面す 

王への 歓呼が その内に ある。  ^  5:8 るべ オルの 頂に バ ラムを 連れて行った。 

22 裡 は 彼らを エジプトから 携え 出し  J  23：i2  29 すると バ ラムは バラクに 言った， 「わ 

て 行く  0  才民 23:13 たしの ためこの 所に 七つの 祭壇を 築き， 

野牛の よう な 素早い 足 どり がそ 21:20 この 所に 七 頭の 雄牛と 七 頭の 雄 羊を 用意 
の [歩み]。  +S22:5  してく ださい」 0  30 それで バラクは バラ 

23 ヤコブに 対する 不吉な まじないは ^23：1  ムが 言った とおりに 行なった。 彼は 各 祭 

なく，  ^  23:14  壇の 上に 雄牛と 雄 羊を ささげて いった。 

イスラエルに 敵す る 占い もない 第 24 章  バ ラムは， イスラエルを 祝福す 

からで ある 0  コ 民23:3  る ことが エホバの 目に 善しと さ 

今 こそ ヤコブと イスラエルに 関し サ創 3〇:27 れ ている のを 見る と， さきの 時の ように 
て 言い 得よう，  不吉な 兆しを 見つけよ うとして そこ か 
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ら 去って 行く ことを せず， 自分の 顔を 第24 章  そうだ， ライオンの ように。 だ 

ただ 野の ほうに 向けた。 2 バ ラムが7^ 匕  れが あえて これを 起こす であ 

目 を 上げて， イスラ エルが その 部族 ごと ィ シ; ⑤  ろう。 

に 幕屋を 張って いるのを 見る と， その  5；  Slo  あなたを 祝福す るのは 祝福され 
とき 裡の 霊が 彼に 臨んだ。 3 それで 彼 ゥ 民23:7  た 者， 

かくげん てき  [ゥ）  の  い  エ下干 ■  V7  う 

は 格言 的な ことばを 述べて こう 言った。、 '  あなたを のろう のは のろいを 受 

ことば  24:16  [„ 

「ベ オルの 子バ ラムの 述べた 言葉， ヵ ヱ ゼ1:28  けた 者」 0 

目を 閉ざされ ていない 強健な 男 +R12:6  10 これを 聞いて バラクの 怒りは バラ 

子の 述べた 言葉，  ^2:2  ム に対して 燃え， 彼は その 手を 打ち 鳴 

4 拽の 言われる ことを 聞く 者が 述べ 22:11 らしナン そして バラクは バ ラムに 言っ 
た 言葉。  コィ た， 「わたしの 敵を 呪詛 する ために わ 

おお  ふ  あいだ [力）  XU  よ 

目を 覆わずに 伏していた 間に， サ詩 I:3  たしは あなたを 呼んだ 。それな のに， 見 

彼は 全能者の こ の 幻を 見た。  ヱ レ17:8 よ， あなたは こう して 三度 も， この 上な 

5 ヤコブよ， あなたの 天幕は いかに 麗 '>*8'7in  く 彼らを 祝福した。 11 さあ 今， 自分 

^  |  49； 10  ところは しかえ  かなら 

しい ことか。 イスラエルよ， あ  の 所に 走り 帰る がよ い。 わたしは， 必 

まくや  W  -7  v  2.10  えいよ  あた  みず か  い 

なた の 幕屋は！  i i9：ie ず あなたに 栄誉を 与える と 自ら 言った 

6 奔流の 谷の ように それは 長く 伸びた。 24:20 が， 見よ， エホバが あなたを 引きと ど 
川辺に ある 園の ように。  ^  2--44 めて 栄誉を 受けさせなかった の だ」。 

ぅ  こぅじ*  2 徒 うヂ  ぃ 

エホバの 植えた じん 香樹 のように， ^ 11:15  12 すると バ ラムは バラクに 言った， 

水辺に ある 杉の ように。  ^^  23:27  「あなたの よこした 使者たち にわたし 

7 彼の 二つの 革の 手 おけからは 水が  S?9:15 も 話して こう 言わなかった でしょう 
常に 滴り落ち，  ッィ ザ38: U か。 13 『たとえ バラクが 銀 や 金の 満ち 

彼の 種は 多くの 水の 傍らに ある。 X^2：942 た 彼の 家を わたしに 与えよう とも， わ 

[ス）  (t)  たか  _  よ  わる 

その 王 も アガグ より 高くな り，  たしは， 善い ことにせよ 悪い ことにせ 

おうこく  （ソ）  ^ — m  しじ  こ  じぶん こころ 

その 王国は 高く 上げられる。  ァ創 49:9  よ， エホバの 指示を 越えて 自分の 心で 

8 迚 は 彼を エジプトから 携え 出して ィ 創12:3  何 かを 行なう ことな どで きない。 どん 

行く。  : m な ことで も エホバの te される こと， そ 

野牛の 素早い 足 どり がその  》3:19 れを わたしは 話す の だ』 と。 14 です 
[歩み]。  5 Si1 から 今， わたしは 自分の 民のと ころへ 

彼は もろもろの 国民を， 自分の 圧迫  ?3；2 去って 行きます。 さあ， わたしは， 後 

しゃ  くつ  （チ）  たい  おこ 

者たち を 食い尽くす。  ^SJ2：；7 の 日に この 民が あなたの 民に 対して 行 

ほね  （ツ） や  11  〖ク）  し  （ヶ） 

その 骨を しゃぶり， 矢を もって 彼 キ 民22: is なう ことを 知らせましょう」。 15 そ 
らを 打ち砕く  0  ク ェレ 48:46 うして 彼は 格言 的な ことばを 述べて こ 

9 彼は 身をかがめた 0 ライオン のよ ヶミ ヵ6:5 う 言った 0 

うに うずくまった。  3S24；3  「ベ オルの 子バ ラムの 述べた 言葉， 
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目を 閉ざされ ていない 強健な 男 
子の 述べた 言葉， 

16 拽の 言われる ことを 聞く 者が 述べ 

Cj: ば [ィ] 

それは 至高 者に ついての 知識を 

鼻っ 者。 

目を 覆わずに 伏していた 間に， 

彼は 全能 i の こ の 幻を 見た。 

かれ  [才）  いま 

17 わたしは 彼を 見る であろう。 今 こ 
の 時に ではない。 

わたしは 彼を 見つめる であろう。 
が， 近くに ではない。 

星が 必ず ヤコブから 進み出， 

笏が まさ しく イ スラ エルから 起 
こる。 

そ して 彼は 必ず モ アブの こめかみ 

を！^1， 

戦乱の 子ら すべての 頭蓋を 
[割る]。 

かなら しょゆうぶつ  【ヶ） 

18 そして エドムは 必ず 所有物と される。 
そうだ， セイ ルは 必ず その 敵の 所 

ゆ 9  (サ） 

有と なる。 

イ スラ エルが その 勇気を 示す 

辏 に。 

19 また， 従わせる 者が ヤコブから 出る。 
彼は その 都市の 生き残りの 者を 
必ず 滅ぼす」。 

20 ア マレクを 見た 時， 彼は 格言 的な 
ことばを 続けて こう 言った。 

「ア マレクは 諸国 民のう ちの 最初 

もの (ソ） 

の 者， 

しかし， その 終わりは ついに 滅びと 

(夕） 

なる」。 

21 ケ ニ人を 見た 時， 彼は 格言 的な こ 
とばを 続けて こう 言った。 


第 24 章 


アモ 9:12 
コ創 36:8 
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ア裁 4:11 
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「あなたの 住まいは 永く 保ち， あな 
たの 住みかは 大 岩の 上に 据え 
られ た。 

22 しかし カ インを 焼き 落とす 者が 出る。 

アッ シリアが あなたを と りこに 
して 連れ去る まで， それは どれ 
ほどであろう」。 

23 そして， 彼は 自分の 格言 的な こと 
ばを さ らに 続けて こう 言った。 

「災い だ！ 拽が それを 来たらせる 
時， だれが 生き残り 得よう。 

24 そして， キッテムの 沿岸からの 船が 
来る。 

それは 必ず アッ シリアを 悩ます。 

まさしく エベ ルを 悩ます。 

しかし 彼 もつ いには 滅びる」。 

25 その後 バ ラムは 身を 起こして そ 
こを 去り， 自分の 所に 戻った。 そして 
バラク も 自分の 道を 行った。 
ar さて， イスラエルは シッ テムに 
吾んで いたが， そのと き 1 はモ 
アブの 娘たち と 不道徳な 関係を 持ち 始 
めた。  2 そして 女たち が 民を 呼びに 
来て， その 神々 への 犠牲を ささげる こ 
とに [いざ なった]。 そのため 民は 食べ 
たり， 彼らの 神々 に 身をかがめ たりす 
るよう になった。  3 こうして イス ラエ 
ルは ぺ オルの バアルを 愛慕した。 その 
ため エホバの 怒りが イスラエルに 対し 
て 燃え立った。 4 それで エホバは モー 
セに こう 言われた。 「その 民の 頭た る 
者を すべて 捕らえ， これを 太陽に 向け 
て エホバの 前に さらせ。 エホバの 燃え 


サ申 4:3; ヨシ 22:17; 詩 106:28; ホセ 9:10; シ詩 106:29; 
スサ B  21:6。 
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る 怒りが イスラエルから 離れる ためで 
ある」。  5 それで モー セは イスラエル 
の 裁き 人たち に 言った， 「あなた 方は 
それぞれ， 自分に 属する 男で ぺ オルの 
バアルを 愛慕して いる 者たち を 殺せ」。 

6 ところが， 見よ， イスラエルの 子 
らの ひとりが やって来 たが， その 者は 
ひとりの ミディ アン 人の 女を 自分の 兄 
弟たち の 近くに 連れて来る のであった。 
それは モー セの 目の前， また イス ラエ 
ルの 子ら の 全集 会の 目の前で あり， 彼 
らが 会見の 天幕の 入口で 泣き 悲しんで 
いる 時の ことであった。 7 祭司 ア ロン 
の子エ レア ザルの 子で ある ビネ ハ; i は， 
それを 見かける や 直ちに 集会の 人々 の 
中から 身を 起こ し, 小 槍を 手に 取った。 
8 そして， その イスラエルの 男の 後を 

お  まるてんじょう がた てんまく  ふたり 

追って 丸天井 型の 天幕に 入り， 二人を 
共に 突き刺した。 その イスラエルの 男 
とその 女の 局部と を 刺し通し たので あ 
る。 これに よって 神罰は イスラエルの 
子ら の 上から とどめられた。  9 そし 
て その 神罰の ために 死んだ 者は 二 万 四 
千 人に 上った。 

10 その 時 エホバは モー セに 話して 
こう 言われた。 11 「祭司 ア ロンの 子 
エ レア ザルの 子で ある ビネ ハスは， イ 

たいこう 

スラ エルの 子ら の 中で わたしに 対抗す 
る ものを いっさい 容認せ ず， こうして 
わたしの 憤りを 彼らの 上から 退かせた。 
そのため， わたしが 全き 専心を 求めて 
イスラエルの 子ら を 滅ぼし 絶やす こと 
はなかった。 12 それゆえこう 告げる 
ように。 『今 わたしは， わたしの 平和 
の 契約を 彼に 与える。 13 そして それ 


第 25 章 


ァ出 18:21 

イ出 22:20 
出 32:27 
申 13:8 
申 13:9 
王 I  18:40 


ゥ民 25:14 
エ民 25:15 

才出 6:25 
ヨシ 22:30 
代 I  6:4 

力 出 23:21 
詩 106:30 

キ民 25:4 
申 4:3 

コ I  10:8 

ク民 25:7 
ケ詩 106:31 


コ詩 106:30 

サ出 20:5 
出 34:14 
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19:10 


ウ出 32:30 


は， 彼と その後の 彼の 子孫に 対し， 定 
めの ない 時に 至る 祭司 職の 契約と なる 
ので ある。 彼が 自分の# に 対抗す る も 
のを 容認せ ず， イスラエルの 子ら のた 
めに 贖罪を 行なった からで ある』」。 

14 ところで， 討たれて 死んだ イスラ 
エル 人の 男， すなわち ミディ アンの 女 
と共に 討たれて 死んだ 者の 名は ジム リ 
といい， サルの 子で， シメオン 人の 父 

かた  いえ  おさ W  う 

方の 家の 長であった。 15 また， 討た 
れて 死んだ ミディ アン 人の 女の 名は コ 
ズビ といい， ツルの 娘であった。 それ 
は ミディ アンに おける 父方の 家の 氏族 
の 頭た る 者であった。 

16 後に エホバは モー セに 話して こ 
う 言われた。 17 「ミディ アン 人を 悩 
ますよう に。 あなた 方は 彼らを 討たね 
ばなら ない。 18 彼らは， ぺ オルの 事 
件， また そのべ オルの 事件に 対する 神 
罰の 日 に 討たれて 死んだ 彼らの 姉妹， 
ミディ アンの 長た る 者の 娘 コズビ に 関 
する 事件に より， あなた 方に 対しこう 
かつに 行なった そのこう かつな 行為を 
もって あなた 方を 悩ま してきた からで 


第 26 章 

ス民 25:5 
民 25:8 

セ 出 30:12 
出 38:26 
民 1:2 

ソ民 20:26 
夕申 34:3 


あ る」 0 

そして その 神罰の 後の こと， エホ 

パは モ-セ ぉょび 綠ァ ロンの 
子エ レア ザルに さ ら にこの ように 言わ 
れ た。 2 「イスラエルの 子ら の 集会 全 
体に ついて， 二十歳 および それより 上の 
者の 备 計を， その 父の 家 ごとに 調べよ。 
すなわち， イスラエル において 軍隊に 
出る すべての 者を」。 3 それで モー セ 
と 祭司 エレ ア ザルは， ヨルダンの そば， 
エリコに 面する モ アブの 砂漠 平原で 彼 
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らに 話して こう 言った。 4 「エホバが 
モー セに 命じた とおり ，二十歳 および そ 
れ より 上の 者 [の 合計を 調べなさい]」。 

さて， エジプトの 地を 出た イス ラエ 
ルの 子ら は 次のと おりであった。  5 イ 
スラ エルの 長子 ル ベン。 ル ベンの 子ら 
について は， ハノク から ハノク 人の 家 
族， パルから パル 人の 家族， 6 へツロ 

(才）  じん  かぞく  [力】 

ン からへ ツ ロン 人の 家族， カルミから 
カルミ 人の 家族。  7 これらが ル ベン 
人の 諸家 族で， その 登録され た 者は 四 
万 三千 七 百 三十 人と なった。 

8 そして， パルの 子は エリ アブ。 
9 また， エリ アブの 子は ネム エル， ダ 
タン， アビ ラム。 この ダ タンと アビラ 
ムは 集会に 呼ばれた 者で， コラの 集会 
に 連な って モー セと ア ロン に 対す る 争 
いに 加わった 者たち である。 その さい 
彼らは エホバに 対する 争いに 加わった 
ので ある。 

10 そのと き 地は 口を 開いて 彼らを 
呑み込んだ。 コラ 自身は， その 集会の 
者たち の 死の 際， 火が 二百 五十人を 焼 
き 尽くした 時に [死んだ]。 こうして 彼 
らは ひとつの 象徴と なった。 11 しか 
し， コラの 子たち は 死ななかった。 

12 シメオンの 子ら を その 家族 ごと 
に 示す と， ネム エルからは ネム エル 人 
の 家族， ヤ ミンからは ヤミ ン 人の 家族， 
ヤ キンからは ヤ キン 人の 家族， 13 ゼ 
ラ ハからは ゼラ ハ 人の 家族， シヤウ ル 
からは シヤウ ル 人の 家族。 14 これら 
が シメオン 人の 諸家 族で， 二 万 二 千 二 
百 人であった。 

15 ガ P の 子ら を その 家族 ごとに 示す 


第二 欄 


35:24 


と， ツヱ フォンからは ツヱ フォン 人の 
家族， ハギからは ハギ 人の 家族， シュ 
二からは シュ ニ人の 家族， 16 オズ ニ 
からは オズ ニ人の 家族， エリからは エ 
リ 人の 家族， 17 アロ ドからは ア ロド 
人の 家族， アル エリからは アル エリ 人 
の 家族。 18 これらが ガ ドの 子ら の 諸 
家族， その 登録され た 者たち で， 四 万 

一  M 

五 百 人であった。 

19 ユダの 子は エルと オナンで あっ 
た。 しかし， エルと オナンは カナンの 
地で 死んだ。 20 それで， ユダの 子ら 
を その 家族 ごとに 示す とこうであった。 
シェラから シ x ラ 人の 家族， ペレツ か 
ら ペレツ 人の 家族， ゼラ ハから ゼラ ハ 
人の 家族。 21 そして， ペレツの 子ら 
はこうであった。 へツ ロンからへ ツロ 
ン 人の 家族， ハム ルから ハム ル 人の 家 
族。 22 これらが ユダの 諸家 族， その 
登録され た 者たち で， 七 万 六 千 五 百 人 
であった。 

23 イッ サカ ルの 子ら を その 家族 ご 
とに 示す と， トラからは トラ 人の 家族， 
プワ からは プ ニ人の 家族，  24 ヤシ ュ 
ブ からは ヤシ ュブ 人の 家族， シム ロン 
からは シム ロン 人の 家族。 25 これら 
がイッ サカ ルの 諸家 族， その 登録され 
た 者たち で， 六 万 四千 三百 人で あった。 

26 ゼ ブルンの 子ら を その 家族 ごとに 
示す と， セレ ドからは セレ ド 人の 家族， 
エ ロンからは エロ ン 人の 家族， ヤフ レエ 
ルからは ヤフ レエ ル 人の 家族。 27 こ 
れ らがゼ ブルン 人の 諸家 族， その 登録 
された 者たち で， 六 万 五 百 人であった。 

28 ヨセフの 子は， その 家族 ごとに 示 
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すと， マナ セと エフ ライムであった。 
29 マナ セの 子ら は， マキ ルから マキ 
ル 人の 家族。 そして， マキ ルは ギレ ア 
デの 父と なった。 ギレアデからは ギレ 
アデ 人の 家族。 30 これが ギレアデの 
子ら であった。 すなわち， イ エゼル か 
らイ エゼル 人の 家族， ヘレクから ヘレ 
ク 人の 家族， 31 アス リエルから アス 
リエル 人の 家族， シェ ケムから シ ェケ 
ム 人の 家族， 32 シェ ミ ダから シェ ミ 
ダ 人の 家族， へ フェルからへ フェル 人 
の 家族。 33 ところで， へ フェルの 子 
ツェ ロフハ ドに は 息子が なく， ただ 娘 
たちだけ であった。 ツェ ロフハ ドの 娘 
たちの 名は マフラと ノア， ホグ ラ， ミ 
ルカと ティル ツァ であった。  34 これ 
らが マナ セの 諸家 族で， その 登録され 
た 者たち は 五 万 二 千 七 百 人であった。 

35 これが その 家族 ごとに 示した エ 
フ ライムの 子ら であった。 すなわち， 
シュ テラ ハから シュ テラ ハ 人の 家族， 
ベ ケルから ベ ケル 人の 家族， タ ハン か 
らタ ハン 人の 家族。  36 そして， これ 
がシュ テラ ハの 子ら であった。 すな わ 
ち， エランから エラン 人の 家族。  37 こ 
れらが エフ ライムの 子ら の 諸家 族， そ 
の 登録され た 者たち で， 三 万 二 千 五 百 
人であった。 以上が， その 家族 ごとに 
示した ヨセ つの 子ら であっ i こ。 

38 ベニヤ ミンの 子ら を その 家族 ご 
とに 示す と， ベラからは ベラ 人の 家 
族， ア シュペルからは ア シュペル 人の 
家族， アヒ ラムからは アヒ ラム 人の 家 
族，  39 シェフ ファムからは シュ ファ 
ム 人の 家族， フ ファムからは フ ファム 
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人の 家族。 40 ベラの 子は アル デと ナ 
アマンで， [アル デから] アル デ 人の 家 
族， ナ アマンから ナ アマン 人の 家族。 
41 これらが その 家族 ごとに 示した ベ 
ニヤ ミンの 子ら で， その 登録され た 者 
は 四 万 五 千 六 百 人であった。 

42 これが その 家族 ごとに 示した ダ 
ンの 子ら であった 0 すなわち， シュハ 
ム から シユ ハム 人の 家族。 これが その 
家族 ごとに 示した ダ ンの 諸家 族で あっ 
た。 43 シュ ハム 人の すべての 家族， 
その 登録され た 者は， 六 万 四千 四百 人 
であった。 

44 ア シェルの 子ら を その 家族 ごとに 
示す と， イ ムナからは イ ムナ 人の 家族， 
イシ ュビ からは イシ ュビ 人の 家族， ベ 
リアからは ベリア 人の 家族。 45 ベリ 
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ア の 子ら のうち， へべ ルから はへ ベル 
人の 家族， マル キエ ルからは マル キエ 
ル 人の 家族。 46 また， ア シェルの 娘の 
名は セラ ハと いった。  47 これらが ア 
シェルの 子ら の 諸家 族， その 登録され 
た 者たち で， 五 万 三千 四百 人で あった。 

48 ナフタリの 子ら を その 家族 ごとに 
示す と， ヤフ ツェ エルからは ヤフ ツェ 
エル 人の 家族， グ ニからは グ ニ人の 家 
族， 49 イエ ツェルからは イエ ツェル 
人の 家族， シレムからは シレム 人の 家 
族。 50 これらが その 家族 ごとに 示し 
た ナフタリ 人の 諸家 族で， その 登録 さ 
れた 者は 四 万 五 千 四百 人であった。 

51 これらが イスラエルの 子ら の 登録 
された 者たち で， 六十 万一 千 七 百 三十 
人であった。 

52 その後 エホバは モー セに 話して こ 


民 数 26:53—27:3 


相続 地の 配分は くじに よる。 ツエ ロフハ ドの 娘たち 
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う 言われた。 53 「これらに， それぞれ 
の 名の 数に したが っ て 相続 分と しての 
土地が 配分され るべき である。 54 数 
が 多ければ その 相続 分を 多くし， 少な 
ければ その 相続 分を 減らす ように。 そ 
れぞれ の 相続 分は， その 登録され た 
者に 比例して 与えられるべき である。 
55 ただし， くじに よって その 土地を 配 
分す るよう に。 その 父の 部族の 名に し 
たが っ て 彼らは 相続 芬を 得るべき であ 
る。 56  くじの 決定に よって それぞれ 
の 相続 分が 多 L ヽ 者と 少ない 者との 間に 
配分され るよう に」。 

57 さて， これらが レビ 人で その 家族 
ごとに 登録され た 者たち であった。 す 
なわち， ゲル シ ヨンから ゲル シヨン 人 
の 家族， コハトから コハト 人の 家族， 
メ ラリから メ ラリ 人の 家族。  58 これ 
らが レビ 人の 諸家 族であった。 すな わ 
ち， リブ ニ人の 家族， へ ブロン 人の 家 
族， マフ リ 人の 家族， ムシ 人の 家族， コ 
ラ 人の 家族。 

また， コハトは アム ラムの 父と なっ 
た。  59 そして， アム ラムの 妻の 名は 
ヨ ケベドと いって， レビの 娘で あり， 
レ ビの 妻が エジプトで 彼に 産んだ 者で 
あった。 やがて 彼女は アム ラムに， ア 
ロン， モー セ， そして その 姉妹 ミリア 
ムを 産んだ。 60 次いで ア ロンに ナダ 
ブとア ビフ， エ レア ザルと イタ マルが 
生まれた。  61 しかし ナ ダブと ア ビフ 
は 適法で ない 火を エホバの 前に 差し出 
したために 死んだ。 

62 そして， 彼らの 登録され た 者たち， 
生後 一か月 および それより 上の すべて 
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の 男子は， 二 万 三千 人と なった。 彼ら 
は イスラエルの 子ら の 中には 登録され 
なかった ので ある。 イスラエルの 子ら 
の 中に あって 彼らに 相続 分は 与えられ 
ない ことに なって いたから である。 

63 以上が， ヨルダンの そば， エリコ 
に 面する モア ブの 砂漠 平原で モ ー セと 
祭司 エレ ア ザルが イスラエルの 子ら の 
登録を 行なった 際に 登録され た 者たち 
であった。  64 しかし， この 中に， モー 
セと 祭司 ア ロンが シ ナイの 荒野で イス 
ラエルの 子ら の 登録を 行なった 際に 登 
録 された 者は ひとり も 入って いなか っ 
た。 65 エホバは その 者たち について， 
「彼らは 必ず 荒野で 死ぬ」 と言われ たの 
である。 そのため， エ フネの 子 カ レブ 
とヌン の子ヨ シュアを 別にす ると， 彼 
ら のうち だれも 残って いなかった。 

その 時， ツェ ロフハ ドの 娘たち 
が 近くに やって来た。 [ツェ ロ 
フハ ドは] へフヱ ルの 子， [へ フェルは] 
ギレアデの 子， [ギレアデは] マキ ルの 
子， [マキ ルは] マナ セの 子で， [これ 
ら は] ヨセフの 子 マナ セの 家族に 属す 
る 者たち であった。 そして， これが そ 
の 娘たち の 名であった。 すなわち， マ 
フ ラ， ノアと ホグ ラと ミルカと ティル 

[コ）  かのじょ 

ツァ。 2 そして 彼女たち は， モー セの 
篛， 騎 ェレ ァ ザルの liJ たちと 
会の 前， 会見の 天幕の 入口のと ころに 
立って， こう 言った。  3 「わたしども 
の 父は 荒野で 死にました が， それでも 
あの 集会の 中， つまり コラの 集会に 加 
わって エホバに 逆らう 側に 立った 人々 
[の 中] に 入って いたわけ では あり ませ 
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ん〇  ただ 自分の 罪の ために 死ん だので 
す。 そして， 息子を ひとり も 持ち ませ 
ん でした。 4 息子が いなかった という 
理由で， どうして 父の 名は その 家族の 
中から 取り去られる のでしょう か。 父 
の 兄弟たち の 間で わたしどもに もどう 
か 所有地を お与えく ださい」。 5 それ 
を 聞いて， モー セは 彼女たち の 訴えを 
エホバの 前に 提出した。 

6 すると エホバは モー セに このよう 
に 言われた。 7 「ツヱ ロフハ ドの 娘た 
ちの 述べる ことは 正しい。 ぜひ その 者 
たちに， 父の 兄弟たち の 中に あって 相 
続 分と しての 所有地を 得させる べきで 
ある。 その 父の 相続 分を 彼女たち に 渡 
すよう に。 8 そして， あなたは イスラ 
エルの 子ら に 話して こう 言うべき であ 
る。 『人が 息子を 持たずに 死んだ 4 合， 
あなた 方は その 者の 相続 分を その 娘に 
渡さねば ならない。  9 そして， もし そ 
の 者に 娘 もい なければ， その 相続 分は 
その 兄弟たち に 与える ように。 10 ま 
た， もし 兄弟 もい なければ， その 者の 
相続 分は その 父の 兄弟たち に 与える よ 
うに。 11 また， もし その 父に 兄弟が 
いなければ， その 相続 分は 家族の 中で 
一番 近い 血縁の 者に 与え， その 者が こ 
れを 所有す るよう に。 そして これは イ 
スラ エルの 子ら のた めの 司法 上の 決定 
による 法 I となる ので ある。 エホバが 
モー セに 命じた とおりで ある』」。 

12 続いて エホバは モー セに こう 言 
われた。 「この アバ リムの 山に 上り， 
わた しが イスラ エルの 子ら に 与える は 
ずの 土地を 見なさい。 13 それを 見た 
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後， あなたは 自分の 民の もとに 集めら 
れる ことになる。 あなた 自身 も， あな 
たの 兄弟 アロ ンが 集め られ たのと 同じ 

M  こうや 

ように。 14 それは， チンの 荒野で， こ 

しゅうかい  もの  い  あらそ  さい W 

の 集会の 者たち の 言い争いの 際， その 
目 の 前の 水に よっ てわた しを 神聖な も 
のとす る ことに 関し， あなた 方が わた 
しの 指示に 背いた からで ある。 それは 
チンの 荒 _ の カデシュ における メ リバ 
の 水で ある」。 

とき  はな 

15 その 時モー セは エホバに 話して こ 
う 言った。 16 「あらゆる 肉なる ものの 

れい W  しゅうかい 

霊の# であられる エホバが， この 集会 
の 者たち の 上に ひとりの 人を， 17 す 
なわち， 彼らに 先立って 出て 行き， 彼ら 
に 先立って 入り， 彼らを 連れ出し， 彼ら 
を 携え 入れる 者を 任じて くださいます 

(サ）  しゅうかい 

ように。 それは， エホバの 集会の 者た 
ちが 羊飼いの いない 羊の ように なるこ 
とのない ためです」。 18 すると エホバ 
は モー セに 言われた， 「あなたの ため 

うち  れい [ス） ももの 

に， 内に 霊を 持つ 者で ある， ヌン の子ヨ 
シュアを 選び 取りなさい。 その上に あ 
なた の 手を 置く ので ある。 19 そして 
彼を 祭司 エレ ア ザルの 前， また 全集 会 

にんめい  おこ 

の 前に 立たせ， その 目の前で 任命を 行 
なうよう に。  20 こうして あなたは 自 

ぶん  そんげん  いちぶ  かれ  お 

分の 尊厳の 一部を 彼の 上に 置く ので あ 

[夕 1  ぜんしゅう 

る。 それは， イスラエルの 子ら の 全集 
会が 彼に 聴き 従うた めで ある。 21 そ 
して， 祭司 エレ ア ザルの 前に 彼は 立つ。 

[ツ）  さば 

[エ レア ザル] は 彼のた め， ウ リムの 裁 
きに よっ て エホバの 前に 問い 尋ねる の 
である。 彼の 指示の もとに [民] は 出て 
行き， 彼の 指示の もとに [民] は 入って 
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来る。 彼 も， それと 共なる イスラエル 

ぜんしゅう かい 

のす ベての 子ら も， 全集 会 も [そのよう 


にす る]」。 

22 それで モ ー セは エホバから 命じら 
れた とおりに 行なった。 すなわち， ヨ 
シュアを 選び 取り， 祭司 エレ ア ザルの 
前と 全集 会の 前に 立たせ， 23 自分の 
両手を その上に 置いて 任命を 行ない， 
エホバが モー セを 通して 話された とお 
りに した。 

OP エホバは さらに モー セに 話して 
こう 言われた。 2 「イスラエル 
の 子ら に 命じなさい。 彼らに こう 言わ 
ねばならない。 『あなた 方は， わたし 
の パンで ある わたしへの 捧げ物を， わ 
た しに 対する 安らぎの 香り となる 火に 
よる 捧げ物と して その 定めの 時に 差し 


出す ように 気を付けるべき である』。 

3 「そして， 彼らに こう 言わねば な 
ら ない。 『これが， あなた 方が エホバ 
に 差し出す 火に よる 捧げ物で ある。 す 
なわち， きずの ない 一歳の 雄の 子羊を 
焼燔の 捧げ物と して 絶えず 一日 二 頭ず 
つ。 4 一方の 雄の 子羊は 朝に ささげ， 
他方の 雄の 子羊は 二つの 夕方の 間に さ 
さげる。  5 それに 添えて， つぶして 
採った 油 四 分の ー ヒンで 湿らせた 上 
等の 麦粉 十分のー エ ファ を 穀物の 捧げ 
縊 して。 6 

なわち， シナイ山に おいて， 安らぎの 
香り， エホバへの 火に よる 捧げ物と し 
て ささげられ たもので あり，  7 それ 
と共に その 飲み物の 捧げ物が あり， 雄 

こひつじ かく  とう  ぶん 

の 子羊 各 一頭に つき 四 分の ーヒン であ 
る。 飲み物の 捧げ物と しての その 酔わ 
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せる 酒を 聖 なる 場所で エホ パに 対して 
注ぎ 出す。 8 そして， 他方の 雄の 子羊 
を 二つの 夕方の 間に ささげる。 朝と 同 
じ 穀物の 捧げ物と 共に， また それと 同 
じ 飲み物の 捧げ物と 共に， エホバへの 

安らぎの 香り となる 火に よる 捧げ物と 

(イ】 

して これを ささげる。 

9 「『しかし， 安息日には， きずの な 
い 一歳の 雄の 子羊 二 頭， また 穀物の 捧 
げ 物と して 油で 湿らせた 上等の 麦粉 十 
分の 二 [エ ファ]， および それに 伴う 飲 
み 物の 捧げ物が あり， 10 安息日 にお 
ける その 安息日の 焼燔の 捧げ物と して， 
常 供の 焼燔の 捧げ物 やそれ に 伴う 飲み 
物の 捧げ物と 共に [ささげられる]。 

11 「『また， あなた 方の 月々 の 初め 
には， エホバへの 焼燔の 捧げ物と して， 
若い 雄牛 二 頭と 雄 羊 一頭， きずの ない 
雄の 子羊 それぞれ 一歳の もの 七 頭を 差 
し 出す。 12 また， 雄牛 各 一頭の ため 
に 穀物の 捧げ物と して 油で 湿らせた 上 
等の 麦粉 十分の 三 [エ ファ]， 一頭の 雄 
羊 のために 穀物の 捧げ物と して 油で 湿 
ら せた 上等の 麦粉 十分の 二 [エ ファ]， 
13 さらに 雄の 子羊 各 一頭の ために 穀物 
の 捧げ物と して 油で 湿らせた 上等の 麦 
粉 それぞれ 十分の一 [エ ファ] を， 焼燔 
の 捧げ物， 安らぎの 香り， エホバへの 
火に よる 捧げ物と して。 14 また， そ 
の 飲み物の 捧げ物と して， 雄牛 一頭の 
ために ぶどう酒 二分の ー ヒン， 雄 羊の 

[サ）  おす  こひつじ 

ために 三分の ー ヒン， 雄の 子羊 一頭の 
ために 四 分の ー ヒンが 伴う。 これが そ 
れぞれ の 月に おける 月 ごと の 焼 燔の捧 
げ物 であり， 一年を 通して 月々 なされ 
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4。 15 さらに， 子 やぎ 一頭が， エホ 第28 章 きで ある。 どんな 労働の 仕事 も 行な っ 
パへの 罪の 捧げ物と して， 常 供の 焼燔 ては ならない。 

の 捧げ物 やその 飲み物の 捧げ物に 加え  2  28；22  26 「『また， 熟した 初物の 日， すなわち 
て ささげられるべき である。  あな た 方が 新し L ゝ 穀物の 捧げ物を エホ 

だい  bH'  23*5  さ  しゅうしゅく 

16 「『また， 第一の 月， その 月の 十四  _i6:i ‘ バに 差し出す， あなた 方の [七] 週の 祝 

か  す  こ  おこ  W  エゼ 45:21 さい M  せい  たいかい もよお 

日には エホバの 過ぎ 越しが 行なわれる。 ^5：2：? 祭のと きに も聖 なる 大会を 催すべき で 
17 そして， この 月の 十五 日には 祭りが ある。 どんな 労働の 仕事 も 行なって は 
行なわれる。 七日の あいだ 無 酵母の パ ならない。 27 そして あなた 方は， エ 

た  （才）  さいしょ  せい  やす  かお  しょうはん 

ンを 食べる。 18 その 最初の 日には 聖 キ レビ23 :7 ホバ への 安らぎの 香りの ための 焼燔の 
なる 大会が なされる。 どんな 労働の 仕 ヶ 捧げ物と して， 若い 雄牛 二 頭， 雄 羊 一 

ごと  おこ  （キ）  コ レビ 22:20  おす  こひつじ  さい 

事 も 行なって はならない。 19 そして  頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の もの 七 頭 

がた  ささ もの  ^  さ  [力） 

あなた 方は， 火に よる 捧げ物， すなわち サ レビ2:1 を 差し出す ように。 28 また， それに 
エホバへの 森燔の 捧げ物と して， 若い ス 民28: 13 伴う 穀物の 捧げ物と して， 油で 湿らせ 
雄牛 二 頭， 雄 羊 一頭， 雄の 子羊 それぞれ  ^29:5  た 上等の 麦粉を， 雄牛 各 一頭の ために 

さい  さ  M：  ソ民 28:3  ぶん  おひつじ  とう 

一歳の もの 七 頭を 差し出す ように。 そ  十分の 三 [エ ファ]， 雄 羊 一頭の ために 

pf— 11.01  [キ）  L ス  おす  - 

れらは あなた 方に とってき ずの ない も . 十分の 二 [エ ファ]， 29 七 頭の 雄の 子 

M  5S28‘6 ひつじ  かくとう 

ので あるべき である。 20 また， それ チ®28:8  羊の その 雄の 子羊 各 一頭の ために それ 
に 伴う 穀物の 捧げ物で ある 油で 湿らせ  ぞれ 十分の一 [エ ファ]。 30 あなた 方 

た 上等の 麦粉と して， 雄牛 一頭の ため — — のために 贖罪を 行なうた めに 子 やぎ 一 
に 十分の 三 [エフ ァ] ，雄 羊の ために 十 7t±J12:16 頭。 31 常 供の 焼燔の 捧げ物 また それ 
分の 二 [エ ファ] を ささげる。 21 七 頭  ^3；3：8 に 伴う 穀物の 捧げ物とは 別に これらを 
の 雄の 子羊の その 雄の 子羊 各 一頭の た ささげる。 あなた 方に とって それらは 

ぶん  （ス）  ，  (サ）  の 

めに， それぞれ 十分の一 [エ ファ] を さ きずの ない ものであるべき であり， 飲 

がた  1/  P'  23.21  (シ】 

さげる。 22 さらに， あなた 方の ために  ^ 16：1〇 み 物の 捧げ物が それに 伴う。 

しょくざい おこ  つみ  ささ  もの  使徒 2:1  だい 

贖罪を 行なうた め， 罪の 捧げ物の やぎ ォ *31:14  AQ 「『また， 第 七の 月， その 月の 

とう (セ）  あさ  しょう はんさ さもの  民 28:18  ついたち  がた せい  たい 

一頭。 23 朝 ごとの 焼燔の 捧げ物， す ヵレビ2 ㈣ 一日に も， あなた 方は 聖 なる 太 
なわち 常 供の 焼燔の 捧げ物の ための も ク民 28:13 会を 催すべき である 0 どんな 労働の 仕 
のとは 別に これらを ささげる。  24 こ 事 も 行なって はならない。 それは あな 
れと 同じ ものを その 七日の あいだ 毎日 3  5  28:5  た 方に とって ラッ パの 吹奏の 日 とな 

やす  かお （チ）  民 28:23  [V]  がた 

ささげて， エホバへの 安らぎの 香りと サ レビ I:3 る。  2 そして あなた 方は， エホバへの 
なる パジ ，火に ょる _げ篇 とする。 じ« シ2=  g ら ぎの 箸り のた めの W 蠢んの »け潔 と 
供の 焼燔の 捧げ物と 共に それは ささげ "^29^" して， 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 雄の 
られ るべき である 0 また その 飲み物の ス レビ23:24 子羊 それぞれ 一歳の もの 七 頭， きずの 
捧げ物 も [同様で ある]。  25 そして 七、〕‘^ r5 ない ものを ささげる ように。  3 また， 

かめ  がた  せい  たいかい  もよお  詩 81:3  ともな  こくもつ  ささ  もの  あぶら  しめ 

日 目にあな た 方は 聖 なる 大会を 催す ベ タ民 28:19 それに 伴う 穀物の 捧げ物で ある 油で 湿 
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ら せた 上等の 麦粉を， 雄牛の ために 十 第29 章  12 「『また， 第 七の 月の 十五 日に， あ 

分の 三 [エ ファ]， 雄 羊の ために 十分の 7  R  28:20 なた 方は 聖 なる 大会を 催すべき である。 

(7]  とう おす こひつじ  ^  S  28:21  ろうどう  しごと おこ 

二 [エ ファ]， 4 七 頭の 雄の 子羊の その ゥ民 28:15  どんな 労働の 仕事 も 行なって はなら な 

かく  とう  ぶん  [ィ）  民 28:22  [ゥ）  か  あいだ  たい 

雄の 子羊 各 一頭の ために 十分の一 [エ ヱ 民 28:11 い。 そして， 七日の 間 エホバに 対する 
ファ] 0  5 さらに， あなた 方の ために 才 民28 :12  祭りを 祝わねば ならない 0 13 そして 
贖罪を 行なうた めの 罪の 捧げ物と して +&.8:5  あなた 方は， エホバへの 安らぎの 香り 

おす  とう (ゥ】  しょうはん  ささ  もの [才） 

雄の 子 やぎ 一頭 〇  6 これらは 月 ごと ク 民 薦  となる 焼燔の 捧げ物， 火に よる 捧げ物 

の 焼燔の 捧げ物と それに 伴う 穀物の 捧 ^^28：6：25 として， 若い 雄牛 十三 頭， 雄 羊 二 頭， 
げ 物， また 常 供の 焼燔の 捧げ物と それ ^  ^  23；2? 雄の 子羊 それぞれ 一歳の もの 十四 頭を 
に 伴う 穀物の 捧げ物， および それらに ^  ^  差し出す ように。 それらは きずの ない 

伴う 飲み物の 捧げ物とは 別で あり， そ  7^:5 ものであるべき である。 14 また， そ 
の 定めの 手順に したがい， 安らぎの 香 ^  23：31 れに 伴う 穀物の 捧げ物と して， 油で 湿 

り， エホバへの 火に よる 捧げ物と して セ レビ 1:3 ら せた 上等の 麦粉を， 十三 頭の 雄牛の 
[ささげられる]。  *15=21 その 雄牛 各 一頭の ために 十分の 三 [エ 

7 「『また， この 第 七の 月の 十日に， ソ民 28:12 ファ]， 二 頭の 雄 羊の その 雄 羊 各 一頭 

がた  せい  たいかい もよお  民 29:3  (キ1 

あなた 方は 聖 なる 大会を 催すべき であ 夕民 28:13 のために 十分の 二 [エ ファ]， 15 また 
る。 あなた 方は _ 分の 魂を 苦しめな け 十四 頭の 雄の 子羊の その 雄の 子羊 各 一 

[サ）  しごと おこ  ： T  l/t：  とう  ぶん [ク） 

れ ばなら ない。 どんな 仕事 も 行なって ッ 民28:7  頭の ために 十分の一 [エ ファ] 0 16 さ 
はならない。 8 そして あなた 方は， エ 竽一欄 らに ，罪の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭。 

しょうはん ささ  もの  やす  かお  じょうく  しょうはん 

ホバ への 焼燔の 捧げ物， 安らぎの 香り ァ *23:16 これらは， 常 供の 焼燔の 捧げ物， それ 
として， 若い 雄牛 一頭， 雄 羊 一頭， 雄  I に 伴う 穀物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ物 

こひつじ  さい  さ  ^  8:14  べつ  （ヶ 1 

の 子羊 それぞれ 一歳の もの 七 頭を 差し ィ レビ23:37 とは 別で ある 0 

[ス〕  ネへ 8:18  つ  かめ  わか  おうし 

出す ように。 それらは あなた 方に とっ ゥ レビ 23:35  17 「『次いで 二日 目には， 若い 雄牛 
てきずの ない ものであるべき である。 16:15 十二 頭， 雄 羊 二 頭， 雄の 子羊 それぞれ 

ともな こくもつ  ささ  もの  オ レビ 1:3  さい  ㈣ 

9 また， それに 伴う 穀物の 捧げ物と し ヱズ 3:4  —歳の もの 十四 頭， きずの ない もの。 
て 油で 湿らせた 上等の 麦粉を， 雄牛の 18 また， それに 伴う 穀物の 捧げ物と 飲 
ために 十分の 三 [エ ファ]， 一頭の 雄 羊の +SS2 み 物の 捧げ物を， その 雄牛， 雄 羊， 雄 
ために 十分の 二 [エ ファ]， 10 七 頭の ク量 の 子羊の ため， それぞれの 数に より， そ 

おす  こひつじ  かく  とう  さ だ  てじゅん  （ス） 

雄の 子羊の その 雄の 子羊 各 一頭の ため ヶ の 定めの 手順に したがって。 19 さら 
に それぞれ 十分の一 [エ ファ]。 11 罪  R28：7  に， 罪の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭。 こ 

ささ  もの  とう  二！ 甲 15:21  じょうく  しょうはん 

の 捧げ物と して 子 やぎ 一頭 0 これらは サ民 29:3  れら は， 常 供の 焼燔の 捧げ物と それに 
贖罪の ための 罪の 捧げ物， また 常 供の 、>S28:14 伴う 穀物の 捧げ物， また その 飲み物の 
焼燔の 捧げ物と それに 伴う 物の 捧げ ス e 28:12  捧げ物と は 別で ある。 

物， および それらに 伴う 飲み物の 捧げ VR28:3  20 「『また， 三日 目には， 雄牛 十一 

[ツ）  べつ  e.  oo.c  とう おひつじ  おす  こひつじ  さい 

物とは 別で ある。  SSy  m, 雄 羊 二 頭 ，雄の 子羊 それ ぞれ 一歳の 
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もの 十四 頭， きずの ない もの。 21 そ 
して， それに 伴う 穀物の 捧げ物と 飲み 
物の 捧げ物を， その 雄牛， 雄 羊， 雄の 
子羊の ため， それぞれの 数に より， そ 
の 定めの 手順に したがって。 22 さら 
に， 罪の 捧げ物と してやぎ 一頭。 これ 
ら は， 常 供の 焼燔の 捧げ物， および そ 
れに 伴う 穀物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ 
物とは 別で ある。 

23 「『また， 四日 目には， 雄牛 十 頭， 
雄 羊 二 頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の も 
の 十四 頭， きずの ない もの。 24 それ 
に 伴う 穀物の 捧げ物と 飲み物の 捧げ物 
を， その 雄牛， 雄 羊， 雄の 子羊の ため， 
それぞれの 数に より， その 定めの 手順 
にしたがって。 25 さらに， 罪の 捧げ 

もの  とう [ヶ）  じょうく 

物と して 子 やぎ 一頭。 これらは， 常 供 
の 焼燔の 捧げ物， それに 伴う 穀物の 捧 
げ物や 飲み物の 捧げ物と は 別で ある。 

26 「『また， 五日 目には， 雄牛 九 頭， 
雄 羊 二 頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の も 
の 十四 頭， きずの ない もの。 27 そし 
て， それに 伴う 穀物の 捧げ物と 飲み物 
の 捧げ物を， その 雄牛， 雄 羊， 雄の 子 
羊の ため， それぞれの 数に より， その 
定めの 手順に したがって。  28 さら 
に， 罪の 捧げ物と してやぎ 一頭。 これ 
ら は， 常 供の 焼燔の 捧げ物と それに 伴 
う 穀物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ物とは 
罰で ある。 

29 「『また， 六日 目には， 雄牛 八 頭， 
雄 羊 二 頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の も 
の 十四 頭， きずの ない もの。 30 そし 
て， それに 伴う 穀物の 捧げ物と 飲み物 
の 捧げ物を， その 雄牛， 雄 羊， 雄の 子 
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羊の ため， それぞれの 数に より， その 
定めの 手順に したがって。  31 さら 
に， 罪の 捧げ物と してやぎ 一頭。 これ 
ら は， 常 供の 焼燔の 捧げ物， それに 伴 
う 物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ物とは 
飼で ある。 

32 「『そして， 七日 目には， 雄牛 七 頭， 
雄 羊 二 頭， 雄の 子羊 それぞれ 一歳の も 
の 十四 頭， きずの ない もの。 33 また， 
それに 伴う 穀物の 捧げ物と 飲み物の 捧 
げ 物を， その 雄牛， 雄 羊， 雄の 子羊の 
ため， それぞれの 数に より， それらの た 
めの 定めの 手順に したがって。 34 さ 
ら に， 罪の 捧げ物と してやぎ 一頭。 こ 
れら は， 常 供の 焼燔の 捧げ物， それに 
伴う to 物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ物と 
は 別で ある。 

35 「『そして 八日 目に， あなた 方は 聖 
会を 催すべき である。 どんな 労働の ii 
事 も 行なって はならない。  36 また， 
エホバへの 安らぎの 香りと なる 焼燔の 
捧げ物， 火に よる 捧げ物と して， 雄牛 
一頭， 雄 羊 一頭， 雄の 子羊 それぞれ 一 
歳の もの 七 頭， きずの ない ものを 差し 
出す ように。 37 そして， それに 伴う 
穀物の 捧げ物と 飲み物の 捧げ物を， そ 
の 雄牛， 雄 羊， 雄の 子羊の ため， それ 
ぞれの 数に より， その 定めの 手順に し 
たがって。 38 さらに， 罪の 捧げ物と 
してやぎ 一頭。 これらは， 常 供の 焼燔 
の 捧げ物と それに 伴う 穀物の 捧げ物 や 
飲み物の 捧げ物とは 別で ある。 

39 「『あなた 方は これらの ものを， あ 
なた 方の 季節 ごとの 祭りの さいに エホ 
バに ささげる。 これは， あなた 方の 誓 
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約の 捧げ物 や 白 発 的な 捧げ物と しての 
焼燔の 捧げ物， 穀物の 捧げ物， 飲み物 
の 捧げ物， また 共 与の 犠牲とは 別にな 
される ものである』」。 40 それで モー 
セは， すべて エホバが モー セに 命じた 

はな  [キ） 

とおりに イスラエルの 子ら に 話した。 


それから モー セは イスラエルの 

子ら の笤 縫の W た 41 に 碧して 
こう 言った。 「これは エホバの 命じた 
言葉です。 2 すなわち， 人が エホバに 
誓約を し， あるいは 誓いを 立て'^ 物 断 
ちの 誓約を _ 分の 魂に 課した 場合， そ 
の 者は 自分の 言葉を 破って はならない。 
すべて 自分の 口から 出た とおり に 行な 
うべき である。 

3 「また， 女が 若い うちに 父の 家で 
エホバに 誓約を し， あるいは 物断ちの 
誓約を 自分に 課した 場合， 4 父が そ 
の 誓約 また は 彼女が その 魂に 課した 物 
断ちの 誓約を 実際に 聞きながら， その 
父が これに 対して 黙って いるので あれ 


ば， 彼女の すべての 誓約は そのと おり 
有効な ので あり， 彼女が 白 分の 魂に 課 
した 物断ちの 誓‘ もみ な 有効になる。 
5 しかし， もし 父が， 彼女の すべての 
誓約 または 彼女が その 魂に 課し た 物 断 
ちの 誓約を 聞いた 日に こ れを差 し 止め 
たので あれば， それは 有効とは ならな 
い。 エホバは 彼女を 許される。 父が 彼 
女を 差し止め たからで ある。 

6 「しかし， もし それが 夫に 属する 女 
であって， その 誓約 または 自分の 魂に 
課した 唇の 無 思慮な 約束が その上に あ 
り， 7 夫が それを 実際に 聞きながら， 
それを 聞いた 日に 彼女に 対して 黙って 


いるなら， 彼女の 誓約は そのと おり 有 
効な ので あり， 彼女が 自分の 魂に 課し 
た 物断ちの 誓約は 有効になる。 8 だ 
が， もし 夫が それを 聞いた 日に これを 
差し止めるなら， [夫] は 彼女の 上に 
あった 誓約 または 彼女が 自分の 魂に 課 
した 唇の 無 思慮な 約束を 無効に したの 
であり， エホバは 彼女を 許される。 

9 「やもめ または 離婚され た 女の 誓 
約の-合， その 者が 自分の 魂に 課した 
事柄は すべて その 当人に 対して 有効で 
ある 0 

10 「しかし， 夫の 家で 誓約を し， あ 
るいは 誓いに よって 物断ちの 誓約を 自 
分の 魂に 課/し， 11 夫が それを 聞きな 
がら これに 対して 黙って いたので あれ 
ば， [夫] は 彼女を 差し止めなかった ので 
ある。 彼女の すべての 誓約は 有効な の 
であり， 彼女が 自分の 魂に 課した どん 
な 物断ちの 誓約 も 有効になる。 12 だ 
が， もし 夫が 彼女の 誓約， または その 
魂 に対する 物断ちの 誓約と して 彼女 
の 唇から 出た 何 かの 言葉を 聞いた 日に 
それを 全く 無効に したので あれば， そ 
れは 有効とは ならない。 夫が それを 無 
効に したので あり， エホバは 彼女を 許 
される。 13 どんな 誓約， また 魂を 苦 
しめる 物断ちの 誓約に 関する どんな 誓 
いも， 夫が それを 確定し， また 夫が そ 
れを 無効に する。 14 しかし， もし 夫 
が 彼女に 対 して 日々 全く 黙って いるな 
ら， その 者は 彼女の すべての 誓約 また 
彼女の 上に あるす ベての 物断ちの 誓約 
を 確定した ので ある。 それを 聞いた 日 
に 彼女に 対して 黙って いた ゆえに それ 
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を 確定した ことになる。 15 そして， 第3 〇 章 ル， フル， レバな ど ミディ アンの 五 人 
もし それを 聞いた 後に なって それを 全 7 *  23:21 の 王を 殺した。 また， ベ オルの 子 バラ 
く 無効に する ので あれば， 彼は まさに ^3?；1〇 ムを 剣で 殺した。  9 しかし， イスラ 

み  お  (7)  おさな 

そのと がを 身に 負う ことになる。  ゥ 民3 〇:3  エルの 子ら は， ミディ アンの 女と 幼い 

16 「これらは， 夫と 妻の 間， 父と， 者たち をと りこに して 連れて来た。 ま 

わか  いえ  むすめ  [ゥ）  キ  かれ  かちく  ちく 

若くて 父の 家に いる その 娘との 間につ IS25:2  た， 彼らの すべての 家畜， すべての 畜 
いて， エホバが モー セに 命じた 規定で  s 25:17 類， すべての 資産を 強奪した。 10 そ 

ある」 0  詩94 :1  して， 彼らが 定住して いたす ベての 都 

エホバは その後 モー セに 話して ナホ1:2  市と 壁で 囲まれた 宿営 すべてを 火で 焼 
こう 备 われた 〇  2 「イスラエル 32；50 い/？。 11 こうして， 人 や条篕 のす ベ 
の 子ら のた め， ミディ アン 人に 板 しゅ キ民 22:7  ての 分捕り物と すべての 戦利品を 取っ 

うせよ。 その後に あなたは 自分の 民の  1〇  =  8  ていった。 12 そして 彼らは， モー セ 

もとに 集められる であろう」。  ^26：51 と 祭司 エレ アサ ルと イスラエルの 子ら 

3 それで モー セは 威に i してこう ^ut.26:8 の 集会のと ころに， とりこと 戦利品と 
言った。 「あなた 方の 中から 人を 取っ 3S25:7  分捕り物を 携えて 来た 0 ヨルダンの そ 

ぐんたい  そうび  ひとびと  民 25-11  めん  さばくへ いげん (力) 

て 軍隊の 装備を させなさい。 その 人々  ば， エリコに 面する モ アブの 砂漠 平原 

せ  たい  サ民 10:2  しゅ くえい 

が ミディ アンを 攻め， ミディ アンに 対  ® 1〇：9  にあった その 宿営に である 0 

する エホバの 復 しゅうを 果たす ためで シ_2〇:13  13 それで モー セと 祭司 エレ ア ザル 

m  ぶぞく  -  しゅうかい  おさ  かれ  しゅく 

す。 4 イスラエルの すべての 部族に 第二 欄 と 集会の すべての 長たち は， 彼らを 宿 
っいて， 各部 族から 一千 人を 軍隊に 送 ァョシ 13:21 営の 外まで 迎えに 出た。 14 ところが 

せんとうぶ たい (キ）  にんめい 

るよう に」。 5 そこで， イスラエルの ィ 民22: 12 モー セは， その 戦闘 部隊の 中の 任命 さ 
幾千の 中から 一部 族 にっき 千 人が 割り  れた 人々， すなわち 軍事 遠征から 戻っ 

当てられ， 一万 二 千 人が 軍隊の 装備を  ill!  て 来た 千 人の 長と 百 人の 長たち に 対し 

w  ふんぜん 

した。  ゥ_20:14  て 憤然とした。 15 そうして モー セは 

6 それで モー セは それらの 者を， っ I ョシ6:24 彼らに 言った， 「あなた 方は 女を みな 
まり 部族 ごとの 千 人を 軍隊に 送り出し 才 ⑶ 生かして おいた のです か。 16 見なさ 
た。 彼らと 祭司 エレ ア ザルの 子 ビネ ハ ^991  い！ この 女たち が， バ ラムの 言葉に 

M  せい  力 民22: 1  もの 

スを 軍隊に [送った] ので ある。 聖 なる よって イスラエルの 子ら をい ざな う 者 

き ぐ  あいず  ふ  な  [サ）  じ けん W  たい 

器具と 合図を 吹き 鳴らす ための ラッパ ク ェレ 48:1() となり， ぺ オルの 事件で エホバに 対し 

かれ  ふちゅうじつ  こう い (コ） 

が 彼の 手に あった 0  7 そして 彼らは， ヶ民 25:18  不忠実な 行為を させた ので あり， その 

めい  申 4:3  しゅうかい  しんばつ  のぞ 

エホバが モー セに 命じた とおり ミディ  3->  22:17 ため エホバの 集会の 上に 神罰が 臨んだ 
アンに 対して 戦いは じめ， 男子を すべ コ 民25: 2  のです 0 17 だから 今， 幼い 者たち の 
て していった。 8 そして， それら 打 胃2 :14 うちす ベての 男子を 殺し， 男子と 寝て 
ち した 者たち の ほかに， ミディ アン サ ぽ 8 男と 交わりを 持った すべての 女 も 殺し 
の 王たち， すなわち エビ， レ ケム， ツ シ裁 21:11 なさい 0 18 そして， あなた 方の ため， 
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女のう ちす ベての 幼い 者， 男子と 寝る 第31 章 かけて 戦いに 加わった 者と 集会の 襲り 
ことを まだ 知らない 者たち を 生かして 7  s  31:35 のす ベての 者との 間で 二つに 分ける よ 

(7)  がた じしん  (7)  ぜい M 

おきなさい。 19 あなた 方 自身は， 七  うに。 28 そして， エホバの ための 税 

日の あいだ 宿営の 外に 宿営して いなさ  s 19:11 と して， 遠征に 出かけた 戦 人たち から 
い。 だれでも 魂を 殺した 者， また だれ  は， 人 •牛 •ろば •羊に ついて， 五 百 ご 

でも 舟ち 殺された 者に 触れた 者は， 三 ^ 19：16 とに 一つの 魂を 取る ように。 29 彼ら 
日 目と 七日 目に 身を 浄 めるべき です。 IS19:2() が [受け取った] 半分の 中から あなた 方 
あなた 方 も， あなた 方のと りこと なっ  は それを 取る。 あなたは それを 祭司 エ 

ている 者たち も 0  20 また， すべての ォ 民3 1:23  レア ザルに 渡して エホバへの 寄進 物と 

ころも  かわ  しな  け  [ゥ] 

衣， すべての 皮の 品， すべて やぎの 毛  しなければ ならない。 30 そして， イ 

でで きた もの， すべての 木の 品 も， あ スラ エルの 子ら が [受け取った] 半分 か 
なた 方の ために それを 罪から 浄め るべ  ら は， 人 •牛 •ろば •羊 •あらゆる 家 

きです」。  キ 民19:9  畜 について， 五十 ごとに 一つを 取る ベ 

21 次いで 祭司 エレ ア ザルが， 戦いに  きで ある。 それを レビ 人に， すなわち 

行って 来た 軍隊の 人々 にこう 言った。^7  エホバの 幕屋の 務めを 守る 者たち に 与 

めい  りっぽう  【才】 

「これは エホバが モー セに 命じた 律法 ヶ民 19:19 える ように」。 

による f 法令です。  22 『ただ 金と 銀， S 19:20  31 それで モー セと 祭司 エレ ア ザル 

銅， 鉄， すずと 鉛 だけ，  23 すなわち 第二 欄 は， エホバが モー セに 命じた とおりに 
火で 処理され る もの だけは みな 火の 中 ァ ^ンぷ^  していった。 32 そして， 戦 利の もの， 
を 通すべき である。 そうするなら， そ  K 68:12 すなわち 遠征に 行った 民が 強奪物と し 
れは 清い ものと される。 ただし， それ  て 取った その 強奪物の 残って いた もの 

は 清めの 水に よって 浄 めら れ るべき で 似26:27 は， 羊 六十 七 万 五 千 頭， 33 牛 七 万 二 
ある。 そして， 火で 処理され ない もの  千 頭，  34 ろば 六 万一 千 頭と なった。 

はすべ て 水の 中を 通すべき である。 ^  5  ^29  35 男子と 寝る ことを まだ 知らない 女た 

24 また， あなた 方は 七日 目に 自分の  ちの 中からの 人の 魂， その 魂は 全部で 

衣を 洗って 清い 者と ならなければ な 三 万 二 千 人であった。 36 それで， 遠 
ら ない。 その後 あなた 方は 宿営の 中  シ W 征に 出かけた 者たち の 受け 分で ある そ 

に 入って よい』」。  ^K3：7  の 半分は， 数で 言う と， 羊 三十 三 万 七 

25 それから エホバは モー セに 対して  %V.32 千 五 百 頭と なった。 37 そして， その 

い  さい  ひつじ  む  ぜい W 

このように 言われた。 26 「あなたと 祭  羊の群れからの エホバの ための 税は六 

司エ レア ザル， そして 集会の 父たち の 力 民31:18  百 七十 五頭と なった 〇  38 また， 牛は 
うちの 頭たち は， 戦 利の もの， すな わ  三 万 六 千 頭で， それに 対する エホバの 

かちく  そうほう  キ創 2:7  ぜい 

ちとり こにした 人と 家畜の 双方に つい  =>1 15:45 ための 税は 七十 二 頭であった。 39 ま 
て その 合計を 調べなさい。 27 そして  た， ろばは 三 万 五 百 頭で， それに 対する 

あなたは その 戦 利の ものを， 遠征に 出 ク も1 エホバの ための 税は 六十 一頭で あっ 
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た。 40 さらに， 人なる 魂は 一万 六 千 人 
で， それに 対する エホバの ための 税は 
三十 二の 魂であった。 41 それで モー 
セは， エホバへの 寄進 物と しての この 
税を 祭司 エレ ア ザルに 渡し， エホバが 
モー セに 命じた とおりに した。 

42 また， イスラエルの 子ら に 属する 
半分， すなわち 戦いを 行なった 人々 に属 
する 分から モー セが 取り分けた ものの 
中から [の 分] はこうであった。  43 つ 
まり ，羊の群れから 集会の 者たち が [受 
け 取った] その 半分は 三十 三 万 七 千 五 
百 頭， 44 牛の 群れからは 三 万 六 千 頭， 
45 ろばは 三 万 五 百 頭， 46 人なる 魂は 
一万 六 千 人と なった。 47 それで モー 
セは， イスラエルの 子ら に 属する その 
半分の 中から， 人と 家畜に ついて 五十 
ごとに 取る その 一つを 取り， エホバの 
幕屋の 務めを 守る 者で ある レビ 人たち 
に それを 与えて， エホバが モー セに 命 
じたと おりに した。 

48 すると， 軍の 千 入隊に:^ 属する 任 
命され た 人々， すなわち 千 人の 長と 百 
人の 長たち が モー セに 近づいて 来て， 
49 モー セに こう 言った。 「僕たちは， 
自分たち に ゆだねられ ている 戦 人の 総 
数を 調べて みました が， 失われた 者は 
一人 も 報告され ておりません。 50 で 
すから， わたしたち ひとりひとりに， 自 
分の 見つけた ものを， すなわち 金の 品， 

あしくび  くさり かざ  うでわ  にんいん ゆびわ [ク） みみ 

足首の 鎖 飾り ，また 腕輪， 認印 指輪， 耳 
輪， そして 婦人の 飾りを エホバへの 捧 
げ物 として 差し出させて ください。 そ 
れ によって， エホバの 前で わたしたち 
の 魂の ための 贖罪を する のです」。 
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ア民 18:8 


ガラ 6:6 
ヘプ 7:5 

イ民 5:9 


ケ出 35:22 


コ詩 96:8 


第二 欄 

ア民 18:8 
民 18:19 

ィ申 20:14 

ウ出 30:16 
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エ民 26:7 
ヨシ 13:15 

才民 26:18 
ヨシ 13:24 

力 民 21:32 
ヨシ 13:25 
イザ 16:8 

キ民 32:34 

ク民 21:30 
ヨシ 13:9 

ケ民 32:36 

コ民 21:26 

サ民 32:37 
エレ 48:34 

シ民 33:47 

ス民 32:38 

セ 民 21:24 
申 2:24 
申 3:18 

ソ創 46:34 
申 2:35 


ヨシ 1:14 
ヨシ 13:8 


51 そこで モー セと 祭司 エレ ア ザル 
は, 彼らから 金を， 装身具 類の すべて 
を 受け取った。 52 そして， 彼らが エ 
ホバに 寄進した その 寄進 物の 金は 全部 
で 一万 六 千 七 百 五十 シ ヱ ケルと なった。 
それは 千 人の 長と 百 人の 長たち からの 
ものであった。 53 軍隊に 属した 人々 
は それぞれ 自分の 強奪物を 取って いた 
ので ある。 54 それで モー セと 祭司 エ 
レア ザルは， 千 人 また 百 人の 長たち か 
ら 金を 受け取 っ て 会見の 天幕の 中に 携 
えて 行き， エホバの 前で イスラエルの 
子ら のた めの 記念と した。 

(x) 

Oil さて， ル ベンの 子ら とガ ドの 子 

A 1 /.  W かずお お  ちくるい  じじつ 

らは 数多くの 畜類を， 事実， そ 
れらを 非常に 多く 持つ ようになって い 
た。 そして 彼らは ヤゼ ルの 地と ギレ ア 
デの 地を 見る ようになった が， 見よ， 
そ の 場所は 畜類の ために 適し た 場所で 
あった。  2 そのため ガ ドの 子ら と ル 
ベンの 子ら はやって 来て， モー セと 祭 
司エ レア ザル およ び 集会の 長た ちに こ 
のように 言った。 3 「アタ ロト， ディ 
ボン， ヤゼ ル， ニム ラ， ヘシ ュ ボン， 
エル アレ， セ バム， ネボ， ベ オンな ど， 
4 エホバが イスラエルの 集会の 前に 撃 
ち 破られた 地は 畜類の ために 適した 土 
地です。 そして この 僕 どもは 畜類を 有 
して おります」。  5 そして 彼らは さら 
に 言った， 「もし わたしどもが あなた 
の 目 に 恵みを 得て お りましたら， この 土 
地を 僕 どもの 所有と して お与えく ださ 
い。 わたしどもが ヨルダンを 渡って 行 
かなくても よいよう にして ください」。 

6 そこで モー セは ガ ドの 子ら と ルべ 
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ンの 子ら に 言った， 「兄弟たち が 戦い 
に 行き， その 間 あな た 方の ほうは ずっと 
ここにと どまって いると いうので すか。 
7 一体 どう して あなた 方は イスラエル 
の 子ら の 意気を くじいて， エホバが 与 
えてく ださる はずの 土地に 渡っ て 行か 
せない ようにす るので すか。 8 あなた 
方の 父たち も， その 地を 見させる ため 
わたしが カデシュ •バル ネアから 遣わ 
した 時に そのよう にした のです。  9 エ 
シュ コルの 奔流の 谷まで 上って 行って 
その 地を 見た 時， 彼らは イスラエルの 
子ら の 意気を くじいて， エホバが 与え 
てくだ さるは ずの 土地に 行かせ まいと 
しま した。 10 そのため エホバの 怒り 
がその 日に 燃え， 誓ってこう 言われた 
のです。 11 『エジプトから 上って 来た 
二十歳 以上の 者たち は， わたしが アブ 
ラ ハム， イサク， ヤコブに 誓った 土地 
を 見ないで あろう。 わたしに 従い 通さ 
なかった からで ある。 12 ただし， ケ 
ニズ 人エ フネの 子 カ レブと ヌン の子ヨ 
シュアは 別で ある。 この ふたりは エホ 
パに 従い 通した からで ある』。 13 こう 
して エホバの 怒りは イスラエルに 対し 
て 燃え， 彼らを 四十 年の あいだ 荒野で 
さまよわせ， エホバの 目に 悪を 行な っ 
ていた その 世代の すべての 者は ついに 
その 終わりに 至った のです。 14 そう 
して 今， あなた 方は， 罪 ある 者たち の 
子ら として その 父たち に 代わって 立ち 
上がり， イスラエル に対する エホバの 
燃える 怒りを 募らせよ うとして いま 
す。 15 あなた 方が 翻って 従う ことを 
やめるなら， [裡] も きっと [民] を 再び 
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力 民 14:28 


サ民 14:33 
申 29:5 
ヨシ 5:6 
詩 95:10 
使徒 7:36 
使徒 13:18 


ス申 1:34 
使徒 7:51 

セへ ブ 10:38 


荒野に 長く とどまらせる でしょう。 そ 
して あなた 方は， この 民 すべてに 対し 
て 滅び となる こと を 行な っ たこと にな 
り ま'/1」 。 

のち  かれ  ちか 

16 後に 彼らは [モー セ] に 近づいて 
来て， こう 言った。 「ここに， わたし 
たちの 畜類の ため， その 群れを 入れる 
石 囲いを， そして 幼い 者たち のために 
都市を 築かせて ください。 17 それで 
も， わたしたち 自身は 装備を 整え， 戦 
闘 隊形を 組んで イスラエルの 子ら の 前 
を 行き， いつまで であれ 彼らを その 場 
所に 携え 入れる までは [働き] ます。 そ 
の 間， わたしたちの 幼い 者たち は 城塞 
の ある 都市に とどまって， その 地に 住 
む 者たち の 顔から 離れて いる ことにな 
るので す。 18 わたしたちは， イスラ 

じ ぶん  しょゆうち  え  おのおの 

エルの 子ら が 自分の 所有地を 得， 各々 
自分の 相続 地を 持つ までは 家に 帰り ま 
せん。 19 わたしたちは， ヨルダンの 
岸から 向こう 側で 彼ら と 一緒に 相続 地 
を 得る ことは しないの です。 わたした 
ちの 相続 地は， ヨルダンの 岸から 日の 
出の 側と いう ことに なった からです」。 

20 これに 対し モー セは 彼らに 言っ 
た， 「も しあな た 方が この 事を 行なう 
なら， すなわち エホバの 前に あって 戦 
いのた めの 装備を し，  21 装備を した 
そのす ベての 者が エホバの 前に あって 
実際に ヨルダンを 渡って 行き， ついに 
[裡] がご 自分に 敵す る 者を み 前から 打 
ち 払われ， 22 その 地が エホバの 前に 
実際に 従えられ， こうして 後に 帰って 
来る ので あれば， そのと き あなた 方は， 
エホバと イスラエル に対して 確かに 罪 
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科の ない 者と なります。 そして この 土  第32 章 えて あなた 方と 共に 渡って 行かない な 
地 も エホバの 前に あって 必ず あなた 方 7^；:；'15 ら， そのと き 彼らは カナンの 地で あな 

しょゆう  (7)  ヨシ 13:8  あいだ ていじゅう 

の 所有と なる のです 0  23 しかし， も  < 民 15:22 た 方の 間に 定住し なければ ならない こ 
しその ようにし ないなら， あなた 方は ゥ r； こ 「 とになる」。 

エホバに 対して まさに 罪を おかす こと  ^  6?712  31 これに 対し ガ ドの 子ら と ル ベンの 
になります。 その場合には， あなた 方 ヱ だぱ 子ら は 答えて 言った， 「エホバが この 
の 罪が あなた 方に 追いつく ことになる ^S32；3' 僕 どもに 話された ことを， わたしたち 

し  （ゥ】  がた  オ ヨ' ノ 1:13  いた  [ィ） 

のを 知りなさい。  24 あなた 方の た ヵョシ i:i4 は そのと おりに 致します。  32 わたし 
め， その 幼い 者たち のために 都市を 建 :=シ4:12 たちは 装備を 整え， エホバの 前に あっ 
て， 羊の群れ のために 石 囲いを [造る] ヶョシ 1:15 て カナンの 地に 渡って 行きます。 そし 
のがよ いでしょう。 そして， あなた 方 ョシ ル24 て， わたしたちの 相続 分と なる 所有地 
の 口から 出た ことを そのと おり 行なう 第二 欄 は， ヨルダン のこち ら側 にある ことに 

(エ）  江）  かれ 

のです」 0  ァ 民32: 5  なります」 0  33 そこで モー セは 彼ら 

25 すると， ガ ドの 子ら と ル ベンの 子 "VTn に， つまり ガ ドの 子ら と ル ベンの 子ら， 

い  フ 3 ン はんぶぞく  W 

らは モー セに このように 言った。 「こ ヱ ョシ 1:15 また ヨセフの 子で ある マナ セの 半部族 
の 僕 どもは 我が 圭の 命じて おられる と ォ申 3:12  に， ア モリ 人の 王シ ホンの 王国と パシヤ 
おりに 致します。 26 わたしたちの 幼” = 13:8 ンの王 オグの 王国を 与えた。 それぞれ 
い 者たち， 妻たち， わたしたちの 畜類  の 領地 内の i 都市に 属する 土地と 周囲 

とすべ ての 家畜は， そこの ギレアデの の 土地に ある 諸 都市で ある。 

諸 都市に とどまり ますが，  27 僕 ども  i  34 それで ガ ドの 子ら は， ディ ボン， 

は， 我が 主の 話して おられる とおり， み ヶ==:19 アタ ロト， アロエ ル，  35 また アト ロ 
な 軍隊の 装備を し， エホバの 前に あっ 卜. ショ ファン， ヤゼ ル， ヨグべ ハ， 
て 戦いの ために 渡って まいります」。  ，シ 33i43 し 36 そしてべ 卜 .ニム ラと ベ ト •ハラ 

28 そこで モー セは， 彼らに 関して， サ 民32 :3  ンを 建てて いった。 これらは， 城塞が 

祭司 エレ ア ザルと ヌン の子ヨ シュア， ま  ョシ 也2 あり， 羊を 入れる 石 囲いを 持つ 都市で 

かくぶ ぞく ちち  裁 11:26 

た イスラエルの 子ら の 各部 族の 父たち ス民 21:32 あった 0  37 また， ル ベンの 子ら は， 

かしら めいれい  あた  ヨシ 13:25  [テ】  {卜）  W 

の 頭に 命令を 与えた 0  29 そして モー セ 裁 8:11  ヘシ ュ ボン， エル アレ， キル ヤタ イム， 

セは 彼らに こう 言った。 「もし ガ ドの ソ民32:3  38 また ネボ ，バアル •メ オンー これ 

子ら と ル ベンの 子ら がみな 戦いの ため チ 民 32:17 らの 名は 変えられ ている 一 そして シブ 
の 装備を し， エホバの 前に あって あな ッ 民32:24 マを 建てた。 彼らは その 建てた 都市の 
た 方と 共に ヨルダンを 渡って 行き， そ  ョシ13:17 名を 自分たち の 名で 呼ぶ ことにした。 
の 地が あなた 方の 前に 実際に 従えられ ，レ3  48:34  39 また， マナ セの 子で ある マキ ル 

たなら， そのと き あなた 方は， ギ レア ナ ^2=19 の 子ら は ギレアデに 進んで 行って そこ 
デの 地を 彼らの 所有と して 与える よう ヌョシ は17 を 攻め 取り， そこにいた ア モリ 人を 打 
に。 30 しかし， もし 彼らが 装備を 整 ネ民 26:29 ち 払った。 40 それで モー セは ギレ ア 
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デを マナ セの 子の マキ ルに 与え， 彼は 第32 章 て 荒野に 着き， エ タムの 荒野を 三日の 
そこに 住む ようになった。  41 また， 7t>：；3：3i 旅路 進んで， マラに 宿営を k っ た。 
マナ セの 子の ヤイ ル も 進んで 行って 彼 ィ 9 次いで 彼らは マラを 旅立って エリ 
らの 天幕 村を 攻め 取り， それらを ハボ ムに 来た。 そして， エリムには 十二の 

卜 •ヤイ ルと 呼ぶ ことにした。 42 そ - 水の 泉と 七十 本の やしの 木が あった。 

して， ノバ ハ も 進んで 行って ケナト と x  24:5 それで 彼らは そこに 宿営した。 10 次 
それに 依存す る 町々 を 攻め 取った。 彼  に エリムを 旅立って 紅海の ほとりに 宿 

は それを 自分の 名に よって ノバ ハと 呼 営した。 11 そのの ち 紅海から 旅立 っ 
ぶこと にした。  力 出12:51 て， シンの 荒野に 宿営を 張った。 12 次 

(x)  キ民 9:17  こうや  たびだ  しゅく 

〇〇 モー セと ア ロンの 手の もとに そ ク出 12:2  いで シンの 荒野を 旅立って ド フカに 宿 
办 3 れぞれ の S を 盖し# ェジプトの ヶ：= 誓した。 13  ?| に ド フヵを 経って ァ 

ち  [力）  こうてい  出 しゅくえい  つぎ 

地を 出た イスラエルの 子ら の 行程は こ 12；6  ル シュに 宿営した。 14 次に アル シュ 
うであった。  2 モー セは エホバの 指  SSi  を 旅立って レ フィ ディムに 宿営した。 
示に よりその 行程 ごとに 出発 地を 記録 ^14:8  しかし， そこに 民の 飲む 水はなかった。 

ソ 出12:29  のち  たびだ 

していった ので ある。 そして， これが 詩78:51 15 その後 レフ ィデ ィムを 旅立って シ 
一つの 出発 地から その 次の 所までの 彼  * 18:11 ナイの 荒野に 宿営した。 

m  かれ  だい  セ 創 47:11  つづ  かれ  こうや  たび 

らの 行程であった。 3 彼らは 第一の 月 V* 12:37  16 続いて 彼らは シ ナイの 荒野を 旅 

に， すなわち 第一の 月の 十五 日に ラメ タ *13:20  立って キ ブロ ト •ハタ アワに 宿営した。 

セスを 旅立つ ことに なった。 過ぎ 越し ッ出 17 それから キ ブロ ト •ハタ アワを 旅 

のす ぐ 翌日， イスラエルの 子ら は 手を テ 鋒2  立って ハツェ ロ トに 宿営した。 18 そ 

高く 掲げて すべての エジプト 人の 目の 第二 欄 の 後 ハツヱ ロ トを 旅立って リ トマに 宿 

S を 出た。 4 その 間 エジプト 人は， 彼7 だは 営した。 19 次に リ トマを 旅立って リ 

らの 中で エホバが 打たれた 者たち， す ィ モン. ペレツに 宿営した。 20 次いで 

なわち すべての 初子を 葬って いた。 彼 ゥ 出13:20 リモン •ペレツを 旅立って リ ブナに 宿 

らの 神々 に対して エホバは 裁きを 嘁行 ォ出 15:27 営した。 21 後に リ ブナを 旅立って リ 

された ので ある。  力 *16:1  ザに 宿営した。 22 次に リサを 旅立 っ 

キ出 17:1  し-く ぇい 

5 こうして イスラエルの 子ら は ラ  *17:8  てケへ ラタに 宿営した。  23 それから 

(t)  たびだ  （ソ） しゅくえい  ク出 18:5  たびだ  さん しゅく 

メ セスを 旅立って スコ トに 宿営した。 ケへ ラタを 旅立って シェフ ェル 山に 宿 

っ  たびだ，  （夕 1  ® , ,  ぇぃ 

6 次いで ス コトを 旅立って エ タムに  営した。 

宿営した。 そこは 荒野の 端に 当たる。 ヶ =11:34  24 そのの ち 彼らは シェフ ェル 山を 

7 次に 彼らは エ タムを 旅立って ピハヒ 旅立って ハラ ダに 宿営した。 25 次い 
ロトの ほうに 引き返した。 それは バア  ； !：；16  で ハラ ダを 旅立って マクへ ロトに 宿営 
ル. ツェ フォンを 望む 所に ある 。彼ら サ 量^〇  した 0  26 次に マクへ ロトを 旅立って 

は ミグ ドルの 前に 宿営した。  8 その  22:25  タハト に 宿営した。  27 その後 タハト 
後ピハ ヒロトを 旅立ち， 海の 中を 通っ シ民 9:17  を 旅立って テラに 宿営した。 28 次い 
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で テラ を 旅立 っ て ミト カに 宿営 した。 
29 後に ミ ト カを 旅立って ハシュ モナ 
に 宿営した。 30 次に ハシュ モナを 旅 
立って モセロ トに 宿営した。 31 それ 
から モセロ トを 旅立って ベネ • ヤアカ 
ンに 宿営した。 32 その後 ベネ •ヤア 
カンを 旅立って ホル • ハギ ドガ ドに 宿 
営した。 33 次に ホル •ハギ ドガ ドを 
旅立って ヨ ト バタに 宿営した。 34 後 
にヨ ト バタを 旅立って アブ ロナに 宿営 
した。 35 次いで アブ ロナを 旅立って 
エツ ヨン. ゲ ベルに 宿営した。  36 そ 
の 後 エツ ヨン • ゲ ベルを 旅立って チン 
の 荒野に 宿営した。 つまり カデシュで 
ある 0 

37 後に 彼らは カデシュを 旅立って 
ホル 山に 宿営した。 それは エドムの 地 
の 国境に ある。 38 それから 祭司 アロ 
ンは エホバの 指示で ホル 山に 上って 行 
き， イスラエルの 子ら が エジプトの 地 
を 出た その 四十 年 目， 第五の 月， その 
月の 一日に そこで 死んだ。 39 そして， 
ホル 山で 死んだ 時， ア ロンは 百 二十 三 
歳であった。 

40 その 時， カナン 人で アラ ドの 王で 
ある 者が カ ナンの 地の ネゲ ブに 住んで 
いて， イスラエルの 子ら が やって来る 
ことにつ いて 聞いた。 

41 やがて 彼らは ホル 山を 旅立って 
ツァル モナに 宿営した。  42 その後 
ツァル モナを 旅立って プノ ンに 宿営し 
た。 43 次に プ ノンを 旅立って オボ ト 
に 宿営した。 44 次いで オボ トを 旅 
立って， モ アブの 境界に ある イエ •ア 
バ リムに 宿営した。 45 後に イ イムを 


第 33 章 

ァ 申 10:6 

ィ 申 10:7 

ウ串 2:8 
王 I  9:26 
代 D  8:17 

エ民 13:21 
民 14:25 
民 20:1 
民 27:14 
申 32:51 


才民 20:22 
民 20:23 
申 32:50 

力 申 10:6 

キ民 21:1 
裁 1:16 

ク民 13:17 
ヨシ 10:40 

ヶ民 21:4 
コ民 21:10 

サ創 19:37 
民 21:11 


第二 欄 

ァ民 21:30 
民 32:34 

イエ レ 48:22 
ゥ申 34:1 

エ民 27:12 
申 32:49 

才民 22:1 

カ ヨシ 12:3 
ヨシ 13:20 

キ民 25:1 


セ 民 26:53 
ソ箴 16:33 


旅立って ディ ボン • ガ ドに 宿営した。 
46 その後 ディ ボン • ガ ドを 旅立って 
アル モン •ディ ブラ タイムに 宿営した。 
47 それから アル モン • ディ ブラ タイ 

[ィ）  たびだ  （ゥ）  まえ 

ムを 旅立って， ネボの 前に ある アパリ 
ムの 山地に 宿営した。 48 最後に アバ 
リムの 山地を 旅立って， ヨルダンの そ 
ば， エリコに 面する モ アブの 砂漠 平原 
に 宿営を 張った。 49 そして 彼らは， 
ヨルダンの そば， モ アブの 砂漠 平原の 

(力）  [キ) 

ベ ト .エ シモ トから アベル. シッ テム 
にかけ てず っ と 宿営して いた。 

50 それから エホバは， ヨルダンの 
そば， エリコに 面する モ アブの 砂漠 

へいげん  はな  い 

平原で モー セに 話して こう 言われた。 
51 「イスラエルの 子ら に 話しなさい。 
彼らに こう 言わねば ならない。 『あな 
た 方は ヨルダンを 渡って カナンの 地に 
入る。 52 それで あなた 方は， その 地 
のす ベての 住民を あなた 方の 前から 打 
ち 払い， 彼らの 石像を すべて 打ち壊さ 

(コ）  い もの  ぞう (ザ） 

ねばならない。 彼らの 铸 物の 像を こと 
ごとく 打ち壊し， 彼らの 聖 なる 高き 所 
をす ベて 滅ぼし 尽くす ように。 53 こ 
う して あなた 方は その 地を 手に入れて 
そこに 住む ので ある。 わたしは その 地 
を 必ず あなた 方に 与えて 所有させる か 
ら である。  54 そして あなた 方は， そ 
れぞれ の 家族に したがい， その 地を 所 
有 地と して 自分たち の 間で く じに よっ 
て 配分し なければ ならない。 人数の 多 
い 者には その 相続 分を 多くし， 人数の 
少ない 者には その 相続 分を 少なく すべ 
きで ある。 くじで 当たる 所， そこが そ 
の 人の ものと なる。 あなた 方は 父の 部 
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ヨシ 16:1 
ヨシ 18:11 


ウ出 23:33 
申 7:4 
ヨシ 23:13 
裁 2:3 
詩 106:36 

エ レビ 18:28 
ヨシ 23:15 

第 34 章 

才創 15:18 
創 17:8 
詩 105:11 


キ創 10:19 
使徒 17:26 


ヨシ 15:47 
セ 出 23:31 


民 数 33：55—34：17  境界が 定められる。 

k に したが っ て 自分の 所有地を 得る ベ 

(7) 

きで ある。 

55 「『だが， もし その 地の 住民を あな 
た 方の 前から 打ち払わないなら， あな 
た 方が 残して おく その 者たち は 必ず あ 
なた 方の 目に とげと なり， 脇腹に いば 
ら となって， あなた 方を その 住む 地に 
おいて まさに 悩ます であろう。  56 そ 
して わたしは， 彼らに 対して 行なおう 
と 思った そのこと を， あなた 方に 対し 
て 行なう ことになるので ある』」。 

C\A エホバは さらに モー セに 話して 
か^ こう 备 われた。 2 「イスラエル 
の 子ら に 命じなさい。 彼らに こう 言わ 
ね ばな ら ない。 『あな た 方は カナンの 
地に 入って 行く。 それは 相続に よって 
あなた 方の ものと なる 土地で あり， そ 
の 境界線 によ っ て 決め られた カナン 
地で ある。 

3 「『それで， あなた 方の 南側は， エ 
ドムの 横の チンの 荒野から となる。 あ 
なた 方の 南の 境界線は， 東は “ 塩の 海” 

の 先端から となる。 4 それで あなた 
方の 境界線は， アクラ ピムの 上り坂の 
南から 向きを 変えて チンに 渡り， その 
終端は カデシュ •バル ネアの 南と なる。 

それは ハツ ァル •アッ ダルに 出て， ア 
ツ モンに 渡る。 5 次いで その 境界線は 
アツ モンで 向きを 変えて エジプトの 奔 
流の 谷に 向かい， その 終端は 海と なる。 

6 「『西の 境界線， あなた 方に とって 
それは “ 大海” とその 沿岸 地方で ある。 

これが あな た 方の 西の 境界線と なる で 
あろう。 

7 「『次に， これが あなた 方の 北の 境 
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界線 となる。 あなた 方の ために， “大 
海” から ホル 山に 向けて 境界線を 引く。 
8 ホル 山からは， ハ マトに 入る ところ 
に 向けて 境界線を 引き， その 境界線の 
終端は ツェ ダ ドと なる。  9 次いで そ 
の 境界線は ジ フロンに 出， その 終端は 
ハツ ァル •エ ナンと なる。 これが あな 
た 方の 北の 境界線 となる であろう。 

10 「『次いで， あなた 方の ため， 東 
の 境界線を ハツ ァル. エ ナンから シェ 
ファムに 引く ように。 11 そして， そ 
の 境界線は シヱ ファムから， アインの 
東の リブラに 下り， 境界は さらに 下っ 
て キネ レ トの 海の 東の 斜面と 出会う。 
12 次いで その 境界は ヨルダンに 下り， 
その 終端は “ 塩の 海” となる。 これが 
周囲の 境界線に よって 決められた あな 
た 方の 土地と なる であろう』」。 

13 それで モー セは イスラエルの 子 
らに 命じて 言った， 「これが， あなた 
方の 間で く じに よって 所有地と して 配 
分す る 土地で あり， エホバが 九 部族 半 
に 与える ようにと お命じに な った とお 
りです。 14 というのは， ル ベン 人の 
子ら の 部族は その 父の 家 ごとに， ガド 
人の子ら の 部族 も その 父の 家 ごとに す 
でに _ 分の 相続 分を 得， マナ セの 半 部 
族 もす でに 得て いるから です。 15 そ 
の 二部 族 半は， エリコの そばの ヨルダ 
ンの 地域， 日の出に 向かう その 東側で 
すでに 自分たち の 相続 分を 得 ま した」。 

16 エホバは さらに モー セに 話して 
こう 言われた。 17 「これは， その 地 
を あなた 方に 所有地と して 分ける 者た 
ちの 名で ある。 すなわち， 祭司 エレ ア 


37 & 21 : ‘ t7: 7: 7 1  : ►:  1 ):  1 
3: 2: 3: 14 4  4 :1 15  6 
3  3 1 I  ゼゼ  3 シカ ハ 
民 申 民 王 エエ申 ョルョ 
アイ  ウェオ 
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ザルと ヌン の子ヨ シュア 0 18 また あ 第34 章 は 彼らの 家畜と 貨財の ため， また その 
なた 方は， その 地を 所有地と して 分け 7  S  20:26 すべての 野獣の ためとな るので ある。 
るた め， 各部 族から 一人の 長を 選び 取  !-> 19：51 4 そして， あなた 方が レビ 人に 与える 
る。 19 そして， これが その 人々 の 名 ^2^:18 それらの 都市の 牧草地は， その 都市の 
である。 ユダの 部族からは エ フネの 子 城壁から 外に 向かって 周囲 一千 キュビ 

(才 1  ぶぞく [力）  エ ヨシ 15:1  がた  と し 

カ レブ。 20 シメオンの 子ら の 部族 か才民 14:30 卜 である 0  5 それで あなた 方は， 都市 
らはア ミフ ドの 子 シェ ム エル。 21 ベ “ ご i こ の 外側を， その 都市を 真ん中に して， 東 
ニヤ ミンの 部族からは キス ロンの 子エ キョシ18:11 側に 二 千 キュビ ト， 南側に 二 千 キュビ 

ぶぞく  [ク）  ク ヨシ 19:40  にしがわ  きたがわ 

リダ ド。 22 ダンの 子ら の 部族からは， ヶ 創46: 2〇 卜 ，西側に 二 千 キュビ ト， 北側に 二 千 
長で ある， ヨ グリの 子 ブキ。 23 ヨセ  ョシ16:1 キ ュビト 測る ように。 これが 彼らの た 

W  J  3 シ 17:1  ぼくそうち 

フの 子ら について は， マナ セの 子ら の サョシ 仙5 めに その 都市の 牧草地と なる。 

ふら， 1 である， エフ ォ ドの 子 ハ 6 「これらは あなた 方が レビ 人に 与 
ニエル 〇  24 エフ ライムの 子ら の 部族 セ ョシ ご2,4 える 都 击 である 0 すなわち， 六つの 避 

おさ  y  3 シ 19:32 なん (7)  ころ  もの 

からは， 長で ある， シフ タンの 子 ケム タ 紫34:!8  難 都市。 それは， 人を 殺した 者が そこ 
エル。 25 ゼ ブルンの 子ら の 部族から  ^  に 逃れる ために 与える ものである。 そ 

は， 長で ある， パ ルナ クの子 エリザ パ - の ほかに 四十 二の 都市を 与える。 7 あ 

ン。 26 イッ サカ ルの 子ら の 部族から +S22:1  なた 方が レビ 人に 与える 都市は 全部で 
は， 長で ある， アザン の 子 パル ティ エル。  5  Sis 四十 八 都市で あり， それらと それに 伴 
27 ア シェルの 子ら の 部族からは， 長で 7^925：32 う 牧草地で ある。 8 あなた 方が 与え 
ある， シェ ロミの 子 アヒフ ド。  28 ナ ミ シ ⑷4 る 都市， それは イスラエルの 子ら の 所 

ぶぞく  (ソ）  おさ  ヨ シご 1:2  ゆうち  (I)  おお 

フ タリの 子ら の 部族からは， 長で ある， テレビ25:34 有 地の 中からで ある 0 多い ところから 
ア ミフ ドの 子べ ダフ エル」。  29 これ  &ン6 ま11 は 多く 取り， 少ない ところからは 少な 
ら は， イスラエルの 子ら を カナンの 地 代1111:14  く 取る。 それぞれが 所有地と して 得る 
で 土地 保有者と する ために， エホバが 第二 欄 その 相続 分に 応じて， 自分の 都市の 中 
命じた 人々 である。  7 5^2 から その 幾つかを レビ 人に 与える」。 

[チ）  q 、 ン 2(1*7  ひ  つづ  はな 

エホバは， ヨルダンの そば， エ  ョシ 2〇;8  9 エホバは 引き続き モー セに 話し 

リ 3 リコに 面する モ アブの 砂漠 平原  てこう 言われた。 10 「イスラエルの 

で， なお も モー セに 話して こう 言われ  Vi  2l；36 子ら に 話しなさい。 彼らに こう 言わね 
た。 2 「イスラエルの 子ら に 命じな さ ィ SI38 ばなら ない。 『あなた 方は ヨルダンを 
い。 すなわち， 彼らは 自分の 所有す る  a->：20:3 渡って カナンの 地へ 行く。 11 それで 
相続 分の 中から レビ 人に その 住むべき ^j'^3 あなた 方は， 自分たち のために 都合の 
都市を 与える ようにと。 また， その 都 才 Jgg  良い 都市を 選ばねば ならない。 それら 
市の 周囲に ある 牧草地 も レビ 人に 与え は あなた 方の ための 避難 都市と なり， 
るよう に。  3 こうして その 都市は 彼 意図せ ずに 魂を 打って 死に 至らせた 殺 
らの 住む 所と なり， それに 伴う 牧草地  人 者は そこに 逃げなければ ならない。 


民 数 35:12—28 

12 それで， それらの 都市は あなた 方の 
ために 血の 復 しゅ う 者からの 避難所と 
なる ので ある。 これは， 人を 殺した 者 
が， 裁きの ため 集会の 前に 立つ までに 
死ぬ ことのない ためで ある。 13 それ 
で， あなた 方の 与える 都市， 六つの 避 
難 都市が あな た 方の ための ものと なる。 
14 ヨルダンの こちら 側で 三つの 都市を 
与え， カナンの 地で 三つの 都市を 与え 
る。 これらは 避難 都市と なる。 15 イ 
スラ エルの 子ら のた め， 外人 居留 者の 
ため， また その 中に 住む 移住者た ちの 
ために， これら 六つの 都市は 避難所と 
なり， だれでも 意図せ ずに 魂を 打って 
死に 至らせた 者の 逃れる 所と なる。 

16 「『さて， もし 鉄の 道具で 人を 打 
ち， そのために 彼が 死んだ ので あれば， 
その 者は 殺人者で ある。 その 殺人者は 
必ず 死に 処 されるべき である。 17 ま 
た， 小さ な 石で あっ て も ，それに よって 
人が 死に 得る ほどの もので 打ち， その 
ために 彼が 死んだ ので あれば， その 者 
は 殺人者で ある。 その 殺人者は 必ず 死 
に処 されるべき である。 18 また， 小 
さな 木の 道具で あっても， それによ っ 
て 人が 死に 得る ほどの もので 打ち， そ 
のために 彼が 死んだ ので あれば， その 
者は 殺人者で ある。 その 殺人者は 必ず 
死に 処 されるべき である。 

19 「『血の 猿 しゅう 者で ある 者が そ 
の 殺人者を 死に 至らせる。 彼に 出会 っ 
た その 時に， その 者が これを 死に 至ら 
せる。  20 また， もし 憎しみを 抱いて 
人を 突き飛ばし， あるいは 待ち伏せし 
ていて 物を 投げつ け， こうして 彼を 死 


血の 復 しゅ う 者。 血の 罪 
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第 35 章 


ウ申 4:41 
申 19:9 

エ ヨシ 20:7 

才出 12:49 
レビ 19:34 
レビ 24:22 
民 15:16 


第二 欄 

ア民 35:19 


力 民 35:12 
民 35:19 


なせた ので あれば，  21 あるいは 敵意 
を 抱いて 手で 人を 打ち， それに よって 
死なせた ので あれば， その 打った 者は 
必ず 死に 処 されるべき である。 その 者 
は 殺人者で ある。 血の 復 しゅう 者は そ 
の 殺人者に 出会った 時に これを 死に 至 
らせ€。 

22 「『しかし， 予期せ ず， 敵意 もな 
しに 人を 突き飛ばし， あるいは 待ち 伏 
せして いたので はない が 何 かの 品を 投 
げ，  23 あるいは それに よって 人が 死 
に 得る ほどの 石を 彼を 見ずに [投げる] 
かその 上に 落とす かし， そのために 彼 
が 死んだ ので あれば， その 者は 敵意を 
抱いて いたので はなく， 害する ことを 
求めて いたので もない ので，  24 集 
会は これらの 裁きに したがって [彼を] 
打った 者と 血の 復 しゅう 者との 間を 裁 
かねば ならない。 25 そして 集会は 人 
を 殺した その 者を 血の 復 しゅ う 者の 手 
から 救い出す ように。 集会は その 者を 
当人の 逃れた 避難 都市に 戻らせる ので 
ある。 そして 彼は， 聖 なる 油で 油 そそ 
ぎを 受けた 大祭司の 赤まで そ こに とど 
ま ら ねばならない。 

26 「『しかし， 人を 殺した 者が 自分の 
逃れた 避難 都市の 境界 か ら 出る ような 
ことがあれば，  27 血の 復 しゅう 者が 
その 避難 都市の 境界の 外で これを 見つ 
け， 血の 復 しゅう 者が 人を 殺した その 
者を 打ち殺した としても， 彼に 血の 罪 
はない。 28 その 者は 大祭司の 死まで 
は自 分の 避難 都市の 中に とど まってい 
るべき だからで ある。 大祭司の 死の 後 
であれば， 人を 殺した 者は _ 分の 所有 
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する 土地に 帰って よい。 29 それで， 
これらは， 代々 にわたり， あなた 方の 
住む すべての 所で， あなた 方の ための 
裁きの 法令と なる ので ある。 

30 「『魂を 打って 死に 至らせた 者は 
皆， 証人たち の 口により 殺人者と して 
殺されるべき であるが， ただ 一人の 証 
人が 彼を 責める 証言を 行なって その 魂 
を 死に 至らせる ことがあって はいけ な 
い。 31 また あなた 方は， 死に 価す る 殺 
人 者の 魂の ための 贖いを 受け取 っ ては 
ならない。 その 者は 必ず 死に 処 される 
べき だからで ある。 32 また， 避難 都 
市に 逃れた 者の ための 贖いを 受け取 っ 
て， 大祭司の 死の 前に 再び その 土地に 
住まわせても ならない。 

33 「『こうして あなた 方は 自分の いる 
土地を 汚して はならない。 血が 土地を 
汚す ので ある。 そして， 土地に 対して 
は， その上に 流された 血に 関し， それ 
を 流した 者の 血に よる 以外に 贖罪は な 
いので ある。 34 それで あなたは， 自 
分たち の 住む 土地， すなわち わたしが 
宿って いる 土地を 汚 しては な ら ない。 
わたし エホバは イ スラ エルの 子ら の 中 
に 宿って いるので ある』」。 

その後， ヨセフの 子ら の 家族に 

嵐す る， マナ セの 子 マキノ 【の 子 
である ギレアデの 子ら の 家族の 父たち 
の 頭たち が 近くに やって来て， モーセ 
と 長たち， イスラエルの 子ら の 父たち 
の 頭たち の 前で 話して 2 こう 言った。 
「エホバは， イスラエルの 子ら に 土地 
を 相続 物と してく じで 与える よう 我が 
主に お命じに なりました。 また， 我が 
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ア申 17:6 
申 19:15 

マタ 18:16 


ヘプ 10:28 


才創 4:10 
詩 106:38 
ルカ 11:50 


力 創 9:6 


出 25:8 


レビ 26:12 
王 I  6:13 
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ク民 26:29 


ケ民 26:55 
民 33:54 


第二 欄 


イ民 27:4 


才民 36:12 


主は， わたしたちの 兄弟 ツェ ロ フハド 
の 相続 分を その 娘たち に 与える ように 
との 命令を エホバから お受けに なり ま 
した。  3 もし， イスラエルの 子ら の 
他の 部族の 子 らの だれかが 彼女たち を 
妻と して 得る ことになります と， この 
女たち の 相続 分は わた しど もの 父たち 
の 相続 分の 中から 取り去られ， 彼女た 
ち が 所属す るよう になる 部族の 相続 分 
に 加えられて しまう ことにな り， それ 
はわた したち の 相続す るく じ 分からは 
取り去られる ことでしょう。  4 また， 
イスラエルの 子ら のために ヨ ベルが 来 
て も， この 女たち の 相続 分は 彼女たち 
が 所属す るよう になる 部族の 相続 分に 
やはり 加えられて しまう ことにな り ま 
す。 それに よって， 彼女たち の 相続 分 
は， わたしどもの 父たち の 部族の 相続 
分からは 取り去られる ことで しょ う」。 

5 そこで モー セは， エホバの 指示の 
もとに イスラエルの 子ら に 命じて こう 
言った。 「ヨセフの 子ら の 部族の 話す 
ところは 正しい。  6 これは ツェ ロフハ 
ドの 娘たち のために エホバが 命じて 言 

ことば  W  かのじょ 

われた 言葉です。 『彼女たち は その 目 
に 良い と 思う 者の 妻と なって よい。 た 
だし， その 父の 部族 内の 家族の 妻と な 
るべき である。  7 そして， イスラエル 
の 子ら の 相続 分は 部族から 部族へ と 巡 
り 行くべき ではない。 イスラエルの 子 
らは 各々， 自分の 全祖の 部族の 相続 分 
に 固く 付くべき だからで ある。  8 そ 
れ で， イスラエルの 子ら の 諸 部族の 中 

そうぞく ぶん  しゅとく  むすめ みな  じぶん  ちち 

で 相続 分を 取得す る 娘は 皆， 自分の 父 
の 部族 内の 一つの 家族の 妻と なるべき 
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である。 イスラエルの 子ら が それぞれ 第36 章 
自分の 父祖の 相続 分を 取得す るた めで 7ftI  23:22 
ある。 9 それで， 相続 分が 一つの 部 
族から 別の 部族へ と 巡り 行く こ とが 


あっては いけない。 イスラエルの 子 
ら の各辣 族は それぞれ _ 分の 相続 分 
に 固く 付くべき なので ある』」。 

10 エホバが モー セに 命じた そのと 
おりに ツエ ロフハ ドの 娘たち は 行な っ 
た。 11 それで， マフラ， ティル ツァと 
ホグ ラと ミルカと ノア， すなわち ツエ 


第二 欄 


ア民 27:1 


ィ申 30:8 
ヨシ 22:5 
伝 12:13 


ウ民 26:3 
民 33:50 
民 35:1 


ロフハ ドの 娘たち は， その 父の 兄弟の 
子ら の 妻と なった。 12 ヨセフの 子で 
ある マナ セの 子ら に 属する 家族の 妻と 
なった ので ある。 彼女たち の 相続 分が 
その 父の 家族の 部族 内に とどまる ため 
であった。 

13 これらは， ヨルダンの そば， エ 
リ コに 面する モ アブの 砂漠 平原で， 
エホバが モー セを 通して イスラエル 

めい  [ィ 1  しほう じょう  さ だ 

の 子ら に 命じた おきてと 司法 上の 定 
めで ある。 


申命記 


1 これは， ヨルダン 地方の 荒野， ス 
フに 面する 砂漠 平原， ノ^ラン ，卜 
フェル， ラバン， ハツェ ロト， デイ ザ 
ハブの 間で モー セが 全 イスラエルに 話 
した 言葉で ある。  2 ホ レブから セイ 
ル 山を 経て カデシュ •バル ネアまでは 
十一 日間であった。 3 そして， 第 四十 
年， 第 十一月， その 月の 一日に， モー 
セは， すべて エホバが イスラエルの 子 
ら のために 命じた ところに したがって 
彼らに 話す ことに なった。  4 それは 
彼が， ヘシ ュ ボンに 住んで いた ア モリ 
人の 王シ ホンを， そして アシュ タロテ 
に 住んで いた パシヤ ンの王 オグを エド 
レイで 撃ち破 っ た 後の ことであった。 
5 ヨルダン 地方， モ アブの 地で， モー 
セは この 律法を 説明す る ことを 手がけ 

(3)  い 

て， こう 言った。 

6 「わたしたちの 裡 エホバは ホ レ 

[サ]  はな  い 

ブで わた したち に 話して こ う 言われ 
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イ創 15:16 

ヨシ 10:6 

ウ申 3:17 
申 4:49 
ヨシ 12:3 
エ民 13:17 
才創 12:9 
民 21:1 
カ ヨシ 9:1 
キ民 34:2 
ク ヨシ 13:1 
ヨシ 13:5 
王 1 9:19 
ケ創 15:18 
コ創 26:3 
サ創 28:13 


た。 『あなた 方は この 山地に 長らく 住 
ん だ。  7 身を 巡らして ここを たち， 
アモ リ 人の 山地 および アラス' に 連な 
る そのす ベての 近隣 地方， 山地と シェ 
フェラと ネゲブと 海岸 地方， すなわち 

ち [キ）  （ク） 

カナン 人の 地， また レバノン， さらに 
は大 川， ユーフラテス川にまで 行きな 
さい。  8 見よ， わたしは その 地を あ 
なた 方の 前に 置いた。 行って， エホバ 
が あなた 方の 父たち， アブラハム， イ 
サク， ヤコブに 対し， 彼らと その後の 
胤に 与え 4 と誓っ た その 土地を 取得 
せよ』。 

9 「そして わたしは その 時 あなた 方に 
このよう に 言った。 『わたしは 自分 独 
りでは あなた 方を 担い きれない。 10 あ 
な た 方の® エホ バは あな た 方を 殖やさ 
れ たため， あなた 方は 今日， 数が 多く 

ほし  W 

て 天の 星の ようになって いる。 11 あ 

シ創 12:7: 創 13:15; 創 17:7; ス出 18:18; セ 創 15:5; 出 
32:13; 民 26:51; 申 10:22。 
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な た 方の 父祖の 裡 エホバが あなた 方を 

いま  かず  ばい  おお  (7) 

今い る 数の 千倍 も 多くし， あなた 方に 

やくそく  m し ■♦く ふく 

約束され たと おりに 祝福して くださる 
ように。 12 あなた 方の 重荷と， あな 
た 方の 荷と， あなた 方の 言い争いを， ど 
う して わたし 独りで 担える だろう か。 
13 あなた 方の それぞれの 部族の 中 か 
ら ，賢くて， 思慮 深ぐ 経験の ある 人々 
を 見つけなさい。 わたしが その 人々 を 
頭と して あなた 方の 上に 立てる ためで 
ある』。 14 すると あなた 方は 答えて 
言った， 『わた したち が 行なうよ うに 
と あなたの 言った 事， それは 良い こと 
です』。 15 それで わたしは， あなた 方 
の それぞれの 部族の 頭たち， すなわち 
賢くて 経験の ある 人々 を 取り， それを 
あなた 方の 頭， 千 人の 長， 百 人の 長， 五十 
人の 長， 十 人の 長， また あなた 方の そ 
れぞれ の 部族の つかさと して 据えた。 

16 「そして わたしは その 時， あなた 
方の 裁き 人たち に 命じて こう 言った。 
『あな た 方の 兄弟たち の 間の 聴 問を 行な 
うとき， あなた 方は 人と その 兄弟との 
間， また 外人 居留 者との 間を 義を もっ 
て 裁かねば ならない。 17 裁きに おい 
て 不公平であって はならない。 小なる 
者 [の 述べる こと] を， 太なる 者 [の 述べ 
る こと] と同じように 聞くべき である。 
あな た 方は 人の ため に 恐れ 驚いて はな 
ら ない。 裁きは 裡の もの だからで ある。 
あなた 方に 難しす ぎる 事件は わたしの 
ところに 提出す るよう に。 わたしが そ 
の [言い分] を 聞く』。 18 そして わた 
しは その 時， あなた 方の 行なうべき こ 
とを すべて 命じた。 


19 「その後 わたしたちは ホ レブを 旅 
立って， あの 広大で 畏怖の 念を 抱かせ 
る 荒野を すべて 進んで 行った。 そこは 
あなた 方 も 見た所で ある。 わたしたち 
の# エホバが 命じた とおりに， ア モリ 
人の 山地の 道を 通った ので ある。 やが 
てわたし たちは カデシュ •バル ネアに 
来た。 20 そこで わたしは 言った， 『あ 
なた 方は ア モリ 人の 山地に， わたした 
ちの 裡 エホバが 与えて く ださ る 所に 来 
た。 21 見なさい， あなたの 裡エ ホバ 
はこの 地を あなたに 渡された。 上って 
行って， あなたの 父祖の® エホバが 話 
された とおり [これを] 取得しなさい。 
恐れて はいけ ない。 おびえて はなら 

なぐて』。 

22 「しかし， あなた 方は 皆 わたしの 
近く に 来て こう 言った。 『わたしたち 
に 先立って ぜひ 人を 遣わさせて くださ 
い。 その 者たち がわた したち のために 
その 地を 調べ， わたしたちが 上って 行 
く 道， また 入って 行く 都市に 関して 知 
ら せを 持ち帰る ようにす るた めです』。 
23 さて， それは わたしの 目に 良い 事と 
なった。 それで わたしは あなた 方のう 
ちの 十二 人， 各部 族に つき 一人ず つを 
選び 取った。 24 そこで 彼らは 身を 巡 
らして 山地に 上って 行き， エシュコル 
の 奔流の 谷に ま で行っ て そこ の 様子を 
探った。 25 そして 彼らは その 土地の 
実りの 幾らかを 手に 取り， それを わた 
したち のと ころに 携えて 来た。 そして， 
知らせを 持ち帰って， こう 言った。 『わ 
た したち の裡 エホバが 与えて く ださる 
土地は 良い 所です』。 26 ところが， あ 
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なた 方は 上って 行く ことを 望ま'^， あ 第 1 章  34 「その 間 ずっと， エホバは あなた 
なた 方の エホバの 指示に 背く 振る舞 方の fc 葉の 声を 聞いて おられた。 その 
いを する ようになった。 27 そして あ  3 1^24 ために 憤然とされ， 誓ってこう 言われ 
なた 方は 自分の 天幕の 中で しきりに 愚 た。  35 『このよ こしまな 世代の これ 
痴を こぼして こう 言った。 『エホバは ォ民 14:3  らの 者のう ち， 一人と して， わたしが 
わたしたちを 憎まれ， そのため にわた "¢2： if  あなた 方の 父たち に 与える と 誓った 良 

ち  つ  （ェ）  キ民 13:28  ち  W 

したち を エジプトの 地から 連れ出し， 申9:1  い 地を 見る 者は いない。  36 ただし， 
ア モリ 人の 手に 渡して わたしたちを 滅 ョシ11:21 エ フネの 子 カ レブは 別で ある。 彼は そ 

つ  [才）  ケ， 32:9  ふ 

ぼし 尽くそう とされる の だ。 28 わた  れを 見る。 彼と その子ら とに， 彼の 踏 

したち は どこに 上って 行く のか。 兄弟 んだ その 地を 与える。 彼が エホバに 全 
たちは， 「我々 より 大きく 背の 高い 民，  5 IS  く 従った からで ある。 37  ( あなた 方 
大きくて 天に 届く までに 防備を 固めた 2^4  のために エホバは この わたしに 対して 

と し (キ）  【ク）  ヨシ 1〇：42 

都市， それに アナ キムの 子ら を そこで  もい きり 立たれ， 『あなた も そこには 

い  こころと  ^ 46:11  w  まえ 

見た」 と 言って， わたしたちの 心を 溶 ス =  78:15 入らない。  38 あなたの 前に 立って い 

い  W  セ*^ ，  もの  （力） 

け 入らせた』。  ソユ= る 者， ヌ ン の子ョ シュアが そこ に 入る』 

29 「それで わたしは 言った， 『あな 夕 g 巧 g4 と言われた。 この [ョ シュア] を 強く し 
た 方は 彼らの ために うろたえたり 恐れ  3：ig てくだ さった。 彼が イスラエルに そこ 
たりして はならない。  30 あなた 方の チ 民 1〇:33 を 受け継がせ るからで ある 〇)  39 あ 
拽 エホバが あなた 方の 前を 行って くだ  *  40:36 なた 方が 「強奪され てし まう」 と言っ 
さる。 エジプト において あなた 方の 目  た あなた 方の 幼い 者た' 4, 今は 善悪を 

の 前で 行なわれた すべての 事柄のと お  ^ 1〇5：39 知らない あなた 方の 息子たち， その 者 
り， [姓] は あなた 方の ために 戦って く  第二 欄 たちが そこに 入り， 彼らに わたしは そ 
ださる。 31 また， 荒野で [行なわれた 7S；1；35 れを 与え， 彼らが それを 取得す るで あ 
とおりに]。 そこに おいて あなたは， 人  ?  2:14  ろう。 40 あなた 方 自身は， 向きを 変 
がその 子を 負うよう にして あなたの 神 ：ブ 3:11 え， 荒野に 向かって 旅立ち， 紅海の 道 

にな'  ST イ^ ゆ  1 ヶ） 

エホバが あなたを 担われる のを 見た。 を 行く ように』。 

この 場所に 来る まで あなた 方の 歩んだ ゥ i714=7  41 「すると あなた 方は 答えて わたし 

すべての 道に おいて [そうであった]』。 に 言った， 『わたしたちは エホバに 罪 
32 しかし， この 言葉 にもかかわらず， あ を おかしました。 わたしたちは， すべて 
なた 方は 自分たち の裡 エホバに 信仰を  ^ 106:32 わた したち の 姓 エホバが 命じた ところ 
置かなかった。 33 あなた 方に 先立 っ  ぱ に 従い， 上って 行って 戦います！』 そ 

みち  ゆ  しゅくえい  . „  おのおの じ ぶん  ぶ 

て 道を 行き， あなた 方の ために 宿営の キ うして あなた 方は 各々 自分の 戦いの 武 
場所を 探り， 夜は 火に より， 昼は 雲に 器を 身に 帯び， 山に 上って 行く のをた 
よって あなた 方の 歩むべき 道が 見える ヶ民 14:25  やすい 事と みなした 0  42 しかし エホ 
ようにして おられた その 方に。  サ ^14^  バ はわた しにこう 言われた 0 『彼らに 
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言いなさい， 「あなた 方は 上って 行っ 
て 戦って はならない。 わたしは あなた 
方の 中にはい ないから であり， あなた 

方が 敵の 前に 撃ち破 られる ことのない 

[ィ） 

ためで ある」』。 43 それで わたしは あ 
なた 方に 話した が， あなた 方は それを 
聴かず， エホバの 指示に 背く 振る舞い 
をす るよう になって ただ 激 こうし， 山 
に 上って 行こうと した。  44 その 時， 
その 山 に 住ん でいた ア モリ 人が 出て 来 
て あなた 方を 迎え撃ち， 蜜 ばちが する 
ようにして あなた 方の 後を 追い， あな 
た 方を セイルに， ホル マにまで も 散ら 
していった。 45 その後， あなた 方は 
戻って 来て エホバの 前で 泣き はじめた 
が ，エホバは あな た 方の 声を 聴かず， 耳 
を 向ける こと もされなかった。  46 そ 
のた め あなた 方は カデシュに 多くの 日， 
あなた 方が そこ にと どま っ た その 日数 
だけと どまった ので ある。 

「その後 わたしたちは 身を 巡らし， 
^ エホバが わたしに 話された とおり 
荒野に 向か っ て 旅立ち ，紅海の 道を 行っ 
た。 そして わたしたちは 多くの 日を か 
けて セイル 山の 周りを 回った。  2 つ 
いに エホバは わた しに このよう に 言わ 
れ た。 3 『あなた 方は 長らく この 山の 
周りを 回った。 あなた 方の 方向を 北に 
変えよ。 4 そして， 民に 命じて こう 言 
うように。 「あなた 方は， 自分の 兄弟 
たち， すなわち セイルに 住む エ サウの 
子ら の 境界の そばを 通って 行く。 彼ら 
は あなた 方の ために 恐れを 抱く であろ 
う。 あなた 方は よく 注意し なければ な 
ら ない。  5 彼らと 争って はいけ ない 0 
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わたしは 彼らの 土地を 足の裏の 幅 ほど 
も あなた 方に 与えは しないから である。 
わたしは セイル 山を 保有 地と して エサ 
ウに 与えた ので ある。 6 あなた 方は 
自 分が 金を 出 して 彼らから 買う 食物を 
食べ， § 分が 金を 出して 彼らから 買い 
取る 水を 飲む ように。 7 あなたの 裡エ 
ホ バは あな たの 手の 行なう すべての 業 
を 祝福され たからで ある。 あなたが こ 
の大 いなる 荒野を 歩いて 来た こと もよ 
く 知って おられる ので ある。 この 四十 
年の 間， あなたの 裡 エホバは あなたと 
共に おられた。 あなたは 何一つ 事欠く 
ことはなかった」』。  8 それで わたし 
たちは， 自分の 兄弟で ある， セイルに 
住む エ サウの 子ら から， すなわち アラ 
パの 道からは 離れて， エラ トから， ま 
た エツ ヨン • ゲ ベル か ら 進んで 行った。 

「次いで わた したち は 身を 巡ら し， モ 
アブの 荒野の 道を 進んだ。 9 エホバ 
は その 時 わた しに 言われた， 『モ アブ 
を 攻め 悩ましたり， これと 戦ったり し 
てはいけ ない。 わたしは， 彼の 土地の 
中から あなた に 保有 地を 与え る ことは 
しないから である。 わたしは 口 卜の 子 
4 に アルを 保有 地と して 与えた ので あ 
る。  10  (かつては エミ 乂が そこに 住 
ん でいた。 それは， 大きく， 数が 多く， 
アナ キム 人の ように 背の 高い 民で あっ 
た。 11 レ ファ イム 人に ついては， こ 
れ らも アナ キム 人と 同じように みなさ 
れ ていたが， モ アブ 人は 彼らの ことを 
エ ミムと 呼んで いた。 12 また， かつ 
ては ホリ 人が セイルに 住んで いた。 そ 

ソ民 13:22; 民 13:28; 民 13:33; 申 1:28; 申 9:2; 夕創 14: 
6; 創 36:20; 代 I  1:39。 


申 命 2:13—28  38 年に わたる 徒歩の 旅。 アン モンを 悩まして はならない  296 

の後エ サウの 子ら が 彼らを 立ち退かせ， 第2 章 でいた。 21 彼らは 大きく， 数が 多く， 
これを 自分たち の 前から 滅ぼし 尽くし 7  &J  36:10 アナ キム 人の ように 背の 高い 民で あっ 

か  [ィ）  イ創 27:39  (7)  まえ  ほろ 

て， 代わりに 住む ようになった。 これ 創27 ⑷た 0 エホバは これを 彼らの 前から 滅ぼ 
は， イスラエルが 自分の 保有す る 土地 15 s 21:12 し 尽くして， 彼らが これを 立ち退かせ， 
に対して 行なわなければ ならない こと  民32:11 代わりに 住める ように された。 22 セ 
と 同じで あり， エホバは それを 必ず 彼  1 1〇；!26 イ ルに 住む エ サウの 子ら のために 行な 
らに 与える ので ある。） 13 今， 立っ  3-i? われた のと 同じで ある。 その 時には， ホ 
て， ゼレ ドの 奔流の 谷を 渡りなさい』。 ^^1〇:31 リ 人を 彼らの 前から 滅ぼし 尽くし， 彼 
それで わたしたちは ゼレ ドの 奔流の 谷 ^  HI  10:5 らが これを 立ち退かせ， 今日に 至る ま 
を 渡った。 14 そして， わたしたちが キ^  26:64  で それに 代わって 住める ように された 
カデシュ .バル ネアから 歩きつ づけて 21:28 ので ある。  23 アビ ム 人， すなわち ガ 
ゼレ ドの 奔流の 谷を 渡る までの 日数は ヶ Jlgf  ザに 至る まで 集落を なして 住んで いた 
三十 八 年で あり， ついに 戦 人の 世代の 寶ム ば 〇 者たち について は， カフ ト ルから 出て 
すべての 者が 終わりを 迎えて 宿営の 中  来た カフ ト リム 人が これを 滅ぼし 尽く 

かれ  ちか  コ S  か 

からい なくなり， エホバが 彼らに 誓わ ：シ匕5 し， それに 代わって 住む ようになった。） 
れた とおりに なった。 15 そして， エ - 24 「『あなた 方は 身を 起こし， ここを 

(才！  かれ  [ヶ 1 ほんりゅう  たに  わた 

ホ バの手 も その上に あり， 彼らを かき 7S13：33 たって アル ノンの 奔流の 谷を 渡りな さ 
乱して 宿営の 中から 出し， ついに 彼ら  J  9；2〇  い。 見よ， わたしは あなたの 手に， ア 

お  むか  （力）  じん  [コ）  あた 

は 終わりを 迎えた ので ある。  ィ Si45:3  モリ 人， ヘシ ュ ボンの 王シ ホンを 与え 

16 「そして， すべての 戦 人が 民の 中 ゥ創 36:8  た。 ゆえに， 彼の 土地を 取得す る こと 
から 死に絶える とすぐ， 17 エホバは 1  Jj 14：6〇 に 取り かかれ。 彼に 対して 戦いを せよ。 
さらに わたしに te してこう 言われた。 *  2:12  25 この 日から， わたしは， あなたに 対 

18 『あなたは 今日， モ アブの 領地つ する 畏怖と あなたに 対する 恐れを， 全 
まり アルの そばを 通って 行く。 19 ま  ョシ11:22 天下の もろもろの 民の 前， あなたに つ 
た， アン モンの 子ら の 前に 近づく こと  7^  9：7 いての 知らせを 聞く 者たち [の 前に] 置 

かれ  せ  なや  使徒 27:13  かれ 

になる。 彼らを 攻め 悩ましたり， 彼ら ^fJ1o：14 いて ゆく。 あなたの ゆえに 彼らは まさ 
と 争ったり しては いけない。 わたしは， m 1:12 に 動揺し， 子を 産む 者の ような 苦痛を 
アン モンの 子ら の 土地の 中から あなた  ^ 11:18  味わう であろう』。 

に 保有 地を 与える ことは しないからで ^S->219：?0  26 「そこで わたしは ケ デモ トの 荒 

ある。 わたしは 口 卜の 子ら に それを 保 サ 野からへ シュ ボンの 王シ ホンの もとに 
有 地と して 与えた ので ある。 20 そこ  aJ'S  使者を 送り， 平和の 言葉を 託して こう 
も レ ファ イム 人の 土地と 考えられ てい シ 言わせた。  27 『あなたの 土地を 通ら 
た 所で ある 0  (かつては レ ファ イム 人 ス民 21:21 せて ください。 ただ 道路の 上を わたし 
がそ こに 住んで いたので あり， アン モ セ*2 は 歩きます。 右に も 左に も 曲がり ませ 
ン 人は 彼らの ことを ザム ズ ミムと 呼ん VSn；?9 ん。  28 お金と 引き換えに あなたが 


297  シ ホンは 撃ち破られる。 ギレアデと バシャンを 与えられる  申 命 2：29—3：6 

売って くださる 食物を わたしは 食べ， 第2 章 高す ぎて 近寄れない 町はなかった。 わ 
お金と 引き換えに 与えて くださる 水を 7 民2。:19 たしたち の拽 エホバは その すべてを わ 
飲む のです。 ただ 歩いて 通らせて いた ^2：9  たしたち に 渡された。 37 ただ あなた 
だく だけです。 29 セイルに 住む エサ  *  2:18  は， アン モンの 子ら の 土地， すなわち 
ウの 子ら が， そして アルに 住む モア ブ  i=ii ヤ ポクの 奔流の 谷の 岸辺 全体， 山地の 

人が して くれたのと 同じように してく 才 諸 都市， またす ベて わたしたちの 拽エ 
ださい。 わたしが ヨルダンを 渡り， わ 力 民2 1:25  ホバ がそれ に関して 命令を 出された と 

あた  詩 135:10  ちか 

た したち の拽 エホバが 与えて く ださる  « 136:18 ころには 近づかなかった。 

土地に 入る までです』。  30 ところが， キ S 溫ち q  「次いで わたしたちは 身を 巡らし， 
ヘシ ュ ボンの 王シ ホンは 自分のと ころ ク ^ バシャンの 道を 上って 行った。 す 

とお  ^ 11:20  M  かれ 

を 通らせて くれなかった。 それは， あ ヶ丰 2〇:13 ると バシャンの 王 オグ， すなわち 彼と 

かれ  れい  ネへ 9:22  たみ  き  （才 1 

なた の迚 エホバが 彼の 霊を いこじに な 詩 既11 そのす ベての 民が 出て 来て， エド レイ 
ら せ， 彼の 心を かたくなに ならせた か 3K21:24 の 戦いで わたしたちと 相 会した。 2 そ 
ら であり， 今日 見る とおり 彼を あなた  *29：?  れで エホバは わたしに こう 言われた。 

の 手に 与える ためであった。  |  31:17 『彼を 恐れて はいけ ない。 わたしは 彼 

31 「そこで エホバは わたしに 言われ  *  20:17 とその すべての 民 また その 土地を 必ず 

た， 『見なさい， わたしは シ ホンと そ ^„,：1〇  あなたの 手に 与える からで ある。 あな 
の 土地を あなたに 渡して ゆく。 彼の 土  たは 彼に 対し， ヘシ ュ ボンに 住んで い 

地を 取得す る ことを 始めよ』。 32 シホ - たア モリ 人の 王シ ホンに 行なった と 同 

かれ  たみ  第二 欄  [キ） 

ン は， つまり 彼と そのす ベての 民は 出 73、>1:5 じように しなければ ならない』。  3 そ 
て 来て， ヤ ハツの 戦いで わたしたちと  ”44:3  のと おり わたしたちの 裡 エホバは， バ 

あいかい  { ク）  とき  イ申 3:16  たみ 

相 会した が，  33 その 時 わたしたちの  ®  シャンの 王オグ とその すべての 民を も 

a エホバは 彼を わたしたちに 渡された。 ゥ^1 ぼ 2 わたしたちの 手に 与えて くださった。 

そのため わたしたちは 彼と その子ら と - わたしたちは 彼を 討って， だれも 生存 

そのす ベての 民を 撃ち破った。 34 そ Ig21:33  者が 残らない までにした。 4 こうし 
して わたしたちは その 時， 彼のす ベて  3^10 てわたし たちは その 時， 彼のす ベての 
の 都市を 攻め 取り， すべての 都市を， 男  都市を 攻め 取った。 わたしたちが 彼ら 

お ふ ナ ' ^  ほ ス  オ ヨ シ 12:4 

も 女 も 幼子たち も 滅びの ために ささげ  3 " 13:12 から 取らなかった 町はなかった。 六十 

[サ）  ひとり  せいぞんしゃ  のこ  力 民 14:9  [ヶ）  ぜんち ほう (コ） 

ていった。 一人の 生存者 も 残さな かっ  S  21:34 の 都市， アル ゴブの 全地方， バシャン 
た 0  35 ただ 家畜を 強奪物と して 自分 丰民 21:24 の オグの 王国で ある。  5 これらは 皆， 

たちのた めに 取り， また 攻め 取った 都 ク民 21:35 高い 城壁， 扉と かんぬ きを もって 防備 
古からの M り 編を [M]。 36 ァル ヶ==2 を ■めた M でぁり， そのほかに 縣 
ノンの 奔流の 谷の 岸に ある アロエ ル，  3 シ 13:30 に 多くの 田舎 町が あった。 6 それで 

と し  コ王 14:13  ほろ 

および 奔流の 谷に ある 都市から， ギレ ，_9:。 も， わたしたちは それらを 滅びの ため 
アデに 至る まで， わたしたちに とって シ レビ 27:29 にさ さげ， ヘシ ュ ボンの 王シ ホンに 対 
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してした と同じように 行なった。 すべ 第3 章 界に 至る までを 取り， それら バシャン 
ての 都市， 男， 女， 幼子たち を 滅びの 7^Vm25 の 村々 を 自分の 名に よって ハボト •ヤ 

[ァ）  エゼ 9:6  よ  (7)  こんにち 

ために ささげた ので ある。  7 そして， ィ_2:35  イ ルと 呼びは じめ， 今日に 至ってい る 
すべての 家畜と それらの 都市からの 分 ので ある。 15 また マキ ルに， わたし 

ど  もの  ごうだつぶつ  じ ぶん  あた  [ゥ] 

捕り物を 強奪物と して 自分たち のた め ヱ ョシ は2 は ギレアデを 与えた。 16 そして， ル 

と  [ィ）  コシ 13:9  じん W  たい  [才) 

に 取った。  ォョシ II:3 ベン 人と ガド 人に 対しては， ギレアデ 

とき  歌 4:8  ほんりゅう たに  あた 

8 「こうして その 時， わたしたちは 力 詩 29:6  から アル ノンの 奔流の 谷までを 与えた。 

ちほう  じん  ふたり  ま  きょう かい 

ヨルダン 地方に いた ア モリ 人の 二人の ^^527：5 その 奔流の 谷の 真ん中が 境界で， さら 
王の 手から 土地を 得て いった。 アル ノ ク にヤ ポク， すなわち アン モンの 子ら の 

ほんりゅう  たに W  ざん [才）  [力） 

ンの 奔流の 谷からへ ル モン 山までで あ ヶ？、 21;f19 境界と なって いる 奔流の 谷までで ある。 

じん  3 ン 13:12  きょうかいち 

る。  9  ( シドン 人は ヘル モンを シル ヨ コ創 ル5 17 それで， アラバと ヨルダンと 境界 地 

W  よ  闻  ササ n 12:26  ほう  w  うみ 

ンと 呼び， ア モリ 人は それを セニ ルと  ェレ49:2 方， キネ レ トから アラバの 海， すな わ 
呼んで いた。） 10 すなわち， 台地の す ちピ スガの 斜面の ふもとに ある“ 塩の 

と し  ぜんど  ヨシ 12:2  W  がわ 

ベての 都市， ギレアデの 全土， そして バ ス民 32:33  海，’ まで， その 日の出の 側で ある。 

シャンの 全土， バシャンの オグの 王国 セ だは  18 「それで わたしは その 時 あなた 方 
の 都市で ある サレ カと エド レイまでで  に 命じて こう 言った。 『あなた 方の® 

ある。 11 レ ファ イム 人の 残りのう ち ソ^ ^忠30 エホバは この 土地を 与えて 取得 させて 
バシャンの 王オグ だけが 残って いたの 夕 王14:13  くださった。 あなた 方， すべての 勇士 

かれ  かんだい  てつ  ナ創 15:20  そうび  ととの  じぶん きょうだい 

である。 見よ， 彼の 棺 台は 鉄の 棺 台で ッ代 !  2:22 は， 装備を 整えて， 自分の 兄弟で ある 
あった。 それは アン モンの 子ら の ラバ ^*3：4  イスラエルの 子ら の 前を 渡って 行く。 

なが  シ 13:13  がた  つま おさな もの 

にある ではない か。 その 長さは 九キュ  サ n3:3 19 ただ あなた 方の 妻と 幼い 者たち， そ 

はば  にんげん  ナ ヨシ 12:5  ちくるい 

ビ ト， 幅は 四 キュビ ト， 人間の キュビ - して 畜類 だけは （わたしは， あなた 方 

卜に よってで ある。 12 それで わたし  m~m  が 非常に 多くの 畜類を 有して いる こと 

とき  ち  しゅとく  ア民 32:41  し 

たちは その 時に この 地を 取得した 〇ア ィ創 50:23 をよ く 知っている）， わたしが あなた 方 

ほんりゅう  たに  [シ）  ヨシ 17:1  あた  と し 

ルノ ンの 奔流の 谷の そばの アロエ ル か 0 e  ,2:39 に 与えた 都市に そのままと どまって い 

さんち  はんぶん  [サ） 

ら， ギレアデの 山地の 半分， そして そ I 民32:33 る ことになる 0  20 これは， エホバが 

ぞく  しょと し  才申 3:8  がた  おな  きょうだい 

れに 属する 諸 都市を， わたしは ル ベン ョシ22:9 あなた 方と 同じく あなた 方の 兄弟たち 
人と ガド 人に 与えた。 13 そして， ギ ^^12:2 にも 休みを 与え， 彼ら も あなた 方の# 
レア デの 残りと， オグの 王国であった *；；'：11 エホバが ヨルダンの 向こうで 与えて く 

ぜんど M  はんぶぞく  7  ^  とち  しゅとく 

バシャンの 全土は， マナ セの 半部族に ヶ創 地3  ださる 土地を 取得す るまでで ある。 そ 

あた  ^  34:12  のち  おのおの 

与えた。 バシャン 全土のう ち， ア ルゴ ョシ12:3 の 後 あなた 方は 各々， わたしが 与えた 

ぜんち ほう [夕）  [チ）  ち  コ民 32:20  じぶん  ほゆうち  もど  く 

ブの 全地方， それは レ ファ イムの 地と サョシ 1:14 自分の 保有 地に 戻って 来る ので ある』。 

よ  ところ  、  、 ， とき  w 

呼ばれて いる 所ではな いか。  21 「また わたしは その 時ヨ シュアに 

[ツ）  ヨし 22,8  めい  い 

14 「マナ セの 子 ヤイ ルが アル ゴブの ス民 11:28  命じて こう 言った。 『あなたの 目は， 
全地方， ゲシュル 人と マ アカト 人の 境  5  27；?8 あなた 方の® エホバが これら 二人の 王 
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に 対 して 行な っ たす ベての 事を 見て い 
る。 あなたが これから 渡って 行く すべ 
ての 王国に 対しても， エホバは 同じよ 
うにされ るであろう。 22 あなた 方は 
彼らを 恐れて はならない。 あなた 方の 
神 エホバが， あなた 方の ために 戦われ 
るからで ある』。 

23 「次いで その 時， わたしは エホバ 
の 恵みを 哀願 してこう 述べた。 24 『主 
権 者なる 主 エホバよ， あなたは， ご自 
分の 偉大 さと 強いみ 腕と を この 僕に 示 
し 始められました。 あなたが 行なわれ 
たような 事， また あなたが 示された よ 
う な 強大な み 業を 行なう どんな 神が 天 
や 地に いるで しょうか。 25 どうか わ 
たしに 渡って 行かせ， ヨルダンの 向 こ 
うの 良い 地， この 良い 山地と レバノン 
とを 見させて くださいます ように』。 
26 だが， エホバは あなた 方の ゆえに 
わたしに 対して 依然 憤怒を 抱いて おら 
れ， わたし [の 願い] を 聴き 入れて は 
くださらなかった。 むしろ エホバは 
わたしに こう 言われた。 『あなたに 
ついては これで 十分で ある！  この 
件に ついて これ 以上 わたしに 話して は 
ならない。 27 ピ スガの 頂に 上り， 目 
を 西， 北， 南， 東に 上げて， 自分の 目 
で 見よ。 あなたは この ヨルダンを 渡っ 

い  [サ） 

ては 行かない からで ある。 28 それで 
ヨ シュアを 任命し， これを 励まして 強 
くせよ。 彼が この 民の 前に 立って 渡っ 
て 行き， 彼が あなたの 見る その 地を 彼 
らに 受け継がせ るからで ある』。 29 こ 
の 間 ずっと， わたしたち はべ 卜 •ぺ才 
ルに 面する 谷に とどまって いた。 
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4 「それで 今， イスラエルよ， わた 
しが 教えて 守 ら せる 規定と 司法 上 
の 定めと に 聴き 従いなさい。 これは， 
あなた 方が 生き， あなた 方の 父祖の® 
エホバが 与えて くださる 地に そのと お 
り 入って それを 取得す るた めで ある。 
2 あなた 方は， わたしが 命じて いる 言 
葉に 付け加えて はならず， それから 取 
り 去っても ならない。 それに よって， 
わた しが 命 じている あな た 方の 裡 エホ 
バの おきてを 守る ためで ある。 

3 「あなた 方 自身の 目が， ぺ オルの バ 
アルに 関して エホバの 行なわれた 事柄 
を 見た。 すなわち， ぺ オルの バアルに 
付いて行った すべての 者， その 者たち 
を あなたの 裡 エホバは あなたの 中から 
滅ぼし 尽くされた。 4 しかし， 自分の 
迚 エホバに 固く 付いている あなた 方， 
その あなた 方は みな 今日 生きて いる。 
5 見なさい， わたしは あなた 方に， 規 
定と 司法 上の 定めを， わたしの 神 エホ 
パが わたしに 命じた とおりに 教えた。 
それは， あなた 方が 行って 取得す る 地 
で そのと おり に 行なうた めであった。 
6 ゆえに あなた 方は それを 守って 行な 
わなければ ならない。 それらの すべて 
の 規定に ついて 聞く もろもろの 民の 目 
の 前で， それは あなた 方の 知恵， あな 
た 方の 悟りと なる からで ある。 彼らは 
必ず 言う であろう， 『この 大 いなる 国 
民は 確かに 知恵と 悟りの ある 民 だ』 と。 
7 わたしたちの 裡 エホバは いつでも わ 
たしたち が 呼び 求める とき 近くに いて 

ク王 I  2:3; 詩 19:7; 詩 107:43; 詩 111:10; 詩 119:98; 箴 10: 
8; エレ 8:9; ケ詩 119:100; 箴 4:7; コ王 I  4:34; 王 1 10:7; 

ダニ 1:20〇 
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(7)  かみがみ  も 

くださる が， そのよう にして 神々 を 持 

こく みん (イ 1 

つ どん な大 いなる 国民が あ るだろう か。 
8 また， わたしが 今日 あなた 方の 前に 
置く このす ベての 律法の ように 義にそ 
う 規定と 司法 上の 定めと を 持つ どんな 
大 いなる 国民が あ るだろう か。 

9 「ただ 自分に 気を付け， 自分の 魂に 
よく 注意して， あなたの 目が 見た 事を 

わす  （才）  いのち 

忘れない ようにしなさい。 そして， 命 
の 日 の 限り それが あなたの 心を 離れる 

[力） 

ことのない ようにしなさい。 また あな 
たは それを 自分の 息子と 孫たち に 知ら 
せなければ ならない。 10 あなたが ホ 
レブで あなたの 裡 エホバの 前に 立った 

【ク 1  とき  い 

日， その 時 エホバは わたしに こう 言わ 
れ た。 『民を わたしの もとに 集合 させ 
よ。 彼らに わたしの 言葉を 聞かせ， 彼 
らが 地に 長ら える 日の 限り わたしを 恐 
れる ことを 学び， その子ら に 教える た 

(サ） 

めで ある』。 

11 「それで あなた 方は 近くに 来て， 
山の ふもとに 立った。 すると， 山は 燃 
えて おり， 火は 中天に 達して いた。 闇 
と， 雲と， 濃い 暗闇と が あった。 12 そ 

がた  はな 

して エホバは 火の 中から あなた 方に 話 
しはじめられた。 あなた 方は 言葉の 響 
きを 聞いて いたので あり， 何の 形 も 
見て はいなかった。 ただ 声 だけで あっ 
た。 13 その後に， ご 自分の 契約を あ 
なた 方に 述べられた。 履行す るよう に 
と あなた 方に お命じに なった もの， す 
なわち 十の 言葉で ある。 そのの ち!;®] 

まい  か  いた  しる  （ツ） 

は それを 二 枚の 石の 書き 板に 記さ れ た。 
14 そして エホバは その 時， この わたし 
に 命じて あなた 方に 規定と 司法 上の 定 
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詩 135:4 


めと を 教えさせた。 それは， あなた 方 
が渡っ て行っ て 取得す る 地で それを 守 
り 行なうた めであった。 

15 「こうして， エホバが ホ レブで 火の 
中から 話された 日に， あなた 方は 何の 
形 も 見なかった ので あるから， あなた 
方は 自分の 魂に よく 注意し T， 16 滅 
びと なる ような ことを せず， 自分たち 
のた め に 彫刻 像を 作 っ たりす る ことの 
ないように しなければ ならない。 すな 
わち， どんな 象徴の 形 も， 男 や 女の 表 
象 も， 17 地に いる どんな 獣の 表象 
も， 天を 飛ぶ どんな 翼を 持つ 鳥の 表象 
も， 18 地面を 動く どんな ものの 表象 
も， 地の 下の 水の 中に いる どんな 魚の 
表象 も。 19 また， 目を 天に 上げて 太 
陽と 月と 星を， 天の 全軍を 見， た ぶら 
かされて それらに 身をかがめたり， そ 
れらに 仕えたり する ことのな いよう 
に。 それらは， あなたの® エホバが 全 
天下の すべての 民に 振り分けられ たも 
ので ある。  20 しかし あなた 方は， エ 
ホバが お取りに なって， 鉄の 炉の中 か 
ら， エジプトから 携え 出し， 今日 見る 
とおりに その 私有の 民と された 者たち 
なので ある。 

21 「それでも エホバは あなた 方の た 
め わたしに 対してい きり 立たれて， わ 
たしが ヨルダンを 渡る こと も， あなた 
の裡 エホバが 相続 分と して あなたに 与 
える 良い 地に 入る こ ともないと 誓われ 
た 〇  22 わたしは この 地で 死ぬ。 わた 
しは ヨルダンを 渡って は 行かない。 あ 


ス民 20:12; 申 3:26; セ 申 31:2; 詩 106:32; ソ申 3:27。 
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がた  ゆ  （ア） こころ 

なた 方は 渡って 行く。 あなた 方は この 第4 章 [裡] を 見いだ すであろう。 心を つくし， 
良い 地を 取得す るので ある。 23 あな 7  S  24:3  魂を っくして これを 尋ね 求める から 

がた  じ ぶん  つ  イ出 20:4  [ィ）  のち  きゅうきょう 

た 方は 自分に 気を付けて， あなた 方の  *4:16  である。 30 後の 日に あなたが 窮境に 

むす  けいやく  わす  （ァ）  コ1 10；14  おちい  ことば 

控 エホバと 結んだ 契約を 忘れぬ よう， ゥ 陥り， これらの すべての 言葉が そのと 
また 自分の ために 彫刻 像を， すなわち ヱ^^す29 おりあな たに 起きたなら， その 時 あな 
あなたの 裡 エホバが 禁じられ たいかな  s  Sn  たは 自分の 迚 エホバに 立ち返って， そ 

もの かたち  つく  ヨシ 24:19  こえき  したが  (I) 

る 物の 形を も 作る ことのない ようにし  \-227 の 声に 聴き 従う であろう。 31 あなた 

なさい。 24 あなたの 拽 エホバは 焼き 才以 ％  の# エホバは 憐れみ ある 裡 だからで あ 
尽くす 火で あり， 全き 専心を 要求す る 巧 6 る。 あなたを 捨て去ったり， k 減に 至 

(I)  王 n  2i：7  ふそ  ちか 

挫 だからで ある。  ィザ42:8 ら せたり， あなたの 父祖たち に 誓った 

まご  ちち  キ r£ni7:17  けいやく  わす  (»] 

25 「あなたが 子 や 孫の 父と なり， あ ク ぷ 契約を 忘れたり はされ ない。 

なた 方が その 地に 長く 住んだ 後に なっ ヶびぱ 28  32 「どうか 今， あなたの 前に 過ぎた 

ほろ  おこ  m ちょう  レビ 26:32  ひび  たず  W 

て 滅びと なる ような ことを 行ない， 彫 申29:28 さきの 日々 について 尋ねる ように 〇裡 

こく ぞう W  なに  かたち つく  コシ 23:10  ちじょう  そうぞう  ⑼ 

刻 像を， すなわち 何 かの 形を 作り， こ “ザ 28= が 地上に 人を 創造され た 日から， そし 
う して あなたの 裡 エホバの 目に 悪を 行 ねは 5 て 天の この 果てから 天の 他方の 果て ま 
なって 怒りを 起こさせる ような ことが シ t レ 16:1S での ことを 0 これほど 偉大な 事が なさ 

きょう  ち  エゼ 20:39 

あれば，  26 わたしは 今日， 天と地を ス だぼら れ ただろう か。 このような 事に っいて 
あなた 方に 対する 証人と して 立てて お  聞いた ことがあ るだろう か。 33 火の 

くが， あなた 方は 必ず， ヨルダンを 渡っ セ i セ28 ぼ 32 中から 話される 裡の 声を， あなたが 聞 
て 行って 取得す る その 地から 速やかに  いたのと 同じよう にして 聞いて なお 生 

ほろ  なが  たみ 

滅びる ことになるであろう。 あなた 方 ァ_  30:10 き 長ら えてい る 民が ほかにい るだろう 

じ ぶん  いのち  なが  代 n 15：4  (コ）  かずかず こころ 

は そこで 自分の [命の] 日を 長く する こ 代 ni5:is か。 34 また 神は， 数々 の 試みを もっ 

つ  イ申 30:2  じしん  くみ ノ  え •ら 

とはないで あろう。 まさに 滅ぼし 尽く  ば 13 て ご 自身の ために ひとっの 国民を 選び 

される からで ある。  27 そして エホバ ゥ^ 取る ことを 他の 国民の 中から 行なうた 

かなら  がた  たみ  代 n  33:13  こ 

は 必ず あなた 方を もろもろの 民の 中に ネへ I:9 めにあえて 来られた ことがあ るだろう 

ち  [コ）  お  エ エレ 7:23  (サ]  トン）  きせき 【ス〕 たたか （セ） 

散らし， あなた 方は エホバに よって 追 か。 すなわち， しるしと 奇跡と 戦いと 
い やられる その 諸国 民の 中で まさに 数  ^39；31 強い 手と 伸ばされた 腕と 太いなる 恐れ 
の 少ない 者と して 残される であろう。 1^.7 など， すべて あなた 方の® エホバが あ 

がた  イザ 55:7  — 

28 また そこで， あなた 方は 人の 手で こ ^  49 なた 方の ため， エジプト において あな 

かみが みっか  まえ  ことがら 

しらえ た 神々 に 仕える ことになる であ  ^ 1；?2 たの 目の前に 行なわれ たような 事柄を 
ろう。 見る こと も 聞く こと も 食べる こ V%  2-1  もって。  35 あなたに それは 示された 

W  (セ）  ケ出 15:11 

とも かぐ こと もで きない 木 や 石に。  コ 申5:26  ので ある。 それは， エホバ こそ [まこと 

がた  ところ  サ申 7:19  し  （ッ） 

29 「もし あなた 方が その 所から あな の]# である ことを 知る ためであった。 
た 方の# エホバを ほんとうに 捜し求め ^!s；3  - 

マ ■>、 、 ，上  プ j  , -  < ふ ぃ ， ， 1  か ^j、、  申 6:21  チ 申 26:8; 詩 78:49; エレ 32:21; ツ出 3:14; 出 6:7; 王 I 

るな りは， それに よって あなたは 必す 夕出 6:6  18:37; 王 n 19:19; 詩 83:18。 
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そのほかには いない。 36 あなたを 正 
すため に [拽] は 天から ご 自身の 声を お 
聞かせに なった。 地に おいては その 大 
いなる 火を あなたに お見せに なった。 
その 火の 中から， あなたは み 言葉 も 聞 

Wo 

37 「それでも [なお あなたは 生き 長 
ら えてい る]。 それは， [迚] が あなたの 
父祖たち を 愛された からで あり， その 
ために その後の 胤を 選び， ご 自分の 見 
ると ころで， その 太いなる 力を もって 
あなたを エジプトから 携え 出された の 
である。 38 それは， あなたより 大き 
くて W 关な をぁな たの S から 4 
い 散らし， あなたを 携え 入れ， 今日 見 
ると おり 彼ら の 土地を 相続 分 として あ 
なた に 与える ためであった。 39 ゆえ 
にあな たは 今日よ く 知っている はずで 
ある。 また， 自分の 心に 思い出し もし 
なければ ならない。 すなわち， エホバ 
は 上なる 天に おいても 下なる 地に あっ 
て も [まことの] 裡 である， という こと 
を。 ほかにい ない ので ある。 40 それ 
であな たは， わたしが 今日 命じて いる 
その 規定と おきてを 守らな ければ なら 
ない。 あなたに も あなたの 後の 子ら に 
とっても 物事が 良く 運ぶ ため， あなた 
の裡エ ホバの 与えて くださる 地に あっ 
て あなたが 常に 自分の [命の] 日を 長く 
する ためで ある」。 

41 次いで その 時 モー セは ヨルダン 
の 日の出の 側に 三つの 都市を 取り分け 
た。 42 それは， 人を 殺した 者， つま 
り 以前から 憎しみを 抱いて いたのでは 
な <， ただ 知らずに 自分の 仲間を 打ち 
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イザ 45:18 
マル 12:32 
イ出 19:18 


ヘプ 12:18 
ヘプ 12:25 
ゥ申 10:15 
詩 105:6 
エ出 13:14 
エレ 32:21 


ヨシ 3:10 
詩 44:2 


コ創 48:4 
サ民 35:14 
シ申 19:4 


殺した 者が 逃れる ためであった。 その 
者は これらの 都市の いずれ かに 逃れて 
生きる ので ある。 43 すなわち， ルべ 
ン人 のために 台地の 荒野に あるべ ツェ 
ル， ガド 人の ために ギレアデの ラ モト， 

マナ セ 人の ために パシヤ ンの ゴラ ンで 

(») 

ぁる 0 

44 さて， これは モー セが イスラエルの 
子ら の 前に 示した 律法で ある。 45 こ 
れら は， エジプトから 出て 来た 際モー 
セが イスラエルの 子ら に 話した 証と 
規定と 司法 上の 定めで ある。 46 それ 
は， ヨルダン 地方， ベ ト •ぺ オルに 面 
する 谷， ア モリ 人の 王シ ホンの 地での 
ことであった。 この 者は ヘシ ュ ボンに 
住んで いたが， モー セと イスラエルの 
子ら は エジプトから 出て 来た 際に これ 
を 撃ち破った。 47 そして 彼らは その 
土地と バシャンの 王 オグの 土地， すな 
わち ヨルダ ン 地方の 日 の 出の 側 にいた 
二人の ア モリ 人の 王 [の 地] を 取得して 
いった。 48 アル ノンの 奔流の 谷の 岸 
にある アロエ ルから， シー オン 山つ ま 
りへ ル モンまで，  49 そして ヨルダン 
地方の アラバ， その 東側 全域， ピ スガ 
の 斜面の ふもとに ある アラバの 海まで 
である。 

^ それから モー セは 全 イスラエルを 

^ 春んで， ? 遠ら にこ ぅ备っ た。 「ィ 

スラ エルよ， わたしが 今日 あなた 方の 
耳に 話す 規定と 司法 上の 定めと を 聞き 
なさい。 あなた 方は それを 学び， 注意 
深く それを 行なわなければ ならない。 
2 わたした ちの 裡 エホバは ホ レブに 

第 5 章  卜申 1:1; 申 29:10; ナ申 4:5; 二 申 4:1。 
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十の 言葉の 復唱 


申 命 5 : 3 — 21 


おいて わたしたちと 契約を 結ばれた。 
3 エホバは その 契約を わたしたちの 父 
祖 たちと 結ばれた のでは ない。 わたし 
たち， 今日 ここに 生きて いる この わた 
したち すべてと [結ばれた の] である。 
4 エホバは その 山で， 顔と 顔を 合わ 
せて 火の 中から あなた 方と 話された。 
5 わたしは その 時 エホバと あなた 方と 
の 間に 立って いた。 エホバの 言葉を あ 
なた 方に 告げる ためで あり （あなた 方 
は その 火の ために 恐れて 山に 上って 行 
かなかった ので ある）， こう 言った。 

6 「『わたしは あなたの 裡 エホバ， あ 
なた を エジプトの 地から， 奴 隸の家 か 
ら 携え 出した 者で ある。  7 あなたは 
わたしの 顔に 逆らって 他の いかなる も 
の も 神と しては ならない。 

8 「『あなたは 自分の ために 彫刻 像を， 
すなわち 上は 天に ある もの， 下は 地に 
ある もの， また 地の 下の 水の 中に ある 
ものに 似せたい かなる 形 も 作って はな 
ら ない。 9 それに 身をかがめたり， 導 
かれて それに 仕えたり しては ならない。 
あなたの® である わたし エホバは 全き 
専心を 要求す る# であり， わたしを 憎 
む 者に ついては 父のと がに 対する 処罰 
を 子に， 三代， 四 代に 及ぼし， 10 わ 
た しを 愛して わた しの おきてを 守る 者 
について は 愛 ある 親切を 千代にまで 施 
すからで ある。 

11 「『あなたの® エホバの 名を いた 
ずらに 取り上げて はならない。 その 名 
をいた ずらに 取り上げる 者を エホバは 
処罰せ ずには おかないから である。 

12 「『あなたの 裡 エホバの 命じた と 
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出 20:2 
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セ 出 20:7 
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才出 20:10 
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サ出 20:12 


エフ 6:3 


おり， 安息日を 守って それを 神聖な も 

【ァ）  か 

のとす るよう に。 13 あなたは 六日の 
あいだ 務めを なし， 自分の すべての 仕 
事を しなければ ならない。 14 しかし， 
七日 目は あなたの® エホバに 対する 安 
息で ある。 どんな 仕事 もして はなら な 

【ェ）  むすこ  むすめ 

い。 あなた も あなたの 息子 や 娘 も， あ 
なた の 男 奴隸や 女奴隸 も， あなたの 牛 
やろ ば， また どんな 家畜 も ，そして あな 
たの 門の 内に いる 外人 居留 ¥も 。これ 
は， あなたの 男 奴 隸や女 奴隸が あなた 
と同じように 休む ためで ある。 15 そ 
して あなたは， 自分が エジプトの 地で 
奴隸 となり， あなた の裡 エホ ノ くが 強い 
手と 伸ばされた 腕と を もって あなたを 
そこから 携え 出された ことを 覚えて い 

[ク） 

なければ ならない。 そのために あなた 
の# エホバは， 安息日を 守る よう あな 

めい  [ヶ） 

たに 命じた ので ある。 

16 「『あなたの# エホバの 命じた とお 
り， あなたの 父と 母を 敬いなさい。 そ 
れ は， あなたの® エホバの 与える 地に 
おいて あなたの [命の] 日が 長くな り， 
あな たにと っ て 物事が 良く 運ぶ ためで 

[サ） 

ある 0 

17 「『あなたは 殺人を しては ならない。 
18 「『あなたは 姦淫を 犯しても なら 

[ス） 

ない。 

19 「『あなたは 盗んでも ならない。 

20 「『あなたは 仲間の 者に 対して 偽 

しょうげん  (V) 

り の 証言を しても な ら ない。 

21 「『あなたは 仲間の 者の 妻を 欲し 


シ創 9:6; 出 20:13; 民 35:21; マタ 5:21; ロマ 13:9; ス出 
20:14; 箴 6:32; コ I  6:18; ヘプ 13:4; セ 出 20:15; レビ 19: 
11; 箴 30:9; コ I  6:10; エフ 4:28; ソ出 20:16; 出 23:1; レ 
ビ 19:16; 申 19:16; 箴 6:19; 箴 19:5。 


申 命 5:22—6:1  民が シ ナイで 感じた 畏怖。 モー セは 仲介者と なる  304 

て もなら ない。 また， 仲間の 者の 家， 第5 章 ちの 裡 エホバの 話される すべての こと 
その 畑 や 男 奴 隸や女 奴隸， その 牛 やろ 7ブ タ1 は 8 を わたしたちに 話す のです。 わたした 
ば， また 仲間の 者に 属する どんな もの ちは 必ず [それを] 聴いて 行ないます』。 
も 利己的に 慕い 求めて はならない』。  u?  7?715  28 「すると エホバは， あなた 方が わ 

22 「これらの 言葉を， エホバは， あ ゥ以 ユ たしに 話した 時の その 言葉の 声を 聞い 

がた ぜんかいしゅう  たい  はな  _  A-\2 

なた 方の 全会衆に 対して 山で 話された。 x.„ ,4:12 て おられた。 それで エホバは わたしに 
火の 中， 雲と 濃い 暗闇 [の 中] から， 大  t  43!；38 こう 言われた。 『わたしは この 民が あ 
きな 声で [話された の] であり， 何を も 才^0 た。 なた に 話す その 言葉の 声を 聞いた。 彼 

つ  くわ  のち  _  よ  W 

付け加えられなかった 0 その後， それ 力* 19:18 らの 話した ことは すべて それで 良い 0 
らを二 枚の 石の 書き 板に 記して， わた  *  4:36  29 彼らが， わたしを 恐れ， わたしの すべ 

あた  （エ）  キ申 4:33  つね  まも （エ 1  こころ つちか 

しに お与えに なった ので ある 0  ク ヘプ 12:29 ての おきてを 常に 守る この 心を 培えば 

23 「ところが， 山が 火で 燃えて いる ヶ ポ よいので ある。 それは， 彼ら また その子 
中で 闇の 中から 出て 来る 声を 聞く と， 3；?9 らに とって， 定めの ない 時に 至る まで 
あなた 方， すなわち それぞれの 部族の コ 物事が 良く 運ぶ ためで ある。 30 行っ 
すべての 頭と 年長者た ちは わたしの 近 ，サ^: 9 て， 「それぞれ 自分の 天幕に 帰れ」 と 
くに やって来た。 24 そして あなた 方  ___  彼らに 言いなさい。  31 そして あなた 

ぃ  第 一 欄  とも  一 

はこう 言った 0 『いま， わたしたちの ァ出 20:19 はわた しと 共に ここに 立つ ように 〇わ 
挫 エホバは ご 自分の 栄光と 偉大 さを わ ィ たしは すべての おきてと 規定と 司法 上 
たしたち に 示されました。 わたしたち ゥ の 定めを あなたに 話そう。 それは， あ 
は 火の 中から 出る み 声を 聞きました。 ^1：1〇:28 なた が 彼らに 教えるべき もの， わたし 
今日 わたしたちは，® が 人と 話し， それ が 与えて 取得させる 地で 彼らが 守らね 
でもな お 人が 生きて いるのを 見ました。 S  12.13 ばなら ない ものである』。 32 それで あ 
25 です が 今， わたしたちは どうして 死  3-1  5；3 なた 方は 注意して， あなた 方の 裡 エホ 
んで よいで しょうか。 この 大 いなる 火 4すコ19 は 5 バの 命じた とおりに 行なわなければ な 
はわた したち を 焼き 尽くす かもしれ な *  t  6；f  らな l/ヽ。 右に も 左に も 曲がって はなら 
いのです。 もし わたしたちの 进 エホバ  4°4U ない。 33 あなた 方の 裡 エホバの 命じ 

こえ  き  ガラ 3:19  みち  あゆ  （ヶ〕 

の 声を この 上さら に 聞く とすれば， わ キ串 6:3  たす ベての 道に そって 歩む ように。 あ 
たしたち は きっと 死んで しまいます。 *8:f  なた 方が 生き， あなた 方に とって 物事 
26 すべての 肉なる もののう ち， わたし ン  12 ほ が 良く 運び， あなた 方の 取得す る 地に 
たちが したよう に 生ける 进が 火の 中 か M i 。: 12 おいて あなた 方の [命の] 日を まさに 長 
ら 話される 声を 聞き， なお 生きつ づけ くす るた めで ある。 

ている 者が いるで しょうか。 27 あな  i IslJe  「さて， これらは， あなた 方の 裡 

たが 近くに 行って， わたしたちの 裡エ  ロマ10:5  ^ エホバが あなた 方に 教える ように 
ホ パの 言われる すべての ことを 聞いて 第6 章 命じた おきてと 規定と 司法 上の 定めで 
ください。 そして， あなたが， わたした ^^；!〇  あり， あなた 方が 渡って 行って 取得す 


第二 欄 


第 6 章 


神を 試みて はならない  申 命 6：2—19 

たが 満たした のでは ない 家々， あなた 
が 切り 掘った のでは ない 切り 掘られた 
水 溜め， あなたが 植えた のでは ないぶ 
どう 園やオ リーブの 木 [を 得]， 食べて 
満ち足りる ようになった 時， 12 あな 
たは 自分に 気を付けて， あなたを エジ 
ブトの 地から， 奴隸の 家から 携え 出し 
てくだ さっ た エホバを 忘れる ことのな 
いように しなさい。 13 あなたの 裡エ 
ホ パを 恐れ， この 方に 仕え， その 名に 
よって 誓いを すべきで ある。 14 あな 
た 方は ほかの 神々 に， すなわち 周囲の 
民の どんな 神々 にも 従っては ならな 6。 
15  (あなたの うちに おられる あなたの 
裡エホ パは 全き 専心を 要求され る 神な 
ので ある。） あなたの 裡 エホバの 怒り 
が あなたに 向かって 燃 あなたを 地 
の 表から 滅ぼし 尽くす ようにならない 
ためで ある。 

16 「あなた 方は， マッサで 試みた 時の 
ように して あなた 方の 裡 エホバを 試み 
ては ならない。 17 あなた 方の 拽 エホ 
バの おきて， また あなたに お命じに なっ 
た その 証と 規定を ぜひとも 守るべき で 
ある。 18 そして あなたは， エホバの 
目に 正しくて 善い とされる ことを 行な 
わなければ ならない。 あなたに とって 
物事が 良く 運び， エホバが 父祖たち に 
誓われた 良い 地に あなたが まさ に入っ 
て それを 取得す るた めで ある。 19 そ 
れ は， エホバが 約束され たと おり， あ 
なた に 敵す るすべ ての 者を あなたの 前 
から 押しの ける ことによ るので ある。 


ス申 11:22; 詩 119:4; セ 王 I  2:3; ソ申 4:1; ネへ 9:13; 
夕申 5:33; チ 創 15:18; ツ出 23:30; 民 33:52。 


305  エホバを 愛する ように。 
る 地で 守り 行なうた めの ものである。 
2 それは， あなた， すなわち あなたと あ 
な たの子 や 孫が， その 命の 日の 限り あ 
なた の拽 エホバを 恐れ， わたしが 命じ 
る そのす ベての 法令と おきてを 守る た 
め， あなたの [命の] 日が 長くなる ため 
である 0  3 ゆえに， イスラエルよ， あ 
なた はよ く 聴き， 注意して [それを] 守 
り 行なわなければ ならない。 あなたに 
とって 物事が 良く 運び， あなた 方が 非 
常に 多く なって， 乳と 蜜の 流れる 地に 
関し， 查祖 たちの 裡 エホバが あなたに 
約束され たと おりになる ためで ある。 

4 「イスラエルよ， 聴きなさい。 わ 
た したち の裡 エホバは ただ ひとり のエ 
ホバ である。  5 ゆえに あなたは， 心 
をつ くし， 魂を つくし， 活 方を つくし 
て あなた の裡エ ホバを 愛さねば ならな 
い。 6 そして， わたしが 今日 命じて い 
る これらの 言葉を あなたの 心に 置かね 
ばなら ない。  7 あなたは それを 自分 
の 子に 教え込み， 家で 座る とき も， 道 
を 歩く とき も， 寝る とき も， 起きる と 
きも それにつ いて 話さねば ならない。 
8 また， それを しるしと して あなたの 
手に くくり， それは あなたの 目の 間の 

ひたい おび  ，.- m  ' 

額 帯と されなければ ならない。  9 そ 
れを あなたの 家の 戸口の 柱と 門に 書き 
記す ように。 

10 「そして， あなたの 迚 エホバが， あ 
なた に 与える ことを 父祖たち， アブ ラ 
ハム， イサク， ヤコブに 誓った その 土 
地に 携え 入れて くださり， あなたが 建 
てた のでは ない 大きくて 麗しい 都市， 
11 あらゆる 良い 物で 満ち， しかも あな 
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20 「あなたの 子が 後の 日に あなたに 
尋ねて， 『わたしたちの 神 エホバが あ 
なた 方に 命じた この 証と 規定と 司法 上 
の 定めに はどうい う 意味が ある のです 
か』 と言うなら，  21 その 時 あなた 
は 自分の 子に こう 言わなければ ならな 
い。 『わたしたちは エジプトで ファラ 
才 の奴隸 となった が， エホバは 強い 手 
を もって わたしたちを エジプトから 携 
え 出して くださった。  22 そして エホ 
パは， 大きくて 災いと なる しるしと 奇 
跡を， わたしたちの 目の前で， エジプ 
卜の 上， ファラオ とその 全家の 上に 加 
えて ゆかれた。  23 こうして わたした 
ちを そこから 携え 出し， ここに 連れて 
来て， 父祖たち に 誓われた 地を 得させ 
てくだ さった。 24 そのために エホバ 
は， これらの すべての 規定を 守り， わ 
た したち の 益の ために わた したち の 神 
エホバを 常に 恐れる ようにと お命じに 
なった。 それは， 今日 あると おり， わ 
たしたち が 生きつ づける ためで あっ 
た。 25 そして， わたしたちが 注意し 
て， このす ベての おきてを わたしたち 
の裡 エホバの 前で その お命じに なった 
とおりに 行なう こと， それが わたした 
ちに とって 義 となる の だ』。 

^  「あなたが 行って 取得し ようとして 
• いる 地へ ついに 携え 入れて くださ 
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ケ レビ 18:5 
伝 12:13 


コ ロマ 10:5 


ア申 20:1 
イ民 33:52 
使徒 13:19 
ウ レビ 27:29 


ネへ 10:30 
力 出 34:16 


キ申 6:15 
ク出 34:13 


申 12:3 


とき (サ 1  かず  おお  しょ 

る 時， あなたの 神 エホバは 数の 多い 諸 

こくみん  まえ  のぞ  さ 

国民を あなたの 前から 除き 去る こと も 

[シ） 

してく ださる ので ある。 それは， ヒッ 


エレ 2:3 
セ 出 19:5 
詩 135:4 


の 国民で ある。  2 そして， あなたの 
迚 エホバは 必ず 彼 らを あなたに 渡さ 

う  やぶ  (4 

れ ，あなたは これを 撃ち破る ので ある。 
彼らを 必ず 滅 びの ために ささげる よう 
に。 彼らと 契約を 結んで はならず， 彼 
らに 好意を 不 しても ならない。  3 ま 
た， 彼らと 姻戚 関係を 結んで はなら な 
い。 あなたの 娘を 彼の 息子に 与えて は 
ならず， 彼の 娘を あなたの 息子の ため 
にめ とっても ならない。  4 彼は あな 
たの 息子を そら して わた しに 従う こと 
から 離れさせ， 彼らは 必ず ほかの 神々 

つか  [力） 

に 仕える ようにな るからで ある。 そし 
て エホバの 怒りは まさに あなた 方に 対 
して 燃え， 必ず あなたを 速やかに ぼ 
し 尽くされる であろう。 

5 「むしろ， 彼らに 対して このよう 
にすべき である。 あなた 方は 彼らの 祭 

を 切り倒し， 彫像を 火で 焼くべき であ 

[シ 1 

る。 6 あなたの 牲 エホバに とって， あ 
なた は聖 なる 民 だからで ある。 あなた 
の# エホバは， 地の 表に いるすべ ての 
民の 中から あな たを 選んで ご自 分の 民 
とし， 特別な 所有物と された ので ある。 

7 「すべての 民の 中で あなた 方が 最も 
数が 多いた めに エホバは あなた 方に 愛 
情を 示して， あなた 方を 選ばれた ので 

M 

はない。 あなた 方は すべての 民の 中で 

いちばん すく  w 

一番 少なかった ので ある。 8 むしろ， 

がた  あい  W 

エホバが あなた 方を 愛し， あなた 方の 
父祖たち に 誓った その 誓いの ことばを 


じん (ス）  [セ）  (V) 

タイ ト 人， ギル ガシ 人， ア モリ 人， 力 
ナン 人， ベリジ 人， ヒビ 人， エブ ス人 
で， あなたより 数が 多くて 強大な 七つ 


夕申 10:22 
詩 105:12 
イザ 51:2 


まも  [ッ）  つよ 

守られ たがために， エホバは 強い 手を 


チ 申 23:5; ツ創 22:16; 出 32:13; 申 10:15; 詩 105:9; ルカ 
1：73〇 
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もって あなた 方を 携え 出し， あなたを 
奴隸の 家から， エジプトの 王 ファラオ 
の 手 か ら 請け 戻 そ うと さ れ たので ある。 
9 だから あなたは よく 知っている。 あ 
なた の拽 エホバは [まことの] 拽， 忠実 

M  じ ぶん  あい 

な拽 であり， ご 自分を 愛して その おき 
てを 守る 者には 千代まで も 契約と 愛 あ 

しんせつ  (»)  じ ぶん  にく  もの 

る 親切と を 守り， 10 ご 自分を 憎む 者 

ほろ  かお  へんぽう 

には， これを 滅ぼして その 顔に 返報 さ 

れ るので ある。 ご 自分を 憎む 者に 対し 

て ためらわれる ことは ない。 その 顔に 

返報され るので ある。 11 ゆえに あな 

たは， わたしが 今日 命じて いる おきて 

と 規定と 司法 上の 定めを 守って， それ 

を 行なわな ければ ならない。 

12 「そうすれば， あなた 方が これら 

の 司法 上の 定めに ずっと 聴き 従い， そ 

れを 確かに 守って 実行す る ゆえに， あ 

なた の裡 エホバ も， 父祖たち に 誓われ 

た 契約と 愛 ある 親切と を あなたに 対し 

て 保たれる ので ある。 13 そして， 必 

ず あなたを 愛して 祝福し， あなたを 殖 

えさせ， あなたの 腹の 実と 地の 実り， あ 

なた の 穀物と 新しい ぶどう酒と 油， あ 

なた の 雌牛の 子と 羊の 子を， あなたに 

与える こと を 父祖た ちに 誓われた その 
[夕）  m 

地に おいて 祝福して くださる であろう。 

14 あなたは すべての 民の 中で 最も 祝 

ふく  もの  [ツ】  し そん 

福され た 者と なる。 あなたの 中に 子孫 
を 持たない 男 や 女は おらず， あなたの 
家畜の 中に もい ないで あろう。 15 ま 
た エホバは あなたから すべての 病気を 
必ず 除いてく ださる。 あなたの 知る エ 

あくせい  しっかん [H 

ジプト の あら ゆる 悪性の 疾患に ついて 
は， これを あなたの 上には 加えず， あ 


なた を 憎む すべての 者の 上に 下される 
であろう。 16 そして あなたは， あな 
たの 拽 エホバが 与える すべての 民を 滅 
ぼし 尽くさなければ ならない。 あなた 
の 目は 彼らを 哀れんで はなら な 6。 彼 
らの 神々 に 仕えて はならない。 それは 
あなたの わなと なる からで ある。 

17 「あなたが 自分の 心の中で， 『これ 
らの 国の 民は わた しに とっては あまり 
に 数が 多い。 どうして 彼らを 打ち払う 
ことができ るだろう か』 と言うと して 
も， 18 あなたは 彼らを 恐れて はなら 
ない。 あなたの 拽 エホバが ファラオと 
全 エジプト に対して 行なわれた 事柄を 
ぜひとも 思い出すべき である。 19 す 
なわち， あなたの 目が 見た 大 いなる 試 
みを， また しるしと 奇跡と 強い 手と 伸ば 
された 腕と を。 あなたの 拽 エホバは そ 
れを もって あなたを 携え 出された ので 
ある。 あなたの 裡 エホバは, あなたが そ 
の 前で 恐れる すべての 民に 対しても そ 
のように 行なわれる であろう。  20 さ 
ら に， あなたの 牲 エホバは 失意の 気持 
ちを 彼らの 上に 送り， 残されて いた 者 
また あなた の 前から 隠れて いた 者たち 
も， ついには 滅びる であろう。 21 あ 
なた は 彼らの ために うろたえて はなら 
ない。 あなたの 神 エホバ， 偉大で 畏怖 
の 念を 抱かせる 神が あな たのうち にお 
られ るからで ある。 


22 「そして， あなたの 拽 エホバは こ 
れら 諸国 民を あなたの 前から 徐 々に 押 
しの けられる ので ある。 あなたは 彼ら 
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をす ぐに 一掃す る ことは 許されない。 第7 章 の おきてを 守る かどう か， あなため 心 
野の 野獣が 殖えて あなたを 損なう こと て =3 腿 のうちに ある ものを 知る ためであった。 
のない ためで ある。 23 それでも， あ ゥ: 、匕1 3 それで [神] は あなたを 謙遜に ならせ， 
なた の# エホバは 彼らを 確かに あなた X* 11:25 空腹に ならせて マナを 食べさせた。 そ 
に 渡し， 大 いなる 敗走を もって 敗走 さ  3 ->23:9 れは あなたが それまで 知らず， あなた 

ほろ  つ  ロマ 8:31  ちち 

せ， ついに 彼らは 滅ぼし 尽くされ るの ォョ シル W の 父たち も 知らない ものであった。 こ 

(7)  かれ  かなら  力 出 32:20  い 

である。 24 また 彼らの 王たち を 必ず  うして， 人が パン だけに よって 生きる 

あなたの 手に お与えになる。 あなたは ： ィザ ff のでは なく， エホバの 口から 出る すべ 

もの  した  ほろ  さ ^  3 '>  7:21  ことば 

その 者たち の 名を 天の下から 滅ぼし 去 ヶ ての 言葉に よって 人は 生きる ので ある 

[ゥ）  M  8.27 

ら ねばならない。 だれも あなたに 立ち コ という ことを， あなたに 知らせた ので 
向かう ことなく， ついに あなたは 彼ら r ° j 2；72i ある。  4 あなたの マントは あなたの 

た  州  かれ  m み  き 

を 滅ぼし 絶やす ので ある。 25 彼らの " l3'17  身に あってす り 切れず， 足 もこの 四十 

かみがみ  ちょうぞう  や  あいだ  [才） 

神々 の 彫像を あなたは 火で 焼くべき で 第8 章 年の 間 はれる ことはなかった。  5 そ 
ある。 それに 付いた 銀 や 金を 欲して は ス して， あなたが 自分の 心で よく 知る と 
ならない。 もとより， それを 自分の ため セ おり， あなたの® エホバは， 人が 自分 
に 取って はならない。 それに よって わ 'HZ18 の 子を 正す ようにして あなたを 正して 

か  [ヶ】  申 29.5  W 

なに 掛かる ことのな いためで ある。 そ  ァモ 2:1〇 おられた ので ある。 

れは あなたの 裡 エホバに とって 忌む ベ ルヵ 他 W  6 「それで あなたは， あなたの 拽 エホ 

(コ）  ペア I  5:d  みち  あゆ [キ）  おそ  [ク） 

きものな ので ある。 26 それで あなた ッ バの 道を 歩み， [进] を 恐れて その おき 

じぶん  いえ  い  たず さ  ®  6〇：20  まも 

は， 自分の 家の 中に 忌むべき ものを 携 - てを 守らなければ ならない。 7 あなた 

え 入れて， そのものと 同じく 滅びの ため  m~m  の 姓 エホバは， あなたを 良い 地に 携え 入 
にさ さげられ たものと なって はなら な  | ぼ f  れ ようとして おられる からで ある。 そ 
い。 それを あくまでも 忌み嫌い， 全く  れ は， 水の あふれる 奔流の 谷， [また] 

いとい 憎むべき である。 それは 滅びの 谷 あいの 平原 や 山地に わき 出る 泉 や 水 
ために ささげられ たもの だからで ある。 の 深みの ある 地， 8 小麦 •大麦 •ぶ ど 

8  「わたしが 今日 命じる すべての おき 力 う •いちじく  • ざくろの 地， 油 オリー 
てを あなた 方は 注意して 守るべき ごブ！2:6 ブと 蜜の 地， 9 乏し さを 感じながら パ 

(ス）  い  つづ  [セ）  啓 3:19  た  なに  か 

である。 あなた 方が 生き 続けて まさに キ ニ5 さ t ンを 食べる ことは なく， 何にも 欠ける 
殖え， エホバが 父祖たち に 誓われた 地  ことのない 地で ある。 その 石は 鉄で あ 

に 入って それを 取得す るた めで ある。 II1 3^24 り， その 山々 からは 銅を 掘り 取る こと 
2 そして あなたは， あなたの 拽 エホバ  ^  n：i24 のでき る 地な ので ある。 

が この 四十 年の あいだ 荒野で あなたに コ_ ii:ii  10 「食べて 満ち足りた 時に， あなた 
歩ませた そのす ベての 道を 覚えて いな シェ ゼ 20:6 は その 与えて くださった 良い 地の ゆえ 
ければ ならない。 それは あなたを 謙遜 5^629；14 にあな たの 裡 エホバを ほめたたえ なけ 
になら せる ため， あなたを 試みて， そ VSm：?  れ ばなら ない。 11 自分に 気を付けて， 
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わす  (7) 

あなたの 裡 エホバを 忘れる ことのない 第8 章 がめ たりす るよう な ことがあれば， わ 

きょうめい  -T7  st 1 nc . 〇 1  きょう  がた  あか 

よう， わたしが 今日 命じる その おきて 冗 =221 たしは 今日 あなた 方に はっきり 証し し 
と 司法 上の 定めと 法令から それる こと ^^22:14 て おくが， あなた 方は 全く 滅びる こと 

M  ホセ 13:6  (7) 

のない ようにしなさい。 12 これは， あ ェ申 9:4  になる であろう。  20 エホバが あなた 

た  みたよ  いえ  コ I  4:7  がた  まえ  ほろ  しょこく みん 

なた が 食べて まさに 満ち足り， 良い 家 才詩 11 2i 方の 前から 滅ぼして ゆかれる 諸国 民の 

た  す W  うし 力 民 21:6  おな 

を 建てて それに 住み， 13 あなたの 牛 キ ように， それと 同じように あなた 方 も 
や 羊が 増え， 銀 や 金が あなたの ために ク 滅びる ことになる。 あなた 方の 裡 エホ 
増え， あなたの 持つ すべての ものが 増  S  m：4s パの 声に 聴き 従わない からで ある。 

こころ  コ I 10:4  き 

え， 14 それに よって あなたの 心が ま ヶ *8:2  Q  「イスラエルよ， 聞きなさい。 あ 
さに 高ぶり， あなたを エジプトの 地， 奴 ヘプ 12:11 d なた は 今日 ヨルダンを 渡って 入っ 
隸の 家から 携え 出された あなたの 拽エ サ て 行 4：， あなたより 大きくて 強大な 諸 
ホ パを 忘れる ような ことのな いためで 国民を 立ち退かせようと している。 そ 

どくへび (力）  ，、バ J.J6  ぼうび  かた 

ある。 15 すなわち， 毒蛇と さそりが  ,14:7  れ は， 大きく， 天にまで も 防備を 固め 

かわ  ち  つづ  こう  ス詩 127:1  と し [才）  せ  たか  たみ 

おり， 水の ない 渴 いた 地が 続く あの 広  ^ 1〇：22 た 都市， 2 大きくて 背の 高い 民， ア 

だい  いふ  かん  こうや  とお  ホセ 2:8  (»)  もの 

大で 畏怖を 感じさせる 荒野の 中を 通ら セ*7:12  ナ キムの 子ら である。 その 者たち につ 

かた W  ひ う  -  じしん  し 

せて くださった 方， 火打ち石の ような 第二 欄 いて あなた 自身が 知り， 『アナ クの子 

かた  いわ  まえ  む  い 

固い 岩から あなたの ために 水を 出して ァ 中4:26  らの 前に だれが 立ち向かえよう』 と 言 

(ク）  けんそん  申 30:18  き 

くださった 方， 16 あなたを 謙遜に な  われる のを あなた 自身が 聞いて いる。 

ら せる ため， また あなたを 試みて あな ^  ^  9； Is  3 それでも， あなたが 今日よ く 知って 

たの 後の 日に 良い ことを 行なうた めに， _ いると おり， あなたの 姓 エホバが あな 

父たち の 知らなかった マナを 荒野で あ  m9m  たの 前を 渡って 行かれる。 その 方は 焼 
なた に 食べさせた その 方を。 17 これ き 尽くす 火で ある。 彼らを 滅ぼし 尽く 

こころ  エ申 4:38  W  みず か  したが 

は， あなたが 心の中で， 『わたしの 力  *7:1  し， 自ら 彼らを あなたの 前に 従わせて 

いりょく  申 11:23  はな 

とわたし の 手に みなぎる 偉力と によ っ 才纟 くださる であろう。 エホバの 話された 
て， 自分で この 富を 得た の だ』 などと  とおり， あなたは 彼らを 立ち退かせ， 

言う [ことのな いためで ある]。 18 そ 速やかに 滅ぼし 去らねば ならない。 

お ぼ  丰 31:3  かれ 

れ であな たは， あなたの 牲 エホバを 覚 ョシ3: 11  4 「あなたの 裡 エホバが 彼らを あな 
えてい なければ ならない。 この 方 こそ， ナ ブ9。 たの 前から 押しの けられる 時， 心の中 

あた  とみえ  12-29  ぎ 

あなたに 力を 与えて 富を 得させて くだ ヶ g 〗ば6 で， 『わた しの 義の ゆえに エホバは わ 
さる 方 だからで ある。 それは， 今日 見 たしを 携え 入れて この 地を 取得 させて 
ると おり， あなたの 父祖たち に 誓われ ^!J：36:22  くださった の だ』 などと 言って はいけ 

けいやく  りこう  【せ）  シ創 15:16  ^  しょこく みん  じゃあく 

た 契約を 履行す るた めな ので ある。  * 12：31 ない。 むしろ， これら 諸国 民の 邪悪 さ 

19 「それで， もし あなたが， あなた ス |\だ6 の ゆえに エホバは 彼らを あなたの 前 か 

わす  かみがみ したが  ^  う  はら  （シ 1 

の裡 エホバを 忘れ， ほかの 神々 に従っ  5:^2 ら 打ち払われ るので ある。 5 あなたの 

あゆ  つか  み  テ ト 3:5  ぎ (ス） こころ れんちょく  W 

て 歩み， それに 仕えたり それに 身を か セ ェレ 17:9 義や 心の 康 直さの ゆえに あなたは 入っ 
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て 行って 彼らの 地を 取得す るので はな 
い。 実に， これら 諸国 民の 邪悪 さの ゆ 
えに， あなたの 拽 エホバは 彼らを あな 
たの 前から 打ち払われ るので あり， ま 
た それは， エホバが あなたの 父祖， ア 
ブラ ハム， イサク， ヤコブに 誓われた 言 
葉を 履行す るた めな ので ある。 6 それ 
であな たは， あなたの 裡 エホバが この 
良い 地を 与えて 取得 させて くださる の 
は あなたの 義 によるので はない， という 
ことを 知っていなければ ならない。 あ 
な たはうな じの こわい 民な ので ある。 

7 「覚えて いなさい。 あなたが 荒野 
でい かに あなたの 裡 エホバを 怒らせた 
かを 忘れて はいけ ない。 エジプトの 地 
を 出た 日から こ の 場所に 来る までの 間， 
あな た 方は エホ パに 対して 反逆の 振る 
舞いを してきた。 8 ホ レブに おいてさ 
え， あなた 方は エホバを 怒らせ， その 
ため エホバは いきり 立たれて あなた 方 
を 滅ぼし 尽くそうと さえされ た。 9 そ 
れは ，わた しが 山に 上って 石の 書き 板， 
すなわち エホバが あなた 方と 結ばれた 
契約の 書き 板を 受け取り に行っ た 時の 
ことであった。 わたしは その 山に 四十 
日 四十 夜と どまって いた。 （パン も 食 
ベず， 水 も 飲まなかった。） 10 その 時 
エホバは， 迚の 指で 記した 石の 書き 板 
二 枚を 与えて くださった。 その上には， 
あの 会衆の 日 に エホバが 山で 火の 中 か 
ら あなた 方に 話された すべての 言葉が 
あった。 11 こうして 四十 日 四十 夜の 
終わりに， エホバは 石の 書き 板， すな 
わち 契約の 書き 板 二 枚を わた しに 与え 
てくだ さった ので ある。 12 その後 ェ 


ホバ はわた しにこう 言われた。 『立っ 
て， すぐに ここから 下れ。 あなたの 民， 
あなたが エジプトから 携え 出した その 
民は 滅び となる こと を 行な っ たからで 
ある。 彼らは わたしが 命じた 道から 早 
くも それた。 自分たち のために 铸 像を 
作った』。 13 そして エホバは なお もこ 
う 言われた。 『わたしは この 民を 見た。 
見よ， うなじの こわい 民で ある。 14 わ 
たしの なすに まかせよ。 わたしは 彼ら 
を 滅ぼし 尽くし， 彼らの 名を 天の下 か 
ら ぬぐい 去ろう。 そして， あなたを， 彼 
ら より 強大で 数の 多い 国民と しよう』。 

15 「その後 わたしは 身を 転じて 山を 
下りた が， 山は 火で 燃えて いた。 そし 
て その 契約の 書き 板 二 枚は わた しの 両 
の 手に あった。 16 次いで わたしが 見 
ると， あなた 方は， あなた 方の 裡 エホバ 
に 罪を おかして いるので あった。 自分 
たちのた めに 铸 物の 子牛を 作っ たので 
ある。 エホバの 命じた 道から 早く も そ 
れて しまった。 17 これを 見て， わたし 
は その 二 枚の 書き 板を つかみ， 自分の 
両の手から 投げ付けて， あなた 方の 目 
の 前で それを みじんに 砕いた。 18 そ 
れ から わたしは， 初めの 時と 同じよう 
に 四十 日 四十 夜 エホバの 前に 平伏した。 
パン も 食べず 水 も 飲まな かった。 あな 
た 方が 犯した そのす ベての 罪の ためで 
あり， エホバの 目に 悪を 行なって 怒り 
を 起こさせ たからで ある。 19 わたし 
は， エホバが あなた 方に 対して 憤然と 
され， あなた 方を 滅ぼし 尽くそう とま 
でされ た その 激しい 怒りの ために 怖れ 
たので ある。 しかし， エホバは その 時 


第 9 章 


第 10 章 


セ 出 19:17 
申 5:22 


書き 板を 作り直す  申 命 9：20—10：4 

請け戻し， 強いみ 手を もって エジプト 
から 携え 出された その [民] を。 27 ご 
自分の 僕たち， アブラハム， イサク， ヤ 
コブの ことを 思い起こ してく ださい ま 
すよう に。 この 民の かたくな さ， その 
邪悪と 罪と に 顔を お向けに ならないで 
ください。 28 あなたが わたしたちを 
携え 出された その 地が， 「エホバは 自 
分の 約束した 土地に 彼らを 携え 入れる 
ことができなかった ため， そして 彼ら 
を 憎んだ ために， これを 連れ出して 竞 
野で 死なせた の だ」 などと 言う ことの 
ないた めです。 29 しかも， 彼らは あ 
なた の 民， ご 自分の 大 いなる 力と 差し 
伸べ た 腕と を もって 携え 出された あな 
たの 私的 所有物な のです』。 

-|  「その 時 エホバは わたしに こう 

言われた。 『自分の ために 初め 
の ものと 同じような 石の 書き 板 二 枚を 
切り出して， 山の 中へ， わたしの とこ 
ろへ 上って 来なさい。 また， 自分の た 
めに 木で 箱を 造る ように。  2 そうし 
たら， わたしは その 書き 板に， あなた 
がみ じんに 砕いた 初めの 書き 板に あっ 
た 言葉を 書き記す。 あなたは それを そ 
の 箱の 中に 置く ように』。 3 それで わ 
たしは アカシアの 木で 箱を 造り， 初め 
の ものと 同様の 石の 書き 板 二 枚を 切り 
出して， 山に 上って 行った。 その 二 枚 
の 書き 板は わたしの 手に あった。 4 す 
ると， その 書き 板に 初めと 同じ 書き 文 
字， すなわち 十の 言葉を お書きに な 7 
た。 それは， エホバが あの 会衆の 日に 
山で 火の 中から あなた 方に 話された も 

ソ申 4:36; 申 5:4。 
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にも また わたし [の 願い] を 聴き 入れて 
くださ っ 

20 「また， ア ロンに 対しても エホバ 
は 非常にい きり 立たれ， 彼を 滅ぼし 尽 
くそうと さえされ た。 しかし， わたし 
は その 時アロ ン のために も 祈願を ささ 
げた。  21 そして， あなたの こしらえ 
た 罪， すなわち その子 牛を 取って 火の 
中で 焼き， それを 砕き， すっかり ひき 砕 
いたた め， ついに それは 塵の ような 微 
粉と なった。 次いで わたしは その 山を 
下る 奔流の 中に その 塵を 投げ込ん々。 

22 「さらに， タブ エラと マッサと キ 

(ク）  がた 

ブロ ト •ハタ アワ においても， あなた 方 
は エホバの 怒りを 引き起こす 者と なっ 
た。 23 また， エホバが あなた 方を 力 
デシ ュ • バル ネアから 遣わし， 『上っ 
て 行って， わたしが 与える はずの 土地 
を 取得せ よ』 と言われた 時に も， あな 
た 方は 自分たち の 姓 エホバの 指示に 背 
く 振る舞い をし， [神] に 信仰を 働かせ 
ず， その 声に 聴き 従わなかった。 24 あ 
なた 方は， わたしが 知った 日から この 
かた エホバに 対して 反逆の 振る舞いを 
続けて きた。 

25 「それで わたしは 四十 日 四十 夜エ 
ホバの 前に 平伏しつ づけた ので ある。 
わたしが こうして 平伏した のは， エホバ 
が あなた 方を 滅ぼし 尽くす ことにつ い 
て 語られた からであった。 26 そして 
わたしは エホバに 祈願を 始めて こう 述 
ベた。 『主権者なる 主 エホバよ， ご自 
分の 民を 滅びに 至らせる ことは なさら 
ないで ください。 ご 自分の 私的な 所有 
物， あなたが ご 自身の 偉大 さを 示して 
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ので ある。 その後 エホバは それを わた 第1 〇 章  12 「ゆえに 今， イスラエルよ， あな 

しに 下さった。 5 それで わたしは 身を たの 裡 エホバが 求めて おられる ことは， 

めぐ  お (7)  じぶん  つく  ウ民 33:31  おそ  _ 

巡らして 山を 下り， 自分が 造って おい X 民 20:23 あなたの 裡 エホバを 恐れて そのす ベて 

はこ  か  いた  おさ  民 20:24  みち  あゆ： ゥ）  あい W  こころ 

た 箱の 中に その 書き 板を 収めて， エホ 33:38 の 道を 歩み， [裡] を 愛し， 心を つくし 

めい  才^  20.28 たまし い  つか 

パが お命じに なった とおり それがず っ II  ^  魂 をつ くして あなたの# エホバに 仕 
とそ こに 置かれる ようにした。  isfu  える こ i， 13 わたしが 今日 命じる エ 

_  民 16:9  ほうれい  えき 

6 「そして イスラエルの 子ら はべ エロ ク 民3:3 1  ホバの おきてと 法令を あなたの 益の た 
卜 •ベネ • ヤ アカンを 旅立って モ セラ ヶ $ よ15 めに 守る こと， ただ それだけ ではない 
に 向かった。 そこで ア ロンは 死に， そ コ^1 6 ま11 か。 14 見なさい， あなたの 裡 エホバ 

ほうむ  W  申 21:5  (ク！  ち (ヶ） 

こに 葬られる ことに なった 0 そして， m  30:27 に， 天， すなわち 天の 天 も， 地と その 

かれ  か  さいし サ民 18:24  ぞく 

その子 エ レア ザルが 彼に 代わって 祭司  5  26:62 すべての もの も 属して いるので ある。 
の 務めを 行なうよう になった。  7 そ ^  24:^8 15 ただ あなたの 父祖たち に エホバは 愛 

かれ  たびだ  む  出 ちゃく  いだ  あい 

こから 彼らは 旅立って グドゴ ダに 向か セ 出 32:14  着を 抱いて これを 愛され， そのために 

【力）  なが ソエ ゼ 33:11  のち  しそん  がた 

い， グドゴ ダから ヨト バタに， 水の 流 夕創 ほ18 その後の 子孫で ある あなた 方を すべて 

ほんり ゅう  たに  ち  -  たみ  えら  （コ）  こんにち 

れ ている 奔流の 谷の 地に 向かった。  第-欄 の 民の 中から 選んで， 今日 見る とおり 

とき  ぶぞく  と  がた  じぶん 

8 「その 時 エホバは レビの 部族を 取り ァミ ヵ6: 8 にされ た。 16 それで あなた 方は 自分 

わ  [キ）  けいやく  はこ  にな  [ク）  ^  *  5:29  こころ ほうひ  かつれい ほどこ •: サ）  いじょう 

分けて エホバの 契約の 箱を 担わせ， エ  *6:13  の 心の 包皮に 割礼を 施し， これ 以上う 
ホ パの 前に 立って 奉仕を 行ない， み 名 ゥ”ぶ  なじを 固く しては ならない。 17 あな 

しゅくふく  あた  もの  こんにち  ン 22.5  がた  {ス）  しゅ  （セ 1  い 

によって 祝福を 与える 者と され， 今日  ヱゼ 11:20 た 方の 拽 エホバは 神の 姓， 主の 主， 偉 

およ  (3)  うエ申 30:16  だい ちからづよ  いふ  ねん  いだ 

に 及んで いる。 9 そのために レビは 受 才 J だ  大で 力強く， 畏怖の 念を 抱かせる 裡で 
け 分 や 相続 分を 自分の 兄弟たち と共に ヵ ニ:27 あり， だれに 対しても 不公平な 扱いを 
しなかった ので ある。 エホバが 彼の 相 tmm：n  せず， まいない を 受け取る こと もされ 
続 分で あり， あなたの 裡 エホバが これ ィザ66 :1 ず， 18 父な し 子 やや もめの ために 裁 

い  ('»  ケ代 129:11  しっこう ⑼ がいじん きょりゅう しゃ あい  （テ） 

に 言われた とおりで ある。 1〇 それで  きを 執行し， 外人 居留 者を 愛して これ 

この わたしは， 初めの 時と 同じように に パンと マントを お与えになる ので あ 

や  w  サ申 30:6  がた がいじん きょりゅう しゃ  あい 

四十 日 四十 夜 山に とどまって いたが， エ ェレ4:4 る。 19 あなた 方 も 外人 居留 者に 愛を 

ねが  き  a フ 2:29  しめ  [H  じぶん 

ホバは その 時に も わたし [の 願い] を 聴  ^  ^ 示さなければ ならない。 自分たち もエ 
き 入れて くださった。 エホバは あなた シ$ ね9  ジ ブトの 地で 外人 居留 者と なった から 

ほろ  いた  のぞ  申 31:27  W 

を 滅びに 至らせる ことを 望まれな かっ ス出 1S:11 である 0 

M  代 D  2:5  おそ 

た。 11 それから エホバは わたしに こ セ纟 =  20 「あなたの 裡 エホバを 恐れる よう 

う 言われた。 『立って， 旅立ちの ため vts71!5 に。 これに 仕え， これに 固く 付き， そ 
に 良の 前に 行きなさい 0 彼らに 与える 夕】 プ 34:19 の 名に よって 誓いの ことばを 述べる ベ 

ふそ  ちか  使徒 10:34  [ノ)  さん 

ことを わたしが その 父祖たち に 誓った  ^  2:11 きで ある。  21 これ こそ あなたが 賛 
地に 彼らが 入って それを 取得す るた め t^%7  - 

し. 一  詩 146:9  テレビ 19:10; 申 24:14; ト レビ 19:34; ナ出 22:21; 二 申 

こ' 、める』 0  ヤコ 1:27  6:13; ヌ ルカ 4:8; ネ申 13:4;  ノ申 6:13。 


313  保護され て， エジプトを 出た。 従順の 報い  申 命 10:22—11:15 

び  かた [ァ j  がた 

美すべき 方， これ こそ あなたの 裡 であ 第10 章 た 方の 目は， エホバの なさった そのす 
り， あなたの 目が 見た これら 偉大で 畏 7S；05?45 ベての 大 いなる み 業を 見た ので ある。 

ふ  ねん  いだ  ことがら  たい  啓 19:6  がた  きょう 

怖の 念を 抱かせる 事柄を あなたに 対し ィサ II  7:23  8 「それで あなた 方は， わたしが 今日 

おこ  （ィ）  ウ創 46:27  めい  ぜんたい  まも 

て 行なわれた 方で ある。 22 あなたの  命じる おきて 全体を 守らなければ な 

ふそ  たましい  使徒 7:14  [ィ）  つよ  わた 

父祖たち は 七十の 魂を もって エジプト ェ， 15:5  ら ない。 あなた 方が 強くな り， 渡って 
に 下った が， 今 あなたの 裡 エホバは あ ネ へ9 :23 行って 取得し ようとし ている 地に まさ 
なた を 天の 星の ように 数多くされ たの 第 11 章 に 入って それを 取得す るた め，  9 ま 
である。  1 は 2 た， エホバが 父祖たち に 対し， 彼らと 

Ur ゆえに あなたは， あなたの 拽 ^；"4:«30 その 胤に 与える ことを 誓われた 土地， 
エホバを 愛し， [裡] に対する 自 キジ: し 乳と 蜜の 流れる 地に あって あなた 方の 
分の 務め， また その 法令と 司法 上の 定 ^9；26  [命の] 日を 長く する ためで ある。 

めと おきてと を 常に 守らなければ なら 10 「あなたが 行って 取得し ようとし 

がた  こんにち  イザ 63:12  ち  がた  き 

ない 0  2 そして， あなた 方は 今日よ く サ 申4:34  ている 地は， あなた 方が 出て 来た エジ 

し  ネへ 9:10 

知っている。 （[わたしは] あなた 方の  ^ 105:27 ブトの 地の ようでは ない ので ある。 そ 
子ら に [話す] のでは ない。 彼らは， あ  こでは いつも 種を まいて， 自分の 足で 

なた 方の# エホバからの 懲らしめを， 弓 I き 水を しなければ ならず， それは 菜 
その 偉大 さを， その 強い 手と 伸ばされ ^1^17 園の ようであった。 11 しかし， あな 
た 腕と を 知らず， それを 見ても いない。 ソ 516:32 た 方が 渡って 行って 取得し ようとして 
3 また， エジプトの ただ 中で エジプト 第二 棚 いる 地は， 山と 谷 あいの 平原と が 続く 

ぜんど  たい  7由7.10  とち  （キ） 

の 王 ファラオ とその 全土に 対してな さ  ^  29:3  土地で ある。 その [地] は 天の 雨から 水 

わざ [サ）  イマ タ 5:19  の  かえり 

れ たしる しとみ 業 も， 4 さらに， エジ ゥ申 1:38  を 飲む。 12 あなたの 姓 エホバが 顧み 
ブトの 軍勢， その 馬と 戦車と に対して 以 5 て おられる 土地で ある。 年の 初めから 

おこ  こと  創 28:13  お 

行なわれた 事 も [見て] いない。 [裡] は*9:5  年の 終わりまで， あなたの 裡 エホバの 

かお  む  こうかい  ^  »  3:8  1 ク）  た 

その 顔に 向かって 紅海の 水を あふれさ 力^! ご6 目 が 絶えず そ こに ある。 

かれ  っいげき  ^  Z  „；  き* ぅめい 

せた ので ある。 それは 彼らが 追撃して  S  93；2  13 「それで， わたしが 今日 命じる わ 

き  とき  トン）  箴 1〇：27  たし  したが （ヶ） 

来た 時であった。 こうして エホバは 彼 キ申 1:7  たしの おきてに 確かに 従い， こうし 

ほろ  こんにち  いた  （ス）  申 8:7  がた  あい  こころ 

らを 滅ぼして 今日に 至ってい る。 5 ま  て あなた 方の# エホバを 愛し， 心を つ 

ば しょく  こうや  ク王 I  9:3  たましい  つか  [コ） 

た， この 場所に 来る まで 荒野で あなた  %  33:18  くし 魂を つくして これに 仕えるなら， 
方に 対して 行なわれた 事 も， 6 ル ベン ヶ 14 わたし も 必ず あなた 方の 土地の た 
の 子で ある エリ アブの 子 ダ タンと アビ コ： め その 定めの 時に 雨を， 秋の 雨と 春の 

たい  おこ  こと (セ）  申 10.12  [サ）  あた トン）  じぶん  こく 

ラムに 対して 行なわれた 事 も [見て] い マタ 恐37 雨と を 与え， あなたは まさに 自分の 穀 

ときち  ひら  かれ  サエ レ 5:24  もつ  あま  しゅ  あぶら  あつ  い 

ない。 その 時， 地は 口を 開いて， 彼ら  ョ ヱ2:23 物と 甘い ぶどう酒と 油と を 集め 入れる 

いえ  もの  てんまく  ヤ- ^  5:7 

とその 家の 者たち， 彼らの 天幕と その シと ヒ；^ ^ ことになるであろう。 15 そして わた 

あと  したが  そんざい ぶつ  ぜん  Z.  cc in  かちく  の 

後に 従った いっさいの 存在 物を， 全ィ  ?^3；：23 しは あなたの 家畜の ため あなたの 野に 

の  こ  (V)  エレ 14:22  かなら くさき  あた 【ス）  た 

スラ エルの 中で 呑み込んだ 〇)  7 あな XI# 104:14 必ず 草木を 与え， あなたは まさに 食べ 
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て 満ち足りる であろう。 16 自分に 気 
を 付けて， あなた 方の 心が いざな われ 
る ことのない ように， それて 行って ほ 
かの 神々 を 崇拝し， それに 身をかがめ 
たりす る ことのない ようにしなさい。 
17 そう なれば， エホバの 怒りは あなた 
方に 対して 燃え， [#] は 天を 閉ざして 
雨が 生じぬ ように， 地面が その 産物を 
出さない ようにされ るので あり， あな 
た 方は エホバが 与えて く ださ る 良い 地 
から 速やかに 滅びて しまう ことになる。 

18 「それで あなた 方は， これら わた 
しの 言葉を 自分の 心と 魂に 置き， そ 
れを しるしと して 手に 結び， それを あ 
なた 方の 目の 間の 額 帯と しなければ な 
ら ない。 19 あなた 方は また それを 自 

ぶん  おし  いえ  すわ  みち 

分の 子に 教えて， 家で 座る とき も， 道 
を 歩く とき も， 寝る とき も， 起きる と 
きも それ について 話さな ければ ならな 
い。 20 また それを， あなたの 家の 戸 
口の 柱と 門に 書き記す ように。 21 こ 
れ は， エホバが 交祖 たちに 与える こと 
を 誓われた 地に おいて あなた 方の [命 
の] 日， そして あなた 方の 子ら の [命の] 
日が 多くな り， 地を 覆う 天の 日数の よ 
うになる ためで ある。 

22 「もし あなた 方が わたしの 命じる 
このす ベての おきてを しっかり 守って 
それを 行ない， あなた 方の 裡 エホバを 
愛し， そのす ベての 道を 歩んで [裡] に 
固く 付くなら，  23 エホバ もまた これ 
らの 諸国 民 すべてを あなた 方の ために 

かなら  う  はら W  じ ぶん 

必ず 打ち払い， あなた 方は 自分たち よ 
り 大きくて 数の 多い もろもろの 国民を 
立ち退かせる ことになる。  24 あなた 


第 11 章 


3  6:11 
3  8:10 
は 2:19 


ヘプ 3:12 
ウ申 8:19 


力 申 6:6 
詩 37:31 


方の 足の裏が 踏む 所は すべて あなた 方 
の ものと なる。 荒野から レバノンまで， 
Hi すなわち ユーフラテス川から 西の 海 
まで， これが あなた 方の 境界と なる。 
25 だれも あなた 方に 立ち向かう 者は 
いない。 あなた 方に 対する 畏怖， そし 
て 恐れを， あなた 方の# エホバは， あ 
なた 方が 踏む すべての 地の 表に， その 
前に 置いて， あなた 方に 約束した とお 
り にされ るであろう。 

26 「見なさい， わたしは 今日， あな 
た 方の 前に 祝福と 呪いを 置く。 27 わ 
たしが 今日 命じる あな た 方の# エホバ 
の おきてに 従う ので あれば， 祝福を。 
28 また， あなた 方の 裡 エホバの おきて 

したが  m  きょうめい  みち 

に 従わず， わたしが 今日 命じる 道から 
それて あなた 方の 知らなかった 神々 に 
付いて行 くので あれば， 呪いを。 

29 「それで， あなたの 拽 エホバが そ 
の 土地へ， すなわち あなたが 行って 取 
得しようと している 所へ 携え 入れて く 
ださったなら， その 時 あなたは， ゲリ ジ 
ム 山には 祝福を， エバ ル 山には 呪いを 
述べなければ ならない。  30 それらは 
ヨルダンの 日没に 向かう 側， すなわち 
アラバに 住む カナン 人の 地， ギルガル 
の 前， モレの 大木 林の そばに あるでは 
ないか。 31 あなた 方は ヨルダンを 渡 
り， あなた 方の® エホバが 与えて くだ 
さる 地に 入って それを 取得し ようとし 
ている ので ある。 あなた 方は 必ず それ 
を 取得して そこに 住む。 32 それで あ 
なた 方は よく 注意して， わたしが 今日 

ク レビ 26:16; イザ 1:20; ケ出 23:23; 申 9:1; コ申 27:12; 
ヨシ 8:33; サ申 27:13; ヨシ 8:34; シ申 1:7; 申 3:17; ヨシ 
12:3; ス王 n  4:38; セ 創 12:6; ソ申 9:1; ヨシ 1:11。 
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カナン の 地の 偽り の 崇拝を一 掃し な ければ ならない 
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あなた 方の 前に 置く すべての 規定と 司 
法 上の 定めを 守り 行なわな ければ なら 
ない。 

-ia 「これらが その 規定と 司法 上の 
定めで あり， 父祖たち の# エホ 
パが 必ず 与えて 取得 させて くださ る 地 
において， その 地に 生き長らえる 日の 
限り あな た 方が 注意 して 守り 行なう ベ 
きもので ある。 2 あなた 方は， あなた 
方が 立ち退かせる 諸国 民が 高い 山 や 丘 
の 上 またす ベての 生い茂った 木の 下で 
神々 に 仕えた そのす ベての 場所を 徹底 
して 破壊すべき である。  3 また， 彼 
らの 祭壇を 取り壊し， 聖柱 をみ じんに 
砕かねば ならない。 彼らの 聖 木を 火で 
焼き， 彼らの 神々 の 彫像を 切り倒す よ 
うに。 こうして その 名を その 所から 滅 
ぼし 去らねば ならない。 

4 「あなた 方の 神 エホバに 対して その 
ように 行なって はならない。 5 あなた 
^ の裡 エホバが あなた 方の すべての 部 
族の 中から 選んで そのみ 名を 置き， そ 
れを とどまらせる 場所， そこを あなた 
方は 求める ので ある。 あなたは そこに 
来なければ ならない。  6 また そこに， 
あな た 方の 焼燔の 捧げ物 と 犠牲と 十分 
の 一， あなた 方の 手の 寄進 物と 誓約の 
捧げ物と _ 発 的な 捧げ物， あなた 方の 
牛 や 羊の 初子を 携えて 来なければ なら 
ない。 7 そして， そこで， あなた 方 も， 
家の 者たち も， あなた 方の 裡 エホバの 
前に あって 食べ， あなた 方の すべての 
営みに ついて 歓 びを 得る ので ある。 あ 
なた の裡 エホバが あなたを 祝福され た 
からで ある。 


8 「あなた 方は， わたしたちが 今日 こ 
こで 行なって いるすべ ての 事に そのと 
おり 倣って 行動して はならない。 各自 
がすべ て 自分の 目に 正しい と 思う とこ 
ろを [行なって いるが]， 9 これは， あ 
な たの® エホ ノ 《が 与えて くださる 休み 
場 また 相続 地に まだ 入って いないから 
である。 10 それで あなた 方は ヨルダ 
ンを 渡り， あなた 方の 神 エホバが 所有 
地と して 与えて くださ る 土地に 住まな 
ければ ならない。 そうすれば， [神] は 
周囲の すべての 敵から [守っ て] 必ず 休 
みを 与えて くださり， あなた 方は まさ 
に 安らかに 住まう であろう。 11 そし 
て， あなた 方の 神 エホバが 選んで ご自 
分の 名を とどまらせる 場所， そこに あ 
なた 方は， わたしの 命じる すべての も 
の， すなわち 焼燔の 捧げ物と 犠牲， 十 
分の 一と あなた 方の 手の 寄進 物， あな 
た 方が エホバに 誓約す る その 誓約の 捧 
げ 物の えり 抜きの 品を 携えて 来る こと 
になる。 12 そして， あなた 方の# エ 
ホバの 前に あっ て 歓び楽 しむので ある。 
あなた 方 も， 息子 や 娘 も， 男 奴 隸や奴 
隸女 も， そして あなた 方の 門の 内に い 
る レビ 人 も。 彼は 受け 分 や 相続 分を あ 
なた 方と 分け合って はいない からで あ 
る。 13 自分に 気を付けて， あなたの 
焼燔の 捧げ物を あな たが 見る ほかの ど 
んな 場所に ささげる こと もない ように 
しなさい。 14 ただ あなたの 部族の 一 
つの 中に エホバが 選ばれる 場所， そこ 
において あなたは 自 分の 焼燔の 捧げ物 

力 申 12:6; 申 14:23; 申 16:2; 申 26:2; キ レビ 1:3; ク申 
14:22; 申 26:12; ケ民 18:19; 申 12:6; コ レビ 7:16; レビ 
22:18; サ申 14:26; 王 I  8:66; ネへ 8:10; フイ 4:4; シ民 18: 
24; 申 10:9; 申 14:29; ヨシ 13:14; ス レビ 17:4; 王 1 12:28。 
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を ささげ， その 所で， わたしの 命じる 
すべての ことを 行なうべき である。 

15 「いつでも あなたの 魂が それを 
渴望 する 時で あれば， あなたは ほふる 
ことができる。 あなたの 神 エホバが 与 
えてく ださっ た その 祝福に 応じて あな 
たのす ベての 門の 内で 肉を 食べる よう 
に。 汚れた 者 も 清い 者 も， ガゼル や 鹿 
と同じように して それを 食べて よい。 
16 ただし， 血を 食べて はならない。 地 
の 上に， それを 水の ように 注ぎ 出す ベ 
きで ある。 17 あなたの 穀物 や 新しい 
ぶどう酒 や 油の 十分の一， あなたの 牛 
や 羊の 初子， また 何に せよ あなたが 誓 
約す る その 誓約の 捧げ物， 自発的な 捧 
げ 物， あなたの 手からの 寄進 物は， あ 
なた の 門の 内で 食べる ことは 許されな 
い。 18 ただ あなたの 挫 エホバの 前， 
あなた の进 エホバが 選ばれる 場所に お 
いて それを 食べる。 あなた も， あなた 

むすこ  むすめ  おとこ どれい  どれい おんな 

の 息子 や 娘 も， 男 奴隸や 奴隸女 も， そ 
して あなたの 門の 内に いる レビ 人 も 
[そのよう にす る]。 あなたは 自分の す 
ベての 営みに ついて あなたの 裡 エホバ 
の 前で 歓び 楽しむ ので ある。 19 自分 
に 気を付けて， あなたが その 地に ある 
日の 限り レビ 人を 見捨てる ことのない 
ように しなさい。 

20 「あなたの 裡 エホバが その 約束の 
とおりに あなたの 領地を 広 げ てくだ さ 
ると き， あなたは きっと， 『さあ 肉を 食 
ベよう』 と言うであろう。 あなたの 魂 
は 肉を 食べる ことを 渴 望す るので ある 
が， いつでも あなたの 魂が 肉を 渴 望す 
ると きには それを 食べて よい。 21 あ 


なた の裡エ ホバが 選んで その 名を 置か 
れた 場所が あ なた から 遠く離れて いる 
場合で あっても， あなたは エホバが 与 
えて くださ っ た 牛 や 羊の群れの 中から， 
わた しが 命じた とおりに ほふ ら なけれ 
ばなら ない。 いつでも あなたの 魂が そ 
れを渴 望 するとき に， あなたの 門の 内 
で 食べる ので ある。 22 ただし それは， 
ガゼル や 鹿を 食べる ときと 同じように 
して 食べる。 すなわち， 汚れた 者 も 清 
い 者 も 共に それを 食べて よい。 23 た 
だ， 血を 食べる ことは しないよ うに 堅 
く 思い定めて いなさい。 血は 魂で あり， 
魂を 肉と 共 に 食べて はな ら ないから で 
ある。  24 それを 食べて はならない。 
それを 水の ように 地面に 注ぎ 出すべき 
である。 25 それを 食べて はならない。 
こうして エホバの 目に 正しい ことを 行 
なう ことによって， あなたに とっても 
あなたの 後の 子ら に とっても 物事が 良 
く遽 ぶため である。 26 ただ， あなた 
の ものと な る あなたの 聖な る ものと 誓 
約の 捧げ物 だけ は 運んで 来 るべき であ 
る。 あなたは エホバの 選ばれる 場所に 
来なければ ならない。  27 こうして あ 
なた の 焼燔の 捧げ物， その 肉と 血を， あ 
なた の® エホ ノ  くの 祭壇 上に ささげる の 
である。 また あなたの 犠牲の 血を， あ 
なた の拽 エホバの 祭壇に 向けて 注ぎ 出 
す。 そして， その 肉は 食べて よい。 

28 「気を付けて， わたしが 命じる 
これらの すべての 晉 葉に 必ず 従うよう 
に。 あなたの 裡エ ホバの 目に 善しと さ 
れ， 正しい とされる ことを 行なう こと 
により， 定めの ない 時に 至る まで あな 
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のち  もの  あい 

たに も あなたの 後の 子ら に とっても 物 第 章 つく して あなた 方の 裡 エホバを 愛して 
事が 良く 運ぶ ためで ある。  こ いるか どう ふを 知る ために， あな た 方 

しょこく みん  n  *  こころ  W 

29 「あなたの 迚 エホバが 諸国 民を， ^；9：1  を 試みて おられる ので ある。  4 あな 

すなわち あなたが 行って 立ち退かせよ  i  S；55 た 方は， あなた 方の 裡 エホバに 従って 

たみ  まえ  内 由 C.1H  あゆ  おそ  まも 

うとして いる その [民] を あなたの 前 か  S 105:44 歩み， これを 恐れ， その おきてを 守り， 
ら 断たれる ときには， あなた 自ら も そ ^£=36 その 声に 聴き 従い， これに 仕え， これ 
れを 立ち退かせて その 地に 住む ように  X7  4:i7 - に 固く 付くべき である。 5 そして， そ 
しなければ ならない。  30 自分に 気 $ 巧』 :3 の 預言者 また その 夢見る 者は 死に 処せ 
を 付けて， 彼らが あなたの 前から 滅ぼ 力 ばは〗1 られ るべき である。 その 者は， あなた 

つ  のち  あゆなら  申 18:10  がた 

し 尽くされた 後に その [歩み] に 倣って  in 17：15 方の# エホバ， すなわち あなた 方を エ 

か  エレ 32:35  ち  たず さ  ど 

わなに 掛かる ことのない ようにし なさ キ 中5: 1  ジブ トの 地から 携え 出し， あなたを 奴 

(I)  かみがみ  たず  もと  ヨシ 22:5  れい  いえ  う  もど  かた  たい  はん 

い。 また， 彼らの 神々 について 尋ね 求  » 119:4 隸の 家から 請け 戻された 方に 対する 反 
めて， 『これらの 諸国 民は その 神々 に  £シ1:7 抗 のこと ばを 語り， あなたの# エホバ 

つか  めい  あゆ  みち 

どのように 仕えて いたの か。 この わた - が 命じて 歩ませる 道から あなたを それ 

しも 同じように してみ よう』 などと 言  させようと したから である。 こうして 

ケ申 18:22  あく  のぞ  さ 

うことの ないように。 31 あなたの#  ヱ あなたの うちから 悪を 除き 去らねば な 
エホバに 対して そのよう にして はなら  ^ 13:4 ら ない。 

(才 1  い  コ エレ ，デ  はは 

ない。 すべて エホバに とって 忌むべき  x レ  6 「あなたの 母の 子で ある あなたの 

こと， まさに その 憎まれる 事柄を， 彼 テサ D2:9 兄弟， または あなたの 息子， 娘， あな 

かみがみ  おこ  V エレ 28:9  いつく  つま  じしん たましい 

らは その 神々 に対して 行なって きた。 マタ 7:22 たの 慈しむ 妻， また あなた 自身の 魂 

じぶん  むすこ  むすめ  スイ ザ 8:19  とも 【ク）  さそ 

自分たち の 息子 や 娘たち を さえ， いつ _ のよう な 友が ひそかに あなたを 誘おう 

や  ^  ^  い  かみがみ  つか 

も 火で 焼いて その 神々 にさ さげる ので 第二 欄 と して， 『行って ほかの 神々 に 仕えよ 
ある。 32 わたしの 命じる すべての 言 7?5o：i2 う』 と言う 場合， それが あなた も あな 
葉， それを あなた 方は 注意 深く 行なう ィ串 8:2  たの 父祖たち も 知らなかった [神々] で， 

[キ）  つく わ  詩 66:10  ち  いっぽう  はし  たほう 

べきで ある。 それに 付け加えても， そ マタ め24  7 その 地の 一方の 端から その 地の 他方 
れ から 取り去っても ならない。  テサ 112:11 の 端まで， あなたに 近い もので も 遠い 

よ げん しゃ W  ゆめみ  もの [コ）  ワ串 10:20  がた  しゅうい  たみ 

1 〇 「預言者 または 夢見る 者が あな I ィザ 9:15 もので も， あなた 方の 周囲に いる 民の 
id たの 中に 悬 こって しるし や E 窕 才 1$ 父の いずれ かであるなら ば，  8 あ 

(ザ）  し  ゼカ 13:3  もの  ねが  おう 

を 見せ，  2 『あなたの 知らなかった ほ 力 _6:14  なた は その 者の 願いに 応じたり その 

かみがみ  したが  あゆ  つか  きした が  N 

かの 神々 に 従って 歩み， それに 仕えよ キ^1 以3 者に 聴き 従ったり しては ならない。 あ 
う』 と 言って 示した しるし や異 兆が そ クサ11 8:1 なた の 目は その 者を 哀れむべき ではな 

しんじつ  （シ）  ケ王 I 11:4  どうじょう  （サ J 

のと おり 真実に なった としても， 3 あ ぺテ DW  く， 同情したり， その 者を かばったり 

よげんしゃ  ことば  ゆめ  コ箴 1:10  もの  かなら  ころ 

なた は その 預言者の 言葉に も その 夢を ガラ I:8 しても ならない 0  9 その 者を 必ず 殺 

もの  き  したが  [ス 1  サ てゼ 9.5  【シ）  し  しょ 

見た 者に も 聴き 従っては ならない。 あ ,>th  22:20 すべきで ある。 その 者を 死に 処す るた 
なた 方の 裡 エホバは/心を つくし 魂を  S  25:57 めにあな たの 手が 最初に 当てられ， 後 
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に 民 全員の 手が [当てられる] べきで あ 
る。 10 こうして あなたは その 者を 石 
で 石 打ちに し， その 者は 死ななければ 
ならない。 あなたの 裡 エホバ， あなた 
を エジプトの 地， 奴隸の 家から 携え 出 
した 方から あなたを 離れさせ ようとし 
たからで ある。 11 そうすれば， 全イ 
スラ エルは 聞いて 恐れ， 彼らは そのよ 
う な 悪事を 二度と あなた の 中で 行なわ 

(X) 

ないで あろう。 

12 「あなたの 都市， すなわち あなた 
の 姓 エホバが あな たに 与えて 住まわせ 
る 所の 一つで， 13 『どうしよう もな 
い 者たち が あなたの 中から 出て その 
都市に 住む 者たち を それさせようと 
し， 「も1 って ほかの 神々 に 仕えよう」 
と 言って いる。 それは あなたの 知らな 
かった [神々] だ』 と言われ るのを 聞く 
ならば， 14 あなたは 徹底的に 捜し， 
調べ， 問いた ださなければ ならない。 
そして， もし その 事の 真実が 立証され 
るなら， こ の 忌むべき 事柄が あなたの 
うちで なされた ので あり， 15 あなた 
は その 都市に 住む 者を 必ず 剣の 刃で 討 
つべき である。 その [都市] とそ こに あ 
るすべ ての 物， また その 家畜を， 剣の 
刃に よって 滅びの ために ささげる よう 
に。 16 また， そのす ベての 分捕り物を 
そこ の 公共 広場の 真ん中に 集めるべき 
である。 そして， その 都市と そのす ベ 
ての 分捕り物を あなたの 神 エホバに 対 
する 全焼の 捧げ物と して 火で 焼かねば 
ならない。 それは 廃虚の 山と なって 定 

とき  いた  { サ）  けっ 

めの ない 時に 至る ので ある。 それは 決 
して 再建され るべき ではない。 17 ま 


14 


た， 禁令に よって 神聖に された ものは 
何一つ あなたの 手に とどまって いるべ 
きでは ない。 エホバが その 燃える 怒り 
から 翻 り， まさに あなたに 憐れみを 示 
し， 必ず あなたを 憐れんで あなたを 殖 
えさせ， 父祖たち に 誓われた とおりに 
してく ださる ためで ある。 18 あなた 
は ，あなたの 裡 エホバの 声に 聴き 従い， 
わたしが 今日 命じる そのす ベての おき 
てを 守り， こうして あなたの 裡 エホバ 
の 目に 正しい ことを 行なうべき なので 

[M 

ある 0 

「あ なた 方は， あ なた 方の 挫 エホ 
バの 子ら である。 あなた 方は， 
死人の ために 自分の 身に 切り傷を つけ 
たり， 額を そって はげに したりし ては 
ならない。  2 あなたは， あなたの 裡エ 
ホ パに とって 聖 なる 民で あり， エホバ 
は 地の 表に いるすべ ての 民の 中から あ 
なた を 選んで ご 自分の 民と し， 特別な 
所有物と された からで ある。 

3 「あなたは 忌むべき ものを いっさ 
い 食べて はならない。  4 これが あな 
た 方の 食べて よい 獣で ある。 すなわち， 
牛， 羊と やぎ， 5 鹿， ガゼ ル， のろ じ 
か， 野 やぎ， れいよう， 野 羊， シャモ 
ア。 6 また， 獣のう ち， ひづめが 分か 
れて 二つの ひづめに 裂け， 反すう する 
すべての 獣。 それを あなた 方は 食べて 
よい。  7 ただし， k すうした りひ づ 
めが 分かれて 裂けて いたりす る ものの 
うち， 次の ものは 食べて はならない。 
すなわち， らくだと 野う さぎと 岩 だぬ 
き。 これらは 反すう する が， ひづめが 
分かれて いないから である。 これらは 


M..9S7  4  2  5  4  :6 
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あなた 方に とっ て 汚れた ものである。 
8 また 豚 も 同様で ある。 それは ひづめ 
が 分かれて いるが， 反すう しないから 
である。 それは あなた 方に とって 汚れ 
たもので ある。 それらの 肉は いっさい 
食べて はならない。 その 死が いに 触れ 
て もなら ない。 

9 「水の 中に いるすべ てのもののう 
ち， 次の ものを あなた 方は 食べて よい。 
すなわち， ひれと うろこの ある ものは 
すべて 食べて よい。 10 そして， ひれ 
とうろ このない ものは 食べて はなら な 
い。 それは あなた 方に とって 汚れた も 
ので ある。 

11 「清い 鳥は すべて 食べて よい。 
12 しかし， これらは あなた 方が 食べ 
ては ならない ものである。 すなわち， 
鷲 • みさ ご •くろ はげわし， 13 あかと 
び •くろと び •とびの 類， 14 すべて 渡 
り がらすの 類， 15 だちょう •ふくろ 
う •かもめ •はやぶさの 類， 16 小さい 
ふくろう • とらふず く  • 白鳥， 17 ぺ 
リカ ン • はげわし •鵜， 18 こうのと 
り •さぎの 類， やつが しら •こうもり。 
19 また， すべて 翼が あって 群がる 生き 
物は あなた 方に とっ て 汚れた もので あ 
4。 それを 食べて はいけ ない。 20 飛 
ぶ 生き物で 清い ものは すべて 食べて 
よい。 

21 「あなた 方は， 何に せよ 死んで い 
たものを 食べて はならない。 あなたの 
門の 内に いる 外人 居留 者に それを 与え 
て もよ い。 その 者が それを 食べる ので 
ある。 あるいは， それは 異国の 者に 売 
られ るか もしれ ない。 あなたは， あな 
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ある 0 

「あなたは 子 やぎを その 母の 乳 で- 
て はならない。 

22 「あなたの 種からの すべての 産物， 
すなわち 畑から 年 ごとに 生ずる ものの 
十芬の 一を あなた は 必ず 納め るべき で 
ある。  23 そして， あなたの 裡 エホバ 
の 前， [迸] が 選んで そのみ 名を とどま 
ら せる 場所で， あなたは， 自分の 穀物， 
新しい ぶどう酒と 油の 十分の一， また 
牛 や 羊の 初子を 食べる ので ある。 これ 
は， あなたの 裡 エホバを 常に 恐れる こ 
と を 学ぶ ためで ある。 

24 「さて， その 旅路が あなたに とっ 
て あまりに 長い 場合， あなたの 迸 エホ 
パが 選んで そのみ 名を 置かれる 場所が 
あまりに 遠く， あなたが それを 運んで 
行けない ので あれば （これは あなたの 
裡 エホ ノ 《が あな たを 祝福 された からな 
ので ある）， 25 あなたは それを 金に 換 
えなければ ならない。 その 金を 包んで 
手に 取り， あなたの 裡 エホバの 選ばれ 
る 場所まで 旅行す るので ある。 26 そ 
して その 金を， 何に せよ あなたの 魂の 
渴望 する もの， 牛， 羊， やぎ， ぶどう 
酒， 酔わせる 酒， またす ベて あなたの 
魂が あなたに 求める ものと 引き換えに 
与える ので ある。 その 所に おいて， あ 
なた も， 家の 者たち も， あなたの® エ 
ホバの 前で 食べて， 歓 I び 楽 しむよう に。 
27 そして， あなたの 門の 内に いる レビ 
人， あなたは これを 見捨てて はなら な 
い。 彼は 受け 分 や 相続 分を あなたと 分 
け 合って はいない からで ある。 
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28 「三年の 終わりに， その 年の あな 
たの 産物の 十分の一を そっく り 携えて 
来^)。 それを あなたの 門の 内側に 置か 
なければ ならない。 29 そして レビ 人， 
それは 受け 分 や 相続 分を あなたと 分け 
合って いないからで あるが， そして あ 
なた の 門の 内に いる 外人 居留 者  + と 父な 
し 子と やもめた ちが 来る ように。 彼ら 
は 食べて 満ち足り るので ある。 こうし 
て， あなたの 行なう その 手の すべての 
業を あなた の® エホ ノ 《が 祝福 してく だ 
さるよう にす るので ある。 

1 ， 「七 年の 終わり ごとに あなたは 免 
齡を 莩ぇ るべき でぁ る。 2 そし 
て， これが その 免除の 仕方で ある。 す 
なわち， すべての 債権者に より， その 
者が 自分の 仲間に 負わせた 債務の 免除 
が 行なわれる。 その 者は 自分の 仲間 や 
兄弟に 支払いを 迫るべき ではない。 エ 
ホバ に対する 免除が 告げられ るので あ 
る。 3 異国の 者に 対しては 支払いを 
迫る こと もで きる。 しかし， あなたの 
ものである いかなる ものが 兄弟の もと 
にある としても， あなたの 手は これを 
免除す るよう に。 4 とはいえ， あなた 
の 間では だれも 貧しく なること はない 
はずで ある。 あなたの® エホバが 相続 
分と して 与えて 取得 させて くださる 地 
において， エホバは 必ず あなたを 祝福 
される からで ある。  5 ただ あなたが 
あなたの 裡 エホバの 声に 必ず 聴き 従い， 
よく 注意して わたしが 今日 命じる この 
すべての おきてを 守るならば よいので 
ある。 6 あなたの# エホバは その 約 
束のと おり 確かに あなたを 祝福して く 


ださる からで あり， あなたは 必ず 多く 
の 国の 民に 質 物を 取って 貸し， あなた 
自身は 借りる ことは ないで あろう。 あ 
なた は 多くの 国の 民を 支配す る ことに 
なり， 彼らが あなたを 支配す る ことは 
な I で 。 

7 「あなたの# エホバが 与えて くだ 
さる 地に おいて， あなたの 兄弟の だれ 
かが， あなたの 中， あなたの 都市の 一 
つで 貧しくなる ならば， あなたは その 
貧しい 兄弟に 対して 自分の 心を 固く し 
たり， 手を 閉じたり しては ならない。 
8 その 者に 対して 寛大に 手を 開き， そ 
の 入り用の ものを 必要な だけ， 質 物を 
取って 是非とも 貸し 与えるべき であ 
る。 9 自分に 気を付けて， 『七 年 目の 
免除の 年が 間近い』 などと， さもしい 
言葉が 心 に 上る ことのない ようにし な 
さい。 また， あなたの 目が 貧しい 兄弟 
に対して 狭量に なり， あなたが 何も 与 
えず， その 者が あなたの ゆえに やむな 
く エホバに 呼ばわり， それが あなたの 
罪と なって しまう ことのない ようにし 
なさい。 10 あなたは 是非とも その 者 
に 与えるべき であり， あなたの 心は そ 
の 者に 与える ことを 惜しむ ようで あっ 
ては ならない。 その 事の ために， あな 
たの 裡 エホバは， すべての 業 またす ベ 
ての 営みに おいて あなたを 祝福して く 
ださる からで ある。 11 貧しい 者が そ 
の 地の 中から 絶える こと はない ので あ 
る。 そのために わたしは， 『あなたの 
地で 苦 しむ 貧しい 兄弟に 対して あなた 
の 手を 寛大に 開く ように』 と 命じて い 
るので ある。 


321  奴隸。 奴隸の 耳に 突きぎ りを 通す。 過ぎ 越し  申 命 15：12—16：3 

12 「あなたの 兄弟で あるへ ブライ 人 第15 章 たに 六 年 仕え， あなたの 裡 エホバは そ 
の 男 またはへ ブライ 人の 女が あなたの 7?^25:39 の 行なう すべての 事に おいて あなたを 
もとに 売られた 場合， その 者が 六 年間 レ15 土 14 祝福され たからで ある。 

仕えたならば， 七 年 目には これを 自由 ^12?36  19 「あなたの 牛の 群れ また 羊の群れ 

にされ た 者と して あなたの もとから 送 コ。 4:1 に 生まれる すべての 雄の 初子を， あな 
り 出すべき である。 13 そして， 自由 使徒2 〇:35 たの 迚 エホバに 対して 神聖な ものと す 
にされ た 者と して あなたの もとから 送 5:15  るよう に。 あなたの 牛の 初子を 用いて 
り 出す 場合， その 者を むなし 手で 送り **21:5  労役を 行なって はならず， あなたの 羊の 

出して はならない。 14 あなたの 羊の tl  ；5：10  初子の 毛を 刈って はならない。 20 あ 
群れ， 脱穀 場， 油 やぶ どうの 搾り 場 か ヶ以 4ぼ3  U たも， 家の 者たち も， あなたの 神エ 
ら 幾らかを 取って その 者に 必ず 支度を — : 欄 ホ パの 前， エホバの 選ばれる 場所に お 
整えさせるべき である 0 あなたの 迚エ 7fJ  3〇：3〇  いて， 年 ごとに それを 食べるべき であ 
ホ パが 祝福して くださった とおりに， あ ィ 以だ9 る。 21 そして， それに 欠陥が あり， 
なた も その 者に 対して 与えるべき であ  ^3:13：2° 足な えで あったり 盲で あったり して 何 
る 0 15 そして あなたは， 自分が エジ  ^ 18:17 かの 悪い 欠陥が ある 場合， それを あな 

ブトの 地で 奴隸 となり， あなたの 裡エ  * 12:6  たの 迚 エホバに 犠牲と して ささげて は 

ホ パが あなたを 請け戻して くださった  I  ；J；23 ならない。 22 あなたの 門の 内で， 汚 
ことを 覚えて いなければ ならない。 そ 才^ j72f2() れた者 も 清い 者 も 共に， ガゼル や 鹿と 
のために わた しは この ことを 今日 あな  9：；4 同じように して それを 食べるべき であ 

たに 命じて いるので ある。  力 4。 23 ただし その 血を 食べて はなら 

16 「また， その 者が あなたと あなた キ ぼ ない。 地の 上に， それを 水の ように 注 
の 家の 者を 真に 愛し， あなたの もとに ク ぎ 出すべき である。 

いた 間が良かった ので， 『わたしは あ  1 必 「ア ビブの 月を 守る ように。 あ 

なた のと ころから 出て まいりません！』 ヶ レビ an  なた は， あなたの 裡 エホバに 対 

と言うので あれば， 17 あなたは 突き - して 過ぎ 越しを 執り行な わなければ な 

ぎりを 取り， それを その 者の 耳に 刺し  ら ない。 ア ビブの 月に， あなたの 裡エ 

て 戸口のと ころに 通さねば ならない 0  出は4  ホバ は， あなたを 夜の 間に エジプト か 
こうして その 者は 定めの ない 時まで あ  レビ 23:5 ら 携え 出された からで ある 0  2 そし 
なた の奴隸 となる ので ある。 また， あ ；,2^6 て あなたは， エホバが 選んで そのみ 名 
なた の 女奴隸 に対して も そのよう にす をと どまら せる 場所で， 羊の群れと 牛 
べきで ある。 18 その 者を 自由にされ ス m の 群れの 中から あなたの# エホバに 過 
た 者と して あなたの もとから 送り出す セ ぎ 越 しの 犠牲を ささ げな ければ ならな 
とき， それは あなたの 目に とって 難し ソ ずい。  3 七日の 間， パン 種の 入った 物 
いこと ではない はずで ある。 雇われた 夕1^ 3 も 6 を それと 共に 食べて はならない。 無酵 
労働者の 二倍の 値の 者と して 彼は あな  ；i2S7 母の パン， 苦悩の パンを それと 共に 食 
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ベるべき である。 これは あなたが エジ 
ブトの 地を 急いで 出た からで あり， あ 
な たの 命の 日の 限り エジプト の 地を 出 
た 日の ことを 覚えて いるた めで ある。 
4 そして， 七日の 間， あなたの 領地の 
どこに おいても， 酸い 練り 粉が あなた 
の もとに 見いだ されて はいけ ない。 ま 
た， 最初の 日の 夕方に あなたが 犠牲に 
した ものの 肉が 多少と いえ 朝まで 夜 通 
しと どまって いても いけない。  5 あ 
な たの 姓 エホ ノ  くが 与えて くださる 都市 
のど こ でで も 過ぎ 越 しの 犠牲を ささげ 
る， という ことは 許されない であろ 
う。 6 むしろ， あなたの 裡 エホバが 選 
んで そのみ 名を とどま ら せる 場所に お 
いて， 夕方， 日が 沈んで すぐ， あなた 
が エジプトを 出た その 定めの 時に， 過 
ぎ 越しの 犠牲を ささげるべき である。 
7 そして， 煮る こと も 食べる こと も あ 
なた の裡 エホ ノ 《が 選ばれた 場所で 行な 
い， 朝には 身を 巡らして 自分の 天幕に 
戻る ように。 8 六日の 間 あなたは 無 
酵母 パンを 食べる。 そして 七日 目には 
あなたの 鲤 エホバに 対する 聖 会が 行な 
われる。 あなたは 何の 仕事 も 行なって 
はならない。 

9 「あなたは 自分の ために 七 週を 数 
えるべき である。 刈り取って いない 穀 
物に 最初に 鎌を 入れる 時 か ら七 週を 数 
え 始める。 10 こうして あなたの 拽エ 
ホバ に対して [七] 週の 祭りを 行なわな 
ければ ならない。 あなたの 献 じる， あ 
なた の 手の 自発的な 捧げ物に 応じ， あ 
な たの# エホ ノ 《が 祝福 してく ださる 
ところに したがって [それを 行なう]。 
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11 そして あなたは， すなわち あなた 
も， あなたの 息子 や 娘 も， 男 奴 隸や女 
奴隸 も， あなたの 門の 内に いる レビ 人 
も， また あなたの 中に いる 外人 居留 者 
や 父な し 子 やや もめ も， あなたの 裡エ 
ホバの 前， あなたの 裡 エホバが 選んで 
そのみ 名を とどまらせる 場所で 歓び楽 
しむよう ii。 12 こうして あなたは， 
自分が エ ジブ ト で 奴隸と なった ことを 
覚え， これらの 規定を 守って それを 履 
行し なければ ならない。 

13 「あなたの 脱穀 場 また 油 やぶ どうの 
搾り 場からの 取り入れを 行なう 時， あ 
なた は 自分の ために 七日の あい だ 仮 小 
星の 祭りを 行なうべき である。 14 そ 
して あなたは， すなわち あなた も， あ 
なた の 息子 や 娘 も， 男 奴隸や 女奴隸 も， 
あなたの 門の 内に いる レビ 人， 外人 居 
留 者， 父な p 子， やもめ も， その 祭りの 
あいだ 歓び 楽しむ ように。 15 七日の 
間， エホバの 選ばれる 場所で， あなた 
の# エホバに 対して 祭りを 行なう。 あ 
なた の裡 エホバは， あなたの すべての 
産物， また あなたの 手の すべての 業を 
祝福され るからで ある。 あなたは ただ 
喜びに 満ちる ように。 

16 「年に 三度， あなたに 属する すべ 
ての 男子は， あなたの 拽 エホバの 選ば 
れる 場所で そのみ 前に 出るべき である。 
すなわち， 無 酵母 パンの 祭り， [七] 週の 
祭り， そし て 仮小屋の 祭 りの 時で ある。 
だれもむな し 手で エホバの 前に 出て は 
いけない。 17 各人の 手の 供え物は， 
あなた の拽 エホ ノ  くが 与え てくだ さった 
祝福に 応じた ものであるべき である。 
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裁き 人。 二， 三人の 証人 
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申 命 16:18—17:11 

たこと を 行ない， 4 その 事が あなたに 
告げられ， あなたが それを 聞いて， 徹 
fc 的に 調べて みると， 見よ， その 事の 
真実が 立証され， この 忌むべき ことが 
イスラエルに おいてな されて いたので 
あれば，  5 あなたは この 悪を 行な っ 
た その 男 または 女， すなわち そのよう 
な 男 や 女を あなたの 門のと ころに 引き 
出し， その 者を 石で 石 打ちに しな けれ 
ばなら ない。 その 者は 死ぬ ので あ 4。 
6 二人の 証人 または 三人の 証人の 口に 
よっ て， その 死ぬべき 者は 死に 処 せられ 
るべき である。 一人の 証人の 口によ っ 
て 死に 処 せられる ことは ない。  7 そ 
の 証人たち の 手が まず 付けられ， 後に 
民す ベての 手が [付けられて] 彼は 死に 
処 せられるべき である。 こうして あな 
たの 中から 悪を 除き 去らなければ なら 
なじ )。 

8 「司法 上の 決定を すべき 問題が あな 
たに とっては 普通を 超えて おり， 血が 
流された とか， 法的な 請求が なされた 
とか， 暴虐 行為が 犯された とかの 論争 
が あなたの 門の 内に 生じる 場合， あな 
たは 立って， あなたの 拽 エホバの 選ば 
れる場 清に 上り， 9 祭司つ まり レビ 人 
たちの もと， また その 時期に 務めを 行 
なっ ている 裁き 人の も とに 行って 問い 
尋ねる ように。 こうして 彼らが 司法 上 
の 決定の 言葉を あなたに 言い渡す ので 
ある。 10 そして あなたは， エホバの 
選ばれる 場所から 彼らが 言い渡す その 
言葉の とおり に 行なわなければ ならな 
い。 よく 注意して すべて 彼らが 教え諭 
すと おりに 行なうよ うに。 11 彼らが 


18 「あなたは 自分の ため， あなたの® 
エホバが 部族 ごとに 与えて くださる す 
ベての 門の 内に 裁き 人と つかさた ちを 
立てるべき である。 それらの 者が 義の 
裁きを もって 民を 裁く ように。 19 あ 
なた は 裁きを 曲げて はならない。 不公 
平であった り， わいろを 受け取ったり 
しては ならない。 わいろは 賢い 者の 目 
を 盲目に ならせ， 義 なる 者の 言葉を ゆ 
がめ させる からで ある。 20 公正， 公 
正 こそ あなたの 追い求めるべき もので 
ある。 それは あなたが 生きつ づける た 
め， あなたの 裡 エホバが 与えて くださ 
る 土地を 実際に 取得す るた めで ある。 

21 「あなたは， 自分の ために 造る あ 
なた の® エホバの 祭壇の 近くに， 自分 
の聖 木と しての 木を いっさい 植えて は 
ならな H 

22 「また， 自分の ために 聖 柱を 立て 
て もい けない。 それは， あなたの 裡エ 
ホ パが まさに 憎まれる ものである。 

-i  m 「あなたは， 欠陥の ある 牛 や 羊， 
何に せよ 悪い ところの ある もの 
を， あなたの® エホバに 犠牲と して さ 
さげて はならない。 それは あなたの 裡 

エホバに とっ て 忌む ベ きもの だからで 

m 

ある 0 

2 「あなたの 中， すなわち あなたの 裡 
エホバの 与えて くださる 都市の いずれ 
かに， あなたの 裡 エホバの 目に 悪と さ 
れる 事柄を 習わしに して その 契約を 踏 
み 越え る 男 また は 女が 見 L ヽ だされる 場 
合， 3 その 者が 行って 他の 神々 を崇 
拝し， それらに， また 日 や 月 や 天の 全 
軍に 身をかがめて わたしの 命じな かっ 


26  : 1:  293  720 
8 1:1 1 11: 23、 8  :4  3 


1  2 ビ  12 走 2  7 ¢ 2、 セ， 7  433  2 ビ 11 レ 
代 民 代 出 レサ 申 箴使出 サ伝ァ 申 エミ 申出 裁 代 出 レ 申申エ 
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指摘す る 律法に 従い， 彼らが 述べる 司 
法 上の 決定の とおり に 行な うべき であ 
る。 彼らが 言い渡す 言葉から 右に も 左 
にも それて はならない。 12 そして， そ 
こ に立っ て あなたの 裡 エホバに 仕える 
祭司 や 裁き 人に 聴き 従わずに せん 越に 
振る舞う 者， その 者は 死ななければ な 
ら ない。 こうして あなたは イスラエル 
から 悪を 除き 去る ので ある。 13 そう 
すれば， 民の すべては 聞いて 恐れ， も 
はやせん 越に 行動す る ことは ないで あ 
ろぅ。 

14 「あなたが ついに あなたの 裡 エホ 
パの 与えて くださる 土地に 入り， それ 
を 取得して そこ に 住む よう にな ってか 
ら， 『周り の 諸国 民す ベて と 同じよう 
にわたし も 自分の 上に 王を 立てよう』 
と言うよう になったなら， 15 必ず あな 
たの 裡 エホバの 選ばれる 者を 王と して 
自分の 上に 立てるべき である。 あなた 
の 兄弟の 中から 自分の 上に 王を 立てる 
ように。 あなたの 兄弟で ない 異国の 者 
を 王と して あなたの 上に 据える ことは 
許されない。 16 ただし その 者は， 自 
分の ために 馬を 多くす るべき ではなく， 
また 馬を 多くす るた めに 民を エジプト 
に 戻らせても いけない。 エホバは あな 
た 方に， 『二度と こ の 道を 戻っ ては な 
ら ない』 と言われ たので ある。 17 彼 
はまた 自分の ために 妻たち を 増やして 
はいけ ない。 その 心が それる ことのな 
いためで ある。 また， 自分の ために 銀 
や 金を 多く 増し 加えるべき でもない。 
18 そして， 彼が その 王 _ の 王座に つ 
くと きには， 祭司つ まり レビ 人たち が 


保管す る ものから この 律法の 写しを 自 
分の ために 書に 書き取らなければ なら 

[7) 

ない。 

19 「そして それは 常に その もとに 置 
かれ， 彼は 命の 日の 限り それを 読まな 
ければ ならない。 それは， 自分の 裡エ 
ホバを 恐れる ことを 学び， この 律法の 
すべての 言葉と これらの 規定と を守っ 
て それを 行なうた め， 20 その 心が 兄 
弟たち の 上に 高ぶる ことな 4 ， おきて 
から 右に も 左に も それる こ とのない た 
め， こうして その 王国の 上， イス ラエ 
ルの 中に あって， 彼 も その子ら も 自分 
の [命の] 日を 長く する ためで ある。 

-|  Q 「イスラエルと 分かち合う 受け 

■尸! ぶん  そうぞく ぶん  さいし 

分 もしくは 相続 分が， 祭司， レ 
ビ 人， すなわち レビの 全部 族に 帰す る 
ことは ない。 エホバへの 火に よる 捧げ 
物を， すなわち _ 分が 受ける 相続 分を 
彼らは 食べるべき である。 2 それで， 
その 兄弟たち の 中に あっ て 相続 分が 彼 
の ものと なること はない。 その 語られ 
たと おり， エホバが 彼の 相続 分な ので 

ぁ 名。 

3 「さて， これが， 民から， すなわち 牛 
にせよ 羊に せよ いけにえを 犠牲と して 
ささげる 者たち か ら 祭司が 当然 受ける 
権利と して 保たれるべき 分で ある。 す 
なわち， 祭司に 対して， 肩甲骨と 両あ 
ごと 胃を 与えなければ ならない。 4 あ 
なた の 穀物の 初物， 新しい ぶどう酒と 
油， 羊の群れから 刈り取った 羊毛の 初 
物 もこれ に 与えるべき である。  5 彼 
は， すなわち 彼と その子ら とは， あな 
たの 裡 エホバが あなたの すべての 部族 
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の 中から 選び， 立って 常に エホバの 名 
にお いて 仕え るよう にさ せた 者 だから 

[7) 

である。 

6 「また， レビ 人が， 全 イスラエル 
内の あなたの 都市の 一つから， すな わ 
ちその しばらくと どまって いた 所 から 
出る 备 合， その 魂の 何 かの 渴 望の ため 
に， エホバの 選ばれた 場所に 来る ので 
あれば，  7 その 者は， 自分の すべて 
の 兄弟， すなわち そこで エホバの 前に 
立つ レビ 人たち と同じように， その# 
エホバの 名に おいて 奉仕し なければ な 
ら ない。 8 彼 も 同等の 受け 分を 食べ 
るべき であるが， _ 分の 先祖の 貨財の 
中から 売って 得る ものに ついては 別で 
ある。 

9 「あなたの 进 エホバの 与えて くださ 
る 土地に 入った とき， あなたは それら 
諸国 民の 行なう 忌むべき 事柄を 見習 っ 
ては ならない。 10 あなたの 中に， 自 
分の 息子 や 娘に 火の 中を 通らせる 者， 
占いに 頼る 者， 魔術を 行なう 者， [吉凶 
の] 兆しを 求める 者， 呪術を 行なう 者， 
11 また， まじないで 他の 人を 縛る 者， 
霊媒に 相談す る 者， 出来事の 職業的 予 
告 者， 死 4 に 問い 尋ねる 者な どが いて 
はいけ ない。 12 すべてこう した 事を 
行なう 者は エホバに とっ て 忌むべき も 
ので あり， これら 忌むべき 事柄の ゆえ 
にあな たの 拽 エホバは 彼らを あなたの 
前から 打ち払われ るので ある。 13 あ 
なた は， あなたの 神 エホバに 対してと 
がの ない 者と なるべき である。 

14 「あなたが 立ち退かせる これら 
の 諸国 民は， 魔術を 行なう 者 や 占い 
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をす る 者たち に 聴き 従ってい たので あ 
る。 しかし， あなたに 対して， あなた 
の裡 エホバは そのよう な ものを 何一つ 
お与えに ならなかった。 15 あなた 
自身の 中， あなたの 兄弟たち の 中から 
出る わたしの ような 預言者を， あなた 
の裡 エホバは あなたの ために 起こされ 
る一 その 者に あなた 方は 聴き 従う ベ 
きで ある 一 16 これは， あの 会衆の 
日に あなたが ホ レ ブ であな た の拽 エホ 
パに 行なった すべての 求めに 応ずる こ 
となので ある。 あなたは こう 言った。 
『わたしの# エホバの 声を 二度と わた 
しに 聞かせないで ください。 この 大い 
なる 火を もはや わたしに 見させないで 
ください。 わたしが 死なない ようにす 
るた めです』。 17 これに 対し エホバ 
はわた しにこう 言われた。 『彼らが そ 
のように 話した ことは 良い。 18 わた 
しは 彼らの ために その 兄弟たち の 中 か 
ら あなたの ような 預言者を 起こす 〇わ 
たしは 自分の 言葉を まさ に 彼の 口 に 置 
き， 彼は わたしが 命じる すべての こと 
を 必ず 彼らに 話す であろう。 19 そし 
て， 彼が わたしの 名に おいて 話す わた 
しの 言葉に 聴き 従わない 者には， わた 
しが その 者に 言い開きを 求める ことに 
な! )。 

20 「『しかし， 話す ようにと わたし 
が 命じた のでは ない 言葉を あえて わた 
しの 名に おいて 話し， あるいは 他の 
神々 の 名に おいて 話す 預言者， その 預 
言 者は 死ななければ ならな へ。 21 そ 


シ申 13:2; 王 I  18:19; エレ 23:13; ス申 13:5; エレ 27:15; 
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して， あなたが 心の中で， 「エホバが 
話された のでは ない 言葉を どのように 
して 知る のか」 と言う 場合で あるが， 
22 もし 預言者が エホバの 名に おいて 
話しても， その 言葉が 実現せ ず， その 
とおりに ならなければ， それは エホバ 
が 話されなかった 言葉で ある。 その 預 
言 者は せん 越に それを 話した ので あ 
4。 あなたは その 者に 恐れ 驚いて はな 
ら ない』。 

-I  Q 「あなたの® エホバが 諸国 民を 
丄好 I? ち 験 ぼ〆， そ龜 i 龜をぁ な 
たの 裡 エホバが 与えて くださり， あな 
たが 彼ら を 立ち退かせて その 都市 や 家 
に 住む ようになった 時，  2 あなたは， 
あなた の裡 エホ ノ 《が 与えて 取得 させて 
くださ る 土地の 中で 三つの 都市を 自分 
のために 取り分ける。  3 あなたは 自 
分の ために 道を 整える。 そして， あな 
たの® エホバが 所有地と して 与えて く 
ださ っ た 土地の 領地を 三つの 部分に 分 
けなければ ならない。 それは， だれで 
も 人を 殺した 者が 逃れる 所と なる ので 

[キ） 

ある 0 

4 「そして これは， 人を 殺した 者が そ 
こに 逃れて 生きるべき 場合で ある。 す 
なわち， 知らずに 自分の 仲間を 打ち， 
それ 以前に その 者を 憎んで はいな かっ 
たと き， 5 また， まきを 集める ため 仲 
間の 者と 共に 森に 入り， 斧で 打って 木 
を 切ろうと その 手を 挙げたと ころ， 鉄 
の 部分が 木の 柄から 外れ， それが 仲間 
の 者に 当たって 彼が 死んだ とき， その 
当人は これ らの 都市の 一つ に 逃れて 生 
きなければ ならない。  6 そうしな け 
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れ ば， 血の 復 しゅう 者は， その' 七、 が 熱 
する ゆえに， その 殺人者の 跡を 追い， 
その 者に 追いつく ことになる かもしれ 
ない。 その 道は 長いから である。 そう 
して， 彼の 魂を 打って 死なせる ことに 
なる かもしれ ない。 しかし， その 者に 
対して 死の 宣告は ない ので ある。 以前 
から その 人を 憎んで いたので はない 
からで ある。  7 そのために， 『あな 
たは 自分の ために 三つの 都市を 取り 
分ける』 とわたし は 命じて いるので 
ある 0 

8 「そして， あなたの 裡 エホバが， 父 
祖 たち に 誓われた とおりに あな たの 領 
地を 広げ， 父祖たち に 与える ことを 約 
束 さ れた そのす ベての 土地を 与えて く 
ださったなら，  9 それは， わたしが 
今日 命じる このす ベての おきてを あな 
たが 守って それを 行ない， あなたの 裡 
エホバを 愛 して 常に その 道を 歩む から 
であるが， その 時 あなたは， 自分の た 
め， これら 三つの ほかに さらに 三つの 
都市を 加えなければ ならな^ ヽ。 10 あ 
なた の进 エホバが 相続 地と して 与えて 
くださる あなたの 土地の 中で 罪のない 
血が 流される ことのな いためで ある。 
血の 罪が あなたに 帰せられ ては ならな 
いので ある。 

11 「しかし， 仲間の 者を 憎んで いる 
i がいて， その 者が 待ち伏せ していて 
これに 躍り かかり， その 魂に 致命的な 
打撃を 加えた ために 彼が 死に， 当人は 
これらの 都市の 一つに 逃れた ので あれ 
ば， 12 その 者の 都市の 年長者た ちは 
人を やっ て 彼を そこ から 連れて来させ， 
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これを 血の 復 しゅう 者の 手に 引き渡さ 第19 章 魂， 目には 目， 歯には 歯， 手には 手， 足 
なければ ならない。 その 者は 死なな け ァ|\9 ふ  には 足で あ 4。 

(7)  王 I  2:31  じ ぶん  てき  たい  せん 

れ ばなら ない。 13 あなたの 目は これ ィ_19:21 4>介 「あなたが 自分の 敵に 対する 戦 

ぁゎ  [ィ）  っみ  ウ レビ 24:17  とぅ  ぅま せんしゃ 

を 哀れむべき ではない。 あなたは 罪の レビ24 :2i 闘に 出， 馬と 戦車を， あなたよ 
ない 血に 対する 罪科を イスラエルから  り 数の 多い 民を 見た としても， あなた 

除き 去らねば ならない。 これは あなた はこれ を 恐れて はならない。 あなたの 
が 幸いを 得る ためで ある。  ォ 神 エホバ， あなたを エジプトの 地から 

あた  しゅとく  申 17:6  たず さ  かた [ゥ） とも 

14 「あなたの 裡 エホバが 与えて 取得 力 王 i2i:io 携え 出された 方が 共に おられる からで 

と ち  そうぞく  マタ 18:16  (X)  がた  せんとう 

させて くださる 土地で あなたが 相続す マタ 2 冗 Q ある。 2 そして， あなた 方が 戦闘に 
る その 相続 地の 境界を 先祖たち が 定め  ；1；35；19 近づいた 時には， 祭司 もまた 近くに 来 

なかま  もの きょうかいひょう  へブ 10:28  たみ  はな  （才1 

たなら， あなたは 仲間の 者の 境界標を キ *23:1  て 民に 話さねば ならない 0  3 そして 
ずらして はならない 0  詩27:12  彼は こう 言う ので ある 0 『イスラエル 

おか  つみ  ばあい  7 ル 14:56  き  がた  きょう 

15 「人の 犯す どんな 罪の 場合で あれ， ク ミ  よ， 聞きなさい。 あなた 方は 今日， あ 
何 かのとが また 罪に 関した だ 一人の pE ヶ : 1 以 4 なた 方の 敵に 対する 戦闘に 近づいて い 
人が 立って これを 責めるべき ではない。 ^ブ=16 る。 心を おじけ させて はならない。 彼 

ふたり  コ葳 19:5  おそ  あわ 

二人の 証人の 口 または 三人の 証人の ロ  ダニ6:24 ら のために 恐れたり， 慌てたり， おの 

けん  さ だ  サ申 21:21  [キ） 

によって その 件は 定められるべき であ  のいたり しては ならない。  4 あなた 

る。 16 暴虐を たくらむ 証人が ある 人 シミ； ば 方の# エホバが 共に 行進し， あなた 方 
に 敵して 立ち， これに 背きの 責めを 負 ス^^2[1 のた め， あなた 方に 敵す る 者と 戦って 

ば あい [キ）  ろんそう  すく  [ク） 

わせよう とする 場合， 17 論争に かか - あなた 方を 救われる からで ある』。 

りょうにん  まえ  じ  第 —— 欄  [ヶ） たみは な  い 

わる その 両人は， エホバの 前， その 時 7ffi21:23  5 「つかさたち も 民に 話して こう 言 

期に 務めを 果たして いる 祭司と 裁き 人  ^  5^38° わなければ ならない。 『新しい 家を 建 

t ク)  ほうけん 

たちの 前に 立たねば ならない。 18 そ  てて それを 奉献して いない 人は だれ 

さば  びと  てっていてき  しら  い  じぶん  かえ 

して 裁き 人たち は 徹底的に 調べな けれ ィョシ 11:4 か。 その 人は 行って 自分の 家に 帰る よ 
ばなら ない。 もし その 証人が 偽りの 証 xSs-22  うに。 戦闘で 赤んで 別の 人が それを 奉 

じぶん  きょうだい  せ  お  申 31:6  [コ） 

人で， 自分の 兄弟に 偽りの 責めを 負わ  i#20:7  献 する ことのな いためで ある 〇  6 ま 

がた  詩 46:7  えんもう  もち 

せた ので あれば， 19 あなた 方は， そ  た， ぶどう 園を 設けて それを 用いは じ 

の 者が 自分の 兄弟に たくらんだ とおり 才 雲】 は 8 めて いない 人は だれか。 その 人は 行っ 

たい  おこ  廿 I  30.7  じ ぶん  いえ  かえ  せんとう  し 

のこと を その 者に 対して 行なわな けれ  ftn 13； 12 て 自分の 家に 帰る ように。 戦闘で 死ん 

(=»  力 詩 27:3  べっ 

ばなら ない。 こうして あなたの 中から  ィザ35:4 で 別の 人が それを 用い はじめる ことの 

あく のぞ  さ  m  イザ 41:10  m  こんやく 

悪を 除き 去る ので ある。 20 それによ キ 詩3:6  ないた めで ある 0  7 また， 女と 婚約 

り， 残りの 者たち も 聞いて 恐れ， その  ^2'^10 していて まだめ とっていない 人は だれ 
ような 悪事を 二度と あなたの 中で 行な ヶ | な だ か。 その 人 も 行って 自分の 家に 帰る よ 

[シ]  £=.  n.nA  トン）  せんとう  し  べつ  かのじょ 

わないで あろう。 21 そして， あなた サ うに。 戦闘で 死んで 別の 人が 彼女を め 

あわ  【ス] たましい  伝 3:13 

の 目は 哀れみ 見て はいけ ない。 魂には シ_24:5  とる ことのな いためで ある』。 8 そし 
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て， つかさた ちは 民に 話して さらに こ 第2 〇 章 続 分と して あなたに お与えに なり， あ 
う 言わな ければ な ら ない。 『恐れて 小 7 胃7 :3  なた は 息 ある ものを いっさい 生かして 
心に なって いる 者は だれか 0 その 者は ィ民 n:33  おいては ならない ので ある 0 17 あな 
行って 自分の 家に 帰る ように。 兄弟た  ^2=9  たの# エホバが 命じた とおり， あなた 
ちの 心を 自分の 心と 同じように 溶け 入  21:13 は 彼らを， すなわち ヒッ タイト 人と ア 

ら せる ことのな いためで ある』。  9 そ ゥョシ 11:19 モリ 人， カナン 人と ベリジ 人， ヒビ 人と 
して， 民に 話し 終えたなら， つかさた  エ ブス 人を 必ず 滅びの ために ささげる 

ちは また， 軍隊の 長たち を 民の 先頭に  べきな ので ある。 18 それは， 彼らが 

立たせなければ ならない。  3>>  9：27 その 神々 に対して 行なった すべての 忌 

と し  ちか  たい  ことがら  がた  おし 

10 「一つの 都市に 近づいて それに 対 ォ時 ⑽:7  むべき 事柄を あなた 方に 教えて 行なわ 
して 戦おうと する 場合， あなたは それ せ， あなた 方が 自分の# エホバに 対し 

わへい じょうけん  つ  ~  '勹み  W 

に対して 和平の 条件を も 告げなければ  て 罪を おかす ことのな いためで ある。 

ならない。 11 そして， もし それが 平 +  Salas  19 「あなたが 一つの 都市を 幾日も 攻 
和な 答えを し， あなたに 対して [門を] $  8：2 め 囲み， それと 戦って 攻略し ようとす 

開く ので あれば， そこにい るすべ ての  る 場合， そこの 樹木に 斧を 振 るって こ 

民は 強制労働の ため あなたの ものと な ^Ssl；27 れを 損なって はならない。 あなたは そ 
り， あなたに 仕えなければ ならない 0  ^  68:12 れ から 食物を 得る はずで あり， それを 

12 しかし， もし それが 和平せ ず， あ 切り倒して はならない ので ある。 野の 

なた と 戦って， あなたが これを 攻囲し - 木が あなたの 攻囲すべき 者だろう か。 

なければ ならない ので あれば， 13 あ  20 ただ， 食物と ならない ことが 分か っ 

なた の拽 エホバは 必ず それを あなたの  H  ；；;?« ている 木の み， それを あなたは 打ち倒 
手に お与えになる であろう。 あなたは  すべきで ある。 あなたは それを 切り倒 

そこにい るすべ ての 男子を 剣の 刃で 討 ^"，：1  して， あなたと 戦う 都市に 対する 攻囲 
たねば ならない。 14 ただし， 女と 幼 ゥ 栅を 築かねば ならない。 ついに それは 
子と 家畜， また その 都市に あるす ベて  |^〇6?352 落ちる ことになる。 

の 物， そのす ベての 分捕り物を あなた  ^5:66  A-i 「あなたの 裡 エホバが 与えて 取得 
は 奪って 自分の ものと する。 あなたの  H させて くださる 地で だれかが 殺 

裡 エホバが 与えて くださる あなたの 敵 ^れ9125 害され， 野に 倒れて いるの が 見つか っ 
からの 分捕り物を あなたは 食べる ので ォ代 H26:15 た 場合， だれが これを 打ち殺し たかが 

[コ）  伝 9:14  わ  m  ねん 

ある。  ィザね33 分からな いので あれば， 2 あなたの 年 

15 「あなたが このように する のは， ヱゼ 17:17 長者と 裁き 人たち は 出て 行って， その 
遠く 離れた すべての 都市に 対 してで あ 第 21 章 殺害 さ れた 者の 周囲の 都市までを 測ら 
り， これら 諸国 民の 都市 [に対して] で 力 なければ ならない。 3 それは， 殺害 さ 
はない。 16 これらの 民の 都市に つい ィザ26:21 れた 者に 一蕃 近かった 都市と なる ので 

そう  ねん ちょ う しゃ 

ての み， あなたの# エホバは それを 相 キ_16:18 ある 0 そして， その 都市の 年長者たち 
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は， 群れの 中から 若い 雌牛， 使役され 
たこと も， くびきを 引いた こと もない 
ものを 取る ように。 4 その 都市の 年 
長者たち は， 水の 流れて いる 奔流の 谷， 
平素 耕作 も 種 ま きもされ ていな L ヽ所に 
その 若い 雌牛を 引いて 下り， そこの 奔 
流の 谷で そ の 若 L ゝ 雌牛の 首を 折らな け 
れ ばなら ない。 

5 「それから レビの 子ら の 祭司たち 
が 近づく ように。 彼らは， あなたの® 
エホバが 選んで ご 自分に 仕えさせ， エ 
ホノ 《の 名に お L 、て 祝福を 述べ させる 者 
であり， その 口に よって あらゆる 暴虐 
行為を めぐる いっさいの 論争は 処理 さ 
れ るべき だからで ある。 6 次いで， そ 
の 都市の すべての 年長者， すなわち 殺 
害された 人に 最も 近い 者たち は， 奔流 
の 谷で 首を 折られた その 若い 雌牛の 上 
で 自分の 手を 洗うべき である。 7 そし 
て 彼 らは 答えて こう 言わな ければ なら 
ない。 『わたしたちの 手は この 血を 流 
したので はない。 わたしたちの 目は [そ 
れが 流される のを] 見る こと もなか っ 
た。 8 エホバよ， あなたが 請け 戻され 
た あなたの 民 イスラエルに これを お 負 
わせに なりません ように。 罪のない 血 
に 対す る 罪科を あなたの 民イ スラ エル 
のうちに お置きに なりません ように』。 
それに よって 血の 罪は 彼らに 負わせら 
れな いこと になる。  9 こうして あな 
たと しては， 罪のない 血に 対する 罪科 
を あなたの うちから 除く ので ある。 エ 
ホ バの目 に 正 しい こ とを 行なう からで 

[コ 1 

ある 0 

10 「あなたが 敵に 対する 戦闘に 出 
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キ申 13:5 


ク民 16:22 
エレ 26:15 


キ レビ 25:46 

ク創 29:30 


て， あなたの 裡 エホバが これを あなた 
の 手に 与え， あなたが それを とりこに 
して 連れて来た 場合， 11 そのと りこ 
の 中に 姿の 美しい 女を 見， その 女に 愛 
着を 抱いて それを 自分の 妻と してめ と 
るので あれば， 12 あなたは その 女を 
自分の 家の 中に 連れて行く ように。 そ 
して 彼女は 自分の 頭を そり， 爪の 手 入 
れ をし， 13 捕囚の マン トを 身から 除 
いて あなたの 家に 住み， 自分の 父と 母 
のために 太陰 月 まる 一月の あいだ 泣か 
ねばならない。 こうして 後に あなたは 
彼女と 関係を 持つ ように。 あなたは こ 
れを 花嫁と して 得， 彼女は あなたの 妻 
となる ので ある。 14 そして， もし あ 
なた がその 女に 喜びを 見いだ さない 
ので あれば， あなたは これを 去らせ 
て， その 魂の 望み どおりに させな けれ 
ばなら ない。 しかし， 系して 彼女を 金 
銭で 売って はならない。 彼女を 辱めた 
ので あるから， これを 横暴に あしら っ 
ては ならない。 

15  r 人が 二人の 妻を 持つ ようになり， 
一方は 愛される 者， 他方は うとまれる 
者で， その 愛される ほうの 者もうと ま 
れる ほうの 者 も 彼に 息子を 産み， 長子 
はう とまれる ほうの 者の 子であった 場 
合， 16 その 人が 自分の 持って いる 物 
を 息子たち への 相続 分と して 与える 日 
になった 時， そのうと むほうの 者の 子， 
つまり 長子で ある 者を 差し置いて， 愛 
する ほうの 者の 子を 自分の 長子と する 

ゆる  [ヶ） 

ことは 許されない。 17 うとむ ほうの 
者の 子を 長子と して 認め， 自分の もと 
に 見いだ される すべての 物に ついて， 
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その 二つの 分を これに 与えるべき なの 
である。 その 者が § 分の 生殖 力の 始め 
だからで ある。 長子の 地位に 伴う 権利 
は 彼の ものな ので ある。 

18 「人に 強情で k 抗 的な 息子が い 
て， その 者が 父の 声に も 母の 声に も 聴 
き 従わず， [親] が 正しても それに 聴 こ 
うと しない 場合， 19 父と 母は これを 
と ら えて その 都市の 年長者た ちの もと 
へ， その 場所の 門のと ころに 連れ出さ 
なければ ならない。  20 そして， その 
都市の 年長者た ちに 対してこう 述べる 
ように。 『わたしたち のこ の 息子は 強 
情で 反抗的です。 わたしたちの 声に 聴 
き 従いません し， 大食いで， 大酒飲み 
です』。 21 その後， その 都市の すべ 
ての 者は これを 石 撃ちに し， 彼は 死な 
なければ ならない。 こうして あなたの 
中から 悪を 除き 去り， 全 イスラエルは 
聞いて 恐れを 持つ ので ある。 

22 「また， ある 人に 死の 宣告に 価す る 
罪が あって その 者が 死に 処 せられ， あ 
なた が これを 杭に 掛けた ^ 合， 23 そ 
の 死体は 夜 通 し 杭の 上に と どめ られる 
べきでは ない。 その 日のう ちに 是非と 
も 葬るべき である。 [杭に] 掛けられる 
のは 迚に のろわれた 者 だからで ある。 
あなたの 土地， あなたの 裡 エホバが 相 
続 分と して 与えて くださ ると ころを 汚 
しては ならない。 

「あなたの 兄弟の 牛 または 羊が 
“ム 迷い 出て いるのを 見ながら， 故 
意に それから 身を 引いて はならない。 
是非とも あなたの 兄弟の もとに それを 
連れ戻すべき である。 2 また， もし そ 
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使徒 10:9 


の 兄弟が 近くに おらず， あなたが その 
者を 知らないので あれば， それを 連れ 
帰って あなたの 家に 乂れ るよう に。 あ 
なた の 兄弟が それを 捜 し 求めて 来る ま 
で， それは あなたの もとにと どまる の 
である。 こうして それを 彼に 返す よう 
に。  3 彼のろ ばに ついても そのよう 
にし， マン トに ついても そのよう にし， 
すべて あなたの 兄弟が 失った 物， その 
人が 失 って あなた が 見つ けた ものに つ 
いて そのよう にす る。 あなたが [それ 
から] 身を 引く ことは 許されない。 

4 「あなたの 兄弟の ろば または 牛が 
路上で 倒れる のを 見ながら， 故意に そ 
れ から 身を 引いて はならない。 是非と 
も 彼を 助けて， これを 起き上がらせる 
べきで ある。 

5 「強健な 男子の 衣装を 女に 着せる ベ 
きでは ない。 強健な 男子 もまた 女の マ 
ン トを 身に 着けるべき ではない。 だれ 
にせよ こうした ことを 行なう 者は， あ 
なた の拽 エホバに とって 忌むべき もの 
となる ので ある。 

6 「鳥の 巣が 道で あなたの 前， 何 かの 
木の 中 か 地の 上に あって， ひな や 卵が 
そこに ある 場合， 母鳥が ひな や 卵の 上 
に 座して いるならば， あなたは 母鳥を 
その子と 共に 取って はならない。  7 是 
非と も その 母鳥を 飛び去らせる ように。 
しかし， その子は 取っても よい。 これ 
は， あなたに とって 物事が 良く 運ぶ た 
め， あなたが 自分の [命の] 日を 長く す 
るた めで ある。 

8 「新しい 家を 建てる 場合， あなた 
は 屋根の ために 欄干 も 造らなければ な 
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ら ない。 転ぶ 者が そこから 落ちて， あ | 第22 章 | で， その 都市の 年長者た ちは その 男を 


なた が 自分の 家に 血の 罪を もたらす こ 
とのない ためで ある。 

9 「あなたの ぶどう 園に 二種 類の 種 
をまい ては ならない。 あなたの まく 種 
の いっぱいの 実り とぶ どう 園からの 産 
物と が聖な る 所の ために 没収され る こ 
とのない ためで ある。 

10 「あなたは 牛と ろばを 一緒にして 
すき 返して はならない。 

11 「あなたは 羊毛と 亜麻を 織り 交ぜ 
たものを 身に 着けて はならない。 

12 「あなたは 自分の ため， その 身を 

覆う 衣服の 四隅に 飾り 房を 作るべき で 

(ェ） 

ある 0 

13 「人が 妻を めと り， それと 関係 
を 持った 後に これを 嫌うよう になり， 
14 その 女に ついて 悪行の とがめを し， 
その 女に 悪名を 着せて， 『これは わた 
しがめ とった 女で， わたしは これに 近 
づ いたが， 処女の 証拠を 見なかった』 
と 言った 場合， 15 その 娘の 父と 母は 
その 娘の 処女の 証拠を 手に 取り， その 
都市の 門のと ころに いる 年長者た ちに 
提出し なければ ならない。 16 そして， 
娘の 父親は 年長者た ちに こう 述べる よ 
うに。 『わたしは 自分の 娘を この 男の 
妻と して 与えました が， 彼は これを 嫌 
うように なりました。 17 そして 今， 
彼女に ついて 悪行の とがめを し， 「あ 
なた の 娘には 処女の 証拠の ない ことが 
分かった」 と 言って います。 です が， 
こ れ がわた しの 娘の 処女の 証拠です』。 
そ して 彼らは その マン トを 都市の 年長 
者たち の 前に 広げる ように。 18 次い 


捕らえて これを 懲らしめなければ なら 
ない。 19 そして， その 者に 銀 百 シェ 
ケルを 科して， それを 娘の 父親に 与え 
るよう に。 彼は イスラエルの 処女に 悪 
名を 負わせた からで ある。 そして 彼女 
は 引き続き その 者の 妻と してと どまる。 
その 者は [命の] 日の 限り 彼女と 離婚す 
る ことを 許されない。 

20 「だが， もし それが 真実で あると 
判明し， その 娘に 処女の 証拠が 見いだ 
されない ので あれば，  21 彼らは その 
IT を その 知 g の 笳 のと ころに 逢れ 
出す ように。 その 都市の 人々 はこれ を 
石 撃ちに しなければ ならず， 彼女は 死 
ななければ ならない。 彼女は 父の 家で 
売淫を 行ない， イスラエル において 
ずべき 愚行を 犯した からで ある。 こう 
して あなたは， 自分の 中から 悪を 除き 
去らねば ならない。 

22 「人が 所有者に 所有され る 女と 寝 
ている ところを 見いだ された 場合， そ 
の 両人は， すなわち 女と 寝て いた 男 も 
その 女 も 共に 死ななければ ならない。 
こう して あなたは イスラエルから 悪を 
除き 去る ので ある。 

23 「ある 人と 婚約した 処女の 娘が い 
て, [別の] 男が 市内で これに 出会って 
共に 寝た 場合， 24 あなた 方は その 両 
人を その 都市の 門の ところ に 連れ出し 
て， これを 石 撃ちに しなければ ならな 
い。 その ふたりは 死なねば ならない。 
娘は 市内に いたのに 叫ばな かっ たた 
め， 男の ほうは 仲間の 者の 妻を 辱めた 
ためで ある。 こうして あなたは 自分の 
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中から よこしまな 事を 除き 去らねば な 

(7) 

*•9 ない。 

25 「しかし， 男が 婚約して いる その 
娘を 見つけた のが 野原で あり， その 男 
が 彼女を つかまえて これと 寝た ので あ 
れ ば， 彼女と 寝た その 男の ほう だけが 
死ななければ ならない。  26 そして， 
その 娘に 対 しては 何も 行なって はなら 
ない。 その 娘には 死に 価す る 罪は な 
い。 この場合は， 人が 仲間の 者に 立ち 
向かい， これを， すなわち 魂を 殺害し 
た 場合と 同じ だからで ある。 27 その 
者が 彼女を 見つけた のは 野であった の 
である。 婚約して いた その 娘は 叫んだ 
が， これを 救い出す 者が いなかった。 

28 「人が ある 娘， すなわち 婚約して 
いない 処女を 見つけ， これを とらえて 
共に 寝， その 者たち が 見いだ された 場 
合， 29 彼女と 寝た その 男は その 娘の 
父 に 銀 五十 シ エケ ルを 与えな ければ な 
ら ない。 そして， その 者が 彼女を 辱め 
た ゆえに， 彼女は その 者の 妻と なる。 
その 者は [命の] 日の 限り 彼女と 離婚す 
る ことを 許されない。 

30 「だれも 自分の 父の 妻を め とって 
はいけ ない。 父の すそを あらわに する 
こ とのない ためで ある。 

〇〇 「睾丸を 打ち砕いて 去勢され た 

W： また 钂を 南 り 成った 者は， 

エホバの 会衆に 入る ことを 許されない。 

2 「庶出の 子は エホバの 会衆に 入る 
ことを 許されない。 それに 属する 者は， 
十代 目に 至る まで も エホバの 会衆に 入 
る こと を 許さ れ ない。 

3 「アン モン 人と モア ブ 人は エホバ 


の 会衆に 入る ことを 許されない。 それ 
に 属する 者は， 十代 目に 至る まで， 定 
めの ない 時に 至る まで も， エホバの 会 
衆に 入る ことを 許されない。 4 あなた 
方が エジプトから 出て 来た 時， 彼らは 
パンと 水を 携えて 来て その 道で あなた 
方を 助ける ことを しなかった ため， ま 
た あな たに 対してべ オ ルの 子ノ 《ラムを 
メソポタミアの ペトルから 雇い， あな 
たの 上に 災いを 呼び 求めよう としたか 
ら である。 5 だが， あなたの® エホバ 
はバ ラム [の 願い] を 聴き 入れよ うとは 
されなかった。 あなたの 拽 エホバは， 
あなたの ために， その 呪いを 祝福に 変 
えられた。 あなたの 裡 エホバは あなた 

あい  W 

を 愛された からで ある。 6 あなたは， 
[命の] 日の 限り， 定めの ない 時に 至る 
まで， 彼らの 平和と 繁栄の ために 働い 
ては ならない。 

7 「あなたは エドム 人を いとい 憎ん 
ではならない。 それは あなたの 兄弟 だ 
からで ある。 

「あなたは エジプト 人を いとい 憎んで 

くに  がいじん きょ 

はならない。 あなたは その 国で 外人 居 
留者 となった からで ある。 8 三代 目 
に 彼らに 生まれる 子ら は， 自らの ため 
エホバの 会衆に 入る ことを 許される。 

てき  たい  じんえい  ゆ 

9 「敵に 対する 陣営に 出て 行く とき， 
あなたは あらゆる 悪から 自分の 身を 守 
ら なければ ならない。 10 あなたの 
うちに， 夜に 生じる 汚れの ために 清 さ 
を 保って いない 者が いるなら， その 者 
は 陣営の 外に 出なければ ならない。 そ 
の 者は 陣営の 中に 入って はいけ ない。 
11 そして， 夕方に なったら 水で 身を 洗 
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い， 日が 沈んで から 陣営の 中に 入って 第23 章 も， 食物に 対する 利息 も， 人が 利息を 
よい。 12 また， 陣営の 外に 人目に つ 要求 するどん な ものに 対する 利息 も。 
かない 場所を 設けて 使える ようにし， あ ゥロも  20 異国の 者には 利息を 払わせて もよ 

ゆ  [ィ）  きょうだい 

なた は そこに 出て 行く ようにし なけれ ラヒビごで い。 しかし， あなたの 兄弟には 利息を 

ょぅ ォヘァ11:16  W  ぃ 

ばなら ない。 13 そして， あなたの 用 力 gn2 ば 払わせて はならない。 あなたが 行って 
具 類に そえて 小 ベら を 使える ようにし 取得す る 地に おいて， あなたの 裡 エホ 
て おき， 外で かがむ 時には それで 穴を ヶ出^は バが あなたの どんな 営みを も 祝福して 
掘り， 向き 直って 自分の 糞便を 覆うよ  ??  ^  くださる ようにす るた めで ある。 

うにし なければ ならない。 14 あなた コ ば）ば9  21 「あなたの 控 エホバに 対して 誓約 
の# エホバは， あなたを 救い出し， あ サ 1!!= を 立てる 場合， あなたは それを 果たす 

てき  わた  [ウ）  じんえい  王 n  23:7  てん  おそ  （力） 

なた の 敵を 渡す ために， あなたの 陣営 シェ ゼ 16:33 点で 遅く あっては ならない 0 あなたの 
の 中を 歩いて おられる からで ある。 あ ^  nJv9i：27 裡 エホバは 必ず それを あなたに 求め， 

せい  テモ I 1:10  つみ 

なた の 陣営は 聖 なると ころで なければ 啓22:15 それは まさに あなたの 罪と なる からで 

[ォ）  セ 出 22:25  (キ）  せいやく  ひか 

ならない。 あなたの 中に みだり な もの  ^  25:36 ある。 22 しかし， 誓約を 控える ので 
を ご覧に なり， あなたに 伴う のを やめ  ；^5；8：8 あれば， それが あなたの 罪と なること 

ひ  かえ  エゼ 22:12  [ク）  くちびる 

て 引き返して しまわれる ことのな いた _ はない。 23 あなたの 唇から 出る こと 

めで ある。  ばを _る べきで あり， あなたの 裡 エホ 

ど れい  しゅじん  のが  ア レ ド 25.37  せいやく  じ ぶん  かた 

15 「奴隸 がその 主人の もとから 逃れ ^15：6' パに 誓約した ことを， 自分の 口で 語っ 
て 来たと き， あなたは これを その 主人 〇^8；8：17 た 自発的な 捧げ物と して そのと おりに 
に 引き渡して はならない。 16 その 者 行なわなければ ならない。 

と  箴 19:17  なかま  もの  えん  ばあい 

は， あなたの 中， あなたの いずれ かの 都 ルヵ6:35  24 「仲間の 者の ぶどう 園に 入る 場合， 
市で どこでも その 選ぶ 所， その 好む 所 サ i1:u  あなたは 自分の 魂を 満足させる 量 だけ 

とも  す  M  カ ヨブ 22:27  た  けっ  い  もの 

で， あなたと 共に 住む ことになる。 あ  K 食べ， 決して 自分の 入れ物の 中に 入れ 

ぎゃくた ぃ  w  ; う  1 サ1 

なた はこれ を 虐待して はならない。  t ナ 51:9 ては ならない。 

17 「イスラエルの 娘は だれも 神殿 娼 キ=;15  25 「仲間の 者の 刈って いない 穀物 

ふ  [コ）  ロマ 1:31  はたけ  ばあい  じゅく  ほ 

婦 となって はいけ ない。 また， イス ラエ ャコ4: じ [の 畑] に 入る 場合， あなたは 熟した 穂 
ルの 息子たち の だれも 神殿 男娼と なっ ヶ民 30:2  をた だ 手で むしり， 仲間の 者の 刈って 

(サ）  せいやく  詩 15:4  かま  ふ 

てはいけ ない 0 18 いかなる 誓約の た  ®  いない 穀物の 上に 鎌を 振る ような こと 

しょうふ  ちんぎん (シ） （ス）  だいか  コ裁 11:35  [シ） 

めに せよ， 娼婦の 賃銀 や 犬の 代価を あ  をして はならない。 

いえたず さ  き  7夕 5:33  つま 

なた の拽 エホバの 家に 携えて 来て はな サ €%A 「人が 女を めと り， これを 妻に し 
ら ない。 それらは， その どちらも， あ シ 以^1 ^ て 自分の ものと した 場合で も， 

い  なに  てん 

なた の 神 エホバに とって 忌むべき もの - その 女に 何 かみ だり な 点を 見つけた た 

第 24 章  こぅぃ  も 

だからで ある。  /  4 19:3 めに これに 好意を 持たない ので あれ 

19 「あなたは g 分の 兄弟に 利息を 払 ば， その 者は 彼女の ために 離婚 証書を 
わせて はならない。 金銭に 対する 利息  II 10:1 したためて その 手に 持たせ， こうして 
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彼女を 家から 去らせる ように。  2 そ 
して 彼女は その 人の 家を 出， 行って 別 
の 男の ものと される ことになる。 3 も 
し 後の 男 も 彼女を 嫌うよう になり， 彼 
女の ために 離婚 証書を したためて その 
手に 持たせ， これを 自分の 家から 去ら 
せた としても， あるいは 彼女を 妻と し 
てめ とっ た その後の 男が 死んだ 場合で 
も， 4 彼# を 去らせた その 最初の 所有 
者は， すでに 汚された その 女を 再びめ 
と って 自分の 妻に な ら せる こと は 許さ 

[ゥ]  まえ  い 

れ ない。 それは エホバの 前に あって 忌 
むべき こと だからで あり， あなたは， あ 
なた の裡 エホバが 相続 分と して 与えて 
くださ る 土地を 罪に 導き 入れて はなら 
ない。 

5 「人が 新しい 妻を め とった 場合， 
その 者は 軍隊に 出るべき ではない。 ま 
た 他の どんな 事 もこれ に 課すべき では 
ない。 彼は 一年間 _ 分の 家に いて 免除 
を 受けるべき であり， こうして 彼は 自 

分の め とった 妻に 歓 びを 得させる ので 

(才） 

ある。 

6 「だれも 手 臼 もしくは その上 部の 
ひき 石を 質 物と して 取るべき ではない。 
魂 を 質 物と して 取って いる ことにな 
るからで ある。 

7 「人が 自分の 兄桌 である イスラエル 
の 子ら に 属する 魂を 誘拐す る ところを 
見いだ された 場合， これを 非道に 扱っ 
て 売り渡し たので あれば， その 誘拐 者 
は 死ななければ ならない。 こうして あ 
なた の 中から 悪を 除き 去る ので ある。 

8 「らい 病の 災厄に ついては 用心し， 
よく 注意して， すべて 祭司すな わち レ 


第 24 章 


ク創 37:28 


ケ申 19:19 
申 21:21 


第二 欄 


ヨブ 24:10 

キ出 22:26 
エゼ 18:7 
エゼ 33:15 

ク出 22:27 


ビ 人たち が あなた 方に 教え諭す とおり 
に 行ないなさい。 あなた 方は 注意し， 
わた しが 彼ら に 命じた とおり に 行なう 
べきで ある。  9 あなた 方が エジプト 
から 出た 際に あなた の裡 エホバが その 
道で ミ リアムに 行なわれた 事を 覚えて 

[ゥ J 

おくよう に。 

なかま  もの  なに  か  つ 

10 「仲間の 者に 何 かの 貸し付け をす 
る 場合， あなたは その 家の 中に 入って 
彼が 質 物 とした ものを 取って はなら な 
い。 11 あなたは 外に 立ち， あなたが 
貸し付けを 行なう その 相手が 自分の 質 
物を あなたの もとに 出して 来る ように 
すべきで ある。 12 そして， もし その 
人が 困って いるなら， あなたは その 質 
物を 預っ たま ま 床に 就 L ヽて はならない。 
13 日が 沈んだら すぐ 是非とも その 質 物 
を 彼に 返すべき であり， こうして 彼は 
自分の 太を 身に 着けて 床に 就き， あな 
たを 祝福す る ことになる。 それは， あ 
なた の 神 エホバの 前で あな たの 義 とな 
るであろう。 

14 「雇われた 労働者で， 困苦に ある 
貧 U 、者から だま し取っ ては な ら ない。 
それが あなたの 兄弟で あっても， ある 
いは あなたの 土地， あなたの 門の 内に 
住む 外人 居鲁 者であって も。 15 その 
[働いた] 日のう ち に 彼の 賃金を 渡す ベ 
きで あり， それらの 者の 上に そのまま 太 
陽が 沈む ことがあって はいけ ない。 彼 
は 困苦に あり， 自分の 賃金に 向かって 
その 魂を もたげて いるので ある。 こう 
する のは， その 者が あなたを 責めて エ 
ホバに 叫ぶ ことのない ためで ある。 そ 
れは あなたの 罪と なる ので ある。 
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16 「父は 子供の ゆえに 死に 処 される 第24 章 となった ことを 覚えて いなけれ ばなら 
べきでは なく， 子供 もまた 父の ゆえに 7^23^30 ない。 そのために わたしは， この 事を 

(7)  かくじん  じ  おこ  めい  [ィ） 

死に 処 されるべき ではない。 各人は 自 ィヱ ゼ IWD 行なうよ うにと 命じて いるので ある。 
分の 罪の ために 死に 処 せられる 0  ゥ^: 29  〇产 「人の 間に 論争が 起き， それらの 

17 「あなたは， 外人 居留 者 d や 父な し 者が 裁きを 求めて やって来た 場 
子に 対する 裁きを 曲げて はならない。 ^  3:58 合， その 者たち について 裁きを し， 義な 
また， やもめの 衣を 質に 取って はなら る 者を 義と 宣告し， 邪悪な 者を 邪悪で 

1 才 1  じぶん  7  [才 1 

ない。 18 そして あなたは， 自分が エジ ヵ 申 5:15  あると 宣告し なければ ならない。 2 そ 
ブトで 奴隸 となった ことを 覚えて いな  * 16:12 して， もし その 邪悪な 者が 打ちた たか 
ければ ならない。 後に あなたの 神 エホ +utfl9:9 れ るべき 者で あれ (i'， 裁き 人は その 者 

う  もど  ク レビ 23:22  へいふく  こうい  おう 

パは あなたを そこから 請け戻し てくだ  ^'y41'i16 を 平伏させ， その 邪悪な 行為に 応じた 

1*)  こと  かず  じ ぶん  まえ 

さった。 そのために わたしは， この 事 ヶ申 15:1〇  数 だけ これを 自分の 前で むち 打たせな 

おこ  めい  康 11:24  [キ 1  かい  う 

を 行なうよ うにと 命じて いるので ある。 S  ければ ならない。  3 四十 回の むち 打 

19 「あなた 力'^ で 自分の1 穫 為を 刈 ザ £38 ちを これに 加えて よい。 それに さらに 
り 取る 場合， その 畑に 束を ひとつ 置き 付け加え てはいけ ない。 それに加えて 
忘れた としても， それを 取りに 戻って  *  26；13 さらに 幾度 ものむ ち 打ちを 加えて ゆき， 
はならない 。外人 居留 者の ため， 父な 第二 欄 あなたの 兄弟が あなたの 目に 辱められ 
し 子の ため， また やもめの ために， そ 7tti  13:3  るよう な ことがあって はいけ ない。 

れは そのまま にして おかれるべき であ ! _  4 「あなたは， 脱穀して いる 牛に くつ 

る。 こうして， あなたの 裡 エホバが あ  ^25m  こを 掛けて はならない。 

なた の 手の すべての 業を 祝福して くだ ゥ ぼ！ は  5 「兄弟たち が 共に 住み， その 一人が 

さるよう にす るので ある。  Irf_6:18 息子を 持たずに 死んだ 場合， その 死ん 

20 「あなたが オリー ブの 木を たたい  * 17:9  だ 者の 妻は 外部の よそ 人の ものと なる 

て [実を 取る] 場合， _ 分 がした 後の 大  べきでは ない。 その 義理の 兄弟が 彼女 

枝を もう 一度 見回して はならない。 外  る 3 の もとに 行き， これを 自分の 妻と して 
人 居留 者の ため， 父な し 子の ため， ま 力^^ f4„ め とって， これと 義兄弟 結婚を 行なわ 

ルヵ12:48  1コ]  かのじょ 

たや もめの ために， それは そのままに キ歳 1〇:13 なければ ならない 0  6 そして， 彼女が 

して おかれるべき である。  ^  26^  産む 初子は その 死んだ 兄弟の 名を 受け 

21 「あなたが 自分の ぶどう 園から ぶ クコ n11:24 継ぐ ことになる 0 これは， 彼の 名が イ 
どうを 取る 場合， 白 分が した 後に 残って ヶ ラ/ ぱ スラ エルの 中から ぬぐい 去られる こと 
いるものを 取り集めて はならない。 外 テモ ぃ:18 のない ためで ある。 

人 居留 者の ため， 父な し 子の ため， ま  ルッ 7 「しかし， もし その 人が 自分の 兄弟 

マル12 :19 のこ  よろこ 

たや もめの ために， それは そのままに サ創 38:9  の 残した やもめを めと る ことを 喜びと 
して おかれるべき である。 22 そして ルッ4: 14 しないので あれば， その 兄弟の やもめ 
あなたは， 自分が エジプトの 地で 奴隸 "^^18 は 門のと ころへ， 年長者た ちの もとへ 
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行って， 『わた しの 夫の 兄弟は 自分の 
兄弟の 名 を イスラエルの 中 に 保つ こと 
を 拒みました。 わたしと 義兄弟 結婚を 
行なう ことに 応じませんでした』 と 言 
わなければ ならない。 8 そして， その 
都市の 年長者たち は その 人を 呼んで こ 
れに 話し， その 人は 立って， 『わたし 
は 彼女を めと る ことを 喜びと しな かっ 
た』 と 言わなければ ならない。  9 そ 
れ に対して 彼の 兄弟の やもめは， 年長 
者たち の 目の前で これに 近づき， 彼の 
サンダルを その 足から 脱がせ， その 顔 
につ ばを 吐き かけ， 答えて こう 言うよ 
うに。 『自分の 兄弟の 家を 築こうと し 
ない 男に 対しては こうされ るよう に』。 
10 こうして その 人の 名は， イスラエル 
において， 『サン ダルを 脱が さ れた者 
の 家』 と 呼ばれる ことになる。 

11 「男 どうしが つかみ 合いを する こ 
とが あり， 一方の 者の 妻が 近く に 来て 
自分の 夫を， それを 打つ 者の 手から 救 
い 出そうと し， 手を 出して その 者の 陰 
部を つかんだ 場合， 12 あなたは 彼女 
の その 手を切 断し なければ ならない。 
あな たの 目 は 哀れんで はな ら ない。 

13 「あなたは 自分の 袋の 中に 二種 
類の 分銅を， すなわち 大きな ものと 小 
さな ものと を 持って いては ならない。 
14  _ 分の 家の 中に 二種 類の エフ ァ升 
を， すなわち 大きな ものと 小さな もの 
とを 持って いては ならない。 15 正確 
で 公正な 分銅を いつも 持つ べきで あ 
る。 正確で 公正な エ ファ 升を 常に 持つ 
べきで ある。 これは， あなたの 裡 エホ 
パが 与えて くださ る 土地に おいて あな 


たの [命の] 日が 長くなる ためで ある。 
16 すべて そうした 事を 行なう 者， 不 
正を 行なう すべての 者は， あなたの 独 
エホバに とって 忌むべき もの だからで 


17 「あなた 方が エジプトから 出て 
来た 時ア マレクが その 道で あなたに 行 
なった 事を 覚えて いるよう に。 18 彼 
がその 道で どのよう にあな たを 迎え， 
あな たが 疲れ果て てへ とへ とに なって 
いた 際， あなたの 後方， すなわち あな 
たの 後ろで 落伍し かけて いた 者たち み 
ん なをい かに 打った かを。 彼は 拽を恐 
れ なかった。 19 ゆえに， あなたの# 
エホバが 相続 分と して 与えて 取得 させ 
てくだ さる 土地で， あなたの 裡 エホバ 
が 周囲の すべての 敵から の 休みを 与え 
てくだ さった 時には， ア マレクに つい 
て 述べる ことを 天の下から ぬぐい 去る 
ように。 あなたは 忘れて はならない。 

「それで， あなたの® エホバが 相 
^ 織と して ¥ぇ てくだ さる M 
につい に 入り， それを 取得して そこに 
住んだならば， 2 その 時 あなたは， そ 
の 地の すべての 実り， すなわち あなた 
の裡 エホバが 与えて く ださ る 土地から 
あなたが 取り入れる 物に ついて， その 
初な りの 幾らかを 取り， それを かごに 
入れて， あなたの 裡 エホバが 選んで そ 
のみ 名を とどまらせる 場所に 行かねば 
ならない。 3 そして， その 時期に 務め 
を 果たして いる 祭司の もとに 来て， こ 


う 言うよう に。 


『わたしたちに 与える 


ことを， エホバが 父祖たち に 誓われた 

と ち M 

土地に そのと おり 入った ことを， わた 
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しは 今日 あなたの® エホバに 報告し な 第26 章 さった すべての 良い ものに ついて 歓び 
ければ なりません』。  7|i3?：41 楽しむ ので ある。 あなた も， レビ 人 も， 

さいし  創 31:42  がいじん きょりゅう しゃ [ィ） 

4 「すると 祭司は あなたの 手から か ホセ im あなたの うちにい る 外人 居留 者 も。 
ごを 取り， あなたの 裡 エホバの 祭壇の 使徒7: is  12 「三年 目すな わち 什一の 年に あな 

まえ  お  ウ創 46:27  さんぶつ  ぶん  W 

前に それを 置く ので ある。  5 そして  _7:7  たの 産物の 十分の一を 什一と してす ベ 
あなたは 答えて， あなたの 拽 エホバの ^  て 取り分けたなら， あなたは それを レ 

まえ  い  詩 105:24  びと がいじん きょりゅう しゃ ちち  ご 

前で こう 言わなければ ならない。 『わ ォ出 i:ii  ビ 人， 外人 居留 者， 父な し 子， そして 
たしの 父は 滅び ゆこうと する シリア 人 力*3: 9  やもめに 与えなければ ならない 0 彼ら 

(7)  くだ  ゆ  M  ^ 116:1  もんう ち  た  み 

でした 0 エジプトに 下って 行き， ごく キ詩 脏2〇 は あなたの 門の 内で それを 食べて 満ち 

しょうすう もの W とも  がいこくじん  イザ 59:1  た  [才） 

少数の 者と 共に 外国人と して そこにと  ョ ハ15 :15 足りる ので ある。 13 そして あなたは， 

かれ  ク出 4:31  まえ  い 

どまり ました。 しかし そこで 彼は 大き  ^ 7:34 あなたの 裡 エホバの 前で こう 言わな け 
な 国民， 強大で 数の 多い 民と なり まし  *6:21  れ ばなら ない。 『わたしは 聖 なる もの 

(X)  じん  コ 出り: 6  いえ  びと 

た。  6 すると エジプト 人は わたした  *4:34  を 家から すべて 出し， それを レビ 人と 
ちに 対して ひどい 扱いを する ようにな ヱ レ32:21 外人 居留 者， 父な し 子と やもめに 与え 

くる  きび  ど  ン出 7:3  1*)  めい 

り， わたしたちを 苦しめて， 厳しい 奴 ス 出3:8  て， あなたが お命じに なった すべての 

れいろう どう  か  [才）  甲 8:8  いた 

隸 労働を 課しました。  7 それで わた  ^  20:6 おきての とおりに 致しました。 わたし 

ふそ  セ 申 26:2  ふ  こ 

したち は， わたしたちの 父祖の 拽 エホ ソ 詩95:6  は あなたの おきてを 踏み越えず， それ 

む  さけ  W  _  わす  （キ 1 

バに 向かって 叫ぶ ようになり， エホバ  ___  を 忘れても おりません。 14 わたしは 

こえ き w  ^ — m  じぶん なげ  あいだ  た  けが 

はわた したち の 声を 聞き， わたしたち ァ申 m  自分の 嘆きの 間 も そこからは 食べず， 汚 
の 苦悩と 難儀と 圧迫と を ご覧に なり ま  J63:5  れ にある 間 も そこから 取り除かず， 死 

I ク 1  さいご  つよ  [ヶ I  の  ^  68*°i  もの  いちぶ  あた 

した。 8 最後に エホバは， 強い 手と 伸 v^c4:4 んだ 者の ために その 一部を 与える こと 

うで W  おそ イ 申16:14 

ばされ た 腕を もって， また 太いなる 恐 ゥ もしませんでした。 わたしは 自分の 裡 
れ としる しと 奇跡と を もって わたした  ^ 14:22 エホバの 声に 聴き 従いました。 あなた 
ちを エジプトから 携え 出して ください  ^ 1^21 が お命じに なった すべての ことに 従い， 

ド し つ  ヨハ I  3:17  お'"1 

ました。  9 そして この 場所に 連れて ヵ ャコ I:27 そのと おりに 行ないました。 15 どう 

き  とち  ちちみ つ  なが  ち  キ詩 119:141  せい  す 

来て， この 土地を， 乳と 蜜の 流れる 地  ^3:1  か， あなたの 聖 なる 住まいで ある 天 か 

あた  W  使徒 24:16  らん  ！ク1  たみ 

を 与えて くださった のです 0 10 それ ク詩 ⑽に9 ら ご覧に なり， あなたの 民 イスラエル 

いま  あた  イザ 40:22  あた  とち 

で 今， わたしは， エホバが 与えて くだ  ^  63：15 とわたし たちに お与えく ださった 土地 
さった 土地の 実りの 初な りを 携えて ま  |=12 とを 祝福して ください。 父祖たち にお 

いりました』。  誓いに なった とおりに， この 乳と 蜜の 

「そして あなたは それを あなたの 裡 サ sir3 流れる 地を』。 

エホバの 前に 置き， あなたの 裡 エホバ シ ぼ46;;  16 「今日 この 日に， あなたの 迚 エホバ 

の 前に 身をかがめなければ ならな へ。 は， これらの 規定と 司法 上の 定めを 履 
11 そして， あなたの 裡 エホバが あな  %  09^34 行す るよう， あなたに 命じて おられる。 

いえ  もの  あた  ヨハ I  5:3  こころ  [ス) たましい  [せ） 

たと あなたの 家の 者たち に 与えて くだ セ _13:3  あなたは 心を つくし 魂を つく して そ 
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を 築かねば ならない。 その上に 鉄の 道 
具を 振る っ ては ならない。 6 自然の 
まま の 石で あなたの 神 エホバの 祭壇を 
築くべき であり， あなたの 神 エホバへ 
の 焼燔の 捧げ物を その上に ささ げ るよ 
うに。  7 また 共 与の 犠牲を 犠牲と し 
て ささげて その 所で それを 食べ， あな 
たの 拽 エホバの 前に あっ て 歓び楽 しむ 
ので ある。  8 そして あなたは この 律 
法の すべての 言葉を それらの 石に 記し 
て， それを 非常に 明 りょうに しな けれ 
ばなら ない」。 

9 次いで モー セと 祭司たち， レビ 人た 
ちは， 全 イスラエルに 話して こう 言っ 
た。 「イスラエルよ， 静かに して 聴き 
なさい。 今日 この 日に， あなたは， あ 
なた の 神 エホバの 民と なった。 10 そ 

こえ 

れ であな たは， あなたの 拽 エホバの 声 
に 聴き 従い， わたしが 今日 命じて いる 
その おきてと 規定を 履 しな けれ ばな 
ら ない」。 

11 モー セは その 日な おも 民に 命じ 
てこう 言った。 12 「あなた 方が ヨル 
ダンを 渡った 時， 次の 者は 立って ゲリ 
ジム 山で 民を 祝福す る。 すなわち， シ 
メ オン， レビ， ユダ， イッ サカ ル， ヨ 
セフ， ベニヤ ミン。 13 また， 次の 者 
は 呪いの ために エバ ル 山に 立つ。 すな 
わち， ル ベン， ガ ドと ア シェルと ゼブ 
ルン， ダンと ナフタリ。 14 そして， 
レビ 人は 答え， 声を 上げて イスラエル 
のす ベての 者に こう 言わなければ なら 
な:、 )。 

ちょうこく ぞう [ソ1 いもの  ぞう [夕） 

15 「『彫刻 像や铸 物の 像， すなわち エ 
ホバに とって 忌むべき もの， 木 や 金属 


れを 守り， それを 履行し なければ なら 
ない。 17 あなたは 今日 エホバに こう 
言わせた。 すなわち， あなたが その 道 
を 歩み， その 規定と おきてと 司法 上の 
定めと を 守り， その 声に 聴き 従う かぎ 
り あなたの 裡 になる と。 18 また エホ 
バ も， 今日 あなたに こう 言わせた。 約 
k してく ださった とおりに その 民， そ 
の 特別な 所有物と なり， そのす ベての 
おきてを 守ります と。 19 また， あな 
たが 自分の 拽 エホバに 対して 聖 なる 民 
となる かぎり， あなたを その お造りに 
なった あらゆる 国民の 上に 高めて， 賛 
美と 名声と 美と し， その 約束のと おり 
にす ると」。 

97 モ— セは イスラエルの 年長者た 
ち と共にな おも 民に 命じて こう 
言った。 「わた しが 今日 あなた 方に 
命じる すべての おきてを 守る ように。 
2 そして， あなた 方が ヨルダンを 渡っ 
て あなたの 拽 エホバの 与えて く ださる 
土地に 入った 日， あなたは 自分の ため 
に 大きな 石を 立て， それを 石灰で 白く 塗 
り 上げなければ ならない。 3 そして， 
り 終えた 時に， この 律法の すべての 
言葉を その上に 記す ように。 これは， 
あなたの 裡 エホバの 与えて くださ る 土 
地， 乳と 蜜の 流れる 地に 入って 行って， 
父祖たち の 神 エホバが 話さ れた とおり 

W 

になる ためで ある。 4 そして， ヨルダ 
ンを 渡った 時， あなた 方は それらの 石 
を， わたしが 今日 命じる とおりに エバ 
ル 山に 立て， それを 石灰で 白く 塗り 上 
げ るよう に。  5 あなたは また， そこに 
あなたの 神 エホバへの 祭壇， 石の 祭壇 


、'ハ 119: 13: 12: 、' 19: 15: 29: 19: 14: 135: 7:6 28: 4:8 28: 148: 
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の 細工 人の 手になる ものを 作って， そ 
れを 隠し 場に 置いた 者は のろわれる』。 
(そ して 民は みな 答えて， 『アーメン！』 
と言うよ うに。） 

16 「『自分の 父 や 母を 侮べ つを もっ 
て 扱う 者は のろわれる』。 （そして 民は 
みな， 『アーメン！』 と言うよ うに。） 
17 「『仲間の 者の 境界標を ずらす 者 
は のろわれる』。 （そ して 民は みな， 
『アーメン！』 と言うよ うに。） 

18 「『盲人を 道で 迷わせる 者は のろ 
われる』。 （そして 民は みな， 『ア ーメ 
ン！』 と言うよ うに。） 

がいじん きょりゅう しゃ (力） ちち  ご 

19 「『外人 居留 者， 父な し 子， また 
やもめに 対する 裁きを 曲げる 者は のろ 
われる』。 （そして 民は みな， 『ア ーメ 
ン！』 と言うよ うに。） 

20 「『自分の 父の 妻と 寝る 者は のろ 
われる。 自分の 父の すそを あらわに 
したからで ある』。 （そして 民は みな， 
『アーメン！』 と言うよ うに。） 

21 「『何で あれ 獣と 寝る 者は のろわ 
れ る』。 （そして 民は みな， 『ア ーメ 
ン！』 と言うよ うに。） 

22 「『自分の 姉妹， すなわち 自分の 父 
の 娘 や 母の 娘と 寝る 者は のろわれる』。 
(そ して 侯: はみ な， 『アーメン！』 と 言 
ぅょぅに。） 

23 「『自分の しゅうとめと 寝る 者は の 
ろ われる』。 （そして 民は みな， 『アー 
メ ン！』 と言うよ うに。） 

かく  ば  なかま  もの  う  し 

24 「『隠れ 場から 仲間の 者を 打って 死 
なせる 者は のろわれる』。 （そ して 民は 
みな， 『アーメン！』 と言うよ うに。） 
25 「『わいろを 受け取って， 魂を， そ 
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れが 罪のない 血で あるのに 打って 死な 

もの  (7)  たみ 

せる 者は のろわれる』。 （そ して 民は 
みな， 『アーメン！』 と言うよ うに。） 
26 「『この 律法の 言葉を 守らず， それ 
を 実行し ない 者は のろわれる』。 （そ 
して 民は みな， 『アーメン！』 と言う 
よう に 〇) 

「また， もし あなたが， あなたの 
迚 エホバの 声に 必ず 聴き 従い， 

ち •♦うい  きょう めい 

よく 注意して， わたしが 今日 命じる そ 
のす ベての おきてを 守るならば， あな 
たの 进 エホバ もまた， あなたを 地に あ 
る 他の すべての 国民の 上に 必ず 高めて 
くださる であろう。  2 そして， あな 
たの 裡 エホバの 声に 常に 聴き 従う ゆえ 
に， このす ベての 祝福が あなたに 臨み， 

およ  【才 I 

あなたに 及ぶ ことになる。 

3 「あなたは 都市に おいて 祝福され， 
また 野に おいても 祝福され る。 

4 「あなたの 腹の 実， あなたの 地の 
実， あなたの 畜 獣の 実すな わち 牛の 子 
と 羊の 子は 祝福され る。 

5 「あなたの かごと こね 鉢は 祝福 さ 

[シ） 

れ る。 

6 「あなたは 入る 時に 祝福され， 出て 
行く 時に も 祝福され る。 

7 「エホバは， あなたに 向かって 立ち 
上がる 敵を あなたの 前に 敗北させる。 
彼らは あなたに 敵して 一つの 道から 出 
て 来ても， 七つの 道に 分かれて あなた 
の 前を 逃げて 行く。 8 エホバは あな 
たのた め， あなたの 物資の 蓄えと あな 
たのす ベての 営みとの 上に 祝福を 命じ， 

セ レビ 26:7; 申 32:30; ヨシ 10:11; サ n  22:38; 詩 89:23; 
ソ申 7:23; 代 n  14:13; ヘプ 11:34; タ レビ 26:10; 箴 3:10; 
マラ 3:10; チ 申 15:10。 
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あなたの 神 エホバの 与えて くださる 地 

江 

において 確かに あなたを 祝福され るで 
あろう。 9 あなたが あなたの 裡 エホバ 
の おきてを 守り 続け， その 道を 歩んで 
いる ゆえに， エホバ も その 誓いのと お 
り にあな たを ご 自分の 聖 なる 民と して 
確立 させて くださる ので ある。 10 そ 
して， 地の すべての 民は， あなたの 上 
に エホバの 名が となえられて いるのを 
必ず 見， あなたに ついて まさに 恐れを 
持つ であろう。 

11 「エホバは また， あなたに 与える 
ことを エホバが 父祖たち に 誓われた 地 

はら  み W  かちく 

において， あなたの 腹の 実， 家畜の 実， 
地の 実りを 栄えさせ， まさに あなたを 
満ち あふれさせて くださる であろう。 
12 エホバは ご 自分の 良い 倉を， 天を あ 
なた に 開き， その 季節 ごとに あなたの 
土地に 雨を 与え， あなたの 手の すべて 
の 業を 祝福され る。 あなたは 必ず 多く 

くに  たみ  か  みず か  か 

の 国の 民に 貸し 与え， 自らは 借りる こ 
とはない。 13 そして エホバは 必ず あ 
なた を 頭に 置き， 末尾に [置かれる] こ 
とはない。 あなたは いつも 首位と なり， 
下位に 来る ことは ない ので ある。 守っ 
て 行なうよ うにと わたしが 今日 命じる 
あなたの 拽 エホバの おきてに， あなた 
が 常に 従う からで ある。 14 それで あ 
なた は， わたしが 今日 あなた 方に 命じ 
ている すべての 言葉から 右に も 左に も 
それる ことなく， 他の 神々 に 従って 歩 

つか  (V) 

ん で， それに 仕える ことのな いように 
しなければ ならない。 

15 「また， もし あなたが， あなたの 
迚 エホバの 声に 聴き 従わず， 注意して， 
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わたしが 今日 命じる そのす ベての おき 
てと 法令と を 守り 行なわないならば， 
これらの すべての 呪いが 必ず あなたに 
臨み， あなたに 及ぶ ことになる。 

16 「あなたは 都市に おいて のろわれ， 
野に おいても のろわれる。 

17 「あなたの かごと こね 鉢は のろわ 

[ォ 1 

れ る。 

18 「あなたの 腹の 実と 地の 実り， あ 
なた の 牛の 子と 羊の 子は のろわれる。 

19 「あなたは 入る 時に のろわれ， 出 
て 行く 時に ものろ われる。 

20 「あなたが 成し遂げ ようとす るす 
ベての 営みに ついて， エホバは のろ 6 
を， 混乱と 叱責を あなたの 上に 送り， つ 
いに あなたは 滅ぼし 尽くされて， 速 や 
かに 滅びう せる であろう。 あなたが わ 
た しを 捨てた その 行ないの 悪の ゆえで 
ある。  21 エホバは 疫病を あなたに ま 
とい 付かせ， あなたが 行って 取得す る 
地から ついに あなたを 滅ぼし 絶やされ 
るであろう。 22 エホバは， 結核と， 燃 
える 熱病と， 炎症と， 熱病の ような 暑 
さと， m， 立ち—， し 線 給を 
もって あなたを 打ち， それらは 必ず あ 
なた を 追い， ついに あなたは 滅び 絶え 
るであろう。 23 また 頭上に ある あな 
たの 空は 銅と なり， あなたの 下に ある 
地は 鉄と なる。 24 エホバは 微 粉と 塵 
とを あなたの 土地の 雨と して 与える で 
あろう。 それは 天から あなたの 上に 降 
り， ついに あなたは 滅ぼし 尽くされる 
ことになる。  25 エホバは あなたを 敵 

タ レビ 26:33; エレ 16:4; チ 王 I  8:37; ツ代 n  6:28; アモ 4: 
9; ハガ 2:17; テ レビ 26:19; 申 11:17; 王 I  8:35; 王 I  17:1; 
エレ 14:4; アモ 4:7。 
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の 前に 敗北させる。 あなたは 彼らに 向 
かって 一つの 道から 出て 行く が， 七つ 
の 道に 分かれて 彼らの 前を 逃げる であ 
ろう。 あなたは 地上の すべての 王国に 
とって 驚がくの 的と なる。 26 そして， 
あなたの 死体は 天の あらゆる 飛ぶ 生き 
物と 野の 獣の ための 食物と なり， [それ 
ら を] おののかせる 者は だれもい ない。 

27 「エホバは あなたを， エジプトの 
はれ 物と 痒と 湿疹と 吹き出物で 打ち， 
あなたは それから いえる ことがない。 
28 エホバは あなたを， 狂気と 失明と 
也、 の 困惑と を もって 打たれる。 29 そ 
して あなたは 真昼で も 手探りす る 者と 
なり， 盲人が 暗がりで 手探りす るよう 
になる。 それでも あなたは 自分の 道を 
成功させる ことができない。 あなたは 
ただ 一人， 常に だまし取られ， 奪い取 
られる 者と なり， だれ 一人 あなたを 救 
う 者は いない。 30 あなたが 女と 婚約 
しても， 別の 男が これを 強姦す る。 あ 
なた が 家を 建てても， 自分は それに 
住まない。 あなたが ぶどう 園を 設けて 
も， 自分で それを 用い はじめる ことは 
ない。 31 あなたの 雄牛が 目の前で ほ 
ふられる 一 それでも あなたが それ 
を 食べる ことは ない。 あなたの ろば 
が あなたの 顔の 前から 奪い取られて 
ゆく 一  それは あなたの もとには 民ら 
ない。 あなたの 羊は 敵たち に 与えられ 
て ゆく 一 それでも あなたを 救う 者は 
いない。 32 あなたの 息子と 娘は 別の 
民に 渡され， あなたの 目は それを 見て 
常に 彼ら に 焦がれる 一 それでも あな 
たの 手には 力がない。 33 あなたの 地 
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の 実りと すべての 産物は， あなたの 知 
ら なかった 民が これを 食べる。 あなた 
はた だ だまし取られ， 常に 打ち砕かれ 
る 者と なる。 34 そして あなたは， 自 
分の 目 が 見 る その 光景に た だ 狂気す る 
であろ ず。 

35 「エホバは あなたの 両 ひざと 両脚 
を 悪性の はれ 物で 打ち， あなたは それ 
からい える ことがない。 それは 足の裏 
から 頭の てっぺんにまで 至る。 36 エ 
ホ パは あなたを， また あなたが 自分の 
上に 立てた 王を， あなた も あなたの 父 
祖 たち も 知らなかった 国民の もとに 行 
進させる。 そこで あなたは 他の 神々 に， 
木 や 石で で きた ものに 仕える ことにな 
4。  37 こうして あなたは， エホバが 
その もとに 連れて行く すべての 民の 中 
にあって， 驚きの 的， 語りぐ さ， また 
嘲弄され る ものと なる ので ある。 

38 「あなたは 沢山の 種を 野に 携えて 
行く が， 取り集める ところは わずかで 
あろう。 いなごが それを むさぼり 食う 
からで ある。 39 あなたは ぶどう 園を 
設けて それを 耕作し はする が， ぶどう酒 
を 飲む こと も 何 かを 集め 入れる こと も 
ないで あろう。 虫が それを 食い尽くす 
からで ある。 40 あなたは 自分の 全領 
地に オ リーブの 木を 持つ ようにな るが， 
自分の 身に 油を 塗る ことは ないで あろ 
う。 あなたの オ リーブの 実は 落ちて し 
まう からで ある。 41 あなたは 息子 や 
娘たち を 生む が， それは あなたの もの 
としては とどまらない。 彼らは 捕囚に 
される からで ある。 42 あなたの すべ 
ての 樹木と 地の 実りは， 羽音を 立てる 
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虫が それを 自分の ものと する。 43 あ 
なた のうちに いる 外人 居留 者は あなた 
より 上へ 上へ と 上が っ て 行き ，一方 あな 
たは 下へ 下へ と 下がって 行く。 44 彼 
が あなたに 貸し 与える 者と なり， あな 
たが これに 貸し 与える ことは ない。 彼 
が 頭と なり， あなたは その 尾と なる で 

ぁ ろず 。 

45 「それで， これらの すべての 呪いが 
必ず あなたに 臨み， あなたの 後を 追っ 
て あなたに 追いつき， ついに あなたは 
滅ぼし 尽くされる ことになる。 あなた 
の裡 エホバの 声に 聴き 従わず， その 命 
じた おきてと 法令と を 守らなかった た 
めで ある。  46 そして それは， しるし 
また 異兆 として， 定めの ない 時まで あ 
な たと あな たの子 孫の 上に とどまる こ 
とになる。 47 あなたが， すべての 物 
に 満ち あふれながら， 楽しみと 心の 喜 

びと を もって あなたの 神 エホバに 仕え 

[ヶ） 

なかった からで ある。 48 そして あな 
たは， 飢えと 渴 きと 裸と すべての 物の 
乏し さとの 中で， エホバが あなたに 送 
る 敵に 仕える ことになる。 [拽] は あな 
たの 首に 鉄の くびきを 掛け， ついには 
あなたを 滅ぼし 尽くされ るので ある。 

49 「エホバは 遠くの 国民を 地の果て 
から あなたに 向かって 立ち上がらせる。 
それは， 鷲が 襲い かかる ときの ようで 
あろう。 その 国語を あなたが 理解で き 
ない 国民， 50 顔つきの どう 猛な 国民で 
ある。 老人を も 顧みず， 年少の 者に も 
恵みを 示さない 者たち である。 51 そ 
して 彼らは 必ず あなたの 家畜の 実と 地 
の 実りを 食べ， ついに あなたは 滅ぼし 
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尽くされる ことになる。 穀物 も， 新し 
い ぶどう酒 や 油 も， 牛の 子 や 羊の 子 も 
あなたの ために 残さず， ついに あなた 
を 滅ぼして しまう であろう。 52 また， 
彼らは まさに あなたを すべての 門の 内 

せ  かこ  よ  たの  たか  まも 

に 攻め 囲み， あなたの 依り 頼む 高く 守 
り 固められた 城壁 も あなたの 全土で 崩 
れ 落ちる ことになる。 あなたの 裡 エホ 
バの 与えて くださった その 全土に おい 
て， 彼らは あなたを すべての 門の 内に 
攻め 囲む ので ある。 53 その 時 あなた 
は， 自分の 腹の 実， すなわち あなたの 拽 
エホバが 与えて くださ っ た 自分の 息子 
や 娘たち の 肉を 食べる ことになる であ 
ろう。 敵が あなたを 囲み 込む その 囲み 
の 厳重 さと 圧迫との ためで ある。 

54 「あなたの うちの 非常に 繊細で 優 
美な 男， そのような 者の 目まで が， 自 
分の 兄弟， 自分の 慈しむ 妻， また 自分 
の もとに 残る その 残りの 子ら に対して 
さえよ こしまに なり，  55 その 一人に 
すら 自分の 食らう 自分の 子たち の^！ を 
与えようと もしないで あろう。 敵が あ 
なた を そのす ベての 門の 内に 囲み 込む 
その 囲みの 厳重 さと 圧迫との ため 自分 
の もとに 残る ものが 何もない からで あ 
る。 56 あなたの うちの 繊細で 優美な 
女， その 優美な 習慣と 繊細 さの ために 
地に 足の裏を 付けようと もしなかった 
者， そのような 者の 目まで が， 自分の 

いつく  おっと  むすこ  むすめ 

慈しむ 夫， _ 分の 息子 や 娘， 57 いや， 
自分の 脚の 間から 出る 胞衣に さえ， ま 
た 自分が 産んだ 自分の 子ら に対して さ 
えよ こしまな ものと なる。 敵が あなた 
を その 門の 内に 囲み 込む その 囲みの 厳 
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重さと 圧迫との ゆえにす ベての ものが 第28 章 たは， あなた も 父祖たち も 知らな かっ 
欠乏す るた め， 彼女は それを ひそかに 7 ^  28:53 た 他の 神々 に， 木 や 石に 仕える ことに 

く  (7)  <  出 24:7  (7)  しょこく みん 

食らう からで ある。  とん ま15 なる。 65 そして， それら 諸国 民の 中 

ちゅうい  しょ  やす  [ィ） 

58 「もし あなたが 注意して この 書に ゥ *14ふ3 にあって あなたに 安らぎは なく， あな 
記される こ の 律法の すべての 言葉を 行  ^  72:19 たの 足の裏を 休める 場所 さ え 見当たら 

(ィ】  えいこう  m  いふ  エ申 io:i7  ところ 

なうよう にせず， この 栄光 ある， 畏怖 _|へ9 ぶ5 ないで あろう。 エホバは その 所で， お 
の 念を 抱かせる み 名を， あなたの 裡エ  29:23 のの ぐ心 を， また 目の 衰えと 魂の 絶望 

[ォ） おそ  才出 3:15  あた 

ホバを 恐れない ので あれば，  59 エホ  とを あなたに 与える ので ある。 66 そ 

バも 必ず， あなたの 災厄と あなたの 羊  K  して あなたは 自分の 命に ついて この 上 

孫の 災厄を ひときわ 厳しく し， 大きく  $ ラ2:2 ない 危難のう ちに 置かれ, 夜昼 非常な 怖 
て 長く 続く 災厄， また 悪性で 長く 続く  れを 抱く ことになる。 自分の 命に つい 

やまい  W  ダニ 9:12  おも  （才）  あさ 

病と される であろう。 60 そして， あ +_  28:22  て おぼつかなく 思う であろう。 67 朝 
なた がその 前で 恐れ おののいた エジプ ク^1 7=15 には， 『ああ 晩で あったら！』 と 言い， 
卜の すべての 疾患を あなたの 上に まさ  1 2^27 晩には， 『ああ 朝で あったら！』 と 言 
に 呼び戻し， それらは 必ず あなたに ま うであろう。 あなたが 非常な 怖れを 抱 
とわり 付く であろう。 61 また， この  ^269：23  くその 心の 非常な 怖れの ため， また あ 
律法の 書に 記されて いない どんな 病気 3 * 4:27  なた の 目が 見る その 光景の ためで ある。 

さいやく  サ申 30:9  かなら  に 

や 災厄に せよ， エホバは それを あなた シ廉 1:26  68 そして エホバは 必ず， 『あなたは 二 

の 上に もたらし， ついに あなたは 滅ぼ ス 以 4 度と それを 見ない』 とわたし が 言った 
し 尽くされる であろう。  62 こうし セ レビ26:33 その 道に より， 船で あなたを エジプト 
て あなた 方は， 天の 星の ように 数多く  f ぶ 以24 に 連れ戻される であろう。 その 所で あ 

なって いたと しても， ごくわず かな 者 - なた 方は， 自分を 奴隸男 またはし ため 

だけが 残される ことになる。 あなたの 7^4：28  として 敵に 売らねば ならなくなる。 そ 

裡 エホバの 声に 聴き 従わなかった ため = レ28 ぼ 13 れ でも 買う 者は いないであろう」。 
である。  〇〇 これらは， エホバが モー セに 命 

63 「そして エホバは， あなた 方に 良 ゥレ ビ 26:36  ^  ^ じて モ アブの 地で イスラエルの 
いこと を 行なって あなた 方を 多くなら ェ レビ 26:16 子ら と 結ばせた 契約の 言葉で あり， ホ 
せる ことに 歓喜され たが， 同じように 1〇：27 レブに おいて 彼らと 結ばれた 契約とは 

ほろ  つ力申 28:34  べつ 

エホバは， あなた 方を 滅ぼし， 滅ぼし 尽キ出 14:13 別の ものである 0 
くす ことに 歓喜され る ことになる。 あ ホセ9:3  2 それから モー セは 全 イスラエルを 

なた 方は， 自分たち が 行って 取得す る クネ へ5:8 呼んで こう 言った。 「あなた 方は， エ 
その 地から 全く 引き離される であろ 第29 章 ホバが エジプトの 地に おいて ファラオ 
64 「また エホバは 必ず あなたを あら 21.45 とその すべての 僕 また その 全土に 対し， 

たみ  ち  ちは  申 5:2  まえ  おこ 

ゆる 民の 中に 散らして， 地の果てから 3t±M9:4  あなた 方の 目の前で 行なった そのす ベ 
果てに 至らせる であろう。 そこで あな  ?J：248；5 ての 事柄を 見た 者たち である。  3 そ 
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れ は， あなたの 目が 見た 太いなる 試 
み， あの 太いなる しるしと 奇跡で あっ 
た。 4 それでも エホバは， 今日 この 
日に 至る まで， 知る 心と 見る目と 聞く 
耳と を あなた 方に お与えに なら なか っ 
ナ こ。 5 『わたしが 荒野で あなた 方を 導 
いた 四十 年の 間， あなた 方の 身に 着け 
た 衣は すり 切れず， 足には いた サンダ 
ルは すり 減らなかった。 6 あなた 方は 
パンを 食べず， ぶどう酒 も 酔わせる 酒 
も 飲まなかった。 わたしが あなた 方の 
控 エホバで ある ことを， あなた 方が 知 
るた めであった』。 7 ようやく あなた 
方は この 場所に 来た。 その 時， ヘシ ュ 
ボンの 王シ ホンと パシヤ ンの王 オグが 
わた したち を 迎え撃とうと して 出て 来 
たが， わたしたちは これを 撃ち破った。 
8 その後 わたしたちは 彼らの 土地を 取 
り， それを 相続 分と して ル ベン 人， ガ 
ド 人， また マナ セ 人の 半部族に 与えた。 
9 ゆえに あなた 方は この 契約の 言葉を 
守って それを 行なわなければ ならない。 
あなた 方が 自分の 行なう すべての 事柄 
を 成功させる ためで ある。 

10 「今日， あなた 方は 皆， あなた 方 
の# エホバの 前に 立って いる。 あなた 
方の 部族の 頭たち， 年長者と つかさた 
ち， イスラエルの すべての 男子， 11 あ 
なた 方の 幼い 者たち， 妻たち， また あ 
なた の 宿営の 中に いる 外人 居留 者， あ 
な たのまき を 集める 者から 水を くむ 者 
までが。 12 これは あなたが， あな 
たの 姓 エホバの 契約と その 誓いと に 入 
るた めで ある。 あなたの 裡 エホバは そ 
れを 今日 あなたと 結ばれる ので ある。 
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13 それは， あなたに 約束され たと お 
り， また あなたの 父祖 アブラハム， イ 
サク， ヤコブに 誓われた とおり， あな 
たを ご 自分の 民と して 今日 確立し， あ 
なた の裡 となる ためで ある。 

14 「さて， わたしは ただ あなた 方と 
だけ この 契約 また この 誓いを 立てて い 
るので はない。 15 それは， 今日 わた 
したち の牲エ ホバの 前で わたしたちと 
共に ここに 立つ 者に 加えて， 今日 わた 
したち と共に ここにい ない 者たち に 対 
しても なので ある。 16  (わたしたち 
がいかに エジプトの 地に 住み， あなた 
方が 通った その 諸国 民の 中を いかに 通 
過した かは， あなた 方 自身が よく 知っ 
ている ので ある。 17 そして あなた 方 
は， 彼らの 持つ 嫌悪すべき もの や 糞の 
ような 偶像， 木 や 石， 銀 や 金な ど， 彼 
ら と共に あった ものに 見慣れて いた。） 
18 これは， あなた 方の 中に， 心が 今日 
わた したち の迚 エホバから それて 行き， 
行って それら 諸国 民の 神々 に 仕える よ 
うな 男， 女， 家族， また 部族が 出る こ 
とのない ため， あなた 方の 中に， 毒草 
や 苦よ も ぎの 実を 結ぶ よう な 根の 出る 

[サ 1 

こ とのない ためで ある。 

19 「そして， この 誓いの 言葉を 聞き 
ながら， 心の中で 自らを 祝福し， 『わ 
たしは 自分の 心の 強情 さの まま に 歩ん 
でも 平安を 持てる の だ』 と 言い， よく 
潤さ れた 者も渴 いた 者たち も 共に はら 
い 去ろうと する 意図を 抱く 者が いれば， 
20 エホバは その 者を 許そうと はされ 


ス ネへ 9:29; 蔵 28:14; イザ 30:1; エレ 3:17; エレ 6:28; ゼ 
力 7:12;  ロマ 1:21; ロマ 2:5; セ 詩 10:6; エレ 5:12; エレ 
14:19。 
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ないで あろう。 むしろ， エホバの 怒り 
と 激情は その 人に 対して 煙を 発し， こ 
の 書に 記される すべての 誓いが 必ず そ 
の 者の 上に 下る であろう。 エホバは ま 
さに その 者の 名 を 天の下 か ら ぬぐい 去 
られ る。 21 それで エホバは， この 律 
法の-に 記される 契約の すべての 誓い 
にした がい， その 者を 災いの ために イ 
スラ エルの すべての 部族から 切り離さ 

[力） 

れる ことになる。 

22 「そして， 後の世 代， すなわち 後に 
起こる あなた 方の 子ら は 必ず 言 うで あ 
ろう。 また， 遠くの 土地から やって来 
る 異国の 者 も [言う であろう]。 その 地 
の 災厄を， また エホバが そこに 被らせ 
た その 蒺 病を 見る [時]， 23 硫黄と 塩 
と 炎 焼， それに よって その 全土が， 種を 
まかれず， 芽が 出ず， 何の 草木 も 生え 出 
ぬ 所と なり， エホバが その 怒り と 憤りの 
うちに 覆された ソドムとゴモラ， アド 
マと ツエ ボイ イムの 覆しの ようにな っ 
ている のを [見る その 時に]。 24 確か 
に， すべての 国の 民は 必ず 言う であろ 
う， 『どう して エホバは この 地に 対し 
てこの ように された のか。 どうして こ 
れ ほど 激しい 怒りを』 と。 25 そのと 
き 人々 はこう 言わねば な ら ない。 『そ 
れ は， 彼らが 父祖たち の# エホバとの 
契約を 捨てた ためだ。 それは， 彼らを 
エジプト の 地から 携え 出 した 時に [#] 
が 結ばれた ものであった。 26 それな 
のに 彼らは 行って 他の 神々 に 仕え， そ 
れに 身をかがめた。 彼らが 知らず， 彼ら 
に 割り当てる こと もされなかった 神々 

(チ）  いか  ち 

に。 27 それで エホバの 怒りが この 地 
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に 対 して 燃え， こ の 書に 記される 呪いを 
そっくり そこに 臨ませられた。  28 こ 
うして エホバは， 怒りと 激怒と 大 いな 
る 憤りのう ちに 彼らを その 地から 引き 
抜き， 今日 見る とおり 別の 土地に 追い 
やられた の だ』。 

29 「秘められ ている 事柄は わたした 
ちの 裡 エホバに 属して いるが， 啓示 さ 
れた 事柄は， 定めの ない 時に 至る まで 
わたしたちと わたしたちの 子ら とに 属 
する。 わたしたちが この 律法の すべて 
の 言葉を 果たし 行なうた めで ある。 

「そして， これらの すべての 言葉， 

すなわち わたしが あなたの 韻に 
置いた この 祝福 と 呪いが あなたに 臨む 
時， あなたの 裡 エホバが あなたを 離散 
させた その あらゆる 国民の 中に あって 
それを あなたの 心に 思い返し， 2 あな 
たの# エホバの もとに 立ち返り， あな 
たも あなたの 子ら も， わたしが 今日 命 
じる すべての ことにした がい， 心、 をつ 
く し 魂を つく して そのみ 声に 聴き 従っ 
たなら，  3 あなたの® エホバ もまた 
必ず あ なた の 捕ら わ れ 人たち を 連れ戻 
U あなたに 憐れみを 示し， あなたの 
裡 エホバが あなたを 散らした その あら 
ゆる 民の もとから 再び あなたを 集めて 
くださる であろう。 4 あなたの 離散 
した 民が 天の 果てに いると しても， あ 
なた の# エホバは そこから あなたを 
集め， そこから 連れて来て くださる。 
5 あなたの® エホバは 父たち が 取得し 
た その 地に あな たを 携え 入れて くださ 

スエ レ 29:14; セ哀 3:22; ソ エズ 1:3; 詩 147:2; イザ 56: 
8; エレ 32:37; エゼ 34:13; 夕申 28:64; イザ 11:11; ゼパ 3: 
20; ゼカ 8:7。 
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り， あなたは 必ず それを 自分の ものと 第3 〇 章 たしたち のた め 天に 昇って それを 受け， 
する。 [拽] は あなたに まさに 良い こと :ネ へ： わたしたちに 聞かせて それを 行なえる 
を 行ない， あなたを 父たち よりも 数多 ゥ *1〇:16 ようにして くれる のか』 と言われ るよ 

(7)  ロマ 2:29  (7)  うみ 

くして くださる であろう。  6 そして ェ*6:5  うな ものでは ない。 13 また それは 海 
あなたの 拽 エホバは， あなたの 心と あ ^^10:12 の 向こうに あるた めに， 『だれが わた 

し そん  [ィ）  かつれい  ほどこ  エレ 25:12  わた 

な たの子 孫の 心に 割礼を 施される こと  «3:64  したち のた め 海の 向こうに 渡って それ 
になる。 あなたが， 自分の 命の ために， 力*3 〇:2  を 受け， わたしたちに 聞かせて それを 
心を つくし 魂を つくして あなたの 拽エ +?28；4  行なえる ようにして くれる のか』 と 言 

あい  ㈤  詩 107:38 

ホバを 愛する ようになる ためで ある。 クレビ 26:4 われる ような もので もない。 14 その 
7 そして， あなたの 裡 エホバは， あな  ^  9=1〇  言葉は あなたに 非常に 近く， あなたの 
たに 敵す る 者と あなたを 憎む 者， あな ^^3-io1 口の 中，' 6 の 中に あって， それを 荇な 
たに 迫害を 加えた 者たち の 上に， 必ず フィ4:19 うこと がで きる ようにされ ている ので 

ちか  コ申 15:4  (〇) 

これらの すべての 誓いを もたらされる  ^ 10:22 ある 0 

であろう。  XU  32:41  15 「見なさい， わたしは 今日， あな 

8 「あなたの ほうは， 身を 翻して 必ず ^^30；27 たの 前に， 命と 善を， そして 死と 悪と 
エホバの 声に 聴き 従い， わたしが 今日 ls?2i を 置く。 16  [もし あなたが，] わたし 

めい  おこ  エゼ 33:11  きょうめい 

命じる そのす ベての おきてを 行なう で  ««  3:19 が 今日 命じて いる [あなたの# エホバの 

[力）  セ 詩 147:19  き  したが 

あろう。 9 また， あなたの# エホバは， 歲 2:4  おきてに 聴き 従って] あなたの® エホバ 

あなたの 手の すべての 業， すなわち あ - を 愛し， その 道を 歩んで その おきてと 

なた の の 実， 家畜の 実， また 地の 実 m~m  法令と 司法 上の 定めと を 守るなら， そ 
りの 点で まさに 十二分に 得させ， 繁栄 ィ 。マ 1():8 のとき あなたは 必ず 生きつ づけて， 数 
を 得させて くださる であろう。 エホバ ゥ ？ミ〖;£ 多くな り， あなたの® エホバ も， あな 
は あなたの 父祖たち について 歓喜され 1 た が行っ て 取得す る 地で 必ず あなたを 
たのと 同じように， 再び あなたに つい 祝福して くださる ので ある。 

て も 歓喜され て， 良くして くださる か 力廉 i9:i6  17 「しかし， もし あなたの 心が それて 

(サ）  31  4  •し  ゆ  き  したが  【コ) 

ら である。 10 それは あなたが あなた キ レビ25 :1S 行き， あなたが 聴き 従わないで まさに 
の裡 エホバの 声に 聴き 従って， この 律 詩19:9 たぶらかされ， 他の 神々 に 身をかがめ 
法の 書に 記される その おきてと 法令と  てこれ に 仕える ことがあれば， 18 わ 

を 守る からで あり， 心を つくし 魂を つ ヶ *30:5  たしは 今日 はっきり 告げて おくが， あ 
く して あなたの 裡 エホバに 立ち返る か  ^12% なた 方は 必ず 滅び 尽きる ことになる。 

■».  ヘプ 3:12  わた  い 

ら である。  サ_4:19  あなた 方は， ヨルダンを 渡って 行って 

_  きょうめい  申 31:29  し ゅ とく  ち  じぶん  いのち  なが 

11 「わたしが 今日 命じて いる この お 詩96:5  取得す る その 地で 自分の [命の] 日を 長 
きて は， あなたに とって 難しす ぎる も  ョシ23 ボ くす る ことは ないで あろう 0 19 わた 
のでは ない。 遠くに ある もので もない。 しは 今日， 天と地を あなた 方に 対する 

イザ 1:2  しょうにん  [ス）  まえ いのち  し (セ） 

12 それは 天に あるた めに， 『だれが わ セ*  32:47  証人と して 立て， あなたの 前に 命と 死， 
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祝福 と 呪いを 置いた。 あなたは 命を 
選び， あなた も あなたの 子孫 も 共に 生 
きつ づける ようにし なければ ならない。 
20 すなわち， あなたの# エホバを 愛 
し， その 声に 聴き 従い， これに 堅く 付 

{*)  いのち 

くので ある。 [裡] は あなたの 命， あな 
たの 長い 日々 なので あり， エホバが あ 
なた の 父祖 アブラハム， イサク， ヤコ 
ブに 与える ことを 誓われた その 地に あ 
なた が 住む ためで ある」。 

次いで モー セは 行って， この 言葉 

を S ィス ラェルに 醒 して， 2 こ 
う 言った。 「わたしは 今日 百 二十歳と 
なった。 わたしは 出入りす る ことを も 
はや 許されないで あろう。 『あなたは 
この ヨルダンを 渡って は 行かない』 と 
エホバは わたしに 言われた からで あ 
る。  3 あなたの 裡 エホバが あなたの 
前を 渡って 行かれる。 ご _ 身が これら 
の 諸国 民を あなたの 前から 滅ぼし 尽く 
される ので ある。 それで あなたは 彼ら 
を 打ち払わなければ ならない。 エホバ 
が 話された とおり， ヨ シュアが あなた 

_  (fej 

の 前に 立って 渡って 行く。 4 そして エ 
ホバ は， ア モリ 人の 王シ ホンと オグお 
よび その 土地に 対し それを 滅ぼし 尽く 
した 際に 行なわれ たと 同じ ことを， 彼 
ら に対して も 必ず 行なわれる。  5 そ 
れ で， エホバは 彼らを あなた 方に 渡さ 
れ た。 あなた 方は 彼らに 対し， わたし 
が 命じた そのす ベての おきての とおり 
に 行なわなければ ならない。 6 勇気 
を 出し， 強く ありなさい。 彼らの 前で 
恐れたり， うろたえたり しては いけな 
い。 あなたの 裡 エホバが 共に 進んで 行 
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かれる からで ある。 あなたを 見捨てた 
り， 全く 見放したり はされ ない」。 

7 それから モー セは ヨ シュアを 呼 


び， 全 イスラエルの 目の前で 彼に こう 
っ た。 「勇気を 出し， 強く ありな さ 


い。 あなたが この 民を， 父祖たち に 与 
える ことを エホバが 誓われた その 土地 
に 携え 入れる からで ある。 あなたが そ 
れを 相続 地と して 彼らに 得させる ので 


ある。 8 そして， エホバが あなたの 前 

すす  ゆ  みず か つね 

を 進んで 行かれる。 自ら 常に あなたと 
共に いてく ださる。 あなたを 見捨てた 
り， 全く 見放したり はされ ない。 恐れ 


たり おびえたり しては いけない」。 

9 次いで モー セは この 律法を 書き記 
し， それを レビの 子ら の 祭司たち， す 
なわち エホバの 契約の 箱を 担う 者たち 
に， また イスラエルの すべての 年長者 
たちに 与えた。 10 そして モー セは 彼 

めい  い  お 

らに 命じて こう 言った。 「七 年の 終わ 
りごと， その 免除の 年の 定めの 時， 仮 
小屋の 祭りの 際， 11 全 イスラエルが 
あなたの 拽 エホバの 顔を 見る ため その 
選ばれた 場所に 来る 時に， あなたは 全 
イスラエルの 前， その 聞く ところで こ 
の 律法を 読み上げる。 12 民を， 男 も， 

おさな  もの  もん  うち 

女 も， 幼い 者 も， また あなたの 門の 内に 
いる 外人 居留 者たち も 集合 させなさい。 
彼 らが 聴く ため， また 学ぶ ためで ある。 
彼らは あなた 方の 裡 エホバを 恐れ， 注 
意して こ の 律法の すべての 言葉を 履行 
しなければ ならない ので ある。 13 ま 
た， 彼らの 子ら で [これを] 知らない 者た 
ち も 聴く ように。 彼らは， あなた 方が 
ヨルダンを 渡って 行って 取得す る 地で 


申 命 31 ： 14 — 26 


モー セの 死の 予告； ヨ シュアの 任命 


生きる 日 の 限り あなた 方の 裡 エホバを 
恐れる こと を 学ばなければ ならない」。 

14 その後 エホバは モー セに こう 言 
われた。 「見よ， あなたの 死ぬ 日が 近 
づ いた。 ヨ シュアを 呼び， あなた 方は 
会見の 天幕の 中に 立ちなさい。 わたし 
が 彼を 任命す るた めで ある」。 それで 
モー セと ヨ シュアは 行って， 会見の 天 
幕の 中に 立った。 15 その 時 エホバは 
雲の 柱のう ちに あって その 天幕に 現わ 
れ， 雲の 柱が 天幕の 入口の そばに 立つ 
ようになった。 

16 そうして エホバは モー セに こう 
言われた。 「見よ， あなたは 父祖たち 
と共に 横たわろうと している。 この 民 

かなら  み  お  W  すす  ゆ  ち 

は 必ずや 身を 起こし， その 進み 行く 地 
の 異国の 神々 と， まさに そのた だ 中に 
入って 不倫な 交わりを 持ち， 必ずや わ 
たしを 捨て， わたしが 彼らと 結んだ 契 
約を 破る であろう。 17 その 日， わた 
しの 怒りは 彼らに 対して まさに 燃え， 
わたしは 必ず 彼らを 捨て， 自分の 顔を 
彼らから 隠し， 彼らは 食い尽くされる 
べき ものと なる。 多くの 災いと 苦難が 
必ず 彼らに 臨み， 彼らは その 日に きっ 
と言うであろう， 『こうした 災いが 臨 
ん だのは わた したち の® がわた したち 

{ ソ） 

の 中に おられない からでは ないか』 と。 

18 それでも わたしは， その 日に 自分の 

顔を 全く 隠す。 彼らの 行なった すべて 

の 悪の ため， 彼らが 他の 神々 に 身を 向 
!夕1 

けたた めで ある。 

19 「ゆえに 今， あなた 方の ために こ 
の 歌を 書き留め， それを イスラエルの 
子ら に 教えなさい。 それを 彼らの 口に 


置いて， この 歌が イスラエルの 子ら に 
対する わたしの 証し となる ようにし な 
さい。 20 わたしは 彼らを， その 父祖た 
ちに 誓った 地， 乳と 蜜の 流れる 所へ と 
携えて 行く からで ある。 彼らは 必ずや 
食べて 満ち足り， 肥え太って 他の 神々 
に 身を 向け， まさに それに 仕えて わた 
しに 不敬な 態度を 取り， わたしの 契約 
を 破る であろう。 21 それで， 多くの 
災いと 苦難が 彼らの 上に 臨む 時， この 
歌が 彼 らの 前で 証 しとな っ て 答える こ 
とになる。 それは 彼らの 子孫の 口から 
忘れられ てはいけ ない ので ある。 わた 
しは， g 分が 誓った 地へ 携え 入れる 前 
の 今日す でに 彼らが 現わして いる 性向 
をよ く 知ってい るので ある」。 

22 それで モー セは その 日に この 歌 
を 書き記した。 それを イスラエルの 子 
らに 教える ためであった。 

23 次いで [迚] はヌン の子ヨ シュア 
を 任命して こう 言われた。 「勇気を 出 
し， 強く ありなさい。 あなたが イスラ 
エルの 子ら を， わたしが 彼らに 誓った 
その 土地に 携え 入れる からで ある。 わ 

みず か つね  とも 

たし 自ら 常に あなた と共にい る」。 

24 そして， モー セは この 律法の 言葉 
を 書に 記し 終えて それを 完成した が， 
25 すぐに モー セは レビ 人すな わち エホ 
パの 契約の 箱を 担う 者たち に 命じて こ 
う 言い はじめた。  26 「あなた 方は こ 
の 律法の 書を 受け取って， あなた 方の 
裡 エホバの 契約の 箱の 傍らに 置く よう 
に。 それは そこに あって あなたに 対す 


ソ民 4:15; 代 I  15:12; 夕申 17:18;  f 
34:14; チ 王 I  8:9; ヘプ 9:4。 
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申 命 31:27—32:9 


る 証し となる ので ある。  27 この わた 
しは， あなたの 反逆の If 頃 向と こわい うな 

[ゥ）  し 

6 とを よく 知ってい るからで ある。 わ 
たしが 今日 生きて まだ 共に いる 間に あ 
なた 方が エホバに 対して 反逆の 振る舞 
いを したので あれば， わたしの 死後に 
はなお さらであろう。  28 あなた 方の 
各部 族から すべての 年長者を， そして 
あなた 方の つかさた ちを わた しの もと 
に 集合 させなさい。 わたしは これらの 
言葉を 彼らの 聞く ところで 話し， 天と 
地を 彼らに 対する 証人と する。 29 わ 
た しの 死後 あなた 方が きっと 滅びと な 
るよう な 振る舞いを する ことを， わた 
しは よく 知ってい るので ある。 あなた 
方は わたしが 命じた 道から それて ゆく 

ちが  のち  わざ わ （ク） 

に違いない。 後の 日に 災いが あなた 
方に 降り懸かる ことになる。 あなた 方 
が エホバの 目 に 悪と される こ とを 行な 
い， 自分たち の 手の 業に よって 怒りを 
起こさせ るからで ある」。 

30 それから モー セは， イスラエルの 
全会衆の 聞く ところで この 歌の 言葉を 
最後まで 語った。 

「天よ， 耳を 向けよ， わたしに 語 
—  <0 せよ 0 

地は わた しの 口の ことばを 

き  W 

聞け。 

2 わたしの 諭しは 雨の ように 滴り， 
わた しのこ とばは 露の よう に 流 

お  { ス） 

れ 落ちる。 

草に 降る 静かな 雨， 

草木に 降る 豊潤な 雨の ように。 

3 それは わたしが エホバの 名を ふれ 
告げる からだ。 
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わた したち の 裡 に 偉大 さ を 帰 

(7) 

せよ！ 

4 岩なる 方， そのみ 業は 完全， 

そのす ベての 道は 公正で ある。 

忠実の 独， 不正な ところは； しも 

(才） 

ない。 

ぎ  れんちょく  » 

義 であり， 廉直で あられる。 

5 彼らは 自ら 滅びと なること を 行 

[キ） 

なった。 

彼らは その子 供では ない。 その 
欠陥は 彼ら 自らの もの。 
曲がって ねじけた 世代よ！ 

6 エホバに 対して あなた 方は このよ 
うに 行なって ゆく のか。 

ぐどん  ちえ  たみ （サ） 

愚鈍で 知恵の ない 民よ。 

それは あなたを 生み出 した 父， 
あなたを 造り， あなたに 安定を 与 
えた 方では ないか。 

7 昔の 日々 を 思い出し， 

代々 にわた る 過去の 年月 を 思い 
見よ。 

あなたの 父に 問え。 彼は 告げる こ 
とがで きる。 

あなたの 年寄りた ちに [聞け]。 彼 
らは それを あなたに 言う。 

8 至高 € が 諸国 民に 相続 分を 与え 

とき [チ 1 

た 時， 

アダムの 子ら を 互いに 引き離し 

た择， 

もろもろの 民の 境界を 定めて， 
イスラエルの 子ら の 数を 顧慮 さ 

(H 

れ た。 

9 エホバの 受け 分は その 民， 

ソ出 13:14; 詩 44:1; 夕詩 78:3; チ 創 10:5; 詩 115:16; 
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イスラエルは 岩なる 方を 忘れる。 偶像礼拝 


ヤコブは その 受け継がれる 割り 
当て 分 だからで ある。 

10 これを 荒野の 地に 見いだ してく だ 

(ィ 1 

さった。 

人の いない， 遠 ぼえ のす る 砂漠に。 
彼を 囲み， これを 顧み， 

ご 自分の ひとみの ように これを 

まも  (») 

守って ゆかれた。 

11 鷲が その 巣を かき 立て， 

巣立ちび なの 上を 舞い 駆けり， 
翼を 広げて これを 受け， 

羽翼に 乗せて 運ぶ ように， 

12 ただ エホバ だけが 終始 彼を 導き， 
彼の もとに 異国の 神は L 、なかった。 
13 彼を 地の 高い 所に 乗り 進ませ， 

それによ っ て 彼は 野の 産物を 食 
ベた 0 


いくたび  おおい わ  みつ [ス） 

また 幾度 も大 岩から 蜜を， 


あぶら 

广 ： •，山 


14 


火 打 ち 石の ような 固い 岩から 油 

す  (t?) 

を 吸わせられた。 

牛の 群れからの バターと 羊の群れ 
からの I ちし 41 
雄 羊の 脂肪と 共に， 

また， バシャ ン 育ちの 雄 羊と 雄 
ゃぎ 4' 

小麦の 腎の 脂肪と 共に。 

そ してぶ どうの 血を あなたは ぶ 
どう 酒と して 飲んで いた。 

15 だが， 肥え太って くると， エシュ ル 
ン はけり 足を 挙げた。 

あなたは 肥え太り， 肥満し， 飽食 
し:/ L 

そ して 彼は# を， 自分を 造って くだ 
さった 方を 捨て， 

自分の 救いの 岩を 軽んじた。 


16 彼らは よそからの 神々 を もって そ 
の 方に ねたみを 起こさせ， 
忌むべき ものを もってし きりに 

いか  [ウ） 

怒りを 起こさせた。 

17 彼らは， 挫に ではなく 悪霊たち に 儀 
牲を ささげる ようになった。 
彼らの 知らなかった 神々， 

近 ごろ やって来た 新しい 者， 

あなた 方の 父祖たち がよく 知ら 
なかった 者たち に。 

18 あなたの 父と なった 岩なる 方を あ 
なた は 忘れた。 

あなた は 独を 記憶 か ら 去らせる 
ようになった。 子を 産む 苦し 
みを もって あなたを 産み出さ 
れた その i を。 

19 エホバは それを ご覧に なると， 彼ら 
を 卑しまれる ようになった。 
その 息子と 娘たち が もたらした 

わずら  __ 

煩いの ゆえに。 

20 それでこう 言われた。 『わたしは 
彼らから 顔を 隠 そ 
彼らの 終わり が 後に どうなる か 
を 見よう。 

彼らは ゆがんだ 世代， 

忠実 さの ない 子ら であるから。 

21 彼らは， 神では ない ものを もって わ 
た しにね たみを 起こさ せた。 
そのむな しい 偶像を もって わた 
しを いら 立たせた。 

それで わた しも, 民では な L ヽ ものを もっ 
て 彼らに ねたみを 起こさせ， 
愚鈍な 国民を も って 彼らを 怒ら 
せ 
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神の 復 しゅう 


申 命 32 : 22 — 35 


22 わたしの 怒りの 中で 火は 燃え立 っ 

(7) 

ており， 

もっと ひく  ところ [ィ] 

それは シエ オルに， 最も 低い 所に 
まで も 燃えて ゆく。 

それは 地と その 産物を 焼き 尽くし， 
山々 の 基を 燃え立たせる。 

23 わたしは 彼らの 上に 災いを 多く 
する。 

わたしの 矢を 彼らの 上に 使う。 

24 彼らは 飢えの ために 力尽き， 燃える 
熱病 によって 食い尽くされる。 
また， 苦い 滅びに よっても。 
そして， 獣の 歯を 彼らの 上に 送り， 
塵に まろぶ 爬虫類の 毒液を それ 

そ  1 サ 1 

に 添える。 

こ がい  つるぎ （シ） 

25 戸外では 剣が， 

屋内では 不意の 恐怖が 彼 ら から 

孽ぃ 4 1， 

@ もの  おとめ  (« 

#し焱 み 拳を もし 白ら i の 箸を も!^。 
26 わたしは 言うべき であった， 「彼ら 
を 離散 させ， 

彼らに ついて 語る ことを 死す ベ 

にんげん  た  （チ） 

き 人間の 中から 絶やそう」 と。 
27 そうしなかった のは， 敵す る 者に よ 

るいら 立たし さ を 恐れた ため 

[ッ） 

であった。 

彼ら に 敵対す る 者た ちが それを 

と  ちが  （テ} 

取り違える こ とのない ため， 

われわれ  まさ  (H 

「我々 の 手が 勝って いた。 

エホバが この すべてを 行なった 

[ナ）  い 

のでは ない」 などと 言う こと 
のない ためであった。 

かれ  しりょ  ほろ  つ  こくみん 

28 彼らは 思慮の 滅び 尽きる 国民で 

あぶ， 
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オ レビ 26:24 


キ申 28:53 
ク申 28:22 
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申 28:25 
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ルカ 21:24 
チ 申 9:14 


ツサ I 12:22 
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詩 140:8 
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彼らのう ちに 悟り はない。 

29 ああ， 彼らが 賢かった なら！ そう 

したら， 彼らは この ことを 熟考 

[ゥ） 

す るであろう。 

のち  く  みず か  お 

後に 来る 自らの 終わりに ついて 
考察す るであろう。 

ひとり  ついせき 

30 どうして 一人が 一千を 追跡し， 
二人が 一万を 敗走 させ 得よう。 
岩なる 者が それを 売り渡し， 

エホバが それを 引き渡し たので 
ないかぎ り。 

31 彼らの 岩なる 者は わたしたちの 豈な 
る 者の ようでは ない ので ある。 
実に， わたした ちの 敵が 決定を 下 

(ク】 

す 者と なって いる。 

32 彼らの ぶどうの 木は ソ ドムの ぶ ど 
うの 木から， 

また ゴ モラの 段丘から 来た。 
彼らの ぶどうは 毒ぶ どう， 

ふさ  にが W 

その 房は 苦い。 

33 彼らの ぶどう酒は 大 へびの 毒液， 
また コブラの 無情な 毒。 

たく わ  お 

34 それは わたしの もとに 蓄え 置かれ 
ている のでは ないか。 

封印を 付され てわた しの 倉の 

[シ） 

中に。 

ふく  おうほう 

35 復 しゅうは わたしの もの， また 応報 

くわ  [ス1 

を 加える こと も。 

定めの 時に 彼らの 足は よろめき 

(t) 

彼らの の 日は 1,， 

ようい  ことがら 

彼らの ために 用意され た 事柄は 

いそ  [夕） 

急ぎ 行く ので ある』。 
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36 エホバは ご 自分の 民を 裁き， 

ご 自分の 僕たちに ついて 悔やま 
れ るので ある。 

支えと なる ものが うせ， 

無力で 無用な 者 だけが いるのを 
ご覧になる からで ある。 

37 そして 必ずこう 言われる。 『彼ら 
の 神々 は どこに いるの か。 
彼らが 避け 所を 求めた その 岩は， 
38 彼らの 犠牲の 脂肪を 食べ， 

飲み物の 捧げ物の ぶどう酒を 飲 
ん でいた 者たち は。 

彼らを 立たせて， あ なた 方を 助けさ 
せ i' 

彼らを あなた 方の 隠 れ場 となら 
せて みよ。 

39 今 こそ 見よ， わたし， この わたしが 

もの  W 

その 者で ある。 

かみがみ  [コ） 

わたしの もとに 神々 はいない。 
わたしは 死に 至らせ， また 生かす 
こと もす る。 

わたしは いたく 傷つけた。 そして 
この わた しが それを いやす。 
わた しの 手から 奪い取る 者は い 

(i?) 

ない。 

40 わたしは 手を 天に 上げて [誓い]， 
「定めの ない 時まで わた しが 生き 
る ごとく」 とまさに 言う。 

41 わたしが 自分の きらめく 剣を まさ 
しく  wl， 

わた しの 手が 裁きを 執る とき， 
わたしは 自分の 敵対 者たち に復 しゅ 

ぅこ 

はげ  にく  もの  おう 

わたしを 激しく 憎む 者たち に応 
報す るので ある。 
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セ 民 2 


42 わた しは 自分の 矢を 血で 陶酔させる， 
わたしの 剣が 肉を 食らう 間に。 
打ち殺された 者と 捕らわれた 者た 
ちの 血で， 

敵の 指導者た ちの 頭を もって』。 
43 諸国 民よ， [迚] の 民と 共に 喜べ。 
[拽] は その 僕たちの 血の 復 しゅ 
うを される からで ある。 

ご 自分の 敵対 i たちに 報復し， 

ご 自分の 民の 地の ために 贖罪を 
行なわれ るので ある」。 

44 こうして モー セは， すなわち 彼 
と ヌンの 子 ホ シェアとは， 来て， この 
歌の すべての 言葉を 民の 聞 くと ころで 
語った。 45 モー セは， これらの すべ 
ての 詈 葉を 全 イスラエルに 語り 終えて 
後，  46 彼らに 対して さらにこう 言っ 
た。 「わたしが 今日 警告と して 話して 
いるすべ ての 晉 葉に あなた 方の。 心を 用 

M  じ ぶん  めい 

いなさい。 あなた 方が 自分の 子ら に 命 
じ， 注意して この 律法の すべての 言葉 
を 守り 行なわせる ためで ある。 47 そ 
れ は， あなた 方に とって 無価値な 言葉 
ではない。 あなた 方の 命を 意味し， あ 
なた 方は その 言葉に より， ヨルダンを 
渡っ て行っ て 取得す る 地で _ 分の [命 
の] 日を 長く する ので ある」。 

48 次いで エホバは その 同じ 日に モー 
セに 話して こう 言われた。 49 「アパリ 
ム のこの 山， ネボ 山に 上りなさい。 そ 
れはモ アブの 地に あって， エリコに 面 
している。 そして， わたしが イス ラエ 
ルの 子ら の 所有と して 与える カナンの 
地を 見なさい。  50 そして あなたは， 

夕創 10:19; 創 1シ18; ヨシ 1:3。 
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上って 行く その 山で 死に， 自分の 民の も 
とに 集められる ように。 あなたの 兄弟 
ア ロンが ホル 山で 死んで その 民の もと 
に 集められ たのと 同じように。  51 こ 
れ は， チンの 荒野に ある カデシュの メ 
リバの 水のと ころで， あなた 方が イス 
ラエルの 子ら の 中に あって わた しへの 
忠 順に 背く 行動を したから である。 あ 
な た 方が イス ラエ ルの 子ら の 中で わた 
しを 神聖な ものと しなかった からで あ 
る。 52 あなたは 遠くから その 地を 見 
るが， わたしが イスラエルの 子ら に 与 
える 地に 行って そこに 入る ことは ない 
ので ある」。 

さて， これは， [まことの] 裡の 
人 モー セが 死ぬ 前に イス ラエル 
の 子ら を 祝福した その 祝福の ことばで 
ある。 2 彼は こう 言った ので ある。 

「エホバが シ ナイから 進んで 来ら 

(ヶ） 

れ た。 

セイ ルから 彼らの 前に 現われ出 

(コ） 

られ た。 

パランの 山地から 輝き 出， 

その もとには 聖 なる 巨万 [の 軍] が 

ぁ ぶ， 

その 右には それに 属する 戦士た 

ちがい^1。 

また ご 自分の 民を 慈 しんで おら 

[せ） 

れ た。 

彼らの 聖 なる 者は 皆 あなたの み 

(V] 

手に ある。 

そ して 彼らは ，あなたの 足 もと に 身 
を 横たえ， 

あなたの み 言葉を 受ける ように 

{チ） 

なった。 


3 
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4  (モー セは 律法を 命令と して わたし 
たちの 上に 置いた。 

それは ヤコ ブの 会衆の 所有と 

[ィ） 

なった。） 

5 そして [神] は エシュ ルンの 中で 王 
となられ た。 

民の 頭た ち， イスラ エル 諸 部族の 
総員が 集ま っ た 時に。 

6 ル ベンは 生きて， 死に絶える ことの 
ないように。 

その 男たち は 少な くなる ことの 
[ない] ように」。 

7 また， これは ユダへの [祝福の こと 
ば] であり， 彼は 続いて こう 言った。 
「エホバよ， お聞きく ださい， ユダ 
の 声を。 

彼を その 民のと ころに 連れて来 
てくだ さるよう に。 

その 両腕は 自分に 属する ものの た 

たたか 

めに 闘った。 

てき たい  もの  たす 

彼に 敵対す る 者たち から 助け 
出す 者と なって くださる よ 

[コ 1 

うに」 0 

8 また， レビに ついて 彼は こう 言った。 
「あなたの トン ミムと ウ リムは あな 

ちゅうせつ  W  ぞく 

たに 忠節な 人に 属して いる。 
あなたは その 人を マッ サ におい 

ため  m 

て 試された。 

メ リバの 水の そばで 彼と 闘われ 

_  【V) 

るよう になった。 

9 自分の 父と 母に， 『わたしは それを 
見なかった』 と 言った 人。 
自分の 兄弟たち を さえ 彼は 認 
め'#， 

自分の 肩 序 ■たちを も 知らなかった。 
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またえ り 抜きの ものである 太陰 
の 月々 の 産出 物を もって。 

15 東の 山々 からの 最良の 物を もって， 
ま た 定めな く 保つ 丘 か らの えり 
抜きの ものを もって。 

16 地と そこに 満ちる ものからの えり 
抜きの ものを もって， 

そして， いばらの 茂みの 中に とど 
まる 方からの 是認を もって。 
それらが ヨセフの 頭に， 

その 兄弟たち の 中からより 出さ 
れた 者の 頭の 頂に 臨む ように。 
17 彼の 光輝は 雄牛の 初子の ようで 

ぁぶ， 

彼の 角は 野牛の 角で ある。 

それを もって 彼は もろもろの 民を 

その すべてを 地の果てにまで も。 
それは エフ ライムの 幾 万， 

マナ セの 幾千で ある」。 

18 また， ゼ ブルンに ついて こう 

い  M 

言った。 

「歓 べゼ ブルンよ， あなたの 出て 行 
くと き A 

また イッ サカ ルよ， あなたの 天幕 

[ス） 

の 中で。 

19 彼らは もろもろの 民を 山へ 呼ぶ。 
そこで 彼らは 義の いけにえを 犠 
牲 として ささげる。 

彼らは 海の 満ち あふれる 富を 吸う 

(V) 

からで ある。 

また 砂の 中の 隠された 蓄えを」。 
20 また， ガド について こう 言った。 
「ガ ドの 境界を 広く する のは 祝福 さ 

もの 

れた 者。 


彼らは あなたの 言われた こ とを 


あなたの 契約を 守り 続けた。 

10 彼らは ヤコブに あなたの 司法 上の 
定めを 論し， 

イスラ エルに あなたの 律法を [教 

[エ） 

える] ように。 

彼らは あなたの 鼻孔の 前 に 香を さ 

げ％ を ぁなたの 絜 1 に 
[差し出す] ように。 

11 エホバよ， 彼の 活力を 祝福して くだ 

さ こ、。 

その 手の 働きに 喜びを 示され ま 

[ク） 

すよう に。 

彼に 敵して 起こ り 立つ 者たち の 腰 
をいた く 傷つけて ください。 
そして， 彼を 激しく 憎む 者たち に 
ついても。 彼らが 起こり 立つ 
こ とのない ように」。 

12 ベニヤ ミ ン につ L 、ては こう 言った。 
「エホバの 愛された 者は その 傍らに 
安らかに とどまれ。 

終日 これを 保護して くださる。 
彼は その 両 肩の 間にと どまる よ 

(V) 

うに」。 

13 また， ヨセフに ついて こう 言った 0 

「彼の 土地は 絶えず エホバ か ら 祝福 

m 

される ように。 

天の えり 抜きの ものである 露を 
もって， 

ま た 下に 横たわる 水の 深みを 
もって 0 

14 えり 抜きの ものである 太陽の 産物 
を もって， 
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。 神は 隠れ％ 
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その 下には 定めな く 保つ み 腕が 

(7) 

ある 0 

そ して [拽] は あなたの 前から 敵を 

舟ち H 

『[これを] 滅ぼし 尽くせ！』 と 言 

【ゥ） 

われる。 

28 そして イスラエルは 安らかに 住み, 
ヤコ ブの 泉は た だ 独り 保つ。 
穀物と 新しい ぶどう酒の 地の 上に。 
そうだ， その 天は 露を 滴らす。 

さい わ  もの (ク） 

29 イスラエルよ， あなたは 幸いな 者！ 
だ れか あなたの ような 者が いる 
だろう ぶ1。 

エホバに あっ て 救いを 享受す 

たみ [コ） 

る苠。 

それは あなたの 助けと なる 盾， 
あなたの 卓 逸した 剣なる 方。 

こう して 敵は あなたの 前に 身を す 

くぶ， 

あなたは 彼らの 高き 所を 踏みつ 
ける」。 

〇  A 次いで モー セは， モ アブの 砂、 
^ 辭 i から ネボ DK1， ピ スガの 

いただき のぼ  い  （夕】 

頂へ 上って 行った。 それは エリコに 

めん  いち  w  かれ 

面する 位置に ある。 そして エホバは 彼 
に その 全地を 見せて ゆかれた。 すな わ 
ち， ギレアデを ダンに 至る まで， 2 ま 
た 全 ナフタリ， エフ ライムと マナ セの 
地， そして ユダの 全土を 西の 海に 至る 
ま士， 3 さらに， ネゲブと “ [ヨルダ 
ン] 地域”， やしの 木の 都市で ある エリ 

[二） たに  へいげん  W  いた 

コの谷 あい 平原を ゾアルに 至る までで 
ある 0 
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彼は ライオン のように 住み， 

腕を も， その 頭の 頂を も かき 裂 
かずには おかない。 

21 そして 彼は 自分の ために 第一のと 
ころを 選び 取る。 

そこに 法令 授与 者からの 割り 当 
て 分が 取り 置かれて いるの だ。 
そして， 民の 頭たち が 集い 寄る。 
エホバの 義を 彼は 必ず 執行し， 

その 司法 上の 定めを イスラエル 
に [行なう]」。 

22 また， ダンに ついて こう 言った。 
「ダンは ライオンの 子。 

彼は バシャ ン から 躍り 出 4」。 

23 また， ナフタリ について こう 

い  （ ク） 

5 った〇 

「ナフタリ は 是認に 満ち足り， 
エホバからの 祝福に 満ちて いる。 
西と 南と を 必ず 耳 J 得せよ」。 

24 そして， ア シェルに ついて こう 

い  (3) 

日っ た 0 

「ア シェルは 子ら を もって 祝福され 

[サ） 

ている。 

彼は その 兄弟たち の 是認す る 者 

トン） 

となれ。 

そ して， 足を 油に 浸す 者と [なれ]。 
25 鉄と 銅が あなたの 門の 錠前。 

その ゆったり した 歩みは あなた 
の 日数に 応じた もの。 

26 エシュ ルンの [まことの]# のよう 
な 方は いない。 

天を 乗り 進んで あなたを 助け， 

雲の 空を 進んで その 卓 逸 性を 示 

(ッ） 

される。 

27 いにしえからの 神は 隠れ 場で あり， 
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4 そして エホバは 彼に こう 言われた。 
「これが， わた しが アブラハム， イサク， 
ヤコブに 誓って， 『あなたの 胤に 与え 
る』 と 言った その 土地で ある。 わたし 
は あなたが 自分の 目で それを 見る よう 
にした。 あなたは そこに 渡って は 行か 
ないから である」。 

5 その後， エホバの 僕 モー セは， エホ 
パの 指示のと おり ，その モ アブの 地で 死 
ん だ。 6 そして [裡] は， べ卜 •ぺ オルに 
面す る モア ブの 地の 谷に こ れを 葬った。 
今日に 至る まで 彼の 墓を 知っている 者 
はいない。 7 そ して， モー セは， 死ん 
だとき 百 二十歳であった。 その 目は か 
すまず， その 生気は 失われて いなか っ 
た。  8 そして イスラエルの 子ら は， モ 
アブの 砂漠 平原で， モー セの ために 三十 
日 泣き 悲しんだ。 ようやく モー セの た 
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めの 喪の 泣き 悲 しみの 日 々は 終わった。 

9 さて， ヌン の子ヨ シュアは 知恵 
の 霊に 満ちて いた。 モー セが 手を 彼の 
上に 置いた からで ある。 そして， イス 
ラエルの 子ら は 彼に 聴き 従い， エホバ 
が モー セに 命じた とおり に 行なって 
いった。 10 しかし， エホバが 顔と 
顔を合わせて 知 った モー セの よう な預 
言 者は いまだ イスラエルに 起きて いな 
い。 11 エホバが 彼を 遣わして， エ 
ジプ トの 地で ファラオと そのす ベての 
僕と その 全土に 対して 行なわせた すべ 
ての しるしと 奇跡， 12 また モー セ 
が 全 イスラエルの 目の前で 示した す 
ベての 強い 手と 大いに 畏敬す べきす 
ベての 事柄の 点で [彼に 並ぶ 者は いな 
かっ た]。 

才申 18:15; 使徒 3:22; 使徒 7:37; 力 申 4:34; 詩 78:43; 
キ出 3:19; 申 26:8; ルカ 24:19。 


ヨ シュア 記 

1 エホバの 僕 モー セの 死後の こと， 第 1 章 全土， また 日の 沈む ほうの“ 大海，， ま 
丄 エホバは ，モー セの 奉仕者で あっ 7 だは でが あなた 方の 領地と なる。 5 あなた 

(ィ）  い  イ申 31:14  いのち  かぎ  まえ 

た， ヌ ン の子ヨ シュアに こう 言われた。 ゥ * 地5  の 命の 日の 限り だれも あなたの 前に 立 

しもべ  し  （ゥ）  丄民 27:21  む  もの  （ゥ） 

2 「わたしの 僕 モー セは 死んだ。 それ 才以ぼ 4 ち 向かう 者は いない。 わたしは， モー 

いま  たみ  み  とも  おな 

で 今， あなたと このす ベての 民は， 身 - セ と共にいた と同じように， あなたと 

を 起こして この ヨルダンを 渡り， わた 7S~：29  も 共に いる。 わたしは あなたを 見捨て 
しが 彼らに， すなわち イスラエルの 子 ^ たり， 全く 見放したり はしない。 6 勇 

あた  とち  W  出 23:31  き  つよ  ⑽ 

らに 与える 土地に 入りなさい。  3 す 民 34:3  気を 出し， 強く ありなさい。 あなたが 
ベて あなた 方の 足の裏が 踏む 所， わた ゥ| シ 7 ふ5:4 この 民に その 土地を， すなわち わたし 

やくそく  ^  c  ふそ  あた  ちか  ところ (キ] 

しは それを， モー セに 約束した とおり  ^8-31 が 父祖たち に 与える ことを 誓った 所を 

必ず あなた 方に 与える。 4 荒野と この シ 3:7  受け継がせ るからで ある。 

がわ 才申 31:6  ゆうき  つよ 

レバノンから， 大 川， ユーフラテス川 7 「ただ 勇気を 出し， 大いに 強く あ 

しん  申 31*^3  - 

に 至る まで， すなわち ヒ ツタイ ト 人の 詩 27:14 キ創 12:7; 創 15:18; 創 26:3; ク民 34:17。 


357  律法の 書を 小声で 読む ように  ヨ シュア 1:8 — 2:2 

りなさい。 注意して， わたしの 僕モー 第1 章 にと どまって いる。 しかし， あなた 方 
セが あなたに 命じた すべての 律法のと 7 *  31:7  男子は 戦闘 隊形を 組んで， あなた 方の 
おりに 行なうた めで ある。 それから 右  *  28:14 兄弟たち すなわち 勇敢な 力 ある 者たち 
にも 左に も それて はいけ ない。 どこに すべての 前を 渡って 行き， これを 助け 
行っても あなたが 賢く 行動す るた めで ェミ =14 なければ ならない。 15 エホバが あな 
ある。 8 この 律法の 書が あなたの ロ ォ *i7:i9  た 方と 同じように 兄弟たち にも 休みを 
から 離れて はいけ ない。 あなたは それ  与え， あなた 方の 进 エホバが 与えて く 

を 昼も夜も 小声で 読まなければ ならな 22:13 ださる 土地を 彼ら もまた 取得した 時に 
い。 注意して そこに 記されて いるすべ +*31：?  初めて， あなた 方は 自分の 保有す る 土 

おこ  ク申 31:8  もど 

ての ことを そのと おりに 行なうた めで ョシ8 け 地に 戻り， それを， すなわち エホバの 

(才 1  じ ぶん  みち  /r 屮 oq. 〇7  しもべ  がわ 

ある。 そうすれば あなたは 自分の 道を  SSf  僕 モー セが ヨルダンの 日の出の 側で あ 
成功 させ， 賢く 行動で きる からで ある。 なた 方に 与えた 所を 取得す る ことに 
9 わたしは あなたに 命じなかった だろ  3'>3：2 な 4』」。 

うか。 勇気を 出し， 強く ありなさい。 ョシ22:2  16 それに 対し 彼らは ヨ シュアに 答え 

うろたえたり， おびえた りして はいけ 第二 欄 て 言った， 「あなたの 命じた ことは みな 
ない。 あなたが どこに 行こうと も， あな ァ 串3: 巧  行ないます。 どこへ でも あなたが 遣わ 
たの# エホバが 共に いるから である」。 ョシ13:8 す 所へ わたしたちは 参ります。 17 わ 
10 そこで ヨ シュアは 民の つかさたち  民32: 2i たしたち はすべ ての 事に ついて モー セ 

めい  い  しゅくえい  とお  *  3:18  き  したが  おな 

に 命じて 言った， 11 「宿営の 中を 通り， ゥ民 1:3  に 聴き 従いました が， 同じよう にあな 

民に 命じて こう 言いなさい。 『あなた たに も 従います。 ただ あなたの® エホ 
方の ために 食糧を 整える ように。 三日  |  l2；2f  パが， モー セと 共に おられた と 同じよ 
後に あなた 方は この ヨルダンを 渡って 才 民32 品 う 土， あなたと も 共に いてく ださい ま 
行き， あなた 方の 拽 エホバが 与えて 取 ヵョシ 22:4 すよう に。 18 あなたの 指示に 背く 振 
得させて くださる 土地に 入って それを キ， $ぽ17 る 舞いを し， あなたが 命じる すべての 
取得す る ことになるからで ある』」。  ク 民27: 2〇 事に 関して その 言葉に 聴き 従わない 者 
12 また， ル ベン 人と ガド人 および ヶサ 116:18 はみ な 赤に 処 せられます。 ただ 勇気を 
マナ セの 半部族に 対して ヨ シュアは こ こ1 持ち， 強く あってく ださい」。 

い  しもべ  コサ1  のち  ふたり 

う 言った。 13 「エホバの 僕 モー セが  €% その後 ヌン の子ヨ シュアは 二人の 

あなた 方に 命じた 言葉を 覚えて おくよ サ 申！7 ⑴  ^ 者を 斥候と して シッ テムから ひそ 

{ サ）  ぃ  サ1 11:12  ぉく  ぃ  ぃ 

うに。 こう 言いました。 『あなた 方の シ _31:7  かに 送り出して， こう 言った。 「行っ 

裡 エホバは あなた 方に 休みを 与えて お _ て， その 地と エリコと を 見て きな さ 

られ る。 この 地を あなた 方に お与えに  m2m  い」。 そこで 彼らは 行って， その 名を ラ 
なった。 14 あなた 方の 妻たち， 幼い ス SSJ9 ハ士 という 遊女の 家に 着き， そこに 宿 
者たち， また 畜類は， ヨルダン のこち セ g ぼ を 取った。 2 やがて， エリコの 王に こ 
ら 側で モー セが あなた 方に 与えた 土地  ?  n  2!^ う 伝えられた。 「ご覧く ださい！ イ 
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もの  ち 

スラ エルの 子ら の 者たち が， この 地を 第2 章  くじかれて いるので す。 10 というの 
探ろうと して 今夜 ここに 入って 来 まし 75Jn1o!s は， あなた 方が エジプトを 出た 時 エホ 

き  まえ  こうかい  ほ 

た」。 3 それを 聞いて エリコの 王は ラ  < ネ、 13:19 バ が あなた 方の 前から 紅海の 水を 干さ 
ハブの もとに 人を 遣わして， こう 言っ 。2:。 れ たこと を 聞いた からです。 そして， 
た。 「あなたの ところに 来た 男たち， ヨルダンの 向こう側 にいた ア モリ 人の 
あなたの 家に 入った 者たち を 連れ出し x 裁 3:28  二人の 王， シ ホンと オグ に対して あな 

なさい。 この 地を くまなく 探ろうと し 胃12 :5  た 方が 行なった 事に ついても [聞き ま 

て 彼らは やって来 たの だ」。  "SSls した]。 あなた 方は これを 滅びの ため 

4 その 間に 女は その 二人を 連れて  にさ さげました。 11 その 事に ついて 

行って 隠れさせ ていた。 こうして 後に ^*  2:257 聞く と， わたしたちの 心は 溶けて ゆき， 

彼女は 言った， 「そうです， その 男た _ あなた 方の ゆえに だれもい まだ 霊を 奮 

ちなら 確かに わたしの ところに やって  m~m  い 立たせて いません。 あなた 方の 裡エ 
来ました。 でも わたしは， それが どこ 7  3^  ホバ は， 上の 天に おいても 下の 地に お 

もの  し  詩 112:10  (ク】 

から 来た 者な のか 知りませんでした。  いても まさしく® なのです。 12 です 

5 そして， 暗く なって 門を 閉じる ころ  * 15:143 から 今， エホバに かけて どうか 誓って 
に， その 男たち は 出て 行きました。 そ  3'>9:9  ください。 わたしは あなた 方に 愛 ある 
の 人たち が どこに 行った か， わたしは ゥ 忠 親切を 示しました から， あなた 方 も わ 
全く もりません。 すぐに 追い かけて く  XS21;34 たしの 父の 家の 者たち に 必ず 愛 ある 親 
ださい。 追いつける でしょう」。 6  (だ  t ン 31:1。 切を 示して くださる， と。 そして， ぜ 

かのじょ  おくじょう (ゥ 1 つ  詩 135:11  しんらい  [サ） あた 

が， 彼女は その ふたりを 屋上に 連れ  ひと も 信頼で きる しるしを 与えて くだ 

て 行って いた。 自分の ため 屋上に 並べ ^^  27:29 さい。 13 そして， ぜひとも わたしの 
た 亜麻の 茎の 間に 彼らを 潜ませて 見え a39  5:1 父， 母， 兄弟たち， 姉妹たち， また そ 
ないように したので ある 〇)  7 そこで**15 :15 れに 属する すべての 者を 生き長らえさ 
人々 は ヨルダンの 渡り 場の 方角に 彼ら ク =n4 ぼ 6  せて ください。 わたしたちの 魂を 死 か 
を 追って 行った。 追い かける 者たち が  S  ら 救い出して くださらなければ なり ま 

出て 行く とすぐ に 門は 閉められた。  せん」。 

8 一方 その ふたりが まだ 横に なれな 1〇：20  14 それに 対し その 人々 は 彼女に 言っ 

いうちであった が， 彼女が 屋上の その た， 「わたしたちの 魂が あなた 方に 代 
ふたりの ところに 上って 来た。  9 そ サ ラシ12 ば 8 わって 死ぬべき 事です！ もし わたし 
う して 彼女は その 人々 にこう 言った。 ^  たちの この 件を あなた 方が 話さな けれ 

「わたしは はっきり 分かります。 エホ / 6:2 ば， エホバが この 地を わたしたちに 与 
バ はこの 地を 必ず あなた 方に お与えに ^3，>6：23 えてく ださる 際には， わたしたち も必 
なります。 あなた 方に 対する 非常な 怖 ず あなたに 愛 ある 親切と 信頼性と を 示 

のぞ W  す  [ソ）  かのじょ 

れ がわた したち に 臨み， この 地に 住む vgtl:24  します」。 15 そのの ち 彼女は ふたりを 
すべての 民は あなた 方の ために 意気を  VAo'm 縄で 窓から 降りさせた。 彼女の 家は 城 
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壁の 側面に あり， 城壁の 上に 彼女は 住ん 第2 章 の緋 色の 綱を 窓に 結んだ。 22 そこで 
でいた ので ある 0 16 そうして 彼女は 7 ヘプ11 :31 彼らは 進んで 行って 山地に 着き， 跡を 
ふた りに 言った， 「 山地に 行って くだ  追う 者たち が戻っ て 来る ま で そこ に 三 

さい。 跡を 追う 者たち に 会わない よう ィ 民3 〇:2  日間と どまった 0 跡を 追う 者たち の ほ 
にす るので す。 そこに 三日 隠れて いな  うはす ベての 道路で 彼らを 捜した が， 見 

ければ なりません。 跡を 追って 行った 。 つける ことができなかった。 23 その 

人たち が fc って 桑る までです 。その後， ェス8:6  - -、…一一“  「…一 

あなた 方の 方向に 行ける で しょ う」。 

17 それに 対して その 人々 は 言った， ヱ 民35:26 
「あなたが 誓わせた この 誓いに 関して わ 

ざいか  （ィ） 

たしたち に 罪科はありません。 18 見 ^>2:14 

なさい， わたしたち はこの 地に 入って - 

来ます。 緋 糸で できた この 綱を， わた  m~m 
したち を 降りさせ たこの 窓に 結んで お ^  3->36：2 
き， あなたの 父と 母と 兄弟たち， あな ホへ9 :24 
たの 父の 家の すべての 者を， この 家の 
中の あなたの ところに 集めて おくよう ィ出 15:15 
にして ください 0 19 そして， だれで  ^シ 2:11 

も あなたの 家の 戸口の 外に 出る 者が い _ 

れ (i、， その 者の 血は 自らの 頭に 帰す る 第3 章 
ことになります。 わたしたちに 罪科は 
ありません。 すべて あなたと 共に 家の 
中に とどまって いる 者に ついては， そ  こう 言った。 「あなた 方の® エホバの 

の 者に もしも 手の 加えられる ことがあ  契約の 箱， そして 祭司で ある レビ 人が 

れ ば， その 者の 血は わたしたちの 頭に  それを 担って いるのを 見たら， その 時 

帰します。 20 そして， わたしたちの ォミ）;^  あなた 方は 自分の 所から 旅立つ。 その後 

この 件を あなたが もし 通報す るよう な  i：io に 従って 行かなければ ならない。 4 —た 

ことがあれば， わたしたちの ほう も，  だし， あなた 方と それとの 間に， 測っ 

あなたが 誓わせた あなたに 対する この _  4:15  て 約 二 千 キュビ トの 距離を 置く ように。 

誓いに 関 して 罪科の な い 者と なる ので  それに 近寄って はいけ ない一 あなた 

す」。 21 すると 彼女は 言った， 「あ  方が 自分の 行くべき 道を 知る ためで あ 

なた 方の 言われた とおりになります よ  る。 あなた 方は これまでに 渡って その 

キ出 19:12  い 

うに」。  道を 行った ことがない からで ある」。 

こうして 彼女は ふたりを 送り出し， ふ  5 それから ヨ シュアは 民に 言った， 

たりは 出て 行った。 そのの ち 彼女は そ ^ 「自分を 神聖な ものと しなさい。 エホ 


後: その— 人は 冉 •ひ 山地を 卜り， L 川を」 
渡って ヌ ン の子ヨ シュアの もとに 来た。 
そして， 自分たち に 起きた すべての 事 
を 彼に 話して いった。 24 そして 彼ら 
はヨ シュアに さらにこう 言った。 「エ 
ホバは その 全土を わた したち の 手に お 
与えに なりました。 そのため， その 地 
に 住む すべての 民は わた したち の ゆえ 
に 意気を く じ かれても います」。 

〇 そこで ヨ シュアは 朝早く 起きた。 
° そして 彼と イスラエルの すべての 
子ら はシッ テムを 旅 i ってヨ ル ダン ま 
で 来た。 彼らは それを 渡る 前に そこで 
夜を 過ごす ことにした。 

2 こうして 三日の 終わりに， つかさ 
たちは: il 営の 中を 通り， 3 民に 命じて 
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パは 明日， あなた 方の 中で 驚嘆すべき 第3 章 来る その 水は 断たれ， それは 一つの せ 
事を 行なわれ るから です」。  7%nl きをな して 静止す る ことにな ります」。 

6 その後 ヨ シュアは 祭司たち にこう "  14 そこで， ヨルダンを 渡る に 先立っ 

言った。 「契約の 箱を 担いで， 民の 前  ^4:15  て 民は _分 たちの 天幕から 旅立ち， 祭 

とお  かれ  し  けいやく  はこ  にな  [ィ）  まえ 

を 通りなさい」。 それで 彼らは 契約の ゥ ョシ4: M 司たち は 契約の 箱を 担いつつ 民の 前を 
箱を 担いで 民の 前を 行った。  行った が， 15 箱を 担う 者たち がヨル 

7 次いで エホバは ヨ シュアに こう 言 才#31:8  ダンまで 来て， 趙を 担う その 祭司たち 

われた。 「この 日から わたしは あなた  の 足が 水の きわに つかる と （ヨルダン 

ぜん  もの  しゅうかくき  あいだ  きし いったい 

を 全 イス ラエルの 目 に大 いなる 者と し ヵョシ 1:18 は 収穫期の 間 じゅう その 岸 一帯に あ ふ 

[ゥ 1  とも  [ゥ）  とき 

て ゆく。 わたしが モー セ と共にい たと キョシ3 :i7 れ わたるので ある）， 16 その 時す ぐ， 
同じように あなたと も 共に いる ことを ク*!7;〖„ 上流から 下って 来る 水は 止まりは じ 

かれ  し  ヒヒ u  5  とぉ  « 

彼らが 知る ためで ある。 8 そして あな  J ば。 めた。 それは ずっと 遠く， ツァレ タン 
たは， 契約の 箱を 担う 祭司たち に 命じ ヶ出 3:8  の そばの 都市 アダムの ところで 一つの 

てこう 言うべき である。 『ヨルダンの  5  24:1  せきと なって 盛り上がり， 一方 アラバ 
水の きわにまで 来たら， あなた 方は そ ゼ ヵ4:14 の 海， “ 塩の 海，， に 向かって 下る [水] 
の ヨルダンの 中に 立ち止ま るよう (i』」。 コョシ4 :2 はかれた ので ある。 それは 断たれ， 民 
9 それで ヨ シュアは イスラエルの 第二 欄 は エリコに 面する 所を 渡って 行った。 
子ら にさら に 言った， 「ここに 近寄 っ ァ 17 その 間， エホバの 契約の 箱を 担う 
て， あなた 方の® エホバの 言葉を 聴き ^^25:10 祭司たち は ヨルダンの 中 ほどの 乾いた 
なさい」。 10 それから ヨ シュアは こう  SS  7:5s 地面に 不動の 姿勢で 立ちつ づけ， その 

い  がた  し  あいだ ぜん  わた 

言った。 「これに よって あなた 方は 知 ゥョシ 4:18 間に 全 イスラエルは 乾いた 地面を 渡っ 
るでしょう。 すなわち， 生ける# が あ  て 行き， ついに 国民 全体が ヨルダンを 

W  じ/^  エ王 I  7:46 

なた 方の 中に おられ， カナン 人， ヒッ  渡り きった。 

オ ヨシ 3: 13  -  くみん ぜんたい  わた 

タイ ト 人， ヒビ 人， ベリジ 人， ギ ルガ ^fJ14：,  A そして， 国民 全体が ヨルダンを 渡 
シ 人， ア モリ 人， エ ブス 人を あなた 方  5  3:17  ^ りきる と， つづいて エホバは ヨ 

の 前から 必ず 打ち払って くださる こと  3->  12:3 シュアに こう 言われた。 2 「あなた 方 

(ヶ]  ぜんち  しゅ  かた  キヨシ 4:3  たみ  かくぶ ぞく 

を。 11 見なさい， 全地の 主なる 方の  a  2:8  のために 民の 中から 十二 人， 各部 族 か 
契約の 箱が あなた 方の 前を 通って ヨル ク 詩6^  ら 一人ず つを 選び 取り，  3 その 人々 
ダンに 入って 行きます。 12 それで 今， 第 d 音 に 命じて 言いなさい， 『あなた 方の た 

がた  ぶぞく  ま  さいし 

あなた 方の ため， イスラエルの 部族の ヶ民 14:29 め， ヨルダンの 真ん中， 祭司たち の 足 
中から 十二 人， 各部 族の ために 一人ず  S  26:65  が 動かずに 立っ ていた 場所から 十二 個 
つを 選び 取りなさい。 13 そして， 全コ3 シ 3:12 の 石を 取りなさい。 それを 運んで 行っ 
地の 主なる エホバの 箱を 担う 祭司たち サ 3 シ 3:17 て， あなたが 今夜 宿る その 宿り 場に 置 
の 足の裏が ヨルダンの 水の 中に とどま 4 27:2  くように』」。 

る や， ヨルダンの 水， 上流から 下って 4 それから ヨ シュアは， イスラエル 
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じ ぶん  にんめい  (7)  わた  たみ 

の 子ら の 中から 自分が 任命した 十二 人， 第4 章 を 渡った ので ある。 11 そして， 民の 
各部 族からの 一人ず つを 呼び寄せた。 73 シ 3:12 すべてが 渡りき ると， その後 エホバの 
5 そうして ヨ シュアは 彼らに 言った， ィ ぽ31:45  箱が， そして 祭司たち が 民の 前で 渡っ 
「ヨルダンの 中 ほど， あなた 方の 裡 エホ ゥ出 じ:26 た。 12 また， ル ベンの 子ら とガ ドの 
パの 箱より 先へ 渡って 行き， あなた 方  t>6：4°21 子ら， それに マナ セの 半部族 も， モー 
のた め， イスラエルの 子ら の 部族の 数  ?/38:19 セが 彼らに 述べた とおり， イスラエル 
にしたがって 各々 一つの 石を 自分の 肩 13、>3:13 の 子ら の 見る ところで 戦闘 隊形を 組ん 
に 拾い上げなさい。 6 それを あなた  3'>3：16 で 渡った。 13 軍隊の 装備を した 約 
方の 中で しるしと する ためです。 後に ヰ*  4:9  四 万人が， 戦いの ため， エホバの 前に 
あなた 方の 子ら が 尋ねて， 『どうして 力ぱ7 あって エリコの 砂漠 平原へ と 渡った の 
これらの 石が あるので すか』 と言うと ±i  97  9  である。 

[ゥ）  がた  キ き'27; (2q  ぜん 

きに， 7 あなた 方は， 『ヨルダンの 水  14 その 日 エホバは 全 イスラエルの 目 

が エホバの 契約の 箱の 前から 断たれた クヨシ 3“7 にヨ シュアを 大 いなる 者と された。 彼 
からだ。 それが ヨルダンを 通って 行く  らは モー セに 対して その 一生の あいだ 

ケ士27:2  おそ  いだ  おな 

と， ヨルダンの 水は 断たれた。 それで  *34:9  恐れを 抱いた と同じように， 彼に 対し 

さ だ  とき  いた  も  [力） 

これらの 石は 定めの ない 時に 至る まで コョシ3 山 て も 恐れを 持つ ようになった。 
イスラエルの 子ら に対する 記念と なる サ詩 119:6〇  15 それから エホバは ヨ シュアに こ 

の だ』 と 言わなければ なりません」。  う 言われた。 16 「証の 箱を 担う 祭司 

弟 — 欄  めい 

8 そこで イスラエルの 子ら は そのよ ァョシ 3:8 たちに， ヨルダンから 上がる ように 命 
うにし， ヨ シュアが 命じた とおりに 行  >  じなさい」。 17 それで ヨ シュアは 祭 

なった。 エホバが ヨ シュアに 述べた と づ 3'>1:12 司たち に 命じて， 「ヨルダンから 上が 
おり， ヨルダンの 中 ほどから 十二 個の ゥ だば りなさい」 と 言った。 18 そこで エホ 
石を 取り， イスラエルの 子ら の 部族の ItiJ13:18 パの 契約の 箱を 担う 祭司たち が ヨルダ 
数に 対応 させた。 彼らは それを 宿り i  I シ 32ぼ4 ンの 中から 上がって 来て， 祭司たち の 

たず さ  い  （キ）  お  うら (ヶ） かわ  じめん  ひ 

に 携えて 行って， そこに 置いた。  ^  3i>  g：； 足の裏が 乾いた 地面に 引き上げられる 

9 また， ヨルダンの 中 ほど， 契約の  "/5：7  と， その 時 ヨルダンの 水は 元の 場所に 
箱を 担う 祭司たち の 足が 立った 場所に ^ 14:31 戻りは じめ， 以前と 同じように その 岸 
ヨ シュアが 据えた 十二 個の 石 も あった キ 出25:22  —帯に あふれ わたるので あった。 

こんにち  ところ  たみ  だい  か 

が， それは 今日まで その 所に ある。  ク 民4: is  19 こうして 民は 第一の 月の 十日に 

10 さて， 箱を 担う 祭司たち は， 民 ヶョシ 3:13 ヨルダンから 上がり， エリコの 東の 境 
に 話す よう エホバが ヨ シュアに 命じた 33シ3:15 にある ギルガルに 宿営を 張った。 
事柄が すっかり 成し 終えられ， すべて #3、>  4:3  20 ヨルダンから 取った 十二 個の 石に 

モー セが ヨ シュアに 命じた とおりに な  II 1〇：6 ついては， ヨ シュアは これを ギルガル 

るまで ヨルダンの 中 ほどに 立って い  に 据えた。 21 そうして 彼は イス ラエ 

た。 そうして いる 間に 民は 急いで そこ ルの 子ら にこう 言った。 「後に あなた 
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方の 子ら が 父に 尋ねて， 『これらの 石 
には どういう 意味が あるので すか』 と 
言うならば，  22 その 際 あなた 方は 自 
分の 子ら に 知らせて こう 言わなければ 
なりません。 『イスラエル はこの ヨル 
ダンを 渡った が， それは 乾いた 陸地の 
上であった。 23 その 時 あなた 方の 迚 
エホバは， [民] がそ こを 渡る まで その 
前から ヨ ル ダンの 水を 干 して くださ っ 
た。 あなた 方の 拽 エホバが 紅海に 対し 
て 行なわれ， わたしたちが そこを 渡る 
まで わたしたちの 前から それを 干して 
くださった のと 同じように。  24 これ 
は， 地の あらゆる 民が エホバの み 手を， 
その 強さを 知る ため， あなた 方が あな 
た 方の 迚 エホバを いつも 真に 恐れる た 
めな の だ』」。 

^ さて， ヨルダンの 西側に いた アモ 
U リ人 のす ベての 王たち， また 海ぞ 
いに いた カナン 人の すべての 王たち は， 
エホ バが ヨルダンの 水を イスラエルの 
子ら の 前から 干されて 彼らが ついに そ 
れを 渡った ことを 聞く と， そのて 己、 は 溶 
け 入る のであった。 イスラエルの 子ら 
の ゆえに 彼らには もはや 何の 気力 もな 

{ コ） 

かった。 

2 ちょうど その 時， エホバは ヨシ ュ 
ア にこう 言われた。 「あなたの ために 
火打ち石の 小刀を 作り， イスラエルの 
子ら にもう 一度， 二度目の 割礼を 施し 
なさい」。  3 そこで ヨ シュアは 自分の 
ために 火打ち石の 小刀を 幾つか 作り， 
ギブ アト • ハ アラ ロ トで イスラエルの 
子ら に 割礼を 施した。 4 そして， ヨ 
シュアが その 割礼を 行な っ たのは この 
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出 33:1 
使徒 7:5 
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ような 理由に よるので あった。 すな わ 
ち， エジプトを 出た すべての 民， 男子 
のす ベての 戦 人は， エジプトから 出 
て 来た 際， 荒野の 道の 途中で 死んだ。 
5 出て 来たす ベての 民は 割礼を 受けて 
いたが， エジプトから 出て 来た 際に 荒 
野の 道の 途中で 生まれた すべての 民に 
は 割礼を 施して いなかった。 6 エジ 
プ トを 出た のに エホバの 声に 聴き 従わ 
なか っ た 戦 人の 国民の すべてが その 終 
わりに 至る まで， イスラエルの 子ら は 
荒野を 四十 年 歩いた。 エホバは， わた 
したち に 与える ことを エホバが 父祖た 
ちに 誓った 土地， 乳と 蜜の 流れる 地を， 
その 者たち には 決して 見させな いと 誓 
われた。  7 そして， 彼らの 代わりに 
その子ら を 起こされた。 この 者たち に 
ヨ シュアは 割礼を 施した ので ある。 そ 
れらの 者が 割礼を 受け ていなかった た 
めで あり， 彼らが これに 途中で 割礼を 
施さな かっ たからで ある。 

8 こうして & 民の すべてに 割礼を 施 
し 終えた が， 彼らは 回復す るまで 宿営 
内の 自分の 所に 座して いるので あった。 

9 その 時 エホバは ヨ シュアに こう 言 
われた。 「今日 わたしは エジプトの 恥 
辱を あなた 方から 転がしの けた」。 そ 
のために， その 場所の 名は ギルガルと 
呼ばれる ようになって， 今日に 及んで 
いる。 

10 そして イスラエルの 子ら は その ま 
ま ギルガルに 宿営し， やがて その 月の 
十四日， その 夕方に 過ぎ 越しを 行な っ 
た。 それは エリコの 砂漠 平原で あっ 
た。 11 また 彼らは 過ぎ 越しの 翌日 か 


363  ヨ シュアは 君と 会う。 エリコの 周りを 行進す る  ヨ シュア 5:12—6:10 


ら その 地の 産出 物の 幾らかを 食べる よ 
うに なった。 無 酵母 パンと 炒った 穀物 
とを その 同じ 日に [食べた]。 12 する 
と， 彼らが その 地の 産出 物を 食べた そ 
の 明くる日から マナは 絶え， それ 以後 
イスラエルの 子ら のために マナが 生じ 
る ことはなかった。 こうして 彼らは そ 

の 年に カナ ンの 地の 産物を 食べる よう 

[ゥ） 

になった。 

13 そして， ヨ シュアが ちょうど エ 
リコの そばに いた 時の こと， 目を 上げ 
て 見る と， 自分の 前に ひとりの 人が， 
抜いた 剣を 手に して 立って いた。 それ 
でヨ シュア は その 者に 歩み寄っ てこう 
言った。 「あなたは わた したち の 側に 
います か。 それとも わたしたちに 敵対 
する 者の 側です か」。 14 すると 彼は 
言った， 「いや， この わたしは， エホ 
バの 軍の 君と して 今 ここに 来た」。 そ 
れを 聞いて ヨ シュアは 地に ひれ 伏し， 
その 人に 平伏して こう 言った。 「我が 
主は 僕に 何と 言われる ので しょ うか」。 
15 すると エホバの 軍の 君は ヨ シュア 
に 言った， 「あな たの 足 か ら サン ダル 
を 脱ぎなさい。 あなたが 立って いるの 
は聖 なる 場所 だからで ある」。 すぐに 
ヨ シュアは そのと おりに した。 

さて， エリコは イスラエルの 子ら 
® の ゆえに 固く  [門を] 閉ざして い 
た。 出て 来る 者 も 入って 行く 者 もい な 
かった。 

2 次いで エホバは ヨ シュアに こう 言 
われた。 「見よ， わたしは エリコと そ 
の 王を， その 勇敢な 力 ある 者たち を， あ 
なた の 手に 与えた。 3 それで， あなた 
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がた 戦 人は 皆， その 都 i の 周りを 行進 
しなければ ならない。 その 都市の 周り 
を 一回 まわる。 六日の 間そう する よう 
に。 4 そして， 七 人の 祭司が 雄 羊の 角 
笛 七 本を 携えて 鐘の 前を 行く。 七日 目 
には その 都市の 周りを 七 回 行進し， 祭 
司たち は 角笛を 吹く。 5 そして, 彼ら 
が 雄 羊の 角笛を 鳴らし， あなた 方が そ 
の 角笛の f を 聞く 時に， 民 全員は 大き 
なと きの 声を 上げる ように。 そうすれ 
ば， その 都市の 城壁は 必ず 崩れ落ちる。 
民は 各々 自分の 前を まっすぐに 上って 
行かねば ならない」。 

6 そこで ヌン の子ヨ シュアは 祭司た 
ちを 呼んで こう 言った。 「契約の 箱を 
担ぎなさい。 そして， 七 人の 祭司が 雄 
羊の 角笛 七 本を 携えて エホバの 箱の 前 
を 行く ように」。  7 次いで 彼は 民に 
言った， 「進んで 行って この 都市の 周 
りを 行進しなさい。 戦いの 装備を した 
軍勢が エホバの 箱の 前を 進む ように」。 
8 それで， ヨ シュアが 民に 言った とお 
りに 行なわれた。 雄 羊の 角笛 七 本を 携 
えた 七 人の 祭司が エホバの 前を 進んで 
角笛を 吹いた。 エホバの 契約の 箱は そ 
の 後に 従っていた。 9 そして， 戦い 
の 装備を した 軍勢は 角笛を 吹く 祭司た 
ちの 前を 行き， 後衛は， 角笛が 絶えず 
吹き 鳴らされる 中で 箱の 後ろに 従って 
いた。 

10 さて， ヨ シュアは 民に 命じて こう 
言って おいた。 「あなた 方は 叫び声を 
上げたり 声を 聞こえさせ たりして はな 
ら ない。 わたしが 『叫べ！』 と言う 日 
まで， あなた 方の 口から 一言 も 出して 
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はいけ ない。 その 時が 来たら， あなた 第6 章 ように。 欲望を 起こして， 滅びの ため 
方は 叫ぶ ので ある」。 11 こうして 彼 73，>  1:18 にさ さげられた ものの 中から 取り， そ 
は エホバの ( 箱 がその 都市の 周りを 行進 ^3'>3：1 れ によって イスラエルの 宿営を も 滅び 

かい  ウ民 3:31 

する ようにした。 一回 まわる と， その  民4: is  のために ささげられた ところと し， こ 

のち 彼らは 宿営に 行き， その 宿営で 夜  m 15:2 れ をのけ 者に ならせる ような ことのな 
を 過ごした。  13'>6:4 いためで ある。 19 しかし， 銀と 金， 

12 それから ヨ シュアは 朝早く 起き， n>6:3 また 銅 や 鉄の 品は すべて エホバに 対し 
祭司たち は エホバの 箱を ia って 進み，  て聖 なる ものと される。 それは エホバ 

13 雄 羊の 角笛 七 本を 携えた 七 人の 祭  の 宝物に 入れられるべき である」。 

司は エホバの 箱の 前を 行って 絶えず 角 ッ申 9:1  20 それで 民は 叫び声を 上げた。 それ 

笛を 吹き， 戦いの 装備を した 軍勢は そ  3'>6：1 は [祭司] たちが 萬 笛を 吹き はじめた 時 
れらの 前を 歩き， 後衛は 角笛が 絶えず  J21:3  であった。 そして， 民が 角笛の 音を 聞 
吹き 鳴らされる 中で エホバの 箱の 後ろ  * 20:16 き， 民が 大きな ときの 声を 上げは じめ 
に 従った。 14 こうして 彼らは 二日 目 3  Vi  ?；5 る や， すぐに 城壁は 崩れ落ちて いった。 
にも その 都市の 周りを 一回 行進し， そ  そのの ち 民は， 各々 自分の 前を まっす 

のの ち 宿営に 帰った。 六日 間 そのよう  11^  ぐに 進んで 市内に 入り， その 都市を 攻 
に 行なった。  ^ e：iJ° め 取った。 21 そして， その 都市の 中 

15 次いで 七日 目に なり， 彼らは 早 _ にあった すべての もの， 男 も 女 も， 若 

ぐ t が齒 ける とすぐ に 6 き， これまで 第二 欄 箸 も 1a も， 牟もひ 奉じ もろ ば もこと ごと 

とし  まわ  かいこう しん  7 由 つるぎ  は  ほろ 

のようにして 都市の 周りを 七 回 行進し  く 剣の 刃に かけて 滅びの ために ささげ 

ていった。 その 日 だけ 都市の 周りを 七 ョシ7: 21 ていった。 

回 行進した。 16 そして その 七 回目の。 、>7:11  22 そして， その 地の 偵察を 行なった 

こと， 祭司たち が 角笛を 吹く と， ヨシ ュ i3、>7:25 二人の 者に 対して ヨ シュアは こう 言っ 
アは 民に 向かって こう 言った。 「叫べ。 ^  2：7  た。 「その 女， その 遊女の 家に 入り， そ 
エホバは この 都市を あなた 方に お与え  の 女と それに 属する すべての 者を そこ 

になった の だ。 17 そして， この 都市  t\  8；i； から 連れ出して， あなた 方が 誓った と 
は 滅びの ために ささげられ たものと さ  mi8:11 おりに しなさい」。  23 それで， 偵察 
れ なければ ならない。 それは， そこに +^6：?6 を 行なった その 若者たち は 入って 行っ 
ある 一切の 物と 共に エホバの ものと な ク ョシ6:5 て， ラハブ とその 父， 母， 兄弟たち， ま 
る。 ただし 遊女 ラハブ ，すなわち 彼女と ^t-  27:29 た それに 属する すべての 者を 連れ出し 
その 家に 共に いるすべ ての 者は， 生き = は 6 た。 彼女と 家族 関係に あるす ベての 者 
長ら えさせて よい。 彼女は わたしたち  を 連れ出し たので ある。 その 者たち を 

が 遣わ した 使者たち を かくま っ たから ヘプ11:31 イスラエルの 宿営の 外にと どま ら せた。 
である。 18 あなた 方は， 滅びの ため 24 次いで 彼らは その 都市と その 中 
にさ さげられた ものからは 離れて いる シ 申 13:16 にあった すべての 物を 火で 焼いた 。た 
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だし， 銀と 金， および 銅と 鉄の 品 だ  章 た。 「民の 全員が 上って 行く ことは あ 

けは エホバの 家の 宝物の 中に 納めた。 7  3 6:19 りません。 二 千 人 あるいは 三千 人 ほど 
25 そして 遊女 ラハブ とその 父の 家の ィ ヨシ2: 14 の 者が 上って 行って， アイを 討つ よう 
者， また 彼女に 属する すべての 者を， ヨシ6 :22 にして ください。 民の 全員を そこに 行 

い  なが  [ィ】  つか 

ヨ シュアは 生き長らえさせた。 彼女は ゥマタ 1:5  かせて 疲れさせないで ください。 彼ら 

こんにち  いた  す  すく 

今日に 至る まで イスラエルの 中に 住ん x ブ 6:1。 は 少ない のです」。 

でい る。 エリコを 偵察させる ために ヨ  2:25  4 それで， 民のう ち およそ 三千 人 

シュアが 遣わした 使者たち を かくま っ 才王 iie:34 の 者が そこに 上って 行った が， それら 

W  ひとびと  まえ  に  (7) 

たからで ある。  力 _31:6  の 者は アイの 人々 の 前で 逃げ だした。 

26 次いで その 時， ヨ シュアは 一つの  1%  8:31 5 そして アイの 人々 は 彼らのう ち およ 
誓いを 述べさせ てこう 言った。 「立っ +3、>9:1 そ 三十 六 人を 討ち 倒し， 城門の 前から 
てこの 都市を， この エリコを 建て直す ヨシ9:9 シ ェバ リムまで 彼らを 追跡し， 下り坂 
者は， エホバの 前に のろわれよ。 その 第 7 章 のと ころで 彼らを さらに 討ち 倒した 0 
者は 長子を 失って その 基を 据え， 末の ク だぶ:20 そのため 民の 心は 溶けて 水の ように 

とびら  [才 1  1,1  [ゥ） 

子を 失っ て その 扉を 立てよ」。  なった。 

27 こうして エホバは ヨ シュアと 共  ヨシ6: 17  6 これを 見て ヨ シュアは 自分の マン 

にいる ことを 示され， 彼の 名声は 全地 コ 3、>6:18 卜を 裂き， エホバの 箱の 前で 地に ひれ 
に 及んだ。  伏して， ついに 夕方にまで 及んだ。 彼 

ほろ  サ創 12:8  ねんちょうしゃ 

7 さて， イスラエルの 子ら は 滅びの  ヨシ12:9 と イスラエルの 年長者たち がその よう 

かん  あたま  ちり 

ために ささげられ たものに 関して シヨシ 18:12 にし， 彼らは しきりに 頭に 塵を かぶる 
不忠実な 行為を する ようになった。 ュ ^fJ2g;ig のであった。  7 そうして ヨ シュアは 
ダ 族の ゼラ ハの 子， ザブ ディの 子， 力  こう 言った。 「ああ， 主権者なる 主エ 

ルミの 子で ある アカンが， 滅びの ため _ ホバ， どうして この 民に はるばる ヨル 

にさ さげられた ものの 幾らかを 取った 第二 欄 ダンを 渡らせた のです か。 ただ ア モリ 
からで ある。 ここに おいて エホバの 怒 7^8?2517 人の 手に 渡して わたしたちを 滅ぼさせ 
りは イスラエルの 子ら に対して 激しく  %  30:17 るた めです か。 わたしたちは いっそ ヨ 

も  (3)  イザ 59:2  む  がわ 

燃えた。  ル ダンの 向こう側 にと どまって いれば 

2 おりし もヨ シュアは 人々 を エリコ ^  28：45 よかった のです。 8 お許しく ださい， 

(サ J  つか  てき  まえ  せ 

から アイに 遣わした。 それは ベ ト •ア ゥ； ^:$736 エホバよ， イスラエルが 敵の 前に 背を 

トン）  ちか  【ス 1 ひがし  n  ^  む  いま  なん  い 

ベンの すぐ 近くで あり， ベ テルの 東に  向けた 今， わたしは 何と 言ったら よい 

あたる。 そうして 彼らに こう 言った。 民2 ㈣  のでしょう か。  9 カナン 人と この 地 
「上って 行って その 地を 偵察せ よ」。 そ ォ ホへ 9:1 に 住む すべての 民は その 事に ついて 聞 
こで， それらの 人々 は 上って 行って ア  3^2：12  くでしょう。 そして， 必ずや わたした 
イを 偵察した。 3 そのの ち 彼らは ヨ ヵ ヨシ3:1 ちを 取り囲んで， わたしたちの 名を 地 

もど  きい  たさ  （キ） 

シュアの もとに 民って 来て， こう 言っ キ詩 83:4  から 断ち 去る ことでしょう 0 そうした 
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ら， あなたは ご 自分の 大 いなる み 名の 第7 章 は， その 者 も それに 属する すべての 者 
ために どうな さるので しょうか」。  7  ?  32:27  火で 焼かれる ことになる。 その 者 

10 すると エホバは ヨ シュアに こう  詩 1、43:11 は エホバの 契約を 踏み越え たから， ま 
言われた。 「あなたは 立ちなさい！  ^  ^  24:7  た イスラエル において 恥ず べき 愚行を 

どう して ここに ひれ 伏してい るの か。 #12:25  犯した からで ある」』」。 

つみ  ウ ヨシ 6:17  あさ  お 

11 イスラエルは 罪を おかした。 わた 。0:15  16 そこで ヨ シュアは 朝早く 起き， イ 

しが 命令と して 課した 契約 も 踏み越え  it  S；?9 スラ エルを その 部族 ごとに 近く に 来さ 
た。 また， 滅びの ために ささげられた 才 で せた。 すると， ュダの 部族が えり 分け 

と （ゥ 1  ぬす （ヱ）  かく  （才）  へ7  4,13  つぎ  しょし ぞく  ちか 

ものの 中から 取り， また 盗み， また 隠し， 方 3シ7:21 られ た。 17 次に， ュダの 諸氏 族を 近 

じ ぶん  しなもの  い  (»)  こ  じん [エ） しぞく 

また 自分の 品物の 中に 入れた。 12 だ キ 裁2: M  くに 来させて， ゼラ ハ 人の 氏族を えり 
から イスラエルの 子ら は その 敵に 対し ク 分けた。 その後 ゼラ ハ 人の 氏族を 強健 
て 立ち向かう ことができない 0 背を そ ヶ な 男子 ごとに 近くに 来させた ところ， 
の 敵の 前に 向ける。 彼らは 滅びの ため コ 3 シ 6:18 ザブ ディが えり 分けられた。 18 最後 
にさ さげられ たものと なった からで あ サ㈣ :33 に， その 家の 者たち を 強健な 男子 ごと 
る。 滅びの ために ささげられ たものを 第二 欄 に 近くに 来させた ところ， ュダ 族の ゼ 
あなた 方の 中から 滅ぼし 尽くさない 限 7  7:25 ラ ハの 子， ザブ ディの 子， カルミの 子で 

り， わたしは 二度と あなた 方と 共には ィ 出％7  ある アカンが えり 分けられた。 19 そ 

(ク）  たみ* ん  ヨン 7:11  い  わ 

いないであろう。 13 立て！  民を 神  m2:20  こで ヨ シュアは アカンに 言った， 「我 
聖 にせよ。 そしてこう 言わなければ な ^?〇2；3?12 が 子よ， どうか イスラエルの 裡 エホバ 
ら ない。 『明日 あなた 方は 身を 神聖に に 栄光を 帰し， その 方に 告白して くだ 
せよ。 イスラエルの# エホバは こう 言  ^  2：4  さい。 どうか 言って ください。 何を し 

ほろ オサ I 14:42  かく 

われた からで ある。 「イスラエルよ， 滅  |  |3；21 たのです か。 それを わたしに 隠さない 

びの ために ささげ られた ものが あなた さ；:^6 で ください」。 

のうちに ある。 その 滅びの ために ささ  ^  5:3  20 これに 対し アカンは ヨ シュアに 

のぞ 力 代 II 19:6  こた  い  じつ 

げられ たものを あなた 方のう ちから 除 ヱ レ13 :16 答えて 言った， 「実のところ， この わ 
き 去る まで， あなたは 敵に 立ち向かう +^5?；4  たしは イスラエルの® エホバに 対して 

がた  テモ I  5:24  つみ  （コ 1 

ことができない。 14 それで あなた 方 14；43 罪を おかしました。 わたしが したのは 
は 朝， 部族 ごとに 出て 来る ように。 そ  ^  28:13 これ このと おりです。 21 分捕り物の 

わ  [サ】  しぞく  ケ ヨブ 31:33  W さん  しょ く ふく 

して， エホバの えり 分ける 部族が 氏族  中に シナ ル 産の 職 服の きれいな ものを 

ちか  コサ 1125  (;<]  ぎん  きんの 

ごとに 近くに 来る 0 そして， エホバの サ 創10:10  見， また 二百 シヱ ケルの 銀と， 金の 延べ 
えり 分ける 氏族が 家族 ごとに 近くに 来 ショ ハ 12ポ 棒 一本， 目方が 五十 シェ ケルの ものを 
る。 次いで， エホバの えり 分ける 家族 ス [見た] 時， わたしは それが 欲しくな っ 
が それぞれの 強健な 男子 ごとに 近くに  て 取りました。 ご覧く ださい， それは 

来る。 15 そして， 滅びの ために ささ  ャコ1 :15 わたしの 天幕の 中， 地中に 隠して あり， 
げられ たもの と共にえ り 分けられた 者 V?^29；15 お金は その 下にあります」。 
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22 直ちに ヨ シュアは 使者を 送った。 第7 章 しなければ ならない 0 ただし あなた 方 
彼らは その 天幕に 走って 行った が， 見 7gg2Q は， その 分捕り物と 家畜を 自分の ため 
ると， それは 彼の 天幕の 中に， 金を そ ィョシ 6:19 に 取って よい。 その 都市に 対し， その 
の 下にして 隠して あった。  23 それ ゥ 背部に あなたの 伏兵を 置け」。 

で 彼らは それを 天幕の 中から 取り， ヨ ホセ2:15  3 そこで ヨ シュアと 戦いの 民す ベて 

シュアと イスラエルの すべての 子ら の は 身を 起こして アイに 上って 行った。 

たず さ  き  ゆうかん 

もとに 携えて 来た。 そして， それを エ ォ レビ24 そうして ヨ シュアは 三 万人の 勇敢な 力 
ホバの 前に 広げた。 24 次いで ヨシ ュ ^fJ38：24 ある 者たち を 選び， それを 夜のう ちに 
ア， また 彼 と共にいた 全 イスラエル  ^  2；；94 送り出した。  4 そして 彼らに 命じて 
は， ゼラ ハの 子 アカン， および その 銀  ソ  こう 言った。 「見なさい， あなた 方は 
と 職 服と 金の 延べ棒， また 彼の 息子と  その 都市に 対し， その 都市の 背部で 待 

娘たち， 牛， ろば， 羊， 天幕， および ^13：17 ち 伏せを する。 その 都市から あまり 遠 
彼に 属する すべての 物を 取り， それら ヶョシ 15:7  くへ 離れて はいけ ない。 あなた 方は 全 
を アコ ルの 低地 平原に 携えて 行った。 ホセ2: 15 員， 待機の 姿勢を 整えて いなけれ ばな 
25 そうして ヨ シュアは 言った， 「どう 第 8 章 ら ない 0  5 わたし， また 共に いるす 

して あなたは わたしたちを のけ者に な コ *1:21  ベての 民は， その 都市の すぐ 近くに 行 
らせ たのです か。 今日 この 日に エホバ  く。 そして， 最初の 時の ように わたし 

が あなたを のけ者に ならせる のです」。 ブ ザ27; し たちを 迎え撃と うとして 彼らが 出て 来 
それと ともに 全 イスラエルが 彼を 石 撃 °  た L その 時 わたしたちは 必ず その 前 

ちに し， そのの ち 彼らを 火で 焼いた。 を 逃げる。 6 そうすれば 彼らは 後を 

こうして [民] は 彼らを 石で 石 打ちに し - 追って 出て 来て， ついに 彼らを 市内 か 

た。 26 それから， 彼の 上に 石を 大き  ^~m  らおび き 出せる に違いない。 『最初の 
く 積み重ね たが， それは 今日まで その  <37、2717 時の ように 我々 の 前を 逃げて 行く ぞ』 

w  ィ  f  I'  (ク） 

ままで ある。 ここに おいて エホバは そ  e  2:26  と 彼らは 言う であろう。 それで わたし 
の 激しい 怒りから 離れられた 0 その ゆ ゥ歲 2〇:18 たちは 彼らの 前を 逃げる ことにする。 
えに， その 場所の 名は “ア コルの 低地 I ョシ8: 11 7 その 時 あなた 方の ほうは， 待ち伏せ 
平原” と 呼ばれて, 今日に 至ってい る。 の 場所から 立ち上がる。 あなた 方は そ 
〇 その 時 エホバは ヨ シュアに こう 言  11：3^ の 都市を 手に入れ るの だ。 あなた 方の 

® われた。 「恐れたり， おびえたり  13.-13 裡 エホバは それを 必ず あなた 方の 手に 

しては いけない 。戦いの 民 すべてを 連 キョシ7:5 与えて くださる であろう 0  8 そして， 

れて 行き， 立って， アイに 上れ。 見よ， ^  その 都市を 略取したら すぐ， その 都市 

わたしは アイの 王 および その 民と 都市 ヶョシ 2:24 に 火を かける ように。 エホバの 言葉の 
と 土地を あなたの 手に 与えた。 2 それ  とおりに 行なうべき である。 見よ， わ 

たい  コ ヨ シ 8 :19  がた めい  m 

であな たは， アイと その 王に 対し， エ  3 シ 8:28 たしは あなた 方に 命じた」。 

リコと その 王に 行なった と同じように ^  It  me  9 こうして 後ヨ シュアは それらの 者 
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を 送り出した。 彼らは 待ち伏せの 場所 
に 進んで 行って， ベ テルと アイの 間， 
アイの 西方の その 持ち場に 就いた。 ヨ 
シュアの ほうは その 夜 民の 中に とど 
まっていた。 

つ  あさお (7] たみ 

10 次いで ヨ シュアは 朝早く 起き， 民 

まわ  かれ 

を 見て 回った。 それから 彼 も イス ラエ 
ルの 年長者たち も 民の 前で アイに 上っ 
て 行った。 11 彼 と共にいた 戦いの 民 
すべても 上って 行った。 その 都市に 近 

しょう めん 

づ いて その 正面に 出る ためであった。 
そう して 彼らは アイの 北側に 宿営を 張 
り， 自分たち と アイとの 間に 谷を はさ 
ん だ。 12 その 一方で 彼は 約 五 千 人を 
取り， それを ベ テルと アイの 間， 都市 
の 西方に 伏兵と して 配置して おいた。 
13 こうして 民は， その 都市の 北側の 本 
営と， 都市の 西側の 最 後衛と を 置いた。 
そう して ヨ シュアは その 夜の 間に 低地 
平原の 真ん中に 進んだ。 

14 さて， アイの 王が それを 見る とす 
ぐ， その 都市の 人々 もまた 急いで 早く 
から 起き， イスラエルを 迎え撃と うとし 
て [王] も そのす ベての 民 も 時を 定めて 
砂漠 平原の 前に 出て 行った。 彼と して 
は， I の 背部に 自分に 対する 伏兵の い 

し  W 

る ことを 知らなかった。 15 ヨ シュア 
と 全 イスラエルは 彼らから 襲撃され る 
とすぐ， 荒野の 道を 退却し はじめた。 
16 すると， これを 追撃す るた めに 市内 
にいた すべての 民が 呼び出され， 彼ら 
はヨ シュアを 追撃して 行って， その 都 

し  [コ） 

市から おびき 出される ことに なった。 
17 そして， イスラエルを 追って 出て 行 
かずに， アイと ベ テルに とど まってい 


た 者は ひとり もい なかった。 こうして 
彼らは その 都市を 開け広げ にして イス 
ラエルを 追撃して 行った。 

18 この 時 エホバは ヨ シュアに 言わ 
れ た， 「あなたの 手に ある 投げ槍を ア 
イに 向けて 差し伸べよ。 あなたの 手に 
わた しは それを 与える からで ある」。 
そこで ヨ シュアは 自分の 手に あった 投 
げ 槍を その 都 ife に 向けて 差 し 伸べ た。 
19 すると， 伏兵が すぐに その 場所から 
身を 起こした。 彼らは [ヨ シュア] が 手 
を 差し伸べる や 直ちに 走り だした ので 
ある。 そして， その 都市に 入って， こ 
れ を'" 攻略した。 その後， 急いで それに 
火を かけた。 

20 さて， アイの 人々 が 振り返って 見 
ると， その 都市の 煙が 天に 立ち上って 
いるので あった。 そして 彼らには こち 
ら にも 向こう にも 逃げる すべが なか っ 
た。 それで 荒野に 逃げて 行 こ うとして 
いた 民が， それら 追跡者た ちの ほうに 
向き 直った。  21 また， ヨ シュアと 全 
イスラエルは， 伏兵が その 都市を 攻略 
した こと， そして その 都市から 煙が 立 
ち 上る のを 見た。 それで， 身を 巡らし 
て アイの 人々 に 討ち かかった。 22 ま 
た， もう 一方の 者たち も 彼らを 迎え撃 
つため に 都市の 中から 出て 来た。 その 
ため 彼らは イスラエルの 間に， こちら 
側の者と 向こう 側の者と には さま れ た。 
[イスラ エル] は 彼ら を 討ち 倒 して ゆき， 
その ひとりと して 生き残る 者 も 逃げ 延 
びる 者 もない までにした。  23 また， 
アイの 王を 生け捕り にして， ヨ シュア 
の 近くに 連れて来た。 
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24 こうして， イスラエルは アイの 
すべての 住民を 野で， すなわち 彼らが 
追跡して 来た その 荒野で 殺して いっ 
た。 彼らは その すべてが 剣の 刃に 倒れ 
てつい に その 終わりに 至った。 そのの 
ち 全 イスラエルは アイに 戻って， そこ 
を 剣の 刃で 討った。 25 それで， その 
日 に 倒れた 者は 男女 合わせて 一万 二 千 
人となり， アイの すべての 民であった。 
26 そして ヨ シュアは， アイの すべての 
住民を 滅びの ために ささげる までは， 
投げ槍を 差し伸べた その 手を 引き下げ 
なかった。 27 ただし 家畜と その 都市 
からの 分捕り物は， エホバが ヨ シュア 
に 命じて 言われた 晉 葉のと おり， イス 
ラエルが これを 自分たち の ものと して 

4 っ 

28 そう して ヨ シュアは アイを 焼いて 

さ だ  そんぞく  つか  W  こんにち  いた 

定めな く 存続す る 塚と し， 今日に 至る 
まで 荒廃の 地と した。 29 また， アイの 
王を 杭に 掛けて 夕方まで さらした。 そ 
して， 日が 沈もうと する ころに ヨシ ュ 
アは 命令を 出し， 人々 は 彼の 死体を 杭 
から 下ろし， 市の 城門の 入口のと ころ 
に 投げ， その上に 石を 大きく 積み重ね 
て 今日に 至ってい る。 

30 ヨ シュアは この 時に イスラエル 
の迚 エホバへの 祭壇を エバ ル 山に 築い 
て，  31 エホバの 僕 モー セが イス ラエ 
ルの 子ら に 命じた とおりに した 0 モー 
セの 律法の 書に， 「その上に 鉄の 道具 
を 振 るって いない 自然の ままの 石の 祭 
壇」 と 書かれて いるので ある。 そうし 
て 彼らは その上に エホバへの 焼 燔の捧 
げ 物と 共 与の 犠牲を ささ げは じめ た。 
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32 次いで 彼は その 所で， モー セの 
律法， すなわち 彼が イスラエルの 子ら 
の 前で 書き記した ものの 写しを 石の 上 
に 記した 0  33 そして， 全 イスラエル 

とその 年長者たち， っかさたち， 裁き 
人たち は， 箱の こちら 側と 向こう側に 
立って いた。 エホバの 契約の 箱を 担う 
レビ 人の 祭司たち がその 前に おり， そ 
の 国民と して 生まれた 者 だけでなく 外 

じん きょりゅう しゃ  いっしょ [力 1  はんぶん  、、 

リ ジム 山の 前に， あとの 半分は エバ ル 

(ク）  しもべ 

山の 前にいた。 （エホバの 僕 モー セが 
命じた とおりであった。） それは， イス 
ラエルの 民を まず 祝福す るた めで あっ 
た。 34 次いで その後， 彼は， 律法の 

ことば  しゅくふく  (サ） のろ トン） 

すべての 言葉， 祝福と 呪いと を， すべて 
律法の 書に 記さ れ ている とおり に 朗読 
した。 35 モー セが 命じた すべての 事 
柄のう ち， ヨ シュアが イスラエルの 全 
会衆， および 女 や 幼い 者たち， また 彼 
ら のうち を 歩む 外人 居留 者た ちの 前で 

ろうどく  ひとこと  （チ） 

朗読 しな かっ たものは 一言 もなかった。 

9 さて， ヨルダンを 越えた 側， 山地 

おおう み M  ぜんえん がん 

と シヱ フヱ ラ， “ 大海” の 全 沿岸 
地方， および レバノンの 手前に いるす 

;£W  じん [ナ1 

ベての 王たち， すなわち ヒッ タイ ト 人 

[-)  (ヌ） 

とア モリ 人， カナン 人， ベリジ 人， ヒ 
ビ 人と エブ ス 人は， その 事に ついて 聞 


ツ民 34:6 
テ 申 1:7 
ト ヨシ 12:7 
ナ創 15:20 
二 出 3:17 
出 23:23 
ヌ申 7:1 
ネ出 13:5 
ノ ヨシ 24:11 
詩 83:4 
詩 83:  5 


くと すぐ， 2 ヨ シュア および イス ラエ 

たい  けっそく  たたか 

ルに 対して 結束して 戦うた め いっせい 

しゅうごう  [ノ） 

に 集合し はじめた。 

{ハ） じゅうみん 

3 また， ギベオンの 住民 も， ヨシ ュ 

(t)  [フ） たい  おこ  こと 

アがエ リコと アイに 対して 行なった 事 

がら  き  かれ 

柄に ついて 聞いた。 4 そして 彼らは， 

じぶん  ぬ  こうどう 

自分たち の ほうから 抜け目の ない 行動 


第 9 章 


ヨ シュア 9：5—18 


抜け目の ない ギベオン 人。 契約を 結ぶ 


と  （ァ 1  い  しょくりょう よう 

を 取った。 行って 自分たち の 食糧を 用 
意し， ろばの ためにす り 切れた 大 袋， 
またす り 切れて 張り裂け， かがり 目を 
付けた ぶどう酒の 皮 袋を 持ち， 5 す 
り 切れて 継ぎ合わせた サン ダルを 足に 
はき， すり 切れた' "衣を 身に まとった。 
その 食糧の 中の パンは 乾いた ぼそぼそ 
の もの ばかりであった。  6 そうして 
f 皮ら は ギルガルの 宿営 にいる ヨ シュア 
の もとに 行き， 彼 および イスラエルの 
人々 にこう 言った。 「遠くの 土地から 
わたしどもは 参りました。 それで 今， 
わたしどもと 契約を 結んで ください」。 
7 これに 対し イスラエルの 人々 は それ 
らのヒ ビ 人に 言った， 「も しかしたら 
あなたは わた したち の 近辺に 住んで い 
るの かもしれ ない。 そうだと したら， 
どう して あなたと 契約を 結べる だろう 
か」。 8 すると 彼らは ヨ シュアに 言っ 
た， 「わたしどもは あなた の 僕です」。 

そこで ヨ シュアは 彼らに 言った， 「あ 
なた 方は 何者か。 どこから 来たの か」。 
9 これに 対して 彼らは 言った， 「僕 ど 
もは， 非常に 遠い 土地から， あなたの 
裡 エホバの み 名に 関する ことで やって 
まいりました。 その 名声に ついて， エ 
ジプト でな さった すべての 事柄に つい 
て 聞いた からで' f。 10 また， ヨルダ 
ンの 向こう側 にいた ア モリ 人の 二人の 
王， すなわち ヘシ ュ ボンの 王シ ホンと， 
アシ ュタロ テに いた パシヤ ンの 王オグ 
に対して なさった すべての 事に ついて 
も [聞きました]。 11 そのために， わ 
たし どもの 年長者たち， そして わたし 
どもの 土地に 住む すべての 民 も， こ 


のように 申し ま した。 『旅の ための 食 
糧を 手に 取り， その 方たち に 会いに 行 
きなさい。 そして， 是非ともこう 言い 
なさい。 「わたしどもは あな た 方の 僕 
です。 ですから 今， わたしどもと 契約 
を 結んで ください」』。 12 わたしども 
のこの パン も， ここの 皆さんの ところ 
に 来る ため 出発した 日に 自分たち の 食 
糧 として 家から 持って来た 時には まだ 
熱かった のです が， 今では， ご覧く だ 
さい， 乾いて ぼそぼそ になって おり ま 
す。 13 また， これらは わたしどもが 
新たに 満た した ぶどう酒の 皮 袋です が， 
ご覧く ださい， それ も 張り裂けて しま 
いました。 これら わたしどもの 衣やサ 
ン ダル も， 非常な 長旅の ためにす り 切 
れ ております」。 

14 そこで 人々 は 彼らの 食! i を 幾ら 
か 手に 取って みたが， エホバの 口に 問 
い 尋ねる ことは しなかった。 15 こう 
して ヨ シュアは 彼らと 和を 結び， 彼ら 
を 生き長らえさせる 契約を 結んだ。 そ 
れで 集会の 長た ち も 彼らに 対して 誓い 
をした。 

16 ところが， 三日の 終わり， 彼らと 
契約を 結んだ 後に なって， 人々 は， 彼 
らが 近くに おり， 自分たち の 近辺に 住 
んで いる ことを 聞いた。 17 そこで イ 
スラ エルの 子ら は 出かけて 行って， 三 
日 目に 彼らの 都市に 来た。 彼らの 都市 
は， ギベオン ，ケフィ ラ， べエ ロト， キル 
ヤト •エア リムであった。 18 それで 
も， イスラエルの 子ら は 彼らを 討たな 
かった。 集会の 長たち が イスラエルの 
神 エホバに かけて 誓っ たからであった。 


7  0  4  3  0  4 
5  t :  1 :1 0: 4: 7  :  22 :16 8 :5 5  12 :10 64 :1 14  : 2: .33 135 . 
12  々  、>  シ  勺  1 341 3  2 34: 7: 222  1  2 u . A - 1  8 : 9: 15 : ン 2  1 2  1 2 : 1  : ノ 2  1 2  1 3 : 
蔑 箴 マ ヨ ヨ ル 創 創出 出 出 申 申 申 裁 王 申 王代廉 出 出 ヨ民民 申 申 ヨ民民 申 


9  92 5:3 :056 
ノノ ^ 2  2  3  3 
ヨヨマ 出 民 サ箴箴 


34 5  2 
民  m -y-n 


シシ ズへ シシ I 7 1  1 6: 
m ョ  エネ ョョサ 代 申 


371  ギベオン 人は 僕と なる  ヨ シュア 9:19— 10:5 


けれども， 集会の すべての 者は 長たち 
に対して つぶやき はじめた。 19 これ 
に 対 し 長たち 全員は 集会の すべての 者 
にこう 言った。 「わたしたちと しては， 
イスラ エルの® エホバに かけて 彼らに 
誓いを した。 だから 今に なって 彼らを 
傷つける ことは 許されない。  20 彼ら 
に誓っ た その 誓いの ために わた したち 
に 憤りが 臨まぬ よう 彼らを 生き長らえ 
させる ことにす るが， その代わり 彼ら 
に対して このように しよう」。  21 そ 
う して 長たち はこう 言った。 「彼らを 
生かして おいて， 全集 会の ために まき 
を 集める 者， 水を くむ 者と ならせ， こ 

う して 長たち が 彼らに 約束した とおり 

(才） 

に しよう」。 

22 そこで ヨ シュアは 彼らを 呼び， そ 
れに 話して こう 言った。 「どう して あ 
な た 方は， 『非常に 遠く 離れた 所の 者 
です』 などと 言って， わたしたちを だ 
ましたの か。 その実， わたし たちのた 
だ 中に 住んで いるでは ないか。 23 だ 
から 今， あなた 方は のろわれた 者 だ。 
奴隸の 地位， そして わたしの 拽の 家の 
ために まきを 集め， 水を くむ 者と して 
[の 地位] は 決して あなた 方から 離れな 
いであろう」。 24 すると 彼らは ヨシ ュ 
アに 答えて 言った， 「僕 どもは はっき 
りと 知らされた からです。 すなわち， 
あなたの 拽 エホバは その 僕モー セに 命 
じて， この 全土を あなた 方に 与え， こ 
の 地に 住む すべての 民を あなた 方の 前 
から 滅ぼし 尽くす ようにされ たという 

[サ） 

ことを。 それで， あなた 方の ために わ 
たし どもは 自分の 魂に ついて 非常な 不 
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ア出 22:28 


ク創 9：25 
創 9:26 
ケ王 I  9:21 


サ出 23:31 
民 33:52 
申 7:1 
申 20:16 
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安を 抱く ようになりました。 それで こ 
のようにした のです。 25 です が 今， 
ご覧く ださい， わたしどもは， あなた 
の 手中にあります。 わたしどもに 対し 
あなたの 目に 良い と 思え， 正しい と 思 
える ことを そのと おり 行なって くださ 
ム」。 26 そこで 彼は それらの 人々 に 
対して そのと おりに 行ない， これを イ 
スラ エルの 子ら の 手から 救い出して 殺 
さなかった。 27 そうして ヨ シュアは 
その 日， 彼らを， 集会の た $， また エ 
ホ パの 祭壇の ために， その 選ばれる ^ 
所に おいて まきを 集める 者， 水を くむ 
者と し， 今日に 至ってい る。 

さて， エルサレムの 王 アド ニ. 

ツ ヱデク は， ヨ シュアが アイを 
攻略 して それを 滅びの た めに ささ げた 
こと， エリコと その 王に 対して 行な っ 
たと 同じ ことを アイと その 王に 対して 
も 行なった こと， そして ギベオンの 住 
民が イ スラ エルと 和を 結んで そのうち 
にと どまって いる ことを 聞き， 2 非常 
な 恐れを 抱く ようになった。 ギベオン 
は 大きな 都市で， 王 都の 一つの ようで 
あった し， それは アイよりも 大きく， そ 
この 男たち はみ な 力 ある 者たち であ っ 
たからで ある。  3 そこで， エルサレム 
の 王 アド ニ •ツェ デク は， へ ブロンの 
王 ホ ハム， ヤ ルムトの 王 ピル アム， ラ 
キシュの 王ヤ フィ ア， エグロンの 王 デ 
ビルの もとに 使いを 送って， こう 言っ 
た。 4 「わたしの ところに 上って 来て 
助けて ほしい。 さあ， ギベオンを 討とう 
ではない か。 ヨ シュア および イス ラエ 
ルの 子ら と 和を 結んだ からだ」。  5 こ 


ヨ シュア 10:6—19  ギベオンは 保護され る。 太陽が 静止す る  372 

う して 彼らは 寄り集まって 上って 行っ 第1 〇 章 ホ パは 大きな 石を 天から 彼らの 上に 投 
た。 ア モリ 人の 五 人の 王， すなわち エ 7105:16 じて アゼ カにまで 及び， それに よって 
ルザ レムの 王， へ ブロンの 王， ヤ ルムト ^3^9:6〇 彼らは 死んだ。 イスラエルの 子ら が 剣 
の 王， ラキシュの 王， エグロンの 王， こ ゥ ョシ9 ぼ で 殺した 者より， 雹の 石で 死んだ 者の 
れら とその すべての 陣営であった。 彼 X3.>8:1 ほうが 多かった。 

らは ギベオン に対して 陣営を 敷き， こ ォョシ 8:3  12 エホバが ア モリ 人を イスラエル 

れ に対して 戦おうと した。  力*3: 2  の 子ら に 渡された 日に ョ シュアが エホ 

6 そこで ギベオンの 人々 は ギルガル +^7：2, バに 語り かけた のは， その 時の ことで 
の 宿営に いる ョ シュアの もとに 使いを ョシ11:6 あった。 彼は イスラエルの 目の前で こ 
送って， こう 言った。 「あなたの 手を  >  3 /  う 言った。 

どれい  （ゥ }  ゆる  ケ詩 44:3  たいよう （ィ）  せいし  （ゥ） 

あなた の奴隸 たちから 緩めな いでく だ  »  78:55  「太陽 よ， ギベオンの 上に 静止せ よ。 
さい。 早く 上って 来て， どうか わたし 3 ^ 28:21  月よ， アヤ ロンの 低 原に [とどまれ]」。 

たちを 救い， わたしたちを 助けてく だ "3'>15：35 13 すると， 太陽は 静止し， 月 もと どま 

さんちす  じん  シ ヨシ 15:41  こくみん  てき  たい  ほうふく 

さい。 山地に 住む ア モリ 人の 王たち が _ り， ついに 国民は 敵に 対する 報復を しと 

皆 わたしたちを 攻めよう として 集結し  げる ことができた。 そのことは ヤシ ャ 

たからです」。 7 それで ョ シュアは ギ 7  I718d322 ルの 書に 記されて いるでは ないか。 太 

のぼ  い  かれ  とも  詩 148:8 

ルガ ルから 上って 行った。 彼 および 共 ィザ3 か30 陽は 天の 中 ほどに とどまり， まる 一日 
にいる 戦いの 民す ベて， またす ベての ィ ば 1() ほどの あいだ 急いで 沈む ことは なかっ 
髮敢な 力 ある 4 たちで ある。  た $ である。 14 そして， エホバが 人 

8 その 時 エホバは ョ シュアに こう 言 ゥィ ザ28: れ の 声を 聴き 入れて そのよう になった 日 
われた。 「彼らを 恐れて はいけ ない。 1 ョシ19:42 は， その 前に も 後に も 一度 もない。 エ 
わたしは 彼らを あなたの 手に 与えた か ^ 3 '>21：44 ホ パは 自ら イスラエル のために 戦って 
ら である。 その ひとりと いえ あなたに^^  おられた ので ある。 

む  （ク）  キ詩 74:16  のち  ともな ぜん 

立ち向か うことは ない」。  9 そこで  ^  15 その後， ョ シュアと それに 伴う 全 

ョ シュアは 彼らに 対して 不意打ちを か マタ 19:26 イスラエルは ギルガルの 宿営に 帰っ^。 
けた。 夜を 徹して ギルガルから 上って ^i9iJ：22  16 一方， それら 五 人の 王は 逃げて 

い  詩 113:6  い  （サ】  どう  み  ひそ  m 

行った ので ある。 10 すると エホバは ャコ5:16 行って， マケ ダの 洞く つに 身を 潜めた。 
彼らを イスラエルの 前で 混乱に 陥れ， |?3；4 17 それで， 「あの 五 人の 王は マケ ダの 
人々 は 彼らを 打ち殺して ゆき， ギべ才  t>：23：3 洞く つに 潜んで いるの が 見つかった」 

さつ  おこ  W  詩 33:20  し  つた 

ンで大 いなる 殺り くを 行なった。 さら  ^  42:13 という 知らせが ョ シュアの もとに 伝え 

のぼ ざ かと お  14:3  [ス1  い 

に， ベ ト •ホ ロンの 上り坂を 通って 彼 コ 3シ5:10 られ た。 18 そこで ョ シュアは 言っ 
らを 追跡し， これを 打ち殺しつつ アゼ  3'>9:6 た， 「その 洞く つの 口のと ころに 大き 

(サ 1  トン）  すす  サ詩 48:5  ころ  わ 

力と マケ ダにまで 進んだ。 11 そして，  な 石を 転がして おき， そこに 人を 割り 

かれ  まえ  に  い  シ 3 ソ 10:10 あ  かれ  みは 

彼らが イスラエルの 前から 逃げて 行っ X3>1Q.28 当てて 彼らを 見張らせよ。 19 あなた 

くだ ざ か  とき  がた  ど 

てべ 卜 •ホ ロンの 下り坂に いた 時， エ  ；e139；3  方の ほうは 立ち止まって はいけ ない。 


373  5 人の 王は 捕らえられ， 殺される。 ヨ シュアに よる 征服  ヨ シュア 10:20 —— 33 
敵を 追撃して， その ‘背 部を 討つ ように。 第 a 章 討って 赤に 処 し， これを 五本の 杭に 掛 
彼らに 自分の 都市に 入らせて はいけ な 7 *  28:7  けた。 彼らは 夕方まで 杭に 掛けられて 
い。 あなた 方の# エホバは 彼らを あな ^  K  1%1 いた。  27 次いで， 日の 沈む 時刻に 

あた  [ィ）  めいれい  ひとびと 

た 方の 手に お与えに なった ので ある」。 ゥョシ 8:24 ヨ シュアが 命令を 出した ので， 人々 は 
20 そして， ヨ シュアと イスラエルの I サ HQ:6 それを 杭から 下ろし， 彼らが 身を 潜め 
子ら が 彼らを 打ち殺して 大 々的な 殺り 才 出11:7  ていた 洞く つの 中に 投げ込んだ 0 その 

くを 終え， ついに その 者たち が 終わり 力 後， 大きな 石を その 洞く つの 口に 置い 

いた (0)  いのこ  にの  "  こんにち 

に 至り， 生き残った 者たち が 逃げ延び +3、>15:13 たが， それは 今日まで そのまま である。 
て 防備の 施された 都市の 中に 入る と， ク 3シ12:11 28 また その 日， ヨ シュアは マケ ダを 
21 民の すべては マケ ダの 宿営の ヨシ ュ ヶョシ 1Q:5 攻略し， 剣の 刃で これを 討った。 その 
アの もとに 無事に 戻って 来た。 舌を は  王に ついては， 彼は これおよ びそ こに 

せ  もの コ創 49:8  たましい ほろ 

やらせて イス ラエルの 子ら を 責める 者  いたす ベての 魂を 滅びの ために ささげ 

は ひとり もい なかった。  22 その 時 。3:27 た。 ひとりの 生存者 も 残さなかった。 
ヨ シュアは 言った， 「洞く つの 口を 開  i  no：? こうして マケ ダの 王に 対し， エリコの 
き， それら 五 人の 王を 洞く つから わた シ申 1:29  王に したと 同じように 行なった。 

しのと ころに 連れ出して 来る ように」。 29 その後 ヨ シュアと それに 伴う 全 
23 そこで 人々 は そのと おりに し， そ ^  .  ,W1  イスラエルは， マケ ダから リ ブナに 進 

^  7.lq  (力） たい  たたか 

れら五 人の 王， すなわち エルサレムの  •  み， リ ブナに 対して 戦った。 30 そこ 

(»)  [キ） 

王， へ ブロンの 王， ヤ ルムトの 王， ラ 第二 欄 で エホバは それを も， また その 王を も 
キシュの 王， エグロンの 王を 洞く つか 7 *  21:22 イスラエルの 手に 与え， 彼らは それと 
ら 彼の もとに 連れ出して 来た。 24 そ ^  *,>218:29 そこにいた すべての 魂を 剣の 刃で 討っ 

ひとびと  せいぞんしゃ  のこ 

して， 人々 が それらの 王を ヨ シュアの ゥョシ ていった。 そこに ひとりの 生存者 も 残 
もとに 連れ出して 来る と， ヨ シュアは  3->  15：41 さなかった。 こうして その 王に 対し， エ 
イスラエルの すべての 男子を 呼び， 自 ヱよ ヒ; ^29 リコの 王に したと 同じように 行なった。 
分と 共に 行った 戦 人の 司令官たち にこ 1121:8  31 次いで ヨ シュアと それに 伴う 全イ 

う 言った。 「進み出よ。 これら 王たち ^ 3 12:16 スラ エルは， リ ブナから ラキシュに 進 
のうな じに あなた 方の 足を 当てる よう ^W5；l2 み， これに 対して 陣営を 敷いて 戦いは じ 

M  かれ  ヨシ 21:13 

に」。 それで 彼らは 進み出て， そのうな  めた。 32 すると エホバが ラキシュを 

じに 自分の 足を 当てた。 25 すると ヨ  イスラエルの 手に 与えられ たため， 彼 

シュアは さらにこう 言った。 「恐れた 1〇：3 ら はこれ を 二日 目に 攻略し， それと そ 
り， おびえたり しては いけない。 勇気  h^5；39 こにいた すべての 魂を 剣の 刃で 討ち， 
を 持ち， 強く あれ。 あなた 方が 戦って ヶ 申7:2  すべて リ ブナに 対してし たと 同じよう 

てき たい  申 20:16  おこ 

いるすべ ての 敵に 対して エホバは この  に 行なった。 

ように 行なわれ るからで ある」。  ^  ^  33 ゲゼルの 王 ホ ラムが ラキシュを 

26 その後 ヨ シュアは その 者たち を  l/g-Ie  助けに 上って 来たのは その 時で あっ 


/  15:39 
ウ申 20:16 
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E  創 13:18 
創 23:19 
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10:3 


6:21 
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15:15 
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¥  1:7 
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ヨシ 15:33 
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a  3:22 
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ヨ シュア 10：34—11：6 


ネゲブ， シェフ エラ， そして 山地を 攻め 取る 
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た。 それで ヨ シュアは 彼と その 民と を 
討って， ついに ひとりの 生存者 も 残さ 

(7) 

なかった。 

34 その後 ヨ シュアと それに 伴う 全 
イスラエルは， ラキシュから エグロン 
に 進み， これに 対して 陣営を 敷いて 戦 
い はじめた。  35 そして， その 日の 
うちに これを 攻略し， それを 剣の 刃で 
討って いった。 その 日， そこにい たす 
ベての 魂を 滅びの ために ささげ， すべ 
て ラキシュに 対してした と同じように 
行なった。 

36 次いで ヨ シュアと それに 伴う 全 
イスラエルは， エグロンからへ ブロン 
に 上り， これに 対して 戦い はじめた。 
37 そしてつ いに それを 攻略し， それと 
その 王 また そのす ベての 町々 とそ こに 
いたす ベての 魂を 剣の 刃で 討って いっ 
た。 彼は 生存者を ひとり も 残さず， す 
ベて エ グロ ン に対して したと 同じよう 
に 行なった。 こうして それと そこにい 
たす ベての 魂を 滅びの ために ささげた。 

38 最後に ヨ シュアと それに 伴う 全 
イスラエルは デビルに 戻り， これに 対 
して 戦い はじめた。 39 そして 彼は つ 
いに それと その 王と そのす ベての 町々 
を 攻略し， これを 剣の 刃で 討って， そ 
こ にいた すべての 魂を 滅びの ために さ 
さげて いった。 生存者を ひとり も 残さ 
なかった。 へ ブロンに 対してし たと 同 
じように， デビルと その 王に 対しても 
行なった。 また， リ ブナと その 王に 対 

一  W 

して 行なった のと 同じであった。 

さん ち W 

40 それから ヨ シュアは， 山地と ネ 
ゲブと シェフ エラと 斜面の 全土 また そ 


のす ベての 王たち を 討った。 ひとりの 
生存者 も 残さず， 息 あるす ベての もの 
を 滅びの ために ささげて， イス ラエ 
ルの# エホバが 命じた とおりに した。 
41 こうして ヨ シュアは， カデシュ • 
バル ネアから ガザまで， ゴシ X ンの全 
土， そして ギベオンに 至る までを 討伐 
していった。  42 そして ヨ シュアは そ 
れら のす ベての 王と その 土地を 一時に 
攻略した。 イスラエルの# エホバが イ 
スラ エルの ために 戦って おられた から 
である。 43 その後 ヨ シュアと それに 
伴う 全 イスラエルは ギルガルの 宿営に 

かえ  [コ） 

帰った。 

-i  | さて， ハツ オルの 王ヤ ビンは， 
その 事に ついて 聞く とすぐ， マ 
ドンの 王 ヨバ ブ， また シム ロンの 王と 
アクシャ フの 王，  2 さらに， 北方の 
山地， キネ レ トの 南の 砂漠 平原， シェ 
フェラ， 西方の ドルの 山棱 にいる 王た 
ちの もとに 使いを 送った。  3 すな わ 

とうほう  せいほう  じん (夕）  さんち 

ち， 東方と 西方の カナン 人， また 山地 
のア モリ 人と ヒッ タイ ト 人と ペリ ジ人 
とエ ブス 人， さらに ミツ パの 地のへ ル 
モンの ふもとの ヒビ乂 [の もとにで あ 
る]。 4 それで 彼ら， すなわち 彼らと 
それに 伴う すべての 陣営と が 出て 来た 
が， それは 海辺の 砂粒の ように 数の 多 
い 民であった。 そして， 非常に 多くの 
馬と 戦車 も 伴って いた。  5 そうして 
これらの すべての 王は 申し合わせて 集 
合し， イスラエルと 戦うた めメ  ロムの 
水辺に 来て， 共に 陣営を 敷いた。 

6 ここに おいて エホバは ヨ シュアに 
言われた， 「彼らの ゆえに 恐れて はい 


:  19 : 20 :40 : 23 :  11 —8 :11 
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けない。 明日の 今ごろ， わたしは 彼ら 
すべてを， 打ち 翻: された 者と して イス 
ラエルに 渡す からで ある。 あなたは 彼 
らの 馬の ひざ 腱を 切り， 兵車を 火で 焼 
<Jo  7 それで ヨ シュアと それに 伴う 
戦いの 民 すべては， メ ロムの 水 ぞいに 
進んで 彼らに 不意打ちを かけ， これを 
襲撃した。 8 その 時 エホバは 彼らを 
イスラエルの 手に 与え， 人々 は 彼らを 
討って， 人の 多い シドン や ミス レフ オ 
卜 •マイムにまで， また 東方の ミツべ の 
谷 あい 平原にまで 追跡して 行った。 こ 
うして 彼らを 討って ゆき， ついに ひと 
りの 生存者 も 残さなかった。 9 その後 
ヨ シュアは 彼らに 対して エホバが 言わ 
れた とおりに した。 彼らの 馬の ひざ 腱 
を 切り， 兵車を 火で 焼いた ので ある。 

10 それだけで なく， ヨ シュアは その 
際に 向きを 転じて ハツ オルを も 攻略し 
た。 そして その 王を 剣で 討ち 倒した。 
ハツ オルは それまで それらの すべての 
王国の 頭であった からで ある。 11 そ 

かれ  たましい つるぎ 

して 彼らは そこにいた すべての 魂を 剣 
の 刃で 討ち， [これを] 滅びの ために さ 
さげて いった。 息 ある ものは 何 ひとつ 
残されな かっ；^。 そして 彼は ハツ オル 
を 火で 焼いた。 12 こうして これらの 
王の すべての 都市と そのす ベての 王た 
ちを ヨ シュアは 攻略し， これを 剣の 刃 
で 討って いった。 それを 滅びの ために 
ささげて， エホバの 僕 モー セが 命じた 
とおりに した。 13 ただし， それぞれの 
塚の 上に 立って いる 都市 だけは， イス 
ラエルは これを 焼かなかった。 ヨシ ュ 
アが ただ 一つ ハツ オルを 焼いた ことは 


第二 欄 


ア民 31:23 
申 20:16 


ク裁 1:9 


シ ヨシ 12:7 
ス申 4:48 


ツ申 20:17 


卜 出 34:12 
申 7:2 


例外であった。 14 そして， それらの 
都市からの すべての 分捕り物と 家畜 類 
を， イスラエルの 子ら は 自分たち のた 
めに 取った。 ただし 人間 だけは， これ 
をす ベて 剣の 刃で 討って， ついに 滅ぼ 
し 尽く した。 息 ある 者を だれも 残さな 
かった。 15 エホバが その 僕 モー セに 
命じた とおりに モー セは ヨ シュアに 命 
li， そのと おりに ヨ シュアは 行なった。 
エホバが モー セに 命じた すべての 事柄 
から 一言 も 取り除かなかった。 

16 そうして ヨ シュアは このす ベて 
の 地を 取った。 すなわち， 山地と 全ネ 
ゲ ブとゴ シェンの 全土， また シェ フェ 

[ク）  W 

ラと アラバと イスラエルの 山地 および 
その シェフ ェラ， 17 セイルに 上って 
行く ハ ラク 山から， ヘル モン 山の ふ も 
とに ある レバ ノ ンの谷 あい 平原の バア 
ル •ガ ドに 至る までで ある。 彼は その 
すべての 王たち を 攻略して これを 討 
ち， これを 死に 処 してい っ /L 18 多 
くの 日々 を かけて ヨ シュアは これらの 
すべての 王たち と 戦った。 19 イスラ 
エルの 子ら と 和を 結んだ 都市は， ギべ 
オン に 住む ヒ ビ 人を 別に すれば 一つ も 
なかった。 あとは すべて 戦いに よって 
取った。 20 彼らの 心を 強情に ならせ 
て イス ラエルに 対 して 宣戦を 荇 なわせ 
る こと， これが エホバの 道であった の 
である。 こうして 彼らを 滅びの ために 
ささげて， 彼らが 何ら 好意的 配慮を 受 
ける ことのない ようにす るた め, 彼らを 
滅ぼし 尽くす ためであった。 それは エ 

めい  m 

ホバが モー セに 命 じたと おり であった。 


ヨ シュア 11:21—12:13 約束の 地の 主な 征服は 完了す る。 征服され た 31 人の 王 376 


21 さらに その 時， ヨ シュアは 行っ 
て， 山地から， へ ブロンと デビルと ア 

ナブから， また ユダの すべての 山地と 

[ィ） 

イスラエルの すべての 山地から アナ キ 
ムを _ ち 滅ぼした。 ヨ シュアは 彼らを 
その 都市 もろとも 滅びの ために ささげ 
た。 22 イスラエルの 子ら の 土地に ア 
ナ キムは 残されて いなかった。 ガザと 
ガト また アシュ ド ドに のみ 彼らは 残っ 
ていた。 23 こうして ヨ シュアは， すべ 
て エホ ノ 《が モー セ に 約束 したと おりに 
その 全土を 手に入れた。 そして ヨシ ュ 
アは それを 相続 分と して イスラエルに， 


それぞれの 受け 分に したが っ て その 部 
族 ごとに 分け与えた。 そして， その 地 

せんそう  そうらん  （サ） 

に 戦争に よる 騒乱はなかった。 

がわ トン） 

1  さて， ヨルダンの 日の出の 側， 
丄“ アル ノンの 奔流の 谷からへ ルモ 

ざん (セ）  ぜん  （ソ) 

ン 山まで， また 日の出の 側の 全 アラバ 


において イスラエルの 子ら が 撃ち破 っ 
て， その 土地を 取得した その 地の 王た 
ちは 以下のと おりであった。 2 すな わ 

[夕 1  す  じん 

ち， ヘシ ュ ボンに 住んで いた ア モリ 人 

(チ）  もの  [ツ）  ほん 

の王シ ホン。 この 者は， アル ノンの 奔 
流の 谷の 岸に ある アロエ ルから， 奔流 
の 谷の 中間， ギレアデの 半分， アン モ 
ンの子 ら との 境界を なす 奔流の 谷の ヤ 
ポクまでを 支配し， 3 アラバは キネ レ 

(-)  うみ  ひがしがわ  ひがし 

卜の 海まで その 東側， また 東の ベ ト- 

(?)  む 

エ シモ トに 向かって アラバの 海すな わ 
ち “ 塩の 海” まで， そして 南の ほうは 
ピ スガの 斜面の 下に 及んだ。 

4 そ して， バシャ ンの王 オグの 領地。 
これは レ ファ イムのう ち 残って いた 者 

[フ）  （へ) 

の ひとりで， アシ ュタロ テと エド レイ 
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シ申 4:47 
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ヨシ 13:12 
フ申 1:4 
へ 申 3:10 


す  ざん [ァ）  ぜん 

に 住み，  5 ヘル モン 山と サレ カと 全 

M  じん (ゥ）  W 

バシャンを， ゲシュル 人と マ アカト 人 
の 境界まで， また ギレアデの 半分， へ 
シュ ボンの 王シホ ンの 領地に 達する ま 
でを 支配して いた。 

6 エホバの 僕 モー セと イスラエルの 
子ら とが 彼らを 撃ち破った。 その後 エ 
ホ バの僕 モー セは， 保有 地と して それ 
を ル ベン 人， ガド 人， および マナ セの 

はん^^' ぞく  (コ） あた _ 

7 また， ヨ シュアと イスラエルの 子 
らが ヨルダ ンの 西側 で 撃ち破った その 
地の 王たち は 以下のと おりで ある。 そ 

(サ）  たに  へいげん 

れは レバ ノ ンの谷 あい 平原の バア ル- 
ガ ドから，  セイルに 上って 行く ハ ラク 

さん (セ）  のち 

山までで あり， 後に ヨ シュアは それを 
保有 地と して イスラエルの 各部 族に， 
その 受け 分に したが っ て 分け与えた。 
8 山地と シヱ フヱ ラと アラバと 斜面と 
荒野と ネゲブで あり， ヒッ タイト 人， 
ア モリ 人と カナン 人， ベリジ 人， ヒビ 


人と エブ ス人 である。 すなわち， 

9 エリコの 王， 一人。 ベ テルの そば 

(H 

の アイの 王， 一人。 

(ナ）  ひとり  (=1 

10 エルサレムの 王， 一人。 へ ブロン 
の 王， 一人。 

(?)  ひとり  [ネ） 

11 ヤ ルムトの 王， 一人。 ラキシュの 
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一人 0 

12 エグロンの 王， 一人。 ゲゼルの 
王， 一人 。 

13 デビルの 王， 一人。 ゲ デルの 王， 
一人 0 


ス申 2:12; セ ヨシ 11:17; ソ ヨシ 11:23; タ ヨシ 10:40; ヨ 
シ 11:16; チ 創 15:16; 出 3:8; 詩 136:19; ツ出 23:23; 申 7: 
1; テ ヨシ 6:2; ト ヨシ 8:29; ナ ヨシ 10:1; ニ ヨシ 10:23; 
ヌ ヨシ 10:3; ネ ヨシ 10:23;  ノ ヨシ 10:26; ハ ヨシ 10:33; 
ヒ ヨシ 10:38。 
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14 ホル マの 王， 一人。 アラドの 王， 
一人 0 

15 リ ブナの 王， 一人。 アドラムの 
王， ~ ■人 0 

16 マケ ダの 王， 一人。 ベ テルの 王， 
一 人 0 

ひとり  (X) 

17 タ プア ハの 王， 一人。 へ フェルの 
王， 一人 0 

18 ア フェ クの 王， 一人。 ラシ ヤロン 
の 王， 一人。 

W  ひとり  [力） 

19 マドンの 王， 一人。 ハツ オルの 
王， 一人 0 

ひとり 

20 シム ロン •メロンの 王， 一人。 ア 

. 

クシ ヤ フの 王， 一人。 

21 タアナクの 王， 一人。 メギドの 
王， 一人 。 

22 ケデシ ュの 王， 一人。 カルメルの 
ヨクネ アムの 王， 一人。 

23 ドルの 山稜に ある ドルの 王， 一人。 

ギルガルの ゴ イムの 王， 一人。 
24 ティ ルツ ァの 王， 一人。 

王たち は 全部で 三十 一人で ある。 

としお  こうれい 

-I  〇 さて， ヨ シュアは 年老いて 高齢 
丄〇 に ■してぃ#。 それで ェホバは 
彼に こう 言われた。 「あなた も 年老い 
て 高齢に 達した。 だが， 土地は なお 取 

# すべき 碧に 輩く 襲って ぃ ぶ。 

2 これが なお 残って いる 土地で ある。 

じん  ぜんいき M 

すなわち， フィリス ティア 人の 全域と 

ぜん ど [夕 1 

ゲシュル 人の 全土  3 (エジプト のい 

まえ  しりゅう  ほっ 

ちばん 前に ある ナイルの 支流から， 北 

方の エクロンの 境界 地方まで。 そこは 

カナン 人に 属する とみな されて いた）。 

フィ リス ティア 人の 枢軸 領主 五 人， ガ 
[卜）  m  (-) 

ザ 人と アシュ ドド 人， ア シュケ ロ ン 人， 
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ギト 人と エクロン 人。 それに アビ ム。 
4 南は カナン 人の 全土。 それから メア 
ラ， すなわち シドン 人に 属する 所を ア 
フエ ク まで， ア モリ 人の 境まで。  5 ま 
た ゲバ ル 人の 地と， 日の出の 側の レバ 
ノンの 全土， ヘル モン 山の ふもとの バ 
アル • 


ガ ドから ハマ トに 入る ところ ま 

さんち  じゅうみん 

で。 6 山地の すべての 住民， レバ ノ 

(ク）  （ヶ） 

ン から ミ ス レフ オト. マイムまで， す 
ベての シドン 人。 わたし 自身が 彼らを 

まえ  の 

イスラエルの 子ら の 前から 立ち退かせ 
る。 ただ それを， わたしが 命じた とお 
り， 相続 地と して イスラエルに 帰属 さ 
せよ。 7 それで 今， この 地を 相続 地 
と して 九 部族と マナ セの 半部族と に 配 

ぶん  W 

分せ よ」。 

8 あとの ^ 部族と 共に， ル ベン 人と ガ 
ド 人は， ヨルダンの 東側で モー セが 与 
えた それぞれの 相続 地を 得， エホバの 
僕 モー セが 彼ら に 与え たと おりに なっ 

W  (V] ほんりゅう 

ていた。 9 すなわち， アル ノ ンの 奔流 

たに  きし  [夕 1 

の 谷の 岸に ある アロエ ルから， 奔流の 

ちゅう かん  と し  [チ 1 

谷の 中間に ある 都市， そして メ デバの 
全 台地を ディ ボンまで， 10 ヘシ ュボ 
ンで 治めて いた ア モリ 人の 王シ ホンの 
すべての 都市を アン モンの 子ら との 境 
界 地方まで， 11 また ギレアデ， およ 

じん (W  りょうち 

び ゲシュル 人と マ アカト 人の 領地， へ 

ざん (ナ) ぜんいき  ㈡ ぜんど 

ル モン 山 全域， さらに バシャン 全土 
を サレ カまでで， 12 アシ ュタロ テと 

m  おさ  [A 

エド レイで 治めて いた パシャ ン のオグ 

ぜんおう ど  かれ 

の 全 王土で ある 一 彼が レ ファ イムの 


のこ 

残- 


て いた 者のう  ちの その 残りの 者で 

I ハ）  う  の 

ある ー モー セは 彼ら を 討 って 立ち退 

(ヒ 1 

かせて いったの である。 13 だが， イ 
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スラ エルの 子ら は ゲシュル 人と マアカ 
卜 人を 立ち退かせなかった。 それで ゲ 
シュルと マアカ トは 今日まで イス ラエ 
ルの 中に 住んで いる。 

14 レビ 人の 部族に 対して だけは， 彼 
は 相続 地を 与えなかった。 イスラエル 
の# エホ バ への 火に よる 捧げ物が 彼ら 
の 受ける 相続 分で あり， 彼らに 約束 さ 
れた とおりだった ので ある。 

15 その後 モー セは ル ベンの 子ら の 
部族に 対 して その 家族 ごとに 分け与え 
て ゆき， 16 アル ノンの 奔流の 谷の 岸 
にある アロエ ルから， 奔流の 谷の 中間 
にある 都市， そして メ デバのと ころの 
全 台地が 彼らの 領地と なった。 17 へ 
シュ ボンと それに 属する すべての 台地 
の 町々， ディ ボン， バモト •バアル， ベ 

(ス〕  (t) 

卜 •バアル. メ オン， 18 また ヤ ハツ， 
ケデ モト， メ ファ アト， 19 さらに キ 
ルヤ タイム， シブ マ， 低地 平原の 山中 
にある ツェレ ト • シャハ ル，  20 それ 
にべ 卜 •ぺ オル， ピ スガの 斜面， ベ ト* 
エシ モトで あり， 21 台地の すべての 
都市と ヘシ ュ ボンで 治めて いた ア モリ 
人の 王シ ホンの 全 王土で ある。 モー セ 
はこの 者を 討ち， また ミディ アンの 長 
たち， エビ， レ ケム， ツル， フル， レ 
バ ，すなわち シホ ンの君 侯で その 地に 住 
ん でいた 者たち を も [討った]。 22 ま 
た， 占い師であった， ベ オルの 子 バラ 
ム もまた， イスラエルの 子ら が 剣で 殺 
した その 打ち殺された 者たち の 一人で 
あった。 23 それで， ル ベンの 子ら の 
境界は ヨルダンまでと なった。 これが 
領地と して ル ベンの 子ら の その 家族 ご 
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との 相続 地で あり， 都市と それに 伴う 
集落と が あった。 

24 さらに モー セは， ガ ドの 部族， ガ 
ドの 子ら にも その 家族 ごとに 分け与え 
て ゆき， 25 彼らの 領地は， ヤゼ ルと， 
ギレアデの すべての 都市， また アロエ 
ルに 至る アン モンの 子ら の 土地の 半分， 
ラバに 面する 所と なった。 26 ヘシ ュ 
ボンから ラ マト • ミツべ とべ ト ニム ま 
で， また マハナ イムから デ ビルの 境界 
地方までで あった。 27 さらに， 低地 

へいげん  [サ） 

平原には， ベ ト. ハラム， べ卜 .ニム 

(シ J  W 

ラ， スコ ト， ツァフ オンが あり， これ 
はへ シュ ボンの 王シ ホンの 王土の 残り 
であり， キネ レ トの 海の 端に 至る まで 
ヨルダン が 境界で あり， ヨルダンの 東 
側であった。 28 これが ガ ドの 子ら の 
その 家族 ごとの 相続 地で あり， 都市と 
それに 伴う 集落と が あった。 

29 さらに モー セは マナ セの 半部族 
にも 分け与え， それが マナ セの 子ら の 
半部族の， その 家族 ごとの 分と なった。 

かれ  りょうち  （ツ） 

30 そして， 彼らの 領地は マハナ イム か 
ら パシャ ンの 全土， すなわち バシャン 

ぜんおう ど [テ】 

の 王 オグの 全 王土， および バシャンに 

てんまく むら (卜）  まちまち 

ある ヤイ ルの 天幕 村す ベて ，六十の 町々 
となった。 31 そして， ギレアデの 半 
分， また バシャンの オグの 王土の 都市 

である アシ ュタロ テと エド レイは， マ 

(?) 

ナ セの 子で ある マキ ルの 子ら に， マキ 
ルの 子ら の 半分に その 家族に したが っ 
て 所属す る ことに なった。 

32 これは モー セが [彼らに] 受け継 
がせた 分で あり， それは ヨルダンの 東 
側 ，エリコ に 面す る モア ブの 砂漠 平原 
においてであった。 
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33 そして， レビ 人の 部族に 対して， 
モー セは 相続 地を 与えなかった。 彼ら 
に 約束され たと おり， イスラエルの 裡 
エホバが 彼らの 受ける 相続 分で ある。 
1 j さて， イスラエルの 子ら が カナ 
1 ンの 地で 相続 物と して 得た とこ 
ろは 以下のと おりで ある。 祭司 エレ ア 
ザルと ヌン の子ヨ シュア， および イス 
^  ラエルの 子ら の 各部 族の 父たち の 頭が 
f 皮ら にこれ を 受け継がせた。  2 それ 
ぞれの 相続 地は く じに よって [定めら 
れ]， 九 部族と 半部族の ため エホバが 
モー セに よって 命じた とおりに された。 
3 モー セは 他の 二部 族と 他の 半部族の 
I 目 続 地を ヨルダンの 向こう側で 与えて 
いたから である。 また， レビ 人には 彼 
らの 間に 相続 地を 与えなかった。 4 ヨ 
セフの 子ら が マナ セと エフ ライムの 二 
つの 部族に なって いたので ある。 そし 
て 彼らは レビ 人に 対し， 居住の ための 
都市， また その 畜類と 資産の ための [周 
囲の] 牧草地の ほかは， その 土地の 中に 
受け 分を 与えて いなかった。 5 エホ 
ノ 《が モ ー セに 命じた とおりに イス ラエ 
ルの 子ら は 行なった。 こうして 彼らは 
その 土地を 配分した。 

6 その 時 ユダの 子ら が ギルガルで ヨ 
シュアに 近づき， ケニズ 人エ フネの 子 
カ レブが 彼に こう 言った。 「エホバが 
わたしに ついて， また あなたに ついて 
カデシュ •バル ネアで [まことの] 裡の 
人 モー セに te された 言葉を， あなた 自 
身 もよ く 知っています。 7 エホバの 僕 
モー セが カデシュ • バル ネアから 遣わ 
して この 地を 偵察 させた 時， わたしは 


カ レブは 約束の 相続 地を 求める 
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四十 歳でした。 わたしは 戻って 来て 自 
分の 心に あった とおり の 言葉を 報告し 
ました。 8 です が， 一緒に 上って 行っ 
た わた しの 兄弟たち は 民の 心を 溶け 入 
ら せました。 それでも わたしは， 自分 
の# エホバに 全く 従い ま した。 9 その 
ため モー セは その 日に 誓って 言い まし 
た， 『あなたの 足が 踏んだ 土地は 定めの 
ない 時に 至る 相続 分 として あなたと あ 
な たの子ら の ものと なる。 あなたが わ 
た しの# エホバに 全く 従っ たからで あ 
る』。 10 そして， エホバは ご 自分の 約 
束 どおり ，わた しを 今 ここ に 生き長らえ 
させて くださいました。 イスラエルが‘ 
荒野を 歩いて いた 時代， エホバが モー 
セ に その 約束を されて 以来 この 四十 五 
年で あり， わたしは 今日 ここに 八十 五 
歳に なり ま した。 11 それでも わたし 
は 今日， モー セが わたしを 遣わした 日 
と 同じく 強健です。 その 時の わたしの 
力 も， 今の わたしの 力 も 戦いに 対して 
同じで あり， 出て 行く にも 入って 来る 
にも 堪える ことができます。 12 です 
から 今， エホバが その 日に 約束して く 
ださった この 山地を 是非とも わたしに 
お与えく ださい。 その 日に あなた も 聞 
いたと おりです が， そこには アナ キム 
が おり， 防備の 施さ れた 大き な 都市が 
あります。 エホバは わたし と共にいて 
くださる でしょう。 エホバが 約束して 
くださった とおり， わたしは きっと 彼 
らを 立ち退かせます」。 

13 それを 聞いて ヨ シュアは 彼を 祝 
福し， へ ブロンを エ フネの 子 カ レブの 

そうぞくち  あた  （夕） 

相続 地と して 与えた。 14 こう してへ 

タ ヨシ 10:37; ヨシ 15:13; ヨシ 21:11; 代 I  6:56。 
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ブロ ンは ケニズ 人エ フネの 子 カ レブの 

そうぞくち  こんにち  およ 

相続 地と なって 今日に 及んで いる。 そ 
れ は， 彼が イスラエルの# エホバに 全 
く 従った からであった。 15 それ 以前 


のへ ブロンの 名は キル ヤト. アルバと 

(イ）  （ウ） 

いった （[アルバは] アナ キムの 中の 大 
いなる 者 [と言われて いる])。 そして， 
その 地に 戦争に よる 騒乱はなかった。 
1 ^ そして， ユダの 子ら の 部族に， 
その 綠ご とに， く ふこ よって 
割り当てられた 分は， エドムとの 境界， 
チンの 荒野まで， ネゲブ， その 南の 端 
までと なった。 2 それで， 彼らの 南の 
境界は， “ 塩の 海” の 先端から， 南に 
面する その 湾のと ころから となった。 
3 次いで それは 南に 出て アクラ ピムの 
上り坂に 進み， チンに 渡り， 南から 力 
デシ ュ .バル ネアへ 上り， へツ ロンに 
渡り， アッ ダルに 上り， 回って カル カ 
に 行った。 4 さらに それは アツ モンに 
進んで エジプトの 奔流の 谷に 出た。 そ 
の 境界の 終端は 海であった。 これが 彼 
らの 南の 境界と なった。 

5 また:* Sf の Wf は “S の麄 ，，で， 
ヨルダンの 端のと ころまで， そして 境 
界の 北の 隅は， 海の 湾曲した， ヨルダ 
ンの 端のと ころであった。 6 次いで そ 
の食界 はべ 卜 •ホグ ラに 上り， べ卜 
アラバの 北を 6 えた。 次いで 境界は ル 
ベンの 子 ポハンの 石のと ころに 上った。 
7 そして 境界は アコ ルの 低地 平原のと 
ころで デビルに 上り， 北方に 転じて ギ 
ルガ ルに 進んだ。 それは アド ミムの 上 
り 坂に 面して おり， それは 奔流の 谷の 
南に あたる。 次いで 境界は エン •シエ 


第 14 章 


第 15 章 


メシュの 水に 渡り， その 終端は エン • 
ロゲ ルと なった。 8 次いで 境界は ヒン 
ノムの 子の 谷を 上って， エ ブス 人の 斜 
面つ まり エルサレムの 南側に 出た。 境 
界 はさら に， 西方に ヒン ノムの 谷を 見 
る 山の頂に 上った。 それは レ ファ イム 
の 低地 平原の 端， その 北方に 位置す る。 
9 次いで 境界は その 山の頂から ネフ ト 

いずみ W  ひ 

ア ハの 水の 泉に 引かれ， そこから 出 
て エフロン 山の 諸 都市に 進んだ。 境界 
はさ らに バア ラつ まり キル ヤト • エア 
リムに 引かれた。 10 次いで 境界は バ 
アラから 回り ながら 西に 進んで セイル 
山に 行き， エア リム 山の 斜面の 北側つ 
まり ケ サロンに 渡った。 次いで それは 

[コ]  くだ  [サ） 

ベ ト. シエ メシュ に 下り， テイ ムナに 
渡った。 11 そして 境界は エクロンの 
斜面， その h 方に 出， その 境界は シケ 
ロンに 引かれて， バア ラ 山に 渡り， そ 
こから ヤブネ エルに 出た。 そうして 境 
界の 終端は 海と なった。 

12 そして， 西側の 境界は “ 大海” お 
よび その 沿岸 地方であった。 これが， 
ユダの 子ら， その 諸家 族の 周囲の 境界 
であった。 

一  (t) 

13 また， エ フネの 子 カ レブには， ヨ 
シュアに 対する エホバの 指示に したが 
い， ユダの 子ら の 中に その 分を 与えた。 
それは キル ヤト. アルバ （[アルバは] 
アナ クの父 [と言われて いる])， つまり 
へ ブロンで ある。 14 それで カ レブは 
そこから アナ クの 三人の 息子， すな わ 
ち シエ シャイと アヒ マンと タ ル マイ， 
アナ ク から 生まれた 者たち を 打ち払 っ 
た。 15 後に 彼は そこから デビルに 住 
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む 民のと ころに 上った 0  (ところで デ 第15 章 パ， ビズヨ テヤ，  29 バア ラと イイ ム 
ビルの 名は， それまでは キル ヤト .セ と エツェ ム，  30 また エル トラ ド， ケ 
フェルと いった。） 16 そうして カ レブ ゥ 51 ぷ 3 シル， ホル マ，  31 また チク ラグ， マ 
はこう 言った。 「だれでも キル ヤト •  x|3 ぶ  ド マナ， サヌ サナ， 32 また レバ オト， 
セ フェルを 討って これを 攻略した 者， シル ヒム ，アイン， リモンと なった。 全 
その 者には 必ず わたしの 娘ア クサを 妻 II  部で 二十 九の 都市で， それに 伴う 集落 

として 与えよう」。 17 すると， カ レプヶ: ミニ が あった。 

きょうだい  （ゥ）  （ェ）  P  〇,  〇  {ク）  （ヶ） 

の 兄弟 ケナズ の子オ テニエルが それを コ: g3  33 シェフ ェラには， エシュ タオル， 
攻略した。 そこで 彼は 自分の 娘ア クサ ツ ォル ア ，アシ ュナ， 34 ザ ノア ハと エ 
を 妻と して これに 与えた。 18 そして ス^^ぎ ン .ガ ニム， タ プア ハと エ ナム， 35 ヤル 
家に 向かって 行く 時の こと， [ア クサ] 112  ムトと アドラム， ソコ とアゼ カ， 36 ま 
は， 自分の 父に 畑を 請うよう にと しき 似4:28 たシャ アラ イム， アディ タイム， ゲデ 
りに 彼を 促す のであった 0 そうして， 第二 欄 ラ， ゲデ ロタ イムが あった。 十四の 都 
ろばに 乗った まま 自分の 手を 打ち鳴ら 7H;2 市と それに 伴う 集落。 

した。 これを 見て カ レブは 彼女に 言っ 37 ツェ ナン， ハダ シャ ，ミグダル- 
た，  「お前は 何が 欲しい のか」。 19 そ ヱ だ 以5 ガ ド，  38 また ディル アン， ミツべ， 
れで 彼女は 言った， 「どうか 祝福を お  ^す4 ヨクテ エル， 39 ラキシュと ボ ツカ ト 
与えく ださい。 わたしに 下さった のは と エグロン，  40 また カボン， ラフ マ 

みなみ  とち  代 I 12:1 

南の ほうの 一つの 土地です 0 グロ ト. マ ヵ 代 14:32  ム ，キト リシ ュ， 41 また ゲデロ ト， ベ 
イム も 是非 わたしに お与えく ださい」。 ネへ 山29 卜 • ダゴ ンとナ アマと マケ ダ。 十六の 
そこで 彼は 上グ ロトと 下 グロ トを 彼女  都市と それに 伴う 集落。 

に 与えた。  ヶ I ン 1ユ41 42 リ ブナ， エ テル， アシャン， 43 ま 

20 これが， ユダの 子ら の 部族の， そ コ。 =2q たイ フタ ハ， ア シュナ ，ネツ ィブ， 44 ま 

かぞく  そうぞくち (ヶ）  (?)  [本）  （ノ） 

の 家族 ごとの 相続 地であった。  た ケイラ， アク ジブ， マレ シャ。 九つ 

21 そして， ュダの 子ら の 部族の 端， ス ヴ ぶ;15 の 都市と それに 伴う 集落。 

南の エドムとの 境界に 向かう 方面の セサ 117:1  45 エクロンと それに 依存す る 町々， 

とし  （サ）  ノ ヨ ン 10:10  ともな しゅうらく 

都市は， カブ ツェ エル， エデル， ヤグ タサ II7: また それに 伴う 集落 0  46 エクロン か 

チ ヨシ 10:3  にしす す  きんぼう いったい 

ル，  22 また キナ， ディ モナ， ア ドア ョ 18:14 ら 西に 進んで アシュ ドドの 近傍 一帯と 

、ン王 n  22:1  ともな しゅうらく 

ダ，  23 また ケデシ ュ ，ハツ ォル， イ テ ョシ 1〇:3 それに 伴う 集落。 

[シ]  ト ヨシ 10:28  [ヒ）  いぞん  まちまち 

ト ナン， 24 ジフと テ レムと ベア ロト， ナ ョシ 10:29  47 アシュ ドド， それに 依存す る 町々， 

王118:22  ともな しゅうらく  （フ 1 

25 また ハツ ォル •ハダ タ ，ケリ ヨト •へ ニ ョシ 仙7 また それに 伴う 集落。 ガザ， それに 依 

ヌサ I  23:1 

ツ ロンつ まり ハツ ォル，  26 アマ ムと ネ創 38:5  存 する 町々， また それに 伴う 集落， エ 
シェ マと モラ ダ，  27 また ハツ ァル • ハョシ 13:3 ジ ブトの 奔流の 谷に 至る まで 。また， 

W  ヒサ I5,1  おおう み  りんせつ  ちいき W 

ガ ダ， ヘシ ュ モン， べ卜 •ペレ ト， 28 ま フ創 10:19  “ 大海” とそれ に 隣接す る 地域。 

た ハツ ァ ル. シュア ル， ベ エル •シェ へ 48 そして， 山地には， シャミル， ヤ 
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ティル， ソコ，  49 また ダナ， キル ヤ 
卜* サナ つまり デビル，  50 また アナ 
ブ， エシュ テモ， ア ニム，  51 また ゴ 
シェン， ホ ロン， ギ ロが あった。 十一 
の 都 击 とそれ に 伴う 集落。 

52 アラブと ドマと エシュ アン， 53 ま 
たヤ ニム， ベ ト. タ プア ハ， ア フェ カ， 
54 また フム タ， キル ヤト • アルバつ ま 

[才）  と し 

りへ ブロン， ツィ オル。 九つの 都市と 
それに 伴う 集落。 

55 マオン， カルメルと ジフと ユタ， 
56 また エズレ ル， ヨクデ アム， ザ ノア 
ハ， 57 カ イン， ギベアと ティム ナ〇十 
の 都市と それに 伴う 集落。 

58 ハル フル， ベ ト. ツルと ゲド ル， 
59 また マ アラ ト， べ卜 •アノ ト， エル テ 
コン。 六つの 都市と それに 伴う 集落。 

60 キル ヤト • バアルつ まり キル ヤ 
卜 •エア リム， ラバ。 二つの 都市と そ 
れに 伴う 集落。 

61 荒野には， べ卜 •アラバ， ミ ディン 
と セ カ カ，  62 また ニブ シャン， “塩 
の 都市”， エン •ゲディ。 六つの 都市と 
それに 伴う 集落。 

(ス）  す  じん {せ 1 

63 エルサレムに 住む エブ ス人 につ 
いては， ユダの 子ら はこれ を 打ち払う 

{ ソ） 

ことができなかった。 そのため エ ブス 
人は 今日に 至る ま で ユダの 子ら と共に 
エルサレムに 住んで いる。 

[夕）  （チ）  あ 

1 /» また， ヨセフの 子ら にく じで 当 

I W%  ぶん 

たった 分は， エリコの ところの 
ヨルダンから エリコ の 水の 東方へ， エリ 
コ からべ テルの 山地に 上る 荒野で あっ 
た。 2 次いで それは ルズに 属する ベ 
テルを 出て アタロ トの アル キ 人との 境 
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界に 渡り， 3 西に 下って ヤフレ ト 人と 
の 境界へ， 下べ 卜 •ホ ロンと ゲゼルの 
境界まで 進み， その 終端は 海と なった。 

4 こうして ヨセフの 子ら， マナ セと エ 
フ ライム は 土地を 取得す る ことにな っ 
た。  5 そして， エフ ライムの 子ら が 
その 家族 ごとに 得た 地の 境界， すな わ 
ち 彼らの 相続 地の 境界は， 東の 方は ア 
タ ロト • ア ダルと なり， そこから 上べ 
卜 •ホ ロンに 進んだ。 6 そして その 境 
界は 海に 出た。 ミク メタ ト は 北側に 位 
置し， 境界は 東に 回って タ アナ ト •シ 
口に 進み， 東方の ヤ ノア ハに 渡った。 
7 次いで それは ヤ ノア ハから アタロ ト 
とナ アラに 下り， エリコに 達して ヨル 
ダンに 出た。 8 タ プア ハから 境界は 西 
方に 進んで カナの 奔流の 谷に 出， その 
終端は 海と なった。 これが， エフ ライ 
ムの 子ら の 部族が， その 家族 ごとに 得 
た 相続 地で ある。 9 そして， エフ ライ 
ムの 子ら は， マナ セの 子ら の 相続 地の 
中に も 飛び地の 都市を 有して いた。 す 
ベて 都市と それに 伴う 集落であった。 

10 また 彼らは ゲゼルに 住む カナン 
人を 打ち払わなかった。 そのため カナ 
ン人が 今日まで エフ ライムの 中に 住ん 

{チ） どれいて ききょう せいろう どう  ふく  もの 

で おり， 奴隸的 強制労働に 服す る 者と 
なっ ている。 

n さらに， くじに よる 割り当て 分 
が， ヨセフの 長子であった マナ 
セの 部族の もの， 戦 人で ある ことを 
示した マナ セの 長子， ギレアデの 父で 
ある マキ ルの ものと なった。 それで ギ 

第 17 章  テ 民 26:55; 民 33:54; 箴 16:33; 卜 創 41:51; 
創 48:18; 申 21:17; ナ創 46:20; 二 創 49:24; ヌ民 26:29; 
代 I  2:23; 代 1 7:14; ネ創 50:23; 民 32:40。 
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レア デと パシャ ンは 彼に 属する ことに 
なった。 2 また， [くじに よる 割り 当 
て 分が，] 残って いた マナ セの 子ら の 
各 家族の ため， すなわち アビ • エゼル 
の 子ら， ヘレクの 子ら， アス リエルの 
子ら， シェ ケムの 子ら， へ フェルの 子 
ら ，シェ ミ ダの 子ら の ものと なった。 こ 
れらは ヨセフの 子で ある マナ セの 子ら 
であり， 家族 ごとに 挙げた その 男子で 
あった。 3 マナ セの 子， マキ ルの 子， 
ギレアデの 子， へフヱ ルの 子ツ ヱロフ 
ハ ドには， 息子が おらず， ただ 娘たち 
だけであった。 その 娘たち の 名は 以下 
のと おり。 マフラと ノア， ホグ ラ， ミル 
力と ティル ツァ。 4 そのため 彼女たち 
は 祭司 エレ ア ザルと ヌン の子ヨ シュア 
と 長たち の 前に 出て こう 言った。 「エ 
ホバ は， 兄弟たち の 中に あって この わ 
たし どもに も 相続 地を 与え るよう にと 
モー セに 命じて くださいました」。 そ 
こで 彼は， エホバの 指示 どおり， その 
父の 兄弟たち の 中に おいて 彼女たち に 
も 相続 地を 与えた。 

5 そして， ヨルダンの 向こう側の ギ 
レア デと バシャンの 地は 別にして， マ 
ナ セには 十の 配分 地が 当たった。 6 マ 
ナ セの 娘たち が 息子た ちに 交じって 相 
続 分に あずかった からで ある。 ギ レア 
デの 地は そのほかの マナ セの 子ら の 所 

ゆ ラち 

有 地と なった。 

7 そして， マナ セの 境界は， ア シェ 
ルから， シヱ ケムに 面する ミク メタ ト 
までと なった。 その 境界は 右に 進んで 
エン • タ プア ハに 住む 者たち のと ころ 
に 行った。  8 タ プア ハの 地は マナ セ 
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の ものと なった が， マナ セの 境界のと 
ころの タ プア ハ そのものは エフ ライム 
の 子ら に 所属した。 9 次いで 境界は 
カナの 奔命の 谷に 下った。 すなわち 南 
に 進んで マナ セの 諸 都市の 間にある そ 
れら エフ ラ イムの 都市の 奔流の 谷に 
[下っ た] が， マナ セの 境界は その 奔流の 
谷の 北側で あり， その 終端は 海と なっ 
た。 10 南側が エ フ ライム， 北側が マ 
ナセ であり， また 海が その 境界と なっ 
ナ こ。 北は アシ ェルに， 東は イッ サカ ル 

に 装した。 

11 また， マナ セには， イッ サカ ルと 

ち  [才） 

ア シェルの 地のう ち， ベ ト • シェ アン 
とそれ に 依存す る 町々， イブレア ムと 
それに 依存す る 町々， ドルの 住民と そ 
こに 依存す る 町々， エン • ドルの 住民 
とそ こに 依存す る 町々， タアナクの 住 
民と そこに 依存す る 町々， メギ A の 住 
民と そこに 依存す る 町々， 高台 三つが 
所属す る ことに なった。 

12 しかし， マナ セの 子ら は これら 
の 都市を 取得で きず， カナン 人が その 
地に ずっ と 住み 続けて いた。 13 そし 
て， イスラエルの 子ら が 強くなる と， 
カナ ン 人を 強制労働に 処す るので あっ 
た。 それでも， 彼らを 全く 立ち退かせ 
る ことはなかった。 

14 その後 ヨセフの 子ら はヨ シュアと 
話して こう 言った。 「わた しの 相続 地 
として， ただ 一つの くじ 分， ただ 一つの 
配分 地し か 下さ ら なかった のは どうし 
てでしょう か。 エホバが これまで 祝福 
してく ださ っ たお かげで わた しは 数の 
多い 民と なって いるので す」。 15 それ 
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に 対し ヨ シュアは 彼らに 言った， 「数  ^ 
の 多い 民で あるの なら， 森林 地に 上っ7^ 
て 行きなさい。 そこの ベリジ 人と レ^ 
ファ イムの 地で， 自分の ために それを  I 
切り倒す のです。 エフ ライムの 山地が1] 
あなたに とって 狭す ぎる ようになった 1 
のです から」。 16 すると ヨセフの 子 1 
らは 言った， 「その 山地は わたしたち  * 
に とって 十分ではありません 0 しかも， ク〗 
低地 平原の 地に 住む すべての カナン 人 1 

w  いぞん  i 

には， ベ ト • シェ アンと それに 依存す コ E 
る 町々 にいる 者に も， エズレ ルの 低地  = 
平原に いる 者たち にも， 鉄の 大鎌の つ  : 
いた 戦車が あります」。 17 それで ヨ - 
シュアは， ヨセフの 家， すなわち エフ サ; 
ライムと マナ セと にこう 言った。 「あ 
なた は 数の 多い 民です。 大きな 力が あシ H 
なた にあります。 あなたは ただ 一つの  1 
くじ 分を 受ける のでは なく， 18 むし ス | 
ろ山 地を 自分たち の ものと すべきな の  ； 
です。 それは 森林 地です から， 是非と 」 
も それを 切り倒して， そこを あなたの  1 
境目と しなさい。 カナン 人が 鉄の 大鎌^ 
のつ いた 戦車を 持って いて 強かろう と 1 
も， あなたは これを 打ち払うべき なの ゥ f 

0)  I 

です」。  X! 

1 Q その 時 イスラエルの 子ら の 集会 ォ ョ 
のす ベての 者は シロに 集合して か 
いた。 そして 彼らは そこに 会見の 天幕 1 
を 置いた。 今や i： 地は 彼らの 前に 従え ； 
られ ていたから である 0  2 しかし， イクう 

スラ エルの 子ら の 中には， 自分の 相続 ヶ: 
地を 配分され ていない 者たち， すな わ 3E 
ち 七つの 部族が まだ 残って いた。 3 そシ [ 
れでヨ シュアは イスラエルの 子ら にこ セ I 


う 言った。 「あなた 方の 父祖たち の 神 
エホバが 与えて くださ っ た 土地に 入っ 
て それを 取得す る ことを， あなた 方は 
いつまで 怠って いるので すか。 4 自分 
たちのた めに 各部 族から 三人の 者を 出 
しなさい。 わたしは その 者たち を 送り 
出します。 彼らが 身を 起こして その 地 
を 行き 巡り， 自分たち の 相続 地に した 
がって その 図面を かくた めです。 その 
のち 彼らを わたしの ところに 来させ ま 
5 次いで 彼らは それを 自分たち の 
間で 七つの 受け 分に 分ける のです。 ユ 
ダは 南の ほうで 自分の 領地に そのまま 
とどまり， ヨセフの 家 も 北方で 自分の 
領地に とどまる ことになります。  6 あ 
なた 方は， 図面を かいて その 地を 七つ 
の 受け 分に 分けます。 それを この わた 
しのと ころに 持って来なければ なり ま 
せん。 わたしは ここで， わたしたちの 
拽 エホバの 前に あって あなた 方の ため 
にく じを 引く ことにします。  7 レビ 人 
は あな た 方の 間で 受け 分を 持た ない の 
です。 エホバの 祭司 職が 彼らの 相続 分 
であるから です。 また， ガ ドと ル ベン 
と マナ セの 半部族は， ヨルダンの 東側 
で それぞれの 相続 地を 取りました。 エ 
ホ パの 僕 モー セが それを 彼らに 与え ま 

【シ） 

した」。 

8 それで 人々 は 出かけて 行こうと し 
て 身を 起こした が， ヨ シュアは その 地 
の 図面を かきに 出かけて 行く 者たち に 
命じて こう 言った。 「行って その 地を 
巡り， そこの 図面を かいて， わたしの 
ところに 戾って 来なさい。 ここ シロに 
おいて， わたしは あなた 方の ため エホ 
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バの 前で く じを 引きます」。  9 そこで 
人々 は 出て 行って その 地を 通り， 都市 
ごとに その 図面を かいて 七つの 受け 分 
に 分け， ひとつの 書に まとめた。 その 
のち 一行は シロの 宿営に いる ヨ シュア 
のと ころに やって来た。 10 それで ヨ 
シュアは 彼らの ため， シロで， エホバ 
の 前に あってく じを 引いて いった。 こ 
う して ヨ シュアは その 所で イスラエル 
の 子ら に 土地を 配分し， それぞれの 受 
け 分を [定めた]。 

11 それで， ベニヤ ミンの 子ら の 部族， 
その 諸家 族に 対する くじが 出た。 くじ 
による 彼らの 領地は， ユダの 子ら とヨ 
セフの 子ら との 間と なった。 12 そし 
て， 彼らの 境界， その 北の 隅は ヨルダ 
ン からと なった。 境界は エリコの 斜面， 
その 北側に 上り， 西方の 山に 上り， そ 
の 終端は べ卜 •ア ベンの 荒野と なった。 
13 次いで 境界は そこから ルズ に， ル 
ズの南 斜面に 渡った。 つまりべ テルで 
ある。 次いで 境界は 山上に ある アタロ 
卜 • ア ダルに 下った。 それは 下べ 卜 • 
ホ ロンの 南に ある。 14 境界は さらに 
引かれ， べ卜 .ホ ロンに 面して その 南 
にある 山のと ころを 回って 西側を 南に 
進み， その 終端は キル ヤト •バアル， 
つまり ユダの 子ら の 都市で ある キル ヤ 
卜 •エア リムと なった。 これが 西側で 
ある 0 

15 そして 南側は キル ヤト •エア リム 
の 端からで， その 境界は 西方に 出， ま 

いずみ (夕）  つ 

た ネフ トア ハの 水の 泉に 出た。 16 次 
いで 境界は ヒンノ ムの 子の 谷に 面する 
山の端に 下った。 それは レ ファ イムの 
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低地 平原， その 北方に ある。 次いで そ 
れはヒ ンノム の 谷， エ ブス 人の 斜面の 
南側に 下り， さらに エン •ロゲ ルに 下っ 
た。 17 次いで それは 北方に 引かれて 
エン •シエ メシュに 出， さらに ゲリ ロ 
卜に 出た。 それは アド ミムの 上り坂に 
面して いる。 次いで それは ル ベンの 子 
ボ ハンの 石の ところに 下った。 18 さ 
らに それは アラバに 面する 北側の 斜 
面に 渡り， アラバに 下った。 19 次 
いで 境界は ベ ト* ホグ ラの 北の 斜面 
に 渡り， その （つまり 境界の） 終端 
は， “ 塩の 海” の 北の 湾曲， ヨルダン 
の 南の 端と なった。 これが 南の 境界で 
あった。 20 そして， ヨルダンが 東側 
の 境界と なった。 これが， ベニヤ ミン 
の 子ら， その 諸家 族の 相続 地で あり， 
その 周囲の 境界に よって 示した もので 
ある 0 

21 そして， ベニヤ ミンの 子ら の 部 
族， その 諸家 族に 属する 都市は， エリ 
コ ，ベ ト. ホグ ラ， エメク • ケ ジツ， 
22 またべ 卜. アラバ， ツエ マラ イム， 
ベ テル，  23 また アビ ム， パラ， オフ 
ラ，  24 また ケ ファ ル • アモ ニ， オフ 
二， ゲバと なった。 十二の 都市と それ 

ともな しゅうらく 

に 伴う 集落。 

25 ギベオン， ラマ， べエ ロト， 26 ま 
た ミツべ， ケフィ ラ， モ ツァ， 27 また 
レ ケム， イルぺ エル， タル アラ， 28 ま 
た ツエ ラ， ハ •エ レフと エブ シ つまり 
エルサレム， ギベアと キル ヤト。 十四 
の 都] とそれ に 伴う 集落。 

これが， ベニヤ ミンの 子ら， その 諸 
家族の 相続 地であった。 
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13 次いで そこから 東方に 渡って， 日の 
出の 側を ガト. へ フェルに， エト •力 
ツィンに 進み， リモンに 出， さらに ネ 
ア にまで 引かれた。 14 次いで 境界は 
そこの 北を 回って ハナ トンに 行き， そ 
の 終端は イ フタ ハ •エルの 谷と なった。 
15 そして， カ タト， ナハ ラル， シム ロ 
ン， イド アラ， ベツレヘム， 十二の 都 
ife とそれ に 伴う 集落で ある。 16 これ 
がゼ ブルンの 子ら， その 諸家 族の 相続 
地であった。 これらは 都市と それに 伴 
う 集落であった。 

17 イッ サカ ルの ために 四番 目の くじ 
が 出た。 イッ サカ ルの 子ら， その 諸家 
族の ためで ある。 18 そして 彼らの 境 
界 は， エズレ ルまでと なり， さらに ケ 
ス ロトと シュネ ム， 19 ハ ファラ イム， 
シオ ーン， アナ ハラ ト，  20 また ラビ 
卜， キショ ン ，エベ ツ， 21 また レメ ト， 
エン. ガ ニム， エン. ハダ， ベ ト. パ 
ツ ェツであった。 22 そして 境界は 夕 
ボル， シャハ ツマ， ベ ト. シェ メシュ 
に 達し， 彼らの 境界の 終端は ヨルダン 
となった。 十六の 都市と それに 伴う 集 
落で ある。 23 これが， イッ サカ ルの 
子ら の 部族， その 諸家 族の 相続 地で あ 
り， 都市と それに 伴う 集落であった。 

24 次いで 五番 目の く じが， ア シェ 
ルの 子ら の 部族， その 諸家 族の ために 
出た。 25 そして， 彼らの 境界は， へ 
ルカ ト， ハリ， ベ テン， アクシャ フ， 
26 また アラ メレク， アム アド， ミシュ 
アルと なった。 次いで それは 西方に 進 
んで カルメルと シ ホル • リブ ナトに 達 
し，  27 また 日の出の ほうに 戻って ベ 


ヨ シュア 19：1—27  シメオン， 

-I  Q 次いで 二番目の く じは シメオン 
上这 のた め， シメォンの 子 € の 紐， 
その 諸家 族の ために 出た。 そして 彼ら 
の 相続 地は ュダの 子ら の 相続 地の 中に 
ある ことに なった。  2 それで 彼らは 
[ユダの 子ら] の 相続 地の 中に， べエ 
ル. シ エバ および シエ ノ く， また モラ ダ， 
3 また ハツ ァル- シュア ル， バラ， エ 
ツエ ム，  4 また エル トラ ド， ベ トル， 
ホル マ， 5 また チク ラグ， ベ ト •マル 
カボ ト， ハツ ァル • スサ，  6 またべ 
卜- レ バオ‘， シャルヘンを 持つ こと 
になった。 十三の 都市と それに 伴う 集 
落で ある。  7 アイン， リモンと エ テル 
と アシャン。 四つの 都市と それに 伴う 
集落。 8 そして， これらの 都市の 周囲 
にある すべての 集落を， バア ラト •ベ 
エル， 南の ラマに 至る まで。 これが シ 
メ オンの 子ら の 部族， その 諸家 族の 相 
続 地であった。  9 シメオンの 子ら の 
相続 地は， ュダの 子ら への 配分 地の 中 
から 取られて いた。 ユダの 子ら の 受け 
分が 彼らに とって 大きす ぎた からで あ 
る。 こうして シメオンの 子ら は 彼らの 
相続 地の 中に 所有地を 得た。 

10 次に， 三番 目の く じが ゼブ ルンの 
子ら， その 諸家 族の ために 出た。 その 
相続 地の 境界は サリ ドまでと なった。 
11 そして 彼らの 境界は 西方に 上って 
マルア ラにまで 行き， ダべ シヱ トに 達 
し， さらに ヨクネ アムに 面する 奔流の 
谷に 達した。 12 また それは 戻って サ 
リ ドから 東方へ， 日の出に 向かって キ 
ス ロト • タ ボルの 境界 地方に 進み， ダ 
ベラ トに 出， また ヤ フィ アに 上った 0 
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卜 • ダ ゴンに 行き， ゼ ブルン および イ 
フタ ハ- エルの 谷の 北方， べ卜 •エメ 
クと ネイ エルに 達し， カ ブルの 左に 出， 
28 エブ ロン， レ ホブ， ハモン， カナ， 
そ して 人の 多い シ ドンにまで 進んだ。 
29 次いで 境界は 戻って ラマに， また 防 
備の 施された 都 击 ティ ルスに 進んだ。 
境界は さらに 戻って ホサに 行き， そ 
の 終端は アク ジブ 地方の 海と なった。 
30 それに， ウ マ， ア フェ ク， レ ホブが 
あった。 二十 二の 都市と それに 伴う 集 
落で ある。 31 これが， ア シヱ ルの 子 
らの 部族， その 諸家 族の 相続 地で あっ 
た。 これらは 都市と それに 伴う 集落で 
あった。 

32 ナフタリの 子ら のために 六番 目 
のく じが 出た。 ナフタリの 子ら， その 
諸家 族の ためで ある。 33 そして 彼ら 
の 境界は， へ レフから， ツァ アナ ニム 
の 大木から となり， アダミ •ネゲブ， 
ヤブネ エル， さらに ラ クムに 至った。 
その 終端は ヨルダンと なった。 34 ま 
た 境界は 西方に 戻って アズノ ト •タボ 
ルに 進み， そこから フッ コクに 出， そ 
の 南側で ゼ ブルンに 邊 した。 また， 西 
側で アシ ェルに， 日の出の 側， ヨルダ 
ンの ところで ユダに 接した。  35 そ 
して， 防備の 施された 都市は ツィ ディ 
ム， ツェルと ハム マト， ラ カ トと キネ 
レ ト，  36 また ア ダマ， ラマ， ハツ ォ 
ル，  37 また ケデシ ュ， エド レイ， エ 
ン‘ ハツ ォル，  38 イル オンと ミグ ダ 
ル. エル， ホ レムと ベ ト •アナ ト とべ 
卜 • シェ メシュ。 十九の 都市と それに 
伴う 集落であった。  39 これが， ナ 
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フ タリの 子ら の 部族， その 諸家 族の 相 
続 地で あり， 都市と それに 伴う 集落で 
あった 0 

40 ダンの 子ら の 部族， その 諸家 族の 
ために 七番 目の くじが 出た。 41 そし 
て 彼らの 相続 地の 境界は ツ ォル ア ，エ 
シュ タオル， イル • シェ メシュと なっ 
た。  42 また， シャ アラ ビン， アヤ ロ 
、ノ ，イト ラ，  43 また エ ロン， ティム 
4-, エクロン，  44 また エル テケ ，ギ 
ベ トン， バア ラ ト，  45 また エフ ド， 
ベネ. ベ ラク， ガト. リモン，  46 ま 
たメ  •ヤル コンと ラ コンで， その 境界 
はョッ パに 面して いた。 47 だが， ダ 
ンの 子ら の 領地は 彼らに とって あまり 
に 手狭であった。 それで ダンの 子ら は 
上って 行って レシ ヱムと 戦い， これを 
攻略して 剣の 刃で 討った。 こうして そ 
れを 取得して そこに 住む ことにし， 父 
祖 ダンの 名に したがって レシ ヱ ムをダ 
ンと 呼ぶ ようになった。 48 これが， 

ぶぞく  しょか ぞく  そうぞく 

ダンの 子ら の 部族， その 諸家 族の 相続 
地であった。 これらは 都市と それに 伴 
う 集落であった。 

49 こうして 彼らは その 地を 所有地と 
して それぞれの 領地に 分ける ことを 終 
えた。 その後 イスラエルの 子ら はヌン 
の子ョ シュアに 対して 自分たち の 中に 
その 相続 地を 与えた。 50 エホバの 指 
示に したがって， 彼の 求めた 都市， す 
なわち エフ ライムの 山地に ある ティム 
ナト • セラ ハを 与えた ので ある。 彼は 
その 都市を 建て直して， そこに 住む よ 
うに なった。 

51 以上が， 祭司 エレ ア ザルと ヌンの 
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避難 都市が 選ばれる 
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ある ガリラヤの ケデシ ュ， エフ ライム 
の 山地の シヱ ケム， ユダの 山地に ある 

[ゥ！  しん 

キル ヤト •アルバつ まりへ ブロンに 神 
聖な 地位を 与えた。 8 また， ヨルダン 
の 地方， エリコの ところ， その 東側で 
は， ル ベンの 部族から 台地の 荒野に あ 
るべ ツェル， ガ ドの 部族から ギレアデ 
の ラ モト， マナ セの 部族から バシャン 
の ゴランを 与えた。 

9 これらは， イスラエルの すべての 
子ら のた め， また その 中に 外国人と し 
て 住む 外人 居留 者の ために 定め られた 
都市と なった。 すべて 意図せ ずに 魂 
を打っ て 死なせた 者が そこ に 逃げる た 
め， その 者が 集会の 前に 立つ までに 血 
の復 しゅ う 者の 手に かかって 死ぬ こと 
のない ためで ある。 

次いで レビ 人の 父の 頭たち が， 祭 
n 司エ レア ザルと ヌンの 子 ヨシ ュ 
ア および イスラエルの 子ら の 各部 族の 
父たち の 頭に 近づき， 2 カナンの 地の 

(シ 1  かれ  はな  い 

シロで 彼らに 話して こう 言った。 「エ 
ホバは モー セに より， 住むべき 都市を， 
そ して 家畜の ための その 牧草地を わた 
したち に 与え るよう にと お命じに なり 

W 

ました」。  3 それで イスラエルの 子ら 
は， エホバの 指示 どおり， 自分たち の 
相続 地の 中から， これらの 都市と それ 
に 伴う 牧草地と を レ ビ 人に 与えた。 

4 さて， コハト 人の 諸家 族の ために 
くじが 出た。 そして， ュ士 、の 部族から， 
シメオン 人の 部族から， ベニヤ ミンの 
部族から， くじに よって 十三の 都市が 


夕創 46:11; 民 3:27: 民 3:28; 民 3:31; チ ヨシ 15:1; 代 I 
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子ヨ シュア および イス ラエルの 子ら の 
各部 族の 父たち の 頭が， シロに おいて 

まえ  かいけん  てんまく  いりぐち  しょ 

エホバの 前， 会見の 天幕の 入口で， 所 
有 地と してく じに よって 分配した その 
相続 地であった。 こうして 彼らは 土地 
の 配分を 終えた。 

とき  はな 

その 時 エホバは ヨ シュアに 話し 
^ てこう 言われた。 2 「イス ラエ 

はない  じ ぶん 

ルの 子ら に 話して 言いなさい， 『自分 
たちのた めに， わたしが モ ー セに よっ 
て 話した 避難 都市を 定めなさい。 3 意 
図せ ず， それと 知らずに 魂を 打って 死 
なせた 殺人者が そこ に 逃げる ためで あ 

がた  ち  ふく 

る。 それは あなた 方の ため， 血の 復 
しゅう 者からの 避難所と なる。 4 ゆ 
えに その 者は それらの 都市の 一つに 逃 
げ， その 都市の 門の 入口に 立ち， 都市 
の 年長者 > こ ちの 聞く ところで 自分の 言 
葉を 述べなければ ならない。 彼らは そ 
の 者を その 都市の 中， 自分たち の もと 
に 迎え入れて 場所を 与え， その 者は 彼 
ら と共に 住む ことになる。  5 そして， 
血の 復 しゅう 者が 追い かけて 来る 場合 
でも， その 殺人者を その 手に 引き渡し 
てはいけ ない。 それと 知らずに 仲間の 
者を 打って 死なせた ので あり， これを 
以前から 憎んで いたのでは ないから で 
ある。 6 そして その 者は， 裁きの ため 

しゅうか いまえ  [シ）  とき 

に 集会の 前に 立つ まで， その 時に いる 

だい さい しし  （ス）  としす 

大祭司の 死まで その 都市に 住んで いな 
ければ ならない。 こうして 後に その 殺 
人 者は 戻って よい。 その 者は 自分の 都 
市， 自分の 家へ， 自分が 逃げて 来た も 
との 都市に 入る ことになる』」。 

7 そこで 彼らは， ナフタリの 山地に 


1-4785244  &  878 
4  5  5  6  5  9  3 
〇〇ノ  ソ  ノビ 33  ノ  3  4  3 
民 ョョョ レ 民 民 ョ代民 創 申 
コサ シス  セソ 


2  11  5  3  6  0¢  7 
39211  30a  2 
1 :11  14133171  12831711125 

2  5  **2012442  **22  :  :  4  2  . 

1 3  1  ::  6  2  8  6  :  655551 
ノ  3  ノ V ノ  44N  ノ  4 ン  3  3  3  3  2 
ョ王創 ョ代ョ m 申 申 ョ代ョ 王 王 代 申 ョ代民 民 民 民 申 
アイ  ウエオ  カ  キ  クケ 


389  13 の 都市が 祭司に 与えられる  ヨ シュア 21:5—25 


レビ 人のう ちの 祭司 ア ロンの 子ら に属 
する ことに なった。 

5 そして， コハトの ほかの 子ら のた 
めには， エフ ライムの 部族の 諸家 族 か 
ら， ダンの 部族から， マナ セの 半部族 
から， くじに よって 十の 都市が あてら 


れ た。 

6 また， ゲル ション の 子ら のために 
は， イッ サカ ルの 部族の 諸家 族から， ア 
シェルの 部族から， ナフタリの 部族 か 
ら， バシャン にいる マナ セの 半部族 か 
ら， くじに よって 十三の 都市が あてら 


れ た。 

N  しょか ぞく 

7  メ ラリの 子ら， その 諸家 族の ため 


には， 


から， ゼ ブルンの 部族から 十二の 都市 
が あてられた。 


8 こうして イスラエルの 子ら はこれ 
ら の都+ とそれ に 伴う 牧草地と をく じ 
で レビ 人に 与え， エホバが モー セに よっ 
て 命じた とおりに した。 

9 それで， ユダの 子ら の 部族から， 
また シメオンの 子ら の 部族から， 名を 
挙げて 呼ばれた これ らの 都市を 与え， 
10 それは， レビの 子の コハト 人の 諸家 
族のう ち， ア ロンの 子ら に 属する こと 
になった。 最初の く じは 彼らの ものと 
なった からで ある。 11 こうして 彼ら 
に キル ヤト • アルバ （[アルバは] アナ 
クの父 [と言われて いる]), つまり ユダ 
の 山地のへ ブロンと その 周囲の 牧草地 
を 与えた。 12 だが， その 都市の 野と 
付近の 集落と はエ フネの 子 カレ ブの所 
有 地と して 与えた。 

13 それで， 祭司 ア ロンの 子ら に， 人 
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を 殺した 者の ための 避難 都市すな わち 
へ ブロンと その 牧草地を 与え， また リ 
ブナと その 牧草地， 14 ヤ ティ ルと そ 
の 牧草地， エシュ テ モアと その 牧草地， 
15 ホ ロンと その 牧草地， デビルと その 
牧草地， 16 アインと その 牧草地， ユ 
夕 とその 牧草地， ベ ト • シェ メシュと 
その 牧草地を [与えた]。 これら 二つの 
部族 か ら 九つの 都市で ある。 

17 また， ベニヤ ミンの 部族からは， 
ギベオン とその 牧草地， ゲバと その 牧 
草地， 18 アナ ト テと その 牧草地， アル 
モンと その 牧草地。 四つの 都市で ある。 

19 祭司で ある ア ロンの 子ら の 都市 
は， 全部で 十三の 都市と その 牧草地で 
あった 0 

20 また， コハトの 子ら の 諸家 族， コ 
ハ トの 子ら のうちの 残りの レビ 人の た 
めには， くじに よって， エフ ライムの 
部族の 都市が あてられる こと になった。 
21 それで 彼らは， 人を 殺した 者の ため 
の 避難 都市すな わち エフ ライムの 山地 
にある シェ ケムと その 牧草地， また ゲ 
ゼル とその 牧草地， 22 キブツ ァ イム 
とその 牧草地， べ卜 •ホ ロンと その 牧草 
地を これに 与えた。 四つの 都市で ある。 

23 そして， ダンの 部族からは， エル 
テケ とその 牧草地， ギべ トンと その 牧 
草地， 24 アヤ ロンと その 牧草地， ガ 
卜 • リモンと その 牧草地。 四つの 都市 
である。 

25 また， マナ セの 半部族からは， 夕 


ニ レビ 25:34; 民 35:4; ヌ ヨシ 16:10; 裁 1:29; 王 I  9:15; 代 
I  6:67; ネ代 I  6:68;  ノ ヨシ 16:3; ヨシ 18:13: ハ ヨシ 19: 
44; ヒ ヨシ 10:12; ヨシ 19:42; 裁 1:35; 代 I  8:13; 代 n  28: 
18; フ ヨシ 19:45; 代 I  6:69。 
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アナ ク とその 牧草地， ガト • リモンと 
その 牧草地。 二つの 都市で ある。 

26 コハトの 子ら の 諸家 族の 残って 
いた 者たち が 得た 都市と その 牧草地は 
全部で 十であった。 I 

27 また， レビ 人の 諸家 族に 属する ゲ 
ルシ ョンの 子ら のためには， マナ セの 
半部族から ，人を 殺 した 者の ための 避難 
都市すな わち パシヤ ンの ゴランと その 
牧草地， そしてべ エシュ テラと その 牧 
草地が あてられた。 二つの 都市で ある。 

28 そして， イッ サカ ルの 部族から 
は， キション とその 牧草地， ダべ ラ ト 
とその 牧草地，  29 ヤ ルムトと その 牧 
草地， エン. ガ ニムと その 牧草地。 四 
つの 都市で ある。 

30 また， ア シェルの 部族からは， ミ 
シュア ルと その 牧草地， アブ ドンと その 
牧草地， 31 ヘル カ トと その 牧草地， レ 
ホブ とその 牧草地。 四つの 都市で ある。 

32 そして， ナフタリの 部族からは， 
人を 殺した 者の ための 避難 都市すな わ 
ち ガリラヤの ケデシ ュ とその 牧草地， ま 
た ハモ ト. ドルと その 牧草地， カ ルタ 
ン とその 牧草地。 三つの 都市で ある。 

33 ゲル ショ ン 人， その 諸家 族の 都市 
は， 全部で 十三の 都市と その 牧草地で 
あった 0 

34 また， メ ラリの 子ら の 諸家 族， レビ 
人のう ちの 残されて いた 者たち は， ゼ 

[-)  ぶぞく  [ヌ】  ぼく 

ブル ンの 部族 か ら ヨクネ アムと その 牧 
草地， カ ルタと その 牧草地， 35 ディ 
ムナと その 牧草地， ナハ ラルと その 牧 
草地を 得た。 四つの 都市で ある。 

36 そして， ル ベンの 部族からは， ベ 
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ツェルと その 牧草地， ヤ ハツと その 牧草 
地， 37 ケ デモ トと その 牧草地， メ ファ 
アトと その 牧草地。 四つの 都市で ある。 

38 そして， ガ ドの 部族からは， 人を 
殺した 者の ための 避難 都市すな わち ギ 
レア デの ラ モトと その 牧草地， また マ 
ハナ イムと その 牧草地，  39 ヘシ ュボ 
ン とそ の 牧草地 ，ヤゼ ルと その 牧草地。 
その 都市は 全部で 四つで ある。 

40 レビ 人の 諸家 族のう ち 残されて い 
たメ ラリ の 子ら の 諸家 族に 属する こと 
になった 都市は， くじに よる 割り当て 
分と して， 全部で 十二の 都市であった。 

41 イスラエルの 子ら の 所有地の 中 
の レビ 人の 都市は， 全部で 四十 八の 都 
市と その 牧草地であった。 42 これら 
の 都市は， それぞれ その 周囲に 牧草地 
を 持つ 都市と なった。 これらの すべて 
の 都市が そ うであった。 

43 こうして エホバは， その 父祖たち 
に 与える ことを 誓っ たす ベての 土地を 
イスラエルに 与え， 彼らは それを 取得 
して そこに 住む ようになった。 44 さ 
らに また， エホバは 周囲 一帯に わた っ 
て 彼らに 休みを 与え， すべて その 炎: 祖 
たちに 誓われた とおりに され， そのす 
ベての 敵のう ち 一人と して 彼らの 前に 
立ち向かう 者は いなかった。 そのす ベ 
ての 敵を エホバは 彼らの 手に お与えに 
なった。 45 エホバが イスラエルの 家 
にな さった すべての 良い 約束は， ひと 
つの 約束と いえ ども 果たされな いも 

のはなかった。 すべて そのと おりに 

(卜） 

なった。 
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ヨ シュア 22:1—15 

えて あなた 方の 天幕に 帰りなさい。 あ 
な た 方の 敵から の 分捕 り 物を 兄弟たち 
と 分かちなさい」。 

9 こうして 後， ル ベンの 子ら とガド 
の 子ら および マナ セの 半部族は 戻って 
行き， イスラエルの 他の 子ら から， 力 
ナンの 地の シロから 去って 行った。 ギ 
レア デの 地へ， すなわち モー セに よる 
エホ ノ 《の 指示に よってす で に 入植した 
自分たち の 所有地へ 行く ためで あっ 
た。 10 カナンの 地の ヨルダンの 地方 
まで 来た 時， ル ベンの 子ら とガ ドの 子 
らおよ び マナ セの 半部族は， そこの ヨ 
ル ダンの そばに 祭壇を 築いた。 大きく 
て 際立った 祭壇であった。 11 後に イ 
スラ エルの 他の 子ら は， このように 言 
われる のを 聞いた。 「見なさい， ルべ 
ンの 子ら とガ ドの 子ら と マナ セの 半 部 
1矣 は， ヨルダン 地方の カナンの 地の 国 
m, ィス ラェルの 子ら に S する 謎 
壇を 築きました」。 12 イスラエルの 
子ら がそれ について 聞く と， イス ラエ 
ルの 子ら の全燊 会は， 上って 行って 彼 
ら に対する 軍事行動を 起こそう として 
シロに 集合した。 

13 そう して， イスラエルの 子ら は， ギ 
レア デの 地に いる ル ベンの 子ら とガド 
の 子ら および マナ セの 半部族の もとに 
祭司 エレ ア ザルの 子 ビネ ハスを， 14 ま 
た 彼と 共に 十 人の 長たち を 遣わ した。 
イスラエルの すべての 部族に ついて そ 
れぞれ 父方の 家の 長 一人で あり， それ 
らは 各々， イスラエルの 幾千から なる 
父たち の 家の 頭であった。 15 やがて 
彼らは ギレアデの 地に いた ル ベンの 子 


その 時ヨ シュアは ル ベン 人と ガ 
し ド 人 また マナ セの 半部族を 呼ん 
で，  2 こう 言った。 「あなた 方は， 
エホバの 僕 モー セが 命じた すべての こ 
とを 守りました。 わたしが 命じた すべ 
ての ことにつ いて わた しの 声に 従順で 
した。  3 今日まで この 多くの 日の 間， 
あなた 方は 兄弟たち から 離れず， あな 
た 方の# エホバの おきてに 伴う 務めを 
守って きました。  4 そして 今， あなた 
方の 裡 エホバは あなた 方の 兄弟たち に 
休みを 与えて， その 約束のと おりに さ 
れ ました。 ですから 今， 身を 転じて， 
あな た 方の 所有す る 地に ある あなた 方 
の 天幕に 行きなさい。 それは， エホバ 
の 僕 モー セが ヨルダンの 向こうで あな 
た 方に 与えた 所です。 5 ただ， よく 注 
意して， エホバの 僕 モー セが 命じた お 
きて と 律法を 守りなさい。 あなた 方の 
迚 エホバを 愛し， そのす ベての 道を 歩 
み， その おきてを 守り， 固く  [裡] に 付 
き， 心を つくし 魂を つく して これに 仕 

_  (V) 

える のです」。 

6 そうして ヨ シュアは 彼らを 祝福し 
て 去らせ， それぞれの 天幕に 向かわせ 
た。  7 ところで， マナ セの 半部族に 
対しては モー セが パシヤ ンで すでに 分 
を 与えて おり， 他の 半 [部族] に対して 
はヨ シュアが ヨルダ ンの 西側で その 兄 
弟たち と共に 分を 与えて いた。 それで 
やはり， 彼らを その 天幕に 去らせる 際， 
ヨ シュア は 彼 らをも 祝福す るので あっ 
た。  8 そして 彼らに なお もこう 言っ 
た。 「沢山の 富と 非 S に 多くの 畜類を 

たず さ  ぎん  きん  どう  てつ  ころも たいりょう 

携え， 銀 •金 •銅 •鉄 • 衣を 大量に 携 


:24 ^  ^  ^  ::  T?  d 

申 箴民サ 詩 民 申 ョ詩民 申 ョ申裁 箴ョョ 出 民 裁 申 民 申ョョ 
アイ  ゥ  エオカ キク ケコ  サシ 


ヨ シュア 22:16—26  長たち の 抗議。 祭壇を 設けた ことに 対する 釈明  392 


らとガ ドの 子ら および マナ セの 半部族 
の もとに 来た。 そして 彼らに 話しかけ 

(7)  い 

てこう 言った。 

16 「エホバの 集会の 全員は このよう 
に 言い ま した。 『あなた 方が イス ラエ 
ルの 迚に対 して 行な っ たこ の 不忠実な 

こう い [ゥ） いったい  じ ぶん 

行為は 一体 どういう ことです か。 自分 
たちのた めに 祭壇を 築いて 今日 エホバ 
に 従う ことから 退き， こうして 今日 
エホバに 逆らおうと している のです。 
17 ぺ オルのと ふ' はわた したち にと っ 
て それほど 小さな 事だった のでしょう 
か。 災厄が エホバの 集会の 上に 臨んだ 
にもかかわらず， 今日 この 日になる ま 
で わたしたちは それから 身を 清めて は 
いないの です。 18 それな のに あなた 
方は， 今日 エホバに 従う ことから 退 こ 
うとして います。 あなた 方が 今日 エホ 
パに 逆らう とすれば， 明日は イス ラエ 
ルの 集会 全体に 対して [裡 の] 憤り が 臨 
むこと になる のです。 19 それで， も 
しあな た 方の 所有す る 土地が 汚れて い 
ると いうので あれば， エホバの 所有 さ 
れる 地， エホバの 幕屋が とどまって き 
た 所へ 渡って 来て， わたしたちの 中に 
入 植 してく ださい。 そして， わたし 
たち の# エホ ノ  くの 祭壇の ほかに 自 分た 
ちの 祭壇を 築いて エホバに 逆らい， こ 
の わたしたちまで も 逆らう 者と する よ 
うな ことは しないで ください。  20 滅 
びの ために ささげられ たものに 関して 
不忠実な 行為を したのは ゼラ ハの 子ア 
カンではありませんでした か。 そのた 
めに イス ラエルの 集会の 全員に 対して 
憤 りが 臨んだ のではありませんでした 
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か。 そして， 彼の とがのた めに 息 絶え 
たのは 彼 一人では なか っ たのです』」。 

21 すると， ル ベンの 子ら とガ ドの 
子ら および マナ セの 半部族は それに 答 

(ゥ）  かしら  W  ~ 

え， イス ラエルの 千 人の 頭た ちに こう 
話した。 22 「神た る 者， 裡， エホバ， 
神た る 者， エホバ， その 方が 知っ 
て おられます。 そして イスラエル もま 
た 知る でしょう。 もし それが 反逆で あ 
り， エホバに 対する 不忠実で あるの な 
ら， わたしたちを 今日 救う には 及び ま 
せん。 23 もし それが 自分たち のた め 
に 祭壇を 築いて エホバに 従う こ とから 
退く ためであった なら， もし それが 焼 
燔の 捧げ物 や 穀物の 捧げ物を その上に 
ささげる ためであった なら， もし それ 
が 共 与の 犠牲を その上に ささげる ため 
であったなら， エホバ ご 自身が そのこ 
とを 探り出される でしょう。  24 そし 
て もし， それ 以外の 別の ことへの 心配 
のために こ れを 行なった のでなかった 
なら 一 - こう 思った のです。 『将来い 
つかあなた 方の 子ら はわた したち の 子 
らに 向かって 言う でしょう， 「あなた 
方は イスラエルの 裡 エホバと どんな 関 
係が あるの か。 25 現に， わたしたち 
と あなた 方 ル ベンの 子ら やガ ドの 子ら 
との 間には， エホバの 置かれた 境界と 
して ヨルダンが ある。 あなた 方に， エ 
ホバ から 受ける 分は 何もない の だ」。 こ 
うして あなた 方の 子ら は きっと， わた 
したち の 子ら が エホバを 恐れる ことを 
やめさせる でしょ う』。 

26 「それで わたしたちは 言い まし 
た， 『さあ， 自分たち のた めの 行動を 
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と  さいだん  きず  しょう 

取りましょう。 祭壇を 築く のです。 焼 
燔の 捧げ物の ためで も 犠牲の ためで も 
ありません。 27 ただ それを， わたし 
たちと あなた 方と わたしたちの 後の世 
代との 間の 証し とし， わたしたちが 自 
分たち の 焼燔の 捧げ物と 犠牲と 共 与の 
犠牲と を もって エホバへの 奉仕を その 
み 前で ささげる という ことを 示す ので 
す。 将来い つかあなた 方の 子ら がわた 
したち の 子ら に 向かって， 「あなた 方 
に， エホバから 受ける 分は 何もない」 
などと 言わない ためです』。  28 それ 
から わた したち は 言い ま した， 『そし 
て も し 彼らが 将来い つかわた したち や 
わた したち の [後の] 世代に そのよう に 
言うならば， わたしたち としても 必ず 
こう 言いましょう。 「わたしたちの 父 
たちが 造った エホバの 祭壇の 表象を 見 
てくだ さい。 焼燔の 捧げ物 や 犠牲の た 
めの ものではありません。 それは わた 
したち と あなた 方との 間の 証し なので 
す」』。  29 わたしたちと しては， 自分 
から エホバに 逆らい， その 幕屋の 前に 
ある わた したち の拽 エホバの 祭壇に 加 
えて， 焼燔の 捧げ物， 穀物の 捧げ物， 
また 犠牲の ための 祭壇を 築いて 今日 エ 
ホ パに 従う ことから 退く こ とな ど 全く 
考えられません」。 

30 さて， 祭司 ビネ ハス および それと 
共に い た 集会の 長た ちと イスラエルの 
千 人の 頭たち は， ルべ ンの 子ら， ガ ドの 
子ら， また マナ セの 子ら が 話した その 
言葉を 聞いた が， それは 彼らの 目に 良 
いこと と 思えた。 31 それで 祭司 エレ 
ア ザルの 子 ビネ ハスは， ル ベンの 子ら， 
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キ出 33:14 


ガ ドの 子ら， また マナ セの 子ら にこう 
言った。 「エホバが わたしたちの 中に 
おられる ことが， 今日 はっきり 分かり 
ます。 あなた 方は エホバに 対して この 
不忠実な 行為を 行なった のでは ないか 
ら です。 今 あなた 方は イスラエルの 子 
らを エホバの 手から 救い出し ま した」。 

32 こうして 祭司 エレ ア ザルの 子ピネ 
ハスと 長たち は， ギレアデの 地に いた 
ル ベンの 子ら やガ ドの 子ら の もとから， 
カナンの 地に いた イスラエルの 他の 子 
らの もとに 帰って 報告した。 33 する 
と， その 言葉は イスラエルの 子ら の 目 
に 良い ことと 思えた。 そして イス ラエ 
ルの 子ら は® を ほめたたえ， ル ベンの 
子ら とガ ドの 子ら に対する 戦役に 上っ 
て 行って 彼らの 住む 地を 滅ぼす ことに 
ついては 語らなかった。 

34 また， ル ベンの 子ら とガ ドの 子 
らは その 祭壇に 名を 付ける ようにな っ 
た。 「それは， エホバが [まことの] 裡 
である ことにつ いて わたしたちの 間の 
証し となる」 からであった。 

AO エホバが イスラエルに 周囲の す 
厶〇 ベての S からの 休ぶ を ¥ぇ て か 
ら 多くの 日の 後， ヨ シュアが 年老いて 
高齢に 達した 時であった が， 2 ヨシ ュ 
アは全 イスラエル， その 年長者と 頭と 
裁き 人と つかさた ちを 呼んで， こう 言っ 
た。 「わたしは 年老いました。 老齢に 
達し ま した。 3 です が あなた 方は， あ 
な た 方の 裡エ ホバが あなた 方の ゆえに 
これらの すべての 国民に 対して 行なわ 
れた すべての 事柄を 見 ま した。 あなた 
方の# エホバが あなた 方の ために 戦っ 
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て おられた からです。 4 見なさい， わ 第23 章 た 方の# エホバを 愛して， 自分の 魂 
たしは なお 残る これらの 国民を， あな 7H->°i3：i4 を 絶えず 見守って いなければ なり ま 
た 方 各部 族の 相続 分と してく じに よっ  S44：3  せん。 

て 割り当てました。 また， わたしが 断 ョシ18:10 12 「しかし， もしも あなた 方が 身を 

ほろ  (0)  ワ 〒パ 1  ひるがえ  (9)  しょこく みん  のこ 

ち 滅ぼした すべての 国民， ヨルダン か 翻 して， これら 諸国 民の 中の 残された 
ら， 日の 沈む 側の “ 大海” に 至る まで もの， これら あなた 方の もとに 残って 
を。 5 そして， 彼らを あなた 方の 前 か  ^ ll；23 いる 者たち に 固く 付き， 彼らと 姻戚 関 
ら 押しの けて ゆかれた のは あなた 方 +5 - >33i：7 係を 結んで その 中に 入り， また 彼らが 
の# エホバな のです。 [姓] は あなた ク あなた 方の 中に [入って 来る] ので あれ 
方の ゆえに 彼らを 立ち退かせ， あな ば， 13 はっきり 知って おくべき こと 
た 方は その 土地を 取得し ました。 あ  i  30:f  です が， あなた 方の 裡 エホバは もはや 
なた 方の 裡 エホバが 約束され たと お これら 諸国 民を あなた 方の ゆえに 立ち 

[力）  箴 4:14  の  （力）  かれ 

りです。  サ 出2 3:13  退かせる ことは されないでしょう。 彼 

6 「ゆえに あなた 方は 大いに 勇気を ス 出2 0:5  らは あなた 方に 対する わな， 仕掛け， あ 

持ち， モー セの 律法の 書に 記されて い  * 11:22 なた 方の 脇腹を 打つ むち， あなた 方の 

るすべ ての 事柄を 守り 行なわなければ ソ 'ル23 目の 中の いばらと なって， ついに あな 
なりません。 それから 右に も 左に も そ チと ヒ:ぷ :8 た 方は， あなた 方の 裡 エホバが 与えて 
れて はならず， 7 これらの 国民， すな  H  ^  くださった この 良い 地から 滅び 去る こ 
わち あなた 方の もとに 残る これらの 者 ^23；27 とになる のです。 

たちの 中に 入って 行って はならない の  ‘2〇:4  14 「さあ， ご覧なさい， わたしは 

で また， 彼らの 神々 の 名を 唱えて - 今日 全地の [人々 の] 道を 行こうと して 

も， それに かけて 誓っても ならず， そ  います。 です が， あなた 方は 心を つく 

つか  み  ア出 20:6  たましい  し 

れに 仕えても 身をかがめても なり ませ  ^6：523? し 魂を つく して 知っている はずです。 
ん。  8 今日 この 日まで してきた とお ィ $丄3  すなわち， あなた 方の 裡 エホバの 話さ 
り， ただ あなた 方の 裡 エホバに 固く 付 ゥ れた すべての 良い 言葉は， その 一言と 
くべき です。  9 そうすれば エホバは いえ 果たされなかった ものは ありませ 

きょうだい  しょこく みん  がた  まえ  ヨシ 13:2 

大きくて 強大な 諸国 民を あなた 方の 前 ォ *34:ie ん。 それは あなた 方に とってす ベて そ 
から 打ち払って くださる のです。 （あ  *3；；;4  のと おりに なりました。 その 一言と い 
なた 方に 対して， 今日 この 日まで だれ  J  J 13：23 え 果たされなかった ものはありません。 
ひとり その 前に 立つ ことはありません 2:21  15 そして， あなた 方の 姓 エホバの 話 

でした 〇) 10 あなた 方の ただ 一人が 千 キ 民33:55 された すべての 良い 言葉が そのと おり 
人を 追撃す る ことになるでしょう。 あ ^4:263 あなた 方に 臨んだ のと 同じように， エ 
なた 方の 裡 エホバが， その 約束のと お ヶ雲 ン冗 ホバ はすべ ての 厳しい 言葉を も そのと 
り あなた 方の ために 戦われる からで 3 星 ^ ま45 おりに 臨ませて， あなた 方の® エホバ 
す。 11 ですから あなた 方は， あな ^28：1：3 が 与えて くださった この 良い 地から つ 
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いに あなた 方を 滅ぼし 尽くされ るので 
す。 16 それは あなた 方が 自分たち の 
控 エホバの 命じた 契約を 踏み越え たた 
め， また 行って 他の 神々 に 仕え， それ 
に 身をかがめた ためです。 そして エホ 
バの 怒りは あなた 方に 対 して まさ に 燃 
え， あなた 方は その 与えて くださった 

良い 地から 速やかに 滅びう せ る ことに 

[エ） 

なります」。 

fkA それから ヨ シュアは イスラエル 
认 の 全部 族を シ X ケムに 集め， イ 
スラ エルの 年長者と 頭と 裁き 人と つか 
さたち を 呼んだ。 それで 彼らは [まこと 
の] 裡の 前に 立った。 2 次いで ヨシ ュ 
アは 民の すべてに こう 言った。 「イス 
ラエルの 裡 エホバは こう 言われ まし 
た。 『あな た 方の 父祖た ち， アブ ラ ハ 
ムの父 また ナホ ルの 父の テラがず っ 
と 昔に 住んで いたのは ill の 向 こ うで 
あった。 そして 彼らは 他の 神々 に 仕 
えていた。 

3 「『後に わたしは あなた 方の 父祖 ア 
ブラ ハムを ill の 向こうから 連れて来 
T, カナンの 全土を 歩ませ， その 胤を 
多くした。 そして わたしは 彼に イサク 
を 与えた。 4 次いで イサクに ヤコブと 
エ サウを 与え; /L 後に， エ サウには セ 
イル 山を 与えて これを 取得 させた。 ま 
た ヤコブと その子ら は エジプトに 下っ 
/ •こ。  5 後に わたしは モー セと ア ロン 
を 遣わし， その 中で わた しが 行なった 
事柄を もっ て エジプト に 災厄を 下して 
いった。 こうして 後に わたしは あなた 
方を 携え 出した。 6 あなた 方の 父た 
ちを エジプトから 携え 出して いた 時で 
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あっ たが， あなた 方が 海まで 来る と， エ 
ジブ ト 人は 戦車と 騎兵と を もって あな 
た 方の 父たち を 追い かけ， 紅海まで 来 
た。 7 そのため 彼らは エホバに 向か っ 
て 叫び だした。 そこで， あなた 方と エ 
ジブ ト 人との 間に 闇を 置き， 海を 彼ら 
の 上に 引き寄せて これを 覆った。 あな 
た 方の 目は わた しが エ ジブ ト で 行な っ 
た 事柄を 見た ので ある。 その後 あなた 
方は 多くの 日の あい だ 荒野に 住む こと 
になっ#。 

8 「『ついに わたしは あなた 方を ヨル 
ダンの 向こう側 に 住む ア モリ 人の 地に 
携えて 行った が， 彼らは あなた 方に 対 
して 戦うよう になった。 そこで わたし 
は 彼らを あなた 方の 手に 与えて， その 
地を あなた 方に 取得 させ， 彼らを あな 
た 方の 前から 滅ぼし 尽く した。 9 その 
時， モ アブの 王で ある， チッ ポルの 子 
の バラクは 身を 起こ して イスラエルと 
戦い はじめた。 そして 彼は 使いを やっ 
てべ オルの 子バ ラムを 呼び寄せ， あな 
た 方の 上に 災いを 呼び 求めようと した。 
10 だが， わたしは バ ラム [の 願い] を 聴 
き 入れよう とは 思わなかった。 そのた 
め 彼は あなた 方を 繰り返し 祝福した の 
である。 こうして わたしは あなた 方を 
彼の 手から 救い出した。 

11 「『次いで あなた 方は ヨルダンを 
渡って エリコに 来た。 すると， エリコ 

の 箱 箸たち， ァ モリ A， ベリジ 人， 
カナン 人， ヒッ タイ ト 人， ギル ガシ 人， 
ヒ ビ 人と エブ ス 人は あなた 方に 対して 
戦い はじめた。 だが わたしは 彼らを あ 

タ ヨシ 3:17; 詩 114:3; チ ヨシ 5:10。 
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なた 方の 手に 与えた。 12 そして わた 
しは 失意の 気持ちを あなた 方の 前方に 
送り， それが 彼らを あなた 方の 前から 
徐 々に 追い立てた。 すなわち ア モリ 人 
の 二人の 王で ある。 あなたの 剣 や 弓を 
もってし たのでは ない。 13 こうして 
わたしは， あなた 方が 労した のでは ない 
土地， あなた 方が 建てた のでは ない 都 
市を 与え， あなた 方は その 中に 住む よ 
うに なった。 あなた 方が 設けた のでは 
ないぶ どう 園と オリー ブ 畑， その [実] 
を あなた 方は 食べて いるので ある』。 

14 「それで 今， エホバを 恐れ， とが 
なく， 真実を もってこの 方に 仕えな さ 
い。 あなた 方の 父祖たち が Hi の 向こう 
で， また エジプトで 仕えた 神々 を 除き 
去り， エホバに 仕えなさい。 15 しか 
し， もし エホバに 仕える ことがあ なた 
方の 目から 見て よくない 事と されるな 
ら， 也 の 向こうに いた あなた 方の 父祖 
たちが 仕えた 神々 であれ， あなた 方が 
いま 住んで いる 地の ア モリ 人の 神々 
であれ， あなた 方が 仕える 者を 今日 
自分で 選びなさい。 しかし， わたし 
とわた しの 家の 者とは エホバに 仕え 

まぜ」。 . ^ 

16 すると 民は 答えて 言った， 「エホ 
バを 離れて 他の 神々 に 仕えるな ど， わ 
た したち には 考え られ ない ことです。 
17 わたしたちの 拽 エホバが， わたした 
ちと 父たち を エジプトの 地から， 奴隸 
の 家から 携え 出して くださ っ たので あ 
り， これらの 大 いなる しるしを わたし 
たちの 目の前で 行ない， わたしたちの 
歩んだ すべての 道， わたしたちが 通っ 


エレ 17:13 
ク ヨシ 23:16 
ケ申 28:20 
イザ 63:10 
コ出 19:8 


たす ベての 民の 中で 終始 わた したち を 
守って く ださ っ たのです。 18 そして 
エホバは その 地に 住む すべての 民を， 
ア モリ 人を， わたしたちの 前から 追い 
立てて くださいました。 わたしたち も， 
エホバに 仕えます。 わたしたちの 拽な 
のです から」。 

19 その 時ヨ シュアは 民に 言った， 
「あなた 方は エホバに 仕える ことは で 
きないでしょう。 この 方は 聖 なる 挫， 
全き 専心を 要求され る 神な のです。 あ 
なた 方の 反抗と 罪を 容赦され ません。 
20 あなた 方が エホバを 離れて 異国の 

かみがみ  つか  （ク） 

神々 に 仕える ような ことがあれば， あ 
なた 方に 良い ことを 荇 なった 後で あっ 
て も， 必ずや 翻って あなた 方に 害を も 
たらし， あなた 方を 滅ぼし 絶やされる 
ので' ^」。  ^ 

21 それに 対し 民は ヨ シュアに 言 っ 
た， 「そうではありません， わたしたち 
は エホバに 仕える のです！」 22 そこ 
でヨ シュアは 民に 言った， 「あなた 方 

じ ぶん  みず か  えら 

は， 自分たち のために 自ら エホバを 選 
んで この 方に 仕える という ことにつ い 
て， あなた 方 _ 身 に対する 証人です」。 
すると 彼らは 言った， 「わたしたちは 
証人です」。 

23 「では 今， あなた 方の 中に ある 異国 
の 神々 を 除き 去って， イスラエルの 裡 
エホバに あなた 方の 心を 傾けなさい」。 
24 それに 対し 民は ヨ シュアに 言った， 
「わたしたちの® エホバに 仕えて， その 
声に わたしたちは 従います！」 

サ ヨシ 24:15; 詩 119:57; シ申 26:17; 伝 5:4; ス出 20:23; 
裁 10:16; サ I  7:3; コ I  8:5; セ 申 5:27; 申 28:1。 
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25 そこで ヨ シュアは その 日に 民と 
契約を 結び， 彼らの ために シヱ ケムに 
おい て 規定と 司法 上の 定めと を 制定し 
た。 26 次いで ヨ シュアは それらの 言 
葉を 神の 律法の 書に 記し， 大きな 石を 
取って， エホバの 聖 なる 所の そばに あ 
る 巨木の 下の 所に それを 立てた。 

27 そう して ヨ シュアは 民の すべてに 
こう 言った。 「見なさい， この 石は わ 
たしたち に 対 して 証 しとな る ものです。 
エホバが わたしたちに 話された すべて 
のこと ばを それは 聞いた からです。 ゆ 
えに これは， あなた 方に 対し， あなた 方が 
自分たち の裡を 否まない という 証し と 
なる のです」。 28 その後 ヨ シュアは 民 
を 去らせて， 各自の 相続 地に 行かせた。 

29 そして， これらの 事の 後， エホバの 
僕で ある ヌン の子ヨ シュアは 百 十 歳で 
死んで いった。 30 それで 人々 は 彼を 
その 相続した 領地の ティ ムナ ト •セラ 
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ァ出 24:3 
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ウ創 31:45 
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ハに 葬った。 それは エフ ライムの 山地 
にあり， ガ アシュ 山の 北で ある。 31 そ 
して イスラエルは， ヨ シュアが いたす 
ベての 日の 間， また ヨ シュアの 後に ま 
で [命の] 日を 延ばし， エホバが イスラ 
エルの ために 行なわれた そのす ベての 
み 業を 知る 年長者たち のいた すべての 
日の 間， ずっと エホバに 仕え 続けた。 

32 また， イスラエルの 子ら がエジ 
プ トから 携えて 来た ヨセフの 骨で ある 
が， 彼らは それを シエ ケムに， すな わ 
ち ヤコブが シエ ケムの 父で ある ハモ ル 
の 子ら から 金子 百 枚で 得た 一区 画の 野 
に 葬った。 それは 相続 分と して ヨセフ 
の 子ら の ものと なった。 

33 また， ア ロンの 子エ レア ザル も 死 
んナ i、。 それで 人々 は 彼を その子 ビネ ハ 
スの 丘に 葬った。 それは エフ ライムの 
山地で 彼が [ビネ ハス] に 与えた もので 
あった。 


裁き 人の 書 


し (ァ 1 ご 

1 そして， ヨ シュアの 死後， イスラ 

と  たず  （ィ) 

エルの 子ら は エホバに 問い 尋ねて 
言った， 「わたした ちのうち だれが 最 

しょ  じん  のぼ  い 

初に カナン 人のと ころに 上って 行って， 
これと 戦うべき でしょう か」。  2 これ 

たい  い 

に対して エホバは 言われた， 「ユダが 
上って 行く。 見よ， わたしは 必ず その 
地を 彼の 手に 与える」。 3 そこで ユダ 

じぶん きょうだい  い 

は 自分の 兄弟 シメオンに 言った， 「くじ 
による わたしの 割り当て 地に 共に 上っ 
て 来て ください。 カナン 人に 対して 一 
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ア ヨシ 24:29 
イ民 27:21 
裁 20:18 
箴 3:5 

ウ創 49:8 
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ウ申 9:3 

ヨシ 10:8 

エ創 10:6 
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緒に 戦いましょう。 わたしの ほう も あ 
なた の 割り当て 地に 共に 行きます」。 そ 

かれ  い  （ィ） 

こで シメオンは 彼と 一緒に 行った。 

4 こうして ユダは 上って 行き， エホ 

じん  かれ 

パは カナン 人と ペリ ジ 人を 彼らの 手に 

あた  [ゥ】 

お与えに なった。 そのため 彼らは これ 
をべ ゼクで 撃ち破った。 一万 人で あっ 
た。 5 ベ ゼクで アド ニ •ベ ゼクを 見つ 
ける と， 彼らは これと 戦って， カナン 
人と ベリジ 人を 撃ち破った。 6 アド 

才創 15:20; 出 3:8; ヨシ 9:1: 裁 3:5; 王 I  9:20。 
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二 •ベ ゼタは 逃げて 行った が， 彼らは 
追撃して 行って これを 捕らえ， その 両 
手の 親指と 両足の 親指を 切り取った。 
7 すると アド ニ •ベ ゼクは 言った， 「両 
手の 親指と 両足の 親指を 切り取られて， 
わた しの 食卓の 下で 食い物を 拾う 王が 
七十 人 もいた。 わたしが した そのと お 
り に裡 はわた しに 返報を 加えられ たの 
々」。 その後， 彼らは これを エルサレム 
に 連れて行き， そこで 彼は 死んだ。 

8 さらに， ユダの 子ら は エルサレムに 

たい  たたか  （ゥ 1  こうりゃく 

対して 戦って これを 攻略した。 そこを 
剣の 刃で 討って ゆき， その 都市を 火に 
ゆだねた。 9 その後， ユダの 子ら は 山 
地やネ ゲブや シヱ フヱラ に 住む カナン 
人と 戦うた めに 下って 行った。 10 そ 
して ユダは へ ブロ' ノ （ところで， それ 
以前のへ ブロンの 名は キル ヤト • アル 

[キ）  す  じん  む 

バ といった） に 住む カナン 人に 向か っ 
て 進み， シヱ シャイと アヒ マンと タル 
マイを 討ち 倒した。 

11 次いで 彼らは そこから デビルに 住 
む 民のと ころに 進んだ。 （ところで， そ 
れ 以前の デ ビルの 名 は キル ヤト •セ フェ 
ルと いった。） 12 その 時 カ レブは こう 
言った。 「だれでも キル ヤト •セ フェル 
を 討って これを 攻略した 者， その 者に 
はわた しの 娘ア クサを 妻と して 与えよ 
■5Jo 13 するとつ いに カ レブの 弟ケ 
ナズ の子オ テニエルが それを 攻略した。 
そのため， 彼は これに 自分の 娘ア クサ 
を 妻と して 与えた。 14 すると， 家に 向 
かって 行く 時の こと， [ア クサ] は， 自分 
の 父に 畑を!！ う ようにと しきり に 彼を 
促す のであった。 そして， ろばに 乗った 
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まま 自分の 手を 打ち鳴らした。 これを 
見て カ レブは 彼女に 言った， 「お前は 何 
が 欲しい のか」。 15 それで 彼女は 言っ 
た， 「どうか 祝福を お授けく ださい。 わ 
た しに 下さ っ たのは 南の ほうの 一つの 
土地です。 グロ ト • マイム も 是非 わた 
しに お与えく ださい」。 そこで カ レブは 
上 グロ トと 下 グロ トを 彼女に 与えた。 

16 また， モー セは ケ ニ人の 娘婿と 
なって いたので あるが， その [ケ ニ人の] 
子たち が， ユダの 子ら と共に やしの 木の 
都市から ユダの 荒野に 上って 来た。 そ 
れは アラドの 南方で ある。 そうして 彼 
らは 行って そこの 民と 共に 住む ように 
なった。 17 しかし ユダは 自分の 兄弟 
シメオン と共に さらに 進み， ツェファト 
に 住む カナン 人を 討って， そこを k び 
のために ささげた。 そのため， その 都 
市の 名は ホ ル マと 呼ばれ るよう にな っ 
た。 18 その後 ユダは， ガ士 とその 領 
地， アシュケロン とその 領地， エ クロ 
ン とその 領地を 攻略した。 19 そして， 
エホバが 引き続き 共に おられた ため， 
ユダは 山地を 取得した。 しかし， 低地 
平原の 住民を 立ち退かせる こと はでき 
なかった。 彼らは 鉄の 大鎌の ついた 戦 
車を 有して いたから である。 20 モー 
セの 約束 どおり カ レブに へ ブロ ンを与 
える と， [カ レブ] は アナ クの 三人の 子 
らを そこから 打ち払った。 

21 また， ベニヤ ミンの 子ら は エル サ 
レムに 住む エブ ス 人を 打ち払わな かっ 
た。 そのため エ ブス 人は 今日まで ベニ 
ヤミ ンの 子ら と共に エルサレムに 住ん 

[テ】 

でい る。 


399  攻略され ずに 残った カナン 人の 諸 都市  裁き 人 1:22—2:1 


22 一方 ヨセフの 家 もべ テルに 攻め 
上った。 エホバは 彼らと 共に おられた。 
23 そして ヨセフの 家は ベ テル （とこ 
ろで， その 都市の それ 以前の 名は ルズ 
といった） に対する 偵察を 始めた が， 
24 見張る 者たち は その 都市から 出て 行 
くひと りの 男を 見かけた。 それで 彼ら 
は その 者に 言った， 「どうか， この 都 
市に 入る 道を 教えて ほしい。 そうした 
ら， わたしたちは 必ず あなたに 親切に 
しよう」。 25 そこで その 男は その 都市 
に 入る 道を 彼らに 示した。 こうして 彼 
らは その 都市を 剣の 刃で 討った が， そ 
の 男と その 全家 族とは 自由にして 去ら 
せた。 26 その後 その 人は ヒッ タイ ト 
人の 地に 行って 都市を 建て， その 名を 
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れで カナン 人が その後 も 彼らの 中に 
住み 続け， 強制労働に 服す るよう に 
なった。 

31 ア シェルは， アコの 住民， シドン 
の 住民， また アフラ ブ， アク ジブ， へ 
ルバ， アフ ィク， レ ホブを 打ち払わな 
かった。  32 そのため ア シェル 人は， 
その後 も その 地に 住む カナン 人の 中に 
住む ことに なった。 彼らを 打ち払わな 

かった からで ある。 

(ヶ） 

33 ナフタリは， ベ ト • シェ メシュ 
の 住民と ベ ト • アナ トの 住民を 打ち払 
わず， その後 も その 地に 住む カナン 人 
の 中で 住む ことに なった。 そして， ベ 
卜- シヱ メシュと ベ ト .アナ ト の 住民 
は 彼らの ものと なって 強制労働に 服 


ルズと 呼んだ。 それが 今日まで その 名 
となって いる。 

27 また， マナ セは， ベ ト. シェア 
ン とそれ に 依存す る 町々， タアナクと 
それに 依存す る 町々， ドルの 住民と そ 
こに 依存す る 町々， イブ レ アムの 住民 
とそ こに 依存す る 町々， メギドの 住民 
とそ こに 依存す る 町々 は 取得し なか っ 
た。 それで カナン 人が ずっと その 地に 
住み 続けた。  28 そして， イスラエル 
は， 自分たち が 強くなる と カナン 人を 
強制労働に 就かせ， 彼らを 全く 打ち払 
うことは しなかった。 

29 また エフ ライム も ゲゼルに 住む 
カナン 人を 打ち払わなかった。 それで 
カナン 人が その後 も 彼らの 中に あって 
ゲゼルに 住んで いた。 

30 ゼ ブルンは キト ロンの 住民と ナ 
ハ ロ ルの 住民を 打ち払わなかった。 そ 


テ 民 33:55 
申 7:2 
申 20:16 

ト ヨシ 16:10 


ナ ヨシ 19:10 
ニ ヨシ 19:15 
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23:23 


した。 

34 また， ア モリ 人は ダンの 子ら を 
山地に 押し込め ていた。 彼らが 低地 平 
原に 下り て 来る こと を 許さ なか っ たの 
である。 35 そして ア モリ 人は， ヘレ 
ス 山， また アヤ ロ：^ とシャ アル ピムに 
ずっと 住み 続けて いた。 しかし， ヨセ 
フの 家の 手が 重く の しか かるよう に 
なって， 彼らは 労役を 4 いられる よう 
になった。 36 そして， ア モリ 人の 領 
地は， アクラ ピムの 上り坂からで， セ 

じょうほう 

ラから 上方で あ っ た。 

2 その 時, エホバの み 使 L 、が ギルガル 
から ボ キムに 上って 来て こう 言っ 
た。 「わたしは あなた 方を エジプト か 
ら 携え 出して， あなた 方の 父祖たち に 
誓った 地に 携え 入れよう とした。 それ 
でさ ら にこう 言った。 『わたしは あな 

二 創 12:7; 創 26:3。 
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た 方との 契約を 決して 破らない。 2 そ 
れ であな た 方 も， この 地に 住む 民と 契 
約を 結んで はならない。 彼らの 祭壇を 
取り壊すべき である』。 それな のに， あ 
なた 方は わた しの 声に 聴き 従わな かっ 
ナ こ。 どうして あなた 方は このよう にし 
たの か。 3 そのため わたし もこう 言っ 
た。 『わた しは 彼らを あなた 方の 前 か 
ら 打ち払わない。 彼らは 必ず あなた 方 
の わなと なり， 彼らの 神々 は あなた 方 
の おとりと なる であろう』」。 

4 そして， エホバの み使いが これら 
の 言葉を イスラエルの すべての 子ら に 
語り 終える と， 民は 声を 上げて 泣きは 
じめ た。  5 そのために 彼らは その 場 
所の 名を ボ キムと 呼んだ。 そして 彼ら 
は その 所で エホバに 犠牲を ささ げた。 

6 ヨ シュアが 長: を 去らせる と， イス 
ラエルの 子ら は それぞれ 自分の 相続 地 
へと 進んで 行った。 その 地を 取得す る 
ためであった。 7 そして 民は， ヨシ ュ 
ア がいた すべての 日の 間， また ヨシ ュ 
アの 後にまで [命の] 日を 延ばし， エホ 
バが イスラエル のために 行なわれ たす 
ベての 太いなる み 業を 見た 年長者たち 
のいた すべての 日の 間， ずっと エホバ 
に 仕え 続けた。 8 その後， エホバの 
僕で ある ヌン の子ヨ シュアは 百 十 歳で 
死んだ。 9 それで 人々 は 彼を その 相 
続した 領地に， すなわち エフ ライムの 
山地の ティ ムナ ト • へ レスに 葬った。 
それは ガ アシュ 山の 北で ある。 10 そ 
して， その 世代の すべての 者 も その 父 
たちの もとに 集められ， その後に， ェ 
ホバも イスラエル のために 行なわれた 
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そのみ 業 も 知らない 別の 世代が 立ち上 
がっ 

11 そして， イスラエルの 子ら はエ 
ホ パの 目に 悪と される こと を 行な っ 
て， もろもろの バアルに 仕える ように 
なった。 12 こうして その 父たち の® 
エホバ， 自分たち を エジプトの 地から 
携え 出して くださった 方を 捨て， ほか 

かみがみ  しゅうい  たみ 

の 神々， すなわち 周囲の もろもろの 民 
の 神々 に 従って それに 身をかがめ るよ 
うにな り， それに よって エホバを 怒ら 
せた。 13 こうして 彼らは エホバを 捨 
て， バアル や アシュ トレ テの 像に 仕え 
るよう になった。 14 そのため エホバ 
の 怒りは イスラエル に対して 燃え， 彼 
らを 略奪 者たち の 手に 渡された。 その 
者たち が 彼ら に 対 して 略奪を 働 くよう 
になった。 さらに， [裡] が 彼らを 周囲 
の 敵の 手に 売られた ため， 彼らは もは 
やその 敵の 前に 立つ ことができ なか っ 
た。 15 彼らの 出て 行く すべての 所で 
エホバの 手が 彼らに 敵す る ものと なっ 
て 災いを もたらし， エホバが k 舌され た 
とおり， エホバが 彼らに 誓われた とお 
りに なった。 それで 彼らは 非常な 窮境 
に 陥った。 16 すると エホバは 裁き 人 
たちを 起こさ^ I， その 者たち が 彼らを 
略奪 者の 手から 救う のであった。 

17 だが， 彼らは その 裁き 人たち にも 
聴き 従わず， 他の 神々 と 不倫な 交わり 
を 持って， それに 身をかがめる ように 
なった。 彼らは 父祖たち が エホバの お 
きて に従っ て 歩んだ 道から す ぐに それ 

ソ裁 3:9; サ I  12:11; タ ネへ 9:27; 詩 106:43; チ 出 34:15; 
レビ 17:7; ツ詩 73:27; エレ 3:8; エレ 3:14; エゼ 23:3; エ 
ゼ 23:30; ヤコ 4:4。 
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て 行った。 彼らは そのと おりには 行な 
わなかった。 18 そして， エホバが 彼ら 
のために 裁き 人を 起こした 時， エホバ 
は その 裁き 人と 共に おられ， その 裁き 人 
のい るすべ ての 日の 間， その 者が 彼ら 
を 敵の 手から 救い出した。 エホバは， 圧 
迫す る 者 や 小突き 回す 者たち の ゆえに 
彼らが うめく のを 悔やまれ たので ある。 

19 そして， その 裁き 人が 死ぬ と， 
彼らは 身を 翻し， 父祖たち にまして 滅 
びと なること を 行ない， ほかの 神々 に 
従って 歩んで これに 仕え， それに 身を 
かがめる のであった。 彼らは 自分たち 
の 習わし また その 強情な 振る舞いを や 

(力）  いか 

めなかった。 20 ついに エホバの 怒り 
は イスラエル に対して 燃え， こう 言わ 
れ た。 「こ の 国民は わた しが その 父祖 
たちに 命じた 契約を 踏み越えて， わた 
しの 声に 聴き 従わなかった ので， 21 わ 
たし もまた， ヨ シュアが その 死のと き 
に 残した 諸国 民のう ちその 一つを も 二 
度と 彼ら の 前 か ら 打ち払う ことは しな 
い。 22 彼らに よって イスラエルを 試 
み， エホバの 道を 歩んで， 父たち が守っ 
たと おりに それを 守る 者と なる かどう 
かを [見る] ためで ある」。 23 こうして 
エホバは それらの 国民を すぐに 打ち払 
わないで とどまらせて おき， これを ヨ 
シュアの 手に 与えなかった ので ある。 

3 さて， イスラエルを， つまり カナ 
ン での 戦いを 少しも 経験 した こと 

もの [ス】 こころ  W 

のない すべての 者を 試みる ために エホ 
パが とどまらせ ておいた 国民は 以下の 
とおりであった。 2 それは ただ， イス 
ラエルの 子ら の [後の] 世代に 経験を 得 
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させ， 彼らに， つまり それ 以前に その 
よう な 事柄を 経験した ことのない 者た 
ちに 戦いを 教える ためだった ので ある。 
3 すなわち ，フィ リス ティア 人の 枢軸 
領主 五 人， すべての カナン 人， さらに 

ざん M 

は， バアル •ヘル モン 山から ハ マトに 
入る ところに 至る レバ ノ ン山 一帯に 住 
む シドン 人と ヒビ 人。  4 そして 彼ら 
はいつ も， イスラエルを 試みて， エホ 
バがモ ー セに よりその 父たち に 命じた 
おきてに 従う かどう かを 見る ための も 
のと なった。  5 それで イスラエルの 
子ら は， カナン 人， つまり ヒッ タイト 
人， ア モリ 人， ベリジ 人， ヒビ 人， エ 
ブス 人の 中に 住んだ。 6 そして， 彼ら 
の 娘を 自分たち の 妻に めと り， 自分た 
ちの 娘を 彼らの 息子たち に 与え， 彼ら 
の 神々 に 仕える のであった。 

7 こうして イスラエルの 子ら は エホ 
バの 目に 悪を 行ない， 自分たち の迚エ 
ホバを 忘れて， もろもろの バアル や聖 

ぼく  (チ） つか  [ッ） 

木に 仕える ようになった。 8 ここに お 
いて エホバの 怒りは イスラエルに 対し 
て 燃え， [拽] は 彼らを メソポタミアの 
王 クシ ヤン •リ シュア タイムの 手に 売 

わた  it) 

り 渡された。 そして， イスラエルの 子 
らは クシ ヤン •リ シュア タイムに 八 年 
仕え 続けた。 9 そして イスラエルの 子 
らは エホバに 助けを 呼び 求める ように 
なった。 そこで エホバは イスラエルの 
子ら のために 救い 手を 起こされた。 彼 
らを 救うた めで あり， カ レブの 弟 ケナ 
ズ の子オ テニエルであった。 10 エホ 

チ 出 34:13; 申 12:3; 申 16:21; 王 I  16:33; ツ申 31:16; 裁 
10:6; テ 裁 2:20; 卜 創 24:10; ナ レビ 26:17; 裁 2:14; サ I 
12:9; 二 申 4:30; 裁 2:18; 裁 3:15; 詩 107:19; ヌ裁 2:16; 
ネ裁 1:13;  ノ代 I  4:13; ハ ヨシ 15:17。 


裁き 人 3:11—25  裁き 人オ テニエル。 エフ ドは モ アブの 王 エグロンを 殺す  402 

パの 霊は 今や 彼に 臨み， 彼は イス ラエ 第3 章 える と， 彼は すぐに 民を， すなわち 貢 
ルの 裁き 人と なった。 彼が 戦闘に 出る ァ S は7 ぎ 物を 担って いた 者たち を 去らせた。 
と， エホバは シリアの 王 クシ ヤン. リ  裁 I4:6 19 そして 彼 自身は ギルガル にある 石 切 
シュア タイムを 彼の 手に 与えられ， 彼  1\  り 場のと ころから 引き返した。 そうし 
の 手は クシ ヤン •リ シュア タイムに 打ち  てこう 言った。 「王よ， 内々 にお 伝えす 

勝った。 11 その後， その 地には 四十 ィゼ 、力 4:6 べき 言葉が ございます」。 そこで 彼は， 
年の あいだ 何の 騒乱 もなかった。 やが 11:33 「静粛に！」 と 言った。 すると， そばに 
て ケナズ の子オ テニエルは 死んだ。  立って いた 者は みな 彼の もとから 出て 

ふたた  い  [イ）  かれ 

12 そして 再び， イスラエルの 子ら は IfU19:37  行った。  20 それで エフ ドは 彼の もと 

あく  おこ  [ウ）  き  じ ぶん 

エホバの 目に 悪を 行なうよう になった。 才裁 2:14  に 来た。 彼は 自分 だけの ものにし てい 
そこで エホバは モ アブの 王 エグロンを  19：n た 涼しい 屋上の 間に 座して いると ころ 

イスラエル に対して 強くなら せた。 彼 ^  26:14 であった。 それで エフ ドは さらにこう 

らが エホバの 目に 悪を 行なった からで 言った。 「あなたへの 裡の 言葉が ござ 
ある。 13  [裡] はまた アン モンと アマ ク出 17:8  います」 。すると 彼は 自分の 座から 身を 
レクの 子ら を 彼らに 対して 結集 させた。 S83-7  起こした。  21 その 時， エフ ドは 自分 
そ して 彼らは 来て イスラエルを 討ち， ヶ串 34:3  の 左手を 差し入れて 右の 股から 剣を抜 
やしの 木の 都市を 手に入れた。 14 そ  28:15 き， それを 彼の 腹に 突き刺した。 22 そ 
して イスラエルの 子ら はモ アブの 王エ コレ ビ 26:25 して， 刀身に 伴って つかまで 中に 入っ 

つか つづ  [コ）  申 28:48  しぼう 

グロンに 十八 年 仕え 続けた。 15 その  ていった ため， 脂肪が 刀身に すっかり 

ため イスラエルの 子ら は エホバに 助け  ^  ^  かぶ さった。 彼の 腹から その 剣を抜か 

よもと  [サ1  2  ふんべん 

を 呼び 求める ようになった。 それで エ 匕 ば 2 なかった ためで ある。 すると， 糞便が 

かれ  すく  お  き  かぜ まど 

ホ パは 彼らの ために 救い 手を 起こされ 出て 来た。 23 それから エフ ドは 風窓 
た。 ゲ ラの 子 エフ ドで ある。 ベニヤ ミ xfJ49;27 を 伝って 外に 出た。 しかし， 屋上の 間 
ン人 であり， 左利きの 人であった。 や 16 の 扉を 自分の 後ろで 閉め， それに 錠を 

セ m  か  かれ そと （ゥ！ 

がて イスラエルの 子ら は 彼の 手に よっ  ^ 12:2 掛けた。 24 こうして 彼は 外に 出た。 

てモ アブの 王 エグロン に 貢ぎ物を 送る ソ 詩149:6  その後 [エグロン] の 僕たちが やっ 
ことに なった 0 16 —方 エフ ドは， 自 夕 詩45 :3  て 来て 見 まわした が， 見る と， 屋上の 

分の ために 一本の 剣を 作った 0 それは チ 裁 ii:i8  間の 扉には 錠が 掛かって いた。 それで 

は [ソ）  なが  い  すず  おく  よう 

もろ 为 であり， その 長さは ーキ ュビト ッ王 n  23:35 彼らは 言った， 「涼しい 奥の間で 用を 

かれ  ころも  _  た  [工】 

であった。 そして 彼は それを 自分の 衣  m-m  足して おられる のだろう」。  25 こう 
の 下， 右の 股に 帯びた。 17 こうして ァョシ 4:19 して 彼らは ずっと 待って いたが， つい 

かれ  （チ）  みつ  もの  さ  ヨシ 5:9  は  い 

彼は モ アブの 王 エグロンに 貢ぎ物を 差  に 恥じ入る ようになった。 しかも， 見 

し 出した。 ところで， エグロンは 非常  よ， だれも その 屋上の 間の 扉を 開けな 

に 太った 男であった。  ° K 1〇：10 いのであった。 そこで 彼らは かぎを 

18 さて， 貢ぎ物を 差し出す ことを 終 取って それを 開けた が， 見る と， 自分 
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たち の 主が 地に 倒れて 死んで い るので 
あった 0 

26 —方 エフ ドは， 彼らが 手間 どって 
いる 間に そこ を 逃れ， 自分は 石切り 場の 


そばを 通って セイラに 逃れた。 27 そ 
して そこに 着く と， エフ ライムの 山地 
で 角笛を 吹き はじめた。 すると， イス 
ラエルの 子ら は 彼と 共に 山地を 下りて 
行く ようになった。 彼が その 頭で あっ 
た。 28 そのと き 彼は 言った， 「わた 
しに 付いて 来なさい。 エホバは あなた 
方の 敵の モア ブ 人を， あなた 方の 手に 
渡された からです」。 それで 彼らは そ 
の 後に 付いて行き， モ アブ 人に 立ち 
向かって ヨルダンの 渡り 場を 攻め 取っ 
た。 そして， だれ ひとり そこを 渡る こ 
とを 許さなかった。  29 こうして その 
時， 彼らは モ アブを 討ち， 約 一万 人を 
した。 それは みな 強壮な 者たち であ 
り， みな 勇士であった。 一人 も 逃れ 得 
なかった。 30 こうして その 日， モア 
ブは イスラ エルの 手の 下に 従え られる 
ようになった。 その 地には その後 八十 
年の あ いだ 何の 騒乱 も なかった。 

31 また， 彼の 後には アナ トの 子シャ 
ム ガルが 出て， フィリス ティア 人 六 百 
人を 牛の 突き 棒で 打ち倒した。 彼 もま 
た イスラエルを 救った。 

A その後， エフ ドが 死ぬ と， イスラ 
味 エルの 子ら は 再び エホバの 目 に 悪 
を 行なうよう になった。  2 それで エ 
ホバは 彼らを カナンの 王ヤ ビンの 手に 
売り渡された。 その 者は ハツ ォルで 治 
めて いた。 その 軍の 長は シセラで あ 
り， 諸国 民の ハ ロシェ トに 住んで いた。 


3 そして イスラエルの 子ら は エホバに 
向かって 叫ぶ ようになった。 彼は 鉄の 
大鎌の ついた 戦 i 九 百両を 有し， 二十 
年の 間 イスラエルの 子ら を ひどく 虐げ 
たからで ある。 

4  丁度 そのころ， ラ ピドト の 妻で あ 
る 女 預言者 デボラが イスラ エルを 裁い 
ていた。  5 そして 彼女は， エフ ライム 
の 山地， ラマと ベ テルの 間にある デボ 
ラの やしの 木の下に 住んで いた。 イス 
ラエルの 子ら は 裁きを 求めて 彼女のと 
ころに 上って 来る のであった。  6 と 
きに 彼女は 使いを 送って アビ ノ アムの 
子 バラクを ケデシ ュ •ナフタリから 呼 
び， 彼に こう 言った。 「イスラエルの 
g エホバは このように お命じに ならな 
かった でしょう か。 『行って， タ ボル 
山上に 散開す るよう に。 あなたは， ナ 
フタ りの 子ら とゼ ブルンの 子ら の 中 か 
ら一 万人を 連れて行かねば ならない。 
7 そうすれば， わたしは 必ず， キショ 
ン の1 奔流の 谷で， ヤ ビンの 軍の 長シセ 
ラ および その 戦車と 群衆を あなたの も 
とに 引き寄せる。 わたしは 彼を あなた 

あた  [夕） 

の 手に 与える ので ある』」。 

たい  かのじょ  い 

8 これに 対して バラクは 彼女に 言っ 
た， 「もし あな たが 共に 行っ てくだ さ 
るなら， わたし も 必ず 行きます。 あな 
たが 共に 行って くださらないなら， わ 
たしは 行きません」。 9 すると 彼女は 
言った， 「わたしは 必ず あなたと 共に 
参ります。 です が， 美と なる ものは， あ 
なた の 行く 道で あなたの ものとは なら 

[チ】 

ないで しょう。 女の手に エホバは シセ 
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ラを 売られる からです」。 そうして デ 
ボラは 身を 起こし， バラクと 共に ケデ 

(7)  い 

シュに 行った。 10 そして バラクは ゼ 

(イ）  よ  あつ 

ブルンと ナフタリを ケデシ ュに 呼び 集 

かれ  あと  したが  のぼ  い 

め ，一万 人が 彼の 跡に 従っ て上っ て 行 っ 
た。 そして， デボラ も 彼と 共に 上った。 

じん  w 

11 ところで， ケ ニ人へ ベルは， ケニ 

[才）  むすめむこ 

人つ まり モー セが その 娘婿であった ホ 
パブの 子ら から 離れて， ツァ アナ ニム 
の 大木の 近くに 天幕を 張って いた。 そ 
れは ケデシ ュ にある。 

12 そのと き 人々 は シセラに 告げて， ア 
ピノ アムの 子 バラ クがタ ボル 山に 上っ 

t ク]  つ t  f ず だ 

たこと を 伝えた。 13 直ちに シセラは， 
自分の すべての 戦車， 鉄の 大鎌の つい 
た 戦車 九百両 を 呼び集め， また 自分と 
共に いるすべ ての 民を [集め]， 諸国 民 
の ハ ロ シヱ トを 出て， キションの 奔流 
の 谷に 向かっ/ •こ。 14 その 時 デボラは 
バラクに 言った， 「立ちなさい。 今日 
は， エホバが シセラを 必ず あなたの 手 
にお 与えになる 日です。 あなたの 前に 
進み出られ たのは エホバでは あ り ませ 
ん か」。 それで バラクは 一万 人を 率いて 
タ ボル 山を 下りて 行った。 15 そして 
エホバは， シセラと そのす ベての 戦車 
また その 全 陣営を， 剣の 刃に よって バ 

まえ  こんらん  トン） 

ラクの 前に 混乱 させて ゆかれた。 その 
ためつ いに シセラは 兵車から 降り， 徒歩 
で 逃げ だした。 16 そして バラクは 戦 
車と その 陣営と を 諸国 民の ハ ロシェ ト 
まで 追撃した。 こうして シセラの 全陣 

えい つるぎ  は  たお  ひとり 

営は 剣の 刃に よって 倒れた。 その 一人 
も 残らな かっ /L 

17 一方 シセラは 徒歩で 逃げ， ケ ニ人 
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コ裁 4:7 
裁 5:21 
詩 83:9 


サ申 9:3 


ソ申 7:23 


第二 欄 


ウ創 21:19 
ェ裁 5:25 


へべ ルの 妻 ヤエ ルの 天幕に 行った。 ハ 
ツ オルの 王ヤ ビンと ケ ニ人へ ベルの 家 
の 者との 間には 平和が あった からで あ 
る。 18 その 時 ヤエ ルは 出て 来て シセ 
ラを 迎え， こう 言った。 「こちらに お 
寄りく ださい， 我が 主よ。 私のと ころ 
にお 寄りく ださい。 恐れないで くださ 
い」。 それで [シセラ] は 彼女のと ころに 
寄って その 天幕に 入った。 後に 彼女は 
[シセラ] に 毛布を 掛けた。 19 そのう 
ち 彼は 言った， 「どうか， 水を 少し 飲 
ませて くれ。 のどが 渴 いた」。 そこで 彼 
女は 乳の 皮 袋を 開けて 飲ませ， その あ 
と 彼を 覆った。  20 すると 彼は さらに 
こう 言った。 「天幕の 入口のと ころに 
立って いて くれ。 だれかが 来て， 『こ 
こに 男が いるか』 と 聞いたら， 『いな 
い！』 と言うの だ」。 

21 その後へ ベルの 妻 ヤエ ルは， 天 
幕の 留め 杭を 取り， また， つちを 手に 
握った。 そして， 忍び足で 彼のと ころ 
に 行き， その 留め 杭を 彼の こめかみに 
突き刺し， それを 地に 打ち込んだ。 彼 
が ぐっすり 眠り， 疲れ きっていた とき 
であった。 こうして 彼は 死んだ。 

22 すると， 見よ， バラクが シセラ 
の 跡を 追っ てやっ て 来る ところで あっ 
た。 そこで ヤエ ルは 出て 彼を 迎え， こう 
言った。 「おいでく ださい。 あなたが 
捜して いる 人を ご覧に いれましょう」。 
そこで [バラク] は 彼女のと ころに 入っ 
たが， 見る と， シセラは こめかみに 留め 
杭を 刺されて 死んで いるので あった。 

23 こう して 裡は その 日 ，カナン 
の王ヤ ビンを イスラエルの 子ら の 前 
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裁き 人 4：24—5：13 


に 屈服 させた。  24 そして， イスラ 
エルの 子ら の 手は カナンの 王ヤ ビン 
に対して 次第に 強硬に なって ゆき， 
ついに カナンの 王ヤ ビンを 断ち 滅ぼ 
し/ L 

5 また その 日， デボラは アビ ノア ム 

(才）  [力） いっしょ  うた  [キ） 

の 子 バラク と 一緒に 歌いだ して こ 

ぅ备っ た。 

2 「[戦いの ために] イスラエル におい 
て 髪を 垂らした ことの ゆえ， 
民が 自ら 応じた ことの ゆえに 
エホバを ほめたたえよ。 

3 王たち よ， 聴け。 高官たち よ， 耳を 

高け ょ。 

エホバに 向かって この わた しは 

ラた 

歌う 0 

イスラエルの 拽 エホバに 向か っ 
て 調べを 奏でる。 

4 エホバよ， あなたが セイルから 進 
み £， 

エドムの 野から 行進され た 時， 

ち  げきどう (V)  したた  （夕） 

地は 激動し， 天 も [水を] 滴らせ， 

雲 もまた 水を 滴らせた。 

5 山々 は エホバの み 顔から 流れ 去り， 
この シナ イも イスラエルの 古エ 
ホバ のみ 顔から [流れ] 去った。 
6 アナ トの 子 シャム ガルの 日に， 

ヤエ ルの 日に， 通り道から 行き来 
は 4 ぇ， 

街道の 旅人た ちは 遠回りの 通り 
道を 旅する のであった。 

7 広野に 住む 者は 絶え， イスラエルに 

[本】 

おいて それは 絶えた。 

ついに わたし， デボラは 立ち上 
がった。 


第 4 章 


ア代 I  22:18 
ネへ 9:24 
詩 18:47 


申 7:24 


第 5 章 


第二 欄 


ケ詩 105:2 


ついに わた しは イスラエルで 母 
として 立ち上がった。 

8 彼らは 新しい 神々 を 選ぶ ように 
なった。 

その 時に 門の 中に は 戦いが 

{ ゥ） 

あった 0 

盾 も， 槍 も 見えなかった。 

一  W 

イスラエルの 四 万の 中に。 

9 わたしの 心は イスラエルの 司令 者 
たちと 共に ある。 

たみ  みず か  おう 

それは 民の 中に あって 自ら 応じ 
た 者たち であった。 

エホバを ほめたたえよ。 

10 黄 赤の 雌ろ ばに 乗る 者たち， 

豊かな じゅ うたんの 上に 座す 者 
たち， 

そして， 道を 歩く 者たち よ， 

思い 見よ！ 

11 水く み 場で 水を 配る 者たち の 幾ら 

こえ {コ） 

かの 声， 

その 所で 彼らは エホバの 義の働 
きを 語りは じめ， 

イスラエルの 広野に 住む その 民の 
義の 働きを [語り 告げる]。 

その 時に エホバの 民は 城門に 下っ 
て荇っ た。 

12 覚めよ， 覚めよ， おお デボラ。 
覚めよ， 覚めよ， 歌声を 上げよ！ 
立てよ， バラク。 あなたの とりこ 
たちを 連れて行け， アビ ノア ム 
の 子 i1 ! 

13 その 時に， 生き残った 者たち は 威光 
ある 者たち のと ころに 下った。 
エホバの 民は わた しの もとに 下っ 
て， 力 ある 者たち を 攻めた。 
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かれ  しゅっしん  ていち  [ァ）  m 

14 彼らの 出身は エフ ライム， その 低地 第5 章  メギドの 水の そばの タアナクで。 

平原から。  7  3 " 16:4  彼ら は 利得と なる 銀を 少 しも 得 

とも  イ民 32:39  [ゥ） 

ベニヤ ミンよ， あなたと 共に， あ ゥ王 1125:19  なかった 0 

なた の もろもろの 民の 中に。 IiM9:15  20 天から 星が 戦い， 

マキ ルから 司令 者たち が 下り，  12：32  その 軌道から シセラに 対して 

ゼ ブルンから-記の 装備を 扱う ヘプ11 :32  戦った。 

もの  [〇]  い  力 裁 4:14  ほんりゅう  かれ  あら 

者たち が [下って 行った]。  +it  3:27  21 キションの 奔流が 彼らを 洗い 

W  きみ  さ  [才） 

15 また イッ サカ ルの 君たち は デボラ ク， を。  去った。 

とも  R  32:24  せきじつ  M 

と共に おり，  ヶャコ 4:17  昔日の 奔流， キションの 奔流が。 

イッ サカ ルと 同じように バラク ^  3  ^  ^  あなたは 強い ものを 踏み 進んで 

サ ヨシ 19:46  い  （キ）  わ たまい、 

も [共に] いた 0  ョナ1:3  行った， ああ 我が 魂よ。 

低地 平原へ と 彼は 徒歩で 送られた。 22 その 時に 馬の ひづめは [地を] か 

ゎ  ぁぃだ (ク1 

ル ベンの もろもろの 分かれの 間  *6i2：33  いた。 

で 心の 審問は 大きかった。  t^4.6  その 雄 馬たち の 突進に 次ぐ 突進 

くらぶく ろ あいだ tSi4-6 

16 なぜ あなたは 二つの 鞍 袋の 間に ソ 裁4: w  の ゆえに 0 

望り，  タミは  23 『メロ ズ をのろ え』 と エホバの 使い 

む  ふえ  おと  き  い 

群れの ための 笛の 音を 聴いて い  は 言った， 

(ク）  ™ 一 ^  す  もの  たま 

たの か。  7  3  - >12:21  『そこ に 住む 者たち を 絶え間なく 

ル ベンの もろもろの 分かれには ィ 裁1:27  のろえ。 

こころ  しんもん  W  ウ裁 4:16  じょりょく  こ 

心の 大きな 審問が あった。  裁5: 3〇  エホバの 助力に 来なかった からだ。 

17 ギレアデは ヨルダンの 向こうで 自 ヱミ、 ン  18iifu  力 ある 者たち と共に なって エホ 

ぶん  す  （コ）  裁 4:15 

分の 住まいに とどま っ ていた。 サ mo  バの 助力に』。 

かれ  ^ 135:7  じん (サ）  つま  トン） 

そして ダンは， なぜ 彼は そのと き ォ裁 4:7  24 ケ ニ人へ ベルの 妻 ヤエ ルは 女のう 

船の 中に ずっとと どまって い ^4:13  ち 最も 祝福され た 者と なる。 

たの か。  W44:3  天幕の 中の 女のう ち 最も 祝福 さ 

うみべ  すわ  キ詩 44:5  (7) 

ア シヱ ルは 海辺に いたずらに 座り， ^  れた 者と なる。 

その 波止場の そばに とどまって ク!! な7 in  25 彼は 水を 求め， 彼女は 乳を 与えた。 

I シ）  5  of7o10  ぃこぅ  も®  うたげよう 

いた。  ^21s：28  威光 ある 者たち の 大きな 宴 用の 

し  いた  じぶん  はち  ぎょうにゅう  さ  [せ） 

18 ゼ ブルンは 死に 至る まで も 自分の ヶヱ レ48: id  鉢で 彼女は 凝乳を 差し出した。 

たましい かろ  たみ W  コ出 93*23  つ  てんまく  と  くい  つ 

魂 を 軽んじた 民。  裁 2:1  26 次いで その 手を 天幕の 留め 杭に 突 

ナフタリ もまた， 野の 高みに おい サ き 出した 0 
てそうであった。  また その 右手を 骨折り 働く 者た 

きたた か  ^  *  (v) 

19 王たち は 来て 戦った 0  ス 蔵3 i:3i  ちの 手づ ちに。 

とき  セ 我 かの じょ  う 

その 時に カナンの 王たち は  こうして 彼女は シセラを つちで 打 

(夕）  ノ蔵 31:17  こうべ さ  とお  { 夕） 

戦った 0  夕裁 4:21  ち， その 頭を 刺し通した。 


407  ミディ アン 人に よる 圧迫  裁き 人 5:27 — 6:9 

そのこめ かみを 割って 切り開 第5 章 “ その後 イスラエルの 子ら は エホバ 
いた。  =47 デ0 の 目に 録 を转 なうよう になっ/ L 

27 彼女の 足の 間に 彼は 崩れ， 倒れ， 横 . それで エホバは 彼らを 七 年の 間 ミディ 

ウ裁 4:15  わた  り、 

た わった。  サ 115:33 アンの 手に 渡された。  2 そのため ミ 

エ裁 4: 16  たい  ゆう 

彼女の 足の 間に 彼は 崩れ， 倒れた。 ォサ nu:2  ディ アンの 手が イスラエル に対して 優 

サ n  20:16  せい  [ヴ 

その 崩れた ところ， そこに 彼は 倒 力 出 ル9  勢に なった。 ミディ アンの ゆえに， イ 

うま  ⑺  キ _  20.14  ちかち ょ 

れて 打ち負かされた。  _  21;11 スラ エルの 子ら は， 山の 中の 地下の 貯 

28 窓から ひとりの 女が 外を 見， しきり ^83；9  蔵 所 また 洞く つや 近寄り 難い 所を 自分 

かれ  ま  詩 92:9  つく  M 

に 彼を 待ちわびた。  ヶ出 20:6  たちのた めに 作った。 3 それでも， イ 

はは  こうし ご  m  詩 9i：i4  たね  （才 1 

シセラの 母が 格子 越しに。  ^97:10 スラ エルが 種を ま くと， ミディ アンと ア 

『どう して 彼の 戦: ^ は 到着が 遅れて  f 1  8：3  マレク また 東の 者たち が 上って 来る の 

[ウ 1  コ b 11〇:3  かれ  せ  き 

いるの か。  g433 であった。 彼らが 攻め上って 来たので 

どうして 彼の 戦車の ひづめの 響 サ^ yf6 ある。 4 そして 彼らは [イスラエル] に 
きは これほど 減 いの か』。  ^3:3°  対して 陣営を 敷き， 地の 産出 物を ガザ 

こうき  ふじん  ちえ  もの  いた  そこ  しょくりょう ひつじ うし 

29 高貴な 婦人のう ちの 知恵 ある 者た 第二 欄 に 至る まで も 損ない， 食糧 や 羊 や 牛 や 

■: 才）  かのじょ  こた  _  す こ  のこ 

ちが 彼女に 答える。  ろばを イスラエルに 少しも 残さな かっ 

じぶん  みず か  ^  ^  (ク）  かれ  ちくるい  てんまく 

そして 彼女 も 自分の ことばで 自 ァ申 28:15 た。 5 彼らと その 畜類と がその 天幕 ご 

い  かえ  裁 2:19  のぼ  き 

ら 言い返す，  ネ へ9:28 と 上って 来たから である。 彼らは いな 

かれ  イ創 25:2  かずお お  （ヶ） 

30 『彼らは 見つける はずでは ないか。 ^'26:17 ごのよう に 数多く やって来た。 彼ら も 
彼らは 分捕り物を 分配す るは  I そのら くだ も 数 知れなかった。 その 地 

ずでは ないか。  ゥ以ぷ 21 に 入って 来て， そこを 荒らす ので あっ 

すべての 強健な 男子に 一胎 ，二 胎， ェこ = た。 6 それで イスラエルは ミディア 

そ  I サ 113:6  ひへい 

染め物の 分捕り物を シセラの た 才と C16 ン によって 大いに 疲弊 させられた。 そ 

*  28:33  たす 

めに 0 染め物の 分捕り物を， 力 裁3:13  して イスラエルの 子ら は エホバに 助け 

し  ころも いろ ぞ  キ創 29:1  よ  もと  （シ 1 

刺 しゅう した 衣， 色染めの もの， 刺 裁8: 1D  を 呼び 求める ようになった。 

まい  王 I  4:30  — 

しゅうした 衣 二 枚を  ク 申28: 3i  7 そして， イスラエルの 子ら が ミディ 

と  もの  申 28:48  たす  よ  もと 

分捕 り 物 [を 取った 者たち] の  5 力6: u ア ンの ゆえに エホバに 助けを 呼び 求め 

くび  ケ裁 8:10  M 

首に』。  コ裁 7:12  たため， 8 エホバは イスラエルの 子ら 

31 エホバよ， あなたの 敵は 皆こう して に ひとりの 人， つまり 預言者を 送って， 
滅びる ように。  ^^2:185 こう 言われた。 「イスラエルの 裡 エホ 

あなたを 愛する 者たち は， 太陽  K  ^7:19 バ はこう 言われました。 『わたしが あ 
が 力強く 進み出る 時の ように なた 方を エジプトから 携え 上り， あな 

W  アモ 3.7  ど れい  いえ  ^ 

なる ように」 0  'ノ出 2〇:2  た 方を 奴隸の 家から 携え 出した 0  9 こ 

そして その 地には その後 四十 年の あ 夕 ib2:r:i3 うして わたしは あなた 方を エジプトの 
いだ 何の 騒乱 もなかった。  5  ；36：n 手から， あなた 方を 虐げる すべての 者 


第 6 章 


ア申 7:2 


ソ創 49:24 


夕裁 6:32 
裁 8:22 
サ I  12:11 
ヘプ 11:32 


第二 欄 


み使いは ギ テオンを 力 づける  408 

れ に対して 彼は 言った， 「失ネ L です 
が， エホバ， わたしは 何を もって イス 
ラエルを 救う のでしょう か。 ご覧く だ 
さい， わたしの 一千は マナ セの 中で 一 
蕃 小さく， わたしは 自分の 父の 家の 中 
でも 最も 小なる 者な のです」。 16 し 
かし エホバは 彼に 言われた， 「わたし 
が あなた と共にい るからで ある。 その 
ゆえに あなたは あたかも 一人を [討つ] 
ようにして 必ず ミディ アンを 討ち 倒す 
であろう」。 

17 これに 対して 彼は 言った， 「もし 
今 わた しが あなたの 目 に 恵みを 得て お 
りましたら， あなたが わたしと 話して 
おられる というし るし も， ぜひ 示して 
くださらなければ なりません。 18 わ 
たしが あなたの もとに 来る まで， 自分 
の 供え物を 携えて 来て あなたの 前に 置 
く  [まで] は， どうか ここから 去って お 
いでに ならないで ください」。 すると 彼 
は 言った， 「わたしは， あなたが 戻って 
来る まで ここに 座って いるであろう」。 
19 それで ギデオンは 中に 入って， 子 や 
ぎ 一頭， そして 麦粉 ーエ ファを 無 酵母 
パンに した ものを 調えた。 肉は かごに 
入れ， 肉汁は 料理な べに 入れた 後， そ 
れを 彼のと ころ， 大木の 下に 携えて 来 
て， その 給仕を した。 

20 その 時 [まことの] 姓の み使いは 
彼に 言った， 「 この 肉と 無 酵母 パンを 
取って あそこの 大 岩の 上に 置き， 肉汁 
を 注ぎなさい」。 それで 彼は そのと お 
りに した。  21 それから エホバの み 使 
いは 自分の 手に あった 杖の 先を 突き出 
して， その 肉と 無 酵母 パンと に 触れた。 


裁き 人 6 : 10 — 21 

の 手から 救い出し， これを あなた 方の 
前から 打ち k っ て， その 地を あなた 方 
に 与えた。 10 そう して わた しは 言っ 
た， 「わたしは あな た 方の 拽 エホバで 
ある。 あなた 方は いま 住んで いる 地の 
ア モリ 人の 神々 を 恐れて はならない」。 
それな のに あなた 方は わた しの 声に 聴 
き 従わなかった』」。 

11 後に エホバの み使いが 来て， オフ 
ラの 大木の 下に 座った。 それは アビ- 
エゼル 人ヨア シュの ものであった。 お 
り しも その子 ギデオ はぶ どうの 搾り 
場の 中で 小麦を 打って いた。 ミディア 
ンの 見て いないと ころで 素早くす ませ 
るた めであった。 12 そこへ エホバの 
み使いが 現われて こう 言った。 「勇敢 
な 力 ある 者よ， エホバは あなたと 共に 
おられる」。 13 これに 対し ギデオン 
は 言った， 「失礼です が， 我が 主よ， 
もし エホバが わたしたち と共に おられ 
るので したら， どうして このような 事 
すべてが わたしたちに 臨んで いるので 
しょうか。 『エホバは わたしたちを エ 
ジブ トから 携え 出して くださ っ たでは 
ないか』 と 父たち が 話して くれた， そ 
のす ベての 驚くべき み 業は どこに ある 
のでしょう か。 + エホバは わたしたち 
を 見捨てて しまわれました。 わたした 
ちを ミディ アンの 掌中に お与えになる 
のです」。 14 それに 対し エホバは 彼 
に 面と向かってこう 言った。 「あなた 
のこの 力を もって 出かけて 行きなさい。 
あなたは イ ス ラエ ルを 必ず ミディ アン 
の 掌中から 救う ことになる。 わたしが 
あなたを 遣わす のでは ないか」。 15 そ 
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する と， その 岩から 火が 立ち上って， 肉 
と 無 酵母 パンと を 焼き 尽くした。 その 
後 エホ ノ 《のみ 使 L ヽは 彼の 目 か ら 見えな 
く なった。  22 そのため ギデオンは， 
それが エホバの み使いであった ことを 

直ちに ギデオンは 言った， 「ああ， 主 
権 者なる 主 エホバ， わたしは エホバの 
み使いを 面と向かって 見て しまったの 
です」。 23 しかし エホバは こう 言われ 
た。 「あなたに 平安が あるよう に。 恐 
れ なくて よい。 あなたは 死ぬ ことは な 
い」。  24 それで ギデオンは そこに エ 
ホ パへの 祭壇を 築いた。 それは 今日に 
至る まで エホバ •シャ ロムと 呼ばれて 
いる。 それは まだ アビ •エゼル 人の 才 
フラ にある。 

25 次いで その 夜， エホバは 彼に さ 
ら にこう 言われた。 「若い 雄牛を 取り 
なさい。 あなたの 父に 属する 雄牛， つ 
まり 七 歳になる 第二の 若い 雄牛を。 そ 
して， あなたの 父の ものである バアル 
の 祭壇を 打ち壊す ように。 また， その 
そばに ある 聖 木を 切り倒す。 26 そし 
て あなたは， このと りでの 頭に 石を 並 
ベて あなたの 裡 エホバへの 祭壇を 築か 
ねばならない。 第二の 若い 雄牛を 取り， 
あなたが 切り 倒す 聖 木の 木切れの 上で 
それを 焼燔の 捧げ物と して ささげる よ 
うに」。  27 そこで ギデオンは 自分の 
僕の 中から 十 人を 連れて行き， エホバ 
が 話された とおりに しはじめた。 しか 
し， それを 昼に 行なう には 父の 家の 者 
とその 都市の 人々 への 恐れが あっ たた 
め， 夜に 行なう ことにした。 
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28 その 都市の 人々 がいつ ものよう 
に 朝早く 起きて みると， 見よ， バアル 
の 祭壇は 取り壊され， その 傍らに あっ 
た 聖木も 切り倒され， また 第二の 若い 
雄牛は 築かれた 祭壇の 上に ささげられ 
ている のであった。  29 それで 彼ら 
は， 「だれが こんな 事を したの か」 と 
互いに 言いだ した。 そして， いろいろ 
尋ねたり 探したり した 後， ついにこう 
言った。 「ヨア シュの 子 ギデオンが こ 
れを 行なった の だ」。 30 それで その 
都市の 人々 は ヨア シュに 言った， 「あ 
なた の 息子を 連れて来て， 死に 渡せ。 
バアルの 祭壇を 取り壊した からだ。 そ 
の そばの 聖木も 切り倒して しまった か 
ら だ」。  31 これに 対し， ヨア シュは 
自分に 向かって 立つ すべての 者に こう 
言った。 「あなた 方は バアルの ために 
法的 弁護を する 者と なって， 自分たち 
が これを 救える かどう かを 見ようと で 
もい うの か。 だれでも そのために 法的 
弁護を する 者は， この 朝に も 死に 渡さ 
れ るべき だ。 もし それが 神で あるの な 
ら， 自分で 法的 弁護を したら よいだ ろ 
う。 その 祭壇を 取り壊した 者が いるの 
だから」。 32 そして [ヨア シュ] は その 
日 以来 彼の ことを エルバ アルと 呼ぶ よ 
うにな り， 「バアルに 自分の1  法的 弁護 
を させたら よかろう。 その 祭壇を 取り 
壊した 者が いるの だから」 と 言った。 

33 さて， ミディ アンと ア マレク ま 
た 東の 者たち すべてが 一つに 集ま り， 
渡って 来て エズレ ルの 低地 平原に 宿営 
を 張った。 34 すると エホバの 霊が ギ 
デオンを 包んだ。 それで 彼が 角笛を 吹 


裁き 人 6:35—7:7  羊毛の しるし。 軍は 300 人に 減らされる  410 

き 鳴らす と， アビ •エゼル 人が 呼び 集 第 6 章 の 陣営は 彼の 北， 地平 原の 中の モレ 
めら れて 彼の 後に 付く ようになった。 の 丘に あった。  2 この 時 エホバは ギ 
35 また 彼は マナ セの 全土に 使者を 送  デオンに 言われた， 「あなた と共にい 

り 出し， その 人々 も 呼び集められて 彼  る 民は， わたしが ミディ アンを その 手 

に 従った。 彼は また ア シェルと ゼ ブル ^5V8：27：2 に 与える には 多すぎる。 イスラエルは 
ンと ナフタリ にも 使者を 送り， その 者  わたしに 向かって 自慢し， 『自分の こ 

たち も 彼に 会う ために 上っ て 来た。  の 手が わた しを 救っ たの だ』 と言う か 

36 その 時 ギデオンは [まことの] 裡  3〇：6  もしれ ない。 3 それで 今， さあ， 民の 

に 言った， 「約束な さった とおり わた  聞く ところで 呼ばわり， 『だれか 恐れ 

しに よって イスラエルを 救われる ので  ておのの いている 者が いるか。 その 者 

した こ 37 ゎたしは 琴， 一 ■の 拏 二 は 弓 ひ I き 十 がれ』 と备 ぃなさ。。 それで 
毛を 脱穀 場に さらして おきます。 もし  mim - ギデオンは 彼らを 試して みた。 それに 
露が この 毛の 上に だけ 降りて 地が すべ よって 民のう ち 二 万 二 千 人が 退き， 一 
て 乾いて いるならば， あなた が 約束 ど  万人が 残った。 

おり わたしに よって イスラエルを お  4 なお も エホバは ギデオンに 言われ 

救いになる という ことを， わたしは 力#6:11  た， 「民は まだ 多すぎる。 彼らを 水の 
知る のです」。  38 すると そのと おり 第二 欄 ところに 下らせよ。 あなたの ために わ 
になった。 彼は 次の 日 早く 起きて 毛を ァ艺 me たしが そこで 彼らを 試す ためで ある。 

しぼ  うたげよ うはち  代 n 14:11  とも 

絞って みたが， 大きな 宴 用の 鉢を 水で  そして， だれでも 『これは あなたと 共 

満たす ほどの 露を その 毛から 絞り取る  に 行く』 とわたし が 言う 者， その 者は 

ことができた。 39 それでも ギデオン ィィ ザ2:11 あなたと 共に 行く が， すべて 『これは 
は [まことの] 裡に 言った， 「わたしに  あなたと 共には 行かない』 とわたし が 

対して 怒り 立たれる ことはありません 17:47 言う 者， その 者は 一緒に 行かない 者で 
ように。 あと 一度 だけ お しさせて く  ある」。  5 それで 彼は 民を 水のと ころ 

ださい。 どうか， もう: ㈢度 だけ この 毛 コ 114:7  に 下らせた。 

で 試させて ください。 どうか この 毛 だ  それから エホバは ギデオン にこう 言 

けを 乾かして おき， 地の 全面に 露を 生  ^  われた。 「すべて 犬が なめる ように 舌 

エ 申20:8  もの  べつ 

じさせて ください」。 40 すると# は  で 水を なめる 者， あなたは その 者を 別 

その 夜 そのと おりに 行なわれた。 その  にす る。 また， すべて かがみ 込んで ひざ 

毛 だけが 乾いて おり， 地の 全面に 露が 才 y をつ いて 飲む 者を [別にす る]」。 6 す 
生じた。  ると， 手を 口に 当てて なめた 者の 数は 

m 次いで エルバ アルつ まり ギデオン，  三百 人と なった。 残りの すべての 民は 

• および それ と共にいた すべての 民 ':9  かがみ 込んで ひざを ついて 水を 飲んだ。 
は， 早く 起きて， ハ ロドの 井戸のと こ  7 この 時 エホバは ギデオンに 言わ 

ろに 陣営を 敷いた。 そして ミディ アン キべテ 15:8 れ た， 「なめる ようにした 三百 人の 者 
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によって わたしは あなた 方を 救い， ミ 
ディアンを あなたの 手に 与える。 他の 
すべての 民は， これを それぞれ 自分の 
所に 行かせよ」。 8 それで 彼らは 民の 
襄く ■その 手に & り， また その 萬齡 
[手に 取った]。 そして 彼は イスラエル 
のす ベての 者を それぞれ 自分の 家に 去 
ら せた。 ただ 三百 人を 引き とどめて お 
いた。 一方 ミディ アンの 陣営は， 低地 
平原の 中， ちょうど 彼の 下方に あった。 

9 次いで その 夜の こと， エホバは 彼 
にこう 言われた。 「立って， その 陣営 
に 向かって 下れ。 わたしは それを あな 
たの 手に 与えた からで ある。 10 しか 
し， 下って 行く ことに 恐れを 感じる の 
であれば， 従者 ブラと 一緒に その 陣営 
に 下って 行け。 11 そして あなたは 彼 
らが 話す ことを 聴く ように。 そうすれ 
ば， その後 あなたの 手は 必ず 強くな り， 
あなたは 必ず その 陣営に 向かって 下っ 
て 行く であろう」。 そこで 彼と その 従者 
ブラとは， 陣営に あって 戦闘 隊形を 組 
む 者たち の 端の ほうに 下って 行った。 

12 さて， ミディ アンと ア マレク およ 
び 東の すべての 者たち はいな ごのよう 
な 大群と なって 低地 平原に どっかり と 
伏していた。 そのら くだは 数 知れず， 
海辺の 砂粒の ように 多かった。 13 さ 
て， ギデオンが 来て みると， 見よ， ひ 
とりの 男が 自分の 同僚に ある 夢に つい 
て 話して いるので あった。 その 者は こ 
う 言った。 「わた しが 見た 夢は こうだ。 
見よ， 丸い 大麦の パン 菓子が あり， ぐ 
るぐ ると 転がって ミディ アンの 陣営に 
入って 来た。 そして それが 天幕のと こ 
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ろ に 来て ぶつ かった ために その [天幕] 
は 倒れ， これを 逆様に したので， その 
天幕は つぶれて しまった」。 14 する 
とその 同僚は 答えて 言った， 「それは， 
イスラエルの 人， ヨアシ ュの子 ギデオ 
ンの 剣に ほかなら ない。 [まことの] 神 
は ミディ アンと その 全 陣営を 彼の 手に 
与えた の だ」。 

15 こうして 夢と その 説明と が 話さ 
れ るのを 聞く と， ギデオンは そこです 
ぐに 伏し拝む のであった。 そのの ち 彼 
は イスラエルの 陣営に 戻って 来て， こ 
う 言った。 「立ちなさい。 エホバは ミ 
ディ アンの 陣営を あなた 方の 手に お 与 
えに なった のです」。 16 次いで 彼は 
三百 人の 者を 三つの 隊に 分け， 全員の 
手に 角笛を， また 大きな 空の かめを 持 
たせた。 その 大が めの 中にはた いまつ 
を 入れた。 17 彼は さらにこう 言った。 
「あなた 方は わた しを よく 見習 I ヽ ，そのと 
おりに するべき です。 そして， 陣営の 
端に 来たら， 是非 わたしが すると おり 
に 行なうよ うにして ください。 18 わ 
たしが， つまり わたしと， 共に いるす 
ベての 者と が 角笛を 吹いたら， あなた 
方 も 角笛を 吹く のです。 陣営の 周り 一 
帯で あなた 方 4。 そして， 『エホバの 
もの， ギデオンの もの！』 と 言わな け 
れば なりません」。 

19 やがて ギデオンは 自分と 一緒にい 
た 百 人の 者と 共に 陣営の 端の ところに 
来た。 それは 夜半の 見張り 時の 初めで 
あり， ちょうど 歩哨を それぞれの 位置 
に 就かせた ところであった。 そこで 彼 
らは 角笛を 吹き はじめた。 また， その 


裁き 人 7:20—8:7  エフ ライム 人は ギデオンと 言い争う  412 

手に あった 大きな 水がめは 粉々 に 砕か 第7 章 おも 追跡して 行き， また オ レブと ゼエ 
れ た。 20 それを 聞いて 三つの 隊 がと て: ご1 ム ブの 首を ヨルダン 地方に いた ギデオン 
もに 角笛を 吹き， 太が めを みじんに 砕 のと ころへ 携えて 来た。 

も  なお  代 n  20*17  とき  ひとびと  かれ 

き， たいまつを 左手に 持ち直し， 右手 ェ* 14:25  〇 その 時 エフ ライムの 人々 は 彼に こ 
には 角笛を 持って それを 吹き， 「エホ  H2?;?  ® う 言った。 「あなたが した こと， 
バの 剣， ギデオンの もの！」 と 叫び だ 裁7:6  ミディ アンと 戦おうと して 出かける 際 
した。 21 その 間 ずっと 彼らは 陣営の  ^7:8  にわたし たちを 呼ばなかった こと， こ 
周囲 一帯で それぞれ 自分の 場所に 立っ キ なは g れは 一体 どういう 事な のか」。 そして 彼 

ぜんたい  はげ  いきお 

ていたので あるが， 陣営の ほうは 全体 1$  38；21 らは 激しい 勢いで けんかを しかけよう 
が 走り fel り， 怒鳴り 声を 上げたり 逃げ ク: f4=13 とした。 2 それでつ いに 彼は 言った， 
まどった りする のであった。 22 それ ヶョシ 19:32 「あなた 方と 比べて わたしが いま 何を し 

(才） つのぶえ 【力） ふ  つづ  裁 6:35  〖才）  （力） 

で 三百 人が 角笛を 吹き 続ける と， エホ コョシ I9:24 たという ので しょうか 0 エフ ライムの 
パは その 陣営の 至る所で それぞ^ I の 剣 [収穫の] 残りを 集めた ものは， アビ- 
が 互いに 向かい合う  ように された。  そ  ^3=28  エゼルの ぶどうの 取り入れに 勝って い 
のた め その 陣営の 者たち はべ 卜 •シタ 7  |  83:11 るではありません か。  3 姓は あなた 
まで， さらに ツェレ ラ， また タバ トに タィ ザ10:26 方の 手に ミディ アンの 君オ レブと ゼエ 
近い アベル •メ ホラの 外れにまで 逃げ 第二 欄 ブを お与えに なりました が， その あな 
て 行った。  た 方に 比べて わたしが いったい 何を な 

23 そうして いる 間に イスラエルの - し 得た のでしょう か」。 この 言葉を 述 

人々 が ナフタリと ア シェル および 全 マ ^„;2  ベる と， そのと き 彼に 対する みんなの 
ナ セから 呼び集め られ ，それらの 者たち ぼ3 18 霊は 静まった。 

も ミディ アンを 追撃して 行った。 24 さ 4 やがて ギデオンは ヨルダンに 来 

らに ギデオンは エフ ライムの 山地 全域 ォ 廉15:28 て， それを 渡った 0 彼 および 共に いた 

に 使者を 送って こう 言った。 「下って テモ^24 三百 人の 者で あり， 疲れて はいたが 追 

行って ミディ アンを 迎え， 彼らより 先 哉11:2  跡を 続けて いた 0  5 後に 彼は スコト 

に 水 場を ベ ト •バラまで， そして ヨル  J6:34  の 人々 にこう 言った。 「わたしの 跡に 

ダンを 攻略して ください」。 それで エ 従ってい る 民に， どうか 丸 パンを 与え 
ひとびと ょぁっ  ヶ 5 だ9  1 サ）  っか 

フ ライムの すべての 人々 が 呼び集めら  J  Sis てくだ さい。 彼らは 疲れて いますが， 

れ ，その 者たち は 水 場を ベ ト •バラまで，  5 ラ1 123 わたしは ミディア ンの 王ゼバ ハと ツァ 

そして ヨルダンを 攻略した 0  25 彼ら  ョシ I3:27 ル ムナを 追撃して いるので す」 0  6 と 

ふたり  きみ  詩 1〇8：7  きみ  い 

はまた， ミディ アンの 二人の 君， すな ササ ころが ス コトの 君たち はこう 言った。 
わち オ レブと ゼ エブを とりこに した 〇シ 裁8:21 「 ゼバハ と ツァル ムナの たなごころが 

いわ  ころ ス詩 83:11  すで しゅちゅう 

そして， オ レブを オ レブの 岩の 上で 殺 セ*23:4  既に 手中に あると でもい うので， あな 
し， また ゼ エブを ゼ エブの 酒 おけのと  l\  g;；； たの 軍隊に パンを 与えなければ ならな 
ころで 殺した。 彼らは ミディ アンを な  いの か」。  7 これに 対して ギデオンは 


413  ミディ アンの 二人の 王は 撃ち破られる  裁き 人 8:8—21 

言った， 「この 事の ために， エホバが ゼ 第8 章 のと ころに 行って こう 言った。 「あな 
バ ハと ツァル ムナを わたしの 手に 与え 7 %8%  た 方は わたしを 嘲弄して， 『ゼバ ハと 
てくだ さる 時には， わたしは 必ず 荒野  ツァル ムナの たなごころが 既に 手中に 

がた  イ創 32:31  つか 

のい ばらと おどろを もって あなた 方の  51 12:25 あると でもい うので， あなたの 疲れ 
身を 打ちた たく ことになるで しょ う」。 ゥ裁 8:17  きった 男たち に パンを 与えなければ な 

つづ  かれ  （ィ）  のぼ  【ァ】 

8 続いて 彼は そこから ぺヌ エルに 上っ  ら ない のか』 と 言った が， その ゼバハ 

て 行き， さきと 同じように 話しかけた 詩83:11 と ツァル ムナが 今 ここにい る」。 16 そ 

ひとびと  かれ  と し  ねんちょうしゃ  つ 

が， ぺヌ エルの 人々 もス コトの 人々 が 才裁 7:12  れ から 彼は その 都市の 年長者た ちを 連 
答えた のと 同じ 答え 方を した。 9 その  #11:34 れて 行き， また 荒野の いばらと おどろ 
ため 彼は ぺヌ エルの 人々 にもこう 言っ 力*28:7  を [取り]， それを もって ス コトの 人々 
た 0  「無事に 戻って 来る 時， わたしは キ民 32:35 に 思い知らせた。 17 また 彼は ぺ ヌエ 
この 塔を 打ち 崩す でしょう」。  ルの 塔を 打ち 崩し， その 都市の 人々 を 

W  ク裁 18:27  ころ 

10 さて， ゼバ ハと ツ ァル ムナは 力  ^  20:18  殺した 0 
ル コルに おり， その 陣営 も 共に あっ ヶ詩 83山  18 次いで 彼は ゼバ ハと ツ ァル ムナ 

ひがし  もの  [才）  い  がた  （力）  ころ 

た。 およそ 一万 五 千 人で， 東の 者たち  に 言った， 「あなた 方が タ ボルで 殺し 

の 全 陣営から 残ったす ベての 者で あっ  たのは どんな 人々 だった のか」。 これ 

た。 既に 倒れた のは 十二 万人で あり， に対して 彼らは 言った， 「あなたと 同 
剣を抜く 者たち であった。 11 そして  じような 人たち で， 姿は それぞれ 王の 

ギデオンは 天幕に 住む 者たち の 道を な 一 : — 子ら のよう だった」。 19 それを 聞い 
おも 上って ノバ ハと ヨグべ ハの 東方に  m-m  て 彼は 言った， 「それは わたしの 兄弟 
進み， 陣営が 油断して いるすき に その 7®3；27  たち， わたしの 母の 子ら だ。 エホバは 
陣営に 対して 討ち かかった。 12 ゼバ ^8：7  生きて おられる が， あなた 方が その 者 
ハと ツァル ムナが 逃走して ゆく と， 彼  |  ；9；29 たちを 生かして おいたなら， わたし も 
は 直ちに これを 追跡 して， その ミディ  あなた 方を 殺さな く てよ かっ たで あろ 

ふたり  （ヶ） ウ創 32:31  w  かれ  じぶん ちょうし 

アンの 二人の 王， ゼバ ハと ツァル ムナ 望】 25 う」。 20 それから 彼は 自分の 長子 エ 
をと りこに した。 こうして 彼は その 全  テルに 言った， 「立って， これらの 者 

陣営を おののかせた。  を 殺しなさい」。 だが， 若者は 剣を抜 

13 その後 ヨアシ ュの子 ギデオンは， 才 詩83:11 かなかった。 怖かった ので ある 0 まだ 
へ レスに 上る 峠を 通って 戦いからの 帰 89:12  若者だった からで ある 0  21 すると ゼ 
途に 就いた。 14 その 途中， 彼は スコ  バ ハと ツァル ムナは 言った， 「あなた 

卜の 人々 の 中から ひとりの 若者を とり  ^  35：19 自身が 立って， 我々 に 襲い かかる がよ 

もの  たず  （サ）  ちからづよ  ともな 

こにし， その 者に いろいろと 尋ねた。 クサ 117:33 い 。人には それなりの 力強 さが 伴って 

(ヶ】 

それで その 者は 彼のた めに， ス コトの  いるは ず だ」。 そこで ギデオンは 立って 

君と 年長者 > こち， 七十 七 人の 名を 書き  ゼバ ハと ツァル ムナを 殺し， そのら く 

出した。 15 そこで 彼は ス コトの 人々 コ $ ぶ; f だの 首に あった 月形の 飾りを 取った。 


ギデオンは 王と なること を 拒む。 エフ オド 
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13 


はや その 頭を もたげなかった。 その 地 
には， ギデオンの 日， その後 四十 年の 
あいだ 何の 騒乱 もなかった。 

29 そして， ヨアシ ュの子 エルバ アル 
は 行って， その後 も ずっと 自分の 家に 
住んで いた。 

30 また ギデオンは 自分の 上 股から 
出た 七十 人の 息子を 持つ よう になった。 
多く の 妻を 持つ ようになった ためで あ 
る。 31 シェ ケムに いた 彼の そばめ も 
また 彼に 男の子を 産んだ。 それで 彼は 
これを アビ メ レ クと名 づけた。  32 や 
がて ヨ アシュ の 子 ギデオン は 良い 齢に 
_ して 死に， アビ •エゼル 人の オフ ラ 
にあった， 父ヨア シュの 埋葬 所に 葬ら 
れた〇 

33 そして ギデオンが 死ぬ とすぐ， イ 
スラ エルの 子ら は 再び もろもろの バア 
ルと 不倫な 交わりを 持つ ようになり， 
バアル •ベリ トを 自分たち の 神と した。 
34 そして イスラエルの 子ら は， 周囲 
のす ベての 敵の 手 か ら 救い出し てくだ 
さった 自分たち の® エホバを 思い出さ 
なかった。 35 そして， エルバ アルつ 
まり ギデオンが イスラエル のために 行 
なった すべての 善い ことに 対する 報い 
と して その 家の 者たち に 愛 ある 親切を 

しめ  （サ】 

示す こと もなかった。 

9 やがて エルバ アルの 子 アビメレク 

はシ ェヶ ぶ にぃる I 券の 鉍綠 
たちのと ころに 行き， 彼ら および 自分 
の 母の 父の 家の 全家 族に 語り かけて こ 
う 言った。 2 「シヱ ケムの 土地 所有者 
すべての 聞く ところで， どうかこう 話 
してく ださい。 『七十 人が， すなわち 


裁き 人 8：22—9：2 

22 後に イスラエルの 人々 は ギデオ 
ン にこう 言った。 「わた したち を 治め 
てくだ さい。 あなたと あなたの 子， ま 
た 孫たち が。 あなたは わたしたちを ミ 
ディ アンの 手から 救い出した からです」。 
23 しかし ギデオンは 言った， 「わたし 
は あなた 方を 治めたり はしません。 わ 
た しの 子 も あなた 方を 治めたり はしな 
いでしょう。 エホバが あなた 方を 治め 
られ るので す」。 24 それから ギデオ 
ン はこう 言った。 「ひとつ だけ お願い 
を させて ください。 あなた 方は 皆， 自 
分の 戦利品の 中から 鼻輪を わたしに 与 
えて ほしいので す」。 （彼らは イシ ュマ 
エル 人だった ので， 金の 鼻輪を 着けて 
いたので ある。） 25 すると 彼らは 言っ 
た， 「もちろん 差し上げます」。 そうし 
て 彼らは 一枚の マン トを 広げ， それ ぞ 

じ ぶん  せんり ひん  はなわ 

れ 自分の 戦利品の 中から 鼻輪を そこに 
投げ入れて いった。 26 そして， 彼が 
もらい 受け た 金の 鼻輪の 目 方は 千 七 百 
金 シェ ケルと なった。 そのほかに， ミ 
ディアンの 王たち が 着けて いた 月形の 
飾り， 耳の 垂れ飾り， 赤紫に 染めた 羊 
毛の 衣， さらにら くだの 首に 付いてい 
た 首飾りが あった。 

27 次いで ギデオンは それを もって 
エフ ォ ドを 造り， それを 自分の 都市 才 

(サ 1  てんじ  ぜん 

フ ラに 展示した。 しかし， 全 イス ラエ 
ルは その 所で それと 不倫な 交わりを 持 
つよう になった ため， それは ギデオ 
ン とその 家の 者たち に とって わなと 

[ス] 

なった。 

28 こうして ミディ アンは イス ラエ 
ルの 子ら の 前に 従えられた。 彼らは も 
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415  アビメレクは 王と なる。 ヨ タムの たとえ 話  裁き 人 9:3—16 


エル バア ルの 息子たち 全員が あな た 方 
を 支配す るのと， 一人の 者が 支配す る 
のとでは， どちらが あなた 方に とって 
良いだ ろうか。 そして， わたしが あな 
た 方の 骨肉 だとい うこと を， ぜひ 覚え 
ていても らいたい』」。 

3 そこで 彼の 母の 兄弟たち は， シエ 
ケムの すべての 土地 所有者た ちの 聞く 
ところで， 彼に 関する これらの 詈 葉を 
すべて 話して いった。 そのため 彼らの 
心は アビ メ レクに 傾く ようになった。 
「彼は 我々 の 兄弟な の だ」 と 彼らは 言 
うのであった。  4 そうして 彼らは バ 
アル •ベリ トの 家から 銀 七十 枚を 彼に 
与えた。 アビメレクは それを もって 怠 
情で 不遜な 男たち を 雇い入れた。 自分 
に付き 添わせる ためであった。  5 そ 
のの ち 彼は オフ ラに ある 自分の 父の 家 
に 行き， 自分の 兄弟たち， エルバ アル 
の 息子たち 七十 人を 一つの 石の 上で 殺 
した。 しかし， エルバ アルの 一番 下の 
息子 ヨ タム だけは 残った。 彼は 隠れて 
いたので ある。 

6 その後す ぐ シヱ ケムの 土地 所有者 
すべてと ミ ロの 全家は 共に 集まり ，行っ 
て， アビメレクが 王と して 統治す るよ 
うにした。 それは 大木， すなわち シエ 
ケムの 柱の すぐ 近くでの ことであった。 

7 人々 がその ことを 伝える と， ヨタ 
ム はすぐ さま 行って ゲリ ジム 山の頂 
に 立ち， 声を 上げて 呼ば わ り， 人々 にこ 
う 言った。 「シヱ ケ ムの 土地 所有者た 
ち， わたし [の 言う ところ] を 聴け。 そ 
して， 裡も あなた 方 [の 言う ところ] を 
聴かれる ように。 
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8 「昔， 木々 が 自分たち を 治める 王に 
油を そそぐ ために 出かけて 行った。 そ 
う して 彼らは オリー ブの 木に こう 言っ 
た。 『是非とも わたしたちを 治める 王 
になって ください』。  9 しかし オリー 
ブの 木は 彼らに 言った， 『わたしは 裡 
と 人との 栄光と なる わたしの 肥えた も 
のを 捨てて， 他の 木々 の 上に 揺れ動く 
た めに 出か けて 行かな ければ な ら ない 
のか』。 10 そこで 木々 はいち じくの 木 
に 言った， 『あなたが 来て， わたしたち 
の 上に 女王と なって ください』。 11 と 
こ ろが いちじく の 木は 言った， 『わた 
しは 自分の 甘みと 良い 産物と を 捨て 
て， 他の 木々 の 上に 揺れ動く ために 出 
かけて 行かなければ ならない ので しょ 
うか』。 12 次に 木々 はぶ どうの 木に 
言った， 『あなたが 来て， わたしたち 
の 上に 女王と なって ください』。 13 そ 
れに対 してぶ どうの 木は 言った， 『わ 
た しは 神と 人と を歓 ばせ る わた しの 新 
しい ぶどう酒を 捨てて， 他の 木々 の 上 
に 揺れ動く ために 出かけて 行かな けれ 
ばなら ないで しょ うか』。 14 最後に 
他の すべての 木は 野い ばらに 言った， 
『あなたが 来て， わたしたちの 上に 王と 
なって ください』。 15 これに 対し 野 
いばらは 木々 に 言った， 『あなた 方が 
わたしに 油を そそいで あなた 方の 王に 
するとい うのが 真実であるなら， 来て 
わた しの 影の 下に 避難 したら よいだ ろ 
う。 だが， もしそう でない のなら， 火 
が この 野い ばらから 出て， レバノンの 
杉を も 焼き 尽くす ように』。 

16 「それで 今， あなた 方の 行動が， 
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裁き 人 9:17- 


ヨ タムは 逃げる。 アビメレク による 暴虐の 支配 


そして アビ メ レクを 王に した ことが， 
真実から 出た， とがのな いこと である 
のな 4， また あなた 方が エルバ アルと 
その 家の 者たち に 行なっ たのが 善い こ 
とであった のなら， さらに 彼に 対し そ 
の 手の 働き に 価す る とおりの ことを 行 


なった ので あれば 一 


わたしの 父 


は あなた 方の ために 戦い， あなた 方を 
ミディ アンの 手から 救い出そうと 自分 
の 魂を さえ 危うく した。 18 それな の 
にあな た 方は 今日 わたしの 父の 家の 者 
たちに 敵して 立ち上がり ，その子ら 七十 
人を 一つの 石の 上で 殺し， 奴隸 女の子 
アビメレクを， それが ただ 自分たち の 
k 弟で あると いう だけで， シェ ケムの 
土地 所有者た ちの 王に ならせよ うとし 
た。 19 そうだ， あなた 方が エル バア 
ルと その 家の 者たち に対して 今日 この 
日に 行なった ことが 真実から 出た， と 
がの ない ことであった というなら， ア 
ビ メレクの ことを if び， 彼 もまた あな 
た 方の ことを 歓 ぶが よい。 20 だが， 
もしそう でない ので あれば， 火が アビ 
メレクから 出て， シェ ケムの 土地 所有 
者たち と ミロの 家と を 焼き， また シェ 
ケムの 土地 所有者た ちと ミロの 家から 
も 火が 出て アビ メ レクを 焼き 尽くす よ 

[4 

うに」。 

21 その後 ヨ タムは 逃走し， 逃げて 
ベ エルに 行き， その 兄弟 アビメレクの 
ゆえに そこ に 住む ようになった。 

22 そして アビ メ レクは イスラエルに 
I 寸 して 三年の あいだ 君と して 振る舞 っ 
た。  23 そのの ち 神は アビメレクと 
シエ ケムの 土地 所有者た ちとの 間に 険 


悪な 霊を 生じさせ， シエ ケムの 土地 所 
有 者たち は アビ メ レク に対して 不実な 
態度を 取る ようになった。 24 これは， 
エルバ アルの 七十 人の子ら に対してな 
された 暴虐 [の 報い] が 臨む ため， 彼ら 
の 血を， それを 殺した その 兄弟 アビ メ 
レクの 上に 帰させる ためであった。 ま 
た， 彼の 手を 強めて その 兄弟たち を 殺 
させた シ エケ ムの 土地 所有者た ちの 上 
にも [帰させる ためであった]。 25 そ 
れで シ エケ ムの 土地 所有者た ちは 山々 
の 頂に 彼に 対する 待ち伏せの 者を 置き， 
その 者たち は， 道を 来て そばを 通る す 

ごうだつ はたら 

ベての 者に 対 して 強奪を 働く ので あっ 
た。 やがて そのことは アビメレクに 伝 
えられた。 

26 その 時 エベ ドの 子ガ アルと その 
兄弟たち が やって来た。 彼らは 渡って 
来て シエ ケムに 入った。 やがて シ エケ 
ムの 土地 所有者たち は 彼を 信頼す るよ 
うに なった。 27 後に 彼らは いつもの 
ように 野に 出て 行き， 自分たち のぶ ど 
う 園から ぶどうを 取り集めて それを 齒 
み， 祭りの 歓喜に ふけり， そのの ち自 
分たち の 神の 家に 入って 食い 飲みし， 
アビ メ レクの 上に 災いを 呼び 求めた。 
28 すると， エベ ドの 子ガ アルは さら 
にこう 言った。 「アビ メ レクが 何者， 
シエ ケムが 何者 だとい うので， 我々 は 
これに 仕えるべき なのか。 彼は エルバ 
アルの 子， ゼ ブルは その 事務官で はな 
いか。 他の 者たち が シヱ ケムの 父 ハモ 
ルに 属する 人々 に 仕える のはよ い。 し 
かし， どうして この 我々 が 彼に 仕える 
べきな のか。  29 もし この 民が わたし 


Y 10 30 33 

一 16: 25: 48: 33 4 46 :6 .> 
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417  アビメレクは シエ ケムを 襲う  裁き 人 9:30—44 

の 手のう ちに あったなら！ そうした 第9 章 ルは 言った， 「山 影が 人の ように 見え 
ら わたしは， アビメレクを 除き 去って 7i\^；34 るので す」。 

しまう の だが」。 そして 彼は アビ メレ  37 後に ガ アルは もう 一度 話して 言っ 

ク に対して さらにこう 言った。 「お前  た， 「見よ， 民が 地の 中央から 下りて 

の 軍隊を 多く して 出て 来る がよ い」。  来る。 一隊は メオネ ニムの 大木のと こ 

30 さて， その 都市の 君ゼ ブルは エベ  ろを 通って やって来る ではない か」。 

ドの 子ガ アルの この 言葉を 聞いた。 そ  38 すると ゼ ブルは 言った， 「あなた 

のた め 彼の 怒りは 燃えた。 31 それで  が 口にされた， 『アビメレクが 何者 だ 

彼は 上べ を 装いつつ 使者を アビメレク  |シ8 ぶ :1 というので， 我々 はこれ に 仕えるべき 

の もとに 送って， こう 言った。 「ご覧  なのか』 という その 言葉は 今 どこに あ 

ください， エベ ドの 子ガ アルと その 兄 才 3 ブ 24:14 るので すか。 これ こそ あなたが 退けた 

だい  (I)  き  たみ  W 

弟たち が シエ ケムに 来て います。 そし  民ではありません か。 さあ， いま 出て 

て， 見て ください， この 都市 [の 人々] ヵョシ S:4 行って， 彼らと 戦って ごらんなさい」。 
を 結集 させて あなたに 逆らわせようと  39 それで ガ アルは シエ ケムの 土地 所 

しています。 32 ですから 今， あなた キ 裁9:26  有 者たち の 先頭に 立って 出て 行き， アビ 
も あなた と共にい る 民 も， 夜のう ちに  ^  m  メレクに 対して 戦い はじめた。 40 し 
立ち上がり， 野で 待ち伏せして くださ 7裁9:32  かし， アビメレクは 彼の 後を 追い， 彼 
い。 33 そして， 朝， 日が 照り 出した  は その 前を 逃げ だした。 打ち殺された 

ら， あなたは 早く 身を 起こす のです。 ィ裁 9:28  者が 次々 と 大勢 倒れて 城門の 入口のと 
そして， 是非とも この 都市に 向かって  ころにまで 及んだ。 

突き進んで ください 。彼 および 共に い ゥ詩 94:4  41 そして アビメレクは その後 もア 

る 民が 向かって 出て 来たら， あなた も ャコ3:5  ル マに とどまり， ゼ ブルは ガ アルと そ 
自分の 手に 可能な 限りの ことを 是非 こ  の 兄弟たち を 追い出して シエ ケムに 住 

れに 行なって ください」。  xa9:29  まわせない ようにした。  42 だが そ 

34 そこで アビメレク および 共に い  の 次の 日に も 民は 野に 出て 行こうと し 

たす ベての 民は 夜のう ちに 立ち上がり， 才 裁9 :3Q  た。 それで 人々 は アビメレクに 告げた。 
四つの 隊 になって シヱ ケムに 対する 待  43 そこで 彼は 民を 連れて行き， それを 

ち 伏せを 始めた。 35 その後 エベ ドの " m  9：2°  三つの 隊に 分け， 野で 待ち伏せを 始め 
子ガ アルは 出て 来て， その 都市の 城門  た。 そして 彼が 見る と， 民は 都市から 出 

の 入口に 立った。 そこで アビメレク お  ョシ2 Mi て 来る のであった。 そこで 彼は 立ち上 
よびこれ と共にいた 民は その 待ち伏せ  がって 彼らを 攻め， これを 討ち 倒した。 

の 場所から 立ち上がった。 36 ガ アル^^  8  31 44 そして アビメレク および これと 共 
は その 民を 見かける と， すぐに ゼ ブル  JS  にいた 隊は その 都市の 城門の 入口に 立 

に 言った， 「見よ， 民が 山々 の 頂から  とうとして 突き進み， 一方 二つの 隊は 

下りて 来る ではない か」 0 しかし ゼブ ヶ歲 2Q:18  野に いるすべ ての 者に 向かって 突き進 


裁き 人 9:45—10:4  アビメレクは 殺される。 裁き 人 ト ラと ヤイ ル  418 

み， これを 討ち 倒して いった。 45 そ 第9 章 して， 塔の 屋上に 登った。 52 それで 
して アビメレクは その 日 一日 その 都市 7  ®  9:15  アビメレク も その 塔に 進んで 戦いを し 

に対して 戦って， ついに その 都市を 攻 ^9:20  かけ， 塔の 入口の すぐ 近くにまで 行っ 
略した。 その 中に いた 民を 殺し， その ゥ 1112:25 て， それを 火で 焼こうと した。 53 そ 
後 その 都市を 打ち 崩して， そこに 塩を x*^29f6 の 時， ひとりの 女が 臼の 上石を アビ メ 
まいた。  レクの 頭の 上に 投げつ け， 彼の 頭蓋骨 

46 シヱ ケムの 塔の 土地 所有者たち 才 裁 8:33  を 砕いた 0  54 すると 彼は 自分の 武器 

すべては， その 事に ついて 聞く と， す  29；27  を 携える 従者を 急いで 呼んで こう 言っ 

ぐに エル •ベリ トの 家の 丸天井 広間に 力特 68:14 た。 「お前の 剣を抜いて， わたしを 死 

い  とう  [ウ】 

行った。 47 それで， シエ ケムの 塔の キ裁 7:17  なせて くれ。 わたしに ついて， 『女が 彼 
土地 所有者たち がみな 集まって いる， と ク裁 9:15  を 致した』 などと 言われる ことがあ っ 
いう ことが アビ メ レクの もとに 伝えら  てはいけ ない」。 すぐに 従者は 彼を 刺 

れ た。 48 そこで アビメレクは ツァル ヶサ 11 11:21 し 通し， こうして 彼は 死んだ。 

モン 山に 上って 行った 0 彼 および それ 第二 欄  55 イスラエルの 人々 は， アビ メレ 

と共にいた すべての 民で ある。 そして 7|9；S  クが 死んだ のを 知る と， それぞれ 自分 
アビメレクは 手に 斧を 取り， 樹木の 枝 ィ裁 4:9  の 所に 戻って 行った。 56 こうして 裡 
一本を 切り落として 持ち上げ， それ  ?D5il:21  It , アビメレクが 自分の 七十 人の 兄 第 

かた  の  い  サ n  20:22  ころ  ちち  たい  おこ  あくじ 

を 肩に 載せ， 共に いる 民に こう 言っ  ョブ31:3 を 殺して その 父に 対して 行なった 悪事 

かえ  き  { 才） 

た。 「わたしが している のを 見た と ゥサ 1ル4 を 帰り 来たらせた。  57 また 裡は シエ 
おり 一 急いで わたしと 同じように 行 XI#  37:2  ケムの 人々 のす ベての 悪事 も 彼ら 自身 

(キ）  たみ  こうべき  （力）  _ 

なえ！」 49 それで 民す ベても それ ぞ ォ 創9:6  の 頭に 帰させた。 エルバ アルの 子ヨタ 

れ 自分の ために 枝 一本を 切り落と して， ^9^39 ムの 呪いが 彼らに 臨む ためであった。 
アビメレクの 後に 付いて行った。 そう  SS  1ft さて， アビメレクの 後， イッサ 
して 簾ら は それを 5 {癸 _麵 に 努して =7 カルの 人で， ドドの 子の プアの 
積み上げ， それを 燃やして 丸天井 広間 力 裁6:32  子で ある トラが， イスラエルを 救うた 

に 火を かけた 0 そのために シエ ケムの  裁8:35  めに 立ち上がった 0 彼は エフ ライムの 

塔の すべての 人々 は 死んだ 0 約 一千 人 キ 裁9:7  山地の シャミルに 住んで いた 〇  2 そ 

だんじょ  【ク）  かれ  ねんかん さば 

の 男女であった。  ク 裁9:2 〇  して 彼は イスラエルを 二十 三年 間 裁き， 

50 それから アビメレクは テべ ツに ヶ 裁9:45  そのの ち 死んで シャミルに 葬られた。 
行き， テべ ツに 対して 陣営を 敷いて こ 3 次いで 彼の 後， ギレアデ 人 ヤイ ル 
れを 攻め 取ろうと した。 51 強固な 塔 コ裁 2:16  が 立ち， イスラエルを 二十 二 年間 裁い 

としま  かれとう  せい 

がその 都市の 真ん中に あった ため， そ サ3 、ン 17:15 た。 4 そして 彼は 三十 頭の ろばの 成 
こへ すべての 男， 女， また その 都市の シ創 31:48 獣に 乗る 三十 人の 息子を 持つ ようにな 
すべての 土地 所有者た ちが 逃げ込み，  8  32:29 り， その 者たち は 三十の 都市を 持って い 
そのの ち 自分たち の 後ろで そこを 閉ざ ス S  5 ぷ 4 た。 それらを 彼らは 今日まで ハボト • 
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フィリス ティア 人の 圧迫。 アン モン 人からの 脅威 


裁き 人 10:5 — 11:2 


もろの バアル， 

かみがみは）  (») 

リアの 神々， シドンの 神々， 


ヤイ ルと 呼んで いる。 それは ギレアデ 
の 地に ある。 5 その後 ヤイ ルは 死ん 
で カ モンに 葬られた。 

6 そして イスラエルの 子ら は 再び 
エホバの 目に 悪を 行ないは じめ， もろ 
アシュ ト レ テの 像， シ 
モ アブの 

神々， アン モンの 子ら の 神々， フ ィリ 
ス ティ ア 人の 神々 に 仕える ようにな っ 
た。 こうして 彼らは エホバから 離れて 
これに 仕えなかった。  7 ここに おい 
て エホバの 怒りは イスラ エルに 対 して 
燃え， 彼らを フィ リス ティ ア 人の 手に， 
また アン モンの 子ら の 手に 売り渡され 
た。 8 そのため， これらの 者は その 年 
に イスラエルの 子ら を 打ち砕いて， ひ 
どく 虐げた。 ヨルダンの， ア モリ 人の 
地の 側， すなわち ギレアデに 住む イス 
ラエルの すべての 子ら に とって， それ 
は 十八 年に 及んだ。 9 そして， アン モ 
ンの 子ら は ヨルダンを 渡って 来て， ュ 
ダ やべ ニヤ ミン また エフ ライムの 家と 
さえ 戦う のであった。 イスラエルは 大 
いに 苦しめられた。 10 それで イスラ 
エルの 子ら は エホバに 助けを 呼び 求め 
るよう になって， こう 言った。 「わた 
したち は あなたに 罪を おかし ま した。 
自分たち の拽 から 離れて， もろもろの 
バアルに 仕えて いるから です」。 

11 その 時 エホバは イスラエルの 子ら 
にこう 言われた。 「エジプトから， ア 
モリ 人から， アン モンの 子ら から， そ 
して フィ リス ティ ア 人， 12 シ ドン 人， 
ア マレクと ミディ アンから， 彼らが あ 
なた 方を 圧迫し， あなた 方が わたしに 


向かって 叫び だした 時に， わたしは あな 
た 方を その 手 か ら 救い出 したので はな 

がた 

かった か。 13 それな のに あなた 方は， 
わたしを 捨てて 他の 神々 に 仕える よう 
になった。 それゆえ わたしは 二度と あ 
なた 方を 救わないで あろう。 14 行っ 
て， 自分たち が 選んだ 神々 に 助けを 呼 
び 求めよ。 あなた 方の 苦しみの 時に 彼 
らに その 救い 手と ならせよ」。 15 し 
かし イスラエルの 子ら は エホバに 言っ 

つみ  {力） 

た， 「わたしたちは 罪を おかしました。 
何で あれ あなたの 目に 善しと される と 
ころを わたしたち に 行な っ てくだ さい。 
ただ， 今日 この 日に， どうか わたした 
ちを 救い出して ください」。 16 そし 

かれ  じぶん  いこく  かみがみ 

て 彼らは 自分たち の 中から 異国の 神々 

のぞ  さ  W  つか 

を 除き 去って， エホバに 仕える ように 
なった。 そのため [M] の 魂 は イスラ 
エルの 難儀を 耐え忍べ なく なった。 

17 やがて アン モンの 子ら は 呼び集め 
られ て， ギレアデに 陣営を 敷いた。 それ 
で イスラエルの 子ら も 集い 寄って， ミ 
ツバに 陣営を 敷いた。 18 すると， ギ 

たみ  きみ  たが  い 

レア デの 民と 君たち は 互いにこう 言い 

たたか 

はじめた。 「アン モンの 子ら との 戦い 
において 先に 立つ 者は だれか。 その 者 

じゅうみん かしら 

を ギレアデの すべての 住民の 頭と なら 

せよ ず」。 


11 さる 


じん (ッ j  (テ） 

て， ギレアデ 人エ フタは 力 あ 

ゆうかん  [卜】  かれ 

勇敢な 人と なって いた。 彼は 


遊女の 子で あり 
父であった。 2 


ギレアデが ェ フタの 
また， ギレアデの 妻 も 
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裁き 人 11:3—16  エ フタは 長と される。 アン モンと 論ずる  420 

彼に 息子たち を 産んだ。 妻の 息子たち 第 章 が アン モンの 子ら と 戦うた めに わたし 
は， 大きくな ると， エ フタを 追い出そう を 連れ戻す というので あれば， そして 
としてこう 言った。 「わたしたちの 父 ^^11:5  エホバが 彼らを わたしに 渡して くださ 
の 家族 内で あなたが 相続 分を 持つ こと るので あれば， わたしと しても あなた 
が あっては ならない。 あなたは 別の 女  方の 頭と なりましょう！」 10 すると 

エ裁 10:17  ねんちょうしゃ  い 

の 子な の だから」 〇  3 それで エ フタは  ギレアデの 年長者た ちは エ フタに 言っ 

兄弟たち の ゆえに 逃げて 行き， トブの  た， 「わたしたちの 行なう ことがあな 

地に 住む ようになった。 そして， する たの 言葉 どおりで ない とすれば， エホ 
ことのない 男たち がエ フタの もとに 集 +a8:H4 パが わたしたちの 間の 聴き 手と なられ 

かれ  とも  （ゥ）  [ゥ） 

まって， 彼と 共に 出て 行く のであった。 ク 創 26:27 ますよう に」 0 11 そこで エ フタは ギ 
4 それから しばらく 後， アン モンの  S  n；27 レア デの 年長者たち と共に 行き， 民は 

子ら は イスラエル に対して 戦いを 始め ヶ廉 17:17 彼を 頭 また 司令官と して 自分たち の 上 
た。  5 そして， アン モンの 子ら が イス ^ 17：4 に 立てた。 その後 エ フタは ミツ パに お 
ラエルと 実際に 戦うよう になる と， ギレ 10 いて 自分の すべての 言葉を エホバの 前 

ねんちょうしゃ  い  サ 裁 10:18  の  w 

アデの 年長者た ちは すぐに 行って， エ - に 述べた。 

フタを トブの 地から 連れて来 ようとし  12 次いで エ フタは アン モンの 子ら 

(力）  かれ  い  ア申 7:23  ししゃ  おく  い 

た。 6 そして 彼らは エ フタに こう 言っ  ^44:3  の 王の もとに 使者を 送って こう 言った。 
た。 「ぜひ 来て， わたしたちの 司令官に  「あなたは わたしを 攻めて 来て， わた 

たい イ出 20:7  とち たたか 

なって ください 0 アン モンの 子ら に 対 レビ19:12 しの 土地で 戦いを しようと しています 
して 戦おう ではありません か」。 7 し ゥ 創31:5〇 が， わたしは あなたと どんな かかわり 
かし エ フタは ギレアデの 年長者た ちに  I レ42:5 が あるので しょうか」 0 13 すると ア 
言った， 「あなた 方の ほうで わたしを 1 裁11:8  ン モンの 子ら の 王は エ フタの 使者たち 
憎んで， 父の 家から 追い出し たのでは ォ裁他 口  に 言った， 「イスラエルは， エジプト 
ありま せんか。 それな のに， どうして  から 上って 来た 時， わたしの 土地を， 

いま  く  力 申 6:13  W 

今に なって わたしの ところに 来る ので  すなわち アル ノンから ヤ ポクまで， さ 

すか。 自分たち が 苦難に ぶつかった 時 10-.17 らに ヨルダンまでを 取った からだ。 ゆ 
になって」。 8 これに 対し ギレアデの クョシ 22:24 えに 今， それを 平和 裏に 返す ように」 0 
年長者た ちは エ フタに 言った， 「だか  14 しかし エ フタは アン モンの 子ら の 

らこ そわた したち は 今 あなたの もとに 21:26 王の もとにもう 一度 使者たち を 送って， 
戻って 来たので す。 是非とも わたした コ； 以〗  15 こう 言わせた。 

ちと 一緒に 行って， アン モンの 子ら と サ民 21:24  「エ フタは このように 申しました 0 
戦って ください 0 是非 わたし たちのた 胃19 :5 『イスラエルは モ アブの 土地 また アン モ 
め ギレアデの 全住民の 頭と なって くだ ンの 子ら の 土地を 取った のでは ありま 

[サ）  W  のぼ  き  とき 

さい」。 9 それで エ フタは ギレアデの ス … せん。 16 エジプトから 上って 来た 時， 
年長者た ちに 言った， 「もし あなた 方  *n22oao イスラエルは 荒野を 歩いて 紅海まで 行 


421  イスラエルの 権利を 擁護す る  裁き 人 11:17—29 

き， カデシュに 着いた のです。 17 その 第11 章  23 「『ですから 今， イスラエルの 裡エ 
時 イスラエルは エドムの 王に 使者たち ァ:$〖5 ホバ が， ア モリ 人を ご 自分の 民 イスラ 
を 送って， 「どうか あなたの 土地を 通 ィ ggj4  エルの 前から 立ち退かせた のです。 そ 
らせ てくだ さい」 と 言いました が， エ ゥ 創36: 1  れ なのに あなた 方は， この 者たち を 立 

务い  民 20:14 

ドムの 王は 聴き 入れませんでした。 ま  *2:4  ち 退かせようと しています。 24 だれ 
た， モ アブの 王の もとに も 使者を やり  S  2:9  にせよ あなたの 神ケ モシ ュの 立ち退か 
ましたが， 彼は それに 応じません でし 2〇：22 せる 者が いれば， それを あなたは 立ち 
た 0 そのため イスラエルは ずっと カ デ キ民 21:11 退かせる のではありません か。 また， 
シュ にと どまって いました。 18 次い ク 民2 1:13  すべて わたしたちの 裡 エホバが わたし 
で 荒野を 歩いた 時に も， 彼らは エドム たちの 前から 立ち退かせた 者， それを 

とち  かい  W すす  由 9  ^ 

の 土地と モ アブの 土地を う 回して 進ん  13:10 わたしたちは 立ち退かせ るので はあり 

だた め， モ アブの 土地に 関しては 日の サ |ぱ2 ません か。  25 そして 今， あなたは， 
出の 方向に 進み， アル ノンの 地域に 宿 シ 申2:32  チッ ポルの 子， モ アブの 王 バラクに 何 
営を^! りました。 モ アブの 境界 内には 21:23 か 勝る ところが あるので しょうか。 彼 

[ク）  セ 民 21:24  ろん  あ 

入らなかった のです。 アル ノンが モア  *2ぷ.15 が イスラエルと 論じ 合い， あるいは こ 

ブの 境界だった からです。  れ に対して 戦っ たこと がかつ て あるで 

19 「『その後 イスラエルは 使者たち ソ 申、2 しょうか。 26 イスラエルは ヘシ ュボ 

じん  J  y 12,2  いぞん  まちまち [才）  m 

を， ア モリ 人の 王シ ホン， ヘシ ュ ボン - ン とそれ に 依存す る 町々， アロエ ルと 

の 王の もとに 送り， イスラエル はこう それに 依存す る 町々， また アル ノンの 
述べました。 「どうか あなたの 土地を ネ へ9:22 岸に 近いす ベての 都市に 三百 年 も 住ん 
通らせて わたしの 所に 行かせて くださ  王 HI:7 でいた のに， どうして その 間に それを 

(サ）  エレ 48：7  うば  と  [キ 1 

い」 0  20 すると シ ホンは， イス ラエ ゥ出 23:28  奪い取らなかった のです か。  27 この 

ルが 彼の 領地 内を 通過す る ことにつ い  ^  33:53 わた しは， あなたに 罪を おかして はい 
て 納得せ ず， シ ホンは 自分の すべての  f  %5：u  ません。 それな のに あなたは わたしに 
苠を 集めて ヤ ハツに 陣営を 4 き， イス  i\f：2  戦いを しかけて， わたしに 悪を 行なっ 
ラエルに 対して 戦いを しかけて きまし ています。 裁き 主なる エホバが 今日， 
た 0  21 これに 対し， イスラエルの 裡  3 シ 24:9 イスラエルの 子ら と アン モンの 子ら と 

たみ  才亨 21:25  あいだ 

エホバは シ ホンと そのす ベての 民を イ  の 間を 裁かれます ように』」。 

スラ エルの 手に お与えに なり， そのた  II  Sio  28 だが， アン モンの 子ら の 王は， エ 
め 彼らは これを 討ち， イスラエルは そ 力 フタが 送った 言葉を 聴き 入れなかった。 
の 地に 住む ア モリ 人の すべての 土地を キ 民2 1:26  29 この 時 エホバの 霊が エ フタに 臨ん 

取得し ました。 22 こうして 彼らは ア だ。 彼は ギレアデと マナ セを 通り， ギ 
モリ 人の すべての 領地， すなわち アル ヶ裁 11:14 レア デの ミツべ を 通って 行き， ギ レア 
ノンから ヤボク まで， また 荒野から ヨ コ 裁3: iQ  デの ミツ ベから アン モンの 子ら のと こ 

しゅとく  (v)  ゼカ 4:6  すす  い 

ル ダン ま でを 取得 したので す。  サ裁 1Q: 17 ろ へ 進んで 行った。 


裁き 人 11:30—12:2 

30 その 時エ フタは エホバに 誓約を 
してこう 言った。 「もし アン モンの 子 
らを 間違いな く わた しの 手に 与えて く 
ださるならば，  31 わたしが アン モン 
の 子ら の もとから 無事に 戻って 来た 時 
にわた しの 家の 戸口から 迎えに 出て 来 
る 者， その 出て 来る 者は エホバの もの 
とされる ことになります。 わたしは そ 
の 者を 焼燔の 捧げ物と して ささ げ なけ 
れば なりません」。 

32 こうして エ フタは アン モンの 子 
らの ところ に 進んで 行っ て 彼 ら と戦っ 
たが， エホバは これを 彼の 手に お与え 
になった。  33 それで [エ フタ] は 彼ら 
を討っ てア ロ エル か ら ミニ トま で 二十 
の 都市， さらに アベル •ケラ ミムまで 
進んで， はなはだ 大 いなる 殺り くを 行 
なった。 こうして アン モンの 子ら はイ 
スラ エルの 子ら の 前に 従え られ た。 

34 ようやく エ フタは ミツノ  の 自分 
の 家に 戻った。 すると， 見よ， 自分の 
娘が， タンパ リンを 鳴らしつつ， 踊り 
ながら 迎えに 出て 来たので ある。 とこ 
ろで， 彼女は 全くの 一人子であった。 
そのほかには 息子 も 娘 もい なかった。 
35 それで， 彼女を 目に した 時， 彼は 
衣を 引き裂きな がらこう 言った。 「あ 
あ， 我が 娘よ！ お前は まことに わた 
しを かがませた。 わたしが 締め出して 
いた 者， お前が それに なった とは。 し 
かも わたしは， エホバに 対して 自分の 
口を 開いて しまった。 引き下がる こと 
はでき ない」。 

36 しかし 彼女は 言った， 「お 父 さま， 
エホバに 向かって 口を 開かれた のでし 
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ア創 28:20 
民 30:2 
申 23:21 
サ I  1:11 
伝 5:4 
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たら， 口から 出た そのと おりに わたし 
にな さって ください。 エホバは あなた 
の 敵の アン モンの 子ら に対して 復 しゅ 
うを 遂げて くださった のです から」。 
37 そして 彼女は 父親に さらに 言った， 
「わた しのた めに この 事が 行なわれます 
ように。 二月の 間 わたしを 独りに させ 
て， 行かせて ください。 わたしは 山に 
下りて まいります。 そして， わたしの 
女友達と 共に， わた しが 処女で ある こと 
について 泣く ことを お許しく ださい」。 

38 それで 彼は 言った， 「行きな さ 
い」。 こうして 彼女を 二月の あいだ 去ら 
せた。 彼女は 白 分の 女友達と 一緒に 出 
かけて 行き， 白 分が 処女で ある ことに 
ついて 山の 上で 泣き 悲しんだ。 39 そ 
して 二月が 終わる と， 彼女は 父の もと 
に 帰った。 そのの ち 彼は， [娘] につい 
て 自分が 立てた 誓約を その とおりに 行 
なった。 彼女は 男と 関係を 持つ ことは 
なかった。 そして イスラエル において 
はこれ が 定めと なった。 40 すなわち， 
年 ごとに イスラエルの 娘たち は 出かけ 

ゆ  ねん  か  じん 

て 行き， 年に 四日ず つ ギレアデ 人 エフ 
夕の 娘を ほめる のであった。 

その 時 エフ ライ ムの 人々 は 呼び 
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集められ， 渡って 来て 北に 進み， 
エ フタに 向かって こう 言った。 「あな 
たが 渡っ て行っ てア ン モンの 子 らと戦 
うのに， 一緒に 行く よう わたしたちに 
呼びかけを しなかった のは どう して 
か。 あなたの 家を あなた もろとも 火で 
焼いて やろう」。  2 しかし エ フタは 彼 
らに 言った， 「わたしは， すなわち わ 
たしと わたしの 民は， アン モンの 子ら 


423  シボレ ト。 裁き 人 イブ ツァン， エ ロン， アブ ドン  裁き 人 12:3 — 13:2 
に対して 特別の 闘いを する 者と なり ま 第12 章 イスラエルを 裁いた。 その後 ギレアデ 

(7)  がた  えんじょ  — #  q  a  じん  し  じぶん 

した。 そして わたしは あなた 方に 援助 rSn；9  人エ フタは 死んで， ギレアデの 自分の 

を 求めました が， あなた 方は わたしを ^qi7  都市に 葬られた。 

すく  ^  5Ty：yc  つ  かれのち  (7) 

彼らの 手から 救って はくれ ませんで し 28；21  8 次いで 彼の 後， ベツレヘムから 出 
た。  3 あなたが 救い 手とは ならない  tVls'u た イブ ツァンが イスラエルを 裁きは じ 

とき  じぶん たましい みず か  詩 119:109  【ィ）  かれ  むすこ 

のを 見た 時， わたしは 自分の 魂を 自  めた。 9 そして 彼は 三十 人の 息子と 

らの 掌中に 置いて アン モンの 子ら に 向 ^  * 11：29 三十 人の 娘を 持つ ようになった。 彼は 
かって 行く ことを 決意し ました。 する よその 土地に 人を 送って， 自分の 息子 
と， エホバは 彼らを わたしの 手に 与え  のために よその 土地から 三十 人の 娘を 

てくだ さった のです。 それです から， こ  連れて来させた。 そして 彼は イス ラエ 

せ  き  さば  のち 

の 日に なって わたしを 攻めて 来て， わ  ルを 七 年の あいだ 裁いた。 10 その後 

たたか  カマ タ 26:73  し  ほうむ 

たしと 戦おうと する のは どう してな の  イブ ツァンは 死んで ベツレヘムに 葬ら 

キ箴 16:5 

です か」 0  ® 17：19  れた〇 

伝 1〇:12  つ  かれのち  じん (ゥ） 

4 すぐに エ フタは ギレアデの すべて - 11 次いで 彼の 後ゼ ブルン 人エ ロンが 

の 人々 を 集めて エフ ライムと 戦った。 m~m  イスラエルを 裁き はじめた 0 そして 彼 

う  たお  ア ヨシ 19:10  ねんかん 

ギレアデの 人々 は エフ ライムを 討ち 倒 ョシ 说15 は イスラエルを 十 年間 裁いた。 12 そ 
していった。 [エフ ライム] は， 「ギレ ィ裁 2:16  の後ゼ ブルン 人エ ロンは 死んで， ゼブ 
アデよ， エフ ライムの 中， マナ セの 中に  ルンの 地の アヤ ロンに 葬られた。 

まぇ  W  °  a  -3°iq°in  かれ® ち  じん M 

あって， お前は エフ ライムから 逃れ出  US10 13 また 彼の 後 ピル アト ン人 ヒレル 

もの  い  さば 

た 者 だ」 と 言って いたので ある。 5 そ の 子 アブ ドンが イスラエルを 裁きは じ 
して ギレアデは エフ ライムより 先に ヨ  ^  めた。 14 そして 彼は 四十 人の 息子と 

ル ダンの 渡り 場を 攻略した。 逃れて 来 三十 人の 孫を 持つ ようになった。 それ 
た エフ ライムの 人々 が 「渡らせて く  ま11 "4  らは 七十 頭の ろばの 成 獣に 乗る 者たち 

れ」 と言うと， ギレアデの 人々 は その 36:12  であった。 そして 彼は イスラエルを 八 
—人に， 「あなたは エフ ライム 人  ^M5:2 年間 裁いた。 15 その後 ピル アト ン人 

もの  ちが  し 

か」 と言うので あった。 その 者が 「違 - ヒレルの 子 アブ ドンは 死んで， エフ ラ 

かれ  第 13 章  ち  M さんちゅう 

う！」 と言うと，  6 彼らは， 「さあ， ~  イムの 地， ア マレク 人の 山中に ある ピ 

い  キ裁 2:11  ほ デ、 

シボレ トと 言って みなさい」 と言っ  ルア トンに 葬られた。 

(力）  もの  ことば  ふたた 

た。 すると その 者は， その 言葉を 正し  ^  1 〇 そして イスラエルの 子ら は 再び 

ク出 13:17  I  あくお こ 

く 言えず， 「ス ィボ レ ト」 と言うので  ■■■リエ ホ パの 目に 悪を 行なうよ うに 

あった。 そこで 彼らは その 者を 捕らえ る1 ^9 なった。 そのため エホバは これを 四十 

わた  ば  う  ころ  あいだ  じん (ク）  わた 

て ヨルダンの 渡り 場で 打ち殺し たので ^3.>15;33 年の 間 フィリス ティア 人の 手に 渡さ 
ある。 こうして その 時 エフ ライムのう  れ た。 

ち 四 万 二 千 人が 倒れた。  3fJ49:16  2 そうした ころに， ツ オル アの人 

7 そして エ フタは 引き続き 六 年の 間  t ン 巧： で， ダン 人の 家族に 属する ひとりの 人 


裁き 人 13:3 — 16 

(7) 

がいた。 その 名は マ ノアと いった。 ま 
た， その 妻は うまず めで あり， 子を 産 
んだこ とがなかった。 3 やがて エホバ 
のみ 使いが その 女に 現われ'^ こう 言っ 
た。 「さあ， 見なさい， あなたは うま 
ずめ で， 子を 産んだ ことがない。 だが， 
あなたは 必ず 妊娠して， 男の子を 産む 

(ェ）  いま  じ ぶん 

であろう。 4 それで 今， どうか 自分に 
気を付けて， ぶどう酒 や 酔わせる 酒を 
飲まず， fe れ たものを いっさい 食べな 
いように しなさい。  5 見よ， あなたは 
妊娠し， 必ず 男の子を 産む。 かみそ^) 
を その 頭に 当てて はいけ ない。 その子 
供は 腹を 出た 時から 神の ナジ ル 人と な 
るからで ある。 その 者は， 先頭に 立っ 
て イスラエルを フィ リス ティア 人の 手 
から 救う 者と なる」。 

かのじょ  い  じぶん おっと 

6 そこで 彼女は 行って 自分の 夫に こ 
う 言った。 「[まことの] 裡の 人が い 
て， わたしの ところに 来ました。 その 
姿は [まことの] 独の み使いの 姿の よう 
で， 大いに 畏怖の 念を 抱かせる もので 
した。 それで わたしは， その 人が どこ 
から 来た かを 尋ねませんで したが， そ 
の 人 も 自分の 名を 言いませんでした。 
7 ただ その 人は こう 言いました。 『見 
よ， あなたは 妊娠す る。 あなたは 必ず 
男の子を 産む であろう。 それで 今， ぶ 
どう 酒 や 酔わせる 酒を 飲まず， 汚れた 
ものを いっさい 食べない ようにし なさ 
い。 その子は， 腹を 出た 時から 死ぬ 日 
まで 进の ナジ ル 人と なる からで ある』」。 

8 すると マ ノアは エホバに 懇願し は 
じめ てこう 言った。 「失礼です が， エ 
ホ パ， あなたが いま 遣わして くださ っ 
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た [まことの] 姓の 人， その 人が どうか 
もう 一度 わたしたちの ところに 来て， 
生まれて 来る その子に 何を 行な っ たら 
よい かを わたしたちに 教える ようにし 
てくだ さい」。  9 すると， [まことの] 
裡はマ ノアの 声を 聴き 入れられ， [まこ 
との] 拽の み使いが 再び その 女のと こ 
ろに やって来た。 彼女が 野に 座して い 
る 時であった が， 夫 マ ノアは 共に いな 
かった。 10 すぐに 女は 急いで 走って 
行き， 夫に 告げて こう 言った。 「見て 
ください， 先日 わたしの ところに 来た 
人が， わたしに 現われました」。 

11 そこで マ ノアは 身を 起こし， 妻に 
付いて その 人のと ころに 来た。 そして 
こう 言った。 「あなたが この 女に お 話 
しく ださった 方でしょう か」。 それに 対 
し 彼は， 「そうだ」 と 言った。 12 そ 
れでマ ノアは 言った， 「では， あなた 
の お 言葉が そのと おりになります よう 
に。 その子の 生活の 仕方と 仕事とは ど 
のよう な ものと なる ので しょ うか」。 
13 すると エホバの み使いは マ ノアに 
言った， 「わたしが この 女に 述べた す 
ベての もの， それを 彼女は 断つべき であ 
る。 14 ぶどうの 木から 生じる 物を 何 
一つ 食べて はいけ ない。 ぶどう酒 や 酔 
わせる 酒を 飲まず， 汚れた ものを いっ 
さい 食べない ようにせ よ。 すべて わた 
しが 命じた ことを 彼女は 守る ように」。 

15 その 時 マ ノアは エホバの み使い 
に 言った， 「どうか あなたを お引き 留 
めさせて ください。 み 前に 子 やぎを 調 
理 いたしましょう」。 16 しかし エホ 
バの み使いは マ ノアに 言った， 「あな 


425  み使いは 炎の 中を 上って 行く。 サムソンの 誕生  裁き 人 13:17—14:4 


たが 引き留めても， わたしは あなたの 
パンは 食べないで あろう。 だが， エホ 
パに 焼燔の 捧げ物を するとい うので あ 
れ ば， それを ささげても よい」。 マノ 
ア は， それが エホバの み使いで ある こ 
とを 知らなかった ので ある。 17 それ 
で マ ノアは エホバの み使いに 言った， 
「あなたの お 名前は 何とい われる ので 
しょうか。 お 言葉が そのと おりになる 
時， わたしたちが あなたに 間違いな く 
敬意を 表わせます ように」。 18 しか 

つか  かれ  い  いっ 

し エホバの み使いは 彼に 言った， 「一 
体 どう して わた しの 名に ついて 尋ねた 
りする のか。 それは 驚嘆すべき もので 
あるのに」。 

19 それで マ ノアは 子 やぎと 穀物の 
捧げ物と を 持って来て， それを 岩の 上 
で エホバに ささげた。 すると， マ ノア 
とその 妻が 見守る 中で， [迚] は 驚嘆 
すべき 方法で 事を 行なわれ るので あっ 
た。 20 そして， 炎が 祭壇から 天の ほ 
う に 上る と ，その 時 エホバの み使いは， 
マ ノアと その 妻と が 見守る 中， 祭壇の 
火のう ちに あって 上って 行く ので あっ 
た。 直ちに ふたりは 地に ひれ 伏した。 
21 そして， エホバの み使いは マ ノアと 
その 妻に それ 以上 繰り返して 現われる 
ことはなかった。 その 時に なって， マ 
ノアは， それが エホバの み使いで あっ 
たこと を 知った。  22 そのため マ ノア 
は 妻に 言った， 「わたしたちは きっと 
死んで しまう だろう。 拽を 見て しま っ 
たの だから」。 23 しかし 妻は 言った， 
「も し エホバが ただ わた したち を 死な 
せる ことを# ■びと して おられた のでし 


第 13 章 

ア裁 6:26 

ィ創 32:29 
裁 13:6 

ウ裁 6:20 

ェ 使徒 1:9 

才創 17:3 
代 I  21:16 
マタ 17:6 

力 裁 6:22 

キ裁 6:23 


第二 欄 


裁 13:16 


18:11 


第 14 章 


たら， わたしたちの 手から 焼燔の 捧げ 
物や發 物の 捧げ物を 受け入れた りは さ 
れ なかった はずです。 そして， こうし 
たこと すべてを 示して くださる こと も， 
このような ことを 今の ように 聞かせて 
くださる こと もなかった で しょ う」。 

24 後に 彼女は 男子を 産み， その 名を 
サムソンと 呼んだ。 男の子は 次第に 大 
きくな り， エホバは 引き続き これに 祝 
福を お与えに なった。 25 やがて， ツォ 
ルアと エシュ タオルの 間の マハネ •ダ 
'ノ において， エホバの 霊は 彼を 駆り 立 
てるよう になった。 

t  A その後 サムソンは ティ ムナに 下 

■"■土 り， ティ ムナで フィリス ティア 

人の 娘のう ちの ひとりの 女を 見 そめ 

た。 2 それで 彼は 上って 行き， 自分 

の 父と 母に 話して こう 言った。 「わた 

しが ティ ムナで 見た， フィリス ティア 

人の 娘のう ちの ひとりの 女が います。 

今， 彼女を わた しの 妻と しても らっ てく 

ださい」。 3 しかし 父と 母は 彼に 言っ 

た， 「 お前の 兄弟たち の 娘の 中に も わ 

た しのす ベての 民の 中に も 女が いない 

ので， それで お前は 無 割礼の フィリス 

ティ ア 人の 中から 妻を めと ると いうの 
トン）  一 
か」。 それでも サムソンは 父に 言った， 

「ともかく 彼女を わたしの ために もら っ 

てくだ さい。 わたしの 目に まさに かな 

う [娘] なのです」。 4 父と 母は， これ 

が エホバから 出て いる こと， 彼が フィ 

リス ティ ア 人に 立ち向かう 機会を 求め 

ている ことを 知らなかった。 そのころ 

フィ リス ティア 人は イスラエルを 支配 

していた ので ある。 


裁き 人 14:5—17 


サムソンは ライオンを 殺す； 婚約す る。 なぞ 


5 こうして サムソンは 自分の 父と® 
を 連れて ティ ムナに 下って 行った。 彼 
が ティ ムナの ぶどう 園のと ころまで 来 
ると， 見よ， たてが みのある 若い ラ イオ 
ンが 向かって 来て ほえ たけるの であっ 
た。 6 ときに エホバの 霊が 彼に 働き 
はじめた。 そのため 彼は， 人が 雄の 子 
やぎを 二つに 裂く かの ように して それ 
を 二つに 引き裂いた。 しかも その 手に 
は 何も 持って いなかった。 そして 彼は 
自分の した 事に ついて 父 や 母に 話さな 
かった。 7 彼は さらに 下って 行って， 
その 女に 語り はじめた。 彼女は 依然 サ 
ム ソンの 目 にかな う 人であった。 

8 さて， そのし ばらく 後， 彼は その 
[娘] を 連れて来よ うとして 再び そこに 
行った。 その 途中， わきに 寄って その 
ライオンの 死が いを 見る と， そこには， 
ライオンの しかばねの 中に 蜜 ばちの 群 
れが おり， 蜜 もた まってい るので あっ 
た。 9 それで 彼は それを 自分の 手の ひ 
ら にかき 集めてから 歩きつ づけ， 歩き 
ながら それを 食べた。 父と 母のと ころ 
に 戻る と， すぐに それを 少し 与え， 彼 
らも それを 食べ はじめた。 そして 彼は， 
ライオンの しかばねから その 蜜を かき 
集めた こと も 彼ら に 話さ なかった。 

10 そして 彼の 父は そのまま その 女の 
ところに 下って 行き， サムソンは そこ 
で 宴会を 催す ことに なった。 若者たち 
は そのよう にす るの が 常だった からで 
ある。 11 そして， 彼を 見る と， 人々 
はすぐ に 三十 人の 花婿 付き添い人を 連 
れて 来て， その 者たち が 彼と 一緒にい 
るよう にす るので あった。 12 そこで 


サムソンは 彼らに 言った， 「どうか， あ 
なた 方に なぞを 掛けさせて ください。 
もし あな た 方が こ の 宴会の 七日の 間に 
間違いな くそれ を 告げ， 確かに それを 
解くならば， わたしと しては 三十 枚の 
下着と 三十 着の 衣服を 必ず あなた 方に 
上げます。 13 しかし， もし それを 告 
げる ことができないなら， あなた 方の 
ほう が 三十 枚の 下着と 三十 着の 衣服を 
わたしに くれなければ なりません」。 そ 
こで 彼らは 言った， 「どうぞ あなたの 
なぞを 出して ください。 わたしたちに 
それを 聞かせて ください」。 14 それ 

かれ  い 

で 彼は 言った， 

「食らう 者から 食い物が 出， 

強い 者から 甘い 物が 出た」。 

だが， 彼らは 三日の 間 この なぞ [の 
意味] を 告げる ことができなかった。 
15 そして 四日 目に なって 彼らは サム 
ソ ンの 妻に こう 言いだ した。 「あなた 
の 夫を だまして， 彼が 我々 にこの なぞ 
を 告げる ようにして くれ。 でなければ， 
お前と お前の 父の 家を 火で 焼いて やる。 
我々 の 持ち物を 取る ために 我々 を ここ 
に 招いた のか」。 16 そのため サム ソ 
ンの 妻は 彼に 泣きつ いてこう 言いだ し 
た。 「あなたは わたしを 嫌って いる だ 
けです。 そうです， 愛して などは いな 
いのです。 あなたが わたしの 民の 子ら 
に 掛けた なぞが ありま したが， わたし 
に それを 教えて くれませんでした」。 そ 
こで 彼は 言った， 「どうして， わたし 
の 父 や 母に も 話して いないのに， それ 
を お前に 話すべきな のか」。 17 しか 
し， ふたりの ための 宴会が 続いた 七日 
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427  仕返し。 300 匹の きつねに よって 畑を 焼く  裁き 人 14:18—15:8 

の あいだ 彼女は ずっと 泣きつ いてく る 第 14 章 に 思った。 それで あれは， あなたの 花 
のであった。 それで 七日 目に なって 彼 7119；!3  婿 付き添い人に 与えた の だ。 妹の ほう 
はついに それを 告げた。 彼女が しきり  f 力21 II:8 が あれより 良いで はない か。 さあ， そ 
に 迫った ためであった 0 それで 彼女は ィ裁 ie:i8 れを 代わりに あなたの ものと する がよ 

じ ぶん  たみ  蔵 6:18  ひとびと 

その なぞに ついて 自分の 民の 子ら に告 歳25:9  い」。 3 しかし サムソンは そこの 人々 
げた。 18 そのため， その 都市の 人々 ゥ裁 ほ1  に 言った， 「フィリス ティア 人に 害を 
は， 七日 目， 彼が まだ 奥の 部屋に 入ら ヱ 裁14 ⑴ 加えた としても， 今度は わたしの 罪科 
ない うちにこう 言った。  才裁 I4: is とはなら ない はずです」。 

「蜜より 甘い ものに 何が あろう 0  力 裁 i4:i4  4 そして サムソンは 出かけて 行って 

つよ  W  ぴき  W  つか 

ライオンより 強い ものに 何が あろう」。 キ裁 I3 必 三百 匹の きつねを 捕まえ， またたい ま 
それに 対して 彼は 言った，  y ば つを 手に 取った。 そして， 尾と 尾が 向 

「わたしの 若い 雌牛です き 返さな ^,>13：3 き 合うよう にさせ， 二つの 尾の 間， そ 
かったなら，  【レ1： 5 の 真ん中に 一本の たいまつを 取り付け 

あなた 方は わたしの なぞは 解けな ヶ裁 14:13 た。 5 その後た いまつに 火を 付けて， 

(*)  じん 

かった の だ」。  コ裁 14:2  それら [のきつ ね] を フィ リス ティア 人 

19 そして エホバの 霊が 彼に 働く よう サ裁 14:11 の 刈って ない 穀物 畑の 中に 放った 〇こ 
になった。 そのため 彼は アシュケロン 胃15:2 うして 彼は， 穀物の 束から 刈り取って 
に 下って 行って そこの 人々 三十 人を 打 第15 章 いない 穀物まで すべての 物， またぶ ど 
ち 倒し， その 人々 からはぎ 取った もの う 園と オリー ブ畑 とを 火で 焼いた。 

を 持って来て， その [衣服] を， なぞを 15：29  6 それで フィ リス ティア 人は， 「だ 

告げた 者たち に 与えた。 それでも， そ ^ 14：18 れが こんな 事を したの か」 と 言いだ し 
の 怒りを 熱く した まま， 彼は 自分の 父 第二 欄 た。 そして 彼らは 言った， 「あの ティ 
の 家に 上って 行った。  7SJ14：17 ムナ 人の 娘婿 サムソン だ。 彼が その 

20 そして サムソンの 妻は， 花婿 付き 11；^  妻を 取って， 花婿 付き添い人に 与えた 

そ  にん (サ）  かれ  まじ  {力） 

添い 人の ひとり， すなわち 彼と 交わ っ ゥ 裁 14:4  からだ」。 そこで フィリス ティア 人は 
ていた 者の ものと なった。  *"15：5  上って 行って， 彼女と その 父と を 火で 

|  ^ その後し ばらく して， 小麦の 収 焼いた。  7 それに 対して サムソンは 
穫の 時期に， サムソンは 子 やぎを ォサ H 14:30 言った， 「あなた 方が このような 事を 
携えて 自分の 妻を 訪ねに 行った 。そう 力 裁 14:11 するなら， わたしと しても あなた 方に 

かれ  い  おくへ や  裁 14:20  ふく  [ク]  のち 

して 彼は 言った， 「奥の 部屋に いる わ 裁 ⑸2  復 しゅうす るより ない。 その後に わた 
たしの 妻のと ころに 入る の だ」。 だが， キ しは やめよう」。 8 そして 彼は その 者 
彼女の 父親は， 彼が 入る ことを 許さな  J  ^  たちに 打ち かかり， 股の 上に 脚を [積 
かった。 2 かえって， その 父親は 言っ ^fJ9:6  み 重ねて] 大 々的な 殺り くを 行なった。 
た， 「『あなたは きっと あの 子を 嫌っ s ま r その後， 下って 行って エ タムの 大 岩の 
ている に違いない』 と， わたしは 確か ヶ裁 15:11 裂け目に 住む ようになった。 


裁き 人 15:9 — 16:2  ろばの あご 骨で フィリス ティア 人を 殺す  428 

9  I： に フィリス ティア 人は 上って 来 第15 章 の 水気の ある あご 骨を 見つけ， 手を 伸 
て， ユダの 中に 宿営を 張り， レ ヒを踏 7|'>14；43：2 ばして それを 取り， それを もって 一千 
みに じった 0 10 そこで ユダの 人々 は ィ ョシ iwo 人の 者を 討ち 倒して いった 0 16 この 
言った， 「どうして あなた 方は わたし 時 サムソンは 言った， 

む  のぼ  き  サ n  23:11  お  ぼね  やま 

たちに 向かって 上って 来たので すか」。 xg£15：Q  「雄ろ ばの あご 骨を もって， 一山， 

かれ  しば 

すると 彼らは 言った， 「サムソンを 縛 才 *28:48  二 山！ 

われわれ  裁 13:1 

るた めに 上って 来た。 彼が 我々 にした  J 雄ろ ばの あご 骨を もって わたしは 

とおりに してやる ためだ」 0 11 それ ヵレビ2 4:!7  —千 人を 討ち 倒した」。 

で ユダの 人々 三千 人は エタ ムの大 岩の  ^15=7  17 そして， こう 語り 終える と， 彼は 

裂け目に 下って 行って， サムソン にこ lll7lu  すぐに その あご 骨を 手から 投げ， その 
う 言った。 「フィリス ティア 人が わた  ミヵ7:8  場所を ラ マト. レヒと 呼んだ。 18 そ 
したち を 支配して いる ことを あなたは  ^ 14:6  のとき 彼は 非常な 渴 きを 覚え， エホバ 

し  オ1  ゼ カ4:6  よもと  い 

知らないので すか 0 それな のに， あな コ裁 16:9  を 呼び 求めて こう 言った。 「この 大い 

たが わたしたち にした こと， これは ど _ なる 救いを この 僕の 手中に 与えて くだ 

ういう 意味です か」。 すると 彼は 言っ 第二 欄 さった のは あなたで 士。 それな のに 今， 
た， 「彼らが わたしに したと おりに わ "b%  23110 わたしは 渴 きのた めに 死ぬ のでしょう 
たし も 彼らに したので す」。 12 しか ^16:3() か。 無 割礼の 者たち の 手に 落ちな けれ 
し 彼らは 言った， 「あなたを 縛る ため ゥ裁 ほ9  ばなら ない のでしょう か」。 19 すると 
にわたし たちは 下って 来ました。 あな XS  ^31 裡 はレヒ にある 搗き臼 型の くぼ 地を 裂 
たを フィリス ティア 人の 手に 渡す ため _胃14:3  いて 開かれた ため， 水が そこから 出て 
です」。 すると サムソンは 言った， 「あ  ?；  !:206 来た。 彼は それを 飲み， そのの ち 彼の 
なた 方は わたしを 襲わない， と 誓って 力 で 霊は 元に 戻って， 彼は 生 気づいた。 そ 
ください」。 13 それで 彼らは 言った， 19:26 のた め 彼は そこの 名を エン •ハコ レと 

キ創 45:27  ょ  こんにち 

「そうです， わたしたちは あなたを ただ サ し3〗;^ 呼んだ。 それは 今日まで レヒ にある。 

しば  わた 40:29  かれ  じん 

縛る だけです 0 あなたを 彼らの 手に 渡 ク 詩3 4:6  20 そして 彼は フィ リス ティア 人の 

します が， わたしたちが あなたを 死な ヶ 創 49:16 日に イスラエルを 二十 年間 裁いた。 
せる ような ことは 決してし ません」。  l?3a  1 公 ある 時 サムソンは ガザに 行き， そ 

ひとびと  ぁたら  裁 13:5  I  n  ゆぅじょ  ぁ 

こうして 人々 は 彼を 二 本の 新しい  v こで ひとりの 遊女に 会って その 

縄で 縛り上げて 大 岩から 連れ出した。 へブ 11:32 もとに 入った。 2 すると， 「サムソン 
14 彼が レヒ まで 来る と， フィリス ティ 第 16 章 が ここに 入って 来た」 という 知らせが 
ア 人は 彼を 迎えて 歓呼す るので あった。 コ ^1ぱ7 ガザ 人たち に 伝えられた。 それで 人々 

とき  れい (ヶ）  はたら  ノ  かれ  と  かこ [シ）  と し  じょうもん 

その 時 エホバの 霊が 彼に 働きは じめ， サョシ 2:1 は 彼を 取り囲み， その 都市の 城門の 中で 
その 両腕に あった 縄は 火で 焼け焦げた 夜通し 待ち伏せした。 そして 彼らは 夜 
亜麻糸の ようになって， かせは 手から ス 使徒9 :24 じゅう 平静を 守り， 「朝の 光が 差して き 
溶け 去った。 15 次いで 彼は， 雄ろ ば セ 裁 15:10 たらす ぐ 彼を 殺す の だ」 と 言って いた。 
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3 ゴ 方 サムソンは， 蚤 ¥ まで 綾に 第 招 章 た。 すると， 彼は その 筋を 二つに 弓 ひ I き 
なって いたが， 夜半に なると 起き上が 7ffl24；S  ちぎって しまった。 火のに おいの つい 
り ，その 都市の 城門の 扉と 二 本の 側 柱 . #  „  9  た 粗 麻のより 糸が 二つ に 引きちぎられ 

つ  <  IU  (7) 

をつ かみ， それを かんぬ きを 付けた ま  H  21 ；n るかの ようであった。 こうして 彼の 力 

ま 引き抜き， 自分の 肩に 載せて， ヘプ *"1：1°  について は 知られなかった。 

ロンに 面する 山の頂に 運んで いった。 ゥゼ ヵ4 :6  10 続いて デリ ラは サムソンに 言っ 

のち  かれ  ほんりゅう  らん 

4 また その後， 彼は ソレク の 奔流の ヱ 裁 价18 た， 「ご覧なさい， あなたは わたしを か 

たに  あい  _ 

谷の ひとりの 女を 愛する ようになった。 才 3シ13:3 ら かって， わたしに うそを 言おうと さ 
その 女は 名を デリ ラと いった。  5 す  れ ました。 今度 こそ， どうしたら あな 

ると， フィリス ティア 人の 枢軸 領主た 14:15 たも 縛られる のか， 是非 わたしに 教え 
ちは 彼女のと ころに 上って 来て， こう キ だは てくだ さい」。 11 それで 彼は 言った， 
言った。 「彼を だまして， 彼の 大きな  | ；5；^  「まだ 仕事に 用いた ことのない 新しい 
力が 何に よるの か， どのよう にしたら  5J：26:15 縄で 固く 縛るなら， わたし も 弱くな っ 
彼に 打ち勝つ ことができ るか， どうし  て 普通の 人と 同じようになる はず だ」。 

たら 必ず 彼を 縛って これを 制する こと ^^127:5 12 そこで デリ ラは 新しい 縄を 取り， そ 
がで きる のかを 見て くれ。 そうすれば ^fj  32:32 れで 彼を 縛って こう 言った。 「サム ソ 
我々 としては， めいめいが 銀 千 百 枚を  3710:11 ン ，フィリス ティア 人が 来て います！」 

お前に 与えよう」。  コョシ13:3 その 間 ずっと， 待ち伏せの 者が 奥の 部 

6 後に デリ ラは サムソンに 言った， サ裁 他!2 屋に 座して いた。 すると， 彼は それを 
「どうか， 是非 わたしに 教えて くださ シ3、>13:1 縫い糸の ように 二つに 引きちぎって 腕 
い。 あなたの 大きな 力は 何に よるので  Julf  から 落とした。 

すか。 どのよう にしたら あなた も 縛ら -へ欄  13 その後 デリ ラは サムソンに 言っ 
れ て， 人に 制せられる ようにな るので 7gtl5:14 た， 「これまで ずっと あなたは わたし 
すか」。  7 すると サムソンは 言った，  をから かって， わたしに うそを 言おう 

「まだ 水気が あって 乾燥し きってい ない  とされました。 どうしたら あなた も 縛 

筋 七 本で 縛るなら， わたし も 弱くな っ られ るの か， どうしても 話して くださ 
て 普通の 人と 同じようになる はず だ」。 い」。 そこで 彼は 言った， 「わたしの 
8 それで フィ リス ティ ア 人の 枢軸 領主  ^ 16:15 頭の 七 房の 編み 髪を 縦糸で 織り 合わせ 
たちは， まだ 水気が あって 乾燥し きっ $ 胃16 :9  るなら ば」。 14 そこで 彼女は それを 

すじ  かのじょ  も  とばり  あ  のち 

ていない 筋 七 本を 彼女のと ころに 持っ 力 裁 留め針で つづり 合わせ， その後， 「サ 
て 来た 。後に 彼女は それで [サムソン] キ裁 16:7  ム ソン， フィ リス ティア 人が 来て いま 
を 縛った。  9 さて， 彼# の 奥の 部屋 裁  す！」 と 言った。 すると 彼は 眠りから 
には 待ち伏せの 者が 座して いた。 そし ^16：5  覚め， 機織り 用の 留め針と 縦糸と を 引 
て 彼女は， 「サムソン， フィリス ティ ヶ レビ！3:48 き 抜いた 0 

じん トン） き  い  かのじょ  い 

ア 人が 来て います！」 と言うの であ っ コ裁 16:9  15 このと き 彼女は 言った， 「あな 
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サムソンは 目をつぶされ， 奴隸 にされ る 


たは 『お前を 愛して いる』 などと よく 

(7)  こころ 

も 言える ものです。 あなたの 心は わた 
し と共にな ど あり もしません のに。 こ 
うして 三度 も わたしをから かって， あ 

なに  し 

な たの 大き な 力が 何に よるの かを 知ら 
せて はくれ ませんで した」。 16 そし 
て 彼女が 終始 言葉で 言い 迫って， しき 
りに せがんだ ため， 彼の 魂 もこら え 切 
れ ないで 死ぬ ほどに なった。 17 つい 
に 彼は 自分の て 6 の すべてを 彼女に 明か 
してこう 言った。 「かみそり がわた し 
の 頭に 当てられ たことは ない。 わたし 
は 母の 腹に いた 時から 迸の ナジ ル 人な 
の だ。 もし わたしの 髪の毛が そり 落と 
されたなら， わたしの 力 も 必ず わたし 
から 去り， わたしは まさに 弱く なって 
他の すべての 人と 同じようになる は 
ず/ llo 

18 彼が 心の すべてを 明かした のを 見 
ると， デリ ラは すぐに 人を やって フィ 
リス ティアの 枢軸 領主たち を 呼び， こ 
う 言った。 「今度 こそ 上っ て 来て くだ 

じ ぶん 

さい。 あの人は 自分の 心の すべてを わ 
たしに 明かした からで +」。 それで フィ 
リス ティ アの 枢軸 領主たち は 彼女の も 
とに 上って 来た。 金を その 手に 携えて 

く  （サ 1  かのじょ 

来る ためであった。 19 そこで 彼女は 
[サムソン] を 自分の ひざの 上で 眠らせ 
た。 そうして 人を 呼び， その 者に 彼の 頭 
の 七 房の 編み 髪を そり 落とさせた。 す 
ると それ 以後， 彼女は [サムソン] を 制 
する ことができる ようになり， また 彼 

し だい  さ 

の 力は 次第に 去って いった。 20 この 
とき 彼女は 言った， 「サムソン ，フィ 
リ ス ティ ア 人が 来て います！」 それ 


を 聞く と 彼は 眠りから覚め てこう 言っ 
た。 「わたしは これまで のように 出て 
行って 振り ほどこう」。 だが， 彼 自身 
は， エホバが 自分から 離れた ことを 知ら 
なかった。  21 こう して フイ リス テイ 
ア 人は 彼を 捕まえ， その 両目を くじり 
取って ガザに 連れ 下り， 銅の 足 かせ 二 
つを これに 掛けた。 彼は 獄屋の 中で 粉 
を ひく 者と なった。  22 ところで， 彼 
の 頭の 毛は， そり 落とされる とすぐ ま 
た 豊かに 伸び 始めた。 

23 一方 フイ リス テイ アの 枢軸 領主た 
ちは， 自分たち の 神ダゴ ンに大 いなる 
犠牲を ささげる ため， また 歓び 合うた 
め 共に 集まって， しきりにこう 言った。 

われわれ  てき 

「我々 の 神が 敵の サム ソ ンを 我々 の 手 
に 与えて くれた！」 24 民は 彼を 見る 
と， すぐに 自分たち の 神を 賛美し 始め 
た。 「我々 の 神が， 我々 の 敵を この 手 
に 与えて くれたの だ。 我々 の 土地を 荒 
らした 者， 我々 のうちの 非常に 多くを 
打ち殺した その 者を」 と 彼らは 言った。 

25 そして， 彼らは その 心に 浮かれ 
てこう 言いだ した。 「サムソンを 呼ん 
で 来て， 我々 のために 何 かの 楽しみ 事 
を 行なわせよう ではない か」。 それで 
彼らは サムソンを 獄屋の 中から 呼び出 
した。 みんなの 前で 戯れ事を 行なわせ 
ようとして であった。 そして 彼を 柱の 
間に 立たせた。 26 その 時 サムソンは 
自分の 手を 取って いた 少年に こう 言っ 

いえ  かた  ささ  はしら 

た。 「この 家の 堅い 支えと して 立つ 柱 
に 触らせて， それに 寄り かからせ てく 
れま いか」。  27  (ところで， その 家は 
男女で いっぱい になって おり， フ イリ 
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431  サムソンは ダ ゴンの 家を 倒す。 ミカの 偶像と 祭司  裁き 人 16：28—17：8 


ス ティ アの 枢軸 領主た ちは 皆 そこにい 
た。 屋上には およそ 三千 人の 男女が お 
り， サムソンが 何 かの 楽しみ 事を する 
のを 見ようと していた。） 

28 この 時 サムソンは エホバに 呼び か 
けて 言った， 「主権者なる 主 エホバ， ど 
うかわた しを 思い出して ください。 ど 
うか この 一度 だけ わたしを 強く してく 
ださい， [まことの] 拽 なる 方よ 。フィ 
リス ティ ア 人に 復 しゅうさ せて くださ 
い。 わたしの 二つの 目のう ちせ めて そ 
の 一つに 対す る復 しゅ うを」。 

29 そうして サムソンは， その 家の 
堅い 支えと して 立つ 真ん中の 二 本の 柱 
に 向かって しっかりと 立ち， その 一方 
を 右手， もう 一方を 左手に つかんだ。 
30 それから サムソンは 言った， 「わ 
たしの 魂は フィ リス ティ ア人 と共に 死 
ぬの だ」。 そうして 彼が 力を 这 めて 身 
を かがめる と， その 家は 枢軸 領主たち 
の 上， また そこにいた すべての 民の 上 
に 崩れ落ちた。 そのため， 彼が 自分の 
死の さいに 死に 至らせた 死者は， 生き 
ている 間に 死に 至らせた 者より 多く 

[コ 1 

なった。 

31 後に 彼の 兄弟たち また その 父の 
家の すべての 者が 下っ て 来て 彼を 抱え 
上げ， これを 携え 上って， ツ ォル アと 
エシュ タオルの 間にある 父 マ ノアの 埋 
葬 所に 葬った。 彼は イスラエルを 二十 
年 裁いた ので ある。 

1 n さて， エフ ライムの 山地の 人 
丄/ で， 名を ミカと いう 者が いた。 
2 やがて 彼は 自分の 母に こう 言った。 
「あなたの もとから 持ち去られ， あな 
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たが それにつ いて のろいの ことばを 述 
ベ， しかも わたしの 聞く ところで それ 
を 話された あの 千 百 枚の 銀の ことです 
が， ご覧く ださい， その 銀は わたしの 
ところに あります。 それを 持ち去った 
のは わたしです」。 それに 対して 母は 
言った， 「我が 子に エホバの 祝福が あ 

[ゥ 1  かれ  まい 

るよう に」。 3 そこで 彼は その 千 百 枚 
の 銀を 母に 返した。 すると 母は つづけ 
て 言った， 「わたしは どう しても この 
銀を， 我が 子の ために， 神聖な ものと 
して わた しの 手から エホバに ささげな 
ければ なりません。 それに よって， 彫 
刻 像と 铸 物の 像と を 作る のです。 です 
から 今， わたしは それを 改めて あなた 
に 与えます」。 

4 それで 彼は その 銀を 自分の 母親に 
返却した。 母親は 銀 二百 枚を 取って， 
それを 銀細工 人に 渡した。 すると 彼は 
彫刻 像 と铸 物の 像を こしらえた。 それ 
は ミ カの 家に 置かれる こと になった。 
5 この ミカと いう 人は， 自分で 神々 の 
家を 持って いて， その後 さらに エフ ォ 
* と テ ラフ ィムを 作った 0 そして 一人 
の 息子の 手に 力を 満た して その 者が 彼 
のた め 祭司と なる ようにした。 6 その 

(V) 

ころ イスラエルに 王は いなかった。 す 
ベての 者は 自分の 目に 正しい と 見える 

おこ  [夕 J 

ことを 行なって いた。 

7 ところで， ユダの ベツレヘムの 人 
で， ユ ダの 家族に 属す る ひとり の 若者が 
いた。 彼は レビ 人であった。 彼は そこ 
にし ばらく 住んで いたので ある。 8 後 

夕申 12:8; 申 28:1; 裁 21:25; 箴 14:12; 箴 16:2; 箴 21:2; 
チ 創 35:19; 裁 19:1; ルツ 1:1; ミカ 5:2; マタ 2:1; ツ民 
3:45; ヨシ 14:3; ヨシ 18:7; 裁 18:30。 
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に その 人は ユダの べツ レ ヘムの 都市を 
出て， どこでも 場所の 見つかる ところ 
にし ばらく とどまる ことにした。 つい 
に， その 道を 進む うちに エフ ライムの 
山地に 入り， ミカの 家まで 来た。 9 そ 
こで ミカは 彼に 言った， 「どちらから 
おいでになった のです か」。 それで 彼は 
言った， 「わたしは レビ 人で， ユダの ベ 
ツレ ヘムから 来ました。 わたしは どこ 
でも 場所の 見つかる 所に しばら くと ど 
まるため に 出て 来たので す」。 10 それ 
で ミカは 言った， 「わたしの ところに 
住んで， わたしの ために 父 また 祭司と 
なって ください。 わたしと しては， 年 
に 銀 十 枚， そして 通常の 衣 一式と あな 
たの 食べる 物を 上げます から」。 そこ 
で レ ビ 人は 中に 入った。 11 こうして 
レ ビ 人は その 人の もと に 住む ことを 引 
き 受け， その 若者は 彼の 息子の 一人の 
ようになった。 12 そして， ミカは そ 
の レ ビ 人の 手に 力を 満た し 士 その 若者 
を 自分の ために 祭司と ならせ， ミカの 
家に そのまま とどまらせた。 13 それ 
で ミカは 言った， 「今， エホバが わた 
しに 良く してく ださる ことが はっきり 
分かる。 レビ 人が わたしの ために 祭司 
に なって く れ たの だから」。 

-|  Q そのころ イスラエルに 王は いな 
かっ また そのころ， ダン T 
の 部族は， 自分が 住む ための 相続 地を 
求めて いた。 その 日になる まで， イス 
ラエルの 諸 部族の 中に あって 彼らに 
相続 地は 定ま っ ていな かっ たからで 

ぁこ 

2 やがて ダンの 子ら は， 自分たち の 


第 17 章 


第 18 章 


キ創 36:31 
申 33:5 
裁 8:23 
裁 17:6 


家族のう ちの 五 人， すなわち 自分たち 
のうちの 勇者で ある 人々 をツ オル アと 
エシュ タオルから 送り出して， 土地を 
偵察 させ， それを 探らせた。 そして そ 
の 者たち に 言った， 「行って， その 地 
を 探って 来なさい」。 やがて 一行は エ 
フ ライムの 山地に 入り， ミカの 家の あ 
る 所まで 来て， そこで 夜を 過ごした。 
3 ミカの 家の すぐ 近くに いる 間に， 彼 
らは レビ 人で ある その 若者の 声に 気づ 
いて， そこに 立ち寄った。 そうして 彼 
にこう 言った。 「だれが あなたを ここ 
に 連れて来 たのです か。 こんな 所で 何 
をして いるので すか。 ここに どんな 用 
事が あるので すか」。 4 それで 彼は 
言った， 「ミカが これこれ のこと をし 
てわたしを 雇って くれ， わたしが 彼の 
祭司と なる ようにして くれたの です」。 
5 そこで 彼らは 言った， 「どうか# に 
尋ねて， わたしたちの 行こうと してい 
る 道が う まく ゆく かどう かが 分かる よ 
うにして ください」。  6 すると 祭司は 
彼らに 言った， 「安心して お行きな さ 
い。 あなた 方の 行く その 道は， エホバ 
のみ 前にあります」。 

7 そこで その 五 人は 進んで 行って ラ 
イシ ュに 来た。 そして， その 中に いる 民 
がシ ドン 人の 習わし どおり 自分に 頼っ 
て 住み， 平穏に， また 何の 懸念 も 持た 
ずに いるのを 見た。 圧迫す る 征服者が 
いて その 地の 事に 干渉して いる わけで 
もな く， しかも シドン 人たち からは 遠 
く 離れ， また 人々 との かかわり も 全く 
ないようであった。 

8 ようやく 彼らは ツ オル アと エシュ 


433  ダン 人は ミカの 祭司と 偶像を 奪い 去る  裁き 人 18:9—23 


タオルに いる 自分の 兄弟たち のと ころ 
に 戻って 来た。 それで 兄弟たち は， 「ど 
うだった か」 と 彼らに 聞き はじめた。 
9 そこで 彼らは 言った， 「さあ， 立ち 
上がって ください。 彼らのと ころに 攻 

のぼ  ち 

め 上りましょう。 わたしたちは その 地 
を 見て 来たから です。 そうです， それ 
は 非常に 良い 所です。 それな のに あな 
た 方は ためらって います。 ぐずぐずせ 
ず， 進んで 行って その 地に 入り， それ 
を 取得す るので す。 10 そこに 入れば， 
あなた 方は 何の 懸念 も 持たずに いる 民 
のと ころに 来ます。 しかも その 地は 十 
分に 広い のです。 拽は それを あなた 方 

あた  [才） 

の 手に お与えに なった のです。 地に あ 
る どんな 物に も 不足す る ことのない 所 

(力） 

です」。 

11 そこで， 戦いの 武器を 身に 帯びた 
六 百 人， ダン 人の 家族の 者たち が， そ 
こから， つまり ツォ ルア と エシュ タオ 
ルから 出発して 行った。 12 そして 彼 
らは 道を 上って， ユダの キル ヤト •エ 
ア リムに 宿営を 張った。 そのため 人々 
は その 場所を マ ハ ネ • ダンと 呼んで 今 
日に 至ってい る。 見よ， それは キル ヤ 
卜 .エ アリ ムの 西で ある。 13 そのの 
ち 彼らは そこから エフ ライムの 山地に 
進み， ミカの 家のと ころまで 来た。 

14 その 時， ライ シュの 地を 偵察し 
てきた さき の 五 人が 答えて 兄弟たち に 
言った， 「これらの 家には エフ ォ ドと 
テ ラフ ィム， ま た 愈 刻 像 や铸 物の 像が 
あるのを 知っていました か。 それで 今， 
自分たち が 何を 行なうべき かを 思いに 
留めて ください」。 15 そうして 彼らは 


そこに 立ち寄り， ミカの 家に いる レビ 
人の 若者の 家に 来て， 彼が どのように 暮 
らして いるかを 尋ね はじめた。 16 そ 
の 間 ずっと， 戦いの 武器を 身に 帯びた 
六 百 人， ダンの 子ら の 者たち は， 門の 
入口のと ころに 立って いた。 17  土地 
を 偵察して きた 五 人の 者たち はさ らに 
上って 行った。 そこに 入って 彫刻 像 
と ェフ ォ& また テラ フィ ズと丽 
を 取る ためであった。 （そして， 祭司 
は， 戦いの 武器を 身に 帯びた 六 百 人と 
共に 門の 入口のと ころに 立って いた。） 
18 そして これらの 者は ミカの 家の 中に 
入って， 彫刻 像， エフ ォ ドと テラ フィ 
ム および 铸 像を 取ろうと した。 これを 
見て 祭司は 言った， 「あなた 方は 何を 
している のです か」。 19 しかし 彼ら 
は 言った， 「静かに せよ。 口に 手を 当 
てよ。 一緒に 来て， わたしたちの ため 
の 父 また 祭司と なって くれ。 一人の 人 

いえ  (V) 

の 家の ために 祭司で いるのと， イスラ 
エルの 一部 族 また 一家 族の ために 祭司 
になる のとでは， あなたに とって どち 
らが 良い のか」。 20 これを 聞いて その 
祭司の 心は 喜んだ 0 そこで 彼は エフ ォ 
ドと テ ラフ ィムと 彫刻 像を 取って その 
民の 中に 入った。 

21 そのの ち 彼らは 向きを 転じて 自 
分たち の 道を 行き， 幼い 者たち と 畜類 
と 貴重品と を 自分たち の 先頭に 置いた。 
22 ミカの 家に すぐ 近い 家の人々 が 呼 
び 集められて ダンの 子ら に 追いつこう 
とした 時， 彼らは ミカの 家から 少し 離 
れた ところまで 来て いた。  23 それら 
の 者たち が ダ ンの 子ら に 向かって 叫び 
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は 攻め 取られ， 都市の 名は ダンと される  434 

その 都市の 初めの 名であった。 30 そ 
の 後 ダンの 子ら は 自分たち のために そ 
の 彫刻 像を 立てた。 そして， モーセ 
の 子の ゲ ルショ ムの 子で あっ た ヨナ タ 
ン， この 者と その子ら とが ダン 人の 部 
族の 祭司と なって， その 地の 流刑の 日 
にまで 及んだ。  31 こうして 彼らは， 
[まことの] 迚の 家が シロに とどま っ 
ていた 日の 間 ずっと， ミカが 作った 彫 
刻 像を 自分たち の ものと して 立てて お 
いた。 

1 €| さて， そのころ， イスラエルに 
^ 王は いなか っ そして， ある 
レ ビ 人が エフ ラ イムの 山地の 最も 遠く 
離れた 地に しばらく とどまる ことに 
なった。 やがて 彼は ユダの ベツレヘム 
から ひとりの そばめを め とった。 2 と 
ころが， その そばめは 彼に 背いて 淫行 
を 犯す ようになった。 ついに 彼女は 彼 
の もとを 離れて， ユダの ベツレヘムに 
ある 自分の 父の 家に 行き， そこに 満四 
か 月と どまった。  3 そこで 夫は 立っ 
て 彼女を 追って 行き， いたわりの 言葉 
を かけて 彼女を 連れ戻そう とした。 そ 
して， 従者と 二 頭の 雄ろ ばが 彼と一1 
緒であった。 それで 彼女は 彼を 自分の 
父の 家に 入らせた。 娘の 父親は， 彼を 
見る や， 歓んで これを 迎えた。  4 こ 
うして しゅうと， つまり 娘の 父親が 彼 
を 引き とどめた ため， 彼は その もとに 
三日と どまった。 みんなで 食べたり 
飲んだり し， 彼は そこに 泊まる ので 

(t?) 

あった 0 


シ レビ 20:10; 申 22:22; ガラ 5:19; コロ  3:5; ス民 22:22; 
セ 創 24:54:  ロマ 12:13; ヘプ 13:2。 


裁き 人 18:24 — 19:4  ラ イシ ニ 

つづける と， 彼らは 振り向いて ミカに 
こう 言った。 「あなたは 人を 呼 び 集め 
たり して， 一体 どう したの か」。 24 そ 
れで 彼は 言った， 「わた しの 作っ た わ 
たしの 神々 を あなた 方は 取った。 しか 
も 祭司まで [連れて] 進んで 行く。 この 

なに  （ォ1 

上 わたしに 何が あるの か。 それな のに， 
『一体 どうした』 などと， よくも 言え 
たもの だ」。  25 すると ダンの 子ら は 

言った， 「お前の 声を わたしたちの そ 
ばで 聞こえさせ てはいけ ない。 苦々 し 
I 、魂の 者たち が お前たち に 襲い かかる 
ことのない ためだ。 そう なれば， 自分 
の 魂に 加えて 家の 者たち の 魂まで 失う 
ことになるだろう」。  26 こうして ダ 
ンの 子ら は 自分たち の 道を 進んで 行く 
のであった。 そして ミカは， 彼らが 自 
分より 強いのを 見て， 向きを 変えて 自 
分の 家に 戻って 行った。 

27 一方 彼らは， ミカの 作った ものを 
取り， また 彼の ものと なって いた 祭司 
を 連れて， ライ シュ へ， すなわち， 平 
穏 に， また 何の 懸念 もな く 住んで いる 
民のと ころへ 進んで 行った。 そして こ 
れを 剣の 刃で 討ち， その 都市を 火で 焼 
いた。 28 そして これを 救い出す 者は 
いなかった。 そこは シドンからは 遠く， 
人々 との かかわり もな く 暮らして いた 
からで ある。 それは ベ ト • レ ホ ブに属 
する 低地 平原に あった。 そのの ち 彼ら 
は その 都市を 建て直 して そこ に 住む よ 
うに なった。  29 さらに， その 都市の 
名を 自分たち の 父の 名に よって ダンと 
呼んだ。 ダンは イスラエルに 生まれた 
者で ある。 だが， ライ シュ というの が 
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435  ある レビ 人と その そばめ  裁き 人 19:5—18 

5 次いで 四日 目の こと， みんなが い 第 I9 章 た 二 頭の 雄ろ ば， また そばめと 従者と 
つもの ように 朝早く 起き， 彼が 立って 7S; は 5 がいた。 

出かけようと すると， 娘の 父親は 婿に 胃  11 一行が エ ブスの すぐ 近くに いる 間 

こう 翁った。 「ぁなたの： を 歩し の パ ィ 創19:2 に 蓮の ひ 吳り がかな り M くな っ# ため， じ餐 
ン で！^， その i みんなは 出かけて ゥ 箸は 软 にこぅ 憂った 。 「さぁ， 琴， ェ 

ゆ  いちどう  こし  じん 【ィ）  とし  よ 

行く がよ い」 〇  6 そこで 一同は 腰を 下 I 裁 19:4  ブス 人の この 都市に 寄って， そこに 一 
ろし， 両者と も 食べたり 飲んだり しは  晚 泊まって まいりましょう」。 12 しか 

のち むすめ ちちおや  才創 18:5  しゅじん  い 

じめ た 0 その後， 娘の 父親は その 人に 裁 价5  しその 主人は 言った， 「イスラエルの 

言った， 「さあ， どうか， 泊まって ゆ  ^ 104:15 子ら ではない 異国 人の 都市に 寄る のは 
きなさい。 あなたの 心を いこわせ るが 力 胃19 :1  やめよう。 わたしたちは ギベアまで 進 
よい」。 7 その 人が 立って 出かけよう キ んで 行かなければ ならない」。 13 そし 
とすると， しゅうとは しきりに 彼に 請 ^22：22 て 彼は 従者に さらにこう 言った。 「さ 
い 願う のであった。 それで 彼は そこに  819:3  あ， どこか その 場所の 近くまで 行こう。 

もう 一晩 泊まった。  ヶ； ギベア か ラマに 泊まる の だ」。 14 それ 

8 五日 目に 彼が 朝早く 起きて 出か 3ai9.. で 彼らは そこを 通り過ぎて 進んで 行っ 

むすめ ちちおや  い  ぞく  ちか 

けようと すると， 娘の 父親は こう 言っ ，3、>15:8 たが， ベニヤ ミンに 属する ギベアに 近 
た。 「さあ， あなたの 心の ために 食事  3>  15:63 づ いた ころに 日は 彼らの 上に 沈みは じ 
をして ゆきなさい」。 そのため 彼らが シ |U8:28 めた。 

去り かねてい るう ちに， ついに 日は 薄  一 ~ : —  15 そこで 彼らは そこに 立ち寄り， 中 
れ てきた。 それでも 双方と も ずっと 食 7„~14 に 入って ギベアに 泊まる ことにした。 

(»)  としこう 

べつ づけて いた。 9 それから その 人，  そして 彼らは 中に 入って その 都市の 公 

つまり 彼と そばめと 従者とは 身を 起  共 広場に 腰を下ろ したが， 彼らを 家に 

むすめ ウ™ ヨ:ヂ  っ  ぃ  もの 

こして 出かけよう とした。 しかし， 娘 だば 連れて行って 泊めよう とする 者は ひと 
の 父親で ある その しゅうとは 彼に こう  *"1：21  り もい なかった。 16 やがて， 見よ， 
言った。 「さあ， 見なさい， 日は はや 1 器 晩に なって から， ひとりの 老人が 野の 

かたむ  ゆうがた  イザ 10:29  しごと  もど  く  W 

傾いて， 夕方に なろうと している。 さ ホセ5:8 仕事から 戻って 来る のであった。 それ 

と  （ヶ）  さん ち [ク）  き 

あ， みんな， 泊まって ゆきなさい 。日 ォ ョシ 1S:25 は エフ ライムの 山地から 来た 人で， し 
はもう 終わろうと している。 ここに 泊  ばらく ギベアに とどまって いるので 

こころ  （コ 1  ばしょ  ひとびと 

まって， 心を いこわせ るが よい。 そし 力窗 llg:2  あった。 しかし， その 場所の 人々 はべ 
て， 明日は， あなた 方の 旅の ために  ?^58-7 ニヤ ミン 人であった。 17 彼は 目を 上 
早く 起きて， 自分の 天幕に 向かう の キマタ 20:8 げ て， その 人， 旅人が 市の 公共 広場に 
だ」。 10 しかし， その 人は 泊まって ク3 、ン 17:15 いるのを 見た。 そこで その 老人は 言っ 
ゆく ことに 同意せ ず， 立って 進んで 行  ®19：1  た， 「どちらへ 行かれる のか。 どこか 

[サ）  (Pi  めん  ケコシ 18*21  [3]  かれ 

き， エ ブスつ まり エルサレムに 面する  ョシ 18;  28 らおいで になった のか」 0 18 それで 彼 
ところまで 来た 〇彼 と共に， 鞍を 置い コ創 16:8  は 言った， 「わたしどもは ユダの べツ 
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裁き 人 19:19—30  ギベアに おける ベニヤ ミン 人の 集団 的 性犯罪  436 


レ ヘムから エフ ライムの 山地の 最も 遠 
く 離れた 所まで 行く ところです。 わた 
しは そこの 者です が， ユダの べツ レへ 
ムへ 行って 来たので す。 いま 自分の 家 

む  むか  い 

へ 向かう ところで すが， 家に 迎え入れ 
て くれる 人が だれもい ません。 19 で 
すが， 雄ろ ばの ための わら も 飼い葉 も 

どれい おんな 团 

あり， わたし や この 奴隸 女の ため， ま 
た 僕と 共に おります この 従者 のた めの 
パン も ぶどう酒 もあります。 何一つ 不 
足して いるものはありません」。 20 し 
かし， 老人は 言った， 「あなたに 平安 
が あるよう に！ 何でも 不足の ものが 
あれば わたしに 任せなさい。 だが， 公 
共 広場に 泊まる こと だけ はおよ しな さ 
い」。 21 そうして 彼を 自分の 家の 中 
に 連れて行き， 雄ろ ばには 混ぜ 餌を 与 
えた。 そこで 一行は 足を 洗って， 食べ 
たり 飲んだり しはじめた。 

22 彼らが その 心を いこわせ ている 
と， 見よ， その 都市の 男たち， 全く ど 
う しよう もない 者たち がその 家を 取り 

かこ  M  とぐちむ  お  あ 

囲み， 戸口に 向かって 押し合いを する 
のであった。 そして， その 家の 持ち主 
である 老人に こう 言 L ヽ つづけた。 「お 

まえ  われわれ 

前の 家に 入った あの 男を 出せ。 我々 が 
その 男と 交わりを 持つ ためだ」。 23 そ 
れを 聞いて 家の 持ち主は 彼らのと ころ 

い  い  [チ 1  きょう 

に 出て 行き， こう 言った。 「いや， 兄 
& たち， どうか， 悪い 事は して くれる 
な。 この 人は わたしの 家に 入った の 
だ。 そのような 恥ず べき 愚行を しては 
いけない。 24 ここに わたしの 処女の 
& と， この 人の そばめが いる。 どうか 
それを 出させて くれ。 あなた 方は それ 


を 犯し， あなた 方の 目に 良い ようにす 
るが よい。 しかし この 人に 対しては， 
そのよう な 恥ず ベ き 愚行を しては なら 
ない」。 

25 それでも， 男たち は その [言葉] を 
聴こうと しなかった。 そのため， その 人 
は 自分の そばめを 取って， これを 外の 
彼らの もとに 連れ出した。 それで 彼ら 
は その 女と交わりを 持ちは じめ， 朝 ま 
で 夜通し これを 辱 め， そのの ち 夜の 明 
ける ころに 彼女を 送り返した。 26 そ 
れ で， その 女は 朝になる ころに 戻って 
来たが， 自分の 主人が いる その 人の 家 
の 入口のと こ ろで 倒れた 一 明るくな 
るまで そのままであった。  27 その 
後， 彼女の 主人は 朝に なって 起き上が 
り， 家の 戸を 開けて 外に 出， 道を 行 こ 
うとした。 すると， 見よ， その 女， す 
なわち 自分の そばめが， 両手を 敷居に 
掛けた まま 家の 入口のと ころに 倒れて 
いるので あった。 28 それで 彼は 言っ 
た， 「立ちなさい。 さあ 行こう」。 だ 
が， それに 答える 者は いなかった。 そ 
こで その 人は 彼女を ろばに 乗せ， 立っ 
て 自分の 所に 行った。 

29 それから 彼は 自分の 家に 入って 
屠殺 用の 短刀を 取り， 自分の そばめ 
[の 遺体] を 抱え， それを その 骨に し 
たがって 十二の 部分に 切り分け， イス 
ラエルの すべての 領地 内に それを 送っ 
た。 30 すると， それを 見る すべての 
者は こう 言う のであった。 「このよう 
な 事は， イスラエルの 子ら が エジプト 
の 地から 上って 来てから 今日 この 日 ま 
で 起きた こと も 見た こと もない。 あな 
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9  9 19 19 4  3 
ml 裁 裁 裁 創 創 
アイ ウェ 


6 18 

:2 : 3 : 9 :5 3 5: 2: 

裁 裁 裁 創 裁サ代 
才カ  キク 
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た 方は こ の 事に ^ 心を 留めて 相談し， [意 
見を] 述べよ」。 

そのため， イスラエルの すべて 
^ の 子ら が 出て 来た。 集会の 者た 
ちは， ダンから ベ エル •シヱ バに 至る 
まで， また ギレアデの 地 も 共に， 一人 
の 人の ようになって ミツ パの エホバの 
もとに 集合した。  2 そして， 民 全体 ま 
た イス ラエ ル 全部 族の 要人た ちは， [ま 

[ク） たみ かいしゅう 

ことの]# の 民の 会衆の 中に 立った。 そ 
れ は， 徒歩で 行き， 剣を抜く 四十 万の 

ひとびと 

人々 であった。 

3 そして， ベニヤ ミンの 子ら も， イ 
スラ エルの 子ら が ミツ パに 上った こと 
を 聞いた。 

その 時 イスラエルの 子ら は 言った， 
「あなた 方 [の 意見を] 述べよ。 どうし 
てこれ ほ どの 悪事が な された のか」。 
4 これに 対し， その 人， つまり 殺害 さ 
れた 女の 夫で ある その レビ 人は 答えて 
言った， 「ベニヤ ミンに 属する ギベア 
にわたしは 来ました。 わたしと わたし 
の そばめと です。 一晚 泊まろうと 思い 
ました。  5 ところが， ギベアの 土地 
所有者たち はわた しに 向かって 立ち上 
がり， わたしに 敵して 夜 家を 取り囲み 
ました。 わたしを 殺そうと 彼らは 図っ 
ていたの です。 しかし， わたしの そば 
めを 彼らは ^ しました。 彼女は とうと 
う 赤に ました。  6 それで わたしは 自 

ぶん  い たい  かか  き 

分の そばめ [の 遺体] を 抱え， それを 切 
り 分けて， イスラエルの 相続 地の すべ 
ての 野に 送りました。 彼らが イス ラエ 
ルに おいて みだらな 行ないと 恥ず べき 
愚行を 犯した からです。 7 見て くだ 


第 19 章 

ア裁 20:7 
箴 15:22 


さい， イスラエルの 子ら の 皆さん， 自 

ぶん かんが  の  そうだん  （ァ】 

分の 考えを 述べ， ここで 相談して くだ 
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サ I  10:17 
王 n  25:23 
ク詩 83:18 


イザ 44:8 
ヶ裁 20:17 
サ n  24:9 
王 n  3:26 

コ裁 20:1 

サ裁 19:22 
シ裁 19:1 
ス裁 19:12 
セ 裁 19:2 
ソ裁 19:25 
夕裁 19:26 
チ 裁 19:29 
ツ レビ 19:29 
レビ 20:14 
詩 119:150 
蔵 10:23 
ぺテ I  4:3 
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さい」。 

8 すると， 民 全員が 一人の 人の よ 
うに 立ち上がって， こう 言った。 「わ 
たしたち はだれ も 自分の 天幕に 戻らな 
い。 また だれも 自分の 家に 立ち寄らな 
6。 9 そして 今， わたしたちが ギベア 
に対して 行なう ことは こうだ。 くじを 

ひ  w  せ  のぼ 

引いて そこへ 攻め上る の だ。 10 そし 
て， イスラ エルの すべての 部族に つき， 
百 人の 中から 十 人, 千 人の 中から 百 人， 
一万 人の 中 か ら千 人を 取る ことにする。 
民の ために 食糧を 調達 させ， こうし 
て [民] が 行動を 取って ベニヤ ミンの ギ 
ベアに 攻め上る こ とがで きる ようにす 
るの だ。 彼らが イスラエルで 行なった 
そのす ベての 恥ず べき 愚行の ためで あ 
る」。 11 こうして イスラエルの すべて 
の 人々 は 同盟 者と なり， 一人の 人の よ 
うに なって その 都市に 対して 結集した。 

12 それから， イスラエルの 諸 部族 
は， ベニヤ ミンの 部族の すべての 者に 
使いを 送って こう 言った。 「あなた 方 

あいだ  あくじ  いったい 

の 間で なさ れ たこ の 悪事は 一体 どうい 
うこと か。 13 さあ 今， ギベアに いる 
その 男たち， その どうしよう もない 者 
たちを 引き渡せ。 わたしたちは その 者 
たちを 死に 渡す。 こうして イスラエル 
の 中から 悪を 除き 去ろう ではない か」。 
だが， ベニヤ ミンの 子ら は 自分の 兄弟 
である イスラエルの 子ら の 声を 聴こう 

[ス） 

と しなかった。 

14 そう してべ ニヤ ミ ンの 子ら は 幾 


スサ I  2:25; 蔵 29:1; ホセ 9:9; ホセ 10:9;  ロマ 9:18。 
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つもの 都市から 集まって ギベアに 行 第2 〇 章 た。  23 そして イスラエルの 子ら は 
き， 出て 行って イスラエルの 子ら と 戦 7 s  26:41 上って 行って 夕方まで エホバの 前で 泣 

イ裁 3:15  (?)  たず  い 

おうとした。 15 それで その 日， ベニ ゥ創 49:27 き， エホバに 尋ねて こう 言った。 「わ 
ヤ ミンの 子ら は 幾つ もの 都市から 呼び  ?1 17149 たしは， 自分の 兄桌 であるべ ニヤ ミン 

あつ  つるぎ  ぬ  もの  代 I 12:2  たたか  ふたた ちか 

集められた。 剣を抜く 者 二 万 六 千 人で 代1126:14 の 子ら との 戦いの ために 再び 近づいて 
あった。 これと 別に ギベアの 住民が お 行く のです か」。 これに 対して エホバ 

せいえい  才 g  28.30  かれ  せ 

り， その 中からは 七 百 人の 精鋭が 呼び  J は 言われた， 「彼に 対して 攻め上れ」。 
集められた。 16 このす ベての 民の 中 胃3 :6  24 そこで イスラエルの 子ら は 二日 

ひだりき [ィ） せいえい  力 裁1:1  め  ちか  («5) 

には， 左利きの 精鋭 七 百 人が いた 〇そ キ創 4W  目に もべ ニヤ ミンの 子ら に 近づいた 0 

れらは 皆， 石 投げ 器で 毛 ほどの 幅のと 裁 w  25 一方べ ニヤ ミンは， 二日 目に もギ 
ころに 石を 投げて 逸する ことのない 者 ク 裁19:12 ベアから 出て 来て これを 迎え撃ち， イ 
たちであった。  ヶ スラ エルの 子ら のうち さ らに 一万 八 千 

17 また イスラエルの 人々 もべ ニヤ  ；u33；2：i 人を 滅ぼして 地に 倒した。 それらは み 
ミンを 別にして 呼び集められた。 剣を 7 な 剣を抜く 者たち であった。 26 そこ 

ぬ  もの  [ヱ）  いくさび と  第 一 欄  [力） じつ 

抜く 者 四十 万人で， それらは みな 戦 人 7ife2Q:26 で， イスラエルの すべての 子ら， 実に 
であった。 18 そして 彼らは 立って ベ  S^6：3  そのす ベての 民は， 上って 行って ベ テ 
テルに 上って 行き， 姓に 尋ね はじめた。 ィ 裁20 :28  ルに 行き， そこで 泣きながら エホバの 

い  ウ裁 20:19  まえ  すわ  ゆうがた  だんじき (ク 1 

そして イスラエルの 子ら はこう 言った。 xife20:21 前に 座り， その 日 一日 夕方まで 断食を 
「わたしたちの うちだれ が 先頭に 立っ ォ 裁2 〇:17 して， 焼燔の 捧げ物と 共 与の 捧げ物を 
て， ベニヤ ミンの 子ら に対する 戦いに 力 裁20:2  エホバの 前に ささげた 0  27 それから 

[力）  キ裁 20:23  たず  m 

上って 行くべき でしょう か」。 これに ^^2〇;3 イスラエルの 子ら は エホバに 尋ねた。 
対して エホバは 言われた， 「ユダが 先  ml 当時は そこに [まことの] 裡の 契約の 箱 

頭に 立つ」。  ヶ レビ1 :3  が あった ので ある。 28 また その 当時 

19 この 後 イスラエルの 子ら は 朝に 立 じ:ぱ5 は， ア ロンの 子エ レア ザルの 子で ある 

たい  しゅくえいは  裁 21:4  w  まえ  M 

ち 上がり ，ギベアに 対して 宿営を 張った。 サ 1 1〇:8 ビネ ハスが その 前に 立って いて， こう 

つ  ひとびと  サ民 27:21  い  じぶん きょうだい 

20 次いで イスラエルの 人々 はべ 二 裁2 o:i8  言った 0  「わたしは 自分の 兄弟で ある 

たたか  い  詩 8d:8  たたか 

ヤ ミンと 戦うた めに 出て 行った。 イス ま16:3  ベニヤ ミンの 子ら と 戦うた めさら にも 

かれ  たい  シ ヨシ 18:1  いちぶ  い 

ラエルの 人々 は ギベアで 彼らに 対して サ I4:3  う 一度 出て 行く のです か。 それとも や 
戦闘 隊形を 整えた。 21 すると， ベニ ス 農な ラ める のでしょう か」。 これに 対して エ 
ヤ ミンの 子ら は ギベアから 出て 来て， II  24:33 ホバは 言われた， 「上って 行きなさい。 

ほろ  詩 106:30  あす  あた 

その 日に イスラエルの 二 万 二 千 人を 滅 セ 出 28:43  明日， わたしは これを あなたの 手に 与 
ぼして 地に 倒した。  22 しかし， その 、=== える からで ある」。  29 そこで イスラ 

たみ  ひとびと  ゆうき  ノ规 20.2〇  たい  しゅうい いったい 

民， すなわち イスラエルの 人々 は 勇気 タサ n5:19 エルは， ギベアに 対して その 周囲 一帯 
を 示し， 最初の 日に 戦闘 隊形を 整えた ^|fl5；5 に 伏兵を 置いた。 

その 場所で 再び その 陣形を 整えて いっ  e9：is  30 そして イスラエルの 子ら は 三日 目 
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む  のぼ  しんらい  ちほ  ゆず  [ァ） 

にもべ ニヤ ミンの 子ら に 向かって 上っ 第2 〇 章 信頼して ベニヤ ミンに 地歩を 譲って ゆ 
て 行き， それまでの 時と 同じように ギ 7 Util  くと， ベニヤ ミンの 子ら は それを 彼ら 
ベァに g して 織を 官ぇも ベニ ィョシ 8:16 の: 織と 慧ぅ のでぁった。 37  ^ 

たみ  むか  う  Ife  z0:36  へい  じんそく  こうどう  む 

ヤ ミンの 子ら は その 民を 迎え撃とうと 0#J28:19 兵は 迅速に 行動し， ギベアに 向かって 
出て 来て， その 都市から おびき 出され  突き進んだ。 そのの ち 伏兵たち は 散開 

(ィ）  ぜんし  つるぎ  は  う  (I) 

る ことに なった 0 そして， それまでの I 裁 19:12 して， 全市を 剣の 刃で 討った 0 

とき  おな  いくにん  う  たお  サ1 10 .乙6  ひとびと 

時と 同じように， 民の 幾人 かを 討ち 倒し ^^  20:39  38 ところで イスラエルの 人々 は， そ 

かいどう  ち めいて き  きず  お  とし  けむり  あいず  もう 

て 街道で 致命的な 傷を 負わせて い っ た。 力 裁 2〇:21 の 都市から 煙の 合図を 上げる という 申 

いっぽう  [ゥ） のぼ  たほう  W  裁 20:25  あ  ふくへい  あいだ  か  （才） 

一方は ベ テルに 上り， 他方は ギベアに  し 合わせを 伏兵との 間で 交わして いた。 

い  の  キヨシ 8:15  せんとう 

行く  [街道] であり， その 野で イス ラエ ク3 、ン 8:19  39 イスラエルの 子ら が 戦闘の さな 

ルの およそ 三十 人が [倒れた] 0  32 そ ヶ 裁 i9:i2  かに 振り返って みると， ベニヤ ミンは 

れで ベニヤ ミンの 子ら はこう 言いは じ コ |シ2ぷ4 イスラエルの 人々 のうち およそ 三十 人 
めた。 「彼らは 初めの 時と 同じように 1 を 討ち 倒して 致命的な 傷を 負わせて い 
我々 の 前に 敗北して ゆく ぞ」 。一方 イ 胃29 :1  た。 「彼らは 最初の 戦闘の 時と 同じよ 
スラ エルの 子ら はこう 言った。 「さあ  1 うに 間違いな く 我々 の 前で 敗北して ゆ 
逃げる の だ。 そうすれば 彼らを この 都  *  2〇：48  くだけ だ」 と [ベニヤ ミン] は 言う ので 

し  かいどう  シ レビ 18:29  W  けむり はしら [ク） あいず (ヶ） 

市から 街道に おびき 出す ことになる」。 »  20:15 あった。 40 そこへ， 煙の 柱の 合図が 

ひとびと  ^  20:46  とし  のぼは じ 

33 それで イスラエルの すべての 人々 は - その 都市から 上り 始めた。 それで， ベ 

自分たち の 場所から 立ち上がって， バ m 一 _ ニヤ ミンが 顔を 後ろに 向ける と， 見よ， 

じんけい ととの  いっ  ア ヨシ 8:16  ぜんたい  ゆ  W 

アル •タマルで 陣形を 整えて ゆき， 一  »  20:31 都市 全体が 天に 上って 行く のであった。 
方 伏兵と なって いた イスラエルの 者た ィ ョシ8:1 9  41 そこで イスラエルの 人々 はぐる り 
ちは ギベアの 近辺の 自分たち の 場所 か 〇  1^〇：29 と 向きを 変えた。 一方， ベニヤ ミンの 

とつげき  ぜん  らん  【シ） わざ わ  じ ぶん 

ら 突撃して いった。 34 こうして 全イ I ョシ8 :24 人々 はかく 乱された。 災いが 自分たち 
スラ エルの 精鋭 一万 人が ギベアの 正面す3' >  8:19 に 及んだ のを 見た からで ある。 42 そ 

すす  たたか  はげ  力 裁 20:31  かれ  ひとびと  まえ 

に 進んで， 戦いは 激しい ものと なった。  のた め 彼らは イスラエルの 人々 の 前 か 

ベニヤ ミンの 人々 は， 自分たち に 災い  *  20:25 ら 荒野の 方向に 向きを 変えた が， 戦闘 

が 迫って いる ことを 知らなかった。  19:28 は 彼らの すぐ 後を 追い， 諸 都市から 出 

35 こうして エホバは ベニヤ ミンを  8：2〇 て 来た 人々 も 彼らを 自分たち の 中で k 
イスラエルの 前に 撃ち破られた。 その サョシ 8:21 ぼして ゆく のであった。 43 彼らは ベ 

と  かこ  （セ）  ついせき 

ため， イスラエルの 子ら は その 日に ベ シィザ 他8 ニヤ ミンを 取り囲んだ。 これを 追跡し 

う  ほろ  ば  あた  M 

ニヤ ミンの 中の 二 万 五 千 百 人を 討ち 滅 ス 裁20:34 て 休み場を 与えなかった 0 これを ギべ 
ぼした。 それらは みな 剣を抜く 者たち t3'>8:22 アの すぐ 前で 杂 みつけて， さらに 日の 
であった。  出の ほうに 進んだ。 44 ついにべ ニヤ 

ひとびと  タ ホセ 9:9  たお 

36 ところが， イスラエルの 人々 がギ ホセ1 Q:9 ミンの 一万 八 千 人が 倒れた。 それらは 
ベアに 対して 置いた 自分たち の 伏兵を チ S ぶ! 5 みな 勇士であった。 


ベニヤ ミンのう ちで 生き残った 600 人の 男子 
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45 それで 彼らは 向きを 変えて 荒野に 
逃げ， リモ ンの大 岩の ところに 行った。 
それでも 人々 は 彼らのう ち さ らに五 千 
人を 街道で 討ち取り， そのす ぐ 後を ギ 
ド オムまで 追って 行って さ らに二 千 人 
を 討ち 倒した。 46 それで， その 日に 
倒れた ベニヤ ミンの 者たち は， 最參: に 
は 合わせて 二 万 五 千 人と なった。 剣を 
抜く 者たち であり， それらは みな 勇士 
であった。 47 しかし， 六 百 人の 者は 
向きを 転じて 荒野に 逃げ， リモンの 大 
岩に 行った。 そして 彼らは リモンの 大 
岩の 上に 四 か 月の あ いだ 住んだ。 

48 また， イスラエルの 人々 はべ ニヤ 
ミンの 子ら に 向かって 引き返し， その 
都市の 者たち， 人 [から] 家畜まで， さら 
には そこに 見いだ された すべての もの 
を 剣の 刃で 討って いった。 加えて， そ 
こに 見いだ された すべての 都市を 火に 
ゆだね;^。 

A-f さて， イスラエルの 人々 は ミツ 
<1 パで 誓いを 立てて いた。 こう 
言った ので ある。 「わたしたちの だれ 
も 娘を 妻と してべ ニヤ ミンに 与える こ 
とはし ない」。 2 そのため， 民は ベ テ 
ルに 行き， そこで 夕方まで [まことの] 
控の 前に 座り， 声を 上げて 大いに 泣き 
続けた。  3 そしてこう 言う ので あっ 
た。 「イスラエルの 裡エ ホバ よ， なぜ 
このような 事が イスラエルに 起きた の 
でしょう か。 一つの 部族が 今 日 イスラ 
エルから 失われる とは」。 4 そして 次 
の 日， 民は 早く 起きて そこに 祭壇を 築 
き， 焼燔の 捧げ物と 共 与の 捧げ物を さ 
さげ はじめた。 
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裁 21:10 


イ裁 21:7 
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才裁 20:1 


カサ I 11:1 
サ I  31:11 
サ n  21:12 
代 I  10:11 


キ裁 21:5 


5 その 時 イスラエルの 子ら は 言った， 
「イス ラエルの すべての 部族の うち， エ 
ホバの もと に上っ て 来て 会衆に 加わら 
なか っ た 者は だれか。 ミ ツバで エホバ 
の もと に上っ て 来な かっ た 者に 関して 
なされた， 『その 者は 必ず 死に 処 せら 
れ るよう に』 という 大きな 誓いが ある 
の だ」。  6 また， イスラエルの 子ら は， 
自分たち の 兄弟で あるべ ニヤ ミンに 関 
して 悔やむ ように も なった。 そのため 
こう 言った。 「今日 一つの 部族が イス 
ラエルから 切り 断たれた。  7 妻を 持 
つ 点で 取り残され ている 者たち につい 
て どうしたら よいだろう か。 わたした 
ちとして は， 自分の 娘を 彼らの 妻と し 
て 与えない ことを エホバに かけて 誓っ 
たの#」。 

8 そして 彼らは さらに 言った， 「イ 
スラ エルの 部族のう ち， ミツ パに おい 
て エホバの もと に上っ て 来な かっ たの 
は どちらの 者 か」。 すると， 見よ， ヤべ 
シュ •ギレアデからは だれも 陣営に 入ら 
ず， その 会衆に 来て いなかった。 9 民 
を 数えて みると， 見よ， ヤ べシュ •ギレ 
アデの 住民の 中から 来た 者は そこに ひ 
とりもい なかった。 10 そのため 集会 
の 人々 は， 最も 勇敢な 者たち の 中から 
一万 二 千 人を そこに 遣わし， その 者た 
ちに 命じて こう 言った。 「行け。 あな 
た 方は ヤべシ ュ ♦ ギレアデに 住む 者を 
剣の 刃で 討たなければ ならない。 女 や 
幼い 者たち もで ある。 11 そして， こ 
のようにすべき である。 すなわち， す 
ベての 勇 子， また 男子と 寝た ことの あ 
るすべ ての 女を 滅びの ために ささ げる 
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ように」。 12 ところで 彼らは， ヤべ 第21 章 ケムに 上る 街 遺の 東， レ ボナの 南の ほ 
シュ •ギレアデの 住民の 中に， 男子と 7  S  31:17 うだ」。  20 そうして 彼らは ベニヤ ミ 
寝て 男と 交わりを 持った ことのない 四 ^*21：8  ンの 子ら に 命じて こう 言った。 「行っ 
百 人の 処女の 娘を 見つけた。 それで， て， あなた 方は ぶどう 園の 中で ぜひ 待 
それらの 者を シロの 宿営に 連れて来た。 エ3、>18:1 ち 伏せを する ように。  21 そしてよ 
そこは カナンの 地で ある。  く 見る の だ。 そこへ シロの 娘たち が 出 

13 次いで 集会の 全員は， 使いを やっ 才 裁 20:47 て 来て 輪に なって 踊るなら， あなた 方 
て リモンの 大岩 にいる ベニヤ ミンの 子 ^a21:8  もぶ どう 園から 出て 行き， 自分の た 
らに 話し， これに 和睦を 差し伸べた。 +_2。:47 め， 各自 自分の 妻を その シロの 娘たち 
14 こうして その 時べ ニヤ ミンは 戻っ  *  21:12 の 中から 無理に でも 連れ去り， こうし 
て 来た。 それで 彼らは， ヤ べシュ .ギ ク ま21:6  てべ ニヤ ミンの 地に 行く の だ 〇  22 そ 
レア デの 女たち の 中から 生き長らえさ 20:47 して， その 父 や 兄弟たち が 来て わたし 
せて おいた 女たち を これに 与えた。 だ コ $ヒ〗ぷ:12 たちに 訴え 事を する ようなら， わたし 
が， 十分 足りる だけの 者が いなか っ "；55：33 たちは 必ず このように 言う ことにしよ 
た 0 15 そして 民は ベニヤ ミンに 関し サョシ 18:1 う。 『彼らの ため どうか わたしたちに 

て 悔やんだ。 エホバが イスラエルの 部 _ 好意を 示して ほしい。 わたしたちは 各 

族 間に 裂け目を 生じさせ たからで あっ  人の ため に 妻を 戦争で 取 っ たわけでは 

た。 16 そのため 集会の 年長者た ちは ?*9:618 ない の だから。 あなた 方の 罪科と な 
こう 言った。 「妻を 持つ 点で 取り残さ  12=1 るよう な 場合に あなた 方の ほうから 

れ ている 者たち について どう したら よ ィ出 他2〇  彼らに 与える ように したので はない 
いだろう か。 女たち はべ ニヤ ミンから  の だ』」。 

滅ぼし 尽くされて いるの だ」。 17 そ " 15〇：4  23 そこでべ ニヤ ミンの 子ら は その 

れ から 彼らは こう 言った。 「一つの 部 とおりに 行ない， 丸くなって 踊る 女た 
族が イスラエルから ぬぐい 去られる こ Ig521:1  ちの 中から 自分たち の 数 だけ 妻を 連れ 
とのない ようにす るた め， ベニヤ ミン "  21：18  去った。 これを さらって 行った ので あ 
の 生き延びた 者たち のために も 所有す $_21:21 る。 そのの ち 彼らは 去って 自分たち の 
る ものが あるべき ではない か。 18 だ 相続 地に 戻り， 都市を 建てて そこに 住 
が， わたしたちが， 自分の 娘の 中から 彼 20:48 むように なった。 

らに 妻を 与える ことは 許されない。 イ ク ョシ14:2  24 また， イスラエルの 子ら も その 時 

スラ エルの 子ら は， 『ベニヤ ミンに 妻  S20-8 に そこから 散って 行き， 各々 自分の 部 
を 与える 者は のろわれる』 と 誓った か ヶ裁 8:23  族， 自分の 家族に 戻った。 そこから 出て 

(3)  裁 17:6  そうぞくち  （ク 1 

ら だ」。  裁18:1  行って， それぞれ 自分の 相続 地に 戻った。 

19 最後に 彼らは 言った， 「見よ， シ  25 そのころ イスラエルに 王は いな 

口では 年 ごとに エホバの 祭りが ある。 J  ；^8 かった。 自分の 目に 正しく 見える とこ 
それは ベ テルの 北方， ベ テルから シエ  1\%17 ろを 各自が 行なって いたので ある。 


ルツ記 


I さて， i き 又み、 裁き^^ っ ■^ぃ 

たころ のこと， その 地に 飢きんが 
起きた。 そのため， ある 人が ユダの ベ 
ツレ ヘムを 去って， モ アブの 野に 外国 
人と してと どまる ことに なった。 彼と 
その 妻， および その 二人の 息子で ある。 
2 そして， その 人の 名は エリ メレクと 
いい， 妻の 名は ナオミ， 二人の 息子の 
名は マフ ロン そして キル ヨンと いって， 

じん (才） 

ユダの べツ レ ヘムから 出た エフ ラタ 人 
であった。 ついに 彼らは モ アブの 野に 
来て， ずっと そこにと どまった。 

3 やがて ナオミの 夫 エリ メレクは 死 
に， 彼^ ■は 二人の 息子と 共に 後に 残さ 
れ た。 4 後に その ふたりは モ アブ 人の 
女を 妻に め とった。 一方の 名は オル パ 
といい， 他方の 名は ルツと いった。 そ 
して 彼らは そこに その後 十 年 ほど 住ん 
だ。  5 やがて その 二人， マフ ロンと キ 
ル ヨン も 死に， 女は 二人の 子 も 夫 も 亡 
く して 後に 残された。 6 そのため 彼 
女は， 嫁たち と共に 身を 起こして モア 
ブの 野から 帰る ことにした。 エホバが 

じぶん  たみ  ちゅうい  む  （ク） 

ご 自分の 民に 注意を 向けて これに パン 
を 与えて おられる ことを， モ アブの 野 
で 聞いて いたから であった。 

7 それで 彼女は 自分が とど まってい 
た W を出ナ L その i たち 兰 又も# で 
あった。 彼女たち は ユダの 地に 戻る た 
めに 道を 進んで 行った。 8 ついに ナ 
オミは 嫁たち 二人に こう 言った。 「行 
きなさい。 それぞれ 自分の 母の 家に 帰 


第 1 章 


りなさい。 あなた 方が， 死んだ あの 子 
たちに， そして この わたしに 尽くして 
くれたと 同じように， エホバが あなた 
方に 愛 ある 親切を 尽く してく ださい ま 
すよう に。 9 エホバが あなた 方に 賜 
物を 与えて くださり， あなた 方は それ 
ぞれ 自分の 夫の 家に 休み場を 見つけら 
れ ますよう に」。 そうして 彼女が 口 づけ 
すると， ふたりは 声を 上げて 泣きは じ 
めた。 10 そして ふたりは こう 言いつ 
づける のであった。 「いいえ， わたし 
たちは あなたと 一緒に あなたの 民のと 
ころに 帰ります」。 11 しかし ナオミは 
言った， 「わたしの 娘たち よ， 帰りな さ 
い。 どうして わたしと 一緒に 行く ので 
しょうか。 わたしの 身の 内に まだ 息子 
たちが いて， それが きっと あなた 方の 
夫になる とで もい うのです ふ。 12 帰 
りなさい， わたしの 娘たち。 行きな さ 
い。 わたしは だれか 夫の ものと なる に 
は 年を取りす ぎています。 たとえ わた 

じ ぶん  のぞ  かなら  こ 

しが， _ 分 にも 望みが あって， 必ず 今 
宵 だれか 夫の ものと なり， きっと 男の 
子を 産む と 言った としても， 13 あな 
た 方は その子ら が 大きくな るまで 待っ 


ている のでしょう か。 その子ら のた め 
に 引き こもって いて， [他の] 夫の もの 
とはなら ないように する のです か。 い 
いえ， わたしの 娘たち。 エホバの み 手 
がわた しに 突き出された ことは， あな 
た 方を 思う とき， わたしに とって 非常 
に 辛い のです」。 
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14 それを 聞いて ふたりは 声を 上げて 第 1 章  21 出て 行った 時， わたしは 満ちて いま 
さらに 泣いた。 その後 オル パは 自分の ^  した。 です が 今， エホバは， むなし 手で 

箴 18:24  かえ  （ィ） 

しゅうとめに 口 づけした 0 しかし， ル ヘプ 1〇:39 わたしを 帰らせました 0 どうして あな 

かた  かのじょ  っ  はな  (7)  イ民 21:29  がた  よ 

ツは 堅く 彼女に 付いて 離れなかった。 詩96:5  た 方は わた しを ナオミ と 呼ぶ ので しょ 
15 それで 彼女は 言った， 「ご覧な さ 1 ぺ テ112 :22 うか。 エホバが わたしを 辱 め， 全能者 

あいよめ  じ ウサ* 115:19  わざ わ  くだ  (I) 

い， やもめと なった あなたの 相 嫁は 自 IB、2:2  がわた しに 災いを 下されました のに」。 

ぶん  たみ  かみがみ  かえ  へフ 11:15  かえ  き 

分の 民と 自分の 神々 の もとに 帰り まし ォル、 ^  22 こうして ナオミは 帰って来た。 モ 
た。 あなた も， やもめと なった 相 嫁と ， ザ45 ば i アブの 野から 戻って 来た 時， 嫁で ある 

いっしょ  [ゥ）  . I. . .  じん  いっしょ 

一緒に 帰りなさい」。  H ぬ 〇 モ アブ 人の 女 ルツ も 一緒であった。 ふ 

16 すると ルツは 言った， 「あなたを な 8ザ たりは 大麦の 収穫の 始まる ころに べツ 

す  っゆ  キサ n 15：21  (キ）  っ 

捨て， あなたに 付いて行 くのを やめて クサ 13:17 レ ヘムに 着いた。 

引き返す ようにと 勧める ことは しない ヶ ニ1 =4 巧 さて， ナオミには 夫の 近親者が い 
でく ださい。 あなたの 行かれる 所に わ ぶた。 エリ メレクの 家族の 富裕な 人 
たし も 行き， あなたが 夜を 過ごされる シ;\ ッ 1:2 で， その 名を ボアズと いった。 

所で わたし も 夜を 過ごす のです。 あな  %6:J6:9  2 やがて モ アブ 人の 女 ルツは ナオミ 

たの 民は わたしの 民, あなたの 裡 はわた セム ソ3以3 に 言った， 「どうか， 野に 出させて く 
しの 裡と なります。 17 あなたが 死な  % 12；?1 ださい。 そして， どなたでも その 目に 
れる 所で わたし も 死に， そこに わたし も  恵みを 得させて いただける 方の 後に 付 

ほうむ  いがい  お  ぼひろ  [ザ） 

葬られる のです。 もしも 死 以外の もの 71H  2:7  いて 落ち穂を 拾わせて ください」。 それ 

がわた しと あなたと を 隔てる としたら， ^ で 彼女は 言った， 「行って おいで， わ 
エホバが わたしに 対して そのよう にさ ヱ巧 は〗7 たしの 娘よ」。 3 そこで 彼女は 出かけ 
れ ，それに 付け加え もされます ように」。 ^tv21ia  て 行って1 畑に 入り， 刈り入れ人 たちの 
18 彼女が どうしても 自分と 一緒に 来 後ろで 落ち穂を 拾い はじめた。 そうし 
ようとして いるのを 見て， [ナオミ] は  $*5：2 て， 図らずも， エリ メレクの 家族の 人 

いじょう はな  ぞく  ひと つづ  き 

それ 以上 話す のを やめた 0 19 こうし 第 2 章 である ボアズに 属する 一 続きの 畑に 来 
て 二人は 共に その 道を 進み， っいにべ ク S はた。 4 すると， 見よ， ボアズが べツ レへ 
ツレ ヘムに 着いた。 そして， 彼女たち ヶ *  8:18  ム から 来て， 刈り入れ人 たちに， 「エ 

ぜんし  コ 士ツノ;?1  とも  M  ぃ 

が ベツレヘムに 着く と， 全市は その ふ ず/は ホ パが 共に おられる ように」 と言うの 
たりの ことで 騒ぎ 立ち， 女たち は， 「こ 廿: = であった。 それに 対して 彼ら も， 「エ 

【シ）  い  あ  レ ド、 23*2°  しゅくふく  [夕） 

れは ナオミでしょう か」 と 言い合った。 ^  24:19  ホバが あなたを 祝福され ますよう に」 
20 すると 彼女は 女たち にこう 言う ので ^7〇1=  210 と 言った。 

あった。 「わたしの ことを ナオミとは ^Jri6%20  5 その後 ボアズは， 刈り入れ人たち 
呼ばないで ください。 むしろ， マラと ^^4:22 の 上に 立てられた 若者に こう 言った。 
呼んで ください。 全能者は わたしの [境 「この 若い 女は どこの 人 か」。 6 そこ 
遇] を 非常に 苦い ものと された からです。 な 2!$ で， 刈り入れ人 たちの 上に 立てられた 
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若者は 答えて 言った， 「この 娘は モア 第2 章 うに なった いきさつに ついても [聞き ま 
ブの 女で， ナオミと 一緒に モ アブの 野 7;b'y 1:4 した]。 12 エホバが あなたの 行ない 

かえ  き  W  かのじょ  イ ルツ 1:16  むく  [ィ 1  じゅうぶん 

から 帰って来た のです。 7 そして 彼女 ルッ1:22 に 報いて くださって， あなたへの 十分 
は 言いました， 『どうぞ 落ち穂を 拾わ ^7  な 報 礼が イスラエルの 拽 エホバから も 

せて ください。 わたしは 必ず 刈り入れ たらされます ように。 その 翼の 下に あ 
人たち の 後ろ， 切り取られた 穂の 間で  なた は 避け 所を 求めて やって来 たので 

拾う ことにします』。 そして 彼女は 入っ ォ？ぷ:こ8 す」。 13 これに 対して 彼女は 言った， 
て 来て， 朝の その 時から， 今し がた 家 ヵル ッ 2:22  「我が 主よ， あなたの 目に 恵みを 得させ 
に 入って 少し 腰を下ろ すまで， ずっと *テ^5:2 ていた だけます ように。 私を 慰め， こ 
立ち通しで 働きました」。  ャコ のはした めに 励ま しの 言葉を かけて く 

8 後に ボアズは ルツに 言った， 「娘 25:23 ださった のです から。 この 私は， あな 

き  コ出 22:21  ひとり 

よ， あなたは もう 聞いた でしょう が， f  23:9  たのは しための 一人の ようで さえ あり 

はたけ お  ぼ ひろ  ゆ  (力] 

ほかの 畑に 落ち穂を 拾いには 行かない サル ッ 1:14 ません のに」。 

でく ださい。 この 場所から よそへ 移っ シ 蔵 31:31  14 その後 ボアズは 食事の 時に 彼女 

て 行っても なりません。 そのよう にし - にこう 言った。 「こちらに 寄りな さ 

て， わたしの ところの 若い 女たち のす い。 さあ， この パンを 少し 食べ， あな 

W  かのじょ 45-10  き  す ひた 

ぐ そばに いるよう にしなさい 0  9 彼女 ィサ 124:19 たの パン 切れを この 酢に 浸しなさい」。 

たちの 刈り入れる 畑に 目を 留めて， 是  ^  28： 20〇 それで 彼女は 刈り入れ人 たちの 傍らに 
非 それに 付いて行きなさい。 わたしは ゥルッ 4:11 座った。 すると 彼は 炒った 穀物を 差し 
若い 男たち に， あなたに 触れない よう  »20:5  出し， 彼女は それを 食べる のであった 〇 

(キ） めい  マタ 1:5  み  た 

にと 命じなかった でしょう か。 のどが ；；；® こうして 彼女は 満ち足り たが， それでも 
渴 いたと きには， 是非 あの 容器のと こ ヱ 詩 ⑺8  なお 残る ほどであった。 15 そのの ち 

ろに 行って， 若者たち がくんで くれる  彼女は 落ち穂を 拾うた めに 立ち上が っ 

ものを 飲みなさい」。  胃91 :4  た。 すると ボアズは 自分のと ころの 若 

10 それを 聞いて 彼女は ひれ 伏し， 地 ヵサ 125:41 者たち に 命じて 言った， 「彼女には 切り 
に 身をかがめ てこう 言った。 「み 目に 落とした 穂の 間で も 拾わせなさい。 こ 
恵みを 得て， 気に かけて 頂く とは， ど ，ザ22 も 7 の 人に 手出しして はならない。 16 そ 
うした ことで ございましょう。 私は 異  18：7 して， この 人の ために， 穂の 束の 中 か 

国の 者で ございます のに」。 11 する  II  ^ ら 必ず 幾らかを 引き抜いても おくよう 
と ボアズは 答えて 言った， 「あなたが ヶレビ 池9 に。 それを 後に 残して この 人が 拾える 

おっとし ご  つ  ルツ 2:2  M  しか 

夫の 死後 しゅうとめに 尽くした すべて 3  ; レ、 ソ 2:9 ようにして おき， この 人を 叱りつ ける 
のこと について， わたしは 詳しく 話を ^u：21 ような ことを しては ならない」。 
聞きました。 また， あなたが 自分の 父  17 こうして 彼女は 夕方まで 畑で 落ち 

や 母， また 親族の 土地を 離れて， それ シれ巧 穂を 拾い 続け， そのの ち 自分が 拾い集め 

し  たみ  く  m  31*^7  う  だっこく  W 

まで 知らなかった 民のと ころへ 来る よ スィザ 28:27 たものを 打って 脱穀した 0 すると それ 
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は 大麦 ーエ ファ ほど も あった。 18 次 
いで 彼女は それを 持って 市の 中に 入っ 
た。 しゅうとめは， 彼女が 拾い集めた 
ものを 見た。 次いで 彼女は， _ 分が満 
ち 足りる ほど に 食べても な お 残った 食 
ベ 物を 取り出して， それを [しゅうと 
め] に 与えた。 

19 それで しゅうとめは 言った， 「あ 
なた は 今 日 どこ で 落ち穂を 拾っ たので 
すか。 どこで 働いた のです か。 あなた 
の ことを 気に かけて く ださ っ た 方に 祝 
福が あります ように」。 それで 彼女は， 
自分が だれの もとで 働いた かを しゅう 
とめに 話した。 そして さらにこう 言っ 
た。 「わたしが 今日 その もとで 働いた 
方の 名は ボアズと いいます」。  20 そ 
れを 聞いて ナオミは 嫁に 言った， 「そ 
の 人に エホバから 祝福が あります よう 
に。 [初は 生きて いる 者に も 死んだ 者 

[才）  じ ぶん  あい  しんせつ  す 

にも ご _ 分の 愛 ある 親切を お捨てに な 
ら なかった のです」。 ナオミは さらに 
言った， 「それは わたしたちと 縁続き 
の 人です。 わたしたちを 買い戻す 人の 
ひとりな のです」。  21 そこで モ アブ 
の 女 ルツは 言った， 「その 方は わたし 
にこう も 言われました。 『わたしの 収 
獲が 全部 終わる まで， わたしの ところ 
の 若い者た ちの そばから 離れない でい 
なさい』」。 22 すると ナオミは 嫁の ル 
ツに 言った， 「わたしの 娘よ， その 人 
のと ころの 若い 女たち と 一緒に 出て 行 
くように して， ほかの 畑で 悩まされな 
いように している のがよ いで しょ う」。 

23 こう して 彼女は その後 も ボアズ 
のと ころの 若い 女たち の すぐそばに 付 


第 2 章 

ア出 16:36 
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おおむぎ し うかく w  こ むぎ  お 

いて， 大麦の 収穫と 小麦の 収穫が 終わ 
るまで 落ち穂を 拾った。 そして， ずっ 
としゅ うとめと 一緒に 住んで いた。 

〇 ときに， しゅうとめ ナオミは 言っ 
U た， 「わたしの 娘よ， わたしは あ 
な たのた め に 休み場を 探すべき ではな 
いでしょう か。 あなたが 幸せになる た 
めです。 2 ところで， その 若い 女たち 
と あなたが 一緒にいた その ボアズと い 
う 人は， わたしたちの 近親者で はあり 
ません か。 ご覧なさい， その 人は 今夜， 
脱穀 場で 大麦を あおり 分けてい ます。 
3 それで あなたは ぜひ 身を 洗って 油を 
塗り， マントを 着て 脱穀 場に 下りて 行 
きなさい。 その 人が 食べたり 飲んだり 
し 終える までは 気づかれない ようにし 
なさい。 4 そして， その 人が 横になる 
時， あなたは その 人が 横になる 場所が 
どこかを 見き わめて おくのです。 あな 
たは 必ず そこへ 行って， その 人の 足の 
ところを まくって 横たわりなさい。 そ 
うすれば， その 人が， あなたの すべき 
事を 告げて くれる で しょ う」。 

5 それを 聞いて 彼女は 言った， 「す 
ベての ことを， おっしゃる とおりに 致 
します」。 6 そうして 彼女は 脱穀 場に 
下りて 行き， すべて しゅうとめが 命じ 
たと おりに 行なった。 7 一方 ボアズ 
は， 食べたり 飲んだり して， その 心に 
楽しんだ。 それから 行って， 積み上げ 
た 穀物の 端のと ころに 横に なった。 そ 
の 後に， 彼女は 忍び足で 近寄って 行 
き， その 足のと ころを まくって そこに 
横に なった。 8 さて， 真夜中に なっ 
て， その 人は 身震いし はじめた。 そし 
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て， 身を 前に かがめて 見る と， ひとり 第3 章 そのまま 朝まで 横にな り， その後， だ 
の 女が 自分の 足 もとに 横たわって いる 7^5?5：25 れも 他の 者を それと 見分けられな いう 
のであった。  9 そこで 彼は 言った， ；by2:2° ちに 起きた。 そのと き 彼は 言った， 「女 
「あなたは だれな のか」。 それで 彼女は ィルッ 2:4  が この 脱穀 場に 来た ことが 人に 知られ 
言った， 「あなたの 奴隸女 ルツで ござ rtg£iii7 ないように しなさい」。 15 そして 彼は 
います。 あなたの すそを 広げて この 奴  ^ 19:22 さらに 言った， 「あなたの 着て いる 外 
隸 女を 覆って くださらなければ なり ま ^ルッ1:16 とうを 持って来て， 広げなさい」。 それ 
せん。 あなたは 買い戻しを される 方な  で 彼女が それを 広げる と， [ボアズ] は 

のです から」。 10 すると 彼は 言った，  大麦 六 升を 量り 出して， それを 彼女に 

むすめ  しゅくふく  お  しない 

「娘よ， あなたが エホバに 祝福され るよ 31:30  負わせた。 そのの ち 彼は 市内に 入った。 
うに。 あなたは， 自分の 愛 ある 親切を， ^；1° 16 そして 彼女は 自分の しゅうとめの 
初めのと きに まさって この 後のと きに  ところに 行った。 すると [しゅうとめ] 

いっそう 良く 示して くれました。 立場 +  ^  ?-2〇 は 言った， 「わたしの 娘よ， あなたは だ 
が 低かろう とも 富んで いようと も， 若  れ なのでしょう か」。 そこで 彼女は， そ 

I 、者た ちの 後を 追 お うとは しなかった  の 人が 自分に してく れた すべての 事に 

からです。 11 それで 今， わたしの 娘 ヶ 以以 ついて 話した。 17 さらに 彼女は 言っ 
よ， 恐れる ことはありません。 あなた マ”1… ャ こ、 「あの方は この 大麦 六 升を わたし 
の 言う ことは， すべて そのと おりして コ 中6…  に 下さいました。 『むなし 手で あなた 
あげましょう。 わたしの 民の 門の 内に  II  の しゅうとめの ところに 戻って はいけ 

いる 者は 皆， あなたが 優れた 婦人で あ - ない』 と言われた のです」。 18 それ 

る ことを 知っている からです。 12 し  を 聞いて 彼女は 言った， 「わたしの 娘 

かし 今， わたしが 買い戻し 人で ある こ  よ， この 事が どのようになる かが 分か 

とは 確かな のです が， わたしより 近縁  るまでは， 静かに 座って いなさい。 そ 

の 買い戻し 人が ひとりい ます。 13  4 1 コ ラン の 人は， この 件を 今日 済ませて しまう 
夜は ここに 泊まりなさい。 朝に なって，  までは 休みを 得ない ことでしょう」。 

か  もど [ヶ）  ウ詩 138:8  いっぽう  もん  のぼ 

その 人が あなたを 買い戻す というので  A 一方 ボアズは 門のと ころに 上って 

よ  かれ  ベ7 ^  5‘7  4 い (I)  ざ 

あれば， それで 良い のです。 彼に 買い - ^ 行って， そこに 座した。 すると， 見 

戻しを させましょう。 しかし， もし そ  m4M  よ， その 買い戻し 人， すなわち ボアズ 
の 人が あなたを 買い戻す ことを 喜びと  *  21:19  がさき に 述べた 者が 通りかかった。 そ 

*  f：i5  かれい  かた ぜ 

しないので あれば， そのと きには， わた  *25:7  こで 彼は 言った， 「しかじかの 方， 是 

しが あなたを 買い戻します。 エホバが ォル ッ 3:12 非 こちらに 寄って， ここに 腰を下ろし 
生きて おられる とおり 間違いな くこの  てくだ さい」。 それで その 人は 立ち寄 っ 

わたしが。 朝までは このまま 横にな っ  *现1〇  て， そこに 腰を下ろした。  2 そのの ち 

ていなさい」。  |,8^8 彼は その 泰 市の 年長者 十 人を 連れて来 

14 それで 彼女は [ボアズ] の 足 もとに  I 徒31 ぽ2 て， こう 言った。 「こちらに 腰を下ろ 
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してく ださい」。 それで， その 人々 は 腰 第4 章  7 さて， 買い戻しの 権利 やその やり 
を 下ろした。  ァ$;525 取りに 関して いっさいの 拿 柄を 確立す 

3 それから 無は その 買い fc し 人に ルッ2:2。 るた めの 昔の イスラエルの 習慣は こう 
言った， 「わたしたちの 兄弟 エリ メレ ィルッ 1:2  であった。 すなわち， 人は 自分の サン 
クの ものであった 一 続きの 畑の ことで ゥルッ 1:i ダルを 脱いで それを 仲間に 与えな けれ 
すが， モ アブの 野から 戻って 来た ナ  ばなら なかった。 これが イスラエルに 

オミは それを 売らなければ なり ませ おける 証し であった。  8 それで， そ 
ん。 4 わたしと しては， その 件を あ  の 買い戻し 人は， 「あなたが 自分で そ 

なた に 明らかにして， このように 言う  れを 買い取りなさい」 と ボアズに 言っ 

べきで あると 思いました。 『ここに n  Hy  2-205 た 時， 自分の サンダルを 脱ぐ ので あっ 
住む 人々 とわたし の 民の 年長者た ちと  た。 9 そこで ボアズは 年長者た ちと 

の 前で それを 買い取って ください。 あ  すべての 民に こう 言った。 「エリ メレ 

なた がそれ を 買い戻そう とされる の ^J25:5  クに 属して いたす ベての もの， また キ 

でしたら， それを 買い戻して くださ  ヵ  ル ヨンと マフ ロンに 属して いたす ベて 
い 0 しかし， もし 買い戻さな いのでし  m~m  の ものを， ナオミの 手から わたしが 確 
たら， 是非 わたしに 言って， そのこと 7  *  25：9  かに 買い取る ことにつ いて， 皆さんは 

し  _  きょう  しょうにん 【ウ） 

を わたしに 知らせて ください。 買い戻 ィ 申25:9  今日 その 証人です。 10 そして また， 
匕を すべき 人は あなたの ほかにい ませ ゥ創 23:18  マフ ロンの 妻で ある モ アブの 女 ルツを 
ん し， わたしは あなたの 次の 立場に い  t ソ  19 ぱ わたしは 自分の 妻と して 確かに 買い取 
るからで す』」。 すると その 人は 言っ  り， 死んだ 人の 名を その 相続 地の 上に 

た， 「わたしが それを 買い戻す 者と 起こす ようにし ます。 死んだ 人の 名が 
なりましょう」。  5 その 時 ボアズは  4:5° その 兄弟たち の 中から， その 人の [住ん 
言った， 「あなたが その 畑を ナオミの ^;^4：4 だ] 場所の 門から 断たれる ことのない 
手から 買い取る 日には， 死んだ 人の 妻  ようにす るた めです。 皆さんは 今日 証 

にん (才） 

である モ アブの 女 ルツから も それを 買 力 創29: 3〇  人です」。 

そうぞくち  もん  うち  たみ 

い 取って， 死んだ 人の 名を その 相続 地 +iJ2g:23  11 すると 門の 内に いた 民の すべて 

の 上に 起こす ようにし なければ なり ま  と 年長者た ちは 言った， 「証人です！ 

[ク j  か  もど  にん ク創 28:3  いえ  つま 

せん」。  6 すると， その 買い戻し 人  «  35；g  あなたの 家に 入る この 妻を， エホバが， 
は 言った， 「わたしは， それを 自分の  SI  Jells ラケルの ように， そして レアの ようにな 
ために 買い戻す ことは できない。 自分  !1 le；25 らせ てくだ さいます ように。 その 二人 
の 相続 分まで 損なう ことにな りかね な ^fj35：19  が イスラエルの 家を 築きました。 そし 
い。 わたしの 買い戻しの 権利で， あな  ^  48：7  て あなたは エフ ラタで 自分の 真価を 示 

N  あ 

たが 自分で それを 買い戻しなさい。 わ コルッ 1:1 し， ベツレヘムで 名を 揚げる のです。 

ミカ 5:2  わか  あた 

たしは 買い戻しを する ことは できない  12 そ して， エホバが この 若い 女から 与 

の だ」。  える 子孫に よって， あなたの 家は， 夕 
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マルが ユダに 産んだ ペレツの 家の よう 
になります ように」。 

13 こうして ボアズは ルツを めと り， 

かのじょ  つま  かれ  かんけい 

彼女は その 妻と なり， 彼は これと 関係 
を 持った。 そして エホバは 彼女を 身 ご 
もらせ， 彼女は 男の子を 産んだ。 14 す 
ると 女たち は ナオミに こう 言うよう に 
なった。 「今日 あなたの ために 買い戻 
す 者が 絶える ことのない ようにし てく 
ださ っ た エホバが ほめたたえ られ ます 
ように。 これは， その 名が イスラエルで 
ふれ 告げられる ためな のです。 15 そ 
して， これは， あなたの 魂を 回復 さ 
せる 者， あなたの 老年を 養う 者と なり 
ました。 あなたを 真に 愛する あなたの 
嫁， あなたに とって 七 人の 息子に 勝る 
者が これを 産んだ のです」。 16 その 
後 ナオミ は その子を 取って 自分の 懐に 
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抱き， その子 守りと なった。 17 する 
と， 近隣の 婦人たち は その子に 名を 付 
けて， 「ナオミに 男の子が 生まれた」 
と 言い， その子の 名を オペ デと 呼ぶ よ 
うに なった。 これは ダビデの 父 エッサ 
イの 父で ある。 

18 さて, ペレツの 後の世 代は 次のと 
おりで ある。 ペレツは へツ ロンの 父と 
なり， 19 へツ ロンは ラムの 父と なり， 
ラムは アミナ ダブの 父と なり，  20 ア 
ミナ ダブは ナ フシ ヨンの 父と なり， ナ 
フシ ヨンは サルモンの 父と なり， 21 サ 
ル モンは ボアズの 父と なり， ボアズは 
オペ デの 父と なり，  22 オペ デは エッ 
サイの 父と なり， ェッ サイは ダビデの 
父と なった。 


ケ代 I  2:11; ルカ 3:32; コ代 I  2:12; サ ルツ 4:17; サ I 16: 
1; シサ II  7:12; 代  I  2:15; マタ 1:6; ルカ 3:31。 


サ厶 エル 記 第一 

または， ギリシャ 語セプ トゥ アギ ンタ によれば, 

列 王 記 第一 


-I さて， エフ ライムの 山地の ラマ タ 
1 イム. ツォフ ィムの 出の ある 人が 
いた。 その 名を エル カナと いい， エロ 
ハムの 子で， [順次 さかのぼって] エリ 
フの 子， トフの 子， ツフの 子， エフ ラ 
イム 人であった。 2 そして 彼には 二人 
の 妻が おり， その 一人の 名を ハンナ， も 
う 一人の 名を ベニン ナ といった。 そし 
て， ぺ ニン ナ には 字 供が いたが， ハン 
ナ には子 供が いなかった。 3 そして， 

ばんぐん  ふ  おが 

その 人は シロ で 万軍の エホバを 伏 し 拝 
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み， 犠牲を ささげる ため， 年 ごとに そ 
の 都市から 上って 行った。 そして， そ 
こでは エリの 二人の 息子， ホフ ニと ピ 

\〇)  さい し M 

ネ ハスが エホバの 祭司であった。 

4 ときに， エル カナが 犠牲を ささげ 
る 日と なり， 彼は 妻べ ニン ナ とその す 
ベての 息子 や 娘た ちに [多くの ] 受け 分 
を 与えた。  5 しかし， ハンナには ただ 
一つの 受け 分を 与えた。 それでも， 彼 


ウサ I  2:12; サ I  2:22; サ I  2:34; サ I  4:17; ェ民 3:10; 申 
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は ハンナを 愛して いたが， エホバは， 彼 
女の 胎 をふさいで おられた。 6 それ 
で， 彼女と 張り合う 妻 も， エホバが そ 
の胎 をふさ がれた ことで， 当惑 させよ 
うとして 彼女を ひどく 悩ませた。 7 そ 
し f 彼女は， エホバの 家に 上って 行く 
度に， 年 ごとに そのよう にした。 彼女 
がその ように 悩ませた ので， [ハンナ] 
は 泣いて, 食事を しようと しなかった。 
8 そこで 夫 エル カナは 言った， 「ハン 
ナ， なぜ 泣く のか。 なぜ 食事を しない 
のか。 どう して あなたの 心は 痛む のか。 
わたしは あなたに とっ て 十 人の 息子よ 
り も勝っ ている ではない か」。 

9 それから， 彼らが シロで 食べて， 飲 
んだ 後， ハンナは 立ち上がった。 その 
とき， 祭司 エリは エホバの 神殿の 戸 柱 
の 傍らの 席に 座って いた。 10 そして 
彼女は 魂が 苦しんで いたので， エホバ 
に 祈って ひどく 泣き だした。 11 そこ 

かのじょ  せ g やく  •  ^  Al.  ばんぐん 

の エホバよ， もし あなたが この 奴隸女 
の 会 悩を 必ず ご覧に なり， 実際に 私を 
覚えて くださり， この 奴隸 女を お忘れ 
にならず， 実際に この 奴隸 女に 男の子 
を お授けく ださいますなら， 私は その 
子を その 一生の 間 エホバに おささ げ致 
します。 決して かみそりを その 頭に 当 
てることは ありません」。 

12 そして， 彼女が エホバの 前で 長く 
祈って いたが， その 間 エリは 彼女の 口 
元を 見守って いた。 13 ハンナの ほう 
は， その 心の中で 語って いたので， ただ 
その 唇が 震えて いる だけで， その 声は 
聞こえなかった。 しかし エリは 彼女が 


第 1 章 


第二 欄 


ア 使徒 2:13 


酔って いるの だと 思った。 14 それで 
エリ は 彼女に 言った， 「いつまで 酔っ 
ている のか。 ぶどう酒 [の 酔い] を 去ら 
せなさい」。 15 そこで ハンナは 答え 
て 言った， 「いいえ， 我が 主よ， 私は， 
霊の ひどく 苦しめられ ている 女で ござ 
います。 ぶどう酒 や 酔わせる 酒を 飲ん 
では おりません。 ただ， 私は エホバの 
前に 魂を 注ぎ 出して おります。 16 こ 
の奴隸 女を どう しよう もない 女の よう 
にしないで ください。 気遣いと 悩みの 
おびただし さの ために， 今まで 話して 
いたので ございます から」。 17 そこ 
で エリ は 答えて 言った， 「安心 して 行 
きなさい。 イスラエルの 独 7^'， あなた 
の 願い求めた その 請願を かなえて くだ 
さるよう に」。 18 それに 対して 彼女 
は 言った， 「このはし ためが あなたの 
目に 恵みを 得ます ように」。 それから こ 
の 女は 去って 行って， 食事を した。 そ 
の 顔は もはや 自分の ことを 気遣って い 
るよう ではなかった。 

19 それから 彼らは 朝早く 起きて， エ 
ホバの 前で 伏し拝み， その後， ラマに 
ある 自分たち の 家へ 帰って 行った。 さ 
て， エル カナは その 妻 ハンナと 交わり 
を 持った。 エホバは 彼女の ことを 思い 
起こされる ようになった。 20 それで， 
年が 巡っ て 来た ころ， ハンナは 身 ごもっ 
て 男の子を 出産し， その 名を サム エルと 

よ  （セ）  かのじょ 

呼んだ ので ある。 それは 彼女が， 「わ 

ねが  もと 

たしは エホバに この 子を 願い求めて お 
りました」 と 言った からで ある。 

21 やがて 夫の エル カナは その 家の 者 
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すべてと 共に， 年 ごとの 犠牲と 誓約の 捧 
げ物 とを エホバに ささげる ために 上っ 
て 行った。 22 —方 ハンナは， 上って 
行かなかった。 彼女は 夫に， 「この 子 
が 乳離れし ましたら すぐ， 私は この 子 
を 連れて行き， この 子は エホバの 前に 
出， 定めの ない 時まで も そこに 住まな 
ければ ならない のです」 と 言った から 
である。 23 そこで 夫 エル カナは 彼女 
に 言った， 「あなたの 目に 善い ことを 
しなさい。 その子を 乳離れさせる まで 
家に とどまって いなさい。 ただ， エホ 
バ がその 言葉を 果たされます ように」。 
こうして この 女は 家に とどまり， 乳 離 
れ させる まで その子に 乳を 飲ませた。 

24 そこで， その子を 乳離れさせる と 
すぐ， 彼女は 三 歳の 雄牛 一頭， 麦粉 ーエ 
ファ， ぶどう酒の 入った 大きな つぼ 一 
つを 携え， その子を 連れて 上り， シロに 
ある エホバの 家に 入って 行った。 そし 
て， その子は 彼女 と共にいた。 25 それ 
から 彼らは その 雄牛を ほふり， その子 
を エリの もとに 連れて行った。 26 そ 

かのじょ  い  おそ  い 

こで 彼女は 言った， 「恐れ入り ますが， 
我が 主よ！  あなたの 魂の 命に かけ 
T, 我が 主よ， 私は ここで あなたの も 
とに 立ち， エホバに 祈った 女で ござい 

(セ）  わたくし 

ます。 27 私は この 子の ことで， 私の 

ねが  もと  [V) せいがん  いただ 

願い求めた 請願を エホバに かなえて 頂 
きたいと 祈りました。  28 それで 私 
もまた， この 子を エホバに お貸し 致し 
ました。 この 子は まさしく その 一生の 
間， エホバに 求められた 者な のです」。 

こうして 彼は そこで エホバに 身を か 
がめ#。 
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〇 さらに ハンナは 祈って 言った， 

^ 「わたしの I 心は 確かに エホバに よっ 

かん I  ( ィ 1 

わた しの 角は エホバに よって ま 
さ しく 高められます。 

わた しの 口は 敵に 向か っ て 開かれ 
ています。 

わたしは あなたからの 救いを 確 
かに 歓 ぶからで す。 

2 エホバの ように 聖 なる 方は いませ 
ん。 あなたの ほかには いない 
からで/〇 

わたしたちの# のよう な 岩は あ 
り ませ ぶ。 

3 あなた 方は 余りごう 慢に 多くを 語っ 
ては なりません。 

慎みの ない ことを 何も あなた 方 
の 口から 出す こ とが あり ませ 
ん よつ に。 

ま ことに エホバは 知識の 裡 であ 

bn, 

この 方に よって もろもろの 行ない 
は 正しく 評価され るからで す。 

4 弓を 持つ 力 ある 人々 は 恐怖で 満た 
されます が， 

つまずい ている 者は まさ しく 活 
力を 帯びます。 

5 満ち足りた 人々 は パンの ために 雇 
われなければ なりません が， 

飢えた 人々 は 実際 [飢える こ とが] 
なくなります。 

うまず めさえ 七 人 も 産みました が， 

子ら のた くさん いる 女は しおれ 
てし まい ま した。 

ソ イザ 54:1; ガラ 4:27。 
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6 エホバは 殺す 方， また 命を 保たせ 

る 省， 

シ X オルに 下らせる 方で， また 上 
ら せま'/1。 

7 エホバは 貧しく させる 方, 富ませ 

る；， 

いや  たか  (*) 

卑しめる 方， また 高める 方， 

8 立場の 低い 者を 塵から 起こす 方 

で 孑 。 

灰 溜めから 貧しい 者を 引き 上 

げぞ， 

高貴な 者と 共に 座らせ， 栄光の 
座を 所有物と して 彼らに 与え 
ま#。 

地の 支えは エホバの もので， 

[迚] は その上に 産出 的な 地を 置 
かれる からです。 

9 その 忠節な 者たち の 足を [迚] は 守 
られ ます。 

邪悪な 者たち は， 闇の 中で 沈黙 さ 
せられます。 

人は 勝って いる ことを 力に よっ 

しめ  时 

て 示す のでは ないから です。 

10 エホバに ついていえば， この 方と 争 
う 者は おびえます。 

かれ  む  らいめい 

彼らに 向かって [迚] は 天で 雷鳴 
を とどろかせます。 

ちは  さば  （チ） 

エホバが 地の果てを 裁かれます。 

あた （ツ） 

その 王に 力を 与え， 

その 油 そそがれた 者の 角を 高め 
るた めに」。 

11 それから， エル カナは ラマへ， 自 
分の 家へ 行った。 その子は， 祭司 エリ 
の 前で エホバの 奉仕者と なった。 

12 さて， エリの 息子たち はどうし よ 


第 2 章 


マタ 18:4 
コ創 41:40 
サ ヨブ 38:4 
詩 102:25 
シ詩 91:11 


イザ 32:1 

マタ 28:18 


テ 詩 75:10 
詩 89:17 
ルカ 1:69 
使徒 4:27 
使徒 10:38 


第二 欄 


アサ I  2:22 
箴 17:25 


う もない 者たち であった。 彼らは エホ 
パを 認めなかった。 13 民からの 祭司 
の 正当な 権利に ついていえば， だれか 
が 犠牲を ささげて いると きはいつ も， 丁 
度 肉が 煮えて いると きに， 祭司の 従者 
が 三つ又の 肉刺し を 手に して やって来 
て， 14  [それを] 鉢 や， 二つの 取っ手 
の ある 料理な ベ や， 大釜 や， 一つの 取っ 
手の ある 料理な べに 突き 入れた。 肉刺 
しで 引き上げ たものは 何でも， 祭司が 
自分の ために 取って いた。 彼らは シロ 
で， そこに 来る すべての イスラエル 人 
にこの ようにす るので あった。 15 ま 
た， 人々 が 脂肪を ささげて 煙を 立ち上 
ら せない うちに， 祭司の 従者が やって 
来て， 犠牲を ささげる 人に 言った， 「祭 
司の ために 焼く 肉を ぜひ 渡しなさい。 
[祭司] が あな たから， 煮た 肉では なく， 
生のを 受け取る ためだ」。 16 その 人 
が， 「ま ず 最初に 彼ら が 必ず 脂肪を さ 
さ げて 煙を 立ち上らせる ようにし てく 
ださい。 それから， 何でも あなたの 魂 
の渴 望す る ものを ご 自分の ために お 取 
りなさい」 と言うと， 実際， [従者] は 
こう 言った 0  「いや， 今 それを 渡す ベ 
き だ。 でなければ， わたしは それを 必 
ず 力ず くで 取 4!」 17 こうして， そ 
の 従者たち の 罪は エホバの 前に 非常に 
大きくな っ‘。 それらの 人は エホバへ 

の 捧げ物を 不敬な 仕方で 扱っ たからで 

トン） 

ある 0 

18 ときに， サム エルは， 少年と し 

あまぬの  W 

て， 亜麻布の エフ ォ ドを まとい， エホ 
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バの 前で 奉仕して いた。 19 また， そ 
の 母は 彼のた めに 小さな そでなしの 上 
着を 作って は， 年 ごとの 犠牲を ささげ 
に 夫と 共に 上る とき， 年 ごとに それを 
持って来た。 20 そして， エリは エル 
カナと その 妻を 祝福 して 言った， 「エ 
ホバに 貸された， 貸された ものの 代わ 
りに， エホバが この 妻から あなたに 子 
を 立てて くださる ように」。 そして 彼 
らは 自分たち の 場所へ 行った。 21 こ 
うして， エホバが ハンナに 注意を 向け 
られ たので， 彼女は さ らに身 ごもって， 
三人の 息子と 二人の 娘を 産んだ。 そし 
て， 少年 サム エルは エホバの みもとで 

せいちょう  （キ） 

成長 していった。 

22 ときに， エリは 非常に 年を取って 

かれ  じ ぶん  むすこ 

いた。 彼は 自分の 息子たち が イス ラエ 
ル 全体にし ていたす ベての こと， また 
彼らが 会見の 天幕の 入口で 仕えて いた 
女たち と 寝て いた ことにつ いても 聞い 
ていた。 23 それで， 彼らに こう 言っ 
ていた。 「なぜ そのような 事を してい 
るの だ。 わたしが このす ベての 民から 
お前たち について 聞いて いる 事は 悪い 
ことなの だ。 24 いや， 息子たち， わた 
しが 聞き， エホバの 民が 言い ふら してい 
るう わさは 良くない からだ。  25 もし 
も 人が 人に 対して 罪を おかすなら，# 
が 人の ために 仲裁され るが， もしも エ 
ホ バに対 して 人が 罪を お かすなら， そ 
の 人の ために だれか 祈る 者が いる だろ 
うか」。 ところが， 彼らは その 父の 声に 
聴き 従おうと はしなかった。 今や エホ 
パが 彼 らを 死なせる こと を 喜  1 ずれた か 
ら である。 26 その 間 ずっと， 少年 サ 


ム エルは ますます 大きくな り， エホバ 
の 見地から も， 人々 の [見地] から もま 
すます 好まれる ようになった。 

27 次いで# の 人が エリの もとに 
やって来て， こう 言った。 「エホバは 
このように 言われた。 『あなたの 父祖 
の 家が エジプトで ファラオの 家の 奴隸 
であった とき， わたしは 実際， 自らを 
彼らに 現わした ではない か。 28 そし 
て， わたしの ために イスラエルの すべ 
ての 部族のう ちから 彼を 選ぶ こ とがな 
された。 祭司を 務め， 犠牲 d 煙を 立ち 
上らせる ために， わたしの 祭壇に 上り， 
わたしの 前で エフ ォ ドを 着ける ためで 
あった。 それは， わたしが イスラエル 
の 子ら の 火に よる 捧げ物 すべてを あな 
たの 父祖の 家に 与える ためであった。 
29 なぜ， あなた 方は， わたしが [わた 
しの] 住まい [で] 命じた， わた しの 犠牲 
とわたし の 捧げ物と をけ り， あなたは 
わたしの 民 イスラエルの すべての 捧げ 
物のう ちの 最良の もので 自分たち を 肥 
やして， わたしよりも 自分の 子ら を 尊 
んで いるの か。 

30 「『それゆえに， イスラエルの 拽エ 
ホ バは お告げになる， 「わたしは 確か 
に， あなたの 家と あなたの 父祖の 家と 
は， 定めの ない 時まで も わたしの 前を 
歩む と 言った」。 しかし 今やと， エホバ 
はお 告げになる， 「それは わたしには 
考えられない ことで ある。 わたしを 敬 
う 者たち を わたしは 尊び， わたしを 侮 
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る 者たち は 取る に 足りない 者と なる か 
ら だ」。 31 見よ， わたしが あなたの 腕 
と， あなたの 父祖の 家の 腕と を 必ず 切 
り 落とす 日が 来る ので， あなたの 家に 
は 年老いた 者が いなくなる。 32 あな 
たは イスラエルに 行なわれる すべての 
善い ことのう ちに， [わたしの] 住みか 
[で]， 実際， 敵対 者を 見る ことにな り， 
あなたの 家には 年老いた 者が 絶えて い 
なくなる。  33 それにしても， わたし 
の 祭壇の 傍らから わたしが 断ち 滅ぼさ 
な I 、者が あなたの 者の うちに ひとりい 
て， あなたの 目を 衰えさせ， あなたの 
魂 を やつれ 果てさせ るが， あなたの 家 
の 大多数の 者は みな 人々 の 剣に よって 
死ぬ であろう。 34 そして， これが あ 
なた の 二人の 息子， ホフ ニと ビネ ハス 
に 臨む， あなたの ための しる しで ある。 
すなわち， 一日のう ちに 彼ら 二人は 死 
ぬ。  35 そして， わたしは ひとりの 忠 
実な 祭司を わたしの ために 必ず 起こす。 
わた しの 心と わた しの 魂のう ちに ある 
ことと にした がっ て 彼は 事を 行なう で 
あろう。 わたしは 永続す る 家を 彼のた 
めに 必ず 建て， 彼は 常に わたしの 油 そ 
そがれた 者の 前を 必ず 歩む。 36 そし 
て， あなたの 家に 残って いる 者は だれ 
でも， i の 支払いと 丸い パン ー 翻と を 
[求めて] 彼のと ころ に 来て 身をかがめ， 
「どうか， わた しを 祭司の 職の 一つに 就 
け， 一切れの パンを 食べさせて くださ 
い」 と， 必ず 言うよう になる ので ある』」。 
〇 その 間 ずっと， 少年 サム エルは 
^ エリの 前で エホバに 奉仕して い 
た。 そのころ， エホバからの 言葉は ま 


れ で， 幻 は ひとつ も 広められ ていな 
かった。 

2 さて， その 日， エリは 自分の 場所 
で 寝て いたのであった。 その 目は かす 
むように なり， 彼は 見る ことができな 
かった。  3 ときに， 拽の ともしびは 
まだ 消されて おらず， サム エルは， 裡 
の 箱の ある エホバの 神殿で 寝て いた。 
4 すると， エホバは サム エルを 呼ばれ 
た。 そこで 彼は， 「はい， ここに おり 
ます」 と 言った。 5 そして 彼は エリの 
もとに 走って 行って， こう 言った， 「は 
い， ここに おります。 私を お呼びに な 
りました ので」。 しかし [エリ] は， 「わ 
たしは 呼びは しない。 帰って 寝なさい」 
と 言った。 それで， 彼は 行って 寝た。 
6 すると エホバは さらにもう 一度， 「サ 
ム エル！」 と 呼ばれた。 そこで サム エ 
ルは 起きて， エリの もとに 行き， 「は 
い， ここに おります。 確かに 私を お 呼 
びに なりました ので」 と 言った。 しか 
し [エリ] は 言った， 「我が 子よ， わた 
しは 呼びは しない。 帰って 寝なさい」。 
7  (サム エルに ついていえば， まだ エ 
ホバを 知って はおらず， エホバの 言葉 
もま だ 彼に 啓示され るよう にな っ ては 
いなかった。 ） 8 それで エホバは 三度 
目に もう 一度， 「サム エル！」 と 呼ば 
れ た。 そこで 彼は 起きて， エリの もと 
へ 行き， 「はい， ここに おります。 私 
を お呼びに なった に 違いありません の 
で」 と 言った。 

こうして エリは， エホバが この 少年 
を 呼んで お られる ことを 悟る ように 
なった。  9 そこで エリは サム エルに 
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言った， 「行って， 寝なさい。 もしも 
お前を お呼びに なったなら， お前は 必 
ず， 『エホバよ， お話しく ださい。 僕 
は 聴いて おります から』 と言うよ うに 
しなさい」。 そこで サム エルは 行って， 
自分の ^ 所で 寝た。 

10 それから エホバが 来て 立ち， 先の 
時の ように， 「サム エル， サム エル！」 
と 呼ばれた。 そこで サム エルは， 「お 
話しく ださい。 僕は 聴いて おります か 
と 言った。 11 エホバは さらに サ 
ム エルに 言われた， 「見よ， わたしは 
イスラエルで， だれでも それにつ いて 
聞くなら， 両耳が 鳴る ような， ある 事 
をし ようと している。 12 その 日， わ 
たしは， エリの 家に 関して 言って おい 
たす ベての ことを， 初めから 終わり ま 
で 彼に 対して 果たす。 13 それで， お 
前は， わたしが 彼の 知っている とがの 
ために， 定めの ない 時まで も その 家を 
裁こうと している ことを 彼に 告げな け 
れ ばなら ない。 その 息子たち が® の 上 
に 災いを 呼び 求めて いるのに， 彼は こ 
れを 叱らなかった からで ある。 14 そ 
して， そのような 訳で， わたしは エリ 
の 家に 対して， エリの 家のと がは 犠牲 
によっても， 捧げ物に よっても 定めの 
ない 時まで も 処罰を 免れる ことは ない 
と 誓った ので ある」。 

15 そして サム エルは 朝まで ずっと 
寝て いた。 それから 彼は エホバの 家の 
戸を 開けた。 けれども， サム エルは そ 
の 現われに ついて エリ に 告げる のを 恐 
れ た。 16 しかし エリは サム エルを 呼 
んで 言った， 「我が 子， サム エル！」 
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そこで 彼は， 「はい， ここに おります」 
と 言った。 17  [エリ] はさら に言っ 
た， 「 お前に お話しに なっ た詈 葉は ど 
んな ことだった のか。 どうか， わたし 
に 隠さないで くれ。 もしも お前に お 話 
しに なった すべての 言葉のう ち 一言で 
も わたしに 隠すなら， 拽が お前に その 
ようにな さり， 重ねて そのよう にな さ 
るよう に」。 18 それで サム エルは す 
ベての 言葉を 彼に 告げ， 何も 彼に 隠さ 
なかった。 そこで 彼は 言った， 「それ 
は エホバ だ。 その 目に 善い ことを 行な 
われます ように」。 

19 そして サム エルは 成長して ゆき， 
エホバ も 彼と 共に おられ， そのす ベて 
の 言葉を 一つ も 地に 落ちさせな かっ 
た。  20 そして， 全 イスラエルは ダン 
からべ エル. シヱ パまで， サム エルが 
エホバの 預言者の 立場に 就く よう 認め 
られた 者で ある ことを 知る よう にな っ 
た。 21 そこで エホバは 再び シロで 現 
われた。 それは エホバが， エホバの 言 
葉に よって シロで ご 自身を サム エルに 
現わされ たからで ある。 

4 こうして， サム エルの 晉 葉は 引き 
続き 全 イスラエルに 及んだ。 
次いで イスラエルは 戦いで フィ リス 
ティ ア 人に 立ち向かう ために 出て 行っ 
た。 彼らは エベ ネゼ ルの そばに 野営す 
るよう になった。 フィリス ティア 人の 
ほうは ア フェ クで 陣営を 敷いた。 2 そ 
して， フィリス ティア 人は イスラエル 
に 立ち向か うため 隊形を 整えた。 戦い 
は ひどく なって， イスラエルは フ ィリ 
スティア 人の 前に 撃ち破られた。 [フィ 
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リス ティ ア 人] は 野の 閉ざされた 戦列 
で 約 四千 人を 討ち 倒す ことに なった。 
3 民が 陣営に 戻って 来たと き， イスラ 
エルの 年長者た ちは 言いだ した， 「な 
ぜ エホバは 今日， フィリス ティア 人の 
前で わた したち を 撃ち破られ たの だろ 
4。 シロから エホバの 契約の 箱を わた 
したち のと ころに 持って来よう。 それ 
がわた したち の 中に 入って， わたした 
ちを 敵の たなごころから 救うた めで あ 
る」。 4 そこで 民は シロに 人を やって， 
そこから， ケルプた ちの 上に 座して お 
られる 万軍の エホバの 契約の を 運ん 
だ。 そして， エリの 二人の 子は [まこ 
との]# の 契約の 箱と 共に そこにいた。 
すなわち， ホフ ニと ビネ ハスであった。 

5 さて， エホバの 契約の 箱が 陣営に 入 
る や， イスラエル 人は 皆 どっと 大 歓声を 
上げた ので， 地は どよめく のであった。 
6 フィ リス ティア 人 も その 歓声を 聞い 
て， 「へ ブライ 人の 陣営の この 大 歓声 
はどうい うこと なのか」 と 言いだ した。 
ついに 彼らは エホバの 箱が 陣営に 入っ 
たこと を 知った。  7 そして フィ リス 
ティ ア 人は 恐れた。 彼らは， 「裡 が陣 
営に 入った！」 と 言った ので ある。 そ 
れで 彼らは 言った， 「我々 は 災い だ！ 
このような ことは これまで 一度 も 起き 
たこと がない からだ。 8 我々 は 災い 
だ！ だれが 我々 を この 威光の ある 裡 
の 手から 救えよう。 この 方 こそ， 荒野 
で， あらゆる 殺り くを もって エジプト 
を 打つ 者と なった# だ。  9 フィリス 
ティア 人よ， 勇気を 奮い， 男らしく せ 
よ。 へ ブライ 人が お前たち に 仕えた よ 
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うに， お前たち が 彼らに 仕える ことの 
ないた めだ。 お前たち は 男らしく して， 
戦わなければ ならない！」 10 こうし 
て フィリス ティア 人は 戦い， イス ラエ 
ルは 撃ち破られ， 彼らは 各々 自分たち 
の 天幕に 逃げて 行った。 殺り くは 非常 

(I) 

に 大きかった ため， イスラエル のうち 
徒歩の 者 三 万人が 倒れた。 11 そして 
迚の箱 も 奪い取られ， エリの 二人の 子， 
ホフ ニと ビネ ハスは 死んだ 0 

12 そして， ひとりの ベニヤ ミン 人が 
戦列 か ら走っ て 来て ，その 日， シロに 着 
いた。 その 衣は 引き裂かれ， 頭には 泥 
を かぶって いた。 13 彼が 着いて みる 
と， エリ は 道端の 席に 座って， 見張って 
いた。 その 心は [まことの] 裡の 箱の こ 

[コ） 

とで おののいて いたから である。 そし 
て， その 人が 市内に 入って 報告した の 
で， 全市は 叫び だした。 14 そして エ 
リは その 叫び声を 聞いた。 それで 彼は 
言った， 「こ の 騒然と した 音は どうい 
うこと なのか」。 そして， その 人は 入っ 
て エリに 報告し ようと 急いだ。 15  (さ 
て， エリは 九十 八 歳で， その 目は こわ 
ばってい たため， 見る ことができな 
かった。 ） 16 それから， その 人は エリ 
に 言った， 「私は 戦列から 来た 者です。 
私は 一 今日 ，戦列から 逃れて 来たので 
す」。 そこで 彼は， 「我が 子よ， 状況 
はどう なった のか」 と 言った。 17 そ 
こで， 知らせを 持って来た その 人は 答 
えて 言った， 「イスラエルは フィリス 
ティア 人の 前から 逃げ， また 民の 間に 
は 大敗 北が 生じました。 それに また， 
あなたの 二人の ご 子息 ー ホフ ニと ピ 
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く 起きて みると， ダ ゴンは エホバの 箱 
の 前にう つ 伏せに なっ て 地に 倒れて い 
た。 そこで 彼らは ダ ゴンを 取り， 元の 
場所に 戻した。 4 その 翌日， 朝早く 起 
きて みると， ダ ゴンは エホバの 箱の 前 
にう つ 伏せに なって 地に 倒れて おり， 
ダ ゴンの 頭と その 両手の たな ごころ は 
切り離されて， 敷居のと ころに あった。 
ただ， 魚の 部分 だけが その上に 残って 
いた。 5 それゆえに， ダ ゴンの 祭司た 
ち や， ダ ゴンの 家に 入る すべての 者は， 
今日に 至る まで， アシュ ドドの ダゴン 
の 敷居を 蹯 まない。 

6 そして， エホバの 手は アシュ ドド 人 
の 上に 重く のしかかる ようになり， ま 
た [裡] は 慌てふためかせ ，彼らを， すな 
わち アシュ ドドと その 領地と を 痒で 打 
ち はじめられた。  7 そして， アシュ ド 
ドの 人々 は そのよう になった のを 見て， 
こう 言った。 「イス ラエルの 裡の 箱を 
Ife 々の もとにと どまら せるな。 その 手 
が 我々 と 我々 の 神 ダゴン に対して 厳し 
く 臨んで いるから だ」。 8 そこで 彼ら 
は 人を やり， フィリス ティア 人の すべ 
ての 枢軸 領主を 自分たち のと ころに 集 
めて 言った， 「イスラ エルの 裡の 箱を 
どうした もの か」。 ついに 彼らは， 「ガ 
卜 の 方に イス ラエルの 裡の 箱を 回 した 
ら よかろう」 と 言った。 こうして 彼ら 
は イスラ エルの 裡の 箱を そ こへ 回した。 

9 そして， 彼らが それを そこへ 回した 
k, エホバの 手は 非常な 大 混乱を もっ 
て その 都市に 臨む ようになり， [裡] は 
その 都市の 人々 を， 小なる 者から 太な 
る 者まで 打たれた ので， 彼らに 痒が 発 
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ネハ スー も 死に， [まこ との] 独の 契約 
の 箱まで 奪い取られて しまい ま した」。 

18 そして， 彼が [まことの]# の 箱の 
ことを 述べた ところ， [エリ] は その 席 か 
ら 門の そばに あお 向けに 落ち， その 首 
が 折れて， 死んだ。 この 人は 年を取 っ 
ていて， 重かった からで ある。 彼は， 
四十 年間 イスラエルを 裁いた。 19 ま 
た， 彼の 嫁， ピネ ハスの 妻は 身 ごも っ 
ていて 出産が 近かった が， [まことの] 
裡の 箱が 奪い取られ， しゅうとと 夫が 
死んだ という 報告を 聞いた。 すると 彼 
女は 身をかがめ， 出産し はじめた。 突 
然， 陣痛が 臨んだ からで ある。 20 そ 
して， 彼女が 死に かけて いた 時， その 
傍らに 立って いた 女たち が 話し だし 
た， 「恐れて はなり ません。 男の子を 
あなたは 産んだ のです から」。 ところ 
が 彼女は 答えず， その [言葉] に 心を 留 
めなかった。 21 ただ 彼女は その子を 
イカ ボ ドと 呼んで， 「 栄光は イス ラエ 
ルを 追われて 去りました」 と 言った が， 
[これは] [まこ との] 拽の 箱が 奪い取ら 
れ たこと と， その しゅうとと 夫の こと 
を 指した ので ある。 22 それで 彼女は 
言った， 「栄光は イスラエルを 追われ 
て 去りました。 [まことの] 拽の 箱が 奪 
い 取られて しまったから です」。 

ところで フィリス ティア 人は， [ま 
® ことの]# の 箱を 奪い， 次いで そ 
れを エベ ネゼ ルから アシュ ドドに 運ん 
だ。  2 それから フィ リス ティ ア 人は 
[まこ との] 拽の 箱を 取って ダ ゴンの 家 
に 運び， それを ダ ゴンの 傍らに 置いた。 
3 それから アシュ ドド 人が その 翌日 早 
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生し はじめた ので ある。 10 そこで 彼 第5 章 罪科の 捧げ物とは 何だろう か」 と言っ 
らは [まことの]# の 箱を エクロンに ァ|シ1:ぽ45 た。 それで 彼らは 言った， 「フィリス 
送った。 すると， [まことの]® の 箱が  7^1  =  8 ティア 人の 枢軸 領主の 数に したがって， 
エクロンに 着く や， エクロン 人は 叫ん ィサ15:7  五つの 金の 痒と 五つの 金のと びね ずみ 
で 言いだ した， 「彼らは イスラエルの ゥ ヘプ10:31 です。 あなた 方 みんなと， あなた 方の 
拽の 箱を わた しのと ころ に 回 してよ こ  ^  5：；， 枢軸 領主たち は 同じ 神罰を 受けて いる 

たみ  し  才申 28:27  がた  じ 

して， わたしと わたしの 民と を 死なせ からです。 5 それで， あなた 方の 痒の 

[ィ1  かれ 力 5  ^ ぞう  ち 》 ろ  おとしい 

ようとして いるの だ！」 11 そこで 彼  ^  2:19 像と， この 地を 滅びに 陥れて いる， あ 

らは 人を やり， フィリス ティア 人の 枢 - - なた 方のと び ねずみの 像を 作り， イス 

軸 領主を みな 集めて 言った， 「イスラ +  t  4:11 ラエルの 独に 栄光を 帰さな ければ なり 
エルの# の 箱を 去らせ， それを 元の 場  ^78:61 ません。 多分， 彼は あなた 方と， あな 
所に 戻し， わたしと わたしの 民と を 死 ク 出7: 11  た 方の 神と， あなた 方の 地から， その 
なせる ことのない ようにして もらいた  手を 軽く してく ださる でしょう。 6 そ 

い」。 というのは， 死の 混乱が 全市で 起 ヶサ ！  6:4  れ に， どうして あなた 方は， エジプト 

(ウ）  サ I  6:17  こころ  どんかん 

きていた からで ある。 [まことの] 裡の _ と ファラオ がその 心を 鈍感に したよう 

手は そこに 非常に 重く 臨み， 12 死な 第二 欄 に， 自分たち の 心を 鈍感に する ので しょ 
なかった 乂 々は 打たれて 痔 になって い 7|^:33：3 うか。 [裡] が 彼らを 厳しく 扱う や， 彼 
た。 そして， 助けを 求める その 都市の  ら はこれ を 去らせ， 彼らは 出て 行った 

さけ （力）  のぼ  イ レビ 11:29  (4F)  いま  だい 

叫びは 天に 上って いた。  7k6 ば 17 ではありません か。 7 それで 今， 一台 

6 それから， エホバの 箱は 七 か1  月間， ゥ 代！ 16:28 の 新しい 車を 仕立て， くびきを 当てた 
フィリス ティア 人の 野に あった。 ィザ42:12 ことのない， 乳を 与えて いる 二 頭の 雌 
2 次いで フィ リス ティア 人は 祭司た &  牛を [取り] なさい。 その 雌牛を 車に つ 

うらな  し  よよ  [ク1 い  卄1  cr.il  ひ  はな  いえ  かえ 

ちと 占い師た ちを 呼び寄せて 言った，  なぎ， その子を 引き離して 家に 帰らせ 

「エホバの 箱を どうしたら よいだろう。 *8:15  なければ なりません。 8 そして， エホ 
何に よって それを 元の 場所に 送り返し  ^  9：18 パの 箱を 取って 車に 載せ， 罪科の 捧げ 

し  力 屮 もの (コ 1  かれ  かえ  さん 

たらよ いの か 知らせても らいたい」。 *  9；16  物と して 彼に 返さなければ ならない 金 

たい  かれ  い  ロマ 9:17  しなもの [サ）  い 

3 これに 対して 彼らは 言った， 「イス  の 品物は， その わきの 箱に 入れるべき 

ラエルの 裡の 箱を 送り返す のなら， 捧  *  です。 そして， あなた 方は それを 送り 

げ物 なしに それを 送り返して はなり ま " 1〇5：38 返し， それは 去って 行かなければ なり 
せん。 あなた 方は ぜひとも 罪科の 捧げ  13：7 ません。 9 そして， あなた 方は 見る の 

物を 彼に 返すべき だからです。 そうす ヶ 民19:2  です。 もし それが ベ ト •シヱ メシュへ， 
れ ば， あなた 方は いやされる でしょう 6：3  その 領地への 道を 上って 行けば， 彼が 
し， なぜ 彼の 手が あなた 方から 離れな  わたしたち にこの 太いなる 悪を 行な っ 

^  シ ヨシ 15:10 

いかが きっと 分かります」。 4 そこで 星 匕 む f たのです。 もしそう でなければ， 彼の 
彼らは， 「わたしたちが 彼に 返すべき  S  S 手が わたしたちに 触れた のでは なく， 
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これらは フィ リス ティア 人が エホバに 
罪科の 捧げ物と して 返した 金の 痒で あ 
る。 すなわち， アシュ ドドの ために 一 
つ， ガザの ために 一つ， アシュケロン 
のために 一つ， ガトの ために 一つ， エ 
クロンの ために 一つで ある。 18 また， 
金のと び ねずみは， 防備の 施された 都 
市から 無防備の 田舎の 村まで， 五 人の 
枢軸 領主の ものである フィ リス ティア 
人の すべての 都市の 数に よっていた。 

そして， 彼らが エホバの 箱を 据えた 
大きな 石は， 今日に 至る までべ 卜 •シエ 
メ シ ュ人ョ シュアの 野で 証し となって 
いる。 19 ときに， [初は ベ ト •シエ 
メ シュの 人々 を 打ち倒される ように 
なった。 彼らが エホバの 箱を 見た から 
である。 それで， 民のう ち 七十 人 一 五 
万人 一を 打ち倒された。 エホバが 民 
を 打ち倒して 大いに 殺された ので， 民 
は 嘆き悲しみ だした。 20 その上， ベ 
卜 • シエ メシュの 人々 は 言った， 「だ 
れが この 聖 なる 裡 エホバの 前に 立ち 得 
よう。 わたしたちのと ころから だれの 
ところへ 退かれる の だろ ^」。 21 つい 
に 彼らは キル ヤ ト •エ アリ ムの 住民に 
使者を 送って 言った， 「フィリス ティ 
ア 人が エホバの 箱を 返して よこしまし 
た。 下って 来て， それを あなた 方のと 
ころへ 持って行って ください」。 

7 そこで キル ヤ ト •エ アリ ムの 人々 
は 来て， エホバの 箱を 運び 上り， 
それを 丘の 上の ア ピナ ダブの 家に 運ん 
だ。 その子 エ レア ザルは， 彼らが エホ 
パの 箱を 守らせる ために 神聖に した 者 
であった。 


サ厶 エル 第一 6：10—7：1 

わたしたちに 起きた のは 偶然であった 
ことを 知らなければ なりません」。 

10 こうして 人々 は そのよう にした。 
それで 彼らは， 乳を 与えて いた 二 頭の 
雌牛を 取り， それを 車に つなぎ， その 
子は 家に 閉じ込めた。 11 それから， 
彼らは エホバの 箱を 車の 上に 載せ， ま 
た 箱と 金のと び ねずみと， 彼らの 痔の 
像と を [載せた]。 12 すると， 雌牛 
はべ 卜 • シヱ メシュ への 道を まっすぐ 
進み だした。 [雌牛] は 一筋の 街道を 進 
み， 進みながら 鳴き， 右に も 左に も そ 
れ なかった。 その 間 ずっと， フィリス 
ティア 人の 枢軸 領主たち はべ 卜 •シェ 
メシュの 境界まで， それに 従って 歩く 
のであった。 13 ときに， べ卜 •シェ 
メ シュの 人々 は 低地 平原で 小麦の 刈り 
入れを していた。 彼らは 目を 上げて そ 
の 箱を 見 ると， こ れを 見て 歓びだ した。 
14 そして 車は， べ卜. シェ メシュ 人ヨ 
シュアの 野に 入り， そこに そのまま 止 
まった。 そこには 大きな 石が あった。 
そこ で 彼ら は その 車の 木を 割る ことに 
し， その 雌牛は 焼燔の 捧げ物と して エ 
ホバ にさ さげた。 

15 そして， レビ 人たち が エホバの 
箱と， それと 共に あった， 金の 品物の 
入った 箱と を 下ろし， それを その 大き 
な 石の 上に 置いた。 そしてべ 卜 •シェ 
メシュの 人々 は， 焼燔の 捧げ物を ささ 
げ， その 日， エホバに さらに 犠牲を さ 
さげた。 

16 そ して フイ リス ティ ア 人の 五 人 
の 枢軸 領主は， これを 見て， その 日， 
エクロンに 帰って 行った。 17 さて， 


151 21: 
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2 そして， その 箱が キル ヤト • エア 
リムに とどまった 日から， 多くの 日が 
たって， 二十 年に なり， イスラエルの 
全家は エホバを 求めて 嘆き 悲 しむよう 
になった ので ある。  3 そこで サム エ 
ルは イス ラエルの 全家に 言った， 「も 
しあな た 方が 心を つく して エホバに 立 
ち 返る のなら， あなた 方の 中から 異国 
の 神々 や， アシュ トレ テの 像 も 取り除 
‘， あなた 方の 心を 迷わずに エホバに 
向け， [裡] にの み 仕えなさい。 そうす 
れ ば， あなた 方を フィ リス ティア 人の 
手から 救い出して くださる で しょ う」。 
4 そこで イスラエルの 子ら は バアル や 
アシュ トレ テの 像を 取り除き， エホバ 
にの み 仕える ようになった。 

5 それで サム エルは 言った， 「全イ 
スラ エルを ミツノ1'？ に 寄せ集めなさい。 
わた しは あなた 方の ために エホバに 祈 
り ま しょ う」。  6 そこで 彼らは ミツ パ 
に 集まり， 水を くんで エホバの 前に 注 
いで， その 日は 断食を した。 そして 彼 
らは そこで 言いだ した， 「私たちは エ 
ホバ に対して 罪を おかしました」。 こ 
うして， サム エルは ミツ パで イス ラエ 
ルの 子ら を 裁く こ とに なった。 

7 ときに， フィ リス ティア 人は イスラ 
エルの 子ら が ミツ パに 集まった ことを 
聞き， フィリス ティア 人の 枢軸 領主た 
も は イスラエルに 攻め上って 来た。 イ 
スラ エルの 子ら は それを 聞く と， フィ 
リス ティ ア人 のために 恐れ だ した。 
8 それで イスラエルの 子ら は サム エル 
に 言った， 「私たちの ために 私たちの 
裡 エホバに 援助を 呼び 求める のを やめ 
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て 沈黙す るよう な ことを しないで くだ 
さい。 [迚] が フィリス ティア 人の 手 か 
ら わたしたちを 救って くださる ためで 
す」。 9 そこで サム エルは 乳を 飲んで 
いる 一頭の 子羊を 取り， それを 焼燔の 
捧げ物， 全焼の 捧げ物と して エホバに 
ささげた。 サム エルは イスラエル のた 
めに エホバに 助けを 呼び 求め， エホバ 
は 彼に 答える ようになられた。 10 そ 
して， サム エルが 焼燔の 捧げ物を ささ 
げ ていたと き， フィリス ティア 人が イ 
スラ エルとの 戦いの ために 近づいて 来 
たので ある。 そこで エホバは その 日， 
今度は フィ リス ティ ア人 に対して 大 
きな 音で 雷鳴を とどろかせた。 彼らを 
混乱に 陥れる ためであった。 それで 彼 
らは イスラエルの 前に 撃ち破られた。 
11 そこで， イスラエルの 人々 は ミツ 
パから 打って出て， フィリス ティア 人 
を 追跡して 行き， 彼らを 討ち 倒して ベ 
卜 • カルの 南まで 行った。 12 それで 
サム エルは 一つの 石を 取り， それを ミ 
ツ パと エシ ャナの 間に 置き， その 名を 
エベ ネゼ ルと 呼ぶ ことにした。 それ ゆ 
え 彼は 言った， 「今まで エホバは わた 
したち を 助けてく ださった」。 13 こう 
して フィ リス ティア 人は 屈服 させられ， 
もはや イスラ エルの 領地に 入っ て 来な 
かった。 エホバの 手は サム エルの 時代 
中 ずっと フ ィリ ス ティ ア 人に 向かって 
いた。 14 そして， フィリス ティア 人 
が イスラエルから 奪った 都市は， エク 
ロンから ガトまで イスラエルに 戻って 
来て， イスラエルは フィリス ティア 人 
の 手から 自分たち の 領地を 取り戻した。 
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サム エルは 裁く。 イスラエルは 王を 求める 
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そして， イスラエルと ア モリ 人との 
間には 平和が 訪れた。 

15 そして サム エルは その 一生の 間， 
引き続き イスラエルを 裁いた。 16 ま 
た， 彼は 年 ごとに 旅行し， ベ テルと ギル 
ガルと ミ ツバを 巡回し， それらの すべて 
の 場所で イスラエルを 裁いた。 17 し 
かし 彼の 帰る 所は ラマであった。 そこ 
に 彼の 家が あった からで， 彼は そこで 
イスラエルを 裁いた。 それから 彼は エ 
ホバ のために そこに 祭壇を 築い:/ •こ。 
p そして， サム エルは 年老いる と， イ 
^ スラ エルの ために その 息子たち を 
裁き 人と して 立てた ので ある。  2 さ 
て， その 長子の 名は ヨ エルで， 二番目 
の [子の] 名は ア ビヤであった。 彼らは 
ベ エル •シ エバで 裁いて いた。 3 とこ 
ろが， その 息子たち は 彼の 道を 歩まず， 
かえって 不当な 利得を 追いが ちで， わ 
いろを 受けたり， 裁きを 曲げたり する 
のであった。 

4 やがて イスラエルの 年長者た ちは 
みな 寄り集まり， ラマの サム エルのと 
ころに やって来て， 5 彼に 言った， 「ご 
覧 ください， あなたは 年を取られ まし 
たが， あな たの ご 子息たち は あな たの 道 
を 歩んで はいません。 どうか 今， 諸国 
民す ベての ように ，私た ちを 裁く 王を 私 
たちのた めに 立てて ください」。 6 し 
かし， その 事は サム エルの 目には 悪い 
ことであった。 それは 彼らが， 「どう 
か， 私たちを 裁く 王を お与えく ださい」 
と 言った からで ある。 それで サム エル 
は エホバに 祈り はじめた。  7 すると， 
エホバは サム エルに 言われた， 「民が 


サ n  5:3 
王 I  20:7 
チ 申 17:14 
サ I  12:13 
ホセ 13:10 
使徒 13:21 
ツ詩 143:10 


詩 74:12 
イザ 33:22 
ウ出 14:30 


あなたに 言う ことに 関しては， すべて 
その 声に 聴き 従いなさい。 彼らが 退け 
たのは あなたで はない。 彼らは， わた 
しが 彼らの 王で ある ことを 退けた から 
である。  8 わたしが 彼らを エジプト 
から 連れ 上った 日から 今日まで， 彼ら 
はいつ も わたしを 捨て， ほかの 神々 に 
仕えて きたが， その 点でして きたす ベ 
ての 行ないに したがって， 彼らは やは 
り あなたに も そのよう にして いるので 
ある。 9 それで 今， 彼らの 声に 聴き 従 
いなさい。 ただし， あなたは 彼らに 厳 
重に 警告すべき であり， 彼らを 治める 
王の 当然 受けるべき ものを 彼らに 告げ 
なければ ならない」。 

10 それで サム エルは， 彼に 王を 願い 
求めて いた 民に エホバの 言葉を こと ご 
とく 述べた。 11 そして 彼は 言った， 
「これが あなた 方を 治める 王の 当然 受け 
るべき ものと なります。 すなわち， あ 
なた 方の 息子を [王] は 取り， これを 我 
が ものと して その 兵車に 乗せ， その 騎 
手の 間に [置く] でしょう。 ある 者は そ 
の 兵車の 前を 走らな ければ ならな いで 
しょう。 12 そして， 自分の ために 千 
人の 長 や 五十人の 長を 立て， [ある 者 
には] その 耕作を させ， その 刈り入れを 
させ， その 戦いの 道具 や 兵車の 道具を 

つく  （チ）  がた むすめ 

作らせます。 13 また， あなた 方の 娘 
を 取り， 塗り 油を 調合す る 者 や 料理人 
や パン 焼き 人と する でしょう。 14 ま 
た， あなた 方の 畑 やぶ どう 園 や オリー 
ブ 畑， その 最も 良い ものを 取り， 実際， 

ササ n  8:4; サ n  15:1; 王 I  1:5; シサ n  18:1; 代 I  27:1: ス王 
n  1:14; セ 代 I  27:26; ソ王 I  4:7; 夕代 I  12:37; チ 王 I  4: 
26; ツ王 I  4:22; テ 王 I  21:7; 卜 代 I  27:28。 
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[それを] その 僕たちに 与える でしょう。 第8 章 の 子， ベニヤ ミン 人で， 富裕な 人で あっ 
15 また， あなた 方の 種を まく 畑 やぶ 7SI12:1° た。 2 そして 彼には， 名を サウ ルと い 
どう 園の 十分の一を 取り， [それを] そ  ^  28:1 う ，若くて 麗しい ひとりの 息子が いた。 
の 廷臣 や 僕たちに 必ず 与える で しょ 5：16 イスラエルの 子ら のうちで 彼よりも 麗 
う。 16 また， あなた 方の 下男 やは し 12:4 しい 人は いなかった。 彼は， 民の だれ 
ためや， あなた 方の 最も 良い 牛 やろ ば ヵョブ 27:9 よりも その 肩から 上 だけ 高かった。 

を 取り， それを 自分の 仕事の ために 必  % ユ  3 ときに， サウ ルの 父 キシュの もの 
ず 使う でしょう 0 17 あなた 方の 羊の キ詩 81:11 である 雌ろ ばが いなく なった。 そこで 
群れの 十分の一を [王] が 取り， あなた ヱゼ 33:31 キシュは その子 サウ ルに 言った， 「ど 
方 も 僕と して 彼の ものになる でしょう。 ^^9：24 うか， 従者の 一人を 連れ， 立って， 行き， 
18 そして， その 日， あなた 方は， 自分  8:5  雌ろ ばを 捜しても らいたい」 0  4 そこ 
たちのた めに 選んだ あなた 方の 王の ゆ ヶ W99:6  で 彼は エフ ライムの 山地を 通り， シャ 
えに 必ず 泣き叫び ますが， その 日， エ コサ リシ ャの 地を 通って 行った が， それは 

，ト  ホセ i3:n 

ホ パは あなた 方に 答えて くださらない - 見つからなかった。 さらに， シャ アリ 

でしょう」。  ムの 地を 通って 行った が， [そこに も] 

19 それでも， 民は サム エルの 声に  8-33  いなかった。 また， 彼は ベニヤ ミン 人 

聴き 従おうと はしない'^， こう 言っ  ^ 13：21 の 地を 通って 行った が， [それは] 見つ 
た。 「いや， 私たちの 上には 王が いな 第二 欄 からなかった。 

くて はなり ません。 20 そして 私たち 7  *  21:17  5 彼らが ツフの 地に 来たと ころ， サ 
は， やはり 私たち も， 諸国 民す ベての "II  ?9；32 ウルは， 共に いた 従者に 言った， 「さ 
ようになり， 私たちの 王は 私たちを 裁 あ， もう， 帰ろう。 父が 雌ろ ばを 気に 
き， 私たちの 先に 立って 出て 行き， 私た  Vl  !s；26 する のを やめて， 実際 わたしたち のこ 
ちの 戦いを 戦わなければ なりません」。 サ I28:7 とを 心配 するとい けない から」。 6 と 
21 こうして サム エルは 民の すべての ユ1 ぼ 21 ころが 彼は 言った， 「どうか， ご覧く 
言葉を 聞いて， それを エホバの 耳に 話 ヱサ II。:23 ださい！ この 都市には 裡の 人が おり， 
した。 22 そこで エホバは サム エルに 才 その 人は 尊ばれて います。 その 言われ 
言われた， 「彼らの 声に 聴き 従いな さ ヵ ョシ 心1 〇 る ことは 皆， 必ず その 通りになります。 
い。 あなたは 彼らの ために 王に 治めさ 4:42  今， そこへ 参りましょう。 多分， その 
せなければ ならない」。 こうして， サム クサ 19:2〇  方は わたしたちに， わたしたちが 行か 
エルは イスラエルの 人々 に， 「各々 自 ヶ_ 33:1  なければ ならない 道を 告げる ことが で 
分の 都市に 戻りなさい」 と 言った。  ii 13:1 きる かもしれ ません」。 7 そこで サウ 

〇 さて， ひとりの ベニヤ ミンの 人が コサ 13:19 ルは 従者に 言った， 「だが， もし 行く 
0 いた。 その 名は キシュと いい， ア  it  としたら， その 人に 何を 持って行った 
ビエルの 子で， [順次 さかのぼって] ツヱ 14：3 ら よいだろう。 わたしたちの 入れ物 か 
ロ ルの 子， ベ コラ トの 子， ア フィ アハ  %%%  らは パンが なくなって しまったし， [ま 
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こ との] 裡の 人に 贈り物と して 持って行 
ける ものは 何もない からだ。 わたした 
ちの もとに 何 か あるだろう か」。 8 そ 
れ で， 従者は もう 一度 サウ ルに 答えて 
言った， 「ご覧く ださい。 私の 手に 四 
分の ー シェ ケルの 銀が あります。 私は 
これを [まこ との]# の 人に 差し上げる 
ことに 致しましょう。 そうすれば， わ 
た したち の 道を 必ず 教えて くださ るで 
しょう」。  9  ( 昔， イスラエルでは 人 
は# を 求めに 行く 際には， このように 
語った ので ある。 「さあ， 予見 者のと 
ころへ 行こう」。 今日の 預言者は 昔は 予 
見者と 呼ばれて いたので ある。） 10 そ 
こ で サウ ルは 従者に 言った， 「あなた 
の 言葉は 結構 だ。 さあ， それでは， 行 
こう」。 こうして， ふたりは [まことの] 
迚の 人の いる 都市へ 出かけて 行った。 

11 ふたりが その 都] へ 行く 坂道を 
上って 行く と， 水を くみに 出て 来た 娘 
たちを 見つけた。 それで， [娘] たちに 
言った， 「ここ に 予見 者が おられます 
か」。 12 すると [娘] たちは 答えて 言っ 
た， 「いらっしゃいます。 ご覧なさい。 
あの方は あなたの 先に おられます。 さ 
あ， お急ぎく ださい。 今日， あの方は 
この 都市に いらっしゃい ましたし， 今 
日， 高き 所で 民の ために 犠牲が [ささ 
げられ] ますので。 13 市内に お入り 
になり ますと， あの方が 食事を する た 
め 高き 所に 上られる 前に， すぐ あの方 
を 見つけられる でしょう。 あの方が 籴 
られ るまでは， 民は 食事を しては なら 
ないから です。 あの方は 犠牲を 祝福な 
さる 方な のです。 その後で 初めて， 招 
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かれた 人たち が 食事を してよ いこと に 
なって います。 ですから， さあ 上って 
行って ください。 あの方を 一 今す ぐ あ 
の 方を 見つけられます から」。 14 そ 
こで， ふたりは その 都市に 上って 行っ 
た。 ふたりが 市の 真ん中に 入って 行く 
と， 何と， サム エルは 高き 所に 上ろう 
と して 彼らに 会うた めに 出て 来た。 

15 一方 エホバは， サウ ルが 来る 前の 
日に サム エルの 耳を 開いて， こう 言わ 
れ たので ある。 16 「明日の 今ごろ， わ 
たしは ベニヤ ミンの 地から ひとりの 人 
を あなたの もとに 遣わす。 あなたは そ 
の 人に 油を そそいで わたしの 民 イスラ 
エルの 指導者と しなければ な ら ない。 
彼は フィ リス ティ ア 人の 手から わたし 
の 民を 必ず 救う。 わたしは わたしの 民 
[の 苦悩] を 見た からで ある。 彼らの 叫 
びが わた しの もとに 届いた ので ある」。 


アサ I  20:2 


詩 25:14 
詩 99:6 


イョシ 18:11 


ェ創 49:27 


才出 2:25 
詩 106:44 
詩 107:19 


カサ I 10:24 
サ I  15:17 
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17 それで サム エルが サウ ルを 見る と， 
エホバが 彼に 答えられた， 「ここに， わ 
たしが あなたに， 『これは わたしの 民を 
制する 者で ある』 と 言った 人が いる」。 

18 それから サウ ルは 門の 真ん中で 
サム エルに 近寄 っ て 言った。 「予見 者 
の 家は 一体 どこか， どうか 教えて くだ 
さい」。 19 すると サム エルは サウ ル 
に 答えて 言った， 「わた しが その 予見 
者です。 わたしに 先立って 高き 所に 上 
りなさい。 あなた 方は 今日， わたしと 
一緒に 食事を す る ことに なって います。 
わたしは 朝， あなたを 必ず 送り出し ま 
す。 あなたの 心に ある ことを 皆， あな 
たに 教えましょう。 20 三日 前にい な 
く なった あなたの 雌ろ ばに ついては， そ 
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れに 心を 向けない ように。 それは 見つ 第9 章 呼びかけて 言った ので ある， 「さあ， 
かった からです。 それに， イスラエル 4:20 起きなさい。 あなたを 送り出し ま しょ 

この  イサ I  8:5 

の 好ましい ものは すべて だれの もので サ isw  う」。 それで サウ ルは 起きて， 彼と サム 

(ィ）  サ1  !2：13  ふたり  こがい  い 

しょうか。 それは あなたと， あなたの 。裁 21.3  エルは， 二人とも， 戸外へ 出て 行った。 

ちち  ぜんか  かれ  し  はず  くだ  ゆ 

父の 全家の [もの] ではありません か」 0 ェ裁 20:46  27 彼らが 市の 外れまで 下って 行 くと， 

こた  い  裁 20:47  い  じゅう 

21 そこで サウ ルは 答えて 言った， 「わ 裁2 1:6  サム エルが サウ ルに 言った， 「この 従 

ぶぞ ぐゥ）  もっと  68:27  しゃ [ァ）  さき  すす 

たしは イスラエルの 部族のう ちの 最も ^a6;15  者に， わたしたちより 先に 進む ように 
小さい [部族] のべ ニヤ ミン 人で， わた  £n：2  言いなさい」 一 それで 彼は 進んで 行っ 

しぞく  箴 18:12  いま  ど 

しの 氏族は ベニヤ ミンの 部族の すべて  ^ 22;j.r た 一 「しかし あなたは， 今， 立ち止ま 

の 氏族のう ちの 最も 取る に 足らない も  りなさい。 わたしは あなたに# の 言葉 

[才）  き 

のではありません か 0 それで， どうし ヵサ I2:8  を お聞かせし ましょう」 0 

てこの ような 事を わたしに 話される の キル ヵ 14:1〇 1 A そこで サム エルは 油の 瓶を 取っ 

です ぶ」。  ク？;  s て， それを 緩の 窗に I ぎ， 彼に 

王 I  3:2  (ゥ） い 

22 それから サム エルは サウ ルと そ  II  3:3  口 づけして 言った， 「エホバが あなた 
のじ ■ゃを し 去く f に 4 れて荇 き， _ かれた ^5- に 油を そそいで， その 顯 SWI 難 

者たち の 上座で ふたりに 場所を 与えた。 - としてく ださった のではありません 

それは 三十 人 程の 人であった。 23 後 か。 2 あなたは 今日， わたしの もと 
に， サム エルは 料理人に 言った， 「『あな  1\  を 去って 行く とき， ゼ ルザで ベニヤ ミ 

と  りょうち  はか [力） 

たの もとに 取りの けて おきなさい』 と - ンの 領地に ある ラケルの 墓の すぐそば 

言って， わたしが あなたに 渡して おい で 二人の 人を 必ず 見つけます。 彼らは 

S'' ん  りょう1 9 イ サ且比 い 

た 分を よこしなさい」。 24 そこで 料理  111 9:3  あなたに 必ずこう 言います。 『あなた 
人は 脚と その上に ある ものと を 取り出’ S  4M0 が 捜しに 出かけた 雌ろ ばは 見つかり ま 

まえ  お  創 50:1  いま  ちちうえ 

して， それを サウ ルの 前に 置いた。 そ サ D 19:39 したが， 今や あなたの 父上は 雌ろ ばの 
して 彼は さらに 言った， 「さあ， 取っ 1 尝忠〗 事な ど あきらめて， あなた 方の ことを 

しんぱい  むすこ 

て 置いた ものです 0 これを あなたの 前 才 創49:27 心配し， 「わたしは 息子の ことを どう 

め  さ だ  サ I  8:9  (ク】 

に 置きなさい。 召し上がりなさい。 定 品9 ぽ21 しよう」 と 言って おられます』。 3 そ 

とき  ひとびと 

めの 時まで 人々 が あなたの ために それ 力 創 35:19  して， あなたは そこから さらに もっと 

すす  たいぼく  ゆ 

を 取って 置いた のです から。 あなたが キサ1 進んで， タ ボルの 大木のと ころまで 行 

まね  もの  ともた  サ I 1 :1〇  [ヶ） 

招かれた 者たち と共に 食べる ためな の クサ 19:5  くと， そこで あなたは ベ テルの [まこと 

のぼ 

です」。 それで， サウ ルは その 日， サム ヶ 創28: 19  の]# の もとに 上って 行く 三人の 人に 

しょくじ  のち  創 28:22  かなら であ  ひとり  とう  (□) 

エルと 共に 食事を した。 25 その後に サ 17:16 必ず 出会います。 一人は 三 頭の 子 やぎ 
彼らは 高き 所から その 都市に 下って 行 "SS  を 携え， 一人は 三つの 丸い パンを 携え， 

おくじょうが  はな  つづ  しゅ トン  1 

き， 彼は 屋上で サウ ルと 話し 続けた 0 サェ レ37: 21 —人は ぶどう酒の 入った 大きな つぼを 
26 それから 彼らは 早く 起き， 夜が 明け シ 以ぷ:13 携えて います。 4 そして 彼らは 必ず 
ると すぐ， サム エルは 屋上の サウ ルに ス裁 18:15 あなたの 安否を 尋ね， あなたに パンを 
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二つ くれる でしょう。 あなたは 彼らの 
手から それを 受け取る のです。  5 あ 

じん  しゅび たい [ァ） 

なた が フィ リス ティア 人の 守備隊の い 

W  おか  つ 

る， [まことの] 裡の 丘に 着く のは， そ 
の 後です。 そして， あなたが そこに， 
その 都市に 着く とき， 高き 所から 下っ 
て 来る 預言者た ちの 一群に 必ず 会う で 
しょう。 その 前には 弦楽器， タン バリ 

(*)  (キ）  ごと (ク）  かれ 

ン ，フルート， たて 琴が あ り， 彼ら は預 
言 者と して 話して います。 6 そして， 
エホバの 霊が 必ず あなたの 上に 働き， 
あなた は 必ず 彼ら と共に 預言者 として 

はな （コ）  か 

話し， ほかの 人に 変えられる でしょう。 

【サ） 

7 そして， これらの しるしが あなたに 
臨んだら， あなたは 手当たり しだい 可 
能な ことを 自分で 行ないなさい。 [ま 
こ との]# が あなたと 共に おられる か 

(ス） 

ら です。 8 それで， あなたは わたしよ 
り 先に ギル ガノ  U こ 下って 行かなければ 
なりません。 ご覧なさい， わたし も 焼 
燔の 犠牲を ささげ， 共 与の 犠牲を 供え 
るた めに， あなたの ところへ 下って 行 
きます。 わたしが あなたの ところに 来 

か かん [夕）  ま 

るまで， 七日 間， あなたは 待って いな 
ければ なりません。 そうすれば， わた 
しは 必ず， あなたの すべき ことを あな 
たに 知らせ ま しょ う」。 

9 そして， その後， 彼が 肩を 返して 
サム エルのと ころから 去って 行く とす 
ぐ， 裡は 彼の 心を 別の [心] に 変えは じ 

【チ） 

めら れ た。 こうして， これらの すべて 

M  とお 

のしる しは その 日， その 通りに なった。 
10 それで 彼らが そこから その 丘へ 行 
くと， 何と， 一群の 預言者が いて 彼を 
迎えた。 直ちに 裡の 霊が 彼の 上に 働い 
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たので， [サウ ル] は 彼らの 真ん中で 預 
言 者と して 話し はじめた。 11 こうし 
て， 以前から 彼を 知っている 者たち が 
皆， 彼を 見る と ，見よ， 彼は 預言者たち 
と共に 預言して いた。 それゆえ 民は 互 
いに 言った， 「キシュの 子に 起きた こ 
のことは どういう ことなの か。 サウ ル 
もまた， 預言者た ちの 中に いるの か」。 
12 すると， そこの ひとりの 人が 答えて 
言った， 「しかし 彼らの 父は だれ だろ 
う」。 そのような 訳で， 「サウ ル もま 
た， 預言者た ちの 中に いるの か」 とい 
うこと が， ことわざに なった。 

13 ついに 彼は 預言者と して 話す の 
を 終え， 高き 所に やって来た。 14 後 
に サウ ルの 父の 兄弟が 彼と その 従者に， 
「あなた 方は どこへ 行った のか」 と言っ 
た。 すると 彼は 言った， 「雌ろ ばを 捜 
しにです。 わたしたちは ずっと 行って 
見ました が， いません でした。 それ 
で， サム エルのと ころに 行きました」。 
15 そこで サウ ルの おじは 言った， 「ど 
うか， わたしに 話して くれ。 サム エル 
は あなた 方に 何と 言った のか」。 16 す 
ると， サウ ルは おじに 言った， 「雌ろ 
ばは 見つかった と， はっきり わたした 
ちに 教えて くれました」。 だが， サム 
エルが 語っ た 王権の 事は， 彼に 告げな 

{力） 

かった。 

つ  [キ 1  たみ 

17 次いで サム エルは ミツ パで 民を 
エホバの もとに 呼び集め， 18 イスラ 
エルの 子ら に 言った， 「イスラエルの 
裡 エホバは このように 言われ ま した。 
『わたしが イスラエルを エジプトから 
i れ 宝り， あなた 笑を エジプトの# と， 
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あなた 方を 虐げて いたす ベての 王国の 
手から 救い出す ことに したので ある。 
19 ところが， あなた 方は 一 今日， あ 
なた 方に とっ て そのす ベての 悪と 苦難 
からの 救い主で ある あなた 方の# を 退 
け， さらに あなた 方は 言った， 「いや， 
あなたは 王を わたしたちの 上に 置く ベ 
き だ」。 それで 今， あなた 方の 部族 ごと 
に， 千 人 ごとに エホバの 前に 立ちな 

さぐ も」 。 

20 こうして サム エルは イスラエル 
の 全部 族を 近づかせ ると， ベニヤ ミン 
の 部族が えり 分けられた。 21 それ か 
ら 彼は ベニヤ ミンの 部族を その 氏族 ご 
とに 近づかせ ると， マ トリ 人の 氏族が 
えり 分けられた。 最 ft に キシュの 子サ 
ウルが えり 分けられた。 それで 人々 は 
彼を 捜しに 行った が， 彼は 見つからな 
かった。  22 そこで 彼らは さらに エホ 
バ に， 「その 人は もう 既に ここ に 来て 
いるので すか」 と 伺った。 これに 対し 
て エホバは， 「見よ， 彼は 荷物の 間に 
隠れて いる」 と言われた。 23 それで 
人々 は 走って 行って， そこから 彼を 連 
れて 来た。 彼が 民の 真ん中に 立った と 
ころ， 民の ほかの だれよりも 肩から 上 
だけ 高かった。 24 そこで サム エルは 
すべての 民に 言った， 「あなた 方は エ 
ホバの 選ばれた 者を 見 ま した か。 民の 
すべての 中に 彼のよう な 者は いないの 
です」。 すると 民は みな 叫び声を 上げ， 
「王が 生き長らえます ように！」 と 言 
いだした。 

25 そこで， サム エルは 王権に 伴って 
当然 受けるべき も A について 民に 話し， 
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それを 書に 記して， エホバの 前に 納め 
た。 それから サム エルは 民を 皆， それ 
ぞれ 自分の 家へ 帰した。 26 サウ ルは 
と I ヽえ ば， 彼は ギベアの 自分の 家に 帰っ 
た。 そして， 裡 がその 心に 触れた 勇敢 
な 者たち も 彼と 共に 行った。 27 しか 
し， どうしよう もない 者たち は， 「この 
者が どうして 我々 を 救えよう」 と言っ 
た。 こうして 彼を 侮り， 彼に 何の 贈 
り 物 も 持って来なかった。 しかし 彼は 
口の きけ なくなった 者の ようになって 
ぃナ L 

じん  （ク 1 

■t  -t それから アン モン 人ナ ハシュ 
H が 上って 来て， ギレアデの ヤべ 
シュ に対して 陣営を 敷いた。 そこで ヤ 
ベ シュの 人々 は 皆， ナハ シュに 言った， 
「わたしたちと 契約を 結んで， わたし 
たち が あな たに 仕える ようにし てくだ 
さい」。  2 そこで アン モン 人ナ ハシユ 
は 彼 らに 言った， 「このよう な 条件で 
わたしは お前たち とそれ を 結ぼう。 お 
前たち の 右の 目 をみ なえ ぐり 取る とい 
う 条件で だ。 わたしは それを そしり 
と して 全 イス ラエルの 上に 必ず 置く」。 
3 すると， ヤべ シュの 年長者た ちは 彼 
に 言った， 「わたしたち に 七日 の 猶予 
を 与えて ください。 そうすれば， わた 
したち は イス ラエルの 全 領地に 使者を 
送ります。 もし わたしたちを 救う 者が 
いなければ， わたしたちは あなたの も 
とに 必ず 出て 行きます」。 4 やがて 使 
者たち は サウ ルの ギベアに 来て， その 
言葉を 民の 耳に 語った ので， 民は みな 
声を 上げて 泣き はじめた。 

5 ところが， そこへ サウ ルが 野から 牛 


王権が 再び 確証され る 
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の 群れに 付いて やって来た。 次いで サ 
ウルは 言った， 「民が 泣いて いるが， ど 
うした のか」。 そこで 彼らは ヤべ シュの 
人々 の 言葉を 彼に 述べ はじめた。 6 そ 
して， サウ ルが これらの 言葉を 聞く と， 
迚の 霊が 彼の 上に 働いた ので， 彼の 怒 
りは 激しく 燃えた。  7 そこで 彼は 一 
対の 雄牛を 取り， それを 切り裂き， そ 
れを 使者たち の 手に よって イスラエル 
の 全 領地に 送って， t わたしたちのう 
ちの だれで あれ， サウ ルと サム エルと 
に 従って 出て 行かない 者は， その 牛が 
このように される！」 と 言わせた。 す 
ると， エホバへの 怖れが 民の 上に 下る 
ようになり， 彼らは 一人の 人の ように 
出て 来た。 8 そこで [サウ ル] がべ ゼ 
クで 彼らの 総数を 調べる と， イス ラエ 
ルの 子ら は 三十 万人， ユダの 人々 は 三 
万人であった。 9 さて， 彼らは やって 
来た 使者たち に 言った， 「あなた 方は 
ギレアデの ヤべ シュの 人々 にこの よう 
に 言います。 『明日， 太陽の 熱くなる 
ころ， あなた 方の ために 救いが ありま 
す』」。 そこで 使者たち が 帰って来て， ヤ 
ベ シュの 人々 に 告げた ので， 彼らは 歓 
び だした。 10 そこで ヤべ シュの 人々 
は 言った， 「明日， わたしたちは あな 
た 方の もとに 出て 行きましょう。 あな 
た 方は すべて あなた 方の 目 に 善い と 思 
う 通りに わたしたちに してく ださい」。 

11 そして， 翌日の こと， サウ ルは 民 
を 三つの 隊 にし， 彼らは 朝の 見張り 時 
に 陣営の 真ん中に 進入し， それから 日 
の 暑くなる ころまで ア ン モン 人を 討ち 
倒した。 残った 者が 幾らかい ると， そ 
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れらの 者は 散って 行って， 彼らのう ち 

ふたり  いっしょ  (7) 

二人が 一緒に 残される こと はなかった。 
12 それで 民は サム エルに 言いだ した， 
「『サウ ルー 彼が 我々 の 王と なる のか』 
と 言った のは だれです か。 それらの 者 
を 引き渡して ください。 わたしたちは 
それらの 者を 殺します」。 13 しかし， 
サウ ルは 言った， 「今日は 人を 殺して 
はならない。 今日， エホバが イス ラエ 
ルで 救 いを 施された の だから」。 

14 後に サム エルは 民に 言った， 「さ 
あ， わたしたちは ギルガルへ 行って， そ 
こ で 王権を 新た にしよう」。 15 それで 
民は みな ギルガルへ 行き， そこで， ギ 
ルガ ルで エホバの 前に サウ ルを 王と し 
た。 それから 彼らは そこで エホバの 前 
に 共 与の 犠牲を 供え， サウ ルと イスラ 
エルの すべての 人々 は そこで 引き続き 
大い に歓ん だ。 

-I  €% 終わりに サム エルは 全 イス ラエ 
J ■ぷ ルに 言った， 「見よ， わたしは， 
あなた 方が わた しに 言っ たす ベての こ 
とに 関し， あなた 方の 声に 聴き 従い， 
ひとりの 王に あなた 方を 治めさせ まし 
た。 2 そして 今， 見よ， 王が あなた 方 
の 前を 歩んで います！ しかし わたし 
は， 年老いて 白髪に なりました が， 見よ， 
わた しの 息子た ちは あな た 方 と共にい 
ます。 それに わたしは一 若い 時から 

こんにち  いた 

今日に 至る まで あなた 方の 前を 歩んで 
きました。  3 わたしは ここにい ます。 
エホバの 前と， その 油 そそがれた 者の 前 
で わたしに 対して 答えなさい。 わたし 
が だれの 牛を 取りました か。 だれの ろ 
ばを 取りました か。 だれから だまし取 
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り ま した か。 だれを 虐げ ま した か。 だ 
れの 手から 口止め 金を 受け取って， そ 
れで 自分の 目を 覆った でしょう か。 も 
しそうなら， わたしは あなた 方に お 返 
ししましょう」。  4 これに 対して 彼ら 
は 言った， 「あなたは わたしたちから 
だまし取った こと も， わたしたちを 虐 
げた こと も， ただの 一人の 人の 手から 
何 かを 受け取った こと もありません」。 
5 そこで 彼は 言った， 「あなた 方が わ 
た しの 手に 何も 見いだ さなか っ たこと 
について は， 今日， エホバが あなた 方 
に対する 証人です し， その 油 そそがれ 
た 者 も 証人です」。 これに 対して 彼ら 
は 言った， 「 その 方が 証人です」。 

6 そして サム エルは さらに 民に 言っ 
た， 「モー セと ア ロンを 用い， あなた 
方の 父祖たち を エジプトの 地から 連れ 
上られた エホバが [証人です]。  7 そ 
れで 今， 立ちなさい。 わたしは エホバ 
のみ 前で あなた 方を 裁き， エホバが あ 
な た 方と あ なた 方の 父祖たち と に 行な 
われた そのす ベての 義の働 きを [詳し 
く 話し] ま しょろ。 

8 「ヤコブが エジプトに 入り， あなた 
方の 父祖たち が エホバに 援助を 呼び 求 
める ようにな ると， エホバは モー セと 
ア ロンを 遣わされ， 彼らは あなた 方の 
父祖たち を エジプトから 導き出して， 
この 場所に 住まわせました。  9 とこ 
ろが， 彼らは 自分たち の迚 エホバを 忘 
れ るよう になった ので， [姓] は 彼らを 
ハツ オルの 軍の 長 シセラの 手， フ ィリ 
スティア 人の 手， モ アブの 王の 手に 売 
り 渡し， それらの 者が 彼らと 戦い 続け 
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ま した。 10 そこで 彼らは エホバに 援 
助を 呼び 求めて， こう 言いだ しま した。 
『私たちは 罪を おかしました。 私たちは 
エホバを 捨てて， バアル や アシュ ト レ 
テの 像に 仕えた からです。 今， 私たち 
を 敵の 手から 救い出して， あなたに 仕 
えさせて ください』。 11 そこで エホ 
バは エルバ アルと ベ ダンと エ フタと サ 
ム エルを 遣わし， あなた 方を 周囲の 敵 
の 手から 救い出して， あなた 方が 安ら 
かに 住め るよう にして くださった ので 
す。 12 あなた 方は アン モンの 子ら の 
王ナハ シュが あなた 方に 攻めて 来る の 
を 見る と， 『いや， 王が わたしたちを 
治めるべき だ！』 と， わたしに 言い 続 
けました が， その 間 ずっと， あなた 方 
の裡 エホバが あなた 方の 王だっ たので 
す。 13 そして 今， 見なさい， あなた 方 
が 選び， あなた 方が 求めた 王が います。 
見なさい， エホバは あなた 方の 上に 王 
を 置かれました。 14 もし あなた 方が 
エホバを 恐れ， 実際 この 方に 仕えて そ 
の 声に 従い， エホバの 命令に 背かない 
なら， あなた 方 も， また あなた 方を 治 
める ことに なって いる 王 も 必ず， あな 
た 方の 裡 エホバに 従う 者と なる で しょ 
う。 15 しかし， もし あなた 方が エホ 
パの 声に 従わず， 実際， エホバの 命令に 
背くならば， エホバの 手は 必ず あなた 
方と あなた 方の 父たち に 向かうよ うに 
なります。 16 今， また， 立って， エホ 
バが あなた 方の 目 の 前で 行なわれる こ 
の大 いなる 事を 見なさい。 17 今日は 
小麦の 収穫の 時ではありません か。 わ 
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たしが エホバに 呼び 求める と， 雷と 雨 
とを お与えになります。 そのと き， あ 
なた 方は 自分たち のために 王を 求める 
ことによって エホバの 目に 行なった あ 
な た 方の 悪 が おびただしい ものである 
ことを 知り， わきまえなさい」。 

18 そこで サム エルが エホバに 呼び 求 
める と， エホバは その 日， 雷と 雨と を お 
与えに なった。 それで 民は 皆， エホバ 
と サム エルと を 大いに 恐れた。 19 そ 
して 民は 皆， サム エルに こう 言いだ し 
た。 「この 僕 どもの ために あなたの 拽 
エホバに 祈って ください。 私たちは 死 
にたくない からです。 私たちは 自分た 
ちの ために 王を 求める ことによって， 
私たちの あらゆる 罪の 上に 悪を 加えた 
からです」。 

20 それで サム エルは 民に 言った， 「恐 
れて はなり ません。 あなた 方は 一 こ 
のす ベての 悪を 行ないました。 ただ， 
エホバに 従う のを やめて はなり ませ 
ん。 あなた 方は 心を つくして エホバに 
仕えなければ なりません。  21 また， 
あなた 方は それて 行って， 役に も 立た 
ず， 救い出し もしない， 実在し ない も 
のに 従っては なりません。 それらは 実 
在し ない もの だからです。 22 エホバ 
は その 偉大な み 名のた めに ご 自分の 民 
を 捨て去る ことは されない のです。 エ 
ホ パは あえて あなた 方を ご 自分の 民と 
された からです。  23 わたしもまた， 
あなた 方の ために 祈る のを やめて エホ 
パに 対して 罪を おかす ことな ど， わた 
しには 考えられない ことです。 わたし 
は あなた 方に 善い 正しい 道を 教え諭さ 


なければ なりません。 24 ただ， エホ 
バを 恐れなさい。 あなた 方は 心を つく 
し， 真実を もってこの 方に 仕えな けれ 
ばな りません。 あなた 方の ために どん 
なに 大きな ことを 行なわれ たかを 見な 
さい。  25 しかし， もし あなた 方が 悪 
いこと をはな はだしく 行なうなら， あ 
なた 方は， あなた 方 も あなた 方の 王 も， 

いっそ ラ  [力） 

一掃され るで しょ う」。 

-I  Q サウ ルは 治め はじめた とき， [?] 
^ 歳で， 彼は 二 年間 イスラエルを 
治めた。 2 そして サウ ルは 自分の た 
めに イスラエルから 三千 人を 選んだ。 
二 千 人は サウ ルと 共に ミ クマシ ュ とべ 
テルの 山地に いるよう になり， 千 人は 
ヨナ タン と共にべ ニヤ ミ ンの ギベアに 
いた。 その他の 民は， それぞれ 各自の 
天幕に 帰した。  3 それから， ヨナ タン 
は ゲバに いた フィ リス ティア 人の 守備 
隊を 討ち 倒した。 フィリス ティア 人は 
これを 聞いた。 一方 サウ ルは， 国中の 
至る所で 角笛を 吹き 鳴らし， 「へ ブラ 
イ 人よ， 聞け」 と 言わせた。 4 そして 
全 イスラエルが， 「サウ ルは フィ リス 
ティア 人の 守備隊を 討ち 倒し， 今や イ 
スラ エルは フィ リス ティア 人の 間で 鼻 
持ちなら ない ものと なった」 と言うの 
を 聞いた。 それで 民は ギルガルに 呼び 
集め られて サウ ルに 従った。 

5 そして フィ リス ティ ア 人の ほうは， 
イスラエルと 戦うた めに 寄り集まった。 
戦車 三 万， 騎手 六 千， それに おびた だ 
しさ の 点で 海辺に ある 砂粒の ような 民 
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であった。 彼らは 上って 来て， ベ ト • 
ア ベンの 東， ミク マシ ュに 陣営を 敷き 
はじめた。  6 それで， イスラエルの 
人々 は， 自分たち が fe 境 1 こ 陥って いる 
のを 見た。 民は ひどく 圧迫され たから 
である。 民は 洞く つや， くぼ 地， 大 岩， 

ち か  まるてんじょう  みず あな  かく 

[地下の] 丸天井 や， 水坑に 隠れる よう 
になった。 7 へ ブライ 人は 実際， ヨル 
ダンを 渡って ガ ドと ギレ ア デの 地に も 
行った。 しかし サウ ルは， なお ギル ガ 
ルに おり， 民は 皆， おののきながら 彼 
に 従っていた。 8 そして 彼は サム エル 
が [言った] 定められた 時まで 七日 間 待 
ち 続けた が， サム エルは ギルガルに 来 
なかった ので， 民は 彼の もとから 散っ 
て 行こうと した。  9 ついに サウ ルは， 

しょうはん  ぎせい  きょうよ 

「焼燔 の 犠牲と 共 与の 犠牲を わた しの そ 
ばに 持って来なさい」 と 言った。 こう 
して 彼は 焼燔の 犠牲を ささ げだ した。 

10 そして， 彼が 焼燔の 犠牲を ささげ 
終えた ところ， 何と， サム エルが やっ 
て 来る のであった。 それで サウ ルは 
彼を 迎えに 出て 行き， 彼を 祝福した。 
11 すると サム エルは 言った， 「あなた 

なに  （コ 1  たい 

は 何を したので すか」。 これに 対して 
サウ ルは 言った， 「わたしは 民が わた 
しから 離れて 散って 行った のを 見 まし 
たが， あなたは 一 定められた 日のう ち 

[シ】 

においで になり ませんで したし， フィ 
リス ティ ア 人は ミク マシ ュに 集められ 
ていました。 12 それで わたしは こう 
思いました 0 『今や フィ リス ティア 人 
が ギルガルの わたしに 向かって 下って 
来る のに， エホバの 顔を わたしは 和め 

みず か  し 

ていない』。 それで わたしは 自らに 強 


第 巧 章 | いて 焼燔の 犠牲を ささげる ことにした 
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のです」。 

13 そこで サム エルは サウ ルに 言っ 
た， 「あなたは 愚かな ことを しました。 
あなたは あなた の® エホバの 命 じられ 
た その おきてを 守りませんでした。 も 


しそう していたなら， エホバは あなたの 
王国を イスラエルの 上に 定めの ない 時 
まで も 確固と した ものにされ たで しょ 
うから。 14 それで 今や， あなたの 王 
国は 長続きし ません。 エホバは 必ず ご 
自分の ために その 心に かなう 人を 見い 
だされます。 エホバは その 人を ご 自分 
の 民の 指導 着と して 任命され ます。 あ 
なた は エホバの 命じられた ことを 守ら 
なかった からです」。 

15 それから サム エルは 立って， ギ 
ルガ ルから ベニヤ ミンの ギベアへ 上っ 
て 行った。 次いで サウ ルは 民， すな わ 
ちな お 彼 と共にいた 者たち の 数を 調べ 
た。 およそ 六 百 人であった。 16 そし 
て， サウ ルと その子 ヨナ タン， および 
なお ふたりの もとにいた 民は， ベニヤ 
ミンの ゲバに とどまって いた 〇フ イリ 


スティア 人の ほうは， ミク マシ ュで陣 
営を A いていた。 17 そして， 略奪 隊 
が フィ リス ティア 人の 陣営から ^ つの 
隊 となって 打って出る のであった。 そ 
の 一隊は オフ ラへの 道を 取って， シュ 
アルの 地に 向かい， 18 ほかの 一隊は 
ベ ト. ホ ロンの 道に 向かい， 三番 目の 
隊は 荒野の 方， ツニボ イムの 谷の 方を 
望む 境界への 道に 向かう のであった。 

19 さて， イスラエルの 全地には 鍛冶 


屋 がいなかった。 それは フィ リス ティ 
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第 14 章 


サム エル 第一 13:20—14:11 

ア 人が， 「へ ブライ 人が 剣 や 槍を 作る 
といけ ないから」 と 言った ためで ある。 
20 それで イスラエル 人は 皆， 各々 自分 
のす きの 刃 や， つるはしぐ わ や， 斧 や， 
■を 研いでも らうた め， フィリス ティ 
ア 人のと ころへ 下って 行く のであった。 
21 そして 研ぐ 価は すきの 刃 や， つるは 
しぐ わ や， 三つ 歯の 道具 や， 斧の ため， 
また 牛 追い 棒を 直す ためには ー ピムで 
あった。 22 それで， 戦いの 日と なっ 
たが， サウ ル や ヨナ タン と共にいた 民 
のうち だれの 手に も， 剣 も 槍 もなか っ 
た。 ただ サウ ルと その子 ヨナ タンの も 
のは あった。 

23 さて， フィリス ティ ア 人の 前哨 部 
I は ミク マシ ュの 峡谷の 渡しに 打って 
出る のであった。 

1 A そして， ある 日の こと， サウ ルの 
1 j 子 ヨナ タンは， その 武器を 携え 
る 従者に 言った， 「さあ， 向こう側 にい 
る フィ リス ティ ア 人の 前哨 部隊のと こ 
ろへ 渡って 行こう」。 しかし 彼は 父には 
そのこと を 告げなかった。  2 ときに， 
サウ ルは ギベアの 外れの， ミグ ロンに 
ある， ざくろの 木の下にと どまって い 
た。 彼 と共にいた 民は およそ 六 百 人で 
あった。 3  (そして シロで エホバの 祭 
司で あっ た エリ の 子 ビネ ハスの 子 イカ 
ボ ドの 兄弟 アヒト ブの子 アヒヤ が， エ 
フォ ドを 携えて いた。） そして 民 も， ヨ 
ナタ ンが 出て 行った ことを 知らな かっ 
た。  4 さて， ヨナ タンが フィ リス ティ 
ア 人の 前哨 部隊に 向かって 渡っ て 行 こ 
うとして 捜した 通路の 間には， こちら 
fej に 歯の ような 大 岩が あり， 向こう側 
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にも 歯の ような 大 岩が あって， 一方の 
名は ボツ ェツと いい， 他方の 名は セネ 
といった。  5 一方の 歯は ミ クマシ ュ 
に 面して 北方に， 他方の [歯] は ゲバに 
面して 南方に ある 柱であった。 

6 そこで ヨナ タンは， その 武具 持ち 
の 従者に 言った， 「さあ， これら 害!！ 礼 
を 受けて いない 者たち の 前哨 部隊のと 
ころへ 渡って 行きましょう。 多分， エ 
ホバ はわた したち のために 働かれる で 
しょう。 多数の 者に よるので あって 
も， 少数の 者に よるので あっても， エホ 
パに とっては 救う のに 何の 妨げ もない 
からです」。 7 そこで， その 武具 持ち 
は 彼に 言った， 「何でも あなた の* 心に 
ある ことを 行なって ください。 お望み 
のと ころへ 向かって ください。 私は あ 
なた の 心と 一致して あなたと 共に ここ 
にいます」。 8 それで ヨナ タンは 言っ 
た， 「さあ， わたしたちは あの人々 の 
ところへ 渡って 行って， 彼らに 身を 現 
わしましょう。  9 もしも 彼らが わたし 
たちに 向かって， 『我々 が お前たち と 
接する まで じっと 立って いろ！』 とい 
うように 言ったなら， わたしたちは 自 
分たち のい ると ころに 立って いなけれ 
ばなら ず， 彼らのと ころに 上って 行く 
べきではありません。 10 しかし， も 
しも 彼らが， 『我々 に 向かって 上って 
来い！』 というよ うに 言ったなら， わ 
た したち は上っ て 行かなければ なり ま 
せん。 エホバは 必ず 彼らを わたしたち 
の 手に 渡される からです。 これは わた 
したち のた めの しる しです」。 

11 こうして， 彼ら 二人は フィリス 
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ティア 人の 前哨 部隊に 身を 現わした。 第 M 章 は そこで アヒヤ に# っ た， 「どうか， 
すると フィ リス ティア 人は 言いだ した， 7Vl  S22  [まことの] 裡の 箱を そばに 持って来て 
「や あ， へ ブライ 人が， 隠れて いた 穴 か U:U  ください！」 （[まことの] 裡の 箱は そ 

く  (?)  ぜんしょう ぶたい  王 n 14:8  とも 

ら 出て 来る ぞ」。 12 それで 前哨 部隊 ゥサ n4:6 の 日， イスラエルの 子ら と共に あった 

もの  ぶぐ も  サ n  5:24  [ゥ）  さい 

の 者たち は ヨナ タンと その 武具 持ちに  f  %16  からで ある。） 19 そして， サウ ルが 祭 
答えて 言った， 「我々 のと ころに 上っ 司と 話して いる 間に も， フィリス ティ 
て 来い。 そうしたら， お前たち に 思い ア 人の 陣営で 生じた 騒ぎは 続き， ます 
知らせて やる！」 ヨナ タンは 直ちに 10  ^  23；[〇 ます 大きく なって ゆく のであった。 そ 
その 武具 持ちに 言った， 「わたしに 付  nv48:31 こで サウ ルは 祭司に， 「あなたの 手を 

き  かなら かれ キ裁 7:21  ひ  い 

いて 上って 来なさい。 エホバは 必ず 彼  ^  7:6  引いて ください」 と 言った。 20 こう 

わた  クサ 113:17  かれ  とも  たみ 

らを イスラエルの 手に 渡される からで ヶ して サウ ルと， 彼 と共にいた 民は みな 

[〇]  つか  ナホ 1:5  よ  [才）  せんじょう 

す」。 13 そして ヨナ タンは 手足を 使っ  27:51 呼び出された。 それで 彼らが 戦場まで 

て 上って 行き， その 武具 持ち も 彼に# 来る と， 見よ， 各人の 剣が 仲間の 者に 
いて [行った]。 そして 彼らは ヨナ タン ^；71〇；26 向かって おり， その 敗走は 非常に 大き 

まえた お  サ I14*9  い ぜん 

の 前に 倒れは じめ， その 武具 持ちは 彼 シ裁 7:22  かった 0  21 そして， 以前 フィリス ティ 
の 後ろで 彼らを 殺して いった。 14 そ  S  2^；2§ ア 人に 符 いて， 彼らと 共に 周りの 陣営 
して ヨナ タンと その 武具 持ちが 彼らを  に 上って 来て いたへ ブライ 人が， 彼ら 

討ち 倒した その 最初の 殺り く  [で 殺し ァサ 114:3 までが， サウ ル や ヨナ タン と共にいた 

はたけ  みち  イ出 25:22  もの 

たの] は， ー エーカーの 畑の すき 道の おゥサ ！  4:3  イスラエル と共にい る 者で ある ことを 
よそ 半分 以内のと ころで， およそ 二十 サ 示そうと した 〇  22 また， エフ ライム 

エ民 27:21  さんち  かく  【ク）  ひとびと 

人であった。  ォ民 1〇:9  の 山地に 隠れて いた イスラエルの 人々 

の  じんえい  ぜんしょ うぶたい  力 裁 7:22  みな  じん  に  さ 

15 それで 野の 陣営で も， 前哨 部隊の  20:23 も 皆， フィリス ティア 人が 逃げ去った 

すべての 民の 間で も おののきが 生じ， ±^'3®;21 ことを 聞き， 彼ら もまた その 跡に 追い 

りゃくだつたい [ク）  かれ  15,11  せま  たたか  くわ 

略奪 隊 も， 彼ら さえ も， おののいた。 クジ 迫って 戦いに 加わった。 23 こうして 

ち ふるう ご  M  ^ 14：11  すく  M 

地は 震い 動きだし， それは# からの お ヶ エホバは その 日， イスラエルを 救い， 
のの きと なった。 16 そして， ベニヤ  wi^；34 戦いは べ卜 •ア ベンに 移った。 

[サ）  みは  詩 44:7  ひとびと 

ミンの ギベアに いる サウ ルの 見張りの  ィザ63:8  24 ときに， イスラエルの 人々 は， そ 

もの  さわ  ホセ 1:7  あっぱ く 

者たち がそれ を 見る と， 見よ， その 騒 nr^4'-10 の 日， ひどく 圧迫され た。 それな のに， 

はきゅう  ('»  —  tri たみ  せいやく (サ）  い 

ぎは あちこちに 波及して いた。  サ ヒヒ； サウ ルは 民に 誓約を 立てさせて 言った， 

かれ  とも  たみ  91>1  ゆうがた  まえ  てき  ふく 

17 そこで サウ ルは 彼 と共にい る 民  J  20；25  「夕方になる 前に， わたしが 敵に 復 しゅ 

い  かず  しら  伝 5:6  (シ）  た  もの 

に 言った， 「どうか 数を 調べて， だれ ショシ 1Q:13 うを する まで， パンを 食べる 者は， の 
がわた したち のと ころから 出て 行った  ^ 16:28 ろ われよ！」 それで 民は だれも パン 

ス申 23:21  あじみ  M 

のかを 見ても らいたい」。 彼らが 数を  ，n8&29 を 味見し なかった。 

調べる と， 何と， 見よ， ヨナ タンと そ セ：：4  25 ところで， 地の 者たち がみな 森 

の 武具 持ちが いなかった。 18 サウ ル  ^?5：6 に 入る と， 蜜が 野の 表の 至る所に あっ 


サ厶 エル 第一 14:26—39  民は 血を 食べ， 律法を 破る  472 

た。 26 民が 森に 入った とき， 何と， 見 割4 章 は 不実な ことを した 。何よりも まず， わ 
よ， 蜜が 滴り落ちて いたが， だれ ひと 7 以 1〇:24 たしの もとに 大きな 石を 転がして 来な 
りと して 手を 口に 付ける 者は いなか っ  マタ 3:4 さい」。 34 その後， サウ ルは 言った， 
た。 民は 誓いを 恐れて いたから である。 ^ 15 15:4  「民の 中に 散って 行って， あなた 方は 言 

ちちた みち か  ウサ1 14:17  おのおの  じぶん 

27 しかし ヨナ タンは， 父が 民に 誓い 1サ13〇:12 いなさい， 『あなた 方は 各々， 自分の 
を 立てさせた とき， 聴いて いなかった ォサ 114:24 牛を， また 各々， 自分の 羊を わたしの 
ので， 彼は 手に あった 杖の 先を 伸ばし， 17:29 そばに 連れて来て， ここで ほふって 食 
それを 蜜 ばちの 巣に 浸して， その 手を 18:18 ベなさい。 あなた 方は 血の ままで 食べ 

も  かがや クサ 里 14:27  たい  つみ 

口に 持って いったと ころ， 彼の 目は 輝 ヶ *20:14 て エホバに 対して 罪を おかして はなら 
き だした。 28 すると， 民の 一人が 答 コユ 149巧 ない』」。 そこで 民は 皆， その 夜， 各々 

ぃ  ちち ぅぇ げんじ ゅぅ  使徒9.19 

えて 言った， 「あなたの 父上は 厳重に サ 伝9: 18  自分の 手に ある 牛を そばに 連れて来て， 
民に 誓いを 立てさせて， 『今日， パン シサ113:2 そこで ほふった。 35 こうして サウ ル 
を 食べる 者は のろわれよ！』 と言われ  3 シ 19:42 は エホバの ために 祭壇を 築いた。 これ 
ました」。 （それで 民は 疲れ だした。） ィザ44 ⑴ を もって 彼は エホバの ために 祭壇を 築 
29 しかし ヨナ タンは 言った， 「わたし ソ ゴ 9  くこと を 始めた。 

の 父は この 地を のけ者に ならせました。 夕 fg:17  36 後に サウ ルは 言った， 「夜のう ち 

どうか， ご覧なさい。 この 蜜を ほんの  に フィリス ティア 人を 追って 下り， 夜が 

少し 味見した だけで， わたしの 目は 何  ^ 15=29 明ける まで 彼ら [の もの] を 強奪し， 彼ら 
と 輝いて いるので しょう。  30 まして ^*!52：23 の 中に ただのひとり も 残さない ように 
民が 今日， 自分たち の 見つけた， 敵の  — _  しよう」。 これに 対して 彼らは 言った， 
分捕り物から 取って 食べて さえいた な 7サ！ 14:32  「何でも あなたの 目に 善い ことを してく 
ら， なおさらの ことだった でしょう！ ィロ  ださい」。 それから 祭司は 言った， 「こ 
今 も フィ リス ティ ア人 に対する 殺り く  サ 11  24:25 こで [まことの] 姓に 近づきましょう」。 

(サ 1  ウ創 4:26  うかが 

は 大きく はない からです」。  x  3^  10:9  37 それで サウ ルは 迚に 伺い はじめた， 

31 そして， その 日， 彼らは ミク マ  xl'els1 「私は フィリス ティア 人を 追って 下っ 
シュ から アヤ ロンに 至る まで フィリス ?；?6  て 行きましょう か。 あなたは 彼らを イ 

ティア 人を 討ち 倒して いった。 それで 力^^^  スラ エルの 手に 渡される でしょう か」。 
民は 非常に 疲れた。 32 そこで 民は 貪  5  73；28 ところが， その 日は 彼に お答えに なら 
欲に も 分捕り物に 飛び掛かって， 羊 や +^1:1  なかった。 38 そこで サウ ルは 言った， 
牛 や 子牛を 取り， それを 地の 上に ほふ  II  5?；9  「民の 要人たち は 皆， ここに 近寄りな さ 

りは じめ， 民は 血の ままで 食べ だした。 .  〇  .7.21 い。 今日， どのよう にして この 罪が 起 

ひとびと  つ  い  たし  み さ だ 

33 それで， 人々 は サウ ルに 告げて 言っ ヶサ I28:6  きた かを 確かめ， 見定めなさい。 39 イ 
た， 「ご覧なさい。 民は 血の ままで 食  %  スラ エルを 救い出す 方で ある エホバは 

たい  つみ  い 

ベて， エホバに 対して 罪を おかして い コ 裁2 〇:2  生きて おられる ので， たとえ それが わ 
ます」。 そこで 彼は 言った， 「あなた 方 たしの 子 ヨナ タンに あっても， やはり 
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かれ  かなら  し  (7)  たみ 

彼は 必ず 死ぬ ことになる」。 しかし 民 第14 章  46 それで サウ ルは フィリス ティア 

すべての 中で 彼に 答える 者は ひとり も J^n5；5：15 人を 追う のを やめて 引き揚げ ，フィ 

かれ  ぜん  伝 8:4  じぶん  ところ  もど 

いなかった。 40 そして 彼は 全 イスラ -5*  28:30 リス ティア 人は 自分たち の 所へ 戻って 

い  がた  いっ  レビ 8:8  い  (?) 

エルに さらに 言った， 「あなた 方は 一  ；x33^63 行った。 

方の 側に おり， わたしと わたしの 子ヨ ヱらンス ぽ  47 そして サウ ルは， イスラエルの 上 
ナ タンは一 他方の 側に いる ことにす に 王権を 執り ，周りの すべての 敵， すな 

たみ  カ ヨシ 7:19  [ゥ）  (I)  【才 1 

る」 。そこで 民は サウ ルに 言った， 「あ キサ II4:27 わち モ アブ， アン モンの 子ら， エドム， 

よ  M  ク創 38:24  (力]  じん (キ） 

なた の 目に 善い ことを してく ださい」。 %\  ^ ツォバ の 王たち， フィリス ティア 人と 

つ  い  0.10  たたか  かれ  む 

41 次いで サウ ルは エホバに 言った， ヶル、 ソ 〖ボ 戦う ことに なった。 彼は どこへ 向か っ 

[〇]  サ I  3:17  ゆうざい せんこく  （ク 1 

「イスラエルの 裡 よ， どうか トン ミムを  25:22 て も， 有罪 宣告を もたらした 0  48 そ 

お与えく ださい！」 すると ヨナ タン 4!  Sis して 彼は 引き続き 勇敢に 行動し， アマ 
と サウ ルが 取り分けられ， 民の ほうは  ?! !5；54 レクを 討ち 倒して， イスラエルを 略奪 
退いた 〇  42 そこで サウ ルは 言った， サ 創44:7  者の 手から 救い出した 0 

ひ  1ォ）  ヨシ 22:29  むすこ 

「くじを 引いて， わたし かわた しの 子ヨ シ 49 ところで， サウ ルの 息子は ヨナ タ 
ナ タン かを 決めなさい」。 すると ヨナ ス^/ぼ 18 ン ，イシ ュビ ，マル キ •シュアで あり， 

と  わ  使徒 27:34  ふたり  むすめ  さいしょ 

タンが 取り分けられた 0  43 そこで サ セサ！ I4:6  その 二人の 娘の 名は， 最初に 生まれた 

い  なに  ソ ヨブ 6:23  もの  W 

ウルは ヨナ タンに 言った， 「何を した - 者の 名が メ ラブ， 年下の 者の 名は ミカ 

のか， ぜひ わたしに 告げなさい」。 それ  ルであった。 50 また， サウ ルの 妻の 

かれ  わたくし ア民 33:55 

で ヨナ タンは 彼に 告げて 言った， 「私 裁2:3  名は アヒノ アムと いい， アヒマ アツの 
は 手に ある 杖の 先で/ > しばかりの 蜜を 以1 二9 娘であった。 その 軍の 長の 名は アブ ネ 
確かに 味 i しました。 私は ここにい ま 才 2/3 以 11 ルと いい， サウ ルの おじ， ネルの 子で 

し  fil  36*43  (夕） 

す！  私を 死なせて ください！」  マラ i:4  あった。 51 また， キシュは サウ ルの 

い  カサ n io：6  ちち  （チ 1 

44 そこで サウ ルは 言った， 「ヨナ タ  王 ぃで3 父で あり， アブ ネルの 父 ネルは ア ビエ 

ン， もしお 前が どうしても 死なない な ク^: ルの 子であった。 

[ク）  かさ  斤朴 n 1.0^  じだいち ゅう 

ら，# がその ようにな さり， 重ねて その II  ^  52 そして， サウ ルの 時代 中 ずっと， 

(ヶ】  たみ  申 25:19  じん  たたか  はげ  つづ 

ようにな さるよう に」 〇  45 しかし 民は  15：3  フィリス ティア 人との 戦いは 激しく 続 

い  ササ I 13:2  (ッ）  もの ゆうかん 

サウ ルに こう 言った。 「イスラエルで  いた。 サウ ルは 力の ある 者 や 勇敢な 者 

すく  ほどこ  （コ）  >  ,L,  〇  じ ぶん  あつ 

このような 大 いなる 救いを 施した ヨナ を 見る と， だれでも 自分の もとに 集め 
タンが 死ななければ ならない のです か。 セサ i  るので あった。 

かんが  W  サ I  25:44 

それは 考えられない ことです！ エホ  II  3:13 1 r それから サム エルは サウ ルに 
バは 生きて おられます。 [ヨナ タン] の ソ 言った， 「エホバは， あなたに 
髪の毛は ただの 一本 も 地に 落ちる こと タグ g7 油を そそいで その 民 イスラエルの 王と 

かれ  きょう  とも はたら  代 I  9:39  つか 

はありません 。彼は 今日，# と共に 働 チ 使徒 1 ど 1 する よう， わたしを 遣わされ たのです 0 
いたから です」。 こうして 民は ヨナ タン ッ だば ですから 今， エホバの 言葉の 声に 聴き 

う  もど  (v)  テ廿 I  8*11  - 

を 請け 民した ので， 彼は 死ななかった 0  サ 1 10:26 第 15 章 ト サ I  9:16; サ I 10:1。 
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従いなさい。  2 万軍の エホバは この 
ように 言われます。 『わたしは， イス 
ラエルが エジプトから 上って 来たと き， 
その 途中で ア マレクが [イスラエル] に 
立ち向かって これに 行なった ことの 責 
任を 必ず 問う。 3 今， 行って， あなた 
はア マレクを 討ち 倒し， その 持って い 
るすべ てのもの と共に これを 滅びの た 
めに ささげなければ ならず， これに 同 
情して はならない。 あなたは 彼らを， 
男 も 女 も， 子供 も 乳飲み子 も， 牛 も 羊 
も， らくだ もろ ば も 殺さなければ なら 
ない』」。 4 そこで サウ ルは 民を 召集 
し， テラ イムで その 数を 調べる と， 徒 
歩の 者は 二十 万人， ユダの 人は 一万 人 

[サ） 

であった。 

5 次いで サウ ルは ア マレクの 都市 
まで やって来て， 奔流の 谷の そばで 待 
ち 伏せした。 6 その 間に サウ ルは ケ 
二人に 言った， 「さあ， ア マレク 人の 
中から 離れ， 下って 行きなさい。 わた 
しが あなたを 彼らと 共に 一掃 するとい 
けない からです。 しかし あなたは， イ 
スラ エルの 子ら が エジプトから 上って 
来たと き， そのす ベての 者に 愛 ある 
親切を 表わしました」。 そこで ケ ニ人 
はア マレクの 中から 離れた。  7 その 
後， サウ ルは ハ ビラから， エジプトの 
前に ある シュルまで ア マレクを 討ち 倒 
す ことに なった。  8 そして 彼は アマ 
レ クの王 アガグ を 生け捕り にし， 他の 
民は みな 剣の 刃で 滅びの ために ささ 
げた。  9 しかし サウ ルと 民は アガグ 
と， 羊の群れ や 牛の 群れ や 肥えた もの 
の 最も 良い もの， 雄 羊 やすべての 良 
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ア申 17:20 


第二 欄 


ァ エレ 48:10 


いものに 情けを かけ， それらを 滅び 
のために ささげる ことを 好まな かっ 
た。 しかし 卑しむべき， 捨てられた 物 
はすべ て， これを 滅びの ために ささ 
げた。 

10 さて， エホバの 言葉が サム エル 
に 臨んで 言った， 11 「わたしは サウ 
ルに 王と して 治めさせた ことを まさし 
く 悔やんで いる。 彼は 翻って わたしに 
従う のを やめ， わたしの 言葉 も 果たさ 
なかった からで ある」。 そして， それ 
は サム エルに とっ て 苦しい こ とで あ 
り， 彼は 夜通し エホバに 向かって 叫び 
つづけた。 12 それから サム エルは 朝 
サウ ルに 会うた め 早く 起きた。 ところ 
が 次の よう な 報告が サ ム エルに もたら 
された。 「サウ ルは カルメルに 来 まし 
た。 ご覧なさい， 彼は 自分の ために 記 
念 碑を 建てて いました が， その あと 身 
を 巡らして 越えて 行き， ギルガルに 下 
り ま した」。 13 ついに サム エルが サ 
ウルの もとに 来る と， サウ ルは 彼に 向 
かって 言いだ した， 「エホバに 祝福 さ 
れ ますよう に。 わたしは エホバの 言葉 
を 果たしました」。 14 しかし サム エ 
ルは 言った， 「では， わたしの 耳に 入 
る 羊の群れ のこの 声， わたしが 聞いて 
いる 牛の 群れの 声は どういう ことなの 
です か」。 15 これに 対して サウ ルは 
言った， 「ア マレク 人のと ころから 彼 
らが これを 連れて来ました。 民が 羊の 
群れと 牛の 群れの 最も 良い ものに 情け 
を かけた からです。 あなたの U エホバ 


ケサ I  13:10; コ箴 12:15; 箴 18:17; 箴 26:12; ササ I  15:3; 
詩 36:2; シ創 3:12; 出 32:22; サ I  15:21。 
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に 犠牲と して ささげる ためです。 しか 
し， 残った ものは 滅びの ために ささげ 
ました」。 16 そこで サム エルは サウ ル 
に 言った， 「やめなさい！  では， エ 
ホ パが 昨夜， わたしに 話された ことを 
あなたに 告げましょう」。 それで 彼は， 
「お話しく ださい！」 と 言った。 

17 そして サム エルは さらに 言った， 
「あなたは 自 分の 目に は 小さく 思えた 
とき， イスラエルの 諸 部族の 頭で あっ 
て， エホバが あなたに 油を そそいで イ 
スラ エルの 王と された のでは ありませ 
ん でした か。 18 後に エホバは 使命を 
授けて あなたを 遣わして 言われ ま した， 
『行って， あなたは 罪人， ア マレク 人を 
滅びの ために ささげよ。 あなたは 彼ら 
を 絶滅させる まで 彼らと 戦わなければ 
ならない』。 19 それな のに， どう して 
あなたは エホバの 声に 従わず， 貪欲に 
も 分捕り物に 飛び掛かって， エホバの 
目に悪い ことを する ようになった ので 

{ ク） 

すか」。 

20 ところが， サウ ルは サム エルに 
言った， 「しかし わたしは エホバの 声 
に 従いました。 わたしは エホバが わた 
しを 遣わされた 使命に したが っ て 行き， 
ア マレクの 王 アガグ を 連れて来て， ア 
マレク は 滅びの ために ささ げたので す。 
21 そして 民は， ギルガルで あなたの 裡 
エホバに 犠牲を ささげる ため， 分捕り 
物の 中から 羊と 牛， その 最上の ものを 
滅びの ために ささげられ たものと して 
取る ようになった の です」。 

22 すると サム エルは 言った， 「エ 
ホバ は， エホバの 声に 従う ことほ どに 
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焼燔の 捧げ物 や 犠牲を 喜ばれる で しょ 
うか。 ご覧なさい， 従う ことは 犠牲に 
勝り， 達意を 払う ことは 雄 羊の 脂肪に 

はんぎゃくが うらな [力）  つみ 

[勝り] ます。 23 反逆は 占いの 罪と 
同じで， 厚かましく 出しゃばる ことは 
怪異な 力 や テ ラフ イム [を 用いる こと] 
と 同じ だからです。 あなたは エホバの 
言葉を 退けた ので， [裡] も あなたを 王 
と しての [立場] から 退けられます」。 

24 そこで サウ ルは サム エルに 言っ 
た， 「わたしは 罪を おかし まし;/ L わ 
たしは エホバの 命令と あなたの 言葉を 
踏み越えた からです。 わたしは 民を 恐 
れ て， その 声に 従った のです。 25 そ 
れ で， どうか 今， わたしの 罪を 赦 し， 
わたしと 一緒に 帰って， わたしが エホ 
ノ くを 伏 し 拝め るよう にして ください」。 
26 しかし サム エルは サウ ルに 言った， 
「わた しは あなたと 一緒に 帰り ません。 
あなたは エホバの 言葉を 退け ま したし， 
エホバは あなたを 引き続き 王と して イ 
スラ エルを 治める [立場] から 退けられ 
るからで す」。 27 サム エルが 身を 巡 
らして 行こうと したと き， [サウ ル] は 
すぐさま 彼の そでなしの 上着の すそを 
つかんだ が， それは 裂けた。 28 そこ 
で サム エルは 彼に 言った， 「エホバは 
今日， あなたから イスラエルの 王の 支 
配 権を 裂かれました。 [初は 必ず それ 
を あなたよりも 優れた， あなたの 仲間 
の 者に 与えられます。 29 その上， イ 
X ラェルの 簞 S した! TkU ゎる ことが 
ありま せんし， 後悔され る こと も あ 
りません。 [裡] は 地の 人では ない の 

テ 詩 89:35; テト 1:2; へブ 6:18。 
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で 後悔な さる ことがない からです」。 

30 そこで 彼は 言った， 「わたしは 
罪を おかしました。 どうか 今， わたし 
の 民の 年長者た ちと イスラエルとの 前 
で わたしを 尊び， わたしと 一緒に 帰っ 
てくだ さい。 そうすれば， わたしは 必 
ず あな たの# エホ パを 伏 し 拝みます」。 
31 それで サム エルは サウ ルの 後に 付 
いて 帰り， こうして サウ ルは エホバを 
伏し拝んだ。 32 その後， サム エルは 
言った， 「ア マレクの 王 アガグ を わた 
しの そばに 連れて来なさい」。 それで 
アガグ は 渋々 彼の もとに 行き， アガグ 
は， 「確かに， 死の つらい 経験は 去った 
の だ」 と 独り言を 言いだ した。 33 と 
ころが， サム エルは 言った， 「あなた 
の 剣 が 女たち から 子供を 奪っ たよう 
に， あなたの 母 も そのよう に 女たち の 
中で 最も [無惨に] 子供を 奪われた 者と 
なる」。 こうして， サム エルは ギルガル 
で エホバの 前に アガグ を 切り刻んだ。 

34 さて， サム エルは ラマへ 行き， サ 

[ク）  じ ぶん 

ウルの ほうは， サウ ルの ギベアの 自分 
の 家へ 上って 行った。 35 そして サム 
エルは その 死ぬ 日まで， 二度と サウ ル 
を 見なかった。 サム エルは サウ ルの た 
めに 嘆き悲しん だからで ある。 エホバ 
も， サウ ルを イスラエルの 王と した こ 
とを やまれた。 

1 ついに エホバは サム エルに 言わ 
れ た， 「いつまで あなたは サウ 
ルの ために 嘆き悲しむ というの か。 わ 
たしは， イスラエルの 王と して 支配す 
る [立場] から 彼を 退けた というのに。 
あなたの 角に 油を 満たして， 行きな 
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さい。 わたしは あなたを ベツレヘム 人 
エッ サイの もとに 遣わす。 わたしは 彼 
の 息子たち のうちに わた しのた めに 王 
を 備えた からで ある」。  2 しかし サム 
エルは 言った， 「私は どう して 行け ま 
しょう。 一度 サウ ルが そのこと を 聞い 
たら， 必ずや 私を 殺す でしょう」。 する 
と エホバは 言われた， 「群れの 一頭の 
若い 雌牛を， あなたは 携えて 行き， 『エ 
ホバに 犠牲を ささ げる ために やっ て 来 
たのです』 と 言いなさい。  3 そして， 
あな たは エッ サイ を 犠牲の ところに 呼 
びなさい。 一方 わたしは， あなたの す 
べき ことを 知らせよう。 あなたは わた 
しのた めに， わたしが あなたに 指名す 
る 者に 油を そそがな ければ ならない」。 

4 そこで サム エルは エホバの 話され 
たこと を 行なった。 彼が ベツレヘムに 
やって来 ると， その 市の 年長者た ちは 
彼を 迎えて おののき はじめ， 「平和な 

こ  い  （ヶ） 

ことで 来られた のです か」 と 言った。 
5 これに 対して 彼は 言った， 「平和な 
ことです。 エホバに 犠牲を ささげる た 
めに やって来た のです。 身を 神聖な も 
のとしなさい。 あなた 方は わたしと 一 
緒に 犠牲のと ころに 来なければ なり ま 
せん」。 それから 彼は エッ サイと その 
子ら を 神聖な ものと し， そのの ち 彼ら 
を 犠牲のと ころに 呼び寄せた。 6 そ 
して， その後， 一同が 入って 来て， [サ 
ム エル] は エリ アブを 見かける と， 直ち 
に， 「確かに その 油 そそがれた 者が エ 
ホバの 前にい る」 と 言った。  7 しか 
し エホバは サム エルに 言われた， 「そ 
の 容姿 や 丈の 高さを 見て はならない。 
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わたしは 彼を 退けた からで ある。 [独 
の 見る ところは] 人の 見る ところと 異 
なる からだ。 人は 目に 見える ものを 見 
るが， エホバは 心が どうかを 見る か 
ら だ」。 8 それから エッ サイは アビ ナ 
ダブを 呼んで サム エルの 前を 通らせた 
が， 「この 人 もまた， エホバは 選んで 
おられない」 と 言った。 9 次に エッサ 
イ はシャ マを 通り過ぎさせ たが， 「こ 
の 人 もまた， エホバは 選んで おられな 
い」 と 言った 0 10 こうして， エッサ 
イ は その 息子のう ち 七 人に サム エルの 
前を 通らせた が， それでも サム エルは 
エッ サイに 言った， 「エホバは これら 
の 人を 選んで おられません」。 

11 最後に サム エルは エッ サイに 言っ 
た， 「これで 男の子は 全部です か」。 こ 
れに対 して 彼は 言った， 「一番 年下の 
が 今 まだ 残って います。 ご覧なさい， 
その子は 羊を 放牧して います」。 そこ 
で サム エルは エッ サイに 言った， 「ど 
うか 人を やって， 連れて来て ください。 
その子が ここに 来る までは， わたした 
ちは 座って 食事を しないからで す」。 
12 それで 彼は 人を やって， その子を 来 
させた。 さて， その子は 赤み がかって 
いて， 美しい 目を した， 容姿の 麗しい 
若者であった。 そこで エホバは 言われ 
た， 「立ち上がって， これに 油を そそ 
げ。 これが その 人 だから だ！」 13 こ 
うして サム エルは 油の 角を 取り， その 
兄弟たち の 中で 彼に 油を そそいだ。 そ 
して エホバの 霊は その 日 以降， ダビデ 
の 上に 働き はじめた。 後に サム エルは 

トン）  さ  い 

立って， ラマへ 去って 行った。 
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14 ときに， エホバの 霊が サウ ルから 
離れ， エホバからの 悪い 霊が 彼を 怖れ 
させた。 15 それで， サウ ルの 僕たち 
は 彼に こう 言いだ した。 「さあ， ご覧 
なさい， 姓の 悪い 霊が あなたを 怖れ さ 
せて います。 16 私たちの 主よ， どう 
か， あなたの 前にい る この 僕 どもに 命 
じて， たて 琴を 弾く 上手な 人を 捜させ 
てくだ さい。 そして， 拽の 悪い 霊が あ 
なた の 上に 臨む とき， その 人は 手で 必 
ず 弾く のです。 そうすれば， あなたは 
きっと 良く なられる でしょう」。 17 そ 
こで サウ ルは 僕たちに 言った， 「どう 
か， わたしに， 上手に 弾く 人を 用意し 
て もらいたい。 あなた 方は その 人を わ 
たしのと ころ に 連れて来な さい」。 

18 すると， 従者の 一人が 答えて 言っ 
た， 「ご覧く ださい， わたしは べツ レへ 
ム 人エ ッ サイ の 子が 弾 くのに 巧みな の 
を 見た ことがあり ますが， 彼は 勇敢な 
力の ある 人で， 戦 人で， 物分かりの よい 
話し手で， 容姿の 整った 人です。 エホ 
パは 彼と 共に おられます」。 19 そこで 
サウ ルは 使者を エッ サイの もと に 遣わ 
して 言った， 「羊の群れ と共にい る， あ 
なた の 息子 ダビデを どうか わた しのと 
ころに よこして もらいた 1(、」。  20 それ 

でエッ サイは ろ ば 一頭 と， パンと， ぶ ど 
う 酒の 入った 皮 袋 一つと， やぎの 子 一 
頭を 取り， これを その子 ダビデの 手に 
よって サウ ルの もとに 送った。 21 こ 
う して ダビデは サウ ルの もとに 来て， 
彼に 仕えた。 そして [サウ ル] は 彼を 非 
常に 愛する ようになり， 彼は その 武具 
持ちと なった。 22 それゆえ， サウ ル 
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はエッ サイの もとに 人を やって 言った， 
「どうか， ダ ビデを わ たしに ずっと 仕え 
させても らいたい。 彼は わたしの 目に 
恵みを 得た の だから」。 23 そして， 裡 
の 霊が サウ ルに 臨む とき， ダビデは た 
て 琴を 取り， 手で 弾いた ので ある。 す 
ると， サウ ルには 安らぎが あり， 彼は 良 
くな っ て， 悪 L 、霊は 彼の 上 か ら 離れた。 
1 7 ときに， フィリス ティア 人は 戦 
いのた めに 陣営 [の 者] を 寄せ 集 
める ようになった。 彼らは ユダに 属す 
る ソコに 集められ ると， ソコと アゼカ 
の 間， エフ エス. ダ ミムに 野営す るよ 
うに なった。 2 サウ ルと イスラエルの 
人々 は， 寄り集まって， エラの 低地 平原 
に 野営す るよう になり， フィリス ティ 
ア 人に 立ち向かう ため 戦闘 隊形を 整え 
はじめた。  3 そして， フィ リス ティア 
人は こちら 側の 山の 上に 立ち， イスラ 
エル 人は 向こう側の 山の 上に 立って い 
た。 その 間には 谷が あった。 

4 ときに， ひとりの 代表 闘士が フィ 
リス ティ ア 人の 陣営から 出て 来たが， 
その 名を ゴリア テと いい， ガトの 出身 
で， その 丈は 六 キュビ トと 一指当たり 
であった。 5 そして， その 頭には 銅の 
かぶとが あり， 彼は うろこと じの 小 札 
かたびらを 着けて いた。 その 小 札 かた 
びら の 重さ は 銅で 五千シ エケ ルで あっ 
た。 6 また， その 足の 上には 銅の すね 
当て， 両 肩の 間には 銅の 投げ槍が あっ 
た。 7 また， その 槍の 木製の 柄は 機 織 
りエの 巻き 棒の ようで あり， その 槍の 
刃は 鉄で 六 百 シエ ケル あった。 大 盾を 
持つ 者が 彼の 前を 進んで いた。 8 す 


ると， 彼は 立ち止まり， イスラエルの 
戦列に 呼びかけて 言い はじめた， 「お 
前たち はどう して 出て 来て 戦闘 隊形を 
整える のか。 わたしは フィ リス ティア 
人 だし， お前たち は サウ ルに 属する 僕 
どもでは ないか。 お前たち のために ひ 
とりの 者を 選んで， わたしの ところに 
来させよ。  9 もし その 者が わたしと 
戦う ことができ， わたしを 討ち 倒すな 
らば ，我々 は 必ず お前た ちの 僕と なる。 
しかし， もし わたしが その 者と 匹敵で 
き， その 者を 討ち 倒すならば， お前たち 
は 必ず 我々 の 僕と なり， 我々 に 仕える 
の だ」。 10 そして， その フィ リス ティ 
ア 人は さらに 言った， 「わたしが 今日， 
イスラエルの 戦列を まさしく 嘲弄して 
やる。 わたしに ひとりを よこせ。 一緒 
に 勝負し よう！」 

11 サウ ルと 全 イスラエル がその フィ 
リス ティ ア 人の これらの 言葉を 聞く と， 
彼らは おびえ， 大いに 恐れた。 

12 さて， ダビデは ユダの ベツレヘム 
出身の エッ サイと いう 名の この エフ ラ 
夕 人の 息子であった。 そして [エ ッサ 
イ] には 八 人の 息子が いた。 そして， サ 
ウルの 時代には その 人は 既に 人々 の 中 
で 年老いて いた。 13 そ して， エッ サイ 
の 三人の 年上の 息子は 出て 行った。 彼 
らは サウ ルに 従って 戦いに 行った。 戦 
いに 行った その 三人の 息子の 名は 長子 
エリ アブ， その 二番目の 子 アビ ナ ダブ， 
三番 目の [子] シャ マであった。 14 そ 
して ダビデは 一番 年下で， 三人の 年上 
の 者が サウ ルに 従って 行った。 

15 ところで， ダビデは サウ ルのと こ 
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ろへ 行ったり， 帰ったり していた。 べツ 
レ ヘムで 父の 羊の 番をする ためで あっ 
た。 16 そして， 例の フィ リス ティア 

じん  あいだ あさ  ゆうがた 

人は 四十 日の 間， 朝早くと 夕方に 出て 
来て は 身構える のであった。 

17 そこで エッ サイは 息子の ダビデに 
言った， 「どうか， お前の 兄さんたち 

い  こくもつ M 

のために， この 炒った 穀物 ーエ ファと， 
これら 十 個の パンを 取り， 急いで これ 
を 陣営に， 兄さんた ちの もとに 運んで 
行きなさい。 18 それから， これら 十 

杯 分の 乳汁を お前は 千 入隊の 長の もと 

も  ゆ  [ウ） 

に 持って行きなさい。 また， お前は お 
前の 兄さんた ちの 安否に 気を つ 彼 
ら からの 印を 持って来なさい」。 19 そ 
の 間に， サウ ルと 彼らと イスラエルの 

た  ひとびと  ていち へいげん (才】 

他の すべての 人々 は エラの 低地 平原に 
いて， フィ リス ティ ア 人と 戦って いた。 

20 そこで， ダビデは 朝早く 起きて 羊 
を 番人に 預け， エッ サイが 命じた 通り， 
[物を] 取って 出かけた。 彼が 陣営の 囲 
いのと ころに 来る と， 軍勢は 戦列に 出 
かけて 行く ところで， 彼らは 戦いの た 
めの 叫び声を 上げた。 21 そして， ィ 

じん  せんれつ 

スラ エルと フィ リス ティ ア 人は 戦列に 
立ち向か うため 戦列を 整え はじめた。 
22 直ちに ダビデは 荷物を 下ろして 荷 
物の 番人に 託し， 戦列に 向かって 走っ 
て 行った。 [そこに] 着く と， 彼は 兄た 
ちの 安否を 尋ね だした。 

23 緩が 爲 と 碧して ぃるぅ ちに， 荷 
と， 見よ， 例の 代表 闘士で， その 名を 
ゴリア テと いう， ガト 出身の フィリス 
ティア 人が， フィリス ティア 人の 戦列 
から 上って 来て， 前と 同じ 言葉を 語り 
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はじめた。 そこで， ダビデは 聴く こと 
になった。 24 イスラエルの すべての 
人々 はとい うと， その 人を 見る や， 彼 
の ゆえに 逃げ だして， 大いに 恐れた。 
25 そして イスラエルの 人々 は 言いだ し 
た， 「あなた 方は 上って 来る この 男を 
見た か。 彼が 上って 来る のは イス ラエ 
ルを 嘲弄す るた めな の だ。 そして， こ 
れを 討ち 倒す 人を， 王は 大 いなる 富で 
富ませ， 自分の 娘を その 人に 与え， そ 
の 人の 父の 家を イスラエルの 中で 自由 
にす る ことになるの だ」。 

26 それで， ダビデは その すぐそば 
に 立って いる 人々 に 言いだ した， 「向 
こうの あの フ ィリ ス ティ ア 人を 討ち 倒 
し， 実際 イスラエルから そしりを 追い 
のける 人には どうされ るので すか。 生 
ける# の 戦列を 嘲弄す るとは， この 割 
礼を 受けて いない フィ リス ティア 人は 
何者な のです か」。 27 そこで 民は 彼 
に 前と 同じ 言葉を 述べて， 「彼を 討ち 
倒す 人には このように される だろう」 
と 言った。 28 そして， 一番 年上の 兄 
エリ アブは， [ダビデ] が 人々 に 話し か 
けたと き， [それを] 聞く ようになった。 
エリア ブの 怒り が ダ ビデに 対 して 燃え 
ナ こので， 彼は 言った， 「どうして お前 
は 下って 来たの か。 それに， 荒野に い 
る あのわず かの 羊を だれに 預けて 来た 
のか。 わたしは， お前の せん 越さ ど 心 
の 悪さを よく 知っている。 お前は 戦い 
を 見る ために 下って 来たの だ」。 29 そ 
れ に対して ダ ビデは 言った， 「わたし 
が 今， 何を したと いうので すか。 ただ 
一言 いった だけではありませんでした 
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か」。 30 そこで， 彼の そばから 身を 巡 第17 章 てくだ さいます」。 そこで サウ ルは ダ 
らして ほかの 者に 向かって， 前と 同じ 7m:9 ビデに 言った， 「行け。 エホバが あな 
言葉を 語り だした。 すると， 民は 以前 ィサ 117:26 たと 共に おられる ように」。 

と 同じ 返事を した 0  ゥサ H7:25  38 そこで， サウ ルは その 衣を ダビデ 

31 それで， ダビデの 語った 言葉は ヱ*2…3  に 着させる ことにし， その 頭には 銅の 
[人々 に] 聞かれる ようになり， 人々 は^ _ ieiQ かぶとを かぶらせ， その後， 小 札 かた 

まえは な  才 

それを サウ ルの 前で 話し だした。 そこ  S  ^；6  びら を これに 着させた。  39 それから 
で， 彼は [ダビデ] を 連れて来させた。 力 民！ 3:31 ダビデは その 衣の 上に 彼の 剣を 帯び， 
32 こうして ダビデは サウ ルに 言った，  行こうと したが [そうする ことは でき 

「だれの 心 も その 人のう ちで くじけたり  なかった]。 それらを 試して みた こと 

しません ように。 この 僕が 行って， あの  %3〇^4 がなかった からで ある。 ついに ダビデ 
フィリス ティア 人と 実際に 戦い ま しょ  3：12 は サウ ルに 言った， 「私は これらの も 

う」。 33 しかし サウ ルは ダビデに 言っ ^*1423?20 のを 着けて は 行く ことができません。 
た， 「あなたは この フィリス ティア 人 コサ II7:26 それらを 試して みた ことがない からで 
に 向かって 行って， これと 戦う ことは サラ レ す」。 そこで ダビデは それらを 取り外 
できない。 あなたは ほんの 少年に すぎ した。 40 次いで， 彼は 自分の 杖を 手 
な I1 ヽ が， 彼は 少年 時代からの 戦 人な の  m 12:38 に 取り， 奔流の 谷から 吾つ の ごく 滑ら 
だ」。  34 すると ダビデは さらに サウ ス かな 石を 自分の ために 選び， その 入れ 

ルに 言った. 「この 僕は 羊の群れの 中 - 物と なって いた 羊飼いの 袋に それを 入 

で 父の 羊飼いと なりました が， ラ イオ 7^7:21  れ た。 彼の 手には 石 投げが あった。 そ 
ン や， それに 熊が 来て， 群れから 羊を  ?18；36 して 彼は その フィリス ティア 人に 近づ 
奪って 行きました。 35 そこで 私は そ コ いて 行った。 

の 後を 追って 出て 行き， それを 打ち倒 41 すると， その フィリス ティア 人 

W  け  き  ちか 

して， その 口から 助け出しました。 そ  5 SIS もやって 来て， しだいに ダビデに 近づ 
れ がわた しに 立ち向かって 来たと き， ゥゼヵ 4:6 いて 来た。 大 盾を 運ぶ 者が 彼の 前にい 
私は その ひげを つかんで 打ち倒し， そ x 裁2 (Me  た。 42 さて， フィリス ティア 人は 眺 
れを 殺しました。 36 ライオン も 熊 も  ^  26=14 めて ダビデを 見る と， これを 侮る よう 
この 僕は 打ち倒しました。 この 割礼を 123：4 になった。 それは 彼が 容姿の 美しい， 
受けて いない フィリス ティア 人 も 必ず 16：12 赤みがかった 少年だった からで ある 0 
それらの 一匹の ようになります。 彼は キ |45 ず  43 それで フィリス ティア 人は ダビデに 
生ける 裡の 戦列を 嘲弄した からです」 0 クサ 117:33 言った， 「わたしは 犬な のか。 お前は 
37 それから ダビデは こう 付け加えた。 ヶサ ^4:14 杖を 持って わたしに 向かって 来る が」。 
「ライオンの 手 や 熊の 手から 私を 救い 11  そうして フィ リス ティア 人は その 神々 
出して くださった エホバが， この フィ  14：11 によって ダビデの 上に 災いを 呼び 求め 

リス ティア 人の 手から も 私を 救い出し た。 44 そして フィリス ティア 人は さ 
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らに ダビデに 言った， 「さあ， わたし 
に 向かって 来い。 わたしは お前の 肉を 
天の 鳥 や 野の 獣に く れて やろう」。 

45 すると， ダビデは フィ リス ティ 
ア 人に 言った， 「あなたは 剣と 槍と 投 
げ槍 とを 持って わたしに 向かって 来る 
が， わたしは あなたが 嘲弄した イスラ 
エルの 戦列の#， 万軍の エホバの み 名を 
もって あなたに 向かって 行く。 46 こ 
の 日， エホバは あなたを わたしの 手に 
引き渡され， わたしは 必ず あなたを 討 
ち 倒して， あなたの 首を 体から 切り離 
す。 わたしは 必ず フィ リス ティア 人の 
陣営の 死が いを この 日， 天の 鳥 や 地の 
野獣に くれてやる。 全地の 人々 は イス 
ラエルに 神が おられる ことを 知る であ 
ろう。 47 そして， この 全会衆は， エ 
ホ バが剣 や 槍で 救う のでは ない ことを 
知る であろう。 戦いは エホバの もので 
あって， [神] は 必ず あなた 方を わたし 
たちの 手に 渡される からで ある」。 

48 すると， その フィリス ティ ア 人は 
立ち上がり， 進んで 来て， ダビデに 立 
ち 向かうた めさら に 近づいて 来た。 ダ 
ビデは 急いで， フィリス ティア 人に 立 
ち 向かう ため 戦列に 向か って 走り だし 
た。 49 それから， ダビデは 手を 袋に 
差し入れ， そこから ひとつの 石を 取り， 
それを 石 投げで 投げた。 こうして 彼は 
フィ リス ティア 人の 額を 打' 4, 石は そ 

の 額に めり 込んで， 彼は 地に うつ 伏せ 
に 倒れた。 50 それで， ダビデは 石投 
げと 石を もって フィ リス ティ ア 人より 
も 強い ことを 示し， その フィリス ティ 
ア 人を 討ち 倒して， これを 殺した。 ダ 
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ビデの 手には 剣はなかった。 51 そし 
て， ダビデは さらに 走って 行って， そ 
の フィリス ティア 人の 上に 立った。 そ 
れ から， 彼の 剣を 取り， それを さやか 
ら 抜き， それで 彼の 首を切り 落とし， ま 
さしく 彼を 殺した 0 そして， フィリス 
ティ ア 人たち は その 力の ある 者が 死ん 
だのを 見て， 逃げ去って 行った。 

52 そこで， イスラエルと ユダの 人々 
は 立ち上がり， どっと 歓声を 上げ， 谷 
に 至る まで， また エクロンの 門まで 
フィ リス ティ ア 人を 追跡して 行っ /L 
フィ リス ティア 人の 致命傷を 負った 者 
たちは シャ アラ イムから ガト および エ 
クロ ン まで その 途中で 次々 に 倒れた。 
53 その後， イスラエルの 子ら はフ ィリ 
ス ティ ア 人の 跡を 激しく 追う のを やめ 
て 帰り， 彼らの 陣営を 略奪した。 

54 それから， ダビデは 例の フィリス 
ティア 人の 首を 取り， それを エル サレ 

も  かえ  ぶき  じぶん  てんまく 

ムに 持ち帰り， その 武器は 自分の 天幕 
に“ 

55 さて， サウ ルは ダビデが その フィ 
リス ティ ア 人に 立ち向かう ために 出て 
行く のを 見た とき， 軍の 長 アブ ネルに 
言った， 「アブ ネル， この 少年は だれ 

W  (t)  たい  _ 

の 子 か」。 これに 対して アブ ネルは 言っ 
た， 「王よ， あなたの 魂の 命に かけ 
て， 私は 全く 存じません！」 56 そこ 
で 王は 言った， 「あなたは そ の 若者が 
だれの 子 か 尋ねなさい」。 57 そこで， 
ダビデが 例の フィ リス ティ ア 人を 討ち 
倒 して 帰る や， ア ブネ ルは 彼を 連れて， 
その 手に フィ リス ティア 人の 首を 持た 
せた まま サウ ルの 前に 導いて 行った。 
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58 そこ で サウ ルが 彼に， 「少年よ， あ 
なた はだれ の 子 か」 と言うと， ダビデ 
は， 「あなたの 僕， ベツレヘム 人エ ッ 
サイの 子です」 と 言った。 

1 〇 さて， 彼が サウ ルと 話し 終える 
や， ヨナ タンの 魂が ダビデの 魂 
と 結び付き， ヨナ タンは 自分の 魂の よ 
う に 彼を 愛す るよう にな っ たので ある。 
2 そこで， サウ ルは その 日， 彼を 召し 

かか  ちち  いえ  かえ  (*) 

抱え， その 父の 家に 帰らせなかった。 
3 そして ヨナ タンと ダビデは 契約を 結 
ん だ。 彼を 自分の 魂の ように 愛して い 
たためで ある。 4 その上， ヨナ タンは 
身に 着けて いた そでなしの 上着を 自ら 
脱いで， それを ダビデに 与え， また 自 
分の 衣 や ，その 剣 や 弓 や 帯まで も [与え 
た]。  5 こうして ダビデは 出て 行く よ 

うに なった。 どこでも サウ ルが 遣わす 
ところで 彼は 慎重に 荇動 したので ，サ 
ウルは 彼を 戦 人たち の 上に 立てた。 こ 
れは 民す ベての 目に， また サウ ルの 僕 
たちの 目に も 良い ことと 思えた。 

6 そして， ダビデが フィ リス ティア 人 
を 討ち 倒して 帰った とき， 彼らが 入っ 
て 来る と， 女たち は 歌ったり 踊ったり 
しながら， イスラエルの すべての 都市 
から 出て 来て， タン パリンと 歓 びと 
リュー トを もって 王 サウ ルを 迎えは じ 
めた ので ある。 7 そして， 祝って いた 


女たち は 答え 応じて しきり に 言った， 
「サウ ルは 千を 討ち 倒し， 

ダビデは 万を」。 

8 それで サウ ルは 非常に 怒る ようにな 
この 言われた ことが 彼の 見地から 
は 悪かった ので， 彼は 言った， 「ダビデ 
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には 万を 与えた が， わた しには 千を 与え 

おうけん 

た。 まだ 彼に 与えて いないのは 王権 だけ 
だ！」 9 そして サウ ルは その 日 以降， 
絶えず ダビデを 疑る ように 見て いた。 

よくじつ W  わる  れい 

10 そして， その 翌日， ® の 悪い 霊 

はたら  W  かれ  いえ 

が サウ ルの 上に 働いた ので， 彼は 家の 
中で 預言者の ように 振る舞う ので あっ 
た。 一方， ダビデは 以前の 日々 のよう 

おんがく  かな  （力） 

に， その 手で 音楽を 奏でて いた。 サウ 
ルの 手には 槍が あった。 11 すると サ 
ウルは 槍を 投げつ けて， 「わた しは ダ 
ビデを 壁に でも 突き刺して やる！」 と 
言った が， ダビデは 二度 も 彼の 前から 
身を かわした。 12 そして， サウ ルは 
ダビデを 恐れる ようにな っ/ •こ。 エホバ 
は 彼と 共に おられた が， サウ ルからは 
去って しまわれ たからで ある。 13 そ 
れ ゆえ， サウ ルは 彼を その 交わりから 
退け， 自分の ために 千 入隊の# に 任 

たみ  さき  でい 

じた。 彼は いつも 民の 先に 立って 出入 
りした。 14 そして， ダビデは そのす 
ベての 道で 終始 慎重に 行動し， エホ 
バは 彼と 共に おられた。 15 そして サ 
ウルは 彼が 非常に 慎重 に 行動す るのを 
見て いたので， 彼の ことで おびえて い 
た。 16 ときに， イスラエルと ユダは 
皆， ダビデを 愛する 者であった。 それ 
は 彼が [民] に 先立って 出入り していた 
からで ある。 

17 ついに サウ ルは ダビデに 言った， 
「見よ， わたしの 一番 年上の 娘メ ラブが 
いる。 彼女を わたしは あなたに 妻と し 
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て 与えよう。 ただ， わたしの ために 勇 
敢な 者と なり， エホバの 戦いを 戦って 
くれ」。 ところが サウ ルは， 「わたしの 
手を 彼の 上に 臨ませないで， フィリス 
ティ ア 人の 手を 彼の 上に 臨ませよう」 
と 思った ので ある。 18 そこで ダビデ 
は サウ ルに 言った， 「私は 何者な ので 
しょう。 私の 親族， 私の 父の 一族 もイ 
スラ エルでは 何者な のでしょう。 私が 
王の 婿になる などとは」。 19 ところ 
が， サウ ルの 娘メ ラブを ダビデに 与え 
る 時に なって みると， 彼女の ほうは 既 
にメ ホラ 人ア ドリ エルに 妻と して 与え 
られ ていたの である。 

20 さて， サウ ルの 娘 ミカルは ダビデ 
を 愛して いた。 人々 は そのこと を サウ 
ルに 伝える ようになり， その 事は 彼の 
気に入る ところと なった。  21 それで 
サウ ルは 言った， 「わたしは [ミカル] 
を 彼に 与えよう。 [ミカル] が 彼のた め 
にわな となり， フィリス ティア 人の 手 
が 彼の 上に 臨む ためだ」。 そこで サウ 
ルは ダ ビデに 言った， 「こ の 二人の 女 
[のうちの 一人] によって， あなたは 
勒， ゎ たしと 纖織を S ぶの だ」。 
22 その上， サウ ルは その 僕たちに 命じ 
た， 「ひそかに ダビデに 話して 言え， 
『ご覧なさい， 王は あなたの ことを 喜ん 
で おられ ますし， その 僕たち も 皆， あ 
なた を 愛する ようになりました。 です 
から 今， 王と 姻戚 関係を 結んで くださ 
い』」。 23 それで， サウ ルの 僕たちは 
これ らの 言葉を ダ ビデの 耳に 語る よう 
になった が， ダビデは 言った， 「王と 姻 
戚 関係を 結ぶ のは あなた 方の 目 には 容 


易な ことなので すか。 わたしは 資力の 
乏しい 者で， 軽んじられて いるのに」。 
24 それで， サウ ルの 僕たちは 彼に 報告 
して， 「ダビデは このよう な 言葉で 話 
しま した」 と 言った。 

25 そこで サウ ルは 言った， 「あな 
た 方は ダ ビデに このように 言う の だ。 
『王は 婚姻 料 ではなく ，王の 敵に 復 しゅ 
うする ため， フィリス ティア 人の 百の 
包皮を 喜びと される』」。 しかし サウ ル 
は， フィリス ティア 人の 手に よって ダ 
ビデを 倒れさせようと 企てて いたので 
ある。 26 それで， 彼の 僕たちは これ 
らの 言葉を ダビデに 伝えた ところ， そ 
の 事は， 王と 姻戚 関係を 結ぶ のに， ダ ビ 
デの 気に入る ところと なった。 期間は 
まだ 切れて いなかった。 27 そこで ダ 
ビデは 立ち上がり， 彼と その 部下たち 
は 行って， フィリス ティア 人の 中で 二 
百 人を 討ち 倒し， ダビデは 彼らの 包皮 
を 持って来て， 王と 姻戚 関係を 結ぶ た 
め， 十分な 数を そろえて それを 王に 差 
し 上げた。 すると， サウ ルは その 娘 ミ 
カルを 妻と して 彼に 与えた。 28 こう 
して サウ ルは， エホバが ダビデと 共に 
おられる のを 見， また 知る ようにな っ 
た。 一方， サウ ルの 娘 ミカルは， 彼を 愛 
した。  29 そして また， サウ ルは ダビ 
デの ゆえにな お 一層 恐れを 感じた。 サ 

しゅうし  てき  ('» 

ウ ルは 終始 ダビデの 敵と なった。 

30 そして， フィリス ティ ア 人の 君 
たちは 出て 来たが， 彼らが 出て 来る 度 
に ダ ビデは サウ ルの すべての 僕のう ち 
で 最も 慎重に 行動す るので あった。 彼 
の 名は 非常に 貴い ものと なった。 
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1  942  1  4 17 121 
1  2  3  2  1 

詩 創 創出 サ裁サ ササ - H-n 


サ厶 エル 第一 19:1 一 15  ダビデは サウ ルに 憎まれる  484 


-|  Q ついに サウ ルは その子 ヨナ タン 

丄紗 と締 のす ベての 富に ダビデを 
殺す ことを 話した。 2 —方 サウ ルの 
子， ヨナ タンは， ダビデの ことを 大い 
に 喜びと していた。 それで ヨナ タンは 
ダ ビデに 語っ て 言った， 「わた しの 父 
サウ ルは あなたを 殺そうと してい ま 
す。 それゆえ， どうか， 朝， 用心して 
ください。 あなたは 是非 ひそかな とこ 
ろに とどまり ，身を 隠して いるので す。 
3 —方 わたしは， 出て 行って， あなた 
がいる 野で 必ず 父の 傍らに 立ち， わた 
しが あなたの ために 父に 話します。 わ 
た しは 何が 起きる かを 必ず 見て， 確か 
にあな たに 知らせます」。 

4 それゆえ， ヨナ タンは その 父サ 
ウルに ダビデの ことを 良く 言い， こう 
言った。 「王が その 僕 ダビデに 対して 
罪を おかしません ように。 彼は あなた 
に対して 罪を おかして いません し， 彼 
の 業は あなたに とって 非常に 良い もの 
となって おります ので。 5 そして， 彼 
は 自分の 魂を そのたな ごころ に 置いて 
あの フィ リス ティ ア 人を 討ち 倒した の 
で， エホバは 全 イスラエル のために 大 
いなる 救いを 施されました。 あなたは 
それを ご覧に なって， 歓 ばれる ように 
なりました。 それな のに， どうして 故な 
く ダビデを 殺して， 罪のない [者の] 血 
に対して 罪を おかして よいので しょう 
か」。  6 すると， サウ ルは ヨナ タンの 
声に 従い， サウ ルは こう 誓った。 「エ 
ホバは 生きて おられる。 彼は 殺される 
ことは ない」。  7 後に， ヨナ タンは ダ 
ビデを 呼び， ヨナ タンは これらの 言葉 
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をみ な 彼に 告げた。 それから ヨナ タン 
は ダ ビデを サ ウルの もと に 連れて行き， 
こうして [ダビデ] は 以前と 同じように 
彼の 前にと どまった。 

8 そのうちに， 再び 戦いが 起こり， 
ダビデは 打って出て フィ リス ティア 人 
と 戦い， 彼らを 討ち 倒して 大いに 殺し 
た。 それで 彼らは [ダビデ] の 前から i 
げ 去って 行った。 

9 ときに， エホバの 悪い 霊が サウ ル 
に 臨んだ が， 彼は 自分の 家で その 手に 
槍を 持って 座って いた。 一方， ダビデ 
は 手で 音楽を 奏でて いた。 10 そこで， 
サウ ルは 槍で ダビデを 壁に 突き刺そう 
としたが， 彼が サウ ルの 前から 体を か 
わした ので, [サウ ル] は 槍を 壁に 突き刺 
した。 それで ダビデは， その 夜のう ち 
に 逃れよう として 逃げた。 11 その後， 
サウ ルは 使者たち を ダ ビデの 家に 遣わ 
して これを 見張らせ， 朝に なって 彼を 
殺させよう とした。 しかし， その 妻 ミ 
カルは ダビデに 告げて 言った， 「もし 
あなたが 今夜 ご 自分の 魂を 逃れさせな 
ければ， 明日 あなたは 殺される 身と な 
るでしょう」。 12 直ちに ミカルは ダビ 
デを 窓から 降りさせ， 彼が 行って 逃げ 
去り， 逃れられる ようにした。 13 そ 
れ から ミカルは テラ フィ ムの 像を 取 
り， それを 寝い すの 上に 置き， やぎの 
毛の 網を 彼の 頭のと ころに 置き， その 
?!， それを 蓄で _っ た。 

14 サウ ルは 今や ダビデを 捕らえよう 
として 使者たち を 遣わした が， 彼女は， 
「あの人は 病気です」 と 言った。 15 そ 
こで サウ ルは ダビデを 見ようと して 使 
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者たち を 遣わして 言った， 「彼を その 第19 章 彼 も ラマへ 行った。 セクに ある 大きな 
寝い すの まま わたしの もとに 連れて 籴 7^3^2 水 溜めまで やって来た とき， 彼は 尋ね 
い。 彼を 殺す の だ」。 16 使者たち が 鼠21、 て 言いだ した， 「サム エルと ダビデは 

なん  ぞう  たい  ひとびと 

入って みると， 何と， テ ラフ イムの 像 イサ ！28:12 どこに いるの か」。 これに 対して 人々 
が 寝い すの 上に あり， やぎの 毛の 網が  は， 「ラマの ナヨ トに います」 と言っ 

彼の 頭のと ころに あった。 17 そこで  た。 23 それで， [サウ ル] は そこから 

サウ ルは ミカルに 言った， 「お前は な ヱ 詩144:2 ラマの ナヨ トへ 進んで 行った が，# の 
ぜ このように わたしを だまして， わた  霊が 彼に， 実に 彼に も 臨み， 歩きな が 

しの 敵を 送り出し， 彼を 逃れさせ たの  ^ 17:17 ら， ラマの ナヨ トに 入る まで 預言者の 

か」 。すると， ミカルは サウ ルに 言っ ヵサ 120:1 ように 振る舞い 続けた。 24 こうして 
た， 「あの人が， 『わたしを 送り出し  彼 もまた， その 衣を 脱ぎ捨て， サム エ 

て くれ！ どうして わたしが お前を 殺 +  3^2-28 ルの 前で 預言者の ように 振る舞い， そ 
せる だろう』 と， 私に 言った のです」。  の 日 も， その 夜 も ずっと 裸で 倒れて い 

18 一方 ダビデは， 逃げ去って 逃れ  1〇=6 た。 そのような 訳で， 人々 は， 「サウ 

(X]  きサ I 10.10  い 

て， ラマの サム エルの もとに やって来 - ル も 預言者た ちの 中に いるの か」 と 言 

た。 こうして， サウ ルが 自分に したす  うように なった。 

ベての ことを 彼に 告げた。 そこで， 彼  AA そして， ダビデは ラマの ナ ヨト 

と サム エルは 去って， ふたりは ナヨ ト イサ〗 iwo  から 逃げ去って 行った 。ところ 

に 住む ようになった。 19 そのうちに，  が， 彼は やって来て， ヨナ タンの 前で 

「見よ， ダビデは ラマの ナヨ トに いる」 5 力1:8  言った， 「わたしが 何を したので しょ 
という b 告が サウ ルの もとに 届いた。 う。 わたしの とがは 何で， わたしが あ 

20 直ちに サウ ルは ダビデを 捕らえよ - なた の 父上の 前で どんな 罪を 犯した と 

うとして 使者たち を 遣わした。 彼らは  m2°m  いうので しょう。 [父上] はわた しの 魂 
預言者の 年長の 者たち が 預言し， サム  V-f22t を 求めて おられる のです」。 2 そこで 
エルが これを つかさどる 立場に 立って  [ヨナ タン] は 言った， 「それは 考えら 

いるのを 見たところ，® の 霊が サウ ル ^1\  ^ れな いこと です！ あなたが 死ぬ こと 
の 使者たち に 臨み， 彼ら もまた， 預言  5  ?8:20 はありません。 ご覧なさい， わたしの 
者の ように 振る舞い だした。  父は， 大きな 事で も 小さな 事で も， そ 

ひとびと  つ  キサ 119:6  う  あ  おこ 

21 人々 が この ことを サウ ルに 告げ  れを わたしの 耳に 打ち明けないで 行な 

ると， 彼は 直ちに ほかの 使者たち を 遣 クサ19:15 うことは ありません。 どうして 父が こ 
わした が， 彼ら もまた， 預言者の よう  の 事を わたしに 隠す でしょう。 そのよ 

ふ  ま  >  サ 120 : 12  お 

に 振る舞い だした。 それで， サウ ルは  うな ことは 起きません」。 3 しかし ダ 

またもや 使者たち を， 三度 目の 一群の コ”： ビデは さらに 誓って 言った， 「あなた 
者を 遣わした が， 彼ら もまた， 預言者  の 父上は 確かに， わたしが あなたの 目 

のように 振る舞い だした。 22 ついに ""Vi  S2 に 恵みを 得て いる ことを ご存じの はず 
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です。 ですから， 『ヨナ タンが 傷つけ 第2 〇 章 して あなたの 父上のと ころに わたしを 
られ ると いけない から， この ことを 7茎！ は21 連れて行く 必要が あるでしょう」。 

ら せないで おこう』 と言われ るで しょ  X レ 38:16  9 これに 対して ヨナ タンは 言った， 

う。 しかし 実際， エホバは 生きて おら ィサ ！ 1:26  「あなたに 関して そのような ことは 考 
れ， あなたの 魂 も 生きて います。 わた  えられません！ しかし， もしも 悪い 

しと 赤との 間には た だ 一歩の 隔た りし15  ?116：3 こと が あな たに 臨む よう 父に よって 定 

[ゥ 1  コ n 1:9  し 

かありません！」  めら れ ている ことを わたしが 知る よう 

4 すると， ヨナ タンは さらに ダビデ  S  28:11 な ことがあれば， それを あなたに 教え 

ぃ  たまし ぃ  王 II  4 : 23  (7) 

に 言った， 「あなたの 魂が 言う ことは  S  ^431 ないで しょうか」。 10 すると ダビデは 
何でも， わたしは あなたの ためにし ま  J n  2:if ヨナ タンに 言った， 「父上が あなたに 
しょう」 0  5 そこで ダビデは ヨナ タン ォサ 119:2  答える ことが 厳しい かどう かを だれが 

に 言った， 「ご覧なさい， 明日は 新月 蔵  わたしに 教えて くれる のでしょう か」。 

ですから， わたしは， 必ず， 王と 共に 13  Vi  leils 11 すると ヨナ タンは ダビデに 言った， 
座して 食事を しなければ なりません。  「さあ， 来なさい。 野に 出かけ ま しょ 

あなたは わたしを 送り出す のです 〇わ ^12〇:29 う」 0 それで， 二人とも 野に 出かけた。 
たしは 必ず 三日 目の 夕方まで 野に 身を ク ェス 7:7 12 そして ヨナ タンは さらに ダビデに 
隠します。 6 もしも， あなたの 父上が  言った， 「イスラエルの 裡 エホバ [が 証 

わたしの いない ことを 残念 がられる の 1:8  人であります ように]。 わたしは 明日 か 
であれば， あなたは こう 言って くださ  ^ 19：22 あさっての 今ごろ， 父に 当たって みま 
い。 『ダビデは その 都市 ベツレヘムへ コ^3 ぬ しょう。 もし [父] が ダビデに 対して 好 
急いで 行く ため， しきりに わたしに 泰 サ 123:18 意 的なら， わたしは あなたの もとに 人 
暇を 願い求めました。 そこで 一族 全体 ササ12 0:1 を やって， 必ずや それを あなたの 耳に 
のために 年 ごとの 犠牲が [供えられる] 第二 欄 打ち明けないで しょうか 0 13 もし， 
からです』。 7 もしも [父上] が， 『そ ァサ 11か2 あなたに 対して 悪い ことを する のが 父 
れは 結構 だ！』 というよ うに 言われる ィ出 34:23 に とって 善い ことと 思える のに， わた 
ので あれば， それは この 僕に とって 平 ョシ24:23 しが 実際 それを あなたの 耳に 打ち明け 
安を 意味し ます。 しかし， もしも， 怒 ゥョブ _ て あなたを 送り出し もせず， あなたが 
られ るので あれば， [父上] によって 悪  W 139：1 本当に 無事に 去らない のなら， エホバ 
いこと が 定められ ている ことを 知って ヱゾ レ; V;〗7 が ヨナ タンに そのよう にな さり， 重ね 

{ ク）  サ  I  il/  (I] 

ください。  8 そして， あなたは この  II  3：f  て そのよう になさい ますよう に。 そし 
僕に 対して 愛 ある 親切を 示して くださ 1#110:7 て， エホバが， わたしの 父と 共に おら 
い。 あなたは エホバの 契約に この 僕を  l\ m：!7 れ たように， あなたと 共に おられます 
ご 自分と 共に 入れられた からです。 し  ように。 14 そして， もし わたしが な 

かし， もし わたしに とがが あれば， ご ^  Vl 1?：37 お生きて いるなら， そうです， あなた 
自分で わたしを 殺して ください。 どう キョハ 15:13 はわた しに 対して， わたしが 死なない 
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ように， エホバの 愛 ある 親切を 表わし 第2 〇 章 し， もしも わたしが 若者に， 『ご覧， 矢 
てくだ さいません か。 15 そして， あ 7 II  は あなたのと ころから もっと 離れて い 

なた は ご 自分の 愛 ある 親切を わたしの  る』 というよ うに 言ったなら， 行って 

家の 者と 共に 定めの ない 時まで もと ど ィ: ください。 エホバは あなたを 送り出さ 
まること がない よう 断つ ことは ありま  れ たからです。  23 そして， わたした 

せん。 また， エホバが ダビデの 敵を， こ ゥ; ち， わたしと あなたが 話した 言葉に つ 
と ごとく 地の 表から 断ち 滅ぼされ ると  いては， 無論， エホバが わたしと あな 

きに も， 16 ヨナ タン [の 名] は ダビデ ヱ サ ii8:i たとの 間に 定めの ない 時まで も おられ 

ぃぇ  た  [ゥ）  艺 n 1:26  [ィ） 

の 家から 断たれる ことはありません。 ^ 18:24 ますよう に」。 

そして， エホバは 必ず それを ダビデの  24 こうして ダビデは 野に 身を 隠し 

敵の 手に 求められます」。 17 それで， ラ $冗3 た。 そして 新月と なり， 王は 食事を し 

たい  あい  イサ 1:13  せきつ (XI 

ヨナ タンは ダビデに 対する 愛の ゆえに  ようとして， その 食事の 席に着いた。 

再び 彼に 誓った 0 自分の 魂を 愛する よ ヵサ II9:2  25 そして， 王は ほかの 時の ように 自分 

(x)  サ I  20 ^  せき  かべ  ざ 

うに 彼を 愛して いたから である。  の 席に， 壁の そばの 席に 座して いた。 

い  かれ  めん  （对 

18 そして ヨナ タンは さらに 言った， キ_6:13  ヨナ タンは 彼に 面して おり， アブ ネル 

あす  しんげつ [才）  申 10:20  ' 

「明日は 新月です。 あなたの いない こ  ぼ 39 は サウ ルの わきに 座して いたが， ダビ 

とが きっと 残念 がられる でしょう。 あ  Vi  20-3 デの 場所は 空いて いた。  26 ところ 
なた の 席が 空く からです 0 19 それ ：夕 5:33 で， その 日， サウ ルは 全く 何も 言わな 
で， あさっては きっと あなたの いない へ 欄 かった。 「何 かが 起きた ので， 彼は 清 
ことが 大いに 残念 がられる でしょう。 7サ12〇:14  くないの だ。 彼は 清められ ていない か 
あなたは あの 仕事日に 身を 隠した 場所  ら だ」 と 思った。 27 そして， 新月の 

へ 行って， ここの この 石の そばに とど ィ^1 ぱ42 翌日， 第二 日に も， ダビデの 場所は 依 
まっていて ください。 20 そして わた  然 空いて いるので あった。 そこで サウ 

しは， その 一方の 側に 三本の 矢を 射， わ ゥ歲 27:12 ルは その子 ヨナ タ ンに 言った， 「どう 
たしが 的に 向けて [放つ] ところに それ  して エッ サイの 子は 昨日 も 今日 も 食事 

を 放ちましょう。 21 そして， ご覧な  1  に 来なかった のか」。  28 そこで ヨナ 

さい， わたしは 従者を 遣わし， 『行っ ォサ I14:5Q タンは サウ ルに 答えた， 「ダビデは ベ 
て， 矢を 見つけて 来なさい』 と [言い] w 17:55 ツレ ヘムへ [行く ため] わたしに しきり 
ましょう。 もしも， わたしが 従者には っ ^  11:24 に 賜暇を 願い求めました。 29 そして 

きりと， 『ご覧， 矢は あなたの こちら  ば 6 彼は さらに 言いました， 『どうか， わ 

側 だ 0 それを 取って来なさい』 と言っ  ^ 19=16 たしを 送り出して ください 0 わたした 
たなら， そのと き あなたは 来て くださ  ち 一族の 犠牲が その 都市で [ささげら 

い  [キ】  キ ル、、/  4.22  あに 

い。 エホバは 生きて おられます。 それ  +1 17:12 れ ます] ので， わたしの 兄が わたしに 
は あなたに とって 平安を 意味して いま  [来る よう] 命じた ものです から。 それ 

すし， 何事 もない からです 〇  22 しか クサ 120:6 で 今， もし わたしが あなたの 目に 恵み 
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行った。 彼は， 矢が [従者] を 越す よう 
に 射た。 37 従者が ヨナ タンの 射た 矢 
のと ころまで 行った とき， ヨナ タンは 
従者の 後ろ から 呼ば わっ て 言いだ した， 
「矢は あなたから もっと 離れて いるので 
はない か」。  38 そして ヨナ タンは さら 

に 従者の 後ろから 呼んだ， 「急いで！ 
早くしなさい！ 立ち止まって はいけ 
ない！」 そして， ヨナ タンの 従者は そ 
の 矢を 拾い上げて， それから その 主人 
のと ころに 来た。  39 しかし 従者は， 
何も 知らなかった。 ただ ヨナ タンと ダ 
ビデ だけが， その 事に ついて 知ってい 
た。 40 その後， ヨナ タンは その 武器 
を 彼に 属する 従者に 渡し， 「さあ， これ 
を 市へ 持って行きなさい」 と 言った。 

41 従者は 去って 行った。 一方 ダビ 
デは， 南の 方の 近くから 立ち上がった。 
それから， 彼は 地に 顔を 伏せて ひれ 伏 
し， 三度 身をかがめた。 ふたりは 互い 
に 口 づけし， 互いの ために 泣き だした 
が， ダビデが 一番 [泣い] た。 42 そし 
て ヨナ タンは さ らに ダビデに 言った， 
「安心して 行きなさい。 わたしたちは， 
二人とも， エホバの 名に おいて 誓い， 
『エホバが わたしと あなたとの 間， ま 
た わたしの 子孫と あなたの 子孫との 間 
に 定めの ない 時まで も おられ ますよう 
に』 と 言った のです から」。 

そこで ダビデは 立ち上がって 去って 
行き， ヨナ タンは 市に 入った。 

21 後に， ダビデは ノブに， 祭司 ア 
n ヒ メレクの ところに やって来 
た。 アヒ メレクは ダビデを 迎えて おの 
のき だし， 彼に 言った， 「どうして あ 


を 得て いるので したら， どうか， わた 
しを そっと 出させて， わたしの 兄弟た 
ちに 会わせて ください』。 そのような 
訳で， 彼は 王の 食卓に 来なかった ので 
す」。  30 そこで サウ ルの 怒りは ヨナ 
タンに 対して 燃え， 彼に こう 言った。 
「こ の 反逆の 女の 息子め， お前が エッ サ 
イの 子を 選んで 自分の 恥と， お前の 母 
の 隠し どころ の 恥を もたらし ている こ 
とを， わたしが よくもらない とで も 思 
うの か。 31 エッ サイの 子が 地上に 生 
きている 限り， お前と お前の 王権が 堅 
く 立てられる ことは ない の だ。 それで 
今， 人を やって 彼を わたしの ところに 
連れて来い。 彼は 死に 定められ ている 
の/!」。 

32 ところが， ヨナ タンは その 父 サウ 
ルに 答えて 言った， 「なぜ 彼は 殺され 
るべき なので しょうか。 彼が 何を した 
というので すか」。 33 すると， サウ ル 
は 彼に 槍を 投げつ けて 討とうと した。 
それで ヨナ タンは， ダビデを 殺す こと 
が 父に よって 定められ ている ことを 知 
るよう になった。  34 直ちに ヨナ タン 
は 怒りに 燃えて 食卓から 立ち上がった。 
彼は 新月 後の 二日 目には パンを 食べな 
かった。 ダビデに 関して 傷つ けられた 
ので ある。 それは 自分の 父が 彼を 辱め 

【シ1 

たからで ある。 

35 そして， 朝， ヨナ タンは ダビデ 
の 定め られた 場所の 野に 出かけて 行っ 
たので ある。 若い 従者が 彼 と共にい 
た。 36 そこで 彼は その 従者に 言った， 
「走って 行って， どうか， わたしが 射る 
矢を 見つけて 来て くれ」。 従者は 走って 
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なた はお 独り だけで， だれも あなたと 
共に いないので すか」。 2 そこで ダビ 
デは 祭司 ア ヒメ レクに 言った， 「王が 
ある 事柄に 関して わたしに 命じ， さら 
にこう 言われ ま した， 『わたしが お前 
を 遣わし， また お前に 命じた 事柄に つ 
いては だれに も 何も 知らせて はなら な 
い』。 それで， わたしは しかじかの 場 

しょ  わかもの  お  あ 

所で 若者たち と 落ち合う ことにし てい 
ます。  3 それで 今， もし あなたの 自 
由になる パンが 五つ ありましたら， そ 
れ を， あるいは ある ものを 何でも， わ 
たしの 手に 渡して ください」。  4 しか 
し 祭司は ダビデに 答えて 言った， 「普 
通の パンは わた しの 手元に あり ません 
が， 聖 なる パンが あります。 ただし， 
若者たち が 少なくとも 女子から 遠 ざ 
かってい るなら ばです」。  5 それで， 
ダビデは 祭司に 答えて 言った， 「しか 
し 女子は， わたしが 出かけた 以前のと 
きと 同様， わたしたちから 遠ざけられ 
ています し， 若者たち の 身体は ずっと 
聖 なる ものと なって います。 使命は， 
普通の ものです が。 それで， 人が 身体 
の 点で 聖な る ものと なる 今日はな おの 
ことそう ではありません か」。  6 そこ 
で 祭司は 彼に 聖 なる ものを 与えた。 そ 
こには， それが 取り去られる 日に， そ 
こに できたての パンを 置く ため， エホ 
パの 前から 取り下げられた 供えの パ 
'ノの ほかには パンは なかつ たからで 


第 21 章 


アサ I 18:13 
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ア創 36:1 
出 12:49 
レビ 19:34 
申 2:4 
サ I  14:47 

イサ I  8:17 
サ  I  11:5 
代 I  27:29 
代 D  26:10 

ウサ I 17:2 
サ I  17:50 

エサ I 17:51 
サ I  17:54 

才出 28:6 

カサ I  27:1 


キヨシ 11:22 
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ケサ I 18:6 
詩 150:4 


ある 0 

しもべ  ひとり 

7 さて， サウ ルの 僕の 一人が その 日， 

まえ  ひと 

そこにいて， エホバの 前に 引き留めら 

【ヶ）  [コ） 

れ ていた。 その 名は ドエ グ といって ェ 


コサ I 18:7 
サ I  29:5 

サ詩 56:3 


シ詩 56:6 


ドム 人で， サウ ルに 属する 羊飼いの 主 

だ  もの 

立っ た 者であった。 

8 そして ダビデは さらに アヒ メレク 
に 言った， 「それに， ここには あなた 
の 自由になる ものは 何も， 槍 も 剣 も あ 
りません か。 わたしは 自分の 剣 も 武器 
も 手に 持って来なかった のです。 王の 
用事は 急を 要する ものでした ので」。 
9 これに 対して 祭司は 言った， 「あな 
たが エラ の 低地 平原で 討ち 倒した フィ 
リス ティ ア人 ゴリア テの 剣が一 ご覧 
なさい， それが， マン トに 包まれて， 
エフ ォ ドの 後ろに あります。 もし それ 
を ご 自分の ために 持って行く のでした 
ら， 持って行って ください。 ここには 
それ 以外に 何もない からです」。 する 
と ダビデは さ らに 言った， 「それに 匹 
敵す る ものはありません。 それを わた 
しに 下さい」。 

10 それから ダビデは 立ち上がり， そ 
の 日， サウ ルの ゆえに さらに 逃げ去り， 
ついに ガトの 王ア キシュの ところに 来 
た。 11 すると， ア キシュの 僕たちは 
彼に 言いだ した， 「この ダビデは あの 
地の 王ではありません か。 人々 が 踊り 
なが I， 

『サウ ルは 千を 討ち 倒し， 

ダビデは 万を』 

と 言って 答え 応じてい たのは， この 人 
に対してで はあり ませんで した か」。 
12 それで， ダビデは これらの 言葉を 心 
に 留め， ガトの 王ア キシュの ゆえに 非 

じょう おそ  【サ） 

常に 恐れる ようになった。 13 そこで， 
彼は 人々 の 目の前で 自分が 正気な のを 
偽り， 彼らの 手中で 狂気の ように 行 
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動し だし， 門の 扉に 十字 印を# けなが 
ら， よだれを ひげに 垂らした。 14 つ 
いに ア キシュは その 僕たちに 言った， 
「さあ， お前たち は 気違いの ように 振る 
舞う 男を 見て いる。 どうして 彼を わた 
しのと ころに 連れて来なければ ならな 
いの だ。 15 わたしが 気違いに なった 
者たち を 必要と している とで もい うの 
で， お前た ちは こ んな 者を 連れて来て， 
わたしの そばで 気違いの ように 振る舞 
わせる のか。 こんな 者が わたしの 家に 
入って 来て よいの か」。 

〇〇 それで， ダビデは さらに そこ か 
H ら 去って， アドラムの 洞く つに 
逃れた。 彼の 兄弟たち とその 父の 全家 
は そのこと を 聞き， そこに， 彼の もとに 
下って 来た。 2 そして， 困窮して いる 
者， 債権者の いる 者， 魂の 苦しむ 者は 
皆， 彼の もとに 集まる ようになり， 彼は 
それらの 者の 長と なった。 およそ 四百 
人の 者が 彼 と共にい るよう になった。 

3 後に， ダビデは そこから モ アブの 
ミツ ぺに 行き， モ アブの 王に 言った， 
「挫が わた しに 何を なさ るかが 分かる ま 
で， どうか， わたしの 父と 母を あなた 
方の もとに 住ませて ください」。 4 こ 
うして， 彼は ふたりを モ アブの 王の 前 
に 住まわせ たので， ふたりは ダビデが 

ちか  がた ところ [シ）  きかん ちゅう 

近づき 難い 所 にいた 期間 中ず っ と 彼の 
もとに 住んで いた。 

5 やがて 預言者 ガ ドは ダビデに 言っ 
た， 「近づき 難い 所に ずっと 住んで いて 
はなり ません。 去って， あなたは ユダの 
地に 行かなくて はなり ません」。 そこで 
ダビデは 去って， ヘレ トの 森へ 行った。 


400 人の 者が ダ ビデに 加わる 
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6 ときに サウ ルは， ダビデと 彼と 共に 
いる 者たち が 見つかった という ことを 
聞いた。 そのと き， サウ ルは ギベアの 
高き 所の ぎょり ゅ うの 木の 下で 槍を 手 
にして 座して おり， その 僕たちは みな 
彼の 周りに 立って いた。 7 すると， サ 
ウルは 周りに 立って いた 僕たちに 言っ 
た， 「ベニヤ ミン 人よ， どうか， 聴い 
て もらいたい。 エッ サイの 子 も， あな 
た 方 すべてに 畑 やぶ どう 園を 与える だ 
ろうか。 彼は あなた 方 すべてを 千 人の 
長， 百 人の 長に 荏ず るだろう か。 8 お 
前たち は， お前たち は 皆， わたしに 対 
して 陰謀を 企てた の だ。 わたしの 息子 
がエッ サイの 子と [契約を] 結んでも， 
それを わた しの 耳に 打ち明ける 者は ひ 
とりもな く， また わたしの ために 同情 
し， わたしの 息子が わたしの 僕を この 
日の ように 待ち伏せ する 者と して わた 
しに 向かって 立ち上がらせた ことを わ 
たしの 耳に 打ち明ける 者 も， お前たち 
のうちには ひとり もい ない」。 

9 そこで エドム 人 ドエ グ は， サウ ル 
の 僕たちの 上に 立てられて いたので， 
答えて 言った， 「わたしは エッ サイの 
子が ノブの アヒ トブ の子ア ヒメ レクの 
ところに 来る のを 見ました。 10 する 
と， [アヒ メレク] は 彼のた めに エホバ 
に 伺い， 食糧 を 彼に 与え， フィリス 
ティ ア 人ゴリ ア テの 剣 も 彼に 与え まし 
た」。 11 直ちに 王は 人を やって アヒ 
トブの 子， 祭司 アヒ メレクと その 父の 
全家， つまり ノブに いる 祭司たち を 呼 
ん だ。 それで， 彼らは みな 王の もとに 

臺た。 


491 
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が 向かって 行って， 祭司たち を 襲え！」 
エ ドム 人 ドエ グは 直ちに 向か っ て行っ 

みず か  あ 

て， 自ら 祭司たち を 襲い， その 日， 亜 
麻布の エフ ォ ドを 着けて いた 八十 五 人 
の 人を 殺した。 19 祭司たち の 都市 ノ 
ブを さえ， 彼は 剣の 刃で 討ち， 男 も 女 
も， 子供 も 乳飲み子 も 牛 もろ ば も 羊 も 
剣の 刃で [討った]。 

20 しかし， アヒ トブの 子アヒ メレク 
の， 名を アビ ヤ タルと いう 一人の 息子 
が 逃れ， ダビデを 追って 逃げて 来た。 
21 そこで ア ビヤ タルは ダビデに， 「サ 
ウルは エホバの 祭司たち を 殺し ま した」 
と 告げた。  22 ここに おいて ダビデは 
ア ビヤ タルに 言った， 「わたしは あの 
日， エドム 人 ドエ グが そこに いたので， 
彼が 必ず サ ウルに 告げる という ことを 
よく 知っていた。 わたしと しては あな 
たの 父の 家の すべての 魂に 悪い ことを 
した。  23 とにかく， わたしの もとに 
とどまりなさい。 恐れる ことは ない。 
だれでも わた しの 魂を 求める 者は あな 
たの 魂 も 求める からだ。 あなたは わた 
しと 共に 保護を 必要と する 者な の だ」。 

やがて 人々 は ダビデに 報告し に 
^ 秦 て备っ た， 「岑 ，フィ リス ティ 
ア 人が ケイラを 攻めて 戦って おり， 脱 
穀 場を 略奪して います」。 2 そこで ダ 
ビデは エホバに 伺っ て 言った， 「私は 
行き ま しょうか。 私は これらの フィり 
ス ティ ア 人を 討ち 倒さなければ ならな 
いでしょう か」。 すると エホバは ダビデ 
に 言われた， 「行け 0 あなたは フ ィリ 
スティア 人を 討ち 倒し， ケイラを 救い 
なさい」。  3 ここに おいて， ダビデの 


12 そこで サウ ルは 言った， 「アヒ ト 
ブの 子よ， どうか， 聴いても らいたい！」 
それに 対して 彼は 言った， 「我が 主よ， 
わたしは ここに おります」。 13 次い 
で サウ ルは 彼に 言った， 「お前たち は， 
お前と エッ サイの 子は， お前が 彼に パ 
ンと 剣を 与え， また 彼のた めに# に 伺 
うな どして， この 日の ように， 待ち 伏 
せす る 者と して わたしに 向かって 立ち 
上がらせて， どうして わたしに 対して 
陰謀を 企てた の だ」。 14 そこで アヒ 
メレクは 王に 答えて 言った， 「です が， 
あなたの すべての 僕の 中で だれが ダ ビ 
デの ように 忠実で しょうか。 しかも 
彼は 王の 婿で， あなたの 護衛の 長です 
し， あなたの 家で 敬われて いるので す。 
15 わたしが 彼のた めに 迚に 伺う のは， 
今日に 始まった ことで しょうか。 わた 
しには それは 考えられない ことです！ 
王が この 僕 [と] わたしの 父の 全家に 何 
を も 負わせません ように。 このす ベて 
のこと で， この 僕は 大小を 問わず 何事 
も 知らなかった のです から」。 

16 しかし 王は 言った， 「ア ヒメ レ 
ク， お前は 必ず 死ぬ。 お前 も， お前の 
父の 全家 も だ」。 17 そうして， 王は 
周りに 立って いる 走者たち に 言った， 
「向かって 行って， エホバの 祭司たち を 
殺せ。 彼らの 手 もまた ダビデと 共に あ 
り， 彼らは [ダビデ] が 逃亡者で ある こ 
とを 知りながら， それを わたしの 耳に 
打ち明けなかった からだ！」 ところ 
が， 王の 僕たちは 手を 出して エホバの 
祭司たち を 襲いたい とは 思わなかった。 
18 ついに 王は ドエ グに 言った， 「お前 
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ダビデは ケイラを 救う。 ヨナ タンが 訪れる 


部下は 彼に 言った， 「ご覧なさい， わ 
たしたち はこ こ ユダに いながら 恐れて 
います。 まして， わたしたちが ケイラ 
へ 行って フィ リス ティア 人の 戦列に 向 
かおう ものなら なおさ ら のこと でしょ 
う」。 4 それで， ダビデは さらにもう 
一度 エホバに 伺った。 そこで エホバは 
答えて 言われた， 「立って， ケイラに 
下って 行け 0 わたしは フィ リス ティア 
人を あなたの 手に 渡す からだ」。 5 そ 
れ ゆえ， ダビデは 部下と 共に ケイラに 
行き， フィ リス ティア 人と 戦い， 彼ら 
の 畜類を 追い払い， 彼らを 討ち 倒して 
大いに 殺した。 こうして ダビデは ケイ 
ラの 住民を 救う 者と なった。 

6 さて， アヒ メレクの 子ア ビヤ タルが 
ケイラの ダビデの もとに 逃げた とき， そ 
の 手に 携えられて 来た エフ ォ ドが あっ 
たので ある。  7 やがて サウ ルの もと 
に， 「ダビデは ケイラに 来た」 という 
報告が もたらされた。 それで， サウ ル 
はこう 言いだ した。 「拽は 彼を わたし 
の 手に 売り渡された。 彼は 扉 やかんぬ 
きの ある 都市に 入って 自らを 閉じ込め 
たから だ」。 8 そこで サウ ルは， ケイ 
ラに 下って 行って， ダビデと その 部下 
を 長め g むた め， 震を み fif ぃに H 
した。 9 それで， ダビデは サウ ルが 自 
こ 害を 加えようと たくらんで いる こ 
とを 知る ようになった。 そこで 彼は 祭 
司ア ビヤ タルに， 「どうか エフ ォ ドを 
そばに 持って来て ください」 と 言った。 
10 そして ダビデは さらに 言った， 「イ 
スラ エルの 拽 エホバよ， この 僕は サウ 
ルが ケイラに 来て， わたしの ゆえに こ 


の 都市を 荒廃 させようと している こと 
を 確かに 聞きました。 11 ケイラの 土 
地 所有者たち は 私を 彼の 手に 引き渡す 
でしょう か。 サウ ルは， この 僕が 聞い 
た 通り， 下って 来る でしょう か 0 イス 
ラエルの 裡 エホバよ， どうか， 僕に お 
告げく ださい」。 これに 対して エホバは 
言われた， 「彼は 下って 来る」。 12 そ 
こで ダビデは さ らに 言った， 「ケイラ 
の 土地 所有者た ちは 私と 私の 部下を サ 
ウルの 手に 引き渡す でしょう か」。 す 
ると エホバは 言われた， 「引き渡す こ 
とに なろう」。 

13 ダビデは 直ちに その 部下， およそ 
六 百 人の 者と 共に 立ち上がり， ケイラ 
を 出て， どこでも 歩ける ところを 歩き 
回った。 そして， ダビデが ケイラから 
逃れた ことが サウ ルに 伝えられ たので， 
彼は 出て 行く のを やめた。 14 ところ 
で ダ ビデは 荒野の 近寄り 難 L ゝ 所に 住む 
ようになり， ジフの 荒野の 山地に 住ん 
でいた。 そして サウ ルは 絶えず 彼を 捜 
し 求めた ふ， 拽は 彼を その 手に 渡され 
なかった。 15 けれども ダビデは， サ 
ウルが 彼の 魂を 求めて 出て 来たので 恐 
れ ていた。 そのと き ダビデは ジフの 荒 
野の ホ レシ ャ にいた。 

16 さて， サウ ルの 子 ヨナ タンは 立 
ち 上がり， ホ レシ ャの ダビデの もとに 
行った。 それは 神に 関して 彼の 手を 強 
める ためであった。 17 次いで 彼は 

い  おそ  （サ） 

言った， し 恐れて はなり ません。 わた 
しの 父 サウ ルの 手は あなたを 見いだ す 
ことがない からです。 あなたは イスラ 
エルの 王と なり， わたしは あなたに 次 
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ぐ 者と なる のです。 わたしの 父 サウ ル 
もまた， そうなる ことを 知ってい るの 
です」。 18 それから 彼ら 二人は エホ 
パの 前で 契約を 結んだ。 ダビデは ずっ 
と ホ レシ ャに 住み， ヨナ タンの ほうは 

じ ぶん  いえ  かえ 

自分の 家に 帰った。 

19 後に， ジフの 人々 が ギベアの サウ 
ルの もと に上っ て 来て 言った， 「ダビ 
デは， エ シモンの 右側に ある， ハキ ラ 
の 丘の 上の ホ レシ ャ の 近寄り 難 L 、所で， 
わたしたちの すぐそばに 隠れて いるで 
はありません か。 20 ですから 今， 王 
よ， 下って 行こうと いう あなたの 魂の 
すべての 渴望 にしたがって， 下って 来 
てくだ さい。 わたしたちの 役目は 彼を 
王の 手に 引き渡す ことです」。 21 そこ 
で サウ ルは 言った， 「エホバに 祝福 さ 
れ るよう に。 あなた 方は わたしに 同情 
して くれた からだ。 22 どうか， 行っ 
て， もう 少し 頑張り， 彼の 足の 赴く 所 
を一 だれが そこで 彼を 見かける に 
せよ 一確 かめ， 見定めても らいたい。 
彼は 確かに こうかつ だと 言われて いる 
からだ。 23 それで， 彼が 身を 隠す 隠 
れ場 すべてに ついて 見定めて 確かめて 
くれ。 あなた 方は 証拠を 携えて わたし 
のと ころに 戻って 来る の だ。 そうすれ 
ば， わたしは あなた 方と 共に 行こう。 
もし 彼が その 地に いるなら， わたし も 
必ず ユダの 幾千の すべての 中で 彼を 注 
意 深く 探し 求めよう」。 

24 それで， 彼らは 立ち上がり， サウ ル 
に M って ジ； へ荇っ た。；， ダビ 
デと その 部下は エ シモンの 南， アラバ 
の マオンの 荒野に いた。 25 後に， サ 
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ぶか  とも  かれ  さが  き (7) 

ウルは その 部下と 共に 彼を 捜しに 来た。 
人々 が [それを] ダビデに 告げる と， 彼 
は 直ちに 大 岩のと ころに 下り， その ま 
ま マオンの 荒野に 住んで いた。 サウ ル 
は それを 聞く と， ダビデの 跡を 追って 
マオンの 荒野に 来た。 26 ついに サウ 
ルは 山の こちら 側に 来た。 ダビデと そ 
の 部下は 山の 向こう側 にいた。 それで， 
ダビデは サウ ルの ゆえに 急いで 去って 
行こうと した。 その 間 ずっと， サウ ル 
とその 部下は ダビデと その 部下を 捕ま 
えようと して 迫って いた。  27 ところ 
が， サウ ルの もとに 来た ひとり の 使者が 
いて， 「どうか 急いで 行って ください。 
フィ リス ティア 人が この 地に 侵入して 
きたから です！」 と 言った。 28 そこ 
で， サウ ルは ダビデの 跡を 追う のを や 
めて 引き返し ，フィ リス ティア 人に 立 
ち 向かうた めに 出て 行った。 そのよう 
な 訳で， 人々 は その 場 請を “ 分裂の 大 
岩” と 呼んで きた。 

29 それから， ダビデは そこから 上っ 
て 行って， エン •ゲディの 近寄り 難い 
所に 住む ようになった。 

Ayi そして， サウ ルが フィリス ティ 
ム 生 ア 人を 追う のを やめて 帰る や， 
人々 は サウ ルに 報告し に 来て， 「ご覧 
なさい， ダビデは エン •ゲディの 荒野 
にいます」 と 言った ので ある。 

2 そこで， サウ ルは 全 イスラエル か 
ら 三千 人の 選ばれた 者たち を 率いて， 
ダビデと その 部下を 山 やぎの むき 出し 
の 岩の 上に 捜しに 出かけた。  3 つい 
に 彼は 道端の 石造りの 羊の 囲いのと こ 
ろに 来た。 そこには 洞く つが あった。 
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それで サウ ルは 用を 足そうと して 中に 
入った。 ところが， ダビデと その 部下 
がその 洞く つの 一番 後部に いて， 座っ 
ていた。 4 それで ダビデの 部下は 彼 
に 言いだ した， 「ご覧なさい， まさし 
く エホバが あなたに， 『見よ， わたし 
は あなたの 敵を あなたの 手に 渡す。 あ 
な たは 自分の 目に 善い と 思え る 通りに 
彼に 行なう の だ』 と言われる 日です」。 
そこで ダビデは 立ち上がって， サウ ル 
の ものである そでなしの 上着の すそを 
そっと 切り取った。  5 しかし， 後に 
なって， サウ ルの ものである [そでなし 
の 上着の] すそを 切り取った ことで， ダ 
ビデの 心は 彼を 打って いたので ある。 
6 それで 彼は 部下に 言った， 「わたし 
が 彼に 向かって 手を 出して， わたしの 
主に， エホバの 油 そそがれた 者に この 
ような 事を するな ど， わたしには， エ 
ホ パの 見地から して 考えられな いこと 
だ。 彼は エホバの 油 そそがれた 者な の 
だ」。 7 そこで ダビデは これらの 言葉 
で 部下を 解散 させ， 彼らが サウ ルに 向 
かっ て 立ち上が るのを 許さなかった。 
サウ ルの ほうは， 洞く つから 立ち上が 
り， 去って 行った。 

8 それで， ダビデは その後， 立ち上 
がり， 洞く つから 出て 行き， サウ ルの 
後ろから 呼ば わって， 「 我が 主なる 王 
よ！」 と 言った。 そこで サウ ルが 後ろ 
を 見る と， ダビデは 地に 顔を 伏せて 身 
を 低く かがめ^: 平伏した。 9 そして 
ダビデは さ らに サウ ルに 言った， 「な 
ぜ あなたは， 『見よ， ダビデが あなた 
に 害を 加えようと している』 と言う 人 


の W 葉を 聴かれる のです か。 10 ご覧 
なさい， この 日に あなたの 目は， エホ 
バが 今日 洞く つの 中で あな たを わた 
しの 手に 渡された のを 見ました。 あ 
る 者は あなたを 殺そうと 言いました 
が， わたしは あなたの ことを 気の毒に 
思い， 『わたしは わたしの 主に 向か っ 
て 手を 出す ことは しない。 彼は エホバ 
の 油 そそがれた 者な の だから』 と 言い 
ました。 11 それに， 我が 父よ， ご覧 
ください， それ も， わたしの 手に ある 
あなたの そでなしの 上着の すそを ご覧 
ください。 あなたの そでなしの 上着の 
すそを 切り取った とき， わたしは あな 
たを 殺さなかった のです。 わたしの 
手には 悪 も 背きの 罪 もな く， わたし 
は あなたに 対して 罪を 犯したり しな 
かった ことを 知り， 見定めて くださ 
い。 ところが， あなたは わたしの 魂 
を 待ち伏せして， これを 取り去ろうと 
して おられ ま' i"。 12 エホバが わたし 
と あなたの 間を 裁かれます ように。 エ 
ホバは 必ず あなたに わたしの 復 しゅう 
をされ ますが， わたしの 手が あなたに 
臨む ことはありません。 13 昔の 人の 
格言が， 『邪悪な 者から 邪悪な こ とが 
出る』 と 言って いる 通りです が， わた 
しの 手が あなたに 臨む ことは ありませ 
ん。 14 イスラエルの 王は だれを 追っ 
て 出て 来られた のです か。 あなたは だ 
れの 跡を 追って おられる のです か。 死 
んだ 犬の 跡を です か。 一匹の 蚤の 跡を 
です か。 15 しかし， エホバは 必ず 裁 
き 人となり， 必ず わたしと あなたの 間 
を 裁かれます。 [迚] は 見て， わたしの 
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ための 訴えを 処理し， わたしを 裁いて 第24 章  やがて サム エルが 死んだ ので， 

あなたの 手から [自由にして] ください 7 IS!  ^ イスラエルは みな 集まり， 彼の 

詩 119:154  なげ  かな  [ィ）  [ゥ】  いえ 

ます」。  ミヵ7:9 ために 嘆き悲しみ， 彼を ラマの その 家 

16 そして， ダビデが これらの 言葉 ゥ創 27:38 に 葬った 0 それから ダビデは 立ち上が 
を サウ ルに 語り 終えた とき， サウ ル : り， パランの 荒野に 下って 行った。 

は， 「我が 子 ダビデよ， これは あなた ヵサ r2=17  2 さて， マオンに ひとりの 人が おり， 

こえい  サ I  24:10  しごと  [力） 

の 声な のか」 と言うの であった 。こう  26:8  その 仕事は カルメル にあった 〇 そし 
して サウ ルは 声を 上げて 泣き だした。 n マ 12ポ て， その 人は 非常に 大 いなる 者で， 羊 

かれ  い  クサ 1  26:25  とう  も  かれ 

17 そして， 彼は さらに ダビデに 言っ  三千 頭と やぎ 一千 頭を 持って いた。 彼 

ぎ  ^ 18:20  け  か  W 

た， 「あなたは わたしよりも 義 にかな っ ヶ^ は カルメルで その 羊の 毛を 刈る ことに 
ている。 あなたは わたしに 善い ことを  1\  2?；31 [携わって] いた。  3 ところで， その 人 
行なって くれたが， わたしは あなたに ココ 9:1  の 名は ナバルと いい， 妻の 名は アビ ガ 
悪い ことを 行なった からだ 0 18 そし サレ ビ19:12 イル といった 0 そして， その 妻は 思慮 

きょう  かん  申 6:13  ぶか  てん  すぐ  （コ） すがた うつく 

て あなたは一 今日， わたしに 関して シサ ns:34 深さの 点で 優れて おり， 姿 も 美し かっ 
どんな 善い ことを していた かを 告げて たが， 夫は 粗暴で， 行ないが 悪かった。 

くれた。 エホバが わたしを あなたの 手 - - 彼は カ レブ 人であった。 4 そして， ダ 

に 引き渡され たのに， わたしを 殺さな  ビデは ナバルが その 羊の 毛を 刈って い 

かった からだ。 19 ところで， 人が 自 第 25 章 る ことを 荒野で 聞いた。  5 それで ダ 
分の 敵を 見つけた 場合， 良い 道を 通ら 7?；  ^  ビデは 十 人の 若者を 遣わし， ダビデは 
せて 送り返す だろう か。 それで， この  W99；60 その 若者たち に 言った， 「カルメルに 
日に あなたが わたしに それを して くれ ^ ^ S-f  上って 行きなさい。 あなた 方は ナバル 

使徒 8:2  あん 

たの だから， エホバが 良い ことを もっ ゥサ バポ の もとに 行って， わたしの 名で その 安 

むく  [ク 1  サ I  28:3  ぴ  たず  (t] 

て あなたに 報 われる であろう 0  20 そ ヱ 創2 否を 尋ねる のです 0  6 そして， わたし 
れで 今， 見よ， あなたは 必ずや 王と し ォサ I  23:24 の 兄弟に このように 言う のです。 『あ 
て 支配し， あなたの 手に よって イスラ  ョ なた が 無事であります ように。 あなた 
エルの 王国が 確かに 持続す る ことを， キサ の 家の 者 も 無事であります ように。 あ 

し  クサ 1  25:25  も 

わたしは よく 知っている。 21 だから サ 1  25:38 なた の お持ちの もの もす ベて 無事で あ 
今， わたしの 後の わたしの 胤を 絶やさ ります ように。  7 ところで 今， わたし 
ず， わたしの 名を わたしの 父の 家から  |  3?：26 は 毛を 刈る 者たち が あなたの ところに 
根絶やし にしない ことを， エホバに か 25：2； いるのを 聞きました。 さて， あなたに 
けて 是非 わたしに 誓って くれ」。 22 こ シ 属する 羊飼いた ちがわた したち と共に 
うして ダビデは サウ ルに 誓った。 その スサ ni3:23 いました。 わたしたちは 彼らを 悩まし 
後， サウ ルは 自分の 家に 帰った。 ダビ ませんで したし， 彼らが カルメル にい 
デと その 部下は， 近寄り 難い 所へ 上っ 4^22^ た 期間 中 ずっと， 何一つと して 彼らの 
て 行った。  チ 1*23；!4 ものが な く なった ことは ありま せんで 
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わかもの  たず  らん  しゅ 

した。  8 あなたの 若者たち に 尋ねて 第25 章  「ご覧なさい， ダビデは わたしたちの 主 
みて ください。 彼らは あなたに 話す で 7VSi 人の 幸せを 祈る ために， 荒野から 使者 
しょう。 ですから， わたしの 若者たち  ^  20:35 たちを 遣わした のに， [ご主人] は 彼らを 

めぐ  え  へブ 13：16  (7) 

が あなたの 目に 恵みを 得られる ように  どなりつけました。 15 それに， あの 

よ  イ出 5:2  たいへん 

してく ださい。 わたしたちは 良い 日に  ^ 123:4  人たち はわた したち に 大変よ くして く 
来たので すから。 とにかく， どうか， 何 れ ました。 彼らは わたしたちを 悩まし 
でも あなたの 手元に ある ものを この 僕 i#8:17  ませんで したし， わたしたちは 野に い 
どもと， あなたの 子 ダビデに お与えく  ；n89!io たと き， 彼らと 共に 歩き回って いた 期 

(ア）  かんちゅう  なに ひと 

ださい』」。  ォ蔵 21:13 間中 も ずっと， 何一つな くしませんで 

わかもの  伝 9:15  (ィ丨  かれ  とも 

9 こうして ダビデの 若者たち はや っ  ィザ32:6 した。 16 わたしたちが 彼ら と共にい 

き  ルカ 6:38  ひつじ  む  か  きかん ちゅう 

て 来て， ダビデの 名に よってす ベて こ  ャコ2 w て， 羊の群れを 飼って いた 期間 中ず っ 
れらの 言葉 どおりに ナバルに 話し， それ ヵ^は  と， 彼らは 夜 も 昼 も わたしたちの 周り 

ま  S  7 二  かべ (ゥ1 

から 待った。 10 そこで ナバルは ダビ  e7’9  で 壁と なって くれました。 17 それで 
デの 僕たちに 答えて 言った， 「ダビデ n；22 今， あなたは どうすべき かを 知り， わき 
とは 何者 だ。 ェッ サイの 子とは 何者 だ。 _J _ まえて ください。 災いが わたしたちの 
このごろは， それぞれ 自分の 主人の 前 胃 こ ■  主人と その 全家に 対して 定められ てい 
から 逃げ出す 僕が 多く なった。 11 そ7: るからで す。 [ご主人] は 話を しように 

[ェ）  まった  かた (才） 

れ なのに， わたしの パンと わたしの 水， ィサ ！  25:7 も 全く どう しよう もない 方な のです」。 

け  か  もの  ただ  [力）  いそ 

それに わたしの ところの 毛を 刈る 者た ゥサ 123:1  18 直ちに， アビ ガイルは 急いで パン 

ちの ために ほふった， わたしの ほふら  ^ 18:11 二百 個， ぶどう酒の 入った 大きな つぼ 

にくと  き  W  ととの  ひつじ [ク） とう  い  （ヶ) こくもつ 

れ たもの の 肉を 取り， どこから 来たの I サ 12〇:9  二つ， 整えた 羊 五頭， 炒った 穀物 五 セ 
かも 分からない 者たち に それを 与えな  u  7:7 ア， 干しぶ どうの 菓子 百 個， 押し固め 

(才 1  と [サ） 

ければ ならない のか」。  才 g 〖ば たいち じくの 菓子 二百 個を 取り， それ 

12 そこで， ダビデの 若者たち は 自分  ^  32:7 らを ろばに 載せた。 19 それから 彼女 

たちの 道を 引き返し， 帰って来て， す %\  25；23 は その 若者たち に 言った， 「わたしよ 

ことば  かれ  ほうこく  サ I  25:32  さき  すす  [シ）  らん 

ベて これらの 言葉 どおり 彼に 報告した。  り 先に 進みなさい。 ご覧なさい， わた 

ただ  ぶか  い  キ創 32:13  がた  したが  い 

13 ダビデは 直ちに その 部下に 言った，  しは あなた 方に 従って 行きます」。 し 

おのおの じ ぶん つるぎ  み  お  [力）  クサ n 17:29  じ ぶん おっと  なに 

「各々 自分の 剣を 身に 帯びよ！」 それ  かし， 自分の 夫 ナバルには 彼女は 何も 

で 彼らは 各々 自分の 剣を 身に 帯び， ダ サ in ポ 告げなかった。 

サ 11 17:28  かのじょ  の I 対 

ビデ もまた 自分の 剣を 身に 帯びた。 彼  20 そして， 彼女が ろばに 乗り， ひ 

もの  したが  11  30:12  くだ  ゆ  なん 

ら ，およそ 四百 人の 者は， ダビデに 従っ  サ nl6:1 そかに 山を 下って 行く と， 何と， ダビ 

て 上って 行く ことにした。 一方， 二百 サ g ぶで デと その 部下が 下って 来る ところで， 
人は 荷物の そばに 座った。  ^  25：22 彼女と 会う ことに なった ので ある。 そ 

14 その 間に， ナバルの 妻 アビ ガイル '>iJ  32:16 れで ，彼女は 彼らに 出会った。 21 — 
に， 若者たち の 一人が 報告して 言った， ^^!2418 方 ダビデは， こう 言って いた。 「わた 


第 25 章 


第二 欄 


イサ I  22:2 
ウ箴 18:12 
箴 22:4 
エサ I 15:28 


詩 89:20 
ササ I  25:26 
エフ 4:26 


サ厶 エル 第一  25:22—32 

れで 今， このはし ためが 我が 主に 持っ 
て 参り ま した この 祝福の 贈り物に つき 
ましては， 我が 主の 足跡に 従って 歩き 
回って いる 若者たち に 与えられ ますよ 
うに。 28 どうか， この 奴隸 女の 違犯 
をお赦 しく ださい。 エホバは 必ず 我が 
主の ために 永続す る 家を 作られる から 
です。 エホバの 戦いを 我が 主は 戦って 
おられる のです から。 悪い ことは， あ 
なた の 生涯 中， あなたの うちに 見いだ 
される ことはないでしょう。  29 人が 
あなたを 追跡し， あなたの 魂を 捜し 求 
めようと して 立ち上がる とき， 我が 主 
の 魂は 必ず あなた の裡 エホ バの もとの 
命の 袋に 包まれて いる ことでしょう。 
しかし， あなたの 敵の 魂に ついては， 
石 投げの く ぼみ の 中から する ように， 
[裡] は 石 投げで これを 投げ出される 
でしょう。  30 そして， エホバは その 
話された すべての ことに したが っ て 我 
が 主に， あなたに 対して 良い ことを f! 
なって ください ますので， 必ず あなた 
を イス ラエルの 指導者と して 任命な さ 
る ことでしょう。  31 ですから， 故な 
く 血を 流し， また 我が 主 [の 手] がその 
救いと なって， これが あなたに とって 
よろめきの もと， また 我が 主の 心の つ 
まずき の もとと なりません ように。 そ 
して， エホバは 必ず 我が 主によ くして 
ください ますので， この 奴隸 女を ぜひ 
思い出されます ように」。 

32 そこで ダビデは アビ ガイルに 言っ 
た， 「この 日 にあな たを 遣わ して わた 
し に 会わせて くださった イスラエルの 

シ申 32:35; サ I  24:15; 詩 94:1: ロマ 12:19; ス創 40:14。 
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しは 荒野で この 男に 属する ものを みな 
守って やり， 彼に 属する ものす ベての 
うち ただのひと つも なくなった ものは 
なかった が， それは 全く 期待 外れ だっ 
た。 それな のに， 彼は 善に 代えて 悪を 
わたしに 返して いる。  22 もし わたし 
が 彼に 属する すべての 者のう ち， 壁に 
向かって 放尿す る 者を ひとりで も 朝 ま 
で 残して 置くならば， 拽が ダビデの 敵 
に そのよう にな さり， 重ねて そのよう 
にな さるよう に」。 

23 アビ ガイルは ダビデを 見かける 
と， すぐ に 急 L ヽで ろばから 降り， ダ ビデ 
の 前で 顔を 伏せて ひれ 伏し， 地に 身を 
かがめた。 24 そうして， 彼の 足 もと 
に 伏して 言った， 「我が 主よ， この 私 
の 上に あのと がが あります ように。 ど 
うか， この% 隸 女に あなたの 耳に 話さ 
せて くださり， この 奴隸 女の 言葉を お 
聴きく ださい。 25 どうか， 我が 主が 
この どう しよう もない 男 ナバルに 心を 
お向けに なりません ように。 その 名の 
ように， あの人は そのような 者で ござ 
いますから。 ナバルと いうの がその 名 
で, 無分別が あの人と 共に あるので す。 
あなたの 奴隸 女で ある 私は， あなたが 
お遣わしに なった， 我が 主の 若者たち 
を 見ませんでした。 26 それで 今， 我 
が 主よ， エホバは 生きて おられ， あな 
たの 魂 も 生きて おります。 エホバは あ 
なた が 血の 罪に 陥り， あなたの 手が あ 
なた の 救いと なること を とどめられ ま 
した。 ですから 今， あなたの 敵と， 我が 
主に 危害を 加えよう とする 者たち がナ 
バルの ようになります ように。  27 そ 
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ダビデは 引き返す。 ナバルの 死 
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シ申 28:28 
詩 102:4 
詩 143:4 
ス創 38:7 
創 38:10 
サ n  6:7 
王 n  19:35 
使徒 12:23 

第二 欄 


た， 「ナバルの 手から [わたしを 自由に 
する ため] わた しの 非難の 訴えを 処理 
し， ご 自分の 僕が 悪い ことを する のを 

食い止めて くださ っ た エホバが ほめた 

あく 

たえられる ように。 ナバルの 悪を エホ 
パは 彼の 頭に 返された！」 こうして ダ 
ビデは 人を やって， アビ ガイルを 自分 
の 妻と してめ とる 旨を 彼女に 申 し 入れ 

しもべ 

た。 40 それで ダビデの 僕たちは カル 
メルの アビ ガイルの ところに 来て， 彼 
女に 話 して 言った， 「ダ ビデが あなた 
を 妻と してめ とる ために わた したち を 
あなたの もとに 遣わしました」。 41 直 
ちに 彼女は 立ち上がり ，地に 顔を 伏せて 
身をかがめて 言った， 「ここ に 我が 主 
の 僕たちの 足を 洗う はしため のこの 奴 
隸 女が おります」。 42 それから， アビ 
ガイルは 急いで 立ち上がり ，彼女に つい 
て 行く 自分の 五 人の 侍女を 連れてろ ば 
に 乗った。 彼女は ダビデの 使者たち に 
伴って 行き， こうして その 妻と なった。 

(サ) しゅ っ しん 

43 ダビデは エズレ ル 出身の アヒノ 

[シ） 

アムを もめ とってい たので， この 女た 
ちは 二人とも その 妻と なった。 

44 一方 サウ ルは， その 娘， ダビデの 

つま  {セ）  [ソ) しゅっしん もの 

妻 ミカルを ガ リム 出身の 者で ある ライ 

[夕） あた 

シュの 子 パル ティ に 与えて いた。 

m  ひとびと  （ッ 1 

やがて ジフの 人々 が ギベアの サ 
ウルの もとに L っ た， 「ダ 

(テ） めん  （卜） おか 

ビデは エ シモンに 面する ハキ ラの 丘に 
隠れて いるではありません か」。 2 そ 

(t)  こうや 

こで サウ ルは 立ち上がり， ジフの 荒野 
へ 下って 行った。 ジフの 荒野で ダビデ 

第 26 章 チ ヨシ 15:55; サ I  23:14; 詩 54: 表題； ツ裁 19: 
14; サ  I  10:26: サ  I  11:4; テサ I  23:24; トサ I  23:19; ナサ I 
23:23; サ I  24:17。 


裡 エホバが ほめたたえられる ように！ 
33 そして， あなたの 分別が ほめたたえ 
られ， また この 日に わたしが 血の 罪に 
陥 り， わたしの 手が わたしの 救いと な 
るのを 思いとどまらせた あなた が ほめ 
たたえられる ように。 34 だが， 反対 
に， わたしが あなたに 危害を 加える の 
を とどめられた イス ラエルの® エホバ' 
は 生きて おられる。 もし あなたが 急い 
で わた しに 会おうと して 来な かっ たな 
ら， 確かに， 明け方までに ナバルには 
壁に 向かって 放尿す る 者は ひとり も 残 
ら なかった であろう」。  35 そこで， ダ 
ビデは 彼女の 手から その 持って来 たも 
のを 受け取り， 彼女に 言った， 「安心し 
て あなたの 家に 上って 行きなさい。 ご 
覧 なさい， わたしは あなたの 声を 聴き 
入れた ので， あなたの 身を 考慮して あ 

げょ ず」 。 

36 その後， アビ ガイルは ナバルの 
ところに 来たが， 見よ， 彼は 自分の 家 
で 王の 宴の ような 宴を 催して いた。 ナ 
バルの t 心は その内 そ、 快く 感じて おり， 
彼は この 上な く 酔って いたので， 彼女 
は 明け方まで， 大小を 問わず， 一事 も 
彼に 話さなかった。 37 そして， 朝に 
なって， ぶどう酒 [の 酔い] が ナバル か 
ら 去って から， その 妻は これらの 事を 
f 皮に 語り だした ので ある。 すると， 彼 
の 心は その内で 死んだ ようになり， 彼 
は 石の ようになった。 38 その後， 約 
十日 たって， エホバは ナバルを 打たれ 
たので， 彼は 死んだ。 

39 そして， ダビデは ナバルが 死んだ 
ことを やがて 聞いた。 それで 彼は 言っ 
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を 捜す ため， 彼と 共に 三千 人の 部下， 
イスラエルの 選ばれた 者たち がいた。 
3 そして， サウ ルは エ シモンに 面する 
ハキ ラの 丘で， 道の そばに 野営す るよ 
うに なった。 一方， ダビデは 荒野に 住 
ん でいた。 そして 彼は， サウ ルが 自分 
を 追って 荒野に 来たのを 見た。 4 そ 
れで ダビデは， サウ ルが 実際に 来た 
こと を 知ろうと して 斥候を 遣わ した。 
5 その後， ダビデは 立ち上がり， サウ 
ルが 陣営を 敷いて いた 場所に 行き， ダ 
ビデは サウ ル とその 軍の 長ネ ルの 子ア 
ブネ ルと が 横に なって いる 場所を 見つ 
けた。 サウ ルは 陣営の 囲いの 中で 横た 
わって おり， 民は 彼の 周りで 宿営して 
いた。 6 そこで ダビデは 答えて， ヒッ 
タイ ト人ア ヒメ レク と， ヨ アブの 兄弟で 
ある， ツェル ヤの子 アビ シャイに 言っ 
た， 「だれが わたしと 共に 陣営の 中の 
サウ ルのと ころへ 下って 行く か」。 こ 
れ に対して アビ シャイは 言った， 「わ 
たしが あなたと 共に 下って 行きます」。 
7 それで， ダビデは 夜， アビ シャイと 
共に 民のと ころへ 進んで 行った。 する 
と， 見よ， サウ ルは 陣営の 囲いの 中で 
その 槍を 頭の 傍らの 地に 突き刺し たま 
ま 横たわって 眠って おり， アブ ネルと 
民 も 彼の 周囲で 横たわって いた。 

8 そこで アビシ ャイは ダビデに 言っ 
た， 「拽は 今日， あなたの 敵を あなた 
の 手に 引き渡されました。 それで 今， 
どうか わたしに， 彼を その 槍で ただ 一 
度 地に 刺し通させて ください。 わたし 
は 彼に 二度そう は 致しません」。 9 と 
こ ろが， ダビデは ア ビ シャイ に 言った， 
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コ詩 40:8 
詩 119:97 


ス創 2:21 
創 15:12 


2:8 


3:8 


かれ  ほろ  おとしい 

「彼を 滅びに 陥れて はならない。 エホ 
バの油 そそがれた 者に 向かって 手を 出 
して， 罪のない ままで いられた 者が だ 
れ かいる だろう か」。 10 そして ダビデ 
はさら に 言った， 「エホバは 生きて お 
られ る。 エホバが 彼に 一撃を 加えられ 
るであろう。 あるいは， 彼の 日が 来て， 
死ななければ ならなくなる か， 戦いに 
下って 行き， きっと 一掃され る ことで 
あろう。 11 エホバの 油 そそがれた 者 
に 向か っ て 手を 出すな ど， わたしには， 
エホバの 見地から して 考えられな いこ 
とだ！ それで 今， どうか， 彼の 頭の 
ところに ある 槍と 水差しと を 取りな さ 
い。 そして， 立ち去る ことにしよう」。 
12 こうして， ダビデは サウ ルの 頭のと 
ころから 槍と 水差しと を 取り， それ か 
ら 彼らは 立ち去った。 だれ ひとりと し 
て 見た 者 も， 気づいた 者 も， 目を覚ま 
した 者 もなかった。 エホバからの 深い 
眠りが 彼らを 襲って いたた め， 彼らは 
みな 眠って いたから である。 13 それ 
から， ダビデは 向こう 側へ 渡っ て 行き， 
かなり 離れた 山の頂 上に 立った。 彼ら 
の 間の 隔たり は 相当 大きかった。 

14 そして， ダビデは 民と ネルの 子ア 
ブネ ルに 呼ば わって 言いだ した， 「ア 
ブネ ル， あなたは 答えない のか」。 する 
とア ブネ ルは 答えて 言いだ した， 「王 
に 呼ば わった あなたは だれか」。 15 そ 
こ で ダ ビデは ア ブネ ルに さらに 言った， 
「あなたは 男では ないか。 しかも， イス 
ラエルの うちに あなたの よう な 者が だ 
れ かいる だろう か。 それな のに， なぜ 
あなた は 王なる あな たの 主を 見張らな 
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かった のか。 民の 一人が あなたの 主な 
る 王を 滅びに 陥れよう として 入り 这ん 
だのに。 16 あなたの した この 事は 善 
くない。 エホバは 生きて おられる。 あ 
なた 方は 死に 値する。 あなた 方の 主を， 
エホバの 油 そそがれた 者を 見張って い 
なかった からだ。 それで 今， 王の 頭の 
ところに あった その 槍と 水 差 しが どこ 
にある かを 見よ」。 

17 すると， サウ ルは ダビデの 声に 気 
づき， こう 言いだ した。 「我が 子 ダビ 
デよ， これは あなたの 声 か」。 これに 対 
して ダ ビデは 言った， 「 王なる 我が 主 
よ， わたしの 声です」。 18 そして 彼 
はこう 付け加えた。 「我が 主が この 僕 
の 跡を 追って おられる とは， これは ど 
ういう 訳です ふ。 わたしが 何を し， ど 
ん な 悪が わた しの 手に あると いうので 
すか。 19 ですから 今， どうか， 王な 
る 我が 主が こ の 僕の 言葉を 聴かれます 
ように。 もし， エホバが あなたを 駆り 
立てて わたしに 刃向かわせた のでした 
ら， [拽] が 穀物の 捧げ物の においを か 
がれます よう {と。 しかし， もし それが 
人の子ら でしたら， 彼らは エホバの 前 
でのろ われます。 彼らは 今日， わたし 
が エホバの 相続 物と 結び付いて いると 
感じる ことがない よう， わたしを 追い 
出して， 『行って， ほかの 神々 に 仕え 
よ！』 と 言った からです。 20 です か 
ら 今， わたしの 血が エホバの み 顔の 前 
で 地に 落ちる ことのない ようにし てく 
ださい。 人が 山の 上で しゃこを 追うよ 
うに， イスラエルの 王が 一匹の 蚤を 捜 
そうと して 出て 来られた からです」。 
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ク詩 35:7 
詩 69:4 


ケサ I  24:9 
サ I  24:11 
詩 7:3 
ヨハ 10:32 
ョハ 18:23 


[  24:9 
シ箴 30:10 
又 出 19:5 


丰 : 


18 


21 すると サウ ルは 言った， 「わた 
しは 罪を おかした。 我が 子 ダビデよ， 
帰って来なさい。 今日， わたしの 魂 
が あなたの 目に 貴い ものと なった ゆえ 
に， わたしは もはや あなたに 危害を 加 
えは しない からだ。 見よ， わたしは 
愚かな ことを したし， 大変 間違って い 
た」。 22 そこで， ダビデは 答えて 言っ 
た， 「ここに 王の 槍が あります。 若者 
の 一人を 渡って 来させ， これを 持って 
行かせて ください。 23 そして， エホ 

おのおの  たい  かくじ  ぎ (ゥ） ちゅうじつ 

バ こそ， 各々 に対して 各 g の義と 忠実 
さとに 報いて くださる 方です。 エホバ 
は 今日， あなたを 私の 手に 渡され まし 
たが， 私は エホバの 油 そそがれた 者に 
向かって 手を 出そうと は しな かっ たか 
ら です。 24 それで， ご覧く ださい， あ 
なた の 魂が 今日， 私の 目に 太いなる も 
のであった 通り， 私の 魂 も エホバの 目 
に大 いなる ものと なり， 私を すべての 
苦難から 救い出して ください ますよう 
に」。  25 ここに おいて サウ ルは ダビ 

デに 言った， 「我が 子 ダビデよ， あな 
たが 祝福され るよう に。 あなたは 必ず 
や 事を 行なう だけでなく， 必ずや 勝ち 
を 得る 者と なる であろう」。 こうして 
ダビデは 去って 行き， サウ ルは 自分の 
場所へ 帰って 行った。 


ところが， ダビデは その 心の中 
ム， で 言った， 「今や わたしは， いつ 
か サウ ルの 手に よって 一掃され る だろ 
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う 0 わたしに とっては フィ リス ティア 
人の 地に ぜひとも 逃れる に 越した こと 
はない。 そうすれば， サウ ルは イスラ 
エルの 全 領地で これ 以上 わた しを 捜す 
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ダ ビデに チ クラ グが 与え られる 


サ厶 エル 第一  27：2—28：3 

ことに 関し わたしの ことを あきらめる ま27 章 ダビデは その 地を 討つ と， 男 も 女 も 生 
に i いないし， わたしは きっと 藏の手 7?： かして おかなかった。 彼は 羊， 牛， ろ 
から 逃れられる だろう」。 2 そこで ダィサ ！25:13 ば， らくだ， 衣を 取り， その後， ア キシュ 
ビデは 立ち上がり， 彼と 彼 と共にいた  の もとに 帰って来た。 10 すると アキ 

六 百 人の 人々 は ガトの 王， マオ クの 子ア サ 127:12 シュは 言った， 「あなた 方は 今日， どこ 
キシュの ところへ 渡って 行った。 3 そ =HI5:8 を 襲撃した のか」。 これに 対して ダビデ 
して， ダビデは ガトで ア キシュと 共に 25:43 は 言った， 「ユダの 南と， エラ フメ エル 
住んで いた。 彼と その 部下たち， 各々^^1 ぽ 人の 南と， ケ ニ人の 南です」。 11 男 や 
自分の 家の 者たち と 一緒で， ダビデと キサ mi4 女に ついては， ダビデは だれかを 生か 

ふたりつ ま  じん  26:25  つ  く 

その 二人の 妻， エズレ ル 人の 女 アヒノ  $3、>19:5 して おいて ガトに 連れて来る ような こ 
アムと ナバルの 妻， カルメル 人の 女ア  tl i?；1 とはせ ず， こう 言った。 「彼らが 我々 
ビ ガイルと であった。 4 そのうちに， m I2：!  のこと を 告げて， 『ダビデは このよう 

にさ  ほうこく  代1 12:20  m 

ダビデは ガトへ 逃げ去った との 報告が ヰへ11:28 にした』 と 言わない ためだ」。 （そし 
サウ ルに もたらされ たので， [サウ ル] ヶサ 129:3 て， 彼が フィリス ティア 人の 地方に 住 
はなおもう 一度 彼を 捜しに 行こうと は a3'>13:2 んだ 期間 中 ずっと， 彼の やり方は この 
しなかった 0  サ ようであった。） 12 そこで， ア キシュ 

5 その後， ダビデは ア キシュに 言っ  ^M5:2 は ダビデを 信じて こう 思った， 「彼は 

た， 「もし 今， 私が あなたの 目に 恵み  1：；3 疑いな くその 民 イスラエルの 中で 悪臭 

を 得て いるので したら， 人々 が 私に 地 シサ 115:4 を 放つ 者と なった 0 彼は 定めの ない 時 
方の 都市の 一つの 中で 場所を 与えて， ス 創25: 1S まで も わた しの 僕と なる に違いない」 0 

す  出 15:22 

私が そこに 住める ようにして くださ -  そして， そのころ ，フィリス ティ 

い。 どぅして この 富が ぁなたと H  _ 二 欄 ァ X は ィスラエル とた i いを 转 な 
都に 住んで よいので しょう」。 6 それ  *1 15：3 おうとして 軍の ために 陣営 [の 者] を 集 
ゆえ， ア キシュは その 日， 彼に チ クラ ィマ タ 1Q:16 め 始めた のであった。 そこで ア キシュ 
グを 与えた。 そのような 訳で， チ クラ ゥ ョシ15:2 は ダビデに 言った， 「あなたは， あな 
グは 今日に 至る まで ユダの 王に 属する IftI2:9  たも あなたの 部下 も， わたしと 共に 

よう になった ので ある。  ^?12?5:6 出て 行っ て 陣営に 入るべき であ る こと 

7 そして， ダビデが フィリス ティア ヵ 歳22:3  を 確かに 知っている はず だ」 0  2 する 

人の 地方に 住んだ 日数は 一年 四 か 月と キ歲 1以5 と， ダビデは ア キシュに 言った， 「で 
なった。 8 それで ダビデは その 部下 ク な巧巧 すから， あなたは， この 僕の する こと 

ともの ぼい  ^  ぞん 

と共に 上って 行った。 それは ゲシュル - を ご存じです」。 そこで ア キシュは ダ 

人， ギル ズ 人， ア マレク 人を 襲撃す るた  m2m  ビデに 言った， 「だか ら ，あなたを い 
めであった。 彼らは テ ラムから シュル サ 114:52 つまで も わたしの 頭の 守護 者に 任じて 
まで， また エジプトの 地にまで [及ぶ] コ おこう」。 

地に 住んで いたので ある 0  9 そして， ササ [  29:2  3 さて， サム エルが 死んだ ので， 全イ 
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スラ エルは 彼のた めに 嘆き悲しみ， 彼 
を その 都市 ラマに 葬った。 一方 サウ ル 
は， こ の 地から 霊媒 や 出来事の 職業的 
な 予告 者たち を 除いてし まっていた。 

4 その後に フィリス ティア 人が 集 
まって， やって来て， シュネ A に 陣営を 
張った。 それで サウ ルは 全 イスラエル 
を 集め， 彼らは ギルボアに 陣営を 張っ 
た 0  5 サウ ルは フィ リス ティ ア 人の 
陣営を 見る と， $ れ， その 心は ひどく 
おののき はじめた。 6 サウ ルは エホ 
バに 伺う のであった が， エホバは 夢に 
よっても， ウ リムに よっても， 預言者 
によっても 決 して 答えられなかった。 
7 ついに サウ ルは 僕たちに 言った， 「女 
性 霊媒 術 者で ある 女を わたしの ために 
捜して 来い。 わたしは その 女のと ころ 
に 行って 相談して みよう」。 すると， 僕 
たちは 彼に 言った， 「ご覧なさい， エ 
ン. ドルに 女性 霊媒 術 者で ある 女が い 
ます」。 

8 それで サウ ルは 変装し， ほかの 衣 
を 身に 着け， 彼と 彼と 共に 二人の 部下 
が 行った。 彼らは 夜， その 女のと ころ 
に 行った。 さて， 彼は 言った， 「どうか， 
霊媒 術に よって わたしの ために 占いを 
し， わたしが あなたに 名 指す 者を わた 
しのた めに 連れ出して くれ」。  9 とこ 
ろが， その 女は 彼に 言った， 「ご覧な さ 
い， あなたは， サウ ルが した こと， 彼 
が この 地から 霊媒 や 出来事の 職業的な 
予告 者たち を どのように 断ち 滅ぼした 
かを よくご 存じのは ずです。 それな の 
に， なぜ あなたは わたしの 魂に 対して 
わなを かける 者の ように 行動して， わた 
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しを fe そうとする のです か」。 10 直ち 
に サウ ルは エホバに かけて 彼女に 誓っ 
て 言った， 「エホバは 生きて おられる。 
この 事で とがのた めの 罪科が あなたに 
降り懸かる ことは ない！」 11 そこで， 
その 女は 言った， 「だれを あなたの た 
めに 連れ出しましょう か」。 これに 対し 
て 彼は 言った， 「わた しのた めに サム 
エルを 連れ出して くれ」。 12 その 女は 
“ サム エル” を 見る と， 声を 限りに 叫び 
だした。 そして その 女は さらに サウ ル 
に 言った， 「なぜ あなたは わた しを だ 
ましたので すか。 あなたが サウ ルです 
のに」。 13 しかし 王は 彼女に 言った， 
「恐れる ことは ない。 だが， あなたは 何 
を 見た のか」。 すると， その 女は さらに 
サウ ルに 言った， 「 神が 地 か ら 上って 
来る のを 見ました」。 14 直ちに 彼は 
言った， 「どんな 姿を している か」。 そ 
れに対 して 彼女は 言った， 「ひとりの 
年取った 人が 上って 来られます。 その 
方は そでな しの 上着で 身を 覆っ て おら 
れ ます」。 そこで， サウ ルは それが“ サ 
ム エル” である ことを 認め， 次いで 彼 
は 地に 顔を 伏せて 身を 低く かがめて 平 

ふく 

佚した。 

15 すると， “ サム エル” は サウ ル 
に 言いだ した， 「なぜ あなたは わたし 
を 連れ出させて， わたしを かき 乱した 
のか」。 これに 対して サウ ルは 言った， 
「わたしは 非常な 窮境に 陥って います。 
フィ リス ティ ア 人が わたしと 戦って い 
ますが， 裡 はわた しから 離れ， 預言者 
を 通しても， 夢に よっても， もはや わ 
た しに 答えて くださら なくなっ たので 
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す 0 それで わたしは， どう すれば よい 第28 章 か， 今度は あなたが このはし ための 声 
かを もらせて いただく ために， あなた 28:6 に 従ってく ださい。 あなたの 前に 一切 
を お呼びして いるので す」 0  <  レビ 他幻 れの パンを 置かせて くださり， 召し 上 

16 すると， “ サム エル” はさら に ゥ $ ぼ g がって ください。 あなたの 内に 力が 出 
言った， 「では， なぜ あなたは わたし  6:27  て 来る でしょう。 あなたは 去って 行か 

に 尋ねる のか。 エホバが あなたから 離 28:15  れ るので すから」。  23 ところが 彼は 
れ， あなたの 敵対 者と なって おられる 才 拒んで， 「わたしは 食べない」 と言っ 
というのに。 17 それで エホバは， わ 16:13 た。 しかし， その 僕たち も， その 女 も 
たしを 通して 語られた 通りに ご 自分の  24:20 彼を しきりに 促した。 ついに 彼は その 

ためにな さり， エホバは あなたの 手 か ；〇：；3 声に 従い， 地から 立ち上がって 寝い す 
ら 王国を 裂き 取って， それを あなたの 15:9 の 上に 座った。 24 さて， その 女には 
仲間 ダビデに お与えになる であろう。 ""  48：10 家に 肥えた 子牛が いた。 それで， 彼女 
18 あなたは エホバの 声に 従わず， アマ ヶ す！ ほ f は 急いで それを 犠牲に し， 麦粉を 取っ 
レク に対して その 燃える 怒りを 尽くさ  *  て 練り 粉を こね， それを 焼いて 無 酵母 

なかった。 それゆえに， エホバは 今日， 31：5 パンを 作った。 25 こうして 彼女は そ 
まさしく あなたに このように 行なわれ ^11 2；82 れを サウ ルと その 僕たちに 出す と， 彼 
るであろう。 19 そして エホバは ま シサ 131:7 らは 食べた。 その後， 彼らは 立ち上が 
た， イスラエルを も あなたと 共に フィ スぱ 20:27 り， その 夜のう ちに 立ち去った 0 
リス ティア 人の 手に 渡され， 明日， あ  ?M9；5  AQ それから フィリス ティア 人は そ 

なた と あなたの 子ら はわた し と共にな _  の 陣営 [の 者] を ことごとく ア 

るであろう 0 イスラエルの 陣営を さえ 第二 欄 フェ クに 集めた 0 —方， イスラエル 人 
も， エホバは フィリス ティア 人の 手に 7  L1 15:23 は エズレ ルに ある 泉の ほとりに 野営し 
渡される」 0  ィ申 12:15  ていた 0  2 そして， フィリス ティア 人 

20 すると， サウ ルは たちまち 地に ゥサ 128:8 の 枢軸 領主たち は 百 人， または 千 人を 従 
身を 伸ばして 倒れ， “ サム エル” の 言 齡_  えて 進み， ダビデと その 部下は その後 ア 
葉の ゆえに 非常に 恐れた。 また， 彼の キシュと 共に 進んで いた。 3 すると， 
内には 力が なくなって いた 。その 日， 19.18 フィリス ティア 人の 君たち は 言いだ し 

ちゅうや  しょくもつ  た  aSj  [ク）  いったい なにもの 

一昼夜， 食物を 食べて いなかった から サ n  4:4  た， 「これらのへ ブライ 人は 一体 何者 
である。 21 それから 女は サウ ルのと カョシ 13:3 だ」。 そこで ア キシュは フィリス ティ 
ころに 来て， 彼が ひどく 動揺して いる  ?135：8  ア 人の 君たち に 言った， 「これは ここ 
のを 見た。 それで 彼女は 言った， 「ご キサ 128:2  —, 二 年 わたし と共にいた， イスラエル 
覧 ください， このはし ためは あなたの クサ 113:19 の 王 サウ ルの 僕 ダビデでは ないか。 わ 
声に 従い， 自分の 魂を たなごころに 置  たしは 彼が [わたしの もとに] 脱走して 

いて， あなたが わたしに 話された 言葉 ^  来た 日から 今日に 至る まで 彼に ただの 
に 従いました。 22 ですから 今， どう 一事 も 見いだ さなかった」。 4 ところ 
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が， フィリス ティア 人の 君たち は 彼に 
対して 憤慨した。 それで フィ リス ティ 
ア 人の 君たち はさ らに 言った， 「この 
男を 帰し， あなたが 割り当てた 場所に 
帰らせよ。 我々 と共に 戦いに 下って 行 
かせて はならない。 彼が 戦いで 我々 の 
反抗 者と ならない ためだ。 それに， こ 
の 者は 何を もって その 主の 恵みに あず 
かれる ようにす るであろう か。 これら 
[我々 の] 部下の 首を もってする のでは 
ないか。  5 これは 人々 が 踊りながら 
答え 応じて， 『サウ ルは 千を 討ち 倒し， 
ダビデは 万を』 と 言い 続けた， その ダ 
ビデでは ないか」。 

6 それゆえ， ア キシュは ダビデを 呼 
んで 言った， 「エホバは 生きて おられ 
る。 あなたは 廉直な 人 だ。 あなたが 陣 
営で わたしと 共に 出入りす るのは， わ 
たしの 目には 善い ことであった。 わた 
しは あなたが わた しの もとに 来た 日 か 
ら 4 日まで あなた に 悪 l 、ことを 見いだ 
さなかった からだ。 しかし， 枢軸 領主 
たちの 目には あなたは 善くない の だ。 
7 それで 今， 安らかに 帰って 行きな さ 
い。 あなたが フィ リス ティア 人の 枢軸 
領主た ちの 目に 何も 悪い こと を 行なわ 
ないた めだ」。 8 ところが， ダビデは 
ア キシュに 言った， 「しかし， 私が 何 
をした というので すか。 私が あなたの 
前にい るよう になった 日から 今日まで， 
あなたが この 僕に 何を 見いだ された と 
いうので， 私が 行っ て， 実際， 王なる 我 
が 主の 敵と戦って はならない ので しょ 
うか」。  9 そこで ア キシュは ダビデに 
答えて 言った， 「わたしは あなたが わ 
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た しの 目 に裡 のみ 使いの よう に 善かっ 
たこと をよ く 知っている。 ただ フィ リ 
ス ティ ア 人の 君たち が， 『彼を 我々 と 
共に 戦いに 上って 行かせるな』 と言っ 
たの だ。 10 それで 今， あなたと 共に 
来た あなたの 主の 僕たちと 共に 朝早く 
起きなさい。 あなた 方に とって 明るく 
なったなら， 朝早く 起きる ように。 そ 
れ から 行きなさい」。 

11 こうして ダビデは， すなわち 彼と 
その 部下は， 早く 起きて， 朝 出て 行き， 
フィ リス ティア 人の 地へ 帰って 行った。 
フィリス ティア 人は， エズレ ルへ 上っ 
て 行った。 

そして， ダビデと その 部下が 三 
3 り にチク ラクに 去ようと して 
いたと き， ア マレク 人が 南部と チ クラ 
グを 襲撃した のであった。 こうして 彼 
らはチ クラ グを 討ち ，それを 火で 焼き， 
2 女たち [と] その 中に いた [すべての 
者] を， 最も 小さい 者から 最も 大きい 者 
まで， とりこと して 連れ去った。 彼ら 
はだれ を も 殺さず， その 人々 を 追い 立 
てて， 連れ去って 行った。 3 ダビデが 
部下と 共に その 都市に 来て みると， 何 
と， それは 火で 焼かれて おり， 彼らの 
妻 や 息子 や 娘たち は， とりこと して 連 
れ 去られて いた。 4 それで， ダビデ 
と 彼 と共にいた 民は 声を 上げて 泣き だ 
し， しまいには 彼らのう ちには [もは 
や] 泣く 力 も なくなった。  5 そして， 
ダビデの 二人の 妻， エズレ ル 人の 女ア 
ヒノ アムと， カルメル 人 ナバルの 妻ア 
ビ ガイル もとり こと して 連れ去られて 
いた。  6 そして ダビデに とって 非常 
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に 苦しい 事態と なった。 民が 彼を 石 打 
ちに すると 言った からで ある。 民す ベ 
ての 魂が， 各々 その 息子 や 娘の ことで 
苦しんで いたので ある。 それで， ダビ 

デは その 裡 エホバに よって 自らを 強め 

【ェ） 

るよう に した。 

7 そこで ダビデは アヒ メレクの 子， 祭 
司ア ビヤ タルに 言った， 「どうか， エ 
フォ ドを わたしの そばに ぜひ 持って来 
てくだ さい」。 それで ア ビヤ タルは エ 
フォ ドを ダビデの そばに 持って来た。 
8 それで， ダビデは エホバに 伺って こ 
う 言いだ した。 「私は こ の 田 各 奪 隊の跡 
を 追いましょう か。 彼らに 追いつく で 
しょうか」。 そこで [裡] は 彼に 言われ 
た， 「追って 行け。 必ず 彼らに 追いつ 
き， 必ず 救い出す ことになる からだ」。 

9 早速， ダビデは， 彼と 彼 と共にい 
た 六 百 人の 部下は 出かけて 行き， べソ 
ルの 奔流の 谷まで 進んで 行った。 後に 
残される ことに なった 者たち は 立ち 止 
まっていた。 10 そして ダビデは， 彼 
と 四百 人の 部下は 追い 続けた が， べソ 
ルの 奔流の 谷を 渡る には 余りに も 疲れ 
ていた 二百 人の 部下は 立ち止まって 
いた。 

11 ときに， 彼らは 野で 一人の エジプ 
卜 人を 見つけた。 それで， 彼らは その 
人を ダビデの ところに 連れて行き， パ 
ンを 与えて 食べさせ， また 水を 与えて 
飲ませた。 12 さらに, 押し固め たいち 
じくの 菓子を 一切れと 干しぶ どうの 菓 
子 二つを 与えた。 すると 彼は 食べ， そ 
の 霊は 彼に 戻った 0 彼は 三日三晩， パ 
ン を 食べず， 水 も 飲んで いなかった の 


である。 13 そこで ダビデは 彼に 言っ 
た， 「あなたは だれの もの か。 どこか 
ら 来たの か」。 すると 彼は 言った， 「私 
は エジプト 人の 従者で， ある ア マレク 
人の 奴隸 です が， 三日 前に 病気に なっ 
たため， 主人は 私を 置き去りに したの 
です。 14 私 どもは， ケレト 人の 南部 
と， ユダに 属する ものと， カ レブの 南 
部を 襲撃し ました。 チク ラグは 火で 焼 
きました」。 15 そこで ダビデは 彼に 
言った， 「わた しを その 略奪 隊の とこ 
ろまで 案内して くれる か」。 それに 対 
して 彼は 言った， 「私を 殺さず， 主人 
の 手に 私を 引き渡さな いと， どうか 拽 
にかけ て 私に 誓ってく ださい。 そうす 
れ ば， あなたを その 略奪 隊の ところ ま 
で 案内いた しま しょ う」。 

16 そこで， 彼が [ダビデ] を 案内し 
て 行く と， 見よ， 彼らは その 地 一帯の 
表に 乱れ 広がって， フィリス ティア 人 
の 地と ユダの 地から 取っ て 来たす ベて 
の大 いなる 分捕り物の ゆえに 食い 飲み 
し， ぅ rm てぃ a 17 そこで， ダ 
ビデは 朝の 暗い うちから 夕方まで 彼ら 
を 討ち 倒した。 彼らを 滅びの ために さ 
さげる ためであった。 らくだに 乗って 

に  さ  わかもの 

逃げ去った 四百 人の 若者の ほかは， 彼 
ら のうち 一人 も 逃れた 者はなかった。 
18 こうして ダビデは， ア マレク 人が 
奪っ て行っ たす ベての ものを 救い出し 
た。 また， その 二人の 妻 も ダビデは 救 
い 出した。 19 それで， 最も 小さい 者 
から 最も 大きい 者まで， 息子 や 娘たち 
まで， また 分捕り物から， 彼らが 自分 
たちのた めに 奪って 行った 一切の もの 
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に 至る まで， 自分たち の もので 足りな 
いものは 何もなかった。 あらゆる もの 
を ダビデは 取り戻した。 20 そこで ダ 
ビデは すべての 羊と 牛を 取り， それを 
人々 は あの [ほかの] 畜類の 前で 追った。 
こうして 彼らは， 「これは ダビデの 分 
捕り物です」 と 言った。 

21 ついに ダビデは， ダビデと 共に 進 
んで 行く には 余り にも 疲れて いたので 
べソ ルの 奔流の 谷の ほとり に 座 ら せて 
おいた 二百 人の 部下のと ころに 来た。 
彼らは ダビデを 迎える ため， また 彼と 
共に いた 民を 迎える ために 出て 来た。 
ダビデは 民に 近づく と， 具合いは どう 
かと 尋ね だした。  22 ところが， ダビ 
デと 共に 行った 者たち の 中の たちの 悪 
い， どうしよう もない 者たち は 皆， 答 
えてし きりに 言った， 「彼らは 我々 と 
共に 行かなかった の だから， 各々 に 対 
しその 妻と 子ら の ほかは， 我々 が 救い 
出した 分捕り物を 何も 彼らに やる 訳に 
はいかない。 彼らに それらの 者を 連れ 
て 行かせよう ではない か」。 23 しかし 
ダビデは 言った， 「わたしの 兄弟たち， 
エホバが わた したち にお 与えに なった 
ものを もって， そのよう にして はなら 
ない。 [裡] がわた したち を 保護して く 
ださり， わたしたちに 向かって 来た 略 
奪隊を わたしたちの 手に 渡された の だ 
から。 24 それに， だれが， この 言われ 
たこと について あなた 方 [の 言う こと] 
を 聴く だろう か。 戦いに 下って 行った 
者の 分け前 も， 荷物の そばに 座って い 
た 者の 分け前 も 同じ だから だ。 皆 一 
緒に 分け前に あずかる の だ」。 25 そ 


して， その 日 以来， 彼は それを イス 

きてい  しほう じょう 

ラエルの ための 規定と し， 司法 上の 

さ だ (7)  こんにち  いた 

定めと して， 今日に 至ってい るので 


ある C 

26 


ダビデは チク ラグに 来る と 


ぶん 

分 


捕り物の 幾らかを 友人で ある ユダの 年 
長者た ちに 送って 言った， 「ご覧な さ 
い， エホバの 敵の 分捕り物からの あ 
な た 方の ための 祝福の 贈り 物です」。 
27 ベ テルに いた 人々， 南部の ラ モトの 
人々， ヤ ティルの 人々， 28 アロエ ル 
の 人々， シフ モトの 人々， エシュ テモ 
アの 人々，  29 ラカルの 人々， エ ラフ 
メ エル 人の 諸 都市の 人々， ケ ニ人の 諸 
都市の 人々， 30 ホル マの 人々， ボル 

[サ） 

アシャ ンの 人々， ア タクの 人々， 31 へ 
ブロンの 人々， および ダビデが， 彼と 
その 部下が 歩き回った すべての 4 所に 
対してであった。 

さて， フィ リス ティ ア 人は イス 

たたか  [ス） 

ラエルと 戦って いた。 イス ラエ 

ルの 人々 は フィ リス ティア 人の 前から 

逃げ去り， ギルボア山で 打ち殺されて 

次々 に 倒れて いった。 2 そして， フィ 

リス ティ ア 人は サウ ルと その子ら に 追 

い 迫って 来た。 フィ リス ティア 人は つ 
_  [夕） 

いに サウ ルの 子ら である ヨナ タン， ア 

ピナ ダブ， マル キ • シュアを 討ち 倒し 

た 

激しくな り， 射 李たち， 与を 持つ 著たち 
はついに 彼を 見つけた。 彼は 射手たち 
によって ひどい 傷を 負った。 4 それで 
サウ ルは その 武具 持ちに 言った， 「お 
前の 剣を抜き， それで わたしを 刺し貫 
いて くれ。 これら 割礼を 受けて いない 


31 


マル キ •シニ 

せんとう  たい 

そ して， 戦闘は サウ ルに 対して 


:z 20 


44 


52 14121239  46 26 
4  9  8  :  2  0  3  V.  ^ .  5  0  4  7 

II  In  11  I  linn  I  11  n  セ 

ササ ササ サ代サ 代代 ササ 裁 代 ササ サエ 
スセ  ソ  タチ ツテ  ト  ナ 


:8 19 a :25 :10 :27 :  15 :12 16 9 :8 - :22 :22 :13 :10 :27 2:8 12 6:  1 
3 34: 31: 2  3 1 ^ l 29 33: 31: 3 44: !23 31: 68: tl 
サ詩民 代 ササ 七 代 詩 民サ詩 ササ ササ 民 ョ詩テ 
アイ  ウエ  オカ キク  ケ 


第 31 章 

アサ I  22:17 
サ n  1:14 
詩 105:15 
ィ出 20:13 
サ D  17:23 
王 I  16:18 
代 I  10:4 
マタ 27:5 
ウサ I  26:10 
代 I  10:13 
ホセ 13:11 
エ代 I 10:5 
オサ I  28:19 
代 I  10:6 
力 申 28:25 
サ I  13:6 
キ民 33:56 
申 28:33 
代 I  10:7 
ク代 I 10:8 
代 n  20:25 

第二 欄 


者 どもが やって来て， わたしを 刺し貫 
き， わたしを むごく 扱うよう な ことが 
決してない ためだ」。 ところが， その 武 
具 持ちは そうしようと しなかった。 非 
常に 恐れて いたので ある。 そこで サウ 
ルは 剣を 取って， その上に 突っ伏した。 
5 その 武具 持ちは サウ ルが 死んだ のを 
見る と， 自分 もまた 剣の 上に 突っ伏し 
て， 彼と 共に 死んだ。  6 こうして そ 
の 日， サウ ルと 彼の 三人の 息子と その 
武具 持ち， それに 彼の 部下たち もみな 
共々 に 死んだ。 7 低地 平原の 地域 やヨ 
ル ダンの 地域に いた イスラエルの 人々 
は， イスラエルの 人々 が 逃げ， サウ ル 
とその 息子たち が 死んだ のを 見る と， 
諸 都市を 捨てて 逃げる ようになり， そ 
の 後， フィ リス ティア 人が 入って 来て， 
そこ に 住む よう になった。 

8 そして， 次の 日， フィ リス ティア 
人は 打ち殺された 者たち からはぎ 取ろ 
うとして やって来た とき， サウ ルと そ 


サ厶 エル 第一 31:5 —サ厶 エル 第二 1：4 

第31 章 の 三人の 息子が ギルボア山の 上で 倒れ 
7 tl i?ii7 ている のを 見つけた のであった。 9 そ 

詩 105:15  かれ  くび  き  お  W 

ィ 出2 0:13 こ で 彼 らは [サウ ル] の 首を切 り 落とし， 

サ n 17:23  ぶぐ  と  まわ 

I； ；5：j8 その 武具を はぎ取り， 周りの フィリス 
ゥ^^ 冗 ティア 人の 地に 人を やって， 彼らの 偶 
像の 家々 や 民に 告げ 知らせた。 10 最 

エ代 I 10:5  ご  かれ  ぶぐ 1ォ）  [力) 

ォサ [28:19 後に， 彼らは その 武具を アシュ トレ テ 

代 I 10:6  ぞういえ  お  いたい 

力 申2? 3  の 像の 家に 置き ，その 遺体は ベ ト •シャ 

サ 1 13:6  (キ） じょ ぅ へき  っ 

キ ンの 城壁に くくり 付けた 0 11 そして 
ク S  =  ヤべ シュ. ギレアデの 住民は サウ ルに 

代 n  20:25  じん 

_ ついて， フィリス ティア 人が した こと 

第二 欄 を ft くように なった。 12 すると t ち 
に， 勇敢な 人々 がみな 立ち上がり， 夜 

ど お  すす  い  い たい 

通し 進んで 行って， サウ ルの 遺体と そ 

むすこ  じょう 

の 息子たち の 遺体を ベ ト •シャ ンの城 
壁から 取り外し， ヤべ シュに 来て， そこ 
で これを 焼いた。 13 それから 彼らは 

ほね  と （コ）  （サ) 

その 骨を 取り， ヤべ シュの ぎょりゅう 
の 木の下に 葬り， 七日 間断 食を した。 


サ創 21:33; サ I  22:6; 代 I  10:12; シ創 35:8; サ n  2:5; ス 創 
50:10。 


サ厶 エル 記 第二 

または， ギリシャ 語 セ プトゥ アギ ンタ によれば， 

列 王 記 第二 

1 そして， サウ ルの 死後， ダビデが 第 1 章 に 来る と， 彼は 直ちに 地に ひれ 伏して， 
ア マレク 人を 討ち 倒して 帰って来 30:17 平伏す るので あった。 

かかん  [ィ）  イサ1^ e  つ  かれい 

たと き， ダビデは 二日 間チク ラグに と  サ 130:26  3 次いで ダビデは 彼に 言った， 「ど 

どまって いたので ある 0  2 そして， I 創 37:29 こから 来たの か」 。すると， 彼は 言っ 

三日 目の こと， 見よ， ひとりの 人が 陣  ョシ7:6 た， 「イスラエルの 陣営から 逃れて ま 
k から， サウ ルのと ころから やって来 ォサ “:12 いりました」。 4 そして ダビデは さら 
た。 その 衣は 引き裂かれ， 頭には 泥を 第二 欄 に 言った， 「事態は どう なった か。 ど 
かぶって いた。 そして， ダビデの もと 7?；i4；f うか， 話して くれ」。 これに 対して 彼は 
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言った， 「民は 戦いから 逃げ， 民の 多 
くも 倒れて 死に， それに サウ ルと その 
子 ヨナ タンまで も 死にました」。  5 そ 
れ で， ダビデは 自分と 話して いた その 
若者に 言った， 「あなたは サウ ルが， 
また その子 ヨナ タンが 死んだ ことを ど 
う して 実際に 知っている のか」。 6 そ 
こで， 彼と 話して いた その 若者は 言っ 
た， 「わたしは 図らずも たまたま ギル 
ボア 山に いました が， そこで サウ ルが 
その 槍に もたれて いました。 そして， 
ご覧く ださい， 兵車の 御者 や 馬に 乗っ 
た 者たち が 彼に 追いついて いま した。 
7 彼は 振り返って わたしを 見る と， 今 
度は わたしを 呼びました ので， わたし 
は， 『はい， ここに おります』 と 言い 
ました。 8 すると 彼は さらに 言い まし 
た， 『お前は だれ だ』。 そこで わたしは 
言い ま した， 『わたしは ア マレク 人で 
す』。  9 すると 彼は 言いました， 『と、 

うか， わたしの 上に 立って， まさしく 
わたしを 殺して くれ。 けいれん がわた 
しを 捕らえて いるの だ。 わたしの 魂は 
すべてな おわた しの 内に あるから だ』。 
10 そこで わたしは 彼の 上に 立ち， まさ 
しく 彼を 殺しました。 彼は 倒れた から 
には 生きる ことができな いと 分かった 
からです。 それから， わたしは その 頭 

おうかん [サ）  うで  うでわ 

にあった 王冠と， その 腕に あった 腕輪 
を 取りました。 それらを ここに， 我が 
主の もと に持っ て 来る ためで した」。 

11 ここに おいて ダビデは 自分の 衣 
をつ かんで， これを 引き裂いた。 彼と 
共に いた 人々 もやは り 皆， そのよう に 
した。 12 そして 彼らは サウ ルと， そ 


第 1 章 


シサ n  3:31 
サ n  13：31 
代 n  34:27 
使徒 14:14 


第二 櫚 


の 子 ヨナ タンと， エホバの 民と， また 
イス ラエルの 家の こと で 悼み 悲 しんで 
泣き， 夕方まで 断食した。 彼らが 剣に 
倒れた からで ある。 

13 さて， ダビデは 自分と 話して いた 
その 若者に 言った， 「あなたは どこの 
者 か」。 すると 彼は 言った， 「わたしは 
ア マレク 人で， 外人 居留 者の 子です」。 
14 それで ダビデは 彼に 言った， 「あ 
なた が 手を 出して エホバの 油 そそがれ 
た 者を 滅びに 陥れる ことを 恐れな かっ 
たとは， どう した ことか」。 15 そこ 
で， ダビデは 若者の 一人を 呼んで 言っ 
た， 「近寄れ。 これに 襲い かかれ」。 こ 
うして， 彼を 討ち 倒した ので， 彼は 死 
ん だ。 16 ダビデは そのと き 彼に 言っ 
た， 「あなたに 対する 血の 罪は， あな 
たの 頭に 降り懸かれ。 あなたの 口が あ 
なた に対して 証言し， 『わたしが まさ 
しく， エホバの 油 そそがれた 者を 殺し 
ました』 と 言った からだ」。 

17 次いで ダビデは， サウ ルと その子 
ヨナ タンの ために 次の 哀歌を 詠卩 fc し， 
18 ユダの 子ら は 「豆」 を 教わる よう 
にと 言った。 見よ， それは ヤ シャルの 
書に 記されて いる。 

19 「イスラエルよ， 麗しい ものが お前 
の 高き 所で 打ち殺された。 

ああ， 力の ある 者たち は 倒れた。 
20 あなた 方は これを ガトで 告げるな。 

アシュケロンの ちま たで 告げ 知 
ら せる/ I。 

フィ リス ティア 人の 娘たち が歓ぶ 
ことのない ためだ。 

割礼を 受けて いない 者たち の 娘ら 
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哀歌。 ダビデは ユダの 王と される 


サ厶 エル 第二 1:21 — 2:6 


が 歓喜す る ことのない ためだ。 

21 ギルボアの 山々 よ， お前たち の 上 
に， 露 も， 雨も卞 るな。 聖 なる 
寄進 物の 野 も なくなれ。 

そこで， 力の ある 者たち の 盾が 汚 
された からだ。 

サウ ルの 盾が。 ゆえに 油を もっ 
て 油 そそがれた 者は だれもい 
なかった。 

22 打ち殺された 者たち の 血から， 力の 
ある 者たち の 脂から， 

ヨナ タ ンの 弓は 引き返さな 


サウ ルの 剣 も 功を 奏さずに 帰る 

(*) 

こ とはなかった。 

W  い 

23 サウ ル も ヨナ タン も， その 生きて いる 

あいだ あい  こころよ 

間， 愛すべき 人， 快い 人たち で， 

し  はな 

その 死ぬ とき も， ふたり は 離れな 

(ク ） 

かった。 

わし  はやけ） 

鷲よりも 速く， 

ちからづよ  (3) 

ライオンよりも 力強かった。 

むすめ 

24 イスラエルの 娘たち， サウ ルの ため 


かれ  うつく  そうしょくひん  つ  ひいろ 

彼は 美しい 装飾品の 付いた 緋色 
[の 衣] を お前たち に まとわせ， 
お前たち の 衣服に 金の 飾りを 付 

[サ） 

けて くれた。 

25 ああ， 力の ある 者たち は 戦いの さな 

たお  [シ】 

かに 倒れた。 

ヨナ タンは お前の 高き 所で 打ち 


26 わたしの 兄弟 ヨナ タン， わたしは あ 
なた のために 苦しんで いる。 
あなたは わた しに とって 非常に 
快 い 人だった。 


あなたの 愛は わたしに とって 女 
の 愛より もす ばら しかった。 

27 ああ， 力の ある 者たち は 倒れた。 
戦いの 武器は 滅びう せた！」 

2 そして， その後， ダビデは エホバ 
に 伺って， こう 言った ので ある。 
「わた しは ユダの 都市の 一つへ 上っ て 
行きましょう か」。 すると エホバは 彼 
に 言われた， 「上って 行け」。 そして ダ 
ビデは さ らに 言った， 「どこへ 上って 
行きましょう か」。 すると， 言われた， 
「へ ブロンへ」。 2 そこで ダビデは， ま 
た その 二人の 妻， エズレ ル 人の 女アヒ 
ノ アムと カルメ ル 人 ナバルの 妻ア ビガ 
イル も， そこへ 上って 行った。  3 ま 
た ダビデは， 共に いた 人々 を， 各々 そ 
の 家の 者と 一緒に 連れ 上った。 彼らは 
へ ブロン [地方] の 諸 都市に 住む ように 
なった。 4 そこへ， ユダの 人々 がやっ 
て 来て， そこで ダビデに 油を そそいで 
ユダの 家の 王と した。 

そして， 人々 は 来て ダビデに 告げて 
言った， 「ヤ べシュ •ギレアデの 人々 
が サウ ルを 葬りました」。 5 ゆえに ダ 
ビデは ヤべシ ュ • ギレアデの 人々 に 使 
者を 遣わし， 彼らに こう 言った。 「あ 
な た 方が エホバに 祝福され ますよう 
に。 それは， あなた 方の 主に， サウ ル 
に対して このよう な 愛 ある 親切を 表わ 
して， これを 葬った からです。  6 そ 
れで 今， エホバが 愛 ある 親切と 信頼で 
きる ことを あなた 方に 対して 表わして 
くださいます ように。 わたしもまた， 
こうした 善良 さを あなた 方に 表わし ま 
しょう。 あなた 方が この 事を したから 
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です。 7 それで 今， あなた 方の 手を 強 
くし， 勇敢な 者と なりなさい。 あなた 
方の 主 サウ ルは 死んだ のです から。 そ 
れ に， ユダの 家は わたしに 油を そそい 
で 彼らの 王と したので す」。 

8 一方 サウ ルに 属して いた 軍の 長， 
ネルの 子 アブ ネルは， サウ ルの 子， イ 
シ •ボ セテを 取り， これを 連れて マハナ 
イムに 渡り， 9 彼を ギレアデと アシュ 
ル 人と エズレ ル， エフ ライムと ベニヤ 
ミン， および イスラエル， そのす ベて 
の 王に した。 10 サウ ルの 子 イシ •ボ 
セテは， イスラエルの 王と なった とき 
四十 歳で， 二 年間 王と して 支配した。 た 
だ， ユダの 家 だけは ダビデに 従う 者と 
なった。 11 そして， ダビデが へ ブロ 
ンで ユダの 家の 王と なった 日数は， 七 
年 六 か 月であった。 

12 やがて， ネルの 子 アブ ネルと， サウ 
ルの 子 イシ. ボ セテの 僕たちは マハナ 
イムを 出て ギベオンへ 行った。 13 — 
方 ツェル ヤ の子ヨ アブと， ダビデの 僕 
たちは， 出て 行って， 後に ギベオンの 

いけ  あいかい  もの 

池の ほとりで 相 会した。 一方の 者は 池 
のこ ちら 側に， 他方の 者は 池の 向こう 
側に 座って いた。 14 ついに アブ ネル 
はヨ アブに 言った， 「どうか， 若者た 
ちを 立ち上がらせ， 我々 の 前で 闘技を 
させよう ではない か」。 これに 対して 
ヨ アブは 言った， 「立ち上がらせよ」。 
15 それで 彼らは 立ち上がり， 数を 合 
わせて 渡って 行った。 ベニヤ ミンと サ 
ウルの 子 イシ • ボ セテに 属する 十二 人 
と， ダビデの 僕のう ちからの 十二 人で 
あった。 16 そして 彼らは 互いに 頭に 
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代 I  26:28 


ヨシ 21:17 
サ n  20:8 
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つかみかかり， 各々 の 剣で 相手の わき 
腹を [刺した] ので， 一緒に 倒れた。 そ 
れ で， その 場所は ヘル カ ト • ハツ リム 
と 呼ばれる ようになった が， それは ギ 
ベ オンに ある。 

17 そして， その 日， 戦いは はなはだ 
激しくな り， アブ ネルと イスラエルの 
人々 はついに ダビデの 僕たちの 前に 撃 
ち 破られた。 18 ところで， そこに， 
ツェル ヤの 三人の 息子， ヨ アブ， アビ 
シャイ， アサエ ルが いた。 アサエ ルは 
足が 速く， 原野に いる 一頭の ガゼ ルの 
ようであった。 19 それで， アサエ ル 
は アブ ネルの 跡を 追って 行った。 そし 
て， アブ ネルを 追う のを やめて 右に も 
左に も 行こうと しなかった。 20 つい 
に， アブ ネルは 後ろを 振り向いて 言っ 
た， 「お前な のか， アサエ ル」。 それ 
に対して 彼は 言った， 「わたし だ」。 
21 すると アブ ネルは 彼に 言った， 「右 
か 左に 向きを 変えて， 若者の 一人を お 
前の ものと して 捕らえ， それから はぎ 
取る ものを 自分の ものと して 取れ」。 と 
ころが， アサエ ルは 彼を 追う のを やめ 
て わきへ それる ことを 望まなかった。 
22 それで， アブ ネルは もう 一度 アサ 
エルに 言った， 「わたしを 追う のを や 
めて， 向きを わきへ そらせろ。 どうし 
てわたしが お前を 地に 討ち 倒して よか 
ろうか。 そう なれば， わたしは どうし 
て お前の 兄弟 ヨ アブに 向かって わたし 
の 顔を 上げられよう」。 23 それでも， 
彼は どう しても わきへ それよう としな 
かった。 それで， アブ ネルは とうとう 
槍の 石突きで 彼の 腹部を 突き刺し たの 
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で， 槍は 彼の 背後から 突き出た。 彼は 
そこで 倒れ， その 場で 死んだ。 そして， 
アサエ ルが 倒れて 死んだ 場所に 来た 者 
はみ な 立ち止まる のであった。 

24 そして， ヨ アブと アビ シャイ もア 
ブネ ルの 跡を 追っ て 行った。 日 が 沈む 
ころ， 彼らは， ギベオンの 荒野への 道 
の ほとりの ギア ハの 前に ある アマの 丘 
に 来た。 25 そ してべ ニヤ ミンの 子ら 
は アブ ネルの 後ろに 集まり， 彼らは 一 
団 となって， — つの 丘の 頂上に 立って 
いた。 26 すると， アブ ネルは ヨ アブ 
に 呼びかけて 言った， 「剣は 果てしな 
く 食らう のか。 しまいには ひどい こと 
になる のを 本当に 知らない のか。 それ 
で， いつに なったら， 民に その 兄弟た 
ちを 追う のを やめて 引き返す よう 言う 
つもり か」。 27 そこで， ヨ アブは 言っ 
た， 「[まことの]# は 生きて おられる。 
もしも お前が 話さなかったなら， 朝に 
なって 截 めて 1 は S? 勝の # 縫を 4 
うのを やめて 引き上げた ことだろう」。 
28 そこで ヨ アブは 角笛を 吹いた ので， 
民は 皆 止まり， それ 以上 イスラエルの 
跡を 追い 続ける ことを せず， もはや 戦 
いを 再開す る こと はなかった。 

29 アブ ネルと その 部下は， その 夜 
ずっと アラバを 通って 行き， ヨルダン 
を 渡り， 渓谷 全域を 通って 行って， つい 
に マハナ イムに 来た。 30 —方 ヨ アブ 
は， アブ ネルを 追う のを やめて 引き返 
し， 民 すべてを 集める ことにした。 す 
ると， ダビデの 僕たちの うち 十九 人と 
アサエ ルが いなく なって いた。 31 そ 
れ でも， ダビデの 僕たちは， ベニヤ ミ 
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ン の， それ も アブ ネルの 部下の 者たち 
を 討ち 倒して いた 一 三百 六十 人が 死 
ん でいた ので ある。 32 そこで 彼らは 
アサエ ルを 運び， ベツレヘム にある 彼 
の 父の 埋葬 所に 葬った。 次いで ヨ アブ 
とその 部下は 一晩中 進んで 行き， ヘプ 
ロンで 彼らに 夜が 明けた。 

3 そして， サウ ルの 家と ダビデの 家 
との 間の 戦いは 長引いた。 ダビデ 
はます ます 強く なって ゆき， サウ ルの 
家は ますます 衰えて いった。 

2 その 間に， へ ブロンで ダビデに 
息子たち が 生まれた。 その 長子は エズ 
レ ル 人の 女 アヒノ アムに よる アム ノン 
であった。 3 そして， その 二番目 [の 
子] は カルメ ル 人 ナバルの 妻 アビ ガイ 
ルに よる キル アブで， 三番 目 [の 子] は 
ゲシュルの 王 タル マイの 娘マア カの 子 
アブ サ ロムであった。 4 そして 四番 
目 [の 子] は ハギ トの 子 アド ニヤで， 五 
番目 [の 子] は アビ タルの 子 シエ ファ ト 
ヤ であった。 5 また， 六番 目 [の 子] は 
ダビデの 妻エグ ラに よる イ トレ アムで 
あった。 これらは へ ブロンで ダビデに 
生まれた 者たち であった。 

6 そして， サウ ルの 家と ダビデの 家 
との 間の 戦いが 続いて いたと き， アブ 

W  たちば  ひ 

ネルは， サウ ルの 家で その 立場を 引き 
続き 強化して いたので ある。  7 とこ 
ろで， サウ ルには， アヤの 娘で， 名を 
リツ パと いう そばめが いた。 後に， イ 
シ •ボ セテは アブ ネルに 言った， 「どう 
いう 訳で あなたは わたしの 父の そばめ 
と 関係を 持った のか」。 8 すると， ア 

ノサ n  16:21; サ n  16:22; 王 I  2:22: 箴 9:7。 


アブ ネルは ダビ デの もとに 走る 
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ブネ ルは イシ • ボ セテの 言葉に 非常に 第3 章 ルの 子 イシ • ボ セテに 使者を遣わして 
怒って こう 言った。 「わたしは ユダに7 歲 9:8  言った， 「わたしが フィリス ティア 人 

ぞく  （ィ） あたま  きょう  ほうひ  こんやく  （ィ]  つま 

属する 犬の 頭です か。 今日， わたしは ィ の 百の 包皮で 婚約した， わたしの 妻 ミ 
あなたの 父上 サウ ルの 家に 対して， ま  16:9 カルを， どうか 引き渡して 頂きたい」。 
た その 兄弟と その 個人的な 友人たち に ゥル ッ 15 それで イシ • ボ セテは 人を やって， 
愛 ある 親切を 表わして おり， あなたを サ 114:44 彼女を その 夫， ラ イシ ュの子 パル ティ 
ダビデの 手に 陥らせない ようにし てき ェサ 1ほ28 エルから 取り上げた。 16 しかし， そ 
ました。 それな のに， あなたは 今日， g!7^o3 の 夫は 彼女と 共に 歩き続け， バフ リム 
女に 関する 過ちを 弁明す るよう わたし  ^  89：20 まで 彼女に 従って 歩きながら 泣いて い 

もと  かれ 

に 求める のです。  9 裡が アブ ネルに 才 た。 それから， アブ ネルは 彼に， 「さあ， 
そのよう にな さり， 重ねて そのよう に  I；  S  帰れ！」 と 言った。 そこで 彼は 帰った。 
なさる ように。 もし， エホバが ダビデ 3:39  17 その 間に， アブ ネルに より イスラ 

に 誓われた 通り， わたしが そのよう に  ^  29：25 エルの 年長者た ちと 連絡が 取られて お 
彼に しないと すれば。 10 それは， サ キ ^ぽ3 り， こう 言った。 「昨日 も， それ 以前 
ウルの 家から 王国を 移し， ダビデの 王  13:22 も， あなた 方は ダビデを 自分たち の 王 

ざ  [才）  もと  しめ 

座を ダンから ベ エル • シヱ パまで イス クサ1  と して 求めて いる ことを 示して きた。 

ラエルと ユダの 上に 確立 するとい うこ  1\  ^ 18 それで 今， そうしなさい。 エホバが 
とです」。 11 それで， 彼は もはや 一言  15：29 ダビ f に， 『わたしの 僕 ダビデの 手に 

も アブ ネルに 答えて 言う ことができな ヶ よって， わたしは わたしの 民 イス ラエ 

かった。 彼を 恐れた からで ある。  - ルを フィリス ティア 人の 手， および そ 

12 それゆえ アブ ネルは， その 場で 使  _  のす ベての 敵の 手から 救おう』 と 言わ 

しゃ  ぃ  7 サ n  2:10 

者を ダビデの もとに やって 言った， 「こ  れ たから だ」。 19 それから， アブ ネル 

とち  イサ I 18:25  (キ）  かた  のち 

の 土地は だれの ものでしょう」。 さらに  tH 18=27 はべ ニヤ ミンの 耳に も 語り， その後 アブ 
こう 言った。 「どうか， わたしと 契約 ゥ サ1  25:44 ネルは また， 行って， イスラエルの 目と 
を 結んで ください。 ご覧なさい， わたし ベニヤ ミンの 全家の 目に 善い ことす ベ 
の 手は あなた と共にあります。 全 イス  S'8 てを， へ ブロンで ダビデの 耳に 語った。 
ラエルを あなたの 側に 向けさせる ため 5：0  20 アブ ネルが， その 二十 人の 部下と 

です」。 13 これに 対して 彼は 言った， RI 11:2  共に， へ ブロンの ダビデの もとに 来る 
「よろしい！ わたしが あなたと 契約 ヵサ と， ダビデは アブ ネル， および 彼と 共 
を 結ぼう。 ただし， わたしは あなたに  l\  S；3 にいた 部下たち のために 宴を 設けた。 
一つの 事を 求める。 と言うのは， 『あ  S  89:20  21 そこで， アブ ネルは ダビデに 言っ 

かお  く  詩 132:17  い  わ 

なた はわた しの 顔を 見に 来る とき， ま  使徒⑶22 た， 「立ち上がって， 行って， 王なる 我 

むすめ  [ク）  つ  しゅ  ぜん  あつ 

ず サウ ルの 娘 ミカルを 連れて来 るので キサ 丨 10:20 が 主の もとに 全 イスラエルを 集めさせ 

サ I 10:21  かれ  けいやく  むす 

なければ， わたしの 顔を 見る ことは で 代112:29 てくだ さい。 彼らが あなたと 契約を 結 

W  じぶん たましい かつ 

きない』」 0 14 さらに， ダビデは サウ ク創 26:30  び， あなたが まさしく， ご 自分の 魂の 渴 
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望す る ものす ベての 王と なられる ため 第3 章 彼は [ヨ アブ] の 兄弟 アサエ ルの 血の た 
です」。 それで， ダビデは アブ ネルを 送7 H ぼ 7 めに 死んだ。 28 後で， ダビデは そのこ 

あんしん  [ィ]  詩 20:4  き  ただ  い 

り 出し， 彼は 安心して 出かけて 行った。 ィ 。マ 12:18 とを 聞く と， 直ちにこう 言った。 「わ 
22 ところが， 見よ， ダビデの 僕たちと  3〇：24 たしと わたしの 王国は， エホバの 見地 

しゅうげき  もど  く  エサ n  8:16  たい  ち 

ヨ アブが 襲撃から 戻って 来る ところで ォサ からは， ネルの 子 アブ ネルに 対する 血 
ぁった。 綾ら 滿さぇ て* た 雰蠢 り驗 の 戴 こっぃ ては ■めの なぃ 時まで も 罪 
おびただしかった。 しかし アブ ネルは， ^11 1；：6  がない。 29 それは ヨ アブの 頭と その 

^  =  97 17  ちち  ぜんか  ひるがえ  ふ  か 

へ ブロンの ダビデの もとには いなか っ ク ：孟〗 父の 全家に 翻って 降り懸かる ように。 
た。 [ダビデ] は 彼を 送り出し， 彼は 安  ^121:8 ヨ アブの 家からは， 漏出の ある 者， ら 
心して 出て 行った からで ある。 23 そ ヶ い 病人， 回る 錘を つかむ 者， 剣に 倒れ 
して， ヨ アブと 彼 と共にいた 軍隊が み る 者， パンに 事欠く 者が 絶えない よう 
な 入って 来る と， 人々 は 今度は ヨ アブ シ^1』 ぷ に！」 30 ヨ アブと その 兄弟 アビシ ャ 
に 報告して 言った， 「ネルの 子ア ブネ  I  26；25 イ は， [アブ ネル] が ギベオンでの 戦い 

ルが 王の もとに 来ました が， [王] は 彼 で 彼らの 兄弟 アサエ ルを 殺した ために， 
を 送り出し たので， 彼は 安心して 出て  m-m  アブ ネルを 殺した ので ある。 
行きました」。 24 それで， ヨ アブは 王 ァサ n  2:22  31 それから， ダビデは ヨ アブと 彼 

い  い  なん  サ D  2:23  とも  たみ  い 

のと ころに 行って こう 言った。 「何と ィ と共にいた すべての 民に 言った， 「あ 
いう ことを なさった のです か。 ご覧な だば なた 方の 衣を 引き裂き， 粗布を 結わえ 

き  Q.  QCJ.OO  [ス）  まえいた  かな 

さい， アブ ネルが あなたの ところに 来 申 21;9  つけ， アブ ネルの 前で 悼み 悲しみな さ 
たのです。 どうして 彼を 送り出して， ^^9：57  い」。 ダビデ 王 も その 寝い すの 後に 付い 

首尾よく 去って 行く ままに なさった の  ^^37 て 行く のであった。 32 そして， 彼ら 
です か。 25 あなたは ネルの 子ア ブネ  2  S；23 はへ ブロンで アブ ネルの 埋葬を 行な っ 
ルを， つまり 彼が 来たのは あなたを だ  ^  28:17 た。 王は アブ ネルの 埋葬 所で 声を 上げ 

でい  し （ク j  エ レビ 15:2  な  たみ  (t) 

まして あなたの 出入りを 知り， あなた 民5:2  て 泣き， 民 もみな 泣き だした。 33 そ 

オ レビ 13:44  えい しょ う 

のして おられる ことを みな 知る ためで して 王は さらに アブ ネルの ために 詠唱 
ある ことを よくご 存じです」。  キ£^も してこう 言った。 

26 こうして， ヨ アブは ダビデの もと ^n32；24  「無分別な 者の 死の ように， アブ ネル 

から 出て 行き， 使者たち を やって アブ コ ihs18  は 死ななければ ならない のか。 

ネルを 追わせ， 彼らは シラの 水 溜めの ササ II2:8  34 あなたの 手は 縛られた ものでは 

ひ  かえ  [コ]  サ n  2：14  【夕） 

ところから 彼を 引き返ら せた。 ダビデ 、、サ なく， 

は， そのこと を 知らなかった。 27 ア _  あなたの 足は 銅の 足 かせに つな 

ブネ ルが へ ブロンに 戻った とき， 今度 セ 3 ミ ii  がれて はいなかった。 

はヨ アブが 彼と 静かに 話そうと 彼を わ ソ 未義の 子ら の 前に 倒れる 者の よ 
きへ， 門の 内側へ 連れ込んだ。 ところ うに， あなたは 倒れた」。 

が， そこで 彼の 腹部を 突き刺し たので， すると 民は 皆， また 彼のた めに 泣いた。 


イシ 


l  レ 16:7 
l ゼ 24:17 
イ裁 20:26 


サ n  20:10 
サ n  20:23 


I  17:2 


f ザ 13:7 
セ 王 n  5:2 
EH  6:23 
ヨシ 9:17 
3 シ 18:25 


• ホセ テ 王は 殺される  514 

に 逃げ-って 行き， そこで 外人 居留 者 

こんにち  いた 

となって 今日 に 至ってい る。 

4 さて， サウ ルの 子 ヨナ タンには， 
足の なえた 息子が ひとりいた。 その子 
は， サウ ルと ヨナ タンに ついての 報告 
が エズレ ルから 来たと き， 五 歳で あっ 
た。 そこで， その 乳母は その子を 抱い 
て 逃げ だ したが， 彼女が 慌てふためい 
て 逃げて いたと きに， その子は 落ちて 
足が 不自由に なった ので ある。 その 名 
はメ ピボ セテと いった。 

5 ときに， ベ エロ ト 人 リモンの 子 
ら， レ カブと バ アナは， 日が 暑くな っ 
たころ， イシ •ボ セテの 家に やって来 
たが， 彼は 昼寝を していた。 6 そし 
て 見よ， 彼ら は 小麦を 持っ て 行く 者の 
ように 家の 真ん中に 入り， 彼の 腹部を 
突き刺した。 レ カブと その 兄弟 バア ナ 
は， 発覚を 免れた。 7 ふたりが 家の 中 
に 入った とき， 彼は 奥の 寝室で 寝い す 
の 上に 横たわって いたので， 彼を 討っ 
て 殺し， その後， 彼の 首を はね， その 
首を 取って， 一晩中， アラバへの 道を 歩 
いた。 8 ついに， 彼らは イシ •ボ セテ 
の 首を へ ブロンの ダビデの もとに 持っ 
て 来て， 王に 言った， 「ここに， あな 
たの 魂を 捜し求めた あなたの 敵 サウ ル 
の 子 イシ • ボ セテの 首が あります。 エ 
ホバは 今日， 我が 主， 王の ために， サ 
ウルと その子 孫に 復 しゅ うを される の 
です」。 

9 ところが， ダビデは ベ エロ ト人リ 
モンの 子ら， レ カブと その 兄弟 バア ナ 
に 答えて 言った， 「わたしの 魂 を あら 
ゆる 苦難から 請け戻して くださった ェ 
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35 後に， 民は 皆， なお その 日のう ち 
に, 慰めの ための パンを ダビデに 与えよ 
うとして やって来 たが， ダビデは 誓っ 
て 言った， 「もし， 日が 沈む 前に， わ 
たしが パンで も， ほかの 何物で も 味見 
するならば， 裡が わたしに そのよう に 
なさり， 重ねて そのよう にな さるよう 
に！」 36 そして， 民 も 皆， それを 認、 
め， それは 彼らの 目に 善かった。 すべ 
て 王の した ことと 同様， それは すべて 
の 民の 目に 善かった。 37 それで， す 
ベての 民 および 全 イスラエルは その 日， 
ネルの 子 アブ ネルを 殺した ことは， 王 
から 出た のでは ない ことを 知る ように 
なった。  38 そして， 王は さらに その 
僕たちに 言った， 「あなた 方は， 今日， 
イスラエルで ひとりの 君， 大 いなる 者 
が 倒れた ことを 知らない のか。 39 そ 
れで ，わた しは 今日， 王と して 油 そそが 
れ てはいる が 弱い の だ。 これらの 人々, 
ツェル ヤの 子ら は， わたしに とっては 
手 ごわ 過ぎる。 エホバが， 悪い ことを 
する 者には その 者の 悪に したがって 報 
いてく ださる ように」。 

A サウ ルの 子は アブ ネルが へ ブロン 
^ で 死んだ ことを 聞く と， その 手は 
弱々 しくな り， イスラエル 人 も 皆， 動 
揺した。  2 ときに， サウ ルの 子に 属し 
ていた 略奪 隊 の 長で ある 二人の 人が 
いた。 一人の 名を バ アナ， もう 一人の 
名を レ カブと いい， ベニヤ ミンの 子ら 
の， ベ エロ ト人 リモンの 子ら であった。 
ベ エロ ト もまた， かつては ベニヤ ミン 
の 一部と して 数えられて いたから であ 
る。  3 そして， ベ エロ ト 人は ギ タイム 
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ダビデは 単独の 王と なる。 シオンを 取る 
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4 ダビデは， 王と なった とき， 三十 
歳であった。 彼は 四十 年間， 王と して 
支配した。  5 へ ブロンで 彼は ユダの 
王と して 七 年 六 か 月間 支配し， エルザ 
レムで 三十 三年 間， 全 イスラエルと ユ 
ダの 王と して 支配した。 6 そこで， 王 
とその 部下は エルサレムへ， その 地に 
住む エブ ス 人を 攻めに 行った が， 彼ら 
は ダビデに こう 言い はじめた。 「あな 
たは ここに 入れない。 それ どころ か， 
盲人 や 足の なえた 人が まさしく あなた 
を 追い払う だろう」。 「ダビデは ここ 
に 入れない」 と 思って いたので ある。 
7 それでも， ダビデは シオンの とりでを 
攻め 取った。 これが つまり， “ ダビデ 
の 都市” である。 8 それで， その 日， 
ダビデは 言った， 「だ れ でも エブ ス人 
を 討つ 者は， 地下水 道に よって， ダビ 
デの 魂に 憎まれて いる 足の なえた 人に 
も 盲人に も 接触す るの だ！」 それ ゆ 
えに， 「盲人 や 足の なえた 人は その 家 
に 入れない」 と言われ ている。  9 そ 
れでダ ビデは そのと り でに 住む ように 
なり， これは “ ダビデの 都市” と 呼ば 
れる ことに なった。 ダ ビデは 遂 から 内 
側に かけて 周りの 至る所で 築きは じめ 
た。 10 こうして， ダビデは ますます 
太いなる 者と なった。 万軍の 裡 エホバ 
は 彼と 共に おられた。 

11 そこで， ティ ルスの 王ヒ ラムは ダ 
ビデの もとに 使者を， また 杉の 木 や 木 
の 細工 師や 城壁の 石工を も 送って よこ 
した。 彼らは ダビデの ために 家を 建て 
はじめた。 12 そして ダビデは， エホ 

夕代 n  2:3; チサ n  7:2。 


ホバは 生きて おられる。 1〇 わたしに 
報告して， 『ご覧なさい， サウ ルは 死 
にました』 と言う 者が いて， その 者は 
自分の 目には 良い 知らせを もたらす 者 
のように なった が， わたしは これを 捕 
まえ， 使者の 報酬を 与えて しかるべき 
だった が， わたしは これを チク ラグで 
殺しん。 11 まして， 邪悪な 者 どもが， 
ひとりの 義人を その 家で， しかも その 
寝床の 上で 殺 した ときはな おさらでは 
ないか。 だから 今， わたしは 彼の 血を 
お前たち の 手に 求め， お前たち を 地 か 
ら 一掃すべき ではない か」。 12 そこ 
で， ダビデは 若者たち に 命じた ので， 
彼らは ふたりを 殺し， その 手足を 切り 
離して， これを へ ブロンの 池の ほとり 
でつ るした。 しかし イシ •ボ セテの 首 
は， 彼らは これを 取って， へ ブロンの 
アブ ネルの 埋葬 所に 葬った。 
r やがて， イスラエルの すべての 部 
® 族が へ ブロンの ダビデの もとに 来 
て 言った， 「ご覧く ださい， わたした 
ちは， あなたの 骨肉です。 2 昨日 も， 
また サウ ルが わ たしたち の 王であった 
それ 以前 も， あなたが イスラエルを 率 
いて 出入りす る 方と なられました。 そ 
れに エホバは あなたに 言われ ま した， 
『あなたが わたしの 民 イスラエルを 牧 
し， あなたが イスラエルの 指導者と な 
る』 と」。 3 それで， イスラエル のす 
ベての 年長者 はへ ブロ ンの 王の もとに 
来た。 ダビデ 王は へ ブロンで エホバの 
前に 彼らと 契約を 結んだ。 その後， 彼 
らは ダビデに 油を そそいで イスラエル 
の 王と した。 
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。 13 


6  8  3  0  0  , 

J 5 : 1 : 5 : 2 10 2 : : 6 : 2 : 3 15 24 * 9 . : : : 

^43  . 112  1239911313  lfi 

1 2 シ 1 1 5  、  ブパ S 
代サ 創出 ヨ裁裁 詩 代 サ王ネ 代 王 代 王 王 王 代代 ササヨ サ詩口 王 王 代 王 


フイ 


第 5 章 

アサ n  7:16 
代 I  14:2 
詩 41:11 
詩 89:21 
イ王 I 10:9 
代 n  2:11 
ゥ詩 89:27 
ェ創 25:6 
サ n  15:16 
代 I  3:9 
才代 I 14:3 
力 代 I 14:4 
キ代 I  3:5 
クゼ カ 12:12 
ルカ 3:31 
ヶサ n 12:24 
コ代 I 14:5 
サ代 I 14:6 
シ代 I  3:7 
ス代 I 14:7 
セ 代 I  3:8 
ソサ n  5:3 
代 I  14:8 
詩 2:2 
タサ I  22:1 
サ I  22:5 
サ I  24:22 
サ n  23:14 
チ ヨシ 15:8 
代 I  11:15 
代 I  14:9 
イザ 17:5 
ツ民 27:21 
サ I  23:2 
サ D  2:1 
代 I  14:10 
箴 3:6 
テ 裁 20:28 
サ I  30:8 
卜 代 I 14:11 
ナサ D  22:41 
詩 29:2 


第二 欄 

ア代 I i4:n 
イザ 28:21 


リス ティ ア 人との 戦い  516 

それゆえに， 彼は その 場所の 名を バア 

(7)  よ 

ル •ペラ ツ ィムと 呼んだ。 21 そこで， 
彼らは そこに 自分たち の 偶像を 捨てた 
ので， ダビデと その 部下は それを 取り 

さ  io) 

去っ 7 こ 0 

22 その後， フィ リス ティ 了 人は もう 

いちど のぼ  き  W  ていち へい 

一度 上って 来て， レ ファ イムの 低地 平 
原で 歩き回った。 23 そこで， ダビデ 
は エホバに 伺った ところ， こう 言われ 

のぼ  い 

た。 「あなたは 上っ て行っ ては ならな 

かれ  うし  まわ  ゆ 

い。 彼らの 後ろに 回って 行け。 あなた 
は バカの 茂みの 前で 彼らに 向かって 行 
くように。 24 そして， バカの 茂みの 
てっ べんで 行進の 音が 聞 こえたなら， 
そのと き， あなたは 果敢に 行動す るよ 

(ク J 

うに。 そのと き， エホバは ，フィリス 
ティ ア 人の 陣営 [の 者] を 討ち 倒す ため, 

さき  W 

あなたより 先に 出て いるから である」。 
25 そこで ダビデは， エホバが 彼に 命じ 
た 通り， そのよう にして， ゲバから ゲ 
ゼ ルに 至る まで フィ リス ティ ア 人を 討 
ち 1 し A 

つ  ふたた 

6 次いで ダビデは 再び， イスラエル 
のす ベての 精鋭， 三 万人を 集めた。 
2 そこで， ダビデ および 彼 と共にいた 

たみ  はこ M 

民 すべては， [まことの] 裡の 箱を バア 
レ •ユダから 運び 上ろうと して， 立ち 
上がって そこに 行った。 それは 名， す 
なわち ケルプた ちの 上に 座して お られ 

W ばんぐん  [ツ）  [テ） 

る 万軍の エホバの 名を もってと なえら 
れ ている。  3 ところが， 彼らは [まこ 
との]# の _ を 新しい 車の 上に 載せた。 

おか  いえ 

丘の 上に あった ア ピナ ダブの 家から， 

第 6 章 セサ n  5:1; 王 I  8:1; 代 1 13:1; ソ代 I 13:6; タサ 
I  7:2; チ 出 25:22; サ I  4:4; 詩 80:1; ツ申 20:4: サ I  1:3; 
サ I  15:2; 主 I  18:15; 代 I  17:24; テ 出 6:3; レビ 24:11; イザ 
42:8; 卜 出 25:14; 民 7:9; ヨシ 3:14。 


サ厶 エル 第二 5：13 一 6:3 

バが 彼を イスラエルの 王と して 堅く 立 
て， ご 自分の 民 イスラエル のために 彼 
の 王国を 高められた ことを 知る ように 
なった。 

13 その 間に， ダビデは， へ ブロン か 
ら 来た 後， エルサレムから さらに そば 
め や 妻たち をめ とった。 ダビデに はさ 
らに 息子 や 娘たち が 生まれた。 14 そ 
して， これらは エルサレムで ダビデに 
生まれた 者たち の 名で ある。 すなわち， 
シャム ア， ショ パブ， ナ タン， ソロ モ 
ン， 15 イブ ハル， エリ シュア， ネ フエ 
グ， ヤ フィ ア， 16 エリ シャ マ， エル 
ヤ ダ， エリ フェレ ト。 

17 ときに， フィ リス ティ ア 人は， 人々 
が ダビデに 油を そそいで イスラエルの 
王と した ことを 聞く ようになった。 そ 
こで フィリス ティア 人は 皆， ダビデを 
捜し求めて 上って 来た。 ダビデは それ 
を 聞く と， 近寄りに くい 所に 下って 
行った。 18 すると フィ リス ティ ア人 
の ほうは， 入って 来て， レ ファ イムの 
低地 平原で 歩き回って いた。 19 そこ 
で， ダビデは エホバに 伺って， こう 言い 
だした。 「私は フィ リス ティ ア 人に 向 
かって 攻め上りましょう か。 あなたは 
彼らを 私の 手に 渡して くださる で しょ 
うか」。 すると エホバは ダビデに 言われ 
た， 「上って 行け。 わたしは 必ず フ ィリ 
ス ティ ア 人を あなたの 手に 渡す から」。 
20 それで， ダビデは バアル •ペラ ツィ 
ムに 行き， そこで ダビデは 彼らを 討ち 
倒した。 そうして 彼は 言った， 「エホ 
バ は， 水に よる 破れ目の ように， わた 
しの 敵を わた しの 前に 打ち破られた」。 
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それを 運ぶ ためであった。 アビ ナダ ブ 
の 子， ウ ザと ア フヨが 新しい 車を 導い 
ていた。 

4 それで 彼らは， 丘の 上に あった ア 
ピナ ダブの 家から それを一 [まことの] 
迚の痏 と共に 運んだ。 ア フヨは 箱の 前 
を 歩いて いた。  5 そして ダビデと イ 
ス ラエルの 全家は ねず 材の あらゆる 楽 
器と， たて 琴と， 弦楽器と， タン バリ 
ン と， シス ト ラムと， シンバルを もっ 
て エホバの 前に 祝って いた。 6 こうし 
て， 彼らは やがて ナ コンの 脱穀 場まで 
来た。 すると ウ ザは [まことの] 姓の 箱 
に [手を] 出して， それを 捕まえた。 牛 
がひっく り 返しそう になった からで あ 
る。 7 すると， エホバの 怒りが ウサに 
対して 燃え盛り， [まことの]® は その 
不敬な 行為の ために そこで 彼を 打ち倒 
さ れ たので， 彼は そこで， [ま ことの]® 
の 箱の すぐそばで 死んだ。 8 そこで ダ 
ビデは， エホバが ウ ザに 向かって 突如 
憤激され たために 怒った。 それで， そ 
の 場所は ペレツ • ウ ザと 呼ばれて， 今 
日に 至ってい る。  9 そして ダビデは 
その 日， エホバを 恐れて， 「どのよう 
に して エホバの 箱が わた しのと ころに 
来る のだろう」 と 言いだ した。 10 そ 
れ で， ダビデは エホバの 箱を “ ダビデ 
の 都市” の 自分のと ころに 移そうと は 
しなかった。 そこで ダビデは それを ギ 
卜 人才べ デ • エドムの 家に 回した。 

11 そして， エホバの 箱は ギト 人才 
ベ デ • エドムの 家に 三 か 月間と どま っ 
ていた。 エホバは オペ デ •エドムと そ 
の 家の 者 すべてを 祝福し 続けられた。 
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夕代 I 13:13 
チ 代 I 13:14 
代 I  15:25 


12 ついに， 「エホバは， [まことの] 神 
の藉の ゆえに オペ デ •エ ドムの 家と 彼 
に 属する 者 すべてを 祝福され た」 とい 
う 報告が ダビデ 王に もたらされた。 そ 
こで ダビデは 行って， 歓 びを 抱いて [ま 
ことの] 裡の 箱を オペ デ. エドムの 家 か 
ら “ ダビデの 都市” まで 運び 上った。 
13 そして， エホバの 箱を 担ぐ 者たち が 
六 歩行 進す ると， 彼は 直ちに 牛と 肥え 
た 家畜の 犠牲を ささ げ るので あった。 

14 そして， ダビデは エホバの 前に 
力の 限り 踊り 回って いた。 その 間ず っ 
と， ダビデは 亜麻布の エフ ォ ドを まと っ 
ていた。 15 そして， ダビデと イスラ 
エルの 全家は， 歓声を 上げ， 角笛を 鳴 
らしながら， エホバの 箱を 運び 上って 
いた。 16 そして， エホバの 箱が“ ダ 
ビデの 都市” に 入った とき， サウ ルの 
娘 ミカルが 窓から 見下ろして， ダビデ 
王が エホ ノ  くの 前に 跳ね たり 踊り 回った 
り している のを 見， t 心の中で 彼を 侮る 

(3) 

ようになった ので ある。 17 こうして 
彼らは エホバの 箱を 運び入れ， ダビデ 
がその ために 張っ た 天幕の 中の その 場 
所に 据えた。 その後， ダビデは エホバ 
の 前で 焼燔の 犠牲と 共 与の 犠牲を ささ 
げた。 18 ダビデは 焼燔の 犠牲と 共 与 
の 犠牲を ささげ 終える と， 万軍の エホ 
バの 名に よって 民を 祝福した。 19 さ 

かれ  たみ 

ら に， 彼は すべての 民， イスラエルの 
全 群衆に， 男に も 女に も， 各々 に 輪 型 
の パン 菓子 一個， なつめやしの 菓子 一 
個， 干しぶ どうの 菓子 一個を 分け与え 

(チ）  のち  じ ぶん  いえ 

た。 その後， 民は みな 各々 自分の 家に 

かえ 

帰った。 
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サム エル 第二 6：20—7：11  ミ 

20 さて， ダビデが 自分の 家の 者を 祝 

ふく  もど  (7)  むすめ 

福す るた めに 戻る と， サウ ルの 娘 ミカ 
ルが ダ ビデを 迎え に 出て 来て ，こう 言っ 
た。 「イスラエルの 王は 今日， 無知な 
者たち の 一人が 丸裸になる ように， ご 
自分の 僕の 奴隸 女たち の 目に 今日， 裸 
になって， ご 自分を 何と 栄光 ある 者と 
された のでしょう」。 21 そこで ダビデ 
は ミカルに 言った， 「それは， あなたの 
^ やその 家の 者 すべてよりも， むしろ 
わたしを 選んで， 指導者と して エホバ 
の 民 イスラ エルを 指揮す るよう 立てて 
くださ っ た エホバの 前だった の だ。 わ 

いわ  （力） 

たしは エホバの 前で 祝う の だ。 22 そ 
して， わたしは 自分を これよりも なお 
^ 層 軽んじられる 者と し， 自分の 目に 
乏しくなろう。 あなたが 言った その 奴 
_ 女たち， 彼女たち と共に， わたしは 栄 
¥ を 受ける つもり だ」。  23 こうして， 

むすめ  （ヶ）  し 

サウ ルの 娘 ミカルには， その 死ぬ 日 ま 
で 子供がなかった。 

じ ぶん  いえ  す （コ 1 

m そして， 王は 自分の 家に 住み， エ 
•  ホバが 周りの そのす ベての 敵から 
を 守って 休ませられた とき， 2 王は 

よ げん しゃ  トン）  い 

預言者 ナ タンに こう 言う のであった。 
「さあ， 見よ。 わたしは 杉の 家に 住んで 
いるが， [まことの] 裡の 箱は 天幕 布の 

[セ 1 

ただ 中に とどまって いる」。  3 すると 
ナタ ンは 王に 言った， 「すべて あなた 
の 心に ある こ とを 一 さあ， 行ないな さ 
い。 エホバは あなたと 共に おられる の 
ですから」。 

4 そして， その 夜， エホバの 言葉が 
ナ タンに 臨んで， こう 言った ので ある。 

5 「行って， わたしの 僕 ダビデに こう 
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言うよう に。 『エホバは このように 言 
われた。 「あなたが わたしに わたしの 
住む 家を 建てる というの か。 6 わた 
しは， イスラエルの 子ら を エジプト か 
ら 連れ 上 っ た 日より 今日 ま で 家に 住ん 
だ ことは なく， いつも 天幕， すなわち 
幕屋の 中で 歩き回って いたので あ 4>。 
7 わたしが イスラエルの すべての 子 
らの 中を 歩き回って きた 間中， わたし 
が， わたしの 民 イスラエルを 牧す るよ 
う 命じた イ スラ エルの 部族の 一つと 話 
して， 『あなた 方は なぜ わた しに 杉の 
家を 建てなかった のか』 と 言った 言葉 
が一 言で も あった だろう か」』。 8 そ 
れで 今， あなたは わたしの 僕 ダビデに 
このように 言う の だ。 『万軍の エホバ 
はこの ように 言われた。 「わた しが あ 
なた を 牧草地から， 羊の群れを 追う と 
ころから 取って， わたしの 民 イス ラエ 
ルの 指導者と した。  9 それで わたし 
は ，あなたが どこへ 行 こ うと も， あなた 
と共にい るであろう。 わたしは あなた 
の 前から あなたの すべての 敵を 断ち 滅 
ぼそう。 わたしは 必ず， 地に いる 大い 
なる 者たち の 名 のよう な大 いなる 名を 
あなたの ために 作る であろう。 10 そ 
して， わたしは 必ず， わたしの 民 イス 
ラエルの ために 一つの 場所を 定め， 彼 
らを 植える であろう。 彼らは まさしく 
そのいる 所に 住まい， もはや 動揺す る 
ことは ない。 不義の 子ら が， 初めに し 
たように， 再び 彼らを 苦しめる ことは 
ない。 11 それは わたしが， わたしの 
民 イスラエルを 指揮す るよう 裁き 人を 

ソ裁 2:14; 裁 3:4; 詩 89:22; 夕裁 2:16。 
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立てた 日 以来の ことで ある。 わたしは 
あなたを すべての 敵から 守って 休ませ 

ょ ぷ。 

「『「そ して， 一つの 家を エホバは あな 
たのた めに 造る と， エホバは あなたに 
お告げに なった。 12 あなたの 日が 満 
ち， あなたが まさしく あなたの 父祖た 
ちと 共に 横たわる とき ，わた しは 必ず あ 
なた の 内部 か ら 出る あなたの 胤を あな 
たの 後に 起こす。 わたしは 本当に 彼の 
王国を 堅く 立てる。 13 彼 こそ わたし 
の 名のた めに 家を 建てる 者で ある。 わ 
た しは 必ず 彼の 王国の 王座を 定めの な 
い 時まで も 堅く 立てる。 14 わたしは 
彼の 父と なり， 彼は わたしの 子と なる。 
彼が 不当な ことを するとき には， わた 
しも また， 人の 杖， アダムの 子ら のむ 
ち 打ちを もって 彼を 戒めよう。 15 し 
かしわた しの 愛 ある 親切は， わたしが 
あなたの ゆえに 除いた サウ ルから それ 
を 除いた ように， 彼から 離れる ことは 
ない。 16 そして， あなたの 家と あな 
たの 王国は 確かに あなたの 前に 定めの 
ない 時まで も 動く ことがない。 あなた 
の 王座は， 定めの ない 時まで も 堅く 立 
てられた ものと なる」』」。 

17 これらの すべての 言葉と， このす 
ベての 幻と にしたがって， そのよう に 
ナ タンは ダビデに 話した。 

18 そこで ダビデ 王は 入って， エホバ 
の 前に 座って 言った， 「主権者なる 主 
エホバよ， 私は 何者な のでしょう。 ま 
た， 私の 家は 何でしょう。 あなたが こ 
こまで 私を 導かれる とは。 19 主権者 
なる 主 エホバよ， これは あなたの 目に 


第二 欄 


ェ創 49:10 


9:5 


ヨシ 23:14 
イザ 55:11 
ルカ 1:55 
才代 I 17:19 


力 詩 25:14 


はまる で 取る に 足りない ものです のに， 
それでも あなたは また， この 僕の 家に 
関して 遠い 将来の 時代に わたる [こと] 
まで 話される のです。 主権者なる 主エ 
ホ パよ， これは 人間の ために 与えられ 
た 律法な のです。 20 それで， ダビデ 
はこの 上 あなたに 何を 付け加えて お 話 
しでき ましょう。 主権者なる 主 エホバ 
よ， あなたが この 僕を よくご 存じな の 
です。 21 あなたの 言葉の ために， ま 
た ご 自分の 心に したがって， あなたは 
これらの 大 いなる こと すべてを 行なっ 
て， この 僕に それを 知らせて ください 
ました。 22 ですから， 主権者なる 主 
エホバよ， あなたは まことに 大 いなる 
方です。 あなたの ような 方は ほかにな 

く， 私たちが 耳で 聞いた 者の すべての 

(ヶ） 

中に あなたの ほかに# はない からです。 
23 それに， 地の どんな 一国 民が あなた 
の 民 イスラエルの ようでしょう。 裡は 
行って， 彼らを 一つの 民と して ご 自身 
のために 請け戻し， 名声を 博し， 彼ら 
のために 大 いなる， 畏怖の 念を 起こさ 
せる こと ー エジプトから ご 自身の ため 
に 請け戻した ご 自分の 民の ゆえに， 諸 
国民と その 神々 を 追い出す こ とを なさ 
いました。  24 こうして， あなたは ご 
自分の 民 イスラエルを ご 自身の ために 
あなたの 民と して 定めの ない 時まで も 
堅く 立てられました。 エホバよ， あな 
たが 彼らの 神と なられ ま した。 

いま 

25 「それで 今， エホバ 裡 よ， あなた 

キ申 3:24; 代 I  16:25; 詩 86:10; 詩 96:4; ク出 15:11; サ 
I  2:2; 代 I  17:20; 詩 83:18; 詩 89:6; エレ 10:6; ケ申 4:35; 
イザ 45:5; コ I  8:4; コ申 4:7; 代 I  17:21; 詩 147:20; サ出 
3:8; 出 19:5; イザ 63:9; シ出 9:16; ス申 10:21; セ 申 9: 
26; ネへ 1:10; ソ申 26:18; 代 I  17:22; 夕出 15:2。 
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サ厶 エル 第二 7：26—8：10 

が この 僕と その 家と に関して 語られた 第 1 章 て] これを 生かして おくた めであった。 
言葉を 定めの ない 時まで も 果たし， お こうして モ アブ 人は 貢ぎ物を 携える ダ 
靈し くださった i りに i なって くださ ィ= ビデの！ ベと なっ I 

(7)  さ だ  詩 72:19  M  . 二 

い。 26 そして， あなたの み 名が 定め ゴ、6ぷ28  3 そして ダビデは さらに， ツォバ の 王 
のない 時まで も大 いなる ものと なり， ゥ : T ザ6 以 レ ホ ブの子 ハダ ドエ ゼ ルが ユ ーフラ テ 

ばんぐん  [ゥ）  い  エ創 49:10  がわ [力）  ふたた  しはいりょく  と 

『万軍の エホバは イスラエルの 拽』 と 言 ェレ33:22 ス 川の ほとりで 再び その 支配力を 取り 
われ， この 僕 ダビデの 家が あなたの 前 力 戻そうと して 出て 来たと き， 彼を 討ち 
に 堅く 立てられます ように。 27 イス 倒した。 4 そして， ダビデは 彼から 騎 
ラエルの 拽 なる 万軍の エホバ， あなた  5  mfn 手 千 七 百 人と 徒歩の 者 二 万人を 捕らえ 
はこの 僕の 耳に 啓示を 示して， 『あな  J^17 る ことに なった。 次いで ダビデは すべ 
たのた めに わたしは 家を 建てる』 と 言 ；7：27 ての 兵車の 馬の ひざ 腱を 切った が， そ 
われた からです。 ですから， この 僕は， 3K?32a2 のうち 兵車の 馬 百 頭は 残して おいた。 

いの  こころと  ササ n  22:51  (□) 

この 祈りを もって あなたに 祈る 心を 取 詩72:17  5 ダマスカスの シリアが ツォバ の 王 

り 戻した のです。 28 それで 今， 主権 第 8 章 ハダ ド エゼルを 助けに 来たと き， ダビ 
者なる 主 エホバよ， あなた こそ [まこと シ ョシ ⑶2 デは その シリア 人の 中で 二 万 二 千 人を 
の] 迚 であられます。 あなたの 言葉に ス以 ⑤8 討ち 倒した。  6 さらに， ダビデは ダ 
ついては， それが 真実と なります よう "il-S マス カスの シリアに 守備隊を 置いた。 
に 0 あなたは この 僕に この 良い ことを t^60：8  シリア 人は 貢ぎ物を 携える ダビデの 僕 
約束して おられる のです から。 29 そ 第二 欄 となった。 そして エホバは， ダビデが 
れで 今， それを 引き受けて， この 僕の 7  *  23:4  どこへ 行っても， 引き続き 彼を 救われ 
家を 祝福し， み 前に 定めの ない 時まで ィ^; 匕た。 7 その上， ダビデは ハダ ド エゼル 
も 続く ようにして ください。 主権者な ゥ の 僕たちの 身に 付いていた 金の 円 盾を 
る 主 エホバよ， あなたが 約束して くだ  10:6  取り， それを エルサレムに 持って来た。 

さった のです から。 あなたの 祝福の ゆ 才 ミ* 3 題 8 そして， ハダ ド エゼルの 都击 ，ベタ 
えに， この 僕の 家が 定めの ない 時まで ハと ベロ タイから， ダビデ 王は 非常に 
も 祝福され ますよう に」。  4:2? おびただしい 量の 銅を 奪い取った。 

8 そして， その後， ダビデは フ ィリ 9 さて， ハ マトの 王 トイは， ダビデ 
スティア 人を 討ち 倒して， これを  %  3?；1? が ハダ ド エゼルの すべての 軍勢を 討ち 
屈服 させた ので ある。 こうして ダビデ 3  11：24 隹 I した ことを 聞いた。 10 それで， 卜 

は フィリス ティ ア 人の 手から メ テグ •  fj；  ；«；5 イは その子 ヨ ラムを ダビデ 王の もとに 
アマを 嵌った。  よこして， その 安否を 尋ねさせ， [ダビ 

2 そして [ダビデ] はまた モ アブ 人を  m  ?8；?3 デ] が ハダ ド エゼルと 戦って これを 討 
討ち 倒し， これを 地に 横たわらせて 縄  ^ 11:22 ち 倒した ことで 祝いを 述べさせた （ハ 
で 測った。 それは， 縄 二 本分を 測って ；^8 ダ ド エゼルは トイとの 戦いに 慣れて い 
これを 殺し， 一本の 縄 いっぱいに [測 っ たからで ある）。 その 手には 銀の 品， 金 


第二 欄 


第 8 章 


セ 代 I 18:14 
箴 29:4 
箴 29:14 
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は， その 名を ヂバ という 僕が いた。 そ 
れで 人々 は 彼を ダビデの もと に 呼び 寄 
せた。 すると 王は 彼に 言った， 「お前 
がヂバ か」。 すると 彼は 言った， 「私 
は あなたの 僕で ございます」。 3 そこ 
で 王は さ らに 言った， 「サウ ルの 家に 
はもは や， わたしが 拽の愛 ある 親切を 
表わせる 者は だれも いないの か」。 そ 
こで， ヂバは 王に 言った， 「まだ， ヨ 
ナ タンの 子で， 足の なえた 者が おり ま 
す」。 4 すると 王は 彼に 言った， 「彼 
は どこに いるの か」。 それで ヂバは 王 
に 言った， 「ご覧く ださい， 彼は 口  • 
デバルの アミ エルの 子 マキ ルの 家に お 
り ます」。 

5 直ちに ダビデ 王は 人を やって， 口  • 
デバルの アミ エルの 子 マキ ルの 家から 
彼を 連れて来させた。 6 サウ ルの 子ヨ 
ナ タンの 子メ ピボ セテは ダビデの もと 
に 来る と， 直ちに 顔を 伏せて ひれ 伏し， 
平伏し/ L すると ダビデは 言った， 「メ 
ピボ セテ！」 それに 対して 彼は 言っ 
た， 「ここに 僕が おります」。  7 する 
と， ダビデは さらに 言った， 「恐れる 
ことは ない。 わたしは 必ず， あなたの 
父 ヨナ タンの ために， あなたに 対して 
愛 ある 親切を 表わす からだ。 わたしは 
あな たの 祖父 サウ ルの すべての 畑を 必 
ず あなたに 返す。 あなたは， いつも わ 
た しの 食卓で パンを 食べる の々」。 

8 そこで 彼は 平伏して 言った， 「こ 
の 僕が 何者 だ というので， あなた は 私の 
よう な 死んだ 犬に 顔を 向けて くださ っ 


コサ n  19:28; 王  I  2:7; 箴 11:25; イザ 32:8; ササ I  24:14; 
ルカ 14:11。 
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の 品， 銅の 品が あった。 11 それらを 
もまた， ダビデ 王は 彼が 屈服 させた 諸 

こくみん  と  しんせい 

国民す ベてから 取って 神聖な ものと し 
た 銀 や 金と 一緒に， エホバに 神聖な も 
のとして ささげた。 12 すなわち， シ 
リア， モ アブ， アン モンの 子ら， フィ 

じん W  闭 

リス ティア 人， ア マレクからの もの， 
ツォバ の 王 レ ホ ブの子 ハダ ド エゼルの 
分捕り物からの ものであった。 13 次 
いで ダビデは “ 塩の 谷” で エドム 人を 
討ち 倒して 帰って来た とき， 名を 揚げ 
た —— 万 八 千 [人] であった。 14 そ 

かれ  しゅび たい  お  W 

して 彼は エドムに 守備隊を 置いて いた。 
エドム 全土に 彼は 守備隊を 置き， エド 
ム 人は みな ダビデの 僕と なった。 エホ 
パは， ダビデが どこへ 行っても， いつ 
も 彼を 救われた。 

15 こうして， ダビデは 全 イス ラエ 

ルを 洁め 続けた。 ダビデは 引き続き そ 

のす ベての 民の ために 司法 上の 裁きと 

義を疗 なって いた。 16 そして， ツェ 

ルヤ の子ヨ アブは 軍を つかさ どる 者で 
一  [夕） 
あった。 アヒ ルドの 子 エホ シャフ ァト 

J ろくかん 

は 記録 官 であった。 17 そして， アヒ 
ト ブの子 ザ ドクと アビ ヤタ ルの 子アヒ 
メレクは 祭司で あり， セラヤは 書記官 
であった。 18 それに， エ ホヤ ダの 子 

(テ）  じん [H  W 

ベ ナヤは ケレ ト 人と ペレ ト人 [をつ か 
さどる 者であった]。 ダビデの 子ら は， 

さいし  [二） 

祭司に なった。 

9 それから ダ ビデは 言った， 「サウ 
ルの 家に 残されて いる 者で， わた 
しが ヨナ タンの ために， その 者に 対し 

あい  しんせつ [ネ） あら 

て 愛 ある 親切を 表わせる 人が， なお だ 
れ かいる か」。 2 さて， サウ ルの 家に 


7  4  6  2  7  3  4 
^  3  1  7  ^ 

EnIDDDinllpa  フ〇' 
ササ ササ ササヨ ササ ササヨ 蔵 ル 
アイ ウ X 才カ  キク  ケ 
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たのです か」 0  9 そこで 王は， サウ ル 第9 章 うに」。 こうして ダビデは 僕たちに よっ 

の 従者 ヂバを 呼び寄せて， 彼に 言った， 7%\%\a  て その 父の ことで 彼を 慰めよう として 
「サウ ルと その 全家の ものと なって い  D19:29 人を やった。 そこで ダビデの 僕たちは 
た あらゆる ものを， わたしは まさしく  ^  ?； ig!28 アン モンの 子ら の 地に 入った。  3 と 
あなたの 主人の 孫に 与える。 10 そし 7 ころが， アン モンの 子ら の 君たち は そ 

かれ  ヴサ n 19:17  しゅ  い 

て， あなたは 彼のた めに， あなた も， あ  の 主ハヌ ンに 言った， 「ダビデは あな 

な たの子ら も， あなたの 僕たち も その  たの もとに 慰める 者たち を 送って よこ 

土地を 耕し， あなたは 取り入れを 行な S  したから といって， あなたの 目にあな 
わなければ ならず， それは 必ず あなた g：7  たの 父上を 敬って いるので しょうか。 
の 主人の 孫 [に 属する 者たち] のた めの  ％ 19:28 ダビデが その 僕たちを あなたの もとに 
食物と なり， 彼らは 必ず [それを] 食べ キサ114:4  送って よこした のは， この 都市を くま 
る ことになる 0 だが， あなたの 主人の 第 1〇 音 なく 探り， ひそかにう かがって 覆す 

しょくたく  （エ 1 

孫 メピボ セテは， いつも わたしの 食卓 ク創 19:38  ためではありません か」 0  4 それで ハ 

で パンを 食べる ことになる」。  J  ヌンは ダビデの 僕たちを 捕らえ， その 

さて， ヂバ には 十五 人の 息子と 二十  ^ 11：1 あごひげを 半分 そり 落とし， その 衣を 
人の 僕が いた。 11 それで ヂバは 王に ヶ ftI19:1 尻の あたりまで 半分に 切って， 彼らを 
言った， 「すべて 王なる 我が 主が この  送り返した。 5 後に， 人々 は そのこ 

僕に お命じになる ことにし たがい， そ ァ代 ^9:2 とを ダビデに 報告した ので， 彼は すぐ 

いた  もの  むか 

のように この 僕は 致します。 それにし 彳サ n2:5  に それらの 者を 迎えに 人を やった。 そ 
て も， メピボ セテは 王の 子の 一人の よ れ は， その 人たち が 非常に 辱められた 

しょくたく た  ウ S 巧: ミ  かん  一 

うに わたしの 食卓で 食べて おります」。 れ  13 る と 感じて いたから である。 そこで 王は 
12 ところで， メピボ セテには， その 名  i  言った， 「あなた 方の あごひげが 十分 
を ミカと いう 幼 L ヽ 息子が いた。 ヂバの  伸びる まで エリコに とどまりなさい。 

家に 住んで いる 者たち はみ な メピボ セ  それから， あなた 方は 帰って来 るよ 

テの 僕であった 0 13 そして， メピ ボヵ 代119:4 うに」 0 

セテは， エルサレムに 住んで いた。 い キョ 6 そのうちに， アン モンの 子ら は， 
つも 王の 食卓で， 彼は 食べて いたから  19:5 自分たち が ダビデに とって 鼻 持ちなら 

である。 彼は 両足が 共に なえて いた。 ク;: ない ものと なった のを 見て取った。 そ 

のち  m 

1(1 そして， その後， アン モンの 子  Vl  2?；?2 こで アン モンの 子ら は 人を やって， ベ 
らの 王が 死んで， その子 ハヌン 卜 •レ ホブの シリア 人と ツォバ の シリ 
が 彼の 代わり に 治めは じめ たので あ  ア 人， 徒歩の 者 二 万人， マア カの 王 [と] 

い  コサ n  8:5  ゃと 

る。 2 そこで ダビデは 言った， 「わた  19:6  一千 人， イシ ュトブ ，一万 二 千 人を 雇っ 
しは ナハシ ュの子 ハ ヌンに 対^して 愛 あ サョシ 13:13 た。  7 ダビデは それを 聞く と， ヨ アブ 
る 親切を 表わそう。 彼の 父が わたしに  と 全軍 [および] 力の ある 者たち を送っ 

対して 愛 ある 親切を 表わして くれたよ はた。  8 すると アン モンの 子ら は 出て 
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来て， 門の 入口で 戦闘 隊形を 整えは じ 
めた。 また， ツォバ と レ ホブの シリア 
人， および イシ ュトブ とマア カは 別に 
原野に いた。 

9 ヨ アブは 戦いの 前線が 前と 後ろ か 
ら 自分に 向かって いるのを 見て取る と， 
すぐに イスラエルの 中の すべての 精鋭 
から 何人 かを 選んで， シリア 人に 立ち 
向かうよう 隊形を 整えさせた。 10 そ 
して 民の 残りは， 自分の 兄弟 アビシ ャ 
イの 手に 託した。 アン モンの 子ら に 立 
ち 向かうよう 隊形を 整えさせる ため 
であった。 11 そして 彼は さらに 言っ 
た， 「もし シリ ア人 がわた しに とって 
強す ぎるなら， あなたは わたしを 救う 
者と なって くれ。 しかし， もし アン モ 
ンの 子ら が， あなたに とって 強す ぎる 
なら， わたし も 必ず あなたを 救いに 行 
く。 12 強く あれ。 我々 の 民の ため， 
我々 の 裡の諸 都市の ために 勇気を 奮う 
ためだ。 エホバは， ご 自分の 目に 良い 
ことを 行なわれる」。 

13 それから， ヨ アブと 彼 と共にいた 
民は シリ ア 人との 戦いに 進んだ が， [シ 
リ ア 人] は 彼の 前から 逃げて 行った。 
14 アン モンの 子ら は， シリア 人が 逃げ 
たのを 見て， 彼ら も アビ シャイの 前 か 
ら 逃げ去り， 都市に 入った。 その後， ヨ 
アブは アン モンの 子ら のと ころから 引 
き 返して， エルサレムに 来た。 

15 シリア 人は 自分たち が イスラエル 
の 前に 撃ち破られ たのを 見る と， 寄り 
集まる ようになった。 16 そこで， ハ 
ダ ド エゼルは 人を やって， 俎 の 地方に 
いた シリア 人を 連れ出し たので， 彼ら 
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はへ ラムに 来た。 ハダ ド エゼルの 軍の 
長ショ バク が 彼 らの 前にいた。 

17 この 報告が ダビデに もたらされ 
ると， 彼は 直ちに 全 イスラエルを 集 
め， ヨルダンを 渡って， へ ラムに 行っ 
た。 そこで シリア 人は ダビデに 立ち 向 
かうた め 隊形を 整え， 彼と 戦いは じめ 
/ •こ。 18 そして， シリア 人は イス ラエ 
ルの 前から 逃げ去った。 こうして ダビ 
デは シ リア 人のう ち 兵車の 御者 七 百 人 
と 騎手 四 万人を 殺した。 また， 彼らの 
軍の 長ショ パクを 討ち 倒した ので， 彼 
は そこで 死んだ。 19 そのす ベての 王 
たち， ハダ ド エゼルの 僕た ちは， 自分た 
ちが イスラエルの 前に 撃ち破られ たの 
を 見る と， 速やかに イスラエルと 和を 
講じ， これに 仕える ようになった。 シ 
リア 人は 恐れて， それ 以上 アン モン 人 
を 救おうと はしなかった。 

そして， 年が 改まり， 王たち が 
H 打って出る ころ， ダビデは ヨア 
ブと 自分 と共にいた 僕たちと 全 イスラ 
エルと を 遣わした ので ある。 彼らが ア 
ン モンの 子ら を 滅びに 陥 れ ，ラ ノ( くを 包 
囲す るた めであった。 しかし ダビデは 
エルザ レムに とどまって いた。 

2 そして， 夕暮れ 時， ダビデは その 床 
から 起きて， 王の 家の 屋上 を 歩き回 っ 
たので ある。 そして 屋上から， ひとり 
の 女が 身を 洗って いるのを 見かけた。 
その 女は 容姿が 非常に 良かった。 3 そ 
こで ダビデは 人を やり， その 女に つい 
て 尋ねさせた ところ， 「これは ヒッタ 
イト 人 ウリヤ の 妻で， エリ アムの 娘バ 
テ •シバ ではありません か」 と， ある 者 
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が 自分の 威に 行って， 飲み食い し, i と 
寝る のでしょう か。 あなたは 生きて お 
られ， あなたの 魂は 生きて います。 私 
は そのような 事は 致しません！」 

12 それで ダビデは ウリヤ に 言った， 
「今日 も， ここにと どまり なさい。 明日， 
わたしは あなたを 送り出そう」。 ゆえ 
に ウリヤ は その 日と 翌日， エルサレム 
にと どまって いた。 13 さらに， ダ 
ビデは 彼を 呼び寄せて， 自分の 前で 食 
ベたり 飲んだり させた。 こうして， 彼 
を 酔わせた。 それでも， 彼は 夕方， 出 
て 行って， その 主の 僕たちと 共に その 
寝床で 寝， _ 分の 家には 下って 行かな 
かった。 14 そこで， 朝に なって， ダ 
ビデは ヨ アブに あてて 手紙を 書き， ウ 
リ ヤの 手に 託 して それを 送っ たので あ 
る。 15 それで ダビデは その 手紙に 書 


いて， 


こう 备- 


た。 「ウ リヤを 戦いの 


最も 激しい 前線に 置け。 あなた 方は 彼 
の 後ろから 退却し， 彼が 討ち 倒されて 
死ぬ ようにす るの だ」。 

16 そして， ヨ アブが その 都市を 見 
張って いたと き， 彼は 勇敢な 者たち が 
いるのを 自分で 知っている 場所に， ウ 
リヤを ずっと 置いた ので ある。 17 そ 
の 都市の 人々 が 出て 来て， ヨ アブと 戦 
うように なった とき， 民のう ちの ある 
者たち， ダ ビデの 僕たちが 倒れ ，ヒ ッタ 
イ ト 人 ウリヤ もまた 死んだ。 18 そこ 
でヨア ブは 人を やって， 戦 I 、の 状況を こ 
と ごとく ダ ビデに 報告させる ことにし 
た。 19 そこで 彼は 使者に 命じて 言っ 

たたか  じょうきょう  はな 

た， 「戦いの 状況を ことごとく 王に 話し 
終える や， 20 もし 王の 激怒が 起こり， 
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が 言った。 4 その後， ダビデは 彼女を 
迎える ため 使者を遣わした。 こうして 
その 女は 彼のと ころに 入った ので， 彼 
は その 女と 寝た。 ときに， その 女は 汚 
れ から 身を 神聖な ものと していた ので 
ある。 後に， 彼女は 自分の 家に 帰った。 

5 そして， その 女は 身 ごもった。 そ 
れ ゆえ 彼女は 人を やって， ダビデに 告 
げて 言った， 「私は 身 ごもり ました」。 
6 そこで ダビデは ヨ アブの もとに 人を 
やって， 「ヒッ タイ ト人ウ リヤを わた 
しのと ころに 送れ」 と 言わせた。 それ 
でヨ アブ は ウリヤ を ダ ビデの ところに 
送った。  7 ウリヤ が 彼のと ころに 来 
ると， ダビデは， ヨ アブは どうしてい 
るか， 民は どうして いるか， 戦いは ど 
うなって いるかと 尋ね はじめた。  8 最 
後に ダ ビデは ウリヤ に 言った， 「家に 
下って 行き， あなたの 足を 洗いなさい」。 
こうして ウ リヤが 王の 家から 出て 行く 
と， 王の 好意の 贈り物が その後に 続い 
た。 9 ところが， ウリヤ は 王の 家の 入 
口のと ころで， その 主の ほかの 僕たち 
¥ と共に 寝た。 自分の 家には 下って 行 
かなかった。 10 それで 彼らは ダビデ 
に 告げて 言った， 「ウリ ヤは 自分の 家 
に 下って 行きませんでした」。 そこで 
すぐ ダ ビデは ウリヤ に 言った， 「あな 
たは 旅を して 来たので はない のか。 ど 
う して 自分の 家に 下って 行かなかった 
のか」。 11 そこで ウリヤ は ダビデに 

い  はこ (力）  かり 

言った， 「箱 も イスラエル も ユダ も 仮 
小屋に とどまって いますし， 我が 主ヨ 
アブ も 我が 主の 僕たち も 野の 面で 野営 
して おります。 それな のに， 叙が 一 私 
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525  ウリヤ の 死。 パテ •シバ を 妻に する  サ厶 エル 第二 11：21—12：6 

[王] が奏際 お前に， 『どう して お前た 第 章 所有者の ために み 悲しむ ようにな っ 
ちは その 都市に そんなに 近寄って 戦わ 7|5；f  た。 27 喪の 期間が 過ぎる と， ダビデ 
なければ ならなかった のか。 城壁の 上  <  裁 9:52  は 直ちに 人を やって， 彼女を 自分の 家 
から 彼らが 射る ことを 知らなかった の 。胃 9.53  に 引き取り， 彼女は その 妻と なった。 

(7)  (ィ）  かれ  う 

か。 21 エルべ シヱ トの 子 アビメレク i|fe9:5Q  やがて 彼女は 彼に 男の子を 産んだ。 し 
を 討ち 倒した のは だれだった のか。 ひ $  4 かし ダビデの した 事は エホバの 目には 
とりの 女が 城壁の 上から 臼の 上石を 投  11:3 明らかに 悪い ことであった。 

げ つけたので， 彼は テべ ツで 死んだ の 力^126 :15 1 ^ そこで エホバは ナ タンを ダビデ 
ではなかった か。 なぜ そんなに 城壁に キサ1111:17  H の もとに 遣わされた。 そこで 彼 
近寄らなければ ならなかった のか』 と クプノ ;2〗n は その もとに 来て 言った， 「ある 都市に 

い  まえ  7  = ふたり  と 

言われたなら， お前 もまた， 『あなた  ^  46: !〇 二人の 人が おり， ひとりは 富んだ 人， もう 
の 僕， ヒッ タイ ト 人 ウリヤ もまた 死に 12:26 ひとりは 資力の 乏しい 人でした。 2 富 

ました』 と言うの だ」。  - んだ 人は 非常に 多くの 羊 や 牛を 持って 

22 こうして 使者は 出かけ， ダビデ 7fJ2o：3  いました が，  3 資力の 乏しい 人には， 
の もとに 来て， ヨ アブが 彼を 遣わした  3X 1:8 自分で 買った 小さな ものである 一頭の 
ことにつ きすべ てを 告げた。  23 次 ^  3:31 雌の 子羊の ほかは， 何もありません でし 
いで 使者は ダビデに 言った， 「それら ゥサ131 :13 た。 そして 彼は それを 生かして おき， そ 
の 人々 はわた したち より 勝って いたの ぽ れは 彼と その子ら と共に， 皆 一緒に 成長 
で， 彼らは わたしたちに 向かって 野に していき ました。 それは 彼のわず かば 

き  才 た  さかずき  の 

出て 来ました が， わたしたちは 彼らを  かりの ものから 食べ， その 杯から 飲み， 

門の 入口に 至る まで 押し やって 行き ま  4?：^ 彼の 懐で 寝て いたのです。 それは 彼に 

した 0  24 すると， 射手たち が 城壁の 力 創 39:9  とって 娘の ようになりました 0  4 しば 
上から あなたの 僕たちを 射つ づけた の ヘプ ⑶4 らくして， ひとりの 訪問者が 富んだ 人の 
で， 王の 僕のう ちの ある 者たち は 死に  mi2m  ところに 来ました が， 彼は 自分の 羊 や 牛 
ました。 それに， あなたの 僕， ヒッ タイ キ王 11:8  の 中から ある ものを 取って， 自分のと こ 

じん  W  代 I 17:1  たびびと  ととの 

卜人 ウリヤ もまた 死にました」。 25 そ  29:29 ろに 来た 旅人の ために それを 調える のを 
こで ダビデは 使者に 言った， 「お前は ク 詩5 1: 表題 惜しみました。 そこで， 彼は 資力の 乏し 

_  めす  こひつじ 

ヨ アブに このように 言いなさい。 『こ ヶサ n  5:13  I ヽ 人の 雌の 子羊を 取って， 自分の ところ 

こと  わる  うつ  サ 汉 15:16  (t) 

の 事が あなたの 目に悪い ことと 映らな  に 来た 人の ために それを 調え ま した」。 

つるぎ いっぽう  もの  たほう コサ n 11:3  いか 

いように せよ。 剣は 一方の 者 も， 他方 ぼ5:15  5 ここに おいて， ダビデの 怒りは そ 

の 者 も 食らい 尽くす もの だ。 その 都市 ササ nil:4 の 人に 対して 非常に 激しく 燃えた の 士， 

たい  たたか  はげ  は かい  かれ  い  い 

に対する 戦いを 激しく し， それを 破壊 シル ヵ6:4 ! 彼は ナ タンに 言った， 「エホバは 生き 

W  かれ  はげ  [ス）  し 

せよ』。 そして 彼を 励ましなさい」 0  ス 申6: 13  て おられる 0 そんな ことを した 男は 死 

26 ところで， ウリヤ の 妻は その 夫 セ サ丨26:〗6 に 値する！  6 また， そのような 事を 
ウリヤ が 死んだ ことを 聞いて， 自分の v^n  21:7  したから には， しかも 同情し なかった 
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の だから， その 男は その 雌の 子羊の た 第12 章  13 そこで ダビデは ナ タンに 言っ/ ^ 
めに 四 頭で 償いを すべき だ」。  「わたしは ェホバに 対して 罪を おかし 

い  イ出 21:34  M 

7 そこで ナ タンは ダビデに 言った， ゥな $13 た」。 すると ナ タンは ダビデに 言った， 
「あなたが その 人です！ イスラェル ヱ だほ g  「ェホバ もまた， 確かに あなたの 罪を 見 
の裡 ェホバは このように 言われました。 逃されます。 あなたは 死ぬ ことは あり 
『わたしが あなたに 油を そそいで イス ラォ g 益 ません。 14 それにしても， あなたは 
ェルの 王と し， わたしが あなたを サウ カ この 事に よって， 疑い もな く 不敬な 仕 
ルの 手から 救い出した。 8 それに， わ キ^^4 5  方で ェホバを 扱った ので， あなたに 生 
たしは 喜んで あなたに あなたの 主の 家 ク まれた ばかりの その子は， 必ず 死ぬ で 
を， また あなたの 主の 妻たち を あなた ヶエ^ f  しょう」。 

の 懐に 与え， あなたに イスラェルと ユ  £  Tu  15 それから ナ タンは 自分の 家に 

ダの 家を 与えた。 また， もし それでも 111  ；；：^ 帰った。 

足りない というので あれば， わたしは = 次いで ェホバは， ウリヤ の 妻が ダビ 

た  ンサ D 13:32  う  こども  ス  (キ） 

喜んで このような もの や 他の ものを あ  n8:33 デに 産んだ 子供を 撃たれた ので， その 

ま くゎ  （ク 1  ス 5-14 ヂ  び* ぅき 

なた に 増し 加えた であろう 0  9 どうし ガフ6:7 子は 病気に なった。 16 それで， ダビ 

て あなたは ェホバの 目に悪い ことを 行  II  デは その子の ために [まことの] 神を 

なって， その 言葉を 侮った のか。 ヒッ v^21^10 求め はじめた。 ダビデは 厳重な 断食を 
タイ ト 人 ウリヤ を あなたは 剣で 討ち 倒 ^n^l1 続け， 入って 夜を 過ごし， 地の 上に 横 
し， その 妻を 自分の 妻と して 取り， 彼 チ^; ^  た わった。 17 そこで， 彼の 家の 年長 
を アン モンの 子ら の 剣で 殺した の だ。 II  nils 者たち は 彼の 周りに 立って， 彼を 地 か 
1〇 それで 今や， 剣は 定めの ない 時 ま ら 起こそうと したが， 彼は それに 応じ 

ぃぇ‘ 代  W  ぃっしょ  と 

でも あなたの 家を 離れない。 あなたが ルカ12:2 ず， 彼らと 一緒に パンを 取る こと もし 
わたしを 侮って， ヒッ タイ ト 人 ウリヤ 第二 欄 なかった 0 18 そして， 七日 目に， 子 
の 妻を 取り， 自分の 妻と したから であ 供は とうとう 赤んだ ので ある。 ところ 

ぃ  イ創 39:9  しもべ 

る』。 11 ェホバは このように 言われ  %  が， ダビデの 僕たちは， その子 供が 死ん 

ました。 『見よ， わたしは あなたに 対  S  28；?3 だ ことを 彼に 告げる のを 恐れた。 「見 
して， あなたの 家から 災いを 起こそう よ， 子供が なお 生きて いたと き， 確か 
としてい る。 わたしは あなたの 妻たち  ミカ 7:18 に 我々 は 話しかけ たが， 我々 の 声を 聴 
を あなたの 目の前で 取り上げ， あなた 詩11 1〇3:1〇 いてく ださらなかった。 であれば， ど 
の 仲間の 者に 与えよう。 その 人は 必ず うして， 『子供は 死にました』 と 言え 
この 太陽の 下で 公然と あなたの 妻たち  I  89:i2 ようか。 そう なれば， [王] は きっと 何 

ね  [夕）  箴 3:11  わる 

と 寝る ようになる。 12 あなたは ひそ ヘプ12:6 か 悪い ことを なさる だろう」 と， 彼ら 

I チ）  ぜん  キサ I  25:38 

かにした が， わたしは 全 イスラェルの サ 124:15 は 言った ので ある。 

前， 太陽の 前で この 事を 行なう であ ョナ3:9  19 ダビデは その 僕たちが ささやき 

ケサ n 13：31  あ  こども 

ろう』」。  コサ n3:35  合って いるのを 見る と， ダビデは 子供 
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が 死んだ ことを 悟る ようになった。 そ 第12 章 た。 25 そこで！;®] は 預言者 ナ タンに 
れで ダビデは 僕たちに 言った， 「子供は 7^h；2 よって 伝えさせ， エホバの ために， そ 
死んだ のか」。 これに 対して 彼らは 言っ ィ^ 5ぢ17 の 子の 名を エディ デヤと 呼ばせた。 

た， 「亡くなりました」 0  20 すると ダ ゥ 創24:26  26 ときに， ヨ アブは アン モンの 子ら 

ち  お  みあら  代1  29:20  W たたか  つづ  おうこく  とし 

ビデは 地から 起き上がり， 身を 洗って  | へ 95$6 の ラバと 戦いを 続け， その 王国の 都市を 
油を 塗り， マントを 着替えて， エホバ I サ ni2:i6 ついに 攻め 取った。 27 そこで ヨ アブ 

いえ [イ） き  ふ  おが  W  のち  かれ  ヨ ヱ 1:14  ししゃ  おく  い 

の 家に 来て， 伏し拝んだ。 その後， 彼 ォィザ 38:3 は 使者を ダビデに 送って 言った， 「わ 
は 自分の 家に 入って 求めた ので， 人々 ヵィ ザ = たしは ラバと 戦いました。 わたしは ま 
は 早速 彼の 前に パンを 置き， 彼は 食べ  aJ  3；95 た， 水の 都市を 攻め 取りました。 28 で 
はじめた。 21 それゆえ， その 僕たち キ 匕9： I, すから 今， 民の 残りを 集め， この 都市 

かれい  たい  じんえい し  せと 

は 彼に 言った， 「あなたの なさった こ ク ヲブ3〇:23 に対して 陣営を 敷き， これを 攻め 取っ 
の 事は どういう ことです か。 お子様が お f9q てくだ さい。 わたしが この 都市を 攻め 

ぃ  ぁぃだ  もの 

生きて いた 間は その子の ために あなた  13：36 取る 者と ならない ため， また わたしの 

は 断食して 泣いて おられた のに， お 子 ヶニ ご2 名が それに 付され てと なえられ るよう 
様が 亡くなられる とすぐ， 起き上がり， コサ n II:3 な ことのない ためです」。 

た  サ n 12:9  たみ 

パンを 食べ はじめられました」 0  22 こ サ詩 127:3  29 こうして ダビデは すべての 民を 

れ に対して 彼は 言った， 「子供が なお シ g は 集めて ラバに 行き， これと 戦って， こ 
生きて いた 間は， わたしは 確かに 断食  れを 攻め 取った。 30 そして， 彼は マ 

し， 泣き 続けた。 それは， 『エホバが 一一 一ー ル カムの 冠を その 頭から 取り去った。 
わたしに 恵みを 示して くださり， 子供 74H7:12 その 重さは 金 ー タラン トで， 宝石が 付 
が 果たして 生きる かどう かを 知ってい  29:1 いていた。 それは ダビデの 頭に 置かれ 

る 者が だれかい るだろう か』 と 思った  た。 そして， 彼が 運び出した その 都市 

からだ 0  23 しかしもう 死んで しま っ ゥサ nil:25 の 分捕り物は 非常に 多かった 0  31 そ 

た 以上， どうして わたしは 断食を する ェ *3:11  して， その 中に いた 民を， 彼は 連れて来 
のか。 わたしは あの 子を もう 一度 連 ミシ從25 て， 石の こぎり や 鉄の 鋭利な 道具 や 鉄 
れ 戻せる だろう か。 わたしは あの 子 ォサ nll:1 の 斧 [を 使う 仕事] に 就かせ， 彼ら をれ 
のと ころへ 行こうと している が， あ 力 代12 Q:2 んが 作りに 従事 させた。 こうして， 彼 
の 子は わた しのと ころ に戻っ ては 来 +を 加:2〇 は アン モンの 子ら のす ベての 都市に こ 

M  サ n  3:22 

ない」。  ザ118:11 のようにす るので あった。 ついに， 

24 ときに， ダビデは その 妻バ テ. シ _ ダビデと 民の すべては エルサレムに 

パ さめる ようになった 。さらに， S 第13 章 帰った 0 

は 彼女のと ころに 入り， 彼女と 寝た。 ヶな㈢  -I  〇 そして， これらの 事の 後， ダビ 
やがて 彼女は 男の子を 産み， その 名は コ 似3:9  ^ デの 子 アブ サ ロムに その 名を 夕 

ソロモンと 呼ばれる ようになった。 そ 代": i  マルと いう 美しい 妹が あった が， ダビ 
して エホバは， 確かに その子を 愛され "^45-28 デの 子 アム ノンは 彼女を 恋した ので あ 


ア代 I  3:1 
代 I  3:9 
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ア箴 4:23 
コロ  3:5 
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マルの 家に 人を やって 言った， 「どう 
か， お前の 兄 アム ノンの 家に 行き， 彼 
のために 慰めの パンを 作っても らいた 
い」。 8 それで， タマルが その 兄 アム 
ノンの 家に 行く と， 彼は 横たわって い 
た。 そこで， 彼女は 練り 粉を 取って そ 
れを こね， 彼の 目の前で 菓子を 作り， 
ハー ト 型の 菓子を こしらえた。  9 最 
後に 彼女は 深な ベを 取り， それを 彼の 
前で 空けた が， アム ノンは 食べようと 
はせ ず， 「みんなを わた しのと ころ か 
ら 出て 行かせなさい！」 と 言った。 そ 
れ で， みな 彼のと ころから 出て 行った。 

10 そこで アム ノンは タマルに 言っ 
た， 「慰めの パンを 奥の 部屋に 持って 
来て くれ。 わたしが 病人と して お前の 
手から それを 取る ためだ」。 それで， 夕 
マルは 自分の 作った ハー ト 型の 菓子を 
取り， それを 奥の 部屋の 兄 アム ノンの 
とこ ろへ 持っ て 行った。 11 彼女が 食 
ベ させよう として 彼に 近づく と， 彼は 
いきなり 彼女を 捕まえて 言った， 「わ 

いもうと ID  ね  闭 

たしの 妹 よ， さあ， わたしと 寝て くれ」。 
12 ところが， 彼女は 言った， 「いけ ませ 
ん ，お 兄 様！  私を 辱めないで くださ 
い。 イスラエルでは そのよう にす るの 
は 尋常な ことではありません ので。 こ 
んな 不面目 な 愚行を しないで ください。 
13 それに， 私は一 この 恥辱を どこに 
行かせましょう。 それに， あなたは 一 
イス ラエルで 無分別な 者の 一人になる 
でしょう。 ですから 今， どうか， 王に 
話して ください。 [王] は 私を あなたに 
与える ことを お控えな さ ら ないで しょ 
うから」。 14 それな のに， 彼は その 声 


サ厶 エル 第二 13:2 — 14 

る。  2 そして， それは アム ノンに とっ 
て 余りに も 苦しかった ので， 彼は その 
妹 タマルの ゆえに 病気に なった。 と 
いうのは， 彼女は 処女で あり， アム ノ 
ンの目 には 彼女に 何を する こ とも 困難 
だった からで ある。  3 さて， アム ノ 
ン には， ダビデの 兄弟 シム アの 子で， 
その 名を エホ ナ ダブと いう 友が あっ 
た。 エホ ナ ダブは 非常に 賢い 人で あっ 
た。 4 それで 彼は 言った， 「王の 子で 
ある あなたが， どうして 朝 ごとに， こ 
のように ひどく ふさぎ込んで いるので 
すか。 わたしに 話して くれません か」。 
そこで アム ノ ンは 彼に 言った， 「わた 
しの 兄弟 アブ サ ロムの 妹 タマルを わ 
たしは 恋して いるので す」。  5 そこで 

すぐ エホ ナ ダブは 彼に 言った， 「あな 
たの 寝床に 横たわり， 病気の 振りを し 
なさい。 そうすれば， あなたの 父上は 
あなたに 会おうと して きっと 来られ ま 
すから， あなたは ぜひこう 言う のです。 
『どうか， わたしの 妹 タマルを 来させ， 
病人の わたしに パンを 与えさせ てくだ 
さい。 彼女は 慰めの パンを， わたしが 
それを 見られる ように， わたしの 目の 
前で 作る のです。 わたしは 彼女の 手 か 
ら 食べる ことにします』」。 

6 こうして， アム ノンは 横たわり， 病 
気の りを した。 それで 王は 彼に 会い 
にやって 来た。 すると アム ノンは 王に 
言った， 「どうか， わたしの 妹 タマルを 
来させ， わたしの 目の前で 二つの ハー 
卜 型の 菓子を 焼かせて ください。 わた 
しが 病人と して 彼女の 手から パンを 取 
るた めです」。  7 そこで ダビデは， 夕 
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に 聴き 従おうと はせ ず， かえって 彼女 卽谭 との] 交わりから 遠ざけられた まま， そ 
に 勝る 力を 用いて， 彼女を 辱め， これ ms の 兄 アブ サ ロムの 家に 住む ようにな っ 
と 寝た。 15 ところが， アム ノンは 非  た。  21 そして， ダビデ 王は， これら 

常に 大きな 憎しみに かられて 彼女を 憎 1:15 の 事柄を ことごとく 聞き， 非常に 怒っ 

【ィ） 

み はじめた。 それは 彼女を 憎んだ その ゥ創 37:3  た。 22 それでも アブ サ ロムは アム ノ 
憎しみが， 彼女を 愛した その 愛よりも  ンに 悪い とも 善い とも 言わなかった。 

大きかった からで ある。 そのため， ア  Jx  4:1 アブ サ ロムは， アム ノンが 妹 タマルを 
ム ノンは 彼女に 言った， 「起きて， 出 ヱ レ6 :26 辱めた ことで 彼を 憎んで いたからで 
て 行け！」 16 そこで 彼女は 言った， . u2；37 ある。 

「それは なりません， お 兄 様。 私を 追い  23 それから 満二年 たったと きのこ 

払おうと する この 悪は， あなたが 私と 力 と， エフ ライムの すぐそば にある バア 
したもう 一つの ものよりも 大きい から  ル •ハツ オルで， アブ サ ロムの ところ 

です！」 それでも 彼は 彼女 [の 言う こ 3；?  には 羊の 毛を 刈る 者たち がいた。 それ 
と] に 聴き 従おう とはし なかった。  で アブ サ ロムは 王の 子たち すべてを 招 

17 そこで， 彼は 自分に 仕えて いる 従 ^"27:22  いた。 24 そこで アブ サ ロムは 王の も 
者を 呼んで 言った， 「この 人を， どう  __  とに 来て 言った， 「さあ， お願いです， 
か， わたしの もとから 外に 追い払って， 7^12:24 この 僕のと ころには 羊の 毛を 刈る 者た 
その後ろ で 扉に 錠を 下ろして もらいた  ちが おります！ どうか， 王 も， また 

い」。 18  ( ところで， 彼女は 身に しま 模 ^ 19:13 その 僕たち も， この 僕と 共に おいでく 
様の ある 長い 衣を 着けて いた 。処女で ゥ創 34:7  ださい」。 25 しかし 王は アブ サ ロムに 
ある 王の 娘たち は そのよう に そでなし  ^s!?917 言った， 「いや， 我が 子よ！ 我々 全 
の 上着で 装う のが 常だった ので ある。） 部は 行くまい。 あなたの 重荷と なって 
それで， 彼に 仕える 者が 彼女を 外に 連  はいけ ない」。 彼は しきりに 促した ふ， 

れ 出し， その後ろ で 扉に 錠を 下ろした。 11:54  [王] は 行こうと はせ ず， ただ 彼を 祝福 

あたま  はい W  の  [ク）  い 

19 すると タマルは その 頭に 灰を 載せ， ォサ 125:4 した。 26 ついに アブ サ ロムは 言った， 
身に 着けて いたし ま 模様の ある 長い 衣  ％  25:11 「もし [おいでになら] ない のでしたら， 
を 引き裂いた。 彼女は その 手を 頭に 置 力 王 11:9  どうか， 私の 兄弟 アム ノンを 私たちと 

W あゆ  さ  ある  王 I 1:19  とも  ゆ  [ヶ） 

いたま ま 歩み 去って ゆき， 歩きながら  1  =  25  共に 行かせて ください」。 そこで 王は 

泣き叫んだ。  彼に 言った， 「なぜ 彼が あなたと 共に 

あに  （力】 かの キ 使徒 18:20 い 

20 そこで， その 兄 アブ サ ロムは 彼  行かなければ ならない のか」。  27 と 

女に 言った， 「お前と 一緒にい たのは クルッ2:4 ころが， アブ サ ロムが 促す ようにな っ 

[キ）  いま  [コ）  むすこ 

お前の 兄 アム ノンだった のか。 だが 今  w  21 たので， [王] は アム ノンと 王の 息子た 
は， 妹よ， 黙って いなさい。 あれは お  J  ^  ち 全部を 彼と 共に 遣わした。 

前の 兄な の だ。 この 事に 心を 留めない  28 それから， アブ サ ロムは 従者たち 

がよ い」。 それで タマルは， [他の 人々 ^  26；26 に 命じて 言った， 「どうか， よく 見て 
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こころ  しゅ  さんぶく  かたわ  みち  おお  ひとびと 

いて くれ。 アム ノンの 心が ぶどう酒で 第13 章 ろの 山腹の 傍らの 道から 多くの 人々 が 
楽しい 気分に なったら すぐ， わたしは 7Ji/25；36 やって来る ところであった。  35 そこ 

かなら  まえ  う  たお  エス 1:1〇  (7)  い  らん 

必ず お前たち に， 『アム ノンを 討ち 倒 詩 1〇4に5 で エホ ナ ダブは 王に 言った， 「ご覧く 

伝 2:3  しそく  こ 

せ！』 と言うから， そのと きお 前たち  e 10:19 ださい， 王の ご 子息たち が 来られ まし 
は 彼を 殺す の だ。 恐れて はならない。 ボ た。 この 僕の 言葉 通り， そのよう にな 
わたしが お前たち に 命じた のでは ない ゥ ポ りました」。 36 そして， 彼が 話し 終え 

つよ  ゆうかん  もの  き 

か。 強く あって， 勇敢な 者と なれ」 0  I 創37:34 る や， 見よ， 王の 子たち が やって来て， 

じゅうしゃ  サ n  3:31  こえ  な 

29 そこで アブ サ ロムの 従者たち は， ア 12:16 声を 上げて 泣き はじめた ので ある。 王 
ブサ ロムが 命じた 通りに アム ノンに し ヵサ n1:11 も， その 僕たち も 皆， 非常に 激しく 泣 
たので， 王の ほかの 息子たち は 皆， 立ち キ 冗 いた。 37 —方 アブ サ ロムは 逃げ去 っ 

おのおの じ ぶん  の  に  [0] 

上がり， 各々 自分の らばに 乗って 逃げ クサ Hi3:3  て， ゲシュルの 王ア ミフ ドの 子 タルマ 
去った。 30 そして， 彼らが 道の 途中 ゲ1 "D12:1Q イの もとに 行った。 そして， [ダビデ 
にいた とき， 「アブ サ ロムが 王の 子た  レビ 他29 は] 日々 ずっ とその 子の ために 嘆き悲し 
ちを みな 討ち 倒した ので， ただの 一人 13:14 ん でいた。 38 アブ サ ロムの 方は 逃げ 

のこ  ほうこく  シ創 27:41  さ  M  すす  い  かれ 

も 残されて いない」 という 報告が ダビ  ^7:14  去って， ゲシュルに 進んで 行った。 彼 

とど  ® 18:19  ねんかん 

デの もとに 届いた ので ある。 31 そこ スサ nl3:38 は 三年 間 そこにいた。 

で 王は 起き上がり， その 着物を 引き裂 39 ついに， 王 ダビデ [の 魂] は アブ 
き， 地の 上に 横に なった。 その 僕たち  39:17 サ ロムの もとに 出て 行く ことを 切望し 

ころも  {力）  かたわ  かれ  かん みず か  なぐさ 

もみな 衣を 引き裂いた まま 傍らに 立っ 第二 欄 た 0 彼は アム ノンに 関し 自らを 慰めた 
ていた。  7 サ 113:3  ので ある。 それは 彼が 死んで いたから 

32 ところが， ダビデの 兄弟 シム アの 13：32 である。 

[ク） こたい  わ  ウ代 13:2  阁  [ク ） 

子 エホ ナ ダブは 答えて 言った， 「我が i_^D3:3  1 A さて， ツェル ヤ の子ヨ アブは， 王 

しゅ  わかもの  ■  こころ  m  む 

主は， 王の 子たち である 若者 すべてを ォ 伝7:2  *  J の 心が アブ サ ロムに 向いて いる 

彼らが 殺した の だとは お思いに なり ま 力 t ン 3f2:5 ことを 知る ようになった。  2 そこで 

し  サ II 14:23  ㈡1 

せんように。 死んだ のは アム ノン だけ  15：8 ヨ アブは テコアに 人を やって， そこ か 

t ヶ）  めいれい  _  かしこ [サ）  つ  こ  かの 

なのです。 アブ サ ロムの 命令で， それ  m  ^  ら ひとりの 賢い 女を 連れて来させ， 彼 
は 彼が 妹 タマルを 辱めた 日から 定めら キ代丨 2:16 女に 言った， 「どうか， 嘆き悲しみな 
れ ていた ことと して 起きた からです。 クサ！ >2:18  がら 行っても らいたい。 どうか， 喪服 
33 ですから 今， 王なる 我が 主は， 『王 普 で 身を 装いなさい。 身に 油を 塗って は 

し  ことば こころ  サ n 19：2  [シ）  し 

の 子ら がみな 死んだ』 という 言葉を 心 11:6 いけない。 あなたは ここで， だれか 死 
に 留められません ように。 死んだ のは  ；!^；5〇 んだ 人の ために 何日 も 嘆き悲しん でき 
アム ノン だけな のです」。  ^  た 女の ようにな るの だ。  3 そして 王 

かん  に  さ  ^  -^n  20:16  ゆ  ことば かた 

34 その 間に アブ サ ロムは 逃げ去 っ シ伝 9:8  の もとに 行き， このような 言葉を 語る 

い  [ス）  のち  みは  もの (fe)  わか  ダニ 10:3  かのじょ 

て 行った。 後に， 見張りの 者で ある 若 Tftl9741 ように」。 そうして， ヨ アブは 彼女の 口 

もの  かれう し ス 創27 :41  お  M 

者が 目を 上げて 見る と， 見よ， 彼の 後 14:19 に 言葉を 置いた。 
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4 それから テコア 人の 女は 王の もと 
に 来て， 地に 顔を 伏せて ひれ 伏して 言っ 
た， 「ああ， 王よ， どうか， お救いく だ 
さい！」 5 そこで 王は 彼女に 言った， 
「どうした のか」。 これに 対して 彼女は 
言った， 「実は， 私は やもめ 女で， 私 
の 夫は 亡くなりました。  6 ところで， 
このは しためには 二人の 息子が おり ま 
したが， その 二人が 野で 取っ 組み合い 
を 始めました のに， ふたりを 引き分け 
て 救う 者は おりませんでした。 ついに 
一方が 他方を 討ち 倒して， 殺し ま した。 
7 すると， 何と， 一族 全体が このはし 
ために 向かって 立ち上がり， 『その 兄 
弟を 打った 者を 引き渡せ。 あれが 殺し 
た 兄弟の 魂の ために， あれを 殺す ため 
だ。 その 跡継ぎを も 根絶やしに してし 
まおう！』 と 言い 続ける ので ございま 
す。 そして， あの人た ちは 残って いる 
私 の 炭火の 真っ赤な 輝きを 必ず 消し 
て， 地の 表で 名 も 残りの 者 も， 私の 夫 
にあて がわない ようにす るので ござい 

[ク】 

ます」。 

8 すると， 王は 女に 言った， 「家に 
帰りなさい。 わたしが あなたの ことで 
命令を 出そう」。 9 そこで テコア 人の 
女は 王に 言った， 「王なる 我が 主よ， 
とがは 私の 上， また 私の 父の 家の 上に 
あります ように。 一方， 王と その 王座 
には 罪が ございません」。 10 すると 
王は さらに 言った， 「もし あなたに 話 
しかける 者が あれば， あなたは その 者 
を も わたしの ところに 連れて来 るよう 
に。 そうすれば， その 者は もう 二度と 
あなたを 傷つける ことは ない」。 11 と 
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ころ が 彼女は 言った， 「どうか， 王が 
ご 自分の# エホバを 覚えられ， 血の 復 
しゅうを する 者が 絶えず 損な うこと が 
なく， また 私の 息子を 根絶やしに する 
ことがありません ように」。 これに 対し 
て tk は 言った， 「エホバは 生きて おら 
れ る。 あなたの 息子の 髪は ただの 一本 
も 地に 落ちる ことは ない」。 12 そこで 
その 女は 言った， 「どうか， このはし 
ために 一言， 王なる 我が 主に 申し上げ 
させて ください」。 それで 彼は 言った， 

はな  ：キ； 

「話しなさい！」 

13 すると， その 女は さらに 言った， 
「それでは， あなたは どう して# の 民に 
向かって このように 考えられ たのです 
か。 王が このような 言葉を 語って おられ 
る のです から， ご 自分が 追放 さ れた 者を 
連れ戻さな いという 点で， 王は 罪科の 
ある 者の ようで ございます。 14 私た 
ちは 必ず 死にます し， 地に 注ぎ 落とさ 
れ て， 集める ことので きない 水の よう 
な 者で ございま すから。 しかし， 迚が 
魂 を 取り去られる ことは ございませ 
ん し， 追放され た 者が ご 自分の もと か 
ら 追放され るべき ではない 理由 も 考え 
出されました。 15 それに 今， 私が 我 
が 主なる 王に この 言葉を お話しに 参り 
ましたの も， 人々 が 私を 恐れさせ たか 
ら でございます。 それで， このはした 
めは 申しました， 『どうか， 私に， 王 
にお 話し させて ください。 多分， 王は 
こ の奴隸 女の 言葉に 基づいて 行動して 
くださる でしょう。 16 王は お聴きく 
ださり， 私と 私の たった 独りの 息子を 
# に より 与え られた 相続 地から 根絶 や 


サ厶 エル 第二 14: 17 — 30 


アブ サ ロムは 呼び戻される 
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しに [しようと する] 人の たなごころ か 
ら， この 奴隸 女を 救い出そう とされた 
からです』。 17 それから， このはした 
めは 申し ま した， 『王なる 我が 主の 言 
葉が， どうか， 休みを もたらす ものと 
なります ように』。 [まことの] 姓の み 
使いの ように， 王なる 我が 主は そのよ 
うに， 善い ことと 悪い ことと を 聞き 分 
けられる からです。 あなたの 裡 エホバ 
が あなたと 共に おられます ように」。 

18 そこで 王は 答えて， その 女に 言っ 
た， 「どうか， わたしが あなたに 尋ね 
ようと している 事を わた しに 隠さない 
でもら いたい」。 これに 対して 女は 言っ 
た， 「どうか， 王なる 我が 主が お話し 
くださいます ように」。 19 すると 王 
はさら に 言った， 「この 全部の 事には 

[才）  とも  m 

ヨ アブの 手が あなたと 共に あるの か」。 
それで 女は 答えて 言った， 「王なる 我 
が 主よ， あなたの 魂は 生きて おります。 
王なる 我が 主が お話しな さっ たす ベて 
のこと から， だれも 右に も 左に も 行く 
ことは できません。 私に 命じた のは あ 
なた の僕ヨ アブです し， これらの 言葉 
すべてを このはし ための 口に 置いた の 
は， まさしく あの方な のです。 20 事 
の 様相を 変える ため， あなたの 僕ヨア 
ブが この 事を したので すが， 我が 主は 
[まこ との]# のみ 使いの 知恵の ように 
賢。 くて， 地に あるす ベての ことを ご存 
じな のです」。 

21 後に 王は ヨ アブに 言った， 「見よ， 
今や， わたしは まさしく この 事を しよ 
それで， 行って， 若者 アブ サロ ム 
を 連れ戻しなさい」。  22 そこで ヨア 
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力 蔵 20:5 


ブは 地に 顔を 伏せて ひれ 伏し， 平伏し 
て 王を 祝福した。 次いで ヨ アブは 言っ 
た， 「今日， この 僕は 確かに， 私が， 王 
なる 我が 主よ， あなたの 目に 恵みを 得 
ている ことを 知りました。 それは， 王 
が この 僕の 言葉に 基づいて 荇動さ れた 
からです」。  23 そこで ヨ アブは 立ち 
上がり， ゲシュルに 行って， アブ サロ 
ムを エルサレムに 連れて来た。 24 と 
ころが， 王は 言った， 「彼を _ 分の 家 
に 向かわせなさい。 ただし， わたしの 
顔を 彼は 見て はならない」。 それで， ア 
ブサ ロムは 自分の 家に 向かった が， 王 
の 顔は 見なかった。 

25 さて， アブ サ ロムと 比べて， 全イ 
スラ エルで それほど までにた たえられ 
た 美しい 人は いなかった。 その 足の裏 
から 頭の てっぺんまで 彼には 欠陥が な 
かった。 26 そして， 彼が 頭を そった 
とき 一 毎年の 終わ りになる と， 彼は そ 
るので あった が， それは 彼に とって 大 
変 重かった の 彼は そった ので ある 一 
その 髪の毛を 量る と， 王室の 石 おもり 
で 二百 シエ ケルであった。 27 そして， 
アブ サ ロムには 三人の 息子と， その 名を 
タマルと いう 一人の 娘が 生まれた。 彼 
女は 容姿の 極めて 美しい 女と なった。 

28 そして， アブ サ ロムは 満二 年間 エ 
ルサ レムに 住んで いたが， 王の 顔は 見 
なかった。 29 それで， アブ サ ロムは 
ヨア ブの もと に 人を やって 彼を 王の も 
とに 遣わそうと したが， 彼は 来ようと 
しなかった。 そこで， また， 二度目に 人 
をやっ たが， それでも 彼は 来ようと しな 
かった。  30 ついに [アブ サ ロム] は 僕 


533  ダビデと 和解す る。 アブ サ ロムの 陰謀  サ厶 エル 第二 14：31—15：9 


たちに 言った， 「わたしの [土地] の そ 
ばの ヨ アブの 一 続きの 土地を 見よ。 そ 
こには 大麦が ある。 行って， それを 火 
で 燃え上がらせよ」。 そこで アブ サロ ム 
の 僕たちは その 一 続きの 土地を 火で 燃 
え 上がらせた。 31 ここに おいて， ヨ 
アブは 立ち上がり， アブ サ ロムの 家に 
来て 言った， 「なぜ あなたの 僕たちは， 
わたしの ものである 一 続きの 土地を 火 
で 燃え上がらせた のか」。 32 それで 
アブ サロ ムはヨ アブに 言った， 「見よ， 
わた しは あなたの ところ に 人を やって 
言った， 『ここに 来て くれ。 あなたを 
王の もと に 遣わし， 「なぜ わた しは ゲ 
シュルから 来たので しょうか。 わたし 
に とっては， なお そこにい たほうが 良 
かった のです。 それで 今， 王の 顔を 見 
させて ください。 もし わたしに とがが 
あるので したら， わたしを 殺して 頂き 
たいので す」 と 言っても らいたい』」。 

33 そこで ヨ アブは 王の もとに 来て， 
彼に 告げた。 すると [王] は アブ サロ ム 
を 呼び寄せ たので， 彼は すぐ 王の もと 
に 来て 平伏し， 王の 前で 地に 顔を 伏せ 
て [ひれ 伏した]。 その後， 王は アブ サ 
ロムに 口 づけ した。 

1 ， そして， このような 事が あって 
上® から， アブ サ ロムは I 券の ため 
に 兵 < を 作らせ， 馬と 彼の 前を 走る 者 
五十人を 備えさせ はじめた ので ある。 
2 また， アブ サ ロムは 早く 起きて， 門に 
通じる 道の わきに 立った。 そして， だ 
れ かが 訴え 事を 持って， 裁きの ために 
王の もとに 来る と， アブ サ ロムは その 
人を 呼んで， 「あなたは どこの 都市の 
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者 か」 と 言い， その 人は， 「この 僕は 
イスラエルの 一部 族の 者です」 と言う 
のであった。 3 すると アブ サ ロムは そ 
の 人に 言った， 「ご覧， あなたの 問題 
は 良い し， 筋が 通って いる。 だが， 王 
からの 者で， あなたの 言う ことを 聞い 
て くれる 者が いないの だ」。 4 そして 
アブ サ ロムは さらにこう 言う ので あっ 
た。 「ああ， わたしが この 地で 裁き 人 
に 任じられて いたなら， 訴え 事 や 裁き 
[を 要する 事柄] の ある 人は 皆， わたし 
の もとに 来れる の だが。 そうすれば， 
わたしは きっと そのような 人を 正当に 
扱える の だが」。 

5 それに また， 人が 近づいて 彼に 身 
を かがめようと すると， 彼は 手を 差し 
出して， その 人を 捕まえ， 口 づけした。 
6 そして アブ サ ロムは， 裁きの ために 
王のと ころ に 来る すべての イス ラエル 
人に このような 事を していた。 アブ サ 
ロムは イス ラエルの 人々 の 心を 盗んで 
ぃ； 

7 そして， 四十 年の 終わりに， アブ 
サ ロム は 王に こう 言いだ したので ある。 
「どうか， 私を 行かせて， 私が エホバに 
厳粛に 荇 なった 誓約を へ ブロ ンで 果た 
させて ください。  8 この 僕は， シリ 
アの ゲシュ ルに 住んで L 、たと き 厳粛な 
誓約を して， 『も し エホバが 間違いな 
く 私を エルザ レムに 連れ戻して くださ 
るなら， 私 もまた エホバに 必ず 奉仕 致 
します』 と 申した からです」。  9 それ 
で 王は 彼に 言った， 「安心して 行きな 
さい」。 そこで 彼は 立ち上がって， へブ 
ロ ンへ 行った。 
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10 さて， アブ サ ロムは イスラエルの 
すべての 部族の 中に 斥候を 送っ て言っ 

つのぶえ  おと  き 

た， 「角笛の 音を 聞いたら すぐ， あなた 
方 も， 『アブ サ ロムが へ ブロンで 王に 
なった！』 と 言いなさい」。 11 さて， 
ア ブサ ロム と共に 二百 人の 人々 が エル 
サ レムから 行った が， 呼ばれる まま， 
怪しまずに 行った。 彼らは ただのひと 
こと も 知らなかった。 12 さらに， 犠 
牲を ささげた とき， アブ サ ロムは 人を 
やって， ダビデの 顧問 官 ，ギ ロ人 アヒト 
フェルを その 都市 ギ ロから 呼んだ。 そ 
して， この 陰謀は ますます 強力に なっ 
て ゆき， 民は アブ サ ロムと 共に なって 
引き続き 増えて いった。 

13 やがて， ひとりの 通報 者が ダビ 
デの もと に 来て 言った， 「イス ラエル 
の 人々 の 心は アブ サ ロムを 支援す るよ 
うにな りました」。 14 直ちに ダビデ 
は， 彼と 共に エルサレム にいる 僕たち 
全部に 言った， 「起きよ。 逃げ去ろう。 
我々 はだれ も アブ サ ロムの ために 逃れ 
られ なくなって しまう からだ！ 急い 
で 行け。 彼が 急いで 来て， 実際 我々 に 
追いつき， 悪い ことを 我々 にもたら し， 
剣の 刃で こ の 都市を 討つ といけ ないか 
ら だ！」 15 そこ で 王の 僕た ちは 王に 
言った， 「すべて 王なる 我が 主の 選ば 
れる 通りに。 ここに あなたの 僕 どもは 
おります」。 16 それで， 王は その 家の 
者 すべてを 従えて 出て 行った。 王は 家 
の 世話を させる ため， そばめで ある 十 
人の 女を 残した。 17 そして， 王は す 
ベての 民を 従えて 出て 行き， 一行は ベ 

と 

卜 •  メル ハクで 止まった。 
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18 ときに， 彼のす ベての 僕たちは 
彼の 傍らを 渡って いた。 すべての ケレ 
卜 人， すべての ペレ ト 人， それにす ベ 
ての ギト 人， ガトから 彼に 従って 来た 
人々 六 百 人が 王の 面前で 渡って いた。 
19 すると， 王は ギト 人イッ タイに 言っ 
た， 「なぜ あなた も 我々 と共に 行く の 
か。 戻って 行って， 王 と共にと どまり 
なさい。 あなたは 異国の 者で， その上， 
あなたは 自 分の 場所から 流刑 に処 され 
た 者な の だ。 20 あなたは 昨日 来た ば 
かりで， 今日 わたしは， どこか 行こう 
と している ところへ 行く ところな のに， 
あなたを 行かせて 我々 と共に さまよわ 
せる というの か。 戻って 行き， あなた 
の 兄弟たち を 共に 連れて 戻りなさい。 
[エホバが あなたに 対して] 愛 ある 親切 
と 信頼で きる ことを [表わされ るよう 
に]!」 21 しかし イッ タイは 王に 答 
えて 言った， 「エホバは 生きて おられ， 
王なる 我が 主 も 生きて おられます。 王 
なる 我が 主の おられる 所に， 生死い ず 
れの ためで も， この 僕 も 必ず そこに お 
ります！」 22 そこで， ダビデは イッ 
夕) に 言った， 「行って， 向こうに 渡 
りなさい」。 それで ギト 人イッ タイは， 
その 部下 全部と， 彼 と共にいた 小さい 
者たち も 渡って 行った。 

23 そして， その 地の 人々 はみ な大 
声を 上げて 泣いて おり， 民は みな 渡っ 
ていた。 王は キデ ロンの 奔流の 谷の そ 
ばに 立って おり， 民は みな 荒野に 通じ 
る 広々 と した 道を 通って 渡って いた。 
24 そして， 見よ， ザ ドクと， 彼 と共にす 
ベての レ ビ人も [ま ことの] 裡の 契約の 
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こで ダビデは 言った， 「エホバよ， ど 
うか， アヒ トフ ニルの 助言を 愚かな も 
のにして ください！」 

32 そして， ダビデは， 民が 拽に 身を 
かがめる のを 常と していた 頂上に 来た 
とき， 何と， 彼に 会った のは アル キ人フ 
シャイで， その 長い $ は 引き裂かれ， 頭 
には 泥を かぶって いた。 33 ところが， 
ダビデは 彼に 言った， 「も しあな たが 
実際 わたしと 共に 越えて 行くな ら ，あな 
たは 確かに わたしの 荷になる。  34 し 
かし， もし あなたが 都に 帰って， 実際 ア 
ブサ ロムに， 『ああ， 王よ， わたしは 
あなた の 僕です。 わたしは かつ て あな 
たの 父上の 僕と なり， そのころ まさし 
く 私は そうでし たが， 今 まさしく 私は 
あなたの 僕で^*』 と言うなら， あなた 
はわた しのた めに きっと アヒ トフ ェル 
の 助言を 覆す ことになる。 35 あそこ 
には 祭司の ザ ドク やア ビヤ タル も あな 
た と共にい るでは ないか。 それで， あ 
なた が 王の 家から 聞く 事は 皆， 祭司の 
ザ ドクと ア ビヤ タルに 必ず 告げな けれ 
ばなら ない。  36 見よ， あそこには 彼 
ら と共に その 二人の 息子， ザ ドクに 属 
する アヒマ アツと， ア ビヤ タルに 属す 
る ヨナ タンが いる。 彼らに よって， あ 
なた 方は 自分たち の 聞く 事を 皆， わた 
しに 伝えても らいたい」。 37 それで， 
ダビデの 友 フシ ャイは 都に 入った。 一 
方， アブ サロ ムも エルサレムに 入った。 
1 n ダビデが 頂上を 少し 越えて 渡っ 

丄办 て告 くメ ，見ょ， メピ ボセぞ のじ H 

者ヂバ が， 鞍を 置いた 一対の ろばを 連 
れ， それに パンニ 百 個， 干しぶ どうの 
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箱を 担いで いた。 それから 彼らは， 民 
すべてが 都 か ら 向こう側に 渡り 終える 
まで， [まことの] 拽の 箱を アビ ヤ タル 
の 傍らに 下ろした。 25 しかし 王は ザ 
ドクに 言った， 「[まこ との] 姓の 箱を 
都に 戻しなさい。 もし わたしが エホバ 
の 目に 恵みを 得られるなら， [神] は ま 
た 必ず わたしを 連れ戻し， それと その 
住まう 所 とを わた しに 見させて くださ 
るだろう。  26 しかし， もし [裡] が： 
のように， 『わたしは あなたの ことを 
喜んでは いない』 と言われる のなら， 
わたしは ここにい る。 その 目に 善しと 
される 通りに わたしに してく ださる よ 
うに」。  27 そして 王は さらに 祭司 ザ 
ドクに 言った， 「あなたは 予見 者 だね。 
どうか， 安らかに 都に 帰りなさい。 ま 
た， あなた 方の 二人の 子， あなたの 子 
アヒマ アツと ア ビヤ タルの 子 ヨナ タ： 

も あなた 方と 共に。 28 見よ， わたし 
は， わたしに 知らせる ため あなた 方の 
もとから 言葉が 来る まで， 荒野の 渡り 
場の そばで ゆっ くりと どまる ことにし 
よう」。  29 そこで， ザ ドクと アビ ヤタ 
ルは [まことの] 神の 箱を エルサレムに 

もど 

戻し， そこにと どまって いた。 

30 そして， ダビデは オリー ブ [山] の 
坂道を 上って 行き， その 頭を 覆い， 上 
りながら 泣いて いた。 彼は はだしで 歩 
いていた。 彼 と共にいた 民は 皆， 各々 
自分の 頭を 覆い， しきりに 泣きながら 
上って 行った。 31 ときに， ダビデに 
対して， 「アヒ トフ エルが， アブ サロ ム 
と共に 陰謀を 企てて いる 者たち の 中に 
いる」 と言う 報告が もたらされた。 そ 
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菓子 百 個， 夏の 果碭百 個の 為， ぶどう酒 
の 入った 大きな つぼ 一つを 積んで， 彼 
に 会おうと していた。 2 すると， 王は 
ヂバに 言った， 「あなたの ほうの これ 
らの ものは 何な の だ」。 これに 対して 
ヂバは 言った， 「ろ ばは 王の 家の 方々 
が お乗りになる ため， パンと 夏の 果物 
の 荷は 若者たち が 食べる ため， ぶどう 
酒は 荒野で 疲れき っ た 者たち が 飲む た 
めです」。  3 次に 王は 言った， 「と 
ころで， あなたの 主人の 息子は どこに 
いるの か」。 そこで ヂバは 王に 言った， 
「今， エルサレムに とどまって おり ま 
す。 彼は， 『今日， イスラエルの 家は 
わた しの 父の 王と しての 支配権を わた 
しに 返して くれる』 と 言った のです」。 
4 そこで 王は ヂバに 言った， 「見よ， メ 
ピボ セテの ものは みな， あなたの もの 
だ」。 そこです ぐ ヂバは 言った， 「私は 
まさしく 身をかがめます。 王なる 我が 
主よ， あなたの 目に 恵みを 得させて く 
ださ い」。 

5 そして， ダビデ 王が バフ リムまで 
来る と， 見よ， そこから サウ ルの 家の 一 
族の 一人の 男が 出て 来た。 その 名は シ 
ムイと いって， ゲ ラの 子で， しきりに 災 
いを 呼び 求めながら 出て 来た。 6 そし 
て， 彼は ダビデと ダビデ 王の すべての 
僕たちに 石を 投げつ けだした。 民と 力 
の ある 者たち は 皆， 彼の 右と 左に いた。 
7 そして， シ ムイは 災いを 呼び 求めな 
がら， このように 言った。 「出て 行け， 
出て 行け。 この 血の 罪の ある 男， どうし 
よう もない やつめ！  8 エホバは， お前 
が 代わり に 王と して 支配して きた その 
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サウ ルの 家の すべての 血の 罪を お前の 
上に 戻された の だ。 エホバは お前の 子 
ア ブサ ロムの 手に 王権を 渡さ れ るの だ。 
それで 今， お前は 災いに 遭って いるの 
だ。 お前は 血の 罪の ある 男 だから だ！」 
9 ついに， ツェル ヤの子 アビシ ャイ 
は 王に 言った， 「どう して この 死んだ 
犬が， 王なる 我が 主の 上に 災いを 呼び 
求めて よいでしょう。 どうか， わたし 
を 向こうに 行かせて， あの 首を はねさ 
せて ください」。 10 しかし 王は 言っ 
た， 「ツェル ヤの 子ら よ， あなた 方は 
わたしと 何の かかわりが あろう か。 だ 
から， 彼に 災いを 呼び 求めさせなさい。 
というのは， エホバが 彼に， 『ダビデ 
の 上に 災いを 呼び 求めよ！』 と言われ 
たの だ。 であれば， だれが， 『どうし 
て お前は このよう にした のか』 と 言え 
るだろう」。 11 そして ダビデは さら 
にア ビ シャイ と 彼のす ベての 僕たちに 
言った， 「見よ， わたしの 内部から 出 
た 我が 子が， わたしの 魂を 捜し求めて 
いる。 まして 今， このべ ニヤ ミン 人と 
しては なおさら のこと だ！ 彼を 構わ 
ないで おき， 災いを 呼び 求めさせ なさ 
い。 エホバが 彼に そう 言われた から 
だ！ 12 多分， エホバは その 目で 見， 
エホバは この 日 の 彼の 呪いの こと ばの 
代わりに， わたしに まさしく 善い こと 
を 返して くださる だろう」。 13 こう 
して， ダビデと その 部下は 道を 進んで 
行った。 一方， シ ムイは 山腹を 歩き， 災 
いを 呼び 求める ため 彼と 並行して 歩い 
ていた。 彼と 並行して [進み] ながら， 
石を 投げ 続け， 沢山の 塵を 投げた。 
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14 ついに， 王と 彼 と共にいた すべて 第16 章 に とって 鼻持ちならない ものに なった 
の 民は 疲れて 着いた。 それで 彼らは そ 7^n 16:2 ことを 聞き， あなた と共にい る 者たち 

えいき  やしな (7)  イサ n 15:37  w  たし  つよ 

こで 英気を 養った 0  ゥサ ni5:12 すべての 手は， 確かに 強くなる で しょ 

15 —方 アブ サ ロムと すべての 民， 15:31 う」。 22 こうして， 彼らは 屋上に アブ 

ひとびと  エサ 1115:37  てんまく  は  W 

イスラエルの 人々 は， エルサレムに  27:33 サ ロムの ために 天幕を 張った。 アブ サ 

U)  [ゥ】  かれ  とも  オ ヨシ 16:2  ぜん  まえ （才） 

入った。 アヒト フェル も 彼 と共にい ロムは 全 イスラエルの 目の前で， その 

とも W  77 サ ちち  かんけい も  {力） 

ナ こ。 16 そして， ダビデの 友， アル キ キサ 【10:24 父の そばめた ちと 関係を 持ち はじめた 0 

じん [ォ）  [力 1  く  王 I 1:25 

人 フシ ャイが アブ サ ロムの ところに 来  23 そして， そのころ， アヒト フェル 

夕^12:4  しんげん  じょげん 

ると すぐ， フシ ャイは アブ サ ロムに こ ク創 26:26  が 進言した 助言は， 人が [まことの] 裡 
う 言いだ したので ある。 「王が 生き 長  J 17:17 の 言葉を 伺う ときの ようであった。 す 

W  箴 18:24  w  ^ 

ら えます ように！ 王が 生き長らえ ま ヶサ n15:34 ベて アヒ トフ ヱ ルの 助言は， ダビデに 
すよう に！」 17 そこで アブ サ ロムは コ W37:12  とっても アブ サ ロムに とっても そのよ 
フシ ャイに 言った， 「これが あなたの ，ザ21 S。 うであった 0 

友に 対する あなたの 愛 ある 親切な の だ ササ^ 5:16  -I  n そこで， アヒ トフ ェルは アブ サ 
な。 なぜ あなたは， あなたの 友と 共に シレビ 18:8 ロムに 言った， 「どうか， わた 

い  （ク）  レビ 20:11  ひとびと  えら  こんや 

行かなかった のか」。 18 それで， フ  12=11 しに 一万 二 千 人の 人々 を 選ばせ， 今夜， 
シャイは アブ サ ロムに 言った， 「いい ョブ31:1 Q 立ち上がって， ダビデの 跡を 追わせて 

たみ  -  [ヶ）  かれつ か 

え， エホバが， また この 民と イス ラエ 第二 欄  ください。  2 そして わたしは， 彼が 疲 
ルの すべての 人々 が 選んだ 方， わたし 7 創49:4  れ 果てて 両手が 弱って いると きに これ 

イ創 34:30  おそ  ㈡  おそ 

は その 方の ものと なります し， その 方 サ in:4 を 襲いましょう。 きっと 彼を 恐れ おの 

とも  ふたた  サ I  27:12  とも 

と共にと どまる のです。 19 それで 再 2:7  のかせる ことになるでしょう。 彼と 共 
び [わたしは ぜひ 申し上げます]。 わた ヱ サ 111:2 にいる 民は 皆, 逃げざる を 得 なくなり， 
しは だれに 仕えましょう。 その 方の 子 ^^12-12 わたしは きっと 王 だけを 討ち 倒せる で 
の 前ではありません か。 わたしは あな ^ ,2:30 しょう。 3 そして， わたしに 民す ベて 
たの 父上の 前で 仕えました 通り， わた  II  20；3! を あなたの もとに 連れ戻させて くださ 
しは あなたの 前に あるでしょう」。  キ^^5 ぼい。 あなたが 求めて おられる その 人は， 

20 後に， アブ サ ロムは アヒ トフ ヱ ル クサ ni7:i4 実にす ベての 者が 帰って来る ことに 相 
に 言った， 「あなた 労は， 1棼 たちの と 当し ます。 [ですから] 民は 祕 ，み f ら穏 
ほうで 助言を 述べなさい。 我々 はどう ヶ歳 1:16  やかになる でしょう」。 4 そして， こ 
したら よかろう か」。  21 すると， アヒ の 言葉は アブ サ ロムの 目に も， イスラ 

ぃ  ： ねんち ょぅ しゃ 

ト フェルは アブ サ ロムに 言った， 「あ サ D16:14 エルの すべての 年長者た ちの 目に もま 
なた の 父上が 家の 世話を させる ため 後  J  さに 正しかった。 

に 残した， その そばめた ちと 関係を お  w  55:12  5 しかし， アブ サ ロムは 言った， 「ど 

も  トン]  ぜん  シマ タ 15:4  じん  m  よ 

持ちなさい。 そうすれば， 全 イス ラエ チモ113:3 うか， アル キ人フ シャイを も 呼んでも 
ルは まさしく， あなたが ご 自分の 父上 ス？ ：！ ば らいたい。 彼の 口に ある こと， 彼の [言 
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き  (7)  われわれ 

うこと] を も 聞こう ではない か」 0  6 そ 第17 章 に 出られる ことです 0 12 そして 我々 

7  かれ  かくじつ  ばしょ (ィ1 

れ で， フ シャイは アブ サ ロムの ところ II ご 1 は， どこか 彼が 確実に 見つかる 場所で 

き  かれい  H  ^ かなら  せ  2^ゥ] 

に 来た。 すると アブ サ ロムは 彼に 言っ  ?!  23；? 必ず 彼を 攻める のです。 我々 は， 露が 

ことばと お  サ n  23:18  じめん  お  おそ 

た， 「この 言葉の 通りに アヒ トフ ヱ ル  №1 11:26 地面に 降りる ように， 彼を 襲います 0 
は 話した。 我々 は 彼の 言葉に 基づいて 彼 や 共に いるすべ ての 者たち のうちに 

こうどう  ホセ 13:8  たし  ひとり  のこ 

行動して よいだ ろうか 0 もしい けない は， 確かにた だの 一人 も 残される こと 
なら， あなたが 話しなさい」。  7 そこ "l\ IS0 はないで しょう。 13 そしても し， ど 

い  サ I 19:8  とし  かれ  しりぞ  ぜん 

で， フシ ャイは アブ サ ロムに 言った， ^ io：i8 こかの 都市に 彼が 退くなら， 全 イスラ 

しんげん  じょげん  カサ 122:1  つな  はこ 

「アヒ トフ X ルが 進言 した 助言は ，この  23:19 エル も その 都市に 綱を 運ばな ければ な 

たび  よ  (7)  キ創 49:9  われわれ  ほんりゅう 

度は 良くありません！」  ^24:9  りません。 我々 は きっと それを 奔流の 

い  サ n 1:23  たに  ひい  こいし 

8 そして フシ ャイは さらに 言った， ィザ31 :4 谷まで 引きずって 行って， そこに 小石 
「あなた ご 自身， 父上と その 部下たち  一つ も 見つからない ようにして しまう 

を， 彼らが 力の ある ことを よくご 存じ ^ でしょう」。 

です。 しかも 彼らは， 野で 子を 失った 14 すると， アブ サ ロムと イスラエル 

めぐま  （ゥ） たましい くる  W  」 サ D 17.8  ひとびと  い  じん 

雌 熊の ように， 魂が 苦しんで います 0 サ 裁2〇:1  のす ベての 人々 は 言った， 「アル キ人 

せんし W  たみ  シ創 32:12  じょげん 

あなたの 父上は 戦士です から， 民と  4:20 フシ ャイの 助言は， アヒ トフ ヱ ルの 助 

とも  よる  す  -  すぐ  （才） 

共に 夜を 過ごす ことはないでしょう 0 第二 欄 言よりも 優れてい る！」 それに， エホ 
9 ご覧なさい， 今は， どこかの ほら 穴 ァ 詩7: is  バが アブ サ ロムに 災いを もたらそうと 

ばしょ  かく  （力）  詩 9:1 り  [力）  _ (キ） 

か， どこか ほかの 場所に 隠れて おられ ィサ 1  23:23 して， エホバが アヒト フェルの 助言を 

かれ  さいしょ  サ fl 17:9  よ  （ク） くつがえ  めいれい 

ましょう。 それに， 彼が 最初に 彼らに ゥ詩 110:3 良い とはいえ， 覆す よう 命令を 出して 
襲い かかる や， それを 聞く 者が 必ず 聞 おられた ので ある。 

したが たみ  .  のち  さいし  （コ） 

いて， 『アブ サ ロムに 従う 民のう ちに 15 後に， フシ ャイは， 祭司の ザ ドクと 

はぃぼく ぉ  ぃ  %-  ぃ 

敗北が 起きた！』 と言うよ うになる に ア ビヤ タルに 言った， 「アヒ ト フェルは 
違いありません。 1〇 そう なれば， た tvili アブ サ ロムと イスラエルの 年長者たち 

こころ  （キ）  ゆう  箴 19:21  じょげん 

とえ その 心が ライオンの 心の ような 勇  21:30  にこれ これの 助言を しました 0 わたし 

敢な 者で も， 確かに 弱々 しく なって し コ 13:19 もこれ これの 助言を しました。 16 そ 

[ク） ぜん  クサ n 16:23  いま  すみ 

まいます 0 全 イスラエルは， あなたの ヶ中 2:30  れで 今， 速やかに 人を やり， ダビデに 

ちちうえ  M  かれ  とも  代 II  25:20  つ  ⑼  い  こんや 

父上が 力の ある 人で， 彼 と共にい る 勇  « 91:11 告げて こう 言って ください。 『今夜は 

しょう  コサ n  8:17  こうや  さばくへ いげん  と 

敢な 者た ち もまた そうで ある ことを 承  15:35 荒野の 砂漠 平原に 泊ま っ てはいけ ませ 

知して いるから です 0 11 わたしと し ササ ni5:28 ん〇 あなた もまた， ぜひ 渡って 行かな 

しんげんいた  ぜん シサ n 15:14  (シ）  とも 

ては どうしてもこう 進言 致します 〇全 スサ n20:19 ければ なりません 0 王 も， 共に いるす 
イスラエルが， ダンから ベ エル •シヱ セ; ベての 民 も 呑み込まれ てはいけ ません 

いた  [サ）  てん  うみ  1.42 

パに 至る まで， おびただし さの 点で 海 v^n 15:36 から』」。 

辺に ある 砂粒の ように， あなたの もと 夕: 17 ヨナ タンと アヒマ アツが エン. 口 
に ぜひ 集められ， あなた ご 自身 も 戦い  ゲルで 立って いると， ひとりの はした 
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めが 去って 行って， 彼らに 告げた。 そ 
れ で， 彼ら も 去って 行った。 彼らは ダビ 
デ 王に 告げなければ ならなかった ので 
ある。 彼らは 姿を 現わして 都に 入る こ 
とはで きなかった からで ある。 18 と 
ころが， ひとりの 若者が 彼らを 見つけ 
て， アブ サ ロムに 告げた。 それで， 彼ら 
二人は 速やかに 去って 行き， バフ リム 
の ある 人の 家に 行った。 その 人の 中庭 
には 井戸が あった ので， 彼らは その 中 
に 降りた。 19 その後， 女が イ i 切りの 
幕を 取って， 井戸の 面の 上に 広げ， その 
上に 砕いた 穀物を 積み上げ たので， そ 
れ について は 何事 も 知られなかった。 
20 さて， アブ サ ロムの 僕たちが その 
女の 家に 来て 言った， 「アヒ マ アツと 
ヨナ タンは どこに いるの か」。 そこで 
女は — らに 言った， 「あの人たち はこ 
こを 通り過ぎて 水の 方へ 行き ま した」。 
それで 彼らは 捜し 続けた が， ふたりを 
見つけられなかった ので， エルサレム 
に 帰った。 

21 そして， 彼らが 去った 後， ふた 
りは 井戸から 上がって 来て， 進んで 行 
き， ダビデ 王に 告げて， ダビデに 言っ 
た， 「あなた 方は 立ち上がって， 速 や 
かに 水を 渡って ください。 アヒト フェ 
ルは あなた 方に 対して このように 助言 
をした からです」。  22 直ちに ダビデ 
と， また 彼 と共にいた 民 すべては 立ち 
上がって， ヨルダンを 渡って 行き， つ 
いに 夜が 明けた が， ヨルダンを 渡りき 
れ なか っ た 者は 一人 も いなかった。 

23 アヒ トフ ヱ ルは， 自分の 助言が 
実行され なかった のを 見て， ろばに 鞍 
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を 置き， 立って _ 分の 都市の 我が家に 
去って 行った。 それから， 彼は 自分の 
家の 者たち に 命令を 出し， 首を くく っ 
て 死んだ。 それで 彼は その 父祖たち の 
埋葬 戸ん こ 葬られた。 

24 ダビデは マハナ イムに 来たが， ア 
ブサ ロム も， 彼 と共にい る イスラエル 
のす ベての 人々 と ヨルダンを 渡った。 
25 そして アブ サロ ムはヨ アブの 代わ 
りに， ア マサを 軍隊の 上に 立てた。 ア 
マサは， ヨ アブの 母 ツェル ヤの 姉妹， 
ナハシ ュの娘 アビ ガイルと 関係を 持っ 
た， イト'^ という 名の イスラエル 人の 
息子であった。 26 そして， イス ラエ 
ルと アブ サ ロムは ギレ ア デの 地で 陣営 
を 敷く ようになった。 

27 そして， ダビデが マハナ イムに 来 
ると すぐ， アン モンの 子ら の ラバの 出 
のナハ シュの 子ショ ビ と， 口. デバル 
の 出の アミエルの 子 マキ ルと， ロ ゲリ 
ムの 出の ギレアデ 人 バル ジ ライとは， 

ねどこ はち とうき し  うつわ  こ むぎ 

28 寝床， 鉢， 陶器 師の 器， それに 小麦， 
大麦， 麦粉， 炒った 穀物， そら 豆， ひら 
豆， あぶった 穀物を [持って来た] ので 
ある。  29 また， はち 蜜， バター， 羊， 
牛の 凝乳を 彼らは ダビデ と 彼 と共にい 
る 民が 食べる ために 持ち出した。 彼ら 
は， 「民が 荒野で 飢えて 疲れ， 渴 いて 
いる」 と 言った からで ある。 

1 〇 それから， ダビデは 彼 と共にいた 
13 民を 数え， 彼らの 上に 千 人の 長， 
百 人の 長を 置いた。 2 さらに， ダビデ 
は 民の 三分の 一を ヨ アブの 手に， 三分 
の 一を ヨ アブの 兄弟 ツヱル ヤの子 アビ 
シャイの 手に， 三分の 一を ギト 人イッ 
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きに， アブ サ ロムは らばに 乗って いた 
が， そのら ばが 巨大な 大木の 網の 目の 
ように 入り組んだ 大枝の 下に 来たので， 
彼の 頭は 大木に 固く 引っ掛かり， 彼は 
天と地の 間につ まみ 上げられた。 下に 
いたら ばが 通り 過ぎて 行 っ たので ある。 
10 それから， ある 人が それを 見て， ヨ 
アブに 告げて 言った， 「ご覧く ださい， 
わた しは アブ サ ロムが 大木に つるされ 
ている のを 見ました」。 11 そこで， ヨ 
アブは 自分に 話して いる その 人に 言っ 
た， 「それ も， 何と， お前は それを 見 
たのに， どうして そこで 彼を 地に 討ち 
さなかった のか。 そうすれば， お前 
に 銀 十 枚と 帯一 本を 与える のが わたし 
の 務めと なった だろう に」。 12 しか 
し， その 人は ヨ アブに 言った， 「それ 
に， たとえ わた しが 銀 一千 枚を たなご こ 
ろで 量って いたと しても， わたしは 王 
の ご 子息に 対して 手は 出しません。 わ 
たしたち の 聞いて いると ころで， 王は 
あなたと アビ シャイと イッ タイに 命じ 
て， 『だれでも， あの 若者， アブ サロ 
ムを 見守って くれ』 と言われ たからで 
す。 13 そうでなければ， わたしは 彼 
の 魂に 対して 不実な ことを したで しょ 
うが， このす ベての 事は 王から 隠せな 
かった でしょう し， あなた は 味方とは 
ほど 遠い 態度を 取られた で しょ う」。 
14 これに 対して ヨ アブは 言った， 「こ 
のように して お前の 前で わた しを とど 
めさせないでも らおう！」 そうして， 
彼は たなごころに 三本の 矢柄を 取り， 大 
木の 真ん中で なお 生きて いた アブ サロ 
ムの 心臓に それを 突き通した。 15 そ 
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タイの 手に 委ねて 遣わした。 それで 王 
は 民に 言った， 「わたしもまた， あなた 
A 方 と共に 必ず 出て 行く」。 3 しかし 民 
は 言った， 「あなたは 出て はなり ませ 
ん。 たとえ わたしたちが 逃げた として 
も， 彼らは わたしたちに 心を 留めは し 
ないから です。 たとえ わたしたちの 半 
&が 死んでも， 彼らは わたしたちに 心 
を 留めないでしょう。 あなたは 私たち 
の 一万 人に 値する からです。 ですから 
今， あなたが 都市から 助けを 与えて 私 
たちの 役に立って くださるなら， その 
ほうが 良い のです」。 4 それで 王は 彼 
らに 言った， 「あなた 方の 目に 善い と 
思える こ とは 何でも わたしは しよう」。 
こうして 王は 門の わきに 立ち 続け， 民 
の ほうは 皆， 百 人 ごと， 千 人 ごとに 出 
て 行った。  5 そして 王は さらに ヨア 
ブ ，アビ シャイ， イッ タイに 命じて 言っ 
た， 「わたしの ために 若者 ア ブサ ロム 
を 優しく 扱って くれ」。 そして 民 も 皆, 
王が ア ブ サロ ムの 事で 隊長たち すべて 
に 命じた とき， [それを] 聞いた。 

6 そして， 民は イスラエルに 立ち 向 
かうた め 野に 出て 行った 0 戦闘は エフ 

[コ〕  おこ 

ライムの 森で 行なわれた。  7 ついに 
イスラエルの 民は そこ で ダ ビデの 僕た 
ちの 前で 撃ち破られ， その 日， そこで 
の 殺り くは 太いなる もので， 二 万人と 
なった。 8 そして， 戦闘は そこで， 見 
k す 限り 地 一帯に 広がった。 その上, 
その 日， 森は 剣が 彼らを 食らい 尽くす 
以上に 多くの 民を 食らい 尽く した。 

9 やがて， アブ サ ロムは ダビデの 僕 
たちの 前にい る ことに 気がついた。 と 
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れ から， ヨ アブの 武器を 運ぶ 十 人の 従 
者が 周りに やって来て， アブ サ ロムを 

そうとして これを 討った。 16 そこ 
でヨ アブは， 民が イスラエルの 跡を 追 
うのを やめて 帰る よう， 角笛を 吹き 鳴 
らした。 ヨ アブは 民を 引き止め たので 
ある。 17 最後に 彼らは アブ サ ロムを 
取り， 彼を 森で 大きな ほら 穴に 投げ込 
み， その上に 非常に 大きな 石の 山を 積 
み 上げた。 一方 全 イスラエルは， 各々 
自分の 家に 逃げた。 

18 ところで アブ サ ロムは ，生きて い 
たと きに， 一本の 柱を 取って， 自分の 
ために 立てた が， それは “ 王の 低地 平 
原” にある。 彼は， 「わたしに はわた 
しの 名 を 記憶に とどめる ための 息子が 
いない」 と 言った ので ある。 それで， 
彼は その 柱を 自分の 名前で 呼んだ。 そ 
れは 今日に 至る まで “ アブ サ ロムの 記 
念 碑” と 呼ばれて いる。 

19 さて， ザ ドクの 子 アヒマ アツは， 
こう 言った。 「どうか， わたしに 走ら 
せ， この 知らせを 王に 伝えさせ てくだ 
さい。 エホバは [王] を 裁いて， その 敵の 
手から [王を 解放 さ れ た] のです から」。 
20 しかし ヨ アブは 彼に 言った， 「あな 
たは この 日の 知らせの 人では ない。 あ 
なた は ほかの 日に その 知らせを 伝えな 
さい。 しかし， 今日は あなたは その 知 
ら せを 伝えて はならない。 王の 子が 死 
ん だの だから」。  21 それから， ヨア 
ブは クシ ュ 人に 言った， 「行って， お 
前の 見た ことを 王に 告げなさい」。 そ 
こで， クシ ュ 人は ヨ アブに 身をかがめ 
て， 走り だした。 22 そこで， ザ ドクの 
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子 アヒマ アツは もう 一度 ヨ アブに 言っ 
た， 「どんな ことが 起きよう とも， どう 
か 今， この わたしに も クシ ュ 人の 跡を 
追って 走らせて ください」。 ところが， 
ヨ アブは 言った， 「我が 子よ， あなた 
が 走らなければ ならない とは どういう 
訳なの か。 あなたの ためには 何の 知ら 
せ もない のに」。 23  [なお も 彼は 言っ 
た，] 「どんな ことが 起きよう とも， 今， 
わたしに 走らせて ください」。 それで 彼 
は 言った， 「走りなさい！」 そこで ア 
ヒマ アツは [ヨ ル ダ ン] 地域の 道を 通っ 
て 走り だし， ついには クシ ュ 人を 追い 
彘 した。 

24 さて， ダビデは 二つの 門の 間に 
座って いた。 その 間に， 見張りの 者が 
城壁の そばの 門の 屋上に 行った。 つい 
に 彼が 目を 上げて 見る と， 見よ， 独り 
で 走って 来る 男が いた。 25 それで， 
見張りの 者が 呼ば わって 王に 告げる 
と， 王は 言った， 「もし その 人が 独り 
なら， その 口には 知らせが あるの だ」。 
そして， その 人は しだいに 近づいて 来 
た。 26 見張りの 者は 今度は， もう ひ 
とりの 男が 走って 来る のを 見た。 それ 
ゆえ， 見張りの 者は 門衛に 呼ば わって 
言った， 「ご覧く ださい， もう ひとり 
の 男が 独りで 走って 来ます！」 する 
と 王は 言った， 「それ もまた， 知らせ 
を 持って いる 者な の だ」。  27 そして 

見張りの 者は さらに 言った， 「最初の 
者の 走り 方は， ザ ドクの 子 アヒマ アツ 
の 走り 方の ように 見えます」。 すると 
王は 言った， 「これは 良い _ だ。 良い 
知らせを 携えて 来る だろう」。  28 つ 
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いに アヒマ アツは 呼ば わって 王に 言っ 第18 章 よかった のに。 アブ サ ロム， 我が 子よ， 
た， 「ご 無 暴を！」 そうして， 彼は 7VtZ 我が 子よ！」 

地に 顔を 伏せて 王に 身をかがめた。 そ  Sl^：i 後に， ヨ アブに， 「見よ， 王は 泣 
して 彼は さらに 言った， 「あなたの#  いて おられ， アブ サ ロムの ため 

エホバが ほめたたえられます ように！  詩3 1:8  に 嘆き悲しんで おられる」 と 伝えられ 

[裡] は 王なる 我が 主に 向かって 手を 上  た。 2 それで， その 日の 救いは すべて 

げた 人々 を 引き渡されました」。  の 民に とって 嘆きの 時と なった。 民は 

29 ところが， 王は 言った， 「若者 ア ヱ サ diwi その 日， 「王は その子の ことで 痛手を 
ブサ ロムは 無事 か」。 これに 対して ア  受けて おられる」 と言うのを 聞いた か 

ヒマ アツは 言った， 「ヨ アブが 王の 僕  J  55:18 ら である。 3 そして 民は その 日， 戦い 
と， この 僕を 遣わした ときに， 私は 大  ^ 124:2 で 逃げた ため 恥辱を 被って こっそり 帰 
きな 騒ぎを 見ました が， それが 何 かは ^^5:31  るよう に， こっそりと 帰って 都市に 入 
分かりません でし/ i」。 30 それで 王は  り はじめた。 4 ときに 王は， 顔を すっ 

言った， 「わきへ 寄って， ここに 立っ  かり 覆い， 王は 大声で， 「我が 子 アブ 

ていなさい」。 そこで， 彼は わきへ 寄っ キサ1118:24 サ ロム！ アブ サ ロム， 我が 子よ， 我 
て， じっと 立って いた 0  クサ!! 19:1 が 子よ！」 と 叫び 続け ナこ〇 

31 すると， 見よ， クシ ュ 人が 入って - -  5 ついに ヨ アブは 王の 家に 入って 

来て， その クシ ュ人 はこう 言いは じめ 7^nl2：10 言った， 「あなたは 今日， あなたの す 
た。 「王なる 我が 主が 知らせを お受け  ベての 僕たち， つまり 今日 あなたの 魂 

に なられます ように。 エホバは H， 胃19:13 と， あなたの If 子 や 娘たち の 魂， それ 
あなたを 裁いて， あなたに 対して 立ち 第19 章 にあな たの 妻たち の 魂と， あなたの そ 
上がる すべての 者の 手から [あなたを 解 ィ^ 1ほ〗4 ばめ たちの 魂を 逃れさせ ている 者たち 
放して くださった] からです」。 32 し  の 顔に 恥を かかせました。 6 あなたを 

かし， 王は クシ ュ A に 言った， 「I 碧 ゥ？： 憎んで いる 者たち を 愛し， あなたを 愛 
アブ サ ロムは 無事 か」。 これに 対して  している 者たち を 憎んで おられる から 

クシ ュ 人は 言った， 「王なる 我が 主の 18:33 です。 あなたは 今日， 隊長たち や 僕た 
敵， および 害悪を もたらそう として あ ォサ n3:3  ちは ご 自分に とって 無に 等しい ことを 
なた に対して 立ち上がった 者は 皆， あ  _  伝えられた のです。 もしも アブ サロ ム 

(*]  い  た 

の 若者の ようになります ように」 0  ヵサ n13:1 が 生きて いて， わたしたち 他の 者す ベ 

33 すると， 王は 動揺して， 門口の  てが 今日 死んで いたなら， そうで あれ 

上の 屋上の 間に 上って 行って 泣き だし"^  ば， その ほうが あなたの 目に かなって 

た 0 彼は 歩きながら， このように 言っ クサ 1115:16 いる ことを， わたしは 今日， よく 知った 
た。 「我が 子 アブ サ ロム， 我が 子， 我  からです。 7 ですから 今， 立ち上が っ 

が 子 アブ サ ロムよ！ ああ， わたしが， 18:48 て， 出て 行き， あなたの 僕たちの 心に 
この わたしが， お前の 代わりに 死ねば コィザ 40:2 率直に 話して ください 0 エホバに かけ 
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て， わたしは まさしく 誓います が， も 第19 章 しの 肉 だ 0 それな のに どうして， あな 
しあな たが 出て 行 こ うとな さらない の 7 ^ 14:28 た 方は 王を 連れ戻す 最後の 者になる の 
でしたら， 今夜は だれ ひとり あなたと か』。 13 また， ア マサに も 言わな けれ 
共に 泊まる ことは ないから です。 そう  ヱ レ38:7 ばなら ない， 『あなたは わたしの 骨肉 
なれば， それは あなたに とって きっと， ゥ ぶ ではない か。 それで， もし あなたが ヨ 
あなたの 若い 時から 今に 至る まで あな I サ , 17:5。 アブの 代わりにず っ とわたし の 前で 軍 
たに 臨んだ すべての 危害よりも 悪い も  Vi  Ss の 長に ならないなら， 拽が わたしに そ 

サ n  5:25  かさ 

のとなる でしょう」。 8 そこで 王は 立  ^  8:5  のように なさり， 重ねて そのよう にな 

ち 上がり， 門のと ころに 腰を 掛けた。 15:14 さるよう に』」。 

すべての 威に 対して， 乂% は驗告 をし， ；5：!2 14 それから 彼は ユダの すべての 人々 
「王は 門のと ころに 座って おられます」 キサ n 18:14 の 心を 一人の 人の ように 傾けさせ たの 
と 言った 0 それで， すべての 民は 王の クサ nm  で， 彼らは 王に， 「あなた も， あなた 
前に 来る ようになった。  ヶ^;^^ の 僕たち も 皆， お帰りく ださい」 と 伝 

イスラ エルは， 各々 自分の 家に 逃げ  11 1：8  言した。 

帰って いた。 9 そして， 民は 皆， イスラ 30-f  15 それで， 王は 帰る ことにし， やが 
エルの すべての 部族の 中で 争いに 巻き  15:11 て ヨルダンまで 来た。 ユダは， 行って 

込まれて， こう 言った。 「我々 を 敵の ササ112:4  王を 迎え， 王を 案内して ヨルダンを 渡 
たなごころから 救い出して くださった 第二 欄 ら せる ため， ギルガルに 来た。 16 そ 

(エ）  かた  [キ） しゅっしん  もの 

のは 王 だ。 この 方 こそ 我々 を フィリス ァ 裁9:2  れ から， バフ リムの 出身の 者で ある， 
ティア 人の たなごころから 逃れさせて ^nl7:25 ベニヤ ミン 人ゲ ラの 子シ ムイは， ダビ 
くださった の だ。 ところが 今， この 方  2:17  デ 王を 迎える ため 急いで ユダの 人々 と 

は アブ サ ロムの もとから， この 地から ゥ は 共に 下って 来た。 17 そして， ベニヤ 
逃げ去って おられる。 10 しかし 我々  ミンの 出身の 人々 一千 人が 彼 と共にい 

が 自分たち の 上に 立てて 油を そそいだ ザ13:17 た。 （それに また， サウ ルの 家の 従者 
アブ サ ロムは ，戦いで 死んで しまった。 ^ 15520:1  ヂバ とその 十五 人の 息子 や， その 二十 
それでは 今， あなた 方は 王を 連れ戻す 人の 僕たち も 彼 と共にいた。 彼らは 王 

なに  [ク）  さき  しゅび  たっ 

ために， なぜ 何もし ないで いるの か」。 キサ H3:16 よりも 先に 首尾よく ヨルダンに 達した 0 

さいし  W  サ n 17:18  かれ  いえ  もの  あんない 

11 ダビデ 王は， 祭司の ザ ドクと アビ  18 そして， 彼は 王の 家の 者たち を 案内 

[コ）  い  [サ）  v  £1  2:8  わた  よ  おこ 

ヤ タルに 人を やって 言った， 「ユダの 16；5 して 渡らせ， その 目に 善い ことを 行な 
年長者た ちに 話して， こう 言いなさい。 H  2；4S おうとして 渡り 場を 渡った。） ゲ ラの 子 
『あなた 方は どうして 王を その 家に 連 コサ n9:2  シ ムイは， 王が ヨルダンを 渡ろうと し 

もど  さいご  もの  ぜん  サ n 16：1  まえ  ふ  w 

れ 戻す 最後の 者になる のか。 全 イスラ  たと き， その 前に ひれ 伏した。 19 そ 

エルの 言葉が 王の 家に 届いて いると い、  こで 彼は 王に 言った， 「我が 主が とが 

がた  きょう 'ノサ n ル28 わたくしき 

うのに。 12 あなた 方は， わたしの 兄 66:3  を 私に 帰されません ように。 王なる 我 
弟 だ。 あなた 方は， わたしの 骨， わた  5 が 主が エルサレムから 出て 行かれた 日 
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に， この 僕が 致しました 不当な ことを 第19 章 僕が 私を だました のです。 この 僕は， 
思い出さないで ください。 王が それを 7|；?6:5! 『わたしの ため 雌ろ ばに 鞍を 置かせて 

こころ  [ィ）  のと も 

心に とどめられません ように。 20 こ ィ^; くれ。 わたしが それに 乗って， 王と 共 
の 僕は， 自分が 罪を おかした 者で ある ゥサ 1119:43 に 行く ためだ』 と 言って おいた ので 
ことを よく 存じて おります から。 です ihhi2:18 す。 僕は 足が 不自由で すので。 27 そ 
から， ご覧く ださい， 私は 今日， 下っ ォサ！ 123:18 れ で， 彼は この 僕の ことを 王なる 我が 
て 来て， 王なる 我が 主を お迎えす るた ^*n2J:28  主に 中傷し まし/;:。 しかし， 王なる 我 
め， ヨセフの 全家の 最初の 者と して 参  が 主は [まことの]# のみ 使いの ような 

伝 10:20  かた  W  よ 

りました」。  使徒23:5 方です から， あなたの 目に 善い ことを 

ただ  (x)  W  ペア11  2:10 おこ  わたくしち ちいえ 

21 直ちに ツェル ヤの子 アビ シャイ キサ n3:39 行なって ください 0  28 私の 父の 家の 
は 答えて 言った， 「シ ムイは， エホバ 者は 皆， 王なる 我が 主に とって， ほか 
の 油 そそがれた 方の 上に 災いを 呼び 求  ならぬ 死に 定められた 者でした で しょ 

めた のです から， その代わりに 殺され  1：20 うに， それでも あなたは この 僕を あな 

(力}  ケサ1 11:13  しょくたくた  お 

るべき ではありません か」。  22 しか コ王 12:8  たの 食卓で 食べる 者たち の 中に 置いて 
し ダビデは 言った， 「あなた 方， ツェ  £  2-Je  くださった からです。 ですから， 私に 

なん  へブ 6:16  さけ  もと  [力) せいとう  けん 

ルヤの 子ら はわた しと 何の かかわりが ササ n9:6  は， このうえ 王に 叫び 求める 正当な 権 

あると いうので， 今日， わたしに 反抗  ^ 16:4 利と してな お 何が あるでしょう か」。 

もの (ク）  シサ D  9:3  かれ  い 

する 者と なる のか 0 今日， イスラエル スヱズ9:3  29 ところが， 王は 彼に 言った， 「あ 
のうちで だれかが 殺されて よいだろう - なた は なぜ 自分の 言葉を なお も 語り 続 

[ヶ j  じぶん  第二 欄 

か。 わたしは， 自分が 今日 イスラエル 9：„  ける のか。 わたしは まさしく 言う が， 

しょうち  はたけ  わ  あ 

の 王で ある ことを よく 承知して いるの ィサ IM:4  あなたと ヂバは 畑を 分け合わなければ 

(キ） 

ではない のか」。  23 それから 王は シ ゥ^ビ =16 ならない」。  30 そこで メピボ セテは 

い  し  I# 1 ni •  s  い  わ  しゅぶ じ 

ムイに 言った， 「あなたは 死ぬ ことは  S  6:19  王に 言った， 「王なる 我が 主が 無事に 

かれ  ちか  （コ）  箴 21:6  いえ  こ  かれ  ぜん 

ない」。 そして 王は さらに 彼に 誓った。 その 家に 来られた のです から， 彼に 全 

まご  1 サ）  In  ぶ  と  1 グ 

24 サウ ルの 孫 メピボ セテは， 王を  ^  部で も 取らせて ください」。 

むか  くだ  きかれ  オサ n  9:1  じん  敏 

迎える ために 下って 来た。 彼は， 王が  H  ^  31 ときに， ギレアデ 人 バル ジ ライ も， 

去って 行った 日から， 無事に 帰って来 サ n9:13  ロゲ リムから 下って 来た。 王と 共に ヨ 

じ ぶん  てい  [シ）  カサ n  9:8  すす  かれ  つ 

た 日まで， 自分の 足の 手入れを せず， 口  16:4  ル ダンに 進み， ヨルダンまで 彼に 付き 
ひげの 手入れ もせず， その 衣 も 洗って  S  29；!7  添うた めであった。 32 ところで， バル 

かれ  むか  ひじょう  と 

いなかった。 25 そして， 彼が 王を 迎 クマ f£40 ジ ライは 非常に 年を取って おり， 八十 
える ために エルサレムに 来たと き， 王 ヶサ 1117:27 歳であった。 この 人が， 王が マ ハナイ 

い  王 I  2:7  す  あいだ  しょくもつ きょう  [サ） 

は 彼に こう 言った ので ある。 「メ ピボ 90:10 ムに 住んで いた 間， 王に 食物を 供した。 
セテよ， あなたは なぜ わたしと 共に 行 ササ DIMS 彼は 非常に 大 いなる 人だった からで あ 

たい  蔵 3:27  い 

かなかった のか」 0  26 これに 対して ヘプ 价16 る 〇  33 そこで 王は バル ジ ライに 言っ 
彼は 言った， 「王なる 我が 主よ， 私の I1  プ た， 「あなた も わたしと 共に 渡って 来 
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てくだ さい 。そうすれば， わたしは 必 第 川 章 後， 彼は 自分の: 所に 帰った 0  40 王 
ず エルサレムの わたしの もとで あなた が ギルガルに 向かって 渡って 行く と， 
に 食物を 供し ましょう」。 34 しかし， 11  6:38 キム ハム も 一緒に， また ユダの すべて 

い  たみ  はんぶん 

バル ジ ライは 王に 言った， 「わたしの ィ 詩9 Q:10  の 民 も， また イスラエルの 民の 半分 も 
命の 年の 日は どれほどの ものな ので， わ ゥ | は5  渡って 行った。 王を 渡って 行かせる た 

とも  のぼ  * 

たしは 王と 共に エルサレムに 上るべき x ェズ 2:65 めであった。 

なのでしょう。 35 わたしは 今日 八十  €2：8：  41 すると， 見よ， イスラエル のす 

歳です。 わたしは 善悪を 識別で きる で 12:11 ベての 人々 が 王のと ころに やって来 

しもべ  じぶん 伝12 :4  い 

しょうか。 あるいは， この 僕は， 自分 13：25 て， 王に こう 言いだ した。 「わたした 
の 食べる もの や 飲む ものを 味わえる で  ^ 15：33 ちの 兄弟， ユダの 人々 は， どうして あ 
しょうぶ。 あるいは， 1 妄の fe うた J キル ヵ6:38 なた を こっそり 聋っ て， 王と その 家の 

こえき  [才）  ク創 47:30  もの  ぶか  とも 

の 声を まだ 聴ける でしょう か。 です か  者と ダビデの すべての 部下を 共に， ヨ 

い じょう  わ  創 50:13  M わた  つ  い 

ら， どうして 僕が これ 以上， 王なる 我 ^3,>23：14 ル ダンを 渡って 連れて行こう としたの 
が 主の 重荷に なれましょう。 36 この ルヵ2:29 です か」。 42 そこで， ユダの すべて 
僕が 王を ヨルダンに お連れで きる のは， — 112:7  の 人々 は イスラエルの 人々 にこう 答え 
ほんの わずかの 道のりな のです から， ルッ ぃ4 た。 「王は 我々 と 近い 関係に あるから 
王は どうして このような 報酬を もって だ。 あなた 方が この 事で 怒って いるの 
わたしに 報いて くださらなければ なら 14:19 はどうい う 訳 か。 我々 は いやしくも 王 
ない のでしょう 0  37 この 僕を， どう  ョシぬ6 の 費用で 食べた だろう か 。それとも， 

か， 帰らせて ください。 わたしの 父と —相 | 贈り物が 我々 のと ころに 運ばれた だろ 
母の 埋葬 所の すぐそばの わたしの 都市 ァサ ！ 11:14 うか」。 

で， わたしを 死なせて ください。 しか ィサ ni9:i5  43 ところが， イスラエルの 人々 は 

し， ここ にあな たの 僕 キム ハムが おり ま ゥ |  ユダの 人々 に 答えて 言った， 「我々 は 

す。 彼を 王なる 我が 主と 共に 渡って 行 ^、y4:12 王に 十の 分を 持って いる。 だから， ダ 
かせて く ださい。 あなたは ご 自分の 目  XI 2-?  ビデに も 我々 は あなた 方より も 多い の 

に 善い ことを 彼に なさって ください」。 マタ I:3  だ。 それな のに， どうして 我々 を 軽べ 
38 それゆえ 王は 言った， 「キム ハム 11：31 つして 扱った のか。 我々 の 王を 連れ戻 
はわた しと 共に 渡って 行く ことにな り  11 12:16 すと いう 我々 の 問題が， どうして 第一 

ます。 わたしが， あなたの 目に 善い こ 力 t 力4 12:24 にならなかった のか」。 しかし， ユダの 
とを 彼に しましょう。 あなたが わたし =、 ラ 巧6 人々 の 言葉は イスラエルの 人々 の 言葉 

お  '"の  フイん 〇  きび 

に [負わせる のを] 好む こと すべてを， わ - よりも 厳しかった。 

たしは あなたの ために 致しましょう」。 さて， たまたま そこに， どうしよ 
39 さて， 民は 皆 ヨルダンを 渡りは じめ サ 12:12  ^ う もない 男で， 名を シヱ バ とい 
た。 王 も 渡った。 だが， 王は バル ジラ クサ D2():21 う 者が いた。 ベニヤ ミン 人 ビクリ の 子 
イに口 づけして， 彼を 祝福した。 その ^；n3；5：io であった。 彼は 角笛を 吹き 鳴らして こ 
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う 言いだ した。 「我々 は ダビデに 分け 第2 〇 章 力の ある 者たち とは， 彼の 後に 続いて 
前を 持って はおらず， エッ サイの 子に 7^n 19:43 出て 行った。 彼らは エルサレムを 出て， 
相続 分を 持って はいない。 イスラエル ^  t  !s；9  ビクリ の子シ ェバの 跡を 追って 行った。 

かくじ じ ぶん  かみがみ  かえ [ィ】  王 I 12:16  かれ  (7) 

よ， 各自 自分の 神々 の もとに [帰れ]!」 代 nio:i6  8 彼らが ギベオン にある 大きな 石の す 
2 そこで， すべての イスラエルの 人々 ゥ^1 6 ま12 ぐ そばに いると， ア マサが 彼らに 会い 
は ダビデに 従う のを やめて， ビクリ の  ^245?20 に 来た。 さて， ヨ アブは 衣を まとって， 
子シ ェバに 従って 上って 行った 0 しか ヱサ!^9:：!5 帯を 締めていた 0 その 身には， 剣を さ 

サ n 19:42  い  こしお 

し， ユダの 人々 は， ヨルダンから エルザ  やに 入れて， その 腰に 帯びて いた。 そし 

レムまで 自分たち の 王に 付き従った。 15:16 て， 彼が 出て 来る と， それが 抜け落ちた。 

3 やがて， ダビデは エルサレムの 自  サ D16:21  9 次いで ヨ アブは ア マサに， 「わ 

分の 家に 来た。 それから， 王は 家の 世 16:22 たしの 兄弟， あなたは 元気 か」 と言っ 
話を させる ために 後に 残して おいた そ $;19:13 た。 それから， 彼に 口 づけし ようとし 

(*) と  かんきんよう  代: I  2:17  (I)  つか 

ばめ たち， 十 人の 女を 取り， 監禁 用の >_126:6 て， ヨ アブの 右手は ア マサの ひげを 捕 
家に 入れた が， 彼女たち に 食物を 供給  II  ^;；8 まえた。 10 ア マサは， ヨ アブの 手に 
し 続けた。 けれども， 彼女たち とは 何  m ls：?2 あった 剣に 用心してい なかった。 そこ 
の 関係 も 持たなかった。 彼女たち は 生 コサ D 观 1 で， [ヨ アブ] は それで 彼の 腹部を 突き 

おっと  じょうたい  さ  （ォ；  ちょう  ち  なが 

きた [夫] のい る やもめの 状態で， 自分 ササ1115:12 刺した ので， その 腸が 地に 流れ出， もう 
たちの 死ぬ 日まで， しっかりと 閉じ込 シ ぼ 一度 彼に そうする 必要はなかった。 こ 
めら れ ていた。  スサ 118:16 うして 彼は 死んだ。 それから， ヨ アブ 

4 さて， 王は ア マサに 言った， 「ユダ セサ n8:18 とその 兄弟 アビシ ャイは， ビクリ の 子 

ひとびと  か  代 I 18:17  あと  お 

の 人々 を 三日の うちにわた しのた めに、  シ ェバの 跡を 追った。 

呼び集め， あなた もこ こに 立ちなさい」。 王11:38  11 ときに， ヨ アブの 若者たち の 一人 

5 それで， ア マサは ユダを 呼び集める 第二 欄 が 彼の そばに 立って， 「ヨ アブの こと 
ために 行った。 しかし 彼は， [王] が 彼 ァ ョシ を 喜んでい る 者は だれでも， ダビデに 
のために 指定して おいた 定められた 時  17;25 属する 者は だれでも， ヨ アブに 従え！」 

よりも 遅れた。 6 それで， ダビデは ア  ^ 19:13 と 言い 続けた。 12 その 間 ずっと， アマ 
ビ シャイに 言った， 「今や， ビクリ の 子 15  S  S2I サは 街道の 真ん中で 血の 中で 転がって 
シ ェバは 我々 に とって アブ サ ロムより  いた。 その 男は， 民が みな 立ち止まる 

エル カ 22:47  の  うつ 

も ひどくなる だろう。 あなたは， あな ^_5：16 のを 見て， ア マサを 街道から 野に 移し 
たの 主の 僕たちを 連れて行き， 彼の 跡  |：  2；57 た。 最後に， 彼の 上に 衣を 投げた。 そ 
を 追いなさい。 彼が 実際， 自分の ため  の もとに 上って 来る 者が みな 立ち止ま 

に， 防備の 施された 諸 都 を 見つけて， サ n2Q:4 るのを 見た からで ある。 13 その [男] 
我々 の 目の前から 逃れる ことに ならな が 街道から 彼を 取り除く とすぐ， 人は 
いため だ」。 7 こうして， ヨ アブの 部 クサ n2:23  みな ヨ アブに 従って 通って 行き， ビク 

か  じん [せ）  (V)  W  あと  お 

下と ケレト 人と ペレ ト 人と， すべての ヶサ n  20:1 リの子 シヱ バの 跡を 追った 0 
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賢い 女。 シ エバは 民に 首を はねられる 


サ厶 エル 第二 20:14—21:1 

14 そして， [シ ェバ] は イスラエルの 第2 〇 章 するな ど， わたしには 全く 考えられな 
全部 族の 中を 通って べ卜 •マア カの ア 7|；  ^ いこと だ。 21 問題は そのような 事で 
ベルに 行った。 すべての ビクリ 人 も， 集 ^g9:14  はない。 ただ， エフ ライムの 山地の 出 
荅 して， やはり 彼の 後に 続いて 入った。 ^  Sis 身の， ビタリの 子で シヱ バ という 名の 
15 そこで 彼らは 来て， べ卜 •マア ゥ 以ほ23 男が ダビデ 王に 対して 手を 上げた の だ。 
力の アベルで 彼を 包囲し， その 都市に ェサ I  25:24 あなた 方は その 男 だけを 引き渡し なさ 
対して 攻囲 塁壁を 盛り上げた。 それは い。 そうすれば， わたしは この 都市 か 
塁壁の 内側に 立って いたから である 0 キ_  20:10 ら 引き揚げよう」 0 すると， 女は ヨ アブ 
そして， ヨ アブと 共に いた 民は 皆， 城 ^  ^  32:9  に 言った， 「ご覧く ださい， その 男の 
壁を 倒壊 させよう として その 下を 掘っ . ^  首は 城壁 越しに あなたの ところに 投げ 

かしこ ^ ケ 

ていた。 16 ときに， ひとりの 賢い 女  _ 124:3 られ るでしょう！」 

がその 都市から こう 呼ばわり だした 0  第二 欄  22 すぐに， この 女は その 知恵を 用い 
「お聴きく ださい， 皆さん， お聴きく ァ|シ2:广15 てす ベての 民のと ころに 行った。 それ 
ださい 0 どうか， ヨ アブに こう 言って ィサ n2Q:i で 彼らは ビクリ の子シ ェバの 首を切り 
ください。 『ここまで 近づいて くださ 20:6 落とし， それを ヨ アブのと ころに 投げ 

わたくし  はな  16：24  つのぶえ  ふ  な 

い。 私に あなたと お話し させて くださ  ぶ3 た。 そこで， 彼は すぐ 角笛を 吹き 鳴ら 

かれ  かのじょ  【ク）  ひとびと  とし  ち 

い』」。 17 それで 彼が 彼女のと ころに 才民 I6:26  したので， 人々 は その 都市から 散って 
近づく と， その 女は 言った， 「あなた 13 Vi ^ 行き， 各々 自分の 家に [帰った]。 ヨア 
がヨ アブです か」 0 すると 彼は， 「そう キ伝 9:15  ブも エルサレムの 王の もとに 帰った。 

だ」 と 言った。 そこで 彼女は 言った， m  23 さて， ヨ アブは イスラエルの 全 
「この 奴隸 女の 言葉を お聴きく ださい」。 w 18:16 軍を つかさどる 者であった。 エホ ヤダ 
すると 彼は 言った， 「わたしは 聴いて  の 子べ ナヤは ケレト 人と ペレ ト 人と を 

いる」 0 18 それで 彼女は さらに 言っ コ代 in:27 つかさどる 者であった 0  24 そして ア 
た， 「昔， 人々 は 例外な く， 『とに か ^  "I：  ?：38〇 ドラムは 強制労働に 徴用され た 者たち 
アベルで 伺わせよう。 そうすれば， 確 8.18  を つかさどる 者であった。 アヒ ルドの 

こと  お  (V)  J ろくかん 

かに 事を 終わらせる ことになる』 と 言 スサ ni5:is 子 エホ シャフ ァトは 記録 官 であった 0 
うのが 常でした。 19 私は 平和を 好む セ 王 1  4:6  25 それに， シヱ ワは 書記官であった 0 
忠実 な イスラエルの 者たち を 代表し VII  4:3  ザ ドクと ア ビヤ タルは 祭司であった。 
ております 0 あなたは イスラエル にお 夕代 1他16  26 そして， ヤイ ル 人 イラ もまた ダビデ 
ける 母なる 都市の ひとつを 死なせよう :二 ^ の 祭司と なった。 

として おられます。 あなたは どうして だ じ15  A-I さて， ダビデの 時代に 三年 間， 
エホバの 相続 物を 呑み 迗 むような こと テサ 毎年 毎年， 飢きんが あった 〇そ 
をして よいので しょうか」。  20 これ 卜 代118:— こで ダビデは エホバの 顔に 助言を 求め 
に対して ヨ アブは 答えて 言った， 「わ 第21 章 た。 すると エホバは 言われた， 「サウ 
たしが 呑み込んだり， 滅びに 陥れたり nnf ルの 上と， その 家の 上に 血の 罪が あ 
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かれ  じんころ  ちか  ⑺ 

る。 彼が ギベオン 人を 殺した からで あ 第21 章 あった エホバの 誓いの ゆえに， サウ ル 

(7)  じん [ィ） よ  一自 I  〇 ハ  [ィ1  どうじょ つ 

る」。 2 それで 王は ギベオン 人を 呼び 7  S  20:13 の 子 ヨナ タンの 子 メピボ セテに 同情を 
奏せて， 綾ら に 諸した。 （ところで， S  35:30 覚えた。 8 そのため 王は， アヤの 娘リ 

民 35:33  (ゥ 1  ふたり  むすこ  かのじょ  う 

ギベオン 人は イスラエルの 子ら の 出で ィョシ 9:3 ツ パの 二人の 息子， 彼女が サウ ルに 産 
はなく， ア モリ 人の 残って いる 者の 出 ョシ9:27 んだ 子， アル モ ニと メピボ セテ， それ 

ウ創 10:16  W  マ 

であった 0 イスラエルの 子ら は 彼らに 創48:22 に サウ ルの 娘 ミカルの 五 人の 息子， 彼 
¥ っ ていたので ある#， サウ ルは イスミ 女が メ ホラ 人 バル ジ ライの 子 アド リエ 
ラエルと ユダの 子ら に対して ねたみを ヵヱゼ i7:i8 ルに 産んだ 子ら を 取った。  9 それ か 
議 じる あまぶ， 彼らを 蠢ち 倒そうと し レビ1:4 ら， 彼らを ギベオン 人の 手に 渡した の 
tL')  3 そして ダビデは さらに ギべオ ヶ民 35:31 で， 彼らは それらの 者を 山の 上で エホ 
ン 欠に- っ た， 「わたしは あなた 方に コ プタ2 以 パの 前に さらし 者に した。 それで， こ 
椅 をし ようか。 何を もって いを すれ サ ェス9:24 れら七 人は 一緒に 倒れた。 彼らは， 収 
(I， ぁなた 方は  エホバの 騸綠 シ は2 ノ 縫の 毅 めの 日の ころ， 笑 讓の繊 の錯 

しゅくふく  スサ 19:17  W  しょ けい  ⑼ 

祝福して くれる のか」 〇  4 それで ギ セサ 110:26 めに 処刑され た。 10 ところで， アヤ 

じん  かれ  い  むすめ  あらぬ の  と [ヶ） しゅう かく  はじ 

ベ オン 人は 彼に 言った， 「サウ ルと そ ソ_兰で の 娘 リツ パは 粗布を 取り， 収穫の 始ま 
の _ の 叢に _ しては， それは わたした *  21:22 りから 水が 天から 彼らの 上に 注ぎ 下る 
ちに とって SI や笔の 問題では ありませ 第二 欄 まで， それを 自分の ために 岩の 上に 広 

w  10  _  かのじょ  ひる  とり (サ）  よる 

ん し， また それは わたしたちが イスラ  Vl£-A2 げた。 彼女は 昼は 天の 鳥が， また 夜は 
エルの 中で 人を II す ことで も ありませ ィ？：〗;?0 野の 野獣が 彼らの 上に とどまる のを 許 
ん」。 そこで 彼は 言った， 「あなた 方の ゥ^^ さなかった。 

言う ことは でも， あなた 方の ために ェサ 丨18:2〇  11 ついに， サウ ルの そばめ， アヤの 娘 

かれ  サ1  25:44  つた 

荇 なおう」。 5 ここに おいて 彼らは 王  6；23 リツ パの した ことが ダビデに 伝えられ 

に 会った， 「わたしたちを 絶滅 させた ォサ ns:i9 た。 12 それで ダビデは 行って， ヤべ 
箸:1 イスラエルの どの liS でも 生存し  シュ .ギ レア デの 土地 所有者た ちのと 

ほろ  ほね M 

て ゆけない ように わたしたちを 滅ぼし キル ッ I:22 ころから サウ ルの 骨と その子 ヨナ タン 
最 くそうと たくらんだ 者，6 その 者の IZ17：27 の 骨を 取った。 これらの 人々 は， フィ 
子ら の 七 人が わたしたちに 渡される よ リス ティ ア 人が ギルボアで サウ ルを 討 
うにして きましょう 。わたしたちは サニ。 = ち 倒した 日に， フィ リス ティア 人が そ 
エホバの 選ばれた 者で ある サウ ルの ギ シヱ ゼ 39:4 れ らふたり をつ るした， ベ ト. シャン 
ベ r で， エホバの ために S らを さらし の 公共の 広場から それを 盗んで いたの 

(V)  つ  かれ  ほね 

者に しなければ なりません」 。それゆえ ソサ131:13 である 0 13 次いで， 彼は サウ ルの 骨 
王は， 「わたしは， 彼らを 渡そう」 と  H  とその 子 ヨナ タンの 骨を そこから 携え 

勃った。  上った。 その上， 彼らは さらし 者に さ 

7 しかし， 王は， I 分たち の 間， ダ チサ131:12 れ ていた 者たち の 骨を 集めた。 14 そ 

ツサ 131: 10  かれ 

ビデと サウ ルの 子 ヨナ タンとの 間に テサ n2i:9  れ から， 彼らは サウ ルと その子 ヨナ タ 
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ある， その 父 キシュ の 埋葬 所に 葬った。 
王が 命じて おいた ことを みな 行なうた 
めであった。 こうして， この 後， 拽 はこ 
の 地の ために 願いを 聞き入れられた。 

15 ときに， フィ リス ティ ア 人は 再 
び イスラエルと 戦いを する ことにな っ 
た。 それゆえ， ダビデと， 共に いた そ 


ア ヨシ 18:28 

イサ I  9:1 


ウ ヨシ 7:26 
サ D  24:25 


エサ D  5:17 
サ n  5:22 
ォ申 2:11 
カサ I 17:7 
代 I  11:23 
キサ n  23:18 


クサ n  22:19 
ケサ n 18:3 


コ王 I 11:36 
王  I  15:4 


の 僕たちは 下って 行き， フィリス ティ 
ア 人と 戦った が， ダビデは しだいに 疲 


れ た。 16 すると， レ ファ イムから 生 

もの  やり (力 1 おも 

まれた 者たち の ひとりで， その 槍の 重 

どう  あたら  つるぎ 

さは 銅で 三百 シエ ケル あり， 新しい 剣 


を 帯びて いた イシ ュビ •ベ ノブは， ダ 


王 D  8:19 
ササ n 14:7 
シサ n  23:27 
ス代 I 11:29 
代 I  20:4 
代 I  27:11 
セ 創 14:5 
サ n  21:16 
ソ代 I  20:5 
タザ I 17:7 


第二 欄 


ビデを 討ち 倒そうと 考えた。 17 直ち 
に， ツェル ヤの子 アビシ ャ j は [ダビ 
デ] を 助けに 来て， この フィリス ティ 
ア 人を 討ち 倒し， これを 殺した。 その 
とき， ダビデの 部下は 彼に 誓って 言っ 
た， 「あなたは もうこれ から， 私たち 
と共に 戦いに 出ないで ください。 あな 
たが イスラエルの ともし びを 絶やさな 

[ザ） 

いためです！」 

18 そして， その後， ゴブで またもや 


ァ代 I  20:6 
イサ n  21:16 
ウサ I 17:10 
サ I  17:45 
王  II  19:22 
エサ I 16:9 
サ I  17:13 
代 I  2:13 
才代 I  20:7 
力 代 I  20:8 
キ詩 60:12 
詩 108:13 
ェゼ 32:27 


第 22 章 

ク詩 18 ••表題 
詩 34:19 
ケサ I  23:14 
コ出 15:1 
裁 5:1 


フィ リス ティ ア 人との 戦いが 起きた の 
である。 そのと き， フシ ヤ人シ ベ カ^ 
が， レ ファ イムから 生まれた 者たち の 
ひとりであった サフを 討ち 倒した ので 
あった。 

19 それから， ゴブ でもう 一度 フィ 
リス ティア 人との 戦いが 起き， べツレ 


サ詩 18:2 
シ詩 31:3 
ス詩 144:2 
セ 申 32:4 
サ I  2:2 
詩 144:1 
ソ創 15:1 
申 33:29 
詩 3:3 
タザ I  2:1 
チ 詩 9:9 
詩 18:2 
詩 61:3 
箴 18:10 
ツ詩 59:16 
エレ 16:19 


ヘム 人ヤ アレ • オレギ ムの子 エル ハナ 
ンはギ ト 人 ゴリア テを 討ち 倒した。 そ 

の 槍の柄は 機織り ェの 巻き 棒の ようで 

[夕） 

あった 0 


テ イザ 12:2 
ルカ 1:47 


卜 詩 72:14 
ナ詩 148:1 
二 詩 18:3 
ヌ詩 69:14 
ネ詩 18:4 
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20 また， ガトで もう 一度 戦いが 起き 
たが， そのと き， そこには， 手に 各々 
六笨の II， 足に 各々 六本の 指， 合計 
二十 四 本 ある， 異常な 大きさの 男が い 
た。 彼 もまた， レ ファ イムに 生まれた 
者であった。 21 そして， 彼は イスラ 
エルを 嘲弄して いた。 ついに， ダビデ 
の 兄苐シ ムイ の子ヨ ナタ ンが 彼を 討ち 


S した 。 

22 これら 四 人は ガトの レ ファ イムに 


生まれた 者であった。 彼らは ダビデの 


しもべ  たお  いた  W 

手と ，その 僕たちの 手に 俊! れ るに 至った。 
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こうして ダビデは， エホバが 彼 
を そのす ベての 敵の たなごころ 


[ヶ）  すく 

と， サウ ルの たなごころから 救い出さ 


うた こと ば 【コ）  の 

れた 日に， この 歌の 言葉を エホバに 述 
ベた。 2 そうして 彼は こう 言った。 


「エホバは わたしの 大 岩， わたしの 


とりで. わたしを 逃れさせ てく 

かた [ス1 

ださる 方。 

いわ (セ） 

3 わたしの 裡 はわた しの 岩。 わたし 
は その もとに 避難し ます。 

たて M  すく  つの (夕) 

わたしの 盾， わたしの 救いの 角， 


わたしの 堅固な 高台， 

また， わたしの 逃げ場， わたしの 
救い主 0 暴虐から あなたは わ 

(H 

たしを 救われます。 

さんび  かた [ナ） 

4 わたしは 賛美され るべき 方 エホバ 
を 呼び 求め， 

そして 敵から 救われる。 

5 赤 の 砕け 波が わたしを 取り巻いた 
から 是。 


絶えず わたしを おびえさせ てい 

もの 

た， どう しよう もない [者たち] 

てっぽうみず  W 

の 鉄砲水 も あった。 


サム エル 第二 22:6—22  エホバは 救出し， 報いて くださる  550 


つな  と  かこ [7] 

6 シ x オルの 綱が わたしを 取り囲み， 
死の わなが わた しに 立ち 向 
かった。 

7 わたしは 苦難の 中に あって エホバ 

よ  もと [ゥ） 

を 呼び 求め， 

W 

わた しの# に 呼びかけつ づけた。 

しんでん  こえ 

すると， その 神殿から わたしの 声を 
き  [ォ） 

聞かれた。 

たす  さけ 

助けを 求める わた しの 叫びは そ 

とど  [力】 

の 耳に 届いた。 

8 そして 地は 揺れ動き， 激動し は 
じ#， 

天の 基 も 動揺し， 

いか 

W が お怒りに な っ たために， そ 
れは 揺れ動く のであった。 

9 煙が その ^ から 立ち上り， その 口 
から 出る 火が むさぼり 食って 

[コ） 

いた。 

炭火が その もとから 燃え 上 

{ サ） 

がった。 

10 次いで， [初は 天を 押し 曲げて， 降 

こ  [シ） 

りて 来られた。 

こ  く ら やみ  した  [ス） 

濃い 暗闇が その 足の 下に あった。 

の （せ）  と 

11 そして， [迚] は ケルプに 乗り， 飛ん 
で 来られた。 

れい  つばさ  (v) 

[迚] は 霊の 翼の 上に 見えた。 

やみ  かりごや  じ ぶん 

12 それから， 闇を 仮小屋と して ご 自分 

まわ  お  W 

の 周り に 置かれた。 

くら  こ  くも [チ] 

暗い 水， 濃い 雲を。 

まえ かがや  も  すみび 

13 そのみ 前の 輝きからは， 燃える 炭火 

{ ツ） 

が 燃え上がった。 

らいめい 

14 天から， エホバは 雷鳴を とどろかせ 
はじ €， 

しこう しゃ  じしん  こえ  はっ 

至高 者 ご 自身が その 声を 発しは 

[卜） 

じめ られ た。 


第 22 章 


ア詩 116:3 
ィ詩 18:5 
ウ詩 120:1 
詩 142:1 

ヨナ 2:2 

エ詩 116:4 
才詩 18:6 
力 出 3:7 
詩 34:15 


キ裁 5:4 
ク ヨブ 26:11 
ケ詩 18:7 


サ詩 18:8 
シ詩 144:5 


第二 欄 


f  詩 18:14 
詩 144:6 
ウ出 14:21 


才出 ] 


力 詩 18:16 
寺 144:7 
キ詩 32:6 
詩 124:4 
哀 3:54 
ク 詩 3:7 
詩 56:9 
ケ詩 18:17 


ン詩 31:8 
詩 118:5 
ス詩 18:19 
詩 149:4 


I  8:32 


ソ詩 18:20 
詩 24:4 
夕箴 8:32 
伝 12:13 
チ 詩 18:21 


15 また， 彼らを 散らす ために， 矢を 放 

(7) 

ちつ づけ られ た。 

彼らを 混乱に 陥れる ために， 稲 

ず ま （ィ】 

妻 も 。 

16 すると， 海の 床は 見える ようになり， 
産出 的な 地の 基が あらわに さ 
れ た。 

エホバの 叱責で， その 鼻の 息の 突 

ぶう  闭 

風に よって。 

17  [初は 高い 所から 送り出して， わた 

しを 捕らえ， 

大水から わたしを 引き出して ゆ 

(キ） 

かれた。 

18  [#] はわた しの 強い 敵から， 

わたしを :陰 む 者たち から， わた 
しを 救い出される のであった。 
彼らは わたしよりも 強かった 
から#。 

19 彼らは わたしの 災難の 日に 終始 わ 

む  (3) 

たしに 立ち向かった。 

しか し エホバは わた しの 支えと 
なられ g。 

20 次いで， [#] はわた しを 広々 とした 
所に 連れ出し， 

わたしを 助け出して くださる の 
であった。 わたしの ことを 喜 
ばれた からだ。 

21 エホバは わたしの 義 にしたがって 
わた しに 報い， 

わた しの 手の 清 さに したがって 
わたしに 報いて くださる。 

22 わたしは エホバの 道を 守り， 

よこ しまに なって わたしの 裡か 
ら 離れる ことを しなかった か 

btlo 


551  エホバは 忠節を もって 行動され る  サ厶 エル 第二 22:23—38 


23 そのす ベての 司法 上の 定めは わた 
しの 前に あり， 

その 法令に ついては， わたしは 
それから それる ことは ないか 

btL 


24 そして， わたしは [裡] に対して とが 
のない 者で ある ことを 実証し 
よう。 

わたしは 自分のと がから 身を 

まも K 

守る。 

25 それで， エホバが わたしの 義 にした 

がふ 

その 目の前に おける わたしの 清 
さに したが っ てわた しに 報い 


てくだ さるよう に。 

26 忠節な 者には， あなたは 忠節を もっ 
て 種) L， 

とがのない， 力の ある 者には， と 
がの ない 仕方で 対処され ます。 
27  [自らを] 清く 保つ 者には， あなたは 
ご 自身を 清い 者と して 示し， 
曲がった 者には， 愚か者の ように 
動され ます。 

28 そして 謙遜な 民を， あなたは 救われ 
ますが， 

あなたの 目は ごう 慢な 者たち に 


向かいます。 [彼らを] 低く す 
る [ため] です。 


29 エホバよ， あなたは わたしの ともし 

[ス） 

びで， 

わた しの 闇を 輝かせて く ださる 

(t) 

のは エホバ だ からです。 

30 あなたに よって， わたしは 略奪 隊に 
向かって 走る ことができ， 
わたしの# によって， 城壁を よ 
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32 


じ 登る ことができ るから です。 
[まこ との] 裡 について は， その 道は 

% ぜん  W 

エホバの ことばは 精錬され たも 

[ウ 1 

ので ある。 


ご 自分の もとに 避難す るすべ ての 
者に とって， [初は 盾で ある。 
エホ バの ほかに だ れが裡 なのか。 


わた したち の迚の ほかに だれが 

碧な のぶ。 

33  [まことの] 裡 はわた しの 強力な 

ようさい (キ） 

要塞。 

[裡] はわた しの 道を 全き もの 

とこ 

34 わたしの 足を 雌 鹿の ようにして， 
わた しに とって 高い 所に わたし 
を 立たせて くださ 4。 

35  [拽] は 戦いの ために わたしの 手を 
教えて おられ， 

うで  どう  ゆみ  お  ま 

わた しの 腕は 銅の 弓を 押し 曲 
げ# 0 

36 そして， あなたは その 救いの 盾を わ 
たしに 下さいます。 

あなたの 謙遜 さが わたしを 太い 
なる 者と します。 

37 あなたは わたしの 下に， わたしの 歩 
みのた め に 十分 大き な 場所を 
空けて くださいます。 

それで， わたしの 足首は 確かによ 
ろけ る ことがありません。 

38 わたしは 敵を 追跡す る。 彼らを 滅 
ぼし 尽くす ためだ。 

わたしは 彼ら が 滅ぼ し 絶やされ 

かえ  [チ） 

るまでは 帰らない。 


セ 詩 113:6; ソ詩 4:1; 詩 18:36; 夕詩 17:5; チ 詩 18:37。 
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46 異国の 者たち は 衰えて ゆき， 

その 堡塁から 震えながら 出て 

く  (7) 

来る。 

47 エホバは 生きて おられる。 わたしの 
豈 ほめたたえられる ように。 
わた しの 救いの 岩の# が 高めら 
れ るよう に。 

48  [まことの] 裡 はわた しのた めに 復 
しゅう を 行なわれる 方, 
もろもろの 民を わた しの 下に 下 
ら せる！, 

49 また， わたしの 敵から わたしを 連れ 
出される 方で ある。 

そして， あなたは， わたしに 向 
かって 立ち上がる 者たち の 上 
にわたしを 引き上げ， 
i 虐 行為を する 者から わたしを 
救い出して くださいます。 

50 それゆえに， エホバよ， わたしは 
諸国 民の 中で あなたに 感謝し 

ま 孑。 

あなたの み 名に 調べを 奏でる の 

M 

51 ご 自分の 王の ために 救いの 大 いな 
る 働きを 行ない， 

愛 ある 親切を その 油 そそがれた 

もの' | , 键 

者に， 

ダビデと その 胤と に 定めの ない 
時まで も 表わす 方よ」。 

そして， これらは ダビデの 最後 

^ の 籠 でぁ I。 

「エッ サイの 子 ダビデの 告げた こ 
と (I， 


第 23 章ソ創 49:1; E 
? 1:6〇 


サ厶 エル 第二 22：39—23：1 

39 そして， わたしは 彼らを 絶ち 滅ぼ 
し， 彼らを 打ち砕いて， 立ち上 
がれない ようにす る。 

彼らは わた しの 足下に 倒れる。 

40 そして， あなたは 戦いの ために わた 
しに 活力を 帯びさせ， 

わた しに 向かって 立ち上がる 者 
たちを わた しの 下にく ず おれ 
させ ま'^。 

41 そして， わたしの 敵に ついては， あ 
なた は 必ず [その] うなじを わ 
たしに 渡されます。 

わたしを 激しく 憎む 者た ち一わ 
たしは また， 彼らを も 沈黙 さ 
せ 

42 彼らは 助けを 叫び 求める が， 救う 者 

[ク） 

はいない。 

エホバに 向かって [叫ぶ が] ，実際， 
彼らに お答えには ならない。 

43 そして， わたしは 彼らを 地の 塵の よ 
うに 細かく 突き 砕き， 

ちまたの 泥の よう に 彼ら を粉碎 

すぶ 。 

わたしは 彼らを 踏みつ ぶす。 

44 それに， あなたは わたしの 民のと が 
めだてから わたしを 逃れさせ 
てくだ さいます。 

わたしを 諸国 民の 頭に なれる よ 
う 保護して くださいます。 

わた しの 知らなかった 民 一 彼ら 
がわた しに 仕えます。 

45 異国の 者たち もへ つらいながら わ 
たしの もとに 来る。 

もろもろの 耳は 従順に わたし [の 
言う こと] を 聞く。 
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553  ダビデの 最後の 言葉。 三人の 力 ある 者たち  サ厶 エル 第二 23：2—13 


高く 上げられた 強健な 者の 告げ 
たこと (I， 

ヤコブの 迚の油 そそがれた 者 [のこ 
とば]， 

イスラエルの 調べの 快い もの。 

2 わたしに よって 語った のは エホバ 

れい  W 

の 霊で， 

その 言葉は わた しの 舌の 上に 

[才） 

あった 0 

3 イスラエルの® は 言われた， 

わた しに イスラエルの 豈は 語ら 

(力） 

れ た， 

にんげん  し はい  もの  ぎ  [キ 1 

『人間を 支配す る 者が 義に かない， 
独を 恐れて 支配 するとき， 

4 それは 太陽が 輝き 出る 朝の 光の よ 
ぅナ L 

雲 一つない 朝の。 

光輝 か ら ，雨から， 地から は 草が 
[生え] 出て いる』。 

5 わたしの 家の 者は そのよう に# と 
共に あるので はない のか。 
それは， 定めな く 存続す る 契約を 
わたしに あてがわれた からだ。 
あらゆる 点で よく 整えられ， 保証 
されて いる。 

それは すべて わた しの 救い， すべて 
わたしの 喜び だからで ある。 
それゆえに， それを 成長 させて く 
ださる のでは ない のか。 

6 しかし， どうしよう もない 者たち は 
いばらの 茂みの ように， それは 

お  はら  M 

みな 追い払われる。 

それらが 取られる のは 手に よっ 
てでは ないから だ。 

7 人が それらの 者に 触れる には， 


てつ  やり  え  じゅう 名 ミん  ぶそう 

第23 章  鉄 や 槍の柄で 十分に 武装して い 


ウ代 I 16:9 


マル 12:36 
テモ n  3:16 
才 使徒 1:16 


イザ 32:1 
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るであろう。 

火で 彼ら はす っ かり 焼き 尽くさ 

(7) 

れて しまう」。 

8 これらが ダビデに 属して いた 力の 
ある 者たち の 名で ある。 すなわち， か 
の 三人の 頭， タフ ケモ ニ人 ヨ シヱ ブ •パ 
シェべ 卜。 彼は 八 百 人の 上に 槍を 振り 
回して 一度に これを 打ち殺す ので あっ 
た。 9 彼の 次に， アホヒ の 子 ドドの 子 
エ レア ザルは， ダビデ と共にいた 三人 
の 力 ある 者たち が フィ リス ティ ア 人を 
嘲弄した とき， その 中に いた。 彼らは 
戦いの ために そこに 集まって いた。 そ 
れ で， イスラエルの 人々 は 退却した。 
10 彼が 立ち上がり， 自分の 手が 疲れ 果 
てて， その 手が 剣に くっつく まで フィ 
リ ス ティ ア 人を 討ち 倒した ので ある。 
それで エホバは その 日， 大 いなる 救い 
を 施された。 民は， [討ち 倒された 者た 
ちから] はぎ取る ために 彼の 後に つい 
て帰っ たよう な ものであった。 

11 そして， 彼の 次は， ハラ ル人ア 


ゲの 子シャ マであった。 次いで フ ィリ 
スティア 人が レヒに 集まった が， そこ 

まめ 【サ 1  ひと つづ 

には ひら 豆が いっぱい なって いた 一 続 
きの 畑が あった。 民は， フィ リス ティ 
ア人 のために 逃げた。 12 しかし， 彼 
は その 一 続きの [畑の] 真ん中に 踏みと 
どまって， これを 救い出し， フィリス 
ティア 人を 討ち 倒した ので， エホバは 
大 いなる 救いを 施された。 

13 次いで 三十 人の 頭のう ちの 三人 
が 下って 来て， 収穫の ころ， アドラム 


サ厶 エル 第二 23:14—35  ダビデの 30 人の 力 ある 者たち の 順位  554 


の 洞く つに いる ダ ビデの ところ に 来た。 
フィ リス ティ ア 人の 天幕 村は レフ ァイ 
ムの 低地 平原に 設営され ていた。 14 と 
きに， ダビデは そのころ， 近寄りに く 
い 所に いた。 フィリス ティア 人の 前哨 
部隊は そのころ， ベツレヘム にいた。 
15 しばらくして， ダビデは 自分の 渴 
望を 表わして 言った， 「ああ， 門の 傍 
ら にある べツ レ ヘムの 水 溜めの 水を 一 ' 
杯 飲めたら よいの だが」。 16 そこで， 
三人の 力 ある 者たち は， フィリス ティ 
ア 人の 陣営に 無理に 突入して， 門の 傍 
ら にある ベツレヘムの 水 溜めから 水を 
くみ， それを 運んで， ダビデの ところ 
に 持って来た。 彼は それを 飲もうと は 
せず， それを エホバに 注ぎ 出した。 
17 次いで 彼は 言った， 「エホバよ， 
このような ことを するな ど， わたし 
には 考えられない ことです！ 自分 
の 魂を か けて 行っ た 人々 の 血を [わ 
たしは 飲める でしょう か]」。 それで 
彼は それを 飲もうと は しなかった。 

これらは その 三人の 力 ある 者たち が 
行なった ことで ある。 

18 ツェル ヤ の子ヨ アブの 兄弟 アビ 
シャイは， その 三十 人の 頭であった。 彼 
は 三百 人の 上に 槍を 振り回して これを 
打ち殺して いた。 彼は あの 三人の よう 
な 名声を 得て いた。 19 彼は 三十 人の 
残りの 人たち よりも 際立って おり， そ 
の 長に なって はいたが， あの [最初の] 
三人の 順位には 及ばなかった。 

20 ある 勇敢な 人の子 エ ホヤ ダの 子 
で， カブ ツェ エルで 多くの 手柄を 立て 
たべ ナヤは， モ アブの アリェルの 二人 
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キ代 I 11:19 
ク創 9:4 
レビ 17:10 
申 12:23 
使徒 15:29 


王 I  2:29 
代 I  18:17 


ィ箴 30:30 
ゥ代 I 11:23 
ナ I  17:51 
オサ n  23:20 
代 I  27:6 
力 代 I 11:24 
P  代 I  11:25 


サ n  2:23 
代 I  2:16 
代 I  27: 
ヶ代 I 
コ代 I  27: 
ナ代 I 
シ代 I 
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ソ代 I  C 
F 代 I  ] 
卜代 I  ] 
ナ代 I  2 
二 裁 2:9 
代 I  ] 
ヌ代 I  ] 
ネ代 I 11: 


の 子を 討ち 傍! した。 彼は また， ある 雪 

ふ  (7)  お  い 

の 降る 日に， 降りて 行って， と ある 水 
の ある 坑の 中で ラ イオン を 討ち 倒 した。 
21 また， 異常な 大きさの エジプト 人を 

う  たお  かれ 

討ち 倒した のは 彼であった。 その エジ 
プト 人の 手には 槍が あった が， それでも 
彼は 杖を 携えて その 人のと ころに 下っ 
て 行き， エジプト 人の 手から 槍を もぎ 
取って， その 槍で 彼を 殺した。 22 こ 
れら のことは エ ホヤ ダの 子べ ナヤが 行 
なった。 彼は かの 三人の 力 ある 者たち 
のよう な 名声を 得て いた。  23 彼は 
あの 三十 人の 者より も 際立って はい 
たが， かの 三人の 順位 には 及ばな かっ 
た。 だが， ダビデは 彼を 自分の 護衛 
に 1 じた。 

24 ヨ アブの 兄弟 アサエ ルは かの 三十 


人の 中に いた。 すなわち， ベツレヘム 

[ヶ）  じん 

の ド ドの 子 エル ハナン，  25 ハ ロ ド 人 

(3) 

シャ マ， ハ ロド 人エ リカ，  26 パル 

じん  [サ）  （シ） 

ティ 人へ レツ， テコア 人イ ゲシュの 子 

[ス）  じん [t)  二 

イラ， 27 アナ ト テ 人 アビ •エゼル， フ 

[夕）  じん [チ 1 

シャ 人メブ ナイ，  28 ア ホア ハ 人ツァ 

('» 

ル モン， ネト ファ 人 マ ハ ライ，  29 ネ 


トフ ァ人バ アナの 子へ レブ， ベニヤ ミ 


ンの 子ら の ギベアの リ バイの 子 イッタ 
イ ， 30 ピル アト ン 人べ ナヤ， ガ アシュ 
の 奔流の 谷の ヒ ダイ， 31 アルバ ト 人 
アビ. アル ボン， バルフ ム 人アズ マべ 
K  32 シャ アル ボン 人エ ル ヤフバ ，ヤ 
シェンの 子ら， ヨナ タン， 33 ハラ ル 人 
シャ マ， ハラ ル 人 シャラ ルの 子ア ヒア 
A,  34 マアカ ト 人の子 ア ハス バイの 
子 エリ フェレ ト， ギ ロ人 アヒ トフ ェル 
の 子 エリ アム， 35 カルメル 人へ ツ ロ， 
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ダビデの 人口調査の 罪。 預言者 ガド 


アラブ 人パア ライ，  36 ツォバ のナタ 
ンの 子イグ アル， ガド人 バニ，  37 ア 
ン モン 人 ツェレ ク， ベ エロ ト 人ナハ 
ライ， ツェル ヤ の子ヨ アブの 武具 持 
ち，  38 イ トル 人 イラ， イ トル 人ガ 
レブ， 39 ヒッ タイ ト人ウ リヤー 全 
部で 三十 七 人で ある。 

ふたた [力 1  いか 

ときに， 再び エホバの 怒りが イ 
n スラ エルに 向かって 燃えた。 あ 
る 者が ダ ビデを 駆り 立てて 彼 らに 向か 
わせ， 「さあ， イスラエルと ユダを 
数えなさい」 と 言った ときの ことで あ 
る。 2 それで， 王は 彼 と共にいた 軍 
勢の 長ヨ アブに 言った， 「どうか， ダ 
ン からべ エル •シ ェバまで， イス ラエ 
ルの 全部 族の 中を 行き 巡って， あなた 
方は 民を 登録しても らいたい。 そうす 
れ ば， わたしは 確かに 民の 数を 知る こ 
とに なろう」。  3 しかし ヨ アブは 王に 
言った， 「あなたの® エホバが， この 
民を， 王なる 我が 主の 目が 見て いるう 
ちに， 今より 百倍 も 増して ください ま 
すよう に。 ところで， 王なる 我が 主は， 
なぜ このよう な 事を 喜ばれた ので しょ 

ぅぶ」。 

4 ついに 王の 言葉は ヨ アブと 軍勢の 
長たち を 説き伏せた。 それで， ヨ アブ 
と 軍勢の 長たち は イスラエルの 民を 登 
録 しに 王の 前から 出て 行った。  5 そ 
れ から， 彼らは ヨルダンを 渡って， 奔 
流の 谷の 真ん中に ある 都市の 右側の ア 
ロ エルで 野営す るよう になり， ガド人 
に 向かって， ヤゼ ルに [進んだ]。 6 そ 
の 後， 彼らは ギレアデと タフ ティム • 
ホ ドシの 地に 行き， さらに ダン •ヤア 
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第二 欄 


ア創 10:15 
創 49:13 
3 シ 11:8 


オ ヨシ 15:1 
力 代 I  21:5 
キ民 2:32 
民 26:51 
代 I  27:23 
クサ I  24:5 
使徒 2:37 
ロマ 2:15 


伝 10:1 
シ代 I  29:29 


スサ I  22:5 
代 I  21:9 
セ 代 I  21:10 
ソ箴 3:12 
夕代 I  21:11 
チ レビ 26:20 
申 28:23 


申 28:22 


サ厶 エル 第二 23：36—24：14 

ンに 行き， シドンに 回った。  7 次に， 

[ィ]  ようさい  じん [ゥ） 

ティ ルスの 要塞と ヒビ人 や カナン 人の 
すべての 都市に 行き， ベ エル •シヱ バ 
にある ユダの ネゲ ブの 境目 ま で 行った。 
8 こうして 彼らは 全土を くまなく 行き 
巡り， 九か月と 二十日の 終わりに エ 
ルサ レムに 来た。  9 さて， ヨ アブ 
は 民の 登録者 数を 王に 伝えた。 イス 
ラエルは 剣を抜く 勇敢な 者が 八十 万 
となり， ユダの 者たち は 五十 万人で 

[キ） 

あった 0 

10 ところで， ダビデが このように 民 

を 数えた 後， その'" 心は 彼を 打ちは じめ 
ぃ 

た。 そこで ダビデは エホバに 言った， 

わたくし じ ぶん  つみ 

「私は 自分の した ことで， 大いに 罪を お 
かしました。 それで 今， エホバよ， どう 
か， この 僕のと がを 見逃して ください。 
私は 本当に 愚かな ことを 致し ま したの 
で」。 11 ダビデが 朝起きた ところ， エ 
ホ パの 言葉が ダビデの 幻を 見る 人， 預 
言者ガ ドに 臨んで 言った， 12 「行っ 
て， あなたは ダビデに 言いなさい， 『エ 
ホバ はこの ように 言われた。 「三つの 
事を わたしは あなたに 負わせる。 その 
うち 一つを 自分の ために 選べ。 わたし 
がそれ を あなたに する ためで ある」』」。 
13 そこで ガ ドは ダビデの もとに 来て， 
彼に 告げて 言った， 「あなたの 土地で 

ねんかん  き  のぞ 

七 年間の 飢きんが あなたに 臨む のがよ 
いか， あなたが 敵対 者の 前から 三 か 月 
間 逃げ， 彼らが あなたを 追跡す るの が 
[よい か]， あるいは あなたの 土地で 三 
日間 疫病が 起きる のが [よい か]。 今， 
わた しを 遣わ した 方に 何と 返答す るか 
をよ く 考え， わきまえなさい」。 14 そ 


サ厶 エル 第二 24:15 一 25  7 万人が 殺される。 新しい 祭壇の 場所  556 

れで ダビデは ガ ドに 言った， 「それは 第24 章 ろして， 王と その 僕たちが 自分の ほう 
わたしには に ¥ し いこと です。 ど ァ52= に 1 んで 来る のを 見る と， アラ ウナは 

おちい  いち  かお  ふ  [ア） 

うか， エホバの み 手に 陥らせて くださ ィネへ9 ポ すぐに 出て 行って， 地に 顔を 伏せて 王 

[ァ]  へ 1  おお  （ィ}  自夺 103:8  み  《 

い 0 その f 舞れ みは 多い からです 。しか 詩119:156 に 身をかがめた 〇  21 それから， アラ 
し， 人の 手には わたしを 陥らせないで ゥ袁 n%:5 ウナは 言った， 「どうして， 王なる 我が 
くださ G」o  ヱ 民 16:46 主は この 僕のと ころに おいでになられ 

15 すると， エホバは その 霸 から， 楚  m22i：!4 たのです か」。 そこで ダビデは 言った， 

めら れた W まで ィスラェルに％ W を〒 广 =4 「ぁなたから 纏 4 を 夤っ： ェホバの 

(I)  闭 オサ 1124:2  さい だんきず  しん ばつ [エ） 

された ので， ダンから ベ エル. シヱ バ ヵ _32:4  ために 祭壇を 築く ためです。 神罰が 
に 望る ま で 1 のう ち 七 万人が 赤んだ。  5 フ ぶ12 民の 上から 食い止められる ようにな 

16 そして， み 凄い は その 手を エル サレ キ 代121:15 るた めです」。  22 しかし， アラ ウナ 
ムに 尚け て晏き 出して， これを 験び に ク 2 レ78 ぼ I9 は ダビデに 言った， 「王なる 我が 主 
冒4ぃれ ようとし たが， エホバは そぷ烫 ヶ創 1 。: 16 が これを お取りに なり， ご 自分の 目 
いのこと で彳 i やみ はじめられた。 そ  に 良い ものを おささげく ださい。 焼 

れ で， M の 中で 滅びを もたらし てい コ 代113 :1 燔の 捧げ物の ための 牛 や， 薪の ため 
るみ 使いに こう 备 われた。 「それで サ壽 の 脱穀 そり や 牛の 用具を ご覧く ださ 
V4tz  ! さあ， あなたの 手を 下ろ 詩95:7 い。  23 ああ， 王よ， すべての もの 
せ」。 ときに， エホバの み使いは， エ 代121:17 を アラ ウナは 確かに 王に 差し上げ ま 
ブス a'V ラウ； の iii の すぐそば ス忠 ぽ8 す」。 そして アラ ウナは さらに 王に 
にいた。  セ 代 121:19 言った， 「あなたの# エホバが あな 

17 次いで ダビデは， 民を 討ち 倒して 第二 欄 たを 喜びと している ことを 示され ま 
いるみ 使いを 見た とき， エホバに 言っ ァ代 I2!:2! すよう に」 0 

た。 すなわち， こう 言った。 「ご覧く ィ：ぷ 10  24 しかし， 王は アラ ウナに 言った， 

わナ ■•くし つみ  かなら だいか  はら 

ださい， 私が 罪を おかした のです。 私 ゥ代 1ル22  「いや， わたしは 必ず 代価を 払って， それ 
が 未 ■な ことを したので す。 です が， US7 を あなたから 買う ことにします。 費用 
これらの ひ 奉じる: 一荷を したので しょう。 サ n  24:15 も かけずに， わたしの# エホバに 焼燔 
どうか， あなたの み 手を 私と 私の 父の ヵサ 16:14 の 犠牲を ささげる ことは しません」。 こ 
_ に i ませて ください」。  宕; はう して ダビデは 脱穀 場と 牛と を 銀 五十 

18 緩に， ガ ドは その 日， ダビデのと キ 詩20:3  シェ ケルで 買った。 25 それから， ダ 

ころに 秦て 翁った， 「5 って 行って， エ ク 創23:13 ビデは そこに エホバの ために 祭壇を 築 
ホバ のために エブ ス人 アラ ウナの 脱穀  き， 焼燔の 犠牲と 共 与の 犠牲を ささげ 

ば  さいだん  コ代 121:25  ち  ねが 

場に 祭壇を 立てなさい」。 19 そこで ダ サ出 20:25 た 0 エホバは この 地の ために 願いを 

ことば  とお  代 I  21.26  き  い  【シ）  しん 

ビデは ガ ドの 言葉の 通りに， エホバの 代 丨22;1 聞き入れる ようになられ たので， 神 
器 じられ たこと にしたがって， 上って シ ぶ 罰は イスラエルの 上から 食い止めら 
行く ことにした。 20 アラ ウナは 見下  ^Vl9：22 れ た。 
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または， ギリシャ 語 セ プトゥ アギ ンタ によれば， 

列 王 記 第三 

1 さて， ダビデ 王は 年老いて， 高齢 第1 章 ようになった ので， 彼らは アド ニヤの 
に i した。 それで， いくら: 去 もで rn Ifei として！^ くす るよう になった。 
_っ て も， ら なかった。  2 そこ  ^  29:27  8 しかし 祭司 ザ ドクと エ ホヤ ダの 子べ 

で， m： ちは 綾に 备っ た， 「王なる 备 ィ：= ナ* 擔箸 ナタ爻 それに シ“と 
が 達の ために， ひとりの H  ’も1:15 レイ， および ダビデに i していた 力の 

つか  エ ルツ 4 : 16  もの  由） 

させましょう。 その 女は 王に 仕える の サ n4:4  ある 者たち は， アド ニヤに かかわらな 

[ゥ）  じじょ W  才創 16:5  (+) 

です 0  [王の] 侍女と なる ためです 〇そ 力 伝4:11  かった 0 

の 女は あなたの 懐 に 寝る のです。 そう  王14:8  9 ついに， アド ニヤは， エン •口 

すれば， 王なる 我が 主は きっと 暖まる  51 2:22 ゲルの 傍らに ある， ゾ ヘレ トの 石の す 
で しょず」。 3 こうして，? 違ら は イス コ 代13 :2 ぐ そばで， 羊 や 牛 や f 巴え た 家畜の 犠牲 
ラエルの 茎 Ml の i る W で！ くしい% めを シ 親11 顏 を [ささげる ことを] 行なって， 王の 子 

さが  もと  じん (ヰ）  ルカ 14:11  じぶん きょうだい  （コ） 

捜し求め， ついに シュネ ム人 アビシ ャ  r 12:16 ら である 自分の 兄弟たち すべてと， 王 

(ク]  つ  き  ス申 17:15  しもべ  ひとびと 

グを 見つけて， 王の もとに 連れて来た。 セサ 1115:1 の 僕たちで ある ユダの すべての 人々 と 
4 そして， その ¥ は！ めて® しか っ#。  ^ を错 いた。 1〇 けれども， 夤言 S ナ 

かの じょじ じ*  つか  もの 

彼女は 王の 侍女と なって， これに 仕え ni タン や， ベ ナヤ， それに 力の ある 者た 

まじ  も  チサ H  20:25  かれ きょうだい  まね 

ていたが， 王は 彼女と 交わりを 持たな - ち や， 彼の 兄弟 ソロモンは 招かな かっ 

かった。  第二 欄 た。 11 さて， ナ タンは ソロモンの 母 

かん  [コ）  ア 王 I  2:22  [ス） い 

5 その 間 ずっと， ハギ トの 子 アド ニ ィサ118:17 バテ •シバ に 言った， 「ハギ トの 子ア 

1 サ 1 みず か  たか [シ 1  エセ 44:15  1 セ）  、  .  , . , * 

ヤは 自らを 高めて， 「わた しが 王 とし ゥ g  ド ニヤが 王と なった といつ ことを お 聞 

て 支配し よう！」 と 言って いた。 こう ヱ^ム きになりませんでした か。 わたしたち 
して i は I 券の ために， 轟 ¥ たちと， m j;：8 の圣 ダビデは そのこと を 少しも ご存じ 
自分の M を る 五十人の 者を 伴う 兵車 ない のです。 12 それゆえ， さあ， ど 

つく  （セ）  かれ ちち  十既 丄  しんけん  じょげん  いただ 

を 造らせた 〇  6 けれども， 彼の 父は， クサ11 17:1? うか， あなたに 真剣に 助言を させて 頂 
「どうして お！^ はこの ような ことを し コサ n3:23 きたい 。そして， あなた 自身の 魂と あ 

い  きも  いちど  ササ n  7:4  のが 

たの か」 と 言って， 彼の 気持ちを 一度 サ n7:17 な たの子 ソロモンの 魂を 逃れさせ なさ 

きず  (v)  シサ II 12:24  [夕）  い 

も 傷つけた ことがなかった。 それに， スサ Hi:3 い 0 13 行って， ダビデ 王のと ころに 

すがた ひじょう  よ  w  —  サ n 11:2,  『ャ 

入り， あなたは こつ 言つ よつ に。 『王 
なる 我が 主よ， あなたが この 奴隸 女に 
誓って， 「お前の 子 ソロモンが わたし 
に 次いで 王と なり， 彼が わたしの 王座 


彼は また， 姿が 非常に 良かった 0  [その セサ D  3:4 

はは  のち  う  ソ箴 20:18 

母は] アブ サ ロムの 後に 彼を 産んだ の ミ/ふ 
である 0  7 ときに，® は ツェル ヤの子 夕望 ， ム 

ヨ アブと 祭司 アビ ヤ タルと 交渉を 持つ  f 夕1 以38 
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に 座る であろう」 と言われません でし 
たか。 それでは， どうして アド ニヤが 
王と なった のでしょう か』。 14 ご覧 
なさい， あなたが なお そこで 王と 話し 
ている うちに， わたし も あなたの 後 か 
ら 入って 行って， 必ず あなたの 晉 葉を 

かくしょう  [ィ） 

確証し ま しょ う」。 

15 こう して， バ テ. シバは 奥の 部 
星の 王のと ころへ 行った。 王は 非常に 
年老いて， シュネ ム人 アビシ ャグが 王 
に 仕えて いた。 16 そこで バテ •シ 
パが 身を 低く かがめて 王に 平伏す る 
と， すぐ 王は， 「何 か [頼みたい] こと 
が あるの か」 と 言った。 17 そこで 彼 
女は 言った， 「我が 主よ， あなたが あ 
なた の裡 エホバに かけて この 奴隸女 
に， 『お前の 子 ソロモンが わたしに 次 
いで 王と なり， 彼が わたしの 王座に 座 
るであろう』 と 誓われました。 18 と 
ころが 今， ご覧く ださい， アド ニヤが 
王と なりました。 それな のに， 今， 王 
なる 我が 主は そのこと を 少しも ご存じ 
ない のです。 19 それで， 彼は 雄牛 や 
肥えた 家畜 や 羊を おびた だ しく 犠牲 
として ささげ， 王の すべての 子たち 
と， 祭司 アビ ヤ タルと， 軍の 長ヨ アブ 
を 招きました が， あなたの 僕 ソロ モ 
ンは 招きませんでした。  20 です か 
ら， 王なる 我が 主， あなたに 一 王な 
る 我が 主に 次いで だれが その 王座に 座 
る ことになる のかを 告げて 頂きたい 
と， 全 イスラエルの 目が， あなたに そ 
そがれて おります。  21 それに， 王 
なる 我が 主が その 父祖たち と共に 横た 
わられる とすぐ， この 私 も， 私の 子ソ 
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ウ創 43:30 
裁 15:1 
サ n  13：1〇 


しょ う」。 

22 すると， 見よ， 彼女が なお 王と 話 
している うちに， 預言者 ナ タンが 入っ 
て 来た。 23 すぐに 人々 は 王に 告げて， 
「ご覧く ださい， 預言者 ナ タンです！」 
と 言った。 その後， 彼は 王の 前に 入り， 
地に 顔を 伏せて 王に 平伏した。 24 そ 
れ から ナ タンは 言った， 「王なる 我が 
主よ， 『ア ド ニヤが わたしに 次いで 王 
となり， 彼が わたしの 王座に 座る であ 
ろう』 と， あなたが 言われました か。 
25 と 申します のは， 彼は 今日， 雄牛 
や 肥えた 家畜 や 羊を おびただしく 犠牲 
として ささげて， 王の すべての ご 子息 
たちと， 軍の 長たち と， 祭司 アビ ヤタ 
ルと を 招こうと， 下って 行った からで 
す。 そこで 彼らは [アド ニヤ] の 前で 食 
ベたり 飲んだり して， 『ア ド ニヤ 王が 

い  なが  （力）  い 

生き長らえます ように！』 と 言って お 
ります。 26 しかし， あなたの 僕で あ 
る わたしは， わたし や 祭司 ザ ドク やエ 
ホヤ ダの 子べ ナヤ， それに あなたの 僕 
ソロモンは 招きませんでした。  27 も 
し， この 事が 起こった のは， 王なる 我 
が 主から 出た ことで したら， あなたは， 
王なる 我が 主に 次いで だれが その 王座 
に 座る かを この 僕に 知らせて はく ださ 
いませんで した」。 

28 そこで ダビデ 王は 答えて 言った， 
「お前たち は， わたしの ために バテ •シ 
バを 呼びなさい」。 すると， 彼女は 王 
の 前に 入って 来て， 王の 前に 立った。 
29 次いで 王は 誓って 言った， 「わたし 
の 魂 をす ベての 苦難から 請け戻して 
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(7)  い  ；@  (7)  おうざ 

くださった エホバは 生きて おられる。 第 1 章 モンと 共に おられ， その 王座を， 我が 
30 わたしが イスラエルの# エホバに ァ 露が: 主， ダビデ 王の 王座よりも 大 いなる も 

まえ  ちか  詩 103:4  [ィ】 

かけて お前に 誓って， 『お前の 子 ソロ ィサ 120:21 のとされ ますよう に」。 

つ  かれ  ウモ I 1:13  さいし  [ゥ）  よ げん しゃ 

モンが わたしに 次いで 王と なり， 彼が 王 ii:i7  38 それから， 祭司 ザ ドクと 預言者 ナ 

か  おうざ  すわ  エ王 I 1:16  M  I 才 1 

わたしの 代わりに わたしの 王座に 座る ォネへ 2:3 タンと エ ホヤ ダの 子べ ナヤ， それに ケ 

い  とお  きょう  ダニ 2:4  じん [力）  W  くだ  ゆ 

であろう！』 と 言った 通り， 今日， わ 力 王 11:8  レ ト 人と ペレ ト 人と が 下って 行き， ソロ 

[ゥ）  キサ n  20:23  め  の [ク】  かれ 

たしは そのよう にしよう」。  31 そこ  ^  23  =  20 モンを ダビデ 王の 雌ら ばに 乗せ， 彼を 
で パテ •シバ は 地に 顔を 伏せて 身を 低 クサ n^6  ギ ホンへ 連れて行った 0  39 そこで， 祭 
く かがめ， 王に 平伏して 言った， 「我  司 ザ ドクは 天幕の 中から 油の 角を 取っ 

が 主， ダビデ 王が 定めの ない 時まで も  11 19:35 て， ソロモンに 油を そそいだ。 そして， 

い  なが  [才）  コサ n  5*8  かれ  つのぶえ  ふ  な  たみ  いっ 

生き長らえます ように！」  ftn  32:30 彼らが 角笛を 吹き 鳴らす と， 民は みな 4 

32 直ちに ダビデ 王は 言った， 「あ  16:13 斉 に， 「ソロモン 王が 生き長らえ ますよ 

がた  さいし  [力）  ^  9：3  [ス）  い  のち  たみ 

なた 方は， わたしの ために 祭司 ザ ドク シサ niWQ うに！」 と 言った 0  40 その後， 民は 
と 預言 4 ナ タン， それに エ ホヤ ダの 子  |；  みな 彼に 従って 上って 来て, 民は フルー 

ベ ナヤを 呼びなさい」。 それで， 彼ら 1%^  卜を 吹きながら， 大 いなる 喜びを 抱い 
は 王の 前に 入った。 33 次いで 王は 彼  ^28:6 て歓ん だので， 地は その物 音で 裂けた。 
らに 言った， 「あなた 方の 主の 僕たち 16:13  41 ときに， アド ニヤと， 彼 と共にい 
を 連れて行き， 我が 子 ソロモンを わた 第二 欄 た 招かれた 者たち は 皆， 食べ 終えた と 
しの ものである 雌ら ばに 乗せて， 彼を 巧;^5 き， これを 聞いた。 ヨ アブは 角笛の 音 
連れて ギ ホンに 下る ように。 34 そし 1：  9:223 を 聞く と， すぐに 言った， 「大騒ぎを 

さいし  よ げん しゃ  詩 72:8  ものおと 

て， 祭司 ザ ドクと 預言者 ナ タンは， そこ ゥ王 11:8  している 町の 物音は どういう ことなの 

かれ  あぶら  （サ）  エサ n  7:2  かれ  はな 

で 彼に 油を そそいで イスラエルの 王と ォ 代】 27:5  だ」。 42 彼が なお 話して いるう ちに， 

する ように。 あなた 方は 角笛を 吹き 鳴 13  tl  8°；84 何と， 祭司 アビ ヤ タルの 子 ヨナ タン 

い  なが  キサ n 15:18  き  い 

らし， 『ソロモン 王が 生き長らえます 代 が やって来た 。そこで アド ニヤは 言っ 

(ス）  い  ク王 I 1:33  ゆうかん 

ように！』 と 言いなさい。 35 それ か マタ 21:7 た， 「入りなさい。 あなたは 勇敢な 人 

がた かれ したが  のぼ  き  ケ ft D  3130  よ  し 

ら， あなた 方は 彼に 従って 上って 来な コサ116:〃  なので， 良い 知らせを もたらす だろう 

おうざ サ出 30:25  (卜） 

さい。 彼は 入って 来て， わたしの 王座 サ 116:13 から」。 43 ところが， ヨナ タンは アド 
に 座る の だ。 彼が わたしの 代わりに 王 , ；9if  ニヤに 答えて 言った， 「そうでは あり 

にんめ い  ス王 I 1.34  し ゅ 

となり， わたしは 彼を 任命して イスラ セ ません！ わたしたちの 主， ダビデ 王 
エルと ユダの 指導者と ならせる の だ」。 ソ ぶ が ソロモンを 王と しました。 44 それ 
36 エ ホヤ ダの 子べ ナヤは すぐに 王に 4i9I；5  で， 王は 彼と 共に 祭司 ザ ドクと 預言者 
答えて 言った， 「アーメン！  王なる チ I! ば 5 ナ タンと エ ホヤ ダの 子べ ナヤ， それに 
我が 主の# エホバ も， そのよう に 言わ テ: ぷぱ ケレト 人と ペレ ト人 とを 遣わし， 彼ら 
れ ますよう に。 37 エホバが 王なる 我 トサ ni8:27 は [ソロモン] を 王の 雌ら ばに 乗せ まし 
が 主と 共に おられました ように， ソロ  1：33 た。 45 それから， 祭司 ザ ドクと 預言 
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者ナ タンは ギホ ンで 彼に 油を そそいで 
王と しまし /L その後， 彼らは そこ か 
ら歓 びながら 上って 来たので， 町は 大 
騒ぎを している のです。 それが あなた 
方の 聞いた 物音だった のです。 46 し 
かも ，その上， ソロモンは 王権の 座に 座 
りました。  47 それに， もう ひとつの 
こと です が， 王の 僕たち が入っ て 来て， 
わたしたちの 主， ダビデ 王の 幸せを 祈 
り， 『あなたの® が ソロモンの 名を あ 
なた の 名よりも 輝かしい ものにし， そ 
の 王座を あなたの 王座より も大 いなる 
ものと されます ように！』 と 言い まし 
た。 すると 王は 寝床の 上で 身をかがめ 
ました。  48 それに また， 王は このよ 
うに 言われました。 『今日， わたしの 
王座に 座る 者を 与えて， わたしの 目に 
それを 見させて くださった， イス ラエ 
ルの# エホバが ほめたたえられ ますよ 
ぅ €  ! 』」 

49 そこで， アド ニヤ と共にいた 招か 
れた 者たち は 皆， おののいて 立ち上が 
り， 各々 去って 行き はじめた。 50 そ 
して， アド ニヤ も ソロモン のために 恐 
れ た。 それで 彼は 立ち上がり， 去って 
行って， 祭壇の 角を つかんだ。 51 そ 
のうちに， こういう 報告が ソロモンに 
もたらされた。 「ご覧なさい， アド ニ 
ヤも ソロモン 王を 恐れて います。 ご覧 

さいだん  つの 

なさい， 祭壇の 角を つかんで， 『ソロ モ 
ン王 がまず 最初に， この 僕を 剣で 殺さ 
ない と 私に 誓ってく ださる ように』 と 
言って います」。 52 それに 対して， ソ 
ロモン は 言った， 「も し 彼が 勇敢な 者 
となるなら， 彼の 髪の毛は ただの 一本 
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4 地に 落ちる ことは ない。 しかし， も 
し 悪い こと が 彼の うちに 見いだ される 
なら， 彼は やはり 死ななければ ならな 

(•5) 

い」 0  53 そこで， ソロモン 王は 人を や 

り， それらの 者は 彼を 祭壇から 降ろし 
た。 それから， 彼は 入って 来て， ソロ 
モン 王に 身をかがめた。 その後， ソロ 
モンは 彼に， 「自分の 家に 行きなさい」 

い 

<L 日つ t こ 0 

2 ときに， ダビデの 死ぬ 日が しだい 
に 近づいた。 それで 無は その子 ソ 
ロモンに 命じて 言った，  2 「わたしは 
地の すべて [の 者] の 道を 行 こ うとして 

(力）  つよ  （キ j 

いる。 あなたは 強く あって， 男らしく 

[ク） 

ありなさい。  3 そして， あなたは あな 
たの 裡 エホバの 道に 歩み， モー セの 律 
法に 書いて あると ころに したがって， 
[裡] の 法令と おきてと 司法 上の 定めと 
証と を 守る ことにより， [迚] に対する 
務めを 守らなければ ならな^。 あなた 
のす る あらゆる ことで， また あなたの 
向かう あらゆると ころで， 慎重に 行動 
する ためで ある。 4 それは， エホバが 
わたしに 関して， 『もし， あなたの 子ら 
がその 心を つくし， 魂を つく して， 真 

じつ  W  まえ  あゆ  嫌 

実を もって わたしの 前に 歩んで， その 
道に 気をつけるなら， あなたには， イ 
スラ エルの 王座から 断たれる 人は いな 
い』 と 言って 話した， ご 自分の 言葉を 
果たされる ためで ある。 

5 「それに， あなた もまた， ツェル ヤ 
の 子ヨア ブが イス ラエルの 二人の 軍の 

ちょう  （ツ 1  {テ） 

長， ネルの 子 アブ ネルと エ テルの 子ア 
(卜）  .•  u 

マサに した ことで， わたしに した こと 

をよ く 知っている。 そのと き， 彼は こ 
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の ふたりを 殺し， 平時に 戦いの 血を も 
たらし， その 腰の 周りに 締める 帯に， ま 
た その 足に 着ける サンダルの 中に 戦い 
の 血を 付けた の だ。 6 それで， あなた 
は 自分の 知恵に したが っ て 行動し なさ 
い。 彼の 白髪を 安らかに シ X オルに 下 
らせ ては ならない。 

7 「だが， ギレアデ 人 バル ジ ライの 子 

たい  あい  しんせつ  あら 

ら に 対 しては ，愛 ある 親切を 表わすべき 
である。 彼らは あなたの 食卓で 食べる 
者たち の 中に いなければ ならない。 わ 
た しが あなたの 兄弟 ア ブサ ロムの 前 か 
ら 逃げ去った とき， 彼らは そのよう に 
わた しに 近づいて くれたから である。 

8 「また， 見よ， バフ リム 出身の ベニ 
ヤ ミン 人ゲ ラの 子シ ムイが あなたと 共 
にいる が， わたしが マハナ イムに 行 こ 
うとして いた 日に， ひどい 呪いの こと 
ばを もっ てわた しの 上に 災いを 呼び 求 
めた のは 彼な の だ。 だが， ヨルダンで 
わたしを 迎えようと 下って 来たのは 彼 
だった ので， わたしは エホバに かけて 
彼に 誓い， 『わたしは お前を 剣で 殺す こ 
とはし ない』 と 言った。  9 それで 今， 
k を 処罰され ない ままに して おいては 
ならない。 あなたは 賢い 人で， 彼に す 
べき ことを よく 知っている からだ。 あ 
なた は 彼の 白髪を 血に 染めて シヱ オル 
に 下らせなければ ならない」。 

10 それから， ダビデは その 父祖た 
ちと 共に 横たわり， “ ダビデの 都市” 
に 葬られた。 11 ときに， ダビデが イ 
スラ エルを 治めた 期間は 四十 年で あっ 

it]  ㈡  （ヌ） 

た。 へ ブロンで 七 年 治め， エルサレム 
で 三十 三年 治めた。 


たくらみ  列 王 第一  2:6 — 19 

12 一方 ソロモンは， その 父 ダビデの 
王座に 座り， その 王権は しだいに 非常 
に 堅く 立てられた。 

13 そのうちに， ハギ トの 子 アド ニ 
ヤが ソロモンの 母バ テ. シバ のと ころ 
に 来た。 そこで 彼女は 言った， 「穏や 
かなこと で 来たので すか」。 すると 彼 
は， 「穏やかな ことです」 と 言った。 
14 そして 彼は さらに 言った， 「あな 
たに [お話ししたい] 事が あるので す」。 
それで 彼女は 言った， 「話して ご覧な 
さい」。 15 そこで 彼は 続けて 言った， 
「あなた ご 自身， 王権が わたしの ものに 
なろうと していた ことを よくご 存じで 
すし， 全 イスラエルは わたしが 王に な 
るよう， その 顔を わたしに 向けて おり 
ました。 ところが 王権は 転じて， わた 
しの 兄弟の ものと なりました。 それが 
彼の ものと なった のは エホバから 出た 
ことだった からです。 16 それで 今， 
あなたに お願いし たいこと が一つ ある 
のです。 わたしの 顔を 退けないで くだ 
さい」。 そこで 彼女は 言った， 「話して 
ご覧なさい」。 17 それで 彼は さらに 
言った， 「どうか， 王 ソロモンに （彼 
は あなたの 顔を 退ける ことは なさらな 
いでしょう から）， シュネ ム人 アビシ ャ 
グを 妻と して わた しに 下さ るよう にと 
言って ください」。 18 これに 対して バ 
テ. シバは 言った， 「結構です！ わ 

はな 

たしが あなたの ために 王に お話しし ま 


19 それで， バ テ. シバは アド ニヤ 

はな 

のために 話そうと ソロモン 王のと ころ 

い  ['ン 1 かのじょ  むか 

に 行った。 すぐに 王は 立って 彼女を 迎 
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アド ニヤに 対する 裁き。 ア ビヤ タルは 処罰され る 


え， これに 身をかがめた。 それから， 彼 
は 自分の 王座に 座り， 王の 母の ために 
座を 設けさせ， 彼女が その 右に 座れる 
ようにした。 20 それから 彼女は 言っ 
た， 「あなたに お願いしたい 小さな こと 
が一つ あります。 私の 顔を 退けないで 
ください」。 それで 王は 彼女に 言った， 

ははうえ 

「母上， それを 言って ください。 わたし 
は あなたの 顔を 退ける ことは しません 
から」。  21 それで 彼女は さらに 言っ 
た， 「シュネ ム人 アビシ ャ グが 妻と し 
て あなたの 兄弟 ア ド ニヤに 与えられ ま 
すよう に」。  22 そこで ソロモン 王は 
その 母に 答えて 言った， 「どう して ア 
ド ニヤの ために シュネ ム人 アビシ ャグ 
を 願い求めて おられる のです か。 彼の 
ために 王権を も 願い求めなさい。 （彼 
はわた しより も 年上の 兄弟です から。） 
彼のた めに も， 祭司 アビ ヤ タル や ツェ 

m  (キ） 

ルヤ の子ヨ アブの ために も」。 

23 そして， ソロモン 王は エホバに か 
けて 誓って 言った， 「もし， アド ニヤが 
このような 事を 話した こと が 彼 白 身の 
k に 不利な ことでなかった のなら，# 
がわた しに そのよう にな さり， 重ねて 
そのよう になさい ますよう に。 24 そ 
れに 今， わたしを 堅く 立て， わたしの 
^ ダビデの 王座に わた しを 座らせて お 

(サ） みず か  はな  とお  トン） 

られ， 自ら 話された 通りに わたしの た 
めに 家を 造っ てくだ さっ た エホバは 生 
きて おられます。 今日， アド ニヤは 殺 
される ことになります」。 25 直ちに ソ 
ロモ ン 王は エホ ヤ ダの 子べ ナヤに よっ 
て 伝えた。 それから 彼は [アド ニヤ] に 
襲い かかった ので， 彼は 死んだ。 


26 また， 祭司 アビ ヤ タルに 王は こう 

い  の  鳥  い 

言った。 「あなたの 野， アナ ト テに 行 
きなさい！ あなたは 死に 値する から 
だ。 しかし， 今日， わたしは あなたを 
殺す ことは しない。 あなたは わたしの 
父 ダ ビデの 前で 主権者なる 主 エホバの 
箱を 担いだ し， わたしの 父が 苦しみに 
遭って いた 間中 ずっと あなた も 苦しみ 
に 遭って いたから だ」。  27 こうして 
ソロモンは ア ビヤ タルを エホバの 祭司 
として 仕える [立場] から 追い出し， シ 
口で エリ の 家に 対 して エホバが 話され 
た 言葉を 成就す る ことに なった。 

28 ときに， その 報告が ヨ アブのと こ 
ろにまで 届いた。 ーヨ アブは， アブ サ 
ロムに 従おうと はしなかった ものの， ア 
ド ニヤには 従おうと したので ある。一 
それで ヨ アブは エホバの 天幕に 逃げて 
行き ，祭壇の 角に しがみ付 くよう にな っ 
た。  29 それから， ソロモン 王は こう 
告げられた。 「ヨア ブは エホ パの 天幕 
に 逃げました。 今， 彼は 祭壇の 傍らに 
います」。 そこで， ソロモンは エホ ヤダ 
の 子べ ナヤを 遣わ して 言った， 「行っ 
て， 彼に 襲い かかれ！」 30 それゆえ， 
ベ ナヤは エホバの 天幕に 行って， 彼に 
言った， 「王は このように 言われた。 
『出て 来なさい！』」 ところが 彼は 言っ 
た， 「いや だ！ ここで わたしは 死ぬ 
の だ」。 そこで， ベ ナヤは 王に 伝言を 持 
ち帰っ て 言った， 「ヨ アブは このよう 
に 話し， わたしに このように 答え まし 
た」。 31 それで 王は 彼に 言った， 「彼 
が 話した 通りに し, 彼に 襲い かかれ。 あ 
なた は 彼を 葬り， ヨ アブが 流した 不当 


11 代 エ王創 ササ 代サ 
ウ X 才  力 


“1221  3  2  0  5  4  8 
8  31  2  :  7  4  :  :  5  2  1  2  5 
23  2  1  1  312  1  2  1  32 

ヨ ササ 王 サ王王 代代 王 王 出サ王 


33 1 

章  317  :  5 2:8 :  2  5 
2  n?  33 
第 創 創出 詩 マ ササ 代代 


17 7 13 9 10 23 5:1 
:13 1 3:1 19: 10: 22: 29: 1:8 5 


，—  &16 ソ.  ザ：.  r  ' '  8  い 

ササ 詩 詩 申 ル ササ 王 代代 代 ィサ サ代詩 サ王伝 サ王代 王 


2  1112 
2  7  12  2  1 ? 


第 2 章 


563  ヨ アブと シ ムイは 討ち 倒される 

に 流された 血を， わたしと， わたしの 
父の 家から 取り除く ように。 32 そし 
て， エホバは 必ず 彼の 血を 彼 自身の 頭 
に 返される であろう。 彼は， 自分より 
も義 にか なった 善良な 二人の 人に 襲い 
かかり， わたしの 父 ダビデ も 知らない 
うち {と， 剣で 彼らを， すなわち イスラ 
エルの 軍の 長 ネルの 子 アブ ネルと， ユ 
ダの 軍の 長エ テルの 子ア マサを 殺した 
からだ。 33 それで， 彼らの 血は 必ず 
定めの ない 時まで もヨ アブの 頭と その 
子孫の 頭に 返って 来る。 しかし， ダビ 
デと その子 孫， および その 家と その 王 
座の ためには， エホバから 定めの ない 
時まで も 平安が あるであろう」。 34 そ 
れ から， エ ホヤ ダの 子べ ナヤは 上って 
行き， 彼に 襲い かかって， これを 殺し 
た。 こう して 彼は 竞野 にある 自分の 家 
に 葬られた。 35 そこです ぐ 王は エホ 
ヤ ダの 子べ ナヤを 彼の 代わりに 軍隊の 
上に 立てた。 また 祭司 ザ ドクを， 王は 
ア ビヤ タ ルの 代わり に 立てた。 

36 最後に， 王は 人を やって シ ムイを 
呼び， 彼に 言った， 「エルサレムに 自 

で 家を 建てなさい。 あなたは そこに 
住み， そこから ここ かしこと 出て 行っ 
ては ならない。 37 そして， あなたが 
出て 行く 日に， あなたが 実際 キデ ロン 
の 奔流の 谷を 渡る ときには， あなたは 
自 分が 必ず 死ぬ ことを はっきり 知って 
おくべき である。 あなたに 対する 血の 
罪は， あなた 自身の 頭に 帰す るで あろ 

[卜）  い 

う」。 38 そこで シ ムイは 王に 言った， 

「お 言葉は 結構です。 王なる 我が 主が 
話された 通り， この 僕は そのよう に 致 
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しましょう」。 それで シ ムイは 長い間 
ずっ と エル サ レムに 住んで いた。 

39 ところが， 三年の 終わり ごろ， シム 
イの 二人の 奴隸 が， ガトの 王マア カの 
子ア キシュの ところ に 逃げ去 っ て行っ 
たので ある。 人々 はシ ムイに 告げに 来 
て 言った， 「ご覧なさい， あなたの 奴 
隸 たちは ガトに います」。 40 直ちに 
シ ムイ は 立ち上がり， ろ ばに 鞍を 置き， 
その 奴隸 たちを 捜しに ガトの ア キシュ 
のと ころへ 行った。 その後， シ ムイは 
行って， その 奴隸 たちを ガトから 連れ 
て 来た。 41 それから ソロモン はこう 
告げられた。 「シ ムイは エルサレム か 
ら 出て ガトへ 行って 戻って 来 ま した」。 
42 そこで 王は 人を やり， シ ムイを 呼ん 
で， こう 言った。 「わたしは エホバに 
かけて あなたに 誓いを 立てさせ， 『あ 
なた が 外に 出て 行く 日に， あなたが 実 
際 あちこちへ 行く ときには， あなたは 
自 分が 必ず 死ぬ ことを はっきり 知って 
おくべき だ』 と 言って， あなたに 警告 
したでは ないか。 それで あなたは わた 
しに， 『わたしが 聞いた 言葉は 結構で 
す』 と 言った ではない か。 43 ではな 
ぜ， エホバへの 誓いと， わたしが あな 
たに 厳粛に 課した おきてを 守らな かっ 
たの か」。 44 そして 王は さらに シ ムイ 
に 言った， 「あなた も， わたしの 父 ダビ 
デに 加えた， あなたの 心の よく 知って 
いる， すべての 危害を 承知して いるは 
ず だ。 エホバは 必ず， あなたに よって 
[加え られ た] 危害を あなた 自身の 頭に 
返される であろう。  45 しかし， ソロ 
モン 王は 祝福され， ダビデの 王座 も 永 
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久に エホバの 前に 堅く 立てられる であ 
ろう」。 46 そこで 王は エホ ヤ ダの 子べ 
ナヤに 命じた。 彼は 出て 行って， [シム 
イ] に 襲い かかった ので， 彼は 死んだ。 

こうして， 王国は ソロモンの 手に 堅 
く 立て られ た。 

3 それから ソロモンは エジプトの 王 
ファラオと 姻戚 関係を 結んで， ファ 
ラオの 娘を めと り， 彼女を “ ダビデの 
都市” に 連れて来て， 自分の 家と エホ 

(ク）  しゅうい じょう 

バの 家， および エルサレムの 周囲の 城 
壁を 建て 終わる まで [そこ にお ら せた]。 
2 民は ただ， 高き 所で 犠牲を ささげて 
いた。 そのころ まで， エホバの み 名の 
ために 家が 建てられて いなかった から 
である。  3 そして， ソロモンは その 父 
ダ ビデの 法% r に したがっ て 歩む ことに 
より， エホバを 愛し 続けた。 ただ， 彼 
は 高き 所でい つも 犠牲を ささげ， 捧げ 
物を ささ げて 煙を 立ち上らせ ていた。 

4 それゆえ， 王は ギベオンへ 行って， 
そこで 犠牲を ささげる ことにした。 そ 
こは 大 いなる 高き 所 だ っ たからで ある。 

さいだん  とう しょう 

ソロ モ ンは その 祭壇の 上に 一千 頭の 焼 
燔の 犠牲を ささげ はじめた。 5 ギべ才 

よる  ゆめ  M 

ンで エホバは 夜， 夢の 中で ソロモンに 
現われた。 そして 独は 言われた， 「あ 
なた に 何を 与えるべき か， 願い求めな 

[卜）  い 

さい」 0  6 そこで ソロモンは 言った， 

「あなたは， あなたの 僕， わたしの 父 
ダビデに 対して， 彼が 真実と 義と 心の 
廉直 さとを もって あなた と共にみ 前に 
歩んだ ことに 応じて， 大 いなる 愛 ある 
親切を 表わして くださいました。 あな 
たは この 太いな る 愛 ある 親切を 彼に 対 


ネへ 13:27 
カサ n  5:7 


して 守り 続けられ たので， 今日の よう 
に， その 王座に 座る 子を 彼に お与えに 
なられた ので 士。 7 そして 今や， 我が 
裡 エホバよ， あなたは， わたしの 父 ダ 
ビデの 代わりに この 僕を 王と され まし 
た。 です が， 私は 小さな 少年に すぎ ま 
せん。 私は 出入りす るすべ を 知り ませ 
ん。 8 それに， この 僕は あなたの お 選 
びに なった あなたの 民， あまりに も 多 
く て 数える こと も 数を 調べる こ ともで 
きない， おびただしい 民の ただ 中に お 
ります。 9 ですから， あなたの 民を 裁 
き， 善悪を わきまえる ために， 従順な 
心を ぜひ この 僕に お与えく ださい。 だ 
れ が， あなたの この 難しい 民を 裁く こ 
とがで きる でしょ うか」。 

10 そして， この 事は エホバの 目に 喜 
ばれた。 ソロモンが この 事を 願い求め 
たからで ある。 11 次いで 裡は 彼に 言 
われた， 「あなたは こ の 事を 願い求め 
て， 自分の ために 長寿を 願い求めず， 
自分の ために 富を 願い求めず， あなた 
の 敵の 魂を も 願い求めず， 自分の ため 
に 訴訟事件を 審理す る 理解力を 願い 求 
めた ので， 12 見よ， わたしは 必ず あ 
なた の 言葉の 通りに 行なおう。 見よ， 
わた しは 必ず あなたに 賢くて 理解の あ 
る 心を 与えよう。 それで， あなたの よ 
うな 者は あなたの 先には なく， あなた 
の 後に も あなたの よう な 者が 起 こる こ 
とはないで あろう。 13 そして また， 
あなたが 願い求めなかった もの， すな 
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わち 誓1 と栄 M を も あなたに 与える。 そ 第3 章 の 子は 死んで おりました。 それで， 朝， 
れ で， あなた 0 里 霞 牟： 王たち の 中に ァ糧 义〗1 私は その子を よく 調べて みます と， ど 
あなたの ような 者は いないであろう。 伝7‘1  うでしょう， その子は 私の 産んだ 子で 
14 それに， もし あなたが， あなたの 父 ィ^^ i はありませんでした」。 22 ところが， 
ダビデが I んだ 1ぷ， わたしの Ail  i73:2° もう 上と 人の 女は 言った， 「いいえ， 生 
おきてを 等って， わたしの 輦に 歩むな ^  S 1°123 きている のが わたしの 子で， 死んで い 

るのは あなたの 子です！」 その 間ず っ 
と， この 女は， 「いいえ， 死んだ のが あ 
な たの子で， 生きて いるの がわた しの 
子です」 と 言って いた。 こうして， ふ 
たり は 王の 前で 話 し 続けた。 

23 ついに 王は 言った， 「ひとりは， 
『生きて いるの が， これが わたしの 子で， 
死んで いるのは あなたの 子です！』 と 
言い， またもう ひとりは， 『いや， 死 
が 王のと ころに 来て， その 前に 立った。 代121:29 ん だのが あなたの 子で， 生きて いるの 
17 すると， の 女は こう 言った。 コ主 II:33 がわた しの 子です！』 と言う」。 24 そ 
「i れ 入ります が， 我が 主よ， 私と こ サ創 31:54 して 王は さらに 言った， 「あなた 方は 
の 女は 一つの 家に 圣んで おります。 そ ダニ5:1 剣を 取って来なさい」。 それで 彼らは 剣 
のた め， 私は 家で 彼女の すぐそばで 出 シ 創38: is を 王の 前に 持って来た 〇  25 それから 
1 しました。 18 ところが， 私が 出産  1'ンニ17 王は 言った， 「あなた 方は 生きて いる 
してから 三 __ に， この 女 もまた 出産  子供を 二つに 断ち切り， 半分を 一人の 

スサ I  8:20  あた 

したので ございます。 そして， 私たち  女に， 半分を もう 一人 [の 女] に 与えな 

は 二 M におり ました。 家には よその 者 ぺ テ12:17 さい」。  26 その子が 生きて いる ほう 
はだれ も 一緒に おりませんで したし， ソサ II:23 の 女は 1 ■ぐに 王に こう 言った 0  (内奥 

私たち 二人の ほかは だれも 家に いませ - の 感情が その子に 対して かき 立てられ 

ん でした。 19 その 备， この 女の ほう 第二 欄 たので, 彼妄は 言った ので ある 〇)  「恐 
の 子が 綾のう ちに 赤に ました。 ？錄 が7 蔵 2°:8 れ义 ります ふ 备が M よ， 馨 さん， そ 
その子の 上に i たからです 0  20 それ ィ康 2°:26 の 生きて いる 子供を あの 女に 上げて く 

で 織は 綿に 悬 きて， この 毅薩妥 が '^3；9:15 ださい 。 装して その子を 鏡さなぃで く 
i っ ている% H の嘗ら から 私の 子 ^ ださい」 0 その 簡 ずっと， もう ひとりの 
を 取って， その子を 自分の 懐に 寝かせ， I テサ 12:7 女は こう 言って いた。 「その子は， わ 
自分の 死んだ 子を 私の 懐に 寝かせた の ォサ 11:26 たしの ものに も， あなたの ものに もな 
です。 21 1 ，ゎ iib 备が 子に I ちしを 嵌ま 王13:17 りません。 皆さん， 断ち切って くださ 
せようと して 起きて みると， 何と， そ 力？^！1 sl い！」 27 そこで 王は 答えて 言った， 


ら， わたしもまた， あなたの 日を 長く  X 王 115:5 

(»)  代 n  7：17 

しよう」 0 

15 ソロモンが 目を覚ま すと， 何と， 22:12 
それは 蒙でぁった。 そこで， 綾は ェル ヵは;:5 

ゆ  けいやく  はこ [ク 1 まえ  詩 91:16 

サ レムに 行き， エホバの 獒 約の 箱の 前  ^  3:16 
に 立ち， 焼燔の 犠牲を ささげ， 共 与の キ創 化7 

ささ  もの W そな  しもべ  (=>]  エレ 3丄：26 

捧げ物を 供え， そのす ベての 僕たちの 

うたげ  は  （サ）  クサ n  6:17 

ために 宴を 張った 0  代 1他1 

ばいしゅんふ [シ）  ふたり 

16 そのころ， 売春婦で ある 二人の 女 ヶ レビ 7:11 
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「あなた 方は， 生きて いる 子供を [その] 
女に 与えなさい。 あなた 方は 決して そ 
の 子を 殺して はならない。 彼女が その 
母親な の だ」。 

28 そして 全 イスラエルは， 王が 言い 
渡した 司法 上の 裁きを 聞いた。 彼らは 
王の ゆえに 恐れた。 裡の 知恵が 彼の 内 
にあ っ て 司法 上の 裁きを 行な うのを 見 
たからで ある。 

A こうして， ソロモン 王は 引き続き 
* 全 イスラエルの 王であった。 2 そ 
して， これらは 彼が 持って いた 君たち 
である。 すなわち， ザ ドクの 子 アザリ 
ヤは 祭司。  3 シシャ の 子ら， エリ ホ 
レフと アヒヤ は 書記官。 アヒ ルドの 子 
エホ シャフ ァ トは 記録 官。 4 エ ホヤ 
ダの 子べ ナヤは 軍を つかさ どる 者で あ 
り， ザ ドクと ア ビヤ タルは 祭司で あっ 
た。  5 ナ タンの 子アザ リヤは 代官たち 
を つかさどる 者で あり， ナ タンの 子 ザ 
ブ ドは 祭司で， 王の 友であった。 6 ア 
ヒ シャルは 家の 者たち をつ かさ どる 者 
で， アブ ダの 子 アド ニ ラムは 強制労働 
に 徴用され た 者たち を つかさどる 者で 
あった 0 

7 そして， ソロモンは 全 イスラエル 
の 上に 十二 人の 代官を 持って おり， 彼 
らは 王と その 家の 者たち に 食物を 供 
給した。 年に 一か月 食物を 供給す るの 

おのおの  つと  （夕） 

が 各々 の 務めであった。 8 そして， こ 
れら がその 名であった。 すなわち， エ 

さん ち [チ 1 

フ ライムの 山地には フルの 子。  9 マ 
カツと， シャ アル ピム， ベ ト • シェ メ 
シュ とエ ロン .ベ ト. ハナンには デケ 
ルの 子。 10 アル ボト にはへ セ ドの 子。 


第 3 章 


詩 72:5 
箴 24:21 
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代 n  9:30 
伝 1:12 
才出 18:21 
力 代 I  6:8 
代 I  27:17 
ェゼ 44:15 
仁サ n  8:17 
代 I  27:32 


EI  2:35 
サ王 I  2:26 
シサ n 12:1 


EI  12:18 
EI  9:15 
夕代 I  27:1 
チ ヨシ 17:18 
ヨシ 19:42 


プ王 I 19:16 
r  3 シ 21:34 
コ 申 4:43 

ヨシ 20:8 

王 I  22:3 
王 n  9:1 
サ民 32:1 
/  22:9 
シ民 32:41 
申 3:14 
ス民 21:33 
ヨシ 13:11 
詩 22:12 
申 3:4 
ノ創 32:2 
2:8 
17:24 
' 19:32 
18:18 
， 19:24 


(彼には ソ コ とへ フヱ ルの 全地が 任せら 
れ ていた。 ） 11 ドルの 全山 棱 には ア 
ピナ ダブの 子。 （ソロモンの 娘タ ファ 
卜が 彼の 妻と なった。） 12 タアナク， 
メギド， それに エズレ ルの 下方の ツァ 
レ タンの 傍らに あるべ 卜， シェ アンの 
全土， ベ ト • シヱ アンから アベル •メ 
ホラ， ヨクメ アムの 地方まで [の 地] に 
はア ヒル ドの 子バ アナ。 13 ラ モト • 
ギ レア デには ゲべ ルの 子。 （彼には ギ 
レア デに ある， マナ セの 子 ヤイ ルの 天 
幕の 村々 が 任せられ ていた。 また， バ 
シャンに ある アル ゴブの 地方， 城壁と 
銅の かんぬ き を 備えた 六十の 大きな 都 
市が 任せられて いた。） 14 マハナ イム 
には イ ドの 子ア ヒナ ダブ。 15 ナフタ 
リ には アヒマ アツ。 （彼 もまた， ソロ モ 
ンの 娘バセ マトを 妻と してめ とった。） 
16 ア シェルと ベア ロトには フシ ャイ 
の子バ アナ。 17 イッ サカ ルには パル 
ア ハの 子 エホ シャフ ァ ト。 18 ベニヤ 
ミ ン には エラの 子シ ムイ。 19 ギ レア 
デの 地， すなわち ア モリ 人の 王シ ホン 
と パシャ ンの王 オグの 地には ウリの 子 
ゲ ベル。 この 地に いた [ほかの すべて 
の 代官の 上には] 一人の 代官が いた。 

20 ユダと イスラエルは， おびた だ 
しさ の 点で 海辺に ある 砂粒の ように 多 
くて， 食べたり 飲んだり して， 歓んで 
いた。 

21 ソロモンは， Hi から フィ リス ティ 
ア 人の 地， さらには エジプトの 境界に 
至る すべての 王国の 支配者と なった。 

ヌ民 21:21; ネ申 2:26;  ノ申 1:4; ハ 申 3:4; ヒ創 22:17; 
箴 14:28; フ伝 2:24; 伝 9:7; へ 創 15:18; 出 23:31: 申 11: 
24; サ n  8:3; 代 I  19:16; 詩 72:8。 
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彼らは ソロモンの 一生の 間， 贈り物を 

も  き  つか  (7) 

持って来て， 彼に 仕える のであった。 
22 ところで， ソロモンの 日 ごとの 食 

もつ  じょうとう むぎこ  W 

物は いつも 上等の 麦粉 三十 コル， 麦粉 
六十 コル， 23 肥えた 牛 十 頭， 放牧した 
牛 二十 頭， 羊 百 頭 ，その ほ か 幾 頭 かの 雄 
鹿， ガゼ ル， 雄の ろじ かと， 肥育され 
た かっこうであった。 24 これは 彼が 
111 のこ ちら 側， ティ フサ ハから ガザ ま 
でのす ベての もの， すなわち 姐 のこち 
ら側 のす ベての 王たち を 従えて いたか 
ら である。 彼のす ベての 地方では， 周 
りの 至る 所で 平安が 彼の ものと なった 
ので ある。  25 そして， ユダと イスラ 
エルは ソロモンの 時代 中 ずっと， ダン 
からべ エル. シ エバに 至る まで， 皆 お 
の おの 自分の ぶどうの 木の 下 や， いち 
じくの 木の 下で 安らかに 住んで いた。 

へいしゃ [ス）  うま [セ） 

26 また， ソロモンは 兵車の ための 馬 
の 畜舎 四 万， 騎手 一万 二 千 人を 持つ に 

いた 

至った。 

27 そして， それら 代官たち は， 各々 
自分の 月に， ソロモン 王， および ソロ 

しょくたく  ちか  もの しょく 

モ ン 王の 食卓に 近づく すべての 者に 食 
物を 供給した。 何一つ 足りない ままに 
しては おかなかった。 28 また， 各自 
自分の 任務に したがって， 場所が どこ 

うま  いちれん  m  おおむぎ 

であれ， 馬 や， 一連の 馬の ための 大麦 
とわら を持っ て 行った。 

29 そして，# は ソロモンに 引き続き 
非常に 豊かな 知恵と 理解力と， 海岸に 
あ る 砂浜の ような 心の 広さ を お与えに 
なった。 30 それで， ソロモンの 知恵 
はすべ ての 東洋人の 知恵と , エジプト 
のす ベての 知恵と に勝っ て 膨大で あっ 
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ア詩 72:10 


力 創 10:19 
キ申 28:13 
ク王 I  5:4 
代 I  22:9 
詩 72:7 
ヶ王 n  8:19 
コ裁 20:1 
サ  II  17:11 
サ n  24:15 
サミ カ 4:4 
ゼカ 3:10 
シ イザ 60:18 
ス代 n 1:14 
セ 申 17:16 
サ n  8:4 
王 I  10:25 
代 n  1:17 
ソ王 I  4:7 
タコ I 14:40 
チェス 8:14 
ミカ 1：13 
ツ王 I 10:23 
代 n  i：io 

箴 2:6 
テ箴 4:7 
卜 創 41:49 
ナ詩 119:32 
二 創 25:6 
ヨブ 1:3 

マタ 2:1 

ヌ イザ 19:11 
使徒 7:22 


第二 欄 

アル カ 11：31 
コロ  2:3 
ィ代 I  2:8 
詩 89: 表題 
ウ詩 88: 表題 
ェ代 I  2:6 
才王 I 10:1 
王  I  10:7 
力箴 1:1 
伝 12:9 
キ歌 1:1 
ク王 n 19:23 
詩 92:12 
ヶ出 12:22 
民 19:18 
詩 51:7 
へブ 9:19 
コ創 1：24 
箴 30:30 
サ創 1:20 
ヨブ 12:7 
箴 7:23 
葳 30:19 
シ創 1:25 
箴 6:6 
箴 30:25 
ス創 1:21 
セ 代 n  9:1 
代 n  9:23 
ソ箴 13:20 


(7)  かれ 

た。 31 また， 彼は ほかの だれよりも， 

じん  [イ 1 

すなわち エズラ ハ 人エ タン や， マホ ル 

(ゥ）  (I) 

の 子へ マン， カルコ ル， ダル ダよりも 

かしこ  めいせい  しゅうい  くにぐに 

賢く， その 名声は 周囲の すべての 国々 

たみ  およ  {ォ} 

の 民に 及ぶ ようになった。 32 それに， 
彼は 三千の 箴言を 語る ことができ， そ 

うた [キ）  しゅ 

の 歌は 一千 五 首 も あった。 33 また， 

かれ  すぎ [ク 1  じょうへき  は 

彼は レバノン にある 杉から， 城壁に 生 

W  いた  かた 

える ヒソプ に 至る まで 木に ついて 語る 

けもの [コ）  と  い  もの (サ) 

のであった。 さらに 獣 や， 飛ぶ 生き物 

うご  [シ）  さかな (ス1 

や， 動く もの や， 魚に ついても 語る の 
であった。 34 それで， ソロモンの 知 
恵を 聞く ため， あらゆる 民のう ちから， 
その 知恵に ついて 聞いた 地の すべての 
王たち のうちから さえ， 人々 は 来る の 

(V) 

であった。 

w  m 

5 ときに， テイ ルスの 王ヒ ラムは そ 

しもべ  （ッ）  つか 

の 僕たちを ソロモンの もとに 遣わ 
した。 それは 人々 が 彼に 油を そそい 

ちち  か 

で， その 父の 代わりに 王と した ことを 

き  つね 

聞いた からであった。 ヒ ラムは 常に ダ 

あい  もの  {テ）  か 

ビデを 愛する 者だった ので ある。 2 代 
わって ソロモンは ヒ ラムの もと に 人を 
やって 言った， 3 「あなたが よくご 存 
じの ように， わたしの 父 ダビデは， 人々 
が 彼を 取り囲んで しかけた 戦いの ゆえ 

うら  した 

に， エホバが 人々 を 彼の 足の裏の 下に 
置く までは， その# エホバの み 名のた 

いえ  た 

めに 家を 建てる こ とはで きません でし 
た。  4 ところが 今， わたしの 裡 エホバ 

まわ  いた  ところ 

は 周りの 至る所で わたしを 休ませて く 

[二） はんこう  もの 

ださいました。 反抗す る 者は おり ませ 

わる  なに  お  [ヌ 1 

んし ，悪い ことは 何も 起きて いません。 

第 5 章 タエ ゼ 26:15; エゼ 27:3; チ 代 n  2:3; 代 n  2:12; 
ツ王 I  9:27; テサ n  5:11; 代 I  14:1; 卜 代 n  2:3; ナサ n  7:5; 
代 I  22:8; 代 n  6:8; 二王 I  4:24; イザ 9:7; 使徒 9:31; ヌ箴 
16:7。 
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5 そこで 今， わたしは わたしの 裡 エホ 第5 章 
バ のみ 名のた めに 家を 建てようと 思っ ^ 
ています。 エホバが わたしの 父 ダビデ  ^  22；!5 
に 約束して， 『わたしが あなたの 代わ ゼ ヵ6: 12 
り にあな たの 王座に 就かせる あなたの  II  6：20 

代 n  2:8 

子が， わたしの 名のた めに 家を 建てる  ^ 104:16 

い  とお  M  エ ヨシ 19:28 

であろう』 と言われた 通りです。 6 そ  ^ 3:7 
れで 今， わたしの ために レバノンから 力 代 n2:u 
杉を 切り出す よう 命じて ください 0 わ  |1〇：1 
たしの 僕たち も， あなたの 僕たちと 共  J  ^ 

にいる ことにな り， すべて あなたの 言 ク 
われる ところに したがって， あなたの ヶ 3冗5 

ちんぎん  はら  代 n  3.5 

僕たちの 賃金を わたしは あなたに 払い =, ^  3:25 
ましょう。 あなた もよ くご 存じの よう サ 代112:16 
に， わたしたちの 中には シドン 人の よ 第二 欄 
うに 木の 切り方を 知っている 者は 一人 
もい ないから です」。  ,^；2° 

7 こうして， ヒ ラムは ソロモンの 言 ゥ 
葉を 聞く と， 大いに 歓 ぶように なり， ェ 
さらにこう 言った ので ある。 「この お 才 
びた だしい 民を つかさどる 賢い 子を  m2 
ダビデに お与えに なった のです から， 力 王 14:6 
今日， エホバが ほめたたえられ ますよ  II  9:21 

[ク）  キ伝 4:6 

うに！」 8 それゆえ， ヒ ラムは ソロ モ クサ no:24 

い  王 I  4:6 

ンの もとに 人を やって 言った， 「わた ヶョシ 16:10 
しは あなたが 申し送られた ことを 聞き  1/'^ 
ました。 わたしは， 杉の 材木と ねずの 
材木の 件では， すべて あなたの 喜ばれ サ 代112:18 
る ことを 致しましょう。  9 わたしの 僕 ス代 mis 
たちは， それを レバノンから 海へ 運び ソ代 n2:18 
下ろします。 一方 わたしは， それを 丸 
太の いかだに 組んで， 海路， あなたが ッブ ：16 
通知して くださる 場所まで [送り]， そ iTu 
こで， 必ず それを 解かせましょう。 他 s2 
方 あなたは， それを 運ぶ のです。 あな Sx^27；9 


たは， わたしの 家の 者たち のために 食 
物を 与えて， わたしの 喜ぶ ことを 荇な 
う ことになります」。 

10 こうして ヒ ラムは ソロモン にす 
ベて その 喜ぶ と ころに したが っ て 杉の 
材木と ねずの 材木を 与え る 者と なった。 
11 また， ソロモンの ほうは， ヒ ラム 
に その 家の 者たち のた めの 食糧と して 

こ むぎ  （ィ）  と  [ゥ） 

小麦 二 万 コル， およ びつ ぶ して 採った 

あぶら  あた 

油 二十 コルを 与えた。 このように ソロ 
モンは 年々 ヒ ラムに 与えた。 12 それ 
に， エホバは， 約束な さった 通り， ソ 

ちえ  あた  [才） 

ロモンに 知恵を お与えに なった。 それ 
でヒ ラムと ソロモンとの 間に は 平和が 
保たれ， 彼ら 二 又は 契約を 結んだ。 

13 そして， ソロモン 王は 強制労働に 

ちょうよう  もの  ぜんど 

徴用され た 者たち を イスラエルの 全土 
から 上らせ 続けた。 強制労働に 徴用 さ 
れた 者たち は 三 万人と なった。 14 そ 
して， 彼は それらの 者を 一か月に 一 
万人ず つ 交代で レバ ノ ンに 送る ので 
あった。 すなわち，^ ■譬か 月は レバノン 

いえ  W  .雜 

に， 二 か 月は 家に いた。 アド ニ ラムは 
強制労働 に 徴用され た 者たち をつ か 

[3] 

さどる 者であった 0 15 また， ソロ モ 
ン には 荷物 運搬人が 七 万人， 山で [石 
を] 切る 者が 八 万人， 16 そのほか， 
工事を つかさどった， ソロモンの 君た 
ちの 代官， すなわち 工事に 従事す る 民 
の 現場監督が 三千 三百 人い/ L 17 そ 
れ ゆえ 王は， 切られた 石で 家の 土台を 
据える ため， 大きな 石， 高価な 石を 切 
り 出す ように 命じた。 18 こうして 
ソロモンの 建築 者と， ヒ ラムの 建築 

じん  [卜】  いし  き  おこ 

者と， ゲバ ル 人たち は [石] 切りを 行な 


第二 欄 


第 6 章 


神殿の 寸法。 神殿の 工事 開始。 一番 奥の 部屋 
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い， 家を 建てる ために 材木と 石と を 準 
備 した。 

そして， イスラエルの 子ら がエジ 
® ブトの 地を 出てから 四百 八十 年 目， 
ソロモンが イスラエルの 王と なって か 
ら四年 目の ジウの 月， すなわち 第二の 
月に， 彼は エホバの ために 家を 建ては 
じめ たので ある。  2 そして， ソロ モ 
ン王が エホバの ために 建てた 家は 長さ 
六十 キュビ ト， 幅 二十 [キ ュビ ト], 高 
さ 三十 キュ ビ トであった。 3 そして， 
家の 神殿の 前の 玄関は， 家の 幅の 前で， 
長さ 二十 キュビ トであった。 それは 家 
の 前で， 奥行きが 十 キュビ トであった。 
4 次いで， 彼は その 家の ために， 狭 

わく  ま ど [コ） つく 

まる 枠の ある 窓を 作った。  5 さらに， 
彼は 家の 壁に 付けて 周囲に， すなわち 
家の 壁に [付けて] 神殿と 一番 奥の 部屋 
の 周囲に 脇屋を 建て， こうして 周囲に 
間を 造った。 6 —番 下の 脇 間は 幅 f 
キュビ ト， 中の 間は 幅 六 キュビ ト， 第 
三の 間は 幅 七 キュビ トであった。 それ 
は， 家の外 側の 周囲に 彼が 取り付けた 
段が あって， 家の 壁に 差し込まな いよ 

[セ） 

うにした からであった。 

7 その 家は， 建てられる とき， 既に 
仕上げら れた 石切り 場の 石で 建てられ 
たので ある。 つち や 斧， その他の 鉄の 
道具 [の 音] は， 家が 建て られ ると き， そ 
の 中では 聞かれなかった。 8 —番 下 
の 脇 間の 入口は 家の 右側に あり， らせ 
ん 階段に よって 中の [間] に， 中の [間] 
から 集 三の [間] に 上った。 9 さらに， 
彼は 家を 完成す るた め， その 建築を 続 
け， 家の 中を 杉材の 梁と 列で 覆った。 


10 その上， 家 全体に 付け^:， 脇 間を そ 
れぞれ 高さ 五 キュビ トに 建てた。 それ 
らは 杉の 材木で 家に 固着した。 

11 その 間に， エホバの 言葉が ソロ モ 

[ゥ）  のぞ  い  W  た 

ンに 臨んで 言った， 12 「あなたの 建て 
ている この 家に ついては， もし あなた 
がわた しの 法令に したがって 歩み， わ 
たしの 司法 上の 定めを 実行し， わたし 
の おきてに したがって 歩んで そのす ベ 
てを 実際に 守るなら， わたしもまた， 
あなたの 父 ダビデに 語った， あなたに 
かかわる 言葉を 必ず 果たす であろう。 
13 わたしは 実際， イスラエルの 子ら の 
ただ 中に 住まい， わたしの 民 イス ラエ 
ルを 捨てる ことは しない」。 

いえ  かんせい 

14 こうして， ソロモンは 家を 完成 
する ため， その 建築を 続けた。 15 そ 
れ から 彼は 家の 壁の 内側を 杉の 板で 築 
いた。 家の 床から 天井の 垂木に 至る ま 
で， 内側を 材木で 張った。 さらに， 家 
の 床を ねずの 板で 張っ /L 16 さらに， 
彼は 家の 後部に， 床から 垂木に 至る ま 
で， 杉の 板で 二十 キュビ ト 建て， その 
ために 内側に 一番 奥の 部屋， すなわち 
至聖 所を 建てた。 17 そして， 家， す 

まえ [ソ) しんでん [夕） 

なわち その 前の 神殿は， 四十 キュビ ト 

いえ  うちがわ  すぎざい 

であった。 18 また， 家の 内側の 杉材 
には， うり 形の 飾りと 花輪 模様の 彫り 
物が 施されて いた。 その すべては 杉材 
であり， 石は 見られなかった。 

19 そして， 家の 内部の 一番 奥の 部屋 
を 彼は 内側に 整えた。 そこに エホバの 

けいやく （卜） はこ (ナ 1  お 

契約の 箱を 置く ためであった。 20 そ 
して， 一番 奥の 金屋は 長さ 二十 キュビ 
卜 ，幅 二十 キュビ ト ，高さ 二十 キュビ ト 


一 41  : 7:  1 乂  d  Q 
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かれ  じゅんきん  わき はしら  とばしら  ばんめ 

であった。 それから 彼は これに 純金を 第6 章 た。 脇の 柱， 戸 柱 [および] 五番 目の も 
かぶ ん 祭壇を 杉材で - っ た。 21 そし : の も。 32 そして， 二つの 扉は 油の 木 
て ソロモンは さらに 家の 内側に 純金を  ^  7:48  でで きて おり， 彼は その上に ケルプと 

[エ） いちばん おく  へ や闭 まえ  きん くさり ざい ヮ 代110“  もよう  ちょう こく  ほ  もの 

かぶせ， 一番 奥の 部屋の 前に 金の 鎖 細 ェ 出26:29 やしの 木の 模様の 彫刻と， 花の 彫り物 
エを 渡し， これに 金を かぶせた。 22 こ ^",^17 を 彫り刻み， それに 金を かぶせた。 す 
うして， 家 全体に 金を かぶせ， ついに キ 代113:7  なわち， それらの ケルプと やしの 木の 

いえ  かんせい  いちばん ク出 40:5  う  の 

家は ことごとく 完成した 0 また， 一番 ヶ *30:3  模様の 上に 金を 打ち 伸ばした 〇  33 ま 
奥の 部屋の 方に 向いて いる 祭壇 全体 ^  ^15 た， このよう にして 彼は 神殿の 入口の 

w  代 n  3:10  あぶら  とばしら  しかく ちゅう  つく 

に 金を かぶせた。  詩 99:1  ために, 油の 木で 戸 柱， 四角 [柱] を造っ 

23 さらに， 彼は 一番 奥の 部屋の 中に 'ai た。 34 そして， その 二つの 扉は ねず 
油の 木で 二つの ケルプを 造った。 各々 ス^ fg:16 材で できて いた。 一方の 扉の 二 枚の 折 
の 高さは 十キ ュビト であった。 24 そ り 戸は 軸で 回り， もう 一方の 扉の 二 枚 

ぃ っぽ ぅっぱ さ  セ M 

して， その ケルプの 一方の 翼は 五キュ  ^  5:8  の 折り戸 も 軸で 回った。 35 そして， 

ノ代 n  3:10  かれ  もよう 

ビ ト， その ケルプの もう 一方の 翼 も 五 夕王 ni9:i5 彼は ケルプと やしの 木の 模様と， 花の 
キュビ トであった 0 その 翼の 先端から チェ ゼ 4〇:16 彫り物を 彫り刻み， その 描き出された 

エゼ 41:18  [ゥ）  きん 

その 翼の 先端までは 十キュ ビト であ っ ッ *  25:33 ものの 上に 金ぱくを かぶせた。 

[シ）  だい  王 I  6:18  かれ  き  いしそう [エ） 

た。  25 また， 第二の ケルプ も 十キュ  si  7=26  36 そして 彼は さらに 切り石 三 層と 

おな  すん テ 啓 21:21  すぎざい  はり  おく  なかにわ [才） きず 

ビ トであった。 二つの ケルプは 同じ 寸 卜 王 16:23 杉材の 梁 一層で 奥の 中庭を 築いた。 

ぼう  かたち  いっぽう  だい  ねんめ  たいいん  [力） 

法， 同じ 形であった。 26 —方の ケル ナ^ ご:：  37 第 四 年 目， 太陰 ジウの 月に， エホ 

たか  いえ  ど だい  す  （キ I  だい 

ブの 高さは 十 キュビ トで， もう 一方の - バの 家は その 土台が 据えられ， 38 第 

ケルプ もそう であった。 27 それから 7^~：5  十一 年 目， 太陰 ブルの 月， すなわち 第 
彼は 奥の 家の 内部に それらの ケルプを  116:15  八の 月に， 家は そのす ベての 細部 およ 

お  ひとびと  [ス） つばさ  イエ セ 41:24  せっけい W てん かんせい  [ヶ） 

置いた ので， 人々 は その ケルプの 翼を ゥェゼ 4〗:25 びその すべての 設計の 点で 完成した。 
広げた。 こうして， 一方の [ケルプ] の ば 5 それで 彼は これを 建てる のに 七 年を 要 
翼は 壁に 届き， もう 一方の ケルプの 翼 した。 

はもう 一方の 壁に 届く のであった 。彼 力 王 I6:1 また， 自分の 家を ソロモンは 十三 
らの 翼は 家の 中央に 向かって おり， 翼 キぺテ 丨 2:6  i 年 かかって 建て， 自分の 家を みな 
と 翼が 触れ合って いた。 28 その上， ク 思〗 は 完成した。 

かれ  きん  [ソ）  かれ  いえ (シ) 

彼は それらの ケルプに 金を かぶせた。 ヶ^^2 14  2 そして， 彼は “ レバノンの 森の 家” 

いえ  しゅうい  かべ  た  なが  はば 

29 そして， 家の 周囲の すべての 壁に - を 建てた。 その 長さは 百 キュビ ト， 幅は 

は， 内外 [の 間] とも， ケルプと やしの 9；1〇 五十 キュビ ト， 高さは 三十 キュビ トで， 
木の 模様の 彫刻と， 花の 彫り物を 彫り サ 伝2:4  杉材の 四 列の 柱の 上に あった。 柱の 上 

きざ  いえ  ゆか (テ）  ないがい  伝。 .5  はり [ス） 

刻んだ 0  30 また， 家の 床は， 内外 [の シ王 no:i7 には 杉材の 梁が あった 0  3 そして， そ 

ま  きん  いち  代 n  9:16  はしら  おお ばり 

間] とも， 金を かぶせた 0  31 また， ー ィザ22:8 れは 四十 五本の 柱の 上に ある 大 梁の 上 

ばん おく  へや  いりぐち あぶら  （卜） とびら (ナ） つく  ス王 I  5:8  すぎざい W かがみいた 

番 奥の 部屋の 入口を 油の 木の 扉で 造っ セ 王 16:18  で 杉材で 鏡板が はめられ ていた。 [柱 
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ほかの 建造物。 ヒ ラムは 二 本の 柱を 造る 


列 王 第一 7：4—20 


は] 一列に 十五 本 あった。 4 枠で 囲ま 

まど  れつ  あと !?) 

れた 窓は， 三 列 あって， 明かり 取りの 

かいこうぶ  だん 

開口部と 明かり 取りの 開口部が 三 段に 
向かい合って いた。 5 それに， すべて 
の 入口と 戸 柱は 枠 [で] 四角に されて お 
り， また 三 段に 向かい合って いた 明か 
り 取りの 開口部と 明かり 取りの 開口部 
の 最前 面 もそう であった。 

6 また， “ 柱の 玄関” を 彼は 造った。 
その 長さ は 五十 キュビ ト ，幅は 三十 キュ 
ビ ト。 その 前には 柱の あるもう 一つの 
玄関が あり， その 前には ひさ しが あった。 
7 彼が 裁きを 行なう ことにし ていた 

おう ざ [ゥ） げんかん  （エ） 

“ 王座の 玄関” について は， 彼は 裁きの 
玄関を 造った。 人々 は それを 床から 垂 

き  いた  すぎざい  おお  [才 1 

木に 至る まで 杉材で 覆った。 

8 彼が 住む ことに なって いた， ほか 
の 中庭の その 家は， “ 玄関” に 属する 

はな  つく  てん 

家から 離れて いた。 それは 造りの 点で 
これと 同様であった。 また， ソロモン 
が 自分の め とった ファラオの 娘の ため 
に 建てた， この “ 玄関” のよう な 家が 
あった 0 

9 これらは すべて， 内側 も 外側 も， 土 
台から 笠 石に 至る まで， 外側は 犬い な 
る 中庭まで， 寸法 どおりに 切られ， 石 

こうか  W 

のこぎりで ひかれた 高価な 石 [でで き 
て] いた。 10 そして， 土台と して 置 
かれた 高価な 石は 大きな 石， 十 キュビ 
卜の 石， また 八キュ ビトの 石であった。 
11 さらに， その上には， 寸法 どおりに 
切られた 高価な 石， それに 杉材 もあっ 

なかにわ  しゅう 

た。 12 大 いなる 中庭は といえば， 周 
囲には 切り 石 三 層と 杉材の 梁 一層と が 

いえ [サ 1 

あった。 [これは] また， エホバの 家の 


おく  (7)  げんかん [ィ】 

奥の 中庭 や， その 家の 玄関に ついても 
同じであった。 

13 それから ソロモン 王は 人を やっ 
て， ティ ルスから ヒ ラムを 連れて来 さ 
せた。 14 彼は ナフタリの 部族の 出身 
の やもめ 女の子で あり， その 父は ティ 

(x)  どう  さいく  し [才 1 

ルスの 人で， 銅の 細工 師 であった。 [ヒ 
ラム] は 銅の あらゆる 細工を する ため 
の 知恵と 理解力と 知識と に 満ちて いた。 
そこで 彼は ソロモン 王の もとに やって 
来て， そのす ベての 細工を する ように 
なった。 

15 それで 彼は 二 本の 銅の 柱を 铸 造し 
たが， その 各々 の 柱の 高さは 十八 キュ 
ビ トで， 十 ニキ ュビト の ひもで 各々 そ 
の 二 本の 柱の 周りを 測れた。 16 そし 
て 二つの 柱頭を， 彼は 頂に 載せる ため 
に 造った。 銅で 铸造 されて いた。 一方 
の 柱頭の 高さは 五 キュビ ト， もう 一方 
の 柱頭の 高さ も 五キュ ビト であった。 
17 柱の 頂に ある 柱頭の ためには， 網 
細工の 網， 鎖 細工のより 合わされた 飾 
りが あった。 一方の 柱頭の ために 七つ， 
もう 一方の 柱頭の ために 七つ あった。 
18 そして 彼は さらに， 柱の 頂に ある 
柱頭を 覆うた め， 一つの 網 細工の 周り 
に ざくろを 二列 造った。 もう 一方の 柱 
頭の ために も そのよう にし/ i：。 19 そ 
して， k 関の 傍らの 柱の 頂に ある それ 
ら 柱頭は， ゆりの 花の 細工で できて お 
り， 四キ ュビト あった。 20 そして 柱 
頭は 二 本の 柱の 上に あり， また 網 細工 
に 接して いる 隆起 部の 上に 密着して， 
各々 の 柱頭の 周囲に 二百 個の ざくろが 
列を なして いた。 


9  2  18 
3  3  6  0 

H 丑 箴箴 
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铸 物の 海。 銅で 造られた 10 個の 運び 台 
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21 それから， 彼は 神殿の 玄関に 属す 
る 柱を 立てた。 そこで， 右側の 柱を 立 
てて， その 名を ヤ キンと 呼び， それ か 
ら 左側の 柱を 立てて， その 名を ボアズ 
と 呼んだ。 22 そ して， 柱の 頂には ゆ 
りの 花の 細工が あった。 こうして， そ 

かんせい 

の 柱の 細工は しだいに 完成した。 

23 それから 彼は 铸 物の 海を 造った。 
その 一方の 縁 か らもう 一方の 縁までは 
十 キュビ トで， 周囲は 円形。 その 高さ 
は 五 キュビ トで， その 周囲を 囲む には 
三十 キュビ トの 縄を 要した。 24 そし 
て， その 縁の下の 方には 周囲に， うり 
形の 飾りが あって， それを 囲み， 一 
キュビ ト にっき 十ず っで， 海の 周囲を 
取り巻い ていた。 このうり 形の 飾りは 
二列で， その 铸 物に 铸 込まれた もので 
ある。 25 これは 十二 頭の 雄牛の 上に 
立って おり， 三 頭は 北を 向き， 三 頭は 
^ を 向き， 三 頭は 南を 向き， 三 頭は 東 
を 向いて いた。 この 海は これらの 牛の 
上に あって， 牛の 後部は すべて 中心に 
向かって いた。 26 そして， その 厚さ 
は一拳？ f であり， その 縁は 杯の 縁の 造 
り ，すなわち ゆりの 花の ようであった。 

トン）  [ス） 

それに 二千バ ト 入った。 

27 次いで, 彼は 銅で 十 個の 運び 台を 
造った。 各々 の 運び 台の 長さは 四キュ 
ビ ト， 幅は 四 キュビ ト， 高さは 三キュ 
ビ トであった。 28 そして， これは 運 
び 台の 造りであった。 すなわち， [運び 
台] には 側壁が あり， 側壁は 横木の 間 
にあった。 29 また， 横木の 間に あっ 
た 側壁の 上には， ライオンと 雄牛と ケ 
ルブ とが あり， 横木の 上 も 同様で あっ 


た。 ライオンと 雄牛の 上と 下には， つり 
下げ 細工の 花輪 飾りが あった。 30 そ 
して， 羰の _び1 には S の 四 っの峯 
輪が あり， 銅の 車軸が 付いていた。 そ 
の 四つの 隅の ものは [車輪] のた めの 支 
えであった。 水盤の 下には 支えが あっ 
て， 各々 から 向こう側に 花輪 飾りが 铸 
込まれて いた。 31 そして， 支えの 内 
側から 上に 向かって いる その 口は [?] 
キュビ トであった。 その 口は 円く， 一 
キュビ ト 半の 吾の 造りを していた。 ま 
た， その 口の 上には 彫り物が あった。 
それに， その 側壁は 四角に されて お 
り， 丸くなかった。 32 そして， 四つ 
の 車輪は 側壁より 下の 方に あり， 車輪 
の 支えは 運び 台の 脇に あった。 各々 の 
車輪の 高さは ーキュ ビト 半であった。 
33 そして， 車輪の 造りは 兵車の 車輪の 
造りの ようであった。 その 支え も， 輪 
& ち， 輻 も， こしき も， それらは みな 


铸 造され たもので あった。  34 また， 
各々 の 運び 台の 四隅には 四 本の 支えが 
あった。 その 支えは 運び 台の 一部を な 
していた。 35 そして， 運び 台の 上に 
は， 高さ 半 キュビ トで， 周囲は 円形の 
[台] が あった。 運び 台の 上で， その 側 
面と 側壁とは [運び 台] の 一部を なして 
いた。 36 さらに， 彼は その 側面の 金 


ぞくばん  そくへき  おのおの  あ  ばし ょ  おつ 

属 板と 側壁に， 各々 の 空いた 場所に 応 


じて， ケルプと， ライオンと， やしの 
木の 形を， 周囲に は 花輪 飾り を 刻ん；^。 
37 彼は このよう にして 十 個の 運び 台 

つく  【才）  ぜんぶ  おな  いかた W 

を 造った。 それは 全部， 同じ 铸 方， 同 


すんぽう  かたち 

じ 寸法， 同じ 形であった。 

かれ  どう  こ  すいばん W 

38 それから 彼は 銅で 十 個の 水盤を 
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神殿が 整う。 イスラエルを 召集す る 


列 王 第一  7：39—8：5 

一^  おのおの  お  しょく だい (ァ 1 じ ゅ 么 

造った。 各々 の 水盤には 四十 バト 入っ 第7 章 右に 五つ， 左に 五つ [置く] 燭台を 純 

- A  きん [イ）  [つ]  ざら M しんき  [ォ】 

た。 水盤は 各々 四 キュビ トであった。 rAl J；io 金で， 花， ともしび 皿， 心 切り ば さみ 

はこ  だい  ウ王 17:13  きん  すいばん  あ  け （力} 

十 個の 運び 台には 各々 の 運び 台の 上に  ^  2:13 を 金で， 50 また， 水盤， 明かり 消し， 

かれ  代 n  4：n  はち [キ） さかずき (ク） ひ と  ざら w じゅんきん  おく  いえ 

一つの 水盤が あった。 39 それで， 彼 鉢， 杯， 火 取り皿を 純金で， 奥の 家， 

こ  はこ  だい  いえ  みぎがわ  しせいじょ  とびら [コ）  しんでん  M  ㈢ 

は 五 個の 運び 台を 家の 右側に， 五 個を  4： ie すなわち 至聖 所の 扉と， 神殿の 家の 扉 

家の ひ flik 蠢ぃ A  i は 家の 右側の ひ $  “レ』:18 のた めの ■けを 1 で 蓮った。 

よ  3 ■なみ ほう  w  代 n  4:8  いえ 

寄り， 南の 方に 置いた。  H ぼ  51 ついに， ソロモン 王が エホバの 家 

40 そして， ヒ ラムは やがて 水盤と I；!' に関して 荇な うこと になって いた 仕事 
シャ ベぶ と っ た。 ついに ヒ ラム ^1! ^  はすべ て 完了した 0 そこで， ソロモン 

いえかん  ソ王 17: 27  ちち  せい 

は エホバの 家に 関して ソロモン 王の た 51；  は 父 ダビデに よって 聖 なる ものと され 

めに 荇 なった すべての をし 終え I S 5；1〇 た 物を 運び入れ はじめた。 すなわち， 
ぶ。 41 すなわち， 二 本 吾!:， 二 本の 5K;177 銀， 金， 器物 類を エホバの 家の 宝物 倉 

いただき  はちが た ちゅうとうが  テ ヨシ 3:16  (v) 

柱の 頂に ある 鉢 形の 柱頭， および 柱の k ラ1,4 に 納めた。 

丄プ  お 上、  r  tu  〇〇>〇  {夕) 

頂に ある 二つの 丸い 柱頭を 覆う 二つの 〇 そのと き， ソロモンは イスラエル 
mmx\  42 二 っの議 親 土の ための 四 ^'37：256  ® のね 4 ち； ■た 41 と， ィスラエルの 子ら 

[サ）  はしら  ネ出 37:10  ぶぞく  かしら  W  ちち  H 

百の ざくろ， すなわち 二 本の 柱の 上に 代114:19 の 部族の すべての 頭たち， 父たち の 長 
ある HI の 二 っの餐 着を 襲う， 益の た € を エルサレムの ソロモン 王の もと 

れつ  しょうしゅう  1卜1  けいやく  、 

網 細工の ための 二列の ざくろ。 43 十 ァ 出25:37 に 召集した。 エホバの 契約の 箱を“ ダ 

こ  はこ  だい [シ）  出 37:17  と し㈡  （ヌ）  はこ 

個の 運び 台と， その 運び 台の 上の 十 個  |^°  ビデの 都市”， すなわち シオンから 運び 
の罙 I:  44 一つの i!， その 海の 下 ^  3? るた めであった。2 それで， イス 
の 十二 i の i 军〇  45 笛と シャベルと XS  slf  ラエルの すべての 又 S は 太陰 エタ ニム 

け夂  きぐ (夕）  代 D  29:7  まつ  さい  だい  [ネ） 

鉢， および これらの すべての 器具で， 才; 5 力 25 ぶ35 の 月の 祭りの 際， すなわち 第 七の 月に， 

pp  ^  n  しゅうごう  （ノ 1 

これを ヒ ラムが ソロモン 王の ため， エ ヵ る;2:13 ソロモン 王の もとに 集合した。  3 こ 

いえ  みが  どう  つく  代 n  4:22  、  ね A ち i う レ ゃ 

ホバの 家の ために， 磨かれた 銅で 造っ  ヱ レ52: is うして イスラエルの すべての 年長者た 

ちいき (チ）  キ代 n  4:22  き  さいし  はこ  かつ [ハ  1 

た。 46 王は， ヨルダンの 地域， スコ クだぽ ちが 来たので， 祭司たち は 箱を 担ぎは 
P と ッァレ タジの We， 結: t の 縫で S 齡 12 じめ/^  4 そして 键らは エホバの 籍 

ちゅうぞう  サ王 I  6:5  かいけん [フ） てんまく [へ） 

これらを 铸 造した 0  シ王 I  6:33 と， 会見の 天幕と， 天幕の 中に あった す 

き ぐ [卜 1  ス出 40:33  せい  き ぐ  はこ  のぼ 

47 ときに， ソロモンは その 器具が あ ベての 聖 なる 器具を 運び 上った。 すな 

おお  はか ノ 代11  さいし  び •と [ホ）  ， , 

まりに も 多かった ため， それを みな [量 - わち， 祭司と レビ 人が これらの ものを 

ら ないで] おいた。 その 銅の 重さは 確 夕 =85:: 運び 上った。 5 そして， ソロモン 王， 
かめら れ なかった。 48 そして， ソロ  および イスラエルの すべての 集まった 

モンは やがて， エホバの _に存駑 する A 笑， 碳 との 申し合わせを 守る 人たち 
すべての 器具を 造った。 すなわち， 祭 6=17  は， 彼と 共に 箱の 前にいて， あまりに 
壇を 金で， 供えの パンを 載せる 食卓を 以1 ビ^ 29  - 

いちばん おく  へや  まえ  レレ、、 23:34  ノ代 n  5:3; ハ 代 I 15:2; ヒ代 n  5:4; フ出 40:2; へ 代 n 1: 

金で， 49 また， 一番 奥の 部屋の 前の  * 16:13 I3; ホ 代 I  23:27; マ 代 n  5:5。 
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も 多く て 数を 調べる こと も 数える こと 
もで きない ほどの 羊 や 牛を 犠牲と して 
ささ げ#。 

6 それから， 祭司たち は エホバの 契 
約の 箱を その 場所に， 家の 一番 奥の 部 
屋， すなわち 至聖 所に， ケルプの 翼の 
下に 運び入れた。 

7 それらの ケルプは 箱の 場所の 上に 
翼を 伸べ ていたので， ケルプは 箱と そ 
のさ おを 上から さえぎって いた。 8 し 

(キ）  なが 

かし， その さおは 長かった ので， さお 
の 先は 一番 奥の 部屋の 前の 聖 所から 見 
えたが， 外からは 見えなかった。 そし 
て， それは 今日まで そこに ある。  9 箱 
の 中には， 二 枚の 石の 書き 板の ほかに 
は 何もなかった。 これは， イスラエル 
の 子ら が エジプト の 地から 出て 来たと 
き， エホバが 彼らと 契約を 結んだ とき 
に， モー セが ホ レブで そこに 納めた も 

[シ） 

ので ある。 

10 そして， 祭司たち が聖 なる 場所 か 
ら 出て 来る と， 雲が エホバの 家に 満ち 
た。 11 それで， 祭司たち は 雲の ため 
に 立って その 勤めを する ことができな 

えいこう 【夕）  いえ 

かった。 エホバの 栄光が エホバの 家に 

み  【チ） 

満ちた からで ある。 12 そのと き， ソロ 
モンは 言った， 「エホバは， 濃い 暗闇の 
中に 住まう， と言われました。 13 私 
は あなたの ために 高く そびえる 住みか 
を， あなたが 定めの ない 時まで も 住ま 
われる 定ま っ た 場所を 首尾よ く 建て ま 
した」。 

14 それから 王は その 顔を 向けて， イ 

ぜんかいしゅう  しゅ く ふく  ㈡ 

ス ラエルの 全会衆を 祝福し は じめ た。 
その 間， イスラエルの 全会衆は 立って 


第 8 章 | いた。 15 次いで 彼は 言った， 「イス 


ナ詩 78:69 


二 民 6:23 
代 I  16:2 
代 n  6:3 


ラエルの 迚 エホバが ほめたたえられる 
ように。 [神] は そのみ 口に よって わた 
しの 父 ダビデと 語り， そのみ 手に よっ 
て 成し遂げて 言われた， 16 『わたしの 
民 イスラエルを エジプトから 連れ出し 
た 日から このかた， わたしは わたしの 
名が とどまる 家を 建てる ために， イス 
ラエルの どの 部族の うちか らも 都市を 
選びは しなかっ^。 しかし， わたしは 
ダビデを 選んで， わたしの 民 イス ラエ 
ルの 上に 立てる ことにする』。 17 そ 
れ で， イスラエルの 裡 エホバの み 名の 
ために 家を 建てる ことが， わたしの 父 
ダビデの 心に 掛かって いた。 18 しか 
し， エホバは わたしの 父 ダビデに 言わ 
れ た， 『わたしの 名のた めに 家を 建て 
る ことがあな たの 心に 掛か っ ていたた 
めに， あなたは よくやった。 それが あ 
な たの 心に 掛か っ ていたから である。 
19 ただし， あなたが その 家を 建てる 
のでは ない。 あなたの 腰から 出る あな 
たの子が， わたしの 名のた めに 家を 建 
てるので ある』。  20 それから エホバ 
は， ご 自分の 語られた 言葉を 果たされ 
た。 それは， エホバが 語られた 通り， わ 
た しが わた しの 父 ダビデに 代わって 立 
ち， イスラエルの 王座に 座し， イスラ 
エルの 裡 エホバの み 名のた めに 家を 建 
てるた めで あり， 21 また， エホバの 契 
約の ある 箱の ために， そこに 一つの 場 
所を 設ける ためであった。 その [契約] 
は， わたしたちの 父祖を エジプトの 地 


サ イザ 55:11; シ代 I  28:5; ス代 I  28:6; 代 D  6:10; セ 出 34: 
28; 申 9:9; 申 31:26。 
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から 連れ出された ときに， 彼らと 結ば 
れ たもので ある」。 

22 それから， ソロモンは イスラエル 
の 全会衆の 前で エホバの 祭壇の 前に 立 
ち， 今度は 天に 向かって そのたな ごこ 
ろを 伸べ た。  23 そして， さらにこう 
言った。 「イスラ エルの 拽 エホバよ， 上 
は 天に も， 下は 地に も， あなたの よう 
な# はありません。 あなたは， 心を つ 
く してみ 前に 歩む あなたの 僕たちに 対 
し， 契約と 愛 ある 親切を 守られる 方で 
す。 24 あなたは， ご 自分の 約束され 
たこと を， あなたの 僕， 私の 父 ダビデ 
に対して 守られました。 ですから， あ 
なた はみ 口を もって 約束を なさり， み 
手を もって， 今日の ように， 成し遂げ 
てくだ さいました。 25 それで 今， イ 
スラ エルの 神 エホバよ， あなたの 僕， 
k の 父 ダビデに 約束して， 『あなたが 
わたしの 前に 歩んだ ように， もし あな 
たの子ら がわた しの 前に 歩んで， その 
道に 気をつけさえ したら， あなたには， 
イスラエルの 王座に 座る 人が わたしの 
前から 断たれる ことは ない』 と言われ 
たこと を， [ダビデ] に対して 守って く 
ださい。 26 ですから 今， イスラエル 
の# よ， どうか， あなたの 僕， 私の 父 
ダビデに 約束され た あなたの 約束が 信 
頼で きる ものであります ように。 

27 「それにしても， 裡は 本当に 地の 
上に 住まわれる でしょう か。 ご覧く だ 
さい， 天 も， いや， 天の 天 も， あなた 
を お入れす る ことは できません。 まし 
て， 私の 建てた この 家な ど， なおさら 
のこと です！  28 けれども， 私の 神 


エホバよ， この 僕の 祈りと， 恵みを 求 
める 願いを 顧みて， 懇願の 叫びと， こ 
の 僕が 今日， み 前で ささげて おります 
祈りを お聴きく ださい。 29 あなたの 
目が 夜昼， この 家に， すなわち 『わた 

(エ）  い 

しの 名は そこに あるであろう』 と 言わ 
れた 場所に 向かって 開かれ， あなたの 
僕が こ の 場所に 向かって 祈る 祈りを お 
聴きになります ように。  30 また， あ 
なた の 僕と あなたの 民 イスラエルが こ 
の 場所に 向かって 祈る， 恵みを 求める 
彼らの 願いを お聴きく ださい。 あなた 
が， あなたの 住んで おられる 場所， す 
なわち 天で お聞きに なり， 聞いて， お 
許しく ださい。 

31 「ある 人が 仲間の 者に 対して 罪を 
おかし， その [仲間] がその 人に 実際に 
のろいを 課して， のろいを 受ける 状態 
に 陥らせ， その 人が 実際に この 家の 中 
の あなたの 祭壇の 前に そのの ろい [のう 
ちに あって] 来るなら， 32 あなたが 天 
から お聞きに なり， 邪悪な 者の 道を 当 
人の 頭に 帰して その 人を 邪悪と し， 義 
人には 当人の 義 に応じて 与えて その 人 
を義 として， 行動し， あなたの 僕たち 
を お裁きく ださい。 

33 「あなたの 民 イスラエルが， あな 
たに 対して 罪を おかし 続けた ために， 
敵の 前に 撃ち破られ $ とき， 彼らが 本 
当に あなたに 立ち返り， あなたの み 名 
をた たえ， この 家で 祈り， あなたに 向 
かって 恵みを 願い求めるなら，  34 あ 
なた が 天から お聞きに なり， あなたの 


レビ 26:17; 申 28:25; ヨシ 7:8; チ レビ 26:40; 王 H  22:19; 
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異国の 人の 願い も 聞いて くださる よつ 祈り 求める 


民 イスラエルの 罪を 許して， あなたが 
彼らの 父祖たち に お与えに なっ た 土地 
に 彼らを 連れ戻して ください。 

35 「彼らが あなたに 対して 罪を おか 
し 続けた ために， 天が 閉ざされて 雨が 
なく， また あなたが 彼らを 苦しめられ 
たために， 彼らが この 場所に 向かって 
実際に 祈り， あなたの み 名を たたえ， 
その 罪から 立ち返るなら，  36 あなた 
が 天から お聞きに なり， あなたの 僕た 
ち， すなわち あなたの 民 イスラエルの 
罪を お許しく ださい。 あなたは， 彼ら 
の 歩む ベ き 良い 道を 彼ら に 教えて くだ 
さるから です。 あなたが ご 自分の 民に 
世襲 所有地と して お与えに なった あな 
たの 地に 雨を お与えく ださい。 

37 「もし， この 地に 飢きんが 起きた 
り， 疫病が 起きたり， 立ち枯れ や 白 渋 
繞 r いなど や ごきぶ ぶが 笔 じたり する 
場合， 敵が 彼らの 門の 地で 彼らを 攻め 
囲む 場合で も 一 どんな 災厄， どんな 疾 
病で あれ  一 38 だれでも [あるいは] 
ぁな たの 震ィ スラ ヱ ルが f: 雪 離 

こころさ いやく  し  （チ）  かれ  がわ 

の 心の 災厄を 知る ゆえに， 彼らの 側で 

いの [ツ） めぐ  もと  ねが [テ） 

どんな 祈り， 恵みを 求める どんな 願い 
が あっても， 彼らが この 家に 向かって 

じっさい  の  [卜】 

そのたな ごころ を 実際に 伸べ るなら， 
39 あなたが 天から， すなわち あなたの 
住まわれる 定まった場所から お聞きに 
なり， そして 許し， 行動して， 各々 に 
そのす ベての 道に したがっ て お与えく 
ださい。 あなたは その 心を ご存じ だか 
ら です。 （ただ あなた だけが， すべて 

にんげん  _  し 

の 人間の 子の 心を よく 知っ て おられる 

(t)  わたくし 

のです。 ） 40 それは， あなたが 私たち 


の 父祖に お与えに なっ た 土地の 表で 彼 
らが 生きて いる 期間 中 ずっと， 彼らが 
あな たを 恐れ るた め です。 

41 「そして また， あなたの 民 イスラ 
エルの ものでは ない のに， あなたの み 
名の ゆえに 遠い 地から 実際に やって来 
る 異国の 人の ために も， 42  (それは， 
彼らが あなたの 大 いなる み 名と， 強い 
み 手と， 差し伸べ たみ 腕と について 聞 
くからで すが，） そのような 人が 実際 
に 来て， この 家に 向かって 祈るなら， 
43 あなたが 天から， すなわち あなたの 
住まわれる 定まった場所から お聴きに 
なり， すべて その 異国の 人が あなたに 
呼び 求める と ころに したが っ て 行な っ 
てくだ さい。 それは， 地の すべての 民 
が あなたの み 名を 知って， あなたの 民 
イスラエルと 同じように あなたを 恐れ 
るよう になり， また あなたの み 名が 私 
の 建てた こ の 家に 付され てと なえ られ 
ている ことを 知る ためです。 

44 「もし あなたの 民が その 敵に 立ち 
向かい， あなたが 遣わす 道に 出て 戦い 
に 行き， あなたの 選ばれた 都市， 私 
が あなたの み 名のた めに 建てた 家の 方 
向に 向かって， 本当に エホバに 祈る 場 
合， 45 あなた も 彼らの 祈りと， 恵み 
を 求める そ の 11 し ヽ とを 天から お聞きに 
なり， 彼らの ために 裁きを 施行して く 
ださ^1。 

46 「もし 彼らが あなたに 対して 罪を 
おかし （罪を おかさない 人は ひとり も 


コサ I  17:46; 詩 67:2; 詩 102:15; サ王 I  14:28; 代  II  24:16; 
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僕の 願いと， 恵みを 求める あなたの 民 
イスラエルの 願いと にあな たの 目が 開 

(7)  ち 

かれる ためです。 53 あなたが 地の す 

たみ  かれ  そうぞく 

ベての 民の 中から 彼らを あなたの 相続 
物と して 分けられた からです。 主権者 
なる 主 エホバよ， あなたが 私たちの 父 
祖を エジプトから 連れ出した とき， あ 

しもべ  かた  とお 

なた の 僕 モー セに よって 語られた 通り 

[ゥ 1 

です」。 

54 こうして， ソロモン はこの すべて 

いの  めぐ  もと  ねが 

の 祈りと， 恵みを 求める 願いを もって 
エホバに 祈る のを 終える や， 天に 向か っ 
て そのたな ごころ を 伸べ て その ひざを 

み  （才） 

ついて 身をかがめ るのを やめ， エホバ 
の 祭壇の 前から 立ち上がり， 55 立っ 

{力） おおごえ  ぜんかいしゅう しゅくふく 

て， 大声で イスラエルの 全会衆を 祝福 
してこう 言いだ したので ある。 56 「す 
ベて 約束な さった ことに したがって， 
ご 自分の 民 イス ラエルに 憩い 所を お 与 
えに なった エホバが ほめたたえられ ま 
すよう に。 その 僕 モー セを 通して 約束 

0)  よ  ひとこと 

された， その 良い 約束は みな， 一言 も 

1 サ） 

たがいませんでした。 57 わたしたち 
の拽 エホバが， わたしたちの 父祖たち 
と共に おられた ように， わたしたちと 
共に おられます ように。 わたしたちを 
放置せ ず， わたしたちを 見捨てられ ま 
せんように。 58 それは， わたしたち 

こころ  かたむ  (V)  みち 

の 心を [裡] に 傾けさせ， すべて その 道 

あゆ  [夕〕  ふそ  めい 

を 歩ませ， わたしたちの 父祖に 命じて 

あた  [チ）  き てい (ツ） 

お与えに なった その おきてと ，規定と， 
司法 上の 定め とを 守らせて くださる た 
めです。  59 そして， エホバの み 前 

ケ代 I  29:10; 代 n  20:26; 詩 41:13; コ申 10:11; サ ヨシ 21 
45; サ I  3:19; ヘプ 6:18; シ 代！！  32:7; 詩 46:7; ス マタ 1 
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577  罪の 許しを 求める 祈り。 
いないので すから）， あなたが 彼らに 
対して やむなく いきり 立たれ， 彼らを 
^ に 渡し， 彼らを 捕らえる 者たち が 彼 
らを 実際にと りこに し， 遠くの， ある 
いは 近くの 敵の 地に 連れ去り， 47 そ 
して 彼らが と りこと して 連れ去られて 
行った 地で， 本当に 分別を 取り戻し， 
実際に 立ち返り， 彼らを 捕らえた 者た 

w  わたくし  つみ  w あやま 

ちの 地で， 『私たちは 罪を おかし， 過 
ちを 犯しました。 私たちは 邪悪な こと 
を 行ないました』 と 言って， 彼らを 捕 
ら えた 者たち の 地で あなたに 恵みを 願 
い 求め，  48 彼らを とりこに して 連れ 
去った その 敵の 地で， 彼らが 本当 泛心 
をつ くし， 魂を つく して あなたに 立ち 
返り， あなたが 彼らの 交 祖た夕 こお 与 
えに なった その 地， あなたの 選ばれた 
都市， 私が あなたの み 名のた めに 建て 
た 家の 方向に 向かって， 彼らが 本当に 
あなたに 祈る 場合， 49 あなた も 天 か 
ら ，すなわち あなたの 住まわれる 定ま っ 
た 場所から， 彼らの 祈りと， 恵みを 求 
める その 願いを 聞き， 彼らの ために 裁 
きを 施行して くださり，  50 あなたに 
対して 罪を おかした あなたの 民と， 彼 
らが あなたに 対して おかした そのす ベ 
ての 違犯を 許し， 彼らを 捕らえた 者た 
ちの 前で 彼ら に 哀れみを 受け させて く 
ださり， それらの 者が 彼らを 哀れみ ま 
すよう に。 51 ( 彼らは， あなたが エジ 
ブトから， 鉄の 炉の 中から 連れ出した 
あなたの 民， あなたの 相続 物 だからで 
す。） 52 それは， すべて 彼らが あな 
たに 呼び 求める ことに おいて その [言 
うこ と] を 聴き， 恵みを 求める あなたの 
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に 恵みを 願し ヽ 求めて 述べた わたしの こ 
れらの 言葉が， 日夜， わたしたちの 拽 
エホバに 近くあります よう 土。 日々 必 
要と すると ころに 応じて， その 僕の た 
めの 裁き や， その 民 イスラエルの ため 
の 裁きを 施行な さるた めです。 60 そ 
れは 地の すべての 民が， エホバ こそ 
[まこ との] 拽 である ことを 知る ためで 
す。 ほかには いません。 61 それで， 
あなた 方の 心は， 今日の ように， その 
規定に したがって 歩み， その おきてを 
守る ことによって， わたしたちの 裡エ 
ホ パと 全く 一致して いなければ なり ま 

せん 1〇 

62 そして 王と， 彼 と共にいた イスラ 
エルは 皆， エホバの 前に 立派な 犠牲を 
ささげて いた。  63 それから ソロモン 
は， エホバに ささげる 共 与の 犠牲， す 
なわち 牛 二 万 二 千 頭， 羊 十二 万 頭を さ 
さげた。 王と イスラエルの すべての 子 
ら が エホ ノ 《の 家を 奉献す るた めで あっ 
た。 64 その 日， 王は エホバの 家の 前 
にある 中庭の 真ん中を 神聖な ものと し 
なければ ならなかった。 彼は そこで 焼 
燔の 犠牲と ，穀物の 捧げ物と ，共 与の 儀 
性の 脂の 部分 とを ささ げな ければ なら 


第 8 章 

ア詩 102:1 


イ詩 101:8 
ウ申 4:39 
王 I  18:39 


才申 4:35 
イザ 44:6 
イザ 45:5 
力 申 18:13 
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なかった からで ある。 エホバの 前に あ 
る 銅の 祭壇は， 焼燔の 犠牲と， 穀物の 捧 
げ 物と， 共 与の 犠牲の 脂の 部分と を 入 
れ るには 小さ 過ぎた ので ある。 65 そ 
れ から， ソロモン はこの 時, 全 イス ラエ 
ル， すなわち ハマ トに 入る ところから 
エジプトの 奔流の 谷に 至る までの 大い 


かいしゅう (夕） かれ  とも  か 

なる 会衆 も 彼と 共に， 七日と さらに 七 

[チ）  か かん 

日， すなわち 十四日 間， わたしたちの® 


エホバの 前で 祭りを 行なっ/こ。 66 八 
日 目に 彼は 民を 去らせた。 彼らは 王を 
祝福し， エホバが その 僕 ダビデと， そ 
の 民 イスラエル のために 行なわれ たす 
ベての 良い ことのた めに 歓 び/心に 楽 
しく 感じながら， 自分たち の 家に 帰っ 
て 行った。 

いえ (力） 

9 そして， ソロモンが エホバの 家と 
王の 家， および 彼が 造る のを 喜び 
と した ソロモンの あらゆる 望ま しい も 
のを 建て 終える や， 2 エホバは， かつ 
て ギベオンで 彼に 現われた ように， ソ 
ロモンに 再び 現われた ので ある。 3 そ 
こで エホバは 彼に 言われた， 「わたし 
は あなたが わた しの 前で 恵みを 願い 求 
めた あなたの 祈りと， 恵みを 求める あ 
なた の 願いと を 聞いた。 わたしは， あ 
なた が 建てた この 家を， 定めの ない 時 
まで も わたしの 名を そこに 置く ことに 
より 神聖な ものと した。 わたしの 目と 
わたしの 心は 確かにい つも そこに ある 
であろう。  4 それに あなたが， もし 
あなたの 父 ダビデが 歩んだ ように， す 
ベて わた しが あなたに 命じた 通り に 行 
なって， 心の 忠誠 さと 廉直 さを もっ 
てわたしの 前に 歩み， わたしの 規定と 
司法 上の 定めと を 守るなら，  5 わた 
しも また， あなたの 父 ダビデに， 『あ 
なた には イスラエルの 王座から 断たれ 
る 人は いないであろう』 と 言って 約束 
した 通り， あなたの 王国の 王座を イス 
ラエルの 上に 定めの ない 時まで も 本当 
に 確立す るであろう。 6 もし， あなた 

チ 詩 7:8: 詩 78:72;  m  10:9; 箴 28:18; ツ代 I  29:17; テ 王 
I  2:4; 王 n  20:3; 詩 128:1; 卜 申 4:45; ナ申 4:1; ニサ n  7: 
16; 王 I  2:4; 詩 89:29。 
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ヒ ラムへの 贈り物。 ほかの 建造 計画 
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方が， また あなた 方の 子ら が， まさし 
く 翻って わたしに 従う のを やめ， わた ： 
しが あなた 方の 前に 置いた おきてと 法 - 
令と を 守らず， 実際に 行って， ほかの r 
神々 に 仕え， これに 身をかがめるなら， : 
7 わたしもまた， 彼らに 与えた 土地の ； 

おもて  た  （ゥ） 

表から イスラエルを 断とう。 わたしの 5 
名のた めに 神聖な ものと した 家を， わ 
たしは わたしの 前から 投げ捨てる であ ^ 
ろう。 イスラエルは 確かにす ベての 民 ^ 
の 中で 語りぐ さとな り， 嘲弄され る も ； 
のとな ろう。 8 それに この 家 も， 廃虚 
の 山と なろう。 その そばを 通り過ぎる . 
者は みな 驚いて 見つめ， 必ず 口笛を 吹 ^ 
いて， 『どうして エホバは この 地と こ 、 
の 家と にこの ようにされ たのだろう』 : 
と言うであろう。  9 すると 人々 は， . 
『彼らは， その 父祖たち を エジプトの 地 
から 連れ出した 自分たち の# エホバを ： 

す  （ヶ）  かみがみ  （コ） 

捨てて， ほかの 神々 にす がり， これに r 
身をかがめて 仕えた からだ。 それゆえ ; 
に， エホバは このす ベての 災いを 彼ら ; 
の 上に もたらされ たの だ』 と， きっと 
言うよう になる」。 

10 そして， ソロモンが 二つの 家， す 
なわち エホバの 家と 王の 家と を 建てた - 
二十 年の 終わりに， 11( ティ ルスの ; 
王ヒ ラムは， ソロモンが 喜 I ぶ だけ 杉の ； 
材木と， ねずの 材木， および 金を もっ ； 
て 彼を 援助した ので，） そのと き， ソロ  ; 
モン 王は ガリラヤの 地の 二十の 都市を ： 
ヒ ラムに 与えた ので ある。 12 それ ゆ ' 
え， ヒ ラムが ティ ルスから 出て 来て， ソ 
ロモンが 彼に 与えた 都市を 見た が， そ ; 
れは 彼の 目に どう 見ても かなって いな : 


かった。 13 それで 彼は 言った， 「わ 
たしの 兄弟， あなたが わたしに 下さ っ 
た これらの 都市は， 一体 何です か」。 そ 
れ で， それは 今日に 至る まで カブ ルの 
邀と 呼ばれて いる。 

14 その 間に ヒ ラムは 金 百 二十 タラ 
ン トを 王に 送った。 

15 さて， これは ソロモン 王が エホバ 
の 家と， 自分の 家， 拯 と， エルサレム 
の 城壁， ハツ ォルと メギドと ゲゼルと 
を 建てる ために 徴募した， 強制労働に 
徴用され た 者たち についての いきさつ 
である。 16  (エジプトの 王 ファラオが 
かつて 上って 来て， ゲゼルを 攻め 取り， 
これを 火で 焼き， その 都市に 住んで い 
た カナン 人を 殺した。 こうして 彼は ソ 

つま  じぶん むすめ 1 サ） わか  おく 

ロモンの 妻で ある 自分の 娘 に 別れの 贈 
り 物と して これを 与えた。） 17 次い 
で ソロモン は ゲゼルと 下べ 卜 •ホ ロン， 
18 この 地に ある， バア ラトと 荒野に あ 
る タマル， 19 および ソロモンの もの 
となった すべての 倉庫の 都市， 兵車の 
都市， 騎手の ための 都市， 彼が エル サ 
レム や， レバ ノ ン や， その 支配 下の 全土 
に 建てたい と 望んで いた ソロモンの 望 
ましい ものを 建てた。  20 イスラエル 

じん (チ 1 

の 子ら の ものでは ない ア モリ 人， ヒッ 
タイ ト 人， ベリジ 人， ヒビ 人， および 
エ ブス 人の 残った 民 全員， 21 すな わ 
ち， イスラエルの 子ら が 滅びの ために 
ささげる こ とので きなかった， こ の 地の 
彼らの 後に 残された その子ら について 
は， ソロモンは 強制 奴隸 労働に 彼らを 
徴募して， 今日に 至ってい る。 22 そ 
れ で， イスラエルの 子ら を ソロモンは 
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一人 も奴隸 にしなかった。 彼らは 戦士 
であり， 彼の 僕で あり， 君で あり， 兵 
車の 御者 や 騎手の 副官と 長であった か 
ら である。  23 これらの 者は ソロモン 
の i 事を つかさどった 代官の 長， 五 百 
五十人で， 工事に 従事した 民の 現場 監 

とく  [ゥ） 

督 であった。 

24 ところで ファラオの 娘は， “ ダビ 
デの 都市” から， [ソロモン] が 彼女の た 
めに 建てた その 家に 上って 来た。 彼が 塚 
を 築いた のは そのころ のこと であった。 


25 そして， ソロモンは エホバの ため 
に 建てた 祭壇の 上に， 弓 I き 続き 年に 三 
度， 焼燔の 犠牲と 共 与の 犠牲を ささげ， 
エホバの 前に ある [祭壇] では 犠牲の 煙 

のぼ  かれ 

を 立ち上らせる ことが なされた。 彼は 

いえ  かんせい  W 

その 家を 完成した。 

26 また， ソロ モ ン 王が エ ドムの 地 

こうかい  きし  （シ） 

の 紅海の 岸の エロ トの そばに ある エツ 
ヨン • ゲべノ しで 造った 船団が あった。 

じ ぶん  しもべ  うみ 

27 そして ヒ ラムは 自分の 僕で， 海の 

ちしき  も  すいふ 

知識を 持って いる 水夫たち を， ソロ モ 

とも  せんだん  おく  こ 

ンの 僕た ちと 共に こ の 船団で 送り 込ん 

(セ 1  かれ  (v)  ゆ 

だ。 28 そこで 彼らは オフィルへ 行き， 

きん (夕 1 と 

そこから 四百 二十 タラン トの 金を 取っ 
て， これを ソロモン 玉のと ころに 持っ 

て秦 た。 

[チ）  じょおう 

1 介 さて， シ ェバの 女王は エホバの 

I  II  かんれん 

み 名に 関連して ソロモンの うわ 


き  [ツ）  かのじょ  なんもん 

さを 聞いて いた。 それで 彼女は 難問で 

かれた め  き  {テ） 

彼を 試そうと してやって 来た。  2 つ 

かのじょ  ひじょう  みごと  ずいこういん 【卜） 

いに 彼女は 非常に 見事な 随行員と， バ 

ゆ (ナ 1  おお  きん  ほうせき 

ル サム 油 や 非常に 多くの 金 および 宝石 


を 運ぶ らくだを 伴って， エルサレムに 
到着した。 彼女は ソロモンの ところに 
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来て， その 心に 掛かって いたす ベての 
ことを 彼に 話し だした。 3 —方， ソロ 

かのじょ  ことがら  かた 

モンは 彼女に そのす ベての 事柄を 語り 

つづ  [ィ）  かく 

続けた。 王に 隠されて いて， 彼女に 語 
ら なか っ た 事柄は ひとつ もなかった。 

4 シ エバの 女王は ソロモンの すべて 
の 知恵と， 彼の 建てた 家と， 5 その 食 
卓の 食物， その 僕たちの 座って いる 様， 
給仕 人たち の 食卓での 奉仕， 彼らの 衣 
装， [王] の 飲み物， [王] が ヱ ホ パの 家で 
いつも ささげる その 焼燔の 犠牲を 見る 
に 及んで， 彼女の 内には もはや 霊が な 
かった。 6 それで 彼女は 王に 言った， 
「私が 自分の 土地で あなたの 事柄と あ 
なた の 知恵と について お聞き した 言葉 
は 真実でした。 7 それに， 私は 来て， 
この 目が 見る までは， その 言葉を 信じ 
ませんで した。 ご覧く ださい， 私は そ 
の 半分 も 告げられて いません でした。 
あなたは 知恵と 繁栄の 点で， 私の お 聴 
きした， 聞かされた ことを しのいで お 

(サ）  なん  さい わ 

られ ます。 8 何と 幸いな のでしょう。 
あなたの 部下たち は。 何と 幸いな ので 
しょう。 いつも あなたの 前に 立って， 
あなたの 知恵を 聴いて いる， これら あ 

しもべ  [セ） 

なた の 僕たちは。  9 あなたの® エホ 
パが ほめたたえられます ように。 [裡] 
は あなたを イスラエルの 王座に 就かせ 

[夕]  よろこ  m 

て， あなたの ことを 喜ばれました。 エ 
ホバは 定めの ない 時まで も イスラエル 

あい  [ツ）  しほう じょう  さば 

を 愛して おられます ので， 司法 上の 裁 
きと 義を 行なうよう， あなたを 王と し 
て 任じられた のです」。 


夕詩 2:6; チ 詩 18:19; ツ申 7:8; 代 I 17:22; 代!！  2:11; テサ 
n  8:15; イザ 9:7; トサ D  23:3; 詩 72:2; イザ 11:4; エレ 22: 
15; ナ王 1 2:45; 代 D  9:8; ルカ 11:31; ヨハ 1:49。 
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10 それから， 彼女は 金 百 二十 タラン 
卜と， 非常に 沢山の バルサム 油と 宝石 
を 王に 贈った。 シヱ バの 女王が ソロ モ 
ン 王に 贈った ほどの 大量の バルサム 油 
に 匹敵す る ものは， もはや 二度と 入っ 
て 来なかった。 

11 それに， オフィルから 金を 載せ 
て 来た ヒ ラムの 船団 もまた， 非常に 大 
量の アル グムの 材木と 宝石を 運んで 来 
た。 12 そこで， 王は この アル グムの 
材木で エホバの 家と 王の 家の ための 支 
えを， また 歌うたい たちの ためにた て 
琴と 弦邊 器を 造った。 今日に 至る まで， 
このような アル ダムの 材木は 入って 来 
たこ ともなく， 見た こと もなかった。 

13 そして ソロモン 王は， ソロモン 王 
の 気前の 良さに したが っ て 与えた もの 
の ほかに， シ エバの 女王が 求めた その 
喜ぶ もの すべてを 彼女に 贈った。 その 
後， 彼女は 身を 巡らし， 自分の 土地へ， 
その 僕たちと 一緒に 帰って 行った。 

14 ときに， 一年間に ソロモンのと 
ころに 入って 来た 金の 重さは， 金 六 百 

(t) 

六十 六 タラント にも なった。 15 この 
ほかに, 旅を する 者たち から [の もの]， 
mw, アラ; のす ベての 王た &お 
よび その 地の 総督たち から 得た 収益が 
あった。 

16 そして ソロモン 王は さらに， 合金 

きん  おおだて [チ）  おのおの 

に した 金で 大盾 — ^ 百 （各々 の大 盾には 
金 六 百 [シヱ ケル] を 着せた）， 17 ま 
た， 合金に した 金で 丸 盾 三百を 造った。 
(各々 の 丸 盾には 金 三 ミ ナを 着せた。） 
それから， 王は それらを “ レバノンの 
森の 家” に 置いた。 
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才代 n  9:18 
力 代 n  9：19 


ケ創 10:4 
代 n  20:36 
詩 72:10 


コ代 n  9:21 
ナ王 I 10:18 


コロ  2:3 


ソ詩 68:29 
箴 18:16 


18 さらに， 王は 大きな 象牙の 王座を 
造り ，精錬され た 金を これに かぶせた。 
19 その 王座には 六つの 段が あり， 王 
座には その後ろ に 丸い 天蓋が あり， 座 
る 場所の そ ばの こちら 側と 向こう側に 
は ひじ 掛けが あり， その ひじ 掛けの 傍 
ら には 二 頭の ライオンが 立って いた。 
20 また， 六つの 段の 上には， そこに 
十二 頭の ライオンが こちら 側と 向こう 
側に 立って いた。 このような ものが 造 
られた 王国は ほかになかった。 

21 そして， ソロモン 王が 飲む のに 用 
いた 器は みな 金で あり， "レバ ノ ンの 
森の 家” の 器 もみな 純金であった。 銀 
の ものは 何もなかった。 [銀] は ソロ モ 
ンの 時代には， 全く 取る に 足りない も 
のとみ なされて いた。 22 王は 海に， 
ヒ ラムの 船団と 共に， タルシシ ュの船 
団を 持って いたから である。 三年に 一 
度， タルシシ ュの 船団が 金， 銀， 象牙， 
それに さる や， くじゃくを 載せて 来る 
のであった。 

23 それで， ソロモン 王は 富と 知恵と 
において， 地の ほかの どんな 王よりも 
偉大であった。 24 そして， 地の すべ 
ての 人々 は， 裡が 彼の' ■心に 授けられた 
知恵を 聞こうと して， ソロモンの 顔を 
求める のであった。 25 そして， 彼ら 
は 各々 贈り物を， すなわち 銀の 品， 金 
の 品， 衣， 武具， バルサム 油， 馬 やら 
ばな どを 毎年の 決まった 事と して 持っ 
て 来る のであった。 

26 そして， ソロモンは 兵車と 乗 用 馬 
を さらに 集めた。 彼は 兵車 千 四百 台と 
乗 用 馬 一万 二 千 頭を 持ち， それらを 兵 
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エホバと 全く 一致して はいなかった。 
5 そして， ソロモンは シドン 人の 女神 
アシュ トレ テと， アン モン 人の 嫌, 悪す 
べき もの ミル コムに 従って 行く ように 
なった。  6 また， ソロモンは エホバの 
目に悪い ことを 行ないは じめ， その 父 

ダビデの ように エホバに 全くは 従わな 

(才） 

かった。 

7 ソロモンが エルサレムの 前に ある 
山の 上に モ アブの 嫌悪すべき もの ケモ 
シュ のた め， また アン モンの 子ら の 嫌 
悪すべき もの モレ ク のために 高き 所を 
築き だした のは， そのころ であった。 

じ ぶん  かみがみ  ぎ 

8 そして， 自分たち の 神々 のために 犠 
性の 煙を 立ち上らせ， 犠牲を ささ げた， 
その 異国の すべての 妻たち のために も， 
彼は そのよう にした。 

9 それで， エホバは ソロモン に対して 
いきり 立たれた。 彼の 心が， イス ラエ 
ルの 拽 エホバ， 二度 も 彼に 現われて く 
ださった 方から 傾いて それた からで あ 
る。 10 そして， この 事に 関し， ほかの 
神々 に 従って 行って はならない と 命じ 
て おられた が， 彼は エホバの 命じられ 
たこと を 守らなかった。 11 そこで エ 
ホバは ソロモン に 言われた， 「この こ 
とが あなたに 起こり， あなたは わたし 
が 命じて 課した わたしの 契約と 法令を 
守らなかった ので， わたしは 必ず 王国 
を あなたから 裂き 取り， それを 必ず あ 
なた の 僕に 与える。 12 とはいえ， あ 
なた の 父 ダビデの ために， あなたの 時 
代には そうしない。 あなたの 子の 手 か 
ら， わたしは それを 裂き 取る。 13 た 
だし， わたしが 裂き 取る のは 王国 全部 
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車の 都市と， エルサレムの 王の すぐ そ 
ばに 配置 させて おい‘。 

27 また， 王は エルサレムで 銀を 石の 
ように 匕， 杉材を シェフ ヱ ラに 沢山 あ 
る エジプトい ちじくの 木の ようにした。 

28 そして， ソロモンが 持って いた 馬 
の 輸出は エジプトから なされて おり， 

しょうにん  いちだん  だいか  はら  む 

王の 商人の 一団が 代価を 払っ て 馬の 群 
れを 得る のであった。 29 また， いつ 
も エジプト から 兵車が 上っ て 来て は， 
銀 六 百 枚で， 馬は 百 五十 枚で 輸出され 
た。 ヒッ タイトの すべての 王たち， お 
よび シリ アの 王たち のために も そのよ 
うにな される のであった。 彼らを 通し 
て， それら [王] たち は 輸出を 行なった。 

n ときに， ソロモン 王は， ファラ 
才の 娘と 共に 多くの 異国の 妻た 
ち， すなわち モ アブ 人， アン モン 人， 
エドム 人， シドン 人， [および] ヒッタ 
イト 人の 女を 愛した。 2 この [女] た 
ちは， エホバが かつて イスラエルの 子 
ら に， 「あなた 方は 彼らの 中に 入って 
はならず， 彼ら も あなた 方の 中に 入っ 
ては ならない。 確かに 彼らは あなた 方 
の 心を 傾けさせて， 彼らの 神々 に 従わ 
せる であろう」 と言われた その 国々 の 
者であった。 ソロモンは 彼女たち に 固 
く 付いて， [これを] 愛した ので ある。 
3 それで， 彼は 七 百 人の 妻， すな わ 
ち 王妃たち と， 三百 人の そばめを 持っ 
た。 その 妻たち はし だいに 彼の 心を 傾 
けさせた。  4 そして， ソロモンが 年老 
いた 時， その 妻たち が 彼の" 心を 傾けさ 
せ'^， ほかの 神々 に 従わせた ので， そ 
の 心は 父 ダビデの 心の ように， その 神 
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ではない。 わたしの 僕 ダビデの ため， 第 11 章 父祖と 共に 横たわった こと， また 軍の 
また わたしが 選んだ エルサレムの ため ァロ3 長ヨ アブが 死んだ ことを， エジプトで 
に， 一っの 部族を， わたしは あなたの ^^12：11 聞いた。 それで ハダ ドは， 「わたしを 
子に 与える であろう」。  %n6o：i4 去らせ， わたしの 土地に 行かせて くだ 

14 そこで， エホバは ソロモンに 反 ゥ さい」 と ファラオに 言った。  22 しか 

こう  もの W  し そん  かれ  い 

抗 する 者， すなわち 王の 子孫の エドム ェ 創27: 4〇 し ファラオは 彼に 言った， 「あなたは 
人 ハダ ドを 起こす ようになった。 彼は  115:4  わたし と共にいて， 何がなくて 困って 

(»)  才申 31:17  じぶん  とち  ゆ 

エドムに いた。 15 そして， ダビデが  7：i4  いると いうので， 自分の 土地へ 行こう 
エドムを 討ち 翻し， 軍の 長ヨ アブが 打 ^  ftl 18ll2 とする のか」。 これに 対して 彼は 言っ 
ち 殺された 者を ：葬 ろうとして 上って 来 キサ n8:13 た， 「何でもありません。 ただ， どう 
たと き， エドムの 男子を みな 討ち 倒 そ ク *2Q:13 しても わたしを 去らせて 頂きたい の 
うとした ので ある。 16  ( ヨ アブと 全 こ: ^  です」。 

イスラエルが そこにと どまった のは 六  23 それから# は [ソロモン] に 対し 

げっかん  かれ  だんし  ひとり  はんこう しゃ M 

か 月間で， っいに 彼は エドムの 男子を サ《39:4  てもう 一人の 反抗 者， すなわち エル ヤ 
みな 断ち 滅ぼした。） 17 ときに， ハ 111 ^  ダの 子 レ ゾンを 起こされた。 彼は その 
ダ ドは， その 父の 僕の 数人の エドム 人 ポ 1:23 主， ツォバ の 王 ハダ ド エゼルの もと か 
と共に 逃げ去って ，エジプトへ 行こう 第二 欄 ら 逃げ去った 者であった。 24 そして 
とした。 そのと き， ハダ ドは 幼い 少年 711 2:10 彼は， ダビデが 彼らを 殺した とき， 人々 
であった。 18 それで 彼らは 立って ミ ^fJ  24:56 を 自分の 側に 集めて， 略奪 隊の 長と なっ 
ディアンを 出， パランへ 行き， パラン  S K25 た。 そこで， 彼らは ダマスカスに 行っ 
から 人々 を 引き連れて， エジプトへ， ヱ； 〖だ9 て， そこに 住む ようになり， ダマス カ 
エジプトの 王 ファラオの ところへ 行っ  I! は4 スで 治め はじめた。  25 こうして， 彼 
た。 すると， [ファラオ] は 彼に 家を 与 才 だぽ68 は ソロモンの 時代 中 ずっと イスラエル 
えた。 また， パンを 彼に あてがい， 土 ヵサ に 反抗す る 者と なり， それ も ハダ ドが 
地を 彼に 与えた。 19 そして， ハダ ド もたらした 危害に 加えての ことで あっ 

ひ っづ  »<■ ク? おさ  ぁいだ 

は ファラオの 目に 引き続き 大いに 恵み I； た。 彼は シリアを 治めて いた 間， イス 
を 得た ので， [ファラオ] は 自分の 妻の  H  9；2 ラエルを 憎悪して いた。 

妹， すなわち 貴婦人 タフ ペネスの 妹を ヶ 11 5:4  26 また， ツェレ ダの 出身の エフ ライ 

かれ あた  ('»  コ創 34:30  じん  しもべ [サ！ 

妻と して 彼に 与えた 0  20 やがて， 夕 詩68:1  ム人ネ パトの 子で， ソロモンの 僕， ヤ 

いもうと かれ  サ王 19:22  (シ）  はは 

フ ペネスの 妹は 彼に 男の子 ゲヌバ トを  ftn 13：6 ラべ アムが いた。 その 母の 名は ツェル 

産み， タフ ペネスは その子を ファラオ シ I! ば1 ア といい， やもめ 女であった。 彼 も 王 
の 家の ただ 中で 乳離れ させた。 ゲヌバ  II 14:10 に対して その 手を 上げる ようになった。 
卜は 引き続き ファラオの 家で， ファラ  S  ；^0  27 そして， これが 彼が 王に 対して その 

才の 子ら のた だ 中に いた。  ス 蔵3 〇:32  手を 上げた 理由で ある 0 ソロモンは， 

21 ときに， ハダ ドは， ダビデが その "I!  9；24  塚を 築いた。 彼は その 父 "ダビデの 都 


列 王 第一 11:28—41  ヤ ラべ アムに 十 部族が 与えられる という 約束  584 

市，’ の 破れ目を ふさいだ 0  28 ところ 第 r 章 たしの 僕 ダビデの ためで あり， 彼が わ 
で， ヤ ラべ アムと いう 人は 勇敢で， 力の ^52 たしの おきてと 法令を 守った からで あ 
ある 人であった。 ソロモン はこの 若者 ゥ f マ22 : る。  35 それでも， わたしは その子 
が 勤勉な 働き者な のを 見る と， 彼を ヨ 忠 20 の 手から 王権を 必ず 取り， それを， 十 
セフの 家の すべての 強制 奉仕の 監督と ォ王 n25:i2 部族を も， あなたに 与える。 36 そし 

ちょうど  エレ 39:10  かれ  ぶぞく  あた 

した 0  29 そして， 丁度 そのころ， ヤ ヵ 王 1テ16  て， 彼の 子には 一つの 部族を 与える 0 

ゅ  親 12:24  ぉ 

ラべ アムが エルサレムから 出て 行く と， キョシ 1&1 それは わたしの 名を そこに 置く ため， 
シロ 人の 預言 邊ア ヒヤが 道で 彼を 見つ  わたしの ために 選んだ 都市， エル サレ 

けたので ある。 [ア ヒヤ] は 新しい 衣で ヶ 雪は f  ム で， わたしの 僕 ダビデが わたしの 前 
# を 包んで いた。 彼ら 二人は 自分たち ^  Sic にいつ も 一つの ともしびを 保つ ため; ^ 
だけで 野に いた。  30 そこで アヒヤ は ある。  37 また， あなたは わたしの 選 
身に 着けて いた 新しい 衣を つかみ， そ  i!  ?2；20 ぶ 者で あり， あなたは 自分の 魂の 渴望 
れを 十二 切れに 引き裂いた。 31 次い ふ3 する ものを みな 確かに 治め， 必ず イス 
で 彼は ヤ ラべ アムに 言った，  1^3;^ ラエルの 王と なる であろう。  38 そし 

「自分の ために 十 切れを 取りなさい。 ほて， もし， わたしが あなたに 命じる す 
イスラエルの 迚 エホバは このように 言 夕濃 ベての ことに 従い， わたしの 僕 ダビデ 
われた からです 0 『見よ， わたしは ソ チ 民1 21:29  が 行なった ように， わたしの 法令と お 

おうこく  ひ  さ  エレ 48:13  まも  たし  みち  あゆ 

ロモンの 手から 王国を 引き裂く ことに ッ レビ 1W1 きて を 守って， 確かに わたしの 道に 歩 
しよう。 わたしは 必ず 十 部族を あなた なは 3 み， わたしの 目に 正しい ことを 実際に 

に 与える。 32 ただし， 一つの 部族は， - 行なうなら， わたしもまた 必ず あなた 

わたしの 僕 ダビデの ため， また わたし，。 _  と共に おり， わたしが ダビデの ために 

ァ 鑑 fc  ぇぃぞく  ぃぇ 

が イスラエルの すべての 部族の 中から  建てた ように， 永続す る 家を あなたに 

選んだ 都市， エルサレムの ために， 引 ， ザ13 H7 建て， イスラエルを あなたに 与えよう。 
き 続き 彼の ものと なる 0  33 というの  ^ 10:16  39 そして， わたしは このために ダビデ 

かれ  す (v)  じん  ウ王 111:32  しそん はずかし [ヶ 1 

は， 彼らが わたしを 捨て， シドン 人の ェサ n7:29 の 子孫を 辱める。 ただし， いつまでも 

めがみ  [夕）  サ n 14:7  (コ） 

女神 アシュ トレ テ や， モ アブの 神ケモ  |； ^  ではない』」。 

【チ】  トン 1  .»  -1- 1 , /?〇 

シユ や， アン モンの 子ら の 神 ミル コム  5S 15:16  40 ときに， ソロモンは ヤ ラべ アムを 
に 身をかがめる ようになり， 彼の 父 ダ 12  3；H  殺そうと する ようになった。 それで ヤ 
ビデの ように， わたしの 目に 正しい こ キョシ 1:5 ラべ アムは 立って， エジプトへ， エジ 
とと， わたしの 法令と 司法 上の 定めを 17：1〇 ブトの 王シ シャク 'の もとに 遂げ 去って 

おこ  みち あゆ  詩 89:33  ゆ （ス）  し 

行なって， わたしの 道に 歩まなかった ヶョ ドポ 行き， ソロモンが 死ぬ まで エジプトに 

かれ  H 14=8 

からで ある。  34 しかし， わたしは 彼 コ% 9 ぬ いた。 

の 手から 王国 全部は 取らない。 わたし サ^; ぷ f  41 ソロモンの その他の 事績， 彼の 行 
は 彼を その 一生の 間， 長と して おく か なった すべての こと， および 彼の 知恵 
ら である。 それは， わたしが 選んだ わ ス は， ソロモンの 事績の 書に 記されて い 
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るでは ないか。 42 そして， ソロモン 
が エルサレムで 全 イスラエルを 治めた 
期間は 四十 年であった。 43 それから 
ソロモンは その 父祖たち と共に 横たわ 
り， 彼の 父 “ ダビデの 都市” に 葬られ 
た。 その子 レ ハべ アムが 彼に 代わって 
治めは じめ た。 

-i  〇 ところで， レ ハべ アムは シエ ケ 
^ ムへ 行った。 全 イスラエルが 彼 
を 王に しようと して， シエ ケムに 来た 
からで ある。 2 そして， ネバ トの 子ヤ 
ラべ アムが そのこと を 聞く と， 彼は な 
お エジプトに いたが （ヤ ラべ アムは ソ 
ロモ ン 王の ゆえに 逃げ去 っ ていたから 
である。 それは エジプトに 住む ためで 
あった）， 3 人々 は 人を やって， 彼を 
呼び寄せた。 その後， ヤ ラべ アムと イ 
スラ エルの 全会衆が 来て， レ ハべ アム 
に 話して 言いだ した， 4 「あなたの 父 
上は わた したち の くびきを 厳しく され 
ましたが， あなたは 今， 父上の 厳しい 
奉仕と， [父上] がわた したち に 負わせ 
た 重い くびきを 軽く してく ださい。 そ 
うすれば， わたしたちは あなたに 仕え 

ま 孑」。 

5 そこで 彼は その 人々 に 言った， 「三 
日間 去って， わたしの ところに 戻って 
来なさい」。 それで 民は 去って 行った。 

6 それで レ ハべ アム 王は， その 父 ソロ 
モンが 生きて いたと き [ソロモン] に 仕 
えてい た 年長者たち に 相談 して 言いだ 
した， 「あなた 方は この 民に どう 返答 
したら よいと 思う か」。  7 それゆえ， 
彼らは [王] に 話して こう 言った。 「も 
し， 今日， あなたが この 民の 僕と なり， 
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実際に 彼らに 仕える のでしたら， あな 
たは 彼らに 答えて， 良い 言葉を もって 
彼らに 話さなければ なりません。 そう 
すれば， 彼らは きっと いつまでも あな 
たの 僕と なる で しょ う」。 

8 ところが， 彼は 年長者た ちが 進言 
した 助言を 捨てて， 彼と 共に 成長 し， 彼 
に 仕え る 者で あっ た 若者たち に 相談し 
はじめた。  9 そうして 彼らに 言った， 
「あなた 方は， 『あなたの 父上が わたし 
たちに 負わせた くびきを 軽く してく だ 
さい』 と， わたしに 話した この 民に 我々 
が 返答で きる よう， 何を 進言す るつ も 
りか」。 10 すると， 彼と 共に 成長した 
若者た， は 彼に 話して 言った， 「『あな 
たの 父上は わたしたちの くびきを 重く 
されました が， あなたは それを わたし 
たちから 軽く してく ださい』 と 言って 
あなたに 話した この 民に， このように 
言えば よいでしょう。 あなたは 彼らに 
このように 話せば よいでしょう。 『わ 
た しの 小指は 必ず 父の 腰よ り も 太くな 
る。 11 それで 今， わたしの 父は あな 
た 方に 重い くびきを 負わせた が， わた 
しは あなた 方の くびきを 増やす であろ 
う。 わたしの 父は あなた 方を むちで 打 
ち 懲らした が， わたしは あなた 方を と 
げ むちで 打ち 懲らす であろう』 と」。 

12 それから， ヤ ラべ アムと すべての 
民は， 王が， 「三日 目に わたしの ところ 
に 戻って 来なさい」 と 言って 話した 通 
りに， 三日 目に レ ハべ アムのと ころに 
来た。 13 ときに， 王は 厳しく 民に 答 

^ [ス〕  かれ  & んけ j 」  ねんちょうしゃ  じょけ ^ 

捨てる ようになった。 14 次いで， 若 
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者たち の 助言 ^ したがって さ らに 彼ら 
に 話して 言っ^:，  「わた しの 父は あな 
た 方の くびきを 重く したが， わたしは 
あなた 方の く びきを 増やす であろう。 
わた しの 父は あなた 方を むちで 打ち 懲 
らした が， わたしは あなた 方を とげむ 
ちで 打ち 懲らす であろう」。 15 こう 
して 王は 民 [の 言う こ と] を 聴き 入れな 
かった。 それは， エホバが シロ 人アヒ 
ヤを 通して ネバ トの 子ヤ ラべ アムに 話 
された ご 自分の 言葉を 本当に 果たす た 
乂， エホバの 求めに よって， 事態の 変 
転が 生じた からで ある。 

16 全 イスラエルは 王が 彼ら [の 言う 
こ と] を 聴き 入れなかった のを 見る と， 
民は 王に 返答して こう 言った。 「我々 
は ダ ビデに どんな 分け前を 持っ ている 
だろう。 また， エッ サイの 子に 相続 分 
はない。 イスラエルよ， あなたの 神々 
の もとに [帰れ]。 ダビデよ， 今， 自分 
の 家に 注意せ よ！」 こうして， イス 
ラエルは 自分たち の 天幕に 帰って 行っ 
た。 17 ユダの 諸 都市に 住んで いる イ 
スラ エルの 子ら について いえば， レ ハ 
ベ アムは 引き続き 彼らを 治めた。 

18 後に， レ ハべ アム 王は， 強制 労 
働に 徴用され た 者たち を つかさどって 
いた アドラムを 遣わした が， 全 イスラ 
エルは 彼を 石 撃ちに したので， 彼は 死 
ん だ。 それで， レ ハべ アム 王は， やっ 
とのこと で 兵車に 乗り込み， エル サレ 
ムに 逃げた。 19 こうして， イス ラエ 
ル 人は ダビデの 家に 反抗して， 今日に 

いた  M 

至っ ている。 

20 そして， 全 イスラエルは ヤラ ベア 
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ムが 戻って 来た ことを 聞く や， すぐに 
人を やって， 彼を 集まった 人々 のと こ 
ろに 呼び寄せ， 彼を 全 イスラエルの 王 
とした。 ユダの 部族 以外には， だれも 
ダ ビデの 家に 従う 者とは ならな かった。 

21 レ ハべ アムは エルサレムに 着く 
と， 直ちに ユダの 全家と ベニヤ ミンの 
部族， すなわち 戦いを 行なえる 強健な 
精鋭 十八 万人を 集 し， 王権を ソロ モ 
ンの子 レ ハべ アムに 戻す ため， イスラ 
エルの 家と 戦おうと した。 22 すると， 
[ま ことの] 拽の 言葉が [まこ との] 裡の 

(才）  (*)  のぞ  い 

人 シェ マヤに 臨んで 言った， 23 「ソロ 
モンの 子で ある ユダの 王 レ ハべ アム， 
ユダと ベニヤ ミンの 全家， および その 
他の 民に 言いなさい， 24 『エホバは こ 
のように 言われた。 「あなた 方は 上っ 
て 行って， イスラエルの 子ら である あ 
なた 方の 兄弟たち と 戦って はならない。 
各々 自分の 家に 帰れ。 この 事が もたら 
された のは， わたしの 求めに よるから 
である」』」。 それで 彼らは エホバの 言 
葉に 従い， エホバの 言葉に したがって 

(3) 

帰っ て 行った。 

25 それから， ヤ ラべ アムは エフ ライ 
ムの 山地に シェ ケムを 建てて， そこに 
住んだ。 次に， 彼は そこから 出て， ぺ 
ヌエ ルを 建てた。  26 そして， ヤ ラべ 
アムは その 心の中で こう 言いだ した。 

いま  おうこく  いえ  もど  （セ 1 

「今や 王国は ダビデの 家に 戻る だろう。 
27 もし この 民が エルサレムの エホバ 
の 家で 犠牲を ささげる ために 引き続き 
上って 行くなら， この 民の 心 も きっと 
彼らの 主， ユダの 王 レ ハべ アムに 戻る 
だろう。 そして 彼らは 必ず わたしを 殺 
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して， ユダの 王 レ ハべ アムの もとに 戻 
るだろう」。 28 それゆえ， 王は 相談し 
て， 二つの 金の 子牛を 造り， 民に 言っ 
た， 「あなた 方が エルサレムに 上る の 
は 大変 だ 0 イスラエルよ， ここに， あな 
たを エジプトの 地から 連れ 上った， あ 
なた の裡が おられる」。 29 それで 彼 
は 一つを ベ テルに 据え， もう 一つを ダ 
ンに 置いた。 30 そして， この 事は 罪 
の 元と なり， 民は ダンに， その 一つの 
前にまで 行く ようになった。 

31 また， 彼は 高き 所の 家を 造り， レ 
ビの 子ら の 者では ない 一般の 民から 祭 
司たち を 任じる ようになった。  32 さ 
らにヤ ラべ アムは ユダで 行なわれ てい 
る 祭りの ように， 祭りを 第 八の 月， そ 
の 月の 十五 日に 設けた。 それは， ベ テ 
ルで 造っ た 祭壇の 上に 捧げ物を 供え， 
彼が 造っ た 子牛に 犠牲を ささ げる ため 
であった。 また， 彼の 造った 高き 所の 
祭司たち をべ テルで 勤めに 就かせた。 
33 そして 彼は 第 八の 月， すなわち 自分 
で 考え出した その 月の 十五 日に， ベ テ 
ルに 造っ た 祭壇の 上に 捧げ物を 供えは 
じめ た。 それから， イスラエルの 子ら 
のために 祭りを 設け， 犠牲の 煙を 立ち 
上らせる ため， 祭壇の 上に 捧げ物を 供 
ぇ#。 

-I  〇 ところで， ここに， エホバの 言葉 
Id によって ユダから ベ テルに やっ 
て 来た， 挫の 人が いた。 そのと き， ヤ 
ラべ アムは 犠牲の 煙を 立ち上らせ るた 
め 祭壇の 傍らに 立って いた。 2 する 
と， その 人は エホバの 言葉に より 祭壇 
に 向かって 呼ば わって 言った， 「祭壇 
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よ， 祭壇よ， エホバは このように 言わ 
れ た。 『見よ， ひとりの 男の子が ダビ 
デの 家に 生まれる。 その 名は ヨシヤと 
いう！ そして 彼は， お前の 上で 犠牲 
の 煙を 立ち上らせ ている 高き 所の 祭司 
たちを， 必ず お前の 上に 犠牲と して さ 
さげ， 人の 骨を お前の 上で 焼く ことに 
なる』」。 3 そして， 彼は その 日， ひと 
つの 異 兆を 示して， こう 言った。 「こ 
れは エホバが 話された 異兆 である。 見 
よ， 祭壇は 引き裂かれ， その上に ある 
脂 灰は 必ず まき 散らされる」。 

4 そして， 王は [まことの] 拽の 人が ベ 
テルの 祭壇に 向かって 呼ば わって 言っ 
た W 葉を 聞く や， ヤ ラべ アムは 直ちに 
祭壇から 手を 突き出して， 「お前たち， 
彼を 捕らえよ」 と 言った ので ある。 す 
ると たちまち， その 人に 向かって 突き 
出した 手は 干からび， それを 引っ込め 
る ことができ なくなった。  5 そして， 
祭壇 も， [まことの] 拽の 人が エホバの 
言葉に よっ て 示した 異 兆の とおりに， 
引き裂かれ たので， 脂 灰は 祭壇から ま 
き 散らされた。 

6 そこで 王は [まことの] 裡の 人に 答 
えて 言った， 「どうか， あなたの® エホ 
バの 顔を 和め， わたしの 手が わたしの 
もとに 元通りになる よう， わたしの ため 
に 祈って ください」。 そこで， [まこと 
の] 姓の 人が エホバの 顔を 和めた ので， 
王の 手は 彼の もとに 元通りに なり， 初 
めの ようになった。 7 次いで 王は [ま 
ことの] 裡の 人に 言った， 「是非 わたし 
と共に 家に 来て， 食事を 取って くださ 
い。 あなたに 贈り物を 差し上げ たいの 
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預言者は 命令に 背いて， ハンを 食べる 


です」。  8 ところが， [まことの]® の 
人は 王に 言った， 「たとえ， あなたの 
家の 半分を わたしに 下さっても， わた 
しは あなた と共にまい りません し， こ 
の 場所では パン も 食べません し， 水 も 
飲みません。 9 彼が そのよう に エホ 
バの 言葉に よって わたしに 命じ， 『あ 
なた は パンを 食べて はならず， 水を 飲 
ん でもなら ない。 また， 自分の 来た 道 
を 通って 帰って はならない』 と 言った 
からです」。 10 こうして， 彼は ほかの 
道を 通って 行く ことにし， ベ テルに 来 
るのに 通っ た 道を 通っ て 帰る ことは し 
なかった。 

11 ときに， ある 年老いた 預言者が ベ 
テルに 住んで いたが， その 息子たち が 
そのと き やって来て， [まことの] 裡の 
人が そ の 日べ テ ルで 行な っ たす ベての 
m, [および] その 人が 王に 語った 言葉 
を 述べ， それを 父に 述べ 続けた。 12 す 
ると 父は， 「それで， その 人は どの 道 
を 行った か」 と 彼らに 話した。 そこで， 
その 息子たち は， ユダから 来た [まこと 
の]® の 人が 行った 道を [父] に 示した。 
13 それで 彼は 息子たち に 言った， 「わ 
たしの ためにろ ばに 鞍を 置いて くれ」。 
そこ で 彼らは [父] のためにろ ばに 鞍を 
置く と， 彼は それに 乗って 行った。 

14 そして， 彼は [まことの] 迚の人 
の 跡を 追って 行き， その 人が 大木の 下 
に 座って いるのを 見つけた。 そこで 彼 
は その 人に 言った， 「あなたが ユダ か 
らおいで になった [まことの] 迚の 人で 
すか」。 それに 対して， その 人は， 「わ 
たしです」 と 言った。 15 そして 彼は 


さらに その 人に 言った， 「わたしと 共 
に 家に 来て， パンを 食べて ください」。 
16 しかし， その 人は こう 言った。 「わ 
たしは あなたと 共に 戻る こと も， あな 
たと 共に 行く こと もで きません。 この 
場所では， あなたと 共に パン も 食べら 
れ ません し， 水 も 飲めません。 17 と 
いうのは, わた しは エホバの 言葉に よっ 
て， 『あなたは そこでは パンを 食べて 
はならず， 水 も 飲んで はならない。 自 
分の 来た 道を 通っ て戻っ ては なら ない』 
と言われて いるから です」。 18 ここに 
おいて 彼は その 人に 言った， 「わたし 
もまた あなたと 同様 預言者で すが， み 
使いが エホバの 言葉に よっ てわたしに 
話し， 『その 人を 一緒に あなたの 家に 
戻らせ， パンを 食べさせ， 水を 飲ませ 
なさい』 と 言いました」。 （彼は その 
人を 欺いた ので ある。） 19 そこで， そ 
の 人は 彼と 共に 戻り， 彼の 家で パンを 
食べ， 水を 飲む ことにした。 

20 こうして, 彼らが 食卓に 着いて い 
たと ころ， その 人を 連れ戻した 預言者 
に エホバの 言葉が 臨んだ ので， 21 彼 
は ユダから 来た [まことの] 迚の 人に 向 

よ  い 

かっ て 呼ば わって 言った， 「 エホバは 
このように 言われた。 『あなたは エホ 
バの 命令に 背き， あなたの 拽 エホバの 

めい  まも  W 

命じられた おきてを 守らず，  22 あな 
たに， 「パンを 食べても， 水を 飲んで 
もなら ない」 と 話された その 場所で， 
パンを 食べ， 水を 飲む ために 戻った の 
で， あなたの 死体は あなたの 父祖たち 
の 埋葬 所には 入らないで あろう』」。 

23 こうして， その 人が パンを 食べ， 
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飲んだ 後， 彼は すぐ その 人の ため， す 
なわち 連れ 帰った 預言者の ためにろ ば 
に 鞍を 置いた。 24 そして， その 人は 
立ち去った。 後に， ライオンが 道で そ 
の 人に 会い， その 人を 殺した。 その 死 
体は 道に 投げ出された。 そして， ろば 
は その 傍らに 立って おり， ライオン も 
死体の 傍らに 立って いた。 25 そして， 
見よ， 人々 が 通りかかった ので， 道に 
投げ出された 死体と， その 死体の 傍ら 
に 立って いる ライオンを 見つけた。 そ 
れで 人々 はやって 来て， その 年老いた 
預言者の 住んで いる 都市で それ につい 
て 諸した。 

26 その 人を 道から 連れ 帰った 預言 
者は それにつ いて 聞く と， 直ちにこう 
言った。 「それは エホバの 命令に 背い 
た， [まことの] 拽の人 だ。 それで エホ 
バ は， その 人に 話された エホバの 言葉 
どおりに， その 人を ライオンに 渡し， 
[ライオン] がその 人を 打ち砕いて， 殺 
すよう にされ たの だ」。 27 次いで 彼 
は 息子たち に 話して 言った， 「わたし 
のために ろばに 鞍を 置いて くれ」。 それ 
で 彼らは 鞍を 置いた。 28 そこで 彼は 
出かけて 行って， 道に 投げ出された そ 
の 人の 死体と， その 死体の 傍らに 立っ 
ている ろばと ライオンを 見つけた。 ラ 
イオンは その 死体を 食べず， ろばを 打 
ち 砕いても いなかった。 29 それから， 

よ げん しゃ  し たい  ひ 

預言者は [ま ことの] 裡の 人の 死体を 引 
き 上げ， それを ろばに 載せて 持ち帰 っ 
た。 こうして， その 年老いた 預言者の 
都市に 入り ，嘆き悲しんで， それを 葬っ 
た。 30 こうして， 彼は その 人の 死体 


第 13 章 


第二 欄 

ア 使徒 8:2 
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ェ王 n  23:19 


第 14 章 


を 自分の 埋葬 所に 納めた。 人々 は その 
人の ため に 悼み 悲 しんで， 「気の毒な 
こと だ。 わたしの 兄弟よ！」 [と 言っ 
た]。 31 そして， 彼は その 人を 葬った 
後， さらに 息子たち に 言った， 「わた 
しが 死んだら， お前たち は， [まこと 
の]# の 人が 葬られて いる 埋葬 所に わ 
たしを 葬る の だ。 あの人の 骨の 傍らに 
わた しの 骨を 納めて くれ。 32 彼が エ 
ホ パの 言葉に よって， ベ テルに ある 祭 
壇と， サマリ +の諸 都市に あるす ベて 
の 高き 所の 家と に 向かって 呼ば わった 
言葉は， 必ずそう なる からだ」。 

33 この 事の 後 も， ヤ ラべ アムは その 
悪い 道から 立ち返らず， 再び 一般の 民 
から 高き 所の 祭司を 任じる ようにな っ 
た。 だれでも それを 喜ぶ 者に ついては， 
彼は その 手に 権能を 満た して， 「それ 
では， 高き 所の 祭司 [の 一人] になれ」 
[と言うので あった]。  34 そして， こ 
の 事で， ヤ ラべ アムの 家の 者には 罪の 
元が もたらされ， 彼らを 地の 表から ぬ 
ぐい 去り， 根絶やしに するとき が [来 
る] ことに なった。 

-i  A  丁度 そのころ， ヤ ラべ アムの 子 
A 1 ア ビヤが 病気に かかった。 2 そ 
こで， ヤ ラべ アムは 妻に 言った， 「ど 
うか， 立って， 変装し， ヤ ラべ アムの 
妻 だとは 分からない ようにして， シロ 
へ 行っても らいたい。 見よ， そこは 預 
言 者 アヒヤ がいる 所 だ。 彼は わたしに 
関し， この 民の 王と なること について 
話した 者 だ。 3 それで， パン 十 個と， 
振り掛けられた 菓子と， 蜜 一 瓶を 手に 
取り ，彼のと ころへ 行っても らいたい。 
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彼は， この 子が どうなる かを きっと 教 第 w 章 えって， あなたよりも 前にいた すべて 
えて くれる だろう」。  7  H  8:8  の 者よりも 悪い ことを 行なうよ うにな 

つま  イ ヨシ 18:1  い  じ ぶん  (7) 

4 そこで， ヤ ラべ アムの 妻は そのよ  4=3  り， 行って， 自分の ために ほかの 神と 
うにした。 そのため， 彼女は 立って シ  7：12 铸 像を 造って わたしを 怒らせ， この 

[ィ1  い  いえ  つ  ウ創 27:1  うし  な  す 

口へ 行き， アヒヤ の 家に 着いた。 とこ  創48: 10  わたしを あなたの 後ろに 投げ捨て たの 

申 27:18  (1) 

ろで アヒヤ は， 見る ことができ なかっ  で， 1〇 それゆえに， 見よ， わたしは ヤ 

た。 その 目は 老齢の ために こわばって  €12：3  ラべ アムの 家に 災いを もたらす。 わた 

W  エ箴 21:30  かべ  む 

いたから である。  ^  32:19 しは ヤ ラべ アムから， だれでも 壁に 向 

^  f：f  ほ ぅ にょぅ  も _ 

5 ところで， エホバは， アヒヤ にこ  y  4:13 かって 放尿す る 者， イスラエルの 中の 

い  オ ヨブ 5:13  むりょく  むよう  (*) かなら  た  ほろ 

う 言って おられた。 「さあ， ヤラ ベア  ^  33:10  無力で 無用な 者を 必ず 断ち 滅ぼす 。人 
ムの 妻が その子に 関し， あなたからの ^1!  ；2：25 が 糞を 取り除き， それが 片付けられる 
晉 葉を 問い合わせる ために 来ようと し ^ ように， わたしは ヤ ラべ アムの 家の 後 

びょうき  キ王 112:16  かんぜん いっそう  （ク 1 

ている。 その子が 病気 だから だ。 これ ク王 111:33 を 完全に 一掃す るであろう。 11 ヤラ 

かのじょ  はな  王 I 15:5  もの  としし 

これの ことを あなたは 彼女に 話さな け  ^ 13=22 ベ アムの 者で， 都市で 死ぬ 者は 犬が こ 
れ ばなら ない。 そして， 彼女は 到着す —棍！ れを 食らい， 野で 死ぬ 者は 天の 鳥が こ 
ると き， それと 見分けられな いように ァ串 32:16 れを 食らう であろう 0 エホバが これを 

よそお  W  詩 96:5  はな 

装って いるであろう」。  詩115 :4。 話された からで ある」』。 

かのじょ いりぐち  イザ じ 

6 そして， アヒヤ は 彼女が 入口に ヱ レ10 :14 12 「けれども あなたは， 立って， 自 
入って 来たと き， その 足音を 聞く や， こ 分の 家に 行きなさい。 あなたの 足が 都 

い  イザ 41:29 し  こども かなら  し 

う 言いだ したので ある。 「お入りな さ  コ 18:4  市に 入る とき， その子 供は 必ず 死ぬ で 

つま I 才）  ウ申 q.q  ぜん 

い。 ヤ ラべ アムの 妻よ。 あなたが それ 詩7 8:40  しょう 0 13 そして， 全 イスラエルは 
と 見分けられな いように 装って いるの へゴ 『 その子の ことを 本当に 嘆き悲しみ， そ 
は， どういう 訳です か。 わたしは 厳し  23：35 の 子を 葬る でしょう。 ヤ ラべ アムの 者 
い 音信を 携えて あなたの もとに 遣わさ  |；  J6；11 で， ただ その子 だけが 埋葬 所に 入る か 

ぃ  王 n  9.8  たぃ 

れ ている のです 0  7 行って， ヤラ ベア ヵ*  32:36  ら です 。イスラエルの 裡 エホバに 対す 

ムに 言いなさい， 『イスラエルの 裡エ キ王 DAI3 る 良い 事が ヤ ラべ アムの 家で その子に 
ホバ はこの ように 言われました。 「わ 15：29 見いだ された ためです。 14 そして， エ 

たみ  たか  ケ王 I 16:4  いえ  た 

たしは 民の 中から あなたを 高めて， あ  11 21:24 ホバ は， その 日に ヤ ラべ アムの 家を 断 
なた を わたしの 民 イスラエルの 指導者 ち 滅ぼす， ひとりの 王を ご 自分の ため 

(*)  いえ  おうこく  啓 19:21  かなら  お 

とし， 8 さらに ダビデの 家から 王国を 25-1 に 必ず イスラエルの 上に 起こす で しょ 

さ  と  [キ）  あた  いまた だ 

裂き 取って あなたに 与えた が， あなた シ代 D12:12 う 0 それ も， もし 今 直ちにで あれば ど 

まも  エゼ 18:14  (t)  あし 

は， わたしの おきてを 守って， ただ わた 15:29 うでしょう。 15 それで， 葦が 水の 中 

おこ  こころ  ゆ  ほんとう 

しの 目に 正しい こと だけを 行ない， 心 セ 詩 1〇3:10 で 揺れる ように， エホバは 本当に イス 

したが  あゆ  伝 8:11  う  たお  (V)  かれ 

をつ くして わたしに 従って 歩んだ わた ぺ テ112:3 ラエルを 打ち倒される でしょう。 彼ら 
しの 僕 ダビデの ようには ならず， 9 か の 父祖たち にお 与えに なった この 良い 
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土地から， 必ず イスラエルを 根 こぎに 第 w 章 して 彼ら もまた， 自分たち のために， 
し， 本当に 彼らを ill の 向こうに 散らさ 7t>：23:15 すべての 高い 丘の 上 や， すべての 生い 
れ るでしょう。 f らが聖 柱を 造って， ^n2!7：6 茂った 木の下に， 高き 所や聖 柱や聖 
エホバを 怒らせた からです。 16 それ 木を 建て 続けた。 24 それに， この 地 
で， ヤ ラべ アムが 犯し， また 彼が イスラ 1： ^ には 神殿 男娼 さえいた。 彼らは， エホ 
エルに 犯させた その 罪の ゆえに， [裡] は = Ill4:9 バが イス ラエルの 子ら の 前 か ら 追い払 

ひ  わた  [ク]  キ王 I 12:30  しょこく みん  い 

イスラエルを 引き渡される でしょう」。 II 13=34 われた 諸国 民の， すべての 忌むべき こ 
17 そこで， ヤ ラべ アムの 妻は 立って， 0n8]t7 とを ならって 行なった。 

さ  い  （ヶ）  かの  ケ ロ。 19.9^  だい  ねん 

去って 行き， ティル ツァに 行った。 彼 ^Im5；33  25 そして， レ ハべ アム 王の 第五 年 

じょ  いえ  しきい  つ  王 I 16:8  [ク） 

女が 家の 敷居のと ころに 着いた とき， コ代 nim に， エジプトの 王シシ ャクが エル サレ 
その子が 死んだ。 1S それで 人々 はそサ |;;ぱ ムに 攻め上って 来たので ある。 26 そ 
の 子を 葬り， 全 イスラエルは その子の シ して， 彼は ついに エホバの 家の 財宝と 
ために 悼み 悲しんだ。 エホバが ご 自分 ス^7 王の 家の 財宝を 奪い， あらゆる ものを 

しもべ  よげんしゃ  とお  かた  セ 王 111:43  【コ）  つく 

の 僕， 預言者 アヒヤ を 通して 語られた  f 12:1 奪った。 さらに 彼は， ソロモンが 造っ 

-i  «  J  ™  きん  fcrw 

言葉のと おりであった。  夕 冗 8 た 金の 盾 もみな 奪った。 27 それゆえ， 

19 そして， ヤ ラべ アムの その他の 事 チ だ3 レ ハべ アム 王は その代わりに 銅の 盾を 
績， 彼が いかに 戦い， いかに 治めた か  ^ 12:13 造り， これを 走者の 長たち， すなわち 
は， イスラエルの 王たち の 時代の 事績の テ， „す13 王の 家の 入口の 守衛たち の 管理に ゆだ 
書に まさしく 記されて いる。  20 そし  I；  SI9 ねた。 28 そして， 王が エホバの 家に 
て， ヤ ラべ アムが 昝 めた A 間は 二十 ニ ト 5 レ3:73:。 荇く  I ごとに， SS たちは これを 1 ん 
年で， その後， 彼は 父祖たち と共に 横 ^^4:14 で 行き， また これを 走者の 守衛 室に 持 
た わり， その子 ナ ダブが 彼に 代わって  ?；8；5：2 ち！)！ るので あっ 

つ1  10.?2  p  じ 

治め はじめた。  _  29 そして， レ ハべ アムの その他の 事 

21 一方 ソロモンの 子 レ ハべ アムは， 第二 欄 績と ，菠 の 荇 なった すべての こと， それ 
ユダで 王に なって いた。 レ ハべ アムは ァ1^冗 は ユダの 王たち の 時代の 事績の 書に 記 

おさ  さい  ホセ 4:13  (V) 

治め はじめた とき 四十 一歳で， エホバが ィ Ji2:2  されて いるでは ないか。 30 それに レ 

じぶん  お  . ^  ,28:4  あいだ 

ご 自分の 名を 置く ために イスラエルの ゥ パぽ5 ハべ アムと ヤ ラべ アムとの 間には， い 
すべての 部族の 中から 選ばれた 都， 工工^^:1 つも 1# が是 き#。 31 ついに レ ハべ 
ルザ レムで 十七 年 治めた 0 そして 彼の 力 申23: 17 アムは その 父祖たち と共に 横たわり， 父 
母の 名は ナ アマと いって， アン モン 人 キ ggf 祖 たちと 共に “ ダビデの 都市” に ら 
の 女であった。 22 そして， ユダは エ ク れ た。 そして， 彼の1 1 の 名は ナ アマと 

わる  おこ  つづ  代 n 12.2  じん  [ツ J 

ホバの 目に悪い ことを 行ない 続けた の ヶ王 I7:S1 いって， アン モン 人の 女であった。 そ 
で， その 父祖たち が 自分たち の 犯した 罪  I;  —— 

によ っ て 行な っ たす ベての こ ぶに 藤っコ ;ン1; サノ  1 1 
て [裡] にね たみを 起こさせた。 23 そ サ詔 n-2um 


11; サ I  22:17; サ n  15:1; ス代 n  12:10; セ 代 n  12: 
I  11:41; 王 I  15:23; 代 I  27:24; 代 n  12:15; 夕王 I 
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して， その子 アビ ヤムが 彼に 代わって 
治めは じめ た。 

1 厂 そして， ネ パトの 子ヤ ラべ アム 
1 分 J の’ ■十 八 華に， ァビ ャ ムはュ 
ダの 王と なった。  2 彼は エルサレム 
で 三年 治めた。 彼の 母の 名は マア カと 
いっ士 ，アビシ ャ ロムの 孫娘であった。 
3 そして， 彼は その 父が 彼より 前に 
行な っ たす ベての 罪のう ち に 歩んで 行 
き， 彼の 心は その 父祖 ダビデの 心の よ 
うに， 彼の 裡 エホバと 全く 一致して は 
いなかった。 4 それでも， ダビデの た 
めに， 彼の# エホバは その子を 彼の 後 
に 起こ し， エルサレムを 存続 させて， エ 
ルサ レムで 彼に ひとつの ともしびを お 
与えに なった。 5 それは ダビデが エ 
ホ パの 目に 正しい ことを 行ない， ヒッ 
タイト 人 ウリヤ の 事の ほかは， その 一 
生の 間， [姓] が 彼に 命じられ たどんな 
こ とから も それな かっ たからで ある。 
6 そして， レ ハべ アムと ヤ ラべ アムと 
の 間には， その 一生の 間， 戦争が 起きた。 

7 アビ ヤムの その他の 事績と， 彼の 
行なった すべての ことは， ユダの 王た 
ちの 時代の 事績の 書に 記されて いるで 
はない か。 また， アビ ヤム とヤラ ベア 
ム との 間に も， 戦争が 起きた。 8 つい 
に， アビ ヤムは その 父祖たち と共に 横 
た わり， 人々 は 彼を “ ダビデの 都市” 
に 葬った。 その子 アサが 彼に 代わって 
治めは じめ た。 

9 イスラエルの 王ヤ ラべ アムの 第 
二十 年に， アサは ユダの 王と して 治め 
た。 10 そして， 彼は エルサレムで 
四十 一年 治めた。 彼の 祖母の 名は マア 


(7)  [ィ 1 まごむすめ 

力と いって， アビシ ャ ロムの 孫娘で あっ 
た。 11 そして アサは その 父祖 ダビデ 
のように， エホバの 目に 正しい ことを 
行なった。 12 そこで， 彼は 神殿 男 鐘 
を この 地から 除き 去らせ， 父祖たち が 
造った 糞 像を みな 取り除いた。 13 そ 

そぼ  （キ）  かれ  かの 

の 祖母 マア カに ついていえば， 彼は 彼 
女を さえ， 貴婦人 [の 身分] から 退けた。 
それは 彼女が 聖 木の ために 恐るべき 
偶像を 造った からで ある。 その後， ア 
サは 彼女の 恐るべき 偶像を 切り倒し， 
それを キデ ロンの1 奔流の 谷で 焼いた。 
14 ただし， 高き 所は 取り除か なか っ 
た。 それでも， アサの 心は， 一生涯 エ 
ホ パと 全く 一致して いた。 15 そして 

かれ  ちち  せい 

彼は その 父に よって 聖 なる ものと され 
た 物と， 彼に よって 聖 なる ものと され 
た 物， すなわち 銀， 金， 器物 類を エホ 

いえ  はこ  い  (V) 

バの 家に 運び入れる ようになった。 

16 そして， アサと イスラエルの 王バ 
アシャ との 間には， 彼らの 生涯 中， 戦 
争が 起きた。 17 それで， イスラエル 
の 王 バア シャは ユダに 攻め上って， ユ 
ダの 王 アサの もとに だれを も 出入り さ 

[チ）  （ッ}  た 

せない ようにす るた め， ラマを 建ては 

いえ 

じめ た。 18 そこで， アサは エホバの 家 
の 宝物 倉と 王の 家の 宝物 倉に 残って い 
る 銀と 金を ことごとく 取って， それを 
自分の 僕たちの 手に 渡した。 それから 

かれ  {テ）  す 

アサ 王は 彼らを ダマスカスに 住んで い 

IH 

た シリアの 王， へズ ヨンの 子 タブ リモ 

(ナ）  つか 

ンの子 ベン- ハダ ドの もとに 遣わして 

シ民 33:52; 申 12:2; 王 I  22:43; スサ I  9:12; セ 王 I  8:61; 
代 n  15:17; ソ代 I  26:26; 代 n  15:18; 夕王 I  15:32; 王 I  16:3; 
王 I  16:12; 代 D  16:3; チ 王 I  12:27; 代!！ 11:14; ツ ヨシ 18: 
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言った， 19 「わたしと あなたとの 間， 
わたしの 父と あなたの 父上との 間には 
契約が あります。 ここに わたしは あな 
たに 銀と 金の 贈り物を 送りました。 さ 
あ， どうか， イスラエルの 王 バア シャ 
との 契約を 破棄し， 彼が わたしの もと 
から 退く ようにして ください」。 20 そ 
れ で， ベン •ハダ ドは アサ 王 [の 言う こ 
と] を 聴き 入れ， 自分の ものである 軍勢 
の 長た ちを イスラ エルの 諸 都] を 攻め 
るよう 差し向け， イ ヨンと ダンと アベ 
ル •ベ ト •マア カ および キネ レ ト 全土と， 
ナフタリの 全土まで 討った。 21 そし 
て， バア シャ はこれ を 聞く や， 直ちに 
ラマを 建てる のを やめて， ティル ツァ 
にと どまって いたので ある。 22 それ 
で， アサ 王は， ユダ [の 人々] をみ な 召 
ひとり も Ik る S はな かっ 
た。 一 彼らは， バア シャが 建てる のに 
用いて いた ラマの 石材と その 材木を 運 
ん だ。 アサ 王は それを 用いて ベニヤ ミ 
ンの ゲバと， ミ ツバと を 建ては じめ た。 

23 アサの その他の すべての 事績と， 
そのす ベての 力強 さと， 彼の 荇 なった 
すべての こと， および 彼が 築いた 諸 都 
市は， ユダの 王たち の 時代の 事績の 書 
に 記されて いるでは ないか。 ただ， 彼 
は 年老いた 時， 足を 病んだ。 24 つい 
に アサは 彼の 父祖たち と共に 横たわり， 
その 父祖 “ ダビデの 都市” に 父祖たち 
と共に 葬られた。 その子 エホ シャフ ァ 
卜が 彼に 代わって 治めは じめ た。 

25 ヤ ラべ アムの 子ナ ダブは， ユダ 
の 王 アサの 第二 年に イスラエルの 王と 
なった。 彼は それから イスラエルを 二 
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年 治めた。 26 けれども， 彼は エホバの 
目 に 悪い こと を 行な い， その 父の 道を， 
[父] が イスラエルに 罪を 犯させた その 
罪に したがって 歩み 続けた。 27 とき 
に， イッ サカ ルの 家の アヒヤ の 子 バア 
シャ は 彼に 対 して 陰謀を 企て るよう に 
なった。 バア シャは フィ リス ティ ア人 
に 属する ギべト ンで ついに 彼を 討ち 倒 
した。 そのと き， ナ ダブと 全 イスラエル 
は ギべト ンを 攻め 囲んで いた。 28 そ 
れ で， バア シャは ユダの 王 アサの 第三 
年に 彼を 殺し， 彼に 代わって 治めは じ 
めた。 29 そして， 彼は 王になる とす 
ぐ， ヤ ラべ アムの 全家を 討ち 倒した。 彼 
はヤ ラべ アムの 者で 息をする 者を ひと 
り も 残さず， ついに 彼らを 滅ぼし 尽く 
した。 エホバが その 僕， シロ 人 アヒヤ 
を 通して 語られた 言葉のと おりで あっ 
た。 30 これは ヤ ラべ アムが 犯した 罪， 
および 彼が イスラエルに 犯させた その 
罪の ためで あり， [また] 彼が イス ラエ 
ルの# エホバを 怒らせた その 怒り によ 
るので あった。 31 ナ ダブの その他の 
事績と， 彼の 行な っ たす ベての ことは， 
イス ラエルの 王たち の 時代の 事績の 書 
に 記されて いるでは ないか。 32 そし 
て， アサと イスラエルの 王 バア シャと 
の 間には， その 生涯 中， 戦争が 起きた。 

33 ユダの 王 アサの 第三 年に， アヒヤ 
の 子 バア シャは ティ ルツ ァで全 イスラ 
エルの 王と なって， 二十 四 年間 [治め 
た]。 34 そして 彼は， エホバの 目に 悪 
いこと を 行ない， ヤ ラべ アムの 道を， 
[ヤ ラべ アム] が イスラエルに 犯させた 
その 罪に したが っ て 歩み 続けた。 
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1 そこで， バア シャ に対する エホ 
パの 言葉が ハナ ニの 子 エヒゥ に 
臨んで 言った， 2 「わたしは あなたを 
塵の 中から 高めて， わたしの 民 イスラ 
エルの 指導者と したが， あなたは ヤラ 
ベ アムの 道に 歩み 続け， 彼らの 罪で わ 
たしを 怒らせて， わたしの 民 イス ラエ 
ルに 罪を 犯させた ので， 3 見よ， わた 
しは バア シャ とその 家の 後と を 完全に 
一掃す る ことにしよう。 わたしは 必ず 
彼の 家を ネバ トの 子ヤ ラべ アムの 家の 
ようにす るであろう。  4 バア シャの 
者で， 都市で 死ぬ 者は 犬が これを 食ら 
い， 彼の 者で， 野で 死ぬ 者は 天の 鳥が 
これを 食らう であろう」。 

5 バア シャの その他の 事績と， 彼の 
行なった こと， および その 力強 さは， イ 
ス ラエルの 王たち の 時代の 事績の 書に 
記されて いるでは ないか。 6 ついに， 
バア シャ は 彼の 交祖 たちと 共に 横たわ 
り， ティル ツァに 葬られた。 その子 エ 
ラが 彼に 代わって 治め はじめた。 7 そ 
して また， 預言者 ハナ ニの 子 エヒゥ に 
より， エホバの 言葉が， バア シャ とそ 
の 家と に 臨んだ。 それは， 彼が ヤ ラべ 
アムの 家の ようになって， その 手の 業 
で エホバを 怒らせて， その 目に 犯した 
すべての 悪の ため， また 彼を 討ち 倒し 

(t) 

たためであった。 

8 ユダの 王 アサの 第二 十六 年に， バ 
アシャ の 子 エラは ティ ルツ ァで二 年間 
イスラエルの 王と なった。  9 ときに， 
その 僕で， 兵車 隊の 半分の 隊長 ジム リ 
が 彼に 対して 陰謀を 企てる ようにな っ 
た。 ところが， 彼は ティル ツァ にいて， 


ティ ルツ ァの 家の 者を つかさどって い 
た アル ツァの 家で 飲んで 酔って いた。 
10 そこで， ジ ムリは ユダの 王 アサの 
第二 十七 年に， 入って 来て， 彼を* ち 
倒して 殺し， 彼に 代わって 治めは じめ 
た。 11 そして， 彼は 治めは じめ， 王 
座に 座る とすぐ， バア シャの 全家を 討 
ち^! したので ある。 彼は [バア シャ] の 
者を ひとり も， すなわち 壁に 向かって 
放尿す る 者 も， その 血の 復 しゅ う 塞 も， 
また 友人 も 残さなかった。 12 こうし 
て， ジ ムリは バア シャの 全家を 根絶 や 
しにした。 エホバが 預言者 エヒウ を 通 
して バア シャ に対して 語られた 言葉の 
とおりであった。 13 これは バア シャ 
のす ベての 罪と， その子 エラの 罪の た 
めであって， 彼らは 罪を 犯し， また 彼 
ら のむな し L ヽ 偶像で イス ラエ ルの 裡エ 
ホバを 怒らせる ことによって イス ラエ 
ルに 罪を 犯させた からで ある。 14 エ 
ラの その他の 事績と， 彼の 行なった す 
ベての ことは， イスラエルの 王たち の 
時代の 事績の 書に 記されて いるでは な 
いか 0 

15 ユダの 王 アサの 第二 十七 年に， 
ジム リは ティ ルツ ァ で 七日 間 王と なっ 
た。 そのと き， 民は フィ リス ティア 人 
に 属する ギべト ン に対して 陣営を 敷い 
ていた。 16 そのうちに， 陣営を 敷い 
ていた 民は， 「ジ ムリ が 陰謀を 企て， 
また 王を 討ち 倒! した」 と言うのを 聞い 
た。 それで 全 イスラエルは その 日， 陣 
営で 軍の 長 オム リを イスラ エルの 王と 
した。 17 そこで, オ ムリと 彼の もとに 
いた 全 イスラエルは ギべ トンから 上っ 


第二 欄 
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アハブ と イセべ ル  列 王 第一 16: 18 — 34 

ての 道を， [ヤ ラべ アム] が イスラエル 
の 神 エホバを 彼 ら のむな し V ヽ 偶像で 怒 
ら せて イスラエルに 犯させた その 罪に 
したがって 歩み 続けた。 27 オ ムリの 
その他の 事績と， 彼のした こと， および 
その 行なった 力強い ことは， イス ラエ 
ルの 王たち の 時代の 事績の 書に 記され 
ている ではない か。 28 ついに， オム 
リは その 父祖たち と共に 横たわり， サ 
マリアに 葬られた。 その子 アハブ が 彼 
に 代わって 治め はじめた。 

29 そして， オ ムリの 子 アハブ は， ユ 
ダの 王 アサの 第三 十八 年に イスラエル 
の 王と なった。 オ ムリの 子アハ ブはサ 
マリアで 二十 二 年 イスラエルを 治め 続 
けた。 30 そして， オ ムリの 子 アハブ 
は 彼より も 前にいた すべての 者に 勝っ 
て エホバの 目 に 悪い ことを 行なった。 
31 そして， 彼に とっては， ネバ トの 子 
ヤ ラべ アムの 罪に したが っ て 歩む のは， 
ごく ささいな こと [でも あるかの よう 
だった ので]， 彼は 今度は シ ドン 人の 王 
エ ト バアルの 娘イゼ ベルを 妻と してめ 
とり， 行って バアルに 仕え， これに 身を 
かがめ はじめた ので ある。  32 さらに 
彼は ，サマリア に 建てた バアルの 家に， 
バアルの ために 祭壇を 立てた。 33 次 
いで アハ ブは聖 木を 造った。 アハブ は 
彼よりも 前にいた イスラエルの すべて 
の 王に 勝って， イスラエルの® エホバ 
を 怒らせる ことを する ようになった。 

34 彼の 時代に， ベ テル 人ヒ エルは 
エリコを 建てた。 その 長子 アビ ラムを 
失って 彼は その 基を 据え， 末の 子セグ 
ブを 失って その 扉を 立てた。 エホバが 
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て 行って， ティル ツァを 包囲し はじめ 
た。 18 そして， ジ ムリは その 都市が 
攻め 取られた のを 見る や， 王の 家の 住 
まいの 塔に 入り， 我が身の 上に 王の 家 
を 火で 焼いて 死んだ。 19 これは 彼が 
ヤ ラべ アムの 道を， [ヤ ラべ アム] がイ 
スラ エルに 罪を 犯させて 行なった その 
罪に したがって 歩んで， エホバの 目に 
，悪い ことを 行なって 犯した 彼の 罪の た 
めであった。 20 ジ ムリの その他の 事 
I 責 と， 彼が 企てた 陰謀は， イスラエル 
の 王たち の 時代の 事績の 書に 記されて 
いるでは ないか。 

21 イスラエルの 民が 二つに 分裂す 
るよう になった のは， そのころ であっ 
た。 民の 一半は ギナ トの 子 ティブ ニの 

ついずい しゃ  かれ 

追随 者と なって， 彼を 王に しようと し， 
他の 一半は オ ムリ の 追随 者に なって い 
た。 22 ついに， オ ムリに 従っていた 
民は， ギナ トの 子 ティブ ニに 従ってい 
た 民を 打ち負かした。 それで， ティブ 
二は 死に， オ ムリが 治め はじめた。 

23 ユダの 王 アサの 第三 十一 年に， 才 
ムリは イスラエルの 王と なって， 十二 
年間 [治めた]。 ティル ツァ では 六 年 治 
めた。 24 次いで， 彼は 銀 ニ タラン ト 
で シェ メルから サマリアの 山を 買い， 
その 山 [の 上に] 建て， 彼が 建てた その 
都市の 名を， その 山の 持ち主 シェ メル 
の 名に したが っ て サマリ アと 呼ぶ よう 
になった。  25 ときに， オ ムリは エホ 
パの 目に悪い ことを 行ない 続け， 彼よ 
り も 前にいた すべての 者に 勝っ て 悪い 
ことを 行なうよう になった。  26 そし 
て， 彼は ネバ トの 子ヤ ラべ アムの すべ 
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ヌ ン の子ヨ シュアを 通して 語られた 言 
葉のと おりであった。 

n それから， ギレアデの 住民の 出 
の ティ シュべ 人 エリヤは アハブ 
に 言った， 「わたしが まさ しく その 前 
に 立って いる イスラ エルの 裡 エホバは 
生きて おられます。 わたしの 言葉の 命 
令に よらなければ， ここ 何年 間 かは 露 
も 雨 もないでしょう！」 

2 そこで エホバの 言葉が 彼に 臨ん 
で 言った，  3 「ここを 去って 行き， あ 
なた は 東へ 向かい， ヨルダンの 東に あ 
る ケリ ト の1 奔流の 谷の ほとり に 身を 隠 
せ。 4 そして， あなたは 必ず その 奔流 
の 谷から 飲む ように。 わたしは 必ず 渡 
り がらすに 命じて， そこで あなたに 食 
物を 供給させる であろう」。 5 直ちに 
彼は 行って， エホバの 言葉の 通りに し 
た。 すなわち， 行って， ヨルダンの 東 
にある ケリ ト の 奔流の 谷の ほとりに 住 
むように なった。 6 すると， 渡り がら 
すが 朝， 彼のと ころに パンと 肉を， ま 
た 夕方に も パンと 肉を 運んで 来た。 そ 
の 奔流の 谷から， 彼は 引き続き 飲んだ。 
7 しかし， 何日 かの 終わりには， その 
奔流の 谷は かれた ので ある。 地には 大 
雨が なか っ たからで ある。 

8 そこで エホバの 言葉が 彼に 臨んで 
言った， 9 「立って， シドンに 属する ザ 
レ パテへ 行き， あなたは そこに 住む よ 
うに。 見よ， わたしは 必ず そこで ひと 
りの 女， つまり ひとりの やもめに 命じ 
て， あなたに 食物を 供給させる であろ 
う」。 10 それゆえ， 彼は 立って， ザレ 
パテへ 行き， 都市の 入口に 入った。 す 


ヤコ 


i:17 


キ レビ 26:21 
申 28:23 
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ケ詩 31:20 
詩 83:3 
コ詩 110:7 


ると， 見よ， ひとりの 女， つまり ひと 
りの やもめが そこで 薪を 拾い集め てい 
た。 それで， 彼は その 女に 呼びかけて 
言った， 「どうか， 器に 水を 一口 入れ 
て 持って来て， わたしに 飲ませて くだ 
さい」。 11 彼女が 行って， それを 持っ 
て 来ようと したと き， 彼は また 彼女に 
呼びかけて 言った， 「どうか， 手に 少し 
の パン も 持って来て ください」。 12 こ 
こに おいて 彼女は 言った， 「あなたの 
拽 エホバは 生きて おられ ま'^。 私には 
丸い 菓子はありません が， ただ， 大き 
なつ ぼに 一握りの 麦粉と， 小さな つぼ 
に 少しの 油が ある だけです。 ご覧く だ 
さい， 私は 二， 三本の 薪を 拾い集めて 
おります。 私は 行って， 私と 息子の た 
めに 何 かを 作らなければ ならず， 私た 
ちは それを 食べて， 死のうと している 
のです」。 

13 そこで エリヤは 彼女に 言った， 
「恐れて はなり ません。 行って， あな 
たの 言葉の 通りに しなさい。 ただし， 
まず， そこに ある もので わたしに 小さ 
な 丸い 菓子を 作り， あなたは それを わ 
たしのと ころに 持って来なさい。 その 
後， あなたと あなたの 息子の ために 何 
かを 作れる でしょう。 14 イスラエル 
の# エホバが このように 言われた から 
です。 『エホバが 地の 表に 大雨を 与え 
る 日まで， 麦粉の 大きな つぼは からに 
ならず， 油の 小さな つぼ も 乏しくなら 
ない』」。 15 そこで 彼女は 行って， エ 
リヤの 言葉の 通りに した。 彼女は 引き 
続き， 彼と 彼女の 家の 者 も 共々 に， 何 
日 も 食べた。 16 麦粉の 大きな つぼは 
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からに ならず， 油の 小さな つぼ も 乏し 第17 章 覧 なさい， あなたの 息子は 生きて いま 
くなら なかった。 エホバが エリヤを 通 7|n；24 す」。 24 そこです ぐ， その 女は エリヤ 

かた  ことば  ルカ 18:27  い  いま  わたくし 

して 語られた 言葉のと おりであった。  9：io に 言った， 「今 こそ， 私は あなたが 拽 

17 そして， これらの 事の 後， その  f  4 ぽレ の 人で， あなたの 口に ある エホバの 言 

いえ  おんな しゅじん  むすこ  びょうき  _  o.ii  ば  しんじつ  ほんとう  わ 

家の 女主 人で ある この 女の 息子が 病気 ゥ &ぷ10 葉は 真実で ある ことが 本当に 分かり ま 

たいへん  サ n 19:22  [ゥ） 

にかかった ので ある。 その 病気は 大変  a  3:13  した」。 

おも  うちいき  マタ 8:29  なが あいだ  のち M 

重く なった ので， その子の 内には 息が 以 ば4  -I  〇 そして， 長い間 たって [後]， 三 
しっていなかった。 18 そこで 彼妄は ミ|„ブ：26 年 目に エホバ ご 自身の 言葉が エ 

い  使徒 9:37  のぞ  い  い 

エリヤに 言った， 「[まことの] 裡の人 力 王 nwi リヤに 臨んで 言った ので ある， 「行っ 

わたくしなん  4：32  み  しめ 

よ， あなたは 私と 何の かかわりが ある キ I1 ぷ f  て， あなたの 身を アハブ に 示せ。 わた 
のでしょう。 あなたは 私のと がを 思い ク ゴ4 ま22 しは 地の 表に 雨を 与える つもり だから 
出させ， 私の 息子を 赤な せる ために 来 ヶ 篇％%1。 である」。 2 そこで， エリヤは その 身を 

かれ  エレ 15:9  しめ  い 

られ ました」。 19 ところが, 彼は その ^65:2  アハブ に 示そうと して 行った。 そのこ 

むす-  蔵 15:8  き  [力） 

女に， 「あなたの 息子を わた しによ こ  n：!g ろ， サマリ ア では 飢きんが ひどかった。 

しなさい」 と 言った。 それから 彼は そ ^r32：396  3 その 間に， アハブ は 家の 者を つか 

の 子を 彼女の 懐から 受け取り， 彼が と  |；  さどって いた オバ デヤを 呼び寄せた。 

どまって いた 屋上の 間に その子を 抱え 〖ボ （ところで， オ バデヤ は， エホバを 太い 
て 上り， その子を 自分の 寝い すの 上に  n：44 に 恐れる 者であった。 4 ゆえに， イゼ 

(*)  かれ  よ  使徒 9:41  (ヶ）  よ げん しゃ  た  ほろ 

寝かせた。 20 そして 彼は エホバに 呼  ^  2〇：1〇 ベルが エホバの 預言者を 断ち 滅ぼした 

い  わたくし  DV 14:9  m  と 

びかけ て， こう 言い はじめた。 「私の - とき， オバデ ヤは百 人の 預言者を 取っ 

控 エホバよ， あなたは， 私が その もと 7$_=5 て， 五十人ず つ 洞く つに 隠し， 彼らに 
に 外国人と してと どまって いる やもめ ^  パンと 水を 供給した。） 5 次いで アハ 

の 上に さえ も， 發妄の f 字を 赤な せて 3 ハ12:21 ブはオ バデヤ に 言った， 中を 通っ 

きがい  いずみ  ほんりゅう 

危害を もたらさなければ ならない ので 第18 章 て， すべての 水の 泉 や， すべての 奔流 
すか」。 21 それから， i は 三 その ェ だは の 谷に 行け。 多分， 我々 は 青草を 見つ 
子供の 上に 身を 伸ばして， エホバに 呼 ^Kesilo けて， 馬と らばを 生かして おき， [もは 
びかけ て 言った， 「私の# エホバよ， ど S や] 獣を 断ち 滅ぼさせずに すむ かもし 
うか， この 子供の 魂を この 子の 内に 帰 i s24 れ ない」。 6 そこで 彼らは 行き 巡る 地 

キ創 24:2  あいだ  わ  ひと 

らせ てくだ さい」 0  22 ついに エホバ 創39:4  を ふたりの 間で 分けた 0 アハブ は 独り 

こえ  き  い  [コ】  ク箴 8:13  みち  とお  い 

は エリヤの 声を 聴き 入れられ たので， ^i4:26g で 一つの 道を 通って 行き， オバ デヤも 
その子 供 S 魂は その子の 4 に 帰り， そ ヶ 独りでもう 一つの 道を 通って 行った。 
の 子は 生き返った。 23 そこで エリヤ 3^〇5；?5  7 オバ デヤが 道を 進んで 行く と， 何 

こども  と  おくじょう  ま  いえ サ箴 19:17  であ  レ】  _ 

は その子 供を 取って， 屋上の 間から 家 マタ 1Q:42 と， エリヤが 彼に 出会った。 彼は すぐ 
の 中に 連れて 降り， その子を 親に 渡 スゴ以 それと 知って， 顔を 伏せて ひれ 伏して 

した 0 それから エリヤは 言った， 「ご ソ王 ケ1:8 タサ I  25:23。 
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言った， 「これは 我が 主 エリヤ， あなた 第18 章 しを 殺す に 違いありません」。 15 とこ 
です か」。 8 そこで 彼は 言った， 「わ7  H  8:12 ろが， エリヤは 言った， 「わたしが ま 

い  しゅ M  イぺテ 12:17  まえ  ばんぐん 

たしです。 行って， あなたの 主に， 『エ  さしく その 前に 立って いる 万軍の エホ 

ー  ゥ王 I 17:18  [ィ） ぃ  【ゥ）  きょ ぅ 

リヤが ここにい ます』 と 言いなさい」。 ^.^3  バは 生きて おられます。 わたしは 今日， 
9 しかし 彼は 言った， 「わたしが どん  111:29 わたしの 身を 彼に 示す でしょう」。 

つみ W おか  才王 1 17:3  さ  い 

な 罪を 犯した というので， あなたは こ  1117:9  16 そこで オバ デヤは 去って 行って 

の 僕を アハブ の 手に 渡して， わたしを アハブ に 会い， 彼に 告げた。 それで， 
そうとされ るので すか 0 10 あなたの 使徒8:39 アハブ は エリヤに 会おうと してやって 
迚 エホバは 生きて おられます。 我が 主 キ 歳16:14 来た 0 

が あなたを 捜す ために 人を やらな かっ ク雰 17 そして， アハブ が エリヤを 見る 
た 国民 や 王国は ひとつ もありません。 «  や， アハブ は 直ちに 彼に 言った， 「こ 

彼らが， 『彼は [ここには] いない』 と  50:10 れは お前 か。 イスラエルを のけ者に な 

言う と， [我が 主] は その 王国 や 国民に， t  ら せる 者よ」。 

あなたが 見つからな いという 誓いを さ - 18 これに 対して 彼は 言った， 「わた 

せました。 11 それな のに 今， あなた  m~m  しは イスラエルを のけ者に ならせて は 

い  ア蔵 22:3  [才）  ちち  いえ 

は， 『行って， 「エリヤが ここにい ま いません が， あなたと あなたの 父の 家が 

L* い  イ£^1〇  W  が it 

す」 と， あなたの 主に 言え』 と言われ  ^  24：10 そうした のです。 あなた 方は エホバの 
ます。 12 それで， わたしが あなた か ィザ49 :is おきてを 捨て， あなたは バアルに 従っ 
ら 離れて 行く と， 必ずや エホバの 霊が て 行った からです。 19 それで 今， 人 
あなたを， わたしの 知らない ところへ ュダ8  を やって， カルメル山の わたしの とこ 

つ  さ  ちが  オ ヨシ 7:25  ぜん  (□} 

連れ去って 行く に 違いありません。 わ ^^3:8 ろに 全 イスラエルを， また イゼ ベルの 
たしは アハブ に 教える ために 行きます キ *20:4  食卓で 食べて いる， 四百 五十人の バア 
が， 彼は あなたを 見つける ことができ ェレ2: 13 ルの 預言者と， 四百 人の 聖 木の 預言者 
ず， わたしを 殺す に 違いありません。 ク 王116:31 を も 集めなさい」。 20 そこで， アハブ 
この 僕は 若い ころから エホバを 恐れて は イスラエルの すべての 子ら の 中に 人 

[ク）  わ  しゅ  エレ 46:18  よ げん しゃ  さん 

おります。 13 我が 主には， イゼ ベル ァモ 1:2 を やって， 預言者た ちを カルメル山に 
が エホバの 預言者た ちを 殺した とき， 3 11 19:1 集めた。 

わたしの した こと， すなわち， わたし  21 それから， エリヤは すべての 民に 

一  もの  シ王 116:33 ちか  い  がた 

が エホバの 預言者の ある 者たち， 百 人 7王122:6 近づいて 言った， 「あなた 方は いつま 

どう  かく 【ヶ） かれ  こと  い けん あいだ 

を 五十人ず つ 洞く つに 隠し， 彼らに パ セ*4:35  で， 二つの 異なった 意見の 間で ふらつ 
ンと 水を 供給し 続けた ことが， 知ら さ  ィ いている のです か。 もし， エホバが [ま 

：；  i  したが  ぃ 

れ ていないので すか。 14 それな のに  ；2：3〇 ことの]# であれば， これに 従って 行き 
今， あなたは， 『行って， 「エリヤが コ n6:14 なさい。 しかし， もし バアルが そうで 
ここにい ます」 と， あなたの 主に 言え』 ソ ふ 15 あれば， それに 従って 行きなさい」。 け 
と言われます。 そうすれば， 彼は わた  ^100:3 れ ども， 民は 一言 も 彼に 答えなかった。 
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22 次いで エリヤは 民に 言った， 「わた 第 w 章 きっと ある 事柄に 関係して いるの だ 0 
しが， ただ わたし だけが， エホバの 預言 7iI 19:10 それに， 排 せつ 物が あるので， 屋外 便 
者と して 残って います。 しかし， バア ^6:31  所に 行かなければ ならない の だ。 ある 
ルの 預言者は 四百 五十人です。 23 さ ゥ いは， もしかすると， 彼は 眠って いる 

かれ  とう  わかおう し  さ 

て， 彼らに 二 頭の 若い 雄牛を わたした ェ レビ9:24 ので， 目を覚ますべき なのか もしれ な 
ちの ために 与えさせ， 自分たち で 一頭の  S  21:26 い！」 28 それで 彼らは 声を 限りに 呼 

- ~  代 n  7:1  广、 

若 I ヽ 雄牛を 選ばせ ，それを 切 り 裂いて，  ば わったり ，彼らの 習わしに したがって 

薪の 上に 載せなさい。 しかし それに 火  短剣 や 小 槍で 身を 傷つけた りして， つ 

力 詩 115:5  ち  なが  だ 

をつ けて はなり ません。 そして， わた  いに その 身に 血を 流れ出させる ように 

しももう 一頭の 若い 雄牛を 整え ま しょ  H  なった。 29 そして， 真昼が 過ぎ， 穀 

う。 わたし も それを 薪の 上に 必ず 置き  2；?8 物の 捧げ物を ささげる [ころ] まで 預言 

ますが， 火を つける ことは しません。 者の ように 振る舞い 続けた ものの： 何 
24 そして， あなた 方は 自分たち の 神の  の 声 もな く， 答える 者 もな く， 注意が 

よ  [ィ）  キエ レ 10:15 はら  （力） 

名を 呼ぶ のです。 わたしは エホバの 名  払われる こと もなかった。 

を 呼びましょう。 そのと き， 火に よっ _  30 ついに エリヤは 民 全体に， 「わ 

て 答える [まことの] 裡 こそ [まことの] m~m  たしに 近寄りなさい」 と 言った。 それ 
挫です」。 これに 対して， 民は みな 答え 15:17 で 民は 皆， 彼に 近寄った。 それから， 
て， 「それは 良い 事 だ」 と 言った。  ^,3^3 彼は 壊れて いた エホバの 祭壇を 直し 
25 そこで エリヤは バアルの 預言者 詩 121:4 た。 31 そこで エリヤは， かつて エホ 
たちに 言った， 「自分たち で 一頭の 若  パの 言葉が 臨んで， 「あなたの 名は イ 

おうし  えら  さいしょ  ととの  （ク）  い 

い 雄牛を 選び， 最初に それを 整えな さ IutM9:28 スラ エルと なる」 と言われた ヤコブの 
い。 あなた 方は 多数 だからです。 そし  *14:1 子ら の 部族の 数に したがって， 十二の 
て， あなた 方の 神の 名を 呼びなさい。 SIS 石を 取った。 32 次いで 彼は エホバの 
ただし， それに 火を つけて はなり ませ ^^  44:20 名に よって その 石で 祭壇を 築き， 祭壇 
ん」。 26 それで 彼らは 与えられた 若 ガ ラ4：8 の 周囲に， ニ セアの 種を まける ほどの 
い 雄牛を 取った。 それから 彼らは それ キ 11 19:14 面積の みぞを 作った。 33 その後， 彼 
を 整えて， 朝から 真昼まで バアルの 名 ^；jg28 は 薪を 並べ， 若い 雄牛を 切り裂き， そ 
を 呼び 続けて 言った， 「ああ， バアル ln3i7!°34 れを 薪の 上に 置いた。 そこで 彼は 言っ 
よ， 答えて ください！」 しかし， 何  ^48：1 た， 「四つの 大きな かめに 水を 満たし， 
の 声 もな く， 答える 者 もなかった。 そ それを 焼燔の 捧げ物と 薪の 上に 注ぎな 
して， 彼らは 自分たち の 造った 祭壇の 3fJ13:18 さい」。 34 それから 彼は 言った， 「も 
周りを よたよ た 回り 続けた。 27 そし  Sm8?24 う 一度そう しなさい」。 それで 彼らは も 
て， 真昼に なると， エリヤは 彼らを あ サ出 20:25 う 一度そう した 0 ところが， 彼は 言っ 
ざ けって 言いだ したので ある， 「声を  *  た， 「それを 三度しなさい」。 それで 彼 

限りに 呼べ。 彼は 神な の だから。 彼は らは 三度そう した。 35 こうして， 水 
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は 祭壇の 周囲に 流れた。 彼は みぞに も 
水を 満たした。 

36 こうして ，穀物の 捧げ物を ささげ 
る ころ， 預言者 エリヤは 近寄って こう 
言いだ したので ある。 「アブラハム， 
イサク そして イスラエルの®, エホバ 
よ， あなたが イスラエル において 裡で 
あり， 私が あなたの 僕で あり， あなた 
のみ 言葉に よって 私が これらの すべて 
の 事を 行な っ たという ことが， 今日， 知 
ら されます ように。 37 私に 答えて く 
ださい。 エホバよ。 私に 答えて くださ 
い。 この 民が， エホバなる あなた こそ 
[まことの] 裡 であって， あなたが 彼ら 
の 心を 引き返させて くださった ことを 
知る ようにして ください」。 

38 すると， エホバの 火が 降って 来 
て， 焼燔の 捧げ物と 薪と 石と 塵と を 
食らい 尽くし， みぞの 中に あった 水 も 
なめ 尽く した。 39 民は 皆 これを 見る 
と， 直ちに 顔を 伏せて ひれ 伏し， 「エ 
ホバ こそ [まことの] 挫です！ エホバ 
こそ [まことの]# です！」 と 言った。 
40 そこで エリヤは 彼らに 言った， 「パ 
アルの 預言者た ちを 捕らえよ！ 彼ら 
を ひとり も 逃して はならない！」 人々 
はすぐ に 彼らを 捕らえ， エリヤは 彼ら 
を キショ ンの 奔流の 谷に 連れて 下り， 
そこで 彼らを 打ち殺した。 

41 さて， エリヤは アハブ に 言った， 
「上って 行って， 飲み食いしなさい。 
大雨の 騒然と した 音が する からです」。 
42 そこで， アハブ は 飲み食い する ため 
に 上って 行った。 一方 エリヤは， カル 
メ ルの 頂上に 上っ て 行き ，地に かがみ 込 
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み， その 顔を ひざの 間に 入れる ように 
なった。 43 それから 彼は 従者に 言っ 
た， 「どうか， 上って 行っても らいたい。 
海の 方を 見なさい」。 それで， 彼は 上っ 
て 行って， 見て， それから， 「全然 何 
もありません」 と 言った。 すると [エリ 

もど  たび W 

ヤ] は， 「戻って みなさい」 と 七 度言っ 
た。 44 そして， 七 度 目に， ついに 彼 
はこう 言っ たので ある。 「 ご覧な さい， 
人の たなごころ のよう な 小さ な 雲が 海 
から 上って 来ます」。 そこで， [エリヤ] 
は 言った， 「上って 行って， アハブ に 
言いなさい， 『[車に] つなぎなさい！ 
そして， 大雨が あなたを 引き止める こ 
とがない よう， 下って 行きなさい！』」 
45 そして， そう している うちに， 天が 
雲と 風で 暗くな り， 大変な 大雨が 起き 
たので ある。 そして アハブ は 車に 乗っ 
て， エズレ ルへ 進んで 行った。 46 ま 
た， エホバの 手が エリヤの 上に あった 
ので， 彼は 腰を からげ て， エズレ ル ま 
で ずっと アハブ の 前を k っ て 行った。 
1 Q そこで アハブ は エリヤが したす 
ベての ことと， 彼が 預言者を み 
な 剣で 殺した ことに 関する すべての こ 
ととを イゼ ベルに 告げた。  2 すると， 
イ ゼ ベルは 使者を エ リヤ のと ころ に 遣 
わ して 言った， 「も しわた しが 明日の 
今ごろ， あなたの 魂を あの人た ちの 各々 

かみがみ 

の 魂の ようにし ないなら， 神々 がその 
ようにな さり， 重ねて そのよう にな さ 
るよう に！」 3 それで 彼は 恐れた。 そ 
れ ゆえ 彼は 立ち上がり， 自分の 魂の た 
めに 行き， ユダに 属する ベ エル •シエ 


チ 出 2:15; サ I  27:1; 箴 16:14; 箴 22:3; マタ 10:23; 、 
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ノ[《 に 来た。 それから， 彼は 従者を そこ 
に 残した。 4 そして 彼は， 荒野へ 一日 
の 道のりを 入って 行き， ついに あるえ 
にし だの 木のと ころに 行き， その 下に 
座った。 そして 彼は 自分の 魂が 死ぬ こ 
とを 願って， こう 言いだ した。 「これ 
で 十分です！ さあ， エホバよ， 私の 
魂を 取り去って ください。 私は 父祖た 
ちに 勝って いません から」。 

5 ついに 彼は 横たわり， えに しだの 
木の 下で 寝入った。 ところが， 見よ， 
今度は ひとり のみ 使 I 、が 彼に 触る ので 
あった。 それから 彼は， 「起きて， 食 
ベなさい」 と 言った。  6 見る と， 何 
と， 彼の 頭のと ころに， 熱した 石に 載せ 
た 丸い 菓子 ひとつと， 水の 入った 水 差 
しが あった。 そこで 彼は 食べたり 飲ん 
だり しはじめ， その後， 再び 横たわ っ 
た。 7 後に， エホバの み使いが 二度目 
に 戻って 来て， 彼に 触って 言った， 「起 
きて， 食べなさい。 旅は あなたに とっ 
て 大変 だからです」。 8 それで 彼は 起 
きて， 食べ， そ y て 飲み， その 栄養 物 
に 力を 得て 四十 日 四十 夜， [まことの] 
挫の 山 ホ レブ ま で 進ん で 行った。 

9 そこで 彼は ついに ある 洞く つに 
入って， そこで その 夜を 過ごそう とし 
た。 すると， 見よ， 彼のた めに エホバの 
言葉が あって， こう 言った 0  「エリヤ 
よ， 何の 用で ここへ 来たの か」。 10 こ 
れに対 して 彼は 言った， 「私は 万軍の 
裡， エホバの ために 徹底的に ねたんで 
きました。 イスラエルの 子ら は あなた 
の 契約を 捨て ，あなたの 祭壇を 壊し， あ 
なた の 預言者た ちを 剣で 殺した ため， 
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ただ 私 だけが 残ったから です。 彼らは 
私の 魂を 取ろうと して 捜しは じめ てい 
ます」。 11 ところが， それは 言った， 
「外に 出て， 山の 上で エホバの 前に 立ち 
なさい」。 すると， 見よ， エホバが 通り 
過ぎて おられ， エホ ノ 《の 前で ，大きな 強 
い 風が 山々 を 引き裂き， 大 岩を 砕いて 
いた。 （エホバは 風の 中には おられな 
かった。） そして， 風の 後に 震動が あっ 
ナ こ。 （エホバは 震動の 中に も おられな 
かった。 ） 12 そして， 震動の 後に 火が 
あった。 （エホバは 火の 中に も おられ 
なかった。） それから， 火の 後に， 穏や 
かな 低い 声が あった。 13 そして， エ 
リヤは それを 聞く や， 直ちに 職 服で 顔 
を 包み， 外に 出て， 洞く つの 入口に 立っ 
たので ある。 すると， 見よ， 彼のた め 
の 声が あって， こう 言った， 「エリヤ 
よ， 何の 用で ここへ 来たの か」。 14 こ 
れに対 して 彼は 言った， 「私は 万軍の 
裡， エホバの ために 徹底的に ねたんで 
きました。 イスラエルの 子ら は あなた 
の 契約を 捨て， あなたの 祭壇を 壊し， あ 
なた の 預言者たち を 剣で 殺 したため， 
ただ 私 だけが 残ったから です。 彼らは 

私の 魂を 取ろうと して 捜しは じめ てい 

トン） 

ます」。 

15 そこで エホバは 彼に 言われた， 
「さあ， ダマスカスの 荒野へ 帰って 行 
きなさい。 あなたは 入って 行き， ハ ザ 
エルに 油を そそい + シリ アの 王と しな 
ければ ならない。 16 また， ニ ムシの 
孫 エヒウ に 油を そそいで イスラ エルの 
王と し， アベル •メ ホラの 出身の シャ 
ファ トの 子 エリ シャに 油を そそいで， 
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か  よ げん しゃ [ァ） 

あなた に 代わる 預言者と すべきで あ 

かなら  つるぎ W 

る。 17 そして 必ずや， ハ ザ エルの 剣 

のが  もの  ころ [ゥ） 

を 逃れる 者を ェヒウ が 殺し， ェヒウ の 


剣を 逃れる 者を エリ シャが 殺す ので あ 
io 18 ところで， わたしは イス ラエ 
ルの 中に 七 千 人を 残して おいた。 すべ 
て その ひ ざが ノ 《アルに かがまなかった 
者， 皆 その 口が それに 口 づけし なか っ 
た 者で ある」。 

19 そこで， 彼は そこから 行って， シャ 
ファ トの 子 エリ シャを 見つけた。 その 
と き， 彼は 十二 対 [の 牛] を 先に 立て， 自 
分は その 十二 [対] 目 と共にす き 返して 
いた。 それで， エリヤは 彼のと ころへ 
渡って 行き， 自分の 職 服を 彼の 上に 投 
げかけ た。 20 すると， 彼は 雄牛を 放 
置し， エリヤの 後を 追って 行って， こ 
う 言った。 「どうか， わたしの 父と 母 
に 口 づけ させて ください。 それから， 
わた しは あなたに 従って まいり ま しょ 
う」。 そこで [エリヤ] は 言った， 「行っ 
て 来なさい。 わたしが あなたに 何を し 
たという のです か」。 21 それで， [エ 
リ シャ] は 彼に 従う のを やめて 帰り， 一 
対の 雄牛を 取り， それを 犠牲と して さ 
さげ， 雄牛の 用具で その 肉を 煮て， そ 
れを 民に 与えた ので， 彼らは それを 食 
ベた。 その後， 彼は 立って， エリヤに 
従って 行き， 彼に 仕え はじめた。 


20 


いっぽう  【せ） 

一方 シ リアの 王 ベン. ハダ ドは， 

ぜん ぐんぜい あつ  かれ 

その 全軍 勢を 集めた。 また， 彼と 


とも  (V)  うま {夕） へいしゃ [チ 1 

共に 三十 二人の 王たち と ，馬と 兵車と が 


のぼ  い 

あった。 そこで 彼は 上って 行って サマ 


M  ほうい [テ）  たたか 

リアを 包囲し， これと 戦った。 2 それ 


から 彼は その 都市に いる イスラエルの 
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王 アハブ の もと に 使者たち を 遣わした。 
次いで 彼は こう 言わせた。 「ベン •ハ 
ダ ドは このように 言われた。 3 『あな 
たの 銀と 金は わたしの もので あり， あ 
なた の 妻た ちや子ら， その 最も 麗しい 
者 も わたしの ものである』」。  4 これ 
に 対 して イスラ エルの 王は 答えて 言っ 
た， 「王なる 我が 主よ， お 言葉の 通り， 
わたしは， わたしに 属する すべての も 
のと 共に あなたの ものです」。 

5 後に， 使者たち は 戻って 来て 言っ 
た， 「ベン • ハダ ドは このように 言わ 
れ た。 『わた しは あなたに 人を やって 
言った， 「あなたの 銀と 金， および あ 
なた の 妻たち と 子ら を， あなたは わた 
しに 与える ことになる。  6 だが， わた 
しは 明日の 今ごろ， 僕たちを あなたの 
ところに 遣わす であろう。 彼らは 必ず 
あなたの 家と， あなたの 僕たちの 家と 
を 注意 深く 探る。 そして 必ず， あなた 
の 目に 望ましい ものを みな， 彼らは 手 
に 入れる ので ある。 彼らは 必ず それを 
奪い 去る」』」。 

7 そこで， イスラエルの 王は この 
地の すべての 年長者た ちを 呼んで 言っ 
た， 「どうか， 注意して， この 人が 災い 
を 求めて いるのを 見ても らいたい。 彼 
は 人を よこして， わたしの 妻た ちや子 
ら ，および わたしの 銀 や 金を 求めた が， 
わたしは それを 彼から 差し控えな かっ 

ねん ちょ う しゃ  たみ 

た」。 8 すると， 年長者たち や 民は み 

かれ  い  したが 

な 彼に 言った， 「従っては なりません。 
承諾すべき ではありません」。 9 それ 
で 彼は ベン • ハダ ドの 使者たち に言っ 
た， 「王なる 我が 主に 言っても らいた 
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い， 『あなたが 初めに この 僕に 言って 第2 〇 章 君たち の 若い 歲 下の 数を 調べて みる 
よこされ たことは みな 致します が， こ ザ16 ぽ24 と， それは 二百 三十 二人であった。 そ 

たび  こと  おこ  のち  たみ ぜんぶ 

の 度の 事は 行なえません』」。 そこで，  の 後， 民 全部， すなわち イスラエルの 

使者たち は 去って 行って， 伝言を 持ち = レ5:7 子ら 全部の 数を 調べて みると， 七 千 人 
帰った 0  ゥ 使徒 23:12 であった 0 16 そして， 彼らは 真昼 ご 

10 さて， ベン. ハダ ドは 彼のと ころ  ろ 出て 行き はじめた が， ベン. ハダ ド 

に 人を やって 言った， 「もし， サマリア  は13 は， 自分 も， 王たち， すなわち 彼を 助け 
の 塵が わたしに 従う すべての 民の 手を  ていた 三十 二人の 王たち も 一緒に， 仮 

一杯に する に 足りるなら， 神々 がわた 小屋で 飲んで 酔って いた。 17 管轄 地 

[ィ） かさ  izx  8:7  いき  きみ  わか  ぶか  （ゥ]  さいしょ 

しに そのよう にな さり， 重ねて そのよ  域の 君たち の 若い 部下たち がまず 最初 

うにな さるよう に！」 11 すると， イ "^31:4  に 出て 行く と， ベン •ハダ ドは 直ちに 
スラ エルの 王は 答えて 言った， 「あな キ王 H6:29 人を 遣わした 。それらの 者は 来て， 彼 
た 方は [彼に] こう 話しなさい。 『[武具 n に 告げて 言った， 「サマリアから 人々 

つ  もの (I) と  じぶん  7  ^*u  かれ 

を] 着ける 者は， 解く 者の ように 自分の  が 出て まいりました」。 18 そこで 彼 

ことを 誇って はならない』」。 12 そし 37:20 は 言った， 「和平の ために 出て 来たの 
て， はこの W 夤を 聞く や， 彼と 王た 第！ 欄- であっても， お It たちは 彼らを 生け 蠢 
ちは 仮小屋で 飲んで いたが， 直ちに そ 7サ114:6 りに しなければ ならない。 また， 戦い 
の 僕たちに， 「配置に 就け！」 と言っ  ^ 14：n のために 出て 来たので あっても， 生き 
た。 それで， 彼らは この 都市を 攻める ィ たままで 彼らを 捕らえなければ ならな 
配置に 就き はじめた。  ホセ4:11 い」。 19 そして， それらは その 都市 か 

13 ときに， 見よ， ある 預言者が イス ゥ王 [2〇:14 ら 出て 来た 者たち， すなわち 管轄 地域 
ラエルの 王 アハブ に 近寄って 言った， li£1618 の 君たち の 若い 部下たち と， その後ろ 

M  J  ?  ぐん ぜ ぃ  かれ 

「エホバは このように 言われた。 『あな  ^18ii?n にいた 軍勢であった。 20 そして 彼ら 
たは この 大群 衆を みな 見た か。 わたし  は 各々 その 相手を 討ち 倒した。 それで 

は 今日， これを あなたの 手に 渡す。 あ  シリア 人は 逃げ去り， イスラエルは 彼 

なた は， わたしが エホバで ある ことを  f ザ5 ム2 らを 追跡して 行った が， ついに シリア 
確かに 知る であろう』」。 14 そこで ア  の 王 ベン •ハダ ドは 馬に 乗って， 騎手 

カレビ 26:8  い ，しょ 

ハブ は， 「それは だれに よってで しょ ；  28:7g たちと 一緒に 逃げた。 21 しかし， イ 
うか」 と言うと， 彼は 言った， 「エホ 胃46 :6  スラ エルの 王は 出て 行って， 馬と 兵車 
バ はこの ように 言われた。 『管轄 地域 キョシ II:6 を 討ち 倒し， また シリア 人を 討ち 侄! 1 し 
の 君たち の 若い 部下たち によって であ 20:13 て 大いに 殺した。 

る』」。 最後に， [ア ハブ] が， 「だれが  3:7  22 後に， 例の 預言者が イスラエルの 

戦闘を 開始す るので しょうか」 と言う ヶ 代-25:8 王に 近寄って 言った， 「さあ， 自らを 
と， 彼は， 「あなた だ！」 と 言った。 w  27:14 強く し， 注意して， 自分の 行なおうと 
15 それから [ア ハブ] は 管轄 地域の コ歳 2〇:18 している ことを わきまえなさい 0 年が 
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改まる ころ， シリアの 王が あなたを 攻 第2 〇 章 手に 必ず 渡す 0 あなた 方は 確かに， わ 
めに 上って 来る からです」。  7S!  Ion  たしが エホバで ある ことを 知る であ 

23 一方 シリアの 王の 僕たちは， [王]  ろう』」。 

に 言った， 「彼らの# は 山の® です。 ィ豐 83:is  29 そして 彼らは， 互いに 向かい合 っ 

ですから， 彼らは 我々 よりも 強かった ジ1 はて， 七日 間 陣営を 敷いて いた。 そし 
のです。 それで 逆に， 我々 に 平地で 彼  318:4  て， 七日 目に， 戦闘が 始まり， イスラ 

らと 戦わせ， 我々 が 彼らよりも 強く  i?I;22S;!6 エルの 子ら は シリア 人を， すなわち 一 
ないか どうかを [見させて] ください 〇 ェ歲 21:30 日のう ち に 徒歩の 者 十万 人を 討ち 倒し 
24 それで， このような 事を 行なって ォ詩 10:3  たので ある 0  30 そして， 残った 者た 

ください 0 王たち を 各々 その 立場から 力 王 1  20:20 ちは ア フエ ク へ， すなわち 都市へ 逃げ 
退け， 彼らの 代わりに 総督を 置いて く キサ！  29:1 て 行った が， その 城壁が， 二 万 七 千 人 
ださい。 25 あなたは， ご 自分の ため  の 残った 者たち の 上に 倒れ 落ちた。 一 

に， あなたの 側から 倒れた 軍勢に 等し  方 ベン •ハダ ドは 逃げ^:， ついに 都市 

い 軍勢を， 馬には 馬， 兵車には 兵車に  g5 に 入り， 一番 奥の間に 入った。 
ついても 数えなくて はなり ません。 そ ヘプ11:34  31 それで， その 僕たちは 彼に 言っ 

して， 我々 に 平地で 彼らと 戦わせ， 我々 コ 胃18:30 た， 「さあ， お願いです。 イスラエル 
が 彼 ら よりも 強くない かどう かを [見 第二 欄 の 家の 王たち は 愛 ある 親切の 王で ある， 
させて] ください」。 そこで 彼は その 声 ァミ と 聞いて います。 どうか， わたしたち 
に 聴き 従って， そのよう にした。  H  2£f22 の 腰に 粗布を まとい， 首に 綱を 掛けて， 

26 そして， 年が 改まる ころ， ベン. ィ出 6:7  イスラエルの 王の もとに 出て 行かせて 

ハダ ドは シリア 人を 召集し， イスラ  *8:10  ください。 多分， 彼は あなたの 魂を 生 
エルに 対する 戦いの ために アフ ヱクに ヱゼ39:7 かして おかれる でしょう」。  32 そこ 
上って 来たので ある。 27 —方 イスラ ゥ 3 シ 6:15 で 彼らは 粗布を 腰に まとい， 綱を 首に 
エルの 子ら も 召集され， 食糧を 供給 ISI2G:26 掛けて， イスラエルの 王のと ころに 来 
され， 彼らに 立ち向かう ために 出て 行 才 ボ て 言った， 「あなたの 僕 ベン. ハダ ド 
き はじめた。 イスラエルの 子ら はやぎ  rt  9；34 は， 『どうか， わたしの 魂を 生かして 
の ごく 小さな 二つの 群れの ように 彼ら 力 王 12〇:2〇  ください』 と 申して おります」。 これ 
の 前に 陣取った が， シリア 人の 方は 地 キ 王！  22:25 に対して [王] は 言った， 「彼は まだ 生 
を 満たして いた。  28 すると， [まこと ク 策2 〇:28 きている のか 〇彼 はわた しの 兄弟 だ」。 
の] 裡の 人が 近寄って， イスラエルの 王  33 それで， この 人々 は， それを 兆しと 

に 言った。 しかも， こう 言った， 「エ  みなし， すぐに それを 彼の 自発的な 決 

コ創 37:34  てい  かい 

ホバ はこの ように 言われた。 『シリア  ^2J；f 定と 解して， 「ベン •ハダ ドは あなた 
人が， 「エホバは 山の 裡で あって， 低  の 兄弟です」 と 言った。 すると， 彼は， 

地平 原の 进で はない」 と 言って いるの サョナ 3:9  「行って， 彼を 連れて来なさい」 と言っ 
で， わたしは この 大群 衆を 皆 あなたの シ歳 25:13  た 0 そこで， ベン •ハダ ドは 王のと こ 
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ろに 出て 来た。 [王] は 直ちに 彼を 兵車 第2 〇 章 人が [戦] 列を 離れて， ある 人を 私のと 
に 乗せた。  10:15 ころに 連れて来て， こう 言いました。 

34 さて， [ベン •ハダ ド] は 彼に 言っ ^  m leif 『この 者を 見張れ。 もしも この 者が い 
た， 「わたしの 父が あなたの 父上から ゥ *  23:32 なくなりで もしたら， お前の 魂が 彼の 
奪った 諸 都市を お返し 致します。 あな モ 2 ふ 4 魂の 代わりと なる か， または 銀 ー タラ 

し てい  はか  わ  [ゥ） 

たは， わたしの 父が サマリアで 指定し ォ王 n7:i4 ントを お前は 量り 分ける ことになる』。 
たのと 同棣 に， ダマスカスで ご 自分の た 13:24  40 そして， この 僕が あちこちで 活動し 
めに 街路を 指定す る こと もで きます」。 16:25 ている うちに， 何と， その 者は いなく 
「では， わたしは， 契約を 結んで あな 14：2 なって しまったので す」。 そこで イス 

さ  ケサ n 12:1  かれ  い  まえ  さば 

たを 去らせる ことにしよう」。  サ 1114:4 ラエルの 王は 彼に 言った， 「お前の 裁 

こうして， [ア ハブ] は 契約を 結んで， 第二 欄 きは そのような もの だ。 お前が 決めた 
彼を 去らせた。  ァ 創2:7  の だ」。 41 すると 彼は 急いで 目の 上 

35 ときに， 預言者の 子ら の ある 人が 1〇：24 から 包帯を 取り除い たので， イス ラエ 
エホバの 譬 こよって | 备の爱 に， 「ど 雜; ぱ ルの 王は 彼に， すなわち 彼が 預言者の 

う  い  [才） 

うか， わたしを 打って くれ」 と 言った。 ゥ 出2 1:3〇  ひとりで ある ことに 気づいた。 42 そ 

かれ  こば  箴 13:8  かれ  い 

しかし， その 人は 彼を 打つ ことを 拒ん こで 彼は [王] に 言った， 「エホバは こ 

かれ  い  1Q；99  ほろ 

だ。 36 それゆえ， 彼は その 人に 言っ  %%  Ij1 のように 言われた。 『あなたは， 滅び 
た， 「あなたは エホバの 声に 聴き 従わ ォ王 im:35 のために わたしに ささげられた 人を 自 
なかった ので， ご覧なさい， あなたは ヵ ビビ f ぼ 分の 手から 放して 行かせた ので， あな 

さ  ゅ  たまぃ、  か  w 

わたしの もとから 去って 行き， ラ イオ  1\  2:7  たの 魂は 彼の 魂の 代わりと なり， あな 
ンが 必ず あなたを 打ち倒す でしょう」。  たの 民は 彼の 民の 代わりと ならな けれ 

のち  キ王 122: 31  (« 

その後， その 人は 彼の そばから 去って  S  ばなら ない』」。 43 そこで， イス ラエ 

(«  18:33  ふきげん  [ヶ） 

行き， ライオン がその 人を 見つけて 打 ク王 n6:24 ルの 王は 不機嫌に なり， がっかりして， 

(4)  王 n  8:12  じ ぶん  いえ  む  さ  ゆ 

ち 倒した。  ftn 18:16 自分の 家に 向かって 去って 行き， サマ 

つ  かれ  （コ）  つ 

37 次いで 彼は もう ひとりの 人を 見つ ヶだ リアに 着いた。 

けて 言った， 「どうか， わたしを 打っ コ王 I16:29  A-I そして， これらの 事が あって 後 
て くれ」。 それで， その 人は 彼を 打ち， - H のこと， エズレ ル 人 ナポ テに 属 

きず  第 21 章  えん 

打って 傷つけた 0  サ 3シ19:18 する ぶどう 園が あった。 それは エズレ 

38 それから， その 預言者は 行って， ルに， サマリアの 王 アハブ の 宮殿の そ 
道端で 王を 待って 立ち止まり， 目の 上 シサ 〖8に4  ばに あった。 2 それで， アハブ は ナポ 
に 包帯を して， 変装して いた。 39 そ ス^^だ7 テに 話して 言った， 「あなたの ぶどう 
して， 王が 通り過ぎよ うとした とき，  2^  n：15 園を どうか 譲っても らいたい。 それは 

かれ  さけ  い  M  ロマ 7:7  いえ 

彼は 王に 叫んで 言った ので ある， 「こ  ャ わたしの 家の すぐそばに あるので， わ 
の 僕が 戦いの 最も 激しい ところに 出て tf,11:10 たしの 菜園に したいの だ。 その代わり 
行きます と， ご覧く ださい， ひとりの ソ伝 2:5  に， それよりも もっと 良い ぶどう 園を 
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あなたに 上げよう。 [あるいは] もし あ 
なた の 目に 良いなら， その 代価と して 
金を あなたに 上げよう」。 3 ところが， 
ナポ テは アハブ に 言った， 「私の 父祖 

せしゅう しょゆうち  ゆず  （ィ） 

たち の 世襲 所有地を あな たに 譲るな ど， 
エホバの 見地から して， 私には 考えら 
れな いこと です」。 4 それゆえ， アハ 
ブ は， エズレ ル 人 ナポ テが， 「私は 父 
祖 たち の 世襲 所有地を あなた に 譲れ ま 

い  かた  ことば  ふ 

せん」 と 言って 語った 言葉の ことで 不 
機嫌に なり， がっかり して， 自分の 家に 
入った。 それから 彼は 寝い すに 横たわ 
り， 顔を 背けて， パンを 食べなかった 0 
5 ついに， 彼の 妻イゼ ベルは 彼の 
ところに 入って 来て， こう 話しかけ 
た， 「あなたの 霊が 悲しみ， あなたが 
パンを 召 し 上がろうと なさ らな いのは 
どういう 訳です か」。 6 そこで 彼は 彼 
女に 話した， 「わたしは エズレ ル人ナ 
ボ テに 話して， 『どうか， あなたの ぶ 
どう 園を 金で 譲っても らいたい。 それ 
とも， あなたが 望むなら， その代わり 
に， 別の ぶ どう 園を あなた に 上げよう』 
と 言った。 しかし 彼は， 『わたしは ぶ 
どう 園を あなたに 譲れ ませ/ 1』 と言っ 
たの だ」。 7 すると， 妻イゼ ベルは 彼 
に 言った， 「今， イスラエルの 上に 王 
権を 行使して おられる のは あなたです 
か。 起きて， パンを 召し上がり， あな 
たの 心を 楽しませて ください。 私が エ 
ズレル 人ナボ テの ぶどう 園を あなたに 
差し上げます」。 8 そこで 彼女は アハ 
ブの 名で 手紙を 書き， それに 彼の 印で 
印を 押し， ナポ テと 共に その 都市に 住 
んで いる 年長者 > こちと 高貴な 人々 に そ 
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廉 24:28 
イザ 32:7 
使徒 6:13 


の 手紙を 送った。 9 ところが， 彼女は 
その 手紙に こう 書いて 言った。 「断食 
を ふれ 告げ， ナポ テを 民の 先頭に 座ら 
せなさい。 10 そして， 二人の 者， す 
なわち どう しよう もない 者たち を 彼の 
前に 座らせ， 彼らに， 『お前は# と 王 
をの ろった！』 と 言わせて 彼に 対して 
証し を させなさい。 そして 彼を 引き出 
し， 石 打ちに して 殺しなさ^」。 

11 そこで， 彼の 都市の 人々， すな 
わち その 都市に 住んで いる 年長者たち 
や 高貴な 人々 は， イゼ ベルが 彼らに 人 
を やって 伝えた 通りに， すなわち 彼女 
が 彼ら に送っ た 手紙に 記さ れ ている 通 
りに 行なった。 12 彼らは 断食を ふれ 
告げ， ナポ テを 民の 先頭に 座らせた。 
13 すると， 二人の 者， すなわち どう 
しよう もない 者たち が 入って 来て， 彼 
の 前に 座った。 どうしよう もない 者た 
ちは 民の 前で， 彼， すなわち ナポ テに 
対して 証し をし はじめて， 「ナポ テは 
裡と 王を のろった！」 と 言った。 その 

のち ひとびと  と し  はず  ひ 

後， 人々 は 彼を 都市の 外れに 引き出し， 
石で 彼を 石 打ちに したので， 彼は 死ん 
fd'o 14 そこで 彼らは イゼ ベルに， 「ナ 
ボ テは 石 打ちに された ので， 彼は 死ん 
だ」 と 言って よこ した。 

15 そして， イゼ ベルは ナポ テが 石 打 
ちに されて 死んだ ことを 聞く と， イゼ 
ベルは 直ちに アハブ にこう 言った ので 
ある。 「起きて， エズレ ル 人 ナポ テが 
あなたに 金で 譲る ことを 拒んだ， その 
ぶどう 園を 手に入れなさい。 ナポ テは 
もう 生きて いません。 死んだ のです」。 
16 こうして， アハブ は ナポ テが 死んだ 
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ことを 聞く と， アハブ はす ぐ 立って， エ 第2 1 章 た， 『犬が エズレ ルの 小 地所で イ ゼべ 
ズレル 人 ナポ テの ぶどう 園を 手に入れ 7:f^2 ルを 食らい 尽くす であろう。 24 アハ 

くだ  い  (7)  ロマ 1:32  もの  としし 

ようと， そこへ 下って 行った ので ある。 ぺテ n2:i5 ブの 者で， 都市で 死ぬ 者は 犬が これを 
17 ときに， エホバの 言葉が ティ シュ  ィザ％2 1 食らい 尽くし， 野で 死ぬ 者は 天の 鳥が 

じん  [ゥ） のぞ  い  ウ王 117:1  W  れい 

ベ 人 エリヤに 臨んで 言った， 18 「立っ I 王 I 16:29 これを 食らい 尽くす であろう 0  25 例 

才創 4*1〇  がい  み  う 

て， サマリア にいる イスラエルの 王ア ヵハバ 2:9  外な く， だれ ひとりと して， 身を 売って 
ハブに 会いに 下って 行け。 さあ， 彼は エホバの 目に悪い ことを 行なった アハ 
ナポ テの ぶどう 園を 手に入れようと， S8 ブ のよう な 者は いなかった。 その 妻イ 

い  マタ 7:2  W  かれ そそのか [才） 

下って 行って， そこにい る。 19 それ ヶ王 i18:17 ゼ ベルが 彼を 唆した ので ある。 26 そ 
で， あなたは 彼に 話して こう 言わな け ガ ラ4:16 して， 彼は 糞 像に 従って 行き， エホバ 

コ王 I 16:30  まえ  お  はら 

れ ばなら ない。 『エホバは このように サ王 ng:7  が イスラエルの 子ら の 前から 追い払わ 
言われた。 「あなたは 殺人を し， その  a22：8  れたア モリ 人が 行なった すべての こと 

い  W  王 U 10:7  おな  はなは  い 

うえ 手に入れた のか」』。 また， あなた ス王 ni(M7 と同じように， 甚だしい 忌むべき こと 
は 彼に 話して 言わなければ ならない， セ 王 I ほ29 を 行なった』」 0 

『エホバは このように 言われた。 「犬  II 16:11  27 そして， アハブ は これらの 言葉を 

が ナポ テの 血を なめ 尽くした その 場所 - 聞く や， 自分の 衣を 引き裂き， 粗布を 

で， 犬が あなたの 血を， あなたの [血] 身に まとった ので ある。 彼は 断食を 続 
を もな め 尽くす であろう」』」 0  S  9=35 け， 粗布を 着て 横たわり， しょう 然と 

わ  詩 7:16  ある  M  こと 

20 そこで アハブ は エリヤに， 「我が ィ王 114:11 歩いて いた。 28 ときに， エホバの 言 
敵よ， あなたは わたしを 見つけた のか」  葉が ティ シュべ 人 エリヤに 臨んで 言っ 

と言うと， 彼は 言った， 「わたしは あな た，  29 「あなたは アハブ がわた しの 
たを 見つけた。 『あなたが エホバの 目 ォ£1ぱ6 ゆえにへ りくだった のを 見た か。 彼が 
に 悪い ことを 行なうよう， 身を 売った  Sn2：203 わたしの ためにへ りくだった ので， わ 
ので，  21 今や わたしは あなたに 災い たしは 彼の 時代には 災いを もたらさな 
を もたらす。 わたしは 必ず あなたの 後 コ い。 彼の 子の時 代に， その 家に 災いを 

かんぜん  いっそう （シ）  かべ  む  キ出 23:28  [シ） 

を 完全に 一掃し， だれでも 壁に 向か っ  *〇933-2 もたらす であろう」。 

て 放尿す る 者， イスラエルの 中の 無カ ク 王1^^1 99 そして， シリアと イスラエルと 
で 無用な 者を アハブ から 断ち 滅ぼす。 ヶ 親15:13  し の 間には 戦争がない まま， 三年 

いえ  コ詩 78:34  かんかれ  く 

22 そして， わたしは あなたの 家を ネ サ 詩86: is  間 彼らは 暮らして いた。  2 そして， 三 

(t?J  々力 7:18  (ス ） 

パトの 子ヤ ラべ アムの 家の ように， ま シ *观5  年 目に， ユダの 王 エホ シャフ ァ トは イ 

(v)  王 n  9:25  くだ  ぃ 

たアヒ ヤの子 バア シャ の 家の ようにす  ス ラエルの 王の ところ に下っ て 行った 

る。 それは， あなたが 怒らせ， そして - ので ある。 3 そこで， イスラエルの 王 

っみ おか  いか  第 22 章  しもべ  い  がた 

イスラエルに 罪を 犯させた その 怒りの giI15:24 は その 僕たちに 言った， 「あなた 方は， 
ためで ある』。 23 そして また， イゼべ セ^1 4=3 ラ モト •ギレアデが 我々 に 属して いる 
ルに ついても， エホバは 話して 言われ sr4a38 ことを 本当に 知っている のか。 だが， 
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我々 は シリアの 王の 手から それを 奪う 
のを ためらって いるの だ」。 4 次いで 
彼は エホ シャフ ァトに 言った， 「あなた 
は ラ モト •ギレアデ における 戦いの た 
めに わたしと 共に 行って くれます か」。 
そこで エホ シャフ ァ トは イスラエルの 
王に 言った， 「わたしは あなたと 同様 
です。 わたしの 民は あなたの 民と 同様 
です。 わたしの 馬は あなたの 馬と 同様 
です」。 

5 しかし， エホ シャフ ァトは イスラ 
エルの 王に さ らに 言った， 「どうか， 
まず 最初に， エホバの 言葉を 伺って み 
てくだ さい」。 6 それで， イスラエル 
の 王は 預言者たち， 約 四百 人を 集めて， 
彼らに 言った， 「わたしは ラ モト •ギ 
レア デに 向かって 戦いに 行こう か。 そ 
れ とも， 差し控えよう か」。 すると， 彼 
らは 言いだ した， 「上って 行きなさい。 
そうすれば， エホバは [これを] 王の 手 
に 渡される でしょ う」。 

7 しかし， エホ シャフ ァ トは 言っ 
た， 「ここには エホバの 預言者が ほか 
にいない のです か。 いたら， その 人を 
通して 伺って みましょう」。 8 そこで 
イ スラ エルの 王は エホ シャフ ァ トに 
言った， 「ほかにもう 一人， その 人 
を 通して エホバに 伺うべき 人が いま 
すが， わたしは 確かに 彼を 憎んで い 
ます。 彼は わたしに ついて 良い こと 
は 預言せ ず， ただ 悪い ことば かり [預言 
する] からです。 ー イム ラの 子 ミ カヤ 
です」。 ところが， エホ シャフ ァトは 
言った， 「王は そのような ことは 言わ 
ないで ください」。 
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9 そこで， イスラエルの 王は ある 廷 
臣を 呼び寄せて 言った， 「どうか， イ 
ムラの 子 ミ カヤを 急いで 連れて来ても 
らいたい」。 10 さて， イスラエルの 王 
と ユダの 王 エホ シャフ ァ ト は， 衣を 着 
て， サマリアの 門の 入口の 脱穀 場で， 
各々 その 王座に 座して いた。 預言 4 た 
ちは 皆， ふたりの 前で 預言者の ように 
振る舞って いた。 11 そこで， ケナア 
ナの 子ゼデ キヤは 自分の ために 鉄の 角 
を 造って 言った， 「エホバは このよう 
に 言われ ま した。 『これらの もので， あ 
なた は シリア 人を 突いて， ついには 彼 
らを 滅ぼし 尽くす であろう』」。 12 そ 
して， ほかの 預言者たち も 皆， これと 
同じよう に 預言しながら 言った， 「ラ 
モト •ギレアデに 上って 行き， 成功を 
収めなさい。 エホバは 必ず 王の 手に [こ 
れ を] 渡されます」。 

13 ときに， ミ カヤを 呼びに 行った 使 
者は 彼に 話して 言った， 「いいです か， 
お願いです！ 預言者た ちの 言葉は 異 
口 同音に 王に とって 良い ものです。 あ 
なた の 言葉 も， どうか， 彼らの 一人の 言 
葉の ようになり， あなた も 良い ことを 
話します ように」。 14 しかし ミ カヤは 
言った， 「エホバは 生きて おられます。 
エホバが わたしに 言われる こと， それ 
を わたしは 話します」。 15 そこで 彼 
が 王のと ころに 入る と， 王は 彼に 言っ 
た， 「ミ カヤよ， 我々 は ラ モト • ギレ 
アデに 戦いに 行こう か。 それとも， 差 
し 控えよう か」。 彼は 直ちに [王] に言っ 
た， 「上って 行って， 成功を 収めな さ 
い。 エホバは 必ず 王の 手に これを 渡さ 


609  欺きの 霊が アハブ を だます。 アハブ は 変装す る  列 王 第一  22:16—30 

れ ます」。 16 すると 王は 彼に 言った， 第22 章 その上， 勝ちを 得る 者と なる であろう 0 
「わたしが 何度 あなたに 誓いを 立てさせ 7ftn  18:14 出て 行って， そのよう にせよ』 と 言わ 
たら， あなたは エホバの 名に よってた  ftn 18.-15 れ ました。 23 それで， 今 ここに， エ 
だ 真実し か 話さない ようになる のか」。 ゥ^; 0ぼ2 ホ パは あなたの これらす ベての 預言者 
17 それで 彼は 言った， 「わたしは 確か  S の 口に 欺きの 霊を 授けられました。 そ 

じん  みな  やまやま  ひつじ か  わざ わ  はな 

に， イスラエル 人が 皆， 山々 に， 羊 飼 ェ 申28:25  れに エホバが あなたに ついて 災いを 話 

いのいない 羊の ように 散らされ ている 才^^ ボ されました」。 

のを 見ました。 そして エホバは さらに 力 代 nl8:17  24 そのと き， ケナ アナの 子 ゼデキ 

もの  しゅじん  ちかよ  う  1 才） 

言われました， 『これらの 者には 主人 キ代 nisw ヤが 近寄って， ミ カヤの ほほを 打って 
がいない。 彼らを 各々 安らかに 自分の ク= 匕 言った， 「一体 どっちの [方] へ， エホ 
家に 戻らせよ』」。  &  7:9 バの 霊が わたしから 去って 行って， お 

18 そこで， イスラエルの 王は エホ 7:10 前に 話した というの か」。  25 すると 

い  かれ  マタ 18:10  い  らん 

シャフ ァトに 言った， 「『彼は わたしに 啓5:11  ミ カヤは 言った， 「ご覧なさい， あな 

よ  わる  -1 仲 •nift.iq  いちばん おく  (キ） ま  み  かく 

ついて 良い ことでは なく， 悪い ことば 18'19 たが 一番 奥の間に 入って 身を 隠す その 
かり 預言す る』 と， わたしは あなたに  1：7 日に， [どちらの 方 かが] 分かる でしょ 

言いませんでした か」。  18:20 う」。  26 そこで， イスラエルの 王は 

19 すると， [ミ カヤ] はさら に言っ ス王 122:6 言った， 「ミ カヤを 捕らえ， 都市の 長 
た， 「それゆえに， エホバの 晉 葉を 聞き  アモンと 王の 子ヨア シュの もとに 戻ら 

なさい。 わたしは 確かに， エホバが み 7 テ サ12:11 せよ。 27 そして， お前は こう 言う の 
座に 座して おられ， 天の 全軍が その 傍  3~4:1 だ。 『王は このように 言われた。 「こ 

[ヶ）  イ代 n 18:21  りゅうちじょう [サ） い  ぶ じ 

ら に， その 右左に 立って いるのを 見 ま  の 男を 留置場に 入れ， わたしが 無事に 

した。  20 それから エホバは 言われ ま Ig23:1g 帰って来る まで， 量を 減らした パ' ノ と， 
した， 『だれが アハブ を だまして， 上っ  m  ?8；22 量を 減らした 水で 彼を 養え」』」。 28 そ 
て 行かせ， ラ モト •ギレアデで 倒れさ  ^  こです ぐ ミ カヤは 言った， 「もしも， 

もの  才 ミ:?2  ぶじ かえ  こ 

せる のか』。 すると， こちらの 者は この ^ 105:15 あなたが 無事に 帰って来られる ことが 
ように 言いだ し， そちらの 者は そのよ 18:23 あるならば， エホバは わたしに 話され 

__  (コ）  キ王 1  20:30  (fe)  かれ 

うに 言って いました。 21 ついに， ひ  ^  なかった のです」。 そして 彼は さらに， 

れい (サ）  き  まえ  ク代 n 18:24  たみ  き 

とりの 霊が 出て 来て， エホバの 前に 立 ヶ代 nl8:25  「すべての 民よ， 聞いて おきなさい」 と 
ち， 『私が 彼を だましましょう』 と 言 コ n マ 9:18 言った。 

いました。 そこで エホバは 彼に， 『ど サ ヘプ II:36  29 こうして， イスラエルの 王と ユダ 

ういう ふうに してす るの か』 と言われ シ 代1118:26 の 王 エホ シャフ ァトは ラ モト •ギ レア 
ました。 22 これに 対して 彼は 言い ま 104:15 デに 上って 行った。 30 そのと き， イ 

わたくし  い  かなら  セ 民 16:29  い 

した， 『私が 出て 行き， 必ず 彼のす ベて .  スラ エルの 王は エホ シャフ ァトに 言っ 

の 預言 善の 口で 欺きの 霊と なり ま しょ $ _ 18: 28 た， 「[わたしは] 変装 して 戦いに 行く 
う』。 そこで， 『あなたは 彼を だまし， チサ 18:20 ことにし ますが， あなたは ご 自分の 衣 
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を 着て ください」。 そこで イスラエルの 
王は 変装して， 戦いに 行った。 31 シ 

じ ぶん  へいしゃたい 

リアの 王は， 自分の ものである 兵車 隊 
の 三十 二人の 長たち に 命じて， 「お前 
たちは， 小さい 者 や 大きい 者と ではな 
く ，ただ イスラエルの 王と だけ 戦うよう 

い  (t)  へい 

に」 と 言って おいた。 32 そして， 兵 
軍隊の 長たち は エホ シャフ ァ トを 見る 

かれ  たし 

や， 彼らの ほうは， 「確かに これは イス 
ラエルの 王 だ」 と 思った ので ある。 そ 
こで 人々 は 彼の 方に 向かって 彼と 戦 お 
うとした ので， エホ シャフ ァ トは 援助 
を 叫び 求め はじめた。 33 そして， 兵 
軍隊の 長たち は， それが イスラエルの 
王では ない ことを 見て取る や， 直ちに 
彼を 追う のを やめて 戻って 行っ たので 

(ク） 

ある。 

34 ときに， 何気なく 弓を 引いた 人が 
いたが， その 人は イスラエルの 王の 付 
属 物と 小 札 かたびらの 間を 射たので， 彼 
は その 兵車の 御者に 言った， （ 「手の 向 
きを 変え， わたしを 陣営から 運び出し 
て くれ。 わたしは ひどい 傷を 負った の 
だ」。 35 そして， その 日， 戦いは 激し さ 
を 増して ゆき， 王は シリア 人に 向か っ 

へいしゃ  し せい  たも 

て， 兵車の 中で 立った 姿勢に 保っても 
ら わなければ ならなかった が， やがて 
夕方に なって 死んだ。 傷の 血は 戦車の 
内側に 注ぎ 出て いた。 36 そして， 日の 

い  めいめい じ ぶん  と し 

入る ころ， 「銘 々自分の 都市へ， 銘 々自 
分の 土地へ！」 という， 鳴り響く 叫び 
声が 陣営 中に 伝わり だした。 37 こう 
して 王は 死んだ。 彼が サマリアに 運ば 
れ ると， 人々 は サマリ アで 王を 葬った。 

かれ  いけ  かたわ 

38 そして， 彼らは サマリアの 池の 傍ら 


第 22 章 


ウ代 D 18:29 
ェ王 I  20:1 
才代 D 18:30 
力 代 n i8：3i 
キ詩 50:15 
詩 91:15 
詩 130:1 
ク代 n 18:32 
ケ代 n 18:33 


第二 欄 


イザ 48:3 

ウ王 I 10:22 


ソサ n  8:14 
王 n  8:20 
詩 108:9 


で その 戦車を 洗い はじめた。 すると， 犬 
が 彼の 血を なめ 尽く していった。 （ま 
た， 売春婦た ちが そこで 水浴した。） エ 
ホ パが 語られた 言葉の とおり であった。 

39 アハブ の その他の 事績， 彼の 行 
なった すべての こと ，彼が 建てた 象牙の 
家 ，彼が 建てた すべての 都市は ，イス ラエ 
ルの 王たち の 時代の 事績の 書に 記され 
ている ではない か。 40 ついに アハブ 
は その 父祖たち と共に 横たわり， その子 
ア ハジ ヤが 彼に 代わ って 治め はじめた。 

41 アサの 子 エホ シャフ ァ トは， イス 
ラエルの 王 アハブ の 第 四 年に ユダの 王 
とな っ た。  42 エホ シャフ ァ トは， 治 
め はじめた とき， 三十 五 歳で， 二十 五 
年間 エルサレムで 治めた。 その 母の 名 
は アズバ といい， シル ヒの 娘であった。 
43 そして， 彼は その 父 アサの すべての 
道に 歩み 続けた。 彼は エホバの 目に 正 
しい ことを 行なって， その [道] から それ 
なかった。 ただし， 高き 所は なくなら 
なかった。 民は なお も 高き 所で 犠牲を 
ささ げ ，犠牲の 煙を 立ち上らせ ていた。 
44 そして， エホ シャフ ァ トは イス ラエ 
ルの 王と 平和な 関係を 保っ 45 エ 
ホ シャフ ァ トの その他の 事績， 彼の 行 
なった 力強い こと， 彼が いかに 戦った 
かは， ユダの 王たち の 時代の 事績の 書に 
記されて いるでは ないか。 46 そして， 
その 父 アサの 時代に 残って いた 残りの 
神殿 男邊 を， 彼は この 地から 一掃した。 

47 王に ついていえば， エドムには 
[王] がな く， 代官が 王であった。 

48 エホ シャフ ァ トは というと， 金を 
[得る] ために オフィルへ 行く よう， 夕 
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51 アハブ の子ア ハジ ヤ は， ユダの 王 
エホ シャフ ァ トの 第 十七 年に サマリア 
で イスラエルの 王と なり， 二 年間 イス 
ラエルを 治めた。 52 そして， 彼は エ 
ホバの 目に悪い ことを 行ない 続け， 彼 
の 父の 道と 彼の 母の 道， それに イスラ 
エルに 罪を おかさせた ネバ トの 子ヤラ 

{»]  あゆ  い 

ベ アムの 道に 歩んで 行った。 53 そし 
て， 彼は バアルに 仕え， これに 身を か 
がめ， 彼の 父が 行なった すべての こと 
にしたがって イスラエルの 裡 エホバを 
怒らせ 続けた。 

キ裁 2:11; 王 I  16:32; 王 n  1:2; ク出 20:3; 出 34:14。 


611  ア ハジ ヤは 叱責を 受ける 
ル シシュ の を 造った が， それは 行か 
なかった。 が エツ ヨン • ゲ ベルで 難 

ぱ  M 

破した からで ある。 49 アハブ の子ア 
ハジ ヤが エホ シャフ ァ トに， 「わたし 
の 僕たちを あな たの 僕たち と共に 船で 
行かせましょう」 と 言った のは そのと 
きのこと であった が， エホ シャフ ァト 
は 承知し なかった。 

50 ついに エホ シャ ファ トは その 父 
祖 たちと 共に 横たわり， その 父祖“ ダ 
ビデの 都市” に 父祖たち と共に 葬られ 
た。 その子 エホ ラムが 彼に 代わって 治 
めは じめ た。 


列 王 記 第二 

または， ギリシャ 語 セ プトゥ アギ ンタ によれば， 

列 王 記 第 四 


モア 


(ィ ■] 


1 ときに， アハブ の 死後， 

はんこう 

は イス ラエルに 反抗す るよう に 

(ゥ） 

なった。 

2 そのころ， ア ハジ ヤはサ マリアに 

かれ おくじょう  ま m  こうし 

ある 彼の 屋上の 間の 格子の あいだから 
落ちて， 病気に なった。 そこで 彼は 使 
者たち を 遣わし， 彼らに 言った， 「行 - 

(*)  (キ】 

て， エクロンの 神 バアル •ゼ ブブ に， 
わた しが こ の 病気から 回復す るか どう 

[ク） う かが  [ヶ） 

か， 伺いなさい」。  3 ところが エホバ 

つか （コ）  じん  け） 

のみ 使いは， ティ シュべ 人 エリヤに 
fe っ た， 「立って， サマリアの 王の 使 

しゃ  あ  のぼ  ゆ  かれ 

者たち に 会いに 上って 行き， 彼らに こ 

い  がた 

う 言いなさい。 『あなた 方が エクロン 

うかが  い 

の 神 バアル •ゼ ブブに 伺いに 行く のは， 
イスラエルに 神が 全くい ないた めか。 


あなたは それから 降りる こと 

かなら  し  [ァ） 

あなた は 必ず 死ぬ からだ」』」。 


4 それゆえに， エホバは このように 言 
われた。 「あなたが 上った 寝い すに つ 
いては， 

はない。 

そこで エリ ヤは 去って 行った。 

5 使者たち が [ア ハジ ヤ] の もとに 
戻って 来る と， 彼は 直ちに 彼らに 言っ 
た， 「お前たち が 戻 って 来たのは どう 
いう 訳 か」。 6 それで 彼らは 言った， 
「わたしたち に 会い に上っ て 来た ひとり 
の 人が いて， その 人は わたしたち にこ 
う 言いました。 『さあ， あなた 方を 遣 
わした 王の もとに 帰り， あなた 方は 彼 
にこう 言わなければ なりません。 「エ 
ホバ はこの ように 言われた。 『あなた 
が 人を やって エクロンの 神 バアル- セ' 
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ブブに 伺う のは， イスラエルに 迚が全 第1 章 ように」。 すると，® の 火が 天から 下っ 
くいないた めか。 それゆえ， あなたが 7ftI  10:14 て 来て， 彼と その 五十人と を 食らい 尽 
上った 寝い すに ついては， あなたは そ ィ王 Iim  くした 0 

れ から 降りる ことは ない。 あなたは 必  13 それで， 彼は 再び 三人 目の 五十 

ず 死ぬ からだ』」』」。 7 そこで 無 は語っ 〇  11^37 人の 長と その 五十人を 遣わした。 とこ 
た， 「お前たち に 会おうと 上って 来 TfslnR1R ろが， 三人 目の 五十人の 長は 上って 行 

•とば  エ莳 1 ぬ： 丄5  い  ま； 

て， お前たち に これらの 言葉を 語った  き， 行って， エリヤの 前で ひざを つい 

その 人は， どんな 様子を していた か」。 2：27 て 身をかがめ， その 恵みを ft い， 彼に 

かれ  い  け ごろ も  み  はな 

8 それで 彼らは 言った， 「毛 衣を 身に ^S11:1  こう 話し はじめた。 「[まことの] 裡の 

着け， 腰に 革帯を 締めた 人でした」。 直  5 IS 人よ， どうか， 私の 魂と， あなたの 
ちに 彼は， 「それは ティ シュべ 人 エリ  ュダ7  これら 五十人の 僕の 魂が あなたの 目に 

ヤ だ」 と 言った。  キ廉 13:17 貴い ものであります ように。 14 ご覧 

9 そこで 彼は 五十人の 長を， その  なさい， 天から 火が 下って 来て， 先の 

とも  つか  クイ ザ 26:11 ふたり  ちょう 

五十人と 共に [エリヤ] の もと に 遣わし  二人の 五十人の 長と それぞれの 五十人 

た。 彼が 上って 行く と， 見よ， [エリ '"I S11 とを 食らい 尽くす ことにな りました が， 
ヤ] は 山の頂に 座って いた。 そこで 彼 —襴 しかし 今， 私の 魂が あなたの 目に 貴 
はこう 話しかけた， 「[まことの] 姓の 7@[  27:22 いものであります ように」。 

人よ， 王が， 『ぜひ 降りて 来て くださ  x  1/5:3  15 そこで， エホバの み使いは エリ 
い』 と 申されました」。 10 しかし エ ィマ タ ヤに 語った， 「彼と 共に 降りて 行きな 

ちょうこた  かた  おそ  №1 

リヤは 五十人の 長に 答えて， こう 語っ  1〇：17 さい。 彼のた めに 恐れて はならない」。 

た。 「もし， わたしが® の 人で あるな ゥィ ザ6 〇ポ それで， [エリヤ] は 立って， 彼と 共に 

(力）  くだ  き  くだい 

ら， 天から 火が 下って 来て， あなたと I#j2:7  王のと ころに 下って 行った。 16 それ 
あなたの 五十人と を 食らい 尽くす よう  から， 彼は [王] にこう 話した。 「エホ 

オサ 126:21  い 

に」。 すると， 天から 火が 下って 来て， 詩72:14  バ はこの ように 言われた 0 『あなたは 

かれ  （キ）  （ク）  う かが 

彼と その 五十人と を 食らい 尽く した。 1:10 エクロンの 神 バアル • ゼブブ に 伺うよ 
11 それで， [王] はもう 一人の 五十  う， 使者たち を 遣わした の だから， そ 

人の 長を， その 五十人と 共に 遣わした。 ^ ^ れは イスラエルに， み 言葉を 伺う 拽が 
すると その 人は [エリヤ] に 答えて， こ  全くい ないた めな のか。 それゆえ， あ 

う 話した。 「[まことの]® の 人よ， 王  なた が 上った 寝い すに ついては， あな 

はこの ように 言われました。 『ぜひ 早 1:3  たは それから 降りる ことは ない。 あな 

おき  W  かなら  し  かれ 

く 降りて 来て ください』」。 12 しかし コィ ザ44:26 たは 必ず 死ぬ からだ』」。 17 そして 彼 
エリヤは 彼らに 答えて， こう 話した。 サ策13:21 はやが て， エリヤが 語った エホバの 言 
「もし わたしが [まことの] 裡の 人で あ  葉の 通りに 死んだ。 そして エホ ラムが 

るなら， 天から 火が 下って 来て， あな  H  9:22  彼に 代わって 治め はじめた。 これは ユ 

く  つ  （ス） 

たと あなたの 五十人と を 食らい 尽くす ス王 n8:16  ダの 王 エホ シャフ ァ トの 子 エホ ラムの 
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第二 年であった 0  [ア ハジ ヤ] には 息子 
がなかった からで ある。 

18 ア ハジ ヤが 行なった その他の 事 
は， イスラエルの 王たち の 時代の 事績 
の 書に 記されて いるでは ないか。 

2 そして， エホバが 風 あらしに よっ 
て エリ ヤを 天に 上らせよ うとして 
おられた とき， エリヤと エリ シャ はギ 
ルガ ルから 出て 行った ので ある。 2 そ 
して エリヤは エリ シャ にこう 言いだ し 
た。 「どうか， ここ に座っ てくだ さい。 
エホ ノ 《がわた しを ベ テルに ま で 遣わさ 
れ たからです」。 しかし エリ シャ は言っ 
た， 「エホバは 生きて おられ， あなた 
の 魂 も 生きて います。 私は あなたを 離 
れ ません」。 そこで， 彼らは ベ テルに 
下って 行った。 3 すると， ベ テルに い 
る 預言者の 子ら がエ リシ ャの もとに 出 
て 来て， 彼に 言った， 「今日， エホバ 
が あなたの 主人を あなたの 頭の 地位 か 
ら 取ろうと して おられる ことを 本当に 
知っています か」。 そこで 彼は 言った， 
「わた しもよく 知っています。 黙って 
いてく ださい」。 

4 それから エリヤは 彼に 言った， 「エ 
リシ ャ よ， どうか， ここに 座って いて 
ください。 エホバが わたしを エリコに 
遣わされた からです」。 しかし 彼は 言っ 
た， 「エホバは 生きて おられ， あなた 
の 魂 も 生きて います。 私は あなたを 離 
れ ません」。 そこで 彼らは さらに エリコ 
に 来た。 5 すると， エリコに いる 預言 
者の 子ら が エリ シャに 近寄って， 彼に 
言った， 「今日， エホバが あなたの 主 
人を あなたの 頭の 地位から 取ろうと し 
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て おられる ことを 本当に 知っています 
か」。 そこで 彼は 言った， 「わた しもよく 
知っています。 黙って いてく ださい」。 

6 それから エリヤは 彼に 言った， 「ど 
うか， ここに 座って いてく ださい。 エ 
ホノ  くが わ たしを ヨルダン に 遣わ された 
からです」。 しかし 彼は 言った， 「エホ 
バは 生きて おられ， あなたの 魂 も 生きて 
います。 私は あなたを 離れません」。 そ 
こで， 彼ら 二人は 進んで 行った。 7 す 
ると， 行って， かなり 離れた 見える 所 
に 立って いる 預言者の 子ら 五十人が い 
た。 しかし 彼ら 二人は， ヨルダンの ほ 
とりに 立った。 8 それから， エリヤは 

じぶん  しょくふく 【才） と  まる 

自分の 職 服 を 取り， それを 丸めて 水を 
打つ と， 水は しだいに こちらと そちら 
に 分けられ たので， 彼ら 二人は 乾いた 
土の 上を 渡った。 

9 そして， ふたりが 渡る とすぐ， エ 
リ ヤがエ リシ ャ にこう 言っ たので ある。 
「わたしが あなたから 取られる 前に， 
あなたの ためにすべき ことを 求めな さ 
い」。 これに 対して エリ シャは 言った， 
「どうか， あなたの 霊の 二つの 分が 私 
に 臨みます ように」。 10 そこで 彼は 
言った， 「あなたは 難しい ことを 求め 
ました。 あなたから 取られる とき， も 
しあな たが わたしを 見るなら， それは 
そのよう にあな たに 起きる でしょう。 
しかし， もし [見] ないなら， それは 起 
きないで しょ う」。 

11 そして， ふたりが 歩いて 行き， 歩 
きながら 話して いたと ころ， 何と， 見よ， 
火の 戦車と 火の 馬 [が 現われ] ，それは 彼 
ら 二人の 間を 分け隔て たので ある。 そ 
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かぜ  の  (7) 

して， エリヤは 風 あらしに 乗って 天に 第2 章 き， [エリ シャ] は エリコに とどまって 
上って 行った。 12 その 間 ずっと， エ 7ftn  21:12 いた。 そこで， 彼らに 言った， 「わた 
リシ ャは それを 見て， 「我が 父， 我が 使徒7:2 しは あなた 方に， 『行って はなり ませ 

W  せんしゃ  きしゅ  コ I  4:15 

父， イスラエルの 戦車と その 騎手たち rtal3.14 ん』 と 言った ではありません か」 0 

[〇)  さけ  とし  ひとびと 

よ！」 と 叫んで いた。 そして， もはや ヱサ^山  19 そのうちに， その 都市の 人々 がエ 

かれ  じ ぶん  ヨブ 1:20  い  ねが  しゅ 

彼を 見なかった。 それゆえ， 彼は 自分  リシ ャに 言った， 「お願いです， ご 主 

の 衣を つかみ， それを 二つに 引き裂い  5は4 人様 も ご覧の 通り， この 都市の 位置は 
た。 13 その後， 彼は エリヤの 身から  ~3:4  良い のです が， 水が 悪くて， この 土地は 

お  しょくふく [才） ひろ  もど  き  カ ヨシ 3:13  りゅうざん ひ  お  (*  " 

落ちた その 職 服を 拾い上げ， 戻って 来  s  2:8  流産を 引き起こして おります」。 20 す 
て， ヨルダンの 岸辺に 立った。 14 そ ると， 彼は 言った， 「小さな 新しい 鉢 
こで， 彼は エリヤの 身から 落ちた その ク民 山25  を わたしの ところに 持って来て， それ 
職 服を 取り， 水を 打って 言った， 「エ  に 塩を 入れなさい」。 それで， 人々 は 

リ ヤの裡 エホバ， 実際， その 方は どこに ヶョシ 4:14 それを 彼のた めに 持って来た。 21 そ 

[キ）  ロマ 12:10  かれ  みなもと  い 

おられる のです か」。 彼が 水を 打つ と，  こで， 彼は 水の 源のと ころへ 出て 行っ 

わ  コ王 118: 12  しお  な  こ  （す） い 

それは しだいに こちらと そちらに 分け - て， 塩を そこに 投げ込んで 言った， 「エ 

られ たので， エリ シャは 渡った。  m~m  ホバ はこの ように 言われた。 『わたし 

よげんしゃ  す こ  ア ヨシ 6:26  たし  けんこう 

15 エリコに いた 預言者の 子ら は少  16=34 は 確かに この 水を 健康に よい ものにす 
し 離れた 所から 彼を 見て， 「エリヤの 〇  34:3  る。 ここからは， もはや， 死 も 流産を 
霊が エリ シャの 上に とどまって いる」 ^ 15：23 弓 I き 起こす こと も 生じないで あろう』」。 

い  むか  エ申 28:18  こん 

と 言いだ した。 それゆえ， 彼らは 迎え ホセ9: 14  22 こうして， その 水は いやされて， 今 
に 来て， 地に 伏して 彼に 身をかがめた。 日に 至ってい る。 エリ シャが 語った 言 
16 次いで 彼らは こう 言った 0  「お 願ヵ ェゼ 47:8 葉の 通りで ある 0 
いです， この 僕 どもと 共に 五十人の 者， キ 伝3:14  23 それから， 彼は そこから ベ テルへ 

勇敢な 者たち が おります。 どうか， 彼 2:2  上って 行った。 彼が 道を 上って 行く と， 

い  しゅじん  さが  ケ葳 20:11  とし  き  しょうねん  棟. 

らを 行かせ， あなたの ご主人を 捜させ  ^  22:15 その 都市から 出て 来た 小さい 少年たち 
てくだ さい。 エホバの 霊が 彼を 引き 上 コ も2 g16 がいて， 彼を やじり だ 1^， 彼に 向か っ 
げ て， ある 山の 上 か， ある 谷に 彼を 投 は/ 以 6 て， 「はげ 頭， 上って 行け！ はげ 頭， 
げたの かもしれ ません」 0 ところが 彼 サィ ザ22: じ 上って 行け！」 と 言い 続けた。 24 つ 
は 言った， 「あなた 方は 彼らを 遣わし いに 彼は 後ろを 振り返り， 彼らを 見て， 

かれ  王!！ 1：1〇  わざ わ 

ては なりません」。 17 それでも， 彼が 使徒8: 2〇 エホバの 名に よって 彼らの 上に 災いを 
ろうばいす るまで せき 立てた ので， 彼 ス 呼び 求めた。 すると， 森の 中から 二 頭 

っか  ぃ  5.28:i5s  ぐ ま w  き 

は， 「遣わしなさい」 と 言った。 そこ  18 の 雌 熊が 出て 来て， 彼らのう ち， 四十 二 

で 彼らは 五十人の 者を 遣わした。 そし  ^9:12  人の子 供たち を 引き裂いた。 25 こう 

か かんさが  もと  蔵 19:25  かれ  さん M すす 

て， 三日間 捜し求め たが， 彼を 見いだ  して 彼は そこから カルメル山に 進んで 

さなかった。 18 彼らが 帰って来 たと ソ王 n4:25  行き， そこから サマリアへ 帰った。 


615  エホ ラム 王。 三人の 王は 結束して モ アブと 戦う  列 王 第二 3:1—15 

(7) 

〇 アハブ の 子 エホ ラムは， ユダの 王 第3 章 が なくなった 0 10 ついに イスラエル 
° エホ シャフ ァ トの 第 十八 年に サマ 7H1:17 の 王は 言った， 「エホバが この 三人の 
リアで イスラエルの 王と なり， 十二 年 16：3〇 王を モ アブの 手に 渡そうと して 召され 
間 治め 続けた。  2 そして， 彼は エホ ェョ 他33 たとは， 何と 不幸な こと だ」。 11 する 
パの 目に悪い ことを 行ない 続けた。 た と エホ シャフ ァ トは 言った， 「ここに 

ちち (ゥ） はは  よ げん しゃ  [ゥ） 

だ， 彼の 父 や 母の ようでは なく， その 力 王 1ル16 は エホバの 預言者は いないので すか 0 
父が 造った バアルの 聖 柱を 取り除いた。 !〇:29 それで， その 人を 通して エホバに 伺い 
3 ただし， 彼は イスラエルに 罪を おか ク 王113:27 ましょう」。 そこで， イスラエルの 王の 
させた ネ パトの 子ヤ ラべ アムの 罪に 付 僕の 一人が 答えて 言った， 「ここには， 

したが  は «  そそ （才 1 

き 従った。 彼は それから 離れなかった。 111:1  エリヤの 手に 水を 注いだ， シャフ ァト 

[ク J  サ王 1  20: 27  [力 1 

4 モ アブの 王 メシャ について いえば， シ代 nl9:2 の 子 エリ シャ がいます」。 12 すると エ 
彼は 羊の 飼育 者と なり， 子羊 十万 頭と， ス王 1处4 ホシャ ファトは， 「エホバの 言葉は 彼 
毛を 刈って いない 雄の 羊 十万 頭を イス セ 民 21:4  と共にあります」 と 言った。 それゆえ， 
ラエルの 王に 支払った 0  5 けれども， ソサ^^ 7 イスラエルの 王と エホ シャフ ァトと エ 

アハブ が 死ぬ とすぐ， モ アブの 王は イ  e  4:12  ドムの 王は 彼の もと に下っ て 行った。 

スラ エルの 王に 反抗す るよう になった 第二 欄  13 そこで， エリ シャは イスラエル 
ので ある。 6 それゆえ， エホ ラム 王 ァ$7 は f の 王に 言った， 「あなたは わたしと 何 
は その 日に サマリアを 出て， 全 イスラ  7/8-21 のか かわりが あるので しょうか。 あな 

エルを 召集した。  7 彼は さらに 行っ ィョ22:7  / •この 父上の 預言者た ちと， あなたの 母 

て， 今度は ユダの 王 エホ シャフ ァトの ’こモ 3:7 上の 預言者た ちのと ころへ 行って くだ 

い  エ裁 20:18  かれ 

もとに 人を やって 言った， 「モ アブの ォ王 119:21 さい」。 しかし， イスラエルの 王は 彼 
王が わたしに 反抗し ました。 わたしと ^  Jlg：16 に 言った， 「いや， エホバは これら 三 
共に モ アブに 戦いに 行って くれません  M  2：15  人の 王を モ アブの 手に 渡そうと して 召 

たい  まい キサ 12:30  W  たい 

か」。 それに 対して 彼は 言った， 「参 ヱ された のです」。 14 これに 対して エ 

w  どうよう  コ I  m  い  たし 

りましょう 。わたしは あなたと 同様で ク裁 10:14 リシ ャは 言った， 「わたしが 確かに そ 

たみ  王 I 18:19  まえ  ばんぐん  い 

す。 わたしの 民は あなたの 民と 同様で  f  22:6 の 前に 立って いる 万軍の エホバは 生き 

W  うま  上1 1  一  1コ1  こうりよ 

すし， わたしの 馬は あなたの 馬と 同様 ヶ丰 32:39 て おられます。 もし， わたしの 考慮し 
です」。 8 次いで 彼は 言った， 「特に ^6；13  ている のが ユダの 王 エホ シャフ ァトの 
どの 道を 上って 行きましょう か」。 そ  XU 12：16 顔の ことでなかった なら， わたしは あ 

こうや  サ代 n 17:3  みむ  あ 

なた に 見向き もせず， あなたに 会う こ 
ともしなかった でしょう。 15 それで 

琴， あな— ■を か 鼗 ゎた 

しのと ころに 連れて来て ください」。 
回り道を して 進んで 行った ので， 陣営  そこで， 弦楽器を 弾く 者が [それを] 弾 

と， 彼らに 付いて 来た 家畜の ための 水  ii ?i!2i くや， エホバの 手が 彼の 上に 臨んだ の 


こで [エホ ラム] は， 「エドムの 荒野の 代1119:4 
道を」 と 言った。  V^5?29 

ミカ 3:4 

9 こうして， イスラエルの 王と ユダ スサ" 0:5 

(V)  ゆ  か かん  9C.1 

の 王と エドムの 王は 出て 行き， 七日 間 
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である。 16 次いで 彼は こう 言った。 
「エホバは このように 言われた。 『こ 
の 奔流の 谷を みぞで 満たす よう になれ。 
17 エホバが このように 言われた から 
である。 「あなた 方は 風 も 見ず， 大雨 
も 見ない のに， それでも あの 奔流の 谷 
は 水で 満たされ， あなた 方は 確かに [そ 
れ から] 飲む。 あなた 方の 畜類 も， 家 
畜 も」』。 18 そして， これは 本当に エ 
ホバの 目には 取る に 足りない ことで あ 
り， 必ず モ アブを あなた 方の 手に 渡さ 
れ る。 19 それで， あなた 方は 防備の 
施された 都市， えり 抜きの 都市を こと 
ごとく 打ち倒さなければ ならず， また 
良^ ヽ 木を ことごとく 伐採し， すべての 
水の 泉を ふさぎ， 一 続きの 良い 土地を 
皆， 石で 台な しにすべき である」。 

20 そして， 朝に なって， 榖 物の 捧げ 
物を ささげる ころ， 見よ， 水が エドム 
の 方から 流れて 来て， この 地は 水で 満 
たされた ので ある。 

21 モ アブ 人は 皆， 王たち が 自分た 

たたか  のぼ  き  き 

ちと 戦うた めに 上って 来た ことを 聞い 
た。 それゆえ， 彼らは すべて 帯を 締め 
ている ほどの 者から， それ以上の 者を 

よ  あつ  きょうかい  かれ 

呼び集め， 境界に 立ち はじめた。 22 彼 
らは 朝早く 起きて みると， 太陽が 水の 
上を 照らした ので， モ アブ 人は 反対 
側か ら 水が 血の よう に 赤い のを 見た。 
23 それで 彼らは 言った， 「これは 血 
だ！  王たち は きっと 剣に 掛けられた 
に違いない。 彼らは 同士討ちを しだし 
たの だ。 だから 今， モ アブよ， 分捕り 
に 行け！」 24 彼らが イスラエルの 陣 
営に 攻め入る と， イスラエル 人は 直ち 


第3 章 | に 立ち上がって モ アブ 人を 討ち 倒しは 
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エ エレ 32:17 
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サ王 I  20:11 


ス王 I 12:19 
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じめ たので， 彼らは [イスラエル 人] の 
前から 逸げ 去って 行った。 ゆえに， 彼 
らはモ アブに 攻め入り， 攻め入り なが 
らモ アブ 人を 討ち 侄！ 1 した 0  25 そして， 

諸 都 ife を 彼らは 破壊し， 一 続きの 良い 
土地は すべて， 各々 石を 投げつ けて， 
まさしく それを 満たす のであった。 ま 
た， 水の 泉を ことごとく ふさぎ， 良い 

ばっさい [4: 

木を ことごとく 伐採し， ついに キル • 
ハレ セ トの 石を そこに 残す のみと なっ 
た。 それでも， 石を 投げる 者たち が こ 
れを 囲み， 討ち 侄！ (しはじめた。 

26 モ アブの 王は 戦いが 自分に とって 
余りに も 強烈に なった のを 見て， 直ち 
に， 剣を抜く 者 七 百 人を 引き連れ， エ 
ドムの 王のと ころに 突入し ようとした 
が， それは できなかった。 27 ついに 彼 
は， 自分に 代わって 治める ことにな っ 
ていた 長子を 取り， その子を 城壁の 上 
で 焼燔の 犠牲と して ささ げた。 こうし 
て， イスラエル に対する 大 いなる 憤り 
が 臨んだ ので， 彼らは 彼のと ころから 
引き揚げて， 自分たち の 土地へ 帰った。 
A さて， 預言者の 子ら の 妻の ある 女 
がいて， エリ シャに 叫んで 言った， 
「あなたの 僕で ある 私の 夫が 死に まし 
た。 あなたが よくご 存じの ように， あ 
なた のこの 僕は エホ ノ 《を 絶えず 恐れて 
おりました が， 債権者が 私の 子供 二人 
を 取って 自分の 奴隸 にしよう として 来 
ております」。  2 そこで， エリ シャは 
彼女に 言った， 「あなたの ために 何を 
しましょう か。 あなたには 家に 何が あ 
るか， 言いなさい」。 それに 対して 彼女 
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は 言った， 「このはした めには， 口の 
付いた 油つ ぼひと つの ほか， 家には 全 
く 何もありません」。 3 すると， 彼は 
言った， 「行って， 自分の ために 外 か 
ら， あなたの 隣の 人々 みんなから 器を 
求めなさい。 空の 器を。 少し ばかりで 
やめて はなり ません。 4 そして， あな 
たは 行って， あなたと あなたの 子ら の 
後ろの 扉を 閉じ， それらす ベての 器に 
注がなければ なりません。 一杯に なっ 
たものは わきに 置くべき です」。 5 そ 
こです ぐ， 彼女は 彼の もとから 去って 
わった 。 

彼女が 自分と その子ら の 後ろの 扉を 
閉じる と， 彼らは 彼女の そばに [器] を 
持って来 たので， 彼女は 注ぐ ので あっ 

[ィ）  うつわ  いっぱい  かの 

た。 6 そして， 器が 一杯に なると， 彼 


女は その子に， 「ぜひ， もっと ほかの 
器を わた しの そばに 持っ て 来なさい」 
と 言った。 しかし， その子が 彼女に， 
「もう ほかに 器はありません」 と言っ 
た。 すると， 油は 止まった。 7 そこで， 
彼女が [まこ との] 裡の 人のと ころに 来 
て 告げる と， 彼は 次に 言った， 「行っ 
て， その 油を売り， あなたの 負債を 払 
い 終えなさい。 あなた [と] あなたの 子 
ら は， その 残って いるもので 生きて ゆ 
ける でしょ う」。 

8 そして， ある 日， エリ シャ がシュ 
ネムに 向かって 進んで いたと ころ， そ 
こに ひとりの 著名な 女が いて， 彼女は 
強いて 彼に パンを 食べさせ はじめた の 
である。 こうして， 彼は 通りかかる 度 
に， そこ に 寄って， パンを 食べる ように 
なった。 9 ついに 彼女は 夫に 言った， 
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「 お 願 L ヽ です， いつ も 私たちの ところを 
通る 方は， 迚の聖 なる 人で ある ことを， 
私は よく 知って おります。 10 ぜひ， 
壁の 上に 小さい 屋上の 間を 造り， 寝い 
すと 机と いすと 燭台 を あの方の ために 
そこに 置きましょう。 そうすれば， あ 
の 方が 私たちの ところに 来られる とき 
はいつ も， 必ず そこへ お寄りに なれる 
ので' I」。 

11 そして， ある 日， いつもの ように 
彼は そこに 来て， その 屋上の 間に 寄り， 
そこで 横に なった ので ある。 12 それ 
で， 彼は その 従者 ゲ ハジに 言った， 「こ 
この シュネ ム 人の 女を 呼びなさい」。 
そこで， 彼は [エリ シャ] の 前に 立つ よ 
う 彼女を 呼んだ。 13 すると， [エリ 
シャ] は 彼に 言った， 「どうか， 彼女 
にこう 言っても らいたい。 『ご覧な さ 
い， あなたは わたしたちの ために， こ 

せいやく  みず か 

のす ベての 制約を もっ て 自ら を 制約し 
ました。 あなたの ためにな されるべき 
ことが 何 かあります か。 あなたの ため 
に， 王 か， それとも 軍の 長に 話す ベ 
きこと があります か』」。 それに 対して 
彼女は 言った， 「私は 私の 民の 中で 住 
んで おります」。 14 次いで 彼は 言っ 
た， 「では， 彼女の ためにな される ベ 
きこと が 何 か あるか」。 すると ゲ ハジ 
は 言った， 「実は， 彼女には 息子が な 
く， それに 彼女の 夫は 年を取って いま 
す」。 15 直ちに [エリ シャ] は 言った， 
「彼女を 呼びなさい」。 それで， 彼女を 
呼ぶ と， 彼女は 入口のと ころに ずっと 
立った。 16 すると， [エリ シャ] は言っ 
た， 「来年の この 定められた 時に， あ 
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なた は 男の子を 抱いて いる ことで しょ 第4 章 ない 限り， わたしの ために 乗り 進む の 
う」。 しかし 彼女は 言った， 「いいえ， 7 fJ 18:10 を 差し控えて はなり ません」。 

ご主人 様， [まことの]® の 人よ， この ^ * 18:22  25 こうして， 彼女は 出掛け， カル 

はしために 関連して うそを おっしゃら ゥ ち12 ぽ41 メル 山の [まことの] 裡の 人のと ころへ 
ないで ください」。  13:30 行った。 そして， [まことの] 裡の 人は 

17 ところが， この 女は 身 ごもり， ^ayi4:1 ずっと 先の 方から 彼女を 見る と， 直ち 
エリ シャが 彼女に 話した 通り， 翌年の ^^.49：r に 従者 ゲ ハジに こう 言った ので ある。 
その 定められた 時に 男の子を 出産し "■ザ66 :13 「ご覧， あの シュネ ム 人の 女が 向こうの 
た。 18 そして， その子 供は 成長して キ I1 品17 方に いる。 26 さあ， どうか， 走って 
いったが， ある 日， 刈り入れ ( 人たち と 4:9  行って， 彼女を 迎え， 『あなたは 無事で 
共に いる 父のと ころに， いつものよう ヶ114:10 すか。 あなたの 夫は 無事です か。 字 供 
に 出て 行った ので ある。 19 すると， 11：3 は 無事です か』 と 言っても らいたい」。 
その子は 父親に， 「僕の 頭が， 僕の 頭  ^  9:38 これに 対して 彼女は， 「無事です」 と 
が！」 としきり に 言った。 ついに 父親 サ^ ぱ 言った。  27 彼女は 山に いる [まこと 
は 従者に， 「この 子を 母親のと ころに  ^'46：3 の] 裡の 人のと ころに 来る と， すぐに 彼 

抱いて 行って くれ」 と 言った。 20 そ V?i425l20 の 足に すがり 付いた。 そこで， ゲ ハジは 
こで， 彼は その子を 抱いて， 母親のと  彼女を 押しの けようと 近づいた が， [ま 

ころに 連れて行った。 そして， その子 ァ王 n4:12 ことの] 迚の 人は 言った， 「彼女を 構わ 
は 正午まで 母親の ひざの 上に 座って い ィ 7夕28:9 ないで おきなさい。 彼女の 魂は その内 
たが， とうとう 死んだ。 21 それで 彼 10:13 で 苦しんで いるの だ。 エホバが それを 
女は 上って 行って， [まことの] 裡の人 わたしに 隠して， お告げに ならない の 
の 寝い すの 上に その子を 寝かせ， その ^  29：25 だ」。 28 そこで 彼女は 言った， 「私は 

まま 戸を 閉じて 出て 来た。 22 そこで  我が 主を 通して 息子を 求めた でしょう 

彼女は 夫を 呼んで 言った， 「どうか， 従 ^^15:13 か。 『私を 誤った 希望に 導かれません 
碧の， 又と， & ろば -!! を， ぜひ ゎ &  _22 ょぅ に』 と 華し 上げませんでした ぶ」。 

よこして ください。 [まことの] 裡の人 ^7^3:7  29 彼は 直ちに ゲ ハジに 言った， 「腰 

のと ころまで 走って 行き， 帰って来 さ ク王 114:16 をからげ， 手に わたしの 杖を 持って行 
せて ください」。 23 しかし， 彼は 言っ ヶ王 n4:12 きなさい。 もし だれかに 出会っても， あ 

きょう  （シ） 

た， 「どうして， 今日， あの人の とこ コ王 118:46 いさつして はならない。 また， だれか 

い  しんげつ (サ）  あんそくび  ばあい  こた 

ろに 行く のか。 新月で も， 安息日で も サ *4:17  が あなたに あいさつ する 場合で も， 答 
ない のに」。 ところが 彼女は， 「それで シル ヵ 10:4 えては ならない 0 そして， あなたは 少 
もよ ろしい のです」 と 言った 0  24 そ ス 使徒 19:12 年の 顔の 上に わたしの 杖を 置かな けれ 

こで， 彼女は 雌ろ ばに 鞍を 置き， 従者 セ _6:13  ばなら ない」 0  30 ここに おいて， その 
にこう 言った。 「これを 駆って， 進ん  x bl2：lD 少年の 母親は 言った， 「エホバは 生き 
で 行きなさい。 わたしが あなたに 言わ VS  2；f  て おられ， あなたの 魂 も 生きて います。 
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私 は あなたを 離れません」。 そこで 彼 
は 立って， 彼女と 共に 行った。 31 とき 
に， ゲ ハジが 彼らより 先に 進んで 行っ 
て ，その 杖を 少年の 顔の 上に 置いた が， 
何の 声 も， 注意を 払うよう な こと もな 
かった。 それで， 彼は 戻って 来て [エリ 
シャ] に 会い， 彼に 告 けて， 「少年は 目 
を 覚ましませんでした」 と 言った。 

32 ついに エリ シャ がその 家に 入る 
と， 見よ， その 少年は 死んで おり， 彼の 
寝い すの 上に 横たわって いた。 33 そ 
こで 彼は 中に 入り， _ 分たち 二人の 後 
ろの 扉を 閉じて， エホバに 祈りは じめ 
た。 34 ついに 彼は 上って 行って， そ 
の 子供の 上に 伏し， _ 分の 口を その子 
の 口の 上に， 自分の 目を その子の 目の 
上に， 自分の たなごころを その子の た 
なご ころの 上に 当てて， その子の 上に 
身をかがめて いると， その子 供の 肉体 
はし だいに 暖かく なった。 35 それ か 
ら 彼は 再び 家の 中で， 一度は こちらの 
方へ， また 一度は そちらの 方へ 歩きは 
じめ， その後， 上って 行き， その子の 
上に 身をかがめた。 すると， 少年は 七 
回 もく しゃみを して， その後， 少年は 
目を 開いた。 36 そこで 彼は ゲ ハジを 
呼んで， 「ここの シュネ ム 人の 女を 呼 
びなさい」 と 言った。 それで 彼女を 呼 
ぶと， 彼女は [エリ シャ] のと ころに 来 
た。 そこで 彼は， 「あなたの 子を 抱き 
上げなさい」 と 言った。 37 そこで 彼 
女は 入って 来て， 彼の 足 もとに ひれ 伏 
し， 地に 伏して 身をかがめ， その後， そ 
の 子を 抱き上げて， 出て 行った。 

38 それから， エリ シャが ギルガルに 
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帰る と， その 地には 飢きんが あった。 
預言者の 子ら が 彼の 前に 座って いたの 
で， やがて 彼は 従者に 言った， 「大き 
な 料理な ベを 掛け， 預言者の 子ら のた 
めに 煮物を 煮なさい」。 39 それゆえ， 
ある 者が あおいを 摘みに 野に 出て 行き， 
野生の つる 草を 見つけて， その [つる] 
から 野生のう りを， _ 分の 衣に 一杯 摘 
み， それから 来て， それらを 薄く 切って 
煮物の なべに [入れた]。 彼らは それを 
よく 知らなかった からで ある。 40 後 
に， 彼らは 人々 が 食べる よう， それを 
注ぎ 出した。 そして， 彼らは その 煮物 
を 食べる や， 叫んで， 「[まことの]# 
の 人よ， なべの 中に 死が 入って います」 
と 言いだ した。 それで 彼らは 食べる こ 
とがで きなかった。  41 そこで [エリ 
シャ] は， 「では， 麦粉を 取って来 なさ 
い」 と 言った。 彼は それを なべに 投げ 
入れた 後， さらにこう 言った。 「人々 
のために 注ぎ 出して， 彼らに 食べさせ 
なさい」。 すると， なべの 中には 有害な 
物は なくなって いた。 

42 ときに， バアル •シ ャリ シャ から 
来た 人が いて， 熟した 初物の パン， す 
なわち 大麦の パンニ 十 個と， パンの 袋 
に 入った 新しい 穀物を [まことの]# の 
人の もとに 持って来 ル。 すると， 彼は 
言った， 「人々 に 与えて 食べさせ なさ 
い」。 43 ところが， その 給仕 人は 言っ 
た， 「どのよう にして これを 百 人の 人々 
の 前に 供える のです か」。 これに 対し 
て 彼は 言った， 「民に 与えて 食べさせ 
なさい。 エホバは このように 言われた 
からで ある。 『食べて， なお 余る であ 
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ろう』」。 44 そこで 彼は それを 彼らの 
前に 供えた ので， 彼らは 食べ だし たが， 
エホバの 言葉の 通り， なお 余った。 

5 さて， シリ アの 王の 軍の 長で ある， 
ナ アマンと いう 人は， その 主の 前 
で大 いなる 人となり， 尊ばれて いた。 
エホバは， 彼に よって シリアに 救いを 
施された からで ある。 この 人は， 勇敢 
で， 力の ある 人では あった が， らい 病 
人であった。 2 ときに シリア 人は， か 
つて 略奪 隊と して 出て 行って， イスラ 
エルの 地 か ら ひとり の 少女 を 捕 ら えて 
来て いた。 そして 彼女は ナ アマンの 妻 
の 前にいた。 3 そのうちに， 彼女は そ 
の 女主 人に 言った， 「我が 主が， サマ 
リアに いる 預言者の 前に おられ さえし 
たらよ かった でしょう に！  そうでし 
たら， あの方は らい 病を 治して くださ 
るで しょ う」。 4 後に， ある 人が 来て， 
その 主に 報告して 言った， 「イス ラエ 
ルの 地 か ら 来た 娘が これこれの ことを 
話しました」。 

5 すると， シリアの 王は 言った， 「出 
かけて 行きなさい！ さあ， イス ラエ 
ルの 王に 手紙を 送ろう」。 そこで， [ナ 
アマン] は 銀 十 タラントと， 金 六 千 枚 
と， 衣の 着替え 十 着を 手に 持って 出か 
けて 行った。 6 そして， 彼は 次の よう 
に 述べる， イスラエルの 王 あての 手紙 
を 持って来た。 「さて， この 手紙が あ 
なた の もとに 届く と 同時に， わたしは 
まさしく わたしの 僕ナ アマンを あなた 
の もとに 送ります ので， 彼のら い 病を 
治して くださいます ように」。  7 そし 
て， イスラエルの 王は その 手紙を 読む 
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や， 直ちに 自分の 衣を 引き裂いて， こ 
う 言った ので ある。 「わた しは 殺した 
り， 生かした りし 得る# であろう か。 
この 人は， ある 男の らい 病を 治す よう， 
わたしの もとに 送って よこ している の 
だ。 どうか， みんな， 注意して， 彼が 
どのよう にわた しに けんかを しかけよ 
うと している かを 見ても らいたい」。 

8 ときに， [まことの]# の 人エ リシ ャ 
は， イスラエルの 王が 衣を 引き裂いた 
ことを 聞く や， すぐに 王に 人を やって， 
こう 言った ので ある。 「あなたは どう 
して 衣を 引き裂かれ たのです か。 どう 
か， 彼を わたしの もとに 来させ， イスラ 
エルに 預言者が い る ことを 知らせて く 
ださい」。  9 そこで， ナ アマンは 馬と 
戦車と 共に 来て， エリ シャの 家の 入口 
に 立った。 10 ところが， エリ シャは 
彼に 使者を遣わして 言った， 「ヨルダ 
ンへ 行って， あなたは そこで 七 度 水浴 
しなければ なりません。 あなたの 肉が 
元に 戻り， 清くなる ためです」。 11 す 
ると ナ アマンは 憤慨し， 立ち去ろうと 
して 言った， 「何と， わたしは， 『彼 
がわ ざわざわ たしのと ころに 出て 来て， 
きっと 立ち， 彼の 裡 エホバの 名を 呼ん 
で， その 箇所の 上で 彼の 手を 前後に 動 
かして， 実際にら い 病人を 治す の だろ 
う』 と 思って いた。 12 ダマスカスの 
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川， アバ ナや ファ ル パルは イスラエル 
のす ベての フ]： に 勝って いるでは ないか。 
わたしは これらの 川で 水浴して， 確か 
に 清く なれない のだろう か」。 こうし 
て， 彼は 身を 巡らし， 激怒して 去って 

荇っ た。 
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13 そのと き， 彼の 僕たちが 近寄 っ 
て， 彼に 話して 言った， 「我が 父よ， 
あの 預言者が あなたに 話した ことが 大 
きな 事であって も， あなたは それを な 
さるので はありません か。 では， まし 
て， 彼は あなたに， 『水浴して， 清く 
なりなさい』 と 言った のです から， な 
おの こと [なさっても よいの] では あり 
ません か」。 14 そこで， 彼は 下って 
行って， [まことの] 裡の 人の 晉 葉の 通 
りに 七 度 ヨルダンに 身を 浸した。 その 
後， 彼の 肉は 小さな 少年の 肉の ように 
元に 戻り， 彼は 清く なった。 

15 それで， 彼は， その 宿営 [の 者] す 
ベて と共に， [まことの]® の 人のと こ 
ろに 戻り， 来て， 彼の 前に 立って 言っ 
た， 「ご覧く ださい， 今や， 私は 確かに， 
イスラエルの ほか， 地の どこに も裡は 
おられない ことを 知りました。 それで 
今， どうか， この 僕からの 祝福の 贈り 
物を 受け取って ください」。 16 とこ 
ろが， 彼は 言った， 「わたしが まさし 
くその 前に 立って いる エホバは 生きて 
おられる。 わたしは 受け取りません」。 
それで， 受け取る よう， 彼を しきりに 
促した が， 彼は 拒み 続けた。 17 つい 
にナ アマンは 言った， 「もし， だめで 
したら， どうか， 幾らかの 土を， 一対 
のら ばの 荷 ほど， この 僕に 下さいます 
ように。 この 僕は もはや， エホバの ほ 
か， 他の どんな 神々 にも 焼燔の 捧げ物 
や 犠牲を ささ げる ことは 致しません か 
ら。 18 この 事で エホバが この 僕を お 
許しく ださいます ように。 すなわち， 
我が 主が リモンの 家に 入って， そこで 
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身をかがめる とき， 彼は 私の 手に 寄り 
掛かり， 私 もリモ ンの 家で 身をかがめ 
なければ なりません が， 私が リモンの 
家で 身をかがめる とき， どうか， エホ 
バがこ の 点で こ の 僕を お 許 しく ださい 
ますよう に」。 19 そこで [エリ シャ] は 
彼に 言った， 「安心して 行きなさい」。 
それで， 彼は [エリ シャ] のと ころから 
去って， かなりの 距離の 地を 行った。 

20 すると， [まことの] 裡の人 エリ 
シャの 従者 ゲ ハジは 言った， 「何と， わ 
たしの 主人は， この シリア 人ナ アマン 
が 持って来 たものを その 手から 受け取 
ら ないで， 彼を 大目に見 たの だ。 エホ 
パは 生きて おられる。 わたしは 彼の 後 
を 追い かけて 行き， 彼から 何 かを もら 
うこと にしよう」。  21 こうして， ゲハ 
ジはナ アマンの 跡を 追って 行った。 ナ 
アマンは だれかが 自 分の 後を 追い かけ 
て 来る のを 見る と， すぐに 兵車から 降 
りて 彼を 迎え， それから， 「万事う ま 
くいって います か」 と 言った。 22 そ 
れに対 して 彼は 言った， 「万事う まく 
いっています。 わたしの 主人が わたし 
をよ こ してこう 言い ま した。 『ご覧な 
さい， たった今， エフ ライムの 山地 か 
ら， 預言者の 子ら のと ころから 二人の 
若者が， わたしの もとに やって来 まし 
た。 どうぞ， 彼らに ぜひ 銀 ー タラント 
と， '"衣の 着替え 二着を やってく ださ 
い』」。  23 すると ナ アマンは 言った， 

「さあ， どうか， ニ タラントを 取って くだ 
さい」。 こうして， しきりに 彼を 促し， 
ついに 二つの 袋に 入れた 銀ニタ ラント 
を 結わえて， 衣の 着替え 二着と 一緒に 
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し， 二人の# 者に それを 渡した。 彼ら 第5 章 の 僕 どもと 共に# っ てくだ さい」。 そ 
が [ゲ ハジ] の 先に 立って それを 運ぶ た 7 3 "  7:21 こで 彼は， 「わたし も 行こう」 と言っ 
めであった。  ィ レ2 ご is た。  4 それゆえ， [エリ シャ] は 彼ら 

24 彼は オフェルに 来る と， 直ちに ゥ 563:ii と共に 行き， ついに 彼らは ヨルダンに 
彼らの 手から それを 取って 家の 中に 置  ^2£3 行って， 木を 切り倒し はじめた。 5 そ 
き， それらの 人を 送り返した。 それで， a s8 して， ある 人が 自分の 梁材を 伐採して 
彼らは 去って 行った。 25 そして 彼が I マタ 1〇:8 いると， 斧の 頭が 水の 中に 落ちた の 
入って， その 主人の 傍らに 立った 。そ 使徒20:33 である。 それで， 彼は 叫んで 言いだ し 
こで エリ シャは 彼に 言った， 「ゲ ハジ ォ f モ 冗:9 た， 「ああ， ご主人 様， それは 借りた 
よ， どこから [来たの か]」。 しかし 彼 カサ ns:29 ものな のです！」 6 すると， [まこと 
は 言った， 「この 僕は 全然 どこへ も 行 キ 出4:6  の] 拽の 人は 言った， 「それは どこに 落 
きませんでした」。 26 そこで， [エリ  歳21 :6  ちた のか」。 それで， 彼は その 場所を 示 

シャ] は 彼に 言った， 「丁度， あの人 第 6 章 した。 直ちに [エリ シャ] は 一本の 木を 
が 振り返って 兵車から [降りて] あなた ク |；；g  切り取って， それを そこに 投げ， 斧の 
を 迎えた とき， わたしの 心 も 一緒に 行  ID  9:1 頭を 浮かばせた。  7 そこで 彼は 言っ 
かなかった であろう か。 今は 銀を 受け 4：38 た， 「自分の ために それを 引き上げな 
たり/衣を 受けたり， オ リーブ 畑 やぶ  さい」。 すぐに 彼は 手を 出して， それを 

とず 園ん， 軍 ゃ¥ ，子 黨ゃ はしためを [受 サユ オ 又った。 

けたり する] 時であろう か。  27 それ 第二 欄  8 ときに， シリアの 王は， イスラ 
ゆえ， ナ アマンの らい 病は 定めの ない ァ *i9:5  エルに 対する 戦争に 加わる ようにな っ 
時まで も， あなたと あなたの 子孫に ま ィィ ザ 1〇:34 た。 それゆえ， 彼は 僕たちと 相談して 
とい 付く であろう」。 直ちに 彼は [エリ 15111 6:15 言った， 「しかじかの 場所で， お前た 
シャ] の 前から， 雪の ように 白い らい 病 1も2^4 ちは わたしと 共に 陣営を 差く」。 9 す 

にん  [キ）  い  W 

人と なって， 出て 行った。  ォル カ is:27 ると， [まことの] 裡の 人は イスラエル 

n ときに， 預言者の 子ら は エリ シャ カ の 王の もとに 人を やって 言った， 「こ 
® にこう 言いだ した。 「ご覧く ださ  11 22:31 の 場所を 通らない ように 用心し なさ 
い， お願いです！ わたしたちが あな い。 そこには シリア 人が 下って 来ます 
たの 前に 住んで いる この 場所は， わた クネ へ4: 11 から」。 10 それで， イスラエルの 王は 
したち に とって 狭苦し 過ぎます。 2 ど ヶ^^ 2彳„  [まことの] 神の 人が 彼に 言った 場所に 

い  イザ 44:26  レ)—  けいこく 

うか， わたしたちを ヨルダンまで 行か ^2〇;18 人を やった 0 こうして， 彼に 警告した 
せ， そこから 銘 々梁材 を 取って， 住む サァモ 3:7 ので， 一度 や 二度なら ず， そこから 遠 
場所を わたしたち のために そこに 造ら シ 出9: 2〇  ざ かっていた。 

せて ください」。 それで 彼は， 「行きな  ；318  11 それゆえ， シリアの 王の 心は この 

さい」 と 言った。 3 そして， ある 人 n；7 事で 激怒した ので， 彼は 僕たちを 呼び， 
がさら に 言った， 「さあ， どうか， こ セィザ 57:2 〇 彼らに 言った， 「我々 に 属する 者のう 
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ち， だれが イスラエルの 王に 味方して 
いるの か， お前たち はわた しに 告げな 
いの か」。 12 すると， その 僕の 一人が 
言った， 「王なる 我が 主よ， だれもい ま 
せんが， あなたが 奥の 寝室で 話される 
事を イスラエルの 王に 告げる のは， イ 
スラ エルに いる 預言者 エリ シャ なので 
す」。 13 そこで 彼は 言った， 「お前た 
ちは 行って， 彼が どこに いるかを 見 届 
けなさい。 わたしが 人を やって， 彼を 
連れて来させる ためだ」。 その後， 「今， 
彼は ドタンに います」 という 報告が 彼 
にもたら された。 14 直ちに 彼は 馬と 
戦車と 大軍 とを そこに 送った。 彼らは 
夜のう ちに 行って， その 都市に 迫って 
取り囲んだ。 

15  [まことの]# の 人の 奉仕者が 早 
く 起きて 立ち， 外に 出て みると， 何と， 
軍勢が 馬と 戦車を もって その 都市を 取 
り 囲んで いた。 直ちに その 従者は 彼に 
言った， 「ああ， ご主人 様！ 私たち 
はどうし ましょう か」。 16 ところ か'， 
彼は， 「恐れて はならない。 わたした 
ち と共にい る 者は， 彼ら と共にい る 者 
よりも 多い からだ」 と 言った。 17 そ 
して， エリ シャは 祈って， こう 言いだ し 
た。 「エホバよ， どうぞ， 彼の 目 を 開い 
て， 見える ようにして ください」。 直ち 
に エホバは その 従者の 目 を 開かれた の 
で， 彼が 見る と， 見よ， 山地は エリ シャ 
の 周囲の 火の 馬と 戦車で 一杯であった。 

18 彼らが エリ シャ のと ころに 下っ 
て 来る と， 彼は さらに エホバに 祈って 
言った， 「どうぞ， この 国民を 打って 盲 
目に してく ださい」。 すると エリ シャの 
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晉 葉の 通り， 彼らを 打って 盲目に され 
た。 19 そこで エリ シャは 彼らに 言っ 
た， 「これは その 道では ない。 これは 
その 都市で もない。 わたしに 付いて 来 
なさい。 あなた 方の 捜し求める 人のと 
ころへ 案内して 上げよう」。 ところが， 
彼らを サマリアへ 案内した。 

20 そして， 彼らが サマリアに 着く や， 
エリ シャ はこう 言った ので ある。 「エ 
ホバ よ， これらの 者たち の 目を 開いて， 
見える ようにして ください」。 直ちに エ 
ホバは 彼らの 目を 開かれた ので， 彼ら 
は 見た が， 何と， 彼らは サマリ 了の 真ん 
中に いた。 21 そこで イスラエルの 王 
は， 彼らを 見る や， エリ シャ に 言った， 
「我が 父よ， [彼らを] 討ち 倒しま しょ 
うか。 [彼らを] 討ち^] しましょう か」。 
22 しかし， 彼は 言った， 「[彼らを] 討 
ち 倒して はなり ません。 自分の 剣 や 弓 
でと りこに した 者たち を， あなたは 討 
ち 倒します か。 彼らの 前に パンと 水を 
置いて， 彼らに 飲み食い させ， その 主 
の もとに 行かせなさい」。  23 そこで， 
[王] は 彼らの ために 太いなる 宴を 張っ 
た。 それで 彼らは 飲み食いし だした。 
その後， 彼は 一行を 送り出し， 彼らは 
自分たち の 主のと ころへ 行った。 それ 
からは， シリア 人の 略奪 隊は 二度と 再 
び イスラエルの 地に 入らなかった。 

24 そして， その後， シリアの 王べ 
ン • ハダ ドは 陣営 [の 者] 全員を 寄せ 集 
め， 上って 行って， サマリアを 攻め 囲 
ん だので ある。 25 そのうちに， サマ 
リアには 大 飢きんが 起きた。 見よ， 彼 
らは そこを 攻め 囲んで いたが， ついに 
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ろばの 頭 ひとつが 銀 八十 枚， はとの 糞 第6 章 ていたが， そのと き， [王] は ある 人を 
ー カブの 四 分の 一が 銀 五 枚の 値に なっ 7^%4 自分の 前から 遣わした。 その 使者が 自 
た。 26 そして， イスラエルの 王が 城  分のと ころに 着く 前に， [エリ シャ] が 

へき  とお  かれ  イ エセ 4:15  い  がた 

壁の 上を 通って いると， ある 女が 彼に 14:4  年長者た ちに 言った， 「あなた 方は， こ 
叫んで こう 言った ので ある 0  「ああ， ル*18:3 の 人殺しの 子が わたしの 首を はねに 人 
王なる 我が 主よ， どうか， お救いく だ  ^ 118:8  を 遣わした のを 見ました か。 気をつけ 
さい！」 27 これに 対して， 彼は 言っ  IX  2^1 てくだ さい。 使者が 来たらす ぐ， 扉を 
た， 「もし エホバが あなたを 救われな ォ レビ 26:29 閉めて ください。 あなた 方は 彼を 扉で 
いなら， どのような [もの] から， わた ィザ 押し返さなければ なりません。 彼の 後 

%  だっこく ば  i セ 5.10  しゅ  (,] 

しは あなたを 救える だろう か。 脱穀 場 ^^4:10  ろに， その 主の 足音が する では ありま 
からか 。それとも， ぶどう や 油の 搾り キ 中28:55 せんか」 0  33 彼が なお 彼らと 話して 
場から か」。 28 次いで 王は 彼女に 言っ ^fJ37：29 いるう ちに， 何と， 使者が 彼のと ころ 
た， 「どうした というの か」。 それで 彼 1； I9；f  に 下って 来た。 そして [王は] こう 言っ 
女は 言った， 「この 女が 私に， 『あな ヶ詩 1〇5:15 た 0  「さあ， これは エホバからの 災い 

たの子を よこしなさい。 わたしたちは - だ。 わたしは どうして これ 以上 エホバ 

今日， その子を 食べましょう。 明日は， を 待ち望むべきな のか」。 

わたしの 子を 食べましょう』 と 言った ェゼ i4:1 7 そこで， エリ シャは 言った， 「皆 

わたくし  エセ 20:1  J  ことば  き  ： 力； 

のです。 29 それで， 私たちは， 私の ィ王 118:13  • さん， エホバの 言葉を 聴きなさい。 

子を 煮て， 食べました。 それから， 私 11 21:10 エホバは このように 言われた。 『明 § 
は 次の 日， 彼女に， 『あなたの 子を よこ ii[l9:3 の 今ごろ， サマリアの 門口で， 上等の 
しなさい。 その子を 食べましょう』 と  %  gif 麦粉 ー セアは ー シエ ケル， 大麦 ニ セア 
言いました 0 ところが， 彼女は その子 ォ 詩27: 14 は釋 シエ ケルの 値になる であろう』」 0 
を 隠した のです」。  2 すると， 副官で， その 手に 王が 寄り 

30 それで， 王は この 女の 言葉を 聞 紐9  掛かって いた 者が [まことの] 拽の 人に 

くや， 直ちに 自分の 衣を 引き裂い たの 第7 章 答えて 言った， 「たとえ エホバが 天に 
である。 王は 城壁の 上を 通って いたの ?：? 水門を 造って おられる としても， その 
で， 民が 見る と， 見よ， その 身には 下 キ *  32:36 ような 事が 起こり 得る だろう か」。 こ 

あらぬ の  つ  かれ  裁 5:11  たい  かれ 

に 粗布を 着けて いた。 31 そして 彼は  ^  7：i8  れ に対して 彼は 言った， 「見よ， あな 
さらに 言った， 「もし 今日， シャフ ァ ク3"115:18 たは 自分の 目で それを 見る が， それ か 
卜の 子 エリ シャの 首が 彼の 上に その ま ヶ鲁； 3 ら 食べる ことは ないで あろう」。 

ま 付いているなら， 裡が わたしに その 3S14:ll  3 ときに， 門の 入口に 四 人の 人たち， 

ようにな さり， 重ねて そのよう にな さ  3:2 らい 病人が いた。 彼らは 互いに 言いだ 

るよう に！」  20:20 した， 「わたしたちは どうして 死ぬ ま 

32 ときに， エリ シャは 自分の 家に シ 王117 :17 で ここに 座って いるの だろう。  4 た 
座って おり， 年長者たち も 彼と 共に 座っ H ぶ46 とえ， わたしたちが， 『都市に 入ろう』 
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と 言った ところで， 市内は 飢きんな の 第7 章  くない 0 この 日は 良い 知らせの 日 だ！ 
で， わたしたちは そこで やはり 死なな 7iD  6:25 もし わたしたちが ためらって いて， 実 
ければ ならないだろう。 またもし， こ ィ哀 4:9  際， 明け方まで 待つなら， 罪科 も わたし 
こに 実際に 座って いても， わたしたち  たちに 必ず 追いつく ことになる。 だか 

はやは り 死ななければ ならない。 だか  5:24 ら今 ，行って， 入り， 王の 家で 報告を し 

ら 今， シリア 人の 陣営に 入り込もう。  よう」。 10 そこで 彼らは 行って， 市の 

もし 彼らが わたしたちを 生かして おい 1 胃2 11:12 門衛に 呼びかけ， 彼らに 報告して 言っ 
て くれるなら， わたしたちは 生き 長ら $ 王 11():29 た， 「わたしたちは シリア 人の 陣営に 
える が， もし わたしたちを 殺すなら， ^ 1：17  入りました が， どうでしょう， そこに 
わたしたちは 死ななければ ならない だ 力 代 ni2:2 はだれ も おらず， 人の 声 もありません 
ろう」。 5 そこで， 彼らは シリア 人の  でした。 ただ， 馬が つながれ ており， ろ 

陣営に 入ろうと， 夕闇の ころに 立ち上 胃28:1  ば もつな がれて おり， 天幕 も そっくり 
がった。 彼らが シリア 人の 陣営の 外れ ^,33:17 そのままでした」。 11 すぐに 門衛たち 
まで 来て みると， 見よ， そこには だれ  ^ 21:31 は 呼ば わって， 中の 王の 家に 報告した。 
もい なかった。  ヶ創 2:7  12 王は 直ちに 夜のう ちに 起きて， 僕 

6 ところで， エホバが シリア 人の 陣  たちに 言った， 「シリア 人が 我々 に 対 

営に 戦車の 音， 馬の 音， 大 軍勢の 音を _ してした ことを， お前たち に 告げさせ 

聞かせられ たので, 彼らは 互いに， 「見 第二 欄 て もらおう 。彼らは 我々 が 飢えて いる 
よ， イスラエルの 王が 我々 を 攻める た 7SfiJ；24 こ^: をよ く 知ってい るので， 『彼らが 
め， 我々 に 対抗して ヒッ タイ トの 王た テサ ぃ:!5 都市から 出て 来たら， 我々 は 彼らを 生 
ちと エジプトの 王たち を 雇った の だ！」 .  け 捕りに し， 市に 入る の だ』 と 言って， 

と 言った。 7 直ちに 彼らは 起きて， 夕  陣営から 出て 行き， 野に 隠れて いるの 

闇の ころに 逃げて， その 天幕 や 馬 やろ ゥ^^だ6 だ」。 13 すると， 僕の 一人が 答えて 
ばを 置き去り にし 一陣 営 も そっくり  V;U13:3i 言った， 「どうか， この 都市に 残って 
そのまま にして一 自分たち の 魂の た I 王 D7:7  いる 残りの 馬のう ち 五頭を 人々 に 取ら 
めに 逃げて 行った。  せて ください。 ご覧く ださい， 彼らは 

びょうにん  じんえい  はず  ^ ^  6:8  ぜんぐん しゅう 

8 これらの らい 病人たち は 陣営の 外  ここに 残って いる イスラエルの 全 群衆 

れ まで 来る と， 一つの 天幕に 入って 食 ^ 14:15 と 同じです。 ご覧く ださい， 彼らは 滅 
ベたり 飲んだり しだし， そこから 銀 や 6:25  びうせ た イスラエルの 全 群衆と 同じな 
金 や 衣を 運んで 立ち去り， それを しま  111 6:29 のです。 それで， 人を 送り出して， 見 
い 込んだ。 その後, 彼らは 戻って 来て， クョシ 8:4 てみ ましょう」。 14 そこで， 彼らは 馬 
ほかの 天幕に 入り， そこから 物を 運ん  |  を 付けた 二 台の 兵車を 取る と， 王は 彼 

で 立ち去り， それを しまい 込んだ'。  らを 送り出して シリア 人の 陣営の 後を 

9 ついに 彼らは 互いにこう 言いだ し 6:25 追わせ， 「行って， 見て 来なさい」 と 

い  かれ 

た。 「わたしたちの している ことは 正し コ哀 4:9  言った。 15 そこで， 彼らは ヨルダン 
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まで 彼らの 後を 追って 行った が， 見よ， 
道は すべて， シリア 人が 急いで 立ち去 
ると き に 投げ捨て ていった 衣 や 器具で 
一杯であった。 それから， 使者たち は 
帰って来て， 王に 報告した。 

16 こう して， 民は 出て 行き， シリ 
ア 人の 陣営 [の もの] を 強奪し A ので， 
上等の 麦粉 ー セアが ー シェ ケル， 大麦 
ニ セアが ー シェ ケルの 値に なった。 エ 
ホバの 言葉の 通りであった。 17 とき 
に， 王は， 例の 副官， その 手に [王] が 
寄り掛かって いた [副官] を 門口を 受け 
持つ よう 任じて いたが， 民が 門口で 彼 
を!! みつけた ので， 彼は 死んだ。 王が 
[まこ との] 拽の 人のと ころに 下って 来 
たと き， その 人が 話した その 言葉の 通 
りであった。 18 こうして， [まことの] 
控の 人が 王に 話して， 「サマリ アの門 
S で， 日 B の岑 ごろ， ■ニ セアは 一 
シェ ケル， 上等の 麦粉 ー セアは ー シェ 
ケルの 値になる」 と 言った 通りに なっ 
たので ある。 19 だが， 副官は [まこと 
の]# の 人に 答えて 言った， 「たとえ エ 
ホ パが 天に 水門を 造っ て おられる とし 
て も， この 言葉の 通りに， それは 起こ 
り 得る でしょう か」。 これに 対して， そ 
の 人は 言った， 「見よ， あなたは 自分 
の 目で それを 見る が， それから 食べる 
ことは ないで あろう」。  20 こうして， 
彼に そのよう になった。 民が 門口で 彼 
を 踏みつけ たので， 彼は 死んだ。 

8 ところで， エリ シャ はかつ て， そ 
の 子を 生き返らせて やった 女に 話 
して 言った， 「あなたは 自分の 家の 者 
と共に， 立って 行き， どこでも 外国人 
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と して とどまれる 所に 外国人と してと 
どまり なさい。 エホバは 飢きんを 呼び 
求められた からです。 その上， それ 
は 七 年間 この 地に 必ず 臨む のです」。 
2 そこで， その 女は 立って， [まこと 
の] 迚の 人の 言葉 通りに し， 家の 者と 
共に 行って， 七 年間， フィリス ティア 
人の 地に 外国人と してと どまる ように 
なった。 

3 そして， 七 年の 終わりに， その 
女は フィ リス ティ ア 人の 地から 帰って 
来て， 自分の 家と 畑を 得ようと 王に 
叫び 求め 4 ため 出て 行っ たので ある。 
4 さて， 王は [まことの] 拽の 人の 従者 
ゲノ 、ジ に， 「エリ シャ が 行な った大 い 
なること を 皆， どうか， わたしに ぜひ 
話しても らいたい」 と 言って， 彼と 話 
していた。  5 そして， 彼が 王に， [エ 
リ シャ] が 死人を 生き返らせた ことを 
話して いたと ころ， 何と， その 人が 子 
を 生き返らせて やった あの 女が， 自 
分の 家と 畑を 得ようと 王に 叫び 求め 
ていたの である。 ゲ ハジは すぐに 言っ 
た， 「王なる 我が 主よ， これが その 女 
です。 これが， エリ シャが 生き返らせ 
た その子です」。  6 そこで 王が その 
女に 尋ねる と， 彼女は [王] に 一部 始 
終を 話した。 すると， 王は 彼女に ひと 
りの 廷臣を 与えて 言った， 「彼女の も 
のを 皆， それに 彼女が この 地を 去った 
日から 今までの 畑の 産物 も 皆， 返しな 

(V) 

さい」 0 

7 それから， エリ シャは ダマスカス 
に 行った。 シリアの 王 ベン •ハダ ドは 

タイ ザ 7:8; チ 王 I  20:1; 王 D  6:24。 
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病気であった。 そこで， 「[まことの] 
控の 人が ここまで 来ました」 という 報 
告が 彼の もとに もたらされた。 8 する 
と， 王は ハ ザ エルに 言った， 「手に 贈 
り 物を 携え， 行って， [まことの] 被の 
人を 迎えなさい。 そして， 『わたしは 
この 病気から 回復す るでしょう か』 と 
言って， その 人を 通して ぜひ エホバに 伺 
うように」。 9 それで ハ ザ エルは 彼を 
迎えに 行き， 手に 贈り物を， すなわち 
ダマスカスの あらゆる 良い もの， らく 
だ 四十 頭の 荷を 携えて 行き， 彼の 前に 
立って 言った， 「あなたの 子， シリア 
の 王 ベン •ハダ ドが， 『わたしは この 
病気から 回復す るでしょう か』 と言っ 
て， 私を あなたの ところへ よこしまし 
た」。 10 すると， エリ シャは 彼に 言っ 
た， 「行って， 『あなたは 必ず 回復す 
る』 と 彼に 言いなさい。 ただし， エホ 
パは わたしに， 彼が 必ず 死ぬ こと も 示 
された」。 11 そして， 彼は じっと見 
て， きまり悪く 思わせる fe じっとそう 
していた。 それから， [まことの] 拽の 
人は 泣き だした。 12 そこで ハ ザ エル 
は， 「どう して 我が 主は 泣いて おられ 
るので すか」 と 言った。 それに 対して 
彼は 言った， 「わたしは， あなたが イ 
スラ エルの 子ら に どんな 危害を 加える 
かを よく 知っている からだ。 彼らの 防 
備の 施された 場所に， あなたは 火を 掛 
け， 彼らの 精鋭を 剣で 殺し， その子 供 
たちを 打ち 碎 き， 妊婦たち を 切り裂く 
だろう」。 13 そこです ぐ ハ ザ エルは 
言った， 「ただの 犬 [に過ぎない] この 
僕は 何者な ので， そんな 大 それた 事が 


できましょう か」。 しかし エリ シャは 
言った， 「エホバは わたしに あなたを 
シリアの 王と して 示された の だ」。 

14 その後， 彼は エリ シャの もとを 去 
り， 自分の 主のと ころへ 行く と， その 
主は 彼に 言った， 「エリ シャ はお 前に 
何と 言った か」。 それに 対して 彼は 言っ 
た， 「『あなたは 必ず 回復す るでしょう』 
と， 彼は わたしに 言いました」。 15 け 
れ ども， 次の 日， 彼は 上 掛けを 取って， 
それを 水に 浸し， [王] の 顔の 上に 掛け 
たので， 彼は 死んだ。 こうして， ハ ザ 
エルは 彼に 代わって 治め はじめた。 

16 そして， イスラエルの 王 アハブ の 
子 エホ ラムの 第五 年に， そのと き エホ 
シャフ ァ トが ユダの 王であった が， ユ 
ダの 王 エホ シャフ ァ トの 子 エホ ラムが 
王と なった。 17 彼は 王と なった とき 
三十 二 歳で， エルサレムで 八 年間 治め 
tco 18 そして， 彼は アハブ の 家の 者 
たちが したよう に， イスラエルの 王た 
ちの 道に 歩んで 行った。 彼の 妻と なっ 
たのは アハブ の 娘だった からで ある。 
彼は エホバの 目に悪い ことを 行ない 続 
けた。 19 それでも エホバは その 僕 ダ 
ビデの ために， ユダを 滅びに 陥れる こ 
とは 望まれなかった。 彼 [と] その子ら 
にいつ まで も ともしびを 与える と 彼に 
約束され た 通りであった。 

20  [エホ ラム] の 時代に， エドムは ユ 
ダの 手の 下から 反抗し， 王を 立てて 自 
分たち を 治めさせた。 21 それゆえ， エ 
ホ ラムは， すべての 兵車 も 共に， ツァイ 
ルへ 渡って 行った。 そして， 彼は 夜の 
うちに 立ち上がり， 彼を 取り囲ん でい 
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た エドム 人と， 兵車 隊の 長たち を 討ち 
倒した ので ある。 それで， その 民は 自 
分たち の 天幕に 逃げて 行った。 22 し 
かし， エドムは ユダの 手の 下から 反抗 
し 続けて， 今日に 至ってい る。 ときに， 
リブ ナも そのころ， 反抗し はじめた の 
である。 

23 そして， エホ ラムの その他の 事 
績， 彼の 行なった すべての ことは， ユ 
ダの 王たち の 時代の 事績の 書に 記され 
ている ではない か。 24 ついに エホ ラ 
ムは その 父祖たち と共に 横たわり， 父 
祖 たちと 共に “ ダビデの 都市” に 葬ら 
れ た。 そして， その子 ア ハジ ヤが 彼に 
代わって 治めは じめ た。 


25 イスラエルの 王 アハブ の 子 エホ ラ 
ムの第 十二 年に， ユダの 王 エホ ラムの 
子ア ハジ ヤが 王と なった。 26 ア ハジ 
ヤは 治め はじめた とき， 二十 二 歳で， エ 

ねんかん  [*)  かれ 

ルサ レムで 一年間 治めた。 そして， 彼 
の 母の 名は アタ リヤ といって, イス ラエ 
ルの 王オ ムリの 孫娘であった。 27 そ 
して， 彼は アハブ の 家の 道に 歩んで 行 
き， アハブ の 家の ように， エホバの 目 
に 悪い ことを 行ない 続けた。 彼は 婚姻 
による アハブ の 家の 親族 だっ たからで 

[シ）  かれ 

ある。 28 そこで， 彼は アハブ の子エ 
ホ ラムと 共に， ラ モト •ギレアデ におけ 
る シリ アの王 ハ ザ エルとの 戦いに 行っ 
たが， シリア 人は エホ ラムを 討ち 倒し 

(ソ）  [夕 1 

た。 29 それで， 王 エホ ラムは， シリア 
の 王 ハ ザ エルと 戦った ときに ラマで シ 

じん  お  きず  If) 

リ ア 人に 負わされた 傷を エズレ ルで い 

やすため に 帰って来た。 ユダの 王 エホ 

一  ('>) 

ラムの 子ア ハジ ヤ は， ェズレ ルに いる 


第二 欄 


第 9 章 


アハブ の 子 エホ ラムを 見舞いに 下って 
行った。 彼が 病気だった からで ある。 

9 ときに， 預言者 エリ シャ は， 預言 
者の 子ら の 一人を 呼んで 言った， 
「腰を からげ， 手に この 油の 瓶を 携え 
て， ラ モト •ギレアデに 行きなさい。 
2 そこに 着いたなら， そこで ニ ムシの 
子 エホ シャフ ァ トの 子 エヒウ を 見いだ 
しなさい。 あなたは 入って， 彼を その 
兄弟たち の 中から 立たせ， 一番 奥の間 
に 導き 入れる ように。 3 そして， 油の 
瓶を 取って， 彼の 頭の 上に 注ぎ， 『エ 
ホバ はこの ように 言われた。 「わたし 
は 確かに あなたに 油を そそいで イスラ 
エルの 王と する」』 と 言わなければ な 
ら ない。 そして， あなたは 扉を 開けて 
逃げなさい。 待って いては ならない」。 

4 こうして， その 従者， 預言者の 従 
者は， ラ モト •ギレアデへ 出かけて 
行った。 5 彼が 着いて みると， 何と， 
軍勢の 長たち が 座して いた。 そこで 彼 
は 言った， 「隊長， あなたに 申し上げ 
る ことがあります」。 そこで エヒウ は 
言った， 「我々 みんなの うちの だれに 
か」。 すると 彼は， 「隊長， あなたに で 
す」 と 言った。 6 それで 彼は 立って， 
家に 入った。 それから， [従者] は 彼の 
頭の 上に 油を 注いで こう 言った。 「イ 
ス ラエルの 裡 エホバは このよう に 言わ 
れ た。 『わたしは 確かに あなたに 油を 
そそいで， エホバの 民， すなわち イス 
ラエルの 王と する。  7 そして， あな 
たは あなたの 主 アハブ の 家を 討ち 倒さ 
なければ ならない。 こうして わたしは 
必ず， わたしの 僕で ある 預言者た ちの 


629  エヒウ は 馬を 駆り， エホ ラムに 陰謀を 企てる  列 王 第二 9:8—19 

血と， すべての エホバの 僕たちの 血の 第9 章  ところで， エホ ラムは， 全 イス ラエ 
ために イゼ ベルの 手に 復 しゅうす る。 ァ|! は〗 ルと 共に， シリアの 王 ハ ザ エルの ゆえ 

ぜんか  ほろ  王 I  21:15  [ィ】  みは 

8 それで， アハブ の 全家は 滅びう せな  II  21:25 に， ラ モト* ギレアデで 見張って いた。 
ければ ならない。 わたしは 壁に 向か っ ィ ぼ 15 後に， 王 エホ ラムは， シリアの 王 ハ 
て 放尿す る 者 や， イスラエルの 中の 無  L9418:7 ザ エルと 戦った とき シリア 人に 負わ さ 
力で 無用な 者を アハブ から 必ず 断ち 滅  ° マ ご ^ れた 傷を エズレ ルで いやす ために 帰っ 

かなら  へフ 10:30  き （ォ） 

ぼす。 9 そして， わたしは 必ず， アハ ゥ王 I14:1Q て 来た。 

ブの 家を ネバ トの 子ヤ ラべ アムの 家の ほ i  そこで エヒウ は 言った， 「もし あな 

ように， また アヒヤ の 子 バア シャの 家 ォ王 121:21 た 方の 魂が 同意す るので あれば， だれ 
のように する。 10 それに， 犬が エズヵ 王 I ル29 もこの 都市から 逃れ出て， 行って， エズ 
レ ルの 一 続きの 土地で イゼ ベルを 食ら キ 11 16:11 レ ルで 報告して はならない」。 16 それ 

つ  [0) かのじょ ほうむ もの  ク王 I  21:23  の 

い 尽くし， 彼女を 葬る 者は いないで あ g：3  から エヒウ は 車に 乗って， エズレ ルへ 

ろう』」。 こうして， 彼は 扉を 開けて 逃 コ王 H4:26 行く ことにした。 エホ ラムが そこで 横 
げて 行った 0  ササ 121:14 た わって おり， ユダの 王ア ハジ ヤもエ 

11 エヒウ がその 主の 僕たちの ところ ホ ラムを 見舞いに 下って 来て いたから 

い  かれ  い  ばん スマ タ 21:7  (ク） とう (ヶ） 

に 出て 行く と， 彼らは 言いだ した， 「万 セサ„15:1() である。 17 ときに， エズレ ルの 塔の 
事う まく 行って います か。 この 気違い  iM:34 上に 見張りの 者が 立って いたが， エヒ 
はどうして あなたの ところに やって来 夕王 n9:2  ウが やって来る につれ， その [部下] の 
たのです か」。 ところが， 彼は 言った， チ 王 ii9:ie 波打つ 大群を 見る と， すぐに， 「[人々 
「あなた 方は， あの 男と， その 話し方と ッ 王111。:9 の] 波打つ 大群が 見えます」 と 言った。 
をよ く 知っている はず だ」 0 12 しか 第二 欄 すると， エホ ラムは 言った， 「騎兵 ひ 
し 彼らは 言った， 「それは 偽りです！  7|；  i9:i5 とりを 選んで， 彼らを 迎えに やり， 『平 

おし  土 11 0.1D  ふ，  【サ） 

どうぞ， わたしたちに 教えて くださ  11 1〇：32 安です か』 と 言わせなさい」。 18 そ 

イ王 I  22:3  うま  の  かれ  むか 

い」。 そこで 彼は 言った， 「彼は こうこ  ^  8：28 こで， 馬の 乗り手が ひとり 彼を 迎えに 
うわた しに 語って， こう 言った， 『エ 8：29 行って， こう 言った。 「王が このよう 

エ ヨシ 19:18  もう  へいあん 

ホバ はこの ように 言われた。 「わたし  に 申しました。 『平安です か』」。 しか 

は 確かに あなたに 油を そそいで イスラ 22:6  し エヒウ は 言った， 「あなたは 『平安』 

【シ】  かれ  力箴 20:18  なん  [シ） 

エルの 王と する」』」。 13 すると， 彼ら +_22:7 と 何の かかわりが あるの か。 わたしの 

いそ  おのおの じぶん  ころも (ス） と  ‘う しまわ 

は 急いで 各々 自分の 衣を 取り， それを ク王 i2i:i 後ろに 回れ！」 

むき 出しの 階段の 上に いる 彼の 下に 敷 ヶ 彻 14:7  そして 見張りの 者は さらに 報告して 

き， 角笛を 吹き 鳴らして， 「エ ヒウが "^62；6 言った， 「使者は 彼らのと ころまで 行 

M  い  エゼ 33:2  かえ  き 

王と なった！」 と 言いだ した 0 14 こ ササ 116:4 きました が， 帰って来ません」 0 19 そ 
うして， ニ ムシの 子 エホ シャフ ァ トの  112:13 れ で， 二人目の 馬の 乗り手を 送り出す 

(チ）  たい  いんぼう くわ だ シ イザ 48:22  かれ  い  い 

子 エヒウ は エホ ラムに 対して 陰謀を 企  ^  3：17 と， 彼らのと ころに 行って， こう 言った， 
てた。  xll 「王が このように 申しました。 『平安で 
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きのう  ち [ァ） 

すか』」。 しかし エヒウ は 言った， 「あ 第 9 章 しは， 昨日， ナポ テの 血と その子ら の 
なた は 『平安』 と 何の かかわりが ある VJ.T1 血と を 見た」 と， エホバは お告げに な 

(7)  うし  まわ  勹乇 119:16  かなら  ひと 

のか。 わたしの 後ろに 回れ！」  ヱゼ ヵ 12:4 る， 「それで， わたしは 必ず， この 一 

みは  もの  ほうこく  オミ カ 1:13  つづ  と ち  むく  (9] 

20 すると 見張りの 者は また 報告して 力 王 n ほ 続きの 土地で あなたに 報いる」 と， エ 
言った， 「あれ も 彼らのと ころまで 行 ホバ はお 告げになる』。 それで 今， 彼を 
きました が， 帰って来ません。 あの 車  S  Sag 引き上げて， エホバの 言葉の 通り， あ 

か  かた  まご [ィ）  [ゥ）  ク王 116: 31  な  す 

の 駆り 方は， ニ ムシの 孫 エヒウ の 車の  II 18=4 の 一 続きの 土地に 投げ捨てよ」。 

くる  W 

駆り 方の ようです。 気が狂った ように  l1^；7  27 ときに， ユダの 王ア ハジ ヤが これ 

車を 駆って いるから です」。 21 そこ ヶ⑽ 6 を 見て， 園の 家の 道を 通って 逃げ去 っ 

I 才 1  王 I 18:19  のち  あと  お 

で エホ ラムは， 「[車] につ なげ！」 と  マラ3:5 た。 （その後， エヒウ は その後を 追い 

い  かれ せんしゃ  コイ ザ 48:22  かれ  う  たお 

言った。 それで 彼の 戦車が つながれ， ^  ^ かけて， 「彼 も だ！ 彼を 討ち 倒せ！」 

T  I  1  fi*  r  い  [キ） 

イスラエルの 王 エホ ラムと ユダの 王ア  ^  S' と 言った。 それで 彼らは， イブレア ム 

m  おのおの じぶん  の  サ王 n 11:14  かたわ  のぼ  へいしゃ 

ハジ ヤ は， 各々 自分の 戦車に 乗って 出 シ 詩7: 12  の 傍らに ある グルへの 上り道で， 兵車 

い  むか  ス代 I  28:9 

て 行った。 彼らは エヒウ を 迎えに 出て  ^  50:22 の 中に いた 彼を 討ち 倒した。 それでも 

行く と， エズレ ル 人 ナポ テの 一 続きの yil  9；^  彼は メギドに 逃げて 行った が， ついに 
土地で 彼を 見つけた。  夕 記 〖ば〗 そこで 死んだ。 28 そこで， その 僕た 

22 そして， エホ ラムは エヒウ を 見る ―襴 ちは 彼を 兵車に 乗せて エルサレムに 運 
や， 直ちにこう 言った ので ある。 「エ ァ創 4:1〇  び， “ ダビデの 都市” で 父祖たち と 共 

へいあん  かれ  詩 9:12  はか ほうむ 

ヒウ よ， 平安です か」 0 しかし， 彼は  «  72:14  に その 墓に 葬った 0  29 ところで， ア 

はは  いんこう [ク 1  イザ 26=21  【サ） 

言った， 「あなたの 母イゼ ベルの 淫行 ィぽ ハジ ヤが ユダの 王と なった のは， ア 
とその 多くの 呪術と が ある 限り， どん ^20:5  ハ ブの子 エホ ラムの 第 十一 年の ことで 

(コ）  え  ただ  レビ 24:17 

な 平安が あり 得よう か」。 23 直ちに  *  5:9  あった。） 

む  か  に  I 王 121:24  [ス） く 

エホ ラムは 手で 向きを 変えて 逃げよう 才 30 ついに エヒウ が エズレ ルに 来る 
として， ア ハジ ヤに 言った， 「ア ハジ 巧1 ン と， イゼ ベル もこれ を 聞いた。 そこ 
ヤ ，策略 だ！」 24 すると エヒウ は， ク で 彼女は 黒い 顔料で その 目を 塗り， 頭 

ゆみ (シ} ひ  しぼ  りょううで ケ代 D  22:7  うつく  ゆ  〖夕） まど  [チ） 

手に 弓を 引き絞って， エホ ラムの 両腕 コサ を 美しく 結って， 窓から 見下ろした。 
の 間を 射たので， 矢は 彼の 心臓を 貫き， ^  31 すると， エヒウ が 門を 通って 入っ 
彼は 戦車の 中に くず おれた。 25 そこ て 来た。 そこで 彼女は 言った， 「自分 

ふくかん (セ】  い  王 I  21:25  しゅ  さつじんしゃ  （ツ）  ばんじ 

で [エ ヒウ] は 副官 ビド カルに 言った， ソェ レ4: 3〇 の 主の 殺人者 ジ ムリに とって 万事う ま 
「彼を 引き上げて， エズレ ル 人 ナポ テ タィ。？  H  く 行きました か」。  32 そこで， 彼は 

ひと つづ  はたけ (ソ） な  す  おも  お  ^  まど  ほう  かお  い 

の 一 続きの 畑に 投げ捨てよ。 思い起 JI/iLe 窓の 方に 顔を 上げて 言った， 「わたし 
こすが よい。 わたしと あなたが 彼の 父 テ ゴ3 じ f  にくみす るのは だれ だ。 だれ だ」。 直 

うしく  の  代 I 12:18  ていしん [卜） 

アハブ の 後ろで 組みに なって 乗って い L  ^  94:16 ちに 二， 三人の 廷臣が 彼を 見下ろ した。 

たい  せん 卜 創 37:3 り  かれ  お  [ナ） 

たと ころ， エホバが 彼に 対して この 宣  H  33 そこで 彼は， 「その 女を 落とせ！」 
告を 下された の だ。 26 『「確かに わた ナ 3 と 言った。 それで 彼らは 彼女を 落とし 
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たので， その 血の 幾らかが 壁 や 馬には 
ね 掛かった。 そこで 彼は その 女を 踏み 
つけた。 34 その後， 彼は 中に 入って 
食べたり 飲んだり し， それから 言った， 
「あなた 方は， どうか， この のろわれた 
者を 4 置し， 彼女を 葬る ように。 あれ 
は 王の 娘な の だ」。 35 彼らが 彼女を 
葬りに 行って みると， 頭蓋骨と 両足と 
両手の たな ごころ の ほかは 何も 見つか 
ら なかった。 36 彼らが 帰って来て 告 
げ ると， 彼は 言った， 「それは エホバ 
がその 僕， テ イシ ュべ人 エリヤに よっ 
て 話された 言葉で ある。 すなわち， こ 
う 言われた。 『エズ レ ルの 一 '続きの 土 
地で 犬が イゼ ベルの 肉を 食らう であろ 
37 そして， イゼ ベルの 死体は 必 
ず エズレ ルの 一 続きの 土地の 野の 面の 
肥やしの ようになり， 人々 は， 「これ 
がイゼ ベル だ」 と 言え なくなろう』」。 

さて， アハブ には サマリアに 七十 
上り 又の 子ら が あった。 そこで， ェ 
ヒウは 手紙を 書いて， それを サマリア 
の エズレ ルの 君たち や， 年長者たち， お 
よび アハブ の 養育 者たち に 送って 言っ 
た，  2 「それでは， この 手紙が あなた 
方のと ころに 届く そのと き， あなた 方 
のと ころには あなた 方の 主の 子ら が お 
り， また あなた 方のと ころには 戦車 も 
馬 も 防備の 施された 都市 も 武具 も ある。 
3 だから， あなた 方は あなた 方の 主の 
子ら のうち 最も 優れた， 最も 廉直な 者 
を 見定めて， その子を その 父の 王座に 
立てなければ ならない。 それから， あ 
なた 方の 主の 家の ために 戦え」。 

4 それで， 彼らは 大変 恐れ， 「見よ， 
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イザ 14:20 
エレ 22:19 


キ詩 83:10 

エレ 8:2 
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セ 王 n io：i 


ェ 主!！  9:32 


9:30 


二人の 王が 彼の 前に 立てなかった のに， 
どうして この 我々 が 立てよう」 と 言い 
だした。  5 それゆえ， その 家を つか 
さどる 者， 都市を つかさどる 者， 年長 
箸たち， ぉょび i 籠た <は ヱヒゥ に 
人を やって 言った， 「私 どもは あなた 
の 僕です から， あなたが 私 どもに おっ 
しゃる ことは 何でも 致します。 私 ども 
はだれ を も 王に 致しません。 あなたの 
目に 善い ことを 行なって ください」。 

6 そこで 彼は 二度目の 手紙を 彼らに 
書いて こう 言った。 「も しあな た 方が 
わたしに 属して おり， わたしの 声に 従っ 
ている のなら， あなた 方の 主の 子ら で 
ある 人々 の 首を 取 り， 明日 の 今ごろ， エ 
ズレ ルの わたしの もとに 来なさい」。 

さて， 王の 子ら， 七十 人は， 彼らを 育 
てて いた， その 都市の 際立った 人々 の 
もとにいた。 7 そして， その 手紙が 彼 
らの もとに 届く や， 彼らは 王の 子ら を 
捕らえて， [彼ら]， 七十 人を 打ち殺し， 
その後， 彼らの 首を かごに 入れ， それ 
を エズレ ルの [エ ヒウ] の もとに 送った 
ので ある。 8 それで 使者が やって来 
て， 彼に 告げて 言った， 「彼らは 王の 
子ら の 首を 持って 参りました」。 そこで 
彼は 言った， 「それを 朝まで 門の 入口 
の そばに 二つの 山に して 置きなさい」。 
9 そして， 朝， 彼は 出て 行った ので あ 
る。 それから 彼は 立ち止まって， すべ 
ての 民に 言った， 「あなた 方は 義 にか 
なって います。 聞きなさい， わたしが 
わたしの 4 に対して 陰謀を 企てて， 彼 
を 殺した のです。 しかし， だれが これ 
らの者 すべてを 討ち 倒した のです か。 
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10 ですから， エホバが アハブ の 家に 対 第 10 章  そこで， 彼は 手を [エ ヒウ] に 差し出 

して 話された， エホバの 言葉は 何一つ 75121:24 した。 すると， [エ ヒウ] は 彼を 自分と 

じょうじゅ  ち  お  [ィ）  イ朴 T へいしゃ  の  こ  [fl 

[成就され ずには] 地に 落ちない ことを  共に 兵車に 乗り込ませた。 16 それ か 

知りなさい。 エホバが， その 僕 エリヤ ィザ55 :11 ら 彼は 言った， 「ぜひ， わたしと 共に 
によって 話した ことを 行なわれ たので ゥ 進んで 行き， わたしが エホバと 張り合 
す」。 11 その上， エヒウ は エズレ ルの 1J  9；36 う 関係を 一切 認めて いないのを 見なさ 
アハブ の 家の 残って いる 者 全部と， そ ェ詩 125:5 い」 0 こうして， 彼らは 彼を [エ ヒウ] と 
の 際立った 者たち， その 知人 および 祭  共に その 戦車に 乗せて 行った。 17 つ 

司たち すべてを 討ち 倒して， 彼の 者で  |；  22；6〇 いに 彼は サマリアに 来た。 そこで， 彼 

ひとり も 生存者を 残さない までに した。^ 21:21 は サマリ アのア ハブの 者で 残っ ている 
12 それから， 彼は 立って 行き， サマ 8:29 者 すべてを 討ち 倒し， ついに 彼らを k 
リアへ 出かけて 行った。 羊飼いの 縛る  ft!  22?! ぼし 尽くした。 エホバが エリヤに 語っ 

家が 途中に あった 0 13 そして， エヒ ク代 n22:8  た 言葉の 通りであった 0 

ウが ユダの 王ア ハジ ヤの 兄弟たち に 出 ヶ王 12〇:18  18 その上， エヒウ は 民 すべてを 寄 

会った。 彼は， 「あなた 方は だれです コ 彻22:8 せ 集めて， こう 言った。 「アハ ブはバ 
か」 と言うと， 彼らは， 「わたしたち サ 代12:55 アルを 少しし か 崇拝し なかった が， エ 
はア ハジ ヤの 兄弟で， 王の 子たち と， シ ヒウ はこれ を 大いに 崇拝す るで あろ 
貴婦人の 子たち のこと が 万事う まく ス創 47:7  う。 19 だから 今， バアルの すべての 
いっている かどう かを 尋ねに 下る 途@ 中 ルッ2:4 預言者， そのす ベての 崇拝者と， その 
です」 と 言った。 14 直ちに 彼は 言っ tmi2:17 祭司たち を 皆 わたしの ところに 呼び 寄 
た， 「あなた 方は 彼らを 生け捕り にせ  ^ 17:17 せよ。 ただのひとり も 欠けない ように 

よ！」 それで， 人々 は 彼らを 生け捕り 第二 欄 せよ 。わたしには バアルの ための 大い 
にし， 彼ら， 四十 二人を， 縛る 家の 水 7 ゼ ヵ8:23 なる 犠牲が あるから だ。 欠ける 者は だ 
溜めの ほとりで 打ち殺し， 彼は そのう れ でも， 生き 続ける ことは ないで あろ 
ち ただのひとり も 残さなかった。  ゥ王 n9:8  う」。 エヒウ は， バアルの 崇拝者た ちを 

15 彼が そこから 進んで 行く と， 彼  2  58:10 滅ぼす 目的で， ずる 賢く 行動した ので 
を 迎えに [来た] レ カブの 子 エホ ナダ ブ ェ ある。 

と 出会った。 [エ ヒウ] は 彼を 祝福す る 胃9 :16  20 次いで， エヒウ は， 「バアルの た 

と， これに 言った， 「わたしの 心が あな ；8；22 めに 聖 会を 神聖な ものと して 執り行な 
たの 心と 共に あるよう に， あなたの 心  H  3:2  いなさい」 と 言った。 そこで 彼らは こ 

は， わたしと 共に あって 廉直です か」。 力 王113 :13  れを ふれ 告げた。 21 その後， エヒウ 
これに 対して エホ ナ ダブは， 「そう キ 王1110 :21 は あまねく 全 イスラエルに 人を 遣わし 
です」 と 言った。  ク王 n 10:11 たので， バアルの 崇拝者た ちは 皆やっ 

「もしそうなら， あなたの 手を ぜひ わ ゲ g ぱ て 来た。 それで， 残って いて， 来な かっ 
たしに 出しなさい」。  33^11:35 た 者は ひとり もい なかった。 こうして 
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彼らは バアルの 家に 入って 来たので， 
バアルの 家は 端から 端まで 一杯に なっ 
た。 22 そこで， 彼は 衣装 部屋を つか 
さ どる 者に， 「バアルの 崇拝者 全部の 
ために 衣を 出して やりなさい」 と言っ 
た。 それで， 彼らの ために 衣装を 出し 
て やった。  23 それから， エヒウ は レ 
カブの 子 エホ ナ ダブと 共に バアルの 家 
に 入った。 そこで 彼は バアルの 崇拝者 

い  ちゅうい ぶか  さが 

たちに 言った， 「注意 深く 捜して 見て， 
ここに， あなた 方と 共に， エホバの 崇 
拝 者は ひとり も おらず， ただ バアルの 
崇拝者 だけが いるよう に しなさい」。 
24  p いに 彼らは 犠牲と 焼燔の 捧げ物 
を 供える ために やって来た。 エヒウ は 

じ ぶん  じゆう  もの  そと  はい 

自分の 自由になる 八十 人の 者を 外に 配 
置して， さらにこう 言った。 「わたし 
が あなた 方の 手に 引き渡す 者のう ちか 
ら 逃れる 者に ついては， 一方の 魂が 他 
方の 魂に 取って代わる ことになる」。 

25 そして， 焼燔の 捧げ物を 供え 終わ 
る や， エヒウ は 直ちに 走者と 副官たち 
にこう 言った ので ある。 「入って， 彼 
らを 討ち 倒せ！ ひとり も 出て 行かせ 
るな」。 それで， 走者と 副官たち は 剣の 
刃で 彼らを 討ち 倒し， これを 投げ出し 
て， バアルの 家の 都市まで 進んで 行っ 
た。 26 それから， 彼らは バアルの 家 
の聖 柱を 運び出して， ひとつひとつ 焼 
いた。 27 さらに， 彼らは バアルの 聖 
柱 を 取り壊し， バアルの 家 も 取り壊 
して， それを 屋外 便所と して， 今日に 

いた 

至っ ている。 

28 こうして， エヒウ は イスラエル か 
ら バアルを 滅ぼし 尽くした。 29 ただ 
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ェゼ 9:5 


力 王 n  7:17 
王 n  9:25 
キ レビ 26:1 
王  I  14:23 


サ ェズ 6:11 
ダニ 2:5 


第二 欄 
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ホセ 8:6 
オ ェゼ 29:20 


ヨブ 34:11 
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し， エヒウ は， イスラエルに 罪を おか 
させた ネバ トの 子ヤ ラべ アムの 罪， [す 
なわち] 一つは ベ テルに， 一つは ダンに 
あっ た 金の 子牛 に 従う のを やめな かっ 
た。  30 それゆえ， エホバは エヒウ に 
言われた， 「あなたは わたしの 目に 正 
しい こと を 行なう 点で 立派に 行動し， 
[また] わたしの 心に あった すべての こ 
とに したが っ て アハブ の 家に 行なった 
ゆえに， 子ら が 四 代まで， あなたの ため 
に イスラエルの 王座に 座る であろう」。 
31 ところが エヒウ は， 心、 をつ くして イ 
ス ラエルの 裡 エホバの 律法に したが っ 
て 歩む よう 注意し なかった。 彼は イス 
ラエルに 罪を おかさせた ヤ ラべ アムの 
罪から 離れなかった。 

32 そのころ， エホバは イスラエルを 
少しずつ 切り取り 始められた。 ハザエ 
ルが イスラ エルの 全 領地で 彼 ら を討っ 
ていたの である。  33 ヨルダンから 
日の 昇る 方へ， ギレアデの 全土， ガド 
X:  ノ レベンズ， マナ セ 又， っ まり ァル 
ノ ンの 奔流の 谷の ほとりに ある アロエ 
ルから， すなわち ギレアデと バシャン 
を [討った ので ある]。 

34 そして， エヒウ の その他の 事績， 
彼の 行な っ たす ベての こと， およ び 彼の 
すべての 力強 L ヽ ことは， イス ラエルの 王 
たちの 時代の 事績の 書に 記さ れ ている 
ではない か。 35 ついに エヒウ は その 
父祖たち と共に 横たわり， 人々 は 彼を 
サマリアに 葬った。 その子 エホ アハズ 
が 彼に 代わって 治め はじめた。 36 そ 
して， サマリアで エヒウ が イスラエル 
を 治めた 期間は 二十 八 年であった。 


列 王 第二 11:1—15  アタリ ヤ 。エホ アシユ は ひそかに 王と される  634 

(7) はは  M  れつう ちがわ  もの  ころ 

n さて， ア ハジ ヤの母 アタリ ヤで 第11 章 その 列の 内側に 入る 者は だれでも 殺さ 
あるが， 彼女は 自分の 子が 死ん 7%l  S  れ る。 それで， 王が 出て 行く ときに も， 
だのを 見た。 そこで 彼女は 立ち上が ^ II  n?20 入る ときに も， 共に いなさい」。 

り， 王国の 子孫を ことごとく 滅ぼした。 22:10  9 こうして， 百 人の 長たち は， すべ 
2 ところが， ア ハジ ヤの 姉妹で ある， エ ゥ て 祭司 エホ ヤ ダが 命じた 通りに 行な っ 

むすめ  W  -r  90.11  かれ  おのおの  あんそくび 

ホ ラム 王の 娘 エホ シ ェバは， ア ハジ ヤ ミ =孟1 た。 それで 彼らは 各々， 安息日に 入っ 
の 子 エホ アシュ を 取り， 殺されようと ^|n98：l9 て 来る 部下と， 安息日に 出て 行く 者た 

詩 27:5  いっしょ  ひき 

していた 王の 子ら の 中から， それ も そ キ代 mi2 ちとを 一緒に 率いて， 祭司 エホ ヤ ダの 
の 子と その 乳母を こっそり 奪って， 寝 ィ ざ〗 ボ ところに 来た。 10 そこで， 祭司は 

ぉく  へゃ  ぃ  かれ  - If  olio  ぃぇ W 

いすの ための 奥の 部屋に 入れ， 彼らは ク ごじ エホバの 家に ある， ダビデ 王の もので 
アタリ ヤの 顔から その子を 隠して おい ヶ あった 槍と 円 盾を 百 人の 長たち に 渡し 

[力）  王 n 11:19  そうしゃ  w  おのおのぶ き 

たので， 彼は 殺されなかった。 3 こう コサ た。 11 それで， 走者たち は 各々 武器 
して， 彼は 彼女と 共に エホバの 家に 六 を 手に して， その 家の 右側から 家の 左 
年間 隠れて とどまって いた。 その 間， サ 側に 至る まで， 祭壇 や 家の 傍らで， 王 
アタリ ヤが この 地を 治めて いた。  シ な12 の 近くの 周りに 立って いた。 12 そこ 

だい  ねん  [ク）  エレ 12:16  [力）  つ 

4 そして， その 第 七 年に エホ ヤ ダは ヘプ6: 16 で [エ ホヤ ダ] は 王の 子を 連れ出し， そ 

じん 【ヶ） ごえい  そうしゃ [コ）  ス王 17:1  おうかん W あかし [ク） つ 

人を やって， カリ 人の 護衛と 走者の 百 セ 代 の 子に 王冠と 証を 着けさせた 0 それ 

ちょう  まね  よ  いえ  ソ王 I  D:1  かれ  （ヶ j  あぶら 

人の 長たち を 招き 寄せ， エホバの 家の - で 彼らは 彼を 王と し， 彼に 油を そそい 

自分の もとに 連れて来させ， 彼らと 契  だ。 そして 彼らは 手を たたいて， 「王 

やく  むす w  ちか  （シ）  ア王 n 11:4  い  なが  [シ）  い 

約を 結び， エホバの 家で 彼らに 誓わせ， ィ代 n23:8 が 生き長らえます ように！」 と 言いは 

のち  つウ代 n  23:9 

その後, 彼らに 王の 子を 見せた。 5 次 I サ^: 11 じめ た。 

いで， 彼らに 命じて 言った， 「あなた 13 アタリ ヤは 民の 走る 物音を 聞く 

がた  こと  -r-T  ft.99  いえ [ス1 

方の する 事は こうだ。 すなわち， あな  I；  4；f  と， すぐに エホバの 家の 民のと ころに 
た 方のう ちの 三分の 一は 安息日に 入っ ^^23；n 来た。 14 そこで 彼女が 見る と， 何 

き  いえ (ス） げんじゅう  みは  キサ n i：io  かんれい  はしら かたわ 

て 来て， 王の 家の 厳重な 見張りを する  ^ 132:18 と， 王が 慣例に したがって 柱の 傍らに 

ぶん  もとい もん ㈦ ク出 25:21  (セ）  ちょう 

ことになる。 6 三分の 一は“ 基の 門’’  立って おり， 王の 傍らには 長たち が お 

におり， 三分の 一は 走者の 後ろの 門に コ 漂 り， ラッパが あった。 この 地の 民は み 
いる。 あなた 方は 交替で この 家の 厳重 サ 露1 ぶ?0 な歓ん で， ラッパを 吹き 鳴らして いた。 
な 見張りを しなければ ならない。 7 ま 直ちに アタリ ヤは その 衣を 引き裂き， 
た， あなた 方のう ちには， すべて 安息 ス代 》23:i2  「陰謀 だ！ 陰謀 だ！」 と 叫び だした 0 

び  い  くみ  かれ  セ 王 D  23:3  さいし  ぐんぜい  にん 

日に 出て 行く 二つの 組が あるが， 彼ら  15 しかし， 祭司 エホ ヤ ダは 軍勢の 任じ 

いえ げんじゅう みは  ノ代 D  5:12  もの  ちょう （テ） めい 

は 王の ために エホバの 家の 厳重な 見張 夕 I1 ぷ f  られた 者たち である 百 人の 長たち に 命 
りを しなければ ならない。 8 そして， チ 望11 以 じて 言った， 「彼女を 列の 内側から 連 
あなた 方は， 各々 武器を 手に して， 王 ii；4  れ 出せ。 だれでも 彼女に 付いて 来る 者 
の 周りを 取り囲まなければ ならない。 ^l23U4 は， 剣で 処刑す るよう に！」 これは 祭 


第二 欄 


第 12 章 


第 11 章 
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司が さきに， 「彼女は エホ ノ 《の 家で 殺 
されて はならない」 と 言った からで あ 
る。 16 そこで 彼らは 彼女を 取り 押さ 
え， 彼女は 王の 家の 馬の 入り口の 道を 
k って 来たが， ついに そこで 殺された。 

17 それから エ ホヤ ダは エホバと 王 
と 民との 間で， 彼らが エホバの 民に な 

けいやく  むす [力 1  W 

ると いう 契約を 結び， また 王と 民との 
間で も [そうした]。 18 その後， この 
地の 民は 皆， バアルの 家に 行って， そ 
の 祭壇 f 取り壊し， その 像を 徹底的に 
打ち壊し， バアルの 祭司 マタンを 祭壇 
の 前で 殺した。 

こうして， 祭司は エホバの 家に 監督 
たちを 立てた。 19 さらに， [エ ホヤ ダ] 

は 百 人の 長たち， カリ 人の 護衛， 走者 
たちと すべての 地の 民を 率いた。 彼ら 
が 王を エホバの 家から 連れ 下る ためで 
あった。 彼らは やがて 走者の 門の 道を 
k って 王の 家に 来た。 そして 彼は 王た 
ちの 王座に 座る ことに なった。  20 こ 
うして， この 地の 民は みな 引き続き 歓 
び， この 都には 何の 騒動 もなかった。 

アタ リヤを 彼らは 王の 家で 剣で 殺した 
ので ある。 

21 エホ アシュ は， 治め はじめた と 

[卜）  さい 

き， 七 歳であった。 

[ナ）  だい  ねん  ‘脚 

-I  ^ エヒウ の 第 七 年に， エホ アシュ 
は 王と なり， エルサレムで 四十 
¥ 間 治めた。 そして， 彼の 母の 名は 
ツイ プヤと いって， ベ エル •シ エバの 出 
身であった。  2 そして エホ アシュ は， 

司エ ホヤ ダが 彼を 教えた 時代 中ず っ 
と， エホバの 目に 正しい ことを 行ない 
けた。 3 ただし， 高き 所 だけは なく 
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[7)  たみ 

ならなかった。 民は なお も， 高き 所で 
犠牲を ささげたり， 犠牲の 煙を 立ち上 
ら せたり していた。 

さいし  （ィ） 

4 そこで エホ アシュ は 祭司たち に 

い  いえ (ウ） はこ  せい 

言った， 「エホバの 家に 運ばれる， 聖 
なる 捧げ物と しての すべての 金， すな 
わち 各人の 賦課され ている 金， 個人的 

み つ  たましい  [力） 

な 見積もり による 魂の ための 金， エホ 
パの 家に 持って行こう との [考え] が 各 
人の 心に 起きた すべての 金は， 5 祭司 
たちが 自分たち のために， 各々 知り合 
いから 受け取り， どこでも 裂け目が 見 
つかるなら， その 家の 裂け目を 修理 さ 
せる ように」。 

6 ところが， エホ アシュ 王の 第二 十三 
年に なっても ： 祭司たち はま だ その 家 
の 裂け目を 修理して いなかった ので あ 
る。  7 そこで， エホ アシュ 王は 祭司 エ 
ホヤ ダ と 祭司たち を 呼んで 彼 ら に言っ 
た， 「あなた 方が この 家の 裂け目 を修 
理 しないのは どういう 訳 か。 それでは， 
もう， あなた 方の 知り合いから 金を 受 
け 取って はならない。 この 家の 裂け目 
のために， あなた 方は それを 渡す よう 

(シ）  さいし  たみ 

に」。 8 そこで， 祭司たち はもう 民 か 
ら 金を 受け取らない ことと， その 家の 
裂け目を 修理し ない ことと に 同意した。 

9 さて， 祭司 エホ ヤ ダは ひとつの 大箱 
を 取り， その ふたに 穴を あけて， それを 
祭壇の 傍ら， 人が エホバの 家に 入る 際 
の 右側に 置いた。 祭司たち， つまり 入 

ぐち  まも  もの  （セ）  はこ 

口を 守る 者たち は， エホバの 家に 運ば 

く  かね (v) みな  い 

れて 来る 金を 皆 そこに 入れた。 10 そ 

お おばこ  たくさん  かね 

して， 大 箱の 中に 沢山の 金が あるのを 
見る や， 王の-記 官と 大祭司が 上って 
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来て ，それを 束ね， エホバの 家で 見いだ 
される 金を 計算した ので ある。 11 こ 
う して， 彼らは 数えて 分けられた 金を^ 
エホバの 家 [のために] 任じられた， エ 
事を する 者たち の 手に 渡した。 すると， 
彼らは それを エホバの 家で 働いて いる 
木の 細工 師や 建築 者たち， 12 および 
石工 や 石切り エ に， また エホバの 家の 
裂け目を 修理す るた めの 材木 や 切り石 
を 買うた め， また その 家を 修理す るた 
め それに 費され たす ベての ものの ため 
に 支払った。 

13 ただし， エホバの 家に 関しては， 
エホバの 家に 運ばれて 来る 金で， 銀の 
水盤， 明かり 消し， 鉢， ラッ パな ど， どん 
な 金の 器物 も 銀の 器物 も 造られな かっ 
た。 14 工事を する 者たち に 彼らは き 
まって それを 与え， 彼らは それで エホ 
パの 家を 修理した からで ある。 15 ま 
た， i 事を する 者たち に 与える ように 
金を その 手に 渡した 人々 との 勘 金を 求 
めなかった。 彼らが 忠実に 働いて い 
たからで ある。 16 罪科の 捧げ物と し 
ての 金と， 罪の 捧げ物と しての 金とは， 
エホバの 家に 運ばれなかった。 それで， 
それは 祭司たち の ものと なった。 

17 シリ アの王 ハ ザ エルが 上っ て 来 
て ガトと 戦い， これを 攻め 取った のは 
そのころ であって， その後， ハ ザ エル 
は エルサレムに 攻め上ろうと， その 顔 
を 向けた。 18 そこで， ユダの 王 エホ 
アシュ は， その 父祖で ある ユダの 王エ 
ホ シャフ ァ ト， エホ ラム， ア ハジ ヤが 
神聖な ものと して ささげた すべての 聖 
なる 捧げ物， および 自分の 聖 なる 捧げ 
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物， 並びに エホバの 家と 王の 家との 宝 
物 倉に 見いだ された すべての 金を 取っ 
X, それを シリアの 王 ハ ザ エルに 送っ 
た。 そこで 彼は エルサレムから 退いた。 

19 エホ アシュ の その他の 事績， 彼の 
行なった すべての ことは， ユダの 王た 
ちの 時代の 事績の 書に 記されて いるで 
はない か。 20 ところが， 彼の 僕たち 
は 立ち上がり， 共謀して 同盟を 結び， 
シラに 下る [道に ある] 堡の 家で エホ ア 
シュを 討ち 倒した。  21 ときに， 彼を 
討ち 倒した のは， その 僕で ある， シム 
アトの 子ヨザ カルと， ショ メルの 子エ 
ホ ザバ ドであった。 それで 彼は 死んだ。 
そこで 人々 は 彼を “ ダビデの 都市” に 
その 交祖 たちと 共に 葬った。 その子 ア 
マジ ヤが 彼に 代わって 治め はじめた。 

1 〇 ユダの 王ア ハジ ヤの 子エ ホア 

U シ：の 輩 二十 三 華に， ェヒ ぶの 

子 エホ アハズ は サマリアで イスラエル 
の 王と なって 十七 年間 [治めた]。 2 そ 
して 彼は エホバの 目に悪い ことを 行な 
い 続け， イスラエルに 罪を おかさせた 
ネバ トの 子ヤ ラべ アムの 罪を 追い求め 
て 歩んだ。 彼は それから 離れなかった。 
3 それで， エホバの 怒りが イスラエル 
に対して 燃えた ので， その 時代 中ず っ 
と [裡] は 彼らを シリ アの王 ハ ザ エルの 
手に， また ハ ザ エルの 子 ベン • ハダ ド 
の 手に 渡さ れ た。 

4 やがて， エホ アハズ が エホバの 顔 
を 和めた ので， エホバは これを 聴き 入 
れられ た。 イスラエル に対する 虐げを 
ご覧に なられた ので ある。 シリアの 王 
が 彼らを 虐げた ためで ある。  5 それ 
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ゆえ， エホバは イスラエルに ひとりの 
救い 手を 与えられ たので， 彼らは シリ 
アの 手の 下から 出て 来て， イスラエル 
の 子ら は 以前の ように 自分たち の 家に 
引き続き 住んだ。 6( ただし， イスラ 
エルに 罪を おかさせた， ヤ ラべ アムの 
家の 罪からは 離れなかった。 彼は その 
うちを 歩んだ。 聖木 さえ も サマリアに 
立って いた。）  7 シリアの 王が 彼ら 
を 脱穀の 際の 塵の ようにし ようと 彼ら 
を 滅ぼした ため， エホ アハズ には 騎手 
五十人， 兵 < 十台， 徒歩の 者たち 一万 
人の ほかは 民を だれも 残さなかった の 
である。 

8 エホ アハズ の その他の 事績， 彼の 
行なった すべての こと， および その 力 
強い ことは， イスラエルの 王たち の 時 
代の 事績の 書に 記されて いるでは ない 
か。 9 ついに エホ アハズ は その 父祖 
たちと 共に 横たわり， 人々 は 彼を サマ 
リアに 葬った。 その子 エホ アシュ が 彼 
に 代わって 治め はじめた。 

10 ユダの 王 エホ アシュ の 第三 十七 
年に， エホ アハズ の 子 エホ アシ ュがサ 
マリ アで イスラエルの 王と なって 十六 
年間 [治めた]。 11 そして， 彼は エホ 
バの 目に悪い ことを 行ない 続け/ •こ。 彼 
は， イスラエルに 罪を おかさせた ネバ 
卜の 子ヤ ラべ アムの すべての 罪を 離れ 
なかった。 彼は そのうちを 歩んだ。 

12 エホ アシュ の その他の 事績， 彼の 
行なった すべての こと， その 力強い こ 
と， [および] 彼が ユダの 王 アマ ジヤと 
戦った ことは， イスラエルの 王たち の 
時代の 事績の 書に 記されて いるでは な 
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いか。 13 ついに エホ アシュ は その 父 
祖 たちと 共に 横たわり， ヤ ラべ アムが 
その 王座に 座した。 一方， エホ アシュ 
は イスラエルの 王たち と共に サマリア 
に 葬られた。 

14 エリ シャ について いえば， 彼は 病 
気を 患い， そのために 死にそう にな っ 
ていた。 それで， イスラエルの 王 エホ 
アシュ は 彼のと ころに 下って 来て， そ 
の 顔の 上に 泣き 喪し， 「我が 父， 我が 
父， イスラエルの 戦車と その 騎手た 
ちよ！」 と 言いだ した。 15 すると エ 
リシ ャ は 彼に， 「弓と 矢を 取りな さ 
い」 と 言った。 それで 彼は 自分の ため 
に 弓と 矢を 取った。 16 次いで 彼は イ 
ス ラエルの 王に， 「弓に 手を 掛けな さ 
い」 と 言った。 そこで 彼が それに 手を 
掛ける と， その後， エリ シャは 自分の 
手を 王の 手の 上に 載せた。 17 それ か 
ら 彼は ； 「東に 向かって 窓を 開けな さ 
い」 と 言った。 それで 彼は それを 開け 
た。 ついに エリ シャ は， 「射なさい！」 
と 言った。 それで 彼は [矢を] 射た。 そ 
こで [エリ シャ] は 言った， 「エホバの 
救いの 矢， すなわち シリアに 対する 救 
いの 矢！ そして， あなたは 必ずや ア 
フェ クで シリ アを 徹底的に 討ち 倒す で 
あろう」。 

18 次いで 彼は 言った， 「矢を 取りな 
さい」。 そこで 彼は [矢] を 取った。 そ 
れ から 彼は イスラエルの 王に， 「地を 
打ちなさい」 と 言った。 それで， 彼は 
三回 打って やめた。 19 すると， [ま 
ことの] 裡の 人は 彼に 対して 憤慨した。 
ゆえに 彼は 言った， 「五 回 か 六 回 打つ 
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べきであった！ そうで あれば， あな 第13 章 た 。そして 彼の 母の 名は エホ アディ ン 
たは 確かに シリアを 徹底的に 討ち 倒し といって， エルサレムの 出であった。 
たであろう。 だが， 今や， あなたが シ 3 ところで， 彼は エホバの 目に 廉直な 

ど  17)  XEEI1  24：2  おこ  つづ  （ィ 1  ふそ 

リアを 討ち 倒す のは 三度であろう」。 ；}；^ ことを 行ない 続けた が， ただ その 父祖 

のち  し  ひとびと  /  (〇) 

20 その後， エリ シャは 死に， 人々 は 力 啓11:11 ダビデの ようではなかった 0 すべて そ 
彼を 葬った。 ときに， 年が 巡る ごとに， の 父 エホ アシュ が 行なった 通りに， 彼 
この 地に 決まって 入って 来る モア ブ人 は 行なった。 4 ただし， 高き 所 だけは 
の 略奪 隊が あった。 21 そして， 人々  S  なくならなかった。 民は なお も， 高き 
が ひとりの 人を 葬ろうと していた とこ コ ^$6:3  所で 犠牲を ささげたり， 犠牲の 煙を 立 
ろ， 何と， 彼らは 略奪 隊を 見た。 彼ら 1 1? ば 42 ち 上らせたり していた。 5 そして， 王 

まいそう じょ  v  tB  °'2A  こく  かれ  きょうこ 

はすぐ に その 人を エリ シャの 埋葬 所に 1〇：16 国が 彼の 手のう ちに 強固に なるや， 彼 
投げ入れて， 去って 行った。 その 人は  f へ149 盂 は 自分の 父で ある 王を 討ち 倒した 僕た 

ほね  ふ  ただ  い  詩 86:15  [キ）  （ク） 

エリ シャの 骨に 触れる と， 直ちに 生き  i サ: ぶ18 ちを 討ち 倒し はじめた ので ある。 6 け 

返り， 自分の 足で 立った。  セ^1 れ ども， その 討った 者の 子ら は 殺さな 

22 シリアの 王 ハ ザ エルは， エ ホア ソ ユく ぶ: かった。 エホバが 命じて お与えに なっ 
ハズの 時代 中 ずっと イスラエルを 虐げ  ぼた， モー セの 律法の 書に 記されて いる 

【ク）  タ モ n 13.19  い 

た。  23 それでも， エホバは アブ ラ ハ _ _ ところに よった ので ある。 こう 言われ 

M  (サ）  けいやく トン）  M  ちち 

ム， イサク， ヤコブとの 契約の ために 第14 章 ている。 「父は 子の ために 殺されて は 
彼らに 恵みを 示し， これを 憐れみ， これ ^；3?；2〇 ならず， 子 も 父の ために 殺されて はな 

かえり  ほろ  おとしい  じぶん  つみ  おのおの 

を 顧みられた。 彼らを 滅びに 陥れる こ - ら ない。 ただ， 自分の 罪の ために 各々 

とを 望まず， 今に 至る までみ 顔の 前 か 7M25:1 殺されるべき である」。 7 彼は，“ 塩 
ら これを 捨て去られなかった。 24 つ ィ^12 5:2 の 谷” で エドム 人， 一万 人を 討ち 倒し， 

し  1511 15:5 たたか  うば 

いに シリアの 王 ハ ザ エルは 死に， その X^；2J；28 戦いで セラを 奪った。 そして， その 名 
子 ベン •ハダ ドが 彼に 代わって 治めは 才^7 は ョクテ エルと 呼ばれて， 4 日に 至っ 
じめ た。  25 そこで， エホ アハズ の 子 ^  ^  ている 0 

エホ アシュ は， その 父 エホ アハズ の 手 1^20  8 アマ ジヤが イスラエルの 王 エヒウ 
から ハ ザ エルが 戦いで 取った 諸 都市を， 25；f の 子 エホ アハズ の 子 エホ アシュ に 使者 

__  ふたた  ク創 9:6  おく  き  たが 

その子 ベン •ハダ ドの 手から 再び取り  出2 i:i2  を 送って， 「さあ， 来なさい 。互いに 

かえ  ど かれ  う  たお  レビ 24:17  かお  あ  （ス）  い 

返した。 エホ アシュ は 三度 彼を 討ち 倒  e  35:33  顔を合わせよう ではない か」 と 言った 

もど  [夕 】  ケ代 n  25:4 

し， イスラエルの 諸 都市を 取り戻した。 コ_24:16  のは， そのころ であった。 9 そこで， 
1 A イスラエルの 王 エホ アハズ の 子 サ， 8:13  イスラエルの 王 エホ アシュ は ユダの 王 

I ZL  [チ） だい ねん  い 

* エホ アシュ の 第二 年に， ユダの , アマ ジヤに 人を やって 言った， 「レバ 

M  ^  f !  9q2i 1  ざっそぅ 

王 エホ アシュ の 子 アマ ジヤが 王と なっ ノンに ある とげの ある 雑草が， レバ ノ 
た。 2 彼は 治め はじめた とき， 二十 五  ン にある 杉に， 『どうか， あなたの 娘 

さい  ねんかん  箴 18:6  むすこ  つま  くだ 

歳で， エルサレムで 二十 九 年間 治め セ 裁 9:15  を わたしの 息子に 妻と して 下さい』 と 
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言い送った。 ところが， レバノン にい 
る 野の 野獣が 通り過ぎて， その とげの 
ある 雑草を 踏みに じった。 10 あなた 
は 紛れ もな く エドムを 討ち 倒し， あな 
たの 心は あなたを 高めた。 自分の 栄誉 
を 享受し， 自分の 家に とどまって いな 
さい。 それに， どうして 不利な 状態の 
下で 争いを 起こして， あなた も， あな 
たと 共に ユダ も 倒れな ければ な ら ない 
のか」。 11 それでも， アマ ジヤは 聴き 

い  W 

入れなかった。 

そこで， イスラエルの 王 エホ アシュ 
は 上って 来て， ふたりは， すなわち 彼 
と ユダの 王 アマ ジヤ は， ユダに 属する 
ベ ト • シヱ メシュで 互いに 顔を合わせ 
た。 12 そして ユダは イスラエルの 前 
に 撃ち破られ たので， 彼らは 各々 自分 
の 天幕に 逃げ去った。 13 そして， ア 
ハジ ヤの子 エホ アシュ の 子， ユダの 王 
アマ ジヤ を， イスラエルの 王 エホ アシュ 
はべ 卜 • シェ メシュで 捕らえた。 その 
後， 彼らは エルサレムに 来て， 彼は エル 
サ レムの 城壁に “ エフ ライムの 門” の 
ところで “ 隅の 門” に 至る まで， 四百 
キュ ビト にわ たって 破れ 口を 作った。 
14 そして， 彼は エホバの 家と 王の 家 
の 宝物 倉と に 見いだ される すべての 金 
銀， およびす ベての 器物 類， それに 人 
質を 取り ，それから サマリアに 帰った。 

15 エホ アシュ の その他の 事績， 彼が 
行なった こと， その 力強い こと， およ 
び 彼が ユ ダの 王 アマ ジヤと 戦った こと 
は， イスラ エルの 王たち の 時代の 事績の 
書に 記されて いるでは ないか。 16 つ 
いに エホ アシュ は その 父祖たち と共に 


横たわり， イスラエルの 王たち と共に 
サマリアに 葬られ， その子 ヤ ラべ アム 
が 彼に 代わって 治めは じめ た。 

17 そして， ユダの 王 エホ アシュ の 子 
アマ ジヤは イスラエルの 王 エホ アハズ 
の 子 エホ アシュ の 死後， 十五 年間 生き 
長ら えた。 18 アマ ジヤの その他の 事 
績 は， ユダの 王たち の 時代の 事績の 書 
に 記されて いるでは ないか。 19 つい 

ひとびと  きょうぼう  かれ  たい 

に 人々 は エルサレムで 共謀して 彼に 対 
して 同盟を 結んだ ので， 彼は ラキシュ 
に 逃げて 行った が， 彼らは 人を やって 
ラキシュまで 彼を 追い かけさせ， そこ 
で 彼を 殺させた。 20 それで， 人々 は 
彼を 馬に 載せて 運び， 彼は エル サ レムで 
父祖たち と共に “ ダビデの 都市” に 葬 
られ た。 21 そこで ユダの 民は みな ア 
ザ リヤを 取り， 彼は 当時 十六 歳で あっ 
たが， これを その 父 アマ ジヤの 代わり 
に 王と した。 22 王が その 父祖たち と 
共に 横たわった 後， 彼が エラ トを 建て 
て， これを ユダに 復帰 させた。 

23 ユダの 王 エホ アシュ の子ア マジ 
ヤの第 十五 年に， イスラエルの 王 エホ 
アシュ の子ヤ ラべ アムは サマリアで 王 
となり， 四十 一年間 [治めた]。 24 そ 
して 彼は エホバの 目に悪い ことを 行な 
い 続けた。 彼は イスラエルに 罪を おか 
させた， ネバ トの 子ヤ ラべ アムの すべ 
ての 罪を 離れなかった。 25 イス ラエ 
ルの 境界を ハマ トに 入る ところから ア 
ラバの 海に 至る まで 回復した のは 彼で 
あった。 それは， イスラエルの 裡 エホ 
バ が， その 僕， ガト •へフ ヱ ルの 出身の 
預言 省， アミ タイの 子 ヨナを 通して 語 
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られた 言葉のと おりであった。 26 そ 
れは エホバが イスラエルの 非常に ひど 
い 悩みを ご覧に な られ たからで ある。 
k 力な 者 も 無用な 者 も おらず， また イ 
スラ エルの ための 助け手 もい なかった。 

27 けれども， エホバは イスラエルの 名 
を 天の下 か ら 消し 去らない ことを 約束 
して おられた。 それゆえ， エホ アシュ 
の子ヤ ラべ アムの 手に よって 彼らを 救 
われた ので ある。 

28 ヤ ラべ アムの その他の 事績， 彼が 
行なった すべての こと， その 力強い こ 
と， 彼が 戦った こと， また ダマスカス 
と ハマ トを イスラエルの ユダに 復帰 さ 
せた ことは， イスラエルの 王たち の 時 
代の 事績の 書に 記されて いるでは ない 
か。 29 ついに ヤ ラべ アムは その 父祖 
たちと 共に， イスラエルの 王たち と 共 
に 横たわり， その子 ゼ カリ ヤが 彼に 代 
わって 治め はじめた。 

イスラエルの 王ヤ ラべ アムの 第 
二十 七 年に， ユダの 王 アマ ジヤ 
の 子アザ リヤが 王と なった。 2 彼は 治 
め はじめた とき， 十六 歳で， エルサレム 
で 五十二 年間 治めた。 そして 彼の 母の 
名は エコ ルヤ といって， エルサレムの 
出であった。 3 そして 彼は エホバの 目 
に 廉直な ことを 行ない 続けた。 すべて 
その 父ア マジ ヤが 行な った 通りで あっ 
た。 4 ただし， 高き 所 だけは なくなら 
なかった。 民は なお も， 高き 所で 犠牲 
を ささげたり， 犠牲の 煙を 立ち上らせ 
たり していた。  5 ついに エホバは 王 
に 災厄を 下された ので， 彼は その 死ぬ 
日まで らい 病人の ままで， 務めを 免除 
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されて その 家に 住んで いた。 一方， 王 
の子ヨ タムが 家を つかさどって， この 
地の 民を 裁いて いた。 6 アザ リヤの 
その他の 事績， およ び 無が 行 なった す 
ベての ことは， ユダの 王たち の 時代の 
事績の 書に 記されて いるでは ないか。 
7 ついに アザ リヤは その 父祖たち と 共 
に 横たわり， 人々 は 彼を “ ダビデの 都 
市” に 父祖たち と共に 葬った。 その子 
ョ タムが 彼に 代わって 治めは じめ た。 

8 ユダの 王アザ リヤの 第三 十八 年 
に， ヤ ラべ アムの 子ゼ カリヤが サマリ 
アで六 か 月間 イスラエルの 王と なっ 
た。 9 そして， 彼は その 父祖たち が 行 
なった ように， エホバの 目に悪い こと 
を 行ない 続けた。 彼は イスラエルに 罪 
を おかさせた， ネバ トの 子ヤ ラべ アム 
の 罪を 離れなかった。 10 そこで， ヤ 
ベ シュの 子シャ ルムが 彼に 対 して 陰謀 
を 企て， イブ レ アムで 彼を 討ち 倒し， 
これを 殺して， 彼に 代わって 治めは じ 
めた。 11 ゼ カリヤの その他の 事績は， 
まさしく イスラエルの 王たち の 時代の 
事績の 書に 記されて いる。 12 それは 
かつて エヒウ に， 「子ら が 四 代まで， 
あなたの ために イスラエルの 王座に 座 

い  はな  （チ） 

るであろう」 と 言って 話された， エホ 
バの 言葉であった。 そして その 通りに 

(f) 

なった。 

13 ヤべシ ュの子 シャルムは， ユダ 
の 王 ウジ ヤの 第三 十九 年に 王と なっ 
て， サマリアで 太陰の 満 一か月 間 治め 
た。 14 ときに， ガ ディの 子 メナヘム 
が ティル ツァ から 上って， サマリアに 
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来て， サマリアで ヤべシ ュの子 シャル 
ムを 討ち 倒し， これを 殺して， 彼に 代 
わって 治め はじめた。 15 シャルムの 
その他の 事績， および 彼の 企てた 陰謀 
は， まさしく イスラエルの 王たち の 時 
代の 事績の 書に 記されて いる。 16  メ 
ナ ヘムが ティ ルツ ァ から 出て [行って] 
ティ フサ ハと， その 中に いたす ベての 
者， および その 領地を 討った のは， そ 
のころ であった。 それが 開かなかった 
ので， 彼は これを 討った ので ある。 そ 

のす ベての 妊婦たち を， 彼は 切り裂 

:ゥ） 

いた。 

17 ユダの 王アザ リヤの 第三 十九 年 
に， ガ ディの 子 メナヘムは イスラエル 
の 王と なって 十 年間 サマリアで [治め 
た]。 18 そ して， 彼は エホバの 目 に 悪 
いこと を 行ない 続けた。 彼は その 一生 
の 間， イスラエルに 罪を おかさせた， ネ 
パトの 子ヤ ラべ アムの すべての 罪を 離 
れ なかった。 19 アッシリアの 王 プル 
はこの 地に 入った。 そこで メナヘムは 
銀 一千 タラントを プルに 与えた。 それ 
は [プル] の 手が 彼と 共に あって， 王国 
を自 分の 手の うちに 強める ためで あっ 
た。 20 それで メナヘムは イスラエル 
の 費用で， すなわち すべての 勇敢な 力 
の ある 者たち の 費用で， 各人に つき 銀 
五十 シェ ケルを アッ シリアの 王に 与え 
るた めに 銀を 出した。 そこで アッ シリ 
アの 王は 引き返し， そこに， その 地に 
はと どまらなかった。  21 メナヘムの 
その他の 事績， および 彼が 行なった す 
ベての ことは， イスラエルの 王たち の 
時代の 事績の 書に 記されて いるでは な 
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いか。 22 ついに メナヘムは その 父祖 
たちと 共に 横たわり， その子べ カフ ヤ 
が 彼に 代わって 治めは じめ た。 

23 ユダの 王アザ リヤの 第五 十 年に， 
メ ナ ヘムの 子べ カフ ヤは サマリアで 
イスラエルの 王と なって 二 年間 [治め 
た]。  24 そ して 彼は エホバの 目 に 悪 
いこと を 行ない 続けた。 彼は イス ラエ 
ルに 罪を おかさせた， ネバ トの 子ヤラ 
ベ アムの 罪を 離れなかった。 25 とき 
に， 彼の 副官で ある， レ マルヤの 子べ 力 
ハは 彼に 対して 陰謀を 企て， サマリア 
の 王の 家の 住ま L 、の 塔で 彼を アル ゴブ 
と アルエと 共に 討ち 倒した。 [ぺカ ハ] 
の もとには ギレアデの 子ら 五十人が い 
た。 それで [ぺカ ハ] は 彼を 殺し， 彼に 
代わって 治め はじめた 〇  26 ぺ カフ ヤ 
の その他の 事績， および 彼の 行なった 
すべての ことは， まさしく イスラエル 
の 王たち の 時代の 事績の 書に 記さ れて 
いる。 

27 ユダの 王アザ リヤの 第五 十二 年 
に， レ マルヤの 子ぺカ ハは サマリアで 
イスラエルの 王と なっ て 二十 年間 [治 
めた]。  28 そして 彼は エホバの 目に 
悪い ことを 行ない 続けた。 彼は イスラ 
エルに 罪を おかさせた， ネ パトの 子ヤ 
ラべ アムの 罪を 離れなかった。 29 イ 
スラ エルの 王ぺカ ハの 時代に， アッシ 
リアの 王 ティ グラ ト •ピレ セルが 来て， 
イ ヨン， アベル •ベ ト •マア カ， ヤノ 
ア ハ， ケデシ ュ， ハツ ォル， ギレアデ， 
ガリラヤ， ナフタリの 全地を 取り， 人々 
をアッ シリアへ 流刑に 処 した。 30 つ 
いに エラの 子 ホ シェアは レ マルヤの 子 


第二 欄 


? 厶。 レツ 
第 15 章 


f ン 。ティ クラト • ピレ セル  642 

年間 治めた が， 彼は その 交祖 ダビデの 
ようには， 彼の 裡 エホバの 目に 正しい 
ことを 行なわなかった。 3 それで 彼は 
イスラエルの 王たち の 道に 歩む ように 
なり， エホバが イスラエルの 子ら の ゆ 
えに 追い払われた 諸国 民の 忌むべき こ 
とに ならって， 自分の 子に さえ 火の 中 
を 通らせた。 4 それに， 彼は 高き 所， 

おか  W  おしげ  した  W 

丘の 上， すべての 生い茂った 木の 下で 
犠牲を ささげたり， 犠牲の 煙を 立ち上 
ら せたり していた。 

5 シリアの 王 レツ ィンと イスラエル 
の 王 レ マルヤの 子ぺカ ハが 戦いで エル 
サ レムに 攻め上って 来て， アハズ を 包 
囲した のは， そのころ であった が， 彼ら 
は 戦う ことができなかった。 6 そのと 
き， シリアの 王 レツ ィンは エラトを エ 
ドムに 復帰 させ， その後 ユダヤ人を エ 
ラトから 一掃した。 こうして， エドム 
人が エラトに 入り， そこに 住み着いて 
今日に 至ってい る。 7 それで アハズ は 
使者を アッ シリアの 王 ティ グ ラト •ピ 
レ セルに 遣わして 言った， 「私は あな 
たの 僕で， あなたの 子です。 上って 来 
て， 私に 向かって 立ち上がって いる シ 
リアの 王の たなごころと， イスラエル 
の 王の たな ごころ から 私を 救って く だ 
さい」。  8 そこで， アハズ は エホバの 
家と 王の 家の 宝物 倉に 見いだ される 銀 
と金を 取り， アッシリアの 王に わいろ 
を 送った。 9 そこで アッシリアの 王は 
彼 [の 言う こと] を 聴き 入れ， アッ シリ 
アの 王は ダマスカスに 上って 行き， こ 


ソ王 I  15:18; 王！！ 14:14; 代  n  16:2; 夕代 n  19:7; チサ n  8:6; 
王 n  14:28; 代 n  28:5; イザ 7:6。 


列 王 第二 15:31—16:9  ヨて 

ぺカ ハに 対して 陰謀を たくらみ， 彼を 
討って， これを 殺し， ウジ ヤの 子ヨタ 
ムの 第二 十 年に 彼に 代わって 治めは じ 
めた。 31 ぺカ ハの その他の 事績， お 
よび 彼が 行なった すべての ことは， ま 
さ しく イスラエルの 王たち の 時代の 事 
績の 書に 記されて いる。 

32 イスラエルの 王 レ マルヤの 子ぺ力 
ハの 第二 年に， ユダの 王 ウジ ヤの 子ヨ 
タムが 王と なった。 33 彼は 治めは じ 
めた とき， 二十 五 歳で， エルサレムで 
十六 年間 治めた。 そして 彼の 母の 名は 
エルシ ャ といって， ザ ドク の 娘で あっ 
た。 34 そして， 彼は エホバの 目に 正 
しい ことを 行ない 続けた。 すべて その 
父 ウジ ヤが 行なった 通りに 行なった。 
35 ただし， 高き 所 だけは なくならな 
かった。 民は なお も， 高き 所で 犠牲を 
ささげたり， 犠牲の 煙を 立ち上らせた 
りして いた。 エホバの 家の 上の 門を 建 
てた のは 彼であった。 36 ヨ タムの そ 
の 他の 事績， 彼の 行なった ことは， ユ 
ダの 王たち の 時代の 事績の 書に 記され 
ている ではない か。  37 そのころ， エ 
ホバは シリアの 王 レ ツィ ンとレ マルヤ 
の 子ぺカ ハを ユダを 攻める よう 差し 向 
け 始められた。  38 ついに ヨ タムは そ 
の 父祖たち と共に 横たわり， その 父祖 
“ ダビデの 都 に 父祖たち と共に 葬 
f れた。 その子 アハズ が 彼に 代わって 
治めは じめ た。 

1 n レ マルヤの 子べ カ ハの 第 十七 年 

I  tl 

に， ユダの 王ヨ タムの 子 アハズ 
が 王と なった。 2 アハズ は 治めは じめ 
たと き， 二十歳で， エルサレムで 十六 
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れを 攻め 取り， その [民] を キルへ 流刑 
に処 し， また レツ ィンを 殺した。 

10 それから， アハズ 王は ダマス カ 
ス でアッ シリアの 王 ティ グラ ト •ピレ 
セルに 会うた めに 行き， ダマスカスに 
ある 祭壇を 見た。 そこで アハズ 王は そ 
の 祭壇の 略図と， そのす ベての 造りに 
関する ひな 型を 祭司 ウリ ヤに 送った。 
11 こうして， 祭司 ウリヤ は 祭壇を 築 
いた。 すべて アハズ 王が ダマスカス か 
ら 送った ものにしたがって， 祭司 ウリ 
ヤは その 通りに， アハズ 王が ダマス カ 
ス から 来る ときまでに それを 造った。 
12 王は ダマスカスから 来る と， 王は そ 
の 祭壇を 見た。 王は 祭壇に 近づき， そ 
の 上で 捧げ物を 供え はじめた。 13 さ 
ら に， 彼は その1 ft 燔の 捧げ物と 穀物の 
捧げ物の 煙を 立ち上らせ， 飲み物の 捧 
げ 物を 注ぎ， そして 彼の ものである 共 
与の 犠牲の 血を その 祭壇の 上に 振り 掛 
けた。 14 そして， エホバの 前に あっ 
た 銅の 祭壇は， 今度は その 家の 前から， 
すなわち 彼の 祭壇と エホバの 家との 間 
から 近くに 持って来て， 彼の 祭壇の 北 
側に 置いた。 15 次いで アハズ 王は 彼 
に， すなわち 祭司 ウリヤ に 命じて 言っ 
た， 「朝の' 蠢潘の 捧げ物， また 夕方の 
穀物の 捧げ物， 王の 焼燔の 捧げ物と そ 
の 穀物の 捧げ物， すべての この 地の 民 
の 焼燔の 捧げ物と 穀物の 捧げ物と 飲み 
物の 捧げ物の 煙を こ の 大祭 壇の 上で 立 
ち 上らせなさい。 焼燔の 捧げ物の 血と 
犠牲の 血は すべて， その上に 振り掛け 
るべき である。 あの 銅の 祭壇は， わた 
しが 考慮す るた めの ものと なろう」。 
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16 こう して， 祭司 ウリヤ は， すべて 

めい  とお  M おこ 

アハズ 王が 命じた 通りに 行なう ことに 


した。 

17 その上， アハズ 王は 運び 台の 側 
壁を 切り裂き， それらの 台から 水盤を 
取り外し， 海を その 下に ある 銅の 雄牛 
から 下ろして， それを 石の 舗装の 上に 
置いた。 18 また， 人々 が この 家の 中 
に 造った， 安息日の ための 覆いの ある 
建造物と， 王の 外側の 入り 道を， 彼は 
アッ シリアの 王の ために エホバの 家 か 
ら S した。 

19 アハズ の その他の 事績， 彼が 行 
なった ことは， ユダの 王たち の 時代の 
事績の 書に 記されて いるでは ないか。 
20 ついに アハズ は その 父祖たち と 共 
に 横たわり， “ ダビデの 都市” に 父祖 
たちと 共に1 葬られた。 その子 ヒゼ キヤ 
が 彼に 代わって 治め はじめた。 


-i  m ユダの 王 アハズ の 第 十二 年に， 
丄/ エラの 子 ホ シヱ アが サマリアで 
イスラエルの 王と なっ て 九 年間 [治め 
た]。 2 けれども， 彼は エホバの 目に 
悪い ことを 行ない 続けた。 ただ， 彼よ 
り も 前にいた イスラエルの 王たち のよ 
うではなかった。 3 彼のと ころに アッ 
シリ アの 王シャ ル マネ セルが 攻め上 っ 
て 来たので， ホ シェアは その 僕と なっ 
て， 彼に 貢ぎを 納め はじめた。 4 とこ 
ろが， アッシリアの 王は ホ シェアの 件 
で 陰謀を 見つけた。 それは 彼が エジプ 
卜の 王ソに 使者を遣わし， アッシリア 
の 王には 以前の 年々 のように 貢ぎを 運 


のぼ 

び 上らなかった からで ある。 ゆえに， 


テ イザ 30:2; イザ 31:1。 
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イスラエルは 背教の ゆ； L に 流刑に 処 せられる 


土に 攻め上り 

ねんかん  ほうい  【イ) 

三年 間 これを 包囲した 


アッシリアの 王は 彼を 閉じ込め， 留置 
場に 縛って おいた。 

5 こうして アッシリアの 王は この 全 

y  卄  仍ぽ  き 

サマリアに 上って 来て， 
ホ シェア 

の篥九 早に， アッシリアの 王は サマリ 
アを 攻め 取り， イスラエルを アッ シリ 
アに 流刑に 処 し， 彼らを ハラ ハと， ゴ 
ザン 川の ほとりの ハ ボルと， メディア 
人の 諸 都市に 住ませた。 

7 それで， こう なった のは， イス 
ラエルの 子ら が， エジプトの 王 ファラ 
才の 手の 下から， エジプトの 地から 彼 
らを 連れ 上った， 彼らの# エホバに 対 
して 罪を おかし， 


かみがみ  おそ 

ほかの 神々 を 恐れる 


ようになり，  8 エホバが イスラエル 
の 子ら の 前から 追 L ヽ 払われた 諸国 民の 
法令 や， イスラエルの 王たち の 作った 
[法令] に したがっ て 歩み 続けた か らで 
ある。  9 イスラエルの 子ら は， 彼ら 
の裡 エホバに 向かって 正しくない 事を 
探る ようになり， 見張りの 者の 塔から 
b 備の 施された 都市に 至る まで， 彼ら 
のす ベての 都市に 自ら 高き 所を 築き 続 
けた。 10 また， 彼らは すべての 高い 
丘の 上 や， すべての 生い茂った 木の 下 
に 自分たち のために 聖柱 や聖 木を 立て 
k けた。 11 また， エホバが 彼らの ゆ 
えに 捕らえて 流刑に 処 した 諸国 民と 同 
様， そこ， すなわち すべての 高き 所で， 
彼らは 犠牲の 煙を 立ち上らせ， 悪い 事 
を 行なって は エホバを 怒らせた。 

12 こうして， 彼らは 糞 像に 仕え 続 
けた。 それにつ いて エホバは かつて 彼 
ら に， 「あなた 方は このような 事を し 


ては ならない」 と言われ たので ある。 
13 また， エホバは ご 自分の すべての 預 
言 4 [と] 幻を 見る 者 すべてを 通して， イ 

w  (才）  けいこく  つづ  [力）  い 

スラ エルと ユダに 警告し 続けて こう 言 
われた。 「あなた 方の 悪い 道から 立ち 
返り， わたしが あなた 方の 父祖たち に 
命じ， また わたしの 僕で ある 預言者た 
ちを 通して あなた 方に 伝えた すべての 
律法に したがって， わたしの おきて， わ 
たしの 法令を 守りなさい」。 14 それで 
も 彼らは 聴かず， かえって 自分たち の 
a エホバに 信仰を 働かせな かっ た 彼ら 
の 父祖たち のうな じの ように， 自分た 
ちのうな じを 固く し 続けた。 15 そし 
て 彼らは [裡] の 規定と， 彼らの 父祖た 
ちと 結ばれた その 契約と， それを もっ 
て 彼らに 警告され た その 論し とを 退け 
続け， またむな しい 偶像に 従って 行き， 

じ ぶん  （ツ） 

自分たち もむな しい ものと なり， その 
ように 行なって はならない と エホバが 
彼らに お命じに なった， 周囲に いる 諸 
国民に 倣う こと さえ [した]。 

16 また， 彼らは 自分たち の裡 エホバ 

(H  す 

のす ベての おきてを 捨てて， 自分たち 
のために 铸 物の 像， 二 頭の 子牛を 造り， 
聖 木を 造り， さらに 天の 全軍に 身を か 
がめ， バアルに 仕え はじめた。 17 ま 
た， 自分たち の 息子 や 娘たち に 火の 中 
を 通らせ， 占いを 行ない， 兆しを 求め， 
身を 売っ て エホバの 目 に 悪い こと を 行 
なって は， [®] を 怒らせた。 
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彼らのう ちで [人を] 殺す ものと なった。 
26 そこで 彼らは アッシリアの 王に 伝言 
して 言った， 「 あなたが 捕らえて 流刑 
に処 し， サマリアの 諸 都市に 住み着か 
せた 諸国の 民は， この 地の 神の 宗教を 
知りません ので， その!:®] は 彼らのう 
ちに ライオンを 送って います。 ご覧な 
さい， それは 彼らを 殺して います。 そ 
れ は， この 地の 独の 宗教を 知っている 
者が いないからで す」。 

27 そこで， アッシリアの 王は 命じて 
言った， 「あな た 方が そ こから 流刑に 
処 した 祭司の 一人を そこ に 行かせな さ 
い。 行かせて， そこに 住ませ， その 地 
の# の 宗教を 教えさせなさい」。 28 そ 
れ で， 彼らが サマリアから 流刑に 処し 
た 祭司の 一人が 来て， ベ テルに 住む よ 
うにな り， どのよう にして エホバを 恐 
れ るべき かにつ いて 彼らに 教える 者と 
なった。 

29 ところが, それぞれの 国民は， 銘々 
自分たち の 神を 造る 者と なって， それ 
を サマリ ア 人が 造っ た 高き 所の 家に 置 
き， それぞれの 国民は， 自分たち の 住 
んで いる 諸 都市で [そのよう にした]。 
30 そして バビロンの 人々 は， ス コト • 
ベ ノトを 造り， クトの 人々 は ネル ガル 
を 造り， ハ マトの 人々 は アシマを 造っ 
た。 31 アワ 人は, ニ ブハズ と タル タク 
を 造った。 セ ファ ルワ イム 人は セ ファ 
ルワ イムの 神々 ア ドラ メレクと アナ メ 
レク のために 自分たち の 子ら を 火で 焼 
くので あった。 32 また， 彼らは エホ 
パを 恐れる 者と なり， 自分たち のた め 
に 一般の 民から 高き 所の 祭司たち を 任 


18 それゆえ， エホバは イスラエルに 

•して 大いにい きり 立ち， 彼らを み 前 
から 除かれた。 ただ ユダの 部族の ほか 
はだれ も 残されなかった。 

19 ユダ さえ も， 彼らの 迚 エホバの 
おきてを 守らず， イスラエルの 作った 
法令に したが って 歩む ようになった。 
20 それゆえ， エホバは イスラエル のす 
ベての 胤を 退け， 彼らを 苦しめ， 略奪 
者たち の 手に 渡して， ついに 彼らを ご 
自分の 前から 捨て去られた。 21 それ 
は， [裡] が イスラエルを ダビデの 家 か 
ら 裂き 取られ， 人々 はネ パトの 子ヤラ 
ベ アムを 王と したから である。 次いで 
ヤ ラべ アムは イスラエルを エホバに 従 
うこと から 引き b し， 彼らに 大 いなる 
h を おかさせた。  22 そして イス ラエ 
ルの 子ら は， ヤ ラべ アムの 行なった す 
ベての 罪に したがって 歩む ようにな っ 
た。 彼らは それを 離れず， 23 ついに 
エホバは， その 僕で あるす ベての 預言者 
を 通して 話された 通り， イスラエルを 
み 前から 除かれた。 こうして， イスラ 
エルは 自分の 土地を 去って アッ シリア 
に 流刑の 身と なり， 今日に 至ってい る。 

24 その後， アッシリアの 王は バビロ 
ン， クタ， アワ ，ハ マト および セ ファ 
ルワ イムから [人々 を] 連れて来て， イ 
スラ エルの 子ら の 代わりに サマリアの 
諸 都市に 住ませた。 それで 彼らは サマ 
リアを 手に入れ， その 諸 都市に 住む よ 
うに なった。 25 けれども， 彼らは そ 
こに 住み 始めた ころ， エホバを 恐れな 
かった ので ある。 それゆえ， エホバは 
彼らのう ちに ライオンを 送り， それは 
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エホバ 神を 恐れるべき。 ヒゼ キヤの 良い 支配 


じ， それらの 者は 彼らの ために 高き 所の 
家で 職務を 行なう 者と なった。 33 彼 
らは エホバを 恐れる 者と なった ものの， 
人々 が 彼らを その 中から 流刑に 処 した 
諸国 民の 宗教に したがって， 自分たち 
の 神々 を 崇拝す る 者と なって いた。 

こんにち  いた  かれ  じ ぶん 

34 今日に 至る まで， 彼らは 自分たち 
の 以前の 宗教に したがって 行なって い 
る。 エホバを 恐れる 者， その‘ 法令 や 司 
法 上の 定め， および エホバが その 名を 

[キ）  [ク）  めい 

イスラエルと した ヤコブの 子ら に 命じ 
られた 律法 やおき てに したがって 行な 
う 者は いなかった。 35 かつて， エホ 
バは 彼らと 契約を 結び， 彼らに 命じて 

い  がた  かみがみ 

言われた， 「あなた 方は ほかの 神々 を 

おそ  （シ）  み 

恐れて はならない。 また， これに 身を 
かがめても， これに 仕えても， これに 
犠牲を ささげても ならない。 36 ただ， 
大 いなる 力と 差し伸べた 腕と を もって， 
あなた 方を エジプトの 地から 連れ 上っ 
た エホバ こそ， あなた 方が 恐れるべき 
[裡] であり， これに 身をかがめ， これ 
に 犠牲を ささげるべき である。  37 ま 
た， この [进] が あなた 方の ために 書き 

しる  [ツ） きてい (テ）  しほう じょう  さ だ [H  りっぽう 

記した 規定と， 司法 上の 定めと， 律法 
と， おきてを 常に 必ず 行なうべき であ 

[ナ）  かみがみ  おそ 

る。 あなた 方は ほかの 神々 を 恐れて は 
ならない。  38 また， わたしが あなた 
方と 結んだ 契約を 忘れて はならない。 

かみがみ  おそ 

あなた 方は ほ かの 神 々を 恐れて はなら 
ない。 39 ただ， あなた 方の 神 エホバ 
を 恐れるべき である。 この 方 こそ， す 
ベての 敵の 手から あなた 方を 救い出す 
[裡] だからで ある」。 

40 それでも， 彼らは 従わず， かえって 


第 17 章 

ア王 n 17：41 
イザ 29:13 
イ王 n 17:24 
ウ ルカ 16:13 

コ n  6:16 

エイ ザ 44:8 

コ  I  10:20 

才王 n 17:25 


申 8:11 
王 n  17:13 
キ創 32:28 
創 35:10 
イザ 48:1 
ク創 28:14 
創 46:2 
ヶ申 1:5 
コ申 6:2 
サ出 19:5 
出 24:7 


穿 34:9 
I  8:13 
导 95:6 
!r  96:9 


k イザ 42:8 
/ ネへ 9:27 


第: 

二 欄 

ア丰 

4:28 

王 n 

17:34 

ィ 3、 二 

エフ 

'  24:14 
r  4：2 

第 18 章 


代  n  31: 
詩 119: 


彼らの 以前の 宗教に したがって 行な っ 
ていた。 41 こうして， これら 諸国の 
民は エホバを 恐れる 者と なった が， 彼 
らが 仕えて いたのは， _ 分たち の 彫像 
であった。 その子ら も， _ たち も 共に， 
その 父祖たち が 行なった 通りに， 今日 
に 至る まで 行な っ ている。 

そして， イスラエルの 王 エラの 
子 ホ シヱ アの 第三 年に， ユダの 
王 アハズ の 子ヒゼ キヤが 王と なった の 

かれ  おき 

である。 
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彼は 治め はじめた とき， 
二十 五 歳で， エルサレムで 二十 九 年間 
治めた。 そして， 彼の 母の 名は アビと 

I 力) むすめ 

いって， ゼ カリヤの 娘であった。 3 そ 
して， 彼は すべて その 父祖 ダビデが 行 

とお  W 

なった 通りに， エホバの 目に 正しい こ 
とを 行ない 続けた。 4 高き 所を 除き， 

せいちゅう (コ} こなごな  くだ  せいぼく  (サ ） き  たお 

聖柱 を 粉々 に 砕き， 聖 木を 切り倒し， 
モー セの 造っ た 銅の 蛇を 粉々 に 打ち砕 
いたのは， 彼であった。 そのころ まで 
イスラエルの 子ら は 引き続き その [蛇] 
のために 犠牲の 煙 を 立ち上らせ ていた 
ので ある。 それは 蛇の 銅像と 呼ばれて 
いた。  5 彼は イスラエルの 拽 エホバ 
に 信頼した。 ユダの すべての 王たち の 
中で， 彼の 後には， 彼よりも 前にいた 
者たち [の 中に] さえ， 彼のよう な 者は 

(ッ）  かれ 

ひとり もい なかった。 6 そして， 彼は 

つ  したが  [テ）  かた 

エホバに 付き従って いた。 彼は この 方 
に 従う のを やめず， エホバが モー セに 
命じられた その おきてを 守り 続けた。 

かれ  とも  m  • 

7 そして， エホバは 彼と 共に おられた。 


ケ レビ 26:30; 民 33:52; 王 I  3:2; 王 n  14:4; 詩 78:58; コ申 
7:5; 代 n  31:1; サ申 12:3; シ民 21:9; ス民 21:8; セ箴 
15:8; ソコ I  8:4; 夕代 K  16:9; 代 n  32:7; 詩 91:2; エレ 17: 
7; チ 代 n  15:17; 代 n  20:33; ツ王 n  19:15; テ 申 10:20; ヨ 
シ 23:8; 卜 王！！ 17:13; エレ 11:4; ナ代 n  15:2; 詩 46:11; 詩 
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代弁者を 遣わす  列 王 第二 18:8 — 21 

ン トと 金 三十 タラン トを ユダの 王ヒゼ 
キヤに 負わせた。 15 それゆえ， ヒゼ 
キヤは エホバの 家と 王の 家の 宝物 倉に 
見いだ される 銀を 全部 与えた。 16 そ 
のとき， ヒゼ キヤは エホバの 神殿の 
扉 と， ユダの 王ヒゼ キヤが かぶせた 戸 
柱を 切り離し， これを アッシリアの 王 
に 掌ぇ た。 

17 そこで アッシリアの 王は タル タ 
ン， ラブ サリ ス および ラブ シャケ を ラ 
キシュから 大軍 と共に エルサレムの 
ヒゼ キヤ 王のと ころに 送った。 彼らが 
上って， エルサレムに 来る ためで あっ 
た。 そこで， 彼らは 上って 来て， 洗濯 
人の 野の 街道の 傍らに ある， 上の 池の 
水道の そばに 立ち止まった。 18 そし 
て 彼らは 王に 呼ばわり はじめた が， 家 
の 者たち を つかさどる， ヒル キヤの 子 
エリヤ キム， 書記官 シェ ブナ， および 
ア サフの 子で ある 記録 官ヨア ハが 彼ら 
の もとに 出て 行った。 

19 そこで ラブ シャケ は 彼らに 言っ 
た， 「どうか， ヒゼ キヤに 言って もら 
いたい， 『大王， アッシリアの 王は この 
よう に 言われた。 「お前が 信頼した こ 
の 確信は 何 か。 20 お前は 言った （た 
だし， それは 唇の 言葉 だが）， 『戦い 
のた めの 計り 事と 力強 さが ある』 と。 
今， お前は だれに 頼って， わたしに 背 
いたの か。 21 今や， 見よ， お前は こ 
の鏵 かれた* の M， ェジプ A こ綾っ 
ている が， これは， 人が 寄り掛かろう 
ものなら， 必ず そのたな ごころ に 食い 
込み， それを 刺し通す であろう。 エジ 

ト イザ 36:6; ェゼ 29:6; ナ イザ 30:2; イザ 31:1。 


647  セナ ケ リブは ユダに 侵入し， 

彼は どこへ 出て# っても， 慎重 に 行動 
する のであった。 こうして 彼は アッシ 
リ アの 王に 背き， これに 仕えなかった。 

8 フィリス ティア 人を ガザ， また その 
領地に 至る まで， 見張りの 者の 塔から 
防備の 施さ れた 都市に 至る ま で 打ち倒 
したのは， 彼であった。 

9 そして， ヒゼ キヤ 王の 第 四 年， すな 
わち イスラエルの 王 エラの 子 ホ シェア 
の 第 七 年には， アッシリアの 王 シャル 
マネ セルが サマリアに 攻め上って， こ 
れを 包囲し はじめた ので ある。 10 そ 
して， 彼らは 三年の 終わりに これを 攻 
め 取った。 ヒゼ キヤの 第 六 年， すな わ 
ち イスラ エルの 王 ホ シェ アの第 九 年に， 
サマリアは 攻め 取られた。 11 その後， 
アッ シリアの 王は イスラエルを 捕らえ 
て アッシリアに 流刑に 処 し， 彼らを ハ 
ラ ハと， ゴザ ン 川の ほとりの ハ ボルと， 
メディア 人の 諸 都市に 置いた。 12 こ 
れ は， 彼らが 自分たち の控 エホバの 声 
に 聴き 従わず， その 契約， すなわち エ 
ホ バの僕 モー セが 命じた すべての こと 
を 踏み越え たからで ある。 彼らは 聴き 
従う こと もせず， 実行 もしなかった。 

13 そして， ヒゼ キヤ 王の 第 十四 年に， 
アッ シリ アの王 セナ ケリ ブが ユダの 防 
備の 施さ れた すべての 都市に 攻め上 っ 
て， これを 奪い はじめた。 14 そこで 
ユダの 王ヒゼ キヤは ラキシュの アッシ 
リアの 王のと ころに 人を やって， 言っ 
た， 「私は 罪を おかしました。 私のと こ 
ろから 引き返して ください。 あなたが 
私に 課される ものは 何でも 負います」。 
そこで， アッシリアの 王は 銀 三百 タラ 
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ブトの 王 ファラオは， すべて 彼に 頼る 第18 章 あなたの 主 や， あなたに 対してで あろ 
者に とって そのよう になる ので ある。 7317:4 うか。 それは 城壁の 上に 座って いる 者 

-  ^  イ王 n  18：19 

22 それでも， もしお 前たち がわた し ゥ代 ns2:8 たちに 対してでは ないか 0 彼らが あな 
に， 『我々 が 頼って いるのは， 我々 の#  た 方と 共に 自分の 糞を 食らい， 自分の 

(ゥ）  ぃ  な} ヮ にょぅの  ^ 

エホバで ある』 と言うので あれば， そ 32:12 尿を 飲む ようになる ためでは ないか」。 
の [初は， ヒゼ キヤが その 高き 所と 祭 二1 ぱ  28 こうして， ラブ シャケ は 立った ま 

壇と を 取り除いて しまい， ユダと エル キイ ザ36:8 ま， ユダヤ人の 言 ft で 大声で 呼ばわり 
サ レムに 向かって， 『あなた 方は エル イザ 他!3 つづけ， さらに 話して 言った， 「大王， 
サ レムで この 祭壇の 前で 身をかがめる アッシリアの 王の 言葉を 聞け。 29 王 

[力）  ，の  -I 甲 1 / : 丄 b  ^ 

べきで ある』 と言う， その 者の ことで  ^  36:5 はこの ように 言われた。 『ヒゼ キヤが 
はない か」』。 23 それで 今， どうか， 我 サイ ザ10:8 お前たち を 欺く ことがあって はなら な 

しゅ  シ王 D 19:6  かれ  すく 

が 主， アッシリアの 王と かけを しても  19:22 い。 彼は お前たち を わたしの 手から 救 

(キ）  うまとう  ス王 D 18:18  (才） 

らいたい 0 わたしは あなたに 馬 二 千 頭 イザ22 :2〇 い 出す ことは できない からだ。  30 ま 
を 与えて， あなたが 乗り手を それに 乗 =  =  == た， ヒゼ キヤが， 「必ず エホバは わた 
せられる かどう かを [見よう]。 24 そ 夕， ，巧 したち を 救い出して くださり， この 都 

へいしゃ [ヶ） きしゅ [コ）  行 36:2 し  わた 

れで ，あなたは， 兵車と 騎手の ことで エ チェ ズ 4:7  市は アッシ リアの 王の 手に 渡される こ 
ジプ トに 頼って いながら， どうして 我 ッネへ 13:24 とはない」 と 言って， お前たち を エホ 
が r の も* とも 小さぃ1 #ので又 でぁる 鷀 ^ パに 長り 籟 ませる ことがぁって はなら 
の 顔を 引き返させる ことができ ようか。 ない。 31 ヒゼ キヤ [の 言う こと] を 聴 
25 今， エホバからの 認可な しに， わた 7Jn26：25 いては ならない。 アッシリアの 王は こ 

ばしょ  せ  のぼ  ほろ  エゼ 4:15 

しは この 場所に 攻め上って， これを 滅 イ代 n32:ll のように 言われた からだ 0  「わたしに 
びに 陥れようと している のであろう か。 ゥ代 n32:18 降伏し， わたしの もとに 出て 来て， 各々 
エホバ ご 自身が わたしに， 『この 地に ご^ 自分の ぶどうの 木から， 各々 自分の い 
攻め上れ。 あなたは それを 滅びに 陥れ 才 ちじくの 木から 食べ， 各々 自分の 水 溜 

5 冗  の1 コ1  き 

なければ ならない』 と言われ たの だ」。 夕 _3:15 めの 水を 飲め。 32 やがて わたしは 来 
26 そこで， ヒル キヤの 子 エリヤ キ  %  て， お前たち を お前たち の 土地の よう 

(ス）  M  (v)  [夕 1  (サ） こくもつ あたら  しゅ 

ムと シヱ ブナと ヨア ハは ラブ シャケ に キ な 土地， 穀物と 新しい ぶどう酒の 土地， 
言った， 「どうか， 僕 どもと シリア 語 ク王 ni&i9 パンと ぶどう 園の 土地， 油の オリー ブ 
で 話して ください。 わたしたちは 聴く  の 木と 蜜の 土地に 実際に 連れて行く。 

ことができ ますから。 城壁の 上に いる ヶ_=  生き 続けて， 死なない ようにせ よ。 そ 
民の 聞こえる ところでは， わたしたち コイ ザ36: 16 れ で， ヒゼ キヤ [の 言う こと] を 聴い 
と ユダヤ人の 言語で 話さないで くださ ^1!  !7；23 ては ならない。 彼は， 『エホバが わた 
い」。  27 しかし ラブ シャケ は 彼らに '>ftI  16:3 したち を 救い出して くださる』 と言っ 
言った， 「わたしの 主が これらの 言葉 イザ36 :17 て， お前たち を 唆す からだ。 33 諸国 

かた  つか  セ箴 24:13  みん かみがみ いったい  おのおの 

を 語る よう， わたしを 遣わされ たのは， ソ王 nl8:29 民の 神々 は 一体， 各々 アッシリアの 王 
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の 手から 自分の S を 救い出 したで あろ 

うか。 34 ハマ ト や アルパドの 神々 は 

[才） 

どこに いるの か。 セ ファ ルワ イム， へ 
i および イワの 神々 は どこに いるの か。 
彼らは サマリアを わたしの 手から 救い 
出した だろう か。 35 これらの 地の す 
ベての 神々 のうち， だれが わたしの 手 
から 自分の 地を 救い出し たので， エホ 
バ がわた しの 手から エル サ レムを 救い 

i コ） 

出せる というの か」』」。 

36 だが， 民は 沈黙して おり， 彼に 一 
言 も 答えなかった。 王の 命令は， 「あ 
なた 方は 彼に 答えて はならない」 と 言 
う ものであった からで ある。  37 しか 
し， 家の 者たち を つかさどる， ヒルキ 
ヤの子 エリヤ キム， 書記官 シェ ブナ， 
および ア サフの 子で ある 記録 官ヨア ハ 
は， 衣を 引き裂いて ヒゼ キヤの もとに 
来て， ラブ シャケ の 言葉を 告げた。 

1 Q こうして， ヒゼ キヤ 王は [それ 

■  If  き  じぶん ころも 

At/ を] 聞く と， すぐに 自分の 衣を 
弓 ひ— テ1， を 續ぃ， ェホバの 
家に 入った。  2 さらに 彼は， 家の 者 
たちを つかさどる エリヤ キム， 書記官 
シェ ブナ， および 祭司の 年長者た ちに 
粗布を まとわせて， アモ 、) の 子， 預言者 
イザヤの もとに 遣わした。  3 そこで， 
彼らは [イザヤ] に 言った， 「ヒゼ キヤ 
はこの ように 言われました。 『この 日 
は 苦難と， 叱責と， 侮べ つに 満ちた 不 
遜の 日です。 子ら が胎の 口まで 来たの 
に， 産む 力がない からです。 4 恐ら 
く， あなたの 裡 エホバは ラブ シャケ の 
すべての 言葉を 聞かれる でしょう。 そ 
の 主， アッ シリアの 王が， 生ける# を 嘲 
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ア 王！！ 18:30 
イ イザ 36:18 
ウ民 13:21 
サ D  8:9 
王！！ 19:13 
エ エレ 49:23 
才 王！！ 17:24 
イザ 36:19 
カイ ザ 37:13 
キ 王！！ 19:13 
ク王 n 17:6 
王 n  17:23 
ケ王 n 19:17 
コ王 n 19:19 
代 n  32:15 
ヨブ 15:25 
詩 2:2 
イザ 36:20 
イザ 37:23 
サ詩 38:13 
詩 39:1 
伝 3:7 
シ箴 9:7 
蔵 26:4 
イザ 36:21 
テモ n  2:24 
ス詩 38:15 
セ 王 n 18:18 
ソ イザ 22:15 
タ イザ 36:3 
イザ 36:22 
チ 創 37:29 
王!！  22:11 
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ツ イザ 37:1 
テサ I  4:12 
王! 18:37 
エズ 9:3 
ヨブ 1:20 
卜 創 37:34 
王 I  21:27 
王 n  6:30 
エス 4:1 
詩 35:13 
イザ 22:12 
ナ 代！！  7:16 
詩 73:17 
二王  D  18:18 
ヌ イザ 37:2 
ネイ ザ 2:1 
ノ イザ 1:1 
ハサ D  22:7 
代 n  20:9 
ヨブ 5:19 
ホセ 5:15 
ヒ ヘプ 3:15 
フ 王！！ 18:32 
ネへ 4:4 
ヘイ ザ 26:17 
ホイ ザ 37:3 
マ 詩 65  :2 


第二 欄 

アサ I 17:45 
王！！ 18:35 
イ詩 74:22 
ウイ ザ 37:4 
エ代 n  32:20 
詩 50:15 
ヤコ 5:16 
オイ ザ 37:5 
カイ ザ 37:6 
キ王 n 18:17 
詩 74:18 


弄する ために 彼を 遣わした のです。 あ 
なた の裡 エホバは， ご 自分の 聞いた 言 
葉に 対して 彼に 実際に 責任を 問われる 
でしょう。 それで， あなたは 見いだ さ 
れる 残りの 者の ために 祈りを ささげな 
ければ なりません』」。 

5 それで， ヒゼ キヤ 王の 僕たちは イ 
サヤの もとに やって来た。  6 すると 
イザヤは 彼らに 言った， 「あな た 方は 
あなた 方の 主に このように 言うべき で 
す。 『エホバは このように 言われた。 
「アッ シリアの 王の 従者たち がわた し 
のこと を あしざまに 語った， あなたの 
聞いた その 言葉の ゆえに 恐れて はなら 
ない。 7 見よ， わたしは 彼のう ちに ひ 
とつの 霊を 置き， 彼は 必ず あるう わさ 
を 聞いて， 自分の 土地に 帰る。 わたし 
は 必ず 彼を _ 分の 土地で 剣に よっ て 倒 
れ させる であろう」』」。 

8 その後， ラブ シャケ は 帰って， アッ 
シリアの 王が リ ブナと 戦って いるのを 
見た。 彼は [王] が ラキシュから 引き 揚 
げた ことを 聞いた からであった。 9 彼 
は エチオピアの 王 ティ ル ハカに 関し 
て， 「見よ， 彼は あなたと 戦うた めに 
出て 来た」 と言うのを 聞いた。 それ ゆ 
え， 彼は 再び ヒゼ キヤに 使者たち を 遣 
わして こう 言った。 10 「お前たち は 
ユダの 王ヒゼ キヤに このように 言う ベ 
きで ある。 『お前が 信頼して いる お前 
の裡 が， 「エルサレムは アッ シリアの 
王の 手に 渡される ことは ない」 と言っ 
て， お前を 欺く ことがあって はなら な 

ク申 20:3; イザ 41:10; イザ 51:7; ケ ヨブ 4:9; イザ 37:7; 
コ ヨブ 15:21; 箴 21:1; オバ 1; サ代 n  32:21; イザ 37:38; 
シ王 D 18:17; ス ヨシ 10:29; 王 n  8:22; イザ 37:8; セ 王 n 18: 
14; ミカ 1:13; ソ王 II  18:17; 夕 代!！  32:2; チ イザ 37:10。 
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m  まえ 

い。 11 見よ， お前は， アッシリアの 
王たち がすべ ての 地を 滅びの ために さ 
さげて 行なった ことを 聞いた。 それで 

すく  [ゥ） 

も， お前が 救い出される というの か。 
12 わたしの 父祖たち が 滅びに 陥れた 


しょこく みん  かみがみ [エ I かれ  U 

諸国 民の 神 々は 彼ら， すなわち ゴザ ン， 
ハラン， レツ エフ， および テル •ア 


サルに いた エデンの 子ら を 救い出し 
たか。 13 ハ マトの 王， アルパドの 
憲， および セ ファ ルワ イム， へナ ，イ 


ワの諸 都市の 王一 それは どこに いる 
のか』」。 


14 そこで， ヒゼ キヤは 使者たち の 手 
から その 手紙を 受け取り， それを 読ん 


トン）  のち  いえ 

だ。 その後， ヒゼ キヤは エホバの 家に 


上って 行き， それを エホバの 前に 広げ 
た。 15 そして， ヒゼ キヤは エホバの 
前に 祈りは じめ て 言った， 「ケルプた 
ちの 上に 座して おられる， イスラエル 
の# エホバよ， ただ あなた だけが， 地の 
すべての 王国の [まことの] 拽 です。 あ 
なた が 天と地を 造られました。 16 ェ 


かたむ  き  （ナ ） 

ホ パよ， 耳を 傾けて， 聞いて ください。 


エホバよ， 目を 開いて， ご覧く ださい。 
生ける 拽を 嘲弄す るた めに 言って よこ 
した セナ ケリ ブの 言葉を お聞きく ださ 


い。 17 エホバよ， アッシリアの 王た 
ちが 諸国 民と その 地を 荒れ 廃れさせた 
のは 事実です。 18 そして， 彼らは そ 
の 神々 を 火に 投じました。 それらは 神 
ではなく， 人の 手の 作， 木 や 石だった 
からです。 ですから， 彼らは それを 滅 
ぼした のです。 19 それで 今， 私たち 
の迹 エホバよ， どうか， 彼の 手から 私 
たちを 救って ください。 地の すべての 
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王国が， エホバよ， あなた だけが 裡で 

し  (7) 

ある ことを 知る ためです」。 

20 そして， アモツ の 子 イザヤは ヒゼ 
キヤのと ころに 人を やって 言った， 「イ 

スラ エルの 拽 エホバは このように 言わ 

[イ） 

れ た。 『あなたが アッ シリアの 王 セナ 
ケリ ブに関 して わたしに した 祈りを， 
わたしは 聞いた。  21 これは エホバが 

かれ  む  かた  ことば 

彼に 向かって 語られた 言葉で ある。 
「シオンの 処女なる 娘は あなたを さ 
げすみ， 彼女は あなたを あざ 

ゎら  M 

うし  (4) 

あなたの 後ろで エルサレムの 娘 
は [その] 頭を 振った。 

22 あなたは だれを 嘲弄し， あしざま 

い  [コ） 

に 言った のか。 

そして， だれに 向か っ て 声を 上げ 

[サ） 

たの か。 

また， 目を 高い 所に 上げる のか。 

せい  かた 

それは イスラエルの 聖 なる 方に 
向かって だ！ 

23 あなたは 使者たち によって エホバ 
を 嘲弄した。 そして 言う， 

『おびただしい 戦車を 率いて， こ 

[夕） 

の わた しは 一 

わた しは 必ず 山地の 高い 所に 上る 
であろ ず。 

さいは  [ツ！ 

レバ ノ ンの 最果てに。 

そして， その 高く そびえる 杉， その 
えり 抜きの ねずの 木を 切り倒 
すであろう。 

また， わたしは その 最終の 宿り 

コ民 15:30; サ王 n 18:30; イザ 10:13; イザ 14:13; マタ 23: 
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ば  かじゅえん  しんりん  儀 

場， その 果樹園の 森林に 入る。 
24 わたしが 必ず 掘って， よその 水を 
嶔 み， 

わた しの 足の裏で エジプト のす 

ベての ナイルの 運河を 干上が 

[ィ 1 

らせ るであろう』。 

き  （ゥ 1  とお むかし 

25 あなたは 聞かなかった か。 遠い昔 
の 時代から， それが わた しの 行 

[ヱ） 

なう ことで ある。 

昔の 日から， わたしは それを 形造 
りさえ した。 

今， わたしは それを もたらす。 
そして， あなたは 防備の 施^ ■された 
都市を 荒廃 させて 廃虚の 山と 
する のに 役立つ であろう。 

26 そして， その 住民は 手の 弱々 しい も 

[ク） 

のとな り， 

た だ お びえ る ばかりで， 恥 じる よ 

M 

うになる。 

彼ら は 必ず 野の 草本 や柔 ら かい 青 
草の ように， 

ひがしかぜ まえ  が 

東風の 前の 立ち枯れの あるとき 
の， 屋根の 草 [のように] なる。 
27 そして， あなたが 静かに 座る の も， あ 
なた が 出て 行く の^) 入っ て 来る 

し  (t) 

の も， わたしは よく 知っている。 
また， あなたが わた しに 向かって 

ふる  (V) 

奮い立つ の も。 

28 あなたが わたしに 向かって 奮い立 
ち， あなたの わめき [声] か'， わ 
たしの 耳に 入った からだ。 
それで， わた しは 必ず あなたの 鼻 

かぎ  くちびる あいだ 

に鉤 を， あなたの 唇の 間にく 
つ わを 付 4， 

あなたが 来た その 道を 通って， 
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確かに あなた を 連れ戻す であ 

ろ る。 

29 「『そして， これが あなたに 対する 
しるしと なる であろう。 すなわち， 今 
年は こぼれ 種から 生えた ものを， 二 年 
目には 独りでに 芽を 出す 穀物を 食べる 
ことになる。 しかし 三年 目には， あな 
た 方は 種を まき， 别 り 取り， ぶどう 園 
を 設けて， その実を 食べよ。 30 そし 
て， ユダの 家の 逃れる 者たち， 残って い 
る 者たち は 必ず 下の 方に 根を 張り， 上 
の 方に 実を 産み出す であろう。 31 エ 
ルサ レムから 残りの 者が， 逃れる 者た 
ちが シオンの 山から 出て 行く からで あ 
る。 万軍の エホバの 熱心が これを 行な 
うので ある。 

32 「『それゆえに， エホバは アッ シリ 
アの 王に 関して このように 言われた。 
「彼は この 都市に 入る ことは ない。 ま 
た， そこで 矢を！^ る こと も， M をもっ 
てこれ に 立ち向か うこと も， これに 向 
かっ て 攻囲 塁壁を 盛り 上げる こと も 
ない。 33 彼は 自分が 来た 道を 通って 
帰って 行き， この 都市に 入る ことは な 
いと， エホバは お告げになる。  34 そ 
して， わたしは 自分の ため， また わた 
しの 僕 ダビデの ために 必ず この 都市を 
防御して， これを 救う であろう」』」。 

35 こうして， その 夜， エホバの 使 
いが 出て 行き， アッシリア 人の 陣営で 
十八 万 五 千 人を 討ち 倒した ので ある。 
人々 が 朝早く 起きて みると， 何と， 彼 
らは みな 死が いとなって いた。 36 そ 

テ 代 n  32:21; イザ 31:8; イザ 37:36; 卜 代 I 12:22; ナ出 12: 
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れ ゆえ， アッシリアの 王 セナ ケ リブは 
引き揚げて 行き， 帰って， ニネベに 住 
むように なった。 37 そして， 彼が そ 

〔エ）  （才）  いえ  み 

の 神 ニス ロクの 家で 身をかがめ ていた 
とき， その子， アド ラメ レクと シャル エ 
ツェルが 剣で 彼を 討ち 倒し， 彼ら 自身 
は アラ ラ A の 地へ 逃げた ので ある。 そ 
して， その子 エサ ル •ハドンが 彼に 代 
わって 治めは じめ た。 

そのころ， ヒゼ キヤは 病気に なっ 
て 死に かかって いた。 そこで， ア 
モツの 子， 預言者 イザヤが 彼のと ころ 
に 入って 来て， こう 言った。 「エホバ 
はこの ように 言われ ま した。 『あなた 
の 家の 者に 命令を 出せ。 あなたは 確か 
に 死に， 生きない からで ある』」。 2 そ 
こで 彼は 顔を 壁に 向け， エホバに 祈っ 
て， 言い はじめた，  3 「エホバよ， お 
願い 申し上げます。 どうか， 思い出し 

てくだ さぐ vm 僅 美の ぅちこ 望き 

こころ  （チ） まえ あゆ [ツ） 

心を もってみ 前に 歩み， あなたの 目に 
良い ことを 行ないました こと 4」。 こ 
う して， ヒゼ キヤは 激しく 泣き だした。 

4 そして， イザヤが まだ 中の 庭に 出 
て 行かない うちに， エホバの 言葉が 彼 

のぞ  （ナ） い  もど  い 

に 臨んで 言った，  5 「戻って 行って， 
あなたは わたしの 民の 指導者， ヒゼキ 
ヤ にこう 言わなければ ならない。 『あ 
なた の 父祖 ダ ビデの 裡 エホバは このよ 
うに 言われた。 「わたしは あなたの 祈 
りを 聞いた。 わたしは あなたの 涙を 見 
た。 見よ， わたしは あなたを いやす こ 
とに しよう。 三日 目には， あなたは エ 
ホバの 家に 上る であろう。 6 また， わ 
た しは あなたの 日数に 必ず 十五 年を 加 
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える であろう。 そして， アッシリアの 
王の たなごころから， あなたと この 都 
市を 救い出す であろう。 わたしは 自分 
のた め， また わたしの 僕 ダビデの ため 
この 都市を 防御す る」』」。 

7 次いで イザヤは 言った， 「あなた 
方は 押し固めた 干しい ちじくの 菓子 ひ 
とつを 取りなさい」。 そこで， 人々 は 

もの [エ）  お 

それを 取っ て はれ 物の 上に 置いた とこ 
ろ， その後， 彼は しだいに 回復した。 

8 —方， ヒゼ キヤは イザヤに 言っ 
た， 「エホバが わたしを いやして くだ 

かめ  いえ 

さり， わたしが 三日 目に エホバの 家に 
必ず 上って 行ける しる しは 何です か」。 
9 これに 対して イザヤは 言った， 「こ 
れカ ヾ， エホバは ご 自分の 語った 言葉を 
履行され ると いう， あなたの ための エ 
ホバ からの しるしです。 影は 実際， [階 
段を] 十 段 進む でしょう か。 あるいは， 
十 段 戻る で しょ うか」。 10 すると ヒ 
ゼ キヤは 言った， 「影が 十 段 伸びる の 
は 容易な ことです が， 影が 十 段 後に 戻 
るのは そうではありません」。 11 そ 

よ げん しゃ  よ 

こ で 預言者 イ サヤは エホバに 呼ばわり 
はじめた。 すると， [姓] は 下った 影を 
段の 上， すなわち アハズ の [階段の] 段 

じょじょ  あと  もど  【ヶ） 

の 上で， 徐 々に 十 段 後に 戻された。 

(コ） 

12 そのころ， バビロンの 王 バラ ダン 
の 子， ベロ ダク •バラ ダンは ヒゼ キヤ 
に 手紙と 贈り物を 送った。 ヒゼ キヤが 
病気だった ことを 聞いて いたから であ 
る。 13 そこで ヒゼ キヤは 彼ら [の 言 
うこと] を 聴き， 宝物 庫を ことごとく， 
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銀， 金， バルサム 油， 良質の 油， その 武 
器 庫， および その 財宝の 中に 見いだ さ 
れ るすべ てのものを 彼らに 見せた。 ヒ 
ゼ キヤが 自分の 家の 中， および その 全 
領土の 中で 彼らに 見せな かっ た 物は ひ 
とつ もなかった。 

14 その後， 預言者 イザヤが ヒゼ キヤ 
£ の もとに 入って 来て， こう 言った。 
「これらの 人々 は 何と 言い ま した か。 
どこから あなたの ところに やっ て 来た 
のです か」。 そこで ヒゼ キヤは 言った， 

「遠い 地から， バビロンから 彼らは 来 
ました」。 15 すると， 彼は さらに 言っ 
た， 「彼らは あなたの 家の 中で 何を 見 
ました か」。 これに 対して ヒゼ キヤは 
言った， 「わたしの 家の 中に ある もの 
をみ な 見ました。 わたしの 財宝の 中で 
わた しが 彼らに 見せなかった 物は ひと 
つもありません」。 

16 そこで， イザヤは ヒゼ キヤに 
言った， 「エホバの 言葉を 聞きなさい， 

17 『「見よ， 日が やって来て， あなた 
の 家の 中に ある もの， あなたの 父祖た 
ちが 今日に 至る まで 蓄えて きた ものが 
すべて， 実際に バビロンに 運ばれる で 
あろう。 何一つ 残されないで あろう」 

と， エホバは 言われた。 18 「また， あ 
なた から 出て 来て， あなたが その 父と 
なる， あなたの 子ら のうちの ある 者た 
ちは 連れて行かれ， バビロンの 王の 宮 

で 実際に 廷臣 となる であろう」』」。 

19 すると， ヒゼ キヤは イザヤに 言っ 
た， 「あな たが 語っ た エホ ノ 《の 言葉は 
結構です」。 そして 彼は さらに 言った， 
「そうではありません か。 もし， 平和と 


’ナセ  列 王 第二 20：14—21：7 

真実が わた しの 日の あいだ 続く のでし 
た ら」。 

20 ヒゼ キヤの その他の 事績， 彼の 力 
強さの すべて， および 彼が 池と 水道を 
造って， 都に 水を 引いた ことは， ユダの 
王たち の 時代の 事績の 書に 記されて い 
るでは ないか。  21 ついに ヒゼ キヤは 
その 父祖たち と共に 横たわり， その子 

[キ）  かれ  か  おさ 

マナ セが 彼に 代わって 治め はじめた。 
€%-i マナ セは 治め はじめた とき, 十二 
歳で， エルサレムで 五十 五 年間 治 
めた。 そして， 彼の 母の 名は へ フジ バ 
といった。 2 そして 彼は， エホバが イ 
スラ エルの 子ら の 前から 追 ^ ヽ 払われた 

しょこく みん  い  （ヶ） 

諸国 民の 忌むべき ことに ならって， エ 
ホバの 目に悪い ことを 行なった。 3 そ 
れで 彼は， その 父ヒゼ キヤが 打ち壊し 
た 高き 所を 再び 築き， イスラエルの 王 

[シ  1 

アハブ がした ように， バアルの ために 
祭壇を 立て， 聖 木を 造った。 そして， 天 

ぜんぐん (ス） み  （セ）  つか 

の 全軍に 身をかがめ， これに 仕えは じ 

(V)  かれ  いえ 

めた。 4 また， 彼は エホバの 家の 中に 
祭壇を 築いた が， その 家に 関して エホ 
バ はかつ て， 「エル サ レムに わた しの 
名を 置く」 と言われ たので ある。 5 さ 

かれ  いえ  なかにわ (ツ） 

ら に 被は エホバの 家の 二つの 中庭に 天 
の 全軍の ために 祭壇を 築いた。 6 そ 
して， 彼は 自分の 息子に 火の 中を 通ら 
せ， 魔 S を 行ない， 兆しを 求め， 霊媒 
や 出来事の to 業 的な 予告 者た ちを 任じ 
た。 彼は エホバの 目に悪い ことを 大規 
模に 行なって， [神] を 怒らせた。 

7 その上， 彼は 自分の 造った 聖 木の 
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彫刻 像を， エホバが かつて ダビデと 
その子 ソロモンに 次のように 言われた 
その 家の 中に 置いた。 「この 家に， ま 
た イス ラエルの 全部 族の うちから 選ん 
だ エルサレムに， わたしは 定めの ない 

とき  （ゥ） 

時まで も わたしの 名を 置く であろう。 
8 そして 彼らが， すべて わたしの 命じ 
たこと にしたがって， すなわち わたし 
の 僕 モー セが 彼らに 命じた すべての 律 
法に 関して， 注意 深く 行ない さえす る 
なら， わたしは 二度と， 彼らの 父祖た 
ちに 与えた 土地から イ スラ エルの 足を 
さまよわせないで あろう」。 9 けれど 
も 彼らは 聴き 入れず， かえって マナ セ 
は， エホバが イスラエルの 子ら の 前 か 
ら 滅ぼし 尽くされた 諸国 民に 勝って 悪 
いこと を 行なうよう 彼らを たぶらかし 
S けた。 

10 それで エホバは その 僕で ある 預 
言 者たち を 通して 語り 続け， こう 言わ 
れ た。 11 「ユダの 王 マナ セは これら 
の 忌むべき ことを 行なった ゆえに， 彼 
よりも 前にいた ア モリ 人の 行なった す 
ベての ことに 勝っ て 邪悪な こと を 行な 
い， さらに その 糞 像で ユダにまで 罪を 
おかさせた。 12 そのような 訳で， イ 
スラ エルの 拽 エホバは このよう に 言わ 
れ た。 『見よ， わたしは エルサレムと 
ユダに 災いを もたらす ことにする。 そ 
れ について だれかが 聞くなら， 両耳が 
鳴る であろう。 13 そして わたしは， 
サマリアに 使用され た 測り 綱と， アハ 
ブの 家に 使用され た 水準器と を エル サ 
レムの 上に 必ず 伸ばす であろう。 そし 
て， 人が 柄の ない 鉢を すっかり ぬぐい， 
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それを す っ かりぬ ぐって， ひっくり返 
すよう に， わたしは まさしく エル サレ 
ムを ぬぐい 去る であろう。 14 また， 
わた しは 本当に わた しの 相続 物の 残り 
の 者を 捨て去り， 彼らを その 敵の 手に 
渡し， 彼らは そのす ベての 敵に とって 
まさしく 強奪物と なり， 略奪 物と なる 
であろう。 15 それは， 彼らの 父祖た 
ちが エジプトを 出た 日から 今日に 至る 
まで， 彼らが わたしの 目に悪い ことを 
行ない， わたしを 絶えず 怒らせた から 
である』」。 

16 そして また， マナ セが エホバの 
目 に 悪 L ヽ ことを 行なって ユダに おかさ 
せた その 罪の ほかに， ついには エルザ 
レムを 端から 端まで 満たす ほど， 彼が 
お びた だ しく 流し‘ 罪のない [者の] 血 
が あった。 17 マナ セの その他の 事 
績， 彼が 行なった すべての こと， およ 
び 彼の おかした 罪は， ユダの 王たち の 
時代の 事績の 書に 記されて いるでは な 
いか。 18 ついに マナ セは その 父祖た 
ちと 共に 横たわり， その 家の 園， ウサ 
の 園に 葬られた。 その子 アモンが 彼に 
代わって 治め はじめた。 

19 アモンは 治め はじめた とき， 二十 二 
歳で， エルサレムで 二 年間 治めた。 そ 
して 彼の 母の 名は メシュ レメ トと いっ 
て， ヨ トバ 出身の ハ ルツの 娘であった。 
20 そして， 彼は その 父 マナ セが 行な っ 
たように， エホバの 目に悪い ことを 行 
ない 続けた。 21 そして 彼は その 父の 
歩んだ すべての 道に 歩み 続け， その 父 
が 仕えた 糞 像に 絶えず 仕え， これに 身 
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を かがめた。 22 こうして， 彼は その 父 
祖 たちの® エホバを 捨てて， エホバの 

みち  あゆ  （ィ） 

道に 歩まなかった。  23 ついに アモン 
の 僕たちは 彼に 対して 陰謀を 企て， 王 
を その 家で 殺した。  24 しかし， この 
地の 民は アモン 王に 対して 陰謀を 企て 
た 者たち をみ な 討ち 倒した。 それから， 
この 地の 民は その子 ヨシヤを 彼の 代わ 
りに 王と した。  25 アモンの その他の 
事績， 彼が 行な っ たことは， ユ ダの 王た 
ちの 時代の 事績の 書に 記されて いるで 
はない か。 26 それで， 人々 は 彼を ウ 
ザの 園に ある 彼の 墓に 葬った。 その子 
ヨシヤが 彼に 代わって 治め はじめた。 

ヨシヤは 治め はじめた とき， ノ V 

歳で， エルサレムで 三十 一年間 
治めた。 そして， 彼の 母の 名は エディ 
ダと いって， ボ ツカ ト 出身の アダヤ の 
娘であった。 2 そして 彼は エホバの 
目に 正しい ことを 行ない， その 父祖 ダ 
ビデの すべての 道に 歩んで， 右に も 左 
にも それなかった。 

3 そして， ヨシヤ 王の 第 十八 年に， 王 
はメ シュラムの 子 アツ ァルヤ の 子で あ 
る 書記官 シャフ ァンを エホバの 家に 遣 
わして， こう 言った ので ある。 4 「大 
祭司 ヒル キヤの もとに 上って 行き， エ 
ホ パの 家に 運ばれて 来る 金， すなわち 
入口を 守る 者たち が 民から 集めた もの 
を 彼に 総計 させ，  5 また， 彼らに そ 
れを ，エホバの 家で 仕事を する 者たち， 
すなわち 任じられた 者たち の 手に 渡さ 
せなさい。 彼らが それを， エホバの 家 
にいて 仕事を する 者たち に 渡して， そ 
の 家の 裂け目を 修理させる ため， 6 す 


なゎち 飪に潑 して]， 
材木 や 切り石を 買って 家を 修理させる 
ためで ある。 7 ただし， 彼らの 手に 渡 
される 金に ついては 彼らと 共に 勘定を 
しては ならない。 彼らは 忠実に 働い 
ている からで ある」。 

8 後に， 大祭司 ヒル キヤは 書記官 
シャフ ァンに， 「律法の _ を， わたし 
は エホバの 家で 見つけました」 と言っ 
た。 それで ヒル キヤが その 書物を シャ 
ファンに 渡す と， 彼は それを 読み だし 
た。  9 それから， 書記官 シャフ ァンは 
王の もとに 入って 行って， 王に 返答し 
て 言った， 「あなたの 僕たちは あの 家 
に 見いだ される 金を 出して， それを エ 
ホ パの 家で 仕事を する 者たち， すな わ 
ち 任じられた 者たち の 手に 渡して おり 
ます」。 10 そして 書記官 シャフ ァン 
はま た 王に 告げて 言った， 「祭司 ヒル 
キヤが 私に 渡した ひとつの 書物が あり 
ます」。 そして， シャフ ァンは 王の 前で 
それを 読み はじめた。 

11 そして， 王は 律法の 書の 言葉を 聞 
くや， 直ちに その 衣を 引き裂い たので 
ある。 12 それから， 王は 祭司 ヒルキ 
ヤ， シャフ アンの 子アヒ カム， ミ カヤ 
の 子アク ボル， 書記官 シャフ ァン， 王 
の僕ア サヤに 命じて 言った， 13 「行 っ 
て， この 見つかった 書物の 言葉に つい 
て， わたしの ため， 民の ため， ユダ 全 
体の ために エホバに 伺いなさい。 わた 
したち の 父祖が， すべて わたしたちに 
関して 記されて いると ころに したがっ 
て 行なわず， この 書物の 言葉に 聴き 従 
おうとは しなかった ために， わたした 


列 王 第二 22:14—23:4  ヨシヤに 対する 神の 言葉。 神殿は 清められる  656 


ち に 対 して 燃え立た さ れた エホバの k 
怒は 大きい からです」。 

14 そこで， 祭司 ヒル キヤ， アヒ カム， 
アク ボル， シャ ファ ン ，ア サヤは， ハル ハ 
スの子 ティ タワの 子で， 衣の 世話 係で 
ある シャルムの 妻， 女 預言者 フルダの 
もとに 行った。 そのと き， 彼女は エル 
サ レムで 第二 地区に 住んで いた。 こう 
して 彼らは 彼女に 話した。 15 すると， 
彼女は 彼らに 言った， 「イスラエルの 
控 エホバは このように 言われ ま した。 
『あなた 方を わたしの もとに 遣わした 
人に 言いなさい， 16 「エホバは このよ 
うに 言われた。 『見よ， わたしは この 
場所と その 住民の 上に 災いを， すな わ 
ち ユダの 王が 読んだ あの 書物の すべて 
の m 葉を もたらす ことにする。 17 そ 
れ は， 彼らが わたしを 捨て， 彼らの す 
ベての 手の 業で わた しを 怒らせようと 
して， ほかの 神々 のために 犠牲の 煙を 
立ち上らせ たためで ある。 わたしの 激 
怒は こ の 場所に 対 して 燃え立た さ れて 
おり， 消される ことは ない』」』。 18 た 
だし， エホバに 伺うた めに， あなた 方 
を 遣わして おられる ユダの 王に ついて 
は， あな た 方は 彼に このよう に 言わな け 
れば なりません。 『イスラエルの 拽エ 
ホバ はこの ように 言われ ま した。 「あ 
なた が 聞いた 言葉に 関しては， 19 あ 
な たの 心 が柔ら かで ，わたしが この 場 
所と その 住民に 向かって， [それが] 驚 
くべき ものと なり， 呪いと なると 語っ 
たのを 聞く と， あなたは エホバの ゆえ 
に へりくだり， 自分の 衣を 引き裂いて， 
わたしの 前に 泣き だした ので， この わ 
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たし もまた 聞いた」 と， エホバは お告 
げ になる。  20 「そのような 訳で， 見 
よ， わたしは あなたを あなたの 父祖た 
ちの もとに 集める ことにしよう。 あな 
たは 必ず 安らかに 自分の 墓地に 集めら 
れ， あなたの 目は， わたしが この 場所 
にもたら そうと している すべての 災い 
を 見ないで あろう」』」。 こうして 彼ら 
はこ の 返事を 王に 持ち帰った。 
ao そこで 王は 人を やり， 人々 はユ 
^ ダと ェルサレムの すべて ぷ雜 
者たち を 彼の もとに 寄せ集めた。 2 そ 
の 後， 王は エホバの 家に 上っ て 行った。 
そして また， ユダの 人々 も エルサレムの 
住民 も 皆， さらに ま た 祭司 も 預言者 も， 
小さい 者から 大きい 者まで すべての 民 
が， 彼と 共に [上って 行った]。 そして 
彼は， エホバの 家で 見つかった 契約の 
書の 晉 葉を みな 彼らの 聞こえる ところ 
で 読み はじめた。 3 そして， 王は 柱の 
傍らに ずっと 立って おり， 次に エホバ 
の 前に 契約を 結び， エホバに 従って 歩 
ん で， この 書物に 記されて いる この 契 
約の 晉 葉を 履行す る ことにより， 。心を 
つくし， 魂を つく して， その おきてと， 

あかし (ツ）  ほうれい (テ 1  まも  ちか 

証と， 法令と を 守る ことを [誓った]。 
そこで， 民 もみな 契約に 加わった。 

4 次いで， 王は 大祭司 ヒル キヤと 次 
席の 祭司たち， および 入口を 守る 者た 
ちに 命じて， バアル や 聖木や 天の 全軍 
のために 造られた 器具を こと ごとく エ 
ホバの 神殿から 達び 出させ‘。 それ か 
ら， 彼は エルサレムの 外， キデ ロンの 

チ 申 5:1; ツ申 4:45; 王 I  2:3; テ 申 8:11; 王 n 17:13; トヨ 
シ 24:24; 代  n  34:32; エレ 4:2; ナ王 n  22:4; 代  I  6:13; 二王 
n  12:9; ヌ王 n  21:7; ネ代 n  33:3; 代 n  34:4;  ノ代 n  34:33; 

ハ ヨハ 18:1〇 
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だんき ゅ#':，,  や  ちり  ；ァ1  .しょくどうが かたわ  いえ 

段丘で それを 焼き， その 麈 をべ テルに 第23 章 レクの 食堂の 傍らの エホバの 家に 入 
持って行った。 5 また 彼は， ユダの 王 711  ；2：2® ら せない ようにした。 また， 太陽の 兵 

しょと し  イ王 n  しゃ  や 

たちが 立てて， ユダの 諸 都市 や エルザ ゥ王 n2i:3  車を 火で 焼いた。 12 また， ユダの 王 
レムの 周辺の 高き 所で 犠牲の 煙を 立ち  ュレ8 :2  たちが 造っ た アハズ の 屋上 の 間の 屋根 

のぼ  いこく  さいし  エ裁 3:7  さいだん 

上らせた， 異国の 神の 祭司たち や， バア  »  21:7 の 上に あった 祭壇と， マナ セが エホバ 

【ィ）  たいよう  おうどうたい  せいざ  ぜん  才申 7:25  いえ  なかにわ  W 

ル や 太陽 や 月 や 黄道帯の 星座 や 天の 全 申9:2 1  の 家の 二つの 中庭に 造っ た 祭壇を 王は 
軍の ために 犠牲の 煙を 立ち上らせる 者 取り壊し， その後 それを そこで 打ち砕 
たちを 廃した。 6 その上， 彼は 聖 木を  き， その 塵を キデ ロンの 奔流の 谷に 投 

いえ  はず  テモ I 1:10  す  まえ 闭 

エホバの 家から エルサレムの 外れ， キ ュ ダ7  げ 捨てた。 13 また， エルサレムの 前， 

ほんりゅう  たに  はこ  り っ、、 ノ  01.17  は かい 

デ ロンの 奔流の 谷に 運び出し， それを 7 王 f15:22  “ 破壊の 山” の 右に あって， イスラエル 
キデ ロンの 奔流の 谷で 焼き， それを す ヶ |,2 ば の 王 ソロモンが シドン 人の 嫌悪すべき 
り 砕いて 塵に し， その 塵を 民の 子ら の コ もの アシュ トレ テと， モ アブの 嫌悪す 

まいそう じょ  な  す  (»)  かれ  V?) 

埋葬 所に 投げ捨てた。 7 さらに， 彼は サ こ、：29 べき もの ケ モシ ュ， および アン モンの 

いえ  しんでん だんしょう [キ）  と  t  ■  い  W 

エホバの 家に あった 神殿 男娼の 家を 取 ショ# ⑶8 子ら の 忌むべき もの ミル コムの ために 
り 壊した が， そこでは 女たち が聖 木の ^^7:31 築いた 高き 所を， 王は 礼拝の ために 用 
ための 天幕の 社を 織って いた。  "•レ19 :11 いられな くした。 14 また， 彼は 聖柱 

かれ  しょと し  セ 王 n 16:3  こなごな  くだ I コ I  せいぼく  き  たお 

8 それから， 彼は ユダの 諸 都市から 32:35 を 粉々 に 砕き， そして 聖 木を 切り倒し， 

さいし  ぜんぶ つき  ばしょ  ほねみ 

祭司たち を 全部 連れて来た。 それは ゲ ーー — その 場所を 人の 骨で 満たした。 15 そ 

(ク）  W  第 一 欄  ：サ）  さいだん 

バ からべ エル •シ エバまでの， 祭司た 1:9  れに また， ベ テルに あった 祭壇， イス 
ちが 犠牲の 煙を 立ち上らせた 高き 所を  Ju  55；2〇 ラエルに 罪を おかさせ/こ， ネ パトの 子 
礼拝の ために 用いられ なくす るた めで ィ^^ 16 ヤ ラべ アムの 造った 高き 所， すなわち 
あった。 また， 都市の 長ヨ シュアの 門 ；^13 その 祭壇 も 高き 所 も 取り壊した。 それ 
の 入口に あった 門の 高き 所を 取り壊し ヱヨくぱ から， 彼は 高き 所を 焼いた。 彼は [それ 

みやこ  さい  くだ  ちり  せいぼく 

た。 その 門は， 人が 都の 門に 入る 際， ォジ” を] すり 砕いて 塵に し， 聖 木を 焼いた。 

ひだりがわ  たか ところ さい  ^ 1，12  ふ  む 

左側に あった 0  9 ただし， 高き 所の 祭 力 王！ 山7  16 ヨシヤが 振り向く と， そこの 山の 
司たち は エルサレムの エホバの 祭壇に !!；33 中に ある 埋葬 所が 見えた。 そこで 彼は 
上る ことは しなかった が， その 兄弟た ク 5 レ21 ぽ13 人を やって その 埋葬 所から 骨を 取り， 

むこう ぼ  [サ）  た  さいだん  や  (fe)  れいはい 

ちの 中で 無 酵母 パンを 食べた。 10 そ ヶ M1:5 それを 祭壇の 上で 焼いた。 それを 礼拝 

かれ  ，像.':  たに  コ出 23:24  もち 

れに 彼は， ヒン ノムの 子ら の 谷に ある  , のために 用いられ なくす るた めで あっ 

M れいはい  もち  伽 34:3 

トフ エトを 礼拝の ために 用いられ なく サ王 II2:33 た。 [まことの] 裡の 人が かつて これら 
した。 だれも g 分の 息 字 や 娘を 火の 中 ^11  !45=3〇 の 事を ふれ 告げた が， 彼の ふれ 告げた エ 
を 通らせて モレ クに [ささげる] ことが 泛 f ホ パの 言葉のと おりであった。 17 そ 
ないように する ためであった。 11 さ 34：5 のとき， [ヨシヤ] は 言った， 「向こう 

かれ  たいよう  けん  V  13：2  はかいし  なに  し 

らに 彼は， ユダの 王たち が 太陽に 献じ 夕 民23: 19 に 見える 墓石は 何 か」 0 そこで， 市の 

うま  ぜんろう  ていしん  イサ 44： 2¢)  ひとびと  かれ  m 

た 馬を， 前廊 にある， 廷臣 ナ タン •メ チ 王 113:1 人々 は 彼に 言った， 「それは ユダから 
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心霊術を 一 彳市 する。 ネコは ヨシヤを 权す 


来て， ベ テルの 祭壇に 対して あなたが 
なさった これら の 事を ふれ 告げた [まこ 
との]® の 人の 埋葬 所です」。 18 それ 
で 彼は 言った， 「そのままに して おき 
なさい。 だれも その 骨を かき 乱して は 
ならない」。 それゆえ 人々 は 彼の 骨を， 
サマリ アか ら 来た 預言者の 骨と 一緒に 
構わないで おいた。 

19 そして また， イスラエルの 王たち 
が 築いて 怒りを 引き起こした， サマリ 
アの諸 者^ 市に あった 高き 所の 家 も 皆， 
ヨシヤは 取り除き， すべてべ テルで 行 
なっ た 通 りに， それら に 対 しても 行な っ 
た。  20 それゆえ， 彼は そこにいた 高 
き 所の 祭司たち をみ な 祭壇の 上で 犠牲 
として ささげ， その上で 人の 骨を 焼い 
た。 その後， 彼は エルサレムに 帰った。 

21 さて， 王は 民 全体に 命じて 言っ 
た， 「この 契約の 書に 記されて いる 通 
りに， あなた 方の 裡 エホバに 対して 過 
ぎ 越しを 執り行ない なさい」 0  22 イス 
ラエルを 裁いた 裁き 人の 時代 以来， ま 
た イスラエルの 王たち と ユダの 王たち 
のどの 時代に も， このような 過ぎ 逯し 
が 執り行な われた ことは な かった ので 
ある。 23 ただ， ヨシヤ 王の 第 十八 年 
に， この 過ぎ 越しが エルサレムで エホ 
パ' に対して 執り行な われた ので ある。 

24 そして また， 霊媒， 出来事の 職 


業 的な 予告 者 


テ ラフ イム， 糞 像， お 


よび ユダの 地と エルサレムに 現われた 
すべての 嫌悪すべき ものを ヨシヤは 一 
した。 それは， 祭司 ヒル キヤが エホ 
パの 家で 見つけた 書物に 記されて いる 
律法の 言葉を 実際に 履行す るた めで 


あった 〇  25 そして， 彼のよう に， 心 
をつ くし， 魂を つくし， 活力を つくし 
て， モー セの すべての 律法に したが っ 
て， エホバに 立ち返った 王は 彼の 先に 
はいなかった。 彼の 後に も 彼のよう な 
者は 起こ ら なかった。 

26 それ にもかかわらず， エホバは， 
マナ セが 彼らを 怒らせた すべての いら 
だた しい ことで， ユダに 対して 怒りが 
燃えた， その 太いなる 燃える 怒りから 

もと  もど  W 

元に 民ら れ なかった。 27 それに， エホ 
バは 言われた， 「わたしは イスラエルを 
除いた ように， ユダ もまた， わたしの 前 
から 除く であろう。 わたしが 選んだ こ 
の 都市， すなわち エルサレム も， 『わた 
しの 名が そこにと どまる』 と 言った そ 
の 家 も， わたしは 必ず 退ける であろう」。 

28 ヨシヤの その他の 事績， および 彼 
の 行なった すべての ことは， ユダの 王 
たちの 時代の 事績の 書に 記されて いる 
ではない か。 29 彼の 時代に， エジプ 
卜の 王 ファラオ. ネコが ユーフ ラ テス 
川の ほとりの アッ シリアの 王の もとに 
上って 来たので， ヨシ ヤ 王は 彼に 立ち 向 
かうた めに 出て 行った が， [ファラオ •ネ 
コ] は 彼を 見る や， メギドで これを 殺し 
た。 30 そこで， その 僕たちは 死んだ 
彼を 兵車に 乗せて メギドから k び， エ 
ルザ レムに 連れて来て， これを その 墓 

ほうむ  ち  たみ 

に 葬った。 それから， この 地の 民は ヨ 
シヤの 子 エホ アハズ を 選んで， これに 油 
を そそぎ， その 父の 代わりに 王と した。 
31 エホ アハズ は 治め はじめた とき， 
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二十 三 歳で， エルサレムで 三 か 月間 治 
めた。 そして， 彼の 母の 名は ハム タル 
といって， リ ブナ 出身の エレミヤの 娘 
であった。 32 ところで 彼は， すべて 
その 父祖たち が 行なった ように， エホ 
バの 目に悪い こと を 行な い はじめた。 

33 そして， ファラオ. ネコは 彼を ハ 
マトの 地の リブラで 監禁し， エル サレ 
ムで 治められない ようにし， それから 
この 地に 銀 百 タラント と金 ー タラント 
の 科料を 課した。 34 その上， ファラ 
オ • ネコは ヨシヤの 子 エリヤ キムを そ 
の 父 ヨシヤの 代わりに 王と し， 彼の 名 
をエ ホヤ キムと 改めた。 また， エ ホア 
ハズを 捕らえて， エジプトへ 連れて行 
き， そこで 彼は ついに 死んだ。 35 そ 
して， 銀と 金を エホ ヤ キムは ファラオ 
に 贈った 0 ただし， 彼は ファラオの 命 

れい  ち  ぜい 

令に よって 銀を 贈る ため， この 地に 税を 
課した。 彼は この 地の 民から， 各人の 
個々 の税 率に したがって 銀と 金を 取り 
立てて， それを ファラオ •ネコに 贈った。 

36 エ ホヤ キムは 治め はじめた とき， 

二十 五 歳で， エルサレムで 十一 年間 治 
めた。 そして， 彼の 母の 名は ゼ ビダと 
いって， ル マ 出身の ぺダヤ の 娘で あっ 
た。 37 そして 彼は， すべて その 父祖 

おこ  [夕） 

たちが 行なった ように， エホバの 目に 
悪い ことを 行ない 続けた。 

4>>1 彼の 時代に， バビロンの 王ネブ 
^ カ ドネ ザルが 上って 来たので， 

エ ホヤ キムは 三年 間 彼の 僕と なった。 
ところが， 彼は 翻って， これに 背いた。 

2 そこで エホバは 彼に 対して カルデア 
人の 略奪 隊， シリア 人の 略奪 隊， モア 


ドネ ザル  列 王 第二 23：32—24：10 

ブ 人の 略奪 ‘， および アン モンの 子ら 
の 略奪 隊を 遣わしは じめ， ユダに 対し 
て， これを 滅ぼす ために 絶えず 彼らを 
遣わされた。 エホバが 預言者で ある そ 
の 僕たちを 通して 語られた 言葉のと お 
りであった。 3 ただし， すべて マナ セ 
が 行なった ところに したがって， その 
罪の ためにみ 前から 除く こと， これが 
ユダに 対して 起きた のは， エホバの 命 
令に よる ことで あり，  4 また， [マナ 
セ] が 流した 罪のない [者の] 血の [ため 
であって]， 彼は 罪のない [者の] 血で エ 
ルサ レムを 満たした。 それで エホバは 
許 しを 与え ようとは さ れ なかった。 

5 エ ホヤ キムの その他の 事績， および 
彼の 行な っ たす ベての ことは ，ユダの 王 
たちの 時代の 事績の 書に 記されて いる 
ではない か。 6 ついに エ ホヤ キムは そ 
の爻祖 たちと 共に 横たわり， その子 エ 
ホヤ キンが 彼に 代わって 治め はじめた。 

7 ところで， エジプトの 王は 二度と 
再 びその 地から 出て 来なかった。 バ 
ビロンの 王が， エジプトの 奔流の 谷 か 
ら ユーフラテス川に 至る まで， すべて 
エジプトの 王に 属して いた ものを 取っ 
たからで ある。 

8 エ ホヤ キンは 治め はじめた とき， 
十八 歳で， エルサレムで 三 か 月間 治め 
た。 そして， 彼の 母の 名は ネフ シュタ 
といって， エルサレムの 出の エルナ タ 
ンの 娘であった。 9 そして 彼は， すべ 
て その 父が 行なった ように， エホバの 
目に悪い ことを 行ない 続けた。 10 そ 
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代わりに 王と した。 それから， 彼の 名 
をゼデ キヤと 改めた。 

18 ゼデ キヤは 治め はじめた とき， 
二十 一歳で， ェルサレムで 十一 年間 治 
めた。 そして， 彼の 母の 名は ハム タル 
といい， リ ブナ 出身の ェレミヤの 娘で 
あった。 19 そして 彼は， すべて ェホ 
ヤ キムが 行なった ように， ェホバの 目 
に 悪い ことを 行ない 続けた。  20 ェル 
サ レムと ユダで これが 起きた のは， ェ 
ホバの 怒りに よる もので， ついに [迚] 
は 彼ら をみ 前 か ら 投げ捨て られ たから 
であった。 そして， ゼデ キヤは バビロ 
ンの 王に 背く ようになった。 
a， そして， 彼が 王であった 第 九 年， 
i 十の 月， その 月の 十.， バビ 
ロンの 王 ネブカ ドネ ザルは， しかも 彼 
とその 全軍 勢は ェルサレムに 攻めて 来 
て， これに 向かって 陣営を 張り， これに 
向かって 周囲に 攻囲 壁を 築き はじめた 
ので ある。 2 そして， 都は ゼデ キヤ 王 
の 第 十一 年に 至る ま で 包囲 状態に あっ 
た。 3 第 [四] の 月の 九日， 市の 中で 
は 飢きんが ひどくな り， この 地の 民の 
ための パンは なくなった。 4 そして， 
都は ついに 破られ， 戦 人は みな 夜のう 
ちに， 王の 園の 傍らに ある 二重の 城壁 
の 間の 門の 道から [逃げた]。 一方， 力 
ルデア 人は この 市を 囲んで いた。 そこ 
で [王] は アラバの 方へ 行き はじめた。 
5 それで， カルデア 人の 軍勢は 王の 跡 
を 追って 行き， ェリコの 砂漠 平原で こ 

セ レビ 26:26; 申 28:53; 申 28:63; ェゼ 4:16; ェゼ 5:10; 
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のころ， バビロンの 王 ネブカ ドネ ザル 
の 僕たちが エルサレムに 上って 来たの 
で， 都は 包囲 状態に 陥った。 11 次い 
で， バビロンの 王 ネブカ ドネ ザル もこ 
の 都市に 攻めて 来た。 ときに， その 僕 
たちは これを 包囲 していた。 

12 ついに ユダの 王エ ホヤ キンは， 
その 母 や， 僕たち， 君たち， 廷臣たち 
と共に バビロンの 王の もとに 出て 行っ 
た。 それで バビロンの 王は 王であった 
第 八 年に 彼を 捕らえた。 13 それ か 
ら， 彼は そこから エホバの 家の 財宝と 
王の 家の 財宝を ことごとく 運び出し， 
さらに イスラエルの 王 ソロモンが 造っ 
た， エホバの 神殿の 中の 金の 器具を こ 
と ごとく 断ち切った。 エホバが 話され 
た 通りで ある。 14 そして 彼は 全 エル 
サ レム， すべての 君たち， およびす ベ 
ての 勇敢な 力の ある 人々 —— 万人を 
捕らえて 流刑に 処 していた ので ある一 
また，1 i 人 や 堡塁の 建設者を も 皆， 捕 
ら えて 流刑に 処 した。 この 地の 民の 立 
場の 低い 階級の 者の ほかは だれも 残さ 
れ なかった。 15 こうして 彼は エホ ヤ 
キンを 捕らえ て バビロン に 流刑に 処し 
た。 また， 王の 母， 王の 妻たち， その 
廷臣たち， この 地の 主立った 人々 を 流 
刑に された 者と して エルサレムから バ 
ビロンに 連れ去った。 16 すべての 勇 
敢な者 七 千 人， 南 人 や 堡塁の 建設 i 一 
千 人， 戦いを 行なう すべての 力の ある 
者たち， これらの 者を バビロンの 王は 
流刑に された 者と して バビロンに 連れ 
て 行った。 17 さらに， バビロンの 王 
は [エ ホヤ キン] の おじ マ タヌヤ を 彼の 
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れに 追いついた。 彼の 軍勢は 皆， その 
そばから 散って いた。  6 そこで 彼ら 
は 王を 捕らえ， リブラに いる バビロン 
の 王のと ころへ 連れ 上った。 彼に 司法 
上の 決定を 下す ためであった。 7 そ 
して， ゼデ キヤの 子ら を その 目の前で 
打ち殺した。 また， [王] はゼデ キヤの 

もうもく  [才）  のち  かれ  どう 

目を 盲目に し， その後， 彼を 銅の 足 か 
せを 掛けて バビロ ンへ 連れて行った。 

8 そして， 第五の 月， その 月の 七 [日]， 
それは すなわち バビロンの 王， ネブカ 
ドネ ザル 王の 第 十九 年であった が， バ 
ビロンの 王の 僕， 護衛の 長 ネブザ ラダ 

W  き （コ）  かれ 

ンが エルサレムに 来た。 9 そして， 彼 

いえ ⑼  （シ） 

は エホバの 家と 王の 家と エルサレムの 
すべての 家を 焼いた。 すべての 大 いな 
る 者の 家 も 火で 焼いた。 10 また， 護 
衛の長 と共にいた カルデア 人の 全軍 勢 
は， エルサレムの 城壁を 周りの 至る所 
で 取り壊した。 11 そして， 護衛の 長 
ネブザ ラ ダンは， 市に 残されて いた 残 
りの 民と， バビロンの 王に 投じた 脱走 
者たち と， 残りの 群衆を 流刑に 処 した。 
12 ただし， 護衛の 長は， この 地の 立場 
の 低い 者たち の 一部を ぶどう 栽培 者 や 
強制労働 者と して 残した。 13 また， 
カルデア 人は， エホバの 家に あった 銅 
の 柱と， エホバの 家に あった 運び 台 や 
銅の 海を 粉々 に 砕いて， その 銅を バビ 
ロンへ 運んで 行った。 14 また， 缶， 
シャベル， 明かり 消し， 杯， および 奉仕 
する ために 用いた すべての 銅の器 具を 
奪った。 15 また， 護衛の 長は 純粋の 
金で できた 火 取り皿 や 鉢， および 純粋 

ぎん [ハ）  うば 

の 銀で できた ものを 奪った。 16 ソロ 


第 25 章 


ゥ王 n  23:33 
エレ 52:10 
エレ 52:26 
エ申 28:34 
エレ 39:6 


モンが エホバの 家の ために 造った 二 本 
の 柱， 一つの 海， 運び 台， これらす ベ 
ての 器具の 銅の 重さ は 量り きれな かっ 
tzo 17 各々 の 柱の 高さは 十八 キュビ 
卜で， その上の 柱頭 も 銅で できて おり， 
柱頭の 高さは 三 キュビ トで あり， 柱頭 
の 上の 周囲の 網 細工と ざくろ， それは 
みな 銅で， 二番目の 柱に も， 網 細工の 
上に あるのと 同様の ものが あった。 

18 その上， 護衛の 長は 祭司 長 セラヤ 
と 次位の 祭司 ゼパ ニヤと 入口を 守る 者 
三人を 捕らえ， 19 戦 人を 指揮して い 
た 廷臣 一人と ，市内で 見つけ られ た， 王 
に 接する ことができる 者たち のうちの 
五 人と， この 地の 民を 召集す る 者で あ 
る， 軍の 長の 書記官と ，市内で 見つけら 
れ たこ の 地の 民のう ち 六十 人を 市から 
捕らえて 行った。 20 護衛の 長 ネブザ 
ラ ダンは 彼らを 捕らえて， リブラに い 
る バビロンの 王のと ころ へ 連れて行 っ 
た。 21 そして， バビロンの 王は ハマ 
卜の 地の リブラで 彼らを 討ち 倒し， 彼 
らを 殺した。 こうして ユダは その 地 か 
ら 流刑の 身と な って 去って 行った。 

22 バビロンの 王 ネブカ ドネ ザルが 後 
に 残した， ユダの 地に 残された 民に つ 
いては， 彼は すぐ シャフ ァンの 子 アヒカ 
ム の子ゲ ダリヤを 任じて 彼らを つかさ 
どらせ た。 23 軍勢の すべての 長， 彼 
ら とその 部下たち は， バビロンの 王が 
ゲ ダリヤを 任じた ことを 聞く や， 直ち 

ケ王 n  25:8; エレ 39:9; エレ 40:1; コ エレ 52:26; サ王 n  23: 
33; エレ 39:5; エレ 52:9; シ民 13:21; 民 34:8; 王 I  8:65; 
スエ レ 52:27; アモ 3:2; セ レビ 26:33; 申 4:26; 申 28:36; 
申 28:64; 王 D  23:27; エレ 24:9; エレ 25:11; エゼ 12:25; エ 
ゼ 24:14; ソエ レ 40:6; 夕王 n  22:8; 代  II  34:20; チ 王 n  22: 
12; エレ 26:24; ツ王 n  25:25; エレ 39:14; エレ 41:2; テエ 
レ 40:7。 


列 王 第二 25:24 — 歴代 第一 1：9  ゲ ダリヤは 討ち 倒される  662 

に ミツ パに いる ゲ ダリヤの もとに 来た 0 第25 章 [殺した]。 26 その後， 民は 皆， 小さい 
すなわち， ネタヌ ヤの子 イシ ュマ エル， ^；^3：8 者から 大きい 者まで， また 軍勢の 長たち 

じん  T  | ノ  4 づ  W  い  かれ 

カ レア ハの 子 ヨハナン， ネト ファ 人夕  も， 立って エジプトへ 行った。 彼らは 

_  rt  -r i y  97*19  じん  おそ  （イ} 

ヌ フメ トの 子 セラヤ， マ アカト 人の子 ^tfo：9 カルデア 人の ゆえに 恐れた からで ある。 
ヤアザ ヌヤ， これらと その 部下たち で 27 そして， ユダの 王エ ホヤ キンの 流 
あった。 24 そこで ゲ ダリヤは 彼らと - 刑の 三十 七 年 目， 第 十二の 月， その 月 

ぶか ちか I ィ）  い  キエ レ 41:16 

その 部下に 誓って， こう 言った。 「力 - の 二十 七日に なって， バビロンの 王エ 

ルデア 人の 僕 [となる こと] を 恐れて は  ビル •メロ ダクは， 自分が 王と なった 

ちす  ア 申 28:68  こうべ (才 j 

ならない。 この 地に 住んで， バビロンの  ^ ^ その 年に， ユダの 王エ ホヤ キンの 頭を 

王に 仕えなさい。 そうすれば， あなた 方 ィ 留置場から 上げ， 28 彼と 共に 良い こ 
に とって 物事は 順調に 行く であろう」。 ゥ |1〗以2 とを 語りは じめ， その 座を 彼と 共に バ 
25 ところが， 第 七の 月に， 王族の 子孫  ^37；! ビロンに いた 王たち の 座よりも 高く し 

の エリ シャ マの 子 ネタヌ ヤの子 イシ ュ ヱ 蔵2 i:i  た 〇  29 こうして， 彼は その 獄衣を 脱 

(才）  ぶか  とも  き  エレ 52:3i  [キ）  いっしょう あいだ  まえ 

マエ ルは， 十 人の 部下と 共に やって来 ォ 創4 〇:13 ぎ， その 一生の 間い つも [王] の 前で パ 

う  たお  (») かれ  し  力 詩 90:15  [ク）  た  かれ しきゅう りょう (ヶ） 

て， ゲ ダリヤを 討ち 倒した ので， 彼は 死 ェレ52:32 ンを 食べた 0  30 彼の 支給 量に ついて 

W  キ創 41:14  いっしょう あいだ  ひび  ぶん 

ん だので ある 0 また， ミツ パで 彼と 共  M  41:42 は， その 一生の 間， 支給 量は 日々 の 分 

にいた ユダヤ人と カルデア 人たち を も ケネへ 11:23 としてい つも 王から 与えられた。 


歴代 誌 第一 


(7) 

1 ァ タ :ム， 

11 ■セツ， 

[ゥ 1 

エノ シュ， 

w 

2 ケナン， 

[ォ） 

マ ハラ レ ル， 

ャ レポ1， 

w 

3 エノ ク， 

(ク） 

メ ト セラ， 

W 

レ メタ， 

4  ノア， 

[サ）  [シ）  [ス） 

セム， ハム， それに ヤぺ テ。 

5 ヤぺ テの 子ら はゴ メル， マゴ グ， 

(V)  [夕）  [チ） 

マ ダイ， ヤ ワン， ト バル， メシェ ク， 
テイ ラ ス であった。 
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7 ルカ 3:38 
コ I  15:45 
イ創 4:25 
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コ創 5:29 
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マタ 24:37 
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ス創 10:21 
セ 創 10:2 
ソ王 n 17：6 
タ イザ 66:19 
ョェ 3:6 
チ エゼ 27:13 
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第二 櫚 


6 そして， ゴ メルの 子ら は アシュ 

(7)  [ィ 1  [ゥ） 

ケナズ ，リ ファ ト， ト ガル マであった。 

(エ) 

7 また， ヤ ワンの 子ら は エリ シャ 

[才）  [力）  （キ) 

と タルシシ ュ， キッテムと ロ ダ ニム 
であった。 

_  [ク 1 

8 ハムの 子ら は クシ ュと ミツ ライ 

W  W  【サ  1 

ム， ブトと カナンであった。 

一  （シ） 

9 そして， クシ ュの 子ら はセバ ，ハ 

[ス）  W  tv] 

ビラ， サブ タ， ラ アマ， サブ テ カで 
あった 0 

また， ラ アマの 子ら はシ ェバと デ 

m 

ダンであった。 

イ削 10:3; ウ ェゼ 27:14; エ エゼ 27:7; 才王 I 10:22; カイ 
ザ 23:1; キ創 10:4; ク イザ 11:11; ケ創 10:6; コ エレ 46: 
9; ナホ 3:9; サ創 12:5; シ詩 72:10; ス創 10:7; セ ェゼ 
27:22; ソ創 10:7; 夕創 10:7。 
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歴代 第一 1:10 — 36 


10 そして， クシ ュ は， ニム ロ デの 
父と なった。 地上で 最初に 力の ある 
者と なった のは 彼であった。 

11 ミツ ライムは， ル ディム， アナ 
ミム， レ ハ ピム， ナフ トヒ ム， 12 パ 
トル シム， カス ルヒム （この 中から 
フィ リス ティ ア 人が 出た）， カフ トリ 
ムの 父と なった。 

13 カナンは， その 長子 シ ドン， へ 
卜， 14 エ ブス 人， ア モリ 人， ギル 
ガシ 人， 15 ヒビ 人， アル キ人 ，シ 
二人， 16 アル ワ ド 人， ツヱ マル 人， 
ハマ ト 人の 父と なった。 

17 セムの 子ら は エラム， ア シュル， 
アル パク シャド， ルド， アラム， 

それに ウツ， フル， ゲ テル， マ 

[ネ 1 

シュ であった。 

18 アル パクシ ャ ドは， シェラ ハの 
父と なり， シヱ ラ ハは， エベ ルの 父 
となった。 

19 そして， エベ ルには 二人の 子 
が 生まれた。 一人の 名は ペレグと 
いった。 彼の 時代に 地が 分けられ 
たからで ある。 その 兄弟の 名は ヨ 
ク タンと いった。 

20 ヨク タンは， アル モダ ド， シェ 
レフ， ハツ ァルマべ 卜， エラ ハ， 
21 ハ ドラム， ウ ザル， ディ クラ， 

[ホ】 

22 オ バル， アビ マエ ル， シ ェバ， 
23 オフィル， ハ ビラ， ヨバ ブの父 
となった。 これらは みな ヨク タン 
の 子ら であった。 

24 セム 

アル パク シャド， 

[ャ） 

ン エフ ハ， 
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25 エベ ル， 

[ィ） 

ペレグ， 

レぶ， 

26 セレ#， 

ナホ ノ  C， 

一  m 

27 アブラム， すなわち アブラハム。 

28 アブラハムの 子ら は イサクと イ 
シュ マエ ルであった。 

29 これは 彼らの 家系で ある。 すな わ 
ち， イシ ュマ エルの 長子 ネバ ヨト， ケ 
ダル， アドべ エル， ミブ サム， 30 ミ 
シュ マ， ドマ， マサ， ハダ*， テマ， 
31 エト ル， ナフ ィシ ュ ，ケ ドマ。 これ 
らはイ シュ マエ ルの 子ら であった。 

32 アブラハムの そばめ ケ トラの 子 
ら について いえば， 彼女は ジム ラン， 
ヨク シャン， メダン， ミディ アン， イ 
シュバ ク， シュア ハを 産んだ。 

そして， ヨク シャンの 子ら は シェ 

パと デ ダンであった。 

33 また， ミディ アンの 子ら はエ ファ， 
エフ ェル， ハ ノク， アビ ダ， エルダ ア 
であった。 
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才創 11:25 
力 創 11:26 
キ創 11:26 
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これらは みな ケ トラの 子ら であった。 
34 そして， アブラハムは イサクの 父 

[ヒ） 

となった。 イサクの 子ら はェ サウと イ 

[フ] 

スラ エルであった。 

35 エ サウの 子ら は エリ バズ， レ 

[へ）  [ホ} 

ウ エル， エ ウシ ュ， ヤ ラム， コラで 
あった 0 

36 エリ バズの 子ら は テ マンと 才 


ツ創 25:1; テ 創 25:2; 卜 創 37:28; 出 2:15; 民 22:7: ナ創 
25:2: ニ ヨブ 2:11; ヌ創 25:3; イザ 21:13; ネ イザ 60:6; 
ノ創 25:4; ハ ルカ 3:34; 使徒 7:8; ヒ創 25:25; マラ 1:3; 
フ創 32:28; へ 創 36:4: ホ 創 36:5; 創 36:14; マエ レ 49: 
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を 撃ち破った， ベ ダ ドの 子 ハダ ドが 彼 
に 代わって 治める ようになった。 そし 
て， その 都市の 名は アビ トと いった。 
47 やがて ハダ ドは 死んで， マス レカ 
出身の サム ラ が 彼に 代わ って 治める よ 
うに なった。 48 やがて サム ラは 死ん 
で， 111 の ほとりの レホボト 出身の シャ 
ウ ルが 彼に 代わ って 治める ようにな っ 
た。 49 やがて シャウ ルは 死んで， アク 
ボルの 子 バアル • ハナンが 彼に 代わ っ 
て 治める ようになった。 50 やがて バ 
アル. ハナンは 死んで， ハダ ドが 彼に 
代わって 治める ようになった。 その 都 
市の 名は バウで あり， 彼の 妻の 名は メ 
へ タブ エルと いって， メ ザハ ブの娘 マ 
トレドの 娘であった。 51 やがて ハダ 
ド も 赤んだ。 

そ して， エ ドムの 首長たち は 首長 ティ 
ムナ， 首長 アル ワ ，首長 エ テト， 52 首 
長オホ リバ マ， 首長 エラ， 首長 ピノン， 
53 首長 ケナ ズ， 首長 テ マン， 首長 ミ ブ 
ツァ ル， 54 首長 マグデ ィ エル， 首長 
イ ラムであった。 これは エドムの 首長 
たちであった。 

只 これらは イスラエルの 子ら であ っ 
ムナ こ。 すなわち， ル ベン， シメオン， 
レビ， そして ユ> ，イッ サカ ルと ゼ ブル 
ン， 2 ダン， ヨセフ， そしてべ ニヤ ミ 
ン， ナフタリ， ガ ド， それに アシ ェノ!/。 

3 ユダの 子ら は エル， オナン， シェラ 
であった。 この 三人は カナン 人の 女， 
シュアの 娘から 彼に 生まれた。 そし 
て， ユダの 長子 エルは エホバの 目 に 悪 
く なった ので， [迚] は 彼を 殺された。 

フ創 38:7。 


歴代 第一 1:37 — 2: 3  コ 

マル， ツェ フォ とガ タム， ケ ナズ， 
ティ ムナ， ア マレクであった。 

37 レウ エルの 子ら は ナハト ，ゼラ 
ハ， シヤ マ， それに ミ ザであった 0 
38 そして， セイルの 子ら は ロ タン， 
ショ バル， ヂべ オン， アナ， ディ ショ 
ン， エツェ ル， ディ シヤンであった。 

39 また， ロ タンの 子ら は ホ リとホ 
マム であった。 それに， ロ タンの 姉妹 
は ティ ムナであった。 

40 ショ バルの 子ら は アル ワン， マ 
ナハ ト， エバ ル， シェフ ォ とオ ナムで 
あった 0 

そ して， ヂべ オンの 子ら は アヤと ア 
ナ であった。 

41 アナの 子ら は ディ ショ ンで 
あった 0 

そして， ディ ショ ンの 子ら は ヘム ダ 
ン， エシュ バン， イト ラン， ケランで 
あった。 

42 エツ ヱ ルの 子ら は ビル ハン， ザ 
アワン， アカンであった。 

ディ シヤ ンの 子ら は ウツと アラン 
であった。 

43 ところで， これらは イスラエル 
の 子ら を 王が 治める 以前に エドムの 地 
で 治めた 王たち である。 すなわち， ベ 
オルの 子べ ラ。 その 都市の 名は ディ ヌ 
ハバ といった。 44 やがてべ ラは 死ん 
で， ボツラ 出身の ゼラ ハの 子 ヨバ ブ 
が 彼 に 代わって 治める ようになった。 
45 やがて ヨバ ブは 死んで， テ マン 人の 
地の 出> の フシ ヤ ムが 彼に 代わって 治 
める ようになった。 46 やがて フシ ヤ 
ムは 死んで， モ アブの 野で ミディ アン 
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665  イスラエルの 子 ユダの 子孫 


4 そして， 彼に ペレツと ゼラ ハを 生ん 
だのは， 彼の 嫁 タマルであった。 ユダ 
の 子ら は 全部で 五 人であった。 

5 ペレツの 子ら はへ ツ ロンと ハム 

【ゥ） 

ルであった。 

[ヱ）  _ 

6 そして， ゼラ ハの 子ら はジ ムリ， 
エ タン， へ マン， カルコ ル， ダラで 
あった。 全 執で 五 人いた。 

{力）  一 

7 そして， カルミの 子ら は イスラ 

もの  W 

エルを のけ者に ならせた ア カルで， 
彼は 滅びの ために ささげられ たもの 

かん  ふちゅうじつ  おこ  （ク) 

に 関 して 不忠実な 行ないを した。 

8 また， エ タンの 子ら はア ザリヤ 
であった。 

[コ） 

9 また， へツ ロンに 生まれた その 

W  [シ J 

子ら は エラ フメ エル， ラム， ケ ルバ 
イ であった。 

10 ラムは， アミナ ダブの 父と 
なった。 代わって， アミナ ダブは 
ユダの 子ら の 長 ナフ ショ ンの 父と 
なった。 11 代わって， ナフ ショ 

ンは サルマの 父と なった。 代わっ 

(夕） 

て， サルマは ボアズの 父と なった。 

か  （チ） 

12 代わって， ボアズは 才べ デの 
父と なった。 代わって， 才べ デは 
エッ サイの 父と なった。 13 代 
わって， エッ サイは その 長子 エリ 
アブと， 二番目 [の 子] アビ ナダ ブ 
と， 三番 目 [の 子] シム ア と， 14 四 
番目 [の 子] ネタ ヌエ ル， 五番 目 [の 
子] ラ ダイ， 15 六番 目 [の 子] 才 
ツェ ム， 七番 目 [の 子] ダビデの 父 

となった。 16 そして 彼らの 姉妹 

(?) 

はツヱ ルヤと アビ ガイルで， ツヱ 

_  »)  (ノ  1 

ルヤの 子ら は アビ シャイ， ヨ アブ， 
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歴代 第一  2：4—25 

アサエ ルの 三人であった。 17 ア 
ビ ガイルは， ア マサを 産んだ。 ア 
マサの 父は イ シュ マエ ル 人エ テル 
であった。 

18 へツ ロンの 子 カ レブは， 妻ア 
ズバ と， エリオ トに よって 子ら の 
父と なった。 これらが 彼女の 子で 
あった。 すなわち， エ シヱ ル， ショ 
パブ， アルドン。 19 やがて アズ 
バは 死んだ。 それで カ レブは エフ 
ラトを め とった。 彼女は やがて 彼 
に フルを 産んだ。  20 代わって， 
フルは ウリの 父と なった。 代わっ 
て， ウリ はべ ザレ ルの 父と なった。 

21 そして， 後に へツ ロンは ギレ 
アデの 父 マキ ルの 娘と 関係を 持っ 
た。 ところで 彼は， 六十 歳のと き 
に 彼女を めと っ たが， 彼女は 彼に セ 
グブを 産んだ。 22 代わって， セ 
グブは ヤイ ルの 父と なった。 [ヤイ 
ル] は ギレアデの 地に 二十 三の 都市 
を 持って いた。 23 その後， ゲシュ 
ルと シリアは 彼らから， ケナ トと そ 
れに 依存す る 町々 と共に， ハボト • 
ヤイ ルな ど， 六十の 都市を 取った。 
これらは みな ギレアデの 父 マキ ル 
の 子であった。 

24 そして， へツロ ンがカ レブ • 
エフ ラタ で 死んで 後 ，ア ビヤは へツ 
ロンの 妻であった が， 彼女は 彼に テ 
コアの 父 アシュ フルを 産んだ。 

25 そして， へツ ロンの 長子 エ 
ラ フメ エルの 子ら は 長子 ラム， ブ 
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ナ， オレン， オ ツェ ム， アヒヤ で 
あった 〇  26 また， エラ フメ エル 
にはもう ひとりの 妻が あって， そ 
の 名は ア タラと いった。 彼女は 才 
ナムの 母であった。  27 そして， 
エラ フメ エルの 長子 ラ ムの 子ら は 
マ アツ， ヤ ミン， エケ ルであった。 
28 また， オ ナムの 子ら はシャ マイ 
とヤ ダであった。 そして， シャマ 
イの 子ら はナ ダブと アビ シュルで 
あった。  29 そして， アビ シュル 
の 妻の 名は アビ ハイルと いって， 
彼女は やがて 彼に アフ バンと モリ 
ドを 産んだ。 30 また， ナ ダブの 
子ら は セレ ド とア パイ ム であった。 
ただ， セレ ドは 子がない ままで 死 
ん だ。 31 また， アパ イムの 子ら 
は イシ ュイ であった。 そして， イ 
シュイ の 子ら は シェ シャ ン であっ 
た。 シェ シャンの 子ら は， アフラ 
イ。  32 また， シャ マイの 兄弟 
ヤ ダの 子ら はエ テルと ヨナ タンで 
あった。 ただ， エ テルは 子がない 
ままで 死んだ。 33 そして， ヨナ 
タ ンの 子ら は ペレ トと ザ ザで あっ 
た。 これらは エラ フメ エルの 子ら 
となった。 

34 そして， シェ シャンには 息子 
はいなかった が， 娘たち がいた。 
さて， シェ シャンには その 名を ヤ 
ル ハと いう エジプト 人の 僕が い 
た。  35 そこで， シェ シャンは 彼 
の 娘を その 僕ヤル ハに 妻と して 与 
えたので， 彼女は やがて 彼に アタ 
イを 産んだ。 36 代わって， アタ 
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イはナ タンの 父と なった。 代わっ 
て， ナ タンは ザバ ドの 父と なった。 
37 代わって， ザバ ドは エフ ラル 
の 父と なった。 代わって， エフ ラ 
ルは オペ デの 父と なった。 38 代 
わって， 才べ デは エヒゥ の 父と なっ 
た。 代わって， エヒゥ は アサ リヤ 
の 父と なった。 39 代わって， ア 
ザリヤ はへ レツの 父と なった。 代 
わって， へ レツは エル アサの 父と 
なった。 40 代わって， エル アサ 
は シス マイの 父と なった。 代わ っ 
て， シス マイは シャルムの 父と 
なった。 41 代わって， シャルム 
はエ カム ヤの 父と なった。 代わ っ 
て， エ カム ヤは エリ シャ マの 父と 
なった。 

42 そして， エラ フメ エルの 兄弟 
カ レブの 子ら は 長子 メシャ で， 彼 
は ジフの 父であった。 へ ブロンの 
父 マレ シャの 子ら。  43 また， へ 
ブロンの 子ら は コラ， タ プア ハ， 
レ ケム， シエ マであった。 44 代 
わって， シエ マは ヨ ルケ アムの 父 
ラ ハムの 父と なった。 代わって， 
レ ケムは シャ マイの 父と なった。 
45 そして， シャ マイの 子は マオ 
ン であり， マオンは ベ ト •ツルの 
父であった。 46 カ レブの そばめ 
エ ファは， ハラン， モ ツァ， ガゼ 
ズを 産んだ。 ハランは， ガゼズ の 
父と なった。  47 また， ヤフダ イ 
の 子ら は レ ゲム， ョ タム， ゲシャ 
ン， ペレ ト， エ ファ， シヤ アフで 
あった。 48 カ レブの そばめ マア 
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[の 子] アド ニ +，  3 アビ タルに よる 

五番 目 [の 子] シヱ ファ トヤ， 彼の 妻エ 
グラ による 六番 目 [の 子] イ トレ アム。 
4 六 人の子が へ ブロンで 彼に 生まれた。 
彼は そこで 七 年 六 か 月 治め 続け， エル 
サ レムで 三十 三年 間 治めた。 

5 そして， これらの 者が エルサレム 
で 彼に 生まれた。 すなわち， シム ア， 

阁  （ク】  （ヶ） 

ショ パブ， ナ タン， ソロモン。 つまり 
アミエルの 娘バ テ. シバ による 四 人。 

谢  W 

6 イブ ハル， エリ シャ マ， エリ フェレ 
卜，  7  ノガ ハ， ネフ ェグ， ヤ フィ ア， 
8 エリ シャ マ， エル ヤ ダ， エリ フヱレ ト 

の 九 人， 9 皆 ダビデの 子で， 別に そば 
めたち の 子， および 彼らの 姉妹 タマル。 

10 そして， ソロモンの 子は レ ハベア 
ム ，その子は ア ビヤ， その子は アサ， そ 
の 子は エホ シャフ ァ A， 11 その子は 
エホ ラム， その子は ア ハジ ヤ， その子 
はエ ホア シュ， 12 その子は アマ ジヤ， 
その子は アザ リヤ， その子は ヨ タム， 
13 その子は アハズ ，その子は ヒゼ キヤ， 
その子は マナ セ， 14 その子は アモン， 
その子は ヨシヤであった。 15 そして， 
ヨシヤの 子ら は 長子 ヨハナン， 二番目 
[の 子] エ ホヤ キム， 三番 目 [の 子] ゼデ 
キヤ， 四蕃目 [の 子] シャ ルム であった。 
16 そして， エ ホヤ キムの 子ら は その子 
エコ ニヤ， その子 ゼデ キヤであった。 
17 そして， 捕らわれ人 としての エコ ニ 

一  W 

ヤの 子ら は その子 シャル テル， 18 マ 
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力は， シヱべ ルと ティル ハナを 産 
ん だ。 49 やがて， 彼女は マド 
マナの 父シャ アフ， マク ペナの 父 
シ ェワ， それに ギブ アの 父を 産ん 
だ。 また， カ レブの 娘は ア クサで 
あった。  50 これらは カ レブの 子 
ら となった。 

エフ ラタの 長子 フルの 子ら 〇す 
なわち， キル ヤト •エア リムの 父 
ショ バル，  51 べツ レ ヘムの 父サ 
ル マ， ベ ト • ガ デルの 父 ハ レフ。 
52 そして， キル ヤト •エア リムの 
父ショ バルに も 子ら が あった。 す 
なわち， ハ ロエ， メヌホ トの 半分。 
53 そして， キル ヤト •エア リムの 
諸氏 族は イ トル 人， プテ 人， シュマ 
人， ミ シュラ 人であった。 これら 
の 中から， ツ ォル ア 人と エシュ タ 
オル 人が 出た ので ある。 54 サル 

(fe) 

マの 子ら はべ ツ レ ヘムと ネ ト ファ 
人， アト ロト •ベ ト. ョ アブと， 
マナ ハト 人の 半分， ツォ ルイ 人で 
あった。 55 そして， ヤべツ に 住 
ん でいた 書記の 諸氏 族は ティ ルア 
人， シム アト 人， スカト 人で あっ 
た。 これらは レ カブの 家の 父 ハム 

【ッ】  I 

マトから 出た ケ ニ人で ある。 

3 そして， これらは へ ブロンで 生ま 
れ て， ダビデの 子ら となった 者た 
ちで ある。 すなわち， エズレ ル 人の 女 
アヒノ アムに よる 長子 アム ノン， カル 
メル 人の 女 アビ ガイルに よる 二番目 [の 
子] ダニエル，  2 ゲシュルの 王 タルマ 
イの 娘マア カの 子で ある 三番 目 [の 子] 
アブ サ ロム， ハギ トの 子で ある 四番 目 
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て， テコアの 父 アシュ フルには 二人の 
妻， ヘル アとナ アラが いた。 6 やがて 
ナ アラは 彼に アフ ザム， へ フェル， テ 
メ ニ， ハア ハシュ タリを 産んだ。 これ 
らはナ アラの 子であった。  7 そして， 
ヘル アの 子は ツェレ ト， イツ ハル， そ 
れに エト ナンであった。 8 コツ は， ア 
ヌブ， ツォ べバ， それに ハルムの 子ア 
ハ ルへ ルの 諸氏 族の 父と なった。 

9 そして， ヤべツ は 彼の 兄弟たち よ 
り も 尊ばれて いた。 彼の 名を ヤべッ と 
呼んで， 「わたしは 苦しんで この 子を 
産みました」 と 言った のは， 彼の 母で 
あった。 10 そして， ヤべツ は イスラ 
エ ルの 拽を 呼んで， 「あなた が 間違い 
なく 私を 兩福 し， 実際に 私の 領地を 広 
げ てくだ さり， み 手が 本当に 私と 共に 
あり， あなたが 本当に [私を] 災いから 
保護して， それが 私を 損なわな いよう 
にして くださるなら， 一」 と言うよう 
になった。 そこで 裡は 彼の 求めた こと 
を [遂げ] させられた。 

11 シュ ハの 兄弟 ケルプは， メ ヒル 
の 父と なった。 この [メ ヒル] は エシュ 
トンの 父であった。 12 代わって， エ 
シュ トンは ベ ト •ラ ファ， パ セア ハ， 
それに イル • ナハシ ュの父 テ ヒナの 父 
となった。 これらは レカの 人々 であっ 
た。 13 また， ヶナ; 、の 子ら は オテニ 
エルと セラヤで， オ テニエルの 子ら は 
ハ タトであった。 14  メ オノ タイは， 
オフ ラの 父と なった。 セラヤは， ゲ- 
ハラ シムの 父ョ アブの 父と なった。 彼 
らは 職人と なった ので ある。 

15 そして， ェ フネの 子 カ レブの 子ら 


歴代 第一 3：19—4：15 

ル キラム， ぺ ダヤ， シエ ヌ アツ ァル， 
エ カム ヤ， ホシャ マ， それに ネ ダブ ヤ 
であった。 19 そして， ぺダヤ の 子ら 
は ゼルバベルと シ ムイで あり， ゼ ルバ 
ベルの 子ら はメ シュラムと ハナ ニヤ， 
(シエ ロミ トは 彼らの 姉妹であった。） 
20 それに ハ シュバ， オ ヘル， ベ レ クヤ， 
ハサ ドヤ， ユ シャブ .へ セ ドの 五 人で 
あった。 21 そして， ハナ ニヤの 子ら 
は ペラ トヤ とエシ ャヤ， [エシ ャヤ] の 
子ら は レフ ァヤ， [レフ ァヤ] の 子ら は 
アル ナン， [アル ナン] の 子ら は オバデ 
ヤ， [オバ デヤ] の 子ら は シエ カヌ ヤ で， 
22 シエ カ ヌヤの 子ら は シエ マヤ， シエ 
マヤの 子ら は ハ トシ ュ， イグ アル， バ 
リア ハ， ネア ルヤ， シャフ ァトの 六 人 
であった。 23 そして， ネア ル ヤの子 
らは エル ヨエ ナイ， ヒズ キヤ， アズリ 
カムの 三人であった。 24 また， エル 
ヨエ ナイの 子ら は ホダ ウヤ， エル ヤシ 
ブ， ペラ ヤ， ア クブ， ヨハナン， デラ 
ヤ， アナ ニの 七 人であった。 

4 ユダの 子ら は ペレツ， へツ ロン， 
それに カルミ， フル， シヨ バルで 
あった。  2 シヨ バルの 子 レ アヤは， ヤ 
ハ トの 父と なり， 代わって ヤハ トはア 
フ マイと ラ ハ ドの 父と なった。 これら 
はツ ォル ア 人の 氏族であった。 3 そ 
して， これらは エタ 丄 の 父の [子ら] で 
あった。 すなわち， エズレ ル， イシ ュ 
マ， イド バシ ュ， （そして 彼らの 姉妹の 
名は ハツヱ レ ルポ ニと いった。） 4 ま 
た ゲド ルの 父べ ヌエ ル， フシ ャの 父エ 
ゼ ル。 これらは ベツレヘムの 父 エフ ラ 
夕の 長子 フルの 子ら であった。 5 そし 
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はイ ル， ェラ， それに ナ アムで， ェラの 子 第4 章 た。 26 そして， ミシュ マの 子ら は そ 
らは ケナズ であった。 16 そして， ェハ 7;r3s4 の 子 ハム ェル， その子は ザ クル， その子 
レ ルェルの 子ら はジ フとジ ファ， ティ  ^  はシ ムイであった。  27 そして， シム 

レヤと アサ ルェルであった。 17 そし イ には 十六 人の 息子と 六 人の 娘が あっ 
て， ェズラの 子ら はェ テル， メレ ド， ェ ゥ 創38:5  たが， 彼の 兄桌 たちには 多くの 息子が 
フェル， ヤロンであった。 彼女は ミリ  なかった。 また， 彼らの 氏族は どれ 

(7) エ代 I  15:27  (7) 

アム， シャ マイ， それに ェシュ テ モア 代113:14 も， ユダの 子ら ほどには 多くなかった 0 
の父イ シュバ ハを 宿した。 18 彼の ユ ォ ルッ 4:10  28 そして， 彼らは ベ ェル. シ ェバ， モ 
ダヤ 人の 妻は， ゲド ルの 父 ェレ ド， ソ ヵテサ nm ラダ， ハツ ァル •シュア ルに，  29 ま 
コの 父へ ベル， ザ ノア ハの 父ェク ティ キ蔵 し た ビル ハ， ェツェ ム， トラ ド，  30 ま 
ェルを 産んだ。 そして， これらは メレ 我 2  たべ ト ェル， ホル マ， チク ラグ， 31 そ 
ドが め とった， ファラオの 娘 ビトヤ の ク 胃22:29 れ にべ 卜 •マル カボト ，ハツ ァル. ス 
子ら であった。  ヶ シム， ベ ト • ビ ルイ， シャ アラ イムに 

19 そして， ナ ハムの 姉妹で ある， コ民 26:12  住み 続けた。 これらは ダビデの 治める 
ホ ディ ヤの 妻の 子ら は ガルム 人 ケイラ サ民 26:13 ときに 至る まで 彼らの 都市であった。 
の 父と マ アカト 人 ェシュ テ モアで あっ ^  32 そして， 彼らの 集落は ェ タムと 

た 0  20 また， シモンの 子ら は アム ノ  7fJ49;8  アイン， リモン， ト ケン， アシャンの 

ンと リナ， ベン •ハナンと ティ ロンで  S  26:22 五つの 都市であった。  33 そして， こ 
あった。 そして， イシ ュイの 子ら はゾ U1 ぶ 2 れらの 都市の 周囲に あった すべての 彼 
へ 卜と ベン •ゾ へ卜 であった。  ゥョシ 15:26 らの 集落は バアルにまで 及んだ。 これ 

21 ユダの 子 シヱ ラの 子ら は レカの  *  らは 彼らの 住みかで， 彼らの ための 系 

父 ェル， マ レシ ャの父 ラダ， アシュ ベ  ョシ 他3 図 上の 記録であった。  34 そして， メ 
アの 家の 上等の 織物を 織る 者の 家の 諸  ショ パブ， ヤ ムレ ク， アマ ジヤ の子ヨ 

氏族， 22 モ アブ 人の 妻たち の 所有者  シャ，  35 そして ヨ ェル， ア シェル 

ひとびと  カ ヨシ 15:29 

となった， ヨ キム， コゼバ の 人々， ヨ  の 子 セラヤの 子 ヨシ プヤの 子 ェヒ ウ， 

ア シュ， サ ラフ， それに ヤシ ュビ •レ  36 また ェル ヨェ ナイ， ヤア コバ， ェ 

げんせ っ ふる ク ヨシ 19:4 

ヘムであった。 そして， この 言説は 古  ショ ハヤ， ア サヤ， アディ ェル， ェシ 

い 伝承に よる ものである。  23 彼ら  ミェル， ベ ナヤ，  37 および シェ マヤ 

は 陶器 師 で， ネ タイムと ゲ デラの 住民  ^2)：65 の子シ ムリの 子 ェダ ヤの 子アッ ロンの 

であった。 彼らは [王] の 仕事で 王と 共  1\  ?2；1 子シ フイの 子ジ ザ。 38 これら 名前の 

に， そこに 住んだ 0  サ3シ19:5 出て 来た 者たち は 彼らの 諸氏 族の 中の 

24 シメオンの 子ら は ネム ェルと ショシ 19:6 長で， 彼らの 父祖たち の 家の 者は， お 
ヤ ミン， ヤリブ， ゼラ ハ， シャウ ル， スョシ 19:7 びた だしく 増えた 0  39 そこで， 彼ら 

25  [シャウ ル] の 子は シャルム， その子 セョシ 19:8 は その 群れの ために 放牧地を 捜し求め 
はミブ サム， その子は ミシュ マで あっ ソ代 15:24 て， ゲド ルの 入り 道， 谷の 東の 方に ま 
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で 行った。 40 やがて 彼らは 肥えた 良 
い 放牧地を 見つけた。 その 地は かなり 
広くて， 騒動 もな く， 安らかであった。 
以前 そこに 住んで いた 者たち は ハムの 
出だった からで ある。 41 それで， こ 
れら [その] 名を 記された 者たち は ユダ 
の 王ヒゼ キヤの 時代に 行って， ハム 人 
の 天幕と， そこで 見いだ された メウニ 
ムを 討ち 倒し， これらの 者を 滅びの た 
めに ささげて 今日に 至ってい る。 彼ら 
は これらの 人々 に 代わって 住む ように 
なった。 そこには 彼らの 群れの ための 
放牧地が あった からで ある。 

42 そして 彼らのう ち， イシ ュイの 子 
ら ペラ トヤ， ネア ルヤ， レフ ァヤ， ウジ 
エルを 先頭に して 共に セイル 山に 行っ 
た， シメオンの 子ら の 一部の 者， 五 百 
人が いた。 43 そして 彼らは ア マレク 
の 逃れた 残りの 者を 討ち 倒し， 今日に 
至る まで そこに 住み 続けて きた。 

厂 そして， イスラエルの 長子 ル ベン 
の 子ら 一 彼は 長子で あっ たが， そ 
の 父の 長いす を 汚した ことにより， 長 
子と しての 彼の 権利は イ スラ エルの 子 
ヨセフの 子ら に 与えられ たので， 彼は 
長子の 権利の 点では 系図に 記録され て 
はならなかった ので ある。 2 ユダは， 
その 兄弟たち の 中で 勝った 者と なり， 
指導者と なる 者が 彼 か ら出 るので ある 
が， 長子と しての 権利は ヨセフの もの 
であった からで ある。 一 3 イス ラエ 
ルの 長子 ル ベンの 子ら はハノ クとパ 

f ツ）  [テ） 

ル， へツ ロンと カルミであった。 4 ヨ 
エルの 子ら は その子 シヱ マヤ， その子 
はゴグ ，その子は シ ムイ， 5 その子は 
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ミカ， その子は レ アヤ， その子は バア 
ル， 6 その子は アッシリアの 王 ティル 
ガト • ピ ルネ セルが 捕らえて 流刑に 処 
したべ エラで, 彼は ル ベン 人の 長で あっ 
た。 7 また 彼の 兄弟たち は， その子 孫 
に 基づく 系図 上の 記録に ある 彼らの 氏 
族に したがえば， 頭は エイ エル， それ 
にゼ カリヤ， 8 そして ヨ エルの 子 シエ 
マの 子 アザズ の 子べ ラで 一 彼は アロ 
エルに 住み， ネボや バアル •メ オンに 
まで 及んで いた。  9 それ どころ か 彼 
は， 東は， ユーフラテス川の ほとりで 
荒野に 入る ところにまで 住んだ。 ギレ 
ア デの 地で 彼ら の 畜類が 数多く 殖えた 
からで ある。 10 そして， サウ ルの 時 
代に， 彼らは ハグ ル 人と 戦いを 行ない， 
[ハグ ル 人] は 彼らの 手に 倒れた。 そこ 

ひがし ち ほう いったい 

で 彼 らはギ レア デの 東の 地方 一帯に そ 
の 天幕に 住んだ。 

a 彼らの 前方の ガ ドの 子ら は. バ 
シャ ンの 地に 住んで サレ カにまで 及ん 
だ。 12 ヨ エルは 頭で， 二番目は シャ 
ファム， そして パシャ ンのヤ ナイと シャ 
ファ ト 〇 13 そして， 彼らの 父祖たち 
の 家に 属する 彼らの 兄弟たち は ミカエ 
ル， メシュ ラム， シ エバ， ヨ ライ， ヤ 
カン， ジア， エベ ルの 七 人であった。 
14 これらは アビ ハイルの 子ら で， [順 
次 さかのぼって， アビ ハイルは] フリの 
子， ヤ ロア ハの 子， ギレアデの 子， ミ 
カエ ルの 子， エシ シャイ の 子， ヤフ ドの 
子， ブズの 子。 15 グ ニの 子， アブ ディ 
エルの 子 アヒは 彼らの 父祖たち の 家の 
頭。 16 そして， 彼らは ギレアデと バ 
シャンと それに 依存す る 町々 と， シャ 
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ロンの すべての 牧草地に， その 末端に 
まで 住み着いた。 17 彼らは 皆， ユダ 
の王ヨ タムの 時代と イスラエルの 王ヤ 

(ィ）  けいず  きろく 

ラべ アムの 時代に 系図に 記録され た。 

18 ル ベンの 子ら， ガド 人， マナ セの 
半部族に ついては， 勇敢な 者であった 
これらの 者たち， 盾と 剣を 携え， 弓を 
引き， 戦いの 訓練を 受けた 者たち のう 
ち， 従軍す る 者は 四 万 四千 七 百 六十 人 
いた。 19 そして 彼らは ハグ ル 人と， エ 
ト ル， ナフ ィ シュ ，ノ ダブと 戦いを 行な 
うように なった。  20 ときに， 彼らは 
助けられて これに 当たった ので， ハグ 
ル 人 および これ と共にいた 者は 皆， 彼 
らの 手に 渡された。 それは 彼らが 戦い 
の 際に 裡に 援助を 呼び 求めた からで あ 
り， 彼らが®] に 信頼した ので， [姓] 
は 彼らの ために 願いを 聞き入れられた 
ので ある。 21 そして 彼らは ついに そ 
の 畜類を， そのら くだ 五 万， 羊 二十 五 
万， ろば 二 千， 人の 魂 十万を 捕らえた。 
22 この 戦いは [まことの] 迚 による も 
のだった ため， 打ち殺されて 倒れた 者 
が 多かった からで ある。 そして， 彼ら 
は 流刑の 時まで この 人々 に 代わって 住 
み 着いた。 

23 マナ セの 半部族の 子ら は， この 
地に 住んで， パシヤ ン から バアル. へ 

[夕 j  m  ざん [ツ]  およ 

ル モン， セニ ル， ヘル モン 山にまで 及 
ん だ。 彼ら も 数多く 殖えた。 24 そし 
て， これらは 彼らの 父祖たち の 家の 頭 
たちであった。 すなわち， エフ ヱ ル， イ 
ジュイ， エリエ ル， アズ リエル， エレ 
ミヤ， ホダ ウヤ， ヤフ ディエル。 勇敢 
で 力の ある 者であった 人々， 名の ある 
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人々， 彼らの 父祖たち の 家の 頭たち で 
あった。  25 ところが， 彼らは その 父 
祖 たちの 神に 対 して 不忠実な ことを す 
るよう になり， 拽が 彼らの 前から 滅ぼ 
し 尽く された その 地の もろもろの 民の 
神々 と 不倫な 交わり を 持つ ようにな っ 
た。 26 それゆえ， イスラエルの# は 

アッ シリ アの王 プルの 霊, すなわち アッ 

[才） 

シリアの 王 ティ ルガ ト • ピ ルネ セルの 
霊を かき 立てられ たので， 彼は ル ベン 
人と ガド 人と マナ セの 半部族の 者たち 

と  るけい  しょ [キ）  W- 

を 捕らえて 流刑に 処 し， 彼らを ハラ ハ 
と ハ ボルと ハラと ゴザ ン 川に 連れて行 
き， [そのまま] 今日に 至ってい る。 

〇 レビの 子ら は ゲルショム ，コハト， 
® それに メ ラリであった。  2 そし 

{ス1 

て， コハトの 子ら は アム ラム， イツ ハ 

[セ）  (V)  [夕） 

ル， それにへ ブロン および ウジ エルで 

m  一 

あった。  3 そして， アム ラムの 子ら 

‘： W  i テ！  秦 1 

はア ロンと モー セで， ミ リアム もいた。 

また， ア ロンの 子ら はナ ダブと ア ビフ， 

W  參 . .. 

エ レア ザルと イタ マルであった。 4 エ 

(/)  [ハ）  ちち 

レア ザルは， ビネ ハスの 父と なった。 
ビネ ハスは， アビ シュアの 父と なった。 
5 代わって， アビ シュアは ブキの 父と 

[フ） 

なり， 代わって ブキは ウジの 父と なっ 

か  ちち 

た。 6 代わって， ウジは ゼラ フヤの 父 

[へ) 

となり， 代わって ゼラ フヤは メラ ヨト 
の 父と なった。  7  メラ ヨトは， アマ 
ルヤの 父と なり， 代わって ア マルヤは 
アヒ トブの 父と なった。 8 代わって， 
アヒト ブはザ ドクの 父と なり， 代わ っ 

テ 出 6:26; 使徒 7:38; ヘプ 3:2; 卜 出 2:4; 出 15:20; 民 
12:10; ナ出 6:23; 出 24:1; レビ 10:1; 二 出 28:1; 代 I  24: 
2; ヌ民 3:32; 申 10:6; ネ民 4:28; 代 I  24:4;  ノ出 6:25; 
ハ 民 25:11; 代 I  9:20; 詩 106:30; ヒ エズ 7:5; フ エズ 7:4; 
へ エズ 7:3; ホサ  II  8:17; マサ n  15:27; サ  n  20:25; 王  I  1:8; 
王 I  2:35。 
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て ザ ドクは アヒマ アツの 父と なった 0 第6 章 ハ トの 子ら は その子 アミナ ダブ， その 
9 代わって， アヒマ アツは アザ リヤの ァジ^ぷ 子は コラ， その子は ア シル，  23 その 
父と なった。 代わって， アザリ ヤはヨ ィ代 n26:20 子 エル カナ， その子 エ ビア サフ， その 
ハナンの 父と なった。 10 代わって， ゥヱズ7:3  子は ア シル，  24 その子は タハ ト， そ 

[ィ）  ちち  ニェズ 7:2 

ヨハナンは アザ リヤの 父と なった。 こ ォネへ 川11 の子ウ リエル， その子 ウジ ヤ ，それに そ 

力 代  II  3^* 1/1 

の [アザ リヤ] は ソロモンが エルサレム キ王 n25:18 の 子 シャウ ルであった。 25 また， エ 
に 建てた 家で 祭司を 務めた 者で ある。 クハガ 1:1 ル カナの 子ら は アマ サイと アヒ モトで 

[ゥ） ちち ケ出 6:16 

11 そして， アザリ ヤはア マルヤの 父 コ民 3:18  あった。 26 エル カナに ついては， エ 
となった。 代わって， ア マルヤは アヒ ^  ル カナの 子ら は その子 ツォフ ァイと そ 
トフ、、 の 父と なった。 12 代わって， ア ス も6 ぽ13 の 子ナハ ト，  27 その子は エリ アブ， 
ヒトブ は ザ ドクの 父と なった。 代わ っ セ その子は エロ ハム， その子は エル カナ 

S  3:19  阁  _ 

て， ザ ドクは シャルムの 父と なった。 ソ であった。  28 そして， サム エルの 子 

か  ちち  ちょうし  ばんめ 

13 代わって， シャルムは ヒル キヤの 父 夕 民26 :57 らは 長子 [ヨ エル] と 二番目 [の 子] アビ 
となった 。代わって， ヒル キヤは アザ ッ代 n29:12 ヤ であった 0  29  メ ラリの 子ら は マフ 
リヤの 父と なった。 14 代わって， ア  ^  m  リ， その子 リブ ニ， その子 シ ムイ， そ 
ザ リヤは セラヤの 父と なった。 代わ っ 7S16:1  の子ウ ザ，  30 その子 シム ア， その子 
て， セラヤは エホ ツァ ダクの 父と なっ  S  26：?0 ハ ギヤ， その子 ア サヤであった。 

た。 15 そして， エホバが ネブカ ドネ ィ出 6:24  31 そして， これらは 鐘が 安置 所に 着 

ザルの 手に よって ユダと エルサレムを ^  いた 後， エホバの 家で 歌を 指導させる 
捕らえて 流刑に 処 された ときに 去って 才 似 6:34 ために ダビデが 地位を 与えた 者たち で 

い  カサ I 1:1  かれ 

行った のは， エホ ツァ ダクであった 0 キサ 丨1:2〇 あった。  32 そして 彼らは， ソロモン 
16 レビの 子ら は ゲルショム， コハ 11 が エルサレムに エホバの 家を 建てる ま 
卜， それに メ ラリであった。 17 そ  ^323：21 で， 会見の 天幕の 幕屋の 前で 歌を 歌っ 
して， これらは ゲルショムの 子ら の 名 て 奉仕す る 者と なった。 彼らは 自分た 
である。 すなわち， リブ ニと シ ムイ。 サぬ15:16 ちの 任務に したがって その 奉仕を 担当 
18 そして， コハトの 子ら は アム ラム， ス代 ne:42 し 続けた 〇  33 そして， これらは 仕え 

(t?)  詩 68:25  もの  — 

イツ ハル， へ ブロン， ウジ エルで あっ セ 代 II6:4  た 者たち， また その子ら であった 。す 

_  M  代 I 16:37  じん  うた 

た 0 19  メ ラリの 子ら は マフ リと ムシ Vftn  35:15 なわち， コハト 人の子ら からは 歌うた 
であった 0  31 14:40 いへ マンで， [順次 さかのぼって， へ マン 

びと  ふそ  夕代 I 15:19  [チ）  M 

そして， これらは レビ 人の その 父祖 代^6 は] ヨ エルの 子， サム エルの 子， 34 エ 
ごとの 氏族であった。 20 すなわち， ゲ  5:12 ル カナの 子， エロ ハムの 子， エリエ ル 

もの  [チ丨  チサ 18:2  (t) 

ル ショム の 者は， その子は リブ ニ， そ  6:28  の 子， トア ハの 子，  35 ツフの 子， エ 
の 子は ヤハ ト， その子は ジマ， 21 そ サ 18:1  ル カナの 子， マ ハ トの 子， アマ サイの 

(7)  テサ II: 19  _ 

の 子は ヨア ハ， その子は イド， その子は 卜 代 16:27  子， 36 エル カナの 子， ヨ エルの 子， ア 
ゼラ ハ， その子は エア トライ。 22 コ m  ザ リヤの 子， ゼパ ニヤの 子，  37 タハ 
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卜の 子， ア シルの 子， エ ビア サフの 子， 
コラの 子， 38 イツ ハルの 子， コハト 
の 子， レビの 子， イスラエルの 子。 

39  [へ マン] の 右で 仕えて いた， そ 

きょうだい  太 

の 兄弟 ア サフに ついては， ア サフは ベ 
レ タヤの 子で， [順次 さかのぼって， ベ 
レ タヤは] シム アの 子，  40 ミカエル 
の 子， バア セヤの 子， マル キヤの 子， 
41 エ トニの 子， ゼラ ハの 子， アダヤ の 
子，  42 エ タンの 子， ジマの 子， シム 
イの 子， 43 ヤハ トの 子， ゲルショム 
の 子， レビの 子。 

44 左側に いた 彼らの 克弟 である メ 
ラリの 子ら に関しては， キシの 子 エタ 
ン がいた。 [順次 さかのぼって， キシ 
は] アブ ディの 子， マルクの 子， 45 ハ 
シャ プヤの 子， アマ ジヤの 子， ヒルキ 
ヤの 子， 46 アム ツィの 子， バニの 子， 
シエ メルの 子，  47 マフ リの 子， ムシ 
の 子， メ ラリの 子， レビの 子。 

48 そして， 彼らの 兄弟で ある レビ 人 
たちは [ま ことの] 裡の 家の 幕屋の あら 
ゆる 奉仕の ために 与えられた 者たち で 
あった。  49 そして ア ロンと その子ら 
は， 最も 聖 なる ものの あらゆる 仕事の 
ため， また イスラエル のために 贖罪を 
行なうた め 焼燔の 捧げ物の 祭壇と 香の 
祭壇の 上に 犠牲の 煙 を 立ち上らせ てい 
た。 すべて [まことの] 裡の僕 モー セが 
命じた 通りで ある。  50 そして， これ 
らはア ロンの 子ら であった。 すなわち， 
その子 エ レア ザル， その子 ビネ ハス， そ 
の 子 アビ シュア，  51 その子 ブキ ，そ 
の 子 ウジ， その子 ゼラ フヤ，  52 その 
子 メラ ヨト， その子 ア マルヤ， その子 


アヒ トブ，  53 その子 ザ ドク， その子 
ア ヒマ アツ 0 

54 そして， これらは コハト 人の 氏族 
に 属する ア ロンの 子ら のた めの， 彼ら 
の 領地 内の 壁で 囲まれた 宿営 ごとの 彼 
らの 居住地であった。 そのく じが 彼ら 
の ものと なった からで ある。  55 そこ 
で， 人々 は ユダの 地のへ ブロンを， そ 
の 周囲の 牧草地と 共に 彼らに 与えた。 
56 ただし， この 都市の 畑と その 集落 
はエ フネの 子 カ レブに 与えた。  57 そ 
して， ア ロンの 子ら には 避難 都市， ヘプ 
ロ ン ，それに リ ブナと 共に その 牧草地， 

[X,  : fe： 

ヤ ティル， エシュ テ モアと 共に その 牧 
草地，  58 また ヒ レンと 共に その 牧草 
地， デビルと 共に その 牧草地，  59 ま 
た アシャン と共に その 牧草地， ベ ト- 
シェ  メ  シュ と共に その 牧草地，  60 そ 
れに ベニヤ ミ ンの 部族からは ゲバと 共 
に その 牧草地， アレ メト と共に その 牧 
草地， アナ トテ と共に その 牧草地を 与 
えた。 彼らの 都市は 全部で その 諸氏 族 
の 中で 十三の 都市であった。 

61 そして， 残った コハトの 子ら には 
その 部族の 氏族から と， 半部族， すな 
わち マナ セの 半分から， くじに よって 
十の 4 缶 [を 与ぇた]。 （ 

62 また， ゲルショムの 子ら には その 
氏族 ごとに， イッ サカ ルの 部族， ア シェ 
ルの 部族， ナフタリの 部族， バシャン 
の マナ セの 部族から 十三の 都市 [を 与 
えた]。 

63  メ ラリの 子ら には その 氏族 ごと 

ナ王 I  2:26; イザ 10:30; エレ 1:1; ニ ヨシ 21:4; ヌ ヨシ 21: 
5; ネ代 I  6:17;  ノ ヨシ 21:28; ハ ヨシ 21:30; ヒ ヨシ 21: 
32; フ ヨシ 21:27; へ ヨシ 21:40。 
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に ル ベンの 部族， ガ ドの 部族， ゼ ブル 
ンの 部族から， くじに よって 十二の 都 
市 [を 与えた]。 

64 こうして イスラエルの 子ら は レ 
ビ 人に 都市と 共に その 牧草地を 与えた。 
65 その上， 彼らは ユダの 子ら の 部族， 
シメオンの 子ら の 部族， ベニヤ ミンの 
子ら の 部族から これらの 都市を くじに 
よって 与えた。 彼らは それらの [都市] 
の 名を 挙げた。 

66 そして， コハトの 子ら の 氏族の あ 
る ものは エフ ライムの 部族から その 領 
地の 都市を 持つ ようになった。 67 そ 
こで， 彼らには 避難 都市と， エフ ライム 
の 山地に ある シェ ケムと 共に その 牧草 
地， ゲゼルと 共に その 牧草地， 68 また 
ヨクメ アムと 共に その 牧草地， ベ ト • 
ホ ロンと 共に その 牧草地， 69 それに 
アヤ ロンと 共に その 牧草地， ガト •リモ 
ン と共に その 牧草地を 与えた。 70 そ 
して， マナ セの 部族の 半分からは， ア 
ネノ  L と共に その 牧草地と ビル アムと 共 
に その 牧草地を， 残った コハトの 子ら 
の 氏族に [与えた]。 

71 そして， ゲルショムの 子ら には マ 
ナ セの 半部族の 氏族から パシャ ンのゴ 
ランと 共に その 牧草地， アシュ タロテ 
と共に その 牧草地， 72 また イッ サカ ル 
の 部族から， ケデシ ュ と共に その 牧草 
地， ダべ ラ ト と共に その 牧草地， 73 そ 
れにラ モトと 共に その 牧草地， ア ネム 
と共に その 牧草地，  74 また ア シェル 
の 部族から， マ シャルと 共に その 牧草 
地， アブ ドンと 共に その 牧草地， 75 そ 
れに フコク と共に その 牧草地， レホブ 
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と共に その 牧草地，  76 そして ナフタ 
リの 部族から， ガリラヤの ケデシ ュと 
共に その 牧草地， ハモンと 共に その 牧 
草地， キル ヤ タイムと 共に その 牧草地 
を [与えた]。 

77 残った メ ラリの 子ら には ゼ ブルン 
の 部族から リ モノ と共に その 牧草地， 夕 
ボルと 共に その 牧草地，  78 また エリ 
コの ヨルダンの 地方， ヨルダンの 東の 
方では， ルべ ンの 部族から， 荒野に ある 
べツヱ ルと 共に その 牧草地， ヤ ハツと 
共に その 牧草地，  79 また ケ デモ トと 
共に その 牧草地， メ ファ アトと 共に そ 
の 牧草地， 80 それに ガ ドの 都 族から， 
ギレアデの ラ モト と共に その 牧草地， 
マハナ イムと 共に その 牧草地， 81 お 
よびへ シュ ボンと 共に その 牧草地， ヤ 
ゼノ し と共に その 牧草地を [与えた]。 

一 さて， イッ サカ ルの 子ら は ト ラと 
•  プア， ヤシ ユブと シム ロンの 四 人で 
あった。  2 そして ト ラの 子ら は ウジ， 
レフ ァヤ， エリエ ル， ヤフ マイ， イブ 
サム， シェ ムエ ルで， 彼らの 父祖たち 
の 家の 頭であった。 トラの 者には， 彼 
らの 子孫 ごとに， 勇敢で 力の ある 者た 
ちがいた。 その 数は ダビデの 時代には 
二 万 二 千 六 百 人であった。 3 そして， 
ウジの 子ら はイズ ラフ ヤ であった 〇イ 
ズ ラフ ヤの 子ら は ミカエル， オバ デヤ， 
ヨ エル， イシ ヤ，  の 五 人で， 彼 

らは みな 頭であった。  4 そして， 彼 
ら と共に， その 父祖たち の 家に したが 
い， その子 孫に よって， 戦いに 備えた 
軍隊， 三 万 六 千 人が いた。 彼らには 多 
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くの 妻 や 子が いたから である。 5 そし 
て， イッ サカ ルの 全 氏族の 彼らの 兄弟 
たちは， 勇敢で 力の ある 者たち で， そ 
のす ベての 系図 上の 記載 者 数に よれば 
八 万 七 千 人で あ っ た。 

6 ベニヤ ミン [の 子ら] はべ ラ， ベ 
ケル， エ ディア エルの 三人であった。 
7 そして， ベラの 子ら は エツ ボン， ウ 
ジ， ウジ エル， エリ モト， イリの 五 人 
で， 彼らの 父祖たち の 家の 頭で あり， 勇 
敢で 力の ある 者たち であった。 その 系 
図 上の 記載 者 数は 二 万 二 千 三十 四 人で 
あった。 8 そしてべ ケルの 子ら は ゼミ 
ラ， ヨア シュ， エリ エゼル， エル ヨエ 
ナイ， オ ムリ， エレ モト， ア ビヤ， ア 
ナト テ， アレ メ トで， これらは 皆べ ケル 
の 子ら であった。 9 そして， その 父祖 
たちの 家の 頭たち で， 勇敢で 力の ある 
者たち に関する その子 孫 ごとの 彼らの 
系図 上の 記載 者 数は 二 万 二百 人で あっ 
た。 10 また， エ ディア エルの 子ら は 
ビル ハンであった。 ビル ハンの 子ら は 
エ ウシ ュ， ベニヤ ミン， エフ ド， ケナ 
アナ， ゼ タン， タルシシ ュ， ア ヒシャ 
ハルであった。 11 これらは 皆， その 
父祖たち の 頭 ごとに 挙げた， エ ディア 
エルの 子ら で， 勇敢で 力の ある 者たち， 
戦いの ために 従軍す る 者 一万 七 千 二百 
人であった。 

12 そして， シュ ピムと フ ピムは イル 
の 子ら であり， フ シムは ア ヘルの 子ら 
であった。 

13 ナフタリの 子ら はヤ ハツィ エル， 
グ ニ， イエ ツヱ ル， シャルムで， ビル 
ハの 子ら であった。 
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14 マナ セの 子ら は， 彼の シリア 人 
の そばめが 産んだ アスリ エルで あっ 
た。 （彼女は ギレアデの 父 マキ ルを 産 
ん だ。 15 そして マキ ルは， フ ピムと 
シュ ピムの ために 妻を め とった。 彼の 
姉妹の 名は マア カと いった。） そして 二 
番目 [の 子] の 名は ツェ ロフハ ドと いっ 
たが， ツェ ロフハ ドには 娘たち があっ 
た。 16 やがて マキ ルの 妻マア カは 男 
の 子を 産み， その 名を ベレシュと 呼ん 
だ。 その 兄秦の 名は シェレ シュ とい 
い， その子ら は ウラムと レ ケムで あっ 
た。 17 そして， ウラムの 子ら はべ ダン 
であった。 これらは マナ セの 子 マキ ル 
の 子 ギレアデの 子ら であった。 18 ま 
た， 彼の 姉妹は ハモ レケ トであった。 
彼女は イシ ュホ ド， アビ •エゼル， マ 
フ ラを 産んだ。 19 それから， シェ ミ 
ダの 子ら はアヒ ヤン， シェ ケム， リク 
ヒ， アニ アムであった。 

20 そして， エフ ライムの 子ら はシュ 
テラ ハ， その子は ベ レ ド， その子は 夕 
ファト， その子は エル ア ダ， その子は 
タハ ト， 21 その子は ザバ ド， その子 
はシュ テラ ハ， それに エゼル， エル ア 
ドであった。 ところで， この 地で 生ま 
れた ガトの 人々 が 彼らを 殺した。 これ 
は それらの 者が 彼らの 畜類を 奪おうと 
して 下って 来たから である。 22 それ 
で， 彼らの 父 エフ ライムは 何日 もの 間， 
嘆き悲しん だので， その 兄弟たち がやっ 
て 来て は 彼を 慰めた。 23 後に， 彼は 
その 妻と 関係を 持った ので， 彼女は 身 
ごもって， 男の子を 産んだ。 しかし 彼 
は その子の 名を ベリアと 呼んだ。 これ 
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ア ハ， ハル ネフ ヱ ル， シュア ル， ベリ， 
イム ラ， 37 ベ ツェル， ホ ド， シャ マ， 
シルシ ャ ，イ ト ラン， ベ エラであった。 
38 また， エ テルの 子ら はエ フネ， ピ 
ス パ， アラであった。  39 そして， ウ 
ラの 子ら は アラ， ハ ニエル， リ ツヤで 
あった。  40 これらは 皆， ア シェルの 
子ら， 父祖たち の 家の 頭， えり 抜きの， 
勇敢で 力の ある 者たち， 長たち の 頭で 
あった。 彼らの 系図 上の 記載 者は 戦い 
のとき 軍務に 就く 者であった。 その 数 
は 二 万 六 千 人であった。 

〇 ベニヤ ミンは， その 長子べ ラ， 二 
^ 番目 [の 子] ア シュペル， 三番 目 
[の 子] アフラ ハ，  2 四番 目 [の 子] ノ 
ハ, 五番 目 [の 子] ラ ファの 父と なった。 
3 そしてべ ラには 子ら が あった。 アッ 
ダル， ゲ ラ， アビ フ ド， 4 アビ シュア， 
ナ アマン， ア ホア ハ， 5 ゲラ ，シェフ 
ファン， フラムで ある。  6 そして， こ 
れらは エフ ドの 子ら であった。 これら 
は ゲバの 住民に 属する^: 祖 たち [の 家] 
の 頭たち で， 彼らは この 人々 を 捕らえ 
て マナ ハ トに 流刑に 処 した。 7 すな わ 
ちナ アマン， ア ヒヤ， それに ゲラー 彼 
はこの 人々 を 捕らえて 流刑に 処 した 者 
であった。 彼は ウ ザと アヒフ ドの 父と 
なった。  8 シャハ ライムは， 彼らを 去 
ら せた 後， モ アブの 野で [子供たち の] 
父と なった。 フ シムと バア ラが 彼の 妻 
であった。 9 そして， その 妻 ホ デシ ュ 
によって 彼は ヨバ ブ， ツィ ブヤ ，メ 
シャ ，マル カム， 10 エウツ ，サクヤ， 
ミル マの 父と なった。 これらは 彼の 子 
ら， 父祖たち [の 家] の 頭であった。 


歴代 第一 7：24—8：10 

は 彼女が 彼の 家に， 災い と共にい たか 
ら である。  24 また， 彼の 娘は シェ エ 
ラで あり， 彼女は やがて 下 および 上べ 
卜- ホ ロン， それに ウ ゼン • シェ エラ 
を 建てた。  25 また， 彼の 子は レ ファ 
ハ， レシ ェフ， その子は テラ ハ， その 
子は タ ハン，  26 その子は ラ ダン， そ 
の 子は アミ フ ド， その子は エリ シャ マ， 
27 その子は ヌン ，その子は エホ シュア。 

28 そして， 彼らの 所有地と 居住地は 
ベ テルと それに 依存す る 町々， 東は ナ 
アラン， 西は ゲゼルと それに 依存す る 
町々， シヱ ケムと それに 依存す る 町々 
で， ガザと それに 依存す る 町々 に 至る。 
29 マナ セの 子ら の 側では べ卜 •シェア 
ン とそれ に 依存す る 町々， タアナクと 
それに 依存す る 町々， メギドと それに 
依存す る 町々， ドルと それに 依存す る 
町々 であった。 これらの 所に， イスラ 
エルの 子 ヨセフ の 子ら は 住んだ。 

30 ア シェルの 子ら はイ ムナ， イシ ュ 
ワ， イシ ュビ， ベリアで あり， セラ ハ 
は 彼らの 姉妹であった。 31 また， ベ 
リ アの 子ら はへ ベルと マル キエ ルで， 
この [マル キエ ル] は ビル ザイ トの 父で 
あった。  32 へべ ルは， ヤフレ ト， シヨ 
メル， ホ タム， および 彼らの 姉妹 シュ 
アの 父と なった 0  33 また， ヤフレ ト 

の 子ら は パ サク， ピム ハル， ア シュワ 
卜であった。 これらは ヤフレ トの 子ら 
であった。  34 そして， シェ メルの 子 
らはア ヒとロ フガ， エフ バと アラムで 
あった。 35 そして， 彼の 兄弟へ レム 
の 子ら はゾ パ， イ ムナ， シェレ シュ， 
アマ ルであった。 36 ゾ パの 子ら はス 


:18 :14 :27 6 :21 
5  3  9  7  6 

才  カ キ 


民 民 創 代 
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11 また， フ シムに よって 彼は アビ ト 
ブと エル パ アルの 父と なった。 12 そ 
して エル パ アルの 子ら は エベ ル， ミシュ 
アム， シェ メ ドで， この [シェ メ ド] は才 
ノ および ロ ドと それに 依存す る 町々 を 
建てた。 13 それにべ リアと シェ マで 
あった。 これらは アヤ ロンの 住民に 属 
する 父祖たち [の 家] の 頭であった。 こ 
れらは ガト の 住民を 追 L ヽ 払った 者たち 
である。 14 また， ア フヨ， シャシャ 
ク および エレ モト， 15 ゼ バド ヤ ，ア 
ラ ド， エデル， 16 ミカエル， イシ ュ 
パ， ヨハ はべ リアの 子ら。 17 また， 
ゼ バド ヤ， メシュ ラム， ヒ ズキ， へべ 
ル， 18 イシ ュメ ライ， イズ リア， ヨ 
パブは エル パ アルの 子ら。 19 また， 
ヤ キム， ジ クリ， サブ ディ，  20 エリ 
エ ナイ， チル タイ， エリエ ル，  21 ア 
ダヤ， ベラ ヤ， シム ラトは シ ムイの 子 
ら。  22 また， イシ ュ パン， エベ ル， 
エリエ ル，  23 アブ ドン， ジクリ ，ハ 
ナン，  24 ハナ ニヤ， エラム， アヌト 
ティ ヤ， 25 イ フデ ヤ ，ぺヌ エルは シャ 
シャク の 子ら。  26 また， シャム シェ 
ライ， シェ ハル ヤ， アタリ ヤ，  27 ヤ 
アレ シュ ヤ， エリヤ， ジクリ は エロ ハ 
ムの 子ら。 28 これらは 彼らの 子孫 ご 
との 父祖たち [の 家] の 頭， 頭た る 者た 
ちであった。 これらは エルサレムに 住 
んだ 者たち である。 

29 そして， ギベオンの 父 [エイ エル] 
が 住んだ のは ギベオンで， 彼の 妻の 名 
はマア カと いった。 30 そして その子， 
長子は アブ ドン， それに ツル， キシュ， 
バアル， ナ ダブ， 31 ゲド ル， ア フヨ， ゼ 
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ケル。  32 ミクロ トは， シム アの 父と 
なった。 そして 実際， これらの 者 も そ 
の 兄弟たち と 一緒に エルサレムに その 
兄弟たち の 前に 住んだ 者たち である。 

33 ネルは， キシュの 父と なり， 代 
わって キシュは サウ ルの 父と なり， 代 
わって サウ ルは ヨナ タ ン ，マル キ •シュ 
7 , アビ ナ ダブ， エシュ バアルの 父と 
なった。  34 そして， ヨナ タンの 子は 
メ リブ. バアルであった。 メ リブ •パ 
アルは， ミカの 父と なった。  35 そし 
て， ミカの 子ら は ビトン， メレク， 夕 
レア， アハズ であった。 36 アハズ は， 
エ ホア ダの 父と なり， 代わって エ ホア 
ダは アレ メ ト ，アズ マべ 卜， ジ ムリの 父 
となった。 代わって， ジ ムリは モツァ 
の 父と なり，  37 代わって， モツァ は 
ビヌ アの夂 となった。 [ビ ヌア] の 子は 
ラ ファ， その子は エル アサ， その子は 
アツ ェル。  38 そして， アツ ェルに 
は 六 人の子が おり， これらが その 名で 
あった。 すなわち， アズリ カム， ボケ 
ル， イシ ュマ エル， シェア ルヤ， オバデ 
ヤ， ハナン。 これらは みな アツ ヱ ルの 
子ら であった。 39 そして， その 兄弟 
エ シヱ クの 子ら は その 長子 ウラム， 二 
番目 [の 子] エ ウシ ュ， 三番 目 [の 子] エ 
リフ ェレトであった 0  40 そして， ウ 

ラムの 子ら は 弓を 引く， 勇敢で 力の あ 
る 者たち で， 多くの 子 や 孫， 百 五十人 
がいた。 これらは みなべ ニヤ ミンの 子 
ら から 出た。 

Q すべての イスラエル 人は， 系図に 
° 記録され た。 彼らは まさしく， イ 
スラ エルの “ 王たち の 書” に 記されて 
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いる。 そして， ユダは， その 不忠実の 第 9 章 アディ エルの 子， [順次 さかのぼって] 
ゆえに 捕らえられて バビロンに 流刑に 7ius9；93 ヤフ ゼラの 子， メシュ ラムの 子， メシ 
処 された。  2 ところで， 彼らの 所有 === レミ トの 子， イ メルの 子。 13 そして 
地， 彼らの 都市に いた 最初の 住民は イ ェネへ 山3 彼らの 兄弟たち， その 父祖たち の 家の 
スラ エル 人， 祭司たち， レビ 人 および ェ 頭たち， 千 七 百 六十 人。 彼らは [まこと 
ネ ティ ニムであった。 3 そして， エル ネ へ3 :26 の]# の 家の 奉仕の 仕事を する 力量を 

(U)  (4)  いちぶ  もの  刀ネへ 11:1  そな  （ィ）  もの 

サ レムには ユダの 子ら の 一部の 者， ベ  J  J  37:22 備えた 力の ある 者たち であった。 

ニヤ ミンの 子ら の 一部の 者， エフ ライ キネへ 山4  14 そして レビ 人のう ちでは， メ ラリ 

す  クネへ 11:7  W  __ 

ムと マナ セの 子ら の 一部の 者が 住んだ 0 ヶ創 46:12 の 子ら の 出の ハシャ プヤの 子アズ リカ 
4 すなわち， ウ タイ。 彼は アミ フ ドの コ代 12:5  ムの子 ハ シュブ の 子 シヱ マヤ。 15 そ 
子， [順次 さかのぼって] オ ムリの 子， サ i へ 11:5 れにバ クバカ ル， へ レシ ュとガ ラル， お 
イ ムリの 子， バニの 子， [バニは] ユダ シ 以ば  よび マタ ヌヤ， 彼は ア サフの 子 ジクリ 
の 子 ペレツの 子ら の 出の 者 0  5 また， スネへ11:10 の 子 ミカの 子 0 16 そして オバ デヤ〇 

じん [サ）  ちょうし  セネへ 11:11 かれ  { ク）  （ヶ) 

シロ 人のう ちでは， 長子 アサ ヤ とその - 彼は エド トンの 子ガ ラルの 子 シェ マヤ 

子ら。 6 それに， ゼラ ハの 子ら のうち  の 子。 それにべ レクヤ 。彼は ネト ファ 

かれ  ア ネへ 11:13 じん (コ） しゅうらくす 

では， エウ エルと， 彼らの 六 百 九十 人 ィ出 18:21 人の 集落に 住んで いた エル カナの 子ア 

きょぅだい  代 I  26:6 

の 兄弟たち。  代126:3 C サの 子。 

ウ代 I  6:45  もんえい [サ I  [シ】 

7 そして， ベニヤ ミンの 子ら のう  ネへ 山〗5 17 そして， 門衛は シャルム， ア タブ， 

エネへ 13:13  かれ  きょうだい 

ちでは， ハセ ヌアの 子 ホダ ウヤ の子メ ォネへ 11:17 タル モン， アヒ マンで， 彼らの 兄弟 シャ 

ネへ 12:35  かしら  かれ 

シュラムの 子 サル，  8 エロ ハムの 子 力 代 丨 25:2 ルムが 頭で あり， 18 そのと きまで 彼 
イブ ネヤ， ミク リの子 ウジの 子 エラ， キ: へ11:22 は 東の 方に ある 王の 門に いた。 これら 

ク 代125 :3  しゅく えい もん えい  〔セ） 

および イブ ニアの 子レウ エルの 子 シヱ ヶネへ 11ポ は レビの 子ら の 宿営の 門衛であった。 
ファト ヤの子 メシュ ラム 0  9 そして， ネへ I2:28 19 そして， コラの 子 エブ ヤ サフの 子コ 

彼らの 子孫に よる その 兄弟たち は 九 百 2^29 レの 子 シャルム および その 父の 家の 彼 
五十六 人であった。 これらは 皆， その ス* へ3 :29 の 兄弟たち， すなわち コラ 人は， その 
父祖たち の 家 ごとの 父たち の 頭だった ソ 民26:9  奉仕の 仕事を つかさどる 者， 天幕の 入 
者で ある。  ^42；*®  口を 守る 者で， エホバの 宿営を つかさ 

さいし  詩 44: 表題  みち 

10 そして， 祭司のう ちでは， エダ 詩49: 表題 どる 彼らの 父たち は， 入り 道を 守る 者 0 
ヤ， エホ ヤリブ， ヤ キン， 11 および ッ代 1  6:37  20 そして， かつて 彼らを つかさどる 指 

アサ リヤ。 彼は ヒル キヤの 子， [順次 さ 揮 者だった のは エレ ア ザルの 子ピネ ハ 

卜 出 o:Zd  げ） 

かの ぼって] メシュ ラムの 子， ザ ドクの  ^：32：6 ス であった。 エホバは 彼と 共に おられ 
子， メラ ヨトの 子， [まことの] 拽の家 ナ‘' た。  21 メシェ レム ヤの 子ゼ カリヤは 
の 指揮者 アヒ トブの 子。 12 また アダ  会見の 天幕の 入口の 門衛であった。 

かれ  詩 106:30  しきい  もんえい  えら 

ヤ。 彼は マル キヤの 子 パシュ フルの 子 二 民 25:13  22 敷居のと ころに いる 門衛と して 選 

使徒 7:9  もの  ぜんぶ 

エロ ハムの 子 0 それに マ アサイ 0 彼は ヌ代 126:14 ばれた これらの 者は 全部で 二百 十二 人 
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かれ  けいず じょう （ァ） きろく 

であった。 彼らは その 系図 上の 記録に 

しゅうらく (ィ） 

よって 彼らの 集落に いた。 これらの 者 
を ダビデと 予見 者 サム エルが その 責任 
の ある 職務に 任じた ので ある。  23 こ 
う して 彼らと その子ら は， 守衛の 奉仕の 

いえ  てんまく 

ため， エホバの 家， すなわち 天幕の 家の 

もん  【力】  もんえい  しほう 

門を つかさどった。 24 門衛は， 四方， 
すなわち 東方， 西方， 北方， および 南 
常 こぃた 。 25 そして， 菠らの r 々のの 
集落に いる その 兄弟たち は 時々 来て 七 
日間， これらの 者と 一緒にい なければ 
ならなかった。 26 責任の ある 職務に 
は 門衛の 四 人の 力 ある 者たち がいた の 
である。 彼らは レビ 人で あり， [まこと 
の]# の 家の 食堂 と 宝物 倉と を 預か っ 
ていた。  27 そして， [まことの] 裡の 
家の 周りで 彼らは 夜を 過ごす ので あっ 
た。 守衛の 奉仕が 彼らに 課せられ てい 
たからで ある。 彼らは かぎを 預かって 
おり， 朝 ごとに [開けた] ので ある。 

28 そして， 彼らの 中の ある 者は 奉仕 
の 器具を 預かって いた。 彼らは 数を 合 
わせて それを 運び入れ， 数を 合わせて 
それを 運び出す からであった。 29 ま 
た， 彼らの 中の ある 者は 器具， および 
すべての 聖な る 器具と， 上等の 麦粉， ぶ 

し ゅ [テ） あぶら (卜） にゅうこう (ナ）  ゆ㈡ 

どう 酒， 油， 乳香， バルサム 油を つ 
かさ どるよう 任じられた 者たち であ っ 
た。 30 また， 祭司の 子ら の 中の ある 
者は バルサム 油の 塗り 油の 調合 物を 作 
る 者であった。 31 そして， コラ 人シャ 

[ネ） ちょうし  びと 

ルムの 長子で ある， レビ 人の マ タテ ヤ 
は， 平な ベで 焼いた ものを つかさどる 
責任の ある 職務に 就いて いた。 32 ま 
た， コハト 人の子ら の ある 者， 彼らの 
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卜 代 I 


兄弟たち は， 重ねの パンを 預かって， 安 
息 日 ごとに それを 用意した。 

33 そして， これらの 者は 歌うたい 
で， レビ 人の 父たち の 頭で 食堂 におり， 
責務を 免除され た 者たち であった。 昼 
も 夜 も その 仕事に 携わる のが 彼らの 責 
任であった からで ある。  34 これらの 
者は その子 孫 ごとの レビ 人の 父たち の 
頭， 頭た る 者たち であった。 これらは 
エルサレムに 住んだ 者たち である。 

35 そして， ギベオンには ギベオンの 
父 エイ エルが 住んだ。 そして 彼の 妻の 
名は マア カと いった。 36 そして その 
子， 長子は アブ ドン， それに ツル， キ 
シュ， バアル， ネル， ナ ダブ，  37 ゲ 
ドル， ア フヨ， ゼ カリヤ， ミクロ ト。 
38 ミク ロトは， シム アムの 父と なっ 
た。 そして 実際， 彼らが その 兄弟たち 
と 一緒に エルサレムで その 兄弟たち の 
前に 住んだ のであった。 39 ネルは， キ 
シュの 父と なり， 代わって キシュは サ 
ウルの 父と なり， 代わって サウ ルは ヨ 
ナ タン， マル キ* シュア， アビ ナ ダブ， 
エシュ バアルの 父と なった。 40 そし 
て， ヨナ タンの 子は メリ ブ •バアルで 
あった。 メ リブ •バアルは， ミカの 父 
となった。 41 そして， ミカの 子ら は 
ビトン， メレク， タフ レア [，ア ハズ] で 
あった。 42 アハズ は， ヤ ラの 父と な 
り， 代わって ヤ ラは アレ メ ト， アズマ 
ベ ト， ジ ムリの 父と なった。 代わって， 
ジ ムリは モツァ の 父と なった。 43 モ 
ツァ は， ビヌア の 父と なった。 その子 
は レフ ァヤ， その子は エル アサ， その 
子は アツ ェル。 44 そして アツ ェルに 
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は 六 人の子が おり， これらが その 名で 
あった。 すなわち， アズリ カム， ボケ 
ル， イシ ュマ エル， シヱ アル ヤ， オバ 
デヤ， ハナン。 これらは アツ ヱ ルの 子 
ら であった。 

ときに， フィリス ティア 人が イ 

I  II  たたか  ぉ： 

スラ エルと 戦いを 行なった。 イ 
スラ エルの 人々 は フィ リス ティ ア 人の 
前から 逃げて 行き， ギルボア山で 打ち 
殺されて 次々 に 倒れて いった。 2 そし 
て， フィリス ティア 人は サウ ルと その 
子ら に 追い 迫って 来た。 フィリス ティ 
ア 人は やがて サウ ルの 子ら である ヨナ 
タン， アビ ナ ダブ， マル キ •シュアを 
討ち 倒した。 3 そして， 戦闘は サウ ル 
に対して 激しくな り， 弓で 射る 者たち 
はついに 彼を 見つけた。 彼は 射手たち 
によって 傷ついた。 4 それで サウ ル 
は その 歲具 持ちに 言った， 「お前の 剣 
を 抜き， それで わたしを 刺し貫い てく 
れ。 これら 割礼を 受けて いない 者 ども 
が やって来て， わたしを むごく 扱うよ 
うな ことが 決してない ためだ」。 とこ 
ろが， その 武具 持ちは そうしよ うとし 
なかった。 非常に 恐れて いたので ある。 
そこで サウ ルは 剣を 取って， その上に 
突っ伕 した。 5 その 武具 持ちは サウ 
ルが 赤んだ のを 見る と， 自分 もまた 剣 

つ  ぶ  [ソ） 

の 上に 突っ伏して 死んだ。 6 こうし 
て， サウ ルと 彼の 三人の 息子たち は 死 
に， 彼の 家の 者たち はみ な 共々 に 死ん 
だ。 7 低地 平原に いた イスラエルの 
人々 は 皆， 人々 が 逃げ， また サウ ルと 
その 息子たち が 死んだ のを 見る と， 彼 
らも 自分たち の 都市を 捨てて 逃げ だし 
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/ •こ。 その後， フィ リス ティア 人が 入っ 
て 来て， そこに 住む ようになった。 

8 そして， 次の 日， フィ リス ティア 
人は 打ち殺さ れた 者たち からは ぎ 取ろ 
うとして やって来た とき， サウ ルと そ 
の 息子たち が ギルボア山の 上で 倒れて 
いるのを 見つけた のであった。 9 そこ 
で 彼らは [サウ ル] からはぎ 取り， その 
首と その 武具を 取り去り， 周りの フィ 
リス ティア 人の 地に 人を やって， 彼ら 
の 偶像 や 民に 告げ 知らせた。 10 最後 
に， 彼らは その 武具を 彼らの 神の 家に 
置き， その 頭蓋骨は ダ ゴンの 家に くく 
り# け/ L 

11 そして， ギレアデの ヤべ シュの 
人々 は 皆， フィ リス ティア 人が サウ ルに 
した ことを ことごとく 聞く ようにな っ 
た。 12 それで， 勇敢な 人々 はみ な 立 
ち 上がり， サウ ルの 遺体と その 息子た 
ちの 遺体を 運び去り， それを ヤ べシュ 
に 持って来て， 彼らの 骨を ヤべ シュに 
ある 大木の 下に 葬った。 そして， 七日 
間断 食を した。 

13 こうして サウ ルは， 彼が 守らな 
かった エホバの 言葉に 関し， エホバに 
対 して 不忠実な 荇な いを した その 不忠 
実 さと， また 伺いを 立てる ために 霊媒 
に 尋ねた ことの ゆえに 死んだ。 14 し 
かも， 彼は エホバに 伺いは しなかった。 
それゆえ， [迚] は 彼を 殺し， 王権を エッ 
サイの 子 ダビデに 引き渡された。 

11 やがて， イスラエル 人は 皆， へ 
H ブロンの ダビデの もとに 寄り 集 
まって 言った， 「ご覧く ださい， わた 
したち は あなたの 骨肉です。  2 昨日 
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10 さて， これらは ダビデに 属して い 
た 力の ある 者の 頭たち で， 王権の 点で 
全 イス ラエルと 共に 彼に 強力に 加勢し 
て， イスラエル に関する エホバの 言葉 
の 通りに 彼を 王と した 者たち である。 
11 そして， これが ダビデに 属して いた 
力の ある 者たち の 名簿で ある。 すな わ 
ち， ハク モ ニ人の 子ヤ ショブ アム， 三 
人の 頭。 彼は 三百 人の 上に 槍を 桌り回 
して 一度に こ れを 打ち殺す のであった。 
12 そして， 彼の 後には ア ホア ハ 人 ドド 
の子エ レア ザルが いた。 彼は 三人の 力 
ある 者たち の 中に いた。 13 ダビデと 
共に パス • ダ ミムに いたのは 彼で あっ 
た。 フィリス ティア 人は 戦いの ために 
そこに 寄り集まって いた。 さて， 大麦 
が一 杯 なって いた 一 続きの 畑が あっ 
て， 民は， フィリス ティア 人の ゆえに 
逃げて しまって いた。 14 しかし， 彼 
は その 一 続きの [畑の] 真ん中に 踏みと 
どまって， これを 救い出し， フィリス 
ティア 人を 討ち 倒した ので， エホバは 
大 いなる 救いを もって 救われた。 

つ  ：シ： かしら  もの 

15 次いで 三十 人の 頭た る 者たち の 
うちの 三人は 岩のと ころへ， アドラム 
の 洞く つに いる ダビデの もとに 下って 
行った 0 そのと き， フィ リス ティア 人の 
陣営は レ ファ イムの 低地 平原に 陣取 っ 
ていた。 16 ときに， ダビデは そのこ 
ろ， 近寄りに くい 所に いた。 フィリス 
ティア 人の 守備隊は そのころ， べツレ 
ヘムに いた。 17 しばらくして， ダビ 
デは 自分の 渴 望を 示 して 言った， 「あ 
あ， 門の 傍らに ある， ベツレヘムの 
Ic 溜めの 水を 一杯 飲めたら よいの だ 


も， また それ 以前 も， サウ ルが 王で 
あった ときで さえ， あなたは イス ラエ 
ルを 率いて 出入りす る 方で し‘。 そこ 
で， あなたの® エホバは あなたに 言わ 
れま した， 『あなたが わたしの 民 イス 
ラエルを 牧 し， あなたが わたしの 民イ 
スラ エルの 指導者と なる』 と」。 3 そ 
れ で， イスラエルの すべての 年長者は 
へ ブロンの 王の もとに 来て， ダビデは 
へ ブロン で エホバの 前に 彼らと 契約を 
結んだ。 その後， 彼らは， サム エルに 
よる エホバの 言葉の 通り， ダビデに 油 
を そそいで イスラエルの 王と した。 

4 後に， ダビデと 全 イスラエルは エル 
サ レムに 行った。 これが すなわち エブ 

I ク）  じん! ヶ 1  ち  じ! ♦うみん 

ス で， エブ ス人 がその 地の 住民で あっ 
た。  5 ときに， エ ブスの 住民は ダビデ 
にこう 言い はじめた。 「あなたは ここ 

[コ） 

に 入れない」。 それでも， ダビデは シオ 
ン のとり でを 攻め 取った。 これが すな 
わち， “ ダビデの 都市” である。 6 そ 
れでダ ビデは 言った， 「 だれで も真っ 
先に エブ ス 人を 討つ 者が， 頭と なり， 君 
となろう」。 すると， ツェル ヤの 子ヨア 
ブが 真っ先に 上って 行った ので， 彼が 
頭と なった。  7 こうして ダビデは 近 
寄り 難い 所に 住む ようになった。 その 
ような 訳で， 人々 はこれ を “ ダビデの 
都市” と 呼んだ。 8 そして， 彼は この 
都市を 周りの 至る所で， すなわち 遂か 
ら 周りの 部分に 至る まで 建て はじめた 
が， ヨ アブが この 都市の 残りを 生き返 
ら せた。  9 そして， ダビデは ますます 
大 いなる 者と なった。 万軍の エホバが 
?皮 と共に おられた からで ある。 
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が」。 18 そこで， その 三人は フィリス 
ティア 人の 陣営に 無理に 突入して， 門 
の 傍らに ある， ベツレヘムの 水 溜め か 
ら 水を くみ， それを 運んで ダビデのと 
ころに 持って来/ •こ。 けれども， ダビデ 
は それを 飲もうと はせ ず， それを エホ 
バに 注ぎ 出した。 19 次いで 彼は 言っ 
た， 「このような ことを するな ど， わ 
たしの 迚 に関して， わたしには 考えら 
れな いこと です！  わたしは これらの 
人々 の 魂を かけて その 血を 飲むべき で 
しょうか。 自分の 魂を かけて 彼らは そ 
れを 持って来た のです」。 それで 彼は 
それを 飲もうと はしなかった。 これら 
は その 三人の 力 ある 者たち が 行なった 
ことで ある。 

20 ヨ アブの 兄弟 アビ シャイに つい 
てで あるが， 彼は その 三人の 頭と なっ 
た。 彼は 三百 人の 上に 槍を 振り回して 
これを 打ち殺し ていた。 彼は あの 三人 
のよう な 名声を 得て いた。 21 その 三 
人のう ちで 彼は 他の 二人より も 際立 っ 
ており， 彼らの 長と なった。 それでも， 
[最初の] 三人には 及ばなかった。 

22 ある 勇敢な 人の子， エ ホヤ ダの 
子で， カブ ツヱ エルで 多くの 手柄を 立 
てた ベ ナヤは モ アブの アリ エルの 二人 
[の 子ら] を 討ち 倒した。 彼は また， あ 
る 雪の 降る 日に， 降りて 行って， 水の 
ある 坑の 中で ライオンを 討ち 倒した。 
23 また， 五 キュビ トの， 異常な 大き 
さの 男で ある エジプト 人を 討ち 倒した 
のは 彼であった。 そして， その エジプ 
卜 人の 手には 機織り エの 巻き 棒の よう 
な 槍が あった が， それでも 彼は 杖を 携 
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えて その 男のと ころに 下って 行き， エ 
ジプト 人の 手から 槍を もぎ 取って， そ 
の 槍で 彼を 殺した。 24 これらの こと 
はエ ホヤ ダの 子べ ナヤが 行なった。 彼 
はかの 三人の 力 ある 者の 中で 名を 得て 
いた。 25 彼は あの 三十 人の 者よりも 
際立って はいたが， それでも [最初の] 
三人の 順位には 及ばなかった。 けれど 
も， ダビデは 自分の 護衛の 上に 彼を 立 
て iL 

26 軍勢の 力の ある 者たち は， ヨア 
ブの 兄弟 アサエ ル， ベツレヘムの ドド 
の 子 エル ハナン，  27 ハ ロ ル 人 シャモ 
K ペロン 人へ レツ，  28 テコア 人イ 
ケシュ の 子 イラ， アナ ト テ 人 アビ •エ 
ゼ ル，  29 フシ ャ人シ ベ カイ， ア ホア 
ハ人イ ライ， 30 ネト ファ 人 マ ハ ライ， 
ネト ファ 人 バア ナの 子へ レ ド，  31 ベ 
ニヤ ミ ンの 子ら の ギベアの リ バイの 子 
イ タイ， ピル アトン 人べ ナヤ，  32 ガ 
アシュ の 奔流の 谷の 出身の フライ， ア 
ルバ ト 人 アビ エル， 33 バ ハルム 人ア 
ズ マべ 卜， シャア ルボ ン 人エ リヤ フバ， 
34 ギゾン 人 ハ シェ ムの 子ら， ハラ ル 人 
シ ャゲの 子 ヨナ タン，  35 ハラ ル人サ 
カルの 子アヒ アム， ウルの 子 エリ ファ 
)1,  36  メケラ 人へ フェル， ペロン 人 

ア ヒヤ，  37 カルメル 人へ ツ ロ， エズ 
バイの 子ナア ライ，  38 ナ タンの 兄弟 
ヨ エル， ハ グリの 子ミブ ハル， 39 ア 
ン モン 人 ツェレ ク， ツェル ヤの 子ヨア 
ブの 武具 持ちで あるべ エロ ト人ナ ハラ 
イ， 40 イト ル人イ ラ， イト ル 人 ガレ 
ブ， 41 ヒッ タイ ト 人ウリ +， ア フライ 
の 子 ザバ ド， 42 ルべ ン人シ ザの 子ア 
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ディ ナ ，すなわち ル ベン 人の 頭で， その 
傍らに 三十 人。 43 マア カの 子 ハナン， 
および ミ トニ 人 ヨシャ ファト，  44 ア 
シュタ ロ テ 人 ウジ ヤ， アロエ ル 人ホタ 
ムの 子ら シャ マと エイ エル，  45 シム 
リ の子エ ディア エル， それに その 兄弟 
である ティ ツ人ヨ ハ， 46 マハビ 人工 


リェル， それに ェルナ アムの 子ら ェリ 
バイと ヨシャ ウヤ， および モア ブ人イ 
トマ。  47 ェリェ ル， オペ デ， メツォ 
バヤ 人ヤア シェル。 

そして， これらは ダビデが キ 
H シュの 子 サウ ルの ゆえに， まだ 
制約を 受けて いたと き， チク ラグに い 
る 彼の もとに 来た 者たち である。 彼ら 
は 力の ある 者たち， 戦いで 助けた 者た 
ちのうち にあり，  2 弓で 武装して お 
り， 石 や 弓 矢を 取って 右手 も 左手 も 
使う 者たち であった。 彼らは サウ ルの 
兄弟たち の 出， ベニヤ ミンの 出で あっ 
た。 3 その 頭は アヒ ェゼル， それに ヨ 
アシュ ，彼らは ギベア 人 シヱ マアの 子。 
ェジ ェルと ペレ ト， 彼らは アズ マべ 卜 
の 子。 そしてべ ラ カと アナ トテ 人エ ヒ 


ウ。 4 また， ギベオン 人 イシ ュ マヤ， 
彼は 三十 人のう ちの 力 ある 者で， その 
三十 人を つかさどる 者。 それに， エレ 
ミヤ， ヤ ハジ エル， ヨハナン， ゲ デラ 
卜人ヨ ザバ ド， 5 エル ウサイ， エリ 
モト， ベア ルヤ， シエ マルヤ， ハリフ 
人 シエ ファト ヤ，  6 エル カナ， イシ 
ヤ， アザ ルエル， ヨ エゼル， ヤ ショブ 
アム， これらは コラ 人。 7 ゲド ルの ェ 
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ロ ハムの 子ら である ヨ エラと ゼ バド ヤ 
である。 


ソ裁 6:34 


裁 13:25 


歴代 第一 11：43—12：18 

8 また， 自ら 離れて， 荒野の 近寄り 
難い 所 で ダビデの 側に 付いた ガ ド 人の 
ある 者たち がいた。 勇敢で， 力の ある 
者たち， 戦いの ための 軍人で， 大 盾と 小 
槍を 備えて おり， その 顔は ライオンの 
顔で， 速さの 点では 山々 の 上の ガゼル 
のよう であった。 9 エゼルは その 頭， 
二番目は オ バデヤ ，三番 目は エリ アブ， 
10 四番 目は ミシュ マナ， 五番 目は エレ 
ミヤ， 11 六番 目は ア タイ， 七番 目は 
エリエ ル， 12 八番 目は ヨハナン， 九 
番目は エルザ バド， 13 十 番目は エレ 
ミヤ， 十一 番目は マ クバ ナイ。 14 こ 
れ らはガ ドの 子ら の 出で， 軍の 頭たち 
であった。 その 最も 小さい 者 も 百 人に 
匹敵し， 最も 大い なる 者は 千 人に 匹敵 
した。 15 これらは ヨルダン がその ど 
この 岸で も あふれて いた 第一の 月に こ 
れを 渡った 者たち であり， 彼らは その 
とき， 低地 平原の 者たち を 皆， 東に 西 
に 追い払った。 

16 さらに， ベニヤ ミンと ユダの 子ら 
の ある 者たち が 近寄り 難い 所に， ダビ 
デのと ころにまで やって来た。 17 そ 
こで， ダビデは 彼らの 前に 出て 行き， 彼 
らに蕃 えて 言った， 「もし， あなた 方 
がわた しを 助けよう として， 平和の た 
めに わたしの もとに 来たの なら， わた 
しの 心は あなた 方と 一致す るでしょう。 
しかし もし， わたしの たなごころに 不 
当な ことがない のに， わたしを 裏切 っ 
てわたしの 敵対 者に 渡す ためなら， わ 
た したち の 父祖の# が ご覧に なって， 
正して くださる ように」。 18 ときに， 
霊が 三十 人の 頭 アマ サイを 包んだ。 


歴代 第一 12:19—36  ダビデの 王権を 支持す る 人々  684 

「ダビデよ， [わたしたちは] あなた 第12 章 あった。 24 ユダの 子ら で， 大 盾と 小 
の もの， エッ サイの 子よ， [わた 7^n 15:21 槍を 携える 者は 六 千 八 百 人で， 戦の た 
したち は] あなた と共にい る。  <胃54:4  めに 装備を 整えた 者であった。 25 シ 

へいあん  ウサ 18:12  ぐんむ  つ  ゆうき 

平安， 平安が あなたの ものである  サ 122:7  メ オンの 子ら からは， 軍務に 就く， 勇気 

ように。 あなたを 助ける 者に ヱ サ 129:2 ある， 力の ある 者は 七 千 百 人であった。 
平安が あるよう に。  ^^  3:3  26 レビ 人の子ら から 四千 六 百 人。 

あなたの 拽は あなたを 助けられ 29:4  27 そして， エ ホヤ ダは ア ロンの [子ら 
たから」。  3〇：1 の] 指導者で， 彼と 共に 三千 七 百 人の 者 

そこで， ダビデは 彼らを 受け入れ， 部  *33:17  がいた。 28 また， ザ ドクは 若者， 勇 
隊の 頭たち の 中に 立てた。  ヶサ 130:1 気の 点で 力の ある 者で， その 父祖たち 

19 また， ダビデが フィリス ティア 人 コ の 家， 二十 二人の 長たち。 

と共に 戦いの ため サウ ルを 攻めに 来た ササ 112:3  29 そして， サウ ルの 兄弟たち， ベニ 

とき， 彼の もとに 脱走した， マナ セの シサ! i3:i  ヤ ミンの 子ら から 三千 人。 そのころ ま 
何人 かの 者が いた。 ただし， 彼は [フィ xfJ32;2  で， 彼らの 大多数は サウ ルの 家を 厳重 
リス ティア 人] を 助けなかった。 それ  3'>5：M に 見張って いた。 30 また， エフ ライ 
は フィリス ティア 人の 枢軸 領主たち が ^l\  Jells ムの 子ら から 二 万 八 百 人。 勇気 ある， 
協議の 上で 彼を 去らせて， 「彼は 我々 .  力の ある 者， 彼らの 父祖たち の 家 ごと 

くび  しゅ  ノ代 110:14  ひとびと 

の 首を かけて， その 主 サウ ルの もとに $#2:1  の， 名の ある 人々 であった。 

脱走す るの;^」 と 言った からで ある。 ご1 15:1  31 そして， マナ セの 半部族から， 

20 彼が チク ラグに 来たと き， マナ セ 第二 欄 ダビデを 王に しようと して やって来 
から アド ナ ハ， ヨザ バド， エディ アエ 7^\  %% た， 名に よって 指定され た 者 一万 八 千 

'  (ク） 

ル， ミカエル， ヨザ バド， エリ フ ，チ ィ代 127:5  人。  32 そして， イッ サカ ルの 子ら か 
ル タイが 彼の もとに 脱走して 来た。 彼 ゥサ 118:17 ら は， イスラエルが 何を すべき かを 知 
らは マナ セに 属する 千 入隊の 頭で あっ  ^  2:35 るよう， 時代を わきまえる 知識の ある， 
た。 21 そして， 彼らは， B 各 奪 隊に当 IftI8:33  彼らの 頭た る 者たち 二百 人。 その 兄弟 
たって ダビデの 助けと なった。 彼らは 才代 18:1  たちは 皆， 彼らの 命令に したがった。 
皆， 勇気 ある， 力の ある 者たち であり， 12:2  33 ゼ ブルンからは， 従軍す る 者で， あ 
軍の 長であった からで ある。 22 日に  ら ゆる 戦いの 武器を 携えて 戦闘 隊形を 

日に， 人々 は ダビデを 助ける ため 彼の ^33：18 整える 者 五 万人。 [ダビデの もとに] 群 
もとに 来て， ついに 大 陣営， 迚の 陣営 ^14:8  がり 集まる 点で 彼らは 二心では なか っ 
のように なった ので ある。  e9；!s  た。  34 そして， ナフタリからは， 千 

めいれい  ちょう  かれ  とも  おおだて  やり 

23 そして， これらは エホバの 命令 ど コヱス i:i3 人の 長たち。 彼らと 共に， 大 盾と 槍を 
おり， サウ ルの 王権を ダビデに 引き渡 そ ^3_>19；1〇 持つ 者 三 万 七 千 人。 35 そして， ダン 
うと， へ ブロンに いる 彼の もとに 来た， ショシ 19:32 人からは， 戦闘 隊形を 整える 者 二 万 八 
戦の ために 装備を 整えた 者たち の 数で スョシ 19:24 千 六 百 人 〇  36 また， ア シェルからは， 


685  箱が 運ばれる。 ウ ザは 打ち倒される  歴代 第一 12：37—13：12 

戦闘 隊形を 整える ために 従軍す る 者 四 第12 章 サウ ルの 時代には これを 顧みなかった 
万人。  75->2i3:8 ので ある。 4 そこで 全会衆は， そのよ 

37 そして， ヨルダンの 向こう側， ル うにし ようと 言った。 その 事は すべて 
ベン 人， ガド 人， マナ セの 半部族からは， ^  30：12 の 民の 目に 正しく 思えた からで ある。 
あらゆる 戦の 武器を 携える 者 十二 万人。 I 王 II:25  5 それゆえ， ダビデは， [まことの] 裡 

38 これらの 者は みな 戦 人で， 戦列に 群 ヵ ョシ 1 ル 1〇 の 箱を キル ヤト •エア リムから 運ぶ た 
がり 集まる 者で あり， ダビデを 全 イス クサ nie:2  め， エジプトの 川から ハ マトに 入る と 

まった こころ 〖ィ] ケサ n 17:28  [力）  ぜん  しょうしゅう [キ） 

ラエルの 王に しようと して， 全き 心で コサ ！25:18 ころまでの 全 イスラエルを 召集した 0 
へ ブロンに やって来た。 また， イスラ シ 創49: 12  6 次いで， ダビデと 全 イスラエルは， 

のこ  みな  ス申 33:24  [ク）  ぞく 

エルの 残って いる 者 も 皆， ダビデを 王 セサ ni7:29 バア ラ， すなわち ユダに 属する キル ヤ 

てん  （ゥ 1  ソサ I  25:18  のぼ  ゆ 

にす る 点で 一つ心であった。  39 そし 夕歲 ii:io 卜. エア リムに 上って 行き， そこから， 

かれ  とも  か  歳 29:2  ざ  [ヶ 】 

て， 彼らは そこに ダビデと 共に 三日と  € 10:19 ケルプた ちの 上に 座して おられる エホ 
どまって， 食べたり 飲んだり した。 彼 第 13 章 パなる [まことの]# の 箱を 運び 上ろう 
らの 兄弟たち が 彼らの ために 用意を し チ^1 ぷ# とした。 それは [その] み 名を もってと 
ていたから である。 40 それに また， 彼^112:7 なえられ ている。  7 ところで， 彼らは 
らに 近い 者たち も， イッ サカ ル， ゼ ブル ト 匕54 アビ ナ ダブの 家から [まことの] 裡の箱 
ン ，ナフタリに 至る まで， ろば， らくだ， ナ |=1() を 新しい 車の 上に 載せ， ウ ザと ア フヨ 
らば， 牛に 載せて 食物を， すなわち 麦 二 がその 車を 導いて いた。 8 そして， ダ 
粉の 食べ物， 押し固めたい ちじくの 菓 — — ビデと 全 イスラエルは 全力を つくし， 
武旱 しぶ どぅの 葉#， ぶどぅ 皆： ぁ锦: = ■， たて 氍， と， タン バリ 

(t) ひつじ M  はこ  き  . . „  Q  Iv)  [ダ 

牛， 羊を おびただしく 運んで 来た。 イ 6；^  ンと ，シンバルと， ラッパを もって [ま 
スラ エルに 歓 びが あった からで ある。 ことの] 裡の 前に 祝って いた。  9 こう 
1 〇 こうして， ダビデは 千 入隊と 百 力 して， 彼らは やがて キ ドンの 脱穀 場 ま 
丄〇 入隊の 長たち， および あらゆる キ;^ 二 で 来た。 すると ウサは 手を 出して， 鐘 
指揮者と 協議し， 2 次いで ダビデは イ 7^!5；60 を 捕まえよう とした。 雄牛が ひっ くり 

ぜんかいしゅう  い  ケ出 25:22  かえ 

スラ エルの 全会衆に 言った， 「もし こ  民7 湖  返しそう になった からで ある。 10 す 
れが あなた 方に 良く 思え， わたしたち  II  ®9?15 ると， エホバの 怒りが ウサに 対して 燃 
の# エホバに 受け入れられるなら， イ ば  え 盛り， 彼を 打ち倒された。 それは 彼 
スラ エルの 全土に 残って いる わたした IZ  23： 18 が 手を 箱の 上に 出した からで ある。 彼 
ちの 兄弟たち， および 彼らと 共に， 牧 ?0；5 は そこで# の 前に 死んだ。 11 そこで 
草地の ある その 諸 都市に いる 祭司 や レ ^^13 ダビデは， エホバが ウ ザに 向かって 突 
ビ人 [の もとに] 人を やって， わたした 111  6；6  如 憤激され たので 怒った。 それで， そ 
ちのと ころに 集合しても らいましょう。 テ |1ば〇 の 場所は ペレツ. ウ ザと 呼ばれて， 今 
3 また， わたしたちの® の 箱を わたし ^t4：L  日に 至ってい る。 

たちの もとに 回しましょう」。 彼らは ニサ n6:8  12 そして ダビデは その 日， [まこと 
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歴代 第一 13:13 — 14:15  フィ リス テ/ 

の] 姓を 恐れて 言った， 「わたしは どの 
ように して， わたしの ところに [まこと 
の] 裡の 箱を 運んだら よいの だろう」。 

13 それで， ダビデは 箱を “ ダビデの 
都市’’ の 自分のと ころには 移さず， ギ 
卜 人才べ デ • エドムの 家に それを 回し 
た。 14 そして， [まことの] 姓の 箱は 
オペ デ •エドムの 家の 者と 共に， 彼の 
家に 三 か 月間と どまって いた。 エホバ 
は オペ デ •エドムの 家の 者と， 彼の も 
ので あるす ベての ものを 祝福し 続けら 

I 力） 

れ た。 

次いで， ティ ルスの 王ヒ ラムは 
ダビデの もとに 使者を， そして 
k に 家を 建てる ため 杉材， 城壁の 建 
築 者， 木の 細工 師を 送って よこした。 

2 そして ダビデは， エホバが 彼を イス 
ラエルの 王と して 堅く 立てられ たこと 
を 知る ようになった。 彼の 王権が その 
イスラエルの ゆえに 大いに 高められ 
たからで ある。 

3 次いで， ダビデは エルサレム でさ 
らに 妻たち をめ と &， ダビデは さらに 
息子 や 娘たち の 父と なった。  4 そし 
て， これらは エルサレムで 彼の ものと 
なった 子供たち の 名で ある。 すなわち， 

シャム ア とショ パブ， ナ タンと ソロ モ 
ン， 5 イブ ハル， エリ シュア， エルべ 
レ ト， 6  ノガ ハ， ネフ ェグ， ヤ フィ ア， 

7 エリ シャ マ， ベ エル ヤ ダ， エリ フェ 

(?) 

レ ト。 

8 ときに， フィリス ティ ア 人は， ダ 
ビデが 全 イスラエルの 王と して 油 そそ 
がれた ことを 聞いた。 そこで フィリス 
ティ ア 人は 皆， ダビデを 捜し求めて 上 - 


'ア 人の 侵入。 ダビデの 勝利  686 

て 来た。 ダビデは それを 聞く と， 彼ら 
に 向かって 出て 行った。  9 すると， 
フィリス ティ ア 人の ほうは， 入って 来 
て， レ ファ イムの 低地 平原に 侵入して 
きた。 10 そこで， ダビデは 裡 に伺っ 
T, こう 言いだ した。 「私は フィリス 
ティ ア 人に 向かって 攻め上り ましょう 
か。 あなたは 必ず 彼らを 私の 手に 渡し 
てくだ さるでしょう か」。 すると エホバ 
は 彼に 言われた， 「上って 行け。 そう 
すれば， わたしは 必ず 彼らを あなたの 
手に 渡す」。 11 それで， ダビデは バア 
ル •ペラ ツ ィムに 上って 行き， そこで 
彼らを 討ち 倒した。 そうして ダビデは 
言った， 「[まことの]# は， 7 欠に よる 
破れ目の ように， わたしの 手に よって 
わたしの 敵を 打ち破られた」。 それゆえ 
に， 人々 は その 場所の 名を バアル •ぺ 
ラツ ィムと 呼んだ。 12 そこで， 彼ら 
は そこに 自分たち の 神々 を 捨てた。 そ 
れで ダビデは [命令を] 下した ので， そ 
れらは 火で 焼かれた。 

13 その後， フィ リス ティ ア人 はもう 
一度 低地 平原に 侵入 した。 14 そこで， 
ダビデは 再び に 伺った ところ， [ま 
こ との] 裡は 今度は 彼に こう 言われた。 
「あなたは 彼らを 追って 上って 行って 
はならない。 彼らに 直接 向かわずに 
回って 行き， あなたは バカの 茂みの 前 
で 彼らのと ころに 行く ように。 15 そ 
して， バカの 茂みの てっぺんで 行進の 
音が 聞こえたなら， そのと き， あなた 
は 戦いに 出て 行く ように。 それは， [ま 
ことの]® が フィ リス ティ ア 人の 陣営 
[の 者] を 討ち 倒す ため， あなたより 先 
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レビ 人が 箱を 運ぶ。 イスラエルを 召集す る 


(7) 

に 出て いるから である」。 16 それで， 
ダビデは [まことの] 裡が 彼に 命じられ 
た 通りに し， 彼らは ギベオンから ゲゼ 
ノ しまで フィリ ス ティ ア 人の 陣営 [の 者] 
を 討ち 倒した。 17 こうして， ダビデ 
の 名声は 全地に 及びは じめ， エホバ も 
すべての 国の 民に 彼に 対する 恐怖を も 

[力） 

たらされた。 

1 ， そして， 彼は “ ダビデの 都市” 
に I 券の ために 弓 ひ“ 鼪 i 
て， また [まことの] 裡の 箱の ために 場 
所を 用意し， そのために 天幕を 張った。 
2 そのと き， ダビデは こう 言った ので 
ある。 「レ ビ 人の ほかは だれも [まこと 
の] 裡の 箱を 運んで はならない。 彼ら こ 
そ エホバが， エホバの 箱を 運ばせ， 定 
めの ない 時まで もご自 分に 仕え させる 
ため に 選ばれた 者たち だか ら である」。 
3 そこで ダビデは， エホバの 箱を その 
ために 用意して おいた 場所に 運び 上ら 
せる ため， 全 イスラエルを エルサレム 

しょうしゅう/ トン） 

4 それから， ダビデは ア ロンの 子ら 
と レビ 人を 集めた。  5 すなわち， コ 
ハ トの 子ら のうちからは， その 長ウリ 
エルと 彼の 兄弟たち， 百 二十 人。 6  メ 
ラリの 子ら のうちからは， その 長 アサ 
ヤと 彼の 兄弟たち， 二百 二十 人。 7 ゲ 
ル ショム の 子ら のうちからは， その 
長ヨ エルと 彼の 兄弟たち， 百 三十 人。 
8 エリザ パンの 子ら のうちからは， そ 
の 長 シェ マヤと 彼の 兄弟たち， 二百 
人。  9 へ ブロンの 子ら のうちからは， 
その 長 エリエ ルと 彼の 兄弟たち， ノ V 十 
人。 10 ウジ エルの 子ら のうちからは， 
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ア申 23:14 
裁 4:14 
イザ 45:2 
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出 39:32 
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ウサ n  5:25 
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力 申 2:25 
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ササ II  6:12 
シ代 I 13:5 
ス民 3:3 
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夕代 I  6:30 
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テ 出 6:22 
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アサ n  8：17 
代 I  12:28 
イサ I  22:20 
王 I  2:35 
ゥ代 I 15:5 
ェ代 I  6:30 
才代 I 15:7 
力 代 I 15:8 
キ代 I 15:9 
ク代 I  9:34 
代 I  24:31 
ヶサ 1 7:1 
コサ n  6:3 
代 I  13:7 
ササ n  6:8 
代 I  13:11 
シ民 4:15 
民 7:9 
申 31:9 
ス代 n  29:15 
代 n  29:34 
セ 出 37:5 
民 4:6 
代 n  5:9 
ソ出 25:14 
夕王 I 10:12 
代 n  5:13 
チ 代 I 16:5 
詩 33:2 
ツ詩 149:3 
テ 代 n  5:12 


歴代 第一 14:16—15:18 

その: fc> ミナ ダブと 彼の 兄5 弟たち， 百 
十二 人。 11 その上， ダビデは 祭司 ザ 
ドクと ア ビヤ タル， それに レビ 人ウリ 

[ゥ）  w  m  I 力） 

エル， ア サヤと ヨ エル， シヱ マヤ， エ 
リエル， アミナ ダブを 呼び， 12 次い 
で 彼 らに 言った， 「あなた 方は レビ 人 
の 父たち の 頭です。 あなた 方 も， あな 
た 方の 兄弟たち も， 身を 神聖な ものと 
しなさい。 あなた 方は イスラエルの 神 
エホバの 箱を， わたしが そのために 用 
意した 場所に 運び 上らなければ なり ま 
せん。 13 最初の 時には， あなた 方が 
しなかった ために， わたしたちの 裡エ 
ホバ はわた したち に 向かって 憤激され 
たのです。 これは わたしたちが [M] を 
慣例に したがって 求めなかった からで 
す」。 14 それで， 祭司たち と レビ 人た 
ちは， イスラエルの 拽 エホバの 箱を 運 
び 上る ために 身を 神聖な ものと した。 

15 それから， レビ 人の子ら は， モー 
セが エホバの 言葉に よっ て 命じた 通 
り， [まことの]® の 箱を， 棒で 肩に 担 
いで 運び はじめた。 16 そこで ダビデ 
は レビ 人の# たちに， 歌の 楽器， 弦楽 
器， たて 琴， シンバルを 使う 歌うたい 
である 彼らの 兄弟たち を 置して， 高 
ら かに 奏でて 歓 びの 声を 上げさせ るよ 
うにと 言った。 

17 それゆえ， レビ 人は ヨ エルの 子 
へ マンと， 彼の 兄弟たち のうち からべ 
レクヤ の子ア サフ， それに 彼らの 兄弟 
たちで ある メラ リの 子ら のうちから ク 
シャヤ の子エ タンを 配置した 0 18 ま 

卜 代 I  6:31; 代 I  15:27; ナ代 I  6:33; 代 I  25:5; 二 代 I  6:39; 
代 I  25:2; 詩 83: 表題； ヌ代 I  6:44。 
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た， 第二の 部類の 彼らの 兄弟たち も 彼 
ら と共にいた。 すなわち， ゼ カリヤ， ベ 
ン および ヤ アジ エル， そして シェ ミラ 
モト， エヒ エル， ウ ニ， エリ アブ， ペナ 
ヤ， マア セヤ， マ タテ ヤ， エリ フェレ 
フ， ミク ネヤ， それに 門衛 オペ デ •エ 
ドムと エイ エル。 19 そして， 歌うた 
いはへ マン， ア サフ および エ タン。 彼 
らは 銅の シンバルを 用いて 高らかに 奏 
でた。  20 また， ゼ カリヤ， アジ エル， 
シェ ミラ モト， エヒ エル， ウ ニ， エリ 
アブ， マア セヤ， ベ ナヤは， 弦楽器を 
用いて アラモ トに 合わせた。  21 そし 
て， マ タテ ヤ， エリ フェ レフ， ミク ネ 
ヤ， オペ デ •エドム， エイ エル， アザ 
ズヤ は， たて _を 用いて シェ ミニ トに 
合わせて， 指揮者を 務めた。 22 レビ 
人の 長ケナ ヌヤは 運搬の 係りで， 彼は 
運搬の ことで 指図を した。 彼は 専門家 
であった からで ある。  23 またべ レク 
ヤ と エル カナは 鐘の ための 門衛で あっ 
た。  24 祭司たち， すなわち シェ バヌ 
ヤ， ヨシヤ ファト， ネタ ヌエ ル， アマ 
サイ， ゼ カリヤ， ベ ナヤ， エリ エゼル 
は， [まことの] 迚の 箱の 前で ラッパ 
を 高らかに 吹き 鳴らす 者， それに オペ 
デ • エドムと エヒヤ は 鐘の ための 門衛 
であった。 

25 そして， ダビデと イスラエルの 年 
長者たち と 千 入隊の 長たち は， 歓 びを 
抱いて エホバの 契約の 箱を オペ デ •エ 
ドムの 家から 運び 上る ために 歩いて 行 
く 者であった。  26 そして， [まこと 
の] 拽が ，エホバの 契約の 箱を 達ぶ レビ 
人を 助けられた とき， 彼らは 七 頭の 若 
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ナ 使徒 26:22 


第 16 章 


ヌ民 18:2 
ネ詩 38: 表題 
詩 103:2 
ノ代 I  16:7 
ハ 代 I  23:5 


い 雄牛と 七 頭の 雄 羊を 犠牲と して ささ 
げたので ある。  27 そして， ダビデは 
上等の 織物の そでな しの 上着を 着て お 
り， ま た 鐘を 運ぶ すべての レ ビ人 ，歌 
うたい， 歌うたい による 運搬 [の 係り] 
の 長ケナ ヌヤも 同様であった。 それに 
ダビデは 亜麻布の エフ ォ ドを 着けて い 
た。  28 こうして イスラエル 人は 皆， 
歓声を 上げ， 角笛を 吹き 鳴らし， ラッ 
ノ ^ や シンバルを 鳴らし， 弦楽器 やたて 
琴を 高らかに 奏でながら， エホバの 契 
約の 箱を 運び 上って いた。 

29 そうして， エホバの 契約の 箱が 
“ ダビデの 都市” まで 来たと き， サウ ル 
の 娘 ミカ ルが 窓から 見下ろし， ダビデ 

は  まわ  いわ  m 

王が 跳ね回って 祝って いるのを 見て， 
i の 中で 彼を 侮る ようになった ので 
ある。 

1 n こうして， 彼らは [まことの] 裡 
^ の ii を i び) X ダビデが そのた 
めに 張った 天幕の 中に 安置した。 それ 
から， 彼らは [まこ との]# の 前に 焼燔の 
捧げ物と 共 与の 犠牲を ささげは じめ た。 
2 ダビデは， 焼燔の 捧げ物と 共 与の 犠 
牲を ささげ 終える と， さらに エホバの 

[テ) たみ  しゅくふく  （卜1!: 

名に よって 民を 祝福した。  3 さらに， 
彼は すべての イスラエル 人に， 男に も 

おのおの  まる  こ 

女に も， 各々 に 丸い パン ー個， なつめ や 
しの 菓子 一個， 干しぶ どう の 菓子 一個 

わ  あた  (t)  かれ 

を 分け与えた。 4 それから， 彼は レビ 
人の 中の ある 者たち を 奉仕者と して エ 

はこ  まえ 

ホバの 箱の 前に 立てて， イスラエルの 
迚 エホバを 思い起こす と共に， 感謝し， 
賛美す るよう にした。 5 頭は ア サフ， 


689  ダビデの 感謝の 歌 

彼に 次ぐ 箸は ゼ カリヤ， [それに] エイ 

エル， シエ ミラ モト， エヒ エル， マタ 
チヤ， エリ アブ， ベ ナヤ， オペ デ •エ 
ドム， エイ エルで， 彼らは 弦の 楽器 や， 

たて 琴を 携え， ア サフは シンバルを 高 
ら かに 打ち鳴らし， 6 祭司べ ナヤと ヤ 
ハジ エルは ラッ パを 携えて， いつも [ま 
ことの] 拽の 契約の 箱の 前にいた。 

7 ダビデが， ア サフと その 兄弟たち 
を 通して エホバに 感謝す るた め， 初め 
て 寄与した のは その 日 その 時であった。 

8 「エホバに 感謝し， そのみ 名を 呼び 

もと （コ） 

求 あ， 

その 行ないを もろもろの 民の 中 
で 知らせよ！ 

9  [裡] に 向かって 歌い， [初に 向か っ 

しら  かな  1ス1 

て 調べを 奏でよ。 

そのす ベての くす しい 働きを 思 
いに 留めよ。 

10 その 聖 なるみ 名を あなた 方の 誇り 
とせよ。 

エホバを 求める 者たち の 心が 歓 

[チ1 

ぶ ように。 

11 エホバと そのみ 力を 尋ね 求め， 

絶えず そのみ 顔を 求めよ。 

12  [拽] の 行なわれ たくすし い 働きを 
思い起こせ。 

その 奇跡と， み 口の 司法 上の 定め 
とを。 

13 その 僕 イスラエルの 子孫よ， 

その 選ばれた 者たち， ヤコ ブの子 
ら よ。 

14 この 方は わたしたちの 迚 エホバな 
ので ある。 その 司法 上の 定め 

ぜんち  レ！ 

は 全地に ある。 


歴代 第一 16:6—23 

15 その 契約を 定めの ない 時に 至る まで， 
その お命じに なっ たみ 言葉を 千 
代に 至る まで も 覚えよ。 

16 その [契約] を [裡] は アブラハムと 

むす I ゥ 1 

結び， 

その 誓いの ことばを イサクに [お 
与えに なった]。 

17 そして， その [ことば] を ヤコブに 対 
する 規定と して， 

イス ラエルに 対する 定めな く存 
続す る 契約と して 立てて， 

18 こう 言われた。 『わたしは カナン 
の 地を あなたに， 

あなた 方の 相続 地の 割り 当て 分 
として 与える であろう』。 

19  [それは] あなた 方の 数が 少なく， 
それ も 非常に 少なく， しかも その 
[地] で 外人 居 _ 者であった と 
きのこと である。 

20 そして， 彼らは 国民から 国民へ， 
一つの 王国から ほかの 民へ と 歩 

き H 

21 [姓] はだれ にも 彼らから だまし取 
る ことを 許さず， 

かえって 彼らの ために 王たち を 

いまし  M 

戒めて， 

22  [こう 言われた。] 『あなた 方は わた 
しの 油 そそがれた 者たち に 触 
れて はならない。 

わたしの 預言者た ちに 何も 悪い 
ことを しては ならない』。 

23 地の すべての 者たち よ， エホバに 向 
かって 歌え！ 

日から 日へ と， [拽] の もたらす 救 
いを 告げ 知らせよ！ 


サ n  23：1 
? 詩 71:17 
詩 107:43 
/ レビ 22:32 
詩 105:3 
イザ 45:25 
エレ 9:24 
コ n  10:17 
F  代 I  28:9 
詩 104:34 
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:  5:6 
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ヌ詩 33:12 
詩 135:4 
ぺテ I  5:13 
ネ出 15:2 
詩 95:7 
ノ詩 119:164 
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ア詩 105:8 


ウ創 1 
創 1 


才創 28:14 
力 詩 105:10 
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創 35: 
7 申 32: 
r  創 34: 


1:13 


サ創 20:1 
創 46:6 
シ詩 105:13 
ス創 3 
セ 創 1 
創 20:3 
ソ創 20:7 
詩 105:15 
夕詩 96:1 
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40:10 
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24 諸国 民の 中で その 栄光を，  第16 章  [神] は 地を 裁く ために 来られた 

もろもろの 民す ベての 中で その ァ^ で ふ  からだ。 

くす しい 働きを 語り 告げよ。 ィ 出15:11 34 エホバに 感謝せ よ。 [迚] は 善 ^ な 
25 エホバは 大 いなる 方， 大いに 賛美 さ  方 だから だ。 

れ るべき 方，  その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

[ほかの] すべての 神々 に勝っ て 恐 ィザ44:24  に ま で 及ぶ からだ。 

I ィ）  才申 33:26  い  すく 

れられ るべき 方 だからで ある。 胃8:1  35 それで， 言え， 『わたしたちの 救い 

26 もろもろの 民の 神々 はみ な 無価値 i：ii  の# よ， わたしたちを 救って く 

な 神 だからで ある。  キ SSL  ださ じ 0 

エホバは， 天を 造られた。  ク _  28:58  諸国 民の 中から わたしたちを 集 

27 尊厳と 光輝は そのみ 前に あり，  め， わたしたちを 救い出し てく 

よろこ  ばしょ  'M  詩 148:13  [才） 

力と 喜びは その 場所に ある 0  ヶ代 丨 29:5  ださい 0 

たみ  しょぞく  き  イザ 18:7  せい  かんしゃ [力） 

28 もろもろの 民の 諸 族よ， エホバに 帰 マタ 5:23  あなたの 聖 なるみ 名に 感謝し， あ 

せよ，  コ 5=  なた の賛 i を 歓喜して 語る た 

栄光と 力を エホバに 帰せよ。  サ g，5  めです。 

29 そのみ 名の 栄光を エホバに 帰せよ。 シ 36 イスラエルの# エホバが 定めの な 
供え物を 携えて， そのみ 前に 入れ。 ス い 時から 定めの ない 時まで も 
聖 なる 飾り物を 着けて エホバに セ 詩93:4  ほめたたえられます ように』」。 

身をかがめよ。  :: それから， すべての 民は， 「ア ーメ 

30 地の すべて [の 者] よ， [拽] の ゆえに ィザ55:12 ン！」 と 言って， エホバを 賛美す る こ 
激しい 痛みを 覚えよ！  第二 欄 と [に 加わった] 0 

また， 産出 的な 地 も 堅く 立てられ 7  ^  96:13  37 それで， 彼は そこ， すなわち エ 

イ代 n  5:13  けいやく  はこ  まえ  ：コ）  きょう 

ている。  ルヵ18:19 ホバの 契約の 箱の 前に アサ フ とその 兄 

けっ  ウ詩 103:17  だい  まいにち  ひつよう 

決して それは よろめかされる こ  ェレ3 1:3 弟たち を とどめて おき， 毎日の 必要と 

[サ）  圾 3:22  〔サ) た 

とがない 0  I 詩 68:20  すると ころに したがって， 絶えず 箱の 

31 天は 歓 び， 地は 喜びに 満ちよ。  26:17 前で 仕えさせた。 38 オペ デ. エドム 

しょこく みん  い  力 詩 122:4  きょうだい 

諸国 民の 中で 言え， 『エホバが 王 キ詩 149:1 とその 兄弟たち は 六十 八 人で， エド ト 
となられ た！』 と。  コロ3 ポ ンの子 オペ デ •エドムと ホサを 門衛と 

32 海と そこに 満ちる もの も 鳴りと ど ^-^69:30 した。  39 そして， 祭司 ザ ド; とその 
ろけ。  R 72:19 兑弟 である 祭司たち を ギベオン にある 

の  ケネへ 8:6  たか  ところ  まくや  まえ 

野と その 中に あるす ベての もの コ代 115:17 高き 所で エホバの 幕屋の 前に おらせ， 
は 歓喜せ よ。  サ も2 40 焼燔の 捧げ物を， 朝に 夕に 絶えず， 

33 それと 同時に， 森林の 木々 も エホバ 、=  3:4 また， すべて エホバの イスラエルに 命 

よろこ  み  さけ  v  16:4  か  りっぽう しる 

の ゆえに 喜びに 満ちて 叫びを ス代 i じ:28 じて 課せられた その 律法に 記されて い 
上げよ。  ?；3  る ことのた めに， 焼燔の 捧げ物の 祭壇 


691  ダビデの 願い。 家を 建てる のは ダビデで はない  歴代 第一 16:41—17:12 


の 上で エホバに ささげさせた。 41 そ 
して 彼ら と共にへ マン， エド トン， そ 
の 他， 名に よって 指定され た， えり 抜 
きの 者たち を 置き， エホバに 感謝 させ 
た。 「その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ」 からで ある。 42 すな わ 
ち， 彼ら と共にへ マンと エド トンが お 
り， ラッパと シンバルと [まことの] 裡 
の 歌の 楽器を 鳴り響かせた。 エド トン 


W  もん  たみ 

の 子ら は 門に いた。 43 こうして 民は 

みな  おのおの じ ぶん  か ^  /L 丄  ：コ； 

こ で ダ ビデは 自分の 家を 祝福す るた め 
に民っ て 行った。 

そして， ダビデが 自分の 家に 住 
1 ‘ むようになる とすぐ， ダビデは 
預言者 ナタ ンに 言った， 「今や わたし 

すぎ  1 ス I  けい 

は 杉の 家に 住んで いるが， エホバの 契 

やく  はこ W てんまく ぬの  した  ：ゾ 

約の 箱は 天幕 布の 下に ある」。 2 する 


とナ タンは ダビデに 言った， 「すべて 

こころ  おこ 

あなたの 心に ある こと を 行な いなさい。 
[まことの] 裡は あなたと 共に おられる 

(チ） 

のです から」。 


3 そして， その 夜， 迚の 言葉が ナ 
タンに 臨んで， こう 言った ので ある。 
4 「行って， わたしの 僕 ダビデに こう 言 
うように。 『エホバは このように 言わ 


れ た。 「わた しに 住む 家を 建てる のは 
あなたでは ない。  5 わたしは， イスラ 


つ  のぼ  こんにち  いた 

エルを 連れ 上った 日 より 今日に 至る ま 

いえ  す  ；H  てんまく 

で 家に 住んだ ことは なく， 天幕から 天 

まく や W  べつ  (-) 

幕に， 一つの 幕屋から [別の 幕屋に] い 

ぜん 

たからで ある。  6 わたしが 全 イスラ 

ある  まわ  （ヌ] あいだじゅう 

エルの 中を 歩き回った 間中， わたしは 

たみ  ぼく  めい 

わたしの 民を 牧す るよう 命じた イスラ 

さば  びと  ひとり 

エルの 裁き 人の 一人に でも， 『なぜ あ 
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なた 方は わた しに 杉の 家を 建てな かっ 
たの か』 と， 一言で も 語った であろ 
ぅか」』。 

7 「それで 今， あなたは わたしの 僕 
ダビデに このように 言う の だ。 『万軍 
の エホバは このように 言われた。 「わ 
たしが あなたを 牧草地から， 羊の群れ 
を 追う ところから 取って， わたしの 民 
イスラエルの 指導者と した。  8 それ 
で わたしは， あなたが どこへ 歩いて 行 
こうと も， あなたと 共に お 6， あなた 
の 前から あなたの すべての 敵を 断ち 滅 
ぼし， 必ず あなたの ために， 地上に い 
る大 いなる 者たち の 名のよう な 名 を 作 
るで あろ 3。  9 そして， わたしは 必 
ず， わたしの 民 イスラエル のために 一 
つの 場所を 定め， 彼らを 植え， 彼らは 
まさしく そのいる 所に 住まい， もはや 
動揺す る ことは ない。 不義の 子ら が， 
初めに したよう に， 再び 彼らを 疲れ 果 
てさせる ことは ない。 10 それは わた 
しが， わたしの 民 イスラエルを 指揮す 
るよう 裁き 人を 立てた ころから のこと 
である。 そして， わたしは 必ず あなた 
のす ベての 敵を 低く する であろう。 そ 
して， わたしは あなたに 告げる， 『ま 
た， 一つの 家を エホバは あなたの ため 
に 建てる であろう』。 

11 「『「そして， あなたの 日が 満ち 
て [あな たが] あなた の 父祖た ちと 共に 
[なる ために] 行く ときには， わたしは 
必ず， あなたの 息子の 一人と なる あな 
たの 胤を あなたの 後に 起こし， わたし 
は 本当に その 王権を 堅く 立てる であろ 
う。 12 彼 こそ わたしに 家を 建てる 者 
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である。 わたしは 必ず 彼の 王座を 定め 
のない 時まで も 堅く 立てる であろう。 
13 わたしは 彼の 父と なり， 彼は わたし 
の 子と なる。 わたしの 愛 ある 親切を， 
わたしは あなたの 先にいた 者から 除い 
たように， 彼から は 除かな いであろう。 
14 そして， わたしは 彼を わたしの 家と 
わた しの 王権のう ちに 定めの ない 時 ま 
でも 立たせる。 彼の 王座は， 定めの な 
い 時まで も 永続す る ものと なる」』」。 

15 これらの すべての 言葉と， このす 
ベての 幻と にしたがって， そのよう に 
ナ タンは ダ ビデに 話 した。 

16 その後， ダビデ 王は 入って， エホ 
バの 前に 座って 言った， 「エホバ 裡 よ， 
私 は 何者な のでしょう。 私の 家は 何 
でしょう。 あなたが ここまで 私を 導か 
れ るとは。 17 挫よ， これは あなたの 

と  た 

目には まる で 取 るに 足りない ものです 
のに， それでも あなたは この 僕の 家に 

とお  しょうらい  じ だい 

ついて 遠い 将来の 時代に わたる [こと] 
まで 話される のです。 エホバ 拽 よ， あ 
なた は 優位に ある 人の 機会に 照らして 
私 を 見て ください ま した。 18 この 
僕に 誉れを 与えて くださ る ことにつ い 
て， ダビデは この 上 あなたに 何を 申し 
上げる ことができましょう。 あなたが 
この 僕を よくご 存じな のです。 19 エ 
ホバ よ， この 僕の ために， また ご 自分の 
心に したがって， あなたは すべての 大 
いなる 偉業を 知らせる ことにより， こ 
れ らの大 いなる こと すべてを 行なわれ 
ました。  20 エホバよ， あなたの よう 
な 方はありません し， 私たちが 耳で 聞 
いたす ベての ことに 関して， あなたの 


ほかに 裡 はありません。 21 また， 地 
の ほかの どんな 国民が あなたの 民 イス 
ラェルの ようでしょう。 [まことの] 拽 
は 行って， この 民を ご 自分の ために 一 
つの 民と して 請け 戻されました。 あな 
たが ェジプトから 請け戻して くださ っ 
た あなたの 民の 前から， 国々 の 民を 追 
い 出す ことにより， ご 自分の ために 大 
いなる 偉業と 畏怖の 念を 起こさせる こ 
と にか かわる 名声を fe される ためで し 
た。 22 こうして， あなたは ご 自分の 民 
イスラェルを 定めの ない 時まで も あな 
たの 民と され ま したし， ェホバよ， あな 
たが 彼らの# となられ ました。  23 そ 
れで 今， ェホバよ， あなたが この 僕と 
その 家と に関して 語られた 言葉が 定め 
のない 時まで も 信頼で きる もので あり 
ますよう に。 お話しく ださった 通りに 
行なって ください。  24 そして， あな 
たの み 名 が 定めの ない 時まで も 信頼で 
きる ものであって， 大 いなる ものと な 
り， 『イスラエルので， 万軍の エホバ 
は イスラェルの ための 姓』 と言われ ま 
すよう に。 この 僕 ダビデの 家が あなた 
の 前に 永続す る ものであります ように。 
25 私の 姓， あなたが この 僕に， 僕に 
家を 建てる 目的を 啓示され たのです。 
ですから， この 僕は あなたの み 前に 祈 
る 機会を 見いだ しました。 26 それで 
今， エホバよ， あなた こそ [まことの] 
裡 であられます。 あなたは この 僕に つ 
いて この 良い ことを 約束して ください 
ます。 27 それで 今， あなたが それを 

ケ詩 99:3; ヨハ 12:28; コ詩 33:12; ササ I 1:11; シェレ 31: 
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引き受けて， この 僕の 家を 祝福し， み 
前に 定めの ない 時まで も 続く ようにし 
てくだ さいます よう (こ。 エホバよ， あ 
なた が 祝福して くださった ので， それ 
は 定めの ない 時まで も 祝福され ている 
からです」。 

1 〇 そして， その後， ダビデは フィ 
18 リス ティア 人を 討ち 倒して， こ 
れを 屈服 させ， ガトと それに 依存す る 
町々 を フィ リス ティ ア 人の 手から 奪っ 
たので ある。 2 それから， 彼は モア ブ 
を 討ち 倒し， モ アブ 人は 貢ぎ物を 運ぶ 
ダビデの 僕と なった。 

3 そして ダビデは さらに， ツォバ の 
王 ハダ ド エゼルが ユーフラテス川の ほ 
とり で その 支配を 確立 しようと して 出 
て 来たと き， ハ マトで 彼を 討ち 倒した。 
4 さらに， ダビデは 彼から 兵車 一千 台， 
騎手 七 千 人， 徒歩の 者 二 万人を 捕らえ 
た。 そこで， ダビデは すべての 兵車の 
馬の ひざ 腱を 切った が， そのうち 兵車 
の 馬 百 頭は 残して おいた。 5 ダマス カ 
スの シリ ア がツォ バの王 ハダ ド エゼル 
を 助けに 来たと き， ダビデは シリア 人 
の 中で 二 万 二 千 人を 討ち 倒した。 6 そ 
の 後， ダビデは ダマスカスの シリアに 
[守備隊] を 置き， シリア 人は 貢ぎ物を 
運ぶ ダビデの 僕と なった。 そして エホ 
パは， ダビデが どこへ 行っても， 彼に 
いつも 救いを 施された。 7 その上， ダ 
ビデは ハダ ド エゼルの 僕たちの 身に 付 
いていた 金の 円 盾を 取り， それを エル 
サ レムに 持って来/！:。  8 そして， ハ 
ダ ド エゼルの 都市， ティブ ハ トと クン 
から， ダビデは 非常に 多量の 銅を 奪い 
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取った。 これを 用いて， ソロモンは 銅 
の 海 や 柱 や 銅の器 具を 造った。 

9 ハ マトの 王 トウは， ダビデが ツォ 
バの王 ハダ ド エゼルの すべての 軍勢を 
討ち 倒した ことを 聞く と， 10 直ちに そ 
の 子 ハ ドラムを ダビデ 王の もとによ こ 
して， その 安否を 尋ねさせ， [ダビデ] が 
ハダ ド エゼルと 戦って これを 討ち 倒し 
たこと で 祝いを 述べさせた。 （ハダ ド 
エゼルは ト ウ との 戦いに 慣れて いたか 
ら である。） そして [彼は] 金， 銀， 銅の 
あらゆる 品物 [を 携えて いた]。 11 そ 
れらを もまた， ダビデ 王は， 彼が すべ 
ての 国々 の 民， すなわち エドム， モア 
ブ， アン モンの 子ら， フィリス ティア 
人， ア マレクから 運んで 来た 銀 や 金と 
一緒に， エホバに 神聖な ものと して さ 
さ げ#。 

12 ツェル ヤの子 アビ シャイは，“ 塩 
の 谷” で エドム 人 一万 八 千を 討ち 倒し 
た。 13 それで， 彼は エドムに 守備隊 
を 置き， エドム 人は みな ダビデの 僕と 
なった。 そして エホバは， ダビデが ど 
こへ 行っても， いつも 彼を 救われた。 
14 こうして， ダビデは 全 イスラエル 
を 治め 続け， 引き続き そのす ベての 民 
のために 司法 上の 裁きと 義を 行なって 
いた。 15 そして， ツェル ヤの 子ヨア 
ブは 軍を つかさどる 者で あり， ア ヒル 
ドの 子 エホ シャフ ァ トは 記録 官 であっ 
た。 16 そして， アヒト ブの子 ザ ドク 
と アビ ヤタ ルの 子ア ヒ メレク は 祭司で 
あり， シャウ シャは 書記官であった。 
17 それに， エ ホヤ ダの 子べ ナヤは ケレ 
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卜 人と ペレ ト 人を つかさどる 者で あっ 
た。 ダビデの 子ら は 王の 傍らで 地位で 
は 第一の 者であった。 

-I  Q そして， この 後， アン モンの 子 
らの王 ナノ、 シュ1 か ★に， その子 
が 彼 に 代わって 治め はじめた ので あ 
る。  2 そこで ダビデは 言った， 「わ 
た しは ナハ シュの 子ハヌ ン に対して 愛 
ある 親切を 表わそう。 彼の 父が わたし 
に 対 して 愛 ある 親切を 表わして く れた 
からで ある」。 こうして ダビデは， そ 
の 父の こ とで 彼を 慰めようと して 使者 
を 送った。 そこで ダビデの 僕たちは ハ 
ヌンを 慰める ため， アン モンの 子ら の 
地の 彼のと ころに やって来た。  3 と 
ころが， アン モンの 子ら の 君たち は ハ 
ヌ ンに 言った， 「ダビデは あなたの も 
とに 慰める 者たち を 送って よこ した か 
ら といって， あなたの 目にあな たの 父 
上を 敬って いるので しょうか。 彼の 僕 
たちが あなたの ところに 来たのは， こ 
の 地を くまなく 探って 覆す ため， ひそ 
かにう かがうた めではありません か」。 
4 それで ハ ヌンは ダビデの 僕たちを 捕 
ら え， 彼ら [の ひげ] を そり， その 衣を 
尻の あたりまで 半分に 切って， 彼らを 
送り返した。  5 後に， 人々 が 来て， 


この 人たち のこと を ダビデに 告げた の 
で， 彼は すぐに それらの 者を 迎えに 人 
を やった。 それは， その 人たち が大い 
に 辱められた 者と なって いたから であ 
る。 そこで 王は 言った， 「あなた 方の 
あごひげが 十分 伸びる まで エリコに と 
どまり なさい。 それから， あなた 方は 
帰って来る ように」。 
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6 そのうちに， アン モンの 子ら は， 
自分たち が ダビデに とっ て 鼻 持ちなら 
ない ものと なった のを 見て取った。 そ 
こで ハヌ ンと アン モンの 子ら は メソポ 
タ ミアと アラム • マア カと ツォバ から 
自分たち のために 兵車と 騎手を 雇うた 
め 銀 一千 タラン トを 送った。  7 こう 
して， 彼らは 自分たち のために 兵車 三 
万 二 千 台と マア カの 王と その 民を 雇っ 
た。 そこで 彼らは やって来て， メ デバ 
の 前に 陣営を 敷いた。 アン モンの 子ら 
も， その 諸 都市から 寄り集まり， 戦い 
のために やって来た。 

8 ダビデは それを 聞く と， 直ちに ヨ 
アブと 全軍 [および] 力の ある 者たち を 
送った。  9 すると， アン モンの 子ら は 
出て 来て， 市の 入口で 戦闘 隊形を 整え 
はじめた。 来て いた 王たち は 別に 原野 
にいた。 

10 ヨ アブは 戦いの 前線が 前と 後ろ か 
ら 自分に 向かって いるのを 見て取る と， 
すぐに イスラエルの 中の すべての 精鋭 
から 何人 かを 選んで， シリア 人に 立ち 
向かうよう 隊形を 整えさせた。 11 そ 
して 民の 残りは， 自分の 兄弟 アビシ ャ 
イの 手に 託した。 彼らが アン モンの 子 
らに 立ち向かうよう 隊形を 整える ため 
であった。 12 そして 彼は さらに 言っ 
た， 「もし シリ ア人 がわた しに とって 
強す ぎるなら， あなた も わたしを 救う 
者と なって くれ。 しかし， もし アン モ 
ンの 子ら が， あなたに とって 強す ぎる 
なら， わたし も 必ず あなたを 救おう。 
13 強く あれ。 我々 の 民の ため， 我々 
の® の 諸 都市の ために 勇気を 奮う ため 
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だ。 エホバは， ご 自分の 目に 良い こと 
を 行なわれる」。 

14 それから， ヨ アブと 彼 と共にい 
た 民は シリ ア 人の 前に 戦いに 進んだ 
が， [シリア 人] は 彼の 前から 逃げ去 っ 
て 行った。 15 アン モンの 子ら は， シ 
リア 人が 逃げた のを 見て， 彼ら もまた， 
[ヨ アブ] の 兄弟 アビ シャイの 前から 逃 
げ 去り， 都市に 入った。 その後， ヨア 
ブは エル サ レムに 入った。 

16 シリア 人は 自分たち が イスラエル 
の 前に 撃ち破られ たのを 見る と， 使者 
を 送り， 111 の 地方に いた シリア 人を 連 
れ 出した。 ハダ ド エゼルの 軍の 長ショ 
ファ クが 彼らの 前にいた。 

17 この 報告が ダビデに もたらされ 
ると， 彼は 直ちに 全 イスラエルを 寄せ 
集め， ヨルダンを 渡り， 彼らのと ころ 
に 行き， 彼らに 向かって 隊形を 整えた。 
ダビデが シリ ア 人に 立ち向か うため 戦 
闘 隊形を 整える と， 彼らは [ダビデ] と 
戦い はじめた。 18 しかし， シリア 人 
は イスラエルの ゆえに 逃げ去って 行っ 
た。 こうして ダビデは シリア 人の 兵車 
の 御者 七 千 人と 徒歩の 者 四 万人を 殺し， 
軍の 長ショ ファ クをも 殺した 0 19 ハ 
ダ ド エゼルの 僕たちは 自分た ちが イス 
ラエルの 前に 撃ち破られ たのを 見る 
と， 速やかに ダビデと 和を 講じ， これ 
に 仕える ようになった。 シリアは それ 


以上 アン モンの 子ら を 救おうと は 思わ 

(t) 

なかった。 


20 


あらた  じき  «•； 

そして， 年が 改まる 時期と なり， 

う  [夕） 

王たち が 打って出る ころ， ヨア 


ぐん  せんとう ぶたい  ひき  m 

ブは 軍の 戦闘 部隊を 率いて， アン モン 
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の 子ら の 地を 荒廃 させ， さらに 行って， 
ラバを 攻め 囲んだ ので ある。 しかし ダ 
ビデは エルサレム にと どま っ ていた。 
こうして ヨ アブは ラバを 討ち， これを 
倒壊 させた。 2 しかし， ダビデは マル 
カムの 冠を その 頭から 取り去った。 そ 
れは 重さ が 金 ー タラント である ことが 
分かった。 また， それには 宝石が あっ 
た。 そして， それは ダビデの 頭に 置か 
れ た。 それに， 彼が 運び出した その 都 
市の 分捕り物は 非常に 多かった。 3 そ 
して， その 中に いた 民を， 彼は 連れて 
来て， 石の こぎり や， 鉄の 鋭利な 道具 
や， 斧 [を 使う 仕事] に 従事 させた。 ダ 
ビデは アン モンの 子ら のす ベての 都市 

たい 

に対して このように する のであった。 
ついに， ダビデと 民の すべては エルザ 

かえ 

レムに 帰った。 

4 そして， その後， ゲゼルで フィリス 
ティ ア 人との 戦いが 起こる ようにな っ 
たので ある。 そのと き， フシ ャ人シ ベ 
カイが レフ ァイ ム から 生まれた 者たち 
のうちの シバイを 討ち 倒した ので， 彼 
らは 屈服 させられた。 

5 そして， また フィリス ティ ア 人と 
の 戦いが あった が， ヤイ ルの 子 エル ハ 
ナンは ギト人 ゴリア テの 兄弟 ラフ ミを 
討ち 倒した。 その 槍の柄は 機織り エの 
巻き 棒の ようであった。 

6 それから， また ガトで 戦いが あっ 
たが， そのと き， 手の指と 足の指が 六 
本ず つ ，二十 四 本 あ る， 異常な 大きさの 
男が いた。 彼 もまた， レ ファ イムに 生 
まれた 者であった。 7 そして， 彼は イ 
スラ エルを 嘲弄して いた。 ついに， ダ 
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ビデの 兄弟 シム アの子 ヨナ タンが 彼を 
討ち 倒 J した。 

8 これらは ガトで レ ファ イムに 生まれ 
た 者た ちであった が， 彼らは ダ ビデの 手 
と， その 僕たちの 手に 倒れる に 至った。 

それから， サタンが イスラエル 

に 逆らって 立ち上がり， ダビデ 
を 駆り立てて イスラエルを 数えさせよ 
うとした。  2 そこで ダビデは ヨ アブ 
と 民の 長たち に 言った， 「さあ， べエ 
ル. シヱ バ から ダンまで イスラエルを 
数え， それを わたしの もとに 持って来 
なさい。 わたしが 彼らの 数を 知る ため 
だ」。 3 しかし ヨ アブは 言った， 「エ 
ホバ がその 民を 今より 百倍 も 増して く 
ださいます ように。 彼らは， 王なる 我 
が 主よ， 彼らは 皆， 我が 主の もの， 僕 
ではありません か。 なぜ 我が 主は この 
ような ことを 求められ るので すか。 な 
ぜ イスラ エルに 対 して 罪科の 元と なら 
れ るので しょ うか」。 

4 ところが， 王の 言葉が ヨ アブを 説 
き 伏せた ので， ヨ アブは 出て 行って， 
全 イスラエルを くまなく 歩き， その後， 
彼は エルサレムに 帰って来た。  5 さ 
て， ヨ アブは 民の 登録者 数を ダビデに 
伝えた。 全 イスラエルは 剣を抜く 者が 
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百 十万 人， ユダは 剣を抜く 者が 四十 七 
万人と なった。 6 けれども， レビと ベ 
ニヤ ミンを 彼は その 中に 登録し なか っ 
た。 王の 言葉が ヨ アブに とっ て 忌む ベ 
きものだった からで ある。 

7 さて， この 事は [まことの] 裡の目 
に 悪かった。 それで， イスラエルを 打 
ち 倒された。 8 そこで ダビデは [まこ 


哀 3:22 
夕代 n  28:9 
チ 民 16:46 
ツサ U  24:15 
テサ n  24:16 


との]® に 言った， 「私は このような 事 
をした ので， 大いに 罪を おかし ま した。 
そ れで今 ，どうか， この 僕のと がを 見過 
ごして ください。 私は 本当に 愚かな こ 
とを 致しました ので」。  9 そこで， エ 
ホ バはダ ビデの 幻を 見る 者で ある ガド 
に 話して 言われた， 10 「行って， あな 
たは ダビデに 話して こう 言いなさい。 
『エホバは このように 言われた。 「わ 
た しが あな たに 対して 向ける 三つの こ 
とが ある。 そのうち 一つを 自分の ため 
に 選べ。 わたしが それを あなたに する 
ためで ある」』」。 11 そこで ガ ドは ダ 
ビデの もとに 行き， 彼に 言った， 「エ 
ホバ はこの ように 言われ ま した。 『自 
由に 選べ。 12 三年 間 飢きんが ある こ 
とか。 三 か 月間 あなたの 敵対 者の 前 か 
ら 敗れ 去り， 敵の 剣が [あなたに] 追い 
つく ことか。 あるいは 三日間 エホバの 
剣， すなわち 疫病が この 地に あって， 
エホバの み使いが イスラエルの 全 領地 
に 滅びを もたらす ことか』。 それで 今， 
わた しを 遣わ した 方に 何と 返答したら 
よい かを わきまえて ください」。 13 そ 
れでダ ビデは ガ ドに 言った， 「それは 
わたしには 非常に 苦しい ことです。 ど 
うか， わたしを エホバの み 手に 陥らせ 
てくだ さい。 その 憐れみは 非常に 多い 
からです。 しかし， 人の 手には わたし 
を 陥らせないで ください」。 

14 すると， エホバは イスラエルに 疫 
病を 下された ので， イスラエル のうち 
七 万人が 倒れた。 15 その上， [まこと 
の]# は エルサレムに み使いを 遣わし 
て， これに 滅びを もたらそうと された。 
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彼が 滅びを もたらし はじめる や， エホ 第21 章 ンの ところまで 行った。 オル ナンは 眺 
パは それを ご覧に なって， その 災いの H ぶ めて ダビデを 見る と， 直ちに 脱穀 場 か 
ことで 悔やみ はじめられた 0 それで， ィ詩 90:13 ら 出て 来て， 地に 顔を 伏せて ダビデに 
滅びを もたらして いるみ 使いに 言われ ゥサ D5:6  身をかがめた。 22 すると ダビデは 才 
た， 「それで 十分 だ！ さあ， あなた ヱ サ n24:is ルナンに 言った， 「この 脱 穀 場の 地所 

代 n  3:1  くだ 

の 手を 下ろせ」。 ときに， エホバの み 使 . „  を わたしに ぜひ 下さい。 そこに エホバ 

いは エブ ス人 オル ナンの 脱穀 場の すぐ ^3,>5.13 のために 祭壇を 築く ためです。 十分な 

がく  かね w  [ゥ 1 

そばに 立って いた。  +王丨 21:27 額の お金で， それを わたしに 下さい 0 

16 ダビデは 目 を 上げる と， エホバの  »35:13 神罰が 民の 上から 食い止められ るよう 

つか [才）  む  さ 

み使いが， エルサレムに 向かって 差し ク民 ie:22  になる ためです」 〇  23 しかし， オルナ 
伸べ られた 抜き身の 剣を 手に して 地と ヶ^1 よ17 ンは ダビデに 言った， 「これを ご 自分 

あいだ  詩51:4  と  （ォ 1 

天の 間に 立って いるのを 見た。 ダビデ 3胃44:11 の ものと して お取りく ださい。 王なる 

ねんちょうしゃ  あらぬ の  [キ j  わ  しゅ  よ  おこ 

と 年長者た ちは， 粗布を 身に まとって， サ出 32:12 我が 主が ご 自分の 目に 良い ことを 行な 
直ちに 顔を 伏せて ひれ 伏した。 17 次 シサ n24:18 われます ように。 ご覧く ださい， 私は 
いで ダビデは [まことの]# に 言った， ^  焼燔の 捧げ物の ための 牛， 薪の ため 

「民を 数える ようにと 言った のは， 私で  の 脱穀 そり， 穀物の 捧げ物と しての 小 

つみ  まぎ セサ 1124: 19 むぎ  さ  ぜんぶ 

はありませんでした か。 罪を おかし， 紛 、,m2l:i5 麦を 差し上げます。 全部を ぜひとも 差 
れも なく 悪い ことを したのは， 私では - し 上げます」。 

ありま せんか。 これらの 羊は， 何を し  24 しかし， ダビデ 王は オル ナンに 

わ  アサ n  24:20  い 

たので しょうか。 我が 拽 エホバよ， ど  言った， 「いや， どうしても わたしは 

ちち  いえ イ創 23:9  じゅう ぶんがく  かね  か  と 

うか， あなたの み 手を 私と 私の 父の 家 ^  24：21 十分の 額の お金で 買い取る ことにし ま 

に 臨ませて ください。 しかし， 神罰と IS25:8  す。 わたしは 費用 も かけずに 焼 燔の犠 
して， あなたの 民に [臨ませ] ないで く  ^fJ23:11 牲を ささげる ため， あなたの ものを エ 
ださい」。  ヵサ 16:14 ホバの もとに 携える ことは しないから 

18 すると， エホバの み使いは， ダ  です」。 25 それで， ダビデは その 地所 

のぼ  い  じん [シ）  キサ D  24:22  きん  おも 

ビ デが 上 って 行って エブ ス人 オル ナン  のために 金の シヱ ケ ルで 重さ 六 百 [シェ 

だっこく ば  さいだん  クイ ザ 28:27  あ  あた 

の 脱穀 場に エホバの ために 祭壇を 立て  ケル] に 当たる ものを オル ナンに 与え 

ぃ  （ス 1  ヶサ D  24:23  („ 

るよう， ダビデに 言うよう にと ガ ドに 3fJ23：13 た。 26 それから， ダビデは そこに エ 
言った 0 19 そこで ダビデは， ガ ドが サ^ ホバ のために 祭壇を 築き， 焼燔の 犠牲 
エホバの 名に よって 語った 言葉を 聞い シ*  2〇:25 と 共 与の 犠牲を ささげ， 次いで エホバ 
て 上って 行った。 20 —方， オル ナン  W  24:25 を 呼ぶ と， [裡] は 焼燔の 捧げ物の 祭壇 

ふ  かえ  つか  かれ  スサ I  7:9  [セ）  くだ  かれ  こた 

は 振り返って， み使いを 見た ので， 彼  -^91  =  15 の 上に 天から 火を 下して 彼に 答えられ 
と共にいた その 四 人の子ら は 隠れて い セ ば ぷ丨 た。 27 その上， エホバは み使いに 命 
た。 ときに， オル ナンは 小麦を 脱穀し  7:1 令を 下された ので， そのみ 使いは 剣を 
ていた。 21 それで， ダビデは オルナ v Snio43；2S さやに 納めた。 28 その 時， ダビデは 
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エホバが エブ ス人 オル ナンの 脱穀 場で 第2 1 章 ん だ。 イスラエルの 拽 エホバの ために 
自分に 答えられ たのを 見て， そこで 犠 It' Z25 家を 建てる よう 彼に 命じる ためで あっ 

せぃ  、、  (/  <  3:4 

性を ささげ 続けた。  29 しかし， モー  ^ は39 た。 7 そこで ダビデは その子 ソロモン 
セが 荒野で 造った エホバの 幕屋と， 焼 ゥ^ぷし。 に 言った， 「わたしと しては， 我が 拽エ 

はん  ささ  もの  さいだん  とき  (7)  いえ  た 

燔の 捧げ物の 祭壇とは， その 時， ギべ - ホバ のみ 名のた めに 家を 建てる ことが 

[ィ） たか ところ  第 22 章  こころ か  m 

オンの 高き 所に あった。 30 けれども， 1(#12:5  心に 掛かって いた。 8 しかし， エホバ 
ダビデは 神に 相談す るた め， その 前に の 言葉が わたしに 臨んで 言った， 『あ 

ゅ ー  オサ 1124: 18  ち なが （ゥ） 

出て 行く ことは できなかった。 エホバ ヵ 王 丨9:21 なた はおび ただしく 血を 流し， 大きな 

つか  つるぎ  [ゥ]  i：1<  たたか  M 

のみ 使いの 剣の ゆえに おびえて いたか キ王 戦いを してきた。 あなたが わたしの 名 
ら である。  ク王 15:17  のために 家を 建てる ことは ない。 あな 

〇 夕 そこで， ダビデは 言った， 「こ たは わたしの 前で 地に たくさんの 血を 
““ れ こそ， [まことの] 姓 エホバの サ 王15 :6  流した からで ある。  9 見よ， あなたに 

いえ W  シ代 n  2:3  [力）  かれ  お だ 

家 だ。 これ こそ， イスラエルの ための 3:7  男の子が 生まれる。 彼は， 穏やかな人 
焼燔の 捧げ物の ための 祭壇 だ」。  となり， わたしは 必ず その 周囲の すべ 

2 さて， ダビデは イスラエルの 地に い y^2'；3 ての 敵から 彼を 守って 休ませる。 彼の 
る 外人 居留 者を 集める ようにと 言い， 名は ソロモンと 呼ばれ， わたしは 彼の 

それから 彼らを [まことの] 姓の 家を 建 - 時代に イスラエルに 平和と 平穏を 与え 

てるのに 用いる 四角に 切った 石を 切り  m~m  るからで ある。 10 彼が わたしの 名の 

いしく  [ク） にん  もん とびら  7  ^ 12*°  いえ  た [コ 1 

出す 石工に 任じた。 3 そして， 門の 扉 ィサ ために 家を 建て， 彼は わたしに とって 

もち  と  がね  てつ  王 I  8:17  [サ]  ちち 

に 用いる くぎ や 留め金の ための 鉄を ダ  ^ 132:5 子と なり， わたしは 彼に とって 父と な 

ようい  どう  ウ代 I  28:3  トン）  かなら 

ビデは おびただしく 用意し， また 銅 も ェ 王！  5:3  る。 そして， わたしは 必ず イスラエル 
量り きれない ほど おびただしく [用意 ^ S4 の 上に 彼の 王権の 座を 定めの ない 時 ま 
した]。 4 また， 杉材 も 数え きれない 力 口  でも 堅く 立てる』。 

ほど [用意した]。 シドン 人と ティ ルス キ g45;f  11 「そこで， 我が 子よ， エホバが あ 

人が ダビデの もとに 杉材を おびただし クサ1112:24 なた と共にいて くださり， あなたに つ 

も  き  ケ詩 72:7  かた  とお  せいこう  おさ 

く 持って来 たからで ある。  5 そこで ィザ9:7 いて 語られた 通り， あなたが 成功を 収 
ダビデは 言った， 「我が 子 ソロモンは 代 iim め， あなたの 裡 エホバの 家を 建てる よ 

わか  よわ W  サ代 I 17:13  ㈦  し 

若くて， か弱い。 しかも， エホバの た シサ n7:14 うに。 12 ただ， エホバが あなたに 思 

た  いえ  ぜんち  たい  うる わ  へブ 1.5  りょぶ か  りかいりょく  たま  (v) 

めに 建てられる 家は 全地に 対し， 麗し 17；14 慮 深さと 理解力を 賜わり， あなたに イ 
い 栄誉の 点で 並外れて 壮大な も& とな スラ エルに 関する おきてを 与えて， あ 

かれ  28:20  りっぽう まも 

るべき である。 それで， わたしは 彼の ソ ，よ！0  なた の 神 エホバの 律法を 守らせて くだ 

ようい  詩72:1  — 别 

ために 用意を して おこう」。 こうして， 夕 申4:6  さるよう に。 13 もし， エホバが イス 

し  まえ [夕 1  胃 19:11  かん  めい  [チ] き 

ダビデは 死ぬ 前に おびただしく 用意を チ 民36: 13 ラエルに 関して モー セに 命じられた 規 
した。  定と 司法 上の 定めを あなたが 守り 行な 

6 その上， 彼は その子 ソロモンを 呼 "mi%37 うなら， そのと き あなたは 成功を 収め 
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ソロモンを 王と する。 レビ 人が 組織され る  歴代 第一  22:14—23:13 


る。 勇気を 出し， 強く あれ。 恐れて は 
ならず， おびえても ならな 6。 14 そ 
れ で， 見よ， 悩みのう ちに あって， わ 
た しは エホバの 家の ために 金 十万 タラ 
ン ト， 銀 百万 タラン トを 用意した。 銅 
と 鉄は， おびただしく あるた め 量りき 
れ ない。 また， 材木と 石 も 用意した が， 
これらに あなたが もっと 加える ことに 
なる。 15 そして， あなたの もとには 
仕事を する 者， すなわち 石工， 石 や 木 
の 細工 師が 大勢 おり， すべて 各種の 仕 
事に 熟練した 者で ある。 16 金， 銀， 
それに 銅 や 鉄は 数え きれない。 立ち上 
がって， 行ないなさい。 エホバが あな 
たと 共に おられる ように」。 

17 次いで ダビデは， イスラエル のす 
ベての 君たち に， その子 ソロモンを 助 
ける よう， こう 命じた。 18 「あなた 方 
の# エホバは あなた 方と 共に おられ， 
^ りの 至る所で あなた 方を 休ませて く 
ださった ではありません か。 [拽] はこ 
の 地の 住民を わたしの 手に 渡され， こ 
の 地は エホバの 前と その 民の 前に 服 さ 
せられた からです。 19 今， あなた 方 

こころ たましい む  （チ） 

の 心と 魂を 向けて， あなた 方の 裡 エホ 
パを 尋ね， 立ち上がって， [まことの] 
裡 エホバの 聖 なる 所を 建て， エホバの 
み 名のた めに 建てられた 家に エホバの 
契約の 箱と [まこ との] 拽の聖 なる 器具 
を 運び入れなさい」。 

〇  〇 そして ダビデは， 年老いて， その 
^ 日を 為た したので， その子 ソロ 

【本） 

モンを イスラエルの 王と した。 2 それ 
から 彼は イスラエルの すべての 君， 祭 
司， レビ 人を 集めた。 3 そこで， レビ 


人は 三十 歳 以上の 者が 数えられ たが， 

かず  きょうけん 

その 数は， ひとりず つ， 強健な 者を ひ 
とりず つ [数えて]， 三 万 八 千 人で あっ 
た。 4 これらの 者のう ち， エホバの 家 
の 仕事を つかさ どる 監督者を 務める 者 

びと W さば  （ゥ) 

は 二 万 四千 人いた。 つかさ 人と 裁き 人 

もんえい (エ） 

は 六 千 人， 5 門衛は 四千 人， 「わたし 


は 賛美す るた めに 造った」 [と ダビデ 
の 言った] 楽器で エホバを 賛美す る 者 
は 四千 人。 

6 それから ダビデは 彼らを 組に， レ 
ビの 子ら に， すなわち ゲル ション ，コ 
ハ ト， および メ ラリに 分けた。  7 ゲル 
ション 人には， ラ ダンと シ ムイ。  8 ラ 
ダンの 子ら は 頭た る 者の エヒ エル， ゼ 
タム， ヨ エルの 三人であった。 9 シム 
イの 子ら は シェ ロ モト， ハジ エル， ハ 
ランの 三人であった。 これらは ラ ダン 
の 父たち の 頭であった。 10 また， シ 
ムイの 子ら はヤハ ト， ジナ， それに エ 
ウシ ュと ベリアであった。 これらの 四 
人は シ ムイの 子ら であった。 11 そし 
て， ヤハ トは 頭で， ジ ザは その 次で あっ 
た。 エ ウシ ュ とべ リアは， 子を 多く 持 
たなかった ので， 一つの 正式の 部類と 
しての 父方の 家と なった。 

12 コハトの 子ら は アム ラム， イツ ハ 
ル， へ ブロン， それに ウジ エルの 四 人 
であった。 13 アム ラムの 子ら はアロ 
ンと モー セであった。 しかし， ア ロン 
は至聖 逝を 神聖な ものと する ために 取 
り 分けられた。 彼と その子ら が 定めの 
ない 時まで も エホバの 前に 犠牲の 煙を 
立ち上らせ， [神] に 仕え， 定めの ない 
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時まで も そのみ 名に よって 祝福を 述べ 第23 章 住まわれる。 26 そして また， レビ 人 
るた めで ある。 14  [まことの] 拽の人 7^6：2322 は 幕屋 も， また その 奉仕の ための どん 
モー セに ついていえば， その子ら は， レ ^i92f な 器具 も 運ぶ 必要は ない」。 27 ダビデ 
ビ 又の 部族の 中で 引き続き [名を] 呼ば 18:4  の 最後の 言葉に よって， これらは 二十 
れ た。 15 モー セの 子ら は ゲルショム 26:25 歳 以上の レビの 子ら の 数であった から 

[才）  ク民 3:27  かれ  やくめ  W 

と エリ エゼルであった 0 16 ゲル ショ 7^  24:22 である 0  28 彼らの 役目は ア ロンの 子 

かしら  W  コ代 1  24: 23  もち  なかにわ [才 I  しょくどうが 

ムの 子ら は 頭が シェブ エルであった。 サ出 6:22  らに 用いられて， 中庭の こと， 食堂の 
17 そして， エリ エゼルの 子ら は 頭が レ ス 民26:58 こと， あらゆる 聖 なる ものを 浄 める こ 

(キ）  代 I  24:30  W  かん  いえ  ほうし 

ハ プヤであった。 エリ エゼルには ほか セ 代 1洗28 とに 関する エホバの 家の 奉仕， および 

ソ民 36:11  しごと 

に 男の子がなかった が， レ ハ プヤの 子 夕代 [まことの] 拽の 家の 奉仕の 仕事を する 

たし  ひじょう  おお  チ 民 26:58  かさ 

らは 確かに 非常に 多く なった。 18 イ ッェ ズ 3:8 ことであった。 29 それに， 重ねの パ 

{y)  かしら  もの  （ヶ） テ 代 128: 13  [ク） こくもつ  ささ  もの  じょうとう むぎこ (ヶ） 

ツ ハルの 子ら は 頭た る 者が シヱ ロミ ト ト ン ，穀物の 捧げ物の ための 上等の 麦粉， 

かしら  代 11  22,18  むこう ぼ [コ) うす や  m  や  いた 

であった。 19 へ ブロンの 子ら は 頭が - 無 酵母の 薄焼き パン， 焼き 板 [で 焼いた 

エリヤ， 二番目 [の 子] はア マルヤ， 三番 菓子]， 混ぜ合わせた 練り 粉， およびす 
目 [の 子] はヤ ハジ エル， それに 四番 目 ベて 分量 や 大きさの 計量を つかさどる 

(コ！  巧 [セ）  ぁさ  ⑼  [夕）  かん 

[の 子] はエ カム アムであった。  20 ウ る4 こと。  30 朝 ごとに 立って エホバに 感 
ジ エルの 子ら は 頭が ミカ， 二番目 [の 謝し， これを 賛美し， 夕べに も 同じよ 
子] は イシ ヤで あった。  =^^ぼ45 うにす る こと。  31 また， 安息日， 新 

21 メラ 0 の 子ら は マフ リと ムシで ク; ^f9$6 月， 祭りの 時期に， それらに 関する 定 
あった。 マフ リの 子ら はエ レア ザルと めに したがって 数を 合わせて， 絶えず 
キシュであった。 22 しかし エレ アザ エホバの 前に， すべて エホバへの 焼燔 
ルは 死んだ。 彼には 息子が なく， 娘だス レビ7: 12 の 犠牲を ささげる こと。 32 そして 彼 

きょうだい  セ レビ 19:36  かいけん  てんまく  みは [二 1  せい  ば 

けであった 0 そこで， その 兄弟たち で ソ *  29:39 らは 会見の 天幕の 見張りと， 聖 なる 場 

かのじょ  つま  夕代 116:37  しょ  （ヌ）  いえ  ほうし 

ある キシュの 子ら が 彼女たち を [妻と し チ レビ22:29 所の 見張りと， エホバの 家の 奉仕を す 

(V]  詩 105:1  きょうだ い 

て] め とった。  23 ムシの 子ら は マフ  Z ィ 4:6 る 彼らの 兄弟たち である ア ロンの 子ら 

i«  、ン あ  ») 

リ ，エデル， エレ モトの 三人であった。 ；n6^°31 の 見張りに 当たった。 

24 これらは その 父たち の 家に よる レ さて， ア ロンの 子ら には 彼らの 
ビの 子ら， つまり その 任崙 された 碧 ご ナ 組が あった。 ア ロンの 子ら はナ 

かず  い  -民 1.53  【ノ】  （ハ】  翁  w 

とに， ひとりず つ， その 名の 数に入れ ヌ代 19:27  ダブと ア ビフ， エ レア ザルと イタ マル 
られ ている， 父たち の 頭であって， 二十 ^ ^ であった。  2 ところで， ナ ダブと アビ 

さいい じょう { ッ）  ほうし  _ _ _  [へ）  ちち  さきだ  し [ホ） かれ 

歳 以上で， エホバの 家の 奉仕の ための 第24 早 フは その 父に 先立って 死に， 彼らには 
仕事を する 者たち であった。 25 ダビ ^t6：io：1 子がなかった ので， エ レア ザルと イタ 
デが こう 言った からで ある。 「イスラ マルが 祭司を 務めて いた。  3 それ か 

たみ  へ 出 6*9^ 

エルの 裡 エホバは その 民を 休ませられ ホ 民 26:61 ら ダビデと， エ レア ザルの 子ら の 出の 
ナ こ。 定めの ない 時まで も エルサレムに 1^6:89  ザ ドク， および イタ マルの 子ら の 出の 
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アヒ メレクは 彼らの 奉仕の 職務の ため 第24 章 に， 18 第二 十三は デラ ヤ に， 第二 十四 
に 彼らの 組を 設けた。 4 しかし， エレ 7^D  8:17 は マ アズヤ に [出た]。 

ア ザルの 子ら の ほうが イタ マルの 子ら 14：33  19 これは 彼らの 父祖 ア ロンの 手に 

よりも 頭た る 者が 多かった 0 そこで 彼  ® 18:18 よる その 正当な 権利に したがって エホ 

使徒1:26  いぇ  ほうし M  しょく 

ら はこれ を， エ レア ザルの 子ら で， [そ T  ,  バの 家に 入る， 彼らの 奉仕の ための 職 

ちちかた いえ  2b:3 む W 

の] 父方の 家の 頭たち 十六 人と， イタ マ ォ王 14:3  務 であった。 イスラエルの 拽 エホバが 

ルの 子ら で， その 父方の 家の [頭たち] ^  34：13 彼に 命じられた 通りで ある。 

八 人に 分けた。  20 そして， 残った レビの 子ら につい 

かれ  もの  キサ n 19:11  (ij 

5 さらに， 彼らは これらの 者を それ  111:7  ては， アム ラムの 子ら のうちでは シュバ 
らの 者と 共に， くじに よって 分けた。 クサ118:17 エルが いた。 シュバ エルの 子ら のうち 
聖 なる 場所の つかさたち， および [まこ 23：24 では エフ デヤ。 21 レ ハ プヤに ついて 
との]# のつ かさたち はエ レア ザルの 子  ^16=39  は， レ ハ プヤの 子ら のうちでは その 頭イ 

じん [キ） 

らか らも， イタ マルの 子ら から も 出な サ 代16:3  シヤ。 22 イツ ハル 人のう ちでは シェ 

、  【ク） 

ければ ならなかった からで ある。 6 そ ン* へ11:1 Q  ロ モト。 シェ ロ モトの 子ら のうちでは 
れ から， レビ 人の 出の 書記官， ネタヌ スル ヵ1:5 ヤハ ト。 23 そして， [へ ブロンの] 子ら 

きみ  さいし  かしら  [コ）  ばんめ  _ 

エルの 子 シェ マヤは 王と 君たち， 祭司 第二 欄 は， その 頭は エリヤ， 二番目 [の 子] は アマ 
ザ ドクと ア ビヤ タルの 子 アヒ メレク， ァ3^〇 ルヤ ，三番 目 [の 子] はヤ ハジ エル, 四番 目 
および 祭司と レビ 人の 父の 頭たち の 前 ィ ルヵ 1:8  [の 子] はエ カム アム 0  24 ウジ エルの 子 
で， これを 書き記した。 エ レア ザルの  *  らは ミカ。 ミカの 子ら のうちでは シャ 
ために 一つの 父方の 家が 取られ， イタ  代1123:18 ミル。 25 ミカの 兄弟は イシ ヤ であっ 
マルの ために も 一つが 取られた。  た。 イシ ヤの 子ら のうちでは ゼ カリヤ。 

7 それから， くじが 出た。 すなわち， 26；2^  26  メ ラリの 子ら は マフ リと ムシで 

第一は エホ ヤリブに 。第二は エダ ヤ に， 力 代 123:17 あった 〇 ヤ アジ ヤの 子ら はべ ノ0  27  メ 
8 第三は ハ リムに， 第 四は セオ リムに， キ 民3:27  ラリの 子ら 0 すなわち ヤ アジ ヤ からは 
9 第五は マル キヤに， 第 六は ミヤ ミン ク 代123 :18 べノ ，ショ ハム， ザ クル， イ プリ。 28 マ 
に， 10 第 七は ハコ ツ に， 第 八は アビ ヶ も2 ぽ〗 フリ からは エ レア ザルで， 彼には 子が 

(ス）  だい  (V) 

ヤ に， 11 第 九は エ シュアに ，第 十は コ代 i23:i9 なかった。 29 キシュに ついては， キ 

だ レ  代 I  26:31 

シェ カヌヤ に， 12 第 十一は エル ヤシ  ^  シュの 子ら は エラ フメ エルであった。 

だい  サ代 1  23:20  M 

ブ に， 第 十二は ヤ キムに， 13 第 十三 シ 創 46:11 30 それに， ムシの 子ら は マフ リ， エデ 
はフ パに， 第 十四は エ シェブ アブに， 出6:19  ル， エリ モトであった。 

14 第 十五は ビ ルガに， 第 十六は イメ  これらは その 父方の 家に よる レビ 人 

だい  セ 代 I  23:21  かれ 

ルに， 15 第 十七は へ ジルに， 第 十八  の 子ら であった。 31 そして 彼ら もま 

は ハピ ツ ェツに， 16 第 十九は ぺ タフ _IfiA7 た， その 兄弟たち である ア ロンの 子ら 
ヤ に， 第 二十は エへズ ケルに， 17 第 チ 代 1  23:23 がした のと 全く 同じように， 王 ダビデ 
十一は ヤ キンに， 第二 十二は ガム ル ッ代 123:11 と ザ ドクと アヒ メレク， および 祭司と 
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レビ 人の 父方の 家の 頭たち の 前で くじ 
を 引いた。 父方の 家に 関しては， 頭た 
る 者 も その 弟と 全く 同じであった。 
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ほうし  ぶんだん ㈣ 

さらに， ダビデと 奉仕の 分団の 

ちょう （工）  ごと [才） げんが つ き 

長たち は， たて 琴と， 弦楽器と シ 


W  よ げん  もの 

ン バルを もって 預言す る 者で ある アサ 


フ ，へ マン， それに エド トンの 子ら の 一 
部の 者を 奉仕の ために 取り分けた。 そ 


して， その 数のう ち， 彼らの 奉仕の た 

せいしき  たんとうしゃ  つぎ  とお 

めの 正式の 担当者は [次の 通 りで] あっ 


た。  2 ア サフの 子ら では， ザ クル， 

[コ）  W 

ヨセフ， ネタ ヌヤ， ア シャル エラ 〇ア 
サフの 子ら で， 王の 指揮 下で 預言す る 
者であった ア サフの 指揮 下に あった。 
3 エド ト ン について。 エド ト ンの 子ら 

[セ）  (V)  (夕） 

はゲ ダリヤ， ツ ェリ， エ シャヤ ，[そ 

(チ） 

れにシ ムイ]， ハシャ プヤ， マ タテ ヤの 
六 人で， エホバに 感謝し， これを 賛美 
する ために， たて 琴を もって 預言す る 
彼らの 父 エド トンの 指揮 下に あった。 
4 へ マンに ついて。 へ マンの 子ら はブ 

(H  (ナ）  ㈡ 

キヤ， マタ ヌヤ， ウジ エル， シェブ エ 

(?) 

ル， それに エリ モト， ハナ ニヤ， ハナ 

[ネ）  レ） 

二， エリア タ， ギダ ルティ， それに 口 

レ、）  (t) 

マ ムティ. エゼル， ヨシ ュべ カシャ ，マ 

[フ）  ㈧ 

ロティ， ホ ティル， マ ハジ オト。  5 こ 
れらは 皆， [まことの] 姓の 事柄で 角笛 
を 高く 上げる， 王の 幻を 見る 者で ある 
へ マンの 子ら であった。 このように， 

むすこ 

[ま ことの]® はへ マ ンに 息子 十四 人と 
娘 三人を 与えられた。 6 これらは 皆， 

ちちし きか  [ミ） げん 

その 父の 指揮 下に あって， シンバル， 弦 
楽器 およびたて 琴を もって エホバの 家 
で 歌い， [まことの] 神の 家の 奉仕に 当 
た っ /<_  〇 


第 24 章 

ア ヨシ 18:10 

代 I  25:8 
箴 16:33 
使徒 1:26 
イ代 I  26:13 


第二 欄 


ウ代 I 15:22 
ェ代 I  24:31 


(7i 

ア サフ， エド トン， へ マンは， 王の 
指揮 下に あった。 

7 そして， 彼ら および エホバへの 
歌の 訓練を 受けた その 兄弟たち， 彼ら 
はみ な 専門家で あるが， その 数は 二百 
ノ V 十八 人であった。  8 そこで， 彼ら 
は， 小なる 者 も 太なる 者と 同じように， 
専門家 も 学ぶ 者 も 一緒に， 処理され る 
べき 事柄に 関してく じを 引いた。 

9 こうして， くじが 出た。 すな わ 
ち， ア サフに 属する 第一 [のく じ] はョ 
セフ に， 第二は ゲ ダリヤに （彼と 兄弟 
たち， および その子ら は 十二 人で あっ 
た）。 10 第三は ザ クルに。 その子ら， 
および その 兄弟たち， 十二 人。 11 第 
四は イツ リ に。 その子ら， および その 
兄弟たち， 十二 人。 12 第五は ネタヌ 
ヤ に。 その子ら， および その 兄弟た 
ち， 十二 人。 13 第 六は ブ キヤに。 そ 
の 子ら， および その 兄弟たち， 十二 人。 
14 第 七は エ シャル エラに。 その子ら， 
および その 兄弟たち， 十二 人。 15 第 
ノ 〈は エ シャヤ に。 その子ら， および そ 
の 兄弟たち， 十二 人。 16 第 九は マタ 
ヌヤ に。 その子ら， および その 兄弟た 
ち， 十二 人。 17 第 十は シ ムイに 。そ 
の 子ら， および その 兄弟たち， 十二 人。 
18 第 十一は アザ ルエルに。 その子ら， 
および その 兄弟たち， 十二 人。 19 第 
十二は ハシャ プヤに。 その子ら， およ 
びその 兄弟たち， 十二 人。 20 第 十三 

[セ1 

は シュバ エル。 その子ら， および その 
兄 第たち， 十二 人。 21 第 十四は マタ 
テヤ。 その子ら， および その 兄弟たち， 
十二 人。 22 第 十五は エレ モトに 〇そ 
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の 子ら， および その 兄弟たち， 十二 人。 
23 第 十六は ハナ ニヤに。 その子ら， お 
よび その 兄弟たち， 十二 人。 24 第 十七 
は ヨシ ュべ カシャ に。 その子ら， およ 
びその 兄秦 たち， 十二 人。 25 第 十八 
は ハナ ニに。 その子ら， および その 兄弟 
たち， 十二 人。 26 第 十九は マロ ティ 
に。 その子ら， および その 兄弟たち， 
十二 人。 27 第二 十は エリア タ に。 そ 
の 子ら， および その 兄弟たち， 十二 人。 
28 第二 十一は ホ ティルに。 その子ら， 
および その 兄弟たち， 十二 人。 29 第 
二十 二は ギダ ルティに。 その子ら， およ 
びその 兄弟たち， 十二 人。 30 第二 十三 
は マ ハジ オトに。 その子ら， および そ 
の 兄弟たち， 十二 人。 31 第二 十四は 
ロマ ムティ •エゼルに。 その子ら， お 
よび その 兄弟たち， 十二 人。 

門衛の 組に ついて。 すなわち， コ 

ラ X; はァ サフの 子ら の コレの 
子 メシエ レム ヤ。  2 そして， メシエ レ 
ムヤ には子ら が あった。 すなわち， 長 
子は ゼ カリヤ， 二 b 目 [の 子] は エディ 
ア エル， 三番 目 [の 子] はゼ バド ヤ， 四番 
目 [の 子] はヤ トニ エル， 3 五番 目 [の 


第 25 章 

ァ代 I  25:4 

イ代 I  25:4 


第 26 章 

ウ代 I  9:22 
代 n  23:19 


エ民 26:11 
詩 44: 表題 
詩 49: 表題 


才代 I  26:14 


力 代 I 16:38 


キ申 28:11 
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ア代 I  26:14 


イ申 21:17 


ウ代 I  5:1 


ェ代 I  25:8 


才代 I  23:11 


力箴 16:33 
箴 18:18 
使徒 1:26 


キ代 I  26:1 


子] は エラム， 六番 目 [の 子] は エホ ハナ 


ン， 七番 目 [の 子] は エル エホ • エ ナイ。 
4 そして， オペ デ •エドム には子ら が 
あった。 すなわち， 長子は シェ マヤ， 
二番目 [の 子] は エホ ザバ ド， 三番 目 [の 
子] はヨア ハ， 四番 目 [の 子] は サカ ル， 
五番 目 [の 子] はネタ ヌエ ル，  5 六番 
目 [の 子] は アミエル， 七番 目 [の 子] は 
イッ サカ ル， ノ  V 蕃目 [の 子] はべ ウレタ 
イ。 裡が 彼を 祝福され たからで ある。 


ク代 I  27.32 
箴 12:8 


6 そして， 彼の 子 シエ マヤに も 子 
らが 生まれ， その 父の 家を 治める 者と 
なった。 彼らは 有能で 力の ある 者だっ 
たからで ある。  7 シエ マヤの 子ら は 
オト ニと レ ファ エルと オペ デ， エルザ 
バド， 彼の 兄弟たち は 有能な 者， エリ 
フとセ マクヤ であった。  8 これらは 
皆， オペ デ •エドムの 子ら の 出の 者で， 
彼らと その子ら とその 兄弟たち は‘ 仕 
に ふさわしい 力を 持つ 有能な 者で あっ 
た。 オペ デ •エドムに 属する 者は 六十 二 
人。  9 そして メシエ レム ヤ にも 子ら 
と 兄弟たち が あり， 有能な 者で， 十八 
人であった。 10 また， メ ラリの 子ら 
の 出の ホサ にも 子ら が あった。 シ ムリ 
が 頭であった。 彼は 長子ではなかった 
が， その 父が 彼を 頭に 任じた からで あ 
る。 11 二 ‘ 番目 [の 子] は ヒル キヤ， 三 
番目 [の 子] は テ バル ヤ， 四番 目 [の 子] 
はゼ カリヤ。 ホ ザの 子ら と 兄弟たち は 
全部で 十三 人であった。 

12 これらの 門衛の 組では， 頭た る 者 
たちには その 兄弟たち と 全く 同じよう 
に 責務が あっ^:， エホバの 家で 奉仕し 
た。 13 そこで 彼らは 小さい 者の ため 
にも 太いなる 者と 同じように その 父方 
の 家 ごとに， それぞれ 別の 門の ために 
く じを 引いた。 14 すると， 東方の く 
じは シヱ レム ヤに 当たった。 彼の 子で， 
の ある i 皆  ゼカ “のた 
めに 彼らは くじを 引き， そのく じは 北 
方と 出た。 15 オペ デ •エドムには 南 
方， その子ら には 倉庫。 16 シュ ピム 
と ホ ザには 西方。 これは 上りの 街道の 
傍らの “シ ャレケ ト 門” の すぐそばに 


り 23:32 
卜へ 12:24 
ウ代 n  8:14 


表題 

表題 


コ代 I  23: 
サ代 I  29: 
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セ 民 3:27 
I  24:20 
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しゅえい  ぶんだん 【ァ）  あい 

あり， 守衛の 分団と 守衛の 分団と が 相‘ 


対していた。 17 東方には 六 人の レビ 
\ がいた。 北方には 日々 四 人， 南方に 
は 日々 四 人， 倉には 二人ず つ。 18 西 
方の 前廊 には， 街道の 傍 らに四 人， 前 
廊に 二人であった。 19 これらは コラ 
人の子ら とメ ラリ の 子ら の 門衛の 組で 
あった。 

20 レビ 人に ついては， アヒヤ は [ま 
ことの] の 家の 宝物 倉と 聖 なる もの 
とさ れた 物の 宝物 倉と を つかさど っ 
た。  21 ラ ダンの 子ら， ラ ダンに 属す 
る ゲル ション 人の子ら， ゲル ション 人 
ラ ダンに 属する 父方の 家の 頭たち， す 
なわち エヒ エリ。  22 エヒ エリの 子ら， 
ゼ タムと その 兄弟 ヨ エルは， エホバの 
家の 宝物 倉を つかさどった。 23 アム 
ラム 人， イツ ハル 人， へ ブロン 人， ウ 
ジ エル 人に ついては， 24 モー セの 子 
ゲル ショ ムの子 シヱ ブ エルが 倉を つか 
さどる 指揮者であった。 25 その 兄弟 
たちに 関しては， エリ エゼルの 者は そ 

(チ） 

の 子 レ ハ プヤ， その子 エシ ャヤ， その 
子ヨ ラム， その子 ジ タリ， その子 シエ 
ロモ トであった。  26 この シエ ロ モト 

とその 兄弟たち は， 王 ダビデと 父方の 
家の 頭たち， および 千 入隊と 百 入隊の 
長たち， それに 軍の 長たち が聖 なる も 
のとした， 聖 なる ものと された 物の す 
ベての 宝物 倉を つかさどった。 27 戦 
いと 分捕り物から， 彼らは エホバの 家 
を 維持す るた めに [物] を聖な る ものと 
した。 28 そして また， 予見 者 サム エ 
ル， キシュの 子 サウ ル， ネルの 子 アブ 

[ネ）  {/)  (ハ）  せい 

ネル， ツェル ヤ の子ヨ アブが 聖 なる も 


のとした 物 も 皆。 すべて 人が 聖 なる も 


ミト とその 兄弟た 


のとした 物は シ 
ちの 監督 下に あった。 

29 イツ ハル 人のう ちでは， ケ ナヌヤ 
とその 子ら はつか さ 人 および 裁き 人と 
して イスラエル に関する ほかの 仕事に 
I たった。 

30 へ ブロン 人のう ちでは， ハシャ ブ 
ヤ とその 兄弟たち， 有能な 者たち ，千 七 百 
人が， ヨ ル ダンの 地方の 西方で エホバの 
すべての 仕事 およ び 王の 奉仕の ために 
イスラエルの 管理に 当たった。 31 へ 
ブロン 人のう ちでは， エリヤは その 世代 
の 人々 と 父祖たち によるへ ブロ ン 人の 
頭であった。 ダビデの 王政の 第 四十 年 
に 彼ら は 尋ね 求められ， 勇敢で 力の ある 
者たち がギ レア デの ヤゼ ルで 彼 ら のう 
ちに 見いだ された。  32 そして 彼の 兄 
弟たち ，有能な 者たち は 二 千 七 百 人で， 父 
方の 家の 頭たち であった。 そこで， 王 ダ 
ビデは 彼 らをル ベン 人， ガド 人， マナ セ 人 
の 半部族の 上に 選任し， すべて [まこと 
の] 进の 事柄と 王の 事柄と に 当た ら せた。 
イスラエルの 子ら について は， 
その 数に よれば， 父方の 家の 頭 
たち， 千 入隊と 百 入隊の 長たち， およ 
び 一年の すべての 月を 通じて 月 ごとに 
入ったり 出たり する 者たち の 組に つい 
ての すべての 秦 柄で 王に 奉仕した 彼ら 

びと  おのおの 

のつ かさ 人に ついては， 各々 の 組は 二 
万 四千 人で あ っ た。 

2 第一の 月の 第一の 組を つかさど っ 

('>) 

たのは ザブ ディ エルの 子 ヤシ ョ ブ アム 
であり， その 組には 二 万 四千 人いた。 
3 奉仕の 分団の すべての 長の 頭で ある 
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ペレツの 子ら の ある 者は 第一の 月を 担 第27 章 十二 [の 長] はオ テニェルに 属する ネト 
当した。 4 そして， 第二の 月の 組を つ 7  s  26:21 ファ 人へ ル ダイで， その 組には 二 万 四 

ひき  ■イ代 I  8:4 

かさ どった のは その 組を 率いる ア ホア 〇  23:9  千 人いた。 

ハ 人 ド ダイで あり， ミク ロトが 指揮者 i~11:12  16 そして， イスラェルの 各部 族を つ 

で， その 組には 二 万 四千 人いた。  5 第  12:27 かさ どった のは， ル ベン 人では， ジクリ 
三の 月の ための 第三の 奉仕の 分団の 長 23.20 の 子 ェリ ェゼルが i 揮 者であった。 シ 

さいし ちょう  x  m 

は 祭司 長エ ホヤ ダの 子べ ナヤで あり， キサ n  23:23  メ オン 人では マア カの 子 シェ ファト ヤ〇 
その 組には 二 万 四千 人いた。  6 この ク 代12:16 17 レビでは ケム ェルの 子 ハシャ プヤ。 

[力}  :キ：  もの  ケサ n  2:18  [0] 

ベ ナヤは あの 三十 人の 力 ある 者の ひと  サ 1  23:24 ア ロンでは ザ ドク。 18 ユダでは ダビ 
りで， 三十 人を つかさどって いた。 そ n：27 デの 兄弟の 一人 ェリ フ。 イッ サカ ルで 
の 組 [を つかさどった の] は その子 アミ サ; は ミカェルの 子オ ムリ。 19 ゼ ブルンで 
ザバ ドであった。  7 第 四の 月の ため  7 そ1:1 は オバデ ヤの子 イシ ュ マヤ。 ナフタリ 

ちょう  きょうだい [ク）  ：ゲ シ代 111:28 

の 第 四 [の 長] はヨ アブの 兄弟 アサエ ル スサ n  23:26 では アズ リエルの 子 エリ モト。 20 エフ 
で， その子 ゼ バド ヤが これを 継ぎ， そ セサ ^26 ライムの 子ら では アザズ ヤの子 ホ シェ 
の 組には 二 万 四千 人いた。 8 第五の 11：27 ア 。マナ セの 半部族では ぺダヤ の子ヨ 

ちょう  じん  夕民 ；  26:20  はんぶぞく 

月の ための 第五の 長は イズラ ハ 人シャ チサ n21:18 ェル。 21 ギレアデの マナ セの 半部族 
ムフ トで， その 組には 二 万 四千 人い ッ では ゼ カリヤの 子 イド。 ベニヤ ミンで 
た。 9 第 六の 月の ための 第 六 [の 長] :ご ご::7 は アブ ネルの 子ヤア シェル。 22 ダンで 

じん: サ；  [シ I  I ス：  卜 民 26:20 

は テコア 人イ ゲシュの 子 イラで， その ナサ n  23:28 は ェロ ハムの 子ア ザル ェル。 これらは 
組には 二 万 四千 人いた 0 10 第 七の 月 こ* ^2:15 イスラェルの 各部 族の 君たち であった。 

のた めの 第 七 [の 長] は ェフ ライムの 子 _  23 ところで， ダビデは 二十歳 以下 

らの 出の ペロン 人へ レツで， その 組に 第二 欄 の 者の 数は 調べなかった 0 ェホバが イ 
は 二 万 四千 人いた。 11 第 八の 月の た " ^°  23:29 スラ ェルを 天の 星の ように 多くす ると 

ちょう  じん W ぞく  4 使徒 26:7 やくそく  次 

めの 第 八 [の 長] は ゼラ ハ 人に 属する フ ゥ代 ！  24:31 約束され たからで ある 〇  24 ツェル ヤ 
シャ 人シべ カイで， その 組には 二 万 四 = サ 116:6 の子ヨ アブは 数え 始めた が， し 終えな 
千 人いた。 12 第 九の 月の ための 第 九 かった。 このため， 憤 りが イスラェル 

ちょう  じん ぞく  m 以〇 のぞ'  かず  じだい じ 

[の 長] はべ ニヤ ミン 人に 属する アナ ト ^ 3:27 に 臨み， その 数は ダビデ 王の 時代の 事 

[ツ）  [テ）  くみ  キ代 I  22:17  せき  きろく  の 

テ 人 アビ •ェゼルで， その 組には 二 万 如28:1 績の 記録には 載らなかった。 

四千 人いた。 13 第 十の 月の ための 第 25 そして， 王の 宝物 倉を つかさ 
十 [の 長] は ゼラ ハ 人に 属する ネ ト ファ ヶサ n  24:2  どっ たのは アディ ェルの 子アズ マべ 卜 

[ナ）  くみ  コ代 121:6  の [ス）  しょと し 出 むら むら 

人 マ ハ ライで， その 組には 二 万 四千 人 24:15 であった。 また， 野 や， 諸 都市 や 村々 
いた。 14 第 十一の 月の ための 第 十一  21:7 や， もろもろの 塔に ある 宝物 倉を つか 

ちょう  ㈡  シ王 n 18:15 

[の 長] は ェフ ライムの 子ら の 出の ピル 7サ18:14 さ どった のは ウジ ヤの子 ヨナ タンで 

じん  [ヌ）  くみ  代！！  26.10  の  し ごと [ソ） 

ア トン 人べ ナヤで， その 組には 二 万 四  ' あった。 26 また， 野の 仕事を して， 

だい  とちこう さく  あ  もの 

千 人いた。 15 第 十二の 月の ための 第 、ノ伝 5:9  土地の 耕作に 当たった 者を つかさど っ 


? 'ビデの 話, 


ウ代 n  9:27 
ェ王 I  5:11 
代 n  32:28 
オイ ザ 35:2 
カサ I  27:9 
キ創 37:25 
クサ n 13：3 
サ n  2i：2i 
ケ箴 1:5 
箴 10:13 
箴 16:21 
コ代 I 11:11 
ササ n  3:2 
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の 子ら のす ベての 財産と 畜類の 長を， 
廷臣 や 力の ある 者， つまりす ベての 勇 
敢で 力の ある 者と 共に エルサレムに 召 
集した。  2 そこで 王 ダビデは その 足 
で 立ち上がって， こう 言った。 

「わたしの 兄弟たち， わたしの 民よ， 
わたし [の 言う こと] を 聞きなさい。 わ 
たしと しては， エホバの 契約の 箱の た 
め， また わたしたちの# の 足 台と して， 
憩いの 家を 建てる こ とが 心に 掛かって 
いたので， わたしは 建てる 用意を し 
た。 3 だが， [まこ との] 裡 がわた しに 
言われた， 『あなたが わたしの 名のた 
めに 家を 建てる ことは ない。 あなたは 
戦 人であって， 血を 流して きたからで 
ある』。  4 こうして イスラエルの 裡エ 
ホバ はわた しの 父の 全家から わたしを 
選んで， 定めの ない 時まで も イス ラエ 
ルの 王と してく ださった。 [裡] が 指導 
者と して お選びに なった のは ユダで あ 
ら ，ユダの 家の 中では わた しの 父の 家， 
わた しの 父の 子ら のうちで はわた しが 
[裡] のよ しとされ た 者で あり， わたし 
を 全 イスラエルの 王と してく ださった 
からで ある。  5 そして， わたしの すべ 
ての 子ら の 中から （エホバが わたしに 
授けて くださった 子ら は 多かった が）， 
わたしの 子 ソロモンを 選んで， イスラ 
エルを 治める エホバの 王権の 座に 座ら 
せて くださった。 

6 「さらに， わたしに こう 言われた。 
『あなたの 子 ソロモン こそ， わたしの 家と 
わたしの 中庭を 建てる 者で ある。 わた 
しは 彼を わた しの 子と して 選んだ ので 
あり ，わたしが 彼の 父と なる からで ある。 


歴代 第一 27：27—28：6  く 

たのは， ケルプの 子 エズリ であった。 
27 そして， ぶどう 園を つかさどった 
のは ラマ 人シ ムイであった。 ぶどう酒 
の 貯蔵品の ためぶ どう 園に ある ものを 
つかさど っ たのは シフ ム人 ザブ ディで 
あった。  28 そして， シェフ ェラに あ 
るオ リーブ 畑と エジプトい ちじくの 木 
を つかさど っ たのは ゲ デル 人 バ アル- 
ハ ナンであった。  油の 貯蔵品を つかさ 
どった のは ヨア シュ であった。 29 そ 
して， シャロンで 草を 食べる 牛の 群れ 
を つかさどった のは シャロン 人 シトラ 
イ であった。 低地 平原の 牛の 群れを つ 
かさ どった のは ア ドライの 子 シャフ ァ 
卜であった。 30 また， らくだを つか 
さど っ たのは イシ ュマ エル 人オ ビルで 
あった。 雌ろ ばを つかさどった のは メ 
ロノ ト 人エ フデ ヤで あった。 31 それ 
に， 羊の群れを つかさどった のは ハグ 
リ人 ヤジズ であった。 これらは 皆， ダ 
ビデ 玉に 属する 財産の つかさであった。 

32 そして， ダビデの おい ヨナ タン 
は 顧問 官 で， 理解力の ある 人で あり， 
彼は また 書記官で も あった。 ハク モニ 
の 子エヒ エルは 王の 子ら と共にいた。 
33 そして， アヒト フェ ルは 王の 顧問 官 
であった。 アル キ人フ シャイは 王の 友 
であった 〇  34 そして， アヒト フェル 
を 継いだ のはべ ナヤの 子エ ホヤ ダと ア 
ビヤ タルで あり， ヨ アブは 王の 軍の 長 
であった。 

それから ダビデは イスラエルの 

すべての 君たち， すなわち 各部 
族の 君， 王に 奉仕す る 者たち の 各 組の 
君， 千 入隊の 長， 百 入隊の 長， 王と そ 
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7 そして， もし 彼が 今日の ように， わた 
しの おきてと わた しの 司法 上の 定めを 
行なおうと 堅く 決意して いるなら， わた 
しは 必ず 彼の 王権を 定めの ない 時まで 
も 堅く 立てる であろう』。 8 それで 今， 

かいしゅうが ぜん  まえ 

エホバの 会衆， 全 イスラエルの 目の前 
で， また わた したち の裡の 聞かれる とこ 
ろで， あな た 方の 进エ ホノ 、'の おきてを こ 
と ごとく 守り 行ない， 求めよ。 それは， 

よ  ち [力） しょゆう 

あな た 方が この 良い 地を 所有し， あなた 
方の 後の 子ら に 定めの ない 時まで もこ 
れを 相続 地と して 必ず 譲る ためで ある。 

9 「それで， 我が 子 ソロモンよ， あな 
たは あなたの 父の 裡を 知り， 全き 心と 
喜ばしい 魂 とを もって [裡] に 仕える よ 
うに。 すべての 心を エホバは 探り， す 
ベての 考えの 傾向を わきまえて おられ 
るからで ある。 もし あなたが [裡] を 求 
めるなら， ご 自分を あなたに 見いだ さ 
れ るよう にされ るが， もし あなたが [裡] 
を 捨てるなら， あなたを 永久に 捨て去 
られ るであろう。 10 それで， 気を つ 
けなさい。 エホバが 聖 なる 所と なる 家 
を 建てさせる ため， あなたを 選ばれた 
の だ。 勇気を 出して 行ないなさい」。 

11 こうして ダビデは その子 ソロモン 
に， 玄関， その 家， その 貯蔵室， その 
屋上の 間， その 暗い 奥の 部屋， なだめの 
覆いの 家の k 築 計画を 授けた。 12 す 
なわち， 霊感に よって 彼のう ちに あっ 
たす ベての ものの 建築 計画であった。 
つまり， エホバの 家の 中庭の こと， 周 
囲の すべての 食堂の こと， [まことの] 
迚の 家の 宝物 倉の こと， 聖 なる ものと 
さ れた 物の 宝物 倉の こと， 13 祭司と 


歴代 第一  28:7—20 

レビ 人の 組の こと， エホバの 家の 奉仕 
のす ベての 仕事の こと， エホバの 家の 
奉仕に 用いる すべての 器具の ことで あ 
る。 14 金に ついては， それぞれ 別の 
奉仕の ための すべての 器具に 使う 金が 
目方で， すべての 銀の 器具に ついては， 
それぞれ 別の 奉仕の ための すべての 器 
具の ために 目方で [示され]， 15 金の 
燭台 とその 金のと もしび 皿の ための 
目方は， それぞれ 別の 燭台と そのと も 
しび 皿の 目方で， また 銀の 燭台に つい 
ては， それぞれ 別の 燭台の 奉仕に した 
がって， 燭台と そのと もしび 皿の ため 
の 目方で [示され]， 16 金は それぞれ 
別の 食卓の ために， 重ねの パンの 食卓 
のた めの 目方で， また 銀の 食卓の ため 
の 銀， 17  ft 金の， 肉刺し， k 水 差 
し， 小さい 金の 鉢に ついては， それ ぞ 
れ 別の 小さな 鉢の ための 目方で， 小さ 
な 銀の 鉢に ついては， それぞれ 別の 小 
さな 鉢の ための 目方で， 18 精錬され 
た笔の i 靈こっ ぃては 轉 で， また 宾 

しゃ [ク）  つばさ  ひろ 

車， すなわち [翼を] 広げて， エホバの 
契約の 箱の 上を さえぎる ための 金の ケ 
ルブの ひな 型に ついても [示されて い 
た]。 19 「エホバは わたしの 上に ある 
そのみ 手からの 書き物の 中の すべての 
事柄の ため， 洞察力を わたしに 授けら 
れ た。 すなわち， 建築 計画の すべての 
仕事の ためで ある」。 

20 そして ダビデは さらに その子 ソ 
ロモンに 言った， 「勇気を 出し， 強く 
あって， 行ないなさい。 恐れて はなら 
ず， おびえても ならない。 わたしの 神， 
エホバ 神が あなたと 共に おられる から 
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ダビデと 民は 寄進す る 


である。 [裡] は あなたを 見放したり， 
あなたを 捨てたり なさる ことなく， つ 
いに エホバの 家の 奉仕の すべての 仕事 
は 完成され る ことになる。 21 そして， 
見よ， [まことの] 裡の 家の すべての 奉 
仕の ために 祭司と レビ 人の 組が ある。 
あらゆる 奉仕の ために 技能の ある， 進 
んで 事に 当たる 者が 皆， どんな 仕事に 
も あなたと 共に おり， また 君たち やす 
ベての 民 も， あなたの すべての 言葉を 
待って いる」。 

〇〇 さて， 王 ダビデは 全会衆に 言っ 
ぶ 好た， 「备が 子 ソロモンは， 拽が 
選ばれた 者で あるが， 若くて， か弱い。 
しかも この 仕事は 大きい。 この 城は 人 

[サ） 

のた めでは なく， エホバ' 裡の ための も 
の だからで ある。 2 それで， わたしは 
全力を つくして， わたしの 裡の 家の た 
めに， 金 細工 品の ための 金， 銀細工 品 
のた めの 銀， 銅 細工 品の ための 銅， 鉄 
細工 品の ための 鉄， 木工 品の ための 材 
木を 用意した。 しまめのう， 固い モル 
タルで はめ込まれる 石， モザイク 用の 
小石， あらゆる 宝石， # 花 石こう 石を 
おびただしく  [用意した]。 3 それに， 
わた しは わた しの 拽の 家を 喜んでい る 
ので， なお わたしの 特別な 資産で ある 
金銀が ある。 わたしは， 聖 なる 家の た 
めに 用意した すべての ものに 加えて， 
わたしの® の 家の ために まさ しく これ 
を献 ずる。 4 すなわち， 家々 の 壁に 着 
せる ため， オフィルの 金のう ち 金 三千 
タラン トと， 精錬され た 銀 七 千 タラン 
卜を [献 ずる]。 5 金は 金 細工 品の た 
め， 銀は 銀細工 品の ため， またす ベて 


職人の 手に よる 仕事の ためで ある。 そ 
れ で， 今日， だれか エホバの ために 自 
ら 進んで その 手を [供え物で] 満たす 者 
がいる であろう か」。 

6 そこで， 父方の 家の 君たち， イスラ 
エルの 各部 族の 君たち， 千 入隊と 百 人 
隊の 長たち， 王の 仕事の つかさた ちは 
自ら 進んで 申し出た。  7 こうして， 彼 
らは [まこ との] 神の 家の 奉仕の ために 
五 千 タラン ト ー万 ダ リク 相当の 金， 一 
万 タラント 相当の 銀， 一万 八 千 タラン 
卜 相当の 銅， 十万 タラン ト 相当の 鉄を 
献 じた。 8 そして， だれでも 自分の も 
とに ある だけの 石を， ゲル ショ ン 人エ ヒ 
エルの 監督 下に ある エホバの 家の k 物 
倉に 献 じた。 9 それで， 民は 自発的な 
捧げ物を した こと を歓 ぶように なった。 
彼らは エホバに 全き'" 心を もって 自発的 
な 捧げ物を したから である。 また， 王 
ダビデ も 太いなる 喜びを 抱いて 歓ん だ。 

10 そのため， ダビデは 全会衆の 目 
の 前で エホバを ほめたたえた。 ダビデ 
は 言った， 「私たちの 父 イスラエルの 
神 エホバよ， あなたが 定めの ない 時 か 
ら 定めの ない 時まで も ほめたたえられ 
ますよう に。 11 エホバよ， 偉大 さと 

ちからづよ （ツ） うる わ  （テ） たくえつ せい {卜） そんげん (ナ） 

力強 さと 麗し さと 卓越 性と 尊厳とは， 
あなたの ものです。 天と地に ある もの 
は 皆 [あなたの もの] だからです。 すべ 

かしら  みず か  たか 

てのものの 頭と して 自らを 高めて おら 
れる 方， エホバよ， 王国 も， あなたの 
ものです。 12 富と 栄光は あなたに よ 
る ものです。 あなたは すべての ものを 
支 酉 己して おられます。 あなたの み 手に 
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は 力と 力強 さがあります。 あなたの 
み 手には すべての ものを 大 いなる もの 

[ゥ 1 つよ  ふよ  （エ1 のうりょ く 

とし， 強さを 付与す る [能力] が ありま 
す。 13 それで 今， 私たちの 迚よ ，私 
たちは あなたに 感謝し， あなたの 麗し 
いみ 名を 賛美して おります。 

14 「それにしても， 私は 何者な ので 
しょう。 私の 民は 何者な のでしょう。 
このように 自 発 的な 捧げ物を する 力 
を 保てます とは。 すべての ものは あな 
たから 出て いますので， あなたの み 手 
から 受けて， あなたに 献 じたので す。 
15 私たちは すべての 父祖たち と 同様， 
あなたの み 前では 外人 居留 者で， 移住 
者な のです。 地上での 私たちの 日は 影 
のよう な もので， 望み もありません。 
16 私たちの 裡 エホバよ， あなたの 聖な 
るみ 名のた めにあな たに 家を 建てよう 
と 私たちが 用意 致し ま した このす ベて 
の おびただし いもの， これは あなたの 
み 手から 出た もので， 皆 あなたの もの 
です。 17 そして， 私の 神よ， 私は， 
あなたが 心を 調べられる 方で， あなた 
が 喜ばれる の は 方正で ある ことを よく 
知っています。 私は， 心の 廉直 さに し 
たがって これらす ベての ものを 自ら 進 
んで ささげ ましたし， それに 今， ここ 
に 居合わせて おります あなたの 民が 自 
ら 進んで あなたに 捧げ物を する のを， 
私は 見て 歓び ました。 18 私たちの 父 
祖 アブラハム， イサク， イスラエルの 
迚 エホバよ， どうか これを あなたの 民 
の 心の 考えの 傾向と して， 定めの ない 
時まで も 守り， 彼らの 心を あなたに 向 
けさせて ください。 19 そして， 我が 
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イザ 40:26 
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イザ 40:29 


子 ソロモンに 全き I 心を 与えて， あなた 

[ィ）  あかし [ゥ } 

の おきてと， あなたの 証と， あなたの 
規定と を 守らせ， すべての ことを 行な 
わせ， 私が 用意を 致しました 城を 建て 
させて ください」。 

20 そして ダビデは さらに 全会衆に 

む  がた 

向かって， 「さあ， あなた 方の 拽 エホ 
バを ほめたたえなさい」 と 言った。 す 
ると， 全会衆は 彼らの 父祖たち の独エ 
ホ パを ほめたたえ， 身を 低く かがめ 
て， エホバと 王に 平伏した。 21 そし 
て， その 日の 翌日， 彼らは エホバに 犠 
性を ささげ， エホバに 焼燔の 捧げ物を 
ささげ 続けた。 若い 雄牛 千 頭， 雄 羊 千 
頭， 雄の 子羊 千 頭と その 飲み物の 捧げ 
物， 実際， 全 イスラエルの ための 数多 
くの 犠牲 [を ささげた]。 22 そして 彼 
らは その 日， 大 いなる 歓 びを 抱いて， 
エホバの 前に 食べたり 飲んだ りする の 
であった。 次いで 彼らは もう 一度 ダビ 
デの 子 ソロモンを 王と し， エホバの た 
めに 彼に 油を そそいで 指導者と し， ま 
た ザ ドクを 祭司と した。  23 こうして 
ソロモンは その 父 ダ ビデに 代わ って王 
として エホバの 王座に 座し， 成功を 収 

[卜）  じん 

める ようになった。 イスラエル 人は み 
な 彼に 従順に 従った。 24 すべての 君 
たち， 力の ある 者たち， また ダビデ 王 
のす ベての 子ら は， 王 ソロモンに 服し 
た。 25 そして， エホバは 引き続き 全 
イスラ エルの 目 の 前に ソロ モ ンを並 外 
れて大 いなる 者と し， 彼より 前の イス 
ラエルの どの 王に も 臨んだ ことのない 
ほ どの 王 威を 彼に 付与され た。 

26 エッ サイの 子 ダビデは， 全 イス ラエ 

ネ王 I  3:12; 代 n  1:1; ノ代 n  1:12; 伝 2:9。 


歴代 第一 29: 27 — 歴代 第二 1：11 


ルを 治めた。 27 彼が イスラエルを 治 
めた 期間は 四十 年であった。 へ ブロン 
で 七 年 治め ，エル サ レムで 三十 三 [年] 治 
めた。 28 こうして， やがて 彼は かなり 
の 嵩 齢で， よわい や 富 や 栄誉に も 満ち 足 
り て 死に ，その子 ソロ モ ンが 彼に 代わっ 
て 治め はじめた。 29 王 ダビデの 事績 
は, 最初の もの も 最後の もの も， 予見 者サ 
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ム エルの 言葉， 預言 邊ナ タンの 言葉， 幻 
を 見 る 者で ある ガ ドの 言葉の 中に まさ 
しく 記されて いる。 30 彼のす ベての 
王政， その 力強 さ， 彼 および イスラエル， 

かくち  おうこく  [ゥ）  けいか 

それに 各地の すべての 王国の 上に 経過 
した 時代の こと も 共に [記さ れて いる]。 


第二 欄  アサ n  7:2; サ n 12:1; イ代 I  21:9: ウ王 [  2:11; 

X  ダニ 2:21。 


歴代 誌 第二 


1 そして， ダビデの 子 ソロモンは そ 
の 王権の 点で 引き i き 強さを 得， 
その# エホバは 彼と 共に おられ， 彼を 
並外れて 大 いなる 者と して おられた。 

2 そこで ソロモンは 全 イスラエル， 
すなわち 千 ‘ 入隊 および 百 入隊の 長， 裁 

びと W  ちちかた  いえ  かしら [キ） 

き 人， それに 父方の 家の 頭で ある 全 

おさ (ク） めいれい  くだ 

イス ラエルの すべての 長に 命令を 下し 
た。  3 それで， ソロモン および 彼と 
共に いた 全会衆は ギベオン にある 高き 
所へ 行った。 そこは， エホバの 僕 モー 
セが 荒野で 造った， [まことの] 迚の会 
見の 天幕が あ ると ころ だっ たからで あ 

る。  4 ところが， [まことの] 神の 箱 

F" 

は， ダビデが キル ヤト •エア リムから， 
ダ ビデが そのために 用意した 場所に 運 

のぼ  かれ  てん 

び 上らせて おいた。 彼は そのために 天 
幕を エルサレムに 張って おいた からで 

(V)  [夕） 

ある 〇  5 また， フルの 子 ウリの 子べ ザ 
レ ルが 造っ た 銅の 祭壇が エホバの 幕屋 
の 前に 置かれて いたので， ソロモンと 

かいしゅう  と  あ 

会衆は いつものよう にこれ に 問 L ''合わ 
せた。  6 さて， ソロモンは そこで エホ 
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パの 前に， 会見の 天幕に 付属す る 銅の 
祭壇の 上に 捧げ物を 供え， 次いで その 
上に 焼燔の 捧げ物 一千 頭を ささ げた。 

7 その 夜の 間に,® は ソロモンに 現わ 
れ ，彼に 言われた， 「あなたに 何を 与え 

ねが  （ィ） 

ようか， 願いなさい！」 8 そこで ソロ 
モンは 迚に 言った， 「あなた こそ， 私の 
父 ダビデに 対して 大 いなる 愛 ある 親切 
を 表わし， 彼に 代わって 私を 王と され 
た 方です。 9 では， エホバ 姓よ， 私 
の 父 ダビデとの あなたの 約束が 信頼で 
きる ものであります ように。 あなたが 
地の 塵 粒の ように おびただしい 民の 上 
に 私を 王と された からです。 10 今， 

わたくし  たみ  まえ  でい  け） 

私 に， この 民の 前に 出入りで きる よう， 
知恵と 知識を お与えく ださい。 と 申し 
ますのは， だれが この 大 いなる， あな 
たの 民を 裁く ことができましょう か」。 

11 すると， 迚は ソロモンに 言われ 
た， 「この ことが あなたの 心に 掛かり， 
あなたが 富 も， 財宝 も， 誉れ も， また 
あなたを 憎む 者たち の 魂を も 求めず， 

コ王 I  3:8; 詩 72:2; ササ I  16:7; 代 I  29:17。 
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富と 誉れ も 与えられる。 エホバの 家を 建てる 
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また あなた が 求 めた のは 長寿で さえな 
く， むしろ あなたは， わたしが あなた 
を その上に 王と したわた しの 民を 裁く 
ために， 自分の ために 知恵と 知識を 求 
めて いるので， 12 その 知恵と 知識と 
は あなたに 与えられ ている。 また， あ 
なた の 前にいた 王が 持った ことのない 
ほどの， そして あなたの 後の 者が 持つ 
ことのない ほどの 富と 財宝と 誉れと を 
わた しは あなたに 与える であろう」。 

13 そこで ソロモンは ギベオン にあっ 

たか ところ  かいけん  てんまく  [キ） まえ 

た 高き 所 [から]， 会見の 天幕の 前から 
エルサレムに 帰り， 引き続き イス ラエ 
ルを 治めた。 14 そして， ソロモンは 
> 車と 乗 用 馬を さらに 集めた ので， 彼 
は 兵車 千 四百 台と 乗 用 馬 一万 二 千 頭を 
持ち， それらを 兵車の 都市と， エル サレ 
ムの 王の すぐそばに 酉 己 置 させて おいた。 
15 また， 王は エルサレムで 銀 や 金を 石 
のようにし， 杉材を シェフ ェラに 沢山 あ 
る エジプトい ちじくの 木の ようにした。 
16 そして， ソロモンが 持って いた 馬の 
輸出は エジプトから なされて おり， 王 
の 商人の 一団が 代価を 払っ て 馬の 群れ 
を 得る のであった。 17 そして， 彼ら 
はいつ も エジプト か ら 兵車を 銀 六 百 枚， 
馬を 百 五十 枚で 運び 上らせ， 輸出 させ 
た。 ヒッ タイトの すべての 王たち， お 
よび シリアの 王たち のために もこの よ 
うにな される のであった。 彼らを 通し 
て， それら [王たち] は 輸出を 行なった。 

[チ） 

2 さて， ソロモンは エホバの 名のた 
めの 家と 自分の 王権の ための 家と 
を 建てる 命令を 下した。 2 そこで ソロ 
モンは 七 万人を 荷物 運搬人， 八 万人を 


山で [石を] 切る 者と して， また 彼らの 
監督者と して 三千 六 百 人を 数えて 出し 
た。  3 さらに， ソロモンは テイ ルスの 
王ヒ ラムの もと に 人を やっ て 言わせた， 
「あな たが わた しの 父 ダ ビデに 行ない， 
住む 家を 自分で 建てる よう， 杉材を 送 
り 続けて くださった ように， 一 4 今 
や， わたしは わたしの® エホバの 名の 
ために 家を 建てて， これを 神聖な もの 
として ささ げ ，み 前に 薫香を たき， 常 供 
の 重ねの パンと 焼燔の 捧げ物を 朝に 夕 
に， 安息 日に， 新月に， わたしたちの 拽 
エホバの 祭りの 時期に 供えよう として 
います。 定めの ない 時まで も， これは 
イスラエルに 課される のです。 5 そし 
て， わたしが 建てようと している 家は 
大 いなる ものと なる でしょう。 わたし 
たちの 裡は [ほかの] すべての 神々 より 
も大 いなる 方 だからです。 6 それで， 
だれが この 方に 家を 建てる 力を 保つ こ 
とがで きましょう。 天 も， 天の 天 もこ 
の 方を 入れる ことができな いのです か 
ら。 この 方に 家を 建てる という この わ 
たしは 何者な のでしょう。 ただ そのみ 
前に 犠牲の 煙を 立ち上らせる ためだけ 
なのです。 7 それで 今， わたしの も 

きん  ぎん  どう  てつ あかむらさき そ 

とに， 金， 銀， 銅， 鉄， 赤紫に 染めた 

拏笔 .g.fl で疆 をす るの i 編 

した， 彫り物の 彫り 方を 知っている 人 
を 送って， わたしの 父 ダビデが 用意し 
た， わたしと 共に ユダと エルサレムに 
いる 熟練した 者たち と 一緒に [働かせ 
て] ください。 8 それから， わたしの 
もとに， 杉， ねず， および アル グムの 


I  5:8; 代！！  3:5; . 


1 :10 

2  2  7  5 

チツテ 
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材木を レバ ノ ン から 送って く ださい。 
あなたの 僕たちが レバ ノ ンの 木を 切り 
倒す のに 熟達して いる ことを， わたし 
がよく 知っている からです。 （ご覧く 
ださい， わたしの 僕たち も， あなたの 
僕たちと 一緒に [働き] ます。） 9 確か 
に， わたしの ために 材木を 大量に 用意 
させる ためです。 わたしが 建てようと 
している 家は， それ もく すしい までに 
大 いなる ものと なる からです。 10 そ 
れ で， ご覧なさい， 薪を 集める 者たち， 
木を 切る 者たち に， わたしは まさしく 
あなたの 僕たちの ために 小麦を 食物と 
して， 二 万 コル， 大麦を 二 万 コル， ぶ 
どう 酒を 二 万 パト， 油を 二 万 パト 与え 
ます」。 

11 そこで， テイ ルスの 王ヒ ラムは 文 
書で こう 述べて， [それを] ソロモンに 
送った。 「エホバは ご 自分の 民を 愛さ 
れ たので， あなたを 彼らの 上に 王と され 
ました」。 12 次いで ヒ ラムは こう 言っ 
た。 「天と地と を 造られた， イス ラエ 
ルの 裡 エホバが ほめたたえられ ますよ 
うに。 それは， 王 ダビデに， 思慮 分別 
と 理解力の 点で 経験の ある， 賢い 子を 
授けられた からです。 その子は エホバ 
のた めの 家と， 自分の 王権の ための 家 
とを 建てる のです。 13 それで 今， わ 
たしは 理解力の 点で 経験の ある， ヒラ 
ム • アビに 属する， 熟練した 人を まさ 
しく 送ります。 14 ダンの 子ら の 出の 
ある 女の 息子です が， その 父は ティル 
スの 人で， 茎， 靈， nm， 

あかむらさき  そ  ようもう M あおいと [夕） じょうとう 【チ) おり 

赤 紫に 染めた 羊毛， 青 糸， 上等の 織 
物， 紅な どで 仕事を したり， あらゆる 彫 
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り 物を 彫ったり， あなた ご 自身の 熟練 
エと ，あなたの 父， わたしの 主 ダビデの 
熟練工と 共に， 任される あらゆる 考案 
物を 設計した りする のに 熟達して いま 
す。 15 それで 今， わたしの 主が 約束 
された 小麦と 大麦， 油と ぶどう酒を そ 
の 僕たちに 送られます ように。 16 わ 
たしたち は あなたの ご 入用な だけ レバ 
ノンから 木を 切り倒し， それを いかだ 

かいろ  (A)  W 

にして 海路で ヨッ パに， あなたの もと 
にお 届け します ので， あなたは それを エ 
ルサ レムに 運び 上る ことになります」。 

17 そこで ソロモンは， その 父 ダビデ 
が 行なった 人口調査の 後， イスラエル 

ち  がいじん きょりゅう しゃ  ひとびと ぜんいん 

の 地に いる 外人 居留 者だった 人々 全員 
を 数えた が， 十五 万 三千 六 百 人で あっ 
た。 18 それで 彼は その 中から 七 万人 
を 荷物 運搬人に， 八 万人を 山で [石を] 
切る 者に， 三千 六 百 人を 民を 奉仕に 従 
事させる ための 監督者に し； 4。 

3 ついに ソロモンは， [エホバ] がか 
つて その 父 ダビデに 現われた エル 
サ レムの モリ ヤ 山上で， ダビデが エブ 
ス人 オル ナンの 脱穀 場に 用意した 場所 
に， エホバの 家を 建て 始めた。  2 そ 
れ で， 彼は その 治世の 第 四 年， 第二の 
月の 二 [日] に 建て 始めた。 3 そして， 
これらは ソロモンが [まことの]# の 家 
を 建てる ために 土台と して 据えた もの 
である。 すなわち， 長さは 以前の 尺度 
による キュビ トで 六十 キュビ ト， 幅は 
二十 キュ ビト であった。 4 そして， そ 
の 長さ の 前に あっ た 玄関は 家の 幅の 前 
で 二十 キュビ ト， その 高さは 百 二十で 
あった。 次いで 彼は その内 側に 純金を 
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いえ [ァ）  かれ  いえ  まえ  はしら 

かぶせた。 5 そして この 大きな 家を， 第3 章  15 それから， 彼は 家の 前に 柱を 二 本 
彼は ねず 材で 覆い， その後， それを 良 ^ 造った が， 長さは 三十 五 キュビ トで， 
質の 金で 覆い， それから その上に やし 各々 の 頂に ある 柱頭は 五 キュビ トで 

[ゥ 1  もよう  くさり M ほどこ  ^  u*^9  くさり [ゥ） くび かざ  かたち 

の 木の 模様と 鎖を 施した。 6 さらに， ヱ 王 iwi あった。 16 さらに， 鎖を 首飾りの 形 

かれ  いえ  ほうせき  うる わ  才代 I  29:2  っく  はしら いただき  っ 

彼は その 家に 宝石を ちりばめて 麗しく  代 1 29:8 に 造り ，それを 柱の 頂に 付け， ざくろを 
した。 その 金は 金の 国からの 金で あっ ^'^29 百 翻 造り， それを 鎖に 付けた。 17 次 

っ  かれ  いえ  たる  かれ  はしら  しんでん  まえ 

た。 7 次いで 彼は その 家， すなわち 垂 ク いで 彼は 柱を 神殿の 前に， 一っを 右， 一 

き  しきい  かべ  とびら  きん  のち  みぎがわ 

木， 敷居， および その 壁と その 扉を 金 ヶ ジ 冗3 っを 左に 立て， その後， 右側の ものの 

おお  W  きざ  （ク ）  ひだりがわ 

で 覆った。 壁には ケルプを 刻んだ。  ^5  9；24 名を ヤ キン， 左側の ものの 名を ボアズ 

8 それから， 彼は 至聖 所の 家を 造っ と 呼んだ。 

なが  はば  かんけい サ _ ぐ122 .3  かれ  どう  さいだん  っく 

たが， その 長さは この 家の 幅との 関係 ショ6:23  A それから， 彼は 銅の 祭壇を 造った 
で 二十 キュビ ト， それ 自体の 幅 も 二十 セ 王 18:6  ^ が， その 長さは 二十 キュビ ト， その 

キュビ トであった。 さらに， 彼は それ  S  5:718 幅は 二十 キュビ ト， その 高さは 十キュ 
を 六 百 タラントに 当たる 良質の 金で ^  ビ トであった。 

覆った。 9 そして， くぎの 重さは 金 2 次いで 彼は 铸 物の 海を 造った。 そ 

おくじょう  ま  *  いっぽう  ふち 

五十 シヱ ケルであった。 屋上の 間 も 金 ッマ の 一方の 縁から もう 一方の 縁までは 十 

おお  1U*^U  しゅうい えんけい  たか 

で 覆った 0  テ*  36:35 キュビ トで， 周囲は 円形で， その 高さ 

10 それから， 彼は 至聖 所の 家の 中に 结 一. 欄 は五キ ュビト であり， その 周囲を 囲む 

ぞう  っく  [シ]  なわ  よう  [ヶ） 

像の 造りの ケルプを 二っ 造り， それに ァ王 には 三十 キュビ トの 縄を 要した。 3 そ 

きん  W  っばさ  王1 /：21  しゅうい ぜんたい  がた 

金を かぶせた。 11 ケルプの 翼に っい 思 42 だ3 して， その 下には 周囲 全体に， うり 形 

[セ）  なが  敗 m  W かざ 

ては， それらの 長さは 二十 キュビ トで， ^11716 の 飾りの ような ものが あって， それを 
五 キュビ トの 一方の 翼は 家の 壁に 届い  f レ2 g722 取り囲み， ーキ ュビト にっき 十ず っで， 
ており， 五 キュビ トの 他方の 翼は 他方 ゥ， 7:1: 海の 周囲を 取り巻い ていた。 このうり 

{V)  X れつ  いもの  いこ 

の ケルプの 翼に 届いて いた。 12 そし  I；  ^ 形の 飾りは 二列で， その 铸 物に 铸 込ま 
て， 五 キュビ トの 一方の ケルプの 翼は れ ていた。 4 これは 十二 頭の 雄牛の 

いえ  かべ  とど  た  [シ）  きた  む 

家の 壁に 届いて おり， 五 キュビ トの 他 - 上に 立って おり， 三 頭は 北を 向き， 三 

方の 翼は 他方の ケルプの 翼に 接触して 頭は 西を 向き， 三 頭は 南を 向き， 三 頭 

»)  っばさ ひろ  73  ",  n'l  ひがし  うみ 

いた。 13 これらの ケルプの 翼は 広げ 1； ?6： 14 は 東を 向いて いた。 この 海は これらの 
られ ると 二十 キュ ビト あった。 これら 2〇：26 牛の 上に あって， 牛の 後部は すべて 内 

かお  うちがわ  む  クラ1  がわ  W  あっ 

は その 足で 立ち， その 顔は 内側を 向い  ^n348；6  側を 向いて いた。 5 そして， その 厚さ 
ていた。  ヶ 11 7:23 は 一手 幅で あり， その 縁は 杯の 縁の 造 

かれ  あおいと (チ） あかむらさき  そ  コ ^£16:丄8  (tj 

14 さらに， 彼は 青 糸， 赤紫に 染め サ王 17:24 り， すなわち ゆりの 花の ようであった。 
た 羊毛， 紅， 上等の 織物の 垂れ幕を 造 !^752：20 入れ物と して， それに 入った のは 三千 

ぬ  と  ほどこ  (V)  (9) 

り， その上に ケルプ [の 縫い取り] を 施 セ 王16:35 バ トであった 0 

[テ）  ソ エゼ 45:14  かれ  すいばん  こっく 

した。  夕王 i  7:26  6 さらに， 彼は 水盤を 十 個 造り， 五 
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な 土地で これらを 铸 造した。 18 こう 
して， ソロモンは これらの すべての 器 
具を 非常に 大量に 造った。 その 銅の 重 
さ は 確かめられ なか っ たので ある。 

19 それから， ソロモンは [まことの] 
神の 家に あるす ベての 器具を 造った。 
すなわち， 金の 祭壇と， 供えの パンを 
上に 載せる 食卓， 20 定めに したが っ 
て 一番 奥の 部屋の 前で これらを 照らす， 
純金の1 S 台 とそのと もしび 皿を [造っ 
た]。  21 また， 花と ともしび 皿と 心 切 

り ば さ みを 金で， （それは 混 じり 気の 

じゅんきん  あ 

ない 純金であった ） 22 また， 明かり 

け  はち さかずき  ひ と  ざら  じゅんきん W 

消し， 鉢， 杯， 火 取り皿を 純金で， そ 
れに 家の 入口， すなわち 至聖 所の ため 
の その 奥の 扉と， 神殿の 家の 扉 も 金で 
[M っ た] 0 

， ついに， ソロモンが エホバの 家の 
° ために 行なう ことに なって いた 仕 
事は すべて 完了した。 そこで， ソロ モ 
ンは その 父 ダ ビデに よっ て聖な る もの 
とされた 物を 運び入れ はじめた。 すな 
わち， 銀， 金， すべての 器具を [まこ 
との]® の 家の 宝物 倉に 納めた。 2 ソ 
ロモンが イスラ エルの 年長者た ちと 部 
族の すべての 頭たち， イスラエルの 子 

ちちかた （チ) いえ  おさ 

らの 父方の 家の 長たち を エルサレムに 
召 集した のは， そのと きのこと であ っ 
た。 エホバの 契約の 箱を “ ダビデの 都 
市”， すなわち シオンから 運び 上る ため 
であった。 3 それで， イスラエル のす 
ベての 人々 は 祭り， すなわち 第 七の 月 
の そのと きに 王の もとに 集合した。 

ツ出 25:10; 民 10:33; テサ n  5:7; サ n  5:9; 卜 詩 2:6; イザ 
35:10; マタ 21:5: ナサ n  6:12; 代  n  1:4; ニ レビ 23:34: 王  I 
8:2; 代 n  7:8。 


歴代 第二 4：7— 5：3 

お  稱 

個を 右に， 五 個を 左に 置いた。 その 中 

あら  [ィ） しょうはん  ささ  もの  かん 

で 洗うた めで ある。 焼燔の 捧げ物と 関 

けい  W 

係の ある ものは， その 中です すぐので 
あった。 しかし， 海は 祭司たち がその 

み  (I) 

中で 身を 洗う ための ものであった。 

かれ  きん  しょくだい [才）  こ  おな 

7 それから 彼は 金の 燭台を 十 個， 同 

せっけい  つく  [力）  しんでん 

じ 設計で 造り， これを 神殿の 中に， 五 

お  [キ） 

個を 右， 五 個を 左に 置いた。 

かれ  しょくたく  こつく 

8 さらに， 彼は 食卓を 十 個 造り， こ 

しんでん 

れを 神殿の 中に， 五 個を 右， 五 個を 左 
に 配置し， また 金の 鉢を 百 個 造った。 

9 それから 彼は 祭司たち の 中庭と 大 

かこ （ザ）  ぞく 

いなる 囲い， および その 囲いに 属する 
扉を 造り， その 扉には 銅を かぶせた。 
10 そして， 海を 右側に， すなわち 東方， 

みなみ ほう  お  [シ 1 

南の 方に 置いた。 

さいご  かん (ス）  m 

11 最後に， ヒ ラムは 缶と シャベルと 
M っ た。 

こうして， ヒ ラムは [まことの] 拽の 
家の ことで ソロモン 王の ために 行な っ 
た 仕 拿を し 終えた。 12 二 本の 柱と， 

いただき  まる  ちゅうとう (チ） 

二 本の 柱の 頂の 上の 丸い 柱頭， および 

おお 

柱の 頂に ある 二つの 丸い 柱頭を 覆う 二 

あみ ざいく  (ツ）  あみ ざいく 

つの 網 細工， 13 また， 二つの 網 細工の 
ための 四百の ざくろ， すなわち 柱の 上 

まる  ちゅうとう  おお  おのおの 

にある 二つの 丸い 柱頭を 覆う， 各々 の 

れつ  [卜） 

網 細工の ための 二列の ざくろ， 14 十 

こ  はこ  だい W 

個の 運び 台と， その 運び 台の 上の 十 

すいばん 【こ〕  うみ (ヌ） 

個の 水盤， 15 一つの 海と， その 下の 

とう  おうしゅ）  かん  [ノ）  にく 

十二 頭の 雄牛， 16 缶と シャベルと 肉 
刺し， および それらに 属する すべての 

き ぐ (ヒ）  (7) 

器具を， ヒ ラム •ア ビブは ソロモン 王 

いえ  みが 

のた め， エホバの 家の ために， 磨かれ 
た 銅で 造った。 17 王は， ヨルダンの 

ち いき  (N  [ホ】  あいだ  しつ  みつ 

地域， ス コトと ツェレ ダの 間の 質の 密 
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奉献式が 始まる。 箱が 運び入れられる 


歴代 第二 5:4— 6:5 


4 こうして， イスラエルの すべての 

ねんちょうしゃ  き  （ァ）  びと 

年長者た ちが 来たので， レビ 人たち は 
箱を 担ぎ はじめた。  5 そして 彼らは 
箱と， 会見の 天幕と， 天幕の 中に あっ 
たす ベての 聖 なる 器具と を 運び 上った 
ので ある。 祭司たち， レビ 人たち が こ 
れらの ものを 運び 上った。 6 そして， 
ソロモン 王 およ び 箱の 前で 彼との 申し 
合わせを 守って いた イスラエル 人の す 
ベての 集まった 人々 は， あまりに も 多 
く て 数を 調べる こ とも 数え る こと もで 
きない ほどの 羊 や 牛を 犠牲と して ささ 
げ ていた。 7 それから， 祭司たち はエ 
ホ パの 契約の 箱を その 場所に， 家の 一 
番 奥の 余屋， すなわち 至聖 所に. ケル 
ブの 翼の 下に 運び込んだ。 8 こうし 
て， ケルプは 箱の 場所の 上に ずっと 翼 
を 伸べ ていたので， ケルプは 箱と その 
さおを 上から 覆った。 9 しかし， その 
さおは 長かった ので， さおの 先は 一番 
奥の 部屋の 前の 聖 所から 見えた が， 外 
からは 見えなかった。 それは 今日まで 
そこに ある。 10 箱の 中には， 二 枚の 

か  いた (せ）  なに 

書き 板の ほかには 何もなかった。 これ 
は， イスラエルの 子ら が エジプトから 
出て 来たと き， エホバが 彼らと 契約を 
ん だとき に， モー セが ホ レブで 与え 
たもので ある。 

11 そして， 祭司たち が聖 なる 場所 
から 出て 来たと き （そこにいた 祭司た 
ちは みな 既に 身を 神聖な ものと してい 
たので 一組を 守る 必要はなかった の 
である）， 12 歌うたい で， 彼らの す 
ベて， すなわち ア サフ， へ マン， エド 
トン， および 彼らの 子ら と， 彼らの 兄 


弟たち に 属する レビ 人たち が， 上等 
の 織物を 身に まとい， シンバル， 弦楽 
器 およびたて 琴を 持って， 祭壇の 東に 
立って おり， 彼らと 共に 百 二十 [人] も 
の 祭司たち がいて ラッパを 吹き 鳴らし 
ていたの である 0 13 そして， ラッハ ° 
を 吹く 者と 歌うたい たちが 一人の よう 
になって 一つの 声を 聞かせ， エホバを 
賛美し， これに 感謝し， また ラッパと 
シ ン バルと 歌の 楽器を 奏でて エホバを 
賛美し， 「[神] は 善良な 方で， その 愛 
ある 親切は 定めの ない 時まで も 及ぶ か 
ら である」 と 言って 声を 上げる や， 家 
が， エホバの 家が 雲で 満たされ たので 
ある。 14 祭司たち は 雲の ために 立っ 
て 奉仕す る ことができなかった。 エホ 
パの 栄光が [ま ことの]® の 家に 満ちた 
からで ある。 

n ソロモン がこう 言った のは そのと 
^ きのこと である。 「エホバは， i 
い 暗闇の 中に 住まう， と言われ ま した。 
2 そこで 私は， あなたの ために 高く そ 
びえ る 住みかを， あなたが 定めの ない 
時まで も 住まわれる 定まった場所を 建 
てま した」。 

3 それから 王は その 顔を 向けて， イス 
ラエルの 全会衆を 祝福し はじめた。 そ 
の 間， イスラエルの 全会衆は 立って い 
卞 こ。 4 次いで 彼は 言った， 「イス ラエ 
ルの 裡 エホバが ほめたたえられ るよう 
に。 [®] は そのみ 口を もって わたしの 
父 ダビデと 語り， そのみ 手に よって 成 
し 遂げて 言われた，  5 『わたしの 民を 


奪  31 5  •• 13154415226178122157111511 . 

5  :170  :  :  786866858840099496  :  9  ••  2  3  2  3 
ノ  24  3  4  4  4  2  3  4  1112  2  y  4 1 8 

第  m 出 民 代 出 出 民 民 王 王 サ王王 王 王 出 王 王 出 出 申出 出 出 申代エ 申出 民 代代 代代 


3214913 17 643 
2323 6: 1 6: 1212 


歴代 第二 6:6—19  ソロモンの 献納 式の 祈り  716 

エジプトの 地から 連れ出した 日から こ 第6 章 の 長さは 五キュ ビ ト， 幅は 五キュ ビ ト， 
のかた， わたしは わたしの 名が とどま : こ1 高さは 三 キュビ トであった。 彼は その 
る 家を 建てる ために， イスラエル のど ゥ ぷ i13 上に 立って いた。） それから 彼は イス 
の 部族の うちか らも 都 击 を 選んだ こと1  g  ラエルの 全会衆の 前で その 両 ひざで ひ 

はなく， わたしの 民 イスラエルの 指導 ォゴ ざまず き， 天に 向かって そのたな ごこ 

しや  〔イ】  -h-r-1  の  W 

者と なる 人を 選び もしなかった。 6 し 力 ろを 伸べ た。 14 そして， さらにこう 
かし， わたしは エルサレムを 選んで そ 言った。 「イスラエルの 裡 エホバ i， 天 
こに わたしの 名を とどめ， また ダビデ にも， 地に も あなたの ような® はあり 
を 選んで， わたしの 民 イスラエルの 上 ません。 あなたは， 心を つくして み 前 
に 立てる であろう』。 7 それで， イ スサ 代1 /か23 に 歩む あなたの 僕たちに 対し， _ 約と 
ラエルの 拽 エホバの み 名のた めに 家を  愛 ある 親切を 守られる 方です。 15 あ 

た  ちち  こころ ^  8-20  じぶん やくそく 

建てる ことが， わたしの 父 ダビデの 心 セ118:21 なた は， ご 自分の 約束され たこと を， 

か  W  ソ出 40:20  しもべ わたくし ちち  たい  まも 

に 掛かって いた。 8 しかし， エホバは  ^ 8=9  あなたの 僕， 私の 父 ダビデに 対して 守 

ちち  い  5:10  (キ 1 

わたしの 父 ダビデに 言われた， 『わた 夕 王18:22 られ ました。 ですから， あなたは み 口 

いえ  た  チ 出 9:33 

しの 名のた めに 家を 建てる ことがあな  ?^：2：8 を もって 約束を なさり， み 手を もって， 
たの 心に 掛かって いたた めに， あなた へ8:4  今日の ように， 成し遂げて ください ま 

^ ■王 16:36  I ク)  ぃま 

はよ くやった。 それが あなたの 心に 掛 - した。 16 それで 今， イスラエルの 拽 

かってい たからで ある。 9 ただし， あ  エホバよ， あなたの 僕， 私の 父 ダビデ 

なた がその 家を 建てる のでは ない。 あ  に 約束して， 『あなたが わたしの 前に 

こし  触20:36 あゆ  W  M 

なた の 腰から 出る あなたの 子が， わた  <ヱズ9:5 歩んだ ように， もし あなたの 子ら がわ 

1 ク 1  ウ代 129: 10  り- >ぼう  M 

しの 名のた めに 家を 建てる ので ある』 0  ^*15:11 たしの 律法に したがって 歩んで， その 
10 それから エホバは， ご 自分の 語られ  道に 気をつけさえ したなら， あなたに 

た 言葉を 果たされた。 それは， エホバ す m は， イスラエルの 王座に 座る 人が わた 
が 語られた 通り， わたしが わたしの 父 jvs しの 前から 断たれる ことは ない』 と 言 
ダビデに 代わって 立ち， イスラエルの われた ことを， [ダビデ] に対して 守っ 

おうざ  ざ （シ 1  王 I  6:12  いま 

王座に 座し， イスラエルの# エホバの クサ n7:12  てくだ さい 0 17 ですから 今， イスラ 

いえ  た  【ス）  代 I  22:10  [ス）  しもべ 

み 名のた めに 家を 建てる ためで あり， ヶ詩 26:3  エルの 迚 エホバよ， あなたの 僕 ダビデ 
11 また， わたしが， エホバが イス ラエ に 約束され た あなたの 約束が 信頼で き 
ルの 子ら と 結ばれた その 契約の ある 箱 シ る ものであります ように。 

お  ス 出 24:10  ほんとう にんげん 

を そこに 置く ためであった」。  セ 18 「それにしても， 拽は 本当に 人間 

かれ  ぜんかい  胃 liy,4y  ともち  す  [夕） 

12 それから， 彼は イスラエルの 全会 ソ 王18:26 と共に 地の 上に 住まわれる でしょう か。 

しゅう まえ  さいだん  （夕） こん 夕王 I  8:27  らん 

衆の 前で エホバの 祭壇の 前に 立ち， 今  ^ 7:48 ご覧く ださい， 天 も， いや， 天の 天 も， 

ど  の  [チ】  チ 代 n  2:6  い  [fj 

度は そのたな ごころ を 伸べ た。 13  ( ソ  | へ  14^3 あなたを お入れす る ことは できません。 

どう  えんだん [ツ] つく  かこ [テ）  -in. 19  わたくし  た  いえ 

ロモンは 銅の 演壇を 造り， それを 囲い  it 1；；24 まして， 私の 建てた この 家な ど， なお 

ま  お  rr：f  0.07  (ツ}  わたくし 

の 真ん中に 置いて おいた ので ある。 そ ^^66；! さらの ことです。 19 けれども， 私の 
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拽 エホバよ， この 僕の 祈りと， 恵みを 
求める 願いを 顧みて， 懇願の 叫びと， こ 
の 僕が み 前に ささ げてお ります 祈りを 
お聴きく ださい。 20 あなたの 目が 昼 
も 夜 もこの 家に， すなわち あなたが み 
名を そこに 置く であろうと 言われた 場 
所に 向かって 開かれ， あなたの 僕が こ 
の 場所に 向か っ て 祈る 祈りを お聴きに 
なります ように。  21 また， あなたの 
僕と あなたの 民 イス ラエルが こ の 場所 
に 向かって 祈る とき， その 懇願を お 聴 
きく ださい。 あなたが， あなたの 住ん 
で おられる 場所から， 天から お聞きに 
なり， 聞いて， お許しく ださい。 

22 「もし ある 人が 仲間の 者に 対して 
罪を おかし， その [仲間] がその 人に 実 
際に のろいを 課して， のろいを 受ける 
状態に 陥らせ， その 人が 実際に この 家 
の 中の あなたの 祭壇の 前に そのの ろい 
[のうちに あって] 来るなら，  23 あな 
たが 天から お聞きに なり， そして 行動 
し， あなたの 僕たちを 裁いて， 邪悪な 
者の 道を 当人の 頭に 帰し， 義人には 当 
人の 義 に応じて 与えて その 人を 義 とし 
て， その [邪悪な ] 者に 報いて ください。 

24 「また， もし あなたの 民 イス ラエ 
ルが， あなたに 対して 罪を おかし 続け 
たために， 敵の 前に 撃ち破られ， 彼ら 
が 本当に あなたに 立ち返り， あなたの 
み 名を たたえ， この 家で み 前に 祈り， 恵 
みを 願い求めるなら， 25 あなたが 天 
から お聞きに なり， あなたの 民 イスラ 
エルの 罪を 許して， あなたが 彼らと そ 
の 父祖た ちに お与えに な った 土地に 彼 
らを 連れ戻して ください。 


第 6 章 


26 「彼らが あなたに 対して 罪を おか 
し 続けた ために， 天が 閉ざされて 雨が 
なく， また あなたが 彼らを 苦しめられ 
たために， 彼らが この 場所に 向かって 
実際に 祈り， あなたの み 名を たたえ， 
その 罪から 立ち返るなら，  27 あな 
たが 天から お聞きに なり， あなたの 僕 
たち， すなわち あなたの 民 イスラエル 
の 罪を お許しく ださい。 あなたは， 彼 
らの 歩むべき 良い 道に ついて 彼らに 教 


え 論して くださる からです。 あなたが 
ご 自分の 民に 世襲 所有地と して お与え 

ち  W 

になった あなたの 地に 雨を お与えく だ 
さい 0 

ち  き  M  ぉ 

28 「もし， この 地に 飢きんが 起きた 

えきびょう (コ）  が [サ】  しろし ぶ 

り， 疫病が 起きたり， 立ち枯れ や 白 渋 


びょう [シ 1  w  (セ） しょう 

病， いなご や ごきぶ りが 生じたり する 
場合， 敵が 彼らの 門の 地で 彼らを 攻め 
囲む 場合で も 一 どんな 災厄， どんな 疾 

ぺい w. 

病で あれ 一 29 だれでも， あるいは あ 


たみ  みな (ツ） おのおの じ ぶん 

なた の 民 イスラエルが 皆， 各々 自分の 


さいやく  いた  し  [テ）  かれ  がわ 

災厄 や 痛みを 知る ゆえに， 彼らの 側で 


いの {卜）  めぐ  もと  ねが （ナ 1 

どんな 祈り， 恵みを 求める どんな 願い 


が あっても， この 家に 向かって そのた 


なご ころを 実際に 伸べ るなら，  30 あ 
なた が 天， すなわち あなたの 住まわ 
れる 場所から お聞きに なり， そして 許 


[ネ）  おのおの  みち 

し， 各々 に そのす ベての 道に したが っ 


あた  （ノ）  こころ 

て お与えく ださい。 あなたは その 心を 

ぞん  （ハ） 

ご存じ だからです。 （ただ あなた だけ 

にんげん  し 

が， 人間の 子の 心を よく 知って おられ 


シ申 28:22; アモ 4:9; ス申 28:38; ヨエ 1:4; ヨエ 2:25 
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37; チ エゼ 14:21; ツ王 1 8:38; テ箴 14:10; 卜 代 D  20:6 
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るので す。） 31 それは， あなたが 私 
たちの 父祖に お与えに なっ た 土地の 表 
で 彼らが 生きて いる 期間 中 ずっと， 彼 
らが あなたの 道に 歩んで あなた を 恐れ 
るた めです。 

32 「そして また， あなたの 民 イスラ 
エルの ものでは ない のに， あなたの 大 
いなる み 名と， 強いみ 手と， 差し伸べ 
たみ 腕の ゆえに 遠い 地から 実際に やっ 
て 来る 異国の 又の ために も， また 実際， 
彼らが やって来て， この 家に 向かって 
祈るなら，  33 そのと き， あなたが 天 
から， すなわち あなたの 住まわれる 定 
まっ た 場所から お聴き になり， すべて 
その 異国の 人が あなたに 呼び 求める と 
ころに したがって 行なって ください。 
それは， 地の すべての 民が あなたの み 
名を 知り， あなたの 民 イスラエルと 同 
じように あなたを 恐れ， あなたの み 名 
が， 私の 建てた この 家に 付され てと な 
えられて いる ことを 知る ためです。 

34 「もし あなたの 民が その 敵に 立ち 
向かい， あなたが 遣わす 道に 出て 戦い 

ゆ  (V)  えら  とし わたくし 

に 行き， あなたの 選ばれた 都市， 私 
が あなたの み 名のた めに 建てた 家の 方 
向に 向かって， 本当に あなたに 祈る 場 
合， 35 あなた も 彼らの 祈りと， 恵み 
を 求める その 願いと を 天から お聞きに 
uh ， 彼らの ために 裁きを 施行して く 
ださ I マ‘ 

36 「もし 彼らが あなたに 対して 罪を 
おかし （罪を おかさない 人は ひとり も 

[ナ] 

いないので すから）， あなたが 彼らに 
対して やむなく いきり 立たれ， 彼らを 
敵に 渡し， 彼らを 捕らえる 者たち が 彼 
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ゥ 出.  20:20 
ェ出 12:48 


力 王 I  8:42 
キ民 9:14 


ナ詩 130:3 


らを 実際にと りこに し， 遠くの， ある 
いは 近くの 地に 連れ去り， 37 そして 
彼らが と りこと して 連れ去られて 行っ 
た 地で， 本当に 分別を 取り戻し， 実際 
に 立ち返り， 彼らが とりこと なって 
いる 地で， 『私たちは 罪を おかし まし 
た。 私たちは _ ちを 犯し， 邪悪な こと 
を 行ないました』 と 言って， あなたに 
恵みを 願い求め，  38 また， 彼らを と 
りこと して 連れ去 っ た 者たち のとり こ 
となって いる 地で， 彼らが 本当に 心を 
つくし， 魂を つく して あなたに 立ち返 
り， あなたが 彼らの 父祖たち にお 与え 
になった その 地， あなたの 選ばれた 都 
市， 私が あなたの み 名のた めに 建てた 
家の 方向に 向かって， 彼らが 本当に 祈 
る 場合，  39 あなた も 天から， すな わ 
ち あなたの 住まわれる 定ま っ た 場所 か 
ら， 彼らの 祈りと， 恵みを 求める その 
願いを 聞き， 彼らの ために 裁きを 施行 
し， あなたに 対して 罪を おかした あな 
たの 民を お許しく ださい。 

40 「今， 私の# よ， どうか， この 場 
所に 関す る 祈りに あな たの 目 が 開か 
れ， あなたの _ が 注意 深く あります よ 
うに。  41 そこで 今， エホバ 裡よ ，あな 
たも あなたの み 力の 箱 も， どうか 立ち 
上がって， あなたの 休みに [入って] く 
ださい。 エホバ 拽 よ， あなたの 祭司た 
ちが 救いを 身に まといます ように。 あ 
なた の 忠節な 者たち が 善い ことを 歓び 
ますよう に。 42 エホバ 裡 よ， あなた 
の 油 そそがれた 者の 顔を 退けない でく 

ソ詩 17:1; 詩 31:2; 詩 65:2; タ ヨシ 3:13; サ I  5:9; チ 詩 
132:8; ツ代 1 28:2; テ ネへ 9:25; 詩 65:4; 卜 王 I  1:34; 詩 
18:50。 
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ださい。 どうか， あなたの 僕 ダビデに 
対する 愛 ある 親切を 思い起こ してく だ 

(7) 

さい」 0 

7 さて， ソロモンが 祈り 終える や， 
火が 天から 下って 来て， 焼 燔の捧 
げ 物と 犠牲を 焼きつ くし， エホバの 栄 
光が 家に 満ちた。 2 そして， 祭司たち 
は エホバの 家に 入る こ とがで きな かっ 
ナ こ。 エホバの 栄光が エホバの 家に 満ち 
たからで ある。  3 また， イスラエルの 
子ら は 皆， 火が 下って 来て， エホバの 
栄光が その 家に 臨んだ とき， 目撃者と 
なり， 彼らは 直ちに 舗装の 上で 顔を 地 
に 伏せて 身を 低く かがめ, 伏 し 拝み， エ 
ホ パに 感謝して [言った]， 「[迸] は 善 
良な 方で， その 愛 ある 親切は 定めの な 
い 時まで も 及ぶ からで ある」。 

4 そして， 王と 民は 皆， エホバの 前 
に 犠牲を ささげて いた。  5 そこで ソ 
ロモン 王は 牛 二 万 二 千 頭と 羊 十二 万 頭 
の 犠牲を ささげた。 こうして， 王と す 
ベての 民は [まこ との] 姓の 家を 奉献し 
た。 6 そして， 祭司たち は その 務め 
の 持ち場に 立ち， レビ 人 も エホバへの 
歌の 楽器を 持って [立って] いた。 これ 
は， 王 ダビデが 造った もので， ダビデ 
が 彼 らの 手に よっ て 賛美を ささげる と 
き， 「その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
まで も 及ぶ からで ある」 と [言って] エ 
ホバに 感謝す るた めであった。 祭司た 
ちは 彼らの 前で ラッパを 高らかに 吹き 
鳴らして おり， 一方 イスラエル 人は み 
な 立って いた。 

7 それから， ソロモンは エホバの 家 
の 前に ある 中庭の 真ん中を 神聖な もの 
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とした。 そこで 彼は 焼燔の 捧げ物と， 
共 与の 犠牲の 脂の 部分を ささげた から 
である。 ソロモンが 造った 銅の 祭壇で 
は， その 焼燔の 捧げ物と 穀物の 捧げ物と 
脂の 部分 とを 入れる こと がで きな かっ 
たので ある。  8 次いで ソロモンは そ 
の 時， 七日 間 祭りを 執り行ない， 全イ 
スラ エルは 彼 と共にい たが， ハマ トに 
入る ところから エジプトの 奔流の 谷に 
至る ま での 非常に 大 いなる 会衆 であ っ 
た。 9 それに， 八日 目には 彼らは 聖会 
を 執り行 なった。 祭壇の 奉献を 七日 間 
執り行ない， 祭りを 七日 間 [執り行な っ 
た] からで ある。 10 そして， 第 七の 月 
の 二十 三日に 彼は 民を その 家に 去らせ 
たが， エホバが ダビデと， ソロモンと， 
その 民 イスラエルと に対して 行なわれ 
茲ぃゴ のためにょ# びに M， こ& 
疾 く 感じながら [去って 行った]。 

11 こうして ソロモンは エホバの 家と 
王の 家を 完成した。 エホバの 家と 自分 
の 家に 関して 行なうよう， ソロモンの 
心に 浮かんだ すべての ことに おいて 彼 
は 成功を 収めた。 12 ときに， エホバ 
は 夜の 間に ソロモンに 現われて， 彼に 
言われた， 「わたしは あなたの 祈りを 
聞き， また こ ^ 所を 犠牲の 家と して わ 
たしの ために 選んだ。 13 わたしが 天 
を 閉ざ したため 雨が 生じな くな っ た 場 
合， また， ばったに 命じて この 地を 食い 
尽くさせた 場合， またもし わたしの 民 
の 中に 疫病を 送った として 4)， 14 わ 
た しの 名を もってと なえられ ている わ 
たしの 民が へりくだり， 祈って わたし 

ハ レビ 26:41; 代 n  33:12; ヤコ 4:10; ヒ代 n  6:37。 
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歴代 第二 7：15—8：8  ソロ1! 

の 顔を 求め， その 悪い 道から 立ち 遠る 
な ら ，わた しが 天から 聞 L ヽて 彼ら の 罪を 
i 午し， その 地を いやす であろう。 15 今 
や， この 所で [ささげられる] 祈りに 対 
して， わたしの 目は 開かれ， わたしの 
耳は 注意 深く あるであろう。 16 そし 
て 今， わたしは， わたしの 名が 定めの 
ない 時まで もと どまる この 家を まさし 
く 選ん 4 神聖な ものと する。 わたしの 
目と わた しの 心は 確かに いつも そこに 
あるであろう。 

17 「また， もし あなたが， あなたの 
^ ダビデが 歩んだ ように， すなわちす 
ベて わた しが あなたに 命じた 通り に 行 
なって， わたしの 前に 歩み， そして わ 
たしの 規定と 司法 上の 定めを 守るなら， 
18 わたしもまた， あなたの 父 ダビデ 
と 契約を 結んで， 『あなたには， イス 
ラエルを 支配す る のを 妨げ られて 断た 
れる 者は いないであろう』 と 言った 通 
り， あなたの 王権の 座を 確立し よう。 
19 しかし， もし あなた 方が 翻って， わ 
た しが あなた 方の 前に 置いた わたしの 
^ 令と おきてを 実際に 捨て， また 実際 
に 行って， ほかの 神々 に 仕え， これに 身 
を かがめるなら， 20 わたしもまた， 彼 
らに 与えた わたしの 土地から 彼らを 根 
こぎに しよう。 また， わたしの 名のた 
めに 神聖な ものと した この 家を わたし 
の 顔の 前から 投げ捨て， わたしは これ 
をす ベての 民の 中で 語りぐ さとし， 嘲 
_ される ものと する であろう。  21 廃 
k の 山と なった この 家に ついては， そ 
の そばを 通り過ぎる 者は みな 驚いて 見 
つめ， 『どう して エホバは この 地と こ 


コモンに 対する 神の 言葉。 他の 建築 工事  720 

> 第7 章 の 家と にこの ようにされ たのだろう』 
r  ^1〇：215 と 必ず 言う であろう。 22 すると 人々 

" ィザ55:7 は， 『それは 彼らが， その 父祖たち を 

,、 ウ代 11  30:27  ち  つ  1 ィ 1 じぶん 

t  エジプトの 地から 連れ出した _ 分たち 

a*  fin  A  す  （ゥ 1  かみがみ M 

) JSn；6：9 の® エホバを 捨てて， ほかの 神々 にす 
. 1 711 Z  がり， これに 身をかがめ， これに 仕えた 

ケ王 I  9:3  (才 1 

) コ *12:21 からで ある 。それゆえに， [神] はこの 

サ代 n  6:20  ゎざゎ  — 

ノ  すべての 災いを 彼らの 上に もたらされ 

) Hu"  たの だ』 と， きっと 言うよう になる」。 

ソ申 4：5  いえ (キ） じ 

’• 夕 詩8 9:28  C\ そして， ソロモンが エホバの 家と 自 

'>^7:13  ^ 分の 家と を 建てた 二十 年の 終わり 

) 二；^8ぽ15 に，2 ヒ ラムが ソロモンに 与えた 都 
； 二 U3 ゐ 6 市 ー ソロモンは それらを 建て直して， 
f  ^  Site  そこに イスラエルの 子ら を 住まわせた 


ので ある。 


その上， ソロモンは ハマ 


卜 •ツォ パに 行き， これに 打ち勝った。 
4 それから 彼は 荒野の タ ドモルを 建て 
直し， ハマ トに 建てた 倉庫の 都市を す 
ベて [建て直した]。  5 次いで 彼は 上 

(ス）  しも  [ぜ 

ベ ト .ホロ ンと 下べ 卜 .ホ ロン， すな 
わち 城壁， 扉， およびかん ぬきの ある 

ぼうび  ほどこ  と し [夕）  W 

防備の 施された 都市， 6 バア ラ ト， ソ 
ロモンの ものに なった すべての 倉庫の 
都市， すべての 兵車の 都市， 騎手の た 
めの 都市， エルサレム や， レバ ノ ン や， 

I 券の ■卡の益 に 4 てた ぃと 望ん 

[ナ） 

でいた ソロモンの 望ま しい ものす ベて 
を 建てた。 

7 イスラエルの ものでは ない， ヒッ 
タイト 人， ア モリ 人， ベリジ 人， ヒビ 
人， エ ブス 人の 残って いた 民 すべてに 
ついては，  8 イスラエルの 子ら が 絶 
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滅 させな かっ A， この 地の 彼らの 後に 
残って いた 彼らの 子ら から， ソロモン 
は 人々 を 強制労働 のために 徴募して， 
今日に 至ってい る。  9 しかし， イスラ 
エルの 子ら のうちからは ソロモンは ひ 
とりも 自分の 仕事の ために 奴隸 にしな 
かった。 彼らは 戦士で あり， 彼の 副官 
の 長で あり， その 兵車の 御者 や 騎手の 
長で あった からで ある。 10 これらの 
箸は ソロモン 王に 賢す る繈 V#， 二 
百 五十人で， 民を つかさどる 現場監督 
であった。 

11 そして， ファラオの 娘を ソロ モ 
ンは “ ダビデの 都市” から 彼女の ため 

た  いえ [シ） つ  のぼ 

に 建てた 家に 連れ 上った。 「わたしの 
妻では あるが， 彼女は イスラエルの 王 
ダビデの 家に 住んで はならない。 エホ 
パの 箱が 来た 所は 聖な る もの だからで 
ある」 と 彼が 言った からで ある。 

12 玄関の 前に 建てた エホバの 祭壇 
の 上に， ソロモンが エホバの ために 焼 
燔の 犠牲を ささげた のは， そのと きの 
ことであった。 13 すなわち， モー セ 
の おきてに したがって 捧げ物を 供える 
觀焱 まった _ として， 類、 昌 ごと 
に， 新月 ごとに， 年に 三度の 定められ 
た 祭り ごとに， すなわち 無 酵母 パンの 
祭^)， [七] 週の 祭り， 仮小屋の 祭りに 
[これを ささげた]。 14 さらに， 彼 
は その 父 ダビデの 定めに したがって 祭 
司たち の 組を 定めて その 奉仕に 当たら 

びと [ヒ）  つと  も  ば  つ 

せ， レビ 人 も その 務めの 持ち場に [就か 
せ]， 毎日の 決ま っ た 事と して 祭司たち 
の 前で 賛美 させ， 奉仕 させ， また 門衛 
も その 組に したが っ て それぞれ 別の 門 
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のために [立たせた]。 [まことの] 裡の 
人 ダビ デの 命令が こうだった からで あ 
る。 15 そして 彼らは， すべての 事に 

ちょぞうひん [ィ）  さいし 

つき， また 貯蔵品に ついて， 祭司と レ 
ビ人 に対する 王の 命令から それな かっ 
た。 16 それで， ソロモンの 仕事は エ 
ホバの 家の 土台を 据える 日から， それ 
が 完成され るまで， すべて 整えられた 
状態に あった。 [それで] エホバの 家は 
出来上がった。 

17 ソロモンが エドムの 地の 海の 岸 
にある エツ ヨン. ゲべ ルと エロ トに 


行った のは， それからの ことであった。 
18 そして， ヒ ラムは その 僕たちを 通し 
て 船と， 海の 知識の ある 僕たちを 彼の 
もとに 定期的に 送り， 彼らは ソロモン 
の 僕たちと 共に オフィルへ 行き， そこ 
から 金 四百 五十 タラン トを 取って， こ 
れを ソロモン 王の もとに 持って来 るの 
であった。 

9 ときに， シヱ バの 女王が ソロモン 
のう わさを 聞き， 難問を もって ェ 
ルサ レムで ソロモンを 試そうと して, 非 
常に 見事な 随行員と， バルサム 油 や， お 
びた だしい 金， それに 宝石を 運ぶ らく 
だを 伴って， やって来た。 ついに 彼女 
は ソロモンの もとに 来て， その 心に 掛 
かっていた すべての ことにつ いて 彼と 
話した 0  2 一方， ソロモンは 彼女に そ 

のす ベての 拿: 柄を 語り 続けた ので， ひ 
とつと して ソロモンに 隠されて いて， 
彼女に 語らな かっ た 事柄はなかった。 

3 シヱ バの 女王は ソロモンの 知恵と， 


タマ タ 12:42; マタ 22:46; チ 王 n  20:13; ツ詩 72:15; テ 王 I 
10:2; 箴 17:8; 卜 創 24:10; イザ 60:6; ナ マタ 12:34; 二王 
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彼の 建てた 家と， 4 その 食卓の 食物， 
その 僕たちの 座って いる 様， 給仕 人た 
ちの 食卓での 奉仕， 彼らの 衣装， [王] の 
飲み物の 給仕と 彼らの 衣装， および 彼 
が エホバの 家で いつも ささ げる 焼燔の 
犠牲を 見る に 及んで， 彼女の 内には も 
はや 霊がなかった。 5 それで 彼女は 王 
に 言った， 「私が _ 分の 土地で あなた 
の 事柄と あなたの 知恵と について お 聞 
きした 言葉は 真実でした。 6 それに， 
私 は 来て， この 目が 見る までは， 彼ら 
の 言葉を 信じませんでした。 ご覧く だ 
さい， 私には あなたの 知恵の 豊か さの 
半分 も 告げられて いません でした。 あ 
なた は 私の お聞き したう わさを しのい 
で おられます。 7 何と 幸いな ので しょ 
う。 あなたの 部下たち は。 何と 幸いな 
のでしょう。 いつも あなたの 前に 立っ 
て， あなたの 知恵を 聴いて いる， これら 
あなたの 僕たちは。 8 あなたの 拽 エホ 
パが ほめたたえられます ように。 [迚] 
は あなたを その 王座に 就かせて， あな 
たの® エホバの ために 王と して， あな 
たのこと を！ あばれました。 あなたの 拽 
は イスラエルを 愛して， これを 定めの 
ない 時まで も 立たせられ たので， 彼らの 
上に あなたを 王と して 立て， 司法 上の 
裁きと 義を 行なわせられた からです」。 

9 それから 彼女は 金 百 二十 タラント 
と， 非常に 大量の バルサム 油と， 宝石 
を 王に 贈った。 シヱ バの 女王が ソロ モ 
ン 王に 贈っ た その バルサム 油に 匹敵す 
る ものは かつてなかった。 

10 そして， オフィルから 金を 運んで 
来た ヒ ラムの 僕た' 4 と ソロ モ ンの 僕た 
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ス王 I 10:8 


テ ヨハ 1：4£ 
トサ n  8:15 
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ち もまた， アル グムの 材木と 宝石を 運 
んで 来た。 11 それから， 王は この ア 
ル グムの 材木で エホバの 家と 王の 家の 
ための 階段， それに 歌うたい たちのた 
めに たて 琴と 弦楽器を 造った が， それ 
に 匹敵す る ものが これまで ユ ダの 地で 
見られた こと は 決 してなかった。 

12 そして ソロモン 王は， シ エバの 女 
王に， 彼女が 王の もと に 携え て 来た も 
の [に 対応す る もの] の ほか， 彼女が 求 
めた その 喜ぶ もの すべてを 贈った。 そ 
こ で 彼女は 身を 巡らし， _ 分の 土地へ， 
その 僕たちと 一緒に 帰っ て 行った。 

13 ときに， 一年間に ソロモンのと 
ころに 入って 来た 金の 重さは， 金 六 百 
六十 六 タラント となった が， 14 ほか 
に， 旅を する 者たち， 携えて 来る 商人， 
ソロモンの もとに 金銀を 携えて 来る ア 
ラ ブの すべての 王たち とその 地の 総督 
たちから [の ものが あった]。 

15 そして ソロモン 王は さらに， 合 
金に した 金で 大盾 二百 （各々 の大 盾に 
は 合金に した 金 六 百 [シ エケ ル] を 着せ 
た）， 16 また， 合金に した 金で 丸 盾 三 
百を 造った。 （各々 の 丸 盾には 金 三 ミ 
ナを 着せた。） それから， 王は それらを 
“ レバノンの 森の 家” に 置いた。 

17 さらに， 王は 大きな 象牙の 王座を 
造り， 純金を これに かぶせた。 18 そ 
して， その 王座には 六つの 段が あり， 
その 王座には 金の 足 台が 一つ あり （そ 
れらは 取り付けられて いた）， 座る 場所 
の そばの こちら 側と 向こう側には ひじ 
掛けが あり， その ひじ 掛けの 傍らには 


723 


ソロモンの 死。 レ ハベア 厶 


第 9 章 

ア創 49:9 


EI  10:27 
ヶ王 I  9:27 
コ代 n  20:36 


2 王 I  3:13 
王  I  10:23 


ダニ 1:17 
尹 王 I 10:24 
イザ 11:10 
ルカ 21:15 
ン王 I  4:34 
r  代 n  26:8 
ヨブ 42:11 
トサ n  8:10 
ナマタ 6:29 
二王 I  10:25 
ヌ 申'  17:16 
ネ王 I  4:26 

ノ王 I  10:26 

，、王 I  4:21 
:代 I  27:28 
フ王 I 10:27 


歴代 第二 9:19—10:4 

ちじくの 木の ようにした。 28 そして， 
馬を エジプト や ほかの すべての 地から 
ソロモンの もとに 連れて来る 者たち が 
いた。 

29 ソロモンの その他の 事績は， 最初 
の もの も 最後の もの も， 預言者 ナ タン 
の晉 葉， シロ 人 アヒヤ の 預言， ネバ トの 
子ヤ ラべ アムに 関する 幻を 見る 者で あ 
るイ ドの 幻の 記録に 記されて いるでは 
ないか。  30 そして， ソロモンは エル 
サ レムで 四十 年間 全 イス ラエルを 治め 
続けた。  31 ついに ソロモンは その 父 
祖 たちと 共に 横たわった。 そこで 人々 
は 彼を その 父 “ ダビデの 都市” に葬っ 
た。 その子 レ ハべ アムが 彼に 代わって 
治め はじめた。 

-|  ところで， レ ハべ アムは シェ ケ 
1 リ 丄1 へ 苔った。 すべての ィス ラェ 
ル 人が 彼を 王に しようと して， シ ェケ 
ムに 来たから である。  2 そして， ネバ 
卜の 子ヤ ラべ アムが そのこ とを 聞く と， 
彼は なお エジプトに いたが， （彼は 王 
ソロモンの ゆえに 逃げ去って いたから 
である，） ヤ ラべ アムは 直ちに エジプト 
から 戻って 来た。 3 そこで 人々 は 人を 
やって， 彼を 呼び寄せ たので， ヤ ラべ 
アムと 全 イスラエルは 来て， レ ハベア 
ムに 話して 言った， 4 「あなたの 父上 
は， わたしたちの くびきを 厳しく され 
ました。 それで 今， 父上の 厳しい 奉仕 
と， 父上が わたしたちに 負わせた 重い 
くびきを 軽く してく ださい。 そうすれ 
ば， わたしたちは あなたに 仕えます」。 

第 10 章 セ 王 I 12:1; ソ創 12:6; ヨシ 20:7; ヨシ 24:1; 
裁 9:1; 夕王 I  11:28; チ 王 1 11:40; ツ王 I  12:2; テ 王 I  12: 
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二 頭の ライオンが 立って いた。 19 ま 
た， 六つの 段の 上に は， そこ に 十二 頭の 
ラ イオ ンが こち ら 側と 向こう 側に 立っ 
ていた。 このような ものが 造られた 王 

こく  (x) 

国は ほかになかった。  20 そして， ソ 

の  もち  うつわ [才）  きん (力) 

ロモン 王が 飲む のに 用いた 器 はみ な 金 

い 之 W 

であり， “ レバノンの 森の 家” の 器 も 

じゅんきん  ぎん  なに 

みな 純金であった。 銀の ものは 何もな 

じ だい 

かった。 ソロモンの 時代には， [銀] は 

まった  と  た  [ク） 

全く 取る に 足りない ものと みなされて 
いた。 21 王の ものである 船が ヒ ラム 

しもべ  【ヶ）  の  [コ）  い 

の 僕たちを 乗せて タルシシ ュへ 行って 
いたから である。 三年に 一度， タルシ 
シュの 船が 金， 銀， 象牙， それに さる 
や， く じゃくを 載せて 来る のであった。 

とみ [セ） ち え (ソ） 

22 そ れで ，ソロ モ ン 王は 富と 知恵と 
において， 地の ほかの どんな 王よりも 
偉大であった。 23 そして， 地の すべ 

かれ  こころ 

ての 王たち は， [まことの] 拽が 彼の 心に 
授けられた 知恵を 聞こうと して， ソロ 

かお  もと  （ッ】 

モンの 顔を 求める のであった。 24 そ 
して， 彼らは 各々 贈り物を， すなわち 

ぎん  しな  きん  （卜） ころも [ナ] ぶ ぐ 

銀の 品， 金の 品， 衣， 武具， バルサム 

ゆ  うま  まいとし  き  こと 

油， 馬 やら ばを 毎年の 決まった 事と し 
て 持って来る のであった。 25 そして， 

うま (ヌ 1 ちくしゃ  へいしゃ [ネ 1 

ソロモンは 四千の 馬の 畜舎と 兵車， お 
よ び 乗 用 馬 一万 二 千 頭を 持っ ており， 
彼は それらを 兵車の 都市と， エル サレ 
ムの 王の すぐそばに 配置 させて おいた。 
26 そして 彼は ill から フィ リス ティア 
人の 地に 至る まで， それに エジプトの 
境界に 至る までのす ベての 王を 治める 
者と なった。 27 その上， 王は エルザ 

ぎん  すぎざい 

レムで 銀を 石の ようにし， 杉材を シェ 
フェラ におび ただ しく ある エジプトい 
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歴代 第二 10:5—18 


レ ハべ アムの 厳しい 返答。 イスラエルは 背く 


5 そこで 彼は その 人々 に 言った， 「も 
う 三日 あるよう に。 それから， わたしの 
ところに 戻って 来なさい」。 それで 民は 
去って 行った。 6 それで レ ハべ アム 王 
は， その 父 ソロモンが 生きて いたと き， 
絶えず [ソロモン] に 仕えて いた 年長者 
たち に 相談して 言いだ した， 「あなた 
A 方 はこの 民に どう 返答したら よいと 思 
うか」。 7 それゆえ， 彼らは [王] に 話 
してこう 言った。 「もし あなたが この 
民に 優しく し， 実際に 彼らに 好ましい 
方と なり， 本当に 彼らに 良い 言葉を か 
けて くださるなら， 彼ら もまた， 必ずい 
つまで も あなたの 僕と なる でしょう」。 

8 ところが， 彼は 年長者た ちが 進言 
した 助言を 捨てて， 彼と 共に 成長し， 
彼に 仕える 者であった 若者たち に 相談 
しはじめた。  9 そうして 彼らに 言っ 
た， 「あなた 方は， 『あなたの 父上が 
わたしたちに 負わせた くびきを 軽く し 
てくだ さい』 と， わたしに 話した この 
に 我々 が 返答で きる よう， 何を 進言 
する つもり か」。 10 すると， 彼と 共 
に 成長した 若者たち は 彼に 話して 言っ 
た， 「『あなたの 父上は わたし たちのく 
びきを 重く されました が， あなたは そ 
れを わたしたちから 軽く してく ださい』 
と 言って あなたに 話した この 民に， こ 
のように 言えば よいでしょう。 あなた 
は 彼らに このように 言えば よいで しょ 
う。 『わたしの 小指は 必ず 父の 腰より 
も 太くなる。 11 それで 今， わたしの 
は あなた 方に 重い くびきを 負わせた 
が， わたしは あなた 方の くびきを 増や 
すであろう。 わたしの 父は あなた 方を 


むちで 打ち 懲らした が， わたしは とげ 
むちで [打ち 懲らす であろう]』」。 

12 それから， ヤ ラべ アムと すべての 
民は， 王が， 「三日 目に わたしの ところ 
に 戻って 来なさい」 と 言って 話した 通 
りに， 三日 目に レ ハべ アムのと ころに 
来た。 13 ときに， 王は 厳しく 彼らに 
答え はじめた。 こうして， レ ハべ アム 

王は ね繼 ゃた の ■を 紀 14 浹 
いで， 若者たち の 助言に したがって 彼 
らに 話して 言った， 「わたしは あなた 
方の くびきを 一層 重く する であろう。 
わたしは それを 増やす であろう。 わた 
しの 父は あなた 方を むちで 打ち 懲らし 
たが， わたしは とげむ ちで [打ち 懲らす 
であろう]」。 15 こうして 王は 民 [の 
言う こと] を 聴き 入れなかった。 それ 
は， エホバが シロ 人 アヒヤ を 通して ネ 

(コ 1  はな  じ ぶん 

バ トの 子ヤ ラべ アムに 話された ご 自分 
の 言葉を 果たす ために [まこ との]# か 
らもたら さ れた 事態の 変転 だ っ たから 
である。 

16 全 イスラエルに ついていえば， 王 
が 彼ら [の 言う こと] を 聴き 入れな かっ 

たみ  へんとう 

たので， 民は 王に 返答して こう 言った。 

われわれ  わ  まえ  も 

「我々 は ダビデに どんな 分け前を 持って 
いるだろう。 また， エッ サイの 子に 相続 
物は ない。 イスラエルよ， 各々 あなたの 

& もとに 編！ ダビ# ょ ，岑， 

自分の 家に 注意せ よ」。 こうして， 全イ 

てんまく  い 

スラ エルは その 天幕に 帰っ て 行った。 

17 ユダの 諸 都市に 住んで いる イス 
ラエルの 子ら について いえば， レ ハべ 
アムは 引き続き 彼らを 治めた。 

18 後に， レ ハべ アム 王は， 強制労働 
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に 徴用され た 者たち を つかさどって い 
た ハ ドラムを 遣わした が， イスラエル 
の 子ら は 彼を 石 撃ちに したので， 彼は 
死んだ。 それで， レ ハべ アム 王は， やっ 
とのこと で 兵車に 乗り込み， エル サレ 
ムに 逃げた。 19 こうして， イス ラエ 
ル 5( は ダビデの 破に 韻し €， 莉に 

至ってい る。 

U レ ハべ アムは エルサレムに 着く 
と， 直ちに ユダと ベニヤ ミンの 
家， すなわち 戦いを 行なえる 弓 i 健な 精 
鋭 十八 万人を 召集し， 王国を レ ハベア 
ムに 戻す ため， イスラエルと 戦おうと 
した。 2 すると， エホバの 言葉が [ま 
ことの] 裡の人 シェ マヤに 臨んで 言っ 
た，  3 「ソロモンの 子で ある ユダの 
王 レ ハべ アム および ユダと ベニヤ ミン 
にいる 全 イスラエルに 告げて 言いな さ 
い， 4 『エホバは このように 言われた。 
「あなた 方は 上って 行って， あなた 方 
の 兄弟たち と 戦って はならない。 各々 
自分の 家に 戻れ。 この 事が もたらされ 
たのは， わたしの 求めに よるから であ 
る」』」。 それで 彼らは エホバの 言葉に 
従い， ヤ ラべ アムを 攻めに 行く のを や 

い  [シ） 

めて 民って 行った。 

5 それから， レ ハべ アムは 引き続き 
エルサレムに 住み， ユダに 防備の ‘ 施さ 
れた 都市を 建てた。 6 こう して 彼は ベ 

(ス）  [セ 1  (V) 

ツレ ヘム， エ タム， テコア， 7 ベ ト. 

[夕]  [チ）  （ッ]  [テ） 

ツル， ソコ， アドラム， 8 ガト， マレ 

[卜）  [ナ）  M' 

シャ， ジフ， 9 アドラ イム， ラキシュ， 

(?)  [ネ）  （ノ） 

アゼ カ， 10 ツ オル ア， アヤ ロン， へ 
ブロンを 建て直し たが， これらは ユダ 
とべ ニヤ ミンの 中に ある， 防備の 施さ 
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れた 都市であった。 11 さらに， 彼は 
防備の 施された 場所を 補強し， その 中 
に 指揮者を 置き， 食物と 油と ぶどう酒 
の 貯蔵品を [置いた]。 12 また， それ 
ぞれ 別の すべての 都市に 大 盾と 小 槍を 
[置いた]。 さらに 彼は これらの [都市] 
を 大いに 強化した。 こうして， ユダと 
ベニヤ ミンは 引き続き 彼の ものと なっ 
ていた。 

13 そして， 全 イスラエル にいた 祭 

司と レビ 人は， 彼らの すべての 領地 か 

ら 出て 来て 彼の 側に 立った。 14 レビ 

人は _分 たちの 牧草地と 所有地を 捨て 

て， ユダと エルサレムに 来たから であ 

る。 これは ヤ ラべ アムと その子ら が 彼 

らを 解任して エホバの 祭司を 務める の 

を やめさせ たためで ある。 15 そこで 

[ヤ ラべ アム] は 自分の ために 高き 所と， 

やぎの 形を した 悪霊， および 彼が 造っ 

た 子牛の ため に 祭司たち を 職に 任じた。 

16 さらに， 彼らに 従って， イスラエル 

のす ベての 部族の 中から， その 心を さ 

さ げて イス ラエルの 裡 エホバを 求める 

者たち が， その 交祖 たちの 进 エホバに 

犠牲を ささげる ため エルサレムに やっ 

て 来た。 17 そして 彼らは 三年 間， ユ 

ダの 王権を 強固に し， ソロモンの 子 レ 

ハべ アムを 一層 強く した。 彼らは 三年 

間， ダビデと ソロモンの 道に 歩んだ か 
〜  [夕1 
ら である。 

18 それから， レ ハべ アムは ダビデの 
子 エリ モトと エッ サイの 子 エリ アブの 
娘 アビ ハイルとの 娘 マ ハラ トを 妻に め 
とった。 19 やがて 彼女は 彼に 男の子 
を 産んだ。 エ ウシ ュ， シェ マルヤ， ザ 


第二 欄 
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シシ ヤクの 侵入。 レ ハべ アムは へりくだる 


ハムで ある。 20 そして， 彼女の 後に， 

かれ  ，鱗.... 法 ごむす め  W 

彼は アブ サ ロムの 孫娘 マア カを めと - 
た。 やがて 彼女は 彼に アビ ヤとア タイ 
とジ ザと シェ ロミ トを 産んだ。  21 と 
こ ろで， レ ハべ アムは 彼のす ベての ほか 
の 妻 およ びそ ばめ に まさって アブ サロ 
ムの 孫娘 マア カを 愛して いた。 彼は 妻 
を 十八 人， また そばめを 六十 人め と- 
てい たので，  二十 八 人の 息子と 六十 人 
の 娘の 父と なった ので ある。 22 それ 
ゆえ， レ ハべ アムは マア カの 子ア ビヤ 
を 頭と して 職に 任じ， その 兄弟たち の 
中で 指揮者と した。 彼を 王に しようと 
[考えた] からで ある。  23 とはいえ， 
彼は 事を わきまえて 荇 ない， そのす ベ 

なんにん  もの 

ての 子ら のうちの 何人 かの 者を ユダと 
ベニヤ ミンの 全土， すなわち すべての 
防備の 施された 都市に 分散 させ， 彼ら 
に 食糧を たくさん 与え， [彼らの ため 
に] 数多くの 妻を 手に入れた。 

おうけん  ： ，，— 

そして， レ ハべ アムの 王権が 堅 
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く 立てられ， 彼が 強くなる や， 

りっぽう  す  W  ぜん 

彼は エホバの 律法を 捨て， また 全 イス 

: M  とも 

ラエル も 彼 と共にそう したので ある。 

(ス）  だい  ねん 

2 そして， レ ハべ アム 王の 第五 年に， 
エジプ トの 王 シシヤ クが エルサレムに 

せ  のぼ  き  かれ  たい 

攻め上って 来た。 （彼らが エホバに 対 

ふちゅうじつ  ふ  ま  （ソ） 

して 不忠実に 振る舞 っ たからで ある。） 

へいしゃ  だい (夕） きしゅ 

3 兵車 千 二百 台， 騎手 六 万人が これと 
共に あり， 彼と 共に エジプトから 来た 

たみ  む すう (チ）  じん (ツ） 

民は 無数であった ーリ ビア 人， ス キイ 
ム人 および エチオピア 人で ある。 4 そ 

かれ  ぞく  ぼうび  ほどこ 

して， 彼は ユダに 属する 防備の 施され 

しょと し  せ  と  1卜） 

た 諸 都市を 攻め 取って， ついに エル サ 

き [ナ） 

レムにまで 来た。 


5 そこで， 預言者 シヱ マヤが， レ 
ハべ アムと， シシ ャクの ゆえに エルザ 
レムに 集まった ユダの 君たち の もとに 
来た。 そして 彼らに 言った， 「エホバ 
はこの ように 言われた。 『あなた 方が 
わたしを 捨てた ので， わたしもまた あ 
なた 方を 捨てて シシャ クの 手に [渡し 
た]』」。 6 すると， イスラエルの 君た 
ちと 王は へりくだって， 「エホバは 義 
にか なって おられる」 と 言った。 7 そ 
して， エホバは 彼らが へりくだった の 
を ご覧に なると， エホバの 言葉が シェ 
マヤに 臨んで 言った， 「彼らは へりく 
だった。 わたしは 彼らを 滅びに 陥れな 
い。 間もなく わたしは 必ず 彼らを 逃れ 
させる。 わたしの 激怒が シシャ クの手 
によって エルサレムに 注ぐ ことは ない。 
8 しかし， 彼らは その 僕と なる であろ 
う。 これは 彼らが わたしに 仕える こと 
と 地の 諸 王国に 仕え る ことと の 違いを 
知る ためで ある」。 

9 そこで， エジプトの 王シシ ャクは 
エルサレムに 攻め上って 来て， エホバ 
の 家の 財宝と 王の 家の 財宝を 奪った。 
あらゆる ものを 彼は 奪った。 ソロモン 
が 造った 金の 盾 も 奪った。 10 それ ゆ 
え， レ ハべ アム 王は その代わりに 銅の 
盾を 造り， これを 走者の 長たち， すな 
わち 王の 家の 入口の 守衛たち の 管理に 
ゆだねた。 11 そして， 王が エホバの 
家に 行く 度 ごとに， 走者たち は 入って 
来て， これを 運んで 行き， また これを 
走者の 守衛 室に 持ち帰る のであった。 
12 それで， 彼が へりくだった ので， エ 
ホバの 怒りは 彼から 元に 戻り， 彼らを 


5  2 :11 :38 ?8 12 27 10 4 :7 29 :5 22 :41 6  2 3:13 7  7 10 25 4 26 14 17 17 23 27 28 12 :15 
♦  •531 ••344 27 ..51  2 26 722  ♦•284  ••440234435 
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徹底的に 滅びに 陥れる ことは [お考え 

(7) 

には なられ] なかった。 それに， また， 
ユダに も 良 L 、事が あ っ たので ある。 

13 こうして， レ ハべ アム 王は 引き続 
き エルサレムで その 地位を 強固に し， 
治め 続けた。 レ ハべ アムは 治めは じめ 
たと き， 四十 一歳で あり， エホバが ご 
自分の 名を 置く ために イスラエル のす 
ベての 部族の 中から 選ばれた 都， エル 
サ レムで 十七 年間 治めた。 そして， 彼 

はは  [力 1 

の 母の 名は ナ アマと いって， アン モン 
人の 女であった。 14 しかし 彼は 悪い 
ことを 转なっ A 彼は そ のう-璧く㈣ 
めて エホバを 求める ことを しなかった 
からで ある。 

15 レ ハべ アムの 事績は， 最初の もの 
も 最後の もの も， 預言者 シェ マヤと 幻を 
見る 者イ ドの 言葉の 中に 系図 上の 記録 
によって 記されて いるでは ないか。 そ 
して， レ ハべ アムと ヤ ラべ アムとの 間 
にはい つも 戦争が あった。 16 ついに 
レ ハべ アムは その 父祖たち と共に 横た 
わり， “ ダビデの 都市” に 葬られ， その 
子ア ビヤが' 彼に 代わって 治めは じめ た。 
1 〇 ヤ ラべ アム i の 第 十八 年の こと， 
ァ ピャは ュ ダを i めは じめ#。 
2 彼は エルサレムで 三年 治めた。 彼の 
母の 名は ミ カヤと いって， ギベアの ウ 
リエルの 娘であった。 ときに， ア ビヤ 
とヤ ラべ アムとの 間に 戦争が 起きた。 

3 そこで， ア ビヤは 四十 万の 力 ある 
戦 人， 選ばれた 者たち の 軍勢を 率い 
て 戦いを 交えた。 そして， ヤ ラべ アム 


も， ノ V 十万の 選ばれた 者たち， 勇敢で 

せんとう たいけい ととの 

力の ある 者たち を 率いて 戦闘 隊形を 整 
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えた。  4 さて， ア ビヤは エフ ライム 
の 山地に ある ツェ マラ イム 山の 上に 立 
ち 上がって， 言った， 「ヤ ラべ アム お 
よび 全 イスラエルよ， わたし [の 言う 
こと] を 聞け。  5 イスラエルの 裡 エホ 
バ が， イスラエルの 王国を 定めの ない 
時まで も ダビデに， すなわち 塩の 契約 
によって 彼と その子ら とに 与えられた 
ことを， あなた 方は 知っている べきで 
はない か。 6 ところが， ダビデの 子 
ソロモンの 僕で ある， ネバ トの 子ヤラ 
ベ アムが 立ち上がって， その 主に 背い 
/ •こ。 7 そして， その そばには， 怠け者， 
どう しよう もない 者たち が 集合し 続け 
た。 ついに 彼らは ソロモンの 子 レ ハべ 
アムより 優勢に なった が， レ ハべ アム 
は 若くて， 気弱だった ので， 彼らに 対 
抗 して 持ち こ たえられなかった。 

8 「そこで 今， あなた 方は ダビデの 子 
らの 手に ある エホバの 王国に 対抗して 
持ち こたえられ ると 考えて おり， それ 
にあな た 方は 大群で あり， ヤ ラべ アム 
が あなた 方の ために 神々 と して 造った 
金の 子牛 も あなた 方と 共に ある。 9 あ 
なた 方は ア ロンの 子ら である エホバの 
祭司たち と レ ビ 人を 追い出 したでは な 
いか。 地の もろもろの 民と 同棣， 自分 
たちのた めに 祭司を 任じて いるでは な 
いか。 だれでも 来て， 若い 雄牛 一頭と 
雄 羊 七 頭に よっ て その 手に 権能を 満た 
した 者は， 神では ない ものの 祭司と なっ 
たので ある。 10 わたしたち について 
いえば， エホバが わたしたちの 裡 であ 


テ 王 I  12:31; 王 I  12:33; 王 I  13:33; 卜 申 32:17; 王!！ 19:18; 
使徒 19:26。 
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6 ， わたしたち はこの 方を 捨てな かっ 
た。 それに 祭司たち は エホバに 奉仕し 
ており， ア ロンの 子ら であって， レビ 
人 もまた 仕事に 就いて いる。 11 そし 
て， 彼らは 朝 ごとに， また 夕 ごとに 焼 
燔の 捧げ物を エホバに ささげて 煙を 立 
ち 上らせて おり， また 薫香 [を ささげ 
ている]。 そして， 重ね 供えた パンは 
の 省! : の 上に ぁ^ 

とそのと もしび 皿が あって， 夕 ごとに 
照らして いるので ある。 これは， わた 
したち がわ たしたち の裡 エホ ノ 《の 務め 
を 守って いるから であるが， あなた 方 
はこの 方を 捨てた ので ある。 12 それ 
で， 見よ， [まことの] 裡は その 祭司たち 
と， あなた 方に 対して 戦いの-報を 吹 
き 鳴らす ための 合図の ラッパと を伴っ 
て， わたしたち と共に 先頭に おられる 
ので ある。 イスラエルの 子ら よ， あな 
た 方の 父祖たち の裡 エホバと 戦って は 
ならない。 あなた 方が 成功を 収める こ 
とはない からで ある」。 

13 それでも， ヤ ラべ アムは， 急きょ 
伏兵を 回して この 人々 の 後ろに 行かせ 
たので， 彼らは ユダの 前に おり， 伏兵 
は 彼らの 後ろに [いた]。 14 ユダの 者 

ふ  む  なん  たたか  ぜんご 

たちが 振り向く と， 何と， 戦いは 前後 
から 迫って いた。 それで 彼らは エホバ 
に 叫び 求めは じめ， 一方では 祭司たち 
が ラッパを 高らかに 吹き 鳴らして いた。 
15 そして， ユダの 人々 は どっとと きの 
声を 上げた。 こうして， ユダの 人々 が 
ときの 声を 上げた とき， [まことの] 裡 
がヤ ラべ アムと 全 イスラエルを ア ビヤ 
と ユダの 前で 撃ち破られ たので ある。 


16 そして， イスラエルの 子ら は ユダ 
の 前から 逃げ去り， 迚は それらの 人々 
を 彼らの 手に 渡された。 17 そこで， 
ア ビヤと その 民は 彼らを 討ち 倒して お 
びた だしく 殺した。 そして， イス ラエ 
ルの 打ち殺された 者たち は 次々 に 倒れ 
た。 五十 万の 選ばれた 者たち であった。 
18 こうして， イスラエルの 子ら はこの 
時， 低く された が， ユダの 子ら は滕 ちを 
得た。 彼らは その 父祖たち の® エホバ 
に 頼った からで ある。 19 そして， ア 
ビヤは ヤ ラべ アムの 跡を 追って ゆき， 
ベ テルと それに 依存す る 町々， エシャ 
ナ とそれ に 依存す る 町々， エフ ライン 
とそれ に 依存す る 町々 など， 幾つかの 
都市を 彼から 奪い取った。 20 こうし 
て， ヤ ラべ アムは ア ビヤの 時代には も 
はや 力を 保たなかった。 それに， エホ 
パが 彼を 打たれた ので， 彼は 死んだ。 

21 そして， ア ビヤは 引き続き 自ら 
を 強く した。 やがて 彼は 自分の ために 

つま  え [ク）  むすこが 

十四 人の 妻を 得 ，二十 二人の 息子と 十六 
人の 娘の 父と なった。  22 また， アビ 
ヤの その他の 事績， すなわち 彼の 行な 
いと 言葉は， 預言者 イドの 注!^ に 記さ 
れ ている。 

| A ついに ア ビヤは その 父祖たち と 
共に 横たわり， 人々 は 彼を “ ダビ 
デの 都市” に 葬った。 その子 アサが 彼 
に 代わって 治め はじめた。 彼の 時代に 
は， この 地には 十 年間 騒乱がなかった。 

2 そして， アサは その® エホバの 目 
に 善く， また 正しい ことを 行なった。 
3 そこで 彼は 異国の 祭壇と 高き 所を 取 

シサ n  5:9; 王 I  2:10; 王 I  14:31; ス代 I  3:10; セ 代 n  20:30; 
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り き， 聖 4 を A ち 壊し， 聖 木を 切り 第14 章 言った， 「エホバよ， 助ける ことにつ い 
倒した。 4 さらに， 彼は ユダに 告げ ^2；：24 ては， 多くい ようが， 力の ない [者たち] 

ふそ  もと  民 33:52  か 

て， 彼らの 父祖たち の禆 エホバを 求めさ  5D  23:14 がいようが， あなたに とっては 変わりは 
せ， 律法と おきてを 行なわせた。 5 そ  |；  ^  ありません。 私たちの 裡 エホバよ， 私 
れ ゆえ， 彼は ユダの すべての 都市から ^アザ.3^ ほ たちを 助けてく ださい。 確かに 私たち 
高き 所と 香 台を 取り除いた。 王国は 彼 ゼジ 3  は あなたに 頼ります し， あなたの み 名 

まえ  そうどう  つづ  [ク）  マタ 7:7  (ゥ}  ぐんしゅう  む  き 

の 前に 騒動 もな く 続いた。 6 そして によって この 群衆に 向かって 来たから 
彼は また ユダに 防備の 施された 都市を です。 エホバよ， あなたは 私たちの 独 
建てた。 この 地には 騒乱がなかった か 1；?5 です。 死すべき 人間が あなたに 逆ら っ 

としどし あいだ  たい  コヨシ 23:1  たも  阐 

ら である。 これらの 年々 の 間， 彼に 対  ^ 15：15 て 力を 保つ ことがありません ように」 0 

せんそう  ^  46:9  まえ 

する 戦争はなかった。 エホバが 彼を 休 12 そこで， エホバは アサの 前と ユダ 

N  ：  じんう やぶ、 

ませて くださった からで ある。  7 そ iJVs  の 前に エチオピア 人を 撃ち破られ たの 
こで 彼は ユダに 言った， 「これらの 都  ?/23:7 で, エチオピア 人は 逃げ去った。 I3 そ 
击を螽 て， ちに 窗祕 I して， ァサと 綾と K にぃた 震は 彼らを 
やかんぬ きを 造ろう ではない か。 この 夕 ゲラルに 至る まで 追跡した ので， エチ 

ち  もち  伸 法 0.01  じん  もの  つぎつぎ  たお 

地は なお わたしたちに とって 用いる こ チミ だ; 41 オビア 人の 者たち は 次々 に 倒れて， 彼ら 

ツ代 n 11:12  い 

とがで きる 0 それは， わたした ちがわ テ 代 nii:i のうち 生きて いる 者は ひとり もなかっ 

もと  代 n 13:3  まえ  じんえい [ク） 

たしたち の 神 エホバを 求めた からで あ ご た。 彼らは エホバの 前と， その 陣営の 前 

.(せ）  r  i  cfoo  うやぶ  [ヶ 1 のち 

る。 わたしたちは 求めた ので， [裡] は ：ふね22 に 打ち破られ たからで ある。 後に， 彼 
周りの 至る所で わたしたちを 休ませて ヌ=168^ らは 非常に 多くの 分捕り物を 運び去 っ 

(V)  ネ ヨシ 15:44  (3)  かれ  まわ 

くださる ので ある」。 こうして 彼らは  ミヵ た。 14 さらに， 彼らは ゲラルの 周り 

せいこう  おさ  [夕 1  J  * 14:10  としう  おそ 

建て， 成功を 収める ようになった。  忠⑵。 のす ベての 都市を 討った。 エホバの 怖 

おおだて I チ 1 こ やり W  お  詩 22.5  〖サ 1  のぞ 

8 そして， アサには 大 盾と 小 槍を 帯  7,4-6 れが 彼らに 臨んだ からで ある。 そこで 

びる% 勢， ユダの 出の 碧 三十 万人が い  _  _  彼らは すべての 都市を 強奪した。 その 

M'  まる 弟 — 欄  おお 

た。 また， ベニヤ ミンの 出の 者で， 丸 ァ裁 7:7  中には 強奪す る ものが 多く あった から 
盾を 帯び， 弓を 引く 者たち は 二十 八 万 すモ か9  である。 15 また， 畜類の いる 天幕を 

[ナ）  みな  ゆうかん  コ1 1:27  かれ  う  かずお お  ひつじ  む 

人であった。 これらは 皆， 勇敢で 力の  も 彼らは 討った ので， 数多くの 羊の 群 

ある 者たち であった。  t  55；22 れ とらく だを 捕らえて， その後 エル サ 

9  S に， エチオピア! ラ ハが 百万 人 ゥ^ = レムに 帰って来た。 

の 軍勢と 三百 台の 兵車を 率いて， 彼ら ヱ： は f  -I  r さて， オデ ドの 子ア ザリヤ である 
に 高 かって 出て 蚤て， マ レシ ずにまで !：929 が， 神の m が® に 蔭 ん だ。2 そ 
来た。 10 そこで， アサは 彼に 向かって 詩19: 19  こで， 彼は アサの 前に 出て 行って， こ 
出て 行き， 彼らは マレ シャの ツェ ファ う 言った， 「アサ および， ユダと ベニ 

たに  せんとうたい けい ととの  - 

夕 の 谷で 戦闘 隊形を 整えた。 11 そし ヶ詩 68:21 サ 創35:5; 出 15:16; 申 11:25: ョシ 5:1; 代 n 17:10; シ代 

. づ 爪み- ■- 丄、、 ， Jr  -  ，.^  コ代  120:2  n  20:25; 詩 68:12; ス代 I  4:41; セ 代 I  5:21; ソ民 31:9; 民 

て， アサは その 裡 エホ ハに 呼 ひかけ て  m 13:22  31:30; 第 15 章 夕代 n 15:8; チ 民 24:2; サ n  23:2。 
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ヤ ミンの すべて [の 人々] よ， わたし [の 
言う こと] を 聞きなさい！ あなた 方が 
エホバ と共にい る 限り， [裡] は あなた 
方と 共に おられます。 もし あなた 方が 
[裡] を 求めるなら， [裡] は あなた 方に 
見いだ される ようにされ ますが， もし 
あなた 方が [裡] を 捨てるなら， [姓] も 
あなた 方を 捨てられる でしょう。 3 け 
れ ども， イスラエルに まことの® がな 
く， 教える 祭司が なく ，建 法 も なかった 
日は 数多く ありました。 4 しかし， そ 
の 苦難の 際に 彼らが イス ラエルの 裡エ 
ホ パに 立ち返り， [裡] を 捜し求め たと 
ころ， [裡] は 彼らに 見いだ される よう 
にされ ました。  5 そして， この 時期に 
は 出て 行く 者に も， 入って 来る 者に も 
平安が ありませんでした。 各地の すべ 
ての 住民の うちには 多く の 騒動が あっ 
たからです。 6 そして 彼らは， 国民は 
国民に， 都市は 都市に 相 逆らって， 打 
ち 砕かれました。 神が あらゆる 苦難を 
もって 彼ら を 混乱状態に して おられた 
からです。 7 けれども， あなた 方は， 
勇気を 出しなさい。 あなた 方の 手を 垂 
れ させて はなり ません。 あなた 方の 働 
きには 報いが あるから です」。 

8 そして， アサは これらの 言葉と 預言 

.デ—， ■を 誓ぃ 

起こして， ユダと ベニヤ ミンの 全地 か 
ら， また 彼が エフ ライムの 山地から 奪 
い 取った 諸 都市から 嫌悪すべき ものを 
消え うせさせ， エホバの k 関の 前に あっ 
た エホバの 祭壇を 新しく した。  9 ま 
た， 彼は ユダと ベニヤ ミンの すべて [の 
人々]， および エフ ライム， マナ セ， シ 
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ス ヨシ 1:9 
代 I  28:20 


王 n  23:24 


第二 欄 


ウ申 4:29 


才箴 24:23 
力 出 22:20 
申 17:3 


キ王 n  23:3 
代 n  34:31 
ネへ 10:29 
ク伝 5:5 
マタ 5:33 


メ オンから 来て 彼ら と共にいた 外人 居 
留者 を 集め はじめた。 彼の® エホバが 
彼と 共に おられる のを 見て， それらの 
人々 が イスラエルから 数多く 彼の もと 
に 下って いたから である。 10 そこで 
彼らは アサの 治世の 第 十五 年の 第三の 
月に エルサレムに 集まった。 11 それ 
から， 彼らは その 日， 自分たち が 携え 
て 来た 分捕り物のう ちから， 牛 七 百 頭 
と 羊 七 千 頭を 犠牲と して エホバに ささ 
げた。 12 その上， 彼らは， 心を つく 
し， 魂を つくして その 父祖たち の裡エ 
ホバを 求める， 13 すなわち， だれで 
も イスラエルの 拽 エホバを 求めない 者 
は， 小さ い 者 も 大き い 者 も， 男 も 女 も 致 
される という 契約に 入った。 14 それ 
で 彼らは 大声を 上げ， 歓声を 上げ， ラッ 

つのぶえ  な  ちか  [ク] 

パと 角笛を 鳴らして， エホバに 誓った。 
15 そして， ユダ [の 人々] は 皆， 誓われ 
たこと を歓 ぶように なった。 それは 彼 
らが 心を つくして 誓い， 喜びに 満たさ 
れて [裡] を 捜し求め たので， [初は 彼 
らに 見いだ される ようにされ たからで 
ある。 そして， エホバは 引き続き 周り 
の 至る所で 彼らを 休ませて くださった。 

16  [その] 祖母 マア カに ついていえ 
ば， 王 アサは， 彼女を さえ 貴婦人 [の 身 

ぶん  しりぞ  (t)  せいぼく 

分] から 退けた。 それは 彼女が 聖 木の 
ために 恐ろ しい 偶像を 造っ たからで あ 
る。 そこで， アサは 彼女の 恐ろしい 偶 
像を 切り倒し， それを 粉砕して， キデ 

ほんりゅう  たに (チ 1 や  （ツ） 

ロンの 奔流の 谷で 焼いた。 17 それで 
も， 高き 所は， イスラエルから なくな 
ら なかった。 ただし， アサの 心は， 一 

テ 王 I  14:23; 王 n  14:4; 王 n  23:20; エゼ 6:3; エゼ 16:16; 
卜 王 I  15:14; 王 I  22:43。 
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歴代 第二 15:18—16:14 

7 そして， その 時， 予見 者 ハナ ニが ユ 
ダの 王 アサの もとに 来て， 彼に 言った， 

たよ [ィ 1 

「あなたは シリアの 王に 頼り， あなたの 

(ゥ 1 

裡 エホバに 頼らなかった ので， それ ゆ 

ぐんぜい 

えに シリ アの 王の 軍勢は あなたの 手 か 
ら 逃れ出た のです。 8 あの エチ オビ 
ア 人と リ ビア 人は， 戦車 や 騎手の 点で 
おびただしい， 非常に 大きな 軍勢では 
なかった でしょう か。 けれども， あな 
たが エホバに 頼った ので， [裡] は 彼ら 

わた 

を あなたの 手に 渡された のでは ありま 

№1  かん  [ク) 

せんか。 9 エホバに 関しては， その 目 
は あまねく 全地を 行き 巡って おり， ご 
自分に 対して 心の 全き 者たち のた め 
にみ 力を 表わして くださる のです。 あ 
な たは この ことに 関 して 愚かな ことを 
しました。 今から あなたに 対して 戦争 
が あるから です」。 

10 ところが， アサは その 予見 者の 

おこ  かれ  だい  いえ  い 

ことで 怒って， 彼を 足 かせ 台の 家に 入 

(ス）  たい  げきど 

れ た。 それは この ことで 彼に 対し 激怒 

[セ） 

していた からで ある。 そして， アサは 
その 同じ 時に 民のう ちの ほかの ある 者 
たちを 虐げ はじめた。 11 そして， 見 
よ， アサの 事績は， 最初の もの も 最後 
の もの も， まさしく ユダと イスラエル 
の “ 王たち の 書” に 記されて いる。 

12 それから， アサは その 治世の 第 

ねん  りょうあし やまい わずら  かれ 

三十 九 年に 両足に 病を 患い， ついに 彼 
は ひどく 病んだ。 ところが， その 病の 
中で さえ， 彼は エホバを 求めないで， か 
えって 治療 者を [求めた]。 13 ついに， 
アサは その 父祖たち と共に 横たわり， そ 
の 統治の 第 四十 一年に 死んだ。 14 そ 

ツ申 32:39; 王 n  20:8; 詩 103:3; テ エレ 17:5; 卜 王 I  15:24。 
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アサは シリアを 買収す る。 I 


生涯 完全であった。 18 それから 彼は， 
その 父に よって 聖 なる ものと された 物 
と ，彼に よって 聖 なる ものと された 物， 
すなわち 銀， 金， 器具を [まことの]# 
の 家に 運び入れた。 19 戦争は， アサ 
の 治世の 第三 十五 年に 至る ま では 起こ 
ら なかった。 

|  db アサの 治世の 第三 十六 年に， イ 
丄〇 スラ エルの 王 バア シ:は ユダに 
攻め上って， ユダの 王 アサの もとに だ 
れも 出入り させない ようにす るた め， 
ラマを 建て はじめた。  2 そこで， ア 
サは エホバの 家と 王の 家の 宝物 倉から 
銀と 金を 運び出し， ダマスカスに 住ん 
でいた シリアの 王 ベン. ハダ ドに 人を 
やって 言った，  3 「わたしと あなたと 
の 間， わたしの 父と あなたの 父上との 
間には 契約が あります。 ここに， わた 
しは まさしく あなたに 銀と 金を 送り ま 
す。 さあ， イスラエルの 王 バア シャと 
の 契約を 破棄し， 彼が わたしの もと か 
ら退 くように してく ださい」。 

4 そこで， ベン •ハダ ドは アサ 王 [の 
言う こ と] を 聴き 入れ， 自分の もので あ 
る 軍勢の 長た ちを イス ラエ ルの 諸 都市 
に 差し向け たので， 彼らは イ ヨンと ダ 
ンと アベル •マイム， および ナフタリ 
の 諸 都市の すべての 貯蔵所を 討った。 
5 そして， バア シャ はこれ を 聞く や， 直 
ちに ラマを 建てる のを 中止し， その エ 
事を やめた ので ある。 6 王 アサは， ユ 
ダ [の 人々] をみ な 連れて行き， 彼らは 

た  もち  [二]  (?)  せき 

バア シャが 建てる のに 用いた ラマの 石 
材 とその 材木を 運び去り， 彼は それを 
用いて ゲバと ミ ツ パを 建ては じめ た。 


: 26: 15: 14: 
王 王 代 王 代 


歴代 第二 17 : 1 一 16 

こで 人々 は， 彼が 自分の ために “ ダビ 
デの 都市” に 掘り抜い ておいた 堂々 た 
る 埋葬 所に 彼を 1 葬った。 そして， 特製 
の 塗り 油と して 調合され た， バルサム 
油 や 様々 の 種類の 塗り 油 に 満ちた 床に 
彼を 横たえた。 さらに， 彼のた めに 異 
例な ほ ど大 々的に 弔いの [香] をた いた。 
そこで， その子 エホ シャフ ァト 
が 彼に 代わって 治め， イス ラエ 
ルの 上に その 地位を 強固に しは じめ た。 


17 


2 それから， 彼は ユダの すべての 防備 

ほどこ  と し  ぐんぜい  お 

の 施された 都市に 軍勢を 置き， ユダの 


地と， その 父 アサが 攻め 取った エフ ラ 

しょと し [ク） しゅび たい 

イムの 諸 都市に 守備隊を 置いた。 3 そ 
して， エホバは 引き続き エホ シャフ ァ 
卜と 共に おられた。 彼が その 交祖 ダビ 
デの 以前の 道に 歩んで， バアルを 求め 
なかった からで ある。 4 彼が 求めた 
のは その 父の 姓で あり， その おきてに 
したがって 歩み， イスラエルの 行ない 
にした がわなかった からで ある。 5 そ 
れ で， エホバは 王国を 彼の 手に 堅く 立 
てられた。 ユダの 人々 は 皆， 引 _ 続き 
エホ シャフ ァ トに 贈り物を 贈った。 彼 
は 富と 栄光を 豊かに 得た。 6 そして， 
彼の" 心は エホバの 道に 大胆に なり， 彼 
はさ ら に， 高き 所 と聖 木を ユダから 取 
り 鼷 ぃた。 

7 それから， その 統治の 第三 年に 彼 
は その 君たち， すなわち， ベン •ハイ 
ル， オバ デヤ， ゼ カリヤ， ネタ ヌエ ル， 
ミ カヤを 呼びに やり， ユダの 諸 都市で 
教えさせ，  8 また 彼らと 共に レビ 人， 
すなわち シヱ マヤ， ネタ ヌヤ， ゼ バド 
ヤ， アサエ ル， シエ ミラ モト， エホ ナ 
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I  32:33 

ル 16:1 

/、 19:40 
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タン， アド ニヤ， ト ビヤ， ト ブ- アド 
ニヤな どの レビ 人， それに 彼らと 共に 
祭司 エリ シャ マと エホ ラム も [同行し 
た]。  9 そして 彼らは ユダで 教えは じ 

めた が， エホバの 律法の 書が 彼らの も 
とに あった。 また， 彼らは ユダの すべ 
ての 都市を くまなく 巡って， 民の 間で 
教え 続けた。 

10 それで， エホバの 怖れが ユダの 周 
り の 至る所に あっ た 地の す ベての 王国 
に 臨み， 彼らは エホ シャフ ァ トと 戦わ 
なかった。 11 それに， フィ リス ティ 


导 46:7 
I マ 8:31 
n  8:15 
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力 代 n 17:5 
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サ代 n 14：6 
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11 それに， 

ア 人の 中から， 人々 は エホ シャフ ァト 
に 贈り物と， 貢ぎと しての 金を 携えて 
来る のであった。 アラブ もまた， 彼の 
もとに 羊の群れ， すなわち 雄 羊 七 千 七 
百 頭， 雄 やぎ 七 千 七 百 頭を 携えて 来る 
のであった。 

12 こうして， エホ シャフ ァ トは 発展 
し 続け， 並々 ならぬ ほどに 太いなる 者 
となって いった。 さらに 彼は ユダに 防 
備の 施された 場所 や 倉庫の 都市を 建て 
た。 13 そして， ユダの 諸 都市で 彼の 
ものと なった 多くの 事業が あった。 エ 

ゆうかん  もの [ス） 

ルサ レムには， 勇敢で 力の ある 者で あ 
る 戦士たち がいた。 14 そして， これ 
らは その 父祖たち の 家 ごとの 彼らの 職 
である。 すなわち， ユダでは 千 人の 長 
たち， 長ア ドナ， および 彼と 共に 勇敢 
で 力の ある 者 三十 万人が いた。 15 ま 
た， 彼の 指揮 下には， 長 エホ ハナン が お 
り， 彼と 共に 二十 八 万人が いた。 16 ま 
た， その 指揮 下には， エホバの ために 自 
ら 進んで 事を 行なう 者 ジクリ の 子 アマ 
スヤが おり， 彼と 共に 勇敢で 力の ある 


733  エホ シャフ ァ トは アハブ を 助ける。 ミ カヤ  歴代 第二 17:17—18:11 


者 二十 万人が いた。 17 そして， ベニ 

17)  ゆうかん  もの 

ヤミ ン からは 勇敢で 力の ある 者 エル ヤ 
ダが おり， 彼と 共に 弓と 盾で 装備を 整 
えた 者 二十 万人が いた。 18 また， そ 
の 指揮 下には エホ ザバ ドが おり， 彼と 
共に 戦の ための 用意を 整えた 者 十八 万 
人が いた。 19 これらは， 王が ユダ 全 
国の 至る所で 防備の 施された 諸 都市に 
立てた 者たち と は 別に 王に 奉仕 した 人 


たちであった。 

1 〇 こう して， エホ シャフ ァ トは 富 
と 栄光を 豊かに 得た。 しかし 彼 
は アハブ と 姻戚 関係を 結んだ。 2 それ 
で 何年 かの 後， 彼は サマリアの アハブ 
の もとに 下って 行った。 そこで， アハ 
ブは 彼と 彼 と共にいた 民の ために 羊 や 
牛を たくさん 犠牲と して ささげた。 そ 
して， 彼を 誘い込んで， ラ モト • ギレ 
アデに 攻め上らせよう とした。  3 次 
いで， イスラエルの 王 アハブ は ユダの 
王 エホ シャフ ァ トに 言った， 「わたし 
と共に ラ モト • ギレアデに 行って くれ 
ます か」。 そこで 彼は 言った， 「わたし 
は あなたと 同様です し， わたしの 民は 
あなたの 民の ようです。 あなたと 共に 
戦いに [臨みます]」。 

4 しかし， エホ シャフ ァ トは イスラ 
エルの 王に 言った， 「どうか， まず 最 
初に， エホバの 言葉を 伺って みて くだ 
さい」。 5 それで， イスラエルの 王は 
預言者たち， 四百 人を 集めて， 彼らに 
言った， 「わたしたちは ラ モト •ギレ 
アデに 向かって 戦いに 行こう か。 それ 
とも， わたしは 差し控えよ うか」。 する 
と， 彼らは 言いだ した， 「上って 行き 
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なさい。 そうすれば， [まことの] 裡は 
[これ] を 王の 手に 渡される でしょう」。 

6 しかし， エホ シャフ ァトは 言った， 
「ここ には エホバの 預言者が ほかにい 
ない のです か。 いたら， その 人を 通し 

う かが  [ィ） 

て 伺って みま しょう」。 7 そこで イス 
ラエルの 王は エホ シャフ ァ トに 言った， 
「ほかにもう 一人， その 人を 通して エホ 
バに 伺うべき 人が いますが， わたしは 
確かに 彼を 憎んで います。 彼は わたし 
について， 良い ことでは なく， その 生 
涯 中， ただ 悪い ことに 関しての み 預言 
している からです。 それは イム ラの 子 
ミ カヤです」。 ところが， エホ シャフ ァ 
卜は 言った， 「王は そのような ことは 
言わないで ください」。 

8 そこで， イスラエルの 王は ひとり 
の 廷臣を 呼び寄せて 言った， 「急いで， 
イム ラの 子 ミ カヤを 連れて来なさい」。 
9 さて， イスラエルの 王と ユダの 王エ 
ホ シャフ ァトは， 衣を 着て， 各々 その 
王座に 座して おり， サマリアの 門の 入 
口の 脱穀 場に 座って いた。 預言者たち 
は 皆， ふたりの 前で 預言者の ように 振 
る 舞って いた。 10 そこで， ケナ アナ 
の 子ゼデ キヤは 自分の ために 鉄の 角を 
造って 言った， 「エホバは このように 
言われました。 『これらの もので， あ 
なた は シリア 人を 突いて， ついには 彼 
らを 滅ぼし 絶やす であろう』」。 11 そ 
して， ほかの 預言者たち も 皆， これと 
同じよう に 預言 しながら 言った， 「ラ 
モト • ギレアデに 上って 行き， 成功を 
収めなさい。 エホバは 必ず 王の 手に [こ 
れ] を 渡されます」。 
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12 ときに， ミ カヤを 呼びに 行った 
使者は 彼に fc して 言った， 「ご覧な さ 
い， 預言 逢たち の 言葉は 異口同音に 王 
に とって 良い ものです。 あなたの 言葉 
も， どうか， 彼らの 一人の ようになり， 
あなた も 良い ことを 話します ように」。 
13 しかし ミ カヤは 言った， 「エホバは 
生きて おられます。 わたしの 拽が 言わ 
れる こと， それを わたしは 話します」。 
14 そこで 彼が 王のと ころに 入る と， 王 
は 彼に 言った， 「ミ カヤ， わたしたち 
は ラ モト •ギレアデに 戦いに 行こう か。 
それとも， わたしは 差し控えよう か」。 
彼は 直ちに 言った， 「上って 行って， 
成功を 収めなさい。 彼らは あなた 方の 
手に 渡される でしょう」。 15 すると 
王は 彼に 言った， 「わた しが 何度 あな 
たに 誓いを 立てさせたら， あなたは エ 
ホ パの 名 によ っ てた だ 真実 しか 話さな 
いようになる のか」。 16 それで 彼は 
言った， 「わたしは 確かに， イス ラエ 
ル 人が 皆， 山々 の 上に， 羊飼いの いな 
い 羊の ように 散らされて いるのを 見 ま 
した。 そして エホバは さらに 言われ ま 
した， 『これらの 者には 主人が いな 
い。 彼らを 各々 安らかに _ 分の 家に 戻 
らせ ci』」。 

17 そこで， イスラエルの 王は エホ 
シャフ ァ トに 言った， 「『彼は わたしに 
ついて 良い ことでは なく， 悪い ことば 
かり 預言す る』 と， わたしは あなたに 
言いませんでした か」。 

18 すると [ミ カヤ] はさら に 言った， 
「それゆえに， エホバの 言葉を 聞きな さ 
^ヽ。 わたしは 確かに， エホバが そのみ 
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座に 座して おられ， 天の 全軍が その 右 
左に 立って いるのを 見 まし;/ •こ。 19 そ 
れ から エホバは 言われました， 『だれ 
が イスラエルの 王 アハブ を だま して， 
上って 行かせ， ラ モト • ギレアデで 倒 
れ させる のか』。 すると， 話が あって， 
こちらの 者は このように 言い， そち 
らの 者は そのよう に 言って いま した。 
20 ついに， ひとりの 霊が 出て 来て， エ 
ホ パの 前に 立ち， 『私が 彼を だまし ま 
しょう』 と 言いました。 そこで エホバ 
は 彼に， 『どういう ふうに してす るの 
か』 と言われました。  21 これに 対し 
て 彼は 言い ま した， 『私は 出て 行き， 
必ず 彼のす ベての 預言者の 口で 欺きの 
霊と なりましょう』。 そこで， 『あなた 
は 彼を だまし， その上， 勝ちを 得る 者 
となる であろう。 出て 行って， そのよ 
うにせ よ』 と言われました。 22 それ 
で， 今 ここに， エホバは あなたの これ 
ら すべての 預言者の 口に 欺きの 霊を 授 
けられました。 それに エホバが あなた 
について 災いを 話されました」。 

23 そのと き， ケナ アナの 子ゼデ キヤ 

ちかよ  H?)  う  M い 

が 近寄って， ミ カヤの ほほを 打って 言っ 

いったい  ほう  れい 

た， 「一体 どっちの 方へ， エホバの 霊 
がわた しから 去って 行って， お前に 話 
したと いうの か」。 24 すると ミ カヤは 
言った， 「ご覧なさい， あなたが 一番 奥 
の 間に 入って 身を 隠す その 日に， [どち 
らの方 かが] 分かる でしょう」。 25 そ 
こで， イスラエルの 王は 言った， 「ミ 
カヤを 捕らえ， 都市の 長 アモンと 王の 
子ヨア シュの もとに 戻らせよ。 26 そ 
して， お前たち はこう 言う の だ。 『王 


735  アハブ は 殺される。 エホ シャフ ァ トの 働き  歴代 第二 18:27 — 19:6 
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るまで， 量を 減ら y た パンと， 量を 減ら ィ は 兵車の 御者に 言った， 「手の 向きを 
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ば， エホバは わたしに 話されなかった キ王 114:5  増して ゆき， イスラエルの 王は， 夕方 

(X)  かれ  王 I  20:38  じん  む  へいしゃ 

のです」 0 そして 彼は さらに， 「すべて ク王 丨 22:10 まで， シリア 人に 向かって 兵車の 中で 
の 民よ， 聞いて おきなさい」 と 言った。 22：30 立った 姿勢に 保って もらわなければ な 
28 こうして， イスラエルの 王と ユダ 胃24 :6  ら なかった が， やがて 日の 入る ころに 

の 王 エホ シャフ ァトは ラ モト •ギ レア シ出 14:1〇  死んだ 0 

(力） のぼ  い  代!！ 13：14 

デに 上って 行った。 29 そのと き， イ  ^  50:15  1 〇 それから， ユダの 王 エホ シャフ ァ 

い  ス詩 34:7  I  ZW  ぶじ [才）  じぶん 

スラ エルの 王は エホ シャフ ァトに 言っ  |  46:1 V 卜は 無事に エルサレムの 自分の 
た， 「[わたしは] 変装して 戦いに 行く セ 詩 I:6  家に 帰った 0  2 ところで， 幻を 見る 

ことにします が， ぁなたは ご 轉 蘇 箸)1、 ナム) 子 ェヒ； 4 れの 詩に 出て 4 

を 着て ください」。 そこで イスラエルの 第二 欄 て， エホ シャフ ァト 王に 言った， 「助 
王は 変装し， その後， 彼らは 戦いに 行っ ^4 けが 与えられるべき なのは 邪悪な 者に 
た。 30 シリアの 王は， 自分の もので ゥ 対してで しょうか。 あなたが 愛を 抱く 
ある 兵車 隊の 長たち に 命じて， 「お前 ヱ思 ② g べきな のは エホバを 憎む 者たち に 対し 

たちは， 小さい 者 や 大きい 者と ではな - てでしょう か。 それで， このために， あ 

く， ただ イスラエルの 王と だけ 戦うよ  なた に対して エホバの み 前からの 憤 

い  [=,)  才代 1118: 31  (.» 

うに」 と 言って おいた。  31 そして， 18:32 りが あります。 3 それでも， あなたの 
兵車 隊の 長たち は エホ シャフ ァ トを 見 キ代 nl6:7 もとに 見いだ される 幾つかの 善い 事が 
る や， 彼らの ほうは， 「これは イスラ 21-25 あります。 あなたは この 地から 聖 木を 

[ザ）  おも  T  'と  はら M  こころ さ だ 

エルの 王 だ」 と 思った ので ある。 そこ コ^げ 取り払い， 心を 定めて [まことの]# を 
で 人々 は 向き 直って 彼と 戦おうと した。 求めた からです」。 

エホ シャフ ァ トは 援助を 叫び 求める よ  J^°  4 そして， エホ シャフ ァ トは 引き続き 

うに なった ので， エホバが 彼を 助けら シ g:25 エルサレムに 住んだ。 そして， 彼は 再 
れ， そして® は 直ちに 彼らを 誘って 彼 ス^1 びべ エル. シ ェバから エフ ライムの 山 
から 離れさせられた。 32 そして， 兵  11 11 ■[  地に 至る 民の 中に 出て 行く ようになっ 

しゃたい ちょう  セ 代 n 17:6  ふそ 

車隊の 長たち は， それが イスラエルの ソ 代！!3 〇:19 た。 それは 彼らを その 父祖たち の# エ 
王では ない ことを 見て取る や， 直ちに 夕 創2 1:33 ホバに 連れ戻す ためであった 0  5 そ 

かれ  お  もど  い  裁 20:1  かれ  ち  いた ところ 

彼を 追う のを やめて 戻って 行った ので チョ シ 17:1S れ から 彼は この 地の 至る所に， ユダの 

(v)  裁 19:1  ぼうび ほどこ  とし 

ある。  ッサ ：  7:3  すべての 防備の 施された 都市に， 都市 

33 ときに， 何気なく 弓を 引いた 人が テ 申 16:18 ごとに 裁き 人を 配置した。 6 次いで 
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彼は 裁き 人た ちに 言った， 「あな た 方 
は 自分の している ことに 気をつけ なさ 

{7} 

い。 あなた 方が 裁く のは 人の ためでは 
なく， エホバの ためだから です。 [裡] 
は 裁きの 問題に おいて あなた 方と 共に 
おられる のです。 7 それで 今， エホバ 
の 怖れが あなた 方に 臨む ように。 注意 
深く し， 行動しなさい。 わたしたちの 
拽 エホバには， 不義 も， えこひいき も， 
わいろを 取る こと もない からです」。 

8 それに また， エルサレム にも， エホ 
シャフ ァ トは エホバの 裁きの ため， ま 

じゅうみん そしょう  （サ） 

た エル サ レムの 住民の 訴訟の ために， レ 
ビ 人と 祭司の 中の ある 者， および イス 
ラエルの 父方の 家の 頭の 中の ある 者た 
ちを 配置した。  9 さらに， 彼は これら 
の 人に 命令を 下して 言った， 「あなた 

がた  おそ 【V)  ちゅうじつ  まった こころ 

方は エホバを 恐れ， 忠実 さと 全き 心と 
を もって， このように 行なわなければ 
なりません。 10 それぞれの 都市に 住 
んで ぃるぁ なた 勞 のき ■たちから， り i 

けつ [夕） かんれん  りっぽう 【チ）  [ツ） き てい f テ） しほう 

血に 関連し， 律法， おきて， 規定， 司法 
上の 定めに 関連して， あなた 方のと こ 
ろに 来る すべての 訴訟に ついては， あ 
なた 方は， 彼らが エホバに 対して 不当 
な ことを する ことのな いよう， そし 
て 憤 りが あなた 方と あなた 方の 兄弟 
たちに 対して 起きる ことのな いよう， 彼 
らに 警告し なければ なりません。 あな 
た 方は このように 行なって， 罪過を 招 
かないよう にすべき でしょう。 11 そ 
して， ご覧なさい， 祭司 長ア マルヤは あ 
なた 方の 上に いて， エホバの すべての 
事柄に 当たり， また ユダの 家の 指揮者 
イ シュ マエ ルの 子ゼ バド ヤは 王の すべ 
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ての 事柄に 当たります。 それに， つか 
さとして レビ 人 も あなた 方の ために 用 
いる ことができます。 強く あって， 行 
ない なさい。 エホバが 良い ことと 共に 
いてく ださる ように」。 

のち  W 

そして， その後， モ アブの 子ら 
^ とァン モジの 子ら， ぉょ び菠ら 
と共に アモ ニムの 一部の 者が エホ シャ 
ファ トと 戦おうと して 攻めて 来たので 
ある。 2 そこで 人々 は 来て， エホ シャ 
ファ ト に 告げて 言った， 「海の 地方 か 
ら， エドムから 大群が あなたに 攻めて 
来ました。 ご覧なさい， 彼らは ハ ザゾ 
ン. タマル， すなわち， エン. ゲディ 
にいます」。  3 すると エホ シャフ ァト 
は 恐れて， その 顔を 向けて エホバを 求 
めた。 そこで， 彼は ユダ 全& に対して 
断食を ふれ 告げた。 4 ついに ユダの 
人々 は 集まって エホバに 伺った。 すな 
わち， ユダの すべての 都市から 人々 が 
来て， エホバの 助言を 求め;/ •こ。 

5 そこで， エホ シャフ ァ トは エホバ 
の 家の 新しい 中庭の 前で， ユダと エル 
サ レムの 会衆の 中に 立ち， 6 次いで こ 

ぅ备 

わたくし  ふ そ  [ツ） 

「私たちの 父祖た ちの# エホバよ， あ 
なた は 天に おられる# であられ， また 
あなたは 国々 の 民の すべての 王国を 支 
配して おられる のでは あり ません か。 
あなたの み 手には 力と 力強 さが あって， 
だれも あなたに 対抗して 持ち こたえる 
者は ない のではありません か。  7 私 
たちの# よ， あなたが この 地の 住民を 
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13 その 間 ずっと ユダの 人々 は 皆， エ 
ホバ のみ 前に 立って いた。 彼らの 小さ 
い 者たち， 妻たち， 子ら もで ある。 

14 さて， ア サフの 子ら の 出の レビ 
人 マタヌ ヤの子 エイ エルの 子べ ナヤの 
子ゼ カリ ヤ の子ヤ ハジ エルに ついてい 
え ば， エホバの 霊が 会衆の ただ 中で 彼 
に 臨んだ。 15 それゆえ 彼は 言った， 
「ユダの すべての 人々， エルサレムの 住 
民 および エホ シャフ ァ ト 王よ， 注意を 
払いなさい。 エホバは あなた 方に この 
ように 言われ ま した。 『あなた 方は こ 
の 大群の ゆえに 恐れたり， おびえたり 
しては ならない。 この 戦いは あなた 方 
の ものでは なく， 裡の もの だからで あ 
る。 16 明日， 彼らのと ころに 攻め 下 
れ。 見よ， 彼らは ツ ィツの 峠を 通って 
上って 来る。 あなた 方は 必ず エル エル 
の 荒野の 前の 奔流の 谷の 外れで 彼らを 
見つける であろう。 17 あなた 方は こ 
の 場合， 戦う には およばない。 しっか 
り 立ち， 立ち止まって， あなた 方の た 
めの エホバの 救いを 見よ。 ユダと エル 
サ レムよ， 恐れたり， おびえた りして 
はならない。 明日， 彼らに 向かって 出 
て 行きなさい。 そうすれば， エホバは 
あなた 方 と共にい るであろう』」。 

18 直ちに， エホ シャフ ァ トは 地に 顔 
を 伏せて 身を 低く かがめ， ユダの すべ 
ての 人々 と エルサレムの 住民 も， エホ 
バの 前に ひれ 伏して エホバを 拝した。 
19 すると， コハト 人の子ら の 出の レビ 
人と コラ 人の子ら の 出の [レビ 人] が 立 
ち 上がって， 異例の 大声で イスラエル 
の 神 エホバを 賛美した。 


737  助けを 求める エホ シャ 
あなたの 民 イスラエルの 前から 追い 立 
て， これを 定めの ない 時まで も， あな 
たを 愛する 者 アブラハムの 胤に 賜わ っ 
たのではありません か。 8 そして， 彼 
らは そこに 住む ようになり， 次いで あ 
なた のた め， あなたの み 名のた めに， 
そこに 聖 なる 所を 建てて 言い ま した， 

9 『もしも m てが， 麗 城な 観 き， 

あるい は 疫病 や 飢きんが 私たち に 臨む 
ような ことがあれば， 私たちは この 家 
の 前， また あなたの み 前に 立ち ま しょ 
う。 （あなたの み 名は この 家に あるか 
ら です。） それは 私たちの 苦難の 中 か 
ら， あなたに 助けを 呼び 求める ためで 
す。 あなたは 聞いて お救いく ださい ま 
すよう に』 と。 10 ところが 今， ご覧 
ください， アン モンと モ アブ， および 
セイルの 山地の 子ら です。 これらの 者 
は， [イスラエル] が エジプトの 地から 
出て 来たと き， イスラエル がその もと 
に 侵入す るのを あな たが お許しに なら 
なか った 者たち で， [イスラエル] は 彼ら 
の もとから 立ち去り， これを 根絶やし 
にはし ませんで した。 11 しかも， ご 
覧 ください， 彼らは， あなたが 私たち 

しょゆう  [ソ】  しょゆう 

に 所有 させて くださった あな たの 所有 
地から 私たちを 追い出そうと して 入っ 
て 来て， 私たちに 報いよう としてい ま 
す。 12 私たちの 独よ， あなたは 彼ら 
に 裁きを 執行して くださ らな いのです 
か。 私たちに 攻めて 来て いる この 大群 
の 前で， 私たちの うちには 力がない か 
ら です。 私たちは， どうし たらよ いか 
分かりません。 ただ， 私たちの 目は あ 
なた に 向かう のみです」。 
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20 こうして 彼らは 朝早く 起きて， テ 

(7)  こう や M  い 

コアの 荒野に 出て 行った。 そして 彼ら 
が 出て 行く とき， エホ シャフ ァトは 立 
ち 上がり， 彼らに 言った， 「ユダ およ 

じゅう みん 

び エルサレムの 住民よ， わたし [の 言う 
こと] を 聞きなさい。 あなた 方の 裡エ 
ホ パを 信じなさい。 あなた 方が 長く 存 
続す る ものと なる ためで ある。 その 預 
言 者を 信じて， 成功を 収めなさい」。 

かれ  たみ  そうだん (*) 

21 さらに， 彼は 民と 相談し， エホ 
パに 向かって 歌う 者たち， および 聖な 
る 飾り 物を 着けて 賛美を ささ げる 者た 
ちを 配置した が， 彼らは 武装した 者た 
ちの 前に 出て 行っ たと き， 「エホバに 
賛美を ささげよ。 その 愛 ある 親切は 定 
めの ない 時まで も 及ぶ からで ある」 と 
言った。 

22 そして， 彼らが 喜びの 叫び声と 賛 
美の 声を 上げ 始めた 時， エホバは ユダ 
に 入って 来た アン モン， モ アブ および 
セイ ルの 山地の 子ら に 対 して 待ち伏せ 

ものもう  W  たが  う 

する 者を 設けた ので， 彼らは 互いに 打 
ち 合うよう になった。 23 そして， ア 

さんち M 

ン モンと モ アブの 子ら は セイルの 山地 
の 住民に 対 して 立ち上が っ て 彼ら を滅 
びの ために ささげ， 滅ぼし 尽く した。 彼 
らは セイ ルの 住民を 処置 し 終え る や， 互 

たす  じぶん  なかま  おとしい  {夕） 

いに 助けて 自分の 仲間を 滅びに 陥れた。 

24 ところで， ユダは， 荒野の 物見の 
塔のと ころに 来た。 彼らが その 群衆の 

ほう  かお  む  なん  ち  たお 

方に 顔を 向ける と， 何と， 彼らは 地に 倒 

し  { ツ）  のが  もの 

れた 死が いで， 逃れた 者は ひとり もい 
なかった。  25 そこで， エホ シャフ ァ 
卜 とその 民は 分捕り物を 強奪し に 行き， 
彼らの 間に 財貨， 衣服， 好ましい 品物 
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詩 18:21 


を おびただしく 見つけた。 そこで 彼ら 
は 自分たち のために それを はぎ取り， 
ついに もはや 運び きれ なくなった。 そ 
して， 彼らが その 分捕り物を 強奪す る 
のに 三日 かかった。 それは おびただし 
かった からで ある。 26 そして， 四日 
目に， 彼らは ベラ カの 低地 平原に 集合 
した。 その 所で 彼らは エホバを ほめた 
たえた ので ある。 そのような 訳で， 彼 
らは その 場所の 名を “ ベラ カの 低地 平 
原” と 呼んだ 一 今日で もそう である。 

27 それから， ユダと エルサレムの 
人々 は 皆， エホ シャフ ァ トを 先頭に し 
て 帰り ，歓 びを 抱いて エルサレムに 帰っ 
た。 エホバが 彼らを その 敵の ことで 喜 
ばせられ たからで ある。 28 それで 彼 
らは 弦楽器と， たて 琴 および ラッパを 
携えて エルサレムに， エホバの 家に 来 
た。 29 そして， 地の すべての 王国が， 
エホバは イスラエルの 敵と戦われ たと 
いう ことを 聞いた とき， 裡の 怖れが 彼 
らの 上に 臨んだ。  30 こうして， エホ 
シャフ ァ トの 王土には 騒動は なく， 彼 
の# は 引き続き 周りの 至る所で 彼を 休 
ませられた。 

31 そして エホ シャフ ァ トは ユダを 
さらに 治めた。 彼は 治め はじめた とき， 
三十 五 歳で， エルサレムで 二十 五 年間 
治めた。 そして 彼の 母の 名は アズバ と 
いって， シル ヒの 娘であった。 32 そ 
して， 彼は その 父 アサの 道に 歩み 続け， 
エホバの 目に 正しい ことを 行なって， 
その [道] から それなかった。 33 ただ 
し， 高き 所は， なくならなかった。 民 

夕王 I  15:14; 王 I  22:43; 代 n  17:6。 


739  エホ シャフ ァ トの 死。 エホ ラムの 悪い 支配  歴代 第二 20：34 — 21：12 


は， なお も 彼らの 父祖たち の裡に その 
心を 定めて はいなかった ので ある。 

34 エホ シャ ファ トの その他の 事績 
は， 最初の もの も 最後の もの も， まさ 
しく， イスラエルの “ 王たち の 書” に 
載せられた ハナ ニの 子 エヒウ の 言葉の 
中に 記されて いる。  35 そして， この 
後， ユダの 王 エホ シャフ ァ トは， 

な ことを 行なった イスラエルの 王アハ 
ジヤと 提携した。 36 そこで， 彼は 夕 
ル シシュ に 行く ための 船を 造る のに こ 
の [王] を 自分の 提携 者に し， 彼らは エ 
ツヨ ン • ゲ ベルで 船を 造った。 37 と 
ころが， マレ シャの 出の ド ダ ワフの 子 
エリ エゼ ルが エホ シャフ ァ トに 向かっ 
て 預言 的に 語って こう 言った。 「あな 
たが ア ハジ ヤと 提携した ので， エホバ 
は 必ず あなたの 造った ものを 打ち壊さ 
れ るでしょう」。 こうして 船は 難破し， 
タルシシ ュへ 行く 力を 保てなかった。 
A  -i ついに エホ シャフ ァ トは その 父 
/I 祖 たちと 共に 横たわり， “ ダビ 
デの 都市” に その 父祖たち と共に 葬ら 
れ た。 その子 エホ ラムが 彼に 代わって 
治め はじめた。 2 そして， 彼には 兄弟 
たち， エホ シャフ ァ トの 子ら が おり， ア 
ザ リヤ， エヒ エル， ゼ カリヤ， アザリ 
ヤ， ミカエル， シエ ファト ヤ で， これ 
ら はみ な イスラ エルの 王 エホ シャフ ァ 
卜の 子ら であった。 3 そこで， その 父 
は 彼らに 銀， 金， えり 抜きの 品々 など 
の 多くの 贈り物， それと 共に ユダに あ 
る b 備の 施された 都市を 与えた が， 王 
国は エホ ラムに 与えた。 彼は 長子 だっ 
たからで ある。 
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4 エホ ラムは その 父の 王国に 立つ 
と， その 地位を 強固に し， その 兄弟た 
ちを ことごとく 剣で 殺し， また イスラ 
エルの 君たち の 何人 かの 者を も [殺し 
た]。  5 エホ ラムは 治め はじめた と 
き， 三十 二 歳で， エルサレムで 八 年間 
治めた。 6 そして， 彼は アハブ の 家 
の 者たち がした ように， イスラエルの 

みち  あゆ  い  [ゥ） 

王たち の 道に 歩んで 行った。 アハブ の 
娘が， 彼の 妻と なった からで ある。 彼 
は 引き続き エホバの 目に悪い ことを 行 
なった。 7 それでも エホバは， ダビデ 
と 結ばれた 契約の ため， ダビデの 家を 
滅びに 陥れる ことは 望まれなかった。 
彼と その子ら にいつ まで も ともしびを 
与える と言われた 通りであった。 

8  [エホ ラム] の 時代に， エドムは ユ 
ダの 手の 下から 反抗し， 王を 立てて 自 
分たち を 治めさせた。  9 そこで， エホ 
ラムは 彼の 長たち と 一緒に， またす ベ 
ての 兵車 も 彼と 共に 渡って 行った。 そ 
して， 彼は 夜のう ち に 立ち上が り， 彼を 
取り囲ん でいた エドム 人と， 兵車 隊の長 
たちを も 討ち 倒した ので ある。 10 し 
かし， エドムは ユダの 手の 下から 反抗 
し 続けて, 今日に 至ってい る。 ときに， 
リブ ナも その 同じ ころ， 彼の 手の 下 か 
ら 反抗し はじめた ので ある。 彼は その 
父祖たち の 姓 エホ ノ 《を 捨てた からで あ 
る。 11 彼 もまた， ユダの 山々 に 高き 
所を 造った。 それは エルサレムの 住民 
に 不倫な 交わりを 持たせる ため， また 
ユダを 追い やる ためであった。 

12 ついに， 預言者 エリヤの もとから 
彼のと ころに， 次のように 述べる 書き 
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物が 届いた。 「あなたの 父祖 ダビデの 
迚 エホバは このように 言われた。 『あ 
なた は あなたの 父 エホ シャフ ァ トの 道 
にも， ユダの 王 アサの 道に も 歩まず， 
13 イスラエルの 王たち の 道に 歩み， ま 
た アハブ の 家が 不倫な 交わりを 持たせ 
たのと 同様に ユダと エルサレムの 住民 
に 不倫な 交わりを 持たせ， それに あな 
たに 勝って いる あなたの 父の 家の 者， 
あなたの 兄弟たち を さえ 殺した ので， 
14 見よ， エホバは あなたの 民， あな 
たの 乎ら， あなたの 妻たち， あなたの 
全 財産に 大 いなる 一撃を 加えよう とし 
て おられる。 15 そして， あなたは 多 
くの 病気を， 腸の 疾病を 患い， ついに 
日 々その 病気の ために あなたの 腸は 出 
て 来る ようになる』」。 

16 それゆえ， エホバは エチオピア 
人の そばに いた フィ リス ティ ア 人と ア 
ラ ブの 霊を エホ ラム に 対 して 奮い起こ 
させられた。 17 そこで 彼らは ユダに 
上っ て 攻め入り， こ れを 力ず くで 破り， 
王の 家の 中で 見いだ された すべての 財 
産と， 彼の 子ら や 妻たち を も 捕らえて 
行き， 彼には その 一番 年下の 子エ ホア 
ハズの ほか， 男の子は ひとり も 達ら な 
かった。 18 それに， このす ベての こ 
との 後， エホバは 彼に， その 腸に， い 
や し 得な L 、病気を もっ て 災厄を 下され 
ん。 19 そして， 日が たち， それ も満二 
年の 期間が 終わる と， 彼の 腸 は その 病 
気の 間に 外に 出て 来て， やがて 彼は そ 
の 悪い 疾病で 赤んだ。 彼の 民は その 交 
祖 たちの ためにし たように 彼のた めに 
[香を] たいたり はしなかった。 20 彼 
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ェ王 n  8:24 


おさ  さい 

は 治め はじめた とき， 三十 二 歳で， エ 

ねんかん 

ルサ レムで ノ v 年間 治めた。 ついに 彼は 

この  さ  い  ： 就 

好まれる こ ともなく 去って 行った。 そ 

ひとびと  と し 

れで 人々 は 彼を “ ダビデの 都市” に 

ほうむ  [ィ】  まいそう じょ 

葬った が， 王たち の 埋葬 所には [葬ら] 
なかった。 


〇 a それから， エルサレムの 住民は 
彼の 一番 年下の 子ア ハジ ヤを彼 
の 代わりに 王と し， （アラブと 共に 陣 

えい  き  りゃくだつたい  もの  ぜんぶ 

営に 来た 略奪 隊が 年上の 者たち を 全部 
殺して しまったからで あるが，） エホ ラ 
ム の子ア ハジ ヤが ユダの 王と して 治め 
はじめた。 2 ア ハジ ヤは 治めは じめ た 
とき， 二十 二 歳で， エルサレムで 一年 
間 治めた。 そして， 彼の fa の 名は アタ 
リヤ といって， オ ムリの 孫娘であった。 

3 彼 もまた， アハブ の 家の 道に 歩ん 
だ。 彼の 母が 邪悪な ことを する 点で 彼 
の 助言者と なった からで ある。 4 そ 
れで 彼は アハブ の 家と 同様に， エホバ 
の 目に悪い ことを 行ない 続けた。 その 
父の 死後， 彼らが 彼のた めに 助言者と 
なって， 彼を 滅びに 至らせた からで あ 
る。 5 また， 彼が 歩んだ の も， 彼らの 
助言に したがってであった ので， 彼は 

(セ） 

イスラエルの 王 アハブ の 子 エホ ラムと 


とも  (V) 

共に， ラ モト •ギレアデ における シリア 

[夕）  たたか  い 

の 王 ハ ザ エルとの 戦いに 行った が， そ 

いて  う  [チ） 

こで 射手が エホ ラムを 討った。 6 そ 
れで 彼は， シリアの 王 ハ ザ エルと 戦っ 

お  きず [ツ） 

たと きに ラマで 彼らに 負わされた 傷を 

(テ) かえ  き 

エズレ ルで いやす ために 帰って来た。 

[卜）  [ナ） 

ユダの 王 エホ ラムの 子 アザリ ヤ は， 


夕王 n  8:15; 王 n 10:32; チ 王 n  8:28; ツ王 n  8:29; テョ 
シ 19:18; サ n  4:4; 王 n  9:15; 卜 王 n  8:16; ナ王 n  9:16; 代 n 
22:1〇 
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エズレ ルに いる アハブ の 子 エホ ラムを 
見舞いに 下って 行った。 彼が 病気 だっ 
たからで ある。  7 しかし， ア ハジ ヤ 
が エホ ラムの もとに 行く ことによって 
その 没落が 生じた のは 独から 出た こと 
であった。 彼は 着く と， エホ ラムと 共 
に ニ ムシの 孫 エヒウ の もとに 出て 行っ 
た。 これは エホバが アハブ の 家を 断ち 
滅ぼす ために 油 そそがれた 者で あっ 
た。  8 そして， エヒウ は アハブ の 家 
と 論争を 始める や， ユダの 君たち とア 
ハジ ヤの 兄弟たち の 子ら， ア ハジ ヤの 
奉仕者た ちを 見つけて， 彼らを 殺した。 
9 それから 彼は ア ハジ ヤを 捜し求めた。 
人々 はついに 彼が サマリアに 隠れて い 
ると ころを 捕らえ， これを エヒウ の も 
とに 連れて来た。 そこで 人々 は 彼を 殺 
して 葬った。 人々 は， 「彼は 心を つく 
して エホバを 求めた エホ シャフ ァ トの 
孫で ある」 と 言った からで ある。 そし 
て， ア ハジ ヤの 家には 王国の ために 力 
を 保つ 者は ひとり もい なかった。 

10 ア ハジ ヤの母 アタリ ヤ であるが， 
彼女は 自分の 子が 死んだ のを 見た。 そ 
こで 彼女は 立ち上がり ，ユダの 家の 王族 
の 子孫を ことごとく 滅ぼした。 11 と 
ころが， 王の 娘 エホ シャブ アトは アハ 
ジヤの 子 エホ アシュ を 取り， 銨 されよ 
うと していた 王の 子ら の 中から その子 
を 盗み出して， その子と その 乳母を 寝 
いすの ための 奥の 部屋に 入れた。 こう 
して， エホ ラム 王の 娘で， 祭司 エホ ヤ 
ダの 妻で ある エホ シャ ブア トは， （彼 
女が ア ハジ ヤの姉 妹であった ので，） 
アタ リヤの ゆえに その子を 隠して おい 
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た。 それで 彼女は その子を 殺さな かっ 

(7)  かれ  ひとびと  とも 

た。 12 こうして， 彼は この 人々 と 共 

いえ  ねんかん かく 

に [まことの]# の 家に 六 年間 隠れて い 

[イ）  かん  じょおう (ゥ） 

た。 その 間， アタリ ヤが 女王と なって 

ち  し はい  (x) 

この 地を 支配して いた。 
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だい ねん  （才 j 

そして， その 第 七 年に エホ ヤダ 

ゆうき  ふる  ちょう  M 

は 勇気を 奮い， 百 人の 長たち， 


すなわち エロ ハムの 子アザ リヤ， エホ 


ハナンの 子 イシ ュマ エル， オペ デの 子 


アザ リヤ， アダヤ の 子 マ アセヤ ，ジク 
リの子 エリ シャフ ァ トを 招き 寄せ， 彼 
と共に 契約に 加わらせた。 2 後に， 彼 
らは ユダを くまなく 巡り， ユダの すべ 
ての 都市から レビ 人を， また イス ラエ 
ルの 父方の 家の 頭たち を 集めた。 そこ 
で， 彼らは エルサレムに 来た。 3 それ 
から， 全会衆は [まことの] 姓の 家で 王 
と 契約を 結び， その後， 彼は それらの 
人に こう 言った。 

「見よ， 王の 子が， 治める ことになる。 
エホ バが ダビデの 子ら に関して 約束 さ 
れた 通りで ある。 4 あなた 方の する 
事は こうだ。 すなわち， 安息日に 入っ 
て 来る あなた 方， 祭司 および レビ 人の 

ぶん  いりぐち  まも  もの [ツ】 つと  あ 

三分の 一は 入口を 守る 者の 勤めに 当た 

ぶん  いえ [テ] 

り， 5 三分の 一は 王の 家に おり， 三分 
の:^ は “ 基の 門” におり， すべての 民 

なかにわ 【ナ） 

は エホバの 家の 中庭に いる ことになる。 
6 そして， 祭司と， 奉仕す る レビ 人の 者 

(-)  いえ [ヌ） 

たちの ほかは， だれも エホバの 家に 入 


る ことがあって はならない。 これらが 
入る 者たち である。 彼らは 聖 なる 群れ 
だからで ある。 民 も 皆， エホバに 対す 
る 務めを 守る ことになる。  7 そして， 
レビ 人は， 各々 武器を 手に して， 王の 
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周りを 取り囲まなければ ならない。 ま ま23 章 だ！」 と 言った。 14 しかし， 祭司 エ 
た， だれでも その 家に 入る 者は， 殺さ 11:8 ホヤ ダは 軍勢の 任じられた 者たち であ 

ィ ちょぅ  っ  き  かれ 

れ なければ ならない。 それで， 王が 入 ^ 23:1 る 百 人の 長たち を 連れて来て， 彼らに 

ゆ  とも  ウ 広 9:17  い  かのじょ  れつ  うちがわ 

ると きに も， 出て 行く ときに も， 共に X 王 nll:9 言った， 「彼女を 列の 内側から 連れ出 
いなさい」。  才 せ。 だれでも 彼女に 付いて 来る 者は， 

8 そこで， レビ 人 およびす ベての ユ ヵ =1  26:27 剣で 殺されなければ ならない！」 こ 
ダ [の 人々] は， すべて 祭司 エホ ヤ ダが れは 祭司が さきに， 「あなた 方は 彼女 

めい  とお  おこ  (0)  かれ  /  *  いえ 

命じた 通りに 行なった 0 それで 彼らは ク王 D 11:10 を エホバの 家で 殺して はならない」 と 

おのおの あんそくび  く  ぶか  ケ王 n  n：4  かれ 

各々， 安息日に 入って 来る 部下と， 安息  26:26 言った からで ある。 15 そこで 彼らは 

日に 出て 行く 者たち とを 一緒に 率いた。 彼女を 取り 押さえた。 彼女が 王の 家の 

かくく み 【才） せきむ  めんじょ  7  ^  U，"  うま  もん  はい  ぐち  き  ただ 

祭司 エホ ヤ ダが 各 組の 責務を 免除し な シサ nmo 馬の 門の 入り口に 来たと き， 彼らは 直 

さいし  サ D 12：30  ころ （ウ） 

かった からで ある。  9 さらに， 祭司 エ ス申 mis ちに そこで 彼女を 殺した。 

ホヤ ダは [まことの]® の 家に ある， ダ II]  16 それから， エ ホヤ ダは 彼 自身と す 

!キ) やり  たて  まる だて [ク）  ^  1 たみ  あいだ  かれ 

ビデ 王の ものであった 槍， 盾， 円 盾を 夕王 nuw ベての 民と 王との 間で， 彼らが エホバ 

ちょう  W  わた  つ  かれ  チ 王 17:15  けいやく  むす 

百 人の 長たち に 渡した。 10 次いで 彼 王 n  23:3 の 民と してと どまる という 契約を 結ん 
はすべ ての 民を， それ も 各々 飛び道具 だ。 17 その後， すべての 民は バアル 
を 手に 持たせて， その 家の 右側から 家 15:24 の 家に 行って， これを 取り壊した。 そ 

ひだりがわ いた  さいだん  かたわ  卜 土11 :40  さいだん (力）  ぞう  う  （キ） 

の 左側に 至る まで， 祭壇 や 家の 傍らに， ^ 11:10 して， その 祭壇と その 像を 打ち壊し， 

ちか  まわ  はいち  ⑶  ナ王 I 1:39  さいし  ；ク1  まえ  ころ 

王の 近くの 周りに 配置した。 11 それ  111 9:13  バアルの 祭司 マタンを 祭壇の 前で 殺し 

かれ  つ  W  二 代 I  25:7  (ヶ 1 

から， 彼らは 王の 子を 連れ出し， その _ た。 18 さらに， エ ホヤ ダは エホバの 

子に iimi けさせ， 彼を 王と し 第二 欄 蒙の し 叙を 察^] [と] レビ び人 の 手に ゆだね 
たので， エ ホヤ ダと その子ら は 彼に 油 ン==45 た。 彼らは， ダビデが， モー セの 律法に 

[ゼ]  い  なが  しる  よろこ 

を そそいで， 「王が 生き長らえ ますよ ゥ mm6 記されて いると ころに したがって， 歓 

M  い  エ王 n  n：i7  うた 

うに！」 と 言った。  34:31 びと， ダビデの 手に よる 歌と を もって 

12 アタリ ヤは ，走りながら 王を た エホバの 焼燔の 犠牲を ささげる ために， 
たえる 民の 声を く  i ， すぐに エホバ ftl  34；7 エホバの 家 [の 勤め] に 当たる 組に 分け 
の 家の 民のと ころに 来た 0 13 そこで キ 出32:20 た 人々 である 0 19 それで， 彼は エホ 

かのじょ  なん  はい  ぐち  ク h£D11:18  いえ  もん かたわ  レ 1 もんえい (ス） はいち 

彼女が 見る と， 何と， 王が 入り口の そ ヶ申 135  バの 家の 門の 傍らに 門衛を 配置し， ど 

はしら かたわ  [チ）  申 13：9  てん  けが  もの 

の 柱の 傍らに 立って おり， 王の 傍らに  18:40 んな 点で も 汚れた 者は だれも 入らせな 

きみ  ('»  if)  コ代 123:6  かれ 

は 君たち が おり， ラッパが あって， こ  23:30 いように した 0  20 さて， 彼は 百 人の 
の 地の 民は みな 歓 び， ラッパを 吹き 長たち， 貴人たち， 民を 治める 者たち， 
鳴らして おり， 歌の 楽器を 持つ 歌うた 12 ^ すべての 地の 民を 率いて， エホバの 家 
いや， 賛美を ささげる 合図を する 者た  26：13 から 王を 連れ 下った。 そこで 彼らは そ 

ち も [歓ん でいた] 。直ちに アタリ ヤは ソ王 のま ま 上の 門を 通って 王の 家に 着き， 
その 衣を 引き裂き， 「陰謀 だ！ 陰謀 夕 骂 以 3 王を 王国の 王座に 着かせた。 21 こう 
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して， この 地の 民は みな 引き続き 歓 び， 
この 都には 何の 騒動 もなかった。 アタ 
リヤを 彼らは 剣で 殺した ので ある。 

エホ アシュ は 治め はじめた とき， 
△生 七 歳で， エルサレムで 四十 年間 
治めた。 そして 彼の 母の 名は ツィ プヤ 
といって， ベ エル •シヱ バの 出身で あっ 
た。  2 そして エホ アシュ は 祭司 エホ 
ヤ ダの 時代 中 ずっと， エホバの 目に 正 
しい ことを 行ない 続けた。  3 そして 
エ ホヤ ダは 彼のた めに 二人の 妻を 得さ 
せ， 彼は 息子 や 娘たち の 父と なった。 

4 さて， その後， エホバの 家を 修復 
する ことが エホ アシュ の 心に 掛かった 
ので ある。 5 それゆえ 彼は 祭司と レビ 
人を 集めて， 彼らに 言った， 「ユダの 
諸 都 ife へ 出て 行き， 年 ごとに あなた 方 
の裡の 家を 修理す るた め 全 イスラエル 
から 金を 集めなさい。 あなた 方は， こ 
の 事で 急いで 行なうべき である」。 と 
ころが， レビ 人は 急いで 行なわな かっ 
た。 6 それで 王は 頭エ ホヤ ダを 呼ん 
で， 彼に 言った， 「証の 天幕の ために， 
エホバの 僕 モー セに より 命じられた 聖 
なる 税金， すなわち イスラエルの 会衆 
の [税金] を ユダと エルサレムから 持っ 
て 来る ことで， あなたが レビ 人に 釈明 
を 求めなかった のは， どういう 訳です 
か。 7 というのは， かの 邪悪な 女ア 
タ リヤ に関しては， その子ら が [まこと 
の]# の 家に 押し入り， エホバの 家の 
聖 なる ものを もみな バアルに 供えた か 
ら です」。 8 そこで 王が [命令] を 下す 
と， 彼らは ひとつの 大 箱を 造り， それ 
を エホバの 家の 門の 外に 置いた。 9 そ 
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箴 29:2 
イ王 n 11:20 


の 後， [まことの] 裡の僕 モー セに より 
荒野で イ スラ エルに 命じら れた聖 なる 
税金を エホバの もと に持っ て 来る よう 
に， 彼らは ユダと エルサレムの 至る所 
にお 触れを 出した。 10 すると， すべ 
ての 君たち， およびす ベての 民は 歓ぶ 
ようになり， 彼らは それを 持って来て 
は大 箱に 投げ入れ たので， ついに 彼ら 
はみ な 与えた。 

11 そして， しかるべき 時に 彼は そ 
の大 箱を レ ビ 人の 手に よっ て 王の 監督 
[のな される ところ] に 持って来 るので 
あった が， 彼らが たくさんの 金が ある 
のを 見る と， 王の 書記官と 祭司 長の 事 
務官が 来て ，その 大 箱を 空け， それを 持 
ち 上げて， 元の 場所に 返した。 彼らは 
日々 このように したので， 金を おびた 
だしく 集めた。 12 そこで， 王と エホ 
ヤ ダは これを エホバの 家の 奉仕の 仕事 
を 行なう 者たち に 渡した が， 彼らは エ 
ホ パの 家を 修復す るた めに 石切り エと 
職人 を， また エホバの 家を 修理す るた 
めに 鉄と 銅の 細工 師をも 雇う 者で あっ 
た。 13 こうして， 仕事を 行なう 者た 
ちは i 事を 始めた ので， 修理の 仕事は 
彼らの 手に よって 進展して ゆき， つい 
に 彼らは [まこ との] 裡の 家を 構造 上 そ 
の あるべき 様に 立たせ， これを 堅固に 
した。 14 そして， 彼らは [これを] 完 
成す る や， 残りの 金を 王と エホ ヤ ダの 
前に 持って来て， さらに エホバの 家の 
ために 器具を， すなわち 奉仕の ため， 
また 捧げ物を 供える ための 器具， 杯， 
金 銀の 器を 造った。 そして 彼らは エホ 
ヤ ダの 時代 中 ずっと， エホバの 家で 焼 
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燔の 犠牲を 絶えず ささ げる 者であった。 

15 そして， エ ホヤ ダは 年老い， よわい 
に 満ち足りて， やがて 死んだ が， その 死 
ん だとき は 百 三十 歳であった。 16 そ 
こで， 人々 は 彼を “ ダビデの 都市” に 
玉たち と 一緒に 葬った。 彼は イス ラエ 
ルで， また [まことの] 裡 とその 家に 関 
して 善い こと を 行な っ たからで ある。 

17 そして， エ ホヤ ダの 死後， ユダの 
君たち が 来て， 王に 身をかがめた。 そ 
のとき， 王は 彼ら [の 言う こと] を 聴き 
入れた。 18 それで， 彼らは やがて そ 
の 父祖たち の® エホバの 家を 捨てて， 
聖木や 偶像に 仕え るよう にな っ たので， 
彼らの この 罪科の ゆえに 憤りが ユダと 
エルサレムに 臨んだ。 19 そこで， エ 
ホ パは 彼 らをご 自分の もと に 連れ戻 そ 
うと して 預言者た ちを 彼らの 中に 遣わ 
し 続けられた。 [預言者] たちは 彼らに 

たい  あか  む 

対して 証し し 続けた が， 彼らは 耳を 向 

(サ） 

けなかった。 

20 ときに，® の 霊が 祭司 エホ ヤ ダの 
子ゼ カリヤを 包んだ ので， 彼は 民の 上 
に 立ち上がって， 彼らに 言った， 「[ま 
ことの]® はこの よう に 言われた。 『あ 
なた 方は なぜ エホバの おきてを 踏み 越 
えて， 成功を 収める ことができず にい 
るの か。 あなた 方が エホバを 捨てた た 
めに， [被] もまた， あなた 方を 捨てら 
れ るであろう』」。 21 ついに 人々 は 彼 
に対して 陰謀を 企て， エホバの 家の 中 
庭で 王の 命令に より 彼を 石 撃ちに した。 
22 こうして， 王 エホ アシュ は 彼の 父エ 
ホヤ ダが 自分に 表わして くれた 愛 ある 
親切を 思 L ヽ 起こさ なか っ たので， その子 


ス代 n  23：n 
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ソ裁 6:34 
代 I  12:18 
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を 殺した が， 彼は まさに 死のうと してい 
たと き， 「エホバが これを ご覧に なり， 
代償を 求められる ように」 と 言った。 

23 そして， その 年の 変わり目 のこ 
ろ， シリアの 軍勢が 彼に 向かって 攻め 
上り， ユダと エルサレムに 侵入し はじ 
めた ので ある。 そして， 彼らは 民の 君 
たちを 民の 中から ことごとく 滅びに 陥 
れ， その 分捕り物を みな ダマスカスの 
王の もとに 送った。 24 シリア 人の 軍 
勢は 少 人数で 侵入 したので あった が， 
エホバが 非常に 大勢の 軍勢を 彼らの 手 
に 渡された ので ある。 これは 彼らが そ 
の 父祖たち の迚 エホ バを 捨てた からで 
ある。 こうして エホ アシュ に， 彼らは 
裁きを 執行した。 25 そして， 彼らが 
[エ ホア シュ] の もとから 去って 行った 
とき， （彼らは 多くの 疾患の ある 彼を 捨 
てた ので あるが，） 彼の 僕たちが 祭司 エ 
ホヤ ダの 子ら の 血の ために 彼に 対して 
陰謀を 企てて， 彼を その 寝い すの 上で 
殺した。 こうして 彼は 死んだ。 そこで 
人々 は 彼を “ ダビデの 都市” に 葬った 
が， 王た ちの 埋葬 所に は 葬らな かった。 

26 そして， これらは 彼に 対して 陰謀 
を 企てた 者たち であった。 すなわち， ア 
ン モン 人の 女 シム アトの 子 ザバ ド， お 
よび モア ブ 人の 女 シム リ トの 子 エホ ザ 
バドで ある。 27 彼の 子ら， 彼に 対す 
る お びた だし L ヽ 宣告 お よび [まことの] 
拽の 家の 土台を 置く ことにつ いては， 
まさしく  “ 王たち の 書” の 注釈に 記さ 
れ ている。 こうして， その子 アマ ジヤ 
が 彼に 代わって 治めは じめ た。 
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王 アマ ジヤ。 エドムを 撃ち破る 


25 


アマ ジヤ は 二十 五 歳で 王 となり， 
エル サ レムで 二十 九 年間 治めた。 
そ して 彼の 母の 名は エホ ア ダンと いっ 
て， エルサレムの 出であった。  2 そし 
て， 彼は エホバの 目に 正しい ことを 行 
ない 続けた が， ただ 全き 心を 抱いて は 
いなかった。 3 そして， 王国が 彼の 上 
に 強くなる や， 彼は 自分の 父で ある 王 
を 討ち 倒した 僕たちを 速やかに 殺した 
ので ある。  4 けれども， 彼らの 子ら 
は 殺さないで， 律法， すなわち モー セ 
の 書に 記されて いると ころに したがっ 
て [行なった ので ある]。 そこでは エホ 
バは 命じて こう 言われて いた。 「父は 
子の ために 死ぬべき ではなく， 子 も 父 
のために 死ぬべき ではない。 ただ， 死 
ぬべき なのは， 各々 自分の 罪の ためで 
ぁる」 。 

5 それから， アマ ジヤは ユダを 集め， 
父祖の 家に したが っ て， ユダ およびべ 二 
ヤミ ンの すべて [の 人々] のために 千 人 
の 長 わよ び 百 人の 長 ごとに 彼らを 立た 
せた。 次いで 二十歳 以上の 者たち を 登 
録 し， ついに 彼らが 小 槍や大 盾を 扱っ 
て 従軍す る 精鋭 三十 万人 [である こと] 
に 気づいた。  6 さらに， 彼は イス ラエ 
ルから 銀 百 タラントで， 勇敢で 力の あ 
る 者たち 十万 人を 雇った。 7 ときに， 
ある [まことの]# の 人が 彼の もとに 来 
て 言った， 「ああ， 王よ， イスラエルの 
軍を あなた と共に 行かせて は なり ませ 
ん。 エホバは イスラエル， [すなわち，] 
すべての エフ ライムの 子ら とは 共に お 
られ ないから です。 8 それでも， あな 
たは 行って， 行動し， 戦いの ために 勇 


歴代 第二 25:1—14 

気を 出しなさい。 [まことの] 裡は 敵の 
前に あなたを つまずかせる こと もで き 
ましょう。 姓には 助ける 力 も， つまず 
かせる [力] も あるから です」。  9 そこ 
で アマ ジヤは [まことの]# の 人に 言っ 
た， 「しかし， わたしが イスラエルの 都 
隊に 与えた 百 タラント はどうし ま しょ 
うか」。 これに 対して [まことの] 裡の 
人は 言った， 「エホバには これよりも 
多くの ものを あなたに 与える 手 だてが 
あります」。 10 それゆえ， アマ ジヤは 
彼らを， すなわち， エフ ライムから 彼 
の もとに 来た 部隊を 取り分けて， 彼ら 
の 所に 行かせた。 ところが， 彼らの 怒 
り が ユダに 対 して 非常に 激しく 燃えた 
ので， 彼らは 怒りに 燃えながら 自分た 
ちの 所へ 帰った。 

11 そして アマ ジヤの ほうは， 勇気を 
奮い起こし， 自分の 民を 率いて， “塩 
の 谷” に 行った。 そして セイルの 子ら 
を， [そのうち] 一万 人を 討ち 倒した。 
12 また， ユダの 子ら が 生け捕った 者た 
ち 一万 人が いた。 そこで 彼らは それら 
の 者を 大 岩の 頂に 連れて行き， 大 岩の 
頂から 彼らを 投げた ので， 彼らは ひと 
り 残らず， 張り裂けて しまった。 13 ア 
マジ ヤが 自分と 共に 戦いに 行かせずに 
送り返した 部隊の 隊員は， サマリア か 
らべ卜 •ホ ロンに 至る まで， ユダの 諸 
都市に 侵入し， そのうち 三千 人を 討ち 
倒し， 多くの 物を 強奪した。 

14 しかし， アマ ジヤは エドム 人を 討 
ち 倒して 帰って来て 後， 今度は セイル 
の 子ら の 神々 を 持ち帰って， これを 自 
分の ために 神々 として 立て， その 前に 
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歴代 第二 25:15—27  アマ ジヤは イスラエルに 挑む が， 撃ち破られる 


身をかがめ， それらの ために 犠牲の 煙 
を 立ち上らせる ようになった。 15 そ 
こ で エホバの 怒り が アマ ジヤ に 対 して 
燃えた ので， [迚] は 彼の もとに 預言者 
を 遣わして， こう 言われた。 「なぜ あ 
なた は， あなたの 手から 自分たち の 民 
を 救い出さなかった その 民の 神々 を 求 
めた のか」。 16 そして， 彼が 王に 語っ 
たと き， [王] は 直ちに 彼に 言った， 「わ 
た したち は あなたを 王の 顧問 官に でも 
したの か。 身の ためを 思って やめな さ 
い。 どうして 人々 が あなたを 討ち 倒さ 
なければ ならない のか」。 そこで， 預 
W 者は やめた が， こう 言った。 「わた 
しは， 神が あなたを 滅びに 陥れようと 
k 意され たこと を まさ しく 知ってい ま 
す。 それは， あなたが この ことを 行な 
い， わたしの 助言を 聴かなかった から 
であ。 

17 それから， ユダの 王 アマ ジヤは 
fe 談 し， イスラエルの 王 エヒウ の子エ 
ホア ハ ズの子 エホ アシュ に 人を やって 
言った， 「さあ， 互いに 顔を合わせよ 
うでは ないか」。 18 そこで， イス ラエ 
ルの 王 エホ アシュ は ユダの 王 アマ ジヤ 
に 人を やって 言った， 「 レバ ノ ン にあ 
る とげの ある 雑草が， レバノン にある 

に， 『どうか， あなたの 娘を わたし 
の 息子に 妻と して 下さい』 と 言い送 っ 
た。 ところが， レバノン にいる 野の 野 
獣 が 通り過ぎて， その とげの ある 雑草 
を 踏みに じった。 19 あなたは， さあ， 
お前は エドムを 討ち 倒した， と 自分 自 
身に 言った。 そして， あなたの 心は あ 
なた を 高め， 栄光を 受けさせ ようとし 


た。 今は， どうか， 自分の 家に とどま っ 
ていても らいたい。 どうして， あなた 
は 悪い 状況の 中で 争いを 起こし， あな 
たも， あなたと 共に ユダ も 倒れな けれ 
ばなら ない のか」。 

20 しかし， アマ ジヤは 聴き 入れな かっ 
た。 これは， 彼らが エドムの 神々 を 求 
めた ので， 彼らを 彼の 手に 渡す 目的で 
[まことの] 裡 から 出た ことだった から 

{力） 

である。  21 そこで， イスラエルの 王 
エホ アシュ は上っ て 来て， ふた りは， す 
なわち 彼と ユダの 王 アマ ジヤ は， ユダ 
に 属する ベ ト • シェ メシュで 互いに 顔 
を 合わせた。  22 そして ユダは イスラ 
エルの 前に 撃ち破られ たので， 彼らは 
各々 自分の 天幕に 逃げ去 っナ こ。 23 そ 
して， エホ アハズ の 子 エホ アシュ の 子， 
ユダの 王 アマ ジヤ を， イスラエルの 王 
エホ アシュ はべ 卜. シェ メシュで 捕ら 
え， その後， 彼を エルサレムに 連れて 
来て， エルサレムの 城壁に “エ フライ 
ムの 門’’ から “ 隅の 門” に 至る まで， 
四百 キュ ビト にわ たって 破れ 口を 作っ 
た。  24 また， [まことの]® の 家で 才 
ベ デ •エ ドムの もとに 見いだ された す 
ベての 金銀 およびす ベての 器物 類， 王 

ざいほう {チ）  ひとじち  と 

の 家の 財宝， それに 人質を [取り]， そ 
れ から サマ リアに 帰っ；/ ■こ。 

25 そして， ユダの 王 エホ アシュ の 
子 アマ ジヤは イスラエルの 王エ ホア ハ 
ズの子 エホ アシュ の 死後， 十五 年生き 
長ら えた。 26 アマ ジヤの その他の 事 
績 は， 最初の もの も 最後の もの も， 見 
よ， ユダと イスラエルの “ 王たち の 書” 
に 記されて いるでは ないか。  27 そし 
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歴代 第二 25:28—26:15 

なった。 ついに 彼の 名声は エジプトに 
まで 及んだ。 彼が 異例な ほどに 強さを 
発揮した からで ある。  9 さらに， ウジ 
ヤは エルサレムで， “ 隅の 門”， “ 谷の 
門”， “ 控え 壁” の そばに 塔を 建てて， 
これを 強固に した。 10 その上， 彼は 
荒野に 塔を 建て， 多くの 水 溜めを 切り 
掘り （彼の ものと なった たくさんの 畜 
類が いたから であるが）， シヱ フヱ ラ や 
台地に もまた [そうした]。 山々 や カル 
メルには 農夫 やぶ どう 栽培 者たち がい 
た。 それは 彼が 農耕を 好む 人だった か 
ら である。 

11 さらに， ウジ ヤは 戦いを 行なう 軍 
勢を 持って いたが， 彼らは 書記官 エイ 
エルと つかさ 人 マ アセヤ の 手に よる そ 
の 登録者 数に より， 王の 君たち のうち 
の ハナ ニヤの 指揮 下で， 部隊に [分かれ 
て] 兵役に 服 して 出て 行く 者たち であ っ 
た。 12 勇敢で， 力の ある 者たち で， 父 
方の 家の 頭たち の 総数は， 二 千 六 百 人 
であった。 13 そして 彼らの 指揮 下で 
軍隊は 三十 万 七 千 五 百 人で あり， 王を 
助けて 敵に 当たる 軍勢の 力を もって 戦 
いを 行なう 者たち であった。 14 そし 
て ウジ ヤは 引き続き 彼らの ため， その 
せ ■のために， S: 祕： かぶん ふ 
札 かたびら， 弓， 石 投げの 石を 用意し 
た。 15 さらに， 彼は エルサレムで， 
技術者の 考案した ものである 戦闘 機械 
を 造った。 これを 塔の 上 や， 隅の 上に 
据えて， 矢や大 石を 射る ためであった。 
それゆえ， 彼の 名声は 大変 遠くまで 及 

チ 代 n  11:12; 代  n  14:8; 代  n  25:5; ツサ I  17:5: エレ 46:4; 
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747  ウジ ヤの 力； 戦 L 

て， アマ ジヤが エホバに 従う のを やめ 
た 時から， 人々 は エルサレムで 彼に 対 
して 陰謀を たくらんだ。 ついに 彼は ラ 
キシュに 逃げた が， 彼らは 人を やって 
彼を ラキシュまで 追い， そこで 彼を 殺 
させた。 28 それで， 人々 は 彼を 馬に 
載せて 運び， ユダの 都市に その 父祖た 
ちと 共に 彼を 葬った。 

たみ I 力 1  [キ 1 

そこで ユダの 民は みな ウジ ヤを 
^ 取り， 彼は 十六 歳であった が， こ 
れを その 父 アマ ジヤの 代わりに 王と し 
た。  2 王が その 父祖たち と共に 横た 
わって 後， 彼が エロ^を 建て直し， こ 
れを ユダに 復帰 させた ので ある。 3 ウ 
ジヤは 治めは じめ たと き ，十六 歳で， エ 
ルサ レムで 五十二 年間 治めた。 そして 
彼の 母の 名は エコ ルヤ といって， エル 
サ レムの 出であった。  4 そして 彼は 
エホバの 目に 正しい ことを 行ない 続け 
た。 すべて その 父 アマ ジヤが 行なった 
通りであった。  5 そして 彼は， [まこ 
との]# への 恐れを 教え 論す 者で あっ 
たゼ カリ ヤの 時代には 絶えず 拽を 求め 
るので あった。 彼が エホバを 求めた 間， 
[ま ことの] 拽は 彼を 栄えさせられた。 

6 こうして 彼は 出て 行って， フ ィリ 
ス ティ ア 人と 戦い， ガトの 城壁， ヤブネ 
の 城壁， アシュ ド ドの 城壁を 打ち破り， 
その後， アシュ ドド [の 領地] に， また 
フィ リス ティア 人たち の 中に 都市を 建 
てた。  7 そして， [まことの] 裡は 引き 
fc き 彼を 助けて フィリス ティア 人， グ 
ルバ アルに 住む アラビア 人， メウ ニム 
に 立ち向かわせた。  8 そして アン モ 
ン 人は ウジ ヤに貢 ぎ 物を 納め るよう に 


21822266711223  9  743  2 
3  5  14  14  :  6  ..16524  ..247  ..  3  ..  • 


彻茲 w -a -i 到汩到 伽 ィィ莉 i-, 迎 創申彻 似 3EI 詩箴 -y-n 伽ィ似 ョョ -y-I ョ 似 伽 詩 使 ftn 如 創 裁 - y-n 似 


第 26 章 


第 27 章 


歴代 第二 26：16—27：6  ウジ ヤは ごつ 慢 になり， らい 病に かかる。 ヨ タム  748 


ん だ。 彼が 驚くべき 仕方で 助けられて， 
ついに 強く なった からで ある。 

16 ところが， 彼が 強くなる や， そ 
の 心は 滅びを もた らすほ どに ごう 慢に 
なった ので， 彼は その# エホバに 対し 
て 不忠実な ことを し， エホバの 神殿に 
入って 香の 祭壇の 上で 香を たこうと し 
た。 17 直ちに 祭司 アザ リヤ と， 彼と 
共に エホバの 祭司たち， 八十 人の 勇敢 
な 者たち が， 彼の 後に ついて 入った。 
18 そこで， 彼らは 王 ウジ ヤに 向かって 
立ち上がり， 彼に 言った， 「ウジ ヤ よ， 
エホバに 香を たく のは あなたの する こ 
とでは なく， 香を たくのは， 神聖な も 
のとされ た 者たち， ア ロンの 子ら であ 
る 祭司たち のす る ことです。 聖 なる 所 
から 出て 行きなさい。 あなたは 不忠実 
な ことを したから です。 それは あなた 
に とって エホバ# からの 何の 栄光に も 
なりません」。 

19 ところが， ウジ ヤは k 怒し， そ 
の 間に も 手には 香を たくた めの 香炉が 
あった。 彼が 祭司たち に対して 激しい 
b りを 抱いて いる 間に， その 祭司たち 
の 前， エホバの 家の 中， 香の 祭壇の 傍 
ら で， らい 病が 彼の 額に 突然 現われ 
た。 20 祭司 長 アサ リヤと 祭司たち 全 
k が 彼の 方を 向く と， 何と， 彼の 額は 
らい 病に 冒されて いた。 そこで， 彼ら 
は 興奮して 彼を そこから 立ち退かせた 
が， 彼 もまた 急いで 出て 行った。 エホ 
パが 彼を 打たれた からで あ 4。 

21 そして， 王 ウジ ヤは 死ぬ 日 までら 
い 病人の ままで， らい 病人と して， 務め 
を 免除され て 家に 住んで いた。 彼は ェ 


ホバの 家から 断たれた からで ある。 一 
方， その子 ヨ タムが 王の 家を つかさど 
り， この 地の 民を 裁いて いた。 

22 そして， ウジ ヤの その他の 事績 
は， 最初の もの も 最後の もの も， アモ 
ツの 子， 預言者 イザヤが 書き記した。 
23 ついに ウジ ヤは その 父祖たち と共に 
横たわった。 それで， 人々 は 彼を その 
父祖たち と共に， [ただし] 王たち の も 
のであった 埋葬地の 野に 葬った。 それ 
は 人々 が， 「彼は らい 病人で ある」 と 
言った からで ある。 そして， その子 ヨ 
タムが 彼に 代わって 治め はじめた。 

ヨ タムは 治め はじめた とき， 
い 二十 五 歳で， エルサレムで 十六 
年間 治めた。 そして 彼の 母の 名は エル 
シャ といって， ザ ドクの 娘であった。 
2 そして 彼は すべて その 父 ウジ ヤが行 
なった 通りに， エホバの 目に 正しい こ 
とを 行ない 続けた。 ただ， エホバの 神 
殿には 侵入し なかった。 しかし， 民は 
な おも 滅びを もたらす こと を 行なって 
いた。 3 彼は， エホバの 家の 上の 門 
を 建て， オフェルの 城壁の 上に たくさ 
んの ものを 建てた。 4 また， 幾つか 
の 都市を ユダの 山地に 建て， 森林地帯 
には1 防備の 施された 所 と 塔を 建てた。 
5 そして 彼は， アン モンの 子ら の 王と 
戦い， ついに 彼らよりも 強く なった の 
で， アン モンの 子ら は その 年に 銀百夕 
ラン ト， 小麦 一万 コル， 大麦 一万 [コル] 
を 彼に 贈った。 これは アン モンの 子ら 
が 彼に 支払った もので， 第二 年に も 第 

そ 
た。 


三 [年] にも [そのよう にした] 0 

みず か  つよ 

れ で， ヨ タムは 自らを 強く してい 


5  3  06  2  3  3  4 
3:5  〇  4  14  oil  07  :  :  :  2  5  5  :  45 
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アハズ の 悪い 支配。 ユダは 撃ち破られる 


歴代 第二 27：7—28：12 


彼が その# エホバの 前に 自分の 道を 整 
えたから である。 

7 ヨ タムの その他の 事績， および そ 
のす ベての 戦いと 彼の 行ないは， まさ 
しく イスラエルと ユダの “ 王たち の 
書” に 記されて いる。 8 彼は 治めは 
じめ たと き， 二十 五 歳で， エルサレム 
で 十六 年間 治めた。  9 ついに ヨ タム 
は その 爻祖 たちと 共に 横たわり， 人々 
は 彼を “ ダビデの 都市” に 葬った。 そ 
して， その子 アハズ が 彼に 代わって 治 
めは じめ た。 


28 


アハズ は 治めは じめ たと き ，二十 
歳で， エルサレムで 十六 年間 治め 
たが， 彼は その 父祖 ダ ビデの よう ， エ 
ホバの 目に 正しい ことを 行なわな かっ 
た。  2 かえって， 彼は イスラエルの 
王たち の 道に 歩み， 铸 物の 像を さえ バ 
アルの ために 造った。 3 そして 彼は， 
ヒンノ ムの 子の 谷で 犠牲の 煙を 立ち上 
ら せ， エホバが イスラエルの 子ら の 前 
から 追い払われた 諸国 民の 忌むべき こ 
とに ならって， 自分の 子ら を 火で 焼く 
ようになった。 4 また， 彼は 高き 所， 
丘の 上, 生い茂った すべての 木の 下で， 
いつも 犠牲を ささげ， 犠牲の 煙を 立ち 

のぼ 

上らせた。 

5 それゆえ， その 迚 エホバは 彼を 
シリアの 王の 手に 渡された ので， 彼ら 
はこれ を 討ち， その もとから 多数のと 
りこを 連れ去り， ダマスカスに 連れて 
行った。 それに 彼は また， イスラエル 
の 王の 手に も 渡された ので， [王] はこ 
れを 討って 大いに 殺した。  6 こうし 
て， レ マルヤの 子ぺカ ハは ユダで 一日 


のうちに 十二 万人を 殺した。 皆， 勇敢 
な 者たち であった。 これは 彼らが その 
父祖たち の拽 エホ ノ 《を 捨てた ためで あ 
る。  7 さらに， エフ ライムの 力の ある 
者で ある ジクリ は 王の 子 マ アセヤ ，そ 
の 家の 者た ちの 指揮者 ア ズリ カム ; .赛 
に 次ぐ 者 エル カナを 殺した。  8 その 
上， イスラエルの 子ら は その 兄弟のう 
ちから， 女たち， 息子 や 娘たち 二十 万 
人を 捕らえて 行き， またたく さんの 分 
捕り物を 強奪物と して 彼らのと ころ か 
ら 取り， その後 その 分捕り物を サマリ 
アに 持って行った。 

9 そして， そこには その 名を オデド 
という エホバの 預言者が いた。 そこで， 
彼は サマ リアに 入っ て 来た 軍の 前に 出 
て 行って， 彼らに 言った， 「見よ， あ 
な た 方の 父祖たち の# エホ ノ 《が 彼らを 

わた 

あなた 方の 手に 渡された のは， ユダに 
対する [拽] の 激怒の ためであった。 そ 
れ で， あなた 方は 天にまで 達し/ •こ 激し 
い 怒りを 抱いて 彼らの 中で 殺す ことを 
した。 10 そして 今， ユダと エル サレ 
ムの 子ら を， あなた 方は 自分たち のた 
めに 強いて 下男 やは しために しようと 
思って いる。 それ にもかかわらず， あ 
なた 方に も， あなた 方の 拽 エホバに 対 
する 罪科の 事例が あるので はない か。 
11 それで 今， わたし [の 言う こと] を 聴 
き， あな た 方が 自分た ちの 兄弟の ところ 
から 捕らえた とりこを 帰しなさい。 エ 
ホ バの 燃える 怒り が あな た 方に 向か っ 
ている からだ」。 

12 そこで， エフ ライムの 子ら の 頭の 


ケ マタ 7:2; ヤコ 2:13: コ イザ 9:21; サ代 I  28:1 
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うちの [ある] 人々， すなわち エホ ハナ 第28 章 依存す る 町々， および ギムゾ とそれ に 
ンの子 アサ リヤ， メシレ モトの 子べ レ J*22；2J 依存す る 町々 を 奪い取り， 彼らは そこ 
クヤ ，シャルムの 子 エヒズ キヤ， ハ ドラ  nv  2:5 に 住む ようになった。 19 これは エホ 

せんえき  かえ  き  ヴ代 I 12:23 

イ の子ア マサが， 戦役から 帰って来た ェ匕⑶ バが イスラエルの 王 アハズ の ゆえに ユ 
者たち に 向かって 立ち上がり， 13 彼ら ^S28；?2 ダを 低く された からで あり， 彼が ユダ 

い  がた  キ ヨブ 31:19  っっし  お  （ィ） 

に 言った， 「あな た 方は とりこを ここ  詩 1〇6：46 で 慎みの な いこと を 起 こる ままに し， 

つ  き  イザ 58:7  たい  はなは ふちゅうじつ  おこ 

に 連れて来て はならない。 それは エホ ク56さ5 エホバに 対して 甚だ 不忠実な ことを 行 
パに 対する 罪科を わたしたち にもたら S なって いたから である。 

す ことになる からだ 0 あなた 方は わた サ 申34:3  20 ついに， アッシリアの 王 ティル 

つみ  ふ  裁 1:1〇  [ゥ）  かれ  せ  き 

したち の 罪と わたしたちの 罪科を 増や ガト • ピ ルネ セルが 彼を 攻めに 来て， 
そうと 思って いる。 わたしたち にある 5|；；6：74 これを 悩ませた。 彼を 強めは しな かっ 

(7)  イザ 7:10  いえ  （才） 

罪科は おびただしく， イスラエルに 対 ソィ ザ7: 17 た 0  21 アハズ は エホバの 家と 王 およ 

も  いか （ィ）  タレビ 26:18  きみ  (*)  ものと  さ [キ 1 

しては 燃える 怒りが あるの だ」。 14 そ び 君たち の 家の 物を 取り去り， こうし 
れ ゆえ， 武装した 者たち は 君たち と 全  II SJ1 て アッシリアの 王に 贈り物を したが， 
会衆の 前で とりこと 強奪物と を 手放し それは 彼に とって 何の 助けに もなら な 

おのおの  し  代 n  26:10 

た。 15 そこで， 各々 の 名に よって 指 テ かった。  22 ところが， [アッシリア 
名され た 人々 が 立ち上がって， とりこ ト ジン2ば10 の 王] が 彼を 悩ませて いた 時， 彼は エホ 

つか  はだか もの  ぶん  サ I  6:9  たい  いっそう ふちゅうじつ  おこ 

を 捕まえ， その 中の 裸の 者には みな 分 ナ代 1111:10 パに 対してな お 一層 不忠実な ことを 行 

ど  もの  いふく  き  ニ ヨシ 15:41 

捕り物の 中から 衣服を 着せた。 それで， ^：35 なった。 すなわち， アハズ 王が 行な っ 

かれ  W  ^ m 14,1  W  かれ じぶん 

彼らに 衣服を 着せ， サンダルを あてが - たので ある。 23 そして， 彼は 自分を 

た  （ク） の  W あぶら  ぬ  第二 欄  う  ㈣  かみがみ (サ 1 ぎ せい 

い， 食べさせ， 飲ませ， 油を 塗って や っ 7  26-1 討って いた ダマスカスの 神々 に 犠牲を 

た。 その上， だれでも よろめく 者の 場  ささげる ようになり， さらにこう 言っ 

合には， これを ろばに 乗せて 運び， 彼 ィ €^2 ま12 た。 「シリアの 王たち の 神々 は 彼らを 

とし W  (-»  ウ王 n 15:29  たす  M 

らを やしの 木の 都市 エリコに， 彼らの  f 16:7  助けてい るから， この [神々] にわたし 
兄弟たち の そばに 連れて行った。 その Zf#1 巧。 も 犠牲を ささげよう。 彼らが わたしを 
後， 彼らは サマリアに 帰った。  JUS!5 助ける ためだ」。 それで， この [神々] が， 

とき  m  キ代 n 12:9  ぜん 

16 その 時， アハズ 王は アッシリア ク王 n〗8:〗6 彼に とって 彼と 全 イスラエルを つまず 

(V)  Tt  ヶ  I#  52:7  M 

の 王たち に 人を やって 助けても らおう コ H かせる もとと なった。 24 その上， ア 
とした。 17 そして， エドム 人が もう サぽ ハズは [まことの] 裡の 家の 器具を 寄せ 
一度 入って 来て， ユダを 討ち 倒し， と シハバ 集め， [まことの]# の 家の 器具を 断ち 

つさ  い  スエ レ 10:5  き [夕）  とびらと 德 

りこを 連れ去って 行った。 18 フィリ レ 23 ま18 切り， エホバの 家の 扉を 閉じ， エル サ 

じん [チ）  [ツ）  由 y.ifi  まち かど  じ ぶん 

スティア 人は， ユダの シェフ ェラと ネ て ザ〗: 28 レムの すべての [街] 角に 自分の ために 

(テ]  しょと し  しんにゅう  ソ王 17:45  さいだん  つく  (7)  と 

ゲブの 諸 都市に 侵入し， べ卜 .シェ メ  ^  4：i8  祭壇を 造った。 25 そしてす ベての 都 
シュ， アヤ ロン， ゲデ ロ‘， ソコ とそ チ ば 市， ユダの 諸 都市に さえ も， 彼は ほか 
れに 依存す る 町々， ティ ムナと それに ，>^32；28 の 神々 に 犠牲の 煙を 立ち上らせる ため 
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ヒゼ キヤは 神殿を 清める 


歴代 第二 28:26—29:15 


に 高き 所を 造った ので， 彼は その 交祖 
たちの# エホバを 怒らせた。 

26 彼の その他の 事績 および そのす 
ベての 行ないは， 最初の もの も 最後の 
もの も， まさしく ユダと イスラエルの 
“ 王たち の 書’’ に 記されて いる。 27 つ 
いに アハズ は その 父祖たち と共に 横た 
わり， 人々 は 彼を 都に， すなわち エル 
サ レムに 葬った。 彼を イスラエルの 王 
たちの 埋葬 所に 運び入れなかった から 
である。 そして， その子 ヒゼ キヤが 彼 
に 代わって 治め はじめた。 


[キ）  さい 

ヒゼ キヤは， 二十 五 歳で 王と な 
Z 妙り， ェルサレムで 二十 九鞠籍 

かれ  はは 

めた。 彼の 母の 名は ア ビヤと いって， ゼ 

[ク） むすめ  かれ 

カリヤの 娘であった。 2 そして， 彼は 
すべて その 父祖 ダビデが 行なった 通り 
に， エホバの 目に 正しい ことを 行ない 

つづ  W  かれ  とうち  だい  ねん 

続けた。 3 彼は， その 統治の 第一 年， 
第一の 月に， エホバの 家の 扉を 開き， 
これを 修理し はじめた。 4 それから， 
彼は 祭司と レビ 人を 連れて来て， 東の 

ひろば  あつ  ('»  つ  かれ 

広場に 集めた。 5 次いで， 彼らに こう 
言った。 「レビ 人たち よ， わたし [の 言 
うこと] を 聴きなさい。 今， 身を 神聖な 

(ス）  がた  ふそ 

ものと し， あなた 方の 父祖の 裡 エホバ 

いえ  せい  ばしょ 

の 家を 神聖な ものと し， 聖 なる 場所 か 

ふじょう  (t) 

ら 不浄な ものを 出しなさい。  6 とい 
うのは， わたしたちの 父たち が 不忠実 

[ソ】 

な ことを し， わたしたちの 裡 エホバの 

わる  おこ  [夕）  す ぐ' 

目 に 悪い こと を 行な っ て， [裡] を 捨て， 
エホ ノ 《の 幕屋 か ら 自分たち の 顔を そむ 

(ツ）  む  かれ 

け， うなじを 向けた からです。  7 彼ら 
はまた， 玄関の 扉を 閉じ， ともしびを 

け  m  こう  [ナ） 

消した ままに し， 香 もたかず， イスラ 
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23:7 


エ ルの 裡の ため に聖 なる 場所で 焼燔の 
犠牲 もさ さげませんでした。  8 それ 
で， エホバの 憤 りが ユダと エルサレム 
に 臨んで， あなた 方が 自分の 目で 見て 
いる 通り， [裡] は 彼らを 身震いすべき 
も 〇, 驚くべき もの， また 口笛を 丧く 
いわれと されました。  9 そして， 見 
なさい， わたした ちの 爻祖は 剣に 倒れ， 
わたしたちの 息子たち， 娘たち， 妻た 
ちは そのために 捕囚の 身と なって いま 
to 10 今， イスラエルの 裡エ ホバと 
契約を 結ぶ こ とがわた しの 心に 掛か っ 
ています。 その 燃える 怒りが わたした 
ちから 元に 戻る ためです。 11 我が 子 
らよ ，今は， 身を 休めて はなり ません。 
あな た 方は エホバが 選んで f 自 分の 前 
に 立たせ， ご 自分に 奉仕 させ， その 奉 
仕 者と して， また 犠牲の 煙を 立ち上ら 
せる 者と してと どまる ように された 者 
たちだから です」。 

12 そこで， レビ 人は 立ち上がった。 
すなわち， コハト 人の子ら のうちでは 
アマ サイの 子 マ ハ トとア ザリヤ の子ヨ 
エル， メ ラリの 子ら からは， アブ ディ 
の 子 キシュ とエ ハレル エルの 子 アザリ 
ヤ， ゲル ション 人からは， ジマの 子ヨ 
ア ハと ヨア ハの 子 エデン， 13 エリザ 
パンの 子ら からは， シ ムリ とエウ エル， 
ア サフの 子ら からは， ゼ カリヤと マタ 
ヌヤ， 14 へ マンの 子ら からは， エヒ 
エルと シ ムイ， エド トンの 子ら からは， 
シェ マヤと ウジ エルで ある。 15 そ 
れ から， 彼らは 自分の 兄弟たち を 寄せ 
集め， 身を 神聖な ものにし， エホバの 

チ 代 I  15:8; ツ代 I  15:17; 代 I  25:2; テ 代 I  25:5; 卜 代 I  25: 
1; 代 I  25:6; ナ代 n  29:5。 
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ことば  めいれい  [7) 

言葉に よる 王の 命令に したがって， エ 

いえ  きよ  【ィ]  き 

ホバの 家を 清める ために やって来た。 
16 さて， 祭司たち は エホバの 家を 清め 

しんでん 

るた めに その 中に 入り， エホバの 神殿 
で 見いだ した 汚れた ものを みな， エホ 
バの 家の 中庭に 出した。 一方， レビ 人 
は それを 受け取って， 外の キデ ロンの 
奔流の 谷に 持ち出した。 17 こうし 
て 彼ら は 第一の 月 の 一 [日] に 神聖な も 
のとす る ことを 始め， その 月の 八日に 
エホバの 玄関に 達した ので， 彼らは 八 
日間に わたって エホバの 家を 神聖な も 
のと し， 第一の 月の 十六 日に し 終えた。 

18 その後， 彼らは 中に 入り， 王ヒ 
ゼ キヤの もとに 来て 言った， 「私たち 
は エホバの 家を ことごとく， 焼 燔の捧 
げ 物の 祭壇と そのす ベての 器具， 重ね 
の パンの 食卓 とその すべての 器具を 清 
めました。 19 また， アハズ 王 7^' その 
治世 中 に 不忠実な ことを して 使用 させ 
ないよう 取り除 L 、たす ベての 器具 も 整 
え， これを 神聖な ものと しました。 ご 
覧 ください， それらは エホバの 祭壇の 
前にあります」。 

20 それで， 王ヒゼ キヤは 早く 起き 
て， 都の 君たち を 寄せ集め， エホバの 
家に 上って 行った。 21 そして， 彼ら 
は 王国と 聖 なる 所と ユダの ために 罪 
の 捧げ物と して 七 頭の 雄牛， 七 頭の 雄 
羊， 七 頭の 雄の 子羊， 七 頭の 雄の やぎ 
を 引いて 来た。 そこで， 彼は 祭司で あ 
るア ロンの 子ら に 言って， これを エホ 
パの 祭壇の 上に ささげさせた。 22 そ 
れ ゆえ， 彼らは 牛を ほふり， 祭司たち 
は その 血を 受け取って， 祭壇に 振り 掛 
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けた。 その後， 彼らは 雄 羊を ほふり， 
その 血を 祭壇に 振り掛け， また 雄の 子 
羊を ほふり， その 血を 祭壇に 振り掛け 
た。 23 それから， 彼らは 王と 会衆の 
前， その 近くに 罪の 捧げ物の 雄の やぎ 
を 連れて来て， その上に 自分たち の 手 
を 置いた。 24 そこで， 祭司たち はこ 
れらを ほふり， その 血を 祭壇に ささげ 
て 罪の 捧げ物と し， 全 イスラエル のた 
めに 贖罪を 行なった。 焼燔の 捧げ物と 
罪の 捧げ物 [がな ければ な ら ない] と 王 
が 言った のは 全 イスラエルの ためだっ 
たからで ある。 

25 その 間に， 彼は ダビデ および 王の 

まぼろし  もの  （コ）  よ げん しゃ 

幻 を 見る 者で ある ガド ，それに 預言者 
ナ タンの 命令に よって， レビ 人に シン 
バルと 弦楽器と たて 琴を 持たせて， エ 
ホバの 家に 立たせた。 この 命令が エホ 
パの 預言者た ちを 通しても たらされた 
のは， そのみ 手に よる もの だからで あ 
る。 26 そこで， レビ 人は ダビデの 楽 
器を 持ち， 祭司たち も ラッパを 持って 
立って いた。 

27 そこで， ヒゼ キヤは 焼燔の 犠牲を 
祭壇に ささげる ようにと 言った。 焼燔 
の 捧げ物が 始まった 時に， エホバの 歌 
が 始まり， ラッパ も， イスラエルの 王 
ダ ビデの 楽器の 導きの 下に [鳴り 始め 
た]。 28 そして， 全会衆は 身をかがめ 
ており ，歌は 響き渡り， ラッ パは 鳴り響 
いていた 一 これは みな 焼燔の 捧げ物が 
終わる まで [続いた]。 29 そして， 彼 
ら がそれ を ささげ 終える や， 王 および 
彼 と共にいた すべての 者は 身を 低く か 


テ 代!！  20:21; 代 n  23:18; 卜 代！！  7:3; ナ詩 68:25; 詩 89:15。 
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がめ， 平伏した。 30 そこで， 王ヒゼ 
キヤと 君たち は ダ ビデと 幻を 見る 者で 
ある ア サフの 言葉を もって エホバを 賛 
美す るよう にと レビ 人に 言った。 それ 
で 彼らは 実際， 歓 びを 抱いて 賛美を さ 
さげは じめ， 身をかがめて， 平伏した。 

31 ついに， ヒゼ キヤは 答えて 言っ 
た， 「今や， あなた 方は エホバの ため 
に 手に 権能を 満たしました。 近寄って， 
エホバの 家に 犠牲と 感謝の 犠牲を 携え 
て 来なさい」。 それで， 会衆は 犠牲と 
感謝の 犠牲を， また 心から 進んで 行な 
う 者は みな， 焼燔の 捧げ物を 携えて 来 
るよう になった。 32 そして， 会衆が 
携えて 来た 焼燔の 捧げ物の 数は 牛 七十 
頭， 雄 羊 百 頭， 雄の 子羊 二百 頭で あっ 
た一 これらは みな エホバへの 焼燔の 
捧げ物と して [ささ げる もの] であった。 
33 また， 聖 なる 捧げ物は， 牛 六 百 頭， 
羊 三千 頭。 34 ただ， 祭司たち が 余り 
少なくて， すべての 焼燔の 捧げ物の 皮 
をはぐ ことができなかった。 それで 彼 
らの 兄弟たち である レ ビ 人が 助力した 
ので， ついに その 仕事は 終わり， 祭司 
たち は 身を 神聖な ものと する ことが で 
きた。 レビ 人は 身を 神聖な ものと する 
ことでは， 祭司たち よりも 心が 廉直で 
あった からで ある。  35 それに また， 

しょうはん ささ  もの [ツ} きょうよ 【テ） ぎ せい  あぶら (卜） ぶ 

焼燔の 捧げ物は 共 与の 犠牲の 脂 の 部 
分 およ び 焼燔の 捧げ物の ための 飲み物 
の 捧げ物と 共に おびただしかった。 こ 
うして， エホバの 家の 奉仕は 整えられ 
/ •こ。 36 それゆえ， ヒゼ キヤと すべて 
の 民は [ま ことの] 裡が 民の ために 用意 
をして くださった ことを 歓ん だ。 この 
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事が 起 きたのは 突然の ことだった から 

(7) 

である。 

つ  ぜん 

次いで， ヒゼ キヤは 全 イス ラエ 
利 ルと ュダに 人を 1 ゎ U また ェ 

[0)  ；1]  て がみ  か 

フ ライムと マナ セに 手紙を 書いて， エ 

いえ  き （才 1 

ルザ レムに ある エホバの 家に 来て， イ 

す  こ [力） 

ス ラエ ルの 姓 エホ バ のために 過 ぎ 越し 
を 執り行な うように [勧めた]。  2 と 

きみ  !+j 

ころで， 王と その 君たち と エルサレム 
の 全会衆 は 第二の 月 に 過ぎ 越 しを 執り 
行なうよう 決意した。 3 というのは， 
その 時には これを 執り行な うこ とがで 
きなかった からで ある。 一方では 十分 
の 数の 祭司が 身を 神聖な ものと しては 
おらず， 他方， 民 も エルサレムに 集ま っ 
ていなかった からで ある。 4 それで， 
この 事は 王の 目に も， 全会衆の 目に も 

(シ）  かれ 

正しかった。  5 そこで 彼らは， べエ 

ズ  [セ）  いた  ぜん 

ル •シ ェバから ダンに 至る まで， 全 イス 
ラエルに あまねく お触れを 出させ， 来 
て， エルサレムで イスラエルの 迚 エホ 
パの ために 過ぎ 越しを 執り行な うよう 
呼びかける ことに 決定した。 記されて 

とお  [夕！  おおぜい 

いる 通りに そのよう に したのは 大勢で 
はなかった からで ある。 

6 それゆえ， 走者たち は 王と その 君 
たちの 手から 受けた 手紙を 携えて， 全 

いた  ところ  ゆ 

イスラエルと ユダの 至る所に 行き， ま 
さしく 王の 命令に したが っ てこう 言っ 
た。 「イスラエルの 子ら よ， アブ ラ ハ 
ム， イサク， イスラエルの 拽 エホバに 

かえ  [ナ） 

立ち返りなさい。 それは [裡] が， あな 

がた  のこ  ㈡ 

た 方のう ちに 残された， アッシリアの 

ソ代 n  24:9; 代!！  36:22; 夕申 12:32; チ 代!！  35:18; ツ エス 
8:14; テ 代 I  28:1; 卜 出 3:6; ナ申 30:10; サ I  7:3; エレ 4: 
1; ヨエ 2:13; マラ 3:7; 二 代 I  5:26; 代 D  28:20。 
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王たち の たなごころから 逃れた 者たち 第3 〇 章  13 こうして， 彼ら， おびただしい 民 

の もとに 帰って来て くださる ためです。 は， 第二の 月に， 無 酵母 パンの 祭りを 執り 

ふそ  たい  力 1.4  おこ  よ  あつ 

7 それで， 父祖たち の# エホバに 対し ゥ代 n29;8  行なおうと エルサレムに 寄り集まった 

ふちゅうじつ  がた  k；  エ出 32:9  [ゥ） ひじょう  かいしゅう 

て 不忠実な ことを したあなた 方の 父祖  ^ 1〇：16  が， 非常に おびただしい 会衆であった。 

きょうだい  代 n  36:13  かれ 

や， あなた 方の 兄弟たち のようにな っ ，マ 14 それから， 彼らは 立ち上がり， エル 
ては なりません。 そのために， [裡] は， サ レムに あった 祭壇を 取り除き， すべ 
あなた 方が 見て いる 通り， 彼らを 驚く ク =:L3:15 ての 香 壇を 取り除き， [それらを] キデ 

[ゥ！  いま  4-in  ほんりゅう  たに {力） な  い 

べき ものと された のです。 8 今， あ ヶ代 n29;1Q  ロンの 奔流の 谷に 投げ入れた。 15 そ 

がた  ふ そ  詩 78:49  のち  かれ  だい  か  す 

なた 方の 父祖たち がした ように， あな コ申 30:2  の 後， 彼らは 第二の 月の 十四 [日] に 過 
た 方のう なじを こわくして はなり ませ シェレ2 9:14 ぎ 越しの いけにえを ほふった。 祭司た 

[エ）  ふく  Wi  さ だ  ス出 34:6  びと  はずかし 

ん。 エホバに 服し， [迚] が 定めの ない セネへ9 ポ ちと レビ 人は， 辱められ たので， 彼ら 
時まで も 神聖な ものと された その 聖な ゴム18 は 身を 神聖な ものと して， 焼 It の 捧げ 
る 所に 来て， あなた 方の 迚 エホバに 仕 ソ 7 ザ1 は 物を エホバの 家に 携えて 来た。 16 そ 

[ク）  も  いか [ヶ）  ヤコ 4:8  かれ  じ ぶん  さ だ 

えなさい。 その 燃える 怒りが あなた 方 タ ェス 3:13 して 彼らは 自分たち の 定めに したがい， 

もと  もど  がた チ 代 n  30:1  りっぽう 

から 元に 戻る ためです 0  9 あなた 方 ッ代 1136:16  [まことの] 拽の人 モー セの 律法に した 

かえ  [コ）  使徒 17:32  ばしょ  .撥’， さいし 

が エホバに 立ち返るなら， あなた 方の テ 代 nii:ie がって， 自分たち の 場所に 立ち， 祭司 

きょうだい  かれ  もの 卜 代 n 12:6  N  びと  うとち 

兄弟 や 子ら は， 彼らを とりこに した 者 ナ^ たちは レビ 人の 手から 受け取った 血を 
たちの 前に 憐れみを 受け， この 地に 帰 jj1:25 振り掛ける のであった。 17 会衆の 中 
る ことを 許される からです。 あなた 方  ；^；24:2 には， 身を 神聖な ものと していな かっ 

いつく  ぶか （ス）  もの  おお  びと (サ 1 

の裡 エホバは 慈しみ 深く， 憐れみ 深い T" た 者が 多かった からで ある。 レビ 人は 

かた ㈦  がた  ^ — aw  きよ  ひとびと  す  こ 

方で， もし あなた 方が [裡] に 立ち返る 7S9:10  清くない すべての 人々 のために 過ぎ 越 

かお  民 Q.11  ('>)  やくめ  つ  かれ 

なら， あなた 方から み 顔を そむける こ ィレビ 23:6 しの いけにえを ほふる 役目に 就き， 彼 

(V)  ウ詩 84:7 

とはな さらない からです」 0  X 王 1118:22 らを エホバの ために 神聖な ものと した。 

そうしゃ  （夕 1  ひ  つづ  代 n  34:7  み  きよ  もの W  たみ 

10 それで， 走者たち は 引き続き エ ォ代 n  28:24 18 身を 清めて いなかった 者で， 民のう 

I チ）  ち  いた ところ  カサ n 15:23  たすう  [セ] 

フ ライムと マナ セの 地の 至る所で， ゼ キ ちの 多数の 者， すなわち エフ ライムと 

とし  31  5:7  (V)  [夕} 

ブルンに 至る まで， 都市から 都市へ と ク思 ぼし マナ セ， イッ サカ ルと ゼブ ルンからの 
進んで 行った が， 人々 は 引き続き 彼ら 多くの 者が いたから である。 彼らは 記 
のこと を あざけって 話し， 彼らを あざ 35；34 されて いる 通りには 過ぎ 越しの ものを 
笑って いた。 11 ただし， ア シェルと ^9:；0  食べなかった ので ある。 しかし ヒゼキ 

ひとびと 【テ】 セ 代 n  30:10  いの  （ッ） い  ぜん 

マナ セ および ゼ ブルンからの ある 人々 ソ代 II  30:1 ヤは 彼らの ために 祈って 言った， 「善 

(M  かれ  代 II  34:6  りょう (r)  せい 

はへ りくだった ので， 彼らは エル サレ タ代 "(Mi 良 な エホバが， 19 たとえ 聖 なる もの 

き  チ レビ 23:5  きょ 

ムに 来た。 12  [まことの]® の 手は ま  'ど ャコ5: M のために 浄 める ことが なされて いなく 

のぞ  ひとびと  こころ ァ詩 25:8  (H  ふそ 

た， ユダに も 臨んで， 人々 に 一つの 心  5；»6^:18 て も， [まことの] 裡， 父祖たち の裡 ，エ 
を 与え， エホバの 事柄に おいて 王と 君 ホ パを 求めようと 心を 定めた 者す ベて 
たちの 命令を 実行 させた。  ；1Ji70 を 酌量され ますよう に」。  20 そこで 
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エホバは ヒゼ キヤ [の 言う こと] を 聴、 い 
て， 民を いやされた。 

21 こうして， エルサレム にいた イ 
スラ エルの 子ら は大 いなる 歓 &を抱 
いて 七日 間， 無 酵母 パンの 祭りを 執り 
行なった。 レビ 人と 祭司たち は 大きな 
音を 出す 楽器を も って毎 白 エホバに， 
まさしく エホバに 賛美を ささげる ので 
あった。 22 その上， ヒゼ キヤは エホ 
バに対 して 優れた 思慮 分別を もっ て 事 
を 行な っ ていたす ベての レ ビ 人の 心に 
語り かけた。 こうして 彼らは， 共 与の 
犠牲を ささげ， 彼らの 父祖たち の裡エ 
ホ パに 告白を しつつ， 七日 間， 定めら 
れた 祝いの 食物を 食べた。 

23 それから， 全会衆は さらに 七日 
間 [祭り] を 執り行な うこと に 決めた 
ので， 歓 びを 抱いて 七日 間 これを 執り 
行なった。 24 ユダの 王ヒゼ キヤは， 
雄牛 一千 頭， 羊 七 千 頭を 会衆の ために 
寄進し， 君たち も， 雄牛 一千 頭， 羊 一 
万 頭を 会衆の ために 寄進した からで あ 
る。 祭司たち も 多数， 身を 神聖な もの 
としていた。  25 こうして， ユダの 全 
会衆 と 祭司と レビ 人， ならびに イスラ 
エルから 来た 全会衆， および イス ラエ 
ルの 地から 来た 外人 倉留者 と ユダに 住 
んで いる 者たち は歓ん でいた。 26 そ 
して， エルサレムには 大 いなる 歓 びが 
あった。 イスラエルの 王 ダビデの 子ソ 
ロモンの 時代から このかた， このよう 
な ことは エルサレムには なかった から 

(ネ 1  さいし 

である。 27 ついに， 祭司たち， レビ 
\ たちは 立ち上がって， 民を 祝福し 
た。 彼らの 声は 聞き届けられて， 彼ら 


1 の 祈りは [裡] の聖 なる 住まい， 天に 届 
いた。 

q-i そして， 彼らは この すべてを し 
°  奏 える や， [そこに] いた イスラ 

じん 【ィ）  しょと し  ゆ  W 

エル 人は みな ユダの 諸 都市に 出て 行き， 

せいちゅう  う  こわ [エ）  せいぼく  き  たお （才）  ぜん 

ユダと ベニヤ ミンの 中から， また エフ 

(+)  (ク）  たか  ところ W さいだん  と 

ライムと マナ セで も 高き 所 と 祭壇を 取 
り 壊し， ついにし 終えた。 その後， イス 
ラエルの 子ら はみ な その 諸 都市， 各々 
自分の 所有地へ 帰った。 

2 それから， ヒゼ キヤは 祭司と レビ 人 
の 組を 彼らの 組のう ちに 定め， 焼燔の 
捧げ物と 共 与の 犠牲に 関し， 祭司と レ 
ビ 人の ための その 奉仕に 応じて， 各々 
に エホバの 宿営の 門で 奉仕 させ， 感謝 
と 賛美を ささげさせた。  3 そして， 焼 
燔の 捧げ物の ため 自分の 財産 か ら 出し 
た 王の 分が あった。 すなわち， エホバ 

りっぽう  しる  とお  ㈡ あさ (ヌ) ゆう 

の 律法に 記されて いる 通りに， 朝 夕の 
焼燔の 捧げ物の ため， また 安息日， 新 
月， 祭りの 時期の 焼燔の 捧げ物の ため 
であった。 

4 その上， 彼は 民， エルサレムの 住 
民に， 祭司と レビ 人の 分を 与える よう 
にと 言った。 それは 彼らが エホバの 律 

ぼう (へ） かた  まも  （ホ） 

法を 固く 守る ためであった。  5 そし 
て， その 言葉が 広まる や， イスラエルの 
子ら は 穀物， 新しい ぶどう酒， それに 

あぶら W みつ [モ）  の  さんぶつ (ヤ 1 はつもの 

油 や 蜜 および 野の すべての 産物の 初物 
を 増やし， すべての ものの 十分の一を 
おびただしく 携えて 来た。 6 それに， 
ユダの 諸 都市に 住んで いた イスラエル 


民 28:2; ヌ出 29:39; 民 28:4; ネ民 28:9;  ノ代 I  23: 
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歴代 第二 31:7—21  聖 なる 寄進 物。 神殿での 奉仕  756 

(7)  かれ  うし ひつじ  びと  とうほう 

と ユダの 子ら は， 彼ら もまた， 牛 や 羊 第3 1 章 14 また， レビ 人イ ムナの 子 コレは 東方 

ぶん  せい  （イ）  -7  11. 1C  (ァ) もんえい [イ】  じはつてき [〇\ 

の 十分の一， ならびに 聖 なる もの， す :こ; n の 門衛で， [まことの] 神への 自発的な 

しんせい  ^ l/oQ ささ もの  きしん 

なわち 彼らの 裡 エホバに 神聖な ものと . ! 捧げ物を つかさどって， エホバの 寄進 

もの  たず さ  7  Ul -  ^*lb  ぶつ M もっと せい  （才） あた 

して ささげられた 物の 十分の一を [携 ェ レビ23:24 物と 最も 聖 なる ものを 与えた。 15 そ 

き  才代 I  28:1  かれ  しき か 

えて 来た] 0 彼らは 携えて 来て は， う ヵサ n6:18 して， 彼の 指揮 下には， エデン， ミヌ 

っ  かさ  だい  物 1  代 n  6:3 

ずた かく 積み重ねた 0  7 第三の 月に， キヱ ズ7:27 ヤ ミン， エ シュア， シェ マヤ， ア マルヤ 

彼らは 一番 下の 層を 据えて 積み重ね 始 it 631；6 および シェ カ ヌヤが おり， 祭司の 諸 都 

!エ1  お  し M  せきにん  しょくむ: キ i つ  かく 

め， 第 七の 月に し 終えた。 8 ヒゼ キヤ コ 代!!26 :17 市で， 責任の ある 職務に 就いて おり， 各 

きみ  闭  き  つ  かさ  サ民 18:8  くみ [ク！  きょうだい  もの 

と 君たち は 来て， その 積み重ね たもの  ^  31:29  組の 彼らの 兄弟たち に， 大 いなる 者に 

たみ  丸  シマ ラ 3:10  しょう  ひと  W あた 

を 見る と， エホバと その 民 イスラエル ス王 n4:43 も 小なる 者に も 等しく 与えた。 16 た 
とを 祝福した。  セ f  ^ ぼ 21 だし， 三 歳 以上の 男子で， すべて 各 & の 

つ  かさ  箴 10:22  くみ  つと  じ ぶん 

9 やがて， ヒゼ キヤは その 積み 重 ソ 代 128:12 組に したがって その 務めに より 自分た 

W  さいし  びと  たず  ネへ 1〇:38  ほうし  まいにち  き  こと 

ねた ものに ついて 祭司と レビ 人に 尋ね ^  R  31:29 ちの 奉仕の ために， 毎日の 決まった 事 

:ゲ  いえ  さいし ちょう  いえ  もの  けいず じょう 

た。 10 すると， ザ ドクの 家の 祭司 長 ヂ として エホバの 家に 入る 者で， 系図 上 

(コ）  かれい  （サ 1 きろくの  べつ 

アザ リヤは 彼に 言った。 しかも， こう !ln 12:15 の 記録に 載せられた 者は 別であった。 

ひとびと  き しんぶつ [サ）  テ 代 n  26:17  ちち  （シ) いえ  さいし 

言った。 「人々 が 寄進 物を エホバの 家 - 17 これは 父たち の 家 ごとの 祭司， ま 

たず さ  きは じ  た  —  おのおの  くみ  つと  [ス） 

に 携えて 来 始めてから このかた， 食べ  $一_  た 各々 の 組に おける その 務めに よる， 

み  た ('»  よぶん  ア代 126:17  (セ) さいい じょう  びと M けいず じょう  きろく 

て， 満ち足り， 余分が おびただしく あ ィ代 ^6^2 二十歳 以上の レビ 人の 系図 上の 記録で 

(ス）  たみ  しゅくふく  b.  oq. on  かれ  もの 

ります。 エホバが， その 民を 祝福され 〇；12；6  ある。 18 また， すべて 彼らの 小さい 者 

[セ）  のこ  申 16:10  つま  むすこ  むすめ 

たからです。 その 残った ものは こんな ェ民 18:8  たち， 妻たち， 息子たち， 娘たち のうちで 

たくさん  ^  0.in  けいず じょう  きろく  の 

に 沢山 あるので す」。  才 系図 上の 記録に 載せられた 者たち のた 

いえ  七-、  〇1 1Q  ぜんかいしゅう  せきにん 

11 そこで， ヒゼ キヤは エホバの 家に 2 二 こめ， 全会衆の ためで ある。 彼らは 責任 

しょくどう M ととの  い  ^  しょくむ つ  [夕 1 せい 

食堂を 整える ようにと 言った 。それ ク代 I24] の ある 職務に 就いて， 聖 なる ものの た 

かれ  ケ代 I  25:8  み  しんせい  [チ） 

ゆえ 彼らは [それを] 整えた。 12 そし コ民 3:15  めに 身を 神聖な ものと したから である。 

かれ  き しんぶつ [夕）  ぶん  （チ） せい  Z1，T  Q  ,  かれ  しょと し  ぼくそうち  の (ッ） 

て， 彼らは 寄進 物と 十分の一と 聖 なる ； 19 それに， 彼らの 諸 都市の 牧草地の 野 

ちゅうじっ W たず さ  い  っづ  ^  丨 テ）  さいし 

ものを 忠実に 携え 入れ 続けた。 レビ にいる ア ロンの 子ら， 祭司たち のた め 

びと  しきしゃ  ス代 I  23:6  ベつ  とし 

人 コナ ヌヤは 指揮者と して それを つか セ である。 それぞれ 別の すべての 都市に 

きょうだい  ^  8；f：40,  おのおの  しめい  ひとびと 

さどって おり， その 兄弟 シ ムイは その =  23:24 は， [各々 の] 名に よって 指名され た 人々 
次であった 0 13 そして， エヒ エル， 夕代 丨9:22  がいて， 祭司のう ちの すべての 男子， お 

_  31:15  びと  けいず じょう  きろく  の 

アザ ズヤ， ナハ ト， アサエ ル， エリ モ チ 代 n29:is よび レビ 人のう ちで 系図 上の 記録に 載 

ツ レビ 25:34  もの ぜんいん  ぶん  あた 

卜， ヨザ バド， エリエ ル， イス マ クヤ， 民 35:2  せられた 者 全員に その 分を 与えた。 

めいれい  ヨシ 21:13  ぜんど 

マ ハ ト， ベ ナヤは 王ヒゼ キヤの 命令に テ 代 mi  20 こうして ヒゼ キヤは ユダ 全土で こ 

きょうだい  トモ n  2〇 ペ  おこ  まえ 

よって， コナ ヌヤ とその 兄弟 シ ムイの 箴 12:2  のように 行ない， その 裡 エホバの 前に 

じ むかん  【テ）  十 由 1? •り？  よ  [卜）  （ナ） ちゅうじつ  ㈡ 

そばで 事務官で あり， アザ リヤは [ま  ^1*2:10 善い こと， 正しい こと， 忠実な ことを 

いえ  し き  もの  一 諮：  oo.on  つづ  かれ 

ことの] 裡の 家の 指揮す る 者であった。 —雷徒 2f16 行ない 続けた。 21 そして， 彼が その 


第 31 章 


セナ ケ リブの 侵入。 セナ ケ リブは エホ ノ 


歴代 第二 32:1—14 


拽を 求める ために， [まことの] 裡の家 
の 奉仕に つき， 律法に つき， おきてに 
ついて 始めた すべての 業に おいて， 彼 
は 心を つく して 行ない， 成功を 収めた。 
〇〇 これらの 事 および この 忠実な 歩 
^  i の讓， ァッシリァの 至 セナ ヶ 
リ ブが 来て， ユダに 侵入し， 防備の 施さ 
れた諸 都市に 向かって 陣営を 敷き， 突 
破 作戦に よって これを 自分の ものにす 
る ことを 考えて いた。 

2 ヒゼ キヤは セナ ケ リブが 来て， エ 
ルサ レムに 対して 戦いを しようと して 
顔を 向けて いるのを 見る と， 3 その 君 
たち， および 力の ある 者たち と 諮って， 
市の 外に ある 泉の 水を ふさ ぐ ことに 決 
めた。 彼らは [王] を 助けた。  4 そこ 
で， 多くの 民が 集まり， すべての 泉と， 
この 地の 中を みなぎり 流れる 奔流 を ふ 
さいで 言った， 「アッ シリアの 王たち 
が 来て， 実際， たくさんの 水を 見いだ 
す ことがあって よいの か」。 

5 その上， 彼は 勇気を 奮い起こして， 
崩れた 城壁を 全部 建て直し， その上に 
塔を， さらに 外側に もう ひとつの 城壁 
を 立て， “ ダビデの 都市” の遂を 修理 
し， たくさんの 飛び道具と 盾を 造った。 
6 次いで 彼は 民の 上に 軍隊の 長を 立 
て， 市の 門の 公 ダの 広場で 彼らを 自分 
のと ころに 集めて， その 心に 語り かけ 
て 言った， 7 「勇気を 出し， 強く あれ。 
アッシリアの 王の ゆえに， また 彼と 共 
にいる すべての 群衆の ために 恐れて は 
ならない。 おびえて はならない。 わた 
したち と共にい る 者は 彼 と共にい る 者 
よりも 多い からで ある。 8 彼 と共にい 


るのは 肉の 腕で あるが， わたしたちと 
共に いるのは， わたしたちを 助け， わた 
したち の 戦いを 戦って くださる， わた 
したち の裡 エホバで ある」。 こうして， 
民は ユダの 王ヒゼ キヤの 言葉で 元気を 
出す ようになった。 

9 この 後の こと， アッシリアの 王 セ 
ナケ リブは， ラキシュ におり， その 全 
帝国 軍 も 彼 と共にい たが， その 僕たち 
を エルサレムに 遣わして， ユダの 王ヒ 
ゼ キヤと エルサレム にいた すべての ユ 
ダ 人に 対してこう 言わせた。 

10 「アッシリアの 王 セナ ケ リブは こ 
のように 言われた。 『お前たち は 何に 
信頼 して エルサレムで 包囲の 下で 静か 
に 座って いるの か。 11 ヒゼ キヤは， 
「わた したち の裡 エホバが アッシリア 
の 王の たなごころから わたしたちを 救 
い 出して くださる」 と 言って， お前た 
ちを 唆 し， 飢えと 渴き によって お前た 
ちを 死なせようと している のでは ない 
か。 12 その もろもろの 高き 所と 祭壇 
を 取り除き， ユダと エルサレムに 対し 
て， 「あなた 方は， ただ 一つの 祭壇の 
前で 身をかがめなければ ならず， その 
上で 犠牲の 煙を 立ち上らせなければ な 
ら ない」 と 言った のは この ヒゼ キヤで 
はない か。 13 お前たち は， この わた 
しと わたしの 父祖たち が 地の すべての 
民に 何を した かを 知らない のか。 地の 

しょこく みん  かみがみ [テ j いったい  じ ぶん  くに 

諸国 民の 神々 は 一体， 自分たち の 国を 
わた しの 手から 救い出す こ とがで きた 
であろう か。 14 わたしの 父祖たち が 
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歴代 第二 32:15—28 


ひとりの み使いが アッ シリアの 軍勢を 打ち倒す 


びの ために ささげた これらの 諸国 民 
のす ベての 神々 の 中に， その 民を わた 
しの 手から 救い出す ことので きた 者が 
だれかい るので， お前たち の拽が お前 
たちを わた しの 手から 救い出せる とい 
うの ふ。 15 だから 今， ヒゼ キヤが お 
It たちを 欺いたり， このように お前た 
ちを 唆したり する ことがあって はなら 
ず， 彼を 信じて はならない。 どの 国民 
あるいは 王国の 神 も， その 民を わたし 
の 手から， また わたしの 父祖たち の 手 
から 救い出す ことは できなかった から 
である。 そうで あれば， まして， お前 
たちの 裡 がわた しの 手から お前たち を 
救い出す ことな どで きよう か』」。 

16 そして， 彼の 僕たちは なお も， 
[まことの] 裡 エホバと， その 僕 ヒゼキ 
ヤ とに 逆らって 語った。 17 彼は 手紙 
を さえ 書いて， イスラエルの 裡 エホバ 
を そしり， ®] に 逆らって 語って 言っ 
た， 「わたしの 手から 自分たち の 民を 
Ic い 出さなかった 地の _ 国民の 神々 の 
ように， ヒゼ キヤの# も， その 民を わ 
た しの 手から 救い出さないで あろう」。 
18 そして， 彼らは 城壁の 上に いた エル 
サ レムの 民に 向かって， ユダヤ人の 言 
語で 大声で 呼ばわり 続け， 彼らを 恐れ 
させ， 動揺 させた。 それは， この 都を 
攻め 取る ためであった。 19 そして 彼 
ら は， 人の 手の 造った ものである 地の 
もろもろの 民の 神々 に 逆らう のと 同様 
に エルサレムの# に 逆らって 語り 続け 
た。  20 ところで， 王ヒゼ キヤと アモ 
ツの 子， 預言者 イザ + は， この ことで 
W り 続け， 天に 援 成 を 叫び 求めた。 


21 すると エホバは ひとりの み使いを 
遣わし， アッ シリアの 王の 陣営に いたす 
ベての 勇敢で 力の ある 者， 指揮者， 長 
たちを ぬぐい 去っ たので， 彼は 顔の 恥を 
もって 自分の: t 地に 戻って 行った。 後 
に， 彼は その 神の 家に 入った が， 彼の 内 
部から 出た ある 者たち が， そこで 彼を 剣 
で 倒した。 22 こうして， エホバは アッ 
シリ アの王 セナ ケリ ブの 手， および 他の 
すべての 者の 手から ヒゼ キヤと エル サ 
レムの 住民を 救い， 周囲の 至る所で 彼ら 
を 休ませられた。 23 それで， エル サレ 
ムで エホバに 供え物を， ま た ユダの 王ヒ 
ゼ キヤに えり 抜きの 品を 携えて 来た 者 
が 多数 おり， その後， 彼は すべての 国々 
の 民の 目に 高められる ようになった。 

24 そのころ， ヒゼ キヤは 病気に かか っ 
て 死にそう になり， エホバに 祈りは じ 
めた。 そこで [神] は 彼に 話しかけ， ひ 
とつの 異 兆を お与えに なった。 25 し 
かし ヒゼ キヤは， 自分に 施された 恩恵 
にしたがって お返しを しな かっナ こ。 そ 
の 心が ごう 慢 になり， 憤 りが 彼に 対 
して， また ユダと エルサレム に対して 
臨んだ ので ある。  26 ところが， ヒゼ 
キヤは その 心の ごう 慢 さの 点で へりく 
だり， 彼 も エルサレムの 住民 も [そうし 
た] ので， エホバの 憤りは ヒゼ キヤの 時 
代には 彼らに 臨まなかった。 

27 そして， ヒゼ キヤは 富と 栄誉を 大 
変 おびただしく 得， 銀， 金， 宝石， バ 
ル サム すべての g まし I 離 
のた めの 倉庫を 自分の ために 造った。 
28 それに また， 穀物， 新しい ぶどう酒， 
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759  ヒゼ キヤの 行ない。 マナ セの 悪事  歴代 第二 32：29—33：8 


油の 産物の ための 貯蔵所， また あら ゆ 
る畜 獣の ための 畜舎と 群れの ための 畜 
舎を [造った]。 29 そして， 幾つ もの 
都 を 自分の ために 取得し， また 羊の 
群れ や 牛の 群れの 畜類 も おびただしく 
[取得した]。 裡が 非常に 多くの 財産を 
彼に 与えられ たからで ある。  30 そし 

m  [キ 1  かみ 

て， こ のヒゼ キヤ こ そ， ギホ ンの 水の 上 
の 源を ふさぎ， これを “ ダビデの 都市” 
の 西の方に まっすぐに 引き下ろした 者 
であった。 こうして ヒゼ キヤは そのす 
ベての 業で 成功を 収め 続けた。 31 そ 
れ で， このよう にして， すなわち， こ 

ち  お  いちょう W  たず 

の 地で 起き た異 兆に つ いて 尋ね させる 

かれ  つか  (ス] 

ため， 彼の もとに 遣わされた バビロン 
の 君たち の 代弁者たち によ り， [まこと 
の]# は 彼を 試みて ，その 心のう ちに あ 
る ことを ことごとく 知ろうと して， 彼 
を 放置され たので ある。 

32 ヒゼ キヤの その他の 事績 および 

あい  しんせつ  おこ  [ツ）  if) 

その 愛 ある 親切の 行ないは， アモツ の 
子， 預言者 イザヤの 幻， ユダと イスラ 
エルの “ 王たち の 書’’ に まさしく 記さ 
れ ている。  33 ついに ヒゼ キヤは そ 
の 父祖たち と共に 横たわり， 人々 は 彼 
を ダ ビデの 子 らの 埋葬 所の 坂道に 葬っ 
た。 その 死に際して， ユダの すべての 
人々 と エルザ レムの 住民が 彼に 敬意を 

ひょう  [ヌ）  [ネ） 

表した。 そして， その子 マナ セが 彼に 
代わって 治めは じめ た。 

〇〇 マナ セは 治め はじめた とき， 十二 
况 i で， ェルサレムで 五十 五 鞠 
治め/^。 

2 そして 彼は， エホバが イスラエル 
の 子ら の 前から 追い払われた 諸国 民の 
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力 王 I 16:32 
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王 n  23:5 


い  (7) 

忌むべき ことに ならって， エホバの 目 

わる  おこ  W  かれ 

に 悪い ことを 行なった。  3 それで 彼 

ちち  と  こわ  1ゥ】 たか 

は， その 父ヒゼ キヤが 取り壊した 高き 

ところ [エ 1 ふたた  きず  I 才】  さいだん 

所を 再び 築き， バアルの ために 祭壇を 
立て， 聖 木を 造り， 天の 全軍に 身を か 

[ヶ 1  つか  [コ） 

がめ， これに 仕え はじめた。 4 また， 

かれ  いえ  いく  さいだん 

彼は エホバの 家の 中に 幾つかの 祭壇を 

きず  m  かん 

築いた が， その 家に 関して エホバは か 
つて， 「エルサレム にわた しの 名は 定 

とき  トン I  い 

めの ない 時まで も あるであろう」 と 言 

かれ 

われた ので ある。  5 さらに 彼は エホ 

いえ  なかにわ W  ぜんぐん 

バの 家の 二つの 中庭に 天の 全軍の ため 

(セ) いく  さいだん  きず  M 

に 幾つかの 祭壇を 築いた。 6 そして， 

かれ  たに [夕） じ ぶん 

彼は， ヒン ノムの 子の 谷で 自分の 子ら 

とお  I チ 1  まじゅつ  おこ  ⑼ うらな 

に 火の 中を 通らせ， 魔術を 行ない， 占 
いを し， 呪 i5 を 行ない， 霊媒 や 出来事 
の 職業的な 予告 者を 任じた。 彼は エホ 
パの 目 に 悪い こと を 大規模に 行なって， 
[裡] を 怒らせた。 

かれ  じぶん  つく  ちょうこく ぞう (本 1 

7 その上， 彼は 自分の 造った 彫刻 像 

いえ  お  [ノ] 

を [まことの]# の 家の 中に 置いた が， 
その 家に 関して® はかつ て ダビデと そ 
の 子 ソロモン にこう 言われた ので ある。 

ぜんぶ ぞく 

「この 家に， また イスラエルの 全部 族の 

えら  （ハ 1 

うちから 選んだ エルサレムに， わたし 

さ だ  とき  [ヒ） 

は 定めの ない 時まで も わた しの 名を 置 

(フ）  かれ 

くであろう。 8 そして 彼らが， モー セ 

N  りっぽう! ホ 1  き てい W  しほう 

の 手に よるす ベての 律法と 規定と 司法 
上の 定めと に関して， すべて わたしが 彼 

めい  まも  おこ 

らに 命じた ことを 守り 行ない さえす る 

(ム）  にど  ふそ 

なら， わたしは 二度と， 彼らの 父祖たち 

し てい  W と ち 

のために 指定した 土地から イ スラ エル 

タ ヨシ 15:8: 王!！  23:10; チ 王!！ 16:3; 代!！  28:3; ツ レビ 19: 
26; テ 申 18:10; 卜 王 n  9:22; ナ レビ 20:6; 二 申 18:11; 
ヌ王 n  21:6; ネ王 n  21:7;  ノ王 n  23:6; ハ 詩 132:14; ヒ代 
n  7:16; フ 王！！  23:27; へ レビ 10:11; ホ 申 4:44; マ 申 6:1; 
5 申 11:1; 申 12:1; ム申 4:40;  メサ n  7:10。 
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の 足を 移さないで あろう」。 9 それで， 
マナ セは ユダ と エルサレム の 住民を た 
ぶら かし 続けて， エホバが イスラエル 
の 子ら の 前から 滅ぼし 尽く された 諸国 
民よりも もっと 悪い ことを 行なわせた。 

10 そこで， エホバは マナ セと その 民 
に 語り 続けられ たが， 彼らは 注意を 払 
わなかった。 11 ついに エホバは アッ 
シリ アの 王に 属する 軍の 長たち を これ 
に 攻め 来させられ たので， 彼らは マナ 
セを くぼ 地で 捕らえ， 二つの 銅の 足 か 
せで つないで， 彼を バビロンへ 引いて 
行った。 12 けれども， これが 彼を 悩 
ませる や， 彼は その 裡 エホバの 顔を 和 
4， その 父祖たち の裡の ゆえに 大いに 
へりくだる のであった。 13 そして， 彼 
は [裡] に 祈り 続けた ので， [裡] は 彼の 
願いを 聞き入れ， 恵みを 求める その 願 
いを 聞いて， 彼を エルサレムに， その 
王位に 復帰 させられた。 こうして， マ 
ナ セは エホバ こそ [まことの] 裡 である 
ことを 知る ようになった。 

14 そ して， この 後， 彼は “ ダビデの 
都市” のために ギ ホンの 西の方， 奔流 
の 谷に， “ 魚の 門” にまで 外側の 城 
壁を 築き， また [これを] オフェルまで 
巡らして， これを 非常に 高く した。 さ 
ら に， 彼は ユダの すべての 防備の 施さ 
れた 都市に 軍勢の 長を 置い /L 15 次 

かれ  いえ  いこく  かみがみ 

いで 彼は エホバの 家から 異国の 神々 と 
偶像， および 彼が エホバの 家の 山と エ 
ルサ レムと に 築いた すべての 祭壇を 取 
り 除き， これを 市の 外に 投げさせた。 
16 その上， 彼は エホバの 祭壇を 整; {， 
その上に 共 与の 犠牲と 感謝の 犠牲を さ 
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さげは じめ， さらに イスラエルの 裡エ 
ホ パに 仕える ようにと ユダに 言った。 
17 それでも， 民は なお も 高き 所で 犠牲 
を ささげて いた。 ただし， それは 彼ら 
の拽 エホバに 対してであった。 

18 マナ セの その他の 事績， その 迚へ 
の 彼の 祈り， および イスラエルの® エ 
ホ バの名 によ っ て 彼に 語り 続けた 幻を 
見る 者たち の 言葉は， まさしく イス ラエ 
ルの 王たち の 事績の 中に ある。 19 彼 
の 祈り， その 嘆願が 聞き入れられ たこ 
と， そのす ベての 罪， その 不忠実な こ 
と， および 彼が へりくだる 前に 高き 所 
を 築いて， 聖木や 彫像を 立てた 場所 
は， 彼の 幻を 見る 者たち の 言葉に まさ 
しく 記されて いる。  20 ついに マナ セ 
は その 父祖たち と共に 横たわり， 人々 
は 彼を その 家に 葬った。 その子 アモン 
が 彼に 代わって 治めは じめ た。 

21 アモンは 治め はじめた とき， 二十 二 
歳で， エルサレムで 二 年間 治めた。 
22 そして， 彼は その 父 マナ セが 行な っ 
たように， エホバの 目に悪い ことを 行 
なった。 そして， その 父 マナ セが 造っ 
たす ベての 彫像 に アモンは 犠牲を ささ 
み， これに 仕え 続けた。 23 そして， 彼 
は その 父 マナ セが へりくだった ように， 
エホバの ゆえに へりくだる ことを しな 
かった。 この アモンは 罪科を 増やした 
者だった ので ある。 24 ついに その 僕 
たちは 彼に 対して 陰謀を 企て， 彼を そ 
の 家で 殺した。  25 しかし， この 地の 
民は アモン 王に 対して 陰謀を 企てた 者 

ナ王 n  21:7; 代 n  33:7; 二 出 20:4; 申 7:5; ヌ イザ 44:15; 
ネ 王!！ 17:41; イザ 44:17;  ノ  代！！  33:12; ハ 代 n  36:12; エレ 
8:12; ヒ代 n  28:22; エレ 7:26; テモ n  3:13; フ王 I  15:27; 代 
n  24:25; 代 n  25:27; へ 王 II  21:23; 詩 55:23; ホ 王 n  21:24。 
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たちを みな 討ち 倒し， この 地の 民は そ 
の子ヨ シヤを 彼の 代わりに 王と した。 
〇 \ ヨシヤは 治め はじめた とき， ノ V 
ェルサレムで 三十 -挙 ㈣ 
治めた。  2 そして 彼は エホバの 目に 
正しい ことを 行ない， その 父祖 ダビデ 
の 道に 歩んだ。 彼は 右に も 左に も それ 
なかった。 

3 そして， その 統治の 第 八 年に， 彼 
はま だ 少年であった が， その 父祖 ダビ 
デの 裡を 求め 始めた。 第 十二 年には 高 

ところ W せいぼく ちょうぞう [切 いもの  ぞう! ソ： 

き 所， 聖木 ，彫像， 铸 物の 像から ユダ 
と エルサレムを 清め 始めた。  4 さら 
に， 人々 は バアルの 祭壇を 彼の 前で 取 
り 壊した。 その上に あった 香 台を 彼は 
それらから 切り倒した。 聖 木， 彫像， 
铸 物の 像は 打ち砕いて 粉々 にし， これ 
らの ものに 犠牲を ささげて いた 者たち 
の 埋葬 所の 表に [これ] を 振り掛けた。 
5 そして， 祭司たち の 骨を 彼らの 祭壇 
の 上で 焼いた。 こうして 彼は ユダと エ 
ルサ レムを 清めた。 

6 また， マナ セ， エフ ライム， シメ 
オンの 諸 都市で も， それに ナフタリに 
至る まで， 周りの 至る所で その 荒れ 廃 
れた 4 或1 で， 7 彼は 祭壇 や聖 木を 取 
り 壊す こと さえし， 彫像を 打ち砕いて 
粉々 にした。 イスラエルの 全地 ゼ 、香 台 
を ことごとく 切り倒し， その後， 彼は 
エルザ レムに 帰った。 

8 そして， その 統治の 第 十八 年に， こ 
の 地と この 家を 清めた とき， 彼は その 
裡 エホバの 家を 修理す るた め， アツ ァ 
ル ヤの子 シャフ ァン， この 市の 長マア 
セヤ， ヨア ハズの 子で ある 記録 官ヨア 
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ハを 遣わした。  9 そこで 彼らは 大祭 
司 ヒル キヤの もとに 来て， 神の 家に 運 
ばれて いた 金を 渡した が， これは 入口 
を 守る 者で ある レビ 人が マナ セと エフ 
ライムの 手から， またす ベての イスラ 
エルの 残りの 者， 並びに 全 ユダと ベニ 
ヤ ミン， および エルサレムの 住民から 
集めた ものであった。 10 そこで， 彼 
らは [こ れ] を エホバの 家の こと で 任じ 
られた 仕事を する 者たち の 手に 渡した。 
代わって， エホバの 家で 働いて いた， 
仕事を する 者たち は それを この 家を 直 
し， 修理す る ことに 当てた。 11 それ 
で 彼 ら はこ れを 職人 や 建築 者に 渡して， 
切り石 やつな ぎ材 のた めの 材木を 買わ 
せ， ユダの 王たち が 荒廃 させた 家々 を 
梁で 建てさせた。 

12 そして， この 人々 は 仕事の 点では 
忠実 に 行なって いた。 彼らの 上には メ 
ラ リの 子ら の 出の レビ 人ヤハ トと オバ 
デヤ， および コハト 人の子ら の 出の ゼ 
カリヤと メシュ ラムが， 監督を 務める 
よう 任じられ ていた。 また， レビ 人で， 

雪隸の ii の i 酸た も， 13 為 

物 運搬人を つかさどり， それぞれ 別の 
奉仕の ために 仕事を する 者たち すべて 
の 監督者であった。 レビ 人の 中には， 
書記官， つかさ 人， 門衛たち もいた。 

14 さて， 彼らが エホバの 家に 運ばれ 
ていた 金を 運び出し ていたと ころ， 祭 
司 ヒル キヤは モー セの 手に よる エホバ 
の 律法の 書を 見つけた。 15 そこで， 
ヒル キヤは 答えて， 書記官 シャフ ァン 

ソ代 n  2:18; 夕代 I  23:3; チ 代 I  18:16: ツ代 I  9:17; 代 n  8: 
14; テ 王 n  22:4; 卜 王 II  22:8; ナ レビ 10:11; レビ 26:46; 
二 申 17:18; 代 n  35:26; ヌ申 31:24; 申 31:26; ネ王 n  22:10。 
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に 言った， 「律法の 書を， わたしは エ 第34 章 区に 住んで いた。 こうして 彼らは 彼女 
ホ パの 家で 見つけました」。 こうして， ^：22；8 にこの ように 話した。  23 すると， 彼 
ヒル キヤは その 書物を シャフ ァンに 渡 ゥ t ン 313  女は 彼らに 言った， 

した。 16 すると， シャフ ァンは その ij! は 6  「イスラエルの 神 エホバは このよう 
書物を 王の もとに 携えて 行き， さらに に 言われました。 『あなた 方を わた 
王に 返答して 言った， 「すべて あなた +fu240:L しの もとに 遣わした 人に 言いなさい， 
の 僕たちの 手に ゆだねられた ことを 彼 til  22:9  24 「エホバは このように 言われた。 

らは 行なって おります。 17 そして， ^D31:2f 『見よ， わたしは この 場所と その 住民 
彼らは エホバの 家に 見いだ される 金を シェ t42:2 の 上に 災いを， 彼らが ユダの 王の 前で 
出し， それを 任じられた 者たち の 手に， 読んだ 書物に 記されて いるすべ ての の 
また 仕事を する 者たち の 手に 渡して お セ*3 〇に8 ろい を もたらす ことにする。  25 それ 
ります」。 18 そして 書記官 シャフ ァ  し32 ぼ 31 は， 彼らが わたしを 捨士， そのす ベて 
ン はまた 王に 報告して 言った， 「祭司 ソ⑽ 16 の 手の わざ士 わたしを 怒らせよ うとし 
ヒル キヤが 私に 渡し/ •こ ひとつの 書物が 夕 f へ1 ばて， ほかの 神々 に 犠牲の 煙を 立ち上ら 
あります」。 そして， シャフ ァンは 王の 1じ2° せ， わたしの 激怒が この 場所に 注ぎ 出 
前で それを 朗読し はじめた。  — 21:9 て， 消される ことがない ようにし たた 

19 そして， 王は 律法の 言葉を 聞く や， - めで ある』」。 26 ただし， エホバに 伺 

直ちに その 衣を 引き裂い たので ある。 うため に， あなた 方を 遣わして おられ 

【力 1  ア エレ 35: 17 

20 それから， 王は ヒル キヤ， シャフ ァ ィョシ 23:ie る ユダの 王には， あなた 方は このよう 

!キ）  しょ  王 n  21:12  い 

ンの 子アヒ カム， ミ カの 子 アブ ドン， 書 ゥ si22:ie に 言わなければ なりません。 「イスラ 

き かん [ク]  W  しもべ  （コ） めい  エ レビ 26:16 

記 官シャ ファン， 王の 僕ア サヤに 命じ  i エルの 裡 エホバは このように 言われ ま 
て 言った， 21 「行って， 見つかった 書  Si!3 した。 『あなたが 聞いた 言葉に 関して 
物の 言葉に ついて， わたしの ため， ま (i,  27 あなたの 心が 柔らかで， あな 
た イスラエルと ユダに 残った ものの た ^!i4；97 たは この i 所と その 住民に 関する 裡の 
めに エホバに 伺いなさい 。わたしたち ク王 1123:5 言葉を 聞いて， [裡] の ゆえに へりくだ 

ふそ  しる  代 n  28:3  (t)  まえ 

の 父祖が， すべて この 書物に 記されて ヶ丰 29:23 り， あなたは わたしの 前に へりくだ っ 
いると ころに したがって 行なわず， エ コヱ レ4:4 て， 自分の 衣を 引き裂き， わたしの 前 
ホ パの 言葉を 守ろうと はしなかった ゆ に 泣いた ので， この わたしもまた 聞い 

w  たい  かなら そそ  22:18  m  つ 

えに， わたしたち に対して 必ず 注がれ シ も2 むち たと， エホバは お告げになる。 28 見 
る エホバの 激怒は 大きい からです」。 $二1=6 よ， わたしは あなたを あなたの 父祖た 
22 そこで， ヒル キヤは 王が [言った] 22:19 ちの もとに 集める ことにしよう。 あな 
者たち と 一緒に， ハル ハスの 子 ティク チ な以3 たは 必ず 安らかに 自分の 墓地に 集めら 
ワの 子で， 衣の 世話 係で ある シャルム ^^37；37 れ， あなたの 目は， わたしが この 場所 
の 妻， 女 預言者 フルダの もとに 行った。 21:29 とその 住民に もたらそうと している す 
そのと き， 彼女は エルサレムで 第二 地  i?i35；5 ベての 災いを 見ないで あろう』」』」。 
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そこで， 彼らは 王の もとに この 返事 
を 持ち帰った。 29 こうして 王は 人を 
やり， ユダと エルサレムの すべての 年 
長者たち を 集めた。 30 そこで， 王は 
ユダの すべての 人々， エルサレムの 住 
民， 祭司， レビ 人， すべての 民， 小さ 
い 者 や 大きい 者と 共に エホバの 家に 
上って 行った。 そして 彼は， エホバの 
家で 見つか っ た 契約の 書の 言葉を みな 
彼らの 聞こえる とこ ろで 読みは じめ た。 
31 そして， 王は 自分の 場所に ずっと 立 
ち， エホバの 前に 契約を 結び， エホバ 
に 従って 行き， 心を つくし， 魂を つく 
して， その おきてと， 証と， 規定を 守 
り， この 書物に 記されて いる 契約の 詈 
葉を 履行す る ことを [誓った]。 32 そ 
の 上， 彼は エルサレムと ベニヤ ミンに 
いる 者たち をみ な [それに] 加わらせた。 
そこで， エルサレムの 住民は 彼らの 父 
祖 たちの# である# の 契約に したが っ 
て [事を] 行なった。 33 その後， ヨシ 
ヤは イスラエルの 子ら に 属する すべて 
の 地から 忌むべき ものを ことごとく 取 
り 除き， また イスラエルに いるすべ て 
の 者に 奉仕を 始めさせ， 彼らの 裡 エホ 
パに 仕えさせた。 彼の 一生の 間， 彼ら 
は その 父祖たち の# エホバに 従う のを 
やめなかった。 

それから， ヨシヤは エルサレム 

で ヱ ホバ に— しを 表り 转な 

い， 彼らは 第一の 月の 十四日に 過ぎ 越 

(?) 

しの いけにえを ほふった。 2 それで， 
彼は 祭司たち を 配置して その 世話に 任 
された ものを つかさどらせ， エホバの 
家の 奉仕の 点で 彼らを 励ました。 3 さ 
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ツ出 3:6 
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ア申 33:10 


エ民 4:15 
代 I  23:26 
才民 16:9 


らに 綾は， ^ スラ ェルを IkW 箸 
で， エホバに とって 聖 なる 者で ある レ 
ビ 人に 言った， 「聖な る 箱を イス ラエ 
ルの 王 ダビデの 子 ソロモンの 建てた 家 
に 置きなさい。 それは 肩の 荷と しての 
あなた 方の ものでは ない。 今， あなた 
方の 神 エホバと その 民 イスラエルに 仕 
えなさい。 4 そして， イスラエルの 王 
ダビデの 書き物， および その子 ソロ モ 
ンの 書き物に より， あなた 方の 組に し 
たがって， あなた 方の 父祖の 家 ごとに 
用意を しなさい。  5 そして， あなた 方 
の 兄弟， 民の 子ら のために 父祖の 家の 
級 ごとに 聖 なる 場:^ に 立ち， レビ 人に 
属する 父方の 家の 受け 分 [が あるよう 
にしなさい]。 6 そして， 過ぎ 越しの 
いけにえを ほふり， 身を 神聖な ものと 
し， あなた 方の 兄弟の ために 用意を し 
て， モー セに よる エホバの 言葉の 通り 
に 行ないなさい」。 

7 さて， ヨシヤは 民の 子ら に 羊の 群 
れ， 雄の 子羊と 雄の 子 やぎを 寄進した 
が， これは 全部 [そこに] いたす ベての 
者の ため 過ぎ 越しの いけにえの ためで 
あり， その 数 三 万， 牛は 三千。 これら 
は 王の 財産から 出された。 8 そして， 
彼の 君たち も， 民の ため， 祭司の ため， 
また レ ビ 人の ために 自 発 的な 捧げ物と 
して 寄進を した。 ヒル キヤ， ゼ カリヤ， 
エヒ エル も， [まことの] 牲の 家の 指揮 
者と して 祭司に 過ぎ 越しの いけにえの 
ため 二 千 六 百 頭， それに 牛 三百 頭を 与 
えた。 9 また， レビ 人の 長， すなわち 
コナ ヌヤ， その 兄弟 シェ マヤ および ネ 


ツ代 I  28:1; テ箴 11:25; 使徒 20:35; 卜 王 n  23:4; 代 n  34:14 
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タヌ エル， ハシャ プヤ， エイ エル， ヨ 
ザバ ド も， レビ 人に 過ぎ 越しの いけに 
えの ため 五 千 頭， それに 牛 五 百 頭を 寄 
i した 。 

10 こうして， 奉仕の 用意が 整えられ， 
王の 命令に したがって， 祭司たち は自 
分たち の 場所に ずっと 立ち， レビ 人は 
その 組 ごとに [立って いた]。 11 それ 
から， 彼らは 過ぎ 蘧 しのい けにえ を ほ 
ふり， そして 祭司たち は 彼らの 手から 
[その 血を] 振り掛けた。 一方 レビ 人は 
皮をはぎ 取って いた。 12 さらに， 彼 
らは 焼燔の 捧げ物を 父方の 家 ごとに， 
それぞれの 級に， 民の 子ら に 与える た 
め， これを 整えた。 モー セの 書に 記さ 
れ ている 通りに エホバに 捧げ物を させ 
るた めであった。 また， 牛に ついても 
このよう にした。 13 それから 彼らは 
慣例に したがって， 過ぎ 越しの 捧げ物 
を 火に 掛けて 煮た。 また， 聖 なる もの 
とされた ものを， 料理な ベ， 丸底な ベ， 
宴 用の 鉢で 煮て， その後 これを すべて 
の 民の 子 らの もと に 急 L ヽで 運んで 行っ 
た。 14 そして 後に， 彼らは 自分たち 
のた め， また 祭司たち のために 用意を 
した。 ア ロンの 子ら である 祭司たち は 
夜になる ま で 焼燔の 犠牲と 脂 の 部分 
を ささげる ことに 携わって いたからで 
ある。 レビ 人たち は， 自分たち のた め， 
また ア ロンの 子ら である 祭司たち のた 
めに 用意を した。 

15 そして， ア サフの 子ら である 歌う 
たいたち は ダビデ， ア サフ， へ マン お 
よび 王の 幻を 見る 者 エド ト ンの 命令に 
したがって その 職務に 就いて おり， ま 
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た 門衛たち は それぞれ 別の 門に いた。 
彼らには そ の 奉仕 か ら 離れる 必要は な 
かった。 レビ 人で ある その 兄弟たち 
が， 彼らの ために 用意を したから であ 
る。 16 こうして， その 日， ヨシヤ 王 
の 命令に したが っ て 過ぎ 越 しを 執り行 
ない， エホバの 祭壇に 焼燔の 犠牲を さ 
さげる ために， エホバへの 奉仕の 用意 
がすべ て 整えられた。 

17 次いで， [そこに] いた イス ラエ 
ルの 子ら は その 時， 過ぎ 越しを 執り行 
ない， 七日 間， 無 酵母 パンの 祭りを も 
[執り行 なった]。 18 それで， 預言者 
サム エルの 時代 以来， イスラエルで こ 
のよう な 過ぎ 越 しが 執り行な われた こ 
とは 決してな く， また イスラエルの ほ 
かの 王たち の だれも， ヨシヤ， 祭司た 
ち， レビ 人， [そこに] いた 全 ユダと イ 
スラ エル， および エルサレムの 住民が 
執り行 なった ような 過ぎ 越しを 執り行 
なった ことはなかった。 19 ヨシヤの 
治世の 第 十八 年に， この 過ぎ 越しが 執 
り 行なわれた。 

20 すべて このように， ヨシヤが こ 
の 家を 整えた 後， エジプトの 王 ネコが 
ユーフ ラ テスの ほとりの カル ケミ シュ 
で 戦うた めに 上って 来た。 それで， ヨ 
シ# は 綾と 織す るた めに 出て 合 っナ； L 
21 そこで， [ネコ] は 彼の もとに 使者を 
遣わして 言った， 「ユダの 王よ， あな 
たは わたしと 何の かかわりが あるので 
すか。 わたしが 今日， 来て いるのは あ 
なた を 攻める ためではありません。 わ 
たしの 戦いは， また わたしが 騒動を 引 
き 起こす ようにと 裡が 言われた のは 別 
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の 家に 対してな のです。 わたしと 共に 
おられる# の ゆえに， 自分の ために や 
めなさい。 [裡] が あなたを 滅びに 陥 

(7) 

れ させる ことがあって はなり ません」。 
22 ところが， ヨシヤは 彼から 顔を 背け 
ず， かえって 彼と 戦おうと して 変装し， 
挫の み 口から 出た ネコの 言葉に 聴き 従 
わなかった。 それで， 彼は メギドの 谷 
あいの 平原で 戦うた めに 行った。 

23 すると， 射手たち が ヨシヤ 王を 射 
たので， 王は その 僕たちに， 「わたしを 
降ろして くれ。 大変 ひどい 傷を 負った 
の だ」 と 言った。 24 そこで， その 僕 
たちは 彼を 兵車から 降ろし， 彼の もの 
であった 第二の 戦車に 乗せて， エル サ 
レムに 連れて来た。 こうして 彼は 死ん 
だので， その 父祖たち の 墓地に 葬られ 
ネ こ。 全 ユダと エルサレムは ヨシヤを 悼 

(サ！  （シ 1 

むので あった。 25 それで， エレミヤ 
は ヨシヤの ことで 詠唱し はじめた。 男 
の 歌うたい も 女の 歌うたい も 皆， 今日 
に 至る まで， その 哀歌の 中で ヨシヤに 
ついて 語り 続けて いる。 彼らは これを 
イスラエルの 規定と して おり， それは 

(v)  しる 

及 歌の 中に まさ しく 自己され ている。 

26 ヨシヤの その他の 事績， エホバの 
律法に 記さ れ ている と ころに したがっ 
た， その 愛 ある 親切の 行ない， 27 お 
よび 彼の 事績は， 最初の もの も 最後の 
もの も， イスラエルと ユダの “ 王たち 
の 書” に まさしく 記されて いる。 

そこで， この 地の 民は ヨシヤの 
子 エホ ア ハ;^ を 達んで， エル サレ 
ムで その 父の 代わり に 王と した。 2 エ 
ホア ハズは 治め はじめた とき， 二十 三 
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二王 n  23:30 


歳で， エルサレムで 三 か 月間 治めた。 
3 ところが， エジプトの 王は エル サレ 
ムで 彼を 退け， この 地に 銀 百 タラント 
と金 ー タラン トの 科料を 課した。 4 そ 
の 上， エジプトの 王は 彼の 兄弟 エリヤ 
キムを ユダと エルサレムの 王と し， そ 
の 名を エホ ヤ キムと 改めた が， その 兄 
弟 エホ アハズ を， ネコは 捕らえて エジ 
ブトに 連れて行った。 

5 エ ホヤ キムは 治め はじめた とき， 
二十 五 歳で， エルサレムで 十一 年間 治 
めた。 彼は その 裡 エホバの 目に悪い こ 
とを 行ない 続けた。  6 この 彼の もと 
に， バビロンの 王 ネブカ ドネ ザルが 攻 
め 上って 来たが， それは 彼に 二つの 銅 
の 足 かせを 掛けて， バビロンへ 引いて 
行く ためであった。  7 そして， エホ 
バの 家の 器具の ある ものを ネブ カド 
ネ ザルは バビロンに 持ち帰って， これ 
を バビロ ン にある 彼の 宮殿に 置いた。 
8 エ ホヤ キムの その他の 事績， 彼の 荇 
なった 忌むべき こと， および 彼に つい 
て 露見した ことは， イスラエルと ユダ 
の “ 王たち の 書” に まさしく 記されて 
いる。 その子 エ ホヤ キンが 彼に 代わ っ 
て 治めは じめ た。 

9 エ ホヤ キンは 治め はじめた とき， 
十八 歳で， エルサレムで 三 か 月と 十日 
間 治めた。 彼は エホバの 目に悪い こと 
を 行ない 続け/ L 1〇 そして， 年が 改 
まるころ， ネブカ ドネ ザル 王は 人を よ 
こして， 彼を エホバの 家の 好ましい 品 
物と 共に バビロンに 連れて行った。 さ 
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ら に， その [父] の 兄弟 ゼデ キヤを ユダ 

[ィ 1 

と エルサレムの 王と した。 

11 ゼデ キヤは 治め はじめた とき， 
二卞 一歳で， エルサレムで 十一 年間 治 
めた。 12 そして， 彼は その 裡 エホバの 
目に悪い ことを 行ない 続けた。 彼は エ 
ホ パの 命令に よる 預言者 エレミヤの ゆ 
えに へりくだる という ことを しな かっ 
た。 13 彼は また， 彼に 姓に かけて 誓 

(ケ）  たい 

わせた ネブカ ドネ ザル 王に 対して さえ 
背いた。 彼は うなじを こわくし， 心を 
固く し 続けて， イスラエルの 裡 エホバ 
に 立ち返ろうと しなかった。 14 祭司 
の 長たち 全員と 民 もまた， _ 国民の す 

い  [t]  ふちゅう 

ベての 忌むべき ことに ならって， 不忠 
実な ことを 大規模に 行なった ので， エ 
ホ バが エルサレム で 神聖な ものと され 
た その 家を 汚した。 

15 それでも， 彼らの 父祖たち の迚エ 
ホ パは その 使者たち によって 彼らに 伝 
えさせ 続け， 何度も 遣わされた。 その 
民と ご 自分の 住まいと に 同情を 覚えら 
れ たからで ある。 16 ところが， 彼ら 
は 絶えず [まこ との]# の 使者たち を 笑 
い 物にし， そのみ 言葉を 侮り， その 杂、 
言 者たち を あざけって いたので， つい 
に エホバの 激怒が その 民に 向かって 起 
こり， いやし 得ない までに なった。 

17 そこで， [裡] は カルデア 人の 王を 
彼らの もとに 攻め上らせ たので， 彼は そ 
の聖 なる 所の 家で 彼らの 若者たち を 剣 
で羧 した。 彼は 若者に も 処女に も， 年 
寄りに も 老衰した 者に も 同情を 覚えな 
かった。 すべての ものを [裡] は 彼の 手 
に 渡された ので ある。 18 そして， [ま 


ことの]# の 家の すべての 大 小の 器 
具， ェホバの 家の 財宝， 王と その 君た 
ちの 財宝な ど， その すべてを 彼は バビ 
ロンに 携えて 行った。 19 さらに， 彼 
は [まことの]® の 家を 焼き， ェル サレ 
ムの 城壁を 取り壊した。 その 住まいの 
塔を みな， 彼らは 火で 焼き， また その 好 
ましい 品物 もみな [焼き]， 壊滅 させた。 
20 その上， 彼は 剣を 逃れた 残りの 者た 
ちを とりこに して バビロンに 連れ去り， 
こうして 彼らは， ペルシャの 王族が 治 
め はじめる まで， 彼と その子ら の 僕と 
なった。  21 これは エレミヤの 口によ 
る エホバの 言葉を 成就して， やがて この 
地が その 安息を 払い 終える ためで あっ 
た。 その 荒廃して いた 期間 中 ずっと， そ 
れは 安息を 守って， 七十 年を 満了 した。 

22 そして， ペルシャの 王キュ ロスの 
第一 年に， エレミヤの 口によ る エホバ 
の 言葉が 成 し 遂げられる ため， ェホバは 
ペルシャの 王キュ ロスの 霊を 奮い立た 
せられた ので， 彼は その 王国 中に あまね 
く お触れを 出させ， また 文書に してこう 
言った。 23 「ペルシャの 王キュ ロスは 
このように 言う。 『地の すべての 王国 
を 天の 姓 ェホバは わたしに 賜わり， この 
方が， ユダに ある エルサレム にご 自分の 
ために 家を 建てる ことを わた しに ゆだ 
ねられた。 すべて その 民の 者で あなた 
方の 中に いる 者は だれでも， そ の裡 ェホ 
バ がその 人と 共に おられる ように。 そ 
れ ゆえ， その 人は 上って 行く ように』」。 

タ イザ 44:28; イザ 45:1; ダニ 10:1; チ ェレ 32:42; ェレ 
33:10; ツェレ 29:14; テ ハガ 1:14; ト ェズ 1:1; ナ ェズ 1: 
2; 二 詩 75:7; ダニ 2:37; ダニ 4:35; ダニ 5:18; ヌイ ザ 44: 
28; ネ代 I  29:5; ェズ 7:13;  ノ  ロマ 8:31; ハ 代 I  22:16; ゼ 
力 2:7。 
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1 そして， ペルシャの 王キュ ロスの 
第一 年に， エレミヤの 口から 出た 
エホバの 言葉が 成し遂げられる ため， 
エホバは ペルシャの 王キュ ロスの 霊を 
奮い立たせられ たので， 彼は その 全領 
域に あまねく お触れを 出させ， また 文 

しょ  （才）  い 

書に してこう 言った。 

2 「ペルシャの 王キュ ロスは このよ 
う に 言う。 『地の すべての 王国を 天の 
挫 エホバは わたしに 賜わり， この 方が， 
ユダに ある エルサレム にご 自分の ため 
に 家を 建てる ことを わた しに ゆだねら 
れ た。 3 すべて その 民の 者で， あなた 
A 方の 中に いる 者は だれでも， その 裡が 
その 人 と共にいて くださる ように。 そ 
れ ゆえ， その 人は ユダに ある エル サレ 
ムに 上って 行き， エルサレム にあった 
イスラエルの 裡 エホバ ー この 方は [ま 
こ との] 进 であ られる 一 の 家を 建て直 
すよう に。  4外 国人と してと どま っ 
ている どの 場所からの 者で も， 残って 
いる 者に ついては， その 場所の 人々 が， 
エルサレム にあった [まことの] 挫の 家 
のた めの 自発的な 捧げ物と 共に， 銀， 
金， 財貨， 家畜を もって その 人を 援助 
する ように』」。 

5 そこで， ユダと ベニヤ ミンの 父たち 
の 頭たち， 祭司 および レビ 人， すなわち 
その 霊を [まことの] 进が 奮い立たせられ 
た 者は 皆， 上って 行って， エルサレムに 
あっ た エホバの 家を 建て直 そ うと 立ち 
上がった。 6 彼らの 周りの すべての 者 


は， 銀の 器具， 金, 財貨， 家畜， えり 抜き 
の 品々, そのほか 自発的に ささげられた 
もの すべてを もって 彼らの 手を 強めた。 
7 また， キュ ロス 王 も， ネブカ ドネ 

はこ 

ザルが かつて エル サ レムから 運び出し 
て， 自分の 神の 家に 置いた， エホバの 
家の 器具を 持ち出した。 8 そして， ぺ 
ル シャの 王キュ ロスは 宝物 係 ミ トレ ダ 
卜の 指揮 下で これを 持ち出し， これを 
数えて ユダの 長 セ シバ ザルに 渡 した。 

9 さて， これらは その 数で ある。 す 
なわち， 金の かご 形の 器 三十， 銀の か 
二' 形の 器 一千， 取り替え 品の 器 二十 九， 
10 金の 小鉢 三十， 二級 品の 銀の 小鉢 四 
百 十， その他の 器具 一千。 11 金， 銀 
の 器具は 全部で 五 千 四百であった。 セ 
シバ ザルは， 流刑に された 人々 をバビ 
ロンから エルサレムに 導き 上る と共に， 
すべての ものを 携え 上った。 

〇 ところで， これらは バビロンの 王 
M ネブカ ドネ ザルが 捕らえて バビロ 
ンに 流刑に 処 していた， 流刑に された 
人々 の k 囚 から 解かれて 上り， 後に エ 
ルザ レムと ユダに， 各々 自分の 都市に 
帰っ て 来た， こ の 管轄 地域の 子 ら であっ 
た。 2 ゼルバベル， エ シュア， ネへミ 
ヤ， セラヤ， レエ ラヤ， モルデカイ， ビ 
ルシャン， ミス パル， ビグ ワイ， レフ 
ム， バ アナと 共に 来た 者たち である。 
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M  34:13; ソ ネへ 7:6: タ エズ 1:11; ネへ 7:7; ハガ 1 
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イスラ エルの 民の 人々 の 数は 次の 通 
りで ある。  3 パル オシ ュの 子ら は：^ 
千 百 七十 二人。 4 シヱ ファ トヤの 子 
らは 三百 七十 二人。  5 アラ ハの 子ら 
は 七 百 七十 五 人。 6 パ ハ ト •モア ブ 
の 子ら， エ シュア [と] ヨ アブの 子ら の 
[者] は 二 千 八 百 十二 人。 7 エラムの 
子ら は 一千 二百 五十 四 人。 8 ザ トの 
子ら は 九 百 四十 五 人。 9 ザ カイの 子 
らは七 百 六十 人。 10 バニの 子ら は 六 
百 四十 二人。 11 ベ バイの 子ら は 六 百 
二十 三人。 12 アズガ ドの 子ら は 一千 
二百 二十 二人。 13 アド ニ カムの 子ら 
は 六 百 六十 六 人。 14 ビグ ワイの 子ら 
は 二 千 五十六 人。 15 アディ ンの 子ら 
は 四百 五十 四 人。 16 ア テルの 子ら， 
ヒゼ キヤの [者] は 九十 八 人。 17 ベ 
ツァイの 子ら は 三百 二十 三人。 18 ヨ 
ラの 子ら は 百 十二 人。 19 ハ シュム 
の 子ら は 二百 二十 三人。 20 ギ バルの 
子ら は 九十 五 人。 21 ベツレヘムの 子 
らは百 二十 三人 0  22 ネト ファの 人々 

は 五十六 人。 23 アナ ト テの 人々 は 百 
二十 八 人。  24 アズ マべ 卜の 子ら は 
四十 二人。 25 キル ヤト •エア リム， 
ケフィ ラ およびべ エロ トの 子ら は 七 百 
四十 三人。 26 ラマと ゲバの 子ら は 六 
百 二十 一人。 27 ミク マスの 人々 は 百 
二十 二人。 28 ベ テルと アイの 人々 は 二 
百 二十 三人。 29 ネボの 子ら は 五十二 
人。 30 マグビ シュの 子ら は 百 五十六 
人。 31 ほかの エラムの 子ら は 一千 二 
百 五十 四 人。 32 ハ リムの 子ら は 三百 
二十 人。 33  ロド， ハディ ド および 才 
ノの 子ら は 七 百 二十 五 人。 34 エリコ 


, M 
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子ら は 三千 六 百 三十 人。 

36 祭司は 次の 通りで ある。 エシュ 
士の 家の エダ ヤの 子ら， 九 百 七十 三 
人。 37 イ メルの 子ら は 一千 五十二 人。 
38 パシュ フルの 子ら は 一千 二百 四十 七 
人。 39 ハ リムの 子ら は 一千 十七 人。 

40 レビ 人は 次の 通りで ある。 エシュ 
士 と カド ミ エノし の 子ら， ホ ダウ ャの子 
らの [者] は 七十 四 人。 41 歌うたい は， 
ア サフの 子ら， 百 二十 八 人 〇  42 門衛 
の 子ら は， シャルムの 子ら， ア テルの 
子ら， タ ル モンの 子 ら ，アク ブの 子ら， 
ハティ タの 子ら， ショ バイの 子ら， す 
ベて 合わせて 百 三十 九 人。 

43 ネ ティ ニムは 次の 通りで ある。 
ツィ ハの 子ら， ハス ファの 子ら， タバ 
オトの 子ら，  44 ケ ロスの 子ら， シア 
ハの 子ら， パ ドンの 子ら，  45 レバ ナ 
の 子ら， ハ ガバの 子ら， アクブ の 子ら， 
46 ハ ガブの 子ら， サル マイの 子ら， ハ 
ナンの 子ら，  47 ギ デルの 子ら， ガハ 
ルの 子ら， レ アヤの 子ら， 48 レツ ィン 
の 子ら， ネコ ダの 子ら， ガ ザムの 子ら， 
49 ウ ザの 子ら， パ セア ハの 子ら， べサ 
イの 子ら，  50 アスナの 子ら， メウニ 
ムの 子ら， ネフ シムの 子ら，  51 バク 
ブクの 子ら， ハク ファの 子ら， ハル フ 
ルの 子ら，  52 バ ツル トの 子ら， メヒ 
ダの 子ら， ハル シャの 子ら，  53 バル 


ィ民 3:3: ゥ代 I  24:11; ネへ 7:39; エ代 I  9:10; 代 I  24:7; 
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42; ク民 3:6; ケ ネへ 10:9; ネへ 12:8; ネへ 12:24; コ エズ 
3:9; サ ネへ 7:43; シ代 I  6:39; 代 I  15:17; 代 I  25:1; ネへ 
7:44; ネへ 11:17; ス エレ 35:4; セ ネへ 7:45; ソ代 I  9:17; 
ネへ 11:19; タ ネへ 12:25; チ ネへ 7:45; ツ ヨシ 9:21; ヨシ 
9:27; 代 I  9:2; エズ 2:58; ネへ 3:26; テ ネへ 7:46; ト ネへ 
7:47; ナ ネへ 7:48; ニ ネへ 7:49; ヌ ネへ 7:50; ネ ネへ 7: 
51; ノ ネへ 7:52; ハ ネへ 7:53; ヒ ネへ 7:54。 


769  流刑の 身から 戻った 人々。 祭壇が 築かれる  エズラ 2：54—3：3 


コスの 子ら， シセラの 子ら， テマ ハの 

(ィ） 

子ら，  54 ネ ジアの 子ら， ハティ ファ 
の 子ら。 

55 ソロモンの 僕たちの 子ら は 次の 
通りで ある。 ソ タイの 子ら， ソ フェレ 
卜の 子ら， ペル ダの 子ら，  56 ヤ アラ 
の 子ら， ダル コンの 子ら， ギ デルの 子 
ら，  57 シェ ファ トヤの 子ら， ハティ 
ルの 子ら， ボケ レ ト •ハツヱ バ イムの 
子ら， アミ の 子ら。 

58 ネ ティ ニムと， ソロモンの 僕た 
ちの 子ら は 合わせて 三百 九十 二人で 


あった。 

59 そして， これらの 者は テル •メ 
ラ ハ， テル •ハル シャ， ケルプ， アド 
ン [および] イメ ルから 上っ て 来た 者た 
ちであった が， 彼らは その 父の 家と 血 
統， 自分たち が イスラエルの 出で ある 


かどう かを 告げる ことは できな かっ 
た。 60 すなわち， デラ ヤの 子ら， 卜 
ビヤの 子ら， ネコ ダの 子ら ，六 百 五十二 
人。 61 そして， 祭司の 子ら のうちで 

(シ】 

は， ハ バヤの 子ら， ハコ ツの 子ら， バ 
ルジ ライの 子ら。 この [バル ジ ライ] は 

じん  W  むすめ 

ギレアデ 人 バル ジ ライの 娘たち のうち 


から 妻を め とった ので， その 名で 呼ば 
れ るよう になった。 62 これらの 者は 


じぶん  けいず おおやけ かくりつ 

自分たち の 系図を 公に 確立し ようとし 


とうろくぼ  さが  もと 

て 登録簿を 捜し求めた 者たち であった 


が， 自分たち は 見つから なか っ たので， 

けが  さいし しょく  じょがい  (v) 

汚れた 者と して 祭司 職から 除外され た。 


け） かれ 

63 それゆえ， ティル シャタ は 彼らに， 


上がる までは 最も 聖 なる ものを 食べて 

[ッ）  い 

はならない と 言った。 
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チ レビ 16:29 
王 I  8:2 
ネへ 8:14 
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テイ ザ 33:20 

ト ハガ 1:1 

ナ代 I  3:17 

マタ 1:12 
ニェズ 1:8 
ハガ 2:21 

ルカ 3:27 
ヌ出 20:24 
出 40:29 
ネ代 I  21:18 


64ぜ 益し 蘇 P 節 ： して 四 万 二 千 三 

M  かれ 

百 六十 人で あり， 65 このほかに， 彼 
らの 男の 奴隸 および 奴隸 女， これらは 
七 千 三百 三十 七 人で， 彼らには 二百 人 
の 男の 歌うたい と 女の 歌うたい がいた。 
66 彼らの 馬は 七 百 三十 六 頭， そのら ば 
は 二百 四十 五頭， 67 彼らの らくだは 

四百 三十 五頭， ろばは 六 千 七 百 二十 頭 

(才） 

であった。 

68 そして， 父方の 家の 頭の ある 者 

(ク】  W 

たちは， エルサレム にある エホバの 家 
に 来る や， それを その 元の 敷地に 立て 
るた めに， [まことの] 拽の 家の ために 

じ はつて き （サ) ささ  もの  じ ぶん 

自発的な 捧げ物を した。 69 自分たち 
の 力に したがって 發らは M 絹 雖#|| 
物の ために 金 六 万一 千 ドラ クマ， 銀 五 
千 ミナ， 祭司の 長い 衣 百 着を 献 じた。 
70 こぅ して， 騎 ，レビ 又， 震の 1 
の 者， 歌うたい， 門衛， ネ ティ ニムは 
それぞれの 都市に 住む ようになり， す 
ベての イスラエル [の 人々] は それぞれ 
の 都市に [住む ようになった]。 

〇 第 七の 月が 到来した とき， イス ラエ 
^ ルの 子ら は [それぞれの] 都市に い 
た。 そして 民は 一人の 人の ように エル 

[テ） あつ 

サ レムに 集まり はじめた。  2 そこで， 

[卜]  さいし 

エホ ツァ ダクの 子エ シュアと 祭司で あ 
る その 兄弟たち， および シャル テルの 
子ゼ ルバべ ノ f とその 兄弟たち は， 立ち 
上がって， イスラエルの® の 祭壇を 築 
いた。 これは [まことの]® の 人 モー セ 
の 律法に 記されて いる 通りに， その上 
で 焼燔の 犠牲を ささ げる ためであった。 
3 それで， 彼らは 祭壇を その 元の 敷 

ち (ネ） かた  かくち  たみ  きょう 

地に 堅く 立てた。 各地の 民の ゆえに 恐 
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怖が 彼らに [臨んだ] からで ある。 彼ら 

しょうはん  ぎせい 

は その上で エホバに 焼燔の 犠牲， すな 
わち 朝と 夕の 焼燔の 犠牲を ささげは じ 

(ィ）  かれ  しる 

めた。 4 それから， 彼らは 記されて い 

とお  W かり ご や  まつ W  と  おこ 

る 通りに 仮小屋の 祭りを 執り行ない， 

まいにち  ぶん  き  さ だ 

毎日の 分と して 決まって いるものの 定 
め 通りの 数で 日々 焼燔の 犠牲を ささげ 

【才）  のち  じょうく  しょうはん ささ 

た。 5 そして, 後には 常 供の 焼 燔の捧 

もの (力）  しんげつ [キ）  しん 

げ 物と， 新月 およびす ベて エホバの 神 
聖な ものと された 祭りの 時期， それに 
すべて 自発的な 捧げ物を エホバに 進ん 
でさ さ げる 者の ための [焼燔 の 捧げ物] 
が あった。 6 第 七の 月の 一日から， 彼 
らは 焼燔の 犠牲を エホバに ささげ 始め 
たが， エホバの 神殿の 土台は， まだ 据 
えられて いなかった。 

かれ  き  もの (ザ） しょく 

7 そこで 彼らは [石を] 切る 者と 職 

にん (シ） かね  わた （ス】  じん W  _  M 

た  もの [夕） の  あぶら [チ〕 あた 

に 食べ物 や 飲み物 や 油 を 与えた が， そ 
れは ペルシャ の 王キュ ロスが 与えた 許 

か  M  (テ）  (H 

可に したがって， レバノンから ヨッパ 

うみ  すぎざい  はこ 

の 海に 杉材を 運ぶ ためであった。 

8 そして， エルサレムの [まことの] 

いえ  かれ  き  つぎ  だい 

迚の 家に 彼らが 来た 次の 年， その 第二 

[ナ）  ㈡  [ヌ） 

の 月 に， シャ ルテルの 子 ゼルバベルと， 

[本）  さいし 

エホ ツァ ダクの 子エ シュアと， 祭司 や 
レビ 人で ある その他の 兄弟たち， およ 

ほしゅう (ノ）  かえ 

び 捕囚から エルサレムに 帰って来 たす 

ひとびと  ちゃくしゅ 

ベての 人々 は 着手した。 さて， 彼らは 

さいい じょう  h) 

二十歳 以上の レ ビ 人を 立てて， エホバの 
家の 仕事の 監督者を 務めさせた。 9 そ 

(フ） 

こで， ユダの 子ら である， エ シュア， そ 

きょうだい 

の 子ら とその 兄弟たち， [および] カド 

いちだん 

ミエルと その子ら は， 一団と して 立ち 
上がって， [まことの] 裡の 家で 仕事を 


もの  かんとくしゃ  つと 

する 者たち の 監督者を 務め， [また] レ 

びと  (7) 

ビ人 である， へ ナダ ドの 子ら， その子 
ら とその 兄弟たち [もそう した]。 

けんちく しゃ  しんでん  ど 

10 建築 者たち が エホバの 神殿の 土 

だい  す  [ィ）  せいそう (ゥ）  さいし 

台を 据えた とき， 正装を した 祭司たち 

(I)  も  [才） 

は ラッパを 持ち， ア サフの 子ら である 

びと  M 

レビ 人たち は シンバルを 持って， イス 

し じ  W 

ラエルの 王 ダビデの 指示に したがって 
エホバを 賛美す るた めに 立ち上が っ 
た。 11 そして， 彼らは エホバを 賛美 
し， 感謝を して， 「[迸] は 善良で， イ 

たい  あい  しんせつ  さ だ 

スラ エルに 対する その 愛 ある 親切は 定 

とき  およ  (3) 

めの ない 時まで も 及ぶ からで ある」 と 
答え 応じ はじめた。 民 もみな， エホバ 
の 家の 土台が 据えられた ことで エホバ 
を 賛美し， 大声で 喜び 叫んだ。 12 と 

さい 士  [シ）  びと  ，'か t:  W い 在 かしら 

おお  ひとびと  い ぜん  M 

たちのう ちの 多くの 人々， 以前の 家を 
見た ことの ある 年老いた 者たち は， 彼 
らの 目の前で この 家の 土台が 据えられ 

さい M おおごえ  な  M 

る 際に 大声で 泣いて いたが， ほかの 多 

よろこ  さけ  ごえ 

くの 者たち は 喜びの ために 叫び声を 上 

[チ）  たみ  よろこ （ツ） 

げ ていた。 13 したがって， 民は 歓び 
の 叫び声と 民の 泣き声と を 区別で きな 

おおごえ  よろこ 

いでいた。 民が 大声で 喜び 叫んで いた 

こえ  そうと ラと お 

からで あるが， その 声は 相当 遠くまで 
聞こえた ので ある。 

てきたい しゃ  （テ） 

4 ユダと ベニヤ ミンの 敵対 者たち は 

るけい しゅう [卜） 

流刑 囚の 子ら が イスラエルの 神エ 
ホバ のために 神殿を 建てて いる こと 
を 聞く と，  2 直ちに ゼルバベルと 父 
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かた  いえ  かしら  (7)  ちかよ  かれ  い  ひ なん 

方の 家の 頭たち に 近寄り， 彼らに 言っ 第4 章 は エルサレムを 非難して 王 アル タク セ 
た， 「わたしたち にも あなた 方と 一緒 7xX2：68 ルク セスに 次の ような 一通の 手紙を 書 

た  （ィ）  どう  イ詩 55:21  ぎょうせい ちょうかん  (7) 

に 建てさせて ください。 あなた 方と 同  %  いた。  9 それゆえ， 行政 長官 レフ ム 

よう  もと  m  26,25  しょき  たかれ 

様， わたしたち も あなた 方の® を 求め ゥ王 ni7:33 と 書記 シム シャイ および その他の 彼ら 
ており ますし， わたしたちを ここに 導 xa 17:24 の 同僚， 裁判官 や Hi の 向こう側の 小 総 
き 上った アッシリアの 王 エサ ル. ハ ド ォ S'19:37 督， 書記官， エレ クの 人々， バビ ロニ 

1ォ）  じ だいい らい  かた  カゼ カ 3:1  じん (才）  [*)  じゅうみん  W 

ンの 時代 以来， わたしたち はこの 方に +xxl:5 ア人 ，スサの 住民， すなわち エラム 人， 
犠牲を ささげて いるから です」。 3 と クネ へ2:2 〇 10 その他， 大 いなる 尊い ア セナ パルが 

W  ヨ ハ 4=9  と  るけい  しょ  しょと 

ころが， ゼルバベルと エ シュアと， そ  3 ハ4 :22 捕らえて 流刑に 処 し， サマリアの 諸 都 

た  ちちかた  いえ かしら  W  ケ代 n  36:23  し W  かわむ  す  つ 

の 他の イスラエルの 父方の 家の 頭たち ヱズ i:i 市， その他， ill 向こうに 住み着かせた 
は 彼らに 言った， 「あなた 方は わたし  ^  44:28 国々 の 民が， —— 。 さて， 11 これは 

た  てん  コエズ 3:3  かん  かれ  おく  てがみ  うつ 

たちの 迚 のために 家を 建てる 点で わた ネ へ6:9 それに 関して 彼らが 送った 手紙の 写し 
したち とは 何の かかわり もありません。 ^^'1：2 である。 

W  シネへ 6:12  (サ）  かわむ 

ペルシャの 王， キュ ロス 王が わたした スェズ 4:24  「王 アルタクセルクセスへ。 Hi 向 こ 

めい  とお  エズ 5:5  もの  しもべ 

ちに 命じた 通りに， わたしたちが イス ヱズ 6:i うの 者， あなたの 僕たち [から]。 さて， 

ぃっ しょ  ダニ 11:2 

ラエルの 裡 エホバの ために 一緒に 建て セ 詩 52:2 12 あなたの もとから わたしたちの とこ 

詩 119:69  のぼ  き  じん 

るので すから」 0  ^ 12:10 ろへ， こちらに 上って 来た ユダヤ人が 

4 そこで， その 地の 民は 絶えず ユダ エルサレムに 来て おります ことが 王の 
の 民の 手を 弱め， 建てさせ まいとして 知る ところと なります ように。 彼らは 
彼らの 意気を くじき，  5 彼らの 計り 7xX  4=17 あの 反逆 的な 悪い 都市を 建てて おり， そ 
事を 覆そうと して 顧問 官を 雇って 彼ら バニ4::3 の 城壁を 完成し， その 基を# 理 しかけ 

はんたぃ  i  とし た 

に 反対 させて いたが， これは ペルシャ  ^ 11,24 ております。 13 もしも この 都市が 建 
の 王キュ ロスの 時代は もとより， ペル  24:11 て 直され， その 城壁が 完成され ました 

シャの 王 ダリウスの 治世にまで 及んだ。 r なら， 税金 も， 貢ぎ も， 使用 税も 彼ら 

ちせい  オエセ 23.15 おさ 

6 そして， ア ハシュ エロスの 治世に， す ヵネへ i:i は 納め なくなりましょう し， そうな り 
なわち その 治世の 初めに， 彼らは ユダ ダ 上8:2 ますと， 王の 金庫に 損失を 被らせる よ 
と エルサレムの 住民を 非難す る 一通の *  %  n：n うになる ことが， 今， 王の 知られる と 

こくそ じょう H?) か  エレ 49: 3 り  いま わたくし 

告訴 状を 書いた 0  7 また， アル タク セ ク王 nl7:27 ころと なります ように。 14 今， 私た 

じだい  たし  おうきゅう  しお いただ 

ルク セスの 時代に， ビ シュラム， ミト ヶ ちは 確かに 王宮の 塩を 頂いて おります 
レダ ト， タブ エルと その他の 彼の 同僚 ^X4:8 し， 王を 裸に する のを 見る のは 私たち 
も， ペルシャの 王 アルタクセルクセス シネへ I:3  に とって ふさわしい ことでは ございま 

に 書き送った。 その 手紙の 文は アラム 23：35 せんので， そのために 私たちは 人を 遣 
語の 文字で 書かれ， アラム 語に 訳され  ° マ13 :7 わして， [この ことを] 王に お知らせ 致 

ていた。  ヱズ 7:2i しました。 15 それは あなたの 先祖の 

8 行政 長官 レフ ムと 書記 シム シャイ 6；f 記録の 書の 調査が 行なわれる ようにし 
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中止が 命じられる。 ユダヤ人は 工事を 再開す る 
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23 そこで， 王 アルタクセルクセスの 
公文書の 写しが レフ ムと 書記 シム シャ 
4 および その 同僚 の 前で 読ま れた 後， 
k らは 急いで エルサレムの ユダヤ人の 
もとに 行き， 武力に よって 彼らを やめ 

W 

させた。  24 エルサレム にある， 裡の 
家の 工事が 停止 したのは そのと きのこ 
とであった。 それは ペルシャの 王 ダリ 

[才）  ちせい  だい  ねん 

ウスの 治世の 第二 年 ま で 停止 していた。 
^ ときに， 預言者 ハガイと， イドの 
® 孫の 預言者 ゼ カリヤは ユダと エル 
サ レムに いる ユダヤ人に， 彼らの 上に 
[おられる] イスラエルの 裡の 名に よっ 
て 預言した。 2 シャル テルの 子ゼ ルバ 

(シ）  W 

ベルと エホ ツァ ダクの 子エ シュアが 立 

いえ 

ち 上がり， エルサレム にある# の 家を 
建て直し 始めた のは そのと きのこと で 
あった。 挫の 預言者たち も， 彼らと 共に 

(fe)  たす  あた 

いて， 彼らに 助けを 与えて いた。 3 そ 
の 時， ！[[ 向こうの 総督 タテ ナイと シエ 
タル • ボゼ ナイ および その 同僚が 彼ら 
の もとに やって来て， このように 言う 

がた 

ので あっ た。 l ; t だれが あ なた 方に この 
家を 建て， この 梁材の 建造物を 完成す 

めいれい  くだ  （チ） 

るよう 命令を 下した のか」。 4 それ か 
ら こう 言った。 「この 建物を 建てて い 
る 強健な 者たち の 名は 何とい うの か」。 

[ツ]  じん 

5 ところが， その 裡の 目が ユダヤ人の 
年長者た ちの 上に あった ので， 報告が 
ダリウスに 伝わり， この ことに 関する 
公文書が 送り返される までは， 彼らは 
これを やめさせなかった。 

6  [ここに] IK 向こうの 総督 タテ ナイ 
と シエ タル •ボゼ ナイ および その 同僚， 

ナ エズ 5:3; エズ 6:6; ニ エズ 6:13; ヌ エズ 4:7。 


て 頂く ためです。 そうすれば， かの 都 
市が 反逆 的で， 王たち と 管轄 地域に 損 
失を 被らせる 都市で あり， その内には 
¥ の 時代から 反乱を 起こす 者たち がい 
たこと を， その 記録の 書の 中に 見いだ 
され， お分かり 頂ける ことで ございま 
しょう。 そのために， あの 都市は 荒廃 
している ので ございます。 16 もしも 
あの 都市が 建て直され， その 城壁が 完 
あされたなら， あなたは やはり， 111 向 
こうには きっと 何の 持ち分 も お持ちに 
ならなくなる ことを， 私たちは 王に お 
知らせして いるので ございます」。 

17 王は 行政 長官 レフ ムと 書記 シム 
シャイ， それに サマリア その他， 111 向 こ 
う に 住んで いる その他の 彼らの 同僚に 
伝言した。 

「あいさつを 送る。 さて， 18 あなた 

がた  われわれ  おく  こうぶんしょ  まえ 

方が 我々 に送っ た 公文書は わた しの 前 
で はっきりと 読まれた 0 19 そこで， わ 
たしから 命令が 下され， 彼らは 調査し 
て， あの 都市が 昔の 時代から 王たち に 
向かって 立ち上がり， その 中で 反逆と 
反抗が な されて きた ものである ことを 
見いだ した。  20 また， エルサレムを 
治める 強い 王たち がいて， 也 向こうの 
全土を 支配して おり， 税金 や 貢ぎ， お 
よび 使用 税が 彼らに 納められ ていた。 
21 今， あなた 方は 命令を 下して， こ 
れら 強健な 者たち にやめ させ， わたし 
から 命令が 下される まで， あの 都市が 
建て直されない ようにせ よ。 22 それ 
で， この ことで 行なう 際に 怠慢がない 
よう 達 k し， 損害が 増大して 王に 危害 
が 及ばない ようにせ よ」。 
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111 向こうに いる 小 総督たち が 王 ダ リウ 
スに 送った 手紙の 写しが ある。 7 す 
なわち， 彼らは [王] に 伝言した が， そ 
の 中の 文は 次の 通りであった。 

「王 ダリウスへ： 

「すべてが 平安であります ように！ 
8 次の ことが 王の 知る ところと なり 
ますよう に。 私たちは ユダの 管轄 地域 
の， あの 大 いなる 拽の 家へ まいり まし 
たが， それは [所定のと ころに] ころで 
運ばれた 石で 建てられ ており， 材木は 
壁に 組み込まれて おります。 それに， 
その 工事は 熱心に 荇 なわれ ており， 彼 
らの 手では かどって おります。 9 そこ 
で， 私たちは それら 年長者た ちに 尋ね 
ました。 私たちは 彼らに このように 言 
いま した。 『だれが あなた 方に この 家 
を 建て， この 梁材の 建造物を 完成す る 
よう 命令を 下した のか』。 10 そして， 
私 たちは また， あなたに お知らせ する 
ため， 彼らに その 名を 尋ねました。 そ 
れは 彼らの 頭と なって いる 強健な 者た 
ちの 名を 書く ためでした。 

11 「すると， 彼らは このように 私たち 
に 返事を よこ して 言い ま した。 『わた 
したち は 天と地の 姓の 僕で あっ 1， い 
まから 何年 も 前に 建てられ ていた 家を 
建て直して いるので す。 これは イスラ 
エルの 大 いなる 王が 建てて 完成した も 
のな のです。 12 しかし， わたしたち 
の 父たち が 天の 迚を いら 立たせた ため， 
[裡] は 彼らを カ ルデア 人で あ る バビロ 
ンの王 ネブカ ドネ ザルの 手に 渡され ま 
した。 それで 彼は この 家を 破壊し， 民 
を 捕らえて バビロン に 流刑に 処 しまし 
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た。 13 それ にもかかわらず， バビロ 

だい  ねん （ィ 1 

ンの 王キュ ロスの 第 一 ■年に， 王 キュロ 
ス はこ の裡の 家を 建て直す よう 命令を 
下しました。 14 そして また， ネブカ 
ドネ ザルが エル サ レムに あっ た 神殿 か 
ら 取り出して， バビロンの 神殿に 運ん 
だ 神の 家の 金銀の 器， これらを 王キュ 
ロスは バビロンの 神殿から 取り出し， 
それら は 彼が 総督に した セシバ ザルと 
いう 名の 者に 渡され ま した。 15 そし 
て [王] は 彼に 言い ま した， 「これらの 
器 を 取れ。 行って， これを エルサレム 
にある 神殿に 納め， 迚の 家を 元の 所に 
建て直させよ」。 16 その セシバ ザル 
は 来て， エルサレム にある 裡の 家の 土 
台を 据えました が， そのと きから 今に 
至る まで それは 建て直されて はいます 
が， 完成され てはいない のです』。 

17 「それで 今， もし 王に とって 善い 
と 思われる のでしたら， 果たして， エ 
ルサ レムの あの の 家を 建て直す よう， 
王キュ ロスから 命令が 下 された かどう 
か， あの バビロン にある 王の 宝物の 家 
の 調査が 行なわれます ように。 そして， 
この こと についての 王の 決定を 私たち 


にお 伝えく ださいます ように」。 
p 王 ダリウスが 命令を 下し， 人々 が 
D あの バビロンで 納められた 宝物の 
記録の 家の 調査を 行なった のは そのと 
きのこと である。  2 そして， エク バタ 
ナ， すなわち メディアの 管轄 地域に あ 
る 防備の 施された 場所で， 一つの 巻き 

もの 

物が 見つかり， その 中には このような 
趣旨の 覚え書きが 記されて いた。 

3 「王 キュ ロスの 第一 年に， 王 キュロ 
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いえ  かん  めいれい 

スは エルサレムの® の 家に 関 して 命令 
を 下した。 すなわち， その 家は 彼らが 

ぎせい  ところ (ァ）  た  なお 

犠牲を ささ げる 所と して 建て直される 
ように。 その 土台は 固く 定められ， そ 
の 高さは 六十 キュビ ト， その 幅 も 六十 
キュビ ト， 4  [所定のと ころに] ころで 
運ばれる 石の 層は 三 段， 材木の 層は 一 
段。 その 費用は 王の 家から 支払われる 
ように。 5 また， ネブカ ドネ ザルが エ 
ルザ レムに あった 姓の 家から 取り出し 
て バビロ ンに 運んだ 金銀の 器 も 返され 
るよう に。 それが エルサレム にある 神 
殿の 元の 所に 届き， 裡の 家に 納められ 

{ ク） 

るた めで ある。 

6 「今， HI 向こうの 総督 タテ ナイ， シェ 
タル • ボゼ ナイと その 同僚， Hi 向こう 
にいる 小 総督たち よ， そこに 近づかな 

(ス）  いえ  こうじ 

いように せよ。 7 この 裡の 家の 工事を 
そのまま にして おけ。 ユダヤ人の 総督 
とユ ダヤ 人の 年長者た ちは こ の 迚の家 
を 元の 所に 建て直す であろう。 8 そ 
して， この 裡の 家を 建て直す ために， 
あな た 方が これら ユ ダヤ 人の 年長者た 
ちに どうすべき かにつ いては， わたし 
により 命 4 が 下されて いる。 Hi 向こう 

ぜい  し きん (夕）  ひよう 

の税の 王の 資金から， その 費用は それ 
ら 強健な 者たち に 滞る ことなく， 速 や 
かに 支払われる であろう。 9 また， 必 
要と する もの， すなわち 天の 裡 への 焼 
燔の 捧げ物の ための 若い 雄牛なら びに 

おひつじ (卜） こひつじ 【ナ） こ むぎ [二） しお [ヌ】  しゅ W 

雄 羊 や 子羊， 小麦， 塩， ぶどう酒 およ 

あぶら (ノ】  さいし 

び 油は， エルサレム にいる 祭司たち が 
言う 通りに， 間違いな く 毎日 絶えず 彼 
らに 与えられる ように。 10 それは 彼 
らが 絶えず 天の 姓に なだめの 捧げ物を 


ささげ， 王と その子た ちの 命の ために 
祈る ためで ある。 11 そして， わたし 
により 命令が 下されて いるが， だれで 
もこの 布告を 破る 者は， 材木が その 家 
から 引き抜かれ， その 者は その上に 突 
き 刺され， そのために その 家は 公衆 便 

じょ  闭 

所と される であろう。 12 そして， ご 
自分の み 名を かしこに とどま ら せられ 
た 姓が， 違反を 犯し， エルサレム にあ 
る この 拽の 家を 滅ぼそうと して 手を 出 
す 王 や 民を 皆， 覆される ように。 わた 
し， ダリウスは， まさしく 命令を 下す。 
速やかに こ れが 行なわれ るよう に」。 

13 そこで， Hi 向こうの 総督 タテ ナ 
イ， シエ タル •ボゼ ナイと その 同僚は， 
王 ダリウスが 伝 [言] した 通り， そのよ 
うに 速やかに 行なった。 14 そして， 
ユ ダヤ 人の 年長者 > こち は 預言者 ハガイ 
とイ ドの 孫ゼ カリ ヤの 預言の 下で 建て 
て， はかどって いた。 彼らは イス ラエ 
ルの 拽の 命令に より， また キュ ロスと 
ダリウス および ペルシャ の 王 アル タク 
セル ク セスの 命令に よって 建てて， [こ 
れ を] 終えた。 15 こうして， 彼らは 太 
陰月ア ダルの 三日までに， すなわち 王 
ダ リウ スの 治世の 第 六 年に こ の 家を 完 

せい 

成 した。 

16 そして， イスラエルの 子ら， 祭司 
と レビ 人 および その他， かつての 流刑 
にさ れた 者た ちは こ の裡の 家の 奉献式 
を 喜んで 執り行 なった。 17 そして 彼 

いえ  ほうけんしき  おうし 

ら はこ の裡の 家の 奉献式の ため に 雄牛 
百 頭， 雄 羊 二百 頭， 子羊 四百 頭を ささ 

夕代 D  36:23; エズ 1:3; エズ 5:13; チ エズ 6:12; ツ エズ 7: 
13: テ エス 9:1; 卜 代 I  9:2; ネへ 7:73; ナ王 n  24:15; エズ 
4:1; ネへ 1:2; 二王 I  8:63。 
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げ， また イスラエルの 部族の 数に した 
がって， 全 イスラエルの ための 罪の 捧 
げ 物と して 雄の やぎ 十二 頭を [ささげ 
た]。 18 また 彼らは， エルサレムでの 
控 への 奉仕の ために， モー セの 書の 規 
定 にしたがって， 祭司を その 級に， レ 
ビ 人を その 組に 任じた。 

19 次いで， かつて 流刑に された 者た 
ち は 第一の 月 の 十四日 に 過ぎ 越しを 執 
り 行なった。 20 祭司と レビ 人たち は 
一団と して 身を 清めて， みな 清かった 
ので， かつて 流刑に された 者たち すべ 
ての ため， 自分たち の 兄弟で ある 祭司 
たちのた め， また 彼ら 自身の ために 過 
ぎ 越しの いけにえを ほふった。  21 そ 
れ から， 流刑から 戻っ て 来た イス ラエ 
ルの 子ら は 食べ， また イスラエルの 裡 
エホバを 求めよう として， この 地の 諸 
国民の 汚れ か ら 離れて 彼ら に 加わった 
者 もみな [食べた]。 22 そして 彼らは 
続けて 七日 間， 無 酵母 パンの 祭りを 歓 
んで 執り行 なった。 これは エホバが 彼 
らを歓 ばせ， また アッシリアの 王の 心 
を 彼らに 向かわせて， イスラエルの 裡 
なる [まことの] 裡の 家の 工事に おいて 

つよ 

彼 らの 手を 強め させて くださった から 
である。 

M ときに， これらの 事の 後， ペルシャ 
•  の 王 アルタクセルクセスの 治世に， 
エズラ [彼は] セラヤの 子， [順次 さかの 
ぼって] アザ リヤの 子， ヒル キヤの 子， 
2 シャルムの 子， ザ ドクの 子， アヒト 
士 、の 子， 3 ア マルヤの 子， アザ リヤの 
子， メラ ヨ トの 子， 4 ゼラ フヤの 子， 
ウジの 子， ブキの 子，  5 アビシ ュ 


第 6 章 


ア代 n  7:5 
ィ民 3:6 
ウ代 I  23:6 
ェ出 12:2 
レビ 23:5 
申 16:1 


才出 12:14 
力 出 30:20 
レビ 21:8 


キ出 12:5 
ク出 12:48 
ケ代 n 15:12 


コ n  7:1 
サ出 12:17 
レビ 23:6 
シ エズ 7:27 
箴 16:7 
箴 21:1 


第 7 章 

ス ェズ 6:14 
ネへ 2:1 
セェズ 7:6 
ネへ 8:2 
ネへ 12:26 
ソ代 I  6:14 
夕王 n  22:8 
チ 代 I  6:12 
ツ ネへ 11:11 
テ 代 I  6:11 
卜 代 I  6:10 
代 n  31:10 
ナ代 I  6:7 
二 代 I  6:6 
ヌ代 I  6:51 
ネ代 I  6:5 


第二 欄 


ア代 I  6:4 
イ出 6:25 
民 25:11 
裁 20:28 
ウ出 6:23 
民 3:32 
申 10:6 
ヨシ 14:1 
代 I  24:1 
エへブ 5:4 
才出 7:1 
出 28:1 
力 申 4:5 
申 5:1 
申 28:1 


ネへ 8:4 
ク ネへ 1:11 
ネへ 2:8 


サ代 I  6:32 
シ代 I  9:22 
代 I  9:26 
ス代 I  9:2 


ソ ェズ 8:22 
夕詩 1:2 
詩 19:7 


チ 申 5:1 
申 17:10 


【7]  [ィ】  [ウ） 

アの 子， ビネ ハスの 子， エ レア ザル 

_  さいし ちょう M  (才 1 

の 子， [エ レア ザルは] 祭司 長ア ロン 
の 子一  6 この エズラが バビロンから 

のぼ  き  かれ 

上って 来たが， 彼は イスラエルの 拽エ 
ホノ 《が 賜わ っ たモー セの 律法の 熟練し 
た 写字 生だった ので， 彼の 上に あった 
その 裡 エホバの み 手に したがって， 王 

ねが [ク】 

は 彼に その 願いを みな かなえた。 

7 それゆえ， イスラエルの 子ら 及 
び 祭司の ある 者たち， レビ 人， 歌うた 
い， 門衛， ネ ティ ニムが 王 アル タク セ 

(せ）  だい  ねん  のぼ 

ルク セスの 第 七 年に エルサレムに 上っ 
て 来た。 8 ついに 彼は 第五の 月， すな 

だい  ねん  き 

わち 王の 第 七 年に エルサレムに 来た。 
9 第一の 月の 一 [日] に 彼は バビロン 
から 上って 来る ことを 定め， 第五の 月 
の 一 [日] に， 彼の 上に あった その 拽の 

よ  (V)  き 

良い み 手に したがって エルサレムに 来 
た。 10 エズラは， エホバの 律法を 調 

[夕）  おこ  （チ）  き 

ベ， [これを] 行ない， イスラエルで 規 
定と 公義を 教える よう 心を 定めて いた 

it) 

からで ある。 

11 そして， これが， エホバの おきて 
及び イスラ エルに 対する その 規定の 言 
葉の 写字 生で ある， 祭司で， 写字 生の 
エズラに アルタクセルクセス 王が 与え 
た 手紙の 写しで ある： 

!?)  [ネ） 

12 「王の 王なる アルタクセルクセス。 
天の® の 律法の 写字 生で ある， 祭司 エ 
ズ ラへ： [平安が] 全うされる ように。 

めいれい ㈦  くだ 

さて， 13 わたしに より 命令が 下され 

りょういき (フ） 

た。 わたしの 領域に いる イスラエルの 


ツ申 12:1; テ箴 29:4; イザ 1:17; ゼカ 7:9; 卜 申 33:10; 
マラ 2:7; ナ申 30:6; 代 n 19:3; 詩 78:8; ニ エズ 7:6; ヌダ 
二 2:37; ネ エズ 6:14; ネへ 2:1; ノ エズ 5:11; ハ エズ 5:7; 
ヒ エズ 5:17; フ エス 9:30。 
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民， その 祭司， レビ 人のう ち， 自ら 進 第7 章 拽の 律法の 写字 生で ある 祭司 エズラが 

とも  い  がた  ねが  もと  すみ 

ん であな たと 共に エルサレムに 行きた 71；1：3 あなた 方に 願い求める ことは みな， 速 
い 者は みな 行って よい。 14 王と その ゥェズ 5:8  やかに 行なわれる ことになる。 22 す 

こ もんかん (ィ） まえ  ダニ 2:47  ぎん  （ィ] こむぎ  （ ゥ） 

七 人の 顧問 官の 前から， あなたの 手に ぶは なわち， 銀 百 タラン ト， 小麦 百 コル， ぶ 
ある あなたの 拽の 律法に よって ユダと liVn  どう 酒百バ ト， 油百バ トまで， そして 

ちょうさ （才）  す  詩 76:2  しお [キ） せいげん  めい 

エルサレム について 調査し， 15 み 住 詩 i35:2i 塩は 制限な し。 23 すべて 天の 裡の命 

m  キエ ズ 6:4  れい [ク）  w  いえ  ねっ 

まいが エルサレム にある イスラエルの ク： x68 だ 令に よる ことは 天の 姓の 家の ために 熱 
神に 王と その 顧問 官が 自発的に 献 じた ^ ?；55 心に 行なわれる ように。 憤りが 王の 領 
銀と 金， 16 それと 共に， あなたが バ 域と その子ら に対して 生じない ためで 

ぜんかん かつち いき  ス民 15:4  (サ）  がた  し 

ビロンの 全 管轄 地域で 見いだ すすべ て 23:13 ある。 24 また， あなた 方に 知らされ 

ぎん  きん  かれ  >, さいし トン）  びと (ス） がくし [セ） いり 

の 銀と 金， それに エルサレム にある 彼 Jinl2：7 ている が， 祭司 および レビ 人， 楽士， 入 

いえ  じはつてき  けん  （ク) たみ [ヶ） ツエ- 7  5:17  ぐち  まも  もの (ソ）  （夕） 

らの裡 の 家に 自発的に 献 じている 民 テェズ 7:26  口を 守る 者， ネ ティ ニム， および この 
と 祭司たち の 供え物を も 一-に 携えて 迸の 家の 働き人の だれに ついても， 税 
行く よう， [命令が] 出された ので ある ^8 金， 貢ぎ， あるいは 使用 税を 彼らに 課 
から， 17 したがって あなたは 速やか ^ す ことは 許されない。 

かね  おうし (コ） おひつじけ） こひつじ 【シ）  エズ 4:20 

に その 金で 雄牛， 雄 羊， 子羊 および そ ネ 2$以2  25 「そして， エズラよ， あなたは あ 

の 穀物の 捧げ物と 飲み物の 捧げ物を 買  e  8:4  なた の 手に ある あなたの# の 知恵に し 
い， エルサレム にある， あなた 方の 挫 第二 欄 たがって， 執政官 や 裁判官を 任じ， 111 
の 家の 祭壇の 上に それを ささげる こと ^  向こうに いるすべ ての 民， すなわち あ 
になる。  J1IS4 なた の迚の 律法を 知っている すべての 

なん  エゼ 45:14  もの  さば  [卜） 

18 「また， 何で あれ， あなたと あなた ェ民 ル5  者を いつも 裁かせよ 0 また， だれでも 
の 兄弟たち に とって 残りの 銀と 金で 行 力1^  [これを] 知らない 者に， あなた 方は 教 
なう のが 善い と 思える ことは， あなた 5以ぷ3 え 諭す ことになる。  26 そして， すべ 

がた  い し [ッ）  ケエズ 1:2  りっぽう (二） 

方の 神の 意志に したがって， あなた 方 ィザ4 〇:22 て あなたの 进の 律法 および 王の 律法を 

—  (テ）  コ エフ 6:6  おこ  もの 

は 行なう ことになる。 19 また， あな サ gD12〗f 行なう 人と ならない 者に ついては， あ 

いえ  ほうし  あた  r  ^  fi.in  しけい [ヌ）  ついほうて ネ） 

たの® の 家の 奉仕の ために あなたに 与  60；12 るいは 死刑， あるいは 追放， あるいは 

うつわ 【卜）  （ナ  1  シエ ズ 2:36  ばっきん (ノ 1  とうごく  さば 

えられて いる 器は， エルサレムの 神の スェズ2 :4〇 罰金， あるいは 投獄の ためで あれ， 裁 

まえ  ぜ， ぶ おノ  と1^  セ 代 I 15:16  すみ  し—'** う 

前に 全部 送り届けよ。 20 そして， そ ズぷ 42 きが その 者に 速やかに 執行され るよ 
の 他， あなたの® の 家の 必要な もので， チ i ミ ば8 う に」。 

あなたが 与える 務めの ある ものを， あ テ 親2:6  27 わたしたちの 父祖の 迚 エホバが 

なた は 王の 宝物の 家から 与える ことに ほめたたえられる ように！ _  W] はエ 
なる。  ナ ルサ レムに ある エホバの 家を 美しく す 

ネへ 8:3  (ヒ）  こころ [フ） 

21 「そして， この わたし， 王 アル タク  マラ2:7  るた めに， このような ことを 王の 心に 

かわむ  (?)  了 夕 13:52 い 

セル ク セスに より， 刀] 向こうに いるす tlitn 入れて くださった。  28 また， わたし 

ほうもつ がかり W めいれい レ] くだ  ネ 創^1 .11  - 

ベての 宝物 係 に 命令が 下された 0 天の ノ出 22:6 ハ 申 1:11; ヒ ィザ 60:13: フ ェズ 6:22; 歳 21:1。 
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に対して， 王と その 顧問 官 たちの 前で， 
そ して 王の すべての 力の ある 君たち に 
関して， 愛 ある 親切を 施して くださ っ 
た。 そして わたしは， わたしの 上に あ 
る わた しの 拽 エホバの み 手に したが っ 
て 自らを 強く し， わたしと 共に 上る 頭 
たる 者たち を イスラエルの うちから 
讓 めた。 

8 さて， これらは 王 アル タク セル 
ク セスの 治世 中に バビロンから 
わたしと 共に 上って 来た 者たち の 父 
方の 家の 頭たち と 一 図 上の 記録で あ 
る。  2 すなわち， ピネ ハスの 子ら か 
らは ゲルショム。 イタ マルの 子ら から 
は ダニエル。 ダビデの 子ら からは ハ ト 
シュ。  3 シエ カ ヌヤの 子ら からと， パ 
ルオ シュの 子ら からは ゼ カリヤと， 彼 
と共に 男子 百 五十人の 記載され た 者が 
いた。  4 パ ハ ト •モ アブの 子ら からは 
ゼラ フヤの 子 エル エホ. エ ナイと， 彼 
と共に 男子 二百 人。 5  [ザ ト] の 子ら 
からは ヤ ハジ エルの 子 シエ カ ヌヤ と， 
彼と 共に 男子 三百 人。 6 ア ディンの 
子ら からは ヨナ タンの 子 エベ ドと， 彼 
と共に 男子 五十人。 7 エラムの 子ら 
からは アタリ ヤ の子エ シャヤ と， 彼と 
共に 男子 七十 人 0  8 シエ ファト ヤの 

子ら からは ミ カエ ルの 子ゼバ ドヤ と， 
彼と 共に 男子 八十 人。 9 ヨ アブの 子 
ら からは エヒ エルの 子オ バデヤ と， 彼 
と共に 男子 二百 十八 人。 10  [バニ] の 
子ら からは ヨシフ ヤの子 シエ ロ ミト 
と， 彼と 共に 男子 百 六十 人。 11 べバ 
イの 子ら からはべ バイの 子ゼ カリヤ 
と， 彼と 共に 男子 二十 八 人。 12 アズ 
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ガ ドの 子ら からは ハカ タンの 子ヨ ハナ 
ン と， 彼と 共に 男子 百 十ろ。 13 ァ 
ドニ カムの 子ら からは 最後の 人々 で 
あった 者たち で， これらは その 名で あ 
る。 すなわち， エリ フヱレ ト， エ イエ 
ル および シェ マヤと， 彼らと 共に 男子 
六十 人。 14 ビグ ワイの 子ら からは ゥ 
タイと ザッ ブ ドと， 彼らと 共に 男子 
七十 人。 

15 それから， わたしは アハワ に 流 
れる 川の ほとりに 彼らを 集め， わたし 
たちは そこに 三日間， 野営した。 それ 
は， わたしが 民と 祭司たち とを 精細に 
調べる ためであった が， レビの 子ら の 
者は ひとり も そこに 見いだ さなかった。 
16 そこで， わたしは 頭た る 者たち であ 
る エリ エゼル， アリ エル， シヱ マヤ， エ 
ルナ タン， ヤリブ， エルナ タン， ナ タン， 
ゼ カリヤ， メシュ ラムと， 教え諭す 者 
である ヨヤリ ブと エルナ タンを 呼びに 
やった。 17 それで， わたしは カ シフ ヤ 
という 所に いる 頭た る者イ ドに ついて 
の 命令を 彼らに 与え， また カ シフ ヤと 
いう 所に いる イ ド [と] その 兄弟で ある 
ネ ティ ニムに 話すべき 言葉を 彼らの 口 
に 置いて， わたしたちの 裡の 家の ため 
に 奉仕者た ちを わたしたちの もとに 連 
れて 来させる ようにした。 18 そこで 
彼らは， わたしたちの 上に ある わたし 
たちの 裡の 良い み 手に したがって， イ 

m  まご  tv] 

スラ エルの 子 レビの 孫 マフ リの 子ら の 
うちから 思慮 分別の ある 人， すなわち 
シェ レブ ヤ とその 子ら 及び 彼らの 兄巢 
たち 十八 人を わた したち のと ころに 連 
れて 来た。 19 また， ハシャ プヤと， 彼 
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と共に メ ラリ の 子ら のう ちから エシャ 
ヤ と， その 兄弟， および その子ら 二十 
人を も [連れて来た]。 20 それに， ダ 
ビデと 君たち が レ ビ 人の 奉仕の ために 
与えた ネ ティ ニムのう ちから， ネ ティ 
ニム ニ百 二十 人 [を 連れて来た]。 これ 
らの 者は 皆， [その] 名に よって 指名 さ 
れ ていた。 

21 そこで わたしは， そこ アハワ 
川の ほとりで 断食を ふれ 告げた。 わ 

まえ  （ィ） 

たしたち の# の 前に へりくだり， わ 
たしたち と， わたしたちの 小さい 者 
と， わたしたちの すべての 財貨の た 
めに 正しい 道を [迚] に 求める ためで 
あった。  22 わたしは 道中の 敵から 
わたしたちを 助ける 軍勢と 騎 華たち を 
王に 願 L 、求め る こと を 恥ず かしく 思っ 
たからで ある。 わたしたちは かつて 王 
に， 「わたしたち の裡 のみ 手は [ネ 申] を 
求める すべての 者の 上に あって 益と な 
ります が， その 力と 怒りとは [裡] を捨 
てるす ベての 者に 向かいます」 と言っ 
たからで ある。  23 ゆえに， わたした 
ちは 断食し， この ことに 関して わたし 
たちの 姓に お願いを したと ころ， [裡] 
はわた したち の 願いを 聞き入れ てくだ 
さっ A 

24 そこで わたしは 祭司の 長たち から 
十二 人， すなわち シヱ レブ ヤ， ハシャ 
プヤ， および 彼らと 共に その 兄弟 十 人 
を 取り分けた。 25 それから わたしは 
銀， 金， 器具， すなわち 王 や， その 顧 
問官や 君たち， および [そこに] いたす 
ベての イスラエル 人が 寄進した， わた 
したち の裡の 家への 寄進 物を 彼ら に 量 
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り 分けた。  26 こうして， わたしは 銀 
六 百 五十 タラント， [二] タラント 相当 
の 銀の 器具 百齒， [および] 百 タラント 
の 金を 彼らの 手に 量り 分け，  27 さ 
ら に， 一千 ダ リク 相当の 金の 小鉢 二十 
痼と， 金の ように 望ましくて， 赤く 
輝く， 良質の 銅の器 具 二 個 [を 量り 分 
けた]。 

28 そこで， わたしは 彼らに 言った， 
「あなた 方は エホバに とっ て聖 なる も 
ので， この 器具 も聖 なる ものです。 こ 
の 銀と 金は あなた 方の 父祖たち の# エ 
ホバ への 自発的な 捧げ物です。 29 あ 
なた 方は エル サ レムの エホバの 家の 大 
食堂で， 祭司と レビ 人の 長たち， イ 
スラ エルの 父たち の 君たち の 前で [こ 
れ を] 量り 分ける まで， 目覚めて， 用 
心して いなさい」。  30 それで， 祭司 
と レビ 人たち は， エルサレムの わたし 
たちの 裡の 家に 持って行く ため， その 
銀， 金， 器具 類の その 重さの ものを 受 
け* った。 

31 ついに， わたしたちは エル サレ 
ムに 行こうと， 第一の 月の 十二 [日] に 

がわ (ク） しゅったつ 

アハワ 川を 出立した が， わたしたちの 

のみ 手が わたしたちの 上に あった の 
で， その 道中， 敵と 待ち伏せ する 者の 
たなごころから わたしたちを 救い出し 
てくだ さった。  32 こうして わたした 
ちは エルサレムに 来て， そこに 三日と 
どまった。  33 それから， 四日 目に わ 
た したち はわた したち の迚の 家で 銀， 
金， 器具 類を 祭司 ウリ ヤの子 メレ モト 
の 手に 量り 分けた が， 彼と 共に ビネ ハ 
ス の子エ レア ザル， そして 彼らと 共に 
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レ ビ人 であ るエ シュアの 子ヨ ザバ ドと 
ビ ヌイの 子 ノア ドヤが おり，  34 す 
ベて は 数 [および] 重さに よって [量り 
分けられ], その後， その 重さは すべ 
て その 時， 書き留められた。  35 捕 
囚 から 帰って来た 人々， かって 流刑 

もの  { ゥ】 

にされ た 者たち は， イスラエルの# 
に 焼燔の 犠牲を， すなわち 全 イスラ 
エルの ために 雄牛 十二 頭， 雄 羊 九十 六 
頭， 雄の 子羊 七十 七 頭， 罪の 捧げ物 
として 雄 やぎ 十二 頭， これらを みな 
エホバへの 焼燔の 捧げ物と して ささ 
げた。 

ほうれい [ク） 

36 それから， わたしたちは 王の 法令 

たいしゅ  W  かわむ  (3) そうとく 

を 王の 太守たち と， Hi 向こうの 総督た 
ちに 渡した ので， 彼らは この 民と [まこ 
との] 迚の 家を 援助した。 

9 そして， これらの ことが 終わる や， 
君たち がわた しに 近寄って 言っ 

たみ  さいし  びと 

た， 「イス ラエルの 民 や 祭司 や レ ビ人 

かくち  い  (t)  かん  かれ 

は 各地の 民の 忌むべき ことに 関 して 彼 
ら， すなわち カナン 人， ヒッ タイ ト 人， 
ベリジ 人， エ ブス 人， アン モン 人， モ 
アブ 人， エジプト 人， それに ア モリ 人 
から 離れませんでした。  2 彼らは 自 
&た ちの ため， また その 息子たち のた 
めに これらの 人々 の 娘の 中の ある 者を 
迎えた からです。 それで 彼ら， 聖 なる 
胤は， 各地の 民と 混じり合って しまい， 
しかも 君たち や 代理 支配者た ちの 手は 

ふちゅうじっ  さい 

この 不忠実な ことに おいて 最 たる もの 
となった のです」。 

3 さて， わたしは この 事を 聞く や， 
衣と そでなしの 上着を 引き裂き， そし 
て 髪の毛と あごひげの 一部を 引き抜い 


て， ぼう 然として 座って いた。 4 ま 
た， わたしの ところに 彼らは 集まって 
来た。 すなわち， 流刑に された 人々 の 
不忠実な ことに 対する イス ラエ ルの 裡 
の 言葉の ために おののく 者は みな [集 

ゆうがた  こくもつ 

まっ て 来たが]， わた しは 夕方の 穀物の 
捧げ物 [の 時] まで， ぼう 然として 座っ 
ていた。 

5 そして， 夕方の 穀物の 捧げ物 [の 
時] に， わたしは 引き裂かれた 衣と そ 
でな しの 上着を まとった まま， 屈辱 
から 立ち上がり， それから 両 ひざで 
ひざまずき， わたしの 裡 エホバに たな 
ごころ を 伸べ た。  6 次いで わたしは 
言った， 「私の 迚 よ， 私は 実際 恥ず か 

W  む 

しくて， 私の 迸よ， あなたに 向かって 
顔を 上げる ことに も まごつい ており ま 

(コ）  （ザ）  こうべ 

す。 私たちの とがは， 私たちの 頭の 上 
に 増し 加わり， 私たちの 罪科は 増大 
して 天にまで 達した からです。  7 私 
たちの 父祖の 時代から 今日に 至る ま 
で， 私たちは 大 いなる 罪科の 中に あり 
ました。 私たちの とがのた めに， 私た 
ちは， すなわち 私たち 自身 や， 私たち 
の 王たち， 祭司たち は 各地の 王たち の 

わた  つるぎ  m  ほしゅう  み 

手に 渡され， 剣に かけられ， 捕囚の 身 
とされ， 強奪に 遭い， 顔に 恥を かかさ 
れ^:， 今日 ある 通りです。 8 ところが 
今， しばらくの 間， 私たちの® エホバ 

めぐ  W  のぞ  のが 

からの 恵みが 臨みました が， これは 逃 
れる 者たち を 私たちの ために 残し， そ 
の聖 なる 場所に 私たちに 掛けく ぎを 与 
えてく ださる ことによ るので す。 それ 
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罪科を 告白す る 祈り。 異国の 妻を 出す 契約 


わたくし 

9 私 


は， 私たちの 裡よ ，私たちの 目を 明るく 
し， 奴隸 状態の 私たちを しばらく 生き 
返らせて くださる ためでした。 

たちは 僕 だからです。 けれども， こ 
の奴隸 状態に ありながら， 私たちの# 
は 私たちを 捨てて はお かれず， かえ っ 
て ペルシャの 王たち の 前で 愛 ある 親切 
を 施して ください ますが， これは 私た 
ちを 生き返らせて， 私たちの# の 家を 
立てさせ， その 荒れ果てた 所を 元 通 
りに させ， ユダと エルサレムで 石の 
城壁 を 私たちに 与えて くださる ため 
です。 

10 「それでは 今， 私たちの 裡 よ， こ 
の 後， 私たちは 何と 申し上げたら よい 
のでしょう。 私たちは あなたの おきて 
を 捨てた からです。 11 それは あな 
たが， 預言者で ある あなたの 僕たちに 
よって 命じて， こう 言われた ものな の 
です。 『あなた 方が 入って 行って 手に 
入れようと している 地は， 各地の 民の 
ネ捧 のた め， 彼らが 自分たち の 汚れに 
よって 端から 端まで これを 満たした そ 
の 忌むべき ことのた めに， 不浄な 地で 
ある。 12 それで 今， あなた 方の 娘を 
あなた 方は 彼らの 息子に 与えて はなら 
ず， また 彼らの 娘を 自分たち の 息子に 
& えては ならない。 定めの ない 時まで 
も あなた 方は 彼らの 平安と 繁栄の ため 
に 努めては ならない。 それは， あなた 
方が 強くな り， 必ず その 地の 良い もの 
を 食べ， 定めの ない 時まで も あなた 方 
の 子ら のために [これを] 手に入れ るた 
めで ある』。 13 そして， 私たちの 悪い 
行な いと 大 いなる 罪科の ために 私たち 


に 臨んだ すべての ことの 後一 私たちの 
神よ， あなたは， 私たちの とがを 実際 
より 軽く 見て くださり， このような 逃 
れた 者たち を 私たちに 与えて くださ っ 
たので 一 14 私たちは 再び あなたの 
おきてを 破り， これら 忌むべき ことを 
する 民と 姻戚 関係を 結んで よいで しょ 
うか。 あなたは 私たちに 対して 極度に 
いきり 立ち， 残る 者 も， 逃れる 者 もい 
ないように される のではないでしょう 
か。 15 イスラエルの 姓 エホバよ， あ 
なた は義 にか なって おられます。 私た 
ち^ f のように， i れた 碧と して _ 
されて いるから です。 ご覧く ださい， 
私たちは 罪科の うちにみ 前に おります。 
この ことの ためにみ 前に 立つ ことが で 
きないからで す」。 

1 さて， エズラが [まことの] 裡の 

■  ■層ぃ ぇ まぇ (サ） な  へぃふく  I シ ]ぃ の 

家の 前で 泣いて 平伏した まま 祈 
り， 告白を する や， イスラエルの 者た 
ちが 彼の ところに 寄り集まって きた。 
男 や 女 や 子供たち の 非常に 大きな 会 
衆で， 民は 甚だしく 泣いた ので ある。 
2 そこで， エラムの 子ら のエヒ エルの 
子 シェ カヌ ヤが エズラに 答えて 言った， 
「 私た ちは一 私たち は 私た ちの 裡に対 
して 不忠実な ことを 致しました。 それ 
で， この 地の 民の 中から 異国の 妻を め 
とって 住まわせ たので 士。 けれども 今 
も， この ことにつ いては イスラエルに 
望みが あります。 3 それで 今， 私た 
ちの® と 契約を 結び， エホバの 助言と， 
私たちの 拽の おきてに おののく 人々 の 
[助言] とに したがって， これらの 妻 
たちと， これらの 女から 生まれた 者を 
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みな 出しましょう。 これは 律法に した 第 章 て， 彼らに 言った， 「あなた 方は， 異 
がって 行なわれる ためです。 4 立ち ザ55:7 国の 妻を め とって 住まわせ 士 イスラ 
上がって ください。 この 事は あなたに ィ U ぱ エルの 罪科を 増やし， 不忠実な ことを 
懸かって おります し， 私たちは あなた  した。 11 それで 今， あなた 方の 父 

と共に おります から。 強く あって， 行  祖 たちの® エホバに 告白を し， その 喜 

動して ください」。  ばれる ことを 行ない， この 地の 民と 異 

5 そこで， エズラは 立ち上がり， 祭 ^*9：18  国の 妻から 離れなさい」。 12 これに 

司の 長たち， レビ 人 およびす ベての イ ^5? ^  対して， 全会衆は 大声で 答えて 言っ 
スラ エル [の 人々] に， この 言葉に した  ^ ,  た， 「まさしく あなたの 言葉の 通りに 

がって 行なうよう 誓いを させた。 それ  36:20 行なう のが 私たちの 務めです。 13 と 

ゆえ 彼らは 誓いを した。 6 さて， エ クニ ズ 9:i はいえ， 民は 大勢です し， また 大雨の 
ズ ラは [まことの] 迚の 家の 前から 立ち ヶサ 111:7 季節です から， 外に 立つ ことは でき ま 
上がって， エル ヤ シブの 子 エホ ハナン コ レビ 27:28 せん。 しかも， この 仕事は 一日 か 二 
の 大食 堂に 行った。 彼は そこへ 行っ  3>> 6:18  [日] で 済む ものではありません。 私 

たもの の， パン も 食べず， 水 も 飲まな #〃7:26 たちは この 事で 大いに 背いた からで 
かった。 彼は 流刑に された 人々 の 不忠 シヱ レ36:22 す。 14 それで， どうか， 私たちの 
実な ことを 嘆き悲しんで いたからで ス伝 け  君たち が 全会衆の ために 代表と して 

ある。  一襴 行動す るよう にして ください。 そし 

7 そこで 彼らは， かつて 流刑に さ 7 ネへ 13:23 て， すべて 私たちの 諸 都市で 異国の 妻 
れた 者たち はみ な エルサレムに 集合 32:14  をめ とって 住まわせた 者は， 定まった 

する ようにと， ユダと エルサレムに  時に， 各々 の 都市の 年長者た ちと 裁き 

ふ  ウ レビ 26:40 びと  いっしょ く 

あまねく お触れを 出させた。  8 そし  jy；19 人たち と 一緒に 来る ようにして くださ 
て， 君たち や 年長者た ちの 助言に した  ^ 28:13 い。 そうすれば， ついには この 事の た 
がって 三日のう ちに 来ない 者は だれで ヱ ゴ めの， 私たちの 迚の 燃える 怒りを 私 

ざいさん  ぼっしゅう しょぶん  ヘプ 13.91  もと  もど 

も一 その 人の 財産は すべて 没収 処分  たちから 元に 戻らせる ことになるで 

に 付され， また その 人は， 流刑に され 才 |，し3 しょう」。 

た 者たち の 会衆から 取り分けられる こ  3n6：17  15  (ところが， アサエ ルの 子 ヨナ タ 

とに なった。  9 それで， ユダと ベニ 5:4  ンと ティク ワ の子ヤ フゼヤ は， これに 
ヤ ミンの 人々 はみ な 三日 以内に， すな キサ11.3 は 反対して 立ち上がった。 レビ 人 メシュ 
わち 第 九の 月， その 月の 二十 [日] にエ  xX 10:8 ラムと シャべ タイは 彼らを 助けた 者た 
ルザ レムに 集合し， すべての 民は [ま ク== ちであった。） 16 そこで， かつて 流刑 

いえ ひろばす わ  こと  ^ 7:51  もの （コ 1 

ことの] 裡の 家の 広場に 座り， この 事  にされ た 者たち は そのよう にした。 そ 

の ゆえに， また 大雨の ために 震えて ネ へ11 :16 して， 祭司 エズラ [と]， 父方の 家の ため 
いた。  コ X ズ 10:7 の 父たち の 頭であった 者たち， すな わ 

10 ついに 祭司 エズラは 立ち上が っ サェ ズ 8:1 ち [その] 名に よって [指名され た] 彼ら 
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は 皆， 今や 自ら 離れ， 第 十の 月の 一日に 
座って， この 事を 調べ はじめた。 17 そ 

かれ  じょじょ  だい  ついたち 

して， 彼らは 徐 々に 第一の 月の 一日 ま 
でに， 異国の 妻を め とって 住まわせて 
いた 男たち を 処置し 終えた。 18 そし 
て 祭司の 子ら のうちの ある 者たち は異 
国の 妻を め とって 住まわせ ていた こと 
が 分かった が， それは エホ ッァ ダクの 
子 エシュ アの 子ら とその 兄弟たち のう 
ちでは， マ アセヤ と エリ エゼル， それ 
に ヤリブと ゲ ダリヤであった。 19 と 
ころで， 彼らは 握手を して， その 妻を 
出す ことを 約束し， また 彼らには 罪 
科が あった ので， その 罪科の ために 群 
れの雄 羊が 一頭 あ るべき ことを [約束 
した]。 

20 そして， イ メルの 子ら のうちで 
は， ハナ ニと ゼ バド ヤ がいた。 21 ハ 
リムの 子ら のうちでは， マアセ ヤとエ 
リヤと シェ マヤ， それに エヒ エルと ウ 
ジヤ。  22 パシュ フルの 子ら のうち 
では， エル ヨエ ナイ， マ アセヤ ，イ 
シュ マエ ル， ネタ ヌエ ル， ヨザ バド お 
よび エル アサ。  23 そして， レビ 人 
のうちでは， ヨザ バドと シム イ およ 
び ケラヤ （すなわち ケ リタ）， ぺ タフ 
ヤ， ユダ および エリ エゼル。 24 歌 
うたいのう ちでは， エル ヤ シブ。 門衛 
のうちでは， シャルムと テ レム および 
ゥリ〇 

25 そして， イスラエル のうち， パル 
オシ ュの 子ら のうちでは， ラム ヤとイ 
ジヤ， それに マル キヤと ミヤ ミン およ 
びエ レア ザル， さらに マル キヤと べナ 
ヤ がいた。 26 エラムの 子ら のうちで 
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は， マ タヌヤ とゼカ リヤ ，それに エヒエ 
ルと アブ ディ， さらに エレ モトと エリ 
ヤ。 27 ザ トの 子ら のうちでは， エル 
ヨエ ナイと エル ヤ シブ， マタヌ ヤとエ 
レ モト， それに ザバ ドと アジ ザ。 28 ベ 
バイの 子ら のうちでは， エホ ハナン， 
ハナ ニヤ， ザ バイ， アト ライ。  29 バ 
二の 子ら のうちでは， メシュ ラム， マ 
ル クとア ダヤ， ヤシ ュブと シェア ル， 
[それに] エレ モト 〇  30 パ ハ ト. モア 
ブの 子ら のうちでは， ア ドナと ケ ラル， 
ベ ナヤ， マア セヤ， マタ ヌヤ， ベザ レ 
ル， それに ビ ヌイと マナ セ。  31 ハリ 
ムの 子ら [のうちでは]， エリ エゼル， 
イシ ヤ， マル キヤ， シェ マヤ， シム オ 
ン，  32 ベニヤ ミン， マルク [および] 
シェ マルヤ。  33 ハ シュム の 子ら のう 
ちでは， マテ ナイ， マ タタ， ザバ ド， 
エリ フェレ ト， エレ マイ， マナ セ [およ 
び] シ ムイ。  34 バニの 子ら のうちで 
は， マア ダイ， アム ラム および ウ エル， 
35 ベ ナヤ， べデヤ ，ケル ヒ， 36 ワヌ 
ヤ， メレ モト， エル ヤ シブ，  37 マタ 
ヌヤ， マテ ナイ および ヤ アス。  38 ビ 
ヌイの 子ら のうちでは， シ ムイ 39 そ 
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れに シェレ ムヤ とナタ ン および アダ 
ヤ，  40 マ クナデ バイ， シャシ ャイ， 
シャラ イ ，  41 アザ ルエルと シヱ レム 

ヤ， シエ マルヤ，  42 シャルム， アマ 


オェズ 2:32 


カ ネへ 3:11 


キエ ズ 2:19 
ネへ 8:4 
ネへ 10:18 
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ェズ 10:17 


ルヤ， ヨセフ。 43 ネボの 子ら のうち 
では， エイ エル， マ タテ ヤ， ザバ ド， 
ゼ ピナ， ヤ ダイと ヨ エル [および] ペナ 
ヤ。 44 これらは みな 異国の 妻を 迎え 
ていたが， その 妻たち を 子ら と 一緒に 
去らせた。 


ネへ ミヤ 記 


(ァ）  ことば 

1 ハカ ルヤの 子ネへ ミヤの 言葉。 さ 

だい  ねん (ィ 1  W 

て， 第二 十 年の キス レウの 月の 

(エ) じょう 

こと， わたしは シュ シャン 城に いた。 
2 そのと き， わたしの 兄弟の 一人， ハ 
ナ ニが， 彼と ユダからの ほかの 者たち 
とが やって来 たので， わたしは， 逃れ 
た 人たち， 捕囚を 免れて 残った ユダ 

じん [ク） 

ヤ人 のこと， また エルサレムの ことに 
ついて 彼らに 尋ねた。  3 そこで 彼ら 
はわた しに 言った， 「あの 管轄 地域で 
残った 人たち， 捕囚を 免れて 残った 人 
たちは， 大変な 窮状 と 恥辱のう ちに 
あります。 それに， エルサレムの 城壁 
は 崩され， その 門 も 火で 焼かれた まま 
です」。 

4 そして， わたしは これらの 言葉を 
聞く や， 座って 泣き， 数日の あいだ 嘆 
き 悲しみ， そして わたしは 断食して， 
天の# の 前に 祈り 続けた。 5 次いで 
わたしは 言った， 「ああ， 天の 拽 エホ 
パ， ご 自分を 愛し， その おきてを 守る 

碧た るこ努 しては 藝紹: 愛 ぁる齙 を 

守って くださる， 大 いなる， 畏怖の 念 
を 起こさせる 迚 よ，  6 どうか， あな 
たの 耳が 注意 深く あって， あなたの 目 
が 開かれ， この 僕の 祈りを 聴き 入れて 
くださいます ように。 この 祈りを 私 
は 今日， あなたの 僕で ある イスラエル 

かん  ひる  よる （ヌ）  まえ 

の 子ら に関して， 昼も夜もみ 前に ささ 
げ， 終始， 私たちが あなたに 対して 犯 

つみ (ネ】  こく 

した イスラエルの 子ら の 罪に ついて 告 
白を して おります。 私たちは， 私 も 私 
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の 父の 家 も 罪を 犯し ま した。  7 私た 
ちは あなた に対して 疑 L ヽも なく 不正な 
ことを し， あなたが ご 自分の 僕 モー セ 

めい  あた  [0)  W  き 

に 命じて お与えに なった おきても， 規 
定 も， 司法 上の 定め も 守りませんで 
した。 

8 「どうぞ， あなたの 僕 モー セに お 

めい  ことば  おも  お 

命じに なった 言葉を 思い起こ してく だ 
さい 0 こう 言われました。 『万一 あな 
た 方が 不忠実な ことを したなら， わた 
しは あなた 方を もろもろの 良の に 散 
ら すであろう。  9 あなた 方が わたし 
に 立ち返り， わたしの おきてを 守って 
これを 行なう ことに なれば， たとえ あ 
なた 方のう ちの 追い散らされた 人々 が 
天の 果てに いようと も， そこから わた 
しは 彼らを 集め， わたしの 名を とどま 
ら せる ため に 選んだ 場所に 彼ら を 必ず 
連れて来る であろう』。 10 それに， 彼 
らは あなたが 大 いなる 力と 強いみ 手に 
よって 請け 戻された， あなたの 僕， あ 

たみ (ツ） 

なた の 民な のです。 11 ああ， エホバ 
よ， どうか， あなたの 耳が この 僕の 祈 
りと， あなたの み 名を 恐れる ことを 喜 
ぶ あなたの 僕たちの 祈り に 注意 深く あ 
ります ように。 そして， どうか， 今日， 
この 僕に ぜひ 功を 奏させ， この 人の 前 
で 哀れみを 受け させて ください」。 

けんしゃく かん 1ヌ] 

ときに， わたしは， 王の 献酌 官で 
あった 0 

シ申 30:4; 詩 106:47; イザ 11:12; エレ 12:15; ス申 12:5; 
詩 132:13; セ エレ 3:14; ソ申 5:15; 申 9:26; 夕申 7:8; 申 
15:15; チ レビ 25:42; ツ申 9:29; テイ ザ 26:8; 卜箴 15:8; 
箴 15:29; ヤコ 5:16; ナ エズ 7:6; 詩 118:25; 二王 I  8:50; 
詩 106:46; 箴 21:1; ヌ ネへ 2:1。 
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2 そして， 王 アルタクセルクセスの 第2 章 し 王に とって 確かに 良い と 思われる の 
第二 十 年， ニ サンの 月に， [王] の 前 7  K  ^ でしたら， 川向こうの 総督たち への 手 
に ぶどう酒が あり， わたしは いつもの 紙を 私に 賜わり， 私が ユダに 着く ま 
ように ぶどう酒を 取り上げ， それを 王 … :7  で， 彼らが 私を 通らせる ようにし てく 
に 差し上げ たので ある。 ところで， か ォ ェス4:2 ださい。  8 また， 王に 属する 庭園の 
つて わたしは [王] の 前で 二 壶 も 憂う つ HZs  # 人ア サフへの 手紙を も [賜わり]， こ 
な 様子を した ことはなかった。  2 そ ク ぶ の 家に 属する 域の 門を 材木で 建てる た 
れで ，王は わたしに 言った， 「あなた ヶ* へ3 # め， また 都の 城壁と， 私が 入るべき 家 
は 病気で もない のに， どうして 憂う つ 詩137:5 のために， 彼が 木材を 私に 与える よう 

(力) かお  こころ  サネへ 1:3 

な 顔を している のか。 これは 心が 憂う シュス5:3  にさせて ください」。 それで 王は， わた 

W  エス 7:2  よ 

つに なって いるから に ほかなら ない」。 スェズ 5:11 しの 上に あった わたしの 拽の 良い み 手 
そこで， わたしは 非常に 恐れた。  31 上13 にしたがって， [それらを] わたしに 賜 

3 それから， わたしは 王に 言った， 「王 v  ^  gay わった。 

が 定めの ない 時まで も 生き長らえます J：39  9 ついに， わたしは 也 向こうの 総督 

ように！ 私の 父祖の 埋葬 所の 家で あ 9^'1：25 たちのと ころに 行き， 王の 手紙を 彼ら 
る あの 都が 荒れ 廃れ， その 門 も 火で 食 ッ^; へ 冗 に 渡した。 さらに， 王は 軍勢の 長たち 

つ  I サ 1  ^ 13:6  きし-  ともつ か 

らい 尽くされて おります のに， どうし テ と 騎手たち を わたしと 共に 遣わして く 

ゆう  かお  イザ 65.24  じん w  (コ） 

て 憂う つな 顔を しないで おられ ま しょ - れ た。 10 ホ ロン 人 サンバ ラ テと， ア 

うか」。 4 すると 王は わたしに 言った， ン モン 人で ある 僕 ト ビヤは [この こと 
「あなたが 願い求め ている この ことは ィェズ 5:3 を] 聞いた とき， ある 人が イスラエルの 
どういう ことなの か」。 直ちに， わたし ゥェズ 7:21 子ら のために 善い ことを 求めて やって 

[ス）  いの  (t)  のち  ネへ 2:9  き  かれ  ひ 

は 天の 牲に 祈った。  5 その後， わた 来たと いう ことが， 彼らに とっては 非 
しは 王に 言った， 「もし， 王に とって J；2 常に 悪い ことに 思えた。 

それが 確かに 良い と 思われる のでした 力 ねは7  11 ついに， わたしは エルサレムに 着 
ら ，またもし， この 僕が み 前に 良い 者と キ sm6 いて， そこに 三日間と どまった。 12 そ 
思われる のでしたら， 私を ユダに， 私 クェズ 5:3 こで わたしは， わたしと 一緒にいた 数 
の 父祖の 埋葬 所の 都市に 遣わし， これ  3 シ 16:5 人の 者と 共に， 夜中に 起きた が, わたし 
を 建て直させて くださいます ように」。 12  6；2  は， エルサレム のために 行なうよう， わ 
6 すると， 王は わたしに こう 言った が， サネへ ⑶ 1 たしの 拽が わたしの 心に 入れて おられ 

おうひ  かたわ  すわ  シ ネへ 4:3  つ  (v) 

そのと き 王妃 も その 傍らに 座って いた。 ，へ彳ン彳 る ことを だれに も 告げず， また わたし 

たび  13-7  の  かちく 

「あなたの 旅は どのくらい かかり， いつ ス詩 112:1〇 が 乗って いた 家畜の ほかには， わたし 
帰って来る のか」。 それで， わたしが 定 詩 ⑵:6 の もとには 家畜は いなかった。 13 そ 
めら れた 期間を 述べる と， わたしを 遣わ yrH.i3 れ から， わたしは 夜中に “ 谷の 門” を 
す ことが 王の 前に 良い ことと 思われた 〇夕代 n26:9  通り， “大 へびの 泉” の 前， “ 灰の 山 

つ  い  ネへ 3:13  m  ゆ  しゅうし 

7 次いで， わたしは 王に 言った， 「も チネへ 3:13 の 門” のと ころに 出て 行き， 終始 エル 


785  ネへ ミヤは 城壁を 視察す る。 工事の 開始  ネへ ミヤ 2：14—3：6 

サ レムの 城壁を， どのように それが 崩 第2 章 して， こう 言いだ した。 「お前たち の 
され， その 門が 火で 食らい 尽くされた : 二: i:3 している この 事は 何 だ。 お前たち は 王 

しり  古 〇, q  そむ  (7) 

かを 調べて いた。 14 さらに， わたし 0^3：15 に 背こうと している のか」。  20 けれ 
は “ 泉の 門” へ， また “ 王の 池” へと 1^1^；37 ども， わたしは 彼らに 返答して 言った， 
進んで 行った が， わたしの またがって 才== 「天の 裡 こそ， わたしたちに 功を 奏さ 
いた 家畜の 進んで 行ける 所がなかった。 J；54 せて くださる 2 ですから， その 僕で あ 

よ なか  ほんりゅう たに (ヱ） ^  ^  ^  „ 

15 しかし， わたしは 夜中に 奔流の 谷 24:9 る わたしたちは 立ち上がり， わたした 
を 上って 行き， 城壁を 調べ 続けた。 そ ク ^75 で ちは 必ず 建てます。 しかし あなた 方に 
の 後， わたしは 戻って 来て， “ 谷の 門” ヶ ご7 2:8 は， エルサレムに 何の 分け前 も， 正当 

とお  かえ  コ q.OR  けんり  き ねん [才 1 

を 通って 入り， それから 帰って来た。 e；22 な 権利 も， 記念 もありません」。 

16 ところで， 代理 支配者た ちは， わ シ; 4^ こうして， 大祭司 エル ヤ シブと， 
たしが どこへ 行って いたか， また 何を ^ その 兄弟で ある 祭司たち は 立ち上 
していた か 知らなかった。 それに， ユ ソネ へ6:14 がり， “ 羊の 門，， を 建てた。 彼らが こ 

じん  さいし  こうき  タネへ 4:7  しんせい  [ク）  とびら  と 

ダヤ 人に も， 祭司に も， 高貴な 人たち チネ へ6“  れを 神聖な ものと して， その 扉を 取り 
にも， 代理 支配者たち にも， その他 工事  ^79:4  付けた ので ある。 そして， “ メアの 塔” 

もの  詩 80:6 

をす る 者たち にも， わたしは まだ 何も - まで これを 神聖な ものと し， “ ハナ ヌ 

告げて いなかった。 17 ついに わたし  エルの 塔” にまで 及んだ。 2 そして， 

かれ  い  がた  7 不へ 6:0  かれ  かたわ  [サ】  ひとびと  た 

は 彼らに 言った， 「あなた 方は わたし ィェ ズ I:2  彼らの 傍らでは エリ コの 人々 が 建てた。 
たちの 陥って いる 窮状， エルサレムが ヱズ7:23 また， 彼らの 傍らでは イ ムリの 子ザク 

あすた  もん  や  ウ詩 122:6 

荒れ 廃れ， その 門が 火で 焼かれた のを 胃12= ルが 建てた。 

見て います。 さあ， エルサレムの 城壁 3 そして “ 魚の 門” は， ハセ ナアの 

を 建て直して， わたしたちが もうこれ - 子ら が 建てた。 彼らが これに 材木を 用 

以上 恥辱を 被る ことになら ないように  い， さらに その 扉， 差し 錠 およびかん 

W  カネへ 12:10  (v) と  つ  かれ 

しましょう」。 18 さらに， わたしは わ  |ミぼ〗8 ぬきを 取り付けた。 4 そして， 彼らの 

[ク）  i  かたわ  [夕】  [チ) 

たしの 神の み 手の こと， それが わたし ハ f2 傍らで ハコ ツの子 ウリヤ の 子 メレ モト 

よ  W  クネへ 12:30  しゅうり 

の 上に 良い ものであった こと， また 王 ヶネへ 仏39 が 修理を し， 彼らの 傍らでは メシェ ザ 

い  ことば (コ）  かれ  コ エレ 31:38  p) 

がわた しに 言った 言葉の ことを 彼らに ゼ ヵ14:10 ブ エルの 子べ レクヤ の子メ シュラムが 

っ  サエ ズ 2:34 

告げた 0 すると 彼らは 言った， 「立ち シ代 ^33ポ 修理を した 0 また， 彼らの 傍らでは バ 
上がって， ぜひ 建てる ことにし ま しょ スネへ2:8 アナの 子 ザ ドクが 修理を した。  5 さ 

わざ  セネへ 7:1  かれ  かたわ  じん (テ） しゅうり 

う」。 それで， 彼らは この 良い 業の ため ソ代 nl4:7 らに 彼らの 傍らでは テコア 人が 修理を 

つよ  {サ】  夕 ず- プ 8.33  いこう  もの  _ 

に その 手を 強めた。  チ^  3;21 した。 しかし， その 威光の ある 者たち 

19 さて， ホ ロン 人 サンバ ラ テと， ア ッね = は， 彼らの 主人たち への 奉仕に そのう 
ン モン 人で ある 僕ト ビヤ， および アラ ?；f  なじを 引き入れなかった。 

ビア 人ゲ シェ ム はこれ を 聞く と， わた "L5：n：23  6 そして， “ 旧 [市] の 門” は， パ セ 

したち を あざ笑い， わたしたちを 見下 ナネへ 12:39 ア ハの 子ヨヤ ダと ベ ソデ ヤの子 メシュ 
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ラムが 修理した。 彼らが これに 材木を 
用い， さらに その 扉と 差し 錠 および か 
ん ぬきを 取り付けた。 7 そして， 彼ら 
の 傍らでは ギベオン 人 メラ トヤと メロ 
ノ ト人ヤ ドンが 修理を した。 彼らは Hi 
向こう の 総督の 座に 属する ギベオンと 
ミツ パの 人々 である。 8 彼の 傍らでは 
ハル ハヤの 子 ウジ エルな どの 金 細工 人 
が 修理を し， また 彼の 傍らでは 塗り 油 
調合 者 の 一員 ハナ ニヤが 修理を した。 
こうして， 彼らは エルサレムに “ 広い 
城壁” まで 板 石を 敷いた。 9 また， 彼 
らの 傍らでは エルサレムの 半 区の 君， フ 
ルの 子 レフ ァヤが 修理を した 0 10 さ 
ら に， 彼らの 傍らでは ハル マフの 子エ 
ダヤが 自分の 家の 前のと こ ろで 修理を 
し/ •こ。 また， 彼の 傍らでは ハシ ャブネ 
ヤの子 ハ トシ ュが 修理を した。 

11 ほかの 測量され た 部分は， ハリ 

トン）  [ス） 

ムの子 マル キヤと パ ハ ト • モ アブの 子 
ハ シュブ が 修理した。 “ 焼き かまどの 
塔” もそう である。 12 そして， 彼の 

かたわ  はんく  きみ M 

傍らでは エルサレムの 半 区の 君， ハ ロ 
ヘシ ュの子 シャルムが， その 娘たち と 
共に 修理を した。 

13  “ 谷の 門’’ は， ハヌン と， ザ ノア 
ハの 住民が 修理した。 彼らが これを 建 
て， さらに その 扉， 差し 錠 およびかん 
ぬきを 取り付け， また “ 灰の 山の 門” 
まで 城壁 一千 キュ ビトを [修理した]。 
14 そして “ 灰の 山の 門” は， べ卜 •ハ 
ケ レムの 地区の 君， レ カブの 子 マル キ 
ヤが 修理した。 彼が これを 建て， その 
扉， 差し 錠 およびかん ぬきを 取り付け 
たので ある。 


第 3 章 


ニ エレ 6:1 


第二 欄 


15 そして “ 泉の 門” は， ミツ パの 地 
区の 君， コル ホ ゼの子 シャル ンが 修理 
した。 彼が これを 建て， 屋根を 付けて 
覆い， その 扉， 差し 錠 およびかん ぬき 
を 取り付け， また “ 用水路の 池” の 城 
壁を “ 王の 園” まで， さらに “ ダビデ 
の 都市’’ から 下って 来る 階段のと ころ 
まで [修理した]。 

16 彼の 後， ベ ト •ツルの 半 区の 君， ア 
ズブク の 子ネへ ミヤが “ ダビデの 埋葬 
所” の 前と， 造られた 池と， “力 ある 者 
たちの 家” のと ころまで 修理を した。 

かれ  のち  （シ） 

17 彼の 後， バニの 子 レフ ム など， レ 
ビ 人が 修理を した。 彼の 傍らでは ケイ 
ラの 半 区の 君， ハシャ プヤが その 地区 
のために 修理を した。 18 彼の 後， ケ 
イラの 半 区の 君， へ ナダ ドの 子バ ワイ 
など， 彼らの 兄弟たち が 修理を した。 

つ  （ソ）  きみ  〔夕） 

19 次いで ミツ パの 君， エ シュアの 子 
エゼルが 彼の 傍らで， 控え 壁のと ころ 
の 武器庫に 上る 所の 前の ほかの 測量 さ 
れた 部分を 修理した。 

20 彼の 後， ザ バイの 子 バルクが 熱意 
を 込めて 働き， [そして] 控え 壁から 大 

さいし  [卜）  いえ  いりぐち 

祭司 エル ヤ シブの 家の 入口までの， ほ 
かの 測量 さ れた 部分を 修理した。 

かれ  のち  [ナ） 

21 彼の 後， ハコ ツの子 ウリヤ の子メ 
レ モトが， エル ヤ シブの 家の 入口から 

はし  そく 

エル ヤ シブの 家の 端までの， ほかの 測 
量され た 部分を 修理した。 

かれ  のち  ちいき (二） 

22 そして 彼の 後， [ヨルダン] 地域 
の 人々 である 祭司たち が 修理を した。 
23 彼らの 後， ベニヤ ミンと ハ シュブ が 

じ ぶん  いえ  まえ  しゅうり 

自分たち の 家の 前のと ころで 修理を し 
た。 彼らの 後， アナ ヌヤの 子 マ アセヤ 


787  サンバ ラ テと ト ビヤは 反対し， あざける  ネへ ミヤ 3：24—4：7 

の 子アザ リヤが 自分の 家の すぐそばで 第3 章  32 そして， 隅の 屋上の 間と “ 羊の 
修理を した。 24 彼の 後， へ ナダ ドの の 間では， 金 細工 人と 貿易商たち 

いえ  ひか かべ (ア） <  XU  37.21  しゅうり 

子ビ ヌイ が アザリ ヤの家 か ら 控え 壁と ゥサ n  5:ii が 修理を した。 

隅のと ころまでの， ほかの 測量され た  ネへ は37  j さて， サンバ ラ テは わたしたちが 
部分を 修理した。  ォョシ 9:23  4 城壁を 建て直し ている ことを 聞く 

かれ  のち  ひか  代 I  9:2  いか  はら  （ ゥ） 

25  [彼の 後，] ウザイ の 子 パラルが 逵 ヱズ 2:43 や， 怒って 大いに 腹を 立て， しきりに ユ 

かべ  かんし  なかにわ 【ィ）  ぞく  かみ  エズ 8：17  じん  わら  (I) 

え 壁と, “ 監視の 中庭” に 属する 上の ヱズ _ ダヤ 人を あざ笑う のであった。 2 そし 

いえ  [ゥ）  つ  力 代 n  27:3  かれ  きょうだい  （才）  ぐん 

家で ある “ 王の 家” から 突き出て いる  代 n33:i4 て， 彼は その 兄弟たち と サマリアの 軍 
塔の 前のと ころで [修理を した]。 彼の キネへ8 勢の 前で 言い はじめた。 しかも， こう 言 

(X)  ネへ 12:37  ょ ゎょゎ 

後には パル オシ ュの子 ぺダヤ がいた。 クネへ 3:5 い はじめた ので ある。 「この 弱々 しい 
26 そして ネ ティ ニムは， オフェル ヶヱ レ31:4 Q ユダヤ人 たちは 何を している のか。 自 
に 住む 者であった 0  [彼らは] 東の 方の サ代 分 自身に 頼ろうと する のか 。犠牲を さ 
“ 水の 門” と 突き出て いる 塔の 前のと  似31:14 さげよう とする のか。 一日で し 終えよ 

しゅうり  シ ネへ 6:18  や 

ころまで [修理を した]。  スネ、 ^=44 うとす るの か。 石は 焼かれた ままな の 

27 彼らの 後， テコア 人が， 突き出て セ* へ3 :8 に， これを 塵 だらけの くずの 山から 取 

とう  まえ  ソネへ 3:26  い  かえ 

いる 大きな 塔の 前のと ころから オフ ェタ 王 丨 1():15 り 出して 生き返らせよう とする のか」。 

ルの 城壁までの， ほかの 測量され た 部 _  3 ところで， アン モン 人 ト ビヤが 彼 

# を修 蓮した。  の そばに おり， 彼 もまた こう 言った。 

28  “ 馬の 門” の 上の 方では 祭司たち "12 12l39 「彼らの 建てて いるものなら， 一匹の き 

おのおの じぶん  いえ  まえ  しゅうり  ヨハ 5:2  (3) のぼ  い  せ 

が 各々 自分の 家の 前のと ころで 修理を - つねが 上って 行って [これを 攻めて] も， 

した。  第4 章 その 石の1^ を 丹ち i すだろう」。 

かれ  のち  [コ）  じ  イネへ 2:10  わたくし  き  W 

29 彼らの 後， イ メルの 子 ザ ドクが 自 ネ へ6: 1  4 私たちの 裡 よ， お聞きく ださい。 

ぶんいえ まえ  しゅうり  ネへ 13:28  けい  [シ） う 

分の 家の 前のと ころで 修理を した。  ゥ詩 2:1  私たちは 軽べ つを 受けて きたから です。 

そして 彼の 後， “ 東の 門” の 番人で =へブニ36 彼らの そしりを 彼らの 頭に 返し， 彼ら 

オエズ 4:9  ほしゅう  *  ごうだへ ぶ一 

ある， シェ カ ヌヤの 子 シェ マヤが 修理 ヵネへ I2:43 を 捕囚の 地で 強奪物に してく ださい。 
をした。  : ごご;  5 そして， 彼らのと がを 覆う ことなく， 

30 彼の 後， シェ レム ヤの子 ハナ ニヤ ヶ”， 彼らの 罪を み 前から [覆わないで くだ 

ばんめ  ネ へ6 :1  さ 

と ツァラ フの 六番 目の 子 ハ ヌンが ほか コ哀 5ポ  さい]。 それがぬ ぐい 去られません よ 
の 測量され た 部分を 修理した。  !^®363 うに。 彼らは 築く 者たち に対して いや 

トン  1  ^  ^  ぉこ 

彼の 後， ベ レ クヤの 子 メシュ ラムが ス 詩79: 12  がらせを 行なった からです 0 

じぶん  ひろま (ス） まえ  ^  3:34  じょうへ き  きず 

自分の 広間の 前のと ころで 修理を した。 セ 詩59: 5  6 それで， わたしたちは 城壁を 築き 

かれ  のち きんざいく にん [切 くみあい  いちいん  詩 69:27  つづ  ぜんたい  つ  あ 

31 彼の 後， 金 細工 人の 組合の 一員 マ  続け， 城壁 全体は 継ぎ 合わされて その 

ル キヤが， “ 検分の 門’’ の 前のと ころ ソ< モズ w  [高さの] 半分にまで 達した。 民には 引 
で， ネ ティ ニムと 貿易商た ちの 家と， 隅 " 03:23 き 続き 働く 心が あった。 

おくじょう  ま  しゅうり  タネへ 2:10  (夕）  [チ） 

の 屋上の 間のと ころまで 修理を した。 チネへ 4:3  7 さて， サンバ ラ テ， ト ビヤ， アラ 
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ビア 人， アン モン 人， アシュ ドド 人た 
ちは， 破れ目 も ふさがり 始めて， エルザ 
レ ムの 城壁の 修理が はか どった ことを 
聞く や， 非常に 怒る のであった。 8 そ 
して， 彼らは 皆 やって来て， エル サレ 
ム に対して 戦い， わたしに 動揺を 引き 
起こさせようと 一緒に 陰謀を 企てる よ 
うに なった。  9 しかし， わたしたちは 
わたしたちの 神に 祈り， 彼らに 備えて 
彼らの ゆえに 日夜 見張りを 配置して お 
いた。 

10 ときに， ユダ [の 人々] はこう 言い 
だした。 「荷を 負う 者の 力は 衰えて い 
るのに， たくさんの くずが あります の 
で， わたしたちは， 城壁を 築き上げる 
ことができません」。 

11 その上， わたしたちの 敵対 者は さ 
ら にこう 言った， 「彼らの 知らないう 
ちに， また 見ない うちに， 我々 は 彼ら 
のた だ 中に 入り ，必ず 彼らを 殺して， そ 
の 仕事を やめさせる ことにする」。 

12 そして， 彼らの すぐそばに 住んで 
いた ユダヤ人が やって来る 度に， 十回 
も わた したち に 言う のであった， 「あ 
なた 方が 戻っ て 来る すべての 所から [彼 
ら は] わたしたちに 向かって [上って 来 
るで しょ う]」。 

ひとびと  じょうへき 

13 そこで わたしは [人々 を] 城壁の 
後ろの 場所の 一番 低い 部分の 広場に 配 
置して おき， 民を 家族 ごとに その 剣， 
小 槍 および 弓を 持たせて 配置して おい 
た。 14 わたしは [彼らの 恐れを] 見る 
と， 直ちに 立ち上がり ，高貴な 人 や 代理 
支配者たち， および その他の 民に 言っ 
た， 「彼らの ゆえに 恐れて はなり ませ 


(7)  いだい [ィ）  いふ  ねん  お  （ゥ j かた 

ん。 偉大で， 畏怖の 念を 起こさせる 方 
なる エホバを 覚えて， 自分たち の 兄弟， 
息子 および 娘， 妻 および 家の ために 戦 
ぃなさへ1」。 

15 さて， わたしたちの 敵が， その 計 
り 事が わたしたちに 知られて， [まこ 
との]# が これを 覆され， わたしたち 

ぜんいん じょうへき  おのおの じ ぶん  しごと  もど 

が 全員 城壁に， 各々 自分の 仕事に 戻っ 
たこと を 聞く や， 16 実際， その 日以 
後 わた しの 若 L 、者たち の 半分は 工事に 
従事し， その 半分は 小 槍， 盾， および 
弓 や 小 札 かた びら を しっかり 携えて い 
たので ある。 そして， 君たち は ユダの 
全家の ろに いた。 17 城壁を 築く 者 
たち， および 積 荷を 負う 者の 荷を 運ぶ 
者たち は， [各] _一 方の 手で i 事に 従 

じ  たほう  （ヶ）  と  どうぐ (コ） 

事し， 他方 [の 手] は 飛び道具を しっか 
り 携えて いた。 18 そして 築く 者たち 
は， 各自 剣を 腰に 帯びて， 築いて いた。 
また， 角笛を 吹き 鳴らす 者が わたしの 
そばに いた。 

19 そこで， わたしは 高貴な 人たち 
や 代理 支配者たち， および その他の 民 
に 言った， 「この 仕事は 大きく， また 
広範囲に わたるので， わたしたちは 城 
壁の 上で 互い に 遠 く 離れて 散らばって 
いる。 20 あなた 方は 角笛の 音を 聞く 
所， その 所で わたしたちの もとに 集合 
する のです。 わたしたちの® がわた し 
たちのた めに 戦って くださいます」。 

21 わたしたちが 工事に 従事して いる 
間， 彼らの ほかの 半分は また， 夜の 明 

ほし  こやり 

ける ころから 星の 出る ころまで 小 槍を 
しっかり 携えて いた。 22 それに， そ 

とき  たみ  い  おのおの じ 

の 時， わたしは 民に 言った， 「各々 自 
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分の 従者と 共に， エルサレムの 中で 夜 
を 過ごす ように。 そうすれば， 彼らは 
きっと わたしたち のために 夜は 見張り 
となり， 昼は 働き人と なります」。 23 わ 
たし も， わたしの 兄弟たち も， わたし 
の 従者たち も， わたしの 後ろに いた 見 
張りの 者 も， わたしたちは 衣を 脱がず， 

群 右手に— 靈龜邊 ってぃ た]。 。 

， ところが， ユダヤ人 である 兄弟たち 
^ に対する 民と その 妻たち の大 いな 
る 叫び声が 上がった。 2 そして， 「わ 
たしたち の 息子 や 娘たち を， わたした 
ちは 抵当と して 渡して います。 穀物を 
得， 食べて， 生きて ゆく ためです」 と 
言う 者たち がいた。 3 また， 「わたし 
たちの 畑 やぶ どう 園 や 家 も， わたした 
ちは 趟 U て i して ぃ ます。 H 
不足に 際して 穀物を 得る ためです」 と 
言う 者たち もいた。  4 さらに， こう 
言う 者たち もいた。 「わたしたちは 王 
の 貢ぎの ために， わたしたちの 畑と ぶ 
どう 園を かたに して 金を 借り ま した。 
5 けれども 今， わたしたちの 闵 はわた 
したち の 兄弟の 肉と 同様です し， わた 
したち の 子ら は 彼らの 子ら と 同様な の 
に， 何と， わたしたちは 自分たち の 息子 
や 娘を 強いて 奴隸 になら せようと して 

(t)  すで 

おり， わたしたちの 娘の 中には 既に 強 
いられて [そう] なった 者 もい ます。 ま 
た， わたしたちの 畑 もぶ どう 園 も 他人 
に 属して いるのに， わたしたちの 手に 
は 何の 力 もありません」。 

6 さて， わたしは 彼らの 叫び声と こ 
れらの 言葉を 聞く や， 非常に 怒った。 
7 それで， わたしの 心は わたしの 内で 
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力 代 n  23:9 
代 n  23:10 
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ケ創 47:19 
コ創 47:20 
サ申 28:48 
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エゼ 18:8 
ェゼ 18:13 
ス ネへ 5:3 


セ ルカ 19:8 


葳 28:8 
ルカ 6:35 


熟考し， わたしは 高貴な 人たち や 代理 
支配者た ちを とがめは じめ， さらに 彼 
らに 言った， 「あなた 方は 各々 自分の 
兄弟から 高利を 要求して いるので す」。 

その上， わたしは 彼らの ゆえに 大集 
会を 取り決めた。 8 それから， わたし 
は 彼らに 言った， 「わたしたちは， 諸 
国民に 売られた わたしたちの ユダヤ人 
の 兄弟たち を， 力の 及ぶ 限り 買い戻し 
ました。 それな のに， あなた 方は また， 
自分の 兄弟たち を 売ろう とす るので す 
か。 彼らは わたしたちに 売られな けれ 
ばなら ない のです か」。 すると， 彼らは 
口 もき けなくな り， また 一言 も 見いだ 
せなかった。  9 さらに わたしは 言っ 
た， 「あなた 方の している 事は 善い こ 
とではありません。 あなた 方は， わた 
したち の 敵で ある 諸国 民の そしりの ゆ 
えに， わたしたちの 古を 恐れて 歩む ベ 
きではありません か。 10 それに ま 
た， わたし も， わたしの 兄弟たち や 従 
者たち も 彼らの 中で 金 や 穀物を 貸し 付 
けて います。 どうか， 利息を 取って 貸 
す この ことを やめよう ではありません 

ぶ。 11 どぅか， 各ょ ぶ 

どう 園， オ リーブ 畑 および 家， それに 
あなた 方が 彼らに 利息と して 要求して 
いる 金 や 穀物， 新しい ぶどう酒 や 油の 
百 分の 一を 彼 らに 返して ください」。 

12 これに 対して 彼らは 言った， 「わ 
たしたち は 返します。 彼らから 何を も 
請求し ません。 わたしたちは あなたが 

_  とお  いた  [夕） 

言って おられる その 通り に 致します」。 
そこで， わたしは 祭司たち を 呼び， こ 
の 言葉の 通り に 行な うよう 彼ら に 誓わ 
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せた。 13 さらに， 自分の 懐を 振り 広 
けて， わたしは 言った， 「この 葉を 
履行し ない 者を ことごとく， [まこと 
の] 裡が このように， その 家と その 獲得 
した 所有物から 振り落とされ ますよう 
に。 このように， その 者は 振り落とさ 
れ て， むなしくなります ように」。 す 
ると 全会衆は， 「アーメン！」 と言っ 
た。 そして 彼らは エホバを 賛美し はじ 
めた。 こうして， 民は この 言葉の 通り 
に荇 なった。 

14 もう ひとつの ことで あるが， [王] 

がわ たしを ユ ダの 地で 彼 らの 総督と な 

るよう 任命した 日から， すなわち 王 

アルタクセルクセスの 第二 十 年から 第 

三十 二 年まで， 十二 年間， わたし も わ 

たしの 兄弟たち も， 総督と しての 当然 

の パンを 食べなかった。 15 わたしよ 

り も 前にいた 以前の 総督たち は， 民の 

[負担] を 重く し， また パンと ぶどう酒 

のために 毎日， 銀 四十 シヱ ケルを 彼ら 

から 取って いた。 さらに， 彼らの 従者 

たちは， 民に 威張り散らした。 しかし 

わたしは， 神への 恐れの ゆえに そのよ 
— (-» 

うには しなかった。 

16 さらに， その上， この 城壁の 仕 
事に わたしは 関与した が， どんな 畑 
も わたしたちは 取得し なかった。 ま 
た， わたしの 従者は みな 仕事の ために 
そこに 集まって いた。 17 そして， ユ 
ダヤ 人と 代理 支配 着たち， 百 五十人の 
人々， および わたしたちの 周りに いる 
諸国 民のう ちから わたしたちの もとに 
来る 者たち がわた しの 食卓に ついてい 
た。 18 毎日 用意され ていた ものに つ 
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りネへ 

けへ 


いては， 雄牛が 一頭， えり 抜きの 羊が 
六 頭， それに 鳥が わたしの ために 用意 
され， また 十日に 一度， あらゆるぶ ど 
う 酒が おびただしく [用意され た]。 そ 
れ でも， これと 共に 総督と しての 当然 
の パンを わたしは 強要し なかった。 こ 
の 民に 課せられた 奉仕は 重かった から 
である。 19 私の 裡 よ， どうか 私の た 
めに， 益と なります よう， 私が この 民 
のために 行なった すべての ことを 覚え 
てくだ さい。 

p さて， わたしが 城壁を 建て直し， そ 
® れ には 破れ目が 残されて いないと 
いう ことが， サンバ ラ テと ト ビヤ， そ 
れに アラビア 人ゲ シエ ム および その他 
の わたしたちの 敵に 知らされる や （そ 
の 時まで 扉は， 門に 取り付け ていな 
かった が），  2 サンバ ラ テと ゲ シエ ム 
は 直ちに わたしの ところに 人を よこし 
て， こう 言った ので ある。 「さあ， 才 
ノ の 谷 あいの 平原の 村で 申 し 合わせて 
一緒に 会おう」。 しかし 彼らは わたし 
に 害を もたらそう とたく らんで いたの 
である。  3 そこで， わたしは 彼らのと 
ころ に 使者を遣わ し士 言った， 「わた 
しがして いるのは 大きな 仕事な ので， 
下って 行く ことができません。 わたし 
が [仕事] を そのまま にして， あなた 方 
のと ころに 下って 行って いる 間に 仕事 
が やむ ような ことがあって よいで しょ 
うか」。 4 ところが， 彼らは 四 度 もこ 
の 同 じ 言葉を わた しに 言って よこした 
ので， わたし もこの 同じ 言葉で 彼らに 
返答し 続けた。 

5 ついに サンバ ラ テは 五 度 目に この 
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同じ 言葉で その 従者を わたしの ところ 第6 章 かしわた しは 言った， 「わたしの よう 
に 遣わした が， その 手には 開封した 手 2:19 な 者が 逃げて よいので しょうか。 それ 

がみ  か  イエ ズ 4:15  しんでん 

紙が あった。 6 それには こう 書いて ゥ ルヵ 23:2 に， わたしの ような 者で， だれが 神殿 
あった。 「諸国 民の 間で 伝え聞かされ， ^お6 ぼ 15 に 入って 生きられましょう。 わたしは 

[ア）  い 

ゲ シェ ムも 言って いるが， あなたと ユ ォ， 入りません！」 12 そこで， わたしは 

じん  そむ  ちょうさ  なん  かれつ か 

ダヤ 人たち は 背く ことを たくらん でい ヵョブ ⑶4 調査した が， それが 何と， 彼を 遣わし 

I ィ）  わけ  じょうへき  詩 36:3  [0) 

る。 そのような 訳で， あなたは 城壁を  |  gl2 たのは 裡で はなかった。 ト ビヤと サン 
建て直し ている。 これらの 言葉に よれ  8?4f バラ テが 彼を 雇った ので， 彼は わたし 

ば， あなたは 彼らの 王に なろうと して キ^^こ に対して この 預言を 語った ので ある。 

{ ゥ）  じゅう  ノ ぜ OC.O  かれ  やと  （キ  1 

いる。 7 また， あなたが エルサレム 中  13 このために 彼は 雇われた ので ある。 

で 自分に ついて 呼ば わらせ， 『ユダに ク$5 ね6 すなわち， わたしが 恐れて そのよう に 
王が いる！』 と 言わせる ために 任じた  K?38:3 し， 必ずや 罪を おかして， それが 必ず 

よげんしゃ  いま  イザ 41:10 わる ひょうばん [コ） 

預言者たち さえい る。 それで 今や， こ ヶ 1ゼ3:24 悪い評判 として 彼らの ものと なり， 彼 
のよう な 事は 王に 知らされる であろう。 コ ら がわた しを そしる ためであった。 

き  いっ  わたくし  [シ） 

そこで 今， どうか 来ても らいたい。 ー サァモ 3:3  14 私の 裡 よ， ト ビヤと サンバ ラ テ 

緒に 協議し よう」。  ショ ハ3:2。 を， [各々] のこれら の 行ないに したが っ 

8 しかし， わたしは 彼のと ころに 人 第二 欄 て， どうか 覚え， また 絶えず わたしを 
を やって 言わせた， 「あなたが 言って 7  ^  28:1  恐れさせようと していた 女 預言者 ノア 
いるよう な 事は 起きて いません。 ただ， ドヤ やその 他の 預言者た ちを [覚えて] 

じぶん こころ かんが  26,19 

あなたは それを 自分の 心から 考え出し ゥ申 18:2〇  ください。 

(力）  かれ  みな  エレ 14:14  じょうへき [ソ） 

ている のです」。 9 彼らは 皆， 「彼ら I ネへ 2:1Q  15 ついに， 城壁は 五十二 日 かか っ 

の _ は 垂れて 仕事を しなくな り， それ ォ ラ:エ19 て， エル ルの 二十 五 [日] に 完成した。 
は 行なわれなくなる だろう」 と 言って， 力 認； が  16 そして， わたしたちの 敵が 皆， [こ 

ふ ミ 之  狩 き  ュ 1  1 v 

わたしたちを 恐れさせようと していた キミ ヵ3: 11 れ を] 聞き， わたしたちの 周りに いる 諸 
ので ある。 しかし 今， わたしの 手を 強 国民が 皆 これを 見る や， 彼らは 直ちに 

[ク）  めんもく  うしな  しごと  おこ 

めて ください。  ゲャ 3  4:17 大いに 面目を 失い， この 仕事が 行なわ 

コ箴 22:1 

10 ときに， わたしが， メへ タブ エル 伝7:1  れ たのは， わたしたちの 拽 による もの 

いえ  サ詩 ^6: 11  し 

の 子 デラ ヤの子 シェ マヤの 家に 入った マタ 22:15 である ことを 知る ようになった ので あ 
ところ， 彼は 閉じこもって いた。 そこ シ* へ4:3 る。 17 また， そのころ， ユダの 高貴 
で 彼は 言った， 「[まことの] 拽の 家， 神 セェゼ 13:17 な 人たち は， ト ビヤの もとに 届く 手紙 
殿の 中で， 申し合わせ によって 会い， 神 4：1 を 数多く 作成して おり， 彼らの もとに 
殿の 扉を 閉じて おきましょう。 彼らが ネ へ4:7 来る ト ビヤの 手紙 も [同様であった]。 
あなたを 殺しに やって来よ うとして お 18 ユダのう ちの 多くの 人が 彼と 誓いを 

ょなか [•ン ）  ハへ5:7  [H 

り， それ も 夜中に あなたを 殺しに やっ テネ へ2: 10 立てて いたから である。 彼は アラ ハの 
て 来ようと している からです」。 11 し 卜 子 シェ カ ヌヤの 婿だった ので ある。 そ 


ネへ ミヤ 6:19—7:27 


門が 使える ようになる。 最初に 帰還した 人々 


の 子 エホ ハナン もべ レクヤ の子メ シュ 
ラムの 娘を め とっていた。 19 また， 
[ト ビヤ] に関する 良い ことを 彼らは 絶 
えず わたしの 前で 言って いた。 そして， 
わた しの 言葉を 彼らは 絶えず 彼に 伝え 
ていた。 ト ビヤが わたしを 恐れさせよ 

うと して 送って よこ した 手紙 も 幾 通 か 

[ゥ） 

あった 0 

そして， 城壁が 建て直される や， わ 
• たしは 直ちに 扉を 取り付け たので 
ある。 それから， 門衛と 歌うたい と レビ 
人が 任じられた。 2 次いで, わたしは 
わた しの 兄弟 ハナ ニと 逑の君 ハナ ニヤ 
を エルサレムを 治める よう 立てた。 そ 
れは 彼が 実に 信頼で きる 人で あり， ほ 
かの 多く の 人に 勝って [まこ との] 拽を 

おそ  トン） 

恐れて いたから である。 3 そこで わた 
しは 彼らに 言った， 「太陽が 熱くなる 
までは， エルサレムの 門は 開けて はな 
りません。 そして， 人々 がそ ばに 立っ 
ている 間に， 扉を 閉め， [これに] 差し 錠 
を 差さなければ なりません。 また， エ 
ルサ レムの 住民の 見張りを， 各々 自分 
の 見張り所， 各々 自分の 家の 前のと こ 
ろに 配置しなさい」。 4 さて， この 都 
は 広々 として 大きかった が， その内に 
はわず かの 民し かおらず， また 家々 は 
建てられて いなかった。 

5 ところで， わたしの® は， わたし 
が 高貴な 人々 や 代理 支配 4 たち や 民を 
集めて， 系図に 記録させる べき ことを， 
わたしの 心に 授けられた。 それから， 
わたしは 最初に 上って 来た 人たち の 系 
図 上の 記録の 書を 見つけ， そこにこう 
書いて あるのを 見いだ した。 
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6 これらは， バビロンの 王 ネブカ ドネ 
ザルが 捕らえて 流刑に 処 していた， 流 
刑に された 人々 の 捕囚から 解かれて 上 
り， 後に エルサレムと ユダと に， 各々 
自分の 都市に 帰って来た， この 管轄 地 

いき [才）  [力] 

域の 子ら である。  7 ゼルバベル， エ 
シュア， ネへ ミヤ， アザ リヤ， ラ アム 

1ク】 

ヤ， ナハ マニ， モルデカイ， ビルシ ャ 
ン， ミス ペレ ト， ビグ ワイ， ネフ ム ，パ 
アナと 共に やって来た 者たち である。 

イスラエルの 民の 人々 の 数は 次の 通 
りで ある。  8 パル オシ ュの 子ら は 二 
千 百 七十 二人 〇  9 シヱ ファ トヤの 子ら 
は 三百 七十 二人。 10 アラ ハの 子ら は 
六 百 五十二 人。 11 パ ハ ト. モ アブの 
子ら， エ シュアと ョ アブの 子ら の [者] 
は 二 千 八 百 十八 人。 12 エラムの 子ら 
は 一千 二百 五十 四 人。 13 ザ トの 子ら 
は 八 百 四十 五 人。 14 ザ カイの 子ら は 
七 百 六十 人。 15 ビ ヌイの 子ら は 六 

け） 

百 四十 八 人。 16 ベ バイの 子ら は 六 百 
二十 八 人。 17 アズガ ドの 子ら は 二 千 

(H 

三百 二十 二人。 18 ア ドニ カムの 子ら 
は 六 百 六十 七 人。 19 ビグ ワイの 子ら 
は 二 千 六十 七 人。 20 アディ ンの 子ら 

(3») 

は 六 百 五十 五 人。 21 ア テルの 子ら， ヒ 
ゼ キヤの [者] は 九十 八 人。 22 ハシュ 
ムの 子ら は 三百 二十 八 人。 23 べツァ 

レ）  m 

イの 子ら は 三百 二十 四 人 〇  24 ハリフ 
の 子ら は 百 十二 人。 25 ギベオンの 子 

(フ） 

らは 九十 五 人。 26 ベツレヘムと ネト 
ファ の 人々 は 百 八十 八 人。 27 アナ ト 


セ ェズ 2:7; エズ 10:26; ソ ェズ 2:8; タ ェズ 2:9; チ ェズ 
2:10; ェズ 10:34; ツ ェズ 2:11; テ エズ 2:12; ト ェズ 2:13; 
ナ エズ 2:14; ニ エズ 2:15; ヌ ェズ 2:16; ネ ェズ 2:19; ネへ 
10:18;  ノ  エズ 2:17; ハ エズ 2:18; ヒ ヨシ 11:19; サ D  21:2; 
エズ 2:20; ネへ 3:7; フ創 35:19; 代 I  2:51; マタ 2:6; へ 代 
I  2:54; エズ 2:22; エレ 40:8。 


793  バビロンから 帰って来た 多くの 人々  ネへ ミヤ 7:28—64 


‘の 人々 は 百 二十 八 人。 28 ベ ト •ア 
ズ マべ 卜の 人々 は 四十 二人。 29 キル 
ヤト • エア リム， ケフィ ラ およびべ エ 
口 卜の 人々 は 七 百 四十 三人。 30 ラマ 
と ゲバの 人々 は 六 百 二十 一人。 31 ミ 
ク マスの 人々 は 百 二十 二人。 32 ベ テ 
ルと アイの 人々 は 百 二十 三人。 33 ほ 
かの ネボの 人々 は 五十二 人。 34 ほか 
の エラムの 子ら は 一千 二百 五十 四 人。 
35 ハ リムの 子ら は 三百 二十 人。 36 エ 
リコの 子ら は 三百 四十 五 人。  37  口 
ド， ハディ ド および オノの 子ら は 七 百 
二十 一人。 38 セナ アの 子ら は 三千 九 
百 三十 人。 

39 祭司は 次の 通りで ある。 エシュ 
アの 家の エダ ヤの 子ら は 九 百 七十 三 
人。 40 イメ ルの 子ら は 一千 五十二 人。 
41 パシュ フルの 子ら は 一千 二百 四十 七 
人。 42 ハ リムの 子ら は 一千 十七 人。 

43 レビ 人は 次の 通りで ある。 エシュ 
了の 子ら， カ ド ミエルの [者]， ホ デワの 
子ら の [者] は 七十 四 人。 44 歌うたい 
は， ア サフの 子ら， 百 四十 八 人 〇  45 門 
衛 は， シャ ルムの 子ら， ア テルの 子ら， 
タル モンの 子ら， アクブ の 子ら， ハティ 
夕 の 子 ら ，ショ バイ の 子ら ，百 三十 ノ 、人。 

46 ネ ティ ニムは 次の 通りで ある。 
ツィ ハの 子ら， ハス ファの 子ら， タバ 
オトの 子ら，  47 ヶ ロスの 子ら， シア 
の 子ら， パ ドンの 子ら，  48 レバ ナ 
の 子ら， ハ ガバの 子ら， サル マイの 子 
ら， 49 ハナンの 子ら， ギ デルの 子ら， 
ガ ハルの 子ら，  50 レ アヤの 子ら， レ 
ツィンの 子ら， ネコ ダの 子ら，  51 ガ 
ザムの 子ら， ウ ザの 子ら， パ セア ハの 
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ア ヨシ 21:18 


/  18:26 
C  2:25 
/  18:25 

カエ ズ 2:26 

' 18:24 
:10 


ゼカ 1 イ 
7 サ I  13: 


エズ 2: 
セエズ 2: 
ノ ネへ 
タエ ズ 2: 
チ ネへ 

ソエ ズ 
テ ェズ 


ナエ ズ 10:22 
二 代 I  2 


ネ ェズ 
ノ代 I  2 


ハ 代 I  6:39 
r ネへ 7:1 
フェレ 35:4 
\  代 I  9:17 
ネへ 11:19 
ホ ネへ 12:25  : 


2:42 

9:27 


A エズ : 
< エズ 
B エズ : 
ヤ エズ : 
1 エズ 
3 ェズ : 


第二 欄 


尸 ェズ : 
< ェズ : 


[ ェズ 
オ ェズ 
カ ェズ 


ノ代 I  24: 
ネへ 3: 


子ら，  52 ベ サイの 子ら， メウ ニムの 
子ら， ネフ シヱ シムの 子ら，  53 バク 
ブクの 子ら， ハク ファの 子ら， ハル フ 
ルの 子ら，  54 バ ツリト の 子ら， メヒ 
ダの 子ら， ハル シャの 子ら，  55 バル 
コスの 子ら， シセラの 子ら， テマ ハの 
子ら，  56 ネ ジアの 子ら， ハティ ファ 
の 子ら。 

57 ソロモンの 僕たちの 子ら は 次の 
通りで ある。 ソ タイの 子ら， ソ フェレ 
卜の 子ら， ペリ ダの 子ら，  58 ヤ アラ 
の 子ら， ダル コンの 子ら， ギ デルの 子 
ら，  59 シェ ファ トヤの 子ら， ハティ 
ルの 子ら， ポ ケレト •ハツ ェバ イムの 
子ら， アモンの 子ら。  60 ネ ティ ニム 
と， ソロモンの 僕たちの 子ら は 合わせ 
て 三百 九十 二人であった。 

61 そして， これらの 者は テル •メラ 
ハ， テル •ハル シャ ，ケルプ， ア ドン およ 
びイ メルから 上って 来た 者たち であ っ 
たが， 彼らは その 父の 家と 血統， 自分 
たちが イス ラエルの 出で ある かどう か 
を 告げる ことができなかった。 62 す 
なわち， デラ ヤの 子ら， ト ビヤの 子ら， 
ネコ ダの 子ら， 六 百 四十 二人。 63 そ 
して， 祭司のう ちでは， ハ バヤの 子ら， 
ハコ ツの 子ら， バル ジ ライの 子ら 〇こ 
の [バル ジ ライ] は ギレアデ 人 バル ジラ 
々の 娘たち のうちから 妻を め とった の 
で， その 名で 呼ばれる ようになった。 
64 これらの 者は 自分たち の 系図を 公 
に 確立し ようと して 登録簿を 捜 し 求め 
た 者たち であった が， それは 見つから 
なかった ので， 彼らは 汚れた 者と して 

ツ エズ 2:62。 


ネへ ミヤ 7:65—8:7  仕事の ための 寄進 物。 エズラは 律法を 読む  794 


祭司 職から 除外され た。 65 それゆえ， 

[ィ 1  かれ  さいし  （ゥ 1 

ティル シャタ は 彼らに， 祭司が ウ リム 
と トン ミムを 着けて 立ち上が るまでは 
最も 聖 なる ものを 食べて はならない と 

い 

白った 0 

ぜんかいしゅう いちだん 

66 全会衆は 一団と して 四 万 二 千 三百 

[力）  かれ 

六十 人で あり， 67 このほかに， 彼らの 

ど れい [キ）  どれい おんな 

男の 奴隸 および 奴隸 女， これらは 七 千 

(ク） 

三百 三十 七 人で ，彼らに は 二百 四十 五 人 

[ヶ) うた  W 

の 男の 歌う たいと 女の 歌うたい がいた。 
[68 彼らの 馬は 七 百 三十 六 頭， そのら 

[サ 1 

ばは 二百 四十 五頭であった。]  69 ら 

とう  I シ 1 

くだは 四百 三十 五頭であった。 ろばは 


六 千 七 百 二十 頭で あ っ た。 

ちちかた [セ) いえ かしら (ソ）  しごと 

70 また， 父方の 家の 頭のう ち 仕事の 

けん  いくにん  もの  （夕） 

ために 献 じた 幾人 かの 者が いた。 ティ 

W  ざいほう  きん 

ル シャタ は， 財宝の ために 金 一千 ドラ 
クマ， 鉢 五十， 祭司の 長い 衣 五 百 三十 

ちゃく  M  ちちかた  いえ かしら 

着を 献 じた。 71 また， 父方の 家の 頭 

しごと  ざいほう  きん 

のうち 仕事の ため 財宝の ために 金 二 万 
ドラ クマ およ び 銀 二 千 二百 ミナを 献じ 

なんにん  もの  （テ） 

た 何人 かの 者が いた。 72 それに， そ 
の 他の 民の 献じ たものは， 金 二 万 ドラ 

ぎん  さいし  なが ころも 

クマと 銀 二 千 ミナ および 祭司の 長い 衣 
六十 七 着であった。 

さい し (卜）  びと  もんえ L 

73 こう して， 祭司， レビ 人， 門衛， 

うた  [ナ） たみ  いちぶ  もの  ㈡ 

歌うたい， 民の 一部の 者， ネ ティ ニム お 

ひとびと 

よびす ベての イスラエル [の 人々] は そ 

としす  W  だい 

れぞれ の 都市に 住む ようになった。 第 

とうらい  [ネ 1 

七の 月が 到来した とき， イスラエルの 

レ J 

子ら は それぞれの 都市に いた。 

〇 次いで， 民は みな， “ 水の 門” の 
^ 前に ある 公共の 広場に 一人の 人の 

(フ) あつ  かれ 

ように 集まった。 そこで 彼らは， エホ 

めい  ㈧ 

バが イスラエルに 命じられた モー セの 
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3:10 


18:7 


ェ レビ 8:8 
申 33:8 
オ レビ 2:3 
民 18:9 


コ出 15:21 
サ I  18:6 


イザ 22:21 
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フ 使徒 2:46 
へ レビ 27:34 


第二 欄 


ア申 31:9 


カ ネへ 10:28 
イザ 28:9 
キ申 31:12 
代 n  17:9 
ク 使徒 28:23 


使徒 13:15 
使徒 15:21 


使徒 16:14 
使徒 17:11 


律法の 書を 持って来る ように， 写字 生 

[〇]  い  さい し [エ） 

エズラに 言った。 2 それゆえ， 祭司 エ 
ズラ は 第 七の 月 の 一日に ，男 も 女 も， す 
ベて 聴いて 理解で きる 人々 からなる 会 
衆の 前に 律法を 持って来た。 3 そし 
て， 彼は “ 水の 門” の 前に ある 公共の 
広場の 前で， 夜明けから 真昼まで， 男 
や 女 およ びその 他 理解で きる 者たち の 
前で， それを 朗読し 続けた。 すべての 
民の 耳は 律法の 書に [注意を 向けて] い 

しゃじ せい  ひとびと 

た。 4 そして， 写字 生 エズラは 人々 が 
この 折の ために 造った 木製の 演壇の 上 
に 立って いた。 彼の そばには， その 右 
手に マ タテ ヤ， シエ マ， アナヤ， ウリ 
ヤ， ヒル キヤ および マ アセヤ が， また 
その 左には ぺ ダヤ， ミシャ エル， マル 
キヤ， ハ シュム ，ハ シュ •バダナ， ゼ カリ 
ヤ [および] メシュ ラムが 立って いた。 

5 次いで エズラは すべての 民の 目の 
前で その 書を 開いた。 彼は すべての 民 
より 上の 方に いたから である。 彼が そ 
れを 開く と， 民は みな 立ち上がった。 
6 そこで エズラが 大 いなる 方， [まこと 

(f) 

の] 进 エホバを ほめたたえ ると， これに 
対し 民は みな 手を 挙げながら， 「ア ーメ 
ン！ アーメン！」 と 答えた。 それ か 
ら 彼らは 身を 低く かがめ， 地に [その] 
顔を 伏せて エホバを 伏し拝んだ。 7 そ 
して， エ シュアと バニと シエ レ プヤ， ヤ 
ミン， ア クブ， シャべ タイ， ホ ディ ヤ， 
マア セヤ， ケ リタ， アザ リヤ， ョ ザバ 
K, ハナン， ペラ ヤ， すなわち レビ 人 


795  律法の 説明が なされる。 仮小屋の 祭り  ネへ ミヤ 8:8— 9：1 

たち は 民に 律法を 説明 していた が， そ 第8 章 洞察す る ことができる ようにな るた め 
の 間 民は 立った ままで いた。  8 そし であった。 14 それから 彼らは， エホ 
て 彼らは 書， すなわち [まことの]# の パが モー セを 通して 命じられた ことが 
律法を 朗読し 続け， それは 説き明かさ 24^27 律法の 中に 書いて あるのを 見つけた。 
れ ，[それに] 意味を 付す ことが なされ， ォネへ 1:1 それは， イスラエルの 子ら が 第 七の 月 
こうして 彼らは その 読む ところの 理解 1%  7；n の 祭りの あいだ 仮小屋に 住み， 15 ま 
を 得させる のであった。  ク ^ヒ四521 た， 布告を し， そのす ベての 都市 およ 

9 それから， ネへ ミヤ， すなわち ティ  * 16:15  び エルサレムに あまねく お触れを 出さ 

m  しゃじせ い  さいし  （キ） コ 王！！  22:11  さんち [キ）  ゆ  [ク] 

ル シャタ と， 写字 生で ある 祭司 エズラ サ ェス9: 19 せて， 「山地に 出て 行き， オリー ブの 
と， 民を 教え 論して いた レビ 人たち は  f ぶ -， 油の 木の葉， ぎん ばいかの 葉， やし 

む  い  使徒 2:42  えだ しげ  も 

すべての 民に 向かって 言った， 「この ス の 葉， および 枝の 茂った 木の葉を 持っ 
日は， あなた 方の 拽 エホバに とって 聖 セ J へ n=。 て 来て， 記されて いる 通りに 仮小屋を 
なる [日] です。 嘆き悲しんだり， 泣い  fj：24:32 造りなさい」 と 言わなければ ならない 
たりして はなり ません」。 民は 律法の 欄 という ものであった。 

葉を 聞いて いたと き， 皆 泣いて いたか ァ詩 119:99  16 そこで 民は 出て 行って， [それを] 

ら である。 1〇 次いで i は [威] に言っ  - !;?〇 持って 帰り， それぞれ 自分の 屋根の 上 
た， 「行って， jf 巴え たものを 食べ， 甘 使徒28:23 や， 中庭の 中， または [まことの] 拽 
いものを 飲み， 何も 用意が できて いな  * 16:16 の 家の 中庭 や， “ 水の 門” の 公共の 広 
い 者には 分け前を 送りなさい。 この 日  ^6ぱ16 場 や， “ エフ ライムの rt” の 公共の 広 
はわた したち の 主に とって 聖 なる [日] 23:4 場の 中な どに， 自分たち のために 仮 小 
だからです。 気を悪くして はなり ませ 21 T 屋を 造った。 17 こうして， 捕囚から 
ん。 エホバの 喜びは あなた 方のと りで 戻って 来た 人たち の 全会衆は 仮小屋を 
だからです」。 11 そして， レビ 人 もす コ篇 造り， 仮小屋に 住む ことに なった。 イ 
ベての 民に 黙って いるよう 命じて， 「静  S  1：92 スラ エルの 子ら はヌン の子ヨ シュアの 

せい  代 n  20:5  じだい 

かにして いなさい！ この 日は 聖 なる サネへ3:26 時代から この 日まで このよう にした こ 
[日] なのです。 気を悪くして はなり ま シネへ が とがなかった ので ある。 それで 非常に 
せん」 と言うので あった。 12 こうし ネ へ12:39 大きな 歓 びが あった。 18 そして， 最 
て 民は みな 去って 行って 食べたり 飲ん .  2V.\l  初の 日から 最後の 日まで 毎日， [まこと 
だり し， 分け前を 送り， 大いに 歓ん だ。:*  $12 の]® の 律法の 書の 朗読が 行なわれた。 
これは， 彼らが 知らされた 言葉を 理解  そして， 人々 は 七日 間， 祭りを 執り行 

したから である。  - ない， 八日 目には 定めに したがって， 聖 

かめ  たみ  第 9 章  かい  [チ） 

13 そして 二日 目に， すべての 民の 、>$18:2  会が 行なわれた。 

父たち の 頭たち， 祭司たち， および レ テ ヱ J だ1 Q そして その 月の 二十四日に， イス 
ビ 人たち は， 写字 生 エズラの もとに 寄 ^^7:'  〇 ラエルの 子ら は 断食を し， 身に 粗 
り 集まった。 すなわち， 律法の 言葉を  ^ ブ1 ム 布を 着け， 泥を かぶって 寄り集まった。 


ネへ ミヤ 9:2 —— 14  神が イスラエルを 扱われた 仕方  796 


2 次いで， イスラエルの 胤は すべての 
異国の 者から 離れ， 立って， 自分たち の 
罪と， その 父たち のとが のこと で 告白 
をした。 3 それから， 彼らは その 所で 
立ち上がり， その 日の 四 分の 一は 彼ら 
の拽 エホバの 律法の 書を 朗読し， 四 分 
の 一は， 告白を し， 彼らの 拽 エホバに 
身をかがめる のであった。 

4 そこで， エ シュアと バニ， カド ミ 
エル， シェ バヌ ヤ， ブ ニ， シェレ プヤ， 
バニ [および] ケナ ニは レ ビ 人の 演壇の 
上に 立ち， 大声で 彼らの 迚 エホバに 叫 
び 求めた。 5 次いで， エ シュアと カド 
ミエル， バニ， ハシ ヤブネ ヤ， シェレ 
プヤ， ホ ディ ヤ， シェ バヌヤ [および] 
ぺ タフ ヤ などの レ ビ 人は 言った， 「立 
ち 上がって， 定めの ない 時から 定めの 
ない 時まで も あなた 方の# エホバを ほ 
めた たえなさい。 そして 彼らが， すべ 
ての 祝福と 賛美に 勝っ て 高め られ てい 
る， あなたの 栄光 あるみ 名を ほめた た 
えます ように。 

6 「ただ， あなた だけが エホバです。 
あなたが 天を， [実に] 天の 天と， その 
全軍， 地と その上に あるす ベての もの， 
海と その 中に あるす ベての ものを 造ら 
れ ました。 あなたは その すべてを 生か 
して おられます。 天の 軍勢は あなたに 
身をかがめて おります。 7 あなた こそ 
[まことの] 裡 エホバで あられ， アブ ラ 
ムを 選んで カ ルデア 人の ウ ル か ら 連れ 
出し， 彼の 名を アブラハム とされた 方 
です。 8 そして， あなたは 彼の 心が み 
前に 忠実な のを 見いだ された ので， 力 
ナン 人， ヒッ タイト 人， ア モリ 人， ぺ 
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リジ 人， エ ブス 人， ギル ガシ 人の 地を 
[彼に] 与え， その 胤に [これを] 与える 
との 契約を 彼と 結ぶ ことが なされ まし 
た。 次いで あなたは あなたの 言葉を 果 
たされました。 あなたは 義に かなって 
おられる からです。 

9 「それで， あなたは エジプトで 私 
たちの 父祖たち の 苦悩を ご覧に なり， 
また 紅海の ほとりで 彼らの 叫び声を 聞 
かれました。 10 それから， あなたは 
ファラオと そのす ベての 僕と その 地の 
すべての 民に 対して， しるしと 奇跡を 
お与えに なられました。 これは， 彼ら 
が [私たちの 爻祖] に対して せん 越な 行 
ない をした ことを あなたが 知られた か 
ら です。 こうして， あなたは 今日の よ 
うに， ご 自分の ために 名を 揚げられ ま 
した。 11 そして， あなたは 彼らの 
前で 海を 分かたれ たので， 彼らは 海の 
中の 乾いた 地を 通っ て渡っ て 行き まし 
た。 そして， 彼らの 追っ手を， 強烈な 
大水に [投げ込まれる] 石の ように， 深 
みに 投げ込まれ まし/ L  12 そして， 
昼は 雲の 柱に より， 夜は 火の 柱に よっ 
て 彼らを 導き， その 行くべき 道を 彼ら 
のために 照ら し 出され ま した。 13 そ 
して， シナイ山の 上に あなたは 下り， 
天から 彼らと 語って， 廉直な 司法 上の 
定めと， まことの 律法， 良い 規定と お 
きて を 彼らに 授けられました。 14 ま 
た， あなたの 聖 なる 安息を 彼らに 知ら 
せ， また あなたの 僕 モー セを 通して お 
きて と 規定と 律法を 彼らに 命じられ ま 


797  神が 良く 扱って くださった 事例を 回顧す る  ネへ ミヤ 9:15—26 


した。 15 そして， 彼らの 飢えの ため 
に 天から パンを 彼らに 与え， その 渴き 
のために 大 岩から 水を 彼らに 出 L， こ 
う して， あなたが 彼らに 与える と [誓っ 
て] み 手を 挙げた， その 地に 入って 所有 
する よう 彼らに 言われ ま した。 

16 「それな のに， 彼ら， すなわち 私 
たちの 父祖たち は， せん 越な 行ないを 
し， こうして そのうな じを 固く し， あ 
なた の おきてに 聴き 従いませんでした。 
17 それで 彼らは 聴く ことを 拒み， あ 
な たが 彼 らの もと で 行なわれた くす し 
い 働きを 記憶 もせず， かえって そのう 
なじを 固く し， ひとりの 頭を 立てて エ 
ジブ トでの 奴隸 状態に 戻ろうと しまし 
た。 それでも， あなたは 許す ことを な 
さる® であり， 慈しみ 深くて 憐れみ 深 
く， 怒る のに 遅くて 愛 ある 親切に 4 ん 
で おられる ので， 彼らを お捨てに なり 
ませんで した。 18 しかも， 彼らが 自 
分たち のために ひとつの 子牛の 铸 物の 
像を 造って， 『こ れが あな たを エジプ 
卜から 導き 上った あなたの 迸 だ』 と 言 
いだして， 大変 不敬な 行ないを したと 
きで も， 19 あなたは， 実に あなたは， 
豊かな 憐れみに よって 彼ら を 荒野に 捨 
てられませんでした。 昼は 雲の 柱が 彼 
らの 上から 離れないで， 道中， 彼らを 導 
き， 夜は 火の 柱が [離れないで] 彼らの 
ために その 行くべき 道を 照らし 出し ま 
した。  20 そして あなたの 良い 霊を， 
あなた は 賜わ って 彼ら を 慎重な 者と な 
ら せ， あなたの マナを 彼らの 口から 差 
し 控えず， 水を 彼らの 渴 きのた めに 彼 
らに お与えに なりました。  21 そして 
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四十 年間， あなたは 荒野で 彼らに 食物 
を 供給され ました。 彼らは 何も 不足し 
ませんで した。 彼らの 衣 さえ もす り 切 
れ ず， 彼らの 足 も はれませんでした。 

22 「次いで， あなたは 彼らに もろ も 
ろの 王国 や 民を 与え， これを 少しずつ 
割り当てられました。 それで 彼らは シ 
ホンの 地， すなわち ヘシ ュ ボンの 王の 
地と， バシャンの 王 オグの 地を 手に入 
れ ました。  23 そして 彼らの 子ら を， 
あなたは 天の 星の ように 多くされ まし 
た。 それから， あなたは 彼らの 父祖た 
ちに， 入って 行って 手に入れる ことに 
なると 約束され た 地に， 彼らを 導き 入 
れられ ました。 24 それで， 彼らの 子 
らは 入って 行って， その 地を 手に入れ， 
次いで あなたは この 地の 住民， カナン 

じん (夕）  まえ  くっぷく  if) 

人を 彼らの 前に 屈服 させ， これを， す 
なわち その 王た ちやこの 地の 民を 彼ら 
の 手に 渡して， その 好む ところに した 
がって これを 扱うよう にされ ま した。 
25 こうして， 彼らは 防備の 施された 諸 
都市と 肥えた土 地を 攻め 取り， あら ゆ 
る 良い もので 満ちた 家， 切り 掘られた 
水 溜め， ぶどう 園 や オリー ブ畑や 食 
物の ための 木を たくさん 手に入れ るよ 
うにな り， 彼らは 食べて， 満足し， 肥 
え 太って， あなたの 大 いなる 善良 さを 
存分に 享受し はじめました。 

かれ  ふじゅうじゅん  [へ） 

26 「ところが, 彼らは 不従順に なり， 
あなたに 背き， あなたの 律法を しきり 
に 背の 後ろに 投げ捨て， あなたの もと 

テ 詩 44:2; ト ヨシ 11:17; ヨシ 11:20; サ n  8:2; ナ申 3:5; 
申 6:10; 申 9:1; 二 申 8:7; エゼ 20:6; ヌ申 19:1; ネ申 6: 
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31:20; 申 32:15; 詩 36:8; フ イザ 63:7; へ 裁 2:12; ホ 詩 
78:56; マ 王 I  14:9; 詩 50:17。 
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に 連れ戻そうと して 彼らに 対して 証し 
をした， あなたの 預言者た ちを 彼らは 
殺しました。 こうして， 大変 不敬な 行 
ない をし 続けました。 27 そのために， 
あな たは 彼らを その 敵対 者の 手に 渡さ 
れ， それらの 者は 彼らを 悩ませ 続け ま 
した。 しかし， その 苦難の 時に 彼らは 
あなたに 叫び 求め， あなた も 天から 聞 
いてく ださり， あなたの 豊かな 憐れみ 
にしたがって， その 敵対 者の 手から 彼 
らを 救う 救 I ヽ 主を 彼らに お与えに なり 
ま した。 

28 「しかし， 彼らは 休息す る や， 再 
び あなたの み 前に 悪い ことを 行なうよ 
うにな りました ので， あなたは 彼らを 
その 敵の 手に 捨て置かれ， その [敵] は 
彼らを 踏みに じりました。 それから， 
彼らが 立ち返り， あなたに 助けを 叫 
び 求める と， あなた も 天から 聞いて く 
ださり， あなたの 豊かな 憐れみに した 
がって， 何度も 彼らを 救い出され まし 
た。 29 あなたは 彼らに 対して 証し を 
して 彼らを あなたの 律法に 連れ戻そう 
とされ ましたが， 彼らの ほうは せん 越 
な 行ないを して， あなたの おきてに 聴 
き 従いませんでした。 もし 人が これを 
行なうなら， また これに よって 必ず 生 
きる という， あなたの 司法 上の 定めに 
対して 彼らは 罪を おかしました。 そし 
て， 彼らは しきりに 強情な 肩を 向け， 
うなじを 固く し， 聴き 入れません でし 
た。 30 けれども， あなたは 何年 も 彼 
ら のこと を 忍び， あなたの 預言者を 通 
して， あなたの 霊に よって 彼らに 対し 
て 証し をなさい ましたが， 彼らは 耳を 
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む  (7) 

向けませんでした。 ついに， あなたは 

かくち  たみ  わた  -.ife' 

彼らを 各地の 民の 手に 渡され ま した。 


31 それでも， あなたの 豊かな 憐れみ 
によって， あなたは 彼らを 絶滅 させた 
り， 捨て置かれたり はなさい ませんで 


した。 あなたは 慈しみ 深く， 憐れみ 深 
い迚 であられ ますから。 

32 「それで 今， 私たちの 进， ^ 約と 


あい  しんせつ I キ） まも  （ク）  （ヶ 1 ちから 

愛 ある 親切を 守られる， 大 いなる， 力 


づよ （コ 1 いふ  ねん  お  （サ） 

強い， 畏怖の 念を 起こさせる 裡よ ，アッ 


じ だい  こんにち  いた 

シリアの 王たち の 時代から 今日に 至る 


まで， 私た ち， 私たちの 王たち， 私たち 

きみ M さい』^)  よ げ么 しゃ  （チ）  户 そ  [ッ） 

よび あなたの すべての 民に 降り懸か っ 
たす ベての 辛苦が み 前に 小さ いこと と 
見えません ように。 33 それに， すべ 


て 私たちに 臨んだ ことに 関しては， あ 

ぎ  [卜】 

なた は義 にか なって おられます。 あな 
たは 忠実を もって 行なわれ たのに， 私 
たち は 邪悪な ことを した 者たち だから 

わたくし  きみ  さい 

です。 34 私たちの 王たち， 君たち， 祭 


司たち， および 父祖たち は， あなたの 

りっぽう  りこう  （本） 

律法を 履行せ ず ，あなたの おきてに も， 


かれ  たい  あか  （ノ） 

あなたが 彼ら に 対 して 証 しを なさった 

あかし  ちゅうい  はら  n 

その 証に も 注意を 払いませんでした。 

かれ  おうこく  つづ 

35 そして 彼らは 一 その 王国の 続いて 


いる 間， あなたが 彼らに お与えに なっ 
た 豊かな 良い ものの 中で， また あなた 
が 彼らの ために 用いられる ようにされ 
た 広くて 肥えた土 地で， 彼らは あなた 
に 仕えず， その 悪い 習わしから 立ち返 
り もしませんでした。  36 ご覧く ださ 
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い， 私たちは 今日， 奴隸 です。 あなた 
が 私たちの 父祖たち に 与えて， その実 
り とその 良い ものを 食べる ようにされ 
たこの 地に ついては， ご覧く ださい， そ 
の 上で 私たちは 奴隸 です。 37 その 産 
物は あなた が 私た ちの 罪の ため に 私た 
ちの 上に 立てられた 王たち のために 沢 
山で きて おり， 彼らは その 好む ところ 
にしたがって 私たちの 体と， 私たちの 
家畜を 支配して おります ので， 私たち 
は大 いなる 苦難の うちにあります。 

38 「ですから， このす ベての ことの 
ゆえに， 私たちは 信頼で きる 取り決め 
を 設けて おります。 それは 文書に なり， 
私たちの 君たち， レビ 人たち， [およ 

さいし  （ク）  いん  [ヶ) しょうめい 

び] 祭司たち の 印に より 証明され て お 


ります」。 


いん  しょうめい 

さて， 印に よりそれ を 証明した 

もの  (3) 

者たち がいた。 


すなわち， ハカ ルヤの 子で， ティル 


[シ）  W 

シヤ タ である ネへ ミヤ， 


そして ゼデ キヤ， 2 セラヤ， アザリ 
ヤ ，エレミヤ， 3 パシュ フル， アマ ル 
ヤ ，マル キヤ，  4 ハ トシ ュ ，シェ バヌ 
ヤ ，マルク，  5 ハ リム， メレ モト， 才 
バデヤ ， 6 ダニエル， ギネ トン， バル 
ク， 7  メ シュラム， ア ビヤ， ミヤ ミン， 
8 マア ズヤ， ビル ガイ [および] シェ マ 
ヤ で， これらは 祭司で ある。 


9 また， レビ 人では， アザヌ ヤの子 

m  【ツ） 

エ シュア， へ ナダ ドの 子ら のうちの ビ 

かれ  きょう 

ヌイ， カド ミエル 10 および 彼らの 兄 


弟シ エバ ヌヤ， ホ ディ ヤ， ケ リタ， ぺ 
ラヤ， ハナン， 11 ミカ， レホブ ，ハ 
シャ プヤ， 12 ザ クル， シヱ レブ ヤ， 
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シヱ バヌ ヤ， 13 ホ ディ ヤ， バニ [並び 
に] ベニ ヌ である。 

14 民の 頭たち では， パル オシ ュ ，パ 
ハ ト. モ アブ， エラム， サト， バニ， 
15 ブ ニ， アズガ ド， ベ バイ， 16 アド 
ニヤ， ビグ ワイ， アデ ィン， 17 アテ 
ル， ヒゼ キヤ， アズル， 18 ホ ディ ヤ， 
ハシ ユム， ベ ツァイ， 19 ハリフ ，ア 
ナト テ， ネ バイ， 20 マグ ピア シュ ，メ 
シュラム， へ ジル，  21 メシェ ザブエ 
ル， ザ ドク， ヤ ドア， 22 ペラ トヤ ，ハ 
ナン， アナヤ，  23 ホ シェア， ハナ ニ 
ヤ， ハシ ュブ，  24 ハ ロへ シュ， ピル 
ハ， シヨべ ク，  25 レフ ム， ハ シャブ 
ナ， マア セヤ，  26 および アヒヤ ，ハ 
ナン， アナン， 27 マルク， ハ リム， バ 
アナで ある。 

28 そのほかの 民， 祭司， レビ 人， 門 
衛， 歌うたい， ネ ティ ニム およびす ベ 
て 各地の 民から 離れて [まことの] 裡の 
律法に 従った 者， その 妻， 息子なら び 

むすめ  ちしき  りかいりょく 

に 娘たち など， すべて 知識 [と] 理解力 

の ある 者は， 29 その 兄弟たち， 威光 

の ある 者たち に付き 従って おり， [まこ 

との]# の 僕 モー セの 手に より 与えられ 

た， [まことの] 裡の 律法に したがって 

歩み， わたしたちの 主 エホバの すべて 

の おきてと その 司法 上の 定めと 規定を 

守り， 履行す るた めに， 呪い [に対して 

責めを 負う こと] と 誓いと に 加わって い 

た。  30 すなわち， わたしたち はこの 

地の 民に わたしたちの 娘を 与えず， ま 

た 彼らの 娘を わたした ちの 息子の ため 
一  [ッ] 

にめ とらない。 

あんそくにち  しょうひん いろいろ  こくるい  も 

31 安息日に 商品 や 色々 な 穀類を 持っ 
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神の 家を なお ざり にして はならない  800 

たしたち は 祭司たち のと ころに， わた 
したち の# の 家の 大金 堂に 携えて 行 
き， また わたしたちの 土地からの 十分 

びと [ィ】  あた 

の 一を レ ビ 人に [与える] ことに した。 
彼ら， レビ 人は， わたしたちの すべて 
の 農耕の 都市に おいて 十分の一を 受け 
る 者たち だからで ある。 

38 そして， レ ビ 人が 十分の一を 受け 

_  さいし 

ると きには， ア ロンの 子で ある 祭司が 
その レビ 人 と共にい なければ ならない。 
レビ 人 も， その 十分の一の 十分の一を 
わたしたちの 进の 家に， 貯蔵庫の 大食 
堂に 納めるべき である。 39 イス ラエ 
ルの 子ら と レビ 人の子ら は 穀物， 新し 
いぶ どう 酒 およ び 油の 寄進 物を ，この 大 
食堂に 携えて 来る ことに なって おり， 
そこには 聖なる 所の 器具が あり， 奉仕 
している 祭司， および 門衛 や 歌うたい 
がいる からで ある。 こうして， わたし 
たちは わたしたちの 裡の 家を なおざり 

[コ 1 

にして はならない ので ある。 

たみ  きみ  [サ） 

-|  -I さて， 民の 君たち は エルサレム 
11 に 住んで いたが， そのほかの 民 
はく じを 引いて 十 人のう ちから 一人ず 

つ  き  せい  みやこ 【セ） 

つ 連れて来て 聖 なる 都 エルサレムに 
住まわせ， あとの 九 人を ほかの 都市に 
[住まわせた]。 2 その上， 民は すべて 
自ら 進ん 4 エルサレムに 住もうと する 

ひとびと しゅくふく 

人々 を 祝福した。 

3 そして， これらは エルサレムに 住 
んだ この 管轄 地域の 頭たち である。 た 

しょと し  (f) さい 

だ， ユダの 諸 都市には， イスラエル， 祭 

し [卜）  びと W  [二） 

司と レビ 人， それに ネ ティ ニム および 

ス ネへ 10:34; 箴 16:33; セ ネへ 11:18; イザ 48:2; マタ 4: 
5; ソ裁 5:9; 夕出 39:43: チ エズ 5:8; ツ ネへ 7:6; テ 代 
I  9:1; ト エズ 2:70; ナ ネへ 7:73; ニ ヨシ 9:27; エズ 2:58; 
ェズ 8:17。 


ネへ ミヤ 10：32—11：3 

て 来て 売ろう とする この 地の 民に つい 
ては， わたしたちは 安息日 または 聖日 
には 彼らから 何も 得ない し， また 第 七 
年と あらゆる 手の 負債を 放棄す る。 

32 それに また， わたしたちは わたし 

いえ  ほうし  かくじ 

たちの 裡の 家の 奉仕の ために 各自， 年 
ご とに シエ ケ ルの 三分の 一を 献 じる お 

みず か  か  W 

きて を 自らに 課した が，  33 これは， 
重ねの パンと 常 供の 穀物の 捧げ物と 安 
息 日の 常 供の 焼燔の 捧げ物， 新月の た 
め， 定められた 祝いの 食物 と聖 なる も 
のと， イスラエル のために 贖罪を 行な 
う 罪の 捧げ物との ため， さらに わたし 
たちの 裡の 家の すべての 仕事の ためで 

(セ） 

あった 0 

34 また， わたしたちは， 祭司， レ 
ビ人 および 民が 律法に 記されて いる 通 
りに， わたしたちの 裡 エホバの 祭壇の 
上で 燃やす ため， 年々， 定められた 時 
に， わたしたちの 父祖の 家 ごとに， わた 
したち の 挫の 家に 携えて 来る 薪の 供 
給 物に 関して， く じを 引いた。 35 ま 
た， わたしたちの 土地の 熟した 初物と 
あらゆる 木の すべての 果実の 熟した 初 

(卜）  ねんねん  いえ  たず さ  く 

物を， 年々， エホバの 家に 携えて 来る 
こと [に 決め]，  36 また， 律法に 記さ 
れ ている 通りに， わたしたちの 子ら と 
家畜の 初子， および わたしたちの 牛の 
群れと 羊の群れの 初子， [これを] わた 
したち の# の 家に， わたしたちの# の 
家で 奉仕して いる 祭司たち の もとに 携 
えて 来る こと [に 決めた]。 37 それに 
また， わたしたちの 粗び き 粉の 初物と， 
わたしたち の 寄進 物 お よび あらゆる 木 

か じつ [フ） あたら  しゅ (へ] あぶら (ホ） 

の 果実， 新しい ぶどう酒と 油を， わ 


10 :  13 6  21 :4 3 :6 :4 1 : 37 
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ソロモンの 僕たちの 子ら が， それぞれ 第11 章 る 者たち である， 彼らの 兄弟たち， 八 百 
自分たち の 都市で， 自分たち の 所有地 ァ| レ ^7 二十 二人。 それに， エロ ハムの 子アダ 
に 住んだ 0  ィ 代19 ヤで ，[エロ ハムは] ペラル ヤの 子， [順 

4 また， エルサレムには， ユダの 子ら 9:3  次 さかのぼって] アム ツィの 子， ゼ カリ 
のうちの ある 者たち とべ ニヤ ミンの 子  e  26:20  ヤの 子， パシュ フルの 子， マル キヤの 

ら のうちの ある 者たち が 住んだ。 ユダ  子で ある。 13 また， 父方の 家の 頭た 

の 子ら のうちでは， ウジ ヤの 子ア タヤが ォ 創35: is ちで ある， [ア ダヤ] の 兄弟たち， 二百 

じゅんじ  ヨシ 18:11  — 

いた。 [ウジ ヤ は] ゼ カリヤの 子， [順次 ヱス 2:5  四十 二人。 それに アザ ルエルの 子 アマ 
さかのぼって] ア マルヤの 子， シェ ファ 9:7  シュ サイで， [ア ザル エルは] ア フザイ 

キ代 I  9:10  じゅんじ 

トヤの 子， マ ハラレ ルの 子。 [マ ハラレ ゥ&19417 の 子， [順次 さかのぼって] メシレ モト 

M  ク代 124: 17  ゆう 

ルは] ペレツの 子ら の 者で ある。 5 ま ヶ代 19:11 の 子， イ メルの 子で ある。 14 また， 勇 

き  もの  ㈨  かれ 

た， バルクの 子 マ アセヤ がいた。 [バル コヱズ 7:2  気の ある 力 ある 者たち である， 彼らの 
ク は] コル ホゼの 子， [順次 さかのぼ っ サ 代16:12 兄弟たち， 百 二十 八 人。 それに， 彼ら 
て] ハ サヤの 子， アダヤ の 子， ョヤリ 第二 欄 の 監督， 大 いなる 者たち の 子 サブ ディ 
ブの 子， ゼ カリヤの 子。 [ゼ カリヤは] ァ 代19:13 エルが いた。 

シェラ 人の子で ある。  6 エルサレム 9：12  15 そして レビ 人のう ちでは， ハ シュ 

す  ぜんぶ  ウ エレ 21:1 

に 住んで いた， ペレツの 子ら は 全部で ヱ レ21:2 ブの子 シェ マヤで， [ハ シュブ は] アズリ 
四百 六十 八 人で， 有能な 人々 であった。 IiU38:1 カムの 子， [順次 さかのぼって] ハシャ 

㈣  才民 17:2  W  _ 

7 そして， これらは ベニヤ ミンの 子 代115:12 プヤの 子， ブ ニの 子で ある。 16 また 
ら であった。 すなわち メシュ ラムの 子 レビ 人の 頭のう ちで， シャべ タイと ョ 
サル。 [メシュ ラムは] ョ エドの 子， [順 キネへ 仏42 ザバ ドは， [まことの] 裡の 家の外の 仕 
次 さかのぼって] ぺダヤ の 子， コラ ヤの クヱズ2:40 事を つかさどって いた。 17 また， マ 

_  _  ケ 代 I  9:14  I シ 1  W 

子， マ アセヤ の 子， イ ティ エルの 子， _T+lnl, タヌヤ がいた が， ア サフの 子 サブ ディ 

かれ  のち  U  さんび  うた M  しきしゃ 

エシ ャヤの 子で ある 0  8 彼の 後には サヱ ズ 8:33 の 子 ミカの 子で， 賛美 [の 歌] の 指揮者 
ガ バイ [と] サライで， 九 百 二十 八 人。、 4  u 。。で， 彼は 祈りの 際に ほめたたえる こと 

かれ  力、/^  ノ  t へ m  # ょ ぅだぃ 

9 また， ジクリ の子ョ エルが 彼らの 監  *へ 12:25 をし， パク ブクヤ は 彼の 兄弟たち のう 
督 で， ハセ ヌアの 子 ユダが この 都市を  ^  ちで その 次であった。 また， エド トン 

だ、 い  おさ  セ 代 I 16:4  (チ） 

第二と して 治めた 0  Vftn  5:13 の子ガ ラルの 子シャ ムアの 子 アブ ダが 

10 祭司のう ちでは， ョ ヤリブの 子エ タ代 I1W1 いた。 18 聖 なる 都に いる レビ 人は 全 

M  代 n  35:15  r 

ダヤ ，ヤ キン， 11 セラヤで， [セラヤ チ 代 19:16  部で 二百 八十 四 人であった 0 

じ ■♦ん じ  もんえい I テ） もん  み は  (H 

は] ヒル キヤの 子， [順次 さかのぼって] ッ王 I1M3  19 そして， 門衛は 門で 見張って いる 
メシュ ラムの 子， ザ ドクの 子， メラ ョ  ョ ヱ3:17 ア タブ， タル モン および 彼らの 兄弟た 
卜の 子， アヒ トブの 子で ある。 [アヒ 26：1 ち， 百 七十 二人であった。 

トブ] は [まことの]# の 家の 指揮者で ナ代 1  9:17  20 そして， そのほかの イスラエル， 

あった。 12 また， この 家の 仕事を す  J  J 1^25 祭司 [および] レビ 人は， ユダの その他 
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のす ベての 都市で， それぞれ 自分の 世 
襲 所有地に いた。 21 また， ネ ティ ニ 

[ィ]  [ゥ）  す 

ムは オフ ヱ ルに 住んで おり， ツィ ハと 
ギ シュバは ネ ティ ニムを つかさどって 
いた。 

22 そして， エルサレム にいる レビ 人 
の 監督は ミ カの 子 マタヌ ヤの子 ハシャ 
プヤの 子 バニの 子 ウジで， [ミカ] は 歌う 
たいで ある ア サフの 子ら のうちの ひと 
りで あり， [ウジは まこと の] 裡の 家の 仕 
事に 関係して いた。 23 彼らの ために 
は 王の 命 名 が あり： 日々 必要と すると 
ころに したがって 歌うたい のた めの 定 
まった 備えが あった ので ある。 24 ま 
た， ユダの 子 ゼラ ハの 子ら のうちの メ 
シ エザブ エルの 子べ タフ ヤは 民の あら 
ゆる 事柄の ために 王の そばに いた。 

25 そして， 彼らの 畑地に ある 集落 
について は， ユダの 子ら の 中には キル 
ヤト • アルバと それに 依存す る 町々， 
ディ ボンと それに 依存す る 町々， エカ 
ブ ツエ エルと その 集落， 26 エ シュア， 
モラ ダ， ベ ト •ペレ ト， 27 ハツ ァル. 
シュア ル， ベ エル. シ エバと それに 依 
存 する 町々，  28 チク ラグ， メ コナと 
それに 依存す る 町々， 29 エン • リモ 
ン， ツ オル ア， ヤ ルムト，  30 ザ ノア 
ハ， ア ドラムと その 集落， ラキシュ とそ 
の 畑地， アゼ カと それに 依存す る 町々 
に 住む 者 もいた。 こうして 彼らは べエ 
ル- シ エバから ヒン ノムの 谷に 至る ま 
で 宿営す るよう になった。 

31 そして， ベニヤ ミンの 子ら は， ゲ 
パから， ミク マシ ュと アヤと ベ テル お 
よび それに 依存す る 町々， 32 アナ ト 
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キマタ 1:12 
クエズ 1:11 
ケゼカ 3:1 
コ ネへ 12:13 
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ス ネへ 12:20 
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ソ ネベ 7:7 
タ エズ 2:40 
チ エズ 8:33 
ツ エズ 2:40 
エズ 3:9 
テ 代 I  9:15 
代 里 20:14 
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テ， ノブ， アナ ヌヤ，  33 ハツ ォル， 
ラマ， ギ タイム，  34 ハディド， ツェ 
ボ イム， ネバラ ト，  35  ロドと オノ， 
職人の 谷に いた。 36 そして レビ 人の 
うち， ベニヤ ミンの ための ユダの 組 も 
あった。 

1 A そして， これらは シャル テルの 
n 子 ゼルバベル および エ シュアと 
共に 上っ て 来た 祭司と レ ビ 人であった。 
すなわち， セラヤ， エレミヤ， エズラ， 
2 ア マルヤ， マルク， ハ ト シュ， 3 シェ 
カ ヌヤ， レフ ム， メレ モト，  4 イド， 
ギ ネトイ， ア ビヤ， 5 ミヤ ミン， マア 
ドヤ， ビ ルガ， 6 シヱ マヤ， および ヨ 
ヤリブ， エダ ヤ， 7 サル， ア モク， ヒ 
ル キヤ， エダ ヤ。 これらは エ シュアの 
時代に 祭司 および その 兄弟たち の 頭で 
あった 0 

8 そして レビ 人は エシュ ア ，ビ ヌイ， 
カド ミエル， シェレ プヤ， ユダ， マタ 
ヌヤ で， 感謝を ささげる ことを つかさ 
どった のは， 彼と その 兄弟たち であ っ 
た。 9 また， 彼らの 兄弟で ある バクブ 
ク ヤとウ ニは 彼らの 向かい側で 見張り 
の 務めに 当たった。 10 エ シュアは， 
ヨヤ キムの 父と なり， ヨヤ キムは， エ 
ルヤ シブの 父と なり， エル ヤシ ブはヨ 
ヤ ダの [父と なった]。 11 そして， ヨ 
ヤ ダは， ヨナ タンの 父と なり， ヨナ タ 
ン は， ヤ ドアの 父と なった。 

12 そして， ヨヤ キムの 時代に 父方の 
家の 頭で ある 祭司たち がいた。 すな わ 
ち， セラヤの 者では メラ ヤ， エレミヤ 


ト ネへ 12:26; ナ ネへ 3:1; ニ ネへ 13:28; ヌ ネへ 12:22; 
ネ代 I  24:31; ェズ 10:16;  ノ  ネへ 11:11。 
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の 者では ハナ ニヤ， 13 エズラの 者で 
は メシュ ラム， ア マルヤの 者では エホ 
ハナン， 14 マル キの 者では ヨナ タン， 
シエ バヌヤ の 者では ヨセフ， 15 ハリ 
ムの 者では ア ドナ， メラ ヨトの 者では 
ヘル カイ， 16 イドの 者では ゼ カリヤ， 
ギネ トンの 者では メシュ ラム， 17 ア 
ビヤの 者では ジ クリ， ミヌヤ ミンの 者 
では —— ，モア ドヤの 者では ピル タイ， 
18 ビ ルガの 者では シャム ア ，シエ マヤ 
の 者では エホ ナ タン， 19 また ヨヤリ 
ブの 者では マテ ナイ， エダ ヤの 者では 
ウジ，  20 サライの 者では カ ライ， ア 
モクの 者では エベ ル，  21 ヒル キヤの 
者では ハシャ プヤ， エダ ヤの 者では ネ 
タヌ エルで ある。 

22 エル ヤ シブの 時代に レビ 人， ヨヤ 
ダ， ヨハナン， ヤ ドアは 父方の 家の 頭 
として 記録され， また 祭司たち も ペル 
シャ人 ダリウスの 王の 統治に 至る まで 


[記録され た]。 

23 父方の 家の 頭と しての レビの 子ら 
は， エル ヤ シブの 子 ヨハナンの 時代に 
至る まで， 歴代の 事績の 書に 記録され 
た。  24 そして， レビ 人の 頭は ハシャ 
プヤ， シェレ プヤ および カド ミエルの 
子エ シュアで あり， 彼らの 兄弟たち は 
その 向かい側で， 守衛の 分団と 守衛の 
分団が 相対して， [まことの] 裡の人 ダ 
ビデの 命令に したが っ て 賛美を ささげ， 
感謝を ささげた。  25 マ タヌヤ と パク 
ブ クヤ， オ バデヤ ，メ シュラム， タルモ 
ン ，ア タブは 門衛， 4 衛の 分団と して， 


もんくら  みは 

門の 倉の そばで 見張って いた。 26 こ 

もの  （ツ）  [テ） 

れらの 者は ヨツァ ダクの 子ェ シュアの 
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エェズ 7:6 
才申 20:5 
王 I  8:63 
詩 30: 表題 
力 代 n  7:6 
キ代 n  5:13 
ク代 I  23:5 
ケ代 n  9:11 
コ創 13:10 
王 I  7:46 
サ代 I  2:54 
代 I  9:16 
ネへ 7:26 
シ ヨシ 5:9 


ス ヨシ 21:17 
代 I  8:6 
ネへ 11:31 


セ ェズ 2:24 
ソ レビ 25:31 
夕出 19:10 
代 n  29:5 
チ ェズ 6:21 
ッ ネへ 7:1 
テ ネへ 6:15 
卜 代 I  28:1 
ネへ 9:32 
ナ ネへ 12:38 
ネへ 12:40 
ニ ネへ 2:13 
ネへ 3:13 
ヌ民 10:2 
代 n  5:12 
ネ代 I  25:2 
ノ代 I  6:39 
代 I  25:1 


子ヨヤ キムの 時代と， 総督 ネへ ミヤ お 
よ び 写字 生で ある 祭司 エズラの 時代に 
いた。 

27 ときに， エルサレムの 城壁の 奉献 
式に 当たって， 彼らは レビ 人を 捜し 求 
め， そのす ベての 所から エルサレムに 
i れ て* て， 織の こと J と C シン 
バル [および] 弦楽器と たて 琴と をもっ 
て， 歓 びながら 奉献式を 行なおう とし 
た。  28 そこで 歌うたい の 子ら は， こ 
の 地域から， エルサレムの 周辺と ネト 
ファ 人の 集落から， 29 またべ 卜 •ギ 
ルガ ル や， ゲバと アズ マべ 卜の 畑地 か 
ら 集まった。 歌うたい たちが エル サレ 
ムの 周囲に 自分たち のために 建てて い 
た 集落が あった からで ある。 30 こう 
して， 祭司と レビ 人は 身を 清め， また 
民と 門と 城壁と を 清めた。 

31 そこで， わたしは ユダの 君たち を 
城壁の 上に 上らせた。 さらに， わたし 

は 二 II の 大きな 議- _の 言卩鑛 Yg 
列を 取り決め， [そして その 一方は] 城 
壁の 上を 右の 方， “ 灰の 山の 門” に [進 
んで 行った]。  32 そして ホ シャヤ と， 
ユダの 君たち の 半分は 彼らの 後ろに 続 
いて 進みは じめ， 33 また アザ リヤ ，エ 
ズ ラと メシュ ラム，  34 ユダと ベニヤ 
ミ ンと シエ マヤと エレミヤ も [進んだ]。 
35 また， 祭司の 子ら の 者 も ラッパを 
持って [進んだ]。 すなわち， ヨナ タン 
の子ゼ カリヤであった。 [ヨナ タンは] 
シエ マヤの 子， [順次 さかのぼって] マ 
タヌヤ の 子， ミ カヤの 子， ザ クルの 子， 
ア サフの 子で ある。  36 また， [ゼ カリ 
ヤ] の 兄弟たち シヱ マヤと アザ ルエル， 


シ ネへ 12:31 
ス代 I  9:22 
セ 民 3:7 
ソ出 30:21 
レビ 21:6 
レビ 22:2 
夕代 I  25:1 
代 I  25:6 
チ 代 D  29:31 
ツ ェズ 3:2 

ハガ 1:12 

ルカ 3:27 
テ ネへ 1:1 
ト ネへ 11:23 
ナ ネへ 10:39 
二 民 18:21 


第 12 章 

ア代 I  23:5 
アモ 6:5 
イ ネへ 8:4 
ウ ネへ 2:14 
エサ n  5:7 
サ n  5:9 
オ ネへ 3:15 
カ ネへ 3:26 
ネへ 8:1 
キ ネへ 12:31 
ク ネへ 3:11 
ケ ネへ 3:8 
コ 王！！ 14:13 
ネへ 8:16 
サ ネへ 3:6 
シ代 n  33:14 
ネへ 3:3 
ゼパ 1:10 
スェ レ 31:38 
ゼカ 14:10 
セ ネへ 3:1 
ソ ヨハ 5:2 
タ ネへ 12:31 
チェ ズ 1:2 
ェズ 6:15 
ツ ネへ 12:32 
詩 47:9 
テ 民 10:2 
卜 詩 81:1 
詩 100:1 
イザ 12:6 
ナ ェズ 6:17 
二 申 12:12 
ヌ詩 9:2 
詩 92:4 


第二 欄 

ァ エレ 31:13 
ィ詩 148:12 
ウ エズ 3:13 
ェ ネへ 13:13 


せて くださった からで ある。 また， 女 
や 子供たち も歓ん だので， エルサレム 
の歓 びは はるか 遠く まで 聞こえた。 

44 さらに， その 日， 貯蔵品， 寄進 

ぶつ (才） はつもの (力）  ぶん  [キ）  ひろ ま [ク） 

物， 初物， 十分の一の ための 広間を つ 
かさ どる 人々 が 任じられ， 祭司と レビ 
人の ために 律法 [によって 要求され た] 
分を 諸 都 ffe の 畑地 か ら そこ に 集める こ 
とに なった。 これは ユダの 歓 びが， 仕 
えてい る 祭司と レ ビ 人の ためだっ たか 
ら である。  45 そして 彼らは， また 歌 
うたい や 門衛たち もまた， ダビデ [と] 

めいれい 

その子 ソロモンの 命令に したがって， 
彼らの 拽 への 務めと 浄 めの 務めに 当た 
るよう になった。 46 昔， ダビデと ア 
サフの 時代には 歌うたい たちの 頭が お 
り， 裡 への 賛美の 歌と 感謝を ささげる 

(f) 

ことが なされて いたので ある。 47 そ 

(ツ）  じだい  （テ） 

して， ゼルバベルの 時代と ネへ ミヤの 
時代 中， すべての イスラエル [の 人々] 
は 日 ごとの 必要に したが っ て 歌う たい 
と 門衛の 分を 与え ，また レ ビ 人に [これ 
を] 神聖な ものと して 与え， レビ 人は ア 
ロンの 子ら に [これを] 神聖な ものと し 
て 与えて いた。 

1 〇 その 日， 民の 聞こえる ところで 
モ— セの _[ あ腦シ なされた 

じん (ノ）  M 

が， その 中に， アン モン 人と モア ブ人 
は 定めの ない 時まで も [まこ との] 姓の 

かいしゅう  か 

会衆に 入って はならない と 書いて ある 
のが 見つかった。 2 それは 彼らが か 

[フ） 

つて， パンと 水と を もって イスラエル 
の 子ら を 迎えず， かえって これに 対し 


第 13 章 ヌネへ 8:3; ルカ 10:26; 使徒 13:15; 使徒 15: 
21; ネ申 31:11; ネへ 8:2: ルカ 4:16;  ノ申 23:3; ハ 創 19: 
37; ヒ申 23:6; フ申 23:4; へ 裁 11:17。 


二 組の 感謝 式の 合唱隊  804 


ネへ ミヤ 12：37—13：2 

ミラ ライ， ギラ ライ， マ アイ， ネタヌ 
エルと ユダ， ハナ ニが おり， [まこと 
の]# の 人 ダビデの 歌の 楽器を 持って 
[進んだ]。 孽字生 エズラは 彼らの 先に 
[立った]。 37 そして 彼らは， “ 泉の 
門” のと ころで， 前方へ まっすぐ， 城 
壁の 坂道を 通って “ ダビデの 都市” の 
階段を 上って 行き， “ ダビデの 家” の 
上を 通って， 東の 方の “ 水の 門” に ま 
で [進んだ]。 

38 そして， もう 一方の 感謝 式の 合唱 
隊は 前方に 進んで おり， わたしは その 
後に 従い， また 民の 半分 も 従って， 城 
壁の 上を [進み]， “ 焼き かまどの 塔” 
の 上を 通り， “ 広い 城壁” のと ころに 
行き， 39  “ エフ ライムの 門” の 上を 通 

きゅうし 【サ）  ゆ  うお  （シ） 

り， “旧 [市] の 門” に 行き， “ 魚の 門” 
と “ ハナ ヌエ ルの 塔’’ と “ メアの 塔’’ 
に 至り， “ 羊の 門” に 行った。 そして 
彼らは “ 監視の 門” で 立ち止まった。 

40 ついに 二 組の 感謝 式の 合唱隊は 
[まことの] 裡の 家で 立ち止まり， わた 
しも， また わたし と共にいた 代理 支配 
箸たち の ni また m たち， ェ 
リヤ キム， マア セヤ， ミヌヤ ミン， ミ 
カヤ， エル ヨエ ナイ， ゼカ リヤ ，ハナ ニ 

{テ） も 

ヤも ラッパを 持ち，  42 また マ アセヤ 
と シェ マヤ， それに エ レア ザル， ウジ， 
エホ ハナン， マル キヤ， エラム および 
エゼル も [立ち止まった]。 そして， 歌 
うたいた ちは 監督 イズ ラフ ヤ と共に そ 
の [声] を 聞こえさせ ていた。 

かれ 

43 こうして 彼らは その 日， 大 いなる 
犠牲を ささげて 歓ん だ。 [まことの] 裡 
が， 太いなる 喜びを もって 彼らを 歓ば 


0000 13: 2:2 126 1 

へへ へへ へ！ 

ネネ ネネ ネ 代代 民 出 民 


18: 34: 15: 26: 3:( 1  23 
申 民 «;! 


第 13 章 


ト ビヤの 食堂。 什一が 与えられて いなかった 


ネへ ミヤ 13:3— 


てバ ラムを 雇って 災いを 呼び 求めさせ 
ようとし たからで ある。 それでも， わ 
た したち の 神は その 呪いを 祝福の 言 
葉に 変えられた。  3 そこで， 人々 は 
この 律法を 聞く や， 入り混じった 集団 
をみ な イスラエルから 取り分け はじ 

(才 J 

めた。 

4 さて， これより 以前， わたしたち 
の裡の 家の 大食 堂を 任されて いた 祭 

し  W  (ク）  しんぞく 

司 エル ヤ シブは ト ビヤの 親族だった の 
で， 5 彼のた めに 大きな 食堂を 設け 
た。 そこには かつて， 穀物の 捧げ物， 
乳香 や 器具， および レビ 人 や 歌うたい 
や 門衛たち が 受ける 資格の ある， 穀物， 
新しい ぶ どう 酒と 油 の 十分の一， それ 
に 祭司の ための 寄進 物が いつも 置かれ 
ていた。 

6 そして， この [間] ずっと， わたし 
は エルサレムに いなかった。 バビロン 
の 王 アルタクセルクセスの 第三 十二 年 
に， わたしは 王のと ころに 行き， その 
後し ばらくたって， 王に 賜暇を 願い 求 


めた ので ある。 


それから， わたし 


は エルサレムに 来て， エル ヤ シブが 

いえ 【ッ） なかにわ  （テ） 

[ま ことの] 裡の 家の 中庭に ト ビヤの た 

ひろま  もう  かれ  おか  あく 

めに 広間を 設けて 彼のた めに 犯した 悪 
に 気づく ようになった。  8 そして， 

ひじょう  わる  おも 

それは わたしに とっ て 非常に 悪く 思え 
た。 そこで， わたしは ト ビヤの 家の 家 
具を 全部， その 大食 堂の 外へ 投げ出し 

【ナ]  のち  い  かれ 

た。 9 その後， わたしは 言いつけ， 彼 


た。 9 その後， わたしは 言いつけ， 彼 

だいしょ くどう ㈡ きよ  W 

らは その 大食 堂を 清めた。 それから， 

いえ  き ぐ [ネ） 

わたしは [まことの] 裡の 家の 器具を， 

こくもつ  ささ  もの にゅうこう レ】 いっしよ  もど 

穀物の 捧げ物 や 乳香 と 一緒に そこに 戻 


10 そして， わたしは， レビ 人の 分が [こ 
れ に] 与えられて いなかった ことを 知る 
ようになった。 そのために 仕事を する 
レビ 人 や 歌うたい たちは， それぞれ 自 
分の 畑地に 逃げ去って 行った。 11 そ 
して， わたしは 代理 支配者た ちを とが 
めて， 「どう して [まことの] 拽の 家が 
なおざりに されて いるの か」 と 言いは 
じめ た。 それゆえ， わたしは [レビ 人] 
を 寄せ集め， 彼らを そのいつ もの 場所 

はいち  ひとびと 

に 配置した。 12 そして ユダ [の 人々] 
は 皆， 穀物と 新しい ぶどう酒と 油の 
十分の一を 倉に 持って来た。 13 そこ 
で わたしは 祭司 シエ レム ヤと 写字 生 ザ 
ドク および レビ 人の ひとり ぺダヤ を 立 
てて 倉を つかさどらせ たが， その 指揮 
下には マタヌ ヤの子 ザ クルの 子 ハナン 
がいた。 彼らは 忠実な 者と みなされて 
いたから であった。 そして， 彼らの 兄 
弟たち に 分配を 行なう のが その 務めで 
あった。 

14 私の 姓よ， どうか， この ことに 関 
して 私を 覚えて ください。 私の 裡の家 
とその 保護に 関連して 私が 行なった 愛 
ある 親切の 行ないを ぬぐい 去らないで 
くださ 乂 

15 そのころ， わたしは ユダの 内で 安 
息 日に ぶどう 搾り 場を 踏んだ $， 穀物 
の 山を 運んで 来て [これを] ろばに 負わ 
せたり， また ぶどう酒， ぶどう やい ち 
じく， および あらゆる 荷を [負わせて]， 

あんそくにち [ナ）  こ 

安息 日に [これを] エルサレム に 運び込 
ん だり している 人々 を 見た。 そこで わ 
た しは 彼らが 食糧を 売っ ていた その 日 
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ネへ ミヤ 13: 16 — 27  安息日の 違反。 異国の 者との 結婚  806 

に [彼らに 対して] IE しを した。 16 ま 第13 章 日を 神聖な ものと して 守る ために， 門 
た， ティ ルス 人 も [この 都] に 住み， 魚 73919:29 の 見張りを している ようにと 言った。 
や あらゆる 商品を 運んで 来て， 安息日 ^  1〇：31 私の 裡 よ， この こと もまた， どうか 私 

う  ウ ネへ 4:14  お ぼ i ゥ j  あい 

に， ユダの 子ら に， エルサレムで 売り  のために 覚え， どうか， あなたの 愛 あ 

さばいて いた。 17 それで， わたしは f  る 親切の 豊か さに したがって 私を ふび 

こうき ひとびと  （ゥ ） かれ  おも 

ユダの 高貴な 人々 を とがめて， 彼らに 力 出 20:8  んに 思って ください 0 

言った， 「あなた 方の している この 悪  *  31:14  23 さらに， そのころ， わたしは ア 

事は どういう ことなので すか。 安息日  シュ ドド 人， アン モン 人 [および] モア 

を 汚す とは。 18 あなた 方の 交祖 たち ヶ >へ9:29 ブ义の 妻を め とって 住まわせ ていた ユ 
も， このように 行なった ので， わたし コ王 ズ 7:26 ダヤ 人を 見た。  24 そして 彼らの 子ら 
たちの# はこの すべての 災いを わたし  は， 半分は アシュ ドドの 言葉を 話して 

たちの 上に， また この 都の 上に ももた サ代 I23:28 いたが， ユダヤの 言葉の 話し方を 知っ 
ら された のではありません か。 それな シ* へ12 :3G ている 者は ひとり も おらず， それぞれ 
のに， あなた 方は 安息日を 汚す ことに 第二 欄 別の 民の 国語で [話して いた]。 25 そ 

[力）  たい  も  いか  かれ 

よって， イスラエル に対して 燃える 怒 ァ *5:12  こで， わたしは 彼らを とがめ， 彼らの 上 

りを 増し 加えて いるので す」。  ィ に 災いを 呼び 求め， そのうちの 何人 か 

19 そして， 安息日の 前に エルサレム ゥネへ 5:19 の 者を 打ち， その 毛を 引き抜き，# にか 
の 門が ぼんやり 見える ようにな ると， 13：31 けて こう 誓わせる ようになった。 「あ 
わたしは 直ちに 命じ， 扉は 閉ざされる なた 方は 娘を 彼らの 息子に 与えて はな 
ようになった ので ある。 わたしは さら  ^ 13〇：7 ら ず， あなた 方の 息子， あるいは あな 
に， 安息日の 後までは これを 開いて は た 方 自身の ために 彼らの 娘の だれを も 
ならない と 言い， また わたしの 従者の 力 迎えて はなり ません。  26 イスラエル 
何人 かの 者を 門に 配置し， 安息日に 荷 9:2 の 王 ソロモンが 罪を おかした のは， こ 
が 入って 来ない ようにした。 20 それ  れら のことの ためではありません でし 

ゆえ， 貿易商 や あらゆる 商品を 売る 者 ク王 ns:26 た / ヽ。 しかも， 多くの 国々 の 民の 中に 
たちは 一度 か 二度 エルサレムの 外で 夜 ヶ *  27:26  彼のよう な 王は いません でした。 彼は 
を 過ごした。 21 そこで， わたしは 彼コ ム 6 その# に 愛されて いたので，# は 彼を 

たい  あか  W  い  ぜん 

ら に対して 証し をし， 彼らに 言った， サ申 6:13  全 イスラエルの 王と されました。 その 
「あなた 方は なぜ 城壁の 前で 夜を 過ご  ^  彼に さえ， 異国の 妻たち は 罪を おかさ 

ふたた  V 申 7:3  (?)  がた 

している のです か。 もし 再びそう する 11:1 せた のです。 27 それで， あなた 方が 
なら， わたしは あなた 方に 手を 掛け ま t3Ei  3:13  異国の 妻を め とって 住まわせて， わた 

子1」。 その 薄谜 ，彼らは 錄昌 には 杂 したち _ に努 して 罘 ■な ことを し 

なくなった。  ソサ HI2:24 て， このす ベての 大 いなる 悪を 犯す と 

22 次いで わたしは レビ 人に， 彼らが ；；：J は， 今まで 聞いた こと もない 事では あ 

てい きてき  み  きよ  トン）  き  あんそく  [チ） 

定期的に 身を 浄 めて 入って 来て， 安息 チェス 10:2 りません か」 0 


807  シュ シヤンでの ア ハシュ エロスの 宴会  ネへ ミヤ 13：28 — エステル 1:11 


28 そして， 大祭司 エル ヤ シブの 子ヨ 第 u 章 
ヤ ダの 子ら の 一人は ホ ロン 人 サンバ ラ 7 
テの 婿であった。 それで， わたしは 彼 ィネへ12:10 
を わたしのと ころから 追い払った。  ョシ 仙5 

29 私の# よ， どうか， 祭司 職を 汚し 工! ば0 
たこと， および 祭司 職と レビ 人との 契 才歲 20:8 
約 [を 汚した こと] の ゆえに 彼らを 覚え ZTIL 

てくだ さい。  キ マラ 2:4 

30 そして， わたしは すべての 異国の ク以ば 


ものから 彼らを 浄 め， 祭司と レビ 人と 
に 責務を 指定して， それぞれ _ 分の 仕 
事に 就かせ，  31 定められた 時に ささ 
げられ る 薪の 供給 物と 熟した 初物の 
ために も [そう した]。 

私の 裡 よ， どうか， 益と なります よ 
うに， 私を 覚えて ください。 

第二 欄  7 ネへ 10:30; イ代 I  23:6; 代 I  25:1; ウ ネへ 
10:34; エ詩 25:7; オ ネへ 5:19。 


エステル 記 

きん  うつわ [ア） の  しゅ 

1 さて， ア ハシュ エロス， すなわち イ 第1 章  7 そして， 金の 器で 飲む [ぶどう酒 
1 ン ドから エチオピアまで， 百 二十 七 6d  を] 回す ことが 行なわれ たが， その 器は 
管轄 地域 [を] 王と して 支配して いた ア : ダ: —つ一つ 違って おり， また 王の 資力に 

M じだ ぃ  ヮ ぉ ぅしっ  （ィ） 

ハシュ エロスの 時代の こと， 2 ア ハシュ  8；2  ふさわしく， 王室の ぶどう酒は おびた 

エロス 王が シュ シャン 城に ある その 王 へ” だしく あった。 8 飲む ときに ついてい 

ざ (才 I  とうち  ^  XX  5,1  ほうれい  し 

の 座に 座して いた ころ， 3 その 統治の ヵサ1^ ⑦ え ば， 法令に したがって， だれも 強い 

だい  ねん  かれ  きみ しもべ  XX  もの  おのおの 

第三 年に 彼は そのす ベての 君と 僕たち キ る 者は いなかった。 これは 王が， 各々 

えんかい [力） もよお  [キ）  $  一  5,28  じ ぶん  この 

のために 宴会を 催し， ペルシャ と メディ クィ ザ 自分の 好む ところに したが っ てす るよ 

(ク）  ぐんぜい  き ぞく  W  かくかん かつち いき  XU  51,11  いえ 

アの 軍勢， 貴族 および 各 管轄 地域の 君 ヶ^^ ㈡ うに， その 家の すべての 大 いなる 者の 
たちは 彼の 前にいた。 4 そのと き， 彼 コ歲 iiw  ために そのよう に 取り決め ておいた か 
は その 栄光 ある 王国の 富と， 誉れ [と] 彼  I  ら である。 

の 偉大 さの 麗し さを 幾日も， 百 八十 日 サ 9 王妃 ワシテ もまた， ア ハシュ エロ 

かん  しめ  [シ）  ぞく  いえ 

間 も 示した。 5 そして， これらの 日が ン 巧.〗 ば ス 王に 属する 王の 家で 女たち のために 

み  じょう  えんかい もよお 

満ちる と, 王は シュ シャン 城に いたす ベ ス ェス8 ⑴ 宴会を 催した。 

たみ  しょう  もの  だい  セ 出 2d:j1  かめ  こころ  しゅ  たの 

ての 民の ため, 小なる 者に も大 なる 者の ソ ェス7:8  10 七日 目に， 王の 心が ぶどう酒で 楽 

かかん  きゅうでん  その  なかにわ -  きぶん  W  かれ 

ために も， 七日 間， 王の 宮殿の 園の 中庭 第-欄 しい 気分に なって いたと き， 彼は メフ 

えんかい  もよお  あ ま ぬの  闭 

で 宴会を 催した。 6 そこには 亜麻布， ァ王 マン， ビズタ ，ハル ボナ， ビグ タ およ 
上等の 綿布と 青 布が 上等の 織物と 赤紫 : こ = び アバ グタ ，ゼタ ル および カル カス， す 

そ  ようもう [セ） つな  ぎん  わ  だいりせき  エ 1 2.1  めんぜん  ほうし [力] 

に 染めた 羊毛の 綱で 銀の 輪と 大理石の ェス 2;17 なわち ア ハシュ エロス 王の 面前で 奉仕 

はしら  とつ  きん  エ詩 104.15  ていしん  い  おう 

柱に しっかり 取り付けられ ており， 金と  S 10:19 していた 七 人の 廷臣に 言って， 11 王 

ね  M  はんがん  しん  エフ 5:18  ひ  あたま かざ 

銀で できた 寝い すが 斑 岩 や 大理石 や 真 ォ ェス 7:9  妃ワシ テに 王妃の 頭 飾りを かぶらせて 
珠 および 黒 大理石の 舗装の 上に あった。 ""デス4 ば 王の 前に 連れて来させ， その 麗し さを 
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もろもろの 民と 君たち に 見せよう とし 
た。 彼女は 容姿が 美しかった からで あ 
i0 12 しかし， ワシテ 王妃は 廷臣を 
通して [伝えられた] 王の 言葉に 応じて 
来る のを 拒み 続けた。 ここに おいて 王 
は 非常に 憤慨し， その 激しい 怒りが 彼 
の 内で 燃え上がった。 

13 そこで， 王は 時に ついての 知識の 
ある 知者たち に 言った （このよう にし 
て 王の 事柄は 法令と 訴訟に 通じてい る 
すべての 者たち の 前に [もたらさ れ た] 
ので ある。 14 彼に ごく 近い 者たち は 
カル シエナ， シエ タル， アド マタ ，夕 
ルシ シュ， メ レス， マル セナ [および] 
メム カン， ペルシャと メディアの 七 人 
の 君たち で， 王に 接する ことができ， 
[また] 王国で 首位に 座す 者たち であ っ 
た）： 15 「ワシ テ 王妃は， 廷臣に よっ 
て 伝えられた ア ハシュ エロス 王の 言っ 
たこと を 履行し なかった ゆえに， 法令 
にしたがって， どうされ るべき であろ 
うか」。 

16 これに 対して メム カンは 王と 君 
た ちの 前で 言った， 「王妃 ワ シ テは， 
ひとり 王に 対しての みならず， アハ 
シュ エロ ス 王の 全 管轄 地域 にいる すべ 
ての 民に 対しても 不当な ことを したの 
です。 17 なぜなら， 王妃の 事が すべ 
ての 妻たち に 伝わって ゆき， 彼女たち 
は， 『ア ハシュ エロス 王が， 王妃 ワシ 
テを 彼の 前に 連れて来る ようにと 言っ 
たのに， 彼女は 来なかった』 と 言って， 

じぶん  しょゆうしゃ (コ） あなど {ザ） 

自分た ちの 目に そ の 所有者 を 侮る こと 
になる からです。 18 それに 今日， 王 
妃の 事を 聞いた ペルシャ と メディ アの 
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夕裁 21:12 


君の 夫人たち は， 王の すべての 君たち 
に 話しかけ， 大変な 侮べ つと 憤りが 生 

(7) 

じる でしょう。 19 もし， 王に とって 
よ  おも  [ィ】 

良い と 思われる のでしたら， ワシ テは 

ア ハシュ エロス 王の 前に 来て はなら な 

いという 王の 言葉を ご 自身から 出し， 

ほうれい (ウ) 

それを ペルシャと メディ アの 法令の 中 
に 書き入れ， それが なくなる ことのな 
いように されます ように。 その 王妃と 
しての 威厳を， 王は 彼女の 友， 彼女よ 
り も 優れた 女に お与え になり ますよう 
に。 20 そして， 王の 設けられる その 
布告は その 全 領域で 聞かれなければ な 
りません （それは 広大です から）。 そ 
うすれば， 妻たち も 皆， 小なる 者も大 
なる 者 も， その 所有者に 敬意を 表する 

[力） 

でしょう」。 

21 そして， この 事は 王と 君たち の 目 
に 喜ばれた の士， 王は メム カンの 言葉 
の 通りに 行なった。  22 そこで [王] は 
王の すべての 管轄 地域に， 各々 の 管轄 
地域に その 独自の 文体で， また 各々 の 
民に その 独自の 国語で 書状を 送り， 夫 

じ ぶん  いえ  ひ  つづ  きみ  こう 

はみ な 自分の 家で 引き続き 君と して 行 
動し， 自分の 民の 国語で 話す ように さ 
せた。 

2 これらの 事の 後， ア ハシュ エロス 
王の 激しい 怒りが 収まる と， [王] 

⑸  かのじょ 

はワシ テの こと， そして 彼女の した こ 

L および 彼女に 対して 決められ たこ 

m  おも  お 

とを 思い起こした。 2 そのと き， 王の 
奉仕者で ある その 従者た ちは 言った， 

ようし  うつく  しょじょ [夕） 

「王の ために， 容姿の 美しい， 処女で あ 
る 娘たち を 求めさせましょう。  3 そ 
して， 王は ご 自分の 領域の すべての 管 
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轄 地域に 事務官を 任じ， 容姿の 美 しい， 
処女で ある 娘たち をみ な， シュ シャン 
城 の， 女たち の 守護 者で ある 王の 宦官 
へ ガイに 託されて いる 女の 家に 集めさ 
せ， そして マッサージを 施す ことが な 
されます ように。 4 そして， 王の 目に 
喜ばしく 思える 娘が， ヮシ テの 代わり 
に 王妃と なる のです」。 そして， この 事 
は 王の 目に 喜ばれた ので， 彼は そのよ 
う に 行なった。 

5 シュ シャン 城に ユダヤ人の ある 人 
が おり， その 名を モルデカイと いって， 
ベニヤ ミ ン人 キシュの 子シ ムイ の子ヤ 
イ ルの 子であった。 6 この [キシュ] 
は， バビロンの 王 ネブカ ドネ ザルが 捕 
ら えて 流刑に 処 した ユダの 王 エコ ニヤ 
と共に 捕らわれて 流刑に 処 された， 強 
制 移住 させられた 民と 共に， エルサレム 
か ら 捕らわれて 流刑に さ れた 者で あっ 
た。 7 そして [モルデカイ] は ハ ダサ， 
すなわち 彼の 父の 兄弟の 娘 エステル 
の 養育 4 となった。 彼女には 父 も 母 も 
いなかった からで ある。 そして， この 
若い 女は 姿 もき れいで， 容 ぼう も 美し 
かった が， その 父と 母が 死んだ とき， モ 
ル デ カイ は 彼女を 自分の 娘と して 引き 
取った ので ある。 8 そして， 王の 言葉 
とその 法令が 伝え聞かされ， 多くの 娘 
たちが シ ュシャ ン城 に 集められ てへ ガ 

たく  [夕 1  いえ 

イに 託された とき， エステル も 王の 家 
に 連れて行かれ， 女たち の 守護 者へ ガ 
イに 託された ので ある。 

9 さて， この 娘は 彼の 目に 喜ばれた 
ので， 彼女は その 前に 愛 ある 親切を 得 
た。 彼は 急いで 彼女に マッサージを 施 


第 2 章 

7 エス 8:9 
イ ネへ 2:8 


ク創 49:27 
サ I  9:21 


し， ふさわしい 食物を 与え， また 王の 
家から 選ばれた 七 人の 娘を 与えて， 彼 
女と その 娘たち を 女の 家の 最も 良い 所 
に 移した。 10 エステルは 自分の 民族 
のこと も， 親族の こと も 語らなかった。 
モルデカイが， 語って はならない と 彼 
女に 命じて おいた からで ある。 11 そ 
して， モルデカイは エステルの 安否 
と， 彼女が どうされ ている のかを 知ろ 
うと， 毎日 毎日 女の 家の 中庭の 前を 歩 


いていた。 

おのおの  じゅんばん  き 

12 そして， 各々 の 女の 順番が 来て， 
ア ハシュ エロス 王のと ころに 入って 行 
くこと になった とき， それは 女の 規定 
に したが っ て 十二 か 月た っ た 後の こと 


であった が， それと いうの も， そのよう 
にして マッサージを 施す 期間が， 六 か 
月 は 没 薬の 油で， さ らに六 か 月 は バル 
サム 油と 女の マッサージ [を 施す こと] 
で， やがて 満ちた からで あるが， 13 そ 
のとき， このよう にして 娘は， 王のと 
ころに 入って 行った。 女が 言う ものは 
みな 与えられ， それを 持って 女の 家 か 
ら 王の 家に 行く のであった。 14 女 
は 夕方 入って 行き， 朝， 第二の 女の 家 
に 帰り， そばめた ちの 守護 者で ある 王 
の 宦官 シャ アシュ ガズに 託された。 女 
は， 王が 彼女の ことを 喜び， 名に よっ 
て 呼ばれる のでなければ， それからは 
もう 王のと ころに 入って 行く ことは な 

[ク） 

かった。 

15 ところで， モルデカイが 自分の 
娘と して 引き取った， 彼の おじ アビ ハ 
イ ルの 娘 エステルの 順番が 来て， 王の 
と ころに 入って 行く ことに なった と 
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き， 彼女は 女たち の 守護 者で ある 王の 
宦官へ ガイが 言った ものの ほかは 何も 
願い求めなかった。 （その 間 ずっと， 
エステルは 彼女を 見る すべての 者の 目 
に 恵みを 得て いた。） 16 そこで， エ 
ステ ルは [王] の 治世の 第 七 年の 第 十の 
月， すなわち テべ 卜の 月に， 王の 家の 
ア ハシュ エロ ス 王の ところ に 連れて行 
かれた。 17 そして， 王は ほかの どの 
女たち よりも エステルを 愛する ように 
なった ので， 彼女は ほかの どの 処女た 
ちよりも [王] の 前に 恵みと 愛 ある 親切 
を 得た。 そこで [王] は 王妃の 頭 飾りを 
彼女の 頭に 置き， ワシ テの 代わりに 彼 
女を 王妃と した。 18 次いで， 王は そ 
のす ベての 君たち と 僕たちの ための 大 
宴会， すなわち エステルの 宴会を 催し 
た。 そして， 管轄 地域の ために 大赦を 
行ない， また 王の 資力に ふさわしく 贈 
り 物を 与える のであった。 

19 さて， 処女たち が 二度目に 集めら 
れた とき， モルデカイは 王の 門に 座っ 
ていた。 20 エステルは， モルデカイ 
が 彼# に 命じた 通り， 自分の 親族の こ 
とも， その 民の こと も 語って いなか っ 
た。 エステルは 彼に より 世話を 受けて 
いたと きのよう に， モルデカイの 言っ 
たこと を 履行して いた。 

21 そのころ， モルデカイが 王の 門 
に 座って いると， 入口を 守る 者で ある 
王の 二人の 廷臣， ビグ タンと テ レシ ュ 

ふんがい 

が 憤慨して， ア ハシュ エロス 王を 手に 
掛けようと うかがって いた。 22 そし 
て， この 事が モルデカイに 知れた ので， 
彼は 直ちに 王妃 エステルに 告げた。 一 
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ア エス 2:8 

イ ぺテ I  3:3 


ソ伝 10:20 
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才民 24:7 
サ I  15:8 


方， エステルは モルデカイの 名で 王に 
語った。 23 そこで， この 事が 追及 さ 
れ ，結局 明らかにされ たので， 彼ら ふた 
りは 杭に 掛けられる ことに なった。 そ 
の 後， この ことは 王の 前で その 時代の 
事績の 書に 書き記された。 

3 これらの 事の 後， ア ハシュ エロス 
王は アガグ 人ハメ ダ タの子 ハ マン 
を大 いなる ものと し， 彼を 高めて ■，そ 
の 座を 彼 と共にいた ほかの すべての 君 
たちの 上に 置いた。 2 それで， 王の 
門に いた 王の 僕たちは 皆， ハ マンに 身 
を 低く かがめ， 平伏して いた。 王が 彼 
に関して そのよう に 命じて いたからで 
ある。 しかし モルデカイは， 身を 低く 
かがめず， 平伏しようと もしなかった。 
3 そこで， 王の 門に いた 王の 僕たちは 
モルデカイに， 「あなたは どう して 王 
の 命令を 忌避して いるの か」 と 言いだ 
した。 4 そして， 彼らは 毎日 彼に 言っ 
たが， [モルデカイ] が 彼ら [の 言う こ 
と] を 聴かな か っ たので， 彼らは モ ル デ 
カイの 事が 持ち こたえる かどう かを 見 
ようと， [これを] ハ マンに 告げた。 [モ 
ル デ カイ] は 自分が ユ ダヤ 人で ある こ 
とを 彼らに 語っ ていたから である。 

5 さて， ハ マンは モルデカイが 自分 
に 身 も かがめず， 平伏しよう ともしな 
いのを 見て いたので， ハ マンは 激しい 
怒りに 満たされた。 6 しかし， モル デ 
カイ ひとり を 手に 掛け るのは 彼の 目に 
は 卑しむべき ことであった 0 彼らが モ 
ル デ カイ の 民族の こと を 彼に 告げて い 
たからで ある。 それで， ハ マンは アハ 
シュ エロスの 全 領域に いるすべ ての ユ 
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ハ マンは ユダヤ人 撲滅の 陰謀を 巡らす 


ダヤ A， すなわち モルデカイの 民 威を 
滅ぼし 尽くそう とした。 

だい  ねん W だい 

7 ア ハシュ エロス 王の 第 十二 年の 第 
一の 月， すなわち ニ サンの 月に， ある 
人が ハ マンの 前で， 第 十二， すなわち 
ア ダルの 月 [まで]， 一日一日， 一月 一月 
のために プル, すなわちく じを 投げた。 
8 それから ハ マンは アハ シュ エロス 王 
に 言った， 「あなたの 領域の すべての 
管轄 地域に いる 諸 民族の 間に 散らされ 

はな  ばな  みん 

て， 離れ離れ になって いる ある 一つの 民 
族が います。 彼らの 法令は ほかの どの 
民族の ものと も 違って いて， 王の 法令 
も 彼らは 履行して おりません ので， 王 
のために， 彼らを そのまま にしておく 
のは ふさわしくありません。  9 もし， 
王に とって 確かに 良い と 思われる ので 
したら， 彼らが 滅ぼされる ようにと 書 
き 記されます ように。 そうすれば， 銀 
一万 タラントを， 私は 王の 金庫に k び 

い  しごと  もの  [シ） 

入れさせて， その 仕事を する 者たち の 
手に [それを] 支払いましょう」。 

10 そこで， 王は 自分の 手から 認 印つ 
きの 指輪を 外し， ユダヤ人に 敵意を 示 
す 者で ある， アガグ 人 ハ メダタ の 子 ハ 
マンに それを 渡した。 11 次いで 王は 

い  ぎん (チ） 

ハ マンに 言った， 「その 銀は あなたに 
渡され， また その 民族 も [渡される の 
で]， 自分の 目 に 良い と ころに したがっ 

かれ  あつか  ('»  だい 

て 彼らを 扱う がよ い」。 12 そこで， 第 
一の 月， その 十三 日に， 王の 書記官が 

しょつ しゅつ  たいしゅ 

召 集され， すべて ハ マンが 王の 太守 
や， それぞれ 別の 管轄 地域を つかさど 
る 総督 や， それぞれ 別の 民族の 君たち 

めい  おのおの 

に 命じた ところに したがって， 各々 の 
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ア エス 9:20 
イ詩 73:6 


マタ 27:35 
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エステル 3：7 一 4：3 

管轄 地域に ついては， その 独白の 文体 
で， また 各々 の 民族には その 独自の 国 
藷 で 書き記す ことが 行なわれた。 アハ 
シュ エロス 王の 名で それは 書かれ， 王 
の認 印つ きの 指輪で 印が 押された。 

13 そして， 急使に よって 王の 全 管 
轄 地域に 手紙を 送る ことが なされ， 第 
十二の 月， すなわち ア ダルの 月の 十三 
[日] に， 一日のう ちに， 若い者 も 老人 
も， 小さい 者 や 女 も， すべての ユダヤ 
人を 滅ぼし 尽くし， 殺し， 滅ぼし， そ 
して 彼らの 分捕り物を 強奪せ よとの こ 
とであった。 14 それぞれ 別の すべて 
の 管轄 地域で 法令と して 出される その 
書き物の 写しが すべての 民族に 公布 さ 
れ ていた。 [人々 が] その 日の ために 備 
える ためであった。 15 急使たち は， 
王の 言葉の ゆえに 急 L 、で 行 くよう 動か 
されて， 出て 行き， その 法令は， シュ 
シャン 城で も 出された。 王と ハ マンは 
座って 酒を 飲んで いたが， シュ シャン 
の 都は 混乱して いた。 

A そして モルデカイは， なされた す 
* ベての ことを 知った。 そこで， モル 
デ カイは その 衣を 引き裂き， 粗布を 着， 
灰を かぶり， 都の 真ん中に 出て 行き， 
大きな 激しい 叫び声を 上げて 叫んだ。 
2 ついに 彼は 王の 門の 前まで 来た。 だ 
れも 粗布の 衣服では 王の 門に 入って は 
ならなかった からで ある。  3 そして， 
どこでも 王の 言葉と その 法令が 届いた 
所では， それぞれ 別の どの 管轄 地域で 
も， ユ ダヤ 人の うちに 大き な悲 しみと， 
断食と 泣き声と 泣き 悲しむ 声と が 起 

ネ 代！！  20:3; エズ 8:21; マタ 4:2。 


エステル 4:4—16  モルデカイは， 執り成し をす るよう ェステルに 求める  812 

あらぬ の W はい M  おおもの  し  め 

こった。 粗布と 灰は， 多くの 者の ため 第4 章 な 知ってい ますが， 男で も 女で も， 召 
に 寝い すの ように 広げられた。 4 と 7 されない のに 奥の 中庭の 王のと ころに 

わか  い  もの 

きに， ェステルの 若い 女たち と， その ィェゼ 27:30 入って 行く 者に ついては， [王] の 一つ 

かんがん  （ゥ）  き  かのじょ  つ  ダニ 9:3  ほうれい M  しょけい 

宦官たち が 入って 来て， 彼女に 告げは  の 法令では [その 人] を 処刑す る ことに 

おうひ  くつう  ウェス 2:3 

じめ た。 それで， 王妃は 大いに 苦痛を ヱス 2:14 なって おります。 ただし， 王が その 人 
感じた。 そこで， 彼女は 衣を 送って モ 1 胃77 :2  に 金の 笏を 差し出す 場合には， その 人 
ル デ カイに 着させ， その 粗布を 取り外 ^XX  4：10 もまた 確かに 生きて ゆく ことにな り ま 
させよう とした。 ところが， 彼は [そ 3：8 す。 しかし 私は， これで 三十日 間， 王 

う  【ェ）  土 く 

れ を] 受け取らなかった。  5 そこで i$X3’13 のと ころへ 来る ようにと 召されて いま 
ステ ルは， 王の 宦官の 一人で， [王] が ク ェス3:9 せん」 0 

彼女に 仕えさせ ていた ハ タクを 呼び 寄 ^XX  3:15 12 それから 彼らは ェステルの 言-を 

かん  かれ  めいれい  コ ェス 3:14  つた 

せ， モルデカイ に関して 彼に 命令を 出  モルデカイに 伝えた。 13 そこで モル 

サ歲 16:15  へんとう  い 

し， これは どういう ことか， また これ 伝10:4  デ カイは ェステルに 返答して こう 言っ 

いったいな にごと  し  いえ  もの 

は 一体 何事 かを 知ろうと した。  シ ェス7:3 た。 「王の 家の 者は ほかの すべての ユ 

6 それで， ハ タクは モルデカイの も スヱ ス 2:20 ダヤ 人と 異なって 免れる だろう などと 
とに 出て 行き， 王の 門の 前に ある 市の 4:5 自分の 魂のう ちで 考えて はなり ません。 
公共の 広場に 入った。  7 そこで， モ ソ 14 もし， あなたが このような 時に 全 
ル デ カイは 自分の 身に 备 り 懸かった す く 黙って いるなら， 救援と 救出は 別の 

(力）  じん  ほろ  第 一 相®  ところ  じん  お 

ベての ことと， ハ マンが ユダヤ人を 滅 7xx  5>1 所から ユダヤ人 のために 起こる ことに 

(キ） かれ  たい  きんこ  [才】 

ぼす ために， 彼らに 対して 王の 金庫に ^  6:15 なります が， しかし あなた も あなたの 

しはら  い  かね  せいかく  ちん  ちち  いえ  ほろ 

支払う と 言った 金に ついての 正確な 陳 ゥュス5:2 父の 家 も 滅びう せる ことになるからで 

じ ゅつ [ク）  つ  ェス 8:4  おうひ  い 

述 について 彼に 告げた。 8 また， [ユ  す。 それに， あなたが 王妃と しての 威 

じん  ほろ  つ  エ箴 24:10  げん  え  （力） 

ダヤ 人] を 滅ぼし 尽くさせる ために シュ 蔵29;25^ 厳を 得た のは， もしかすると， このよ 

ほうれい  か  もの W うつ （コ）  3  ノヽ 12:25 

シャ ンで 出された 法令の 書き物の 写し 12：22 うな 時の ためな のか もしれ ません」。 

を 彼に 渡して， [それを] ェステルに 見  Vt  ^；n  15 それゆえ， ェステルは モルデカイ 

せ， 彼女に 知らせ， また 彼女が 王のと  ^9：8 に 返答して 言った， 16 「行って， シュ 

い  めぐ  こ  力 詩 75:7  (キ 1  じん  あつ  わたくし 

ころに 入って 行って， [王] の 恵みを 請 ィザ ⑷27 シャンに いる ユダヤ人を みな 集め， 私 

(サ）  じぶん  みんぞく  ちょくせつ  まえ  49:23  だんじき [ク）  かかん よる  ひる  た 

い， 自分の 民族の ために 直接 王の 前で ±  w のために 断食し， 三日間， 夜 も 昼 も， 食 

ねが  トン）  めい  キ ェス 3:15  の 

お願いを する よう 彼女に 命じても らう ベる こと も 飲む こと もしないで くださ 

1ス）  TV  8-91 W  わか  M とも  どう 

ことにした。  4；2 い。 私 も， 私の 若い 女たち も 共に， 同 

m  き  よ ラ  いた 

9 さて， ハ タクは 入って 来て， モ ヶ ェス 5:1 様に 断食を 致します。 そして， その上 
ル デ カイの 言葉を ェステルに 伝えた。 コ ェス2:9 で， 法令に 則した ことではありません 
10 すると， ェステルは ハ タクに 言っ サ詩 34:15  が， 私は 王のと ころへ 参りましょう。 そ 

(V) かん  かれ  めい  ^  55:22  ほろ 

て， モルデカイに 関し 彼に こう 命じた。 %  1%%  して， もし 滅びう せなければ ならない 
11 「王の 僕 も 王の 各 管轄 地域の 民 もみ  aflfu のでしたら， 私は 必ず 滅びう せます」。 
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エステルの 宴会。 ハ マンは 憤る 


17 そこで モルデカイは 去って 行き， す 
ベて エステルが 彼に 命じて 課した 通り 
にした。 

かめ (7)  おうひ 

5 そして 三日 目に， エステルは 王妃 
の 盛装を し， その後， 王の 家の 向 
かい 側の 王の 家の 奥の 中庭に 立っ たの 
である。 一方， 王は その 家の 入口の 向 
か I ヽ 側の 王の 家の 王の 座に 座 して L ヽ た。 
2 そして， 王が 中庭に 立って いる 王妃 
エステルを 見る や， 彼女は [王] の 目に 
恵みを 得た ので， 王は その 手に あった 
金の 笏を エステルに 差し出し たので あ 
る。 そこで， エステルは 近づき， その 
笏の 先に 触った。 

3 すると， 王は 彼女に 言った， 「王 
妃 エステルよ， どうした のか。 あなた 
の 願いは 何 か。 王権の 半分で も 一 それ 
も あなたに 与えられる ように！」 4 す 
ると エステルは 言った， 「もし， 王に 
とっ て 確かに 良い と 思われる のでした 
ら， 私が 王の ために 設けました 宴会に 
今日， ハ マンと ご 一緒に おいでになり 
ますよう に」。 5 それゆえ， 王は 言っ 
た， 「あなた 方は， ハ マンに エステルの 
言葉に したが っ て 急いで 行なわせよ」。 
後に， 王と ハ マンは エステルが 設けた 
宴会に 来た。 

6 やがて， 王は その 酒宴の 間に エス 
テルに 言った， 「あなたの 請願は 何 か。 
それ も あなたに かなえられる ように！ 
ほんとうに， あなたの 願いは 何 か。 王 
権の 半分で も 一 それ もな される よう 
に！」 7 これに 対して エステルは 答 
えて 言った， 「私の 請願， 私の 願いで 
ご ざいます が， 8 も し 私が 王の 目 に 恵 


力 詩 27:3 
詩 139:21 
詩 139:22 

マタ 10:28 


ケ ヨブ 31:24 
詩 49:6 
詩 49:17 


エステル 4:17—5:14 

みを 得， またもし 王に とって， 私の 請 
願を かなえ， 私の 願いに したがって 行 
なう こ とが 確かに 良い と 思われる ので 
したら， 私が [明日] お ふたりの ために 
催します 宴会に， 王と ハ マンが おいで 
になります ように。 そうすれば， 明日， 
私は 王の お 言葉 通りに 致し ま しょ う」。 

9 そこで， ハ マンは その 日， 喜びに 満 
ち あふれ， 心に 楽しみながら 出て 行っ 
た。 しかし， ハ マンは 王の 門に いる モ 
ル デ カイを 見， 彼が 立ち上がらず， ま 
た 自分の ゆえに 身震い しないのを [見 
る] や， ハ マンは 直ちに モルデカイに 対 
し 激しい 怒りに 満たされた。 10 けれ 
ども， ハ マンは 己を 制して， 自分の 家 
に 入った。 そこで 彼は 人を やって， 友 
人た ちと 妻 ゼレ シュ を 連れて来させ， 
11 それから ハ マンは その 富の 栄華と 
多数の 息子たち のこと や， すべて 王が 
彼を 大 いなる ものと した こと， 王の 君 
たち や 僕たちの 上に 自分を 高めて くれ 
たこと などを 彼らに 告げた。 

12 次いで ハ マンは 言った， 「その 
上， 王妃 エステルは， 彼女の 設けた 宴 
会に， わたしの ほかは だれも 王と 一緒 
に 来させなかった。 それに 明日 もまた， 
わた しは 王と 一緒に 彼女の ところに 招 
かれて いる。 13 しかし， このす ベて 
のこと も一 その どれ も ，わた しが 王の 
門に 座って いる ユダヤ人 モルデカイを 
見て いる 限り， わたしには 気に入らな 
い」。 14 すると， その 妻 ゼレ シュ とす 
ベての 友人たち は 彼に 言った， 「高さ 
五十 キュビ トの 杭を 造らせなさい。 そ 
れ から， 朝， モルデカイを それに 掛け 
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るよう に 王に 申し上げなさい。 それ か 
ら， 王と 一緒に 喜びに 満ち あふれて そ 
の 宴会に おいでなさい」。 それで， この 
事は ハ マンの 前に 良い と 思えた ので， 
彼は その 杭を 造らせた。 
p その 夜中， 王の 眠りは 消失した。 そ 
® れ ゆえ， [王] は その 時代の 事績の 記 
録の 書を 持って来る ように 言った。 こ 
うして， 王の 前で その 朗読が 行なわれ 
る ことに なった。  2 ついに， モル デ カ 
イ がかつ て， ア ハシュ エロス 王を 手に 
掛けようと うかがって いた， 王の 二人 
の 廷臣で， 入口を 守る 者であった ビグ 
タナと テ レシ ュに 関して 報告した こと 
が 書いて あるの が 見つかった。 3 そ 
こで 王は 言った， 「このために， どん 
な 栄誉と 大 いなる こと がモ ル デ カイに 
なされた か」。 これに 対して， その 奉仕 
者で ある， 王の 従者たち は， 「彼には 
何もな されて いません」 と 言った。 

4 その後， 王は 言った， 「中庭に い 
るのは だれか」。 そのと き， ハ マンは， 
モルデカイ のために 用意した 杭に 彼を 
掛ける よう 王に 申し上げようと， 王の 
家の外の 中庭に 入って 来て いた。 5 そ 
れ ゆえ， 王の 従者たち は 彼に 言った， 
「ご覧く ださい， ハ マンが 中庭に 立って 
おります」。 そこで， 王は， 「彼を 入れ 
るよう に」 と 言った。 

6 ハ マンが 入って 来る と， 王は 彼に 
言った， 「王が 栄誉を 与え る ことを 喜 
びと した 人は どうされ るべき か」。 そこ 
で， ハ マンは その 心の中で 言った， 「王 
はわた し 以上に だれに 栄誉を 施す こと 
を 喜ぶ であろう か」。 7 そこで ハ マン 


第 5 章 

ア エス 3:2 
エス 6:4 

イ箴 29:12 

ウ詩 37:14 
箴 1:18 
箴 21:24 
箴 27:4 


オ エス 4:6 
力 創 41:43 


は 王に 言った， 「王が 栄 書を 与える こ 
とを 喜びと された 人に ついては， 8 王 
がま さしく 身に 着け られる 王 服を 持っ 
て 来させ， また まさしく 王が 乗られ， そ 
の 頭に 王の 頭 飾り の 置かれた 馬を [引い 
て 来させて] ください。  9 そして， そ 
の 衣服と 馬を 王の 貴い 君たち の 一人に 
預ける ことが なされます ように。 そし 
て， 彼らは 王が 栄誉を 与える ことを 喜 
びと された 人に [それを] 着させ， その 
人を 都の 公共の 広場で 馬に 乗せて， そ 
の 前で， 『王が 栄誉を 与え る ことを 喜 
びと された 人は このように される』 と 
呼ば わるので す」。 10 直ちに 王は ハマ 
ンに 言った， 「急いで， あなたが 言っ 
た 通り に， その 衣服と 馬を 取り ，王の 門 
に 座って いる ユダヤ人 モルデカイに そ 
のようにしなさい。 あなたが 話した す 
ベての ことのう ち， 一言で も 果たされ 
ない ままに される ことがない ように」。 

11 こうして ハ マンは 衣服と 馬を 取 
り， モ ル デ カ イに 着せ， 彼を 都の 公共の 
広場で [それに] 乗せ， その 前で， 「王 
が 栄誉を 与え る ことを 喜びと された 人 
はこの ようにされ るので ある」 と 呼ば 
わった。 12 後に， モルデカイは 王の 
門に 帰った。 ハ マンは といえば， 嘆き 
つつ， その 頭を 覆って， 自分の 家に 急 
いだ。 13 次いで， ハ マンは その 身に 
降り懸かった ことを ことごとく， 妻ゼ 
レシ ュ とすべ ての 友人たち に 語った。 
すると， 彼の 知者たち と 妻 ゼレ シュは 
彼に 言った， 「あなたが その 前に 倒れ 
始めた モルデカイが， もし ユダヤ人の 
胤の 者で したら， あなたは 彼に 勝て 
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ハ マンは 企てを 暴露され， 杭に 掛けられる 


ず， かえって 彼の 前に きっと 倒れる で 

(7) 

しょ う」。 

14 彼らが なお ハ マンと 話して いる 
うちに， 王の 廷臣たち が 到着し， エス 
テルの 設けた 宴会に， 急いで 彼を 連れ 
て 苔った。 

” それから， 王と ハ マンは やって来 
■  て， 王妃 エステル と共に ごちそう 
にあず かった。 2 さて， 王は その 酒宴 
の 間， その 二日 目に もまた， エステル 

い  （才）  おうひ 

に 言った， 「王妃 エステルよ， あなた 
の 請願は 何 か。 それ も あなたに 与えら 
れ るよう に。 本当に， あなたの 願いは 
何 か。 王権の 半分で も 一 それ もな さ 
れ るよう に！」 3 そこで 王妃 エステ 
ルは 答えて 言った， 「王よ， もし 私が 
あなたの 目に 恵みを 得て いるので した 
ら， またもし 王に とって 確かに 良い と 
思われる のでしたら， 私の 請願に した 
がって 私に 私の 魂 が 与えられ， 私の 願 
いに したが っ て 私の 民族が [与えられ] 
ますよう に。  4 と 申します のは， 私た 
ちは 売られて おりまして， 私 も 私の 民 
族 も， 根絶 や しにされ， 致され， 滅 ほさ 
れ ようとして おります。 ところで， も 
し 私たち が 単に 男の 奴隸や はしためと 
して 売られた だけで したら， 私は 黙っ 
ていた ことでしょう。 けれども， 王の 
損害と なる 場合には， その 苦難は ふさ 
わしく ございません」。 

5 そこで ア ハシュ エロス 王は 言った。 
それ も， 王妃 エステル にこう 言った の 
である。 「それは 一体 だれか。 大胆に 
も そのよう にしようと した 者は 一体 ど 
こにいる のか」。  6 すると エステルは 


セ箴 25:5 
イザ 13:11 
ソ 使徒 5:3 


マタ 26:20 

コ箴 16:14 
サ創 37:36 


エステル 6：14—8：2 

备っ た， 「II 探%、， ぁる その 男 

は， この 悪い ハ マンです」。 

ハ マンの ほうは， 王と 王妃の ゆえに 
おびえた。 7 —方， 王は， 激怒して 酒 
宴の 席を 立っ て 宮殿の 園へ [行っ た]。 
ハ マンは， 立ち上がって 自分の 魂の た 
めに 王妃 エステルに お願いを しようと 
した。 自分に 対して 悪い ことが 王に よ 
り 定めら れ たこと が 分か っ たからで あ 
る。 8 ときに， 王が 宮殿の 園から 酒宴 
の 家に 帰って来た。 すると， エステル 
のいた 寝 L 、すの 上に ハマ ンが伏 してい 
た。 それゆえ 王は 言った， 「家の 中で， 
わたしの もとで， 王妃を 強姦す る こと 
までな される のか」。 この 言葉が 王の 

( コ） ひとびと  かお 

口から 出る と， 人々 は， ハ マンの 顔を 
覆った。 9 そこで， 王の 前にいた 廷臣 
の 一人， ハル ボナが 言った， 「しかも， 
王に ついて 良い ことを 話した モル デ カ 
イ のために ハ マンの 造った 杭が， ハマ 
ンの 家に 立って います。 一 高さ 五十 
キ ュビト [の ものです]」。 すると 王は 
言った， 「あなた 方は， 彼を それに 掛 
けよ」。 10 こうして 人々 は ハ マンを， 
彼が モ ル デ カ イ のために 用意して おい 
た 杭に 掛けた。 それで， 王の 激しい 怒 
り も 収まった。 

8 その 日， ア ハシュ エロス 王は ユダ 
ヤ 人に 敵意を 示す 者 ハマ ンの 家を 
王妃 エステルに 与えた。 そして， モル 
デ カイ も 王の 前に 来た。 これは エステ 
ルが 自分に とっ て 彼が どのよう な 者 か 
を 告げた からで あ 2 そこで 王は 
ハ マンから 取り返した 認印 つきの 指輪 
を 外して， それを モルデカイに 渡した。 


エステル 8:3—13  エステルは ユダヤ人の 助命を 嘆願す る。 反対の 布告  816 


次いで， エステルは モルデカイを ハマ 

いえ  (7) 

ンの 家の 上に 立てた。 

3 その上， エステルは 再び 王の 前で 
話し， その 足の 前に 伏して， アガグ 人 ハ 
マンの 悪と， 彼が ユダヤ人 に対して 企 
てた その 企てを 防いで くれる よう， 泣 
いて， [王] の 恵みを 請い 求めた。 4 す 
ると， 王は エステルに 金の 笏を 差し出 
した。 そこで エステルは 身を 起こして， 
王の 前に 立った。 5 さて， 彼女は 言っ 
た， 「もし， 王に とって 確かに 良い と 
思われ， またも し 私が み 前に 恵みを 得， 
この 事が 王の 前に ふさわしく， そして 
私が [王] の 目に かなう のでしたら， あ 
の 書状， すなわち アガグ 人 ハ メダタ の 
子 ハ マンが， 王の すべての 管轄 地域に 
いる ユダヤ人を 滅ぼそう として 書いた， 
その 企てを 取り消す 旨， 書き記され ま 
すよう に。  6 と 申します のは， どうし 
て 私は， 私の 民族に 降り懸かる 災いを 
見なければ ならない とき， [それに 耐え 
る ことが] できましょう。 また， どうし 
て， 自分の 親族の 滅びを 見なければ な 


第 8 章 


らな いとき， [それに 耐える ことが] で 
きま しょ うか」。 

7 そこで ア ハシュ エロス 王は 王妃 エ 
ステ ルと ユダヤ人 モ ル デ カ イに 言った， 
「見よ， ハ マンの 家を わたしは エステル 
に 与え， 彼を 人々 は 杭に 掛けた。 彼が 
ユダヤ人 に対して 手を 出した からで あ 
る。 8 それで， あなた 方 も， ユダヤ人 
のために 自分の 目 に 良い ところに した 
がって 王の 名で 書き， 王の 認印 つきの 
指輪で [それに] 印を 押しなさい。 王の 
名で 書かれ， 王の 認印 つきの 指輪で 印 


3:14 


テ 詩 92:11 
寺 149:7 
レカ 18:7 


を 押された 書き物， それは 取り消す こ 
とがで きないから だ」。 

9 それゆえ， 王の 書記官たち がその 
時， 第三の 月 ，すなわち シワ ンの月 ，その 
二十 三 [日] に 召集され た。 そして， す 
ベて モルデカイが ユダヤ人と， インド 
から エチオピアに 及ぶ 管轄 地域， すな 
わち 百 二十 七の 管轄 地域の 太守 や 総督 
や 君たち とに 命じた ところに したが っ 
て 書き記されて いった。 各々 の 管轄 地 
域 [には] その 独 _ の 文体で， 各々 の 民 
族 [には] その 独自の 国語で， また ユダ 
ヤ 人には その 独自の 文体と その 独自の 
国語で [書き記された]。 

10 こうして， 彼は アハ シュ エロス 
王の 名で 書き， 王の 認印 つきの 指輪で 

いん  お  （コ）  そく  めすう ま 

印を 押す ことを し， しゅん 足の 雌 馬の 
子， 王の 奉仕に 用いられる 早馬に 乗 
る， 馬上の 急使の 手に より 書状を 送っ 
た。 11 その 中で， 王は それぞれ 別の 
すべての 都市に いる ユダヤ人に， 彼ら 

しゅうごう  【シ） じぶん  たましい 

が 集合して 自分たち の 魂の ために 立ち 
上がり， 彼らに 敵意を 示そうと する 民 
族 や 管轄 地域の 軍勢を 皆， 小さい 者 も 
女たち も 滅ぼし 尽くし， 殺し， 滅ぼし， 
また そ の 分捕り 物を 強奪す る ことを 許 

it) 

した。 12  [ただし] ア ハシュ エロス 王 
のす ベての 管轄 地域に おいて， 第 十二 
の 月， すなわち ア ダルの 月の 十三 [日] 
に， 一日のう ちに [行なわれる ことに 

[チ）  かものう つ （ツ） 

なった]。 13 その 書き物の 写しは， そ 
れぞれ 別の すべての 管轄 地域の 至る所 
で 法令と して 出される ことにな り， す 

みんぞく  こうふ 

ベての 民族に 公布され たが， それは ユ 
ダヤ 人が 自分たち の 敵に 復 しゅうす る 


817  ユダヤ人は 敵を 滅ぼす。 シュ シャンで も 同様に 滅ぼす  エステル 8:14—9:12 


この 日に 備える ためであった。 14 急 
使たち は， 王の 奉仕に 用いられる 早馬 
に 乗り， 王の 言葉に よってせ き 立てら 
れ ，急いで 行く よう 動かされて 出て 行っ 
た。 その 法令は， シュ シャン 城で も 出 
さ れ た。 

15 —方， モルデカイは， 青 布と 亜麻 
布の 王 服を 着， 大きな 金の 冠を 頂き， 
上等の 織物の， それ も 赤紫に 染めた 毛 
織物の 外とう を まとって， 王の 前から 
出て 行った。 すると， シュ シャンの 都 
は， 甲高く 叫んで 喜びに 満たされた。 
16 ユダヤ人には 光と 歓 びと 歓喜と 栄誉 
が あった。 17 そして， どこでも 王の 
言葉と その ‘ 法令の 届く 所では， それ ぞ 
れ別 のどの 管轄 地域， それぞれ 別の ど 
の 都市で も， ユダヤ人の ためには 歓び 
と 歓喜， 宴会と 良い 日が あった。 そし 

ち  たみ  おお  もの (コ） じ 

て， この 地の 民のう ちの 多くの 者が 自 
分は ユダヤ人 だと 宣言して いた。 それ 
は ユダヤ人 に対する 恐怖が 彼らを 襲っ 
たからで ある。 

〇 そして， 第 十二の 月， すなわち ア 
° ダルの 月， その 十三 日に， 王の 言 
葉と その 法令が 実施され る ことにな っ 
たと き， ユダヤ人の 敵が 彼らを 制圧し 
ようと 望んで いた その 日に， 実際， 逆 
転が あり， ユダヤ人が § 分たち を 憎む 
者たち を 制圧す る ことに なった。 2 ユ 
ダヤ 人は 自分たち に 危害を 加えよう 
とする 者たち を 手に 掛けようと， アハ 
シュ エロ ス 王の すべての 管轄 地域に あ 
る 自分たち の 都市で 集合した が， だれ 
ひとり 彼らの 前に 踏みと どまれ なか っ 
た。 彼らに 対する 恐怖が すべての 民族 


を 襲った からで ある。 3 それに， 管轄 

ちいき  きみ (ア） たいしゅ [ィ1 そうとく  ぞく  ぎょう 

地域の 君， 太守， 総督， 王に 属する 業 
務を 行なう 者たち も 皆， ユダヤ人を 援 
助し ようとした。 モルデカイ に対する 
恐怖が 彼らを 襲った からで ある。 4 と 
いうのは， モルデカイは 王の 家で 大い 
なる 者で あり， その 名声は すべての 管 
轄 地域の 至る所に 伝わって いたからで 
ある。 それは モルデカイ その 人が いよ 
いよ 大 いなる 者と なって いったからで 

(キ） 

ある 0 

5 そして， ユダヤ人は 彼らの 敵を 皆， 
剣に よる 殺り く， 殺害と 滅びを もって 
討ち 倒し， 自分たち を 憎む 者に 対し そ 
の 好む ところに したが っ て 行なった。 
6 そ して， シュ シャン 城で も ユダヤ人 
は 殺し， 五 百 人の 者を 滅ぼす ことが な 
された。  7 さらに パル シャ ヌダタ ，ダ 
ル フォン， アス バタ， 8 ポ ラタ， アダ 
ルヤ ，アリダ タ， 9 パルマ シュタ ，ア 
リ サイ， アリ ダイ， ワエザ タ， 10 す 
なわち， ユダヤ人に 敵 _ を 示す 者で あ 
る， ハ メダタ の 子 ハ マンの 十 人の子ら 
を も， 彼らは 殺した。 しかし 強奪物に 
は 手を 掛けなかった。 

11 その 日， シ ュシャ ン 城で 殺された 
者の 数が 王の 前に 届いた。 

12 そこで 王は 王妃 エステルに 言っ 
た， 「シュ シャン 城で ユダヤ人は 殺し， 
五 百 人の 者と ハ マンの 十 人の子ら を滅 
ぼす ことが なされた。 王の そのほかの 
管轄 地域では 彼らは 何を したであろう 

(ツ）  せいがん 

か。 ところで， あなたの 請願は 何 か。 
それ も あなたに 与えられる ように。 ま 

チ エス 1:1; ダニ 6:1; ツ エス 9:16; テ エス 5:6。 
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た， あなたの その上の 願いは 何 か。 そ 
れも なされる ように」。 13 そこで エ 
ステ ルは 言った， 「も し 王に とって 確 
かに 良い と 思われる のでしたら， 明日 
もまた， シ ュシャ ン にいる ユダヤ人に， 

きょう  ほうれい [ゥ) ど お  ゆる 

今日の 法令 通りに する ことが 許され ま 
すよう に。 また， ハ マンの 十 人の子ら 
が 杭に 掛けられます ように」。 14 そ 
れで 王は そのよう に 行なわれる ように 
と 言った。 そこで， 法名が シュ シャン 
で 出され， ハ マンの 十 人の子ら は 掛け 
られ た。 

15 こうして， シュ シヤンに いた ユ 
ダヤ 人は ア ダルの 月 の 十四 日に も 集合 
し， シ ュシャ ンで 三百 人の 者を 殺した。 
しか し 強奪物には 手を 掛けなかった。 

16 王の 各 管轄 地域に いた そのほかの 
ユダヤ人 も 集合して， 自分たち の 魂の 
ために 立ち上がり， 彼らの 敵に 復 しゅ 
うし， _ 分たち を 憎む 者のう ち 七 万 五 
千 人を 殺す ことが なされた。 しかし 強 
奪 物には 手を 掛けなかった。 17 これ 
はア ダルの 月の 十三 日の こと [であ っ 
て]， その 十四 [日] には 休み， それを 祝 
宴と 歓 びの 日と する ことが なされた。 

18 しかし シュ シャンに いた ユダヤ 
人は， その 十三 [日] と， その 十四 [日] 
に 集合し， その 十五 [日] には 休み， そ 
れを 祝宴と 歓 びの 日と する ことが なさ 
れ た。 19 そのような 訳で， 周辺の 地 
域の 諸 都市に 住む， 地方の ユダヤ人は 
ア ダルの 月の 十四日を 歓 び， 祝宴， 良 
い _， 分け前を 互いに 送り 合う [日] と 
する のであった。 

20 そこで モルデカイは これらの 事 


を 書いて， ア ハシュ エロス 王の すべて 

かんかつち いき (ァ）  じん 

の 管轄 地域に いるすべ ての ユダヤ人， 
すなわち 近い 者に も 遠い 者に も 文書を 
送った。 21 これは 年々 ア ダルの 月の 
十四日と その 十五 日を いつも 守って ゆ 
く 務めを 彼らに 課し，  22 ユダヤ人が 
その 敵から 守られて 休んだ 日と， 彼ら 
のために 悲嘆から 歓 びに， 悲しみから 
良い 日 に 変え られた その 月に したが っ 
て， これらを 祝宴と 歓 びと， 互いに 分 
け 前を， また 貧しい 人々 に 贈り物を 送 
る 日と して 守らせる ためであった。 

23 こうして， ユダヤ人は 自分たち 
が 行ない 始めた こと， そして モル デ カ 
イが 彼らに 書き送った ことを 受け入れ 
た。 24 すべての ユダヤ人に 敵意を 示 
す 者， アガグ 人， ハ メダタ の 子 ハ マン 
が， ユダヤ人に 対し これを 滅ぼそうと 

くわ だ  M  (シ）  W  な 

企てて， プル， すなわち くじを 投げさ 
せ， 彼らを かき 乱し， これを 滅ぼそう 
としたから である。  25 しかし， エス 
テルが 王の 前に 入った とき， [王] は 書 

じょう (せ）  い  かれ  じん 

状 を もって 言った， 「彼が ユダヤ人に 

たい  くわ だ  わる  (V)  ずじょう 

対して 企てた その 悪い 企ては 彼の 頭上 
に 返る ように」。 そこで, 人々 は 彼と そ 
の 子ら を 杭に 掛けた。 26 そのような 
訳で， 人々 は プルの 名に より， これら 
の 日を プリムと 呼んだ。 このような 訳 

て がみ (テ}  ことば 

で， こ の 手紙の すべての 言葉， この こと 
について 彼らの 見た こと， そして 彼ら 
に 臨んだ ことにしたがって，  27 ユダ 

じん  りょうじつ  か 

ヤ 人は， これら 両日を それにつ いて 書 
かれて いると ころに したがい， また そ 
の 定められた 時に したがって， 年々 い 
つも 守って ゆく 務め， それが なくな っ 


819  モルデカイの 偉大 さ。 ヨブの 富  エステル 9:28 — ヨブ 1:5 

ては ならない という ことを， 自分たち 第9 章 の 魂と その子 孫と に 課した 通り， これ 
とその 子孫， および 自分たち に 加わる 7 IS S:：S ら プリムの 日を その 定められた 時に 確 

もの  か  う  い  (7)  ルツ 1:16 

者に 課し， また 受け入れた 0  28 そし 王 I8:43  かなもの とさせた 0  32 そして， エス 

せだい  エス 8:17  い  M 

て， これらの 日は それぞれ どの 世代， ど ^ ^J:39 テルの 言った ことは， これら プリムの 

しぞく  かんかつ ちいき  と し  ^  ことがら  たし  しょもつ 

の 氏族， どの 管轄 地域， どの 都市に お ゥ1ス 巧5 事柄を 確かな ものと し， それは 書物に 

お ぼ  まも  iwi:i  か  と 

いても 覚えられ， 守られる ことにな っ 才 g は 書き留められた。 

た。 これら プリムの 日は， ユダヤ人の -in それから ア ハシュ エロス 王は こ 
間から なくなって はならず， その 記念 ク=ゴ の 地と 海の 島々 に 強制労働を 
も 彼らの 子孫の 中で 途絶えて はなら な  S 142?1 課した。 

かった。  ヶ ェス9:21  2 邊 のす ベての!# 力 的な 業と その 

29 こうして， アビ ハイルの 娘， 王妃  力強 さ， および 王が 太いなる ものと し 

[ウ）  じん  アす _ス_  9:27  (才）  ㈨  い だい  せいかく 

エステルと， ユダヤ人 モルデカイは プ ィ ェス 9:26 た モルデカイの 偉大 さに ついての 正確 
リムに 関する この 第二の 手紙を 確かな :: な 陳述， それは メディアと ペルシャの 
ものと する ために， ぜ ■り i くを こめて 4 ゥ 創： 王たち の 鱗の ■の“， に i され 

かれ  -T-  a  / 1 R • 1 D  じん 

いた。 30 こうして， 彼は アハ シュエ  5i：i  ている ではない か。  3 ユダヤ人 モル 

りょういきは）  かんかつ ちいき  才てス 8:15  つ  ものけ） 

ロスの 領域， 百 二十 七 管轄 地域に いる  » 18:35  デ カイは ア ハシュ エロス 王に 次ぐ 者で 

じん [才） へいわ  しんじつ  こと  ダニ 2:48 

すべての ユダヤ人に， 平和と 真実の 言 力 X ス あり， ユダヤ人の 中で も大 いなる 者で 
葉 [で] 書状を 送り， 31 断食と 援 成を ダュ 6:15 あって， その 兄弟たち の 大勢の 者に よ 
求める 叫びに 関する 事柄を， ユダヤ人 しとされ， 自分の 民の 幸せの ために 働 
モルデカイと 王妃 エステルが 彼らに 課 ji2=6 き， 彼らの すべての 子孫に 平和を 語っ 
した 通り， また それを 彼らが 自分たち  %1226:12 たので ある。 


ヨ ブ記 


ち (ァ）  （ィ） 

1 ウツ の 地に ヨブと いう 名の 人が い 
た。 その 人は とがめが なく， 廉直 
で， 神を 恐れ， 悪から 離れて いた。 2 そ 
して， 彼には 七 人の 息子と 三人の 娘が 
生まれた。 3 それに， その 畜類は 羊 
七 千 頭， らくだ 三千 頭， 牛 五 百 対， 雌 
ろば 五 百 頭で， それと 共に 非常に 大勢 

しもべ  いちだん  も 

の 僕の 一団を 持って いた。 それで， こ 
の 人は すべての 東洋人の うちで 最も 大 
いなる 者であった。 


4 そして， その 息子たち は 行って， 

じ ぶん  おのおの  いえ  % か &  もよお [ァ） ノ 

を やって， その 三人の 姉妹を も 招いて 
一緒に 食べたり 飲んだり した。 5 そ 
して， 宴会の 日が 一回り 巡る と， ヨブ 

かれ  しんせい 

は 人を やって 彼らを 神聖な ものと する 

[ィ）  あさ  お 

のであった。 彼は 朝早く 起きて， 彼ら 
すべての 数に したが っ て 焼燔の 犠牲を 
ささげた。 これは， ヨブが， 「もし か 

第二 欄  ア詩 133:1; イ出 19:10; サ I 16:5; ウ創 8:20; 
創 12:8。 
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すると， わたしの 息子たち は, を おか 
し， その 心の中で 裡を のろった かもし 
れ ない」 と 言った からで ある。 ヨブは 
いつも このように する のであった。 

6 さて， [まことの] 姓の 子ら が入っ 
て 来て エホバの 前に 立つ 日と なった。 
サタン も 彼らの ただ 中に 入った。 

7 そこで， エホバは サタンに 言われ 
た， 「あなたは どこから 来たの か」。 す 
ると サタンは エホバに 答えて 言った， 
「地を 行き 巡り， そこを 歩き回って きま 
した」。  8 すると， エホバは また サタ 
ンに 言われた， 「あなたは わた しの 僕 
ヨブに 心を 留めた か。 地上には 彼のよ 
う な 人， とがめが なく， 廉直 で， 裡を恐 
れ， 悪から 離れて いる 人は ひとり もい 
ない の だが」。  9 すると サタンは エホ 
パに 答えて 言った， 「ヨブは ただいたず 
らに裡 を 恐れた ので しょ うか。 10 あ 
なた が， 彼と その 家と 彼の 持って いる 
すべての ものとの 周りに くまなく 垣を 
巡らされた ではありません か。 彼の 手 
の 業を あなたは 祝福され たので， その 
畜類は 地に ふえ 広がりました。 11 し 
かし 逆に， どうか， あなたの 手を 出し 
て， 彼の 持って いるすべ てのものに 触 
れ て， 果たして 彼が， それ も あなたの 
顔に 向かって あなたを のろわな いかど 
うかを [見て ください]」。 12 それゆえ 
エホバは サタンに 言われた， 「見よ， 彼 
の 持って いるものは みな， あなたの 手 
中に ある。 ただ 彼の 身に 対しては， あ 
なた の 手を 出して はならない！」 そ 
こで， サタンは エホバの み 前から 出て 


13 さて， 彼の 息子と 娘たち が 長子で 
ある 彼らの 兄弟の 家で 食べたり， ぶどう 
酒を 飲んだり していた 日の ことで あっ 
た。 14 そして， 使者が ヨブのと ころ 
に 来て， 言った， 「牛が すき 返し， 雌 
ろばは その 傍らで 草を 食べて いました 
が， 15 そのと き， シバ 人が 襲って き 
て， これを 奪い， 従者たち を 剣の 刃に 
掛けて 討ち 倒しました。 それで, 私が， 
ただ 私 ひとりが， どう にか 逃げました 
ので， あなたに お知らせ 致します」。 

16 この 人が なお 話して いるう ちに， 
他の 人が 来て， 言った， 「裡の 火が 天 
から 下り， 羊と 従者たち の 中で 燃え盛 
り， これを 食らい 尽くしました。 それ 
で， 私が， ただ 私 ひとりが， どうにか 
逃げました ので， あなたに お知らせ 致 
します」。 

17 その 人が なお 話して いるう ちに， 
ほかの 人が 来て， 言った， 「カルデア 
人が 三つの 分団に なり， らくだに 突進 
して， これを 奪い， また 従者たち を 剣 
の 刃に 掛けて 討ち 倒しました。 それ 
で， 私が， ただ 私 ひとりが， どうにか 
逃げました ので， あなたに お知らせ 致 
します」。 

18 このほかの 人が なお 話して いる 
うちに， さらに ほかの 人が 来て， 言っ 
た， 「あなたの ご 子息 や 娘さんた ちは， 
長子で ある そのご 兄弟の 家で 食べた 
り， ぶどう酒を 飲んだり して おられ ま 
した。 19 すると， どうでしょう， 荒 
野の 地方から 大風が 吹いて 来て， 家の 
四隅を 打った ため， それが 若い 人たち 
の 上に 倒れて， 皆 さまは 死なれ ま した。 


821  ヨブは 忠実。 二度目の 挑戦。 偽りの 友  ヨブ 1:20 — 2: 12 


そして， 私が， ただ 私 ひとりが， どう 
にか 逃げました ので， あなたに お知ら 
せ 致します」。 

20 そこで ヨブは 起きて， その そで 
なしの 上着を 引き裂き， その 頭の 髪を 
別 り 取り， 地に 伏し， 身をかがめて， 
21 こう 言った。 

「わたしは 裸で 母の 腹を 出た。 

わたしは 裸で そこに 帰ろう。 

エホ ノ  くが 与え ，エホ ノ 《が 取 り 去られ 
たの#。 

エホバの み 名が 引き続き ほめた 
たえられる ように」。 

22 このす ベての ことに おいて ヨブは 
罪を おかさず， また 裡に 不当な ことを 
帰さなかった。 

〇 その後， [まことの] 姓の 子ら が入っ 
^ て 来て エホバの 前に 立つ 日と なり， 
サタン もまた 彼らの ただ 中に 入って エ 
ホバの 前に 立った。 

2 そこで エホバは サタンに 言った， 
「一体， あなたは どこから 来たの か」。 
すると， サタンは エホバに 答えて 言っ 

ち  ゆ  めぐ  ある  まわ 

た， 「地を 行き 巡り， そこを 歩き回 っ 
てきました」。  3 すると エホバは さら 
に サタ ンに 言われた， 「あなたは わ 
たしの 僕 ヨブに 心を 留めた か。 地上に 
は 彼のよう な 者， とがめが なく， 廉直 
で， 迚を 恐れ， 悪から 離れて いる 人は 
ひとり も いないの だが。 その上な おも 
彼は 自分の 忠誠を 堅く 保って いる。 あ 
なた はわた しを 駆り立てて 彼に 向かわ 
せ， 理由 もな く 彼を 呑み 尽くさせよう 
とする の だが」。 4 しかし サタンは エ 
ホバに 答えて 言った， 「皮の ためには 
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皮を もってし ますので， 人は 自分の 魂 
のた めなら， 持って いるすべ てのもの 
を 与えます。 5 逆に， どうか， あなた 
の 手を 出して， 彼の 骨と 肉にまで 触れ 
て， 果たして 彼が， それ も あなたの 顔 
に 向かって あなたを のろわない かどう 
か [を 見て ください]」。 

6 それゆえ， エホバは サタンに 言わ 
れ た， 「さあ， 彼は あなたの 手中に あ 
る！  ただし 彼の 魂には 用心せ よ！」 
7 そこで サタンは エホバの み 前から 
出て 行き， ヨブの 足の裏から 頭の てっ 
べんまで 悪性の はれ 物で 彼を 打った。 
8 それで 彼は 自分の ために 土器の かけ 
らを 取り， それで 身を かいた。 そして 
彼は 灰の 中に 座って いた。 

9 ついに， その 妻は 彼に 言った， 「あ 
なた はなお も 自分の 忠誠を 堅 く 保って 
いるので すか。 裡を のろって 死にな さ 
い！」 10 しかし， 彼は 彼女に 言った， 
「無分別な 女の 一人が 話す ように ，あな 
たも 話す。 わたしたちは [まことの]® 
から 良い こと だけを 受けて， 悪い こと 
は 受けない のだろう か」。 このす ベて 
のこと において ヨブは その 唇を もって 
罪を おかさなかった。 

11 ときに， ヨブの 三人の 友は 彼に 臨 
んだ このす ベての 災いに ついて 聞き， 
それぞれ 自分の 所から やって来た。 す 
なわち， テ マン 人 エリ バズ， シュア ハ 
人 ビルダ ド， ナ アマ 人 ツォフ ァルで あ 
る。 それで， 彼らは 申し合わせて 一緒 
に 会い， やって来て， 彼に 同情し， こ 
れを 慰めよう とした。 12 彼らは 遠く 
から 目を 上げた が， 彼 だとい うこと が 
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分からなかった。 そこで 彼らは 声を 上 
げて 泣き， それぞれ 自分の そでなしの 
上着を 引き裂き， 塵を 天に 向かって 自 
分の 頭の 上に ほうり 上げた。 13 こう 
して， 彼らは 七日 七夜， 彼と 共に 地に 
座って いたが， 一言 も 彼に 話しかける 
者がなかった。 その 苦痛が 大変 ひどい 
のを 見た からで ある。 

〇 ヨブが 口を 開いて 自分の 日に 災い 
° を 呼び 求めた のは， その後の ことで 
あった。 2 さて ヨブは 答えて 言った， 
3 「わたしの 生まれた 日は 滅びう せる 
ょぅ 

また， 『強健な 者が 宿された！』 
と， だれかの 言った その 夜 も。 
4 その 日は， 闇と なる ように。 

裡も 上から それを 顧み られ ない 
ように。 

また， 昼の 光 も その上を 照らさな 
いように 0 

5 闇と 深い 陰が これを 取り戻す ように。 
雨雲が その上に とどまる ように。 
日を 暗く する ものが こ れを 怖れ 
させる ように。 

6 その 夜は一 暗闇が これを 捕らえる 

[ク） 

ように。 

それは 年の 日 の 中で 喜ぶ ことが 
ないように。 

太陰 月の 数のう ちに も 入らない 
ように。 

7 見よ， その 夜は一 不妊と なる ように。 
喜びの 叫び声は その 中に 起こら 

な ぃょぅ {こ 

8 日を のろう 者が これを のろい 憎み， 
レ ビヤ タンを 目覚めさせ 得る 者 


第 2 章 


第 3 章 


詩 74:14 
詩 104:26 


が [これを のろい 憎む] ように。 

9 そのた そがれの 星は 暗くなる ように。 

それが 光を 待っ て も， [光は] ない 
ように。 

また， 暁の ひらめき も 見る ことが 
ないように。 

10 それは わたしの [母の] 腹の 戸を 閉 
じ'#， 

また わたしの 目から 悩みを 隠さ 
[なかった] からだ。 

11 なぜ わたしは 胎 から 出て 死なな かっ 
たの#。 

[なぜ] わたしは 腹から 出て 来た 
とき， 息 絶え [なかった のか]。 

12 どうして， ひざが わたしと 向かい 
合った のか。 

また， どう して わたしの 吸う 乳房 
[が あった のか]。 

13 今ごろは， わたしは 横たわって， 乱 
されないで いたで あろうに。 

そうすれば， わたしは 眠って いた 
であろうに。 わたしは 休み， 

14 地の 王たち や 顧問 官 たち， 

自分たち のために 荒れ果てた 所 
を 築いた 者たち と共に， 

15 あるいは， 黄金を 持つ 君たち， 

自分の 家を 銀で 満た した 者たち 
と共に [なった であろうに]。 

16 あるいは， 隠された 流産の ように， 
わた しはいないで あろうに。 

光を 見なかった 子供たち のよ 

[ヶ） 

うに 0 

17 かしこでは， 邪悪な 者 も 動揺を やめ， 

かしこでは， 力の 点で 疲れ果てた 
者たち が 休んで いる。 
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エリ バズの 最初の 発言 


18 共々 に， M ら われ A も くつろいで 
いる 0 

彼らは 実際， 自分たち を 仕事に 追 
いやる 者の 声 も 聞かない。 

19 小なる 者 も 太なる 者 も かしこでは 

ぉな  [ィ） 

忌 S は その M a から I* にされ 
ている。 

20 なぜ， 悩みを 持つ 者に 光を 賜わり， 

魂 の 苦しむ 者に 命を [賜わる のか]。 

21 なぜ， 死を 待つ 者たち がいる のに， 
それは ない のか。 

彼ら は 隠さ れた 宝に も勝っ てこれ 
を 掘り 求めて いると いうのに。 

22 太は しゃぎ をして 歓ん でい る 者たち， 

彼らは 埋葬 所を 見いだ すので 歓 

秦 する。 

23 その 道が 隠された， 強健な 者に， 

进が 垣で 閉じ込める 者に， [なぜ 
光を 賜わる のか]。 

24 わたしの 食物に 先立って わたしの 
溜め息が 来て， 

水の ように わたしの うなり 声は 
注ぎ 出る からだ。 

25 怖ろ しい ものを わたしは 怖れた が， 
それが わた しに 臨み， 

わた しの おびえた ものが わたし 
に 及ぶ からだ。 

26 わたしは 安らいで おらず， また 穏や 
かで もない。 

また， 休んでも いないのに， それ 
でも 動揺が 来る」。 

A そこで， テ マン 人 エリ バズが 返答 

^ して 言った， 

2 「もし， 人が あなたに あえて 言葉を 


ヨブ 3：18—4：10 

述べよう ものなら， あなたは も 
どかしくな ろうか。 

しかし， 言葉を 慎む こと はだれ が 
できよう 0 

3 見よ， あなたは 多くの 者を 正した。 

また， 弱い 手を 強める のが 常 

だっ iL 

4 だれでも つまずく 者を あなたの 言 
葉は 起こし， 

また， 利かな くな っ た ひざを あな 
たは 強く してきた。 

5 ところが， この度は それが 自分に 臨 
むと， あなたは もどかしく なり， 

それが あなたに 触れる と， あなた 
はかき 乱される。 

6 あなたの 畏敬の 念は あなたの 確信 
[のより どころ] ではない か。 

あなたの 望みは， あなたの 道の 忠 
誠 さでは ないか。 

7 どうか， 思い起こしても らいたい。 
だれか 罪が な いのに 滅びう せ 
た 者が あるか。 

また， どこに 廉直な 人で ぬぐい 
去られた 者が あるか。 

8 わたしの 見て きたと ころでは， 有害 
な ことを たくらむ 者， 

また 厄介な ことを まく 者は 自ら 
それを 刈り取る ことになる。 

9 裡の 息に よって 彼らは 滅びう せ， 

その 怒りの 霊に よって 彼らは 終 
わる 0 

10 ライオンの ほえる 声， 若い ライオン 
の 声が あるが， 

たてが みのある 若い ライオンの 
歯は 確かに 折られる。 
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11 ライオンは 獲物がない ので 滅びう 
せて ゆき， 

ライオンの 子ら は 散り散り にさ 
れ る。 

12 さて， わたしに， ひとつの 言葉が ひ 
そかに もたらされ， 

わたしの 耳は その ささやきを 捕 
らぇ A 

13 夜の 幻に よる 不安な 考えのう ちに， 

深い 眠りが 人々 を 襲う とき。 

14 怖れが わたしを 襲い， おののき も 
[襲った]。 

おびただしい わたしの 骨を， それ 
は 怖れで 満た した。 

15 ときに， ひとつの 霊が， わたしの 顔 
の 上を 通り過ぎて 行った。 

わた しの 身の 毛は よだちは じ 
めた。 

16 それは 立ち止ま りかけ たが， 

わた しは その 姿を 見分けられな 
かった。 

ひとつの 形が わた しの 目の前に 
あった 0 

静けさが あり， そのと きわたし は 
ひとつの 声を 聞いた， 

17 『死すべき 人間一 それは 神よりも 
正しかろう か。 

あるいは， 強健な 者が そ の 造り 主 
より も 清かろう か』。 

18 見よ， ご 自分の 僕たちを さえ®] は 
信じて おらず， 

その 使者たち の 過失を とがめら 
れ る。 

19 まして， 粘土の 家に 住む 者， 


第 4 章 | 


第二 擱 

ア創 3:19 


第 5 章 

イ詩 37:35 


その 基が 塵の 中に ある 者は なお 
さ ら のこと である！ 

彼らは 蛾より も 速やかに 砕か 
れ る。 

20 朝から 夕方までに 彼らは 打ち砕か 
れ る。 

だれも [それを 心に] 留め る こと も 
なく， 彼らは 永久に 滅びう せる。 

21 彼らの 天幕の 綱は 彼らのう ちで 引 
き 抜かれなかった だろう か。 
彼らは 知恵に 欠けて いるた めに 
死ぬ。 

r  「どうか， 呼んで みなさい！ だれ 

^  か あなたに 答える 者が いるか。 

また， 聖 なる 者たち の だれに， あ 
なた は 向かおう とする のか。 

2 愚かな 者は 悩みが 殺し， 

容易に 唆される 者は そね みが 死 
なせる ことになる からだ。 

3 わたしは， 愚かな 者が 根づ くのを 見 
ナこ A 

にわかに その 住まう 所を のろい 
憎む ようになった。 

4 その子ら は 救いから 遠く離れて おり， 
彼らは 救い出す 者 もない まま， 門 
で 砕かれる。 

5 彼の 刈り入れる ものは 飢えた 者が 

I ベ， ュ 

屠殺 者の 鉤か ら さえこ れを 奪う。 
実際， わ なが 彼 らの 資産に 飛び 
#<〇 

6 ただの 塵から 有害な ものは 出て 来ず， 
ただの 土地から 悩みは 生え 出な 
いからで ある。 

7 人は， 悩みの ために 生まれる からだ。 


825 


エリ バズは 非難す る 


ヨブ 5 : 8 — 27 


それ も 火花が 上の 方へ 飛ぶ よ 
うに。 

8 しかし， わたしなら# に 問い， 

神に 自分の 事を ゆだねよ 4。 

9 探りよう のない 大 いなる ことを な 
さる 2， 

くす しい ことを 数 知れず [なさる 

[ィ） 

方に]。 

ち  おもて  あた （ゥ） 

10 地の 表に 雨を 与え， 

fe 野に 水を 送る 方 [に]。 

11 低い 者を 高い 所に 置き， 

悲しむ 者を 高く して 救いを 得さ 
せる 方 [に]。 

ぬ  もの  くわ だ  くつがえ [力） 

12 抜け目の ない 者の 企てを 覆して， 
彼ら の 手が 効果的に 働か ない よ 
うにされ る 方 [に]。 

13 賢い 者を 彼らの こうかつ さに よっ 
て H 

はか  ごと  じんそく  しょ 

ずる L ヽ 者たち の 計り 事が 迅速に 処 

ち  かた [ク） 

置され るよう にな さる 方 [に]。 
14 彼らは 昼間で さえ 闇に 遭い， 

真昼で も， まる で 夜の ように 手 探 

りす ぷ。 

15 そして， 剣から， 彼らの 口から 救 

— かた 

強い 者の 手から 貧しい 者を [救う 

[コ！ 

方に]。 

16 こうして 立場の 低い 者に も 望みが 
ぁる# ， 

不義は 実際， その 口を つぐむ。 

17 見よ， 裡が 戒める 人は 幸いだ。 

全能者の 懲ら しめを 退けて はな 


第 5 章 

アル カ 18:11 


イ詩 40:5 
詩 72:18 


ロマ 11:33 


ウ詩 65:9 


オル カ 


1:52 


コ I  3:19 


35:10 


シ詩 107:42 


ス詩 94:12 


第二 欄 

ア詩 34:19 


打ち砕く が， ご 自身の 手が いやす 
ことを する からだ。 

19 六つの 苦難の 中で!:#] は あなたを 
救い出して くださり， 

なに  ゆうがい 

七つ 目の 中で も 何も 有害な もの 
が あなた に 触れ る ことは ない。 
20 飢きんの 間 も [裡] は あなたを 必ず 

し  う  もど 【ゥ） 

死から 請け戻し， 

戦いの 間で も 剣の 力から [請け 戻 
して] くださる。 

21 舌の むちから あなたは 隠され， 

奪い取る ことが 起きても， あなた 
は それを 恐れる ことは ない。 

22 奪い取る ことと 飢えを あなたは あ 
ざ 笑う ことになる。 

地の 野獣 も あなたは 恐れる には 

岌ば ない。 

23 野の 石と あなたの 契約は [結ばれ]， 
野の 野獣 も ，あなたと 和ら いで 生 
きる ようにされ るからで ある。 
24 そして あなたは， 平安が 自分の 天幕 
である ことを 確かに 知り， 
必ずや 行って， g 分の 牧草地を 見 
るが, 何 かがない のに 気づく よ 


力 詩 


112:2 


うな ことは ない。 

25 また， あなたは 自分の 末が 多い こと， 
あなたの 子孫が 地の 草本の よう 
である ことを 確かに 知る であ 
ろう。 

26 あなたは 精力を 保ちながら 埋葬 所 
に 入る であろう。 

穀物の 束が その 時期に 積もる よ 


ら ない！ 

18  [迚] は 痛みを 生じさせ るが， [傷を] 
包み， 


キ詩 72:16 

ク申 34:7 


うに。 

27 見よ， これが わたしたちの 調べた と 
ころで， その 通りで ある。 


By'  6:1—18  ヨブの 2 回目の 発言 一 その 悩み  826 


これを 聞き， あなた も 一 自分で 
これを 知れ」。 

rj そこで ヨブは 答えて 言った， 

®  2 「ああ， わたしの 悩みが こと ご 

とく 誓ら れ， 

同時に わたしの 途 境を 人々 
がは かりに 掛けたなら！ 

3 今や それは 海の 砂よりも 重い から 


第 6 章 

ア詩 31:9 


イ ヤコ 3:2 


ウ詩 38:2 


ェ箴 18:14 


である。 

だから ，わた しの 言葉は 乱暴な 話 
だった の だ。 

4 全能者の 矢が わたしと 共に あり ， 
その 毒液を わた しの 霊が 飲んで 
いるから である。 

裡 からの 恐怖が わた しに 向か っ 
て 整列す る。 

5 しまうまは 草の 上で 鳴く であろう か。 
あるいは， 雄牛は その 飼い葉の 上 
で 鳴く だろう か。 

6 味の ない ものは 塩がなくて 食べら 


才詩 88:16 


キ民 11:15 
王 I  19:4 
ヨブ 3:21 
ヨナ 4:3 


第二 欄 

ア ヨブ 3:22 


れ るだろう か。 

あるいは， うすべに たちあおい 
のね ばねば し た 汁に 味が あろ 
うか。 

7 わたしの 魂は [何ものに も] 触る こ 
とを 拒んだ。 

それらは わた しの 食物の 中の 変 
質の よう だ。 

8 ああ， わたしの 願いが 実現し， 

わた しの 望みを 裡 がかな えてく 


ウ詩 4019 
使徒 20:27 


エ ヨブ 7:7 
詩 103:15 


才箴 3:3 
箴 19:22 


ださる とよい の だが。 

9 そ して， 裡 がすぐ 事を 運んで， わた 
しを# き， 

み 手を 放って， わたしを 断って く 
ださる とよい の だが！ 


ク ユダ 


24:19 


10 それさえ もな おわたしの 慰めと 
なり， 

わた しは 産みの 苦 しみの 中で も， 
[うれし さに] 小躍り しよう。 
[たとえ#] が 同情を してく ださ 

せい 

ら なくと も。 わたしは 聖 なる 
方の 言われた こ i を 隠した こ 
とはない からだ。 

11 わたしの 力が 何な ので， わたしは 待っ 
ていなければ ならない のか。 
また， わたしの 終わりが 何な の 
で， わたしは 自分の 魂を 生き 延 
び させな ければ ならな いの か。 

12 わたしの 力は 石の 力であろう か。 
あるいは， わたしの 肉は 銅で あろ 
うか 0 

13 助力は わたしの うちには なく， 

有効な 働き も わたしから 追い や 
られ たのだろう か。 

14 だれでも 自分の 仲間から 愛 ある 親 
切を 差し控える 者は， 
全能者への 恐れを さ え 捨てる こ 
とに な 宕。 

15 わたしの 兄弟たち は 冬の 奔流の よ 
うに， 不実な ことを しナ こ。 

流れ 去っ て ゆく 冬の 奔流の 水路 
のように。 

16 それは 氷で 黒ずみ， 

その上に 雪が 隠れる。 

17 それは 水の なくなる 時期に なると， 
沈黙 させられた。 

暑くなる と， その 所から 枯渴 する。 

18 その 道の 進路は そらされ， 

それは むな しい 所へ 上っ て行っ 
て， 滅びう せる。 


827  ヨブは 弁明し， 「慰め 手」 たちを 退ける  ヨブ 6:19—7:6 


19 テマの 隊商は [これを] 眺め， 

シバ 人の 旅行 団 はこ れを 待った。 
20 彼らは 頼った ために 確かに 恥じる。 

彼ら は その 所 ま で 来て， 失望す る。 
21 今や， あなた 方は 無に 等しく なった 
から ナ L 

あなた 方は 怖ろ しい ことを 見て， 

慈れ I。 

22 わたしが こう 言った からであろう か。 
『わたしに [何 かを] 与えよ。 
あなた 方の 力のう ちから， わたし 
のために 贈り物を せよ。 

23 そして， 敵対 者の 手から わたしを 救 

筋せ ぶ。 

圧制者の 手から， あなた 方は わ 
た しを 請け 戻さ なければ なら 
な 。)』。 

24 わたしを 教え 論せ。 そうすれば， わ 
たし も 黙る であろう。 

わたしが どんな 間違いを 犯した 
か， わたしに 理解 させよ。 

25 言われた 廉直な ことは 一 ああ， ひ 
どい ことでは ない。 

しかし， あな た 方が 戒める の は 何 
を 戒める のか。 

26 あなた 方が 企てる のは 言葉を 戒め 
る ことなの か。 

絶望した 者の 言う こと は 単なる 
風の ために 過ぎない のに。 

27 まして， あなた 方は 父の ない 者の こ 
とで さえく じを 投げ， 

自分たち の 友の ことで 物々 交換 
をす るであろう！ 

28 だから 今， ためらわないで， わたし 
に 注意を 払って くれ。 


第 6 章 


そ して わた しが， あなた 方の 顔に 
向かって うそを 言う かどう か 


ェョブ 13:4 
才詩 38:11 


力 創 14:16 

キサ n  4:9 
詩 55:18 


を [見よ]。 

29 どうか， 立ち返って くれ一 不義が 
生じない ように  一 〇 
そうだ， 立ち返って くれ 一 わた 
しの 義 はなお そこに あるの だ。 
30 わたしの 舌に 不義が あるだろう か。 
あるいは， わたしの 上 あごは 逆 
境を わきまえないだろう か。 

M 「地上の 死すべき 人間には 強制 労 
*  働が あるでは ないか。 

その 日々 は 雇われた 労働者の 
日々 のよう ではない か。 

2 奴隸 のように 人は 陰を あえぎ 求め， 
雇われた 労働者の ように その 賃 

1 を# ぶ 。 

3 かくて， わたしは 無駄な 太陰 月を 所 
有させられ， 

悩みの 夜が わたしに 数え 分けら 


れ た。 

4 横に なった とき， わたしは また 言っ 
た， 『わたしは いつ 起きられる 
だろう か』 と。 

そして 実際， 夜が ふける [とき]， 
わたしは また 夜明け 方まで 眠 
れ ない 状態に 飽き飽き させら 
れ た。 

5 わたしの 肉は うじと 土 くれを ま 


8:20 


しつ 7«_  〇 

かわ  けいせい 

わたしの 皮は， かさ ぶた を 形成し 

くず  m 

ては， また 崩れる。 

6 わたしの 日々 は， 織り 手の 抒 よりも 

はや  w 

速く なった。 

それは 望み もな く 尽きる。 


ヨブ 7:7 — 8:2  ヨブー 絶望の 日々。 ビルダ ドの 最初の 発言  828 


7 私の 命は 風に 過ぎない ことを 思い 
出して ください。 

私の 目 も 二度と 幸せを 見ない こ 
とを。 

8 わたしを 見る 者の 目は わたしを 眺 
める ことはありません。 

あなたの 目が 私に 向けられても， 
私は いないでしょう。 

9 雲は 必ず 尽きて 去って 行きます。 

そのよう に， シエ オルに 下って 行 
く 者は， 上って 来る ことは あり 
ませぶ。 

10 彼は もう 自分の 家に 帰る ことは 
なぐ 

その 場所 ももう 彼を 認め る こと 
はあり ません。 

11 この 私 も， 私 も 自分の 口を 制する こ 
とを しません。 

私は _ 分の 霊の 苦悩のう ちに 語 


第7 章 |  私の 骨よりも むしろ 死を [選び 


ア詩 89:47 


カ ヨブ 38:8 


ます]。 

16 私は [それを] 退けました。 定めの 
ない 時まで も 生きたい とは 思 
いません。 

私に 構わないで ください。 私の 
日々 は 呼気に 過ぎない のです。 

17 死すべき 人間は 何者な ので， あなた 
はこれ を 育て， 

これにみ 心を 留められ るので すか。 

18 また， 朝 ごとに これに 注意を 払い， 

絶えず これを 試される のです か。 

19 どうして あなたは 私から 視線を そ 
ら されない のです か。 

つ ばを 呑み 这む まで 私を このま 
まに して おかれな いのです か。 

20 私が 罪を おかした のでしたら， 人 
間を 見守 i 方よ， 私は あなたに 
対して 何を 成し遂げられ るで 


り ます。 

私は 自分の 魂の 苦しみを 気に か 

け ま 孑！ 

12 私は 海で しょ うか， それとも 海の 巨 
獣で しょ うか。 

あなた が 私の 上 に 見張りを 置か 
れ ると (!。 

13 『わたしの 寝床は わたしを 慰め， 

わた しの 床は わた しの 気遣いを 
支える のを 助けて くれる』 と， 
私 が 言った とき， 

14 あなたは 夢で 私を おびえさ せま 
した。 

また， 幻に よって 私を おののかせ 
て 飛び上がらせます。 

15 それで 私の 魂は 窒息を 選び， 


キ ヨブ 34:21 


第 8 章 
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しょう 0 

どうして， あなたは 私を ご 自分 
の 的と して 立て， 私が あなたに 
とって 重荷と なる ようにされ 
たので しょうか。 

21 それに， どうして あなたは 私の 違犯 
を赦 さず， 

私のと がを 見過ご されない ので 
すか。 

今， 塵の 中に 私は 横たわる からです。 

あなたは 必ずや 私を 捜し求められ 
ますが， 私は いないで しょ う」。 

8 そこで， シュア ハ 人 ビルダ ドは 答 
えて 言った， 

2 「いつまで あなたは このような こと 
を 述べ 続ける のか。 


829  ビルダ ドー 神は 義人に 恵みを 示される  ヨブ 8：3—22 


あなたの 口の 言う ことは 強力な 
風に 過ぎない のに。 

3 拽が 裁きを 曲げる だろう か。 

また， 全能者が 義を 曲げる だろ 

ぅぶ。 

4 もし， あなたの 子ら が [裡] に対して 
罪を おかし， 

そのために [迚] が 彼らを その 反 
抗の 手に 陥らせるなら， 

5 もし あなたが， 拽を 捜し求め， 
全能者に 恵みを 請うなら， 

6 もし， あなたが 純粋で 廉直なら， 
今ごろは [拽] は あなたの ために 
目を I： まし， 

確かに あなたの 義の 住まいを 回 
復 される であろう。 

7 また， あなたの 始まりは 小さな もの 
だった としても， 

あなたの 終わりは， 後に はなはだ 
大きくな ろう。 

8 実際， どうか， 先の 代の 人に 尋ね， 
その 父たち により 探究され たこ 
とに [あなたの 注意を] 向けよ。 
9 わたしたちは ただ， 昨日 [からの 者] 
に 過ぎず ，何も 知らな いから だ。 
わた したち の 地上の 日 々は 影 だ 
からで ある。 

10 彼らは， あなたを 教え 論し， あなた 

に 請り， 

その 心から 言葉を 出さない だろ 
うか。 

11 パピルスは 湿地がなくても 育つ だ 
ろうか。 

葦は 水が なく て も 伸びる だろ 
うか。 


第8 章 | 12 それは なお 芽のと きで， 引き抜かれ 


ア ヨブ 6:26 

イ創 18:25 


カ ヨブ 42:12 


ク ヨブ 15:18 


ない のに， 

ほかの すべての 草に 先立って， 干 
からびて しまう。 

13 すべて 裡を 忘れる 者の 歩む 道は こ 
のょぅ 邊。 

背教者の 望みは 滅びう せて し 

まず。 

14 その 確信は 断たれる。 

その 信頼は くもの 家 だ。 

15 彼は その 家に 寄り かかる が， それは 
持ち こたえない。 

それにす がり 付いても， それは 長 
続き しない。 

16 彼は 太陽の 前で 樹液に 満ち， 

その 園の 中で 彼の 小枝は 生え 4。 
17 石の 山の 中で その 根は 絡み合い， 
石の 家を 彼は 眺める。 

18 もし， その 場所から 呑み 尽くされ 
る 

それ も 必ず 彼を 否んで， 『わた 
しは あなたを 見た こと がない』 
と [吕 つ]。 

19 見よ， これ こそ 彼の 道の 崩壊で ある。 
そして， 塵から ほかの もの が 生え 


ウ ヨブ 


27:8 


詩 37:35 


20:9 

20:5 


ケ詩 


35:26 


出る。 

20 見よ，® が とがめの ない 者を 退ける 
ことは ない。 

また， 悪行 者の 手を 取る こ ともない。 
21 ついには， [裡] は あなたの 口を 笑い 
で螽 たし， 

あなた の 唇を 歓声で [満たす]。 

22 あなたを 憎む 者は 恥を まとい， 

邪悪 な 者の 天幕は なくなって し 
ま う」 0 


ヨブ'  9:1 — 20  ヨブの 3 回目の 発言一 神の 道に 注目す る  830 


Q そこで ヨブは 答えて 言った， 

°  2 「まことに， それが その 通りで 

ある こ とを わた しは 知っ 
ている。 

しかし， 死すべき 人間は どう 
して# への 訴えで 正し か 

ろぅぶ 。 

3 たとえ 人が [裡] と 争う のを 喜ぶ と 
して €， 

千に 一つ も 答える ことは できない。 

4  [裡] は 心が 賢ぐ 力が 強い。 

だれが [#] に 強情 さを 示して， 無 
傷で 済まされよう。 

5  [裡] は 山々 を 移して おられる が， 人々 

は [これを] 知る こと さ えない。 
[拽] は 怒りを もって それを 覆され 

かた [力; 

た 方。 

6  [拽] は 地を その 所から 震い 動かし 

て おられる ので， 

その 柱 さえ も 震える。 

7  [挫] は 太陽に， 輝き 出ない ようにと 

言いつけて おられ， 

星の 周りに 封印を# される。 

8 独りで 天を 張り 伸ばし， 

海の 高波を 踏んで おられ， 

9 アシ 星座， ケ シル 星座を 造り， 

キマ 星座と 直の 奥ま っ た 部屋 [を 
造られ]， 

10 探りよう のない 大 L 、なること を 行ない， 
くす しい ことを 数 知れず [行な っ 
て お られ る]。 

11 見よ， [裡] はわた しの そばを 通られ 
るが， わたしは [迚 を] 見ない。 
[裡] は 進んで 行かれ るが， わたし 
は W] を 見分けない。 


第 9 章 

ア申 32:4 
詩 143:2 
ロマ 3:23 


オ ヨブ 28:9 


イザ 44:24 
コ ヨブ 38:11 


第二 欄 


カ マタ 5:25 
ルカ 12:58 

キ詩 102:17 


コ イザ 


27:3 


12 見よ， [迚] は 奪い 去られる。 だれが 
[i$] に 抵抗で きよう 0 
だれが [裡] に 向かって， 『あなた 
は 何を している のか』 と 言え 
よう。 

13 裡 がその 怒りを 元に 戻らせる こと 

はなじ。 

暴れ者を 助ける 者たち は， [迚] の 
下に 必ず 身をかがめる。 

14 まして や， わたしが [裡] に 答える の 
なら なおのこと！ 

わたしは [裡] に対して 言葉を 選 
ぼぅ'。 

15 この 方に わたしは 答えない であろ 
う。 たとえ， わたしが 本当 に慮 
しいと しても。 

わた しの 訴訟の 相手方に わたし 
は 恵みを ft うであろう。 

16 もし わたしが 呼んだなら， [■はわた 
しに 答えて くださる だろう ふ。 
わた しは!;#] がわた しの 声に 耳を 
向けて くださる とは 信じない。 

17 この 方は あらしを もって わたしを 碎 き， 
理由 もな く， 確かに わたしの 傷を 
増やされる。 

18  [裡] は 新鮮な 息を 吸う ことを わた 
しに お許しに ならない。 

[裡] は 苦い もので わた しを 飽き 
飽きさせて おられる からだ。 

19 もし 力の 点で だれかが 強いの なら， 
見よ， [拽が おられる]。 

もし， 公正の 点で [だれかが 強い 
のなら]， ああ， わたしが 呼び 
出されたら よいの だが。 

20 たとえ わたしが 正しい としても， わ 


831  神の 公正を 求めて 争う 


ヨブ 9：21—10：1 


たしの 口が わたしを 邪悪な 者 | 第9 章 |  たは 私を 罪のない 者と みなし 


とし， 

たとえ わたしが とがめが ない と 
しても， [裡] はわた しを 曲が っ 
た 者と 宣 せられる であろう。 

21 たとえ わたしが とがめがない とし 
て も， わた しは 自分の 魂を 知ら 
ないで あろう。 

わたしは 自分の 命を 拒む であろう。 

22 一つの ことがある。 だから， まさし 
く わた しは 言う， 

『と がめ のな い 者 も， 邪悪な 者 も， 
[迚] は 終わらせる』 と。 

23 たとえ 鉄砲水が 突然， 死を もたらす 
と しても， 

罪の な L 、者た ちの 絶望を， [迚] は 
あざけられる であろう。 

24 地は， 邪悪な 者の 手に 渡された。 

その 裁き 人たち の 顔を，®] は 覆 
われる。 

もしそう でなければ， では， それ 
はだれ か。 

25 また， わたしの 日々 は 走者よりも 速 
くな っ A 

それは 飛び去って ゆき， 決して 幸 
せを 見る ことは ない。 

26 それは 葦の 舟の ように 進んで 行った。 

食べる ものを 求めて あちら こち 
らと 突進す る 鷲の ように。 

27 たとえ 私が， 『気遣いを 忘れよう。 

顔色を 変えて， 明るくな ろう』 と 
言い ま しても， 

28 私は 自分の すべての 苦しみに おび 
ぇ まし: 

私は 確かに 知っています。 あな 


ては くださいません。 

わたくし  じゃあく  もの 

29 私は， きっと 邪悪な 者と なり ま 


しょ 9。 

どう して 私は ただいた ずらに 労 
する のでしょう。 

30 たとえ 私が 実際に 雪の 水で 身を 洗っ 
て も， 

実際， 灰汁で 手を 清めても， 

31 あなたは 私を， 坑の 中に 浸し， 

わた しの 衣 も 必ず わた しを 忌む 


でしょう。 

32  [裡] はわた しの 答えるべき， わたし 

にんげん  [ゥ） 

のよう な 人間では ない。 

わた したち が一 緒に 裁きに 臨む 


ウ民 23:19 
イザ 45:9 
エレ 49:19 


オ ヨブ 13:21 


詩 39:10 
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べき [わた しのよう な 人間で も 
ない]。 

33 わたしたちの 間には 裁決す る 者が 

ぃな パ 。 

わた したち ふたりの 上に その 手 
を 置く 者が。 

34  [神] がその 杖を わたしの 上から 取 
り 除かれる ように。 

その 怖ろ しさが， わたしを おびえ 
させない ように。 

35 わたしに 語らせ， [初を 恐れさせな 
いで もらいたい。 

わたしは 自分では そうする 気持 


ちは ないから だ。 

「わたしの 魂は 自分の 命に 対し 
て 確かに 嫌悪を 感ずる。 
わたしは 自分に ついての 気遣 
いを 漏らそう。 

わたしは 自分の 魂の 苦 しみの 
うちに あって 語ろう！ 


ヨブ 10:2 —— 16  神が， 死すべき 人間に 過ぎない ヨブと 対比され る  832 

2 わたしは 拽に 申し上げる ことにす 第10 章  そして あなたは 私を， 塵に 帰らせ 

る， な i と しないで ます。 

ください。  DV3：8 10 あなたは 私を 乳の ように 注ぎ 出し， 

私と て おられる のは どうい ^7i^815  チーズの ように 私を 固まらせた 

う 訳 かを 知らせて ください。  ではありません か。 

3 不善な ことを なさる のは， あなたに ° ^ 11:4 11 あなたは 私に 皮と 肉と を 着せ， 

とって 套 いこと で しょ うか。 1 サ1 16:7  骨と 筋を もって 私を 織り成され 

ご I# の 手の 懸命な 働き [の 産物] 才詩 90:2  ました。 

を1 け，  ヘプ1:12 12 命と 愛 ある 親切を， あなたは 私に 

邪悪な 者たち の 助言を 実際に 照 ヵ ョブ 1〇:14  施され， 

ロマ 3:12  かえり （才]  れい  まも 

ら すのは。  あなたの 顧みが 私の 霊を 守り ま 

4 あなたは 肉の 目を 持って おられる  詩 i39:i  した 0 

のです か。  ク申 32:39 13 それでも これらの ことを， あなたは 

あるいは^ すべき 人間が 見る よう ヶ詩 119:73  み 心に 秘めて おられ ま した。 

に， あなた も 見られる のです か。 » 139； Is  私は これらの ことが あなたの も 

5 あなたの 日々 は 死すべき 人間の 日々 コ創 2:7  とに ある ことを よく 知ってい 

^  - 一」/1  イザ 45:9  七 ，_ 

のよ つです か。  ロマ 9:21  ます。 

あるいは， あなたの 年は 強健な 人  t  M 14 もし 私が 罪を おかせば， あなたは 私 

第 一 欄  みは  [力） 

の 日々 のよう で [すか]。  7fJ3：i9  を 見張って おられ， 

6 それで あなたは 私のと がを 見つけ  S  S?29  私のと がの ことで， あなたは 私 

ようとし，  ィィザ 64:8  を 罪のない 者とは みなされ ま 

私の 罪を 尋ね 求めて おられる の ot#nq.1s  せん。 

です か。  15 もし 私が 実際に 誤ってい るなら， 私 

7 それ も， 私が 誤ってい ない ことを  に とっては 不幸な ことです！ 

あなたが 合 って おられる にも それに， [もし] 私が 実際に 正し 
かかわら'#，  力 詩139:1  くても， 私は 力黨 を 上げられ ま 

また， だれも あなたの 手から 救い キ 民14:18  せん 0 

出す 者は いないのに。  クィ ザ3: 11  不名誉に 飽き飽き させられ， 悩み 

8 あなたの み 手が 私を 形造った ので， ヶョブ 9:15  で 一杯に されて いるので す。 

それは 私を; 4 りました。  16 そして [もし] それが ごう 慢な こと 

簡り もこと ごとく。 それな のに， コ IS ふ 3  を すれば， 若い ライオン のよう 

のつ  わたくし さが （シ） 

あなた は 私を 呑み 尽 くそうと ササ n  22:28  にあな たは 私を 捜し， 

されます。  あなた は 再び， 私の 件で ご自 身が 

9 どうか， 思い出して ください。 あな ャコ4:6  驚嘆すべき 方で ある ことを 表 

わたくし ねんど M  つく 

たは 私を 粘土で 造られました。 シィザ 38:13  わされる でしょう。 
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ヨブ 14:1 
詩 39:5 
詩 103:15 


ウ ヨブ 9:27 
詩 39:13 


第二 欄 


力 伝 3:11 
ロマ 11:33 


キ詩 139:8 


ク詩 94:11 
ゼパ 3:5 
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カ ヨブ 42:9 


833 

17 あなたは 私の 前に ご 自分の 新しい 
証人たち を 連れ出し， 

私に 対 して ご 自分の 立腹を 大き 
くされる でしょう。 

相次いで 辛苦が 私と 共に あり 
ます。 

18 それで， なぜ あなたは 私を 胎 から 出 
された のです か。 

私が 息 絶え ていたなら， ひとつの 
目 さえ も わたしを 見なかった 
でしょ うに。 

19 あたかも 私は いなかった かの よう 
になって いたで しょうし， 
腹から 埋葬 所へ と 運ばれて いた 
でしょ うに』。 

20 わたしの 日は ほとんどない ではな 
いか。 [迚] が 構わないで， 

わた しから 視線を そ らして くだ 
さり， わたしが 少しで も 明るく 
なる ように。 

21 わたしが 去って 行く 前に一 わたし 
は 戻って 来る ことは ない 一 
すなわち， 闇と 深い 陰の 地へ， 

22 暗闇の ような 暗い 地， 深い 陰と 

[の 地] へ [行く 前に]。 そこは 
暗闇と 同様， [光が] 照らない」。 

-i  -| そこで ナ アマ 人 ツォ ファ ルは 答 

丄丄 ぇ て！' っ た， 

2 「おびただしい 言葉は 答えられずに 
済む ものだろう か。 

あるいは， 単に 誇る 者が 正しい と 
される だろう か。 

3 あなたの むなしい 話は， 人を 沈黙 さ 
せる だろう か。 

あなたは だれかに 叱られる よう 


ヨブ 10：17—11：11 

な こと をせ ずに ，あざ笑って い 

(7) 

りれ よっか。 

4 また， あなたは 言う， 『わたしの 教 
えは 純粋 だ。 

わた しは 本当に あなたの 目 に 清 
く なった』 と。 

5 だが， ああ， 裡が 語り， 

あなたに 対して その 唇を 開かれ 
たなら よいの だが！ 

6 そうすれば， [迚] は 知恵の 秘密を あ 
なた に 告げて くださる ものを。 
i 縫な 知恵の _は觀 だか 
ら である。 

さ ら にあな たは， < あなたのと 
がの 一部を あな たのた めに 忘 
れられ る ままに して おられる 
ことを 知る だろう に。 

7 あなたは 裡の 深い 事柄を 見いだ す 
ことができ ようか。 

あるいは， 全能者の 極限まで も 見 
いだす こ とがで きよう か。 

8 それは 天よりも 高い。 あなたは 何 
を 成し遂げる ことができよう。 

それは シエ オルよりも 深い。 あ 
なた は 何を 知る ことができ 
よう。 

9 それを 測れば， 地よりも 長く， 

海よりも 広い。 

10 もし， [拽] が 進んで 行き， [だれか 
を] 引き渡し， 

法廷を 召集す るなら， だれが®] 
に 抵抗し 得よう。 

11 [裡] は， 不 真実な 人を よく 知って お 
られ るから だ。 

[神] は 有害な ことを 見る とき， ご 


ツ オフ ァルの 最初の 発言 ー ヨブを 叱責す る 


7'3 7'38 23:4 88: 9:10 
ョョ詩 詩 伝 


ヨブ 11:12—12:8  ツオ ファルー 不義を 遠ざけよ。 ヨブ， 4 回目  834 


自分が 注意 深 L 、ことを 示され 第” 章 
ないだ ろうか。  7  ^ 143:6 

12 不誠実な 者で さえ， 良い 動機を 得る ィ創 4:5 


で” う。  にんげん -r 

ろ ばに 似た しまうま が 人間と し ^ 89:47 


て 生まれよう ものなら。 

13 もし あなたが， 本当に 心を 定め， 
実際， あなたの たなごころを [裡] 

の  (7) 

に 伸べ るなら， 

14 もし 有害な ことが あなたの 手に あ 
るなら， それを 遠ざけよ。 
不義を あなたの 天幕に 住まわせ 
ないよう にせよ。 

15 そうすれば， あなたは 欠陥の ない 顔 
を 上 (I， _ 

あなた は 必ず 堅 く 立ち， 恐れる こ 
とはない からだ。 

16 あなたは 一 悩み も 忘れ， 

流れ 去っ た 水の ように， [これを] 
思い起こ すで あろ うから。 

17 そして， [あなたの] 生存期間は 真昼 
よりも 明るく 現われ， 

闇は まさに 朝の ようになろう。 

18 そして， 望みが あるので， あなたは 

かなら たよ 

必ず 頼り， 

確かに 注意 深 く 見回して一 安心 
して 横たわる であろう。 

19 そして， 実際， あなたは 身を 伸ばす 
が， だれも [あなたを] おののか 
せる 者は いない。 

また， 多く の 人々 が 必ずや あなた 

を禱 やかな 気芬 にさせる であ 

m 

20 そして， 氣笔 な 箸たち の 目が 隻 ろ,， 

逃げ場は 必ず 彼 ら から 消えう せ， 


力 詩 45:12 

キ レビ 26:16 
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その 望みは 魂の 息 絶える に 等し 

くな ろぶ」 。 

-I  €1 そこで ヨブは 答えて 言った， 
、ム 2 「まことに あなた 方は 人で 
ある。 

知恵は， あなた 方と 共に 
死に絶える であろう！ 

3 わたしに も， あなた 方と 同様に 心が 

[ゥ） 

ある 0 

わた しは あなた 方に 劣っ てはい 

(I) 

ない 0 

だれに このような こと がな いの 
だろう か。 

4 仲間の 者の 笑いぐ さ， わたしは [そ 
のよう な 者] となる。 

迚に 呼びかけて 答えて いただく 
者 1 

義に かなった， 非難すべき とこ 
ろの ない 者が， 笑いぐ さなので 
ある 0 

しんぱい  もの  かんが  しょう 

5 心配の ない 者は， 考えに おいて， 消 
減に 対して 侮べ つを 抱く。 
それは 足の よろ ける 者の ために 
備えられる。 

6 奪い取る 者の 天幕は 煩わされず， 
迸を 激怒させる 者 も 安全 だ。 
自分の 手に 神を 携えて 来た 者 も 

[コ） 

そう である。 

7 しかし， どうか， 家畜に 尋ねて みよ。 
それは あなたを 教え 論す であ 

ユサ） 

また， 天の 翼の ある 生き物に も。 
そうすれば， それは あなたに 告 
げ るだろう。 

8 あるいは， 地に 関心を 示して みよ。 


835  ヨブー 「友」 は 間違った 仕方で 神を 弁護して いる  ヨブ 12:9 — 13:2 

そうすれば， それは あなたを 教 第12 章 18 実際， 王たち の 帯を 解き， 

え 論す だろう。  7 1^9  彼らの 腰に 腰帯を 巻く。 

海の 魚 も あなたに 告げ 知らせる ィ創1:2。 19  [裡] は 祭司たち をは だしで 歩かせ 

ウ エレ 27:5  k) 

だろう 0  ロマ 11:36  ており， 

9 これらす ベての もののう ち， だ IJ^18:4  終身， 職に 就けられた 者たち を 

れ かよく 知らない ものが あろ 雲 ぼ;3。  没落させる。 

々 、、- C.OO  ちゅうじつ  もの  はな のうりょく 

うか。  ^  ^  20  [拽] は 忠実な 者たち から 話す 能力 

エホバの み 手が これを な さった キョブ 34:3  を 取り除い ており， 

ことを。  ク 年老いた 者たち の 知 別を 取り 

10 すべて 生ける ものの 魂が そのみ 手  !  20:29  去る。 

のうちに あり，  ヶ 21 [拽] は 高貴な 者たち の 上に 侮べ つ 

にんげん  にく  れい (才）  イザ 44:25  そそ  W 

すべて 人間の肉の 霊 も [そうで  ^  2:20  を 注いで おり， 

ある]。  U4 は 4  実際， 強力な 者たち の 腰 ひもを 

11 耳は， 言葉を 試さないだろう か。  nv 11:34  弱くする。 

上 あごが 食物を 味わうよ うに。 サ^: H  22  [迚] は 闇の 中から 深遠な 事柄を あ 
12 老人の 中には 知恵が あるので はな  ュ ダ7  ら わにして おり， 

•W  ^  V  +P'  99 •  99  ふか  かげ ひかり  ひ 

いか。  2  深い 陰を 光に 引き出す。 

長い 日々 [には] 理解力が。  23 諸国 民を 大きく ならせて いる。 彼 

13 知恵と 力強 さは， [神] と共に あり， セ 創6: じ  らを 滅ぼす ためで ある。 

助言と 理解力 も [#] にある。  ^ 104:8  諸国 民を 広がらせ ている。 彼ら 

14 見よ， [神] が 打ち壊す と， 建て直せ 。マ 1 ⑶  を 連れ去る ためで ある。 

ない。  24 この 地の 民の 頭た る 者たち の 心を 

[独] が 人に 閉ざす と， それは 開け 行'44:25  奪い 去って いる。 

られ ない 0  第二 欄  彼らを 道の ない， むなしい 所に さ 

15 見よ， [裡] は 水を 引き止め， それは 7  2:21  まよわせる ためで ある。 

干上がる。  ヱ レ 恐24  25 彼らは 光の ない 闇に 手探りす る。 

[神] は それを 放ち， それは 地を 変 ^  1：52  [迚] が 彼らを 酔い どれの ように 

える 0  ォダ ニ 2:22  さまよわせる ためで ある 0 

16 強さと 実際的な 知恵とは， [迚] と 共 コ H:5  1 Q 「見よ， この すべてを わたしの 目 

にあぶ，  = :: U は 見， 

間違いを する 者 も 迷わせる 者 も， ^ 1〇7：40  わたしの 耳は 聞いて， 考慮 

[夕 1  ク申 28:29 

[姓] の ものである。  ョ ハ12:11  する。 

17  [裡] は 助言者たち をは だしで 行か ^ _  2 あなた 方の 知っている ことは， わた 

せて おり，  mi3m  しも またよ く 知っている 0 

裁き 人たち を 気違いに させる。 コ ^1；：53  わたしは あなた 方に 劣って はいない。 


ヨブ 13:3—21  ヨブは 反論を 述べ， 公正を 求めて 抗弁す る  836 


3 しかし わたしは， 全能者に 語り かけ 

たぐで。 

裡と 論じ 合う こ とを 喜びと したい。 
4 一方， あなた 方は 偽りで 上塗りを し 

もの M 

ている 者， 

あな た 方は みな 無価値な 医者 だ。 
5 あなた 方が 全く 沈黙して さえいた 
なら， 

それが あな た 方の 知恵であった 

ろぅぼ！ 

6 どうか， わたしの 反論を 聞き， 

わた しの 唇の 抗弁に 注意を 払っ 
て もらいたい。 

7 あなた 方は 裡 のために 不義を 語り， 
[裡] のために 欺まん を 語る のか。 
8 あなた 方は [裡] に えこひいき をし 
ようとす るの か。 

それとも， [まことの]® のために 

ほうてい あらそ 

法廷で 争う のか。 

9  [裡] が あなた 方に 当たって みても 
よいの か。 

それとも， 人が 死すべき 人間を 軽 
く あしらう ように， あなた 方は 
[裡] を 軽く あしらう のか。 

10  [裡] は あなた 方を 必ず 戒める。 

たと え ひそかに ，あなた 方が えこ 
ひいきを 示そう とも。 

11 [迚] の 威厳が あなた 方を おののか 
せて 飛び上がらせ， 

[裡] に 対する 怖れが あな た 方を 
襲わない であろう か。 

12 記憶に 残る あなた 方の ことばは 灰 
の 格言 だ。 

あなた 方の 盾の ほしは 粘土の 盾 
の ほしの よう だ。 


13 わたしの 前で 黙って いても らいた 
い。 わたしが 語る ためだ。 
それから， 何なりと， わたしに 臨 
むがよ い！ 

14 どうして わたしは 自分の 肉を 自分 
の 歯で 運び， 

自分の 魂を 自分の たなご ころに 

蠢 くの ぶ。 

15 たとえ，®] がわた しを 打ち殺す と 
も， わたしは 待ち望まない だろ 

ぅぶ。 

ただし， わたしは 自分の 道の ため 
に [神] の 面前で 論じたい。 

16  [神] もまた わたしの 救いと なって 
くださる。 

[裡] の 前には 背教者は 出られな 
いから ナ I 

17 わたしの 言葉を 終わりまで よく 聞 
いても らいたい。 

わた しの 宣言が あなた 方の 耳に 
入る ように。 

18 どうか， 見ても らいたい。 わたしは 
正当な 訴えを 述べた。 
わたしは， g 分が 正しい ことを よ 
く 知っている。 

あらそ  もの  いったい  （キ） 

19 わたしと 争う 者は 一体 だれだろう。 
今， 黙って いなければ ならない の 
なら， わたしは 息 絶えて しまう 
であろう！ 

20 ただ 二つの ことを 私に しないで く 
ださい。 

そうすれば， 私は ただ あなたの ゆえ 
に 身を 隠す ことはないでしょう。 
21 あなたの 手を 私の 上から 遠ざけて 
ください。 
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ヨブは 人間の もろ さを 示す 


ヨブ 13:22—14:11 


あな たへの 恐怖 一 そ れが 私を お 
びえ させません ように。 

22 呼んで ください。 私が 答える ため 
です。 

あるいは， 私が 話し， あなたは 私 
に 返事を してく ださい。 

23 どんな 点で 私には とが や 罪が ある 
ので しょ うか。 

私の 反抗と 罪と を 私に 知らせて 
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F ヨブ 9:34 
詩 119:120 
ヘプ 10:31 


ヨブ 16:9 
ヨブ 19:11 
ヨブ 33:10 


ください。 

24 なぜ あなたは み 顔を 隠し， 

私 を あなたの 敵と みなされ るの 

(ウ） 

です か。 

25 あなたは 追い回される ただの 木の 
葉を 震えさせ， 

あるいは， 乾いた ただの 刈り株を 
追って 行かれる ので しょ うか。 
26 あなたは 私に 対して 苦い ことを 書 
き 1€， 

私の 若い 時のと が [の 結果] を 私 
に 所有 させられる からです。 

27 あなたは また， 私の 足を 足 かせ 台に 
はめた ままに し， 

私の 道筋を ことごとく 見守られ 


ます。 

私の 足の裏の ために あなたは 


自分の 線を 記されます。 

28 そして， 彼は ぼろぼろになる 腐った 
ものの ようです。 

実際， 蛾が 食い尽くす 衣の よう 

[ク） 
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「女から 生まれた 人は， 

短命で， 動揺で 飽き飽き させ 


られ ます。 

き  きと  [シ） 

2 花の ように 出て 来て は， 切り取られ， 
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ルカ 12:20 
才詩 39:13 


キ詩 1:3 
クコ I 15:36 
ケ創 49:33 


15:18 


影の ように 飛び去って， とどまる 
ことがありません。 

3 しかも， このような 者に も あなたは 
目を II き， 

も卢と L と i 

れて 行かれます。 

4 だれが 汚れた 者から 清い 者を 出せ 

(ゥ） 

るで しょ うか。 

一 ■人 もい ません。 

5 もし， 彼の 日が 決められて いるなら， 
その 月の 数は あなたと 共に あり 
ます。 

彼のた めの 定めを あなたは 設け 
られま した。 彼が 越える こと 
のない ためです。 

6 彼の 上から 視線を そらして くださ 
い。 彼が 休む ためです。 
雇われた 労働者が その 日 にす る 
ように， 彼が 楽しみを 見いだ す 
に 至る まで。 

7 樹木に さえ 望みが あるの だから。 
たとえ 切り倒されても， それは ま 
さしく 再び 芽を 出し， 

その 若枝は 絶える ことは ない。 

8 たとえ その 根が 地中で 老い， 

塵の 中で その 切り 株が 枯死 しても， 
9 水のに おいで 芽を 出し， 

i らし ぃ縣 のょぅ {逆 r ■を 

出ず。 

10 しかし 強健な 人は 死に， 打ち負かさ 
れて 横たわる。 

地の 人は 息 絶え ると， どこに いる 
のか。 

11 水は 海から 確かに なくなり， 

川 もは けて 干上がる。 


ヨブ 14:12—15:7  人間は 死ぬ 点で 無力な 者。 エリ バズの 2 回目の 発言  838 

12 人 もまた 横たわらなければ ならず， 第 ^ 章 20 あなたは 永久に 人を 打ち負かされ 
起き上がらない。  7 %%%  るので， 人は 去って 行きます。 

天が な くなる まで， 彼らは 目覚め  あな たは 彼の 顔の 形を 崩して お 

K1  イイ ザ 51:6  ぉ 

ない。  ヘプ1 :11  られ， 彼を 追い やられます。 

その 眠りから 起こされる こと も ゥ詩 13:3  21 その子ら が 尊ばれても， 彼は [それ 

[ゥ）  エレ 51:39  し  M 

ない。  SQS1  を] 知りません。 

13 ああ， あなたが 私を シヱ オルに 隠し，  彼らが 取る に 足りない 者と なって 

あなたの 怒りが 元に 戻る まで， 私  2:6  も， 彼らの ことを 考慮し ません。 

ひ  イザ 57:2  にく  かれ  いた 

を 秘めて おき，  22 ただ， その 肉は， 彼の 上に あって 痛 

私の ために 時の 限りを 設けて， 私 5：28  み 続け， 

を 覚えて くだされば よいのに。 力，？?: 嚣  その 魂は， 彼の 内に あって 嘆き 続 

きょうけん  し  い  7 11-35 

14 もし， 強健な 人が 死ねば， また 生き  ける だけです」。 

られ るでしょう か。  使徒％ 8  ^  r そこで テ マン 人 エリ バズは 答え 

ゎたくし きょうせい ほうし  ひび  三1  „i5:12  I  I)  ぃ 

私の 強制 奉仕の すべての 日々， 啓20:13  て 言った， 

私は 待ちましょう。  クロ マ8: 2〇  2 「知者は， 風の ような 知識を もって 

私の 解放が 来る まで。  ャコ5:8  答える だろう か。 

15 あなたは 呼んで くださり， 私は あな ヶ 3プ19:25  あるいは， その 腹を 東風で 満たす 

たに 答えます。  12.13  だろう か。 

じぶん  わざ  した  ^  ^  I  '0  たんこと ば  いまし  やく 

ご 自分の み 手の 業を あなたは 慕  1；；  3 単に 言葉を もって 戒める ことは 役 

われます。  に 立たず， 

16 今， あなたは 私の 歩みを 数えて おら  I レ32 :19  単なる 発言 だけでは ためになら 

れ るので す 0  シ詩 130:3  ない 0 

あなたは ほかならぬ 私の 罪を 見 ^  ^  32:35  4 ところが， あなたは， [M の 前に] 恐 

^ られ ます。  れ 13:12  れを 無力に させ， 

17 私の 背きの 罪は， 袋の 中に 封 じ迗め 第二 欄  裡の 前に 気遣いを 抱く のを 少な 

[ス） 

られ ており，  ァゴ，2。  くす る。 

っぐ  tZX  8  8 

あなたは 私のと がを のり 付けに 〃ザ57:1。  5 それは， あなたの とがが あなたの 口 

きた 

されます。  ィサ 14:20  を 鍛え， 

18 ところで， 山は， 倒れて， 崩れ去り， あなたは 抜け目の ない 人々 の 舌 

岩 も その 場所から 移される。  -  を 選ぶ からだ。 

19 水は まさしく 石を 摩滅 させ，  6 あなたの 口は あなたを 邪悪な 者と 

その 流出は 地の 塵を 洗い落とす。  する。 わたしで はない。 

そのよう にあな たは 死すべき 人 あなたの 唇は， あなたに 逆らって 
間の 望みを も 絶ち 滅ぼされ ま ^  3742:8  答える。 

さいしょ  [力】 

した 0  力 創 4:1  7 あなたは 生まれた 最初の 人だった のか。 
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エリ バズー ヨブを せん 越な 者と 呼ぶ  ヨブ 15:8 — 26 


それと も， 丘より も 先に， 産みの 苦 
しみを もっ て 生み出された のか。 
8 裡の 内密の 話し合いを あなたは 聴き， 
あなたは 知恵を 自分 だけに 限る 
のか。 

9 あなたは 実際， 我々 の 知らない どん 

(ゥ1 

な ことを 知っている のか。 
あなたは 我々 にもない どんな こ 
とを 理解して いるの か。 

10 白髪の 者 も 老人 も 我々 と共に おり， 
よわいの 点で あなたの 父よりも 
大 いなる 者 も [いる]。 

11 迚の 慰めは あなたに とって 十分で 
はない のか。 

あるいは， 穏やかに あなたに [語 
られ る] 言葉 も。 

12 どうして あなたの 心は あなたを 奪 
うの か。 

どう して あなたの 目は ぎらぎら 

笑る のか。 

13 それは， あなたが 自分の 霊を 牲に背 
かせ， 

あなたの 口から 言葉を 出させた 
からだ。 

14 死すべき 人間は どうして 清 かろ 

ぅぶ。 

あるいは， 女から 生まれた 者は 正 
しかろう か。 

15 見よ， ご 自分の 聖 なる 者たち を も 
[扨は 信じて おらず， 

実際， 天 も その 目には 清くない。 
16 まして， 人が 忌まわしくて 堕落して 
いるな €， 

不義を 水の よう に 飲み込ん でい 
る 人間は， なおさら だ！ 


17 わたしは あなたに 告げ 知らせよう。 
わた しに 聴け！ 

この こと も わたしは 見た ので， わ 
たしに 語らせよ。 

18 それは 知者たち が 告げる もの， 

[それは] 彼らの 父たち から [の も 
ので]， 彼らが 隠さなかった も 
の だ。 

19 彼らに だけ， この 地は 与えられ， 
よその 者は だれも 彼らの 中を 通 
り 抜けなかった。 

20 邪悪な 者は 一生の 間， もだえ 苦しん 
でい る。 

S 際， 圧制 4 のために 取って 置か 
れた 年の 数 だけ。 

21 怖ろ しい ものの 音が その 耳の 内に 
ある。 

平安のと き にも， 奪い取る 者が 彼 

を i ず。 

22 彼は 闇から 戻って 来る ことを 信ぜず， 
彼は 剣の ために 取って 置かれる。 
23 彼は パンを 求めて さまよい 歩いて い 
る 一 それは どこに あるの か。 
彼は 闇の 日 が 手近に 備えら れて 
いる ことを よく 知っている。 

24 苦難と 苦 もんが 彼を しきりに おび 
えさせ I。 

それは 襲撃の 用 意が で きた 王の 
ように 彼を 打ち負かす。 

25 これは 彼が# に 逆らって 手を 差し 

の 

伸べ， 

全能者 以上に 自分が 勝って いる 
ことを 示そうと する からだ。 

26  [それは] うなじを こわくして [神] 
にはせ 向かう からだ。 


ヨブ 15:27—16:8 


エリ バズの 発言， 続き。 ヨブの 5 回目の 発言 


840 


その 盾の 厚い ほしを もって。 

27 実際， 彼は 顔を その 脂肪質で 覆い， 
その 腰には 脂肪を 付け， 

28 ただ， ぬぐい 去られようと している 

TO, 

人々 が 住み着く こ とのない 家に 
住まう からだ。 

それらは 確かに， 石の 山と なる 定 
めに なって いる。 

29 彼は 富まず， その 富は かさむ ことが 
なく， 

彼は その 取得 物を 地の 上に 広げ 
る こと もない。 

30 彼は 闇から 立ち去る ことが なく， 
その 小枝は 炎が 枯らし， 

彼は [#] のみ 口の 突風に よって 

ゆ （ゥ） 

それて 行く。 

31 迷わされて， 彼が むなしい ことに 信 
を 置かない ように。 

代わりに 得る ものは， 全くの むな 
しい ものと なる からだ。 

32 彼の 日が 来ない うちに それは 遂げ 
られ る。 

そ して 彼の 若枝は， 確かに 生い茂 
る ことがない。 

33 彼は ぶどうの 木の ように， その 熟さ 
ないぶ どうを 突き落とし， 
オリー ブの 木の ように， そ の 花を 
捨て去る。 

34 背教者の 集まりは 実りが なく， 

火が わいろの 天幕を 必ず 食らい 
尽くす からだ。 

やっかい  ゆうがい 

35 厄介な ことを はらみ， 有害な ことを 
産む こ とが ある。 

彼らの 腹は， 欺まん を 備える」。 


第 15 章 

ア ヨブ 17:10 


第 16 章 


そこで ヨブは 答えて 言った， 

2 「わたしは そのような 多くの 
こ とを 聞いた。 

あなた 方は みな 厄介な 慰 
め 手. I 


かぜ  ことば  お 

3 風の ような 言葉に 終わりが あろ 

[イ】 

うか。 


それとも， あなたは 何に いら 立た 


されて， 答える のか。 

4 わたしもまた， あなた 方の ようによ 
く 語る こと もで きる。 

も しも， わた しの 魂の ある 所に あ 
なた 方の 魂が あったなら， 

わた しは あなた 方に 対して 晉 葉に 
おいて 見事だろう か。 

あなた 方に 向かって 頭を 振る だ 
ろうか。 

5 わたしは この 口の 言葉で あなた 方 
を  i#'， 

わた しのこの 唇の 慰めを 一 制す 


7:3 


るだろう。 

6 たとえ わたしが 語る としても， わた 
しのこ の 痛みは 抑え られ ない。 

たとえ そうする のを やめる とし 
て も， 何が わたしから 去って 行 
くだろう。 

7 だが 今，®] はわた しを 疲れ果てさ 
せ;^ : 

[裡] はわた しと 共に 集まる 者を 
みな 荒ら した。 

8 あなたは また 私を 捕まえられます。 
それは 証人と なった ので， 

わた しの やせ 細った 身が わたしに 
向かって 立ち上がります。 わた 
しの 面前で それは 証言し ます。 


841  ヨブは 偽りの 慰め 手たち を 非難す る  ヨブ 16:9—17:4 

9  [拽] の 怒りが [わたしを] かき 裂き， 第16 章 16 わたしの 顔は， 泣いて 赤く なった。 
[迚] はわた しに 対して 敵が い 73710:16  わたしの まぶたの 上には 深い 陰 

しん  いだ [ァ）  イ 使徒 7:54  (ィ） 

心を 抱く  0  ゥ 3ブ 33.1。  が ある。 

じっさい  む  は  *  ぼうぎゃく 

[裡] は 実際， わたしに 向かって 歯 ヱ 詩22: 13 17 わたしの たなごころには 暴虐は 

がみす る 0  才詩 35:15  なく， 

てきたい しゃ  力 詩 27:12  いの  じゅんすい  [ゥ） 

わたしの 敵対 者は， わたしに 向  .  わたしの 祈りは 純粋な のに。 

かって その 目を 鋭く する。  ョブ1 :17 18 地よ， わたしの 血を 覆うな！ 

10 彼らは わたしに 向かって その 口を そして， わたしの 叫び声の ための 
大きく 開け，  ®3：13  場所がない ように！ 

そしりを もって わたしの ほほを #iI21:27 19 また 今， 見よ， 天には わたしに っい 
打った。  ^ 6:30  て 証言す る 方が おり， 

おおぜい  シ ヨブ 30 :19  しょうにん たか ところ  [才） 

彼ら は 大勢で わた しに 向かって 詩7:5  わた しの 証人は 高 L ヽ所 にお られ る。 

あっ  いちだん  [才〕  -  とも  さか  だい 

集まって 一団と なる 0  m-m  20 わたしの 友は わたしに 逆らう 代 

おさな しょうねん  ひ  べんしゃ [力） 

11 迚 はわた しを 幼い 少年たち に 引き ァ 詩6: 6  弁者。 

渡し，  哀 1:16  わたしの 目は 眠らずに 拽を 見た。 

じゃあく  もの  ま  イ古十 17  きょうけん  あいだ  さいけっ 

邪悪な 者たち の 手に わたしを 真っ  21 そして， 強健な 人と 姓との 間で 裁決 

さか  な  お  [力）  ウ蔵 15:8  おこ 

逆さまに 投げ落とされる。  が 行なわれようと している。 

12 わたしは 安らいで いたのに， [裡] は  ^  72：14  人の子と その 仲間の 間と 同様に。 

わたしの 気を 転倒 させられた。 °7n；3i 22 わずか 数年が たっと， 

[裡] はわた しのうな じを 捕まえ  2：10  わた しは 帰らぬ 道筋を 通っ て去っ 

う  くだ  カ ヨブ 12:4  ゆ  （ヶ） 

て， わたしを 打ち砕かれた。 +K40:1  て 行く の だから。 

ご 自分の ために わたしを 的と し  L1418?1 、つ 「わたしの 霊は 破られ， わたしの 
て 立てられる 0  ク |ブ6;35  日は 絶やされた 0 

13 その 射手たち はわた しを 取り囲み， at  9:20  墓地は わたしの ための もの。 

[裡] はわた しの 腎臓を 裂き 開き， ヶ 巧 じ9 in  2 確かに わたしに 対する あざけりが 
少しも 同情を 覚えられない。  ei2：5  あり， 

たん  ち  そそ  かれ  はんぎゃく てき  ふ  ま 

[神] はわた しの 胆 のうを 地に 注 第 17 章  彼らの 反逆 的な 振る舞いの 中に 

ぎ 出される。  コィ ザ57: わたしの 目は とどまる 0 

14  [#] はわた しを 打ち破って， 破れに ザ88^ 1〇  3 どうか， 私の 保証と なる ものを あな 
破れを 加え，  'ンだ5ポ36  たの もとに 置いて ください。 

もの  ちか  あくしゅ W 

力の ある 者の ように わたしには スサ 1 25:29  ほかに だれか 誓 って 私と 握手し 

か  [コ】  詩 119: 122  もの 

せ 掛かる 0  セ 王 nl0:15  て くれる 者が いまし ょうか 0 

15 粗布を， わたしは 膚の 上に 縫い 合  I  4 彼らの 心を あなたは 閉ざして 思慮 

わせ，  ソブ ザ1 ぱ  分別を 得させない ようにされ 

わたしの 角を 塵の 中に 突き 入れた。 nj  !!；f  たからです。 


ヨブ 17:5—18:7 


ヨブの 苦情。 ビルダ ド， 2 回目 一 罪人の 宿命を 描く 
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それゆえに， あなたは 彼らを 高め 
られ ません。 

5 彼は 分け前を 取る ために 友に 告げる。 

しかし， その子ら の 目が 衰える。 
6 そして [初は わたしを 民の 笑いぐ 
さと して 立てられた。 

ゆえに わた しは 顔に つばを 掛け 
られる 者と なる。 

7 そして 悩みの ために わたしの 目は 

かす ぷ， I 

わたしの 肢体， それは みな 影の よ 
うだ。 

8 廉直な 人々 は 驚いて これを 見つめ， 
罪のない 者 も 背教者の ことで 気 
が 立つ。 

9 歆 は その i を. 射， 

手の 清い 人は 強さを 増し 加えて 

ゅ  <〇  ^ 

10 しかし あなた 方は みな， また 始める 
がよ い。 それで， どうか， 来る 
ように 0 

わた しは あなた 方の 中に 賢い 者 
を だれも 見いだ さない の だ。 

11 わたしの 日は 過ぎ去り， わたしの 計 

かく  やぶ  (=>) 

画は 破れた。 

こころ  ねが 

わた しの 心の 願い も。 

12 夜を 彼らは 昼の 代わりに 置いて 

[サ 1 

おり， 

ひかり  やみ  ちか  い 

『光は 闇の ゆえに 近い』 と [言う]。 
13 もし わたしが ひたすら 待ち望むな 
ら， シ X オルは わたしの 家で 

[シ】 

ある 0 

闇の 中に わた しは 長いす を 伸べ 
なければ ならない。 

14 坑に 向かって わたしは 必ず 呼ば わ 


ケ ヨブ 7:6 
ヨブ.  9:25 
イザ 38:10 


るよう になる。 『あなたは わ 
たしの 父 だ！』 と。 

う じに 向かって， 『わたしの 母， 
わたしの 姉妹 だ！』 と。 

15 それでは， どこに わたしの 望みが あ 
るの/。 

そして， わたしの 望み 一 だれが 
これを 見よう。 

16 シエ オルの かんぬ きのと ころに 彼 
らは 下って 行く。 

わたしたちが， 皆 一緒に， 塵に 下 
ら なければ ならない ときに」。 

-I  〇 そこで シュア ハ 人 ビルダ ドが 答 

上® ぇ てきった， 

2 「いつに なったら， あなた 方は 言葉 
にけ りを 付ける のか。 

あなた 方は 理解すべき だ。 その 
後に わたしたちが 語る ためだ。 

3 どうして わたしたちは 獣の ように 
みなされ， 

[また] あなた 方の 目 に 汚れた も 
のとされ るの か。 

4 彼は 怒りに よって その 魂を かき 裂 
いて いる。 

あなたの ため に 地が 見捨てられ， 

岩が その 場所から 移り 去る だろ 
うか 0 

5 また， 邪悪な 者たち の 光は 消し 去 
ら €， 

その 火の 火花は 輝く こ とがない。 

6 光は， 彼の 天幕の 中では 必ず 暗くな り， 

その 中で 彼の ともしびは 消し 去 
られ る。 

7 その 精力を 帯びた 歩みは 狭められる。 

その 計り 事 さえ 彼を 投げ倒す。 


843  ヨブの 6 回目の 発言 一 「友」 の 叱責を 退ける  ヨブ 18:8—19:8 

8 彼は 実際， その 足で 網に 掛かり，  第 W 章 20 彼の 日を， 酉の 人々 は 実際， 驚いて 

仕掛け 網の 上を 歩く からだ。  73 ブ 22:10  見つめ， 

9 わなは [彼の] かかとを 捕らえ，  ィ ェレ 18:22  身震いが 必ず 東の 人々 を 捕らえる。 

輪 わなは 彼を 捕まえる。  $  7、5.5  21 ただし， これらは 不正を する 者の 幕 

10 彼のた めの 細 綱は 地に 隠されて いる。 11 140:5  屋 であり， 

彼のた めの 捕らえる 仕掛けは [そ 1 ョブ 15:21  これは# を 知らない 者の 場所で 

の] 通り道に。  ある」。 

11 周りでは， 突然の 怖ろ しい ことが 必 才3 ブ 15:23 1 〇 そこで ヨブは 答えて 言った， 

ず 彼を おののかせて 飛び上が ヵョブ 8:14  2 「いつまで， あなた 方は わた 

W  ヨブ 11:20  たましい  だ  (7) 

ら せ，  しの 魂を いら 立たせ， 

実際， 彼の 足を 追う。  29:23  しきりに 言葉で わたしを 

12 彼の 精力は 飢え，  クョブ 29:19  打ち砕く のか。 

災難は 彼に びっこを 引かせよう  3 これで 十 度 も あなた 方は わたしを 

ケ箴 10:7  しか 

としてい る。  叱り， 

13 それは 彼の 皮膚の 一部を 食らい，  337'42：8  あなた 方は わたしを ひどく 扱っ 

し  ういご  しし  -  は  f ゥ） 

死の 初子は 彼の 四肢を 食らう。  第二 欄  て も 恥じない。 

14 彼の 確信は 彼の 天幕から 引き離 -  4 それに， たとえ わたしが 間違いを し 

(力）  第 19 章  M 

され， $  . ァ詩 42:10  たと しても，  とも 

それは 彼を 恐怖の 王の もとへ 行  わたしの 間違いは， わたしと 共に 

し, ん  イ詩 55:21 

進させる 0  康 12:18  とどまる 0 

15 その 天幕には 彼の ものでは ない も  5 もし， 本当に わたしに 向かって あな 

のが 住まい，  〇^18%4  た 方が 大いに 高ぶり， 

い おう [キ）  マタ 7:12  ちじょく 

硫黄が 彼の 住まいの 上に ばらま  わた しに 向か っ てわた しの 恥辱が 

しめ  （力） 

かれる。  ： マ 3:23  もっともな ことを 示す のなら， 

かれ  ね  ひ  [ク）  し  まど 

16 下では 彼の 根が 干からび，  38:16  6 では， 知れ 0 神が， わたしを 惑わし， 

上では， 彼の 大枝は 枯れる。  その 狩獬の 網で わたしを 取り囲 

かれ  の  かなら  力 詩 69:26  (キ） 

17 彼に ついて 述べる こと さえ も 必ず  まれた ことを。 

地から 消えう せ，  7 見よ， わたしが， 『暴虐 だ！』 と 叫 

彼の 名は ちまたから なくなる。  び 続けても， 答えを 得ず， 

18 人々 は 彼を 光から 闇に 押し やり，  ハバ I:2  わたしは 助けを 叫び 求める が， 公 

産出 的な 地から 追い払う 0  18：7  正は ない 0 

19 彼には その 民の 中に 後裔 もな く， 子  8 わたしの 道筋を も [拽] は 石の 壁で 

そん  W  コ ヨブ 3:23  W  とお 

孫 も なくなり，  ^  88=8  ふさがれ たので， わたしは 通り 

その外 人 居留地には ひとりの 生  過ぎる ことができない。 

存者 もい なくなる。  "11  Sle  わたしの 行く 道には 闇を 置かれる。 


第 19 章 

ア詩 89:44 


ヨブ 19:9 一 25  ヨブの 悲惨な 有様。 

9 わたしの 栄誉を [裨] はわた しから 
はぎ取られた。 

そして， わたしの 頭の 冠を 奪い 

さ 

去られる。 

10  [裡] は 四方から わたしを 取り壊され 

さ  ゆ 

るので， わたしは 去って 行く。 

そ して， わた しの 望みを 樹木の よ 
う に 抜き去られる。 

11 その 怒り も わたしに 向かって^^ え， 

[挫] はわた しを ご 自分の 敵対 者 
とみな して おられる。 

12 その 部隊は 一つと なって 来て， わた 
しに 向かって 彼らの 道を 盛り 
上 (!， 

わた しの 天幕の 周りに 陣営を 

蠢く。 

13 わたしの この 兄弟たち を [迚] はわ 
たしから 遠ざけられた。 

わた しを 知っている 者 も わたし 
から 全く 離れ 去った。 

14 わたしの 親しい 知り合いは 絶え， 

わたしに 知られて いる 者たち は， 

わた しを 忘れた。 

15 わたしの 家に 異国の 人と してと ど 
まっている 者たち も。 わたし 
の奴隸 女たち も， わたしを よそ 
の 者と みなす。 

わたしは 彼らの 目に 全くの 異国 
の 者と なった。 

16 自分の 僕に わたしは 呼びかけ たが， 

彼は 答えない。 

わた しのこの 口で 彼に 同情を 請 

ぃ裹 ける。 

17 わたしの 息は， わたしの 妻に とって 
忌み嫌うべき ものと なり， 


請け 戻す 方は 生きて おられる  844 

わた しは わたしの [母の] 腹の 子 
らに とって 鼻持ちならない も 
のと なった。 

18 また， 幼い 者たち も， わたしを 退 
けナ L 

せめて わたしを 起き上がらせよ。 
そうすれば， 彼らは わたしに 逆 
らって 話し だす。 

19 わたしの 親しい 仲間の 者は 皆， わた 
しを 忌まわしく 思う。 

わた しの 愛 した 者たち はわた し 

に 誓ぃ#。 

20 わたしの 骨は 実際， わたしの 皮と 肉 
とに くっつき， 

わた しは わた しの 歯の 皮で 逃れる。 
21 わたしの 友ら よ， わたしに 少し 恵み 

しめ  m 

を 示せ。 わたしに 少し 恵みを 
示せ。 

迚の そのみ 手が わたしに 触れた 
から#1。 

22 なぜ あなた 方は 裡 のように わたし 
をし きりに 迫害し， 

わた しのこの 肉で 満足し な L ヽ のか。 
23 ああ， 今， わたしの 言葉が 書き留め 
られ たなら よいのに！ 

ああ， 書き物に 記されたなら よい 
のに！ 

24 鉄の 尖 筆と 鉛 [と] を もって， 

永久に 岩に 刻み付けられたなら 
よいのに！ 

25 しかし わたしは， よく 知っている。 
わたしを 請け 戻す 方は 生きて 
おられ， 

[わた しの] 後に 来て， 塵の 上に 立 
ち 上がられる ことを。 


夕 XI 
マべ 


^  6 
7'2: 69:2 

ヨ詩 


X'  4  8  1  ^ 
ノ  1 6 1 2 夕 


3 38 <£> 
詩 詩 詩 


ツ オフ アル， 2 回目一 背教者に 対する 復 しゅう 


ヨブ 19：26—20：15 


26 そして， わたしの 皮， [それを] 彼ら 
が はぎ取った 後一 これが！ 
その上， 肉に おいては 衰弱して 
も， わたしは# を 見， 

27 この 方を この わたしは 自分で i， 

[こ の 方を] わた しのこの 目 か 確かに 
見る。 だれかよ その 者では ない。 
わた しの 腎 はわた しの 身の 奥で 

おとろ 

衰えた。 

28 それは あなた 方が， 『どう して 我々 
は 彼を 迫害して いるの か』 と 
言う からだ。 

それ も 問題の 根が わた しの 内に 
見いだ される ときに。 

29 剣の ゆえに 自ら 怖れよ。 

剣は とがに 対する 激怒を 意味す 
るからで あり， 

それは あなた 方が 裁き 人の いる 
ことを 知る ためで ある」。 
そこで ナ アマ 人 ツォフ アルは 返 
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答して 言った， 

2 「それゆえに， わたしの 不安な 考え 
が 確かに わたしに 答える。 

それ も わたしの 内なる 騷 ぎの ゆ 
X ■に 0 

3 わたしを 辱める 勧告を わたしは 聞く。 
わたしに ある 理解力の ない 霊が 
わたしに 返答す る。 

4 あなたは この ことを 昔から 知って 
いたか。 

人が 地の 上に 置かれて このかた。 
5 邪悪な 人々 の 喜びの 叫びは 短く， 
背教者 の歓 びはつ かの 間 だとい 
う ことを。 

6 たとえ 彼の 卓越 さが 天にまで 上り， 


第 19 章 


第 20 章 


キイ ザ 14:13 
アモ 9:2 
オパ 4 


第二 欄 

ア詩 83:10 


ウ詩 73:20 
詩 90:5 


)• ヨブ 8:18 

詩 103:16 


その 頭が， 雲に 届いても， 

7 自分の 糞の 塊の ように 彼は 永久に 
滅びう せる。 

彼を 見る 者たち が 言う であろう， 
『彼は どこに いるの か』 と。 

8 夢の ように 彼は 飛び去り， 人々 は 彼 
を 見いだ す ことがない。 

彼は 夜の 幻の ように 追い払われ 
て ゅ： 

9 彼を 見かけた 目は 再びそう する こ 
とはな/1， 

も はや 彼の 場所は 彼を 見ない。 

10 その子ら は， 立場の 低い 人々 に 恵み 
を 請い， 

彼の 手が 自分の 貴重な 物を 返す 
ことになる。 

11 彼の 骨は， 若い 時の 精力で 満ちて い 
たが， 

それは 彼 と共にた だの 塵の 中に 
横たわる ことになる。 

12 たとえ， 悪い ことが 彼の 口に 甘く， 

彼が それを 舌の 陰で 溶け 去らせ 
て も， 

13 たとえ 彼が これに 同情して， これを 

喜て ず， 

これを その上 あごの 中に 引き 止 
めて おいても， 

14 その 食物は， 彼の 腸の 中で 必ず 変え 
られ る。 

それは 彼の 内部で コブラの 胆汁 
となろう。 

15 富を 彼は 呑み込ん だが， これを 吐き 
出す。 

裡は 彼の 腹から これを 追い出さ 
れ る。 


ヨブ 20:16—21:6  ヨブの ことを 邪悪な 人で あると 主張。 ヨブ， 7 回目  846 


16 コブラの 毒液を 彼は 吸い， 

まむしの 舌は 彼を 殺す。 

17 彼は 水の 流れを 決して 見る ことが 

なぐ、。 

すなわち， 蜜と バターの 奔流の 
川を。 

18 彼は [その] 獲得した 所有物を 返し 
て ゆき， [それを] 呑み込む こと 
はない。 

交易で 得た ものの， 享受す る こと 
のない 富の ように。 

19 彼は 粉々 に 打ち砕き， 彼は 立場の 低 
い 者たち を 捨てた からだ。 

彼は 自分の 建て かけた のでは な 
い 家を 奪い取った の だ。 

20 彼は 確かに その 腹の 中に 安らか さ 
を 知る ことがない からで ある。 

その 望ま しい ものに よって 彼は 
逃れる ことがない。 

21 彼の むさぼり 食える ものは 何も 残っ 
ていない。 

それゆえに 彼の 安寧は 持ち こた 
えない .0. 

22 彼の 豊富 さが その 絶頂に あるとき 
に， 彼は 心配す る。 

不幸の 力が ことごとく 彼を 襲う。 

23 彼の 腹を 満たす ために， 

[裡] は その 燃える 怒りを 彼の 上 

に 髮ぷ， 

[それを] 彼の 上に， その はらわた 
に 降らせる ように。 

24 彼は 鉄の 武具から 逃れ 去る が， 

銅の 弓は 彼を 切り裂く。 

25 飛び道具が 彼の 背中から さえ 突き 

备 け， 


第 20 章 

ア申 32:33 


才箴 11:4 
g  5:13 


キ民 11:33 
寺 78:31 


第二 欄 

ア ヨブ 16:13 


きらめく 兵器は 彼の 胆か らも。 
怖ろ し1 ヽ ものが 彼に 向か っ て 行く。 
26 闇は みな 彼の 秘蔵 物の ために 蓄え 
て— かれ， 

人が あおり 立てた ので もない 火 
が 彼を 食らい 尽く  士。 

その 天幕の 生存者 も ひどい 目に 

螽 ぅ。 

27 天は 彼のと がを あらわにし， 

ち  む  はんぎゃく  お 

地は 彼に 向か っ て 反逆を 起こす。 
28 大雨は 彼の 家を 転がしの け， 

[裡] の 怒りの 日に 注ぎ 出される 
ものが ある。 

29 これが 邪悪な 人の，# からの 分け前， 
すなわち， 迚 からの 彼の 定められ 
た 相続 物で ある」。 

そこで ヨ ブは 答えて 言った， 

2 「あなた 方は， わたしの 言葉 
をよ く 聴け。 

これが あなた 方の 慰めと 
なる ように。 

わたしの ことを 忍んでくれ。 そう 
すれば， わたしは， 話そう。 
わたしが 話した 後に， あなたは 
[各々] あざ笑う がよ い。 
わたしに ついていえば， わたしの 
気遣い は 人に 対して [表わされ 
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ク裁 18:19 
ヨブ 40:4 


て] いるの だろう か。 

れい 

あるいは， どう して, わた しの 霊は 

た  がた 

耐え 難くな らな いのだろう か。 
あなた 方の 顔を わた しに 向け， 驚い 
て 見つめよ。 

あ  [ク） 

[あなた 方の] 口に 手を 当てよ。 

おも  お 

そして， わたしは 思い起こ すと， や 

みだ 

はり かき 乱され， 


847  ヨブは， 邪悪な 者が 繁栄し， 神に 抵抗す るのを 見る  ヨブ 21：7—26 

身震いが わたしの 肉を 捕まえた。 第2 1 章 16 見よ， 彼らの 安寧は その 力のう ちに 
7 どうして， 邪悪な 人々 が 生き 続け， はない。 

としお  とみ  ハバ 1:3  じゃあく  もの  はか  ごと 

年老いて， しかも 富に おいても ハバ i:i3  邪悪な 者たち の 計り 事は， わたし 

勝って いるの か。  D マ 9:22  から 遠く離れて いる。 

8 彼らの 末は 彼らと 共に あって， その  J37:7 17 邪悪な 者たち の ともしびは 幾度 消 

見る ところでは 堅く 立てられ， ；J3；2：1  し 去られ， 

彼ら の 子孫は その 目の前に [堅く  ° 胃 73:5  その 災難は [幾度] 彼らに 臨む こ 

エ詩 144:14 

立てられ ている] 0  ォィ ザ 5:12  とか。 

いえ  へいわ  おそ  イザ 22：13  いか  ほろ  わ 

9 その 家は 平和 そのもので， 怖れが ァモ 6:5  [裡] は 怒って [幾度] 滅びを 分け 

[ゥ 1  カマ タ 24:38  あた  (I) 

なく，  II  17.28  与える ことか。 

つえ  かれ  のぞ  QO  かれ  かぜ  まえ  W 

拽の 杖は 彼らの 上に 臨まない。 . 18 彼らは 風の 前の わらの ように， 

1〇 実際， 彼の 雄牛は はらませて， 種を  S 暴風が 盗み取った もみ がらの よ 
無駄に しない。  クニは  うになる だろう か。 

その 雌牛は 生んで， 流産を 起こす ヶ £ぼ4 19 裡 は， 人の 有害な ことを その 人の子 
ことは ない。  3^3l:9  ら のために 蓄えて 置かれる。 

11 彼らは 自分の 幼い 者たち を 羊の 群  3：；4  [初は 人に 報いて， その 人が [こ 

おく  し  （キ） 

れ のように しきりに 送り出し， -一欄  れ を] 知る ようにさせる。 

彼らの 男の子た ちは 跳ね回る。  7|#  49:7  20 彼の 目は 自分の® 微を 見， 

12 彼らは タンパ リンと たて 琴に 合わ ^^2:18  全能者の 激怒を 彼は 飲む。 

せて [声] を 上げ 続け，  oH)20  21 自分の 後の 家の ことで 何が その 喜 

笛の 音を 聞 L ヽて 歓んで いる。  = : び だ というの か。 

13 彼らは その 日々 を 幸せのう ちに 過  ^ 12:46  その 月の 数が 実際， 二分され る 

M  才 *  5 ゾ  M 

ごし，  S35?5  のに。 

たちまち シェ オルに 下る。  it  !s；33  22 彼は 拽に 知識を 教える というの か。 

かれ  む  マタ 3:12  かた  たか  もの  さば 

14 そして 彼らは [まことの] 迸に 向か っ 力 出 20:5  その 方が 高き 者たち を 裁かれる 

て 言う， 『我々 から 離れて くだ キ 7 ぶし  のに。 

さい！  ク ヲサ75 ム 7  23 この 人は， 全く 自足して いると きに 

みち  ち  エレ 25:15  し ⑼ 

それに あなたの 道に ついての 知  啓 14:1〇  死ぬ 0 

識を 我々 は 喜んでい ません。 全く 安らいで， 安らかな ときに。 
15 全能者は 何者 だとい うので， 我々 は  24 彼の その 股は 脂で 満ち， 

これに 仕えな ければ な ら ない V  ^n42；f  その 骨の 髄が' 彳閏っ ている [ときに]。 

W  ユダ 9  べつ  くる  たましい とも 

のか 0  シ詩 49:17  25 そして， この 別の 人は 苦しい 魂と 共 

我々 が 彼と 接した ところで， 我々， に 死ぬ。 

に とって どのように 益と なる t  37-33:!9  良 し ヽ ものを 食べた ことが な L ヽの 

のか』 と。  g9；2°  26 彼らは 共々 に 塵の 中に 横たわり， 


ヨブ 21:27—22:12  エリ バズ， 3 回目 一 悪を 行なった として ヨブを 訴える  848 


う じが 彼らの 覆いと なる。 

27 見よ， わたしは あなた 方の 考えを よ 
く 知っている。 

あな た 方が わた しに 対して 暴虐 
を 行なおう とする その 企てを。 
28 それは あなた 方が， 『高貴な 者の 家 
は どこに あるの か。 

天幕， 邪悪な 者た ちの 幕屋は f こ 
にある のか』 と言う からだ。 

29 あなた 方は 道を 行く 人々 に 尋ねな 
かっ たの か。 

彼らの しる しを 注意 深く 調べな 
いの か。 

30 すなわち， 災難の 日に 邪悪な 者は 容 

しゃ  W 

赦 され， 

憤怒の 日 にも 救 L ヽ 出される ことを。 
31 だれが 面と向かって 彼に その 道に 
ついて 告げる であろう。 

彼が 行な っ たこと に対して， だれ 
が 彼に 報いる であろう。 

32 彼は， 墓地へ k ばれ， 

墓の 上で 寝ずの番 がな される。 

33 彼には 奔流の 谷の 地の 土 くれ も 確 
かに*/， 

自分の 後に 彼は すべての 人を 引 
ぃてゅ く ' 

彼の 前の 者たち は 数え切れない。 
34 それで， あなた 方は 何とむな しく わた 
しを 慰めよう とする ことか。 
あなた 方の 返答が 確かに 不誠実 
のま まなのに」。 

iin そこで テ マン 人 エリ バズは 答え 
し て 言った， 

2 「強健な 人は， 裡の 役に立つ ことが 

I サ） 

できよう か。 


第 21 章 


キ ヨブ 


17:16 


第 22 章 


サ詩 


147:4 


洞察力の ある 者 も 自分に とって 
役に立つ だけ だ。 

3 全能者は あなたが 義に かなって い 
る ことを 喜ぶ だろう か。 

また， あな たが 自分の 道を と がめ 
のない ものに しても， 何の 益に 
なろ 1。 

4 あなたの 畏敬の 念の ゆえに [迚] は 
あなたを 戒め， 

あなたと 共に 裁きに 臨まれる だ 

[ウ】 

ろうか。 

5 あなたの 悪は 既に 多過ぎる のでは 
なぃ ふ 。 

あなたの とがは 果て しがない の 
ではない か。 

6 あなたは 理由 もな く 自分の 兄弟た 
ちから 質 物を 取り， 

裸の 人々 の 衣を さえ はぎ取る か 
ら である。 

7 あなたは 疲れた 者に 水を 飲ませず， 

飢えた 者に パンを 差し控える。 

8 強さの ある 人に ついては， 土地は そ 
の 人の もので あり， 

えこひいき される 者が そこ に 住む。 

9 やもめを あなたは 空手で 去らせた。 

父な し 子の 腕は 砕かれる。 

10 それゆえに， 鳥の わなが あなたの 周 
0 にぁり' 

とつぜん きょうふ  どうよう 

突然の 恐 ffi が あなたを 動揺 さ せる。 

11 あるいは 闇が， [そのために] あなた 
は 見る こと がで きな [ ヽの だが， 

波打つ 大水が， あなたを 覆う。 

12 裡は 天の 高い 所ではない のか。 

さらに， 星の 総和を 見よ。 その 高 
いこと を。 


849  神を 退けた として ヨ ブを 非難す る 


ヨブ 22:13—30 


13 それな のに あなたは 言った， 『裡は 
実際， 何を 知って おられる のか。 

濃い 暗闇を 通して 裁く ことが で 
きょうか。 

14 雲は [裡] のた めの 隠れ場所 なので， 
[裡] は 見ず， 

天の 丸天井を [#] は 歩き回られ 
る』 と。 

is あなたは 昔からの あの 道を 守し 
ようとす るの か。 

ゆうがい  もの  ふ 

有害な 者たち が 踏んだ [道] を。 

16 それらの [者] は 時が 来ない うちに 
取り去られた。 

その 基 は 川の ように 押し流される。 

17 彼らは [まことの] 裡に 向かって 言っ 
ている， 『わたしたちから 離れ 
てくだ さい！ 

それに 全能者は わたしたちに 
対して 何を 成し遂げられよう 
か』 と。 

18 それでも [裡] は， 彼らの 家を 良い も 
ので 満たされた。 

だが， 邪悪な 者たち の 計り 事は， 
わた しから 遠く離れて いる。 

19 義人は 見て 歓 び， 

罪のない 者は， 彼らを あざ笑う こ 
とになる， 

20 『確かに わたしたちに 立ち向かう 者 
はぬ ぐい 去られた。 

彼らのう ちの 残って いるものは 
火が 必ず 食らい 尽くす』 と。 

21 どうか， [裡] を 親しく 知り， 平和を 

4 ょ。 

それに よって 良い ことがあ なた 
に^^よつ。 


第 22 章 

ア詩 55:23 


22 どうか， そのみ 口から 律法を 受け， 
その 言われた ことを あなたの 心 

おさ  (7) 

に 糸 内め よ。 

23 もし， あなたが 全能者に 立ち 
返るなら， あなたは 建てら 


マタ 5:45 
使徒 14:17 

オ ヨブ 21:16 

力 詩 107:42 


第二 欄 


ウ王 I  9:28 
ヨブ 28: 16 
詩 45:9 
イザ 13:12 


エイ ザ 33:6 


キ詩 65:2 


コ箴 16:18 
蔵 29:23 
ヤコ 4:6 


ぺテ I  5:5 


ナ詩 138:6 
イザ 66:2 
ルカ 18:13 


シ創 19:16 


れ る。 

[もし] あなたが 自分の 天幕から 
不義を 遠ざけるなら， 

24  [もし] 貴重な 鉱石を 塵の 中に 置き， 
オフィルの 金を 奔流の 谷の 岩の 
中に [置くなら], 

25 全能者 も 本当に あなたの% 重な 鉱 
S となり， 

あなたの ために 銀， 最上の もの 
[となられ る]。 

26 そのと き， 全能者を， あなたは 自分 

むじょう  よろこ  闭 

の 無上の 喜びと し， 

裡に 向かって 自分の 顔を 上げる 

[力 1 

からで あ 名。 

27 あなたは [裡] に 嘆願を し，!:#] は あ 
なた [の 言う こ と] を 聞いて く 
ださ I。 

自分の 誓約を あなたは 果たす。 

28 そして あなたは 事を 決し， それは あ 
なた のために 成り立つ。 
あなたの 道の 上には 確かに 光が 

かがや （ヶ） 

輝く 0 

29 あなたが 尊大な 態度で 話す と 
き， 辱める ことが 必ずな され 
る;^， 

目のう つむいた 者を [裡] は 救わ 
れ るからで ある。 

30  [姓] は 罪のない 者を 救出され る。 
あなたは 手の 清 さ によ っ て 確か 

{ス） 

に 救出 される」。 


ヨブ 23:1—24:1  ヨブ， 8 回目一 神の 法廷に 近づく ことを 願う  850 


そこで ヨブは 答えて 言った， 
^  2 「勒 もまた， ゎたしの 《 
いの 様子は 反逆で あり， 
わたしの この 手は 嘆きの 
ゆえに 重い。 

3 ああ， わたしが [神] を 見いだ せる と 
ころを 本当に 知ってい たらよ 
いの だ#。 


その 定まった場所にまで 行く も 

(ゥ 1 

のを。 

4 わたしは [ネ$] の 前に 正当な 訴えを 述べ， 

はんろん  み 

わた しの 口を 反論で 満たす であ 


ろう。 

5 わたしは [裡] がわた しに 答えられ 
る 言葉を 知り， 

[裡] がわた しに 何と 言われる か 
を 考慮し よう。 


第 23 章 


r ヨブ 13：3 

ヨブ 16:21 


ウ ヨブ 31:37 

ェ詩 49:3 


才詩 22:24 
イザ 57:16 


カ ヨブ 9:11 


第二 欄 

ア ヨブ 1:8 
詩 1:6 
詩 139:1 


ウ詩 18:21 
詩 44:18 


6  [裡] は その おびただしい 力を もっ 
てわた しと 争われる だろう か。 
そうでは ない！ 確かに [独] は， 
わたしに 留意され るだろう。 

7 そこでは， 廉直な 者が， 確かに [拽] 
と共に 事を 正す。 

そう すれば， わた しは わた しを 裁 
く 方から 永久に 無事に 逃れら 


才詩 119:11 
詩 119:127 


エレ 15:16 


力 民 23:19 
民 23:20 


キ詩 135:6 
イザ 14:24 
イザ 46:10 


れ よう。 

8 見よ， 東へ わたしが 行っても， [裡] 
はおられず， 

後ろに 戻っても， わたしは®] を 
見分ける ことができない。 

9  [拽] が 働いて おられる 左へ [行って 
も]， わたしは [姓を] 見る こと 


ケ詩 111:1 
詩 119:120  | 
m  i6：6 


がで きない。  第24 章 

[迚] が 右へ それても， わたしは  'ン® * 1:7 


[裡 を] 見ない 0  I スィザ 26:10 


10  [迚] はわた しの 取る 道を よく 知っ 
て おられる からだ。 

[拽] がわた しを 試された [後]， わ 
たしは 金の ように 出て 来る。 

11 3® の 歩みを わたしの 足は 捕らえた。 

その 道を わたしは 守って， 逸脱し 

[ゥ 1 

ない。 

12 その 唇の おきて [から] わたしは 離 
れ ない。 

わた しは わた しのた めに 規定 さ 
れる ものよりも， み 口の 言われ 
たこと を 蓄えた。 

13 だが， [初は 一つの [思い] を お持ち 
なので， だれが [裡] に 抵抗し 得 
ょぅ。 

それに [迸] の 魂は 願いを 抱 L 、て お 
り， [进] は [それを] 行なわれる。 
14  [独] はわた しのた めに 規定され る こ 
とを 完全に 履行され るから だ。 
このような ことは [拽] の もとに 
数多く ある。 


15 それゆえに， わたしは [裡] のために 
動揺を 覚える。 

わたしは 自分が 注意 深 L ヽ ことを 示 

おそ  [ヶ） 

し， [裡] のこと で 怖れて いる。 

こころ  きよわ  [コ） 

16 それに 独が わた しの 心を 気弱に させ， 
全能者が わたしを 動揺 させた。 

17 わたしは 闇の ために 沈黙 させられ 
なかった からだ。 

暗闇が わた しの 顔を 覆っ たため 
でもなかった。 


24 


なに  とき ぜんのうしゃ  たく わ 

「何 ゆえ, 時が 全能者に よって 蓄 
お  ('» 

えて 置かれず， 


[独] を 知っている 者たち がそ 
の 日 を 見て いないの か。 


851  ヨブの 弁論。 神は 悪の 存在を 許される  ヨブ 24:2 — 20 


2 境界標を 移し 換える 者たち がいる。 
群れを 彼らは 奪い取った。 彼ら 
が [これを] 飼うた めで ある。 

3 彼らは 父な し 子の 雄の ろばを も 追 

ぃ 釔ぃ' 

やもめの 雄牛を 質 物と して 取る。 
4 彼らは 貧しい 者を 道から 押しの ける。 
それと 共に， 地の 苦しむ 人々 は 身 
を 隠して いた。 

5 見よ， 荒野の しまうま [のように] 
彼らは その 働きに 出て 行って， 食 
ベ 物を 捜し求める。 

砂漠 平原 は 子ら のた めの パンを 

おのおの  ぁた一 

6 は！ (f で その 螽 L 、矗を 雛ら はふ り A れ， 
邪悪な 者の ぶどう 園を 急 いで 奪 
I 、取る。 

7 裸で， 彼らは 衣 もな く 夜を 過ごし， 
寒さの 中で 覆う もの もない。 

8 山の 雨 あら しで 彼らは ずぶぬれに なり， 
避 け 所がな いために， やむなく 岩 
を I  く。 

9 彼らは 父な し 子を 乳房から さえ も 
ぎ オ又$， 

苦しむ 者の 身に ある ものを 質に 
取 

10 裸で， 彼らは 衣 もな く 行き 巡り， 
飢えな が ら ，刈り取 っ た 穂を 運ば 
なければ ならない。 

11 露台の 壁の 間で 彼らは 昼間を 過ごす。 
ぶ どう 搾り 場を 彼ら は 踏まな け 
れ ばなら ない が， それでも いつ 
も渴 いている。 

12 市内からは 死に かけて いる 者が う 
めいて おり， 
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致命傷を 受けた 者たち の 魂は 助 
けを 叫び 求める。 

けれども# は， [これを] 不当な こ 
ととして 考慮され ない。 

13 彼らは， 光に 背く 者の うちにいた。 

彼らは その 道を 認めず， 

その 通り道に とどまらなかった。 

14 夜明けに， 殺人を する 者は 起き 上 
がり， 

苦しむ 者 や 貧しい 者を 打ち殺し， 

夜には， 紛れ もない 盗人になる。 

15 姦淫を する 者の 目は， 夕闇を 待ち 構 

ぇぞ， 

『だれの 目 も わた しを 眺める こと 
はない！』 と 言った。 

そして， その 顔に 覆う ものを 当 
てる。 

16 闇の 中で 彼は 家々 をう がった。 

昼は 彼らは 閉じこも ら なければ 
ならない。 

彼らは 日 の 光を 知ら なかった。 

17 彼らに とっては 朝は 深い 陰と 同様 
であり， 

とつぜん  きょうふ 

彼ら は 深 L 、陰の 突然の 恐怖が どん 
な もの かを 知っている からだ。 

18 彼は 水の 表を 速く 去る。 

彼 らの一 続き の 土地は 地の 中で 
のろわれる。 

彼は ぶどう 園の 道の 方に 向かわ 
ない。 

19 干 ばつ， それに 暑さは， 雪 水を 奪い 
才 又る。 

そのよう に シエ オル も 罪を おか 
した 者を [奪い取る]! 

20 胎は 彼を 忘れ， う じは 喜んで 彼を 吸い， 
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彼は もはや 思い出される ことが 

(7) 

ない。 

そ して 不義は 樹木の ように 折ら 

れ 忐。 

21 彼は 子を 産まない うまず めと 交渉 
を 持って おり， 

また やもめと も。 彼は これによ 
く してやらない。 

22 そして [裡] は その 力に よって 確か 
に 強い 人々 を 引いて 行かれる。 
その 人は 立ち上が るが， その 命は 


確かでは ない。 

23  [迚] は その 人に 自信を 持つ ことを 
許される ので， その 人は 頼る。 

W の 目は 彼 らの 道の 上に ある。 

24 彼らは しばらくの あいだ 高く され 
たが， もはや おらず， 

彼らは 低く された。 ほかの すべ 
ての 者と 同じように 彼らは 引 
き ft かれ， 

穀物の 穂先の ように 断たれる。 

25 それで 本当に 今， だれが わたしを う 
そつき とし， 

また わたしの 言葉を 無に 帰させ 
るだろう か」。 

そこで シュア ハ 人 ビルダ ドは 答 

么® ぇ て备っ た， 

2 「支配権と 怖れとは [裡] の もとに あり， 

[裡] は その 高い 所で 平和を 造っ 


て おられる。 

3 その 部隊には 数が あろう か。 

[独] の 光が その上に 昇らない 者 
が だれかい ようか。 

4 それで， 死すべき 人間は どう して® 
の 前に 正しい とされよ うか。 
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第 25 章 


第二 欄 

ア ヨブ 15:14 

イ詩 22:6 
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才詩 104:25 
力 詩 139:8 


また， 女から 生まれた 者は どうし 
て 清く あり 得よう か。 

5 見よ， 月 も あるが， それは 明るく 
ない。 

星 も [初の 目 には 清くなかった。 
6 まして， う じで ある， 死すべき 人間 
はなお さ ら である。 

虫 けらで ある 人の子は！」 

〇 ハ そこで ヨブは 答えて 言った， 

2 「あなたは 無力な 者に とって 
何と まあ 助けに なった 
のだろう。 

あなたは 力の ない 腕を [何 
と] 救っ たのだろう。 

3 あなたは 知恵の ない 者に 何と まあ 

じょげん W 

助言し， 

実際的な 知恵を 大勢の 者に 知ら 
せた のだろう。 

4 だれに 対して あなたは 言葉を 告げ， 
だ れの 息が あなたから 出て 来た 
のか。 

5 死んだ 無力な 者たち は 震えて いる。 

水と その 中に 住まう 者との 下に 

[才） 

あって 0 

まえ  はだか  (») 

6 シエ オルは®] の 前では 裸で あり， 
滅び [の 場所] も 覆う ものがない。 
7  [M] は 北を むなしい 所の 上に 張り 

地を 無の 上に 掛けて おられる。 

8 水を その 雲に 包んで おられる ので， 
雲 塊は その 下に あっ て 裂け ない。 
9 王座の 面を 囲い， 

その上に 雲を 広げて おられる。 

10  [裡] は 水の面に 円を 描かれた。 

そこ ま でで 光は 闇で 終わる。 


853  ヨブの 最初の 格言。 忠誠を 固守す る  ヨブ 26:11 — 27:16 


11 天の 柱 さえ も 震い， 

[裡] の 叱責の ゆえに 驚嘆す る。 

12 その 力に よって [裡] は 海を 揺り動 


その 理解力に より 暴れ者を 打ち 

くだ  [0) 

砕かれた。 

かぜ 

13 その 風に よって [进] は 天を も きれ 
いに さ#， 

そのみ 手は 滑る ように 動く 蛇を 

さ  つらぬ  [才 1 

刺し貫いた。 

14 見よ， これらは [裡] の 道の 外縁。 
何と かすかな ささやき 事が [裡] 
について 聞かされた のだろう。 

かみなり 

しかし その 力の ある 雷に ついては 
だれが 理解力を 示せよう か」。 
<1^7 次いで ヨブは また， 格言 的な こ 
とばを 挙げて， 言った， 

2 「わたしの 裁きを 奪い 去った# は 生 

I コ i 

きて お ら tl， 

わたしの 魂を 苦しめた 全能者 [は 
生きて おられる]。 

3 わたしの 息が なお そのまま わたし 
の 内に あり， 

迚の 霊が わたしの 鼻に ある 限り， 
4 わたしの 唇は 不義を 語らず， 

わた しのこの 舌は 欺まん を 並べ 


ない！ 

5 あなた 方を 義と宣 するな ど， わたし 
には 考えられな いこと だ！ 

わた しは 息 絶える まで， 自分の 忠 
誠を 自分から 奪い 去らない！ 

6 自分の 正当 さを わたしは 堅く 捕らえ 
た。 わたしは これを 手放さない。 
わた しの 心は わた しの どの 日の こ 
とで も [白 分を] 嘲弄し はしない。 
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第二 欄 


7 わたしの 敵は あらゆる 点で 邪悪な 

もの  (7) 

わた しに 反! ■[する 者は i 当に 悪 
行者 [となる] ように。 

8 背教者の 望みは 何であろう か。 [裡] 
が [その 人] を 断たれる 場合， 
神が その 人から 魂を 奪い 去られ 
る 場合 (I。 

9 裡は その 人の 叫び声を 聞かれる で 
あろう か。 

く なん  かれ  のぞ  ば あい 【エ】 

苦難が 彼に 臨む 場合に。 

10 あるいは， 全能者を 彼は 無上の 喜び 
とする であろう か。 

I 、つも 裡に 呼びかける であろう か。 
11 わたしは# のみ 手に よって あなた 
方を 教え 論そう。 

全能者の もとに ある ものを わた 
しは 隠す こ とを しない。 

12 見よ， あなた 方は， 皆， 幻を 見た。 
それでは， どう して あなた 方は 自 
分たち が 全くむな しい ことを 

しめ  1 力） 

示す のか。 

13 これが 邪悪な 者の# からの 分け前 
である。 

あっせいしゃ  そうぞく ぶつ  かれ  ぜんのうしゃ 

圧制者の 相続 物を 彼ら は 全能者 
から 受ける。 

14 たとえ その子ら が 多く なっても， そ 
れは 剣の ための もので あ 4。 
その子 孫には ，十分の 食物がない。 
15 その 生存者は 致命的な 災厄の 際に 

_ むられ， 

彼らの やもめは 泣く こと もない。 
16 たとえ 彼は 銀を 麈 のように 積み上げ， 
さ ながら 粘土の ように 衣装を 備 
える としても， 
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ヨブ 27：17—28：13 


人間は 地の 財宝を 見いだ すが， 知恵を 見いだ さない 


17 彼は 備えは する が， 義人が [それを] 
身に 着ける ところと なり， 

その 銀には， 罪のない 人が あずか 
ると ころと なる。 

18 彼は ただの 蛾の ような 家を 建てた。 
見張りの 者が 造っ た 仮小屋の よ 
うな [家を]。 

19 富んだ [者と して] 彼は 横たわる が， 
何も 集められは しない。 

その 目を 彼は 開いた が， 何もない 
であろう。 

20 大水の ように 突然の 怖ろ しい こと 
が 彼に 追いつき， 

夜には 暴風が 必ず 彼を 盗み取る。 

21 東風は 彼を 運び去り， 彼は 去って 

ゆ 

行き， 

それは うずを 巻いて 彼を その 場 
所から 持って行く。 

22 そして それは 彼に 飛び掛かり， 情け 
を かける ことは ない。 

その 力から 彼は 必ず 逃れ 去ろう 
とす I。 

23 人は 彼に 向かって 手を たたき， 

彼に 向かって その 場所から 口笛 

を 灰,。 

「まことに， 銀には これを 見いだ 
す 所が あり， 

X? が騷 する 為 こも 騄 [が 

ぁ ぶ]〇 

2 鉄は 塵から 取られ， 

銅は 石 [から] 溶かし 出される。 

3 人は 闇に 終わりを 設けた。 

そ して， あらゆる 限界まで 探り出 
して ゆく。 

暗闇と 深い 陰の 石を。 


28 


4 人は [人々 が] 外国人と してと どま っ 
ている 所から 遠く離れて 立て 
坑を 掘り下げた。 

足から 遠く 忘れられた 所 [で]。 
死すべき 人間の ある 者たち はぶ 
ら 下がり， ぶらぶらし ていた。 
5 地に ついていえば， そこから 食物が 

しょ ぅ ？ （ィ） 

しかし その 下では， それは 火に よ 
るかの ように ひっく り 返され 
ている。 

6 その 石は サファイアの 場所， 
それには 金の 塵が ある。 

7 ひとつの 通り道 一 猛 きん もこれ を 

ふらず， 

くろと びの 目 もこれ を 見かけた 
ことがない。 

8 堂々 たる 野獣 もこれ を 踏み固めた 
ことがない。 

若い ライオン も その上を 進んだ 
ことがない。 

9 人は 燧 石に その 手を 突き出した。 

彼は 山々 を [その] 根元から 覆した。 
10 彼は 岩の 中に 水の 満ちた 坑道を 切 

ひら （力） 

すべて 貴重な ものを その 目 は 見た。 
11 川が ちょろちょろ 流れ出る 所を 彼 
はせ き 止めた。 

そして， 隠されて いるものを 光に 
持ち出す。 

12 しかし 知恵 一 それは どこで 見いだ 
されよう か。 

では， 悟りの ある 場所は どこか。 
13 死すべき 人間は その 評価を 知って 
いない。 


:1: 04 
創 詩 
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それは 生ける 者の 地では 見いだ 
さ れ ない。 

14 水の 深みが 言った， 

『それは わたしの 中にはない！』 

海 も 言った， 『それは わたしの も 
とには ない！』 

15 純金 もこれ と 引き替えに 与える こ 
とはで きず， 

銀 も その 代価と して 量り 分ける 
ことは できない。 

16 それは オフィルの 金を もってして 
も 支払う ことは できない。 

まれな しまめのう や サファイア 
を もってしても。 

17 金 や ガラス もこれ と 比べる ことが 
できず， 

ま た 精錬され た 金の どんな 器 も 
その 引き替えとは ならない。 

18 さんご も 水晶 も 取り上げて 言われ 
る ことは ない。 

ふくろ いっぱい ち え 

しか し 袋 一杯の 知恵は [袋 一杯の] 
真珠よりも 値打ちが ある。 

19 クシ ュの トパーズ もこれ と 比べる 
ことは できない。 

それは 純粋の 金を もってしても 
支払う ことができない。 

20 しかし 知恵 一 それは どこから 来る 

のぶ。 

では， 悟りの ある 場所は どこか。 

21 それは すべての 生ける ものの 目 か 
らも 隠され， 

天の 飛ぶ 生き物から も 隠されて いる。 

22 滅び も 死 も 言った， 

『わたしたちは 自分たち の 耳で そ 
のう わさを 聞いた』 と。 
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23 姓 こそ その 道を 理解して おられる 
方で あり， 

[独] は， その 場所を 知って おら 


ウ イザ 13:12 


才箴 16:16 

力 出 28:17 
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れ る。 

24  [裡] は， 地の果てまで も 見， 

ぜんてん した  らん 

全天の 下で ご覧に な られ るから だ。 
25 それは 風の ために 重さを 設ける た 
めで あ 宕。 

[拽] がは かりで 水を 釣り合わせ 
られ たと き， 

26 雨の ために 規定を 設け， 

雷雨の 雲の ための 道 [を 設けられ 
た] とき， 

27 そのと き， [迚] は [知恵を] 見て， そ 
れ について 語り だされた。 

[裡] は それを 整え， また それを く 
まなく 探られた。 

28 次いで®] は 人に 言われた， 

『見よ， エホバへの 恐れ 一 これ こ 
そ 知恵で あり， 

悪から 離れる ことが 悟りで ある』」。 
OQ 次いで ヨブは 再び， その 格言 的 
^ な ことばを 暴げ て备っ た， 

2 「ああ， わたしが 昔の 太陰の 月々 

のとき のよう であったら よい 

{<?) 

のに。 

a がわた しを 守って お られた 日々 
のとき のように。 

3 そのと き， [裡] は その ともしびを わ 
たしの 頭の 上に 輝かせて くだ 


コ詩 18:28 
詩 119:105 


さり， 

[そのと き] わたしは [初の 光に 

やみ  あゆ  W 

よって 闇 [の 中を] 歩んだ。 

さか  ひび 

4 わたしが わたしの 盛りの 日々 にあ っ 

[サ  1 

たと きのよう に。 
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ヨブ 29:5 — 23 


ヨブは 自分の 良い 業に ついて 弁明す る 


しんみつ 

そのと き ，拽 との 親密 さが わたし 

てんまく  (7) 

の 天幕の もと にあった。 

ぜんのうしゃ 

そのと き， 全能者は な おもわた しと 


とち 


に おられ， 

[そのと き] わたしの 従者は わた 

まわ 

しの 周りに いた！ 

じ ぶん  あしあと 

そのと き， わたしは 自分の 足跡を バ 
ターで 洗い， 

いわ  あぶら  なが 

岩は わた しのた めに 油の 流れを 


注ぎ 出して くれた。 


もん 


7 そのと き， わたしは 町の 傍らの 門に 
ゆ （ゥ） 

出て 行き， 

こうきょう ひろば  ざ  ととの 

公共の 広場で わた しの 座を 整え 

1エ） 

たもの だった！ 

わかもの  み  かく 

8 若者たち はわた しを 見て 身を 隠し， 

ろうじん  お 

老人たち さえ 起き上がって， 

[才 1 

立った。 

9 君たち も 言葉を 抑え， 


たなこ 


: ろを その 口に 当てる の 


であった。 

10 指導者た ちの 声 も 潜められ， 

かれ  したう わ  1キ） 

彼らの その 舌 (让 あごに くっついた。 
11 耳 も 聴いて， わたしを 幸いな 者と し， 
目 も 見て， わた しのた めに 証し を 
したから である。 

12 それは わたしが， 助けを 叫び 求める 

<  ^>  ,  もの きゅうしゅつ （ ク） 

父な し 子 や 助け手の ない 者 [を 救 
出した] からで ある。 

13 滅びう せようと している 者の 祝 
福 一 それが わたしに 臨み， 
やもめの 心を わた しは 喜ばせた 

(サ） 

ので ある。 

14 義を わたしは 身に 着け， それは わた 
しを すっかり 覆って いた。 


わた しの 公正は そでな しの 上着 
のよう でありー ターバン [で 
あった]  0 

15 わたしは 盲人の ために 目と なり， 
足の なえた 人の ための 足であった。 

16 わたしは 貧しい 者の ための 真の 父 

(ィ） 

であり， 

わた しの 知 らな L ヽ 者の 訴訟 一 わ 
たしは それを 調べた。 

17 また， わたしは 不正を する 者の あご 

ぼね  くだ W 

骨を 砕き， 

その 歯から 獲物を 引き離した。 

18 そして わたしは こう 言った もの だっ 
た， 『わたしの 巣の 中で わたし 

いきた [才！ 

は 息 絶え， 

砂粒の ように [わたしの] 日 を殖 

ゃそず。 

19 わたしの 根は 水に 対して 開かれて 

ぉぶ， 

露が 一晩中 わた しの 大枝の 上に 
とどまる。 

20 わたしの 栄誉は わたしと 共に 新た 
であり， 

わたしの 弓は わたしの 手に あっ 
て 幾度 も [矢を] 射る』 と。 

21 彼らは わたし [の 言う こと] を 聴き， 
そして 待ち望んだ。 

彼らは わたしの 助言の ために 黙っ 

[ク） 

ていた。 

22 わたしの 言葉の 後は 彼らは 二度と 
i ら ず， 

彼らの 上に わたしの 言葉は 滴り 

暴ち ナニ。 

23 そして 彼らは 雨を 待つ ように わた 
しを 待'^， 


4 13 24 
321 32: 33: 
申_ 申 


72: ル 24: 
詩箴箴 


857  ヨブは 自分の 悲惨な 状態を 嘆き悲しむ  ヨブ 29：24—30：15 


春の 雨を 求めて その 口を 大きく 
ft. け も 

24 わたしは 彼 らに ほほえみかけ 
た 一 彼らは [それを] 信じな 
かった 一 

わたしの 顔の 光を 彼らは 陰らせ 
なかった。 

25 わたしは 彼らの ための 道を 選び， 頭 
と して 座って いた。 

わた しは 部隊の 中の 王のように 

す  （ゥ） 

住んだ。 

嘆き悲しむ 者を 慰める 者の ように。 
AA 「ところが 今や 彼らは わたしを 

•ill  ゎら [ォ） 

あざ笑った。 

わか もの  （力 1 

わたしよりも 日の 若い者た ちが。 
その 父たち にわた しは 拒んだ で 
あろう。 

わたしの 群れの 犬と 一緒にす 
る ことを。 

2 彼らの 手の 力 さえ も 一 わたしに 何 
の 役に立った だろう。 

彼らの 内では 精力は 消えう せた。 

けつ^う  う  かれみ の 

3 欠乏と 飢えの ゆえに 彼らは 実りが なく， 

ち  I ク） 

水の ない 地を かじって いる。 
[そこでは] 昨日， あらしと 荒廃が 
あった 0 

4 彼らは かん 木の 傍らの 塩の 草本を 
引き抜い ていた。 

えに しだの 木の 根が 彼らの 食物 
であった。 

5 世間から 彼らは 追い出された。 

人々 は 盗人に 対する よう に 彼ら 
に 叫び 呼ば わるので あった。 

6  [彼らは] 奔流の 谷の 斜面に 住ま [な 
ければ ならない]。 


第 29 章 

ア箴 16:15 

イ ヨブ 30:26 

ゥ ョブ 1:3 

エ伝 7:2 
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イザ 50:6 
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キ ヨブ 16:2 
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塵の 穴 や 岩の 中に。 

7 かん 木の間で 彼らは 叫び， 

いらく さの 下に 身を^ 1± 合って いた。 
8 無分別な 者の 子ら， また 名もない 者 
の 子ら， 

彼らは こ の 地 か ら むち でた たき 
出された。 

9 ところが 今は， わたしが 彼らの 歌の 
主題と なった。 

わた しは 彼らに とって 物笑いの 

續で ぁ宕。 

10 彼らは わたしを 忌み， わたしから 遠 

[エ） 

ざかった。 

わたしの 顔から 彼らは つばを 控 

[ォ 1 

えなかった。 

11 [初は [わたしの] 弓弦を 解き， そし 
てわたしを 卑しめられ たので， 
彼らは 手綱を わた しの ゆえに 解 
き 放した からで ある。 

12  [わたしの] 右手に 彼らは 不逞の や 
からと して 立ち上がる。 
わたしの 足を 彼らは 進ませた が， 
彼らは わた しに 向かって 災難を 
もたらす 障壁を 盛り上げた。 

13 彼らは わたしの 通り道を 打ち壊した。 
彼らは た だ わた しの 不幸の ため 
だけに 益に なった。 

彼らには 助 け 手が な かった のに。 
14 広い 破れ目から 入る ように 彼らは 
やっ て 来る 

あらしの 中を 押し寄せて 来た。 

15 突然の 怖ろ しい ことが わたしに 向 
けさせられた。 

わた しの 高潔な 態度は 風の よう 

に 矗 われ， 


ヨブ 30:16—31:1  やせ 衰えて 骨の ようになる。 ヨブの 人道的 行ない  858 


雲の よう にわた しの 救いは 消え 
去っ 7 こ 0 

16 そして 今， わたしの 魂は わたしの 内 
で 注ぎ 出される。 

悩みの 日 々はわた しを 捕らえる。 
17 夜には わたしの 骨が えぐり 抜かれ 
[て]， わたしから [落ちた]。 
わた しを かじる [痛み] は 少しも 
休まな J。 

18 おびただしい 力に よって わたしの 
衣は 形を 変える。 

わた しの 長い 衣の えりの ように 
それは わたしを 取り巻く。 

19  [#] はわた しを 泥土に 降ろされた 
ので， 

わたしは 自 分が 塵 や 灰の ようで 
ある こと を 示す。 

20 私は あなたに 向かって 助けを 叫び 
求め ま すが ，あなたは お答えに 
なりません。 

私は 立ちました。 あなたが 注意 
深い ことを 私に 示して くださ 
るよう にと。 

21 あなたは 変わって， 私に とって 残酷 
な 方と なられます。 

み 手の 全力を もって あなたは 私に 

たい  てき  しん  いだ 

対して 敵が い 心を 抱かれます。 
22 あなたは 私を 風に 上げ， 私を [それ 
に] 乗らせます。 

それから， あなたは すさまじい 音 
を 立てて 私を 溶解させます。 

23 私は， あなたが 私を 死に 返らせる こ 
とを よく 知っている からです。 
すべての 生ける ものの ための 集 
各 の 家に [返らせる ことを]。 


24 ただし， だれも 単なる 廃虚の 山に そ 
の 手を 突き出さず， 

また その 衰亡のと きには それら 
のこと に関して 助けを 求める 
叫び もない。 

25 確かに わたしは 苦しい 日を 送る 者 
のために 泣いた。 

わた しの 魂は 貧しい 者の ために 
i しん#。 

26 幸せを わたしは 待った のに， 悪い こ 

とが 棄#。 

わたしは 光を 待望して いたのに， 
暗闇が 来た。 

27 わたしの 腸は 煮えく り 返らされ， 静 
まっていなかった。 

悩みの 日が わた しに 立ち向かった。 

28 日の 光の ない ときに， 悲しみつつ， 
わたしは 歩き回った。 

わた しは 会衆の 中で 立ち上がり， 
助けを 叫び 求めて いた。 

29 わたしは ジャッカルの 兄弟と なり， 

だちょうの 娘ら の 友 [となった]。 

30 わたしの 皮膚は 黒くな っ 士 わたし 

から [蠢 ち]， 

わたしの 骨は 乾きの ために 熱く 
なった。 

31 そして わたしの たて 琴は ただ 喪の 
ためとな り， 

わたしの 笛は 泣く 者たち の 声の 
ため [となった]。 

0-1  「契約を わたしは 自分の 目と 結 
それゆえ， どうして わたしは 自 

しょじょ  たい  ちゅうい ぶか 

分が 処女に 対 して 注意深い こ 
とを 示す ことができ ようか。 


859  ヨブは 忠誠を 保って 生活して きたと 主張す る  ヨブ 31:2—19 

2 それでは， 上なる# からの どんな 受 第3 1 章 12 それは 滅びに 至る まで 食らう 火で 
け棼が あろぅぶ。  7 ョブ2。:29  あに 

また， 高い 所から， 全能者からの ^S；0：29  わたしの すべての 産物の 中で そ 

相続 物 [が あろう か] 0  ゥ fjie:i3  れは 根を 降ろす からで ある 0 

3 不正を する 者には 災難が あるので  J 139:3 13 もし わたしが わたしとの 訴訟で わ 

はない か。  xu  32:19  たしの 奴隸 男の 裁きを， 

ゆうがい  おこ  ふこう  エ詩 96 ベ  どれい おんな 

有害な ことを 行なう 者には 不幸が。  あるいは わたしの 奴隸 女の [裁き 

4  [姓] は， わたしの 道を 見，  鼠  を] 拒む のを 常と していたなら， 

あゆ  かぞ カサ I  2:3 

わたしの すべての 歩みを さえ 数 ダ ニ5:27 14 そうで あれば，# が 立ち上がられ 
え られ ないで あろう か。  +  27:5  ると き， わた しは 何を 行なえよ 

5 もし， わたしが 不 真実 [の 者たち] と  W7：8  うか。 

共に 歩んだなら，  ク また， [裡] が 弁明を 求められ ると 

あざむ  いそ  [才）  なん  こた  M 

また わた しの 足が 欺きに 急ぐなら， ヶ民 ル39  き ，わた しは 何と 答え られ よう。 

6  は 正確な はかりで わたしを 量り， 巧ぽ9 15 わたしを 腹の 中に 造られた 方は 彼 

a はわた しの 忠誠を 各って くだ 3MI 2:10  を も 造られた のでは ないか。 

さるであろう。  3  ^ 33:15  ただ 一人の 方が 胎内に わたした 

7 もし， わたしの 歩みが 道から 逸脱す  ちを 整えられ たのでは ないか。 

るなら，  マタ 5:28 16 もし， わたしが 立場の 低い 者に [そ 

または， わたしの 心が ただ 自分の ス ョブ24 :15  の] 楽しみを 得させな いように 

目に 従って 歩んだなら，  セ r1 レ1 ば  する のを 幕 とし， 

また, 何ら かの きずが わたしの この ソ創 38:24  やもめの 目 を 衰えさせた のなら， 

(コ 1  レビ 20:10 

たなごころに くっついたなら，  *  22:22 17 また， わたしの わずか ばかりの もの 

8 わたしが 種を まき， だれか ほかの 人  を 独りで 食べる のを 常と し， 

た [サ）  いっぽう  ちち  ご 

が 食べ，  ァ 蔵6:27  —方， 父な し 子が それを 食べな 

わた しの 子孫が' 根絶 さ れ るよう に。  かったなら 

9 もし， わたしの 心が 女に 誘われ，  ^22io2：3 18  ( わたしの 若い 時から 彼は 父 と共にい 

とも  はい  ぐち  せいちょう 

わたしが わたしの 友の 入り口で ゥョブ 34:19  るよう にわたし と共に 成長し， 

待ち伏せして いたなら，  S 14：316  わたしの 母の 腹を 出た とき か 

10 わたしの 妻が 他人の ために [臼を] マラ2:10  ら ，わたしは 彼女を 導いて きた 

ひく ことを し，  M15:7  のに）， 

彼女の 上に ほかの 人が かがみ 込 19 もし わたしが， だれかが 衣がなくて 

(セ）  ほろ  （キ） 

むように 0  ヵェ セ、 他7  滅びう せようと する のを， 

11 それは みだらな 行ないで あり，  ョ ハ13:17  または 貧しい 者が 覆う ものの な 

それは 裁判人 [による 注意] を 要 ^  いのを 見る のを 常と していた 

するとが だからで ある。  だば  なら， 


ヨブ 31:20—35  自分が 寛大で， 廉直で ある ことを 弁明す る  860 


20 もし 彼の 腰が わたしを 祝福 もせず， 
また わたしの 若い 雄 羊の 刈られ 
た 毛で 彼が 身を 暖め も しな かっ 
たなら， 

21 もし わたしが 父な し 子に 向かって 
わた しの 手を 打ち 振っ たなら， 
門のと こ ろで わた しの 援助 [が必 
要な の] を 見ながら [そうした 
のな る， 

22 わたしの この 肩甲骨が その 肩から 

惫 ち， 

わた しのこの 腕が その上の 骨 か 
ら 折られる ように。 

23 迚 からの 災難は わたしに とって 怖 
れ であり， 

その 威厳に 対しては わたしは 持ち 
こたえ られ なかっ たからで ある。 

24 も しわた しが 金を わた しの 確信と し， 
または 金に 向かって， 『あなたは 
わたしの 信頼 だ！』 と 言った 
な 4' 

25 もし わたしが _ 分の 資産が 多い ゆ 
えに 歓 ぶのを 常と し， 

わた しの 手が 多くの ものを 見い 
だした ゆえに [そう したなら]， 

26 もし わたしが， 光を 放つ ときの その 
光を 見， 

また は 進んで 行く 見事な 月を [見 
るのを] 常と し， 

27 そして わたしの 心が ひそかに 迷わ 
される ようになり， 

わた しの 手が わた しの 口に 口づ 
けしたなら， 

28 これ もまた， 裁判人 [による 注意] を 
要する とがで ある。 
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わた しは 上なる [まことの] 裡を 
否んだ ことになる からだ。 

29 もし わたしが わたしを k しく 憎む 
者の 消滅を 歓 ぶのを 常と し， 
または， 害悪が 彼を 見 いだした ゆ 
えに 興奮を 覚えたなら 一 
30 そして わたしは 自分の 上 あごに 罪 
を 犯す ことを 許さなかった。 

彼の 魂に 不利な 誓いを 求める；！ 

[ィ 1 

とに よって。 

31 もし わたしの 天幕の 者が 言わな かっ 
たなら， 

『彼の 食物で 飽き 足りな L ゝ 者を だ 
れが 出せよう か』 と一 

32 外で 外人 居留 者 _ は 夜を 過ごしは し 

[エ） 

なかった。 

わた しの 扉を わた しは 道筋に 向 
けて 開けて いた。 

33 もし， 地の 人の ように わたしが 自分 
の 違犯を 覆ったなら。 

わた しのと がを 自分の M 着の ポ 
ケッ トに 隠して一 

34 わたしは 大勢の 群秦に 衝撃を 受け， 
また 諸氏 族の 侮べ つが わたしを 
補れ させ， 

わたしは 沈黙して， 入口から 出て 
ゆかなかった であろうから。 

35 ああ， わたし [の 言う こと] を 聴いて 
くれる 者が いたなら。 

わた しの 署名に したが っ て， 全能 
者が わたしに 答えて くださ っ 
たらよ いの だが！ 

あるいは， わたしとの 訴訟を 起こ 
した 者が 書状を 書いて おいて 
いたなら よいの だが！ 


861  エリ フは 敬意を 込め， 理解力を もって 話す  ヨブ 31:36—32:12 


36 必ずや わたしの 肩に わたしは それ 
を 負い， 

それを 堂々 たる 冠の ように 我が 
身に 縛りつ けよう。 

37 わたしの 歩みの 数を わたしは 彼に 

〇  (7) 

指導者の ように 彼に ¥づ こう。 

38 もし， わたしに 向かって わたしの 土 
地が 援助を 叫び 求め， 

共々 に その 畝が 泣く としたら， 

39 もし， その 産物を わたしが 金を 払わ 

ずに 長；， 

その 所有者た ちの 魂を あえがせ 
た ことがあるなら， 

40 小麦の 代わりに とげの ある 雑草が 

は  W 

生え， 

大麦の 代わり に 悪臭の ある 雑草 
が [生える] ように」。 

ヨブの 言葉は 終わった。 

〇〇 それで これら 三人の 者は ヨブに 
i える のを やめた。 それは が 
自分の 目に 義に かなって いたから であ 
る。  2 ところで， ラムの 氏族の ブズ 
人， バラク エルの 子 エリ フの 怒りが 燃 
えた。 ヨブに 対して 彼の 怒りは 燃え 
盛った。 [ヨブ] が裡 よりもむ しろ 自分 
の 魂を 義と宣 した ことに 対してで あっ 
た。 3 また， その 三人の 友に 対しても 
彼の 怒りは 燃え盛った。 これは， 彼ら 
が 答えを 見いだ さず， かえって® を 邪 
悪な 者と したから である。 4 ときに エ 
リフ は， 言葉を もって ヨブを 待って い 
た。 彼らが 日に おいて 自分よりも 年長 
だった からで ある。  5 ところが •，エリ 
フ はやが て 三人の 者の 口 に 答えがない 


のを 見， 彼の 怒りは 一層 燃えた。 6 そ 
こで ブズ 人， バラク エルの 子 エリ フは 
答えて 言った， 

「わた しは 日力ゝ '若く， 

あなた 方は 年老いて いる。 
それゆえに， わたしは たじろぎ， 恐 
れ た。 

わた しの 知識を あなた 方に 告げ 
知らせる のを [恐れた]。 

7 わたしは 言った， 『もろもろの 日が 
語るべき であり， 

数多くの 年 こそ 知恵を 知らせる 
べき ものである』 と。 

8 確かに， 死すべき 人間の 内の 霊， 

そして 全能者の 息， それが 彼らに 
悟りを 与える。 

9 単に 日数の 多い 者が 賢い のでは なぐ 

またた だ 年老 いた 者が 裁きを 理 
解す るので もない。 

10 それゆえ， わたしは 言った， 『どう 
か， わたし [の 言う こと] を 聴く 
ように。 

わた しは わた しの 知識を 告げ 知 
ら せる。 わたしもまた』。 

11 見よ， わたしは あなた 方の 言葉を 待 
ち 望み， 

あなた 方の 漏侖に 耳を 向けて きた。 

あなた 方が [言うべき] 言葉を 探 
せる まで。 

12 そして あなた 方に， わたしは 注意を 
向けて いたが， 

それでも 何と， ヨ ブを 戒める 者は 
なく， 

あなた 方のう ちの だれも 彼の 言っ 
たこと に 答える 者は いない。 


ヨブ 32:13—33:8  エリ フは 自分の 言葉に 耳を 向ける よう ヨブに 勧める  862 


13 それは， あなた 方が， 『わたしたち 
は 知恵を 見いだ した。 

彼を 吹き払われ るのは# であ っ 
て， 人では ない』 などと 言わな 
いためで ある。 

14 彼は わたしに 向かって 言葉を 並べ 
立ては しな かっ たから， 

あなた 方の 言った ことを もって， 
わたしは 彼に 返答したり はし 
ない。 

15 彼らは おびえて， もはや 答えな 
かった。 

言葉は 彼らから 立ち退いた。 

16 そして わたしは 待った。 彼らが 語 
り 続けない からで ある。 

彼らは 立ち止ま り， もはや 答えな 
かった からで ある。 

17 わたしは わたしの 分を 答えて 述べ 
る。 わたしもまた。 

わた しは わた しの 知識を 告げ 去] 
ら せる。 わたしもまた。 

18 わたしは 言葉で 満ちて おり， 

霊が わた しの 腹の 中で わた しに 
圧迫を 加えた からだ。 

19 見よ， わたしの 腹は 抜け 口の ないぶ 
どう 酒の よう だ。 

新しい 皮 袋の ように 張り裂けよ 
うとして いる。 

20 わたしに 語らせても らいたい。 そ 
れ がわた しに 安堵を もたらす 
ものと なる ために。 

わたしは 唇を 開く。 わたしが 答 
える ために。 

21 どうか， 人に えこひいきを 示す ことを 
わたしに させないでも らいたい。 


第 32 章 


イ詩 39:3 
エレ 20:9 
使徒 18:25 


9:17 


第二 欄 

アマ タ 23:8 
ルカ 18:19 


詩 95:6 


第 33 章 


才箴 15:2 
箴 20:15 


力 詩 119:73 


地の 人に わた しは 称号を 贈る こ 
とはし ない。 

22 わたしは， どう すれば 称号を 贈れる 
かを 本当 に 知らない からだ。 
そう でな ければ, わた しの 造り 主 
は 容易に わたしを 運び去る で 
あろう。 

〇〇 「しかし， 今， ヨブよ， どうか， わ 
^  たしの 籠を A くょぅに。 

わた しの 語る すべての ことに， 
どうか 耳を 向ける ように。 

2 どうか， 見る ように。 わたしは 必ず 
口を 詰 く。 

わたしの 舌は 上 あごと 共に 必ず 

かた 

S 吾る。 

3 わたしの 言う ことは わたしの 心の 
廉直 さで あり， 

知識 こそ 実際， わたしの 唇が 誠実 
に 述べる ものである。 

4 裡の 霊が わたしを 造り， 

次いで 全能者の 息が わた しを 生 
かし ナ L 

5 もし あなたに できるなら， わたしに 
返答を する ように。 

わたしの 前に [言葉を] 並べ立て， 


使徒 17:25 


どうか 立つ ように。 

見よ， わたしは [まことの] 拽 にと っ 
て あなたと 同然 だ。 

ねんど  かたちづく  [ケ1 

粘土で わたしは 形造られた。 わ 


ク 使徒 14:15 


た しも また。 

7 見よ， わたしの 怖ろ しさは あなたを 
ぉびぇ ぁ さりせ； C，  ，も 

わたしの 圧力は あなた には 重く 
なること はない。 

8 ただし， あなたは わたしの 耳に 言い， 


863  エリ フ は， 自らを 正しい とする ヨブを 戒める  ヨブ 33:9 — 26 


[あなたの] 言葉の 響きを わたし 
は 聞いて いた， 

9 『わた しは 純粋で 違犯が なく， 

わたしは 清く， わたしには とがが 

な。。 

10 見よ， わたしを 攻める きっかけを 
[#] は 見つけ， 

わたしを ご 自分の 敵と みなされる。 
11 [裡] はわた しの 足を 足 かせ 台に 

(I) 

はめ， 

わたしの すべての 道筋を 見守ら 
れ る』 と。 

12 見よ， この ことで あなたは 正しくな 
かった と， わたしは あなたに 答 
える。 

迚は 死すべき 人間より も 偉大 だ 
からで ある。 

13 どう して， [迚] に 向かって， あなた 
は 争った のか。 

あなたの すべての 言葉に [裡] 
が 答えて くださ ら ないから と 

M 

いって。 

14 迚は 一度 語られ， 

二度 [語られる] 一人は それを 気 
に 留めない が 一 

ゆめ I サ 1 よる まぼろし (シ 1 

15 夢， 夜の 幻 の 中で， 

深い 眠りが 人々 を 襲う とき， 

床の 上で まどろむ ときに。 

16 そのと き， [姓] は 人々 の 耳を 開き， 
彼らの ための 勧 に その 印を 押 
される。 

17 それは 人を その 行ないから 離れさ 
せる た 6， 

[神] が 強健な 人から 誇りを 覆い 
隠す ためで ある。 


第 33 章 

ア ヨブ 10:7 
ヨブ 16:17 
ヨブ 23:11 


イ ヨブ 29:14 
蔵 21:2 


ウ ヨブ 13:24 
ヨブ 16:9 
ヨブ 19:11 


力箴 9:8 
ガラ 2:11 


キ ヨブ 12:13 
詩 8:4 
イザ 40:25 
イザ 55:9 


ク イザ 45:9 
ロマ 9:20 

コ I  10:22 


ケ ヨブ 13:24 


コ ヨブ 40:5 
詩 62:11 


サダ ニ 4:5 


シ民 12:6 


ス ダニ 4:5 


セ ヨブ 36:10 


ソ創 20:6 


マタ 2:12 


タ ダニ 4:25 


第二 欄 

ア創 31:24 
イ代 n  32:5 

エフ 6:16 

ウ詩 107:18 
ェ詩 89:48 


カ ヨブ 19:25 
詩 49:7 

マタ 20:28 


ク申 34:7 
ヨブ 42:16 
詩 103:5 


18  [裡] は 人の 魂を 坑に 行く のを 食い 

そ の 命が 飛び道具に よって 消え 
去る のを [食い止め られ る]。 

19 そして 人は 実際， その 床の 上で 痛み 
に 戒められ， 

その 骨の 言い争いは 絶え間ない。 

20 そして 彼の 命は 確かに パンを 忌み 
嫌うべき ものにし， 

その k も 好ま しい 食物を [忌み嫌 
うべき ものにする]。 

21 その 肉は 衰え果てて 見え なくなり， 

見えなかった その 骨は 確かにむ 
き 出しになる。 

22 そして その 魂は 坑に 近づき， 

その 命は 赤を 課する 者たち に [近 
づ く] 0 

23 もし 彼のた めに ひとりの 使者， 

ひとり  だいべんしゃ 

千のう ちの 一人， 代弁者が あり， 

人に その 廉直な ことを 告げるな 
らば， 

24 そのと き， [迸] は その 人を 恵んで 言 
われる， 

『坑に 下る のを 彼に 免れさせよ！ 

わたしは 贖いを 見いだ した！ 

25 彼の 肉は 若い ころよりも みずみず 

しくな ぶ， 

その 若い 時の 精力の 日 に 返る よ 
うに』 。 

26 彼は 裡に 嘆願を する。 [迸] が 自分の こ 
とを 喜んでく ださる ようにと。 

彼は 喜びの 叫びを もっ てみ 顔を 
見る。 

im は 死すべき 人間に ご 自分の 
義を 回復して くださる。 


ヨブ 33:27—34:12  神の 公正と ヨブに 対する その 道の 正し さを 立証す る  864 


27 彼は 人々 に 向かって 歌って 言う， 
『わたしは 罪を おかした。 廉直な 
ことを わたしは 曲げた。 

それは 確かに わた しにと っ て ふ 
さわし いこと ではなかった。 

28  [初は わたしの 魂を 請け戻して， 坑 
の 中へ 入らせられなかった。 
わたしの 命は， 光を 見る であろ 


29 見よ， これらす ベての ことを 迸は 行 
なわれ る。 

強健な 人の 場合， 二度， 三度。 

30 その 魂を 坑 から 引き戻し， 

彼が 生ける 者の 光で 照 ら される 


ためで ある。 


31 注意を 払え， ヨブよ！ わたしに 
A け！ 

沈黙せ よ。 そうすれば， わたしが 
語り 続ける であろう。 

32 もし， [言うべき] 言葉が あるなら 
ば， わたしに 返答を せよ。 
語れ。 わたしは あなたの 義を吾 
ん だから だ。 

33 もしないならば， あなたは， わたし 

に 急“ I: 

沈黙せ よ。 そうすれば， わたしは あ 
なた に 知恵を 教え るであろう」。 
〇>| さらに エリ フは 続けて 答えて 


「聴け， 知者たち よ ，わた しの 言葉を。 
物を 知っている 人たち よ， わたし 
に 耳を 向けよ。 

耳は， 言葉を 試す からで ある。 

物を 食べる とき， 上 あ ごが 味わう 


4 裁きを わたしたちは 自分で 選ぼう。 
何が 善い ことかを わたしたちの 

あいだ し 

間で 知ろう。 

5 ヨブは かつて 言った ので ある， 『わ 

たし  (7) 

た しは 確かに 正しい。 

しか し# がわた しの 裁きを 押し 
ゃられ /L 

6 わたしの 裁きに 対して わたしは う 
そを つく のか。 

違犯が な いのに， わたしの ひ どい 
傷は 治らない』 と。 

7 どんな 強健な 人が ヨブの ようで あ 

ろぶ。 

[彼は] 嘲笺 9 を 水の ように 飲み 尽 

(で 

8 それに 彼は 讅 かに， 箸§ な ことを 荇 
なう 者たち と 交際を して おり， 
邪悪の 人々 と共に 歩む こと [をし 
てぃ I1]。 

9 彼は かつて 言った からで ある， 『強 
健な 人は 得を しない。 

裡を 喜んでは いても』 と。 

10 それゆえ， 心 ある 人々 よ， わたしに 
A け 。 

[まこ との] 拽が 邪悪な ことを 行 
なったり' 

全能者が 不正を 行な っ たりす る 
ことな ど 決してない！ 

11 地の 人の 行なう 仕方 [にしたがって] 
W は 人に 報い， 

人の 道筋に したがって， それを 人 
に 臨ませられ るからで ある。 

12 しかも， 実際， 裡 は， 邪悪な ことを 

おこ  [シ） 

行なわれない。 

全能者は 裁きを 曲げられない。 


ように 0 


865  霊と 息が なくなれば， 人は 塵に 返る  ヨブ 34:13—29 

13 だれが この 地を [拽] にあて がい，  第34 章 21 [迚] の 目は 人の 道の 上に あり， 

だれが 産出 的な 地を， そのす ベて 7Jm：29  そのす ベての 歩みを 見られる か 

を [裡 に] 指定した のか。  ？ ザ42:5  ら だ。 

こころ  と  使徒 17:25  やみ  ふか かげ 

14 もし [裡] がその 心を だれかに 留め， ィ創 3:19  22 闇 も， また 深い 陰 もない。 

[もし] その 人の 霊と 息を ご 自分  S  sS4  有害な ことを 行なう 者たち がそ 

に 集め られ るなら，  23:3  こ に 身を 隠す ための [場所 も]。 

にく  ともども いきた  エ創 18:25  さ だ 

15 すべての 肉なる ものは 共々 に 息 絶え， 才出 22:28  23  [裡] は どんな 人の ために も 定めの 

地の 人 も i に 返る。  5  S26  轉 を， 

さと  伝 10:20  さば  ゆ 

16 それゆえ， もし [あなたに] 悟り [が 力 申 1 。: 17  裁きの さいに 迚の もとに 行く ベ 

あるなら]， どうか これを 聴く  5mw：34  き [時] を 設けられな いからで 

ロマ 2:11 

ように。  ガラ㈡  ある。 

どうか， わたしの 言葉の 響きに 耳 キョブ 31:15  24  [裡] は 調査を する こ ともなく 強力 

む  箴 22:2  もの  くだ （ゥ） 

を 向ける ように。  ^12:29  な 者たち を 砕き， 

17 実際， 公正を 憎む 者が 統御す る だろ  ^  52:20  彼らの 代わりに ほかの 者を 立た 

ぅか 。  1 徒73 品 3  せられる 。 

また， もし 強力な 方が 義 にかな っ コサ 1ル38  25 それゆえ， [迚] は 彼らの 業が どのよ 

ダニ 2:34  しきべ つ  it) 

て おられるなら， あなたは [その -  うな もの かを 識別され る。 

方を] 邪悪な 者と する だろう か。 そして， 夜， 確かに [彼らを] 覆 

む  ア創 6:5  くだ  [力） 

18 人は 王に 向かって， 『あなたは ど  ^.16:9  される ので， 彼らは 砕かれる。 

うしよう もない』 と言う だろ  s 喆  26  im は 彼ら を 確かに， 邪悪な 者と し 
うか。  XU32；19  て 平手打ちに される。 

こうき  もの  ぺテ I  3:12  ばしょ M 

高貴な 者たち に 向かって， 『あな ^139:12  見て いる 者たち の 場所で。 

たは 邪悪 だ』 などと。  ミ 27 それは， 彼らが®] に 従う のを やめ， 

きみ  しめ  アモ 9:3  みち  こうりょ 

19 君たち に えこひいきを 示した こと ヘプ4:13  その 道を どれ も 考慮し なかった 

H、 ノ  ウダ ニ 2:21  ふ' •  < しブ 

かなく，  、  からで ある。 

立場の 低い 者よりも 高貴な 者に  y-  4:25  28 こうして 立場の 低い 者の 叫び声 

考慮を 払ったり した ことのな  ^ 11：15  を [裡] の もとに 届かせようと 

かた  （力）  アト 1：16 

い [方が お られ る]。  ヵサ 14:17  した 0 

彼らは みな そのみ 手の 業 だから ±=19in  ゆえに [迚] は 苦しむ 者たち の 叫 

[キ）  き  [コ） 

である 0  ク出 32:8  び 声を 聞かれる 0 

かれ  ま よなか W  サ I 15:11  しず  しょう 

20 たちまち， 彼らは， それ も 真夜中に  > 詩 28:5  29  [裡] が 静けさを 生じさせる とき， だ 

死ぬ。  3^25；!2  れが 非と し 得よう か。 

たみ  す  さ  コ かお  かく 

民は わなないて， 過ぎ去り，  ^；9  また， [その] み 顔を 隠される と 

強 力な 者たち も 手に よらずに サ き， だれが [裡] を 眺め 得よう。 

(コ）  ^  30,7  こくみんたい  ('» 

去る 0  シ ホセ 4:6  —国 民に 対しても， あるいは ひと 


ヨブ 34:30 —— 35：8  エリ フ は， ヨブが 知識に 欠けて いる ことを 示す  866 


りの 人に 対しても， 同じ ことで | 第34 章 


ある。 

30 背教した 人が 治めない ため， 

民の わなが なく なる ために。 

31 だれかが 実際， 被に 向かって 言う だ 
ろうか， 

『わた しは 不正な ことを しないの 

た  1 ゥ] 

に， 耐又ま した 0 

32 わたしは 何も 眺めない のです が， あ 
な たが わたしを 教え 論して く 
ださい。 

も し 不義を わた しが 行なった の 
でしたら， 

わたしは 二度と 致しません』 と。 
33 あなたが 実際， [裁きを] 拒む からと 
いって， [迚] は あなたの 立場 
から， そのために 償われる だろ 
うか。 

わた しでは なく， あなたが 選ぶ か 
ら といって。 

あなたの よく 知っている ことを， 
語る がよ い。 

34 心 ある 人々 は， わたしに 言う であ 
ろう一 

す なわち， わたし  [の 言う こと]  を 
聴いて いる 賢い 強健な 人は。 

35 『ヨブは， 知識がない のに 語り， 

その 晉 葉は [彼に] 洞察力がない の 
に [語られる もの] である』 と。 
36 我が 父よ， ヨ ブが 極限まで 試される 
ように。 

有害な 人々 の 中での その 返答の 
こ と#。 

37 彼は その 罪に さらに 背きの 罪を 加 

f ク） 

える からで ある。 


ア ヨブ 13:16 
ヨブ 27:8 


28:13 


第 35 章 


サエ ゼ 33:16 


わたしたちの 間で 彼は [手を] た 
たき， [まことの] 拽に 対して そ 
の 言う ことを 殖やす！」 

さらに エリ フは 続けて 答えて 
言った， 

2 「これは あなたが 公正と みなして い 
る ことなの か。 

あなたは かつて 言った， 『わた 
しの 義は a の それに 勝って い 

る』 久 

3 それは あなたが， 『あなたに とって 
何の 役に立つ のか。 

罪を おかす ことによ る 以上に わ 
た しには どんな 益が あ るの か』 
と言うから である。 

4 わたしが あなたに 返答す る。 

あなた と共にい る あなたの 友た 
€ にち。 

5 天を 仰ぎ， 見て， 

雲を 眺めよ。 それが 本当に あな 
たよりも 高い [のを]。 

6 たとえ あなたが 実際に 罪を おかし 
て も， [挫] に対して 何を 成し 遂 
げられ よう。 

また [たとえ] あなたの 背きの 罪 
が 実際に 増えても， [裡] に 何を 
行なえる だろう。 

7 たとえ あなたが 実際に 正しくても， 
[神] に 何を 与えられよう。 
あるいは， [牲] は あなたの 手から 
何を 受け られ ようか。 

8 あなたの 邪悪は あなたの ような 人 
に対する もの， 

あなたの 義は 地の 人の子に 対す 

(サ 1 

る ものであろう。 


867  エリ フは 偉大な 造り 主に 注意を 向ける  ヨブ 35：9—36：11 


9 虐げの おびただし さ ゆえに 彼らは 
援助を 呼び 求めて いる。 

彼らは 大 いなる 者たち の 腕の ゆ 
えに 助けを 叫び 求めて いる。 

10 それにしても， だれも 言わな かっ 
た， 『わたしの 偉大な 造り 主な 
る# は どこに おられる のか。 
夜， 調べを 与える 方は』 と。 

11 [#] は 地の 獣に 勝って わたしたち 
を 教える 方で あり， 

天の 飛ぶ 生き物より も わた した 
ちを 賢く してく ださる。 

12 そこでは， 彼らは 叫んで いるが，®] 
は 答えられない。 

悪い 者たち の 誇りの ゆえに。 

13 ただし， 不 真実を 拽は 聞き入れず， 
全能者は， それを 注視され ない。 

14 では， まして， あなたが [独] を 見な 
いと 言う ときはな おさら だ！ 
訴えは [迚] の 前に あるので， あな 
たは ひたすら [裡] を 待つべき 

でぁ ぷ。 

15 けれども 今， [迚] の 怒りは 弁明を 求 
めな かっ た ゆえに， 

[迚] はま た 非常な 軽率 さ を 気に 
留められなかった。 

16 それで ヨブは， ただいた ずらに その 
口を 大きく 開き， 

知識 もな く ，単なる 晉 葉を 殖やす」。 

そして エリ フ はさら に 言った， 

2 「しばらくの% f， わたしの こ 
とを 辛抱す るよう に。 そ 
うすれば， わたしは あな 
たに 告げ 知らせよう。 

まだ， 神の ために [言う ベ 


き] 言葉が あると いう こ 
とを。 

3 わたしは 遠くから わたしの 知識を 
携えて 来て， 

わた しを 形作 っ な 方に 義を 帰す 
る ことにする。 

4 まことに， わたしの 言葉は 偽りでは 
ないから である。 

知識の 全き 方が あなたと 共に お 
られ るので ある。 

5 見よ， 裡は 力が ありながら， 退ける 
ことを されない。 

[裡 は] 心の 力が 強い。 

6  [迚] は 邪悪な 者を 生かして おく こ 

とを されず， 

苦しむ 者たち の 裁きを 与えられる。 

7  [拽] は その 目を 義に かなった 者 か 

ら 離す ことは ない。 

王座に ある 王たち さえ も 一 
[拽] はまた 彼らを 永久に 座に 着 
かせ， 彼らは 高められる。 

8 それに もし， 彼らが 足 かせに つな 
が#， 

悩みの 綱で 捕 ら えられるなら。 

9 そのと き， [裡] は 彼らの ft 動の 仕方 
について 告げ， 

彼ら が 偉そう な 態度を 取る ゆえ 
に， 彼らの 違犯 [についても 告 
げられ る]。 

10 そして [迚] は 勧告に 対して 彼らの 
耳を il， 

彼らは 有害な ことから 立ち返る 
べきで あると， [拽] は 言われる 
であろ ず。 

11 もし 彼らが 聴き 従って 仕えるなら， 


ヨブ 36:12—30  エリ フ は， 神が 悩みを 用いられる ことの 正当性を 示す  868 

彼らは その 日 を 幸せのう ちに 第36 章  [あなたの] 強力な 努力を 尽くし 

森ぇ，  て 4)。 

その 年を 楽しく  [終える であろう]。 ィョブ 33:is  20 夜を あえぎ 求めて はならない。 

12 しかし， もし 彼らが 聴き 従わな けれ 15 もろもろの 民が そのいる 所 [から] 
ば， 飛び道具に よって 彼ら は 消 ェョブ 13:16  退く  [夜を]。 

え 去り，  21 あなたが 有害な ことに 向かわない 

ちしき  いきた  才詩 55:23  よう じん  （ィ） 

知識 も ない まま 息 絶える。  14：24  よう 用心す るよう に。 

13 そして 心で 背教した 者たち は， 怒り キィザ 30:21  あなたは 悩みよりも むしろ これ 

を 募らせる。  ク 5$19  を 選んだ の だから。 

[迚] が それらの 者を 縛られた ゆ  ^ 118:5  22 見よ， 神が その 力を もって 意気 楊々 

えに， 彼らは 助けを 叫び 求める ^^55:2  と 行動され る。 

ことを しない。  コ ?2：22  だれか [裡] のよう な 教訓 者が あ 

かれ  たましい わか  し I 才） 

14 彼らの 魂は 若く して 死ぬ 0  サ厳 19:19  ろうか。 

いのち しんでん だんしょう  W  箴 29:22  たい  みち  せきにん 

その 命は 神殿 男娼たち の 中で。  23 だれが [拽] に対して その 道の 責任 

15  [裡] は 苦しむ 者たち を その 悩みの スヱ セ、 8:18  を 問うた か 0 

うちに 助け出し，  -  だれが， 『あなたは 不義を 行な っ 

虐げの 中で 彼らの 耳を 開かれる。 ^2〇  た』 と 言った か。 

I6 そして [裡] はまた， あなたを 苦難の  g ぼ6  24  [裡] の 働きを あがめるべき ことを 

かなら  さそ  W  おも  お  (*) 

口から 必ず 誘い出される！  ィ 詩66: is  思い起こせ。 

束縛の ない， 広い 所が その 場所 ゥへブ ル25  それにつ いて 人々 は ほめ 歌った。 

にあり，  z ィザ4 〇ポ 25 すべての 人が それを 見つめた。 

あな たの 食卓の 慰め となる もの 死すべき 人間が 遠く か ら見 ている。 
は 肥えた もので 満ちる。  力 5 なし 26 見よ， 姓は わたしたちが 各り 得る 以 

17 邪悪な 者の 受ける 司法 上の 宣告で， キ出 15:1  上に 高められ ている 0 

あなたは 必ず 満たされる。  ^  数に おいて その 年は 探り 得ない 

こうせい と  ク出 20:18  ,31 

司法 上の 宣告と 公正が 捕らえる 145:3  ほどで ある。 

であろう。  |1£13  27  [拽] は 水の しずくを 引き上げられ， 

18 だから， 激しい 怒りに 誘い込まれて 3|#9〇：〇  それは [拽] の 霧の ために 雨と し 

[悪意に 満ちて] 手を たたく こ  て 漏れる ので ある。 

とのない ように [気をつけよ]。 1：12  28 ゆえに， 雲は 滴り， 

多額の 贖いが あなたを 迷わさな ァモ 5:8  人の 上に 豊かに 滴り落ちる。 

いように 0  シ: S  29 実際， だれが 雲の 層を 麵で きよう か。 

19 助けを 求める あなたの 叫びは 効果  M：22  [#] の 仮小屋からの とどろきを。 

を 表わす だろう か。 否， 苦難の スサ1122:12  30 見よ，®] は ご 自分の 光を その上に 
中で，  H は 


869  神の 偉大 さ， 物事の 扱いに 見られる 平衡  ヨブ 36：31—37：18 


うみ  ねもと  おお 

ま た 海の 根元を 覆われた。 

31 それらに よって [裡] はもろ もろの 
民の 弁護を し， 

食物を おびた だ しく 与えられる。 

いなずま  おお 

32 その もろ 手で [裡] は 稲妻を 覆われた。 

めいれい  くだ  こうげき 

そして， これに 命令を 下 して 攻撃 
者を 攻めさせられる。 

ひび (I)  つ 

33 その 響きは [#] について 告げ， 

ちくるい  のぼ  く  もの  かん 

畜類 もまた， 上って 来る 者に 関し 
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て [告 ける]。 

「実際， この ことで わた しの 心は 
おののき はじめ， 

その 所から 躍り上がる。 


2 あなた 方は よく 聴け。 そのみ 声の 


とどろく のを。 


また， そのみ 口から 出る うなり 
_を。 

3 全天の 下に [姓] は それを 放たれ， 

いなずま W  ち  は  およ 

その 稲妻は 地の果てにまで 及ぶ。 
4 その後で 声が 鳴りと どろく。 

[#] は その 優勢な 声で 雷鳴を と 

W 

どろ かせ， 


その 声が 聞こえる とき も， それを 
引き止められない。 

5 裡 はくす しいまで にみ 声で 雷鳴を 
とどろかせ， 

わた したち の 知り 得ない 大 いな 
る ことを して おられる。 

6 雪に 向かって [初は， 『地の 方に 降 
れ』 と 言い， 

雨の 大降り ，すなわち その 強烈な 
雨の 大降り [に 向かって 言われ 
る] からで ある。 

7 すべての 地の 人の 手に [裡] は 印を 
& される。 


第 36 章 


ア出 9:23 


第二 欄 

ア時 104:22 
ィ詩 104:3 
ゥ廉 25:23 

エ ヨブ 38:29 
詩 147:16 

オ ヨブ 26:8 
ヨブ 28:25 
ヨブ 38:30 


タイ ザ 44:24 


すべての 死すべき 人間が そのみ 
業を 知る ためで ある。 

8 そして 野獣は 待ち伏せ 場所に 入り， 
ま た その 隠れ 場に 住む。 

9 奥の 部屋から 暴風が 来， 

北風から 寒さ [が 来る]。 

10 姓の 息に よって 氷が 与えられ， 

水の 広がりは 束縛され る。 

11 しかも， [裡] は 雲に 水気を 負わせ， 
その 光 を 雲 塊は 散らす。 

12 そして これは， [迸] が 操る ことによ 

ほうぼう  めぐ  こと 

り， 方々 に 巡らされ ている。 事 
を 成し遂げる ためで ある。 

めい  W ところ 

どこでも [裡] がそれ に 命ずる 所， 
地の 産出 的な 土地の 面に。 

つえ  （ク）  じ ぶん  ち  W 

13 杖の ため， あるいは ご 自分の 地の ため， 
あるいは 愛 ある 親切の ために， 
[裡] はこれ に 効果を 生じさせ 
られ る。 

14 ヨブよ， ぜひ この ことに 耳を 向ける 
ように。 

立ち止まって ，神の くす しいみ 業 
にあな たが 注意深い こ とを 示せ。 

15 あなたは 知ってい るか。 裡 がそれ 
らに 取り決めを 課した ときの 
こと I 

また， そ の 雲の 光を 照 ら させた と 
きのこと を 0 

16 あなたは 雲の 釣り合いを 保つ こと 
について 知ってい るか。 

知識の 全き 方の く すしい み 業を。 

17 あなたの 衣が いかに 熱い かを。 

地が 南から 静けさ を 示す ときに。 

18  [#] と共に あなたは 空を 打ち 伸ば 
す ことができ るか。 


第二 欄 


第 37 章 


第 38 章 

コ出 19:16 


シヨ プ 40:7 


ヨブ 37：19—38：14  神が 話される。 

铸 物の 鏡^) ように 堅い [空を]。 

19  [迚] に 何と言うべ きかを 知ろう で 
はない か。 

わたしたちは 闇の ために [言葉を] 

出す ことができない。 

20 わたしが 語りたい などと [裡] に述 
ベら れる べきであろう か。 
それとも， それは 伝えられ ると， 
だれかが 言った だろう か。 

21 そして 今や， 彼らは 確かに 光を 見 
ない。 

それは 空で 光り輝い ている。 

風が 過ぎて 行って， これを 清めた 
ときに。 

22 北から 黄金の 輝きが 来る。 

拽の 上で 尊厳は 畏怖の 念を 起こ 
させる。 

23 全能者に ついては， わたしたち はこ 
れを 見いだ さなかった。 

W は 力に お ^ 、て 高め られ ている。 

そ して， 公正と 義の 豊か さとを 軽 
視 なさる ことは ない。 

24 それゆえ， 人々 は [裡] を 恐れる よ 

OlZo 

じぶんじしん  こころ かしこ  もの 

W は， [自分自身の] 心に 賢い 者 
を だれも 気に 留められない」。 

そこ で エホバは 風 あら しの 中 か 
ら ヨブに 答えて 言われた， 

「計り 事を 暗く している この 人は だ 
れ か。 

知識が な いのに 言葉に よって。 
どうか， 強健な 人の ように， あなた 
の 腰に 帯を締める ように。 

わた しは あなたに 尋ねて みたい。 
あなたは わた しに 知らせよ。 
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地球を 創造した 時， 人間は いなかった  870 

4 わたしが 地の 基を 置いた とき， あな 
たは どこに いたの か。 

[わた しに] 告げよ。 も しあな たが 
確かに 悟りを 知っている のなら。 
5 だれが その 度量衡を 定めた のか。 も 
しあな たが 知っている のなら。 
あるいは， だれが 測 り 綱を その上 
に 張り 伸ばした のか。 

6 その 受け 台は 何の 中に 埋められた 
のか。 

あるいは， だれが その 隅 石を 据え 
たの か。 

7 明けの 星が 共々 に 喜びに あふれて 叫び， 
® の 子たち がみな 称賛の 叫びを 
上げ はじめた ときに。 

8 また， [だれが] 扉で 海を ふさいだ のか。 
それは 胎 から 飛び出る ときの よ 
うに 出て 行き はじめた。 

9 わたしが 雲を その 衣と し， 

濃い 暗闇を そのく るみ 帯と し， 

10 それから わたしは その上で わたし 
の 規定を 打ち破り， 

かんぬ きと 扉を 設け， 

. 次いで， 『ここまでは 来ても よい 
が， これ 以上は いけない。 
ここで あなたの 誇り高い 波は 限 
られ ている』 と 言った ときに。 
12 あなたが 朝に 命じた のは あなたの 
日 以来の ことだった か。 
あなたは 夜明けに その 場所を 知らせ， 
13 地の果てを 捕まえさせて， 

邪悪な 者たち がそ こから 振り落 
とされる ように した か。 

いんしょう  ねんど (サ）  へんよう 

14 それは 印章の 下の 粘土の ように 辦 し， 

じぶつ  いふく  ばあい  きわだ 

事物は 衣服の 場合の よう に 際立つ。 
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871  神は 自然の 力に 対する ヨブの 無知を 示す  ヨブ 38：15 —— 35 

15 そして 痛 悪な 者たち からは その 光 第38 章  雷雨の 雲の ために 道 [を 裂いた か]。 

は 差し控えられ，  7^〇33；30  26 人の いない 地に も 雨を 降らせ， 

高い 腕が 折られる。  ^W1Q：15  地の 人の いない 荒野 [にも 雨を 降 

16 あなたは 海の 源まで 行った ことが  ^  S；22  ら せる] ため， 

あるの か。  om 1;2  27 あらしに 襲われた 荒れ果てた 所を 

また， 水の 深みを 捜し求めて 歩き  満ち 足らせ， 

ま回ゎ った ことがぁる のぶ。  ェ 詩77:19  輩の 鞔を もたらす ためこ 

17 死の 門が あなたに あらわに された  28 雨には 父が あるか。 

マタ 16:18  つゆ  う 

こ とが あるの か。  $ 1:18  あるいは， だれが 露の しずく を 産 

また， 深い 陰の 門を あなたは 見る ヵ ョブ mi  んだ のか。 

こ とがで きる のか 0  キ 詩74: 17  29 だれの 腹から 氷は 実 祭に 出て 来る のか。 

18 あなたは 地の 広大な 広がりを 理知  天の 白 霜は， 実際， だれが これを 

的に 考慮した ことがある のか。 ^^'45：7  産み出す のか。 

それを すべて 知っている のなら， 38:12  30 水 も 石に よる かの ように 身を 隠し 
告げて みよ。  コ g63 は  ており， 

19 では， 光の 住む 所に 至る 道は どこか。  水の 深みの 表は 堅く 締まる。 

やみ  ば サ ヨシ 10:11  せいざ 

では， 闇に ついていえば， その 場  30:30  31 あなたは キマ 星座の きずなを しっ 
所は どこか。  シ *Jf3；13  かり 結ぶ こと がで きる か。 

20 あなたは それを その 境界に 連れて  あるいは， ケ シル 星座の 綱を も 解 

ゆ  ス詩 78:26  [ク） 

行く というの か。  詩135:7  くこと がで きる か 0 

その 家に 至る 通り道を 理解す る 第二 欄  32 あなたは マ ザ ロト 星座を その 定め 
というの か。  ァョブ 28:26  られた 時に 引き出す ことが で 

21 そのと き， あなたは 生まれて いたの ィ 詩 1Q4:13  きる か 0 

で， 知っている のか。  W 1〇7：35  それに アシ 星座と 共に その子ら 

また， 数に おいて あなたの 日が 多 ^D147；48  は， あなたは これを 導く ことが 

い [から] か。  できる か。 

22 あなたは 雪の 倉に 入った ことがあ るか。 ^7^23  33 あなたは 天の 法令を 知っている のか。 

また ，雹の 倉を も 見る であろう か。  あるいは ，その 権能を 地に 施す こ 

23 それらを わたしは 苦難の 時の ため， 27：28  とがで きる だろう か。 

戦と 戦いの 日の ために 取って 置 ^ 147:16  34 あなたは 声を 雲にまで 上げて， 
いたの だ 0  キ ョブ37 :io  波打つ 大水に あなたを 覆わせる 

24 では， 光が 分散す る 道は どこか。 クァモ 5:8  ことができ るか。 

[また] 東風が 地の 上で 四散す る ヶ歳 3:19  35 あなたは 稲妻を 放って， これを 行かせ， 

[道は] 0  ェレ33:25  『わたしたちは ここにい ます！』 と， あ 

25 だれが 洪水の ために 水路を 裂き， コゼヵ 1Q:1  なた に 言わせる ことができ るか。 


ヨブ 38:36—39:13 


創造物に 見られる 知恵 


872 


36 だれが 雲の 層に 知恵を 置いた か。 

あるいは， だれが 空の 現象に 悟り 
を 与えた か。 

37 だれが 知恵を もって 雲を 正確に 数 
える ことができ るか。 

あるいは ，天の 水がめ 一 だれが [こ 
れ を] 傾ける ことができ るか。 

38 塵が 铸 物の 塊になる かの ように 注 
ぎ 出， 

地の 土  くれ も くっつき 合う ときに。 

39 あなたは ライオン のために 獲物を 
狩る ことができ るか。 

わか  せい  しょくよく 

若い ライオン のおう 盛な 食欲を 
満たす ことができ るか。 

40 それらが 隠れが にかが み， 

[ある いは] 隠れ 場で 横たわって 
待ち伏せして いると きに。 

41 だれが 渡り がらすの ために その 食 
物を 整える のか。 

その ひなが 拽に 助けを 叫び 求め 


第 38 章 


エ詩 104:21 
詩 145:15 


力 詩 104: 
詩 147: 


第 39 章 

キ詩 104:18 


ると 含， 

食べる ものがない ために， さま 
よってい る [ときに]。 


39 


「あなた は大 岩の 山 やぎが [子を] 
産む 定められた 時を 知って 


いるの か。 

あな たは 雌 じ かが 産みの 苦し 


(ク】  みまも 

みを もって 生む のを 見守る 


であろう か。 

2 あなたは これらが 満了す る 太陰 月 
を 数える ことができ るか。 
また， これらが [子を] 産む 定めら 
れた 時を 知ってい るか。 

3 それらは その子を 生み落とす とき 
身をかがめ， 


28:24 


[そのと き，] その 産みの 苦しみ 
を 脱する。 

4 その子ら は 強壮に なり， 原野で 大き 
くなる。 

それらは 実際， 出て 行って， 彼ら 
の もとには 帰らない。 

5 だれが しまうまを 放って 自由にし， 
だれが 野ろ ばの 綱を 解いた か。 

6 わたしは 砂漠 平原を その 家と し， 

塩 地を その 住みかと した。 

7 それは 町の 騒ぎを あざ笑い， 

しの  よ  もの そうぞう  [ウ] き 

忍び寄る 者の 騷 々 LA 、音を 聞かない。 
8 それは 山々 を その 放牧地と して 探り， 
あらゆる 緑の ものを 捜し求める。 

やぎゅう  つか  のぞ  (») 

9 野牛は あなたに 仕える ことを 望む か。 
あるいは， あなたの 飼い葉 おけの 
傍らで 夜を 過ごす だろう か。 

10 あなたは 畝で 野牛を 綱で しっかり 

しば 

縳れ るか。 

あるいは， それは あなたに 従って 
低地 平原を まぐ わで ならす だ 
ろうか。 

11 その 力が おびただし いからと いっ 
て， あなたは これに 頼る だろ 
うか 0 

あなたの 労を これに ゆだねる だ 
ろうか。 

12 あなたは それが あなたの 種を 持ち 

i り， 

あなたの 脱穀 場に 集めて くれる 
のを 当てに する だろう か。 

13 雌の だちょうの 翼は 楽しげに 羽 ば 
たいた か。 

あるいは， [それには] こうのと 6 
の 羽 先と 羽毛 [が あるか]。 
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14 これは その 卵を 地に 放置し， 

塵の 中で それを 暖め， 

15 何 かの 足が それを 押しつ ぶす こと も， 
ま た 野の 野獣が それを 踏みつけ 
る こと さえ も 忘れる。 

16 これは その子ら を 確かに 荒く 扱う。 

じ ぶん  （ア） 

自分の もので ないかの ように一 
その 労は 無駄になる。 怖れが な 
い [からで ある]。 

17 拽が これに 知恵を 忘れさせ， 

これに 悟りを 分け与えなかった 
からだ。 

18 これは 高い 所で 羽ばたく 時， 

馬と その 乗り手を あざ笑う。 

19 あなたは 馬に 力強 さを 与える こと 
がで きる か。 

その 首にさら さらと 鳴る たてがみ 
を まとわせる ことができ るか。 
20 あなたは これを いなごの ように 跳 
びは ねさせる ことができ るか。 
その 鼻 あら しの 威厳は 怖ろ しい。 
21 これは 低地 平原で 前足で かき， 力を 
大いに 歓 ぶ。 

これは 武具に 立ち向かう ために 
出て 行く。 

22 これは 怖れを あざ笑って， おび 

(キ） 

えない。 

また， 剣の ために 引き返す こと も 
ない。 

23 これに 向かって 矢筒は 音を立てる。 
槍の 刃と 投げ槍 も。 

24 力強く 踏みし めて 進み， 興奮して， 
これは 地を 呑み込み， 

それが 角笛の 音で あ る ことを 信 
じない。 


第 39 章 

ア哀 4:3 


力箴 21:31 
エレ 46:9 


第二 欄 

ア エレ 46:4 
アモ 1:14 


オマタ 24:28 


第 40 章 


ケ裁 18:19 


箴 30:32 


25 角笛が 鳴る や， これは， はは あ！ 
と 言 9。 

そ して， 遠くから 戦いを かぎ 
つけ， 

隊長の わめき 叫ぶ 声と ときの 声 
[を 聞きつ ける]。 

26 はやぶさが 舞い上が るのは， あなた 
の 理解力に よるの か。 

その 翼を 南風に 向かって 広げる 
のは。 

27 あるいは， 鷲が 高く 飛び上が るの 
は， あなたの 命令に よるの か。 

その 巣を 高い 所に 作る のは。 

28 大 岩の 上に 住み， 夜の 間と どまり， 

大 岩の# や 近づ き 難い 所に [とど 
まるのは]。 

かなら しょくもつ  （エ） 

29 そこから それは 必ず 食物を うかがい， 

はるか 遠く まで その 目 は 眺めて いる。 

30 そして， その ひな も 血を 吸って 


いる。 

打ち殺された 者の いると ころ， そ 


40 


こに それは いる」。 

そ して エホバは さ らに ヨブに 答 
えて 目 われた， 


もの ぜんのうしゃ あらそ 

2 「 とがめだて する 者が 全能者と 争 お 
う とする のか。 


裡を 戒める 者が これに 答えよ」。 

3 そこで ヨブは エホバに 答えて 


备っ た， 

4 「ご覧く ださい， 私は 取る に 足りな 

もの  （ク） 

い 者と なり ま した。 

なん  へんとういた 

あなたに 何と 返答 致しましょう。 

あ  W 

私の 手を 私は 口に 当て ま した。 

5 一度， 私は 語りました が， 私は お 答 


え 致しません。 


ヨブ 40:6—41:2 


ベへ モ トの 活動力 
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そ して 二度 [語り ま したが] ，私は 
これ 以上 申しません」。 

6 そこで エホバは 風 あらしの 中から 
ヨブに 答えて 言われた， 

7 「どうか， 強健な 人の ように， あな 
たの 腰に 帯を締める ように。 
わたしは あなたに 尋ねる ので， あ 
なた はわた しに 知らせよ。 

8 実際， あなたは わたしの 公正を 無効 
に しようと する のか 0 
あなたは 自分が 正しい 者と され 
るた めに， わた しを 邪悪な 者と 
する つもり か。 

9 あるいは， あなたには [まことの] 裡 
のよう な 腕が あるの か。 

[a] のよう な 声で 雷鳴を とどろ 
かせる ことができ るの;！ 1、。 

ゆうえつせいが  け だか M  み  うつく 

10 どうか， 優越性と 気高 さで 身を 美し 

よそお 

く 装うよう に。 

尊厳と 光輝を 身に 着けよ。 

11 あなたの 怒りが 激しく ほとばしり 
出る ように。 

すべてごう 慢な 者を 見て， こ れを 
M  くせょ。 

12 すべてごう 慢な 者を 見て， これを 卑 

し豸， 

邪悪な 人々 を その i で 踏みに じれ。 

かれ  ともども  ちり  かく  [ス） 

13 彼らを 共々 に 塵の 中に 隠し， 

彼らの 顔を 隠れた 所に つなぎ 留めよ。 


第 40 章 

ア ヨブ 38:1 


イ ヨブ 38:3 


ェ詩 51:4 


ロマ 3:4 


才出 15:6 
詩 89:13 

コ I  10:22 


カ ヨブ 37:4 
詩 29:3 


キ イザ 2:10 
イザ 24:14 


ク詩 83:18 


ナ詩 78:49 
詩 90:11 
エレ 30:23 


シサ n  22:28 
詩 18:27 
箴 15:25 
イザ 2:11 
ダニ 4:37 


ス詩 49:14 


詩 55:15 


第二 欄 

ア創 1:30 
詩 104:14 

イイ ザ 40:26 

ウ詩 104:24 

ェ詩 104:14 


才詩 68:30 


イザ 19:6 


14 そうすれば， わたしもまた， あなた 
を ほめよう。 

あなたの 右の 手は あなたを 救う 
ことができる からだ。 

15 さあ， 見よ， わたしが あなたと 同様 
に 造った ベへ モ トが いる 0 


第 41 章 

ク ヨブ 3:8 
詩 104:26 


ケ イザ 37:29 


あおく さおう し  た  (7) 

こ れは 青草を 雄牛の よう に 食べる。 
16 さあ， 見よ， その 力は その 腰に あり， 
その 活動力 は その 腹の 腱に [ある]。 
17 これは その 尾を 杉の ように 垂れる。 

その 股の 筋は 絡み合って いる。 

18 その 骨は 銅の 管で あり， 

その 強い 骨は 打っ て造っ た 鉄の 
棒の ようで ある。 

19 これは# の 道の 始まりで あり， 

その 造り 主は 自分の 剣を そばに 
持って来る ことができる。 

やまやま  さんぶつ  W 

20 山々 もこれ がた めに その 産物を 出し， 

の  やじゅう  た わむ 

野の すべての 野獣 も そこ で 戯れる。 
とげの ある 口ー タスの 木の下に こ 
れは癀 た わり， 

葦の 隠れ i や 湿地に [横たわる]。 
とげの ある ロータスの 木は その 陰 
で これを さえぎり， 

奔流の 谷の ポプラは これを 取り 
i む 。 

23 たとえ 川が 逆巻き 流れても， これは 
慌てふためかない。 

ヨルダン がその 口に どっ と 流れ か 
かっても， これは 自信が ある。 
24 その 目の前で だれかが これを 捕ら 
え 得よう か。 

わなで [その] 鼻を 突き通 し 得よう か。 
「あなた は 釣り 針で レ ビヤ タンを 
引き出す こ とがで きる か。 
また， 綱で その 舌を 押さえつ 
ける ことができ るか。 
あなたは いぐさを その 鼻に 通す こ 
とがで きる か。 


21 


22 


41 


また， いばらで その あごを 突き通 
す ことができ るか。 
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3 これは あなたに しきりに 嘆願し， 
また， あなたに 柔ら かな W 葉を か 
ける だろう か。 

4 これは あなたと 契約を 結んで， 

あなたが これを 捕らえて 定めの 
ない 時まで も奴隸 とする よう 


第41 章  その 二重の あごの 中に だれが 入 

ァ ョブ 41:26  れ ようか。 

14 その 顔の 扉を だれが 開いた か。 

その 周りの 歯は 怖ろ しい。 

15 うろこの 畝は そのごう 慢さ であり， 
堅い 封印に よる かの ように 閉じ 


にさせる だろう か。 

5 あなたは 鳥と する ように これと 戯れ， 
また， あなたの 若い 女の子た ちの 
ために これを つなぐだろう か。 
6 仲間たち は そのために 物々 交換を し， 
小売商 人の 間で こ れを 細かく 分け 
るだろう か。 

7 あなたは もりで その 皮を 満たし， 
また， やすで その 頭を [満たす] だ 
ろうか。 

8 あなたの 手を その上に 置け。 

戦いを 思い出せ。 二度と するな。 
9 見よ， それに 関する 人の 期待は 必ず 
むなしくなる。 

人は また ，それを 見た だけで 投げ 
#!! される。 

10 これを 起こす ほどの 向こう見ずな 
者は いない。 

それで， だれが わた しの 前で 持ち 

(ィ） 

こた 又 ら れ よう。 

11 だれが 先に 何 かを わたしに 与えた 

ので， わた しは これに 報いる ベ 

[ゥ） 

きな のか。 

全天の 下で それは わた しの もの だ。 
12 わたしは その もろもろの 部分に つ 
いて 沈黙して いる ことは ない。 
また， [その] 力強 さの 事 やその 均 
整の 優美 さ [についても]。 

13 だれが その 衣服の 面を はいだ か。 


ィ代 n  20:6 
ダニ 4:35 
使徒 11:17 
ロマ 9:19 


ている。 

16 一つ一つ それらは ぴったりと 合い， 
空気 も その 間に 入る こ とがで きない。 

17 互いに それらは くっつき 合って おり， 
互いにつ かみ 合っ ていて, 分けら 
れ ない。 

18 そのく しゃみ も 光を 放ち， 

その 目は 夜明けの ひらめき のよ 
うだ 0 

19 その 口からは， せん 光が 出て 行き， 
火花が 飛び出す。 

20 その 鼻からは 煙が 出る。 

いぐさで 燃え立たせられた 炉の 
ように。 

21 その 魂は 炭を 燃え上がらせ， 

炎が その 口から 出る。 

22 その 首には 強さが 宿り， 

その 前には 絶望が 躍る。 

23 その 肉の ひだは まさしく  くっつき 合い， 
その 身に 铸 造され たもの のよう 
で， 動かない。 

24 その 心臓は 石の ように 铸 造され， 
しかも， 臼の 下石の よう に 铸造さ 
れ ている。 

25 それが 身を 起こす ことにより， 強い 
者 も 怖れ， 

[肝] をつ ぶす ほどの 驚きの ため 
に うろたえる。 

26 これに 追いついても， 剣 も 堪えず， 


ヨブ 41:27—42:9 


ヨブは 撤回す る 
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槍 も ，投げ 矢 も 矢 じり も [堪えない]。 
27 これは 鉄を ただの わらの ようにみ 
なし， 

銅を ただの 腐っ た 木の ように [み 
なす]。 

28 矢 もこれ を 追い払わない。 

石 投げの 石 もこれ にはた だの 刈 
り 株に 変えられた。 

ぼう  か  かぶ 

29 こん 棒 も [これには] ただの) aj り 株 
のようにみ なされた。 

これは 投げ槍の うなる 音を あざ笑う。 
30 その 下側は とがった 土器 片 のよう だ。 

それは 脱穀機を 泥の 上に 伸べ る。 
31 これは 深みを なべの ように 沸き立たせ， 
海を 塗り 油の なべの ようにす る。 
32 その後に これは 通り道を 輝かせる。 
人は 水の 深みを 白髪と みなす で 
あろう。 

33 塵の 上には これと 似た ものは なく， 
恐怖の ない ものに 造られた。 

34 すべて 高い ものを これは 見る。 

これは すべての 堂々 たる 野獣の 
王で ある」。 

A€% そこで ヨブは エホバに 答えて 

W 备っ た， 

2 「私は あなたが すべての ことを なし 
得る ことを 知りました。 

あなた には 達成し 得ない 考えは 
ない ことを。 

ちしき  はか  ごと  くら 

3 『知識がない のに 計り 事を 暗く して 
いる この 人は だれか』。 

わたくし かた  り 

それゆえ， 私は 語りました が， 理 
解して いません でした。 

私の 知らない， 私に とって 余りに 
もく すしい ことを。 


第 41 章 


ヶ詩 40:5 
寺 131:1 
寺 139:6 


第二 欄 

7 ヨブ 38:3 
ヨブ 40:7 


才民 


23:1 


4 『どうか， 聞く ように。 そうすれば， 
わたしが 話す であろう。 

わた しは あなたに 尋ねる ので， あ 
なた はわた しに 知らせよ』。 

5 私は あなたの ことを うわさで 聞い 
ていました が， 

今は ，私の この 目 が あな たを 確か 
に 見て おります。 

6 それゆえに， 私は 撤回し， 

塵と 灰の 中で まさ しく 悔い改め 

k) 

ます」。 

7 そして エホバが これらの 言葉を ヨ 
ブに 語られた 後， エホバは さらに テマ 
ン 人エ リパズ にこう 言われた ので ある。 

「わた しの 怒りは あなたと あなたの 
二人の 友に 向かって 燃えた。 それは， 
あなた 方が わたしに 関して， わたしの 
僕ヨ ブが したよう に 真実な ことを 語ら 
なかった からで ある。 8 それで 今， 自 
分たち のために 雄牛 七 頭と 雄 羊 七 頭を 
取って， わたしの 僕 ヨブのと ころに 行 
‘， あなた 方は 自分たち のために 焼燔 
の 犠牲を ささげなければ ならない。 そ 
うすれば， わたしの 僕 ヨブが あなた 方 
のために 祈る であろう。 ただ 彼の 顔 だ 
けを わたしは 受け入れて， あなた 方の 
こと で 不面目 な 愚行を 行なわな いよう 
にす る。 それは あなた 方が， わたしの 
僕 ヨブが したよう に， わたしに 関して 真 
実な ことを 語らなかった からで ある」。 

9 そこで テ マン 人 エリ バズと シュア 
ハ 人 ビルダ ド [と] ナ アマ 人 ツォフ ァル 
は 行って， エホバが 彼らに 語られた 通 
りに した。 それゆえ， エホバは ヨブの 
顔を 受け入れられた。 


877  ヨブの 回復  ヨブ 42:10— 詩編 1:6 

10 それから， エホバは， ヨブが その 第42 章 羊 一万 四千 頭， らくだ 六 千 頭， 牛 一千 
友の ために 祈った とき， 彼の 捕らわれ 7  6:14 対， 雌ろ ば 一千 頭を 持つ ことに なった。 

た 状態を 元に 戻し， エホバは さらに， ャコ5:11 13 彼は また， 息子 七 人と 娘 三人を 持つ 
すべて ヨブの ものであった ものを， ニ サ ことに なった。 14 そして 彼は その 第 
倍にして 与え はじめられた。 11 そし  ^22；；:7 一の [娘の] 名を エミマ， 第二の 名を ケ 
て， 彼のす ベての 兄弟たち， すべての ヱ ョブ 挽13 ツイ ア， 第三の 名を ケレン •ハ プクと 
姉妹たち， 以前 彼を ふっていた すべて 才 5 マ24 ぼ 15 呼ぶ ようになった。 15 そして， 全土 
の 者が 彼の もとに やって来て， その 家 力 黑フ7:ジ3 に ヨブの 娘たち ほどきれ いな 女は 見つ 
で 彼と 共に パンを 食べ， 彼に 同情し， エ キぽ 3巧9 からなかった。 その 父は 彼女たち にも， 
ホ パが 彼に 臨む ままに された すべての  ; J その 兄弟たち の 間で 相続 物を 与えた。 

災いの ことで 彼を 慰め はじめた。 それ - 16 こうして ヨブは この 後， 百 四十 

から 彼らは 各々， 金子 一枚を， 各々 金 73^1>2 年生き 長ら えて， その子と その 孫を 

ゎ  ぉく  7  •  (ェ）  だぃ 

の 輪 一つを 彼に 贈った。  ィョシ i5:i9 見た 一 四 代であった。 17 そして， や 

12 エホバは 後に， ヨブの 終わりを ^3：16  がて ヨブは 年老い， よわいに 満ち足り 

その 始めよりも 祝福され たので， 彼は ォ創 25:8  て 死んだ。 


詩編 

第一 巻 

(詩編 1  一 41) 


| 幸いなる かな， 邪悪な 者の 計り 事 
^  に 歩まず， 

罪人の 道に 立たず， 

あざける 者の 座に すわらな かっ 

(エ） 

た 人 (士。 

2 かえって， その 人の 喜びは エホバの 

りっぽう  [才） 

律法に あり， 

その 律法を 昼も夜も 小声で 読む。 
3 そして， 彼は 必ず 水の 流れの ほとり 
に 植えられた 木の ようになり， 
それは その 季節に 実を 与え， 

その 葉は 枯れる ことがない。 

彼の 行なう こ とはす ベて 成功 

す 雀 )。 


4 邪悪な 者は そうでは ない。 

む しろ， 風の 吹き払う もみ がらの 

ょぅナ L 

5 それゆえ， 邪悪な 者が 裁きに 立つ こ 

と 名)， 

罪人が 義 なる 者たち の 集会に [立 

(ゥ1 

つ こと] もない。 

6 エホバは 義 なる 者たち の 道を 知っ 
て おられる からだ。 

しかし， 邪悪な 者たち の 道は 滅び 

ぅ せぶ。 

第二 欄  7 ヨブ 21:18; 詩 35:5; イザ 17:13; マタ 3:12; 
イ詩 5:5; ユダ 15; ウ マラ 3:18; マタ 13:49; マタ 25:41; 
エ ヨブ 23:10; 詩 37:18; エレ 12:3; テモ n  2:19; ぺテ I  3:12; 
才箴 14:12。 


第二 欄 


詩編 2:1— 3:5 


エホバの 油 そそがれた 王。 子に 口 づけせ よ 
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A なぜ 諸国の 民は 騒ぎ 立ち， 

ム  国た みはむな しい ことを つぶや 

翁. 

きつ づけた のか。 

ち  かま （ゥ） 

2 地の 王たち は 立ち 構え， 

高官たち も 一団と なって 
エホバと その 油 そそがれた 者に 

てきたい [力 1 

敵対し， 

3  [こう 言う。] 「彼らの 縛り 縄を 引き 

ちぎぶ， 

その 綱を 我々 から 振り捨てよう」。 
4 天に 座して おられる 方が 笑う。 

エホバ ご 自身が 彼らを あざ笑う。 
5 その 時， [裡] は 怒りのう ちに 彼らに 

かた （サ） 

語り， 

憤激して 彼らを かき 乱し， 

6  [こう 言われる。] 「わたしは， まさ 
しく わた しは， わた しの 聖 なる 

[ス）  {セ） 

山 シオンに 

擁 ... 

わたしの 王を 立てた」。 

7 わたしは エホバの 布告に ついて 迷 
ベよう 0 

[裡] はわた しに 言われた， 「あな 

(夕} 

たは わた しの 子。 

わたしは， 今日， あなたの 父と 

if) 

なった。 

8 わたしに 求めよ。 わたしは 諸国の 

たみ  そうぞく ぶつ  [テ） 

民を あなたの 相続 物と して， 
地の果てを あなたの 所有物と し 

あた  （卜） 

て 与えよう。 

9 あなたは 鉄の 笏を もって 彼らを 

くだ  it) 

砕き， 

彼らを 陶器 師の 器で あるかの よ 

こなごな  ㈡ 

うに 粉々 にす る」。 

10 それで 今， 王たち よ， 洞察力を 働か 


地の 裁き 人たち よ ，矯正を 受けよ。 
11 恐れを 抱いて エホバに 仕え， 
おののきつつ 喜べ。 

12 子に 口 づけせ よ。 [裡] がいきり 
立ち， 

あなた 方が 道 [から] 滅びう せな 
いためで ある。 

その 怒りは 容易に 燃え上が るか 
bio 

すべて [迚] の もとに 避難す る 者 
たちは 幸いだ。 

ダ ビデが 息子 ア ブサ ロムの ために 
逃げて いたと きの 調べ。 

3 エホバよ， なぜ わたしに 敵対す る 
者が 多く なった のです か。 
なぜ 多く の 者が わた しに 向か っ 
て 立ち上が るので すか。 

2 多くの 者は わたしの 魂に ついて 言 
います， 

「 彼のた めに は裡に よる 救いは な 
い」 と。 セラ。 

3 です が， エホバよ， あなたは わたし 
の 周りに ある 盾， 

わた しの 栄光で あり ，わた しの 頭 
を もたげて くださ る 方な のです。 
4 わたしは 声を 上げて エホバに 呼び 
かけます。 

すると， その 聖 なる 山から わたし 
に 答えて くださいます。 セラ。 
5 そして わたしは， 横に なって 眠り 
ます。 

わた しは 必ず 目を覚ま すで しょ 


f ザ 11:10; イザ 32:2;  ロマ 9:33; 
ケサ n 15:12; サ n 16:15; コサ n 
4 マタ 27:43; シ創 15:1; 申 33: 
14; セ 創 40:13; 詩 27:6; ソサ II 
詩 2:6; イザ 2:3。 


テサ II 1:9; 啓 6:16; キ 
5  3 編 クサ n 15:14 
ササ n 16:8; 詩 22: 
イザ 45:25; = 


8:45; 
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. 21 : :  9  17  2  6  31 

2298  52519  : 
781 2  f、 -r' 9914  r>fl ヽ 、 
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せよ 0 
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恵みを 求める 祈り 


第二 欄 

7 エフ 4:26 
イ詩 63:6 
ウ申 33:19 
詩 51:19 
L  詩 37:3 
詩 62:8 
箴 3:5 
ぺテ I  4:19 
才民 6:26 
詩 80:7 
詩 89:15 
詩 119:135 
箴 16:15 
ぺテ I  3:12 
カ ネへ 12:43 
イザ 9:3 
P エレ 48:33 
ク詩 3:5 
箴 3:24 


申 1 


:  25:16 


サ詩 3:4 
シ詩 44:4 


詩編 3:6 — 5：3 

4 気を かき 乱される がよ い。 だが， 罪 
を おかして はならない。 

言いたい ことは 心の中で， 寝床の 
上で 言い， 黙って いよ。 セラ 0 

5 義の 犠牲を ささげ， 

エホバに 依り 頼め。 

6 「だれが わたしたちに 良い ことを 示 
して くれる だろう か」 と言う 
者が 多くい ます。 

エホバよ， み 顔の 光を わたしたち 
の 上に 掲げて ください。 

7 あなたは わたしの 心に 必ず 歓 びを 
与えて くださいます。 

[それは，] 彼らの 穀物と 新しい 
ぶどう 酒が 満 ち あふれた 時に 
も 勝ります。 

8 わたしは 平安のう ちに 横たわり， そ 
して 眠ります。 

エホバよ， ただ あなた だ けがわた 
しを 安らかに 住まわせ てくだ 
さるから です。 

ネ ヒロトの 指揮者へ。 

ダビデの 調べ。 

g エホバよ， わたしの 言う ことに 耳 

®  を 高 けて くださ パ。 

わた しの 溜め息を 理解して くだ 
さい。 

2 助けを 叫び 求める わたしの 声に 注 
意を 払って ください。 

わたしの 王, わたしの 神よ。 わたしは 

む  いの  W 

あなたに 向かって 祈る からです。 

3 エホバよ， 朝に あなたは わたしの 声 
を 聞いて くださり， 

朝に わたしは あなたに 語り かけ， 
見張りを します。 

ス詩 65:2; マタ 6:9; セ 詩 55:17; 詩 88:13; ソ マル 1:35。 


う。 エホバ ご 自身が わたしを 
支えて いてく ださ るからで す。 
6 わたしを 取り囲んで 勢ぞ ろい した 

幾 万の 民を も わた しは 恐れません。 
7 エホバよ， どうか 立ち上がって くだ 
さい。 わたしの® よ， わたしを 
救って ください。 

あなたは わた しのす ベての 敵の 
あごを 打って くださら なけれ 
ばな りません。 

邪悪な 者た ちの 歯を 砕いて くだ 
さ ら なければ なりません。 

8 救いは エホバの ものです。 

あな たの 祝福は あなたの 民の 上 
にあります 0 セラ 0 
弦楽器の 指揮者へ。 ダビデの 調べ。 

A わたしの 義 なる 独よ， わたしが 呼 
^  ぶと き， わたしに 答えて くだ 

さい。 

苦難に あるとき， あなたは わた 
しのた めに 広い 場所を 作って 
く ださ ら なければ なり ません。 

わたしに 恵みを 示し， わたしの 
祈りを 聞いて ください。 

2 人の子ら よ， わたしの 栄光は いつま 
で 侮辱を 受けな ければ ならな 
いの か。 

あなた 方が むな しい ことを 愛し 
つづけて いる [間]， 

あなた 方が うそを 見いだ そうと 
している [間]。 セラ 0 
3 では， エホバが ご 自分の 忠節な 者を 必 
ず 見分けて くださる こと を &れ。 

わた しが 呼びかけ ると き， エホバ 

じしん  き  (V) 

ご 自身が 聞いて くださる。 
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4 あなた は 邪悪な こと を 喜ぶ# では 
ないから です。 

悪人は 一時 も あなたと 共に 住む 
ことはありません。 

5 誇る 者たち が あなたの 目の前に 立 

[ゥ） 

つ ことはありません。 

あなた は 有害な ことを 習わしに 
する 者を みな 憎まれる のです。 
6 あなたは 偽りを 語る 者たち を 滅ぼ 
されます。 

血を 流し， 欺く 者を ヱ ホ パは 憎み 
嫌われます。 

7 しかし わたしは， あなたの 豊かな 愛 

しんせつ  （ク） 

ある 親切に よって 
あなたの 家に 入り， 

あなたへの 恐れを 抱きつつ， あな 
たの 聖 なる 神殿に 向かって 身 
を かがめます。 

8 エホバよ， わたしに 敵す る 者たち の 
ゆえに， あなたの 義 にわたしを 
導いて ください。 

あなたの 道を わたしの 前に 平ら 
かにして ください。 

9 彼らの 口には 信頼で きる ものは 何 
もない からです。 

その内なる 所は 逆境に ほかなら 

〜  [V) 

ないから です。 

そのの どは 開かれた 埋葬 所。 

彼らは 滑らかな 舌を 使います。 

10 裡は 必ず 彼らを 罪科に 問われます。 
彼らは 自分の 計り 事に よっ て 倒 
れ るので す。 

その 数多くの 違犯のう ちに 彼らが 
散らされる ように。 

彼ら は あなたに 反逆 したから です。 


才蔵 6:19 
蔵 20:19 
ヨハ 8:44 
コロ  3:9 
テモ I  3:11 
啓 21:8 
啓 22:15 
力 創 4:10 
創 9:6 
詩 55:23 
イザ 26:21 
キ詩 119:163 
I  6:17 
宏 12:19 


詩 69:13 
ヨナ 4:2 
7 ■詩 84:10 


f  138:2 
卜 I  18:14 


チ箴 29:5 
テサ I  2:5 


n  17:23 
I  7:15 
n  15:31 


第二 欄 


11 しかし， あなたの もとに 避難す る 者 
はみ な歓 び， 

定めの ない 時に 至る まで 喜び 叫 
び ま 

あなたは 彼らに 近づく ものを 阻ま 
れ ます。 

あなたの み 名を 愛する 者たち は 
あなたに あって 歓喜し ます。 

12 エホバよ， あなたは 義 なる 者を 自ら 
祝福して くださる からです。 

大 盾を もってする ように， あなた 
は 是認を もって 彼らを 囲んで 
くださる のです。 

低音 オ クタ ー ブの 弦楽器の 指揮者へ。 
ダビデの 調べ。 

6 エホバよ， 怒りの うちにわ たしを 

いまし  m 

戒めないで ください。 

激しい 怒りの うちにわ たしを 正 
さないで ください。 

2 エホバよ， 恵みを 示して ください。 
わたしは 衰えて ゆきます。 
エホバよ， わた しを いやして くだ 
さい。 わたしの 骨は かき 乱さ 
れ たからです。 

3 そうです， わたしの 魂は ひどく かき 
乱されました。 

です が， あなたは， ああ エホバ 
よ， 一い つまでで すか。 

4 エホバよ， 帰って来て ください。 わた 
しの 魂を 助け出して ください。 
あなたの 愛 ある 親切の ゆえに わ 
た しを 救って ください。 


第 6 編 キ代 I 15:21; 詩 12: 表題 
10:24;  XL 


ク 詩 38:1 
[; ぺテ I  1:24; 


第二 欄 

ア ヨシ 22:22 
サ n  16:8 
イサ I  24:11 
ウサ I  24:17 
蔵 17:13 
エサ I 19:4 
サ I  24:7 
サ I  26:9 
才 使徒 25:11 
力 詩 3:7 
詩 68:1 
詩 90:11 
キ詩 35: 1 
詩 94:2 
イザ 33:10 
ク詩 44:23 
詩 73:20 
イザ 51:9 
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詩 103:6 
コ創 18:25 
詩 9:8 
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死者は 神を たたえない。 エホバは 敵からの 避難所 


詩編 6：5 一 7：9 


5 死に あっては， あなたの ことを 語り 

告げる [人] はいない からです。 

シエ オルに あっては， だれが あな 
—  (ィ） 

たを たたえる で しょ うか。 

6 わたしは 自分の 溜め息で うみ 疲れ 

まし;^ 0 

わたしは 夜通し 寝い すを 漂わせ， 
寝床を わた しの 涙で あふれさせ 

まず。 

7 わたしの 目は 煩いの ために 弱り， 
わた しに 敵意を 示す すべての 者 
たちのた めに 老い 衰え ま した。 
8 有害な ことを 習わしに する 者は 皆， 
わたしから 離れ 去れ。 

エホバは わた しの 泣く 声を 必ず 
聞かれる からだ。 

9 エホバは 恵みを 求める わたしの 願 
いを 確かに 聞いて くださり， 
エホバ ご 自身が わたしの 祈りを 
受け入れて くださる。 

10 わたしの 敵は みな 大いに 恥じ， かき 

みだ 

乱される。 

彼らは 引き返し， 瞬く間に 恥じる 
であろう。 

ベニヤ ミン 人 クシ ュの 言葉に 関して 
ダビ デが エホバに 歌った 哀歌。 
わたしの® エホバよ， あなたの も 
*  とに わたしは 避難し ま した。 

わた しを 迫害す るすべ ての 者 か 
ら わたしを 救い， わたしを 救 
い 出して くた さい。 

2 救い出して くれる 者が いないと きに， 
だれかが ライオン のように わた 
しの 魂を 引き裂き， [わたしを] 
奪い 去る ことのない ためです。 


3 わたしの 裡エ ホバ よ， もし わたしが 
この ことを したの なら， 

も しわた しの 手に 不正が あるの 

4 もし わたしが 自分に 報いて くれる 
者に 悪を 返した のなら， 

また [も し]， わた しに 無益に も 敵 
対する 者から わたしが 奪い取 
る ことを した [のなら], 

5 敵に わたしの 魂を 追わせ， 

追いつかせ， わたしの 命を 地に 踏 
みに じらせ， 

わた しの 栄光を 塵に 住まわせて 
ください 0 セラ。 

6 エホバよ， 怒りのう ちに 立ち上が っ 
てくだ さい。 

わた しに 敵意を 示す 者たち の 憤 
怒の 激発に 対して 身を 起こし 
てくだ さい。 

わたしの ために 目を覚ま してく 
ださい。 あなたは 裁きの ため 
に 命令を 出さ れた [から です]。 

7 そして， 国た みの 集まりに あなたを 
取り囲ませ， 

あなたは 高い 所に 帰って， それに 
向かって ください。 

8 エホバは もろもろの 民に 自ら 宣告 
を 下されます。 

エホバよ， わたしの 義 と， 

ちゅうせいが 

わた しのうち にある 忠誠 とに し 
たがって わた しを 裁いて くだ 

[シ） 

さい。 

9 どうか， 邪悪な 者たち の 悪が 終わり 
ますよう に。 


サ ヨブ 27:5; 詩 26:11; 詩 41:12; 詩 78:72; 箴 19:1; シ詩 
18:20; 詩 35:24; ス詩 9:5; 箴 11:19; エレ 11:20。 
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詩編 7:10—8:9 


エホバは 義 なる 裁き 主。 人間の 尊厳 


882 


あなたが 義 なる 者を 堅く してく 
ださいます ように。 

迚は義 なる 方と して 心と 腎を試 
して おられます。 

10 わたしの ための 盾は 广心の 廉直な 者 
たちの 救い主で ある 神の 上に 

[力 I 

ある 0 

11 迚は義 なる 魏き 主。 

裡は日 ごとに 糾弾を 浴びせて お 
られ る。 

12 もし ある 人が 帰らないなら， [#] は 
その 剣を 研ぎ， 

必ず 弓を 引いて， [射る] 用意を さ 
れ る。 

13 そして， ご 自分の ために 死の 器を 

かなら そな I サ I 

必ず 備え， 

ご 自分の 矢を 燃え る [矢] とされる。 
14 見よ， 有害な ことを はらんで いる 者 

がぃる ス '。 

彼は 難儀を 宿して， 必ず 偽りを 

う [せ1 

産む。 

15 彼は 坑を 掘り抜いて， それを 掘りつ 
づけた。 

だが， 白 分の 作り かけた 穴に 落ち 

16 その 難儀は 彼 自身の 頭に 帰し， 

彼の 頭の 頂に その 暴虐が 下る。 

17 わたしは エホバを その 義に したが っ 
てた た I， 

至高 者 エホバの み 名に 調べを 奏 

It) 

でよう 0 

ギ テトの 指揮者へ。 ダビデの 調べ。 

8 わた したち の 主 エホバよ， あなたの 
み 名は 全地に あって 何とい う 
威光を 帯びて いるので しょう。 


あなたの 尊厳は 天の 上で 語り 告 
げられ ます。 

2 あなたは 子供 や 乳飲み子の 口から 
力の 基を 据えられ ま した。 

それは， あなたに 敵意を 示す 者た 
ちの た S， 

敵と ft しゅ うする 者と をと どめ 
るた めでした。 

3 わたしが あなたの 指の 業で ある あ 
なた の 天を， 

あなたの 定められた 月 や 星を 見 
ると#， 

4 赤すべき 人間が 何者な ので あなた 
はこれ を 思いに 留められ るの 
です ぶ。 

地の 人の子が [何者な ので] これ 
を 顧みられ るので すか。 

5 あなたは また， [人] を 神の ような 者 
たちより 少し 劣る 者と し， 

次いで 栄光と 光輝を 冠と して こ 
れに 添え られま した。 

6 あなたは これに ご 自分の み 手の 業 
を 支配 させ， 

すべての ものを その 足の 下に 置 
かれ ま した。 

7 小 家畜 や 牛， それらす ベて， 

さらに， 原野に いる 獣， 

8 天の 鳥， 海の 魚， 

海路を 通って 行く もの 4*。 

9 わたしたちの 主 エホバよ， あなたの 
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神の くす しい 業を 告げ 知らせる 


第二 欄 


詩編 9：1—14 

裁きの ために ご 自分の 至 座を 堅 

(7) 

く 定め られ る。 

8 そして， 産出 的な 地を 義を もって 自 

ら 観#， 

国た みを 廉直に 審理され る。 

*1 [ワーウ] 

9 また， エホバは 打ち ひし がれた 者の 
堅固な 高台と なり， 

苦難の 時の 堅固な 高台と [なって 
くださ H 

10 そして， あなたの み 名を 知る 者たち 
は あなたに 依り 頼みます。 
エホバよ， あな たは ご 自分を 捜し 
求める 者たち を 決して 捨てら 
れ ないから です。 

U ザイン] 

11 あなた 方は シオンに 住んで おられ 
る エホバに 調べを 奏でよ。 
もろもろの 民の 中で その 行為を 

かた W 

語れ。 

12 流血を 探す とき， [裡] は その 者たち 
を 必ず 思い出される からだ。 
W は 苦しんで いる 者たち の 叫 
びを 決 して お忘れに ならない。 

n [へ 一 卜] 

13 エホバよ， わたしに 恵みを 示して く 
ださい。 わたしを 憎む 者たち が 
もたらす 苦悩を 見て ください。 
あなたは 死の 門から わたしを 引 
き 上げて くださいます。 

14 それは， シオンの 娘の 門で 

わた しが あなたの すべての 称賛す 
べき 行為を 告げ 知らせる ため， 


み 名は 全地に あって 何とい う 
威光を 帯びて いるので しょう。 

ムト. ラ ベンの 指揮者へ 0 
ダビデの 調べ。 

汶 [アーレ フ] 

Q エホバよ， わたしは 心を つくして 

^  [あなたを] たたえます。 

わたしは あなたの くす しい 業を 
すべて 告げ 知らせます。 

2 わたしは あなたに あって 歓び ，歓喜 

しま子。 

至高 者よ， わたしは あなたの み 名 
に 調べを 奏でます。 

3 [ベート] 

3 わたしに 敵す る 者たち が 引き返す 

(力） 

彼らは つまずき， あなたの み 前 か 
ら 滅びう せる のです。 

4 あなたが わたしの 裁きと 言い分を 
執行して くださった からです。 

あなたは 王座に 座し， 義を もって 
裁きを 行なわれました。 

〕 [ギメ ル] 

5 あなたは 諸国の 民を 叱責し, 邪悪な 
者を 滅ぼされました。 

あなたは 彼らの 名を 定めの ない 
時に 至る まで， まさに 永久にぬ 
ぐい 去られ ま した。 

6 敵よ， [お前の] 荒廃は 限りない 終わ 
りを 迎えた。 

あなたが' 根 こぎに した 都市 もまた。 

それらが 語り 告げられる こと さ 
え 滅びう せる。 

n [へ-] 

7 しかし エホバは， 定めの ない 時に 至 
るまで 座し， 
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夕詩 22:1 
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「神は いない」 と 言つ  884 

2 邪悪な 者は そのごう 慢さ ゆえに， 苦 
しんで いる 者の あとを 激しく 
4 ぃま}。 

彼らは 自分の 考え だした 企てに 
よって 捕らえられます。 

3 邪悪な 者は その 魂の 利己的な 願望 

みず か  しょうさん (0) 

について 自らを 称賛し， 
不当な 利得を 得る 者 も 自らを 祝 
福した からです。 

2 [ヌーン] 

彼は エホバに 対して 不敬な 態度 
を 取り ま した。 

4 邪悪な 者は 不遜に も 調べる ことを 
^  m 

はいない」 というの が， その 

かんが  （キ） 

考えの すべてです。 

5 彼の 道は いつも 栄えます。 

あなたの 司法 上の 定めは 彼の 届 

たか  ところ  M 

かない 高い 所に あり， 

自分に 敵意を 示す すべての 者に 
対しては, 彼は これに [息を] 姿: 
きかけ ます。 

6 彼は 心の中で 言いました， 「わたし 

(ザ） 

が よろめかされる ことは ない。 
[わたしは] 代々 災いに 遭う こと 

もの  [シ 1 

のない 者 [となる]」 と。 

2  [ペー] 

7 彼の 口は 誓いと 欺まん と 虐げと に 

み  槪 

満ちて います。 

その 舌の 裏には 難儀と 有害な こ 
とがあります。 

8 彼は 集落に 待ち伏せして 座り， 


ケ箴 24:1; イザ 26:11; ホセ 14:9; コ詩 12:5; サ箴 14:16; 
シ伝 8:11; イザ 56:12; 啓 18:7; ス詩 5:6; 詩 59:12;  ロマ 
3:14; ぺテ I  3:10; セ 詩 7:14: 詩 12:2; 詩 55:21; 箴 10:31; 


詩編 9:15 — 10:8 


邪悪 


わた しが あなたの 救いを 喜ぶ た 

(7) 

めです。 

13 [テート] 

15 諸国の 民は 自分たち の 作った 坑に 

おちい 【イ 1 

陥り， 

自分たち の 隠した 網に 足を 捕ら 

(エ） 

X. りれ た 0 

16 エホバは ご 自分の 執行した 裁きに 
よっ て 知られる。 

邪悪な 者は 自分の 手の 働き によ っ 
て わなに 掛かった。 

ヒガ ヨン。 セラ。 

••[ヨー ド] 

17 邪悪な 者たち は シヱ オルに 引き返す。 

拽を 忘れる すべての 国の 民は。 

18 貧しい 者が いつまでも 忘れられる 
ことは な^11， 

柔和な 者たち の 望みが 滅びう せ 
る こと も 決してない からだ。 

2 [ヵフ] 

19 エホバよ， 立ち上がって ください。 
死すべき 人間が 力に おいて 勝 
る ことがありません ように。 
諸国の 民が あなた^) み 顔の 前で 
裁かれます ように。 

かれ  おそ  い 

20 エホバよ， 彼らのう ちに 恐れを 入れ 
てくだ さい。 

自分たち が 死すべき 人間に すぎ 
ない ことを 諸国の 民が 知る た 

(V) 

めです。 セラ。 

ラ [ラー メ ド] 

エホバよ， なぜ 遠く離れて 立っ 

(夕） 

て おられる のです か。 
[なぜ] 苦難の 時に ご 自分を 隠 
して おられる のです か。 
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885  邪悪な 者は， 「神は 忘れた の だ」 と言う  詩編 10:9—11:2 


隠れ 場 か ら罪 のな L ヽ 者を 殺 します。 
ジ [アイン] 

その 目 は 不幸な 者を 見つ けよう 
と 見張って います。 

9 彼は 隠れが にいる ライオン のよう 
に， 隠れ 場で 常に 待ち伏せし 

ま 孑。 

苦しんで いる 者を 力ず くで 連れ 
去ろうと 待ち伏せす るので す。 
その 網を 引き寄せて 閉 じる とき， 
彼は 苦しんで いる 者を 力ず く 
で 連れ去り ます。 

10 その 者は 打ち ひし がれ， 身をかがめ， 
気落ちした 者たち の 軍勢は， 彼の 
強い [かぎ づ め] に 掛かって し 
まぃ まぜ。 

11 彼は 心の中で 言いました， 「姓は 忘 
れ たの#。 

顔を 隠した の だ。 

決して [これを] 見る ことは ない」 と。 

p [コーフ] 

12 エホバよ， 立ち上がって ください。 
裡 よ， み 手を 上げて ください。 
苦しんで いる 者たち を 忘れない 
でく ださい。 

13 どう して 邪悪な 者は# に 不敬な 態 
度を 取った のです か。 

彼は 心の中で 言いました， 「あな 
たは 言い開きを 求めない」 と。 

[レー シユ] 

14 あなたは 難儀と 煩いと を ご覧に なっ 
たからです。 

あなたは ずっと 見て おられます。 
[彼らを] み 手の 中に 捕らえる 


第 10 編 


ェゼ 9:9 
サ詩 3:7 
シ詩 94:2 


第二 欄 


ィ申 10:18 
詩 146:9 
エレ 49:11 
ホセ 14:3 


不幸な 者， 父な し 子は， あなたに [身 
を] ゆだねます。 

あなたは 自ら [その] 助け手と なっ 
てくだ さい ま した。 

以 [シーン] 

15 邪悪で 悪い 者の 腕を 折って くださ^。 
彼の 邪悪 さを [ついには] 見いだ 
しえ なくなる まで 探り出して 
くださ H 

16 エホバは 定めの ない 時に 至る まで， 
まさ に 永久に 王な のです。 
諸国の 民は その 地から 滅びう せ 
まし/ L 

n [ター ゥ] 

17 エホバよ， あなたは 柔和な 者たち の 願 
I 、を 確かに 聞 ^ ヽて くださいます。 
あなたは 彼らの 心を 定めて くだ 
さぃ ま'/ 〇 

あなたは 耳を 傾^ •て 注意を 払っ 
てくだ さいます。 

18 それは， 父な し 子 や， 打ち ひし がれた 
者の ために 裁きを 行なうた^)， 
地の 者で ある 死すべき 人間が も 
はやおの のきを 生じさせる こ 

(サ） 

とのない ためです。 
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指揮者へ。 ダビデに よる。 

わた しは エホバの もとに 避難 

しふ 

あなた 方は わた しの 魂に よく 
も 言える もの だ， 


「あなた 方の 山へ 鳥の ように 

に  ゆ [ス） 

逃げて 行け」 と。 

じゃあく  もの  ゆみ  ひ  (t?) 

2 見よ， 邪悪な 者たち が 弓を 引き， 


ために, 


サ イザ 51:12 


第 11 編シ代 n 14:11; 詩 7:1; 詩 56:11; ス箴 27:8; セ 詩 
37:14。 


第 12 編 


第 13 編 


詩編 11:3—13:2 


エホバは 調べる ことを 行ない， 保護して くださる 方 


弦に 矢を つがえ， 

心の 廉直 な 者たち を 暗 M で 射よ 
うとす る。 

3 基 そのものが 打ち壊される とき， 

義 なる 者は 何を すれば よいの だ 
ろうか。 

せい  しんでん  [ゥ） 

4 エホバは その 聖 なる 神殿に おられる。 
エホバは 一 その 王座は 天に ある。 
その 目が 見， その 輝く 目が 人の子 

しら  （才 1 

らを II ベる。 

5 エホバは 義 なる 者を も邾 悪な 者を 

みず か  しら (*) 

も 自ら 調べ， 

その 魂 は 暴虐を 愛する 者を 必ず 

にく  W 

6  [裡] は 邪悪な 者たち の 上に， わな， 
火と &S， 

燃える 風を， その 杯の 分と して 降 
らせ I。 

7 エホバは 義に かなって おられ， 義な 
る 行為を 愛される からだ。 
廉直な 者たち がその み 顔を 見る 
者と な I。 

低音 オクターブの 指揮者へ。 
ダビデの 調べ。 

エホバよ， [わたしを] 救って く 
ださい。 忠節な 者は 終わり 

むか M 

を 迎え， 

忠実な 者たち は 人の子ら の 中 
から 消えう せた からです。 
彼らは 互いに 虚偽を 語り， 

なめ ~  くちびる [チ） じつ ふたご ^ ろ (ッ 1 

て 語りつ づけます。 

エホ ノ  くは すべて の 滑ら かな 唇を， 
太いなる ことを 話す 舌を 切り 断 
たれます。 
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4 彼らは 言いました， 「我々 は 舌で 打 
ち 勝つ の だ。 

唇 は 我々 と共に ある。 だれが 
我々 の 主人と なりえ よう」 と。 
5 「苦しんで いる 者たち に対する 奪略 
の ゆえに， 貧しい 者たち の 溜め 

いき  [ィ） 

息の ゆえに， 

わた しは この 時に 立ち上がる」 

い  （ゥ 1 

と， エホバは 言われる。 
「わたしは， [息] を 吹き かける 者 
から [彼を] 離して 安全な 所に 
置く であろう」。 

6 エホバの みこと ばは 浄い ことば， 
地の 溶鉱炉で 精錬され， 七 度 純化 
された 銀の よう だ。 

7 エホバよ， あなた ご 自身が 彼らを 
守って くださいます。 
あなたは， この 世代から 定めの 
ない 時に 至る まで， ひとり び 
とり を 保護して くださる の 
です。 

8 邪悪な 者たち は 方々 歩き回ります。 
いとうべき ことが 人の子ら の 中 

たか  W 

で 高め られ ている から です。 
指揮者へ。 ダビデの 調べ。 
エホバよ， 
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いつまで わたしを お 
忘れになる のです か。 永久 
にです か。 

いつまでみ 顔を わたしから 覆 
い 隠される のです か。 

2 いつまで わたしは 自分の 魂に 抵抗 
を i き， 

昼間は わた しの 心に 悲嘆を [置く] 
ので しょ うか。 
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ア詩 22:7 


才詩 52:8 
詩 147:11 


第 14 編 

ク詩 10:4 
詩 53:1 
イザ 29:16 
ヶ創 6:12 
] マ 3:10 
サ創 11:5 
詩 33:13 
詩 102:19 
シ代 n 16:9 
\ブ 11:6 
5  7:29 
f ザ 64:6 


第二 欄 

ア ロマ 3:11 
イ ロマ 3:10 
ウ詩 94:8 
ェ エレ 10:25 
アモ 8:4 
ミカ 3:3 


コ詩 53:6 
詩 85:1 
詩 126:4 
t ネへ 12:43 
詩 126:1 


第 15 編 


887  善い ことを 行なう 者は だれもい ない。 

いつまで わた しの 敵は わた しの 
上に 高められ るので すか。 

3  [わたしを] ご覧く ださい。 わたし 
の裡 エホバよ， わた しに 答えて 
ください。 

わたしの 目 を 輝かせて ください。 
わたしが 死の 眠りに 落ちる こ 
とのない ためです。 

4 わたしの 敵が， 「彼に 勝った」 と 言 
うことの ないた めです。 

わたしに 敵対す る 者たち が， わた 
しが よろめく といって 喜ぶ [こ 
とのない ためです]。 

5 しかし わたしは， あなたの 愛 ある 親 
切に 依り 頼みました。 

わた しの 心が あなたの 救いを 喜 
びます ように。 

6 わたしは エホバに 向かって 歌い ま 
す。 豊かな 報いを もって わたし 
を 扱って くださった からです。 
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指揮者へ。 ダビデに よる。 

分別の ない 者は  t 心の中で 言った， 
「エホバは いない」 と。 

彼ら は 滅びと な る こと を 行ない， 
[その] 行ないに おいては 忌 
むべき ことを 行なった。 

善い ことを 行なう 者は だれも 

(=») 

いない。 

2 しかし エホバは， 天から 人の子ら を 
見下ろされた。 

洞察力の ある 者, エホバを 求める 者 
がいる かどう かを 見る ために。 

3 彼らは 皆 それて 行き， [皆] 一様に 

くさ  M 

腐っ ている。 


神の 天幕の 客  詩編 13: 3 — 15: 3 

善い ことを 行なう 者は だれもい 

(7) 

ない。 

一人 もい ない。 

4 有害な ことを 習わしに する 者は だ 

ちしき  え  W 

れも 知識を 得な かっ たの か。 
パンを 食べた よう にわたしの 民 
を 食い尽く して。 

彼らは エホバを 呼び 求める こと 
をし なかった。 

5 彼らは そこで 大 いなる 怖れに 満た 

【力） 

された。 

エホバは 義 なる 者の 世代の 中に 
おられる からだ。 

6 あなた 方は 苦しんで いる 者の 計り 
事に 恥を かかせよう とする。 
エホ ノ 《がその 避 丽 だからで ある。 
7 ああ， シオンから イスラエルの 救い 
が もたらされるなら！ 
エホバが ご 自分の 民の 捕らわれ 
人を 連れ戻される とき， 

ヤコ ブは 喜び， イスラ エルは 歓び 

讓 しふ 
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ダビデの 調べ。 

エホバよ， だれが あなたの 天幕 
の 客と なる ので しょ うか。 
だれが あな たの 聖な る 山に 住 
むので しょ うか。 

それは， と がな く 歩み， 義を 行ない， 
その 心に 真実を 語る 人です。 

その 人は 舌で 中傷した ことがあり 
ませ/ L 

自分の 友に y も 悪い ことを した 
ことが なく， 


13  6  5  1 

3  3  :  :  9129  :  35390 
rO  3  2  3  0  2  1 . 91 ♦•111 

21 2: 3: 2ザ 1: 5ザ # 3: 1,フフ 0 、' 11 丨1 11: 23 
啓 詩 詩 詩 ィ詩詩 ィ使箴 箴ゼ エコ レ 詩 詩 箴箴窺 


ツサ I  24:11; 箴 14:21; ロマ 12:17。 


第二 棚 


第 15 編 


第 16 編 

ク詩 25:20 
詩 91:2 
ケ ヨブ 35:7 


コ詩 119:63 
サ申 8:19 
詩 97:7 


鬼は シエ オルに 捨て置かれない 
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わたしは 彼らの 名を 唇に 上らせ 
ませ/^。 

5 エホバは わたしに 配分され た 受け 
券: ゎたし 滞 ％ [分] です。 

あなたは わたしに 割り当てられ 
た 分を しっかり 保って くださ 
います。 

6 測り 綱は わたしの ために 快い 場所 
に 落ちました。 

実に， [わた しの] 所有物は わたし 
に とって 好ま しい ものと なり 
ま した。 

7 わたしは， わたしに 忠告を 与えて く 
ださった エホバを ほめたたえ 
ます。 

実に， 夜ごとに わたしの 腎 はわた 
しを 正しました。 

8 わたしは 自分の 前に 絶えず エホバ 
を 置きました。 

[迚 が] わたしの 右に いてく ださ 
るので， わたしは よろめかされ 
る ことがありません。 

9 それゆえ， わたしの 心は 歓 び， わた 
しの 栄光は 喜びに 傾く のです。 

また， わた しの 肉体 も 安らかに 住 

[コ） 

むこと でしょう。 

10 なぜなら， あなたは わたしの 魂を 
シエ オルに 捨て置かれ ないか 
ら で/1。 

あなたは ご 自分の 忠節な 者が 坑 
を 見る ことを 許されません。 

11 あなたは 命の 道筋を わたしに 知ら 
せて くださいます。 

満ち足り た歓 びが あなたの み 顔 
と共にあります。 


詩編 15:4—16:11 

親しい 知り合い に対する そしりを 
取り上げ たこと もありません。 
4 彼の 目には 卑しむべき 者は 必ず 退 
けら#， 

彼は エホバを 恐れる 者たち を 敬 
ぃま#〇 

彼は [自分に とって] 悪い ことを 
誓い ま したが， それでも 変え ま 
せ A 

5 彼は 利息を 取って 金を 分け与えた 
こと €， 

罪のない 者を 陥れる わいろを 取っ 
たこと もありません。 
このように している 人は 決して 
よろめかされる ことが ありま 
せ 二 

ダビデの ミク タム。 

拽よ ，わたしを 守って ください。 
わたしは あなたの もとに 避 
難した からです。 

2 わたしは エホバに 申し上げました， 
「あなた は エホ ノ 《です。 わたし 
の 善良 さは， あなたの ためにで 
はな： 

3  [むしろ，] 地に いる 聖 なる 者たち 

たい 

に対する ものな のです。 
彼らに， その 威光 ある 者たち にこ 
そ， わた しのす ベての 喜びが あ 
り ま' f」。 

4 ほかの 者が いると， [それを 追って] 
急いで 行く 者たち には 苦痛が 
多くなります。 

わたしは 彼らの [ささげる] 血の 
飲み物の 捧げ物を 注ぎ 出し ま 

せぶ。 
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889  目の 瞳の ように 守って ください。 保護を 求める 祈り  詩編 17:1 — 14 


あなたの 右には 快 さが 永久に あ 第16 編 
るので す 0  ァ 詩36:10 
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ダビデの 祈り。 

エホバよ， 義に かなった ことを 
聞いて ください。 わたしの 
嘆願の 叫びに 注 k を 払って 
くださ I マ。 

欺きの 唇を 伴わない， わた 
しの 祈り に 耳を 向けて く 
ださ 0 。 

2 あなたの み 前から わたしの ための 
裁きが 出て 行きます ように。 

あなたの 目が 廉直 さを ご覧に な 
り ますよう に。 

3 あなたは わたしの 心を 調べ， 夜のう 

けんぶん  be  m 

わたしを 精錬され ました。 あな 
たは わたしが たく らんだ こと 
がない のを 見いだ されます。 

わた しの 口は 違犯を おか しません。 

4 人の 行ないに ついては， 

わたし 自ら あなたの 唇の 言葉に 
よって 強盗の 道筋を 警戒し ま 
した。 

5 わたしの 歩みに あなたの 通り道を 


とらえさせて ください。 

[その 中に あって，] わたしの 足 
取りは 決して よろめかされ ま 
せ Z'o 

6 裡 よ， わたし 自ら あなたを 呼び 求め 
ます。 あなたは わたしに 答え 
てくだ さるから です。 

あなたの 耳を わたしに 傾けて く 
ださい。 わたしの ことばを 聞 
いてく ださい。 


第 17 編 


キ ヨブ 23:10 
詩 26:2 
詩 66:10 
エレ 9:7 
ゼカ 13:9 
マラ 3:3 
ぺテ I 1:7 

ク詩 39:1 

ヶ詩 119:9 

コサ I  2:9 
詩 119:133 

サ詩 18:36 
詩 94:18 
詩 121:3 

シ詩 55:16 
詩 66:19 

ス詩 116:2 


第二 欄 


オサ I  24:11 
詩 35:4 

力 申 32:15 
詩 119:70 
ェゼ 16:49 


詩 73:9 
クサ I  23:26 
ケ詩 10:8 


ス詩 108:6 
セ 詩 49:1 


ソ 


ヤコ 5:5 


7 あなたの 愛 ある 親切の 行為を くす 
しい ものと してく ださい。 

む  はんこう 

あなたの 右手に 向か っ て 反抗す 
る 者たち から 避け 所を 求める 

すく  ぬし W 

者たち の 救い主よ。 

8 わたしを 目の 瞳の ように 守って く 
ださ J。 

あなたの 翼の 陰に わた しを 隠し 
てくだ さいます ように。 

うば  と  じ ゃ 

9 わたしから 奪い取る ことを した 邪 
悪な 者たち が L ヽ るから です。 
わた しの 魂に 敵す る 者たち がわ 
たしを 包囲して います。 

10 彼らは 己の 脂肪で [身を] 囲い込み， 

まん  かた  （キ） 

その 口で ごう 慢に 語り ま した。 

11 わたしたちの 歩みに 関しては， 今や 
彼らは わたしたちを 取り囲み， 
その 目を 据えて 地に 向けようと 
しま}。 

12 その 様子は， 引き裂く ことを 切に 願 
う ライオンの ようで あり， 

隠れ 場に 座す 若 L 、ライオン のよ 
うです。 
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14 


エホバよ， 立ち上がって ください。 

かれ  めん  む  [サ） 

彼に 面と向かって 立ち向かい， 
彼に 身をかがめ させて ください。 
あなたの 剣を もって わた しの 
魂 を 邪悪な 者から 逃れさせて 
くださ 1マ。 

エホバよ， あなたの み 手 [により]， 

ひとびと  W 

A 々から， 

[この] 事物の 体制の 人々 から， 
[わたしの 魂を 逃れさせ てくだ 
さい]。 彼らの 受け 分は [今の] 


いのち  (V) 

命に あり， 


詩編 17:15—18:14  エホバは 大岩 。エホバの 力強 さ  890 


彼らの 腹を， あなたは 隠されて い 

じ ぶん たから  み  [ァ） 

るご自 分の 宝で 満た されます。 
彼らは 子に 満ち足り， 

自分の 残す ものを 子供たち のた 
めに 蓄える のです。 

15 しかし わたしは， 義 のうちに あなた 
のみ 顔を 見つめ， 

目覚める とき， あなたの 形を [見 
て] 満足し ます。 


指揮者へ。 エホバの 僕 ダビデに よる。 
エホバが そのす ベての 敵の たなごころ 
より， また サウ ルの 手より 救い出して 
くださった 日に， 彼は こ の 歌の 言葉を 
エホバに 語った。 そしてこう 言った。 
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わたしの 力， エホバよ， わた 
しは あなたに 愛情を 抱き 
ま'^。 

2 エホバは わたしの 大岩 ，わたしのと 
りで， わたしを 逃れさせ てくだ 

かた  （ク） 

さ る 方な のです。 

わたしの 裡 はわた しの 岩。 わた 
しは その もとに 避難し ます。 
わたしの 盾， わたしの 救いの 角， 

けんご  たかだい (コ1 

わたしの 堅固な 高台。 

3 わたしは 賛美され るべき 方 エホバ 
を 呼び 求め， 

そ して 敵から 救われる。 

4 死の 綱が わたしを 取り巻き， 

どう しよう もない [者たち] の 鉄 
砲 水 もまた， 絶えず わたしを 恐 

(t) 

れ おののかせた。 

5 シエ オルの 綱が わたしを 取り囲み， 
死の わなが わた しに 立ち 向かった。 
6 わたしは 苦難の 中に あって エホバ 
を 呼び 求め， 


第 17 編 


ア ヨブ 22:18 


わた しの 迚に 助けを 求めて 叫び 
つづけた。 

すると， その 神殿から わたしの 声を 
お聞きに なり， 

み 前で 助けを 求める わたしの 叫 

[ゥ） 

びが， ついに その 耳に 入った。 
7 そして 地は 揺れ， 激動し はじめ， 

やまやま もとい どうよう （才） 

山々 の 基 も 動揺し， 

[迚] が お怒りに な っ たために， そ 
れは 揺れ動く のであった。 

8 煙が その 鼻から 立ち上り ，その 口から 
出る 火が むさぼり 食って いた。 
炭火が その もとから 燃え 出た。 

9 次いで， [初は 天を 押し 曲げて， 降 
りて 来られた。 

濃い 暗闇が その 足の 下に あった。 
10 そして， [#] は ケルプに 乗って 飛ん 
で 秦ら# ， 

霊の 翼に 乗っ て 突進 して 来ら れ た。 
11 それから， 闇を ご 自分の 隠れ 場と し， 
暗い 水， 濃い 雲を 
ご 自分の 周りの 仮小屋と された。 
12 そのみ 前の 輝きからは， 過ぎ行く そ 

の# ぶ， 

雹と 燃える 炭火が 出て いた。 

13 そして， 天で エホバは 雷鳴を とどろ 
かせは じめ， 

至高 者 ご 白身が その 声を， 

雹と 燃える 炭火と を 出しは じめ 
られ た。 

14 また， 彼らを 散らす ために ご 自分の 
矢を 放ちつ づけ， 

彼らを 混乱に 陥れる ために 稲妻 
を 放ち 出された。 

ツサ n  22:15; ヨブ 36:32; 詩 144:6。 


891  エホバは 忠節を もって 行動され る。 その 道は 完全  詩編 18:15—30 

かわどこ  たい 

15 すると， 水の 川床が 見える ように 第 I8 編 23 そして， わたしは [拽] に 対しと がの 
なり，  ァ£エ3  ない 者で ある ことを 実証し， 

さんし！* つてき ち  もとい  （ィ）  詩 114:3  じぶん  み  まも W 

産出 的な 地の 基が あらわに された。 ィサ n  22:16  わたしは 自分のと がから 身を 守る。 

しっせき  詩 9:8  ぎ 

あなたの 叱責に より， エホバよ， あ ゥ出 15:8  24 それで， エホバが わたしの 義 にした 

はな  いき  とっぷう  （ゥ）  エサ D  22:17 

なた の 鼻の 息の 突風に よって 0  詩57: 3  がい， 

たか ところ  おく  才詩 32:6  まえ 

16  [迚] は 高い 所から 送り出して， わた  ^ 124：4  その 目の前に おける わたしの 手 

と  M  カサ 1122: 18  きよ  （ゥ） 

しを 捕らえ，  ^ 3:7  の 清 さに したがって わたしに 

ひ  キ詩 35:10  むく  (I) 

大水から わたしを 引き出して ゆ クサ mm  報いて くださる ように。 

W  サ I  23:26  ちゅうせ つもの 

かれた。  ヶィ ザ5 〇:1〇  25 忠節な 者には， あなたは 忠節を もっ 

17  はわた しの 強い 敵から，  w 118:5  て 行動し， 

にく もの  サ 詩 149:4  きょうけん 

わたしを 憎む 者たち から， わた シ ね f  とがのない， 強健な 者には， とが 

しを 救い出される のであった。 のない 仕方で 対処され ます。 
彼らは わたしよりも 強かった セ こ2 =22  26  [自らを] 清く 保っ 者には， あなたは 
からだ。  ご 自身を 清い 者と して 示し， 

18 彼らは わたしの 災難の 日に 終始 わ チ*8:11  曲がった 者には， ご 自身を ねじけ 

む  （ク）  -  【ク】 

たしに 立ち向かった。  第二 欄  た 者と して 示されます 0 

しかし エホバは わたしの 支えと ァ;; 27 なぜなら， あなたは 苦しんで いる 民 
なって くださった。  を 自ら 救い， 

つ  ひろびろ  ^  r  まん  いや 

19 次いで， [裡] はわた しを 広々 とした ゥダ：25  ごう 慢な 目を 卑しめられ るから 

所に 連れ出し，  です。 

わたしを 助け出して くださる の 才 5 レ97：  28 エホバよ， それは あなたが わたしの 

であった。 わたしの ことを 喜 ^U32；；9  ともしびを ともして くださる 

ばれた からだ。  5：810  からです 0 

ぎ  クサ n  22:27  じしん  やみ 

20 エホバは わたしの 義 にしたがって 詩 版5  わたしの 独 ご 自身が わたしの 闇 

むく トン）  ケ ヨブ 34 : 28  かがや  （シ） 

わた しに 報い，  コョブ 1(M6  を 輝かせて く ださる のです。 

きよ  ヨブ 40:11  りゃく だったい 

わたしの 手の 清 さに したがって  29 あなたに よって， わたしは 略奪 隊に 

わたしに 報いて くださる。  サ 向かって 走る こと がで き， 

21 わたしは エホバの 道を 守り，  わたしの® によって， 城壁を よじ 

よこしま になって わたしの 裡か ス^ 登る ことができる からです。 

ら 離れる ことを しなかった か  VfnL  30  [まことの]® について は， その 道は 

IV)  セサ n  22:30  かんぜん  (V) 

らだ〇  ソ 申 32:4  完全で あり， 

しほう じょう  さ だ  サ n  22:31  せいれん 

22 そのす ベての 司法 上の 定めは わた  £-4:37  エホバの ことばは 精錬され たも 

まえ  [夕 1  啓 15-3  [夕） 

しの 前に あり，  夕 が  ので ある。 

その 法令を わたしは 自分から 取チ認 =14°  ご 自分の もと に 避難す る すべての 

り 除く ことを しない からだ。  Zfoi1  者に とって， [拽] は 盾で ある。 
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31 エホバの ほかに だれが 裡 なのか。 
わた したち の裡を 除いて だれが 
岩な のか。 

32  [まことの]® は， わたしに 活力を 固 
く 帯びさせて くださる 方。 

[控] はわた しの 道を 全き ものと 
してく ださり， 

33 わたしの 足を 雌 鹿の ようにし， 

わたしに とって 高い 所に わたし 
を ずっと 立たせて くださる。 

34  [裡] は 戦いの ために わたしの 手を 
教えて おられ， 

わた しの 腕は 銅の 弓を 押し 曲げた。 
35 そして， あなたは その 救いの 盾を わ 
たしに 下さり， 

あなたの 右手が わ たしを 支え， 
あなたの 謙遜 さが わたしを 大い 
なる 者と する のです。 

36 あなたは わたしの 下に， わたしの 歩 
みのた めに 十分 大きな 場所を 
空けて くださいます。 

それで， わた しの 足首は 確かによ 
ろけ る ことがありません。 

37 わたしは 敵を 追跡し， これに 追い 

つき， 

かれ  ほろ  た 

彼ら が 滅ぼ し 絶やされ るまでは 
帰りません。 

38 わたしは 彼らを 打ち砕いて， 立ち上 

(V) 

がれない ように します。 

彼らは わたしの 足下に 倒れます。 
39 そして， あなたは 戦いの ために わた 
しに 活力を 帯びさせ， 

わたしに 向かって 立ち上がる 者 
たちを わたしの 下にく ず おれ 
させ ま'/1。 


第 18 編 


アサ I  2:2 
サ n  22:32 
詩 86:8 
イザ 45:5 
イ申 32:31 
ウ詩 28:7 
詩 84:7 


エサ n  22:33 
イザ 26:7 


力 申 32:13 
サ n  22:34 
キ詩 144:1 
クサ n  22:35 
ヶ創 15:1 
申 33:29 
詩 28:7 
コ詩 17:7 
ササ n  22:36 
詩 113:6 
シ詩 4:1 
スサ II  22:37 
詩 17:5 


詩 44:5 
詩 144:2 


第二 欄 

ア創 49:8 
出 23:27 
ヨシ 10:24 
イサ n  22:41 
詩 21:8 
詩 34:21 
ウサ n  22:42 


ミカ 3:4 
ゼカ 7:13 
ォサ H  22:43 
カ イザ 10:6 
ゼカ 10:5 
マラ 4:3 
キサ I  30:6 
サ n  22:44 
クサ n  8:3 
詩 2:8 
テモ I  6:15 
啓 19:16 
ケ イザ 55:5 
イザ 65:1 
使徒 15:14 
コサ n  22:45 
サ申 33:29 


セ 申 32:4 
ソ出 15:2 
夕申 32:35 
サ n  22:48 
詩 94:1 


チ 詩 47:3 
コ I  15:25 


40 そして， わたしの 敵に ついては， あ 
な たは 必ず [その] うなじを わ 

わた  (7) 

たしに 渡されます。 

わたしを 激しく 憎む 者た ちに つ 
いては， わたしは 彼らを 沈黙 さ 
せ まぜ。 

41 彼らは 助けを 叫び 求める が， 救う 者 
はいな^1。 

エホバに 向かって [叫ぶ が]， 実 
際， 彼らに お答えに ならない。 
42 そして， わたしは 彼らを 風の 前の 塵 

こま  つ  くだ （才） 

のよう に 細かく 突き 砕き， 
ちまたの 泥の ように 彼らを 注ぎ 

出ぜ。 

43 あなたは 民の とがめだてから わた 
しを 逃れさせて くださいます。 
あなたは わた しを 諸国 民の 頭に 
任命され ます。 

わた しの 知ら なか っ た 民 一 彼ら 
がわた しに 仕えます。 

44 伝え聞いた だけで 彼らは わたしに 

じゅうじゅん  （コ） 

従 順にな り， 

異国の 者たち もへ つらいながら 
わたしの もとに 来る。 

45 異国の 者たち は 衰えて ゆき， 

その 堡塁から 震えながら 出て 来る。 

い  （ス】 

46 エホバは 生きて おられます。 わた 
しの 登が ほめたたえられます 

m 

ように。 

わた しの 救いの 神が 高められる 

(V) 

ように。 

47  [まことの] 裡 はわた しのた めに 復 

おこ  かた  （夕 1 

しゅうを 行なわれる 方で あり， 
もろもろの 民を わたしの 下に 従 

_  [チ） 

え られ る。 


天は 神の 栄光を 告げ 知らせる。 その 律法は 完全 
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48  [迚] は 怒って いる 敵から いつも わ 
たしを 逃れさせて くださる。 
あなたは， わた しに 向かって 立ち 
上がる 者たち の 上に わたしを 
引き上げ， 

暴虐の 者から わた しを 救い出し 
てくだ さいます。 

49 それゆえに， エホバよ， わたしは 諸 
国民の 中で あなたを たたえ， 

あなた のみ 名 に 調べを 奏でる の 

[才 1 

です。 

50  [裡] は ご 自分の 王の ために 救いの 
太いなる 働きを 行ない， 

愛 ある 親切を その 油 そそがれた 

もの W 

者に， 

ダビデと その 胤と に 定めの ない 
時に 至る まで 示して おられる 

[ク】 

のです。 

指揮者へ。 ダビデの 調べ。 

天は# の 栄光を 告げ 知らせ， 
大空は み 手の 業を 語り 告げて 

(3) 

いる 0 

2 日は 日に 継いで 言語を ほとばしらせ， 
夜は 夜に 継いで 知識を 表わし 

しめ トン） 

示す。 

3 言語 もな く， 言葉 もな く， 

それらの ものからは 声が 聞かれ 
る こと もない。 

4 その 測り 綱は 全地へ， 

その‘ 言は 産出 的な 地の; てへ 
と 出て 行った。 

そこに [进] は 太陽の ために 天幕 
を 設けられた。 

5 そして， それは 婚姻の 間から 出て 来 
ると きの 花婿の よう だ。 
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第 18 編 

ア詩 59:1 
イサ n  7:9 
ウサ n  22:49 
詩 140:1 
ェ申 32:43 
詩 117:1 
イザ 11:10 
ロマ 15:9 
才代 I 16:9 
詩 108:3 
カサ I  2:10 
詩 2:6 
詩 144:10 


詩 89:20 
ク詩 
イザ 9:7 
ルカ 1:33 
啓 5:5 


第 19 編 

ケ詩 8:3 
詩 69:34 
詩 115:15 
詩 148:3 
イザ 40:22 

ロマ 1:20 

コ I  15:40 
コ創 1:6 
詩 150:1 
啓 4:11 
サ詩 65:8 
詩 74:16 
シ創 
創 
創 

詩 136:9 
ス ヨブ 31:26 
セ ヨブ 38:5 
ソ イザ 49:6 

ロマ 10:18 

タ ヨブ 22:14 
伝 1:5 

チ イザ 61:10 


第二 欄 

ア エレ 33:20 
ィ詩 104:19 
ゥ創 31:40 
イザ 49: 10 

マタ 20:12 

エ申 33:4 
詩 1:2 
詩 78:1 
才詩 119:72 


マタ 

ルカ 


22 
31 

カサ n 
王 I  8:47 
詩 23:3 
エゼ 18:27 
ェゼ 33:15 


キ詩 119 
詩 119 
詩 132： 
ぺテ n  3 
ク王 n 17: 
詩 93:5 
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力 ある 者の ように， 歓喜して 道筋 

を 業ぶ。 

6 それは 天の 一方の 果てから 出て 行き， 
巡って 行く その [終わり] は [他の] 
果てで ある。 

その 熱から 覆い隠される ものは 

なに  （ゥ 1 

何もない。 

7 エホバの 律法は 完全で， 魂を 連れ 

もど m 

戻す。 

さと [キ）  しんらい  （ク） けいけん 

エホ バの 諭し は 信頼で き， 経験の 
ない 者を 賢く する。 

めいれい [コ ） れんちょく  （サ】 こころ 

8 エホバから 出る 命令は 廉直で， 心 
を歓 ばせ る。 

エホバの おきては 清く ，目を 輝か 

(V) 

せる。 

おそ ⑼  きよ  えいきゅう 

9 エホバへの 恐れは 浄く ，永久に 立つ。 
エホバの 司法 上の 定めは 真実で 
あり， 全く 義に かなって いる こ 
とが 実証され た。 

10 それらは 金よりも， いや， 精錬され 

おお  ねが 

た 多く の 金よ り もさら に 願わ 

(H 

しい もので あり， 

みつ  す (ナ）  なが 

蜜， それ も 蜜 ばちの 巣から 流れる 
蜜よりも なお 甘い。 

11 また， あなたの 僕は それに よって 警 
告を 受けました。 

それを 守る ことには 大きな 報い 
があります。 

12 間違い 一 だれが [それを] 見分ける 
ことができる でしよ うか。 


ケ箴 1:5; テモ n  3:15; コ申 1:26; サ I  12:14; 詩 111:7; 
サ詩 33:4; シ代 n  24:10; 詩 40:8; 詩 119:7; ス申 6:1; 箴 
4:4; マタ 15:3; セ ネへ 9:13; ソ詩 13:3; 箴 6:23; マタ 6: 
22: 夕申 10:12; 箴 1:7; マラ 3:16; チ 出 21:1; 民 15:35; 
ネへ 9:13; 詩 119:137; ツ詩 119:160; 啓 16:7; テ 申 4:8; 
卜 詩 119:127;  m.  8:10; ナサ 1 14:27; 二 詩 119:103; 箴 16: 
24; ヌ 代!！ 19:10; 詩 119:11; ネ詩 119:165; 箴 11:18;  ノ詩 
40:12; コ I  4:4。 


詩編 19: 13 — 21: 3 


エホバは ご 自分の 油 そそがれた 者を 救う 
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覆い隠さ れ ている 罪 か ら わたし 
が k 白で あると 宣告して くだ 

さぐで。 

13 また， せん 越な 行為から あなたの 僕 
を とどめて ください。 

それに わた しを 支配 させないで 
くださぐ、 。 

そうすれば， わたしは 全き 者と なり， 
多くの 違犯から 潔白な 者と して 
とどまる ことでしょう。 

14 わたしの 岩， わたしを 請け戻し てく 
ださる 方 エホバよ， 

わた しの 口の ことばと わた しの 
心の 黙想 とが， あな たのみ 前に 
快 いものと なります ように。 
指揮者へ。 ダビデの 調べ。 

苦難の 日に エホバが あなたに 答 
^  えてく ださいます ょうこ 
ヤコブの 拽の 名が あなたを 保 
護し ますよう に。 

2  [裡] が聖 なる 場所から あなたの 助 
けを i り， 

シオンから あなたを 支えて くだ 
さいます ように。 

3 あなたの すべての 供え物を 覚えて 
くださり， 

あなた の 焼 燔の捧 げ 物を 肥えた 
ものと して 受け入れて くださ 

[ス） 

いますよ うに 0 セラ。 

4 あなたの 心の ままに あなたに 与え 
てくだ さり I 

あなたの 計り 事を すべて かなえ 
てく ださいます ように。 

5 わたしたちは あなたの 救いの ゆえ 

よろこ  さけ （夕） 

に 喜び 叫び， 


わたしたちの 裡の 名に よって わ 
た したち の 旗を 揚げる のです。 
エホバが あなたの すべての 願い 
事を かなえて ください ますよ 

ぅこ 

6 今 わたしは， エホバが ご 自分の 油 そ 
そがれた 者を 必ず 救って くだ 
さる ことを 知っています。 

[W1 は その 右手の 力強い 救いの 

_ を もっ艺 

聖 なる 天から 彼に 答えて くださ 
ぃ ま} 0 

7 ある 者は 兵車に ついて， ある 者は 馬 
について [語り 告げます]。 
しかし わた したち は， わた したち 
の裡 エホバの 名に ついて 語り 

告げ ま ぜ。 

8 それらの 者は 屈服 させられ， 倒れ ま 
し#1。 

しかし， わたしたちは 立ち上がり 
ました。 そして 立ち直る のです。 
9 エホバよ， 王を 救って ください。 
わた したち の 呼ぶ 日に，®] はわた 
したち に 答えて くださ るので す。 
指揮者へ。 ダビデの 調べ。 


エホバよ， 王は あなたの 力に あっ 

I  ょろこ  [シ j 

“丄  て歓 びます。 _ 

彼は 何と 大きな 喜びを 抱いて， 
あなたの 救いに あずかりた 

おも  W 

いと 思う ことでしょう。 

かれ  こころ ねが  あた M 

2 あなたは 彼に その 心の 願いを 与え， 
その 唇の 望みを 差し控えられ ま 
せんでした。 セラ 0 

3 あなたは 良い ものの 祝福を もって 

かれ  あ （夕 1 

彼に 会い， 


895  神に 敵す る 者たち の 結末 


詩編 21：4—22：6 


縫され た^^を その 窗に蠢 

かれた のです。 

4 彼は あなたに 命を 願い求め ま した。 
あなたは [それを] 彼に お与え 
になり ま した。 

定めの ない 時に 至る まで， まさに 

えいきゅう つづ  なが  ひび （ゥ） 

永久に 続く 長い 日々 を。 

5 彼の 栄光は あなたの 救いに よって 

(I) 

大 いなる ものです。 

あなたは 尊厳と 光輝を 彼の 上に 
置かれます 0 

6 あなたは 彼を， 永久に， 大いに 祝福 
された 者と される からです。 
あなた はみ 顔を 歓ぶ ことを もって 
彼を 喜ばせて くださ るので +。 
7 王は エホバに， 

至高 者の 愛 ある 親切に 依り 頼ん 
でい るからで す。 彼が よろめ 
かされる ことはありません。 

8 あなたの 手は あなたの すべての 敵 
を 見いだ 

あな たの 右の 手は あなたを 憎む 
者たち を 見いだ します。 

9 あなたは ご 自分の 注意を 向ける 定めの 

とき  かれ  ろ  [サ） 

時に， 彼らを 火の 炉 とされます。 
エホバは 怒り のうち に 彼ら を 呑 
み 尽く し， 火は 彼らを むさぼり 
食う のです。 

10 あなたは 彼らの 実を 地から 滅ぼ^， 
彼らの 子孫を 人の子ら の 中から 
[滅ぼされます]。 

11 彼らは あなたに 悪い ことを 向かわ 
せた からです。 

彼らは 実行で きない 企てを 考え 

[夕） 

出した のです。 


第 21 編 

アサ n 12:30 


使徒 2:28 
クサ I  30:6 


詩 83:4 


第二 欄 


第 22 編 


12 あなたは， 彼らの 顔に 向かって [ね 
らいを] 定める その 弓弦に より， 

彼ら が 背を 向 けて 敗走す るよう 

(ィ） 

にさせます。 

13 エホバよ， あなたが その 力のう ちに 

たか  (0) 

高められます ように。 

うた  ちからづよ 

わた したち は 歌い， あなたの 力強 

しら  かな  W 

さに 調べを 奏でます。 
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“ 夜明けの 雌 鹿” の 指揮者へ。 
ダビデの 調べ。 

わたしの 拽， わたしの 拽， なぜ 

あなたは わた しを お捨てに 

(ォ） 

なった のです か。 

[なぜ] わたしを 救う ことから， 
わた しが 大声で 叫ぶ 言葉 [か 
ら] 遠く離れて [おられる の 
です ぶ]。 

2 わたしの® よ， 昼間 わたしは 呼びつ 
づけます。 です が， あなたは お 
答えに なりません。 

そして 夜 もです。 わたしが 沈黙 
する ことはありません。 

3 しかし， あなたは 聖 なる 方で あり， 
イスラエルの 賛美を 住まいと さ 

(サ J 

れ ます。 

4 わたしたちの 父は あなたに 依り 頼 
みまし# )0 

彼らは 信頼し, あなたは いつも 彼ら 
を 逃れさせて くださいました。 

5 彼らは あなたに 向かって 叫び， 安全 
に 逃れ ま した。 

彼らは あなたに 依り 頼み， 恥を 受 
けませんでした。 

6 しかし， わたしは 虫です。 人間では 
ありません。 


詩編 22:7—22 


メシアの 経験す る 事柄に 関する 予告 
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人び とに とっ ては そ しりで あり， 
民に とっては 卑しむべき 者な 

(7) 

のです。 

7 わたしを 見る 者は 皆 わたしを あざ 

窫ぃま ぞ。 

彼らは 口を 広く 開け， 頭を 振りつ 
づけ ま I。 

8 「彼は エホバに 身を ゆだねた の だ。 
その 方に 逃れさせて もらえ。 

すく 

その 方に 救い出して もらえ。 その 
方は 彼を# ■びと さ れ たから だ」。 
9 あなたは [母の] 腹から わたしを 引 

かた W 

き 出された 方， 

わた しが 母の 乳房に 抱かれて い 
たと きに， 依り 頼む ように させ 

[ク） 

た 方な のです。 

10 わたしは 胎 から あなたの 上に 投げ 
出され ま した。 

わた しが 母の 腹に いたと きから， 
あなた はわた し の进 でした。 

11 わたしから 遠く 離れないで くださ 
い。 苦難が 近くに 迫って おり， 
ほかに 助けてく ださ る 方は だれ 

【シ  1 

もい ないから です。 

12 多く の 若 L 、雄牛が わた しを 取り囲み， 
パシヤ ンの 強力な ものたち がわ 
たしを 取り巻きました。 

13 引き裂き， ほえた ける ライオン のよ 

一 (V) 

彼らは わた しに 向かって 口を 開 
きまし/ 

14 わたしは 水の ように 注ぎ 出され， 

わた しの 骨は 皆は ずれて しまい 

('>] 

ま した。 

わたしの 心は ろうの ようになり， 


シ詩 72:12 
ルカ 23:46 


ア申 20:8 
マタ 26:38 
マル 14:33 
イ箴 17:22 
ウ哀 4:4 


わた しの 内なる 奥深い 所で 溶け 
てし まい ま した。 

15 わたしの 力は 土器の かけらの よう 

ひ  [ィ） 

に 干からび， 

舌は 歯ぐ きに くっついて います。 
あなたは 死の 塵の 中に わた しを 
置かれます。 

16 犬が わたしを 取り囲み， 

悪を 行なう 者たち の 集まりが わ 
たしを 囲い込み ま した。 
[彼らは] ライオン のように わたし 

せ  W 

の 手と 足 [に 攻め かかり ます]。 
17 わたしは 自分の 骨を 全部 数える こ 
とがで きます。 

彼ら 自身が 見つめ， わた しを じっ 
と 見 ま ぜ。 

18 彼らは わたしの 衣を 彼らの 間で 配分し， 
わたしの 衣服の 上で く じを 引きます。 
19 しかし あなたは， エホバよ， 遠く 離 

[シ） 

れ ないで ください。 

わた しの 力よ， 急いで わた しを 助 

き  (t) 

けに 来て ください。 

20 わたしの 魂を 剣から， 

わた しのた だ 一つの [魂] を 犬の 
手から 救い出して ください。 

21 ライオンの 口から わたしを 救って 
くださ it 

あなたは わた しに 答えて， 野牛の 

角から [救って] くださら なけ 

(ッ 1 

れば なりません。 

22 わたしは あなたの み 名を わたしの 
兄弟たち に I げ 知らせ， 

会衆の 中で あなたを 賛美し ます。 

チ 詩 35:17; テモ n  4:17; ツ申 33:17; ヨハ 8:59; 使徒 4:27; 
テ マタ 12:49; ヨハ 20:17;  ロマ 8:29; ヘプ 2:11; へブ 2:17; 
ト ヨハ 17:6; ヘプ 2:12; ナ詩 40:9; ヘプ 2:12。 
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»  詩編 22：23—23：6 

だれ ひとりと して 自分の 魂を 生 
き 長ら えさせる 者は いません。 
30 胤が これに 仕えます。 

エホバに ついて [次の] 世代に 告 
げ&ら されます。 

31 彼らは 来て， 生まれて 来る 民に [裡] 
の義 について 語ります。 

[裡] が [これを] 行なわれた， と。 
ダビデの 調べ。 

〇〇 エホバは わた しの 牧者。 

なに  ふそく  【キ） 

わたしは 何にも 不足し ません。 

2  [裡] は 草の 多い 牧場に わたしを 横 

たゎら 4*1， 

水の 十分 にある 休み場 にわたし 
を 導いて くださいます。 

3  [迚] はわた しの 魂を さわやか にし 

てく ださいます。 

そのみ 名のた めに 義の 進路に わ 
たしを 導いて くださいます。 

4 たとえ 深い 陰の 谷を 歩もうと も， 
わた しは 何も 悪い ものを 恐れ ま 
せ/! 

あなたが わたし と共にいて くださ 
るからで す。 

あなたの むち 棒と 杖は， わたしを 
慰めて くれる ものな のです。 

5 あなたは， わたしに 敵意を 示す 者た 
ちの 前で， わた しの 前に 食卓を 
整えて くださいます。 

あなたは わた しの 頭に 油を 塗っ 
てくだ さい ま した。 

わた しの 杯は あふれん ばかり で +。 
6 確かに， 善良と 愛 ある 親切が， わた 


夕詩 22:26; 詩 31:19; チ 詩 92:10; ルカ 7:46; ヤコ 5:14; 
ツ詩 16:5。 


897  エホバは 王で あり， 

23 エホバを 恐れる 者たち よ， [挫] に賛 
美を ささげよ。 

ヤコ ブの すべての 胤よ， [裡] の栄 
光を たたえよ。 

イスラエルの すべての 胤よ， 恐れ 
おのの 

24  [神] は 苦しむ 者の 苦悩を さげすむ 

(I) 

こと も， 

忌み嫌う こと もされなかった か 
ら 

[#] はみ 顔を その 者から 覆い隠さ 
れ たこと もな く， 

彼が 助けを 求めて 叫ぶ と き， 聞い 
てくだ さった ので あ 4。 

25 大きな 会衆の 中に あって わたしの 
賛美は あなたから 出ます。 
わたしは [3] を 恐れる 者たち の 前 
で わたしの 誓約を 果たします。 
26 柔和な 者たち は 食べて 満ち 足 4， 
[姓] を 求める 者たち は エホバを 
賛美し ます。 

あな た 方の 心が 永久 に 生き つづ 
けます ように。 

27 地の すべての 果ては 思い出して， エ 
ホバに 立ち返り ます。 

そ して， 諸国 民の すべての 家族は 
あなたの 前に 身をかがめ るの 

(t) 

28 呈 1 は X ホバに Mil 

[#] は 諸国 民を 支配 して おられ 

(夕】 

るからで す。 

29 地の 肥えた 者たち は 皆， 食べて， 身 
を かがめます。 

塵に 下る 者は 皆， そのみ 前に 体を 

If  ¢9  1(1, 
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詩編 24：1—25：5 


エホバは 地を 所有され る。 栄光の 王 
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しの 命の 日の 限り わたしを 追 
うこと でしょう。 

わた しは 長い 日 々にわ たって， エ 
ホバの 家に 住む のです。 
ダビデに よる。 調べ。 

地と それに 満ちる もの， 

産出 的な 地と そこに 住む 者と 
は エホバの ものである。 

2  ®] ご 自身が 海の 上に それを 固く 定め， 
川の 上に それを 堅く 据えて 保て 
て おられる からだ。 

3 だれが エホバの 山に 上って ゆき， 
だれが その 聖 なる 所に 立ち上が 
れ るだろう か。 

4 それは， 手が 潔白で， 心の 清い 者， 
虹た しの 魂を 全く 無価値な もの 
へ 携えた ことが なく， 

欺きの 誓いを 立てた ことのない 

者で あぶ。 

5 その 人は エホバから 祝福と， 

その 救 L ヽ の# か ら義を 携えて 行く。 
6 ヤコブ [の 初よ， これが [拽] を 求め 
る 者たち の， 

あなたの み 顔を 捜し求める 者た 
ちの 世代です 0 セラ。 

7 門よ， あなた 方の 頭を 上げよ。 
永続す る 入口よ， 身を 起こせ。 
栄光の 王が お入りになる ために。 
8 では， その 栄光の 王は だれか。 
強く， 力 ある エホバ， 

戦いに おいて 力 ある エホバ。 

9 門よ， あなた 方の 頭を 上げよ。 
そうだ， 永続す る 入口よ， [頭を] 
上げよ。 

栄光の 王が お入りになる ために。 
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10 では， その 方は， その 栄光の 王は だ 
れ か。 

万軍の エホバ ー その 方が 栄光の 

17) 

王で める 0 セラ 0 
ダビデに よる。 

N [アーレ フ] 

エホバよ， わたしは あなたに わ 
たしの 魂を もたげます。 

3 [ベ-卜] 

2 わたしの 裡よ ，わたしは あなたに 信 
頼を 置きました。 

わたしが 恥を かく ことが ありま 
せんように。 

わたしに 敵す る 者たち が， わたし 
に 勝ち誇る ことがありません 

ょぅ {こ 

〕 [ギメ ル] 

3 また， あなたを 待ち望む 者は だれも 
恥じる ことがありません。 
無益に も 不実な 行ないを する 者 
たちは 恥を かきます。 

"I [ダーレ ト] 

4 エホバよ， あなたの 道を わたしに 知 
らせ てくだ さい。 

あなたの 道筋を わた しに 教えて 
くださ:、 )。 

n [へ 一] 

5 わたしを あなたの 真理に よって 歩ま 
せ， わたしに 教えて ください。 
あなたは わたしの 救いの 神 だか 

[コ） 

ら で士。 

1[ ヮーウ] 

わたしは 一日 じゅう あなたを 待 
ち 望みました。 


? 詩 31:17; 詩 71:13; キ出 33:13; 詩 5:8; 詩 86:11 
143:8; ク詩 27:11; ケ詩 43:3; コ詩 24:5; 詩 88:1; ィ 
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神の 導き。 神との 親密 さ。 罪の 赦し 


詩編 25:6—20 


U ザイン] 

6 エホバよ， あなたの 憐れみと あなた 
の 愛 ある 親切を 思い出し てく 
ださ じ。 

それらは 定めの ない 時から ある 

(•5) 

からです。 

n [へ'- 卜] 

7 わたしの 若い 時の 罪と 反抗と を， ど 
う か 思 い 出さない でく たさい。 
あなたの 愛 ある 親切に したがって 
わた しを 思い出 してく ださい。 
エホバよ， あなたの 善良 さの ために。 
a [テート] 

8 エホバは 善良で， 廉直で あられ^)。 
それゆえに， 罪人たち に 道を 教え 

查と  （ク） 

諭さ れ る。 

ヽ [ヨー ド] 

9  [裡 は] 柔和な 者たち を [ご 自分の] 
司法 上の 定めに よって 歩ませ， 
柔和な 者たち にご 自分の 道を 教 
えられる。 

2 [カフ] 

10 その 難1！: 齓 を# り g なぅ 裏た 

ちに とって， 

エホバの すべての 道筋は 愛 ある 
親切と 真実で ある。 

ラ [ラー メ ド] 

11 エホバよ， あなたは そのみ 名のた めに， 
わたしの とがを 許して くださら 
なければ なりません。 それは 
少な からず あるから です。 

d [メー ム] 

12 では， エホバを 恐れる 人とは だれ ふ。 
[迚] は その 選ぶ 道を これに 教え 
諭される。 
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3 [ヌーン] 

13 その 人の 魂は 善良 さのうち に 宿り， 
その子 孫は 地を 所有す る。 

0 [サーメ ク] 

14 エホバとの 親密 さは [裡] を 恐れる 
者たち の もの。 

また， その 契約 もで ある。 彼らに 

し  W 

それを 知らせる ために。 
y [アイン] 

15 わたしの 目は 絶えず エホバに 向 
かぅ才 。 

[裡] がわた しの 足を 網から 引き 
出される からだ。 

D  [ペー] 

16 み 顔を わたしに 向け， わたしに 恵み 
を 示して ください。 

わた しは 独り にされ， 苦しんで い 
るからで す。 

2 [ッァ — デ—] 

17 わたしの 心の 苦難は 増し 加わり ま 

し# 匕 

わた しに 加え られる 圧迫 か ら ，どう 
かわた しを 引き出して ください。 

[レー シュ] 

18 わたしの 苦悩と 難儀を 見て ください。 
わたしの すべての 罪を 赦 してく 
ださ K 。 

19 わたしの 敵が どんなに 多く なった 
かを 見て ください。 

彼らは 激しい 憎しみを 抱いて わ 
たしを 憎みました。 


以 [シーン] 

たましい まも  すく 

20 わたしの 魂を 守り， わたしを 救い出 

(V) 

してく ださい。 

はじ 

わたしが 恥を かく ことが ありま 


詩編 25:21—27:2 


エホバは 調べ， 精錬して くださる。 忠誠の 道 


900 


せんように。 わたしは あなた 
の もとに 避難した からです。 
n  [ター ゥ] 

21 忠誠と 廉直が わたしを 保護す る も 
のとなります ように。 

わた しは あなたを 待ち望ん だか 
ら で/1。 

22 拽よ ，イスラエルを そのす ベての 苦 
難から 請け戻して ください。 
ダビデに よる。 

エホバよ， わたしを 裁いて くだ 

/X%  (才）  じぶん ちゅうせい 

さい。 わたしは 自分の 忠誠 
のうちに 歩み， 

よろ ける ことのな いよう， エ 
ホバに 依り 頼んだ からです。 
2 エホバよ， わたしを 調べ， わたしを 
試して ください。 

むらと こころ  せいれん 

わたしの 腎と 心を 精錬して くだ 

さじ。 

3 あなたの 愛 ある 親切は わたしの 目 
の 前に あり， 

わた しは あなたの 真理に よって 
歩んだ からです。 

4 わたしは 不 真実な 者たち と共に 座 
り ませんで した。 

わたしは 自分が どんな 者 かを 隠す 

ゆ  トン  1 

者たち と共に 入っ て 行き ません。 
5 わたしは 悪を 行なう 者たち の 会衆 
を 憎みました。 

わたしは 邪悪な 者たち と共に 座 
りません。 

6 エホバよ， わたしは 全き 潔白のう ち 
にわたしの 手を 洗い， 

あなたの 祭壇を 巡ります。 

7 感謝の ことばを 響かせ， 


あなたの すべての くす しい 業を 
告げ 知らせる ために。 

8 エホバよ， わたしは あなたの 家の 住 
まいと， 

あなたの 栄光の 住まう 所 を 愛し 
まし 

9 わたしの 魂を 罪人たち と共に， 

わた しの 命を 血の 罪を 負っ た 者 
たちと 共に 取り去らな いでく 
ださ J。 

10 彼らの 手には, みだらな 行ないが あり， 
その 右手は わいろで 満ちて います。 
11 しかし わたしは， 自分の 忠誠のう ち 

あゆ  [ク） 

に 歩みます。 

ああ， わたしを 請け戻し， 恵みを 
示して ください。 

12 わたしの 足は 必ず 平たん な 場所に 

(サ） 

わたしは1 ^  ^ した の 中で エ 
ホバを 賛美す るので す。 
ダビデに よる。 

ひかり W 

エホバは わたしの 光， わたしの 

A  すく 1 セ） 

U  •  救ぃ。 

わた しは だれを 恐れる 必要が 

ぁろぅぶ 。 

いのち  （夕） 

エホバは わた しの 命のと りで。 
わた しは だれを 怖れる 必要が 

ぁろぅぶ。 

2 悪を 行なう 者たち がわた しの 肉を 
食い尽くそうと， わた しに 近づ 

き  （ツ） 

いて 来たと き， 

その 者たち は 個人的に わたしに 
敵対す る 者， わたしに 敵す る 者 


901  助けと 勇気を 願い求める 祈り 


詩編 27：3—28：1 


かれ みず か  たお  (7) 

彼ら 自らつ まずいて， 倒れた。 

3 陣営が わたしに 向かって 天幕を 張 

ろぅと 名1， 

こころ  おそ  [ウ） 

わた しの 心は 恐れない。 

たたか  お 

わたしに 向かって 戦いが 起ころう 
と 4'， 

わたしは それでも 信頼し つづけ 
る だろ 者。 

ねが 

4 わたしは 一つの ことを エホバに 願 

もと  W 

い 求めた 一 


わたしは それを 待ち望む。 

すなわち， エホバの^: さ を 見る ため， 

その 神殿を 感謝の 思いを 抱いて 
見つめる ために， 

いのち  かぎ  いえ  す 

命の 日の 限り エホバの 家に 住む 
こと I 

5  [裡] は 災難の 日に その 隠れが にわ 
たしを 隠し， 

その 天幕の 秘められた 場所に わ 
た しを 覆い隠し， 

岩の 上の 高みに わた しを 置いて 
くださる からだ。 

6 それで 今， わたしの 頭は わたしの 阍 
囲に いる 敵の 上に 高く 上が ^>。 

わた しは その 天幕で 喜びの 叫び 
の 犠牲を ささげ， 

エホバに 歌い， 調べを 奏でる。 

7 わた しが 声を 上げて 呼ぶ とき， エホ 
バ よ， 聞いて ください。 

わたしに 恵みを 示し， わたしに 答 
えてく ださい。 

8 あなたに 関して， わたしの 心は 言い ま 
した， 「あなた 方は わたしの 顔 


を 見いだ すよう に 努めよ」 と。 
エホバよ， わた しは あなたの み 顔 
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を 見いだ そうと 努める のです。 

9 わたし からみ 顔を 覆い隠さないで 
くださ J。 

怒りのう ちに あなたの 僕を 退け 
ないで ください。 

あなたは わたしの 助けと なって く 
ださ ら なければ なり ません。 

わた しの 救いの 牲よ ，わた しを 見 
捨てないで ください。 わたし 
を 捨てないで ください。 

10 わたしの 父と わたしの 母が わたし 
を 捨て去 っ たと しても， 

エホ バご 自身が わたしを 取り 上 
げ てくだ さる ことでしょう。 

11 エホバよ， あなたの 道を わたしに 教 
え 論して ください。 

わた しの 敵の ゆえに， わた しを 廉 
直の 道筋に 導いて ください。 

12 わたしに 敵対す る 者たち の 魂に わ 
たしを 渡さないで ください。 

わたしに 向かって 偽りの 証人た 
ち#， 

暴虐を 浴びせる 者が 立ち上が っ 

〜  （ザ） 

たからです。 

13 もし わたしに， 生ける 者の 地で エホ 
パの 善良 さを 見る という 信仰 
がなかったなら  一！ 

14 エホバを 待ち望め。 勇気を 出し， あ 
なた の 心を 強く せよ。 

そうだ， エホバを 待ち望め。 
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ダビデに よる。 

エホバよ， わたしは あなたを 呼 
びつ づけます。 

わたしの 豈 よ， わたしに 対し 


第 28 編夕詩 18:3。 


詩編 28:2—29:8  エホバは 聞き， 強めて くださる。 エホバの 声  902 


て 耳の 聞こえない 者と なら 
ないで ください。 

あなたが わた しに 対して 沈黙す 
る ことのない ため， 

わた しが 坑に 下る 者たち のよ 
うになら ないた めです。 

2 わたしが あなたに 助けを 叫び 求め 
ると 含， 

わた しが あなたの 聖 なる 場所の 
一番 奥の 部屋に 向かって 手を 
上げる とき， わたしの 嘆願の 声 
を 聞いて ください。 

3 邪悪な 者 や 有害な ことを 習わしに 
する 者たち と共に わたしを 引 
い て 行かな いでく ださい。 

彼らは その 友と 平和を 語って は 
いま すが， その 心に は 悪い こと 
が あるので す。 

4 その 行動に したがって， 

その 行ないの 悪に し たが って彼 
らに 与えて ください。 

その 手の 業に したがって 彼らに 与 
えてく ださい。 

その 行ないを 彼らに 返して くだ 
さ I' ぐ。 

5 彼らは エホバの 働きに も， 

そのみ 手の 業に も 関心を 示さな 

〜  由） 

いからです。 

[初は 彼らを 打ち壊して， 築き 上 
げられ ません。 

6 エホバが ほめたたえられる ように。 
im はわた しの 嘆願の 声を 聞 
いてく ださった からです。 

7 エホバは わたしの 力， わたしの 盾。 

わたしの 心は [迚] に 依り 頼み， 


第 28 編 


42:9 


ウ ヨブ 33:28 
詩 30:9 
詩 69:15 
イザ 38:18 


タ イザ 12:2 


第 29 編 


ケ代 n  20:21 
コ詩 18:13 
サ 使徒 7:2 


わたしは 助けられました。 です か 
ら， わたしの 心は 歓喜し， 

わたしは 歌を もって [牲] をた た 

(ィ） 

える のです。 

8 エホバは その 民に とっての 力， 

その 油 そそがれた 者の 大 いなる 
救いの とりでです。 

9 あなたの 民を 救い， あなたの 相続 物 
を 祝福して ください。 

彼らを 牧 し， 定めの ない 時に 至る 
まで 彼らを 携えて 行って くだ 

さ丄 

ダビデの 調べ。 

強い 者たち の 子ら よ， エホバに 

0 急せ ょ， 

えいこ ラ  W 

栄光と 力を エホバに 帰せよ。 

2 そのみ 名の 栄光を エホバに 帰せよ。 
聖 なる 飾り物を 着けて エホバに 
身をかがめよ。 

3 エホバの 声は 水の 上に あり， 

栄光の 裡ご自 身が 雷鳴を とどろ 
かせ#。 

エホバは 大水の 上に おられる。 

4 エホバの 声は 力に 満ち， 

エホバの 声は 光輝に 輝く。 

5 エホバの 声は 杉を 砕いて いる。 

エホバは レバ ノ ンの 杉を 粉々 に 
砕かれる。 

6 それらを 子牛の ように， 

レバ ノ ンと シル ヨンを 野牛の 子 
ら のように 跳び 回らせる。 

7 エホバの 声は 火の 炎を もって 切り 
出して いる。 

8 エホバの 声が 荒野を もだえさせ， 

テ 出 19:18; 詩 77:18; 詩 144:5; ヘプ 12:18; ト イザ 13:13; 
ヘプ 12:26。 
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神の 善意。 恵みを 願い求める 


エホバは カデシュの 荒野を も だ 
えさせる。 

9 エホバの 声が 雌 鹿を 産みの 苦しみ 
に もだえさせ， 

しんりん  はだか  (〇) 

森林を 裸に する。 

しんでん  おのおの  えい 

そして， その 神殿で 各々 は， 「栄 

こう  い  W 

光！」 と 言って いる。 

10 大 洪水の 上に エホバ ご g 身が 座ら 


エホバは 定めの ない 時に 至る ま 
で 王と して 座られる。 

11 エホバ ご 自身が その 民に 力を お 与 

【キ 1 

えになる。 

エホ バご自 身が 平和 を もって そ 
の 民を 祝福され る。 

調べ。 家の 奉献の 歌。 ダビデに よる。 
エホバよ， わたしは あなたを 高 
めます。 あなたは わたしを 
引き上げて くださり， 

わた しの 敵が わた しのこと で 
歓ぶ ことを 許されなかった 
からです。 

2 わたしの 裡 エホバよ， わたしは あな 
たに 助けを 叫び 求め， あなたは わ 
たしを いやして くださいました。 
3 エホバよ， あなたは シエ オルから わ 
たしの 魂を 引き上げ， 

わたしが 坑に 下る ことのな いよ 
う， わたしを 生き 続けさせ てく 
ださいました。 

4  [禆] の 忠節な 者たち よ， エホバに 調 
ベを 奏でよ， 

その 聖 なる 記念に 感謝を ささ げ よ。 

5 その 怒りの 下に あるのは， つかの 間 

m 

であり， 


詩編 29：9—30：12 

その 善意の 下に あるのは， 4 涯に 
及ぶ からで ある。 

夕方には 泣き 悲しむ ことが 宿っ 
て も， 朝には 歓呼の 声が ある。 

6 しかし わたしは， 安らかな 気持ちを 
I ぃて U 

「わたしは 決して よろめかされる 
ことは ない」 と。 

7 エホバよ， あなたは その 善意を もっ 
てわた しの 山を 強く 立たせて 
くださいました。 

あなた はみ 顔を 覆 I ゝ 隠され， わた 
しは かき 乱される 者と なり ま 
し A 

8 エホバよ， わたしは あなたを 呼びつ 
づけました。 

わた しは エホバに 恵みを 懇願し 
つづけ ま した。 

9 わたしが 坑に 下る とき， わたしの 血 
に 何の 益が あるで しょ うか。 

塵は あなたを たたえる でしょう 
か。 それは あなたの 真実 さを 
告げる で しょ うか。 

10 エホバよ， 聞いて ください。 わたし 
に 恵みを 示して ください。 

エホバよ， あなたが わたしを 助け 
る 者で ある ことを 実証して く 
ださ じ。 

11 あなたは わたしの 悲しみを わたし 
のために 踊りに 変えて く ださ 
ぃまし#。 

あなたは わた しの 粗布を 解いて， 
歓 びを わたしの 帯と してく だ 
さぃ ま'！ 

12 それは， [わたしの] 栄光が あなたに 


詩編 31:1—12 


救い出して くださる 方。 真理の 神 エホバ 
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調べを 奏で， 沈黙す る ことのな 
いためです。 

わた しの 裡 エホバよ， わた しは 定 
めの ない 時に 至る まで あなた 
をた たえます。 


指揮者へ。 ダビデの 調べ。 


n  -i エホバよ， わたしは あなたの も 

办丄 とに 螽難 しまし#。 

わたしが 決して 恥を かく こと 

[エ） 

がありません ように。 
あなたの 義 のうちに わたしを 

のが  （才） 

逃れさせて ください。 

かたむ  (») 

2 わたしに 耳を 傾けて ください。 
速やかに わた しを 救い出し てく 

[キ） 

ださい。 

いわ  【ク） 

わたしの ために 岩の とりでと なり， 

わたしを 救う とり での 家と [なっ 

[ヶ） 

て] ください。 

おおい わ 

3 あなたは わたしの 大岩 ，わたしのと 

(コ） 

りで だからです。 

じ ぶん  【サ) 

あなたは ご 自分の み 名のた めに 

わたしを 導き， わたしを 案内し 

トン） 

てくだ さいます。 

かれ  かく 

4 あなたは 彼らが わたしの ために 隠 
した 網から わたしを 引き出し 

[ス） 

てくだ さいます。 

ようさい  （t) 

あなたは わた しの 要塞 だからです。 


5 わたしは あなたの み 手に わたしの 
霊を 託します。 

真理の 裡 エホバよ， あなたは わたし 
を 請け戻して くださいました。 

6 わたしは， 何の 価値 もない， むなし 
い 偶像に 敬意を 払う 者たち を 
# みま} 0 


しかし わたし 自身は， エホバに 依 

たの  (7) 

り 頼む のです。 

7 わたしは あなたの 愛 ある 親切を# 
び， 歓び 楽しみます。 

あなた がわた しの 苦悩を ご覧に 
なった からです。 

あなたは わた しの 魂の 苦難を 

し  W 

知って， 

8 わたしを 敵の 手に 引き渡され ませ 

{ 才） 

ん でした。 

あなたは わた しの 足を 広々 とした 
場所に 立たせて ください ま した。 
9 エホバよ， わたしに 恵みを 示して く 
ださい。 わたしは 窮境に 陥っ 
ている からです。 

煩いの ために わたしの 目は 弱く 
なりました。 わたしの 魂 も， わ 
た しの 腹 もです。 

10 わたしの 命は 悲嘆と ともに 終わり 

むか」 コ 1 

わたしの 年は 溜め息の うちに [終 
わりを 迎えた] からです。 
わたしの とがの ゆえに， わたしの 力 
はつまず き， 

わたしの 骨 も 弱くな りました。 

11 わたしに 敵意を 示す すべての 者 か 
ら 見て， わたしは そしりと なり 
まし#。 

隣人に とっては 特にそう なり， 
知人に とっては 怖るべき ものと [な 
り まし#] 0 

彼ら は 戸外で わ たしを 見る と， わ 
たしから 逃げて 行きました。 

12 死んで 心に ない 者の ように， わたし 
は 忘れ去られ ま した。 

テ 詩 88:5。 


神の 善良で 
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ァ ロマ 9:22 

イエ レ 20:10 

ルカ 23:2 
ゥ詩 57:4 
エレ 6:25 
ェ ルカ 22: 
ルカ： 


力 詩 56: 
キ詩 


ョハ 20:17 
サ n  7:12 
ケ詩 142:6 
コ民 6:25 
詩 67:1 
詩 80:3 
ロマ 9:15 
サ詩 6:4 
ン詩 25:2 
詩 69:6 
イザ 50:7 
マタ 27:46 
ス ネへ 4:4 
ネへ 6:16 
詩 6:10 
イザ 41:11 


詩 115:17 
伝 9:5 
ノ詩 12:3 
詩 f 

突 詩 94: 

チ 代 n  32:16 
マタ 10:25 
使徒 25:7 


第二 欄 


r  詩編 31:13—24 

しょう。 あなたは それを， あな 

たを 恐れる 者たち のために 蓄 

(ィ） 

X. りれ ま した。 

あなたは [それを]， あなたの もと 
に 避難す る 者たち のために， 

人の子ら の 前で 施して ください 

[ゥ】 

ま した。 

20 あなたは ご 自身の 秘められた 所に 
彼らを 覆い隠し， 

徒党を 組む 人々 か ら [守って くだ 
さいます]。 

した  い  あらそ （力} 

あなたは 彼らを 舌の 言い争 いか 
ら 覆い隠して， ご 自分の 仮小屋 
に 置かれます。 

21 エホバが ほめたたえられます ように。 
圧迫を 受けた 都市の 中で， [进] は， 
くす しい 愛 ある 親切を わたし 
に 施 してく ださった から です。 
22 しかし わたしは， 恐慌を 来たした と 

(コ） い 

きに 言い ま した， 

「わた しは きっ と あなたの 目 の 前 
から 滅ぼし 絶やされ るで しょ 

ぅ」 久 

わたしが あなたに 助けを 叫び 求 
めた とき， あなたは わた しの 嘆 
願の 声を 確か に 聞いて くださ 
ぃ まし A 

23 その 忠節な 者たち は 皆， エホバを 愛 
せ L 

エホバ は 忠実な 者た ちを 4 護し 
て おられる。 

しかし， ごう 慢さ を 示す 者には， たっ 
ぶり 報いを 与えて おられる。 

24 エホバを 待ち望む すべての 者たち よ， 

夕創 49:18; 詩 62:1; 詩 71:14; 哀 3:21; ミカ 7:7; テト 2:13〇 


905  神に 信頼を 置く。 

わた しは 損なわれた 器の ように 
なりました。 

13 わたしは 多くの 者に^; る 悪い 報告 
を 聞いた からです。 

怖れが 四方に あります。 

彼ら が一 丸 となって わた しを 攻め 
ると I， 

彼らは わた しの 魂を 取り去る こ 
とを たく ら むので す。 

14 しかし わたしは ー エホバよ， わたし 
は あなたに 信頼を 置きました。 
わたしは 言いました， 「あなたは 
わたしの 拽 です」 と。 

15 わたしの 時は あなたの み 手に あり 

まぜ。 

敵の 手から， わたしを 追跡す る 者 

から， わたしを 救い出し てくだ 

(ヶ） 

さい 0 

16 あなたの 僕の 上に み 顔を 輝かせて 
く ださ \A。 

あなたの 愛 ある 親切に よって わ 
たしを 救って ください。 

17 エホバよ， わたしが 恥を かきません 
ように。 わたしは あなたを 呼 
び 求めた からです。 

邪悪な 者たち が 恥を か きます よ 

ぅこ 

彼らが シエ オルで 沈黙し ますよ 

(t) 

うに。 

18 偽りの 唇は 物が 言えなくなります 

ょぅ {ざ。 

それらは ごう 慢と 侮べ つと をもっ 
て， 義 なる 者に 向かって その 欲 
する ままに 語って います。 

19 あなたの 善良 さは 何と 豊かな ので 


3: 2: 2 7: 2: 6: 4: 2 8: 12 7: 2 «: :d 3  : 5: 0: 0: 4: 2: 42' 4: 1 
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詩編 32.1 一 33:4  赦 される 者は 幸い。 

勇気を 出せ。 あなた 方の 2、 が 鉍 
く あるよう に。 

ダビデに よる。 マス キル。 
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じ ぶん はんこう ゆる  つみ 

自分の 反抗を 赦 され， その 罪を 
覆われる 者は 幸いだ。 
エホバが とがを 負わされない 人， 
その 霊に 欺まん のな l ヽ 者は 幸いだ。 
わたしが 黙って いると， わたしの 骨 
はわた しが 一日 じゅうう めく 
ために 疲れ果て ま した。 
あなたの み 手が 昼も夜も わたしの 
上に 重く のしかかって いたか 
ら で'/1。 

わたしの 命の 潤いは， 夏の 乾燥し 
た 熱気に さ ら された ときの よ 
う に 変えられ ま した 0 セラ 0 
わた しはつい に 自分の 罪を あなた 
に 告白し， 自分のと がを 覆い ま 

[ク） 

せんでした。 

わたしは 言いました， 「わたしは 
自分の 違犯を エホバに 告白し 
ょぅ」 

する と， あなたが わた しの 罪のと が 
を赦 してく ださいました 0 セラ。 
それゆえに， 忠節な 者は 皆， あなた 
が 見いだ される 時に のみ 
あなたに 祈る のです。 

大水のは ん濫 といえ ども， その 人 
に 触れる ことはありません。 
あな たは わたしの ための 隠れ 場で 
あり， わたしを 苦難から 保護し 
てくだ さいます。 

逃れさせる 歓呼の 声を もって， あ 
なた はわた しを 囲んで くださ 

(V) 

るので す 0 セラ。 
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歌に よっ て 感謝を ささ げる  906 

8 「わたしは あなたに 洞察力を 持たせ， 
その 行くべき 道を 教え諭す。 
わた しは あなたに 目 を 留めて 忠 
告を 与えよう。 

9 あなた 方は 自分を 理解力の ない 馬 
やら ばの ような ものにし ては 
ならな lA。 

[それらは] その 盛んな 勢いを 手 
綱 や 端綱に よっ て 制御 さ れな 
けれ (I， 

ちか  W 

あなたに 近づかない」。 

10 邪悪な 者の 苦痛は 多い。 

しか し エホバに 依り 頼む 者に つ 
いては， 愛 ある 親切が その 人を 

かこ （キ1 

囲む。 

11 義 なる 者たち よ， エホバに あって 歓 

び， f 七 

すべて" 心の 廉直な 者たち よ， 喜び 

さけ （ヶ） 

叫べ 0 

〇〇 義 なる 者たち よ， エホバの ゆえ 

參 U  1 ろ こさけ （コ j 

uu  に 喜び 叫べ。 

廉直な 者たち にあって 賛美は 

[サ 1 

ふさわしい。 

2 たて 琴を [奏でて] エホバに 感謝 
せよ 0 

十 弦の 楽器を [弾いて 迚] に 調べ 
を 奏でよ。 

3 新しい 歌を [裡] に 向かって 歌い， 
喜びの 叫びと ともに， 最善を つく 
して 弦を 奏でよ。 

4 エホバの 言葉は 廉直で あり， 

そのみ 業は すべて 忠実 さのうち 

[チ 1 

になされ るからで ある。 


セ 詩 40:3; 詩 98:1; 詩 149:1; イザ 42:10;  \ 
13:8; エフ 5:19; 夕詩 12:6; 箴 30:5; チ 詩 1 


第 33 編 

アヨブ 37:23 
詩 11:7 
詩 45:7 
イ詩 145:16 
使徒 14:17 
ウ ヘプ 11:3 
ぺテ n  3:5 
エ創 2:1 
詩 104:30 
才創 1:9 
ヨブ 26:10 
ヨブ 38:8 
箴 8:29 
エレ 5:22 
力 啓 14:7 
キ詩 76:7 
ク創 1:3 
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ソ詩 65:4 
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ナ ヨシ 11:6 

代 n  32:21 


第二 欄 


エホバは 成らせる。 幸いな 民。 見守って いてく ださる 


詩編 33：5—34：2 


[神] は義と 公正を 愛される 方。 

地は エホバの 愛 ある 親切に 満ち 


6 エホバの 言葉に よって 天が 造られ， 

れい  ぜんぐん 

み 口の 霊に よって その 全軍が [造 


7  [挫] は 海の 水を せきに よる かの よ 

ぅに讓 ぶ， 

逆巻く 水を 倉に 収めて おられる。 
8 地 [の 者] は 皆 エホバを 恐れよ。 

産出 的な 地に 住む 者は 皆， [迚] に 
恐れ おののけ。 

い  （ク） 

9  [牲] が 言われる と， そのよう になり， 
[裡] が 命じる と， それは そのよう 
に 立った からで ある。 

10 エホバ ご 自身が i 国民の 計り 事を 


もろもろの 民の 考えを く じかれ た。 
11 エホバの 計り 事は 定めの ない 時に 
至る まで 立ち， 

その 心の 考えは 代々 に 及ぶ。 

12 エホバを その 裡 とする 国民， 

[迚] がその 相続 分と して 選ばれ 
た 民は 幸いだ。 

13 エホバは 天から 見， 

すべての 人の子ら を ご覧に なった。 
14 ご § 分の 住む 定まった場所から， 
地に 住む すべての 者を 見つめら 


かれ  こころ  いっしょ  かたち 

15  [神] は 彼らの 心を みな 一緒に 形 

づく 1 テ） 

造り， 

わざ かんが  はか 

そのす ベての 業を 考え 計って お 


16 軍勢が 多い ことによって 救われる 
王は いない。 


力 あ る 者 も 力が 大 L 、なること によっ 
て 救い出される のでは ない。 

17 馬は 救いの ためには 欺まん であり， 
その 活力が 大 L ヽ なること によって 

のが  みち  そな  [ゥ） 

逃れ [の 道] を 備える のでは ない。 

じ ぶん  おそ 

18 見よ， エホバの 目は ご 自分を 恐れる 

もの  (I) 

着 たちに， 

その 愛 ある 親切を 待ち望む 者た 

む  [才） 

ちに 向けられ ている。 

19 彼らの 魂を 死から 救い出し， 

飢きんの ときに 彼らを 生き 続け 

[キ 1 

させる ためで ある。 

20 わたしたちの 魂は エホバを 待ち望んだ。 
[W1 はわた したち の 助け 主， わた 

たて  W 

したち の 盾で ある。 

21 わたしたちの 心は [牲] にあって 

よろこ N 

歓 び， 

わた したち は その 聖 なるみ 名に 
信頼を 置いた からだ。 

22 エホバよ， あなたの 愛 ある 親切が わた 
したち の 上に あります ように。 
わた したち が あなたを 待ち望ん 

だ ょぅぷ ： 

ダビデに よる。 アビメレクの 前で 狂気 
を 装い， そのため 彼に 追い出されて， 
去って 行った とき。 

N [アーレ フ] 

〇4 わたしは 常に エホバを ほめた た 

か* ぇょイ 匕 

その 賛美は 絶えず わたしの 口 

(夕） 

にある。 

] [ベー ト] 

2 わたしの 魂は エホバを 誇りと する。 

にゅうわ  もの  き  よろこ  W 

柔和な 者たち は 聞いて， 歓 ぶ。 

ス詩 31:24; ミカ 7:7; 第 34 編 セサ I  21:13; ソ 使徒 
16:25; エフ 5:20; 夕詩 44:8; 詩 71:8; チ イザ 45:25; エレ 
9:24; コ I  1:31; ツ詩 119:74。 


4: ( 7: 7: 0: 1: 3, 47: 4: I 47: 6: 7: q 2: 30: 5: 3: 8: 15: 3: 1 16: 8: 8: 2: 19: 
4 レ 1  22 ザ セ 1 プ 3  -L  153 ヂ 6113111 ，フ  2131 
詩 エ申王 詩 簌ィホ 詩 ョ詩ぺ 詩 詩 詩 ィ詩詩 創 申 詩 詩詩ゼ 代詩箴 詩 詩 
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エホバの 救いの み 業。 神の 目， 耳， 顔 
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詩 19:9 
ホセ 3:5 
セ 詩 23:1 
フイ 4:19 
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第二 欄 


しか し エホバを 求める 者たち は， 
良い ものに 少しも 不足し ない。 
ラ [ラー メ ド] 

11 子ら よ， 来て， わたしに 聞け。 

がた 

わた しは あなた 方に エホバへの 
恐れを 教えよう。 

D [メー ム] 

いのち よろこ  （エ 1 

12 命を 喜んでい る 人， 

良い ことを 見る ための 十分の 日々 

あい  もの  it 

を 愛して いる 者は だれか。 

2 [ヌーン] 

した  あく  （力） 

13 あなたの 舌を 悪から， 

あなたの 唇を 欺まん を 語る こと 

から 賊。 

D [サーメ ク] 

14 悪い ことから 遠ざかり， 善い ことを 


平和を 見いだ すよう に 努め， それ 
を 追い求めよ。 

ジ [アイン] 

15 エホバの 目は 義 なる 者たち に 向け 
られ， 

その 耳は 助けを 求める 彼らの 叫 
びに 向けられる。 

D [ペー] 

16 エホバの み 顔は 悪を 行なう 者たち 
に 向かって いる。 

彼らの ことが 語り 告げられ るの 
を この 地から 断ち 滅ぼす ため 


2 [ツァ ー デー] 

かれ  さけ  じしんき 

17 彼らが 叫ぶ と， エホバ ご 自身が 聞い 
てくだ さり， 


シ レビ 17:10; エレ 44:11; エゼ 14:8; アモ 9:4: ス詩 10: 
16; 詩 37:10; 箴 10:7; イザ 26:14; セ 詩 30:2; 詩 91:15; 詩 
145:18。 


〕 [ギメ ル] 

あなた 方は わたしと 共に エホバを 

(7) 

大 いなる ものと せよ。 

わた したち は 相 共に そのみ 名を 


: わたしが 尋ねる と， エホバは わたし 
に 答えて くださり， 

おそ 

わた しのす ベての 怖れから わた 
しを 救い出して くださった。 

n  [へ一] 

彼らは [g] を 仰ぎ見て， 光り輝いた。 
彼らの 顔が 恥を かく ことは あろ 
うはず がなかった。 

T [ザイン] 

こ の 苦 しむ 者が 呼ぶ と， エホバが 聞 
いてく ださった。 

そ して， そのす ベての 苦難から 彼 
を 救って くださった。 

n [へ 一 卜] 

エホバの み使いは [裡] を 恐れる 者た 
ちの 周囲に 陣営を 張って おり， 
彼らを 助け出す。 

a [テート] 

がた  ぜんりょう 

： あなた 方は エホバが 善良で ある こ 

あじ  し [ザ） 

とを 味わい知れ。 

その もとに 避難す る 強健な 人は 


[ヨー ド] 

せい  もの  おそ  [ス） 

| その 聖 なる 者たち よ， エホバを 恐れよ。 
[神] を 恐れる 者たち は 何にも 不 
足しない からだ。 

〕 [カフ] 

わか  とぼ 

• たてが みのある 若い ライオン も乏 
しくな り， 飢えを 覚えた。 


15  :1  〇  6 14 :1 26 8929 :1 70 
61:  8  :  3  241  :3  14  1  :  12  :221 • 
2 84: 力 4: ブ 1 1  : 8: 6: 3 21 91 々> 4: 2: 39: 1 ココ 11  口 T-I 39 3: 
詩 詩 ル 箴ヨ詩 箴箴申 申 詩 詩 マべ 詩 伝詩箴 ヤヤ箴 箴コぺ 詩詩箴 


6  5  9  1117  1  1 
•  ♦  2 5:9 2  2  3 ぁ 1 3  1 6  9  9 
I  3  10  8  4 

ザモマ タマ ブテブ 3 テ 1 1 9 ザ 
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神は 救い出し， 報いを 返される 


詩編 34:18—35:10 


そのす ベての 苦難から 彼ら を 救 
い 出して くださった。 

P [コーフ] 

18 エホバは 心の 打ち砕かれた 者たち 
の 近くに おられ， 

霊の 打ち ひ しがれ た 者た ちを 救っ 
てくだ さる。 

n  [レー シュ] 

19 義 なる 者の [遭う] 災いは 多い。 

しかし， エホバは そのす ベてから 
彼を 救い出して くださる。 

奴 [シーン] 

20  [挫] は その 者の すべての 骨を 守っ 
て お られ る。 

その 一つ も 折られなかった。 

n [ター ウ] 

21 災いは 邪悪な 者を 死に 至らせ， ム 

義 なる 者を 憎む 者たち 白身が 罪 
科に 問われる。 

22 エホバは その 僕たちの 魂を 請け 戻 
して お られ る。 

その もとに 避難す る 者は だれも 
罪科に 問われる ことは ない。 


35 


ダビデに よる。 

エホバよ， わたしに 反対す る 者 
たちに 対して わた しの 訴え 


を 取り上げて ください。 
わたしに 戦う 者たち に対して 
戦って ください。 


まる だて おおだて  と （ス） 

丸 盾と 大 盾を 取り， 


わた しの 救助に 立ち上がって く 


ださい。 


やり  もろは  おの  ぬ 

3 どうか 槍と 両刃の 斧を 抜き， わたし 

ついせき  もの  む 

を 追跡す る 者たち に 立ち向か っ 
てくだ さい。 


第 34 編 

ア代 n  32:22 
詩 91:15 
使徒 12:11 
イ詩 147:3 
イザ 61:1 
ウ詩 51:17 


詩 84:11 
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第二 欄 


エレ 23:12 
キ詩 140:5 
ク詩 119:85 
ケ箴 29:1 


わたしの 魂に 言って ください， 「わ 
たしは お前の 救いで ある」 と。 
4 わたしの 魂を つけねらって いる 者 
たち が 恥を か き， 辱められます 
ように。 

わたしに 災いを たく らんで いる 
者たち が 後退 さ せられ， 恥じ入 
ります ように。 

5 彼らが 風の 前の もみ がらの ように 
なり ますよう に。 

エホバの 使いに [彼らを] 追い 立 
て させて ください。 

6 彼らの 道を 闇， また， 滑り やすい 所 

[13) 

エホバの 使いに 彼らを 追跡 させ 
てくだ さい。 

7 彼らは 理由 もな く， 網の 張って ある 

あな  かく  （キ） 

坑を わた しのた めに 隠し， 

理由 もな く ，わた しの 魂の ために 
それを 掘った からです。 

8 彼の 気づかな いうちに 滅びが 臨む 

ょぅこ 

彼が 白 分で 隠 した 白 分の 網が 彼 
自身を 捕らえる ように。 

彼が 滅びと 共に その 中に 落ちる 

ょぅ {三 

9 しかし わたしの 魂は， エホバに あっ 

よろこ （シ 1 

て 喜び， 

その 救いに 歓喜す るよう 士。 

10 わたしの 骨が みな 言います よう (と， 
「エホバよ， あなたの ような 方が 
だれかい るで しょ うか。 
[あなたは，] 苦しんで いる 者を そ 
れ より 強い 者から 救い出し， 
苦しんで いる 貧しい 者を， これを 


[サ  I  19:5 
詩 38:20 
詩 109:5 

エレ 18: 
ョハ 10 
ヨハ 18 


イザ 58:3 
クルカ 10:6 


詩 37:12 
使徒 7:54 


詩編 35:11—24  公に 神を たたえる。 

強奪す る 者から [救い出し てく 
ださる のです]」。 

11 暴虐な 証人たち が 立ち上がり， 

わた しの 知らなかった こ とを 問 
い 立て ま' f。 

12 彼らは 善に 対して 悪を， 

わた しの 魂には 喪失を もって わ 
た しに 報います。 

13 しかし わたしは というと， 彼らが 病 
気になる と， わた しの 衣服は 粗 

ぬの  !*) 

布に なり， 

断食に よって 自分の 魂を 苦しめ， 

わた しの 祈りは わた しの 胸に 帰 
るので した。 

14 友に ついては， わたしの 兄弟に つい 
て (!， 

わた しは 母の 喪に 服す る 者の よ 
うに 歩き回りました。 

わたし は悲 しんで ，身をかがめ ま 
した。 

15 しかし， わたしが びっこを 引く と， 

彼らは 歓ん で， 寄り集まり ま 
し/ L 

彼らは わた しに 向かって 寄り 集 

まぶ， 

わた しの 知らない間に [わた しを] 
打ち倒し， 

[わたしを] 引き裂いて， 静まり ま 

[セ） 

せんで した。 

16 菓子の ために あざける 背教者たち 
の 中に (I， 

わた しに 対する 歯が みが ありま 
し，： 

17 エホバよ， いつまで [それを] 見て お 
られ るので すか。 


理由 もな く 憎しみを 受ける 


わたしの 魂を 彼らの 破壊から， 
わたしの ただ 一つの [魂] を， たて 
がみの ある 若い ライオンから 
引き戻して ください。 

18 わたしは 大きな 会衆の 中で あなた 
をた たえます。 

大勢の 民の 中で あなたを 賛美す 
るので す。 

19 根拠 もな くわた しの 敵と なって い 
る 者たち が， わた しのこと で歓 
ぶこと がありません ように。 
理由 もな くわた しを 憎んで いる 
者たち が， 目配せを する ことが 
ありません ように。 

20 彼らが 話す のは 平和ではありません。 
彼らは 地の おとな しい 者たち に 

む 

向かって 

欺まん の 事柄を たく らみ 続ける 

(ク！ 

のです。 

21 彼らは わたしに 向かって 口を 大き 

く 蟲けま ザ1。 

彼らは 言いました， 「はは あ， は 
は あ， 我々 の 目は [それを] 見 

(3) 

た」 と。 

22 エホバよ， あなたは ご覧に なり まし 
た。 沈黙し ないで ください。 
エホバよ， わた しから 遠く 離れな 

[ス 1 

いでく ださい。 

23 身を 起こ し， わたしの 裁きの ために 
目を覚ま してく ださい。 

わた しの 姓， エホバよ， わたしの 

そしょう  (V] 

訴訟の ために。 

24 わたしの 神 エホバよ， あなたの 義に 

さば 

したがって わたしを 裁いて く 
ださ H 


〇  4  6  2 
2  4  1 :  2  9 
2  7  9  4  2  0 
2  5  6  1  2  4 

詩 詩 詩 詩 詩 詩 詩へ 


ブマ 25 69 6 : ハタ 3  1 


テ  2  7  3 ^ 258 1( 7: ル 
詩 エマべ 詩 詩 出 使 詩 詩 詩 詩 詩 詩 詩 詩 詩詩ィ 


911  神は 敵の 邪悪な 道を 見て おられる。 命の 源  詩編 35：25—36：12 


彼らが わたしの こと で歓 ぶこと 
がありません ように。 

25 彼らが ■心の中で， 「はは あ， 我々 の 
魂よ！」 と言う ことが ありま 
せんように。 

彼らが， 「我々 は 彼を 呑み込んだ」 
と言う こ とが あり ません ように。 
26 わたしの 災いを 喜ぶ 者たち が， 

皆 共に 恥を かき， 恥じ入り ますよ 

(*1 

うに。 

わたしに 向かって 威張る 者たち が， 

はじ はずかし  き  w 

恥と 辱めを 着せられます ように。 
27 わたしの 義を 喜んでい る 者たち が 
歓呼し， 歓 びます ように。 
彼らが 絶えず 言います ように， 

「 ご 自分の 僕の 平安を 喜び とされ 
る エホバが 大い なる ものと さ 
れ ますよう に」 と。 

28 そして， わたしの 舌が あなたの 義 を， 
一日 じゅう あなたの 賛美を 小声 
で 述べます ように。 

指揮者へ。 

エホバの 僕 ダビデに よる。 

〇/» 邪悪な 者に 対する 違犯の ことば 
❶ 〇 は そ の 者の て &) 中に ぁ 

かれ  まえ  おそ 

彼の 目の前に# への 怖れは 

[セ） 

ない。 

2 彼は 自分の 目から 見て 非常に 滑らか 
に 自分に 対して 行動した ので， 
自分のと がを 見いだ して [それを] 
憎む こと もで きないから です。 
3 その 口の 言葉は 有害な ことと 欺 ま 

(チ） 

ん です。 

彼は 善を 行なうた めの 洞察力を 
持た なくなりました。 
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ェ ョハ 16:20 

才詩 40  :14 
力 詩 38:16 
キ詩 132:18 


コ I  12:26 

ケ詩 70:4 


詩 149:4 
サ詩 51:14 
シ詩 71:24 
詩 145:2 
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第二 欄 


詩 103:11 
才詩 89:2 
詩 108:4 


キ ロマ 11:33 
ク詩 145:9 
詩 147:9 


サ詩 65:4 
エレ 31:14 


セ ヨブ 29:3 
詩 27:1 
詩 43:3 


ソ詩 103:17 

エレ 22:16 


4 彼は 寝床の 上で 有害な ことを たく 
らみ 続けます。 

彼は 善くない 道に 身を 置きます。 

わる  しりぞ  （ゥ I 

悪い ことを 彼は 退けません。 

5 エホバよ， あなたの 愛 ある 親切は 天 

(エ） 

にあり， 

あなたの 忠実 さ は 雲にまで 及びます。 
6 あなたの 義は拽 の 山の ようで あり， 
その 司法 上の 定めは 広大な 水の 

ふか  W 

深みです。 

エホバよ， あなたは 人と 獣と を 救 

(ク） 

われます。 

7 裡 よ， あなたの 愛 ある 親切は 何と 貴 

ちょう  （ヶ） 

重なので しょう。 

そ して， 人の子ら は あなたの 翼の 
陰に 避難し ます。 

かれ  いえ  こ 

8 彼らは あなたの 家の 肥えた ものを 

ぞんぶん  の （サ 1 

あなたは その 楽しみの 奔流から 
彼らに 飲ませます。 

9 命の 源は あなたの もとに あり， 

わた したち は あなたからの 光に 
よって 光を 見る ことができる 

[セ 1 

からです。 

10 あなたを 知る 者たち にあな たの 愛 
ある 親切を， 

芯 の 廉直な 者たち にあな たの 義 
を 保って ください。 

11 ごう 慢の 足が わたしに [向かって] 

く  （チ） 

来る ことがありません ように。 
邪悪な 者たち の 手が， わた しを さ 
すらい 人に ならせる ことが な 
いように。 

12 有害な ことを 習わしに する 者たち 

たお  {テ） 

は そこに 倒れた。 
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詩編 37：1—17  神に 依り 頼む。 

彼らは 押し倒され， 起き 上がれな 

(7) 

かった。 
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ダビデに よる。 

ゞ [アーレ フ] 

悪を 行な う 者たち のために 激こ 
う しては ならない。 

不義を 行なう 者たち を うらや 
ん ではならない。 

2 彼らは 草の ように 速やかに 枯れ， 
緑の 若草の ように 衰える からだ。 
] [ベ-卜] 

3 エホバに 依り 頼み， 善を 行なえ。 
地に 住み， 忠実 さを もって 行動 
せ L 

4 また， エホバを 無上の 喜びと せ i。 
そうすれば， [迚] は あなたの 心の 
願いを かなえて くださる。 

〕 [ギメ ル] 

5 あなたの 道を エホバの 上に 転がし， 
[裡] に 頼れ。 そうすれば ，[初 ご 
自身が 行動して くださる。 

6 そして [神] は， あなたの 義を まさに 
光の ように， 

あな たの 公正を 真昼の ように， 必 
ず 生じさせて くださる。 

1 [ダーレ ト] 

7 エホバの 前に 黙して いよ。 

[挫] を 切に 待ち望め。 

自分の 道を 成功させる 者， 

[自分の] 考えを 遂げる 者に 向か っ 
て激 こう しては ならない。 

n  [へ—] 

8 怒りを やめ， 激怒を 捨てよ。 

k こう し， そのために ただ 悪を 行 
なう ことに なって はなら な i(、。 


柔和な 者は 地を 所有す る  912 

9 悪を 行なう 者たち は 断ち 滅ぼされ るが， 
エホバを 待ち望む 者たち は， 地を 
所有す る 者と なる からで ある。 
1 [ワーウ] 

10 そして， ほんのもう 少し すれば， 邪 
悪な 者は いなくなる。 

あなたは 必ず その 場所に 注意を 
向ける が， 彼は いない。 

11 しかし 柔和な 者たち は 地を 所有し， 
豊かな 平和に まさ に 無上の 喜び 
を 見いだ すであろう。 

U ザイン] 

12 邪悪な 者は 義 なる 者を たく ら みに 
掛けよう とし， 

これに 向かって 歯が みして いる。 
13 エホバが 彼を 笑われる。 

彼の 日が 来る のを 確かに 見て お 
られ るから だ。 

n [へ 一 卜] 

14 邪悪な 者たち は 剣を抜き， その 弓を 

ひ  [サ） 

引いた。 

苦しんで いる 貧しい 者を 倒れさ 
せる た S， 

道の 廉直な 者たち を ほふる ため 
である。 

15 その 剣は 彼らの 心臓に 突き 入 6， 
その 弓 も 折られる であろう。 

13 [テ— 卜] 

16 義 なる 者の 持つ 少しの もの (i， 

多く の 邪悪な 者た ちの 持つ 豊か 
な ものに まさる。 

17 邪悪な 者たち の 腕は 折られる が， 


詩 64:3; シ ハバ 1:13; ス 使徒 7:52; 使徒 12:2; ヨハ I  3. 
セサ II  17:23; エス 7:10; 詩 7:15; 詩 35:8; ソ詩 46:9; 
詩 76:3; 夕箴 16:8; 箴 30:9; テモ I  6:6; チ箴 15:16; 伝 2. 
ツヨ プ 38:15; 詩 10:15。 
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義 なる 者たち は 地を 永久に 所有す る 
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詩 94:14 
マタ 6:33 
ヘプ 13:5 
イ申 24:19 
詩 25:13 
詩 112:2 
詩 145:15 
箴 10: 

葳 13: 

ラ 申 15:8 
詩 112:5 
[箴 20:7 
才詩 34:14 
イザ 1:17 
ぺテ I  3:11 
力箴 16:17 
钤 ヨブ 37:23 
詩 11:7 
詩 33:5 
エレ 9:24 
クサ I  2:9 
サ n  22:26 
箴 2:8 
ケ詩 97:10 
コ ヨブ 27:14 
詩 21:10 
箴 2:22 
ナ申 30:20 
詩 37:9 
箴 2:21 
マタ 5:5 
ン イザ 66:22 
マタ 25:46 


詩編 37:18—32 

だが， 義 なる 者が 完全に 捨てら れ 
るのを 見た こと も， 

その子 孫が パ ンを 捜し求め るの 
を [見た こと] もない。 

26 一日 じゅ う 彼は 恵みを 示し， 貸し 与 

[ゥ I 

える。 

それで， 彼の 子孫は 祝福を 受ける 
ことになる。 

D [サーメ ク] 

27 悪い ことから 遠ざかり， 善い ことを 

转な 《ミ 

そして， 定めの ない 時に 至る まで 
住む ようにせ よ。 

こうせい  あい  かた  （キ 1 

28 エホバは 公正を 愛される 方で あり， 
その 忠節な 者た ちを 捨てられな 
いからで ある。 

リ [アイン] 

彼らは 定めの ない 時に 至る まで 必 
ず 守られる。 

しかし 邪悪な 者たち の 子孫は， 
まさ しく 断ち 滅ぼされる であ 

ろず。 

29 義 なる 者たち は 地を 所有し， 

そこに 永久に 住む であろう。 

Q  [ペー] 

30 義 なる 者の 口は 小声で 知恵を 述べ 
る [占]， 

彼の [舌] は 公正を 語る 舌。 

31 その 神の 律法は 彼の 心の中に あり， 
その 足取りは よろ けない。 

2  [ッァ ー デ—] 

32 邪悪な 者は 絶えず 義 なる 者を うか 
が d 


? マタ 12:35; エフ 4:29; 

ぞ 8:10; 夕詩 121:3; チ j 


コロ  4:6; ソ申 6:6; 詩 40:8; 
レ 20:10: ルカ 6:7。 


エホバは 義 なる 者たち を 支えて 
くださる からで ある。 

町ョー ド] 

18 エホバは とがのない 者たち の 日々 
を知っ て おられ， 

彼らの 相続 物は 定めの ない 時 ま 
でも 保つ。 

19 彼らは 災いの 時に も 恥を かかず， 
飢きんの 日に も 満ち足りる。 

3 [カフ] 

20 邪悪な 者たち は 滅びう せ， 

エホバに 敵す る 者たち は 牧場の 貴 
重な ものの ようになる からだ。 
彼らは 必ず その 終わりを 迎える。 煙 
とな っ て必 、ず 終わ りを 迎え^)。 

ラ •[ラー メ ド] 

21 邪悪な 者は 借りは する が， 返さない。 
しかし， 義 なる 者は いつも 恵みを 
示し， 贈り物を する。 

22 その 祝福を 受ける 者たち は 地を 所 

箸す るぶ， 

[牲] に 災いを 呼び 求められる 者 
たちは 断ち 滅ぼされ るからで 

(シ） 

ある 0 

D [メ —ム] 

23 強健な 人の 歩みは エホバに よって 

さ だ  W 

定め られ， 

[■は その 人の 道を 喜びと される。 
24 彼は 倒れは しても， 投げ落とされる 
ことは ない。 

エホバが その 手を 支えて おられ 
るから#。 

] [ヌーン] 

25 わたしは かつては 若者であった が， 
わたしもまた 年老いた。 
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41  : 1  :6 n 16: \I 9:  1 33: 92: 10: n 19: 102: 28: 22: 15: 、 1121 14: 19: 11  : D 37: 119: 2: 16: 11  : 341 145: 24: 91  : 71: 
詩 ユ詩テ 詩 ョ伝ァ 詩 詩 箴ぺ創 詩 申 箴申ョ 詩箴歲 伝 テ 詩 詩ゼサ 箴箴エ 詩詩箴 詩ョ詩 
アイ ゥエ オカ  キク ケ  コ  サシ  スセソ  タチ 
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ア詩 10:8 
ルカ 19:47 
使徒 9:24 
ィ詩 31:8 
テモ n  4:17 
ぺテ n  2:9 
ウ詩 109:31 
[詩 27:14 
箴 
箴 

才詩 37: 

力 詩 52 
寺 91 


ケ出 15:10 
使徒 12:23 
コ詩 37:10 
ナ ヨブ 1:1 
シ ヨブ 42:12 
ヨブ 42:16 
箴 28:10 
イザ 32:18 
ス詩 1:4 
詩 9:17 
詩 52:5 
箴 10:7 
セぺテ n  2:10 
ノ詩 3:8 
イザ 12:2 
ヨナ 2:9 
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毎い 改めた 者の 祈り  914 

[裡] は 苦難の 時の 彼らの で 

[7] 

ある 0 

40 そして， エホバは 彼らを 助けて， 逃 
れ させて くださる。 

彼らを 邪悪な 者たち から 逃れさ 
せ， 救って くださる。 

彼らが [独] の もとに 避難した か 

W 

ら である。 
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ダビデの 調べ。 思い出させる ために。 

いきどお 

エホバよ， 憤りの うちにわ たし 


を 戒めないで ください。 
また， 激しい 怒りの うちにわ 


たしを 正さないで ください。 
2 あなたの 矢が わたしの 奥深く 突き 

南 さぷ， 

あなたの み 手が わた しの 上に の 

[ク） 

しか かってい るからで す。 

3 あなたの 糾弾の ゆえに， わたし 
の 肉には 健全な 所は ありま 
せん。 

わた しの 罪の ために， わた しの 骨 

へいあん  1コ） 

には 平安はありません。 

4 わたしの とがが わたしの 頭を 越え 
たからです。 

重い 荷の ように， それらは わたし 

[シ） 

に とって 重す ぎる のです。 

5 わたしの 愚か さの ゆえに， 

わた しの 傷は 悪臭を 放ち ，うみを 
持ちました。 

6 わたしは 度を 失い， 極度に 身を か 
が#1， 

かな  いだ  ある 

一日 じゅ う 悲しみを 抱いて 歩き 
回りました。 

7 わたしの 腰は 全体が 燃える ような 
熱に 冒され， 


詩編 37：33—38：7 

彼を 死に 至らせようと している。 
33 しかし エホバは， 彼を その 者の 手に 
捨て置かれず， 

彼が 裁きを 受け ると き， これに 邪 

悪な 者で あるとの 宣告を 下さ 

[ゥ） 

れる ことは ない。 

p [コーフ] 

34 エホバを 待ち望み， その 道を 守れ。 
そうすれば， [神] は あなたを 高め 
て 地を 所有 させて くださる。 
邪悪な 者たち が 断ち 滅ぼ される 
とき， あなたは [それを] 見る で 

ぁ ろず。 

n  [レー シユ] 

35 わたしは， 邪悪な 者が 圧制者で ある 
の#1， 

自生 地に 生い茂った [木] のよう 
に 伸び広が るのを 見た。 

36 しかし 彼は 過ぎ去って ゆき， もうい 
なかった。 

わた しは 彼を 捜しつ づけた が， 見 

[コ） 

つからなかった。 

以 [シーン] 

37 とがめの ない 者に 注目し， 廉直な 者 
を 見つめよ。 

[その] 人の 将来は 平安 だからで 

トン） 

ある 0 

38 しかし， 違犯を おかす 者たち は 必ず 
共に 滅ぼし 尽くされ， 

邪悪な 者たち の 将来は まさしく 
断ち 滅ぼされる であろう。 

n  [ター ゥ I 

39 そして， 義 なる 者たち の 救いは エホ 
バ から 来る。 


X 7  Q  5  2 
- 1 4  I  2 ニニ 
1 詩 詩 代 詩 ダ ダ 


2  9  0  W  2 
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、申 エョ哀 ル 詩 詩ィ詩 詩 詩 詩 エ詩マ 箴詩ョ 詩 
カ  キク  ケコ  サシ スセソ 


915  痛みを 感じ， 自分の 罪に ついて 思い煩った  詩編 38：8—39：1 


わたしの 肉には 健全な 所は ない 

(7) 

からです。 

8 わたしは 感覚を 失い， 極度に 打ち ひ 
しがれ， 

心のう めきの ために 大声を 上げ 

[ィ） 

ま した。 

9 エホバよ， わたしの 願いは すべて あ 
なた のみ 前に あり， 

わたしの 溜め息 も あなたから 覆 
い 隠されませんでした。 

10 わたしの 心臓は 激しく 鼓動し， わた 
しの 力は わた しを 去り ま した。 
わたしの 目の 光 もまた， わたしと 
共には ありません。 

11 わたしを 愛する 者 やわた しの 友は 

かれ  さいやく 

というと， 彼らは わたしの 災厄 
から 離れて 立って おり， 

わた しの 親しい 知人 も， 離れた 所 
に 立ち ま した。 

12 しかし， わたしの 魂を 求める 者たち 
はわな を 仕掛け， 

わた しに 災 L 、を もた ら そう とする 者 
たちは 逆境に ついて 語り ま した。 
彼らは 一日 じゅ う 欺まん をつ ぶ 
やきつ づけます。 

13 しかし わたしは， 耳の 聞こえない 者 
のように 聴こうと せず， 

物の 言えない 者の ように 口を 開 
こうとは しません でした。 

14 そして， わたしは 聞いて いない 者の 
ようになり， 

わたしの 口に 反論は あり ません 
でした。 

15 それは， エホバよ， わたしが あなた 
を 待ち望んだ からです。 
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ア詩 38:3 


カ ルカ 23:49 
キ詩 64:5 


詩 123:2 
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夕代 I 16:41 
代  I  25:1 


わた しの# エホバよ， あなた ご 
自身が 答えて くださった の 

(7) 

です。 

16 わたしは こう 言った からです。 「さ 
もなければ， 彼らは わたしの こ 
とで 歓ぶ だろう。 

わたしの 足が よろめき 行くなら， 
彼ら は 必ず わた しに 向かって 
威張る だろう」。 

17 わたしは びっこを 引きそう になり， 
わた しの 痛みは 絶えず わた しの 
前に あった からです。 

じ ぶん  い  あら  W 

18 わたしは 自分のと がを 言い表わし， 
自分の 罪に ついて 思い煩うよう 
になった からです。 

19 そして， 生きて いる わたしの 敵は 力 
i くな り' 

何の 根拠 もな く わた しを 憎む 者 
は 多くな りました。 

20 彼らは 善に 対し 悪を もって わたし 

むく  （サ） 

に 報い， 

わた しが 善い ことを 追い求める 
ことに 対し， わた しに 抵抗して 

おう  [シ） 

応じ ま した。 

21 エホバよ， わたしを 捨てないで くだ 


さい 0 

わたしの 迚よ ，わたしから 遠く 離 
れ ないで ください。 

22 急いで わたしを 助けに 来て ください， 
わたしの 救いで ある エホバよ。 


エド ト ンの 指揮者へ 0 ダビデの 調べ 0 


〇〇 わたしは 言った， 「わたしは 自 

^1 rl  ぶん 的 まも  m 

分の 道を 守って， 


舌で 罪を おかす こと がない よ 

[ッ） 

ラに しよ ろ。 


詩編 39:2—13  命の 短 さ。 エホバを 待ち望む  916 

邪悪 な 者が わたしの 前にい る 第39 編  わたしの 期待は あなた に 向けら 

m\  : 二::；  れて ぃま子。 

イ詩 141:3  いはん 

わたしは 自分の 口に くつこを  8 わたしの すべての 違犯から わたし 

w  すく  m 

守りと しては めよう」。  を 救い出して ください。 

もの  マ9  z/tiz  む ふんべつ もの 

2 わたしは 口の きけない 者と なって ェマ タ 7:6  わたしを 無分別な 者の そしりと 

沈黙した。  TVul  しないで ください。 

よ  おだま  カヨ フ 14 .13  (I) 

わたしは 良い ことから 押し黙っ キ 詩89:47  9 わたしは 口が きけませんでした 。わ 

W  詩 90:12  ひら 

ていた。  胃119:84  たしは 口を 開く ことができ ま 

いた  う  ク ヨブ 14:1  W 

する と， わた しが 痛みを 受ける こ ヶ詩動  せんで した。 

とは-め 出された。  3  rpn4；14  あなた ご 自身が 行動され たから 

こころ  うちね っ （才）  一-n.t«  [力） 

3 わたしの 心は わたしの 内で 熱し，  x  です。 

わたしが 溜め息を ついている 間， ^ 144:4 10 あなたの 災厄を わたしから 取り除 

も  シ ロマ 8:20  [キ 1 

火は 燃えつ づけた 0  スル ヵ 12:19  いてく たさい。 

わたしは 自 分の 舌で 言 っ た，  セ |ブ49 る17  あなたの み 手の 敵意の ために， わ 

4 「エホバよ， わたしの 終わりを わた  I たしは 終わりを 迎えた のです。 

し  m  伝 4:8  たい  いまし 

しに 知らせて ください。  12:20 11 あなたは とがに 対する 戒めに よっ 

なが  -  ただ  W 

わたしの 日の 長さを一 それが ど  て 人を 正されました。 

(キ）  ねが  もの  が 

れ だけ かを。  ァ 詩38: is  そして その 願わしい 物を 蛾の よ 

自 分が どんなには かない もので ィ うに 食い尽くされ ま 
あるかを 知る ためです。  ゥ^ ^ヲ7  実に， 地の 人は みな 呼気な ので 

らん  [ザ） 

5 ご覧く ださい， あなたは わたしの 日 す 0 セラ 0 

を ごくわず かなもの とされ ま 才 詩38: 13 12 エホバよ， わたしの 祈りを 聞いて く 

, カサ n  i6:io 

した 0  ダニ 4:35  たさい 0 

わたしの 寿命は あなたの み 前に +  11  助けを 求める わたしの 叫びに 耳 

はない も 同然です 0  ク 詩90:7  を 向けて ください 0 

じつ  ち  みな  ケ詩 90:8  なみだ たい  ちんもく 

実に， 地の 人は 皆， しっかり 立っ 33ブ13:28  わたしの 涙に 対して 沈黙して い 

てはいても， ただの 呼気に すぎ  ^  s!；8  ないで ください。 

[サ】  ホセ 5:12  がいじん きょりゅう 

ません。 セラ。  サ詩 39:5  わたしは あなたに とって 外人 居留 

6 震に， 人は ■のょぅに 該 きま— シ =n  高 こすぎ， 

実に， 彼らは いたずらに 騒ぎ 立ち ス ョブ 1か2〇  わたしの すべての 父祖と 同じく 

【ス）  セ レビ 25:23  いじゅうしゃ  (v) 

ます。  代 129:15  移住者 だからです。 

もの つ  詩 119：19 

物を 積み上げ ますが， だれが それを 芯； ば 13 わたしから [目を] そらして ください。 
集める ことにな るか 知りません 0 ソ創 i7: し  わたしが 去って， いなくなる 前 

7 それで 今， エホバよ， わたしは 何を タョブ 〇  に， わたし [の 気持ち] が 晴れ や 

待ち望んで きたので しょうか。 かになる ために」。 


917  神の ご 意志を 行なう。 会衆の 中で 話す  詩編 40:1—12 


指揮者へ。 ダビデに よる 調べ。 


わたしは ヱ ホバを 切に 待ち望み 
殘 U まし/？。 


それで， [姓] はわた しに [耳を] fe 
け， 助けを 求める わたしの 叫 
びを 聞いて くださいました。 


2 また， ほえた ける 坑 から， 

沈殿した 泥の 中から， わたしを 引 
き 上げて くださいました。 

そ して， わた しの 足を 大 岩の 上に 立 

(才） 

わた しの 歩みを 確固と した もの 
にして ください ま した。 

3 さらに， わたしの 口に 新しい 歌を， 
わた したち の迚 への 賛美を 置い 
てくだ さいました。 

多くの 者は [それを] 見て 恐れ， 
エホバに 依り 頼みます。 

4 エホバを 自分の 頼みと し， 

自分の 顔を ごう 岸な 者たち にも， 
虚言に それて 行く 者たち にも 向け 
なかった 強健な 人は 幸いです。 
5 わたしの 迚 エホバよ， あなた 自ら 多 
くのこと を 行なわれ ま した。 
すなわち， あなたの くす しいみ 業 


と， わた したち に対する その お 

かん 力 t  W 

あなたに 比べられる ものは 何も 
ありません。 


[それにつ いて] 語ったり 話したり 
しようと しても， 


それは 語り 尽くす ことができな 
いほ ど 多くな りました。 

6 あなたは 犠牲と 捧げ物を 喜ばれ ま 
せんでした。 


第二 欄 


申 18:15 
ルカ 24:44 
使徒 10:43 


ケ詩 139:2 
コ 使徒 20:27 


あなたは わた しのこの 耳を 開い 
てくだ さい ま した。 

あなたは 焼 燔の捧 げ物 と 罪の 捧 
げ 物を 求め られま せんでした。 

7 それゆえに， わたしは 言いました， 
「ここに わたしは 参り ま した。 

書の 巻き物に わたしに ついて 書 
いてあります。 

8 わたしの 裡 よ， あなたの ご 意^ r 、を 行 
なう ことを わたしは 喜びと しま 
し/ L 

あなたの 律法は わたしの 内なる 
所に あります。 

9 わたしは 大きな 会衆の 中で 義の良 
いたより を 告げました。 

ご覧く ださい， わたしは 自分の 
唇 を とどめません。 

エホバよ， あなた ご 自身 そのこと 
をよ くご 存じです。 

10 あなたの 義を わたしは 心の中に 覆 
い 隠しませんでした。 

あなたの 忠実 さと あなたの 救い 
を わたしは 告げ 知らせ ま し/ L 

わたしは 大き な 会衆の 中で， あな 
たの 愛 ある 親切と あなたの 真 
実 さを 隠しませんでした」。 

11 あなた ご 自身， エホバよ， その 哀れ 
みを わた しからと どめ ないで 
くださ ふ 

あなたの 愛 ある 親切と あなたの 
真実が， 絶えず わた しを 保護す 
る ものと なり ますよう {と。 

12 もはや 数える ことができなくなる 
まで も， 災いが わたしを 取り巻 

〜  [ソ） 

いたから です。 


詩編 40:13—41:6  逃れさせて くださる 神。 病の 床で 祈る  918 


わた しが 見る こ とので きない 程 
の 多く の わた しのと がが わた 
しに 追いつき ま した。 

それらは わたしの 髪の毛よりも 多 

<m, 

わた しの 心、 も わた しを 捨て ま した。 
13 エホバよ， 願わくは， わたしを 救い 
出して ください。 

エホバよ， 急いで わたしを 助けに 
来て ください。 

14 わたしの 魂を 一掃し ようとし てい 
る 者たち が， 

皆 共に 恥を か き， 恥じ入り ますよ 
うに。 

わたしの 災いを 喜んでい る 者たち 
が 引き返し， 辱めを 受けます よ 

[ク 1 

うに。 

15 わたしに 向かって， 「はは あ， はは 
あ」 と 言って いる 者たち が， 
自分の 恥の ゆえに 驚いて 見つめ 

[コ） 

るよ つ {>— 。 

16 あなたを 求めて いる 者たち が 皆， 
あなたに あって 歓喜し， 歓 ぶよ 
うに。 

あなたに よる 救いを 愛して いる 者 
たち#， 

「エホ ノ 《が 大 L ヽ なる ものと されます 
ように」 と， 絶えず 言うよう に。 
17 しかし， わたしは 苦しんで おり， 貧 

(V) 

しいので す。 

エホ バご 自身が わたしの ことを 
考慮に 入れて くださいます。 
あなたは わたしを 援助して くださ 
る 方， わたしを 逃れさせ てくだ 
さる 方な のです。 


わた しの# よ， どうか 遅す ぎる こ 

(7) 

とがありません ように。 
指揮者へ。 ダビデの 調べ。 

たちば  ひく  もの  たい  おも 

A 1 立場の 低い 者に 対して 思いやり 

H  を もって 行動す る 人は 幸い 

(ィ1 

災いの 日 に エホバは その 人を 
逃れさせて くださいます。 

2 エホバ ご 自身が 彼を 守り， 彼を 生き 
長ら えさせて くださる のです。 
彼は 地で 幸いな 者と 言われる で 
しょろ。 

あなたが 彼を その 敵の 魂に 渡す 

w 

ことは ありえません。 

3 エホバ ご 自身が 病の 床に ある 彼を 
支えて くださいます。 

あなたは 彼の 病気の 間 そのす ベ 
ての 寝床を 必ず 替えて くださ 

(ク） 

います。 

4 わたしは 言いました， 「エホバよ， わ 
たしに 恵みを 示して ください。 
どうか わたしの 魂を いやして く 
ださい。 わたしは あなたに 対 
して 罪を おかした からです」。 

5 しかし わたしに 敵す る 者たち は， わた 

かん  わる  い  [サ） 

しに 関して, 悪い ことを 言います， 
「いつ 彼は# に， 彼の 名は 実際に 
滅びう せる のか」 と。 

6 そして， もしも だれかが [わたしに] 
会いに 来る としても， その 人の 
心は 不 真実を 述べます。 

かれ  じ ぶん  ゆうがい 

彼は 自分の ために 有害な ことを 

あつ 

集め， 

出て 行って， 外で [それを] 話す の 


919  信頼して いた 者に 裏切られる。 神を 求めて 渴く  詩編 41:7—42:5 

7 わたしを 憎む 者は， 皆 一つに なって 第41 編  わたしが 彼らに 返報す るた めです。 

わたしに 向かって ささやき 合 7 ラマ16 i も 11 わたしは これに よって， あなたが わ 
いま 士〇  ィ詩 31:13  たしを 喜んでく ださった こと 

彼らは わたしに 向かって， わたし ゥ詩 im:3  を 知る のです 0 

のために 悪い ことを たくらみ なぜなら， わたしの 敵は わたしに 
続けます。  ^  向かって 勝ち どきを 上げない 

かれ  詩 55:13  [ィ I 

8 「どうしよう もない ことが 彼の 上に ヵォ パ7  からです 0 

注ぎ 出されて いる。  ョハ i3:is 12 わたしに ついては， あなたは わたし 

彼は 横たわった の だから， 二度と ク 詩％ 1  の 忠誠の ゆえに わたしを 支え 

起き上がる ことは あるまい」。 m-m  てくだ さい ま した。 

9 また， わたしと 平和な 関係に あり， ァ詩 他37  あなたは 定めの ない 時に 至る ま 

わた しが 信頼した 人，  詩^6  でみ 顔の 前に わた しを 置いて 

ヤ.  エレ 20:13  (1] 

わた しの パンを 食べて いた [その ゥ ョブ W  く ださいます。 

人] が， わたしに 向かって [そ  | 1〇^29 13 イスラエルの 拽 エホバが ほめた た 
の] かかとを 大きく しました。 ぬ  えられます ように。 

1〇 しかし あなたは， エホバよ， わたし 定めの ない 時から， 定めの ない 時 
に 恵みを 示し， わたしを 起き 上 I1 ぷ 36  に 至る まで も。 

がらせて ください 0  アーメン， アーメン 0 


第二 巻 

(詩編 42-72) 


指揮者へ。 

コラの 子たち のた めの マス キル。 


42 


なが  した  め じか 

水の 流れを 慕う 雌 鹿の ように， 

たましい 

神よ， わたしの 魂 も あなたを 


慕ぃまず。 

2 わたしの 魂は# を， 生ける# を 求め 
て渴 いている のです。 

わたしが 来て， 裡 のみ 前に 出る の 
はいつ のこ とで しょ うか。 

3 わたしに とっては， 昼も夜も 涙が 
食物と なりました。 

一方， [彼らは] 一日 じゅう， 「お 
前の 迚は どこに いるの か」 と 

い  （キ】 

わたしに 言います。 

4 わたしは これらの ことを 思い起こ 


第 42 編 

ア代 I  6:37 
イイ ザ 26:8 
ウ申 32:40 


イ代 I 16:1 
ウ申 16:16 
代 n  30:23 
ェ申 16:14 


マル 14:34 
力 詩 43:5 


し， わたしの 内に ある 魂を 注ぎ 
出し ま}。 

わたしは よく 群集と 共に 進んで 

苔き， 

迸の 家に 向かって 彼らの 前を ゆっ 
く り 歩いた もの だからです。 

まつ  いわ  ぐんしゅう [ゥ】 

祭りを 祝う 群衆の 
歓呼と 感 ifi の 声と 共に。 

5 わたしの 魂よ， なぜ お前は 絶望して 
I  ''るの か。 

なぜ お前は わた しの 内で 騒ぎ 立 

(力） 

つの か。 

迚を 待ち望め。 

わたしは， わたし 自身の 大 いなる 

キ詩 37:7; 詩 71:14; 哀 3:24; ミカ 7:7。 


詩編 42:6 一 43:5 


エホバを 待ち望む。 神は 裁き 主 


920 


救いと して， なお [神] をた たえ 
るから；/？1。 

6 わたしの 神よ， わたしの 内で わたし 

の 魂が 絶望して います。 

ですから， わた しは あなたを 思い 
お  [ゥ） 

起こす のです。 

ヨルダンの 地と ヘル モンの 峰々 
か €， 

[才】 

小さい 山から。 

7 あなたの （水) 竜巻の 音で， 

水の 深みが 水の 深みへ と 呼び か 
けて います。 

あなたの すべての 砕け 波と 大波 一 
それが わた しの 上を 越えて 行き 
まし/ L 

8 昼， エホバは その 愛 ある 親切を お 命 

【ク】 

じに なり， 

夜には， その 歌が わたしと 共に あ 

り まぜ。 

いのち  いの 

わた しの 命の# への 祈りが あり 

まぜ。 

9 わたしの 大岩 である# にわたしは 

备 ぃま'/1， 

「なぜ あなたは わたしを お忘れに 
なった のです か。 

なぜ わた しは 敵の 虐げの ゆえに 

かな  ある  W 

悲しんで 歩く のです か」 と。 

10 わたしに 敵意を 示す 者たち は， わた 
しの 骨に 対する 殺害を もって 
わたしを そしりました。 

そして 一日 じゅう， 「お前の® は 
どこに いるの か」 とわたし に 

い  (V) 

言います。 

11 わたしの 魂よ， なぜ お前は 絶望して 

(夕 1 

いるの か。 


なぜ お前は わた しの 内で 騒ぎ 立 

(7) 

つの か。 

裡を 待ち望め。 

わた しは， わたし 自身の 大 いなる 
救い， わたしの 神と して， なお 
もこの 方を たたえる からだ。 

4  〇 神よ， わたしを 裁き， 

W 1 でな ぃ雖に I する ゎ 
たしの 訴訟を 処理して くだ 

さじ。 

欺まん と 不義の 人から わたし 
を 逃れさせて ください。 

2 あなたは わたしの 要塞の 裡だ からです。 
なぜ あなたは わたしを 捨て去ら 
れ たのです か。 

なぜ わたしは 敵の 虐げの ゆえに 
悲しんで 歩き回る のです か。 

3 あなたの 光と 真理と を 送り出して 
くださ ふ 

それらが わたしを 導いて くれ ま 

すょぅ こ 

それらが わたしを あな たの 聖な 
る 山と あなたの 大 いなる 幕屋へ 
連れて行って くれます ように。 
4 そして， わたしは 裡の 祭壇へ， 

わたしの 歓喜の 歓び である# の 

ゆ  W 

もとへ 行く のです。 

そして， 裡， わたしの 挫よ， わた 
しは たて 琴を [奏でて] あなた 
をた たえます。 

5 わたしの 魂よ， なぜ お前は 絶望して 

[ソ） 

い るの か。 

なぜ お前は わた しの 内で 騷ぎ立 
つの か。 

裡を 待ち望め， 


921  エホバは 王と して 救いを 施す。 羊の ように 散らされる  詩編 44:1—14 
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わたしは， わたし 自身の 大 いなる 
救い， わたしの# と して， なお 
もこの 方を たたえる からだ。 

指揮者へ。 

コラの 子たち による。 マス キル。 

裡 よ， わたしたちは 自分の 耳で 
聞きました。 

父祖たち がわた したち に 詳し 
く 話して くれ ま した。 
彼らの 日に， 昔の 日に， 
あなたの なされた 働きを。 

2 あなたが ご 自分の 手に よって 諸国 
民を 追い立て， 

[代わりに] 彼らを お植えに なっ 
たのです。 

あなたは 国た みを 砕き， こ れを追 
い 払って ゆかれ ま した。 

3 彼らが 自分の 剣に よって 地を 取得 
したので もなければ， 

彼ら 自身の 腕が 救いを もたらし 
たので もない からです。 
それは， あなたの 右手と 腕と み 顔の 
光だった のです。 

あな たが 彼 らを 楽しみと された 

トン  1 

からです。 

4 拽 よ， あなたが わたしの 王です。 
ヤコブの ために 大 いなる 救いを 

めい  H：) 

命じて ください。 

5 わたしたちは 敵対す る 者たち を も 
あなたに よって 押し倒し， 

わた したち に 向かって 立ち上が 
る 者を， あなたの み 名を もって 
踏み 碎く のです。 

6 わたしは 自分の 弓に 依り 頼んで い 
たのでは なく， 


第 43 編 

ア詩 42:11 


ィ代 1 6:37 
ウ出 13:14 


ヨシ 24:12 
詩 135:10 
詩 136:17 
ヶ申 4:38 
申 8:17 
コサ I 12:22 
サ イザ 63:12 


を 18:39 
，ィ 4:13 


第二 欄 

アサ I 17:45 


ウ詩 40:14 
詩 132:18 
ェ詩 34:2 
才詩 115:1 
力 詩 43:2 
詩 74: 

キ詩 
ク申 28: 


サ申 28:64 
シ申 32:30 
イザ 52:3 
ス詩 79:4 
詩 80:6 
セ 詩 123:4 
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わた しの 剣が わた しを 救って い 

(7] 

たので もない からです。 

7 あなたは わたしたちを 敵対 者たち 
から 救って くださり， 
わたしたちを 激しく 憎む 者たち 
に 恥を かかせた から です。 

8 わたしたちは# にあって 一日 じゅ 
う 賛美を ささげ， 

定めの な い 時に 至る まで あなた 

w 

のみ 名を たたえます 0 セラ。 

9 しかし， 今や あなたは わたしたちを 
捨て去られました。 あなたは 
わたしたちを 辱めつ づけ， 

わた したち の 軍勢と 共に 出て 行 
かれません。 

10 あなたは わたしたちを 敵対 者から 
[幾度 も] 後退 させられます。 
わたしたちを 激しく 憎む 者たち 
は， 自分たち のために 略奪を 
働きました。 

11 あなたは わたしたちを， 羊の よう 
に， 食べる 物の ように 渡し， 

諸 h 民の 中に 散らされ ま した。 

まった あたい  と  じ ぶん 

12 あなたは 全く 価を 取らずに ご 自分 
の 民を 売る のです。 

あなたは その 代価に よって 富を 
作る ことを されませんでした。 
13 あなたは わたしたちを 隣り 人の そ 

わた したち の 周囲に L 、るすべ ての 者 
の 鳴^と あざけりに されました。 
14 あなたは わたしたちを 諸国 民の 中 
の 格言 的な ことばと し， 

国た みが 頭を 振る ものと され ま 
し/？1。 


詩編 44:15—45:4 


神の 戒め。 油 そそがれた 王の 特性 


15 わた しの 辱めは 一 日 じゅう わたし 
の 前に あり， 

わた しの 顔の 恥が わた しを 覆い 

(7) 

ま した。 

16 それは， そしったり， あしざまに 
言ったり する 者の 声の ため， 
敵や復 しゅ うする 者の ためでした。 
17 この すべてが わたしたちに 臨み ま 
したが， わた したち は あなたを 

意れ'#， 

あなたの 契 _ に関して 偽りの 行 
動を しません でした。 

18 わたしたちの 心が 不信仰 によって 
引き返した ことはありません。 
わた したち の 足取りが あなたの 
道筋から それる こと も ありま 
せ/ Co 

19 あなたは ジャ ッ カルの 場所で わた 
したち を 砕かれました。 
あなたは 深い 陰を もって わたし 
たちを 覆われます。 

20 もし わたしたちが わたしたちの 迚 
の 名を 忘れた のなら， 

あるいは ，よそからの 神に たなご 
ころ を 伸べ るなら， 

21 裡ご 自身が それを 探り出されない 

【コ） 

でしょう か。 

[#] は 心の 秘密を 知っ て おられ 
るからで す。 

22 しかし， わたしたちは あなたの ため 
に 一日 じゅ う 殺され ま した。 
わたしたちは ほふられる 羊の よ 
うにみ なされ ま した。 

23 身を 起こして ください。 エホバよ， な 
ぜ眠 り つづけられ るので すか。 


第 44 編 

P エレ 51:51 


，申 6:12 
[出 34:10 


イザ 35:7 

ク詩 23:4 

ケ出 20:3 

コ詩 139:1 
エレ 17:10 

サ伝 12:14 


第二 欄 

ア ヨブ 13:24 
詩 13:1 
詩 88:14 

イイ ザ 40:27 

ウ詩 119:25 


才詩 26:11 
詩 130:7 
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力 詩 49:3 

キ詩 2:6 
ぺテ I 1:1] 

ク ェズ 7:6 


夕啓 6:2 
チ 啓 19:11 


目を覚ま してく ださい。 永久に 
捨て去らないで ください。 

24 なぜみ 顔を 覆い隠して おられる の 
です か。 

なぜ わた したち の 苦悩と 虐げを 

わす  [ィ] 

お忘れになる のです か。 

25 わたしたちの 魂は 塵に 身をかがめ， 
わた したち の 腹は 地に ついて し 
まった のです。 

26 わたしたちの 救助に どうか 立ち上 
がって ください。 

あなたの 愛 ある 親切の ために わた 
したち を 請け戻して ください。 

“ ゆり” の 指揮者へ。 コラの 子たち による。 
マス キル。 愛されて いる 女たち の 歌。 

A  ^ わたしの 心は 良い 事で わき 
令® 立っ#。 

わたしは 言う， 「わたしの 業 
は 王に ついて である」 と。 
わた しの 舌が 熟練 した 写字 生 
の 尖 筆と なる ように。 

2 実に あなたは 人の子ら よりも 美 

(コ） 

しい 0 

麗し さが あなたの 唇に 注ぎ 出さ 

1 サ） 

れ た。 

それゆえに， 裡は 定めの ない 時に 
至る まで あなたを 祝福され/ •こ。 
3 力 ある 者よ， あなたの 剣を 股に 帯 &， 
あなたの 尊厳と 光輝と [を 備え 

もぞ] 0  — 

4 そして， あなたの 光輝を もって 成功 
を® め i1。 

真理と 謙遜 [と] 義 のために 乗り 

すす （チ） 

進め。 

あなたの 右手は 畏怖の 念を 起こさ 
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油 そそがれた 王の 結婚。 神は 避難所  詩編 45：5—46：5 


せる ことを あなたに 教え諭す。 
5 あなたの 矢は 鋭く 一  あなたの 下に 

たみ  たお  （ィ] 

もろもろの 民は 倒れて ゆく 一 
王の 敵の 心臓に 突き 入る。 

6 迚は 定めの ない 時に 至る まで， まさ 

えいきゅう  おう ざ M 

に 永久に あなたの 王座。 
あなたの 王権の 笏は 廉直の 笏。 

7 あなたは 義を 愛した。 そして 邪悪 
を SJo 

(ク 1 

それゆえに， 裡， あなたの® は， 
歓喜の 油を あなた の 仲間に も 
まして あなたに そそがれた。 

8 あなたの 衣は すべて， 没 薬， じん 香， 

[シ） 

[そして] カシア。 

壮大な 象牙の 宮殿の 中から， 弦楽 
器が あなたを 歓ば せた。 

9 王たち の 娘は あなたの 貴女の 中に 
いる 0 

おう ひ M  きん [夕 1 

王妃は オフィルの 金を つけて あ 


なた の 右に 立った。 

10 聴け， 娘よ。 見よ， 耳を 傾けよ。 
あなたの 民と あなたの 父の 家を 

わす  （チ 1 

忘れよ。 

11 そして, 王は あなたの 美し さを 慕う 

(ツ） 

であろう。 


かれ  しゅ  （テ） 

彼は あなたの 主 だからで ある。 

かた  み  [卜） 

ゆえに， この 方に 身をかがめよ。 


むすめ おく  もの たず さ （ナ 1 

12 ティ ルスの 娘 も 贈り物を 携え 


その 民の 富ん だ 者た ちは あなた 

かお  なご  I 二） 

の 顔を 和める であろう。 


13 王の 娘は [家の] 中で 栄光に 満ち， 
その 衣服には 金の 織り込みが 施 
されて いる。 


かのじょ  お  あ  ころも  つ 

14 彼女は 織り 合わされた 衣を 着けて 

つ  こ  [ネ） 

王の もとに 連れて来られる。 
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ア啓 6:15 
f  詩 2:9 


ウ啓 17:14 
啓 19:19 
エ詩 89:29 
詩 89:36 
オ イザ 11:4 
エレ 33:15 


ヘプ 1:8 
カマ タ 3:15 
ヘプ 7:26 
キマタ 7:23 


ヶ詩 21:6 
コ代 I  29:23 
代 n  13:5 
代 n  13:8 

マタ 1:6 
サ イザ 61:1 
使徒 4:27 
使徒 10:38 
シ歌 1:3 
歌 4:14 


ス王 I  22:39 
セイ ザ 60:4 
ソ啓 19:7 
タ イザ 13:12 
チ 歌 2:10 
啓 14:4 
ツ歌 1:8 
歌 2:2 
テ エフ 5:23 
ユダ 4 
卜 王 I 1:16 


二 詩 72:10 
イザ 49:23 


ヌ啓 19:7 
ネ啓 19:8 
啓 21:2 


第二 欄 

ア歌 2:7 
歌 5:9 
歌 6:1 

イ マタ 1:1 

ウ イザ 9:6 
エ イザ 32:1 
才詩 72:17 
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力 代 I  6:37 
キ詩 62:7 
箴 14:26 
イザ 25:4 
ク申 4:7 
詩 145:18 


セ 詩 43:3 


友と して これに 付き添う 処女た 
ちは あなたの もとに 連れて来 

(7) 

られ る。 

15 彼らは 歓 びとうれ しさに 満ちて 連 
れて 来られ， 

王の 宮殿に 入る。 

16 あなたの 父祖に 代わって あなたの 
子ら が 立ち， 

あなたは 彼らを 全地に 君と して 
任命す るであろう。 

17 わたしは 代々 限りなく あなたの み 
名を 語り 告げます。 
それゆえに， もろもろの 民 も 定め 
のない 時に 至る まで， まさに 永 
久 にあな たを たたえる のです。 


指揮者へ。 コラの 子たち による， 

“ 乙女ら” に 合わせて。 歌。 

迚 はわた したち のた めの 避難所， 

力で あ 心 

苦難のと きに 容易に 見いだ さ 
れる 助けで ある。 

2 それゆえに， わたしたちは 恐れな 
い。 たとえ 地が 変わろう とも， 
山々 がよ ろめいて 広大な 海の 真 


ラつ  （コ】 

ん 中に 移ろうと も。 


3 たとえ その 水が 騒ぎ 立ち， 泡 だって 


こぼれよう とも， 

山々 がその どよめきに 激動し よ 

('» 

うと も。 セラ。 

なが  みやこ W 

4 川が あり， その 流れは# の 都を， 
至高 i の 最も 聖 なる 壮大な 幕屋 
を歓 ばせ る。 

5 裡 は [その 都の] 中に おられる。 それ 

[9) 

は よろめかされる ことがない。 


ソ申 23:14; 詩 132:13; イザ 12:6; ホセ 11:9; タ ヘプ 12:28。 


詩編 46:6 一 48：3 


戦いは やむ。 神は 地の 王 
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迚は 朝の 訪れのと きに それを 助 

(ァ] 

けられ‘。 

6 諸国の 民は 騒ぎ 立ち， もろもろの 王 
国は よろめいた。 

[裡] は 声を 響き渡らせ, 地は 溶け 
ていった。 

7 万軍の エホバは わたしたち と共に 
お ら れ‘。 

ヤコブの 迚 はわた したち のた め 

けんご  たかだい  （才） 

の 堅固な 高台で ある。 セラ 0 
8 あなた 方は 来て， エホバの 働きを 

(力） 

見よ 0 

[迚] が 驚くべき 出来事を 地に 置 

[キ 1 

かれた のを。 

9  [迚] は 地の果てに 至る まで 戦いを 

[ク 1 

やめさせて おられる。 

[初は 琴を 折り， 槍を 断ち切り， 

や  (3) 

もろ もろの 車を 火で 焼かれる。 

10 「あなた 方は 断念せ よ。 わたしが 裡 

し 【ザ） 

である ことを 知れ。 

わたしは 諸国 民の 中で 高められ， 
地で 高め られ る」。 

ばんぐん  とも 

11 万軍の エホバは わたしたち と共に 
お られ る。 

ヤコ ブの裡 はわた したち のた め 

けんご  たかだい  (V) 

の 堅固な 高台で ある 0 セラ。 


指揮者へ。 コラの 子たち による。 調べ。 
4H すべての 民よ， あなた 方は 手を 


歓呼の 声を もっ て裡に 勝利の 
叫びを 上げよ。 

至高 者な る エホバは 畏怖の 念を 起 

かた [ツ J 

こさせる 方， 

全地を 治める 大 いなる 王 だから 
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詩 98:4 
イザ 55:12 


チェ ズ 3:11 
詩 33:3 
ツ申 7:21 
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夕詩 42: 表題 
チ 詩 46:4 


3  [迚] はもろ もろの 民を わたしたち 

もと [7) 

の 下に， 

国た みを わた したち の 足下に 従 

[ィ） 

えられる。 

そうぞく ぶつ 

4  [迚] はわた したち のために 相続 物 

えら  （ウ） 

を 選ばれる。 

ご 自分の 愛した ヤコブの 誇り 

を。 セラ。 

5 迚は 喜びの 叫びと 共に， 

エホ ノ 《は 角笛の 音と 共に 上ら れ た。 

しら  かな  [キ] 

6 裡に 調べを 奏でよ。 調べを 奏でよ。 
我らの 王に 調べを 奏でよ。 調べ 
を 奏でよ。 

ぜんち  （ク） 

7 迚は 全地の 王 だからで ある。 

調べを 奏で， 思 4 深く 行動せ よ。 
8 裡は 諸国 民を 治める 王と なられた。 

みず か  せい  おうざ  m 

裡自 ら その 聖 なる 王座に つかれた。 
9 もろもろの 民の 高貴な 者たち が， 
アブラハムの# の 民 [と共に] 寄 
り 

ちた て  ぞく  ㈦ 

地の 盾は 独に 属する からだ。 

その 2 り 苔 かれる ところは _ 

たか (V] 

に 高い。 

(夕 1 

歌。 コラの 子たち の 調べ。 

A  〇 エホバは 大 いなる 方。 わたした 

4/%  みゃ cw 

ちの 裡の 都， 

せい  [ツ） 

その 聖 なる 山に おいて 大いに 
賛美され るべき 方。 

こうだい  うつく  ぜんち  かんき 

2 高大 さの ために 美しく， 全地の 歓喜 

(H 

である もの， 

きた  はし  （ナ] 

それは 北の 端に ある シオンの 山， 

い だい  ㈡ 

偉大な 王の 町。 

3 その 住まいの 塔では，# ご 自身が 堅 


シオンの 栄光。 人が 他の 人を 請け 民す ことは できない 


詩編 48:4—49:7 


固な 高台と して 知られる よう 

(7) 

になった。 

もうあ  あ  M 

4 見よ， 王たち も 申し合わせて 会い， 
共に 通り過ぎて 行った からで ある。 
5 彼らは 自ら 見た。 そのために 彼ら 

おどろ  まど 

は 驚き 惑った。 

彼らは かき 乱され， 恐慌に とりつ 
かれた。 

6 おののきが そこで 彼らを 捕らえた。 
子を 産む 女の よう な 産みの 苦し 

みぶ I 

ひがしかぜ 

7 あなたは 東風に よって タルシシ ニ 
の 船を 難破 させられる。 

8 わたしたちは まさしく 自分の 聞い 
た 通りで あるのを 見た。 

万軍の エホバの 都， わたしたちの 
挫の 都で。 

进ご自 身が それを 定めの な い 時に 

いた  かた  (□) 

至る まで 堅く 立てられる。 セラ。 

しんでん 

9 拽よ ，わたしたちは あなたの 神殿の 

[サ） 

中で， 

あなたの 愛 ある 親切を 熟考し ま 
し 

10 裡 よ， あなたの み 名と 同じく， あな 

さんび 

たの 賛美 も 

ち  さかい  およ 

地の 境に ま で 及ぶ のです。 
あなたの 右手は まさ しく 義に満 

[せ） 

ちています。 

11 あなたの 司法 上の 定めの ために， シ 
オンの 山が 歓び ますよう に。 
ユダに 依存す る 町々 が 喜びます 

— [チ） 

ように。 

12 あなた 方は シオンを 巡り， その 周り 

j る  M 

その 拏を i え f。 


13 その 塁壁に あなた 方の 心を 留めよ。 
その 住まいの 塔を 調べよ。 

それを 後の世 代に 詳しく 話す た 

めぶ )。  ^ 

14 この 独は 定めの ない 時に 至る まで， 
まさ に 永久に わた したち の进 
だからで ある。 

[わたしたちが] 死に 至る まで， 
[裡] ご 自身が わたしたちを 導 
いてく ださる。 
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指揮者へ。 コラの 子たち による。 調べ。 
もろもろの 民よ， これを 聞け。 
事物の 体制に 住む すべての 者 

[力）  む 

よ， 耳を 向けよ。 

2 人間の 子ら も， 人の子ら も， 

富んで いる 者 も 貧し L 渚 も 共々 に。 
3 わたしの 口は 知恵の ことを 語り， 
わた しの 心の 黙想は 理解の こと 
について である。 

4 わたしは 格言 的な ことばに 耳を 

かたむ 【コ  1 

傾け， 

たて 琴に 合わせて わた しの なぞ 
を 明かそう。 

5 なぜ 災いの 日に わたしは 恐れる 必 
要が あるだろう か。 

わたしを 押しの ける 者たち のと 
がが わた しを 取り囲む [日 に]。 
6 自分の 資産に 依り 頼んで いる 者 

自分の 豊かな 富を 誇りと してい 
る 者たち は， 

7 だれ ひとりと して， 兄弟を さえ 決し 
て 請け 戻す ことは できない。 


7  4  2  3  2  5  3  :  8  :  11  5 1 .K 
31 1: 921 ••  32  ••2 13 1!  .*77116 
67  2  6  0  4  4  8  :  7  1 .•〇 ^  〇  8  I 
II ブ 61111 タイ 7 夕 12 フ 18511 モノ フ L 
代 詩へ 詩箴 伝詩箴 マフ 詩 マ箴詩 エサ 申 詩箴箴 テ ョエエ 
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また， 彼のた めの 贖いを 裡に ささ 
げる こと も [できない]。 

8  (彼らの 魂を 論け 戻す 代価は 非常に 
貴重で あるので， 

定めの ない 時まで あり 得ない も 
のと なった。） 

9 彼を なお 永久に 生き 続けさせ， 坑を 
見る ことのな いように させよ 
うとしても。 

10 彼は， 賢い 者たち でさえ 赤ぬ のを， 
愚鈍な 者 も 道理を わきまえない 
者 も 共に 滅びう せる のを， 
彼らが 自分の 資産を 他の 者に 残 
さざる をえ なくなる のを 見る 
からで ある。 

11 彼らの 内心の 願いは， 自分たち の 家 
が 定めの ない 時に 至る まで 存 

ぞく  （力） 

続し， 

自分たち の 幕屋が 代々 に 至る ま 
で [存続す る] ことで あ i。 
彼らは 自分の 地所を 自分の 名で 

春ん， I。 

12 とはいえ， 地の 人は， 誉れを 受けて 
はいても， とどまり 続ける こと 
はでき ない。 

その 人は 滅ぼされた 獣に も 比べ 

(3) 

られ る。 

13 これが， 愚鈍で ある 者たち の， 

かれ  のち  き  みず か  のう 

また， 彼らの 後に 来て 自らの 能 
弁を 楽しむ 者たち の 道で あ 
る 0 セラ 0 

14 彼らは 羊の ように， まさしく シェ オ 

さ だ  { シ） 

ルに 定められた。 

死が 彼らを 牧 する であろ 
廉直な 者たち が 朝に 彼らを 従え， 


ョプ 7:9 
ウ ヨブ 33:28 


彼らの 形は やせ 衰える。 

こうだい  す 

高大な 住まいで はなく， シヱ オル 

おのおの  [イ） 

が 各々 のた めの ものと なる。 

15 しかし， 迚ご 自身が わたしの 魂を 
シエ オルの 手から 請け戻して 
くださ I。 

わた しを 受け入れて くださる か 
ら だ。 セラ。 

16 ある 人が 富を 得ても， 

その 家の 栄光が 増 し 加わっても， 

おそ  W 

そのために 恐れて はならない。 
17 彼は 死ぬ とき， 何も 携えて 行く こと 
がで きない からだ。 

その 栄光が 彼に 伴って 下る こと 
もない。 

18 その 生きて いる 間， 彼は 自分の 魂 
を 祝福し つづけた からだ。 
(人々 は あなたが 自分の ために 

うま くやる ので あなたを たた 

(ケ） 

える 〇) 

19  [彼の 魂は]， ついには 父祖たち の 世 
代に 行き着く にすぎない。 
彼らは もう 逢して 光を 見ない。 

20 地の 人は， 誉れを 受けて はいても， 
理解を 示さないなら， 
滅ぼされた 獣に も 比べられる。 

m 

ア サフの 調べ。 

神た る 者, 裡， エホバ ご 自身が 

碧され A 

そして 地に 呼び かけられる。 
日の 昇る 所から 日の 沈む 所に 

いた  （テ） 

室る まで。 

2 美し さ の 極みで ある シオ ン から， 神 

じ しん  かがや  (4 

ご 自身が 輝き 出られた。 

3 わたしたちの# は 来られる。 そし 
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神は すべての ものを 所有して おられる 


て M して おられる はずは なぐ7、。 
そのみ 箭 では 火が むさぼり H 

しゅうい  ひじょう  はげ 

その 周囲は 非常に 激しい あらし 

[ゥ） 

となった。 

4  [迚] は 上なる 天と， 地と に 呼びかけ 

(I) 

られ る。 

ご 自分の 民に 裁きを 執行す るた 
めで ある。 

5 「わたしの 忠節な 者たち を わたしの 

あつ  M 

もとに 集めよ。 

犠牲を もっ てわた しの 契約を 結 
ぶ 者たち を」。 

6 そして， 天は®] の義を 告げる。 

じ しん  さば  ぬし 

迚ご自 身が 裁き 主 だ からで あ 

(ヶ） 

る。 セラ 0 

7 「わたしの 民よ， 聴け。 わたしは 話 

そず。 

イスラエルよ， わたしは あなたを 
責める 証し をし よう。 

(シ） 

わたしは 姓， あなたの® である。 

ぎせい  かん  （ス） 

8 わたしは あなたの 犠牲に 関して， 
また， 絶えず わたしの 前に ある， 
その 全焼 燔の 捧げ物 [に関して] 

いまし  （セ） 

あなたを 戒める のでは ない。 

9 わたしは あなたの 家から 雄牛を， 
あなたの 囲いから 雄 やぎを 取り 
出しは しない。 

10 森林の 野生動物は どれ も わたしの 
もの だからで ある。 

けもの [チ） 

千の 山の 上の 獣 も。 

11 わたしは 山々 にいる 翼の ある 生き 

もの  みな  し 

物を 皆よ く 知って おり， 

原野の 動物の 群れ も わたしと 共 

(テ} 

にいる。 

12 わたしは たとえ 飢える ことがあろ 


ホセ 


夕創 1:24 
代 I  29:14 
ヨブ 40:15 
チ 使徒 17:24 
ツ創 1:20 
ヨブ 38:41 
詩 104:12 


3:29 


詩編 50:4 一 20 

う とも， それを あなたに 言いは 
しない。 

産出 的な 地と そこに 満ちる もの 

(ィ） 

は， わたしの もの だからで ある。 
13 わたしが 強力な [雄牛] の 肉を 食べ 
るだろう か。 

雄 やぎの 血を 飲む だろう か。 

14 感謝の ことばを あなたの 犠牲と し 

(t) 

て# にさ さげ， 

あなたの 誓約を 至高 者に 果たせ。 
15 苦難の 日に わたしを 呼べ。 

わたしは あなたを 救い出し， あな 
たは わたしの 栄光を たたえる 
であろう」。 

16 しかし 邪悪な 者に 対しては， 裡 はこ 

い  W 

う 言わな ければ ならな くなる。 
「あなたには どんな 権利が あって 

さ だ  なら  [コ） 

わたしの 定めを 並べ立て， 
わたしの 契約を 口にする のか。 

17 何と， あなたは 一 あなたは 懲らし 
めを 憎んだ。 

あなたは わた しの 言葉を いつも 
後ろに 投げ捨てる。 

18 あなたは 盗人を 見る と， いつも これ 
を 喜び さえした。 

あなた が 分か ち 合う のは， 察淫を 
行なう 者たち とであった。 

わる  む 

19 あなたは その 口を, 悪い ことに 向か っ 

はな  W 

て 放った。 

あなたは その 舌を 欺まん にく っ 

お [チ） 

つけて 置く。 

20 あなたは 座って， 自分の 兄弟を 非難し， 

コ エレ 7:4; マタ 7:23;  ロマ 2:21; サ申 29:21; 申 31:20; 
へブ 8:9; シ箴 1:7; 箴 5:12; ヘプ 12:6; ス ネへ 9:26; イザ 
5:24; エレ 8:9; セ イザ 5:23;  ロマ 1:32;  ロマ 2:21; ソ ヤコ 
4:4; ヨハ D 11; 夕詩 52:3; エレ 9:5; チ 詩 52:2; ヤコ 3:5; 
ツ レビ 19:16; 詩 31:18; ルカ 22:65。 
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自分の 母の 子に ついて 落ち度を | 


こう した ことを あなたは したが， わ 
たしは 黙って いた。 

あなたは わたしが きっと あなた 
のようになる だろうと 想像し 


わたしは あなたを 戒める。 わた 
しは あなたの 目の前で 事を 整 


22# を 忘れる 者たち よ， どうか， この ヶ‘ 
ことを 理解 するがよい。 

だれも 救い出す 者が いない まま， : 
わたしが [あなたを] 引き裂く コナ 
ことがない ためで ある。  ^ 

23 感謝の ことばを 自分の 犠牲と して ^ 
ささげる 者， それが わたしの 栄 
光を たたえる 者で ある。  ^ 

定まった 道を 保つ 者には，  ^ 

わたしは# による 救いを 見させ セ〕 


指揮者へ。 ダビデの 調べ。 彼が バ テ- 
シ パと  関係を 持った のち，  預言者 ナタ 
ンが 彼のと ころに 入って 来たと きに。 

あい  しんせつ 

裡 よ， あなたの 愛 ある 親切に し 
たがって， わたしに 恵みを 

しめ  [サ） 

示して ください。 

ゆた  あわ 

あなたの 豊かな 憐れみに した 
がって， わたしの 違犯を ぬ 

さ  トン） 

ぐい 去って ください。 

かんぜん  あら W 

2 わたしの とが か ら わた しを 完全に 洗い， 
わた しの 罪から わた しを 清めて 


わた しの 違犯は わたし 自身が 知*: 


わた しの 罪は 絶えず わた しの 前 

(7) 

にある からです。 

4 あなたに， ただ あなたに 対しての 
み， わたしは 罪を 犯しました。 

あなたの 目に 悪と なること を わ 
たしは 行ない ま した。 

あなたが 話す とき， あな たが 義 とさ 
れる ため， 

あなた が 裁く とき， あなた が 潔白 
であるた めに。 

5 ご覧く ださい， わたしは とがと 共に， 産 
みの 苦 しみを もっ て 産み出され， 

わた しの 母は 罪のう ち にわたし 
を 宿しました。  ^ 

6 ご覧く ださい， あなたは 内なる 所に あ 
る 真実 さを 喜びと され ま した。 

秘められた 自分に おける わたし 
に ，全き 知恵を 知 ら させて くだ 
さいます ように。 

7 ヒソプ を もって わたしを 罪から 浄 
めて くださいます ように。 わ 
たしが 清くなる ためです。 

わたしを 洗って ください ますよ 
うに。 わたしが 雪よりも 白く 
なる ためです。 

8 歓喜と 歓 びを わたしに 聞かせて く 
ださいます ように。 

あなたに よって 打ち砕かれた 骨 
が 喜ぶ ためです。 

9 わたしの 罪から み 顔を 覆い隠し， 

わた しのす ベての とがを ぬぐい 
去って く ださい。 

10 迚よ ，わたしの うちに 浄い 心を 創造 
してく ださい。 

セ 詩 103:12; イザ 38:17; エレ 16:17; ソミ カ 7:19; タエ レ 

32:39; 使徒 15:9; エフ 2:10。 


929  立ち返る ことができ るよう 祈る。 悪を 誇る 者  詩編 51:11—52:6 


わた しの 内に 新たな 霊， 揺る ぎな 
い [霊] を 置いて ください。 

11 あなたの み 顔の 前から わたしを 捨 
て 去らないで ください。 

あな たの 聖霊を， どうか わたし か 
ら 取り去らないで ください。 

12 あなたに よる 救いの 歓喜を わたし 
に 回復 させて ください。 

喜んで 行な う 霊を もって， あなた 
がわた しを 支えて ください ま 

す ょぅこ 

13 わたしは 違犯を おかす 者たち にあ 
なた の 道を 教えます。 

罪人たち が あなたの もとに 立ち 
返る ためです。 

14 わたしの 救いの 迚 であられる 裡 i， 
わた しを 血の 罪 か ら 救い出し 
てくだ さい。 

わた しの 舌が 喜びに 満ちて あな 
たの 義を 告げる ためです。 

15 エホバよ， どうか わたしの この 唇 
を 開いて ください。 

わた しの 口が あなたの 賛美を 告 
げ 知らせる ためです。 

16 あなたは 犠牲を# ばれない からで 
す。 一そう でなければ， わた 
しは [それを] ささげる ことで 

(ス） 

しょう 0 

あなたは 全焼 燔の 捧げ物を 楽し 
みとは されません。 

17 裡 への 犠牲は 砕かれた 霊な のです。 
砕かれ， 打ち ひし がれた 心を， 迚 
よ， あなたは さげすまれません。 
18 あなたの 善意を もって シオンを よ 
く 扱って ください。 


じょうへき  きず 

エルサレムの 城壁を 築いて くだ 

(7) 

さいます ように。 

ぎ  ぎ せい [ィ） 

19 そう なれば， あなたは 義の 犠牲と， 
焼燔の 犠牲と ，全焼の 捧げ物と を 
喜ばれる ことでしょう。 

そう なれば， あなた ご自 身の 祭壇 
の 上に 雄牛が ささげられる こ 

(I) 

とでしょう。 

指揮者へ。 マス キル。 ダビデに よる。 
エドム 人 ドエ グが 来て， サウ ルに 告げ， 
ダビデが ア ヒメ レクの 家に 来たと 彼に 
言った ときに。 

力 ある 者よ， なぜ お前は 悪い こ 

m%  Xj  ほこ  （力 1 

とを 誇る のか。 

あい  しんせつ 

迚の愛 ある 親切は 一日 じゅう 

た  （キ） 

[絶える ことがない]。 

2 お前の 舌は 逆境を たくらむ。 かみ 
そりの ように 鋭利で， 

欺まん を 働く。 

3 お前は 善い ことよりも 悪い ことを， 
義を 語る ことよりも 偽りを 愛し 

【サ） 

た 0 セラ 0 

4 欺まん に 満ちた 舌よ， 

お前は むさぼり 食う すべての 言 
葉を 愛した。 

じしん  まえ えいきゅう  ひ  たお  (t) 

5 禆ご 自身が お前を 永久に 引き倒される。 
[■はお 前を 打ち倒して, [その] 天 
幕から お前を 引き離し， 

生ける 者の 地から 必ず お前を 根 

{夕） 

こぎに される。 セラ 0 
6 そして, 義 なる 者たち は [それを] 見 

おそ  いだ [チ） 

て， 恐れを 抱き， 

彼の ことを 笑う であろう。 

ケ詩 109:2; コ n 11:13; コ エレ 4:22; ミカ 3:2; サ詩 62:4; 
エレ 9:3; ヨハ 8:44; シ蔵 14:25; ヤコ 3:6; ぺテ I  3:10; スサ 
I  22:18; セ 詩 55:23; 親 12:19; 箴 15:25; 箴 19:9; ソ詩 28: 
5; 詩 37:9; 夕箴 2:22; チ 詩 37:34; 詩 40:3; 詩 119:120; 
マラ 1:5; 啓 19:2; ツ詩 58:10; イザ 37:22; 啓 18:20。 
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7 ここ に 強健な 人が おり， [濃は]# を 
自分の 要塞と せず， 

自分の 豊かな 富に 依り 頼み， 

ずらに ょ 1遽?こ 織す I。 

8 しかし， わたしは 迚の 家の 生い茂 っ 
たオ リーブの 木の ようになり， 
定めの ない 時に 至る まで， まさ に 永 
久に 神の愛 ある 親切に 依り 頼む。 
9 わたしは 定めの ない 時に 至る まで あな 
たを たたえます。 あなたが 行動 
を 起こ してく ださっ たからです。 
わた しは あなたの 忠節な 者たち 
の 前で， あなたの み 名に 望みを 
置きます。 それは 良い もの だ 
からで* )0 

マ ハラ トの 指揮者へ。 

マス キル。 ダビデに よる。 

ふんべつ  もの こころ  い 

r 〇 分別の ない 者は 心の中で 言った， 
「ェホバは ぃな ぃ」 d?)。 

彼ら は 滅び となる こと を 行ない, 
不義のう ちに 忌むべき こと 
を 行なった。 

善い ことを 行なう 者は だれも 

(サ） 

いない。 

2 しかし# は， 天から 人の子ら を 見下 
ろされ た。 

洞察力の ある 者， エホバを 求める 者 
がいる かどう かを 見る ために。 

3 彼らは こぞって 引き返し， [皆] 一様 

くさ  m 

に 腐って いる。 

善い ことを 行なう 者は だれもい 

(V) 

ない。 

一人 もい ない。 

4 有害な ことを 習わしに する 者は だ 
れも 知識を 得な かっ たの か。 


詩編 52:7—54:2  分別の ない 者は, 


「エホバは いない」 と 言つ  930 

パンを 食べた ように わた しの 民 
を 食い尽く して。 

彼らは エホバを 呼び 求める こと 

m 

を しなかった。 

5 彼らは そこで 大 いなる 怖れに 満た 

[ゥ I 

された。 

怖れ させる ものが 何もなかった 

(I) 

ところで。 

あなたに 向かって 陣営を 張る 者の 
骨を， 裡ご 自身が 必ず 散らされ 
るから#。 

あなた は 必ず [彼らに] 恥を かか 
せる。 エホバ ご g 身が 彼らを 
退けられた からだ。 

6 ああ， シオンから イスラエルの 大い 
なる 救いが もたらされるなら！ 
エホバが ご 自分の 民の 捕らわれ 
人を 連れ戻される とき， 

ヤコ ブは 喜び， イスラ エルは 歓び 

IU1。 

弦楽器の 指揮者へ。 マス キル。 ダビデ 
による。 ジフ 人たち が 入って 来て， 「ダ 
ビデは わた したち のと ころ に 身を 隠し 
ている では 今り ません か」 と サウ ルに 
言った ときに。 

神よ， あなたの み 名に よって わ 
たしを 救って ください。 
あなたが ご 自分の 力強 さを 
もって わたしの 言い分を 弁 
言 4 してく ださいます ように。 

いの  き  [ス] 

2 禆よ ，わた しの 祈りを 聞いて ください。 
わた しの 口の ことばに 耳を 向け 
てくだ さい。 
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931  神は 報いを 返される。 恵みを 求める ダビデの 祈り  詩編 54：3—55：12 


3 わたしに 向かって 立ち上がった よ 
そ 箸たち， 

わたしの 魂を 求める 圧制者たち 

(7) 

がいる からです。 

彼らは 自分の 前に# を 置き ませ 

[ィ） 

ん でした。 セラ。 

4 見よ ，迚 はわた しを 助けてく ださ る 方。 
エホバは， わたしの 魂を 支える 者 
たちの 中に おられます。 

5  [迚] はわた しの 敵に 悪を 報 われる 

(I) 

のです。 

あなたの 真実 さを もって 彼らを 
沈黙 させて ください。 

みず か  すす  ぎせい 

6 わたしは 自ら 進んで あなたに 犠牲 
を ささげます。 

エホバよ， わたしは あなたの み 名 
をた たえます。 それは 良い も 
の だからです。 

7  [裡] は あらゆる 苦難から わたしを 
救い出して くださり， 

わたしの 目 はわた しの 敵を 見た 
からです。 

弦楽器の 指揮者へ。 

マス キル。 ダビデに よる。 


^ K 姓よ， わたしの 祈りに 耳を 向け 
てくだ さ ふ 


めぐ  もと  ねが 

恵みを 求める わた しの 願 L ヽ から 


じ ぶん かく  （サ I 

ご 自分を 隠さな L ヽで ください。 


2 わたしに 注意を 払い， わたしに 答え 
てくだ さい。 

じ ぶん  き づか 

わたしは 自分の 気遣いに よって 

ふ あん  か  [ス） 

不安に 駆られ， 

黝番を 表わさずに はいられません。 

てき  こえ  じゃあく  もの  くわ 

3 それは 敵の 声の ため， 邪悪な 者の 加 

あっぱく  M 

える 圧迫の ゆえです。 


彼らは 有害な ことを わたしの 上 
に 落としつ づけ， 

怒りの うちにわた しに 対して 敵 
がい 心を 抱きます。 ( 

4 わたしの 心は， わたしの 内で 激しく 

いた  [ゥ） 

痛んで います。 

死の 恐れが わた しに 降り懸かり 
まし/^ 

5 恐れが， そうです， おののき がわた 

I 才 I 

しに 入り， 

身震いが わた しを 覆います。 

6 それで， わたしは 言いつ づけます， 「あ 
あ， はとの ように 翼が あったなら！ 
わた しは 飛んで 行って, 住む であ 

(キ） 

ろうに。 

7 見よ， わたしは 遠くに 飛んで 行き， 
荒野に 宿る であろうに。 ー セラ ー 
8 わたしは 疾風から， 大 あらしから kl 

[コ） 

れ て， 

わた しの 逃れ 場へ 急いで 行く で 
あろう に」。 

9 エホバよ， 彼らの 国語を 混乱 させ， 
分裂 させて ください。 

わたしは 都の 中に 暴虐と 言い争 
いを 見た からです。 

10 彼らは 昼も夜も その 城壁の 上を [歩 
いて] 周囲を 巡ります。 

害悪と 難儀が その内に あるので す。 
11 逆境が その内に あります。 

その 公共 広場 か ら ，虐げと 欺まん 
は 離れ 去り ませんで した。 

12 わたしを そしる ようになった のは 
敵では ないから です。 
そうでなければ， わたしは 耐えら 
れ たでしょう。 


詩編 55:13—56:1  裏切る 者。 義 なる 者が よろめかされる ことは ない  932 


わた しに 向かって 威張 っ たのは， わ 
たしを 激しく 憎む 者では あり 

(7) 

ませんで した。 

そうでなければ， わたしは その 

者から 身を 覆い隠せた ことで 

(ィ ） 

しょう。 

13 そうでは なく， それは わたしと 並ぶ 
者であった 死すべき 人間， 

わた しの 親密な 者， わた しの 知己 
であった あなた だ っ たの だ。 

14 わたしたちは 親愛の 情を 抱く 仲だっ 
たから#。 

わた したち は 群集と 共に# の 家 

ある  m 

へ 歩いた ものだった。 

15  MI が 彼らに [臨め]! 

彼らは 生きた まま シエ オルに 下っ 

乂 （ク） 

鉢 Ma と して "唐¥ している% f， 彼 
らの 内には 悪い ことがあった 
からで ある。 

16 しかし わたしは， 裡に 呼ば わる。 
すると， エホバ ご 自身が わたしを 
救って くださる。 

あさ  ひる  き づか  しめ 

17 わたしは 夕に 朝に 昼に， 気遣いを 示 
さずに はいられず， うめき 声を 

(シ） 

上げる。 

そ して， [裡] はわた しの 声を 聞い 

(ス） 

てくだ さる。 

18 わたしに 対する 戦いから， [迚] は必 
ず わたしの 魂を 請け戻し， 安ら 
ぎを [与えて] くださる。 

彼 らが 大挙して わたしに 攻め か 
かった からだ。 

19 迚は 聞いて， 彼らに 答えられる であ 

[夕] 

ろう。 
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ス詩 55:15 


昔と 同じように [み 座に] 座して 
おられる そ の 方が — セラ ー 
彼らは 変わる ことのない 者で あり， 

おそ  （ウ） 

独を 恐れな かった 者たち である。 
20 彼は 自分と 平和に 暮らして いる 者た 

む  つ  W 

ちに 向かって 手を 突き出した。 
彼は 自分の 契約を 汚した。 

21 彼の 口  [の 言葉] は バター よりも 滑 
らか ,1。 

こころ たたか  かたむ [キ】 

しかし， その 心は 戦いに 傾く。 
彼の 言葉は 油よりも 柔らかい。 
しかし, それは 抜き身の 剣で ある。 
22 あなたの 重荷を エホバ ご 自身に ゆ 
だね i。 

みず か 

そうすれば， [迚] が 自ら あなたを 
支えて くださる。 
im は義 なる 者が よろめかされ 
る ことを 決して お許しに なら 

(シ） 

ない。 

23 しかし，# よ， あなたは 彼らを 最も 
低い 坑に 陥れられます。 

血の 罪を 負う ，欺まん に 満ちた 者 
たちは， 自分の 日数の 半ば も 生 
きる ことはありません。 

しかし わた しは， あなたに 依り fe 

(v) 

むので す。 


遠くに いる 者たち の 中の “ 黙せ るは 
と’’ の 指揮者へ。 ダビデに よる。 ミク 
タム。 フィリス ティア 人が ガトで 彼を 
捕らえた ときに。 


禆ょ ，わた しに 恵みを 示して くださ 
い。 死すべき 人間が わたしに 


m 

かみつ こうと したから です。 
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詩編 56:2—57:2 


彼は 一日 じゅ う 戦って， わた 
しを 虐げつ づけます。 

2 わたしに 敵す る 者たち は， 一日 じゅ 
う かみつ こうと しま した。 
高慢に なって わたしと 戦う 者が 

おおぜい  I ウ 1 

大勢い るからで す。 

3 わたしは 恐れる ときには どんな 日 
にも， あなたに 依り 頼みます。 
4 わたしは 拽 と共に あって そのみ 言 
葉を 賛美し ます。 

わた しは# に 信頼を 置き ま した。 

わた しは 恐れません。 

肉なる 者が わ たしに 何を なし 得 

(キ） 

るで しょ うか。 

5 彼らは 一日 じゅう， わたしの 個人的 
な 事柄に 害を もたらします。 
その 考える ことは 皆， わたしに 対 
して 悪を もた らす ことです。 

6 彼らは 攻撃し， 身を 覆い隠します。 
彼らは わたしの 歩みを じっ と 見 
つめながら， 

わたしの 魂を 待ち受け ま した。 

7  [その] 害悪の ために， 彼らを 追い出 
してく ださい。 

拽よ ，怒りのう ちに もろもろの 民 
を 引き 降ろして ください。 

8 わたしが 逃亡者で ある ことは， あな 
た ご 自身が 記載され ました。 
わた しの 涙を あなたの 皮 袋に 入 

(V) 

れ てくだ さい。 

それは あなたの 書に あるので は 
ありま せんか。 

9 その 時， わたしが 呼ぶ その 日に， わ 
たしに 敵す る 者たち は 引き返し 
ま'/1。 


この ことを わたしは よく 知って 
います。 迚 がわた しの 味方で 
ある ことを。 

10 わたしは 裡 と共に あって [その] み 
言葉を 賛美し ます。 

わた しは エホバと 共に あって [そ 
の] み 言葉を 賛美し ます。 

11 わたしは 裡に 信頼を 置きました。 わ 
たしは 恐れません。 

地の 人が わたしに 何を な し 得る 
でしょう か。 

12 拽よ ，わたしには あなたに 対する 誓 
約が あります。 

わたしは あなたに 感謝の 表現を 
ささげます。 

13 あなたは わたしの 魂を 死から 救い 
出して くださった からです 一 
[あなたは] わたしの 足を つまず 
きから [救い出して くださった 
のでは] ありま せんか 一 
それは， [わたしが] 裡 のみ 前で, 
生きて いる 者たち の 光のう ち 
を 歩き回れる ためです。 

指揮者へ。 「滅ぼすな」。 ダビデに よ 
る。 ミク タム。 彼が サウ ルの ために 洞 
くつの 中へ 逃げた ときに。 

わた しに 恵みを 示して ください。 

裡 よ， わたしに 恵みを 示し 

('» 

てくだ さい。 

わた しの 魂は あなたの もとに 
避難した からです。 

わたしは 逆境が 過ぎ去る ま 
で， あなたの 翼の 陰に 避 
難し ま} 0 

わたしは 至高 者なる 神に， わたしの 
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ために [それらを] 終わらせて 
くださる [まことの] 裡に 呼び 
かけま^1。 

3  [拽] は 天から [使い] を 送り， わたし 
を 救って くださいます。 

わた しに かみつこう とする 者を 
必ず 混乱 させられ ま' fo セラ 0 

迚は その 愛 ある 親切と 真実を 送っ 
てくだ さるので す。 

4 わたしの 魂は ライオンの ただ 中に 
ぁりま#。 

わた しは むさぼり 食う 者たち の 
中に， 人の子ら [の 中に] 身を 横 
たえざる をえ ません。 

彼らの は 槍と 矢， 

その 舌は 鋭い 剣です。 

5 ああ， 迚 よ， あなたが 天の 上に 高め 

(ク 1 

られ ますよう に。 

あなた の 栄光が 全地 の 上に ある 

(ヶ） 

ノ  (>-〇 

6 彼らは わたしの 歩みの ために 網を 
設け ま した。 

わたしの 魂は 身をかがめ ま した。 

彼らは わたしの 前に 落と し 穴を 掘 
り 抜きました。 

彼らは その 中に 落ちました 0 セラ 0 

7迚 よ， わたしの 心は 揺るぎません。 

わたしの 心は 揺るぎません。 

わたしは 歌い， 調べを 奏でます。 

8 わたしの 栄光よ， 目覚めよ。 

弦楽器よ， 目覚めよ。 たて 琴よ， 
あなた も だ。 

わたしは 夜明けを 目覚めさせよう。 

9 エホバよ， わたしは もろもろの 民の 
中で あなたを たたえ， 


国た みの 中で あなたに 調べを 奏 
で ま 孑。 

10 あなたの 愛 ある 親切は 大きく， 天に 

たっ （ィ） 

その 真実は 空に 達する からです。 
11 迚よ ，あなたが 天の 上に 高められ ま 

(I) 

すよう に。 

あなたの 栄光が 全地の 上に ある 
ように。 

指揮者へ。 「滅ぼすな」。 

ダビデに よる。 ミク タム。 

rg あなた 方は 沈黙 [していて]， 義 
^  について 籍に 讓れ るの ぶ。 

人の子ら よ， あなた 方は 廉直 
に 裁ける のか。 

2 それ どころ か， あなた 方は 心に した 
がっ て 地上で 公然の 不義を 行 

(キ） 

ない， 

その 手の 暴虐の ために 道を 備える。 
3 邪悪な 者たち は胎 のとき から 曲が っ 
た 者と なり， 

腹のと きから ずっと さまよって 
いる。 

彼らは 偽りを 語って いる。 

4 その 毒液は 蛇の 毒液の ようで あり， 
耳を ふさ ぐ コブラの よう に 耳が 
聞こえない。 

5 賢い 者が まじないで 縛って いるに 
も かかわらず， 

それは 蛇使いの 声を 聴く こと 

(fe) 

がない。 

6 姓よ ，彼らの 口の 歯を 折っ てくだ さい。 
エホバよ， たてが みのある 若い ラ 
イオンの あごの 骨を 打ち砕い 
てくだ さい。 


邪悪な 者に 対する 応報を 求める 祈り 


7 綾ら が籮れ 苔く 水に、]! ける ように 
溶解し ますよう に。 

彼らが く ず おれる とき， [迚] がそ 
の 矢 [のために 弓] を 引いて く 
ださいます ように。 

8 彼は 溶けて 消える かたつむり のよ 
うに 歩く。 

女の 流産の ように， 彼らは 決して 
日を 見ないで あろう。 

9 あなた 方の なべが [火を つけられた] 
野い ばらを 感じる 前に， 

生きて いる 緑 も 燃えて いるもの 
を も， [裡] は 烈風の ように 連れ 

さ  （ 才） 

去られる。 

ぎ  もの  ふく  よろこ （力） 

10 義 なる 者は 復 しゅうを 見た ので 歓 ぶ。 

彼は 足を 邪悪な 者の 血に 浸す。 

11 そして 人は 言う， 「まことに， 義な 
る 者の ためには 実りが ある。 
まことに， 地に 裁きを 行なう 迚が 
おられる」 と。 

指揮者へ。 「滅ぼすな」。 ダビデに よ 
る。 ミク タム。 サウ ルが [人々 を] 遣わ 
し， その 者たち が [ダビデ] を 殺そうと 
して 家を 見張って いたと きに。 

わたしの 姓よ， わたしに 敵す る 
者たち から わたしを 救い出 
してく ださい。 

わた しに 向かって 立ち上がる 
者たち から， わたしを 保護 
してく ださいます ように。 

2 有害な ことを 習わしに する 者たち 
から わたしを 救い出し， 

血の 罪を 負って いる 者たち から 
わたしを 救って ください。 

3 ご覧く ださい， 彼らは わたしの 魂 
を 待ち伏せした からです。 
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詩編 58:7—59:10 

エホバよ， 強い 者たち がわた しを 
攻撃し ます。 

わた しの 側に 反抗が あるた めで 
も， わたしの 側に 罪が あるた め 
でもない のに。 

: 何のと が もない のに， 彼らは 走っ 
て， 用意を します。 

わたしが 呼ぶ ときに， 身を 起こし 
て， 見て ください。 

: 万軍の 裡 エホバよ， あなたは イスラ 

(才） 

エルの 神な のです。 

目を覚ま して， すべての 国の 民に 
注意を 向けて ください。 

有害な 反逆者に はだれ にも 恵み 
を 示さないで ください。 セラ。 
彼らは いつも 夕方に 帰って来ます。 
彼らは 犬の ように 盛んに ほえた 
て， 市の i 囲を 巡ります。 
ご覧く ださい， 彼らは 口を もって ほ 
とばしら ぷ， 

剣が その 唇に あります。 

だれが 聴いて いるので しょ うか。 
しか し， エホバよ ，あなたは 彼らを 笑い， 
すべての 国の 民を あざ笑われます。 

| わたしの 力 よ， わたしは あなたを 待 
ち 望みます。 

裡 はわた しの 堅固な 高台 だから 

でぜ!。 

わた しに 愛 ある 親切を 示 してく だ 

みず か  む 

さ る裡 は， 自 ら わた しと 向かい 

备ぃ ま' 

わたしに 敵す る 者たち を，# ご自 
身が わたしに 見させて く ださ 

(テ} 

います。 


詩編 59:11—60:4 


神は 堅固な 高台 
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11 彼らを 殺さないで ください。 わた 
しの 民が 忘れる ことのな いた 
めで 孑。 I 

わた したち の 盾 エホバよ， あなた 
の 活力に よって 彼らを さまよ 
ゎ；， 

彼らを 打ち倒して ください。 

12 それは， 彼らの 口の 罪， その 唇の 晉 
葉 [の ゆえにです]。 

彼らが その 誇りのう ちに 捕らえ 
られ ますよう に。 

彼らが 繰り返し 述べる のろいと 
欺まん の ゆえに。 

13 激しい 怒りを もって [彼らを] 終わ 
りに 至らせて ください。 

[彼らを] 終わりに 至らせて くださ 
い。 彼らが いなくなる ためです。 

そして 彼らが 知ります ように。® 
が ヤコブの 中に あって 地の 果 
てに 至る まで 支配を 行なって 
おられる ことを 0 セラ。 

14 それで， 彼らは 夕方に 帰って来 るが 


第 59 編 


ヶ詩 109:10 
コ イザ 56:11 

サ ヨブ 37:23 
詩 21:13 
詩 106:8 
詩 145:11 


よい。 

犬の ように ほえ， 市の 周囲を 巡る 
が ょ d  I 

15 その 者たち が 食べ物を 求めて さま 

一  W 

ようように。 

彼らが 満ち足りる ことのな いよ 
うに。 [彼らが] 夜を 過ごす と 
ころもなくなる ように。 

16 しかし わたしは， あなたの 力に つい 

rill 

朝には， 喜びに 満ち あふれて あな 
たの 愛 ある 親切に ついて 告げ 
るので f。 


ェ詩 59:10 


第 60 編 


才申 31:19 


シ イザ 51:17 
エレ 25:15 

ハバ 2:16 

ス詩 20:5 


あなたは わた しのた めの 堅固な 高 

答と なん 

わた しの 苦難の 日 に 逃げて 行く 
ための 場所と なって くださ っ 
たからです。 

17 わたしの 方よ， わたしは あなたに 調 
ベを 奏でます。 

® はわた しの 堅固な 高台， わたし 
に 愛 ある 親切を 示される# だ 
からで 十。 


“論 しの ゆり” の 指揮者へ。 ミ クタ 
ム。 ダビデに よる。 教えの ために。 
彼が アラム * ナ ハラ イム および アラ 
ム •ツ ォバと 闘い， ヨア ブが 帰って 
来て， “ 塩の 谷” で エドムを 一万 二 
千 人 も 打ち倒した ときに。 
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よ， あなたは わたしたちを 捨 
て 去り， わたしたちを 突き 


やぶ [キ） 


破り， 


いきり 立たれました。 あなた 
はわた したち を 元通りに し 
てくだ さらなければ なり ま 
せ Z1。 

2 あなたは 地を 激動 させ， 引き裂かれ 
まし#。 

その 破れを いやして ください。 そ 

[コ） 

れは よろめいた からです。 

3 あなたは ご 自分の 民に 辛苦を 見さ 
せまし#。 

あなたは ふらつ かせる ぶどう酒 
を わたしたちに 飲ませ ま した。 
4 あなたは あなたを 恐れる 者たち に 
旗 じる しを 与えられました。 
弓の ゆえに ジグザグに 逃げる よ 


うにと。 セラ。 


寺 25:22 
寺 108:12 
夕詩 62:9 


チサ n 1 
詩 18:32 
詩 108:13 


>  詩 89:35 
詩 108:7 
[創 12:6 


，シ 13:27 
3  33:17 
If  108:8 


寺 108:9 
ケ民 24:18 


第 60 編 

ア詩 108:6 
イ詩 18:35 
詩 21:8 
詩 118:15 
イザ 41:10 


諸国の 民を 従える。 真の 救いは 神の もとから 来る 


詩編 60：  5 — 61:7 


5 あなたの 愛する 者たち が 救い出さ 
れる ために， 

どうか あなたの 右手で 救いを 施 
し， わたしたちに 答えて くだ 
さ H 

6 迚ご 自身が その 神聖 さのうち に 話 
され ま した， 

「わたしは 歓喜し， わたしは シ ェケ 
ムを 受け 分と して 分け与えよう。 
わたしは スコ トの 低地 平原を 測 
り 分け I 

7 ギレアデは わたしの もの。 マナ セ 
も わたしの もの。 

エフ ライムは わたしの 頭で ある 

もの  ようさい 

者の 要塞 0 

ユダは わたしの 司令 者の 杖。 

8 モ アブは わたしの 洗い 盤。 

エ ドムの 上に わた しは 自分の サ 
ン ダルを 投げ出す。 

フィ リス ティ ア にわたしは 勝ち 
どきを 上げる」。 

9 だれが わたしを 攻め 囲まれた 都市へ 連 
れて 行って くれる で しょ うか。 
だれが わ たしを エドムに ま で 確 
実に 導いて くれる でしょう か。 
10 迚 よ， それは， わたしたちを 捨て 

さ  W 

去って， 

わた したち の 軍勢と 共に 迚 とし 
て 出て 行かれない， あなたでは 
ありま せんか。 

11 どうか 苦難からの 助けを わたした 
ちに 与えて ください。 

地の 人に よる 救いは 無価値な も 
の だからです。 

12 神に よって わたしたちは 活力を 得， 
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[迚] ご自 身が わ たしたち の 敵対 
者を 4 み 砕かれる のです。 
弦楽器の 指揮者へ。 ダビデに よる。 

裡 よ， わたしの 嘆願の 叫びを 聞 


いてく ださい。 

わたしの 祈りに 注意を 払って 
くださ 二 

2 わたしは 心が 弱まる とき， 地の果て 
から あなたに 叫びます。 
わたしより 高い 所に ある 岩の 上 

にわたしを 導いて ください ま 

[才） 

すよう に。 

3 あなたは わたしの ための 避難所と 

なぶ， 

敵の 面前に ある 強固な 塔と なっ 
てくだ さった からです。 

4 わたしは 定めの ない 時に わたって 
あなたの 天幕の 客と なり， 
あなたの 翼の 隠れ 場に 避難し ま 

W 

す。 セラ 0 

5 进よ ，それは あなた ご 自身が わたし 
の 誓約を 聴いて くださった か 
らで A 

あなたは み 名を 恐れる 者たち の 
所有物を [わたしに] 与えて く 
ださいました。 

6 あなたは 王の 日に， 日を 加えられ， 
彼の 年は 代々 に たぐう ものと な 

り ま 孑 。 

7  [王] は# のみ 前に 定めの ない 時に 
至る まで 住みます。 

ああ， 愛 ある 親切と 真実を 割り 当 
てて ください。 それらが [王] 
を 保護す るた めです。 


ソ詩 40:11; 詩 57:3; 詩 143:12; 箴 20:28; : 


In ffl 1 2  6  8  0 

2  ••  1 1 4  * 
1 ): 80375  8 
6  521115 イ  I  丄 

第 詩 詩 詩 詩 詩 詩フ王 r 


d :29 :16 M 


8  8  14:7 
■y-n mw 詩 |#10 行代中 !-20 3'> 


詩編 61:8—63:1  黙して 神を 待ち望む。 神を 慕い 求める  938 


8 こうして， わたしは あなたの み 名に 
永久に 調べを 奏でます。 

日 ごとに わた しの 誓約を 果たす 

k) 

ために。 


エド ト ンの 指揮者へ。 ダビデの 調べ。 
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そうだ， わたしの 魂は 黙 [して]， 
ただ， 裡を [待ち] 望む。 
わたしの 救いは [#] の もと か 

く  W 

ら 来る。 


2 そうだ， [裡] はわた しの 岩， わたし 
の 救い， わたしの 堅固な 高台。 
わたしが 激しく よろめかされる 
ことは ない。 

3 あなた 方は 自分たち が 殺害し よう 
とする 者に 向かって， いつまで 
狂暴に 振る舞う のか。 

あなた 方は 皆， 傾いた 城壁， 押し 
倒された 石 壁の よう だ。 

4 そうだ， 彼らは 人を その 尊厳から 誘 
い 出そうと して 忠告を 与え， 
うそを 楽しみと する。 

彼らは 口 では 祝福す るが， 内心で 

わざ わ  よ  もと  （サ） 

は 災いを 呼び 求める。 セラ。 


そうだ， わたしの 魂よ， 黙して# を 
# ち H 


わた しの 望みは [裡] から 出て い 
るから/ 

6 そうだ， [裡] はわた しの 岩， わたし 
の 救い， わたしの 堅固な 高台。 
わたしが よろめかされる ことは 

(V) 

ない。 

7 わたしの 救いと 栄光は 进 にある。 
わた しの 強固な 岩， わた しの 避難 
所は 裡 のうちに ある。 

8 民よ， いつでも®] に 依り 頼め。 


第 61 編 

ア詩 30:12 
詩 145:1 
詩 146:2 
イ詩 65:1 
詩 66:13 
伝 5:4 


第 62 編 

ウ詩 33:20 
エ詩 3:8 
詩 37:39 
詩 68:19 
イザ 12:2 
才詩 18:2 
詩 46:7 
詩 62:6 
力 詩 37:24 
ミカ 7:8 
コ n  4:9 
キサ I  24:11 
詩 38:12 
ク イザ 30:13 

ヶマタ 2:8 

コ詩 52:3 
箴 6:17 
ョハ 8:44 
サ詩 5:9 
詩 28:3 
詩 55:21 
シ詩 43:5 
詩 62:1 
ミカ 7:7 
ス詩 71:5 
ロマ 15:13 
テ ト 1:2 
セ 詩 18:31 
ソ詩 16:8 
詩 112:6 
康 10:30 
夕詩 3:3 
エレ 3:23 
チ 詩 95:1 
イザ 26:4 
ツ イザ 50:10 


第二 欄 


そのみ 前に あな た 方の て L、 を 注ぎ 
出 

迚 はわた したち のた めの 避難所 

K) 

である。 セラ。 

9 そうだ， 地の 人の子ら は 呼気で あり， 
人間の 子ら は 偽りで ある。 
はかりに 蠢 ける と，?！ ら を替； 
にしても 呼気より 軽い。 

10 だまし取る ことに あなた 方の 信頼 
を 置いて はならない。 

また， 全くの 強奪に ついて おごり 
筒ぶ って もなら ない。 

たとえ 資産が 殖え たと しても， [そ 
れ に] 心、 を 留めて はならない。 
11 一度， a は 話され， 二度， わたしは 
この ことを 聞いた。 

力が 裡に 属する ことを。 

12 また， エホバよ， 愛 ある 親切 も あな 
たに 属する ので 

あなた ご自 身が 各 々に その 業に 
応じて 返報され るからで す。 

ダビデの 調べ。 

ユダの 荒野に いたと きに。 


アサ I 1:15 
イ詩 46:11 
箴 14:26 
ウ詩 39:5 
詩 144:4 
エサ n 15：31 
詩 60:11 
ロマ 3:4 
オイ ザ 40:15 
力箴 14:31 
イザ 30:12 
キ イザ 61:8 
ク申 6:12 
ヨブ 31:24 
詩 52:7 
葳 11:4 
葳 11:28 
箴 23:5 
マタ 6:19 
マタ 6:24 
マル 8:36 
ルカ 12:15 
テモ I  6:17 

ヨハ I  2:16 

ケ ヨブ 33:14 
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裡よ ，あなたは わた しの 裡 です。 

さが もと 

わた しは あなたを 捜 し 求め 


わた しの 魂は あなたを 求めて 
渴 くので す。 

わた しの 肉体は あなたを [慕って]， 
水の ない， 乾いた， 枯渴 した 
地で 弱り衰え ま した。 


コ ヨブ 9:4; 詩 63:2; 詩 77:14; ナホ 1:3; 啓 19:1; サ詩 36:7; 
詩 86:15; ミカ 7:18; シサ I 16:7; ヨブ 34:11; 箴 24:12; エレ 
32:19; エゼ 7:27;  ロマ 2:6; コ n  5:10; ガラ 6:7; コロ  3:25; テモ 
n  4:14; ぺテ  I  1:17; 啓 20:12; 啓 22:12;  第 63 編 スサ I 
22:5; サ I  23:14; セ 出 15:2; イザ 26:9; ソ詩 42:2; 詩 143:6; 
夕詩 63: 表題 0 


939  神に ついて 思い巡らす。 悪行 者の 攻撃から 覆い隠される  詩編 63：2—64：7 


2 こうして， わたしは 聖 なる 場所で あ 
なた を 見つめ ま した。 

あなたの 力と 栄光を 見ながら。 

3 あなたの 愛 ある 親切は 命に も 勝る 

[ゥ） 

ので， 

わた しの 唇は あなたを ほめる の 
で to 

い  かぎ 

4 こうして， わたしは 生きて いる 限り 
あなたを ほめたたえ， 

あなたの み 名に よって， たなご こ 
ろを 上げます。 

5 わたしの 魂は， 最良の 部分， まさに 
肥えた ものに よる かの ように 
満ち足り ており， 

わた しの 口は 歓呼の 唇を もって 
_ を ささげ ま#。 

6 わたしが 長いす の 上で あなたを 思 
い 出した とき， 

夜警 時の 間に， わた しは あなたの 
ことを 思い巡らします。 

7 あなたが わたしの 助けと なって く 
ださった からです。 

つばさ かげ よろこ 

わた しは あなたの 翼の 陰で 喜び 
叫びます。  し 

8 わたしの 魂は あなたに 付き従い ま 
し/ L 

あなたの 右手は わた しを しっか 
りと とらえて います。 

9 しかし， わたしの 魂を 滅びに 陥れよ 
うとして いる 者たち は， 

地の 最も 低 L ヽ所 に入っ て 行きます。 
10 彼らは 剣の 力に 引き渡され， 

単なる きつねの 受け 分と な ります。 
11 そして， 王 自ら 裡 にあって 歓び 

まぜ1。 


im によ つ て 誓う 者は みな 誇り 

まぜ。 

偽りを 語る 者たち の 口が ふさが 
[イ 1 

れ るからで す。 


指揮者へ。 ダビデの 調べ。 

き づか  しめ  こえ 

® よ， 気遣いを 示す わたしの 声 
き  [ゥ】 

を 聞いて ください。 

てき おそ  いのち 

敵の 怖ろ しさから わた しの 命を 

まも  （ェ） 

守って くださいます ように。 


あく  おこ  もの  ないみつ はなし w 

2 悪を 行なう 者たち の 内密の 話から， 


ゆうがい  なら 

有害な ことを 習わしに する 者た 


さわ [力）  おお  かく 

ちの 騒ぎから， わたしを 覆い隠 


してく ださいます ように。 

3 彼らは その 舌を さながら 剣の よう 
に 41， 

自分の 矢， 苦々 しい 言葉を ねらい 

さ だ  【ク） 

定め ま した。 

4 それは， とがめの ない 者を 隠れ 場 か 
ら射 るた めです。 

彼らは 突然， 彼を 射て， 恐れ ま 

(3) 

せん。 

5 彼らは 悪い 言葉を 毒ら にし， 

わなを 隠す ことにつ いて 公言し 

まぜ。 

彼らは 言いました， 「だれが それ 
を 見る もの か」 と。 

6 彼らは しきりに 不義の ことを 探り 
出し ま}。 

彼らは， 巧みに 探り出された， 抜 
け 目の な d 計略を 隠しました。 
各々 の 内なる 所， すなわち [その 

こころ  ふか  【夕） 

人の] 心は 深いので す。 

7 しかし， # は 突然， 矢で 彼らを 射 
ま' f1。 

チ 申 32:23; 詩 7:12。 


祈りを 聞かれる 方。 エホバの 豊かな 善良 さ 
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第二 欄 

ア申 10:21 
詩 47:2 
啓 15:3 
イ詩 3:8 
詩 68:19 
ウ詩 22:27 
イザ 45:22 
エ詩 119:90 
才詩 93:1 
力 詩 2:1 
イザ 17:12 
イザ 57:20 
キ詩 89:9 
詩 107:29 
ク詩 48:5 
詩 66:3 
ケ詩 19:5 
詩 148:3 
コ申 11:12 
詩 104:14 
詩 147:8 
使徒 14:17 


第 64 編 

ア王 1 22:34 
代 1 10:3 
ィ箴 12:13 

マラ 2:8 

ロマ 14:21 
ウ箴 18:7 
ルカ 19:22 

エ エレ 18:16 

啓 18:10 
才民 16:34 
力 詩 145:6 
エレ 50:28 
エレ 51:10 
キサ I  5:12 
詩 107:43 
ホセ 14:9 
ク詩 32:11 
詩 58:10 
詩 68:3 
フィ 4:4 
ケコ I 1:31 


ことを もって， あなたは わたし 
たちに 答えて ください ま 士。 
わたしたちの 救いの 裡 よ， 

地の すべての 境と ，海の 遠く 離れ 
ている 者たち との 信頼と なっ 
てくだ さる 方よ。 

6  [裡] は その 力を もって 山々 を 堅く 

立てて おられ， 

[#] はま さしく 力強 さを 帯びて 
おられます。 

7  [神] は 海の ざわめきを， 

その 波の ざわめきと 国た みの 騷 
ぎ 4 静めて おられ ま士。 

8 そして， 最果ての 地に 住む 者たち は 
あなたの しる しを 恐れます。 
あなたは 朝と 夕の 現われに 喜び 
の 叫びを 上げさせます。 

9 あなたは 地に 注意を 向けられ まし 
た。 これに 豊かな [実り] を 与 

(コ） 

える ためです。 

あなたは これを 大いに 富ませ 
ます 0 

拽 から 出る 流れは 水で 満ちて い 

まず。 

あなたは 彼らの 穀物を 備えられ 

まぜ。 

このよう にして， あなたは 地を 備 
え られ るからで す。 

10 その 畝は 豊かに 潤され， その 土 くれ 
は 平らに されます。 

あなたは 豊潤な 雨に よって それ 
を 軟らかく し， その 新芽を 祝福 
されます。 

サ詩 46:4; シ詩 104:15; 詩 107:37; ス創 26:12; セ ヨブ 
21:33; ヨブ 38:38; ソ詩 147:8。 


手 編 64:8—65:10 

彼らに 傷が 生じ まし /L 
| 彼らは 人を つまずかせます。 

[しかし，] その 舌は 彼ら 自身を 

せ  I ゥ） 

攻める のです。 

彼らを 見る 者は みな 頭を 振り， 

\ 地の 人は みな 恐れます。 

彼らは 神の 働きに ついて 告げ， 
そのみ 業に 必ず 洞察力を 働かせ 

まぜ ： 

> そして， 義 なる 者は エホバに あって 
歓び ，実際に その もとに 避難し 
ま'!。 

芯の 廉直な 者は みな 誇り ます。 
指揮者へ。 ダビデの 調べ。 歌。 

^ 裡よ ，あなたの ために 賛美が 一 沈 
^  M が— シオンに ありま'^ 

誓約は あなたに 対して 果たさ 

(サ） 

れ ます。 

! 祈りを 聞かれる 方よ， あなたの もと 
に， すべての 肉なる 者は 来る の 

(シ 1 

です。 

I とがの 事柄は わたしよりも 力強い 
ものでした。 

わたしたちの 違犯に ついては， あ 
なた ご自 身が これを 覆って く 
ださる のです。 

1 あなたに 選ばれ， 近づく ことを 許 


なかにわ  す  もの 

その 中庭に 住む ようになる 者は 


さい わ  （夕） 

幸いです。 


わたしたちは， あなたの 家， あなた 
の 神殿の 聖 なる 場所， 

その 良い ものに 必ず 満ち足りる 

[ッ） 

のです。 

義に そった 畏怖の 念を 起こさせる 
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エホバの 働き。 神は 調べ， 精錬され る 


11 あなたは ご 自分の 善良 さを もって 
年に 冠を 授けられました。 
あなたの 通り道は 肥えた もので 
t  to 

12 荒野の 牧草地は 絶えず 滴り， 

もろもろの 丘 も 喜ばし さを 帯び 

ま 孑。 

13 牧場は 羊の群れを まといました。 
低地 平原 も 穀物に 包まれて い 

まぜ 。 

彼らは 勝ち どきを 上げ， まさに 歌 

—  (キ】 

うのです。 

指揮者へ。 歌， 調べ。 

地の すべて [の 者] よ, 拽に 向か っ 
て 膳! の站 びを 上げ i)。 

2 そのみ 名の 栄光に 調べを 奏でよ。 

その 賛美を 栄光 ある ものと せよ。 
3 拽に 申し上げよ， 「あなたの み 業は 
何とい う 畏怖の 念を 抱かせる 

[サ 1 

ものな のでしょう。 

あなたの 満ち あふれる 力の ゆえ 
に ，あなたの 敵は へつら いなが 
ら みもとに 来ます。 

4 地の すべて [の 者] は あなたに 身を 

かが ぶ， 

あなたに 調べを 奏で， そのみ 名に 
調べを 奏でます」 0 セラ 0 
5 あなた 方は 来て， 姓の 働きを 見 i。 
人の子ら に対する その 扱いは 畏 
怖の 念を 起こさせる。 

6  [避] は 海を 変えて 乾いた 地と された。 
彼らは 川の 中を 歩いて 渡った。 
その 所で わた したち は [进] にあ っ 
て歓 ぶように なった。 


詩編 65:11—66:13 

im は その 力強 さに よって 定めの 
な い 時に 至る ま で 支配 して お 


その 目は 諸国の 民を 見張る。 
強情な 者た ちに ついては， 彼らが 

自らのう ちに 高められる こと 

(ウ 1 

がありません ように 0 セラ 0 
8 もろもろの 民よ， わたしたちの 裡を 

(I) 

ほめたたえよ。 

[拽] への 賛美の 声を 響かせよ。 

9  [裡] はわた したち の 魂を 命 $ のうち 
に 置いて くださる。 

[裡] はわた したち の 足が よろめ 
く ことを 許されなかった。 

10 裡よ ，あなたは わたしたちを 調べら 

[ク】 

れ たからです。 

あなた は 銀を 精錬す ると きのよ 
うに， わたしたちを 精錬され ま 
しナ L 

11 あなたは わたしたちを 狩獬の 網の 
中に 引き入れ， 

わた したち の 腰に 圧迫を 加えら 
れま した。 

し  にんげん 

12 あなたは 死すべき 人間に わたした 
ちの 頭の 上を 乗り越えさ せま 
し#1。 

わた したち は 火の 中を 通り ，水の 
中を 通って 来 ま した。 

あ なた はわた したち を 安ら ぎへ 
連れ出され ま した。 

13 わたしは 全焼 燔の 捧げ物を 携えて 

いえ  [セ） 

あなたの 家に 入り， 

わた しの 誓約を あなたに 果たし 
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神は 祈りを 聞いて くださる。 神の 憤り 


14 わたしの 唇が 言い表わした [誓約]， 

わたしが 窮境に 陥って いたと き 
に， わたしの 口が 語った その 
[誓約] go 
15 わたしは 肥えた 家畜の 全焼 燔の捧 

もの [ゥ] 

1 羊の ig の1! 5 と 巽に ぁなたに 
ささげます。 

わた しは 雄牛を 雄 やぎと 共に 供 
えます。 セラ 0 
16 すべて 裡を 恐れる 者は 来て， 聴け。 

わたしは [进] がわた しの 魂の ため 
にして くださった ことを 話そう。 
17 わたしは 自分の 口で [#] に 呼び か 
け/ L 

わた しの 舌で ほめたたえる こと 
がぁっ /L 
18 もし わたしが 心の中で 有害な こと 
を 考えた のなら， 

エホバは [わたしの 言う ことを] 
聞かれないで あろう。 

19 迚は 確かに 聞いて くださった。 

わた しの 祈りの 声に 注意を 払っ 
てくだ さった。 

20 迚が ほめたたえられる ように。 [裡] 
はわた しの 祈りを 退けず， 

また ，その 愛 あ る 親切を わたし か 
ら [退けられなかった]。 

弦楽器の 指揮者へ。 調べ， 歌。 
nn  a ご 自身が わた したち に 恵み 
v •  を 示し， 祝福して ください 

まぜ。 

[迚] はわた したち の 上に み 
顔を 輝かせて ください ま 


2 それは， あなたの 道が 地で， 

あなたの 救いが すべての 国の 民 
の 中*^ 知 られ るよう になる た 
めで' f1。 

3 裡よ ，もろもろの 民が あなたを たた 

[ゥ） 

又ます ように。 

もろもろの 民が こぞって あなた 
をた たえます ように。 

4 国た みが 歓び 楽しみ， 喜び 叫びます 

ょぅこ 

あなたは もろもろの 民を 廉直に 
裁かれる からです。 

国た みに ついては， あなたは 地の 
上で 彼らを 導かれます。 セラ。 
5  ® よ ，もろもろの 民が あなたを たた 
えます ように。 

もろもろの 民が こぞって あなた 
をた たえます ように。 

6 地は 必ず 産物を 出す ことでしょう。 
迚， わたしたちの# は， わたした 
ちを 祝福して くださいます。 

しゅくふく  （サ】 

7 迚 はわた したち を 祝福して くださり， 

ちは  おそ  （シ） 

地の果ては みな [裡] を 恐れる のです。 
指揮者へ。 ダビデに よる。 調べ， 歌。 
pQ 裡が 立ち上がって くださり， そ 
り® の! たちが & らさ ぷ， 

[裡] を 激しく 憎む 者たち が 
[神] の ゆえに 逃げて 行く よ 

(V) 

うに。 

2 煙が 吹き払われる ように， あなたが 
[彼 ら を] 吹き払って ください 
ますよう に。 

ろうが 火の ゆえに 溶ける ように， 


- セラ - 
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邪悪な 者たち が裡 のみ 前から 滅 
びうせ ますよう に。 

3 しかし， 義 なる 者たち は， 歓 び， 
裡 のみ 前で 大いに 喜び， 

歓 びのう ちに 歓喜す るよう に。 

4 あなた 方は 姓に 向かって 歌い， その 
み 名に 調べを 奏でよ。 

荒野の 中を 乗り 進まれ， その 名を ヤ 
ハと L 、われる 方に [歌を] う たえ。 
そのみ 前で 歓呼せ よ。 

5 父な し 子の 父， やもめの 裁き 主， 
それは ご 自分の 聖 なる 住まいに 
お られる 神。 

6 迹は 孤独な 者たち を 家に 住まわせ， 
捕らわれ人を 連れ出して, 豊かな 
繁栄に 導き 入れられる。 

しか し 強情な 者は， 焼けつ く 地に 
住まなければ ならない。 

7 裡 よ， あなたが ご 自分の 民の 前に 出 
て 行かれた とき， 

あなたが 砂漠を 進んで 行かれた 

[セ） 

とさ —— セラ —— 

8 地は 激動し， 

天 もまた， 迚の ゆえに 滴り， 

この シ ナイは， 裡， イスラエルの 
裡の ゆえに [激動した]。 

9 裡よ ，あなたは 豊潤な 大雨を 降らせ 
はじめ ま した。 

ご自 分の 相続 物， そ れ がう み 疲れ 
ている ときに も 一 あなた ご自 
身が その 気力を 回復 させて く 
ださいました。 

10 あなたの 天幕 村 一 そこに 彼らは 住 
みま した。 

裡 よ， あなたは ご 自分の 善良 さを 


もって， それを 苦しんで いる 者の 
ために 備えて ください ま した。 
11 エホバ ご 自身が みこと ばを 与えて 
くださ 1)0 

良いた より を 告げる 女は 大 軍を 
なして いる。 

12 軍勢の 王たち でさえ 逃げる。 彼ら 
は 逃げ i1。 

しかし 家に とどまって いる 者， 彼 

じょ  ぶんど  もの  [才 1 

女は 分捕り物に あずかる。 

がた  しゅくえい  はい  あいだ 

13 あなた 方は [宿営の] 灰の 山の 間に 
横たわって いたが， 

銀で 覆われた はとの 翼と， 

黄緑 色の 金で [覆われた] 羽翼と 
が あるであろう。 

ぜんのうしゃ  ひろ  ち 

14 全能者が そこで 王たち を 広く 散ら 
された とき， 

ツ ァルモ ンに 雪が 降りは じめ た。 
15 パシヤ ンの 山地は 神の 山， 

バシヤ ンの 山地は 峰の 連なる 山。 
16 峰の 連なる 山々 よ， なぜ お前たち は， 
迚が 自ら 住む ことを 願った 山を 
ねたま しげに 見つ づける のか。 
エホバ ご 自身が [そこに] 永久に 
住まわれ るの だ。 

17 裡の 戦車は 幾 万， 幾千と なく ある。 
エホバ ご自 身が シ ナイから 聖な 
る 場所に 入って 来られた。 

18 あなたは 高い 所に 上られました。 
あなたは とりこを 連れ去られ ま 
し A 

あなたは 人々 という 形の 賜物を 取 

[ッ） 

られま した。 


詩編 68：1»— 35  エホバは ご 自分の 力を 示される。 調べを 奏でよ  944 


そうです， 強情な 者たち を もで 
す。 裡ャ ハよ， [彼らの 中に] 住 
むた め S。 

19 日 ごとに わたしたち のために 荷を 
負って くださる エホバが， 

わた したち の 救 I ヽの [まこ との] 裡 が' 
ほめたたえられる ように。 セラ。 
20 わたしたちに とって [まことの]# 
は 救いを 施される#。 

死から 逃れ出る 道は， 主権者なる 
主， エホバに 属する。 

じつ  じしん  てき あたま （ク） 

21 実に# ご 自身が その 敵の 頭を， 

じ ぶん  ざいか  ある  まわ  もの 

自分の 罪科のう ちに 歩き回る 者の 
毛深い 頭の 頂を 打ち砕かれる。 
22 エホバは 言われた， 「わたしは バ 

つ  もど [コ） 

シャ ン から 連れ戻し， 

海の 深みから [彼 ら を] 連れ戻す。 
23 それは， あなたが 足を 血で 洗い， 
あなたの 犬の 舌が 敵から その 受 
け 分を 得る ためで ある」 と。 

24 拽 よ， 彼らは あなたの 行列を 見 ま 

し/ •こ 

わた しの#， わた しの 王の 行列が 
聖な る 場所に 入って 行く のを。 
25 歌うたい たちは 前を 行き， k 楽器を 
弾く 者たち は その後に 従い， 
その 間に あって 乙女ら は タンパ 
リンを 打ち鳴らして いました。 
26 イスラエルの 邏 から [出た 者たち よ]， 
群集の 中で# を， エホ パを ほめた 

[テ） 

たえよ。 

27 そこでは 小さい ベニヤ ミンが 彼ら 
を 従えて おり，  一 

ユダの 君たち が， 叫び声を 上げる 
その 群衆 と共にい る。 


ケ詩 55:23 
ェゼ 18:26 


ゼ ブルンの 君たち も， ナフタリの 
君たち‘。 

28 あなたの# は あなたの 力に 命令を 

くだ  k) 

下され ま した。 

裡よ ，わたしたち のために 行動し 
てくだ さった 方よ， 力を 示 して 
くださ バ。 

29 エルサレム にある あなたの 神殿の 

(I) 

ゆえに， 

王た ちは あなたの もと に 供え物 
を 携えて 来る のです。 

30 葦の 中の 野獣， 雄牛の 集まりを， 
もろもろの 民の 子牛と 共に 叱責 
してく ださい。 その 各々 は 銀 
の 塊を 踏みつけて います。 
[初は， 戦いを 喜びと する もろ も 
ろの 民を 散らされ ま した。 

31 青銅の 品々 が エジプトから 出て くる。 
クシ ュ も その 手を [供え物と 共に] 
素早く 进に 伸べ るであろう。 

32 ああ， 地の もろもろの 王国よ，# に 
向かって 歌い， 

エホバに 調べを 奏でよ ー セラ ー 
33 古からの 天の 天に 乗り 進まれる 方 
に [調べを 奏でよ]。 

見よ， [初は その 声を， 力強い 声 
を 出される。 

34 力を® に 帰せよ。 

その 卓 逸 性は イス ラエルの 上に， 

くも  （夕] 

その 力は 雲の 中に ある。 

35 控は 畏怖の 念を 抱かせる 方で あり， 
あなたの 太いなる 聖 所から [現 

{チ） 

われ 出る]。 

それは イスラエルの 姓で あり， 民 


945  助けを 求める 祈り。 神の 家に 対する 熱心  詩編 69:1—14 


に 力を， まさ に 偉力を 与えて お 

(7) 

られ る。 

拽が ほめたたえられる ように。 

“ ゆり” の 指揮者へ。 ダビデに よる。 
riQ 裡よ ，わたしを 救って ください。 

7JC がわた し にまで II っ 
て 来たから です。 

2 わたしは 深い 泥の 中に 沈んで しま 
いました。 そこには 立つ 場所 
も あり ません。 

わた しは 底の 深 L ヽ 水に はまり 込み， 
水流が わたしを 流し 去りました。 
3 わたしは 呼ばわり 続けた ために 疲れ， 
わたしの のどは かれ， 

わたしの 目は わた しの 裡を ひた 
すら 待ち望んで 衰えました。 

4 何のい われ もな くわた しを 憎む 者 
たちは， わたしの 髪の毛よりも 
多くな りました。 

わたしを 沈黙させる 者たち は， 理 
由 もな くわた しの 敵と なって 
おり， その 数は 非常に 多くな り 

(コ） 

ま した。 

わたしは そのと き， 奪い取った こ 
ともない ものを 返して ゆき ま 
した。 

5 姓よ， あなた ご 自身が わたしの 愚か 
さを 知る ようになられ ま した。 
わたしの 罪科は あなたから 隠さ 
れ ませんで した。 

しゅけんしゃ  しゅ  ばんぐん  (シ） 

あなたを 待ち望む 者たち が， わたし 
のために 耳 L、 を かきません よう (i。 
ああ， イスラエルの 神よ， 

あなたを 求める 者たち が， わたし 
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のために 辱めを 受ける ことが 
ありません ように。 

7 あなたの ために わたしは そしりを 負い， 
辱 めが わたしの 顔を 覆った から 

で to 

8 わたしは 自分の 兄弟に とっては 疎 
遠な 者と なり， 

自分の 母の 子 らに とって は 異国 
の 者 [となりました]。 

9 あなたの 家に 対する 全き 熱心が わ 
たしを 食い尽くし， 

あなたを そ しっている 者たち の 
その そしりが わたしに 降り 懸 
かりまし:^1。 

10 そして， わたしは 自分の 魂の 断食を 
もって 泣きは じめ ま したが， 
それは わたしに とって そしりの 
もとと なりました。 

11 わたしが 粗布を 自分の 衣服と する 
とき， 

わたしは 彼らに とって 格言 的な 
ことばと なりました。 

12 門に 座って いる 者たち は， わたしに 
ついて 関心を 示す ようになり， 
[わたしは，] 酔わせる 酒を 飲む 者 
たちの 歌の 題 [となり ま した]。 

13 しかし， わたしは というと， エホバ 
よ， わたしの 祈りは あなたに 向 
けられ ま した。 

拽よ ，受け入れて いただける 時に 

(t) 

豊かな 愛 ある 親切の うちに， あな 
たによ る 救いの 真実を もって 
わたしに 答えて くださ iA。 

14 泥の 中から わたしを 救い出して， わ 


詩編 69:15—28 


メシアは 酢を 与えられ， 刺し通される 
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たしが 沈まない ようにし てく 
ださ J。 

わたしを 憎む 者たち から， 深い 水 
から， わたしが 救い出されます 

ょぅ {さ ： 

15 水の 水流が わたしを 流し 去る こと 
がありません ように。 

深みが わた しを 呑み込む ことが 
[ありません ように]。 

井戸が わた しの 上で その 口 を 閉じ 
る ことが [ありません ように]。 

16 エホバよ， わたしに 答えて くださ 
い。 あなたの 愛 ある 親切は 良 
いもの だからです。 

あなたの 豊かな 憐れみに した 
がって， わたしの 方に 向いて 
くださ じ 

17 あなたの 僕から み 顔を 覆い隠さな 
いでく ださい。 

わた しは 窮境に 陥って いるので 
すから， 急いで わたしに 答えて 
くださ I、： 

18 わたしの 魂に 近づいて， これを 取り 
戻して ください。 

わた しの 敵の ゆえに， わた しを 請 
け 民して くた さい。 

19 あなた ご 自身が'， わたしの そしりと 恥、 と 
辱 めと を 知って くださいました。 

わた しに 敵意を 示す 者は 皆 あな 
たの 前にい ます。 

20 そしりが わたしの 心を 破りました。 
[その 傷は] 治りません。 

そして， わたしは 同情を 示して く 
れる 者を 待ち望み ま したが， だ 
れも いません でした。 


慰めて くれる 者を [待ち望み まし 
たが]， だれも 見いだ せません 

(7) 

でした。 

21 かえって， 彼らは 食物と して 毒草を 
[わたしに] 与え， 

わた しの 渴 きのた めに 酢を 飲ま 
せようと しました。 

22 彼らの 前に ある その 食卓が 彼らを 
陥 れる 仕掛けと なり， 

彼らの 幸いと なる はずの ものが 
わなと [なる ように]。 

23 彼らの 目が 暗く なって， 見えな くな 
るよう^。 

彼らの 腰を 絶えずよ ろけ させて 
くださ ド1。 

24 彼らの 上に あなたの 糾弾を 注ぎ 出 
してく ださい。 

あな たの 燃える 怒り が 彼 らに追 
いつきます ように。 

25 壁で 囲まれた 彼らの 宿営が 荒廃 さ 
せられる ように。 

彼らの 天幕に だれも 住む 者が い 
なくなります ように。 

26 あなたが 打った 者を 彼らは 追跡し 

(シ） 

たからです。 

あなたに 刺し通された 者たち の 痛 
みを 彼らは 詳しく  すので す。 
27 彼らのと がに とがを 加えて ください。 
彼らが あなたの 義 のうちに 入る 
ことがありません ように。 

28 彼らが 生ける 者たち の 書からぬ ぐ 
い 去られる ように。 

彼らが 義 なる 者たち と共に 書き 

込まれる ことがありません よ 

[夕） 

うに。 


第 69 編 


ア詩 109:22 
イ詩 18:3 
ウ詩 28:7 


第 71 編 


第 70 編 

ツ詩 38: 表題 
テ 詩 40:13 
卜詩 71:12 
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シオンは 救われる。 神は 逃れさせて くださる 方 


詩編 69：29—71：3 


29 しかし， わたしには 苦悩と 痛みが あ 

りま秦 

拽よ ，あなたの 救いが わたしを 保 
_ する ものと なります ように。 
30 わたしは 歌を もって 拽のみ 名を 賛美し， 
感謝を もって [裡] を大 いなる も 
のとし ます。 

31 これ もまた， 雄牛よりも， 

角の ある， ひづめの 分かれた 若い 
雄牛より も エホバに 喜ばれる 
ことなの です。 

32 柔和な 者たち は 必ず [それを] 見て， 

mhtio 

姓を 求めて いる 者たち よ， あなた 
方の 心 も 生きつ づける ように。 
33 エホバは 貧しい 者たち [の 言葉] を 
聴いて おられ， 

ご 自分の 捕らわれ人を 決して さ 
げす まれない からだ。 

34 天と地が [拽] を 賛美す るよう に。 
海と その 中で 動き回る すべての 
もの 4 

35 裡ご 自身が シオンを 救い， 

ユダの 諸 都市を 建て られ るから だ。 
彼ら は 必ず そこ に 住み ，それを 所 
有する であろう。 

36 そして， その 僕たちの 子孫が それを 
受け継ぎ， 

そのみ 名を 愛する 者たち がそ こ 
に 住む 者と なる。 

指揮者へ。 

ダビデに よる。 思い出させる ために。 
拽よ ，わたしを 救い出す ために， 
エホバよ， わたしを 助ける た 
めに 急いで 来て ください。 


70 抱 


2 わたしの 魂を 求めて いる 者たち が 恥 
を かき， 恥じ入ります ように。 

わた しの 災 L ヽを 喜んで L ヽる 者たち が 
弓 I き 返し， 辱められます ように。 

3 「はは あ， はは あ」 と 言って いる 者 
たちが， S 分の 恥の ゆえに 帰っ 
て 行きます よう 士。 

4 あなたを 求めて いる 者たち が 皆， あ 
なた にあ っ て 歓喜 し， 歓 ^ びます 

(I) 

彼らが， 「裡 が大 いなる ものと さ 
れ ますよう に」 と 絶えず 言い 
ますよう に 一 あなたの 救いを 
愛して いる 者たち が。 

5 しかし， わたしは 苦しんで おり， 貧 
しいので す。 

裡よ ，わた しのた めに 急いで 行動 
してく ださい。 

あなたは わたしの 助けで あり， わた 
しを 逃れさせて くださる 方な 
ので t。 

エホバよ， どうか 遅す ぎる こ とが 
ありません ように。 

エホバよ， わたしは あなたの も 
とに 避難し ました。 
わたしが 決して 恥を かく こと 
がありません ように。 
あなたの 義を もって わたしを 救い 
出し， わたしを 逃れさせ てくだ 
さいます ように。 

あなたの 耳を わた しに 傾け， わた 
しを 救って ください。 

わたしに とって， 常に 入り込む こと 
のでき る 岩の 要塞と なって く 

ださ じ。 
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詩編 71:4 —— 18  エホバは 遠く離れて おられない。 老齢の 人に とっての 確信  948 

あなたは わたしを 救うよう 命じて 第 几 編 11 こう 言いました 0  「拽 自ら 彼を 捨 
くださ ら なければ なりません。 7^22：2  てた の だ。 

あなたは わたしの 大岩 ，わたしの  S 144:2  追跡して 彼を 捕らえよ。 だれも 

(ィ）  ウサ n 19:9  すく  もの  k) 

とり で だから です。  1 救い出す 者は いないから だ」。 

4 わたしの 裡 よ， 邪悪な 者の 手から，  2  59；? 12 迚よ ，わたしから 遠く 離れない でく 

不正と 虐げを 行なう 者の たなご  v；46；?3  ださい。 

ころから， わたしを 逃れさせて ヵサ11 了;4〗  わたしの 神よ， 急いで わたしを 助 

M  i レ 17:7  き ——  (1) 

ください。  は2 け に 来て ください。 

しゅけんしゃ  しゅ  七 钱 00.0  たましい ていこう  もの 

5 主権者なる 主 エホバよ， あなたは わ ブザ 46:3 13 わたしの 魂に 抵抗して いる 者たち 
たしの 望み， 若い 時からの わた ヶ詩 34:1  が 恥を かき， 終わりを 迎えます 

かくしん  m  コイ ザ 8:18  [ォ】 

しの 確信 だからです。  ^  3:8  ように。 

B ら  : ：1〇  ゎざゎ  もと 

6 わたしは 腹のと きから， あなたに  uTa%  わたしに 災いを 求めて いる 者た 

よか  みさ さ  サ詩 62:7  はずかし  み  おお 

寄り掛かって 身を 支えて きま 142：5  ちが, そしりと 辱めで 身を 覆い 

W  エレ 16:19  [力） 

した 0  シ ますよう に。 

あなたは わたしの 母の 内なる 所 ^^35；2815 14 しかし わたしは， 絶えず 待ち望み， 
からで さえわた しを 分けられ セ認 あなたの すべての 賛美を 増し 加 

かた  W  ソ詩 73:26 

る 方な のです 0  夕 す： 丄  えます 0 

わたしの 賛美は 常に あなたに あ チ， よぢ:4 15 わたしの 口は あなたの 義 を， 

ります。  マタ 27:1  一日 じゅう あなたの 救いを 詳し 

7 わたしは 多くの 人に とって， まさに 奇 第二 欄  く 話します 0 

跡の ような ものと なりました。 7^42?10  わたしは まだ [その] 数を 益ら な 

けんご  マタ 27:43  (コ） 

しかし， あなたは わたしの 堅固な ィ 代!！32 :13  いから です。 

螽鼹 でも  jir 16 謹 盛^ エホバよ， わたしは 大 

8 わたしの 口は あなたの 賛美士 ，  ェ認 ぼ；  いなる 力強 さのうち に 来ます。 

一日 じゅう あなたの 美し さで 満 ォ ニ7 以 23  わたしは あなたの 義を ，ただ あなた 

【ス）  マタ 27:5  かた  つ  [ス） 

ちています。  力 の [義] だけを 語り 告げる のです。 

9 老齢の 時に わたしを 見放さないで 17 拽 よ， あなたは わたしの 若い 時から わ 
ください。  ヶ たしを 教えて くださいました。 

おとろ  啓 7:10  いま  いた 

わたしの 力が まさに 衰えて ゆく と コ 詩4 〇:5  わたしは 今に 至る まで あなたの 

す  詩 139：17  わざ  つ  し 

きに， わたしを 捨てないで くだ ^ マ 68 ぶ33  くす しいみ 業に ついて 告げ 知 

さ ふ  ば こ:31  ら せて いま'/)。 

10 わたしの 敵は わたしに ついて 言っ V?n?22:l 18 そして， 迚よ ，老齢と 白髪に 至る まで 

[夕）  代 I 16:4  す  [夕） 

たから です。  g  9-1  も わた しを 捨てないで ください。 

わたしの 魂を 見張って いる 者たち 夕 [後の] 世代に あなたの み 腕に つ 
は， 組んで 計り 事を 取り交わし， ^78；4 


いて， 
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たて 琴を もって 神を たたえる。 平和な 支配 


詩編 71:1^—72:10 


第 71 編 


ソロモンに 関して。 

裡 よ， 王に あなたの 司法 上の 定 
M  め I 

王の 子に あなたの 義を 与えて く 
ださ J。 

2 彼が あなたの 民の 言い分を 義を 

[ゥ） 

もって， 

あなたの 苦しむ 者たち の [言い分] 
を 司法 上の 定めを もって 弁護 
します ように。 

3 山々 が 民に 平和を 携えて 来る ように。 
また， もろもろの 丘 も， 義に 
よっ' "C"  〇 

4 彼が 民の 苦しんで いる 者を 裁き， 

貧 しい 者の 子ら を 救い， 
だまし取る 者を 砕く ように。 

5 彼らは 太陽の ある 限り， 

そして 月 の 前で ，代々 あなた を 恐 
れ ます。 

6 彼は 刈られた 草の 上に 降る 雨の ように, 
地を ぬらす 豊潤な 雨の ように 下 
り ま' 

7 その 日には 義 なる 者が 芽生え， 
豊かな 平和が 月の な くなる とき 
まで [続く ことでしょう]。 

8 そして， 彼は 海から 海に 至る まで， 
1U か ら 地の果てに 至る まで 臣民 
を 持つ ことになります。 

9 水の ない 地域の 住民は 彼の 前に 身 
を かが S， 

彼の 敵 もま さしく 塵を なめる で 

[チ） 

しょつ。 

10 タルシシ ュと 島々 の 王たち 一 
彼らは 貢ぎを 納めます。 

ス出 23:31; 王 I  4:21; 詩 2:8: 詩 89:25; ゼカ 9:10; セ 申 
11:24; ソ詩 22:27; ダニ 2:35; 夕王 I  9:18; 詩 74:14; チ 詩 
2:9; 詩 110:1; イザ 49:23; ミカ 7:17; ツ詩 45:12; イザ 49: 
7; イザ 60:9; テ 王 I  4:21。 


来たるべき 者たち すべてに あな 
たの 力強 さ について わた しが 

かた  (7) 

語 るまで。 

19 迚 よ， あなたの 義は 高い 所に 至り 
ま' 

あなたの 行なわれた 大 いなる こ 
とに 関しては， 

迚 よ， だれが あなたの よ うで しょ 

(A 

うか 0 

20 あなたは わたしに 多くの 苦難と 災 
いとを 見させた のです から， 
わた しを 再び 生き返らせ てく だ 
さいます ように。 

地の 水の 深みから 再び わた しを 引 
き 上げて くださいます ように。 
21 わたしの 偉大 さを 増して ください 

[ク） 

ますよう に。 

わたしを 囲んで, 慰めて ください 

(ケ J 

ますよう に。 

22 わたしの 裡 よ， わたしもまた， 弦の 
楽器を もって， 

あなたの 真実 さ について あなた 
をた たえます。 

イスラエルの 聖 なる 方よ， わたし 
はたて 琴を もって あなたに 調 
ベを 奏でます。 

23 あなたに 調べを 奏でようと するとき， 
わたしの 唇は 喜び 叫び ま'^。 
あなたが 請け戻して くださった 

たましい m 

わたしの この 魂が。 

24 また， わたしの 舌 も 一日 じゅう 小声 
であな たの 義を 述べます。 
わたしに 災いを 求めて いる 者た 
ちが， 恥を かいたから です。 彼 

は  い  [夕） 

らが 恥じ入った からです。 


〇  :  611871186 
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詩編 72:11—73:6  全地に 及ぶ 繁栄。 エホバの み 名が ほめたたえられる ように  950 


シ ェバと セバの 王たち 一  第72 編  山々 の 頂で あふれん ばかりに [実 

彼らは 贈り物を 差し出します。 ります]。 

かれ へいふく  [ィ）  かれみ  W 

11 そして， すべての 王は 彼に 平伏し， ゥィ ザ 旧  彼の 実は レバノンの ものの ようになり， 

くに  たみ  つか  [ゥ）  エ詩 10:17  とし  もの  くさき 

すべての 国の 民 も 彼に 仕えます 0 ォョブ 29:12  都市からの 者たち は 地の 草木の 

12 助けを 叫び 求める 貧しい 者，  1^2^  ように 咲き 輝く ことでしょう。 

また， 苦しんで いる 者 や 助け手の な ク 胃116 :15 17 彼の 名が 定めの ない 時に 至る まで 

かれ すく  〖才）  ケ詩 21:4  つづ  (x) 

い 者を 彼が 救い出す からです。  続く ように。 

13 彼は 立場の 低い 者 や 貧しい 者を ふ 太陽の 前で その 名が 増し 加わり， 
びんに 慧 ふ  ザ D6° ふ  彼に ょって A? か 屬らを 祝福し， 

たましい すく  [キ）  77  くにた み  さい わ  もの 

貧しい 者たち の 魂を 救います。 シ ィザ3 〇:23  すべての 国の 民が 彼を 幸いな 者 

14 彼は 虐げと 暴虐から 彼らの 魂を 請 第二 欄  と言うよ うに。 

け 戻し，  ァィザ 29:17 18 エホバ 拽 ，イスラエルの 裡が ほめた 

ち  きちょう  ^ ^  35:2  W 

彼らの 血は その 目に 貴重な もの ィィ ザ29: 17  たえられます ように。 

となります。  ゥ た だ この 方 だけが くす しい 業を 

かれ  い  なが  W  エ詩 45:17  おこ  （ク】 

15 そして， 彼が 生き長らえる ように 0  89:36  行なって おられる のです。 

彼に シ ェバの 金の いくらかが 1 ラ22 ば4 19 その 栄光 あるみ 名が 定めの ない 時 

あた  ㈡  カ テモ I 1:11  いた 

与えられる ように 0  キ代 129:10  に 至る まで ほめたたえられる 

そして， 彼のた めに 絶えず 祈りが  L41b68  ように。 

ささげられ，  ク以ば  その 栄光が 全地に 満ち るよう に。 

詩 136:4 

一日 じゅう 彼が ほめたたえられ ヶ啓 5:13  アーメン， アーメン 0 

るよう に。  20 エッ サイの 子 ダビデの 祈りは 終 

16  &には 穀物が 豊かに 実り，  1 以 S2  わった。 


第三 卷 
(詩編 73 — 89) 


ア サフの 調べ。 

たい  こころ 

拽は イスラエルに 対して， 心の 

きよ  もの  たし 

清い 者たち に対して， 確か 

ぜんりょう  [イ） 

に 善良で あられる。 


2 わたしに ついていえば， わたしの 足 
はもう 少しで それて 行く とこ 
ろだっ 

わたしの 歩みは 危うく 滑る とこ 
ろだっ 

3 わたしは 邪悪な 者たち が 平安で 
いるのを 見る [たびに]， 


誇る 者たち がね たま しく なった 

(7) 

からだ。 

かれ  し  げきつう  [ィ） 

4 彼らには 死の 激痛 もな く， 

その 下腹は 肥えて いるから だ。 

5 彼らは 死すべき 人間の 難儀に 遭う 
こと 

ほかの 人間の ように 災厄に 遭う 

闭 

こと もない。 

6 それゆえ， ごう 慢 さが 彼らの 首飾り 
となった。 

オ エレ 12:1; へブ 12:8; カ ヨブ 21:14。 
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暴虐が 衣の ように 彼らを 包む。 

7 その 目は 脂肪で 膨らみ， 

彼ら は I 心の 想像す ると ころを 超 

[ゥ] 

えた。 

8 彼らは 嘲笑し， 悪い ことにつ いて 

はな W 

話し， 

だま し 取る ことにつ いて 格調 高 
い 話し方を する。 

9 彼らは その 口を 天にまで も 入れた。 

彼らの 舌は 地を 歩き回る。 

10 それゆえ， [迚] は ご 自分の 民を こち 
らに 連れ戻す。 

満ちて いると ころの 水は 彼らの 

なが 

ために 流し 出される。 

11 そして 彼らは 言った， 「どのよう にし 

し  [ク ） 

て® は 知る ようになった のか。 
至 嵩 者には 知識が あるの か」 と。 
12 見よ， これらは 邪悪な 者で あり， い 
つまで も 安楽に 暮ら している。 
彼らは [自分の] 資産を 殖やした。 
13 わたしが 自分の 心を 清めた こと も， 
潔白のう ちに 自分の 手を 洗う こと 
も， 確かに 無駄な ことなの だ。 
14 そして， わたしは 一日 じゅう 災厄に 
遭う ことと なり， 

わた しの 矯正は 毎朝の ことで ある。 
15 もし わたしが， 「そのよう に 話を し 
よう」 と 言った のなら， 

見よ ，あなたの 子ら の 世代に 対して， 
わた しは 不実な 行為を した こと 

{夕} 

になる。 

16 それで， わたしは この ことを 知ろう 
と 考えつ づけた。 

それは わた しの 目 に 難儀な こと 
であった。 
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ア詩 109:18 
箴 3:31 


才王 I  21:7 
ュダ 16 


力 出 5:2 
啓 13:6 


キ詩 52:4 
ヤコ 3:6 
ク ヨブ 22:13 
詩 10:11 
詩 94:7 
エゼ 8:12 
ゼパ 1:12 
ケ詩 44:21 
コ詩 37:35 
サ詩 17:14 
詩 144:13 
シ詩 26:6 


ス ヨブ 34:9 
ヨブ 35:3 
マラ 3:14 
セ 詩 34:19 


ソ ヨブ 7:18 
詩 94:12 
ヘプ 12:5 
タ マタ 18:6 
チ 伝 8:17 


第二 欄 

ア詩 77113 
イ詩 37:38 
伝 8:13 
ウ詩 35:6 
詩 37:20 
エレ 23:12 
エ詩 37:10 
詩 55:23 
箴 3:33 


詩 37:2 
イザ 30:13 


詩 90:5 
イザ 29:8 


ケ哀 3:13 
コ詩 92:6 
箴 3 


詩 63:8 
イザ 41:10 
t? 詩 25:9 


イザ'  58:8 
/詩 37:34 
7 詩 16:5 


チ 詩 42:2 
詩 84:2 
イザ 26:9 


17 わたしが# の大 いなる 聖 なる 所に 
入って 行く まで (i。 

わたしは 彼らの 将来を 見極めた 
いと 思った。 

18 確かに， あなたは 彼らを 滑り やすい 
地に 置かれます。 

あなたは 彼らを 滅びに 陥れ ま した。 

19 ああ， 彼らは 一瞬の ことのよ うに 驚 
きの 的と なって しまい ま した。 

彼らは その 終わりに 至り， 突然の 
恐怖に よって 終わりを 迎え ま 
した。 

20 エホバよ， 目覚めた 後の 夢の ように， 

あなたは [身を] 起こす とき 彼ら 
の 像を さげすまれ ま 士。 

21 わたしの 心は いら 立ち， 

わた しは 腎に 鋭い 痛みを 受けた 
からです。 

22 そして， わたしは 道理を わきまえて 
おらず， 知る ことができません 
でし/ L 

あなたから 見て， わたしは ただの 
獣の ような ものと なりました。 

23 しかし， わたしは 絶えず あなたと 共 
にい ま' 

あなたは わた しの 右手を つかん 
でく ださい ま した。 

24 あなたは ご 自分の 助言を もって わ 

^  みちび 【セ） 

その後， わたしを 栄光へ 4 れて 
行って くださる のです。 

25 わたしに とって 天に だれが いるで 
[夕） 

しょうか。 

わたしに とって， あなたの ほかに， 
地には 何の 喜び も あり ません。 


詩編 73:26—74:12  神に 近づく。 敵は そしる  952 


26 わたしの 体と わたしの 心は 衰え ま 
しナ! L 

神は わた しの 心の 岩， 定めの ない 
時に 至る まで わたしの 受け 分 
なのです。 

27 ご覧く ださい， あなたから 離れて い 
る 者たち は 滅びう せます。 

不道徳に も あなたから 去っ て 行 
く 者を， あなた はみ な 必ず 沈黙 
させられます。 

28 しかし わたしに ついていえば， 裡に近 
づ くことは 良い ことなの です。 

主権者なる 主 エホバの もとに， わ 
たしは 自分の 避難所を 置き ま 
し#。 

あなたの すべての み 業を 告げ 知 
らせ るた めです。 


第 73 編 


詩 119:81 

ィ詩 16:5 
詩 119:57 
詩 142:5 


才詩 65:4 
ヘプ 10:22 


力 詩 46:1 
寺 71:5 


キ詩 107:22 


詩 118:17 


第 74 編 


コ申 29:20 
詩 95:7 
詩 100:3 


マス キル。 ア サフに よる。 

神よ， なぜ あなたは 永久に お捨 
n  てに なった のです か。 

なぜ あなたの 怒りは ご 自分 
の 放牧地の 羊の群れに 向 
かって 煙を 上 げ っづける 

[コ〕 

のです か。 

2 昔 あなたが 取得な さった あなたの 

讓 まり#， 

ご 自分の 相続 物と して 請け 戻さ 
れた 部族を， 

あなたの 住まわれ たこの シオン 
の 山を 思い出して ください。 

3 久しく 荒廃した 地へ あなたの 足を 
上げて ください。 

敵は 聖 なる 場所です ベての 物に 

たい  あっか  [V) 

対して ひどい 扱いを しま した。 
4 あなたに 敵意を 示す 者たち は， あな 


第二 欄 


ェ王 n  25:9 
イザ 64:11 


才詩 89:39 
力 詩 83:4 


サ イザ 33:22 


たの 会見の 場所の 真ん中で ほ 
えたけ りました。 

彼らは 自 奋 のしる しを [その] し 
るし と して 置きました。 

5 ある 者が 悪名を はせ ている のは， 木 
の やぶに 斧を 振り上げる 者に 
似て いるから です。 

6 そして, 彼らは 今や その 彫り物を ど 
れ もこ れ も， 手 おのと 先に 鉄の 
付いた 梁で 打ちます。 

7 彼らは あなたの 聖 なる 所を 火の 中 
に 突き 入れ ま した。 

あなたの み 名の 幕屋を まさ に 地 
にまで 汚し ま した。 

8 彼らは， その子 孫まで もが， 心の中 
で 共に 言い ま した， 

「迚 のす ベての 会見の 場所は こ 
の 地で 焼かれなければ ならな 

to 

9 わたしたちは わたしたちの しるし 
を 見ませんでした。 預言者 も 
もういません。 

いつまで なのかを 知っている 者 
も， わた したち の もとには いま 
せん。 

10 姓よ， いつまで 敵対 者は そしり 続け 
るので すか。 

敵は あなたの み 名を 永久に 不敬 
な 仕方で 扱う のです か。 

11 あなたは なぜ そのみ 手を， その 右の 
み 手を， 

ご 自分の 懐から 取り 出した ままに 
して， [わたしたちに] 終わりを 
もたらそう とされる のです か。 

12 それでも， 裡は 昔から わたしの 王， 


953  神の 救いの 業を 思い起こす 


詩編 74:13—75:5 


地の ただ 中で 太いなる 救いを 施 

かた  (7) 

される 方な のです。 

13 あなた ご 自身が その 力を もって 海 
を かき 立て， 

水の 中に いる 海の 巨獣の 頭を 砕 
かれ ま した。 

14 あなた ご 自身が レ ビヤ タンの 頭を 
打ち砕かれ ま した。 

あなたは それを 民に， 水の ない 地 
域に 住む 者たち に， 食物と して 

あた  [才 1 

お与えに なり ま した。 

15 あなたは 泉と 奔流を 裂かれた 方です。 
あなた ご _ 身が 絶えず 流れ る 川 
を 干上がらせました。 

16 昼は あなたの もの。 また， 夜 も あな 
たのものです。 

あなた は 光体を， 太陽を 備えられ 
ました。 

17 地の すべての 境界を 定めた のは あ 

(3) 

なた です。 

夏と 冬 一 あな たが それを 形造ら 
れま した。 

18 エホバよ， この ことを 思い出し てく 
ださい。 敵が そしった ことを， 
分別の ない 民が あなたの み 名を 
不敬な 仕方で 扱った ことを。 

19 あなたの やまばとの 魂を 野獣に 与 
えないで ください。 

あなたの 苦しむ 者たち の 命を 永 
久に 忘れないで ください。 

20 契約を 見て ください。 

地の 暗い 所は 暴虐の 住みかで 満 

(チ） 

ちて しまった からです。 

21 ああ， 打ち砕かれた 者が， 辱めを 受け 

かえ  M 

て 帰る こ とが あり ません ように。 


f7 出 15:2 
ハ パ 3:13 
イ出 14:21 


寺 78:13 
寺 106:9 
ウ出 14:28 
詩 136:15 
イザ 51:9 
エゼ 29:3 
ェゼ 32:2 
L ヨブ 3:8 


寺 104:26 
才出 14:30 
民 14:9 
0 ヨシ 3:13 
イザ 48:21 
キ啓 16:12 
>  創 1:3 
創 1:5 
詩 136:7 
ケ創 1:14 
詩 136:8 
マタ 5:45 
コ 使徒 17:26 
サ創 8:22 
寺 74:10 
1*  ザ 52:5 
B  5:2 
如 32:14 
1*  ザ 37:23 
セ 歌 2:14 
ノ詩 68:10 
夕創 17:7 


を 105:9 
? 106:45 
:レ 33:21 
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力 代 n  35:15 
キ詩 50:14 
詩 116:17 
ク詩 138:2 


セ 詩 94:8 
箴 29:9 


夕出 32:9 
代 n  30:8 
箴 29:1 
使徒 7:51 


苦しんで いる 者と 貧しい 者が あな 
たのみ 名を 賛美し ますよう に。 
22 迚 よ， 立ち上がって ください。 あなた 

そしょう  と  あつか  M 

の訴言 公を 取り扱っ てくだ さい。 
一日 じゅう 無分別な 者から もた 
ら される あなたの そしりを 覚 
えていて ください。 

23 あなたに 敵意を 示す 者たち の 声を 
忘れないで ください。 

あなたに 向かって 立ち上がる 者 
たちの ざわめきが 絶えず 上が っ 
てい ま 孑。 


指揮者へ。 「滅ぼすな」。 調べ。 

ア サフに よる。 歌。 

® よ， わたしたちは あなたに 感 
• ®  feu あなたに 感謝を ささ 
iftto 

あなたの み 名は 近くに あり 

ま ぜ。 

ひとびと  おどろ  わざ 

人々 は あなたの 驚くべき み 業 
を 告げ 知らせなければ なり 
ませ/ C。 

2 「わたしは 定めの 時を 決めた からで 

[コ） 

ある 0 

みず か れんちょく  さば  (« 

わた しが 自 ら 廉直に 裁きは じめ た。 
3 地と そこに 住む すべての 者は 溶解し， 


その 柱を 調整した のは わたしで 

W 

ある」 0 セラ 0 

4 わたしは 愚かな 者たち に 言い まし 
た， 「愚かであって はなら な 
い」 と。 

また 邪悪な 者たち に， 「角を 上げ 

(V) 

るな。 


5 あなた 方の 角を 高く 上げるな。 

そんだい  くび  はな  w 

尊大な 首で 話すな。 


申の 裁き。 


第 75 編 


ア詩 
詩 58: 


ウ詩 60:3 
イザ 51:1 
エレ 49:12 


エレ 25:28 
才詩 104:33 
力 詩 101:8 
箴 2:22 
エレ 48:25 
ゼカ 1:21 
キ詩 89:17 
詩 92:10 
詩 148:14 


ク代 II  35:15 
ケ詩 48:3 


シ詩 74:2 
詩 78:68 
詩 132:13 
詩 135:21 
イザ 12:6 
ス詩 46:9 
セ 代 n  32:21 
ソ詩 104:2 


神は 柔和な 者を 救う  954 

5 心の 謹 力な 者たち は 奪略に 遭い， 

うとうとと して 眠り込ん でし 

(ィ） 

まい， 

すべての 勇敢な 者のう ち， だれも 

自分の 手を 見いだ す 者は いま 

[ゥ） 

せんでした。 

6 ヤコブの 裡よ ，あなたの 叱責に よっ 
て， 兵車の 御者 も 馬 も 共に 深い 
眠りに 落ち ま した。 

7 あなたは 一 まさしく あなたは 畏怖 

ねん  お  かた  [才） 

の 念を 起こさせる 方です。 

その 怒りの 強さの ゆえに， だれが 
あなたの み 前に 立ち 得る で しょ 

ぅぶ。 

8 あなたは 天から 法的 論争が 聞こえ 
るよう にされ ま した。 

地は 自ら 恐れて， 沈黙し ま した。 
9 地の すべての 柔和な 者を 救うた めに， 
拽が 裁きに 立ち上がられ たと 

[コ） 

き 0 セラ 0 

10 人の 激しい 怒り も あなたを たたえ 

[サ 1 

る ことにな り， 

激しい 怒りの 残りを あなたは 身 
の 帯と されます。 

11 [神] の 周りに いるすべ ての 者よ， あ 
な た 方の 神ェ ホバに 誓約を な 
し， [それを] 果たせ。 

彼らが 恐れを 抱きつつ 供え物を 

たず さ  く  謂 

携えて 来る よ うに。 

12  [#] は 指導者た ちの 霊を 低く され 

まず1。 

[#] は 地の 王た ちに とつ て 畏怖 
の 念を 起こさせる 方な のです。 


ス代 n  32:23; 詩 68:29; 詩 89:7; セ イザ 5:15; エレ 13:18; 
ソ イザ 24:21; 啓 6:15。 


詩編 75:6—76:12  ネ 

6 高められる ことは， 東からで も， 西 
からで も， 

また 南から 来る ので もない。 

7 迚が 裁き 主 だからで ある。 

[裡] はこ の 者を 卑しめ， かの 者を 

たか  k] 

局め られ る。 

8 エホバの み 手には 杯が あり， 

そのぶ ど う 酒は 泡立って おり， 混 
ぜ 合わせた もので 満ちて いる 
からだ。 

そして， [神] はま さしく その 滓を そ 
れ から 注ぎ 出される。 

ち  じゃあく  もの  みな  の i 

地の 邪悪な 者たち は 皆， [それを] 飲 j 
み 干し， [それを] 飲む であろう」。 

9 しかし わたしは， 定めの ない 時に 至 
るまで [それにつ いて] 告げる 
のです。 

わた しは ヤコブの# に 調べを 奏 

で ま 乎。 

10 そして， 邪悪な 者たち のす ベての 角 
を 切り倒します。 

義 なる 者の 角は 高められる のです。 

弦楽器の 指揮者へ。 調べ。 

ア サフに よる。 歌。 

FJp 神は ユダに おいて 知られて い 

イスラエル において そのみ 名 
は大 いなる ものです。 

2 その 隠れが はサ レムに， 

その 住みかは シオンに あります。 

3  [裡] は 燃える 矢柄を， 

盾と 剣と 戦闘を そこで 砕かれ ま 
した 0 セラ 0 

4 あなたは 光に 包まれて いて， えじき 
の 山々 よりも 威光が あります。 


12 1 36 39 8  13  4  12  93  9  8 

6  :  3711223  :  23710  :  :4  . 4  :81 . 
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955  祈願。 神の 働きを 思い巡らす 

エド トンの 指揮者へ。 ア サフに よる。 

調べ 0 

わたしは 声を 上げ， 裡 に 向か っ 
て 声を 上げ， 迚ご 自身に 叫 
び ま 

かなら 

すると， [裡] は 必ず わたしに 
耳を 向けて くださいます。 

わた しの 苦難の 日 にわた しは エホ 
バを 尋ね 求め ま した。 


夜には わたしの 手が 差し伸べら 
れま したが， それは 無感覚には 
なりません。 

わたしの 魂は 慰められる ことを 
i みまし A 

3 わたしは 迚を 思い起こして， 騷ぎ立 
ちます。 

わたしは 気遣いを 示します。 わ 
た しの 霊が 衰え果てる のでは 
ないかと 0 セラ 0 

4 あなたは わたしの まぶたを つかみ 
まし/ L 

わた しは 動揺して, 話す こ とがで 
きませ/ Co 

5 わたしは 昔の 日を， 

定めの ない 過去の 年を 思いやり 
まし ナ L 

6 わたしは 夜， わたしの 弦の 調べを 思 

(サ】 

い 出します。 

わた しは 心から 気遣いを 示し， 
わたしの 霊は 注意 深く 尋ね 求め 
ます。 

7 エホバは 定めの ない 時まで， いつま 
でも 捨て去って しまう の だろ 

ぅぶ。 

もう 二度と 喜ばれな L 、のだろう か。 


10 


詩編 77:1—16 

その 愛 ある 親切は' 永 ダに 終わって 
しまった のだろう か。 

[その] ことばは 代々 にわた っ 
て 無に 帰して しまったの だろ 

ぅ ぶ。 

裡は 恵み 深く ある ことを お忘れに 

(0) 

なった のだろう か。 

それとも， 怒って その 憐れみを 閉 
ざされ たのだろう か。 セラ。 
そして， わたしは 言いつ づける の だ 
ろうか， 「これが わたしを 刺し 
通す もの だ。 

至高 者の 右手の 変わる こ とが I と。 
わた しは ヤ ハの 行なわれ たこ とを 

黛い 出 U 

昔の あなたの 驚嘆すべき 行ない 
を 思い出します。 


12 


そ して， あなたの すべての 働きを 確 

おも  めぐ  W 

かに 思い巡らし， 

あなたの 行なわれた ことを 思い 
に 留めます。 

13 裡よ ，あなたの 道は 聖 なる 場所に あ 

り ま 孑。 

いったい だれが， 裡 のように 大い 
なる 进 でしょ うか。 

14 あなたは [まことの] 姓で あり， 驚嘆 
すべき ことを 行なわれます。 
あなたは もろもろの 民の 中に ご 
自分の 力を 知らされました。 

15 あなたは み 腕を もって ご 自分の 民を， 
ヤコブと ヨセフの 子ら を 取り戻 

(v) 

され ま した 0 セラ 0 
16 裡 よ， 水は あなたを 見ました。 

水は あなたを 見て， 激しい 痛みを 
覚える ようになりました。 


1  29  5 6:1 1 : 1 34 

5  4  :  6 . 2  3  :  2  3 

3  :  415  8  0  2  4  4 
3  311  15 ザ  ン  4  11 

代 詩 詩詩箴 詩詩ィ エ詩詩 詩 


7:13811511 
••24  2  7  4  9  5 
4  31 ヂザ  4  7  7  787 

詩 申 詩 イイ 詩 詩 詩 詩 詩 口 
ケコ  サシ スセ 


49: 63: 50:5 11:3 :22 


二  1 3  2 マ ザ ザレ 

第 詩哀民 ロイ イエ 


9  2 17 uoo 18 CO  <J5 2:1 .29 L  9 21 1 
94  1035925  :  :  :  4 
詩 ^] 詩 詩 フ代詩 詩 出 詩 詩 啓 出 イダ ダ 出 申出 =1' 
キク ケ  コサ シス  セ  ソタ 


16: 


詩編 77:17—78:11  イスラエルは エジプトから 救い出された。 神を 退ける  956 


また， 水の 深み も 動揺し はじめ ま 
し/ 

17 雲は 雷鳴を とどろかせて 水を 注ぎ 
出 U 

雲の かかった 空は 音を 出し ま 


した。 

また， あなたの 矢 も 方々 に 出て 行 
きまし/ L 

18 あなたの 雷鳴は 兵車の 車輪の よう 

(I) 

でした。 

稲妻は 産出 的な 地を 照らし 出し 
まし/ L 

地は 動揺し， 激動し はじめました。 
19 あなたの 道は 海の 中を 通り， 

あなたの 道筋は 大水の 中を 通っ 
てい ま した。 

それでも， あな たの 足跡が 知られ 
るよう にはな りませんでした。 
20 あなたは ご 自分の 民を まさに 羊の 
群れの ように， 

モー セと ア ロンの 手に よって 導 
かれた のです。 


78 


マス キル。 ア サフに よる。 

わたしの 民よ， わたしの 律法に 
耳を 向けよ。 

わた しの 口の 語る ことに 耳を 

かたむ （シ） 

傾けよ。 


2 わたしは 格言 的な ことばを もって 


口を 開き， 

昔の なぞを ほとばしらせよう。 

i  し  M 

3 わたしたちが 聞いて 知っている もの， 
父たち がわた したち に 語り伝え 
たものを。 

4 それを わたしたちは 彼らの 子ら に 
i  さ'#， 


第 77 編 


ホセ 12:13 
ケイ ザ 63:11 
使徒 7:36 


第 78 編 


コ詩 74: 表題 


使徒 7:51 
セ 出 32:9 
申 1:43 


イザ 65:2 
ソ代 n 12:14 
詩 81:12 


来たるべき 世代に も 語り伝える。 
エホバの 賛美と 力と， 

[迸] の 行なわれた くす U 、事柄を。 
5 そして， [神] は ヤコブの うちに 論し 

か 力、 （ラ 

律法を イ スラ エルのう ちに 置か 

沐） 

れ た。 

それは， [迚] がわた したち の 父祖に 

めい  （力） 

命じて， 

彼らの 子ら に 知らせよ うとされ 
たこと であった。 

6 来たるべき 世代， 生まれて 来る 子ら 
が [それを] 知り， 

立ち上が っ て [それを] 自分の 子 
らに 語り伝える ため， 

7 また， 彼らが 进ご 自身に 確信を 置き， 
控の 行なわれ たこと を 忘れず， そ 

の お きて を 守り 行な うため で 

トン 1 

あった。 

8 彼らは その 父祖たち のようにな っ 
ては ならな 6。 

それは 強情9 で， 反逆の 世代， 
自分の 心を 定めなかった 世代で 

ぁぶ， 

その 霊は 进の 信頼に 値しなかった。 
9 エフ ライムの 子ら は 武装した 弓の 
射手であった が， 

戦いの 日に 後退した。 

10 彼らは 裡の 契約を 守らず， 

その 律法に よって 歩む ことを 拒 
んナ I。 

11 彼らは また， [裡] の 行なわれ たこと， 
[迚] が 見させて くださった そ 


チ 創 49:24; ツ裁 12:4; テ 申 31:16; 代 n  13:4; 代 n  13:11; 
エレ 31:32; 卜 王 n  17:14; 代 n  13:9; ネへ 9:26。 


第 78 編 


第二 欄 


イ申 32:22 
ヘプ 12:29 
ウ民 11:1 
ェ詩 106:24 


チ 詩 106:15 


957  エジプ ト 脱出の さいの 奇跡。 

のく すしい 業を 忘れる ように 

(ィ） 

なった。 

12  [迚] は 彼らの 父祖たち の 前で， 

ち (ゥ1  の  W 

エジプトの 地， ツォ アンの 野で， 
驚嘆すべき ことを 行なわれた。 

13  [裡] は 彼らを 渡って 行かせる ため 

に 海を 裂き， 

水を せきの ように 立たせた。 

14 そして， 昼は 雲を もって， 

夜は よもすがら 火の 光を もって 
彼らを 導いて 行かれた。 

15 次いで， 荒野の 岩を 裂かれた。 

水の 深みの ように， [彼らに] 存分 
に 飲ませる ためであった。 

16 大 岩から 流れを 出させ， 

水を 川の よう に 下らせる ので 

(ス） 

あった。 

17 それでも， 彼らは 水の ない 地域で 至 
高 者に 反逆す る ことにより， 

なお も [拽] に対して 罪を おかし 
8 け/?。 

18 次いで， 彼らは 自分の 魂の ために 食 
ベる ものを 求める ことにより， 
心のう ち で® を 試す ので あった。 

19 こうして， 彼らは 迚に 逆らって 話し 
はじめた。 

彼らは 言った， 「裡は 荒野に 食卓を 
整える ことができる のか」 と。 

20 見よ， [裡] は 岩を 打たれた。 

水が 流れ， 奔流が あふれ 出る ため 

(t) 

であった。 

「[独] はまた， パン も 与える ことが 
できる のか。 

また， その 民の ために 糧食を 備え 
る ことができる のか」。 


荒野での 食糧  詩編 78:12—30 

21 それゆえに， エホバは 聞いて， 憤怒 
を 覚えられた。 

火が ヤコブ に 向かって 燃え 上 

がぶ, 

怒り もまた， イスラエルに 向かっ 
て 上がった。 

22 彼らは 神に 信仰を 置かず， 

その 救いに 依り 頼まなかった か 
ら であ 

23 それで， [迚] は 上なる 雲の かかった 
空に 命じて， 

天の 戸を 開かれた。  ^ 

24 そして， マナを 彼らの 上に 降らせて 
食べさせ， 

天の 穀物を 彼らに お与えに なった。 
25 人々 は 強力な 者たち の パンを 食べ 
たので ある。 

[裡] は 食糧を 彼らに 送って 満ち 
I らせ A 

26 天に 東風を 起こし， 

ご 自分の 力に よって 南風を 吹か 
せ はじめた。 

27 こうして， 彼らの 上に 糧食を 塵の よ 

ぅ ミ1， 

翼の ある 飛ぶ 生 き 物を 海の 砂粒 
のように 降らせて ゆかれた。 

28 そして， [裡] は [それを] ご 自分の 宿 
f の 中に， 

幕屋の 周囲に 落ちて 来させた。 

29 それで， 彼らは 食べて， 大いに 満ち 
足りる ようになり， 

[迚] は 彼らの 欲する ものを 引き 

続き [民] にもたら される ので 

[ッ） 

あった 0 

30 彼らが その 欲望から 離れて ゆかず, 


:  13 :22 18 :8 :  12 :32 :27 :9 22 :9:  1 4 :  10 :29 21 6 :  13 k3:  1 :  1 007 21 :  12 20 24 : 39 6 11 :41 8:2 :4 _5 :  15 1  :  1 .2 8 :  16 1 8 :  14 
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詩編 78:31—47  信仰を 抱かない。 エジプトの 災厄を 思い起こす  958 

食べ物が まだ その 口に あった とき， 第78 編  そして， 幾度 も ご 自分の 怒りを 引 

31 そのと き拽の 憤りが 彼らに 向か っ き 戻し， 

て 立ち ^ っ た。  その 激しい 怒りを ことごとく か 

がんき* ぅ もの  エ昏以 

そ して， [裡] は その 頑強な 者たち  all.S  き 立てる ことは されなかった。 

ころ  [ゥ）  コ I 1〇:9  かれ  にく  もの  （ィ） 

の 中で 殺して ゆかれ，  ni 1〇：1〇  39 また， 彼らが 肉なる 者で ある こと， 

わかもの  才出 16:15  れい  ゆ  かえ  こ 

イス ラエルの 若者たち をく ず お  *8:15  霊は 出て 行く が, 帰って は 来ない こ 

力 民 14:29  [ゥ） おも 

れ させた。  2 14:35  とを 思い出される のであった。 

かれ  ^  2:14  かれ  いく  こうや  はんぎゃく  （エ） 

32 このす ベて にもかかわらず， 彼らは キ だ1;7  40 彼らは 幾た び 荒野で®] に 反逆し， 

な おも Ip を 犯し，  ク * 3。:2  砂漠で [独] に 痛みを 覚えさせた 

わざ しんこう  お  ケ申 32:4  [才） 

そのく すしい み 業に 信仰を 置か コ ことか。 

(才）  » 13:15  かれ  く  かえ  ため [力） 

なかった 0  サェ ゼ 33:31 41 そして， 彼らは 繰り返し 迚を 試し， 

かれ  ひび  ン ホセ 7:13  せい  かた (キ 1 いた 

33 それで. 「神 1 は 彼らの 日々 を あたか スネへ9:26  イスラエルの 聖 なる 方に 痛みを 

こ j  お  詩 95:10  あた 

も 呼気で も あるかの ように 終 二ぐ:12  与えた。 

m  セ 申 31:20  かれ  おも  （ク） 

わらせ，  VJ^1:32  42 彼らは そのみ 手を 思い出さなかった。 

彼ら の 年を 驗 k に よって [終わら  ；^149；31  [裡] が 自分たち を 敵対 者 か ら 請け 

せた]。  ^79；9  戻して くださった 日の ことを。 

34  [初が 彼らを 殺す たびに， 彼ら も ^^143o?ii 43  [#] が エジプトに その しるしを， 

たず  もと （キ 1  哀 3:22  の  きせき  お 

[裡] を 尋ね 求め，  _  ツォ アンの 野に その 奇跡を 置か 

S って秦 て， 神を 緩し 求め 第二 欄  れ たこと 名 0 

35 そして，# が 自分たち の 岩で ある "^  48:1  44 さらに， 彼らの ナイルの 運河を 血に 

W ー  エゼ 20:9  か  トン） 

こと，  ィ詩 103:14  変えて ゆかれた ので， 

至高 者なる 神が 自分たち のために XK 14:11  彼らが 自分たち の 流れから 飲む 

ふく  かた  詩 78:17  [ス） 

復 しゅうを してく ださ る 方で あ ォィ ザ 63:10  ことができなかった ことを。 

る ことを 思い出す のであった。 ヘプ3:16  45 次いで， [拽] は 彼らの 上に あぶを 

かれ  力 民 14:22  おく  くつ 

36 そして， 彼らは その 口で [独] を だま  送って， それが 彼らを 食い尽く 

そぅとし △  :? :2  すょぅ にし， 

その 舌で [神] に うそをつこうと かえるを [送って]， それが 彼らを 

トン） —  ケ出 14.30  ほろ おとしい  M 

した。  コ 滅びに 陥れる ように された。 

37 そして， 彼らの 心は®] に対して 揺 サ^ =7  46 そして， 彼らの 収穫を ごきぶ りに， 
るぎ な いもので はなく，  彼らの 労苦を いなごに 与えは じ 

けいやく かん  ちゅうじつ  ^  m  ^  [夕） 

彼らは その 契約に 関して 忠実で セ £=31  めた。 

はなかった。  v£S；30  47  [裡] は 雹に よって 彼らの ぶどうの 

38 しかし， [初は 憐れみ 深ぐ とがを US  木を， 

おお  [夕】 ほろ  アモ 7:1 

覆って， 滅びを もたら そうとは チ 出 9:23  雹の 石に よって 彼らの エジプトい 

m  詩 105:32  ころ  （ツ） 

さ れ なかった。  ッ詩 105:33  ちじく の 木を 殺 して ゆかれた。 


第二 欄 


し， 神を 試 1 
第 78 編 


f  詩編 78:48—66 

よう に不 i な d 動を 取り つづけ， 
緩んだ 弓の よう に 向きを 変えた。 
58 そして， その 高き 所に よって [迚] を 

いか  [ウ） 

怒らせ， 

その 彫像を もって [迚] にね たみ 
を 起こさせる のであった。 

59 裡は 聞き， 憤怒を 覚え， 

ぶ  [キ） 

イスラ エルを 大 I ヽに 侮べ つ された。 
60 そして， ついには シロの 幕屋を， 
地の 人の 中で ご 自分の 住ま いと さ 
れた その 天幕を 見捨てられた。 
61 次いで， [裡] は ご 自分の 力を 捕ら わ 
れの 状態に し， 

ご 自分の 美を 敵対 者の 手に 渡さ 

【ザ】 

れ た。 

62 そして， ご 自分の 民を 剣に 渡しつ 

、、 トン） 

ご 自分の 齧に 努 して ii を 
覚える ようになった。 

63 火が その 若者たち を 食い尽くし， 
その 処女たち は 賛美を 受けな 
かった。 

64 その 祭司たち はとい うと， 彼らは 剣 

たお [ソ） 

に 倒れ， 

彼らの やもめた ちは 泣き出す こ 

(夕 1 

ともしなかった。 

65 そのと き， エホバは 眠りから [覚め 

ると き] のように， 

ぶどう酒 [の 酔い] からさめ る 力 ある 

者の ように 目覚める のであった。 

66 そして， その 敵対 者たち を 背後から 

討ち 倒して ゆき， 

定めな く 続く そしりを 彼らに 加 
[卜】 

又り れた〇 

タザ I  4:19; ヨブ 27:15; チ 詩 44:23; ツ イザ 42:13; テサ I 


959  イスラエルは 忘 わ 

48 淡いで， 彼らの 駄 獣を％ に， 

彼らの 畜類を 燃える 熱に 渡された。 
49 彼らの 上に その 燃える 怒りを， 

ふんど  きゅうだん  く なん 1 ウ 1 

憤怒と 糾弾と 苦難を， 

災いを もたらす み使いの 代表 囝 
を 送り出された。 

50  [迚] は その 怒りの ために 通り道を 
備え はじめられた。 

彼らの 魂を 赤から とどめず， 

彼ら の 命を 疫病に 渡さ れ た。 

51 ついには， エジプトの すべての 初 

季 を， 

てんまく  W かれ  せいしょ くりょく  i へ 

ハムの 天幕の 彼らの 生殖 力の 始 
めなる ものを 討ち 倒された。 

52 その後， ご 自分の 民を 羊の群れ のよ 
うに 去らせ， 

荒野で これを 家畜の 群れの よう 
に 導かれた。 

53 そして， 彼らを 安全に 連れて行かれた 

おそ  いだ  [サ） 

ので， 彼らは 怖れを 抱かなかった。 
海は 彼らの 敵を 覆った。 

54 次いで， [裡] は 彼らを ご 自分の 聖な 

りょうち [ス） 

る M 地に， 

ご 自分の 右手が 取得 した この 山 
地に 連れて来られた。 

55 そして， i らの ゆえに i% に 囍 ■苠 

お  M 

を 追い出し， 

k り 綱を もって 彼らに 相続 地を 

はいぶん  [夕） 

配分 して ゆき， 

イスラエルの 部族を それぞれの 

いえ  す  [チ） 

家に 住まわせた。 

56 それでも i らは なる® を S 
し， 1 反逆し はじめ， 

さと  まも  [テ） 

その 論し を 守らなかった。 

57 彼らは また， 元に 戻って は 父祖たち の 
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神殿が 汚される； 都は 廃虚の 山と なる 
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詩編 78:67—79:10 

67 次いで， [袖] は ヨセフの 天幕を 退け， 
エフ ラ イムの 部族を 選ばれな 


68 かえって， [#] は ユダの 部族を， 

ご 自分の 愛した シオンの 山を 選 
ばれた。 

69 そして， ご 自分の 聖 なる 所を 高みの 

(才） 

ょうに， 

ご 自分が その 基を 定めの ない 時 
に 至る まで 据えた 地の ように 
建て はじめられた。 

70 そう して， ご 自分の 僕 ダビデを 選んで， 

ひつじ かこ  と  [0) 

こ れを 羊の 囲い か ら 取り 出された。 
71 [®] は 彼を， 乳を 飲ませる 雌 [羊] の 
後を 追う ことから 連れて来て， 
ご 自分の 民 ヤコブの 上に， 

ご 自分の 相続 物で ある イスラエル 

ひつじ か  お  [サ） 

の 上に 羊飼いと して 置かれた。 
72 そして， 彼は その 心の 忠誠に した 
がって 彼らを 牧 しはじめ， 

その 手の 巧み さを もって 彼らを 
導き はじめた。 

ア サフの 調べ。 

迚 よ， 諸国 民が あなたの 相続 物 


の 中に 入り込み ま した。 
彼らは あな たの 聖 なる 神殿を 

けが （ソ） 

汚し， 

エルサレムを 廃虚の 山と しま 


! 彼らは あなたの 僕たちの 死体を 天 
の 鳥に 食物と して 与え， 

あな たの 忠節な 者た ちの 肉を 地 
の 野獣に [与えました]。 

1 彼らは それらの 者の 血を 水の ように 
エルサレムの 周囲に 注ぎ 出し ま 


した。 しかも， 葬る ことを する 
者は だれもい ません。 

4 わたしたちは 隣人の そしりと なり， 
わたしたちの 周りに いる 者たち の 
嘲 笑 や あざけりと なりました。 
5 エホバよ， あなたは いつまで いきり 立 
たれる のです か。 永久にです ふ。 
あな たの 激情は いつまで 火の よ 
う に 燃えつ づける のです か。 

6 あなたの 激しい 怒りを， あなたを 知る よ 
う になら なか っ た 諸国 民の 上に， 
あなたの み 名を 呼び 求めな かっ 
たもろ もろの 王国の 上に 注ぎ 
出して ください。 

7 彼らは ヤコブを 食い尽くし， 

その 住ま I ヽを 荒廃 さ せた からです。 
8 わたしたち に対して 先祖たち のと 
がを 思い出さ ないで ください。 
急いでく ださい！ あなたの 憐 
れみ がわた したち に 向かい合 
いますよ うに。 

わた したち は ひどく 弱り果てて 
いるので す。 

9 わたしたちの 救いの 裡 よ， 

あなたの み 名の 栄光の ために わ 
たしたち を 助けてく ださい。 
あなたの み 名のた めに わた した 
ちを 救い出し， わたしたちの 罪 
を 覆って ください。 

10 どうして 諸国の 民が， 「彼らの 裡は 

どこに いるの か」 と 言って よ 

(夕] 

いで しょ うか。 

あなたの 僕たちの 流された 血に 

たい  ふく  [チ） 

対する 復 しゅうが， 

夕詩 42: 3; 詩 115:2; ヨエ 2:17; チ エレ 51:35;  ロマ 12:19; 
啓 18:20。 
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諸国 民の 中で， わた したち の 目の 
前で 知らされ ますよう 土。 

11 捕らわれ人の 溜め息が あなたの み 
前に 届きます ように。 

死に 定められた 者たち を あなた 
のみ 腕の 偉大 さに したがって 
保護して ください。 

12 そして， エホバよ， わたしたちの 隣人が 
あなたを そし っ た その そ しりを， 
七 倍にして 彼らの 懐に 返して く 
ださ^1。 

13 しかし， あなたの 民， あなたの 放牧 
地の 羊で ある わたしたちは， 
定めの ない 時に 至る まで あなた 
に 感謝を ささげ， 

代々 あな たの 賛美を 告げ 知らせ 

[キ） 

るので す。 

“ ゆり” の 指揮者 A。 論し。 

ア サフに よる。 調べ。 

0/4 イスラエルの 牧者よ， 耳を 向け 
洲 てくだ さ L1 コ、 ： 

ヨセフを 羊の群れ のように 導 

かた [サ） 

いて おられる 方よ。 

ケルプた ちの 上に 座して おられ 
る 方よ， 輝き 出て ください。 
2 エフ ライムと ベニヤ ミンと マナ セ 
の 前で， あなたの 力強 さを 奮い 
立たせて ください。 

わた したち の 救いの ために 来て 
ください。 

3 迚 よ， わたしたちを 連れ戻し， 
あなたの み 顔を 照ら し 出して く 
ださい。 わたしたちが 救われ 
るた めです。 

ばんぐん  じ ぶん 

4 万軍の 姓 エホバよ， あなたは ご 自分 
の 民の 祈りに 向かって いつま 


で 怒 りを 燃やさな ければ なら 

(7) 

ない のです か。 

5 あなたは 彼らに 涙の パンを 食べさ 
せま し/^。 

あなたは 彼ら に 涙に 次 ぐ 涙を [多] 
量に 飲ませつ づけます。 

6 あなたは わたしたちを 隣り 人の 争 
い [の 的] とされ ま した。 

わた したち の 敵は その 好む まま 
に あざ笑います。 

7 万軍の® よ， わたしたちを 連れ戻し， 
あなたの み 顔を 照ら し 出して く 
ださい。 わたしたちが 救われ 

[キ） 

るた めです。 

8 あなた は 一本の ぶ どうの 木を エジ 
プ トから 去らせました。 
あなたは それを 植える ために， 諸国 
民を 追い出して ゆかれました。 

9 あなたは それが 根 づき， 地に 満ちる よ 
う， その 前を 切り払われました。 
10 山々 は その 影に 覆われ， 

拽の 杉の 木々 は その 大枝に [覆わ 
れ まし#1]。 

11 それは 大枝を 海に 至る まで， 

小枝を 111 にまで 徐 々に 送り出し 
まし/^。 

12 あなたは なぜ その 石 壁を 打ち壊さ 

(v) 

れ たのです か。 

そ の 道路を 通 って 行く 者は [なぜ] 

だれもが それを 摘み取 っ たの 

[夕） 

です か。 

13 森から 出て 来る いのししが それを 

矣 ぃ棄ら U 

セ 創 15:18; 王 I  4:21; ソ詩 89:40; イザ 5:5; 夕詩 89:41; 
ナホ 2:2; チ 王!！ 18:9; 代 n  32:1。 
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原野の 動物の 群れが それを 食べ 
つづけます。 

14 万軍の# よ， 帰って来て ください， 
お願いします。 

天から 見下ろし， 見て， 世話して 
ください。 このぶ どうの 木を， 
15 あなたの 右手が 植えた この 株を。 
あなたが ご 自分の ために 強く さ 
れた 子を [見て ください]。 

16 それは 火で 焼かれ， 切り 断たれて い 

ま 孑。 

あなたの み 顔の 叱責に より 彼ら 
は 滅びう せます。 

17 あなたの み 手が， あなたの 右手の 人 

(ク） 

の 上に， 

あなたが ご 自分の ために 強く された 
人間の 子の 上に あります ように。 
18 そうすれば， わたしたちが あなた か 
ら 引き返す ことはありません。 
わたしたちを 生き長らえさせて 
くださいます ように。 わたし 
たちが あなたの み 名を 呼び 求 

(サ） 

める ためです。 

ばんぐん  つ 

19 万軍の# エホバよ， わたしたちを 連 

ど トン  1 

れ 民し， 

あなたの み 顔を 照らし 出して くださ 
い。 わたしたちが 救われる ために。 
ギ テトの 指揮者へ。 ア サフに よる。 

がた 

〇 1 あなた 方は わたしたちの 力で あ 
る拽に 向かって 喜び 叫べ。 
ヤコ ブの裡 に 向か っ て 勝利の 
叫びを 上げよ。 

2 調べを 奏し， タンパ リンを 取れ。 

こころよ  ごと  げんがっき  とも （テ） 

快 いたて 琴を 弦楽器と 共に。 

3 新月のと きに 角笛を 吹き 鳴らせ。 


キ詩 39:11 
ク詩 89:21 
詩 110:1 
ケ ダニ 7:13 
コ へブ 10:39 
サ 使徒 15:17 
シ詩 80:7 
ス詩 89:15 


セ 詩 8: 表題 
ソ詩 28:8 
フィ 4:13 
夕詩 33:3 
マタ 22:32 
チ 詩 33:2 
ツ詩 149:3 
テ 詩 92:3 
エフ 5:19 
卜 民 10:10 
民 29:1 


ア出 23:16 
イ レビ 23:24 
ゥ出 12:12 
ェ出 12:14 
才詩 114:1 
力 出 6:6 
イザ 9:4 
イザ 10:27 
キ出 1:14 


満月のと きに， わたしたちの 祭り 
の 日の ために。 

4 それは イスラエルの ための 規定で あり， 

ヤコブの 裡の 司法 上の 定め だか 
ら である。 

5  [裡] は エジプトの 地に 進んで 行か 
れ たと I， 

それを 諭しと して ヨセフ 自身に 
課された。 

わた しは 知らない5 §* 語を 聞きつ 
づけ#。 

かれ  かた  おもに  はず  [力） 

6 「わた しは 彼の 肩を 重荷から 外 した。 

彼の 手は， か ごか ら 自由に なった。 

7 あなたは 苦難のと きに 呼び 求めた。 
それで わた しは あなたを 助け 
は じめ た。 

わたしは 雷の 隠れ 場で あなたに 
答え はじめた。 

わたしは メ リバの 水のと ころで 
あなたを 調べて いった。 セラ。 

8 聞け， わたしの 民よ， わたしは あな 
たを 責める 証し をし よう。 

イスラエルよ， もし あなたが わた 
しに 聴き 従うならば。 

9 あなたの 中に よそからの 神は いな 
いであろう。 

あなたは 異国の 神に 身をかがめ 
ないで あろう。 

10 わたし， エホバは ，あなたの® であり， 

エジプトの 地から あなたを 連れ 
上る 者で ある。 

あなたの 口を 広く 開けよ。 わた 
しは それを 満たす であろう。 

11 しかし， わたしの 民は わたしの 声に 
聴き 従わず， 
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詩 82:6 
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イ スラ エルは 進んで 従う 気持ち 

しめ  （ガ 

を わた しに 示さなかった。 

12 それで， わたしは 彼らを その 心の 強 
情 さの 赴く ままに させた。 
彼らは g 分の 計り 事に よって 歩 

い  [ゥ ） 

んで 行った。 

13 ああ， わたしの 民が わたしに 聴き 徒 
ぅな 宕 ！ 

ああ， イ スラ エルが わた しの 道を 

寡むな 豸！ 

14 わたしは 彼らに 敵す る 者たち を蓉 

I'  したが M 

易に 従え， 

彼らに 敵対す る 者たち にわたし 
の 手を 向ける ものを。 

15 エホバを 激しく 憎む 者たち はとい う 

と， 彼らは へつらいながら その 

く  # 

もと に 来る。 

彼らの 時は 定めの ない 時に 至る 
ものと なる。 

16 そして， [裡] は 小麦の 脂肪で 彼を 養 

ぃっづ ぶ， 

わた しは 岩の 中から 蜜を 取り出 
して あなたを 満ち 足らせる で 

あろず」。 
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ア サフの 調べ。 

もの [サ 1 しゅうかい  :- . 

神は 神た る 者 の 集会に おい て 立 

ば と  [•ン 1 

場を 取っ て おられる。 

[裡] は 神々 の 真ん中で 裁きを 

おこ  W 

行なわれる。 

がた  ふ せい  さば 

2 「あなた 方は いつまで 不正な 裁きを 

おこ  (t) 

行ない， 

じゃあく  もの  かたよ  （ソ] 

邪悪な 者た ちを 偏りみ るの か。 

セラ 0 

たちば  ひく  もの  ちち  ご 

3 立場の 低い 者 や 父な し 子の ために 
裁きを 行なう 者と なれ。 


苦しんで いる 者 や 資力の 乏しい 

こうせい  (7) 

者に 公正を 行なえ。 

4 立場の 低い 者 や 貧しい 者を 逃れ 

(イ） 

させ， 

邪悪な 者たち の 手 か ら [彼らを] 

すく  [ウ） 

救い出せ」。 

5 彼らは 知る ようにならなかった。 理 

かい  (X) 

解して いない。 

彼らは 闇の 中を 歩き回って いる。 

ち  もとい  (*) 

地の すべての 基は よろめかされる。 
6 「わたし 自ら 言った， 『あなた 方は 

(キ） 

神で あり， 

あなた 方は 皆， 至高 者の 子ら で 

(ク i 

ある 0 

7 あなた 方は まさに 人間と 同じく 

し （ヶ） 

死に， 

いずれの 君と も 異なる ことなく 

たお  （コ） 

倒れる』 と」。 

8 裡 よ， 立ち上がって ください。 地を 
裁いて ください。 

じしん  くに  たみ 

あなた ご自 身が すべての 国の 民 
を 所有すべき だからです。 

【ス】 

歌。 ア サフの 調べ。 

〇〇 拽 よ， あなたの 側に 沈黙が あり 


v  ません ように。 

神た る 者よ, 無言で いないで 
ください。 黙って いないで 

(V) 

ください。 

ご覧く ださい， あなたの 敵が どよめ 

[夕） 

いている からです。 

あなた を激 しく 憎む 者たち が [彼 
ら の] 頭を 上げました。 

彼らは あなたの 民に 向かって その内 
密 d 話を こうかつに 推し 進め， 
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あなたが 覆い隠された 者たち に 
向かって 陰謀を 企てます。 

4 彼らは 言い ま した， 「さあ， 国民 
と しての 彼らの 存在を ぬぐい 

さ （ィ） 

イスラエルの 名が もはや 思い出 
される ことがない ようにし よ 

ぅ」 ぶ。 

5 彼らは 心を 合わせ， 一致して 計り 事 
を 取り交わした からです。 
彼らは あなたに 敵して 契約を さ 
え 結ぶ よう になり ま した。 

6 エドムの 天幕と イシ ュマ エル 人， モ 
アブと ハグ ル 人， 

7 ゲバ ルと アン モンと ア マレク， 

フィ リス ティ ア ，さらに ティ ルス 

じゅうみん （サ） 

の 住民 も。 

8 また， アッシリア も 彼らに 加わり， 
彼らは 口 卜の 子ら の 腕と なり ま 
した。 セラ。 

9 ミディ アンに 対して， キションの 奔 
流の 谷で シセラ や 
ヤ ビン に 対 して 行な っ たように， 
彼らに 行なって ください。 

10 彼らは エン • ドルで 滅ぼし 尽く 
され， 

土地の 肥やしと なりました。 

11 その 高貴な 者たち について は， これ 
をオレ ブ やゼエ ブの ように， 
そのす ベての 君 侯を ゼバハ やツァ 
ル ムナの ようにして ください。 
12 彼らは 言いました， 「我々 のために 神 
の 住まいを 手に入れよう」 と。 
13 わたしの 裡 よ， 彼らを あざみが [風 
に] 巻かれる ときの ように， 
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詩 35:26 
キゼバ 2:3 
ク詩 109:29 
ケ詩 35:26 
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風の 前の 刈り わらの ようにして 
くださ 

14 森林を 焼き 尽くす 火の ように， 

山々 を 焼き 焦がす 炎の ように， 

15 まさに そのよう に， あなたが ご 自分の 

かれ  お  W 

大 あら しを もって 彼らを 追い， 

ご 自分の 暴風を もって 彼らを か 
き 乱されます ように。 

16 エホバよ， 彼らの 顔を 不名誉で 満た 
してく ださい。 

人々 が あなたの み 名を 尋ね 求め 
るた めです。 

17 ああ， 彼らが いつまでも 恥を 負い， 

みだ  ⑼ 

かき 乱され， 

恥じ入り， 滅びう せます ように。 
18 それは， 人々 が， その 名を エホバと 
いう あなたが， 

ただ あなた だけが 全地を 治める 至 
高 者で ある ことを 去] るた めです。 

ギテ トの 指揮者の ために。 

コラの 子たち による。 調べ。 

n j あなたの 大 いなる 幕屋は 何と 慕 
®  ゎしぃ ので しょ ず， 

ああ， 万軍の エホバよ。 

たましい  なかにわ  した 

2 わたしの 魂は エホバの 中庭を 慕い 

もと  おも  こ  （チ） 

求め， 思い焦がれました。 

わた しの 心 も わた しの 身 も， 生け 
る裡に 向かって 喜び 叫びます。 
3 鳥で さえ 家を 見つけ， 

つばめ も 自分の ために 巣を [見 
つけ]， 

そこ に ひなを 置きました 一 

さいだん  ばん 

あなたの 大 いなる 祭壇， ああ， 万 
軍の エホバ， わたしの 王， わた 
しの 拽 よ。 


965  油 そそがれた 者は 慕い 求める。 神は とがを 赦 してく ださる  詩編 84：4—85：8 


4 あなたの 家に 住む 者たち は 幸い 
です。 

彼らは なお も あなたを 賛美し つ 
づけます 0 セラ。 

5 自分の 強さが あなたの もとに あ 6 ， 

心に 街道の ある 人たち は 幸 L 、です。 

6 バカの 生い茂る 低地 平原を 通って， 

彼らは それを まさしく 泉に 変え 
ます。 

しかも 祝福を もって， 教訓 者は 
自分の 身を 包む のです。 

7 彼らは 活力から 活力へ と 歩み， 

各々 シオンで a に まみえ ます。 

8 万軍の 拽 エホバよ， わたしの 祈りを 
聞いて ください。 

ヤコブの® よ， 耳を 向けて くださ 

(コ） 

い 0 セラ。 

9 わたしたちの 盾よ， ご覧く ださい， 

あな たの 油 そそ がれた 者の 顔を 
見て ください。 

10 あなたの 中庭に おける 一日は， [ほ 
かの 場所に おける] 千 [日] にも 
勝る からです。 

じゃあく  てんまく  うご 

わた しは 邪悪の 天幕の 中で 動き 
回る よりは， 

わた しの 姓の 家の 敷居の 所に 立 
つ ことを 選びました。 

11 裡 エホバは 太陽， また， 盾で あり， 

恵みと 栄光を お与えになる か 
ら で' H 

エホバは， とがな く 歩む 者に 良い も 
のを 何も 差し控えられません。 

12 万軍の エホバよ， あなたに 依り 頼ん 
でい る 人は 幸いです。 
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エレ 31:6 
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箴 2:7 
ンコ DI  3:18 


詩 34:9 
詩 37:18 
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アレビ 26:42 
詩 77:7 

ョェ 2:18 

ィ ェズ 2:1 
詩 14:7 
詩 53:6 
エレ 30:18 
エレ 31:23 
ェゼ 39:25 
ョェ 3:1 
ウ詩 32:1 


才出 32:14 
5 申 13:17 
イザ 12:1 
キ詩 27:1 


ク詩 78: 
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指揮者の ために。 
f ラの 子たち による。 調べ。 
エホバよ， あなたは ご 自分の 地 
を 楽しみにされ ま し ナし 
あなたは ヤコ ブの捕 ら われ 人 

つ  もど  [ィ】 

を 連れ戻され ま した。 

2 あなたは ご 自分の 民のと がを 赦 し， 
そのす ベての 罪を 覆われ まし 
た 0 セラ 0 

3 あなたは ご 自分の すべての 憤怒を 

おさ  W 

抑え， 

その 怒りの 熱から 引き返され ま 
し#。 

4 わたしたちの 救いの 拽よ ，わたした 

つ  もど （キ） 

ちを 連れ 民し， 

わた したち に対する いら 立ちを 
断って ください。 

5 あなたは わたしたち に対して 定め 
のない 時に 至る までい きり 立 
たれる のです か。 

ご 自分の 怒りを 代々 にわ たって 
引き 延ば される のです か。 

6 あなたは， わたしたちを 再び 元 気づ 

(サ） 

あなたの 民が' あなたに あって 歓ぶよ 

トン） 

うには してく ださ らな L ヽ のです か。 
7 エホバよ， あなたの 愛 ある 親切を わ 

しめ f ス） 

た したち に 7K し， 

あなたの 救いを わた したち に 与 
えてく ださい。 

8 わたしは [まことの] 迚 エホバの 話 

务  (V) 

される ことを 聞きます。 

たみ  ちゅうせつ  もの 

[W1 は その 民に， その 忠節な 者た 

へいわ  かた  [夕] 

ち に 平和を 語 られ るから です。 


シ エズ 3:11; エレ 33:11; ス詩 109:26; 哀 3:22; セ 詩 50: 
23; 詩 119:41; ソ ハバ 2:1; ゼカ 9:10; ヘプ 12:25; 夕詩 29: 
11; イザ 57:19; 使徒 10:36。 


エホバは 善良。 神は ご 自分の 道を 教え諭す 


第二 欄 

ア詩 25:8 
詩 145:9 
ルカ 18:19 
ィ ネへ 9:17 
イザ 55:7 
ダニ 9:9 


才詩 130:2 
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キ詩 66:19 
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ク出 15:11 
詩 89:6 
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エレ 10:6 

ダニ 3:29 
コ I  8:5 
ケ申 3:24 
詩 33:4 
詩 104:24 
詩 111:7 
コ詩 22:31 
イザ 2:2 
イザ 43:7 
啓 15:4 


[詩 100:5 
ミカ 7:20 
才詩 72:3 
イザ 32:17 
力 詩 57:10 
キイ ザ 26:9 
イザ 45:8 
ク詩 84:11 
ヤコ 1:17 
> ■レビ 26:4 
申 28:8 
詩 67:6 
イザ 25:6 
イザ 30:23 
コ詩 89:14 
イザ 58:8 
サ詩 119:35 
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5 それは， エホバよ， あなたが 善良で， 
進んで 許して くださ るからで 士。 
あなたを 呼び 求める 者 すべてに 
対する その 愛 ある 親切は， 豊か 
だからです。 

6 エホバよ， わたしの 祈りに 耳を 向け 
てくだ さい。 

わた しの 嘆願の 声に どうか 注意 
を 払って ください。 

7 わたしは 苦難の 日に あなたを 呼び 
1 め ま；/1。 

あなたが 答えて くださ るからで す。 

かみがみ 

8 エホバよ， 神々 の 中に あなたの よう 
な 方は だれもい ません。 

また， あなたの み 業に かなう もの 
も 何もありません。 

9 エホバよ， あなたの 造られた すべて 
の 国の 民は 自ら 来て， 

あなたの み 前に 身をかがめ， 
そのみ 名に 栄光を 帰す ので 
10 あなたは 大 L ヽなる 方で あ り， 驚くべき こ 
と を 行な って おられる から です。 
あなたが， ただ あなた だけ が裡な 

[セ） 

のです。 

11 エホバよ， あなたの 道を わたしに 教 
え 諭して くださ^、。 

しんり 

わた しは あなたの 真理に よって 

あゆ  [夕） 

歩みます。 

あなた のみ 名 を 恐れ るよう わた 

こころ  m 

しの 心を 一つ にして ください。 
12 わたしの# エホバよ， わたしは 心を 
つく して あなたを たたえ， 

サ ゼカ 14:9; 啓 7:10; シ  ロマ 15:9; ス出 15:11; 詩 72:18; 
詩 77:14; ダニ 6:27; セ 申 6:4; 申 32:39; 詩 83:18; イザ 
37:16; イザ 44:6; マル 12:29; コ I  8:4; エフ 4:6; ソ王 I  8: 
36: 詩 27:11; 詩 119:33; 詩 143:8; イザ 54:13; タ ヨシ 24: 
14: サ I  12:24; 詩 43:3; イザ 38:3; マラ 2:6; ヨハ 8:32; ヨ 
ハ n  4; チ 伝 12:13; エレ 32:39; ツ マタ 22:37。 


詩編 85：9—86：12 

しかし 彼らが 自 ^ 過信に 戻る： 
とがない ように。 

9 実に， その 救いは [拽] を 恐れる 者た 
ちの 近くに あります。 

それは 栄光が わた したち の 地に 
とどまる ためな のです。 

10 愛 ある 亲 J 切と 真実， それは 互いに 会い 

義と 平和 一 それは 互いに 口 づけ 

[才） 

しま した。 

11 真実が まさしく 地から 芽を 出し， 
義が まさしく 天 か ら 見下ろ します。 
12 また， エホバは 良い ものを 与えて く 
ださり，  し 

わた したち の 地は 収穫を 与えます。 
13 義 がその み 前を 歩み， 

自らの 足取りに よって 道を 設け 
るので' I。 

ダビデの 祈り。 

エホバよ， あなたの 耳を 傾けて 
ください。 わたしに 答えて 
くださ 。 

わたしは 苦しんで おり， 貧し 
いからです。 

2 わたしの 魂を 守って ください。 わ 
たしは 忠節な 者 だからです。 
あなたの 僕を 救って くださ L ヽー あな 
たは わた しの 裡な のです 一 あな 
たに 依り 頼んで いる [この 僕 ^]。 
3 エホバよ， わたしに 恵みを 示して く 
ださ バ。 

わた しは 一日 じゅ う あなたを 呼 
びつ づける からです。 

4 あなたの 僕の 魂を 歓ば せて ください。 
エホバよ， わたしは あなたに 自分 
の 魂を もたげる からです。 
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憐れみと 慈しみに 富む 神。 シオンで 生まれた 者たち 


定めの ない 時に 至る まで あなた 
のみ 名の 栄光を たたえます。 

13 あなたの 愛 ある 親切は わたしに 対 
して 大 いなる もの だからで +。 
あなた は シェ オ ルから， その 最も 

ひく  ところ  たましい すく 

低い 所 [から] わたしの 魂を 救 
い 出して ください ま した。 

14 裡 よ， せん 越な 者たち がわた しに 向 
かって 立ち上がりました。 
圧制的な 者たち の 集まりが わた 
しの 魂を 捜し求めました。 
彼らは 自分の 前に あなたを 置き 
ませんで した。 

15 しかし， エホバよ， あなたは 憐れみ 
と 慈しみに 富む#， 

怒る ことに 遅く， 愛 ある 親切と 真 
実に 満ちて おられます。 

16 わたしの 方を 向いて， わたしに 恵み 
を 示して ください。 

あなたの 僕に あなたの 強さを 与 
えてく ださ 6。 

あなたの 奴隸 女の子を 救って く 
ださ^1。 

17 善良を 意味す る しるしを わたしに 
行なって ください。 

わたしを 憎む 者たち が [それを] 
見て， 恥を かくた めです。 
それは， エホバよ， あなた ご 自身 
がわた しを 助け， わたしを 慰め 
てくだ さった からです。 


コラの 子たち による。 調べ。 歌。 


その 基は 聖 なる 山々 にある。 

^  •  2 エホバは， ヤコブの すべての 


まくや  まさ  (V) 

幕屋に 勝って， 
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サ詩 116:16 
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セ 王 I  4:31 
代 I  2:6 
ソ創 49:18 
詩 27:9 


詩 51:14 
詩 68:19 
イザ 12:2 


詩編 86:13—88:2 

シオンの 門を 一層 深く 愛 
して お られ る。 

3  [まことの] 拽の 都よ， あなたに つい 
て 栄光と なる 事柄が 語 られて 

ま 

いる 0 セラ 0 

4 わたしは， わたしを 知る 者たち の 中 
に ラ ハブと バビロンを 挙げる 
であろう。 

ここに フ イリ ス テイ アと テイル 
ス， それに クシ ュが 共に いる。 
「これは そこで 生まれた 者で ある」。 
5 そして， シオンに 関しては こう 言わ 
れ るであろう。 

「各々 だれもが その 中で 生ま 
れ た」。 

そ して, 至高 者 ご 自身が それを 堅 
く 立て られ る。 

6 エホバは もろもろの 民に ついて 記録す 

みず か  せんげん  （コ 1 

ると き， 自らこう 宣言され る。 

「 これは そこで 生まれた 者で あ 

[ザ） 

る」。 セフ〇 

7 また， 歌うたい たち も， 輪に なって 
踊る 者たち もい るであろう。 
「わた しの 泉は みな あなたの 中に 

W 

ある」 0 

歌。 コラの 子たち の 調べ。 応答の ため 
の マ ハラ トの 指揮者へ。 エズラ ハ 人 
へ マンの マス キル。 

QO エホバ， わたしの 救いの 姓よ， 
顧ゎナ こ しは 站び まし：^。 

夜 [もまた]， あなたの み 前で。 
2 わたしの 祈りは あなたの み 前に 届 
きま'/ 〇 

わた しの 嘆願の 叫びに 耳を 傾け 
てくだ さい。 


詩編 88:3—17  死を 免れる ことを 願う 祈り。 エホバに 助けを 叫び 求めた  968 


3 わたしの 魂は じゅうぶん 災いに 

あ (7) 

遭い， 

わた しの 命は シヱ オルと 接する 

[ィ） 

までに なった からです。 

4 わたしは 坑に 下る 者たち の 中に 数 

[ゥ） 

又ら れま した 0 

わた しは 力の ない 強健な 者の よ 

うにな ぷ， 

5 埋葬 所に 横たわる 打ち殺された 者 
のょぅ €， 

死者の 中に 放たれました。 
あなたは それらの 者を もはや 思い 
出さず， 

彼らは あなたの [援助の] み 手 か 
ら 断たれて しまいました。 

6 あなたは 最も 深い 坑 に， 

暗い 所， 大 いなる 底知れぬ 深みに 
わた しを 置かれ ま した。 

7 あなたの 激しい 怒りが わたしに の 

しか かぶ， 

あなたは そのす ベての 砕け 波を 
もって [わたしを] 苦しめられ 

[コ） 

ま した 0 セラ 0 

8 あなたは わたしの 知人たち を わた 
しから 遠く 離し， 

彼らに とっ てわた しを1 甚だ 忌む 
べき ものと され ま し ナし 
わた しは 拘束の 身に あり， 出て 行 
くこと がで きません。 

9 わたしの 目は わたしの 苦悩の ため 
に 弱り果てました。 

エホバよ， わた しは あなたを 一日 
じゅう 呼び 求め， 

あなたに 向かって たな ごころ を 
伸べ ま した。 


10 あなたは 死者の ために 驚嘆すべき 

[7} 

ことを なさる で しょ うか。 
また， 死ん だ 無力 な 者たち が 立ち 
上がる で しょ うか。 

彼らが あなたを たたえる で しょ 

[ゥ） 

つか。 セラ。 

11 あなたの 愛 ある 親切が 埋葬 所で， 
あなた の 忠実 さ が 滅び [の 場所] 
で 告げ 知らされる でしょう か。 
12 あなたに よって [なされる] 驚嘆す 
べき ことが 闇の 中で， 

また ，あなたの 義が 忘却の 地で 知 
られ るよう になる でしょう か。 
13 それでも， エホバよ， あなたに 向 

みず か  たす  さけ 

かって わたしは 自ら 助けを 叫 
び 求め ま した。 

そして 朝には， わたしの 祈りが 絶 
えず あなたに 向かい合 いま 
14 エホバよ， あなたが わたしの 魂 
を 捨て去られ るのは なぜで 

すぶ10 

なぜみ 顔を わた しから 覆い隠し 

(コ ） 

て おられる のです か。 

15 わたしは 少年の 時から 苦しんで お 
り， 今にも 息が 絶えそう です。 
わたしは あなたからの 怖ろ しい 
ことを 大いに 担って 来 ま した。 
16 あなたの 燃える 怒りの 激発が わた 
しの 上を 越えて 行き， 

あなた ご 自身 か らの恐 褅 がわた 
しを 沈黙 させました。 

17 これらは 水の ように 一日 じゅう わ 
たしを 取り囲み， 

一時に どっ とわた しを 包囲し 
ま した。 
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ダビデとの 契約。 義と愛 ある 親切に 富む 神 


詩編 88:18—89:15 


18 あなたは わたしから 友 も 友人 も 遠 
く 離されました。 

わた しの 知人たち は 暗 L 、場所です 0 
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マス キル。 エズラ ハ 人エ タンに よる。 

あい  しんせつ ひょうげん 

エホバの 愛 ある 親切の 表現を， 


わたしは 定めの ない 時に 至 
るまで 歌い ま 

わた しは 自分の 口で 代々 あな 
たの 忠実 さを 知らせます。 

2 わたしは こう 言った からです。 「愛 
ある 親切は 建てられ たものと 
して 定めの ない 時まで 保ち， 
天に ついては， あなたは その 中に 
ご 自分の 忠実 さを 堅く 立てて 

[キ） 

おられます」。 

3 「わたしは 自分の 選んだ 者に 対して 

けいやく  むす [ク） 

契約を 結び， 

わたしの 僕 ダビデに 誓った。 

4 『わたしは 定めの ない 時に 至る まで 
あなたの 胤を 堅く 立て， 

代々 に 至る まで あなたの 王座を 

きず  [サ） 

築こう』」。 セラ。 

5 そして， エホバよ， 天は あなたの 驚 
嘆すべき 行ないを たたえます。 
そうです， あなたの 忠実 さを， 聖 
なる 者たち の 会衆の 中で。 

6 いったい， 空で だれが エホバと 比べ 
られ るで しょ うか。 

裡の 子たち の 中で だれが エホ バに 
似る ことができる でしょう か。 
7 裡は聖 なる 者たち の 親しい 集いの 
中で 畏敬され るべき 方， 

その 周りに いる 者たち すべての 
上に あって 大 いなる 方， 畏怖の 
念を 起こさせる 方です。 


ばんぐん  (7) 

8 万軍の# エホバよ， 

あなたの よう に 強壮な 方が ，ヤハ 
よ， だれかい るでしょう か。 
そして， あなたの 忠実 さは あなた 

まわ  かこ  （ウ） 

の 周りを 囲んで います。 

9 あなたは 海のう ねりを 支配して お 
られ ます。 

そ れが 高波を 立て ると き， あなた 
ご 自身が それを 静められます。 
10 あなた ご 自身が ラハブ を， 打ち殺さ 
れた 者で も あるかの ように 砕 
かれ ま した。 

あなたは ご 自分の 強い 腕に よっ 
て 敵を 散らされました。 

11 天は あなたの もの， 地 も あなたの も 

(コ） 

のです。 

産出 的な 地と それに 満ちる もの 
一 あなた ご自 身が その 基を 据 
えられ ま した。 

12 北と 南 一 あなた ご 自身が それを 創 
造され ました。 

(t)  M 

タ ボルと へ ル モン ー それらは あ 

上ろ こ さけ 

な たのみ 名に あっ て 喜び 叫 び 

ま'/ 匕 

13 力強 さを 備えた 腕は あなたの もの， 

つよ (7] 

あなたの み 手は 強く， 

たか  [テ 1 

あなたの 右手は 高められます。 

14 義と 裁きは あなたの 王座の 定ま っ 

ば しょ [卜） 

た 場所， 

愛 ある 親切と 真実が あなたの み 

かお  まえ  き  （ナ  1 

顔の 前に 入って 来ます。 

よろこ  さけ  し  たみ さい わ  ㈡ 

15 喜びの 叫びを 知る 民は 幸いです。 


セ ヨシ 19:22; 裁 4:6; ソ申 3:8; ヨシ 12:1; 夕詩 65:12; 
チ 出 6:6; 申 4:34; ツ出 13:3; 申 6:21; ベ テ I  5:6; テ 詩 
44:3; 卜 申 32:4; 詩 5:4; 詩 71:19; 詩 97:2; 詩 145:17; 箴 
16:12; 啓 15:3; ナ出 34:6; ネへ 9:17; エレ 9:24; 二 民 10: 
10; 民 23:21; 詩 98:6。 
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エホバよ， 彼らは あなたの み 顔の 
光のう ちを 歩みつ づけ ま士。 

16 彼らは あなたの み 名に よって 一日 
じゅ う 喜び， 

あなたの 義 のうちに 高められる 

{ ゥ） 

のです。 

17 あなたは 彼らの 強さの 美で あり， 
あなたの 善意に よって わた した 
ちの 角は 高められる からです。 
18 わたしたちの 盾は エホバに 属し， 
わた したち の 王は イスラエルの 
聖 なる 方に 属する からです。 

19 その 時， あなたは 幻に よって ご 自分 
の 忠節な 者たち に 語り かけ， 

そ して 言われ ま した， 

「わた しは 力 ある 者の 上に 助けを 置き， 
民の 中から 選んだ 者を 高めた。 

20 わたしは わたしの 僕 ダビデを 見いだ し， 
わた しの 聖 なる 油を もってこれ 
に 油 そそいだ。 

21 わたしの 手は 彼と 共に あって 堅く 

たも  W 

保たれ， 

わたしの 腕が 彼を 強く する であ 

ろず。 

22 敵が 彼に 不当な 要求を する こと も， 

不義の 子が 彼を 苦しめる こと も 

[夕〕 

ない。 

23 そして， わたしは 彼の 前から その 敵 
対 者たち を 打ち砕き， 

彼を 激しく  む 者たち に 打撃を 

くわ  W 

加えて いった。 

24 また， わたしの 忠実 さと 愛 ある 親切 

とは 彼と 共に あり， 

わた しの 名に よって 彼の 角は 高 
^  (卜] 

め られ る。 


王 I  11:34 
ヘプ 2:17 
サ代 I 17:7 
使徒 13:22 
シサ I 16:13 
イザ 61:1 
使徒 10:38 


啓 19:16 
ク 使徒 13:34 


25 わたしは 彼の 手を 海の 上に， 

お  [脅.. 

その 右手を 川の 上に 置いた。 

26 彼 自身が わたしに 呼ば わる， 『あな 
たは わたしの 父， 

わた しの 裡 ，わた しの 救いの 岩で 

乎』 と 。 

27 そして， わたし 自身が 彼を 初子と し 

ぉ (力） 

地の 王のう ちの 至高の 者と して 
[置く] であろう。 

28 わたしは， 彼に 対する わたしの 愛 あ 
る 親切を, 定めの ない 時に 至る 

たも f ク 1 

まで 保つ。 

わた しの 契約は 彼に 対 して 忠実 
なので ある。 

29 わたしは 必ず 彼の 胤を 永久に 立て， 
その 王座を 天の 日数の ように [す 
る] であろう。 

30 もし 彼の 子ら がわた しの 律法を 

At, 

しほう じょう  さ だ 

わた しの 司法 上の 定めに よって 

あゆ  （ス） 

歩まないなら， 

31 もし 彼らが わたしの 法令を 汚し， 
わたしの おきてを 守らないなら， 
32 わたしもまた， 彼らの 違犯に 対しむ 

ぼう  (t) 

ち 棒を もって， 

彼らのと がに 対しむ ち 打ちを 
もって 注意を 向けなければ な 

M 

b ない。 

33 しかし， わたしは わたしの 愛 ある 親 
切を 彼から 絶つ ことを せず， 

ちゅうじつ  かん  いつわ 

わた しの 忠実 さ に関して 偽る こ 

m 

ともない。 

セサ n  7:14; 王 I  11:31; 箴 13:24; ソ出 32:34; 王 I  11:14; 
へブ 12:6; タサ n  7:15; 王  I  11:32; 王  I  11:36; チサ I  15:29; 
ヘプ 6：18〇 
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34 ゎ たしは 骼 の 鏹を簿 さ， 

自分の 唇の 述べる こ とを 変えない。 
35 一度 わたしは 自分の 神聖 さに よっ 

ちか  [0) 

て 誓った。 

ダビデに わた しは 偽り を 言わない。 
36 彼の 胤は 定めの ない 時に 至る まで 

も 靡1， 

その 王座は わた しの 前に あ っ て， 太 
陽の ように [永続す る] であろう。 
37 それは 月の ように 定めの ない 時に 
わたって 堅く 立てられる。 

ちゅうじっ しょうにん 

空に おける 忠実な 証人 [のよう 
に]」 0 セラ。 

38 しかし あなたは 一 あなたは 捨て去 
り， 侮べ っ しっづけます。 

じ ぶん  あぶら 

あな たは ご 自分の 油 そそがれた 
者に 対して 憤怒を 覚えました。 
39 あなたは ご 自分の 僕の 契約を 押し 
のけ， 

その 王冠を 地に 下して 汚され ま 

しん 

かれ  いしが こ 

40 あなたは 彼の 石 囲いを ことごとく 

舟ち iu 

その 城塞を 荒廃 させ ま した。 

41 道を 通って 行く 者は みな 彼に 対し 

りゃくだっ はたら [シ） 

て 略奪を 働き， 

彼は 隣り 人の そしり となり ま した。 
42 あなたは 彼に 敵対す る 者たち の 右 
手を 高め， 

そのす ベての 敵を 歓ば せま した。 
43 その上， あなたは 彼の 剣を 再び 敵と 

あっか [夕） 

して 扱い， 

彼が 戦闘に おいて 前進して 行く 

ゆる  [チ） 

ことを 許されませんでした。 

44 あなたは 彼の 輝きを 絶やさせ， 


カエレ 33:21 
ダニ 7:14 
ルカ 1:33 
キ代 I  28:9 
詩 44:9 
詩 60:1 
クサ D  24:12 
ゼカ 13:7 


ケ詩 74:7 
哀 5:16 
エゼ 21:26 
コ詩 80:12 
サ代 n 12:4 


セ 申 28:25 
ソ哀 1:7 
哀 2:17 

ョハ 16:20 

夕代 n  25:8 


イザ 30:27 


ク詩 49:15 
使徒 2:27 


使徒 2:30 
コ詩 44:13 


その 王座を まさ しく 地に 投げつ 
け まし# 0 

45 あなたは 彼の 若い 時の 日を 短く し， 
耳 L を もって 彼を 包まれました 0 セラ 0 
46 エホバよ， あなたは いつまで ご 自分 

を 覆い隠され るので すか。 い 

[ゥ】 

つまで もです か。 

あなたの 激しい 怒りは 火の よう 
に 燃えつ づける のです か。 

47 わたしが どれ だけの 間 生きる かを 
思い起こ してく ださい。 
あなたは ただ L ヽた ずらに すべての 人 
間の子ら を 創造 さ れ たのです か。 
48 生きて いる 人で 死を 見ない 強健な 
人が 果たして いるで しょ うか。 
彼は シヱ オルの 手から 自分の 魂 
を 逃れさせる ことができ るで 

[ク 1 

しょ つか 0 セラ 0 

49 エホバよ， あなたが その 忠実 さに 
よって ダビデに 誓った， 

先の 愛 ある 親切の 行為は どこに 

M 

あるので すか。 

50 エホバよ， あなたの 僕たちの 受け 
た そしりを 思い起こ してく だ 
さ I マ 。 

わた しが 多くの 民す ベて [の そし 
り] を 懐に 携えて いる ことを。 
51 エホバよ， あなたの 敵が そしった こ 

【シ） 

彼らが あなた の Iff そそがれた 者 
の 足跡を そしった ことを。 

52 エホバが 定めの ない 時に 至る まで 
ほめたたえられる ように。 アー 

(t) 

メン， アーメン。 

サ ロマ 15:3; シ詩 79:10; スサ n 16:7; マタ 12:24; マタ 26: 
65; ヨハ 8:48; セ ネへ 9:5; 詩 41:13; 詩 72:18。 
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第四卷 
(詩編 90-106) 

[まことの] 神の 人， モー セの 祈り。 

上 上 

エホバよ， あなたは 代々 にわ 
た oT 

わた したち のた めの 真の 住み 
かと なって くださいました。 


2 山々 が 生まれる 前から， 

また ，あなたが 地と 産 ii 的な 土地 
を 産みの 苦しみに よる かの よ 
う に 生み出される [前から]， 
実に ，定めの な l 、時から 定めの ない 
時に 至る まで， あなたは 裡 です。 
3 あなたは， 死すべき 人間を 打ち砕か 

もの  かえ  [ク） 

れた 物に 帰らせ， 

「帰れ， 人の子ら よ」 と言われます。 
4 あなたの 目には 千年 もまる で 過ぎ 
去った 昨日の ようで あり， 

夜の 間の 一区 切りの ような もの 


だからです。 

かれ  いっそう  トン} 

あなたは 彼らを 一掃され ま した。 


彼 


らは 単なる 眠りと なります。 
朝には， [彼らは] 移り変わる 青草 
のよう です。 

6 朝に 花を 咲かせ， そして 必ず 移り 変 

(V) 

わります。 

か  ひ  [夕） 

夕べには 枯れて ，必ず 干 か ら びます。 

いか 

7 わたしたちは あなたの 怒りに よ- 

お  むか （チ） 

て 終わりを 迎え， 

はげ 

あなたの 激しい 怒り によって か 

みだ  [ッ） 

き 乱された からです。 

8 あなたは わたしたちの とがを ご自 

ぶん  まえ [テ） 

分の 前に， 

わたしたちの 隠された 事柄を 輝 

かお  お  (H 

く み 顔の 前に 置かれ ま した。 


I わたしたちの 日は あなたの 憤怒の 

うちに ことごとく 衰えて ゆき， 

わたしたちは まるで ささやきの 

ように 自分の 年を 終えた から 
[ィ） 

です。 

10 わたしたちの 年の 日数 そのものは 

[ゥ） 

七十 年です。 

そ して, 特別の 力強 さの ために， た 
とえ そ れが 八十 年で あっても， 
た だ 難儀と 有害な こと が 付 きまと 
う だけです。 

それは 必ず 速やかに 過ぎ去り， わ 
た したち は 飛び去って しまい 
ま'/ )0 

11 一体 だれが， あなたの 怒りの 強さと 
あなたの 激しい 怒りを， あなたへ 
の 恐れに したが っ て知っ てい 
るでしょう か。 

12 自分の 日を 数える ことを [わたした 
ち] に 示して ください。 
わたしたち が 知恵の 心を もたら 
す ことができる ために。 

13 エホバよ， どうか 帰って来て くださ 
い。 いつまで なのです か。 

そ して， ご 自分の 僕た ちの ことを 
悔やんで ください。 

14 朝に あなたの 愛 ある 親切を もって 
わたしたちを 満ち 足らせて く 
ださ^1。 

わた したち が 喜び 叫び， すべての 
日 々にわ たって 歓 ぶため で士。 


〔出 
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I それは あなたが， 「エホバは わたし 
の 避難所です」 と [言った] か 
ら でぁ‘。 

あなた は 至高 者 ご 自身を 自分の 
住まいと した。 

10 どんな 災い も あなたに 降り懸かる 
ことな <, 

災厄 も あなたの 天幕に 近寄る こ 

[コ） 

とはない。 

11 [裡] は あなたに 関して ご 自分の 使 

めいれい 

いたちに 命令を 出される から 

で ぁ‘サ )。 

あなたを そのす ベての 道に おい 

まも  （シ） 

て 守る ようにと。 

12 彼らは 手で あなたを 支えて 運び， 
あなたが 石に 足を 打ちつ ける こ 

[せ） 

とのない ようにす る。 

13 あなたは 若い ライオンと コブラを 

4 みっ ぶ， 

たてがみの あ る 若い ライオンと 
大きな へびを 踏みに じる。 

14 彼が わたしに 愛情を 傾けた ので， 

のが  [ツ} 

わたし も 彼を 逃れさせる。 

彼^^ わた しの 名を 知る ようにな っ 


サ王 II  6:17; 詩 34:7; マタ 18:10; ルカ 4:10; シ出 
出 32:34; ヘプ 1:14; ス イザ 63:9; セ 詩 37:24; マ 
ベ テ I  2:8; ソ創 49:17; ルカ 10:19; タエ レ 51:34;  n 
チ 申 6:5; マル 12:30; ヨハ I  4:19; ツ詩 18:2。 
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詩編 90:15—91:14 


第 90 編 

ァ申 2:14 
ィ詩 30:5 
詩 126:5 
マタ 5:4 

ヨハ 16:20 

ウ詩 44:1 
[民 14:31 
ヨシ 23:14 
才詩 27:4 
力 詩 68:28 
寺 118:25 
f ザ 26:12 


昼に 飛んで 来る 矢 も 恐れない。 

6 また， 暗闇を 歩む 疫病 も， 

真昼に 奪略を 行なう 滅びを も。 

7 千 人が まさしく あなたの 傍らに 侄! I れ, 

まんにん 

万人が あな たの 右手に [倒れる]。 

ちか  (I) 

あなたに それが 近づく ことは ない。 

じ ぶん  W 

8 あなたは ただ 自分の 目で 見つめ， 

じゃあく  もの  おうほう  [力） 

邪悪な 者たち の 応報を 見る。 


973  エホバは 避難所， またとり で。 
15 あなたが わたしたちを 苦しみに 遭 
わせた その 日々 に応じて， 

さいなん  としどし W 

わた したち が 災難を 見た その 年々 
[に応じて] わたしたちを 歓ば 
せて くださいます ように。 

16 あなたの 働きが あなたの 僕たちに， 
あなたの 光輝が 彼らの 子ら の 上 
に 現われます ように。 

17 そして， わたしたちの 裡 エホバの 
快 さが わたしたちの 上に あり 
ますよう に。 

また， わたしたちの 手の 業を わた 
したち の 上に 堅く 立てて くだ 

(力） 

さい 0 

そうです， わたしたちの 手の 業を， 
どうか 堅く 立てて ください。 
Q1 至高 者の 秘められた 所 に 住む 
- 者は， 

自ら 全能者の 陰に 宿り 4 を A 
る ことにな 

2 わたしは エホバに ¥ し 上げよう， 
「[あなたは] わたしの 避難所， 
わたしの とりで， 

わた しの 依り 頼む わた しの 裡で 
to 

3 それは， [拽] ご 自身が， 鳥を 捕らえ 
る 者の わなから， 

ぎゃっきょうしょう  えきびょう  W 

逆 境を 生じさせる 疫病から， あ 
なた を 救い出される からだ。 

4  [裡] は あなたに 近づく ものを その 
羽翼で 阻み， 

あなたは®] の 翼の 下に 避難す る。 

しんじつ [チ 1 おおだて w  ほうるい 

なる。 

5 あなたは 夜の 怖るべき もの も， 
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詩編 91:15—92:14  神の 偉大な み 業， 

たので， わた しは 彼を 保護す る。 

15 彼は わたしを 呼び 求め， わたしは 彼 

に i ぇぷ。 

わたしは 苦難のと きに 彼と 共に 
いるであろう。 

わた しは 彼を 助け出し， 彼に 栄光 
を 授ける。 

16 わたしは 長い 日々 を もって 彼を 満 

ち是ら ぷ， 

わたしに よる 救いを 彼に 見させ 

[力） 

るであろう。 

安息日の ための 調べ， 歌。 
qo 至高 者よ, エホバに 感謝を さ 
さ (I， 

あなたの み 名に 調べを 奏でる 
のは 良い ことです。 

2 朝に あなたの 愛 ある 親切に ついて 

かた  W 

語り， 

夜ごとに あなたの 忠実 さ につい 
て [語る ことは]。 

3 十 弦の 楽器と リ ュート に 合わせ， 

たて 琴を 鳴り響かせながら。 

4 エホバよ， それは あなたが ご 自分の 
働きの ゆえに わたしを 歓 ばせ 
てくだ さった からです。 

あなたの み 手の 業の ゆえに わた 
しは 喜び 叫びます。 

5 エホバよ， あなたの み 業は なんと 偉 

だい  (セ） 

大 なのでしょう。 

あなたの お考えは 非常に 深いの 

(V) 

6 道理を わきまえない 人は だれも [そ 
れ を] 知る ことができません。 

愚鈍な 者は だれも こ れを 理解す 
る ことができません。 


=5 考え。 義 なる 者が 咲き出る  974 

7 邪悪な 者たち が 草木の ように 芽 

ば !7) 

生え， 

有害な ことを 習わしに する 者た 
ちが 皆 咲き出る とき， 

それは 彼らが 永久に 滅ぼし 尽く 

M 

される ためな のです。 

8 しかし， エホバよ， あなたは 定めの 
ない 時に 至る まで 高い 所に お 
られ ます。 

9 それは， ご覧く ださい， あなたの 敵 
たちが， エホバよ， 

それは， ご覧 くださし ヽ ，あなた ご自 
身の 敵たち が 滅びる からです。 
有害な ことを 習わしに する 者たち 
が 皆 互いに 分けられる のです。 
10 しかし， あなたは わたしの 角を 野牛 
の [角] のように 高く 上げて く 
ださぃ ま*1。 

あたら  あぶら  み  うるお  [ク） 

わた しは 新し L ゝ油で [身を] 潤します。 
11 そして わたしの 目は， わたしに 敵す 
る 者を 見つめ， 

わた しの 耳は， わた しに 向かって 
立ち上がる 者， 悪を 行なう 者た 
ちに ついて 聞く ことでしょう。 
12 義 なる 者が, やしの 木の ように 咲き 

[コ 1 

いで， 

レバ ノ ンの 杉の ように 大きく 育 

[サ） 

つのです。 

13 エホバの 家に， わたしたちの 裡の 

なかにわ （シ） 

中庭に 

植えられる 者た 彼らは 咲き出 
る ことでしょう。 

14 彼らは 白髪のと きに もな お栄え， 


シ詩 100:4; 詩 135:2; ス イザ 60:21; セ 詩 71:18; 葳 16: 
31; イザ 40:31; イザ 46:4。 
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975  神の 卓 逸 性。 神の 復 しゅうを 願う 祈り  詩編 92:15—94:11 


肥えて， はつらつと している こと 

(7) 

でしょう。 

15 それは エホバが 廉直な 方で ある こ 


つ  M 

とを 告げる ためです。 

いわ [ゥ j 

[裡 は] わたしの 岩 [であり] ，[扨 

ふぎ  (x) 

に 不義はありません。 
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みず か  [才 1 

エホバ 自ら 王と なられた！ 

[拽] は 卓 逸 性を 身に 着けて お 
られ る。 


エホバは 身に 着けて おられる 
一力を ご 自分の 帯と された。 

さんしゅ つてき  ち  かた 

産出 的な 地 も 堅く 立てられて 


いるので， よろめかされる 
ことは ありえない。 

2 あなたの 王座は 昔から 堅く 立てら 
れてお f ， 

あなたは 定めの ない 時から おら 
れ ます。 

3 川は 上げ ま した， エホバよ， 

川は その 声を 上げ ま した。 


川は そのたぎ る 音を 上げつ づけ 


ま' H 

4 広大な 水， 海の 威光 ある 砕け 波の音 
に まさって， 

エホバは 高みに おいて 威光を 帯 

(t) 

びて おられます。 

5 あなた ご 自身の 論し は 非常に 信頼 
できる ものでした。 

しんせい  なが  ひび 

エホバよ， 神聖 さは 長い 日々 にわ 
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たり， あなた ご 自身の 家に ふさ 

[チ 1 

わしい のです。 

復 しゅうの 業を 行なわれる 姓， 
エホバよ， 


復 しゅうの 業を 行なわれる 裡 

かがや  （テ） 

よ， 輝き 出て ください。 
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才詩 96:10 
詩 97:1 
イザ 52:7 


啓 19:6 
り 詩 68:34 
詩 104:1 
イザ 26:10 
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詩 145:13 
コ詩 90:2 
サ詩 98:8 
ン詩 148:7 
ス詩 65:7 
詩 89:9 
セ 詩 8:1 
詩 76:4 
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ノ詩 19:7 
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ツ申 32:35 
イザ 35:4 
エレ 50:28 
ナホ 1:2 

ロマ 12:1 

テサ I  4: 
テサ n 1 
ヘプ 10 


第二 欄 


ア創 18:25 


ェゼ 8:12 


2 地の 裁き 主よ， 身を 起こ してく だ 

(7) 

さい。 

ごう 慢な 者たち に 応報を 与えて 

M 

ください。 

3 エホバよ， 邪悪な 者たち はいつ まで， 
邪悪 な 者たち はいつ まで 歓喜す 

(X) 

るので すか。 

4 彼らは [言葉を] ほとばしらせ， とめ 
どもな く 話しつ づけます。 
有害な ことを 習わしに する 者た 
ちは みな 自慢し つづけます。 

5 エホバよ， 彼らは あなたの 民を 砕き 
っづ (!，  I 

あなたの 相続 物を 絶えず 苦しめ 

まぜ 。 

6 彼らは やもめ や 外人 居 舎 者を 殺し， 
父な し 子を 殺害し ます。 

7 そして 言いつ づけます， 「ヤ ハは 見 

[ザ） 

ない。 

ヤコブの 裡は [それを] 理解し な 

[シ） 

い」 io 

8 民の 中の 道理を わきまえない 者た 
ちよ， 理解せ よ。 

愚鈍な 者た ちよ， お前たち はいつ 
になったら 洞察力を 得る のか。 
9 耳を 植える 方は， 聞く ことができな 
いだろう か。 

また， 目を 形造る 方は， 見る こと 
がで きないだろう か。 

10 諸国 民を 正す 方は， 戒める ことが で 
きないだろう か。 

人間 に 知識を 授ける そ の 方が。 

11 エホバは 人間の 考えを 知って おら 

シ詩 73:11; イザ 29:15; ス詩 49:10; 詩 73:22; 詩 92:6; 箴 
12:1; セ箴 1:22; ソ創 21:17; 出 4:11; 詩 55:19; 詩 69:33; 
夕詩 34:15; 箴 20:12; チ 詩 9:5; イザ 10:12; ツ ヨブ 35: 
11; 詩 25:8; イザ 28:26; ヨハ 6:45。 
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詩 121:3 
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詩 37:24 
詩 117:2 
哀 3:22 


キ申 32:9 
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才詩 55:23 
ベ テ n  2：io 

カサ I 12:22 
詩 37:28 

ロマ 11:1 
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コ I  3:20 
ィ詩 119:71 
箴 3:11 
コ  I  11:32 
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コ出 15:1 
詩 66:2 
サ申 32:15 
サ n  22:47 
詩 98:4 
シ詩 50:23 
詩 100:4 
ス詩 105:2 


詩編 94:12—95:5  エホバは 正し， 

れ る。 それが 呼気の ような も 
ので ある ことを。 

12 ヤ ハよ， あなたが 正して くださる 人， 
あなたが ご 自分の 律法から 教えて 
くださる 強健な 人は 幸いです。 

13  [あなたは] 彼に 災いの 日からの 平 
穏を 与えて くださり， 

ついには 邪悪 な 者の ために 坑が 
掘り抜かれる のです。 

14 エホバは ご 自分の 民を 見捨てず， 

また， ご 自分の 相続 物を 捨てられ 
ないから です。 

15 司法 上の 定めは まさしく 義に 戻り， 

心の 康 直な 者は 皆 それに 従って 
行く からです。 

16 だれが わたしの ために， 悪を 行なう 
者たち に対して 立ち上がって 
く れ るで しょ うか。 

だれが わた しのた めに， 有害な こと 
を 習わしに する 者たち に対して 
立ち向かって くれる で しょ うか。 

17 もし エホバが わたしの 助けと なっ 
てくだ さらなかったら， 

わたしの 魂は もう 少しで 沈黙の 
うちに 住んだ ことでしょう。 

18 「わたしの 足は きっとよ ろめいて 行 
くだろう」 と， わたしが 言った 

[ス） 

エホバよ， あなたの 愛 ある 親切が 
わたしを 支えつ づけ ま した。 

19 不安の 念を 起こさせる わたしの 考 
えがわた しの 内で 多く なった 

(v) 

あなたの 慰めが わた しの 魂を い 
とおしむ ようになり ま した。 


支 足て くださる。 大 いなる 王  976 

20 忐告 によって 難儀を 仕組みな が 

ぎゃっきょう しょう  おうざ 

逆 境を 生じさせる 王座が あなた 
と 同盟を 結ぶ でしょう か。 

21 彼らは 義 なる 者の 魂に 激しい 攻撃 
を^， 

罪のない 者の 血 さえ も 邪悪で あ 
ると 言います。 

22 しかし， エホバは わたしの ための 堅 

ご  たかだい 闭 

固 な 商 台， 

わた しの# はわた しの 避難所の 
岩と なって ください ま 
23 そして， [迸] は 彼らに その 害悪を 

かえ！ キ I 

返し， 

彼らを 彼ら 自身の 災いに よって 
沈黙させる のです。 

わた したち の# エホバは 彼らを 
沈黙させます。 

さあ， エホバに 向かって 喜び 叫 
ぼ^11。 

わた したち の 救 L ヽの 岩に 向か っ 
て 勝利の 叫びを 上げよう。 

2 感謝の ことばを もって そのみ 前に 

ゆ [シ 1 

調べを もって [神] に！! 利の 叫び 
を 上げよう。 

3 エホバは 大 いなる#， 

[他の] すべての 神に 勝る 太いな 
る 王 だからで ある。 

4 そのみ 手の 中に 地の 最も 内なる 深 
みが あ $， 

[拽] に 山々 の 峰は 属する。 

5  [拽] にご 自身の 造られた 海は 属し， 
そのみ 手は 乾 L げこ 地を も 形造った。 


95 


? 詩 47:2; 詩 96:4; エレ 10:10; テト 2:13; ソ出 18:11; 詩 
97:9; 詩 135:5; イザ 44:8; マラ 1:14; コ I  8:6; タ アモ 9:3; 
チ 詩 65:6; アモ 4:13; ツ創 1:10; ヨブ 38:11; 箴 8:29; エ 
レ 5:22; テ 創 1:9; 箴 8:26。 


018  9 58 〇  60 

^ :  2  〇 .  3  7  :1  :927  16221 :  5  9 

二  2 58: ザ ニニ 徒 5:8 59: 23: 2 17: 走 59: 18: 62: 飞 7:1 2:2 5:2 利 2 7:1 26- 12 
I®  王 詩 ィダ ダ 使 伝 詩 出 王 箴使詩 詩 詩 エ詩箴 箴テサ 詩箴詩 


第 96 編 


第二 欄 

ァ詩 72:18 
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ロマ 14:11 
啓 14:7 
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エゼ 34:31 
才へブ 3:7 
ヘプ 4:7 
力 申 32:51 
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コ I  10:4 
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申 6:16 
申 9:22 
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ヶ民 14:22 
コへブ 3:9 
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新しい 歌を 歌え  詩編 95:6—96:10 

もろもろの 民す ベての 中で その 
くす しいみ 業を 告げ 知らせよ。 

かた W  さんび 

4 エホバは 大 いなる 方， 大いに 賛美 さ 
れ るべき 方 だからで ある。 
[ほかの] すべての 神々 に勝っ 

て 畏怖の 念を 起こさせる 方で 

:ゥ） 

ある 0 

たみ  かみがみ  む か ち 

5 もろもろの 民の 神々 はみ な 無価値 

[エ） 

な 神 だからで ある。 

しかし エホバは， まさしく 天を 造 

it) 

られ た。 

6 尊厳と 光輝は そのみ 前に あり， 

力と 美は その 聖 なる 所に ある。 

7 もろもろの 民の 諸 族よ， エホバに 帰 
せ £， 

栄光と 力を エホバに 帰せよ。 

8 そのみ 名に 属する 栄光を エホバに 
A せ 

供え物を 携えて， その 中庭に 入れ。 

せい  かざ  もの  つ  み 

9 聖 なる 飾り物を 着けて エホバに 身 
を かがめよ。 

地の すべて [の 者] よ， [独] の ゆえ 
に 激しい 痛みを 覚えよ。 

10 諸国 民の 中で 言え， 「エホバ 自ら 王 
となられ た。 

産出 的な 地 も 堅く 立てられ てい 
るので， よろめかされる ことは 
ありえない 0 

[#] はもろ もろの 民の 言い分を 
廉直に 弁 ft してく ださ るで あ 
ろぅ"1」 と。 

エ代 I  16:26; 詩 97:7; イザ 37:19; イザ 44:10; エレ 10:11; 
コ I  8:4; 才創 1:1; 詩 115:15; イザ 42:5; 力 出 24:10; 詩 
104:1; イザ 6:1; エゼ 1:27; キ代 I  16:27; 啓 4:3; ク詩 29: 
1; ケ代 I  29:11; コ申 28:58; ネへ 9:5; 詩 72:19; サ イザ 
60:6; シ詩 29:2; ス代 I  16:30; 詩 114:7; セ 詩 93:1; 詩 97: 
1; 啓 11:15: 啓 19:6; ソ詩 93:1; 夕詩 67:4; 詩 98:9; ぺテ 
I  2:23。 


977  神の み 前に 身をかがめる。 

6 入って 行き， 崇 を ささげ， 身を か 
がめ よ 

わた したち の 造り 主 エホバの み 
前に ひざまずこう。 

7 この 方は わたした ちの#， わたした 
ちは その 放牧地の 民， そのみ 手 
の 羊 だからで ある。 

今日， もし あなた 方が その 声を 廳 

(才！ 

いたなら， 

8  メ リバに おける ように， 

荒野の マッサの 日に おける ように 
心を かたく なに しては ならない。 

9 そのと き， あなた 方の 父祖たち はわ 
たしを 試した。 

彼らは わたしを 調べ， また わたし 
の 働きを 見た。 

10 わたしは 四十 年間 [その] 世代に 対 
して 嫌忌の 念を 抱きつ づけ， 
そして 言うよう になった， 

「彼らは 心の 定ま ら ない 民で ある。 
彼ら 自身は わた しの 道を 知る に 

いた  [シ 1 

至らなかった」 と。 

11 彼らに 関して， わたしは 怒りのう ち 

諮  [ス） 

「彼らには わた しの 休み場に 入ら 
せない」 と。  し 

エホバに 向かって 新しい 歌を 
歌; C。 

地の すべて [の 者] よ， エホバ 

i 夕 1 

に 向かって 歌え。 

2 エホバに 向かって 歌い， そのみ 名を 
ほめたたえよ。 

日から 日へ とその 救いの 良いた 
よりを 告げよ。 

3 諸国 民の 中で その 栄光を， 
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ゅぇに， 

シオンは 聞いて， 歓び はじめ， 
ユダに 依存す る 町々 は 喜びは じ 
め まし/！ L 

エホバよ， あなたは 全地を 治める 至 
高 者 だからです。 

その上る とこ ろは [ほかの] すべての 

かみがみ  まさ  ひじょう  たか  （ォ） 

神々 に 勝っ て 非常に 高 l 、のです。 
10 エホバを 愛する 者たち よ， 悪を 憎め。 
[S] はご自 分の 忠節な 者たち の 

IT を 等って ぉらん 
邪悪な 者た ちの 手から 彼らを 救 
い 出される。 

1厂 光が 義 なる 者の ために， 

歓 びが 心の 廉直な 者たち のた め 

[サ 1 

にきら めいた。 

12 義 なる 者たち よ， エホバに あって 

よろこ （シ 1 

歓 び， 

その 聖 なる 記念に 感謝せ よ。 

調べ 0 

あたら  う t こ  (¢1 

エホバに 新しい 歌を 歌え。 

その 行なわれ たことは くす し 
いからで ある。 

その 右手， その 聖 なる 腕が ご 
自分の ために 救いを 遂げた。 

すく  し  m 

エホバは その 救いを 知らせ， 

諸国 民の 目 に その 義を 現わされた。 
[神] は イスラエルの 家に 対する そ 
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才出 18:11; 詩 95:3; 詩 135:5; イザ 44:8; カ マル 12:30; コ 
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33:1; ハバ 3:18; フイ 4:4; ス出 3:15; 詩 30:4; 詩 50:23; 詩 
135:13;  第 98 編 セ 詩 33:3; 詩 ％ 山 詩 149:1; イザ 
42:10; ソ出 15:11; 詩 77:14; 詩 86:10; 詩 105:5; 詩 111:2; 
詩 136:4; ルカ 1:49; 夕出 15:6; 詩 2:6; 詩 110:2; イザ 52: 
10; イザ 59:16; イザ 63:5; チ ルカ 2:30; ツ イザ 5:16; イザ 
60:3; イザ 62:2;  ロマ 3:25。 


エホバは 王で あられる。 悪を 憎め  978 

第96 編 |  8 エホバよ， あなたの 司法 上の 定めの 


詩編 96：11—98：3  歓 ベ， 

11 天は 歓 び， 地は 喜びに 満ちよ。 

海と そこに 満ちる ものは 鳴りと 
どろ#。 

12  ‘原 野と その 中に あるす ベての もの 

は 歓喜せ よ。 

それと 同時に， 森林の 木々 もみな 
エホバの み 前で 喜びに 満ちて 
叫びを 上げよ。 

13  [神] は 来られた からだ。 

地を 裁く ために 来られた からだ。 
産出 的な 地を 義を もって， 

もろもろの 民を ご 自分の 忠実 さ 

【ク） 

を もって 裁かれる。 


エホバ 自ら 王と なられた 


97 はよ# ベ, 


おお  しまじま  よろこ ⑼ 

多くの 島々 は歓 ベ。 

く ら やみ 


2 雲と 濃い 暗闇が [裡] の 周りに ある。 
義と 裁きは その 王座の 定まった 

ば しょ (ス） 

場所。 

3 そのみ 前を 火が 行き， 

織の 議 縫たち— く 

4 その 稲妻は 産出 的な 地を 照らし 出し， 
地は 見て， 激しい 痛みを 覚える よ 
うに なった。 

5 山々 も エホバの ゆえに， 

全地の 主の ゆえに， ろうの ように 
溶けは じめ た。 

6 天は その 義を 告げ 知らせ， 

もろ もろの 民は 皆 その 栄光を 見た。 
7 彫刻した 像に 仕える 者は みな 恥を 
かくが よい。 

む かち  かみがみ (ヌ] ほこ 

無価値な 神々 を 誇りに している 
者たち は。 

こ の 方に 身をかがめ よ， すべての 

[ネ] 

神々 よ 0 


:34 49: :5 60: :21 :  12 :  11 :  14 :4 :  12 .Q 


96: 11: 19: 9、 10: 、 08 18: 89: 9 16: 181 0 


:  1 :6 :5 2: :2 :  1 18 6-. 18 


6  6  3  7  : 1  8  4  5  6 14 :  :  2  2  :  :  2 1  6 
1 77:l 104: 114: L/51 ? 47:2 83:l 5:5 ^; ? 19:l ? 20:4 ^ (12: [16: 96:5 £ +f41 12:l 18:l 86:8 ハ 


ョ 詩 詩 詩 詩 詩 ェハ詩 詩 裁 ミ + 


二 19: ザ 48: 83: 
第 詩 ィ詩詩 


:3^ :7 :1 6: 8: 55 34 36 
6 98 - 6  1 1  4 ザゼゼ 
詩 詩 詩 代 詩 ィエ エ 
アイ ウエ 


シ啓 19:2 
ス詩 67:4 

ロマ 2:6 


ケ詩 24:1 
詩 33:8 
詩 96:13 
コイ ザ 44:23 
イザ 49:13 
イザ 55:12 
サ詩 9:8 
詩 96:10 
使徒 17:31 


才詩 33:2 


第 98 編 

アレビ 26:42 
申 4:31 
ルカ 1:54 
イイ ザ 49:6 
使徒 13:47 
使徒 28:28 

ロマ 10:18 
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詩 66:3 
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イザ 29:23 
啓 15:4 
ィョブ 36:6 
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詩 21:13 
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セ 詩 93:1 
啓 11:17 
ソ イザ 64:2 
夕出 25:22 
詩 18:10 
詩 80:1 
チサ I 14:15 
ヨブ 9:6 
詩 82:5 
エゼ 38:19 
ツ詩 50:2 
テ 詩 66:7 
詩 83:18 
詩 97:9 
卜 詩 111:1 


神は 義を もって 裁く。 忠実な 人々 に 答えて くださる 


詩編 98：4 一 99.9 


の 愛 ある 親切と 忠実 さを 思い 
出さ れ た。 

地の果ては 皆 わた したち の迚に 
よる 救いを 見た。 

4 地の すべて [の 者] よ， エホバに 向 
かって 勝利の 叫びを 上げよ。 
快活に なり， 喜び 叫び， 調べを 奏 

M 

でよ。 

5 たて 琴を もって エホバに 調べを 褰 

! 才！ 

でよ。 

たて 琴と 歌の 調べを もって。 

6 ラッパと 角笛の 音を もって， 

王 エホバの み 前で 勝利の 叫びを 
上げよ。 

7 海と そこに 満ちる ものは 鳴りと どろけ。 

産出 的な 地と そこに 住む もの も。 
8 川 も 手を たたけ。 

山々 も エホバの み 前で こぞって 

よろこ さけ [コ） 

喜び 叫べ。 

9  [#] は 地を 裁く ために 来られた か 

biL 

産出 的な 地を 義を もって 裁き， 
もろもろの 民を 廉直 さを もって 
[裁かれる]。 

みず か  （セ 1 

QQ エホバ 自ら 王と なられた。 もろ 
もろの 民は 動揺せ よ。 

[拽] は ケルプた ちの 上に 座し 

[夕）  ち  ふる  （チ） 

て おられる。 地は 震えよ。 

2 エホバは シオンに おいて 大 いな 

かた {ツ） 

る 方， 

そ して もろもろの 民す ベての 上 

たか  [テ） 

に 高く います。 

3 彼らが あなたの み 名を たたえます 

[卜} 

ように。 

それは 大 いなる もの， 畏怖の 念を 


起こさせる もの， 聖 なる ものな 

(7) 

のです。 

4 そして， [#] は 王の 力を もって 裁き 

あい  （イ） 

を 愛された。 

あなた ご _ 身が 廉直 さを 堅く 立 

[ゥ） 

て られ た。 

ヤコブの 中の 裁きと 義は あなた 
ご 自身が 行なわれ たもの。 

5 あなた 方は わたしたちの 拽 エホバ 
を 高め， その 足 台に 身を かが 

[力） 

めよ。 

[裡] は聖 なる 方で ある。 

6 モー セと ア ロンは その 祭司たち の 

[ク） 

中に， 

サム エルは そのみ 名を 呼び 求め 

もの  ⑼ 

る 者たち の 中に いた。 

彼ら は エホバを 呼びつ づけ， [拽] 
はいつ も 自ら これに 答えて く 
ださっ^1。 

7 雲の1 柱の 中で 絶えず 彼らに 語り か 
けて くださった。 

彼らは [进] が 自分たち にお 与え 
に なった 諭しと 規定を 守った。 
8 わたしたちの 牲 エホバよ， あなた ご 
自身が 彼らに 答えて ください 
ま した。 

あなたは 彼らに 対して 赦 しを 


ぁた 


又， 

その 由々 しい 行為に 対して 復 しゅ 
うを する 裡と なられました。 
あなた 方は わた したち の 独 エホバ 
を H 


ケサ I  7:9; サ I  12:18; エレ 15:1; へブ 11:32; コ出 15:25; 
サ I  15:10; サ出 19:9; 出 33:9; 民 12:5; 民 14:14; シ出 
40:16; 申 4:5; サ I  12:3; ス申 9:19; セ 民 14:20; 詩 78:38; 
3： レ 46:28; ミカ 7:18; ソ出 34:7;  ロマ 3:5; 夕出 15:2; 詩 
34:3; 詩 108:5; 詩 118:28。 
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神は わたしたちの 造り 主。 尊大な 者たち 
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詩編 100:1—101:8 

そ の聖 なる 山で 身をかがめよ。 
わた したち の迚 エホバは 聖 なる 
方 だからで ある。 


感謝の ことばの 調べ。 

"I 地の すべて [の 者] よ， エホバ 

I  |1|1  しょぅり さけ  （ェ） 

に 勝利の 叫びを 上げよ。 

2 歓 びを もって エホバに 仕えよ。 

喜びの 叫びを もって そのみ 前に 

く  [力 1 

来る ように。 

3 エホバが 裡 である ことを 知れ。 

わた したち を 造った のは [裡] であっ 
て， わたしたち 自身では ない。 
[わたしたちは] その 民， その k 牧 
地の 羊 [である]。 

4 感謝の ことばを もって その 門に 


ヶ詩 95:7 
ェゼ 34:31 


賛美を もって その 中庭に [入れ]。 

[裡] に 感謝を ささげ， そのみ 名を 

トン） 

ほめたたえよ。 

エホバは 善良な 方 だからで ある。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 


シ詩 96:2 
詩 145:1 
ヘプ 13:15 

ス詩 86:5 
エレ 33:11 
ルカ 18:19 


その 忠実 さは 代々 に 及ぶ。 


ダビデに よる。 調べ。 

あい  しんせつ  さば 

わたしは 愛 ある 親切と 裁きに 

リ 丄 っぃ て義ぃ ま}1。 

エホバよ, わた しは あなたに 

む  しら  かな  m 

向かって 調べを 奏でます。 
わた しは とがのない 道に あって 思 
it 深く 行動し ます。 

あなたは いつわた しのと ころに 
来て くださる のです か。 

こころ ちゅうせい 

わた しは 心の 忠誠に よって わた 

いえ  ある  [卜） 

しの 家の 中を 歩きます。 


3 わたしは どう しよう もない ものを 

まえ  お  (7) 

目の前に 置きません。 

わたしは それて 行く 者たち の 行 

にく  K3 

ない を 憎み ま した。 

それが わたしに 取り付く ことは 

to) 

ありません。 

ま  こころ  はな  ゆ 

4 曲がった 心は わたしから 離れて 行 

きま 茅 。 

わる  なに  し 

わた しは 悪い ことを 何も 知り ま 

[才 1 

せん。 

とも  ちゅうしょう  もの [力） 

5 友を ひそかに 中傷す る 者， 

ちんもく  [キ】 

わた しは その 者を 沈黙させます。 
目が ごう 慢 で， 心の 尊大な 者， 

がまん  （ヶ） 

わた しは その 者に 我慢で きません。 

ち  ちゅうじつ  もの 

6 わたしの 目は 地の 忠実な 者たち の 

(コ） 

上に あります。 

彼らが わたしと 共に 住む ため 

[サ） 

です。 

みち  あゆ  [シ] 

と がの ない 道を 歩んで いる 者， 

つか  （ス） 

それが わた しに 仕える 者な のです。 

いえ  さくりゃく  めぐ 

7 わたしの 家の 中には， 策略を 巡らす 

もの  す  t セ） 

者は だれも 住みません。 

いつわ  かた  （ソ） 

偽りを 語る 者に ついては， そ 
の 者が 

まえ  かた 

わた しの 目の前に 堅く 立てられ 

[夕） 

る ことはありません。 

まいあさ ち  じゃあく  もの 

8 わたしは 毎朝， 地の 邪悪な 者たち を 
沈黙させます。 

有害な こと を 行なう 者を 皆， エホバ 
の 都 から 断ち 滅ぼす ためです。 

イ出 32:8; サ I  12:20; 詩 97:10; 詩 119:128; 箴 8:13; 箴 13: 
5; ゼパ 1:6;  ロマ 12:9; ヘプ 1:9; ヘプ 10:38; ベ テ n  2:21; 
ユダ 23; ウ申 13:17; エ箴 11:20; 箴 17:20; オ マタ 7:23; 
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卜 2:3; キコ I  5:11; コ n  6:14; ヨハ n 10; ク ヨブ 40:11; 詩 
18:27; 箴 6:17; イザ 2:11; ルカ 18:14; ぺテ I  5:5; ケ テサ 
I  3:14; コ詩 34:15; ルカ 12:42; サコ n  13:11; シ詩 119:1; 
ス ヨハ 12:26; セ 詩 32:2; 詩 52:2; ソ王 II  5:26; 使徒 1:16; 
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老いて 弱く なって いる 者の 祈り。 シオンは 築かれる  詩編 102:1—17 


苦しむ 者が 弱く なって， エホバの み 前 
に その 気遣いを 注ぎ 出す ときの 祈り。 

エホバよ， どうか わたしの 祈 
量 似 りを A ぃ てくだ さ ド。 

助けを 求める わた しの 叫 
びが あなたに 届きます 

ょぅこ 

2 わたしが 窮境に 陥って いる 日に， わ 
たしから み 顔を 覆い隠さない 
でく ださい。 

あなたの 耳を わた しに 傾けて く 
ださ 11 ^ 

わた しが 呼ぶ 日に， 急いでく ださ 
い。 わたしに 答えて ください。 

3 わたしの 日々 はま さに 煙の ように 
終わりを 迎え， 

わたしの 骨は 炉 のように 真っ赤 
に 熱せられた からです。 

4 わたしの 心は 草木の ように 打たれ 
て， 干からびて います。 

わた しは 自分の 食べ物を 食べる こ 
と を 忘れて しまったから です。 

5 わたしの 溜め息の 音の ために， 

わたしの 骨は 肉に くっつい てし 
まい ま した。 

6 わたしは 荒野の ペリカン に似てい 

まぜ。 _ 

わた しは 荒廃した 場所に いる 小 
さいふくろう のように なり ま 
した。 

7 わたしは やせ 衰え， 

屋根の 上の 独り ぼっ ちの 鳥の よ 
うに なって います。 

8 わたしに 敵す る 者たち は 一日 じゅ 
うわた しを そしりました。 

わたしを ばかにする 者たち は， 実 


にわた しに よって 誓いを 立て 

(7) 

ま した。 

► わたしは 灰を パンの ように 食べた 
からです。 

わたしは 自分の 飲む ものを 泣き 
声と 混ぜ合わせました。 

10 それは あなたの 糾弾と 義憤の ため 

で to 

あな たは わたしを 持ち上げて， 投 
げ 捨てよう とされた からです。 
11 わたしの 日は 傾いた 影の ようで あり， 
わたし 自身は ただの 草木の よう 

ひ  (4) 

に 干からびて います。 

12 しかし あなたは， エホバよ， 定めの 
ない 時に 至る まで 住み， 

きねん  よよ  およ  [ヶ） 

あなたの 記念は 代々 に 及びます。 

みず か 

13 あなたは 自ら 立ち上がり， シオンに 
憐れみを 抱かれます。 

今は その 恵みと なる 時期 だから 
です。 

定めの 時が 到来 したから です。 

14 あなたの 僕たちは [シオン] の 石に 
楽しみを 見いだ したから です。 
彼らは その 塵に 恵みを 向ける の 
です。 

しょこく みん  おそ （セ） 

15 諸国 民は エホバの み 名を 恐れ， 

地の すべての 王は あなたの 栄光 
を [恐れ] ます。 

16 エホバは 必ず シオンを 築き上げ， 

ご 自分の 栄光のう ちに 現われる 
はず だからです。 

17  [裡] は， [すべての ものを] 奪われた 


/  ネへ 2:3; ネへ 4:6; 詩 137:5; ダニ 9:16; ス詩 79:1; 
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8:22; 夕詩 51:18; 詩 147:2; エレ 33:7; チイ ザ 6:1; イザ 
60:1。 
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人たち の 祈りを 必ず 顧みて く 

ださぶ， 

彼らの 祈りを さげすまれません。 

18 これは 後の世 代の ために 書き記さ 

[0] 

れ ます。 

これから 創造され る 民は ヤ ハを 
賛美す るので す。 

19  [进] がその 聖 なる 高みから 見下ろし， 
エホバ ご自 身が 天 か ら 地を ご覧 
になった からです。 

20 捕らわれ人の 溜め息を 聞く ため， 

死に 定められた 者たち を 解き放 

\〇] 

つため に。 

21 エホバの み 名が シオンで， 

その 賛美が エルサレムで 告げ 知 
ら される ためです。 

22 もろもろの 民が こぞって 集められ， 
もろもろの 王国が [集められ], エ 

つか  トン） 

ホバに 仕えようと するとき に。 

みちと ちゅう  くる  W 

23  [棚は 道の 途中で わたしの 力を 苦しめ， 
わたしの 日数を 短く されました。 
24 わたしは 言い はじめました， 「わた 
しの 姓よ， 

わたしの 日 の 半ばに わた しを 取 
り 去らないで ください。 
あなたの 年は すべての 代に 及び 
ま'/1。 

25 あなたは 昔， この 地の 基を 据えられ 

[チ〕 

ま した。 

天は あなたの み 手の 業です。 

26 それらの ものは 滅びう せます が， あ 
なた ご 自身は 立ちつ づけます。 
それは 衣の ようにみ な 古びて し 
まぃ ま'/1。 

あなたは 衣服の ように それを 取 


第 102 編 


ア詩 72:12 
ダニ 9:21 


イ詩 22:24 
ウ詩 71:18 
詩 78:4 


エ詩 22:31 
詩 45:17 
イザ 43:21 
才申 26:15 
代  n  16:9 
詩 14:2 


力 詩 33:13 
詩 113:6 


キ出 3:7 
詩 79:11 
イザ 61:1 
ク代 H  33:13 


ケ イザ 51:11 
コ詩 9:14 
詩 22:22 
サ創 49:10 
イザ 11:10 
イザ 49:22 
シ詩 72:11 
イザ 60:3 
ス詩 89:40 


セ ヨブ 21:21 
詩 89:45 


ソ イザ 38:10 
夕詩 90:2 
詩 102:12 


チ 創 1:1 
創 2:1 


ヨブ 38:4 
イザ 48:13 
ゼカ 12:1 


ヘプ 1:10 
テイ ザ 34:4 
ト イザ 51:6 
ヘプ 1:11 


第二 欄 


ウ詩 6 
[サ n 
詩 9 
イザ 66:22 


第 103 編 


力 詩 86:12 
詩 145:2 
マル 12:30 
キ申 8:2 
詩 105:5 
イザ 63:7 
クサ n 12:13 
詩 130:8 
イザ 43:25 


り 替えられます。 そして それ 
は 用を 終える のです。 

27 しかし あなたは 同じで あり， あなた 
の 年が 全うされる ことは あり 

ませ ふ 

28 あなたの 僕たちの 子ら は 住み つづ 

かれ  しそん  まえかた 

彼らの 子孫は あなたの み 前に 堅 

(x) 

く 立てられる のです」。 
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ダビデに よる。 

たましい 

わたしの 魂よ， エホバを ほめ 


たた 又よ。 

わた しの 内に あるす ベての 
ものよ， その 聖 なるみ 名 
を [ほめたたえよ]。 

2 わたしの 魂よ， エホバを ほめたたえよ。 
そのす ベての 行ないを 忘れて は 
ならない。 

3  [姓] は， あなたの すべての とがを 

ゆる [0) 

許し， 

あなたの すべての 疾患を いやし， 
4 坑の 中から あなたの 命を 取り戻し， 
あな たに 愛 ある 親切と 憐れみを 
冠 として 添え， 

5 あなたの 生涯を 良い もので 満たし 

トン 1 

て お られ る。 

あなたの 若さは 鷲の ように 絶え 
ず 新たに される。 

6 エホバは， だまし取られ ている 者す 
ベての ために， 

義と 司法 上の 定めを 執行して お 

(V] 

られ る。 

7  [神] は その 道を モ ー セに 知 ら せ， 


ケ出 15:26; 申 7:15; 詩 41:3; 詩 147:3; イザ 33:24; エレ 
17:14; ヤコ 5:15; 啓 21:4; コ詩 34:22; 詩 56:13; 詩 69:18; 
サ箴 3:3; ミカ 7:18; シ詩 23:5; 詩 65:4; テモ I  6:17; ス詩 
51:12; イザ 40:31; セ 申 24:14; 詩 12:5; 箴 22:23; ヤコ 5: 
4; ソ詩 5:8; 詩 9:8; 詩 71:2; 詩 146:7; 夕出 24:4; 民 12: 
8; 申 34:10; ネへ 9:14; 使徒 7:35。 
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その 行動を イスラエルの 子ら に 
[知らせた]。 

8 エホバは 憐れみと 慈しみに 富み， 

怒る ことに 遅く ，愛 ある 親切に 満 
ちて おられる。 

9  [拽] はいつ まで も 過ちを 捜し つづ 
ける こと も， 

定めの ない 時に 至る まで 憤慨し 
つづける こと もない。 

10  [裡] はわた したち の 罪に 応じて わたし 
たちを 扱う こ とを されなかった。 
わたしたちの とがに 応じて， 当然 
受けるべき ものを わたしたちに 
もたらす こと もされなかった。 
11 天が 地よりも 高い ように， 

あい  しんせつ  じ ぶん  おそ 

その 愛 ある 親切は ご _ 分を 恐れ 
る 者たち に対して 優れた もの 
だからで ある。 

12 日の出が1 日没から 遠く離れて いる 
のと 同じく， 

[进] はわた したち の 違犯を わたした 
ちから 遠く に 離して くださった。 
13 父が 自分の 子ら を 憐れむ ように， 
エホバは ご 自分を 恐れる 者たち 
を 憐れんで くださった。 

14  [裡] ご 自身が わたしたちの 造りを 
よくご 存じで あり， 
わたしたちが 塵で ある ことを 覚 
えて おられる からだ。 

し  にんげん  かれ 

15 死すべき 人間に ついていえば， 彼の 

あおくさ  [夕） 

日は 青草の ようで あり， 

その 咲き出る 様子は 野の花の よ 

ぅ么 

16 ただの 風が その上を 過ぎ行けば， も 
はや それは ないから である。 


第 103 編 


ク詩 36:5 
詩 57:10 


ケ詩 103:17 
寺 113:3 


サ レビ 16:22 
イザ 43:25 
エレ 31:34 
シ イザ 49:15 
マラ 3:17 


セ 詩 78:39 
詩 89:47 
ソ創 2:7 
創 3:19 


ツ ヨブ 27:21 
イザ 40:7 


第二 欄 


マタ 23:22 
使徒 7:49 


それが あっ た 場所は ，もう それに 
気づき もしない。 

17 しかし エホバの 愛 ある 親切は， 定め 
のない 時から 定めの ない 時に 

いた  M 

至る まで， 

[迚] を 恐れる 者たち に 向けられ， 
その 義 は， 子ら の 子ら に， 

18  [姓] の 契約を 守る 者たち， 

その 命令を 覚えて 実行し ようと 

およ [力） 

する 者たち に 及ぶ。 

19 エホバ 自ら 天に その 王座を 堅く 立 
てられた。 

その 王権は すべての ものの 上に 
支配を 行なった。 

20 エホバを ほめたたえよ， その 使いた 
ちよ。 強大な 力を 持ち， 

[独] の 言葉の 声に 聴き 従う こと 
によって， そのみ 言葉を 行なう 
肇ナ こち L 

21 エホバを ほめたたえよ， そのす ベて 

ぐんぜい トン） 

の 軍勢よ。 

その ご 意志を 荇な っ て， [裡] に 仕 
える 者たち よ。 


22 エホバを ほめたたえよ， そのす ベて 

のみ 肇 <£， 

し はい  およ  ばしょ  M 

[#] の 支配の 及ぶ すべての 場所で。 

わたしの 魂よ， エホバを ほめた た 

(夕） 

えよ 0 
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わたしの 魂よ， エホバを ほめ 
たた 又よ。 


わたしの® エホバよ， あな 

じ ぶん  ひじょう 

たは ご 自分が 非常に 大い 


ク詩 47:2; 詩 145:13; イザ 14:26; ダニ 4:25; ケ代 B  18:18; 


ルカ 1:19; ヘプ 1:14; 啓 7:12; シ王 I  22:19; 詩 148:2; イ 
ザ 1:24; ルカ 2:13; ス マタ 13:41; ヘプ 1:7; セ 詩 150:6; 
ソ詩 89:11; 詩 145:13; 夕詩 145:10; 第 104 編 チ 詩 
103:1。 


詩編 104:2—18 


地は 永久に 存続す る。 神に よる 備え 
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なる 方で ある ことを 明ら 
かにされ ま した。 

あなたは 尊厳と 光輝を 身に 

っ [ィ） 

2  "I5 を 案 b ようにして [それに] 鼻を 

つつ  W 

包み， 

天を 天幕 布の ように 張り 伸ばさ 
れ まし g。 

3  [あなたは] 水の 中に 梁材を もって 

ご 自分の 階上の 間を 建て， 

雲を ご 自分の 兵車と し， 

風の k に 乗って 歩き， 

4 ご 自分の 使いたち を 霊と し， 

ご 自分に 仕える 者たち を， むさぼ 
り 食う 火と される 方です。 

5  [裡] は 地の 基を その 定まった場所 
に 置かれ ま した。 

それは 定めの ない 時に 至る まで， 
まさ に 永久に よろめかされる 
ことがありません。 

6 あなたは 水の 深みを 衣の ようにし 
て それを 覆われ ま した。 

水は 実に 山々 の 上に 立って いま 
し#。 

7 それは あなたの 叱責に よって 逃げ 

It) 

はじめ， 

あな たの 雷鳴に よっ て 恐慌に と 
りつ かれました 一 

やまやま  りゅうき レ） 

8 山々 は 隆起し， 

谷 あいの 平原は 沈下し はじめ ま 
した 一 

あなたが そのために 基を 置かれ 
た 場所へ と。 

9 あなたは それが 越えて はならない 
境界を お定めに なり， 


それが 再び 地を 覆う こ とがない 

(7) 

ようにされ ま した。 

10  [#] は 奔流の 谷に 泉を 送り込んで 
おられ， 

それは 山々 の 間を 進んで 行きます。 
11 それは 原野の すべての 野獣に 飲み 
水を 与えつ づけ， 

しまうまは 定期的に その 渴 きを 
いやします。 

12 天の 飛ぶ 生き物は その上に ね ぐら 
を？^1， 

密に 茂った 葉の 間から， しきりに 
鳴き声を 出します。 

13  [裡] は その 階上の 間から 山々 に 水 

を 注いで おられます。 

あなたの み 業の 実に よって 地は 
満ち足りる のです。 

14  [初は 獣の ために 青草を， 

にんげん  よう  くさき  は  （コ） 

人間の 用の ために 草木を 生えさせ， 
食物を 地から 生じさせて おられ 
ま'/1。 

15 また， 死すべき 人間の 心を 歓ば せる 

しゅ [シ） 

ぶどう酒を， 

油に よって その 顔を 輝かせる た 

(ス） 

めに。 

そ して， 死すべき 人間の 心を 支え 
る パンを も。 

16 エホバの 木々 は 満ち足りて います。 

う  すぎ [ソ） 

[裡] が 植えられた レバ ノ ンの杉 も。 
17 そこに 鳥が 巣を 作ります。 


こうのと りに ついては， ねずの 

きぎ  いえ  m 

木々 がその 家です。 


18 高い 山々 は 山 やぎの ための もの， 


985  地と 海に おける 神の み 業。 霊は 生命力  詩編 104: 19 — 35 


おおい わ  いわ  ひ なん じょ [ァ！  ひら 

大 岩は 岩 だぬ きのた めの 避難所。 第1 〇4 編  あなたは み 手を 開かれます 一 彼 

さ だ  とき  —J  Qc  Qrt  ,  eyn  よ  みた  [ア） 

19  [迚] は 定められた 時の ために 月を ^Si：!6  らは 良い もので 満ち足ります。 

つく  W  詩 136:9  かお  お 与  かく 

造られました 0  ェレ3 1:35  29 あなたが み 顔を 覆い隠されるなら， 

たいよう  しず ところ  し  nI 15:41  かれ  みだ  （ィ！ 

太陽 も その 沈む 所を よく 知って 彼らは かき 乱されます。 
います。  ?；4；5?7  あなたが その 霊を 取り去られる 

やみ  しょう  よる  才 =1 ブ 、 38.39  いきた  W 

20 あなたは 闇を 生じさせ， それを 夜と  ィ $31;4  なら， 彼らは 息 絶え， 

；1)  アモ 3:4  ちり  もど  ゆ  （エ1 

ならせます 0  力 詩 I47:9  その 塵に 戻って 行きます。 

しんりん  や せいどう  ， 1:20  じ ぶん  れい  おく 

その 中を 森林の すべての 野生 動 キ 5 2 ば 7  30 あなたが ご 自分の 霊を 送り出され 

物は M んで 行く のです。  ^]73：1:28  るなら， 彼らは 創造され ます。 

わか  ケ裁 19:16  ち  おもて あら 

21 たてが みのある 若い ライオン はえ  テサ じ:8  あなたは 地の 面を 新たに される 

もと  翁  コネへ 9:6 

じきを 求めて，  サ 5 ぼ5  のです。 

拽ご 自身からの 自分の 食物を 求 シ gu24$12  31 エホバの 栄光は 定めの ない 時に ま 

詩 50:12  およ  如 

めて ほえて います 0  ス 詩95:5  で 及びます 0 

たいよう  かがや  ：キ；  かれ  セ 創 1:21  じぶん  わざ  よろこ 

22 太陽が 輝き はじめます一 彼らは ソ ョブ ㈣  エホバは ご 自分の み 業を 歓 ばれ 

しりぞ  夕詩 107:23  w 

退き，‘  ます。 

自分の 隠れ 場に 伏します。  テ^ぶ :5  32  [裡] は 地を 見つめて おられます。 す 

23 人は 自分の 働きに 出て 行き，  "SSS  ると， それは 震えます。 

ゆうがた  ほうし  M  詩 147:9  やまやま  ふ 

夕方まで その 奉仕に つきます。  ^  [裡] は 山々 に 触れます。 すると， 

24 エホバよ， あなたの み 業は 何と 多い ナル ヵ12 :24  それは 煙を 上げます。 

(コ）  い  かぎ 

のでしょう 0  第二 欄  33 わたしは 生きて いる 限り エホバに 


あなたは その すべてを 知恵を もっ 
て 造られ ま した。 

地は あなたの 産物で 満ちて います。 
25 これほど 大きく， 広い この 海， 

そこ には 無数の 動く ものが います。 
生き物が， 小さ いのも 大き いのも。 
26 そこを 船が 通ります。 

レ ビヤ タンに ついては， あなたは 
これを その 中で 戯れる ように 
形造られました。 

27 それらは 皆， あなたを 待ち望みます。 
[あなたが] 食物を その 季節 ごと 
に 与えて くださる のを。 

28 あなたが お与えになる ものを 彼ら 
は 拾います。 


サ詩 63:4 


向かって 歌い， 

わた しの ある 限り わた しの 迚に 
調べを 奏でます。 

34  [迹] についての わたしの めい 想が 

こころよ  I シ I 

快 いものであります ように。 
わたしは， エホバに あっ て歓 ぶの 

35  Ha は & から 蠢 た#， 

邪悪な 者たち， 彼らは もはやい ま 

せ乂 ： 

わたしの 魂よ， エホバを ほめた た 
えよ。 あなた 方は ヤ ハを 賛美 
せ i1。 

ス詩 32:11; 詩 64:10; セ 詩 37:38; 詩 101:8; 箴 2:22; ソ詩 
37:10; 夕詩 103:2; 詩 104:1; 詩 150:6。 


エホバを 尋ね 求めよ。 ヨセフは 奴隸 にされ る 
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詩編 105:1- 


1 介， エホバに 感謝し， そのみ 名を 
呼び 求め， 

その 行ないを もろもろの 民 

し  M  ' 

の 中で 知らせよ。 

2  [姓] に 向かって 歌い， [迚] に 調べを 

かな  [ゥ） 

奏でよ。 

そのく すしい すべての み 業を 思 
いに 留めよ。 

3 その 聖 なるみ 名を あなた 方の 誇り 
とせ i1。 

エホバを 求める 者たち の 心が 歓 

[力） 

ぶ ように。 

4 エホバと そのみ 力を 尋ね 求めよ。 

絶えず そのみ 顔を 求めよ。 

5  [裡] の 行なわれ たくすし いみ 業， 
その 奇跡， み 口の 司法 上の 定めを 
思い起こせ。 

6 その 僕 アブラハムの 胤よ， 

その 選ばれた 者た ち， ヤコ ブの子 
ら L 

7 この 方は わたしたちの® エホバな 

W 

ので ある。 

その 司法 M の 定めは 全地に ある。 
8  [裡] は その 契約を 定めの ない 時に 
i る ま#， 

その お命じに なっ たみ 言葉を 千代 
に 至る まで も 覚えて おられる。 
9 その [契約] を [裡] は アブラハムと 

むす w 

結び， 

その 誓いの ことばを イサクに [お 
与えに なった]。 

10 そして， その [ことば] を ヤコブに 対 

する 蠱1， 

イスラエル に対する 定めな く存 
続す る 契約と して 立てて， 


11 こう 言われた。 「わたしは カナン 

ち  (7) 

の 地を あなたに， 

がた  そうぞくち  わ  あ  ぶん 

あなた 方の 相続 地の 割り当て 分 

あた  [ィ） 

として 与える であろう」。 

12  [それは，] 彼らの 数が 少なく， 

それ も 非常に 少なく， しかも その 
[地] で 外人 唐留者 "であった と 

(I) 

きのこと である。 

かれ  こくみん  （才） 

13 そして， 彼らは 国民から 国民へ， 

おうこく  たみ  ある 

一つの 王国から ほ かの 民へ と 歩 

まわ  (») 

き 回った。 

14  [迚] は 人が だれも 彼らから だまし 

取る ことを 許さず， 

かえって 彼らの ために 王たち を 

いまし w 

戒め， 

い  がた 

15  [こう 言われた。] 「あなた 方は わた 

しの 油 そそがれた 者たち に 触 

(ヶ】 

れて はならない。 

よ げん しゃ  なに  わる 

わた しの 預言者た ちに 何も 悪い 
ことを しては ならない」。 

16 それから， [独] は 飢きんを その 地に 

よ  よ （サ） 

呼び寄せ， 

わ がた  とお  ぼう  お 

輪 型の パンに 通す 棒を すべて 折 

(シ 1 

られ た。 

17  [裡] は 彼らより 先に ひとりの 人を 

つか 

遣わされた。 

ど れい  う 

それは 奴隸と して 売られた ョセ 

【ス） 

フ であった 0 

ひとびと  かれ  か  くる  (fe) 

18 人々 は 彼に 足 かせを 掛けて 苦しめ， 

たましい てつ  (V) 

彼の 魂は 鉄 かせの 中に 入った。 

19 彼の 言葉が 来る 時まで， 

せいれん  （チ] 

エホバの こと ばが 彼を 精錬 した。 

かれ しゃくほう  つか  [ッ） 

20 王は 彼を 釈放す るた めに 人を 遣わした。 

サ創 41:30; 創 41:54; 創 42:5; シ レビ 26:26; イザ 3:1; エ 
ゼ 4:16; 使徒 7:11; ス創 37:28; 創 37:36; 創 45:5; 創 50: 
20; 使徒 7:9; セ 創 39:20; ソ詩 107:10; 夕 使徒 7:10; チ 詩 
17:3; 詩 26:2; 詩 66:10; ツ創 41:14。 
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ェジプ トでの 奇跡 


もろもろの 民の 支配者が， 彼を 解 
き 放つ ために。 

21 [王] は 彼を 自分の 家の 主人と し， 

ぜんざいさん  しはい  もの  [ィ】 

自分の 全 財産を 支配す る 者と した。 
22 自分の 君たち を 彼の 魂の 望み ど お 
りに 縛る ため， 

彼が その 年配者たち にも 知恵を 
教える ためであった。 

23 次いで， イスラエルは エジプトに 

[ォ1 

じ しん  ち [力） がいこくじん 

ヤコブ 自身 ハムの 地に 外国人と 
してと どまった。 

24  [裡] は その 民を 大いに 増やし， 

これを 徐 々に その 敵対 者たち よ 
り も 強く して ゆかれた。 

25  [扨は 彼らの 心を 変えさせ， ご 自分 

の 民を 憎む ように， 

ご 自分の 僕たちに 対して こうか 

ふ  ま  (3) 

つに 振る舞うよ うにされ た。 

26  [裡] は ご 自兮の 僕 モー セを， 

ご 自分の 選ばれた ア ロンを 遣わ 

[シ） 

された。 

27  [二人] は 彼らの 間に その しるしの 

ことがら （ス） 

事柄と， 

ハムの 地に 奇跡を 置いた。 

28  [裡] は 闇を 送って 暗く された。 

彼らは その 言葉に 逆らわなかった。 

29  [把] は 彼らの 水を 血に 変え， 

さ かな  し  ('» 

その 魚を 死なせた。 

30 彼らの 地には， かえるが 群がり， 
王たち の 奥の 部屋に 入り込んだ。 
31 [裡] は， あぶが 入って 来る ように， 

ぜんりょうち 

ぶよが その 全 領地に [入 っ て 来る] 

い  W 

ようにと 言われた。 

32  [拽] は その 大降りを 雹と し， 


サ I  2:8 
ヨブ 36:7 
ダニ 2:48 
イ創 41:48 
創 45:8 
ブ詩 113:8 
エ創 41:33 
創 41:38 
イザ 19:11 
t  創 46:4 
創 46:6 
ヨシ 24:4 
使徒 7:15 
力 詩 78:51 
詩 106:22 
や 創 46:3 
出 1:7 
申 26:5 
使徒 7:17 
ク 出 1:9 
ケ出 10:1 
ロマ 9:18 
コ出 1:10 
使徒 7:19 
サ出 3:10 
出 4:12 
出 6:11 
詩 77:20 
使徒 7:34 
シ出 4:14 
出 7:1 
出 28:1 
民 17:5 
サ  I  12:6 
ス申 4:34 
ネへ 9:10 
詩 78:43 
エレ 32:21 
セ 詩 106:22 
ノ出 10:22 
夕詩 99:7 
チ 出 7:20 
詩 78:44 
ン出 7:21 
テ 出 8:6 
詩 78:45 
卜 出 
卜 出 
二 出 


ヨブ 38:23 
詩 78:47 


第二 欄 

ア詩 78:48 
イ出 9:25 
ウ出 1 
申 2 


才出 
力 創 49: 


争 78: 


29 
51 

詩 135:8 
ク創 15: 14 
出 3:22 
出 1 
ケ出 1 

2:33 
20 


詩編 105: 21 — 42 

彼らの 地で 燃え立つ 火と された。 
33 次いで， 彼らの ぶどうの 木と いちじ 
くの 木を 打ち， 

その 領地の 木々 を 砕かれた。 

34  [裡] はいな ごが， 一種の いなごが， 

無数に 入って 来る ようにと 言わ 

[ェ1 

れ た。 

35 すると， それらは その 地の すべての 
草木を 食い荒らし， 

また， その 土地の 実りを も 食い荒 
ら していった。 

36 次いで [■は， その 地の すべての 初子， 
彼らの すべての 生殖 力の 始めを 

う  たお  W 

討ち 倒 された。 

37 そして， 彼らを 銀と 金と 共に 連れ出 
された。 

その 部族の 中には， つまずき なが 
ら 行く 者は だれもい なかった。 
38 エジプトは 彼らが 出て 行った とき 

披ん だ。 

彼らの 怖れが その 者たち を襲っ 
たからであった。 

39  [初は 雲を 仕切りの 幕と して 広げ， 
夜には， 火の ために 光を お与えに 
なっ 

40 彼らは 願い求めた。 すると， [裡] は 
うずらを もたらし， 

天からの パンで 彼らを 常に 満ち 
足り るよう にされ た。 

41 [裡] は 岩を 開かれた。 すると， 水が 

なが  (t) 

流れ出る ようになり， 

それは 水の ない 地域を 川と なっ 
て H 

42  [裡] は ご 自分の 僕 アブラハムに 対 

シ出 16:13; 民 11:32; 詩 78:27; ス出 16:15; 詩 78:24; セ 出 
17:6; コ I  10:4; ソ詩 78:16; イザ 48:21。 
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する 聖 なる 言葉を 覚えて おら 

(7) 

れ たからで ある。 

43 それで， ご 自分の 民を 歓喜を もって， 
ご 自分の 選ばれた 者たち を， 歓呼 
を もって 連れ出された。 

44 そして， 徐 々に 諸国 民の 地を 彼らに 

あた  （エ） 

お与えに なり， 

彼らは 国た みの 骨折りの 実を 手 
に 入れつ づけた。 

45 それは， 彼らが その 規定を 守り， 

そ の 律法を 守 り荇 なうた めで 

(キ） 

あった 0 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ。 
あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ。 
ェホバに ito せょ 。[娜 
善良な 方 だからで ある。 

あい  しんせつ  さ だ 

その 愛 ある 親切は 定めの 
ない 時に ま で 及ぶ から 


詩 107:1 
ルカ 18:19 
テサ I  5:18 
サ詩 103:17 
シ詩 40:5 


2 だれが エホバの 力 ある 業を 述べる 
ことができ るだろう か。 
[また，] そのす ベての 賛美を 聞 
かせる こと がで きる だろう か。 
3 公正を 守り 行ない， 

常に 義を 行なう 人は 幸いだ。 

4 エホバよ， あなたの 民に 対する 善意 
を もって わたしを 覚え， 
あなたの 救いを もって わた しを 
顧みて ください。 

5 それは， わたしが あなたの 選ばれた 
者たち に対する 良い ことを 見， 
あなたの 国民の 歓 びを もって 


あなたの 相続 物と 共に 誇る こと 
がで きる ためです。 


6 わたしたちは 自分の 父祖たち と 同 
様に 罪を おかし ま した。 

わた したち は 悪い ことを 行ない， 
邪悪な 行動を しました。 

7 エジプトに いたわた したち の 父祖 
たちは， 

あなたの く すしい み 業に 対 して 少 

どうさつりょく  しめ  [ゥ) 

しも 洞察力を 示しませんでした。 
彼らは あなたの 豊かな， 大 いなる 愛 
ある 親切を 思い出さず， 

海で， 紅海の そ ばで 反逆の 振る舞 
いを しま した。 

8 次いで， [拽] は そのみ 名 ゆえに 彼ら 
を 救いだ されました。 

それに よって ご 自分の 力強 さを 

し  （キ } 

知らせる ためでした。 

9 それで， [拽] が 紅海を 叱責され る 
と， それは 徐 々に 干上がり， 
[裡] は 彼ら に 水の 深みを， 荒野を 
通る ときの ように 歩いて 通ら 
せま した。 

10 こうして， [裡] は 彼らを その 憎む 者 
の 手から 救い， 

敵の 手から 彼らを 取り戻され ま 

し# 匕 

11 そして， 水が 彼らの 敵対 者たち を 覆 
うように なり， 

そのうちの 一人 も 残されません 
でした。 

12 そのと き， 彼らは み 言葉に 信仰を 持ち， 
その 賛美を 歌い はじめました。 

13 すぐに 彼らは そのみ 業を 忘れ ま した。 

ケ ネへ 9:11; 詩 77:19; 詩 136:14; イザ 63:13: コ出 14:30; 
ルカ 1:71; サ イザ 41:11; イザ 49:26; ミカ 6:4; シ出 14:28; 
出 15:5; 申 11:4; ヨシ 24:7; 詩 78:53; ス出 14:13; セ 出 
14:31; ソ出 15:1; 夕出 15:24; 出 16:2; 出 17:7; 詩 78:11。 
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彼らは その 助言を 待ちませんで 第 川6 編  う， その 激しい 怒りを 引き戻す 

, J7l：  アイザ 48:18  + 

した。  ィ民 11:4  ため， 

14 かえって， 荒野で 利己的な 欲望を 表  nllL  その 前の 割れ目に 立ちました。 

f ィ）  ウ出 17:2  かれ  のぞ  ち  ぶ 

わし，  5  24 また， 彼らは その 望ましい 地を 侮べ 

砂漠で 裡を 試す ようにな りました。 ミ1 フ1 U  っす るよう になり， 

15 次いで， [神] は 彼らの 願いを かなえ， ェ そのみ 言葉に 信仰を 持ちません 

たましい み  おとろ 才民 11:33  1 ゥ） 

それから 彼らの 魂に 身の やせ 衰 ヵレビ2 1:8  でした。 

える 病を 送り込まれました。 25 彼らは 天幕の 中で しきりに 愚痴を 

かれ  しゅくぇぃ  It  W 

16 すると， 彼らは 宿営の 中で モー セを， こぼし， 

せい  もの (力）  由 ii.fi  こえ  き  したが 

エホバの 聖 なる 者 ア ロンを も そ コ民 16;35  エホバの 声に 聴き 従いませんで 

W  サ ヘプ 12:29  (才 1 

ねむよう になり ました。  シ 出32:4  した。 

ち  ひら  の  ネへ 9:18  かれ  かん  ちか 

17 そのと き， 地が 開けて ダ タンを 呑み ス㈣ に2  26 それで， [进] は 彼らに 関して [誓い 

っ  [«  セイ ザ 42:8  (*) 

尽くし，  “以11  の] 手を 上げ ま した。 

アビ ラムの 集まりを 覆い隠し ま夕 r32:  荒野で 彼 らを 倒し， 

(ヶ）  詩 78:42  しそん  しょこく みん  たお [ク） 

した。  チ _  4:34  27 その子 孫を 諸国 民の 中に 倒し， 

かれ  あっ  も  詩 135:9  かれ  ち  ち  [ヶ） 

18 そして， 火が 彼らの 集まりの 中で 燃 '>^8=51  彼らを もろもろの 地に 散らす， と。 

(コ）  _  7 105:27  かれ  あい 

えは じめ，  28 そして， 彼らは ぺ オルの バアルを 愛 

炎が 邪悪な 者たち を むさぼり 食  慕し， 

ぃまし#。  H ザ  死 S の 螽鞋 を 食べる ょうになり 

かれ  こう しっく  （シ）  X ゼ 20:13  (サ） 

19 その上， 彼らは ホ レブで 子牛を 造り， -  ました。 

ちゅうぞう  み  W  穿 —— かれ  こうどう  いか  ひ 

铸 像に 身をかがめました。  ^  29 彼らが その 行動に よって 怒りを 引 

かれ  えいこう M  アエゼ 22:30  お  （シ） 

20 こうして， 彼らは わたしの 栄光を， ィミ き 起こして いたと き， 

草木を 食べる ものである 雄牛を かた  2 ね〗 ポ  彼らの 間に 今度は 神罰が 激しく 

どった ものと 取り替えました。 下りました。 

21 彼らは 自分たち の 救い主で ある 神  S 14:27  30 ビネ ハスが 立ち上がって 取り成し 

わす  1夕1  甲1:27  M 

を 忘れた のです。  をす ると， 

W  力 出 二し  し/ Ui ■っ 

エジプト で大 L ヽ なること を，  キ J  h：29  そのと き 神罰は とどめ られま した。 

ち  わざ [ツ）  ク 南 ん27  か 

22 ハムの 地で くす しいみ 業を，  ?ut：''26:33  31 そして， それは 彼に とって， 

紅海で 畏怖の 念を 抱かせる こと ニゼ 肌23  代々 定めの ない 時に 至る まで 義と 

を 行なわれた 方を。  ； S'6  みなされる ことにな りました。 

23 そして， もし ご 自分の 選ばれた 者， 32 さらに， 彼らは メ リバの 水のと ころ 

W  サ詩 115:7  は， i  ， 

モー セが いなかったなら，  啓2: 14  で 怒りを 招き， 

[裡] は 今にも， 彼らを 滅ぼし 尽くす それゆえ， モー セは 彼らの ために 
ように， と言われる ところでした。 t^25:88  災いに 遭い ま した。 

[モー セ] は， [彼らが] 滅ぼされな いよ ソ民 25:13 夕民 20:2; 民 27:14;  _  32:51; チ 民 20:12; 丰 1:37。 
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33 彼らが その 霊を 憤激 させ， 

彼が その 唇で 性急 に 話しは じめ 
たからです。 

34 彼らは， エホバが 自分たち に [そう] 
言われた のに， 

もろもろの 民を 滅ぼし 尽くす こ 
とを しません でした。 

しょこく みん  ま  あ  W 

35 そして， 諸国 民と 混じり合い， 

彼らの 業を 学ぶ ようになり ま した。 

ぐうぞう  つか  [力） 

36 また， その 偶像に 仕えつ づけ， 

それらは 彼らに とって わなと な 
り まし# : 

37 また， 自分の 息子 や 娘を 

悪霊に 犠牲と して ささげて ゆき 
ま した。 

38 こう して， 罪のない 血を， 

彼ら の 息子 や 娘の 血を 流 し つづ 
け まし/^ 

それらの 者を 彼らは カナンの 偶像 
に 犠牲と して ささげた のです。 

ち  りゅう けつ  けが 

その 地は 流血で 汚される ことに 
なり ま した。 

39 彼らは 自分たち の 業に よって 汚れ， 
その 行動に よっ て 不倫な 交わり 
を 持ちつ づけました。 

40 それで， エホバの 怒りが その 民に 対 
して 燃え上がり， 

[神] は ご 自分の 相続 物を 忌む よ 

(夕） 

うにな り ま した。 

41 そして， 彼らを 繰り返し 諸国 民の 手 
に 渡され ま した。 

彼ら を 憎む 者たち が 彼ら を 支配し， 

42 敵が 彼らを 虐げ， 

もの  した したが 

彼らが その 者たち の 手の 下に 従 
えられる ためでした。 


1:16 


ホセ 12:14 
サ ェゼ 16:20 
シ民 35:33 
イザ 26:21 
スイ ザ 24:5 
ェゼ 20:18 
セ 出 34:16 


レビ 1 


5:39 


43  [迚] は 幾度 も 彼らを 救い出され ま 

(7) 

したが， 

彼らの ほう は 不従順な 道を [歩ん 

はんぎゃく  ふ  ま  [イ） 

で] 反逆の 振る舞い をし， 

その とがのた めに 低く され ま した。 
44 そして， [迚] は 彼らの 嘆願の 叫びを 

き  W 

聞く とき， 

その 苦難を ご覧に な るので した。 

かれ  かん  じ ぶん  けいやく 

45 そして， 彼らに 関して ご 自分の 契約 

おも  【力） 

を 思い出し， 

その 豊かで， 太いなる 愛 ある 親切に 
したが っ て 悔やまれ るので した。 
46 そして， 彼らを とりこに する 者たち 
すべての 前で， 

彼らが 哀れみを 受ける ようにし 
てくだ さいました。 

47 わたしたちの® エホバよ， わたした 
ちを 救って ください。 

諸国 民の 中から わたしたちを 集 

m 

めて ください。 

[わたしたちが] あな たの 聖 なるみ 
名に 感謝し， 

あなたの 賛美を 歓喜して 語る た 

[シ 1 

めです。 

48 定めの ない 時から 定めの ない 時に 
至る まで も， 

イスラエルの 迚 エホバが ほめた 

(ス） 

たえられます ように。 

たみ  い 

すべての 民は， アーメンと 言わな け 

[セ） 

れ ばなら ない。 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ。 

キ出 34:6; 民 14:18; 申 32:36; 裁 2:18; サ n  24:16; 詩 51: 
1; 詩 69:16; 詩 86:15; 詩 90:13; イザ 63:7; 哀 3:32; ヨエ 2: 
13; ク王 I  8:50; エズ 9:9; エレ 42:12; ケ代 I  16:35; 詩 79: 
9; コ エレ 32:37; エゼ 36:24; サ詩 103:1; 詩 105:3: シイ 
ザ 43:21; ス代 I  29:10; 詩 41:13; ルカ 1:68; セコ I  14:16; 


991 


いつもの ように， 神は 救って くださった 


詩編 107：1—17 


第五 卷 


(詩編 107-150) 
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あなた 方は エホバに 感謝せ よ。 
[#] は 善良な 方 だからで 

(7) 

ある。 

あい  しんせつ  さ だ 

その 愛 ある 親切は 定めの 

ない 時にまで 及ぶ から 

(ィ） 

である。 


2 エホバの 取り戻された 者たち は そ 


のように 言うよう に。 

[神] が 敵対 者の 手から 取り戻さ 

(X) 

れた 者たち， 


ち  m 

3  [a] が もろもろの 地から， 

のぼ  ほう  しず  （力） 

日の 昇る 方から， 日 の 沈む 方から， 

きた  みなみ  あつ  もの 

北から， 南から 集められた 者た 


w 

ちは。 

かれ  こうや （ク 1  さばく  W 

4 彼らは 荒野を， 砂漠を さまよい， 
居住の 都市に 至る 道を 見いだ さ 

(コ） 

なかった。 


かれ  ラ  かわ  [サ） 

5 彼らは 飢え， また， 渴 いていた。 

うち  たましい おとろ  （シ） 

彼らの 内に ある 魂 も 衰えて いった。 
6 そして， 彼らは 苦難の 中から エホバ 

む  さけ  W 

に 向かって 叫びつ づけた。 


たい  あっぱく 

[裡] は 彼ら に対する 圧迫から 彼 

すく  ㈦ 

らを 救い出し， 

みち  あゆ  [ソ】 

7 正しい 道を 歩ませて， 

きょじゅう  とし  く  M 

居住の 都市へ 来る ように さ れ た。 

あい  しんせつ  たい 

8 ああ， その 愛 ある 親切に 対して， 

わざ [チ) 

人の子ら への そのく すしい み 業 


ひとびと  かんしゃ 

に対して， 人々 が エホバに 感謝 

M 

する ように。 

かわ  き  たましいみ  た  （テ） 

9  [迚] は 乾き 切った 魂を 満ち 足らせ， 

ラ  上 

飢えた 魂を 良い もので 満た して 

(H 

くださった からだ。 

やみ  ふか  かげ  す  もの [ナ） 

10 闇と 深い 陰の 中に 住む 者， 


P  代 I  16:34 
詩 118:1 
ルカ 18:19 
イ詩 103:17 
；7 申 15:15 


ルカ 1:68 


第二 欄 


ア代 n  33：n 
ヨブ 36:8 
詩 105:18 


73:24 


1:25 


ルカ 15:17 
力 王 n  6:27 
詩 22:11 
キ裁 4:3 
裁 6:6 


苦悩と 鉄の かせに 捕らわれ てい 
る 者たち がいた。 

11 彼らは# のこと ばに 背く 振る舞い 
を U 

至高 者の 助言を 軽べ つ したから 

でぁ！ 

12 それゆえ ，[神] は 難儀を もって 彼ら 
の 心を 従える ようになり， 
彼らは つまずき， [これを] 助ける 
者は だれもい なかった。 

13 それで， 彼らは 苦難の 中から エホ 
バに 助けを 呼び 求める ように 

なぶ， 

W はいつ ものよう に， 彼らに 対 
する 圧迫から 彼らを 救って く 
ださ っ 

やみ  ふか  かげ  かれ  つ 

14  [迚] は 闇と 深い 陰から 彼らを 連れ 

出 U 

その 縛り 縄を も 引きちぎって ゆ 

(3) 

かれた。 

15 ああ， その 愛 ある 親切に 対して， 
人の子ら への そのく すしい み 業 
に対して, 人々 が エホバに 感謝 
する ように。 

16  [g] は 銅の 扉を 砕き， 

鉄の かんぬ きを も 切り落とされ 
たから#。 

17 愚かな 者たち は その 違犯の 道の た 

(V) 

めに， 

その とがのた めに， ついには 自分 
の 身に 苦悩を 生じさせた。 

ケ詩 68:6; イザ 49:9; エフ 5:8: ぺテ I  2:9; コ詩 146:7; イ 
ザ 61:1; 使徒 12:7; 使徒 16:26; サ哀 3:22; シ詩 92:5; スイ 
ザ 45:1; セイ ザ 45:2; ソ箴 1:7; 哀 3:39; 夕民 11:33; 詩 
38:5; エレ 2:19; ガラ 6:7; ベ テ n  2:13。 
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18 彼らの 魂は あらゆる 食物を 忌む よ 

(7) 

うにな り， 

彼らは 死の 門に 行き着く ところ 

[ィ） 

であった。 

19 それで， 彼らは 苦難の 中から エホ 
バに 助けを 呼び 求める ように 

なぶ， 

W はいつ ものよう に， 彼らに 対 
する 圧迫から 彼らを 救って く 
ださった。 

20 次いで， み 言葉を 送って 彼らを い 

(才） 

その 坑 から [彼らを] 逃れさせて 
くださった。 

21 ああ， その 愛 ある 親切に 対して， 
人の子ら への そのく すしい み 業 
に対して， 人々 が エホバに 感謝 
する ように。 

22 また， 感謝の 犠牲を ささげ， 

歓呼の 声を 上げて そのみ 業を 告 

し  [コ） 

げ 知らせる ように。 

23 船で 海に 下って 行き， 

広大な 水の 上で 商売を する 者たち， 
24 彼らは エホバの み 業を， 

深みに おける そのく すしい み 業 
を 見た 者な ので ある。 

25  [裡] が [言葉を] 述べ， 大 暴風を 起 

(V) 

そ して それが 波を もたげる のを。 
26 彼らは 天に 上り， 

そこ  くだ 

底に 下る。 

災いの ために 彼らの 魂が 溶けて 
ゆく ので ある。 

27 彼らは 酔った 人の ように ふらつ き， 
よろめき 行き， 


その 知恵 もみな 混乱 した ものと 

(7] 

なる。 

28 そして， 彼らは 苦難の 中から エホバ 
に 向かって 叫ぶ ようになり， 
[拽] は 彼ら に 対す る 圧迫の 中 か 
ら 彼らを 連れ出される。 

29  [迚] は 風 あらしを なぎと ならせ， 
海の 波は 静まる。 

30 そして， 彼らは それが 静まる ので 歓 び， 

[拽] は 彼らを その# びの 港へ 導 

m 

かれる。 

あい  しんせつ  たい  [キ） 

31 ああ， その 愛 ある 親切に 対して， 
人の子ら への そのく すしい み 業 
に対して， 人々 が エホバに 感謝 
する ように。 

たみ かいしゅう  [ヶ j 

32 また， 民の 会衆で [拽] を ほめたたえ， 
年配者の 席で [裡] を 賛美す るよ 

[コ） 

うに。 

33  [初は 川を 荒野に， 

水の 流れ出る 所を 渴 いた 土地に， 
34 実り 豊かな 地を 塩 地に 変えられる。 
そこに 住む 者たち の 悪の ためで 
ある。 

35  [迚] は 荒野を 葦の 茂る 水の 池に， 
水の ない 地域の 地を 水の 流れ出 

ところ  か  (V) 

る 所に 変えられる。 

36 そして， 飢えた 者たち を そこに 住ま 

[夕） 

わせ， 

彼らが 居住の 都市を 堅 く 立てる 
ように される。 

37 彼らは 畑に 種を まき， ぶどう 園を 設 

('» 

ける 0 

それが 実り 豊かな 作物を 産す る 
ためで ある。 

ス創 13:10; 創 19:25; 申 29:23; セ 詩 114:8; イザ 35:7; イ 
ザ 41:18; ソ王 n  3:17; 夕詩 146:7; ルカ 1:53; チ 詩 107:7: 
ツ イザ 65:21; エレ 29:5; テ 創 26:12: 使徒 14:17。 
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ス詩 57:7 
セ 詩 104:33 
使徒 16:25 
エフ 5:19 
ノ詩 16:9 
突 詩 33: 

詩 81: 

詩 149:3 
チ 詩 57:8 
ン詩 138:1 
詩 145:12 
テ 詩 57:9 


詩編 107:38—108:11 

4 あなたの 愛 ある 親切は 大きくて 天 

に 無 U 

あなたの 真実は 空に 達する から 

で}0  し 

5 神よ， あなたが 天の 上に 高められ ま 

[ゥ） 

すよう に。 

あなたの 栄光が 全地の 上に ある 

[ェ1 

ように。 

6 あなたの 愛する 者たち が 救い出さ 

(* 

れる ために， 

どうか あなたの 右手で 救いを 施 
し， わたしに 答えて ください。 
7 迚ご 自身が その 神聖 さのうち に 話 
され ま した， 

「わたしは 歓喜し， わたしは シ ェケ 
A を 受け 分と して 分け与えよう。 
わたしは スコ トの 低地 平原を 測 
り 分ける。 

8 ギレアデは わたしの もの。 マナ セ 
も わたしの もの。 

エフ ライムは わた しの 頭で ある 

もの  ようさい [ス） 

者の 要塞。 

ユダは わたしの 司令 者の 杖。 

9 モ アブは わたしの 洗い 盤。 

エ ドムの 上に わたしは 自分の サ 
ン ダルを 投げ出す。 

フ ィリ ス ティ ア にわた しは 勝ち 
どきを 上げる」。 

10 防備の 施された 都市へ だれが わた 
しを 連れて行 くで しょ うか。 
エドムに ま で 実際 だれが わたし 
を 導いて くれる で しょ うか。 

11 姓よ， それは， わたしたちを 捨て 

さ  （ヌ） 

去っ ""し， 

ナ詩 60:9; 二王！！ 14:7; オバ 3; ヌ詩 44:9。 


993  廉直な 者は 祝福され る。 

38 また， [裡] が 祝福され るので， 彼ら 
は 非常に 多くなる。 

[拽] は 彼 らの 家畜が 少なくなる 

(ィ） 

よう にはされ ない。 

39 拘束， 災い， 悲嘆の ために， 

彼ら は 再び 少な くな り， うずく 

W 

まる 0 

40  [迚] は 高貴な 者たち の 上に 侮べ つ 
を 注いで おられ， 

彼らに 道 もない 索漠と した 所を 
さまよわせる。 

41 しかし， [初は 貧しい 者を 苦悩から 

MC, 

彼を 羊の群れ のように [幾つ もの] 

か ぞく  か  [ク 1 

家族に 変え られ る。 

42 廉直な 者たち は 見て 歓 ぶ。 

しか しあら ゆる 不義は， その 口を 
閉ざさなければ ならない。 

43 賢い 者は だれか。 その 者は これら 

まも  おこ  [サ） 

のこと を 守り 行ない， 

エホ ノ 《の 愛 ある 親切の 行為に 自分が 
注意深い こ とを も 示す であろう。 
歌。 ダビデの 調べ。 

裡 よ， わたしの 心は 揺るぎ ま 

わたしは 歌い， 調べを 奏で 

ま 孑。 

わたしの 栄光よ。 

2 弦楽器よ， 目を覚ませ。 たて 琴よ， 
ぉ m もナ! L 

わたしは 夜明けを 目覚めさせよう。 
3 エホバよ， わたしは もろもろの 民の 
中で あなたを たたえ， 

国た みの 中で あなたに 調べを 奏 
で ま' H 


5  1  :2  5151  63 17: 61  〇 
35178556  628 'V 638  , 
詩 詩 詩 詩 詩 詩 詩 詩 コ出詩 詩 ヨ詩創 裁 r 


2 80 33 60 49 8 60 24 8 15 22 
サ詩申 詩 創サ詩 民サ出 ササ 


実 編  3 43 4 :32 :7 :5 1:34 7 :19 :15 :7 m 
lie  7  71  :130355  :1451 
盲  K  s 1: 7: 30 7: 6: 111/2222 
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わた したち の 軍勢と 共に# とし 

ゆ 

て 出て 行かれない， [あなた] で 

(7) 

はありません か。 

12 どうか 苦難からの 助けを わたした 
ちに 与えて ください。 

地の 人に よる 救いは 無価値な も 
の だからです。 

13 迚 によって わたしたちは 活力を 得， 
[神] ご g 身が わたしたちの 敵対 
者た ちを 踏み 砕かれる の です。 


指揮者へ。 ダビデに よる。 調べ。 

iftq わたしの 賛美す る® よ， 沈黙 

丄 していないで くださ じ1。 

じゃあく もの  あざむ 

2 邪悪な 者の 口と 欺きの 口が， わたし 
に 向かって 開かれた からです。 
彼らは 偽りの 舌を もって わたし 
のこと を 話し ま した。 

3 彼らは 憎しみの 言葉を もって わた 

と  かこ 【コ） 

しを 取り囲み， 

理由 もな くわた しに 向かって 戦 


いつ づけます。 

あい  たい  かれ 

4 わたしの 愛に 対して 彼らは わたし 
に 抵抗し つづけます。 

しかし， わた しの 側に は 祈り が あ 
り ま/1。 

5 また， 彼らは 善に 対して 悪を， 

わた しの 愛に 対 して 憎 しみを もっ 
てわた しに 報います。 

6 彼の 上に 邪悪な 者を 任命して くだ 


さい。 

反抗す る 者が 彼の 右手に 立ちつ 
づけます ように。 

7 彼は 裁かれる ときに 邪悪な 者と し 
て 出て 行く ように。 

その 祈り さえ も 罪と なる ように。 
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ア申 23:14 
詩 60:10 
イ詩 18:6 
詩 20:1 
ウ詩 60:11 
詩 118:8 
詩 146:3 
エサ I  2:4 
サ n  22:40 
詩 18:32 
詩 84:7 
イザ 40:29 


オイ ザ 25:10 

ロマ 16:20 
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力 出 15:2 
詩 33:1 
詩 118:28 
キ申 10:21 
詩 83:1 
クサ n 15:3 
詩 31:18 
箴 15:28 


ササ n 15：12 
詩 35:7 
詩 69:4 
ヨハ 15:25 
シサ n 13:39 
詩 35:12 
ス詩 55:16 
セ 詩 35:7 
詩 38:20 
族 17:13 
ソ詩 55:12 


チ箴 15:29 
箴 28:9 
イザ 1:15 
ミカ 3:4 


第二 欄 

ア詩 55:23 
詩 69:25 
マタ 27:5 
使徒 1:18 
イ 使徒 1:20 
ウ出 22:24 

エ エレ 18:21 

才王 n  5:27 
カサ II  3:29 
キ ネへ 5:7 
ク イザ 1:7 
ケ申 28:33 
申 28:51 
裁 6:5 


口  2:13 
ササ I  2:31 
Efl  10:11 


8 彼の 日が 少なくな り， 

その 監督の 職を ほかの 者が 取る 
ように 0 

9 その子ら は 父な し 子と なり， 

彼の 妻は やもめと なる ように。 

10 そして， その子ら が 必ず さまよう こ 
とになる ように。 

彼らは 物 ごいを し， 

その 荒廃 させら れた 場所から [食物 
を] 捜し求めなければ なりません。 
11 金貸しが 彼の 持つ すべての ものに 
対して わなを 仕掛け， 

よそ 者たち が 彼の 労苦の 実を 強 
奪す るよう に。 

12 彼には 愛 ある 親切を 差し伸べる 者が 

(コ） 

だれもい なくなり ますよう に。 
その 父な し 子に 恵みを 示す 者が 
だれもい なくなり ますよう に。 
13 彼の ft: 裔が 断ち 滅ぼされる ための 
ものと なる ように。 

次の 世代には 彼らの 名がぬ ぐい 
去られる ように。 

14 彼の 父祖たち のとが が エホバに 覚 

(ス） 

えられる ように。 

彼の 母の 罪 一 そ れ がぬ ぐい 去ら 

(V) 

れる ことがありません ように。 
15 それらが 絶えず エホバの み 前に あ 
るよう に。 

im が 彼 らの 記憶を この 地から 
断ち 滅ぼされます ように。 

16 それは， 彼が 愛 ある 親切を 示す こと 
を 思い起こさず， 


シ出 32:33; 民 5:23; 申 25:19; 申 29:20; 箴 10:7; ス出 20 
5; レビ 26:39; サ II  3:29; サ n  21:1; マタ 23:32; セ 代 n  22:3 
ソ ネへ 4:5; エレ 18:23; 夕申 32:34; エレ 2:22; チ 詩 34 
16; イザ 65:15; ツサ n  17:2; マタ 18:33; ヤコ 2:13。 


995  邪悪な 者に 対する 呪い。 抵抗す る 者たち を 辱める  詩編 109:17—30 

苦しんで いる 貧しい 者 や，  第 編  わたしは いなごの ように 振り落 

心のう ち ひし がれた 者を 追いっ 7SJo；21  とされ ま した。 

づけて， [これを] 死なせようと 24 わたしの ひざ も 断食の ために ぐら 

M  詩 37:32  [7\ 

したから です 0  ゥ歲 26:2  っき， 

かれ のろ  あい  エ_  28:45  にく  ほそ  あぶらけ 

17 そして， 彼は 呪いを 愛しっ づけた の  わたしの 肉 もやせ 細って， 油気が 

1ゥ）  みの そ'  W  „  *  M 

で， それは 彼の 身に 臨みました。 ォぱ:22:1。  ありません。 

彼は 祝福を 喜びと しなかった ^^6150  25 そして， 彼らに とって， この わた 
ので，  ク^:^ 8  しは そしるべき ものと なり ま 

とお  はな  （力）  ケ王 n  3:3  [ゥ） 

それは 彼から 遠く離れて ゆき，  詩 1〇9：29  した 0 

かれ  のろ  じ ぶん ころも  み  コ ヨブ 12:21  あたま  ふ 

18 彼は 呪いを 自分の 衣の ように 身に ュレ13:11  彼らは わたしを 見ます一 頭を 振 

[キ）  サマタ 26:66  (I) 

まとう ことにな りました。  シサ1117 ぶ  り はじめます。 

それゆえ， それは 水の ように 彼の ス $ テ 6^:17  26 わたしの 拽 エホバよ， わたしを 助け 
中に 入ぷ，  セ 5 お1  てくだ さ 乂 

あぶら  ほね  ヨハ 17:11  あい  しんせっ 

油の ように その 骨の 中に 入り ま ソ詩 36:7  あなたの 愛 ある 親切に したがっ 

詩 69:16  すく  (*) 

した 0  詩 86:5  てわたしを 救って ください 0 

かれ  じぶん みっっ  夕詩 40：17 

19 それが 彼に とって， 自分の 身を 包む  27 そして， これが あなたの み 手で ある 

# のように なり，  チ まぱ  ことを， 

ま た， 絶えず 身に 締めてい る 腰帯' >  エホバよ ，あなた ご 自身が それを 

[コ 1  詩 102:11  おこ 

と [なり] ますよう に。  時144:4  行なわれ たの だとい うこと を 

ていこう  もの  セ-1  4:14  かれ  し  （ク 1 

20 これが わたしに 抵抗す る 者への， -  彼らが 知ります ように。 

また， わたしの 魂に 向かって 悪を  m~m  28 彼らは， 呪いを 述べる がよ い。 

かた  [サ）  ア 詩 69:10  しゅくふく 

語る 者たち への エホバからの ィ ョブ iwg  しかし あなたは， 祝福を 述べて く 

むく  トン}  ウ詩 31:11  [□) 

報いです。  ；^3  ださいます ように。 

21 しかし， あなたは 主権者なる 主， エ 夕 22;39  彼らは 立ち上がりました。 しかし 

ホ パです。  "SIS  彼らが 恥を か くように。 

あなたの み 名のた めに わたしを 詩85:7  あな たの 僕が 歓 ぶように 0 

あっか  (tj  詩 119:41  ていこう  もの  はずかし 

扱って ください。  キ 29 わたしに 抵抗す る 者たち が 辱めを 

あなたの 愛 ある 親切は 良い もの ク | 巧 ば 6  身に まとうよ うに。 

なのです から， わたしを 救い出 ヶ 彼らが そでなしの 上着を 着る と 
してく ださい。  ^J365:15  きのよう に 自分の 恥で 身を 包 

22 わたしは 苦しんで おり， 貧しく， シ むように 0 

こころ  うち  ス詩 109:20  じぶん 

わたしの 心 も わたしの 内に あっ セ 詩6: 1〇  30 わたしは 自分の 口で 大いに エホバ 

さっらぬ  [チ）  詩 35: 2〇  【ソ） 

て 刺し貫かれました。  v；；32：18  をた たえ， 

かたむ  かげ  さ  ノ  おお  たみ  さん 

23 傾く と きの 影の よう に， わた しは 去っ  %  5bl5  多くの 民の 中に あって [裡] を賛 

ゆ  [ッ】  へブ 13:15  び  [9] 

て 行かなければ なりません 0  夕詩 22:22  美します 0 


クマ タ 24:37 
マタ 25:31 
啓 6:2 
啓 19:11 
ヶ啓 14:4 
コ裁 5:2 
詩 119:108 
イザ 6:8 
マタ 4:20 
ルカ 5:28 
コ I  9:17 


イマ タ 22:43 
ルカ 20:42 
ウマタ 22:44 
使徒 2:35 
コ I  15:25 
ヘプ 1:13 
ヘプ 10:13 
エマ ル 12:36 
使徒 2:34 
使徒 7:56 
ロマ 8:34 

エフ 1:20 

コロ  3:1 
ヘプ 1:3 
ヘプ 8:1 
ヘプ 10:12 
ヘプ 12:2 
ぺテ I  3:22 

オマタ 28:18 

啓 2:27 
啓 12:5 
啓 19:15 
力 啓 11:15 
啓 14:1 
キ詩 2:9 
詩 45:4 
詩 45:5 
マタ 24:30 
ルカ 19:27 
啓 1:7 
啓 6:2 
啓 11:18 


第 110 編 


第 109 編 

ア詩 16:8 
詩 72:4 
詩 110:5 
詩 121:5 


詩編 109:31—111:5 


メル キゼ デク のよう な 祭司； 敵を 従える 


31 [独] は 貧しい 者の 右に 立って， 

その 魂を 裁く 者たち から [彼を] 
救って くださる からです。 
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ダビデに よる。 調べ。 

わた しの 主に 対する エホバの 


お告げは こうです。 

「わた しか1' あなたの 敵を あなた 
の 足 台と して 置く までは， 
わたしの 右に 座して いよ」。 

つえ [才） 

2 あなたの 力の 杖を， エホバは シオン か 
ら 送り出して， [こう 言われます。] 
「あなたの 敵の ただ 中で 従えて 
ゆけ」。 

ぐんぜい  [ク）  たみ [ヶ） 

3 あなたの 軍勢の 日に， あなたの 民は 

すす  みず か  【コ） 

進んで 自らを ささげます。 

神聖 さの 光輝のう ちに， 夜明けの 

賭から， 

あな たは 露 玉の よう な 若者の 隊 
を 得て おられます。 

4 エホバは 誓いを お立てに なり まし 
た。 （そして 悔やまれません。） 
「 あなたは 定めの ない 時に 至る まで， 
メル キゼ デク のさ まにした がう 

さいし  （夕） 

祭司で ある！」 

みず か  [チ） 

5 エホバ 自ら あなたの 右に あって， 
その 怒りの 日に 必ず 王たち を 打 
ち 砕かれます。 

6  [辨] は 諸国 民の 中で 裁きを 執行し， 
死体を 満ち あふれさせます。 
人口の 多い 地を 治める 頭た る 者 
を 必ず 打ち砕かれる のです。 

7 道の 途中に ある 激流の 谷から 彼は 

の  [二） 

飲み ま 

それゆえに， 彼は [その] 頭を 高く 
上げられる ので'^。 
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あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

N [アーレ フ] 

わたしは 心を つく して エホ 
バを たたえる。 

n [ベート] 

廉直な 者たち の 親密な 集い 
と 集会に おいて。 

] [ギメ ル] 

2 エホバの み 業は 偉大で あり， 

1 [ダーレ ト] 

それを 喜ぶ すべての 者に よって 
尋ね 求め られ る。 

n  [へ一] 

3 その 働きは まさしく 尊厳と 光輝で 

ぁぷ， 

1 [ワーウ] 

その 義は 永久に 立って いる。 

U ザイン] 

4  [迚] は そのく すしい み 業の ために 

記念と なる ものを 作られた。 

n  [へ 一 卜] 

エホバは 慈しみと 憐れみに 富ん 
で おられる。 

a [テート] 

5  [裡] は ご 自分を 恐れる 者たち に 食 

物を お与えに なった。 

’ [ョ— ド] 

定めの ない 時に 至る まで [裡] 
は ご 自分の 契約を 覚えて おら 

(ス 1 

れ る。 


ト エレ 25:33; ベ テ n  3:10; ナ創 3:15; 詩 68:21; ハバ 3:13; 
二 裁 7:5; 王 I 17:4; ヌ詩 3:3; イザ 53:12;  第二 相 U 
第 111 編ア出 15:2; 詩 35:18; 詩 68:4; 詩 113:1; 啓 
19:1; イ詩 9:1; 詩 107:8; 詩 138:1; ウ ヨブ 19:19; 詩 89: 
7; エ王 I  8:5; 詩 1:5; オ ヨブ 9:10; ヨブ 42:2; 詩 92:5; 詩 
98:1; 詩 104:24; 詩 139:14; イザ 40:12; 啓 15:3: 力 詩 77: 
12; 詩 92:4; 詩 143:5; キ申 32:4; 詩 64:9: ク出 15:6; 代 
I  16:27; ヨブ 40:10; 詩 145:12; ケ詩 98:2; 詩 103:17; イザ 
5:16; コ申 31:19; ヨシ 4:7; 詩 102:12; サ出 34:6; 詩 78: 
38; 詩 86:5; 詩 103:8; ヤコ 5:11; シ詩 34:9; 詩 37:25; マ 
夕 6:33; ス ネへ 1:5; 詩 89:34; 詩 105:8。 


1:18 9:19 9:6 49:7 

啓 啓 詩 詩 
テ 


2:1 1:1 84  19  :2 21 281623 11 1  _5 8:1 5 
1 :  :  4  9  6  •♦1777  ••  656777  ••1232 
二 n テ 2 徒 7 ブ 2 マ ブブブ 1 カブ ブブ ブブ 1 1 2 ゼマ 
ダ コぺ創 使 啓へ 民 口へ へへ 創ゼ へへ へへ へ 詩 詩 詩 エロ 
サシ  スセ  ソタ  チツ 
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神への 恐れは 知恵の 初め。 貸し 与えて いる 人 


詩編 111: 6 — 112: 6 


3 [ヵフ] 

そのみ 業の 力を [裡] は ご 自分の 民 
にお 告げに なった。 

ラ [ラー メ ド] 

かれ  しょこく みん  そうぞく ぶつ  あた 

彼ら に 諸国 民の 相続 物を 与える 
ことによって。 

D [メ  ーム] 

そのみ 手の 業は 真実と 裁きで ある。 


[迚] が お与えになる その 命令は 
すべて 信頼で き， 

D [サーメ ク] 

i 永久に， 定めの ない 時に 至る までよ 

ジ [アイン] 

真実と 廉直のう ちに 行なわれ^)。 
D  [ペー] 

J  [神] は 請け戻しを ご 自分の 民に 送 


2 [ッ ァ- デ-] 

定めの ない 時に 至る まで その 契 
約を お I じに なった。 

I， [コーフ] 

そのみ 名は 聖 なる もので， 畏怖の 
念を 起こさせる。 

"1 [レ'— シユ] 

10 エホバへの 恐れは 知恵の 初めで ある。 

以 [スイ •ー ン] 

それらを 行なう 者は 皆， 良い 洞義 
力を 持って いる。 
n [ター ウ] 

[裡] の 賛美は 永久に 立って いる。 
-11^ あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
丄上 Z  N [ァ- レフ] 

エホバを 恐れる 人は 幸いで 


ア申 4:32 

ヨシ 6:20 
ヨシ 10:13 
詩 78:12 
イ詩 44:2 
詩 78:55 
詩 80:8 
詩 105:44 
ウ申 32:4 
詩 85:10 
詩 86:8 
詩 98:3 
啓 15:4 
エ詩 19:8 
詩 33:4 
詩 119:4 
イザ 55:11 
才詩 119:100 
イザ 40:8 
力 詩 19:9 
啓 15:3 
キ出 15:13 
申 15:15 
詩 130:7 


啓 7:10 
クサ n  23:5 
代 I  16:15 
エレ 33:20 
ヶ申 28:58 
代 I  16:10 
詩 89:7 
詩 99:3 


啓 4:8 
コ申 4:6 
ヨブ 28:28 
葳 1:7 
箴 9:10 
伝 12:13 
ヘプ 11:7 
サ申 4:6 

ヨシ 1:8 

王 I  2:3 
箴 3:4 
テモ n  3:15 
シ詩 145:2 
ぺテ I 1:7 


] [ベー ト] 

かれ  (7)  よろこ 

彼は その おきてを 大いに 喜 


〕 [ギメ ル] 

2 その子 孫は 地で 力 ある 者と なる。 

1 [ダー レ ト] 

廉直な 者たち の 世代， それは 祝福 
を 受ける であろう。 

n [へ 一] 

3 貴重な 物と 富とは 彼の 家に ある。 

1 [ヮーウ] 

そ して 彼の 義は 永久に 立って いる。 

U ザイン] 

4 彼は 闇の 中で 廉 金 な 者たち に 対す 
る 光の ように きらめいた。 

n [へ 一 卜] 

彼は 慈 しみと 憐れみに 富み, 義に 
かなって いる。 

D [テート] 

5 慈しみに 富み， 貸し 与えて いる 人は 


ぜんりょう 

善良で ある。 


’ [ヨー ド] 

彼は 公正を もって _ 分の 物事を 
支持す る。 

3 [カフ] 

彼は どんな 時に も よろめかされる 
ことがない。 

ラ [ラー メ ド] 

義を 守る 人は 定めの ない 時に 至 
る ま で 記憶に とどめられる。 


エ創 17:7; 創 22:17; 詩 14:5; 詩 24:6; 才詩 24:1; イザ 33: 
6; マタ 6:33; 力 詩 111:3; イザ 32:17; イザ 51:8; キ詩 97: 
11; イザ 58:10; ぺテ I  2:9; ヨハ I 1:5; 啓 22:5; ク ネへ 9: 
17; ミカ 7:19; ルカ 6:36; エフ 4:32; コロ  3:13; ケ 使徒 6: 
8; コ申 15:8; ヨブ 31:16; 詩 37:26; 詩 41:1; 箴 14:21; 箴 
17:5;  m  19:17;  m  21:13; ルカ 6:35; ルカ 23:50; 使徒 20:35; 
へブ 13:16; ササ I 12:3; ヨブ 1:1; ミカ 6:8; マタ 1:19; エ 
フ 5:15; コロ  4:5; テサ I  2:10; シ詩 15:5; 詩 125:1; 箴 2: 
21; ぺテ n  1:10; ス ネへ 5:19; 箴 10:7。 


ツ イザ 45:6 
イザ 59:19 


第二 欄 

ア出 9:16 
詩 72:19 
詩 86:9 

マラ 1:11 

イ詩 97:9 
詩 99:2 
イザ 40:17 
ウ王 I  8:27 
詩 8:1 
エ出 15:11 
詩 89:6 
イザ 36:7 
才王 I  8:43 
詩 11:4 
イザ 57:15 
へブ 9:24 


*1 [レー シユ] 

10 邪悪な 者は 自ら 見て， 必ず いら 立つ 
であろう。 

以 [シーン] 

彼は 歯が みして， 実際に 溶け 去る 

でぁろ ず。 

n [ター ウ] 

邪悪な 者たち の 欲望は 滅びう せ 
るであろう。 

1 1 〇 あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ 
丄 丄〇 ェホバの 富た ちょ， 賛美を 
ささげ 

エホバの み 名を 賛美せ よ。 

2 エホバの み 名が 

今より 定めの ない 時に 至る まで 
ほめたたえられます ように。 

のぼ ところ  しず  いた  M 

3 日の 昇る 所から 沈む 所に 至る まで， 
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エホバの み 名は 賛美され るべき 

I ァ） 

もの 0 

4 エホバは すべての 国の 民の 上に 高 
く 上られた。 

えいこう  （ゥ） 

その 栄光は 天の 上に ある。 

5 だれが わたしたちの 神 エホバの よ 
うであろう か。 

[拽] は その 住まいを 高く して お 

[才） 

られ る。 

6  [迚] は ご 自分を 低く して 天と地を 

らん  （力） 

ご覧に なり， 

7 立場の 低い 者を まさしく 塵の 中 か 
ら 立ち 上が ら せて おられる。 
[拽] は 貧しい 者を まさしく 灰 溜 

たか  [ク） 

めから 高められる。 

8  [これを] 高貴な 者たち と共に， 

じ ぶん  たみ  [ヶ） 

ご自 分の 民の 高貴な 者た ちと 共 

すわ  [コ 1 

に 座らせる ためで ある。 

9  [裡] はう まずめ を， 

子ら を 持つ， 喜びに 満ちた 母と し 

[サ) いえ  す  トン！ 

て 家に 住まわせて おられる。 
あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

m イスラ エルが エ ジプ トから， 
ヤコブの 家が， 理解で きな 

はな  かた  たみ (せ） 

い 話し方を する 民から 出 
て 行った とき， 

せい  ばしょ  [夕] 

2 ユダは その 聖 なる 場所と なり， 

イスラエルは その 太いなる 領土 

と [なっ:^]。 

うみ  にさ  【ッ） 

3 海で さえ 見て， 逃げ去った。 

一方， ヨルダンは 引き返し はじ 

(f) 

めた。 


力 詩 14:2; 詩 18:35; 詩 102:19; 詩 138:6; イザ 66:2; キ 詩 
22:15; クサ I  2:7; サ D  7:8; ヨブ 2:8; フイ 2:9; ケ啓 5: 
10; コ創 41:41; ヨブ 36:7; サ イザ 54:1; ガラ 4:27; シサ 1 
2:5; 詩 68:6; ス詩 112:1; 詩 117:1; 第 114 編 セ 創 


42:23 
詩 78 
申 32 


詩 81:5; ソ出 12:41; 出 13:3; 夕創 49:10; 詩 76:1; 
68; チ 出 6:7; 出 19:6; 出 25:8; 出 29:45; 申 27:9; 
:9; ツ出 14:21; 詩 77:16; 詩 106:9; コ I  10:1; テ ヨシ 


詩編 112：7—114：3 


ヤ ハを 賛美せ よ。 


[メー 厶]、 

7 彼は 悪い知らせを も 恐れない。 

3 [ヌーン] 

その 心は 揺るぎなく， エホバに 依 
り 頼んで いる。 

〇 [サーメ ク] 

8 その 心は 揺れ動かず， 彼は 恐れる こ 
とな <， 

リ [アイン] 

ついには， 自分に 敵対す る 者たち 
を 見つめる。 

2 [ペー] 

9  i は 麼く滿 し， 餐しぃ 碧たち に 掌 
ぇ#。 

2  [ツ ァー デー] 

その 義は 永久に 立って いる。 

P [コーフ] 

彼の 角は 栄光の うちに 高め られ る。 


第 112 編 

ア詩 27:1 
箴 1:33 
箴 3:25 
ルカ 21:9 
ィ詩 57:7 
詩 118:6 
使徒 21:13 
ウ詩 62:8 
詩 64:10 
詩 118:8 
イザ 26:3 
ヨハ 14:1 
使徒 27:25 
エ詩 27:14 
詩 31:24 
才詩 56:11 
箴 28:1 
力 詩 59:10 
詩 91:8 
詩 92:11 
詩 118:7 
キ申 15:11 
蔵 11:24 
箴 19:17 
伝 11:2 
コ n  9:9 
ク申 24:13 
マタ 25:46 
ヘプ 6:10 
ケサ I  2:1 
詩 75:10 
詩 92:10 

コ エス 6:11 

ルカ 13:28  | 
サ詩 37:1 
詩 58:7 
シ箴 10:2 
箴 11:7 


編  6 :19 21 19 1 36 48 10 20 
|3 5: »8: 50 3 9: 3: 03 5 9: 35 16 06 29 2 
11 1 说 1 ザ 1 31 フ 1 1  II  I  二 
,  出 詩 詩 ィ啓詩 詩 エ啓詩 代 詩 代 ダ 
—  ス  セ  ソ タチ 


999  偶像は 話す こと も， 見る こと も， 聞く こと もで きない  詩編 114:4—115:13 


4 山々 も 雄 羊の ように， 

丘は 子羊の よう に 跳ね回った。 

5 海よ， どう したの か， お前が 逃げ去 
ると 


ヨルダンよ， お前が 引き返し はじ 
める と (I。 

6 山よ， お前たち が 雄 羊の ように， 
丘よ， [お前たち が] 子羊の ように 
跳ね回る とは。 

7 地よ， 主の ゆえに， 

ヤコブの# の ゆえに， 激しい 痛み 

を饕ぇ ぶ。 

8  [拽] は 岩を 葦の 茂る 水の 池に， 
火打ち石の ような 固い 岩を 水の 

いずみ か  [ク！ 

泉に 変えて おられる。 
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エホバよ， わたしたちには 何 
も 属して いません。 わた 
したち には 何も 属して い 
ませぶ 〇 


あなたの 愛 ある 親切と あな 
たの 真実と にしたがって， 
ただ あなたの み 名に 栄光を 
帰して ください。 

2 なぜ 諸国の 民が 言って よいで しょ 

ぅ ぶ， 

「彼らの# は 一体 どこに いるの 
か」 

3 しかし， わたしたちの 裡は 天に お 

m 

ら^ I， 


すべて その 喜びと する ことを 行 

(V) 

なわれ た。 

4 彼らの 偶像は 銀 や 金で あり 
地の 人の 手の 業で ある。 

5  口は あっても， 話す ことは でき 

[ツ] 

ない。 


第 114 編 

ア出 19:18 
出 20:18 
裁 5:4 
詩 29:6 
詩 68:8 
エレ 4:24 
ハバ 3:6 
イ出 15:8 

ヨシ 2:10 


ウ ヨシ 4:23 
ェ イザ 64:3 


ナホ 

力 代 I 16: 
ヨブ 9: 
詩 77:] 
詩 97: く 
キ出 17:¢ 
民 20:] 


詩 107:35 
ク申 8:15 
ネへ 9:15 


第 115 編 

ケ ヨブ 1:21 
テモ I  6:7 
コ詩 61:7 
詩 66:20 
詩 89:1 
詩 138:2 
ミカ 7:20 
ロマ 3:4 
サ申 28:58 
イザ 48:11 
エゼ 39:13 

ヨハ 12:28 

シ出 32:12 
民 14:15 
申 32:27 
ス詩 42:3 
詩 79:10 
ョェ 2:17 


セ 詩 2:4 
詩 33:14 
詩 123:1 


ソ詩 135:6 
イザ 46:10 
ダニ 4:35 
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目は あっても， 見る ことは でき 

(7) 

ない。 

6 耳は あっても， 聞く ことは できない。 

鼻は あっても， かぐ ことは でき 

[ゥ） 

ない。 

7 手を 持って はいても， 触る ことは で 

W 

きない。 

足を 持って はいても， 歩く ことは 

(才 1 

できない。 

のどを 使って 声を 出す わけで も 

[力） 

ない。 

8 これを 作る 者たち はま さしく これ 
と同じようになる。 

すべて これに 依り 頼んで いる 者 
たち 

よ  たの （ケ） 

9 イスラエルよ， エホバに 依り 頼め。 
W は 彼らの 助けで あり， 彼らの 

たて  ㈣ 

詹 であ 名。 

10 ア ロンの 家よ, エホバに 信頼を 置 (k 
[姓] は 彼らの 助けで あり， 彼らの 

たて  トン） 

詹 である。 

11 エホバを 恐れる 者たち よ， エホバに 
依り 頼め。 

[裡] は 彼らの 助けで あり， 彼らの 

たて  （セ 1 

盾で ある。 

12 エホバ 自ら わたしたちの ことを 覚 
えてく ださった。 [そして] 祝 
福して くださ 4。 

イスラエルの 家を 祝福し， 

ア ロンの 家を 祝福して くださる。 
13 エホバを 恐れる 者たち を， 


キ詩 135:18; イザ 44:9; 啓 9:20; ク王 n  21:21; 詩 97:7; ヨ 
ナ 2:8; ケ代 I  5:20; 詩 32:10; 詩 62:8; 箴 3:5; コ申 33:29; 
詩 33:20; 詩 119:114; 詩 144:2; 箴 30:5; サ出 28:1 •，申 33: 
8; シ詩 118:3; ス箴 16:20; エレ 17:7; セ 詩 84:11; ソ詩 
136:23; 箴 10:22; 使徒 10:4; 夕創 12:2; 詩 67:7; 使徒 3: 
26; チ 詩 115:10; ツ詩 29:11; ルカ 1:50; 使徒 13:26。 
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ァ出 34:6 
申 32:4 
ネへ 9:8 
詩 103:8 
詩 119:137 
詩 145:17 
ロマ 3:25 
ィ出 20:6 
ネへ 9:17 
ダニ 9:9 
ゥ詩 19:7 
エ詩 79:8 
詩 106:43 
詩 142:6 

オ エレ 6:16 

力 詩 13:6 
詩 119:17 
詩 145:20 
へブ 11:6 
キ詩 56:13 
詩 86:13 


詩編 115: 14 — 116: 13 


地は 人に 与えられた。 エホバを 呼び 求める 


1000 


小な る 者も大 なる 者を も 祝福し 
てくだ さる。 

14 エホバは あなた 方に 増加を もたら 

[ィ） 

される。 

一 [ゥ 1 

あなた 方に も あなた 方の 子ら にも。 
15 あなた 方は エホバに， 

天と地の 造り 主に 祝福され た 者 
たちで ある。 

16 天に ついていえば， 天は エホバに 属 

す 4 力。 

しかし 地は というと， [迸] は [これ 
を] 人の子ら にお 与えに なった。 
17 死者は ヤ ハを 賛美し ない。 

また ，沈黙へ 下っ て 行く 者 も だれ 
ひとりそう しない。 

18 しかし わたしたちは， 今より 定めの 

とき  いた  I コ 1 

ない 時に 至る まで 
ヤ ハを ほめたたえる。 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
わたしは 愛します。 

エホバは わたしの 声を， わ 

たんがん [ス） き 

たしの 嘆願を 聞いて くだ 
さるから です。 

2 わたしに 耳を 傾けて くださった か 
らで 

わたしは 日 ごとに 呼びます。 

3 死の 綱が わたしを 取り巻き， 

シエ オルの 苦しい 状況が わたし 
を 見いだ しました。 

わた しは 苦難と 悲嘆を 見いだ し 
続け ま した。 

4 しかし， わたしは エホバの み 名を# 
び 求める ようになりました。 
「ああ， エホバよ， わたしの 魂を 
逃れさせて ください」。 
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5 エホバは 慈しみに 富み， 義 にかな っ 

(7) 

て お られ ます。 

わたしたちの 裡は 憐れみを 示し 
てくだ さる 方。 

けいけん  もの  まも 

6 エホバは 経験の ない 者たち を守っ 
て おられます。 

わたしは 弱り果てました。 する 
と， [裡] はわた しを 救って くだ 
さぃ まし： 

7 わたしの 魂よ， お前の 休み場に 

かえ （才） 

帰れ。 

エホバが お前に 対して ふさわし 
く 行動して くださった からだ。 
8 あなたは わたしの 魂を 死から， 

わたしの 目 を 涙 か ら ，わた しの 足 
をつ まずき から 助け出し てく 
ださった からです。 

9 わたしは 生ける 者の 地で， エホバの 
み 前を 歩みます。 

10 わたしは 信仰を 持って いました。 と 
いうのは， わた しは 話しは じめ 

(シ） 

たからです。 

わたし 自身 大いに 苦しみ ま した。 

きょうこう  き  みず か 

11 わたしは 恐慌を 来たした とき， 自ら 
こう 言いました。 

「人は 皆う そつき だ」。 

12 わたしに [施して くださる] そのす 
ベての 恩恵に 対して， 

わた しは 何を エホバに お返しし 
たらよ いのでしょう。 

13 わたしは 大 いなる 救いの 杯を 取り 
上 {!， 
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ア詩 136:1 
イ詩 136:2 
ウ詩 135:19 
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エホバの み 名を 呼び 求めます。 

14 わたしは わたしの 誓約を エホバに 
果たします。 

そうです， その 民す ベての 前で。 
15 エホバの 目に 貴重な もの， 

それは ご 自分の 忠節な 者たち の 

し  [ゥ） 

死です。 

16 ああ， どうか， エホバよ， 

わた しは あなたの 僕な のです。 
わたしは あなたの 僕， あなたの 奴隸 

おんな  [力） 

女の子な のです。 

あなたは わたしの 縛り 縄を 解い 
てくだ さい ま した。 

17 わたしは あなたに 感謝の 犠牲を さ 
さ (!， 

エホバの み 名を 呼び 求めます。 

18 わたしは わたしの 誓約を エホバに 
果たします。 

そうです， その 民す ベての 前で。 

いえ  なかにわ （シ J 

19 エホバの 家の 中庭で， 

エルザ レムよ， あなたの 真ん中 士。 
あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

m すべての 国の 民よ， エホバを 

さんび  (v) 

賛美せ よ。 

すべての 氏族よ， [迚] を 
ほめよ。 

たい  あい  し 

2 わたしたち に対して その 愛 ある 親 

切は 力強い ものと なった から 

m 

である。 

しんじつ M  さ だ  とき 

エホバの 真実は 定めの ない 時に 

お 上 

ま で 及ぶ。 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

-| 1 〇 あなた 方は エホバに 感謝せ よ。 

1 I  r%  ぜんりょぅ かた 

[#] は 善良な 方 だからで 

【卜） 

ある。 


1001  忠節な 者たち の 死 


詩編 116:14—118:10 

あい  しんせつ  さ だ 

その 愛 ある 親切は 定めの 
ない 時に ま で 及ぶ から 

(7) 

である。 

2 さあ， イスラエルは 言え， 

「その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
およ  [ィ】 

にまで 及ぶ からで ある」 と。 

いえ  もの  い （ウ） 

3 さあ， ア ロンの 家の 者たち は 言え， 
「その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  (I) 

にまで 及ぶ からで ある」 と。 

4 さあ， エホバを 恐れる 者たち は 言え， 

「その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
およ  m 

にまで 及ぶ からで ある」 と。 

5 苦しい 状況の 中から わたしは ヤハ 

を 呼び 求めた。 

ヤ ハは 答えて くださり， わたし 

ひろびろ  ところ  お 

を 広々 とした 所に [置いて くだ 

[ク） 

さった]。 

6 エホバは わたしの 側に いてく ださ 

おそ  [ヶ） 

る。 わたしは 恐れない。 

地の 人が わた しに 何を な しえ よう。 
7 エホバは わたしの 側に おられ， わた 
しを 助ける 者たち の 中に いて 
くださ ぶ。 

それゆえ にわた しは， わた しを 憎 
む 者たち を自 ら 見つめる の だ。 
8 エホバの もとに 避難す る ことは 
地の 人に 依り 頼む ことに 勝る。 

9 エホバの もとに 避難す る ことは 
高貴な 者たち に 依り 頼む ことに 

まさ m 

勝る。 

10 すべての 国の 民が わたしを 取り囲 

(チ） 

ん だ。 


ク出 15:2; 詩 18:19; ケ詩 27:1; 詩 146:5; イザ 51:12;  口 
マ 8:31; コ詩 56:4; ヘプ 13:6; サ代 I 12:18; 詩 54:4; マ 
夕 26:53; シ詩 54:7; ス詩 40:4; 詩 62:8; エレ 17:5; セ 詩 
146:3; ソ葳 18:10; タ イザ 30:2; エゼ 29:7; チ 詩 2:2; ゼ 
力 12:3。 


242  53492 
022  2  ••2151 25: : 
1 ェ タブ 2 ナホ，、 


2  2  8342  21 
4116311132  ! 


: : .  5 1 5 1 . 2  6  9  3  : 1 3  7  7  :  7 1 1 : :  5  6  :  〇  5  2  2  •• 

2 ナホ タハ I ブ 579 カ テ 1118 力 II ビ 51 ブマ 2751911111 
マヨ サヨ 詩 詩 詩 ゼぺ詩 詩 詩 詩 ル 代 詩 レ 詩 詩へ 口 詩 詩 伝 詩 詩 詩 詩 詩 詩 啓 
ウ  ェ オカ  キク  ケコ  サシ  スセ 


:49 3:l 15: 10 :6 :16 :15 :18 0:5 22 :lo :22 :4 10: 1.e; 


l- ld 9: 5: 5: 4J 0( J 5: l: l: 1 
1 マ 7122913279 、 4F 
g  畤詩口 啓 啓 創 民 詩 詩 哀詩 詩 時 ィル詩 
まソ  タチ 1 V テ 


詩編 118: 11 — 28 


ヤ ハは わたしの 避け 所。 退けられた 石が 頭と される 


1002 


わた しは エホバの み 名に よって 
彼らを 近づかせなかった。 

11 彼らは わたしを 取り囲んだ。 そう 
だ， わたしを 取り囲ん だの だ。 
わた しは エホバの み 名に よって 
彼らを 近づかせなかった。 

12 彼らは 蜜 ばちの ように わたしを 取 
り i んナ I。 

彼らは いばらの 茂みの 火の よう 

け  さ  (X) 

に 消 し 去られた。 

わた しは エホバの み 名に よって 
彼ら を 近づ かせな かった。 

13 あなたは 激しく わたしを 突いて， わ 
たしを 倒れさせよう とした。 
しかし， エホバ ご 自身が わたしを 
助けてく ださった。 

14 ヤ ハは わたしの 避け 所， [わたしの] 
偉力で あり， 

わた しのた めに 救いと なって く 
ださ S。 

15 歓呼と 救いの 声と (i， 

義 なる 者たち の 天幕のう ちに 

('» 

ある 0 

エホバの 右手は 活力を 発揮して 

[ス） 

いる 0 

みず か  たか 

16 エホバの 右手は [自らを] 高めて 
I、 る 0 

エホバの 右手は 活力を 堯 揮して 

城 

いる 0 

17 わたしは 死なない。 かえって 生き 
つづける であろう。 

ヤハ のみ 業を 告げ 知らせる ために。 
18 ヤ ハは 厳しく わたしを 正された。 
しかし， わたしを 死に 渡されな 

{テ） 

かった。 
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19 あなた 方は わたしに 義の 門を 開 

(7) 

け 上。 

わたしは その 中に 入り， ヤハ をた 

[ィ】 

たえる であろう。 

20 これが エホバの 門で ある。 

義 なる 者たち がその 中に 入る。 

21 わたしは あなたを たたえます。 あな 
たは わたしに 答えて くださり， 
わたしの 救いと なって くださ っ 

(力） 

たからです。 

22 建築 者たち の 退けた 石が 
隅の 頭と なった。 

23 これは エホバ ご 自身から 出た もの 

(ヶ） 

となった。 

それは わた したち の 目に くす し 
いこと である。 

24 これは エホバの 設けられた 日。 

わた したち は それを 喜び， 歓び楽 

しふ 

25 ああ， どうか， エホバよ， 救って く 
ださい。 お願いです！ 

ああ， どうか， エホバよ， 成功 さ 
せて ください。 お願いです！ 
26 エホバの み 名に よって 来る 方が ほ 

(V) 

めた たえ られ るよう に。 

わた したち は エホバの 家から あ 
なた 方を 杂 福した。 

27 エホバは 神た る 者で あ 

わた したち に 光を 与えて くださる。 

がた  まつ  ぎょうれつ [テ） おおえだ (卜） しば 

あなた 方は 祭りの 行列 を 大枝で 縛れ。 
祭壇の 角に 至る まで。 

28 あなたは わたしの 神た る 者で あり, 
わたしは あなたを たたえます。 

ソ マタ 21:9; マタ 23:39; マル 11:9; ルカ 19:38; 夕詩 134: 
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9; ナ出 27:2; 二 出 15:2; イザ 25:1。 


第二 欄 


第 119 編 


第 118 編 


若者の ための 道筋。 神の 律法に 対する 愛着 


わた しの 裡 一 わた しは あなたを 
S め ま' fo 

29 あなた 方は エホバに 感謝せ よ。 

[迚] は 善良な 方 だからで 

(ィ） 

ぁる 0 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

N [アーレ フ] 

1 1 Q  [自分の] 道に おいて とがのな 

1  I  M  も  0  M 

±±u  ぃ 者たち， 

りっぽう  あゆ 

エホバの 律法に よっ て 歩む 

さい わ  （才） 

者たち は 幸いです。 

2 その 諭しを 守り 行なう 者たち は 幸 

(力） 

いです。 

彼らは 心を っく して [初を 尋ね 
求めます。 

じっさい かれ  ふ ぎ  おこ 

3 実際， 彼らは 不義を 行ないません 


彼らは [裡] の 道を 歩みました。 
4 あなたが ご 自分の 命令を 下され ま 
し# : 

ちゅうい ぶか  まも  W 

注意 深く 守るべき ものと して。 

きてい  まも  ('» 

5 ああ， あなたの 規定を 守る ために， 
わたしの 道が 堅く 立てられる 


6 そうすれば， あなたの すべての お 
きて を 見る とき， 

わたしは 恥じる ことが ありま 

せム 

7 あなたの 義に かなった 司法 上の 定 
めを 学ぶ とき， 

わた しは 心の 廉直 さ を もって あ 
なた をた たえます。 

8 わたしは あなたの 規定を 守り つづ 


f  詩編 118  =  29—119:16 

どうか わたしを 完全に 捨てない 
でく ださい。 

n [ベ— 卜] 

どのように して 若い 人は その 道筋 
を 清める のでしょう か。 

み 言葉に したがって 注意 深く あ 
る ことによってです。 

わた しは 心を & めて あなたを 尋ね 
求め ま した。 

わたしを あなたの おきてから 迷 
い 出させないで ください。 
わたしは あなたの こと ばを 心のう 

たく わ  （力） 

ちに 蓄え ま した。 

あなたに 対して 罪を おかさない 

(キ 1 

ためです。 

エホバよ， あなたが ほめたたえら 
れ ますよう に。 

あなたの 規定を わた しに 教えて 
ください。 

わたしは わたしの 唇を もって， 
あなたの み 口の すべての 司法 上 
の 定めを 告げ もらせました。 
あなたの 諭しの 道を わた しは 大い 
^ に# び ま した。  ^ 

他の すべての 貴重な ものに 対す 
ると 同じように。 

わたしは あなたの 命令を 思いに 

あなたの 道筋を 見つめ ま士。 
わた しは あなたの 法令に 愛着を 示 
します。 

わた しは あなたの み 言葉を 忘れ 
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〕 [ギメ ル] 

17 あなたの 僕に 対して ふさわしく 行 
動して ください。 わたしが 生 

(7) 

きつ づける ため， 

あなたの み 言葉を 守る ためです。 

18 わたしの 目から 覆いを 除いてく だ 

[ゥ） 

さぃ。 

わた しが あなたの 律法の 中から 

[ェ） 

くす しい ことを 見る ためです。 
19 わたしは この 地の 外人 居留 者に す 
ぎ ません。 

わた しから あなたの おきてを 覆 
い 隠さない でく たさい。 

たましい  しほう じょ ラ 

20 わたしの 魂は あなたの 司法 上の 

_ め 名 

常に 慕って 打ち砕かれて います。 
21 あなたは， のろわれ たせん 越な 者 
たちを 叱責され ま した。 

かれ  まよ 

彼らは あなたの おきてから 迷い 

(3) 

出て いる 者たち です。 

22 わたしから そしりと 侮べ つを 転が 
し 去って ください。 

あなたの 諭しを わたしは 守り 行 
なった からです。 

23 君たち さえ 座りました。 彼らは わ 
たしに 敵して 話し合いました。 
しかし あなたの 僕は， あなたの 

き てい  おも  と  ㈦ 

規定を 思いに 留める のです。 
24 また， わたしは あなたの 諭しに 
わた しの 助言 4 として 愛着を 感 

じ ま 孑。 

1 [ダー レ ト] 

25 わたしの 魂は まさしく 塵に 固く 付 

[チ] 

いています。 

み 言葉に したがって わたしを 


ノ  _  1 


：18 


詩 119:105 
蔵 1:25 
テモ n  3：16 
夕詩 19:7 
詩 119:14 
詩 119:168 
チ 詩 22:15 
詩 44:25 


イザ 30:20 
ェ詩 103:18 
詩 119:94 
才代 I 16:9 
代 n  32:22 
詩 105:2 


い  なが  I ァ) 

生き長らえさせて ください。 

みちつ  し 

26 わたしは わたしの 道を 告げ 知らせ 
ました。 あなたが わたしに 答 
えてく ださる ためです。 

きてい  おし 

わた しに あなたの 規定を 教えて 

[ゥ） 

ください。 

めいれい  みち  り かい 

27 あなたの 命令の 道を わたしに 理解 

[エ） 

させて ください。 

わたしが あなたの くす しい 業を 

おもと  W 

思いに 留め るた め です。 

たましい ひたん  ねむ 

28 わたしの 魂は 悲嘆の あまり 眠れ ま 

[力） 

せんでした。 

み 言葉に したが っ てわた しを 起 

(キ 1 

き 上がらせて ください。 

29 わたしから 偽りの 道を 取り除き， 

りっぽう 

あなたの 律法を もって わたしに 
恵みを 与えて ください。 

30 忠実の 道を わた しは 選び ま した。 
あなたの 司法 上の 定めを わたし 

てきせつ  かんが  [サ 1 

は 適切で あると 考え ま した。 

さと  かた  つ 

31 わたしは あなたの 論し に 固く 付き 

トン j 

ま した。 

はじ 

エホバよ， わたしに 恥を かかせ 

[ス1 

ないで ください。 

みち  はし 

32 わたしは あなたの おきての 道を 走 

(fe) 

ります。 

こころ  よゆう  も 

あなたが わた しの 心に 余裕を 持 

(V) 

たせて くださる からです。 

n  [へ—] 

33 エホバよ， あなたの 規定の 道を わ 

おし  さと  （夕 1 

たしに 教え 論して ください。 

さいご  いた 

わた しが それを 最後に 至る まで 

まも  おこ  （チ） 

守り 行なうた めです。 

コヨシ 24:15; 箴 12:22; 箴 28:20; コ I  4:2; サ レビ 18:5; 申 
4:3; シ詩 19:7; ぺテ n  3:1; ス詩 25:20; 詩 119:80; セ 申 
30:16; ソ王 I  4:29; 代 n  30:19; コ n  6:11; 夕詩 119:64; イザ 
48:17; ヨハ 6:45; ヤコ 1:5; チ 詩 119:112; 啓 2:26。 


34 わたしに 理解 させて ください。 わ 
たしが あなたの を 守り 行 

(7) 

ない， 

心を 込めて それを 守る ためです。 
35 あなたの おきての 通り道を 踏み 行 
かせて ください。 

わたしは それを 喜びと したから 

(I) 

です。 

36 わた しの 心を 利得に ではなく， 

あなたの 論し に 傾け させて くだ 
さ：1。 

37 無価値な ものを 見ない よう， わ 
たしの 目を 過ぎ行かせ てくだ 

さじ。 

わた しを あなたの 道に 生き 長ら 
えさせて ください。 

38 あなたの みこと ばを あなたの 僕に 
行なって ください。 

それは あなたへの 恐れに [至ら 
せる のです]。 

39 わたしの 恐れて いた そしりを 過ぎ 
去らせて ください。 

あなたの 司法 上の 定めは 良い も 
の だからです。 

40 ご覧く ださい， わたしは あなたの 
命令を 慕いました。 

あなたの 義 によって わたしを 生 
き 長ら えさせて ください。 

*1 [ワーウ] 

あい 

41 そして， エホバよ， あなたの 愛 あ 
る 親切が わたしの もとに 来 ま 
すよう に。 

あなたの 救いが あなたの みこと 
ばに したがって。 

42 それは， 言葉に よって わたしを そ 
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しる 者に わたしが 答える ため 
なのです。 

わた しは あなたの み 言葉に 依り 
頼んだ からです。 

43 そして， わたしの 口から 真理の 言 
葉を 完全に 取り去らな いでく 
ださ じ。 

わた しは あなたの 司法 上の 定め 
を 待ち望んだ からです。 

44 そうすれば， わたしは 絶えず あな 
たの 律法を 守ります。 

定めの ない 時に 至る まで， まさ 

えいきゅう  (*) 

に 永久にです。 

45 そして， わたしは 広々 とした 所を 
歩き回ります。 

わた しは あなたの 命令を 尋ね 求 
めた からです。 

46 また， わたしは あなたの 論し につ 
いて 王たち の 前で 話します。 
わたしは 恥を かきません。 

47 そして， わたしは あなたの おきて 
に 愛着を 示します。 

それを わたしは 愛し ま した。 

48 そして， わたしは 自分の 愛した あ 
なた の おきてに 向かって たな 
ごころ を 上げ， 

あなたの 規定を 思いに 留めます。 
T [ザイン] 

49 あなたの 僕に 対する 言葉を 思い出 
してく ださい。 

あなたは それを わた しに 待ち望 

[夕） 

ませた のです。 

50 これが 苦悩のと きの わたしの 慰め 
です。 

ソサ n  7:25; 詩 105:42; 詩 106:45; 夕詩 71:14; チ 詩 94: 
19:  ロマ 15:4。 
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あなたの みこと ばが わた しを 生 
き 長ら えさせた からです。 

51 せん 越な 者たち がわた しのこと を 
甚だしく あざ笑いました。 

わた しは あなたの 律法から それ 

【ゥ） 

ませんで した。 

52 エホバよ， わたしは 定めの ない 時 
から あなたの 司法 上の 定めを 
思い出し ま した。 

そして 自分の ために 慰めを 見い 

だし ま ぞ。 

53 激しい 怒りの 熱が 邪悪な 者たち の 
ゆえに わた しを とらえ ま した。 

彼らは あなたの 律法を 捨てて ゆ 
きま' 

54 わたしの 外人 虐留 地の 家で， 

あなたの 規定は わたしに とって 
楽の 調べと なりました。 

55 エホバよ， わたしは 夜 あなたの み 
名を 思い出し ま した。 

あなたの 律法を 守る ためです。 

56 これ も わたしの ものと なりました。 

なぜなら， わたしは あなたの 命 
令を 守り 行なった からです。 

n [へ-卜] 

57 エホバは わたしの 受け 分です。 

わた しは あなたの み 言葉を 守る 
と 約束し ました。 

58 わたしは 心を つく して あなたの み 
顔を 和めました。 

あなたの みこと ばに したがって 
恵みを 示して ください。 

59 わたしは 自分の 道を 考慮し ま した。 

わた しの 足を あなたの 諭しに 引 
き戾 すため です。 
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ア詩 119:25 
ィ詩 123:4 
箴 9:12 


コ詩 42:8 
詩 63:6 
イザ 26:9 


サ詩 119:34 
シ詩 119:100 
ス詩 16:5 
詩 73:26 


ツ申 4:30 
詩 119:146 


第二 欄 


60 わたしは 急ぎ ま した。 

あなたの おきてを 守る ことを 遅 
ら せませんでした。 

61 邪悪な 者たち の 綱が わたしを 取り 

かこ  [0] 

囲み ま した。 

わた しは あなたの 律法を 忘れ ま 
せんでした。 

62 わたしは 真夜中に 起き上がり， 

あなたの 義に かなった 司法 上の 

さ だ m  かんしゃ 

定めの ために あなたに 感謝し 
ます。 

63 わたしは， あなたを 真に 恐れる す 
ベての 者たち の， 

また， あなたの 命令を 守る 者た 
ちの 仲間な のです。 

64 エホバよ， あなたの 愛 ある 親切は 
地に 満ち ま した。 

あなたの 規定を わた しに 教えて 
くださ:、 ： 

a [テ-卜] 

65 エホバよ， あなたは み 言葉に した 
が っ；, 

ご 自分の 僕を 本当によ く i って 
くださいました。 

66 善良， 分別， そ して 知識を わたし 
に 教えて ください。 

わたしは あなたの おきてに 信仰 
を 働かせた からです。 

67 苦しみに 遭う 前には， わたしは 間 
違って 罪を おかして いました。 
しかし 4 度は， あなたの ことば 
を 守り ま した。 

68 あなたは 善良で あり， 良い ことを 
行なって おられます。 

夕詩 106:12; チ レビ 5:17; ガラ 6:1; テモ I 1:13; ツ詩 119: 
11; ヘプ 12:11; テ 詩 86:5; 詩 106:1; 詩 107:1; マル 10:18。 
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あなたの 規定を わた しに 教えて 
くださ 

69 せん 越な 者たち はわた しに 偽りを 
塗り付けました。 

しかし わたしは， 心を つく して あ 

めいれい  まも  おこ  [0) 

なた の 命令を 守 り 行ないます。 
70 彼らの 心は 脂肪の ように 無感覚に 
なりました。 

しかし わたしは， あなたの 律法 
に 愛着を 感じました。 

71 わたしが 苦しみに 遭った のは， わ 

よ  [力） 

たしに とって 良い ことです。 
それは， わたしが あなたの 規定 
を 学ぶ ためな のです。 

72 あなたの み 口の 律法は わたしに 
とって 良い ものです。 

幾千の 金 や 銀に も 勝って。 

[ョー ド] 

73 あなたの み 手が わたしを 造り， 
次いで， わたしを 固く 定め 
まし A 

わたしに 理解 させて ください。 
あな たの おき てを 学^： た めに。 
74 あなたを 恐れる のは， わたしを 見 
て歓ぶ 者たち です。 

わた しは あなたの み 言葉を 待ち 
望んだ からです。 

75 エホバよ， わたしは よく 知ってい 
ます。 あなたの 司法 上の 定め 
が義 であり， 

あなたが 忠実 さを もって わたし 
を 苦しみに 遭わされた ことを。 
76 あなたの 僕に 対する そのみ ことば 
にしたがって， 

あなた の 愛 あ る 親切が ，どうか， 
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サ ヨブ 10:8 
詩 100:3 


詩 138:8 
詩 139:14 
シ代 I  22:12 
ヨブ 32:8 
詩 119:35 


わたしを 慰める ものと なり ま 

(ァ） 

すよう に。 

77 わたしが 生きつ づける ために， あ 

なた の 憐れみが わた しの もと 

く  [ィ】 

に 来る ように。 

あなたの 律法に わた しは 愛着を 
感じて いるから です。 

78 せん 越な 者たち が 恥を か くように。 
彼らは いわれ もな くわた しを 
惑わ したから です。 

しかし わたしは， あなたの 命令 
を 思いに 留めます。 

79 あなたを 恐れる 者たち がわた しの 
もとに 引き返す ように。 

また， あなたの 論し を 知る 者た 

ちぶし 

80 わたしの 心が あなたの 規定のう ち 
にあって， とがのな いもので 
あるよう に。 

わた しが 恥を かく こ とのない た 
めです。 

3 [カフ] 

81 わたしの 魂は あなたの 救いを 思い 

蕉が ぷ， 

わた しは あなたの み 言葉を 待ち 
望みました。 

82 わたしの 目は あなたの みこと ばを 
思い焦がれ ま した。 

一方 わたしは 言います， 「あな 
たは いつわた しを 慰めて くだ 
さるので すか」 と。 

83 わたしは 煙の 中の 皮 袋の ように 
なった からです。 


P ヨシ 10:13 
裁 5:20 
詩 1 
f  詩 119 
詩 119 
詩 119： 
ウ葳 6:23 
マタ 4:4 
[詩 19:8 
詩 119:56 
r レビ 18:5 
申 30:16 
ヨハ 6:63 
ロマ 10:5 

り ヨシ 10:6 
詩 86:2 
イザ 41:10 
キ詩 119:1 


F  119: 
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クサ I  24:2 
詩 10:8 
詩 37:32 
マタ 26:4 
使徒 23:21 
ケ詩 19:7 


<  申 4:6 
詩 19:7 
箴 2:6 
箴 10:8 
? 申 5:29 


それは 皆 あなたの 僕 だからです。 
92 も しあな たの 律法に わた しが 愛着 

かん  [ィ） 

を 感じなかった ので あれば， 
わたしは 自分の 苦悩のう ちに 滅 
びて いた ことでしょう。 

93 わたしは 定めの ない 時に 至る まで 
あなたの 命令を 忘れません。 
あなたは それに よって わた しを 

生き長らえさせて くださった 

[才 1 

からです。 

94 わたしは あなたの ものです。 ああ， 
わたしを 救って ください。 
わた しは あなたの 命令を 尋ね 求 
めた からです。 

95 邪悪な 者たち はわた しを 滅ぼそう 
として， わたしを 待ち受け ま 

しん 

わたしは あなたの 論し にいつ も 
注意 深く ある ことを 示します。 
96 わたしは すべての 完全 さに 終わり 
を 見 ま した。 

あなたの おきては 非常に 広い の 
です。 

D [メー ム] 

97 わたしは どんなに あなたの 律法を 

あい  [サ） 

愛して いる ことでしょう。 
それは 一日 じゅう わたしの 思い 

(シ） 

となって います。 

98 あなたの おきては わたしを わたし 
の 敵よりも 賢く します。 
それは 定めの ない 時に 至る まで 

(t?) 

わた しの もの だからです。 

99 わたしは 自分の すべての 教師に 勝 
る 洞察力を 得る ようになり ま 
し，： 

ソ箴 21:16; マタ 11:25; マタ 13:11; ルカ 2:46; テモ n  3:15。 
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詩編 119:84—99 

わた しは あなたの 規定を 忘れ ま 
せんでした。 

84 あなたの 僕の 日数は どれほどで すか。 
わたしを 迫害す る 者たち に 対し 
て， あなたは いつ 裁きを 執行 
される のです か。 

85 せん 越な 者たち はわた しを 陥れよ 
うとして 落とし穴を# り 抜き 
ま し;/ L 

彼らは あなたの 律法と 一致し な 
い 者たち です。 

86 あなたの おきては すべて 忠実です。 
彼らは いわれ もな くわた しを 迫 
害しました。 ああ， わたしを 
助けてく ださい。 

かれ  す こ  ち  ほろ 

87 彼らは もう 少しで， わたしを 地に 滅ぼ 
し 絶やして いた ことでしょう。 
しかし わたしは， あなたの 命令 
を 捨てませんでした。 

88 あなたの 愛 ある 親切に したがって 
わたしを 生き長らえさせ てく 
ださ 二 

わたしが あなたの み 口の 諭しを 

まも  （ サ） 

守る ためです。 

ラ [ラー メ ド] 

89 エホバよ， 定めの ない 時に 至る まで， 
あなたの み 言葉は 天に 置かれて 
ぃ まぜ。 

90 あなたの 忠実 さは 代々 に 及びます。 
あなたは 地を 固く 定められ まし 
た。 それが 立ちつ づける ため 

(V) 

91 あなたの 司法 上の 定めに したが っ 
て， それらは 今日 [に 至る ま 
で] 立って います。 
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ア民 29:39 
詩 50:23 
ホセ 14:2 
ヘプ 13:15 
ィ申 4:5 
申 33:10 
ィザ 48:17 
ゥ裁 12:3 
サ  I  19:5 
ョブ 13:14 
エ詩 119:61 
詩 119:153 
才詩 140:5 
詩 141:9 
詩 142:3 
力 詩 119:87 
キ詩 119:129 


1、 を 傾けて 従つ  詩編 119:100—115 

108 エホバよ, わたしの 口の 自発的な 捧 
げ 物を どうか 喜んでく ださい, 
わた しに あなたの 司法 上の 定め 
を 教えて ください。 

d わたしの 魂は 常に わたしの たなご 

[ゥ） 

ころに あります。 

しかし， わたしは あなたの 律法 
を 忘れませんでした。 

0 邪悪な 者たち はわた しのた めに わ 
なを 仕掛けました。 

しかし， わたしは あなたの 命令 
からさ まよい 出ませんでした。 
111 わたしは あなたの 諭しを 定めの な 
い 時に 至る ま で 自分の 所有物 
としました。 

それは わた しの 心の 歓喜 だから 

で to  I 

112 わたしは 定めの ない 時に 至る まで， 
最後に 至る まで， 

あな たの 規定を 行な うため にわ 
たしの 心を 傾けました。 

D [サーメ ク] 

113 わたしは 中途半端な 者たち を 憎み， 
あなたの 律法を 愛しました。 

114 あなたは わたしの 隠れ 場， わたし 
の S で 孑。 

あなたの み 言葉を わた しは 待ち 
望み ま した。 

115 悪を 行なう 者たち よ， わたしから 

はな  さ [V) 

離れ 去れ。 

わた しが わた しの® の おきてを 
守り 行なうた めで ある。 


ク詩 19:8; エレ 15:16; ケ詩 119:33; コ王 I  8:58; 代 D  19: 
3; 詩 105:45; サ王 I  18:21; 王 D  17:41; 啓 3:16; シ詩 40: 
8; 詩 119:97; ス詩 3:3; 詩 32:7; 詩 91:2; セ 詩 119:81; 詩 
130:5; ソ詩 6:8; 詩 26:5; 詩 139:19; マタ 7:23; コ I  15:33; 
夕出 20:6; レビ 26:3; ヨシ 24:15。 


1009  神の 言葉は ともしび。 ， 

それは， あなたの 論し がわた し 
の 思 L 、となって いる からです。 
100 わたしは 年長者に 勝る 理解力を 
もって 行動し ます。 

それは， わたしが あなたの 命令 
を 守り 行なった からです。 

101 わたしは あらゆる 悪の 道筋から 自 
分の 足を とどめました。 
あなたの み 言葉を 守る ために 
です。 

102 わたしは あなたの 司法 上の 定め か 
ら それませんでした。 

あなた ご自 身が わ たしを 教え 論 
してく ださった からです。 

103 あなたの みこと ばは わたしの 上 
あごに 何と 滑らかだった ので 
しょ ラ。 

わた しの 口に 蜜に も 勝って。 

104 あなたの 命令の ゆえに， わたしは 
理解を もって 行動す るので す。 
それゆえに， わたしは あらゆる 
偽りの 道筋を 憎みました。 

i [ヌーン] 

105 あなたの み 言葉は わたしの 足のと 

もしぶ， 

わたしの 通り道の 光です。 

106 わたしは 誓いの ことばを 述べ ま 
した。 わたしは それを 果たし 

ま 孑。 

あなたの 義に かなった 司法 上の 
定めを 守る ためです。 

107 わたしは 大いに 苦しめられました。 
エホバよ， あなたの み 言葉に し 
たがって わたしを 生き長らえ 
させて ください。 


。 88 11 
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詩編 119:116—132  神は 支えて くださり， 善い ことに 関する 保証人と なる  1010 


116 あなたの みこと ばに したがって わ 
たしを 支持して ください。 わ 
た しが 生きつ づける ためです。 

わた しの 望みの ために わたしに 
恥を かかせないで ください。 

117 わたしを 支えて ください。 わたし 
が 救われる ためです。 

そうすれば， わたしは あなたの 
規定を 絶えず 見つめます。 

118 あなたは あなたの 規定から 迷い 出 
る 者を みな 振り払われ ま した。 

彼 らの 策略は 偽り だから です。 

119 あなたは 地の 邪悪な 者たち を 皆， 
浮き かすの ように 絶えさせ ま 
し， L 

それゆえに， わたしは あなたの 
諭しを 愛した のです。 

120 あなたへの 大い なる 怖れから， わ 
たしの 肉は 戦り つを 覚え， 

あなたの 司法 上の 定めの ゆえに 
わたしは 恐れを 抱きました。 

ジ [アイン] 

121 わたしは 裁きと 義を 行ないました。 

ああ， わたしから だまし取る 者 
たちの もとに わた しを 捨て去 
ら ないで ください！ 

122 善い ことに 関して， あなたの 僕の 
fe 証人と なって ください。 

せん 越な 者たち がわた しから だ 
ま し 取る ことがありません よ 

(セ） 

うに。 

123 わたしの 目は， あなたの 救いと， 

あなたの 義に かなった みこと ば 
を 思い焦がれ ま した。 

124 あなたの 僕を あなたの 愛 ある 親切 
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ア詩 37:17 
詩 41:12 
イザ 41:10 
イ詩 25:2 
イザ 45:17 


ウ詩 17:5 
イザ 41:13 


ェ申 6:24 
3 シ 1:8 
詩 119:48 
才王 D 17:15 
代 I  28:9 
詩 95:10 
哀 1:15 


力 詩 78:36 


キサ I 15:23 
箴 2:22 
箴 25:4 
エレ 6:30 
エゼ 22:18 
ク詩 93:5 
詩 119:2 
ケサ II  6:9 
詩 2:11 
ハバ 3:16 
コ レビ 20:22 
ネへ 10:29 


ササ I  24:11 


ス創 44:32 
ヨブ 17:3 
イザ 38:14 
フイ レ 19 


セ 詩 36:11 
詩 119:78 
ホセ 12:7 
ソ詩 69:3 
詩 143:7 
夕詩 119:81 


第二 欄 

ア詩 69:16 
詩 103:11 
ルカ 18:13 
f  詩 119:135 
詩 143:10 
ク詩 116:16 

ロマ 6:22 

[代 n  1:10 
詩 119:34 
テモ n  2:7 


才詩 19:7 
力 詩 9:19 
詩 102:13 
イザ 28:21 
エレ 18:23 


キ民 15:31 
イザ 24:5 
イザ 33:8 


あつか  (7) 

に したがっ て扱っ てくだ さい。 

あなたの 規定を わた しに 教えて 

[ィ） 

ください。 

しもべ  [ゥ）  り 

125 わたしは あなたの 僕な のです。 理 

かい  W 

解 させて ください。 

わたしが あなたの 論し を 知る た 

(才） 

めです。 

いま  こうどう  とき  M 

126 今は エホバの 行動され る 時です。 
彼らは あなたの 律法を 破り ま 
した。 

127 それゆえに， わたしは 金よりも， い 

せいれん  （ク] 

や， 精錬され た 金よりも 

あ V、  W 

あなたの おきてを 愛した のです。 
128 それゆえに， わたしは すべての こ 

かん  めいれい 

とに 関する すべての 命令を 正 
しい ものと 考えました。 
あらゆる 偽りの 道筋を わたしは 
憎み ま した。 

D [ペー] 

さと  （シ） 

129 あなたの 論し はくす しい ものです。 

たましい 

それゆえに， わたしの 魂は それ 
を 守り 行ないました。 

130 あなたの み 言葉の 開示は 光を 与え， 
経験の ない 者たち に 理解を 得さ 
せま 

131 わたしは 口を 大きく 開けて， あえ 
ぎ まし /L 

した 

わた しは あなたの おきてを 慕っ 

(チ） 

たからです。 

あい  もの  たい 

132 あなたの み 名を 愛する 者たち に 対 

しほう じょう  さ だ 

する [あなたの] 司法 上の 定め 

(ッ） 

にしたがって， 

ク詩 19:10; 詩 119:72; 箴 3:14; 簌 8:11; 箴 16:16; ケ詩 
119:47; コ詩 19:8; 詩 119:40; 箴 30:5; サ詩 119:104; シ詩 
93:5; ス詩 25:10; 詩 119:2; セ 詩 119:105; 箴 6:23; コ n  4: 
6; ぺ亍 U 1:19; ソ詩 19:7; 箴 1:4; テモ D  3:15; タ ベ テ I  2: 
2; チ 詩 42:1; 詩 119:48; ツ詩 72:19; 詩 106:4; 使徒 15: 
14; へブ 6:10。 


1011  神は 義に かなって おられる。 神の 律法は 真実  詩編 119:133—148 


わた しの 方を 向いて わた しに 恵 
みを 示して ください。 

133 あなたの みこと ばの うちにわ たし 
の 歩みを 固く 定めて ください。 
どんな 有害な こと も わた しを 

支配す る ことがありません 

(ウ] 

ように 0 

134 人の ものを だまし取る 者から わた 
しを 請け戻して ください。 
わた しは あなたの 命令を 守り 
ま'/。 

135 あなたの み 顔を あなたの 僕の 上に 

かがや  (*) 

輝かせ， 

あなたの 規定を わた しに 教えて 
くださ じ)。 

なが  お 

136 水の 流れが わたしの 目 から 流れ 落 
ちまし/ L 

彼ら が あな たの 律法を 守らな 
かった ためです。 

2 [ッァ ー デ-] 

137 エホバよ， あなたは 義に かなって 
おられ， 

あなたの 司法 上の 定めは 廉直 
です。 

138 あなたは ご 自分の 諭しを， 義と 

ちゅうじつ （ス）  めい 

この 上ない 忠実 さとを もって 命 
じられ ま した。 

139 わたしの 激情は わたしを 終わりに 
至らせました。 

わた しの 敵対 者たち が あなたの 
み 言葉を 忘れた からです。 

140 あなたの みこと ばは 非常に 精錬 さ 

[夕】 

れ ており， 

あなたの 僕は それを 愛して い 

まぜ)。 
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ア出 4:31 
サ I  1:11 
サ n  16:12 
イザ 38:20 
イザ 63:9 
f  詩 18:30 
詩 119:67 
ウ詩 19:13 

ロマ 6:12 

[ェゼ 22:7 
才詩 119:4 
り 民 6:25 
詩 4:6 
キ申 4:1 
ナ I  15:11 


ェゼ 22:26 
ホセ 4:6 
アモ 2:4 
コ申 32:4 
ェズ 9:15 
ネへ 9:33 

エレ 12:1 

ダニ 9:7 
ナ申 4:8 
ネへ 9:13 
詩 119:7 
啓 16:5 
啓 16:7 
啓 19:2 
シ詩 119:144 
ス詩 119:90 
t? 王 n  10:16 
詩 69:9 
ョハ 2:17 
ノ イザ 17:10 
エレ 3:21 
タサ n  22:31 
詩 12:6 
詩 18:30 
詩 119:160 
康 30:5 
ョハ 17:17 
チ 詩 119:97 
詩 119:163 


第二 欄 


イ詩 119:93 
ウ詩 36:6 
イザ 51:6 
ダニ 9:24 


エ出 34:6 
ネへ 9:13 
詩 19:9 
詩 119:151 
詩 119:160 


才詩 18:4 
詩 88:3 
マル 14:34 
力 詩 112:1 
詩 119:47 


キ詩 93:5 
エレ 44:23 
ク詩 119:34 
詩 119:116 
箴 10:21 
ダニ 12:10 


141 わたしは 取る に 足りない， 卑しむ 
べき 者です。 

あなたの 命令を わた しは 忘れ ま 
せんでした。 

142 あなたの 義は 定めの ない 時に 及ぶ 

義 であ ぷ， 

あなたの 律法は 真実です。 

143 苦難と 困難が わたしを 見いだ しま 
し， L 

あなたの おきてに わたしは 愛着 
を 感じました。 

144 あなたの 論し の義は 定めの ない 時 
に 及びます。 

わたしに 理解 させて ください。 わ 
た しが 生きつ づける ためです。 

p [コーフ] 

145 わたしは 心を 込めて 呼びました。 
エホバよ， わたしに 答えて く 
ださ 0 。 

あなたの 規定を わた しは 守り 行 

なぃ ま/ し 

146 わたしは あなたを 呼び 求め まし 
た。 ああ， わたしを 救って く 
ださ J! 

わた しは あなたの 論し を 守り 

ま 孑。 ^ 

147 わたしは 明け方に 早く 起きて いま 
した。 助けを 叫び 求める ため 

(vj 

わた しは あなたの み 言葉を 待ち 
望みました。 

148 わたしの 目は 夜警 時に 先んじて い 

[チ） 

ま した。 

ケ哀 3:41; マタ 22:37; コ詩 61:1; サ出 15:26; レビ 26: 
46; 詩 119:8; シ詩 3:7; マル 11:9; 啓 7:10; ス詩 93:5; 詩 
119:22; セ ヨブ 3:9; ソ詩 5:3; 詩 88:13; マル 1:35; 夕詩 
130:5; チ 詩 63:6; ルカ 6:12。 
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ア代 I  21:13 
詩 86:15 
イザ 55:7 
コ  II  1:3 
ヤコ 5:11 
f  詩 119:149 
ウ詩 3:1 
詩 25:19 
詩 56:2 


[詩 19:7 
詩 44:18 
詩 119:51 
コ I  15:58 
才出 21:8 
箴 2:22 
箴 11:6 


ク詩 6:4 
詩 119:88 
哀 3:22 


156 エホバよ， あなたの 憐れみは 数多 

く ぁりま 孑 。 

しほう じょう  さ だ 

あなたの 司法 上の 定めに した 

い  なが 

がって わたしを 生き長らえさ 

k) 

せて ください。 

157 わたしを 迫害す る 者 やわた しに 敵 

たい  おお  W 

対する 者は 多くい ます。 
わたしは あなたの 諭しから それ 

(I) 

ませんで した。 

158 わたしは 不実な 行為を する 者たち 
を 見ました。 

けんき  ねん  いだ 

わた しは 嫌忌の 念を 抱きます。 
彼らは あなたの みこと ばを 守 

[力） 

ら なかった からです。 

めいれい  あい 

159 ああ， わたしが あなたの 命令を 愛 
した ことを 見て ください。 

しんせつ 

エホバよ， あなたの 愛 ある 親切 
にしたがって わたしを 生き 長 

(ク） 

ら えさせて ください。 

160 あなたの み 言葉の 本質は 真理で 

あり， 

ぎ  しほう じょう  さ だ 

義に かなった その 司法 上の 定め 
はすべ て， 定めの ない 時に ま 

およ  （コ I 

で 及びます。 

於 [スィ ーン] または [シーン] 

きみ  なん 

161 君たち が 何のい われ もな くわた し 
を 迫害し ました。 

しかし， わたしの 心は あなたの み 

ことば  おそ  トン） 

言葉を 大いに 怖れて いま した。 
162 人が 多くの 分捕り物を 見つける と 
きのよう に， 

わたしは あなたの みこと ばに 歓 

き  （セ 1 

喜して います。 

ケサ n  7:28; 王 I  17:24; 詩 12:6; 詩 119:140; 箴 30:5; ヨハ 
17:17; コ詩 119:75; ササ I  24:11; サ I  26:18; 詩 119:23; ヨ 
ハ 15:25; シ出 9:20; 王 n  22:19; イザ 66:2; スサ I  30:16; 
イザ 9:3; セ 詩 40:16; イザ 61:10; エレ 15:16。 


あなたの み 言葉は 真理  1012 


詩編 119:149—162 

[わた しが] あなたの みこと ばを 
思いに 留める ためです。 

149 あなたの 愛 ある 親切に したがって， 
どうか わたしの 声を 聞いて く 
ださい、 )。 

エホバよ， あなたの 司法 上の 定 
めに したが っ てわた しを 生き 
長ら えさせて ください。 

150 みだらな 行ないを 追い求める 者た 
ちが 近づいて 来ました。 
彼らは あなたの 律法から 遠く 離 
れて 行き ま した。 

151 エホバよ， あなたは 近くに おられ 
ま#。 

あなたの おきては すべて 真実 

[キ） 

です。 

152 わたしは 昔， あなたの 論し の 幾ら 
かを 知り ま した。 

定めの ない 時に 至る まで あなた 
は その 基を 置かれた からです。 

_1 [レー シュ] 

153 ああ， わたしの 苦悩を ご覧く ださ 
い。 わたしを 助け出し てくだ 

さじ。 

わた しは あなたの 律法を 忘れな 

[サ） 

かった からです。 

154 どうか わたしの 訴訟を 取り扱って， 
わたしを 取り戻して ください。 
あなたの みこと ばと 一致して わ 
たしを 生き長らえさせ てくだ 
さ1^。 

155 救いは 邪悪な 者から 遠く離れてい 
ま f  〇 

彼らは あな たの 規定を 尋ね 求め 
なかった からです。 
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詩 119:11 
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1013  救いを 待ち望む。 こうかつな 舌から 救い出される  詩編 119:163—120:2 


163 わたしは 偽りを 憎みました。 わた 
しは それを 常に 憎み _い ます。 
わたしは あなたの 律法を 愛し ま 
し#。 

164 あなたの 義に かなった 司法 上の 定 
めの ゆえに， 

わたしは 日 に 七 度 あなたを 賛美 
しま した。 

165 豊かな 平和は あなたの 律法を 愛す 

もの  (*) 

る 者たち の ものです。 

彼らに つまずきの もとは ありま 

せ ム 

166 エホバよ， わたしは あなたの 救い 
を 待ち望み， 

あなたの おきてを 行ない ま した。 
167 わたしの 魂は あなたの 論し を 守り 

[コ） 

ま した。 

わたしは それを この 上な く 愛し 
ています。 

168 わたしは あなたの 命令と 諭しを 守 
り まし/ L 
わた しの 道は すべて あなたの み 
前に あるから です。 
n  [ター ゥ] 

169 エホバよ， わたしの 嘆願の 叫びが 
あなたの み 前に 近づき ますよ 
つに。 

み 言葉に したがって， どうか わ 
たしに 理解 させて ください。 


もと 


ねが 


170 恵みを 求める わたしの 願いが あな 
たのみ 前に 至ります ように。 
みこと ばに したがって， どうか 
わたしを 救い出して ください。 
171 わたしの 唇が 賛美を ほとばしらせ 
ますよう に。 


あな たは ご 自分の 規定を わたし 
に 教えて くださる からです。 
172 わたしの 舌が あなたの みこと ばを 
歌います ように。 

あなたの おきては すべて 養 だか 
らで t。  ^ 

173 あなたの み 手が わたしを 助ける も 
のとなります ように。 
わたしは あな たの 命令を 選ん だ 
からです。 

174 エホバよ， わたしは あなたの 救い 
を 慕いました。 

わた しは あなたの 律法に 愛着を 
感じて います。 

175 わたしの 魂が 生きつ づけ， あなた 
を 賛美し つづけます ように。 
あなたの 司法 上の 定めが わたし 
を 助けて くれます ように。 

176 わたしは 失われた 羊の ように さま 
よいました。 ああ， あなたの 
僕を 捜し求めて ください。 
わた しは あなたの おきてを 忘れ 

(シ） 

なかった からです。 

登って 行く ときの 歌。 

1 わたしは 苦難の 中から ヱホバ 
に ♦びかけ；/！ L 
すると， [裡] はわた しに 答 
えてく ださった。 

2 エホバよ， わたしの 魂を 偽りの 唇 

かざ， ^ 

こう かつな 舌 か ら 救い出し てく 
ださ^1。 
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詩編 120: 3 — 122: 6 

した (7) 

3 こう かつな 舌よ， 

人は 何を お前に 与える であろう 
か。 何を お前に 増し 加える で 
あろう か。 

4 力 ある 者の 鋭く された 矢， 

それと 共に， えに しだの 木の 燃え 
るす 級 i。 

5 わたしは 災い だ！ わたしは メ シコ 
クに 外国人と してと どまった 
からだ 0 

わた しは ケ ダルの 天幕と 共に 幕 
星を 張って 住んだ。 

6 わたしの 魂は 余りに も 長い間， 
平和を 憎む 者たち と共に 幕屋を 
張っ て 住んだ。 

7 わたしは 平和を 擁護す る。 しかし 
わたしが 話す とき， 

彼らは 戦いを 支持す るの だ。 


神は 守って くださる。 エルサレムに 上って 行く 
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登って 行く ときの 歌。 

わたしは 山に 向かって 目を 上 

げょず 。 

わたしの 助けは どこから 来 
るの だろう か。 

2 わたしの 助けは エホバから， 
天と地の 造り 主から [来る]。 

3  [裡] は あなたの 足が よろめかされ 
る ことを 決して 許されない。 
あなたを 守って おられる 方は 決し 
てうとう とされる ことは ない。 
4 見よ， [裡] はう とうとす る こと も 眠 
りに 就く こと もない。 

イ スラ エルを 守って おられる そ 

の 旁 (I。 

5 エホバは あなたを 守って おられる。 


エホバは あなたの 右手を 覆う あ 
なた の 謹:1 

6 昼間， 太陽が あなたを 打つ こと も， 
夜， 月が [あなたを 打つ こと] も 
ない。 

7 エホバが すべての 災いから あなた 

を 守って くださる。 

あな たの 魂を 守っ てくだ さる。 

8 エホバ ご 自身が， あなたの 出て 行く 
く  (+) 

こと も 入って 来る こと も， 

今より 定めの ない 時に 至る まで 

守って くださる。 

登って 行く ときの 歌。 ダビデに よる。 

m 人々 がわた しに， 「エホバの 

いえ (ケ） ゆ  （コ）  い 

家に 行こう」 と言うと き， 
わたしは 歓ん だ。 

2 エルサレムが， わたしたちの 足は 
あなたの 門の 内に 立って い/ •こ。 

むす  あ  W 

3 エルサレムは， 一つに 結び 合わされた 
都市の ように 建てられて お^)， 

4 そこに 各部 族が， 

ヤ ハの 部族が 上って 行った。 

さと  （ツ J 

イスラエルへの 諭しと して， 
エホバの み 名に 感謝を ささ げる 

(テ） 

ために。 

5 そこには 裁きの ための 座が， 

いえ  おう ざ [ナ） もう 

ダ ビデの 家の ための 王座が 設け 
られ ていたから である。 

ひとびと  へいわ  もと  n, 

6 人々 よ， エルサレムの 平和を 求めよ。 
[都よ，] あなたを 愛する 者たち 
は 心配から 解放され る。 
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平和と 恵みを 求める。 イスラエルの 助け 


詩編 122:7—124:8 


7 平安が あなたの 塁壁の 内に， 

心配の ない 状態が あな たの 住ま 

いの 塔の 内に 引き続き ありま 

【ィ） 

すよ つに。 

8 わたしの 兄弟と 友の ために， 今 わた 
しは 言おう， 

「あなたの うちに 平和が あります 

ょぅ ふ」 と。 

9 わたしたちの# エホバの 家の ゆ 

【才） 

えに， 

わた しは あなたの ために 善を 录 
めつ づけよう。 
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登って 行く ときの 歌。 

わた しは あなたに 向かって 目 
を 上げ ま した。 

ああ， 天に 住んで おられる 

かた 【ク） 

J~j  よ 〇 

2 ご覧く ださい， 僕たちの 目が 主人の 
手に 向けられる ように， 
はしための 目が 女主 人に 向けら 
れ るよう に， 

わた したち の 目 も わた したち の裡 

[サ） 

エホバに 向けられます。 

[#] がわた したち に 恵みを 示し 
てくだ さると きまで。 

3 わたしたちに 恵みを 示して くださ 
い。 エホバよ， わたしたちに 恵 
みを 示して く ださい。 

わた したち は 存分に 侮べ つに 飽 
き 足りた からです。 

4 わたしたちの 魂は， 安楽に 暮らして 

ぃる窘 たち 祝 め2, 

尊大な 者たち の 侮べ つに 存分に 
飽き 足りました。 
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登って 行く ときの 歌。 ダビデに よる。 

「エホバが わた したち の 側 
にいて くださ ら なかった 

な る， 

い  W 

さあ， イスラエルは 言え， 

2 「人々 がわた したち に 向かって 立ち 
上がった ときに， 

エホバが わた したち の 側に いて 
くださらなかったなら。 

3 そのと き， 彼らは わたしたちを 生き 
たま ま 呑み込ん でいた こと だ 

彼らの 怒りが わたしたちに 向か っ 
て 燃えて いた そのと きに。 

4 そのと き， 水が わたしたちを 流し 
去って いた ことだろう。 

奔流が わた したち の 魂を 越えて 
行った ことだろう。 

5 そのと き， せん 越の 水が 

わた したち の 魂を 越えて 行った 
ことだろう。 

6 エホバが ほめたたえられる ように。 
[姓] はわた したち を 
彼らの 歯に えじきと して 渡され 
なかっ#。 

7 わたしたちの 魂は， えさで おびき 寄 
せる 者の わなから 
逃れた 鳥の よう だ。 

わなは 破られ， 

わたしたち 自身 逃れる ことが で 

8 わたしたちの 助けは， 天地の 造り 主 

m 

エホバの み 名 にある」。 
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エホバ ご _ 身が 建てる のでなければ 無駄で ある 
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登って 行く ときの 歌。 

エホバに 依り 頼む 者たち はシ 
オンの 山の よう だ。 
[それは] よろめかされる こ 
とが ありえず， 定めの な 
い 時に 至る までと どまる。 
2 エルサレム ー その 周囲に 山々 が あ 
る#， 

エホバ も 今より 定めの ない 時に 
■る ま# 

その 民の 周囲に おられる。 

3 邪悪の 笏が ，義 なる 者たち に 割り 当 
てられた 分の 上に とどまり 続 
ける ことは ないから だ。 
それは， 義 なる 者たち が 悪行に 手 
を 突き出す こ とのない ためで 

[ク） 

ある。 

4 エホバよ， 善良な 者たち に， 

そうです， 心の 廉直な 者た ちに# 
を 行なって ください。 

5 自分の 曲がった 道へ それて 行く 者 

[サ） 

たちに ついては， 

エホバは 彼ら を 有害な こと を 習わ 
しにす る 者たち と共に 去らせる。 
イス ラエルの 上に 平安が あるで 

ぁ ろず。 

登って 行く ときの 歌。 

エホバが シオンの 捕らわれ人 
を 連れ戻された とき， 
わたしたちは 夢を見て いる 
者の ようになった。 

その 時， わたしたちの 口は 笑いで， 
わた したち の 舌は 歓呼で 満たさ 
れ るよう になった。 
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その 時， 人々 は 諸国 民の 中で 言いは 
じめ#， 

「エホバは， 彼らに 対して 行な っ 
たこと において 大 いなる こと 
を 行なわれた」 と。 

3 エホバは， わたしたち に対して 行 
なった ことに おいて 大 いなる 
こ とを 行なわれた。 
わたしたちは 喜びに 満ちた。 

4 エホバよ， わたしたちの 捕らわれ人 
の 群れを 連れ戻して ください。 
ネゲブの 川床の ように。 

5 涙を もって 種を まく 者たち は， 

まさ に 歓呼の 声を もっ て 刈り 取 
るであろう。 

ふくろ たね たず さ （ヶ） 

6 一 袋の 種を 携え， 

しかも 泣きながら 出て 行かな け 
れ ばなら ない 者は， 

穀物の 束を 携え， 

必ず 歓呼の 声を 上げな がら 入っ 
て 来る であろう。 

登って 行く ときの 歌。 ソロモン による。 

， エホバ ご 自身が 家を 建てる の 
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でなければ， 

建てる 者たち がその ために 
骨折って 働いても 無駄で 

(t) 

ある 0 

エホバ ご _ 身が 都市を 守る の 
でなければ， 

見張りが 目覚めて いても 無 
駄 である。 

あなた 方が 早く 起きる の も， 
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子ら は 祝福。 神を 恐れる 者は 幸い 


おそ  すわ  [ァ） 

遅く 座る の も， 

くつう  とも しょくもつ  た  （ィ I 

苦痛と 共に 食物を 食べ るの も， それ 
は あなた 方に とって 無駄な こ 
とで ある。 

これと同じ ように， [裡] は ご 自分 

あい  もの  ねむ  あた 

の 愛する 者に 眠りを お与えに 

[ゥ） 

なる。 

3 見よ， 子ら は エホバからの 相続 物で 

あり， 

はら  み  むく  w 

腹の 実は 報いで ある。 

4 若い 時の 子ら は， 

もの  や  W 

力 ある 者の 手に ある 矢の よう だ。 
5 自分の 矢筒を それで 満たした 強健 

もの  さい わ  [ク） 

な 者は 幸いで ある。 

かれ  はじ  W 

彼らが 恥を かく ことは ない。 
彼らは 門で 敵と 話す からで ある。 
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登って 行く ときの 歌。 

おそ  もの (コ） 

すべて エホバを 恐れる 者， 


その 道を 歩む 者は 幸いで 

[サ） 

ある。 

2 あなたは 自分の 手の 労苦を 食べる 
からで ある。 

あなたは 幸福に なり， あなたに 
とって 物事は 順調に 行く。 

3 あなたの 妻は， あなたの 家の 一番 奥 
にあって， 

実を 結ぶ ぶ どうの 木の ように 
なる。 

あなたの 子ら は， あなたの 食卓の 
周りを 囲む オリー ブの 木の 挿 
し 木の ようになる。 

4 見よ， エホバを 恐れる 強健な 者は 
そのよう に 祝福され る。 

5 エホバは シオンから あなたを 祝福 

[ツ） 

される。 
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r  創 33:5 
創 48:4 
サ I  2:21 
代 I  28:5 
才創 30:2 
創 41:52 
レビ 26:9 
申 28:4 
ヨシ 24:3 
ヨシ 24:4 
詩 128:3 
イザ 8:18 
力箴 17:6 
箴 31:28 


ク創 50:23 


ヨブ 42:13 
ケ箴 27:11 
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ア詩 122:6 
イザ 33:20 
イ創 50:23 
ヨブ 42:16 


ゥ詩 125:5 
イザ 66:12 
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エ出 5:9 
サ I  13:19 
才詩 124:1 


詩編 127:3—129:7 

また， あなたの 命の 日の 限り エル 
サ レムの 良い ものを 見， 

6 あなたの 子ら の 子たち を 見よ。 

へいあん 

イス ラエルの 上に 平安が あるよ 

I ウ 1 

うに。 
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登って 行く ときの 歌。 

「彼らは わたしの 若い 時から， 

じつ なが あいだ  てきい 

実に 長い間 わた しに 敵意 

しめ  M 

を 示して きた」。 

さあ， イスラエルは 言え， 

2 「彼らは わたしの 若い 時から， 実に 
長い間 わたしに 敵意を 示して 
きナ L  _ 

しかし, 彼らは わたしに 打ち勝た 

w 

なかった。 

3 すき 返す 者は わたしの 背の 上を す 
き 返 U 

その 畝を 長く した」 と。 

ぎ  W 

4 エホバは 義に かなって おられる。 
[神] は 邪悪な 者たち の 綱を 断ち 
切って くださった。 

5 シオンを 憎む 者は 皆， 

i を かき， m 弓 ひ I き鉍。 

かれ  やね  は  あおくさ 

6 彼らは 屋根に [生える] 青草の よう 

[ス） 

になる。 

それは 引き抜かれる 前に 干から 
びて しまう。 

7 刈り取る 者が それで _ 分の 手を 満 


たした こと も， 

たば  あつ 

束を 集める 者が [それで] 自分の 

ふところ  （ソ） 

懐 を [満たした こと] もない。 


力哀 1:3; エゼ 23:3; ホセ 11:1; キ詩 118:13; 詩 125:3; ヨ 
ハ 16:33; ク詩 66:12; 詩 141:7; イザ 51:23; ケ ェズ 9:15; 
ネへ 9:33; 哀 1:18; ダニ 9:7; コ詩 124:7; 詩 140:5; サ詩 
83:4; 詩 137:7; シ ネへ 6:16; エス 6:13; エス 9:5; イザ 37: 
29; ゼカ 12:3; ス王 n  19:26; ネへ 4:4; 詩 37:2; 詩 92:7; イ 
ザ 37:27; エレ 17:6; セ マタ 13:6; ソ イザ 17:11; ホセ 8:7; 
ガラ 6:8。 


キ ヨブ 9:2 
ヨブ 10:14 
詩 103:14 
詩 143:2 
イザ 55:7 
ダニ 9:18 
ロマ 3:20 
テ ト 2 

ヤコ 2 

ク出 34:7 
詩 25:11 
ロマ 4:7 
ケ王 I  8:40 
詩 2:11 
エレ 33:9 
使徒 9:31 
コ ロマ 8:24 
ヘプ 6:18 
サ創 49:18 
詩 27:14 
詩 33:20 
詩 40:1 
イザ 8:17 
イザ 26:8 
ルカ 2:25 
シ詩 63:6 
ミカ 
ス詩 134: 

セ 詩 H9: 

イザ 21:8 
ノ詩 115:9 
詩 131:3 
夕詩 86:5 
ロマ 5:20 
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第二 欄 

ア エフ 1:7 
テモ I  4:10 
イ詩 103:4 
テト 2:14 


神の 許し。 
第 129 編 

7 ルツ 2:4 
イ詩 118:26 


み 言葉を 待ち望む  1018 

しかも， その もとには 請け戻しが 

ゆた  (7) 

豊かに ある。 

8  [裡] ご 自身が イスラエルを そのす ベて 
のとが から 請け戻して くださ 
登って 行く ときの 歌。 ダビデに よる。 

m エホバよ， わたしの 心が ごう 
i になった こと €， 
わたしの 目が 高ぶった こと 
もありません。 

わたしは， 余りに 大 いなる こ 
とのうち#， 

また， わたしに とって 余り 
にくす しい ことのう ちを 
歩んだ こと もありません。 
2 まさに， 母に 抱かれた 乳離れし たば 
かりの 幼児の ように， 

わたしは 自分の 魂を なだめ， 静め 
まし ナ L 

わた しの 魂は， わた しに 抱かれた 
乳離れした ばかりの 幼児の よ 

ぅで 孑。 

3 イスラエルは， 今から 定めの ない 時 
に 至る まで， 

エホバを 待ち望め。 
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登って 行く ときの 歌。 

かん  m 

エホバよ， ダビデに 関して 

はずかし おも 

その あらゆる 辱めを 思い出 
してく ださい。 


彼が どのように エホバに 誓った か。 

きょうりょく  かた 【ソ】 

どのように ヤコ ブの 強力な 方に 

せいやく  け） 

誓約を した かを。 


才詩 78:70; エレ 45:5; アモ 7:14;  ロマ 12:16; カ ヨブ 42 
3; 詩 139:6; キ マタ 23:37; クサ I  30:6; 詩 42:5; 詩 62 
1; イザ 30:15; 哀 3:26; ケ マタ 18:3; コ I  14:20; コ詩 115 
18; イザ 26:4; サ詩 115:9; 詩 130:7; エレ 17:7; ミカ 7:7; 
第 132 編シ詩 78:70; 詩 89:3; スサ I  20 山 詩 66:12; 
イザ 57:15; セ 詩 56:12; 詩 65:1; ソ創 49:24; タサ n  7:3; 
詩 22:25; 詩 46:11; 詩 61:8; 詩 146:5。 


詩編 129:8—132:2 

8 また， そばを 通り過ぎる 者が こう 
言った こと もない。 

「エホ ノ 《の 祝福が あな た 方の 上に 

(7) 

あるよう に。 

わた したち は エホバの 名に よ- 
て  あなた 方を 祝福した」。 
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登って 行く ときの 歌。 

エホバよ， わたしは 深みから 
あなたを 呼び 求め ま した。 
2 エホバよ， わたしの 声を 聞いて くだ 

さ:、 匕 

あなたの 耳が わた しの 嘆願の 声 
に 注意 深く あってく ださい ま 
すよう に。 

3 ヤ ハよ， あなたの 見つめる ものが と 
がであるなら， 

エホバよ， いったい だれが 立ち 得 
るでしょう か。 

4 あなたの もとには [真の] 許しが あ 
るからで す。 

それは， あなたが 恐れられる ため 

で 孑。 

5 わたしは 望みを 抱きました。 エホ 
パよ ，わた しの 魂は 望みを 抱き 

[コ） 

ま した。 

わた しは み 言葉を 待ち望み ま した。 
6 わたしの 魂は エホバを [待ち望み ま 

btho 

見張りの 者が 朝を， 

朝 [の 来る の] を 見張る のに 勝って。 
7 イスラエルは ひたすら エホバを 待 

のぞ （ソ） 

エホバの もとには 愛 ある 親切が 
あるから だ。 


m  5 1  7 2 2C 5 : 2 : 7 2 4C 16 1  5 1  : € 1  : 2 444 : 2 
30 18: 25: 40: 71: 3:5 パ 7'5 4:1 65: n 6: 17: 18: 34: x 9 /s 9 38: 41: 51: -v 3 

«1  詩 詩 詩 詩 哀ョへ 詩 詩 代 詩 詩 詩 エネ 詩 詩 詩 口 
ヴ  I  す  乃 


9  2 D: 2  6 
9  5  8  81 

ザ ニ テ 116 
イダべ サ詩箴 

H 


1019  神は シオンを 選ぶ。 兄弟たち が一 致のう ちに 住む  詩編 132:3—133:1 


じぶん  いえ  てんまく 

3 「わたしは 自分の 家の 天幕に 入り ま 
せ /〇 

わた しの 立派な 長いす の 寝床に 
上りません。 

4 わたしの 目に 眠りを 与える こと i， 
わたしの 輝く 目に まどろみを [与 
える こと もしません]。 

5 エホバの ために 場所を， 

ヤコ ブの 強力な 方の ために 壮大 
な 幕屋を 見いだ すまでは」。 

6 見よ！  わたしたちは それを エフ 

き  W 

ラ タで 聞—， 

森林の 野に それを 見いだ した。 

7 わたしたちは その 壮大な 幕屋に 
入り' 

その 足 台に 身をかがめよう。 

8 エホバよ， あなたの 休み場に 上って 

くださ ふ 

はこ (シ 1 ( ス】 

あなたと あなたの 力の 箱が。 

9 あなたの 祭司たち が義を まとい， 
あな たの 忠節な 者たち が 喜び 叫 
びます ように。 

10 あなたの 僕 ダビデの ゆえに， 

あなたの 油 そそがれた 者の 顔を 
退けないで ください。 

11 エホバは ダビデに 誓われた。 

本当に， [初は それから 引き下が 
る ことは されない。 

「あなたの 腹の 実からの [者を]， 
わたしは あなたの 王座に つける 
であろう。 

12 あなたの 子ら が， わたしの 契約と， 
わた しが 彼らに 教える わたしの 
論し とを 守るなら， 

えいきゅう [ネ 1 

彼らの 子ら も 永久に 
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アサ n  5：n 
サ n  20:3 
ィ詩 6:6 
ウ ルツ 3:18 
ェ箴 6:4 
オサ n  7:2 
代  I  15:3 
代 I  15:12 
使徒 7:46 
力 王 I  8:17 
キサ I 17:12 
クサ I  7:1 
代 I  13:6 
ケ詩 43:3 
詩 84:1 
コ代 I  28:2 
詩 5:7 
詩 95:6 
詩 99:5 
哀 2:1 
サ民 10:35 
サ n  6:17 
シェレ 3:16 
ス代 n  6：4i 
セ ヨブ 29:14 
イザ 61:10 
ゼカ 3:5 
ソ詩 32:11 
詩 149:5 
夕王 I 11:12 
王  I  15:4 
王 n  19:34 
チ 代 n  6:42 
詩 89:38 
ヘプ 1:9 


ツサ D  3:9 
詩 89:3 
ヘプ 7:21 
テサ I 15:29 
詩 110:4 
イザ 45:23 
イザ 55:11 
エレ 33:21 
トサ n  7:12 
代 I  17:11 
ルカ 1:69 
使徒 13:23 


代 I  17:14 


代 n  6：16 
詩 89:36 
イザ 9:7 


マタ 9:27 
使徒 2:30 


二 詩 89:30 
ヌ代 I  29:19 
詩 25:10 
ネ詩 102:28 


第二 欄 

アサ n  7：16 
代 I  17:12 
詩 89:29 
イ詩 9:11 
詩 48:3 
詩 74:2 
詩 76:2 
詩 78:68 
詩 135:21 
ヘプ 12:22 
ウ詩 87:2 


おうざ  すわ  (7) 

あなたの 王座に 座る であろう」。 

13 エホバは シオンを 選ばれた からで 

(ィ 1 

ある 0 

それを ご 自分の ための 住まいと 

した  【ゥ） 

して 慕われた。 

14 「これは 永久に わたしの 休み場で 

(I) 

ある 0 

ここに わたしは 住む であろう。 わ 
た しは それを 慕っ たか ら である。 
15 わたしは その 食糧を 必ず 祝福す る。 
その 貧しい 者たち を パンで 満ち 

た  W 

足らせる。 

16 そして， その 祭司たち に 救いを まと 

[ク） 

わせる。 

その 忠節な 者たち は 必ず 喜び 叫 
ぶであろう。 

17 そこに わたしは ダビデの 角を 生え 
させる。 

わた しは わた しの 油 そそいだ 者 
のために ともしびを 整えた。 

18 彼に 敵す る 者たち にわたしは 恥を 
まとわせる。 

しかし 彼の 上には， その 王冠が 栄 
える であろう」。 


登って 行く ときの 歌。 ダビデに よる。 

きょうだい  いっち 
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見よ， 兄弟たち が一 致のう ち 
に 共に 住む のは 
何と 良い ことであろう。 [そ 
れ は] 何と 快い ことで あ 


[せ） 

ろう 0 


エ詩 46:5; 詩 68:16; イザ 24:23; ヨエ 3:21; ゼカ 2:10; 
才王 I  8:27; 詩 135:21; 力 申 28:2; 詩 147:14; キ詩 22: 
26; 詩 37:19; ク代 n  6:41; 詩 132:9; 詩 149:4; イザ 61:10; 
ケ詩 148:14; エゼ 29:21; ルカ 1:69; コサ I  16:1; 王  I  11:36; 
王  I  15:4; 代  D  2h7; サ詩 35:26; 詩 109:29; シサ n  1:10; 王 
n  11:12; 代 n  23:11; ス詩 2:6; 詩 72:8; イザ 9:6; 啓 11:15; 
第 133 編 セ 創 13:8; 創 45:24; ョハ 13:35; ョハ 17:21; 
コロ  3:14; ヘプ 13:1。 


コ啓 19:5 
サ レビ 8:35 
代 I  9:33 
詩 130:6 
ルカ 2:37 
啓 7:15 
シ詩 28:2 
詩 141:2 
哀 3:41 

コ n  i：i2 

テモ 1 2:8 
ス詩 103:2 
コ  n  1:3 
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ソ創 1:1 
詩 124:8 
イザ 45:18 
啓 10:6 


ぺテ I 1:3 
セ 詩 14:7 
詩 20:2 
詩 50:2 
詩 128:5 

ロマ 11:26 
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夕詩 113:1 
啓 19:5 
チ 詩 29:2 
詩 148:13 
ツ詩 134:1 
テ 代 I  23:30 
ルカ 2:37 
卜 王 I  6:36 
詩 84:10 
詩 92:13 
詩 96:8 
詩 116:19 
ナ詩 106:1 
詩 119:68 
マタ 19:17 
二 詩 92:1 
詩 147:1 
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ア出 29:7 
出 30:25 
レビ 21:10 
詩 141:5 
箴 27:9 
イ出 30:30 
ウ レビ 8:12 
ェ詩 125:2 
才申 3:9 
申 4:48 
代 I  5:23 
力 申 32:2 
箴 19:12 
キ詩 21:4 
ク レビ 25:21 
申 28:8 


詩編 133:2—135:12 


神殿の 中庭で ヤ ハを 賛美せ よ。 神の み 業 


1020 


それは 頭に [注がれた] 良い 油の よ 

ぅ 見 

それは あごひげに， 

アロ ンの あごひげに 流れ 落ち， 

ころも  （ゥ） 

その 衣の えりに 流れ 落ちる。 
それは シオンの 山々 に 下る 

[才） つゆ  （力 1 

ヘル モンの 露の よう だ。 

エホバは そこに 祝福が， 

さ だ  とき  いた いのち W 

[まさ に] 定めの な L 、時に 至る 命が 
[あるよう にと] お命じに なっ 

[ク I 

たからで ある。 
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登って 行く ときの 歌。 

エホバを ほめたたえよ。 
エホバの すべての 僕たちよ。 
夜ごと に エホバの 家に 立つ 
者たち よ。 

あなた 方の 手を 神聖 さのうち に 上 

[ス） 

エホバを ほめたたえよ。 

エホバが シオンから あなたを 祝福 
してく ださいます ように。 

天と 地の 造り 主で あ る そ の 方が。 
あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
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エホバの み 名を 賛美せ よ。 
賛美を ささげよ， エホバの 

しもべ  （ツ） 

僕たちよ。 

いえ [テ） 

2 エホバの 家に， 

なかにわ 

わた したち の® の 家の 中庭に 立っ 

もの  [卜） 

ている 者たち よ。 

3 ヤ ハを 賛美せ よ。 エホバは 善良な 
方 だからで ある。 

そのみ 名に 調べを 奏でよ。 それ 
は 快い もの だからで ある。 

4 ヤ ハは ご 自分の ために， 実に ヤコブを， 


ご自 分の 特別の 所有物の ために， 
イス ラエルを 選ばれた からで 
ある 0 

5 わたしは， エホバが 大 いなる 方で あ 
る こと^1， 

わた したち の 主が [他の] すべて 
の 神に 勝って おられる ことを 
よく 知ってい るからで ある。 

6 エホバは， 天と地， 海と すべての 水 

ふか  闭 

の 深みに おいて， 

すべて その# びと する こと を 行 

㈨ 

なわれ た。 

7  [裡] は 地の果てから 蒸気を 上らせ 

て お られ る。 

雨の ために 水門 溝を も 造られた。 
その 倉から 風を 出して おられる。 

8  [拽] は エジプトで 初子を， 

けもの  う  たお  かた  け） 

人 も 獣を も 討ち 倒された 方で ある。 

9  [迚] はしる しと 奇跡を， エジプト 

M 

よ， あなたの 中に， 

ファラオと そのす ベての 僕の 上 
に 送り 出された。 

10  [初 は 多くの 国の 民を 討ち 倒し， 
権勢を 振る う 王たち を 殺された 

かた  (v) 

方で ある。 

11 すなわち ア モリ 人の 王シ ホン， 
パシヤ ンの王 オグ， 

おうこく  M 

そして カナンの すべての 王国を。 
12 また， 彼らの 土地を 相続財産と 

し ぞ， 


ウ詩 48:1; 詩 95:3; 詩 97:9; エ申 10:17; 才詩 33:6; 力 詩 
115:3; イザ 46:10; ヘプ 3:4; キ創 2:6; エレ 10:13; エレ 
51:16; ク ヨブ 38:25; 詩 147:8; ゼカ 10:1; ケ出 14:21; 民 
山 31; 詩 78:26; 詩 107:25; 詩 147:18; ヨナ 1:4; コ出 12: 
L2; 詩 78:51; 詩 136:10; サ出 12:29; 出 13:15; シ出 7:20 
出 8:6; 出 8:17; 出 9:6; 出 9:10; 出 9:23; 出 10:12; 出 10 
21; 申 4:34; ネへ 9:10; 詩 105:27; 使徒 7:36; ス詩 136: 

セ 詩 44:2; ソ詩 136:17; 夕民 21:24; 申 2:30; 申 31:4 
11:21; 詩 136:19; チ ネへ 9:22; ツ ヨシ 12:7; テ 民 33: 

詩 44:3; 詩 78:55; 詩 136:21。 
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3  2  16  9 
3  3  5  13 
1 1 1 力  n 
代 詩 詩ルヤ 
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5 53 2  9 1 
1 7  I  テ 3  3 
出 申 王べ 申 詩 


1021  偶像は 無で ある。 神に 感謝せ よ 

その 民 イスラエル に対する 相続 第135 編 
財産 [として] お与えに なった JS^：91：23 

かち  [ァ）  詩 72:17 

方で ある。  ゥ出 3:15 

さ だ  詩 102:12 

13 エホバよ， あなたの み 名は 定めの な  ホセ12:5 

い 時にまで 及びます 0  ^^36 

エホバよ， あなたの 記念は 代々 に 力 

(ゥ1  詩 115:4 

及びます。  キィ ザ 46:6 

たみ  い  ぶん べんご W  使徒 17:29 

14 エホバは その 民の 言い分を 弁護し， クハバ 2]9 

しもべ  かん  く  ケ詩 115:5 

その 僕たちに 関して 悔やまれる 

ことは な J。  ^5；;!? 

しょこく みん  ぐうぞう  ぎん  きん  (»)  シ詩 115:8 

15 諸国 民の 偶像は 銀 や 金で あり，  ィ ザ44:9 

ち  わざ  [キ）  ス王 D  21:21 

地の 人の 手の 業で ある 0  詩97:7 

なに はな  セ 王 n 18:22 

16  口は あっても， 何も 話す ことができ 

で  ！ぺ テ11:3 

/よし、〇  ソ詩 115:10 

夕申 10:8 

目は あっても， 何も 見る ことが で チ 詩 m:ii 

W  ツ詩 48:1 

きない 0  _ ヱ レ 3:17 

17 耳は あっても， 何事に も 耳を 向ける SIS 
ことができない。  卜認; だ 

れい  （サ）  啓 19:6 

また， その 口に 霊は ない。  _ 

18 これを 榨る 1 たちは， まさしく これ 第二 欄 

おな  ('»  - 

と同じようになる 0  第 136 編 

すべて これに 依り 頼んで いる 者 ア 


19 イスラエルの 彖よ ，あなた 方は エホ 

(セ） 

バを ほめたたえよ。 

ア ロンの 家よ， あなた 方は エホバ 
を ほめたたえよ。 

20 レビの 家よ， あなた 方は エホバを ほ 

[夕 1 

めた た 又よ 0 

エホバを 恐れる 者たち よ， エホバ 
を ほめたたえよ。 

す  (7) 

21 エルサレムに 住んで おられる 

エホバが， シオンから ほめたたえ 

m 

られ るよう に。 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 


詩編 135: 13 — 136: 10 

1 あなた 方は エホバに 感謝せ 

I  Alll  ぜんりょぅ か ナこ 

よ。 [独] は 善良な 方 だ 

(7) 

からで ある。 

あい  しんせつ  さ だ 

その 愛 ある 親切は 定めの 

ない 時にまで 及ぶ から 

vV  翁.' 

である。 

2 神々 の# に 感謝せ よ。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
およ  （エ） 

にまで 及ぶ からで ある。 

3 主の 主 に 感謝せ よ。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  [力） 

にまで 及ぶ からで ある。 

4 ただ 独りで， くす しく 犬い なること 
を 行なわれる 方に。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  （ク） 

にまで 及ぶ からで ある。 

5 理解を もって 天を 造られる 方に。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  N 

にまで 及ぶ からで ある。 

6 地を 水の 上に 張り 広げられる 方に。 
その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

ひかり  つく  かた （ス） 

7 大 いなる 光を 造られる 方に。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

ひる  しはい  たいよう （ ソ） 

8 すなわち， 昼の 支配の ための 太陽を。 
その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

9 夜の 共同 支配の ための 月と 星を。 
その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  （ッ） 

にまで 及ぶ からで ある。 

10 エジプトを その 初子たち の 中で 討 

たお  かた （テ） 

ち 倒される 方に。 


詩編 136:11—137:2  ファラオは 紅海で 死ぬ。 シ ホンと オグの 地を 得る  1022 


その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

11 そして， イスラエルを 彼らの ただ 中 
から 連れ出される 方。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

12 強いみ 手と， 差し伸べられ たみ 腕と 

(ェ） 

によって。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

13 紅海を 二つに 裂かれる 方に。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

14 そして， イスラエルに その 中を 通っ 
て 行かせた 方。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

15 ファラオ とその 軍勢を 紅海の 中に 
振り落とされた 方。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

16 その 民に 荒野を 通らせる 方に。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

17 偉大な 王たち を 討ち 倒される 方に。 
その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  W 

にまで 及ぶ からで ある。 

18 そして， 威光 ある 王たち を 殺し 

かた [V) 

た 方。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

19 すなわち， ア モリ 人の 王シ ホンを。 
その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

20 また， バシャンの 王オグ を。 


第 136 編 


詩 78:53 
コ詩 118:1 
サ出 13:18 


ツ詩 118:29 
テ 民 21:33 


第二 欄 


コ詩 104:27 
詩 145:15 
詩 147:9 


シ詩 115:3 
詩 123:1 


その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

お 上  [7) 

にまで 及ぶ からで ある。 

21 そして， 彼らの 土地を 相続財産 とし 

あた  かた (ィ 1 

て お与えに なった 方。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

22 また， その 僕 イスラエル に対する 相 
続 財産 [として]。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
およ  【才） 

にまで 及ぶ からで ある。 

23 わたしたちが 卑しい 状態に あった 

ときに， わたしたちを 思い出し 

かた (力） 

てくだ さった 方。 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  [キ1 

にまで 及ぶ からで ある。 

24 そして， わたしたちを 繰り返し 敵 

たいしゃ  ひ  はな 

対 者から 引 き 離して くださ っ 

かた (ク 1 

た 方。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
にまで 及ぶ からで ある。 

にく  もの  しょくもつ  あた 

25 すべての 肉なる 者に 食物を 与えて 

かた (コ ） 

くださる 方。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 

およ  [サ） 

にまで 及ぶ からで ある。 

かんしゃ  [シ 1 

26 天の 拽に 感謝を ささげよ。 

あい  しんせつ  さ だ  とき 

その 愛 ある 親切は 定めの ない 時 
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にまで 及ぶ からで ある。 

〔セ] 

バビロンの 川の ほとり一 そこに 

すわ  (V) 

わたしたちは 座った。 


わたしたち はまた， シオン 

おも  な  W 

を 思い出して 泣いた。 

2 わたしたちは その 中の ポプラの 木に 
たて 琴を 掛けた。 


第 137 編 セイ ザ 44:27; ヱ レ 50:38; ヱ レ 51:13; エレ 
51:32; エゼ 1:1; ダニ 10:4; ソ エゼ 3:15; タエ レ 13:17; 哀 
1:16; ダニ 9:3; チ レビ 23:40; ツ詩 33:2; イザ 24:8。 


1023  バビロンでの 捕らわれ。 神は 祈りに 答えて くださる  詩編 137:3—138:7 


3 わたしたちを とりこに している 者た 

第 137 編 

ちが， その 場所で 歌の 言葉を わ 

ア詩 123:4 
哀 2:16 

た したち に 求めた からで ある。 

イ ネへ 4:2 
哀 2:15 

わたしたちを あざける 者たち が 

ウ代 I 16:7 
詩 28:7 
詩 69:30 

一興を 求めて， 

イザ 35:10 
エイ ザ 49:21 

われわれ 

「我々 のために シオ ンの 歌を 一つ 

才出 15:1 
裁 5:3 

(0) 

歌え」 と 0 

カ ネへ 2:3 
詩 84:2 

4 異国の 地で 

イザ 62:1 
エレ 51:50 

どう して エホバの 歌を 歌う こと 

キ詩 103:2 
ク詩 22:15 

がで きる だろう か。 

エゼ 3:26 
ヶ詩 122:1 

5 エルサレムよ， もしも わたしが お 

コ エレ 49:7 
哀 4:22 

前を 忘れる ような ことがある 

サ ォバ 13 
シ詩 74:18 

Ub, 

ス オバ 10 
オバ 12 

わた しの 右手が 忘れ やすくなる 

ミカ 4:11 
セ イザ 13:1 

ように 0 

イザ 47:1 
エレ 25:12 

6 もしも わたしが お前を 思い出さな 

啓 18:2 
ソエ レ 50:29 

いような ことがあるなら， 

啓 18:6 
タイ ザ 13:5 

わた しの 舌が 上 あごに くっつく 

チ イザ 13:16 

ょぅこ 

第二 欄 

もしも わたしが エルサレムを， 

よろこ  りゆう 

第 138 編 

わたしの 歓 びの おもな 理由より ァ 詩9: 1 

ぉ  W  詩 86:12 


上に 置かないなら。 

7 エホバよ， エドムの 子ら に関して エ 


[サ）  おも 

ルサ レムの 日を 思い出し てく 

(シ） 

ださい。 


彼らは 言った ものです， 「[それ 
を] さらけ出せ。 その 中の 基 ま 


でも さらけ出せ」 と。 

むすめ  まえ だつりゃく  あ 


8 バビロンの 娘よ， お前は 奪略に 遭う 
の iL 

お前が わた したち に加えた その 


ケ詩 18:6 


しう  [vl 

仕打ちを もって 

むく  もの  さい わ  19) 

お前に 報いる 者は 幸いだ。 

9 お前の 子供たち を 捕まえて， 

おおい わ  つ  もの  さい わ 

大岩 にたたき 付ける 者は 幸いだ。 


サ詩 102:15 
イザ 49:23 
シ イザ 60:3 


ダビデに よる。 
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わたしは 心を つく して あなた 
をた たえます。 

た  かみがみ まえ 

他の 神々 の 前で わた しは あ 

しら  かな  （イ ） 

なた に 調べを 奏でます。 


2 わたしは あなたの 聖 なる 神殿に 向 
かって 身をかがめ， 

あなたの み 名を たたえます。 
あなたの 愛 ある 親切と あなたの 真 

じつ [力） 

実との ゆえに。 

あなたは そのみ 名 すべてに も勝っ 
て， あなたの みこと ばを 大 いな 
る ものと された からです。 

3 わたしが 呼んだ 日に， あなた もま 
た， わたしに 答えて くださり， 
力を もって わたしを 魂に おいて 

だいたん  (3) 

大胆になる ようにされ ま した。 
4 エホバよ， 地の すべての 王は あなた 
をた たえます。 

彼らは あなたの み 口の ことばを 
聞く からです。 

5 そして， エホバの 道に ついて 歌い 

まぜ )。 

エホバの 栄光は 大 いなる もの だ 
からです。 

6 エホバは 高い 所に おられ ますが， そ 
れ でも， 謙遜な 者を ご覧になる 

[セ） 

からです。 

しかし 高ぶった 者に ついては， た 
だ 遠く から 知って お られ るに 
すぎません。 

7 わたしが 苦難の 中を 歩む ことがあ っ 


て も， あなたは わたしを 生き 長 

{夕） 

ら えさせて くださいます。 


ス王 I  8:11; 詩 57:5; 詩 104:31; セサ I  2:8; 詩 113:6; 箴 
3:34; ルカ 1:52; ベ テ I  5:5; ソ ヨブ 40:11; イザ 2:11; イザ 
57:15; ヤコ 4:6; 夕詩 71:20。 


詩編 138:8—139:13 


神の 霊から 身を 隠す ことは できない 


1024 


わた しに 敵す る 者たち の 怒りの 
ゆえに， あなたは み 手を 突き出 
してく ださり， 

その 右手は わたしを 救って くだ 
さぃ ま} )0 

8 エホバ ご 自身が わたしの ために 事 
を 成し 終えて くださいます。 
エホバよ， あなたの 愛 ある 親切は 
定めの ない 時にまで 及びます。 
あなたの み 手の 業を 捨て去らな 
いでく ださい。 

指揮者の ために。 ダビデに よる。 調べ。 

エホバよ， あなたは わたしを 
くまなく  あられました。 
あなたは [わた しを] 知っ 
て おられます。 

2 あなた ご 自身が わたしの 座る こと 
も 立ち上がる こと も 知る よう 
になぶ， 

遠くから わたしの 考えを 考慮 さ 

(ク） 

れま した。 

3 あなたは わたしの 旅する こと も， 横に 
なって 寝る こと も 測り 分け， 

わた しのす ベての 道を 親しく 知 

_  [コ） 

る ようになられ ま した。 

4 わたしの 舌に 言葉が 上る 前から， 
ご覧く ださい， エホバよ， あなた 
は 既に それを すべて ご存じな 


コ詩 33:15 
箴 5:21 
イザ 29:15 
使徒 5:3 
サ詩 19:14 
シ詩 50:21 


5 後ろを も 前を も， あなたは わたしを 
攻め 囲まれ ま した。 

あなたは み 手を わた しの 上に 置 
かれます。 

6  [そのような] 知識は わたしに とっ 
て 余り にもく すしい ものです。 


それは 非常に 高くて， わたしは そ 
れに 達する ことができ ませ X。 
7 わたしは あなたの 霊の もとから どこへ 
行く ことができる でしょう か。 
あなたの み 顔の もと か ら どこへ 
走り去る ことができ るで しょ 

ぅぶ。 

8 たとえ わたしが 天に 上ろうと も， あ 
なた は そこに おられ ま' f。 
たとえ わたしが シエ オルに 寝い 
すを 設けよう とも， ご覧く ださ 
い， あなたは [そこに おられる 
ので ぜ]。 

9 わたしが 夜明けの 翼を 取って， 
最果ての 海に 住もうと しても， 

10 そこで もまた， あなたの み 手が わた 

,  みちび （ク 1 

あなたの 右手が わた しを 捕らえ 
る ことでしょう。 

11 また， わたしが， 「闇なら きっと 素 
早く わたしを つかまえて くれ 
るだろう」 と言うなら， 

そのと きには 夜が わた しの 周り 
で 光と なること でしょう。 

12 闇で さえ， あなたに とって 暗す ぎる 
ことは なぞ1， 

夜と いえ ども， 昼と 同じように 輝 
< ので 孑。 

闇 も 光と 変わる とこ ろが ありま 

せム 

13 あなた ご 自身が わたしの 腎臓を 造 

(ソ） 

り 出された からです。 

あなたは わた しを わた しの 母の 
腹の 中に， イ i 切られた 状態に し 

たも  （夕） 

て 保たれ ま した。 


1025  くす しく 造られて いる。 神は 胎児を も ご覧になる  詩編 139:14 — 140:3 
14 わたしは あなたを たたえます。 な 第 編  彼らは [あなたの み 名を] いたず 

ぜ なら， わたしは 畏怖の 念を 起 7  %  22^1  らに 取り上げました一 あなた 

こさせる までにく すしく 造ら  ^ 1〇〇：3  の 敵対 者たち は。 

(7)  イザ 44:2  はげ  にく 

れ ている からです。  ィ ■レ1:5  21 エホバよ， あなたを 激しく 憎んで い 

わたしの 魂が よく 知ってい るよ ゥ る 者たち を わたしは 憎まない 

S  104-24 

つに，  詩 111:2  でしょ つか 0 

あなたの み 業は くす しいので す。 ^^4°99  あなたに 背く 者たち にわたしは 嫌 

15 わたしが ひそかに 造られた とき， ^5n!s：11  忌の 念を 抱かないでしょう か。 

わたしが 4 の も A とも M い 泳ろ％、 i り キ I? ば 8  22 わたしは S しみの i りを つくして 

な  詩 127:3  かれ  （才 1 

成された とき，  クョブ 31:15  彼らを 憎みます 0 

わたしの 骨は あなたから 隠され コロ マ II:33  彼らは わたしに とって 真の 敵と 

てはいませんでした 0  シ 詩3:5  なりました 0 

16 あなたの 目は 胎児のと きの わたし 詩63:6  23 迚よ ，わたしを くまなく 探り， わた 

を も ご覧に なり ま した。  しの 心を 知っ てくだ さい。 

あなたの _ に そのす ベての i#  ifr2fuu  わた しを 調べて， 不安の 念を 起こ 

が 書き記されて いました。  S  Ss1  させる わたしの 考えを 知って 

それ 力 翁 蓋ら れた & 吴にっ いそ1， 胃24:8  くださ 11 

しかも， それらの うちの 一つ もま 第二 欄  24 わたしの うちに 苦痛の 道が あるか 
だなかった のに。  7^?'i  どうかを 見て， 

17 ですから， あなたの お考えは わたし i  m  S:2  わたしを 定めの ない 時に 至る 道 

なん とうと  （ヶ）  詩 21:8  みちび  い 

に とって 何と 貴い のでしょう。 詩81:15  に 導き 入れて ください 0 

ぜんた ぃ  コ n  6:14 

迚 よ， その 全体は いかばかりで 指揮者の ために。 ダビデの 調べ。 

しょぅ。 かそ'  力以ば 140 ェホバょ； f ぃ 者たち から 芍 

18 わたしが それを 数えようと しても， しを 助け出して ください。 
それは 砂粒より も 多い のです。 ヶ g ぼ3  暴虐を 働く 者 か ら わたし 

わたしは 目覚めました。 それで コ 5 は: 8  を 守って くださいます 

もな お， わたしは あなたと 共に  ^ 143:10  ように。 

います。  第1 肌 編  2 彼らは 心の中で 悪い ことを たくら 

19 ああ， 巧よ， あなたが 邪悪な 者を 打 みま した。 

ち 殺して くださるなら！  xSs6；4  彼らは 戦いのと きのよう に 一日 

そうすれば， 血の 罪を 負った 者た  S  6:18  じゅう 攻め かかります。 

ち も 必ず わたしから 離れて 行  7 夕 5:28  3 彼らは 自分の 舌を 蛇の [舌] のよう 

セ 詩 56:6  する >、  (v) 

くこと でしょう 0  ソ に 鋭く しました 0 

20 彼らは [白 分の] 思いのままに， あな ^；8；t34  つの まむしの 毒液が その 唇の 下 

たにつ いて 物を 言います。  3:83  にあります 0 セラ 0 
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第 140 編 


詩編 140:4—141:4 


暴虐の たくらみ。 保護を 求める 祈り 
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4 エホバよ， 邪悪な 者の 手から わたし 
を 守って ください。 

暴虐を 働く 者から， 

わたしの 足を 突こうと たく らん 
だ 者たち から， わたしを 守って 
くださいます ように。 

5 自分を 高める 者たち はわた しのた 
めに 仕掛けを 隠し， 

通り道の そばに 綱を 網と して £ 
げ まし;/ L 
彼ら はわた しのた めに わなを 仕 
掛け ま した。 セラ。 

6 わたしは エホバに 申し上げました。 
「あなたは わたし の进 です。 

たんがん  こえ 

エホバよ， わたしの 嘆願の 声に ど 
うか 耳を 向けて ください」。 

7 主権者なる 主， エホバ， わたしの 敎 
いの 力 :， 

あなたは 軍隊の 日 にわた しの 頭 
を 覆って くださいました。 

8 エホバよ， 邪悪な 者の 渴 望を かなえ 

I シ） 

させないで ください。 

そのたく ら みを 遂げさせないで 
ください。 彼らが 高められる 

(ス） 

ことのない ためです。 セラ。 

9 わたしを 取り囲む 者たち の 頭に つ 
いては， 

彼らの 唇の 難儀が これを 覆い ま 

M 

すよう に。 

10 燃える 炭火が 彼らの 上に 落とされ 

[夕） 

ますよう に。 

彼らが 火の 士， 水の 坑に 落とされ， 
起き上がれなくなる ように。 

11 偉そう な 口を 利く 者一 その 者は 地に 堅 

[テ 1 

く 立てられる こ とがな I ヽ ように。 


暴虐の 者 一 その 者を 悪が 繰り 返 

う  か  （ァ） 

し 打って 駆り立てる ように。 

12 エホバが， 苦しんで いる 者の 申し 立 
て， 貧しい 者たち の 裁きを 
履行して くださる こ i を， わたし 
はよ く 知っています。 

13 確かに， 義 なる 者たち は 自ら あなた 

かんしゃ （ェ 1 

のみ 名 に 感謝し， 

廉直な 者た ちは あな たのみ 顔の 
前に 住む のです。 

ダビデの 調べ。 

エホバよ， わたしは あなたを 


141 


呼び 求めました。 

急いで わたしの もとに 来て 

くださ じ '。 

わたしが あなたを 呼ぶ とき， 
わたしの 声に どうか 耳を 
向けて ください。 

わた しの 祈りが あなたの み 前の 香 
と して， 

たなごころを 上げる ことが 夕べ 
の 穀物の 捧げ物と して 備えら 
れ ますよう に。 

エホバよ， わたしの 口の ために 見張 
りを 置いて ください。 

わた しの 唇の 戸に 監視を 置いて 

くださ バ。 

わたしの 心を どんな 悪に も 傾けさ 
せないで ください。 

有害な ことを 習わしに している 
者たち と共に， 

重大な 悪事を 行な うことの ないた 

(夕） 

めです。 

それは， わた しが 彼ら の 美食で 自 


12 8 
L  9 1 5 1 1 3  ，: 35 汶 24  :23 23 
31 88: 47 71 39: テ.！ > 5: 8: 3 29: 方61  tl 21 
詩 詩 詩 詩 詩 詩 ペル 啓 啓 出 出 詩 詩 詩 テ箴蔵 
カキ  クケ  コサ  シ 
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義に かなった 者の 戒め。 助けを 求める 祈り 


詩編 141: 5 — 142: 5 


分を 養う ことのない ためです。 

5 義に かなった 者が わた しを 打つ とし 
て も， それは 愛 ある 親切です。 

彼が わた しを k める と しても， そ 
れは 頭の 上の 油で あり， 

わた しの 頭は それを 拒 も うとは し 
ません。 

わた しの 祈りが， 彼らの 災いの 
ときに も 依然と して あるから 

[才） 

6 i らの鉍 き a は 笑 碧の そばに 备げ 
落とされました。 

しかし， 彼らは わたしの ことばを 
聞きました。 それが 快い もの 
であるのを。 

7 人が 地の 上で 割ったり 裂いたり し 
ている ときの ように， 

わた したち の 骨は シヱ オルの 口 
に まき 散らされました。 

8 しかし， 主権者なる 主, エホバよ， 
わたしの 目は あなた に 向けら 
れ ています。 

わたしは あなたの もとに 避難し 
たのです。 

わた しの 魂を 注ぎ 出さない でく 
ださ H 

9 彼らが わたしに 仕掛けた わなの つ 
めか I， 

有害な ことを 習わしに する 者た 
ちの わなから， わたしを 守って 
ください。 

10 邪悪な 者たち は 自分の 網に もろと 
もに 落ち込みます。 

しかし わたしは， 通り過ぎ るの 
です。 


第 141 編 


ア箴 23:6 
イサ n 12：7 


詩 11:1 
詩 71:1 
シ イザ 53:12 
ス詩 119:110 
詩 124:7 


セ 詩 140:5 
詩 142:3 


詩 35:8 
詩 37:15 
詩 57:6 


第二 欄 


第 142 編 

アサ I  22:1 
サ I  24:3 
ヘプ 11:38 
イ詩 28:2 
詩 50:15 
詩 107:13 
ウ詩 30:8 
詩 77:1 
詩 141:1 


ケ詩 140:5 

エレ 18:22 

マタ 22:15 
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マス キル。 ダビデに よる。 

彼が 洞く つに いたと きに。 祈り。 

わたしは 声を 上げて， エホバ 

に 助けを 呼び 求める よう 

[ィ] 

になり ました。 

わたしは 声を 上げて， エホ 
バに 恵みを 叫び 求める よ 
うにな りました。 

わた しは そのみ 前にい つも 自分の 
気遣いを 注ぎ 出し， 

そのみ 前に 絶えず _ 分の 苦難を 
言い表わしました。 

わた しの 霊が わた しの 内で 衰え 果 


てた ときに。 

そのと き， あなた ご 自身 わたしの 
行く 道を 知って おられました。 
わたしの 歩く 道筋に， 

彼らは わたしの ために わなの 仕 
掛けを 隠しました。 

4 右の 方に [目を] 向けて， ご覧く だ 


さい。 

わた しを 認めて くれる 者が だれ 
もい ない のを。 

わた しの 逃げ場は わた しから 滅び 
うせました。 

わた しの 魂に ついて 尋ねて くれ 
る 者は だれもい ません。 

5 エホバよ， わたしは あなたに 助けを 
呼び 求めました。 

わたしは 言いました， 「あなたは 
わたしの 避難所， 

生ける 者の 地に おける わた しの 
I： け 分です」 と。 


コ詩 31:11; 詩 69:20; 詩 88:8; ササ I  23:11; シ ヨハ 16:32; 
ス詩 107:19; セ 詩 34:8; 詩 46:1; 詩 91:2; 箴 18:10; ソ詩 
27:13; エレ 11:19; 夕詩 16:5: 詩 73:26; 詩 119:57; 哀 3:24。 
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神に 対して 注意深い 態度を 示す  1028 

わた しの 心は わた しの 中で 無感 
覚 になります。 

5 わたしは 昔の 日々 を 思い出し， 

あなたの すべての 働きを 思い 巡 
らし まし#1。 

わた しは 自ら 進んで あなたの み 
手の 業に 思いを 留めました。 

6 わたしは あなたに 向かって 手を イ申 
ベました。 

わた しの 魂は あなたに 対して 枯 
渴 した 地の ようです。 セラ。 

7 エホバよ， 急いでく ださい。 わたし 
に 答えて ください。 

わたしの 霊は 終わりを 迎え ま しナ こ。 
わたし からみ 顔を 覆い隠さないで 
くださ 11 > 

さもなければ， わた しは 坑に 下っ 
て 行く 者たち と同じようにな っ 
てし まいます。 

8 朝に あなたの 愛 ある 親切を 聞かせ 
てくだ さい。 

わたしは あなたに 信頼を 置いた 

_  (シ 1 

からです。 

わた しに 歩むべき 道を 知らせて く 
ださ H 

わた しは あなたに 自分の 魂を も 
たげ たからです。 

9 エホバよ， わたしの 敵から わたしを 

救い出 してく ださい。 

わたしは あなたの もとに 隠れた 
(夕 1 

のです。 

10 あなたの ご 意志を 行なう ことを わ 
たしに 教えて ください。 
あなたは わた しの 拽だ からです。 

夕詩 61:4; 詩 91:1; チ 詩 25:4; ミカ 4:2; ツ詩 31:14; ヨ 


詩編 142:6 — 143:10 

6 わたしの 嘆願の 叫びに 注 k を k っ 
てくだ さい。 

わた しは すっかり 弱り果て たか 
ら で'/1。 

わた しを 迫害す る 者から わたしを 
救い出して ください。 

彼らは わたしより も 強 l ヽ からです。 
7 わたしの 魂を 牢の 中から 連れ出し 
てくだ さい。 

あなたの み 名を たたえる ために。 
わた しの 周り に義 にかな っ た 者た 
ちが 集まる ように。 

あなたは わたしを ふさわしく 扱っ 
てくだ さるから です。 

ダビデの 調べ。 

ヱホバ よ， わたしの 祈りを 聞 
1 似 ぃ てくださ^ > 

わた しの 嘆願に 耳を 向けて 
くださ:、 )。 

あなたの 忠実 さのうち に， 
あなたの 義 のうちに わた 
しに 答えて ください。 

2 そして， あなたの 僕の 裁きに かかわ 
ら ないで ください。 

あなたの み 前に あって， 生きて い 
る 者は だれも 義 にかな う 者と 
はなり えない からです。 

3 敵が わたしの 魂を 追った からです。 
彼は わたしの 命を まさしく 地に 

くだ  （ソ） 

砕きました。 

彼は わた しを， 定めの ない 時に わ 
たって 死んで いる 者たち のよう 
に， 暗い 所に 住まわせました。 
4 そして， わたしの 霊は わたしの 内で 

簑 I 梟て, 
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1029  死すべき 人間は 何者か  詩編 143: 11 — 144: 12 


あなたの 霊は 善良です。 

それが わた しを 廉直の 地に 導き 

い  M 

入れて くれます ように。 

11 あなたの み 名のた めに， エホバよ， 
わたしを 生き長らえさせ てく 

(x) 

ださい。 

あなたの 義 によって わたしの 魂 
を 苦難から 連れ出して くださ 
いますよ うに。 

12 そして， わたしの 敵たち を あなたの 
愛 ある 親切に よって 沈黙 させ 
てくだ さいます ように。 
わたしの 魂に 敵意を 示す 者たち 
を ，あなたは みな 滅ぼして くだ 
さらなければ なりません。 
わたしは あな たの 僕 だか ら です。 


ダビデに よる 


144 


わた しの 豈 エホバが ほめた た 
え られ るよう に。 

たたか 

わた しの 手に 戦いを， 

ゆび せんとう おし 

わたしの 指に 戦闘を 教えて 

かた （ザ） 

くださって いる 方が。 


2 わたしの 愛 ある 親切， わたしのと 


[シ） 

りで， 

けんご  たかだい  のが 

わた しの 堅固な 高台， わた しを 逃 

かた W 

れ させて くださる 方， 

たて [切  ひ 

わたしの 盾， わたしが その もとに 避 


なん  M 

難した 方， 

した  たみ したが 

わたしの 下に もろもろの 民を 従 


えられる 方。 

3 エホバよ， 人は 何者な ので あなたは 

ち ■♦う もく  （チ] 

これに 注目な さるので すか。 
赤すべき 人間の 子は [何者な ので] 


あなたは これを 考慮に 入れら 
れ るので すか。 
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ア ネへ 


イ詩 27:11 
イザ 26:10 
ウ詩 25:11 
ェ詩 119:25 
才詩 9:8 
詩 31:1 
力 詩 34:19 
キサ I  25:29 
サ I  26:10 
詩 54:5 
クサ I  24:12 
ケ詩 89:20 
詩 116:16 
使徒 3:13 
使徒 4:25 
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コ申 32:4 
サ n  23:3 
詩 18:2 
詩 95:1 


ササ n  22:35 
詩 18:34 


スサ n  22:3 
詩 18:2 
詩 40:17 
セ 創 15:1 
箴 30:5 
ソ詩 141:8 
夕詩 18:47 


ツ詩 10:18 
詩 104:15 


第二 欄 

ア詩 39:5 
詩 62:9 
イ代 I  29:15 
ヨブ 8:9 
ヨブ 14:2 
詩 102:11 
伝 8:13 
ウ詩 18:9 
イザ、 64:1 
エ出 19:18 
詩 104:32 


オサ n  22:15 


ヨブ 36:32 


力 申 32:42 
詩 21:12 
詩 45:5 


t  サ n  22:17 
詩 18:16 
ク詩 69:1 


コ詩 10:7 
詩 12:2 
詩 109:2 
サ イザ 44:20 


4 人は ただの 呼気に 似て おり， 

ひび  す  さ  かげ  [ィ】 

その 日々 は 過ぎ去る 影の ようです。 
5 エホバよ， その 天を 押し 曲げて， 降 
りて 来て ください。 

山々 に 触れて， これに 煙を 上げさ 
せて ください。 

6 稲妻を ひらめかして， 彼らを 散らし 

(才） 

てくだ さい。 

あなたの 矢を 放って， 彼らを 混乱 
に 投げ入れて ください。 

7 高みから み 手を 突き出し てくだ 

[キ） 

さい。 

わた しを 大水から， 

いこく  もの  じゆう 

異国の 者たち の 手から 自由にし， 
救い出して ください。 

8 彼らの 口は 不 真実を 語り ま y た。 
その 右手は 虚偽の 右手で 士。 

9 裡よ ，わたしは 新しい 歌を あなたに 

トン） 

歌います。 

十 弦の 楽器で わた しは あなたに 

しら  かな  W 

調べを 奏でます。 

すく  あた  かた W 

10 王たち に 救いを お与えになる 方， 
その 僕 ダ ビデを 有害な 剣から 自 

ゆう  [ソ） 

由に される 方。 

11 異国の 者たち の 手から わたしを 自 

ゆう  すく  （夕） 

由に し， 救い出して ください。 
彼らの 口は 不 真実を 語りました。 

きょぎ  （ッ） 

その 右手は 虚偽の 右手で 寺。 

12 彼らは [言います]， 「我々 の 息子た 

わか  せいちょう 

ちは， その 若い ときに 成長した 
小さ な 植物の よう だ。 

我々 の 娘たち は， 宮殿の 様式に 


シ詩 33:3; 詩 40:3; 詩 96:1; イザ 42:10; 啓 5:9; 啓 14:3; 
ス代 I  25:1; 詩 33:2; 詩 92:3; セサ n  5:19; 詩 18:50; ソサ 
I  17:46; サ n  21:17; タザ n  10:6; チサ n  10:3; 詩 73:9; ツ詩 
7:14; 詩 73:8; 詩 119:118; テ 詩 37:35。 
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第二 欄 

ア詩 72:18 

f ヨシ 
ネへ 
，詩 II 
使徒 4: 

E 王 I 
詩 13: 


イザ 63:7 
エレ 31:12 
才詩 51:14 
イザ 45:24 
啓 15:3 
力 代 n  30:9 
詩 86:15 
詩 111:4 
エフ 2:4 
キ出 34:6 
民 14:18 
ネへ 9:17 
詩 103:8 
ク詩 25:8 


5r  104： 


使徒 14:17 
ヤコ 1:17 

ケ エフ 2:4 

コ詩 19:1 
詩 103:22 
詩 104:24 


詩編 144:13—145:11 


エホバの 幸いな 民。 エホバの 善良 さ 


1030 


倣って 彫刻を 施された 隅の よ 
うだ。 

13 我々 の 穀倉は 満ち， 種々 の 産物を 供 

きゅう (7) 

給し， 

我々 の 羊の群れは ちまたで， 一頭 
が 数千 頭に も 一万 頭に も 殖え 
て ゆく。 

14 我々 の 牛は よく はらみ， 裂傷 もな け 
れば 流産 もな く， 

我々 の 公共 広場には 叫び もない。 
15  [この] ようになる 民は 幸いだ！」 
エホバを その# とする 民は 幸 

ぃぞ! 

賛美。 ダビデに よる。 

N [アーレ フ] 

王なる わたしの 神よ， わたし 
1 分® は ぁなたを S め ま'/1。 

定めの ない 時に 至る まで， 
まさに 永久に あなたの み 
名を ほめたたえます。 

3 [ベ-卜] 

2 わたしは 一日 じゅう あなたを ほ 
めた た; 4  1 ， 

定めの な ^ ヽ 時に 至る まで， まさ に 永 
久 にあな たのみ 名を 賛美し ます。 
〕 [ギメ ル] 

3 エホバは 大 いなる 方, 大いに 賛美 さ 
れ るべき 方。 

その 偉大 さは 探りが たい。 

1 [ダーレ ト] 

4 代は 代へ と あなたの み 業を ほめつ づけ， 
彼らは あなたの 力強い 行ないを 
蚤げ ま}。 

n  [へ一] 

5 あなたの 尊厳の 栄光に 満ちた 光輝と， 
あなたの くす しいみ 業に 関する 


事柄を わたしは 自分の 思いに 

备め まも 

1 [ヮーウ] 

6 そして， 彼らは あなたの 畏怖の 念を 
起こさせる 事柄の 力に ついて 

かた W 

語り， 

あなたの 偉大 さに ついては， わた 
しが それを 告げ 知らせます。 
U ザイン] 

7 彼らは あなたの 豊かな 善良 さに 関 
する 言葉を ほとばしらせ， 
あなたの 義 [の ゆえに] 喜び 叫び 
ま'/1。 

n [へ ート] 

8 エホバは 慈しみと 憐れみに 富み， 
怒る ことに 遅く， 愛 ある 親切の 大 

かた  W 

いなる 方です。 

D [テ-卜] 

9 エホバは すべての ものに 対して 善 

りょぅ  （ク 1 

その 憐れみは そのす ベての み 業 
の 上に あります。 

町ョ- ド] 

10 エホバよ， あなたの すべての み 業は 
あなたを たたえ， 

あな たの 忠節な 者た ちは あなた 
を ほめたたえます。 

二 [カフ] 

11 彼らは あなたの 王権の 栄光に つい 

かた [シ 1 

あなたの ち: SW さ について 顯 し 
tto 


ササ 1 2:9; 詩 30:4; 詩 132:9; 詩 149:5; ヘプ 13:15; ベ 
I  2:5; シ代 I  29:11; マタ 4:23; ルカ 10:9; ス申 3:24; 
15: 3〇 
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1031 み 手を 開いて 満たして くださる。 高貴な 者に 頼らない 詩編 145:12—146:5 


ラ [ラー メ ド] 

12 それは， その 力強い 行ないと， 

その 王権の 光輝に 満ちた 栄光 
と を 人の子ら に 知らせる ため 
で}。 

D [メー ム] 

13 あなたの 王権は 定めの ない すべて 
の 時に わたる 王権， 

あなたの 統治権は 代々 限りなく 

羅 きま*。 

D [サーメ ク] 

14 エホバは 倒れて ゆく すべての 者 

ささ 才） 

かがんで いるすべ ての 者を 立ち 
上がらせて おられます。 

ジ [アイン] 

15 すべての ものの 目は 望みを 抱いて 
あなたを 見つめます。 

そして， あなたは 彼らに 食物を そ 
の 季節 ごとに 与えて おられる 
ので' 

D [ペー] 

16 あなたは み 手を 開いて， 

すべての 生きて いるものの 願い 
を 満たして おられます。 

2 [ッァ ー デ-] 

17 エホバは そのす ベての 道に おいて 
義 にかな って おられ， 

そのす ベての み 業に おいて 忠節 

P [コーフ] 

18 エホバは， ご 自分を 呼び 求める すべ 

もの [ス） 

ご 自分を 真実に 呼び 求める すべ 
ての 者の 近く に おられます。 


第 145 編 

ア詩 98: 1 
詩 136: 
ィ詩 103: 

詩 111 
ゥ詩 146: 
エレ 10:7 
テモ I 1:17 

エ ダニ 6:26 

才詩 37:24 
詩 94:18 
力 詩 38:6 
詩 146:8 
キ詩 104:21 
ク創 1：30 
詩 104:27 
詩 136:25 
マタ 24:45 
ケ詩 104:28 
コ詩 107:9 
詩 132:15 
サ創 18:25 
申 32:4 
ロマ 3:5 
啓 15:3 
啓 16:5 
シ詩 18:25 
啓 15:4 
ス申 4:7 
王 I  18:36 
詩 34:18 
ヤコ 4:8 
ユダ 24 
セ 詩 17:1 
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ア詩 
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ルカ : 
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ィ詩 

37 

40 

詩 
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15 

詩 

91 

15 

ゥ詩 

31 

23 

詩 

37 

28 

詩 

97 

10 

エ詩 

1:6 

箴 

2:22 

才詩 

34 

1 

詩 

51 

15 

詩 

71 

8 

詩 

89 

1 

力 詩 

117:1 

詩 

150:6 
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キ出 15:2 
詩 149:9 
啓 19:6 
ク詩 103:1 
詩 104135 
ケ詩 63:4 
コ詩 145:2 
サ詩 62:9 
詩 118:9 
シ詩 118:8 
イザ 2:22 
エレ 17:5 
ス ヨブ 12:10 

詩 104:29 
伝 8:8 
マタ 27:50 
使徒 7:59 
セ 創 3:19 
詩 90:3 
伝 3:20 
伝 12:7 


ウ [レー シユ] 

19  [神] は ご 自分を 恐れる 者たち の 願 
いを 遂げて くださり， 

助けを 求める その 叫びを 聞き， 
彼らを 救って くださいます。 
以 [シーン] 

20 エホバは ご 自分を 愛する 者す ベて 
を守っ て おられます。 

しか し 邪悪な 者に ついては， [迚] 
は [彼らを] みな 滅ぼし 尽くさ 
れま H 

n  [ター ゥ] 

21 わたしの 口は エホバの 賛美を 語り 
ま'/。 

すべての 肉なる 者が, 定めの ない 
時に 至る まで， まさに 永久に そ 
の聖 なるみ 名を ほめたたえる 

[力） 

ように。 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
わたしの 魂よ， エホバを 賛 
美せ i。 

2 わたしは 生きて いる 限り エホバを 
賛美し ます。 

わた しの ある 限り わた しの 迚に 
調べを 奏でます。 

3 高貴な 者に も， 地の 人の子に も 
信頼を 置いて はならない。 彼ら 
に 救いは ない。 

4 その 霊は 出て 行き， 彼は 自分の 地面 

かえ [セ） 

に 帰る。 

その 日 に 彼の 考えは 滅びう せる。 
5 ヤコブの 姓を 自分の 助けと する 者 
は 幸いだ。 
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ソ ヨブ 14:10; ヨブ 17:11; 伝 9:5; 伝 9:10; イザ 38:18; 夕詩 
33:12; 詩 46:7; 詩 144:15; エレ 17:7。 


詩編 146:6 — 147:11  心の 打ち砕かれた 者を いやす。 星を 数えて おられる  1032 


彼の 望みは その 裡 エホバに ある。 
6  [裡 は，] 天と地， 

うみ 

海 および それらの 中に あるす ベ 

W  つく  ぬし [ウ） 

てのものの 造り 主， 

定めの ない 時に 至る まで 真実を 
守られる 方， 

7 だまし取られる 者たち のために 裁 
きを 喊 行して くださる 方， 
飢えた 者たち に パンを 与えて く 
ださる 

しば 

エホバは 縛られて いる 者たち を 
解き放って おられる。 

8 エホバは 盲人たち [の 目] を 開き， 
エホバは かがんだ 者を 立ち上が 

エホバは 義 なる 者たち を 愛して 
おられる。 

9 エホバは 外人 居留 者を 守って お 
ら#， 

父な し 子 やや もめを 助けてく だ 
さ I1。 

しかし 邪悪な 者たち の 道に つい 
ては， [裡] は [これを] 曲げら 
れ る。 

10 エホバは 定めの ない 時に 至る まで 

(V) 

王で あられる。 

シオンよ， あなた の裡は 代々 にわ 

|夕1 

たって。 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

FT あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ。 
わた したち の裡に || ベを 奏 
でる のは 良い こと だから 


力 創 15:5 
キイ ザ 40:26 
ク代 I 16:25 


それは 快い こと だからで あ 

(H 

る 一 賛美は ふさ わ しい。 


2 エホバは エルサレムを 建てて お 
ら#， 

イスラエルの 追い散らされた 者 
たちを 集められる。 

3  [拽] は 心の 打ち砕かれた 者を い 

ゃ じ、 

その 痛む 所を 包んで くださる。 

4  [裡] は 星の 数を 数えて おられ， 

その すべてを [各々 の] 名で 呼ば 

w 

れ る。 

5 わたしたちの 主は 大 いなる 方， 力に 
満ちて お られ る。 

り かい  かた  つ 

その 理解に ついては 語り 尽くす 
ことができない。 

6 エホバは 柔和な 者たち を 助け， 

邪悪な 者たち を 地に 卑しめて お 

闹 

られ る。 

7 あなた 方は 感謝の ことばを もって 
エホバに こたえ 応じ， 

たて 琴を もって わた したち の# 

しら  かな  [ス） 

に 調べを 奏でよ。 

8  [i 申] は 天を 雲で 覆って おられる 方， 

地の ために 雨を 備え られる 方， 
鹋に _ を 4 ぇ& させる i。 

9  W] は 獣に， 

な  おさな  わた  （チ} 

鳴きつ づける 幼い 渡り がらすに， 

しょくもつ あた  （ッ 1 

食物を 与えて おられる。 

10  [裡] は 馬の 力強 さを# びと される 

[テ） 

のでは なく， 

にんげん  あし  たの 

人間の 脚を 楽しみと される ので 

(H 

もない。 

11 エホバは， ご 自分を 恐れる 者たち， 


ア詩 33:18 
f  詩 63:3 
詩 117:1 
>  詩 135:21 
イザ 12:6 
[詩 128:3 
f レビ 26:6 
詩 29:11 
詩 122:6 
イザ 45:7 
イザ 60:1 


ア 15: 


33 


寺 81:16 
寺 132:15 
キ詩 33:9 
詩 68:11 
詩 107:20 
^ ヨブ 37:6 
詩 148:8 


シ 使徒 
寺 148:8 
セ 出 
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すべての 創造物が ヤ ハを 賛美す るよう に 


詩編 147: 12 — 148: 12 


ご 自分の 愛 ある 親切を 待ち望 
む 者たち を 楽しみと して おら 

(7) 

れ る。 

12 エルサレムよ， エホバを ほめよ。 
シオンよ， あなたの 裡を 賛美せ よ。 

13  [裡] は あなたの 門の かんぬ きを 強 

固に された からで ある。 

[拽] は あなたの 中に いる あなた 
の 子ら を 祝福して くださった。 

14  [迚] は あなたの 領地に 平和を 置い 

て ぉら n， 

小麦の 脂肪を もってい つも あな 
たを 満ち 足らせて くださる。 

15  [神] はみ ことばを 地に 送って お 

[キ） 

られ， 

そのみ 言葉は 速やかに 走る。 

16  [裡] は 雪を 羊毛の ように 与えて お 

ら^ I)， 

白 霜を 灰の ように 散らされる。 

17  [裡] は その 氷を 食物の 小片の よう 

に 投げて お られ る。 

だれが その 寒さの 前に 立ち 得る 

だろぅ ぶ1。 

18  [姓] はみ 言葉を 送り出して， それら 

を、 急かす。 

その 風を 吹かせる。 

水は 論る。 

19  [裡] はみ 言葉を ヤコブに， 

その 規定と 司法 上の 定めを イス 
ラエルに 告げて おられる。 

20  [裡] は ほかの どの 国民に も そのよ 

うには なさ ら なかった。 

[その] 司法 上の 定めに ついては， 
彼らは こ れを 知ら なかった。 
あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
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あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
天から エホバを 賛美せ よ。 
高い 所で [神] を 賛美せ i。 

2 そのす ベての み使いよ， [姓] を 賛美 
せ i: 

そのす ベての 軍勢よ， [裡] を 賛美 
せ 

3 太陽と 月よ， [神] を 賛美せ よ。 
すべての 光の 星よ， [迚] を 賛美 
せ L 

{ ク）  M 

4 天の 天よ， 天の 上の 水よ， 

[裡] を 賛美せ よ。 

5 それらが エホバの み 名を 賛美す る 

(コ） 

ように。 

[裡] ご自 身が お 命 じに なって， そ 
れらが 創造され たからで ある。 
6  [拽] は それを 永久に， 定めの ない 時 
に 至る まで 立たせて おられる。 
[裡] は 規定を お与えに なった。 そ 
れが 過ぎ去る ことは ない。 

7 地から エホバを 賛美せ よ。 

海の 巨獣と すべての 水の 深みよ。 
8 火と 雹よ， 


ゆき  こ  けむり [夕 1 

雪と 濃い 煙よ。 

ことば  な  と  だいぼう ふう m 

み 言葉を 成し遂げる 大 暴風よ。 


9 山々 とすべ ての 丘よ。 

かじゅ  すぎ （テ 1 

果樹と すべての 杉よ。 

やせいどうぶつ  かちく  （卜） 

10 野生動物と すべての 家畜よ。 

はう ものと 翼 ある 鳥よ。 

11 地の 王たち よ， すべての 国た みよ。 

きみ  （ヌ）  さば  びと [ネ） 

君たち よ， 地の すべての 裁き 人よ。 

わかもの  [ノ）  しょじょ  （ハ） 

12 若者たち よ， また， 処女たち よ。 


『詩 69:34; ソ創 1:21; 詩 74:13; 詩 104:25; ヨ 
r  出 9:23; 民 16:35; 詩 147:17; イザ 30:30; チ 詩 107: 
，詩 65:12; 詩 98:8; イザ 44:23; イザ 49:13; テ 代 I  16: 
詩 96:12; イザ 44:23; イザ 55:12; 卜 詩 50:10; イザ 43: 
創 7:14; 二 詩 2:10; イザ 49:23; ヌ詩 45:16; 

詩 82:1; ノ詩 110:3; ハ 詩 45:14: 使徒 21:9。 


0  ^5 
48 113 89: 

H 詩 詩 

穿 7 ィ 


•  12  1  :  8  9  4  6  9 
t*2 03: 2 :13 :l 31 :16 9:l 36: 36: 0:l 99 

「ル 詩 ル 啓 創 ェュ創 詩 詩 詩申ネ r 


丁  1 1  : 1  : 38 8: 11 
へ 啓 創 創 詩 詩箴詩 


31  : 33: 


詩 113:4 
力 出】 


ク詩 
詩 149: 
ケ詩 113: 


第 149 編 

コ詩 113:1 
サ詩 33:3 
詩 96:1 
イザ 42:10 
啓 5:9 
シ詩 22:22 
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ナ I  12:22 
寺 100:3 
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寺 150:4 
チ 詩 35:27 
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詩 79:6 
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f しい 歌を 歌え。 ヤ ハを 賛美せ よ  1034 

くに  しっせき  あた  {7) 

国た みに 叱責を [与える] ために。 
その 王たち にかせ を， 

その 栄光を 受けた 者たち に 鉄の 
足 かせを 掛ける ために。 

しる  しほう じょう  さ だ  かれ  り 

記さ れた 司法 上の 定めを 彼らに 履 

こう  W 

行す るた めに。 

そのよう な 光輝は [迚] のす ベて 

ちゅうせつ  もの  （ェ） 

の 忠節な 者たち の もの。 

がた  さんび  M 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

がた  さんび  (») 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 
その 聖 なる 場所で 裡を 賛美 

[キ 1 

せよ。 

そのみ 力の 大空で [迚] を賛 

[ク） 

美せ よ。 

2 その 力強い み 業の ゆえに [.挫] を賛 

び  M 

美せ よ。 

み  い だい 

その 満ち あふれる 偉大 さに した 
がって [独] を 賛美せ よ。 

3 角笛を 吹き 鳴らして [神] を 賛美 

{ザ） 

せよ 0 

弦楽器と たて 琴を もって [裡] を 

('» 

賛美せ よ。 

W  りんぶ 

4 タン パリンと 輪舞を もって [迚] を 

さんび  «?) 

を もって®] を 賛美せ i1。 
5 美しい 響きの シンバルを もって®] 
を 賛美せ よ。 

鳴り響く シンバルを もって [裡] 

[ッ 1 

を 賛美せ よ。 

6 すべて 息 ある もの 一 それは ヤ ハを 

さんび  ^ テ} 

がた  -fe  - 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 


申 3:24; 詩 96:4; 詩 145:3; エレ 32:18; サ代 I  15:28; 詩 
81:3; 詩 98:6; シ詩 33:2; 詩 108:2; ス出 15:20; サ I  10:5; 
イザ 5:12; セ 詩 149:3; ソ詩 92:3; 詩 144:9; イザ 38:20; 

ヨブ 21:12; ヨブ 30:31; チ 代 I 15:19; 代 I 16:5; ツサ n 
6:5; 代 I  25:1; テ 啓 5:13; 卜 詩 112:1; 詩 148:14; 啓 19:3。 
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詩編 148:13—150:6 

年老いた 者たち も 少年たち も。 

13 彼らが エホバの み 名を 賛美す るよ 

[ゥ1 

うに 0 

そのみ 名 だ けが 達 しがたい まで 

たか  (X) 

に 局い からで ある。 

そんげん  ち  I 才 1 

その 尊厳は 地と 天の 上に ある。 

14 そして， [迚] は その 民の 角を 高めら 

W 

れ る。 

そのす ベての 忠節な 者たち の， 

じ ぶん  ちか  … 

ご 自分に 近い 民イ スラ エルの 子ら 

の# 力 桑 4)0 

あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ 

, あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ 
エホバに 新しい 歌を， 

忠節な 者たち の 会衆で その 
賛美を 歌え。 

2 イスラエルは その 偉大な 造り 主に 

よろこ  W 

あって 歓 ベ。 

シオンの 子ら 一 彼らは その 王に 

よろこ (t) 

あっ て 喜べ。 

3 彼らは 踊りを もって そのみ 名を 賽 

美せ i1。 

タン パリンと たて 琴を もって [裡] | 

しら  かな [夕） 

に 調べを 奏でよ。 

4 エホバは その 民を 楽しんで おられ | 

[チ） 

るからで ある。 

[i$] は 柔和な 者たち を 救 l 、を も¬ 
て 美しく  される。 

5 線な 箸たち は 難の ぅ ちに ■  | 

せよ。 

とこ  よろこ  さけ (t) 

その 床の 上で 喜び 叫べ。 

6 迚を ほめたたえる 歌が 彼らの のどに， 
もろ 刃の 剣が 彼らの 手に あるよ 

[ナ） 

うに。 

7 諸国 民に 復 しゅうを し， 


2  0  2  :  2  4  : 
4  .. 48 6  〇 1 
4  ノノ  7 1  2 1 
詩 ョョ申 詩 コ啓詩 


編 649 :19 j  115 :15 a3 
50 929 116 134 1:6 9  2045 

M  啓 代 詩 詩 詩 創 詩 ダ 詩 詩 詩 啓 
豸わキ  ク  ナ 


(7)  (ィ） 

1 イスラエルの 王， ダビデの 子， ソ 

(ゥ 1 しんげん (エ） 

ロモンの 箴言。 2  [これは，] 人 
が 知恵と 懲らしめを 知り， 理解の こと 
ばを わきまえ， 3 洞察: fc, 義と 裁きと 

れんちょく  [サ）  あた  こ  うい 湖 

廉直 さを 与える 懲らしめを 受け入れ， 
4 経験の ない 者たち に 明敏 さを， 若者 

ち しき (セ） し こうりょ く  [v) あた 

に 知識と 思考力を 与える ための もので 
ある 0 

5 賢い 者は 聴いて， さらに 多くの 教 

くん  と  い （夕）  り かい  たく 

訓を 取り入れ， 理解の ある 者は 巧みな 

しどう  え  m 

指導を 得る 人で ある。  6  [これは，] 

しん &  なんかい  [ツ） かしこ  もの 

こと ば [テ）  （卜）  り かい 

の 言葉と その なぞを 理解す るた めで 
ある。 

7 エホバへの 恐れは 知識の 初めで あ 

[ナ）  ちえ  こ  おろ  もの 

る。 知恵と 懲らしめを ただの 愚か者は 

かろ  ㈡ 

軽んじた。 

8 我が 子よ， あなたの 父の 懲らしめ 
に 聴き 従え。 あなたの 母の 律法を 捨て 

さ  m 

去って はならない。  9 それは あなた 

あたま  ゆうび  か かん  [ノ） 

の 頭に とっての 優美な 花冠で あり， あ 

りっぱ  くび かざ 

な たのの どに とっ ての 立派な 首飾り だ 
からで ある。 

わ  つみびと 

10 我が 子よ， 罪人が あなたを た 
ぶら かそうと しても 応じては ならな 

(t)  われわれ  いっしょ  こ  ち 

い。 11 「ぜひ 我々 と 一緒に 来い。 血 
を [流す ために] 待ち伏せす るの だ。 罪 

もの  せいとう  りゆう 

のない 者を 正当な 理由な しに ひそかに 
[へ）  われわれ 

ねらう の だ。 12 我々 は シヱ オルの よ 

[ホ 1  かれ  い  あな  くだ 

うに， 彼らを 生きた まま， 坑に 下って 

ゆ  もの  （マ）  の  こ 

行く 者たち のように そっく り 呑み込 も 

[ミ]  かち  きちょうひん (ム） 

う。 13 価値の ある あらゆる 貴重品を 
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蔵 25:1 


マタ 12:42 
ェ王 I  4:32 
伝 12:9 
才箴 8:11 
ルカ 2:52 
力箴 2:20 
テモ n  3:16 
ヘプ 12:7 
キ申 4:6 
ク箴 10:5 
ケへブ 12:11 


フェレ 5:26 
へ 詩 10:8 
詩 17:12 
詩 56:6 
マタ 26:4 
使徒 23:15 
ホ 民 16:30 
民 26:10 


われわれ  いえ  ぶんど  もの (ア） み 

見つけよう。 我々 の 家を 分捕り物で 満 

まえ  われわれ あいだ 

たそう。 14 お前は 我々 の 間で くじを 

ひ  ふくろ 

引くべき だ。 ただ 一つの 袋が 我々 みん 


(ィ）  い 

なの ものと なる ようにし よう」 と 言い 
つづけても 一 15 我が 子よ， 彼らと 
一緒に その 道に 入って はならない。 あ 


なた の 足を とどめて， 彼らの 通り道 か 

はな  (I)  かれ  まった  あく  はし 

ら 離れよ。 16 彼らの 足は 全き 悪に 走 
る [足] であり， 血を 流そうと 常に 急ぐ 
からで ある。 17 網が 翼を 持つ ものの 
目 の 前で 広げ られ るの は 無駄な こと だ 
からで ある。 18 したがって， 彼らは 
彼らの 血を [流す ために] 待ち伏せし， 

たましい  M 

彼らの 魂を ひそかにね らうので ある。 
19 すべて 不当な 利得を 得る 者の 道筋 

【コ 1 

はこの ような ものである。 それは その 

しょゆうしゃ たましい  と  さ  [サ 1 

所有者の 魂を も 取り去って しまう。 

20 真の 知恵が ちまたで 大声を 上げ 

さけ  [ス） こうきょう ひろば  こえ 

て 叫んで いる。 公共 広場で その 声を 出 

[セ）  さわ  かみて 

している。 21 騒がしい ちまたの 上手 

よ  （ソ）  としつ う  もん  いりぐち 

で 呼ば わる。 都市に 通ず る 門の 入口で 
自分の ことばを 述べる。 ^ 

22 「経験の ない あなた 方は いつまで 


経験の 無 さを 愛しつ づける のか。 あざ 


ける あなた 方は [いつまで] 全くの あざ 


けりを 自分の ために 望まなければ なら 


ない のか。 愚鈍な 者で ある あなた 方は 


マ ヨブ 33:22; 詩 30:3; エゼ 31:16; ミ 詩 35:25; ム裁 18: 
18;  第二: 相！  ア裁 5:30; イサ 1 30:16; ウ箴 4:14; 箴 
13:20; コ n  6:17; エ詩 119:101; 箴 4:27; コ 1 15:33; 才箴 
4:16; 箴 6:18; 箴 19:2; 力箴 6:17; イザ 59:7;  ロマ 3:15; 
キ詩 91:3; ク詩 55:23; ケ葳 28:17; コ王 n  5:20; 箴 15: 
27; ミカ 3:11; サ申 24:6; ヨブ 31:39; シ ロマ 11:33;  ロマ 
16:27; コ I  1:20; コ 1 2:5; エフ 3:10; ヤコ 3:17; ス マタ 10: 
27; マタ 11:19; 使徒 5:42; セ箴 8:2; 箴 9:3; ソ マタ 10: 
27; 使徒 20:20; 夕箴 8:3; ヨハ 18:20; チ 詩 94:8; ルカ 19: 
42; ツ箴 14:6。 
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箴言 1.23 — 2: 15 

[いつまで] 知識を 憎みつ づける のか。 
23 わたしの 戒めに よって 立ち返れ。 そ 
うすれば， わたしは あなた 方に わたし 
の 霊を ほとばしり 出させ， わたしの 言 
葉を あなた 方に 知らせよう。 24 わた 
しが 呼ば わった のに， あなた 方は 拒み 
つづけ ，わた しが 手を 差 し 伸べ たのに， 
注意を 払う 者は だれもい ない。 25 あ 
なた 方は わた しの 助言を すべて おろ 
そかに し， わたしの 戒めを 受け入れな 
かった。  26 だから， わたしと しても， 
あなた 方の 災難を 笑う。 あなた 方の 怖 
れ ている ものが 来る とき， 27 あなた 
方の 怖れて いるものが あらしの ように 
到来し， あなた 方の 災難が 暴風の よう 

のぞ  （サ）  く なん  こんなん  じ き 

に 臨む とき， 苦難と 困難の 時期が あな 
た 方に 臨む とき， わたしは あざ笑う。 
28 その 時， 彼らは わたしを 呼びつ づけ 
るが， わたしは 答えない。 彼らは わた 
しを 捜し求め るが， わたしを 見いだ す 
ことは ない。 29 それは， 彼らが 知識 
を 憎み， エホバへの 恐れを 選ばな かっ 
たからで ある。 30 彼らは わたしの 助 
言に 応じず， わたしの 戒めを すべて 軽 
べつした。 31 それで， 彼らは 自分の 
道の 実から 食べ， 白 分の 助言に 飽き 足 
りる ので ある。 32 経験の ない 者たち 
の 背信が 彼らを 殺す ものと なり， 愚鈍 
な 者たち の 安易 さが 彼らを 滅ぼす もの 
となる からで ある。  33 わたしに 聴き 

したが もの  やす  す  W  わざ わ  おそ 

従う 者は 安らかに 住み， 災いの 怖れに 
よって かき 乱される ことは ない」。 

A 我が 子よ， あなたが わたしの こと 
^ ばを 受け入れ， わたしの おきてを 
自分に 蓄え，  2 そして， 耳を 向けて 
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/  48:11 


ネ詩 25:13 
イザ 48:18 
啓 3:10 

ノ王 n  6:16 


才 26: 
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第二 欄 

ア箴 1:5 


箴 9:10 
箴 18:15 
I： テモ D  2:7 


ちえ  ちゅうい  はら (7) こころ しきべつりょくが かたむ 

知恵に 注意を 払い， 心を 識別力に 傾 

り かい [ゥ 1 もと  よ 

けるなら， 3 さらに， 理解を 求めて 呼 
ば わり， 識別力を 求めて 声を 上げるな 

W  ぎん  もと 

ら， 4 銀を 求める ように それを 求めつ 

W  かく  たから 

づけ， 隠された 宝を 求める ように それ 

たず  (») 

を 尋ね 求めつ づけるなら， 5 そのと き， 

おそ （キ1  り かい 

あなたは エホバへの 恐れを 理解し， ま 
さに 裡に ついての 知識を も 見いだ す こ 

(ク ）  じしん  ちえ 

とであろう。 6 エホバ ご 自身が 知恵 

あた  [ヶ） 

を 与えて くださる からで ある。 そのみ 

ちしき  しきべつりょく  [コ） 

口からは 知識と 識別力が 出る。  7 そ 
して， 廉直な 者たち のために 実際的な 
知恵を 蓄えて くださる。 忠誠のう ちに 
歩む 者たち のために， [裡] は 裁きの 道 
筋を 見守る ことによって 盾と なって く 

(ス1  じぶん ちゅうせつ  もの 

ださる。 8 また， ご 自分の 忠節な 者た 
ちの 道を 守って くださ 4>。  9 そのと 

き， あなたは 義と 裁きと 廉直 さと， 良 
いこと に 関する 行路 全体を 理解す るで 

(V) 

あろう。 

ちえ  こころ  [夕）  ちしき 

10 知恵が あなたの 心に 入り， 知識 

たましい こころよ  [チ） 

が あなたの 魂に 快い ものと なるとき， 
11 思考力が あなたを 守り， 識別力が 
あなたを 保護す るであろう。 12 それ 
は， 悪い 道から， ゆがんだ 事柄を 話す 

もの [ナ）  やみ  みち  あゆ  れんちょく 

者から， 13 闇の 道を 歩む ために 廉直 

みちすじ  す  もの  ㈡  あく 

の 道筋を 捨てる 者たち から， 14 悪を 

おこ  よろこ [ヌ）  ことがら 

行なう こ とを 歓 び， 悪の ゆがんだ 事柄 

よろこ  もの  【ネ）  すく 

を 喜んでい る 者たち から， あなたを 救 

かれ  みちすじ 

い 出す ためで ある。 15 彼らの 道筋は 

キ ヨブ 28:28; 箴 8:13; エレ 32:40; 啓 14:7; ク エレ 9: 
24; テモ n  3:15; ヨハ I  5:20; ケ出 31:3; 王 I  4:29; ヤコ 3: 
17; コ テモ II  3:16; サ蔵 3:21; 箴 8: 14; ルカ 1:17; ルカ 16: 
8; シ箴 8:20; ス ヨブ 1:10; 詩 41:12; 箴 28:18; セ 詩 37: 
28; 詩 97:10; ソ伝 12:13; ミカ 6:8; ルカ 10:27; 夕詩 119: 
111; チ 使徒 17:11; コロ  3:16; ツ伝 7:12; 伝 9:15; エフ 5: 
15; テ 伝 10:10; マタ 10:16; 卜 詩 141:4; ナ箴 8:13; 使徒 
20:30; ニ ヨハ 3:19; ヨハ 12:35; ヨハ I  2:19; ヌコ I  13:6; 
ネ詩 50:18; ホセ 7:3; ルカ 22:5;  ロマ 1:32。 
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曲がって おり， 彼らは その 荇路 全般に 

17] 

わたって ねじくれ ている。 16  [また，] 
よその 女から， 自分の ことばを 滑らか 
にした 異国の 女から， あなたを 救い出 
すため である。 17 その [女] は 若い 時 

ふくしん  とも [エ） す  じぶん  けいやく 

の 腹心の 友を 捨てて， 自分の 裡の 契約 

わす  （才）  かのじょ  いえ 

を も 忘れた ので ある。 18 彼女の 家は 
死へ と 沈んで 行き， その 進路は 死んだ 
無力な 者たち の もとに 下る。 19 彼# 
と 関係を 持つ 者は だれ ひとり 帰って来 
る ことなく， 生ける 者たち の 道筋を 取 
り 戻す こと もない。 

20 その 目的は， あなたが 良い 人々 
の 道を 歩み， 義に かなった 者たち の 道 
筋を 守る ことで ある。 21 廉直な 者た 
ちが 地に 住み， とがめの ない 者たち が 
[地] に 残される からで ある 0  22 邪悪 

な 者たち は 地から 断ち 滅ぼされ， 不実 
な 者たち は [地] から 弓 I き 抜かれ るので 

[ス） 

ある 0 

〇 我が 子よ， わたしの 律法を 忘れて 
^ はならない。 あなたの" え、 がわた し 
の おきてを 守り 行なうよう （i。 2  [そ 
うすれば，] 長い 日々 と 命の 年と 平和が 

くわ  [チ）  あい 

あなたに 加えられ るからで ある。 3 愛 
ある 親切と 真実が あなた か ら 離れる こ 
とのない ように。 それを あなたの のど 

むす [テ 1  こころ  か  いた 

に 結べ。 それを あなたの 心の 書き 板に 
書き記して， 4 迚と 地の 人の 目に 恵 
みと 良い 洞察力を 得よ。 5 心を つく 
して エホバに 依り 頼め。 _ 分の 理解に 

たよ  [ヌ） 

頼って はならない。 6 あなたの すべて 
の 道に おいて [裡] を 認めよ。 そうすれ 
ば， [裡] ご 自身が あなたの 道筋を まっ 
すぐにして くださる。 
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7 自分の 目から 見て 賢い 者と なって 
はならない。 エホバを 恐れ， 悪から 遠 
ざ かれ。 8 それが あなたのへ そのい 
やしと なり， あなたの 骨の 潤いと なる 

(I) 

ように 0 

9 あなたの 貴重な ものと， あなたの 

さんぶつ  はつもの  （才） 

すべての 産物の 初物と を もって エホバ 
を 敬え。 10 そうすれば， あなたの 貯 
蔵 所は 満ちて 有り余り， あなたの 搾り 
おけは 新しい ぶどう酒で あふれる であ 

(ク） 

11 我が 子よ， エホバの 懲らしめを 退 
けて はならない。 その 戒めを 憎悪して 
はならない。 12 エホバは， 父が その 楽 
しみと する 子を [戒める] ように， ご自 
分の 愛する 者を 戒められ るからで ある。 

13 知恵を 見いだ した 人， 識別力を 得 
る 人は 幸いだ。 14 それを 利得と して 
得る こと は 銀を 利得と して 得る ことに 
勝り ，それを 産物と して 得る ことは 金 そ 

(V) 

の ものに も [勝る] からで ある。 15 そ 
れ はさん ごよりも 貴重で あり， あなた 
の 他の すべての 喜び もこれ に 及ばない。 

なが  ひ び  [チ） 

16 長い 日々 がその 右の 手に あり， その 

とみ  えいこう  b) 

左の 手には 富と 栄光が ある。 17 その 
道は 快い 道， その 通り道は みな 平安で 
ある。 18 それは これを とらえる 者た 

いのち  [卜 1 

ちには 命の 木で あり， これを しっかり 
ととら えてい る 者たち は 幸いな 者と 呼 

ばれ 宕。 

19 エホバは 知恵を もって 自ら 地の 


?  M  26:12 
イザ 5:21 


箴 14:27 
箴 16:6 
ウ詩 103:3 


才出 23:19; 申 26:2; 力 民 31:50; 申 16:16; ルカ 16:9; テ 
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ケ箴 15:32; ヘプ 12:5; コ詩 94:12; サ申 8:5; 箴 23:15; へ 
ブ 12:7; ヘプ 12:9; シコ I 11:32; ヘプ 12:6; 啓 3:19; ス伝 
7:12; セ箴 2:3; 箴 10:23; ソ ヨブ 28:15; 箴 8:10; 箴 16: 
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エマ タ 11:29  |  2:10。 


蔵 言 3:20 — 4:7  寛大 

基を 据えられた。 識別力を もって 天を 

かた  さ だ  M  ちしき 

固く 定められた。 20 その 知識に よっ 

ふか  わ  （ゥ}  くも 

て 水の 深みは 分かたれ， 雲の かかった 
空は 常に 小雨を 滴らせる。 21 我が 子 
よ， それらが あなたの 目から 離れて 行 
くことの ないように。 実際的な 知恵と 
思考力を 守れ。 22 そうすれば， それ 

たましい  いのち  W 

は あなたの 魂に とっての 命と なり， あ 
なた のの どに とっ ての 麗し さと なる で 
あろう。 23 そのと き， あなたは 自分 

みち  やす  あゆ （ヶ）  なに 

の 道を 安らかに 歩み， あなたの 足は 何 
物に もぶ つからないで あろう。 24 あ 
なた はいつ 横たわろう とも， 少しも 怖 
れを 感じない。 あなたは 確かに 横たわ 
り， あなたの 眠りは 必ず 快い ものと な 
る。 25 突然の 怖ろ しい こと も， 邪悪 
な 者たち を 襲う あらし も， それが 到来 

[ス〕 

しようと している からといって， あな 
たは 恐れる 必要は ない。 26 エホバ ご 
自 身が 実際に あな たの 確信 となって く 
ださり， あなたの 足を 必ず 捕らわれ か 
ら 守って くださる からで ある。 

27 あなたの 手に 善を 行なう 力が ある 
のに， それを 受けるべき 人から 控えて 
はならない。 28 あなたの もとに 何 か 
が あるのに， 仲間の 者に， 「行って， ま 
た 来なさい。 明日， 与えよう」 と言っ 
ては ならない。 29 仲間の 者が 安心感 
を 抱いて あなたと 共に 住んで いるのに， 
その 人に 対して 悪い ことを たく らんで 

it)  なに  あく 

はならない。 30 人が あなたに 何も 悪 
を 行なって いないの なら， 理由 もな く 

い  あらそ  W 

その 人と 言い争って はならない。 

31 暴虐の 者を うらやん ではなら な 
い。 また， そのい ずれの 道を も 選んで 


知恵と 理解を 求めよ  1038 

(7)  [ィ】 

はならない。  32 ねじくれた 人は エホ 

い  [ウ） 

バに とって 忌むべき もので あり， [裡] 

しんみつ  れんちょく  もの  とも 

の 親密 さ は 廉直な 者た ちと 共に あるか 

W  じゃあく 

ら である。  33 エホバの のろいは 邪悪 

もの  いえ  [才）  ぎ  す 

な 者の 家に あり， 義 なる 者たち の 住ま 

しゅ く ふく  [力） 

いを®] は 祝福され る。 34 あざける 
者たち に関する ことで あれば， [裡] ご 
自身が あざ笑う。 しかし， 柔和な 者た 

めぐ  しめ  [ヶ）  かしこ 

ちには 恵みを 示して くださる。 35 賢 

もの  ほ まえ  [コ）  ぐ 

い 者たち は 誉れを 得る ことにな り， 愚 
鈍な 者たち は 不名誉を 高めて いるので 

(サ） 

ある 0 

4 子ら よ， 父の 懲らしめに 聴き 従っ 
て 達意を 払い， 理解を 得る ように 

W  かなら  よ  おし 

せよ。 2 わたしは 必ず 良い 教えを あ 

がた  あた  （セ1 

なた 方に 与える からで ある。 わたしの 
律法を 捨てて はならない。 3 わたしは 

ちち  じつ  [夕） 

わたしの 父に とって 実の 子で あり， わ 

はは  まえ  ようじゃく 

たしの 母の 前に あって， 幼弱な， ただ 
一人の 子だった からで ある。 4 そし 
て, 彼は わたしを 教え 論して， 言う ので 
あった， 「あなたの 心が わたしの 言葉 

翁 

を しっかりと とらえる ように。 わたし 

まも  い  つづ  （ナ）  ち 

の おきてを 守って， 生き 続けよ。 5 知 

え㈡  え  り かい [ヌ）  わす 

恵を 得， 理解を 得よ。 忘れて はなら な 
い。 わたしの 口の ことばから それて は 

[ネ）  す 

ならない。  6 それを 捨てて はなら な 
い。 それは あなたを 守る であろう。 そ 
れを 愛せよ。 それは あなたを 保護す る 
であろう。 7 知恵は 主要な もので あ 

エ詩 15:2; 詩 24:4; 詩 25:14; 才申 28:15; ヨシ 7:24; エス 
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1039  邪悪な 者たち の 道筋を 避けよ。 心を 守れ  箴言 4:8— 5：5 


(7)  え 

る。 知恵を 得よ。 あなたの 得る すべて 
の ものを もって 理解を 得よ。 8 それ 
を 高く 評価せ よ。 そうすれば， それは 
あなたを 高める であろう。 それは， あ 
なた が これを 抱き締め るので， あなた 
に 栄光を 与える であろう。  9 それは 
ぁな たの  1VW しさの 綫を お， i 
の 冠を あなたに 授ける であろう」。 

10 我が 子よ， 聞いて， わたしの こと 
ばを 受け入れよ。 そうすれば， あなた 

いのち  おお  [ク） 

のために 命の 年が 多くなる。 11 わた 
しは 知恵の 道を あなたに 教え 論し， 廉 
直の 進路を あなたに 踏み 進ませよう。 
12 あなたが 歩く とき， あなたの 歩みは 
狭められず， あなたは 走っても， つま 
ずかないで あろう。 13 懲らしめ をと 
ら えよ。 それを 放して はならない。 そ 
れを 守れ。 それは あなたの 命 だからで 

(ソ） 

ある 0 

14 邪悪な 者たち の 道筋に 入って 行っ 
ては ならない。 悪い 者たち の 道に まっ 
すぐ 進み 入って はならない。 15 それ 

さ  W  とお  (f) 

を 避けよ。 そこを 通って はならない。 
それから 離れ， 通り過ぎよ。 16 彼ら 
は 悪を 行なわなければ 眠らず， だれか 
を つまずかせなければ， その 眠りは 奪 
い 去られて しまう からで ある。 17 彼 
ら は 邪悪の パ ンで 自分を 養った からで 
ある。 彼らは 暴虐の 行為の ぶどう酒を 
飲む ので ある。 18 しかし， 義 なる 者 
たちの 道筋は， 日が 堅く 立てられる ま 

あか  ま  かがや ひかり 

でい よいよ 明るさを 増して ゆく 輝く 光 
のよう だ。 19 邪悪な 者たち の 道は 暗 
闇の よう だ。 彼らは 自分が 何に つまず 
いている のか 知らなかった。 


第 4 章 


ク申 5:16 
m  3：2 


箴 8:33 
m  23:23 


第二 欄 


20 我が 子よ， わたしの 言葉に 注意を 
払え。 わたしの ことばに 耳を 傾けよ。 
21 それが あなたの 目から 離れ 去る こと 
のない ように。 それを あなたの 心の中 
に 保て。 22 それは， これを 見いだ す 

もの  いのち  [才）  ぜんしん 

者たち に とっての 命で あり， その 全身 
に 健康 [を 保たせる もの] だからで ある。 
23 守るべき 他の すべての ものに 勝っ 

こころ  (4) いのち  みなもと 

て あなたの 心を 守れ。 命は そこに 源を 
発して いるから である。 24 曲がった 
話し方を 自分から 取り除き， ねじくれ 
た 唇を 自分から 遠ざけよ。 25 あなた 
の 目は まっすぐ 前方を 見るべき である。 

あなたの 輝く 目は 自分の 前を まっすぐ 

トン） 

見つめるべき である。 26 あなたの 足 
の 行路を 平らに せよ。 あなたの すべて 
の 道が 堅く 据えられる ように。 27 右 

かたむ  (v) 

にも 左に も 傾いて はならない。 あなた 
の 足を 悪い ことから 遠ざけよ。 

5 我が 子よ， わたしの 知恵に ぜひ 注 
意を 払え。 わたしの 識別力に 耳を 
傾け， 2 そして 思考力を 守れ。 あな 
たの 唇が 知識を 守る ように。 

3 よその 女の 唇は 蜜 ばちの 巣の よう 
に 滴りつ づけ， その上 あごは 油よりも 
滑らか だからで ある。 4 しかし， 彼女 
が 後に 残す 作用は 苦よ もぎの ように 苦 
く， もろ 刃の 剣の ように 鋭い。 5 その 

しく だ  ゆ  [ノ 1  あゆ 

足は 死へ 下っ て 行く。 その 歩みは シエ 
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第二 欄 


箴言 5:6 —— 6:7 


若い 時の 妻と 共に 陶酔す る 


1040 


(7)  いのち  みちすじ 

オルを とらえる。 6 その 女は 命の 道筋 

おも  はか  [ィ）  しんろ 

を 思い 量る ことを しない。 その 進路は 
彼女が [どこ だか] 知らない [ところに] 
それて 行った。 7 それで 今， 子ら よ， 

き  したが M 

わたしに 聴き 従い， わたしの 口の こと 
ばから 離れ 去って はならない。 8 あな 
たの 道を 彼女の そばから 遠ざけよ。 彼 

いえ  いりぐち  ちか  [力） 

女の 家の 入口に 近づいて はならない。 
9 あなたが _ 分の 尊厳を 他人に， 自分 
の 年を 残酷な ものに 渡す こ とのない た 
め， 10 よそ 者たち が あなたの 力を もっ 

おのれ  まんぞく  W  いた 

て 己を 満足 させたり， あなたが 痛みに 
よっ て 得た ものが 異国の 者の 家に 渡っ 
たりす る ことのな いため， 11 また， 将 
来 あなた の 肉体と 身体が 終わり を 迎え 
ると きに， あなたが うめかなくて もよ 

[シ） 

いためで ある。 12 そして， あなたは 
言わなければ ならな くなる， 「わたし 
は どんなに 懲らしめを 憎み， わたしの 
心は [どんなに] 戒めを 軽べ つした こと 
か。 13 わたしは わたしを 教え 論す 者 
たちの 声に 聴き 従わず， わたしを 教え 
る 者たち に 耳を 傾けなかった。 14 わ 
たしは 会衆と 集会の 中で， あらゆる 悪 

おちい  [ツ） 

にやす やすと 陥って しまった」。 

15 あなた 自身の 水 溜めから 水を， あ 
なた 自 身の 井戸 か ら [水の] 滴り を 飲め。 
16 あなたの 泉が 戸外に， [あなたの] 水 
の 流れが 公共 広場 に 散らされて よいだ 
ろうか。 17 それは， ただ あなた だけの 
ものと なる ように。 あなた と共にい る 
よそ 者たち のた めの ものと なって はな 
ら ない。 18 あなたの 水の 源が 祝福 さ 
れ るよう に。 あなたの 若い 時の 妻と 共 
に歓 ベ。 19 彼女は 愛らし L ヽ雌 鹿， 麗 


しい 山 やぎで ある。 その 乳房が 常に あ 
なた を 酔わせる ように。 その 愛に よっ 
て 絶えず 陶酔す るよう に。 20 それで 
は， 我が 子よ， どうして あなたは よそ 
の 女と 共に 陶酔したり， 異国の 女の 胸 
を 抱いたり してよ いだろう か。 21 人 
の 道は エホバの 目の前に あり， [裡] は 
そのす ベての 進路を 思い 量って おられ 
るからで ある。 22 邪悪な 者は 自分 自 
身のと がに 捕らえられ， 自分自身の 罪 
の 縄に 捕らえられる。  23 彼は 懲らし 
めがない ために 死ぬ 者と なり， 多大の 
愚か さの [ために] 迷い 出る。 

6 我が 子よ， もし あなたが 仲間の 者 
の 保証人に なったなら， [もし] よ 
そ 者に 対して 握手を したなら，  2  [も 
し] 自分の 口の ことばに よって わなに 掛 
かったなら， [もし] 自分の 口の こと ばに 
よって 捕らえられたなら， 3 我が 子よ， 
その 時には このように 行動して 自分を 
救い出せ。 あなたは 仲間の 者の 掌中に 
陥った からで ある。 すなわち， 行って， 
自分を 低く し， その 仲間の 者に あらし 
のように 懇願を 浴びせよ。 4 自分の 
目に 眠りを 与えるな。 また， 自分の 輝 
く 目に まどろみを [与えるな]。  5 手 
から [逃れる] ガゼ ルの ように， 鳥を 捕 
る 者の 手から [逃れる] 鳥の ように 自分 
を 救い出せ。 

6 怠惰な 者よ， ありのと ころへ 行け。 
その やり方を 見て， 賢く なれ。 7  [あ 

し れいかん  し はいしゃ 

り] には 司令官 も， つかさ も ，支配者 もい 
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1041  憎まれて いる 七つの もの。 悪い 女から 自分を 守れ  箴言 6：8 一 34 


なつ  あいだ  しょくもつ  そな (7) 

ない が， 8 夏の 間に その 食物を 備え， 

しゅうかく  とき  しょくりょう あつ  たい 

収穫の 時に その 食糧を 集めた。 9 怠 
情な 者よ， あなたは いつまで 横たわ っ 
ている のか。 いつ 眠りから 起き上がる 
のか。 10 もう 少し 眠り， もう 少し ま 
どろみ， もう 少し 手を こまぬ いて 横た 
わる。 11 すると， あなたの 貧し さは 
浮浪者の ように， あなたの 乏し さは 武 
装した 者の よう に 必ずや って 来る。 

12 どうしよう もない 者， 有害な 者 
は， 曲がった 話し方を して 歩いて いる。 
13 目配せを し， 足で 合図を し， 指で さ 
しながら。 14 ゆがんだ 性向が その 心 

[サ 1  かれ  つね  わる 

の 中に ある。 彼は 常に 悪い ことを たく 
らんで いる。 いつもた だ 口論を 送り出 
すだけ である。 15 それゆえに， 彼の 
災難は 突然に 降り懸かる。 彼は たち ま 
ちのうち に 砕かれ， いやされる ことが 

(v) 

ない。 

16 エホバの 憎まれる ものが 六つ あ 
る。 いや， その 魂に とって 忌むべき も 
のが 七つ ある。 17 高ぶる 目， 偽りの 
舌， 罪のない 血を 流して いる 手， 18 有 
害な 企てを たくらむ 心， 急いで 悪に 
走る 足， 19 うそを 吐く 偽りの 証人， 
そ して 兄弟の 間に 口論を 送り出す 者で 
ある。 

20 我が 子よ， あなたの 父の おきて 
を 守り 行ない， あなたの 母の 律法を 捨 
て 去って はならない。 21 それを 絶え 

こころ  むす [ヒ） 

ず あなたの 心に 結び， あなたの のどに 
縛れ。 22 あなたが 歩き回る とき， そ 
れは あなたを 導き， あなたが 横たわる 
とき， それは あなたの ために 見張りを 
し， あなたが 目覚めた とき， それは あ 
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なた のこと を 思いに 留める であろう。 
23 ぉきては ともし 表 紐は ひ 

いまし  いのち  みち  [ゥ】 

ら しめの 戒めは 命の 道 だからで ある。 

わる  [ェ】  い 

24 それは， あなたを 悪い 女から， 異 

こく  なめ  した  まも 

国の 女の 滑らかな 舌から 守る ためで あ 

[才）  こころ  うつく 

る。 25 あなたの 心の中で その 女の 美 
しさを 欲して はならない。 また， その 


もの  かがや  と 

者が 輝きの ある 目で あなたを 捕らえる 


ことがない ように。 26 なぜなら， 遊 

じょ  まる  お 

女の ために [人は] 丸い パン ーつに [落ち 


ぶれる] からで ある。 しかし [他] 人の 妻 
の 場合， 彼女は 貴重な 魂を も 狩り立て 
る。 27 人は その 懐に 火を かき 集めて 
おいて， なお その 衣を 焼かれな いよう 


にす る ことができ るだろう ふ 0  28 ま 
た， 人は 炭火の 上を 歩いて， 足を 焦が 
さない ようにす る ことができ るだろう 
か。 29 仲間の 者の 妻と 関係を 持つ 者 

おな  （サ）  ふ 

も これと同じ である。 これに 触れる 者 
はだれ も 罰を 免れない。 30 飢えて い 
ると き に 自分の 魂を 満た そ うとして 盗 
みを 働いた という だけの 理由で， 人々 
は 盗人を さげすみは しない。 31 それ 
でも， 見つけられ ると， 彼は それを 七 
倍にして 償い， 自分の 家の すべての 貴 
重な ものを 与える ことになる。  32 女 


かんいん  おか  もの こころ  か  m 

と 蔡淫を 犯す 者は 心が 欠けて おり， そ 

じぶん たましい ほろ  おとしい 

うする 者は 自分の 魂を 滅びに 陥れる の 

(V)  かれ  さいやく  ふ めいよ 

である。 33 彼は 災厄と 不名誉を 見い 

[夕）  さ 

だし， その そしりは ぬぐい 去られる こ 

(チ）  きょうけん もの  げきど 

とがない。 34 強健な 者の 激怒は ねた 


第二： ア詩 119:105; ぺテ n 1:19; イ イザ 30:21; イザ 
51:4; ウ箴 4:13; ヘプ 12:11; エ箴 5:3; 伝 7:26; 才箴 2: 
16; 箴 7:5; 力箴 11:22; マタ 5:28; ヤコ 1:15; キ イザ 3: 
16; ク箴 29:3; ルカ 15:16; ルカ 15:30; ケ エゼ 13:18; コガ 
ラ 6:7; サ創 20:3; サ n 11:4; エレ 5:8; エゼ 22:11; シサ]！ 
12:10; 箴 6:35; ヘプ 13:4; ス出 22:1; 出 22:4; ルカ 19:8; 
セ箴 7:7; ソ箴 2:18;  m  5:23; マラ 3:5; コ I  6:9; ヘプ 13: 
4; 夕箴 5:9; チ 王 I 15:5; 代 I  5:1; マタ 1:6。 
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みで あり， 彼は 復 しゅうの 日に 情けを 第 6 章 たしの 誓約を 果たしました。 15 です 
掛けない からだ。 35 彼は どんな 贖い から， わたしは あなたに お 目に かかり， 
も 考慮せ ず， あなたが どれほど 贈り物 ^«2〇；59 あなたの お 顔を 捜し求める ために 参り 
を 大きく しても 応じようと はしない。  歌8:6  ました。 あなたに お会いし たいと 思っ 
Ff 我が 子よ， わたしの ことばを 守り， 第 7 章た からです 0 16 わたしは わたしの 寝 
•  わたしの おきてを 自分に 蓄える よ ゥ 親2: 1  床を 上 掛けで， 色 とりどりの もの， エジ 

W  まも  い  ^  4:1  あま ぬの (ィ） かざ 

うに。 2 わたしの おきてを 守って， 生  f レヵ5: し プ トの 亜麻布で 飾りました。 17 わた 
きつ づけよ。 わたしの 律法を あなたの しの 床には 没 薬， じん 香， そして 肉桂を 
目の 瞳の ように [守れ]。 3 それを あ 振り まきました。 18 どうか， 来て く 

ゆび  むす （キ） こころ  か  いた  しる  ハ 12:50  あさ  あい 

なた の 指に 結び， 心の 書き 板に 書き記 力 詩 17:8  ださい。 朝になる まで わたしたちの 愛 
せ。 4 知恵に 向かって 「あなたは わ:。 S  を 満喫し ましょう。 愛の 表現を 交わし 

しまい  い  り かい  みよ  コ n  3：3  【エ】  たが  たの  おっと 

たしの 姉妹 だ」 と 言い， 理解を 「身 寄 ヶ蔵 2:2  て， ぜひ 互いに 楽しみましょう。 19 夫 

もの  よ  コ箴 9.16  いえ  みち 

りの 者」 と 呼ぶ ように 〇  5 それは， よ 蔵 23:27 は 家に いない からです 0 かなりの 道の 
その 女から， 自分の ことばを 滑らかに ^^6；24 りの 旅に 出かけました。 20 金を 一 袋 
した 異国の 女から， あなたを 守る ため ス康 9:6  手に 持って行きました。 満月の 日に 自 

(サ）  じぶん  いえ  まど  セ箴 6:32  ぶん  いえ  かえ  く 

である。  6 わたしは 自分の 家の 窓 か  ^9:16  分の 家に 帰って来る ことでしょう」。 

ら， その 格子 か 4 見下ろした。  7 経 タョブ 24:15  21 女は その 豊かな 説得力に よって 

けん  もの  （ス）  ロマ 13:12  かれ  まど  [力） なめ  くちびる 

験の ない 者たち をよ く 見ようと してで ヱフ5:11 彼を 惑わした。 滑らかな 唇に よって 彼 
あった。 わたしは 子ら の 中に 心の 欠け ： レ4:3 Q を たぶらかす。 22 突然， 彼は その 女 

わかもの [セ）  し  かん  ノ  ゆ [ク）  ば  む  おうし 

た 若者が いるか どうかを 知る ことに 関 テ ぶ13 について 行く。 ほふり 場に 向かう 雄牛 
心が あった からで ある。 8 その 者は ぶ。 :14  のように。 愚かな 者の 懲らしめ のた 
彼女の 角に 近い 街路を 過ぎて， その 女 _f；^  めに 足 かせを 掛けられ たかの ように。 
の 家に 通じる 道を 進む。 9 たそがれ 時 23  [そして，] ついには 矢が 彼の 肝臓 
に， 日の 夕方に， 夜と 暗闇の 近づく こ ；21；27 を 切り裂く ので ある。 鳥が わなに とび 
ろに。 10 すると， 見よ， 遊女の 衣を _ 込む ように。 しかも， 彼は それが 自分 

W  こころ  かれ  あ  たましい  し 

まとった， 心の こうかつな 女が 彼に 会  の 魂に かかわる ことで あるのを 知らな 

う。 11 その 女は 騒がしく， 強情 だ。 いでいる。 

その 足は 自分の 家に とどまる ことが な 〇  S  4^14  24 それで 今， 子ら よ， わたしに 聴 

m  いま  こがい  こうきょう ひろば  エ歌 1:4  したが  （シ） ちゅうい 

い。 12 今は 戸外に， 今は 公共 広場に ォマル 13:34 き 従い， わたしの 口の ことばに 注意を 
と， 彼女は すべての 角の 近くで 待ち 伏 ^1?：5  払え。  25 あなたの 心が その 女の 道 

(ナ）  かれ  キ啓 2:20  ゆ 

せす る。 13 そして 彼を つかまえて ロ クコ 16:18  へそれ て 行く ことがない ように。 その 

(-)  あつ  かお  ケ篇 [ら卩  とお  こ  w 

づけした。 女は 厚かましい 顔を して， 蔵 5;11  通り道に さまよい 込んで はならない。 

い  コ伝 9:12  かのじょ  たお  う  ころ  もの  おお 

彼に 言い はじめる。  サ康 9:18  26 彼女が 倒して 打ち殺した 者は 多く 

14 「わたしには 共 与の 犠牲を ささげ ^5:8  を 数え， 彼女に よって 殺されて ゆく す 

つと  [ヌ]  きょう  ぺテ I  2:11  かず  のぼ 

る 務めが ありました 0 わたしは 今日， わ セ 伝 7:26  ベての 者は おびただしい 数に 上る から 
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[7)  いえ  みち 購 

である。 27 その 家は シエ オルへの 道 
であり， それは 死の 奥の 部屋へ 下って 

ノ色 〔ゥ] 

8 知恵は 呼ば わ っ てはいないだろう 
か。 識別力は 声を 上げて はいない 

闭  たかだい いただき W みち 

だろう か。 2 それは 高台の 頂， 道の 
ほとり ，通り道の 交差す る 所に 立った。 

もん  よこ  W  いりぐち 

3 それは 門の 横， 町の 口， 入口の その 
入って 行く 所で 大声を 上げて 叫び つづ 

[ク） 

ける。 

4 「人々 よ， わたしは あなた 方に 呼び 
かけて いる。 わたしの 声は 人の子ら に 

む  W  けいけん  もの 

向けられ ている。 5 経験の ない 者たち 
よ， 明敏 さを理 解せ よ。 愚鈍な 者たち 

こころ  【サ j  き 

よ， 心を 理解せ よ。 6 聴け。 わたしが 

はな  もっと じゅうよう  ことがら 

話す こと は 最も重要な事 柄に ついて で 
あり， わたしが 唇を 開く のは 廉直 さに 
ついて だからで ある。 7 わたしの 上 あ 
ごは 低い 声で まさに 真理を 述べる から 

(t)  じゃあく  くちびる 

である。 邪悪 さは わたしの 唇に とって 

い  (V) 

忌むべき ものである。 8 わたしの 口の 

ぎ  （夕） 

ことばは すべて 義に かなって いる。 そ 
の 中には， ねじけた こと も 曲がった こ 

まった  （チ）  しきべつりょく 

とも 全くない。 9 それは みな， 識別力 

もの  せい ちょく  ちしき 

の ある 者に とっては 正直で あり， 知識 

れんちょく 

を 見いだ す 者たち に とっては 廉直で あ 

(ツ）  ぎん  こ 

る。 10 銀では なく， わたしの 懲らし 

さいりょう  きん  ちしきう  [テ） 

めを， 最良の 金よりも， 知識を 受けよ。 
11 知恵は さんごに 勝り， 他の すべての 

よろこ  およ  M 

喜び もこれ に 及ばない からで ある。 

ちえ  めいびん  とも  す 

12 「わたし， 知恵は， 明敏 さと 共に 住 

㈡  しこうりょく  ちしき 

ん だ。 そして， 思考力に ついての 知識 
を 見いだ す。 13 エホバへの 恐れは 悪 
を 憎む ことを 意味す る。 自分を 高める 
こと， 誇り， 悪い 道， ゆがんだ 口を わた 
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しは 憎んだ。 14 わたしには 助言と 実 
際 的な 知恵が ある。 わたしには 一理 解 
が。 わたしには 力強 さが ある。 15 わ 
たしに よって 王たち は 治め， 高官たち 
は義の 布告を 出しつ づける。 16 わた 
しに よって 君たち は 君と して 支配を 行 
ない つづけ， 高貴な 者たち はみ な義に 

さば  （キ） 

そって 裁きを 行なって いる。 17 わた 

あい  もの  みず か  [ク 1 

しを 愛する 者たち を わたし も 自ら 愛し， 
わた しを 捜し求める 者たち はわた しを 
見いだ すので ある。 18 富と 栄光は わ 
たしと 共に あり， 価値 ある 世襲 財産と 
義も [そうで ある]。 19 わたしの 実は 
金に も， いや， 精錬され た 金に も 勝り， 
わたしの 産物は 最 i の 銀に も [勝る]。 
20 わたしは 義の 道筋を， 裁きの 通り道 
の 真ん中を 歩む。 21 それは， わたし 
を 愛する 者たち に 財産を 所有させる た 
めで ある。 わたしは 彼らの 倉を 常に 満 
たして おく。 

22 「エホバ ご 自身が， その 道の 初め 
と して， 昔の その 偉業の 最初 [と して] わ 
たしを 産み出された。 23 わたしは 定 
めの ない 時から 立てられた。 始めから， 
地よりも 前の 時代から である。 24 水 

ふか  う 

の 深み もなかった ときに， わたしは 産 
みの 苦 しみを 伴う かの ように して 生み 
出された。 それは 水の みなぎる 泉 もな 
かった ときで ある。 25 山々 が 固く 定 
めら れる 前に， もろもろの 丘に 先立 っ 
て， わたしは 産みの 苦しみを 伴う かの 
ようにして 生み出された。 26  [#] が 

ち (ヌ）  くう ち  さんしゅ つてき  （ネ）  ちり かたまり 

地 も， 空地 も， 産出 的な 地の 塵の 塊 
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いただき  よ  けいけん 

頂から 呼ば わるた めで ある。 4 「経験 

もの  よ 

のない 者は だれでも ここ に 立ち寄りな 

(7)  こころ  か  M 

さい」。 心の 欠けて いる 者は だれでも 

かのじょ  い 

一 その 者に 彼女は こう 言った。  5 


厂毒 

じ ぶん  やしな 

自分を 養い， 


なさい。 わたしの パンで 
わた しの 混ぜ合わせた ぶどう酒を 共に 

の  （ゥ）  けいけん  もの 

飲みなさい。 6 経験の ない 者たち を 
捨てて， 生きつ づけなさい。 理解の 道 
を まっす ぐ 歩みな さい」。 

7 あざける 者に 矯正を 施して いる 者 

じぶん  み  ふめいよ  え  （力）  じゃあく 

は 自分の 身に 不名誉を 得て おり， 邪悪 
な 者に 戒めを 与えて いる 者は 一 自分 
に 欠陥を。  8 あざける 者を 戒めて は 
ならない。 その 者が あなたを 憎む よう 

(ク） かしこ 

にならない ためで ある。 賢い 人に 戒め 
を 与えよ。 そうすれば， 彼は あなたを 
愛する であろう。 9 賢い 人に 与えよ。 
そうすれば， 彼は さらに 賢くなる であ 
ろう。 義 なる 者に 知識を 分け与えよ。 
そう すれば， 彼は 学識を 増す であろう。 
10 エホバへの 恐れは 知恵の 始めで 

[サ） もっと  せい  かた  ちしき 

あり， 最も 聖 なる 方に ついての 知識が 

り かい  トン） 

理解な ので ある。 11 わたしに よって 
あなたの 日は 多くな り， 命の 年が あな 
たに 加えられ るからで ある。 12 あな 
たが 賢く なった のなら， それは 自分の 
ために 賢く なった ので ある。 あなたが 
あざけった のなら， あなたが， ただ あ 
なた だ けが [それを] 負う ことになる。 
13 愚鈍の 女は 騒がしい。 全く 浅はか 

なに  し  [ツ） 

で， 何 ひとつ 知る ようには ならなかった。 

じぶん  いえ  いりぐち  ざせき 

14 そして， 白 分の 家の 入口で 座席に， 町 


ク王 I  22:8; 箴 15:12; 箴 23:9; マタ 7:6; ケ詩 141:5; 箴 
27:6; 厳 28:23; コ箴 1:5; 蔵 15:31; 箴 17: 10  •，蔵 25:12; 

13:12; サ詩 34:11; 詩 111:10; 箴 1:7; シ代 I  28:9; マ 
夕 11:27; ヨハ 17:3; ス申 6:2; 箴 8:35; 箴 10:27; セ箴 3: 
2; ソ箴 16:26; タ イザ 28:22; チ箴 7:11; 箴 21:9; ツ ヨブ 
2:10〇 


蔵 言 8：27—9：14  ネ 

の 最初の 部分を もま だ 造 って おられな 
かった ときに。 27  [进] が 天を 備えら 
れた とき， わたしは そこにいた 。[姓] 

ふか  ひょ うめん  さ だ 

が 水の 深みの 表面の 上に 円を 定められ 
たと き， 28 上方の 雲 塊を 固く さ れた 

(ゥ)  ふか  いずみ つよ  （エ） 

とき， 水の 深みの 泉を 強 くされた とき， 

うみ  じ ぶん  めいれい  こ 

29 海の ために 水が ご _ 分の 命令を 越 
えない ようにと の 布告を 置かれた とき， 

ち  もとい  さ だ  【力） 

地の 基を 定められた とき，  30 そのと 
き， わたしは 優れた 働き手と して [裡] 
の 傍らに あり， [裡] が 日々 特別の 親愛 
の 情を 抱く 者と なった。 わたしは その 
前で 常に 喜び， 31 その 地の 産出 的な 

と ち  よろこ  (3)  しんあい 

土地を 喜んだ。 そして， わたしが 親愛 

じょう  いだ  ことがら  かん 

の 情を 抱く 事柄は 人の子ら に 関 してで 

[サ） 

あった。 

32 「それで 今， 子ら よ， わたしに 
聴き 従え。 わたしの 道を 守る 者たち 
は 幸いだ。 33 懲らしめに 聴き 従って 

かしこ  W  たいまん  M 

賢く なれ。 怠慢であって はならない。 

ひび  とぐち  めざ 

34 日々 わたしの 戸口で 目覚めて いる 

いりぐち  しちゅう  み 

ことにより， わたしの 入口の 支柱で 見 

は  き  したが 

張る ことにより， わたしに 聴き 従って 

さい わ  （V) 

いる 人は 幸いだ。 35 わたしを 見いだ 

もの  かなら いのち  （夕） 

す 者は 必ず 命を 見いだ し， エホバから 

ぜんい  え  {チ） 

善意を 得る からで ある。  36 しかし わ 
たしを 得 損なう 者は， 白 分の 魂に 対し 

ぼうぎゃく  おこ  （ツ） 

て 暴虐を 行なって いるので ある。 わた 
しを 激しく  : 層む 者は すべて 死を 愛する 

{テ） 

者な ので ある」。 

しん  ち え [卜〕  いえ  た  W 

Q 真の 知恵は その 家を 建て， その 七 
^ つの 柱を 切り出した。 2 それは 
肉を ほふる 仕事を 手配し， 酒を 混ぜ 合 

しょくたく  ととの  ㈡ 

わせた。 さらに， その 食卓を も 整えた。 

じじょ  つか  たかだい 

3 それは 侍女を 遣わした。 町の 高台の 
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1045  賢い 子は 父を 歓ば せる。 廉直な 言葉  蔵 言 9：15—10：20 


の 高い 所に 座った。 15 道を 通って 行 
く 者たち に， 自分の 道筋を まっすぐ に 進 
んで 行く 者たち に 呼ば わ るた めで ある。 
16 「経験の ない 者は だれでも ここに 立 

よ  [0)  こころ  か 

ち 寄りなさい」。 そして， 心の 欠けて い 
る 者は だれでも 一 その 者に 彼女は こう 
も 言った。 17 「盗んだ 水は 甘く， ひそ 
かに [食べる] パン ー それは 快い もので 

(力）  かれ  し  むりょく  もの 

す」。 18 しかし 彼は， 死んだ 無力な 者 
たちが そこに おり， 彼女に 呼び入れら 
れた 者たち が シヱ オルの 低 I 、場所に い 
る ことを 知る ようには ならなかった。 

しんげん! ク} 

-I  A ソロモンの 箴言。 

■  ■■かしこ  ちち ょろこ （ヶ j ぐどん 

賢い 子は 父を 歓 ばせ， 愚鈍な 子 
は その 母の 悲嘆と なる。 2 邪悪な 者 

たから  なん  えき  （サ）  ぎ 

の 宝は 何の 益に もなら ない。 しかし 義 
は， [人を] 死から 救い出す。 3 エホバ 
は義 なる 者の 魂を 飢えさせず， 邪悪な 
者たち の渴 望を 押しの けられる。 

4 緩慢な 手で : 働く 者は 資力が 乏しく 
なり， 勤勉な 者の 手は その 人を 富ます 
ものと なる。 

5 洞察力を 持って行 動す る 子は 夏の 
時期に 集めて いる。 恥ず べき 行ないを 
する 子は 収穫期に ぐっすり 眠って いる。 

6 祝福は 義 なる 者の 頭の ために あ b ， 
邪悪な 者たち の 口， それは 暴虐を 覆い 

かく  [テ）  ぎ  もの  きおく 

隠す。 7 義 なる 者に ついての 記憶は 
祝福を 得る ことにな り， 邪悪な 者たち 

くさ [ナ） 

の 名は 腐る。 

8 二 己、 の 賢'、 者は おきてを 受け入れ， 

くちびる おろ  ふ  [ヌ） 

唇 の 愚かな 者は 踏みに じられ る。 

ちゅうせい  あゆ  もの  やす 

9 忠誠のう ちに 歩んで いる 者は 安ら 

[ネ）  じ ぶん  みち  ま 

かに 歩み， 自分の 道を 曲げて いる 者は 
自分自身を 知らせる ことになる。 


10 目配せを する 者は 痛みを 与え， 

くちびる おろ  ふ  W 

唇 の 愚かな 者は 踏みに じられ る。 
11 義 なる 者の 口は 命の 源で あり， 邪 

あく  ぼうぎゃく  おお 

悪な 者たち の 口， それは 暴虐を 覆い 

かく  W 

_ 、す〇 

にく  こうろん  [才） あい 

12 憎しみは 口論を かき 立て， 愛は す 

い はん  おお （力） 

ベての 違犯を 覆う。 

り かい  くちびる  ち え 

13 理解 ある 人の 唇には 知恵が 見い 

(キ）  ぼう  こころ  か  もの  せ 

だされ， むち 棒は 心の 欠けた 者の 背の 

(ク） 

ために ある。 

14 賢い 者たち は 知識を 蓄える。 しか 

おろ  ほろ  ちか  m 

し 愚かな 者の 口は， 滅びの 近く にある。 
15 富んだ 人の 貴重な ものは その 強 

こ  [サ）  たちば  ひく  もの  ほろ 

固な 町。 立場の 低い 者たち の 滅びは そ 

まず  (- » 

の 貧し さで ある。 

ぎ  もの はたら  いのち  〔ス） 

16 義 なる 者の 働きは 命を もたらし， 
邪悪な 者の 産物は 罪を もたらす。 

17* らしめ に 議く符 く 碧は1ちへ の讀 
筋で あるが， 戒めを 捨てる 者は [人を] 

(夕 I 

さまよわせる。 

にく  おお  かく  もの 

18 憎しみを 覆い隠す 者の いると こ 

いつわ  くちびる  [チ） わる  ひょうばん 

ろには 偽りの 唇が あり， 悪い評判を 立 

ぐ どん  M 

てる 者は 愚鈍で ある。 

ことば  おお  い はん  さ 

19 言葉が 多ければ 違犯を 避けられ 
ない。 しかし， 唇を 制する 者は 思慮 深 

こうどう  ！卜1 

く 行動して いるので ある。 

ぎ  もの  した  ぬ  ぎん [ナ） じゃ 

20 義 なる 者の 舌は えり 抜きの 銀。 邪 

あく  こころ  かち  すく  is) 

悪な 者の 心は 価値が 少ない。 

ウ詩 37:30; 箴 11:30; マタ 12:35; ヤコ 5:20; エ伝 10:13; 
マタ 12:34; ヤコ 3:5; 才箴 15:18; ヤコ 4:1; 力箴 17:9; コ 
I 13:4; ベ テ I  4:8; キ箴 15:7; イザ 50:4; ルカ 4:22; ク詩 
32:9; 箴 19:29; 箴 26:3; コ I  4:21; ケ箴 9:9; 箴 18:15; マタ 
12:35; コ箴 13:3; 箴 18:7; 箴 21:23; サ ヨブ 31:24; 伝 7: 
12; ルカ 12:19; シ箴 19:7; ス箴 11:30; ハバ 2:4; ガラ 6:8; 
セ マタ 7:17; ソ箴 12:1; ヘプ 2:1; ヘプ 13:7; 夕箴 5:12; 
箴 15:10; テモ  n  4:4; ヘプ 12:25; チサ I  18:21; サ n  3:27; ル 
力 20:20; ヨハ I  3:15; ツ詩 50:20; 詩 101:5; テ 伝 5:2; 伝 
10:14; ヤコ 3:2; 卜 詩 39:1; 箴 17:27; 箴 21:23; ヤコ 1:19; 
ナ箴 12:18; 箴 16:13; マタ 12:35; 二 創 6:5; エレ 17:9; マ 
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況 福は 人を 富ませる。 背教者  1046 

32 義 なる 者の 唇 一 それは 善意を 知 

(7)  じゃあく 

る ことになる。 しかし， 邪悪な 者たち 

せいこう  も .⑷ 

の 口は ゆがんだ 性向を 持つ。 

あざむ 

欺きのは かりは エホバに とって 


11 


い  [ゥ）  かんぜん 

忌むべき もので あり， 完全な 石 
おもりは [迸] にと っ て 喜びで ある。 

えつ  き  ふ めい 

2 せん 越さが 来た か。 それでは 不名 

よく  （ェ）  ちえ  つつし  もの 

誉が 来る。 しかし 知恵は， 慎み ある 者 

とも  W 

たちと 共に ある。 

れんちょく  もの  みちび  ちゅうせい 

3 廉直な 者たち を 導く のは その 忠誠 
であり， 不実な 行ないを する 者たち に 

きょく  かれ  じしん  たい  だつりゃく 

よる わい 曲は， 彼ら 自身に 対して 奪略 

(キ） 

を 行なう。 

きちょう  しな  ふんど  なん  えき 

4 貴重な 品は 憤怒の 日に 何の 益に も 
ならない。 しかし 義 は， [人を] 死から 

すく  W 

救い出す。 

5 とがめの ない 者の 義は その 人の 道 
を まっすぐ にし， 邪悪な 者は 自分の 邪 

たお  W  れんちょく  もの 

悪さの ゆえに 倒れる。 6 廉直な 者た 

すく  ぎ  （シ 1 

ちを 救い出す のは その 義 である。 しか 
し， 不実な 行ないを する 者たち は 自ら 
の渴 望に よって 捕らえられる。 

じゃあく  もの  し  のぞ 

7 邪悪な 者が 死ぬ とき， [その] 望み 
は 滅びう せる。 また， 力強 さに [根ざ 
す] 期待 も 滅びう せた。 

ぎ  もの  く なん  たす  W 

8 義 なる 者は 苦難から も 助け出され， 

じゃあく  かれ  か  く  [チ） 

邪悪な 者が 彼の 代わり に入っ て 来る。 

はいきょうしゃ  なかま 

9 背教者は [その] 口に よって 仲間の 
者を 滅びに 陥れる。 しかし， 義 なる 者 
たちは 知識に よって 助け出される。 


J  詩 25:21; 詩 26:1; 箴 13:6; キ箴 21:7; 箴 28:18; イ 
8; ク箴 10:2; 箴 18:11; エゼ 7:19; ゼパ 1:18; マタ 16:26; 
「創 7:1; 箴 12:28; 箴 14:32; コ詩 26:3; 箴 10:2; 箴 13: 
; ササ H  17:23; エス 7:10; 詩 9:15; 箴 5:22; シ創 31:7 
エレ 39:18; エレ 40:4; ス詩 7:16; 蔵 1:32; 伝 9:3; 伝 10: 
; セ箴 10:28; 箴 14:32; テサ n  1:9; ソ出 15:9; 詩 146:4; 
5  9:5; ルカ 12:20; タ エス 8:11; 箴 10:28; ダニ 3:27; ダニ 
:23; チ エス 7:9; 箴 21:18; ダニ 6:24; ツ 使徒 20:30;  n] 
1:13; テモ n  2:18; ぺ テ！！  2:1; テ箴 2:10; 箴 9:10。 


箴言 10:21—11:9 

21 義 なる 者の 唇は 多くの 者を 養い 

そだ [ア1  おろ  こころ  か 

育て， 愚かな 者たち は 心が 欠けて いる 

ために 死んで ゆく。 

22 エホバの 祝福， それが [人を] 富ま 

せる ので あり， [进] は それに 痛みを 加 
—  [エ） 

え られ ない。 

23 愚鈍な 者に とって， みだらな 行 
ない は 戯れ事の ようで ある。 しかし， 

ち え  しきべつりょく 

知恵は 識別力の ある 人の ための もので 

m 

ある 0 

24 邪悪な 者に とっ て 怖ろ しい こと 一 
それが その 者に 臨む。 しかし， 義 なる 
者たち の 願いは かなえられる。 25 暴 
k が 過ぎる ときの ように， 邪悪な 者は 
もはやい ない。 しかし， 義 なる 者は 定 
めの ない 時まで 保つ 基で ある。 

26 怠惰な 者は， この 者を 送り出す 人 
たちに とって， 歯に 酢， 目に 煙の よう 
な ものである。 

27 エホバへの 恐れは 日を 増し 加え 
る。 しかし， 邪悪な 者たち の 年は 短く 

[ス 1 

される。 

28 義 なる 者たち の 期待は 歓 ぶこと 
であり， 邪悪な 者たち の 望みは 滅びう 
せ I。 

29 エホバの 道は とがめの ない 者の 
ためのと りで， 滅びは 有害な ことを 習 

[チ） 

わしに する 者たち のた めの もの。 

30 義 なる 者は 定めの ない 時まで よ 

[ツ）  じゃあく 

ろめ かされる こ とがない。 しか し 邪悪 
な 者たち について は， 彼らが 地に 住み 

[テ） 

つづける ことは ない。 

31 義 なる 者の ロー  それは 知恵の 実 
を 結び， ゆがんだ 性向を 持つ 舌は 切り 
I? たれ 
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1047  中傷す る 者。 麗しい 女。 義 なる 者は 命を 得る  蔵 言 11: 10 — 31 


ぎ  もの  ぜんりょう 

10 義 なる 者たち の 善良 さ ゆえに 町 
は 大いに 喜び， 邪悪な 者たち が 滅びる 
とき， 喜びの 叫びが 上がる。 

れんちょく  もの  しゅくふく 

11 廉直な 者たち の 祝福 ゆえに 町は 

たか  （ゥ）  じゃあく 

局め られ， 邪悪な 者たち の 口 ゆえに そ 
れは 打ち壊される。 

こころ  か  もの  なかま 

12 心の 欠けて いる 者は 仲間の 者を 
さげすんだ。 しかし， 識別力の 豊かな 

ちんもく  まも  M 

人は 沈黙を 守る 者で ある。 

ちゅうしょう  もの  ある  まわ  W 

13 中傷す る 者と して 歩き回る 人は 

ないみつ はなし  M  れい ちゅうじつ 

内密の 話を あらわにし， 霊の 忠実な 者 

こと  おお  かく  W 

は 事を 覆い隠し ている。 

14 巧みな 指導がない と 民は 倒れる。 

じょげんしゃ  おお  すく 

しかし， 助言者の 多い ところには 救い 
がぁ 1)0 

もの  ほしょうにん 

15 人は よそ 者の 保証人と なった た 
めに 必ず 苦しい 目に 遭う。 しかし， 握 
手を 憎む 者は 心配を せずにす む。 

16 麗しい 女は 栄光を つかみ， 圧制者 
は 富を つかむ。 

あい  しんせつ  いだ  じ 

17 愛 ある 親切を 抱いて いる 人は 自 

ぶん たましい ゆた  むく  あつか 

分の 魂を 豊かな 報いを もって 扱って い 
る。 しかし， 残虐な 者は 自分の 身を の 

【ソ） 

け 者に させて いる。 

18 邪悪な 者は 偽りの 賃金を， 義をま 
く 者は 真の 所得を 得て いる。 

ぎ  かた  まも  もの  いのち  いた [ッ） わる 

19 義を 固く 守る 者は 命に 至り， 悪い 
こ とを 追い求める 者は その 死に 至る。 
20 心の 曲がって いる 者たち は エホ 

い  [H  じ ぶん  みち 

バに とって 忌むべき もの， [自分の] 道 
において とがめの ない 者たち は その 喜 
びと な^!。 

あ  あくにん  ばつ 

21 手と 手を 合わせても， 悪人は 罰を 

まぬ が  ㈡  ぎ  もの  し 

免れない。 しかし， 義 なる 者たち の 子 

そん  かなら  のが  [ヌ] 

孫は 必ず 逃れる。 


? エス 8:16 

箴 28:12 
f  出 15:21 
裁 5:31 
エス 9:22 
ウ箴 14:34 
箴 29:8 


すサ n 19:27 
詩 123: 

箴 18:8 

コ n  12:20 

り箴 17:27 
ぺテ I  2:23 
t レビ 19:16 
詩 101:5 
ク箴 20:19 


22 


コ 王 I 12:14 
イザ 19:13 
サ箴 15:2 


葳 22:26 
スサ I  25:39 
箴 31:30 
テモ I  2:9 
ぺテ I  3:4 
セ葳 19:22 
ダニ 4:27 
ルカ 6:38 


チ 詩 126:5 
ガラ 6:8 


ン箴 10:16 
蔵 12:28 


使徒 10:35 
啓 2 
テ葳 7 


36 


?  6:23 
卜 詩 18:26 
箴 3:32 
箴 6:15 
卜 詩] 


二 伝 8:13 
ェゼ 18:4 
Z  f  J  22:12 


22 きれいで あっても， 分別から 離れ 
て 行く 女は， 豚の 鼻に ある 金の 鼻輪の 
ょぅ 

ぎ  もの  ねが  たし  よ 

23 義 なる 者たち の 願いは 確かに 良 
い。 邪悪な 者たち の 望みは 憤怒で ある。 

24 まき 散らして いるのに， なお も 増 
し 加えられて ゆく 者が いる。 また， 当 
然 出すべき ものを とどめて いるのに， 
ただ 窮乏に 至る 者 もい る。 

25 寛大な 魂は _ 分 も 肥え， [他の 者 
に] 惜しみな く 水を 注ぐ 者は， 自分 もま 
た 惜しみな く 水を 注がれる。 

26 穀物を 抑えて 置く 者 一民 衆は そ 
の 者を のろい 憎む。 しかし， それを 買 
う ことを 許す 者の 頭には 祝福が ある。 

27 善を 捜し求め ている 者は 善意を 
求めつ づける ことになる。 しかし， 悪 
を 尋ね 求める 者には， それが その 者に 

のぞ ㈡） 

む。 

28 自分の 富に 依り 頼む 者一 その 者 
は 倒れる。 しかし， 養なる 者たち は [繁 
茂した] 葉の ように 栄える。 

29 自分の 家を のけ者に ならせる 人， 
その 人は 風を 所有す る ことになる。 愚 
かな 者は 心の 賢い 者の 奴隸 となる。 

ぎ  もの  み  いのち  （ソ） 

30 義 なる 者の 実は 命の 木で あり， 

たましい  かえ  かしこ f 夕） 

魂 を 勝ち得て いる 者は 賢い。 

31 見よ， 義 なる 者 一 その 人は 地で 
報いを 受ける。 まして 邪悪な 者と 罪人 

(ツ） 

とは！ 
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-|  €% 懲らしめを 愛する 者は 知識を 愛 
する 者で あり， 戒めを 憎む 者は 

どうり  [ィ） 

道理を わきまえて いない。 

ぜんりょう もの  ぜにん  う [ゥ） 

2 善良な 者は エホバから 是認を 受け， 
[邪悪な] 考えを 抱く 人， [神] は [その 人 
を] 邪悪で あると 宣告され る。 

3 邪悪 さに よって 堅く 立てられる 者は 

(才）  ぎ 

だれもい ない。 しかし 義 なる 者たち の 
根， それは よろめかされる ことがない。 
4 有能な 妻は これを 所有す る 者に 

かんむり  （キ）  は  おこ 

とっての 冠で あり， 恥ず べき 行ないを 

おっと  ほね  くさ  [ク） 

する 女は [夫] の 骨の 腐れの よう だ。 

ぎ  もの  かんが  さば 

5 義 なる 者たち の 考えは 裁きで あ 

〔ヶ）  じゃあく  かじと  あざむ 

り， 邪悪な 者たち による 舵取りは 欺き 


6 邪悪な 者たち の 言葉は 血を [流す 
ために] 待ち伏せし ている。 しかし， 廉 

直な 者たち の 口は 彼らを 救い出す もの 

トン） 

となる。 

じゃあく  もの  くつがえ 

7 邪悪な 者たち は 覆されて， いなく 

(ス）  ぎ  いえ 

なる。 しかし， 義 なる 者たち の 家は 立 
ちつ づける。 

しりょ  しょうさんう 

8 思慮 ある 口の ゆえに 人は 称賛を 受 

(V) こころ  もの  ぶ  たい 

け， 心の ねじけて いる 者は 侮べ つの [対 

しょう  [夕） 

象] となる。 

9  [人に] 軽んじられて はいても 僕を 

お  もの  じ ぶん  えいこう 

置いて いる 者は， 自分の 栄光を たたえ 

きゅうぼう  まさ m 

ながら も パンに 窮乏す る 者に 勝る。 

ぎ  もの  かちく たましい きづか 

10 義 なる 者は その 家畜の 魂を 気遣 っ 

[ツ）  じゃあく  あわ  丨 

ている。 しかし， 邪悪な 者たち の 憐れ 

ざんこく  [テ） 

みは 残酷で ある。 

11 自分の 土地を 耕す 者は 白ら パン 

み  た [卜 1  むかち  おもと 

に 満ち足り， 無価値な ものを 追い求め 

こころ  か  [ナ） 

る 者は 心に 欠けて いる。 

じゃあく  もの  あくにん  あみ 

12 邪悪な 者は 悪人の 網の えじきと 


ソ創 41:39 
サ I  16:18 
ルカ 16:8 
ヨ ハ 7:46 
タザ I  25:17 
マタ 27:4 
使徒 12:23 
チ箴 13:7 
ルカ 14:11 
ツ創 33:13 
出 23:12 
申 22:4 
申 22:10 
申 25:4 


なった ものを 欲した。 しかし， 義 なる 
者たち の 根は [作物] を 産す る。 

くちびる  いはん  あくにん 

13 唇の 違犯に よって 悪人は わなに 
掛かる。 しかし， 義 なる 者たち は 苦難 

ぬ  （エ1 

から 抜け出る。 

14 人は その 口の 実に よって 良い も 

みた [ォ1  おこ 

のに 満ち足り， 人の 手の 行なう ことが 

かえ  く  [力） 

その 人に 帰って来る。 

おろ  もの  みち みず か 

15 愚かな 者の 道は 自らの 目には 正し 
い。 しかし 助言に 聴き 従う 者は 賢い。 
16 自分の いら 立ちを [同じ] 日に 知ら 

おろ  もの  [ヶ）  めい 

せる のは 愚かな 者で ある。 しかし， 明 

びん  ふ めいよ  おお  かく  （コ 1 

敏な 者は 不名誉を 覆 L 、隠して いる。 

ちゅうじつ  おく  もの  ぎ 

17 忠実 さを 送り出す 者は 義 にかな っ 

たこと を 告げ， 偽り の 証人は 欺きを [告 

トン} 

げ る]。 

18 剣で 突き刺す かの ように 無 思慮 

はな  もの  W  かしこ 

に 話す 者が いる。 しかし， 賢い 者たち 

した  [セ 1 

の舍は [人を] いやす。 

えいきゅう  かた  （ソ】 しんじつ 

19 永久に 堅く 立てられ るのは 真実 

くちびる (夕 j  いつわ  した  いっしゅん 

の 唇 であり， 偽りの 舌は ほんの 一瞬に 
すぎな じ。 

20 欺きは 危害を たくらむ 者たち の 

こころ  （ツ 1  へいわ  はか  よろこ 

心に あり， 平和を 計る 者たち には 歓び 

(t] 

が ある。 

ゆうがい  なに  ぎ  もの  ふ 

21 有害な ことは 何も 義 なる 者に 降 

か  （卜 1  じゃあく 

り 懸からない。 しかし， 邪悪な 者たち 

かなら わざ わ  み  m 

は 必ず 災い で 満た される。 

いつわ  くちびる  い 

22 偽りの 唇は エホバに とって 忌む ベ 

㈡ ちゅうじつ  こうどう 

きもので あり， 忠実 さのうち に 行動し 

もの  よろこ  （ヌ） 

ている 者は [裡] に とって 喜びで ある 0 
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1049  勤勉と 怠惰。 懲らしめ。 協議す ると ころに 知恵が ある  箴言 12:23—13:18 


めいびん  もの  ちしき  おお  （ァ 1  ぐ 

23 明敏な 者は 知識を 覆って おり， 愚 

どん  こころ  おろ  よ  W 

鈍な 者たち の 心は 愚か さを 呼ば わる。 

24 勤勉な 者たち の 手は 支配を 行な 
い， 緩慢な 手は 強制労働に 服す る。 

25 人の 心の 煩い 事は これを かがま 
せ， 良い 言葉は これを 歓ば せる。 

26 義 なる 者は _ 分の 放牧地を うか 
がい， 邪悪な 者たち の 道は 彼ら _ 身を 

(キ） 

さまよわせる。 

27 緩慢 さは 自分の 獲物を 追い出さ 
ない。 しかし 勤勉な 者は 人の 貴重な 富 
である。 

28 義の 道筋には 命が あり， その 通り 
道の 行程は 死が な いこと を 意味す る。 
-I Q 父の 懲らしめが あれば 子は 賢 

1 ヂニ しかし， ぁざける 箸は 縫 

を 聞かな かっ た 者で ある。 

2 人は その 口の 実から 良い ものを 食 
ベる。 しかし 不実な 行ないを する 者た 

たましい ぼうぎゃく  m 

ちの 魂は 暴虐で ある。 

3 自分の 口を 見張る 者は _ 分の 魂 
を 守って いる。 自分の 唇を 大きく 開 
く 者 一 その 者は 滅びに 遭う。 

4 怠惰な 者は 欲しがって はいるが， 
その 魂は 何も [得ない]。 しかし， 勤勉 
な 者たち の 魂は 肥える。 

5 偽りの 言葉を 義人は 憎み， 邪悪な 
者たち は 恥ず べき 行ないを して 身に 恥 

じょく まね （卜） 

辱を 招く。 

ぎ  みち  がい  もの 

6 義 は， その 道に おいて 害の ない 者 

を 保護し， 邪悪 さは 罪人を 覆す ものと 

㈡ 

なる。 

7 富んで いるよう に 見せかけて， 
全く 何も 持って いない 者が いる。 資 
力が 乏しい ように 見せかけて， 多く 
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の 貴重な ものを [持って いる] 者が 
いる。 

8 人の 魂の ための 贖いは その 富で あ 
る。 しかし， 資力の 乏しい 者は 卩£責 を 
聞かなかった。 

9 義 なる 者たち の 光は 歓 び， 邪悪な 
者たち のと もしび 一 それは 消される。 

10 せん 越で ある ことによって 人 
は 闘いを 引き起こ すだけ である。 し 
かし， 一緒に 協議す る 者たち には 知 

4 がぁ！ V 

11 むなし さから 生ずる 貴重な ものは 
少なく なって ゆく。 しかし， 手で 集め 
ている 者は 増加を もたらす 者で ある。 

12 延期され る 期待は や、 を 病ませる。 
しかし， 望みの ものが 到来す ると， そ 
れは 命の 木と なる。 

13 言葉を 軽んじた 者， その 者からは 
質 物が 取り上げられ， おきてを 恐れる 
者は 報いを 受ける 者と なる。 

かしこ もの  りっぽう いのち みなもと  （ス 1 

14 賢い 者の 律法は 命の 源で あり， そ 
れは 人を 死の わなから 遠ざける。 

15 良い 洞察力は 恵みを 与える が， 不 
実な 行ないを する 者たち の 道には 凸凹 
が H 

16 明敏な 者は みな 知識を もって 行 
動し， 愚鈍な 者は 愚か さを 広める。 

17 邪悪な 使者は 悪に 陥る。 しかし， 
忠実な 使節は [人を] いやす。 

18 惫 らしめ を おろそかに する 者は 

まず  ふめいよ  おちい I ナ）  いまし 

貧し さと 不名誉 [に 陥る] 0 しかし， 戒 
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めを 守る 者は 栄光を 受ける 者と なる。 

ねが  たましい 

19 願いは それが かなえられ ると， 魂 
の 楽しみと なる。 しかし， 悪から 遠 ざ 
かる ことは 愚鈍な 者に とって 忌むべき 
ものである。 

20 賢'、 者たち と共に 歩んで いる 者 
は 賢くな り， 愚鈍な 者たち と 交渉を 持 
つ 者は 苦しい 目に 遭う。 

21 罪人たち は 災いに 追われる 者と な 
り， 義 なる 者たち は 善を もって 幸艮 われる。 

22 善良な 者は 子ら の 子たち に 相続 
物を 残し， 罪人の 富は 義 なる 者の ため 
に 蓄え られる ものである。 

23 資力の 乏しい 者たち の 耕地は 多 
くの 食物を [産す る]。 しかし 裁 f のな 
いために ぬぐい 去られる 者が いる。 

24 むち 棒を 控える 者は その子を 憎 
んで いるので あり， [子] を 愛する 者は 
懲らしめを もって [子] を 捜し求める。 

25 義 なる 者は その 魂の 満ち足りる 
まで 食べて いる。 しかし， 邪悪な 者た 
ちは 空腹になる。 

1 A 真に 賢い 女は 自分の 家を 築き 上 
*  ^ げた。 しかし， 愚かな 女は 自分 
の 手で これを 打ち壊す。 

れんちょく  あゆ  もの  おそ 

2 廉直に 歩む 者は エホバを 恐れて い 

[チ）  じ ぶん  みち  ま 

る。 しかし， 自分の 道に おいて 曲が っ 
ている 者は [迚] を さげすんで いる。 

3 ごう f 曼の 棒は 愚かな 者の 口に あり， 

かしこ  くちびる かれ  まも （卜） 

賢い 者たち の 唇は 彼らを 守る。 

4 牛の いないと ころでは 飼い葉 おけ 
はきれ いだが， 作物は 牛の 力の ゆえに 
豊かな ので ある。 

5 忠実な 証人は うそを 言わない。 し 
かし， 偽りの 証人は ただう そを 吐く。 
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6 あざける 者は 知恵を 見いだ そうと 
努めた が， 何もない。 しかし， 理解 ある 

ちしき  ようい  （ァ） 

人に とって 知識は 容易な ものである。 

ぐ どん  もの  まえ  さ [ィ 1 

7 愚鈍な 者の 前から 去れ。 あなたが 

ちしき くちびる みと  けっ 

知識の 唇を 認め る ことは 決してな いか 

[ウ） 

ら であ 4。 

めいびん  ものち え  じ ぶん  みち  り かい 

8 明敏な 者の 知恵は 自分の 道を 理解 

W  ぐ どん  おろ 

する ことで あり， 愚鈍な 者たち の 愚か 

あざむ  [才） 

さは 欺きで ある。 

ざいか  わら  もの  おろ 

9 罪科を あざ笑う 者たち は 愚かで あ 

[»)  れんちょく  あいだ  どうい 

る。 しかし 廉直な 者たち の 間には 同意 

(キ） 

が ある。 

こころ  じ ぶん たましい  くる  し 

10 心は 自分の 魂の 苦しみを 知って 
おり， その 歓 びに よそ 者は かかわりを 
A たない。 

じゃあく  ひとびと  いえ  ほろ  つ 

11 邪悪な 人々 の 家は 滅ぼし 尽くさ 
れ， 廉直な 者たち の 天幕は 栄える。 

まえ  れんちょく  みち  [ザ） 

12 人の 前には 廉直な 道であって も， 

後に その 終わりが 死の 道と なる ものが 

('» 

ある 。 

13 笑って いても， 心の 痛む ことがあ 

(ス 1  よろこ  ひたん  お  [セ） 

る。 歓 びは 悲嘆を もって 終わりと なる。 

14  I 心の 不忠実な 者は 自分の 道の 結 
果に 満ち足り， 善良な 者は その 行ない 
の 結果に [満ち足りる]。 

けいけん  もの  ことば  しん 

15 経験の ない 者は すべての 言葉を 信 

[チ） めいびん  じぶん  あゆ  こうりょ  [ツ 1 

じ， 明敏な 者は 自分の 歩みを 考慮す る。 

かしこ  もの  おそ  あく  とお 

16 賢い 者は 恐れ， 悪から 遠ざかって 
ゆ‘， 愚鈍な 者は 憤怒を 覚え， 自己を 

かしん  （卜） 

過 槍す るよう になる。 

いか  はや  もの  おろ 

17 怒る ことに 速い 者は 愚かな こと 

おこ  [ナ 1 しこうりょく  にく  W 

を 行ない， 思考力の ある 者は 憎まれる。 
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穏やかな 心。 温和な 答え。 賢い 者たち の 舌 


18 経験の ない 奢は 必ず 愚か さを 所 

ゆう  （ァ）  めいびん  ち 

有する ことにな り， 明敏な 者たち は 知 
識を頭 飾りと してつけ る。 

あくにん ぜんりょう  まえ  じゃあく 

19 悪人は 善良な 人たち の 前で， 邪悪 
な 者たち は義 なる 者の 門で 身をかがめ 
なければ ならなくなる。 

しりょく  とぼ  もの  なかま 

20 資力の 乏しい 者は その 仲間の 者 
に とって さえ 憎しみの 的と なる。 しか 

と  ともお お [才） 

し， 富んだ 者の 友は 多い。 

21 仲間の 者を さげすむ 者は 罪を お 
かしてい る。 しかし， 苦しむ 者たち に 
恵みを 示して いる 人は 幸いで ある。 

きがい  くわ だ  もの 

22 危害を 企てる 者たち はさま よって 

ゆ  [ク）  ぜん 

行く のでは ないか。 しかし， 善を 企て 

あい  しんせつ  しんじつ  W 

る 者たち には 愛 ある 親切と 真実が ある。 
23 あらゆる 労苦に よって 利益が も 

(コ）  たん  くちびる ことば 

たらされる。 しかし， 単なる 唇の 言葉 

きゅうぼう  む 

は 窮乏に [向かう]。 

かしこ  もの  かんむり  とみ 

24 賢い 者たち の 冠は その 富で あり， 

ぐ どん  おろ  （サ） 

愚鈍な 者たち の 愚か さ は 愚か さで ある。 

しんじつ  しょうにん たましい すく 

25 真実の 証人は 魂を 救い出して お 
り， 人を 欺く 者は ただう そを 吐く。 

おそ  つよ  かく しん 

26 エホバへの 恐れには 強い 確信が 
り， その子ら のためには 避難所が あ 

(v) 

る ことになる。 

おそ  いのち  いど  （夕） 

27 エホバへの 恐れは 命の 井戸で あり， 

し  とお  m 

それは [人を] 死の わなから 遠ざける。 

たみ  おお  かざ 

28 民の 多い ことには 王の 飾りが あ 

(ツ 1 じんこう  ふそく  こうかん  ほろ  (r) 

り ，人口の 不足には 高官の 滅びが ある。 

いか  おそ  もの  しきべつりょく  と 

29 怒る ことに 遅い 者は 識別力に 富 

(H  たんき  おろ  たか  m 

み， 短気な 者は 愚か さを 高めて いる。 

お だ  こころ  しんたい  いのち 

30 穏やかな 心は 身体の 命で あり， ね 

ほね  くさ  W 

たみは 骨の 腐れで ある。 

たちば  ひく  もの  と 

31 立場の 低い 者から だまし取って 
いる 者は その 造り 主を そしった ので あ 


ヒ ちの 舌  箴言 14: 18 — 15:7 

[7]  まず  めぐ  しめ 

る。 しかし， 貧しい 者に 恵みを 示して 

いる 者は その [造り 主 1 の 栄光を たたえ 

(ィ） 

ている。 

じゃあく  もの  あく  お 

32 邪悪な 者は その 悪の ゆえに 押し 

たお  （ゥ）  ぎ  ちゅうせい 

倒され， 義 なる 者は その 忠誠のう ちに 
避難所を 見いだ す ことになる。 

り かい  もの  こころ  ちえ  やど （才） 

33 理解 ある 者の 心には 知恵が 宿り， 
愚鈍な 者た ちの 中では そ れが知 られる 
ようになる。 

ぎ  こくみん  たか [力） つみ  くに  いや 

34 義は 国民を 高め， 罪は 国た みを 卑 
しめる ものである。 

たの  どうさつりょく  こう 

35 王の 楽しみは 洞察力を もって 行 

どう  しもべ  »)  ふんど  は 

動して いる 僕に あり， その 憤怒は 恥ず 

おこ  ものむ  [ヶ） 

べき 行ないを している 者に 向かう。 

1 C 温和な 答えは 激しい 怒りを 遠 ざ 
け， 痛みを1^ € じさせる 言葉は 怒 
りを 引き起こす。 

かしこ  もの  した  ちしき  ぜん 

2 賢い 者たち の 舌は 知識を もって 善 

おこ  （シ）  ぐ どん  おろ 

を 行ない， 愚鈍な 者たち の 口は 愚か さ 
を もって ほとばしる。 

3 エホバの 目は あらゆる 場所に あっ 

(t) わるものよ  み は  (V) 

て， 悪い 者と 善い 者と を 見張って いる。 

した  お だ  いのち  （夕 1 

4 舌の 穏やか さは 命の 木で あり， そ 

れい  う  くだ （チ） 

の ゆがみは 霊を 打ち砕く。 

おろ  もの  ちち  こ  けい 

5 愚かな 者は その 父の 懲らしめを 軽 

(ッ）  いまし  りゅうい 

べつす る。 しかし 戒めに 留意す る 者は 

めいびん  [テ） 

明敏で ある。 

ぎ  もの  いえ  ゆた  たく わ 

6 義 なる 者の 家には 豊かな 蓄えが あ 

[卜）  じゃあく  さんぶつ 

り， 邪悪な 者の 産物の 中で [人] はの け 
者になる。 

かしこ  もの  くちびる  ちしき 

7 賢い 者たち の 唇は 知識を まき つづ 
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第 15 章 


箴言 15: 8 — 29  内密の 話し合い。 

ける が， 愚鈍な 者たち の 心は そうでは 

I ィ 1 

ない。 

8 邪悪な 者たち の 犠牲は エホバに 
とって 忌むべき もので あり， 廉直な 者 

いの  よろこ  W 

たち の 祈りは [裡] にと っ て 喜びで ある。 

9 邪悪な 者の 道は エホバに とって 忌 
むべき もので あり， 義を 追い求める 者 
を [初 は 愛される。 

10 懲らしめは 道筋を 捨てる 者に とっ 

わる [キ） いまし  にく  し （ ク） 

ては 悪い。 戒めを 憎む 者は 死ぬ。 

11 シヱ オルと 滅び [の 場所] は エホ 
バの 前に ある。 まして 人間の 子ら の 

こころ [サ） 

心は！ 

12 あざける 者は 自分を 戒めて くれ 
る 者を 愛さない。 彼は 賢い 者たち のと 

ゆ  W 

ころへは 行かない。 

13 喜びに 満ちた 心は 顔色を よくす 
るが， 心の 痛みの ゆえに 打ち ひし がれ 

れい  (v) 

た 霊が ある。 

14 理解 ある 心は 知識を 尋ね 求め， 惠 
鈍な 人々 の 口は 愚か さを 熱望す る。 

15 苦しむ 者の 日は どの 日 もみな 悪 
い。 しかし， 心の 善良な 者には 絶えず 
宴が [ある]。 

16 少しし かなくても， それと 共に エ 

おそ  [卜） もの  たくさん 

ホバ への 恐れが あれば， 物が 沢山 あっ 
て も， それに 混乱の 伴う のに 勝る。 


月 巴 やし 飼いに した 牛と それに 憎しみが 

ともな  まさ [ヌ） 

伴う のに 勝る。 

げきど  こうろん  [ネ ） I 

18 激怒す る 人は 口論を かき 立て， 怒 

おそ  もの  い  あらそ  しず  レ） 

る こと に 遅い 者は 言い争いを 静める。 

たいだ  もの  みち  かき 

19 怠惰な 者の 道は おどろの 垣の よ 

H  れんちょく  みちすじ  も 

うで あり， 廉直な 者たち の 道筋は 盛り 
上げられた 道で ある。 


答える ために 思い巡らす  1052 

かしこ  ちち  よろこ  [ァ） ぐ どん  もの 

20 賢い 子は 父を 歓 ばせ， 愚鈍な 者は 

はは  W 

その 母を さげすんで いる。 

おろ  こころ  か  もの 

21 愚か さは 心の 欠けた 者に とって 

よろこ  t ゥ]  しきべつりょく 

は歓 びで ある。 しかし 識別力の ある 人 
は まっすぐに 進む。 

ないみつ  はな  あ 

22 内密の 話し合い のない ところに 

けいかく  せつ  m  じょげんしゃ  おお 

は 計画の ざ 折が あり， 助言者の 多い と 

たっせい  （力） 

ころには 達成が ある。 

23 人は 自分の 口の 答えに 歓 びを 得 
る。 時宜に かなった 言葉は， ああ， 何 

よ  （ク） 

と 良い ものであろう。 

24 命5 の 道筋は 洞察力を もって 行動す 

もの  む  W 

る 者に とっては 上に 向かう。 下の シェ 
オルから 遠ざかる ためで ある。 

じ ぶん  たか  もの 

25 エホバは 自分を 高める 者たち の 
家を 打ち壊し， やもめの 境界を 定めら 

[シ 1 

れ る。 

あくにん  くわ だ  い 

26 悪人の 企ては エホバに とって 忌 
むべき ものである。 しかし， 快い こと 

きよ (t) 

ばは 清い。 

ふとう  りとく  え  もの  じ ぶん  いえ 

27 不当な 利得を 得る 者は 自分の 家 

(V)  おく  もの  に | 

をのけ 者に ならせて おり， 贈り物を 憎 

い  【夕） 

む 者は 生きつ づける 者と なる。 

ぎ  もの  こころ  こた  おも 

28 義 なる 者の 心は 答える ために 思 

めぐ  W  じゃあく  わる 

いを 巡らし， 邪悪な 者たち の 口は 悪い 

ことがら  .初 

事柄を もって ほとばしる。 

じゃあく  もの  とお 

29 エホバは 邪悪な 者たち から 遠く 
離れて おられる。 しかし， 義 なる 者た 

いの  き  (H 

ちの 祈りを 聞いて くださる。 
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(7) かがや  こころ よろこ  [ィ） よ  ほうこく  [ゥ） 

30 目の 輝きは 心を 歓 ばせ， 良い 報告 

ほね  こ  W 

は 骨を 肥やす。 

いのち いまし [才）  き 

31 命の 戒めを 聴いて いる 耳は， ま 

かしこ ひとびと  やど [« 

さしく 賢い 人々 の 中に 宿る。 

32 懲らしめを 避ける 者は 自分の 魂 

しりぞ  いまし  き  したが  こころ 

を 退けて おり， 戒めに 聴き 従う 者は 心 

え  [ク） 

を 得て いる。 

33 エホバへの 恐れは， 知恵に 向かう 
懲らしめ であり， 栄光の 前には 謙遜が 

(コ） 

ある 0 

こころ ととの  ことがら  ち  ぞく  t サ！ 

1 n 心の 整える 事柄は 地の 人に 属し， 
丄リ 舌の 答えは エホバから 出る。 

みち  じぶん  きよ  W 

2 人の 道は 自分の 目には どれ も浄 い。 

れい  みさ だ  （せ] 

しかし エホバは 霊を 見定めて おられる。 

3 あなたの 業を エホバ ご 自身の 上に 
転がせ。 そうすれば， あなたの 計画は 

かた  [夕】 

堅く 立てられる。 

4 エホバは すべての ものを ご 自分の 
目的の ために 造られた。 邪悪な 者を も 


悪い 日の ために。 

5 すべてて L、 の 高慢な 者は エホバに 

い  （テ）  あ 

とって 忌むべき もの。 手が 手に [合わ 

しょばつ  まぬ が 

さろうと も], 人は 処罰を 免れない。 

あい  しんせつ  しんじつ 

6 愛 ある 親切と 真実に よってと がは 

あがな  [ナ）  おそ 

贖われ， エホバへの 恐れに よって 人は 
悪から 遠ざかる。 

みち  たの  （t 

7 エホバは 人の 道を 楽しまれる とき， 

てき  やわ  （ネ） 

その 人の 敵たち を もこれ と 和らがせる。 
8 少しし かなくても， それと 共に 義 

やど  [A  おお  さんぶつ  こう 

が 宿れば， 多くの 産物が あるのに， 公 

せいか  まさ [ハ】 

正の 欠けて いる ことに 勝る。 


ことがあっても， エホバが その 歩みを 

みちび  (7] 

導かれる ので ある。 

れいかん  けってい  くちびる 

10 霊感に よる 決定が 王の 唇に ある 


べきで あ i。 裁きのと きに その 口は 不 

ちゅうじつ  M 

忠実で あ って はな ら ない。 

11 正しい 計器とは かりは エホバの 

【ゥ 1 ふくろ  わざ W 

もの。 袋の 石 おもりは みな そのみ 業。 

12 邪悪の 行ないは 王たち に とって 
忌むべき ものである。 王座は 義 によっ 
て 堅く 立てられ るからで ある。 

ぎ  くちびる  いだい  よろこ  W 

13 義の 唇は 偉大な 王の 喜びで ある。 
廉直な こと を 話す 者を [王] は 愛する。 

14 王の 激しい 怒りは 死の 使者を 意 
味す る。 しかし 賢い 者は それを そらす 
者で ぁ 宕。 

かお  ひかり  いのち  W  ぜん 

15 王の 顔の 光には 命が あり， その 善 
意は 春の 雨を もたら す 雲の よう だ。 

16 知恵を 得る ことは, ああ， 金よりも 
はるかに 勝って いる。 そして, 銀よりも 
理解を 得る ことが 選ばれるべき である。 

17 廉直な 者たち の 街道は 悪から 遠 
ざ かる ことで ある。 自分の 道を 安全に 
守る 者は その 魂を 見張って いる。 

18 誇りは 崩壊に 先立ち， ごう 慢な霊 
はつまず きに 先立つ。 

19 柔和な 者たち と共にいて へりく 
だった 霊を 抱く のは， 自分を 高める 者 
たち と共にいて 分捕り物を 分ける のに 

まさ （卜） 

勝る。 

ものごと  どうさつりょく  しめ  もの 

20 物事に 洞察力を 示して いる 者は 


箴言 16:21—17:11  白髪は 美の 冠。 内密な 事柄を 明かさない  1054 


ぜん  (7)  よ  たの 

善を 見いだ す。 エホバに 依り 頼んで い 

さい わ  M 

る 者は 幸いで ある。 

21 心の 賢い 者は 理解 ある 者と 呼ば 
れ， 唇の 甘い 者は 説得力を 加える。 

どうさつりょく  し* ゆうしゃ  いのち 

22 洞察力は その 所有者に とって 命 
の 井戸で ある。 愚かな 者たち の 懲らし 
めは 愚か さで ある。 

23 賢い 者の 心は その 口に 洞察力を 
示させ， その 唇に 説得力を 加える。 

2, 快い ことばは 蜜 ばちの 巣で あり， 

たましい あま  ほね  [コ） 

魂 に 甘く， 骨の いやしと なる。 

25 人の 前には 廉直な 道であって も， 

後に その 終わり が# の 道と な る ものが 

('» 

ある 0 

26 骨折って 働く 者の 魂は， 自分の た 
めに 骨折って 働いた ので ある。 その 口 
が 彼を 駆り立て たからで ある。 

27 どうしよう もない 者は 悪い こと 
を 掘り起こし ており， その 唇には， い 
わ ば， 焼き 尽くす 火が ある。 

28 悪巧みを する 者は 常に 口論を 送 
り 出し， 中傷す る 者は 親密な 者たち を 
引き離して ゆく。 

29 暴虐の 者は その 仲間を たぶらか 
し， 必ず これを 良くない 道に 入り込ま 

[卜）  かれ  わる だく 

せる。 30 彼は 悪、 巧みを たくらむ ため 
に まばたきを している。 唇を 締めつ け 
て， 必ず 危害を 全うさせる。 

31 白髪は， 義の 道に 見いだ される と 

(二)  び かんむり  (?) 

き， 美の 冠で ある。 

32 怒る ことに 遅い 人は 力 ある 者に 
勝り， 自分の 霊を 制して いる 人は 都市 
を 攻め 取る 者に [勝る]。 

33  くじは ひざに 投げられ るが， それ 
による 決定は すべて エホバから 来る。 


ケ詩 19:10 
詩 119:103 
コ箴 3:8 
箴 4:22 


葳 1 


7:22 


かわ  き 

n 乾いた 一切れの パンで も， そこ 

へいおん  (7)  い  あらそ  ぎ 

に 平穏が あれば， 言い争いの 犠 
牲に 満ちた 家に 勝る。 

2 洞察力を 示して いる 僕は， 恥ず ベ 
きこと を 行なって いる 息子を 支配し， 

兄弟たち の 間で 相続 分を 持つ ことに 

(エ） 

なる。 

ぎん  ろ  きん  （才 1 

3 るつぼは 銀の ため， 炉は 金の ため。 

こころ しら  かた [力） 

しか し エホバは 心を 調べる 方。 

あく  おこ  もの  ゆうがい くちびる ちゅうい 

4 悪を 行なう 者は 有害の 唇に 注意を 

はら  〖キ）  きょげん  は  ぎゃっきょう  ひ 

払って いる。 虚言を 吐く 者は 逆境を 引 
き 起こす 舌に 耳を貸し ている。 

5 資力の 乏しい 者を あざ笑って いる 

つくぬ し  （ヶ J 

者は その 造り 主を そしった ので ある。 
[他人の] 災難を 喜んでい る 者は 処罰を 

まぬ が  [コ） 

免れない。 

としお  もの かんむり まご  W 

6 年老いた 者の 冠は 孫で あり， 子ら 

び  ちち  (■» 

の 美は その 父で ある。 

ふんべつ  もの  れんちょく  くちびる 

7 分別の ない 者に 廉直の 唇は ふさ 

(ス 1  こうき  いつわ 

わしくない。 まして 高貴な 者に 偽りの 

由） 

唇は！ 

おく  もの  いだい  しょゆうしゃ 

8 贈り物は その 偉大な 所有者の 目に 

めぐ  か  え  (v)  じ ぶん  む 

恵みを 勝ち得る 石。 その 人は 自分の 向 
かう 所が どこで あっても 成功す る。 

い はん  おお  かく  もの  あい  もと 

9 違犯を 覆い隠す 者は 愛を 求めて お 

W  こと  い  しんみつ 

り， 事を 言い立てる 者は 親密な 者たち 
を 引き離して ゆく。 

り かい  もの  ど  しっせき 

10 理解 ある 者に とって， 一度の 叱責 

ぐ どん  かいう [テ）  ふか  （卜） 

は 愚鈍な 者を 百 回 打つ よりも 深く 入る。 

あくにん  はんぎゃく  もと  （ナ 1 

11 悪人は ただ 反逆を 求めつ づける。 

第二 欄 第 17 章ア詩 37:16; 蔵 15:16;  m  15:17; 
ィ箴 21:9; 箴 21:19; ウ箴 10:5; 箴 14:35; エ創 15:2; 
才箴 27:21; マラ 3:3; 力 詩 26:2; 詩 66:10; 箴 21:2; 箴 24: 
12; イザ 48:10; キ箴 1:11; テモ II  4:4; ク イザ 30:10; エレ 
5:31; テモ n  4:3; ヨハ I  4:5; ケ箴 14:31; コ ヨブ 31:29; 箴 
24:17; オバ 12;  ロマ 12:15; サ創 50:23; ヨブ 42:16; シ王 I 
15:4; 箴 13:22; ヨハ 8:39; ス箴 26:7; セ箴 16:10; 箴 29: 
12; ソ創 32:20; サ n  16:1; 箴 18:16; 箴 19:6; タザ I  25:35; 
チ箴 10:12; ぺテ I  4:8; ツ箴 16:28; テ箴 27:22; 卜 詩 141： 
5; 箴 9:8; ナ民 16:3; サ n  20:1。 


1055  言い争いの 場を 去れ。 自分を 孤立させる 者  蔵 言 17：12—18：6 


彼に 向かって 送られる 使者は 残酷で 

(7) 

ある 0 

12 人は， 自分の 愚か さ を 示す 愚鈍な 
者 [に 出会う] よりは， 子を 奪われた 熊 
に 出 ゴ ん〇 

13 悪を もって 善に 報いる 者に ついて 

W  いえ  ラつ  さ  （才 1 

は ，悪が その 家 か ら 移り 去る ことは ない。 
14  口論の 始まり は 人が 水を 噴き出さ 

M  い 

せる ような ものである。 それゆえ， 言 

あらそ  とつぜん  まえ 

い 争いが 突然 始まって しまう 前に そこ 

さ 霞 

を 去れ。 

15 邪悪な 者を 義に かなって いると 
宣告し， 義 なる 者を 邪悪で あると 宣告 
する 者 一 その 両者と も エホバに とっ 
て 忌むべき もので あ 4。 

16 愚鈍な 者が 广心 もない のに 知恵を 
得る ための 代価を 手に している のは ど 
ぅ してぶ。 

17 真の友は どんな 時に も 愛し つづ 
ける もので あり， 苦難のと きのた めに 

きょうだい  W 

生まれた 兄弟で ある。 

18 心の 欠けて いる 人は 握手を し， そ 

とも  まえ  ぜんせきにん  お  ほしょうにん  （夕1 

の 友の 前で 全責任を 負う 保証人 となる。 

19 違犯を 愛する 者は 闘いを 愛して 
いる。 自分の 入り口を 高く する 者は 崩 
壊を 求めて いる。 

20 心の 曲がって いる 者は 善い もの 
を 見いだ す ことが なく， 舌の ねじれて 

わざ わ  おちい [卜） 

いる 者は 災いに 陥る。 

21 愚鈍な 子供の 父と なる 者 一 それ 
は 彼に とって 悲嘆で ある。 分別の ない 
子供の 父は 歓ば ない。 

22 喜びに 満ちた 心は 治療 薬と して 
良く 効き， 打ち ひし がれた 霊は 骨を 枯 

ら 孑。 


第 17 章 


アサ n 18：15 
サ n  20:22 
王 I  2:24 
エス 7:9 
マタ 21:41 
イ箴 27:3 
ウサ n 17:8 
王 n  2:24 
ホセ 13:8 
エサ I  24:17 
詩 38:20 

エレ 18:20 
オサ D 12:10 
サ D  21:1 
マタ 27:5 
力箴 26:21 
キ創 13:9 
箴 25:8 


ルカ 23:18 
ヤコ 5:6 
コ箴 12:22 


サ箴 9:4 
伝 10:3 


スサ I 18:3 
サ n  1:26 
箴 18:24 


第二 欄 


才歲 19:13 


23 邪悪な 者は 裁きの 道筋を 曲げる 

(7) ふところ  と  M  ' 

ために， 懐から わいろを さえ 取る。 

ちえ  り かい  もの  かお  まえ 

24 知恵は 理解 ある 者の 顔の 前に あ 
h 、 愚鈍な 者の 目は 地の果て にある。 
25 愚鈍な 子は その 父を いら 立たせ， 

う  ものく る  あた  M 

これを 産んだ 者に 苦しみを 与える。 

ぎ  もの  かりょう  しょ 

26 さらに， 義 なる 者を 科料に 処 すの 

よ  （キ）  こうき  う 

は 良くない。 高貴な 者たち を 打つ のは 

れんちょく  はん  [ク） 

廉直な ことに 反する。 


27 自分の ことばを 控える 者には 知 

-き  W  しきべつりょく  れい  れいせい 

識が あり， 識別力の ある 人は 霊を 冷静 

たも [コ） 

に 保つ。 

おろ  もの  ちんもく 

28 愚かな 者で も， 沈黙して いると き 

かしこ  （サ）  じぶん  くちびる  と 

には 賢い 者と みなされ， 自分の 唇を 閉 


じる 者は 理解 ある 者と [みなされる]。 

18 


自分を 孤立させる 者は 利己的な 

がんぼう  お  もと  [シ） 

願望を 追い求める。 その 者は あ 

じっさいてき  ちえ  さか  つ 

ら ゆる 実際的な 知恵に 逆らって 突き 

すす M. 

進む。 

ぐどん  もの  しきべつりょく  よろこ  ㈦ 

愚鈍な 者は 識別力を 喜びと せず， 

こころ おのれ 

ただ， その 心は 己を あらわに しようと 


す So 

3 邪悪な 者が 入って 来る と， 侮べ つ 
もまた 必ず 入って 来る。 不名誉と 共に 
は， そしりが ある。 


ことば  ふか  （ッ ）  ち 

4 人の 口の 言葉は 深い 水で ある。 知 


え  い ど  ほんりゅう  [テ） 

恵の 井戸は ほとばしる 奔流で ある。 

じゃあく  もの 

5 邪悪な 者を えこひいき する のはよ 

[卜 1  さば  ぎ 

くない。 また， 裁きに おいて 義 なる 者 

しりぞ  [ナ） 

を 退ける こと も。 


ぐ どん  もの くちびる い  あらそ  くわ 

6 愚鈍な 者の 唇は 言い争いに 加わ 


力箴 10:1; 箴 15:20; キ箴 18:5; クサ D  16:7; ヨブ 34:18; 
ケ箴 10:19; 伝 10:14; ヤコ 1:19; コ箴 15:4; 伝 9:17; ヤコ 
3:13; サ ヨブ 13:5; 第 18 章 シ出 33:16;  ロマ 14:7; 
ヘプ 10:25; ス箴 15:22; セ箴 1:7; 箴 1:29; 箴 28:16; ソ箴 
10:19; タザ I  20:30; 詩 123:4; チ箴 11:2; ツ箴 10:11; 箴 
20:5; テ 詩 78:2; ト レビ 19:15; 申 1:17;親 24:23; ナ王 I 
21:9; イザ 5:23。 


箴言 18:7 — 19:6  神の み 名は 強固な 塔。 双方の 話を 聞く。 良い 妻  1056 


^0  , その 口は むち 打たれる ことを 呼び 

_ めぶ。 

7 愚鈍な 者の 口は その 者の 滅びで あ 
¢9  , その 唇は その 魂を 捕らえる わなで 
ある 0 

8 中傷す る 者の 言葉は， むさぼる よ 

の  こ  [才 1 

うに して 呑み込まれる ものの よう だ。 

はら  いちばん おく  くだ  ゆ  W 

それは 腹の 一番 奥へ 下っ て 行く。 

じ ぶん  しごと  かんまん 

9 また， 自分の 仕事に 緩慢で ある こ 
とを 示す 者 一 その 人は 滅びを もたら 
す 者の 兄弟で ある。 

10 エホバの み 名は 強固な 塔。 義 なる 
者は その 中に 走り 迗んで 保護され る。 
11 富んだ 人の 貴重な ものは その 強 

こ  [ザ）  そうぞう 

固な 町。 それらは その 人の 想像の 中で 
保護の 城壁な ので ある。 

12 崩壊に 先立って 人の 心は 高ぶり， 
栄光には 謙遜が 先立つ。 

13 聞かない うちに 返事を するなら， 
それは その 人の 愚か さで あり， 恥辱で 

I 夕） 

ある。 

14 人の 霊は 病苦に 耐える ことが で 

m  う 

きる が， 打ち ひし がれた 霊に ついては， 
だれが こ れを 忍ぶ こと がで きよう か。 

15 理解 ある 者の 心は 知識を 取得し， 
賢い 者たち の 耳は 知識を 見いだ そうと 

つと  [卜） 

努める。 

16 人の 贈り物は その 人の ために 広 
い [道] を 開き， 偉大な 人々 の 前に さえ 
もこれ を 導く。 

17 訴訟に おいて 最初の 者は 義 にか 
なって いる。 その 仲間が 入って 来て， 
必ず 彼を 徹底的に 調べる。 

18  くじは 口論を もと どめ， 力 ある 者 
たちを も 引き離す。 


第 18 章 


ア箴 13:10 
ィ箴 19:19 
ウ箴 10:8 
箴 10:14 
箴 13:3 
伝 10:12 
ェ箴 6:2 
オ レビ 19:16 
力 嫌 26:22 
キ箴 10:4 

ロマ 12:11 

ク箴 28:24 
ケサ I 17:46 
詩 33:21 
コ詩 18:2 
詩 71:3 
詩 91:14 
サ詩 49:6 
箴 10:15 
葳 11:4 
エレ 9:23 


シル カ 12:21 
ス箴 11:2 
ダニ 5:23 
使徒 12:23 


セ箴 15:33 
箴 22:4 
箴 29:23 


ぺテ 1 5:5 
ソ申 17:4 
夕箴 25:8 
チ ヨブ 1:21 


ン箴 17:22 
テ 王 I  3:9 
箴 9:9 
箴 15:14 
卜箴 2:10 
箴 8:10 
ナ創 3 


箴 17: 
二箴 19: 


ネ申 13:14 


サ D  19:26 
箴 25:8 


サ I  10:21 
ネへ 11:1 
箴 16:33 


ハサ I 14:42 


第二 欄 


ア創 27:41 
サ n  13:22 


使徒 15:39 
ゥ箴 12:14 
箴 16:20 
箴 16:26 
エ箴 22:18 
才箴 10:31 
箴 11:30 


力 蔵 16:1 
伝 10:12 
イザ 57:19 


19 違犯を おかされた 兄弟は 強固な 

[ァ）  す  とう 

町を もしの ぐ。 住まいの 塔の かんぬ き 

こうろん  [4 

のよう な 口論 も ある。 

み  はらみ 

20 人の 口の 実に よって その 腹は 満 

(ゥ 1  くちびる さんぶつ 

たされる。 人は 唇の 産物を もって 満た 

[ェ] 

される。 

し  いのち  した  [才） 

21 死 も 命 も 舌の 力のう ちに ある。 そ 

あい  もの  み  た  m 

れを 愛して いる 者は その実を 食べる。 
22  [良い] 妻を 見いだ した か。 その 人 

一  （ク） 

は 良い ものを 見いだ したので ある。 そ 

ぜんい  う  W 

して エホバから 善意を 受ける。 

23 資力の 乏しい 者は 嘆願を 述べる 

[コ）  と  つよ  ちょうし  こた  [サ） 

が， 富んだ 者は 強い 調子で 答える。 

たが  うくだ  とも 

24 互いに 打ち砕こう とする 友 もい 
れ ば， 兄弟より 固く# く 友人 もい る。 

とぼ  ちゅうせい  あゆ 

-I  Q 乏しくても 忠誠のう ちに 歩んで 
いる 者は， 唇の 曲がった 者 や 愚 
鈍な 者に 勝る。 

2 また， 魂に 知識が 欠けて いるのは 
良くない。 足を 急がせて いる 者は 罪を 

m 

おか している。 

ち  おろ  みち 

3 地の 人の 愚か さが その 道を ゆがめ 

W  こころ  じしん 

る。 そのために その 心は エホバ ご 自身 

む  げきど  I テ 1 

に 向かって 激怒す るので ある。 

とみ  おお  とも  くわ たちば  ひく 

4 富は 多くの 友を 加え， 立場の 低い 

もの  ひ  はな  [ナ 1 

者は その 友から も 引き離される。 

いつわ  しょうにん  しょばつ  まぬ が  （二】 

5 偽りの 証人は 処罰を 免れず， うそ 

は  もの  のが  （ヌ） 

を 吐く 者は 逃れられない。 

こうき  もの  かお  なご  おお [ネ） 

6 高貴な 者の 顔を 和める 者は 多い。 
だれもが 贈り 物を する 人の 友と なる。 

キ創 24:67; 箴 12:4; 箴 31:10; 伝 9:9; コ  I  7:2; ク創 29:20; 箴 
19:14; ケ ルツ 4:11; コ ルツ 2:7; 王]！  4:1; ヤコ 5:4; サ創 42: 
7; サ  I  25:10; アモ 8:4; シサ n  15:31; マタ 26:49; スサ I  19:4; 
サ II  1:26; サ n  9:1; 蔵 17:17;  m  27:9;  第 19 章セ箴 15: 
16; 箴 16:8; ヤコ 2:5; ソサ I  25:17; 箴 28:6; マタ 12:37; タホ 
セ 4:6; ヨハ 16:3;  ロマ 10:2; チ箴 1:16; 箴 6:18; ツサ I  13:13; 
王 I  20:42; 箴 5:23; 使徒 13:45; テ 民 16:30; 啓 16:9; 卜箴 14: 
20; ナ ヨブ 19:13; 二 出 23:1; 申 19:19; 蔵 25:18; ヌ王 I  2:9; 
箴 21:28; ネ創 43:11; 箴 16:15;  ノ箴 17:8; 箴 18:16〇 


1057  思慮深い 妻。 子を 打ち 懲らせ。 助言に 聴き 従え  箴言 19: 7 — 26 


7 資力の 乏しい 者の 兄弟は みな 彼を 
憎んだ。 その 身近な 友人たち はなお さ 
ら 遠く 彼から 離れて しまった。 彼は 言 

うべき ことを もって 追い かける が， 彼 

w 

ら はいない。 

8  ~心 を 得る 者は 自分の 魂を 愛して い 

る。 識別力を 守って いる 者は 善を 見い 

【才） 

だすので ある。 

9 偽りの 証人は 処罰を 免れない。 う 
そを 吐く 者は 滅びう せる。 

10 ぜいたくは 愚鈍な 者に ふさわし 
くない。 まして 僕が 君たち を 支配す る 
こと (I  ! 

11 人の 洞察力は 確かに その 怒りを 
遅くす る。 違犯を ゆるす のは その 人の 
美し さで ある。 

12 王の 激しい 怒りは， たてがみの あ 
る 若い ライオンの うなり 声の よう だ。 
しかし その 善意は， 草木の 上に 下りる 

つゆ  （ス） 

露の よう だ。 

13 愚鈍な 子は その 父に とって 逆境 
を 意味し， 妻の 口論は， 人を 追い立て 
る 雨漏りの する 屋根の よう だ。 

14 父祖からの 相続 物は 家と 富で あ 
り， 思慮深い 妻は エホバからの もので 

[チ） 

ある 0 

15 怠惰は [人を] 深い 眠りに 陥らせ， 
緩慢な 魂は A える。 

16 おきてを 守って いる 者は 自分の 
魂 を 守って おり， 自分の 道を 軽んじて 
いる 者は 死に 処 せられる。 

17 立場の 低い 者に 恵みを 示して いる 
人は エホバに 貸して いるので あり， そ 
の 扱いに 対して [禆] はこれ に 報いて く 
ださ I1。 


18 まだ 望みの あるう ちに あなたの 
子を 打ち 懲らせ。 これを 死に 渡す こと 

にあな た の 魂 [の 願望] を もた げて はな 

[ィ 1 

ら ない。 

19 大いに 激怒す る 者は 科料を 負担 
する ことになる。 たとえ [その 人を] 救 

い 出しても， あなたは また 何度もそう 

[ェ） 

する ことになるから である。 

20 助言に 聴き 従い， 懲らしめを 受け 
入れよ。 それは， 将来， あなたが 賢く 
なる ためで ある。 

こころ  けいかく  おお （キ） 

21 人の 心の中に ある 計画は 多い。 し 
かし， エホバの 計り 事が 立つ ので ある。 
22 地の 人のう ちに あって 望ましい 

あい  しんせつ  [ヶ）  しりょく 

ものは， その 愛 ある 親切で ある。 資力 
の 乏しい 者は うそをつく 者に 勝る。 

23 エホバへの 恐れは 命に 向かい， 人 
は 満ち足りて 夜を 過ごし， 悪に 見舞わ 

W 

れる こと もない。 

24 怠惰な 者は 手を 宴 用の 鉢に 隠し 

H?)  かれ  じ ぶん  もど 

た。 彼は それを 自分の 口 もとに 戻す こ 

(V) 

とすら できない。 

25 あざける 者を あなたは 打つべき 
である。 それは， 経験の ない 者が 明敏 

【チ）  り かい 

な 者と なる ためで ある。 また， 理解 あ 
る 者を 戒めるべき である。 その 者が 知 
識を わきまえる ためで ある。 
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第二 欄 

7 ヨブ 14:4 
ロマ 3:10 


めた。 わたしは 自分の 罪から 浄 くな っ 
た」 と言う ことができ ようか。 

10 二種 類の 分銅と 二種 類の エフ ァ 
升一 それは 両者と も エホバに とって 

い  W 

忌むべき ものである。 

しょうねん  おこ 

11 少年は まさに その 行ないに よっ 
て， その 行動が 浄 く， 廉直で あるか ど 
うかを 明らかにする。 

12 聞く 耳と 見る目 一 その 両者と も 
エホバが お造りに なった。 

13 眠りを 愛して はならない。 あな 
たが 貧しくなら ないた めで ある。 あな 
たの 目を 開け。 パンで 満ち足りよ。 

14 「悪い， 悪い！」 と 買い手は 言い， 
そして 去って 行く。 それから， 彼は 自 

ぶん  ほこ  [コ】 

分の ことを 誇る ので ある。 

15 金 も， また 沢山の さんご も ある。 

ちしき くちびる きちょう  うつわ  W 

しかし， 知識の 唇は 貴重な 器で ある。 

16 人が よそ 者の 保証人と なった の 
であれば， その 衣を 取れ。 それが 異国 
の 女の 場合には， 彼から 質 物を 取れ。 
17 偽り [によって 得た] パンは 人泛 快 

【セ） のち  かれ  じゃり  み  ：tv) 

いが， 後に 彼の 口 は 砂利で 満た される。 

18 相 諮る ことによって 計画は 堅く 
立てられる。 巧みな 指導に よって あな 
たの 戦いを せよ。 

19 中傷す る 者と して 歩き回って い 
る 者は， 内密の 話を あらわにし ている。 
自分の 唇に 誘われる 者と あなたは 交友 

も  （テ） 

を 持って はならない。 

イ王 I  8:46; 詩 51:5; 伝 7:20; ヤコ 3:2; ウ箴 16:11; アモ 
8:5; ミカ 6:11; エ箴 11:1: 才詩 58:3; 箴 22:15; マタ 7:17; 
ルカ 1:15; 力 出 4:11; 詩 94:9; 使徒 26:18; エフ 1:18; キ箴 
10:4; ク箴 12:11; ケ箴 14:31; 箴 21:6; ホセ 12:7; コ レビ 
19:13; サ箴 3:15; 箴 8:10; 伝 12:9; エフ 4:29; シ出 22: 
26; 箴 11:15; ス創 38:18; 箴 2:16; 歳 5:3: セ箴 4:17; 箴 
9:17; ソ箴 6:31; 伝 11:9; 哀 3:16: 夕箴 15:22; チ 裁 1:1; 
サ I  18:14; 箴 24:6; ルカ 14:31; ツ レビ 19:16; 箴 11:13; 箴 
25:9; 箴 25:23; テ箴 16:29;  ロマ 16:18。 


人の 心の中の 計り 事は 深い 水の よう  1058 


箴言 19:27—20:19  ふどう 酒 
は， 恥ず べき ことを 行ない， 卑しむ ベ 
きこと を 行なう 子で ある。 

27 我が 子よ， 懲らしめに 聴き 従う こ 
とを やめて みよ。 [そうすれば，] 知識 
のこと ばから 迷い 出る [ことになる]。 

28 どうしよう もない 証人は 公正を 
あざ笑い， 邪悪な 者たち の 口は 有害な 
ことを 呑み 尽くす。 

29 裁きは あざ笑う 者たち のために， 
むち 打ち は 愚鈍な 者た ちの 背の ために 
堅く 定められた。 

9A ぶどう酒は あざける 者で あり， 
^ 酔わせる 酒は 騒がしい。 それに 
よっ て 迷い 出る 者は みな 知恵がない。 

2 王の 怖ろ しさは たてが みのある 若 
い ライオンの うなり 声の よう だ。 その 

h を おかして いる。 

3 人が 抗 論を やめる のは 栄光で あ 
る。 しかし， 愚かな 者は 皆 [それに] 躍 

り [4ゐ。 

4 冬の ゆえに 怠惰な 者は すき 返さな 
い。 その 者は 刈り取りの 時に 物 ごいを 
する ことになるが， 何もない。 

5 人の 心の中に ある 計り 事は 深い 水 
のよう だ。 しかし 識別力の ある 人は そ 
れを くみ 上げる 者と なる。 

6 多くの 人が それぞれ 自分の 愛 ある 
親切を ふれ 告げる。 しかし， 忠実な 人 
を だれが 見い だせ るだろう か。 

7 養なる 者は その 忠誠のう ちに 歩ん 
でい る。 彼の 後の 子ら は 幸いだ。 

8 王は 裁きの 座に つき， 自分の 目で 
すべての 悪を 散ら している。 

9 だれが， 「わたしは 自分の 心を 清 


1 *27 :31 1: -8:7 :36 2 10 :21 ^^ 12 :23 :7 9 :32 ム 17 乂  4 15 1 :34 3:1 :2 8:1 10  7^々：パ1 1:1 :6 6 : 39 13 12 : _00* 12 
9:2 107: 23: 、 彳 2 23: 6,, 19: 10: 2、 14: -n 14: 18: 7:9 I 19: 5:l 24: Hn 18: 2:3 27: rl 12: 7:2 /  11 26: 14: 11 12: 37: ::2 2: 7: 1 3: 72: 16: 


12: 7:2 , 
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創詩箴 ィィ サ箴コ ガエ 箴伝王 エ箴エ テ箴箴 伝ャ箴 箴箴テ 箴箴箴 マル 詩 伝 エヽ、 
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1059  性急な 誓約。 自分の 目に 廉直な 道。 争いを 好む 妻  箴言 20:20—21:13 


じ ぶん  ちち  はは  わざ わ  よ 

20 自分の 父 や 母の 上に 災いを 呼び 

もと  もの W  やみ  ちか 

求める 者， その 者の ともしびは 闇が 近 

け  [イ 1 

づく ときに 消される。 

21 相続 物は 初めは 貪欲に よって 得 
られ るが， その 将来は 祝福され ない。 
22 「悪に 仕返しす るの だ」 と 言って 

W  ま  のぞ （力 1 

はならない。 エホバを 待ち望め。 そう 
すれば， [姓] が あなたを 救って くださる。 

しゅるい  ふんどう 

23 二種 類の 分銅は エホバに とって 

い  [ク】 あざむ 

忌むべき もの， 欺きのは かりは よく 
ない。 

きょうけん  あゆ  （コ） 

24 強健な 人の 歩みは エホバに よる。 
地の 人は どの ようにして 自分の 道を 識 
別で きる だろう か。 

ち  せい  U 

25 地の 人が， 「聖 なる かな！」 と 
性急^: 叫び， 誓約の 後に 調べる [気にな 
る] のは， わなで ある。 

26 賢い 王は 邪悪な 者たち を 散らし 
ており， 彼らの 上で 車輪を 引き回す。 

ち  いき [チ） 

27 地の 人の 息は エホバの ともしび 

はら  いちばん おく  ばしょ 

であり， 腹の 一番 奥の すべての 場所を 

ちゅういぶ か  さが （ツ） 

注意 深く 捜す。 

あい  しんせつ  しんじつ 

28 愛 ある 親切と 真実 一 これが 王を 

あんぜん  まも [テ） 

安全に 守る。 愛 ある 親切に よって [王] 

じ ぶん  おうざ  ささ  (H 

は 自分の 王座を 支えた。 

わかもの うつく  （ガお  もの 

29 若者の 美し さは その 力， 老いた 者 

こうき  しらが  (-) 

の 光輝は その 白髪で ある。 

30 打ち傷は 悪を 擦り落とし， むち 打 
ちは 腹の 一番 奥を も [洗い落とす]。 


王の 心は エホバの 手に ある 水の 

なが  レ】  じ ぶん  よろこ 

流れの よう だ。 ご 自分の 喜びと 


む  [ハ） 

すると ころへ どこへ でも それを 向ける。 

みち  じ ぶん  れんちょく 

2 人の 道は 自分の 目には どれ も 廉直 


である。 しかし エホバは 心を 見定めて 


お られ る。 
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3 義と 裁きを 行なう ことは， エホバ 

ぎ せい  この  (7) 

に とって 犠牲よりも 好ましい。 

まん  そんだい こころ M  じゃあく  もの 

4 ごう 慢な 目と 尊大な 心， 邪悪な 者 


つみ  （ゥ） 

たちの ともしびは 罪で ある。 


きんべん  もの  けいかく  かなら  えき 

5 勤勉な 者の 計画は 必ず 益を もたら 

(エ） せいきゅう  きゅうぼう  む  （才） 

し， 性急な 者は みな 必ず 窮乏に 向かう。 

いつわ  した  たから  え 

6 偽りの 舌に よって 宝を 得る のは， 


し  もと  もの  ば あい [力） ふ 

それが 死を 求める 者たち の 場合， 吹き 

はら  こき  [キ） 

払われる 呼気で ある。 

じゃあく  もの  だつりゃく 

7 邪悪な 者たち による 奪略 そのもの 

かれ  ひ  つ  ゆ （ク）  こうせい 

が 彼らを 引き連れて 行く。 彼らは 公正 


を 行なおうと しなかった からで ある。 

8 人， すなわちよ そからの 者は， [そ 
の] 道が 曲がって いる。 しかし， 浄い者 
は その 行動が 廉直で ある。 

9 争いを 好む 妻 と共にい るよりは， 
屋根の 隅に 住む ほうがよ い。 たとえ そ 

きょうどう  いえ  [ス） 

れが 共同の 家であって も。 

10 邪悪な 者の 魂は 悪い ことを 渴望 

(t)  なかま  かれ  なん 

した。 その 仲間は 彼の 目に あっては 何 

めぐ  しめ  (v) 

の 恵み も 示されない。 

11 あざける 者に 科料を 課す ことに 
よって， 経験の ない 者は 賢くなる。 人 


が 賢い 者に 洞察力を 与える ことによ っ 

ちしき  え [チ) 

て， その 者は 知識を 得る。 

ぎ  かた  じゃあく  もの  いえ  こうりょ 

12 義 なる 方は 邪悪な 者の 家に 考慮、 

はら  （ツ）  くつがえ 

を 払って おられ， 邪悪な 者たち を 覆し 

わざ わ  あ  （テ） 

て 災いに 遭わせる。 

たちば  ひく  ものうった  さけ 

13 立場の 低い 者の 訴えの 叫びに 耳 
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箴言 21:14 — 22:6  歓楽を 愛して いる 者。 良い 名。 少年を 育て上げよ  1060 


を 閉じる 者は， 自分 もまた 呼ぶ が， 答 

[ィ） 

えて もらえない。 

14 ひそかに なされる 贈り物は 怒り 
を 抑え， 懐の わいろは 強い 激怒を [抑 
える]。 

15 義 なる 者に とって 公正を 行なう 
ことは 歓び であり， 有害な ことを 習わ 
しにす る 者たち には 恐ろしい ことが [待 

ラ  [力】 

ち 受けて] いる。 

16 洞察の 道から さまよい 出る 者は， 
まさしく 死んだ 無力な 者たち の 会衆の 
中で 休む。 

17 歓楽を 愛して いる 者は 窮乏に 陥 
る 者と なり， ぶどう酒と 油を 愛して い 
る 者は 富を 得な へ。 

18 邪悪な 者は 義 なる 者の ための 贖 
いで ある。 不実な 行ないを している 者 
は 廉直な 者たち の 代わ りと なる。 

あらそ  この  つま  とも  だ 

19 争いを 好む 妻 と共にい ていら 立 
つよりは， 荒野の 地に 住む ほうが 良い。 
20 望ま しい 宝と 油は 賢い 者の 住ま 

(セ） ぐ どん  の  こ [ソ） 

いに あり， 愚鈍な 者は それを 呑み込む。 

21 義と愛 ある 親切と を 追い求めて 
いる 者は， 命， 義， そして 栄光を 見い 
だ' 

22 賢い 者は 力 ある 者たち の 都市に 
さえ よじ登った。 その 確信で ある 強さ 
を 打ち倒す ためで ある。 

23  口と 舌を 守って いる 者は， その 
魂 を 苦難から 守って いる。 

24 せん 越で， うぬぼれの 強い 自慢 
家， それが せん 越の 憤怒を 抱いて 行動 
している 者の 名で ある。 

たいだ  もの  かつぼう 

25 怠惰な 者の 渴望 そのもの がその 
人を 死に 至らせる。 その 手は 働こうと 
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申 19:18 


キ箴 28:14 
I  29:1 


(7)  かれ 

しなかった からで ある。 26 彼は 一日 
じゅう 切に 渴 望を 示した。 しかし， 義 

もの  あた  なに  さ  ひか  （イ） 

なる 者は 与えて， 何も 差し控えない。 

じゃあく  もの  ぎせい  い 

27 邪悪な 者たち の 犠牲は 忌むべき 

【ウ】  おこ 

もの。 まして， 人が みだらな 行ないと 

とも  たず さ  く  W 

共に それを 携えて 来る とき には。 

しょうにん ほろ  W 

28 うそをつく 証人は 滅びう せる。 し 

き  もの  えいきゅう かた [力） 

かし， 聴いて いる 者は まさに 永久に 語る。 

じゃあく  もの  こうがん  ふ  ま  （キ 1 

29 邪悪な 者は 厚顔に 振る舞った。 し 
か し 廉直な 者は 自分の 道を 堅 く 据える 

(ク） 

者で ある。 

30 エホバに 逆らって は， 知恵 も， 識 
別 力 も， I 十り 事 も ありえない。 

うま  せんとう  そな 

31 馬は 戦闘の 日の ために 備えられ 
る ものである。 しかし 救いは エホバに 

[サ） 

よ •る。 

名は 豊かな 富に も 勝って 選ばれ 
るべき もの。 恵みは 銀 や 金に も 

mio 

2 富んだ 者と 資力の 乏しい 者と が 互 
いに 会った。 それらす ベての 造り 主は 

(V) 

エホバで ある。 

3 災いを 見て 身を 隠す 者は 明敏で あ 

(夕）  けいけん  すす 

る。 しかし， 経験の ない 者たち は 進ん 
で 行って， 必ず 報いを 身に 受ける。 

けんそん  おそ 

4 謙遜 [と] エホバへの 恐れから もた 

けっか  とみ  えいこう  いのち  [ツ） 

ら される 結果は， 富と 栄光と 命で ある。 
5 いばら [と] わなは 曲がった 者の 道 

[テ）  じぶん たましい まも 

にある。 自分の 魂を 守って いる 者は そ 

とお  はな  [卜 1 

れらの ものから 遠く離れて いる。 

しょうねん  ゆ  みち 

6 少年を その 行くべき 道に したが っ 
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15; ヨブ 34:19; 使徒 17:26; 夕出 9:20; 蔵 27:12; チ箴 29: 
1; ツ詩 34:9; 箴 18:12; ヤコ 4:10; テ ヨシ 23:12; ヨシ 23: 
13; 詩 11:6; 卜箴 1:15; 寂 4:15; ヨハ I  5:18。 


1061  むち 棒を 惜しむな。 だまし取る 者は 窮乏に 陥る  箴言 22:7—29 


て 育て上げよ。 彼は 年老いても， それ 

はな  （ィ） 

から 離れないで あろう。 

と  ものし りょく  とぼ 

7 富んで いる 者は 資力の 乏しい 者た 
ちを 支配す る 者と な^， 借りる 者は 貸 
す 人の 僕と なる。 

ふ ぎ  もの  ゆうがい 

8 不義を まいて いる 者は 有害な もの 
を 刈り取る が， その 憤怒の 棒 も 終わり 

むか  （力 1 

を 迎える。 

9 情け深い 目を 持つ 者は 祝福され る。 

かれ  じ ぶん  しょ くもつ  たちば  ひく 

彼は 自分の 食物の 中から， 立場の 低い 
者に 与えた からで ある。 

10 あざける 者を 追い出せ。 口論が 
出て 行き， 争訟と 不名誉が 絶える ため 

[ク） 

である。 

こころ  きよ  あい  もの (ケ） 

11 心の 浄 さを 愛する 者一 その 人の 

くちびる みりょく  とも  （コ） 

唇 の 魅力の ために 王は その 友と なる。 

12 エホバ ご 自身の 目が 知識を 安全 
に 守った。 しかし [裡] は 不実な 者の 言 

鉍 ，され I。 

13 怠惰な 者は 言った， 「外に ラ イオ 
ン がいる！ わたしは 公共 広場の 真ん 

さつがい 

中で 殺害され る！」 と。 

ふか  あな  [ソ） 

14 よその 女の 口は 深い 坑 である。 エ 

きゅうだん  もの  おこ  W 

ホバに 糾弾され る 者は そこに 落ち込む。 

おろ  しょうねん こころ 

15 愚か さが 少年の 心に つながれて 
いる。 懲らしめの むち 棒が それを 彼 か 

とお  ひ  はな M 

ら 遠くに 引き離す。 

16 自分自身に 多くの 物を 与えよう 
として， 立場の 低い 者から だまし取 っ 
ている 者， また， 富んだ 者に 与えて い 

かなら きゅうぼう おちい （卜） 

る 者 も， 必ず 窮乏に 陥る。 

かたむ  かしこ  もの  ことば  き 

17 耳を 傾けて 賢い 者たち の 言葉を 聞 

[ナ]  じ ぶん  こころ 

け。 それは， あなたが 自分の 心を わた 
しの 知識に 用いる ためで ある。 18 あ 

はら  たも （ヌ） 

な たが それら を 腹の うちに 保ち， それら 


が あなたの 唇の 上に 共に 堅く 据えられ 
るなら， それは 快い こと だからで ある。 

19 あなたの 確信が エホバ ご 自身に 置 
かれる ようになる ため， わたしは 今日 
あなたに， ほかならぬ あなたに 知識を 
¥ ぇた。 

じょげん ち 

20 わたしは これまでに 助言と 知 

しき  か  W 

識を もって あなたに 書かな かっ たか。 
21 それは あなたに 真実の ことばの 真 
実 さを 示す ため， すなわち， あなたを 
送り出す 者に， 真実で ある ことばを 返 
すため であった。 

22 立場の 低い 者から， その 立場が 低 
いからと いって 奪い取る ことを しては 
ならない。 また， 苦しんで いる 者を 門 
のと ころで 虐げて はなら なぐ、。  23 エ 
ホ バご自 身が 彼 らの 言い分を 弁護し， 
彼らから 奪い取る 者たち の 魂を 必ず 奪 
い 取られる からだ。 

24 怒り やすい 者の 友と なるな。 激 
怒す る 者と 共に 入って 行って はなら な 
い。 25 その 道筋を 親しく 知る ように 
なって， 自分の 魂を わなに 掛けて しま 

_  (コ） 

うことの ないた めで ある。 

26 手を 打つ 者 や， 貸 鲁の保 fc 人に 立 
つ 者の 中に 入って はならない。 27 あ 
なた に 支払う ものが 何もないなら， ど 
う して その 者が あなたの 下から 寝床を 
取って よいだろう か。 

28 あなたの 父祖たち が 立てた 昔の 
境界を 移して はならない。 

29 あなたは 自分の 仕事に 熟練した 
人を 見た か。 その 人は 王たち の 前に 立 
ち， 凡庸な 人たち の 前には 立たない。 


箴言 23:1—26  富を 追い求めるな。 貪欲な 者  1062 


〇〇 あなたが 座って 王と 共に 食事を 
^ する ことがぁるなら， I 券の 箭 

かんが  (7) 

にある ものを よく 考えるべき である。 
2 そして， あなたが 自分の 魂 [の 願望] 
を 持つ 者で あれば， 自分の のどに 短刀 
を 当てなければ ならない。  3 そのご 
ちそうを 欲しがって はならない。 それ 
は 偽りの 食物 だからで ある。 

4 富を 得ようと 労して はならない。 
自分の 理解 [に 頼る こと] を やめよ。 
5 あなたは 自分の 目に それを 一目 見さ 

なにもの  （力） 

せた のか。 それが 何物で もない のに。 
それは 自 分の ため に 必ず 鷲の ような 翼 
をつ け， 天に 向かって 飛び去る。 

6 目が 寛大で ない 者の 食物で 自分を 
養って はならない。 また， そのごち そ 
うを 欲しがって はならない。  7 彼は 

じぶん たましい  けいさん  もの 

自分の 魂の 中で 計算 した 者の よう だか 
ら である。 「食べなさい， 飲みなさい」 
と， 彼は あなたに 言う。 しかし， その 心 
は あなたと 共には ない ので ある。 8 あ 
なた は 自分の 食べた わずか ばかりの 食 
物を 吐き出す であろう。 あなたは 自分 
の 快い 言葉を 浪費した ことになる。 

ぐ どん  もの  かた  （ス）  かれ 

9 愚鈍な 者の 耳に 語るな。 彼は あな 
たの 思慮深い 言葉を 軽ん ずるからで 

(fe) 

ある 0 

10 昔の 境界を 移して はならない。 
父な し 子の 畑の 中に 入り込ん ではなら 
な 6。 11 彼らを 請け 戻す 方は 強い か 
ら である。 その 方 ご 自身が あなたに 向 

い  ぶん  べんご  （チ） 

かっ て 彼らの 言い分を 弁護され る。 

12 あなたの 心を 懲らしめに， あなた 
の 耳を 知識の ことばに 来させよ。 

13 ほんの 少年から 懲らしめを 差し 控 


第 23 章 


ア創 43:32 


イザ 36:21 
使徒 13:46 


2:2 

5:1 

22:17 


第二 欄 


19:15 


24:34 


えては ならない。 あなたが むち 棒で こ 
れを 打ちた たくなら， 彼は 死なないで 
あろう。 14 あなた 自身が むち 棒で こ 
れを 打ちた たくべき である。 その 魂を 
シェ オルから 救い出す ためで ある。 

15 我が 子 よ， あなた の' X、 が 賢くな っ 
たなら， わたしの 心は， この わたしの 
[心] は歓 ぶであろう。 16 そして， あ 
なた の 唇が 廉直な ことを 語る とき， わ 
たしの 腎は 歓喜す るであろう。 

17 あなたの 心が 罪人を う らや むこと 
が あっては ならない。 ただ, 一日 じゅう 
エホバへの 恐れを 抱いて いよ。 18 そ 
うすれば 将来が あり， あなたの 望みは 
断たれる ことがない。 

19 我が 子よ， 聞いて 賢くな り， あな 
たの 心を 導いて 道に 進ませよ。 

20 ぶどう酒を 多量に 飲む 者 や， 肉を 
むさぼり 食う 者の 仲間に 加わって はな 
ら ない。 21 酔い どれ や 貪欲な 者は 貧 
困に 陥り， 眠気は ただの ぼろ 切れを 人 
に まとわせ るからで ある。 

22 あなたを 誕生 させた 父に 聴き 
従い， ただ 年老いた からといって， 
あなたの 母を さげすん ではなら な 
い。 23 真理を 買え。 それを 売って は 
ならない 一知 恵と 懲らしめと 理解を。 
24  i なる 箸の M 為 箸び に 
い 者の 父と なる 者 も [その子] を歓 ぶ。 
25 あなたの 父と 母は 歓び ，あなたを 産 
んだ [母] は 喜びに 満ちる。 

26 我が 子よ， あなたの 心を わたしに 
向けよ。 あなたの その 目が わたしの 道 

ソ出 20:12; レビ 19:3; 箴 1:8; エフ 6:1; 夕出 21:17; 申 
27:16; 箴 30:11; マタ 15:5; チ ヨハ 8:32; フィ 3:7: ツ箴 
4:5; 箴 16:16; 啓 3:18; テ 王 I  1:48; 歲 10:1; 卜箴 15:20; 
ナ ルカ 11:27。 


1063  アルコール 中毒。 邪悪な 者を うらやむな。 助言者  箴言 23:27—24:13 

を 楽しみと する ように。 27 遊女は 藻 第23 章 識別力に よって 堅く 立てられる ことに 
い坑 ，異国の 女は 狭い 井戸 だからで あ なる。 4 そして， 奥の 部屋は 知識に 

ごうとう  ウ蔑 かち  きちょう こころよ 

る。 28 まさしく， その 女は 強盗の よ 伝 7;26  よって， 価値 ある あらゆる 貴重な 快い 

ま  ぶ  [0]  ふじつ  もの エ民 25:1  み  W 

うに 待ち伏せして， 人の 中に 不実な 者 ^ 10:8 もので 満たされる。 

を 増す。  力 ポ  5 強さに おいて 賢い 者は 壶 健な 人で 

29 災いに 遭って いるのは だれか。 不 あり， 知識の ある 人は 力を 強化して い 

あん  いだ  こうろん  エレ 8:17  ( ェ）  たく  しどう 

安を 抱いて いるのは だれか。 口論を し ヶ詩 ⑽:3 る。 6 あなたは 巧みな 指導に よって 

[す） しんぱい  使徒 28:6  たたか  [才） じょげんしゃ  おお 

ている のは だれか。 心配を している の コ 以ば 戦いを する からで ある。 助言者の 多い 
はだれ か。 理由 もな く 傷を 負って いる ところには 救いが ある [からで ある]。 

にぶ  "2 曾 F  9ft. 1 1  おろ  もの  しん  ちえ  たか 

のは だれか。 目の 鈍く なって いるのは  alls%  7 愚かな 者に とって 真の 知恵は 高す 
だれか。 30 それは ぶどう酒 と共に 長  一 ぎる。 門のと ころで その 者が 口を 開く 

とき  す  もの (力） ま  あ  sfbZAm 

い 時を 過ごす 者， 混ぜ合わせた ぶどう セ 厳 23:17 ことは ない 0 

酒を 捜し出す ために 入って 来る 者たち V^28：3  8 悪を たくらむ 者は， ただ 悪い こと 

(キ）  しゅ  あかいろ  てい  箴 1:1〇  かんが  めいじん  よ  [ク 1 

ではない か。 31 ぶどう酒が 赤色を 呈 夕艺 を 考え出す 名人， と 呼ばれる であろう。 
し， 杯 b 中で きらめきを 放ち， なめら  J  ；5；28  9 愚かで みだらな 行ないは 罪で あり， 

かに 流れる [とき]， これを 見て はなら チ^ あざける 者は 人に とって 忌むべき もの 

お  へび  箴 9:1  (3) 

ない 0  32 それは 終わりには 蛇の よう  蔵 14:1  である。 

【ク）  どく  ぶんぴ  W  -  く なん  じ ぶん  しつぼう 

にかみ， まむしの ように 毒を 分泌す る。 第二 欄  1〇 あなたは 苦難の 日に 自分が 失望 
33 あなたの 目は 奇妙な ものを 見， あな ァ 蔵3: 19  している ことを 明らかにし たか。 あな 

こころ  はな （コ）  イ 王1 10:23  とぼ 

たの 心は ゆがんだ ことを 話す。 34 そ  ま12 たの 力は 乏しくなる。 

して， あなたは 必ず， 海の 真ん中に 横 ゥ ふ  11 死へ 連れ去られる 者たち を 救い出 

もの  ほばしら  伝 7:19  ば  ゆ 

た わって いる 者の ように， 帆柱の てっ I ィザ4 〇:31 せ。 よろめきながら， ほふり 場に 行く 

M  エフ 6:10  かれ  ひ 

べんに 横たわって いる 者の ようになる。 H ふ i1 者たち を， ああ， あなたが [彼らを] 引き 
35 「彼らは わたしを 打った が， わたし 止める ように。 12 あなたが， 「ご覧 
は 病気に ならなかった。 彼らは わたし  I  !s；22  ください， わたしたちは そのこと を 知 

なぐ  使徒 15:6  い  （ス） こころみ 

を 殴った が， わたしは それに 気がつか キ歲 14:6  りませんでした」 と 言っても， 心を 見 
なかった。 わたしは いつ 目覚める こと ク g〗;;」11 定めて おられる 方が それを 見分けられ 

[シ j  す こ  庚 1 9  ♦  *?  (せ）  たましいみ 

だろう。 わたしは さらに それを もう 少  nv 1；30 ないだ ろうか。 また， あなたの 魂を 見 
し 求める であろう」。  ^  5：19 張って おられる 方が [それを] 知り， 地 

夕4' 飲を ぅらゃ むぶ。 綾ら と； : 琴; | の 人に そのは 慰き にしたがって 綠 ゎれな 
^ になる ことを 渴 望して はなら な ^^:44 いだろう か。 
ll  2 緩ら の： は 言 命 くを 黛ぃ M らし， H  13 备が 子ょ， はち ■を 4 べょ 。そ 
彼らの 唇は 難儀を 語りつ づける からで 蔑21:2  れは 良い からで ある。 蜜 ばちの 巣の 甘 

【夕）  ソ ダニ 5:23  うわ  （チ） 

ある。  夕 5 夕 62 ぼ 27 い 蜜が あなたの 上 あごに あるよう に。 

いえ  ちえ  きず  、 [ チ1  ロマ 2:6  - 

3 家は 知恵に よって 築き 上 けられ，  3D  5:10 チ 歳 25:16; 歌 5:1; マタ 3:4。 


箴言 24:14 — 25:2  知恵は 命を 長く する。 悪に 悪を 返さない  1064 


14 それと 同じように， あなたの 魂の た 
めに 知恵を 知れ。 もし あなたが [それ 
を] 見いだ したなら， 将来が あり， あな 
たの 望みは 断たれない。 

15 邪悪な 者と なって， 義 なる 者の 住 
まいを う かがうた めに 待ち伏せ しては 
ならない。 その 休み場を 奪略して はな 
ら ない。 16 義 なる 者は たとえ 七 度 倒 
れて も， 必ず 立ち上が るからで ある。 
しかし， 邪悪な 者たち は 災いに よって 
っ まずく 。 

17 あなたの 敵が 倒れる とき， 歓んで 
はならない。 彼が つまずく とき， あなた 
の 心が 喜ぶ ことのない ように。 18 エ 
ホバが ご覧に なって， それが その 目に 
悪と なり， み 怒りを その 者から 引き戻 

(ク） 

す こ とのない ためで ある。 

19 悪を 行なう 者たち に対して 激こ 
うして はならない。 邪悪な 者たち をう 
ら やんで はならない。 20 悪人に 将来 
はない からで ある。 邪悪な 者たち のと 
もしび は 消される。 

21 我が 子よ， エホバと 王を 恐れよ。 
変化を 求める 者たち と 掛かり合い にな 
るふ。 22 彼らの 災難は 余りに も 突然 
に 起こる ので， 変化を 求める 者たち の 
消滅に だれが 気づ くであろう か。 

23 これらの [ことば] もまた， 賢い 者 
たちのた めの ものである。 裁きに おい 
て えこひいきを する のはよ くない。 

24 邪悪な 者に 向かって， 「あなた 
は義 にか なって いる」 と 言って いる 者 
を， もろもろの 民は のろい 憎み， 国た 
みは 糾弾す る。 25 しかし [これを] 戒 
める 者たち には 快い ことがあり， 彼ら 


には 良い ものの 祝福が 臨む。 26 正直 
な 仕方で 返答して いる 者は 唇に 口 づけ 
す^ 1〇 

27  g 分の 仕事を 戸外で 整え， _ 分の 
ために それを 畑で 用意せ よ。 その後， 
あなたは また， 自分の 家を 築かな けれ 
ばなら ない。 

28 根拠 もない のに 仲間の 者に 反対 
する 証人と なって はならない。 そうす 
るなら， あなたは 自分の 唇に よって 必 
ず 愚か者と なって しまう。  29 「彼が 
わたしに した 通りに， わたし も 彼に し 
よう。 わたしは 各々 に その 行ないに し 
たがって 報いて やろう」 と 言って はな 
らな 11 ^ 

30 わたしは 怠惰な 者の 畑の そばと， 
心の 欠けて いる 者の ぶどう 園の そばを 
通った。 31 すると， 見よ， 一面に 雑 
草が 生えて いた。 いらくさ がその 地面 
を 覆い， その 石垣 も 壊れて いた。 

32 それで， わたしは， わたし 自ら 見 
つめた。 わたしは [それを] 心に 留めは 
じめ た。 わたしは 見て， 懲らしめを 受 
けた。  33 しばらく 眠り， しばらく ま 
どろみ， しばらく 手を こまぬ いて 横た 
わる。 34 すると， あなたの 貧困が 追 
いはぎの ように， あなたの 困窮が 武装 
した 者の ように 必ずやって 来る。 

これら もまた， ユダの 王 ヒゼキ 
ぬ V の S たちが 4 き ¥ した ソロ モ 

しんげん (チ 1 

ンの 箴言で ある。 

2 裡の 栄光は 事を 秘 して おく ことで 

ケ箴 12:11; コ ヘプ 6:8; サ箴 20:4; 伝 10:18; シ箴 19:8; 
ス箴 1:3; 箴 4:13;  m  12:1; セ箴 6:10; ソ箴 10:4; 箴 13: 
4; 箴 23:21;  第 25 章 夕代 n  29:1; マタ 1:10; チ 王 I 
4:32: 箴 1:1; Mt  10:1; 伝 12:9。 


第 25 章 


ア申 29:29 
ロマ 11:33 


k を かき 集める  箴言 25:3—25 

おく  もの  いつわ  みず か  ほこ 

14 贈り物に ついて 偽って 自らを 誇 
る 者は， 雨を 全く 彝 ら せない， 蒸気の 
満ちた 雲 や 風の よう だ。 

15 辛抱強 さに よって 司令官 も 説得 
され， 温和な 舌は 骨を も 砕く。 

16 あなたが 見いだ したのは， はち 蜜 
か。 自分に とって 十分な だけ 食べよ。 
食べ過ぎて， 吐き出す ことに ならない 
ためで ある。 

17 あなたの 仲間の 者の 家に 足を 運ぶ 
のを まれに せよ。 あなたに 飽きが 来て， あ 
な たを 憎む ようにならな いためで ある。 

なかま  もの  たい  いつわ  しょうにん 

18 仲間の 者に 対して 偽りの 証人と し 

しょうげん  せんとうよう  ぼう つるぎ 

て 証言す る 者は， 戦闘 用の こん 棒， 剣, 
鋭く とがった 矢の よう だ。 

19 苦難の 日に 不実になる 者に 対し 
て 抱く 確信は， 折れた 歯， よろ ける 足 
のょぅ 

20 寒い 日ビ 衣を 脱ぐ 者は， アルカリに 
注がれた 酢の ようで あり， 憂う つな 心に 
向かって 歌を うたう 歌うたい のよう だ。 

21 あなたを 憎む 者が 飢えて いるな 
ら， 食べる パンを 与えよ 0 もし 渴 いて 
いるなら， 飲む 水を 与えよ。 22 あな 
たは 彼の 頭の 上に 炭火を かき 集めて い 
るので あり， エホバ ご 自身が あなたに 
報いて くださる からで ある。 

23 北からの 風は 産みの 苦しみを 伴 
うかのよ うに 大降りを もたらし， 秘密 
を [もらす] 舌は 糾弾され た 顔を [もた 

24 争いを 好む 妻 と共にい るよりは， 
屋根の 隅に 住む ほうがよ い。 たとえ そ 

きょうどう  いえ  W 

れが 共同の 家で あ っても。 

25 遠い 地から もたらされる 良い 報 


1065  内密な 事柄を 明かさない。 5 

あり， 王たち の 栄光は 事を 徹底的に 調 
ベる ことで ある。 

3 天の 高さと 地の 深さ， そして 王た 
ちの 心， それは 探りが たい。 

4 銀から 浮き かすを 除け。 そうすれ 
ば， その すべては 精錬され て 出て 来る。 

5 王の 前より 邪悪な 者を 除け。 そう 
すれば， その 王座は 義 そのもの によ っ 

かた  （ク】 

て 堅く 立てられる。 

まえ  じぶん とうと  [ヶ）  えら 

6 王の 前で 白 分を 尊ぶな。 また， 偉 
い 人たち の 所に 立つな。 7  [彼が] あ 
なた に， 「こちらに 来なさい」 と言う 
ほうふ、， あなたの 目が 見た 高貴な 人の 

前で， [彼が] あなたを 卑しめる よりも 

('» 

よいからで ある。 

8 性急に 訴訟を 起こそう として 出て 
行って はならない。 その 終局に おいて 
仲間の 者が あな たを 辱める ことにな っ 
たと き， あなたが どうす るかと いう 問 
題が 生じない ためで ある。  9 あなた 
自身の 言い分を あな たの 仲間の 者に 対 
して 弁護し， 他の 人の 内密の 話を 明か 
しては ならない。 10 聴く 者が あなた 
に 恥を かかせ る ことのない ため， また， 
あな たによ る 悪 I 、報告が 撤回で きな く 
ならない ためで ある。 

11 適切な 時に 話される 言葉は， 銀の 
彫り物の 中の 金の りんごの よう だ。 

12 聴く 耳に 向かって 戒めを 与える 
賢い 者は， 金の 耳輪， 特別な 金の 飾り 

m 

である。 

13 忠実な 使節は， これを 遣わす 者た 

し ■♦うかく  ゆき M りょうき 

ちに とっ て 収穫の 日 の 雪の 涼気の よう 
だ。 彼は 自分の 主人たち の 魂を 回復 さ 

[テ） 

せる からで ある。 
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こく  （ァ）  つか  たましい たい  つめ 

告 は， 疲れた 魂に 対する 冷たい 水の よ 

(ィ） 

うだ。 

じゃあく  もの  まえ 

26 邪悪な 者の 前で よろめく ときの 

ぎ  よご  いずみ  あ 

義 なる 者は， 汚された 泉， 荒らされた 

いど  （ウ） 

井戸で ある。 


27 あまり 多くのは ち 蜜を 食べる の 

W  ひとびと  じ ぶん  えいこう 

はよ くない。 また， 人々 が 自分の 栄光 

さぐ  [才 1 

を 探り出す こと ，それは 栄光だろう か。 

じ ぶん  れい  よくせい  もの  やぶ 

28 自分の 霊を 抑制し えない 者は， 破 

じょうへき  と し  M 

られ た， 城壁の ない 都市の よう だ。 


26 

ない、 匕 


なつ ゆき  しゅうかくき  （キ） 

夏の 雪， 収穫期の 雨の ように， 

えいこう  ぐ どん もの 

栄光は 愚鈍な 者には ふさわしく 


2 鳥に 逃げ去る 理由が あり， つばめ 
に 飛ぶ [理由が ある] ように， 呪い も 真 

こ  W 

の 理由な く しては やって来ない。 

9 ま  [コ 1  M 

3 むちは 馬の ため， くつ わは ろばの 
ため， そして， むち 棒は 愚鈍な 者たち 

せ  （シ 1 

の 背の ために ある。 

4 愚鈍な 者に その 愚か さに したが っ 
て 答えて はならない。 あなた 自身 も そ 
れに 等しい 者と ならない ためで ある。 

5 愚鈍な 者には その 愚か さに した 
がって 答えよ。 彼が 自分の 目から 見て 

かしこ  M 

賢い 者と ならない ためで ある。 

6 物事を 愚鈍な 者の 手に 押し付ける 
人は， [自分の] 足を 切り取って いる 者， 
暴虐を 飲んで い る 者の よう だ。 

7 足の なえた 者の 足が 水を くみ 上げ 
たか。 そうで あれば， 愚鈍な 者たち の 

しんげん  [夕） 

口に も 箴言が ある。 

8 ただの 愚鈍な 者に 栄光を 授ける 者 

と  こ  {チ】 

は， 石の 山に 石を 閉じ込める 者の よう だ。 

9 愚鈍な 者たち の 口に ある 箴言は， と 
げ 草が 酔い どれの 手に 上っ たよう だ。 
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廉 30:22 
伝 10:7 


第二 欄 


ヤコ 3:6 


10 愚鈍な 者を 雇う 者， または 通行人 
を 雇う 者は， すべての ものを 刺し通す 
射手の よう だ。 

じ ぶん  は  もの  もど  く 

11 自分の 吐いた 物に 戻って 来る 犬 
のように， 愚鈍な 者は 自分の 愚か さを 

く  かえ  （ィ】 

繰り返し ている。 

じ ぶん  みず か  かしこ  もの 

12 自分の 目に 自らを 賢い 者と する 
人を 見た か。 彼よりも， 愚鈍な 者の ほ 
うに もっと 望みが ある。 

13 怠惰な 者は 言った， 「道に 若い ラ 
イオンが いる， 公共 広場の 中に ラ イオ 
ン がいる」 と。 

14 扉は 軸で 回転し つづけ, 怠惰な 者 
は 寝い すの 上で [回転し つづける]。 

15 怠惰な 者は 手を 宴 用の 鉢に 隠し 
た。 彼は うみ 疲れて [手] を 自分の 口に 

もど  （冬） 

戻す ことす らしない。 

16 怠惰な 者は 自分の 目に 白ら を，；#、 
慮 ある 返答を する 七 人の 者より も 賢い 
とす！ '。 

17 通りすがりに 自分に 関係の ない 

言い争いに 憤怒す る 者は， 犬の 耳を つ 

(ケ） 

かむ 者の よう だ。 

18 火矢， 矢と 死を 射る 気の 狂った 
者 に似てい るのは， 19 仲間の 者を だ 
まして， 「面白かった ではない か」 と 

い  [サ） 

言った 者。 

20 まきがなければ 火は 消え， 中傷 
する 者が いなければ 口論は 静まる。 

21 炭が おきの ため， まきが 火の ため 
であるよ うに， 争いを 好む 人は 言い争 

W 

いを あおる ための ものである。 

22 中傷す る 者の 言葉は， むさぼる よ 
うにして 呑み込まれる ものの よう だ。 
それは 腹の 一番 奥へ 下っ て 行く。 


1067  自分の 仲間を 戒める。 嘲弄して いる 者に 返答す る  蔵 言 26：23—27：18 


23 悪い 心を 伴う， 熱情に あふれた 
rk 益の かけらに 臺 った 鉍遲 

の ょぅナ L 

24 憎む 者は 唇を 用いて 自分を 気づ 
かれない ようにす るが， 自分の 内には 
欺きを 置く。 25 彼が その 声を 慈しみ 
深い ものにしても， 彼を 信じて はなら 
ない。 その 心には 七つの 忌むべき もの 
が あるから である。 26 憎しみは 欺き 
によって 覆い隠される。 彼の 悪は 会衆 
の 中で あ ら わにされ る ことになる。 

27 坑を 掘り抜い ている 者は その 中に 
落ち， 石を 転がしの けて いる 者一 その 
[石] は その 者のと ころに 帰って来る。 

28 偽りの 舌は， それに よって 打ち砕 
かれた 者を 憎み， へつらう 口は 転覆を 
もた ら す。 

次の 日の ことを 誇るな。 あなた 
し は 一日が 何を 産む かを 知らない 
からで ある。 

2 あなた 自身の 口では なく， よその 
者が あなたを たたえる ように。 あなた 
自身の 唇では なく， 異国の 者が そうす 
るよ つに。 

3 石と 砂の 荷の 重た さ 一 しかし， 愚 
かな 者に よるいら 立ちは その 両者より 

D 二 驚.*、..1' *  .ン .へ 、，ひ”：.‘ イ 

も 重い 0 

4 激しい 怒りの 残酷 さが あり， また 
怒りの 洪水 も ある。 しかし， ねたみの 
前には だれが 立ち 得よう か。 

5 明らかに なされる 戒めは， 隠され 
ている 愛に 勝る。 

6 愛する 者の 負わせる 傷は 忠実で あ 

り， 憎む 者の 口 づけは 懇願され るべき 

【卜） 

もの 0 
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7 満ち足り ている 魂は 蜜 ばちの 巣の 
蜜を 踏みつけ るが， 飢えた 魂には い 
もの もみな 甘い。 

8 自分の 場所から 逃げ去る 人は， 自 
分の 巣から 逃げ去る 鳥の よう だ。 

9 油と 香は 心を 歓ば せる。 魂の 助言 
ゆえの 友の 快 さもそう である。 

10 あなたの 友， また あなたの 父の 友 
を 捨てて はならない。 あなたの 災難の 
日に あなたの 兄弟の 家に 入るな。 近く 
にいる 隣人は 遠く にいる 兄弟に 勝る。 

11 我が 子よ， 賢く あって， わたし 
の 心を 歓ば せよ。 わたしを 嘲弄して い 
る 者に わたしが 返答す るた めで ある。 

12 災いを 見た 明敏な 者は 身を 隠し 
た。 進んで 行った 経験の ない 者は 報い 
を 身に 受けた。 

13 人が よそ 者の 保証人と なった の 
であれば， その 衣を 取れ。 それが 異国 
の 女の 場合には， 彼から 質 物を 取れ。 

14 朝早くから 大声を 上げて 仲間の 
者を 祝福して いる 人， それは その 人の 
呪いと みなされる。 

15 雨の 降り しきる 日に 人を 追い立て 
る 雨漏りの する 屋根と， 争いを 好む 妻 
とには， よく 似た ところが ある。 16 そ 
の 女を 保護す る 者は 風を 保護した こと 
になり， その 右手が 出会う ものは 油で 
ある 0 

17 鉄は まさしく 鉄に よっ て 研がれ 
る。 同じように， ひとりの 人が 他の 人 
の 顔を 研ぐ。 

あんぜん  まも 

18 いちじくの 木を 安全に 守って い 

ケ出 9:20; 詩 57:1; 箴 18:10; イザ 26:20; ヘプ 6:18; ヘプ 
11:7; コ箴 22:3; ぺ テ！！  3:7; サ箴 20:16; シ創 38:18; 伝 
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もの みず か  み  た [7]  じぶん  しゅじん 

る 者は 自ら その実を 食べ， 自分の 主人 
を 守って いる 者は 誉れを 受ける。 

19 水の 中で 顔が 顔に 対応す るよう 
に， 人の 心 も 人 [の 心] に [対応す る]。 

20 シェ オルと 滅び [の 場所] とは 満 
ち 足りる ことがない。 人の 目 もまた 満 
ち 足りる ことがない。 

ぎん  (»)  ろ  きん 

21 るつぼは 銀の ため， 炉は 金の た 

[キ）  さんび  [ク） 

め。 人は その 賛美に よる。 

22 たとえ， 愚かな 者を つき 臼の 中 
で， 砕いた 穀物と 一緒にき ねで 細かく 
突き 砕いた としても， その 愚か さは 彼 
から 離れない。 

23 あなたは 自分の 羊の群れの 様子を 
はっきり 知って おくべき である。 あな 
たの 家畜の 群れに 心を 留めよ。 24 宝 
は 定めの ない 時に 至る まで 存続す る わ 
けでは なく， 王冠 も 代々 いつまでも 存 


続す る わけでは ないから である。 

25 青草は 去り， 新しい 草が 現われ， 
山々 の 草本は 集められた。 26 若い 雄 
羊は あなたの 衣服の ための もの， 雄 やぎ 

はたけ だいか 

は あなたの 畑の 代価で ある。 27 そし 
て， あな たの 食物の ため， あな たの 家の 者 

むすめ  いのち 

の 食物の ため， また あなたの 娘たち の 命 

かて (セ）  じゅうぶん  ちち 

の糧 のために も 十分の やぎの 乳が ある。 

じゃあく  もの  お 

〇〇 邪悪な 者は 追っ手が いないのに 
^  i げ る。 しかし， 義 なる 者たち 

かくしん  み  わか  [夕 1 

は 確信に 満ち た 若 l 、ライオン のよう だ。 

2  土地の 違犯 ゆえに それを [継承す 

きみ  おお  （チ） 

る] 君は 多くな り， 正しい ことにつ い 

ちしき  も  しきべつりょく 

ての 知識を 持つ 識別力の ある 人に よっ 

なが  [ツ] 

て， [君は] 長く とどまる。 

3  [自分は] 資力が 乏しく， しかも 立 
場の 低い 者た ちから だまし取って いる 


きょうけん  あら  なが  しょくもつ のこ 
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い 雨の よう だ。 

4 律法を 捨てて ゆく 者たち は 邪悪な 
者を たたえ， 律法を 守って いる 者たち 

かれ  む  ふる  W 

は 彼らに 向かって 奮い立つ。 

5 悪に ふける 者たち は 裁きを 理解す 
る ことができない。 しかし， エホバを 
求めて いる 者たち はすべ ての ことを 理 
解で き 

6 資力が 乏しくても， 忠誠のう ちに 
歩んで いる 者は， 富んで はいても， [そ 
の] 道の 曲がって いる 者に 勝る。 

7 理解の ある 子は 律法を 守り 行ない， 
貪欲な 者た ちの 友と なる [子] は その 父 

はずかし  [力） 

を 辱める。 

8 利息 や 高利に よって 貴重な ものを 
殖やして いる 人は， 立場の 低い 者たち 
に 恵みを 示す 者の ために それを 集める 

(ク） 

にすぎない。 

9 律法を 聞く ことから 耳を 背けて い 

もの W  いの  い 

る 者 一 その 者の 祈り さ え 忌むべき も 
ので ある。 

10 廉直な 者たち を 悪の 道に 迷い込 

【サ） みず か  あな  お  トン） 

ませて いる 人は 自ら その 坑に 落ち込む。 
しかし， とがのない 人たち は 良い もの 

しょゆう  m 

を 所有す る ことになる。 

11 富んだ 人は _ 分の 目には 賢く 映 
る。 しかし， 識別力の ある 立場の 低い 
者は その 人を 徹底的に 調べ 4。 

12 義 なる 者たち が 歓喜して いると 
きには 美し さが 満ち あふれる。 しかし 
邪悪な 者たち が 立ち上がる とき， 人は 
姿を く らます。 
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伝 10:8; ガラ 6:7; ス申 7:12; 詩 37:11; 詩 37:18; 詩 37: 
37; 詩 84:11; 箴 15:6; セ箴 18:11; イザ 5:21; ロマ 12:16; 
ソ マル 10:21; 夕代 I  15:25; 箴 11:10; チ 王 I  17:3; 箴 29:2。 
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13 自分の 違犯を 覆い隠し ている 者は 
成功し ない。 しかし， [それを] 告白し 
て 捨てて いる 者は 憐れみを 示される。 

14 常に 怖れを 抱いて いる 人は 幸い 
だ。 しかし， 心を 固く している 者は 災 

おちい （ェ） 

いに 陥る。 

15 立場の 低い 民: を 治める 邪悪な 支 
配 者は， うなり 声を 上げる ライオン や 
襲い かかる 熊の よう だ。 

16 真の 識別力を 欠く 指導 4 には 詐 
欺 的 行為 もまた 多い。 しかし， 不当な 

りとく  にく  もの W  じ ぶん  ひ かず 

利得を 憎んで いる 者は [自分の] 日数を 
# ばす。 

17 魂に 関して 血の 罪を 負う 人は 自 
ら坑 へと 逃げて 行く。 人々 は 彼を 捕ら 
えては ならない。 

18 とがな く 歩んで いる 者は 救われ， 
[その] 道の 曲がって いる 者は 直ちに 倒 

(コ） 

れ る。 

19 自分の 土地を 耕して いる 人は パ 

み  た [サ）  むかち  おもと 

ンに 満ち足り， 無価値な ものを 追い 求 
めて いる 人は 貧困に 飽き 足りる。 

20 忠実な 行ないの 人は 多くの 祝福 
を 得， 富を 得ようと 急いでい る 者は 瘸 

ばく  たも  (t) 

白を 保てない。 

よ  (v) 

21 えこひいき をす るのは 良くない。 
強健な 人が た だ 一切れの パ ン のために 
違犯を おかす こと も。 

22 そね む 目を 持つ 人は 貴重な もの 
を 求めて 勇み立つ が， 窮乏が 自分に 臨 
むこと になる のを 知って はいない。 

23 人を 戒める 者は 後に なって， 舌で 
へつらって いる 者よりも 多くの 恵みを 
得る。 

24 父 や 母の ものを 奪い取りながら， 
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い はん  い  もの [ア）  ほろ 

「違犯では ない」 と 言って いる 者は， 滅 
びを もたらす 人の 仲間で ある。 

たましい： そんだい もの こうろん  » 

25 魂の 尊大な 者は 口論を かき 立て， 

たよ  こ  [ウ） 

エホバに 頼る 者は 肥やされる。 

じ ぶん  こころよ  たの  もの 

26 自分の 心に 依り 頼んで いる 者は 

ぐ どん  【エ）  ちえ  あゆ 

愚鈍で あり， 知恵に よって 歩んで いる 

のが  I 才 1 

者は 逃れる ことになる。 

しりょく  とぼ  もの  あた 

27 資力の 乏しい 者に 与えて いる 人 
は 窮乏す る ことがない。 しかし， 自分 
の 目を 覆って いる 人は 多くの のろいを 

う  (キ） 

受ける。 

28 邪悪な 者たち が 立ち上が ると， 人 

み  おおかく  W かれ  ほろ 

は 身を 覆い隠し， 彼らが 滅びう せる と， 
義 なる 者たち が 多くなる。 

〇〇 繰り返し 戒められても， うなじ 
を 固く する 者は， 突然 砕かれて， 

[シ 1 

いやされる ことがない。 

2 義 なる 者が 多くなる と， 民は 歓 び， 

じゃあく  し はい  おこ  たんそく 

邪悪な 者が 支配を 行なう と， 民は 嘆息 

(t) 

する。 

ちえ  あい  ちち よろこ 

3 知恵を 愛して いる 人は その 父を 歓 
ばせ， 遊女を 友と する 者は 貴重な もの 
を i ぼ t。 

こうせい  と ち 

4 王は 公正に よって 土地を 立ち ゆか 
せる。 しかし， わいろを 欲しがる 人は 
それを 打ち壊す。 

とも  [テ) きょうけん 

5 友に へつらって いる 強健な 人は， 

あゆ  あみ  ひろ 

その 歩みの ためにた だ 網を 広げて いる 

[卜） 

ので ある。 

あくにん  いはん  （ナ） 

6 悪人の 違犯には， わなが ある。 しか 

ぎ  もの  かんこ  こえ  よろこ ㈡ 

し義 なる 者は 歓呼の 声を 上げて 喜ぶ。 

力 申 15:7; 詩 41:1; 箴 14:21; 箴 19:17; 箴 22:9; イザ 58: 
7; コ n  9:6; ヘプ 13:16; キ箴 11:26; ク ヨブ 24:4; 葳 28: 
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レ 25:3; サ出 11:10; 代 n  36:13; 詩 75:5; エレ 17:23; シ葳 
6:15; ス王 I  4:20; セ エス 3:15，*  箴 28:15; ソ箴 10:1; 箴 
15:20; 箴 27:11; ルカ 1:14; 夕箴 5:9; 箴 6:26; ルカ 15:13; 
チサ D  8:15; 詩 89:14; イザ 9:7; ツ箴 17:23; テ エフ 4:25; 
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したい 放題に させられ ている 少年。 人に 対する 恐れ 


7 義 なる 者は 立場の 低い 者たち の 申 

し  (7) じゃあく 

し 立てを 知っている。 邪悪な 者は その 
ような 知識を 考慮し ない。 

8 高言を 吐く 者たち は 町を あおり 立 

{0) かしこ  いか  ひ  もど M 

て， 賢い 者たち は 怒りを 引き戻す。 

おろ  もの  さば  かしこ 

9 愚かな 者との 裁きに かかわった 賢 
い 者一 彼は 興奮したり， また 笑ったり 
して， 休みを 得ない。 

10 血に 飢えて いる 者たち はとが め 

にく  [力） れんちょく 

のない 者を 憎む。 廉直な 者たち につい 

かれ  たが  たましい もと  W 

ては， 彼らは 互いの 魂を 求める。 

ぐ どん  もの  じ ぶん  れい 

11 愚鈍な 者は 自分の 霊を さ らけ 出し， 

かしこ  さいご  お だ  たも [ク） 

賢い 者は 最後まで これを 穏やかに 保つ。 

12 支配者が 偽りの 話に 注意を 払っ 
ている ところでは， 彼に 仕える 者は み 

じゃあく  W 

な 邪悪で ある。 

13 資力の 乏しい 者と 虐げる 者と が 

たが  あ  f コ） 

互いに 会った。 [しかし，] エホバは そ 

りょうしゃ  かがや  （サ） 

の 両者の 目 を 輝かせて おられる。 

14 王が 立場の 低い 者たち を 真実を 

さば  [シ I  おう 

もって 裁いて いると ころでは， その 王 

ざ  かた  W 

座は いつまでも 堅く 立て られ る。 

ぼう  いまし  ちえ  あた  (fe) 

15 むち 棒と 戒めは 知恵を 与える。 し 

ほうだい  お  しょう 

かし， したい 放題に させて 置かれる 少 

ねん  はは  はじ  (V) 

年は その 母に 恥を かかせる。 

16 邪悪な 者が 多 くなる と ，違犯が 増 

だい  ぎ 

大 する。 しかし， 義に かなった 者たち 

かれ  ぼつらく  W 

は 彼らの 没落を 見る であろう。 

17 あなたの 子を 打ち 懲らせ。 そうす 
れば ，彼は あなたに 休みを もたらし， あな 

たましい おお  よろこ  あた  m 

たの 魂に 多く の 喜びを 与える であろう。 

まぼろし  たみ  ほういつ  ふ  ま 

18 幻がなければ， 民は 放逸に 振る舞 

(ツ）  りっぽう  まも  もの 

う。 しかし， 律法を 守って いる 者たち 

さい わ  （テ） 

は 幸いで ある。 

19 僕は 単なる 言葉に よって 正され 


(7)  かれ  りかい  ちゅう 

る わけでは ない。 彼は 理解しても， 注 

い  はら  I ィ） 

意を 払っ ていないから であ 名。 

ことば  せいきゅう 

20 あなたは 言葉の 性急な 人を 見た 

[ゥ） かれ  ぐ どん  もの 

か。 彼よりも， 愚鈍な 者の ほうに もっ 

のぞ  w 

と 望みが ある。 

じ ぶん  しもべ  わか  とき  あま 

21 自分の 僕を 若い 時から 甘やかし 

のち  かんしゃ  ねん 

ている と， 後に なって 感謝の念 のない 


22 怒り やすい 者は 口論を かき 立て 

る。 すぐに 激怒す る 者は 多くの 違犯を 

(*) 

おかす。 

23 地の 人の ごう 慢さ そのもの がそ 
の 人を 低く する。 しかし 霊の 謙遜な 人 
は 栄光を とらえる。 

24 盗人の 仲間と なる 者は 自分の 魂を 
憎んで いる。 彼は のろいを 伴う 誓いを 
聞く かも しれない が， 何も 報告し ない。 

25 人に 対する おののきは， わなと な 
る。 しかし， エホバに 依り 頼んで いる 
者は 保護され る。 

26 支配 4 の 顔を 求める 者は 多い が， 
人の 裁きは エホバから 来る。 

27 不正な 人は 義 なる 者たち にと っ 

い  m  みち 

て 忌むべき もので あり， その 道に おい 
て 廉直な 人は 邪悪な 者に とっ て 忌む ベ 
きもので ある。 

ヤケの 子 アグ ルの 言葉， 重みの 
ある イ ティ エルに， すな 
わち イ ティ エルと ウ カルに 強健な 人の 
告げた 言葉。 

2 わたしは 他の だれよりも 道理を わ 
きまえて おらず， 人に ついての 理解を 
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持って いないから である。 3 わたしは 
知恵を 学ばなかった。 最も 聖 なる 方に 
ついての 知識を わた しは 得て いない。 

4 だれが 天に 上って， 降りて 来よう 
と しただろう か。 だれが 両の手の くぼ 
みに 風を 集めた だろう か。 だれが 水を 
マント に 包んだ だろう か。 だれが 地の 
すべての 果てを 起こした だろう か。 そ 
の 者の 名は 何とい うか。 その子の 名は 
何とい うか。 もし あなたが 知っている 
なら。 

5 裡 のこと ばは すべて 精錬され てい 
る。 [拽] は ご 自分の もとに 避難す る 者 
たちの 盾で ある。 6 その 言葉に 何も 
付け加えて はならない。 [姓] が あなた 
を 戒める ことのない ため， あなたが う 
そを つく 者と されない ためで ある。 

7 二つの ことを わたしは あなたに 
願い求めました。 わたしが 死ぬ 前に そ 
れを わたしから 差し控えないで くださ 
い。 8 不 真実と 虚言と を わたしから 
遠ざけて ください。 わたしに 貧し さを 
も 富を も 与えないで ください。 わたし 
のために 定め られた 食物を わた しにむ 
さ ぼり 食わせて ください。 9 それは， 
わたしが 満ち足りて [あなたを] 実際に 
否み， 「エホバとは だれか」 と言う こ 
とのない ため， また， 貧しく なって 実 
際に 盗みを 働き， わたしの 挫の 名を 損 

(ナ 1 

なう ことのない ためです。 

10 僕の ことを その 主人に 向かって 中 
傷して はならない。 彼が あなたの 上に 
災いを 呼び 求める ことのな いため， ま 
た， あなたが 決して 罪科に 問われる こ 
とのない ためで ある。 


11 自分の 父の 上に 災いを 呼び 求め， 
自分の 母を も 祝福し ない 世代が ある。 

12 自分の 目には 浄 いが， 白 分の 糞便 
から 身を 洗わな かっ た 世代が ある。 

13 その 目が， ああ， 非常に 高ぶった 
ものと なり， その 輝く 目が 高く 挙げら 
れ ている 世代が ある。 

14 その 歯が 剣 ，その あ ご 骨が 屠殺 用 
の 刀と なって おり， 苦しんで いる 者た 
ちを 地から， 貧しい 者たち を 人の 中 か 
ら 食い尽く そうとする 世代が あ 
15 蛭には， 「与えよ！  与えよ！」 
[と 叫ぶ] 二人の 娘が いる。 満足す る 
こ とのない ものが 三つ， 「十分 だ！」 
と言っ たことの ない ものが 四つ ある。 
16 シヱ オルと， 拘束され た胎 ，水に 満 
ち 足りた ことのない 地， そして， 「十 
分 だ！」 と 言った ことのな 6火。 

ちち  わら  はは  じゅう じゅん 

17 父を あざ笑い， 母への 従順を さ 
げすむ 目 一 それは 奔流の 谷の 渡りが 
ら すがつ つき出し， 鷲の 子ら が 食い 尽 
くす。 

18 わたしに とって 余りに もく すし 
いものと なった ことが 三つ， いや， わ 
た しが 知 るよう にならなかった ものが 
四つ ある。 19 天の 鷲の 道， 岩の 上の 
蛇の 道， 海の 真ん中の 船の 道， 乙女と 
の 強健な 人の 道で ある。 

20 これが 姦淫を 行なう 女の 道で あ 
る。 その 者は 食べて， 自分の 口を ぬぐ 
い， 「わたしは 何も 悪い ことを しな かっ 

い  (v) 

た」 と 言った。 
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21 三つの ものの 下に あって 地は 動揺 
した。 いや， 四つの ものの 下に あって 
それは 耐える ことができない。 22 王 
として 支配 するとき の奴隸 と， 長物に 
飽き 足りた ときの 分別の ない 者との 下 
にあって。  23 妻と して 所有され る 憎 
まれた 女と， _ 分の 女主 \ を 立ち退か 
せる はしためとの 下に あって。 

24 地の 最も 小さい ものが 四つい る 
が， それらは 本能 的に 賢い。 25 あり 
は 強い 民では ない が， 夏の 間に その 食 
物を 備える。 26 岩 だぬ きは 力 ある 民 
ではない が， 大 岩の 上に その 家を 設け 
る。 27 いなごに 王は ない が， みな 群 
れに 分かれて 進んで 行く。 28 やもり 
とかげは その 手で つかまえ， 壮大な 王 
宮の 中に いる。 

29 歩き 方の しっかり した ものが 三つ， 
いや， 足取りの しっかり した ものが 四つ 
いる。 30 獣の 中で; i も 力強く， 何もの 
の 前から も 引き下がる ことのない ラ イオ 
ン， 31 グレイ ハウンド， または 雄 やぎ， 
そ して， 自分の 民の 兵隊 [を 率いる] 王。 

32 もし あなたが 自分を 高めて 分別を 
欠く 行動を したなら， また， もし [そのこ 
とに] 思いを 定めたなら， 手を 口に [当 
て i]。 33 乳を かき 回す と バターがで 
き， 鼻を 締めつ ける と 出血し， 怒りを 押 
し 出す と 言い争いが 生じる からで ある。 
0-1 王 レム エルの 言葉。 その 母が 矯 
さ 1 f のた め みのぁる 

おんしん (テ） 

音信'。 

2 わたしの 子よ， [わたしは] 何を [言 
おうとして いるの か]。 わたしの 腹の 
子 i ， [わた しは] 何を [言おうと してい 
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るの か]。 わたしの 誓約の 子よ， [わた 
しは] 何を [言おうと している のか]。 

3 あなたの 活力を 女たち に， また あ 
なた の 道を， 王たち をぬ ぐい 去る [も 
の] に 与えて はならない。 

4 レム エルよ， それは 王たち のすべき 
ことでは ない。 ぶどう酒を 飲む ことは 
王の すべき ことでは ない。 また， 「酔わ 
せる 酒は どこに あるの か」 とは， 高官の 
[言うべき ことでは ない]。 5 飲んで， 
布 fe された ことを 忘れ， 苦悩の 子ら の 
言 L ヽ分を 曲げる ことのな いためで ある。 
6 あなた 方は， 滅びう せようと してい 
る 者に 酔わせる 酒を， 魂の 苦しんで い 
る 者たち に ぶどう酒を 与えよ。 7 人 
は 飲んで 自分の 貧し さを 忘れる がよ い。 
もう 自分の 難儀を 思い出さ ぬがよ い。 

8  口の きけない 者の ため， すべて 
去って 行く 者たち のために あなたの 口 
を 開け。 9 あなたの 口を 開き， 正しく 
裁き， 苦しんで いる 者 や 貧しい 者の 言 
い 分を 弁護せ よ。 

N [アーレ フ] 

10 有能な 妻を だれが 見いだ せる だ 
ろうか。 その 価は さんごよりも はるか 

と ラと 

に 貴い。 

][ ベ-卜] 

11 彼女を 所有す る 者の 心は これに 
信頼を 置いた。 そして， 収益に 欠ける 
こ とがない。 

〕 [ギメ ル] 

12 彼女は その 命の 日の 限り， 悪では 
なく， 善を もって 彼に 報い/ •こ。 

1 [ダー レ ト] 

13 彼女は 羊毛と 亜麻を 求めた。 そ 


サ ルツ 3:11; 箴 12:4; 箴 19:14; シ ぺテ I  3:7; ス ぺテ I  3:6。 
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して， 何で あれ その 手の 喜びと なるこ 

いっしょ うけん fcC  j7) 

n  [へ一] 

14 彼女は 商人の 船の ようにな っ 
た。 はるか 遠くから その 食物を 携え 
て 来る。 

1 [ヮ —ゥ] 

15 彼女は また， まだ 夜のう ちに 起 
き， 食物を 家の 者に， 定められた 分を 
若い 女たち に 与える。 


T [ザイン] 

16 彼女は 畑に ついて 考慮し， そして 
それを 手に入れた。 彼女は 自分の 手の 
実から ぶどう 園を 設けた。 

n [へ 一 卜] 

17 彼女は 力を 腰の 帯と した。 その 
腕に 病気を 添える。 

D [テート] 

18 彼女は 自分の 取り引きが 良い こ 
とを^ □っ た。 その ともしびは 夜 も 消え 

(ク 1 

ない。 


n [ヨー ド] 

19 彼女は 手を 糸巻き 棒に 差し出し 
た。 その 手は 錘を つかむ。 

2 [カフ] 

20 彼女は そのたな ごころ を 苦しん 
でい る 者に 差し伸べ， その 手を 貧しい 
者に 差し出した。 

ラ [ラー メ ド] 

21 彼女は 家の 者の ために 雪を 恐れ 
ない。 その 家の 者は 皆， 重ねの 衣を 着 
ている からで ある。 

D  [メ  ーム] 

22 彼女は 自分の ために 上 掛けを 作っ 
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た。 その 衣服は 亜麻と 赤紫に 染めた 羊 

もう  [ア） 

毛で できて いる。 

] [ヌーン] 

23 彼女を 所有す る 者は 門のと ころ 

し  （ゥ） かれ  と ち ねんちょう 

で 知られる 者で ある。 彼が 土地の 年長 
者たち と共に 座る ときに。 

a [サーメ ク] 

24 彼女は 下着を も 作って [それを] 
売り， 帯を 商い 人に 渡した。 

ジ [アイン] 

25 その 衣服は 力と 光輝で あり， 彼女 
は 後の 日を 笑う。 
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D [ペー] 

26 彼女は 自分の 口を 知恵を もって 開い 
ナ こ。 その 舌には 愛 ある 親切の 律' 法が ある。 

2 [ツァー デ ー] 

27  ?路 は I# の^) Wf を鱗っ 
ており， 怠惰の パンを 食べない。 

p  [コーフ] 

28 その子ら は 立ち上がって 彼女を 
幸いな 者と 言った。 彼女を 所有す る 者 
も [立ち上がり]， これを 称賛す る。 

n  [レ'- シュ] 

29 有能 さを 示した 娘は 多くい る。 
しかし あなたは あなたは そのす ベ 
ての 者よりも 優れてい る。 

以 [シーン] 

30 麗し さは 偽りで ある ことがあり， 
美し さもむな しい ものと なる ことがあ 
る。 [しかし，] エホバを 恐れる 女は 自 
分に 称賛を 得る。 

n  [ター ウ] 

31 彼女に その 手の 実を 与えよ。 そ 
の 業が 門のと こ ろで 彼女を 称賛す る も 
のとなる ように。 


伝道の 書 

1 エルサレムの 王 ダビデの 子， 召集 第 1 章 る 碧たち について もそう であ I1。 さら 
丄 者の 言葉。 2 「何とむな しい こと ァ 忘〗; ヨ に その後に 起こる 者たち の 中に おいて 
か！」 と 召集者は 言った， 「何とむな ^1!  8；22 も， 彼らの 記憶は ない。 

しい ことか！  すべては むなしい」。 e 12:10  12 召集者で ある わたしは， エル サレ 

3 人が 日の 下で 骨折って1 働く そのす ベ ェ B な 4 ムで イスラエルを 治める 王であった。 
ての 骨折りに 何の 益が あろう。 4 代は 才^^ f 13 そして， 天の下で 今までに 行なわれ 
去り， 代は 来る。 しかし， 地は 定めの ^%2：55:2 たす ベての 物事に 関し， 知恵を 求めて 
ない 時に 至る まで 立ちつ づける。 5 そ  3-  6:27 探究し ようと 心に 定めた。一 拽が 人間 
して， 日 もまた 輝き 出， そして 日は 没し  の 子ら に 与えて 携わらせた， 災いの 多 

た。 それは 自分の 輝き 出る 場所へ， あ  い 営み [に関して] である。 14 わたし 

え ぎな が ら来 るので ある。  ユ^^^1 は 日 の 下で 行なわれる あら ゆる 業を 見 

6 風は 南に 進み， 循環して 北に 向か  2  !!49:90 たぶ， 見よ， すべては むなしく， 竄を 
う。 絶えず 循環を 繰り返し なが 風 サ 創8:22  蓋うよう な もので あっ 

(セ） かえ  詩 19:6  ま 

は その 循環に 帰って ゆく。  '>2^  15 曲がって いるものは， まっすぐに 

7 冬の 奔流は みな 海に 出て 行く が， ス =55 する ことは できない。 欠けて いるもの 
それでも 海が 満ちる ことは ない。 冬の は， 歸蓮 I： える ことは できない。 16 わ 
奔流は その 出て 行く 基 請へ， そこへ S っ 夕 5』° 冗 たしは， わたしみ IT ら^1 に i っ# 憂った， 
ては 出て 行く ので ある。 8 すべての 「見よ， わたしは， わたしより 筅に エル 

ものごと  つか  しょう  ir)  イザ 55:10  ち え 

物事は 疲れを 生じさせる。 だれも それ _ ァモ 5:8 サ レムに いただれ よりも 大いに 命 恵を 

た  テ 伝 12:12  法  くわ （コ）  ひじょう  おお 

について 語る ことは できない。 目は 見 卜康 27:2〇  増し 加え， わたしの 心は 非常に 多くの 

みた  （卜 I  き  fc  4:8  夂 しき  [サ）  っ 

る ことに 満ち足りず， 耳 も 聞く ことか ナだ ^〖:21 知恵と 知識を 見た」。 17 次いで， わた 

(ナ）  一 to ぶ 15  ちえ,  う*  ース 

ら 満たされは しない。  9 あるよう に ヌ g 匕22 しは 知恵を 知り， 狂気を 知ろう ど 心を 
なった もの， それが あるよう になり， 行 ） ■二5 高【|， そして 感荇 を 知る ことに なった 

なわれ たもの， それが 行なわれ るよう - #， これ もまた S を 造うよう な もので 

になる。 したが マて， 日の 下には 新し ァ伝二 6 あ^!1。 18 岛惫 の 為ち あふれる ところ 
いものは 何もない。 10 「これを 見よ。 ィ‘ザ 9.45。:6 には， いら 立ちが 満ち あふれ ぶ。 した 
それは 富し ぃ」 と备 ぇる S が 難す る ^；；；- がって， 鏽を邊し 茄ぇる 碧は i みを 
だろう か。 それは 定めの ない 時に わ し 増し 加える ので あ 
たって 既に 存在して おり， 存在す るよ 伝7:25  - 

伝 8:16 

ス  / ザ チ p  I  ^  -b  レ/ A  オ仨  キ詩 39:5; 伝 2:11; 伝 2:26; 伝 6:9; ルカ 12:15; ク創 8: 

つに なった ものは， わたしたちよりも 才 21: 王 t  22:43; 伝 4:1; ダニ 2:44;  ロマ 8:20: ヶ 詩 15:2; 詩 
、丄  } 爪 マ •士^  If  力 詩 39.6  77:6; 歲 2:10; 蔵 15:28; マタ 12:35; コ創 14:18; 代 n  1:12; 

刖の 時代 か り あったの である 0 11 先 伝 2:18 伝2:9; サ王 I  3:28; 王 I  4:29; 代 n 1:10; 蔵2:6; 歳8: 10; 
- _  ひ ■とび, と  _  -1^. ， 上 ，  JL  伝 8:9  シ伝 2:12; 伝 9:3; ス伝 2:3; 伝 7:25; 伝 10:1; セ 伝 2: 

の 時代の 人々 の 記憶は ない 0 後に 起こ  伝 9:3  11; 伝 2:26; ソ伝 2:15; 伝 7:16; コ I  3:20; 夕伝 12:12。 
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2 わたしは， わたし 自ら 心の中で 

い  ：ア）  き  よろこ [イ） 

言った， 「さあ， 来なさい。 歓び 
を もって お前を 試そう。 また， 良い こ 
とを 見よ」 と。 だが， 見よ， それ もま 
たむな しい ことであった。  2 わたし 
は 笑いに 向かって， 「狂気 だ！」， 歓 
びに 向かって， 「これは 何を している 
のか」 と 言った。 

3 わたしは ぶどう酒で 自分の 肉体を 
元気 づける ことにより， 心を 用いて 探 
究 した。 そうしながら も， わたしは 知 
恵に よって 自分の 心を 導く のであった。 

それは， 人間の 子ら がその 命の 日数の 
間に 天の下で 行なう ことに， 彼らに 
とって どれほどの 良い ことがあ るかを 
見る ことができる ようにな るまで， わ 
た しが 愚行を とらえて 置く ためで あっ 
た。 4 わたしは より 大きな 仕事に 携 
わった。 自分の ために 家々 を 建て， 自 
分の ためにぶ どう 園を 設けた。 5 自分 
のために 園 や 庭園を 造り， その 中に あ 
ら ゆる 種類の 果樹を 植えた。 6 自分 
のために 水の 溜め池を 作った。 それに 
よって， 樹木の 生え 出る 森林に 水を 注 
ぐた めであった。 7 わたしは 下男 やは 
しため f 得， 家の 者の 子ら を 持つ よう 
になった。 また， 畜類， すなわち 非常に 
^ くの 牛 や 羊を 持つ ようになった。 わ 
たしより 先に エルサレム にいた 者す ベ 


てに 勝って である。 


わた しは また， 


自分の ために 銀 や 金を， そして 王たち 
と 管轄 地域に 属する 特殊な 財産を ため 
た。 わたしは 自分の ために 男の 歌うた 
いや 女の 歌うたい たち， また 人間の 子 

むじょう  よろこ [ナ）  しゅくじょ 

らの 無上の 喜び， つまり 淑女， 淑女た 


•の 価値  伝道 2：1—14 

ちを も 設けた。  9 そして わたしは， わ 
た しより 先に エルサレムに いただれ よ 
りも大 いなる 者と なり， 増し 加わった。 
しかも， わたしの 知恵は わたしの もの 
と してと どま っ たので ある。 

じ ぶん  ねが 

10 そして， わたしは 自分の 目が 願い 
求める ものは 何物を も それから 遠ざけ 
なかっ/ •こ。 わたしは 自分の 心から どん 
な歓 びを も 差し控えなかった。 わたし 
の 心は， わたしの すべての 骨折りの ゆ 
えに 喜びに 満たされ たからで あ 4>。 こ 
れ はわた しのす ベての 骨折りに よる わ 
たしの 分と なった。 11 そして わたし 
自身， 自分の 手の 行なった すべての 業 
と， 成し遂げよ うとして 自ら 骨折って 
働いた その 骨折りを 振り返って 見た が， 
見よ， すべては むなしく， 風を 追うよ 
うな もので あり， 日の 下には 益と なる 
ものは 何もなかった。 

12 そして わたしは， わたし 自ら 知恵 
と 狂気と 愚行を 見ようと して 振り 向い 
た。 というのは, 王の 後に 入って 来る 地 
の 人に 何が できよう か。 人々 が 既に 行 
なった こと [だけ] ではない か。 13 そ 
して わたしは， わたし 自ら 愚行よりも 
知恵に 多くの 益が あるのを 見た。 それ 
は 闇よりも 光に 多くの 益が あるのと 同 
じで あ I。 

14 賢い 者に ついては， その 人の 目は 
頭の 中に ある。 しかし， 愚鈍な 者は 全 
くの 闇の 中を 歩いて いるので あ i。 そ 
して わたしは， わたしもまた， それらす 
ベて が 迎える 一つの 終局が あ る ことを 


H 詩 王 歌 歌 エネ 歌 詩 エサ 王 創 創 創 エ王王 王 王 代代 王 王 サ歌  第 王 歌 王 王 伝 故 
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知る ようになった。 15 そして， わた 

みず か こころ  い  M  ぐ どん  もの W 

し 自ら 心の中で 言った， 「愚鈍な 者が 
迎える あのような 終局を わたし も， こ 
の わたし も 迎える ことになるの だ」 と。 
では， なぜ， わたしは あの 時 あれ 程 ま 

かしこ  [才 1 

でに 賢く なった のか。 そして わたしは 
心の中で 語った， 「これ もまた むなし 
い」 と。 16 賢い 者 も 愚鈍な 者と 同じ 
く， 定めの ない 時に 至る まで 記憶され 
る ことは ないから である。 既に やって 
来る日々 のうちに， すべての 者は 必ず 
忘れ去られる。 そして 賢い 者は どのよ 
うにして 死ぬ のか。 愚鈍な 者 と共にで 
ある 0 

17 そして， わたしは 命を 憎んだ。 日 
の 下で 行なわれた 業は， わたしの 見地 
からは 災いの 多い もので あり， すべて 
はむな しく， 風を 追うよう な もの だっ 
たからで ある。 18 そして， わたしは， 
わたし 自ら 日の 下で 骨折って 働き つづ 

(ザ） 

けた わたしの すべての 骨折り， すな わ 
ちわた しの 後に 起こる 人の ために 残す 
ことになる ものを 憎んだ。 19 しかも， 
その 人が 賢 I ゝ者 となる か 愚かな 者と な 

し  （ス） 

るかを だれが 知っていよう。 それでも 
彼は， わたしが そのために 骨折って 働 
き， そのために 日 の 下で 知恵を 用 いた， 
わたしの すべての 骨折りを 支配す るよ 
うになる ので ある。 これ もまた むなし 
い。  20 そして わたし 自ら， わたしが 
日の 下で 骨折って 働いた そのす ベての 
骨折りに ついて， わたしの I 心を 絶望 さ 
せようと して 振り向いた。 21 自分の 
骨折り に 知恵と 知識と 熟練を 示した 人 
がいる が， その 人の 分は そのような こ 


使徒 14:17 
キ詩 145:16 


とのた めに 骨折って 働いた ことのない 
人に 与えられて しまう からで ある。 こ 
れ もまた むなしく， 大きな 災いで ある。 

22 人は 日の 下で ‘ 折って 働いて い 
る そのす ベての 骨折り と 心の 奮闘に 対 
して， いったい 何を 得る ことになるの 
であろう か。  23 そのす ベての 日の 
間， その 営みは 痛みと いら 立ちを 意味 
U また 夜の 間 も その 心は 休まる こと 
がない。 これ もた だむな しい。 

24 人に とって， 食べ， まさしく 飲 
み， 自分の 骨折りに よって 魂に 良い も 
のを 見させる ことに 勝る ものは 何もな 
い。 これ もまた わたしは， わたし 自ら 
見た。 これが [まことの]® のみ 手から 
であるのを。 25 というのは， だれが 
わたしより 良い ものを 食べたり， 飲ん 
だり する であろう か。 

じぶん  まえ  ぜんりょう 

26  [进] は ご 自分の み 前に あって 善良 
な 人に， 知恵と 知識と 歓び とを お与え 
になった。 しかし 罪人には， [まことの] 
裡 のみ 前に あって 善良な 者に ただ 与え 
るた めに， 集めたり 寄せ集めた りする 
仕 拿 を お与えに なった。 これ もまた む 
なしく， 風を 追うよう な ものである。 
〇 何事に も 定められた 時が ある。 天 
^ の 下の すべての 事には 時が ある。 
2 誕生の ための 時が あり， 死ぬ のに 時 
が ある。 植える のに 時が あり， 植えら 
れ たものを 根 こ ぎに する のに 時が あ 
る。 3 殺す のに 時が あり， いやす のに 
時が ある。 崩す のに 時が あり， 建てる 
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\ 間と 獣の 終局  伝道 3：4—21 

ない。 それから 取り去るべき もの も 何 
もない。 [まことの]® がそれ を 造られ 
たので ある。 それは， 人々 が [挫] の ゆ 
えに 恐れる ためで ある。 

15 あった もの， それは [前から] 既に 
あった ので ある。 あるよう になる もの 
は 既に あった ので ある。 [まことの] & 
ご 自身が， 追われる ものを 自ら 求めつ 
づけ I 

16 そして， わたしは さらに 日の 下で， 
公正の 場に 邪悪が あり， 義の 場に 邪悪 
が あるのを 見た。 17 わたしは 心の中 
で 自ら 言った， 「[ま ことの] 姓は 義な 
る 者を も 邪悪な 者を も 共に 裁かれる。 
そこには すべての 事に， またす ベての 
業に 関して 時が あるから である」 と。 

18 わたしは， わたし 自ら 人間の 子ら 
に関して 心の中で 言った。 [まことの] 
拽は 彼らを 選び 分けよう として おられ 
る。 それは， 彼らが 自分 も 獣で ある こ 
とを 悟る ためで ある， と。 19 人間の 
子ら に関して も 終局が あり， 獣に 関し 
て も 終局が あり， これらは 同じ 終局を 
迎える からで ある。 一方が 死ぬ ように， 
他方 も 死ぬ。 皆た だ 一つの 霊を 持って 
おり， したがって 人が 獣に 勝る ところ 
は 何もない。 すべては むなしい からで 
ある。 20 皆 一つの 場所へ 行く。 それ 
はみ な 塵から 出た ものであって， みな 

かえ  （チ）  にんげん  れい 

塵に 帰って ゆく。 21 人間の 子ら の 霊 
は 上に 上って 行く のか， また 獣の 霊は 


(■詩 83:18; 力 詩 141:9; 詩 142:6;  ロマ 8:28; キ王 I  21:10; 

82:2; 詩 94:21; イザ 59:14; ミカ 7:3; マタ 26:59; ク伝 
1:16; ケ伝 12:14; マタ 25:32; ヨハ 5:29; 使徒 17:31; ロマ 
2:6; コ II  5:10; コ啓 11:18; 啓 20:3; サ創 3:19; ヨブ 14:1; 
!f  49:20; 詩 73:22; ぺテ n  2:12; シ ヨブ 14:10; 詩 39:5; 詩 
49:12; ス詩 89:48; セ 創 7:22; 民 27:16; 詩 104:29; 伝 12: 
ソ伝 9:10; 夕創 2:7; チ 創 3:19; ヨブ 10:9; ヨブ 34: 
詩 104:29; 伝 12:7; ダニ 12:2。 
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(7)  な  とき  [ィ） 

のに 時が ある。 4 泣く のに 時が あり， 
笑う のに 時が ある。 泣き叫ぶ のに 時が 
あり， 跳び 回る のに 時が ある。 5 石 
を 投げ捨て るのに 時が あり， 石を 集め 
るのに 時が ある。 抱擁す るのに 時が あ 
り， 抱擁を 控える のに 時が ある。 6 捜 
すのに 時が あり， 失った ものと して あ 
きらめる のに 時が ある。 保つ のに 時が 
あり， 捨てる のに 時が ある。 7 引き裂 
くのに 時が あり， 縫い合わせ るのに 時 
が ある。 黙って いるのに 時が あり， 話 
すのに 時が ある。 8 愛する のに 時が 
あり， 憎む のに 時が ある。 戦いの ため 
の 時が あり， 平和の ための 時が ある。 
9 骨折って 働いた からといって， その 
者に どんな 益が あろう。 

10 わたしは# が 人間の 子ら に 携わ 
ら せようと して お与えに なった 営みを 
見た。 11 [拽] はすべ てのものを その 
時に かなって 美しく 造られた。 定めの 
ない 時を さえ 彼らの 心に 置き， [まこ 
との] 神の 行なわれた 業を， 人間が 始 
めから 終わりまで 決して 見いだ す こと 
がで きないよ うにされ た。 12 わたし 
は， 人の 生きて いる 間に 歓 び， 良い こ 
とを する 以上に 彼らに とって 良い もの 
は 何もない ことを， 13 また， 人は み 
な， 食べ， まさしく 飲み， そのす ベて 
の 骨折りに よって 良い ことを 見るべき 

し  レ 1 

であるのを 知る ようになった。 それは 
裡の 賜物な ので ある。 

14 わたしは， [まことの]# が 造られ 
るすべ てのもの， それは 定めの ない 時 
に 至る まで 存続す る ことを 知る ように 
なった。 それに 加えるべき ものは 何も 


6 18 4  9 59: 0: 4 
30 : 22 : 32 : 64 : ザレ 1  5 : 1  : 9 
蔵 啓 申 詩 ィエ 啓 伝 
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地に 下って 行く のか， 一体 だれが これ 
を 知っている であろう か。 22 そして， 
わた しは 人が その 業を 歓 ぶこと に 勝る 

なに  （ィ 1  かれ 

ものが 何もない のを 見た。 それが 彼の 
分 だからで ある。 というのは， だれが 
その 人を 携え 入れて， 彼の 後に 起こる 
ことを 見せて くれる であろう か。 

A そして， わたしは 日の 下で 行なわ 
れ ている すべての 虐げの 行為を 見 
ようとして 自ら 引き返した。 すると， 
見よ， 虐げられ ている 者たち の 涙が あ 
る。 しかし， 彼らには 慰めて くれる 者 
がいなかった。 彼らを 虐げる 者たち の 
側には 力が あった。 それで 彼らには 慰 
めて く れる 者が いなかった ので ある。 
2 そして わたしは， なお 生き長らえて 
いる 生きて いる 者よりも， 既に 死んで 
しまった 死者に 祝いを 述べた。  3 し 
たがって， その 両者よりも 勝って いる 
者は， まだ 存在して いない 者， 日の 下 
で 行なわれ ている， 災いの 多い 業を 見 
ていない 者な ので ある。 

4 そして， わたし 自らす ベての 骨折 
りと 業に おける あらゆる 熟練と を 見た。 

たが  たい  たいこう しん  いみ 

そ れが 互い に対する 対抗 心を 意味す る 

[サ）  かぜ  お 

のを。 これ もまた むなしく， 風を 追う 
ような ものである。 

ぐ どん  もの  【シ）  じ ぶん 

5 愚鈍な 者は 手を つかねて， 自分の 

み  にく  た  I ス 1 

身の 肉を 食べて いる。 

6 一握りの 憩いは， 二 握りの 骨折り 
と 風を 追う ことに 勝る。 

7 わたしは 日の 下に おける むなし さを 
見ようと して 自ら 引き返した。 8 —人 

もの  ふたり め  [ソ1 

の 者が おり， 二人目の 者は いない。 ま 
た 息子 も 兄弟 も 彼には いない。 しかし， 


第 4 章 
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そのす ベての 骨折りに 終わりは ない。 
また， その 目 も 富に 満ち足りる ことが 
ない。 「そして， だれの ために わたし 
は 骨折って 働き， わたしの 魂に 良い 物 

尤  [ィ） 

を 得させないで いるの か」。 これ もま 
たむな しい ことで あり， それは 災いの 
多い 営みで ある。 

9 二人は 一人に 勝る。 彼らは その 骨 
折り に対して 良い 報いを 得る からで あ 
る。 10 もしも そのうちの 一人が 倒れ 
るなら， 他方の 者が その 仲間を 起き 上 
がらせる ことができ るからで ある。 し 
かし， 倒れる 者が ただ 一人で， これを 
起き上がらせる 他の 者が いないなら ど 
うなる であろう か。 

11 さらに， 二人が 一緒に 横になる な 
ら ，確かに 暖かくなる。 しかした だ 一人 
では， どうして 暖かく して いられる で 
あろう か。 12 そして， だれかが 一人 
だけの 人を 打ち負かす ことができ ると 
しても， 二人が 一緒に なれば， これに 
立ち向かう ことができる。 それに，.: 弯 
つより の 綱は 素早く 断ち切る こと はで 
きない。 

13 貧しくても 賢い 子供は， 年を取 っ 
ている にもかかわらず 愚鈍で， さらに 
警告を 受ける ほど 事を 知る に 至らな 

まさ 1¢)  かれ  ち 

かった 王に 勝る。 14 彼は その 王の 治 
世には 資力の 乏しい 者と して 生まれた 
のに， まさしく 獄屋の 中から 出て 行っ 
て 王と なった からで ある。 15 わたし 
は 日の 下で 歩き回って いるすべ ての 生 
ける 者を 見た。 そのもう ひとりの 代わ 
り に 立つ， その 次の 字 ■供が [どう なる か 
を]。 16 すべての 民には 終わりが な 
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い。 それらす ベての 者たち の 前に 彼は 
いたので ある。 また， その後の 民が 彼 
のこと を歓 ぶこと もない。 これ もまた 
むなしい ことで あり， 風を 追い求める 
ような もの だからで ある。 
r  [まことの] 裡の 家に 行く ときには 
w いつでも あなたの 足を 守れ。 愚鈍 
な 者たち がする よう に 犠牲を ささげる 
よりは， 聞く ために 近寄れ。 彼らは 悪 
いこと を 行なって いる ことに 気づいて 

[キ 1 

いないから である。 

2 自分の 口に 関して 自分を せき 立て 
ては ならない。' 5 に関しては， [まこ 
との]® の 前で こ れに 性急に 言葉を 出さ 
せて はならない。 [まことの] 裡は 天に 
おられ， あなたは 地に いるから である。 
それゆえに， あなたは 言葉を 少なく すべ 
きで ある。 3 夢は 多くの 営み ゆえに， 
愚鈍な 者の 声は 多くの 言葉 ゆえに 必ず 
やって来 るからで ある。 4 迚に 誓約 
を 立てる ときには いつでも それを ため 

は  W  ぐ どん  もの  よろこ 

ら わずに 果たせ。 愚鈍な 者たち は 喜ば 
れ ないから である。 誓約す る ことは 果 
たせ。 5 誓約して 果たさない よりは， 
誓約し ないほうが 良い。 6 あなたの 
口が あなたの 肉体に 罪を 犯させる こと 
が あっては ならない。 また， み使いの 
前で， それは 間違いでした， と 言って 
はならない。 どうして [まことの]® 力< 
あなたの 声の ために 憤り， あなたの 手 
の 業を 破壊 してし まう ことが あってよ 
いだろう か。 7 多くの [営み] の ゆえ 
に 夢が あり， また， むなしい ことと 言 
葉が 多く あるから である。 ただ， [まこ 
との] 拽を 恐れよ。 


8 資力の 乏しい 者が 虐げられたり， 
管轄 地域で 裁き や義が 奪い取 られ たり 
する のを 見ても， その 事で 驚き 惑って 
はならない。 その 高い 者よりも さらに 
高い 者が 見張って おり， また 彼らより 
も 高い 者たち がいる からで ある。 

9 さらに， 地の 益は 彼らす ベての 中 
にあり， [彼らは] 畑の ために 王に 仕え 
たので ある。 

10 ただ 銀を 愛する 者は 銀に 満ち 足 
りる ことなく， 富を 愛する 者は 収入に 
[満ち足りる ことがない]。 これ もまた 
むなし^1。 

11 良い 物が 多くなる と， これを 食 
ベる 者 も 必ず 多くなる。 そして， これ 
を 所有す る大 いなる 者には， 自分の 目 
で [それを] 見る こと 以外に 何の 益が あ 

ろず。 

12 仕える 者の 眠りは， 自分の 食べる 
分が 少ない か 多 いかに かかわ りなく 甘 
^ヽ。 しかし， 富んだ 者の 豊富 さは これ 
に 眠りを 許さない。 

13 わたしが 日の 下で 見た 厳しい 災 
いが ある。 富は それを 所有す る大 いな 
る 者に とって， その 人 自身の 災いの た 
めに 保たれて いるので ある。 14 そし 
て， その 富は 災いの 多い 営みの ために 

ほろ  （ス）  じ ぶん  まった  なに 

滅びう せ， その 人は 自分の 手に 全く 何 
もない ときに 子の 父と なった。 


15 人は 母の 腹から 出た ときと 同じ 

はだか  さ  ゆ  (v)  き 

ように， また 裸で 去って 行く。 来たと 
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きと 同じで ある。 その 骨折りに 対して， 
自分の 手に 携えて ゆける ものを 何一つ 
運び去る ことは できない。 

16 そして， これ もまた 厳しい 災い 
である。 人は その 来た 通りに 去って 行 
く。 それで， 風の ために 骨折って 働きつ 
づける 者に どんな 益が あろう。 17 ま 
た， その 者は 毎日 まさしく 闇の 中で 食 
ベ， 多くの いら 立ち， 身の 病気， さら 
に， 憤り [を 感じる 理由] がそれ に 伴う。 

みず か  さいぜん 

18 見よ， わたしが 自ら 見た 最善の こ 
と， すなわち 麗しい ことは， [まことの] 

あた  いのち  ひ かず あいだ 

裡が 人に お与えに な った 命の 日 数の 間， 

た  の  した  ほねお  はたら 

人が 食べ， 飲み， 日の 下で 骨折って 働く 
そのす ベての 骨折りに よって 良い こと 
を 見る ことで ある。 それが その 人の 分 
だからで ある。 19 また， [まことの] 
裡は 富と 物質の 所有物と を 与えた すべ 
ての 人に， それから 食べ， 自分の分を 
持ち去り， 自分の > 折りを 歓 ぶこと を 
も 可能に された。 これが 拽の 賜物な の 
である。 20 その 人が 自分の 命の 日を 
覚える ことは 度々 ある ことでは ないか 
ら である。 なぜなら， [まことの] 裡は 
[その 人を] その上、 の歓 びに 専念 させて 
おられる からで ある。 
p わたしが 日の 下で 見た 災いが ある 
D が， それは 人の 間で しばしば 起こ 
る ことで ある。  2  [まことの]# が 富 
と 物質の 所有物と 栄光を お与えに な 

(コ）  じぶん たましい  ほ  おも 

り， 自分の 魂の ために， 欲しい と 思う 
ものに 少しも 不自由し ていない 人が い 
る。 それ にもかかわらず， [まことの] 
迚 は， ただの 異国の 者が それを 食べる 
ことは あっても， 本人が それから 食べ 


代 n  ii：2i 
ウ詩 73:4 

エル カ 12:21 


かの ラ  (7) 

る ことを 可能に されない。 これは むな 
しい ことで あり， それは 悪い 病気な の 
である。 3 たとえ 人が 百 回 父と なり， 
長年 生き， その 年の 日数が 多く なった 
としても， その 魂が 良い ものに 満ち 足 
りて おらず， 墓 さえ も その 人の ものに 

[才）  い 

なって いないの なら， わたしは 言わな 
ければ ならない， 月足らずで 生まれた 
者の ほうが 彼よりも ましで あ 4>， と。 
4 彼は むなしく 来て， 闇のう ちに 去っ 
て 行き， その 名 も 闇に 覆われる。 5 彼 
は 太陽を さえ 見る ことなく， 知る こと 
もなかった。 先の 者より， この 者の ほ 

え  W  かり  かれ  ばい 

うが 休みを 得る。 6 仮に 彼が 千年の 倍 
生きた としても， 良い ことを 見な かっ 
たので あれば， すべての 者は ただ 一つ 
の 場所に 行く のでは ないか。 

7 人間の 4 折りは すべて その 口の た 
めで あるが， 自分の 魂で さえ 満たされ 
はしない。  8 賢い 者には 愚鈍な 者に 
勝る どんな 益が あるの か。 苦しむ 者が 
生ける 者たち の 前で どのように 歩む か 

し  いったいなん 

を 知っている からといって， 一体 何の 
得る ところが あろう。  9 目で 見る こ 
とは 魂の 歩き回る ことに 勝る。 これ も 
またむな しい ことで あり， 風を 追うよ 

^  (V) 

うな ものである。 

10 あるよう になった ものは 何で あ 
れ， その 名は 既に 付けられ ており， 人 

し  [夕） 

か' 何で あ るかは 知られる ようになった。 
彼は 自分より も 強力な 者に 対して 自分 
の 言い分を 弁護す る ことは できない。 

11 多くの むなし さを もたらし てい 
る 事柄が 沢山 あるので， 人に どんな 益 
が あると いうの か。 12 むなしい 命の 
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日数の 間， 人の 命に どんな 良い ことが 
あるかを， 一 * 体 だれが 知っている であ 
ろうか。 人は 影の ように その [日々] を 
過ごす のでは ないか。 だれが 日の 下で 
その後に 何が 起こ るかを 人に 告げる こ 
とがで きよう か。 

7 名は 良い 油に， 死ぬ 日は 生まれる 
日に 勝る。 2 嘆きの 家に 行く こと 
は， 宴会の 家に 行く ことに 勝る。 それ 
がすべ ての 人の 終わり だからで ある。 
生きて いる 者は [それを； T 心に 留める ベ 
きで ある。 3 いら 立ちは 笑いに 勝る。 
顔の 気難し さに よっ て 芯は 良くなる か 
ら である。 4 賢い 者たち の 心は 嘆き 
の 家に あるが， 愚鈍な 者たち の 心は 歓 
びの 家に ある。 

5 賢い 者の 叱責を 聞く ことは， 愚鈍 
な 者た ちの 歌を 聞く 人と なること に 勝 
る。 6 愚鈍な 者の 笑いは， なべの 下の 
いばらの 音の よう だからで ある。 これ 
もまた むなしい。  7 単なる 虐げが 賢 
い 者に 気違い じみた 行動を 取らせる こ 
とが あり， 贈り物が 心を 滅ぼす こと も 
あり 得る からで ある。 

8 事の 後の 終わりは その 初めに 勝る。 
辛抱強い 者は 霊の ごう 慢な 者に 勝る。 
9 自分の 霊に せき 立てられて 腹を 立て 
ては ならない。 腹立ちは 愚鈍な 者たち 
の 胸に 宿る からで ある。 

10 「先の日々 の ほうが 今よりも 良 
かった のは どうして なのか」 と 言って 

[ナ 1  たず 

はならない。 あなたが これにつ いて 尋 
ねたのは， 知恵に よるので はない から 
である。 

11 知恵が 相続財産に 伴う のは 良い こ 
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ア王 I  3:7 
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もの  えき  m 

とで あり， 日を 見る 者たち に 益と なる。 

かね  み  まも  [イ）  ち え 

12 金が 身の 守りで ある [ように]， 知恵 

(ゥ）  ちしき 

も 身の 守り だからで ある。 しかし 知識 

り てん  しょゆう  もの 

の 利点は， 知恵が それを 所有す る 者た 

い  W 

ちを 生きつ づけさせる ことに ある。 

13  [まことの] 独の 業を 見よ。 [裡] の 
曲げた ものを だれが まっすぐに する こ 

[力）  よ  じ 

とがで きよう か。 14 良い 日には， 自 

ぶん ぜんりょう  しめ [キ） わざ わ 

分が 善良で ある ことを 示せ。 災いの 日 
には， [まことの] 裡；^ これを も あれと 
全く 同じように された ことを 見よ。 そ 
れ は， 人間が 自分たち の 後の ことを 何 
も 見いだ せない ようにす るた めで ある。 

じ ぶん  ひび 

15 わたしは 自分の むなしい 日々 の 

あいだ  [コ）  ぎ 

間にす ベての ことを 見た。 その 義 のう 

ほろ  もの  ⑼  あく 

ちに 滅び ゆく 義 なる 者が いる。 その 悪 

なが  じゃあく  [シ） 

のうち に 長ら える 邪悪な 者が いる。 

16 義に 過ぎる 者と なって はなら な 
い。 また， 自分を 過度に 賢い 者と して 

(セ）  み  こうはい 

はならない。 どうして 自分の 身に 荒廃 

(v)  じゃ 

を もたらして よいであろう か。 17 邪 

あくす  もの  （夕 j 

悪に 過ぎる 者であって はならない。 ま 

おろ  （チ）  じぶん  とき 

た， 愚かな 者と なるな。 自分の 時で も 
ない のに， どうして 死んで よいで あろ 

[ッ）  いっぽう 

うか。 18 —方を つかむ ことの ほうが 
良い が， 他方から も 手を 引くな。 裡を 

おそ  もの  とも  ゆ 

恐れる 者は それら すべてと 共に 出て 行 

〜  [H 

くからで ある。 

ちえ  かしこ もの  とし 

19 知恵は 賢い 者に とって, 都市に いた 

ウ箴 2:11; 箴 4:6; エ箴 3:18; 蔵 8:35; 箴 9:11; 才詩 
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十 人の 権力 ある 者よりも 強い。 20 常 
に 善を 行なって 罪を おかす こ とのない 

義 なる 者は， 地に ひとり もい ないから 

(ィ） 

である。 

21 また， 人々 が 話す かもしれ ない す 
ベての 言葉に 心を 向けて はならない。 
あなたの 僕が あなたの 上に 災いを 呼び 
求めて いるのを 聞かない ためで ある。 
22 あなたの 心は， あなた 自身 も 幾度と 
なく 他の 者たち の 上に 災いを 呼び 求め 

し  (t) 

たこと を 知ってい るからで ある。 

23 この すべてを わたしは 知恵を もっ 
て 試した。 わたしは 言った， 「わたし 
は 賢くなる の だ」 と。 しかし， それは 
わた しの 遠く及ばない ことであった。 
24 あるよう になった ものは， 遠くて 
非常に 深い。 だれが それを 見いだ し 得 
るであろう か。  25 わたしは 自ら 振り 
向いた。 わたしの 心が そうした ので あ 
る。 知恵と 物事の 理由を 知り， 探究し， 
尋ね 求める ため， また 愚鈍の 邪悪 さと 

きょうき  おろ  [サ） 

狂気の 愚か さとを 知る ためであった。 
26 そして， わたしは 見いだ すので あっ 
た。 自分を 狩 撒の 網， 心を 引き網， [そ 
して] 手を かせと する 女は 死よりも 苦 
いこと を [わたしは 見いだ した]。 これ 
から 逃れるなら， その 者は [まことの] 
迚の 前に 善良な 者で あり， これに 捕ら 
えられるなら， その 者は 罪を おかして 

(t) 

いるので ある。 

27 「見よ， この ことを わたしは 見いだ 
した」 と， 召集者は 言った。 「一つ 一 
つの こと [に 当たり] ，その 要約を 見いだ 
すため であった。 28 わたしの 魂は 絶 
えず それを 求めた が， わた しは 見いだ さ 


なかった。 わたしは 千 人の 中から 一人 
の 男を 見いだ したが， それらす ベての 
中から 女を 見いだ す ことは できな かっ 
た。  29 見よ， ただこの ことを わたし 
は 見いだ した。 [まことの] 独は 人間を 
廉直な 者と して 造られた が， 彼ら 自身 
が 多くの 計画を 探り出し たので ある」。 

8 だれが 賢い 者の ようであろう か。 

そして， だれが 事の 解釈を 知って 
いるであろう か。 人の 知恵は その 人の 
顔を 輝かせ， その 顔の 厳 しさ さえ も [良 
いほうに] 変えられる。 

2 わたしは [言う]， 「王の 命令を 守 
れ。 ® への 誓いを 考えて そうする よう 
に。 3 その 前から 出て 行 こ うとして 自 
分を せき 立てるな。 悪い 事の 中に 立つ 
な。 [王] はすべ て 自分の 喜びと する こ 
とを 行なう からで ある。 4 なぜなら， 
王の 言葉は 支配の 力 だからで ある。 だ 
れ が， 『あなたは 何を している のか』 
と 彼に 言う ことができよう か」。 

5 おきてを 守って いる 者は， 災いと 
なる ものを 知る ことがない。 賢い 心は 
時を も 裁きを も 共に 知る ことになる。 
6 実にす ベての 事に 時と 裁きが あるか 
ら である。 なぜなら， 人に 臨む 災いは 

ひじょう  おお  m  なに 

非常に 多い からで ある。  7 何が ある 
ようにな るかを 知る 者は だれもい ない 
からで ある。 なぜなら， 何が 起こる か 
を， 一体 だれが これに 告げる ことが で 
きよ ラ。 

8 霊を とどめる 力を 霊に 対して 持っ 
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ている 人は だれもい ない。 また， 死の 
日には 何の 支配の 力 も ありえない。 ま 
た， その 戦いには 放免 もない。 そして， 
邪悪 さも これに ふける 者たち を 逃れさ 
せは しない。 

9 わたしは この すべてを 見た。 そし 
て， 人が 人を 支配して これに 害を 及ぼ 
した 時 [の 間に]， 日の 下で 行なわれた 
すべての 業に 心を 用いる のであった。 
10 しかし， そうでは あっても， わたし 
は 邪悪な 者たち が 葬られる のを， 彼ら 
が 入 って 来て は聖 なる 場所 か ら 去って 
行き， 彼らが そのよう に 行動した 都市 
で 忘れ去られ るのを 見た。 これ もまた 
むなしい ことで ある。 

11 悪い 業に 対する 刑の 宣告が 速やか 
に 執行され なかった ため， それゆえに 
人の子ら の 心は その 中で 悪を 行なうよ 
う 凝り固まって しまった。 12 罪人が 
百 回 悪を 行ない， その 思いのままに 長 
ら えようと も， わたしは [まことの] 裡 
を 恐れる 者たち が [迚] を 恐れて いたた 
めに 良い 結果になる ことに 気づいても 
いる。 13 しかし， 邪悪、 な 者は 決して 

よ  けっか  (t)  かげ 

良い 結果を [見る] ことなく， 影の よう 
な その 日々 を 長く する こと もない。 彼 
は迚を 恐れて いないから である。 

14 地上で 行なわれて いるむな しい 
ことがある。 邪悪な 者たち の 業に [生 
じる] かの ような 事態が g 分の 身に 生 
じている 義 なる 者たち がいる。 義 なる 
者た ちの 業に [生じる] かの よう な 事態 
が 自分の 身に 生じて いる 邪悪な 者たち 
がいる。 わたしは これ もまた むなしい 

と 备った 。 
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15 そして， わたしは 歓 ぶこと を 自ら 
ほめた。 人間に とって， 食べ， 飲み， 歓 
ぶこと， そして， [まことの] 神が 日の 下 
で 彼らに お与えに な った 命の 日の 間， 
その 骨折 りのうち に [歓 び] が 彼ら に 伴 
うこと に 勝る ものは 日の 下に 何もない 
からで ある。 16 わたしは これと 一致 
して， 知恵を 知る ために， また 地で行 
なわれ ている 営みを 見る ために 心を 用 
いた。 なぜなら， 昼も夜も 自分の 目で 
眠りを 見ない 者が いるから である。 


17 また， わたしは [まことの] 迚 のす 
ベての 業を 見た。 人間が 日の 下で 行な 
われた 業を 見いだ す ことができな いの 
を。 人間が 求めよう として どれ だけ 骨 
折って 働きつ づけても， なお 見いだ せ 
ない。 また， 自分は 賢い から 知る こと 
がで きる と 言った としても， 彼らは 見 
いだす ことができな いので ある。 

Q わたしは このす ベての ことを 心に 
° 留めた からで ある。 それは このす 
ベての ことを 探り出す ためであった。 
すなわち， 義 なる 者と 賢い 者と 彼らの 
業とは， [まことの] 裡 のみ 手に あると 
いう ことを。 人間は， すべて 自分より 
も 前に あった 愛に も 憎しみに も 気づい 
ていない。  2 すべての 者の 得る こと 
はすべ て 同じで ある。 義 なる 者に も 邪 
悪な 者に も， 善良な 者に も 清い 者に も 
清くない 者に も， また 犠牲を ささげる 
者に も 犠牲を ささ げ ない 者に も， 一つ 
の 終局が ある。 善良な 者 も 罪人と 同じ 


キ創 1:1; 詩 40:5; 詩 104:24; 詩 146:6; イザ 40:28; クヨ 
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であり， 誓う 者 も， だれで あれ 誓言を 
恐れた 者と 同じで ある。 3 これが， 日 
の 下で 行なわれた すべての ことに おい 
て 災いと なる ものである。 すなわち， 
すべての ものに 一つの 終局が あるた め 
に， 人の子ら の 心 もまた， 悪に 満ちて い 
るので ある。 そして 生きて いる 間， 彼 
ら の 心に は 狂気が あ り， その後 一死ん 
だ 者たち の もとへ！ 

4 すべての 生きて いる 者と 結び 合わ 
されて いる 者には だれで あれ 確信が あ 
る。 生きて いる 犬は 死んだ ライオンよ 
り もまし だからで ある。 5 生きて いる 

もの  じ ぶん  し  し  （ヶ） 

者は 自分が 死ぬ ことを 知っている。 し 
かし， 死んだ 者には 何の 意識 もな く， 彼 
ら はもは や 報いを 受ける こと もない。 
なぜなら， 彼らの 記憶は 忘れ去られた 
からで ある。 6 また， その 愛 も 憎しみ 
もね たみ も 既に 滅びう せ， 彼らは 日の 
下で 行なわれる どんな ことに も， 定め 
のない 時に 至る まで もはや 何の 分 も 持 
たなご。 

7 行って， 歓 びを もって あなたの 食 
物を 食べ， 良い 心を もって あなたの ぶ 
どう 酒を 飲め。 [まことの]# は 既に あ 
なた の 業に 楽しみを 見いだ された から 
である。 8 どんな 時に も あなたの 衣 
は 白く あるべき であり， あなたの 頭に 
油を 絶やして はならない。  9 日の 下 
で [裡] が あなたに お与えに なった あな 
たのむな しい 命の 日の 限り， そのむな 
しい 日の 限り， 自分の 愛する 妻と 共に 
命を 見よ。 それが， 命と， あなたが 日 
の 下で 骨折って 働いて いる その 骨折り 
とに おける， あな たの 分 だか ら である。 
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10 あなたの 手の なし 得る すべての こ 
とを 力の 限りを 尽くして 行なえ。 シェ 
オル， すなわち あなたの 行こうと して 
いる 場所には， 業 も 企ても 知識 も 知恵 
もない からで ある。 

11 わたしは 日の 下で 引き返して 見 
たので あるが， 速い 者が 競走を， ある 
いは 力の ある 者が 戦いを 自分の ものに 
する わけでは ない。 また 賢い 者が 食物 
を 得る ので も， 理解の ある 者が 富を 得 
るので もな く， 知識の ある 者たち が 恵 
みを 得る ので もない。 なぜなら， 時と 
予見し えない 出来事とは 彼ら すべてに 
臨む からで ある。 12 人 もまた， 自分 
の 時を 知らないから である。 まさに 災 
いの 網に 掛かる 魚の ように， わなに 掛 
かる 鳥の ように， 人の子ら も 災いの 時 
に， それが 突然 f 乎ら に 襲う とき (とわな 
に 掛かる ので ある。 

13 また， わたしは 日の 下で 知恵に 関 
して この ことを 見た一 それは わたしに 
とって 大 いなる ことであった。 14 あ 
る 小さい 都市が あった が， その 中に い 
る 人の 数は 少なかった。 そして， そこ 
に ひとりの 大 いなる 王が やって来て， 
これを 取り囲み， これに 向かって 大き 

きず  （ッ 1 

なとりで を 築いた。 15 ところで， そ 
の 中に 貧しい [が] 賢い 人が いて， 彼は 
その 知恵に よって その 都市を 逃れさせ 
た。 しかし， だれも その 貧しい 人を 記 
憶し なかった。 16 それで わたしは 自 
ら 言った， 「知恵は 力強 さに 勝る。 だ 
が， 貧しい 者の 知恵は 軽んじられ， そ 
の 言葉は 聞き入れられない」 と。 

ナ箴 21:22; 箴 24:5; 伝 7:19; 伝 9:18; 二箴 10:15; マル 
6:3; ヨハ 7:48; コ I  1:27; コ I  2:8。 
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17 賢い 者たち の 静かな 言葉は， 愚鈍 

ひとびと  あいだ  し はい  さけ 

な 人々 の 間で 支配す る 者の 叫びよりも 

き  M 

よく 聞かれる。 

ちえ  たたか  ようぐ  まさ 

18 知恵は 戦いの 用具に 勝り， たった 

ひとり  つみびと  おお  よ  ほろ 

一人の 罪人が 多くの 良い ものを 滅ぼす 

(ゥ） 

こと も ある。 

し  ぬ  あぶら づく  (4 

死んだ はえは 塗り 油 作 りの 油を 


10 


臭く し， 泡立たせる。 少しの 愚 

ち え  えいこう  きちょう  そんざい 

かさ も ，知恵と 栄光 ゆえに 貴重な [存在] 

もの  たい  おな  はたら 

となって いる 者に 対して [同じ] 働きを 

(才） 

する。 

かしこ  もの  こころ  [力 1  ぐし，— 

2 賢い 者の 心は その 右に あり， 愚鈍 

w 

な 者の 心は その 左に ある。 3 さらに ま 

おろ  もの  みち  あゆ 

た， 愚かな 者は どんな 道を 歩んで いて 

{ ク）  こころ  か 

も， その 心が 欠けて いる。 そして， 

ぶん  かなら 

分が 愚かで ある， と 必ずす ベての 者に 


と 


4 支配者の 霊が あなたに 向かって わ 
き 起こる ことがあっても， 自分の 場所 
から 離れて はならない。 穏やか さが 重 
犬な 罪を 鎮める からで ある。 

5 わたしが 日の 下で 見た 災いと なる 
ことがある。 それは 権力 ある 者の ゆえ 
に 間違 L ヽが 出て 行 くと きのよう である。 
6 愚か さは 多くの 高い 地位に 置かれた 
が， 富んだ 者たち がた だ 低い 状態の も 
とに 住みつ づける。 

7 わたしは， 僕たちが 馬に 乗って い 
るのに， 君たち が 僕の ように 地を 歩い 
ている のを 見た。 

8 坑を 掘って いる 者は 自ら それに 落 
ち 込み， 石 壁を 打ち破って いる 者は， 蛇 
が これを かむ。 

9 石を 切り出し ている 者は その [石] 
で 自分を 傷つける。 丸太を 割って いる 
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者は それに 対して 注意 深くなければ な 

(7) 

ら ない。 

10 鉄の 道具が 鈍く なって いるのに， 
その 刃を 研がなかった のなら， その 人 
は自 分の 活力を 使 L ヽ 尽くす ことになる。 
したがって， 知恵を 有効に 用いる こと 
には 益が ある。 

11 まじないが 掛かって いないのに 
蛇が かむなら， 舌を 使う 者には 何の 益 
もない。 

12 賢い 者の 口の 言葉は 恵みを 意味 
する が， 愚鈍な 者の 唇は その 者を 呑み 
込 13 彼の 口の 言葉の 始まりは 愚 
かさで あり， その 口の 後の 終わりは 災 
いの 狂気で ある。 14 そして， 愚かな 
者は 多くの 言葉を す。 

人は 何が 起こる かを 知らない。 その 
人の 後に 起こる ことを だれが これに 告 
げ得 るであろう か。 

15 愚鈍な 者たち の 骨折りは その 身 
をう み 疲れさせる。 ひとりと して 都市 
への 行き方を 知る よう にならなかった 

[サ） 

からで ある。 

16  土地よ， あなたの 王が 少年で， あ 
なた の 君たち が 朝に 食べつ づけるなら， 
あなたは どうなる であろう か。 17  土 
地よ， あなたの 王が 高貴な 者たち の 子 
で， あなたの 君たち が， 単に 飲む ため 
ではなく ，力強 さを 得る ために， ふさ わ 
しい 時に 食べるなら， あなたは 幸いだ。 

18 甚だしい 怠惰に よって 梁は 沈み， 
手が 垂れ下が っ ている と 家に 雨漏りが 

すぶ 。 
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伝道 10：19—12：5 

19 パンは 働く 者たち の 笑いの ため 
であり， ぶどう酒は 命を 歓ば せる。 し 
かし， 金は すべての ことに 反応を 生じ 
させる' 

20 自分の 寝室に いると きで も， 王の 
上に 災いを 呼び 求めて はならない。 自 
分が 横になる 奥の 部屋に いると きも， 
富んだ 者の 上に 災いを 呼び 求めて はな 
ら ない。 天の 飛ぶ 生き物が その 声を 伝 
え， 翼を 持つ 物が そのこと を 告げる か 
ら である。 

あなたの パンを 水の 表 に 送り出 
せ。 多くの 日を 経て， あなたは 

びそれ を 見いだ すからで ある。 2 分 
け 前を 七 [人] に， いや， 八 [人] に 与え 
よ。 あなたは どんな 災いが 地上で 起こ 
る かを 知ら ないから である。 

3 雲が [水で] 満ちるなら， 豪雨を 地 
に 注ぎ 出す。 また， 木が 南に， あるい 
は 北に 倒れるなら， 木は それが 倒れる 
その 場所に ある ことになる。 

4 風を 見守って いる 者は 種を まかな 
い。 雲を 見つめて いる 者は 刈り取ら 

(ス） 

ない。 
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5 あなたは， 妊娠して いる 女の 腹の 
中で 骨の 中の 霊の 道が どのように なっ 
ている かを 知って はいない。 それと 同 
じように， あなたは すべての ことを 行 
なわれ る [まこ との] 裡の 業を 知らない 
ので あ‘。 

6 朝に 種を まき， 夕方になる まで 手 
を 休めるな。 あなたは， これが どこで 
成功す るか， ここで かそ こで か， ある 
いは そ れが 両方 とも 共に よくなる か 知 
ら ないから である。 


若者よ， 創造者を 覚えよ。 老齢  1086 

ひかり  こころよ  たいよう 

7 光 もまた 快い。 太陽を 見る のは 目 

よ  （ァ)  ながねん 

に とって 良い ことで ある。 8 人が 長年 
生きる としても， そのす ベて [の 年] を 
歓 ベ。 そして， それが 多くなる として 
も， 闇の 日々 を 覚えて おくよう に。 来 
た [日] は どれ もむな しいので ある。 

9 若者よ， あなたの 若い 時を 歓“ ベ。 
若し 、成年の 日に あな たの 心が あなたに 
良い ことを する ように。 そして， あな 
たの 心の 道に， あなたの 目の 見る 物事 

あゆ m 

のうちに 歩め。 しかし， それらす ベて 
のこと に関して， [まことの]® が あなた 

さば  し （キ 1 

を 裁かれる ことを 知れ。 10 それゆえ， 
あなたの 心から いら 立ちを 除き， あなた 
の 体から 災いを 払いの けよ。 若さ も 人 

せい  さか  [ヶ 1 

生の 盛 り もむな しい もの だからで ある。 
1  それで， あなたの 若い 成年の 日 

I  いだい そうぞうしゃ [コ I お ぼ 

にあな たの 偉大な 創造者を 覚え 
よ。 災いの 日々 が やって来る 前に， 「自 
分は それに 何の 喜び もない」 と言う 年 
が 到来す る [前に]。 2 太陽と 光と 月と 
星が g くな り， 雲が 帰って来て， その 
後に 豪雨 [が 降り出す] 前に。 3 その 日 
には， 家を 守る 者たち は 震え， 活力の 
ある 男たち はかが み， 粉を ひく 女たち 
は 自分たち が 数 少なくな っ たの で 働く 

まど  ふ じん  ('» 

ことを やめ， 窓で 見て いる 婦人たち は 
暗く なった ことに 気づいた。 4 ちまた 
への 扉は 閉ざされ， そのと きには， ひ 
き 臼の 音 も 低くな り， 人は 鳥の 声に 起 
き 上がり， 歌の 娘たち すべても 低い 音 

き  W  かれ  たか 

に 聞こえる。  5 さらに， 彼らは ただ 高 
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1087  人の 務め  伝道 12:6 — ソロモンの 歌 1:5 


いものを 怖がり， その 道には 怖ろ しい 
ものが ある。 そして， アーモンドの 木 
は 花を 咲かせ， ばったは 身を 引きず っ 
て 歩き， ふうちょう ぼくの 実はは じけ 
る。 それは， 人が 自分の 永続す る 家へ 
と 歩いて おり， 泣き叫ぶ 者たち がち ま 
たを 歩き回った からで ある。 6 銀の 綱 
が备り 除かれ， 黄金の 鉢が 砕かれ， 泉 
の 傍らの かめが 壊され， 水 溜めの 水車 
が 砕かれて しまう 前に。 7 そのと き， 
塵は かつてそう であった ように 地に 帰 

(才） れい (力）  あた  （キ） 

り ，霊 もこれ を お与えに なった [まこと 
の] 拽の もとに 帰る。 

8 「何とむな しい ことか！」 と 召集 
者は 言った， 「すべての ものは むなし 

[コ） 

い」 と 0 

9 召集者は 自分が 賢い 者と なった ば 
かりで なく， さらに 絶えず 民に 知識を 
教え， また， 熟考し， 徹底的に 調べた 
ので ある。 それは， 多くの 箴言を まと 
める ためであった。 10 召集者は 喜ば 


しい 言葉を 見いだ し， 真実の 正確な 言 
葉を 書き記そうと 努めた。 

11 賢い 者たち の 言葉は 牛 追い 棒の 
よう だ。 [格言を] 集める ことに 専心す 
る 者たち は， 打ち込まれ たくぎ のよう 
k。 それらは 一人の 羊飼いから 与えら 

い がい 

れ たので ある。 12 これら 以外の こと 
について は， わが 子よ， [次の] 警告を 
受け入れよ。 多くの 書物を 作る ことに 
は 終わりが なく， [それに] 余りに 専念 

からだ  つか  W 

すると 体が 疲れる。 

13 すべての ことが 聞かれた いま， 事 
の 結論は こうで ある。 [まことの] 裡を 

おそ [キ）  まも ⑼ 

恐れ， その おきてを 守れ。 それが 人の 
[務めの] すべて だからで ある。 14  [ま 
ことの] 裡は あらゆる 業を すべての 隠 
された 蓁 柄に 関連して， それが 善い か 
悪い かを 裁かれる からで ある。 
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ソロモンの 歌 


(7)  もっと  すぐ 

1  ソロモンの ものである 最も 優れた 
1 歌。 2 「あの方が 口 づけを もって 
わたしに 口 づけして くださるなら。 あ 
なた の 愛情の 表現は ぶどう酒に 勝る も 

W  あぶら 闭 かお 

の だからで 寺。 3 あなたの 油は 香り 
の 良い ものです。 あなたの 名は 注ぎ 出 
される 油の ようです。 ですから， 乙女 
らは あなたを 愛した のです。  4 あな 
たの もとに わたしを 引き寄せて くださ 

[キ）  いっしょ  はし 

い。 一緒に 走りましょう。 王は わたし 


第 1 章 


キ ヨハ 6:44 


第二 欄 


を 奥の 部屋に 連れて来 まし ナ こ！ わた 
したち は あなたの ことを 喜び， 歓び楽 
しみましょう。 ぶどう酒よりも あなた 
の 愛情の 表現を 語 り 告げる ことにし ま 
しょう。 彼女ら が あなたを 愛した のは 
当然の ことなの です。 

5 「エルサレムの 娘たち よ， わたしは 

いろ  くろ  うる わ 

色の 黒い 娘です。 でも， 麗しい。 ケダ 

てんまく 闭  ^ 

ルの 天幕の ようです [が]， ソロモンの 

イ ヨハ 15:13; ウ マタ 10:37; エ詩 45:9; 才詩 120:5; エゼ 
27:21。 


ソロモンの 歌 1:6 — 2:8  シュラムの 娘の 謙遜 さ  1088 

てんまく ぬの [ア）  いろ  (7)  えん 

天幕 布の ようです。 6 わたしの 色が 第 1 章 とって エン •ゲディの ぶどう 園に ある 
黒い からといって， 太陽が わたしを 見 ヘンナの 花房の ようです」。 

たからと いって， あなた 方は わたしを 15 「ご覧， わたしの 友よ， あなたは 

はは  て 歌 6ぺ  うつく 

見つめないで ください。 わたしの 母の ョハ 10:11 美しい。 ご覧， あなたは 美しい。 あな 

たい  いか  啓 7:17  (I) 

子ら はわた しに 対して 怒り， わたしに 才 詩45:9  たの 目は， はと [の 目の よう] だ」。 
ぶどう 園の 番をさせました 0  [です が，] 力 歌6:4  16 「ご覧く ださい， わたしの 愛する 

わたしは， わたしの ぶどう i， 自分の クェゼ 他11 方， あなたは 美しく， それに 快い 方で 
[ぶどう 園] の番 はしませんでした。  n；^；30  to わたしたちの 寝床 もまた， 青葉の 

たましい あい  （ゥ）  ^  そうだい 

7 「わたしの 魂の 愛して いる 人よ， ど サ ：ソプ [寝床] です。 17 わたしたちの 壮大な 

っ  いえは りすぎ (キ 1 たるき 

うかわた しに 告げて ください。 あなた  iVf  家の 梁は 杉， 垂木は ねずの 木な のです。 

ひつじ  む  か  歌 4:6  えんがん  へいげん [ク） 

は どこで 羊の群れを 飼って いるので す 歌5: 13  〇  「わたしは 沿岸の 平原の ただの サ 

(x) まひる  ふ  ヨ ハ 19:39  厂  (ヶ） ていち  （コ） 

か。 真昼には どこに 羊の群れを 伏させ ス 歌4:5  ^ フラン， 低地 平原の ゆりです」。 

いったい  -  むすめ  とも 

るので すか。 一体， わたしは なぜ あな  ^-m  2 「娘たち の 中に あって， わたしの 友 

なかま  かちく  も  ふく  くさ  I サ） 

たの 仲間の 家畜の 群れの 中で， 喪に 服 ァョシ ⑸62 は， とげ 草の 中の ゆりの よう だ」。 

み  つつ  イ歌 4:13  あい 

して 身を 包む 女の ようにならなければ ゥ 詩45: 11  3 「子ら の 中に あって， わたしの 愛 

^ 4：7  かた しんりん きぎ  （シ) 

ならない ので しょ う」。  ff  する 方は 森林の 木々 の 中の りんごの 木 

8 「女の 中で 最も 美しい 人よ， あなた ^1%2：2  のよう です。 わたしは その 陰を 恋い慕 
が 自分で 知らない のなら， 自分で 羊の  い， そこに 座りました。 その実は わた 

む  あしあと  ゆ  ひつじ か  へブ 11:23  うわ  あま 

群れの 足跡に ついて 出て 行き， 羊飼い ヵ ョブ7: 13 しの 上 あごに 甘かった のです 〇  4 あ 

まくや  詩 132:3  かた  しゅ  いえ  つ 

たちの 幕屋の そばで あなたの 子 やぎら キ 詩92: '  の 方は わたしを ぶどう酒の 家に 連れて 

くさた  行9:10 ゆ  (t)  ひるがえ 

に 草を 食べさせなさい」。  - 行きました。 わたしの 上に 翻る あの方 

とも  W  ^  はた (ソ1 あい  [夕）  がた  ほ 

9 「わたしの 友よ， わたしは ファラ  の 旗は 愛でした。  5 あなた 方は 干し 

へいしゃ  めう ま  たと ク 代1  27:29  かし [チ）  げんき 

才の 兵車の わたしの 雌 馬に あなたを 例 ヶィ ザ35: 1 ぶどうの 菓子で わたしを 元気 づけて く 

(キ）  あ  げ あいだ コ歌 2:16  たも 

えた 0 10 あなたの ほほは 編み 毛の 間 サ 歌1 ださい 0 りんごで わたしの 力を 保たせ 

うる わ  くび かざ だま  1 あい  や 

にあって 麗しく， あなたの 首は 飾り 玉 シ; ;で5  てくだ さい。 わたしは 愛に 病んで いる 
をつな いだ 輪の 中に あって [麗しい]。 ス|4 ぶ2  からです。  6 あの方の 左手は わたし 
11 わたしたちは あなたの ために 金の の 頭の 下に あり， その 右手一 それは わ 
飾り 輪を 作ろう。 それと 共に 銀の 飾り ^1129；20 たしを 抱く のです。 7 エルサレムの 娘 
びょう も」。  6:19 たちよ， わたしは あなた 方に 雌の ガゼ 

えんたく  つ  ツサ I 18:20  {卜}  の  め じか W  ちか ㈡ 

12 「王が その 円卓に 着いて おられる _歌以  ル や 野の 雌 鹿を さして 誓いを 立てさせ 

あいだ  かんしょう [コ） かお  はな  7 ■歌 8:3  あい 

間， わたしの 甘 松は 香りを 放ち まし ました。 愛が その 気になる までは， [わ 

[サ）  あい  かた  tn8  めざ 

た。 13 わたしの 愛する 方は わたしに ナ たしのう ちに] それを 目覚めさせたり， 

もつ やく  [シ 1 ふくろ  一丄 a よ  お  [ヌ） 

とって 没 薬の 袋の ようです。 あの方は 呼び起こしたり しない， と。 

ち ぶ さ [ス1 あいだ よるす  . _  _  0  あい  かた  こえ  阑 

わたしの 乳房の 間で 夜を 過ごす で しょ ^S^10;27  8 「わたしの 愛する 方の 声です！ ご 
う。 14 わたしの 愛する 方は わたしに ノ^；^  覧 なさい， あの方が やって来ます。 山を 


1089  自分の 愛する 人の 愛  ソロモンの 歌 2:9— 3:9 

のぼ  おか  と  よるね どこ 

登り， 丘の 上を 跳びは ねる ようにして。 第2 章  n 「わたしは 夜， 寝床で， わたしの 
9 わたしの 愛する 方は ガゼル か 雄 鹿の 7H：u  ^ 魂の 愛して いる 方を 捜しました。 

わか ご  に  [ァ】  らん 

若 子 に似てい ます。 ご覧なさい， あの ィ 裁5:28  わたしは あの方を 捜しました が， 見い 
方は わたしたちの 壁の 後ろに 立って い ^4：?  だせませんでした。 2 どうか， わた 

まど  こうし  エ詩 45:10  し (ィ）  ゆ  めぐ 

ます。 窓から じっと見て います。 格子 ョハ 地3 しを 立たせて， 市の 中を 行き 巡らせて 
越しに そっと 見て います。 10 わたし 10:1 ください。 わたしの 魂の 愛して いる 方 

あい  かた  こた  い  力 歌 6:11  こうきょう ひろば (ゥ）  さが 

の 愛する 方は 答えて， わたしに 言い ま  ィザ55 心 を， ちまた や 公共 広場の 中で 捜させて く 
した， 『わたしの 友よ， わたしの 美し +hm!s；2 ださい。 わたしは あの方を 捜しました 

(ゥ）  いっしょ  [ェ）  し 

い 人よ， 立って 一緒に おいで。 11 ご ク ェレ8:7  が， 見いだ せませんでした。 3 市の 中 
覧 ，雨期 も 過ぎ， 大雨 も 終わって 通り ^5*4：4 を 行き 巡って いた 見張りの 者たち がわ 
過ぎた 0 12 花 も 地に 現わ;^， ぶどう  ナホ3: 12 たしを 見つけました 0 『わたしの 魂の 
の 木を 刈り込む 時が 来た。 そして， や ^^1：15  愛して いる 人を あなた 方は 見ませんで 
ま ばとの 声 も わたしたちの 地で 聞かれ  した か』。 4 彼らから 離れる と 間 もな 

W  マタ 1〇:16  fc まし いあい 

るよう になった。 13 いちじくの 木 45:11 く， わたしは わたしの 魂の 愛して いる 
は， 早な りの いちじく のために 色が 熟 セむ &  方を 見つけました。 わたしは 彼を とら 
し， ぶどうの 木は 花を 開いて， [その] ソ裁 15:4  えて， 離そうと はしませんでした 〇そ 
香りを っ ている。 立って， 来な さ ^7：12  して， わたしの 母の 家に， わたしを 身 
い。 わたしの 友よ， わたしの 美しい 人 チ 歌 6:3  ごもった [母] の 奥の 部屋に あの方を 連 

いっしょ  おおい わ  かく  ば  歌 7:10  き  むすめ 

よ， 一緒に おいで。 14 大 岩の 隠れ 場、、 ,@2:1  れて 来ました。 5 エルサレムの 娘た 
に， 険しい 坂道の 隠れ場所 にいる わた テ 歌 1:7  ちよ， わたしは あなた 方に 雌の ガゼル 

(シ）  すがた  の  めじ か  （才) ちか 

しのは とよ， あなたの 姿を 見せて おく ト ダ$18 や 野の 雌 鹿を さして 誓いを 立てさせ ま 
れ。 あなたの 声を 聞かせて おくれ。 あ  ^8：14  し/ •こ。 愛が その 気になる までは， [わた 
なた の 声は 快く， あなたの 姿は 麗しい 第二 欄 しのうち に] それを 目覚めさせたり， 呼 

(t)  _  お  （キ） 

からだ』」。  び 起こしたり しない， と」。 

まえ  mi  ^  もつ やく にゅうこう [ク 1  ぼうえきしょう 

15 「お前たち はわた したち のために ァサ 118:2〇  6 「没 薬 や 乳香， いえ， 貿易商の あら 

(V)  えん  あ  歌 1:7  しゅるい  こうふん W  けむり 

きつねを つかまえよ。 ぶどう 園を 荒ら  ^ ゆる 種類の 香 粉で におって いる， 煙の 

こ  ゴ代 n  9:30 はしら  こうや  のぼ  く 

している 小ぎ つねらを。 わたしたちの ゥネへ 8:16 柱の ように 荒野から 上って 来る この も 

ひら  （夕）  哀 4:18  なん 

ぶどう 園は 花を 開いて いるから だ」。 13〇-6 のは 何でしょう」。 

16 「わたしの 愛する 方は わたしの も 1:5:7  7 「ご覧なさい， それは [王] の 寝い す， 

m  才歌 2:7 

の， わたしは あの方の もの。 あの方は 99 lfi ソロモンの ものです。 イスラエルの 力 

['»  ひつじ  む  か  (t)  力 II ム， ル  もの {コ） 

ゆりの 中で 羊の群れを 飼って います。 キ歌 8:4  ある 者の 中から 六十 人の 力 ある 者が そ 
17 わたしの 愛する 方よ， 日が いぶき， ク ェレ2 :2 の 周りに います 0  8 みな 剣を 持ち， 戦 
影が 去って しまうまで， 振り向い てく  いを 教えられた 者たち で， 各々 夜の 怖 

ぶんり  やまやま  m  お  m  もも  お 

ださい。 分離の 山々 の 上の ガゼル か 雄 コ 丑 9:22 れ のために 剣を 股に 帯びて います」。 
鹿の 若 子の ようであって ください。  サ 9 「それは， ソロモン 王が 自分の た 
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17)  か  «) 

い。 あなたには 欠けた ところがない。 

8 花嫁よ， レバノンから わたしと 一緒 
[ェ）  く 

に， レバノンから わたしと 一緒に 来る 

いただき 

ように。 アン テイ •レバノンの 頂から， 
セニ ルすな わち ヘル モンの 頂から， ラ 

す あな 

イオンの 巣 穴から， ひょうの 山から 下 

いもうと  W 

りて 来る ように。  9 わたしの 妹よ， 
[わたしの] 花嫁よ， あなたは わたしの 
心を 躍らせた。 あなたは あなたの 目の 

くび かざ  さ 

一つに よって， あなたの 首飾りの 下げ 
飾り 一つに よって わた しの 心を 躍らせ 
た。 10 わたしの 妹よ， [わたしの] 花 

嫁よ， あなたの 愛情の 表現は 何と 美し 

(□) 

いのだろう。 あなたの 愛情の 表現は ぶ 
どう 酒よりも， あなたの 油の 香りは ど 
んな 種類の 香 物よりも はるかに 優れて 
いる。 11 [わたしの] 花嫁よ， あなた 
の 唇は 蜜 ばちの 巣の 蜜を もっ て 滴りつ 
づける。 蜜と 乳が あなたの 舌の 裏に あ 
り， あなたの 衣の 香りは レバノンの 香 
りの よう だ。 12 わたしの 妹， [わたし 

はなよめ  よこぎ  と  その M 

の] 花嫁は 横木で 閉じられた 園。 横木で 
閉じられた 園， 封 じられ た 泉。 13 あ 
なた の 肌は ざくろの 庭園。 [そこには] 

ぬ  くだもの [夕）  かん 

えり 抜きの 果物， ヘンナの 木， それに 甘 
ぎあ 木が ある。 ：14被ユ サフ ラ' 又 
藤と 肉桂， それに あらゆる 種類の 乳香 
の 木， 没 薬と じん 香， さ らに すべての 最 
良の 香 物が ある。 15  [そして，] 園の 
泉， 新鮮な 水を 出す 井戸， また レバ ノ 
ン から 滴り 出る 流れ。 16 北風よ， 目 

ざ  みなみかぜ h)  その [ヒ） 

覚めよ。 南風よ， 入れ。 わたしの 園の 
上に 息を^: きかけ よ。 その 香 物を 漂わ 
せよ」 0 

「わた しの 愛する 方が 自分の 園に 入っ 


ソロモンの 歌 3:10—4:16 

めに レバ ノ ンの 木から 作った つり 台で 
す。 10  [王] は その 柱を 銀で， その 支 
えを 金で 作り ま した。 その 座は 赤紫に 
染めた 羊毛で できて おり， その内 側は 
エルサレムの 娘たち が 愛を こめて 取り 
付けた ものです」。 

11 「シオンの 娘たち よ， 出て， 花冠 
をつ けた ソロモン 王を 見なさい。 それ 
は， [王] の 結婚の 日， その 心の 歓 びの 
日に， [王] のために その 母が 編まれた 
ものです」。 

A  「ご覧， わたしの 友よ， あなたは 美 
しい。 ご覧， あなたは 美しい。 あ 
なた の 目は ベー ルの 後ろに あって， は 
と [の 目] のよう だ。 あなたの 髪は ギレ 
アデの 山地から 跳ねて 下った やぎの 群 
れ のよう だ。 2 あなたの 歯は 洗い場 か 
ら 上って 来た 4 を 刈った ばかりの [雌 羊 
の] 群れの よう だ。 みな 双子を 産み， そ 
の 中の どれ も 若 子を 失っ たこと がない。 
3 あなたの 唇は 緋の 糸の よう だ。 そし 
て， あなたの 話し方は 快い。 あなたの 
ベールの 後ろに ある あなたの こめかみ 
は， ざくろの 片割れの よう だ。 4 あな 
たの 首は ダビデの 塔の よう だ。 それは 
石の 行路に 建てられ ており， その上に 
は 千の 盾， 力 ある 者たち のす ベての 円 

が 掛けて ある。  5 あなたの 二つの 
乳房は， ゆりの 花の 間で 草を 食べて い 
る 二 頭の 若 子， 雌の ガゼ ルの [産んだ] 
k 子の よう だ」。 

6 「日が いぶき， 影が 去って しまうま 
で， わたしは 没 薬の 山に， 乳香の 丘に 
& んで 行きます」。 

7 「わたしの 友よ， あなたは 全く 美し 
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愛する 人に ついての 描写 


て棄 て， そのえ り备 きの _ を 备 ベます 

ように」。 

^  「わたしの 妹， [わたしの] 花嫁よ， 
U わたしは 自分の 園に 入って 来た。 
わた しは わた しの 没 薬を わた しの 香料 
と共に 摘んだ。 わたしは わたしの 蜜 ば 
ちの 巣を わた しの 蜜と 共に 食べ， わたし 
のぶどう 酒を わた しの 乳と 共に 飲んだ」。 

「友ら よ， 食べなさい！ 飲んで， 愛 
情の 表現 に 酔いなさい！」 

2 「わたしは 眠って いますが， 心は 
目覚めて います。 わたしの 愛する 方が 
[戸を] たたく 音が します！」 

「わた しの 妹， わた しの 友， わたしの 
はと， とがめの ない 者よ， わたしの た 
めに 開けて おくれ。 わたしの 頭は 露で 
ぬれ， わたしの 髪の毛は 夜の しずくで 
[ぬれて しまったの だ] から」。 

3 「『わたしは 長い 衣を 脱いで しまい 
ました。 どうして また 着られる で しょ 
う。 わたしは 足を 洗って しまいました。 
どうして 汚せましょう』。 4 わたしの 
愛する 方が [戸の] 穴から その 手を 引っ 
込めた ので， わた しの 内なる 所 はわた 
しの 内で 騒ぎ 立ちました。 5 わたしは 
わた しの 愛する 方の ために 開けようと 
して 起き上がりました。 わたしの 手は 
没 薬で， わた しの 指は 没 薬の 液で 滴り， 
[それは] 錠の くぼみの 上に [落ち まし 
た]。 6 わたしは わたしの 愛する 方の 
ために 開けました。 しかし， わたしの 
愛する 方は 行って， 通り過ぎた 後でし 
た。 あの方が 語 したと き， わたしの 魂 
は [わたしから] 出て 行きました。 わた 
しは あの方を 捜しました が， 見つかり 


ソロモンの 歌 5：1 一 16 

ませんで した。 わたしは あの方を 呼び 
ま したが， あの方は 答えませんでした。 
7 市を 見回って いる 見張りの 者たち が 
わたしを 見つけました。 彼らは わたし 
を 打ち， わたしを 傷つけました。 城壁 
の 見張りの 者たち はわた しの 幅の広い 
上 掛けを はぎ取りました。 

8 「エルサレムの 娘たち i， わたしは 
あなた 方に 誓いを 立てさせました。 も 
しわた しの 愛する 方を 見つけたなら， 
わた しが 愛に 病んで いる ことを あの人 
に 告げる， と」。 

9 「女の 中で 最も 美しい 人よ， あなた 
の 愛する 人は どのように ほかの 愛する 
人に 勝って いるので すか。 あなたの 愛 
する 人は どのように ほかの 愛する 人に 
勝って いるので， わたしたちに このよ 
うな 誓いを 立てさせ たのです か」。 

10 「わたしの 愛する 方は まぶしい ば 
かり， 赤み がかって いて， 万人のう ち 
の 最も 際立った 方。 11 その 頭は 金， 
精錬され た 金， その 髪の毛は なつめ や 
しの 房， その 黒い [髪] は 渡り がらすの 
ようです。 12 その 目は 水の 流れの ほ 
とりに いるは とのよう で， それらは 乳 
に 身を 浸し， 縁の 中に 座って います。 
13 その ほほは 香 為の 苗床， 香り 草の 
塔の ようです。 その 唇は 没 薬の 液を 滴 
ら せる ゆりの 花。 14 その 手は 貴かん 
らん 石で 満ちた 金の 円柱。 その 腹は サ 
ファ イ アで 覆われた 象牙の 皿。 15 そ 
の 脚は， 精錬され た 金の 受け 台に 立て 
られた 大理石の 柱。 その 姿は レバノン 
のよう であり， 杉の ようにえ り 抜きの 
もの。 16 その上 あごは 非常に 甘く， 
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いな 者と 言い， 王妃 や そばめたち [も 見 
て]， 彼女を たたえ はじめた。 10 『夜 
明けの ように 見下ろし ている 者， 満月 
のように 美しく， きらめく 太陽の よう 
に浄 く， 旗の 周りに 隊を なす 者たち の 
ように 畏敬の 念を 抱かせる この 女は だ 

[力 I 

れで すか』」。 

11 「くるみの 木の 園に わたしは 下りて 
行きました。 奔流の 谷で 木の芽を 見る 
ため， ぶどうの 木が 新芽を 出した かどう 
か， ざくろの 木が 花を 咲かせた かどう か 
を 見る ためでした。 12 わたしの 気づか 
ない うちに， わたしの 魂は 快く 仕える 
民の 兵車の そばに わたしを 置き ま した」。 

13 「帰って来なさい， 帰って来 なさ 
い， シュラムの [娘] よ。 帰って来 なさ 
い， 帰って来なさい。 わたしたちが あ 
なた を 見る ことができる ように」。 

「あなた 方は シュラムの [娘] に 何を 
見る というので すか」。 

「二つの 宿営の 舞の ような ものを！」 
「快く 仕える 娘よ， あなたの 足取り 
* は [あなたの] サンダルの 中に あっ 
て 何と 美しい ものと なった ことか。 あ 
なた の 股の 丸みは 工匠の 手の 業になる 
飾り物の よう だ。 2 あなたの ほぞの 
周りは 円い 鉢。 混ぜ合わされた ぶどう 
酒が [それから] 欠け る ことのな いよう 
に。 あなたの 腹は， ゆ 6 で 周りを 囲ま 
れた ，積み上げた 小麦の よう だ。 3 あ 
なた の 二つの 乳房は， 二 頭の 若 子， 雌の 
ガゼ ルの [産んだ] 双子の よう だ。 4 あ 
なた の 首は 象牙の塔 のよう だ。 あなた 
の 目は パト. ラ ピムの 門の 傍らのへ 
シュ ボンの 池の よう だ。 あなたの 鼻は 


ソロモンの 歌 6:1 — 7:4  : 

あの方の すべてが 全く 望ま しい ものな 
のです。 エルサレムの 娘たち よ， これ 
がわた しの 愛する 方， これが わたしの 
友な のです」。 

g  「女の 中で 最も 美しい 人よ， あなた 
® の 愛する 人は どこに 行った のです 
か。 あなたの 愛する 人は どこへ 向か っ 
たのでしょう。 わたしたちは あなたと 
一緒に その 人を 捜しましょう」。 

2 「わたしの 愛する 方は 自分の 園に， 
香料‘ 物の 苗床へ 下っ て 行き ま した。 
園の 中で 羊の群れを 飼い， ゆりの 花を 
摘む ためです。  3 わたしは わたしの 
愛する 方の もの， わたしの 愛する 方は 
わたしの もの。 あの方は ゆりの 中で 羊 
の 群れを 飼って います」。 

4 「わたしの 友よ， あなたは “ 快い 都 
市” のように 美しい。 エルサレム のよ 
うに 麗しく， 旗の 周りに 隊を なす 者た 
ちの ように 畏敬の 念を 抱かせる。 5 わ 
たしの 前から あなたの 目を そらして お 
くれ。 それは わたしを 恐れ 慌てさせた 
からだ。 あなたの 髪は ギレアデから 跳 
ねて 下った やぎの 群れの よう だ。 6 あ 
なた の 歯は 洗い場から 上って 来た 雌 羊 
の 群れの よう だ。 みな 双子を 産み， そ 
の 中の どれ も 若 子を 失った こ とがない。 
7 あなたの ベー ルの 後ろに ある あなた 
のこめ かみは， ざくろの 片割れの よう 
だ。 8 六十 人の 王妃, 八十 人の そばめ， 
そ して 数 知れぬ 乙女ら がいる かも しれ 
な i、。 9 わたしの はと， とがめの な 
い 者は ただ 一人。 その 母に 属する 者は 
ただ 一人。 彼女は _ 分を 産んだ 者の 浄 
い 者。 娘たち は 彼女を 見て， これを 幸 


:23 8 :23 :43 

••4 23: 52  14  5 1:1 5271 1  6W 
4 デ  デ ヂ々  6822687111 
詩 イサ イイ マ 歌 歌 啓 伝 歌 申 歌 歌 歌 啓 
アイ  ウエ オカ  キ  クケ コサ 
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ダマスカスの 方を 見渡す レバ ノ ンの塔 
のよう だ。 5 あなたの 頭は カルメルの 
ようで， あなたの 房々 した 髪は 赤紫 
に 染めた 羊毛の よう だ。 王は その 垂れ 
髪に 引きつ けられて いる。  6 愛され 
ている 乙女よ， 無上の 喜びを 与える も 
のの 中で， あなたは 何と 美しく， 何と 
快 い 者な のであろう。 7 あなたの こ 
の 背丈は， やしの 木に， あなたの 乳房 
は なつめやしの 房 に似てい る。  8 わ 
たしは 言った， 『わたしは， やしの 木 
に 上って， その なつめやしの 果梗を 取 
ろう』 と。 そして， どうか， あなたの 
乳房が ぶどう の 房の ようであって 欲し 
い。 あなたの 鼻の 香りが りんごの よう 
[であれ]。 9 あなたの 上 あごが， わた 
しの 愛する 者の ために なめらかに 滑っ 
て， 眠って いる 者たち の 唇を 柔らかに 
流れる 最良の ぶ ど う 酒の ようで あれ」。 

10 「わたしは わたしの 愛する 方の も 
の。 あの方の 渴 望は わたしに 向けられ 
ています。 11 わたしの 愛する 方よ， ぜ 
ひ 来て ください。 野に 出て 行き ま しょ 
う。 ヘンナの 木の間に 宿りましょう。 
12 早く 起きて， ぶどう 園に 行き ま しょ 
う。 ぶどうの 木が 新芽を 出した かどう 
か， 花が 開いた か [どうか]， ざくろの 木 
が 花を 咲かせ たか [どうか] を 見る ため 
に。 わたしは そこで 愛情の 表現を あな 
たに ささげましょう。 13 こいな す も 
[その] 香りを 放ちました。 わたしたち 
の 入り口の そばには あらゆる 種類の え 
り 抜きの 果物が あります。 わたしの 愛 
する 方よ， わたしは あなたの ために 新 
しい 物 も 古い 物 も 蓄えて おき ま した。 


第 7 章 


第二 欄 


第 8 章 


アガラ 4:26 


〇  「ああ， あなたが わた しの 母の 乳房 
を 吸う わた しの 兄秦 のよう であ っ 
たなら！ わたしは あなたを 外で 見い 
だすなら， あなたに 口 づけす るで しょ 
う。 人々 はわた しを さげすんだり はし 
ないで しょう。 2 わたしは あなたを 導 
き， わたしを いつも 教えて くれた わた 
しの 母の 家に 連れて 入る でしょう。 わ 
たしは 香料を 加えた ぶどう酒を， ざく 
ろの 新鮮な 果汁を あなたに 飲ませる で 
しょう。  3 あの方の 左手は わたしの 
頭の 下に あり， その 右手 一 それは わた 
しを 抱く ことでしょう。 

4 「エルサレムの 娘たち よ， わたしは 
あなた 方に 誓いを 立てさせました。 愛 
がその 気に なる までは， [わたしの うち 
に] それを 目覚めさせたり， 呼び起こし 
たり しない， と」。 

5 「自分の 愛する 者に 寄り かかって， 
荒野から 上って 来る この 女は だれ だ 

ろず」。 

「りん ごの 木の 下で わた しは あなた 
を 呼び起こしました。 あなたの 母は そ 
こで あなたの ために 産みの 苦しみを 
味わった のです。 あなたを 産んだ 人 
は そこで 産みの 苦しみを 経験した の 

!サ） 

6 「わたしを 印章と して あなたの 心 
臓の 上に， 印章と して あなたの 腕の 上 
に 置いて ください。 愛は 死の ように 強 
く ，全き 専心に 対する 要求 は シェ オル 
と 同じく 屈する ことがない からです。 
その 燃え盛る 勢いは 火の 燃え盛る 勢い， 
ヤ ハの 炎です。 7 大水 も 愛を 消す こ 
とはで きません。 川 も それを 流し 去る 


ソロモンの 歌 8:8 一- r ザヤ 1：7  ユダは 病み， 地は 荒廃す る  1094 

ことは できません。 人が 愛の ために 自 第8 章  11 「バアル. ハモンに ソロモンの 所有 
分の 家の 貴重品を ことごとく 与える と 7D?8：39 する ぶどう 園が ありました。 [王] は そ 
しても， 人々 は それらの ものを きっと ^1:6  のぶどう 園を 番人に 託しました。 各々 
さげすむ ことでしょう」。  ゥ jy：i23 は その実の ため に 銀 千 枚を 持っ て 来た 

8 「わたしたちには まだ 乳房 もない ぺ テ13 :2 ものです。 

小さな 妹が いる。 わたしたちの 妹に [結 12 「わたしの ものである わたしの ぶ 
婚 の] 申し入れの ある 日に， わたしたち  317:9  どう 園は， わたしの 思い通りに する こ 

は 彼女の ために 何を してやろう か」。 才 ぱ とがで きます。 ソロモンよ， 千は あな 
9 「もし 彼女が 城壁で あれば， わたし ^ "テ12:12 たのもの， 二百は その実の 番をする 者 
たちは その上に 銀の 胸壁を 築く であろ 第二 欄 たちの ものです」。 

う。 しかし， もし 彼女が 扉で あれば， こ 7g は  13 「ああ， 園の 中に 住む 者よ， 仲間の 
れを 杉の 厚板で ふさいで しまおう」。  n  者たち が あなたの 声に 注意を 払って い 

じょうへき  ち イルカ 20:9  き  (I) 

10 「わたしは 城壁です。 わたしの 乳  る。 わたしに それを 聞かせて おくれ」。 

房は 塔の ようです。 こうして， わたし 歌6:11  14 「わたしの 愛する 方よ， 走って く 

は あの方の 目に， 平和を 見いだ してい ェ 歌2: 14  ださい。 香料の 山の 上の ガゼル か 雄 鹿 
る 者の ようになりました。  ォ歌 2:17  の 若 子の ようになって ください」。 


イザヤ 書 


(7)  W 

1 アモツ の 子 イザヤが， ユダの 王ウ 第 1 章 
ジャ， ヨタ乂 ' アハズ [および] ヒ 
ゼキ# の b| 筏に， ユダと エルサレムに ゥ 7 ザ2 ぱ 
関して 見た 幻：  iZ  28；1 

2 天よ， 聞け， 地よ， 耳を 向けよ 0 力潖 = 
エホバ ご 自身が 話された からで ある， キ ^!2:620 
「わたしは 子ら を 養い， そして 育てた。 rl  3:7 

かれ  はんこう  [コ）  うし ク詩 50:4 

しかし 彼らは わたしに 反抗した。 3 牛 ヶ中 1:31 

かぬ し  も  エゼ 16:13 

は その 買い主を， ろばは その 持ち主の コ 中心25 

か  ば  し  イザ 30:9 

飼い葉 おけを よく 知っている。 [しか ，，ゼ f8 

M  たみ サ ホセ4:6 

し，] イスラエルは 知らず， わたしの 民 シ^ ぱ 
は 理解 ある 振る舞いを しな かっ た」 0  9：^ 

4 罪深い 国民， とがに 重く まとわれ 

たみ  あく  おこ  たね W  はめつき  裁 9.1Q 

た 民， 悪を 行なう 胤， 破滅を 来たす 子 、ノ ミヵ _7:2 
らは 災い だ！ 彼らは エホバを 捨て， イ タ！ フ ミム 


ス ラエルの 聖 なる 方を 不敬な 仕方で 扱 

(7)  せ  む  （ィ） 

い， [その 方] に 背を 向けた。 5 あなた 
方は なお も 反抗を 増し 加える ことによ 
り， この 上 ほかの どこを 打たれようと 

(エ） あたま  ぜんたい  や  しん 

する のか。 頭は 全体が 病んで おり， 心 
臓 も 全体が 虚弱に なって いる。 6 足 

うら  あたま  いた  けん 

の 裏から 頭に 至る まで， そのうちに 健 

ぜん  まった  [力）  きず  う 

全な ところは 全くない。 傷と 打ち傷と 

なまな ま  あと  しぼ 

生々 しいむ ちの 跡 一 それらは 絞り出さ 
れ たこと も， 巻かれた こ ともなく， 油 

やわ  W 

で 和らげられ たこと もない。  7 あな 
た 方の 地は 荒廃し， あなた 方の 都市 

や  [ヶ）  と 

は 火で 焼かれた の だ。 あなた 方の 土 

第二 欄  ア申 32:19; エレ 7:19; エレ 50:29; コ I 10:22; 
イ詩 58:3; エレ 2:5; エレ 15:6;  ロマ 8:7; ウ エレ 9:3; エエ 
レ 2:30; エレ 5:3; オ ネへ 9:34; ダニ 9:8; 力 詩 38:3; キル 
力 10:34; ク申 28:63; エレ 44:2; ケイ ザ 34:9; エレ 2:15。 
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地 一よ そ 者た 4 は それを あなた 方の 
真ん前で 食い尽くし ており， その 荒廃 

くつがえ 

はよ そ 者たち によって 覆された ときの 

[ゥ）  むすめは） 

よう だ。 8 そして， シオンの 娘は ぶ 
どう 園の 仮小屋の ように， きゅうり 畑 
の 番小屋の ように， 封じ込められた 都 

し (才）  と  のこ 

市の ように 取り残された。 9 もしも， 
錄の ェホバ ご ■のが 歩し の 笙錄を 
わた したち のために 残して くださらな 
かったなら， わたしたちは まさに ソド 
ム のように なり， ゴ モラに も 似る もの 
となった ことであろう。 

【ク）  めいれい しゃ  [ヶ） 

10 ソ ドムの 命令 者たち よ， エホバの 
言葉を 聞け。 ゴ モラの 民よ， わたした 
ちの 拽の 律法に 耳を 向けよ。 11 「あ 
なた 方の 多くの 犠牲は， わたしに 何の 
益に なろう」 と， エホバは 言われる。 

おひつじ: サ） ぜんしょ うはん  ささ  もの ⑼  こ  ふと 

「雄 羊の 全焼 燔の 捧げ物 や 肥え太らせ 
た 動物の 脂は もう 沢山 だ。 わたしは 若 
I ヽ 雄牛 や 雄の 子羊 や 雄 や ぎの 血を 喜ば 

[夕）  がた  かお 

なかった。 12 あなた 方が わたしの 顔 
を 見る ために 次々 と 入って 来る とき， 
あなた 方の 手に この ことを， わたしの 

なかにわ  ふ  b) ようきゅう 

中庭を 踏みに じる ことを 要求した のは 
だれか。 13 無価値な 物の 捧げ物を こ 
れ 以上 持って来 るのは やめよ。 香 一 そ 
れ はわた しの 忌むべき ものである。 新 

げつ [ナ） あんそく び [二） たいかい しょうしゅう (ヌ！  せいかい  とも 

月と 安息日， 大会の 召集 一聖 会と 共 
に 怪異な 力 [を 借りる こと] にわたしは 
我慢で きない。 14 わたしの 魂は あ 
なた 方の 新月と あなた 方の 祭りの 時節 
を 憎んだ。 わたしに とって それは 重荷 

[ハ）  お 

となった。 わたしは [それを] 負う こと 
に 飽きた。 15 あなた 方が たなごころ 
を 伸べ ると き， わたしは あなた 方から 


目を 隠す。 たとえ あなた 方が 多くの 祈 
りを しようと も， わたしは 聴いて はい 
ない。 あなた 方の その 手は 流血で 満ち 

W  みあら ：才）  きよ •: 力！ 

ている。 16 身を 洗い， 身を 清め， わ 

まえ  がた  おこ 

た しの 目 の 前から あなた 方の 行ないの 
悪を 除け。 悪を 行なう ことを やめよ。 
17 善を 行なう ことを 学び， 公正を 尋ね 
求め， 虐げる 者を 正し， 父な し 子の た 

さば  r»  い  ぶん 

めに 裁きを 行ない， やもめの 言い分を 

べんご  ズ 

弁 S せょ」。 

18 「さあ， 来る がよ い。 わたしたちの 

間で 事を 正そう」 と， エホバは 言われ 

る。 「たとえ あな た 方の 罪が 緋 のよう 
ゆき 

であっても， それは まさに 雪の ように 
白く され， たとえ 紅の 布の ように 赤く 
て も， まさに 羊毛の ようになる。 19 あ 
なた 方が その 気になり， 本当に 聴くな 
ら， この 地の 良い ものを あなた 方は 食 
ベる であろう。  20 しかし， あなた 方 
が 拒み， 実際に 反抗的に なるなら， あ 
なた 方は 剣で 食い尽くされる。 エホバ 
の 口が [これを] 語った からで ある」。 

21 忠実な 町が 何と 売春 磘に なって 

かのじょ  こうせい  み 

しまう とは！ 彼女は 公正で 満ちて い 

(ナ）  ぎ  やど  （二） 

た。 そこには 義が 宿って いたの だ。 し 
かし 今は， 殺人を する 者たち が。 22 あ 
なた の 銀 も 浮き かすと なった。 あなた 
の 小麦 酒は 水で薄めて ある。 23 あな 
たの 君たち は 強情で， 盗人の 仲間。 そ 
の だれもが わいろを 愛する 者， 贈り物 

キ イザ 55:7; エゼ 18:30; ぺ亍 I  2:1; ク詩 34:14; ぺテ I  3: 
11; ケ アモ 5:15; ミカ 6:8; コ詩 82:3; 詩 112:5; サ箴 31: 
9; シ エレ 22:3; ス申 10:18; セ エレ 2:5; ホセ 14:1; ミカ 
6:2; ヤコ 4:8; ソ詩 51:7; イザ 44:22; 哀 4:7; ミカ 7:19; 
夕申 28:2; ヨエ 2:26; チサ I 12:25; 箴 29:1; ダニ 9:5; ホ 
セ 13:16; ツ レビ 26:33; 申 28:15; 申 30:19; サ I  15:29; ぺ 
テ D  3:9; テ 詩 48:2; ゼカ 8:3; ト エレ 2:20; エレ 3:6; エゼ 
16:22; ナサ n  8:15; 王 I  3:28; 二 代 n  19:9; 代 n  19:10; ヌミ 
力 3:3; ルカ 13:34; 使徒 7:52; ネ哀 4:1: エゼ 22:18;  ノホ 
セ 4:18; ハ イザ 3:14; ミカ 3:9; ヒ出 23:8; 箴 17:23。 
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ろ もろの 山の頂より 上に 堅く 据えられ, 
もろもろの 丘より 上に 必ず 高められ， 
すべての 国の 民は 必ず 流れの ように そ 

む  [ゥ）  おお  たみ かなら 

こに 向かう。  3 そして 多くの 民は 必 
ず 行って， こう 言う。 「来なさい。 エ 

いえ  のぼ 

ホバの 山に， ヤコ ブの进 の 家に 上ろう。 
[#] は ご 自分の 道に ついて わたしたち 
に 教え諭して くださる。 わたしたちは 
その 道筋を 歩もう」。 律法は シオン か 
ら， エホバの 言葉は エルサレムから 出 
るので ある。 4 そして， [裡] は 諸国 民 
の 中で 必ず 裁きを 行ない， 多くの 民に 
関して 事を 正される。 そして， 彼らは 
その 剣を すきの 刃に， その 槍を 刈り込 
みば さみに 打ち 変えなければ ならな く 
なる。 国民は 国民に 向かって 剣を 上げ 
ず， 彼らは もはや 戦いを 学ばない。 

5 ヤコブの 家の 者たち よ， 来なさい。 
エホバの 光のう ちを 歩もう。 

6 あなたは ご 自分の 民， ヤコブの 家 
を 捨て去られた からです。 彼らは 東 か 
らの もので 満ち， フィリス ティア 人の 
ように 魔術を 習わしに する 者と なり， 
異国 人の子 供たち であ ふれて い るから 
です。 7 そして， 彼らの 地は 銀 や 金 
で 満ち， その 財宝には 限りが ありませ 
ん。 また， 彼らの 地は 馬で 満ち， その 

へいしゃ  M 

兵車には 限りが ありません。  8 さら 

かれ  ち  むかち  かみがみ  み 

に， 彼らの 地は 無価値な 神々 で 満ちて 
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を 追い求める 者。 彼らは 父な し 子の た 
めに 裁きを 行なわず， やもめの 訴え 事 
も 彼らには 受け入れられない。 

24 それゆえに， [まことの] 主， 万 

ぐん  きょうりょく  かた 【ゥ） 

軍の エホバ， イスラエルの 強力な 方の 
お告げは こうで ある。 「はは あ！  わ 
た しは わた しに 敵対す る 者たち に 思い 
を 晴らし， わたしに 敵す る 者たち に復 
しゅうす る。 25 わたしは 手を あなた 
の 上に 引き戻し， 灰汁に よる かの よう 
にあな たの 浮き かすを 溶かし 去り， あ 
なた の 残り かすを ことごとく 取り除く。 
26 そして， 最初のと きと 同じように 
あなたの ために 裁き 人たち を， 始めの 
ときと 同じように あなたの ために 助言 
者たち を 連れ戻す。 その後， あなたは 
“義の 都市”， “ 忠実な 町” と 呼ばれる 
であろう。 27 シオンは 公正を もって 
請け 戻され， そこに 帰る 者たち は義を 
もっ^: [請け 戻される]。 28 そして， 
反抗す る 者たち と 罪深 I ヽ 者た ちとの 崩 
壊は 同時に 起こり， エホバを 捨てる 者 
たちは その 終わりを 迎える。 29 彼ら 
は あなた 方の k した 強大な 木々 を 恥じ， 
あなた 方は 自分の 選んだ 園の ために 恥、 
じ 入る からで ある。  30 あなた 方は 葉 

か  たいぼく  (V) 

の 枯れて ゆく 大木の ように， 水の ない 
園の ようにな るからで ある。  31 そし 
て， 強壮な 者は 必ず 麻く ずと なり， そ 
の 働きの 結果は 火花 [となる]。 それは 
二つと も 必ず 同時に 炎と なり， それを 
消す 者は だれもい ない」。 

2 アモツ の 子 イザヤが ユダと エル サ 
レムに 関して 幻で 見た 事：  2 そ 

すえ  [テ）  いえ [卜] 

して， 末の 日に， エホバの 家の 山は も 


イザヤ 1:24—2:8  剣を すきの 刃に 打ち 変える。 イスラエルの 偶像崇拝  1096 


14 2 :28 :5 8:3 
21 7: 2 レラね 
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背教者は 低く される。 エホバの 日 


イザヤ 2:9— 3：7 


います。 彼らは 人の 手の 業に， 人の 指 
の 造った ものに 身をかがめます。 9 そ 
して， 地の 人は 身をかがめ， 人は 低く 
なります。 あなたが 彼らを 赦す ことは 
ありえません。 

10 エホバの 怖ろ しさ ゆえに， また そ 
の 光輝 ある 優越性 か ら ，岩の 中に 入り， 
塵の 中に 身を 隠せ。 11 地の 人の ごう 
慢な目 は 必ず 低 くな り， 人間の 高ぶり 
は 必ず 身をかがめる。 その 日には， エ 
ホバ ただ おひと り が 必ず 高 く 上げられ 
る。 12 それは 万軍の エホバの 日 だか 
ら である。 それは， 自分を 高め， 高ぶ 
る 者 すべてに， そして， 高く 上げられ 
る 者， あるいは 低い 者 すべてに 臨む。 
13 高大で， 高く 上げられた レバノン 
のす ベての 杉と， バシャンの すべての 
巨木， 14 すべての 高大な 山と 高く 上 
げられ たす ベての 丘， 15 すべての 高 
い 塔と 防備の 施された すべての 城壁， 
16 タルシシ ュの すべての 船と 望まし 
いすべ ての 小舟と に [臨む]。 17 そし 
て， 地の 人の ごう 慢 さは 必ず 身を かが 
め， 人間の 高ぶりは 必ず 低くなる。 そ 
の 日には， エホバ ただお ひとりが 必ず 
高く 上げられる。 

む かち  かみがみ  かんぜん 

18 そして， 無価値な 神々 は 完全に 
過ぎ去る。 19 そして， が 立ち上 
がって 地が 衝撃を 受ける とき， 人々 は 
エホバの 怖ろ しさ ゆえに， また その 光 
輝 ある 優越性から， 岩の 洞く つや 塵の 
中に 入る。 20 その 日， 地の 人は， そ 

まえ  み  ひとびと  じ ぶん 

の 前で 身をかがめ るた め に 人々 が 自分 
に 造って くれた， 銀の 無価値な 神々 や 
金の 無価値な 神々 を， とがりね ずみ や， 


こうもり に 向かって 投げ出す であろ 
21 [独] が 立ち上がって 地が 衝撃 
を 受ける とき， エホバの 怖ろ しさ ゆえ 
に， また その 光輝 ある 優越性から， 岩の 
穴や大 岩の 裂け目の 中に 入る ためで あ 

がた  じ ぶん  いき 

る。 22 あなた 方は 自分の ために， 息 
がその 鼻孔に ある 地の 人から^! れ てい 
よ。 どんな 根拠が あって その 人が 考慮 

い  (I) 

に 入れられる というの か。 

しゅ (才） ばんぐん 

〇 見よ， [まことの] ま， 万軍の エホ 
° パは， エルサレムと ユダから 支え 
と 頼みを， すべての パンの 支えと すべ 
ての 水の 支えを， 2 力 ある 者と 戦士， 
裁き 人と 預言者， そして 占いを する 者 
と 年配者， 3 五十人の 長， 重んじられ 

もの  じょげんしゃ  せんもん  まじゅつし  じゅく 

ている 者， 助言者， 専門の 魔術師， 熟 
練した まじない 師を 取り除こう として 
おられる からで ある。  4 そして， わた 
しは 必ず 少年を 彼らの 君たち とし， た 
だの 専権が 彼ら を 支配す る こと になる 
であろう。  5 そして， 民は， ひとり 
が 他の 者に 対して， 各々 がその 仲間の 
者に 対して 実際に 圧制を 加える。 彼ら 
は， 少年が 老人に 向かって， 軽んじら 
れ ている 者が 敬われるべき 者に 向か っ 
て 襲い かか 4。 6 各々 は その 父の 家 

じぶん  きょうだい 

にいる 自分の 兄弟を とらえて， [こう 
言う] からで ある。 「あなたは マント 
を 持って いる。 あなたは わたしたちの 
ために 命令す る 者と なるべき だ。 そし 
て， この 覆された 集団は あなたの 手の 
下に 置かれるべき だ」。 7 その 日， 彼 

キ レビ 26:26; 申 28:51; エレ 37:21; エゼ 4:16; ク エゼ 13: 
9; ケ王 II  24:14; 詩 74:9; 哀 5:12; コ出 18:21; 申 1:15; サ 
I  8:12; サ申 18:10; 詩 58:5; イザ 8:19; シ裁 21:25; 伝 10: 
16; ス イザ 9:19; エレ 9:5; ミカ 3:3; マラ 3:5; セ ヨブ 30: 
1; ソ レビ 19:32; サ D  16:5; 箴 16:31; 伝 10:7; マル 14:65; 
タ イザ 1:10; イザ 22:3; ヨハ 6:15。 
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は [声を] 上げて， 言う であろう， 「わ 
た しは 傷の 手当てを する 者には ならな 
い。 わたしの 家には パン も マント もな 
い。 あなた 方は わたしを 民に 命令す る 
者と して 立てて はならない」 と。 

8 エルサレムは つまずき， ユダ も 倒れ 
ナム からで ある。 それは， 彼らの 舌と 行 
動が エホバに 逆らって いるから である。 
その 栄光の 目から 見て， 反逆の 振る舞い 
をして いるので ある。 9 彼らの 顔の 表 
情 そのものが 実際に 彼らに 未 利な 証言 
をし， 彼らは ソ ドムの ような 自奋の 罪を 
言い表わす。 彼らは [それを] 隠さな かっ 
た。 彼らの 魂は 災い だ！ 彼らは 自分 
自身に 災いを もたらし たからで ある。 

10 あなた 方は 言え， 義 なる 者は 良 

けっか  え  [*)  かれ  じ ぶん  おこ 

い [結果を 得る]， と。 彼らは 自分の 行 
ない の 実を 食べる ことになるから であ 
る。 11 邪悪な 者は 災い だ！一 災難 
だ。 自分の 手の [した] 仕打ちを 自分の 
身に 受ける からだ！ 12 わたしの 民 
はとい うと， これに 労働を 割り当てる 
者たち は 厳しい 扱いを して おり， ただ 
の 女たち が これを 実際に 支配す る。 わ 
たしの 民よ， あなたを 導いて いる 者た 
ちは [あなたを] さまよわせ ている。 彼 
らは あなたの 通って 行く 道を 混乱 させ 
たの/!。  ^ 

13 エホバは 争論の ために 立場を 取 
り， もろもろの 民に 宣告を 下す ために 
立ち上がって おられる。 14 エホバ ご 
自身が その 民の 年長の 者 や 君たち に 対 
して 裁きを 行なわれる。 

「そして， あなた 方自 身が ぶ どう 園を 
焼き払った。 苦しむ 者から 奪い取った 


テモ I  2:12 

サ イザ 9:16 


いえ  (7) 

ものが あなた 方の 家に ある。 15 あな 
た 方が わたしの 民を 打ち砕き， 苦しむ 

もの  かお  いったい 

者たち の 顔を すり 砕く とは 一体 どうい 
うこと なのか」 と， 主権者なる 主, 万 

ぐん  つ 

軍の エホバは お告げになる。 

16 そして， エホバは 言われる， r シ 
オンの 娘たち はごう 慢 になり， のどを 

の  いろめ  つか  ある  かろ 

伸ばし， 色目を 使って 歩き， 軽やかな 

足取りで 歩いて 行き， その 足で ちり 

[ウ） 

ん ちりん と 音を立てる。 それゆえに， 

むすめ  あたま いただき 

17 エホバ も シオンの 娘たち の 頭の 頂 

じっさい  M  みず か 

を 実際に かさぶ たで おおい， エホバ 自 

ら 彼らの 額を むき 出しにされる であろ 

(オ） 

う。 18 その 日， エホバは， くるぶし 
飾り， 頭 帯， 月形の 飾り， 19 耳の 垂れ 

かざ  うでわ  （キ）  あたま かざ 

飾り， 腕輪， ベール， 20 頭 飾り， く 

くさり むな おび (ク】  たましい いえ  な  がい 

るぶ し 鎖， 胸 帯， 『魂の 家』， 鳴り 貝の 

かざ W  ゆびわ  はなわ ㈣  れいふく じょう 

飾り， 21 指輪， 鼻輪， 22 礼服， 上 
衣， 外とう， 財布， 23 手鏡， 下着， 
ターバン， 大きな ベールの 美し さを 奪 
い 取られる。 

ゆ M  か 

24 「そして， バルサム 油の 代わりに 
た だか び 臭 L 、においが 生じる ことにな 
り ，帯の 代わり に 縄が, 凝っ た 髪 形の 代 
わりに はげが， 華美な 衣の 代わりに 粗 
布を 身に 巻く ことが， 美し さの 代わり 

や  いん W 

に 焼き印が [生じる]。 25 あなたの 男 

つるぎ  ちからづよ 

たちは 剣に よって， あなたの 力強 さは 

たたか  たお  （ッ）  かのじょ 

戦いに よって 倒れる。 26 そして， 彼女 

いりぐち  かなら  なげ  かな  [テ】  あら 

の 入口は 必ず 嘆き悲しみ， 悲しみを 表 
わし， 彼女は 必ず 徹底的 に 荒らされる。 

ち  ざ  [N 

彼女は まさしく 地に 座す であろう」。 

シ レビ 16:4; ス創 38:14; イザ 47:2; セ エス 2:12; ソ イザ 
22:12; エゼ 7:18; ミカ 1:16; タ エレ 4:8; 哀 2:10; ヨエ 1: 
8; アモ 8:10; チ ガラ 6:17; ツ代 n  29:9; エレ 11:22; 哀 2: 
21; アモ 9:10; テ エレ 14:2; 哀 1:4; ト ヨブ 2:13; イザ 47: 
1; 哀 2:10。 


1099  残りの 者は 聖 なる もの。 エホバの ぶどう 園が 野生 化する  イザヤ 4:1— 5：7 


4 そして， その 日 には 七 人の 女が 一人 
の 男を 捕まえて 言う， 「わたした 
ちは 自分の パンを 食べ， 自分の マン ト 
を 着ます。 ただ， わたしたちの そしり 
を 取り去る ために， あなたの 名で 呼ば 
れ るよう にして ください」 と。 

2 その 日， エホバが 芽生えさせる も 
のは， 飾りの ため， 栄光の ための もの 
となり， その 地の 実は， 逃れた イス ラエ 
ルの 碧た る ことって i るべき もぶ， ぅ 襄 
しい ものと なる であろう。  3 そして， 
シオンに 残って いる 者と エルサレムに 
残された 者たち， すなわち エルサレム 
における 命の ために 書き留められ るす 
ベての 者は， [姓] に とって 聖 なる もの 
と言われる ことになる。 

4 エホバが 裁きの 霊と 焼き払う 霊と 
によって， シオンの 娘たち の 糞便を 洗 
い 流し， エルサレムの 流血を も その 中 


からすす ぎ 落とされる とき， 5 エホバ 
はまた， シオンの 山の すべての 定ま っ 
た 場所と その 大会の 場所の 上に， 昼は 
雲， そして 煙， さらに 夜は 燃え立つ 火 
の 輝きを 必ず 創造され る。 すべての 栄 
光の 上に 覆いが あるから である。 6 そ 
して， 昼は 乾燥した 熱気を 避ける 陰の 
ための， また， 雨 あらしと 降雨を 避け 
る 避難所 や 隠れ 場の ための 仮小屋が あ 
るであろう。 

5 わたしの 愛する 者の ために， どう 
か， そのぶ どう 園に 関する わたし 
の 愛する 者の 歌を 歌わせて 欲しい。 わ 
た しの 愛する 者が 肥よ く な 丘の 斜面に 
持つ ようにな っ たぶ ど う 園が あった。 
2 そして， 彼は それを 掘り起こし， 石 


を 除き， えり 抜きの 赤ぶ どうの 木を 植 
え， その 中央に 塔を 建てた。 また， そ 
こ には 彼の 切り 掘っ たぶ どう 搾り 場 
が あった。 こうして， 彼は それが ぶ ど 
うを 産み出す のを 待ち望ん だが， それ 

はやが て 野ぶ どうを 産み出す ように 

(エ） 

なった。 

3 「それで 今， エルサレムの 住民と ユ 
ダの 人たち よ， どうか， わたしと わた 
しのぶ どう 園との 間を 裁いて 欲しい。 
4 わた しが わた しのぶ どう 園の 中で ま 
だ 行なって いない こと， 何 かその ため 
になすべき ことが ほかに あるか。 わた 
しは それが ぶどう を 産み出す のを 待ち 
望んだ のに， やがて それが 野ぶ どうを 
産み出す ようになった のは どう して か。 
5 それで 今， よければ， わたしが わた 
しのぶ どう 園に 行なおうと している こ 
とを あなた 方に 知らせようと 思う。 す 
なわち， その 垣は 取り除かれる ことに 
なり， それは 必ず 焼き払われる。 その 
石垣は 必ず 崩され， それは 必ず 踏みに 
じられ る 場所と なる。  6 そして， わた 
しは それを 滅ぼされ たものと する。 そ 
れは 刈り込まれる こと も， くわを 入れ 

[サ）  かなら 

られる こと もない。 そして， 必ずい ば 
らの 茂みと 雑草が 生じる。 わたしは 雲 

めいれい  くだ  まった  ふ 

に 命令を 下して， そこに 雨を 全く 降ら 
せない ようにす る。 7 万軍の エホバの 
ぶどう 園は イスラエルの 家で あり， ユ 
ダの 人々 は [裡] が 親愛の 情を 抱いた 栽 
培地 だからで ある。 そして， [神] は 裁 
きを 待ち望ん だが， 見よ， 律法を 破る 


イザヤ 5:8—24  知識の 欠如の ために 流刑の 身と なる。 災いが 宣告され る  1100 


である [まこ との] 裡は義 によ っ て 必ず 
ご 自分を 神聖な ものと される。 17 そ 
して， 雄の 子羊は 自分の 牧場に いるか 
のように 実際に 草を 食い， 肥え太った 

どうぶつ  こうはい  ばしょ  がいじん きょりゅう しゃ 

動物の 荒廃した 場所を 外人 居留 者たち 
が 食べる であろう。 

18 不 真実の 縄で とがを 引き， 車の 綱 
です るよう に 罪を [引く] 者たち は 災い 
だ！ 19 「その 業を 急がせよ。 それを 
ぜひ 速やかに 来させよ。 我々 が [それ 
を] 見る ためだ。 イスラエルの 聖 なる 
方の 計り 事を 近づかせ， [それを] 来さ 
せよ。 我々 が [それを] 知る ためだ」 と 

い  もの  (x) 

言って いる 者たち は。 

20 善は 悪で ある， 悪は 善で ある， と 
言って いる 者たち， 闇を 光， 光を 闇と 
している 者たち， 苦い を 甘い とし， 甘 
いを 苦い と している 者たち は 災い だ！ 
21 自分の 目に 賢く 映り， 自分の 顔の 
前に 思慮 深く 映る 者たち は 災い だ！ 

22 ぶどう酒を 飲む ことに 力強い 者た 
ち， 酔わせる 酒を 混ぜ合わせる ことに 
活力 ある 者たち，  23 わいろに 対する 
報酬と して 邪悪な 者を 義に かなって い 
ると 宣告す る 者たち， 義 なる 人から そ 
の義 さえ も 取り去る 者たち は 災い だ！ 
24 それゆえ， 火の 舌が 刈り株を 食い 
尽くし， その 炎の 中に ただの 枯れ草が 
落ちて ゆく ように， 彼らの 根 株 も かび 
臭いに おいの ようになり， その 花 も 粉 
のように 上って 行く。 彼らが 万軍の エ 
ホバの 律法を 退け， イスラエルの 聖な 

ク箴 23:20; 箴 31:5; イザ 5:11; ケ申 16:19; 箴 17:23; イ 
ザ 1:23; ミカ 3:11; ヤコ 2:9; コ王 I  21:13; 詩 94:21; 箴 17: 
15; マタ 23:35; ヤコ 5:6; サ出 15:7; ヨエ 2:5; ナホ 1:10; 
マラ 4:1; シ ヨブ 18:16; ホセ 9:16; アモ 2:9; スサ I 15:23; 
王 II  17:14; ネへ 9:26; 詩 50:17; ヘプ 10:28。 


ことがあり， 義を [待ち望んだ] が， 見 

さけ  ごえ W 

よ， 叫び声が あった」。 

8 家に 家を 連ねる 者たち， [また] 畑 
に 畑を 合わせる 者たち は 災い だ！ つ 
いには 余地が なくなり， あなた 方は 土 
地の 真ん中に ただ 自分たち だけで 住む 
ことに なった。  9 わたしの 耳に 万軍 
の エホバは [誓われた]。 たとえ それが 
大きくて 良い もので あっても， 多くの 
家は 住む 人の いない， ただの 驚きの 的 
となる であろう， と。 10 十 エーカー 

えん  W 

のぶ どう 園 も わ ず かーノ 《卜， ー ホ メル 
の 種 もわず かーエ ファ しか 産み出さな 

[キ） 

いからで ある。 

11 酔わせる 酒を 求める ためだけ に 
朝早く 起きる 者， 遅くまで 夕闇の 中で 
だらだらと [時を] 過ごし， ぶどう酒に 
身を 燃やす 者たち は 災い だ！ 12 彼 
らの 宴には 必ずた て 琴と 弦邊 器， タン 
パリンと フルー ト， そして ぶどう酒が 
ある。 しかし， 彼らは エホバの 働きを 
見ず， そのみ 手の 業を 見なかった。 

13 それゆえ， わたしの 民は 知識の 欠 
如の ために 必ず 流刑の 身 となる であろ 

えいこう  き が  もの 

う。 その 栄光は 飢餓に ひんして いる 者 
たちで あり， その 群衆は 渴き 切った 者 

(せ） 

となる。 14 それゆえ， シエ オルは そ 
の 魂を 広く し， その 口を 果てしなく 広 
く 開けた。 彼女の 中に いる 光輝 ある も 
の， また， その 群衆と どよめきと 歓喜 
している 者とは， 必ず その 中に 下って 

ゆ （夕）  ちみ 

行く。 15 そして， 地の 人は 身を かが 
め， 人は 低くな り， 高位の 者たち の 目 
も 低くなる。 16 そして， 万軍の エホ 
パは 裁きに よって 高くな り， 聖 なる 方 


0 13 7 
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1101  神の 怒り； 旗 じる し。 神殿の 幻。 イザヤは 使命を 受ける  イザヤ 5:25—6:9 

かた  けい  (7)  (7)  しんでん  み  （イ】 

る 方の ことばを 軽べ つした からで ある。 第5 章 られ， そのす そは 神殿に 満ちて いた。 
25 それゆえに， エホバの 怒りは ご 自分 ァフ/3  2 セ ラフたち がその 上の 方に 立って い 

たみ  む  も  かれ  V  ^  01.17  [ゥ） おのおの  つばさ  も 

の 民に 向かって 燃え， 彼らに その 手を  ftnselie た。 各々 六つの 翼を 持って いた。 二つ 

の  う  U)  哀 2:2  かお  おお M  と 

伸べ てこれ を 打たれる であろう。 そし ゥ ナホ 1:5 で 顔を 覆い， 二つで 足を 覆い， 二つで 飛 
て， 山々 は 動揺し， 彼らの 死体は ちま だ 〖 び 回る のであった。 3 そして， この 者 

(I)  エレ 8:2  よ  い  せい 

たの 中で あくた のようになる。  ォ i レ 52:4 がかの 者に 呼びかけて 言った， 「聖な 

このす ベての ことの ゆえに， [裡] の ^11%% るかな， 聖な るかな， 聖な るかな， 万 

もと  もど  キエ レ 4:13  ぐん  【才） ぜんち  み 

怒りは 元に 戻らず， その 手は なお も 伸  ^4:19  軍の エホバ。 全地に 満ちる ものは その 
ばされ たままで ある。 26 そして， 遠 ヶ歲 21:31 栄光で ある」。 4 すると， 呼んで いる 

はな  こくみん  はた  かか  エゼ 3:9  もの  こえ  しきい  じく  [力） ふる  いえ 

く 離れた 太いなる 国民に 旗 じる しを 掲 。 ハ バ1:8 者の 声で 敷居の 軸が 震え， 家 もし だい 
げ， 地の果て にいる その 旧 民] に 口笛 1^217 に 煙で 満たされる ようになった。 

を 吹かれた。 すると， 見よ， それは 急ぎ ス 5 それから， わたしは 言った， 「わた 
ながら 迅速に やって来る。 27 彼らの ^ゴ乂8 漂 しは 災い だ！ 沈黙に 陥れられ たも 同 
中には 疲れて いる 者 も， つまずく 者 も  ri  8；9° 然 だから だ。 わたしは 唇の 清くない 人 
いない。 だれ ひとりう とうとせ ず， だ  間で あり， 唇の 清くない 民の 中に 住ん 

れ ひとり 眠らない。 そして， 彼らの 腰 、ノ代 11  26:23 でい るから だ。 わたしの 目は 王を， 万 
の 帯は 决 して 解かれず， サン ダルの ひも 夕 g 軍の エホバ ご 自身を 見た から だ」。 

ひ  かれ  申 4:15 

が 引きちぎられる こと もない。  28 彼 ョ ハ;;: 3  6 すると， セ ラフの ひとりが わたし 

や するど  ゆみ ひ  4:24  と  き  さい 

らの 矢は 鋭く され， すべての 弓は 引か - のと ころに 飛んで 来た。 その 手には 祭 

れ るからで ある。 その 馬の ひづめは 必  壇から 火 ばし で 取った 真っ赤に おこ っ 

ひう  [ヶ）  しゃりんぼう 7  SI  22:19  すみ [シ） 

ず 火打ち石と みなされ， その 車輪は 暴 ィダ ニ7:9 ている 炭が あった。 7 そして わたし 

ふう  [コ）  こえ ウイ ザ 6:6  ふ  [ス） い 

風と [みなされる] 0  29 その ほえる 声 I 出 3:6  の 口に 触れて 言った， 「見よ， これが 
は ライオンの ようで あり， 彼らは たて あなたの 唇に 触れた ので， あなたのと 

わか  啓 4:8  はな  つみ あがな 

がみの ある 若い ライオン のように ほえ ^  is  26:14  がは 離れて いった 0 あなたの 罪は 贖わ 

さけ （サ）  えもの  キ敢 15:8  (セ） 

叫ぶ。 彼らは うなり， 獲物を つかみ， クョブ 14:4 れ ている」。 

[それを] 無事に 持ち去り， 救い出す 者 3?213  8 それから， わたしは エホバの 声が 

はだれ もい ない。  30 そして， その 日， ^  S  33：2? こう 言われる のを 聞く ようになった。 

かれ  うみ  裁 6:22  つか 

彼らは 海のう なるとき のように それに  ^ 13=22  「わたしは だれを 遣わそう か。 だれが わ 

たい  W  ち  じっさい  ヨ ハ 1:18  (V)  ゆ 

対してう なる。 そして， 人は 地を 実際 たしたち のために 行く だろう か」。 そこ 

くなん やみ [セ}  ^  ^  8,5 

に 見つめる が， 見よ， 苦難の 闇が あり， シェ セ'1 0:2 で わたしは 言った， 「ここに わたしが 

ひかり  お  したた  くら  スエ レ 1:9 

光 も その上に 落ちる 滴りの ゆえに 暗く  ^ 10:16 おります！ わたしを 遣わして くださ 

セ 詩 51:2  [夕 1  い 

なった。  ^ Si8 い」 と。 9 すると， [裡] はさら に 言わ 

6 しかしながら， ウジ ヤ 王の 死んだ れ た， 「行け。 あなたは この 民に 言わ 

w  こう  .  '，.〇  ひとびと  なんど 

年に， わたしは エホバを 見た。 高 4；3!8  なければ ならない， 『人々 よ， 何度も 

大 で， 高く 上げられた 王座に 座して お  ^n!；20 何度も 聞け。 だが， 理解す るな。 何度 


イザヤ 6:10—7:12  いつまで か； 廃虚と なる まで。 アハズ は 恐れる  1102 

も 何度も 見よ。 だが， 知識を 得るな』。 第6 章  3 それで， エホバは イザヤに 言われ 
10 この 民の 心を， 受け入れる 力の ない た， 「あなたと あなたの 子 シェア ル. 

(ィ）  どんかん  [0)  マタ 13:14  [ァ】  あ 

ものにし， その 耳を 鈍感に ならせ， そ ルヵ8: 1〇 ヤシ ュブ とは， アハズ に 会うた めに， ど 

づ  かれ  使徒 28:26  せんたく にん  の  かいどう 

の 目を のり 付けせ よ。 彼らが その 目で ィ 出/ ム  うか， 洗濯 人の 野の 街道の ほとりに あ 
見る ことのな いため， その 耳で 聞く こ  ^?6 る， 上の 池の 水道の 端に 出て 行く よう 
とのない ため， また， その 心が 理解す に。 4 そして， あなたは 彼に 言わな け 
る ことのな いため， 彼らが 実際に 立ち 使徒28:27 れ ばなら ない， 『自分に 注意し， かき 

かえ  じぶん  え  エサ I  2:25  みだ  (x)  けむ  まる 

返って 自分の ためにい やしを 得る こと  マタ は15 乱されて はならない 0 これらの 煙る 丸 

(エ 1  才詩 74:10  た  はし 

のない ためで ある」 0  詩94:3  太の 二つの 端くれの ために， レツ ィン 

たい  い  力 代 1136:21  (ォ） はげ  いか 

11 これに 対して， わたしは 言った， ^  ^ と シリアと レ マルヤの 子の 激しい 怒り 
「エホバよ， いつまでで すか」 と。 する キ^^ = のために 恐れて はならない。 あなたの 
と， こう 言われた。 「都市が 実際に お ク ミ 也、 を おじけ させて はならない。  5 シ 

かい  はいきょ  す  いえいえ  ロマ 9:27 

壊して 廃虚と なり， 住む 人 もな く， 家々 ヶマタ 3:1〇 リアが エフ ライムと レ マルヤの 子と 
に 地の 人が 絶え， 土地 自体 も 損なわれ 17^  [共に]， あなたに 対して 悪い ことを 進 

こうはい (*)  じっさい  ち  ロマ 11:5  げん  せ  のぼ  ひ 

て 荒廃し， 12 エホバが 実際に 地の 人 ガ？ 3:i6 言し， 6 「ユダに 攻め上り， これを 引 

とお  のぞ  さ  カフ 3:29  さ  つ  やぶ  われわれ 

をはる か 遠くに 除き 去り， その 地の 中 - き 裂き， これを 突き破って 我々 のた め 

で 荒廃の 状態が 極めて 広い 範囲に 及ぶ 第1 早 に 取ろう。 そして その 中で 別の 王， 夕 

[キ）  ぶん シ王 n 16:1  とうち  い 

まで。 13 そして， そこには なお 十分 伽28:1 ブ エルの 子に 統治 させよう」 と 言った 

w  かなら  や  はら  ス王 n 16:5  (4) 

の 一が あり， それ もまた 必ず 焼き払わ セ 1113 f からと て。 

たいぼく  代 n  28.6  しゅけんしゃ  しゅ 

れる ものと なる。 すなわち， 大木の よ 'iff5  7 「『主権者なる 主 エホバは このよう 

きょぼく  き 夕代 1125.7  い 

うに， 巨木の ようになり， [それが] 切  ^ .ぶ $ に 言われた。 「それは 立たない。 それ 
り 倒される ときには 切り株が ある。 聖 ^^2sT6 は 起こる こと もない。 8 シリアの 頭は 
なる 胤が その 切り株と なる」。  m-m  ダマスカス， ダマスカスの 頭は レ ツィ 

m さて， ユダの 王， ウジ ヤの 子ヨタ 7ィ ザ 8:18 ン だからで ある。 わずか 六十 五 年のう 
• ムの子 アハズ の 時代に なって， シ ちに エフ ライムは みじんに 砕かれ， 民 
リアの 王 レツ ィンと イスラエルの 王で i|d3=20 ではなくなる。  9 また， エフ ライムの 

(セ 1  マタ 10:28 かしら  [コ 1  一 

ある レ マルヤの 子ぺカ ハが エルサレム ォ王 ni5:30 頭は サマリア， サマリアの 頭は レ マル 

たたか  のぼ  き  イザ 8:6  (サ）  がた  しんこう 

と 戦うた めに そこに 上って 来た 。しか 力 申 20:3  ヤの 子。 あなた 方に 信仰がないならば， 

かれ  キ王 n 16：5  なが  トン） 

し， 彼は これと 戦う ことができ なかっ ク詩 2:4  あなた 方は 長ら えないで あろう」』」。 

(v)  [夕）  詩 33:11 

た 0  2 そして， 「シリアは エフ ライム  ^  21:30  10 そして， エホバは さらに アハズ に 

よ  ほうこく  ケ王 n 17：6  はな  い 

に 寄り かかった」 との 報告が ダビデの ホセ1:6  話して， こう 言われた。 11 「あなたの 
家に もたらされた。  サ王 H1S:27 裡エ ホバ から 自分の ためにし る しを 求 

かれ こころ たみ  かぜ  シ代 n  20:20  [ス）  ふか 

それで， 彼の 心と 民の 心は 風の ため ネ めよ。 それを シェ オルの ように 深く， 

しんりん  き ぎ  ふる  へ'7 11-b  りょういき  たか 

に 森林の 木々 が 震える ときの ように 震 ス^ あるいは 上の 領域の ように 高く せよ」。 
え はじめた。  ^?2；38 12 しかし アハズ は 言った， 「わたしは 


1103  しるし一 乙女が イン マヌエルを 産む  イザヤ 7:13——8:4 

求めません。 また， エホバを 試みる こ 第7 章  21 「そして， その 日には， 人は 群れ 
ともしません」 と。  7；532；!5 の 若い 雌牛 一頭と 羊 二 頭を 生かして お 

13 そこで 彼は 言った， 「ダビデの  くこと になります。 22 そして， 乳が 

いえ  き  <  ノ1^ 1:34 おお  かれ  た 

家よ， どうか 聴いて ください。 あなた ゥマタ 1:23 多く 出る ので， 彼は バターを 食べます。 
方は， 人を 疲れさせる ことが 自分に  その 地の 中に 残される 者は みな バター 

ほど  <  H  みつ I イ） 

とって それ 程 小さい ことなので， わた  とはち 蜜を 食べる からです。 

しの 裡をも 疲れさせよう とする のです 才 歲8…  23 「そして， その 日には， かつては 

ふ。 14 それゆえ， エホバ ご 自身が あ  ° マ12 :9 千 ‘ 本のぶ どうの 木が あって， 銀 一千 枚 

がた  あた  力 申 1:39  あたい  ばしょ W 

なた 方に しるしを お与えになります。  の 価の したす ベての 場所が一 いばら 

見よ， 乙女が 実際に 妊娠して， 男の子  f ザ1 U  の 茂みの ため， 雑草の ための ものと な 
を 産みます。 彼女は その 名を 必ず イン  ^ 17：1 ります。 24 人は 矢と 弓を 携えて そこ 

よ  かれ あく ク代 n  28:19  ゆ  （才） とち  ざっ 

マヌエルと 呼ぶ でしょう。 15 彼は 悪 ホへ9 :32 に 行きます。 土地は すべてい ばらと 雑 
を 退けて 善を 選ぶ ことを 知る ようにな 12：20 草 だけになる からです。 25 また， か 

みつ  た  コ 王 n i8:u  やっかい しょくぶつ  と  はら 

るまでに は， バターと はち 蜜を 食べ ま サ王 nl8:13 つては 厄介な 植物が くわで 取り払われ 
す。 16 その 男の子が 悪を 退け， 善を ^ 19：4 ていたす ベての 山 一 あなたは いばら 
選ぶ ことを 知る ようになる 前に， あな  ^ 118:12 の 茂みと 雑草への 恐れの ために そこに 
たがむ かつく ような 怖れを 抱いて いる  m  33：ii 来なくなります 。それは 必ず 牛を 放し 
二人の 王の 地は 完全に 捨てられ るから 飼いに する 場所， 羊の 踏みつける 所と 

[キ）  [力） 

です 0 17 エホバは あなたと あなたの ソ王 nie:7  なります」 0 

たみ  ちちい え  たい [ク 1  代11  28:20  つ  い 

民と あなたの 父の 家と に対して， エフ ラ タ ィザ 9:14  p 次いで， エホバは わたしに 言われ 
イムが ユダの そばを 離れ 去った 日から 3 た， 「あなたは 自分の ために 大き 
来た ことのな いような 日を もたらされ な 書き 板を 取り， 死すべき 人間の 尖 筆 
ます。 すなわち， アッシリアの 王です。 ァ ェレ 39:1〇 で， その上に 『マへ ル •シャラ ル. ハ 
18 「そして， その 日には， エホバは ィサ シュ •バズ』 と 書け。 2 そして， わた 
エジプトの ナイルの 運河の 果てに いる ゥ 歌8 :11  しは， 忠実な 証人， 祭司 ウリヤ と エベ 

ち  【サ j みつ  （シ） エイ ザ 5:6 

はえと， アッシリアの 地に いる 蜜 ばち  ^  32:13 レクヤ の子ゼ カリヤと によって， それ 
のために 口笛を 吹かれます。 19 する  ~6:8 が 真正で ある ことを 自分の ために 証し 

かなら  らいしゅう  け わ  ほん オエゼ 39:9 

と， それらは 必ずみ な 来 集し， 険しい 奔 _..34.r させよう」。 

りゅう たに おおい わ  さ  おんな よげんしゃ  ちか 

流の 谷， 大 岩の 裂け目， すべての いばら -  3 それから， わたしは 女 預言者に 近 

みず ば  [ス）  第 8 章  かのじょ  にんしん  だんし 

の やぶ， すべての 水 場に とどまります。 +  .  づき， 彼女は 妊娠して， やがて 男子を 

ちほう M やと  + イザ^ 0:8 う  叻  い 

20 「その 日には， 也 の 地方の 雇われ  2:2 産んだ。 エホバは そのと きわたし に 言 

たかみ そりに より， すなわち アッ シリ 1cin われた， 「その 名を マへ ル •シャラ ル • 

M  あたま  け  ケ王 H 16:10  よ 

アの 王に より， エホバは 頭と 足の 毛と コル ッ 4:7  ハシュ •バズと 呼べ。 4 それは， その 
を そり， それは あごひげを も そり 落と ^  s lft 子が 『お父さん！』 『お母さん！』 と 

»1  よ  し  まえ 別 

します。  シィザ 7:16 呼ぶ ことを 知る ようになる 前に， 人は 


r ザヤ と 子供たち は しるしと なる  1104 

方を あなた 方は 聖 なる 方と すべきで あ 

(7)  がた  おそ 

り， この 方 こそ あなた 方の 恐れるべき 

M  かた 

もの， あなた 方を おののかせる 方で あ 

[ゥ） 

るべき である」。 

14 そして， こ の 方は 必ず 神聖な 場所 

[エ）  いえ 

となる。 しかし イスラエルの 二つの 家 
に とっては， 突き当たる 石， つまずく 

いわ  [才）  じゅうみん 

岩と なり， エルサレムの 住民に とって 
は, 仕掛けと なり， わなと なる。 15 そ 
して， 彼らのう ちの 多くの 者は 必ずつ 
まずき， 倒れ， 砕かれ， わなに 掛か っ 
て 捕らえられる。 

16 証し を 包み， わたしの 弟子たち の 
中で 律法の 周りに 封印せ よ！ 17 そ 
して， わたしは ヤコブの 家から 顔を 覆 
い 隠 して おられる エホバを 待ちつ づけ， 
この 方に 望みを 置 <L 
18 見よ， わたしと， エホバが わたし 
にお 与えに なった 子供たち とは， シオ 

す  ばんぐん  W 

ンの 山に 住んで おられる 万軍の エホバ 

(V)  备 

からの イスラエルの しるしと なり， 奇 
跡と なって いるので ある。 

19 そして， もし 人々 が あなた 方に， 
「霊媒に， または， さえずったり 低い 声 

い  よ げん  れい  も 

でものを 言ったり する 予言の 霊を 持つ 
者たち に 問い合わせよ」 と言うの であ 
れ ば， どの 民 も その 裡に 問い合わせる 

['»  い 

べきでは ないか。 生きて いる 者たち の 
ために 死者に [問い合わせる ことがあ っ 
てよ いだろう か]。  20 律法と 証し と 

に [南ぇ]! 

確かに， 彼らは 夜明けの 光を 持たな 
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イザヤ 8：5—20  陰謀。 - 

ダマスカスの 資産と サマリアの 分捕り 
物を アッ シリア 王の 前に 運び去る から 

(7) 

である」 0 

5 次いで, エホバは な おもわた しに 話 
して 言われた， 6 「この 民が 穏やかに 
流れる シ ロア ハの 水を 退けて， レ ツィ 
ンとレ マルヤの 子に 対する 歓喜が ある 
ので， 7 まさに それゆえに， 見よ， エ 
ホ パは hi の 力強い 多量の 水， すなわち， 
アッ シリアの 王と そのす ベての 栄光を 
彼らに 向かって 連れ 上る。 そして， 彼 
は 必ず そのす ベての 川床に 上り， その 
すべての 岸を 越え， 8 ユダを 通って 進 
んで 行く。 彼は まさに 洪水と なって 越 
えて 行く。 彼は 首にまで 達する。 そし 
て， イン マヌエルよ， 彼の 翼の 広がり 

かなら  ち  はば  み 

は 必ず あなたの 地の 幅を 満たす ことに 
なる」。 

9 もろもろの 民よ， 害を 加える 者と な 
り， みじんに 砕かれよ。 地の 遠い 所に 
いるすべ ての 者たち よ， 耳を 向けよ！ 
帯を 締め， みじんに 砕かれよ！ 帯を 
締め， みじんに 砕かれよ！ 10 企て 
を 考え出せ。 それは 破られる！ 言葉 
を 出せ。 それは 立たない。 ® がわた し 
たちと 共に おられる からだ！ 11 エ 
ホバ はこの 民の 道を 歩む ことから わ 
たしを そらす ために， み 手の 強さを 
もって わた しにこう 言われた からで あ 
る。 12 「あなた 方は， この 民が 『陰 
謀 だ！』 と 言いつ づける すべての こと 
に関して， 『陰謀 だ！』 と 言って はな 
ら ない。 彼らの 恐れる ものを 恐れて は 
ならない。 また， それに おののい ては 
ならない。 13 万軍の エホバー この 
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W  だんし 

生まれ， わたしたちに ひとりの 男子が 

あた  [ィ】  きみ  し 

与えられ たからで ある。 君と しての 支 

はい  かた  お  [ゥ 1  かれ 

配が その 肩に 置かれる。 そして 彼の 名 
は， “く すしい 助言者”， “力 ある 神”， 

ちち [力）  へいわ  （キ）  よ 

“ とこしえの 父”， “ 平和の 君” と 呼ば 

おう ざ I ク） 

れ るであろう。 7 ダビデの 王座と その 

おうこく  きみ  ゆた 

王国の 上に あって， 君と しての その 豊 

し はい (ヶ） へいわ  お  (3) 

かな 支配と 平和に 終わりは ない。 それ 

いま  さ だ  とき  いた  こう 

は, 今より 定めの ない 時に 至る まで， 公 

せい (サ） ぎ (シ）  かた  （ス）  ささ 

正と 義と によって これを 堅く 立て， 支 

じつ  ばんぐん 

える ためで ある。 実に 万軍の エホバの 
熱心が これを 行なう。 

8 エホバが ヤコブを 責めて 送った 
言葉が あり， それは イスラエルに 下っ 

(V]  たみ 

た 0  9 そして， 民は みな， エフ ライム 

も サマリアの 住民 も， 必ず [それを] 知 
るよう になる。 [その] ごう 慢 とこ 己、 の 示 

そん  [ツ）  い 

遜の ためで あり， こう 言う。 10 「れ 

たお  われわれ  き  （テ）  た 

ん がは 倒れた が， 我々 は 切り石で 建て 

[卜】 

る。 エジプトい ちじくの 木は 切り倒さ 
れ たが， 我々 は 杉を もって これに 代え 
る」。 11 そして， エホバは レツ ィン 
の 敵対 者た ちを 高く 上げて こ れを 攻め 
させ， その 者の 敵たち をせ き 立てられ 

W  ひがし  （二） はいご 

る。 12 東からは シリア， 背後からは 

じん W  かれ 

フィリス ティア 人が， そして 彼らは 口 

あ  くつ  （ネ） 

を 開けて イスラエルを 食い尽くす。 こ 

いか 

のす ベての ことの ゆえに， [姓] の 怒り 

もと  もど  の 

は 元に 戻らず， その 手は なお も 伸ばさ 

[ノ） 

れ たままで ある。 

たみ  じ ぶん  う 

13 そして， この 民 も 自分たち を 打 
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1105  ガリ ラヤ から 光が 出る。 

いこの 言葉に したがって 語りつ づけ 
る。  21 そして， 各々 ひどく 苦しみ， 
飢えを 覚えて， 必ず その 地を 通り抜け 
る ことであろう。 彼は 飢えて おり， 自 
&を 憤らせた ので， 自分の 王と 自分の 
控の 上に 実際に 災いを 呼び 求め， 必ず 
上を じっと見る ことであろう。  22 そ 
して， 彼は 地を 見る が， 見よ， 苦難と 

やみ W うすぐら  こんなん  とき  かがや  くら 

闇， 薄暗 さ， 困難な 時， 輝きの ない 暗 
がりが ある。 

Q しかし その 薄暗 さは， その 地が 圧 
^ 迫の 下に 置かれた とき， 人が ゼ ブル 
ンの 地と ナフタリの 地を 侮べ つを もっ 
て 扱った ずっと 以前の 時， また， それ 
より 後の 時に， 人が [それに] —海 ぞい 
の 道， ヨルダンの 地方， 諸国 民の ガリ 
ラヤ に一 誉れを 受けさせ たと きのよ 
うでは ない。 2 闇の 中を 歩んで いた 
民は 太いなる 光を 見た。 深い 陰の 地に 
住んで いた 者たち には， 光が その上に 
照り 輝いた。 3 あなたは その 国民を 
多くし， [国民の] ために 歓 びを 太いな 
る ものと された。 彼らは 収穫の 時に 歓 
ぶように， 分捕り物を 分ける ときの 喜 
びに 満ちた 者たち のように， あなたの 
み 前で 歓ん だ。 

4 それは， あなたが， 彼らの 荷の 
くびきと その 肩の むち 棒を， 彼らを 仕 
事に 追い立てる 者の 杖を， ミディ アン 
の 日 に 行なわれ たよう にみ じんに 砕か 
れ たから だ。  5 身震いしながら 踏み 

もの [H  なが  ち 

にじる 者の すべての 長ぐ つと， 血に ま 
みれ た マントとは， 火の ための 糧 とし 
て 焼かれる ものと なった からで ある。 
6 わたしたち のために ひとりの 子供が 
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つ 方の もとに 帰らず， 万軍の エホバを 
求めなかった。 14 それで， エホバは 
イスラエルから 頭と 尾， 若枝と いぐさ 
を 一日のう ちに 切り 断たれる。 15 老 
齢で， 重んじられ ている 者が 頭， 偽 
りの 教訓を 与える 預言者が 尾で ある。 
16 そして， この 民を 導いて いる 者たち 
は [彼らを] さまよわせる 者， 導かれて 
いる 者たち は 混乱 させられ ている 者な 
ので ある。 17 それゆえに， エホバは 
その 若者たち をも歓 ばず， その 父な し 
子を も， やもめた ちを も 憐れまれない 
であろう。 彼らは みな 背教者， 悪、 行者 
であり， すべての 口は 無分別な ことを 
語って いるから である。 このす ベての 
ことの ゆえに， [裡] の 怒りは 元に 戻ら 

ず， その 手は なお も 伸ばされ たままで 

トン） 

ある。 

18 邪悪が 火の よう に 燃え立 っ たから 
である。 それは いばらの 茂みと 雑草を 
食い尽くす。 そして 森林の やぶの 中で 
それに 火が つき， それらは 煙が 立ち上る 
ときの ように 巻き上げられる。 19 万 
軍の エホバの 憤怒に よっ て その 地は 燃 
え 上がった。 民は 火の 糧 となる であろ 
う。 だれ ひとり 自分の 兄弟に すら 同情 
を 示さない。 20 そして， 人は 右では 切 
り 倒しても 必ず 飢え， 左で は 食べる が， 
彼らは 成して 満ち足りない。 各々 自分 
の 腕の 肉を 食べる ので ある。 21 マナ 
セは エフ ライムを， エフ ライムは マナ 
セを。 彼らは 共に ユダに 敵す るで あろ 

[ナ〕 

う。 このす ベての ことの ゆえに， [裡] 
の 怒りは 元に 戻らず， その 手は なお も 
伸ばされ たままで ある。 
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1ft 有害な 規定を 制定して いる 者 や， 
絶えず 書きながら， ただ 難儀を 
書いた 者たち は 災い だ！  2 それは， 
立場の 低 I ヽ 者たち を 訴訟から 押 しのけ， 
わたしの 民の 苦しむ 者たち から 公正を 
奪い取り， やもめた ちを 彼らの 分捕り 
物と ならせる ため， また， 父な し 子 か 
らも 強奪す るた めで ある。 3 それで， 
注意の 向けられる 日に， そして 滅びに 
さいし， それが 遠くから 来る とき， あな 
た 方は どうす るの か。 援助を 求めて だ 
れの もとに 逃げる のか。 どこに 栄光を 
捨てる のか。 4 人は 捕らわれ人 たちの 
下に 身をかがめなければ ならな くな り， 
人々 は 殺された 者たち の 下に 倒れ つづ 
ける だけでは ないか。 このす ベての こ 
との ゆえに， [裡] の 怒りは 元に 戻らず， 
その 手は なお も 伸ばされ たままで ある。 

5 「はは あ， アッシリア 人， わたし 
の 怒りの ための むち 棒， また， 彼らの 
手に ある わたしの 糾弾の ための 棒切れ 
よ！  6 わた しは 背教 の 国民に 向か っ 
て 彼を 遣わし， わたしの 憤怒の 民に 向 
かって 彼に 命令を ai す。 多くの 分捕り 
物を 取り， 多くの 強奪物を 取り， [民] 
をち またの 粘土の ように 踏みつける 所 
とせよ。  7 彼は そのよう ではない か 
もしれ ない が， その 気になる であろう。 
その 心は そのよう ではない かも しれな 
いが， 彼は たくらむ であろう。 なぜな 
ら， 滅ぼし 尽くす こと， 少なからぬ 国 
の 民を 断ち 滅ぼす ことが その 心の中に 
あるから である。  8 彼は こう 言う か 
ら である。 『わたしの 君たち は 王で も 

[チ）  (7) 

あるので はない か。 9 カル ノはカ ルケ 


1107  アッシリアは 裁かれる。 ヤコブの 残りの 者が 帰る  イザヤ 10:10—24 


ミシュ のよう ではない か。 ハ マトは ア 
ル パ ドの ようでは ないか。 サマリアは 
ダマスカスの ようでは ないか。 10 エ 
ル サレ ムやサ マ リアよりも 多く の 彫像 
を 持つ， 無価値な 神の 王国に わたしの 
手が 及んだ ときには いつでも， 11 わ 
た しは サマリ ア とその 無価値な 神々 に 
すると 同じように エルサレム とその 偶 
像に もす るので はない か』。 

12 「そして， エホバが その 業を シオ 
ンの 山と エルサレムで ことごとく 終わ 
ら せる とき， わたしは アッシリアの 王 
の'" 心の 不遜の 実と その 目 の 高ぶ りのう 
ぬ ぼれ を 清算す る。 13 彼は こう 言っ 
たからで ある。 『わたしは 自分の 手の 
力を もって， また 自分の 知恵を もって 
必ず 行動す る。 わたしには 確かに 理解 
が あるから だ。 わたしは もろもろの 民 
の 境界を 取り除き， その 蓄えられた 物 
を 必ず 略奪 し， その 住民を 強力な 者の 
ように 下らせる。 14 そして 鳥の 巣で 
も あるかの ように， わたしの 手は もろ 
もろの 民の 資産に 及ぶ。 人が 捨てられ 
た 卵を 集める ときの ように， わたし も 
まさに 全地を かき 集める。 だれ ひとり 
[その] 翼を 羽ばたかせる 者 も， [その] 
口を 開く 者 も， さえずる 者 もい ない』」。 

15 斧は それを 使って 切る 者の 上に 
自分を 高める だろう か。 のこぎりは そ 
れを 前後に 動かす 者の 上に 自分を 大い 
なる ものと する だろう か。 あたかも 杖 
がそれ を 高く 掲げる 者たち を 前後に 動 
かすかの ように。 あたかも 棒が 木で な 
い 者を 高く 掲げる かの ように。 16 そ 
れ ゆえ， [まことの] 主， 万軍の エホバ 
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は その 肥えた 者たち の 上に 身の やせ 衰 
える 病を 送りつ づけ， その 栄光の 下で 
燃焼は 火の 燃え るよう に 燃焼 しつづけ 

(ィ）  ひかり [ゥ） かなら 

る。 17 そして イスラエルの 光は 必 
ず 火と なり， その 聖 なる 方は 炎と [な 
る]。 それは 必ず 燃え上がり， その 雑草 
とい ばらの 茂みを 一日のう ちに 食い 尽 
くす。 18 そして， [神] は ご 自分の 森 
林と 果樹園の 栄光を， 実に 魂から1  肉に 
至る まで 終わらせ， それは 必ず 病んで 
いる 者が 溶け 去る ときの ようになる。 
19 そして その 森林の 木々 の 残り一 そ 
れ はほんの 少年が 書き留める ことので 
きる 数になる。 

20 そして， その 日には， イスラエル 
の 残って いる 者と ヤコブの 家の 逃れた 
者は， 自分たち を 打つ 者に もう 決して 
頼らず， 必ず エホバに， イスラエルの 
聖 なる 方に 真実に 寄り かかる。 21 ほ 
んの 残りの 者， ヤコブの 残りの 者が 力 
ある 神の もとに 帰る。 22 イスラエル 
よ， たとえ あなたの 民が 海の 砂粒の よ 
うに なった としても， 彼らの 中の 残り 
の 者 だけが 帰って来る。 定められ てい 
る 絶滅が 洪水と なっ て義 のうち に 進む 
ので ある。 23 主権者なる 主， 万軍の 
エホバが， 絶滅と 厳しい 決定を 全地の 
中で 執行され るからで ある。 

24 それゆえ， 主権者なる 主, 万軍 
の エホバは このように 言われた。 r シ 
オンに 住んで いる わたしの 民よ， む 
ち 棒で [あなた] を 打ち， エジプトが 
したよう にあな たに 向かって その 杖 

チ イザ 28:22; ツ申 32:4; 詩 145:17; テ イザ 1:9; 卜 申 28: 
63; アモ 4:13;  ロマ 9:28; ナ 使徒 4:24; ヘプ 12:23; ニ イザ 
4:3; イザ 12:6; ヌ出 14:3; 出 14:9。 
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サ I  17:58 

マタ 1:6 
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ゼカ 6:12 
啓 5:5 


啓 22:16 
ウ エレ 23:5 


ゼカ 6:12 
使徒 13:23 
エサ U  7:16 
オ イザ 42:1 
ヨハ 1:32 
使徒 10:38 
カ ルカ 2:52 
コ I  1:30 
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イザヤ 10：25—11：9  ェッ サイから 小枝が 出る。 おおかみは 子羊と 共に 住む 


を 上げた アッ シリ ア 人の ことで 恐れ 
ては ならない。  25 ほんのもう 少し 
すれば 一 糾弾は 終わりに 至る。 わた 
しの 怒り も， 彼らが 消滅して 行く こと 

[0)  ばんぐん 

において。 26 そして， 万軍の エホバ 
は， オ レブの 岩の ほとりで ミディ アン 
が 敗北した ときの ように， 彼に 向か っ 
て 必ずむ ちを 振り回す。 その 杖は 海に 
^ み， [神] は エジプト に対して 行な っ 
たように 必ず それを 上げられる。 

27 「そして， その 日， 彼の 荷は あな 

かた  [ク]  くび 

たの 肩から， 彼のく びきは あなたの 首 
から 離れ， くびきは 油の ために 必ず 壊 

[コ） 

される」。 

28 彼は アヤトに 上って 来た。 ミグ 
ロンを 通り過ぎた。 ミク マシ ュに 自分 
の 物を 置く。 29 彼らは 渡り 場を 渡っ 
た。 ゲバは 彼らが 夜を 過ごす 所。 ラ 


マは 震え， サウ ルの ギベア も 逃げた。 

(夕） むすめ  かんだか  こえ  さけ 

30 ガ リムの 娘よ， 甲高い 声で 叫べ。 

ちゅうい  はら  くる  もの 

ライ シャ よ， 注意を 払え。 苦しむ 者で 

{チ）  はし 

ある アナ ト テよ！  31 マ ド メナは 走 

さ  じゅうみん  ひなん 

り 去った。 ゲ ピムの 住民たち も 避難し 


32 まだ 日中の ノブで 立ち止まる。 

むすめ  おか [テ） む 

シオンの 娘の 山， エルサレムの 丘に 向 


かっ て 彼は [脅しつける ように] その 手 
を 振る。 

33 見よ， [まことの] 主， 万軍の エ 
ホ パは， 恐るべき 音と 共に 大枝を 切 
り 落と して ゆかれる。 丈の 高く 成長 
した ものたち は 切り倒されて ゆき， 
高い 者たち も 低くなる。  34 また， 
W は 鉄の 道具で 森林の やぶを 打ち倒 
し， レバノン も 強力な 者に よって 倒さ 


n そして， エッ サイの 切り株から 
必ず 小枝が 出る。 その 根から 出 
る 新芽は よく 実を 結ぶ であろう。 2 そ 
して 彼の 上に エホバの 霊が 必ずと どま 

[才）  ち え [力）  り かい (キ 1  はか  ごと 

る。 それは 知恵と 理解の 霊， 計り 事と 

ちからづよ [ク）  ちしき W  おそ [コ） 

力強 さの 霊， 知識と エホバへの 恐れの 
霊で ある。 3 エホバへの 恐れに 彼の 
楽しみが あるであろう。 

そして， 彼は 目で 見る 単なる 外見に 
よって 裁く ので も， ただ 耳で 聞く こと 

いまし  （シ） 

にしたがって 戒める ので もない。 4 そ 
して 立場の 低い 者た ちを 必ず 義を もっ 
て 裁き， 地の 柔和な 者たち のために 必 
ず 廉直 さを もって 戒めを 与える。 ま 
た， 必ず その 口の むち 棒を もって 地を 
打ち， その 唇の 霊を もって 邪悪な 者を 
死に 至らせる であろう。  5 そして 義 
は 必ず その 腰間の 帯と なり， 忠実は そ 
の 腰の 帯と [なる]。 

6 そして， おおかみは しばらくの 間， 
雄の 子羊と 共に 実際に 住み， ひょう も 
子 やぎと 共に 伏し， 子牛， たてがみの あ 
る 若い ライオン， 肥え太った 動物 もみ 

いっしょ  [卜 1  しょうねん 

な 一緒にいて， ほんの 小さな 少年が そ 
れらを 導く 者と なる。  7 また， 雌牛と 
熊 も 食べ， その 若 子ら は 共に 伏す。 そ 
して ライオン でさえ， 雄牛の ように わ 
らを 食べる。 8 そして 乳飲み子は 必 
ず コブラの 穴の 上で 戯れ， 乳離れした 
子は 毒へ びの 光り 穴の 上に その 手を 実 
際に 置く であろう。  9 それらは わた 
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1109  諸国 民への 旗 じる し。 シオンは 歓喜す る  イザヤ 1110—13:2 


せい  (7)  がい 

しの 聖 なる 山の どこに おいても， 害す 
る こと も 損なう こと もしない。 水が 海 
を 覆って いるよう に， 地は 必ず エホバ 

ちしき  み  （ゥ 1 

についての 知識で 満ちる からで ある。 

M 

10 そして， その 日には， もろもろ 
の 民の ための 旗 じる しと して 立ち上が 

{ 才）  ね (力）  しょこく  もの 

るエッ サイの 根が ある。 諸国の 民は 物 
を 問い 尋ねよう として 彼の もとに 向か 
い， その 休み場は 必ず 栄光に 満ちる。 
11 そして， その 日， エホバは 再び， 

どめ  さの  [ヶ）  [コ） 

二度目に 手を 差し伸べて， アッ シリア， 

[サ J  【シ  1  (ス）  (fe) 

エジプト ，パト ロス， クシ ユ ，エラム， シ 
ナル， ハマ ト， 海の 島々 から 残って いる 
ご 自分の 民の 残りの 者を 得る ので ある。 
12 また， 諸国の 民の ために 必ず 旗 じる 
しを 掲げ， イスラエルの 追い散らされ 
た 者たち を 集め， ユダの 散らされた 者 
たち を 地の 四方の 果て か ら 集められる。 

13 そして， エフ ライムの ねたみは 必 
ず 去り， ユダに 敵意を 示す 者たち も 断 
ち 滅ぼされる であろう。 エフ ライム も 
ユダを ねたまず， ユダ も エフ ライムに 
敵意を 示さない。 14 そして 彼らは 西 
の フィ リス ティア 人の 肩に 飛び かかり， 
共に 東の 子ら を 強奪す るであろう。 エ 
ドムと モ アブは 彼らが その 手を 突き出 
すと ころの 者と なり， アン モンの 子ら 

しんみん  [ネ 1 

は 彼らの 臣民と なる。 15 そして， エ 
ホ パは エジプトの 海の 舌を 必ず 切り 断 

[ノ）  れい  いきお  （ハ 1  ふ 

ち， その 霊の 勢いに よって Hi に 手を 振 
る。 また， 必ず それを [その] 七つの 奔流 
において 打ち， 民を まさに サンダルを 
履いて 歩かせる。 16 そして， 残って 

たみ  もの 【フ） 

いる その 民の 残りの 者の ために， アッ 
シリアから 必ず 街道が 生じる。 イスラ 


タ イザ 66:19 
チェ ズ 1:3 


マタ 24:31 
テ. 代 n  30:10 


エルが エジプトの 地から 上って 来た 日 
に， 彼のた めに [それが] 生じた ように。 
-I  A そして， そのき， あなたは 必ず 
H 言う であろう， 「エホバよ， わ 
たしは あなたに 感謝し ます。 あなたは 
わたしに 対してい き り 立たれ ま した 
[が]， あなたの 怒りは 徐 々に 去り， あ 
なた はわた しを 慰めて ください ま した。 
2 見よ， 拽 はわた しの 救い。 わたしは 

しんらい  おそ  [才） 

信頼し， 怖れない。 ヤ ハ， エホバは わ 
たしの 力， [わたしの] 偉力で あり， わ 
たしの 救いと なって くださった からで 

(ク 1 

ある」 0 

3 あなた 方は 歓喜して， 必ず 救いの 泉 
から 水を くむであろう。 4 そして， そ 
の 日， あなた 方は 必ず 言う， 「あなた 方は 
エホバに 感謝せ よ！ そのみ 名を 呼び 
求めよ。 もろもろの 民の 中に その 行な 
いを 知らせよ。 そのみ 名の 高く 上げら 
れる ことを 語り 告げよ。 5 エホバに 調 
ベを 奏でよ。 見事に ことを 行なわれた 
からだ。 これは 全地に 知らされて いる。 

6 「シオンに 住む 者よ， 甲高く 叫び， 
喜びの 叫びを 上げよ。 イスラエルの 聖 

かた (夕） 

なる 方は あなたの 中に あって 大 いなる 


方 だからで ある」。 


13 


_  [チ） まぼろし 

アモツ の 子 イザヤが 幻で 見た バ 

たい  せんこく  [ツ） 

ビロンに 対する 宣告：  2 「あ 


がた  いわ  はた 

なた 方は むき 出しの 岩の 山の 上に 旗 じ 
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ニホバ の 日, 
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，バビロンの 崩壊  1110 

とがを 必ず 帰させる。 そして， わたし 
はせん 越な 者たち の 誇り を 実際に 絶や 

あっせいしゃ  まん  いや  «) 

し， 圧制者の ごう 慢を 卑しめる。 12 わ 
た しは 死すべき 人間を 精錬 さ れた 金よ 
り も， 地の 人を オフィルの 4 よりも ま 

W 

れな ものと する。 13 それゆえに， わ 
たしは 天を 動揺 させ， 地は 万軍の エホ 
バの 憤怒に より， その 燃える 怒りの- 
に より，  その ある 場所から 激動す る。 
14 そして 彼らは 追われる ガゼ ルの よ 
うに， 自分たち を 集めて くれる 者の い 
ないひ 華の 蠢れ のょぅ e  r 々、分の 建 
に 向かう。 各々 自分の 地に 逃げて 行く 
ので ある。 15 見つけられる 者は みな 
刺し通され， 一度に 集め 捕られた 者は 
みな 剣に よって 倒れる。 16 彼らの 子 
供たち さえ， 彼らの 目の前で 打ち砕か 
れ る。 彼らの 家は B 各 奪され， 彼らの 妻 
は 犯される。 

17 「いまわた しは 彼らに 対して メ 

ディア 人を 奮い起こさせる。 彼らは 銀 

を 何物と も 思わず， 金に ついては， そ 

れを 喜び もしない。 18 そして， [彼ら 

の] 弓は 若者たち を も 打ち砕く。 また， 

彼らは 腹の 実を 哀れまず， その 目は 子 

らを 惜しみ 見る こと もない。 19 そし 

て， もろもろの 王国の 飾り， カルデア 

人の 誇りの 美で ある バビロンは， 裡が 

ソ ドムと ゴ モラを 覆された ときの よう 

になる ので ある。  20 彼女は 決して 

人の 住む 所とは ならず， また， 彼女が 
よ よ  m 

代々 にわ たって 住む こと もない。 そし 

て アラブ 人は そこに 天幕を 張らず， 羊 


テ エレ 51:37; ト イザ 14:22; エレ 50:3; エレ 50:13; エレ 
51:29; 啓 18:21。 


イザヤ 13:3—20  : 

るし を 掲げよ。 彼らに 向かって 声を 上 
げ， 手を 振り， 彼らが 高貴な 者たち の 

いりぐち  く  [ゥ） 

入口に 入って 来る ようにせ よ。 3 わ 
たしは， わたしの 神聖に された 者たち 

めいれい  (I)  いか 

に 命令を 出した。 また， わたしの 怒り 

を [表明す る] ために， わたしの 力 ある 

者たち， わたしの ひときわ 歓喜して い 

る 者たち を 呼んだ。 4 聴け， 山々 にい 

る 群衆を， 数多い 民の ような ものを！ 

聴け， [多くの] 王国， 集められた 諸国 

の 民の どよめきを！ 万軍の エホバは 

戦いの 軍勢を 召集して おられる。 5 彼 

らは 遠くの 地から， 天の 果てから やっ 

て 来る。 それは エホバと その 糾弾の 武 

器で あり， 全地を 滅ぼす ため [に 来] る。 

6 「あなた 方は 泣き わめけ。 エホバ 

の 日が 近いから だ。 それは 全能者から 

の 奪略と して 来る。 7 それゆえに， す 

ベての 手は 垂れ下がり， 死すべき 人間 

の 心臓 もす ベて 溶ける。 8 そして 人々 

はかき 乱された。 けいれんと 産みの 苦 

しみが 捕らえる。 彼らは 子を 産む とき 

の 女の ように 陣痛を 覚える。 彼らは 驚 

いて 互いに 見つめ 合う。 その 顔は 燃え 
r  m 

る 顔で ある。 

9 「見よ， エホバの 日が 来ようと して 
いる。 それは 憤怒と 燃える 怒りを 伴う 
残酷な もので あり， その 地を 驚きの 的 
とし， [その 地の] 罪人たち を そこから 
滅ぼし 尽くす ためで ある。 10 天の 星 

せい ざ [H  ひかり  はな  たい 

もケ シルの 星座 も その 光を 放たず， 太 
陽は その 出て 行く ときに 実際に 暗くな 

かがや 

り， 月 も その 光を 輝かせない。 11 そ 
して， わたしは 産出 的な 地に [それ 自身 

あく  じゃあく  もの  かれ 

の] 悪を， 邪悪な 者たち に 彼ら 自身の 
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飼い も [その 群れを] そこ に 伏させない。 
21 そして， 水の ない 地域に せい 息す る 
ものが 必ず そこに 伏し， 彼らの 家々 には 
必ず わし みみずくが 満ちる。 また， そ 
こには 必ず だちょうが 住み， やぎの 形 
を した 悪霊た ち も そこ で 跳ね回る こと 
であろう。 22 そして ジャッカル がそ 
の 住まいの 塔の 中で 必ず 遠 ぼえ し， 大 
き なへ びが 無上の 喜びの 宮殿に いる こ 
とであろう。 そして， その 時期は 間近 

に 到来し， その 日が 延ばされる ことは 

(エ） 

ない」。 

-t  A エホバは ヤコブに 憐れみを 示し， 
*  ^ なお も 必ず イスラエルを 選ばれ 
るからで ある。 また， 彼らに その 土地 
の 上で 美 際に 休息を 与えられる。 外人 
居留 者は 必ず 彼らに 加えられ， 必ず ヤ 
コブの 家を 愛慕す る。  2 そしても ろ 
もろの 民は 実際に 彼らを 取り， _ 分た 
ちの i 所に 連れて行く。 イスラエルの 
家は エホバの 土地で 必ず 彼らを 自分た 
ちの ための 所有物と して 取り， これを 
下男と し， はしため とする。 彼らは 自 
分たち をと りこ にす る 者たち を 必ずと 
りこに し， 自分たち を 仕事に 追い立て 
ていた 者たち を 必ず 服従させる。 

3 そして， エホバが， あなたの 痛み 
と 動揺から， また， あなたが 奴隸 とさ 
れた その 厳し L ヽ奴隸 労働から の 休息を 
あなたに 与えて くださる 日に， 4 あな 
たは バビロンの 王に 向かって この 格言 
的な ことばを 唱えて， 言わなければ な 
ら ない。 

「[他の 者を] 仕事に 追い立てる 者が ど 
う して 休止した のか！ 虐げが [どう 
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して] 休止した のか！  5 エホバは 邪 
悪な 者たち のむ ち 棒を， 支配す る 者た 
ちの 杖を 折られた。 6 憤怒して もろ 
もろの 民を 絶え間な くむち 打つ 者， 怒 
り に 任せて 容赦の ない 迫害を 加えな が 
ら諸 国民を 従える 者を。 7 全地は 休 
息し， 騒乱は やんだ。 民は 快活に なっ 
て 歓呼の 声を 上げた。 8 また， ねず 
の 木々 も あなたの ことで 歓 び， レバ ノ 
ンの杉 も [#" び， そして 言った], 『あ 
なた が 伏してから という もの， [木を] 
切る 者は もうだれ も わたしに 向かって 
上って 来ない』 と。 

9 「下の シエ オル も， あなたが 入っ 
て 来る のを 迎える ため， あなたを 見て 
動揺した。 それは あなたを 見て， 死ん 
だ 無力な 者た^) を， 地の やぎの ような 
指導者 すべてを 目覚めさせた。 それは 
諸国 民の すべての 王を その 王座から 立 
ち 上がらせた。 10 彼らは みな 話しは 
じめ， あなたに 言う， 『あなたまで も 
わたしたちと 同じように 弱く された の 
ふ。 あなたは この わたしたち に比べら 
れる 者と された のか。 11 あなたの 誇 
り， あ なた の 弦楽器の さ ざめ きは シエ オ 
ルに 下ろされた。 あなたの 下には， う 
じが 寝い すと して 広げられ ている。 虫 
が あなたの 覆いな の だ』。 

12 「輝く 者， 夜明けの 子よ， ああ， あ 
なた が 天から 落ちよう とは！ 諸国の 
民を 無力に させて いた 者よ， あなたが 
地に 切り倒されよ うとは！ 13 あな 
たは 心の中で 言った， 『わた しは 天に 
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上る。 わたしは 裡の 星の 上に わたしの 
王座を 上げ， 北の 最果ての 会見の 山に 
座す の だ。 14 わたしは 雲の 高き 所の 
上に 券を 遍 に & せる』 A 

15 「しかし， あなたは シェ オルに， 坑の 
最果てに 下ろされる であろう。 16 あ 
なた を 見る 者は， あなたを 見つめ， あ 
なた を 念入りに 調べて [言う]， 『これ 
が 地を 動揺 させ， [多くの] 王国を 激動 
させて いた 者 ふ。 17 産出 的な 地を 荒 
野の ようにし， その 諸 都市を 覆 し， そ 
の 捕らわれ人たち のために も 故国への 
道を 開かなかった [者] か』。 18 諸国 民 
の 他の すべての 王， そうだ， 彼らは み 
な 栄光のう ちに それぞれ 自分の 家に 身 
を 横たえた。 19 しかし あなたは， 自 
分の ための 埋葬地 もない まま 投げ捨て 
られ たの だ。 憎み 嫌われた 新芽の よう 
に， 剣で 刺されて 坑の 石に 下って 行く 
殺された 者たち に まとわれ， みに じ 
られる 死が いのよう に。 20 あなたが 
墓の 中で 彼らと 共になる ことは ない。 
あなたは 自分の 地を 滅びに 陥れ， 自分 
の 民を 殺した からで ある。 悪を 行なう 
者の 子孫は， 定めの ない 時に 至る まで 
名を 呼ばれる ことがない。 

21 「あなた 方は 彼らの 父祖たち のと 
が ゆえに， 彼 g 身の 子ら のために 屠殺 
台を 用意せ よ。 彼らが 立ち上がって， 
実際に 地を 所有し， 産出 的な 地の 面を 
都市で 満たす ことのな いためで ある」。 

22 「そして， わたしは 彼らに 向かっ 
て 立ち上がる」 と， 万軍の エホバは お 
告げ になる。 

「そして， わたしは バビロンから 名 
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と 残りの 者と 子孫と 後裔と を 断ち 滅ぼ 
す」 と， エホバは お告げになる。 

23 「そして， わたしは これを やま あ 
らしの 所有す る 所， また， 葦の 茂る 水 
の 池と し， 絶滅の ほう きで これを 掃く」 
と， 万軍の エホバは お告げになる。 

24 万軍の エホバは 誓って， 言われ 
た， 「まさしく， わたしの 図った 通りに 
事は 成り， わたしの 計った 通りの こと 
が 実現す る。 25 それは， アッシリア 
人を わたしの 地で 砕く ため， わたしの 
山々 で 彼を 踏み にじるた めで あり， そ 
のく びきが 彼らから 実際に 離れ， その 
荷が 彼らの 肩から 離れる ためで ある」。 

ぜんち  む  はか 

26 これが 全地に 向かって 計られる 
計り 事， これが 諸国 民 すべてに 向か っ 
て 伸ばされる 手で ある。 27 万軍の エ 
ホバご _ 身が 計った ので あれば， だれ 
が [それを] 打ち破る こ とがで きよう か。 
また， 伸ばされ たのは そのみ 手で ある。 
では， だれが それを 元に 戻す ことが で 

きょ ぅぷ。 

28 アハズ 王が 死んだ 年に この 宣告 
が あった。 29 「あなたを 打つ 杖が 折 
られ たからと いって， フィリス ティア 
よ， あなたの 中の だれも 歓ん ではなら 
ない。 蛇の 根から 毒へ びが 出， その実 
は 火の よう な 飛ぶ へびと な るからで あ 
る。 30 そして， 立場の 低い 者たち の 初 
子は 必ず 食べ， 貧しい 者たち も 安らか 
に 横になる。 そして， わたしは 飢きん 
によって あなたの 根を 死に 至らせ， あ 
なた の 残りの ものは 殺される。 31 門 
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よ， 泣き わめけ！  都市よ， 叫べ！ 
フィ リス ティアよ， お前たち はみ な必 
ず 意気を く じかれ る。 北から 煙が やっ 
て 来る からだ。 その 隊伍から 離れる 者 
はだれ もい ない」。 

32 そして， その 国民の 使者たち に 答 
えて 何と言うであろう か。 エホバ ご自 
身が シオンの 基を 据えられた， その 民 
の 苦 しむ 者た ちは そこ に 避難す る， と。 
1 = モ アブに 対する 宣告： それは 
^ 夜のう ちに 奪 ° 略された ので， モ 
アブの アル も 沈黙 させられた。 それは 
夜のう ちに 奪略され たので， モ アブの 
キル も 沈黙 させられた。 2 彼は 家に， 
そして ディ ボンに， 高き 所に， 泣く た 
めに 上った。 ネ ボとメ デバの ことで モ 
アブは 泣き わめく。 その 中の 頭には 皆 
はげが あり， すべての あごひげは 短く 
刈り込まれ ていた。 3 そのち またで 彼 
らは 粗布を 着けた。 その 屋根の 上と そ 
の 公共 広場で， そのす ベての 者は 泣き 
わめき， 泣きながら 下って 行く。 4 そ 
してへ シュ ボンと エル アレは 叫ぶ。 彼 
らの 声は ヤ ハツにまで 聞こえた。 それ 
ゆえに， モ アブの 武装した 者たち も 叫 
びつ づける。 その 魂 も 彼の 内で わなな 
いた。 

5 わたしの 心は モ アブの ことで 叫ぶ。 
その 逃げ延びる 者は ゾア ル [と] エグラ 
卜- シ エリ シヤ にまで 至る。 ルヒ トの 

のぼ  ざ か  かく  じ な 

上り 坂では 一 [各] 自 泣き なが ら そこを 
上って 行く からで ある。 彼らは ホ ロナ 
イムへの 道で 大 変災に ついての 叫び声 
を 上げる からで ある。 6 ニム リムの 水 
も 全くの 荒廃と なる からで ある。 青草 
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は 干からび， 草は 終わりに 至った から 

なに みどり  （ア】 

である。 何も 緑に ならなかった。 7 そ 
れ ゆえに， 彼らは 残り物 や 取って 置い 
た 貯蔵品を ポプラの 奔流の 谷を 越えて 
運び去る。 8 その 叫びは モ アブの 領 
地を 巡った からで ある。 その 泣き わめ 
く  [声] はエ グライムにまで も 届き， そ 
の 泣き わめく  [声] はべ エル •エリムに 
まで も 届く。 9 ディモンの 水 も 血で 
満ちた からで ある。 わたしは ディモン 
にさら に 別の 物， すなわち ライオンの 
ような ものを， 逃げる モ アブの 逃亡者 
たちと 地の 残って いる 者たち とのた め 
に 置く からで ある。 

あなた 方は 雄 羊を その 地の 支配 
i に 送れ。 セラから 荒野に 向け 

むすめ  （才） 

て， シオンの 娘の 山に。 

2 そして， モ アブの 娘たち は アル ノ 
ンの 渡り 場で， [自分の] 巣から 追い k 
われて 逃げ去る， 翼の ある 生き物の よ 
うになる。 

3 「あなた 方は 計り 事を 携え 入れ， k 
定を 実施せ よ。 

かげ  ひる  よる 

「あなたの 影を 昼の さなかに 夜の よ 
うにせ よ。 追い散らされた 者たち を 覆 
い 隠せ。 逃げて 行く 者を 裏切って はな 

[サ）  お 

ら ない。  4 モ アブよ， わたしの 追い 
散らされた 者たち が あなたの 中で 外国 
人と してと どまる ように。 奪略 者の ゆ 

かれ  かく  ばしょ  （ス） しいた 

えに 彼らの ための 隠れ場所 となれ。 虐 
げる 者は その 終わりに 至り， 奪略は 終 
了し， [他の 者を] 踏みに じる 者たち は 
地から 絶たれた からだ。 

おうざ  あい  しんせつ 

5 「そして， 王座は 愛 ある 親切のう 
ちに 必ず 堅く 立てられ， 人は ダビデの 
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天幕の 中で 真実を もって 必ず これに 座 
し， 裁きを 行ない， 公正を 求め， 義に 
速やかな 者と なる」。 

6 わたしたちは モ アブの 誇りに つい 
て 聞いた。 彼が 非常に 誇り高い ことを。 
そのごう 慢さ と 誇り と 憤怒 一 その 空 
言は そうではなくなる。 7 それゆえ， 
モ アブは モ アブの ために 泣き わめく  0 
まさに その すべてが 泣き わめく。 打ち 
ひし がれた 者たち は キル. ハレ セ トの 
干しぶ どう の 菓子の た めに 実際にう め 
く。 8 ヘシ ュボ の 段丘 も 枯れた か 
ら である。 シブ マの ぶどうの 木は一 諸 
国民の 所有者たち がその 真っ赤な [枝] 
をた たき 落とした。 それらは ヤゼ ルに 
まで 至り， 荒野を さまよった。 その 若 
枝は 生い茂る に 任され， 海にまで 伸び 
て 苔った。 

9 それゆえに， わたしは ヤゼ ルの 泣 
き 悲しみを もって シ ブマ のぶ ど うの 木 
のために 泣き 悲しむ。 ヘシ ュ ボンと エ 
ル アレよ， わたしは わたしの 涙を もっ 
て あなたを ひどく ぬらそう。 あなたの 
夏と 収穫と に 対す る 叫び声は やんだ か 
ら である。 10 そして 歓 びと 楽しみは 
果樹園から 取り去られた。 ぶどう 園に 
は 歓呼の 叫び もな く， 叫び声が 上がる 
こと もない。 踏む 者が 搾り 場で ぶどう 
酒を 踏みつ ぶす こと もない。 わたしは 
叫び声を 絶えさせ たの だ。 

11 それゆえに， わたしの 内なる 所は 
モ アブの ことで たて 琴の ように 騒ぎ 立 

[ツ]  ない しん  [テ} 

ち， わたしの 内 [心、] は キル •ハレ セト 
のこと で [騷ぎ 立つ]。 

12 そして， モ アブが 高き 所でう み 


疲れて いるの が 見える ようになった。 
彼は 祈る ために 自分の 聖 なる 所に 来た 
が， 何も 遂げる ことは できなかった。 

13 これが 以前に モ アブに 関して エ 
ホバの 語られた 言葉で ある。 14 そし 
て 今， エホバは 語って 言われた， 「モ 
アブの 栄光 もまた， 雇われた 労働者の 
年期に したがって， 三年のう ちに あら 
ゆる 大騒ぎを もって 必ず 卑しめられる。 
残りの 者は ごく 少数と なり， 力 もな く 

な 宕」。 

1 ^ ダマスカス に対する 宣言： 「見 
よ， 都市で ある ことから 除かれ 
た ダマスカス。 彼女は 荒れ 塚と なり， 
荒れ果てた 廃虚 [となった]。 2 取り残 
された アロエ ルの 諸 都市は， ただの 家 
畜の 群れの ための 場所と なり， [家畜] 
は そこに 実際に 伏し， [これを] おのの 
かせる 者は だれもい ない。 3 そして， 
防備の 施された 都市は エフ ライム か 
ら ，王国は ダマスカスから 絶やされた。 
残って いる シリアの 者たち は イス ラエ 
ルの 子ら の 栄光の ようになる」 と， 万 
軍の エホバは お告げになる。 

4 「そして, その 日には， ヤコブの 栄光 
は 低くな り， その 肉の 肥えた 様 もやせ 
たものに される。 5 また， 収穫す る 者 
が 立ち 穂を 集めて ゆき， その 腕が 穂を 
収穫 するとき， その 者は 必ず レフ ァイ 
ムの 低地 平原で 落ち穂を 拾い集める 者 
のようになる。 6 そして その 中には， 
オ リーブの 木からは たき 落とす ときの 
ように， 必ず 採り 残しが ある。 枝の 頂 

セ 申 32:15; イザ 10:16; ソ申 23:25; エレ 9:22; ホセ 6:11; 
ヨエ 3:13; タ ヨシ 15:8; ヨシ 18:16; サ n  5:18。 


1115  神を 忘れる。 エチオピア に対する 宣告  イザヤ 17:7—18:7 


に 二つ [か] 三つの 熟した オリー ブ ，実 

おおえだ 

のなる 大枝に 四つ [か] 五つ」 と， イス 
ラエ ルの 拽 エホバは お告げになる。 

7 その 日， 地の 人は 自分の 造り 主を 
仰ぎ見， その 目は イスラエルの 聖 なる 

かた  じ しん  [ィ]  かれ 

方 ご 自身を 見つめる。 8 そして， 彼は 
I 券の 手の 齡ぁ る鷀を 見， 的、 
の 指の 造った 物， すなわち 聖木も 香 台 
も 見つめない。 9 その 日， 彼の 要塞 都 
市は， 森林地帯に 完全に 捨てられた 場 
所の ように， 彼らが イスラエルの 子ら 
のために 完全に 捨てた 枝 [のように] な 
り， それは 必ず 荒れ果てた 所と なる。 
10 あなたが あなたの 救いの 姓を 忘れ， 
あなたの 要塞の 豈を 覚えて いなかった 
からで ある。 それゆえに， あなたは 快 
い 栽培 地を 設け， よそ 者の 若枝を そこ 
に 挿す。 11 その 日， あなたは 自分の 
栽培 地に 注意 深く 栅を 巡らし， 朝に 自 
分の 種を 芽生えさせる かもしれ ない。 
[しかし,] 収穫は 疾患と 治らない 痛み 
の 日 に 必ず 逃げ去る であろ 4 。 

12 ああ， 海が 騒ぎ 立つ ときの ように 
騒ぎ 立つ 多くの 民の 騒ぎよ！ そして， 
力強い 水の ざわめき のように さ ざめ く 
国た みの ざわめきよ！ 13 国た みも大 
水の ざわめき のように さ ざめ く。 そし 
て， [拽] は 必ず それを 叱責し， それは 
遠くに 逃げ去り， 風の 前の 山々 の もみ 
がらの ように， 暴風の 前で あざみが う 
ず 巻く ときの ように 追われる。 14 夕 
方には， 何と， 見よ， 突然の 恐怖が あ 
る。 朝になる 前に一 それは もはやな 
い。 これが わたしたち に対して 略奪を 
行なって いる 者たち の 分， わたしたち 
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に 対 して 強奪を 行な っ ている 者たち に 

ぞく  (7) 

属す る 分で ある。 

-«  Q ああ， エチオピアの 川の 地方に 
AO ある， 翼を 持ち， 羽音を 立てる 
虫の 地よ！  2  [その 地] は， 海に よっ 
て ，水面に [浮かぶ] パ ピ ルスの 船に よっ 
て 使節を 遣わす 者で あ り， [こう 言う。] 
「速い 使者たち よ， 行け。 引き伸ばさ 
れ， 擦り 磨かれた 国民， 至る所で 畏怖 
の 念を 起こさせる 民， 川が その 地を 洗 
い 流した， 強 じんで， 踏みに じる 民の 
もとへ」。 

3 産出 的な 地の すべての 住民 と 地の 
居住者よ， あなた 方は 山々 の 上に 旗 じ 
る しが 掲げられる ときの よう な 光景を 
見， 角笛が 吹き 鳴らされる ときの よう 
な 音を 聞く であろう。 4 エホバは こ 
のように わた しに 言われた からで ある。 
「わたしは かき 乱される ことなく， わ 
たしの 定まった場所を ながめる。 光を 
伴う ま ば ゆい 熱の ように， 収穫の 熱に 
おける 露の 雲の ように。 5 収穫の 前， 
花が 盛りと なり， 花が 熟した ぶどうに 
なるとき， 人は また， 刈り込み ば さみ 
で 細 枝を 切り取り， 巻き ひげを 取り除 
き， [それを] 切り取らなければ ならな 
いからで ある。 6 それらは 山々 の猛 
きんの ため， 地の 獣の ために ことごと 
く 捨てられる であろ 4。 そして 猛 きん 
は その上で 必ず 夏を 過ごし， 地の すべ 
ての 獣 も その上で 収穫の 時を 過ごす。 

7 「その 時， 万軍の エホバの もとに 贈 
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イザヤ 19:1—17 

り 物が もたらされる。 引き伸ばされ， 

す  みが  たみ [イ】 いた  ところ  いふ  ねん 

擦り 磨かれた 民， 至る所で 畏怖の 念を 
起こさせる 民， 川が その 地を 洗い流し 
た， 強 じんで， 踏みに じる 国民から， 
万軍の エホバの み 名の 場所， シオンの 
山に」。 

エジプト に対する 宣告： 見よ， 
丄” ェホバは _ぃ鐘に条っ ぞ ，ェジ 
プ トに 入って 来られる。 そして， エジプ 

むかち  かみがみ  かた  かなら 

卜 の 無価値な 神々 はこ の 方 ゆえに 必ず 
震え， エジプトの 心 も その 中で 溶ける。 

2 「そして， わたしは エジプト 人を エ 
ジブ ト 人に 向かって せき 立て， 彼らは 
各々 その 兄弟に， 各々 その 友に， 都市 
は 都市に， 王国は 王国に 敵して 必ず 戦 
うであろう。  3 そして エジプトの 霊 
は その 中で うろたえる ことにな り， わ 
たしは その 計り 事を 混乱させる。 そし 

かれ  ま ちが  むかち  かみがみ [サ } 

て， 彼らは 間違いな く， 無価値な 神々， 
ま じない 師 ，霊媒， 出来事の 職業的 予告 
者に 頼る。 4 そして， わたしは エジプ 
卜を 無情な 主人の 手に 引き渡す。 彼ら 
を 支配す る 王は 強い」 と， [まことの] 
主， 万軍の エホバは お告げになる。 

5 そして， 水は 必ず 海から 干上がり， 
川 も 乾き 切って， 枯れて しまう。 6 ま 
た， 川は 必ず 悪臭を 放ち， エジプトの 
ナイルの 運河は 必ず 低く なって 乾き 切 
る。 葦 や いぐさ も 必ず 朽ちる。  7 ナ 
イル川の ほとり や ナイル川の 河口に あ 
るむ き 出しの 場所， また ナイル川 のす 
ベての 種 まき 地は 干上がる。 それは 必 
ず 追い立てられ， なくなる であろう。 
8 そして 漁夫たち は 嘆き悲しま なけれ 

がわ  つ  ばり 

ばなら なくなり， ナイル川に 釣り針を 
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投げ入れる 者は みな 必ず 悲しみを 表わ 
し ，水の 表に 漁網を 広げる 者た ち も 実際 

おとろ  17)  あ ま (ィ） 

に 衰えて ゆく。 9 また， すいた 亜麻で 
物を 作る 者たち は 必ず 恥じる。 白い 織 
物を 作る 機織りたち もで ある。 10 そ 
して その 織り 手たち は 必ず 打ち ひ しが 
れ， すべての 賃金 労働者は 魂の ために 
悲しみを 覚える。 

11 ツォ アンの 君たち は 全く 愚かで 
ある。 ファラオの 助言者の 中の 賢者た 
ちに ついては， [その] 助言は 道理に か 

(才 1  がた 

なった ものでは ない。 あなた 方は どう 
して， 「わたしは 賢者たち の 子， 古代 
の 王たち の 子で ある」 と ファラオに 言 
える のか。 12 では， 彼らは一 あなた 
の その 賢人たち は 一 どこに いて， 今 あ 
なた 方に 告げ， 万軍の エホバが エジプ 
卜に 関して k 十った ことを 知ってい ると 

w  きみ  おろ 

いうの か。 13 ツォ アンの 君たち は 愚 

[ク）  [ヶ）  あざむ 

かなこと をした。 ノフの 君たち は 欺か 
れ ，その 諸 部族の 要人たち は エジプトを 
さまよわせた。 14 エホバ ご 自身が そ 
の [地] の 中で 錯乱の 霊を 混ぜ合わされ 
た。 それで， 彼らは 酔った 者が g 分の 
吐いた ものの 中で さまよう ように， エ 
ジブ ト を そのす ベての 業の 中で さまよ 
わせた。 15 そして エジプトには， 頭 

お  わかえだ 

あるいは 尾， 若枝 あるいは いぐさが な 
し 得る どんな 業 もな くなる であろう。 
16 その 日， エジプトは 女の ようにな 

ばんぐん  む  ふ 

り， 万軍の エホバが それに 向かって 振 
ろうとして おられる み 手を 振られる の 
で， 必ず 震えて， 怖れを 抱く。 17 そし 
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1117  エジプト における エホバの 祭壇。 街道  イザヤ 19:18—20:6 


て， ユダの 土地は エジプトに とって こ 
れを ふらつ かせる ものと なる。 人が そ 
れ について 述べる [のを 聞かされる] 者 
は 皆， 万軍の エホバが 彼に 対して 計っ 
て おられる 計り 事の ために 怖れを 抱く。 

18 その 日， エジプトの 地には カナン 
の 言語を 話し， 万軍の エホバに 誓いを 
立てる 五つの 都市が あるであろう。 一 
つ [の 都市] は， “ 打ち壊しの 都市” と 
呼ばれる であろう。 

19 その 日， エジプトの 地の 中には エ 
ホ パへの 祭壇が， そして その 境界の そ 
ばには エホバへの 柱が あるであろう。 
20 そして， それは エジプトの 地で 万 
軍の エホバへ のしる しと 証し のた めの 
ものと なる。 彼らは 虐げる 者たち の ゆ 
えに エホバに 呼ばわり， [神] は 救い主 
を， すなわち 彼らを 実際に 救い出す 偉 
犬な 方を 彼ら に 遣わして くださる から 
である。 21 そして， エホバは 必ず エ 
ジプト 人に 知られる ようになり， エジ 
プト 人は その 日， エホバを 知り， 犠牲 
と 供え物を ささげ， エホバに 誓約を 立 
て， それを 果たす ことになる。  22 そ 

かなら  いちげき 

して， エホバは 必ず エジプトに 一撃を 
加える であろう。 一撃を 加える ことと， 
いやす ことと が あり， 彼らは 必ず エホ 
パに 帰り， [班！ は 必ず 彼らの 懇願を 入 
れ， 必ず 彼らを いやされる。 

23 その 日， エジプトから アッ シリ 
アへ 街道が 生じ， アッ シリアは エジプ 
卜に， エジプトは アッシリアに 実際に 
入って 来る。 彼らは， すなわち， エジ 
ブトは アッシリア と共に， 必ず 奉仕を 
行なう であろう。 24 その 日， イスラ 
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エルは エジプトと アッ シリアと 並んで 
三番 目に な‘。 すなわち， 地の 中の 祝 
福 [となる であろう]。 25 万軍の エホ 
バ がそれ を 祝福して， 言われる からで 
ある， 「わたしの 民で ある エジプト， わ 
たしの 手の 業で ある アッシリア， わた 
しの 相続 物で ある イス ラエルが 祝福 さ 
れ るよう に」 と。 

AA タル タンが アシュ ドドに 来た 年， 
^ すなわち， アッシリアの 王 サル 
ゴンが 彼を 遣わし， 彼が アシュ ドドと 
戦い， これを 攻め 取った とき。 2 その 
時， エホバは アモツ の 子 イザヤの 手に 

かた  い  い  [サ） 

よって 語って 言われた， 「行って， あ 
なた は 腰から 粗布を 解かなければ なら 
ない。 サンダル も 足から 脱ぐべき であ 
▲  Jo それで 彼は その 通りに し， 裸にな 
り， はだしで 歩き回った。 

3 それから， エホバは 言われた， 「わ 
たしの 僕 イザヤが， エジプトと エチ 
オビアに 対する しるし， また 異兆 とし 
て， 三年の 間， 裸になり， はだしで 歩 
き 回った ように， 4 アッ シリアの 王は 
エジプトの 捕らわれ人の 一団と エチオ 
ピアの 流刑に 処 せられた 者たち を， 少 
年 も 老人 も 裸に し， はだしに し， 尻を 
むきだし にし， エジプトの 裸の まま 連 
れて 行く。 5 そして， 彼らは 必ず 恐れ 
おののき， 自分が 望みを 掛けた エチオ 
ピアと 自分の 美で ある エジプト を 恥じ 
るであろう。 6 そして， この 海沿いの 
地帯に 住む 者は その 日， 必ず 言う であ 
ろう， 『わたしたちが アッ シリアの 王 
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「バビロンは 倒れた J。 その 像は 打ち砕かれる 


1118 


の ゆえに 救い出される ため， 援助を 求 
めて 逃げて 来た わた したち の 希望の よ 
り どころ は あの 有様 だ！ そうで あれ 
ば， わたしたちは どうして 逃げられる 
だろう か』」。 

<>1 海の 荒野に 対する 宣告： それは 
“ 上 来襲す る 南の 暴風の ように， 荒 
野から， 畏怖の 念を 起こさせる 地から 
やって来る。  2 わたしに 告げられた 
厳しい 幻 が ある。 不実な 行ないを す 
る 者は 不実な 行ないを して おり， 奪略 
を 行なう 者は 奪略を 行なって いる。 エ 
ラムよ， 上れ！  メディアよ， 包囲せ 
よ！ 彼女 ゆえに 出る すべての 溜め息 
を わたしは 絶えさせた。  3 それゆえ 
に， わたしの 腰は 激しい 痛みで 満ちた。 
子を 産む とき の 女の けいれんの ような 
けいれんが わたしを 捕らえた の だ。 わ 
たしは 度を 失って， [何も] 聞こえない 0 
わたしは かき 乱されて， [何も] 見えな 
い。  4 わたしの 心は さまよい， 身 震 
いがわた しを 恐れ おののかせた。 わた 
しの 慕って いたた そがれは， わたしに 
とって おののきと された。 

5 食卓を 整えよ， 座席の 位置を 決め 
よ， 食べよ， 飲めよ！ 君たち よ， 立 
ち 上がれ， 盾に 油を そそげ。 6 エホバ 
はこの よう にわた しに 言われた からで 
ある 0 

「行って， 見張り番を 立て， その 見る 
ところを 告げさせよ」。 

せ 7 すると， 彼は 一対の 乗 用 馬 [の 引く] 
fe 車， ろばの 戦車， らくだの 戦車を 見 
た。 そして， 彼は 注意を 集中して fe 密 
な 注意を 払った。 8 それから， ラ イオ 


ン のように 呼ばわり はじめた， 「エホ 
パよ， わたしは 昼間 ずっと 物見の 塔の 
上に 立って おります。 わたしは 夜ごと 
に 自分の 見張り所に 就いて おります。 
9 そして， いま， 人の 乗った 戦車が， 一対 
の 乗 用 馬 [に 引かれて] やってきます！」 

そして， 彼は 語って 言い はじめた， 
「彼女は 倒れた！ バビロンは 倒れた。 
その 神々 の 彫像を [姓] はこと ごとく 地 

くだ  [才） 

に 砕かれた！」 

10 わたしの 脱穀され た 者たち とわ 
た しの 脱穀 場の 子よ， イス ラエルの 裡， 
万軍の エホバから 聞いた ことを わたし 
は あな た 方に 伝えた の だ。 

11 ドマに 対する 宣告： セイルから 
わたしに 呼ば わる 者が いる， 「見張り 
の 者よ， 夜は どうな のか。 見張りの 者 
よ， 夜は どうな のか」。 12 見張りの 者 
は 言った， 「朝は 必ずやって 来る。 そ 
して 夜 もまた。 あなた 方は 尋ねた けれ 
ば， 尋ねる がよ い。 また 来る がよ い！」 

13 砂' 漠 平原に 対する 宣告： デ ダン 
の 人々 の 隊商よ， あなた 方は 砂漠 平 
原の 森林で 夜を 過ごす。 14 渴 いてい 
る 者を 迎える ために 水を 携えて 来る が 
よい。 テマの 地の 住民よ， 逃げ去る 者 
のた めの パンを もって これと 向かい合 
え。 15 剣の ゆえに 彼らは 逃げ去った 
からで ある。 抜き身の 剣， 引かれた 弓， 
戦いの 激し さの ために。 

16 エホバは わたしに こう 言われた か 
ら である。 「雇われた 労働者の 年期に 
したがって， もう 一年のう ちに， ケダ 
ルの すべての 栄光は 必ず その 終わりに 


: イザ 42:11; エゼ 27:21。 
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1119  エルサレムに 臨む 逆境。 シエ ブナ  イザヤ 21:17—22:16 


至る。 17 そして 弓 [を 引く 人] の 数の 
うちの 残って いる 者たち， ケ ダルの 子 
らの力 ある 者たち は 少なくなる。 エホ 
バご 自身が， イスラエルの 裡が [そう] 
語られた からで ある」。 

幻の 谷の 宣告： それで， あなた 

はどうした のか。 こぞって 屋根 
に 上って しまう とは。  2 騒がしい 都 
市， 歓喜の 町， あなたは 騒ぎで 満ちて 
いた。 あなたの 打ち殺された 者たち は 
剣で 打ち殺された 者で もなければ， 戦 
闘で 死んだ 者で もない。 3 あなたの 
命令 着たち もみな 一度に 逃げた。 弓 [を 
用いる 必要] もな く 彼らは 捕らわれ人と 
なった。 あなたの うちで 見つかった 者 
はみ な 一緒に 捕らわれ人と なった。 彼 
らは 遠くに 逃げ去って いたの だ。 

4 それゆえに， わたしは 言った， 「あ 
なた 方の 視線を わたしから そらせよ。 
わたしは 泣いて 苦しみを 表わそう。 わ 
た しの 民の 娘が 奪略を 受けた ことにつ 
いて， あなた 方は 強いて わたしを 慰め 
ようとす るな。  5 それは， 主権者な 
る 主, 万軍の エホバが 幻の 谷で 持たれ 
る， 混乱と 踏みに じりと ろうばいの 日 
だからで ある。 城壁を 破壊す る 者が お 
山への 叫びが ある。 6 そして エラ 
ム は， 乗 用 馬 [の 引く] 地の 人の 戦車の 
中で 矢筒を 取った。 キル も 盾の 覆いを 
外した。 7 そして， あなたの 低地 平原 
のえ り 抜きの 所は 必ず 戦車で 満ち， 乗 
用 馬 も 必ず 門に 整列し， 8 人は ユダの 
覆いを 取り除く であろう。 そして， そ 
の 日， あなたは 森の 家の 武器庫の 方を 
見，  9 あなた 方は 必ず “ ダビデの 都 
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ア エレ 49:28 
イ民 23:19 
イザ 46:10 
イザ 55:11 


第二 欄 


才 使徒 4:24 


市” の 破れを 見る。 実際， それは 多い 
からで ある。 そして あなた 方は 下方の 
池の 水を 集める。 10 また， エル サレ 
ムの 家を 実際に 数える。 さらに， 城壁 
を 到達し 難い ものと する ために 家々 を 
取り壊す。 11 そして， あなた 方が 古 
い 池の 水の ために， 必ず 二つの 城壁の 
間に 作る 貯水池が ある。 それでも， あ 
なた 方は その 偉大な 造り 主を 決して 見 
ず， それを 昔に 形造った 方を 決して 見 
ないで あろう。 

12 「そして， その 日， 主権者なる 主， 
万軍の エホバは， 泣き 悲しむ こと， 嘆 
き 悲しむ こと， はげになる こと， 粗布 
を 着ける ことを 呼び 招く。 13 しかし， 
見よ， 歓喜と 歓 び， 牛を 殺す ことと 羊 
を ほふる こと， 肉を 食べる ことと ぶ ど 
う 酒を 飲む こと が あり， 『食べたり 飲 
ん だり せよ。 わたしたちは 明日は 死ぬ 
の だから』 と」。 

14 そして， 万軍の エホバは ご 自身を 
わた しの 耳に 啓示され た。 「『このと 
がは あな た 方が 死ぬ まで あな た 方の た 
めに 贖われる ことは ない』 と， 主権者 
なる 主， 万軍の エホバは 言われた」。 

15 主権者なる 主, 万軍の エホバは こ 
のように 言われた。 「行って， 家を 管 
理 している この 家令 シエ ブナのと ころ 
に 入れ。 16 『あなたは ここに どんな 
関係が あって， また， ここに だれと 関 
係が あって， 自分の ために ここに 埋葬 
所を 切り 掘った のか』。 彼は 高みに そ 
の 埋葬 所を 切り 掘って おり， 自分の た 

サ レビ 26:31; シ イザ 1:11; エレ 15:1; エゼ 24:13; ヘプ 
10:26; ス王 n  10:5; セ 王 n  18:37; 王 D  19:2; イザ 36:3; イザ 
37:2; ソ イザ 14:18; マタ 27:60。 


イザヤ 22:17—23:9  エリヤ キム。 ティ ルスに 対する 宣告  1120 

めに 大 岩に 住まいを 切り抜い ている。 第22 章 かってい る 荷は 切り 断たれる。 エホバ 
17 『見よ， 強健な 者よ， エホバは 激しく  7r75：;：n ご 自身が [そう] 語られた からで ある』」。 
投げつ ける ことによって あなたを 投げ ィ 衫24:45  aq ティ ルスの 宣告： タルシシ ュ 
つけ， あなたを 力ず くで つかもう とし こ0 の 船よ， 泣き わめけ！ それは 

ひろ 15 18:26 だつりゃく  みなと 

て おられる。 18  [裡] は あなたを 広い 18:18 奪略され， 港では なくなり， 入って ゆ 
地の ための 球の ように 必ず しっかりと  ^  36：3  く  [場所] ではなく なった からだ。 それ 

つつ  し  才創 41:42  ⑷  ち  かれ  あき 

包む。 そこで あなたは 死に， そこで あ サ 巧:れ は キッテムの 地から 彼らに 明らかにさ 

えいこう  へいしゃ  しゅじん  いえ  う みぞ  ちたい じゅうみん  ちんもく 

なた の 栄光の 兵車は あなたの 主人の 家 力 創45:8  れた〇  2 海沿いの 地帯の 住民よ， 沈黙 
の 不名誉と なる。 19 そして， わたし +?3：727 せよ。 シドンからの 商人たち， 海を 渡 
は あなたを その 地位から 押しの け， 人 こマタ ： る 者たち 一 彼らは あなたを 満たした。 
は あなたを その 公式の 立場から 引き 降 コ 創45:9  3 大水の 上に シ ホルの 種， ナイルの 収 

ろす であろう。  SUf3° 獲， 彼 i の 収益が あった。 それは 諸国 

20 「『そして， わたしは その 日， わ サィ ザ22: 15 の 民の 利得と なった。 

たしの 僕， すなわち， ヒル キヤの 子エ シ ィザ2  -  4 シドンよ， 恥じよ。 海が， ああ， 

リヤ キムを 呼ぶ。  21 そして 彼に あ  m~m  海の とりでで ある あなたが 言った から 
なた の 長い 衣を 着せ， あなたの 飾り 帯 7 It  1:28 である， 「わたしは 産みの 苦しみを 味 
を 彼に 固く 締めさせ， あなたの 統治権 奶一 わった ことがない。 わたしは 子を 産ん 

わた  わかもの やしな 

を その 手に 渡す であろう。 そして， 彼 ィ ェレ 25:22 だ こ ともなく， 若者を 養った こと も， 

かなら  じゅうみん  いえ  エレ 47:4  しょじょ  そだ  [コ 1 

は 必ず エルサレムの 住民と ユダの 家に  26:3 処女を 育てた こと もない」 と。  5 エ 

ちち  {»)  エゼ 27:2  し  （サ） 

とっての 父と なる。  22 また， わたし  ^  J：4 ジプト についての 知らせのと きのよう 

いえ  W  かた  お  Q.4  ひとびと  ('» 

は ダビデの 家の かぎを その 肩の 上に 置 二: よ 21 に， 人々 は ティ ルスの 知らせに ついて 
く。 彼が 開ける と 閉じる 者は なく， 彼  7^16 も 同様に 激しい 痛みを 覚える であろ 
が 閉じる と 開ける 者は ない。 23 そし ェ:== 『う。  6 タルシシ ュに 渡れ。 海沿いの 

て， わたしは 彼を 永続す る 場所に 掛け ；^1〇 地帯の 住民よ， 泣き わめけ！  7 これ 
くぎと して 打ち込む であろう。 彼は そ 艺? は 〇 が， 昔の 日から， その 初めの 時代 [か 

ちち  いえ  かなら  えいこう  おうざ  かんき  がた  と し 

の 父の 家に とっ て 必ず 栄光の 王座と な ヵェ ゼ 27:8 ら] 歓喜して いた あなた 方の [都市] な 

[3]  かれ  ちち  いえ  キエ レ 2:18  かのじょ  がいこくじん 

る 〇  24 そして， 彼らは その 父の 家の ク王ゼ 27:33 のか 0 その 足は 彼女を 外国人と してと 
すべての 栄光を 必ず 彼の 上に 掛ける。 Sx  3:5 どま ら せる ために 遠く に 連れて行った 
末孫と 枝族， すべての 小さな 器物， 鉢 ものだった。 

の 器物， およびす ベての 大きな かめの レ47 :4  8 冠を 授ける 者 ティ ルスに この 計り 

ィザ19:16 事を 与えた のは だれか。 その 商人は 君 

ばんぐん  シエ セ 26:15  あきな びと  ち  ほ ま 

25 「『その 日には』 と， 万軍の エホ  たちで あり， その 商い 人は 地の 誉れ あ 

つ  えいぞく  ばしょ  28：19  M 

パは お告げになる， 『永続す る 場所に ス _申29:24 る 者たち であった のに。 

うこ  か  [サ】  と  のぞ  ^  ばんぐん  じしん  はか  ごと 

打ち込まれる その 掛けく ぎは 取り除か セェゼ 28:2  9 万軍の エホバ ご 自身が この 計り 事 

tl， それは 切り倒されて 落ち， それに 掛 'ノ巧 を お与えに なった の だ。 それは， あら 


1121  動揺が 臨む。 定められ ている 滅び  イザヤ 23:10—24:7 


ゆる 美し さの 誇りを 汚し， 地の 誉れ あ 

るすべ ての 者たち を 侮べ つを もって 扱 

(ィ） 

う ためで ある。 

10 タルシシ ュの 娘よ， ナイル川 のよ 
う ^ 自分の 地を 渡れ。 造船 場は もはや 
な 6。 11 [裡] はみ 手を 海の 上に 伸べ， 
もろもろの 王国を 動揺 させられた。 エ 
ホバご 自身が フエ ニ キアに 向かって， そ 
のとり でを 滅ぼし 尽くす よう 命令を 出 
された。 12 そして 言われる， 「虐げ 

もの  W  しょじょ  むすめ 

られた 者， シドンの 処女なる 娘よ， あ 
なた は 二度と 歓喜して はならない。 立 
ち 上がれ。 キッテムに 渡れ。 あなたに 
とっては そこ も 休息 [の 場所] とはなら 
ないで あろう」 と。 

13 見よ， カルデア 人の 地を。 これ 
がその 民で ある ーアッ シリアは [その 
民] とはなら なかった 一 彼らは 砂漠に 
せい 息す る ものの ために 彼女の 基を 据 
えた。 彼らは 自分たち の 攻囲の 塔を 立 
て， 彼女の 住まいの 塔を かすめて 空に 
し， 人は 彼女を 崩れ ゆく 廃虚と した。 

14 タルシシ ュの f 口、 よ， 泣き わめけ。 
あな た 方のと り では 奪略 さ れ たから だ。 
15 そして， その 日には， ティ ルスは 

ひとり  ひかず  おな  かなら  ねん 

一人の 王の 日数と 同じく， 必ず 七十 年 
間 忘れられる。 七十 年の 終わりに， 遊 
女の 歌に ある 通りの ことが ティ ルスに 

しょう  わす  ゆうじょ (ッ） 

生じる。 16 「忘れられた 遊女よ， たて 
琴を 取れ， 都市を 巡れ。 最善を つくし 
て 弦を 奏でよ。 お前の 歌を 多くせ よ。 
思い出して もらうた めだ」。 

17 そして， 七十 年の 終わりに エホ 
バは ティ ルスに 注意を 向ける ことにな 

かのじょ  かなら  じ ぶん  ちんぎん [テ） もど  と 

り， 彼女は 必ず 自分の 賃銀に 戻り， 土 
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ィョブ 12:21 
詩 107:40 


エ イザ 60:5 
イザ 61:6 
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才申 28:63 
イザ 1:7 
イザ 5:5 


ケ レビ 26:31 
申 29:28 
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ス レビ 18:24 
民 35:33 
代 n  33:9 


地の 表に ある 地の すべての 王国と 売春 
を 行なう。 18 そして， 彼女の 利得と 
賃銀は 必ず エホバに [献 じられ る] 聖 
なる ものと なる。 それは 蓄えられる こ 
とも， ため 置かれる こと もない。 その 
賃銀は エホバの み 前に 住む 者たち のた 
め， 食べて 満ち足りる ため， 優美な 覆 
いのた めの ものと なる からで ある。 
flA 見よ， エホバは その 地を 空に し， 
^ 荒れ果てた [所] とされる。 その 
面を ねじ 曲げ， その 住民を 散らされた。 
2 そして， 民に も 祭司と 同じ ことが， 僕 
にも その 主人と 同じ ことが， はしため 
にも その 女主 人と 同じ ことが， 買い手 
にも 売り手と 同じ ことが， 貸す 者に も 
借りる 者と 同じ ことが， 利息を 取る 者 
にも 利息を 払う 者と 同 じこと が 生じる 
ので ある。 3 その 地は 必ず 空に され， 
必ず 強奪され る。 エホバが この 言葉を 
語られた からで ある。  4 その 地は 嘆 
き 悲しみ， 衰えた。 産出 的な 地は 枯れ， 
衰えた。 その 地の 民の 高い 者たち は枯 
れ てし まった。  5 そして， その 地 その 
ものが 住民の 下で 汚された の だ。 彼ら 
が 律法を くぐり， 規定を 変え， 定めな 
く 存続す る 契約を 破った からで ある。 
6 それゆえに， のろいが その 地を 食い 
尽くした。 そこに 住む 者たち は 罪科に 
問われる。 それゆえに， その 地の 住民 
は 数が 減り， ごく 少数の 死すべき 人間 
が 残された ので ある。 

7 新しい ぶどう酒は 嘆き悲しみ， ぶ 


セ 王 H  17:7; 王  D  22:13; エゼ 20:13; ダニ 9:5; ソミ カ 3:11; 
夕出 19:5; 出 24:7; エレ 31:32; エレ 34:18; チ レビ 26:16; 
申 28:15; ヨシ 23:15; ツ レビ 26:22; 申 4:27; 申 28:62; イ 
ザ 10:22。 
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どうの 木は 枯れ， 心に 大いに 喜ぶ 者は 
みな 溜め息を つくよう になった。  8 夕 
ンバ リンの 歓喜は 絶え， 意気 盛んな 者 
たちの ざわめきは 中断 させられ， たて 
琴の 歓喜は 絶えた。 9 彼らは 歌な しに 
ぶどう酒を 飲む。 酔わせる 酒は これを 
飲む 者に とって 苦くなる。 10 捨てら 
れた 町は 崩され， すべての 家は 閉ざさ 
れて 入れない。 11 ぶどう酒 [がない] 
ためにち またには 叫び声が ある。 すべ 
ての 歓 びは 過ぎ去り， その 地の 歓喜は 
離れ 去った。 12 都市には 驚くべき 状 
態が 残された。 門は 打ち砕かれて， た 
だの 荒れ 塚と なった。 

13 その 地の 中で， もろもろの 民の 間 
でこう なる からで ある。 すなわち， 才 
リーブの 木を はたき 落とす ときの よう 
になり， ぶどうの 取り入れが 終わった 
後の 採り 残しの 実を 取る ときの ように 
なる。 14 彼ら 自ら 声を 上げ， 喜び 叫 
ぶ。 彼らは エホバの 優越性の ゆえに， 
海から 必ず 甲高く 叫ぶ。 15 それゆえ 
に， 彼らは 光の 地方で 必ず エホバの 
栄光を， 海の 島々 の 中で イスラエルの 
裡 ，エホバの み 名 [の 栄光] をた たえる。 
16 その 地の果てから わたしたちの 
聞いた 調べが ある。 「義 なる 者に 飾 
りぁ# 丨」 

しかし， わたしは 言う， 「わたしに 
は， やせ 細る ことが， わたしには， や 
せ 細る ことが [待ち受けて いる]! わ 
たしは 災い だ！ 不実な 行ないを する 
者たち は 不実な 行ないを した。 不実な 
行ないを する 者は 不実を もって 不実な 
行ないを したの だ」。 


第 24 章 


イイ ザ 16:10 
イザ 32:12 


詩 98:3 
マル 13:27 
セ 出 15:11 


第二 欄 


ち  す  おそ 

17 この 地に 住む あなたに， 怖れと く 

のぞ w  おそ 

ぼみ とわな が 臨む。 18 そして， 怖る 
べき ものの 音から 逃げる 者は くぼみに 
陥り， くぼみの 中から 出て 来る 者は わ 
なに 捕らえられる ことになる。 高き 所 

すいもん  ひら  [ゥ）  ち  もとい げき 

にある 水門が 開かれ， その 地の 基は 激 

どう  W  ち  かんぜん 

動す るからで ある。 19 その 地は 完全 

に 張り裂け， その 地は 完全に 揺るがさ 

(才 } 

れ ，その 地は 完全に よろめいた。 20 そ 

ち  よ  かんぜん 

の 地は 酔った 人の ように 完全に よろめ 
き 行き， それは 番小屋の ように ぐらつ 

(力）  い はん  おも 

いた。 そして， その 違犯は その上に 重 

W  かなら たお  ふたた 

くの しかかった。 それは 必ず 倒れ， 再 

お  [ク） 

び 起き上がる ことは ない。 

たか 

21 そして， その 日， エホバは 高みで 

ぐんたい  と ち 

高みの 軍隊に， 土地の 上では 土地の 王 

ちゅうい  む  （ヶ）  かれ 

たちに 注意を 向ける。 22 そして， 彼 
ら は 捕ら われ 人が 坑に 集め 入れ られる 
ように 必ず 集められ， 牢に 閉じ込めら 

W  おお  のち  ちゅうい  む 

れ る。 多くの 日の 後に 彼らは 注意を 向 

[シ）  まんげつ  は  い 

けられる。  23 そして， 満月は 恥じ入 

かがや  たいよう  W  ばんぐん 

り， 輝く  [太陽] は 恥じた。 万軍の エホ 

㈦  ねん 

バが シオンの 山と エルサレム とその 年 
配 者たち の 前で， 栄光に 輝く 王と なら 

[夕） 

れ たからで ある。 

Off エホバよ， あなたは わたしの 拽 

i|  (チ）  たか 【ッ） 

です。 わたしは あなたを 高め， あ 

(f)i 

なた のみ 名を たたえます。 あなたは く 
すしい ことを， 初めの 時代からの 計り 

ごと (ナ）  ちゅうじつ ㈡  しんらいせい [ヌ） 

事を， 忠実 さのうち に， 信頼性を もっ 

キ王 n  21:16; 代 D  36:16; エレ 14:20; ホセ 4:2; ク アモ 8:14; 
ケ詩 76:12; ハガ 2:22; コ創 41:14; サ イザ 42:7; シ ゼカ 
9:11; ス啓 21:23; セ 詩 132:13; イザ 8:18; イザ 18:7; ヨ 
エ 3:17; ヘプ 12:22; ソ王 I  8:11; 詩 46:5; イザ 12:6; ミカ 
4:7; ゼカ 2:10; 夕詩 97:1; 啓 11:17; 第 25 章 チ 申 
32:3; 代 I  29:10; 詩 25:12; イザ 61:10; ツ詩 7:17; 詩 99:5; 
詩 145:1; ヘプ 13:15; テ 詩 30:4; 詩 150:6; 啓 15:4; 卜 詩 
40:5; 詩 98:1; 詩 107:8; 詩 145:4; ナ詩 33:11; イザ 28:29; 
ヘプ 6:17; 二 申 32:4; ネへ 9:33; 詩 89:5; ヌ創 24:27; 民 


1123  宴一 滓の 上に たくわえられた ぶどう酒。 死は ない  イザヤ 25：2—26：4 


て 行なわれた からです。 2 あなたは 都 
市を 石の 山に， 防備の 施された 町を 崩 
れ ゆく 廃虚に， よそ 者の 住まいの 塔を 
都市では ない もの， 定めの ない 時に 至 
るまで 建て直される ことのな いものと 
された からです。 3 それゆえに， 強い 
民で ある 者たち は あなたの 栄光を たた 
えます。 圧制的な 諸国 民の 町， 彼らは 

おそ  （ィ） 

あなたを 恐れる のです。 4 あなたは， 
立場の 低い 者のと り y， 貧しい 者が 苦 
難に 遭う ときのと りで， 雨 あらしから 
の 避難 清， 圧制的な 者たち の 突風が 壁 
を 打つ 雨 あらしの ようになる とき， そ 
の 熱を 避ける 陰と なって くださった か 
ら です。 5 水の ない 地方の 熱， その 
熱を 雲の 陰で [静める] ように， あなた 
はよ そ 者たち の ざわめきを 静められ ま 
す。 圧制的な 者たち の 楽の 調べ も 抑え 

一  I 力） 

られ るので す。 

6 そして， 万軍の エホバは すべての 
民の ために， この 山で， 油を 十分に 用 
いた 料理の 宴を 必ず 催される。 それは， 
滓 [の 上に たく わ えられた ぶどう酒]， 
髄 と共に 油を 十分に 用いた 料理， 滓 [の 

(サ） 

上に たくわえられ]， こされた [ぶどう 

(シ 1 

酒] の 宴で ある。  7 そして [迚] はこの 

たみ  おお  つつ 

山で， すべての 民を 覆い 包んで いる 覆 
いの 顔と， すべての 諸国 民の 上に 織り 
合わされて L ヽる 織物を 必ず 呑み込まれ 

W  じっさい  し  えいきゅう  の 

る。 8  [迚] は 実際に 死を 永久に 呑み 
込み， 主権者なる 主 エホバは すべての 
顔から 必ず 涙を ぬぐわれる。 また， ご 
自分の 民の そしりを 全地から 取り去ら 
れ る。 エホバ ご 自身が [そう] 語られた 
からで ある。 


第 25 章 


第二 欄 


イザ 12:6 
キ詩 83:10 


ルカ 13:8 


9 そして， 人は その 日， 必ず 言う で 

あろう， 「見よ， これが わたしたちの 神 

である。 わたしたちは [迚] を 待ち望ん 

だので， [1$] はわた したち を 救って く 
{0}  (エ） 

ださる。 これが エホバで ある。 わたし 

たちは この 方を 待ち望んだ。 わたした 

ちは 喜びに 満ち， その 救いを 歓 ぼう」。 

(力） 

10 エホバの み 手が この 山に とどまる 

せき 

からで ある。 モ アブは， わらの たい 積 
が 肥溜めで 踏みつけ られ ると きのよう 
に， 自分の 場所で 必ず 踏みつけ られ る。 
11 そして 泳ぐ 者が 泳ぐ ために [平手を] 
伸べ て 打つ ように， [迸] は その 中で 平 
手を 伸べ て 必ず 打ち， ご 自分の 手の こ 
う かつな 動き によ っ て 必ず そのごう 慢 
さを 卑しめられる。 12 また， あなた 
の 安全な 高い 城壁の ある， 防備の 施さ 
れた 都市を 必ず 低く される。 [それを] 
卑しめ， [それを] 地に 4 れ させ， 塵に 

いた  [コ） 

至らせる ので ある。 

(サ 1  ち [シ 1  うた  _ 

その 日， ユダの 地で この 歌が 歌 
われる。 「わたしたちは 強固な 
都市を 持って いる。 [裡] は 城壁と 塁壁 
のために 救いを 据えられる。 2 あなた 

がた  もん [夕） あ  ちゅうじつ  おこ  たも 

方は 門を 開けて， 忠実な 行ないを 保っ 

ぎ  こくみん  こ  （チ] 

ている 義 なる 国民を 入って 来させよ。 
3 あなたは， しっかりと 支えられた 意 
向を， 長く 続く 平和のう ちに 守られ ま 

よ  たの （テ 1 

す。 人は あなたに 依り 頼む ようになる 

がた 

からです。 4 あなた 方は いつまでも エ 

ク詩 110:6; イザ 15:1; ゼパ 2:9; ケ エレ 48:29; ダニ 4: 
37; ヤコ 4:6; コイ ザ 26:5; 第 26 章 サイ ザ 4:2; イ 
ザ 26:19; ヨハ 11:24; シ エレ 33:10; エレ 33:11; ス出 15: 
1; サ n  22:1; 詩 146:2; 詩 150:5; イザ 12:5; セ 詩 48:2; 詩 
48:12; 詩 127:1; ソ イザ 60:18; ゼカ 2:5; 夕詩 118:19; 詩 
118:20; イザ 60:11; イザ 62:10; マタ 7:14; 啓 22:14; チ 出 
19:6; 申 4:8; マラ 3:17; 使徒 2:47; ベ テ I  2:9; ツ詩 119: 
165; イザ 54:13; ヨハ 14:27;  ロマ 15:33; フィ 4:7; ベ テ n  1: 
2; テ 詩 9:10; エレ 17:7。 
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ホバに 依り 頼め。 ヤ ハ， エホバに， 定 
めの ない 時に 至る 豈が あるから だ。 

5 「[拽] は 高みに 住んで いる 者たち， 
高められた 町を 低く された。 それを 卑 
しめ， 地に 卑しめ， 塵に 触れさせる。 
6 足が それを 踏みつける であろう。 苦 
しむ 者たち の 足， 立場の 低い 者たち の 
i み#」。 

7 義 なる 者の 道筋は 廉直です。 あな 
たは 廉直で あり， 義 なる 者の 行路を 平 
ら にされ ます。  8 そうです， エホバ 
よ， わたしは あなたの 裁きの 道筋を 求 
めて， あなたを 待ち望みました。 魂の 
願いは あなたの み 名と あなたの 記念に 
向けられました。  9 夜， わたしは 自分 
の 魂を こめて あなたを 望みました。 そ 
う です， わた しの 内に ある わた しの 霊を 
こめて あなたを 捜し求める のです。 地 
に対して あなたの 裁きが あるとき， 産 
g 的な 地に 住む 者たち は 必ず 義を 学ぶ 
からです。 10 邪悪な 者は 恵みを 示さ 
れる ことがあっても， 全く 義を 学び ま 
せん。 彼は 正直の 地で 不正の 行ないを 
し， エホバの 卓 逸 性を 認めません。 

11 エホバよ， あなたの み 手は 高く 
上がりました。 [しかし] 彼らは [それ 
を] 見ません。 彼らは [あなたの] 民に 
対する 熱心 さを 見て 恥じる でしょう。 
そうです， あなたに 敵対す る 者たち の 
ための 火が 彼らを 食い尽くす のです。 
12 エホバよ， あなたは 判決に よって 
わたしたちに 平和を 与えて ください ま 
す。 あなたは わたしたちの ために， 実 
にわた したち のす ベての 業を 行なって 
くださった からです。 13 わたしたち 


の 神 エホバよ， あなた 以外の 他の 主人 
たちが， わたしたちを 所有す る 者と し 
て 行動し ました。 わたしたちは ただ あ 
なた によって のみ， あなたの み 名を 語 
り 告げる のです。 14 彼らは 死んで お 
り， 生きる ことはありません。 死んで 
無力で あり， 起き上がる ことは ありま 
せん。 それゆえ， あなたは ご 自分の 注 
意を 向けられました。 彼らを 滅ぼし 尽 
くして， 彼らの ことが 語り 告げられる 
のを 全く 滅ぼす ためです。 

15 あなたは この 国民を 増し 加えら 
れ ました。 エホバよ， あなたは この 国 
民を 増し 加え， ご _ 分に 栄光を 添えら 
れ ました。 あなたは この 地の すべての 
境を 遠く 広げられました。 16 エホバ 
よ， 彼らは 苦難のと きに あなたに 注意 
を 向けました。 彼らは あなたの 懲らし 

う  [サ）  いの 

めを 受けた とき， [祈りの] ささやきを 
注ぎ 出し ま した。 17 妊娠して いる 女 
が 出 k を 間近に 控えて， 陣痛を 覚え， 
産みの 苦しみの ために 叫ぶ ように， エ 
ホバ よ， わたしたち も あなたの ゆえに 
それと 同じような ものに なり ま した。 
18 わたしたちは 妊娠し, 陣痛を 覚え ま 
した。 いわば， わたしたちは 風を 産ん 
だのです。 わたしたち はこの 地に 関し 
て 真の 救いを 成し遂げません。 また， 
産出 的な 地の ための 住民が [生まれ] 落 
ちる こと もありません。 

19 「あなたの 死者たち は 生きます。 
わたしの 死体一 それらは 起き上がり ま 


1125  糾弾が 過ぎ行く まで 身を 隠せ。 エホバの ぶどう 園  イザヤ 26：20—27：11 


す。 塵の 中の 居住者よ， 目を覚まし， 

よろこ さけ  つゆ [ウ 1  (エ） 

喜び 叫べ！ あなたの 露は あおいの 露 
のよう であり， 地が 死んだ 無力な 者た 
ちを も [生み] 落とす からです。 

20 「行け， わたしの 民よ， あなたの 奥 
の 部屋に 入り， あなたの 後ろで 扉を 閉 
じ i。 糾弾が 過ぎ行く まで， ほんのし 
ばらく の 間， 身を 隠せ。 21 見よ， ご 
自分に 対する 地の 住民のと がに 関して 
言い開きを 求める ため， エホバは その 

ばしょ  こ  （ク） 

場所から 出て 来られる からで ある。 そ 

かなら  りゅうけつ  W 

の 地は 必ず その 流血を あらわにし， も 
はや その 殺された 者たち を 覆い隠す こ 
とはな I13 ヽ L。 

(サ 1  かた 

その 日， エホバは その 硬く， 大き 
し く， 強い 剣を もって， 滑る ように 

うご  へび [ス）  (t)  ま 

動く 蛇 レ ビヤ タンに， 曲がった 蛇 レビ 
ヤ タンに 注意を 向け， 海の 中に いる そ 

きょじゅう (ソ） かなら ころ 

の 海の 巨獣を 必ず 殺 される であろう。 

2 その 日， あなた 方は 彼女に 向か っ 
て 歌え。 「泡 だつ ぶどう酒 のぶどう 園 
よ！  3 わたし， エホバが， 彼女を 保 
護して いる。 わたしは 絶えず 彼女に 水 
を 注ぐ。 だれも 彼女に 注意を 向けて 攻 
める ことのな いよう， わたしは 夜 も 昼 
も 彼女を 保護す る。 4 わたしの 抱く 
激怒は ない。 だれが 戦闘で わたしに い 
ばらの 茂み [と] 雑草を 与える であろう 
か。 わたしは そのような ものを 踏みつ 
ける。 わたしは それらに 同時に 火を つ 
ける。  5 さもなければ， 彼に わたしの 

とりでを つかませ， わたしと 和睦 させ 

(*) 

よ。 わたしと 和睦 させよ」。 

6 来たるべき [日] に， ヤコブは 根 
づき， イスラエルは 花を 咲かせ， 実際 


第 26 章 


ルカ 11:50 
啓 16:6 
啓 18:24 
コ マラ 4:1 


第 27 章 


ノ ェゼ 39:25 


に 芽を 出す であろう。 そして， 彼らは 
産出 的な 地の 表を 産物で いっぱいに 満 
た} 0 

7 彼を 打つ 者の むち 打ちを もってす 
るかの ように， 人は 彼を 打たなければ 
ならない のか。 また， 彼の 殺された 者 
たちの その 殺り くを もってす るかの よ 
うに， 彼は 殺されなければ ならない の 
か。 8 彼女を 送り出す とき， あなたは 
脅しの 叫びを もって これと 争われる。 
[裡] は 必ず その 突風を もって， 東風の 
日の 厳しい [突風を もって 彼女] を 追い 
出される。  9 それゆえ， ヤコブのと 
がは この 方法に よって 贖われる であろ 
う。 そして， これが そのす ベての 実で 
ある。 すなわち， 彼が その 罪を 取り去 
る [ときの]， 祭壇の すべての 石を み じ 
んに 砕かれた 石灰石の ようにして， 聖 
木 や 香 台を 起き上がらせない ようにす 
ると きの [実で ある]。 10 防備の 施さ 
れた 都市は 孤独の 身と なり， 牧草地は 
ほうって 置かれ， 荒野の ように 見捨て 
られ るからで ある。 子牛は そこで 草を 
食い， そこに 伏す。 彼は 彼女の 大枝を 
焼き 尽くす ので ある。 11 彼女の 細 枝 
が 乾き 切る と， 入っ て 来る 女たち が [そ 
れら を] 折り， それに 火を つける。 それ 
は 理解の 鋭い 民では ないから である。 
それゆえに， その 造り 主は それに 憐れ 
みを 示さず， それを 形造った 方は それ 

めぐ  _  [シ） 

に 恵みを 示さ ない。 


第二 欄 


ア詩 92:13 


イ イザ 10:20; エレ 50:33; ウ エレ 4:11; エゼ 13:13; エイ 
ザ 4:4; イザ 48:10; エゼ 24:13; オ ロマ 11:26: カ イザ 17: 
8; ミカ 5:13; キ代 n  34:4; ク イザ 6:11; イザ 17:9; エレ 
26:18; 哀 2:5; エゼ 36:4; ケ イザ 7:25; イザ 17:2; イザ 32: 
14; コ詩 80:16; イザ 6:13; エゼ 15:6; マタ 3:10; ョハ 15: 
6; サ申 32:28; イザ 1:3; エレ 4:22; ホセ 4:6; シ代 n  36: 
16; エゼ 9:10; テサ D  1:8。 
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12 そして， その 日， エホバは m の 水流 
から エジプト の 奔流の 谷に 至る まで [実 
を] はたき 落とす ことになる。 それで， 

がた  つぎつぎ 

イスラエルの 子ら よ， あなた 方は 次々 
に 拾い上げられる であろう。 13 そし 
て， その 日には， 大きな 角笛が 吹き 鳴 

(ォ）  ち 

ら される ことにな り， アッシリアの 地 
で 滅びて ゆく 者と エジプトの 地に 追い 
散らされる 者たち は 必ず 来て， エルザ 

せい  （ク）  み 

レムの 聖 なる 山で エホバに 身をかがめ 

[ケ] 

るであろう。 


28 


エフ ライムの 酔い どれたち の 卓 
逸した 冠， ぶどう酒に 打ち負か 
された 者たち の 肥沃な 谷の 頭に ある そ 
の 美しい 飾りの しぼんで ゆく 花は 災い 
だ！  2 見よ， エホバは 強くて 強壮な 
者を 持って おられる。 彼は， 雹の 雷雨， 
破壊的な あらしの ように， 強力な， み 
なぎり あふれる 水の 雷雨の ように， 力 
を こめて 必ず 地に 投げ落とす ことを す 
る。 3 エフ ライムの 酔い どれたち の 卓 

そ 


いつ  かんむり  ふ  (1?) 

逸 した 冠は 足で 踏みに じ られる 


して， 肥沃な 谷の 頭に ある その美し い 

飾りの しぼんで ゆく 花は， 必ず 夏の 前 

[夕） 

の 早な りの いちじくの ようになり， 見 
る 者が それを 見る とき， それが まだ 自 
分の たなごころ にある 間に， 彼は それ 
を 呑み込む ので ある。 

5 その 日， 万軍の エホバは その 民 

のこ  もの  m  かざ 

の 残って いる 者たち に とっての 飾り 
の 冠， また 美の 花輪と なり， 6 裁きの 

ざ  もの  こうせい  れい [卜） 

ために 座す 者に とっての 公正の 霊と な 
り ，門から 戦闘を 退ける 者たち [にと っ 

ちからづよ  （ナ） 

ての] 力強 さ となられ る。 


7 


そして， これらの 者たち もまた 一 彼 


第 27 章 

ァ ヨシ 24:2 


ルカ 
r イザ 
イザ 49: 


ホセ 9:3 
户 エレ 43:7 
ホセ 8:13 
ゼカ 10:10 
プ詩 122:4 
イザ 2:3 
イザ 25:6 
イザ 52:1 
エレ 3:17 
r  詩 95:6 
ゼカ 14:16 


マタ 15:8 
マタ 15:9 
户王  II  21:13 
イザ 28:17 


らは ぶどう酒の ゆえに 迷い 出， 酔わせ 
る 酒の ゆえに さまよった。 祭司と 預言 
者 一 彼らは 酔わせる 酒の ゆえに 迷い 
出， ぶどう酒 のために 混乱し， 酔わせ 
る 酒の ために さまよった。 彼らは その 
見る ことに おいて 迷い 出， 決定に 関し 
て ふらつ いた。 8 食卓 もみな 汚れた へ 
々 で 満ち た 一 [それの な L ゝ] 所は ない。 

9 人は だれに 知識を 教え諭し， 聞い 
たこと を だれに 理解させる のか。 乳 か 
ら 離された 者たち にか， 乳房から 離さ 
れた 者たち にか。 10 それは， 「命令 
に 命令， 命令に 命令， 測 り 綱に 測り 綱， 
測り 綱に 測り 綱， ここに 少し， そこに 少 
し」 だからで ある。 11 唇の どもる 者 
たちと， 異なった 舌と によって [挫] は 
この 民に 語る。 12  [その 民は，] 「こ 
れが 休み場で ある。 うみ 疲れて いる 者 
に 休息を 与えよ。 そして これが 安らぎ 
の 場所で ある」 と [姓] が 言われた の 
に， 聞こうと はしなかった 者たち であ 
る。 13 それで， 彼らに とって エホバ 
の 言葉は 必ず， 「命令に 命令， 命令に 
命令， 測り 綱に 測り 綱， 測り 綱に 測り 
綱， ここに 少し， そこに 少し」 となる。 
それは， 彼らが 行って， 必ず 後ろ向き 
につまず き， 実際に 砕かれ， わなに 掛 
かり， 捕らえられる ためで ある。 

14 それゆえ， 自慢す る 者たち よ， エ 
ルサ レムに いる この 民を 支配す る 者た 
ちよ， エホバの 言葉を 聞け。 15 あな 
た 方は 言った からだ， 「我々 は M と 契 
約を 結び， シェ オルと 幻を 実施した。 

サ詩 81:11; エレ 44:16; シ王 n  21:13; イザ 28:17; 哀 2:8; 
ス代 n  36:16; イザ 8:15; セ ハバ 1:10; ソ イザ 28:18; タエ 
ゼ 13:16。 
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产 代 n  3〇：1〇 
代 n  36:16 


r  詩 30:5 
詩 103:9 
ミカ 7:18 


イザヤ 28:16—29 

な た 方は 嘲 美!* る 者と なって はなら な 
い。 あなた 方の 縛り 縄が 強くなら ない 
ためで ある。 主権者な 主， 万軍の エ 
ホ パから わた しが 聞いた 全土に 関する 
絶滅が， すなわち 定め 置かれた ものが 
あるから である。 

23 あなた 方は 耳を 向けて， わたしの 
声を 聴け。 注意を 払って， わたしの 言 
うこと を 聴、 け。 24 すき 返す 者は 種を 
まくた めに 一日 じゅ うすき 返す だろう 
か。 その 土地を 打ち ほぐしたり， なら 
したり して。 25 彼は その 表面を 平ら 
にしたら， 次に 黒 クミンを まき 散らし， 
クミ：^ を 振り 散らす のでは ないか。 そ 
して 小麦， きび， 大麦を 定めの 場所に， 
スペル ト 小麦を その 境と して 置く はず 
ではない か。 26 そして， 彼は 正しい 
ことにしたがって 矯正を 受ける。 彼の 
被が これを 教え諭す ので ある。 27 黒 
クミ ンは 脱穀機で 脱穀され る わけでは 
なく， クミンの 上に 車の 輪が 回される 

いっぱん 

わけで もない からで ある。 一般に 黒ク 
ミンは 棒で， クミンは 杖で 打ち出され 
る もの だからで ある。 28 —般に パン 
の 原料は 打ち砕かれる ものだろう か。 
人が 絶え間なく それを 脱穀す る ことは 
決してな いからで ある。 そして， 彼は 
必ず その 車の 口ー ラーを 動かし， その 
乗 用 馬を もそう する [が]， それを 打ち 
砕く ことは しない。  29 これ もまた， 
万軍の エホバ ご 自身から 出た ことで あ 
る。 それは 計り 事に おいてく すしく， 
有効な 働 きに おいて 大 いなる ことを 行 

かた  【テ】 

なわれ た 方で ある。 

タ イザ 21:10: コ I  9:9; チ レビ 26:44; イザ 10:20: ツ ヘプ 
12:9; テ 詩 40:5; エレ 32:19;  ロマ 11:33。 


1127  シオンの 隅 石。 
あふれ 出る 鉄砲水 も， たとえ それが 通 
り 過ぎて 行こうと も， 我々 のと ころに 
来る ことは ない。 我々 はう そを 避難所 
とし， 偽りの 中に 身を 覆い隠し たから 
だ」 と。 16 それゆえ， 主権者なる 主 
エホバは このように 言われた。 「いま 
わたしは シオンに ひとつの 石を 基と し 
て 据える。 それは 試みを 経た 石， 確か 
な 基の 貴重な 隅 [石] である。 信仰を 働 
かせる 者は だれも 恐れ 慌てる ことは な 
い。 17 そして， わたしは 公正を 測り 
綱と し， 義を 水準器と する。 i は必 
ず 偽りの 避難所を 一掃し， 水 も 激しい 
勢いで 隠れ場所を 押し流す。 18 そし 
て あなた 方の 死との 契約は 必ず 解消 さ 
れ， あなた 方の シエ オルとの かの 幻は 
立つ ことが な iA。 あふれ 出る 鉄砲水， 
それが 通り過ぎる とき 一 あなた 方は 
また， 必ず それが 踏みに じる 場所と な 
る。 19 それは 通り過ぎる 度に あなた 
方を 奪い 去る。 それは 朝 ごとに， 昼間 
も 夜の 間 も 通り過ぎて 行く からで ある。 
それは 聞いた ことを [他の 者に] 理解 さ 
せる ための 身震いの 理由と なる だけで 
ある」 0 

20 寝い すは その上に 身を 伸べ るに 
は 短す ぎた し， 織った 敷 希 も 身を 包む 
には 狭 [すぎる] からで ある。 21 エホ 
バは ペラ ツイ ム 山のと きのよう に 立ち 
上がり， ギベオンの 近くの 低地 平原の 
ときの ように かき 立て られ るからで あ 
る。 それは ご 自分の 行ない一 その 行 
ない は 未 思議な もの 一を する ため， ご 
自分の 業一 その 業は 異常な もの一 を 
行なうた めで ある。 22 それで 今， あ 


1312  2360 16 L  〇  41 17 13163  221131 14 7141  23123 16 116 
3331 4:  1 18: 9: 2: 5: 51 1 3:  1 2: 212 4: 9: 1 21:  8 5:24 11: 28: 18:2 31: 31: 43: 42: 43: 17: 5:1 28: 8:8 47: 18:1 24: 21:1 19: 3:1 5:20 14:1 10: 14:1 :15 1:5 
ザ ザザブ 1 1 マテ ブブ ザタ I フタ ルカ 徒 ママ テ n  9  3 レ ザ n ザ ザレ レ レゼ マ ザ ザレ n ザ n レバ n  I シ I  2 、、 ハ 
イ イイへ 啓 詩 口べ へ ヘイ マコ エマ マル 使 口口べ 王 詩 詩 エイ 王 イイ エエエ エロイ イエ 王 イ王エ ハサ 代 ョ代哀 ハ 
アイ ウエ  オカ  キ  ク  ケコ  サシ  ス  セソ タチ ツテ  トナニ 


イザヤ 29:1—13  ェルサレムは 糾弾され る。 みせかけの 崇拝  1128 

AQ 「ダビデが 陣営を 張った 町 アリ 第29 章 夢を見， 自分は 飲んで いるのに， 実際 
Z び ェル， アリェぶ は"! I、 だ！ あ じ1^: 7 に 目が 覚めて みると， 自分は 8 れてお 
なた 方は 年に 年を 加えよ。 祭りを 巡っ ゥ f 似 り， 魂は すっかり 干上がって いる， と 
て 来させよ。  2 そして， わたしは アリ ヱ*28:53  いうと きのよう になる。 シオンの 山と 
ェルに とって 必ず 事態を 難しく しなけ ォィ ザ5 M9 戦って いるすべ ての 国の 民の 群衆に つ 

(I)  かな  なげ  しょう  我 1:4  (7) 

れ ばなら ない。 必ず 悲しみと 嘆きが 生 ヵィザ 9:19 いても そのよう になる。 

[才） かのじょ  さい  エレ 15:14  がた  す こ 

じ， 彼女は わたしに とって 必ず® の 祭 ェレ17:4  9 あなた 方は もう 少しと どまって， 

i の關 となぶ。 3 そして， わたしは キ= wmL 勝を _ にし， 盲目と な 
必ず あなたに 向かって 周囲に 陣営を 張 s1 れ 。彼らは 酔った が， それは ぶどう酒 
り， 塞栅を 巡らして あなたを 攻囲し， あ によるので はない。 彼らは よろめきつ 
なた に 向かって 攻囲 栅を 築く。 4 そし つ 歩いた が， それは 酔わせる 酒の せい 

かなら ひく  ち  ゲイ ザ 8:19  w 

て， あなたは 必ず 低くなる ので， 地 か コィ $13:19 ではない。 

ら話 すよう になり， あなたの ことばは ィザ21:9  10 ェホバは あなた 方の 上に 深い 眠 

塵からの ように 低く 響く であろう 〇そ ショブ2 1:18 りの 霊を 注がれた 0 また， あなた 方の 
して， あなたの 声は 霊媒の ように 必ず  目， [すなわち] 預言者た ちを 閉じ， あ 

地からの ものと なり， あなたの ことば ス: なた 方の 頭， [すなわち] 幻を 見る 者た 
は 塵から 出る さえずり となる。  5 そ セ サ^ 1Q ちを も 覆われた からで ある。 11 そし 

もの ぐんしゅう  i レ 50:25  がた 

して， あなたに とってよ そ 者の 群衆は ナホ1:3  て あなた 方に とって， すべての ことの 

かなら こま  こな  [コ）  あっせいしゃ (サ 1  ソエ レ 25:14  まぼろし ふう  しょもつ (コ] ことば 

必ず 細かい 粉の ように， 圧制者の 群衆 ゼ ヵ14:2 幻は 封 じられ た 書物の 言葉の ようにな 

す  さ  トン）  タイ ザ 29:2  ひとびと  か  もの  わ  もの 

は 過ぎ去る もみ がらの ようになる 〇そ チ 詩 73:20 る 0 人々 は それを 書き物の 分かる 者に 
して， それは 必ず 瞬く間に， 突然に 起 二 渡して 言う， 「どうぞ， これを 声を 出 
き 4。 6 あなたは 万軍の ェホバから 雷 ァィザ 10:12 して 読んで ください」。 すると その 者 
鳴と， 身震いと， 大きな 音， b 風と 大 ィ^^广 は， 「わたしには できない。 それは 封 
あらし， また， むさぼり 食う 火の1 炎と ヴ 〃ザ6:9 じられ ている からだ」 と 言わざる をえ 

ちゅうい  む  m  丄 エレ 51:7  (サ）  しょもつ  か  もの 

を もって 注意を 向けられる であろう」 0 ォ ェレ 25:27 ない 0 12 そして， その 書物は 書き物 
7 そして， アリェルと 戦って いるす "H%2ao の 分からない 者に 渡されなければ なら 
ベての 国の 民の 群衆， すなわち 彼女と  ° マ 山8 ず， [ある 者は] 言う， 「どうぞ， これ 

戦って いるすべ ての 者， また 彼女に 対  -I 14：14 を 声を 出して 読んで ください」 と。 し 

する 攻囲の 塔と， 彼女に とって 事態を クィ ザ9: 16 かし その 者は， 「わたしには 書き物は 
難しく している 者たち について は， 必 少しも 分かりません」 と 言わざる をえ 
ず 夢の ように， 夜の 幻の ようになる。 iVi'A ない。 

8 すなわち， 飢えて いる 者が 夢を見， 自 ；^5 13 そして， ェホバは 言われる， 「この 
分は 食べて いるのに， 実際に 目が 覚め ^^48:1 民は 口を もって 近づき， ただ 唇を もっ 
てみ ると， 魂は 空で ある， というと き  ^5；2〇 てわたしの 栄光を たたえ， 心を わたし 
のようになる。 また， 渴 いている 者が スマ タ15:8 から 遠ざけて おり， わたしに 対する 恐 


1129  イスラエルは 造り 主を 退け， エジプトに 頼る  イザヤ 29：14—30：3 


れは 人間の 教える おきてと なって いる 
ので， 14 それゆえに， ここに わたし 
がいる。 この 民に 対して 再びく すしい 
ことを， くす しい 仕方で， くす しい こ 
とを もって 行なう 者が [いる]。 彼らの 
賢人たち の 知恵は 必ず 滅びう せ， 彼ら 
の 思慮深い 者たち の 理解 も 覆い隠され 
るで あろ う」。 

15 計り 事を エホバから 覆い隠す こと 
に 非常に 深く 入って 行く 者たち， 自分 
の 行ないを 暗 L ヽ所で して おいて， 「だ 
れが 我々 を 見て いよう。 だれが 我々 の 
ことを 知っていよう」 と言う 者たち は 
災い だ。 16 あなた 方の 性情は 何と ゆ 
がんで いる ことか！ 陶器 師が 粘土の 
ようにみ なされる べきだろう か。 いっ 
たい， 造られた 物が 自分の 造り 主につ 
いて， 「彼は わたしを 造らなかった」 
と言うべ きだろう か。 また， 形造られ 
た 物が 自分を 形造って く れた 者に つい 
て， 「彼は 理解を 示さなかった」 と 実 
際に 言う だろう か。 

17 もう しばらく すると， レバノン 
は 必ず 果樹園に 変えられ， その 果樹園 
も 森林の ようにみ なされる のでは ない 
か。 18 そして， その 日には， 耳の 聞 
こえない 者は 確かに その 書物の 言葉を 
聞き， 盲人の 目 も 暗闇と 闇の 中から 見 
るであろう。 19 そして， 柔和な 者た 
ちは エホバ ご 自身に 対する 歓 びを 確か 
に 増し 加え， 人間の 中の 貧しい 者たち 
も イスラエルの 聖 なる 方 ご 自身に あっ 
て 喜びに 満ち あふれる。 20 圧制者は 
必ず その 終わりに 至り， 自慢す る 者は 
必ず その 終わりを 迎え， 害を もたら そ 


(7]  た  ほろ 

ま29 章 | うと ねらって いる 者は みな 必ず 断ち 滅 
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コロ  2:22 
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ぼされ るからで ある。 21 人を [その] 
言葉に よって 罪に 陥れる 者たち， 門で 
戒める 者に わなを 仕掛ける 者たち， む 
な しい 論 讓で義 なる 者を 押しの ける 者 
たち もで ある。 

22 それゆえ， アブラハムを 請け戻し 
た 方で ある エホバは， ヤコブの 家に こ 
のよう に 言われた。 「ヤコ ブは 今や 恥 
じる こと も， その 顔が 今や 青ざめる こ 
ともないであろう。 23 彼が その子 供 
たちを， わたしの 手の 業を 自分の 中で 
見る とき， 彼らは わたしの 名を 神聖な 
ものと し， ヤコブの 聖 なる 方を 必ず 神 
聖な ものと し， イスラエルの 拽を 畏敬の 
念を 抱いて 見つめる であろう。 24 そ 

じ ぶん  れい  あやま  おか 

して， [自分の] 霊に おいて 過ちを 犯し 
ている 者たち も 実際に 理解を 得る よう 
になり， 愚痴を 言って いる 者たち さえ 
教訓を 学ぶ であろう」。 

「窠 な 子る^ f いだ」 と， エ 

ホバ はぉ# げに なる， 「ff り 暴 
を 実行に 移 [そうとする 者たち は]。 と 
はいえ， それは わたしからの ものでは 
ない。 また， 献 酒を 注ぎ 出 [そうとす 
る 者たち は]。 とはいえ， それは わた 
しの 霊を もってで はなく， 罪に 罪を 加 
える ためで ある。  2 エジプトに 下っ 
て 行こうと 出発し， わたしの 口に 問い 
尋ねる ことを しなかった 者たち は 災い 
だ！ それは ファラオの とりでを 避け 
所と し， エジプトの 陰を 避難所と する 
ためな ので ある。 3 それで， ファラオ 
のとり では 必ず あなた 方に とって 恥の 

セ 民 32:14; ホセ 13:2; ソ王 n 17:4; イザ 31:1; エゼ 29:6; 
ホセ 7:11; 夕民 27:21; 王 I  22:7; チ イザ 36:6。 


第 30 章 


イザヤ 30:4—17  み W 葉を 退ける。 

理由と なり， エジプトの 陰に ある 避難 
所 (]； 辱めの もとと なる。 4 彼の 君た 
ちは ツ オア') にいる ことに なった。 そ 
の 使節は ハ ネスに 着く。 5 すべての 
者が 人に 何の 益を も もたらさない 民の 
ことで 必ず 恥を かく。 [その 民は] 何の 
助けに もなら ず， 何の 益を ももたら さ 
ず， かえって 恥の 理由， また そしりの 
もとと なる」。 

みなみ けもの  [才）  たい  せんこく  くなん (力 J 

6 南の 獣たち に対する 宣告： 苦難 
と 窮境， ライオン や， うなり 声を 上げ 
る ひょう， まむし や 火の ような 飛ぶ へ 
びの 地を 通り， 彼らは その 資産を 成熟 
したろ ばの 肩に 載せ， その 貯蔵品 をら 
くだの こぶに 載せて 運ぶ。 民の ために 
それらは 何の 益に もなら ない。  7 そ 
して， エジプト 人は ただの むなしい 物 
にす ぎず， 全く 何の 助けに もなら ない。 
それゆえ， わたしは この 者を， 「ラ ハ 
ブ ー 彼らは じっと 座る ための もの」 と 
春んだ。 

8 「さあ， 来て， 彼らと 共に それを 書 
き 板の 上に 書き， それを 書物に 書き込 
め。 それが 将来の 日の ための ものと な 
り， 定めの ない 時に 至る までの 証し と 
なる ためで ある。 9 それは 反逆の 民， 

不 真実の 子ら， エホバの 律法を 聞こうと 
しなかった 子ら だからで ある。 10 彼 
ら は， 見る 者たち に 向かって， 『あな 
た 方は 見て はならない』 と 言い， 幻 
を 受ける 者たち に 向かって， 『あなた 
方は わた したち のために 正直な ことを 
幻で 見て はならない。 滑らかな ことを 
わたしたちに 話せ。 欺きを 幻で 見よ。 

11 道から それ， 道筋から 外れよ。 ただ 


帰って来 るのに 遅す ぎは しない  1130 

我々 のために， イスラエルの 聖 なる 方 
をい ない 者と せよ』 [と言う]」。 

12 それゆえ， イスラエルの 聖 なる 方 
はこう 言われた。 「あなた 方は こ の 言 
葉を 退け， だまし取る ことと ねじれた 
ことと に 依り 頼み， それに 寄り掛か っ 
たので， 13 それゆえに， このと がは 
あなた 方に とって， 今にも 落ちて 来る 
破片， 高く 上げられた 城壁の 中の 膨れ 
のように なり， その 崩壊は 突然， たち 
どころ に 来る かもしれ ない。 14 そし 
て， 人は 陶器 師 たちの 大きな かめを 壊 
すと きのよう に， 必ず それを 壊し， [そ 
れ は] 人に 惜しまれずに 打ち砕かれ， そ 
の 打ち砕かれた 破片の 中には， 炉 から 
火を かき 集める ための， あるいは 沼沢 
地から 水を すくい 取る ための 土器の 一 
かけら も 見いだ せないで あろう」。 

15 主権者なる 主 エホバ， イスラエル 
の聖 なる 方は このよう に 言われた から 

かえ  き  き!* うそく 

である。 「帰っ て 来て 休息す る ことに 
よって あなた 方は 救われる。 あなた 方 
の 力強 さは， ただ かき 乱されな いでい 
る ことと 信頼して いる ことに ある」。 し 
かし， あなた 方は そうしようと はしな 
かった。 16 そして， あなた 方は 言っ 
た， 「いや， 我々 は 馬に 乗って 逃げる 
の だ！」 と。 それゆえに， あなた 方は 
逃げる であろう。 「そして， 我々 は 速 
い [馬] に 乗る の だ！」 と。 それゆえに， 
あな た 方を 追 I 、かける 者たち も自 分が 
速い こと を 示す であろう。 17 一人の 
叱責の ために 千 人が おののき， 五 人の 
叱責の ために あなた 方は 逃げ， ついに 


I 申 28:49; エレ 
a  32:30。 
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1131  偉大な 教訓 者。 後ろから 聞こえる 言葉  イザヤ 30:18—31 


は 山の頂の 旗 柱の ように， 丘の 上の 旗 
じる しのよう に 残る ことになる。 

18 そして， それゆえに エホバは あな 
た 方に 恵みを 示そうと 待ち望み， それ 
ゆえに あなた 方に 憐れみを 示そうと 立 
ち 上がる。 エホバは 裁きの# だからで 
ある。 この 方を 待ち望む 者は みな 幸い 

(力）  [キ）  たみ 

である。 19 シオンの 民が エルサレム 
に 住む とき， あなたは 決して 泣かない 
であろう。 [裡] は あなたの 叫び声を [聞 
いて，] 必ず あなたに 恵みを 示し， それ 
を 聞く とすぐ に， あなたに 実際に 答え 
てくだ さる。 20 そして， エホバは 苦 
難と いう 形の パンと， 虐げと いう 形の 
水を 必ず あな た 方に 与え られ るで あろ 
う。 とはいえ， あなたの 偉大な 教訓 者 
はもは や 自分を 隠す ことは されない。 
あなたの 目 は 必ず あなたの 偉大な 教訓 
童を 見る [目] となる。  21 そして， あ 
なた 方が 右に 行く に しても 左に 行く に 
しても， あなたの 耳は あなたの 後ろで， 
「これが 道で ある。 あなた 方は これを 
歩め」 と言う 言葉を 聞く であろう。 

22 そして， あなた 方は， あなたの 銀 
の 彫像の 上張り や， 金の 铸 物の 像に 固 
着した 覆いを 汚す。 あなたは それらを 
散らす。 月経 中の 女の ように， あなた 
は それに 向かって， 「ただの 汚物！」 と 
言う であろう。 23 そして， [裡] は あ 
なた が 土地に まく その 種の ために 必ず 
雨を， また その 土地の 産物と して パン 
を 与えて くださり ，それは 必ず 肥えて， 
油に 富む。 その 日， あなたの 畜類は 広 
い 牧場で 草を 食う。 24 また， 地を 耕 
作す る 牛と 成熟した ろばは， シャベル 


と フォークで あおり 分けられた， 酸 葉 
で 味付けした 飼い葉を 食べる。 25 そ 
して 塔の 倒れる 大 いなる 殺り くの 日に， 

たか 

すべての 高い 山と すべての 高く された 
丘の 上には 流水， 掘り割りが 必ず 生じ 
る。 26 そして， エホバが その 民の 崩 
壊を 包み， ご 自分の むち 打ちから 生じ 
る 重い 傷を もい やして くださる 日に， 
満月の 光は 必ず， 輝く  [太陽] の 光の よ 

うにな り， 輝く  [太陽] の 光 も その 七 倍 

[才） 

となり， 七つの 日の 光の ようになる。 

27 見よ， エホバの み 名は その 怒り 
に 燃えな が ら 重い 雲を 伴っ て 遠くから 

く  くちびる  きゅうだん  み 

やって来る。 その 唇， それは 糾弾に 満 
ちて おり， その 舌は むさぼり 食う 火の 
よう だ。 28 そして その 霊は， 首に ま 
でも 達する みなぎり あふれる 奔流の よ 
うで あり， 無価値の ふるいで 諸国 民を 
振り 動かす。 人を さまよわせる くつ わ 
が もろもろの 民の あごに あるで あろ 
う。 29 あなた 方は， 人が 祭りの ため 

じ ぶん  しんせい  よる 

に 自分を 神聖な ものと する 夜のと きの 
[歌] に 似た 歌を 持つ ようになり， エホ 

(tr)  いわ [ソ 1 

バの 山， イスラエルの 豈の もとに 入っ 
て 行く ために フルート を 携えて 歩く 者 
の [心の 歓 び] に 似た 心の 歓 びを [持つ 
ようになる]。 

30 そして， エホバは 必ず その 声の 尊 

げん （チ）  き  いか [ツ】 

厳 さを 聞かせ， たける 怒りと， むさぼり 
食う 火の 炎 [と]， 突然の 豪雨と， 雨 あら 
しと， 雹の 石と を もって その 腕の 下る の 
を 見させる であろう。 31 エホバの 声 


1; セ イザ 2:3; ソ申 32: 七 詩 18:31; 詩 9 
代 I  13:8; 詩 150:4; チ 詩 29:3; エゼ 10: 
11:1; イザ 5:25; ナホ 1:2; テ 詩 18:13; 
ナ ヨシ 10:11; 二 出 15:16; 詩 98:1; イ 
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イザヤ 30:32—32:1 エホバが 助けを 与える。 公正の ために 支配す る 君たち  1132 

のために アッ シリアは 恐怖に 打たれる 

(7)  つ; 1 

からで ある。 [初は [それを] まさに 杖 

M 

を もって 打たれる であろう。 32 そし 
て， エホバが [アッ シリ ア] の 上に ご 自分 
の 懲罰の 棒を 振り 下ろす 度に， タン バリ 


ン とたて 琴が 必ず 伴う であろう 。[神] 
は 振り 回す 戦闘を もっ て 実際に 彼らと 
戦われる であろう。 33 彼の トフ ェト 
は 最近の 時から 整えられ ており， それ 
はまた， 王 自身の ために も 備えられて 
いるから である。 [裡] は その [まきの] 
山を 深く された。 火と まきは 非常に 多 

いき  いおう  ほんりゅう 

く ある。 エホバの 息は 硫黄の 奔流の よ 
う に それに 向かって 燃えて いる。 

Q1 援助を 求めて エジプトに 下る 者， 

づ丄 簞なる m それが 爹ぃ 

からと いう 理由で 戦車に， それが 非常 
に 力強い からと いう 理由で 乗 用 馬に 信 

らい お  せい  かた あお 

頼を 置き， イスラエルの 聖 なる 方を 仰 
ぎ 見る こと も， エホバ ご 自身を 尋ね 求 
める こと も しな かっ た 者たち は 災い だ。 
2 そして， [裡] も 賢い 方で あり， 災いと 
なる ものを もたらされる。 [进] はご自 
分の 言葉を 呼び戻されなかった。 [拽] 
は 悪を 行なう 者たち の 家に 敵して， 有 
$  害な ことを 習わしに する 者たち の 援助 
に 敵して 必ず 立ち上がられる。 

3 エジプト 人と いえ ども， 地の 人で 
あって， 裡 ではない。 彼らの 馬は 肉で 
あって， 霊では ない。 そして， エホバ 
ご 自身が み 手を 伸ばされ るので， 助け 
を 与えて いる 者 も 必ずつ まずき， 助け 
を 受けて いる 者 も 必ず 倒れ， 彼らは み 
な 同時に 終わりを 迎える。 

4 エホバは わたしに このように 言わ 


れ たからで ある。 「全部の 数の 羊飼い 
が 自分に 向かって 呼び出されても， ラ 

わか  (71 

イオン， たてが みのある 若い ライオン 
は 自分の 獲物の 上で うなり， 彼らの 声 
にもかかわらず 恐れ おののかず， 彼ら 
の 騒ぎ にもかかわらず かがまない。 そ 
れ と同じように， 万軍の エホバ も下っ 
て 来て シオンの 山と そ の 丘の 上で 戦わ 

W  ととり  ばんぐん 

れ る。 5 飛ぶ 鳥の ように， 万軍の エホ 
バは それと 同じように エルサレムを 防 
御され る。 [彼女を] 防御し， また 必ず 
[彼女を] 救い出される。 [彼女を] 許し 
て， また 必ず 逃れさせる」。 

6 「あなた 方は イスラエルの 子ら が 
それに 向かって 反抗を 深めた 方の もと 
に 帰れ。 7 その 日， 彼らは 各々 その 無 
価値な 銀の 神々 や 無益な 金の 神々 を 退 
ける からだ。 それは あなた 方の 手が 自 
分たち のために 造って 罪と した もので 

(ク）  じん  にん 

ある。  8 そして アッシリア 人は， 人 
間 [の もの] ではな L 、剣に よっ て 必ず 傍! 
れ る。 地の 人 [の もの] ではない 剣が 彼 
を むさぼり 食う であろう。 そして 彼は 
剣の ゆえに 必ず 逃げ， その 若者たち は 
まさに 強制労働の ための ものと なる。 
9 そして 彼の 大岩も 全き 怖れの ために 
過ぎ去り， 旗 じる しのた めに その 君た 
ちは 必ず 恐れ おののく」 と， ご 自分の 

ひかり  ろ [サ 1 

光を シオンに， ご 自分の 炉を エル サレ 
ムに [持つ] エホバは お告げになる。 

[シ】  ぎ 

見よ， ひとりの 王が 義 のために 

落め ぶ。 窘でぁ る 箸た € は， ま 

さ に 公正の ために 君と して 支配す る。 
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再び 安全が 行 き 渡る  イザヤ 32 : 2 — 20 

う 摘みは 終わって しまう [のに]， [実 
の] 取り入れは やって来 ないから であ 
る。 11 安楽に 暮らして いる 女たち 
よ， おののけ！  何の 思い煩い もない 
者たち よ， 動揺せ よ！ 衣を 脱いで 裸 
になり， 腰に [粗布を] まとえ。 12 望 

はたけ [ゥ 1 み  むす 

ま しい 畑， 実を 結ぶ ぶどうの 木の こと 
で 嘆き悲しんで 胸を たたけ。 13 わた 
しの 民の 土地には， いばら， とげ 草の 
茂みが 生じる だけで ある。 それらは す 
ベての 歓喜の 家， そうだ， 大いに 喜ぶ 
町の 上に あるから である。 14 住まい 
の 塔 も 捨て去られ， 都市の にぎわい も 

みす  M 

見捨てられ たからで ある。 オフェルと 
物見の 塔 も 荒涼と した 野と なった。 定 
めの ない 時に 至る まで， しまうまの 歓 
喜す ると ころ， 家畜の 群れの 牧場と 
[なった]。 15 しかしつ いには， 霊 
が 高い 所から わたしたちの 上に 注ぎ 出 
され， 荒野が 果樹園と なり， その 果樹 
園が 真実の 森林と みな される ように 

(コ） 

なる。 

16 「そして， 荒野には 公正が 必ず 住 
まい， 果樹園には 義が 宿る。 17 そし 
て， [真の] 義の 働きは 必ず 平和と なり， 
[真の] 義の 奉仕は 定めの ない 時に 至る 
平穏と 安全 [となる]。 18 そして， わ 
たしの 民は 平和な 住まいに， 全き 確信 
の 満ちる 住居に， かき 乱される ことの 
ない 休み場に 必ず 宿る。 19 そして 森 
林が 倒れ， 都市が 低 く なって 卑しめら 

れた 状態に 陥る とき， 必ず 雹が 降る で 

[夕 1 

あろう。 

20 「すべての 水の そばに 種を まき， 

チ 伝 11:1; イザ 30:23。 


1133  安楽に 暮ら している 女たち 
2 そして， 各々 は 必ず 風からの 隠れ 場， 
雨 あらしからの 隠れ場所， 水の ない 地 
方に おける 水の 流れ， やせた 地に おけ 
る 重い 大 岩の 陰の ようになる。 

3 そして， 見る 者たち の 目は のり 
付けされ る ことなく， 聞く 者たち の 耳 
は 注意を 払う。 4 性急す ぎる 者たち 
の 心 も 知識を 考慮し， どもる 者たち の 
舌で さえ 明快な こと を 話す の に 速くな 
る。 5 無分別な 者が 寛大な 者と 呼ば 
れる ことは もうない。 無節操な 者に つ 
いては， その 者が 高貴な 者と 言われ 
る ことは ない。  6 無分別な 者は ただ 
無分別を 語り， その 心は 有害な ことを 
行なう からで ある。 それは 背教を 行な 
い， エホバに 向かって 道理に 反した こ 
とを 語り， 飢えて いる 者の 魂を 空の ま 
まに させる ためで あり， 彼は 渴 いてい 
る 者を さえ 飲み物 もない ままに させて 
おく。 7 無節操な 者に ついていえば， 
その 者の 道具は 悪い。 彼は みだらな 行 
ない のために 自ら 計り 事を 与えた。 そ 
れ は， 貧しい 者が 正しい ことを 話す と 
きで さえ， 苦しむ 者たち を 偽りの こと 
ばで 滅ぼす ためで ある。 

8 寛大な 者に ついていえば， 彼は 寛 
大な ことのた めに 計り 事を 与えた。 そ 
して， 寛大な ことのた めに 自ら 立ち上 
が 

9 「安楽に 暮らして いる 女たち よ， 
立ち上がれ， わたしの 声を 聴け！ 何 
の 思い煩い もない 娘たち よ， わたし 
のこと ばに 耳を 向けよ！ 10 —年と 
幾日 かのうち に， 何の 思い煩い もな 
い あなた 方は 動揺す るであろう。 ぶ ど 
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牛と ろばの 足を 送り出し ている あなた 

がた  さい わ  (7) 

方は 幸いで ある」。 

じ ぶん  だつりゃく  あ 

自分は 奪略に 遭って いないのに 
奪略を 行ない， [他の 者から] 不実 
な 行な いを された こと がな いのに 不実 
な 行ないを している あなたは 災い だ！ 
あなたは 奪略 者と しての 終わりを 迎え 
ると すぐに， [今度は] 自分が 奪略に 遭 
うであろう。 あなたが 不実な 行ないを 
なし 終える とすぐ に， [今度は] 人々 が 
あな たに 対して 不実な 行ないを する で 

ぁ ろず 。 

2 エホバよ， わたしたちに 恵みを 示 
してく ださい。 わたしたちは あなたを 
待ち望みました。 朝 ごとに わたしたち 
の 腕と なって ください。 そうです， 苦 
難の 時の わたしたちの 救い [となって 
ください]。 3 騒ぎの 音を [聞いて] も 
ろ もろの 民は 逃げました。 あなたが 立 
ち 上がられ たので 諸国の 民は 追い散ら 
されました。  4 そして あなた 方の 分 
捕り物は， 密集 するとき の ごきぶ り [の 
ように]， 人に 向かって 来襲す るいな ご 
の 大群の 来襲の よう 実際に 集められ 
るであろう。 5 エホバは 必ず 高く 上 

(t)  す 

げられ る。 高みに 住んで おられる か 
ら である。 シオンを 公正と 義で 必ず 
満たされ るので ある。  6 そして， あ 
な たの 時代の 信頼性は 必ず 救いの 富と 

[チ 1  ちえ  ち しき b)  おそ [テ） 

なる 一知 恵と 知識， エホバへの;© れ， 
それは 彼の 宝で ある。 

7 見よ， 彼らの 英雄たち がち またで 叫 
ん だ。 平和の 使者たち も 激しく 泣く で 
あろう。 8 街道は 荒廃し， 道筋を 通っ 
て 行く 者 も 途絶えた。 彼は 契約を 破り， 


もろもろの 都市を 侮べ つし， 死すべき 

にんげん  こうりょい  [イ）  ち 

人間を 考慮に 入れなかった。 9 その 地 
は 嘆き悲しみ， 衰えて いった。 レバ ノ 

は  い （エ）  く  [才 ）  さ 

ンは 恥、 じ 入り， 朽ちた。 シャロンは 砂 
漠 平原の ようになり， バシャンと カル 
メルは [その 葉を] 振り落と している。 

10 「今， わたしは 立ち上がる」 と， 
エホバは 言われる， 「今， わたしは 自 
芬を 高める。 今， わたしは 自分を 高く 
上げる。 11 あなた 方は 乾いた 草を 宿 
す。 あなた 方は 刈り わらを 産む。 あな 

れい  W  く 

た 方の 霊は 火の ように あな た 方を 食い 
尽くす であろう。 12 そして， もろ も 
ろの 民は 必ず 石灰の 燃えた ものの よう 
になる。 彼らは 切り取られたい ばらの 
よう に 火に よっ て 燃え立た される であ 
ろ‘。 13 遠くに いる 者たち よ， あなた 
方は わた しが 必ず 行なう ことを 聞け！ 
そして， 近くに いる 者たち よ， あなた 
方は わたしの 力強 さを 知れ。 14 シオ 
ンで 罪人たち は 怖れを 抱いた。 震えが 
背教者た ちを 捕らえた。 『わたしたち 
のうちの だれが， むさぼり 食う 火と 少 
しの 間で も 共に 住む こ とがで きよう か。 
わたしたち のうちの だれが， 燃え つづ 
ける 大火と 少しの 間で も 共に 住む こと 
がで きよう か』。 

15 「絶える ことのない 義 のうちに 歩 
み， 廉直な ことを 語り， 詐欺に よる 不 
当な 利得を 退け， きっぱりと 手を 振っ 
て わいろを 取らず， 耳を ふさいで 流血 
を 聴かず， 目を 閉じて 悪い ことを 見な 

もの (ネ） 

いように している 者が いる。 16 その 
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神は 裁き 主， 王。 諸国 民に 対する 神の 怒り 


イザヤ 33：17—34：6 


者 こそ 高みに 住む ようになる 者で あり， 
その 堅固な 高台は 近寄り 難い 険しい 岩 
場で ある。 その 者の パンは 必ず [これ 
に] 与え られ ，その 水の 供給 も 尽きる こ 
とがな ^」。 

17 あなたの 目は 麗しい 王を 見つめる 
ことにな り， それは 遠くの 地を 見る で 
あろう。 18 あなたの 心は 怖ろ しい 
と について 低 L ヽ 声で 論 じる， 「 書記官 
は どこに いるの か。 支払いを する 者は 
どこに いるの か。 塔を 数える 者は どこ 
にいる のか」 と。 19 あなたが 不遜な 
民を 見る ことは ない。 その 言語が 深く 
て 聴く ことができず， その 舌が ども っ 
て [あなたが] 理解す る ことので きない 
民を。 20 わたしたちの 祭りのと きの 
町， シオンを 見よ！ あなたの 目は， 
エルサレム がかき 乱される ことのない 
住まいで あり， だれも 畳む ことのない 
k 幕で あるのを 見る。 その 天幕 用 留め 
杭は 決して 引き抜かれず， その 綱 も ひ 

た  き  W 

とつと して 断ち切られる ことは ない 
21 しかし そこで. 威光 ある 方， エホバ 
は， わたしたちに とっての 川の 場所， 広 
い 運河の [場所] となられ る。 その上を 
ガレー 船隊が 行く ことは なく， 威光 あ 
る 船が 通って 行く こと もない 0  22 エ 

ホバ はわた したち の 裁き 主, エホバは 
わたしたちの 法令 授与 者， エホバは わ 
たしたち の 王 だからで ある。 [裡] ご自 
身が わたしたちを 救って くださる。 

23 あなたの 綱は 必ず 解き放 たれる。 
それは その 帆柱を しっかりと まっすぐ 
に 立てないで あろう。 それは 帆を 張ら 
なかった の だ。 
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そのと き， たくさんの 分捕り物 も必 
ず 分けられ， 足の なえた 者たち も 多く 
の 強奪物を 実際に 取る。 24 そして， 
「わたしは 病気 だ」 と言う 居住者は い 
ない。 [その 地] に 住んで いる 民は， 自 

分のと がを 赦 された 者たち となる ので 

【ゥ】 

ある 0 

M 国の 民よ， 近寄って 聞け。 国 
たみよ， 注意を 払え。 地と それ 
に 満ちる もの， 産出 的な 4 とその すべ 
ての 産物は 聴け。 2 エホバは すべての 

くに  たみ  む  いきどお  W  かれ 

国の 民に 向かって 憤りを， 彼らの すべ 
ての 軍隊に 向かって 激しい 怒りを 抱い 
て おられる からで ある。 [拽] は 彼らを 
必ず 滅びの ために ささげ， 必ず 殺り く 
に 渡される。 3 そして， その 打ち殺さ 
れた 者たち は 投げ出され， その 死が い 
について は，, 悪臭が 立ち上り ，山々 は 彼 
らの 血の ゆえに 必ず 溶ける。 4 また， 
天の 軍勢の 者たち はみ な 必ず 朽ち果て 
る。 そして， 天は 書の 巻き物の ように 
必ず 巻き上げられる。 その 軍勢は 皆し 
なびて 枯れる。 葉が ぶどうの 木から し 
なびて 落ちる ように， いちじくの 木 か 
ら 落ちる しなびた [いちじく] のように。 

5 「天で わた しの 剣は 必ずび っ しょ 
り ぬれる。 見よ， それは エドムの 上 
に 下る。 公正の うちにわ たしに よって 
滅びの ために ささげられる 民の 上に。 
\ エホバは 剣を 持って おられる。 それ 
は 必ず 血で 満ちる。 それは 脂肪， 若い 
雄 羊と 雄 やぎの 血， 雄 羊の 腎臓の 脂肪 
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使徒 17:26 


イザヤ 34：7—35：4  復 しゅうの 日， 

で 必ず 脂ぎ る。 エホバは ボツ ラで 犠牲 
を， エドムの 地で 太いなる 殺り くを [行 

[7]  の 

なわれ る] からで ある。 7 そして， 野 
牛は 彼らと 共に， 若い 雄牛は 強力な 者 
たちと 共に 必ず 下って 来る。 彼らの 地 
は 必ず 血で びっ しょ り ぬれ， 彼らの 塵 
も 脂肪で 脂ぎ る」。 

8 エホバは 復 しゅうの 日を， シオン 
に関する 訴訟の ための 応報の 年を 持っ 
て おられる からで ある。 

9 そして， その 奔流は 歴 青に， そ 
の 塵は 硫黄に 必ず 変えられ， その 地は 
必ず 燃える 歴 青の ようになる。 10 そ 
れは夜 も 昼 も 消される ことが なく， そ 

けむり さ だ  とき  いた  のぼ 

の 煙は 定めの ない 時に 至る まで 立ち上 
る。 彼女は 代々 乾き 切った ままと なり， 
k りなく 永久に だれも そこを 通り過ぎ 
る 者は いない。 11 そして， ペリカン 
とやま あらしが 必ず そこを 所有し， と 
らふず く と 渡り がらすが そこに 住む。 

[挫] は その上に 空漠の 測 り 綱と 荒漠の 
石を 必ず^ 1 り 伸ばされる。 12 彼女の 
高貴な 者たち 一 そこ には 人々 が 王位 
に 呼ぶ 者は だれもい ない。 その 君たち 
もみな 無になる。 13 その 住まいの 塔 
には， いばらが， その 防備を 施された 
場所には， いらくさと， とげ 草が 必ず 
生じる。 そこは 必ず ジャッカルの 住ま 
いとなり， だちょうの ための 中庭と な 

(夕）  ちいき  そく 

る。 14 また， 水の ない 地域に せい 息 
する ものは 遠 ぼえ する 動物に 必ず 出会 
い， やぎの 形を した 悪霊 も その 友に 呼 
びかけ る。 そうだ， よたかは そこに 確 

いこ  じ ぶん  ば 

かに 憩い， 自分の ために 休み場を 見い 
だすであろう。 15 矢へ びは そこに 巣 


5： 報。 砂漠は 花を 咲かせる 
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を 作って， [卵を] 産んだ。 そして 必ず 
[それを] かえして， 自分の 陰に 寄せ 集 
める。 そうだ， とびは 各々 その 連れ 合 
いと 共に そこに 必ず 集まる。 

16 あなた 方は 自分で エホバの 書の 中 
を 尋ね 求め， 朗読せ よ。 それらの うち 
一つと して 欠けて いるものはなかった。 
それらが 各々 その 連れ合いを 得 損なう 
ことは 決してない。 その 命令を 出した 
のは エホバの 口で あり， それらを 集め 
たのは その 霊 だからで あ 4。 17 そし 
て， それらの ためにく じを 投げた のは 
[!5] であり， そのみ 手が 測り 綱に よっ 
て これら に 場所を 分け与え たので ある。 
それらの ものは 定めの ない 時に 至る ま 
で それを 所有し， 代々 そこに 住む。 

こうや  ちいき  かんき (4) 

荒野と 水の な L ヽ 地域と は 歓喜し， 
砂漠 平原は 喜びに 満ち， サフ ラ 
ン のように 花を 咲かせる。  2 それは 
必ず 花を 咲かせ， 喜びと 喜びの 叫び声 
とを もって 真実に 喜び あふれる。 レバ 
ノンの 栄光， カルメルと シャロンの 光 
輝が 必ず それに 与えられ 4。 エホバの 
栄光， わたしたちの 裡の 光輝を 見る 者 
たちが いるであろう。 

3 あなた 方は 弱い 手を 強く し， よろ 
ける ひざを しっかり させよ。 4 心、 に 思、 
I 、煩いの ある 者た ちに 言え， 「強く あ 
れ。 恐れて はならない。 見よ， あなた 
方の 拽は まさに 復 しゅうを もって， n 
は 実に 返報を もって 朵られ る。 [神] ご 
自身が 来て， あなた 方を 救って くださ 

W 

る」 と。 
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盲人が 見る。 神聖の 道。 セナ ケ リブが 侵入す る 


イザヤ 35: 


-36:8 


5 その 時， 盲 A の 目は 龍 かれ， 耳の 
聞こえない 者の 耳 も 開けられる。 6 そ 
の 時， 足の なえた 者は 雄 鹿の ように 
1 って 行き， 口の きけない 者の 舌は う 
れ しさの 余り 叫びを 上げる。 荒野に 水 
が， 砂漠 平原に 奔流が A き 出る からで 
ある。 7 そして， 熱で 渴き 切った 地は 
^ の 茂る 池と なり， 渴 いた 地は 水の 泉 
と [なる] からで あ‘。 ジャッカルの 住 

【力）  r-f 


[その] 休み場には， 葦 や パピ ル 
スの 植物と 共に 青草が あるであろう。 

8 そして， そこには 必ず 街道が， 道が 
生じ， それは “ 神聖の 道” と 呼ばれる 
であろう。 清くない 者が そこを 通って 
行く ことは ない。 そして， それは 道を 
行く 者の ための もので あり， 愚かな 者 
が [そこを] うろつく ことは ない。  9 ラ 
イオン も そこには いない。 飽 くこと を 
知らない 野獣 も そこに 上って 来る こと 
はない。 どれ も そこには 見いだ されな 
い。 買い戻された 者たち は 必ず [そこ 
を] 歩く。 10 そして， エホバに よって 
請け 戻された 者たち が 帰って来て， 歓 
呼の 声を 上げつつ 必ず シオンに 来る で 
あろう。 定めの ない 時まで 続く 歓 びが 
f 皮ら の 頭の 上に あるであろう。 彼らは 
fc 喜と 歓 びを 得， 悲嘆と 溜め息は 必ず 
逃げ去る ので ある。 

Op さて， ヒゼ キヤ 王の 第 十四 年に， 
抑 ァッ シリ デの 王 セナ ヶリ'! がュ 
ダの 防備の 施された すべての 都市に 攻 
め 上って， これを 奪い はじめた。 2 そ 
して， ついに アッ シリアの 王は ラブ シャ 
ケを ラキシュから， 大軍 と共に， エル 
サ レムへ， ヒゼ キヤ 王のと ころに 送っ 


た。 やがて， 彼は 洗濯 人の 野の 街道の 
傍らに ある 上の 池の 水道の そばに 立ち 
止まった。  3 すると， 家の 者たち を 
つかさどる， ヒル キヤの 子 エリヤ キム， 
および 書記官 シェ ブナと， ア サフの 子 
である 記録 官ヨア ハが 彼の もとに 出て 

荇っ た。 

4 そこで ラブ シャケ は 彼らに 言った， 
「どうか， ヒゼ キヤに 言っても らいた 
い， 『大王， アッシリアの 王は このよ 
う に 言われた。 「お前が 信頼した この 
確信は 何 か。 5 お前は 言った （それ 
は 唇の 言葉で あるが）， 『戦いの ための 
計り 事と 力強 さが ある』 と。 今， お前 
はだれ に 頼って， わた しに 背いた のか。 
6 見よ， お前は この 砕かれた 葦の 支え， 
エジプトに 頼った が， これは， 人が 寄 
り 掛かろう ものなら， 必ず そのたな ご 
ころに 食い込み， それを 刺し通す であ 
ろう。 エジプトの 王 ファラオは， すべ 
て 彼に 頼る 者に とって そのよう になる 
ので ある。 7 それでも， もしお 前が わ 
たしに， 『我々 が 依り 頼んで いるのは， 
我々 の裡 エホバで ある』 と言うの であ 
れ ば， その [独] は， ヒゼ キヤが その 高 
き 所と 祭壇と を オ 又り 除いてし まい， ユ 
ダと エルサレムに 向かって， 『あなた 
方は この 祭壇の 前で 身をかがめるべき 
である』 と言う， その 者の ことでは な 
いか」』。 8 それで 今， どうか， 我が 主， 
アッ シリアの 王と かけを しても らいた 
い。 わたしは あなたに 馬 二 千 頭を 与え 
て， あなたが 乗り手を それに 乗せられ 
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るか どうかを [見よう]。 9 それで， あ 
なた は， 兵車と 騎手の こと でエ ジ ブトに 
頼って いながら， どうして 我が 主の 最 
も 小さい 僕の 一人で ある 総督の 顔を 引 
き 返させる ことができ ようか。 10 そ 
れで 今， エホバからの 認可な しに， わ 
たしは この 地に 攻め上って， これを 滅 
びに 陥れようと している のであろう か。 
エホバ ご自 身が わ たしに， 『この 地に 


攻め上れ。 あなたは それを 滅びに 陥れ 
なければ ならない』 と言われ たの だ」。 

11 そこで， エリヤ キムと シエ ブナ 
とヨア ハは ラブ シャ ケに 言った， 「ど 
うか， シリア 語で 僕 どもに 話して くだ 
さい。 わたしたちは 聴いて おります か 
ら。 城壁の 上に いる 民の 聞こえる とこ 
ろでは， わたしたちに ユダヤ人の 言語 
で 話さないで ください」。 12 しかし 
ラブ シャケ は 言った， 「わたしの 主が 
これらの 言葉を 語る よう， わたしを 遣 
わされた のは， あなたの 主 や， あなた 
に対してであろう か。 それは 城壁の 上 
に 座って いる 者たち に対して ではない 
か。 彼らが あなた 方と 共に 自分の 糞を 
食らい， 自分の 尿を 飲む ようにな るた 

[ス） 

めでは ないか」。 

13 こうして， ラブ シャケ は 立った ま 
ま， ユダヤ人の 言語で 大声で 呼ばわり 
つづけ， さらに 言った， 「大王， アッシ 
リアの 王の 言葉を 聞け。 14 王は この 


ように 言われた。 『ヒゼ キヤが お前た 


ちを 欺く ことがあって はならない。 彼 
はお 前たち を 救い出す ことは できない 
からだ。 15 また， ヒゼ キヤが， 「必ず 
エホバは わたしたちを 救い出し てくだ 
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さり， この 都市は アッシリアの 王の 手 
に 渡される ことは ない」 と 言って， お 
前たち を エホバに 依り 頼ませる ことが 
あっては ならない。 16 ヒゼ キヤ [の 
言う こと] を 聴いて はならない。 アッ 
シリ アの 王は このよう に 言われた から 
だ。 「わたしに 降伏し， わたしの もと 
に 出て 来て， 各々 自分の ぶどうの 木 か 
ら ，各々 自分の いちじくの 木から 食べ， 
各々 _ 分の 水 溜めの 水を 飲め。 17 や 
がて わたしは 来て， お前たち を お前た 
ちの 土地の ような 土地， 穀物と 新しい 
ぶどう酒の 土地， パンと ぶどう 園の 土 
地に 実際に 連れて行く。 18 ヒゼ キヤ 
が， 『エホバ ご 自身が わた したち を 救 
い 出して くださる』 と 言って， お前た 
ちを 唆す ことのな いためで ある。 諸国 
民の 神々 は， 各々 アッシリアの 王の 手 
から 自分の 地を 救い出 したであろう か。 
19 ハマ ト や アルパドの 神々 は どこに 
いるの か。 セ ファ ル ワイ A の 神々 は ど 
こにいる のか。 そして， 彼らは サマリ 
アを わたしの 手から 救い出し ただろう 
か。 20 これらの 地の すべての 神々 の 
うち， だれが わたしの 手から 自分の 地 
を 救い出し たので， エホバが わたしの 
手から エルサレムを 救い出せる という 

(V) 

のか」』」。 

21 だが， 彼らは 沈黙した まま， 彼に 一 
言 も 答えなかった。 王の 命令は， 「あ 
なた 方は 彼に 答えて はならない」 と 言 
う ものであった からで ある。 22 しか 
し， 家の 者たち を つかさどる， ヒルキ 
ヤの子 エリヤ キム， 書記官 シエ ブナ， 
および ア サフの 子で ある 記録 官ヨア ハ 


1139  ヒゼ キヤは 恐れ， イザヤに 相談す る  イザヤ 37:1—15 


は， I 衣を 引き裂いて ヒゼ キヤの もとに 
来て， ラブ シャケ の 言葉を 告げた。 
0^7 こうして， ヒゼ キヤ 王は [それ 
を] とすぐ に I 券の 蓄を弓 ひ I き 
裂き， 粗布で 身を 覆い， エホバの 家に 
入った。 2 さらに 彼は， 家の 者たち を 
つかさどる エリヤ キム， 書記官 シェブ 
ナ， および 祭司の 年長者た ちに 粗布を 
まとわせて， アモツ の 子， 預言者 イザ 
ヤの もとに 遣わした。 3 そこで, 彼ら 
は [イザヤ] に 言った， 「ヒゼ キヤは こ 
のように 言われ ま した。 『この 日は 苦 
難と， 叱責と ，侮べ つに 満ちた 不遜の 日 
です。 子ら が胎の 口まで 来たのに， 産 
む 力がない からです。 4 恐らく， あな 
たの 裡 エホバは ラブ シャケ の 言葉を 聞 
かれる でしょう。 その 主， アッシリア 
の 王が， 生ける 拽を 嘲弄す るた めに 彼 
を 遣わした のです。 あなたの 裡 エホバ 
は， ご 自分の 聞いた 言葉に 対して 彼に 
実際に 責任を 問われる でしょう。 それ 
で， あなたは 見いだ される 残りの 者 
のために 祈りを ささげなければ なり 
ません』」。 

5 それで， ヒゼ キヤ 王の 僕たちは イ 
サヤの もとに やって来た。 6 すると， 
イザヤは 彼らに 言った， 「あなた 方は 
あなた 方の 主に このように 言うべき で 

一  （テ） 

す。 『エホバは このように 言われた。 
「アッ シリアの 王の 従者たち がわた し 
のこと を あしざまに 語った， あなたの 
聞いた その 言葉の ゆえに 恐れて はなら 
ない。  7 いまわた しは 彼のう ちに ひ 
とつの 霊を 置き， 彼は 必ず ある 知らせ 
を 聞いて， 自分の 地に 帰る。 わたしは 


イザ 36:20 
ソ王 n 19:4 
夕王 n 17:18 


必ず 彼を その 地で 剣に よって 倒れさせ 
るであろう」』」。 

8 その後， ラブ シャケ は 帰って， アッ 
シリアの 王が リ ブ士と 戦って いるのを 
見た。 彼は [王] が ラキシュから 引き 揚 
げた ことを 聞いた からであった。 9 さ 
て， 彼は エチオピアの 王 ティル ハカに 
関して， 「彼は あなたと 戦うた めに 出 
て 来た」 と言うのを 聞いた。 [それを] 
聞く と， 彼は 直ちに ヒゼ キヤに 使者た 
ちを 遣わして こう 言った。 1〇 「お前 
たちは ユダの 王ヒゼ キヤに このように 
言うべき である。 『お前が 依り 頼んで 
いる お前の 拽 が， 「エルサレムは アッ 
シリアの 王の 手に 渡される ことは ない」 
と 言って， お前を 欺く ことが あっては 
ならない。 11 見よ， お前は， アッシ 
リ アの 王たち がすべ ての 地を 滅びの た 
めに ささげる ことによって それに 対し 
て 行なった ことを 自ら 聞いた。 それで 
も， お前が 救い出される というの か。 
12 わたしの 父祖たち が 滅びに 陥れた 
諸国 民の 神々 は， 彼ら， すなわち ゴザ 
ヽノ， ハラン， レツ エフ， および テル- 
アサ ルに いた エデンの 子ら を 救い出し 
たか。 13 ハ マトの 王， アルパドの 王， 
セ ファ ル ワイ ムの 都市の 王は 一へ ナの 
[王]， イワの [王] は どこに いるの か』」。 

14 そこで， ヒゼ キヤは 使者たち の 手 
から その 手紙を 受け取り， それを 読ん 
A。 その後， ヒゼ キヤは エホバの 家に 
上って 行き， それを エホバの 前に 広げ 
た。 15 そして， ヒゼ キヤは エホバに 

ナ王 I  8:30; 代 n  6:20; 代 n  20:9。 
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祈り はじめて， 言った。 16 「ケルプた 
ちの 上に 座して おられる， イスラエル 
の裡， 万軍の エホバよ， ただ あなた だ 
けが， 地の すべての 王国の [まことの] 
迚 です。 あなた ご 自身が 天と地を 造ら 
れ ました。 17 エホバよ， 耳を 向けて， 
聞いて ください。 エホバよ， 目を 開い 
て， ご覧く ださい。 生ける 迚を 嘲弄す 
るた めに 言って よこ した セナ ケリ ブの 
言葉を みなお 聞きく ださい。 18 エホ 
バ よ， アッシリアの 王たち がすべ ての 
地と， その 地を 荒れ 廃れさせ たのは 事 
実です。 19 そして， 彼らの 神々 は 火 
に投 ぜられ ました。 それらは 神では な 
く， 人の 手の 作， 木 や 石だった からで 
す。 ですから， 彼らは それを ぼした 
のです。 20 それで 今， わたしたちの 
控 エホバよ， 彼の 手から わたしたちを 
救って ください。 地の すべての 王国が， 
エホバよ， あなた だけが [进] である こ 
とを 知る ためです」。 

21 そして， アモツ の 子 イザヤは ヒ 
ゼ キヤのと ころに 人を やって 言った， 
「イス ラエルの 裡 エホバは このように 
言われた。 『あなたが アッ シリアの 王 
セナ ケリ ブ に関して わたしに 祈った の 
で，  22 これは エホバが 彼に 向かって 
語られた 晉葉 である。 

「シオンの 処女なる 娘は あなたを さ 
げすみ， 彼女は あなたを あざ 

ゎら  M 

あなたの 後ろで エルサレムの 娘 
は [その] 頭を i っ た。 

23 あなたは だれを 嘲弄し， あしざま 
に 言った のか。 
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そして， だれに 向かって 声を 上げ 

(7) 

たの か。 

また， 目を 高い 所に 上げる のか。 

せい  かた (ゥ】 

それは イスラエルの 聖 なる 方に 
向かって だ！ 

24 あなたは あなたの 僕たちに よって エ 
ホ パを 嘲弄した。 そして 言う， 

『おびただしい 戦車を 率いて， こ 

[才） 

の わたしは 一 
わたしは 必ず 山地の 高みに， 

M  さいは  のぼ 

レバ ノ ンの 最果てに 上る であ 
ろぅ。 

そして， その 高大な 杉， そのえ り 抜 

(ク1  き  たお 

きのね ずの 木を 切り倒す であ 
ろぅ。 

また， わたしは その 最終の 高み， 

か じゅえん  しんりん 

その 果樹園の 森林に 入る であ 

i ヶ） 

25 わたしが 必ず 掘って， 水を 飲み， 
わたしの 足の裏で エジプト のす 

(コ]  うんが  ひ あ 

ベての ナイルの 運河を 干上が 

[サ 1 

らせ るであろう』。 

26 あなたは 聞かなかった か。 遠い昔 
の 時代から， それが わたしの 行 

(ス） 

なう ことで ある。 

昔の 日から， わたしは それを 形造 
りさえ した。 今， わたしは それ 
を もたらす。 

そして， あなたは 防備の 施された 
都市を 荒廃 させて 廃虚の 山と 

やくだ  （夕） 

する のに 役立つ であろう。 

じゅうみん  よわよ わ 

27 そして， その 住民は 手の 弱々 しい も 
のとな り， 
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ただ 恐れ おののいて， 恥じる。 
彼ら は 必ず 野の 草本 や柔 ら かい 青 
草の ように， 

東風の 前の 屋根 や 段丘の 草 [のよ 

(I) 

うに] なる。 

28 そして， あなたが 静かに 座る の も， 
あなたが 出て 行く の も 入って 
来る の も， わたしは よく 知って 
ぃ 

また， あな たが わた しに 向かって 

ふる  W 

奮い立つ の も。 

29 あなたが わたしに 向かって 奮い立 
ち， あなたの わめき [声] が， わ 
た しの 耳に 入った からだ。 
それで， わたし は 必ず あな たの 鼻 
に 鈎を， あなたの 唇の 間にく 
つ わを 付け， 

あなたが 来た その 道を 通って， 
確かに あなたを 連れ戻す であ 
ろ イ」。 

30 「『そして， これが あなたに 対す 
る しるしと なる であろう。 すなわち， 
今年は こぼれ 種から I えた ものを， 二 
年 目 には 独りでに 芽を 出す 穀物を 食べ 
る ことになる。 しかし 三年 目には， あ 
なた 方は 種を まき， 別り 取り， ぶどう 
園を 設けて その実を 食べよ。 31 そし 
て， ユダの 家の 逃れる 者たち， 残って い 
る 者たち は 必ず 下の 方に 根を 張り， 上 
の 方に 実を 産み出す であろ 4。 32 エ 
ルサ レムから 残りの 者が， 逃れる 者た 
ちが シオンの 山から 出て 行く からで あ 
4。 万軍の エホバの 熱心が これを 行な 
う ので ある。 

33 「『したがって， エホバは アッ シリ 


アイザ 10:24 
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I  19:3 
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アの 王に 関して このように 言われた。 

かれ  とし  M 

「彼は この 都市に 入る ことは ない。 ま 
た， そこで 矢を 射る こと も， 唐を もっ 
てこれ に 立ち向か うこと も， これに 

向かって 攻囲 塁壁を 盛り上げる こと 

[ゥ） 

もない」』 0 

34 「『彼は 自分が 来た 道を 通って 帰っ 
て 行き， この 都市に 入る ことは ない』 
と， エホバは お告げになる。  35 『そし 
て， わたしは 自分の ため， また わたし 
の 僕 ダビデの ために 必ず この 都市を 防 
御して， これを 救う であろう』」。 

36 こうして， エホバの 使いが 出て 行 
き， アッ シリ ア 人の 陣営で 十八 万 五 千 
人を 討ち 倒した。 人々 が 朝早く 起きて 
みると， 何と， 彼らは みな 死が いとな っ 
ていた。 37 それゆえ， アッシリアの 
王 セナ ケ リブは 引き揚げて 行き， 帰っ 
士 ，ニネベに 住む ようになった。 38 そ 
して， 彼が その 神 ニス ロクの 家で 身を 
かがめて いたと き， 彼 自身の 息子たち， 
アド ラメ レクと シャル エツ ヱ ルが 剣で 
彼を 討ち 倒! し， 彼ら 自身は アララトの 
地へ 逃げた ので ある。 そして， その子 
エサ ル •ハ ドンが 彼に 代わって 治めは 
じめ た。 

〇〇 そのころ， ヒゼ キヤは 病気に なっ 
て 赤に かかって ぃ； /L そこで， 
アモツ の 子， 預言者 イザヤが 彼のと こ 
ろに 入って 来て， こう 言った。 「エホ 
バ はこの ように 言われ ま した。 『あな 
たの 家の 者に 命令を 出せ。 あなたは 確 
かに 死に， 生き られ ないから である』」。 

ソ王 n 19:37; 夕代 II  32:21; チ 創 8:4; エレ 51:27; ツ エズ 
4:2; 第 38 章 テ 代 n  32:24; 卜 王 n 19:20; イザ 1:1; 
ナサ n  17:23; 二王 n  20:1。 
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第二 櫚 


イザヤ 38:2—15 


ヒセ キヤは 病気になる が， 回復す る。 感謝の 歌 
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2 そこで ヒゼ キヤは 顔を 壁に 向け， エ 
ホバに 祈って 3 言い はじめた， 「エ 
ホ パよ， お願い 申し上げます。 どうか， 
思い出して ください。 私が 真実のう ち 

[エ） まった こころ  【才）  まえ  あゆ {力） 

に， 全き 心を もってみ 前に 歩み， あな 
たの 目に 良い ことを 行ない ま した こと 
を」。 こうして， ヒゼ キヤは 激しく 泣き 
だ し#1。 

4 すると， エホバの 言葉が イザヤに 
^ んで 言った， 5 「行って， あなたは 
ヒゼ キヤに こう 言わな ければ な ら ない。 
『あな たの 父祖 ダビ デの® エホ バ はこ 
のように 言われた。 「わたしは あなた 
の 祈りを 聞いた。 わたしは あなたの 涙 
を 見/こ。 いまわた しは あなたの 日数に 
十五 年を 加えよう。 6 そして， アッシ 
リアの 王の たなごころから， あなたと 
この 都市を 救い出す であろう。 わたし 
はこの 都市を 防御す る。  7 そして こ 
れ が， エホバは ご 自分の 語った この 言 
葉を 履行され ると いう， あなたの ため 

it) 

の エホバからの しるしで ある。  8 い 
まわた しは， 太陽に よって アハズ の [階 
_ の] 段の 上に 下った 段の 影を， 十 段 後 
戻り させよう」』」。 すると， 太陽は それ 
が 下った [階段の] 段の 上を 徐 々に 十 段 

あと  もど  m 

後に 戻った。 

9 ユダの 王ヒゼ キヤが 病気に なり， そ 
の 病気から 回復した ときに 記した もの。 
10 わたしは 自ら 言った， 「わたしは わ 


たしの 日の さなかに シ: 

もん W  ゆ 

の 門に 入って 行く。 


オル 


わたしは 必ず わたしの 残りの 年 
を 奪い取られる」 と。 

11 わたしは 言った， 「わたしは 生ける 


者の 地で ヤ ハを ー ヤ ハを 見る 

(7) 

こ とはないで あろう。 

にんげん 

わた しは もはや 人間を 見る こと 


- 停止 [の 地] 


はないで あろう- 
の 住民と 共に。 


12 わたしの 住居は 引き抜かれ， 羊飼い 
の 天幕の よう にわた しから 取 
り 除かれた。 

わた しは 機を 織る 者の ように 自 
分の 命を 巻き上げた。 

人は わたしを まさに 縦糸から 切り 
断ち はじめる。 

日の 光から 夜に 至る まで， あな 
たは 絶えず わたしを 引き渡さ 
れ る。 

13 わたしは 朝になる まで 自分を な だ 
め A 

ライ オンの ように， [裡] はわた し 
のす ベての 骨を 砕きつ づけ， 

日の 光から 夜に 至る まで， あな 
たは 絶えず わたしを 引き渡さ 
れ る。 

14 あまつばめ， ブル ブルの ように， わ 
たしは さえずり つづけ， 

はとの ようにく一 く一 と 鳴きつ 
づけ 

わたしの 目 はや つれ 果てて 高みを 

補ぎ 見/?。 

わたくし しいた 

『エホバよ， 私は 虐げられ てい 
ます。 私の 味方に なって くだ 
さい』。 

15 わたしは 何を 話したら よいの だろ 
う。 [裡] は 実際， [何を] わたし 
に 言われる のだろう か。 

[神] ご 自身 も 行動され た。 
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わたしは わたしの すべての 年を 第38 章  い]。 そうすれば， 私たちは 弦 

魂の 苦しみの うちに 厳粛に 歩 7f74；?n  楽の ために 私が 抜粋した 曲を， 

(7)  ヨブ 21:25  いのち  かぎ 

みつ づける 0  ルヵ22:62  私たちの 命の 日の 限り ，エホバの 

ひとびと  い  イ q ブ 、 33:28  いえ [ィ) かな  （ゥ） 

16 『エホバよ， それゆえに 人々 は 生き  詩7 1:2〇  家で 奏でる ことでしょう』」 0 

つづける のです。 だれに つい ゥ $8^3  21 それから イザヤは 言った， 「押 

て も 同じです が， 私の 霊の 命 も1 胃 3°:5  し 固めた 干しい ちじく の 菓子 ひとつを 

[ィ）  才詩 28:1  と  もの (ェ）  ぬ 

それによ ります。  %  取って， [それを] はれ 物の 上に 塗り， 

そして， あなたは 私を 健康に 戻  ?^2:6 彼が 回復す るよう にして あげなさい」。 
し， 必ず 私を 生き長らえさせて MH-if  22 —方， ヒゼ キヤは 言った， 「わたし 
く ださいます。  キ詩 30:9  が エホバの 家に 上っ て 行ける しるしは 

17 ご i ください， 私は 平安の 代わりに  IS  犄で すか」。 

苦い ものを， そうです， 苦い [も ^Kn5：i7  QQ そのころ， バビロンの 王 バラ ダ 
の] を秦 まし#。  ヶ=°  ^ ンの 子， メロ ダク. バラ ダぐ はヒ 

そして， あなた ご 自身が 私の 魂 3^63：1：11 ゼ キヤに 手紙と 贈り物を 送った。 それ 
を 愛慕し， 崩壊の 坑 から [それ は， 彼が 病気であった が， 再び 強くな っ 

まも  w  v  9,4  I コ）  き  のち 

を 守って] くださいました。  シ たのを 聞いた 後の ことで ある。  2 そ 

あなたは 私の すべての 罪を ご自  のた め， ヒゼ キヤは それらの ものを 歓 

分の 背後に 投げ捨てられ たか - びは じめ， 次いで 自分の 宝物 倉， 銀， 

(»)  第 — 欄  きん  ゆ (ス） りょうし つ あぶら 

ら です。  金， バルサム 油， 良質の 油， そのす ベ 

7  ^  *5  ぶきこ [セ）  ざいほう 

18 あなたを たたえる ことができ るの ィ鑑 Df，  ての 武器庫， および その 財宝の 中に 見 

W  詩84: 2  かれ 

は シヱ オルでは ないから です。 ゥ 詩3 (M2 いだされ るすべ てのものを 彼らに 見せ 

し  さんび  詩 150:4  いえ 

死が あなたを 賛美す る ことは ェョブ 2:7 た。 ヒゼ キヤが 自分の 家の 中， および 
できません。  IZ  自分の 全 領土の 中で 彼らに 見せな かっ 

あな  くだ  ゆ  もの  しん7  もの  （夕） 

坑に 下って 行く 者は あなたの 真 一 一 た 物は ひとつ もなかった。 

実 さを 望み 見る ことは でき ま 3 その後， 預言者 イザヤが ヒゼ キヤ 王 

M  キ創 10:10  き  い  (f)  — — 

せん。  ィザ13:19 の もとに 入って 来て， こう 言った。 「こ 

い  もの  ク王 1120:12  ひとびとなん 

19 生きて いる 者， 生きて いる 者 こそ あ ヶ代 n  32:23 れらの 人々 は 何と 言いました か 。どこ 
なた をた たえる ことができる から あなたの ところに やって来 たので 
のです。  胃23 :5  すか」。 そこで ヒゼ キヤは 言った， 「彼 

私が この 日に [そうする ことが] 32：27 らは 遠い 地から， バビロンから わたし 

[サ】  ス王 110:25  【ツ）  かれ 

できる ように。  セネへ 3:19 のと ころに 来ました」。  4 すると， 彼 

ちち  しんじつ  かん  ち  イザ 22:8  い  いえ 

父が あなたの 真実 さに 関する 知 ソ王 n20:13 はさら に 言った， 「彼らは あなたの 家 
識を その子ら に 与える ことが ^XU9：23 の 中で 何を 見ました か」。 これに 対して 
できる のです。  ッ_  28:49 ヒゼ キヤは 言った， 「わたしの 家の 中 

20 エホバよ， 私に 救いを [施して くださ テ にある ものを みな 見ました 0 わたしの 


イザヤ 39:5—40:12  メシアの 先駆者。 神の 言葉は 定めな く 保つ  1144 


財宝の 中で わた しが 彼らに 見せな かっ 
た 物は ひとつ もありません」。  5 そこ 
で， イザヤは ヒゼ キヤに 言った， 「万軍 
の エホバの 言葉を 聞きなさい， 6 『見 
よ， 日が やって来て， あなたの 家の 中 
にある もの， あなたの 父祖たち が 今日 
に 至る まで 蓄えて きた ものが すべて， 
実際に バビロンに 運ばれる であろう』。 

なに ひと  のこ  （ゥ） 

『何一つ 残されないで あろう』 と， エホ 
パは 言われた。 7 『また， あなたから 
出て 来て， あなたが その 父と なる， あ 
な たの子ら のうちの ある 者たち は 連れ 
て 行かれ， バビロンの 王の 宮殿で 実際 
に 廷臣と なる であろう』」。 

8 すると， ヒゼ キヤは イザヤに 言っ 
た， 「あなた が語っ た エホバの 言葉は 
結構です」。 そして， 彼は さらに 言っ 
た， 「平和と 真実が わたしの 日の あい 
だ 続く のです から」。 

A  「慰めよ， わたしの 民を 慰めよ」 
と， あなた 方の 裡は 言われる。 
2 「エルサレムの 心に 語り， 彼女に 向 
かって 呼ば われ。 その 軍役は 完了し， 
そのと がは 払い 終えられた， と。 彼女 
は エホバの み 手から， 自分の すべての 
罪に 関 して 余す と ころな く 受けた から 
でぁる61」。 

3 聴け， だれかが 荒野で 呼ば わって い 
る。 「あなた 方は エホバの 道を 開け！ 
砂漠 平原を 通る 街道を， わたしたちの 
迚 のために まっすぐ にせよ。 4 すべ 
ての 谷は 高められ， すべての 山と 丘は 
低く される ように。 また， 起伏の ある 
土地は 必ず 平たん な 地と なり， 高低の 
ある 土地は 谷 あいの 平原と なる。 5 そ 


第 39 章 


第 40 章 


チ イザ 11:16 
ツ イザ 42:16 


ルカ 3:5 
テ イザ 2:12 
卜 詩 26:12 


第二 櫚 


して エホバの 栄光が 必ず 表わ し 示され， 

すべての 肉なる 者は 必ず 共に [それを] 

見る。 エホバの み 口が [これを] 語った 
^  [ゥ） 

からで ある」。 

6 聴け， 「呼ば われ 丨」 と， だれか 
が 言って いる。 すると， 「何を 呼ば わ 
りましょう か」 と， ある 者が 言った。 
「肉なる 者は すべて 青草で あり， そ 

あい  しんせつ  の  闭 

の 愛 ある 親切は みな 野の花の よう だ。 
7 青草は 干からび， 花は 枯れた。 エホ 

れい  ふ  {キ 1 

バの 霊が その上に 吹いた からで ある。 
確かに， 民は 青草で ある。 8 青草は 干 
からび， 花は 枯れた。 しかし わたした 
ちの# の 言葉は， 定めの ない 時に 至る 

たも  I コ） 

まで 保つ ので ある」。 

9 シオンの ために 良いた よりを 携え 

く  [サ） たか  む 

て 来る 女よ， 高い 山に 向かって あなた 
の 道を 取れ。 エルサレム のために 良い 
たよりを 携えて 来る 女よ， 力を 出して あ 
なた の 声を 上げよ。 [声を] 上げよ。 恐 
れ るな。 ユダの 諸 都市に 言え， 「さあ， 

がた  （ソ）  しゅ 

あなた 方の 拽 です」 と。 10 見よ， 主 
権 者なる 主 エホバ ご 自身が 強い 者と し 
て 来られ， そのみ 腕は ご 自分の ために 
支配を 行なう ので ある。 見よ， その 報 
いは [姓] と共に あり， その 支払う 賃金 
は そのみ 前に ある。 11 [裡] は 羊飼い 
のように ご 自分の 群れを 牧 される。 そ 
のみ 腕で 子羊を 集め， [それを] その 懐 
に 抱いて 携えて 行かれる。 乳を 飲ませ 

ちゅういぶ か  みちび  輕 ‘ 、ノ 

る ものたち を [注意 深く] 導かれる。 

12 だれが ただの 手の く ぼみ で 水を 


1145  諸国 民は しずくに 過ぎない。 星に 名が 与えられ ている  イザヤ 40：13—28 


量り， 単なる 手 尺で 天を 測定し， 地の 
塵を 升に 盛り， あるいは 山を 計量器で， 
丘を はかりで 量った か。 13 だれが エ 
ホバの 霊を 測定した か。 だれが その 助 
言 者と して®] に 何 かを 知らせる こと 
がで きよう か。 14  [裡] は だれと 一緒 
に 協議した ので， その 者が [裡] に 理解 
させる ことができた というの か。 だれ 
が [裡] に 公正の 道筋を 教え， 知識を 教 
え， 真の 理解の 道を 知らせる のか。 

15 見よ， 諸国 民は 手 おけの 一し ずく 
のよう であり， 彼らは はかりの 上の 塵 
の 薄い 層の ようにみ なされた。 見よ， 
[拽] は 島々 を もた だの 微小な [塵] のよ 
うに 持ち上げられる。 16 レバノンで 
さ え 火を 燃や しつづけ るの に 十分では 
なく， その 野生動物 も 焼燔の 捧げ物の 
ために 十分では ない。 17 すべての 国 
の 民は [迚] のみ 前に あっ ては 存在し な 
いものの ようで あり， 無き もの， 実在し 
ない ものの ように [裡] にみ なされた。 

18 それで， あなた 方は® を だれに 例 
える ことができる のか。 どんな 似た 様 
を その すぐそばに 置く ことができ るの 
か。 19 職人が 単なる 铸 像を 铸 た。 金 
属細 工人が それに 金を かぶせ， 銀の 鎖 
を 鍛造して いる。  20 彼は ある 木を， 
腐って いない 木を 寄進 物と して 選ぶ。 
彼は 熟練した 職人を 自分の ために 捜し 
出す。 よろめかされる ことのない 彫 
刻 像を 備える ためで ある。 

21 あなた 方は 知らない のか。 あな 
た 方は 聞かない のか。 それは 発端から 
あなた 方に 告げられなかった か。 あな 
た 方は 地の 基 [の 時] から 理解力を 働か 
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第二 欄 


クイ ザ 40:18 
ケ詩 8:3 
詩 102:25 
コ詩 147:4 


せなかった のか。 22 地の 円の 上に 住 
む 方が おられ， [地] に 住む 者たち は， 
ばったの ようで ある。 その 方は 天を 目 
の Iffl かい 薄 織 りの ように 張り 伸ばして 
おられ， それを その 中に 住む ための 天 
幕の ように 広げ， 23 嵩官 たちを 無に 
帰して おられ， 地の 裁き 人たち を も 実 
在し ない ものの ようにされ ナ こ。 

24 彼らは いまだに 植えられ たこと 
も， いまだに まかれた こ ともなく， そ 
の 根 株は いまだに 地に 根づ いた こと も 
ない。 そして 彼らの 上に [息を] 吹き か 
けさえ すれば， それは 干からびる。 刈 
り わらの ように， 風 あらしが 彼らを 運 
び 去る ので ある。 

25 「しかし， あなた 方は わたしを だ 
れに 例えて， わたしを それに 等しい 者 
となし 得る のか」 と， 聖 なる 方は 言わ 
れ る。 26 「あなた 方の 目を 高く 上げ 
て 見よ。 だれが これらの ものを 創造し 
たの か。 それは， その 軍勢を 数に よっ 
て 引き出して おられる 方で あり， その 
方は それら すべてを 名 によ っ て 呼ばれ 
名。 満ち あふれる 活動力の ゆえに， そ 
の 方は また 力が 強く， [それらの] 一つ 
と して 欠けて はいない。 

27 「どんな 理由が あって， ヤコブよ， 
あなたは 言う のか， イスラエルよ， あ 
なた は 言い立てる のか， 『わたしの 道 
は エホバから 覆い隠された。 わたしに 
対する 公正は わたしの# ご 自身を よけ 
て 行く』 と。 28 あなたは まだ 知る よ 
うに なって いないの か。 聞かなかった 
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のか。 地の果てを 創造され た 方， エホ 
バ は， 定めの ない 時に 至る まで# であ 
る。 [拽] は 疲れ果てる こと も， うみ 疲 
れる こと もない。 その 理解は 探り出す 
ことができない。 29  [拽] は 疲れた 者 
に 力を 与えて おられる。 活動力の ない 
者に みなぎる 偉力を 豊かに 与えて くだ 
さる。 30 少年は 疲れ果てる こと も あ 
り， うみ 疲れる こと も ある。 また， 若 
者 も 必ずつ まずく であろう。 31 しか 
し， エホバを 待ち望んで いる 者は 再び 
力を 得る。 彼らは 鷲の ように 翼を 張っ 
て 上って 行く。 走っても うみ 疲れず， 
歩いても 疲れ果てる ことがない」。 

A  -(  「島々 よ， あなた 方は 静かに して 
•■■1 わたし [のこと ば] に 留意せ よ。 
国た み も 力を 取り戻せ。 彼らを 近寄ら 
せよ。 その 時には， 彼らに 話させよ。 
我々 は 裁きの ために 共に 集まろう。 

2 「だれが [ある 者を] 日の 昇る 方から 
奮い立たせ たか。 [だれが] 義を もって 
その 者を [拽] の 足 もとに 呼び寄せ， そ 
の 前に 諸国 民を 渡し， [これ] に 王たち 
を も 従える ように させた か。 [だれが 彼 
ら を] 塵の ように その 剣に 渡しつ づけ 
たので， 彼らは その 弓で ただの 刈り わ 
ら のように 追い回された のか。 3  [だ 
れ が] 彼らを 追 L ヽ つづけ ，自分の 通って 
来なかった 道筋を その 足で 平和に 通っ 

い  かつどう [ッ） 

て 行った のか。 4 だれが 活動し， [こ 
れ を] 行ない， 始めから 代々 の 人々 を 呼 

(t) 

び 出した のか。 

「わたし， エホバは， 第一なる 者で あ 
り， 最後の 者たち に対して も 同じ 者で 

(ナ） 

ある」 0 
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5 島々 は 見て， 恐れ はじめた。 地の 
果て も おののき 始めた。 それらは 近づ 
き， 来つ づけた。 6 彼らは 各々 その 
仲間を 助ける ようになり， 自分の 友に， 
「強く あれ」 と言うので あった。 7 そ 
れで ，職人は 金属 細工 人を 強め， 金づ 
ちで 打ち 延ばす 者は 金 床で 打ち 鍛える 
者を [強め]， その はんだ 付けに ついて， 
「良い」 と言うので あった。 最後に， 人 
は それを くぎで 留め， よろめかされる 
ことのない ようにした。 

8 「しかし， イスラエルよ， あなた 
はわた しの 僕で あり， ヤコブよ， わた 
しが 選んだ あなたは， わたしの 友 アブ 
ラ ハムの 胤で ある。  9 あなたは わた 
しが 地の果てから とらえた 者。 あなた 
はわた しが [地] の 最果てから 呼んだ 

[ザ）  い 

者。 それゆえに わたしは あなたに 言っ 
た， 『あなたは わたしの 僕で ある。 わ 
たしは あなたを 選び， あなたを 退けな 
かった。 10 恐れて はならない。 わた 
しは あなた と共にい るからで ある。 周 
りを 見回すな。 わたしは あなたの 拽だ 
からで ある。 わたしは あなたを 強く す 
る。 わたしは あなたを 本当に 助ける。 
わた しは わた しの 義の 右手で あなたを 
本当に しっかりと とらえて おく』 と。 

11 「見よ， あなたに 向かって 激 こう 
する 者は みな 恥を かき， 辱めを 受ける。 
あなたと 言い争う 者たち は 無き ものの 
ようになり， 滅びう せる。 12 あなた 
は 彼らを 尋ね 求める が， 彼らを， すな 
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わち あなたと 闘う 者たち を 見いだ さな 
l/、。 彼らは， すなわち あなたと 戦う 者 
たちは， 存在し ない もの， 無き ものの 
ようになる。 13 わたし， あなたの® 
エホバは， あなたの 右手を つかんで い 
^>。 あなたに， 『恐れて はならない。 
わたし 自ら あなたを 助ける』 と言う そ 
の 2 が。 

14 「恐れて はならない， 虫で ある ヤ 
コブよ， イスラエルの 者たち よ。 わた 
し 自身が あなたを 助ける」 と， エホバ 
は， すなわち， あなたを 買い戻す 方, 
イスラエルの 聖 なる 方は お告げに な 
る。 15 「見よ， わたしは あなたを 脱穀 
そり， もろ 刃の ついた 新しい 脱穀機と 
した。 あなたは 山々 を 踏みつ ぶして 打 
ち 砕き， 丘を もみ がらの ようにす るで 
あろう。 16 あなたは それを あおり 分 
け， 風が それを 運び去り， 風 あらしが 
それを 吹き散ら 士。 そして， あなた 自 
身は エホバに あって 喜びに 満ちる であ 
ろう。 あなたは イスラエルの 聖 なる 方 

みず か  ほこ  （ソ） 

にあって 自 らを 誇る であろ う」。 

17 「苦しむ 者 や 貧しい 者たち は 水を 
探し 求めて いるが， それは 全くない。 
彼らの 舌は 渴 きのた めに 乾いて しま っ 
た。 わたし 自ら， エホバが 彼らに 答える 

m 

であろう。 わたし， イスラエルの 迚 は， 
彼らを 捨てない。 18 わたしは 裸の 丘 
に 川を， 谷 あいの 平地の 中に 泉を 開く。 
わたしは 荒野を 葦の 茂る 池と し， 水な 
き 地を 水の 源と する。 19 わたしは 荒 
野に 杉， アカシア， ぎん ばいか， 油の 
木を 据える。 砂漠 平原には， ねずの 木， 
とねり こ， いとすぎを 同時に 置く であ 
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ろう。 20 それは， エホバの み 手が こ 
れを 行ない， イスラエルの 聖 なる 方が 

みず か  そうぞう  ひとびと 

自ら それを 創造され たこと を， 人々 が 
同時に 見て 知り， 注: ii を 払い， 洞察 b 
を 得る ためで ある」。 

21 「あなた 方の 論争 問題を 持ち出せ」 
と， エホバは 言われる。 「あなた 方の 
論議を 提出せ i」 と， ヤコブの 王は 言 
われる。  22 「提出し， 起ころう として 
いる ことを 我々 に 告げよ。 最初の こと 
を 一 それが 何であった かを 告げて み 
よ。 我々 が 心を 用いて， その 将来を 知 
るた めで ある。 または， 来ようと して 
いる ことを 我々 に 聞かせよ。 23 後に 

く  つ  がた 

来る ことを 告げよ。 あなた 方が 神で あ 
る ことを 我々 が 知る ためで ある。 そう 
だ， あなた 方は 善を 行なう か， さもな 
ければ 悪を 行なうべき である。 我々 が 
同時に 見回して， [それを] 見る ためで 
ある。 24 見よ， あなた 方は 存在し な 
いもので あり， あなた 方の 業績は 無で 
ある。 あなた 方を 選ぶ 者は 忌むべき も 
ので あ‘。 

25 「わたしは [ある 者を] 北から 奮い 
立たせた。 彼は 来る。 彼は 日の 昇る 方 
から わたしの 名を 呼び 求める。 そして， 
彼は 代理 支配者た ちを 襲う。 [彼らが] 

ねんど  （ス）  しめ 

粘土 [であるか] のように， また， 湿っ 
た 材料を 踏みつける 陶器 師の ように。 

26 「だれが 始めから 何 かを 告げて， 
我々 が 知る こ とがで きる ように した か。 
あるいは， 過ぎ去 っ た 時から [何 かを 告 
げ て]， 『彼は 正しい』 と， 我々 が 言え 


シ イザ 46:11; 啓 16:12; スサ n  22:43; イザ 10:6; ミカ 7: 
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イザヤ 41:27—42:13  実在し ない 神々。 

るよう にした か。 告げる 者は 実際 だれ 
もい ない。 聞かせ 得る 者は 実際 だれも 
いない。 あなた 方の 言う ことを 聞いて 
いる 者は 実際 だれもい ない」。 

27 最初の 者が おり， シオンに， 「見 
よ， 彼らは ここにい る！」 と [言い]， わ 

よ  たず さ 

た しは エルザ レムに 良いた より を 携え 
て 来る 者を 与える であろう。 

28 そして， わたしは ずっと 見て いた 
が， 人は だれもい なかった。 また， そ 
れらの 者のう ちには， 助言を 与えて い 
る 者 も だれもい なかった。 そして， わ 
たしは 彼らに 尋ねつ づけて， 彼らに 返 
答 させよう とした。 29 見よ， 彼らは 
みな 存在し ない ものである。 その 業は 
無で ある。 その 铸 像は 風で あり， 実在 


しない ものな ので ある。 
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見よ， わたしが しっかり ととら 

W  しもべ (ク） 

えてい る わたしの 僕を！  わ 
た しの 魂が 是認した わた しの 選んだ 者 

かれ  れい 

を！ わたしは 彼の うちにわ たしの 霊 

お  （ザ）  しょこく  たみ  こうせい 

を 置いた。 彼は 諸国の 民への 公正を も 

('»  かれ  さけ 

たらす であろう。 2 彼は 叫び もせず， 
[声を] 上げ もせず， ちまたで その 声を 

き  （ス 1  かれ  くだ 

聞こえさせ もしない。  3 彼は 砕かれ 
た 葦を 折らず， 薄暗い 亜麻の 灯心に つ 
いては， それを 消す こと もない。 彼は 

しんじつ  こうせい  （ソ）  かれ 

真実のう ちに 公正を もたらす。 4 彼 
は 地に 公正を 定める まで， 薄暗くなる 

う  くだ  [夕 1 

こ ともなく， 打ち砕かれる こと もない。 

しまじま  りっぽう  ま  のぞ  W 

島々 も その 律法を 待ち望む ので ある。 

5 天の 創造者. それを 張り 伸ばす 僂 

だい  かた m  ち  さんぶつ [卜]  ひろ  m 

大な 方， 地と その 産物を 張り 広げる 方， 
[地] 上の 民に 息を， [地] を 歩む 者たち 
に 霊を 与える 方， [まことの] 神 エホバ 


キリス トが 予告され る。 神の み 名  1148 

はこの ように 言われた。 6 「わたし 自 
ら， エホバが， 義を もって あなたを 呼 
び， あなたの 手を 取った。 そして， わた 
しは あなたを 安全に 守り， あなたを 民 
の 契約， 諸国 民の 光と して 与える であ 
ろう。 7  [あなたが] 盲人の 目を 開き， 
捕らわれ人を 牢 から， 闇の 中に 座って 
いる 者たち を 留置場から 連れ出す ため 

(キ） 

である。 

8 「わたしは エホバで ある。 それが わ 
たしの 名で ある。 わたしは わたしの 栄 
光を ほかの だれに も 与えず， わたしの 
賛美を 彫像に [与える] こと もしない。 

9 「最初の こと一 それらは いまや 到 
来した。 しかし， わたしは 新しい こと 
を 告げて いるので ある。 それらが 起こ 
り 始める 前に， わたしは あなた 方に [そ 
れ を] 聞かせる」。 

10 エホバに 新しい 歌を， 地の果て か 
ら その 賛美を 歌 A。 海と それに 満ちる 
ものと に 下って 行く 者たち よ。 もろ も 
ろの 島と そこに 住む 者たち よ。 11 荒 
野と その 諸 都市は [声を] 上げよ。 ケダ 

す  しゅうらく  (テ)  おおい わ  じゅうみんが よろこ 

ルが 住む 集落 も。 大 岩の 住民は 喜ん 
で 叫べ。 山々 の 頂から 人々 は 大声で 叫 
ベ。 12 栄光を エホバに 帰し， 島々 で 
その 賛美を 告げ 知らせよ。 

13 エホバは 力 ある 者の ように 自ら 出 
て 行かれる。 戦士の ように 熱心を 呼び 
起こされる。 叫びを 上げ， そうだ， と 
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きの 声を 上げられる。 敵に 対して， ご 
自分の ほうが 力の 太いなる ことを 示さ 
れ る。 

14 「わたしは 久しく 静かに していた。 
沈黙して いた。 ずっと 自制心を 働かせ 
ていた。 子を 産む 女の ように， わたし 
は 同時にう めき， あえぎ， 息を 切らす。 
15 わたしは 山 や 丘を 荒れ 廃れさせ， そ 
の 草木を みな 干上がらせる。 そして 川 
を 島に 変え， 葦の 茂る 池を 干上がらせ 
る。 16 そして， わたしは 盲人に 彼ら 
の 知らなかった 道を 歩かせ， 彼らの 知 
ら なかった 通り道を 踏み 行かせ わ 
たしは 彼らの 前の 暗い 場所を 光に， 高 
低の ある 地を 平たん な 地に 変え るで あ 
ろう。 これらは わたしが 彼らの ために 
行なう ことで あり， わたしは 彼らを 捨 

(ス） 

てない」。 

かれ  かなら  ひも ど  は 

17 彼らは 必ず 引き戻され， 大いに 恥 
じる であろう。 彫刻 像に 頼って いる 者 
たち， 铸 像に 向かって， 「あなた 方は 
わたしたちの 神です」 と 言って いる 者 
た'^ は。 

18 耳の 聞こえない 者たち よ， 聞け。 
盲目の 者たち よ， 見る ために じっと見 
つめよ。 19 わたしの 僕で なければ， だ 
れが 盲人であろう か。 だれが， わたし 
の 遣わす わた しの 使者の ように 耳の 聞 
こえない 者であろう か。 だれが， 報 わ 
れる 者の ように 盲人であろう か。 [だれ 
が，] エホバの 僕の ように 盲人であろう 
か。 20 多くの ものが 見える のに， あ 
なた は 見つ づけなかった ので ある。 耳 
を 開けて いながら， あなたは 聴いて い 
なかった ので ある。 21 エホバ ご 自身 
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がご 自分の 義 のために， 律法を 太いな 
る ものと し， それを 威光 ある ものと す 
る ことを 喜ばれた。 22 しかし， それ 
は 強奪され， 略奪され た 民で あり， 彼ら 
はみ な 穴に 捕らえられて， 留置場に 隠 
された。 彼らは 救出す る 者の いない ま 
ま 強奪され， 「連れ戻せ！」 と言う 者 
もい ない まま 略奪され る ことに なった。 

23 あなた 方の うちだれ が これに 耳 
を 向ける だろう か。 だれが 後の ために 
注意を 払い， 聴く だろう か。2 4 だれ 
がた だ 略奪の ために ヤコブを 渡し， 強 
奪す る 者たち に イスラエルを [渡し] た 
のか。 それは エホバでは ないか。 わた 
したち は その 方に 対して 罪を おかした 
の だ。 彼らは その 道を 歩もうと はせ ず， 
その 律法に 聴き 従わなかった。 25 そ 
れ で， [初は 激しい 怒りを， み 怒りを， 
戦いの 強さを， 絶えず 彼の 上に 注ぎ 出 
された の だ。 そして， それは 彼の 周り 
を 焼き 尽くして いったが， 彼は 気に 留 
めなかった。 それは 彼に 向かって 絶え 
ず 燃え上がった が， 彼は 全く 心に とど 
めようと しなかった。 


A  Q そして 今， ヤコブよ， あなたを 
^ 創造され た 方は， イスラエルよ, 
あなたを 形造られた 方. エホバは この 
ように 言われた。 「恐れて はならない。 
わた しは あなたを 買い戻し たからで あ 
4。 わたしは あなたの 名で [あなたを] 
呼んだ。 あなたは わたしの ものである。 


とお  ゆ  m 

2 あなたが 水の 中を 通って 行こうと も， 

とち  [ッ 1 

わたしは あなたと 共に おり， 川の 中を 
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[通って 行こうと も]， それが あなたの 

(7) 

上に みなぎり あふれる ことは ない。 あ 
なた が 火の 中を 歩こうと も， あなたは 
焼き 焦がされる ことなく， 炎が あなた 
を 焦がす こと もない。  3 わたしは あ 

すく  ぬし [ゥ） 

なた の® エホバ， あなたの 救い主なる 
イスラエルの 聖 なる 者 だか ら である。 

あがな 

わた しは あなたの ための 贖いと して エ 
ジ ブトを， あなたの 代わりに エチ オビ 
アと セバを 与えた。  4 あなたは わた 
しの 目に 貴重だった ので， 誉れ ある 者 
とみな され， わたし 自ら あなたを 愛し 
た。 そして， わたしは あなたの 代わり 

ひとびと  たましい  くに 

に 人々 を， あなたの 魂の 代わりに 国た 
みを 与える であろう。 

5 「恐れて はならない。 わたしは あ 
なた と共にい るからで ある。 わたしは 
日の 昇る 方から あなたの 胤を 連れて来 

しず  あつ  [コ） 

る。 日の 沈む 方から あなたを 集める。 
6 わたしは 北に 向かって， 『引き渡 
せ！』 と 言い， 南に 向かって， 『引き 
とどめるな。 わたしの 息子たち を 遠く 
から， わたしの 娘たち を 地の果てから 
連れて来る ように。  7 すべて わたし 
の 名で 呼ばれて いる， わたしが わたし 
の 栄光の ために 創造し， わたしが 形造 
り， そうだ， わたしが 造った 者を』 と 
[言う であろう]。 

8 「目が あるのに 盲目の 民を， 耳を 

も  きもの  [夕） 

持って いるのに 耳の 聞こえない 者たち 
を 連れ出せ。 9 諸国の 民を みな 一つの 
場所に 集め， 国た みを 共に 集めよ。 彼 
ら のうちに この こと を 告げ 得る 者が だ 

M  さいしょ 

れ かいる か。 また， 彼らは 最初の こと 
でさえ わたしたちに 聞かせる ことが で 


きる か。 彼らに その 証人を 出させ， 彼 
らが 義と宣 せられる ようにして みよ。 
また， 彼らに 聞かせて， 『それは 真実 
だ！』 と 言わせて みよ」。 

10 「あなた 方は わたしの 証人で ある」 
と， エホバは お告げになる， 「すな わ 
ち， わた しが 選ん だ わ たしの 僕で ある。 
それは あなた 方が 知って， わたしに 信 
仰を 抱く ためで あり， わたしが 同じ 者 
である ことを 理解す るた めで ある。 わ 

まえ かたちづく  W 

たしの 前に 形造られた# はなく， わた 
しの 後に もや はりいなかった。 11 わ 
た しが 一 わたしが エホバで あり， わた 
しの ほかに 救う 者は いない」。 

12 「あなた 方のう ちに ほかの [神] が 
いなかった ときに， わたし 自ら 告げ 知 
らせ ，救いを 施し， [それを] 聞かせた。 
それで， あなた 方は わたしの 証人で あ 
4」 と， エホバは お告げになる， 「そ 
して， わたしは 迚 である。 13 また， わ 
たしは いつでも 同じ 者で ある。 わたし 
の 手から 救い出し 得る 者は だれもい な 
い。 わたしは 活動す る。 すると， だれ 
がそれ を 引き戻す ことができよ うか」。 

14 あなた 方を 買い戻す 方， イス ラエ 
ルの 聖 なる 方, エホバは このように 言 

がた 

われた。 「わたしは あなた 方の ために 
バビロンに 人を 遣わして， 獄 のかん ぬ 
きを 下ろさせる。 そして， 船の 中の 力 
ルデア 人は すすり泣く。 15 わたしは 
あなた 方の 聖 なる 者 エホバ, イス ラエ 
ルの 創造者, あなた 方の 王で ある」。 
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16 エホバは このように 言われた。 海 
の 中に 道を， 強い 水の 中に 通り道を 作 

かた 【ァ）  せんしゃ  うま  ぐんぜい  つよ  もの 

ちを 同時に 連れ出す 方が [言われた の 

である]。 「彼らは 横たわる。 彼らは 

起き上がらない。 彼らは 確かに 消し 去 

られ る。 亜麻の 灯心の ように 必ず 消さ 
(») 

れ る」。 

さいしょ  おも  い ぜん 

18 「最初の ことを 思い出すな。 以前 
のこと を _ えるな。 19 見よ， わたしは 
新しい ことを 行なおうと している。 今 
に それは 起こる。 あなた 方は それを 知 
る ことになら ないだ ろうか。 実際， わ 
たしは 荒野に 道を， 砂漠に 川を 設ける 
であろう。 20 野の 野獣， ジャッカル 
や だ ちょ うがわた しの 栄光を たたえる 
であろう。 なぜなら， わたしは 荒野に 
さえ 水を， 砂漠に 川を 与えて， わたし 
の 民， わたしの 選んだ 者に 飲ませる か 
ら である。 21 それは， わたしの 賛美 
を 詳しく 話す よう， わたしが 自分の た 
めに 形造った 民な ので ある。 

22 「しかし， ヤコブよ， あなたは こ 
の わたしを 呼ばなかった。 イスラエル 
よ， あなたは わたしに うみ 疲れたからで 
ある。  23 あなたは わたしに あなたの 
全焼 燔の 捧げ物の 羊を 携えて 来な かっ 
たし， あなたの 犠牲を もって わたしの 
栄光を たたえる こと もしなかった。 わ 
たしは 供え物を もって わたしに 仕える 
よう あなたを 強要した こ ともなく， 乳 
香で あなたを うみ 疲れさせ たこと もな 
い。 24 あなたは わたしの ために， [芳 
香を 放つ] 藤を 金を 払って 買う こと も 
しなかった。 あなたの 犠牲の 脂肪で わ 
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たしを 飽かさなかった。 実際には， あ 
なた は あなたの 罪 ゆえに 仕える よう わ 
たしを 強要し， あなたの 誤りで わたし 
をう み 疲れさせ たの だ。 

じしん  [ゥ） 

25 「わたしが 一 わたし 自身の ために 

あな たの 違犯を ぬぐ い 去って いる 者な 

ので ある。 わたしは あなたの 罪を 思い 
(»)  おも  お 
出さない。  26 わたしに 思い起こさせ 

よ。 わたしたちを 共に 裁きに 掛けよう。 

あなたが 正しい とされる ために， それ 

に関する 自分の 主張を 行なえ。 27 あ 

な たの 父， 最初の 者は 罪を おか し， あな 

たの 代弁者たち はわた しに 対して 違犯 

を おかした。 28 それで， わたしは 聖 

なる-所の 君たち を 汚し， ヤコブを 滅 

びの ために ささげられた 者と して 渡し， 

イス ラエルを ののしり の 言葉に [渡す]。 

A 1 「それで 今， わたしの 僕 ヤコブ 

■■■1 よ， わたしの 選んだ イスラエル 

i， あなたは 聴け。 2 あなたを 造った 

方， あなたを 形造った 方, あなたを 腹 

[の 時] から 助けた エホバは このように 

言われた。 『わたしの 僕 ヤコブよ， わ 

たしの 選んだ エシュ ルンよ， あなたは 

おそ  （ッ）  かわ 

恐れて はならない。 3 わたしは 渴 いた 
者に 水を， 滴り 出る 流れを 乾いた 場所 
に 注ぎ 出す からで ある。 わたしは あな 

たね  れい [ナ）  まっそん 

たの 胤に わたしの 霊を， あなたの 末孫 
にわたしの 祝福を 注ぎ 出す。 4 そし 
て， 彼らは 青草の 中から 出る かの よう 
に， 掘り割りの ほとりに ある ポプラの 
ように 生え 出る。 5 この 者は， 「わた 
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しは エホバの もの」 と言う。 また， か 
の 者は [自分を] ヤコブの 名で 呼び， 別 
の 者は 自分の 手に 「エホバの もの」 と 
書く であろう。 そして， 人は [自分を] 
イスラ エルの 名で 呼ぶ であろ う』。 

6 「イスラエルの 王， これを 買い 民す 
方， 万軍の エホバ， エホバは このよう 
に 言われた。 『わた しは 最初で あり， 
わたしは 最後で あり， わたしの ほかに 
挫は いない。  7 また， わたしの ような 
者が だれかい るであろう か。 その 者は 
呼ば わって， それを 告げ， それを わた 
しに 提出 するがよい。 わたしが 昔の 民 
を 定めた ときから， 来ようと している 
ことと 入って 来る ことと を 共に 彼らに 
告げさせよ。 8 あなた 方は 怖れて は 
ならない。 動転して はならない。 わた 
しは その 時から あなた に 個人的に 聞か 
せ， [それを] 告げ 去] ら せなかった か。 
そして， あなた 方は わたしの 証人な の 

[ス）  そんざい 

である。 わたしの ほかに# が 存在す る 
であろう か。 いや， 岩は いない。 わ 


はない』」。 

9 彫刻 像を 形造る 者は みな 実在し 

(夕）  かれ  い 

ない もので あり， 彼らの お気に入りの 

もの  なん  えき  [チ】 

物 も 何の 益に もなら ない。 それらは 彼 
らの 証人と して 何も 見ず， 何も 知らな 

m  はじ  [テ） 

い。 それは 彼らが 恥を かくた めで ある。 
10 だれが 神を 形造ったり， 単なる 铸 

ぞう  い  [卜）  まった  なん 

像を 铸 たりした のか。 それは 全く 何の 

えき  [ナ） 

益に もなら なかった。 11 見よ， その 
仲間 もみな 恥を かくであろう。 職人た 
ちは 地の 人から 出た ので ある。 彼らは 

とも  あつ  あ [ヌ]  ど 

みな 共に 集まり 合う。 彼らは 立ち止ま 


る。 彼らは 怖れる。 彼らは 同時に 恥を 

かこ 

12 かぎな たで 鉄を 彫る 者は， 炭火を 
使って 忙しく  [働いた]。 彼は つちで そ 
れを 形造って ゆき， その 力強い 腕で 忙 
しく 働く。 また， 彼は 空腹に なった。 
そのために 力が 出ない。 彼は 水を 飲ま 
なかった。 そのために 疲れる。 

13 木を 彫る 者は 測り 綱を 張り 伸ば 
した。 彼は 朱墨で それを 描き， 木を 削 
る 道具で それを 作り上げ， コンパスで 
それを 描いて ゆき， 徐 々に それを 人に 
かたどった 物に 似せ， 人間の 美し さの 
ように 造り， 家の 中に 座らせる。 

14 杉を 切り倒す ことを 業と する 者 
がいる。 彼は ある 種類の 木， それ も 巨 
木を 取り， それを 森林の 木々 の 中で 自 
分の ために 強く する。 彼は 月桂樹を 植 
えた。 降り注ぐ 雨が それを 大きく して 
ゆく。 15 そして， それは 人が 火を 燃 
や しつづける ための [もの] となった。 
すなわち， 彼は その 一部を 取って 身を 
暖めよう とする。 事実， 彼は 火を 起こ 
し， 実際に パンを 焼く。 また， 自分が 
身をかがめる ための 神を 作る。 彼は そ 
れを 彫刻 像に 作り， それに 平伏す る。 
16 彼は その 半分を 火の 中で 実際に 燃や 
す。 その 半分で 自分の 食べる 肉を よく 
焼いて 満ち足りる。 また， 彼は 自分の 
身を 暖めて 言う， 「はは あ， 暖まった。 
火 明かりを 見た」 と。 17 しかし， 彼 
は その 残りを 実際に 神に 作り， 自分の 
ための 彫刻 像と する。 彼は それに 平伏 
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し， 身をかがめ， それに 向かって 祈って 
言う， 「わたしを 救い出して ください。 
あなたは わたしの 神 だからです」 と。 

18 彼らは 知る ようにならなかった。 
また， 理解す る こと もない。 彼らの 目 
は 塗料に まみれて 見えず， その 心 も [そ 
うなって いて] 洞察力がない からで あ 
る。 19 そして， だれも， 「わたしは そ 
の 半分を 火の 中で 燃や した。 わたしは 
また， その おき 火で パンを 焼いた 。わ 
たしは 肉を 焼いて 食べる。 それな のに， 
わたしは その 残りで た だの 忌むべき も 
のを 作ったり する もの か。 乾き 切った 
材木に 平伏した りする もの か」 と言っ 

こころ おも  お  （キ）  ちしき 

て， その 心に 思い起こす こと も， 知識 
または 理解を 持つ こと もない。 20 彼 
は 灰を 食って いるので ある。 もて あそ 
ばれた その 心が 彼を 迷わせた の だ。 そ 
して， 彼は その 魂を 救い出さず， 「わ 
た しの 右手に 偽り が ある のでは ないか」 
と 言い もしない。 

21 「ヤコブよ， そして イスラエルよ， 
あなたは これらの ことを 覚えて おくよ 
うに。 あなたは わたしの 僕 だからで あ 
i)。 わたしは あなたを 形造った。 あな 
たは わたしに 属する 僕な ので ある。 イ 
スラ エルよ， あなたは わたしから 忘れ 
られる ことは ない。  22 わたしは あな 
たの 違犯を 雲に よる かの ように， あな 
たの 罪を 雲 塊に よる かの ようにぬ ぐい 
去る。 わたしの もとに ぜひ 帰れ。 わた 
しは あなたを 買い戻す からで ある。 

23 「天よ， 喜びの 叫びを 上げ i。 ェ 
ホ パは 行動を 起こされ たからで ある！ 
地の 最も 低い 所は みな 勝ち どきを あげ 
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ア詩 100:1 


イザ 49: 13 
イ イザ 55:12 
ウイ ザ 60:21 


(7)  やまやま  かいかつ  W 

よ！ 山々 よ， 快活に なって 喜びの 叫 
びを 上げよ， 森林よ， その 中の すべて 
の 木々 よ！ エホバは ヤコブを 買い戻 
された からで ある。 そして イスラエル 

び  しめ  W 

の 上に その美を 示される」。 

24 あなたを 買い戻す 方， あなたを 腹 
「の 時 1 から 形造った 方， エホバは この 
ように 言われた。 「わたし， エホバは， 
すべての ことを 行ない， 独りで 天を 張 
り 伸ばし， 地を 張り 広げて いる。 だれ 
がわた し と共にい たか。  25  [わたし 
は] 無意味な 話を する 者たち のしる しを 
くじいて いる。 [わたしは] 占い師に 気 
違いの ような 振る舞い をさせる 童，‘ 賢 
人を 後戻りさせる 者， 彼らの 知識を も 
愚かな ものに 変える 者， 26 自分の 僕 
の 言葉を 真実と ならせる 者， 自分の 使 
者の 計り 事を 完全に 成し遂げる 者， エ 
ルザ レムに ついて， 『そこに [人が] 住 
むようになる』， ユダの 諸 都市に つい 
て， 『それは 建て直され， わたしは そ 
の 荒廃した 場所を 興す であろう』 と 言 
う 者， 27 水の 深みに， 『蒸発せ よ。 わ 
たしは あなたの すべての 川を 干上がら 
せる であろう』 と言う 者，  28 キュロ 

(t)  いもの  かれ 

ス について [このように] 言う 者， 『彼 
はわた しの 牧者で あり， わたしの 喜ぶ 
ことを すべて 完全に 成し遂げる であろ 

(V) 

う』 と。 すなわち， エルサレム につい 
て， 『彼女は 建て直される であろう』， 

しんでん  もとい  す 

神殿に ついて， 『あなたは その 基を 据 
えられる であろう』 と言う [わたしの] 
ことばを も」。 

シ イザ 61:4; ス詩 74:15; イザ 42:15; エレ 50:38; 啓 16:12; 
セ エズ 1:1; イザ 41:25; イザ 45:1; イザ 46:11; ダニ 10:1; 
ソ代 n  36:22; イザ 48:14; 夕代 n  36:23; エズ 1:2; エズ 6:3; 
イザ 45:13。 
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エホバは， その 油 そそがれた 者 
キ ュ日ス にこの ように 备 われた。 
わたしは その 右手を 取った。 それは， 
彼の 前に 諸国の 民を 従える ため， わた 
しが 王たち の 腰の 帯を 解く ためで ある。 
彼の 前に 二 枚 扉を 開いて， 門が 閉じら 
れ ないように する ためで ある。 2 「わ 
たし 自ら あなたの 前を 行き， 地盤の 高 
みを まっすぐに する。 わたしは 銅の 扉 
を 粉々 に 砕き， 鉄の かんぬ きを 切り落 
とす。 3 そして， わたしは 闇の 中の 財 
宝と， 隠れ場所の 隠された 財宝と を あ 
なた に 与える。 それは， わたしが [あ 
な たを] あなたの 名に よっ て 呼ぶ 童， イ 
スラ エルの 裡， エホバで ある ことを あ 
なた が 知る ためで ある。  4 わたしの 
僕 ヤコブと わたしの 選んだ 者 イス ラエ 
ルの ために， わたしは あなたを あなた 
の 名に よって 呼ぶ ようになった。 あな 
たは わたしを 知らなかった が， わたし 
は あなたに 誉れ ある 名を 与える ように 
なった。  5 わたしは エホバで あり， ほ 
かには いない。 わたしの ほかに 裡 はい 
ない。 あなたは わたしを 知って はいな 
いが， わたしは あなたに 固く 帯を 締め 
る。 6 それは， 日の 昇る 方から， また 
その 沈む 方から， わたしの ほかには だ 
れも いない ことを 人々 が 知る ためで あ 
る。 わたしは エホバで あり， ほかには 

(セ）  ひかり かたちづく  (v)  やみ  そうぞう （夕） 

いない。 7 光を 形造り， 闇を 創造し， 
平和を 作り， 災いを 創造す る こと， こ 
れら のこと すべてを， わたし， エホバ 
は 行なって いるので ある。 

8 「天よ， 上から 滴らせよ。 雲の か 
かった 空 も義を もって 滴れ。 地は 開き， 


救いの 実を 豊かに 結び， 同時に 義を生 
え 出させよ。 わたし 自ら， エホバが こ 
れを 創造した ので ある」。 

9  土器の かけらが 土の 他の 土器の か 
けらと [争う] かの ように， 自分を 形造 っ 
た 方と 争っ た 者は 災い だ！ 粘土が そ 
れを 形造る 者に 向かって， 「あなたは 
何を 作る のか」 と 言って よいだろう か。 
また， あなたの 作り上げた ものが， 「彼に 
は 手がない」 と [言って] よいだろう か。 
10 父に 向かって， 「あなたは 何の 父と 
なる のか」 と 言い， その 妻に 向かって， 
「あなたは 何に よって 産みの 苦しみを 
している のか」 と [言う] 者は 災い だ。 

11 イスラエルの 聖 なる 方, これを 
形造った 方, エホバは このように 言わ 
れ た。 「わたしの 子ら に関して 来よう 
と している 事柄に ついて わた しに 尋ね 
よ。 わたしの 手の 働きに 関して あなた 
方は わたしに 命ずべき である。 12 わ 
たし 自身が 地を 造り， その上に 人を も 
創造した。 わたしが， わたしの 手が 天 
を 張り 伸ばし， わたしは その 全軍に 命 
じたので ある」。 

13 「わたし 自身が ある 者を 義 のうち 
に 奮い立たせた。 わたしは 彼のす ベて 
の 道を まっすぐに する。 彼が わたしの 
都市を 建てる 者で ある。 彼は 流刑に 処 
せられて いる わたしの 者たち を 釈放す 
るが， それは 代価の ためで も， わいろ 
のた めで もない」 と， 万軍の エホバは 

い 

言われた。 
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14 エホバは このように 言われた。 
「エジプトの 無給 労働者， エチオピアの 

しょうにん ^  もの [ィ）  じん (ゥ 1 ダれ > 

は 自ら あなたの もとに やって来て， あ 
な たのもの となる。 彼らは あなたの 後 
ろに ついて 歩き， 足 かせを はめられて 
やって来て， あなたに 身をかがめる。 
彼らは あなたに 祈って， [言う] であろ 
う， 『本当に， 姓は あなたと 共に おら 
れ ます。 ほかには いません。 [ほかの] 
挫は いません』」。 

15 ま ことに， イスラエルの 神, 救い主 
である あなたは， ご 自身を 覆い隠す 裡 
です。 16 彼らは ひとり 残ら ず 必ず 恥 
を かき， 辱めを 受ける。 [偶像の] 形を 
作り上げる 者たち は， 共に 辱めのう ち 
に 歩む ことを 余儀なく される。 17 — 
方 イスラエルは， エホバと 共に あって， 
定めの ない 時に わたり 必ず 救いを もっ 
て 救われる。 あなた 方は 恥じる ことな 
く， とこしえの 定めの ない 時に わた っ 
て 辱めを 受ける こと もない。 

そうぞうしゃが)  [チ） ち 

18 天の 創造者, [まこ との] 拽， 地を 
形造られた 方, それを 造られた 方， そ 
れを 堅く 立て， それを いたずらに 創造 
せず， [人が] 住む ために 形造られ た 方， 
エホバは このように 言われた からで あ 
る。 「わたしは エホバで あり， ほかに 
はだれ もい ない。 19 わたしは， 隠れ 
場所で， 地の 暗い 場所で 語った のでは 
ない。 また， ヤコブの 胤に， 『あなた 方 
はた だいた ずらに わたしを 求めよ』 と 
言い もしなかった。 わたしは エホバで 
あり， 義 なること を 語り， 廉直な こと 
を 告げる ので ある。 
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7 イザ 41:5 
啓 22:17 


20 「集まって， 来る がよ い。 諸国 民 
から 逃れて きた 者たち よ， 共に 近寄れ。 
彫刻 像の 木を 運ぶ 者たち は 何も 知る よ 
うには ならなかった。 救う ことので 
きない 神に 祈る 者たち もそう である。 
21 あなた 方は k 告 し， 提出せ よ。 そ 

かれ  いっしょ  きょうぎ 

うだ， 彼らは 一緒に 協議 するがよい。 
だれが これを 昔から 聞かせた か。 [だ 
れ が] まさ に その 時から これを 報告し 
たか。 それは わたし， エホバで はない 
か。 [わたし] を 別にして ほかに 拽 はい 
ない。 義 なる 拽， 救い主は わたしを 別 
にして はいない。 

22 「地の果て [にいる] すべての 者よ， 
わたしの 方を 向き， 救われよ。 わたし 
は裡で あり， ほかには いない。 23 わ 
た しは 自分自身に かけて 誓っ た一 わ 
たしの 口から， 義 のうちに 言葉が 出て 
行った。 それゆえに， それは 帰って来 
ない。 一すな わち， すべての ひざは わ 

む  [ソ）  した 

たしに 向かって かがみ， すべての 舌は 
誓って， 24 言う であろう， 『確かに， 
エホバの うちには 義と 強さが 余す とこ 

やど  （チ）  かた  む 

ろな く 宿って いる。 この 方に 向かって 
激 こうす る 者は， 皆 まっすぐ その もと 
に 来て， 恥を かく。 25 イスラエルの 
胤は 皆 エホバに あって 正しい 者と され， 
自分たち のこと を 誇る であろう』」。 

[二）  み  (?)  からだ 

\  /» ベルは 身をかがめた。 ネボは [体 

を] 晶げマ ぃる。 緩ら の 縦 k 

野獣の ため， 家畜の ための ものと なり， 
彼らの 荷， 荷物は， 疲れた 動物の ため 

シ創 22:16; アモ 6:8; ヘプ 6:13; ス民 23:19; テト 1:2; セイ 
ザ 55:11; ソ  ロマ 14:11; 夕申 6:13; エレ 4:2; エレ 12:16; 
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の 重荷 [となった]。 2 それらは 必ず 
[体を] 曲げ， 各々 同じように 身を かが 
める。 それらは その 重荷を 到底 逃れさ 
せる ことは できず， 彼ら 自身の 魂は 必 
ず 捕らわれの 身と なって 行く。 

3 「わたしに 聴、 け。 ヤコブの 家よ， イ 

のこ  もの [ウ） 

スラ エルの 家の 残ったす ベての 者よ， 
腹 [の 時] から [わたしに] 担われた 者た 

たい  はこ  [エ） 

ち， 胎 [の 時] から 運ばれた 者たち よ。 
4  [人の] 老齢に 至る まで も わたしは 同 
じ 者で あり， [人の] 白髪に 至る まで わ 
たしが 負いつ Y ける。 わたしが 必ず 行 
動す るであろう。 わたしが 運び， わた 

のが  [ク） 

しが 負って， 逃れさせる ためで ある。 

5 「あなた 方は わたしを だれに 例え， 
[だれに] たぐえ， [だれに] 比べて， 我々 

たが  に  （コ）  きん 

は 互い に似てい ると いうの か。 6 金 
を 財布から 惜しまずに 出して いる 者た 
ちが おり， 彼らは はかり ざ おで 銀を 量 
り 出す。 彼らは 金属 細工 人を 雇い， そ 
の 者は それを 神に 作る。 彼らは 平伏す 
る。 そうだ， 身をかがめ るの だ。 7 彼 

かた  の  はこ （ス）  お 

らは それを 肩に 載せて 運び， それを 負 
い， そ れが 動かずに 立っ ている ように そ 
の 場所に 安置す る。 それは 自分の 立っ 
ている 場所から 離れて 行かない。 人は 
これに 向かって 叫び さえす るが， それ 
は 答えず， 人を その 苦難から 救う こと 

(V) 

もしない。 

8 「この ことを 思い出せ。 あなた 方 
が 勇気を 奮い起こす ためで ある。 違犯 
を おかす 者たち よ， それを 心に 留めよ。 

むかし  さいしょ  おも  [ツ] 

9 昔の 最初の ことを 思い出せ。 わたし 

もの (テ 1  1卜） 

は 神た る 者で あり, ほかに 拽も わたし 
のよう な 者 もい ない ことを。 10 終わ 


りの ことを 初めから， また， まだ 行な 
われて いなかった ことを 昔から 告げる 

もの M  はか  ごと  （ゥ 1 

者。 『わたしの 計り 事は 立ち， わたし 
は 自分の 喜びと する ことを みな 行なう』 

い  W  もう  のぼ  ほう 

と言う 者。 11 猛 きんを 日の 昇る 方 か 
ら， わたしの 計り 事を 遂行す る 人を 遠 
い 地から 呼ぶ 者。 わたしは [それを] 話 
したので ある。 わたしは また， それを 
もたらす であろう。 わたしは [それを] 

かたちづく  おこ 

形造った ので あり， また， それを 行な 

[ク） 

うであろう。 

こころき ょうりょく  もの  （ヶ）  ぎ 

12 「心の 強力な 者たち よ， 義 から 
遠く離れて いる 者たち よ。 わたしに 聴 
け。 13 わたしは わたしの 義を 近くに 

(サ ）  とお 

もたらした。 それは 遠くに あるので は 

(シ）  すく  おく  （ス） 

ない。 わたしの 救いは 遅れは しない。 
そ して， わた しは シオンの 中に 救いを， 

び  あた  (t) 

イスラエル にわた しの 美を 与える」。 

しょじょ  むすめ (v]  くだ 

AFJ バビロンの 処女なる 娘よ， 下っ 
生- て 塵の 中に 座れ。 カルデア 人た 

(チ） お ラ ざ  ち (ッ） 

ちの 娘よ， 王座の ない 地に 座れ。 あな 
たは 人々 に 繊細で 優美 だと 呼ばれる こ 
とを M と 纖 しなぃから 見 2 拳 
臼を 取って 麦粉を ひけ。 ベールを はぎ 
取れ。 長く 垂れた すそを 脱ぎ捨てよ。 

(?)  わた 

足を あらわに せよ。 川を 渡れ。  3 あ 

はだか  [ネ） 

なた の 裸を あらわにすべき である。 ま 

[ノ 1 

た， あなたの そしり も 見られるべき だ。 

ふく  («) 

わたしが する のは 復 しゅうで あり， わ 

しんせつ  し かた  あ 

た しは どんな 人に も [親切な 仕方で] 会 
うこ とはない。 

か  もど  かた 

4 「わたしたちを 買い戻される 方が 
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だれもい ない」 と。 11 それで， 災い 
が 必ず あなたに 臨む。 あなたは それに 
ll •する 呪文を 知らない。 そして 逆境が 
あなたを 襲う。 あなたは それを 転じさ 
せる ことができない。 そして， あなた 
の 平素 知る ことのなかった 滅びが， 突 

ぜん (ィ ] 

然 あなたに 臨む ので ある。 

12 さあ， あなたの まじないと， あ 
な たが 若い 時から 労して きた その おび 
ただしい 呪術 とを もって じっと 立て。 
あるいは それが あなたの 益になる かも 

ひとびと 

しれない。 あるいは， あなたは 人々 に 
畏敬の 念を 起こさせる こ とがで きる か 

おおぜい 

もしれ ない。 13 あなたは その 大勢 
の 助言者に うみ 疲れた。 天を 崇拝す る 
者たち， 星を 見る 者たち， 新月の 時に 
あな たに 臨む ことに 関する 知識を 授け 
る 者たち， さあ， 彼らを 立ち上がらせ 
よ， あなたを 救わせて みよ。 14 見よ， 
彼らは 刈り株の ようになった。 火が 必 
ず 彼らを 焼き 尽くす。 彼らは 炎の 力 か 
ら 自分の 魂 を 救い出せないで あろう。 

ひとびと  み  あたた  すみび  さか 

人々 が 身を 暖める ための 炭火の 盛んな 
_ もな く， その 前に 座る ための 火 明か 
り もないで あろう。 15 彼らは あなた 

かなら 

に とって 必ず このようになる。 あなた 
が 若 L 、時から 共に 労して きた あなたの 
まじない 師 は。 彼らは 各々 自分の 地方 
へ 実際に さまよって 行く。 あなたを 救 
う 者は だれもい ないで あろう。 

J  p ヤコブの 家よ， これを 聞け。 自 
分を イスラエルの 名で 呼んで い 

もの [サ 1  き 

る 者， まさに ユダの 水から 出て 来た 者 

[シ 1  ちか 

たちよ， エホバの 名に かけて 誓ってい 

(ス）  しんじつ 

る 者， イスラエルの 神の 名を 真実に よ 


いる。 その 名は 万軍の エホバ， イスラ 
エルの 聖 なる 方で ある」。 

5 カルデア 人たち の 娘よ， 黙って 座 
り， 闇の 中に 入れ。 あなたは， 人々 に 
“ もろもろの 王国の 女主 人” と 呼ばれる 
ことを 二度と 経験し ないから だ。  6 わ 
たしは わたしの 民に 対して 憤った。 わ 
たしは わたしの 相続 物を 汚し， 彼らを 
あなたの 手に 渡した。 あなたは 彼らに 
憐れみを 示さなかった。 老人の 上に あ 
なた のく びきを 非常に 重く した。 7 そ 
して あなたは 言いつ づけた， 「わたしは 
定めの ない 時に 至る まで， 永久に“ 女 
主人” でい る」 と。 あなたは これらの 
ことを 心に とどめず， 事の 終わりを 覚 
えて おかなかった。 

8 それで 今， あなたは この ことを 聞 
け， 歓楽を 尽くす [女] よ。 安らかに 座 
している 者， 心の中で， 「わたしは い 
る。 ほかには だれもい ない。 わたしは 
やもめと して 座る ことは ない。 子供を 
失う ことを 知る こと もない」 と言う 者 
よ。  9 しかし， これら 二つの ことが 突 
然， 一日のう ちに あなたに 臨む。 子供 
を 失う ことと， やもめに なること とが。 
それは 必ず 余す と ころな く あなたに 臨 
む。 あなたの おびただしい 呪術の ため 
に， あなたの ま じない のみな ぎる 偉力の 
ために一 甚だしく。 10 そして， あな 
たは 絶えず 自分の 悪に 依り 頼んだ。 あ 
なた は 言った， 「わたしを 見て いる 者 
はだれ もい ない」 と。 あなたの 知恵と 
あなたの 知識 一 それが あなたを 誘い出 
したので ある。 あなたは 心の中で 言い 
つづける， 「わたしは いる。 ほかには 
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らず義 によ ら ずに 語り 告げる 者たち よ。 
2 彼らは § 分を 聖 なる 杂 市からの 者と 
呼び， イスラエルの# に 寄り掛かった 
からで ある。 その 方の 名は 万軍の エホ 
バとぃ ず。 

3 「わたしは 最初の ことを まさに その 
時から 告げた。 それは わたしの 口から 
出て 行き， わたしは それを 聞かせ つづ 
けた。 突然 わたしは 行動した。 そして 
事は 到来した。 4 わたしは， あなたが 
かたく なで， あなたの 首が 鉄の 筋， あな 
たの 額が 銅で ある ことを 知ってい るの 
で， 5 わたし も その 時から 絶えず あな 
たに 告げた ので ある。 それが 到来し な 
いうちに， わたしは あなたに [それを] 
聞かせた。 それは， 『わたしの 偶像が 
それらの ことを 行なった。 わたしの 彫 
刻 像 とわた しの 铸 像が それらの ことを 
命じた の だ』 と， あなたが 言う ことの 
ないた めであった。 6 あなたは 聞い 
た。 それを すべて 見よ。 あなた 方と し 
ては， [それを] 告げない のか。 わたし 
は あなたに 新しい ことを， あなたが 知 
ら なかった， 取って 置かれて いた こと 
を， 今 この 時から 聞かせた。 7 その 時 
からでは なく， 今 この 時に それは 必ず 
創造され る。 すなわち， それは 今日 ま 
であな たが 聞いた ことのなかった こと 
である。 あなたが， 『見よ， わたしは 
それを 既に 知っていた』 と言う ことの 
ないた めで ある。 

8 「しかも， あなたは 聞いた こと も 
なく， 知っても いなかった。 また， そ 
の 時 以来， あなたの 耳は 開かれて もい 
なかった。 わたしは， あなたが 絶えず 


第 48 章 


ア レビ 19:12 


ケ出 32:9 
申 10:16 


王!！ 17:14 
コ エレ 44:16 


タ イザ 48:20 


不実な 行ないを しつづけ たこと， あな 
たが 『腹 [の 時] からの 違犯者』 と 呼ば 
れ てきた ことを よく 知ってい るからで 
ある。  9 わたしは わたしの 名のた め 
に 怒りを とどめ， わたしの 賛美の ため 
にあな たに 対して 自分を 制し， あなた 
が 断ち 滅ぼさ れる ことのない ようにす 
る。 10 見よ， わたしは あなたを 精錬 
した。 しかし 銀 [として] ではない。 わ 
た しは 苦悩の 溶鉱炉で あなたを 選ん 
だ。 11 わたしは わたしの ために， わ 
たし 自身の ために 行動す る。 というの 
は， だれが 自分自身を 汚させる であろ 
うか。 そして， わたしは わたしの 栄光 
を ほかの だれに も 与えない。 

12 「ヤコブよ， わたしが 呼んだ 者イ 
スラ エルよ， あなたは わたしに 聴け。 
わたしは 同じ 査で ある。 わたしは 最初 
である。 しかも， わたしは 最後で ある。 
13 しかも， わたしの 手が 地の 基を 据 
え， わたしの 右手が 天を 延べ 広げた の 
である。 わたしは それらに 呼びかけて 
いる。 それらが 共に 立ちつ づける ため 
でぁ £〇 

14 「あなた 方は みな 共に 集まって， 
聞け。 彼らのう ちの だれが これらの こ 
とを 告げた か。 エホバ ご 自身が 彼を 愛 
された。 彼は [彻の 喜ばれる ことを バビ 
ロンに 行ない， 彼 自身の 腕が カルデア 人 
の 上に 臨む ので ある。 15 わたしが 一 わ 
たし 自身が 語った。 しかも， わたしは 
彼を 呼んだ。 わたしは 彼を 携え 入れた。 
彼の 道は 成功 させられる であろう。 

チ イザ 45:1; ツ イザ 44:28; テ イザ 13:19; エレ 50:13; トイ 
ザ 41:2; エレ 51:20; ナイ ザ 45:5。 
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16 「あなた 方は わたしに 近づけ。 こ 
れを 聞け。 始めから， わたしは 隠れ 場 
所で 話した ことは 全くない。 それが 生 
じる 時から わたしは そこにいた」。 

そして 今， 主権者なる 主 エホバ ご自 
身が， 実に その 霊が わたしを 遣わされ 
た。 17 あなたを 買い戻される 方， イ 
スラ エルの 聖 なる 方， エホバは このよ 
うに 言われた。 「わたし， エホバは， 
あなたの®， あなたに [自分を] 益す る 
ことを 教える 者， あなたに その 歩む ベ 
き 道を 踏み 行かせる 者で ある。 18 あ 
あ， あなたが わたしの おきてに 実際 
に 注意を 払い さえ すれば！ そうすれ 
ば， あなたの 平安は 川の ように， あな 
たの 義は 海の 波の ようになる であろう 
に。 19 そして， あなたの 子孫は 砂の 
ように， あなたの 内なる 所から 出る 末 
孫は [砂] 粒の ようになる であろうに。 
人の 名が わた しの 前から 断ち 滅ぼされ 
る こと も， 滅ぼし 尽くされる こと もな 
いであろう に」。 

20 あなた 方は バビロンから 出よ！ 
カルデア 人のと ころから 走り去れ。 歓 
# の 声を 上げて 告げ 知らせ， これを 聞 
かせよ。 それを 地の果てにまで 届かせ 
よ。 言え， 「エホバは その 僕 ヤコブを 
買い戻された。 21 そして， [迚] が 彼 
ら を 荒れ 廃れた 場所を 通っ て 行かせた 
ときに も， 彼らは 渴 きを 覚えなかった。 
[迚] は 彼らの ために 岩から 水を 流れ出 
させ， 岩を 裂いて 水が 流れ出る ように 
された」 と。 

22 エホバは 言われた， 「邪悪な 者た 

へいあん  [卜） 

ちに 平安は ない」 と。 
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A  Q 島々 よ， わたしに 聴け。 遠くに 
ぃる 謹た み i'， SI を釔ぇ 。ェ 
ホバご 自身が わたしを まさに 腹 [の 時] 
から 呼ばれた。 わたしの 母の 内なる 所 
から， わたしの 名を 語り 告げられた。 
2 それから， わたしの 口を 鋭い 剣の 
ようにされ /L そのみ 手の 陰に わたし 
を 隠された。 そして， 徐 々にわたしを 
磨かれた 矢と された。 わたしを ご 自分 
の 矢筒の 中に 覆い隠された。  3 そし 
てわた しにこう 言われた。 「イス ラエ 
ルよ， あなたは わたしの 僕で ある。 わ 
た しは あなたの うちにわた しの 美を 示 

孑」 と 。 

4 しかし， わたしは 言った， 「わた 
しが 労した のは 無駄であった。 実在し 
ない もの， むなしい ものの ために わ 
たしは 自分の 力を 使い果たした。 確か 
に， わたしの 裁きは エホバの もとに あ 
6 ， わたしの 賃金は わたしの 迚の もと 
に [ある]」。 5 そして 今， わたしを 腹 

とき  じぶん  しもべ  かたちづく 

[の 時] から ご 自分の 僕と して 形造られ 
る 方 エホバは， [わたしが] ヤコブを ご 
自分の もとに 連れ戻して， イスラエル 
がご 自分の もとに 集められる ようにせ 
よと 言われた。 そして， わたしは エホ 
バの 目に 栄光 ある 者と され， わたしの 
裡 はわた しの 力と なって くださる であ 
ろう。 6 それから， [裡] は 言われた， 
「ヤコブの 各部 族を 起こし， イス ラエ 
ルの 護され た 者たち を 連れ戻す ため 
に， あなたが わたしの 僕と なることは 
極めて ささいな ことであった。 わたし 


タ マタ 15:24; 使徒 10:36; チ イザ 56:8; マタ 23:37; ツロ 
マ 11:26;  ロマ 15:8〇 
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はまた， 諸国 民の 光の ために あなたを 
与え， わたしの 救いが 地の果てに 至る 
ように させた」 と。 

7 イスラエルを 買い戻される 方, そ 
の聖 なる 方， エホバは， 魂の 軽んじら 
れる 者に， 国民に 憎み 嫌われる 者に， 支 
配 者たち の 僕に このように 言われた。 

_  みず か  かなら  W 

「王たち は 自ら 見て， 必ず 立ち上がる。 
君たち [もで ある]。 忠実な 者で ある エ 
ホバ， あなたを 選ぶ イスラエルの 聖な 
る 者 ゆえに， 彼らは 身をかがめる であ 
ろう」。 

8 エホバは このように 言われた。 「わ 
たしは 善意の 時に あなたに 答え， 救いの 
日に あなたを 助けた。 わたしは 絶えず 
あなたを 保護した。 あなたを 民の ため 
の 契約と して 与える ためであった。 そ 
れは j： 地を 復興 させ， 荒廃した 世襲 所 

ゆうち  ふたた  しょゆう  （セ）  と  びと 

有 地を 再び 所有 させ， 9 捕らわれ人た 
ちに 『出よ！』 と 言い， 闇に いる 者た 
ちに 『現われよ！』 と [言う] ためだ っ 
たので ある。 彼らは 道の ほとりで 牧草 
を 食い， 踏みならされた すべての 道で 
牧草を 食う であろう。 10 彼らは 飢え 
る こと も， 渴 くこと もない。 また， 焼 
けつく よう な 熱 や 太陽が 彼ら を 打つ こ 
ともない。 彼らに 哀れみを 抱いて いる 
方が これを 率いて， 水の 泉の ほとりに 
導く からで ある。 11 そして， わたし 
はわた しのす ベての 山を 道と する。 わ 
た しの 街道 も 高地の 上に ある こと にな 
ろう。 12 見よ， これらの 者は 遠い 所 
から 来る。 見よ， これらの 者は 北から， 
西から， これらの 者は シ ニムの 地から 
[来る]」。 


13 天よ， 喜びの 叫びを 上げよ。 地 
よ， 喜びに 満ち あふれよ。 山々 は 快活 
になって 喜びの 叫びを 上げよ。 ェホバ 
は ご 自分の 民を 慰めて くださった。 そ 
して ご 自分の 苦しむ 者たち に 哀れみを 
示して くださる からで ある。 

14 しかし， シオンは 言いつ づけた， 
「ェホバは わた しを 捨て， ェホバ 自 らわ 
たしを お忘れに なった」 と。 15 妻が 
自分の 乳飲み子を 忘れて， 自分の 腹の 
子を 哀れまない ことがあ ろうか。 こう 
した 女たち でさえ， 忘れる こと も あり 
得る。 しかし， わたしが あなたを 忘れ 
る ことは ない。 16 見よ， わたしは [自 
分の] たなごころに あなたを 刻んだ。 あ 
なた の 城壁は 常に わたしの 前に ある。 
17 あなたの 子ら は 急いだ。 あなたを 打 
ち 壊し， あなたを 荒れ 廃れさせる その 
者たち が， あなたの もとから 出て 行く 
であろう。 18 あなたの 目を 周囲に 上 
げ て， 見よ。 彼らは みな 集まった。 彼 
らは あなたの もとに 来た。 「わたしは 
生きて いる」 と， ェホバは お告げに な 
る， 「あなたは 彼らを 飾り物の ように 
みな 身に 着け， 花嫁の ように 彼らを 身 
に 巻き付ける。 19 あなたの 荒れ 廃れ 
た 所と， 荒廃した 所と， 滅ぼされた 地 

【夕 1  いま  せまく る 

が あるとは いえ， 今 あなたは 狭苦しい 
思いを して 住んで おり， あなたを 呑み 
込む 者た ちは 遠く に 離れて L ヽ るとは い 
え， 20 それでも， 子を 失った 状態の 
[ときの] あなたの 子ら は あなたの 耳に 
言う であろう， 『この 場所は わたしに 

コ イザ 44:21; ェレ 31:20;  ロマ 11:1; サ歌 8:6; シ イザ 26: 
1; イザ 60:18; ス イザ 43:5; イザ 60:4; マタ 24:31; セ 創 
22:16; へブ 6:13; ソェ レ 2:32; タ イザ 51:3; ェレ 30:18; 
チェ レ 30:16; ェレ 51:34; ツ ェゼ 6:9〇 
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はずい ぶん 狭苦しくな りました。 どう 
かわた しのた めに 場所を 設けて， わた 
しが 住める ようにして ください』 と。 
21 そして， あなたは 心の中で 必ず 言う 
であろう， 『だれが わ たしの ために こ 
れらの 者の 父と なって くれたの か。 わ 
たしは 子供を 亡くした 女， うまず めで 
あり， 流刑に 処 せられ， 捕らわれ人と 
なった の だから。 これらの 者を 一体 だ 
れが 養った のか。 見よ， わたしは ただ 
独り 取り残されて いたのに。 これらの 
者 一 彼らは どこに いたの か』 と」。 

22 主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 「見よ， わたしは 諸& 
の 民に 向かって 手を 上げ， もろもろの 
民に 向かって 旗 じる しを 掲げる。 する 
と， 彼らは 懐に あなたの 息子たち を携 
え， 肩に あなたの 娘たち を 載せて 運ん 
で 来る であろう。 23 そして， 王たち 
は 必ず あな たのた めに 世話 係と なり， 
その 王妃たち は あなたの ために 乳母と 
[なる]。 彼らは 地に 顔を 伏せて あなた 
に 身をかがめ， あなたの 足の 塵を すっ 
かりなめ るであろう。 そして， あなた 
はわた しが エホバで ある こと を 知らな 
ければ ならなくなる。 わたしを 待ち望 
む 者たち が 恥を かく ことは ない」。 

24 既に 奪い取られた 者たち が 力 あ 
る 者の もとから 奪い取られ るだろう か。 
圧制者に 捕らわれた 者たち の 一団が 逃 
げ 出せる だろう か。  25 しかし エホバ 
はこの ように 言われた。 「力 ある 者に 
捕らわれた 者たち の 一団と いえ ども 奪 
い 去られ， 既に 圧制者の もとに 奪い取 
られた 者たち も 逃げ出す であろう。 そ 


キ申 24:1 
ク エレ 3:1 


して あなたと 争う 者に 対しては， わた 
しが 争い， あなたの 子ら について は， わ 
たしが [これを] 救う であろう。 26 ま 
た， わたしは あなたを 虐待す る 者たち 
に 自らの 肉を 食らわせる。 彼らは 甘い 
ぶ ど う 酒に [酔う] かの ように 自 分の 血 
に 酔う であろう。 そしてす ベての 肉な 
る 者は， わたし， エホバが あなたの 救 
い 主で あり, あなたを 買い戻す 者， ヤ 
コ ブの 強力な 者で あ る こと を 知らな け 
れ ばなら なくなる」。 

エホバは このように 言われた。 

「では， わたし 力' 4 い 出した あな 
た 方の 母の 離婚 Ih 明 書は どこに あるの 
か。 また， わたしは わたしの 債権者の 
うちの だれに あなた 方を 売った のか。 
見よ， あなた 方は 自分のと ふ、 のために 
売られ， あなた 方の 母は あなた 方の 違 
犯の ために 追い出され たの だ。 2 わた 
しが 入って 来たと き， だれもい なか っ 
たのは どうして か。 わたしが 呼んだ と 
き， 答える 者が だれもい なか っ た [のは 
どうして か]。 わたしの 手は 請け 戻す こ 
とがで きない ほど 短く なった のか。 そ 
れ とも， わたしには 救い出す 力がない 
とで もい うの か。 見よ， わたしは わたし 
の 叱責に よって 海を 干上がらせる。 わ 
たしは 川を 荒野に する。 その 魚は 水が 
ないた めに 悪臭を 放ち， 渴 きのた めに 
死ぬ。 3 わたしは 薄暗 さを 天に 着せ， 
粗布を もって その 覆いと する」。 

4 主権者な る 主 エホバ ご自 身が 教え 
られた 者たち の 舌を わた しに 与えて く 
ださった。 疲れた 者に どのように 言葉 

夕出 14:29; 詩 114:3; イザ 51:10; チ 詩 107:33; イザ 42: 
15; ツ出 7:18; テ 出 10:21; 詩 18:11; マタ 27:45; 卜 啓 6: 
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エデンの 園の よう に 復興す る  1162 

ぶん  ひかり  も 

分の 火の 光のう ちを， _ 分が 燃え立た 
せた 火花の 中を 歩め。 あなた 方は わた 
しの 手から 必ず この ことを 受ける こと 
になろう。 あなた 方は 全き 痛みのう ち 
に 横たわる の だ。 

「義を 追い求め ている 者たち よ, 
エホバを 見いだ そうと 努めてい 
る 者たち よ， わたしに 聴け。 あなた 方 
は 自分が 切 り 出さ れた 岩を， 自分が 掘り 
出された 坑の くぼみを 思い 見よ。 2 あ 

がた  ちち [才）  W 

なた 方の 父 アブラハムを， また， 子を 
産む 苦しみを もって， しだいに あなた 
方を 産んだ サラを 思い 見よ。 わたしが 
呼んだ とき ，彼は 一人であった ふ、， わた 
しは 彼を 祝福し， 多くの 者と してい っ 
たからで ある。  3 エホバは 必ず シオ 

なぐさ  [コ] 

ンを 慰めて くださる からで ある。 その 
すべての 荒れ 廃れた 所を 必ず 慰め， そ 
の 荒野を エデンの ように， その 砂漠 平 

げん  その W  かんき 

原を エホバの 園の ように される。 歓喜 
と歓 びが その 中に 見いだ される であろ 
う。 感 讀 の 表明と 調べの 声が。 

4 「わたしの 民よ， わたしに 注意を 払 

くに  (v) 

え。 わたしの 国た みよ， わたしに 耳を 
向けよ。 律法が わたしから 出て 行き， 

しほう じょう  さ だ 

わた しは わた しの 司法 上の 定めを もろ 
もろの 民の 光と して 置く からで ある。 

ぎ  ちか  ('» 

5 わたしの 義は 近くに ある。 わたしの 
救いは 必ず 出て 行き， わたしの 腕が も 
ろ もろの 民を も 裁く であろう。 島々 も 
わたしを 待ち望み， わたしの 腕を 待つ 
であろ I。 
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イザヤ 50:5—51:5 

を 用いて 答える かを わた しが 知る ため 
である。 [a] は 朝 ごとに 目覚めさせて 
くださる。 教えられた 者たち のように 
聞く ために わたしの 耳を 目覚めさせて 
くださる。  5 主権者なる 主 エホバが 
わたしの 耳を 開いて くださった。 そし 

はんこうてき  [ウ】 

て， わたしは 反抗的ではなかった。 わ 

はんたい  ほう  む  (x) 

たしは 反対の 方に 向かなかった。 6 わ 
たしは 打つ 者たち に 背を 与え， [髪を] 
引き抜く 者たち に ほほを [与えた]。 わ 
た しは 屈辱的な こと やつ ばから 顔を 覆 

かく  m 

い 隠さなかった。 

7 しかし， 主権者なる 主 エホバ ご 
自身が わたしを 助けてく ださる。 それ 
ゆえに， わたしは 屈辱を 感じる 必要は 
ない。 それゆえに， わたしは 顔を 火 打 
ち 石の ようにした。 わたしは 自分が 恥 

し  （ク） 

を かく こ とがない ことを 知っている。 
8 わたしを 義 なる 者と 宣 する 方が 近く 
にいて くださる。 だれが わたしと 争い 
得る であろう か。 共に 立とう。 わたし 
の 司法 上の 相手は だれか。 その 者を わ 
たしに 近寄らせよ。 9 見よ， 主権者な 
る 主 エホバ ご 自身が わたしを 助けてく 
ださる。 わたしが 邪悪で あると 宣告し 
得る 者が だれかい るか。 見よ， 彼らは 
h, 衣の ように 古びる。 ただの 蛾が 彼 
らを 食い尽く すので ある。 

10 あなた 方の うちだれ が エホバを 恐 
れ ，その 僕の 声に 聴き 従ってい るか。 絶 
えざる 闇の 中を 歩み， 輝きを 得な かっ 
た [僕の 声に]。 その 者は エホバの み 名 
に 依り 頼み， 自分の 裡に 寄り掛かれ。 

a 「見よ， 火を 発し， 火花を 生じさ 
せて いる 者たち よ， あなた 方は みな 自 
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6 「あなた 方の 目を 天に 上げよ。 下 
の 地を 見よ。 その 天 も 煙の ように 必ず 
散り散り になり， 地 も 衣の ように 古び， 

じゅう みん  し 

その 住民 もた だのぶ よの ように 死んで 
ゆく。 しかし わたしの 救いは， 定めの 
ない 時に 至る まで 存続し， わたしの 義 

う  くだ  [才】 

が 打ち砕かれる ことは ない。 

7 「義を 知る 者たち r 心に わたしの 律 
法を 保つ 民よ， わたしに 聴け。 死す ベ 
き 人間の そしりを 恐れて はならない。 
彼らの 単なる ののしりの 言葉の ために 
恐怖に 襲われて はならない。 8 蛾が 
彼らを 衣の ように 食い尽くし， 衣 蛾が 
彼ら を 羊毛の よう に 食い尽く すからで 

(ク]  ぎ  さ だ 

ある。 しかし わたしの 義 は， 定めの な 
い 時に 至る まで 存続し， わたしの 救い 
は 数え きれない 代々 に 至る」。 

9 エホバの 腕よ， 覚めよ， 覚めよ， 力 
を 身に 着けよ！ 覚めよ， 昔の 日の よ 
うに， 過ぎ去った 代々 のように。 ラ ハ 
ブを 打ち砕き， 海の 巨獣を 刺し通した 
のは， あなたでは ないか。 10 海を， 広 
大な 深みの 水を 干上がらせ たのは， あ 
なた ではない か。 海の 深みを 道と し， 
買い戻された 者たち が 渡れる よ うにし 

[夕）  う  もど 

たの も。 11 それで， エホバの 請け 戻 
される 者たち が 帰って来て， 必ず 歓呼 
の 声を 上げつつ シオンに 来る。 そして， 
定めの な L ヽ時ま で 続く 歓 びが 彼 らの頭 
にある であろう。 彼らは 歓喜と 歓 びに 
至る。 悲嘆と 溜め息は 必ず 逃げ去る で 
ぁろ jo 

12 「わたしが 一 わたしが あなた 方 

なぐさ  もの  W 

を 慰めて いる 者な ので ある。 

「死んで ゆく 死すべき 人間を 恐れ， 


ただの 青草の ように される 人間の 子を 
[恐れる] とは， あなたは だれな のか。 
13 また， 天を 張り 伸ばし， 地の 基を 据 
える 方， あなたの 造り 主 エホバを 忘れ 
て， [あなたを] 囲み 込む 者が 今にも [あ 
なた を] 滅ぼしで もす るかの ように， そ 
の 激しい 怒りの ために 終日 怖れて いた 

[力】 

とは。 それで， [あなたを] 囲み 込む 者 
の 激しい 怒りは どこに あるの か。 

14 「鎖に つながれて かがむ 者は 必 
ず 速やかに 解き放 たれる。 死んで 坑に 
行ったり， 自分の パンに 事欠いた りす 

(コ 1 

る ことのない ためで ある。 

15 「しかし， わたし， エホバは， あ 
なた の裡 であり， 海を かき 立てて その 
波を 騒ぎ 立たせる 者。 その 名を 万軍の 
エホバと いう。 16 そして， わたしは 
わたしの 言葉を あなたの 口に 置き， わ 
た しの 手の 陰で 必ず あなたを 覆う であ 
ろう。 それは， 天を 植え， 地の 基を 据 
え， シオンに 向かって 『あなたは わた 

たみ  （チ）  い 

しの 民で ある』 と言うた めで ある。 

17 「エルサレムよ， エホバの み 手より 
その 激しい 怒りの 杯を 飲んだ 者よ， 起 

【テ  1 

きよ， 起きよ， 立ち上がれ。 あなたは 
酒杯を， [人を] ふらつ かせる 杯を 飲み， 
飲み 年 した。 18 彼女の 産んだ すべて 
の 子ら のうち， これを 導く 者は だれも 
いなかった。 彼女の 養い育てた すべて 
の 子ら のうち， その 手を 取る 者は だれ 
もい なかった。 19 これら 二つの こと 


イザヤ 51:20—52:9 


シオンよ， 覚めよ。 良いた よりを 言い 広める 


1164 


が あなたに 降り懸かる のであった。 だ 
れが あなたに 同情す るだろう か。 奪略 
と 崩壊， 飢えと 剣！ だれが あなたを 
慰める だろう ふ。 20 あなたの 子ら は 
気絶して 倒れた。 彼らは 網に かかった 
野 羊の ように， エホバの 激しい 怒り， あ 
なた の 独の 叱責 に 満ちた 者の ように， 
すべての 街頭に 横たわった」。 

21 それゆえ， 苦しんで， ぶどう酒に 
よらずに 酔って いる 女よ， どうか， この 
ことを 聴く ように。 22 あなたの 主エ 
ホ パ， ご 自分の 民の ために 争われる あ 
なた の拽 はこの ように 言われた。 「見 
よ， わたしは [人を] ふらつ かせる 杯を 
あなたの 手から 取り去る。 あなたは 酒 
杯を， わたしの 激しい 怒りの 杯を 繰り 
返し 飲む ことは もうない。 23 そして， 
わたしは それを あなたを いら 立たせる 
者たち の 手に 置く。 彼らは あなたの 魂 
に 向かって， 『身をかがめよ。 我々 が 
越えて 行く ためだ』 と 言った ので， あ 
なた は 越えて 行く 者たち のために 自分 
の 背を 地の ように， また 街路の ように 
した ものだった」。 

〇 シオンよ， 覚めよ， 覚めよ， あ 

ml /.  き （夕） 

なた の 力を 着よ！ エル サレ 

ム ，聖 なる 都市よ， あなたの 美しい 衣を 
着よ！ 割礼を 受けて いない 汚れた 者 
は， もはや 再び あなたの もとに 入って 

こ  （テ 1 

来ない からで ある。 2 エルサレムよ， 
塵を 払い落とせ， 立ち上がれ， 座に 着 
け。 シオンの 捕らわれの 娘よ， 自分の 
ために 首の 縛り 縄を 解け。 

3 エホバは このように 言われた から 
である。 「あなた 方は た だで 売 られ た。 
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だから， あなた 方は 金な しに 買い戻さ 

(7) 

れ る」。 

4 主権者なる 主 エホバは このように 
言われた からで ある。 「わたしの 民は 
最初 エジプトに 下って 行って， そこで 
外国人と してと どまった。 そして， アッ 
シリア もい われな く 彼らを 虐げた」。 

5 「それで 今， わたしは ここに どんな 
関心が あるの か」 と， エホバは お告げ 
に なる。 「わた しの 民は た だで 取られ 
たからで ある。 彼らを 支配す る 者たち 
がわめ き 続け^」 と， エホバは お告げ 
になる， 「そして， わたしの 名は 絶え 
ず, 一日 じゅ う 不敬な 仕方で 扱われた。 
6 それゆえに， わたしの 民は まさに そ 
れ ゆえに， その 日に わたしの 名を 知る 
であろう。 話して いるのは， この わた 
しだから である。 見よ， それは わたし 
である」。 

7 良いた よりを 携えて 来る 者， 平和 
を 言い 広める 者， より 良い ことにつ い 
ての 良いた よりを 携えて 来る 者， 救い 
を 言い 広める 者， 「あなたの 神は 王 と 
なった！」 と シオンに 言う 者の 足は， 
山々 の 上に あって 何と 麗しい のだろう。 

8 聴け， あなたの 見張りの 者たち が 
声を 上げた。 彼らは 一斉に 喜び 叫んで 
いる。 エホバが シオンを 連れ戻す とき， 
彼らは 目と 目を 合わせて 見る ことにな 
るからで ある。 

9 エルザ レムの 荒れ 廃れた 所よ， 快 
活 になって， 一斉に 喜び 叫べ。 エホバ 
は その 民を 慰め， エルサレムを 買い戻 
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メシアの 外見； 経験す る 事柄に 関する 予告 


イザヤ 52：10—53：8 


された からで ある。 10 エホバは すべ 
ての 国の 民の 目の前に その 聖 なる 腕を 
むき 出しにされた。 地の果ては みな 必 
ず わた したち の® の 救いを 見る。 

11 立ち去れ。 立ち去れ。 そこから 
出よ。 汚れた ものには 何にも 触れる 
な。 エホバの 器具を 運んで いる 者たち 
よ， 彼女の 中から 出て， 身を 清く 保て。 
12 あなた 方は 恐れ 慌てる ことなく 出 
て 行き， 逃げ走る ことなく 行く からで 
ある。 エホバは 実に あなた 方の 前を 行 
き， イスラエルの® は あなた 方の 後衛 

[コ J 

となられ るからで ある。 

13 見よ， わたしの 僕は 洞察力を 


うどう 


たか 


もって 行動す る。 彼は 高い 地位に 就 
き， 必ず 上げられ， 大いに 高められ 
る。 14 多くの 者が 驚いて 彼を 見つめ 
たように 一 その外 見の 点では 他の だ 
れ よりも， その 堂々 たる 姿の 点では 人 

げん  みにく 

間の子ら よりもは るかに 醜い ものと さ 
れた一 15 彼 も 同様に 多くの 国の 民 
を 驚かす。 彼の ことで 王たち は 口を 閉 
ざす。 彼らは 自分たち に 詳しく 話され 
ていなかった ことを 実際に 見， 自分た 
ちの 聞いて いなかった ことを 考慮し な 

(r) 

ければ な ら ないから である。 

わた したち の 聞いた こ とに だれ 


53 


が 信仰を 置いた か。 そして エホ 
パの 腕， それは 一体 だれに 表わし 示さ 
れ たか。 2 そして， 彼は 人の 前に 小枝 
のように， 水な き 地から 出る 根の よう 
に 生じる。 彼には 堂々 たる 姿 もな けれ 
ば， 光輝 もない。 わたしたちが 彼を 見 
ると き， わたしたちに 彼を 望ましく 思 
わせる ような 外見は ない。 
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ト ヨハ 12:38 

ロマ 10:16 

ナ イザ 51:9 
ニ イザ 40:5 
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第二 欄 

ァ詩 22:7 
ミカ 5:1 
マタ 26:67 

ョハ 6:66 


かれ  ひとびと  さ 

3 彼は さげすまれ， 人々 に 避けら 

(7)  いた  やまい  した  し  さ だ 

れ， 痛みと 病を 親しく 知る ことと に定 
めら れた 人であった。 そして， わたし 

たちから 顔を 覆い 隠す こと がな されて 

[ゥ） 

いるかの ようであった。 彼は さげすま 
れ， わたしたちは 彼を 取る に 足りない 

もの  (I) 

者と みなした。  4 まことに， わたした 

やまい  かれ  にな （才）  いた 

ちの 病は 彼が 担い， わたしたちの 痛み 

お  [力 1 

は 彼が 負った ので ある。 しかし， わた 

さいやく  あ [キ）  う  树 

したち は 彼を 災厄に 遭い， 独に 撃たれ， 
苦しみを 受けた 者と みなした。  5 し 

かれ  い はん  （コ1 

かし， 彼は わたしたちの 違犯の ために 
刺し通され， わたしたちの とがのた め 

う  くだ  [シ） 

に 打ち砕かれる のであった。 わたした 
ちの 平安の ための 懲罰が 彼に 臨み， 彼 

きず W 

の 傷 ゆえに わた したち のた めの いやし 

(VI  ひつじ 

が あった。  6 わたしたちは 羊の よう 

みな  （夕）  じ ぶん  みち  む 

に 皆 さまよい， それぞれ 自分の 道に 向 
かった。 エホバは， わたしたち すべて 

もの  であ 

の 者のと がが その 者に 出会うよう にさ 
れ た。 7 彼は 激しい 圧迫を 受け， 苦し 

まか  It) 

めら れる ままに 任せて いた。 彼は それ 
でも 口を 開こうと はしなかった。 彼は 
ほふ り 場に 向かう 羊の よう に 連れて行 

[卜）  け  か  もの  まえ  だま 

かれ， 毛を 刈る 者たち の 前で 黙って い 
る 雌 羊の ように， 自分 も 口を 開こうと 
は しなかった。 

こうそく  さば  かれ  と  さ 

8 拘束と 裁きの ゆえに 彼は 取り去ら 

[二）  せだい  しょうさい  おも 

れ た。 だれが 彼の 世代 [の 詳細] を 思い 
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にあな たの 壮大な 幕屋の 天幕 布を 張り 
伸ばさせよ。 ためらうな。 あなたの 天 
幕の 綱を 長く し， あなたの その 天幕 用 
留め 杭を 強く せよ。 3 あなたは 右に 
左に 突き進み， あなたの 子孫は 諸国の 
民を も 所有し， 荒廃した 諸 都市の 中に 

す  (I)  おそ 

さえ 住む ようにな るからで ある。 4 恐 
れて はならない。 あなたが 恥を かく こ 
とはない からで ある。 屈辱を 感じるな。 
あなたが 失望 させられる ことは ないか 
ら である。 あなたは 自分の 若い 時の 恥 
を も 忘れ， ずっと やもめの 身で いた 時 
の そしりを 思い出す こと ももは やない 
からで ある」。 

5 「あなたの 偉大な 造り 主は あなた 
の 夫た る 所有者， その 名は 万軍の エホ 

m  せい  かた 

バ である。 イスラエルの 聖 なる 方は あ 
なた を 買い戻す 方。 その 方は 全地の 裡 
と 呼ばれる であろう。  6 エホバは あ 

かんぜん  す  れい 

なた を， あたかも 完全に 捨てられ， 霊 
の 傷ついた 妻で あるかの ように， また， 
若い 時の 妻で ありながら， やがて 退け 
られた 者の よう に 呼ばれた からで ある」 
と， あなたの 拽は 言われた。 

7 「わたしは 少しの 間 あなたを 完全 
に 捨てた が， 大 いなる 憐れみを もって 
あなたを 集める。  8 わたしは しばし 
の 間， あふれる 憤りを もって あなた か 
ら 顔を 覆い隠した。 しかし， 定めの な 
て あな 


_  一  ，一  しんせつ 

い 時まで 続く 愛 ある 親切を も 
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イザヤ 53：9—54：8  ； 

と  (7)  い  もの 

に 留める だろう か。 彼は 生ける 者たち 

ち [ィ）  た  [ゥ】 

の 地から 断たれた からで ある。 彼は わ 

たみ  い はん M  う  W 

た しの 民の 違犯の ゆえにむ ち 打たれた。 

ぼうぎゃく  おこ  [力） 

9 そして， 暴虐を 行なった こ ともなく， 

あざむ 

その 口に 欺き がな か った にも かかわら 
ず， 彼は 自分の 埋葬 所を 邪悪な 者たち 

と共にし， 死に際し ては 富んだ 階級の 

(ケ） 

者と 共になる。 

10 しかし， エホバ ご 自身が 彼を 打ち 
砕く ことを 喜び， 彼を 病める 者と され 

(ザ]  たましい ざいか  ささ 

た。 もし あなたが 彼の 魂を 罪科の 捧げ 
物と して 置くならば， 彼は 自分の 子孫 

(ス）  なが  (t) 

を 見， [その] 日を 長く する であろう。 そ 
の 手に あって， エホバの 喜ばれる こと 
は 成功を 収める。 11 その 魂の 難儀の 

かれ  (f)  み  た  [ツ）  ぎ 

ゆえに， 彼は 見て， 満ち足りる。 義 なる 

もの  しもべ (テ）  ちしき 

者， わたしの 僕は， その 知識の ゆえに 
多くの 人に 義 なる 立場を もたらし， 彼 

みず か  お  【ナ） 

ら のとが を 自ら 負う ので ある。 12 そ 
れ ゆえに， わたしは 多くの 者の 中で 彼 
に 受け 分を 与え， 彼は 力 ある 者たち と 
共に 分捕り物を 分け与える であろう。 

じぶん たましい  し  いた 

それは 彼が 自分の 魂を 死に 至る まで も 
注ぎ 出した ためで あり， 彼は 違犯者と 

かぞ  【ノ）  ひとびと  つみ 

共に 数えられた。 彼は 多くの 人々 の 罪 

みず か にな （ハ）  い はん 

を 自ら 担い， 違犯を おかす 者たち のた 

ちゅうさい  [ヒ） 

めに 仲裁に 入った ので ある。 

う  I フ） 

「子を 産まなかった うまず めよ， 
誓^ ベ！ 子を 産む ■しみを 

あじ  もの [へ） かんこ  かい 

味わった ことのない 者よ， 歓呼して 快 

かつ  （ホ）  かんだか  こうはい 

活 になれ。 甲高く 叫べ。 荒廃 させられ 
た 者の 子ら は， 夫た る 所有者を 持つ 女 
の 子ら よりも 多い からで ある」 と， エ 

い  てんまく 

ホバは 言われた。 2 「あなたの 天幕の 
場所を もっと 広く せよ。 そして， 彼ら 
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丈 器は 功を 奏さない 


イザヤ 54:9—55:4 


かぜ 
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16 「見よ， 炭火の 上に 風を 送り， 武器 
を 自分の 細工と して 作り出す 職人を， 
この わたしが 創造した。 破壊の 業の た 
めの 滅びの 人を もまた， わたしが 創造 
した。 17 あなたを 攻める ために 形造 
られる 武器は どれ も 功を 奏さず， 裁き 
のとき にあな たに 敵して 立ち上がる ど 
んな 舌に 対しても， あなたは 有罪の 宣 
告を 下す であろう。 これは エホバの 僕 
たちの 世襲 財産で あり， 彼らの 義 はわ 
たしからの ものである」 と， エホバは 
お告げになる。 

お 一い， 渴 いている すべての 者 
よ！ 水の [ある] ところに 来い。 
そして， 金の ない 者たち よ！  来て， 
買って， 食べよ。 そうだ， 来て， 金 も 
払わずに， 代価 も 払わずに， ぶどう酒 
と 乳を 買え。 2 あなた 方は なぜ パンで 
ない ものの ために 支払いを しつづける 
のか。 なぜ 満足を もたらさな いものの 
ために 労して いるの か。 わたし [の 言う 
: と] を 一心に 聴き， 良い ものを 食べ， 
あな た 方の 魂が Jf 巴え たもの に 無上の# 
びを 見いだ すよう にせよ。 3 あなた 

がた  かたむ （チ 1  こ （ツ） 

方の 耳を 傾け， わたしの もとに 来い。 
聴け。 そうすれば， あなた 方の 魂は 生 
きつ づけ， わたしは， ダビデに 対する 
忠実な 愛 ある 親切に 関して 定めな く存 
続す る 契約を 進んで あなた 方と 結ぶ で 
あろう。 4 見よ， わたしは 彼を 国た み 
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たを 憐れむ であろう」 と， あなたを 貫 

もど かた (ィ）  い 

い 戻す 方， エホバは 言われた。 

9 「これは わたしに とって ノアの 日 
のよう である。 わたしは ノアの 水が 地 
を 通り越す ことは もはやな いと 誓った 
が， それと 同じように， わたしが あな 
たに 対して 憤ったり， あなたを 叱責し 
たりす る ことは ない と 誓った。 10 山 
は 取り除かれ， 丘は よろめく かもしれ 
ない。 しかし， わたしの 愛 ある 親切が 
あなたから 取り除かれる こと， また， わ 
たしの 平和の 契約が よろめく ことは な 
いからで ある」 と， あなたに 憐れみを 
抱く 方 エホバは 言われた。 

11 「苦しみに 遭い， 大 あらしに 翻弄 
され， 慰めを 得て いない 女よ， わたしは 
いま 硬い しっくいで あなたの 石を 敷 こ 
うとして おり， サファイアで あなたの 
基を 据える であろう。 12 また， わた 
しは ルビーで あなたの 胸壁を， 火の よう 
に 輝く 石で あなたの 門を， 見事な 石で 
あなたの すべての 境界を 作る。 13 そ 
して， あなたの 子ら は 皆 エホバに 教え 
られる 者と なり， あなたの 子ら の 平安 
は 豊かであろう。 14 あなたは 義 のう 
ちに 堅く 据えられた 者と なる。 あなた 
は 虐げから 遠く 離れる一 あなたは 何 
も 恐れない からで ある 一 ま た， 恐れ お 
のの かせる ものから も [遠く離れてい 
る]。 それが あなたに 近づく ことは な 
いからで ある。 15 もしも だれかが 攻 
b するとしても， それは わたしの 命令 
によるので はない。 あなたを 攻撃して 
いる 者は だれで あれ， まさに あなたの 
ゆえに 倒れる であろう」。 
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に対する 証人， 国た みに 対する 指導者 
また 司令官と して 与えた ので ある。 

5 見よ， あなたは 自分の 知らない 国 
民を 呼び， あなたを 知らなかった 国の 
者たち がま さに あなたの もとに 走って 
来る。 あなたの 裡エ ホバ ゆえに， イス 
ラエルの 聖 なる 方の ためにで ある。 そ 
の 方が あなたを 美しく される からで 
ぁる 0 

6 あなた 方は 見いだ せる うちに エホ 
バを 尋ね 求めよ。 近くに おられる うち 
に 呼びかけよ。 7 邪悪な 者は その 道 
を， 害を 加えよう とする 者は その 考え 
を 捨て， エホバの もとに 帰れ。 [裡] は 
その 者を 憐れんで くださる。 わたした 
ちの 姓の もとに [帰れ]。 [裡] は 豊かに 
許して くださる からで ある。 

8 「あなた 方の 考えは わたしの 考えで 
はなく， わたしの 道は あなた 方の 道で 
はない からで ある」 と， エホバは お告 
げ になる。 9 「天が 地より 高い ように， 
わたしの 道は あなたの 道より 高く， わ 
た しの 考えは あなたの 考えより [高い] 
からで ある。 10 降り注ぐ 雨， また 雪 
は， 天から 下り， 実際に 地に しみ 込み， 
ものを 生じさせ， 芽を 出させ， そして， 
種が 種を まく 者に， パンが それを 食べ 
る 者に 実際に 与えられなければ， その 
場所に 帰らない。 11 わたしの 口から 
出て 行く わたしの 言葉 も， それと 全く 
同じようになる。 それは 成果を 収めず 
にわた しの もとに 帰って来る ことは な 
い。 それは 必ず わたしの 喜 I びと した こ 
とを 行ない， わたしが それを 送り出し 
たこと に 関 して 確かな 成功を 収める。 
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詩 145:18 
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シ代 II  7:14 
ェゼ 18:21 
使徒 3:19 
ス箴 6:14 
エレ 4:14 


ノ民 1 


:18 


詩 103:12 
イザ 43:25 
夕詩 40:5 
伝 7:24 


12 「あなた 方は 歓 びを もって 出て 行 
き， 平安を もって 導き 入れられ るから 
である。 山 も 丘 も 歓呼の 声を 上げて あ 

まえ  かいかつ  [ゥ)  の 

なた 方の 前で 快活に なり， 野の 木 もみ 
な 手を たたく。 13 いばらの やぶの 代 
わりに， ねずの 木が 生え 出る。 刺 毛の 
あるい らくさの 代わりに， ぎん ばいか 

[力】 

が 生え 出る。 そして， それは エホバに 
とって 必ず 名高い もの， 定めの ない 時 
に 至る まで 存続す る， 切り 断たれる こ 

(ク 1 

とのない しるしと なる」。 
rn エホバは このように 言われた。 

「ぁなた 勞は を糾， 4 に 
かなった ことを 行なえ。 わたしの 救い 
は 今にも 到来し， わたしの 義は [今に 
も] 表わし 示される からで ある。 2 死 
すべき 人間で こ れを 行なう 者は 幸いで 
ある。 それを とらえ， 安息日を 守って 
これを 汚さない ようにし， 自分の 手を 
守って どんな 悪を も 行なわな いように 
する 人間の 子は [幸いで ある]。 3 そし 

つら  いこく じん 

て， エホバに 連なった 異国 人は， 『エ 
ホ パは きっと ご 自分の 民から わたしを 
取り分ける であろう』 と 言って はなら 

[ッ J  かんがん (テ）  かわ 

ない。 宦官 も， 『見よ， わたしは 乾い 
た 木 だ』 と 言って はならない」。 

4 わたしの 安息日を 守り， わたしの 
喜びと した ことを 選び， わたしの 契約 

(ナ) かんがん 

を とらえて いる 宦官に， エホバは この 
ように 言われた からで ある。 5 「わた 

エ代 I 16:33; 詩 47:1; イザ 44:23; オ イザ 41:19; イザ 60:13; 
カ イザ 61:3; キ イザ 43:21; エレ 33:9; ベ テ I  2:9; ク イザ 
54:10; イザ 66:19; ヱ レ 50:5; 第 56 章 ケ詩 112:5; 箴 
29:4; イザ 32:1; ミカ 6:8; コサ n  8:15; 代！！  9:8; サ詩 85: 
9; イザ 51:5; コ n  6:2; シ イザ 46:13;  ロマ 1:17; ス詩 106: 
3; ルカ 11:28; セ レビ 26:3; 箴 4:13; ソ ネへ 13:15; イザ 
58:13; へブ 4:9; 夕箴 4:27; 蔵 8:13;  ■ロマ 12:9; チ 創 12: 
3; 創 22:18; ツ イザ 60:10; ゼカ 8:23; 啓 7:9; テ マタ 19: 
12; コ I  7:38; コ D  5:16; 卜 詩 119:111; 伝 12:13; 使徒 10: 
35; ナ イザ 55:3; ダニ 9:27。 


第 56 章 


第 57 章 


第二 欄 


ウ詩 10:6 
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祈りの 家。 イスラエルの 低劣な 売春 


イザヤ 56：6—57：7 


しは わたしの 家で， わたしの 壁の 内側 
で， 彼らに 記念物と 名を， すなわち 息子 
や 娘たち に 勝った ものを 与えよう。 わ 
たしは 定めの ない 時に 至る 名を， 断ち 
滅ぼされる ことのない [名] を 彼らに 与 

(力） 

える であろう。 

6 「エホバに 連なって， これに 仕え， 
エホバの 名を 愛し， その 僕に なろうと 
する 異国の 者たち， 安息日を 守って C 
れを 汚さない ようにし， わたしの 契約 
を とらえて いるすべ ての 者， 7 それら 
の 者を わたしは また， わたしの 聖 なる 

つ  き [コ）  いの  いえ (サ） 

山に 連れて来て， わたしの 祈りの 家の 
中で 歓ば せる。 彼らの 全焼 燔の 捧げ物 
とその 犠牲は， わたしの 祭壇の 上で 受 
け 入れられる ための ものと なる。 わた 
しの 家は すべての 民の ための 祈りの 家 

よ  (V) 

とも 呼ばれる からで ある」。 

8 イスラエルの 追い散らされた 者た 
ちを 集めて いる， 主権者なる 主 エホバ 
の お告げに な っ たことは こうで ある。 
「わた しは 彼の 既に 集められた 者たち 
に加えて， 他の 者たち を も 彼の もとに 
集める であろう」。 

9 原野の すべての 野生動物よ， 森林 
にいる すべての 野生動物よ， 食べに 来 
い。 10 彼の 見張りの 者たち は 盲目で 
ある。 彼らは だれ ひとり 気づかな かっ 

{卜）  みな 

た。 彼らは 皆， 口の きけない 犬で ある。 
ほえる こと もで きずに， あえぎ， 身を 横 
たえ， まどろむ ことを 愛する。 11 し 

たましい  がんぼう  つよ 【ヌ）  まんぞく 

かも， 魂 [の 願望] の 強い 犬で あり， 満足 

し  （ネ）  かれ 

する ことを 知って はいない。 彼らは ま 
た， 理解す る ことを 知らな いでいる 羊 
飼いで ある。 彼らは みな 自分の 道に 向 


かった。 各々 自分の 境界から 不当な 利 
得を 求め 士。 12 「さあ， みんな！ わ 
たしに ぶどう酒を 取らせよ。 酔わせる 
酒を たっぷり 我々 に 飲ませよ。 そして 

あ す  かなら  きょう  おな 

明日は 必ず 今日と 同じようになる。 し 

[ウ） 

かも， はるかに 大 いなる ものと なる」。 
鳄 q 義 なる 者が 滅びう せても， [それ 
u  § を] こぶに 4 める 者は だれもい な 
い。 また， 愛 ある 親切の 人々 が [死者の 
もとに] 集められて いるのに， 義 なる 者 
が 集め 取られた のが 災いの ためで ある 
ことを だれも 悟らない。  2 彼は 平安 
に 入り， 彼らは 自分の 寝床で 休む。 正 
直に 歩んで いる 者は [だれもが]。 

3 「あなた 方は， ここに 近寄れ。 女予 

2 じゅつ しゃ [ス】  _  かん I#  ^  もの  ば ^ しゅん 

行なう 女の 胤よ。 4 あなた 方は だれ 
のこと に 関 して 陽気に 時を 過ごす のか。 
だれに 向かって 口を 大きく 開け， 舌を 
突き出して いるの か。 あなた 方は 違犯 
の 子供， 偽りの 胤では ないか。 5 大 

きぎ  あいだ （ツ） お  しげ 

きな 木々 の 間で， 生い茂った すべての 
木の 下で 情欲を あおり， 大 岩の 裂け目 

の 下の 奔流の 谷で 子供を ほふる 者たち 

[卜） 

[ではない か]。 

6 「あなたの 受け 分は 奔流の 谷の 滑ら 
かな 石と 共に あった。 それらが 一 それ 
らが あなたに 割り当てられた 分で あっ 
た。 しかも， あなたは それらに 飲み物 
の 捧げ物を 注ぎ 出 L， 供え物を ささげ 
たの だ。 それらの ものに よって わたし 
は 自分を 慰める であろう か。 7 高く， 


王 n  23:25; シ イザ 45:20; スサ I  28:7; セ ホセ 
ソエ レ 13:27; ホセ 4:14; 夕詩 22:7; チ イザ 
:9; ツ イザ 1:29; テ 申 12:2; 王 I  14:23; 王 D  16: 
; エレ 7:31; ナ エレ 3:9; ニ ハバ 2:19; ヌエ 
19:13; エレ 44:17; ネイ ザ 66:4; エゼ 20:39。 


1 11 32542  1151  1  1 11 324291  01 14 416  3 29 31 16 
2. 4 1I 6  :15 8:1 1: 1 1: 5156 2: 4: 8: :11  1 .* 21 :2 1: 246113 9:1 6: 21 6: 1311 : 2: 2 3: 11 
フ ザハ ザ I  3  3 1 ラル コレ 徒 ザ 2 ザ カ カ I マ ブテブ I 夕 3 ザ セ タザ ザタ レゼ 1 ザ ザ タレ ゼゼ 6 ル 2 パ 徒 テテ カ カ 
エイ 3 イサ 啓啓箴 ママ ヤエ 使イ詩 イミ ゼ王 口へ ベへ 王 マ 申イホ マイ イマ エエ啓 イイ マエ エエ箴 マ 箴ハ使 ペペ ミゼ 
アイ  ウエ オカ キ  クケコ  サシ スセ ソタ  チ  ツ  テ  トナ ニヌネ  ノ 
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そびえ 立っ 山の 上に あなたは 寝床を 据 第57 章 しかし， わたしの もとに 避難す る 者は 
えた。 あなたは そこに も 犠牲を ささげ 土地を 受け継ぎ， わたしの 聖 なる 山を 

のぼ  い  （ィ）  とびら  ェゼ 23:17  しょゆう  かなら  い 

るた めに 上って 行った 0  8 そして， 扉 ィヱ ゼ 2〇:28 所有す る 〇 14 そして， 人は 必ず 言う 

と 戸 柱の 後ろに あなたの 記念を 据える。 ヱ^ = であろう， 『[土を] 盛り上げよ， あな 
あなたは わたしから || れ て， [I 券を] た 方は [土を] 盛り上げよ！ 道を 整え 

のぼ  い  七 吨 7 17  丨ウ）  たみ  しょ うがいぶ つ  と 

あらわに しては 上って 行った。 あなた ^55U5  わたしの 民の 道から 障害物を 取り 

ねどこ  ひろ  I ェ）  箴 7:27  の デ W 

は 自分の 寝床を 広く した 0 そして 自分 ク ェレ9:5 除け』 と」。 

かれ  けいやく  むす  ハバ 2:13  たか  こうだい  かた (才） えいき ゅう  す 

のために 彼らと 契約を 結ぶ ようにな っ ヶ ェレ5 :3  15 高く 高大な 方， 永久に 住んで お 

とも  コ ェレ 44:17  (力）  せい  【キ） 

た。 あなたは 彼らと 寝床を 共に する られ， その 名の 聖 なる 方は このように 
ことを 篓 し#。 あなたは 11 を 見た。 iX  n；L 言われた。 「わたしは 高みに， 聖 なる 

あぶら たず さ  -7  -  Q.o  ばし ょ  [ク）  れい  つ 

9 それから， あなたは 油を 携えて メレ セィ ^  42:25 場所に 住み， また， 霊の 打ち ひし がれ 

户う  くべ  ゆ  ぬ  イザ 57:1  もの  とも  樹 

クの为 に T って 行き， あなたの S り 油 ソ 詩5。: 2i た， へりくだった 者と 共に [住み]， へり 

み  {力）  し  タイ ザ 1:3  い  かえ 

を 満ち あふれさせて いった。 そして 使 チ 〖さ くだった 者たち の 霊を 生き返らせ， 打 
i を i くに S りっ づけて， 簕を シェ オ ち ひし がれた 者たち の 心を 生き返らせ 
ルに 絵め/ L 10 あなたは I 芬の寥 く  3：1 る。 16 わたしは 定めの ない 時に 至る 
の M で M し^ L あなたは， 『望みは な h ジぷ17 まで 争 うので もな く， 果てしなぐ 廣る 
い！』 とは I ■わなかった。 あなたは 自 詩1:4  ので もない からで ある。 わたし ゆえに 
分の 力が!^]' 復す るのを 見いだ した 〇そ 第二 欄 霊 も 弱まる。 わたしが 造った 息 ある 創 

び、 & ス彡  ぞうぶ つ 【ス） 

れ ゆえに， あなたは 病気に ならな かっ ァ^ f ま 9 造 物が。  ^ 

たので あ I1。  ィ 巧〗 匕 17 「わたしは 彼の 示 当な 利得の 非道 

11 「あなたは だれを 補が り， 1 れは 3?if さに 憤り， 彼を 打ち， [わたしの 顔を ] 

(朴1  rt  j  oc ♦只  おおかく  [ソ）  あいた 

じめ たので， うそを っ くように なった ィ ザ40;3 覆い隠して いった 0 その 間， わたしは 
のぷ。 しかし， あなたが 黛い & こした 憤って い/こしし チし， 彼は 背信の 者と し 

」1 k しろ みち  あゆ 

のは わたしでは なか っ# 。あなたは 椅才 て その;^ の 裏を 歩みっ づけた。 I8 わ 
も： に# めな かっ ゎたしは 綠 を^^ た y— /i 道を 見た。 ことは 彼 もを のぃ 
等り， _ を 誠して ぃな かった ぶ。 それ ?-:28 し， S き， 彼と 气 t 嘆き悲し 3 者た 

で， ぁなたは この ゎたしを も 恐れな か。 ^Tis：!；17 ちとに 慰めを， ちっび？ f ぃ ■ めた」。 
たので あ I1。 12 わたしが あなたの ■ 纟ユ 19  3 たと し， は 唇の 実 f の 創造 i ている 
とあ なた の S&， それらが あな たを S  超 ので ある ミが 气くづ にと f 者に t 近くに い 

する ことが なぃ ことを 善げ ふらせる で コ^^2 る i にも 長 t 続く 平和 か ぁり:、， わたし 
ぁろ 4"。 I3 ぁな たが 筋け を 案め て站 サユ S1 は 彼を ぃゃす」 しと“ f ザは 言わ ザ1。 
ぶと き， あな たの 讓め たもの があ なた 、ン赢 力  20 「しかし， 邪悪な 者た 念は，， ま 

を i ぃ 出す ことは な a かぇって， s  JH!4 る ことので きなぃと きの， 激しく 揺れ 

-A'?'  2^  r*  ★マ1 ザ、、 しノ  ブ 2 ャ^ 丄 21 セ ェレ 6:13  チェ レ 3:22; ェレ 33:6; ホセ 14:4; ツ詩 23:2; イザ 49:10; 
TJ^irTL  し C し と \ 連 ひ 去々 C め 〇  ェレ 8:10 テ ェレ 13:17; 哀 1:4; ト イザ 12:1; イザ 61:2; ナ出 4:11; 

i ナ） „ 、ブ 』  >  丄 j 卜 . -  ソ イザ 8:17  ホセ 14:2; ルカ 21:15;  ロマ 10:10; ヘプ 13:15; ニ イザ 48: 

つ 0 呼* 気が それり を 取り去る ので ある 0 タェ レ 3:14 18; ルヵ 2:14; 使徒 10:36; コ D  5:20; ェフ 2:17; ヌ マラ 4:2。 
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公正の 伴わない 断食 


_ いている 麄 のよう であり， その 水は 
絶えず 海草 や 泥を 打ち上げる。 21 邪 
悪な 者たち に 平和は ない」 と， わたし 
の裡は 言われた。 

ro 「のどの 限りに 叫べ。 差し控える 
io ぁな たの p を is の ょぅに 
上げ， わたしの 民に その 反乱を， ヤコ 
ブの 家に その 罪を 告げよ。 2 しかし， 
日 ごとに 彼らが 求めた のは わた しで あ 
り， 彼らは わたしの 道に ついての 知識 
に 喜びを 言い表わす のであった。 義を 
行ない， 自分たち の 姓の 公正を 捨てた 
ことのない 国民の ように。 すなわち， 
彼らは 義に かなった 裁きを 終始 わたし 
に 求め， 自分たち が 喜びを 抱いた# に 
近づいた ので ある。 

3 「『わたしたちが 断食した のに， ど 
う して あなたは ご覧に ならなかった の 
です か。 わたしたちが 魂を 苦しめた の 
に， [どうして] あなたは 気に 留めよう 
とはな さ ら なかった のです か』。 

「実際， あなた 方は 自分の 断食の 日に 
喜びを 見いだ していた。 そのと き， あ 
な た 方が 仕事に 追 L ゝ 立てる あな た 方の 
労す るすべ ての 者が いた。 4 実際， あ 
なた 方は 言い争い や 闘いの ために， 邪 
悪の こぶ しで 打つ ために 断食を する の 
であった。 あなた 方は 自分の 声を 高み 
に 聞こえさせる 日の ように 断食を 行な 
いつ づけなかった か。 5 わたしの 選 
ぶ 断食が このように， すなわち 地の 人 
がその 魂を 苦しめる 日の ようになって 
よいだろう か。 頭を いぐさの ように 垂 
れ， ただの 粗布と 灰を 自分の 寝い すと 
して 延べる ための ものに。 これが あな 


イザヤ 57：21—58：11 

たの 断食と 呼ぶ もの， エホバに 受け 入 
れられ る 日 [と 呼ぶ もの] なのか。 

6 「これが わたしの 選ぶ 断食では な 
いか。 邪悪の かせを 解き， くびき 棒の 
縛り ひもを 解き， 打ち ひし がれた 者た 
ちを 自由の 身に して 送り出す こと， ま 
た， あなた 方が すべての くびき 棒を 断 
ち 切る ことでは ないか。  7 それは， あ 
なた の パンを 飢えた 者に 分け与える こ 
と， また， 苦しんで いる， 家の ない 者 
たちを [自分の] 家に 入れる ことでは な 
いか。 裸で いる 者を 見るなら， あなた 
は その 者を 覆わな ければ な らな いとい 
うこと， 自分の 肉 身から 自分を 隠す ベ 
きでは ない という ことでは ないか。 

8 「そうすれば， あなたの 光は 夜 明 
けの ように 差しいで， あなたの ために 
速やかに [健康の] 回復が 生ず るで あろ 
3。 そして あなたの 義は 必ず あなたの 
前を 歩み， エホバの 栄光が あなたの 後 
衛 となる であろ 9 そうすれば， あ 
なた が 呼ぶ と， エホバは 自ら 答えて く 
ださり ，あなたが 助けを 求めて 叫ぶ と， 
『わたしは ここにい る！』 と言われる。 
「も しあな たが 自分の 中から く びき 

ぼう ゆび  つ  (v) ゆうがい  はな 

棒， 指を 突き出す こと ，有害な ことを 話 
す ことを 除き， 10 飢えた 者に あなた 
I 誠 ■の I ■を かなぇて ゃ灰善 

しんで いる 魂を 満足させる なら， あな 
たの 光 もまた， 闇の 中に あっても 必ず 
きらめき， あなたの 暗闇 も 真昼の よう 
になる。 11 そして， エホバは 必ず あ 
なた を 常に 導き， 焼けつ く 地に おいて 

ツ申 15:7; 詩 41:1; m  28:27; テ 詩 37:6; イザ 58:8; 卜 詩 
48:14; イザ 49:10; ナ詩 25:9; 詩 73:24。 
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も あなたの 魂を 満足 させ， あなたの 骨 
を も 活気 づけて くださる。 あなたは 必 
ず， よく 潤っ ている 園の よう になり， そ 
の 水が うそをつく ことのない 水の 源の 
ように [なる]。 12 そして， あなたの 
勧めで， 人々 は 久しく 荒れ 廃れて いた 
所を 必ず 築き 直し， あなたは 長く 続く 
代々 の 基を 興す であろう。 そして あな 
たは， [その] 割れ目を 修繕す る 者， そ 
のほとりに [人の] 住む 通り 道を 修復す 
る 者， と 実際に 呼ばれる であろう。 

13 「安息日で あるが ゆえに， あなた 
がわた しの 聖 なる 日に 自分の 喜びと す 
る ことを 行なう 点で 自分の 足を 引き戻 
し， 安息日を 無上の 喜び， エホバの 聖 
[日]， 栄光を 与えられる [日] と 実際に 
呼び， 自分の 道を 行なう よりも， [ま 
た，] 自分を 喜ばせる ことを 見いだ し 
たり， 言葉を 話したり する よりも， こ 
れに 実際に 栄光を 与えるなら， 14 そ 
うするなら， あなたは エホバに 無上の 
喜びを 見いだ し， わたしは あなたに 地 
の 高い 所を 乗り 進ませ， あなたの 父祖 
ヤコ ブの 世襲 所有地 か ら 食べさせ るで 
あろう。 エホバの 口が [これを] 語った 

〜  （シ） 

からで ある」。 

見よ， エホバの 手は 救いを 施す 

ことができない ほと 雀1' く なった 
のでは ない。 また， その 耳は 聞く こと 
がで きない ほ ど 重くな っ たのでは ない。 
2 ただ， あなた 方のと がが あなた 方と 
あなた 方の 神との 間に 分裂を 生じさせ 
る ものと なり， あなた 方の 罪が [裡 の] 
み 顔を あなた 方から 覆い隠させ たので， 
[神] は 聞く ことを さ れ なかっ たので あ 


(7)  がた  ち 

る。  3 あなた 方の たなごころは 血で 
汚れ， あなた 方の 指は とがで [汚れて] 
しまったから である。 あなた 方の 唇 
は 偽りを 語った。 あなた 方の 舌は 全く 
の 未義を つぶやき つづけた。 4 義を 
もって 叫ぶ 者は だれもい ない。 だれ ひ 
とり 忠実 さを もって 法廷に 行かな かっ 

じつざい  よ  たの （力）  む か 

た。 実在し ない ものに 依り 頼み， 無価 
値な ことを 語った。 難儀を 宿し， 有害 
な こ とを 産む のであった。 

5 彼らが かえした のは 毒へ びの 卵で 
あり， 彼らは ただの くもの 巣を 織りつ 
づけた。 その 卵を 食べる 者は 死に， 打 
ち 砕かれた 卵は かえって， まむしに な 
るので あった。  6 そのた だのく もの 
巣は 衣の 用を なさず， 彼らは その 業で 
身を 覆う こと もしない。 その 業は 有害 
な 業で あり， 暴虐の 働きが そのたな ご 
ころに ある。 7 彼らの 足は ひたすら 悪 
に 向かって 走り， 彼らは 罪のない 血を 
流そうと 急ぐ。 その 考えは 有害な 考え 
であり， 奪略と 崩壊が その 街道に ある。 
8 彼らは 平和の 道を 無視した。 彼らの 
進路に 公正は ない。 彼らは その 通り道 
を 自分の ために 曲げた。 それを 踏んで 
行く 者には， 真実に 平和を 知る 者は だ 

(H 

れ ひとりい ない。 

9 それゆえに， 公正は わたした ちか 
ら 遠く離れて しまい， 義 はわた したち 
に 追いつかない。 わたしたちは 光を 待 
ち 望む が ，見よ， 闇が あり， 輝きを [待ち 
望む が] ，わたしたちは 絶えざる 暗闇の 

あゆ  { ナ） 

中を 歩みつ づけた。 10 わたしたちは 
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支える ものと なった。 17 それから， 


盲人の ように 手探りで 壁を 捜し， 目の 
ない 者の ように 手探りを 続ける。 真昼 
なのに 夕闇の 中に いると きのよう につ 
まずいた。 頑強な 者たち の 中に あって， 
[わたしたちは] 死者の よう だ。 11 わ 
たしたち は 皆， 熊の ようにう めき， は 
とのよう に 悲しげにく一 く 一と 鳴きつ 
づける。 わたしたちは 公正を 待ち望ん 
だが， それはなかった。 救いを [待ち 
望んだ が]， それは わたしたちから 遠 
く 離れて しまった。 12 わたしたちの 

はんこう  まえ  おお  [力） 

反抗は あなたの 前に 多くな り， わたし 
たちの 罪は， その 各々 がわた したち に 
不利な 証言を したから です。 わたした 
ちの 反抗は わたしたち と共に あり， わ 
たしたち のとが について は， わたした 
ちが それを よく 知っている からです。 
13 違犯を おかす ことと， エホバを 否む 
ことと が あった。 わたしたちの 裡 から 


退く こと， 虐げと 反抗を 語る こと 


こころ 

，心 

からの 傜 りの 詈 棄を蓿 す ことと つぶや 
くこと とが あった。 14 そして， 公正 
は 後ろに 退く ことを 余儀なく され， 義 
もた だ 遠く離れて 立ちつ づけた。 真実 
は ほかならぬ 公共 広場で つまずき， 正 
k な ことは 入る ことができない からで 
ある。 15 そして， 真実は うせ， 悪 か 
ら 離れて 行く 者は 奪略を 受けて いる。 
そして， エホバは ご覧に なった が， 

こうせい  （チ）  わる 

公正の ない ことは その 目に悪い ことで 
あった。 16 そして， 人が だれもい な 
いのを ご覧に なると， 仲裁に 入る 者が 
いない こと に 非常な 驚き を 表わさ れ た。 
そして， その 腕が ご 自身の ために 救い 
を 施す ようになり， その 義 がご 自身を 


義を小 札 かたびら のように 身に 着け， 
救いの かぶとを 頭に かぶられた。 さら 
に， ’復 しゅうの 衣を 衣服と して 身に 着 
け， 熱心を そでなしの 上着で あるかの 
ようにして 身を 包まれた。 18  [裡] は 
その 仕打ちに 応じて， それに 相応す る 
報いを 施される。 敵対 4 には 激しい 怒 
りを， 敵には 当然の 仕打ちを。 島々 に 
は 当然の 仕打ちを もっ て 返報され る。 
19 そして， 彼らは 日の 沈む 方から エホ 
バ のみ 名を 恐れ， 日の 昇る 方から その 
栄光を [恐れ] はじめる。 [初は， エホ 
バの 霊が 駆り立てた 苦難の 川の ように 

こ  M 

入って 来られる からで ある。 

20 「そして， 買い戻す 方は シオンに, 
ヤコ ブの 4^ の 違犯 か ら _ れる 者たち の 
もとに 必ず 来られる」 と， エホバは お 
告げになる。 

21 「そして わたしと しては， これが 
彼らとの わたしの 契約で ある」 と， エ 
ホバは 言われた。 

「あなたの 上に ある わた しの 霊と わ 
た しが あなたの 口に 入れた わた しの 
言葉 一 それは あなたの 口から も， あな 
たの子 孫の 口から も， あなたの 子孫の 
子孫の 口から も， 今より 定めの ない 時 
に 至る まで 取り除かれる ことは ない」 
と， エホバは 言われた。 

“ft 「女よ， 起きよ， 光を 放て。 あな 
〇 り たの 光が 繼 U あなたの 上に 
エホバの 栄光が 輝き 出た からで ある。 
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2 見よ， 闇が 地を， 濃い 暗闇が 国た みを 
覆う からで ある。 しかし， あなたの 上 

かがや 

には エホバが 輝き 出て， あなたの 上に 
その 栄光が 見られる ようになる。 3 そ 
して， 諸国 民は 必ず あなたの 光の もと 

[ウ）  [エ 1  かがや 

に， 王たち は あなたの 輝き 出る その 輝 
きのもとに 行く であろう。 

4 「あなたの 目を 周囲に 上げて， 見 
よ！ 彼らは みな 集められた。 彼らは 

き （キ）  むすこ 

あなたの もとに 来た。 あなたの 息子た 
ちは 遠くから やって来る。 脇腹に 抱え 
ら れて 世話を 受ける あな たの 娘たち も。 
5 その 時， あなたは 見て， 必ず 光り輝 

[ヶ）  しんぞう  じっさい 

き， あなたの 心臓は 実際に わなないて 
広がる であろう。 海の 富が あなたの も 
とに 向かう からで ある。 諸国 民の 資産 
も あなたの もとに 来る。  6 波打 つら 
くだの 大群が あなたを 覆う。 ミディア 
ンとエ ファの 若い 雄の らくだが 。シエ 

トン）  かれ 

バ からの ものす ベて一 彼らは やって 
来る。 金と 乳香を 運んで 来る。 そして， 
エホバの 賛美を 告げ 知らせ 4。 7 ケダ 
ルの 羊の すべての 群れ 一 それら も 
あなたの もとに 集められる。 ネバヨ 
卜の 雄 羊 一 それら も あなたに 仕える。 
それら は 是認を 得て わた しの 祭壇 < に 上 
り， わたしは わたしの 美の 家を 美しく 
する であろう。 

8 「雲の ように， 巣箱の 穴に 向かう は 
とのよう に 飛んで 来る これらの 者は だ 
れ か。  9 島々 はわた しを 待ち望む か 

[卜】  ふね (ナ）  はじ 

ら である。 タルシシ ュの船 もまた， 初 

めの 時の ように。 それは， 遠くから あ 

な たの子ら を， 彼らと 共に その 銀と 金 
(?) 

を， あなた の# ェ ホバの 名の もとに， イ 
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ス ラエルの 聖 なる 方の もと に 携えて 来 
るた めで ある。 その 方が あなたを 美し 
くされる からで ある。 1〇 そして， 異 
国の 者たち は 実際に あなたの 城壁を 築 
き， その 王たち は あなたに 仕える であ 
ろう。 わたしは 憤りを もって あなたを 
打つ が， 必ず 善意を もって あなたを 憐 
れ むからで ある。 

11 「そして， あなたの 門は 常に 実際 
に 開かれて いて， 昼も夜も 閉じられる 
ことがない。 それは あなたの もとに 諸 
国民の 資産を 携えて 来る ためで ある。 
そして 彼らの 王たち は 率先す るで あろ 
う。 12 あなたに 仕えない 国民 や 王国 
は 滅びう せ， 諸国 民は 必ず 荒廃に 帰す 
るからで ある。 

13 「レバノンの 栄光が あなたの もと 
に 来る。 ねずの 木， とねり こ， いとす 
ぎ も 時を 同じく して。 わたしの 聖 なる 
所の 場所を 美しく する ために。 わたし 
はわた しの 足 [を 置く] その 場所に 栄光 
を 与える であろう。 

14 「そして， あなたを 苦しめる 者た 
ちの 子ら は， 身をかがめて あなたの も 
とに 行かなければ ならない。 あなたを 
不敬な 仕方; e 扱う 者たち は 皆， 必ず あ 
なた の 足の裏に 身をかがめ， あなたを 
エホバの 都市， イスラエルの 聖 なる 方 
の シオンと 呼ばな ければ ならな くなる。 

15 「あなたは， その 中を 通る 者が だ 
れも いない， 完全に 捨て られ ，憎まれる 
ものと なる 代わりに， わたしは あなた 
を 定めの ない 時に 至る まで 存続す る 誇 
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るべき 物， 代々 にわた る 歓喜と して 据 
える であろう。 16 そして， あなたは 
実際に 諸国 民の 乳を 吸い， 王たち の 乳 
fe を 吸う ので ある。 あなたは 必ず， わ 
た し， エホバが あなたの 救い主で あり ， 
ヤコ ブの 強力な 者が あなた を 買い戻す 

(*)  し  （キ） 

者で ある ことを 知る であろう。 17 わ 
たしは 銅の 代わりに 金を 携え 入れ， 鉄 
の 代わりに 銀を， 木の 代わりに 銅を， 
石の 代わりに 鉄を 携え 入れる。 わたし 
は 平和を あなたの 監督たち として 任命 
し， 義を あなたに 労働を 割り当てる 者 
たちと して [任命す る]。 

18 「あなたの 地で 暴虐が 聞かれる 
こと も， あなたの 境界 内で 奪略 や 崩壊 
が [聞かれる こと も] もはやない。 そ 
して， あなたは 必ず 自分の 城壁を“ 救 
い”， 自分の 門を “ 賛美” と 呼ぶ であろ 
う。 19 太陽は もはや あなたに とって 
昼の 光と ならず， 月 ももは や 輝きの た 
めにあな たに 光を 与えない。 そして， 
エホ バは あなたに とっ て 必ず 定めな く 
続く 光と なり， あなたの 裡は あなたの 
美と [なる]。 20 あなたの 太陽は もは 
や 沈む ことなく， あなたの 月 も 欠ける 


定めな く 続く 光と なり， あなたの 嘆き 
の 日々 は 終了す るからで ある。 21 そ 
して あなたの 民は， 皆が 義 なる 者と な 

[チ）  さ だ  とき  いた  とち  しょ 

り， 定めの ない 時に 至る まで 土地を 所 
有する であろう。 [彼らは] わたしの 植 
える 新芽， わたしの 手の 業で あり， そ 
れは [わたし] が 美しく される ためな の 
である。 22 小さな 者が 千と なり， 小 
なる 者が 強大な 国民と [なる]。 わたし 


自ら， エホバが， その 時に 速やかに そ 

おこ  （ァ 1 

れを 行なう」。 

しゅけんしゃ  しゅ  れい 

n  -I 主権者な る 主 エホ ノ 《の 霊が わ た 
® 丄 しの 上に ぁぶ。 それは， エホバが 
わたしに 油を そそぎ， _ 和な 者たち に 
良いた よりを 告げる ようにされ たから 

W  つか  こころ 

である。 [迚] はわた しを 遣わして， 心 
の 打ち砕かれた 者を [fe 帯で] 包み， と 
りこに された 者たち に 自由を， 捕ら わ 
れ 人たち には [目が] 大きく 開かれる こ 

(キ 1  がわ  ぜんい 

とを ふれ 告げ， 2 エホバの 側の 善意の 

[ク 1  ふく 

年と わたしたちの 裡の 側の 復 しゅうの 
日と を ふれ 告げ， 嘆き悲しむ すべての 者 

なぐさ [コ）  なげ  かな 

を 慰め， 3 シオンに ついて 嘆き悲しむ 
者たち に 割り 当てて, 彼ら に 灰の 代わり 

あたま かざ  m  かんき 

に 頭 飾りを， 悲しみの 代わりに 歓喜の 

あぶら トン）  らくたん  れい  さんび 

油 を， 落胆した 霊の 代わりに 賛美の マ 

あた  w  かなら 

ン トを 与える ように された。 彼らは 必 
ず義の 大木， エホバの 植えた も ふと 呼ば 
れ る。 それは [拽] が 美しく される ため 
である。 4 そして， 彼らは 久しく 荒れ 
廃れた ままであった 場所を 必ず 建て直 
し， 先の 時代の 荒廃した 場所を も 興し， 
荒れ 廃れた 都市， 代々 にわ たって 荒廃 
している 所を 必ず 新しく する であろう。 
5 「そして， よそからの 者たち が 実際 

がた  ひつじ  む  ぼく  [卜） 

に 立って， あなた 方の 羊の群れを 牧 し， 
異国の 者た ちは あな た 方の 農夫 やぶ ど 

さいばい しゃ  [二）  いっぽう  がた 

う 栽培 者と なる。 6 —方 あなた 方は， 

さいし  よ  （ヌ） 

エホバの 祭司と 呼ばれ， わたしたちの 

ほうし しゃ (ネ） い  U) 

裡の 奉仕者と 言われる であろう。 あな 
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た 方は 諸国 民の 資産を 食べ， 彼らの 栄 
光を 受けつつ 自分の こと を 意気 盛んに 
話す であろう。 7 あなた 方の 恥の 代 

ばい  う  ぶん 【ゥ 1  くつじょく 

わりに， 二倍の 受け 分が あり， 屈辱の 
代わりに， 彼らは 自分の分け 前につ い 
て 喜び 叫ぶ であろう。 それゆえ， 彼ら 
は 自分の 地で 二倍の 受け 分を も 所有す 
る ことになる。 定めの ない 時まで 続く 
歓 びが 彼らの ものと なる。 8 わたし， 
エホバは， 公正を 愛し， 強奪を 不義と 
共に 憎んで いるから である。 そして， 
わたしは 彼らの 賃金を 真実を もって 与 
え， 定めな く 存続す る 契約を 彼らに 対 

むす  [コ）  かれ 

して 結ぶ であろう。 9 そして， 彼らの 
子孫は 諸国の 民の 中に おいても 実際に 
知られる ようになり， 彼らの 末孫は も 
ろ も ろの 民の 中で [知られる ようにな 
る]。 彼らを 見る 者は 皆， 彼らが エホバ 
の 祝福され た 子孫で ある ことを 彼らに 
ついて 認める であろう」。 

10 わたしは 必ず エホバに あって 歓喜 

[セ）  たましい 

する。 わたしの 魂は わたしの 迚 にあっ 

よろこ  み  IV)  すく  ころも 

て 喜びに 満ちる。 [裡] は 救いの 衣を わ 
たしに 着せて くださった。 義の そでな 
しの 上着で わた しを 包んで くださった。 

さいし  あたま かざ （ツ）  つ 

それは 祭司に ならって 頭 飾 りを 着ける 
花婿の ようで あり， 飾り物で 美しく 装 
う 花嫁の よう だ。 11 地が 新芽を 生じ 
させる ように， 園が そこに 種を まかれ 
る ものを 芽生えさせ るよう (と， 主権者 
なる 主 エホバ も 同じよう に義と 賛美を 
諸国 民す ベての 前に 芽生えさせられる。 
わたしは シオンの ために 黙って 

m%  Xj  w  【ネ) しず 

り— いない。 エルサレム のために 静 

ぎ  かがや 

かにして いない。 その 義が 輝きの よう 
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に， その 救いが 燃える たいまつ のよう 
に 出て 行く までは。 

2 「そして， [女よ，] 諸国の 民は 必 
ず あなたの 義を 見， 王たち は 皆 あなた 
の 栄光を [見る であろう]。 そして， あ 
な たは エホバの 口 が 定め る 新しい 名 
で 実際に 呼ばれる であろう。  3 そし 
て， あなたは 必ず エホバの み 手に あ 
る 美の 冠と なり， あなたの® のた なご 
ころに ある 王者の ターバン [となる]。 
4 あなたは もはや 完全に 捨てられた 
女とは 言われず， あなたの 地 も， もは 
や 荒廃して いるとは 言われない。 か 
えって， あなたは， “ わたしの 喜び 
は 彼女に ある” と 呼ばれ， あなたの 地 
は， “妻 として 所有され る” と [呼ば 
れ る] であろう。 エホバは あなたを 喜 
びと し， あなたの 地は 妻と して 所有 さ 
れ るからで ある。 5 若い 男が 処女を 
妻と して 所有す るよう に， あなたの 子 
らも あなたを 妻と して 所有す るで あろ 
う。 そして， あなたの 神は 花婿が 花嫁 
に 抱く 歓喜を もって， まさに あなたの 
ことを 歓喜され るであろう。  6 エル 
サ レムよ， あなたの 城壁の 上に わた 
しは 見張りの 者たち を 配置した。 一日 
じゅう， そして 夜通し， 絶えず， 彼 

らが 黙って いる ことがあって はなら 

[夕） 

ない。 

「エホバの ことを 語り 告げて いる 者 
よ， あなた 方の 側に 沈黙が あっては な 
ら ない。  7  [裡] が 固く 定めて くださ 

キ詩 48:2; 詩 50:2; ゼカ 9:16; テサ I  2:19; ク イザ 54:6; 
ケイ ザ 32:14; イザ 49:14; コ詩 149:4; エレ 32:41; ゼパ 3: 
17; サ エレ 3:14; ホセ 2:19; シ エレ 3:14; ス歌 3:11; セイ 
ザ 65:19; エレ 32:41; ソ代 n  8:14; イザ 52:8; コ I  12:28; エ 
フ 4:11; 夕詩 134:1; チ 詩 134:2; 使徒 10:4; ツ テサ I  5:17。 
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るまで， エルサレムを 地に 賛美と して 
置いて くださる まで， [ffi に対して 沈 
黙して はならない」。 

8 エホバは その 右手と その 強い 腕と 
を もって 誓われた。 「わた しは あなた 
の 物を もはや あなたの 敵に 食物と し 
て 与えない。 また， あなたが 労した あ 
な たの 新しい ぶどう 酒を 異国の 者たち 
が 飲む こと もない。 9 そうでは なく， 
それを 集める 者たち がそれ を 食べ， 彼 
らは 必ず エホバを 賛美す るであろう。 
それを 取り集める 者たち が， わたしの 

せい  なかにわ  の  （力） 

聖 なる 中庭で それを 飲む ので ある」。 

10 あなた 方は 出よ， 門を 通って 出 
よ。 民の 道を 整えよ。 [土を] 盛り上げ 
よ， [土を] 盛り上げて 街道を 作れ。 石 
を 取り除け。 もろもろの 民の ために 旗 
じる しを 掲げよ。 

11 見よ， エホバ ご 自身が [それを] 
地の 最も 遠い 所にまで 聞こえさせた。 
「あなた 方は シオンの 娘に 言え， 『見 
よ， あなたの 救いは 来る。 見よ， [迚] が 
与えられる 報いは [神] と共に あり， そ 
の 払って くださ る 賃金は そのみ 前に あ 

(t) 

る』 と」。 

12 そして， 人々 は 必ず 彼らを 聖 なる 

たみ M  か  もど  もの [夕） 

民， エホバに よって 買い戻された 者と 
呼ぶ であろう。 あなた 自身 も， “ 尋ね 
求められる 者”， “ 完全に 捨てられる こ 
とのない 都市” と 呼ばれる であろう。 

{ ツ】  く  もの 

/»〇 エドムから やって来る この 者， 

‘ ▲ぇ 立っ S の W を 4 てボッ 雀1 か 
ら 来る 者, その 衣服には 誉れが あり， 大 
いなる 力のう ちに 進んで 来る この 者は 
だれか。 
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「義を もって 語り ，救う [力に] 満ち あ 
ふれる， わたしで ある」。 

2 あなたの 衣服が 赤く， あなたの 衣 
がぶ どう 搾り 場を 踏む 者の [衣] に似て 
いるのは なぜか。 

3 「わたしは 独りで 酒ぶ ねを 踏んだ 
その 間， もろもろの 民のう ちから 
わたし と共にいた 者は いなかった。 そ 
して， わたしは 怒りを もって 彼らを 踏 
み， 激しい 怒りを もって 彼らを 踏みつ 
けた。 それで， 彼らから 吹き出る 血が 
わたしの 衣に 跳ね 掛かり， わたしは 自 
分の 衣服を みな 汚して しまった。 4 復 
しゅ うの 日は わたしの 心のう ちに あり， 
わたしに 買い戻される 者たち の その 年 
が 到来した からで ある。 5 そして， わ 
たしは 見つ づけた が， 助ける 者は いな 
かった。 わたしは 非常な 驚きを 表わし 
たが， 支える 者は いなかった。 そのた 
め， わたしの 腕が わたしに 救いを 施し， 
わたしの 激しい 怒りが わたしを 支える 
ものと なった。 6 そして， わたしは わ 
たしの 怒りを もって もろもろの 民を 踏 
みつけ， 彼らを わたしの k しい 怒りで 
酔わせ， 彼らから 吹き出る 血を 地に 下 
らせ るので あった」。 

7 わたしは， エホバが わたしの ため 
に して くださっ たす ベての ことに した 
がって， エホバの 愛 ある 親切， エホバ 
の 賛美を， すなわち， その 憐れみと そ 
の 豊かな 愛 ある 親切と にしたがって 施 
してく ださった， イスラエルの 家に 対 
する 満ち あふれる 善良 さを 語り 告げる 
であろう。  8 そして， [裡] はさら にこ 

チ 出 20:6; 詩 63:3; 詩 107:8; 詩 136:1。 
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う 言われた。 「確かに， 彼らは わたし 

たみ (ア） いつわ  （イ） 

の 民， 偽らない 子ら である」。 こうし 
て， [神] は 彼らに 対して 救い主と なっ 
てくだ さった。 9 彼らが 苦難に 遭っ 
ている とき， どの [苦難] も [拽] に 苦難 
を 与える ものであった。 そして， [裡] 
ご 自身の 使者が 彼らを 救った。 [裡] は 

あい  どうじょう  みず か  か 

その 愛と 同情を もっ て自 ら 彼らを 買い 
戻し， 彼らを もたげ， 昔の いつの 日に 
も 彼らを 担って くださった。 

10 しかし， 彼らは 反逆し， その 聖 
霊に 痛みを 覚えさせた。 そこで， [®] 
は 彼らの 敵に 変じ， 自ら 彼らと 戦われ 
た。 11 そして， 人は 昔の 日を， その 
僕 モー セを 思い出した。 「その 羊の 群 
れの 牧者たち と共に， 彼らを 海から 連 

のぼ  かた (ス） 

れ 上った 方は どこに おられる のか。 彼 

じ ぶん  せいれい  お  [セ） 

のうちに ご自 分の 聖霊を 置い た 方は ど 
こに おられる のか。 12 その美し いみ 
腕を モー セの 右に 行かせる 方， ご 自分 
のために 定めな く 続く 名を 得ようと し 
て 彼らの 前から 水を 裂く 方， 13 彼ら 

さかま  あいだ とお  こうや  うま 

に 逆巻く 水の 間を 通らせ， 荒野の 馬の 
ように， つまずかずに [行かせた] 方は 
[どこに いるの か]。 14 獣が 谷 あいの 

へいげん  くだ  れい 

平原に 下る ときの ように， エホバの 霊 
が 彼らを 休ませた ので ある」。 

こうして， あなたは ご 自分の ために 
美しい 名を 得ようと して， あなたの 民 
を 導かれました。 

15 天から 見て ください， あなたの 神 
聖 さと美との 高大な 住まいから ご覧く 
ださい。 あなたの 熱心と みなぎる 偉力， 

うち  ところ さわ m 

あなたの 内なる 所の 騒ぎ， そして あな 

あわ  [A 

たの 憐れみは どこに あるので すか。 そ 
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れら はわた しに 対して 自らを とどめて 
しまいました。 16 あなたは わたした 
ちの 父 だからです。 アブラハム はわた 
したち を 知らなかった かもしれ ず， イ 
スラ エル も わたしたちを 認めない かも 
しれません。 です が， エホバよ， あな 
たは わたしたちの 父な のです。 あなた 
の 今は， 昔 わたしたちを 買い戻した 方 
です。 17 エホバよ， なぜ あなたは わ 
たしたち を あなたの 道から さまよわせ 
て おられる のです か。 なぜ わたしたち 
の 心を あなたへの 恐れに 対して かたく 
なにされ るので すか。 あなたの 僕たち 
のために， あなたの 世襲 所有物で ある 
諸 部族 [のために] 帰っ て 来て く ださい。 
18 ほんの 少しの 間， あなたの 聖 なる 民 
は 所有物を 持って いました。 わたした 
ち に 敵対す る 者たち が あな たの 聖 なる 
所を 踏みつけました。 19 わたしたち 
は 長 I ヽ間 ，あな たが 支配し な かった 者， 
あなたの 名を もってと なえられ たこと 
のない 者の ようになり ま した。 
ni ああ， あなたが 天を 引き裂かれ 
たなら！ ぁな たが 辛って 秦ら 
れ たなら！  2 火が 茂っ たやぶ を 燃え 
立たせ， 火が まさに 水を も 沸き上がら 
せる ときの ように， あなたの ゆえに 山々 
が 震い 動いたなら！ そうすれば， あ 
なた に 敵対す る 者たち にあな たのみ 名 
を 知らせる ことにな り， あなたの ゆえ 
に 諸国 民が 動揺す る ものを。 3 あな 
たは， わたしたちの 望みえなかった， 
畏怖の 念を 起こす ことを 行なわれ たと 
き， 下って 来られました。 あなたの ゆ 

サ詩 46:10; エゼ 36:23; マタ 6:9; シ詩 99:1; ス出 34:10; 
詩 66:3。 
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えに 山々 は 震い 動きました。  4 そし 
て， 待ち望む 者の ために 行動して くだ 
さる 神は， あなた 以外には， 昔から だ 
れも 聞いた こと もなければ， 耳を 向け 
たこ ともなく， それを 見た目 も ありま 
せん。 5 あなたは， 歓喜し 義を 行な 

もの [才）  みち 

う 者に， あなたを あなたの 道に おいて 
覚えて いる 者たち に 会って ください ま 
した。 

ご覧く ださい， わたしたちが 罪を お 
かしつ づけて いたと き， あなた ご 自身 
が 憤られ ま した一 わたしたちは それ 

なが あいだ 

ら のなかに 長い間い たのに， それでも 
救われる ことがあり 得る で しょ うか。 
6 そして， わたしたちは 皆， 汚れた 者 
のように なり， わたしたちの 義の 行為 
も 皆， 月経の 時の ための 衣の ようです。 
わた したち は 皆， 葉の ように 衰え， わた 
したち のとが がわた したち を 風の よう 
に 運び去る ことでしょう。  7 そして， 
あなたの み 名を 呼び 求める 者 も， あな 
たを とらえようと して 身を 起こす 者 も 
いません。 あなたは わたしたちから 顔 
を 覆い隠された からです。 あなたは わ 
たしたち のとが の 力に よって わたした 
ちを 溶かされる のです。 

8 それで 今， エホバよ， あなたは わ 
たしたち の 父です。 わたしたちは 粘土 
で， あなたは わたしたちの 陶器 師 です。 
わたしたちは 皆， あなたの み 手の 業な 
のです。 9 エホバよ， 甚だしく 憤らな 
いでく ださい。 永久に [わたしたちの] 
とがを 覚えて おかないで ください。 そ 
れ で， どうか， ご覧く ださい。 わたし 
たちが 皆 あなたの 民で あると いう こと 
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を。 10 あなたの 聖 なる 諸 都市は 荒野 
となりました。 シオン も 全くの 荒野と 
なり， エルサレムは 荒れ果てた 所と [な 
り ま した]。 11 わた したち の 父祖た 
ちが あなたを 賛美した 所で ある， わた 
したち の 神聖 さと美の 家 も， 火で 燃や 
すため の ものと なり， わたしたちの 望 
ま しい ものは どれ も 荒れ 廃れ ま した。 
12 エホバよ， これらの ことを 前にし 
て， あなたは なお も ご 自分を 制して お 
られ るので すか。 あなたは じっとして 
動かずに， わたしたちに 甚だしい 苦し 
みを 受けさせ るので すか。 

/J  F0 「わたしは， [わたしを] 求めた 
り & ことのな ぃ 碧たち ミ1 ゎ たしを 導 
ね 求めさせた。 わたしは， わたしを 探 
し 求めた ことのない 者たち にわたしを 
見いだ させた。 わたしは， わたしの 名 
を 呼び 求めて いなかった 国民に， 『わ 
たしは ここにい る， わたしは ここにい 

い  W 

る！』 と 言った。 

2 「わたしは 強情な 民に， 自分の 考 
えに したがって 良く ない 道を 歩んで 
いる 者たち に 一日 じゅ う 手を 伸べ た。 
3  [それは，] 面と向かって 絶えず わた 
しを 怒らせ， 園で 犠牲を ささげ， れん 
がの 上で 犠牲の 煙を 立ち上らせ， 4 埋 
葬 所の 中に 座る 者たち [からなる] 民で 
ある。 彼らは また， 見張り 小屋で 夜を 
過ごし， 豚の 肉を 食べる 者たち であり， 
汚らわし いものの 肉汁 さえ その 器の 中 
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にある。  5 彼らは， 『あなたは 自分の 
ところに いよ。 わたしに 近寄るな。 わ 
たし は 必ず あなた に 神聖 さ を 伝える こ 
とになる からで ある』 と 言って いる 者 
たちで ある。 これらは わたしの 鼻の 煙， 
一日 じゅう 燃える 火で ある。 

6 「見よ， それは わたしの 前に 書かれ 
ている。 わたしは 黙って いない。 わた 
しは 報いを 返す。 彼らの 懐 に 報いを 
返す。  7 彼らのと がと 彼らの 父祖た 
ちのと がと に対して， 同時に」 と， エ 
ホバは 言われた。 「彼らは 山の 上で 犠 
I 生の 煙を 立ち上らせ， 丘の 上で わたし 
を そしった ので， わたしもまた， まず 
彼らの 懐に その 賃金を k り 出す」。 

8 エホバは このように 言われた。 「新 
しい ぶどう酒が 房の 中に 見いだ される 
と， だれかが 決まって， 『それを 損なう 
な。 その 中には 祝福が あるから だ』 と 
言う が， わたし も わたしの 僕たちの た 
めに それと 同じよう にし， すべての 者 
を 損なう ことのない ようにす る。 9 そ 
して， わたしは ヤコブから 子孫を， ュ 
ダから わたしの 山々 の 世襲 所有者を 出 
す。 わたしの 選んだ 者たち は 必ず それ 
を 所有し， わたしの 僕たちが そこに 住 
むであろう。 10 そして， わたしを 捜 
し 求める わたしの 民の ために， シャロ 
ンは 必ず 羊の 牧草地と なり， アコ ルの 
低地 平原 は 牛の た めの 休み場 となる。 

11 「しかし あなた 方は， エホバを 捨て 
る 者， わた しの 聖 なる 山を 忘れる 者， 室 
運の 神の ために 食卓を 整える 者， また， 
運命の 神の ために， 混ぜ合わせ たぶ ど 
う 酒を 一杯に 満たす 者で ある。 12 そ 


れで ，わた しは あなた 方を 剣に 定め， あ 
なた 方は 皆 ほふられる ために 身を かが 
める。 わたしが 呼んだ が， あなた 方は 
答えず， わたしが 話した が， あなた 方 
は 聴かず， あなた 方は わたしの 目に 悪 
いこと を 行ないつ づけ， わたしの 喜ば 
ない ことを 選んだ からで ある」。 

13 それゆえ， 主権者なる 主 エホバは 
このように 言われた。 「見よ， わたしの 
僕たちは 食べる が， あなた 方は 飢える。 
見よ， わたしの 僕たちは 飲む が， あなた 
方は 渴 く。 見よ， わたしの 僕たちは 歓 
ぶが， あなた 方は 恥を かく。 14 見よ， 
わたしの 僕たちは 心の 良い 状態の ゆえ 
に 喜び 叫ぶ が， あなた 方は 心の 痛みの 
ゆえに 叫び声を 上げ， 霊の 全き 崩壊の 
ゆえに 泣き わめく。 15 そして， あな 
た 方は 自分の 名を わたしの 選んだ 者た 
ちに よる 誓いの ために 蓄える ことにな 
る。 主権者なる 主 エホバは [あなた 方] 
各人を 実際に 赤に 至らせる が， ご 自分 
の 僕たちに ついては， 別の 名で [これを] 
呼ばれる であろう。 16 それゆえ， 地 
で 自ら を 祝福す る 者は 信仰の# によ っ 
て 自らを 祝福し， 地で 誓いの ことばを 
述べる 者は 信仰の# によって 誓う。 以 
前の 苦難は 実際に 忘れられ， それらは 
わたしの 目から 実際に 覆い隠され るか 

〜  （テ） 

ら である。 

17 「いまわた しは 新しい 天と 新しい 
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地を 創造して いるから である。 以前の 
ことは 思い出される こと も， 心の中に 
上る こと もない。 18 しかし， あなた 
方は わたしが 創造して いるものに 永久 
に 歓喜し， [それを] 喜べ。 いまわた し 
は， エルサレムを 喜びの いわれ， その 
民を 歓喜の いわれと して 創造して いる 
からで ある。 19 そして， わたしは エ 
ルサ レムを 喜び， わたしの 民に 歓喜す 
る。 その 中で 泣き声 や， 悲しげ な 叫び 
声が 聞かれる ことは もはやない」。 

20 「数日 [しか 生きない] 乳飲み子 も， 

じぶん  まっと  ろうじん （コ）  ばしょ 

自分の 日を 全う しない 老人 も， その 場所 
からは もはや 出ない。 人は 百 歳で あっ 
て も， ほんの 少年と して 死ぬ からで あ 
る。 罪人に ついては， その 者が 百 歳で 
あっても， その 身の上に 災いを 呼び 求 
めら れ るであろう。 21 そして， 彼ら 
は 必ず 家を 建てて 住み， 必ずぶ どう 園 
を 設けて [その] 実を 食べる。 22 彼ら 
が 建てて， だれか ほかの 者が 住む こと 
はない。 彼らが 植えて， だれか ほかの 
者が 食べる ことは ない。 わたしの 民の 
日数は 木の 日数の ようになり， わたし 
の 選ぶ 者たち は _ 分の 手の 業を 存分に 
用いる からで ある。 23 彼らは いたず 
らに 労す る ことなく， 騒乱の ために 産 
み 出す こと もない。 彼らは エホバの 祝 
福され た 者たち からなる 子孫で あり， 
彼ら と共にい る その 末孫 もそう だから 
である。 24 そして， 彼らが 呼ば わる 
前に， わたし 自身が 答え， 彼らが まだ 
話して いるう ちに， わたし 自身が 聞く 
ことになる。 

25 「おおかみと 子羊が 一つに なって 


第 65 章 


キイ ザ 62:4 
エレ 32:41 
クイ ザ 25:8 


第二 欄 


7 イザ 11:6 
イイ ザ 35:9 
ウ創 3:14 


第 66 章 


使徒 17:24 
ケ代 I  28:2 
使徒 7:48 


イザ 40:26 
使徒 7:50 


食べ， ライオンは 雄牛の ように わらを 
食べる。 蛇に 関しては， その 金物は 塵 
となる。 これらは わたしの 聖 なる 山の 
どこに おいても， 害する こと も 損なう 
こと もしない」 と， エホバは 言われた。 
/!/» エホバは このように 言われた。 

的 「天は ゎ たしの 呈 4て & はゎた 
しの 足 台で ある。 では， あなた 方が わ 
た しのた めに 建てる こ とので きる 家は 
どこに あるの か。 では， わたしの ため 
の 休み場と しての 場所は どこに ある 

M 

のか」。 

2 「さあ， これらす ベての ものは わた 
しの 手が 造った。 それで これらす ベて 
は あるよう になった」 と， エホバは お 
告げになる。 「それで， わたしは この 
者に 注目す る。 苦しんで， 霊に おいて 
深く 悔い， わたしの 言葉に おののいて 
いる 者に。 

3 「牛を ほふる 者は 人を 討ち 倒す 者 
のよう である。 羊を 犠牲と して ささげ 
る 者は 犬の 首を 折る 者の よ うで ある。 
供え物を ささげる 者は 一 豚の 血を！ 
乳香の 記念を ささげる 者は， 怪異な 言 
葉を もって 祝福を 述べる 者の ようで あ 

W  かれ  じ ぶん  みち  えら 

る。 彼らは また， 自分の 道を 選んだ 者 
であり， その 嫌悪すべき ものを 彼らの 
魂は # びと した。  4 それに 対して， 
わたしは 彼らを 虐待す る 道を 選び， 彼 
らに とって 怖ろ しい ものを 彼らに もた 
ら すであろう。 それは， わたしが 呼ん 
でも 答える 者は おらず， わたしが 語っ 
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て も だれも 聴く 者は おらず， 彼らは わ 
たしの 目に悪い ことを 行ないつ づけ， 

わた しの 喜ばない ことを 選んだ からで 

[ィ） 

ある」 0 

5 エホバの 言葉を 聞け， その 言葉 
におの のく 者たち よ。 「 あなた 方を 憎 
み， わたしの 名の ゆえに あなた 方を 除 
外して いる あなた 方の 兄弟たち は言っ 
た， 『エホバの 栄光が たたえられます 
ように！』 と。 [裡] はまた， あなた 方 
の 側の 歓 びを もって 必ず 現われ， 彼ら 
は 恥を かく 者と なる」。 

6 都 か ら どよめき の 音が する！ 神 
殿から 音が [する！] それは， エホバ 
がその 敵に 当然の 返報を する 音で ある。 

7 彼女は 陣痛の 起こる 前に 子を 産ん 
だ。 産みの 苦しみが 始まる 前に 彼女は 
男の子を 出産した の だ。 8 だれが こ 
のよう な ことを 聞いた だろう か。 だれ 
が このような 事柄を 見た だろう か。 地 
が一 日のう ち に 陣痛と 共に 産み出され 
るだろう か。 あるいは， 国民が 一時に 
生まれる だろう か。 というのは， シオ 
ン には 陣痛が 起こり， また 子ら の 出産 
も あった からで ある。 

9 「わたしは， 破れを 生じさせ なが 
ら， 出産を 生じさせない ようにす る だ 
ろうか」 と， エホバは 言われる。 「あ 
るいは， 出産を 生じさせながら， 実際 
には 閉ざす だろう か」 と， あなたの 拽 
は 言われた。 

あい  もの  (K) 

10 エルサレムを 愛する 者たち よ， あ 
なた 方は 皆， 彼女と 共に 歓 び， 彼女と 
共に 喜び 楽し A。 彼女の ことで 嘆き 悲 
しんで いる 者たち よ， あなた 方は 皆， 彼 
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女と 共に 大いに 歓喜せ よ。 11 あなた 
方は その 十分の 慰めの 乳房から 乳を 飲 
み， 必ず 満ち 迫 りる からで ある。 あな 
た 方は その 栄光の 乳首から 吸い， 無上 
の 喜びを 経験す るからで ある。 12 エ 
ホバ はこの ように 言われた からで ある。 
「いまわた しは， 平和を 川の ように， 諸 
国民の 栄光を みなぎり あふれる 奔流の 
ように 彼女に 差し伸べる。 そして あな 
た 方は 必ず 乳を 飲む であろう。 あなた 
方は 脇腹に 抱えられて 運ばれ， ひざの 
上で 愛ぶされ るであろう。 13 自分の 
母に 絶えず 慰められる 人の ように， わ 
たし も あな た 方を 絶えず 慰め るで あろ 
う。 エルサレム に関して あなた 方は 慰 

(キ） 

めら れ るであろう。 14 そして， あな 
た 方は 必ず 見て， あなた 方の 心は 必ず 
歓喜し， あなた 方の 骨 も 柔らかい 草の 
ように 芽生える であろう。 そして， エ 
ホバ のみ 手は 必ず その 僕たちに 知ら さ 
れ るが， [裡] は その 敵たち を 実際に 糾 
弾され る」。 

15 「エホバ ご 自身が まさに 火の よう 
に 来られる からで ある。 その 兵車は 暴 
風の ようで ある。 それは， その 怒りを 
激しい 怒りを もって， その 叱責を 火の 

ほのお  むく  (v) 

炎を もって 報いる ためで ある。 16 エ 
ホバご 自身が 火の ように まさしく その 
論争を 取り上げられ るからで ある。 そ 

つるぎ  （夕 1  にく 

うだ， その 剣を もって， すべての 肉な 
る 者を 攻める。 エホバに 打ち殺される 
者は 必ず 多くなる。 17 中央の 一つの 

うし  その  み  しんせい 

ものの 後ろで 園の ために 身を 神聖に し， 
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身を 清め， 藏の闵 や 忌み嫌うべき もの 
を， 跳び ねずみを も 食べる 者たち， 彼 
らは みな 共に その 終わりを 迎える」 と， 
エホバは お告げになる。 18 「そして， 
彼らの 業と 考えに 関してで あるが， わ 
た しはすべ ての 国民と 国語を 共に 集め 
るた めに 来る。 彼らは 必ず 来て， わた 
しの 栄光を 見る ことにな ろう」。 

19 「そして， わたしは 彼らの 中に しる 
しを 置き， 逃れた 者たち の ある 者を 諸 

こくみん  つか  [ヶ）  （コ) 

国民の もとに 遣わす。 タルシシ ュ ，プ 
ル， および ルド， 弓を 引く 者たち， 卜 
バルと ヤ ワン， 遠くの 島々 [に]。 それ 
はわた しにつ いての 報告を 聞いた こと 
も， わたしの 栄光を 見た こと もない 者 
たちで ある。 彼らは 必ず 諸国 民の 中で 
わたしの 栄光に ついて 告げる ようにな 

(V)  かれ 

るであろう。 20 そして， 彼らは すべ 

くに  たみ  がた きょうだい 

ての 国の 民の 中から， あなた 方の 兄弟 
を 皆 エホバへの 供え物と して， 馬， 兵 
峯， 纏ぃの 符 ぃた 車， らば， 觀の罐 

の  （チ）  せい  （ツ） 

のらく だに 載せて， わた しの 聖 なる 山， 
エルサレムに 実際に 連れて来る であろ 

(r)  い 

う」 と， エホバは 言われた， 「イスラ 


イザヤ 66: 18 — エレミヤ 1：5 

エルの 子ら が 清 L ヽ 器に 供え物を 入れて， 
エホバの 家に 携えて 来る ように」。 

21 「そして， 彼らから もまた， わた 
しは ある 者を 祭司の ため， レビ 人の た 
めに 取る であろう」 と， エホバは 言わ 
れ た。 

22 「わたしの 造って いる 新しい 天と 
新しい 地が わたしの 前に 立って いるの 
と同じように」 と， エホバは お告げに 
なる， 「あな た 方の 子孫と あな た 方の 
名 も 立ちつ づける からで ある」。 

23 「そして， 必ず 新月から 新月， 安 
息 日から 安息日へ と， すべての 肉なる 
者が わた しの 前で 身をかがめる ために 
入って 来る であろう」 と， エホバは 言 
われた。 24 「そして, 彼らは 実際に 出 
て 行き， わたしに 対して 違犯を おかし 
ていた 者たち の 死が いを 見つめる であ 
ろう。 それらに ついた 虫は 死なず， そ 
の 火は 消されず， それらは すべての1  肉 

かなら けんお  じょう  お 

な る 者に とっ て 必ず 嫌悪の 情を 起こさ 

[コ】 

せる ものと なる からで ある」。 


ウ エズ 1:3; エズ 2:64; 啓 21:1; エ イザ 65:18; オ イザ 65: 
23; 力 詩 94:14; エレ 31:36; キ詩 86:9; ゼカ 14:16; マラ 1: 
11; ク詩 58:10; エゼ 39:12; ケ イザ 14:11; イザ 34:10; マ 
夕 3:12; マタ 25:41; マル 9:48; テサ n  1:9 •，コ 詩 139:21。 


エレミヤ 書 


-t  ベニヤ ミ ンの 地の アナ トテ にいた 
祭司の ひとり， ヒル キヤの 子 エレ 
ミヤの 言葉。 2 ユダの 王， アモンの 

(才 1  じ だい  とうち  (*) 

子ヨ シヤの 時代， その 統治の 十三 年に， 
彼に エホバの 言葉が 臨んだ。 3 そし 
て それは， ユダの 王， ヨシヤの 子 エホ 

(キ）  じ だい 

ヤ キムの 時代に， ユダの 王， ヨシヤの 


第 1 章 


r ヨシ 2i：i8 
王 I  2:26 
代 I  6:60 


子ゼデ キヤの 十一 年の 終わり に 至る ま 
で， エルサレムが 第五の 月に 流刑に 処 
せられる まで ずっと あった。 

4 そして， エホバの 言葉が わたしに 
臨んで 言った， 5 「わたしは， あなたを 


キ王 II  24:1; 代 n  36:4; エレ 25:1; 第二 欄 
18; 代!！  36:11; エレ 21:1; エレ 39:2; イ王 n  25:8; - 
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-•4411279  :05  02201 : 1313404 
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「マ 創 詩 創 創 エイ マイロ 啓 イロべ イイ ゼ啓申 イイ イイ マ 
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腹のう ちで 形造って いる 前から あなた 第 1 章 は 自分の 言葉を 遂行す るた め， それに 関 
を 知って おり， あなたが 胎を 出る前 か して ずっと 目覚めて いるから である」。 
ら あなたを 神聖な ものと し/ L わたし  it  SI  13 また， エホバの 言葉が わたしに 二 

しょこく みん  よげんしゃ  ウル カ 1:15  どめ  のぞ  い  なに 

は あなたを 諸国 民への 預言者と した」。 ェ 出4: 1。 度 目に 臨んで 言った， 「あなたには 何 

い  才王 13:7 

6 しかし， わたしは 言った， 「ああ， テモ が 見える か」 0 
主権者なる 主 エホバよ ! わたしは 一  ®2?：203  それで わたしは 言った， 「吹き あお 

体 どのように 話したら よいの か， それ  ご2 られ ている 広口 の 料理な ベが 見えます。 
さえ 分かりません。 わたしは 少年に す +^：3：8 その 口は 北とは 別の 方を 向いて います」。 

W  ク出 3:12  い 

ぎない からです」。  ^31:6  14 そこで エホバは わたしに 言われた， 

7 すると， エホバは さらに わたしに  ^  「この 地の 全住民に 向かって， 北から 災 

言われた， 「『わたしは 少年に すぎない』  ^i??o17 いが 解き放 たれる であろう。 15 『い 

へブ 13:6  きた  おうこく 

と 言って はならない。 かえって， あな ヶィ ザ6:7 まわたし は 北の もろもろの 王国の すべ 

つか  もの  コ出 4:15  かぞく  よ  よ 

たは わたしが 遣わす すべての 者たち の ィ： ての 家族を 呼び寄せる』 と， エホバは 
ところへ 行かなければ ならない。 わた 111 ^ お告げになる からで ある。 『彼らは 必 
しが あなたに 命ずる ことを みな 話す ベ ス ず 来て， 各々 その 王座を エルサレムの 
きで ある。 8 彼らの 顔の ために 恐れ  門の 入口に， また その 周囲の すべての 

ては ならない。 『わたしは あなたと 共  城壁と ユダの すべての 都市に 向かって 

にいて， あなたを 救い出す』 からで あ ァ *  32:35 据える であろう 0 16 そして， わたし 
る， と エホバは お告げになる」。  ^  ^ 1〇：22 は そのす ベての 悪に 関する わた しの 裁 

9 そこで， エホバは み 手を 突き出し ヱ レ50:9 きを 彼らと 共に 語る。 それらの 者が わ 

ふ  [ヶ）  ヴ エレ 5:15  す  阁  かみがみ  ぎせい けむり 

て， それを わたしの 口に 触れさせた。 ^ %% たしを 捨てて， ほかの 神々 に 犠牲の 煙 
それから， エホバは わたしに 言われた， を 立ち上らせ， 自分の 手の 業に 身を か 
「さあ， わたしは わたしの 言葉を あな  がめ 続ける からで ある』。 

い  （コ）  エレ 33:10  こし  おび  し 

たの 口に 入れた。 1〇 見よ， わたしは m2 17 「それで， あなたは， 腰に 帯を 締 
今日， あなたを 諸国の 民と 王国の 上に めるべき である。 あなたは 立ち上が っ 
任命した。 それは 根 こぎに し， 引き倒 キ星 グ：72<) て， わたしが あなたに 命ずる ことを み 
し， 滅ぼし， 打ち壊す ため， 建てて， 植  ^7iJ：is な 彼らに 話さなければ ならない。 彼ら 

【ス〕  クエゼ 8:11  きょうふ  ねん  いだ  W 

える ためで ある」。  ホセ11:2 のために 恐怖の 念を 抱くな。 わたしが 

ことば  ひ つづ  ケイ ザ 2:8  まえ 

11 そして， エホバの 言葉が 引き続き 彼らの 前で あなたに 恐怖の 念を 抱かせ 
わたしに 臨んで 言った， 「エレミヤよ， 1；  49；f  る ことのな いためで ある。 18 しかし 
あなたには 何が 見える か」。  12^37 わたしは， 見よ， 今日 あなたを 全地に 

それで わたしは 言った， 「アー モン サ ョシ I:9  向か っ 士， ユダの 王たち と， その 君たち 
ドの 木の 横 枝が 見えます」。  シ=$  と， その 祭司たち と， こ の 地の 民と に 対 

12 すると， エホバは さらに わたしに ス して， 防備の 施された 都市， 鉄の! 柱， 銅 
言われた， 「あなたは よく 見た。 わたし セ^:  =2。 の 城壁と した。 19 そして 彼らは 必ず 


1185  イスラエルは 他の 神々 を 求める  エレミヤ 2：1 — 13 

あなたと 戦う ことになるが， あなたに 第 1 章 に 果樹園の 地に 連れて来て， その実と 
打ち勝っ ことは ない。 『わたしが あな JSSis その 良い ものと を 食べさせた。 しかし 
た と共にいて， あなたを 救い出す から  S->：1：5 あなた 方は 入って 来て わた しの 地を 汚 

W  っ  ウ エレ 15:20  そうぞく ぶっ  い 

である』 と， エホバは お告げになる」。 ° マ8:3 1 し， わたしの 相続 物を 忌むべき ものと 

2 また， エホバの 言葉が わたしに 臨 第 2 章 した 0  8 祭司たち も 『エホバは どこ 

M い  い  い  【ゥ） 

んで 言った， 2 「行って， あなた ェへブ 1:1 に おられる のか』 と 言わなかった。 ま 

よ  い  オイ ザ 37:33  りっぽう あっか もの  し 

は エルサレムの 耳に 呼ば わって， 言わ 力は = た， 律法を 扱う 者たち も わたしを 知ら 
なければ ならない， 『エホバは このよ 冗 ぽ ず， 者たち も わたしに 対して 違犯を 

体）  お ぼ  女へ Q. 10  W  よ げん しゃ 

うに 言われた。 「わたしは よく 覚えて ヶる 19!6  おかし， 預言者たち までが バアルに よっ 

がわ  わか  とき  申 7:6  よ げん  （力）  なん  えき 

いる。 あなたの 側の， あなたの 若い 時 コャコ 1:1S て 預言した。 そして 何の 益 ももたら す 

あい  しんせつ [力）  こんやく  [キ） こう  啓 14：4  あゆ 

の 愛 ある 親切を， あなたが 婚約し， 荒 サ m ことので きない 者たち にしたがって 歩 

や  たね  ち  ゼカ 1:15  (キ） 

野で， 種の まかれて いない 地で， わたし ん だ。 

したが  あゆ  [ク）  . 1 

に 従って 歩んで いたと きの 愛を。 3 イ 9 「『それゆえ， わたしは なお も あな 

せい  *fi;  >*6,3  がた あらそ （ク）  っ 

スラ エルは エホバに とって 聖 なる もの， 夕 1レ12:2 た 方と 争う』 と， エホバは お告げに な 
その 叢 紡の 叔穫を あった」』。 『彼を む チ监 3 匕26 る， 『また， あなた 方の 子の 子ら とも 
さ ぼり 食う 者は だれでも， 自分を 罪科 7^154815 争う であろう』。 

(サ） ゎざゎ  - ^  ：A\l  (コ） ぅ みぞ 

の ある 者と する のであった。 災いが そ ァ g ご f  1〇 「『しかし， キッテムの 海沿いの 

のぞ  イサ、 63: 11  ち たい  わた  （サ） 

れらの 者に 臨む のであった』 と， エホ  13:4 地帯に 渡って， 見る がよ い。 ケ ダルに 

つ  トン）  卜 申 1:1  とくべつ  こうりょ  はら 

バは お告げに なった」。  *  32:10 も 人を やって 特別の 考慮を 払い， この 

4 ヤコブの 家と， イスラエルの 家 へ 239f  ような ことが 起こった かどう か 見よ。 

かぞく  ことばき  *  こくみん  かみがみ [ス】  もの (セ） と 

のす ベての 家族よ， エホバの 言葉を 聞 - 11 国民が 神々 を， 神で もない 者と 取り 

(t)  ぃ  第二 欄 

け。  5 エホバは このように 言われた。 _S13:27 替えた ことがあ ろうか。 ところが， わ 
「あなた 方の 父たち はわた しに どんな tt1?1 たしの 民は わたしの 栄光を， 何の 益を 
未 _ な ことを 見いだ したので， わたし ィ ももたら す ことので きない ものと 取り 

とおは な  （夕）  ぐうぞう  民 35:33  (V)  がた 

から 遠く離れて しまい， むなしい 偶像  替えて しまった。 12 天よ， あなた 方 

に 従# って荽 みっ づけ， 自ら もむな しい  Ju10?6：?8 はこの ことで 驚いて 見っめよ。 戦り っ 

もの  {'»  かれ  エ _w、 36:17  お ぼ  け だ 

者と なって いったの か。 6 そして 彼 ゥサ 12:12 を 覚えて おぞ 気立て』 と， エホバは お 
らは 言わなかった， 『エホバは どこに ェル ヵ II:52 告げになる， 13 『わたしの 民の 行なっ 

ヨ ハ8:5 5  あくじ  かれ 

おられる のか。 わたしたちを エジプト エ Q8 た 二っの 悪事が あるから である。 彼ら 

ち  っの ぼ  かた [テ）  eg'  i 钟  みず、 た  i  , 

の 地から 連れ 上った 方， わたしたちに キ は 自分たち のために 水 溜めを， それ も， 
線を， 泰ヽ辭 M： 黛の 地を， 水の な ク^  S 水を 义れて おく ことので きない 達れ た 
い， 深い 陰の 地を， 人の 通らない， 地 ヶ* 抓5  水 溜めを 切り 掘ろうと して， 生ける 水 

す  ある  コ創 10:4  みなもと [チ）  す  ('» 

の 人の 住まない 地を 歩いて 通らせた 方 サ^まミ の 源 である この わたしを 捨てた の だ』。 


t  ^  ^  ^ じょ シェレ 18:13  | ホセ 4:7;  ロマ 1:23; タ イザ 1:2: ェレ 6:19; チ 詩 36:9; 

7 丨 そ して， わた しは あなた 万を 保々 | スミカ 4:5  | レ 17:13; ョハ 17:3: 啓 22:1; ツ裁 10:13; 1H 12:10„ 
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14 「『イスラエルは 僕な のか。 家に 生 
まれた 奴隸 なのか。 彼が 強奪の ための 
ものと された のは なぜか。 15 たてが 
みのある 若い ライオンは 彼に 向かって 
ほえた ける。 それらは 声を 上げた。 そ 
して その 地を 驚きの 的と していった。 
その 諸 都市には 火が 放たれた ので， 住 
む 人は ひとり もい ない 0 16  ノ フと夕 
フパ ネスの 子ら も あなたの 頭の 頂を 食 
らいつ づけた。 17 あなたの 拽 エホバ 
が あなたを 道に 歩ませて おられた 間に， 
あなたが [裡] を 捨てる ことによって 自 
分 自身に 行なうよう になった のは， ま 
さに この ことではなかった か。 18 そ 
れで 今， あなたは エジプトの 道に どん 
な 関心が あって シ ホルの 水を 飲もうと 
する のか。 また， アッシリアの 道に ど 
んな 関心が あって Hi の 水を 飲もうと す 
るの か。 19 あなたの 悪は あなたを 正 
すべきで あり， あなた 自身の 不忠実の 
行為は あなたを 戒めるべき である。 で 
は， 知り， そして 見る がよ い。 あなた 
が あなたの 迚 エホバを 捨てる のは 悪く， 

にがに が  (v) 

苦々 しい ことで ある ことを。 そして わ 
たしへの 怖れは あなたに [生じな かっ 
た]』 と， 主権者なる 万軍の エホバ 
はお 告げになる。 

20 「『昔 わたしは あなたの くびきを 打 
ち 砕き， あなたの 縛り 縄を 引きちぎ っ 
たからで ある。 しかし あなたは 言った， 
「わたしには 仕える つもりは ない」 と。 
すべての 高い 丘の 上で， すべての 生い 
茂った 木の 下で， あなたは 寝そべって 
売春を していた からで ある。 21 しか 
しわた しは， あなたを えり 抜きの 赤ぶ 


詩 136:16 
イザ 63:13 
ケ代 I  28:9 
代 D  7:19 
コイ ザ 30:2 


タエ レ 5:22 
チ 使徒 4:24 
ツ レビ 26:13 
申 4:20 
イザ 9:4 


F 王 I  ] 


どうの 木と して 植えた。 それは すべて 
まことの 種であった。 それな のに どう 
して あなたは， わたしに 対して 異質の 

ぶどうの 木の 堕落した [若枝] に 変わ っ 

1ィ） 

てし まった のか』。 

22 「『しかし， たとえ あなたが アル カ 
リ で洗っ て も， 多量の 灰汁を 自分の ため 
に使っ て も ，あなたの とがは わた しの 前 
にあって はま さしく 汚れの ままで ある』 
と， 主権者なる 主 エホバは お告げに な 
る。  23 どうして あなたは， 『わたし 
は 自分を 汚さなかった。 バアルに 従っ 
て 歩まなかった』 と 言えよう。 谷の 中 
の 自分の 道を 見よ。 自分の した ことに 
留意せ よ。 その 道を 当て どもな く 走り 

まわ  はやあし  めす  こうやな 

回る 速 足の 雌の らくだ。 24 荒野に 慣 
れた [雌の] しまうま。 [それは] 自分の 
魂 の渴 望の ために 風を かぐ。 その 交 
尾の 時期には だれが これを 引き戻す こ 
とがで きよう。 これを 捜して いる 者は 
だれも 疲れ果ては しない。 [そうした] 
月に これを 見いだ すので ある。 25 あ 
な たの 足が はだしに ならない ようにせ 
よ。 あなたの のどか' 渴 かないよ うに [せ 
よ]。 しかし あなたは 言った， 『望みは 
ありません！ いえ， わたしは よそ 者 

こい  （シ）  かれ  したが  あゆ 

たちに 恋をした ので， 彼らに 従って 歩 
んで 行きます』 と。 

26 「見つけられた ときの 盗人の 恥の 
ように， イスラエルの 家の 者たち は， 彼 
ら は， その 王たち， その 君と 祭司と 預 
言 者たち は 恥を かいた。 27 彼らは 木 
に 向かって 『あなたは わたしの 父です』 
と 言い， 石に 向かって 『あなたが わた 
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エレ 2:7 

スエ レ 2:20 
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塞 だしい 背教 


エレミヤ 2：28—3：2 


めようと して i 芬の 遺を 德う のか。 そ 
れ ゆえ， あなたは 悪い ことに 関しても 
自分の 道を 教えた の だ。 34 また， あ 
なた のす そには 罪のない 貧しい 者たち 
の 魂の 血 こんが 見いだ された。 わたし 
は 押し入る 行為に それを 見いだ したの 
ではない が， [それは] これらす ベての 
上に [ある]。 

35 「しかし あなたは 言う， 『わたし 
に 罪はなかった。 [拽] の 怒りは 確かに 
わたしから 去った』 と。 

「いまわた しは， あなたが 『わたしは 
罪を おかさなかった』 と言うので， あ 
なた と 論争を 始める。 36 なぜ あなた 
は 自分の 道を 変える ことを ごく ささい 
な ことのよ うに 扱う のか。 あなたは， 
アッ シリアを 恥じる ようになった と 同 
じく， エジプトに ついても 恥じる であ 
ろう。 37 そのため にも， あなたは 両 
手を 頭に のせ 士 出て 行く であろう。 エ 
ホ パが あなたの 確信のより どころ を 退 
けられた からで ある。 あなたが それら 
によって 成功す る ことは ない」。 

3 こういう 言い習わしが ある。 「も 
し 人が その 妻を 去らせ， 彼女が 美 
際に 彼の もとを 去って ほかの 人の もの 
になったなら， 彼は 再び その 女の もと 
に 戻って よいだろう か」。 

その 地は 確かに 汚されて しまったの 
ではない か。 

「そ して あなた も 多くの 友と 売春を し 
た。 それな のに わたしの もとに 帰って 
来て よいであろう か」 と， エホバは お告 
げ になる。 2 「踏みならされた 道に あ 
なた の 目を 上げて 見よ。 あなたが 犯さ 


1187  神を 忘れた。 血の 罪。 

しを 生んだ のです』 と [言って いる]。 
しかし わたしには うなじを 向けて， 顔 
を [向け] はしなかった。 そして 災いの 
時には， 『どうぞ 立ち上がって， わた 
したち を 救って ください！』 と言うで 

ぁ ろず 。 

28 「しかし， あなたが 自分の ために 
造った その 神々 は どこに いるの か。 も 
し 彼らが あなたの 災いの 時に あなたを 
救う ことができる のなら， 彼らが 立ち 
上がれば よい。 ユダよ， あなたの 神々 

は あなたの 都市の 数の ようになった か 

(才） 

ら であ 名。 

がた  あらそ 

29 「『なぜ あなた 方は わたしと 争い 
つづける のか。 なぜ あなた 方は， あな 
た 方の だれもが わたしに 対して 違犯を 
おかした のか』 と， エホバは お告げに 
なる。 30 わたしが あなた 方の 子ら を 
打った のは 無駄であった。 彼らは 懲ら 
しめを 受け入れなかった。 あなた 方の 
剣は， 滅びを 生じさせる ライオン のよ 
うに， あなた 方の 預言者た ちを むさぼ 
り 食った。 31 世代よ， あなた 方は 自 
分で エホバの 言葉を 見よ。 

「イスラエルに とって わた しは ただ 
の 荒野， あるいは 全き 闇の 地と なって 
しまった のか。 なぜ これらの 者， わた 
しの 民は， 『わたしたちは 歩き回り ま 
した。 わたしたちは もうあな たの もと 
に 来ません』 と 言った のか。 32 処女 
が 自分の 飾り物を， 花嫁が _ 分の 胸 帯 
を 忘れる ことがあ ろうか。 それな のに 
わたしの 民は 一 彼らは 数 知れぬ 日の 
間 わた しを 忘れた の だ。 

33 「女よ， なぜ あなたは 愛を 捜し 求 
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れ なかった 場所は どこに あるの か。 あ 
なた は， 荒野の アラビア 人の ように， 彼 
ら のために 道の そばに 座った。 あなた 
は 自分の 売春の 行為と 悪と に よって 地 
を 汚しつ づける。 3 それゆえに， 豊潤 
な 雨は とどめられ ており， 春の 雨 さえ 
生じなかった。 そして，1 売春を する 妻 
の 額が あなたの ものと なった。 あなた 
は 恥辱を 感じる こと もなかった。 4 あ 
なた はこの 時から わたし に 呼ば わった 
のか， 『わたしの 父よ， あなたは わた 
しの 若い 時の 腹心の 友です！  5 定め 
のない 時に 至る まで 憤慨す る ことが， 
また 永久に [何 かを] 見つ づける ことが 
あってよ いでしょう か』 と。 見よ， あ 
なた は 語り， 次いで 悪い ことを 行ない， 
[それを] 行ない 通した」。 

6 さらに， エホバは 王 ヨシヤの 時代 
にわたしに 言われた， 「『あなたは 不忠 
実な イスラ エルの 行な っ たこと を 見た 
か。 彼女は すべての 高い 山の 上， すべ 

お  しげ  した Hr)  い 

ての 生い茂った 木の下に 行って は そこ 
で 売春を 行なおう とす‘。  7 そして 
彼女が これらの こと すべてを した 後， 
わた しは 彼女に わた しの もとに 帰って 
来る ようにと 言いつ づけた が， 彼女は 
帰って来なかった。 ユダは 自分の 不実 
な 姉妹を 見つ づけた。 8 わたしは それ 
を 見た とき， 不忠実な イスラエルが 姦 
淫を 行なった その 理由の ために， 彼女 
を 去らせ， 或いで 完全な 離婚 証書を こ 
れに 与えた。 それでも， 不実な 行ない 
をす る その 姉妹 ユダは 恐れ もせず， か 
えって 自分 もまた， 行って 売春を する 
ようになった。 9 そして 彼女の 売春は 
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[その] 軽薄な 物の 見方 ゆえに 生じ， 彼 
女は その 地を 汚し， 石 や 木と 姦淫を 行 
ない つづけた ので ある。 10 このす ベ 
て にもかかわらず， その 不実な 姉妹 ユ 
ダは 心を 尽く して わたしの もとに 帰っ 
て 来る ことはなかった。 ただ， 偽って 
[そうした にすぎない]』 と， エホバは 
お告げになる」。 

11 そして， エホバは さらに わたしに 
言われた， 「不忠実な イスラエルは そ 
の 魂が， 不実な 行ないを する ユダより 
も義 にか なって いる ことを 証明した。 
12 行って， あなたは これらの 言葉を 北 
に ふれ 告げて， 言わなければ な ら ない。 

「『「背信の イスラエルよ， 帰れ」 と， 
エホバは お告げになる』。 『「わたしは 
あなた 方に [怒って] 顔を 向ける ことは 
ない。 わたしは 忠節 だからで ある」 と， 
エホバは お告げになる』。 『「わたしは 
定めの ない 時に 至る まで 憤慨し つづけ 
る ことは ない。 13 ただ， あなたは 自 
分のと がに 留意せ よ。 あなたは あなた 
の迚 エホ バに対 して 違犯 を おかした か 
ら である。 そして， あなたは すべての 
生い茂った 木の 下で 自分の 道を よそ 者 
たちに 散らし 続けた。 しかし あなた 方 
は， わた しの 声には 聴き 従わなかった」 
と， エホバは お告げになる』」。 

はいしん  （セ）  かえ 

14 「背信の 子ら よ， 帰れ」 と， エホ 
バは お告げに なる。 「わたしは あなた 

がた おっと  しょゆうしゃ  （ソ） 

方の 夫た る 所有者と なっ たからで ある。 
わたしは あなた 方を 都市から 一人， 家 
族から 二人 取り出して， あなた 方を シ 
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オンに 連れて行く。 15 そして わたし 
の“ 心に 合っ た 牧者たち を あなた 方に 与 
え， 彼らは 知識と 洞察 i とを もって 必 
ず あなた 方を 養う であろう。 16 そし 
て， その 日， その 地に おいて， あなた 
方は 多 くな り， 必ず 実を 結ぶ」 と， エ 
ホバ はお 告げになる。 「彼らは もは 
や， 『エホバの 契約の 箱！』 とは 言わ 
ず， そ れが 彼ら の 心に 上る こと もない。 
彼らは それを 思い出し もせず， 惜しみ 
もせず， それが 造られる こと ももは や 
ない。 17 その 時， 彼らは エルサレム 
を エホバの 王座と 呼ぶ。 すべての 国の 
民は その もとに， エルサレムの エホバ 
のみ 名の もとに 必ず 集められ， 自分た 
ちの 悪い 心の 強情 さに 従って 歩む こと 
はもは やない」。 

18 「その 日， 彼らは， ユダの 家は イ 

とも  ある  m  [シ 1 

スラ エルの 家と 共に 歩き， 彼らは 共に 
北の 地から 出て， わたしが あなた 方の 
父祖たち に 世襲 所有地と して 与えた 地 
にやって 来る。 19 そして わたし 自身 
が 言った， 『ああ， わたしは あなたを 
子ら の 中に 置き， 望ましい 地， 諸国 民 
の 軍勢の 飾り の 世襲 所有地を あなたに 
与えて いったの だ！』 そして わたしは 
さらに 言った， 『あなた 方は 「わたし 
の 父よ！」 とわたし に 呼ばわり， わた 
しに 従う ことから 引き返す ことは ない 
であろう』。 20 『まさしく 妻が その 友 
から 不実に も 離れた [ように]， イスラ 
エルの 家よ， あなた 方 も わたしを 不実 
な 仕方で 扱った』 と， エホバは お告げ 
になる」。 

21 踏みならされた 道で 声が 聞こえ 
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た。 [それは] イスラエルの 子ら の 泣き 

ごえ  たんがん  かれ  じ ぶん 

声， 嘆願であった。 彼らは 自分たち の 
道を ねじ 曲げ， 自分たち の裡 エホバを 

わす  [ィ】 

忘れた からで ある。 

22 「背信の 子ら よ， 帰れ。 わたしは 
あなた 方の 背信の 状態を いやす であ 

ろず」。 

「ここに わたしたちが おります！ わ 
たしたち は あなたの もとに 参りました。 
エホバよ， あなたは わたしたちの® だ 
からです。 23 確かに， 丘 も 山の 騒ぎ 
も 偽りに 属します。 確かに， わたした 
ちの# エホバに， イスラエルの 救いが 
あるので す。 24 しかし 恥ず べき もの 
が， わたしたちの 若い 時から わたした 
ちの 父祖たち の 労苦を， その 羊と 牛の 
群れ， その 息子と 娘たち を 食い尽くし 
ました。 25 わたしたちは 自分の 恥の 
うちに 横たわ &， 辱めが わたしたちを 
覆いつ づけます。 わたしたちは， わた 
したち と 父たち とは， わたしたちの 若 
い 時から 今日に 至る まで， わたしたち 
の裡 エホバに 対して 罪を おかし， わた 
したち の® エホバの 声に 従わなかった 
からで I」。 

A  「イス ラエルよ， も しあな たが 帰っ 
^ て 来る 気があるなら」 と， エホバ 
は お告げに なる， 「あ なた はわた しの 
もとに 帰って来ても よい。 そして， も 
しあな たが わた しのた めに その 嫌悪す 
べき ものを 取り去るなら， あなたは 逃 
亡者と して 行く ことは ないで あろう。 
2 そして [もし] あなたが， 『エホバは 
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真実と 公正と 義 とを もって 生きて おら 
れ る！』 と 確かに 誓うなら， 諸国 民は 

かれ  みず か  じっさい  しゅくふく 

彼に よって g らを 実際に 祝福し， 彼に 
よって 自らを 誇る であろう」。 

3 エホバは ユダの 者たち と エル サレ 
ム にこの ように 言われた からで ある。 
「あなた 方は 自分の ために 耕地を すき 返 
せ。 いばらの 中に 種を まき 続けて はな 
ら ない。 4 ユダの 者たち と エルサレム 
の 住民よ， あなた 方は エホバに 対して 
割礼を 受け， 心の 包皮を 取り去れ。 あ 
なた 方の 行ないの 悪 ゆえに， わたしの 
激しい 怒りが 火の ように 出て 行き， 必 
ず 燃え， 消す 者が だれもい なくなる よ 
うな ことに ならない ためで ある」。 

5 あなた 方は ユダで [それを] 告げ， 
エルサレム でも [それを] 言い 広め， [そ 
れ を] はっきり 言え。 この 地の 至る所 
で 角笛を 吹き 鳴らせ。 大声で 呼ば わっ 
て 言え， 「あなた 方は 集まれ。 わたし 
たちは 防備の 施された 都市に 入ろう。 
6 シオンに 向かって 旗 じる しを 掲げよ。 
避け 所を 備えよ。 立ち どまるな」。 わ 
たしが 北から もたらそうと している 災 
い， 大 いなる 崩壊が あるから だ。 7 彼 
は その やぶから 出る ライオン のように 
上って 行き， 諸国の 民を 滅びに 陥れて 
いる 者は 出発した。 彼は あなたの 地を 
驚きの 的と する ために 自分の 場所から 
出て 行った。 あなたの 諸 都市は 廃虚と 
なり， 住む 者 もい なくなる。 8 このた 
めにあな た 方は 粗布を まと A。 胸を た 
たいて 泣き わめけ。 エホバの 燃える 怒 
りが わたしたちから 去らなかった から 

m 

である。 
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9 「そして， その 日に」 と， エホバは 
お告げになる， 「王の 心は 滅びう せ， 君 
たちの 心 もまた [滅びう せる]。 祭司た 
ちは 必ず 驚がくし， 預言者たち も 驚き 
惑う であろう」。 

10 それで わたしは 言った， 「ああ， 
主権者なる 主 エホバよ ! 確かに， あ 
なた はこの 民と エルサレム とを 完全に 

あざむ  （ゥ]  へいあん  がた 

欺かれ ま した。 『平安が あなた 方の も 
のになる』 と言われ たのに， 剣が 魂に 
まで 達し ま した」。 

11 その 時， この 民と エルサレムと 
にこう 言われる であろう。 「荒野の 踏 
みなら さ れた 道の 熱風が わた しの 民の 
娘 の 方へ 向かって いる。 それは あおり 
分ける ための もので もな く， 清める た 
めの もので もない。 12 満ち 満ちた 風 
が それらの ものから わた しに 向かって 
来る。 今 わたしもまた， 彼らに 裁きを 
言い渡す。 13 見よ， 彼は 雨雲の よう 
に 上って 来る。 その 兵車は 暴風の よう 
だ。 その 馬は 鷲よりも 速い。 わたした 
ちは 災い だ！ わたしたちは 奪略され 
たから だ。 14 エルサレムよ， あなた 
が 救われる ために， あなたの 心の 全き 
悪を 洗い清めよ。 あなたの 誤った 考え 
はいつ まで あなたの うちに 宿る のか。 
15 声が ダンから 語って おり， エフ ライ 
ムの 山地から 有害な ことを 言い 広めて 
いる。 16 あなた 方は [それを]， そう 
だ， 諸国の 民に 語り 告げよ。 [それを] 
エルサレムに 向かって 言い 広めよ」。 

「見張り の 者たち が 遠 くの 地から やっ 
て 来る。 彼らは ユダの 諸 都市に 向か っ 
て 声を 上げる であろう。 17 彼らは 原 
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野の 見張りの ようになって 四方から 彼 
女を 攻める。 彼女が わたしに 反逆した 
からで ある」 と， エホバは お告げになる。 
18 「あなたの 道と あなたの 行動 一 それは 
あなたに 返される ことであろう。 これが 
あなたに 対する 災いで ある。 それは 苦 
いからで ある。 それは あなたの 心臓に 
まで 達した からで ある」。 

19 ああ， わたしの はらわた， わた 
しの はらわたよ！ わたしは 心臓の 壁 
の 中で 激しい 痛みを 覚える。 わたしの 
心臓は わたしの 内に あって 騒ぎ 立って 
いる。 わたしは 黙って いる ことができ 
ない。 わたしの 魂が 聞いた のは 角笛の 
音， 戦いの 警報 だからで ある。 20 崩 
壊 また 崩壊が 大声で 呼ばれた。 全土が 
奪略され たからで ある。 わたしの 天幕 
は 突然に， わたしの 天幕 布は 一瞬のう 
ちに 奪略され た。 21 わたしは いつま 
で 旗 じる しを 見， 角笛の 音を 聞き つづ 
ける のだろう か。 22 わたしの 民は 愚 
か だからで ある。 彼らは わたしに 留意 
しなかった。 彼らは 知恵の ない 子ら で 
あり， 理解 ある 者では ない。 彼らは 悪 
を 行なう ことに 関しては 賢い が， 善を 
行な うこと に関しては 全く 何の 知識 も 

も  [ス） 

持って いない。 

23 わたしは その 地を 見た が， 見 
よ， [そこは] 人の いない， 荒漠 とした 
[所であった]。 また， 天を [見やった] 
が， その 光は もうなかった。 24 わた 
しは 山々 を 見た が， 見よ， それは 激動 
して おり， 丘 もみな 揺れ動い ていた。 
25 わたしは 見た が， 見よ， 地の 人は お 
ら ず， 天の 飛ぶ 生き物 もみな 逃げて し 


まった。  26 わたしは 見た が， 見よ， 
果樹園は 荒野と なり， その 諸 都市 もす 

こわ  【ィ】 

ベて 壊されて いた。 それは エホバに よ 
るた め， その 燃える 怒りに よるた めで 
あった。 

27 エホバは このように 言われた か 
ら である。 「全土は 荒れ M てた 所と な 
る。 わたしは 完全に 滅ぼし 絶やす こと 
をし ないだ ろうか。  28 このために， 
その 地は 嘆き悲しみ， 上なる 天は 必ず 

くら  【力）  かた  こうりょ 

暗くなる。 それは わたしが 語り， 考慮 
し， 悔やまなかった からで ある。 わた 
しは それから 引き返す こと もしない。 

きしゅ  ゆみいて  し ぜん 

29 騎手と 弓の 射手の 音の ために 市 全 
体が 逃げ去る。 彼らは やぶに 入り， 岩 
の 間へ 上って 行った。 すべての 都市は 
捨てられ， そこに 住む 者は だれもい 
ない」。 

30 奪略を 受けた 今， あなたは どう 
する のか。 あなたは 緋色 [の 衣] を 身に 
着け， 金の 飾り物で 身を 美しく 装い， 
黒い 化粧で 目を 大きく 見せて いたの だ 
から。 あなたが 自分を 美しく 見せた の 
は 無駄で ある。 [あなた] に 欲情を 燃や 
す 者たち は あなたを 退けた。 彼らは あ 

たましい さが  もと  ('» 

なた の 魂を 探し 求めて いる。 31 わた 

びょうき  こえ  はじ 

しは 病気の 女の ような 声， 初めての 子 
を 産む 女の ような 苦難， 息を 切らして 
あえいで いる シオンの 娘の 声を 聞いた 
からで ある。 彼女は たなごころを 伸べ 
つづける。 「今， わたしは 災いです！ 
わたしの 魂は 殺す 者たち に 飽きて いる 

(V) 

からです」。 


3; ェゼ 23:47。 
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5 エルサレムの ちまたを 行き 巡り， さ 
あ， 見て， 知れ。 その 公共 広場に 
出て， 自分たち で 捜して みよ。 人を 見 
つける ことができる かどう か。 公正を 
行なう 者， 忠実を 求める 者が いるか ど 
うか。 そのと きには， わたしは 彼女を 
許す であろう。 2 たとえ 彼らが， 「エ 
ホ パは 生きて おられる！」 と 言おうと 
も， 彼らは それに よって 全くの 偽りを 

ちか  (I) 

誓ってい るので ある。 

3 エホバよ， あなたの 目は 忠実 さ 
に 向けられて いるので はない のです 
か。 あなたは 彼らを 打たれた のに， 彼 
らは 病気に なりません でし‘。 あなた 
は 彼らを 滅ぼし 尽くされました。 彼ら 
は 懲ら しめを 受けよう とは しませんで 
した。 彼らは その 顔を 大 岩よりも 硬く 
しました。 彼らは 立ち返ろ うとは しま 
せんでした。 4 わたし 自身が 言い ま 
した， 「確かに， 彼らは 身分の 低い 階 
級の 者 だ。 彼らは 愚かな ことを 行な っ 
た。 エホバの 道， 彼らの 牲の 裁きを 無 
視 したから だ。  5 わたしは 大 いなる 
者たち のと ころへ 行って， 彼らと 話 そ 
う。 彼らなら， エホバの 道， 彼らの# の 
裁きに 留意した はず だからで ある。 確 
かに， 彼らなら， くびきを ことごとく 
砕いた はず だ。 縛り 縄を 引きちぎった 
はず だ」。 

6 それゆえに， 森林から 出て 来た ラ 
イオンは 彼らを 打ち， 砂漠 平原の おお 
かみが 彼らを 奪略し つづけ， ひょうが 
彼らの 諸 都市で ずっ と 目を覚ま してい 
るので ある。 すべて そこから 出て 行く 
者は 引き裂かれる。 彼らの 違犯は 多く 


ア ェズ 9:6 
イザ 59:12 
ェゼ 23:19 
イ申 32:21 


なり， その 不忠実な 行為は 非常に 多く 

(7) 

なった からで ある。 

7 このような ことでは， どうして わ 
たしは あなたを 許せる だろう か。 あな 
たの子ら はわた しを 捨てて， 裡 でない 
ものに かけて 誓いつ づける。 そして わ 
たしは 常に 彼らを 満足 させた が， 彼ら 
は 姦淫を 行ない 続け/ •こ。 そして 売春 磘 
の 家に 群れを なして 行く。 8 彼らは， 
[強い] 睾丸を 持つ， 盛りの 付いた 馬と 
なった。 彼らは 各々 その 友の 妻に 向 
かってい ななく。 

9 「わたしは これらの ことのた めに 
言い開きを 求めるべき ではない か」 と， 
エホバは お告げになる。 「また， わた 
しの 魂は このような 国民に 復 しゅうす 
べきでは ないか」。 

1〇 「彼女の [ぶどうの 木の] 列に！] 
かって 攻め上り， [これを] 損なえ。 た 
だし， あなた 方は 実際に 滅ぼし 絶やし 
ては ならない。 その 生い茂った 若枝を 
取り去れ。 それらは エホバの ものでは 
ないから だ。 11 イスラエルの 家と ユ 
ダの 家は， 確かに 不実な 仕方で わたし 
を 扱った からで ある」 と， エホバは お 
告げになる。 12 「彼らは エホバを 否 
ん で， そして 言い 続ける， 『[姓] はい 
ない。 わたしたちに 災いが 臨む ことは 
ない。 わたしたちは 剣 も 飢きん も 見な 
いであろう』 と。 13 また， 預言者た 
ち も 風と なり， 彼らのう ちに 葉は な 
い。 彼らに 対しては そのよう になされ 
るであろう」。 

14 それゆえ， 万軍の 神， エホバは この 
よう に 言われた。 「あなた 方が このよ 
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うな 事を 言って いるので， いまわた し 
は あなたの 口に ある わたしの 言葉を 火 
とする。 この 民は 木切れと なり， [火] 
は 必ず 彼らを むさぼり 食う であろう」。 

15 「イスラエルの 家よ， いまわた しは 
遠くから 一つの 国民を あなた 方のと こ 
ろに 来させる」 と， エホバは お告げに 
なる。 「それは 永続す る 国民。 それは 
昔からの 国民で あり， あなたは その 国 
民の 言語を 知らず， 彼らの 話す ことを 
聞き [分ける] ことができない。 16 彼 
らの 矢筒は 開いた 埋葬 所， 彼らは みな 
力 ある 者で ある。 17 彼らは また， 必 
ず あなたの 収穫と あなたの パンを 食い 

つ  (*)  もの  むすこ 

尽くす。 それらの 者は あなたの 息子と 
娘たち を 食い尽くす。 彼らは あなたの 
羊と 牛の 群れを 食い尽くす。 彼らは あ 
なた のぶどうの 木と いちじくの 木を 食 
い 尽くす。 彼らは あなたが 依り 頼んで 
いる， 防備の 施されて いる 諸 都市を 剣 
で 打ち砕く」。 

18 「そして， その 日に も」 と， エホバ 
は お告げに なる， 「わたしは あな た 方 
を 滅ぼし 絶やす ことは しない。 19 そ 
して あなた 方は， 『わた したち の裡エ 
ホ バは何 ゆえに このす ベての ことを わ 
たしたち に 行なわれた のか』 と言うで 
あろう。 それで あなたは 彼らに 言わな 
ければ な ら ない， 『あな た 方が わたし 
を 捨てて， 自分の 地で 異国の 神に 仕え 
ていった ように， あなた 方は 自分の も 
のでは な L ヽ 地で よそ 人に 仕える ことに 

な 宕』 と」。 

20 この ことを ヤコブの 家で 告げ， こ 
れを ユダで 言い 広めて， 言え， 21 「心 
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の 欠けた 知恵の ない 民よ， さあ， この こ 
とを 聞け。 彼らには 目が あるのに， 見 
る ことができない。 耳が あるのに， 聞 
くこと がで きない。 22 『あなた 方は こ 
の わたし を 恐れな いの か』 と， エホバ 
はお 告げになる， 『また， わたし ゆえ 
に 激しい 痛みを 覚える こと もない のか。 
[わたしは] 砂を 海の 境界， すなわち そ 
れが 過ぎ 越す ことので きない， 定めな 
く 存続す る 規定と した。 その 波が 騒ぎ 
立っても， なお 打ち勝つ ことは できな 
い。 [波が] 荒れ狂おう [とも]， なおこ 
れを 過ぎ 越す ことは できない。 23 し 
かし， この 民は 強情で 反逆の 心を 持つ 
ようになった。 彼らは それて 行き， 自分 
の 行路を 歩みつ づける。 24 しかし 彼 
ら は， 「さあ， わたしたちの 裡 エホバを 
恐れよう。 大雨 や 秋の 雨 や 春の 雨を そ 
れぞれ の 季節に 与えて くださる 方， わ 
た したち のために 収穫の 定めの 週を も 
守って くださる 方を」 と 心の中で 言わ 
なかった。 25 あなた 方のと がが これ 
らの ものを 遠ざけ， あなた 方の 罪が 良 
いものを あなた 方から とどめた の だ。 

26 「『わたしの 民の 中に 邪悪な 者た 
ちが 見いだ された からで ある。 彼らは 
鳥を 捕る 者が うずくまる ときの ように 
うかがって いる。 彼らは 破滅を 来たす 
[わな] を 仕掛けた。 彼らが 捕らえる の 
は 人間で ある。 27 かごが 飛ぶ 生き物 
で 満ちて いるよう に， 彼らの 家 も 欺き 
で 満ちて いる。 それゆえに， 彼らは 大 
いなる 者と なって 富を 得る。 28 彼ら 
は 肥えて， つややかに なった。 彼らは 
また， 悪い ことで あふれた。 彼らは ど 


エレミヤ 5:29 — 6：12  エルサレムの 腐敗。 攻囲 塁壁  1194 


んな 訴訟 も， 父な し 子の 訴訟を も 弁護 

M  せいこう  え 

しなかった。 それは 成功を 得る ためで 
あった。 彼らは 貧しい 者たち の 裁きを 
取り上げなかった』」。 

29 「わたしは これらの ことのた めに 
言い開きを 求めるべき ではない か」 と， 
エホバは お告げになる， 「また， わたし 

たましい  こくみん  ふく 

の 魂は このような 国民に 復 しゅ うすべ 
きでは ないか。 30 驚くべき 事態， 恐る 
べき ことが この 地に 起こった。  31 預 
言 者たち は 実際に 偽 りのうち に 預言し， 
祭司た ちは 自分の 力に したが っ て 従え 
て ゆく。 そして わたしの 民は その 状態 
を 愛した の だ。 あなた 方は その 終わり 
には どうす るの か」。 

ベニヤ ミンの 子ら よ， あなた 方は 
® エルサレムの 中から 避難せ よ。 テ 
コアで 角笛を 吹き 鳴らせ。 また， ベ 
卜 •ハケ レムに 合図の 火を 上げよ。 災 
いが， 犬い なる 崩壊が 北から 見下ろし 

[ス） 

たからで ある。  2 まことに， シオンの 
娘は 麗しく， 優雅に 育っ た 女の ように 
なった。 3 羊飼いたち とその 群れが 彼 
女の もとに やって来た。 彼らは これに 
向かって その 周りに [白 分たち の] 天幕 
を 張った。 彼らは 各々 自分の 箇所 [の も 
の] を 食べた。 4 彼らは これに 向か っ 
て 戦いを 神聖な ものと した。 「立ち上 
がれ。 我々 は 真昼に 上って 行こう！」 

わざ わ  かたむ 

「我々 は 災い だ！ 日が 傾いた からだ。 
夕方の 影が 伸 びてきて いるから だ」。 

5 「立ち上がれ。 我々 は 夜のう ちに 
上って 行き， その 住まいの 塔を 滅びに 

おと しい  【テ） 

陥 れ よう」。 

6 万軍の エホバは このように 言われ 
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たからで ある。 「木を 切り倒し， エル 
サ レムに 向かって 攻囲の 塁壁を 盛り 上 
げ よ。 彼女は 必ず 言い開きを 求められ 
る 都市で ある。 彼女は その 中に ある 虐 
げ 以外の 何もので もな 1(、。 7 水 溜め 
がその 水を 冷たく 保つ ように， 彼女 も 
その 悪を 冷たく 保った。 暴虐と 奪略が 
その 中で 聞かれる。 病気と 災厄が 絶え 
ず わたしの 顔の 前に ある。 8 エルザ 
レムよ， 矯正を 受けよ。 わたしの 魂が 
嫌悪の 念を 抱いて あなたから b れて行 
くことの ないた め， わたしが あなたを 
荒れ果てた 所， 人の 住まない 地と する 

[ク） 

こ とのない ためで ある」。 

9 万軍の エホバは このように 言われ 
た。 「彼ら はぶ どうの 木の 採り 残しに 
する ように， イスラエルの 残りの 者を 
必ず 摘み 集める であろう。 ぶどうを 集 
めて いる 者の ように， あなたの 手を ぶ 
どうの 巻き ひげの 上に 戻せ」。 

10 「わたしは だれに 話し，- 告を 与え 
て， 聞かせましょう か。 ご覧く ださい， 
彼らの 耳は 割礼を 受けて いません。 そ 
れ で， 彼らは 注意を 払う ことができな 
いのです。 ご覧く ださい， エホバの 言 
葉が 彼らに とっては そしりと なり まし 
た。 彼らは その [言葉] を 喜ぶ ことが で 
きません。 11 それで， わたしは エホバ 
の 激しい 怒りで いっぱい になり ま した。 
わたしは 抑える のにう み 疲れ ま した」。 

「ちまたに いる 子供と， 若者たち の 親 
密な 集いとの 上に， 同時に [それを] 注 
ぎ 出せ。 彼ら もまた， 人は その 妻と 共 
に， 老人は 日数の 満ちた 者と 共に 捕ら 
えられる からで ある。 12 そして， 彼 


1195  不当な 利得。 平和の 叫び。 北からの 侵入  エレミヤ 6：13—25 

らの 家は 必ず 他の 者たち に 渡されて そ 第6 章 聞け。 そして， 集まった 省たち よ， 彼 
の 所有と なる。 畑 も 妻 も 同時にで ある。 7!t,288：!o らの 中に 何が 起こる かを もれ。 19 地 

ち  じゅうみん  む  哀 5:11  き  たみ 

わたしは その 地の 住民に 向かって 手を ゼパ 1… よ， 聴け！  いまわた しは この 民の 上 

の  つ  イイ ザ 5:25  かれ  かんが  み  （ァ] わざ わ 

伸ばす からで ある」 と， エホバは お告 ゥ ェレ8: 1Q に 彼らの 考えの 実と して 災いを もたら 

(ィ）  エゼ 22:12  [ィ）  じしん ことば  ちゅうい 

げ になる。  す。 彼らは わたし 自身の 言葉に 注意を 

かれ  もっとしょう  ^ 16:14 はら  りっ 

13 「それは， 彼らのう ちの 最も 小な ヱ3ぽ18 払わなかった からで ある。 わたしの 律 
る 者から 彼らのう ちの 最も 矢なる 者に ゴ ね11 法 一 彼らは それを も 退けつ づけた」。 

いた  じぶん  ミカ 3:11  M  にゅうこう  とお 

至る まで， すべての 者が 自分の ために ゼ パ3:4  20 「あなたが シヱ バ から 乳香を， 遠 

ふとう  りとく  え  （ゥ）  よ  オ エレ 8:11  ち  よとう  も  き 

不当な 利得を 得て いるから である。 預 14:13 い 地から 良い 籐を 持って来ても， それ 
言 者から 祭司に 至る まで， それぞれ 偽 ラ がわた しに 何になる というの か。 あな 
りの 行動を している ので ある。 14 そ キニぱ た 方の 全焼 燔の 捧げ物は 何の 楽しみ も 
して， 彼らは わたしの 民の 崩壊を 軽く  ^^；：12 もたらさない。 また， あなた 方の 犠牲 
いやそう として， 平和がない のに， 『平 コ g じ15 も わたしに とって 喜びとは ならな かっ 
和 だ！ 平和 だ！』 と言う。 15 彼ら サ巧 g  た」。 21 それゆえ， エホバは このよう 

じ ぶん  い  イザ 30:21  い  たみ 

は 自分たち のした ことが 忌むべき もの シ詩 23:3  に 言われた 0  「いまわた しは この 民の 
であった ので， 恥じた であろう ふ。 彼 X ，ザ78 ぶ2 4 ために つまずきの もとを 置く。 彼らは 
らは 少しも 恥じる ことなく， 恥辱を 感 セィ ザ2 1:11 父 も 子 も 共に 必ず それにつ まずく。 隣 
じる こと さえ 知る ようには ならな かっ  ^  J；7 人と その 友 一 彼らは 滅びう せる であ 

(ク）  たお  もの  、，ノ 成 M  !  ⑼ 

た。 それゆえ， 彼らは 倒れて ゆく 者た 8： ろう」。 

猶  い  タゼヵ 7.11  い 

ちの 中で 倒れる。 わたしが 彼らに 言い -  22 エホバは このように 言われた。 

開き を 求めな ければ な らな いその 時に， 「見よ， ひと つの 民が 北の 地 か ら やって 
彼らは つまずく であろう」 と， エホバ 来る。 地の 最果てから 来る， 目覚めさ 
は 言われた。  it  J；i2 せられた 大 いなる 国民が いる。 23 彼 

16 エホバは このように 言われた。 丄52=1 らは 弓と 投げ槍を つかむ。 それは 残虐 
「あなた 方は 道の 中で 立ち止まり， 見 7^21 な [民] であり， 彼らは 哀れむ ことを し 
て， 昔の 通り道を， 今， その 良い 道が ^^66?3 ない。 その 声は 海の ように 響き渡り， 

もと  [コ）  あゆ [サ）  アモ 5:21  うま  の トン）  むすめ 

どこに あるかを 求めよ。 その 中を 歩み， キィ ザ8: 14 彼らは 馬に 乗る。 シオンの 娘よ， それ 
あなた 方の 魂の ために 安らぎを 見いだ  ^  9=14 は 戦 人の ように 戦闘 隊形を 整えて あな 
せ」。 しかし 彼らは， 「わたしたちは 歩 ヶ たを 攻める」。 

みません」 と 言いつ づけた。 17 「そ コ 24 わたしたちは それにつ いてのう わ 
して わたしは あなた 方の 上に 見張りの f  iU.  ；°=22 さを 聞いた。 わたしたちの 手は 垂れ 下 

もの  M  つのぶえ  おと  ちゅうい  ー パ パ *  [セ）  く なん  と 

者たち を 立てた。 『角笛の 音に 注意を ス==。 がった。 苦難が わたしたちを 捕らえた。 

はら  M  かれ  _  ,  01 ^  う  じんつう (vj  はたけ 

払え！』 と」。 しかし 彼らは， 「わた ^ 子を 産む 女の ような 陣痛が。 25 畑に 
したち は 注意を 払いません」 と 言いつ  S；24 出て 行くな。 道を 歩くな。 敵の 剣が 
づけた。 18 「諸国の 民よ， それゆえ， あり， 周囲に 怖れが あるから である。 
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26 わたしの 民の 娘よ， 粗布を まとい， 
灰の 中で 転げ回れ。 あなたの 嘆き悲し 

ひとり  むすこ  たい  ひつう 

みを 一人 [息子] に対する もの， 悲痛な 
どうこく とせよ。 奪略を 行なう 者が 突 
然 わたしたちを 襲う からで ある。 

27 「わたしは あなたを， わたしの 
民の 中で， 金属を 試す 者， 徹底的に 調 
ベる 者と した。 あなたは 彼らの 道に 留 
意し， それを 調べなければ ならない。 
28 彼らは みな 極めて 強情な 者で あり， 
中 傷す る 者と して 歩き回る一 銅と 鉄 
である。 彼らは みな i 滅を 来たす 者で 
ある。 29 ふい ごは 焦がされた。 その 
火の 中から 出て 来る のは 鉛で ある。 徹 
底 的に 精錬し つづけた が， それは 全く 
の 徒労に 終わり， 悪い 者たち は 分離 さ 
れ なかった。 30 人々 は 彼らの ことを 
必ずや， 退けられた 銀と 呼ぶ であろ 
う。 エホバが 彼らを 退けられ たからで 

[ス） 

ある」。 

M エホバから エレミヤに 臨んだ 言葉 
• はこうで ある。  2 「エホバの 家の 
門に 立て。 あなたは そこで この 晉 葉を 
ふれ 告げて， 言わなければ ならない， 
『エホバに 身をかがめる ために これら 
の 門に 入っ て 来る ユダの すべての 者よ， 
エホバの 言葉を 聞け。 3 イスラエルの 
控， 万軍の エホバは このように 言われ 
た。 「あなた 方の 道と あな た 方の 荇 な 
いを 良くせ よ。 そうすれば， わたしは 
あなた 方を ずっと この 場所に 住まわせ 
る。 4 『これらは エホバの 神殿 だ， エ 
ホバの 神殿 だ， エホバの 神殿 だ！』 と 
いう 惑わ しの 言葉を 信頼 しては ならな 
い。 5 もし あなた 方が 自分の 道と 自 
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才申 4:40 
エレ 3:18 


ルカ 


分の 行ないを 本当に 良くす るなら， も 
しあな た 方が 人と その 友の 間で 本当に 


こうせい  (7)  がた 

公正を 行なうなら， 6 もし あなた 方が 

がいじん きょりゅう しゃ ちち  ご  しいた 

外人 居留 者， 父な し 子， やもめを 虐げ 

M  つみ  ち  ばしょ  なが  （ゥ） 

ず， 罪のない 血を この 場所で 流さず， 


かみがみ  したが  あゆ  じ ぶん  み 

ほかの 神々 に 従って 歩んで 自分の 身に 


わざ わ  まね  W 

災いを 招く ような ことを しないなら， 

がた  ばしょ 

7 わたしと しても あなた 方を この 場所 


に， わたしが あなた 方の 父祖たち に 与 
えた この 地に， 定めの ない 時から 定め 

いた  かなら  す 

のない 時に 至る ま で 必ず 住 まわせる で 

[才） 

あろう」』」。 

8 「だが， あなた 方は 惑わしの 言葉を 

しんらい  まった なん 

信頼して いるので ある一 それは 全く 何 

えき  （力)  ぬす  はたら （キ） さつ 

の 益に もなら ない。 9 盗みを 働き， 殺 

じん  おか [ク 1  かんいん  おこ  W いつわ  ちか [コ） 

人を 犯し， 姦淫を 行ない， 偽って 誓い， 
バアルに 犠牲の！ 煙を 立ち上らせ， あな 

がた  し  かみがみ  したが 

た 方の 知らなかった ほかの 神々 に従っ 

あゆ  [シ）  がた 

て 歩んで おきながら， 10 あなた 方は 


わたしの 名を もってと なえられ たこの 
家に 来て， わたしの 前に 立たなければ 
ならない のか。 これらす ベての 忌む ベ 
きこと を 行なって いながら， 『わたした 
ちは きっと 救い出される』 と， あなた 方 
は 言わなければ ならない のか。 11 わ 
たしの 名を もってと なえられ たこの 家 
は， あなた 方の 目には ただの 強盗の 洞 
くつと なって しまった のか。 実に， わ 
たし 自身が [そのこと を] 見た」 と， エ 
ホバ はお 告げになる。 

12 「『しかし 今， わたしが わたしの 名 
を 最初に 宿らせた， シロに あった わた 
しの 場所に 行き， わたしの 民 イス ラエ 
ルの 悪の ために わたしが それに 対して 


タ エレ 23:24; ヘプ 4:13; チ 申 12:5; 申 12:11; ツ ヨシ 18: 
1; 裁 18:31; サ I  1:3。 
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行なった ことを 見よ。 13 そして 今， 
あなた 方は これらす ベての 業を 行ない 
つづけた ので』 と， エホバは お告げに 
なる， 『そ して わた しは あなた 方に 語 
りつ づけ， 早く 起きて は 語った が， あ 
なた 方は 聴かず， わたしは あなた 方を 
呼びつ づけた が， あなた 方は 答えな 
かった [ので]， 14 わたしもまた， わ 
たしの 名を もってと なえられた， あな 
た 方の 依り 頼んで いる その 家， わたし 
が あなた 方と あな た 方の 父祖たち に 与 
えた その 場所に 対して， わたしが シロ 
に対して 行なった と 同じ ことを する で 
あろう。 15 そして わたしは， あなた 
方の すべての 兄弟， すなわち エフ ライ 
ムの全 子孫を 投げ出した ように， あな 
た 方を わたしの 顔の 前から 投げ出す で 
あろう』。 

16 「そして あなたは， この 民の た 
めに 祈って はならない。 彼らの ために 
嘆願の 叫び も 祈り も 上げて はなら な 
い。 また， わたしに 嘆願して はなら な 
い。 わたしは あなた [の 言葉] を 聴く こ 
とはない からで ある。 17 あなたは 彼 
らが ユダの 諸 都市 や エルザ レムの ちま 
たでして いる ことを 見て いないの か。 
18 『天の 女王』 への 犠牲の 菓子を 作る 
ために， 子ら は 木 ぎれ を 拾い， 父たち 
は 火を つけ， 妻たち は 練り 粉を こねて 
いる。 わたしを 怒らせる 目的で ほかの 
神々 に 飲み物の 捧げ物が 注ぎ 出されて 
いる。 19 『彼らが 怒らせて いるのは 
わたしな のか』 と， エホバは お告げに 
なる。 『それは 彼ら 自身では ないか。 
自分たち の 顔に 恥を もたらす ために』。 
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詩 78:67 


20 それゆえ， 主権者なる 主 エホバは こ 
のように 言われた。 『見よ， わたしの 
怒り と 激怒は この 場# に， 人間と 家畜， 
野の 木と 地の 実りに 注ぎ 出される。 そ 

れは 必ず 燃え， 消される ことは ないで 

[ゥ） 

あろう』。 

ばん ぐん 

21 「イスラエルの 姓， 万軍の エホバ 

い  がた 

はこの よう に 言われた。 『あなた 方の 
犠牲に それら あな た 方の 全焼 燔の 捧げ 

もの  くわ  にく  た  (I) 

物を 加えて 肉を 食べる がよ い。 22 わ 
た しは あなた 方の 父祖たち を エジプト 
から 連れ出した 日に， 全焼 燔の 捧げ物 
や 犠牲に 関して 彼らに 話す こと も， 命 
令す る こと もしなかった。  23 しかし 
この 言葉を， わたしは 彼らに 対する 命 
令と して 述べて 言った， 「わたしの 声 
に 従え。 そうすれば， わたしは あなた 
方の 裡と なり， あなた 方は わたしの 民 
となる であろう。 あなた 方は， わたし 
が あなた 方に 命ずる すべての 道に 歩ま 
なければ ならない。 物事が 良く 運ぶ た 
めで ある」』。 24 しかし 彼らは 聴かず， 
耳を 傾けず， その 悪い 心の 強 # さの 計 

ごと  あゆ  [サ） 

り 事の ままに 歩んで いった。 それで， 
彼らは 後ろ向き になり， 前向きに なら 
なかった。 25  [彼らは，] あなた 方の 
父祖たち がエ ジブ トの 地を 出た 日から 
今日に 至る まで [そうであった]。 わた 
しは あな た 方に 預言者で ある わたしの 
すべての 僕を 遣わしつ づけた。 毎日 早 
く 起きて は [彼らを] 遣わした。 26 そ 
れ でも 彼らは わたしに 聴き 従わず， 耳 
を 傾けず， かえって そのうな じを 固く 

シ ネへ 9:26; イザ 1:4; エレ 32:33; ス申 9:7; サ I  8:8; エズ 
9:7; セ 王 D  17:13; 代 n  36:15; ネへ 9:30; エレ 25:4; ソ代 n 
33:10; エレ 11:8; エレ 17:23; エレ 25:3。 
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していった。 彼らは その 父祖たち より 
も 悪い ことを 行なった ので ある。 

27 「そして， あなたは 彼らに これらの 
すべての 言葉を 語らなければ ならない。 
しかし 彼らは あなた [の 言う こと] を 聴 
かないであろう。 あなたは 彼らに 呼び 
かけなければ ならない。 しかし 彼らは 
あなたに 答えないで あろう。 28 それ 
であな た は 彼らに 言わなければ ならな 
い， 『これは， 民が その# エホバの 声 
に 従わず， 懲らしめを 受け入れな かっ 
た 国民で ある。 忠実 さは 滅びう せ， そ 
れは 彼らの 口から 切り 断たれた』。 

29 「あなたの 切って ない 髪の毛を 刈 
り オ 又って 捨て， 裸の 丘の 上で 哀歌を 唱 
えよ。 エホバは ご 自分が 憤怒を 覚える 
世代を 退けて， [それを] 捨て去られる 
からで ある。  30 『ユダの 子ら はわた 
しの 目 に 悪い ことを 行なった からで あ 
る』 と， エホバは お告げになる。 『彼 
ら はわた しの 名を もってと なえられた 
家に 嫌悪すべき ものを 置いた。 これを 
汚す ためで ある。 31 そして， 彼らは 
ヒン ノムの 子の 谷に ある トフ ヱ トの 高 

ところ きず  じぶん  むすこ  むすめ 

き 所を 築いた。 _ 分たち の 息子 や 娘を 
火で 焼く ためで ある。 それは わたしが 
命じた こと もなければ， わたしの 心に 
上り も しなかった ことで ある』。 

32 「『それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る』 と， エホバは お告げになる， 『そ 
のとき には， もはや ト フエ ト または ヒ 
ンノム の 子の 谷と ではなく， 殺しの 谷 
と 呼ばれる であろう 0 人々 は ト フエ ト 
に 十分の 場所が な いま ま 葬らなければ 
ならなくなる。  33 そして， この 民の 
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死体は 必ず 天の 飛ぶ 生き物 や 地の 獣の 
食物と なり， [それらを] おののかせる 
者は だれもい ない。 34 また， わたし 
は ユダの 諸 都市と エルサレムの ちまた 
から， 歓喜の 声と 歓 びの 声， 花婿の 声 
と 花嫁の 声を 絶やす。 その 地は ただの 
荒れ 廃れた 所と なる からで ある』」。 

8  「その 時」 と， エホバは お告げに 

ひとびと 

なる， 「人々 はまた， ユダの 王た 
ちの 骨， その 君たち の 骨， 祭司たち の 
骨， 預言者た ちの 骨， エルサレムの 住 
民の 骨を それぞれの 墓から 持ち出す で 
あろう。  2 そして 彼らは， 自分たち が 
愛し， 仕え， その後に 従って 歩み， 求 
め， 身をかがめた 太陽， 月， 天の 全軍 
に 向かって 実際に それらを 広げる であ 
ろう。 それらは 集められず， 葬られる 
こと もない。 それらは 地面の 肥やしの 
ようになる」。 

3 「この 悪い 家族のう ちの 残って い 
る 者の すべての 残りの 者たち には， わ 
たしが 追い散らす 残って いる 者たち の 
いるすべ ての 場所で， 命よりも 死が 必 
ず 選ばれる であろう」 と， 万軍の エホ 
バは お告げになる。 

4 「そして， あなたは 彼らに 言わな け 
れ ばな ら ない， 『エホバは このように 
言われた。 「人々 は 倒れたら， 再び 起 
き 上がらないだろう か。 もし ひとりが 
立ち返るなら， 他の 者 も 立ち返る ので 
はないだ ろうか。  5 この 民 エル サレ 
ムが いつまでも 続く 不忠実 さを もって 
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不忠実な のは どうして か。 彼らは たば 
かりを とらえ， 立ち返る ことを 拒んだ。 
6 わたしは 注意を 払い， ずっと 聴いて 
いた。 彼らが 話しつ づける 事柄は 正し 
くなかった。 『わたしは 何とい うこと 
をした のか』 と 言って， 自分の 悪を 悔 
い 改める 者は だれもい なかった。 各々 
戦闘に 突進す る 馬の ように， みんなの 
道へ 戻って 行く。 7 天の こうのと り 
さえ一 その 定められた 時を よく 知っ 
ている。 やまばと， あまつばめ， ブル 
ブルー それら も 各々 自分の やって来 
る 時を よく 守る。 しかし わたしの 民は 
というと， 彼らは エホバの 裁きを 知る 
ようには ならなかった」』。 

8 「『どうして あなた 方は， 「わたし 
たちは 賢く， エホバの 律法 も わたした 
ちと 共に ある」 と言える のか。 確かに 
今， 書記官の 偽りの 尖 筆は 全き 偽りの 
うちに 働いた。  9 賢い 者たち は 恥じ 
た。 彼らは 恐れ おののいた。 そして 捕 
ら えられる であろう。 見よ， 彼らは エホ 
パの 言葉を 退けた の だ。 それで どんな 
知恵が 彼らに あると いうの か。 10 そ 
れ ゆえ， わたしは 彼らの 妻を 他人に， 
彼らの 畑を [それを] 手に入れる 者に 与 
える であろう。 最も 小なる 者から 最も 
太なる 者に 至る まで， 各々 不当な 利得 
を 得て いるから である。 預言者から 祭 
司に 至る まで， 各々 偽りの 行動を して 
いるので ある。 11 そして 彼らは わた 
しの 民の 娘の 崩壊を 軽く いやそう とし 

[チ）  へいわ 

て， 平和がない のに， 「平和 だ！  平 
和 だ！」 と言う。 12 彼らは 忌むべき 
ことを 行なった ために 恥じた であろう 
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か。 彼らは 少 'しも 恥じる ことなく， 恥、 
辱を 感じる こと さえ 知らなかった。 

「『それゆえ， 彼らは 倒れて ゆく 者た 
ちの 中で 倒れる。 彼らは 注意を 向けら 
れる 時， つまずく であろう』 と， エホ 
バは 言われた。 

13 「『取り入れを 行なう とき， わたし 
は 彼らを 終わりに 至らせる』 と， エホ 
バ はお 告げになる。 『ぶ どうの 木には 
ぶどうが なく， いちじくの 木には いち 
じく がな ぐ 葉 も 必ず 枯れる であろう。 
そして， わたしが 彼らに 与える ものは 
彼らを 通り過ぎて 行く』」。 

14 「どうして わたしたちは じっと 
座って いるの か。 あなた 方は 集まれ。 
そして， 防備の 施された 都市に 入って 
行き， そこで 沈黙して いよう 0 わたし 
たち の® エホバ ご自 身が わ たしたち を 
沈黙 させられた からだ。 そして， わた 
したち に 毒の 水を 飲ませられる。 それ 
はわた したち が エホバに 対して 罪を お 
かした からだ。 15 平安 f 待ち望んで 
いたが， 良い こと は 何も [来] なかった。 
いやしの 時を [待ち望ん でいた] が， 見 
よ， 恐怖が [来た]! 16 ダンから 彼の 
馬が 鼻を 鳴らす のが 聞こえた。 その 雄 
馬の いななく 声の ために， 全土が 激動 
しはじめた。 そして， 彼らは 入って 来 
て， その 地と それに 満ちる もの， 都市 
とその 住民を 食い尽くす」。 

17 「いまわた しは あなた 方の 中に， 
まじないの きかない 蛇， 毒へ びを 送り 
込み， それは 必ず あなた 方を かむ ので 
ある」 と， エホバは お告げになる。 

18 治す ことので きない 悲嘆が わた 


エレミヤ 8:19—9:10  恥知らずの 罪の 行為。 神は 言い開きを 求める  1200 


お  (7)  こころ  や 

しのうち に 起こった。 わたしの 心は 病 

とお  ち  [ィ1 

んで いる。 19 遠くの 地から， わたし 

たみ  むすめ  たす  もと  さけ  ごえ 

の 民の 娘が 助けを 求める 叫び声が す 


る。 「エホバは シオンに おられな いの 

です か。 その 王は その 中に おられない 

1エ） 

のです か」 と。 

「彼らが その 彫像に よって， そのむな 
しい 異国の 神々 によって わたしを 怒ら 
せた のは どう して か」。 

20 「収穫は 過ぎ， 夏は 終わった。 しか 
し， この わたしたちは 救われなかった！」 
21 わたしの 民の 娘の 崩壊の ために， 
わたしは 打ち砕かれた。 わたしは 悲し 
ん だ。 全くの 驚がくが わたしを 捕らえ 
た。 22 ギレアデに バルサム はない の 
ふ。 また， そこには いやす 者が いない 
のか。 では， わたしの 民の 娘の 回復が 

しょう  （ス） 

生じなかった のは どう して か。 

9 ああ， わたしの 頭が 水であった な 
ら！ わたしの 目が 涙の 源で あっ 
たなら！ そうすれば， わたしの 民の 
娘の 打ち殺された 者たち のために， わ 
たしは 昼も夜も 泣ける だろう に。 

2 ああ， わたしが 荒野に 旅人の 宿り 
場を 持って いたなら！ そうすれば， 
わたしは 自分の 民を 捨てて， 彼らから 
去って 行く だろう に。 彼らは みな 蔡淫 
をす る 者， 不実な 行ないを する 者の 聖 
会 だからで ある。  3 彼らは その 舌を 
弓の ように 偽りのう ちに 曲げる。 しか 
し 彼らが その 地で 力 ある 者と なった の 
は， 忠実 さの ためでは ない。 

「彼ら は 悪 か ら 悪へ 進み ，この わたし 
を 無視した からで ある」 と， エホバは 
お告げに なる。 


第 8 章 


ウ詩 135:21 
イザ 12:6 
エ詩 146:10 
詩 149:2 


第 9 章 


第二 欄 


4 「あなた 方は 各々 その 友を 警戒し， 
兄弟を だれも 信頼して はならない。 ど 
の 兄弟 もみな 必ず 押 しのけ る ことを し， 
どの 友 も 皆た だ 中傷す る 者と して 歩き 

まわ  (I)  かれ  おのおの 

回る からで ある。  5 彼らは 各々 その 
友を 軽く あしらい， 全く 真実を 語らな 
い。 彼らは 舌に 偽りを 語る ことを 教え 
た。 彼らは 専ら 不当な ことを して 疲れ 

燊て A 

6 「あなたが 座って いるのは 欺きの 中 
において である。 彼らは 欺きに よって 
わたしを 知ろうと しなかった」 と， エ 
ホバ はお 告げになる。 

7 それゆえ, 万軍の エホバは このよう 
に 言われた。 「いまわた しは 彼らを 精 
錬 する。 わたしは 彼らを 調べなければ 
ならない。 なぜなら， わたしは わたし 
の 民の 娘の ために ほかに どのように 行 
動したら よいの か。 8 彼らの 舌は 殺り 
くの 矢。 それは 欺きを 語った。 [人は] 

じ ぶん  とも  たい  へいわ 

口では 自分の 友に 対 して 平和を 語りつ 
づける が， 自分の 内には 伏兵を 置く の 
である」。 


9 「これらの ことのた めに， わたしは 
彼らに 対して 言い開きを 求める べきで 
はない か」 と， エホバは お告げになる。 
「また， わたしの 魂は このような 国民 
に復 しゅうすべき ではない か。 10 わ 
た しは 山々 の 上に 泣き [声] と 嘆き [の 
声] を 上 +， 荒野の 牧草地に 哀歌を [唱 
える] であろう。 それらは 焼かれて し 
まい， そこを 通って 行く 人は いなくな 
り， 人々 が 畜類の 声を 聴く こと も 実際 


スサ n  3:27; サ D  20:10; 詩 28:3; セ エレ 5:9; ソエ レ 7:29; 
タエ レ 12:4; エレ 23:10。 
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になくな るからで ある。 天の 飛ぶ 生き 
物 も 獣 も 逃げ去る。 それらは 行って し 
まう。 11 そして， わたしは エル サレ 
ムを 石の 山， ジャ ッ カルの 巣 穴と する。 
わた しは ユダの 諸 都市を 住む 者の いな 
い 荒れ果てた 所と する。 

12 「賢い ので， これを 理解で きる 者， 
すなわち， エホバの 口に よって 語り か 
けられた ので， それを 告げる ことので 
きる 者は だれか。 何 ゆえに この 地は 実 
際に 滅びう せ， 通る 人の いない 荒野の 
よう に 実際に 焼かれな ければ な ら ない 

(キ】 

のか」。 

13 次いで， エホバは 言われた， 「わ 
た しが 彼 らの 前に [置く ために] 与えた 
わたしの 律法を 彼らが 捨てる ので， ま 
た 彼らが わたしの 声に 従わず， それに 
よって 歩まず， 14 かえって その 心の 
強情 さと， 父祖たち が 彼らに 教えた バ 
アルの 像と に 従って 歩みつ づけた ので， 
15 それゆえ， イスラエルの#， 万軍の 
エホバは このように 言われた。 『いま 
わたしは 彼らに， すなわち この 民に， 苦 
よもぎを 食べさせ， 彼らに 毒の 水を 飲 
ませる。 16 また， 彼ら も その 父祖た 
ち も 知らなかった 諸国 民の 中に 彼らを 
散らし， その後に 剣を 送って， ついに 
は 彼ら を 滅ぼ し 尽くす であろう』。 

17 「万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 / あなた 方は 理解を もって 行動 
せよ。 泣き 女を 呼び， その 者たち を 来 
させよ。 巧みな 女たち にも 使いを やっ 
て 彼女たち を 来させ， 18 急がせ， わ 
た したち の 上に 嘆き [の 声] を 上げさせ 
よ。 そして， わたしたちの 目が 涙を 流 


し， わたしたちの 輝く 目が 水で 滴る よ 
うに なれ。 19 シオンから 聞こえた 
のは 嘆きの 声 だからで ある。 「わたし 
たちは 何とい う 奪略を 受けた ことか！ 
どんなに 恥を かいた ことか！  わたし 
たちは その 地を 捨てた からだ。 彼らは 
わたしたちの 住まいを 投げ捨て たから 
ZfJo  20 しかし， 女たち よ， エホバ 
の 言葉を 聞け。 あなた 方の 耳が その 口 
の 言葉を 受け取る ように。 そして， あ 
なた 方の 娘に 嘆きの 歌を 教えよ。 女は 
各々 その 友に 哀歌を [教えよ]。 21 赤 
がわた したち の 窓を 通っ て上っ て 来た 
からだ。 それは わたしたちの 住まいの 
塔に 入って 来た。 ちまたから 子供を， 
公共 広場から 若者たち を 断ち ぼす た 
め €』。 

22 「語れ， 『エホバの お告げは こう 
だ。 「人間の 死体 もまた， 野の 面の 肥 
やしの ように 必ず 倒れ， 刈り取る 者の 
後ろに 一列に 並んだ 刈 り取っ たばかり 
の 穀物の ように [必ず 倒れる]。 それを 
拾い集める 者は だれもい ない」』」。 

23 エホバは このように 言われた。 
「知恵 ある 者は その 知恵の ゆえに 自慢 
しては ならない。 力 ある 者は その 力強 
さの ゆえに 自慢して はならない。 富ん 
でい る 者は その 富の ゆえに 自慢して は 
ならな G」。 

24 「しかし， 自慢す る 者は この こと 
の ゆえに， すなわち 洞察力を 持って い 
る ことと， わたしに ついて， わたしが 
エホバで あり， 愛 ある 親切， 公正 そし 
て義を 地に 行なう 者で あると いう 知識 


第 10 章 


第 9 章 
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を 持って いる ことと [の ゆえに] 自慢せ 
よ。 わたしは これらの ことを 喜びと す 
るからで ある」 と， エホバは お告げに 
なる。 

25 「見よ， 日が やって来る」 と， 
ホバ はお 告げになる， 「わたしは， 割 
礼を 受けて いる [のに， なお] 割礼を 受 
けて いない 状態に ある 者 すべてに 言い 
開きを 求める。  26 エジプト， ユダ， 
エドム， アン モンの 子ら， モ アブ， お 
よび 荒野に 住んで いる， こめかみの 髪 
の 毛を 刈り 込んだ 者たち すべてに 対し 
て。 諸国の 民は みな 割礼を 受けて おら 
ず， イスラエルの 全家は 心に 割礼を 受 
けて いないからで ある」。 

イスラエルの 家よ， エホバが あ 


10 


なた 方に 対して 語られた 言葉を 
聞け。  2 エホバは このように 言われ 
た。 「決して 諸国 民の 道を 学んで はな 
ら ない。 天の しるしに よって 恐怖の 念 
を 抱いて はならない。 諸国 民が それに 
よっ て 恐怖の 念を 抱 くから といって。 
3 もろもろの 民の 習わしは 単なる 呼気 
にすぎないから である。 それは 人が 切 
り 倒した 森林の 一本の 木， かぎな たに 
よっ て 職人の 手が 作 っ たものに す ぎな 
い。 4 人は 銀 や 金で それを 美しく す 
る。 彼らは くぎ やつち で それらを 打ち 
つけ， どれ も ふらつ くことの ないよう 
にす る。  5 それらは きゅうり 畑の か 
かしの ようで あり， 話す ことができな 
い。 それらは 必ず 運ばれる。 一歩 も 歩 
けない からで あ^)。 それらの ゆえに 恐 
れ るな。 それらは 災いと なる どんな:： 
とを もな しえず， しかも， 良い ことを 


行なう ことは それらと 共には ないから 

(7) 

である」。 

6 エホバよ， あなたの ような 方は 決 
していません。 あなたは 大 いなる 方， 
あなたの み 名は 力強 さに おいて 大 いな 
る ものです。 7 諸国 民の 王よ， だれ 

おそ  [才） 

が あなたを 恐れないで しょうか。 それ 
は あなたに ふさわし いこと だからで 
す。 諸国の 民の すべての 賢者たち の 中 
にも， そのす ベての 王権の 中に も， あ 
なた のよう な 方は 決してい ないから で 
す。 8 そして， 彼らは 道理を わきまえ 
て おらず， 同時に 愚鈍です。 木は 空し 
さの 単なる 勧告な のです。 9 板の よう 
に 打ち 延ばした 銀は タルシシ ュか らも 
たらされる もの， 金は ウファ ズ からの 
もの， 職人と 金属 細工 人の 手と によ っ 
て 作られた ものです。 彼らの 衣は 青 糸 
と 赤紫に 染めた 羊毛。 それらは すべて 
熟練した 人たち の 作った ものです。 

10 しかし， エホバは 真実に 裡 である。 
生ける 迸， 定めの ない 時に 至る まで 王 
である。 その 憤りの ゆえに 地は 激動し， 
I 、かなる 国民 も その 糾弾の 下で 耐え 抜 
くことは できない。 11 あなた 方は 彼 
ら にこの ように 言う であろう。 「天を 
も 地を も 造らなかった 神々 は， 地から 
もこの 天の下から も 滅びう せる 者と な 
る」。 12  [拽] は その 力に よって 地を 
造った 方， その 知恵に よって 産出 的な 


地を 堅く 立てた 方， その 理解に よって 
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天を 張り 伸ばした 方で ある。 13  [裡] 

こえ  さわ  あた 

は [その] 声に よって 天に 水の 騒ぎを 与 
え， 地の果てから 蒸気を 上らせる。 [裨] 
は 雨の ために 水門 溝を も 造られた。 そ 
して ご 自分の 倉から 風を 出される。 

14 すべての 人は 知る ことがない ほ 
ど 道理に 反する-る 舞いを した。 すべ 
ての 金属 細工 人は 彫刻 像の ために 必ず 
恥を かくであろう。 その 铸 像は 偽りで 

[ク）  れい  W 

あり， そのうちに 霊は ないから である。 
15 それらは むなしい もの， 愚弄の 業で 
ある。 それらは 注意を 向けられる 時， 
滅びう せる ので ある。 

16 ヤコブの 受け 分は そのような も 
のでは ない。 それは すべての ものを 歷 
造った 方で あり， イスラエルは その 相 
続 物の 杖 だからで ある。 その 方の み 名 

ばんぐん  (v) 

は 万軍の エホバで ある。 

あっぱく  もと  す  w  に 

17 圧迫の 下に 住む 女よ， あなたの 荷 
物の 包みを 地から 寄せ集めよ。 18 エ 
ホバ はこの ように 言われた からだ。 
「いまわた しは こ の 機会に， こ の 地の 住 
民を 投げ出す。 わたしは 彼らを 苦難に 
遭わせて， 彼らが 見いだ し 得る ように 

[テ） 

する」 0 

19 わたしの 崩壊の ゆえに わたしは 
災い だ！ わた しの 打ち傷は 病んだ。 
それで わたしは 自ら 言った， 「確かに 
これは わたしの 病気 だ。 わたしが これ 
を 負う ことにな ろう。  20 わたしの 天 
幕は 奪略され， わたしの 天幕の 綱は す 
ベて 断ち切られた。 わたしの 子ら はわ 
たしの もとから 出て 行って， もういな 
い。 もはや わたしの 天幕を 張り 伸ばし 
たり， わたしの 天幕 布を 持ち上げたり 


する 者は いない。 21 羊飼いた ちは 道 
理に 反する 振る舞い をして， エホバを 
求める こと さえし なかった からで ある。 
それゆえに 彼らは 洞察力を もって 行動 

せず， 彼らが 放牧す る 動物は みな 散ら 

[ゥ 1 

された」。 

22 聴け！  知らせ だ！  それは い 
ま 来た。 激しく 踏み鳴らす [音] も 北の 
地から。 それは ユダの 諸 都市を 荒れ 果 

てた 所， ジャッカルの 巣 穴と する ため 

[才） 

である。 

23 エホバよ， 地の 人の 道は その 人 
に 属して いない こ とを わた しは よく 
知っています。 自分の 歩みを 導く こと 
さえ， 歩んで いる その 人に 属して いる 
のではありません。 24 エホバよ， わ 
たしを 正して ください。 ただし， 裁き 
を もって [そうしてく ださい]。 怒りの 
うちにし ないで ください。 あなたが わ 
た しを 無に 帰させる こ とのない ためで 
す。 25 あなたを 無視した 諸国 民の 上 
に， あなたの み 名を 呼び 求めなかった 
もろもろの 家族の 上に， あなたの 激し 
い 怒りを 注ぎ 出して ください。 彼らは 
ヤコブを 食い尽くした からです。 そう 
です， 彼を 食い尽くした のです。 彼ら 
はしつ よう に 彼を 滅ぼ し 尽くそう とし 
ます。 彼の 住まいを 彼らは 荒廃 させ ま 
し/ L 

U エホバから エレミヤ にあった 言 
葉は 言う， 2 「あなた 方は この 
契約の 言葉を 聞け！ 


「そして， あなたは これらを ユダの 者 
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たちと エルサレムの 住民に 話し， 3 彼 
らに 言わな ければ な ら ない， 『イスラ 
エルの 裡 エホバは このよう に 言われた。 
「この 契約の 言葉に 聴き 従わない 者は 
のろわれる。 4  [その 言葉] は， わたし 
が あなた 方の 父祖たち を エジプトの 地 
から， 鉄の 炉の 中から 連れ出した 日に 
彼らに 命じた もので あり， こう 言って 
いる。 『わたしの 声に 従え。 あなた 方 
はすべ てわた しが あなた 方に 命ずる と 
ころに したがって 物事を 行なわな けれ 
ばなら ない。 そうすれば， あなた 方は 
必ず わたしの 民と なり， わたし も あな 
た 方の 裡 となる であろう。 5 それは， 
乳と 蜜の 流れる 地を 与える と， わたし 
が あなた 方の 父祖たち に 誓った 誓いを 
今日の ように 果たす ためで ある』」』」。 

それで わたしは 答えて 言った， 「アー 
メン， エホバよ」。 

6 そして， エホバは さらに わたしに 
言われた， 「これらの 言葉を みな ユダ 
の 諸 都市と エ ルサ レムの ちまた で ふれ 
告げて 言え， 『あなた 方は この 契約の 
言葉を 聞け。 あなた 方は これを 行なわ 
なければ ならない。 7 わたしは あなた 
方の 父祖たち を エジプトの 地から 連れ 
上った 日に， そして 今日に 至る まで， 彼 
らを 厳粛に 訓戒し， 早く 起きて は 訓戒 
し， 「わたしの 声に 従え」 と 言った か 
ら である。 8 しかし 彼らは 聴かず， 耳 
を 傾けず， かえって 各々 その 悪い 心の 
強情 さの ままに 歩みつ づけた。 それで 
わたしは， [彼らに] 行なうよ うに 命じ 
たのに 彼らが 行な わなかった この 契約 
のす ベての 言葉を 彼らに 臨ませた』」。 
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9 さらに また， エホバは わたしに 
言われた， 「ユ ダの 者た ちと エル サレ 
ムの 住民の 中に 陰謀が 見いだ された。 
10 彼らは その 父祖たち， すなわち わ 
たしの 言葉に 従おうと せず， ほかの 
神々 に 従って 歩んで これに 仕えようと 
した 最初の 者たち のとが に 戻った。 イ 
スラ エルの 家と ユダの 家は， わたしが 
彼らの 父祖たち と 結んだ わたしの 契約 
を 破った ので ある。 11 それゆえ， エ 
ホバ はこの ように 言われた。 『いまわ 
た しは 逃れ出る ことので きない 災い 
を 彼らに もたらす。 彼らは 必ず わたし 
に 援助を 呼び 求める が， わたしは 彼ら 
[の 願い] を 聴かない。 12 それで， ユ 
ダの 諸 都市と エルサレムの 住民は 行っ 
て， 彼らが 犠牲の 煙を 立ち上らせ てい 
る 神々 に 援助を 呼び 求めなければ なら 
なくなる。 しかし， それらは その 災い 
の 時に 決して 彼らに 救いを もたらす こ 
とはない。 13 なぜなら， ユダよ， あ 
なた の 神々 は あなたの 都市と 同じ ほど 
多く なった からで ある。 あなた 方は 恥 
ずべき ものの ために， エルサレムの 街 
路と 同じ ほど 多くの 祭壇を 置いた。 バ 
アルに 犠牲の 煙を 立ち上らせる ための 
祭壇で ある』。 

14 「そして あなたは， この 民の ために 
祈って はならない。 彼らの ために 嘆願 
の 叫び も 祈り も [上げて は] ならない。 彼 
ら がその 災 l ヽに関 して わた しに 呼ば わる 
時， わたしは 聴いて はいない からで ある。 

15 「わたしの 愛する 者は わたしの 家 

ク申 32:37; イザ 45:20; ケ エレ 2:28; コ申 32:17; サホ 
セ 9:10; シ エレ 7:9; ス エレ 7:16; エレ 14:11; ヨハ I  5:16; 
セ 詩 66:18; ホセ 5:6。 
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に 何の 用が あるの か。 彼らの 多くが こ 
のこと を， [悪い] 企てを 行なう とは。 
そして， あなたの 災いが [到来す る] と 
き， 彼らは 聖 なる 肉を もって [それを] 
あなたの 上から 過ぎ去らせる というの 
か。 その 時 あなたは 歓喜す るだろう か。 
16 『実が なって いて， 形の 美しい， 生 
い 茂った オリー ブの 木』 と， エホバは 
あなたの 名を 呼ばれた。 大きな 叫び声 
と共に， [ffl はこれ に 火を 放って 燃え 
上がらせ， 彼らは その 枝を 折った。 

17 「そして， あなたを 植えた 方， 万 
軍の エホバ ご自 身が あな たに 向かって 
災いを 語られた。 バアルに 犠牲の1 煙を 
立ち上らせて わたしを 怒らせる ことに 
より， イスラエルの 家と ユダの 家が 犯 
した その 悪の ために」。 

18 そして， わたしが 知る ことので き 
るよう に エホバ ご 自身が わたしに 知ら 
せて くださいました。 その 時， あなた 
はわた しに 彼らの 行動を 見させて くだ 
さいました。 19 わたしは ほふり 場に 
連れて行かれる 雄の 子羊， 親密な もの 
のよう でした。 彼らが 企てを 考え出し 
たのは この わた しに 対してで ある こと 
を， わたしは 知りませんでした。 「木 
を その 食物と 共に 滅びに 陥れ， 彼を 生 
ける 者の 地から 断ち 滅ぼし， その 名が 
もはや 思い出される ことのな いように 
してやろう」。 20 しかし， 万軍の エホ 
バは義 を もって 裁き， 腎と 心を 調べて 
おられます。 ああ， わたしが 彼らに 対 
する あなたの 復 しゅうを 見る ことが で 
きます ように。 わたしは あなたに わた 
しの 訴訟を 打ち明けた からです。 
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21 それゆえ， あなたの 魂を 求めて， 
「あなたは エホバの 名に よって 預言し 
ては ならない。 あなたが わたしたちの 
手に かかって 死なない ためだ」 と言っ 
ている アナ ト テの 人々 に対して， エホ 
バ はこの ように 言われた。 22 それ ゆ 
え， 万軍の エホバは このように 言われ 
た。 「いまわた しは 自分の 注意を 彼ら 
に 向ける。 若者たち も 剣に よって 死ぬ 
であろう。 彼らの 息子 や 娘 も 飢きんに 
よって 死ぬ であろう。 23 そして 彼ら 
には 残りの 者 さえ もい なくなる。 わた 
しは アナ ト テの 者たち の 上に 災いを， 
彼らに 注意の 向けられる 年を もたらす 
からで ある」。 

エホバよ， わたしが あなたに 申 
し 立てを するとき， 事実， 裁き 
のこと について あなたと 話す とき， あ 
なた は義 にか なって おられます。 邪悪 
な 者たち の 道が 成功を 収めた のは どう 
してです か。 不実な ことを している 者 
たちが 皆， 屈託の な L 、者で あ るのは [ど 
うして です か]。  2 あなたは 彼らを 

植え， 彼らは また， 根 づきました。 彼 
らは ずっと 進んで 行きます。 彼らは ま 
た， 実を 産み出しました。 あなたは 彼 
らの 口の 中に あっ ては 近く に おられ ま 
すが， 彼らの 腎 からは 遠く離れて いま 
す。  3 そして， エホバよ， あなた ご 
自身が わたしを よくご 存じです。 あな 
たは わたしを ご覧に なり， あなたと 共 
にある わたしの 心を お調べに なり まし 
た。 彼らを ほふられる ための 羊の よう 
に 選び出し， 殺す 日の ために 彼らを 取 
り 分けてく ださい。  4 いつまで この 
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ち  か  (7) 

地は 枯れた ままで よいので しょ うか。 
[いつまで] すべての 野の 草木は 干から 

[ィ）  す  ちの 

びて よいので しょうか。 そこに 住む 者 

あく  けもの  と  い  もの 

たちの 悪の ゆえに， 獣 や 飛ぶ 生き物は 
一掃され ま した。 「彼は わたしたちの 
将来を 見ない」 と， 彼らは 言った から 
です。 

5 あなたは 歩行者と 走った のに， 彼 
らが あなたを 疲れ果てさせ るので あれ 
ば， どう して 馬と 競走で きる だろう か。 
また， あなたは 平和の 地で 自信が ある 
のか。 では， ヨルダン 沿いの 誇り高い 

[力] 

[やぶ] の 中では どうす るの か。 6 あ 
なた の 兄弟 や あなたの 父の 家の 者たち， 
彼らで さえ あなた を 不実な 仕方で 扱っ 
ナ こ。 彼らで さえ あなたの 後ろで 大声で 
呼ば わった。 彼らが あなたに 良い こと 
を 話す という だけで 彼らを 信じて はな 

[ク） 

ら ない。 

いえ  す [ケ） 

7 「わたしは， わたしの 家を 捨て， わ 
たしの 相続 物を 捨て去った。 わたしの 
魂 の 愛する 者を その 敵の たなごころに 
渡した。  8 わたしに とって， わたしの 
相続 物は 森林の ライオンの ようにな っ 
た。 彼女は この わたしに 向かって 声を 
上げた。 それゆえに， わたしは 彼女を 

にく  トン） 

憎んだ。  9 わたしに とって， わたしの 
相続 物は まだらの 猛 きんの よう だ。 猛 
きんが その上を 取り巻い ている。 野の 
すべての 野獣よ， 来て， 集まれ。 [それ 
ら を] 連れて来て 食べさせよ。 10 多 
く の 羊飼いが わた しのぶ どう 園を 滅ぼ 
し， わたしの 受け 分を 南み つけた。 彼 
ら はわた しの 望ま しい 受け 分を 荒れ 果 
てた 荒野に 変えて しまった。 11 人 
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は それを 荒れ果てた 所と した。 それは 
衰えた。 それは わたしに とって 荒廃し 
ている。 その 全土は 荒廃 させられた。 
[それを] 心に 留めた 者は だれもい ない 
からで ある。 12 荒野の すべての 踏み 
ならさ れた 道を 奪略 者たち がやっ て 来 
た。 エホバに 属する 剣が， 地の この 果 
てから 地の かの 果てに 至る まで むさぼ 
り 食って いるから である。 どの 肉なる 
者に も 平和は ない。 13 彼らは 小麦を 
まいた が， 刈り取った ものは， いばら 
である。 彼らは 病気に なるほど 働いた 
が， 何の 益に もなら ない。 そして エホ 
パの 燃える 怒りの ために， 彼らは あな 
た 方の 産物を 必ず 恥 じる であろう」。 

14 エホバは わたしの 悪い 隣人す ベ 
てに 対して このように 言われた。 彼ら 
は， わたしが わたしの 民すな わち イス 
ラエルに 所有 させた 相続 物に 触れて い 
る 者たち である。 「いまわた しは 彼ら 
を その 土地から 根 こぎに する。 わたし 
は ユダの 家を 彼らの 中から 根 こぎに す 
るであろう。 15 そして 彼らを 根 こぎ 
にした 後， わたしは 必ず 彼らを 再び 憐 
れみ ，彼らを 各々 その 世襲 所有地， 各々 
その 地へ 連れ戻す であろう」。 

16 「そしても し 彼らが， わたしの 民 
に バアルに よって 誓う こと を 教えた よ 
うに， わたしの 名に よって 『エホバは 
生きて おられる！』 と 誓い， わたしの 
民の 道を 必ず 学ぶな ら ，彼ら もまた わ 
た しの 民の 中で 築き上げられる こと 
になる。 17 しかし もし 彼らが 従わ 
ないなら， わた しも また， その 国民を 
根 こぎに し， [これを] 根 こぎに して 
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滅ぼす」 と， エホバは お告げになる。 
-i  〇 エホバは わたしに このように 言 

Id ゎれた。 「苔け。 ぁなたは. 券 
のために 亜麻布の 帯を 手に入れ， それ 
を 腰に 着けなければ ならない。 しかし 
それを 水に 入れて はならない」。 2 そ 
れで ，わた しは エホバの 言葉に したがっ 
て 帯を 手に入れ， それを 腰に 着けた。 
3 すると， エホバの 言葉が 二度目に わ 
たしに 臨んで 言った， 4 「あなたが 手 
に 入れた， あなたの 腰に ある 帯を 取り， 
立って， ユー フラ テス [川] に 行き， それ 
を そこの 大 岩の 裂け目に 隠せ」。 5 そ 
れ で， わたしは エホバが わたしに 命じ 
られた 通りに， 行って， これを ユー フ 
ラ テス [川] のほとりに 隠した。 

6 しかし， 多くの 日の 終わりに 至っ 
て， エホバは わたしに 言われた， 「立っ 
て， ユー フラ テスに 行き， わたしが そこ 
に 隠す よう あなたに 命じた 帯を そこ か 
ら 取り出せ」。 7 それで わたしは ユー 
フラ テス [川] に 行き， わたしが 隠した 
場所から 帯を 掘って 取り出し たが， 見 
よ， 帯は 損なわれ ていて 何の 役に も 立 
たなかった。 

8 すると， エホバの 言葉が わたしに 
臨んで 吕っ た， 9 「エホバは このように 
言われた。 『それと 同じように， わた 
しは ユダの 誇り と エルサレムの おびた 
だしい 誇りを 滅びに 陥れる。 10 わた 
しの 言葉に 従おうと せず， その 心の 強 
情 さの ままに 歩み， ほかの 神々 に従っ 
て 歩み， これに 仕えて 身をかがめよう 
としてい る この 悪い 民 もまた， 何の 役 
にも 立たない この 帯の よう になる』。 
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11 『帯が 人の 腰に 堅く 付く ように， わ 
たし も イスラエルの 全家と ユダの 全家 
を わたしに 堅く 付かせた』 と， エホバ 
はお 告げになる， 『[それが] わたしに 
とって 民， 名， 賛美， 美しい ものと な 
るた めであった。 しかし 彼らは 従わな 
かった』。 

12 「また， あなたは 彼らに この 言葉 
を 言わなければ ならない。 『イス ラエ 
ルの 拽 エホバは このよう に 言われた。 
「大き なかめ はすべ て ぶどう酒で 満たさ 
れる ものである」』。 だが， 彼らは 必ず 
あなたに 言う であろう， 『大きな かめ 
がすべ てぶ どう 酒で 満た される もので 
ある ことは， わたしたち も 当然 知って 
いるでは ないか』 と。 13 それで あな 
たは 彼らに 言わなければ ならない， 『エ 
ホバ はこの ように 言われた。 「いまわ 
たしは， この 地の 全住民， ダビデの た 
めに その 王座に 座して いる 王たち， 祭 
司たち， 預言者たち， エルサレム のす 

じゅうみん  よ  み  （キ） 

ベての 住民を 酔いで 満たす。 14 そし 
て， わたしは 彼らを 互いにぶ つけ 合わ 
せて 砕く。 父 も 子 も， 同時に」 と， エ 
ホ パは お告げになる。 「わたしは 同情 
を 示さず， ふびんに 思わない。 また， 彼 
らを 滅びに 陥れない ようにす る 憐れみ 
を も 持たない」』。 

15 「あなた 方は 聞け。 耳を 向けよ。 
ごう 慢 であって はならない。 エホバ ご 
自身が 語られた からで ある。 16  [迚] 
が 闇を 生じさせない うちに， あなた 方 
の 足が 日暮れに 山の 上で 互いにぶ つか 
り 合わない うちに， あなた 方の 视 エホ 
バに 栄光を 帰せよ。 そして あなた 方は 
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必ず 光を 望む が， [裡] は 実際に それを 
深い 陰と し， [それを] 濃い 暗闇に 変え 
られ る。 17 そしても しあな た 方が そ 
れを 聞かないなら， わたしの 魂は 隠れ 
場所で 誇りの ゆえに 泣き， 必ず 涙を 流 
すであろう。 わたしの 目には 涙^^' こぼ 
れ るであろう。 エホバの 群れが とりこ 
とな っ て 連れて行かれ るからで ある。 

18 「王と 貴婦人と に 言え， 『もっ 
と 低い 場所に 座れ。 あなた 方の 頭から 
美の 冠が 必ず 落ちる からで ある』 と。 
19 南の 諸 都市は すっかり 閉ざされた 
ので， [それを] 開ける 者は だれもい な 
い。 ユダは その 全体が 流刑に 処 せられ 
た。 それは 完全に 流刑に 処 せられた。 

20 「あなたの 目を 上げて， 北から 
やって来る 者たち を 見よ。 人が あなた 
に 与えた 家畜の 群れ， あなたの 美しい 
羊の群れは どこに いるの か。 21 人が 
あなたに 注意を 向ける とき， あなたは 
何と言う のか。 始めに， あなた 自身が 
彼らを あなたの すぐそば にいる 腹心の 
友と して 教えた のに。 子を 産む ときの 
妻と 同じ 産みの 苦しみが あなたを 捕ら 
えないだ ろうか。 22 また， あなたが 
心の中で， 『こうした ことが わたしに 
降り懸かった のは どうして か』 と言う 
とき， それは， あなたの おびただしい 
とがの ゆえに， あなたの すそは 覆いと 
して 取り去られ， あなたの かかとは 暴 
虐な 扱いを 受けた ので ある。 

じん [テ〕  ひ ふ 

23 「クシ ュ 人は その 皮膚を， ひょ 
うは その 斑点を 変え る こと がで きる だ 
ろうか。 [もしで きるなら，] 悪を 行 
なうよう に 教え られた 者で あ る あなた 
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方 も， 善を 行なう ことができる であろ 
う。 24 それで わたしは， 荒野からの 
風に 運ばれる 刈 り 株の ように 彼らを 散 
ら すであろう。 25 これが あなたに 割 
り 当てられた 分， わたしから 量り 出さ 
れる あなたの 分で ある」 と， エホバは 
お告げに なる， 「あなた はわた し を 忘 
tlT, 偽りを 信頼し つづける からで あ 
る。  26 それで わたしもまた， あなた 
のす そを あなたの 顔の 上に 上げる。 そ 
して， あなたの 不名誉は 必ず 見られる 
ようになる。 27 あなたの 姦淫の 行為 
と あなたの いななき， あなたの 売春に 
おける みだらな 行ない もで ある。 丘の 
上で， 野で， わたしは あなたの 嫌悪す 
べき 事柄を 見た。 エルサレムよ， あ 
なた は 災い だ！ あなたは 清く なれ 
ない 一 後 どれ 程の 時 か」。 

-i  A  [これは] 干 ばつの ことに 関し， 
*  エホバの 言葉と して エレミヤに 
臨んだ こと [である]。 2 ユダは 喪に 服 
し， その 門 も 衰えた。 それらは 気落ち 
して 地に 倒れ， エルサレムの 叫び さえ 
も 上がった。 3 そして 彼らの 威光 ある 
者たち も， 水を 求めて 自分たち の 取る 
に 足りない 者たち を 遣わした。 彼らは 
溝に 来た。 彼らは 水を 見いだ せなか っ 
た。 彼らは 空の 器を 携えて 帰って 行っ 
た。 彼らは 恥を かき， 失望し， そして 
頭を 覆った。 4 その 地に 降雨が 生じ 
なか っ たために 土は 打ち砕かれ， [その 
土] の ゆえに 農夫は 恥じた。 彼らは 頭を 
覆った。 5 野の 雌 鹿で さえ， 子を 産ん 

セ イザ 3:26; イザ 24:4; ソ哀 2:9; タサ I  5:12; チ 王 I 18: 
5; ツ王 I  17:7: テ 詩 40:14; 詩 109:29; イザ 45:16; トサ n 
15:30; エス 6:12; ナ レビ 26:20; 申 28:23; ニサ n  19:4。 
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だが， [それを] 捨てて ゆく。 柔らかい 
草がなかった からで ある。 6 そして， 
しまうま も 裸の 丘の 上に 立ち止まり， 
ジャッカル のように 風を かいだ。 その 
目は 草木がない ために 衰えた。 7 たと 
え わたしたちの とがが わたしたちに 不 
利な 証言を しても， エホバよ， あなた 
のみ 名のた めに 行動して ください。 わ 
た したち の 不忠実の 行為は 多く なった 
からです。 わたしたちは あなたに 対し 
て 罪を おかした のです。 

8 イスラエルの 望みで ある 方， 苦難 
の 時の その 救い主よ, なぜ あなたは こ 
の 地で 外人 居留 者の ようになられ るの 
です か。 [なぜ] 一夜を 過ごす ために 立 
ち 寄った 旅人の ように [なられる ので 
すか]。 9 なぜ 驚がくに 襲われた 者の 
ように， 救う こと もで きない 力 ある 者 
のように なられる のです ふ。 それでも， 
エホバよ， あなた ご 自身 わたしたちの 
中に おられ， わたしたちは， あなたの 
み 名を もってと なえられた のです。 わ 
たした ちを 見捨てな いでく ださい。 

10 エホバは この 民に 関して このよ 
うに 言われた。 「このように， 彼らは 
さまよう ことを 愛し， 自分の 足を とど 
めなかった。 それで， エホバ も 彼らを 
喜ばれなかった。 今や 彼らのと がを 思 
い 出し， その 罪に 注意を 向けられ るで 

ぁろ ぞ」。 

11 そして， エホバは さらに わたしに 
言われた， 「この 民の ために 良い こと 
を 祈り 求めて はならない。 12 彼らが 
断食 するとき， わたしは その 嘆願の 叫 
びを 聴いて はいない。 彼らが 全焼 燔の 
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捧げ物 や 穀物の 捧げ物を するとき， わ 
たしは それを 喜んでは いない。 わたし 
は 剣と 飢きんと 疫病と によって 彼らを 

お  いた  [ィ】 

終わり に 至らせる からで あ^)」。 

13 そこで わたしは 言った， 「ああ， 
主権者なる 主 エホバよ 丨 預言者たち 
は， 『あなた 方は 剣を 見ない。 あなた 
方に 飢きんは 起こらない。 かえって， 
わたしは 真の 平安を この 場で あなた 方 
に# える であろう』 と 彼らに 言って い 
るので す」。 

14 すると， エホバは さらに わたしに 
言われた， 「預言者た ちがわた しの 名 
によって 預言して いる ことは 偽りで あ 
る。 わたしは 彼らを 遣わした こと も， 
彼らに 命じた こと も， 彼らに 語った こ 
ともない。 彼らは 偽りの 幻と， 占い 
と， 無価値な ものと， その 心の たばか 
りと を あなた 方に 預言と して 語って い 
るので ある。 15 それゆえ， わたしの 
名に よって 預言し， わたしが 遣わし も 
しなかった のに， この 地には 剣 も飢き 
んも 起こ らな いと 言って いる 預言者た 
ちに 関して， エホバは このように 言わ 
れ た。 『それらの 預言者は 剣と 飢きん 
とに よって 終わりに 至る。 16 そして 
彼らが 預言を 与えて いる その 民は， 飢 
きんと 剣の ために エルサレムの ちまた 
に 投げ出される 者と なり， 彼らを一 彼 
ら ，その 妻と 息子と 娘たち を 一 葬る 者 
はだれ もい ない。 そして， わたしは 彼 
らの 上に その 災いを 注ぎ 出す』。 

17 「そして， あなたは 彼らに この 言 
葉を 語らな ければ な ら ない。 『わたし 

ケ詩 79:3; エレ 9:22; コ箴 1:31; エレ 4:18。 
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の 目に 夜 も 昼 も 涙が こぼれて， とどま 
る ことがない ように。 わたしの 民の 処 
女なる 娘は， 太いなる 崩壊に よって， 非 
常に 重い 打ち傷に よって 砕かれた から 
である。 18 もし わたしが 実際に 野に 
出て 行く と， 見よ， 剣に よって 打ち殺 
された 者たち がいる！ そして， もし 
わたしが 実際に 都市に 入って 行く と， 
見よ， 飢きんに よる 悪、 疫 もまた ある！ 
預言者 も 祭司 も 自分たち の 知らな かっ 
た 地に 巡って 行った からで ある』」。 

19 あなたは ユダを 完全に 退けられた 
のです か。 あなたの 魂は シオンを 憎悪、 
さ れ たの です か。 あな たが わ たしたち 
を 打って， わたしたちの ためにい やし 
がない のは どうしてで すか。 平安を 待 
ち 望んで いたのに， 何も 良い ことは [来 
ませんで した]。 いやしの 時を [待ち望 
ん だのに]， 何と， ご覧く ださい， 恐怖 
が' [来ました]!  20 エホバよ， わたし 
たちは 自分たち の 邪悪 さ， わたしたち 
の 父祖たち のとが を 確かに 認めます。 
わたしたちは あなたに 対して 罪を おか 
したから です。 21 あなたの み 名のた 
めに， [わたしたちを] 軽べ つし ないで 
ください。 あなたの 栄光の 王座を 軽ん 
じないで ください。 覚えて いてく ださ 
い。 わたしたちとの 契約を 破らないで 
ください。 22 諸国 民の むなしい 偶像 
の 中に， 雨を 降らせる ことので きる 者 
がいる でしょう か。 また， 天が 自ら 豊 
潤な 雨を 与える ことができる でしょう 
か。 わたしたちの® エホバよ， あなた 
こそ， その 方ではありません か。 です 
から， わたしたちは あなたを 待ち望む 
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のです。 あなたが これらす ベての こと 
を 行なわれた からです。 

■t  ^ そして， エホバは さらに わたし 
に# われた， 「たとえ モ- € と 
サム エルが わた しの 前に 立っ ていたと 
しても， わたしの 魂が この 民に 向けら 
れる ことは ないで あろう。 彼らは わた 
しの 顔の 前から 追 ^ ヽ 払われて 出て 行く 
であろう。  2 そして 彼らが， 『わたし 
たちは どこへ 出て 行きましょう か』 と 
あなたに 言うなら， あなた も 彼らに 言 
わな ければ な ら ない， 『エホバは この 
よう に 言われた。 「だれでも 死の 災厄 
に [渡される] 者は， 死の 災厄へ！ ま 
た， だれでも 剣に [渡される] 者は， 剣 
へ！ また， だれでも 飢きんに [渡され 
る] 者は， 飢きんへ！ また， だれでも 
捕囚に [渡される] 者は， 捕囚へ！」』 

3 「『そして， わたしは 彼らの 上に 四 
種類の ものを 任命す る』 と， エホバは 
お告げになる， 『殺す ために 剣， 引き 
ずるた めに 犬， 食べて 滅びに 陥れる た 
めに 天の 飛ぶ 生き物と 地の 獣を。 4 そ 
して わたしは， ユダの 王， ヒゼ キヤの 子 
マナ セの ゆえに， 彼が エルサレムで 行 
なった ことのた めに， 彼らを 地の すべて 
の 王国に とっての 身震いの ために 与え 
る。 5 というのは， エルサレムよ， だれ 
が あなた に 同情を 示して くれる だろう 
か。 だれが あなたの ことを 思い やって 
くれる だろう か。 だれが 立ち寄って あ 
なた の 安否を 尋ねて く れ るだろう か』。 

みず か  す  さ  W 

6 「『あなた 自ら わたしを 捨て去った』 
と， エホバは お告げになる。 『あなた 
は 後ろ向きに 歩みつ づける。 それで， 
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わたしは あなたに 向かって 手を 伸ばし， 
あなたを 滅びに 陥れる であろう。 わた 
しは 悔やむ ことに 飽きた。  7 また， わ 
たしは この 地の 門で 彼 らを フォークで 
あおり 分ける であろう。 わたしは 必ず 
[彼ら] から 子を 奪う であろう。 わたし 
はわた しの 民を 滅ぼす。 彼らが 自分た 
ちの 道から 立ち返らなかった [からで 
ある]。 8 わたしに とって 彼らの や も 
めは 海の 砂粒よりも 数多く なった。 真 
昼に わたしは， 彼らに， 母 [と] 若者の 
上に 奪略 者を もたらす。 わたしは 彼ら 
の 上に 突然， 興奮と 騒乱を 臨ませる。 
9 七 人の子を 産んだ 女は 衰えた。 その 
魂 は 息を 切らして あえいだ。 その 太陽 
はま だ 昼間のう ちに 沈んだ。 それは 恥 
じ， 恥じ入った』。 『そして わたしは， 
彼らの わずか 残りの 者を その 敵たち の 
前で 剣に 渡す であろう』 と， エホバは 
お告げになる」。 

10 わたしの 母よ， わたしは 災いで 
す。 あなたは わたしを， [すなわち] 全 
地との 言い争いに かかわる 人， 闘争に 
かかわる 人を 産んだ からです。 わたし 
は 貸し付け たこ ともなく， 人々 がわた 
しに 貸し付け たこと もありません。 彼 
ら はみ なわた しの 上に 災いを 呼び 求め 

[ス） 

ています。 

11 エホバは 言われた， 「まさしく， 
わたしは 良い ことのた めにあな たに 仕 
えよう。 まさしく， 災いの 時， 苦難の 
時に， わたしは あなたの ために 執り成 
しを して 敵に 向かおう。 12 人は 鉄を， 
北からの 鉄， そして 銅を 粉々 に 砕く こ 
とがで きる だろう か。 13 あなたの 資 


産と 財宝を わた しは ただ 強奪の ために 
与える であろう。 それは 代価の ためで 
はなく， あなたの すべての 領地に おけ 
る あなたの すべての 罪の ためで ある。 
14 わたしは [彼らを] あなたの 敵と 共 
に， あなたの 知らなかった 地へ 渡って 
行かせる。 火が わたしの 怒りのう ちに 
燃え立たせられ たからで ある。 それは 
あなた 方に 向かって 燃やされる」。 

15 あなた ご 自身が ご存じです。 エ 
ホバ よ， わたしを 思い出して， わたし 
に 注意を 向けて ください。 わたしを 迫 
害する 者たち に復 しゅう してく ださ 
あなたは 怒る ことに 遅い のです か 
ら ，わた しを 取 り 去らないで ください。 
わたしが あなたの ゆえに そしり を 忍ん 

し  M 

でい る ことを 知って ください。 16 あ 
なた の 言葉が 見いだ された ので， わた 
しは それを 食べ はじめまし^;。 わたし 
にと っ て あなたの 言葉は わた しの 心の 
歓喜と なり， 歓び となります。 万軍の 
裡 エホバよ， わたしは あなたの み 名を 
もってと なえられた からです。 17 わ 
た しは 戯れる 者たち の 親密な 集いに 座 
した こと も， 歓喜し はじめた こと も あ 
りません。 あなたの み 手の ゆえに， わ 
たしは ただ 独りで 座りました。 あなた 
は 糾弾を もって わた しを 満たされ たか 
ら です。 18 なぜ わたしの 痛みは 長引 
き， わたしの 打ち傷は 治らない ので しょ 
うか。 それは どうしても いやされ ませ 
ん でした。 わたしに とって， あなたは 
必ず 欺きの ものの ように， 信頼で きな 
いこと を 示した 水の ようになられ るか 
らで H 
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19 それゆえ， エホバは このように 
言われた。 「もし あなたが 戻って 来る 
なら， わたしは あなたを 連れ戻す であ 
ろう。 わたしの 前に あなたは 立つ であ 
ろう。 また， もし あなたが 無価値な も 
のから 貴重な ものを 引き出すなら， あ 
なた はわた しの 口の ようになる であろ 
う。 彼らは あなたの もとに 戻って 来る 
が， あなたは 彼らの もとに 戻って 行か 
ないで あろう」。 

20 「そして， わたしは この 民に 対し 
て あなたを 防備の 施された 銅の 城壁と 
した。 彼らは 必ず あなたと 戦う が， あ 
なた に 打ち勝たない。 わたしが あなた 
と共にいて， あなたを 救い， あなたを 
救い出す からで ある」 と， エホバは お 
告げになる。  21 「また， わたしは あ 
なた を 悪い 者たち の 手から 救い出し， 
圧制的な 者たち の たなごころから 請け 
戻す」。  _ 

1 兵 そして， エホバの 言葉が 引き続き 
丄〇 ゎた しに 蔭んで 备っ た， 2 「ぁ 
なた は 自分の ために 妻を め とっては な 
ら ない。 この 所で 息子 や 娘を 持って は 
ならない。  3 この 所で 生まれる 息子 
や 娘に 関し， また， 彼らを 産んで いる 
母 や， この 地で 彼らを 産ませて いる 父 
に関して， エホバは このように 言われ 
た。 4 『悪疫に よる 死に よって 彼らは 
死ぬ。 彼らは 嘆き悲しまれる こと もな 
く， 葬られる こと もない。 彼らは 地の 
表の 肥やしの ようになり， 剣と 飢きん 
とに よって 終わりを 迎え， その 死体は 
実際に， 天の 飛ぶ 生き物 や 地の 獣の た 
めの 食物と なる』。 


第 16 章 

キマタ 

24:19 

ク ルカ 

21:23 

ルカ 

23:29 

ヶ エレ 

15:2 

コ エレ 
エレ 

22:18 

25:33 

サ詩 79:3 

エレ 

36:30 

シ詩 8: 

3:10 

イザ 5:25 

エレ 

9:22 

スエ レ 

14:15 

エレ 

34:17 

ェゼ 

5:12 

セ エレ 

34:20 

ェゼ 39:17 

啓 1! 

こ 

第二 欄 

7 ェゼ 24:16 
イ申 31:17 


5 「エホバは このように 言われた から 
である。 『会葬者の 宴の [設けられる] 
家に 入って はならない。 嘆き悲し むた 
めに 行って はならない。 彼らに 同情し 

(7) 

ては ならない』。 

「『わた しは この 民から わた しの 平安 
を 取り去った からで ある』 と， エホバ 

つ  あい  しんせつ  あわ 

は お告げに なる， 『愛 ある 親切と 憐れ 
みを も。  6 そして， 彼らは 大 なる 者 
も 小なる 者 も 必ず この 地で 死ぬ であろ 
う。 彼らは 葬られず， 人々 が 彼らの た 
めに 身を 打ちた たくこ ともなく， だれ 
かが 彼 ら のために 身に 切り傷を つけた 
り， 自分を はげに したりす る こと もな 
い。 7 また， 人々 は 死者の ことで だれ 
かを 慰めよう として， 喪の ために 彼ら 
に パンを 分け与える こと もしない。 ま 
た， 自分の 父の ため， 自分の 母の ため 
に 慰めの 杯を 飲む よう 彼ら に 与える こ 
ともしない。  8 それで， あなたは 決し 
て 宴会の 家に 入って， 人々 と共に 座っ 
て 食べたり 飲んだり しては ならない』。 

9 「イスラエルの 迚 ，万軍の エホバは 
このように 言われた からで ある。 『い 
まわたし は， あなた 方の 目の前で， あ 
なた 方の 日に， 歓喜の 声と 歓 びの 声， 花 
婿の 声と 花嫁の 声を この 場所から 絶や 
そうとして いる』。 

10 「そして， あなたが この 民に こ 
のす ベての 言葉を 告げ， 彼らが あなた 
に， 『エホバは なぜ わたしたちに 対し 
てこの すべての 大きな 災いを 語られた 
のか。 わたしたちの とがは 何 か。 わた 
したち がわた したち の 神 エホバに 対し 
て 犯した 罪は 何 か』 と 実際に 言う とき， 
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1213  処罰， そして 復興。 鉄の 尖 筆で 罪が 記されて いる  エレミヤ 16：11—17：2 


11 あなた も 彼らに 言わなければ なら 
ない， 『「それは， あなた 方の 父たち が 
わたしを 捨てた からで ある」 と， エホ 
バは お告げになる， 「そして， ほかの 
神々 に 従って 行き， これに 仕え， これ 
に 身をかがめ 続けた [からで ある]。 一 
方， 彼らは この わたしを 捨て， わたし 
の 律法を 守らなかった。 12 そして あ 
なた 方は， その 行ないの 点で， あなた 
方の 父たち よりも さらに 悪い ことを 行 
なった。 実際， あなた 方は わたしに 従 
ゎずぜ ，歆 I# の 悪“ に 
従って 歩んで いる。 13 それで， わた 
しは あなた 方を この 地から 投げ出して， 
あなた 方 も あなた 方の 父たち も 知らな 
かった 地に 行かせる。 あなた 方は そこ 
で 昼も夜も ほかの 神々 に 仕えなければ 
ならなくなる。 わたしは あなた 方に 恵 
みを 与えない からで ある」』。 

14 「『それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る』 と， エホバは お告げになる， 『そ 
のとき には もはや， 「イスラエルの 
子ら を エジプトの 地から 連れ 上った エ 
ホバは 生きて おられる！」 とは 言われ 
ず， 15 むしろ， 「イスラエルの 子ら 
を 北の 地から， また， 彼らを 追い散ら 
したす ベての 地から 連れ 上っ た エホバ 
は 生きて おられる！」 と [言われる よ 
うにな り]， わたしは その 父祖たち に 与 
えた 彼 らの 土地に 必ず 彼ら を 連れ戻す 
であろう』。 

16 「『いまわた しは 多くの すな どる 者 
を 呼びに やる』 と， エホバは お告げに 
なる， 『それらの 者は 必ず 彼らを すな ど 
るであろう。 その後， わたしは 多くの 


狩人を 呼びに やり， それらの 者は すべ 
ての 山， すべての 丘， 大 岩の 裂け 目から 
必ず 彼らを 狩り出す であろう。 17 わ 
たしの 目 は 彼らの すべての 道の 上に あ 
るからで ある。 彼らが わたしの 前から 
覆い隠された ことはなかった。 また， 
そのと がが わた しの 目の前から 隠され 
たこと もなかった。 18 それで， まず 
最初に， わたしは 彼らのと がと 罪に 対 
して 余す ところな く 返報す る。 彼らが 
わたしの 地を 汚した からで ある。 彼ら 
は その 嫌悪すべき もの や 忌むべき もの 
の 遺体で わた しの 相続 地を 満たした 
の;/ ?』」。 

19 わたしの 力， わたしの とりで， 苦 
難の 日の わたしの 逃れ 場で ある エホバ 
よ。 諸国の 民は 地の果てから あなたの 
もとに 来て， 言う でしょう， 「本当に， 
わたしたちの 父祖たち は 全くの 偽り 
と， むなしい こと， そして 何の 益 もな 
いものを 所有す るよう になり ました」。 
20 地の 人は 自分の ために 神々 を 造る 
こと がで きる でしょう か。 そ れが 神で 
もない のに。 

21 「それゆえ， いまわた しは 彼らに 
知らせる。 わたしは 今度 こそ， わたし 
の 手と わたしの 力強 さを 彼らに 知らせ 
るであろう。 彼らは わたしの 名が エホ 
バ である ことを 知らな ければ ならな く 
なる」。 

「ユダの 罪は 鉄の 尖 筆で 書き記 


17 


されて いる。 それは， 金剛石の 
とがりで 彼らの 心の 書き 板と， 彼らの 

さいだん つの [夕） きざ  こ 

祭壇の 角に 刻み 込まれて いる。 2 と 
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りえよう か 0 1〇 わたし， エホバは， 
心を 探り， 腎を 調べて いる。 各々 に そ 
の 道に したがって， その 行ないの 実に 
したがって 与える ためで ある。 11 公 
!e によらずに 富を 作る 者は， 自分の 産 
まなかった ものを 集め 寄せた しゃこの 
ようで ある。 自分の 日の 半ばに それを 
捨て， その 終わりには 分別の ない 者と 
なる」。 

12 初めから 高い 所に 栄光の 王座が 
ある。 それは わたしたちの 聖 なる 所の 
場所で ある。 13 イスラエルの 望みで 
ある エホバよ， あなたを 捨てて 行く 者 
はみ な 恥を かかされます。 背教して わ 
たしから 離れて 行く 者たち は 地に 書き 
記される のです。 彼らは， 生ける 水の 
源， エホバを 捨てた からです。 14 エ 
ホ パよ， わたしを いやして ください。 そ 
うすれば， わたしは いやされ るで しょ 
う。 わたしを 救って ください。 そうす 
れ ば， わたしは 救われます。 あなたは 
わたしの 賛美 だからです。 

15 ご覧く ださい， わたしに 向かって， 
「エホバの 言葉は どこに あるの か。 どう 
か， それを 来させても らいたい」 と 言 
う 者たち がいます。 16 しかし， わた 
しは あなたに 従う 牧者 [の 立場] から 急 
いで [退く ことを] しません でした。 絶 
望の 日を 渴望 しもし ませんで した。 あ 
なた ご自 身が わ たしの 唇から 出る 言葉 
を ご存じです。 それは あなたの み 顔の 
前で 生じた のです。 17 わたしに とっ 
て 恐れ おののかせる ものと ならないで 
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エレミヤ 17:3—17 

きに， その子ら は， 生い茂る 木の 傍ら， 
^ い 丘， 野の 山の 上に ある 彼らの 祭壇 
と聖 木を 思い出す。 3 あなたの 資産， 
あなたの すべての 財宝を， わたしは た 
だ 強奪の ために 与える であろう 一 あ 
なた の 高き 所を， あなたの 全 領地の 至 
る 所に ある 罪の ゆえに。 4 そして あな 
たは， わた しが あなたに 与えた 世襲 所 
有 地を 自ら 手放す。 わたしもまた， あ 
な たを あなたの 知らなかった 地で 敵に 
|士 えさせる。 あなた 方は わたしの 怒り 
のうちに 火の ように 燃え立たせられた 
からで ある。 それは 定めの ない 時に 至 
るまで 燃やされる」。 

5 エホバは このように 言われた。 
「4 の 人に 依り 頼み， しかも 肉を 自分の 
腕と し， その 心が エホバから それて 行 

[ク) きょうけん もの  w 

く 強健な 者は のろわれる。 6 そして， 
彼は 必ず 荒れ 野に 一本 だけ 立って いる 
木の ようになり， 良い ものが 訪れても 
[それを] 見ないで あろう。 かえって 彼 
は， 砂漠 平原の 乾き 切った 場所， 人の 
住まな L 、塩 地に 住まな ければ な ら ない。 
7 エホバに 依り 頼み， エホバが その 確 
信 [のより どころ] となって く ださった 
強健な 者は 祝福され る。 8 そして 彼 
は 必ず， 水の ほとりに 植えられて 水路 
の ほとり に 根を 送り 出す 木の よう にな 
る。 彼は 暑さが 来ても [それを] 見る こ 
となく， その 葉は 実際に 生い茂る こと 
であろう。 また， 干 ばつの 年に も 思い 
煩う ことなく， 実を 産み出す ことを や 
め も しない。 

9 な; は ほかの 1 裼 にも 藤って 未 _ 

であり， 必死になる。 だれが これを 知 
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安息日を 守らない。 陶器 師 
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ください。 あなたは 災いの 日に おける 
わたしの 避難所な のです。 18 わたし 
f 迫害す る 者たち が 恥を かきます よう 
に。 しかし わたしに は 恥を かかせない 
でく ださい。 彼らが 恐怖の 念を 抱く 者 
となります ように。 しかし， わたしに 
恐怖の 念を 抱かせないで ください。 彼 
らの 上に 災いの 日を もたらし， 彼らを 
二倍の 崩壊を もっ て 打ち砕い てくだ 
さ I マ。 

19 エホバは わたしに このように 言 
われた。 「行って， あなたは ユダの 王 
たちが 入って 来たり 出て 行っ たりす る 
ときに 通る 民の 子ら の 門， および エル 
サ レムの すべての 門に 立たなければ な 
ら ない。  20 そして あなたは 彼らに 言 
わな けれ ばな ら ない， 『エホ パの 言葉 
を 聞け。 これらの 門を 通って 入って 来 
るユ ダの 王たち， ユ ダの すべて [の 者た 
ち]， エルサレムの 全住民よ。 21 エホ 
バ はこの ように 言われた。 「あなた 方 

たましい  ちゅうい W  もん 

の 魂の ために 注意し， エルサレムの 門 
を通っ て 運び入れな ければ ならない 荷 
を 安息日に 運んで はなら な 6。 22 ま 
た， 安息日に あなた 方の 家から どんな 
荷を も 運び出して はならない。 どんな 
仕事 も いっさいして はならない。 そし 
てわたしが あなた 方の 父祖たち に 命じ 
た 通り， あなた 方は 安息日を 神聖な も 
のとし なければ ならない。  23 しか 
し 彼らは 聴き もせず， 耳を 傾け もし 
なかった。 うなじを 固く して， 聞 こ 
うと もせず， 懲らしめを 受けよう とも 
しなかった」』。 

24 「『「そして， もし あなた 方が 固く 


才詩 132:11 


わたしに 従い」 と， エホバは お告げに 
なる， 「安息 日に こ の 都市の 門を 通っ 
て 荷を 運び入れず， その [日] にどん な 
仕事 も しない ことによ っ て 安息日 を 神 
聖な ものと するなら，  25 王たち が 君 
たちと 共に 必ず この 都市の 門を 通って 
入って 条， ダビデの 呈 4 に 真 
車と 馬に 乗る ことであろう。 彼らと そ 
の 君たち， ユダの 者たち と エルサレム 
の 住民が である。 そして この 都市は 定 
めの ない 時に 至る ま で 必ず 人の 住む と 
ころと なる。  26 そして， 人々 は ユダ 
の 諸 都市， エルサレムの 周辺， ベニヤ 
ミンの 地， 低地， 山地， ネゲブから 美 
際に やって来る。 そして 全焼 燔の 捧げ 

もの (コ） ぎせい (ザ） こくもつ  トン】 にゅうこうは] たず さ 

物， 犠牲， 穀物の 捧げ物， 乳香を 携 
えて 来て， 感謝の 犠牲を エホバの 家に 
携え 入れる であろう。 

27 「『「しかし， もし あなた 方が わた 
しに 従わずに， 安息日を 神聖な ものと 
せず， 荷を 運び， [それを 携えて] 安息 
日 に エルザ レムの 門を 通っ て入っ て 来 
るなら， わたし も その 門に 火を 燃え 上 
がらせる。 それは 必ず エルサレムの 住 
まいの 塔を むさぼり 食い， 消される こ 
とはないで あろう」』」。 

-fl  〇 エホバから エレミヤに 臨んだ 言 
^ 葉は 言った， 2 「立って， あな 
たは 陶器 師の 家に 下って 行かなければ 
ならない。 わたしは そこで， あなたに 
わたしの 言葉を 聞かせる であろう」。 

3 それで， わたしは 陶器 師の 家に 
下って 行った。 陶器 師は ろくろで 仕事 


^18S  をして いると ころであった。  4 そし 

とうきし  ねんど  つく  うつわ かれ 

テ ェレ 19:1 て， 陶器 師が 粘土で 作って いた 器は 彼 


エレミヤ 18:5—19  陶器 師は 粘土を 退ける。 良い 業を 行なうよ うにとの 嘆願 1216 


の 手に よって 損なわれた。 それで 陶器 
師は 戻って， 自分の 目に 作る のが 正し 
いと 見える 通りに それを 別の 器に 作っ 

(7) 

ていった。 

5 そして， エホバの 言葉が 引き続き 
わたしに あって 言った，  6 「『イスラ 
エルの 家よ， わたしは この 陶器 師 のよ 
うに あな た 方に 行な うことは できない 
だろう か』 と， エホバは お告げになる。 
『見よ， イスラエルの 家よ， あなた 方 
は 陶器 師の 手の 中に ある 粘土の ように 
わたしの 手の 中に ある。  7 わたしが 
ある 国民， ある 王国に 向かって， [こ 
れ を] 根 こぎに し， [これを] 引き倒し， 
[これを] 滅ぼす と 語った のに， 8 その 
国民が わた しの 責めた その ^ から 実際 
に 立ち返る ときには いつでも， わたし 
もこれ に 下そうと 考えて いた 災いを 悔 
やむ。 9 しかし， わたしが ひとつの 国 
民， ひとつの 王国に 関して， [これを] 
築き上げ， [これを] 植える と 語った の 
に， 10 それが 実際には わたしの 声に 
従わずに， わたしの 目に悪い ことを 行 
なう ときには いつでも， わたし も それ 

よ  じ ぶんじ しん 

に とって 良い ことを すると [自分自身 
に] 言っ た その 良い ことを 悔やむ』。 

11 「そして 今， どうか ユダの 者たち 

じゅうみん  い 

と エルサレムの 住民に 言うよう に， 『エ 
ホバ はこの ように 言われた。 「わたし 
は あなた 方に 対して 災いを 形造り， あ 
なた 方に 対して ある 考えを 抱いて いる。 


り， あなた 方の 道と その 行ないを 良い 
ものと する ように」』」。 

12 けれども， 彼らは 言った， 「望み 
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はありません！ わたしたちは 自分の 
考えに 従って 歩みます。 わたしたちは 
各々 g 分の 悪い 心の 強情 さ のま まに 行 
なう のです」 と。 

13 それゆえ， エホバは このように 言 
われた。 「どうか， あなた 方 自身， 諸 
国民の 中で 尋ねて みるよう に。 だれが 
このような ことを 聞いた であろう か。 
イス ラエルの 処女が しきり に 行なった 
恐るべき ことがある。 14 レバノン 
の 雪が 原野の 岩から 去っ て 行く だろう 
か。 また， 冷たくて， 滴って いるよ そ 
の 水が 干上がる だろう か。 15 わたし 
の 民は わたしを 忘れた からだ。 という 
のは， 彼らは 価値の ない ものに 犠牲の 
煙を 立ち上らせる。 人々 を その 道， 昔 
の 道筋に おいて つまずかせて， 通り道， 
[土の] 盛り上げられて いない 道を 歩か 
せる。 16 それは， その 地を 驚きの 的， 
定めの ない 時に 至る まで 口笛を 吹く い 
われと する ためで ある。 そこを 通って 
行く 者は ひとり 残らず 驚いて 見つめ， 
頭を 振る であろう。 17 わたしは 東風 
による かの ように 彼らを 敵の 前に 散ら 
すであろう。 その 災難の 日に， わたし 
は 顔では なく， 背を 彼らに 向ける」。 

18 そして, 彼らは 言い はじめた ，「み 

ゆ  たい  なに 

ん な， 行こう。 エレミヤ に対して 何 か 
考えを 考え出そう。 律法が 祭司から， 
計り 事が 賢者から， 言葉が 預言 逢から 
滅びう せる ことは ないから だ。 行って， 
舌で 彼を 打とう。 彼の 言葉には いっさ 
い 注意を 払わない ことにしよう」。 

19 エホバよ， どうか わたしに 注意を 
払い， わたしに 反対す る 者たち の 声を 
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聴いて ください。 20 善に 対して 悪が 
報 われるべき でしょう か。 彼らは わた 
しの 魂の ために 坑を 掘り抜い たからで 
す。 わたしが あなたの み 前に 立って， 
彼らに ついて さえ 良い ことを 語り， 彼 
ら から あなたの 激しい 怒りを 引き戻 そ 
うとして いる ことを 覚えて ください。 
21 それゆえ， 彼らの 子ら を 飢きんに 
渡し， 彼らを 剣の 力に 引き渡し てくだ 
さい。 彼らの 妻は 子供を 奪われた 女と 
なり， やもめと なります ように。 そし 
て， その 男たち は 死の 災厄に よって 殺 
された 者と なり， その 若者たち は 戦闘 
において 剣で 討ち 倒された 者と [なり] 
ますよう に。 22 あなたが 突然， 彼ら 
に 略奪 隊の 群れを 来させる とき， 彼ら 
の 家から 叫びが 聞かれます ように。 彼 
ら はわた しを 捕らえる ために 坑を 掘り 
抜き， わたしの 足 [を 捕らえる] ために 
わなを 隠した からです。 

23 しかし， エホバよ， あなたは， わ 
た しを 死に 陥れよう とする 彼らの すべ 
ての 計り 事を よくご 存じです。 彼らの 
とがを 覆わないで ください。 あなたの 
前から 彼らの その 罪を ぬぐい 去らない 
でく ださい。 彼らを あなたの 前で つま 
ずく 者と ならせて ください。 あなたの 
怒りの 時に， 彼らに 敵対して 行動して 
くださ ユ 

-|  Q エホバは このように 言われた。 

^ 「各って， ぁな たは 齡&) 主 秦 

の 瓶を 手に入れ， 民の 年長者の 何人 か 
と， 祭司の 年長者の 何人 かを [連れて 
来] なければ ならない。 2 そして“ 陶 
片の 門” の 入口に ある， ヒンノ ムの子 
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の 谷に 出て 行かなければ ならない。 そ 
して， わたしが あなたに 話す 言葉を そ 
こで ふれ 告げなければ ならない。 3 そ 
して あなたは 言わなければ ならない， 
『ユダの 王たち と エルサレムの 住民よ， 
あなた 方は エホバの 言葉を 聞け。 イス 
ラエルの 裡， 万軍の エホバは このよう 
に 言われた。 

「『「いまわた しは この 場所に 災いを 
もたらす。 だれでも [その 災い] につい 
て 聞くなら， 耳が 鳴る であろう。 4 彼 
ら がわた しを 捨て， この 場所を 見分け 
のつ かないと ころと し， そこで 自分た 
ち も， その 父祖たち も， ユダの 王たち 
も 知ら なかった ほ かの 神々 に 犠牲の 煙 
を 立ち上らせ たためで ある。 彼らは こ 
の 場所を 罪のない 者たち の 血で 満たし 
た。 5 そして， 自芬 たちの 子ら を バア 
ルへの 全焼 燔の 捧げ物と して 火で 焼く 
ために， バアルの 高き 所を 築いた。 こ 
れ は， わたしが 命じた こと も 語った こ 

ともなく， わたしの 心に 上った こと も 

トン） 

なかった ことで ある」』。 

6 「『「それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る」 と， エホバは お告げになる， 「そ 
のとき には， この 場所は もはや ト フェ 

(ス）  たに ㈦ 

卜 または ヒン ノムの 子の 谷と ではなく， 
殺しの 谷と 呼ばれる。 7 そして， わた 
しは こ の 場所で ユダと エルサレムの 計 
り 奉を 無効に し， 彼らを その 敵の 前で 
剣に よって， また， 彼らの 魂を 求める 
者たち の 手に よって 倒す。 そして 彼ら 
の 死体を 天の 飛ぶ 生き物 や 地の 獣に 食 
物と して 与える。 8 そして， わたしは 

タ レビ 26:17; 申 28:25; チ 申 28:26; 詩 79:2; エレ 7:33; 
エレ 16:4; エレ 34:20; 啓 19:18。 
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この 都市を 驚きの 的， 口笛の 吹かれる 
ものと する。 そこを 通って 行く 者は ひ 
とり 残らず 驚いて 見つめ， そのす ベて 
の 災厄の ために 口笛を 吹く であろう。 
9 そして， わたしは 彼らに その 息子の 
肉 や 娘の 肉を 食べさせる。 彼らは 各々 
その 仲間の 者の 肉を 食べる であろう。 
彼らの 敵たち と， 彼らの 魂を 求める 者 
たちと が， 彼らを 囲み 込む その 囲みの 
厳重 さ と 圧迫との ためで ある」』。 

10 「そして， あなたは あなたと 共に 
行く 者たち の 目の前で その 瓶を 砕かな 
ければ ならない。 11 そして 彼らに 言 
わなければ ならない， 『万軍の エホバ 
はこの ように 言われた。 「 だれかが 陶 
器師の 器を 砕く と， それは もはや 修理 
する ことができなくなる。 それと 同じ 
ように， わたし もこの 民と この 都市を 
砕く であろう 0 彼らは ト フェ トで 葬り， 
ついには もは や 葬る 場所が な くなる で 

[力） 

あろぅ」』。 

12 「『わたしは この 場所に 対して その 
ようにす る』 と， エホバは お告げに な 
る， 『そして その 住民に 対しても。 す 
なわち， この 都市を トフ ェトの ように 
する。 13 そして， エルサレムの 家々 
と ユダの 王たち の 家々 は 必ず トフ ェト 
の 場所の ようになり， 汚れた ものと な 
る。 すなわち， その 屋根の 上で 彼らが 
天の 全軍に 犠牲の 煙を 立ち上らせ， ほ 
かの 神々 に 飲み物の 捧げ物が 注ぎ 出さ 
れた すべての 家は』」。 

14 それから エレミヤは， エホバが 自 
分を 遣わして 預言を させた トフ ェト か 
ら やって来て， エホバの 家の 中庭に 立 
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ち， 民の すべてに 言い はじめた， 15 「イ 
スラ エルの 拽， 万軍の エホバは このよ 
うに 言われた。 『いまわた しは この 都 
市と そのす ベての 都市に， わたしが そ 
れに 向かって 語った すべての 災いを も 
たらす。 彼らが そのうな じを 固く し， 
わた しの 言葉に 従おうと しな かっ たか 
ら である』」。 

さて， 祭司で， エホバの 家の 主任 

絲 約 もぁっ た， ィメ“ 子 

パシュ フルは， エレミヤが これらの 言葉 
を 預言す る 間 ずっと 聴いて いた。 2 そ 
れ から， パシュ フルは 預言者 エレミヤ 
を 打ち， エホバの 家に ある， “ ベニヤ ミ 
ンの 上の 門” の 足 かせ 台に 彼を つない 
tzo  3 しかし 翌日に なって， パ シュフ 
ルは エレミヤを 足 かせ 台から 解いた の 
で， 今度は エレ ミ ヤが 彼に こう 言った。 

「エホバは あなたの 名を， パシュ フル 
ではなく， “ 周囲に 怖れ” と 呼ばれた。 
4 エホバは このように 言われた からで 
ある， 『いまわた しは あなたを， あな 
た 自身と あなたの 愛する すべての 者へ 
の 怖れと する。 彼らは あなたの 目が 見 
ている うちに， 必ず その 敵たち の 剣に 
よって 倒れる であろう。 わたしは ユダ 
のす ベて [の 者] を バビロ ンの 王の 手に 
渡し， 彼は それらの 者を 実際に 流刑に 
処 して バビロンに 移し， 剣で 討ち 倒す 
であろう。  5 そして， わたしは この 都 
市の すべての 蓄えられた ものと， その 
すべての 産物と ，そのす ベての 貴重な も 
のを 与える。 ユダの 王たち のす ベての 
財宝を その 敵の 手に 渡す。 そして 彼ら 
は 必ず これを 強奪し， これを 取り， これ 
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エレミヤは 悲しむ。 骨の 中に 閉じ込められた 火 
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を バビロンへ 持って行く。 6 そして， 
パシュ フルよ， あなたと あなたの 家に 
住む すべての 者に ついては， あなた 方 
は 捕らわれの 身と なって 行く。 あなた 
は バビロンへ 行き， そこで 死に， そこ 
であな たは， 白 分の 愛する すべての 者 
と共に 葬られる。 あなたは 偽りのう ち 
に 彼らに 預言した からで ある』」。 

7 エホバよ， あなたは わたしを だ 
ましたので， わたしは だまされ まし 
た。 あなたは わたしに 対して ご 自分の 
力を 用いた ので， あなたは 打ち勝ち ま 
した。 わたしは 一日 じゅう 笑い物と な 
りました。 皆が わたしを あざ笑って い 
ます。  8 わたしは 語る 度に， 叫ぶ か 
ら です。 暴虐と 奪略を わたしは 呼ば わ 
ります。 エホバの 言葉は わたしに とっ 
て 一日 じゅう， そしりと あざけりの も 
とと なった からです。  9 それで わた 
しは 言い ま した， 「わたしは この 方の 
ことを 語り 告げない ことにしよう。 も 
うその み 名に よっては 何も 話すまい」 
と。 です が， それは わたしの 心の中に 
あって， わたしの 骨の 中に 閉じ込めら 
れた 燃える 火の ようになりました。 わ 
た しは 抑える のに 疲れ， [それに 耐える 
ことが] できませんでした。 10 わた 
しは 多くの 者の 悪い 報告を 聞いた から 
です。 周囲に 怖れが ありました。 「告 
げ 知らせよ。 我々 が 彼に ついて 告げ 知 
ら せる ことができる ように」。 わたし 
に 「平安！」 と あいさつ する 死すべき 
人間は すべて 一 彼らは わたしが びっ 
こを 引く ようになる [のはい つかと] う 
かがって います。 「恐らく 彼は だまさ 
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れ るだろう。 そう なれば， 我々 は 彼に 
打ち勝って， 彼に 復 しゅうで きる だろ 
う」。 11 しかし， エホバは わたしと 
共に いてく ださり， 力 ある 恐るべき 者 
のように なって くださいました。 それ 
ゆえ， わたしを 迫害して いる 者たち も 
つまずき， 打ち勝つ ことはありません。 
彼らは 必ず 大いに 恥を かきます。 彼ら 
は 栄えない からです。 [彼らの] 定めな 
く 続く 恥辱は， 忘れられる ことのない 
[恥辱] となる でしょう。 

12 しかし， 万軍の エホバよ， あなた 
は義 なる 者を 調べて おられます。 あな 
たは 腎と 心を 見て おられます。 わたし 
が 彼らに 対する あなたの 復 しゅ うを 見 
る ことができます ように。 わたしは あ 
なた にわたしの 訴訟を 打ち明け たから 
で ぜ。 

13 あなた 方は エホバに 向かって 歌 
え！ エホバを 賛美せ よ！ ：[ 裡] は 貧 
しし 、者の 魂を 悪を 行なう 者たち の 手 か 
ら 救い出して くださった からで ある。 

14 わたしの 生まれた 日は のろわれ 
よ！  わた しの 母が わた しを 産んだ 日 

しゅくふく  （サ）  ちち  よ 

は 祝福され るな！ 15 わたしの 父に 良 
い 知らせを もたらし， 「あなたに 息子が 
生まれました， 男の子です！」 と言っ 
た 者は のろわれよ。 その 人は 確かに 彼 
を歓 ばせ たの だ。 16 そして その 人は 
必ず， エホバが 覆して 少しも 悔やまれ 
なかった 都市の ようになる。 そして 朝 
には 叫びを， 真昼の 時には 警報を 必ず 
曲く ので ある。 

17 彼は なぜ わたしを 胎 [にいた 時に] 
殺して しまわなかった のか。 そうすれ 


エレミヤ 20:18—21:12 


王は 神に 伺うよう 求める。 陰う つな 音信 
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ば， わたしの 母は わたしに とって わた 
しの 埋葬 所と なり， その 胎は 定めの な 
い 時に 至る までみ ごもって いたのに。 
18 わたしは どうして その 胎 から 出て， 
骨折りと 悲嘆を 見る ことにな り， わた 
しの 日 はた だ 恥のう ち に 終わり を 迎え 
なければ ならない のか。 

A-I ゼデ キヤ 王が マル キヤの 子 パ 
ム 1 シュ フルと， マ アセヤ の 子， 祭 
司ゼパ ニヤを [エレミヤ] に 遣わした と 
き， エホバから エレ ミ ヤに 臨んだ 言葉。 
[王は] こう 言った のであった。 2 「ど 
うか， わたしたち のために エホバに 
伺っても らいたい。 バビロンの 王ネブ 
カド レ ザルが わた したち に 戦いを しか 

(コ）  おそ 

けて いるから である。 恐らく， エホバ 
はわた したち に そのす ベての くす しい 
業に したが っ て 行なって く ださ るで あ 
ろう。 そうすれば， 彼は わたした ちか 
ら退 くであろう」。 

3 そこで エレミヤは 彼らに 言った。 
「あなた 方は ゼデ キヤに このように 言 
うのです 〇  4 『イスラエルの 裡 エホバ 
はこの ように 言われた。 「いまわた し 
は， あなた 方が バビロンの 王と， 城壁 
の 外で あなた 方を 包囲して いる カル デ 
ア 人と 戦う のに 用いて いる， あなた 方 
の 手に ある 戦いの 武器を 逆にす る。 わ 
たしは それらを こ の 都市の 真ん中に 集 
め 入れる。 5 そして， わたしは 伸べ た 
手と， 強い 腕と， 怒りと， 激怒と， 大 
いなる 憤りと を もって 自ら あなた 方と 
戦う。 6 そして， わたしは この 都市 
に 住む 者を 人 も 獣 も 共に 討つ。 彼らは 
ひどい 疫病に よって 死ぬ であろう」』。 
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7 「『「そして， その後」 と， エホバは 
お告げになる， 「わたしは， ユダの 王 
ゼデ キヤと その 僕たちと 民， そして， 疫 
病， 剣， 飢きんから [逃れて] この 都市 
に 残って いる 者たち を バビロンの 王ネ 
ブカ ドレ ザルの 手に， すなわち， 彼ら 
の 敵の 手と， 彼らの 魂を 求めて いる 者 
たちの 手と に 渡す。 彼は 剣の 刃で 必ず 
彼らを 討つ であろう。 彼は その 者たち 
を ふびんに 思わず， 同情 も 憐れみ も 示 
さな。」』。 

8 「そして， この 民に あなたは 言う， 
『エホバは このように 言われた。 「い 
まわた しは あなた 方の 前に 命の 道と 死 
の 道を 置く。 9 この 都市に じっと 座っ 
ている 者は 剣と 飢きんと 疫病に よって 
死ぬ が， 出て 行って， あなた 方を 包囲 
している カルデア 人に 実際に 下る 者は 

い  たましい かなら  ぶんど  もの 

生きつ づけ， その 魂は 必ず 分捕り物と 
して 自分の ものになる であろう」』。 

10 「『「わたしが この 都市に 敵して 顔 
を 向けた のは， 災いの ためであって， 
良い ことのた めでは ないから である」 
と， エホバは お告げになる。 「これは 
バビロンの 王の 手に 渡され， 彼は 必ず 
これを 火で 焼く であろう」。 

11 「『また， ユダの 王の 家の 者に 関 
しては， 人々 よ， エホバの 言葉を 聞け。 
12 ダビデの 家よ， エホバは このように 

い  あさ  [サ) こうせい  けい 

言われた。 「朝 ごとに 公正のう ちに 刑 
の 宣告を 言い渡し， 奪い取られ ている 
者を， だま し 取る 者の 手から 救い出せ。 
わたしの 激しい 怒りが 火の ように 出て 

コイ ザ 7:2; ルカ 1:69; サ詩 101:8; シサ H  8:15; イザ 1: 
17; エレ 7:5; エレ 22:3; ゼカ 7:9; ス詩 72:4; 箴 14:31; エ 
ゼ 22:29; ミカ 2:2。 
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行って， 実際に 燃え， あなた 方の 行な 

いの 悪の ゆえに それを 消す 者が いなく 

(ィ） 

なることの ないた めで ある」』。 

13 「『低地 平原に 住む 女よ， 平たん な 
地の 岩よ， いまわた しは あなたを 責め 
る』 と， エホバは お告げになる。 『「だ 
れ がわた したち に 向か っ て下っ て 来よ 
うか。 また， だれが わたしたちの 住ま 

い  （エ） 

いに 入って 来よう か」 と 言って いる あ 
なた 方に ついては， 14 わたしは また， 
あなた 方に 対し その 行ないの 実にした 
がって 言い開きを 求める』 と， エホバ 
はお 告げになる。 『そ して わた しは そ 
の 森林に 火を 燃え上がらせ， それは そ 
の 周囲に あるす ベての ものを 必ずむ さ 
ぼり 食う であろう』」。 

エホバは このように 言われた。 
「ユダの 王の 家に 下って 行け。 あ 
な たは そこで こ の 言葉を 語らなければ 
ならない。  2 そして あなたは 言わな 
ければ な ら ない， 『ダ ビデの 王座に 座 
している ユダの 王よ， エホバの 言葉を 
聞け。 あなたの 僕 も 民 も， これらの 門 
を 通って 入って 来る 者たち も， あなた 
と共に [聞け]。  3 エホバは このよう 

に 言われた。 「公正と 義を 行なえ。 奪 
い 取られて いる 者を， だまし取る 者の 
手から 救い出せ。 外人 居留 者， 父な し 
子， やもめを 虐待して はならない。 [彼 
ら に] 暴力を 加えて はならない。 また， 
こ の 場所で 罪の な L 、血を 流 しては なら 
ない。 4 もし あなた 方が この 言葉を 必 
ず 行なうなら， ダビデの ために その 王 
座に 座す 王たち もまた， 彼が その 僕た 
ち や 民と 共に， 兵車 や 馬に 乗って， こ 
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の 家の 門を 通っ て 必ず 入っ て 来る であ 

(7) 

ろう」』 0 

5 「『しかし， もし あなた 方が これら 
の 言葉に 従わないなら， わたしは 自分 
自身に かけて 誓う』 と， エホバは お告 
げ になる， 『この 家は ただの 荒れ 廃れ 

# ころ  [ウ） 

た 所と なる』。 

6 「エホバは ユダの 王の 家に 関して 
このように 言われた からで ある。 『あ 
なた はわた しに とって ギレアデ のよう 
であり， レバ ノ ンの頂 [のよう である]。 
わた しは 確かに あなたを 野と する。 
都市は どれ も 人の 住まな い 所と なる。 
7 そして わたしは， 滅びを もたらす 者 
たちを， その 各々 とその 武器と を， あ 
なた に 敵して 神聖な ものと する。 彼ら 
は あなたの 杉の 中の 最良の も のを 必ず 
切り倒し， これを 火の 中に 倒す。 8 そ 
して， 多くの 国の 民は 実際に この 都市 
の そばを 通って， 互いに 言う であろう， 
「エホバは なぜ この 太いなる 都市に こ 
のように なさった のだろう」。  9 そし 
て 彼らは こう 言わざる を 得な くなる。 
「彼らが 自分たち の# エホバの 契約を 
捨てて， ほかの 神々 に 身をかがめ， こ 
れに 仕える ようになった からだ」』。 

10 「あなた 方は 死人の ために 泣き 悲 
しんでは ならない。 これに 同情して は 
ならない。 去って 行く 者の ために 激し 
く 泣け。 彼は もはや 帰って来る こと も 
なければ， 実際， その 親族の 地を 見る こ 
ともないから である。 11 父 ヨシヤに 
代わって 治めて いる 者， この 場所から 
出て 行った ユダの 王， ヨシヤの 子シャ 
ルム に関して， エホバは このように 言 
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われた からで ある。 『彼は もうこ こに 
帰って来ない。 12 人々 が 彼を 流刑に 
処 して 連れて行った その 場所で 彼は 死 
に， もうこの 地を 見る ことは ないから 

[7] 

である』。 

13 「自芬 の 家を 義 によらず， 自分の 
階上の 間を 公正に よらずに， 無償で 仕 
える 仲間の 者を 使って， これに その 賃 
金を 与え もせずに 建てる 者は 災い だ。 
14 『わたしは 自分の ために 広々 とし 
た 家と， ゆったり とした 階上の 間を 建 
てよう。 わたしの 窓は それの ために 必 
ず 広く され， 鏡板には 杉が 使われ， 朱 
が 塗り付けられる であろう』 と言う 者 
は。 15 あなたは 杉を 使って 競って い 
るので， 治め つづけられる のか。 あな 
たの 父は 食べて， 飲んで， 公正と 義を行 
なった のではなかった か。 そのと き， 彼 
に とって 物事は 調に 運んだ。 I6 彼 
は 苦しむ 者 や 貧しい 者の 申し立てを 弁 
4 し赢 そのと き， 縫 掘 編 こ _ん 

だ。 『それが， わたしを 知る ことでは 
なかった か』 と， エホバは お告げに な 
る。 17 『確かに， あなたの 目と 心は， 
あなたの 不当な 利得に， 罪のない 者の 
血を 流そうと して [その 血] に， 詐取と 
強要を 遂げよう として [そう した もの] 
に 向けられる だけで ある』。 

18 「それゆえ， エホバは， ユダの 王， 
ヨ シヤ の子エ ホヤ キムに 関して このよ 
うに 言われた。 『人々 は 彼のた めに， 
「ああ， わたしの 兄弟よ！ ああ， [わた 
しの] 姉妹よ！」 と 泣き叫びは しない。 
人々 は 彼のた めに， 「ああ， 主人よ！ 
ああ， その 尊厳よ！」 と 泣き叫び はし 
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ない。 19 彼は 雄の ろばが 埋められる 
ように 埋められる。 引きずり 回され， 
エルザ レムの 門外に 投げ捨てられる』。 

20 「レバノンに 上って 行って， 叫 
ベ。 バシャンで あなたの 声を 上げよ。 
そして アバ リムから 叫べ。 あなたを 熱 
烈に 愛する 者が みな 砕かれた からで あ 
る。 21 わたしは あなたが 心配な く 過 
ごして いた 間に あなたに 語った。 あな 
たは， 『わたしは 従いません』 と言っ 
た。 これが 若い 時からの あなたの 道で 
あった。 あなたは わたしの 声に 従わな 
かった からで ある。 22 風が あなたの 
すべての 牧者を 枚す るであろう。 あな 
たを 熱烈に 愛する 者たち は 捕らわれの 
身と なって 行く であろう。 その 時， あ 
なた は 自分の すべての 災いの ために 
恥じ， 必ず 辱めを 受ける からで ある。 
23 レバノンに 住み， 杉の 木の 中に 巣 ご 
もりす る 者よ， 産みの 苦しみが， 子を 
産む 女の よう な 陣痛が あなたに 臨む と 
き， あなたは どんなに 溜め息を つく こ 
とであろう！」 

24 「『わたしは 生きて いる』 と， エホ 
パは お告げになる， 『たとえ ユダの 王， 
エ ホヤ キムの 子コ ニヤが わた しの 右手 
の 印章つ きの 輪であって も， わたしは 
そこから あなたを 抜き取る であろう！ 
25 そして， わたしは あなたを， あなた 
の 魂を 求める 者たち の 手に， あなたが 
おびえて いる 者たち の 手に， バビロン 
の 王ネブ カド レ ザルの 手に， カルデア 
人の 手に 渡士。  26 そして あなたと， 
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あなたを 産んだ あなたの 母を， あなた 
方の 生まれた 所ではない 別の 地に 投げ 
入れる。 あなた 方は そこで 死ぬ であろ 
う。  27 そして， 彼らが 帰ろうと して 
その 魂を もたげる 地に， 彼らが そこに 
帰る ことは ない。 28 この 人コ ニヤは， 
さげすまれ， 打ち砕かれた 単なる 形な 
のか。 または， 喜ばれる ことのない 器 
なのか。 どうして， 彼と その子 孫は 投 
げ 落とされ， 彼らの 知らなかった 地に 
投げ込まれなければ ならない のか』。 

29 「地よ， 地よ， 地よ。 エホバの 言 
葉を 聞け。 30 エホバは このように 言 
われた。 『この 人を 子の ない 者， 一生 
成功す る ことのない 強健な 者と して 書 
き 記せ。 成功を 収め， ダビデの 王座に 
座して， こ れ 以上 ュ ダで 支配す る 者は， 
彼の 子孫からは ひとり も 出ない からで 
ぁ 1』」。 

90 「わたしの 放牧地の 羊を 滅ぼし， 
^  [これを] I： らして ぃる K 塞たち 
は 災い だ！」 と， エホバは お告げになる。 

2 それゆえ， イスラエルの 裡 エホバ 
は， わたしの 民を 牧 している 牧者たち 
に対して このよう に 言われた。 「あな 
た 方が わたしの 羊を 散らした の だ。 あ 
なた 方は 彼らを 追い散ら しつづけて， 
彼らに 注意を 向けなかった」。 

「いまわた しは あなた 方の 行ないの 
悪の ために あなた 方に 注意を 向ける」 
と， エホバは お告げになる。 

3 「そして， わたしは わたしの 羊の 残 
りの 者を， わたしが 彼らを 追い散らした 
すべての 地から 集める であろう。 わた 
しは 彼らを その 牧草地に 連れ戻す。 彼 
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らは 必ずよ く 生んで， 多くなる。 4 そ 
して， わたしは 彼らを 実際に する 牧 
者たち を 彼らの 上に 起こす。 彼らは も 
はや 恐れる こと も， 恐怖の 念を 抱く こ 
ともなく， だれ ひとり 失われない であ 
ろう」 と， エホバは お告げになる。 

5 「見よ， 日が やって来る」 と， エホ 
パは お告げになる， 「わたしは ダビデ 
に ひとつの 義 なる 新芽を 起こす。 そし 
て， ひとりの 王が 必ず 治め， 思慮 深く 
行動し， この 地に 公正と 義を 行なう で 
あろう。 6 彼の 日に ユダは 救われ， イ 
スラ エル も 安らかに 住む であろう。 そ 
して これが， すなわち， “ エホバは わ 
たしたち の義” [という 名] が， 彼の 呼 
ばれる 名と なる であろう」。 

7 「それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る」 と， エホバは お告げになる， 「彼ら 
はもは や， 『イスラエルの 子ら をエジ 
プ トの 地から 連れ 上った エホバは 生き 
て おられる』 とは 言わず，  8 むしろ， 
『イス ラエルの 家の 子孫を 北の 地から， 
また， わたしが 彼らを 追い散ら したす 
ベての 地から 連れ 上り， 導き 入れた エ 
ホ パは 生きて おられる』 と [言うよう 
になり]， 彼らは 必ず 自分たち の 土地に 
住む であろう」。 

9 預言者たち に関して， わたしの 心は 
わたしの 内で 砕かれた。 わたしの 骨は 
みな 震え はじめた。 わたしは， エホバと 
その 聖 なる 言葉の ために， 酒に 酔った 
者の よう になり ，ぶどう 酒に 打ち 負かさ 
れた 強健な 者の ようになった。 10 こ 


ケ イザ 54:17; エレ 33:16; コ エレ 16:14; サ イザ 27:12; イ 
ザ 43:5; エゼ 34:13; エゼ 36:24; ゼパ 3:20; シ詩 60:3。 


寻言者 も 祭司 も 汚れた。 苦よ もぎ 


1224 


れ た。 「あな た 方に 預言 している 預言 
者たち の 言葉に 聴き 従っては ならない。 
彼らは あなた 方を むなしい ものに なら 

W  かた  じ 

せて いるので ある。 彼らが 語る のは 自 
分の て 己、 の 幻で ある ー エホバの 口から 
[の もの] ではない。 17 彼らは， わた 
し に 不敬な 態度を 取 っ ている 者たち に 
向か っ て 何度も 何度も 言う， 『エホバ 
は， 「あなた 方は 平安を 得る ようにな 
る」 と 語られた』 と。 また， 彼らは 自 
分の 心の 強情 さ のま ま に 歩む すべての 
者 [に 向かって]， 『災いが あなた 方に 
臨む ことは ない』 と 言った。 18 だれ 
が エホバの 親密な 集いの 中に 立って， 
その 言葉を 見たり 聞いたり したで あ 
ろうか。 だれが その 言葉に 注意を 向け 
て， それを 聞いた であろう か。 19 見 
よ， エホバの 風 あらしが， 激しい 怒り 
が 必ず 出て 行く。 それは 渦を 巻く 大あ 
らし。 それは 邪悪な 者たち の 頭上に 渦 
を 巻く。 20 エホバの 怒りは， ご 自分 
の 心の 考えを 成し遂げて 実現す るまで 
元に 戻らない。 末の 日に あなた 方は 理 

かい  こうりょ  はら  [ソ） 

解を もっ て それに 考慮を 払う であろう。 

21 「わたしは 預言者た ちを 遣わさな 
かった。 だが， 彼らは 走った。 わたし 
は 彼らに 語らなかった。 だが， 彼らは 
預言した。 22 しかし， もし 彼らが わた 
しの 親密な 集いの 中に 立って いたなら， 
わた しの 民に わた しの 言葉を 聞かせて， 
彼らを そ の 悪 L ヽ 道から， また その 行ない 
の 悪から 立ち返らせた ことであろう」。 


エレミヤ 23：11—22  ] 

の 地は 蔡淫 をす る 者で 満ちた からで あ 

W  なげ  かな 

る。 のろいの ために この 地は 嘆き悲し 
み， 荒野の 牧草地は 干上がった。 彼ら 
の 行動の 方向は 悪い ものと なり， その 
力強 さは 正しくない。 

11 「預言者 も 祭司 も 汚れた からで あ 
る。 また， わたしは 自分の 家で 彼らの 
悪を 見いだ した」 と， エホバは お告げ 
になる。 12 「それゆえ， 彼らの 道は 彼 
らに とって 暗闇の 中の 滑り やすい 所の 
ようになり， 彼らは その 中に 押し やら 
れ て， 必ず Ml れ るであろう」。 

「わたしは 彼らに 災いを， 注意の 向け 
られる 年を もたらす からで ある」 と， エ 
ホバ はお 告げになる。 13 「また， サマ 
リ アの 預言者た ちの 中に わた しは 不行 
跡を 見た。 彼らは バアルに [唆された] 
預言者と して 行動した。 彼らは わたし 
の 民， すなわち イスラエルを さまよわ 
せ 続ける。 14 また， エルサレムの 預 
言 者たち の 中に わた しは 恐るべき こと 
を 見た。 姦淫を する ことと 偽りに よっ 
て 歩む ことと を。 彼らは 悪を 行なう 者 
たちの 手を 強め， その 者たち がそれ ぞ 
れ 自分の 悪から 引き返す ことのな いよ 
うにした。 わたしに とって， 彼らは 皆 
ソ ドムの ようになり， その 住民は ゴモ 
ラの よう に [なっ た]」。 

15 それゆえ， 万軍の エホバは 預言者た 
ちに 対して このように 言われた。 「い 
まわたし は 彼らに 苦よ も ぎを 食べさせ 
る。 わたしは 彼らに 毒の 水を 飲ませよ 
う。 エルサレムの 預言者た ちから， 背 
教 が 全土に 出て 行った からで ある」。 

16 万軍の エホバは このように 言わ 
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1225  エホバは 偽りの 預言者を 責める  エレミヤ 23:23—37 

23 「わたしは 近くでは# であって， 第23 章  31 「いまわた しは 預言者た ちを 責め 

遠くでは 裡 ではない のか」 と， エホバ 7  S ぷぽ 27 る」 と， エホバは お告げになる， 「[彼 
はお 告げになる。  ら] は， 自分の 舌を 用いて 『お告げ！』 

24 「あるいは， 人は 隠れ場所に 身を  S Is-s7 と 述べ立てる 者たち である」。 

アモ 9:2  いつわ  ゆめ  よ げん しゃ 

隠して， わたしが これを 見ない ように ヘプ4:13  32 「いまわた しは 偽りの 夢の 預言者 

[ィ）  0  1#  139*7  せ  つ 

する ことができる のか」 と， エホバは  ィ ザ66: 1 たちを 責める」 と， エホバは お告げに 
お告げになる。  Xxu  29:23 なる， 「[彼ら] は， 人々 に 語り， その 

「わたしは 天と地に 実際に 満ちて いる  偽りと 誇りの ゆえに わたしの 民を さま 

のでは ないか」 と， エホバは お告げに よわせる 者たち である」。 

いつわ  カエ！^ .i4  つか 

なる。  25 「わたしの 名に よって 偽り  iU17:9  「しかし わたしは， 彼らを 遣わし もせ 
を 預言して いる 預言者た ちが， 『わた  a21:3  t\ 彼らに 命じ もしなかった。 それ ゆ 
しは 夢を見た！ わたしは 夢を見た！』  ^ 13：8 え， 彼らは この 民に 決して 益を もたら 
と 言った のを わたしは 聞いた 0  26 偽 "L14i2:42 さない」 と， エホバは お告げになる。 

よ げん  じ ぶん  こころ (力）  コ n  2:17  たみ  よ げん しゃ 

りを 預言し， 自分の 心の たばかりを コィザ 41:16  33 「そして， この 民， または 預言者， 

預言す る 預言者の 心の中に， いつまで  または 祭司が， 『エホバの 重荷は 何 か』 

それは 存在す るの か。 27 彼らは， そ と 言って あなたに 尋ねる とき， あなた 

ふそ  エレ 20:9  かれ 

の 父祖たち が バアルに よって わたしの 、ン、 ブ 4:12 も 彼らに 言わなければ ならない， 『「あ 
名を 忘れた ように， 互いに 話し合う そ ス： u18^15 なた 方が それで ある一 ああ， 何とい 
の 夢に よって わたしの 民に わたしの 名  ^  ^24 う 重荷であろう か！ そして， わたし 
を 忘れさせようと 考えて いる。 28 夢 セ は 必ず あなた 方を 見捨てる であろう」 

よ げん しゃ  もの  かた  つ  よ 

を [見る] 預言者， その 者は その 夢を 語 - と， エホバは お告げになる』。 34 預 

ことば  う  げん しゃ  さいし  たみ 

れ。 しかし わたしの 言葉を 受ける 者， 7i^13:7 言 者， または 祭司， または 民で， 『エ 
その 者は 真実を もって わたしの 言葉を ィ串 ！3:1  ホ パの 重荷！』 と言う 者には， わたし 

W  申 18:20  いえ  ちゅうい  む 

語れ」。  ゼ ヵ10:2 も その 者と その 家の 者と に 注意を 向け 

こくもつ  なん  ウ ゼパ 3:4  M  がた  おのおの 

「わらは 穀物と 何の かかわりが ある IiU7:8 るであろう。 35 あなた 方は 各々 その 

[コ）  つ  ^  0.1/1  なかま  きょうだい  い 

か」 と， エホバは お告げになる。  マタ ’15:14 仲間に， 各々 その 兄弟に このように 言 

29 「同様に， わたしの 言葉は 火の よ ；!；15 いつ づける。 『エホバは 何と お答えに 

[サ）  つ  マラ 1:1  はな 

うでは ないか」 と， エホバは お告げに 11;14 なった か。 また， エホバは 何と お話し 
なる， 「大 岩を 打ち砕く かじ 場の ハン キ 申3 1ポ になった か』。 36 しかし， エホバの 重 

[シ）  于レ 12：1  に W  がた  の  （サ） 

マーの ようでは [ないか]」。  ホセ9:12 荷を あなた 方は もう 述べて はならない。 

よげん  7 ミカ 7:4  おのおの  じしん  こと 

30 「それゆえ， いまわた しは 預言 ヶ ェレ 31:34 各々 に とって， 重荷は その 人 自身の 言 

しゃ  せ  （ス）  つ  へブ 8:11  ば  （シ 1  い 

者たち を 責める」 と， エホバは お告げ aail9:8  葉と なる からで ある。 あなた 方は， 生 
になる， 「[彼ら] は 各々 その 友から わ サ =19ご18 ける 神， 万軍の エホバ， わたしたちの 

ことばぬ すと  もの  7 ネへ 13:18  —  か  W 

た しの 言葉を 盗み取って いる 者たち でシ裁 ル6  视の 言葉を 変えた ので ある 0 
ある」。  ス乂は  37 「あなたは 預言者に このように 言 
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才王 n  24:6 
代 I  3:16 
エレ 22:24 


エレミヤ 23:38 — 24:10  二つの かご: 

うので ある。 『エホバは どんな 答えを 
あなたに お与えに なった か。 また， エ 
ホ パは 何と お話しに なった か。 38 そ 
しても し， 「エホバの 重荷！」 と， あ 
なた 方が 言いつ づけるなら， それゆえ 
に， これが エホバの 言われた ことで あ 
る。 「わた しは あなた 方に [人を] 遣 
わして， 『あなた 方は， 「エホバの 重 
荷！」 と 言って はならない』 と 言いつ 
づけた のに， あなた 方は， 『この 言葉 
はま さしく エホバの 重荷で ある』 と 言 
うので，  39 それゆえに， ここに わた 
しはいる！ そして， わたしは あなた 
方を 決定的に 放置す る。 わたしは あな 
た 方を， また ，わた しが あなた 方と あな 
た 方の 父祖たち に 与えた 都市を， わた 
しの 前から 捨て去る。 40 そして， わ 
た しは あなた 方の 上に 定めの ない 時に 
至る そしりと， 定めの ない 時に 至る 辱 
めと を 置く。 それは 忘れられる ことが 

なぐ1、」』」 。 

O  J そして， エホバは わたしに 見せ 
ム今 てくだ さった が， 見よ， エホバ 
の 神殿の 前に 置かれた 二つの かごの い 
ちじくが あった。 それは， バビロンの 
王ネブ カド レ ザルが， ユダの 王， エホ 
ヤ キムの 子 エコ ニヤ， および ユダの 君 
たち， ^ 人， 堡塁を 築く 者たち を エル 
サ レムから 流刑に 処 し， バビロンに 連 
れて 行った 後の ことであった。  2 — 

^ のか ごに ついていえば， いちじくは 
とても A く， 早な りの いちじく のよう 
であった。 もう 一方の かごに ついてい 
え ば， いちじく はとても 悪く， 悪くて 
食べられなかった。 


I いいち じく， 悪い いちじく  1226 

3 次いで エホバは わたしに 言われ 
た， 「エレミヤよ， あなたには 何が 見 
える か」。 それで わたしは 言った， 「い 
ちじくです。 良い いちじく はとても 良 
く， 悪い ほうは とても 悪く， 悪くて 食 
ベら れま せん」。 

4 すると， エホバの 言葉が わたしに 
臨んで 言った。 5 「イスラエルの® エ 
ホバ はこの ように 言われた。 『わたし 
は， この 場所から カルデア 人の 地へ 送 
り 出す ユダの 流刑 者たち を， これらの 
良い いちじくの ように， 良い 仕方で 見 
るであろう。 6 そして， わたしは 良い 
仕方で 彼らに 目を 留^)， 必ず 彼らを こ 
の 地に 帰す であろう。 そして， わたし 
は 彼らを 築き上げ， 打ち壊しは しない。 
わたしは 彼らを 植え， 根 こぎには しな 
い。  7 そして， わたしは 彼らに わたし 
を 知る 心， わたしが エホバで ある こと 
を [知る 心] を 与える。 彼らは 必ず わた 
しの 民と なり， わたしは 彼らの 裡 とな 
るであろう。 彼らは 心を つく して わた 
しの もとに 帰る からで ある。 

8 「『そして， 悪くて 食べられない， 悪 
いいち じくの ように， エホバは 事実 こ 
のように 言われた。 「わたしは そのよ 
うに， ユダの 王ゼデ キヤ， その 君たち， 
この 地に 残って いる エルサレムの 残り 
の 者， エジプトの 地に 住んで いる 者た 
ちを 与える であろう  一 9 わたしは ま 
た， 地の すべての 王国で 彼らを 身震い 
のた め， 災いの ために 渡し， わたしが 
彼らを 追い散らす すべての 場所で， そ 
しりと 格言 的な こと ばの ため， 嘲弄と 
呪いの ために [渡す]。 10 そして， わ 
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1227  バビロン における 70 年の 流刑が 予告され る  エレミヤ 25:1—13 


たしは 彼らに 向かって 剣 と 飢きんと 疫 
病を 送り， ついに 彼らは， わたしが 彼 ： 
ら とその 父祖たち に 与え た 地から 絶え 
果てる」』」。  . 

€1^ ユダの 王， ヨシヤの 子 エホ ヤキ - 
^  J の S 四箪， すなゎち バビロン 
の 王ネブ カド レ ザルの 第一 年に， ユダ 
の 民 すべてに 関して エレミヤに 臨んだ 7 
言葉。 2 預言者 エレミヤは それを， ユ 
ダの 民 すべてと エルサレムの 全住民に 
関して 語って， こう 言った。  , 

3 「ユダの 王， アモンの 子 ヨシヤの 第 

ねん  こんにち  いた  く 

十三 年から 今日に 至る まで， この 二十 三 
年間， エホバの 言葉が わたしに 臨んだ 
ので， わた しは あなた 方に 語りつ づけ， 
早く 起きて は 語った ので あるが， あな 
た 方は 聴かなかった。 4 そして， エ 
ホ パは ご 自分の 預言者で あるす ベての ； 
僕を あなた 方に 遣わし， 早く 起きて は 
[彼らを] 遣わされ たので あるが， あな " 
た 方は 聴き もせず， 耳を 傾けて 聴こう : 
ともしなかった。  5 彼らは 言う ので 
あった， 『どうか， 各々 その 悪い 道 か 
ら， あなた 方の 行ないの 悪から 立ち返 ^ 
り， エホバが あなた 方と あなた 方の 父 r 
祖 たちに， 昔から 遠い 将来の 時に 至る 
まで 与えて くださった 土地に 住み つづ ： 
ける ように。  6 また， ほかの 神々 に 
従って 歩み， これに 仕えたり， これに 
身をかがめたり しては ならない。 あな ^ 
た 方が 自分の 手の 業に よって わたしを く 
怒らせる ことのな いため， わたしが あ く 
なた 方に 災いを 来たらせる ことのない ； 
ためで ある』。  - 

7 「『しかし， あなた 方は わたしに 聴 


き 従わなかった』 と， エホバは お告げ 
になる， 『それは あな た 方の 手の 業で 
わたしを 怒らせる ためで あり， そのこ 
とは あな た 方に とって 災いと なった』。 

8 「それゆえ， 万軍の エホバは この 
ように 言われた。 『「あなた 方が わた 
しの 言葉に 従わなかった ので，  9 い 
まわたし は [人] を やって， 北の すべ 
ての 家族を 連れて来る」 と， エホバは 
お告げになる， 「すなわち， わたしの 
僕， バビロンの 王ネブ カド レ ザルの も 
とに [人を やって]， 彼らを 来させ， こ 
の 地と その 住民と 周囲の これらす ベて 
の 諸国 民を 攻めさせる。 わたしは 彼ら 
を 滅びの ために ささげ， 彼らを 驚きの 
的， [人々 が 見て] 口笛を 吹く もの， 定 
めの ない 時に 至る まで 荒れ 廃れた 所と 
する。 10 そして， わたしは 彼らの 中 
から 歓喜の 音と 歓 びの 音， 花婿の 声と 
花嫁の 声， 手 臼の 音と ともしびの 光を 
滅ぼす。 11 そして， この 地は みな 必 
ず 荒れ 廃れた 所， 驚きの 的と なり， こ 
れらの 諸国の 民は 七十 年の 間 バビロン 
の 王に 仕えなければ ならない」』。 

12 「『そして， 七十 年が 満ちた とき， 
わたしは バビロンの 王と その 国民に 対 
して 言い開きを 求める ことになる』 と， 
エホバは お告げになる， 『彼らのと が 
を， カルデア 人の 地に 対してで ある。 わ 
たしは それを 定めの ない 時に 至る まで 
荒れ果てた 所と する。 13 そして， わ 
たしは その 地に， わたしが それに 対し 
て 語った すべての 言葉， すなわち エレ 

ス申 30:3; エズ 1:1; エレ 29:10; セ イザ 13:1; イザ 14: 
4; イザ 47:1; エレ 51:1; ダニ 5:26; ダニ 5:30; ソ王 n  24:1; 
タイ ザ 13:19; イザ 14:23。 


エレミヤ 25:14—30  神の 怒りの ぶどう酒を 満たした 杯  1228 


ミ ヤ がすべ ての 国の 民に 対して 預言し 
た， この 書に 記されて いるすべ ての こ 
とを もたらす。 14 それらの 者が， 多 
くの 国の 民と 大 いなる 王たち が， 彼ら 
を 僕と して 使役した からで ある。 わた 
しは 彼らに その 働きと その 手の 業と に 
したがって 報いる』」。 

15 イスラエルの 裡 エホバは わたしに 
このように 言われた からで ある。 「あ 
なた はこの 激しい 怒りの ぶ ど う 酒を 満 
た した 杯を わた しの 手から 取り ，わたし 
が あなたを 遣わす すべての 国の 民に そ 
れを 飲ませなければ ならない。 16 そ 
して， 彼らは 必ず 飲んで， 揺れ動き， 
狂人の ように 行動す る。 わたしが 彼ら 
の 中に 送ろうと している 剣の ためで 
ぁる」 0 

17 それで， わたしは エホバの み 手 か 
ら 杯を 取り， エホバが わたしを 遣わさ 
れた すべての 国の 民に 飲ませは じめ た。 
18 すなわち， エルサレム， ユダの 諸 都 
市， その 王たち， 君たち [に]。 これを 
今日の ように， 荒れ 廃れた 所， 驚きの 
的， [人々 が 見て] 口笛を 吹く もの， 呪 
いとする ためであった。 19 エジプト 
の 王 ファラオ， その 僕たち， その 君た 
ち， そのす ベての 民 [に]。 20 すべて 

い  ま  しゅうだん  （サ）  ち 

の 入り混じった 集団， ウツの 地の すべ 
ての 王， フィリス ティア 人の 地の すべ 
ての 王， アシュケロン， ガザ， エ クロ 
ン， アシュ ドドの 残りの 者 [に]。 21 エ 
ドム， モ アブ， アン モンの 子ら [に] 0 
22 ティ ルスの すべての 王， シドンの す 
ベての 王， 海の 地方に ある 島の 王たち 
[に]。 23 デ ダン， テマ， ブズ ，こめ 
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かみの 髪の毛を 刈り 这ん だすべ ての 者 
たち [に]。 24 アラブ 人の すべての 王， 
荒野に 住んで いる 入り混じった 集団の 
すべての 王 [に]。 25 ジ ムリの すべて 
の 王， エラムの すべての 王， メディア 
人の すべての 王 [に]。 26 近くに， あ 
るいは 遠くに いる， 北の すべての 王た 
ちに 次々 に。 そして 地の 表に ある， 地 
の [他の] すべての 王国 [に]。 また シェ 
シャ クの王 も 彼らの 後に 飲む であろう。 

27 「そして， あなたは 彼らに 言わ 
なければ ならない， 『イスラエルの 
神， 万軍の エホバは このように 言われ 
た。 「飲んで， 酔って， 吐いて， 倒れ 
て， 起き上がれ なくなれ。 わたしが あ 
なた 方の 中に 送ろうと している 剣の た 
めに」』。 28 そして， 彼らが あなたの 
手から 杯を 取って 飲もうと しないので 
あれば， あなた も 彼らに 言わなければ 

ばんぐん 

ならない， 『万軍の エホバは このよう 
に 言われた。 「あなた 方は 必ず 飲む で 
あろう。 29 見よ， わたしは 災いを も 
たらす ことを， わたしの 名を もってと 
なえられ ている 都市から 開始す るから 
である。 それな のに， あなた 方は 処罰 

まぬ が  [コ） 

を 免れられ ると でもい うの か」』。 

「『あなた 方は 処罰を 免れない。 わた 
しが 地に 住む すべての 者に 対 して 呼び 
寄せようと している 剣が あるから であ 
る』 と， 万軍の エホバは お告げになる。 

30 「そして あなたは， 彼らに これら 
すべての 言葉を 預言し， 彼らに 言わな 
ければ ならない， 『エホバは 高い 所 か 


諸国 民と 戦わす 神の 論争。 ユダは 警告を 受ける 
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ら 自ら 大声を 上げ， その 聖 なる 住みか  ^ 
から 声を 出される。 [裡] は 必ず ご 自分 7 ^ 
の 住まいで 大声を 響かせる。 [ぶどう ィき 
搾り 場を] 踏む 者たち のよう な 叫びを， ゥ」 
地に 住む すべての 者に 向かって 上げら^ 

翰  ノ寸 

れ る』。  ミ 

31 「『ざわめきが 地の 最も 遠い 所に  J 
まで 響き渡る。 エホバが 諸 _ 民と [戦" 1 
わす] 論争が あるから である。 すべて キ ^ 

にく  もの  たい  じしん かなら  J 

の 肉なる 者に 対して， [裡] ご 自身が 必 クィ 

ず 裁きを 行なわれる。 邪悪な 者たち に  ^ 

関しては， [裡] は 必ず 彼らを 剣に 渡さ ヶ = 
1»)  つ  イ 
れ る』 と， エホバは お告げになる。  ^ 

32 「万軍の エホバは このように 言わ サミ 

れ た。 『見よ， 災いが 国から 国へ と 出  ^ 

て 行き， 激しい 大 あらしが 地の 最果て $  = 

から 引き起こされる。  33 そして， エ う， 

ホ パに 打ち殺される 者は， その 日， 地 J  = 

の 一方の 果てから 地の 他方の 果てに ま、 7 

で 及ぶ であろう。 彼らは 嘆き悲しまれ 一 

ず， 集められず， 葬られ もしない。 彼  ^ 

らは 地の 表の 肥や しのよう になる』。 ィ J 

34 「牧者よ， 泣き叫べ。 声を 張り 上 舞 

げ よ！ そして， 群れの 威光 ある 者よ， ゥ_ 

転げ回れ。 あなた 方が ほふられ， 散ら 】 

される ための 日 数が 満ちた か ら であ  ^ 

る。 あなた 方は 望ましい 器の ように 必  p 

ず 落ちる！  35 そして， 逃れ 場は 牧者^^ 

たちから 滅びう せ， 逃れる 方法は 群れ"^ 

の 威光 ある 者たち から [滅びう せた] 。キィ 

36 聴け， 牧者の 叫びと 群れの 威光 ある  ュュ 

者の 泣き叫びを。 エホバが 彼らの 放牧"^ 

地を 奪略して おられる からだ。 37 そコ g 

して 平和な 住まいは， エホバの 燃える サラ 

怒りの ために 生気を 失った。 38  [神] 】 


はたて がみの ある 若い ライオン のよう 
に その 隠れが を 捨てられた。 彼らの 地 
は， 虐待の 剣と 燃える み 怒りの ために 
驚きの 的と なった からで あ ^」。 

ユダの 王， ヨシヤの 子 エホ ヤキ 
^  讓の 罸 めに， エホバから 
この 言葉が 臨んで 言った。 2 「エホバ 
はこの ように 言われた。 『あなたは エ 
ホバの 家の 中庭に 立ち， エホバの 家で 
身をかがめ るた めに 入って 来る ユ ダの 
すべての 都 + [の 者] に 関し， わたしが 
彼らに 話す よう あなたに 命ずる すべて 
の 言葉を 話さなければ ならない。 一言 
も 取り去って はならない。 3 彼らは 聴 
いて， 各々 その 悪の 道から 立ち返る か 
もしれ ない。 そうすれば， その 行ない 
の 悪の ゆえに 彼らに 下そうと 考えて い 
る 災いを わた しは 悔やまなければ なら 
ないで あろう。 4 そして あなたは 彼ら 
に 言わなければ ならない， 「エホバは 


ないで あろう。 4 そして あなたは 彼ら 
に 言わなければ ならない， 「エホバは 

がた 

このよう に 言われた。 『も しあな た 方 
がわた しに 聴き 従おうと せず， わたし 
が あなた 方の 前に 置いた わた しの 律 
法に よって 歩まず， 5 わたしの 預言 
者で ある 僕たちの 言葉を 聴かない な 
ら一 わた しは それらの 者を あなたの 
もとに 遣わし， 早く 起きて は [彼らを] 

がた 

遣わして いるので あるが， あなた 方は 

i サ） 

聴かなかった一  6 わたしと しても， 

いえ  [シ) 

この 家を シロの [家] のようにし， この 
都市を 地の すべての 国の 民の 呪いと す 

[ス） 

るであろう』」』」。 

7 そして， 祭司と 預言者と すべての 

たみ  いえ 

民は， エレミヤが エホバの 家で これら 
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の 葉を I 舌す のを 聞き はじめた 〇  8 こ 第26 章 は自 自身と， この 都市と， その 住民 
うして， エレミヤが すべての 民に 話す 7iU  26:2 の 上に， 罪のない 血を 置く ことになる 
よう エホバの 命じた ことを ことごとく 1 モ 37 ほ 0 という ことを 是非 &っ てくだ さい。 な 
話し 終えた とき， 祭司と 預言者と すべ ゥ 詩78: 6〇  ぜ なら， エホバが 本当に わたしを あな 
ての 民は 彼を 捕らえて 言った。 「あな 1 ヱ レ38 :4 た 方の もとに 遣わして， これらす ベて 
たは 必ず 死ぬ。  9 なぜ あなたは エホ ^^；  27:35 の 言葉を あなた 方の 耳に 語る ように さ 
バの 名に よって 預言し， 『この 家は シ  ^  れ たからです」。 

:ゥ：  おな  とし  カエレ 18:20  きみ  h)  たみ 

口の [家] と同じように なり， この 都市 マタ 26:66  16 すると， 君たち とすべ ての 民は 

も 荒れ 廃れて 住む 人が いなくなる』 と 祭司と 預言者た ちに 言った， 「この 人 
言った のか」 0 そしてす ベての 民は エ ク ェレ 1:17 は 死の 裁きに 当たらない。 わたしたち 
ホバの 家で エレミヤの 周りに 集まって ヶ X レ7:3  の进 エホバの 名に よって わたしたちに 

<  エレ 35:15  かた  1 才 1 

来る のであった。  ^  ^ 1〇3.1〇 語った からです」。 

10 やがて， ユダの 君たち が これらの  ^36:3  17 さらに， その 地の 年長者の ある 者 

言葉を 聞き， 王の 家から エホバの 家に  ^  3：93 - たちが 立ち上がり， 民の 全会衆に 向か っ 

のぼ  き I エ 1  あたら  もん  いりぐち  い  [力 I  m 

上って 来て， エホバの 新しい 門の 入ロ サ ョシは て 言い はじめた， 18 「モレ シェ トの ミ 
に 座った 0 11 それで， 祭司と 預言者 シサ nl5:26 力 も， ユダの 王ヒゼ キヤの 時代に 預言 

たちは 君たち とすべ ての 民に 言いは じ - してい ましたが， ユダの すべての 民に 

めた， 「この 人は 死の 裁きに 当たり ま _s::33 言いました， 『万軍の エホバは このよ 
す。 この 都市に 関して， 彼は あなた 方  i  6:17° うに 言われた。 「シオンは ただの 畑の 
が 自分の 耳で 聞いた 通りに 預言した か ィ ェレ 1:17 ようにす き 起こされ， エルサレム はた 

[キ）  エレ 26:2  はいきょ  （サ）  いえ  しんりん 

ら です」。  だの 廃虚の 山と なり， 家の 山は 森林の 

12 そこで， エレミヤは すべての 君た 高き 所の ための ものと なる」』 0 19 ユ 
ちとす ベての 民に 言った， 「この 家と 1 レ38 :9 ダの 王ヒゼ キヤと ユダの すべての 人た 
この 都市に 関して， あなた 方が 聞いた 5：10 ちは， 彼を 死に 処す ような ことを した 
すべての 言葉を 預言す るよう わたしを  でしょう か。 彼は エホバを 恐れ， エホ 

つか  [ク）  キ  < 力 1:14  かおな ご  % 

遣わされ たのは エホバです。 13 では 1;1 バ のみ 顔を 和めた ので， エホバは 彼ら 
今， あなた 方の 道と 行ないを 良く し， あ ヶ代 n  29:1 に対して 語った 災いを 悔やまれ たので 

こえ  したが  W 

なた 方の 拽 エホバの 声に 従いなさい 0 コ 詩79: 1  はありません か。 ですから， わたした 

たい  じぶん  たましい 

そうすれば， エホバは あなた 方に 対し サヱ レ9: 11 ちは 自分たち の 魂に 対して 大きな 災い 
て 語った 災いを 悔やまれる でしょう。 シミ ヵ3:12 を 引き起こす ことになります。 

14 そして わたし 自身は， あなた 方の 手 ス 代1132:26  20 「また， エホバの 名に よって 預 

[サ）  よ  セ 出 ^2*14  げん  [夕 ) しゅっしん 

の 中に あります。 あなた 方の 目に 良い  24:16 言した， キル ヤト •エア リム 出身の 
こと， また 正しい ことにしたがって わ ソ^ f:33 シェ マヤの 子 ウリヤ という 人 もい まし 

おこ  1 シ 1  5:39  かれ  とし  ちたい 

たしに 行なって ください。 15 す こだ， 卞 こ 0 そして 彼は この 都市と この 地に 対 

ししょ  が fc  8：i4  ことは ぃっち 

もし わたしを 死に 処す なら， あなた 方 ちぶ  して， エレミヤの すべての 言葉と 一致 


1231 
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する 預言を しつづけました。  21 そし 
て， エ ホヤ キム 王， そのす ベての 力 あ 
る 者， すべての 君たち は 彼の 言葉を 聞 
き， 王は 彼を 死に 渡そうと しました。 
ウリ ヤは [それを] 聞く と 直ちに 恐れを 
抱き， 逃げ去って エジプトに 行き まし 
た。  22 しかし， エ ホヤ キム 王は エジ 
ブトに 人々 を 遣わし， ァク ボルの 子エ 
ルナ タンと， 彼と 共に 他の 者たち をエ 
ジブ トに [遣わしました]。  23 こうし 
て 彼らは ゥリヤ を エジプトから 連れ出 
し， 彼を エホ ヤ キム 王の もとに 連れて 
来たので， [王] は 彼を 剣で 討ち 倒し， そ 
の 死体を 民の 子ら の 墓地に 投げ入れ ま 
した」。 

24 その上， シャフ ァンの 子アヒ カム 
の 手が エレミヤ と共に あった。 彼を 民 
の 手に 渡して 死に 至らせる ことのない 

(ゲ！ 

ためであった。 

ユダの 王， ヨシヤの 子 エホ ヤキ 
し ムの 王国の 初めに， この 言葉が 
エホバから エレ ミ ヤに 臨んで 言った。 
2 「エホバは このように わたしに 言われ 
た。 『自分の ために 縛り 縄と くびき 棒 
を 作れ。 あなたは それを 首に 掛けな け 
れ ばなら ない。 3 そして， あなたは そ 
れ を， エルサレムに， ユダの 王 ゼデキ 
ヤの もとに やって来る 使者たち の 手に 

トン  1  [ス） 

よって， エドムの 王， モ アブの 王， ア 
ン モンの 子ら の 王， ティ ルスの 王， シド 
ンの 王に 送らなければ ならない。 4 そ 
して 彼らに その 主人に 対する 命令を 与 
えて， こう 言わなければ ならない。 

「『「イスラエルの 裡 ，万軍の エホバは 
このように 言われた。 あなた 方は 自分 
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オ エレ 2:30 
マタ 23:31 
テサ I  2:15 
力 王 n  22:10 
キ王 n  22:12 
代 n  34:20 
エレ 39:14 
エレ 40:5 
ク王 I 18:4 
使徒 23:10 
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第二 欄 


ケ詩 50:10 
エレ 28:14 
ダニ 2:38 


の 主人に このように 言うべき である。 

(7)  さ 

5 『わたしは わたしの 大 いなる 力と 差し 

の  うで { ィ]  ち [ゥ） にんげんは） 

伸べ た 腕と によって， 地と 人間と 地の 


おもて  けもの { 才）  つく  あた 

表に いる 獣と を 造り， わたしの 目が 与 


える ことを 正しい と 見た 者に それを 与 


[力）  いま 

えた。 6 そして 今， わたしは これらす 

ち  （キ】 

ベての 地を， バビロンの 王， わたしの 


M， ネブカ ドネ ザルの 手に 与えた。 わ 
たしは 野の 野獣を も 与えて， これに 仕 


えさせた。  7 そしてす ベての 国の 民 
は， 彼 自身の 地の 時が 来る まで， 彼と 
その子と その 孫と に 必ず 仕える。 それ 
から， 多くの 国の 民と 太いなる 王たち 
は 必ず 彼を 僕と して 使役す る』。 

8 「『「『そして， 彼に， すなわち バビ 
ロンの 王 ネブカ ドネ ザルに 仕えようと 
しない 国民 や 王国， また， バビロンの 


王の くびきに 自分の 首を あてよう とし 

つるぎ (ス 1 き 

ない もの， わたしは その 国民に 剣 と飢 

It) えきびょう M  ち!# うい  む 

きんと 疫病 とを もって 注意を 向ける こ 


とになる』 と， エホバは お告げになる， 
『そしてつ いには， 彼の 手に よって わた 
しは これを 滅ぼし 尽くす であろ^)』。 

9 「『「『それで あなた 方は， 「あなた 
方は バビロンの 王に 仕える ことには な 
ら ない」 と 言って いる あなた 方の 預言 
者 や， 占いを する 者， 夢見る 者， 魔術 
を 行なう 者， 呪術 者 > こちに 聴き 従って 
はならない。 10 彼らが あなた 方に 預 
言して いるのは 偽りで あり， それは あ 
なた 方を その 土地から 遠くへ 連れ去ら 
せる ためな ので ある。 わたしは あなた 


コ詩 137:8; ェレ 25:12; ェレ 50:14; ェレ 50:27; ダニ 5:26; 
サ 代!！  36:20; ェレ 25:11; シェレ 25:14; ェレ 51:11; ス 王！！ 
25:7; ェレ 21:9; ェレ 42:16; ェゼ 26:8; セ 王 n  25:3; 哀 4: 
9; ソェ レ 32:24; タェ レ 24:10; チェ レ 28:2; ェレ 28:11; 
ツ申 18:20; イザ 8:19; テ ェレ 29:8; ト イザ 47:12。 
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ゼデ キヤは バビロンに 服す るよう 告げられる 
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ン から 持ち帰られる！」 と 言って， あ 
なた 方に 預言して いる あな た 方の 預言 
者たち の 言葉に 聴き 徒っ ては な ら ない。 
彼らは 偽りを あなた 方に 預言して いる 
からで ある。 17 彼らに 聴き 従っては 
ならない。 バビロンの 王に 仕えて， 生き 
つづけよ。 どうして この 都市が 荒れ 廃 
れた 所と なって よいだ ろうか。 18 し 
かし， もし 彼らが 預言者で あり， エホ 
ノ 《の晉 葉が 彼らと 共に あるので あれば， 
どうか， エホバの 家と ユダの 王の 家と 
エルサレム とに 残って いる 器具が バビ 
ロンに 至る ことのな いよう， 彼らは 万 
軍の エホバに 嘆願す るよう に』。 

ばんぐん  はしら (力） うみ (キ） はこ 

19 「万軍の エホバは， 柱と 海と 運 
び 台と， この 都市に 残って いる 器具の 
残りと に関して このように 言われた。 
20 それらは， バビロンの 王 ネブカ ドネ 
ザルが ユダの 王， エ ホヤ キムの 子 エコ 
ニヤを， ユダと エルサレムの 高貴な 者 
たち すべてと 共に 流刑に 処 して エル サ 
レムから バビロンに 移した ときに 持っ 
て 行かなかった ものであるが， 21 イ 
スラ エルの 独， 万軍の エホバは， エホ 
バの 家と ユダの 王の 家と エルサレムと 
に 残って いる 器具に 関して このように 
言われた からで ある。 22 『「それらは 
バビロンに 持って行かれ， わたしが そ 
れに 注意を 向ける 日まで そこにと どま 
るであろう」 と， エホバは お告げに な 
る。 「それから， わたしは それを 携え 
上り， この 場所に 戻す」』」。 

〇〇 そして， その 年， ユダの 王ゼデ 

/ .rK  [夕） おうこく はじ  だい ねんだい 

キヤの 王国の 初め， 第 四 年の 第 
五の 月に， ギベオンから 来た 預言者， ア 

第 28 章 夕王 n  24:17; 代 n  36:10; チ ヨシ 11:19; サ n  21:2。 


方を 必ず 追い散らし， あなた 方は 必ず 
滅びう せる であろう。 

11 「『「『そして， その 首を バビロンの 
王の くびきの 下に 置き， 実際に 彼に 仕 
える 国民は， わたし もこれ を その [国民 
の] 土地の 上で 休ませる』 と， エホバは 
お告げになる， 『その [国民] は 必ず そ 
れを 耕して， そこに 住む であろう』」』」。 

12 ユダの 王ゼデ キヤに も， わたし 
は これら すべての 言葉の 通り に 語って 
言った， 「バビ ロ ンの 王の く びきに あ 
なた 方の 首を あて， 彼と その 民に 仕え 
て， 生きつ づけなさい。 13 どうして 
あなた ご 自身と あなたの 民は， バビロ 
ンの 王に 仕えない 国民に 向かって エホ 
パが 話された 通りに， 剣と 飢きんと 疫 
病 とに よって 死ななければ ならない 
のです か。 14 それで， 『あなた 方は 
バビロンの 王に 仕える ことには ならな 
い』 と あなた 方に 言って いる 預言者た 
ちの 言葉に 聴き 従っては なりません。 

彼らは 偽りを あな た 方に 預言 している 

㈡） 

からです。 

15 「『わたしは 彼らを 遣わさな かっ 
た』 と， エホバは お告げになる， 『そ 
れ なのに， 彼らは わたしの 名に よって 
偽って 預言 している からで ある。 それ 
は， わたしが あなた 方を 追い散らし， あ 
なた 方が， あなた 方 も あなた 方に 預言 
している 預言者たち もが， 必ず 滅びう 
せる ためな ので ある』」。 

16 また， 祭司と このす ベての 民に 向 
かって， わたしは 語って 言った。 「エ 
ホバ はこの ように 言われた。 『「見よ， 
エホバの 家の 器具は 今す ぐに も バビロ 
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m  いえ  さい  し  (?) 

ズ ルの 子 ハナ ニヤは， エホバの 家で， 祭 第28 章 預言者は 知られる ようになります」 0 
司たち とすべ ての 民の 目の前で わたし 川 すると， 預言者 ハナ ニヤは 預言者 

い  ばんぐん  <  そと ミ7;?  くび  ほうと 

に 言った， 2 「イスラエルの 姓， 万軍 エレミヤの 首から くびき 棒を 取って， 

い  ウ 王112 H  くだ  w  (ゥ） 

の エホバは このように 言われた。 『わ  5^；  ^216 それを 砕いた。 11 そして， ハナ ニヤ 
たしは バビロンの 王の くびきを 砕く。 はすべ ての 民の 目の前で 言った， 「エ 
3 わたしは， バビロンの 王 ネブカ ドネ ォ gg ふ ホバ はこの ように 言われた。 『このよ 
ザルが バビロンへ 携えて 行こうと して  ^  22:24 うに わたしは 丸 二 年の 内に， すべての 

ばしょ  と  いえ  エレ 37:1  くに  くび 

この 場所から 取った エホバの 家の すべ 力 王 n24:14 国の 民の 首から バビロンの 王ネブ カド 

き ぐ 1 ゥ）  まる  うち  エレ 24:1  くだ  闭 

ての 器具を， 丸 二 年の 内に この 場所に +xu  3〇：8 ネ ザルの くびきを 砕く であろう』」。 そ 

も  かえ  &  よ げん しゃ  さ  い  （力） 

持ち帰る』」。 4 「『また， ユダの 王， エ ク こで, 預言者 エレミヤは 去って 行った。 
ホヤ キムの 子 エコ ニヤと， バビロンへ ヶ^ 12 そして， 預言者 ハナ ニヤが 預言 
行っ た ユダの すべての 流刑 者を わたし  ；u41i!：5 者 エレ ミ ヤの 首から く びき 棒を 砕いた 

ばしょ  つ  もど  コ n 1：2〇  のち  ことば  のぞ 

はこの 場所に 連れ戻す』 と， エホバは コ ェレ 28:3 後， エホバの 言葉が エレミヤに 臨んで 
お告げになる， 『わたしは バビロンの サ f  22:28 言った。 13 「行って， あなたは ハナ 

くだ （キ）  ン土  4.26  ぃ 

王の くびきを 砕く からで ある』」。  *  28:15 ニヤ に 言わな ければ な ら ない， 『エホ 

よ げん しゃ  ス王 I  22:8 

5 そこで 預言者 エレミヤは， エホバ ョナ3:6  バ はこの ように 言われた 0  「あなたは 

いえ  さいし  まえ  セ エレ 6:14  ぼう ⑼ くだ  か 

の 家に 立って いた 祭司たち の 目の前で， ^  ；5：；3 木の くびき 棒を 砕いた が， その代わり 

またす ベての 民の 目の前で， 預言者 ハ - に 鉄の くびき 棒を 作らなければ ならな 

ナ ニヤに 言った。 6 そうだ， 預言者 エ :: で  くなる」。 14 イスラエルの#，‘ 万軍の 

ぃ  7 宇 10.22  ぃ 

レ ミヤは こう 言った ので ある 0  「アー ィ詩 1〇:13  エホバは このように 言われた からで あ 
メン！ エホバが そのよう にして くだ ゥ ェレ28 :i る。 「わたしは これらす ベての 国の 民 

いえ  エ乇 I 13:18  てつ  お  ^ 

さるよう に！  エホバが， エホバの 家  f^n i8：io の 上に 鉄の くびきを 置いて， バビロン 

き ぐ  る けい  しょ  たみ  エレ 23:17  つか  かれ 

の 器具と 流刑に 処 せられた すべての 民 ヱ レ29:9 の 王 ネブカ ドネ ザルに 仕えさせる。 彼 

ばしょ  つ  もど  オ エレ 28:4  m 

を バビロン からこの 場所に 連れ戻す こ ^^14:7  ら はこれ に 仕えなければ ならない 〇ま 
とに よって， あなたの 預言した 言葉を キェ レ 29:3D た， 野の 野獣を も わたしは 彼に 与え 
立証して くださる ように！  7 しかし， ク よう」』」。 

わたしが あなたの 耳と すべての 民の 耳 〜 28:48  15 そして， 預言者 エレミヤは 続けて 

かた  ことば  き  コ申 28:49  (ス） い 

に 語って いる この 言葉を どうか 聞いて サ 申28:48  預言者 ハナ ニヤに 言った， 「ハナ ニヤ 

[サ）  エレ 5:19  き 

ください 0  8 わたしよりも あなたより  ヱ レ27 :7 よ， どうか， 聴いて ください！ エホ 

まえ  むかし  よげんしゃ  トン） おお  ン エレ 27:6  つか 

も 前に， 昔から いた 預言者た ちは， 多く  た2 :38 パは あなたを 遣わされませんでした。 

ち  おうこく  スエ レ 28:1  たみ いつわ 

の 地や大 いなる 王国に ついて， やは セ 申 13:1  それな のに， あなたは この 民を 偽りに 

せんそう  わざ わ  えきびょう  よげん  エレ 14:14  たよ  M 

り 戦争 や 災い や 疫病を 預言した もの ヱ レ^3:21 頼らせた のです。 16 それゆえ， エホ 
です。  9 平和を 預言す る 預言者に つ  パは このように 言われました。 『見 

いては， その 預言者の 言葉が 実現す  よ， わたしは あなたを 地の 表から 追い 

ると き， エホバが 真実に 遣わされた  ?12；3； 払う。 あなたは， 今年 必ず 死ぬ。 あな 


エレミヤ 28:17—29:14  70 年後に 戻る。 従順で あれば 回復 させられる  1234 


たは エホバに 対して あからさまな 反逆 
を 語った からで ある』」。 

17 こうして， 預言者 ハナ ニヤは その 
年の 第 七の 月に 死んだ。 

そして， これらは 預言者 エレ ミ 
^ ヤ が， 義 刑に 処 せられた 民の 年 
長者の 残った 者， 祭司， 預言者， およびす 
ベての 民に エル サ レムから [書き] 送っ 
た 手紙の 言葉で ある。 それは， ネブカ 
ドネ ザルが 流刑に 処 して， エルサレム 
から バビロンに 移した 者たち で， 2 王 
エコ ニヤと 貴婦人と 廷臣たち， ユダと 
エルサレムの 君たち， および 職人と 堡 
塁を 築く 者たち が エルサレムから 出て 
行った 後の ことであった。 3 それは， 
ユダの 王ゼデ キヤが バビロンに， バビ 
ロンの 王 ネブカ ドネ ザルの もとに 遣わ 
した， シャフ ァンの 子エ ラサと ヒルキ 
ヤ の子ゲ マルヤの 手に よる もので， 次 
の 通りであった。 

4 「イスラエルの 裡， 万軍の エホバ 
は 流刑に 処 せら れた すべての 民に この 
ように 言われた。 わたしが それらの 者 
を 流刑に 処 して， エルサレムから バビ 
ロンへ 行かせた ので あるが， 5 『家を 
建てて [そこに] 住み， 園を 設けて その 
実を 食べよ。 6 妻を め とって 息子 や 
娘の 父と なれ。 自分の 息子たち のた め 
に 妻を めと り， 自分の 娘たち を 夫に 与 
えよ。 彼らが 息子 や 娘を 産む ためで あ 
る。 そこで 多く なれ。 少なく なって は 
ならない。  7 また， わたしが あなた 
方を 流刑に 処 して 行かせた 都市の 平安 
を 求め， その [都市の] ために エホバに 
祈れ。 その 平安のう ちに， あなた 方の 


第 28 章 


第 29 章 


第二 櫚 


セ 申 30:4 
イザ 49:25 
エレ 23:3 
エレ 30:3 


平安 も あるから である。  8 イス ラエ 
ルの®， 万軍の エホバは このように 言 
われた からで ある。 「あなた 方の 中に 
いる 預言者 や 占いを する 者たち が あな 
た 方を 欺く こ とが あっては ならない。 
彼らの 見て いる 夢に 聴き 従っては なら 
ない。  9 『彼らは わたしの 名に よって 
偽りのう ちに あなた 方に 預言して いる 
からで ある。 わたしは 彼らを 遣わさな 
かった』 と， エホバは お告げになる」』」。 

10 「エホバは このように 言われた か 
ら である。 『バビロン で 七十 年が 満ち 
るに つれて， わたしは あなた 方に 注意 
を 向ける であろう。 わたしは あなた 方 
を この 場所に 連れ戻して， わたしの 良 
い詈 葉を あなた 方に 対して 立証す る』。 

11 「『わたしは， わたしが あなた 方 
に対して 考えて いる 考えを よく 知って 
いるから である』 と， エホバは お告げ 
になる， 『[それは] 平安に ついての 考 

わざ わ [ク j 

えで あり， 災いに ついて ではない。 あ 
なた 方に 将来と 希望を 与える ためで あ 
る。 12 そして， あなた 方は 必ず わた 
しを 呼び， 来て， わた しに 祈り， わたし 
は あな た 方 [の 言葉] を 聴く であろう』。 

13 「『そして， あなた 方は 実際に わたし 
を 求め， [わたしを] 見いだ すであろう。 
あなた 方は 心を つく して わたしを 尋ね 
求める からで ある。 14 そして， わた 
しは あなた 方に 見いだ される ようにす 
る』 と， エホバは お告げになる。 『ま 
た， わたしは あなた 方の 捕らわれ人の 
集団を 集め， わたしが あなた 方を 追い 
散ら したす ベての 国の 民と すべての 場 
所から あなた 方を 集め 寄せる』 と， エ 
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ホバ はお 告げになる。 『そして， わた 
しが あなた 方を 流刑に 処 して 去らせた 
[元の] 場所へ 連れ戻す』。 

15 「しかし， あなた 方は 言った， 『エ 
ホバ はわた したち のために バビロ ンで 
預言者た ちを 起こされた』 と。 

16 「ダビデの 王座に 座して いる 王 
と， この 都市に 住んで いるすべ ての 民， 
すなわち あな た 方と 一緒に 流刑の 身と 
なっ て 出て 行かな かった あな た 方の 兄 
弟たち とに 対して， エホバは このよう 
に 言われた からで ある。 17 『万軍の 
エホバは このように 言われた。 「いま 
わたしは 彼らに 対して 剣， 飢きん， お 
よび 疫病を 送る。 わたしは 彼らを， 悪 
くて 食べられない， 裂けたい ちじくの 
よう にす る」』。 

18 「『そして， わたしは 剣と 飢きん 
と 疫病と を もって 彼らの 後を 追い， 彼 
らを 地の すべての 王国に とっ ての 身 震 
いのた めに 与え， わたしが 必ず 彼らを 
追い散らす すべての 国の 民の 中で， の 
ろい， 驚きの 的， [人々 が] 口笛を 吹く 
もの， また， そしりの ために [与える]。 
19 彼らが わたしの 言葉に 聴き 従わな 
かった ためで ある』 と， エホバは お告 
げ になる， 『わたしが， 早く 起きて は 
遣わ した 預言者で ある わた しの 僕たち 
を 用いて 彼らに 送った その [言葉] に』。 

「『しかし， あなた 方は 聴き 従わな かっ 
た』 と， エホバは お告げになる。 

20 「それで， わたしが エルサレム か 
ら バビロンへ 追い やった すべての 流刑 
の 民よ， あなた 方は エホバの 言葉を 聞 
け。 21 イスラエルの 裡， 万軍の エホ 
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ア詩 126:1 
ホセ 6:11 


イエ レ 22:2 
エレ 28:1 


ェ レビ 26:33 


エレ 32:33 


ス王 n  24:14 


バ は， わたしの 名に よって あなた 方に 
偽りを 預言して いる コラ ヤの子 アハブ 
に関して， また マ アセヤ の 子ゼデ キヤ 
に対して このように 言われた。 『いま 
わたしは 彼らを バビロンの 王ネブ カド 
ネ ザルの 手に 渡し， 彼は 彼らを あなた 
方の 目 の 前で 必ず 討ち 倒す。 22 そし 
て 彼らから， バビロン にいる ユダの 流 
刑 者の 全員に よって 呪いが 取られる。 
こう 言う ので ある。 「エホバが あなた 
を， バビロンの 王が 火で 焼いた ゼデキ 
ヤや アハブ のようにされ ますよう に！」 
23 彼らは イスラエルで 無分別な こと 
を 行なって， その 友の 妻と 蔡淫を 行な 
い， わたしが 彼らに 命じなかった 言葉 
を わたしの 名に よって 偽って 語り つづ 
ける からで ある。 

「『「そして， わたしは 知っている 者， 
証人で ある」 と， エホバは お告げに 
なる』」。 

24 「そして， ネへ ラムの シェ マヤに 
あなたは 言う，  25 『イスラエルの 裡， 
万軍の エホバは このように 言われた。 
「あな たが 自分の 名 によって， エル サレ 
ム にいる すべての 民と， 祭司で ある， マ 
アセヤ の 子ゼパ ニヤと， すべての 祭司 
に 手紙を 書き送って， 言った がた めに。 
26  [すなわち，] 『エホバ ご 自身が あな 
たを 祭司 エホ ヤ ダの 代わり に 祭司と さ 
れ ましたが， それは， 気の 狂った， 預 
言 者の ような 振る舞いを する 者に 対し 
て， [あなたが] エホバの 家の 首位の 監 
督者 となる ためでした。 あなたは その 
者を 足 かせ 台と さら し 台に 掛けな けれ 
ばな りません。 27 さて， そうで あれ 
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サ I  19:20 
エレ 43:2 


第二 欄 


エ マヤの 反逆。 流刑 者たち への 手紙  1236 

われ 人を 集める」 と， エホバは 备 われ 
た， 「わたしは その 父祖たち に 与えた 
地に 彼ら を 連れ戻 し， 彼ら は 必ず それを 
再び 所有す る ことになるであろう」』」。 

4 そして， これらは エホバが イス 
ラエルと ユダに 語られた 言葉で ある。 
5 エホバは このように 言われた からで 
ある。 「我々 はおの のきの 声を 聞いた。 
怖れが あり， 平安は ない。 6 人々 よ， 
どうか 尋ねて みるよう に。 男が 子を 産 
んで いるか どうかを 見よ。 どうして わ 
たしは， すべての 強健な 男子が 子を 産 
むと きの 女の ように 腰に 手を やる のを， 
またす ベての 顔が 青ざめた のを 見た の 
か。  7 ああ！  その 日は 大い なる 日 
であり， そのような [日] は ほかにない 
からで ある。 それは ヤコブに とって 苦 
難の 時で ある。 しかし 彼は その 中から 
も 救われる であろう」。 

8 「そして， その 日には」 と， 万軍 
の エホバは お告げになる， 「わたしは 
あなたの 首から 人の くびきを 砕き， あ 
なた の 縛り 縄を ふたつに 引きちぎり， 
よそ 者が 彼を 僕と して 使役す る ことは 
もはやなくなる。  9 そして， 彼らは 
その 独 エホバと， わたしが 彼らの ため 
に 起こす 王 ダ ビデと に 必ず 仕える であ 

ろず」。 

10 「それで あなたは， わたしの 僕ヤ 
コブよ， 恐れて はならない」 と， エホ 
バは お告げになる， 「イスラエルよ， 恐 
怖の 念を 抱いて はならない。 いまわた 
しは， あなたを 遠くから， あなたの 子 
孫を その 捕らわれの 地から 救う からで 
ある。 そして ヤコブは 必ず 帰り， 騒乱 


エレミヤ 29:28—30:10  : 

ば， あなた 方に 対1 して 預言者と して 振 
る 舞って い 4 アナ ト テの エレミヤを， 
どう して あなたは 叱責し なかった ので 
すか。 28 それゆえに， 彼は バビロン 
にいる 我々 に [人を] よこ して 言った の 
です， 「それは 長引く！ 家を 建てて 
[そこに] 住み， 園を 設けて その実を 食 
ベよ 一 」 と』」』」 0 

29 そして， 祭司 ゼパ ニヤは 預言者 エ 
レ ミヤの 耳に この 手紙を 読んだ。 

30 それから， エホバの 言葉が エレ ミ 
ヤに 臨んで 言った， 31 「流刑の 民す ベ 
てに [人を] 遣わ して 言え， 『エホバは 
ネへ ラムの シェ マヤに ついて このよう 
に 言われた。 「シェ マヤは あなた 方に 
預言し， しかも， わたしが 彼を 遣わし 
たので もない のに， あなた 方を 偽りに 
頼らせようと したので， 32 それゆえ， 
エホバは このように 言われた。 『いま 
わたしは ネへ ラムの シェ マヤと その子 
孫と に 注意を 向ける』。 

「『「『彼は こ の 民の 中に 住む 者を 持た 
なくなる。 彼は わたしが この 民の ため 
に 行なって いる 良い ことを 見る ことは 
ないで あろう』 と， エホバは お告げに 
なる， 『彼は エホバに 対して あから さ 
まな 反逆を 語った からで ある』」』」。 

こと 

エホバから エレミヤ にあった 言 
暴は 备っ た， 2 「ィ スラ ェルの 
裡 エホバは このように 言われた。 『わ 
たしが あなたに 話す すべての 言葉を， 
あなたの ために 書に 書き記せ。  3 な 
ぜ なら， 「見よ， 日が やって来る」 と， 
エホバは お告げになる， 「わたしは わ 
たしの 民を， イスラエルと ユダの 捕ら 
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の おそれ もな く 安楽に 暮らし， おのの 
かせる 者は だれもい なくなる」。 

11 「わたしは あなた と共にい るから 
である」 と， エホバは お告げになる， 
「それは あなたを 救うた めで ある。 し 
かし， わたしは あなたを 散らした すべ 
ての 国の 民の 中で 滅ぼし 絶やす ことを 
する。 しかし， あなたの 場合には 滅ぼ 
し 絶やす ことを しない。 そして， わた 
しは あな たを 適度 に 矯正し な ければ な 
ら ない。 わたしが あなたを 処罰せ ずに 
置く ことは 決してな いからで ある」。 

12 エホバは このように 言われた か 
ら である。 「あなたの 崩壊を 治す こと 
はでき ない。 あなたの 打ち傷は 慢性の 
ものである。 13  [あなたの] かいよう 
のためには， あなたの 言い分を 弁護す 
る 者は いない。 あなたの ためには， い 
やす 方法 もな く ，直す こと もで きない。 
14 あなたを 熱烈に 愛する 者は 皆 あなた 
を 忘れた の だ。 あなたは 彼らの 尋ね 求 
める 者では ない。 わたしは 敵の むち 打 
ちを もって， 残酷な 者の 懲罰を もって 
あなたを 打った。 あなたの おびただし 
いとが のた めで ある。 あなたの 罪は 甚 
だしく 多く なった。 15 どうして あな 
たは 自分の 崩壊の ために 叫ぶ のか。 あ 
なた の 痛みは あなたの おび ただしい と 
がの ために 治らない。 あなたの 罪は 甚 
だしく 多く なった。 わたしは これらの 
ことを あなたに した。 16 それゆえ， 
あなたを むさぼり 食う 者は 皆， 自ら も 
むさぼり 食われ， あなたに 敵対す る 者 
は 皆， 一人残らず 捕らわれの 身と なっ 
て 行く。 また， あなたに 対して 略奪を 


行なう 者は 必ず 略奪に 遭い， あなたに 
対して 強奪を 行なう 者を， わたしは み 
な 強奪に 渡す であろう」。 

17 「わたしは あなたの ために 回復を 
生じさせ ，あなたの 打ち傷 か ら あなたを 
いやす からで ある」 と， エホバは お告 
げ になる。 「彼らは あなたを， 追い払 
われた 女， と 呼んだ からで ある。 『あ 
れが だれも 尋ね 求める こ とのない シオ 
ン#』 と」。 

18 エホバは このように 言われた。 
「いまわた しは ヤコブの 天幕の 捕らわれ 
人を 集め， その 幕屋に 哀れみを 示す で 
あろう。 そして 都市は 実際に その 塚の 
上に 再建され， その 正当な 場所の 上に 
住まいの 塔が 座す るであろう。 19 そ 
して 彼らから 感謝と 笑う 者たち の 声が 
必ず 出る。 そして， わたしは 彼らを 殖 
やすので， 彼らは 少なくなる ことは な 
い。 わたしは 数に おいて 彼らを 重く す 
るので， 彼らは 取る に 足りない 者と な 
る ことは ない。  20 そして その子ら は 
必ず 昔の ようになり， わたしの 前に そ 
の 集会は 堅く 立てられる であろう。 そ 
して， わたしは 彼を 虐げる すべての 者 
に 注意を 向ける。 21 そして， その 威 
光 ある 者は 必ず 彼から 出， 彼の 中から 
彼 自身の 支配者が 出る であろう。 わた 
しは 彼を 近づかせ， 彼は 必ず わたしに 

縫！」 。 

「その 心を かけて わたしに 近寄ろう 
とする この 者は 一体 だれか」 と， エホ 
バは お告げになる。 22 「そして， あな 
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た 方は 必ず わたしの 民と なり， わたし 
は あな た 方の 拽と なる であろう」。 

23 見よ， エホバの 風 あらし， 激し 
い 怒り， 吹き 進む 大あ らしが 出て 行っ 
た。 それは 邪悪な 者たち の 頭上に 渦を 
巻く。 24 エホバの 燃える 怒りは， ご 
自分の 心の 考えを 成し遂げて， 遂行す 
るまで 元に 戻らない。 末の 日に あなた 
方は それに 考慮を 払う であろう。 

〇-|  「その 時」 と， エホバは お告げに 
■なる， 「わたしは イスラエルの 
すべての 家族に とって 裡 となり， 彼ら 
はわた しの 民と なる であろう」。 

2 エホバは このように 言われた。 
「剣を 免れて 生き残った 者から なる 民 
は 荒野で 恵みを 得た。 イスラエルが 自 
分の 休養を 得ようと して 歩いて いたと 
きに」。  3 遠くから エホバが わたしに 
現われて， [言われた，] 「そして， わ 
たしは 定めの ない 時に 至る 愛を もって 
あなたを 愛した。 それゆえに， わたし 
は 愛 ある 親切を もって あなたを 引き 寄 
せた ので ある。  4 それでも， イスラ 
エルの 処女よ， わたしは あなたを 建て 
直し， あなたは 実際に 建て直され るで 
あろう。 あなたは なお も 自分の タンパ 
リンで 身を 飾り， 笑って いる 者たち の 
踊りの 中へ 実際に 出て 行く であろう。 
5 あなたは なお も サマリアの 山々 にぶ 
どう 園を 植える であろう。 植える 者た 
ちは 必ず 植えて， [それを] 使いは じめ 
る。 6 エフ ライムの 山地の 見張り 蕃た 
ちが， 『人々 よ， 立ち上がって シオンに， 
わた したち の® エホバの もとに 上って 
行こう』 と言う 日が あるから である」。 
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イ イザ 12:5 
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カイ ザ 35:6 
イザ 42:16 
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7 エホバは このように 言われた から 
である。 「歓 びつつ ヤコブに 向かって 

おお g  さけ しょこく みん  かしら  ちぃ  /  かんた 2 

く 叫 ぺ。 [それを] 言い送め i1。 鶴を 

ささげて 言え， 『エホバよ， あなたの 
民， イスラエルの 残りの 者を 救って く 
ださい』 と。  8 いまわた しは 北の 地 
から 彼らを 連れて来て， 地の 最果て か 
ら 彼らを 集める であろう。 彼らの 中に 
は 盲人 や 足の なえた 者， 妊娠した 女 や 
子を 産む 者が 共に いるであろう。 彼ら 

かいしゅう  かえ  く 

は大 いなる 会衆と して ここに 帰って来 
9 彼らは 泣きながら 来る。 わた 
しは 彼らを， 恵みを 求める [その] 嘆願 
と共に 連れて来る であろう。 わたしは 
彼らを， つまずかされる ことのない 正 
しい 道に よって， 水の 奔流の 谷へ と 歩 
いて 行かせる であろう。 わたしは イス 

ちち  [コ） 

ラエルに とって 父と なった からで ある。 
そして エフ ライムは， わたしの 初子な 

[サ I 

ので ある」。 

しょこく  たみ  がた 

10 諸国の 民よ， あなた 方は エホバの 
言葉を 聞き， 遠くの 島々 の 中で [それを] 
告げて 言え。 「イスラエルを 散ら す 方 
ご 自身が これを 集め， 羊飼いが その 家 
畜の 群れを [守る] よう に 必ず 彼を 守ら 

I セ I 

れ るであろう。 11 エホバは ヤコブを 

つよ  もの  じっさい  う  もど 

それより 強い 者の 手から 実際に 請け 戻 

:ゾ  と  I 夕 j 

し， 取り戻され るからで ある。 12 そ 

かれ  かなら  き  たか 

して 彼らは 必ず 来て， シオンの 高みで 
喜び 叫び， エホバの 善， つまり 穀物， 
齓ぃ ぶどぅ 皆:1 II ら ，ひ 華と 军の 子“ 

ひか  かがや  (M 

えに 光り輝く であろう。 また， 彼らの 
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12; ぺテ I  2:25; ソ イザ 44:23; イザ 48:20; タ イザ 49:25; 
チ エズ 3:13; 詩 126:1; イザ 51:11; エゼ 20:40; ツ ヨエ 3: 
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魂 はよ く 潤って いる 園の ようになり， 第3 1 章 立ち返った 後， 悔いた からです。 わた 
彼らは もはや 二度と 弱り果てる ことは しは 知る ように 導かれた 後， 自分の 股 
ない」。  /21；' を 平手で 打ちました。 わたしは 恥を か 

13 「その 時， 処# は 踊って 歓ぶ であ  m  8:4 き， 辱めを も 受けました。 わたしは 若 

ろう。 若者 も 老人 も 相 共に。 そして わ 〃ザ65 :19 い 時の そしりを 負って いたから です』」。 

かれ  かな  かんき  か  才詩 36:8  たい 

たしは 彼らの 悲しみを 歓喜に 変え， 彼 ^  *  30:9  20 「エフ ライムは わたしに とって 大 

なぐさ  ひたん  さ  at  31:19  せっ  やさ  あっか  う 

らを 慰め， その 悲嘆を 去らせて， 彼らを ィザ63:7 切な 子な のか。 また， 優しい 扱いを 受 

(x)  さいし  キヨシ 18:25  こども  [才）  かれ  てき 

歓ば せる。 14 また， わたしは 祭司た  40-1 けた 子供な のか。 わたしは， 彼に 敵し 

たましい こ  あ  W  7夕 2:18  かた 

ちの 魂を 肥えた もので 飽かせ， わたし ク哀 1]6  て 語れば 語る だけ， 彼の ことを なお も 

たみ  よ  みた  ^  ^  2：16  かなら おも  お  （力） 

の 民は わたしの 良い もので 満ち足りる ヶ 創35: 19  必ず 思い起こ すからで ある。 それゆえ 

{力）  っ  コ創 35:24  さわ 

であろう」 と， エホバは お告げになる。 ^^  37:35 に， わたしの はらわたは 彼のた めに 騷 
15 「エホバは このように 言われた。 シ_ マタ 2:18 ぎ立っ A。 わたしは 必ず 彼を 哀れむ で 

[キ）  こえ  き  なげ  ひっう  ス 啓〆 17  [ク ）  つ 

『ラマで 声が 聞こえる。 嘆きと 悲痛な セェズ 1:5 あろう」 と， エホバは お告げになる。 

な  ごえ [ク）  [ヶ）  （コ】  エレ 23:3  じぶん  ろひょう 

泣き声が。 ラケルは その子ら のこと で  ；!；；7  21 「あなたは 自分の ために 路標を 立 

泣いて いる 0 彼女は その子ら にっいて ソェ レ29 山 てよ 0 自分の ために 道標を 立てよ 〇あ 

なぐさ  こば  （サ） かれ  タエ レ 46:27  こころ かいどう  とお  ゆ 

慰められる ことを 拒んだ。 彼らは もう チェ レ 31:9 なた の 心を 街道に， あなたの 通って 行 
いないからで ある』」。  11 かなければ ならない 道に 留めよ。 イス 

16 エホバは このように 言われた。 卜土 C14 ラエルの 処女よ， 帰れ。 これら あなた 

な  こえ  なみだ  ^  5,21  と し  W  ふちゅうじっ むすめ [シ） 

「『あなたの 泣く 声を とどめ， 目の 涙を と ナィ ザ43:3 の 都市に 帰れ。 22 不忠実な 娘よ， あ 

【ス）  はたら  たい  むく  -  ほうぼう  む  か 

どめ よ。 あなたの 働きに 対して 報いが  なた はいっ まで 方々 に 向きを 変える の 

っ  （ス）  ち  あたら  そうぞう 

あるから である』 と， エホバは お告げ ァ WQ:2  か。 エホバは 地に 新しい ことを 創造 さ 
になる， 『彼らは 必ず 敵の 地から 帰っ ^^26:4； れ たからで ある。 ただの 女が 強健な 男 

く  (t)  マゴ 9.6  まわ  お  せま 

て 来る であろう』。  IxL/3；25 の 周りに 押し迫る ので ある」。 

しょうらい  き  ばんぐん 

17 「『そして， あなたの 将来には 希 ォミ ごま〗  23 イスラエルの 裡 ，万軍の エホバは 

ぼう M  つ  い 

望が ある』 と， エホバは お告げになる， 力*  32:36 このように 言われた 0  「わたしが その 
『子ら は 必ず 自分たち の 領地に 帰って ホセ11:8 捕らわれ人を 集める とき， 彼らは ユダ 

く  [夕）  クイ ザ 55:7  ち  しょと し  ことばの 

来る であろう』」。  ミヵ f18 の 地と その 諸 都市で なおこの 言葉を 述 

18 「わたしは エフ ライムが 自分の こ ヶィ ザ62: 1Q ベる であろう。 『義 なる 住みかよ， 聖 

なげ  たし  き  [チ）  コイ ザ 35:8  [ソ）  しゅくふく 

とを こう 嘆いて いるのを 確かに 聞いた。 ^xU3：14 なる 山よ， エホバが あなたを 祝福され 
『あなたは， わたしが 正される よう， わ 以 3 るよう に』。 24 そして， その 中に ユダ 
たしを 訓練され ていない 子牛の ように ス ミ1 ば とその すべての 都市が 必ず 共々 に 住む。 
正されました。 わたしを 立ち返らせて ~ ザ1 :26 農夫 も， 家畜の 群れと 共に 出かけた 者た 
ください 。そうすれば， わたしは すす 夕 詩 I22:8 ち も 0  25 わたしは 疲れた 魂を 十分に 

んで 立ち返る でしょう。 あなたは わた ?^36；!〇 潤し， 弱り果てた すべての 魂を 満たす」。 
しの 裡 エホバな のです。 19 わたしは '"^29  26 この ことで わたしは 目覚め， 見 
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はじめた。 わたしの 眠りは， わたしに 
とって 快い ものであった。 

27 「見よ， 日が やって来る」 と， エ 
ホバは お告げに なる， 「わたしは イス 
ラエルの 家と ユダの 家に 人の 種と 家畜 
の 種を まく」。 

28 「そして， わたしは， 根 こぎに し， 
引き倒し， 打ち壊し， 滅ぼし， 害を も 
たらそう として 彼らに 気を 配った よう 
に， 築き上げ， 植える ために 彼らに 気 
を 配る ことになる」 と， エホバは お告 
げ になる。 29 「その 日には， 彼らは も 
う， 『父たち が 熟 していない ぶ どうを 
食べた のに， 子ら の 歯が浮いた』 とは 
言わない。 30 むしろ， 人は 各々 自分 
のとが のために 死ぬ ので ある。 だれで 
も 熟して いないぶ どうを 食べる 者に つ 
いては， 彼 自身の 歯が浮く ので ある」。 

31 「見よ， 日が やって来る」 と， エ 
ホバ はお 告げになる， 「わたしは イス 
ラエルの 家 および ユダの 家と 新しい 契 
約を 結ぶ。 32 それは， わたしが 彼ら 
の 父祖た ちの 手を 取って エジプトから 
連れ出した 日 に 彼 らと 結んだ 契約の よ 
うな ものでは ない。 『わたしが 彼らの 
夫と しての 所有権を 持って いたに も か 
かわらず， 彼らは わたしの その 契約を 
破った』 と， エホバは お告げになる」。 

33 「これ こそ， わたしが それらの 日 
の 後に イスラ エルの 家と 結ぶ 契約 だか 
ら である」 と， エホバは お告げになる。 
「わた しは 彼らの 内に わたしの 律法を 
置き， 彼らの 心の中に それを 書き記す。 
そして， わたしは 彼らの 裡 となり， 彼 
ら はわた しの 民と なる であろう」。 
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ヘプ 8:9 
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ソ ェゼ 11:19 
ェゼ 36:26 
夕詩 37:31 
ヘプ 10:16 
チェ レ 30:22 
ヘプ 8:10 


34 「そして， 彼らは もはや 各々 その 
友を， 各々 その 兄弟を 教えて， 『エホ 
バを 知れ！』 とは 言わない。 彼らは そ 
の 最も 小なる 者から その 最も 太なる 者 
に 至る まで， 皆 わたしを 知る からで あ 
る」 と， エホバは お告げになる。 「わ 
たしは 彼らのと がを 許し， 彼らの 罪を 
も はや 思 L ヽ 出さない からで ある」。 

35 エホバ， すなわち， 昼の 光の ため 
に 太陽を， 夜の 光の ために i と 星の 法 
令を 与える 方， 海を かき 立てて その 波 
を 騒ぎ 立たせる 方， その 名を！^ 軍の エ 
ホバ という i はこの ように 言われた。 
36 「『もし これらの 規定が わたしの 前 
から 取り除かれ 得るなら』 と， エホバ 
はお 告げになる， 『それと 同様に， イ 
スラ エルの 胤で ある 者たち が， わたし 
の 前で 常に 国民で ある こ とがなくなる 
こと も あり 得る であろう』」。 

37 エホバは このように 言われた。 
「『もし 上の 天が 測られるなら， 下の 地 
の 基が 探り出されるなら， わたし もま 
た 彼らの 行なった すべての こ とのた め 
に， イスラエルの 胤 全体を 退け 得る で 
あろう』 と， エホバは お告げになる」。 

38 「見よ， 日が やって来る」 と， エ 
ホバ はお 告げになる， 「この 都市は 
“ ハナ ヌエ ルの 塔” から “ 隅の 門” に 
至る まで， エホバの ために 必ず 建てら 
れ るであろう。 39 そして 測り 綱は な 
おも ガレ ブの 丘に 向か っ て まっすぐに 
伸び， 巡って 必ず ゴアに 至る。 40 そ 
して 死が いと 脂 灰 との 低地 平原の 全 

ソ ネへ 3:1; ネへ 12:39; ゼカ 14:10; 夕代 n  26:9; チ ネへ 
12:27; イザ 44:28; エレ 30:18; ツ ゼカ 1:16; テ エレ 19:11; 
ト エレ 7:32。 


1241  都市は 攻囲され る。 エレミヤの 拘禁。 畑を 買う  エレミヤ 32:1—14 

たい  ほんりゅう  たに  (7)  い  (7)  はたけ 

体， および キデ ロンの 奔流の 谷まで， 日 第31 章 言う， 「アナ ト テに ある わたしの 畑を 
の 昇る 方に 向かって いる “ 馬の 門” の 7  tl  23；f あなたの ために 買いなさい。 [それを] 

すみ  いた  だんきゅう  ヨハ 18:1  もど  けんり 

隅に 至る までのす ベての 段丘は， エホ 11:16 買う 買い戻しの 権利は あなたの もの だ 

せい  （ゥ）  代 D  23：15  [ィ1 

バに とって 聖 なる ものと なる。 それは  ネ へ3:28 からです」 と』」。 

もはや 定めの ない 時に 至る まで， 根 こ 8 やがて， わたしの 父方の おじの 子 
ぎに される こと も 打ち壊される こと も ェィ ザ51:22 ハ ナム エルが， エホバの 言葉の 通り， 

(エ）  き  かんし  なかにわ [ゥ ] 

ない」。  第32 章 わたしの ところに 来て， “ 監視の 中庭，， 

介〇 ユダの 王ゼデ キヤの 第 十 年， すな 才 f レ2 〖匕 に 入り， わたしに 言った， 「どうか， 
わち ネブ カド レ ザルの 第 十八 年 ヵ ヱ レ25 :1 ベニヤ ミンの 地の アナ ト テに ある わた 

のぞ  ことば  キエ レ 52:4  はたけ  か  せしゅう しょゆうち 

に， エホバから エレミヤに 臨んだ 言葉。 クネ へ3:25 しの 畑を 買って ください。 世襲 所有地 

とき  ぐん  エレ 153:1  けんり  もど 

2 そして， その 時， バビロンの 王の 軍  37：21 の 権利は あなたの もので あり， 買い戻 

ぜい  こうい  W よげん 38‘28 

勢は エルサレムを 攻囲して いた。 預言 ヶヱ レで f す 力は あなたの もの だからです。 あな 

しゃ  いえ  かん  ^ 11:36  と 

者 エレミヤは ユダの 王の 家に ある“ 監 コル ヵ2 〇:2 たのた めに [それを] 買い取って くださ 
視の 中庭” に 拘束され ていた。 3 ユダ ヱ レ37:8 い」。 それで， わたしは それが エホバの 
の 王ゼデ キヤが 彼を 拘束して， [こう]  'ン f レ2 ば3 言葉であった のを 知った。 

い  エレ 37:17  (キ） 

言った からで ある。  ^  38:18  9 こうして， わたしは アナ ト テに あ 

「どう して あなたは 預言して は 言う  Sl3 る 畑を わたしの 父方の おじの 子 ハ ナム 

のか， 『エホバは このように 言われ 27:22 エ ふから 買う ことに なった。 そして 七 
た。 「いまわた しは この 都市を バビロ  シェ ケルと 銀 十 枚の 金を 彼に 量り 出し 

ンの 王の 手に 渡し， 彼は 必ず これを 攻 ェゼ 17:15 た。 10 それから 証書に 記入し， 封印 

と  [サ）  ふ [サ）  かね  はか [シ）  しょうにん (ス) 

め 取る であろう。 4 ユダの 王 ゼデキ 第二 欄 を 付し， はかりで 金を 量る さいに 証人 
ヤも カルデア 人の 手から 逃れる ことは ?!i18 を 立てた。 11 その後， わたしは 買い 
ない。 [ゼデ キヤ] は バビロンの 王の 手  も24 受け 証書， すなわち おきてと 規定に し 

に 渡され， 彼の 口は [王] の 口と 実際に 17  37?21 たがって 封印され たものと， 開封の も 

話しを し， 彼の 目は [王] の 目を も 見る 13 シ 18:28 のとを 取った。 12 それから， わたし 

('»  才王 12:26  ちちかた 

であろう」』。 5 『[王] はゼデ キヤを バ 代16:6。 の 父方の おじ [の 子] ハ ナム エルの 目の 
ビロンに 連れて行き， 彼は わたしが 注 キェ レ 1:1 前， また その 買い受け 証書に 記入した 
意を 向ける ときまで そこにと どまる で llu233l7 証人たち の 目の前， “ 監視の 中庭” に 

W  つ  ケ 創23:16 すわ  じん 

あろう』 と， エホバは お告げになる。 コヱ レ32:44 座って いるすべ ての ユダヤ人の 目の前 

がた  じん  たたか  サネへ 10:1  m 

『あなた 方は カルデア 人と 戦いつ づけ シ創 23:16 で， その 買い受け 証書を マフ セ ヤの子 
て も 成功し ない』」。  ス ;ィレ$ば ネリ ヤの子 バルクに 渡した。 

6 それで， エレミヤは 言った， 「エホ セ レビ25 :15 13 さて， わたしは 彼らの 目の前で バ 
バの 言葉が わたしに 臨んで 言いました， ヱ レ33 " ルクに 命じて 言った， 14 「イスラエル 

ちちかた  タエ レ 32:44  ばんぐん  い 

7 『いま， あなたの 父方の おじ シャルム チェ レ5 1:59 の拽， 万軍の エホバは このように 言わ 
の 子 ハ ナム エルが あなたの もとに 来て 36:26 れ た。 『これらの 証書， この 買い受け 


バルク。 
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ソ詩 148:2 
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詩 33:13 
詩 66:7 
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エレ 

マタ 12:36 

ロマ 2:6 

卜 出 7:3 
申 4:34 
ネへ 9:10 
詩 78:43 
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27 


? 出 6:1 
出 15:16 
申 26:8 
代 I  17:21 
詩 136:12 
ネ出 6:6 
出 13:14 


第二 欄 


都市は 攻囲され る  1242 

22 「やがて， あなたは 彼らの 父祖 
たちに 与える と 誓った この 地， 乳と 蜜 
の 流れる 地を 彼らに お与えに なり まし 
た。 23 そして 彼らは 入って 来て， そ 
れを 所有す るよう になり ましたが， あ 
なた の 声に 従わず， あなたの 律法に 
よって 歩みませんでした。 行なうよう 
にと あなたが 命じた すべての ことを 彼 
ら はしませんでした。 それで， あなた 
はこ のす ベての 災いが 彼 らに 降り 懸か 
るよう にされ たのです。 24 ご覧く だ 
さい， 人々 はこの 都市を 攻め 取る ため 
に 来て， 包囲 塁壁を 築きました。 この 
都市は これと 戦って いる カルデア 人の 
手に 必ず 渡される でしょう。 剣と 飢き 

M  えきびょう トン 1  い 

んと 疫病の ためです。 あなたの 言われ 
たこと が 起こりました。 現に あなたは 
[それを] 見て おられる のです。 25 そ 
れ なのに， 主権者な る 主 エホバよ, あ 
なた はわた しに 言われました， 『自分 
のた^) に 金を 出して 畑を 買い， 証人を 
立てよ』 と。 この 都市は 必ず カルデア 

じん  わた  W 

人の 手に 渡されます のに」。 

26 すると， エホバの 言葉が エレ ミ 
ヤに 臨んで 言った，  27 「ここに わた 

にく  m 

しが， すべての 肉なる ものの 裡， エホ 
バ がいる。 わたしに とって 余りに もく 
すしい ことが 果たして あるだろう か。 
28 それゆえ， エホバは このように 言わ 
れ た。 『いまわた しは この 都市を カル 
デア 人の 手と バビロンの 王ネブ カド レ 


力 申 28:15; ヨシ 23:16; エズ 9:7; キ王 n  25:1; レビ 26:31 
エレ 52:4; ク申 28:52; エレ 33:4; エゼ 4:2; ケ エレ 21:4 
コ レビ 26:33; エレ 14:12; サ申 28:57; エレ 15:2; シ申 28 
59; エレ 24:10; スイ ザ 55:11; セ レビ 27:18; ソ申 19:15 
マタ 18:16; タエ レ 37:10; チ 民 16:22; 民 27:16; ルカ 3:6 
ロマ 3:29; ツ創 18:14; ヨブ 42:2: ルカ 1:37;  ロマ 4:21。 


エレミヤ 32:15—28 

証書， すなわち 封印され たものと， 他方 
の 開封され た 証書を 取り， あなたは ま 
た， これを 土の 器の 中に 入れなければ 
ならない。 それが 多くの 日の 間 保たれ 
るた めで ある』。 15 イスラエルの 裡， 
万軍の エホバは このよう に 言われた か 
ら である。 『家 や 畑 やぶ どう 園が， な 
おも この 地で 買われる であろう』」。 

16 そして， わたしは 買い受け 証書を 
ネリ ヤの子 バルクに 渡した 後， エホバ 
に 祈って 言った， 17 「ああ， 主権者な 
る 主 エホバよ ! あなた ご 自身が： あ 
なた の大 いなる 力と 伸ばさ れた み 腕と 
によって 天と地を 造られた のです。 こ 
のす ベての 事 も あなたに とって 殊更く 
すしい ことではありません。 18  [あ 
なた は] 愛 ある 親切を 幾千 人に も 施し， 
父のと がを 彼らの 後の その子ら の m 
に 報いる 方， [まことの] 拽， 大 いなる 
方， 力 ある 方， その 名を 万軍の エホバ 
といい， 19 計り 事に おいて 大 いなる 
方， み 業に 富んで おられる 方で あり， 
あなたの 目 は 人々 の 子ら のす ベての 道 
に 向かって 開かれて います。 各々 に そ 
の 道と， その 行ないの 実と にした がっ 
て 与える ためです。 20 あなたは， 今 
日に 至る まで エジプトの 地に， そして 
イスラエル， また 人々 の 中に しるしと 
奇跡を 置かれました。 それは， ご 自分 
のために 今日の ように 名を 揚げる ため 
でした。  21 次いで， しるしと， 奇跡 
と， 強いみ 手と， 伸ばされた 腕と， 大 
いなる 恐ろし さとを もって， ご 自分の 
民 イスラエルを エジプトの 地から 携え 
出され ま した。 


5 J5 23 44 26 10 2 
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1243  滅びは 確実に 臨む。 バアルと モレ クを 崇拝した  エレミヤ 32:29—41 


ザルの 手に 渡す。 彼は 必ず これを 攻め 
取る。 29 そして， この 都市と 戦って 
いる カルデア 人が 必ず 入って 来て， こ 
の 都市に 火を 放って 燃え立たせ， これ 
と 家々 とを 焼き払う。 その 屋上で 人々 
はわた しを 怒らせる ために バアルに 儀 
性の 煙を 立ち上らせ， ほかの 神々 に 飲 
み 物の 捧げ物を 注ぎ 出した ので ある』。 

30 「『イスラエルの 子ら と ユダの 子 
ら は， その 若い 時から わたしの 目に 悪 
いこと ばかり 行なう 者と なって きた か 
ら である。 イスラエルの 子ら は その 手 
の 業に よって わたしを 怒らせて いるか 
ら である』 と， エホバは お告げになる。 
31 『この 都市は， 彼らが それを 建てた 日 
から 今日に 至^) まで， わたしに 怒りを 
起こさせ るも^)， わたしに 激しい 怒り 
を 起こさせる もので しかなかった から 
である。 それは， これを わたしの 顔の 
前から 取り除く ためで あっ;^。 32 そ 
れは ，イ スラ エルの 子ら と ユダの 子ら， 
彼らが， すなわち その 王たち， 君たち， 
祭司と 預言 4 たち， および ユダの 者た 
ちと エルサレムの 住民たち がわた しを 
怒らせよ うとして 行なった， そのす ベ 
ての 悪の ためで ある。 33 そして， 彼 
ら はわた しに 顔では なく， 背を 向けつ 
づけた。 彼らを 教える こと， 早く 起き 
ては 教える こ とがな された にも かかわ 
ら ず， 彼らの 中には 懲らしめを 受けよ 
うと して 聴く 者は だれもい なかった。 
34 また， 彼らは わたしの 名を もってと 
なえられた 家に 嫌悪すべき ものを 置い 
た。 これを 汚す ためであった。 35 そ 
の 上， 彼らは ヒン ノムの 子の 谷に ある 


バアルの 高き 所を 築いた。 自分たち の 
息子 や 娘を モ レク にさ さげて ，[火] の 中 
を 通らせる ためであった。 そのような 
こ とを わた しは 彼らに 命じ も しな かっ 
た。 また， ユダに 罪を 犯させる ために 
この 忌むべき ことを 行なう ことは， わ 
た しの 心、 に 上り も しな かっ た』。 

36 「それで 今， それゆえに， イス ラエ 
ルの 裡 エホバは， 剣と 飢きんと 疫病に 
よって 必ず ノ 《ビロンの 王の 手に 渡され 
ると あな た 方が 言 っ ている こ の 都市に 
関して， このように 言われた。 37 『い 
まわたし は， わたしの 怒りと 激怒と 太い 
なる 憤りと を もって 彼らを 追い散らす 
すべての 地から 彼らを 集め 寄せる。 わ 
たしは 彼らを この 場所に 連れ戻し， 彼 
らを 安らかに 住まわせる。 38 そして， 
彼らは 必ず わたしの 民と なり， わたし 
は 彼らの 裡 となる であろう。  39 そし 

かれ  こころ (シ） 

て， わた しは 彼らに 一つの 心 と 一つの 
道を 与えて， 常に わたしを 恐れさせる。 
彼らと その後の その子ら の 益の ためで 
ある。 40 そして， わたしは 定めな く存 
続す る 契約を 彼らと 結ぶ。 それは， わ 
たしが 彼らの 後ろから 引き返す ことな 
く， わたしが 彼らに 良い ことを 行なう 
ためで ある。 わたしは 彼らの 心の中に 
わたしへの 恐れを 入れ， わたしから そ 
れる ことがない ようにさせる。  41 そ 
して， わたしは 彼らに 歓喜して 彼らに 
良い ことを 行ない， '己、 をつ くし， 魂を 


エレミヤ 32:42—33:11 戻って 来る 者たち は 買い， 始めと 同じように 建てる 1244 


つく して 真実に 彼らを この 地に 植える 
であろう』」。 

42 「エホバは このように 言われた か 
ら である。 『わたしは， この 民に この 
大 いなる 災いすべ てを もたらし たよう 
に， 彼らに ついて 話して いるすべ ての 
良い ことを も 彼らに もたらす。  43 そ 
して， あなた 方が， 「これは 人 も 家畜 
もい ない 荒れ果てた 所 だ。 これは カル 
デア 人の 手に 渡された の だ」 と言う こ 
とになる この 地で， 畑が 必ず 買われる 
であろ う」』。 

44 「『民は 金で 自ら 畑を 買い， ベニヤ 
ミンの 地， エルサレムの 周辺， ユダの 
都市， 山地の 都市， 低地の 都市， 南の 
都市に おいて 証書に 記録す る こと， 封 
印す る こと， 証人を 立てる ことが 行な 
われる であろう。 それは， わたしが 彼 
らの 捕ら わ れ 人を 連れ戻す か ら である』 
と， エホバは お告げになる」。 

〇〇 そして， エレミヤ がな おも‘‘ 監 
^  110?!" に— られ てい 
たと き， エホバの 言葉が 二度目に 彼に 
臨んで 言った。 2 「「地] の 造り 主 エホ 
パ， [地] を 形造って これを 堅く 立てた 
方 エホバは このように 言われた。 エホ 
バ がその み 名で ある。 3 『わたしに 呼 
び 求めよ。 そうすれば， わたしは あな 
たに 答え， あなたの 知らなかった 大い 
なる， 人知の 及ばない ことを 進んで 告 
げ るであろう』」。 

4 「イスラエルの# エホバは， 攻囲 塁 
壁と 剣と によって 引き倒される この 都 
市の 家々 と ユダの 王たち の 家々 に 関し 
て， 5 カルデア 人と 戦うた め， また， わ 
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た しが 怒 りと 激怒と を もって 討ち 倒し 
た 者たち の 死が いで 場所を 満たす ため 
にやって 来る 者たち [に関して]— 彼ら 
のす ベての 悪の ために わたしは この 都 
市 か ら 顔を 覆い隠 したので あ るが 一 こ 
のように 言われた からで ある。 6 『い 
まわたし はこの [都市] のために 回復と 
健康を もたらす。 わたしは 彼らを いや 
し， 豊かな 平安と 真理を 啓示す るで あ 
ろう。  7 そして， わたしは ユダの 捕ら 
われ 人と イスラエルの 捕らわれ人 とを 
連れ戻し， 始めの 時と 同じように 彼ら 
を 建てる。  8 また， 彼らが わたしに 
対 して 犯 した すべてのと がから 彼らを 
浄 め， わたしに 対して 犯し， わたしに 
対 して 行な っ た すべてのと がを 許す。 
9 そして この [都市] は 必ず， わたしに 
とって， わたしが 彼らに 行なって いる 
すべての 良い ことにつ いて 聞く 地の す 
ベての 国の 民に 対する 歓喜の 名， 賛美， 
および 美しい ものと なる であろ 4。 そ 
して 彼らは， わたしが この [都市] のた 
めに 行なって いるすべ ての 良い ことと 
すべての 平安の ために， 必ず 怖れの 念 
を 抱き， 動揺す るであろう』」。 

10 「エホバは このように 言われた。 
『あなた 方が， 人 も 家畜 もい ない 荒れ 
地 だと 言うよう になる この 場所で， 荒 
れ 果てて 人 も 住民 も 家畜 も いなくなる 
ユダの 都市と エルサレムの ちまたで， 
11 歓喜の 声と 歓 びの 声， 花婿の 声と 花 
嫁の 声が， 「万軍の エホバを たたえよ。 


キ詩 85:2; イザ 40:2; エレ 31:34; ゼカ 13:1; ク詩 65:3; 
イザ 43:25; イザ 44:22; ミカ 7:18; ケ申 30:9; 詩 126:3; イ 
ザ 62:3; コ イザ 62:7; サ ネへ 6:16; シ代 n  20:29; スミカ 
7:17; セ イザ 24:11; ソエ レ 31:12。 


1245  ダビデの 義 なる 胤の もとでの 安全  エレミヤ 33： 12—25 


エホバは 善良な 方 だからで ある。 その 
愛 ある 親切は 定めの ない 時にまで 及ぶ 
からで ある！」 と言う 者たち の 声が な 
おも 聞かれる であろう』。 

「『彼らは エホバの 家の 中に 感謝の 捧 
げ 物を 持って来る であろう。 わたしが 
この 地の 捕らわれ人を 始めの よう に 連 
れ戻 すからで ある』 と， エホバは 言わ 
れ た」。 

12 「万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 『人 も 家畜 さえ もい ない この 荒 
れ地 とその すべての 都市に， 羊の群れ 
を 伏させる 羊飼いたち の 牧草地が なお 
も ある ことになる』。 

13 「『山地の 都市， 低地の 都市， 南の 
都市， ベニヤ ミンの 地， エルサレムの 
周辺， ユダの 都市で， 羊の群れが これ 
を 数える 者の 手の 下を なお も 通る こと 
であろう』 と， エホバは 言われた」。 

14 「『見よ， 日が 来ようと している』 
と， エホバは お告げになる， 『わたし 
は， イスラエルの 家と ユダの 家と に 関 
し， わた しの 語っ た 良 L ゝ 言葉を 必ず 成し 
遂げる であろう。 15 その 日， その 時， 
わたしは ダビデの ために ひとつの 義な 
る 新芽を 芽生えさせ， 彼は この 地に 必 
ず 公正と 義を 行なう であろう。 16 そ 
の 日， ユダは 救われ， エルサレム も 安 
ら かに 住む であろう。 そして， この [都 
市] はこの ように， すなわち， “ エホバ 
はわた したち の義” と 呼ばれる であ 

[ナ） 

ろう』」。 

17 「エホバは このように 言われた か 
ら である。 『ダビデに ついては， イス 
ラエルの 家の 王座に 座す 者が 断たれる 
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詩 89:37 
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力 串 21:5 
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ことは ない。 18 そして 祭司， レビ 人 
について は， 全焼 燔の 捧げ物を ささげ， 
穀物の 捧げ物に よっ て 煙を 立ち上らせ， 
常に 犠牲を ささ げる 者が わた しの 前 か 
ら 断たれる ことは ない』」。 

19 さらに， エホバの 言葉が エレミヤ 
に 臨んで 言った， 20 「エホバは このよ 
う に 言われた。 『も しあな た 方が わた 
しの 昼の 契約と 夜の 契約と を 破って， 昼 
と 夜が それぞれの 時に 生 じない ように 
させる ことができるなら，  21 わたし 
の 僕 ダビデに 対する わた しの 契約 も 同 
じく 破られ， その 王座に ついて 王と し 
て 支配す る 子を 彼が 持たな くなる こと 
も あろう。 また， わたしに 仕える 者で 
ある レビ 人， 祭司に 対しても 同じで あ 
る。 22 天の 軍勢を 数える こと も， 海 
の 砂を k る こと もで きないのと 同じよ 
うに， わたし も わたしの 僕 ダビデの 胤 
と， わたしに 仕えて いる レビ 人と を殖 
やすであろう』」。 

23 そして， エホバの 言葉が 引き続き 
エレミヤに 臨んで 言った。 24 「あな 
たは， この 民の 者たち が， 『エホバは 
ご 自分の 選んだ 二つの 家族を 退ける こ 
とを もな さる』 と言うのを 見なかった 
か。 そして， 彼らは わたしの 民を 不敬 
な 仕方で 扱いつ づけ， それが 彼らの 前 
でもは や 国民と して 存続す る ことのな 
いように する。 

25 「エホバは このように 言われた。 
『もし， わたしが 昼と 夜の わたしの 契 
約， 天と地の 法令を 定めた ことが 事実 

ク代 I  25:1; 代 n  35:2; ケ エゼ 37:19; コ詩 83:4; エゼ 25: 
3; サ創 1:16; エレ 33:20; シ ヨブ 38:33; 詩 74:16; 詩 104: 
19; エレ 31:35。 


ェレミヤ 33:26—34:13  王に 対する 裁き。 自由を 与える 契約は 破られる  1246 

でない のなら，  26 わたしもまた， ヤ 第33 章 んで 言う であろう 0 『わたし 自身が こ 
コブと わたしの 僕 ダビデとの 胤を 退け 7；u43!!37 の 言葉を 語った ので ある』 と， ェホバ 
て， その 胤から アブラハム， イサク， そ UDo はお 告げになる からで ある」』」』」。 

して ヤコブの 胤を 治める 支配者た ちを ゥ^ ^4:1  6 それから， 預言者 ェレミヤは ェル 
取らないで あろう。 わたしは 彼らの 捕  t セ1:7  サ レムで， ユダの 王ゼデ キヤに これら 
ら われ 人たち を 集め， これに 哀れみを ゼ ヵ1 G:6 の 言葉を みな 話し はじめた。  7 その 

しめ  10)  -  ぐんぜい 

示す からで ある』」。  第 34 章 とき バビロンの 王の 軍勢は， ェル サレ 

バビロンの 王ネブ カド レ ザルと， ヱ 王112 だ， ム， ユダの 残された すべての 都市， ラ 

ぜん ぐんぜい I ォ 1  ち  x レ 32:2  抖  闭 たい  たたか 

り] その 全軍 勢と， 地の もろもろの ォヱレ キシュ， アゼ カに 対して 戦いを してい 
王国， 彼の 手の 下に ある 領土， そして， ヵ ヱ レ27:6 た。 防備の 施された 都市で ある これら 
すべての 民が ェルサレム とその すべて ヱ レ1:15  [の 都市] が， ユダの 都市の 中で 残され 
の 都市と 戦って いたと き， ェホバから ェレ37:1 ていた ものだった からで ある。 
ェレミヤに 臨んだ 言葉は 言った。  ェレ32:28  8 ゼデ キヤ 王が ェルサレムに いるす 

^  コ ェレ 32:29  たみ  けいやく  むす  かれ  じゆう 

2 「イスラェルの 拽 ェホバは このよ ヱ レ3 冗3 ベての 民と 契約を 結んで， 彼らに 自由 
うに 言われた。 『行って， あなたは ユ ^^37:17 を ふれ 告げた 後， ェホバから ェレミヤ 
ダの 王ゼデ キヤに 言わなければ ならな ミ[：^ に 臨んだ 言葉。 9  [その 契約は，] 各々 
い。 そうだ， あなたは 彼に 言わな けれ その 下男を， 各々 そのは しためを， す 

てゼ 12.13  じん W 

ばなら ない。 「ェホバは このように 言 ス代 n36:i() なわち へ ブライ 人の 男 やへ ブライ 人の 
われた。 『いまわた しは この 都市を バ 1^'^" 女を 自由の 身に し， 彼らを， すなわち 
ビロンの 王の 手に 渡し， 彼は 必ず それ 夕代 new 自分の 兄弟で ある ユダヤ人を 僕と して 

や ：コ:  じしん  チェ レ 22:18 つか 

を 火で 焼く。 3 そして， あなた 自身 も - 使わない ようにす るた めの もので あっ 

彼の 手から 逃れられない。 あなたは 必  m~m  た。 10 それで， すべての 君たち は従っ 
ず 捕らえられ， 彼の 手に 渡される から  ミヵ2:4 た。 各々 その 下男を， 各々 そのは した 

(サ）  イサ 13:18  じゆう  み  けいやく  くわ 

である。 そして， あなたの 目は バビロ  21:19 めを 自由の 身に する 契約に 加わった す 

トン）  使徒 2〇；27  たみ  かれ 

ンの 王の 目を 見， 彼の 口は あなたの ロ ゥ 申28:52  ベての 民 もで ある。 それは もう 彼らを 

はな  ゆ  ェレ 4:5  しもべ  つか 

と 話し， あなたは バビロンへ 行く であ ェ王 nig:8  僕と して 使わない ためで あり， 彼らは 
ろう』。 4 しかし， ユダの 王ゼデ キヤ ォ ョシ ⑸35  [それに] 従って， [それらの 者を] 行か 
よ， ェホバの 言葉を 聞け。 『ェホバは  ^ ii：5  せる ようにした。 11 しかし， その後 

い  キ代 n  27:4  かれ  み  めぐ  [ス）  じゆう 

あなたに ついて このように 言われた 0 ク出 21:2  彼らは 身を 巡らし， 自由の 身に させた 
「あなたは 剣に よって 死ぬ ことは ない。 * 15:12 下男 やは しためを 連れ戻し， これを 下男 

やす  し  W；  ケ創 14:13  したが 

5 あなたは 安らかに 死に， あなたより  コ D11:22 やは しためと して 従わせる ようにな っ 
前にいた 先の 王， あなたの 父たち のた ネ へ5:8 た。 12 その 結果， ェホバの 言葉が ェ 

こう  (V]  ひとびと  サェ レ 26:10  のぞ  い 

めに [香が] たかれた ように， 人々 は あ ェレ36 ポ ホバ から ェレミヤに 臨んで 言った。 

[夕）  しゅ  シ レビ 25:39 

なた のために も [香を] たき， 『ああ， 主 スホセ 6:4  13 「イスラェルの® ェホバは このよ 

君よ！』 と， あなたの ことを 嘆き悲し "^36?3：42 うに 言われた。 『わたしは， あなた 方 


1247  違反者に 対する 宣告。 終わりは 近い  エレミヤ 34：14—35：3 


の交祖 たちを エジプトの 地から， 僕た 
ちの 家から 連れ出した 日に， 彼らと 契 
約を 結んで 言った， 14 「七 年の 終わ 
りに， あなた 方は 各々， あなたの もと 

う  (I)  ねんかん  つか 

に 売ら れて六 年間 あなた に 仕えた あな 
たの 兄弟へ ブライ 人の 男子を 行かせる 
べきで ある。 あなたは 彼を あなたと 共 
にいる ことから 自由の 身に してやらな 
ければ ならない」 と。 しかし あなた 方 
の 父祖たち はわた し [のこと ば] に 聴き 
従わず， 耳を 傾け る こと も しなかった。 
15 そして 今日， あなた 方は 身を 巡ら 
し， 各々 その 友に 自由を ふれ 告げる こ 

れんちょく 

とに よって わたしの 目 に 廉直な ことを 
行ない， わたしの 名を もってと なえら 

いえ (ク）  まえ  けいやく 

れた 家に おいて， わたしの 前で 契約を 
結ぶ。 16 それから， あなた 方は 逆 戻 
りし， わたしの 名を 汚し， 各々 その 下 
男を， 各々 そのは しためを， すなわち， 

たましい のぞ  じゆう 

あなた 方が その 魂の 望み ど お りに 自由 
の 身に させた 者たち を 連れ戻し， これ 

を 従わせて あなた 方の 下男 やは しため 

('» 

とする』。 

17 「それゆえ， エホバは このように 
言われた。 『あなた 方は， 各々 その 兄 
弟に， 各々 その 友に 自由を ふれ 告げて 
ゆく ことに 関して わたしに 従わな かっ 
た。 今 わたしは あなた 方に 自由を ふれ 
告げる』 と， エホバは お告げになる， 

『m，iri：， a き/;:1 とに I してで 

ある。 わたしは あなたを 地の すべての 

おうこく  みぶ る  かなら あた 

王国に とっての 身震いの ために 必ず 与 
える であろう。 18 また， わたしは わ 
た しの 契約に 違背す る 者たち を 渡す。 

かれ  き  （卜】  あいだ とお 

彼らは， 二つに 切って その 間を 通れる 


第 34 章 


ソエ レ 15:2 
タレビ 26:25 
エレ 21:7 
エゼ 14:19 
チ 申 28:53 
王 n  25:3 
エレ 24:10 


第二 欄 


ように した 子牛 [を もって] わた しの 前 
で 結んだ 契約の 言葉を 実行 しなかった 
ので ある。 19 それは [すなわち]， 二 
つに 分け られた 子牛の 間を 通っ た ユダ 
の 君たち と エルサレムの 君たち， 廷臣 
と 祭司たち， および この 地の すべての 
民で ある 一 20 わたしは 彼らを， そ 
の 敵たち の 手と， その 魂を 求める 者た 
ちの 手と に 渡す。 彼らの 死体は 必ず 天 
の 飛ぶ 生き物 や 地の 獣の 食物と なる。 
21 また， わたしは ユダの 王ゼデ キヤと 
その 君たち を， その 敵たち の 手と， そ 
の 魂を 求める 者たち の 手と， あなた 方 
から 退いて いる バビロンの 王の 軍勢の 
手に 渡す であろう』。 

22 「『いまわた しは 命じる』 と， エ 
ホバ はお 告げになる， 『わた しは 必ず 
彼らを こ の 都市に 連れ戻す であろう。 
彼らは 必ず これと 戦い， これを 攻め 取 
り， これを 火で 焼く。 わたしは ユダの 
諸 都市を 住民の いなし ゝ 荒れ果て た 所と 

(コ） 

する』」。 


ユダの 王， ヨシヤの 子 エホ ヤキ 
抑 ぶの 線に ェホバから ェレ ミャ 
にあった 言葉は 言った。 2 「レ カブ 人 
の 家に 行き， あなたは 彼らと 話し， 彼 
らを エホバの 家に， その 食堂の 一つに 
連れて来なければ ならない。 あなたは 
彼らに ぶどう酒を 与えて 飲ませな けれ 
ばなら ない」。 

3 それで， わたしは ハバ ツイ ヌヤの 
子 エレ ミ ヤ の子ヤ アザヌ ヤ とその 兄弟 
たち， そのす ベての 子ら， および レカ 


第 35 章 サ王 n  23:34; 代！！  36:5; ダニ 1:1; シ王 n  10:15; 
代 I  2:55〇 


エレミヤ 35:4—15  レ カブ 人は ぶどう酒を 飲もうと しない  1248 

ブ 人の 家の すべての 者を 連れて行き， 第35 章 て， わたしたちは 天幕に 住み， わたし 
4 彼らを エホバの 家に， [まことの]®  7ftn  31:11 たちの 父祖 ヨナ ダブがわ たしたち に 命 
の 人， イグ ダル ヤの子 ハナンの 子ら の 食 じたす ベての ことに 従い， [それを] 行 
堂の 中に 連れて行った。 それは 戸口 番  7：45 ない つづけて います。 11 しかし， バ 

シャ ル ムの子 マ アセヤ の 食堂の 上の， ゥ ビロンの 王 ネブカ ドレ ザルが この 地に 

きみ  せ  のぼ  き  [ゥ 1 

君たち の 食堂の そばに あった。  5 そ ヱ伝5:4  攻め上って 来たと き， わたしたちは， 

じん  いえ  じん  ぐんぜい 

れ から， わたしは レ カブ 人の 家の 子ら 才出 20:12 『さあ， カルデア 人の 軍勢と シリア 人の 
の 前に ぶどう酒の 満ちた 杯と 酒杯を 置  i7  6：3 軍勢の ゆえに， エルサレムに 入り， エ 
いて， 「ぶどう酒を 飲みなさい」 と 彼 ^fJ 18:19 ルサ レムに 住もう』 と 言い はじめた の 
ら に备っ た。  キ 揉6:20 です」。 

6 しかし 彼らは 言った， 「わたした 第二 欄  12 次いで， エホバの 言葉が エレミヤ 

しゅの  のぞい  ばんぐん 

ちは ぶどう酒は 飲みません。 わたした ァ 31〇:15 に 臨んで 言った， 13 「万軍の エホバ， 

ふそ  [ゥ）  代 I  2:55  い 

ちの 父祖， レカ ブの 子の ヨナ ダブが， わ  イスラ エルの 拽は このよう に 言われた。 

たしたち に 命令を 下して 言った からで  『行って， あなたは ユダの 者たち と エル 

がた  ウ代 n  36:6  じゅうみん 

す， 『あなた 方は， あなた 方 も あなた ダ ニ1:1 サ レムの 住民と に 言わなければ ならな 
方の 子ら も， 定めない 時に 至る までぶ X ェレ4:5 い， 「あなた 方は わたしの 言葉に 従うよ 
どう 酒を 飲んで はならない 〇  7 また， ォ 申5:29  うにとの 勧告を 絶えず 受けた のでは な 
あなた 方は 家を 建てて はならない。 種  -^:32 かった か」 と， エホバは お告げになる。 
をまい ては ならない。 ぶどう 園を 設け  32:33 14 「レ カブの 子 エホ ナ ダブが その子ら 
ては ならない。 また， それが あなた 方 力 思 に 命じた， ぶどう酒を 飲むな， との 言 
の ものと なって はならない。 かえって， +xU35:8 葉は 実行され， 彼らは 今日に 至る まで 
あなた 方は 一生， 天幕に 住むべき であ mm 全く 飲まなかった。 彼らは その 父祖の 
る。 あなた 方が 外国人と してと どま っ  3  7 ぶ3 3 命令に 従った からで ある。 そして， わ 

ち  おもて  おお  あいだい  お  かた  {ク）  がた 

ている 地の 表で， 多くの 日の 間 生きつ g：26 たしは 早く 起きて は 語って， あなた 方 
づける ためで あ 4』。 8 それで， わた  %% に 語った が， あなた 方は わたしに 従わ 
したち は 一生 ぶどう酒を 飲まない こと  なかった。 15 そして， わたしは あな 

により， わたしたちの 父祖 レ カブの 子 コ た 方に 預言者で ある わたしの すべての 
エホ ナ ダブがわた したち に 命じた すべ サィザ 1:16 僕を 遣わしつ づけ， 早く 起きて は [彼ら 

かん  エレ 4:14  い  おのおの 

ての ことに 関して， わたしたち も， わ ェレ.25:5 を] 遣わして 言った， 『どうか， 各々 そ 
たしたち の 妻 も， 息子 や 娘たち も， そ  S Its1 の 悪い 道から 立ち返り， あなた 方の 行 
の 声に 従いつ づけて いるので す。 9 ま シ il/7:3 ない を 良くす るよう に。 ほかの 神々 に 
た， 自分たち の 住む 家を 建てない こと  X Ul8：n 従って 歩み， これに 仕える ことのない 
によっても [そうして います] ので， ぶ ” レ31 ば 5 ように。 そして， わたしが あなた 方と 
どう 園 も 畑 も 種 も， わたしたちの もの 30:20 あなた 方の 父祖たち に 与えた 土地に 住 
となる ことはありません。 10 こうし  みつ づけよ』 と。 しかし あなた 方は 耳 


1249  レ カブ 人は 約束を 与えられる  エレミヤ 35:16—36:9 


を 傾けず， わたし [のこと ば] に 聴き 従 
わなかった。 16 しかし レ カブの 子エ 
ホナ ダブの 子ら は， その 父祖が 彼らに 
命じた 命令を 実行した。 しかし この 民 
はとい うと， 彼らは わたし [のこと ば] 

き  したが  W 

に 聴き 従わなかった ので ある」』」。 

17 「それゆえ， 万軍の 迚， イス ラエ 

ルの 裡， エホバは このよう に 言われた。 

『いまわた しは ユダと エルサレムの 全 

sr とに， ゎたしが 菠らに s して 議っ 

たす ベての 災いを もたらす。 わたしは 

彼らに 語った が， 彼らは 聴かず， わた 

しは 彼らを 呼びつ づけた が， 彼らは 答 
一  m 
えなかった ためで ある』」。 

18 そして， レ カブ 人の 家の 者に エレ 

ミヤは 言った， 「イスラエルの#， 万軍 

の エホバは このよう に 言われた。 『あ 

な た 方は あな た 方の 父祖 エホ ナダ ブの 

命令に 従った。 そして そのす ベての 命 

令を 守り， すべて 彼が あなた 方に 命じ 

た 通りに 行ないつ づける ので， 19 そ 

れ ゆえ， イスラエルの 裡， 万軍の エホ 

バ はこの ように 言われた。 「わたしの 

前に 常に 立つ 人が， レ カブの 子 ヨナ ダ 

ブ から 断たれる ことは ない」』」。 

さて， ユダの 王， ヨシヤの 子エ 

•Ifl  m だぃ ねん 

リリ ホヤ キムの 第 四 年に なって， こ 
の 言葉が エホバから エレミヤ に 臨んで 
言った， 2 「あなたは 自分の ために 書 
の 巻き物を 取って， わたしが あなたに 
語った 日から， すなわち ヨシヤの 日 か 
ら ^ 日に 至る まで， わたしが イス ラエ 
ルと ユダと すべての 国の 民に 対して あ 
なた に 語った 言葉を， 全部 それに 書き 
記さなければ ならない。  3 もし かす 
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第二 欄 


コ代 n  33:12 


ると， ユダの 家の 者たち は， わたしが 
彼らに 行なおう と 考えて いるすべ ての 
災いを 聴いて， 各々 その 悪い 道から 立 
ち 返り， わたしが 彼らのと がと 罪を 実 
際に 許す ことがある かもしれ ない」。 

4 それから， エレミヤは ネリ ヤの子 
バルクを 呼んだ。 バルクが エレミヤの 
口  [述] によって， エホバが 彼に 語られ 
た 葉を すべて その 書の 巻き物に 書き 
記す ためであった。 5 次いで エレ ミ 
ヤは バルクに 命じて 言った， 「わたし 
は 閉じ込められて います。 エホバの 家 
に 入って 行く ことができません。 6 で 
すから， あなたが 入って 行って， わた 
しの 口  [述] によって あなたが 書き記し 

ま  もの  だんじき  W 

た 巻き物から， 断食の 日に， エホバの 
家で， 民の 耳に エホバの 言葉を 読み 上 
げ なければ なりません。 また， それ ぞ 
れの 都市から やって来る すべての ユダ 
[の 人々] の 耳に も， これを 読み上げな 
ければ なりません。 7 もしかすると， 
恵みを 求める 彼らの 願いが エホバの み 
前に 聞き入れられ， 彼らは 各々^ ■の 悪 
い 道から 引き返す かもしれ ません。 エ 
ホ パが この 民に 対して 語った 怒りと 激 
怒は 太いなる もの だからで 士」。 

8 そこで， ネリ ヤの子 バルクは すべ 
て 預言 省 エレ ミ ヤが 命じた 通り に 行な 
い， エホバの 家で， その 書から エホバ 
の 言葉を 読み上げ るよう になった。 

9 さて， ユダの 王， ヨシヤの 子 エホ 
ヤ キムの 第五 年， その 第 九の 月に なっ 
て， エルサレムの すべての 民と， ユダの 
諸 都市から エルサレムの 中に 入って 来 
たす ベての 民は， エホバの 前に 断食を 


エレミヤ 36:10—25  バルクは 君たち に 巻き物を 読む。 王は 巻き物を 焼く  1250 
ふれ 告げた 0 10 そして バルクは エホ 第36 章 して バルクに 尋ねて 言った， 「どうか 
バの 家で， エホバの 家の 新しい 門の 入 へ2 以 わたしたちに 話しても らいたい。 あな 
口の 傍ら， 上の 中庭に ある 写字 生シャ  たは 彼の 口から どのよう にして これら 

[エ）  [ォ） しょくどう (力）  しょ イエ レ 26:10  ことば  か  (7) 

ファンの 子ゲ マルヤの 食堂で， その 書 ゥュズ7:6  のす ベての 言葉を 書いた のか」。 18 す 
から エレミヤの 言葉を すべての 民の 耳 "45：1  ると バルクは 彼らに 言った， 「彼が 自 
に 読み上げて いった。  ^ 芯;4 分の 口から これら すべての 言葉を わた 

11 こうして， シャフ ァンの 子ゲマ ォ ェレ36:25 しに 告げ 知らせた ので， わたしは イ 
ル ヤの子 ミ カヤは， その 書からの エホ 28:12 ンクで 書に 書き記して いったの です」。 
パの 言葉を ことごとく 聞く ことと なっ +f"D  34：20 19 終わりに， 君たち は バルクに 言った， 

かれ  いえ しょきかん ク エレ 36:20  い  みかく 

た。 12 そこで， 彼は 王の 家， 書記官 ヶヱ レ 36:25 「行って， 身を 隠しなさい。 あなた も， エ 
の 食堂に 下って 行った が， 見よ， そこ コ王 naw  レ ミヤ もです。 だれ 一人 あなた 方が ど 

きみ  エレ 26:22  し  (9| 

にはす ベての 君たち が， すなわち 書記 サュ レ 26:22 こにいる かを 知る ことがない ように」。 
官の エリ シャ マ， シヱ マヤの 子 デラ ヤ， ュレ36:25  20 それから， 彼らは 王の もとに， 中 

アク ボルの 子 エルナ タン， シャフ ァン  ^  g24 庭に 入って 行き， 巻き物を-記 官 エリ 

(ス）  （才 ） しょくどう (力） あず 

の子ゲ マルヤ， ハナ ニヤの 子ゼデ キヤ， スヱ レ 36:10 シャ マの 食堂に 預け， 王の 耳に そのす 
および 他の すべての 君たち が 座って い セヱ レ36 :11 ベての 言葉を 告げ はじめた。 

た。 13 それで， ミ カヤは バルクが 民 ソェ レ36:21 21 それで， 王は その 巻き物を 取って 
の 耳に 書から 読み上げた ときに 聞いた 来させる ために エフ ディを 送り出した。 
すべての 言葉を 彼らに 告げた。  ッ ェレ36:2 そこで， 彼は それを 書記官 エリ シャマ 

14 すると， すべての 君たち は， クシ テ ヱ レ45 :1 の 食堂から 取って来た。 そして， エフ 
の 子 シェ レム ヤの子 ネタヌ ヤの子 エフ トァモ 7:10 ディは 王の 耳と， 王の そばに 立って い 
ディ を バルクの もとに 送り出して 言っ 第二 欄 るすべ ての 君たち の 耳に 読み上げ はじ 
た， 「あなたが 民の 耳に 読み上げた 巻 7x1/36:4 めた。 22 ときに， 王は 冬の 家に 座っ 
き 物一 それを 手に 取って来て もらい ゥ ， ており， 第 九の 月であった ので， その 

ウ^ 1/  36:26 まえ  ひばち (シ 1  も 

たい」。 そこで ネリ ヤの子 バルクは 卷 I ェレ 36:10 前には 火鉢が あって 火が 燃えて いた。 
き 物を 手に 取って， 彼らの もとに 来 ォ ェレ36 ⑴ 23 そして， エフ ディが 三ない し 四 ペー 
た。 15 すると 彼らは [バルク] に言っ 28:12 ジ 分の 欄を 読む と， [王] はすぐ に 書記 
た， 「どうか 座って， わたしたちの 耳 ク代 請： 18 官の 小刀で それを 引き裂き， また， [そ 
に それを 読み上げても らいたい」。 そ ヶ ェレ 36:12 れ を] 火鉢の 火に 投げ入れ たので， つい 
れで バルクは 彼らの 耳に 読み上げた。 コァモ3 :15 には その 巻き物 全部が 火鉢の 火の 中で 
16 さて， そのす ベての 言葉を 聞く と， 10:9 焼けて なくな っナ こ。 24 それでも， 彼 
彼らは すぐに 怖れの 念を 抱いて， 互い ^^50;17 らは 少しも 怖れを 感ずる ことなく， そ 
に 見つめ 合った。 そして バルクに 言っ  ィザ28 :14 のす ベての 言葉を 聴いて いた 王 も， 彼 

た， 「わたしたちは これらす ベての 言 、ノ王 nl9:1 のす ベての 僕たち も， 自分の 衣を 引き 
葉を 必ず 王に 告げる であろう」。 17 そ  裂く こと もしなかった。  25 そして， 
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文 囲が 解かれる  エレミヤ 36：26—37：7 

ダの 者たち に， わたしが 彼らに 敵して 
語っ たのに 彼らが 聴かな かっ たす ベて 
の 災いを もたらす』」』」。 

32 そして， エレミヤ はもう 一つの 巻 
き 物を 取り， それを 書記官， ネリ ヤの 
子 バルクに 渡した。 [バルク] は， ユダ 
の王エ ホヤ キム が 火で 焼 L 、た 書の すべ 
ての 言葉を， エレミヤの b  [述] によっ 
て それに 書き記して いった。 それと 同 
じような 言葉が， さらに 多く それに 加 
え られ た。 

そして， ヨ シヤの 子ゼデ キヤ 王が 
エ ホヤ キムの 子コ ニヤに 代わ っ 
て 治め はじめた。 バビロンの 王 ネブカ 
ド レ ザルが 彼を ユダの 地の 王と したの 
である。  2 そして 彼 も， その 僕たち 
も， この 地の 民 も， エホバが 預言者 エ 

かた  W ことば  き  したが 

レ ミヤに よっ て語っ た 言葉に 聴き 従わ 

(■>] 

なかった。 

そして， ゼデ キヤ 王は シェレ ムヤ 
の 子 エフ カ ルと 祭司 マア セヤの 子ゼパ 
ニヤを， 預言者 エレミヤの もとに 遣わ 
して 言った， 「どうか， わたしたちの 
ために， わたしたちの 裡 エホバに 祈っ 
て もらいたい」。  4 ときに， エレミヤ 
は 民の 中を 入ったり 出たり していた。 
人々 が 彼を まだ 留置場に 入れて いな 
かった からで ある。  5 そして， エジ 
プ トから ファラ オの 軍勢が 出て 来て い 
た。 エルサレムを 攻囲して いた カル デ 
ア 人は， 彼らに ついての 報告を 聞いた。 
それで， エルサレムから 引き上げた。 
6 そのと き， エホバの 言葉が 預言者 エ 
レ ミヤに 臨んで 言った，  7 「イス ラエ 
ルの 神 エホバは このように 言われた。 


1251  エレミヤは 再び 書を 書く。 〕 

エルナ タンと デラ ヤとゲ マルヤが ，巻 
き 物を 焼かな いよう 王に 嘆願 したので 
あるが， [王] は 彼ら [の 言う こと] を 聴 
かなかった。 26 その上， 王は， 王の 
子 エラ フメ エルと アズ リエルの 子 セラ 
ヤと アブ デ エルの 子 シェレ ムヤ に， 書 
記官ノ  SV レクと 預言者 エ レ ミヤを 捕らえ 
るよう 命じた。 しかし， エホバは 彼ら 
を 隠して おかれた。 

27 そして， バルクが エレミヤの 口 
[述] によって 書き記した 言葉を 収めた 
巻き物を 王が 焼いた 後， さらに エホ 
パの 言葉が エレ ミ ヤに 臨んで 言った， 
28 「あなたは もう 一度 自分の ために 巻 
き 物を， もう 一つの [巻き物] を 取り， ユ 
ダの 王エ ホヤ キムが 焼き 尽く した 最初 
の 巻き物に あった 元の 言葉を ことごと 
くそれ に 書き記せ。 29 そして， ユダ 
の王エ ホヤ キムに 対して あなたは こう 
言うべき である。 『エホバは このよう 
に 言われた。 「あなた 自身が この 巻き 
物を 焼き 尽くした。 [そして] 言った， 
『なぜ あなたは これに 書き記し， 「バ 
ピロ ンの 王は 間違いな くやって 来る。 
そして 必ず この 地を 滅びに 陥れ， 人と 
獣を それから 絶やす であろう」 と言う 
のか』 と。 30 それゆえ， エホバは ユ 
ダの 王 エホ ヤ キムに 対して このように 
言われた。 『彼のた めには ダビデの 王 
座に 座す 者が だれもい なくなり， 彼の 
死体は 投げ出されて， 昼は 暑さに， 夜 
は 霜に さらされる ものと なる。  31 そ 
して， わたしは 彼と その子 孫と その 僕 
たちに， 彼らのと がに 対する 言い開き 
を 求め， 彼らと エルサレムの 住民と ユ 
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エレミヤ 37:8 —— 21  エレミヤは 牢に 入れられる。 ゼデ キヤに 再び 呼ばれる  1252 

『わたしに 伺うた めにあな た 方を わた 第37 章 かし 彼は [エレミヤの 言う ことを] 聴か 
しの もとに 遣わす ユダの 王に， あなた 7x1/21:2 なかった。 それで， イ ルイ ヤはエ レミ 
方は このように 言うべき である。 「見 ヤを 捕らえて， 君たち のと ころへ 連れ 

えんじょ  エレ 17:5  い  きみ  (7) 

よ， 援助の ために あなた 方のと ころに 哀 て 行った。 15 すると， 君たち は エレ 

く  ぐんぜい  じ ぶん  ち  I ゼ 17:17  む  いきどお  （ィ） かれ  う 

出て 来る ファラオの 軍勢は， 自分の 地 ^xl/  32: 29 ミヤに 向かって 憤りは じめ， 彼を 打っ 
である エジプトに 帰らなければ ならな  i!：S〗23 て， 書記官 エホ ナ タンの 家に ある 足 か 
くなる。 8 そして カルデア 人は 必ず ェ  せの 家に 入れた。 彼らは その [家] を留 

戻って 来て， この 都市と 戦い， これを  置 場に していた からで ある。 16 エレ 

せと  や  [ゥ）  可 エレ 21:4  みずた  いえ W  まるてんじょう 

攻め 取り， これを 火で 焼く であろう」。  ミヤは 水 溜めの 家に， そして 丸天井の 

い  カエレ 51:4  へや  おお 

9 エホバは このように 言われた。 「あ ±  部屋に 入った が， エレミヤは 多くの 日 

がた  じん  17:15 あいだ  す 

なた 方は， 『カルデア 人は わたしたち 34:21 の 間 そこに 住んだ。 

から 必ず 去って 行く』 と 言って， 自分  iU  37：5  17 それから， ゼデ キヤ 王は 人を やっ 

の k を If いては ならな 6。 彼らは 去っ ヶ て 彼を 連れて来させ， 王は その 家の 隠 

がた  ばしょ  しつもん  （ ク） 

て 行かない からで ある。 10 あなた 方 コ ェレ38:7 れ 場所で 彼に 質問し はじめた。 そして 
が， あなた 方と 戦って いる カルデア 人 サ Igg  言った， 「エホバから お 言葉が あるか」。 

の 全軍 勢を 打ち倒し， 刺し通された 者 - これに 対して エレミヤは 言った， 「確 

たちが 破らの 中に 残ったと しても， 彼  かにあります！」 そして， さらに 言っ 

らは 各々 その 天幕で 立ち上がり， この  た， 「バビロンの 王の 手に あなたは 渡 

とし  じっさい や  イエ レ 26:11  w 

都市を 火で 実際に 焼く からで ある」』」。 ^  20;10 されます！」 

11 そして， カルデア 人の 軍勢が ファ  "Vn%  18 それから， エレミヤは ゼデ キヤ 王 
ラオの 軍勢の ために エルサレムから 引 ヱ ェレ 38:26 に 言った， 「わたしが， あなた や， あ 
き 上げた ときの ことで あるが， 12 エ ォ代 ni&io なた の 僕たち や， この 民に 対して， ど 

ち (ヶ） い  エレ 20:2  つみ  _  がた 

レ ミヤは， ベニヤ ミンの 地に 行って， ||  5:18 のように 罪を おかした ので， あなた 方 
民の 中で そこから [自分の] 分を 得る た ^il/37：4 はわた しを 留置場に 入れた のです か。 

ゆ  がた  ち 

め， エルサレムから 出て 行き はじめた。 キェ レ 38:6 19 『バビロンの 王が あなた 方と この 地 

かれ  もん W  せく  い 

13 こうして， 彼が“ ベニヤ ミンの 門” ク ェレ 38:14 に 攻めて 来る ことは ない』 と 言って， あ 

よ けん  よ げん しゃ 

にいた ときの こと， ハナ ニヤの 子 シェ ヶ ェレ2 1:7 なた 方に 預言した あなた 方の 預言者た 

かん  エレ 24:8  いま  _  いま 

レム ヤの 子で イ ルイ ヤ という 名の， 監  ^ ^ ちは, 今 どこに います か。 20 では 今， 
督の 任に 当たる つかさが そこにいた。 34H26:18 王で ある わたしの 主よ， どうか， お 聴 

ただ  よ げん しゃ  と  めぐ  もと  ねが 

彼は 直ちに 預言者 エレミヤを 捕らえて， サェ レ 14:13 きく ださい。 恵みを 求める わたしの 願 
「あなたは カルデア 人の もとに T ろう  ^  27^14 いが， どうか， あなたの み 前に 聞き入 

い  エレ 28:2  しょきかん 

としてい るの だ」 と 言った。 14 しか 哀 2:14  れられ ますよう に。 わたしを 書記官 エ 
し エレミヤは 言った， 「それは 偽りで シ1 レ36 :7 ホナ タンの 家に 送り返さないで くださ 
す！ わたしは カルデア 人の もとに 下 ス I レ37:15 い 。わたしが そこで 死ぬ ことのな いた 
ろうとして いるので はありません」。 し "^38；95 めです」。 21 それで， ゼデ キヤ 王は 命 
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令を 与えた ので， 人々 は エレミヤを“ 監 
視の 中庭” に 拘禁した。 すべての パン 
が 都市から 尽きて しまうまで， パン 焼 
き 人の 通りから 丸い パン ーつが 日 ごと 
に 彼に 与えられた。 そして， エレミヤ 
は 引き続き “ 監視の 中庭” に 住んだ。 
〇〇 そして， マタンの 子 シエ ファ ト 
ャ， パシュ フルの 子 ゲダ リャ， 
シエ レム ヤの子 ユカ ル， マル キヤの 子 
パシュ フルは， エレミヤが すべての 民 
に 語って 言う 言葉を 聞いた。 2 「エホ 
バ はこの ように 言われた。 『この 都市 

す  つづ  もの  つるぎ [ク ） き  （ヶ）  えき 

に 住み 続ける 者は， 剣と 飢きんと 疫 
病 によって 死ぬ ことになる。 しかし 力 
ルデア 人の もとに 出て 行く 者は， 生き 
つづけ， 必ず 自分の 魂を 分捕り物 とし 
て 得る ことにな り， 生きる であろう』。 
3 エホバは このように 言われた。 『こ 
の 都市は 間違 L 、なく バ ビロンの 王の 軍 
勢の 手に 渡され， 彼は 必ず これを 攻め 
取る であろ う』」。 

4 そこで， 君たち は 王に 言いは じめ 
た， 「どうぞ， この 人を 死に 処し てくだ 
さい。 彼は このように これらの 言葉に 
したがって 人々 に 話す ことにより， こ 
の 都市に 残されて いる 戦 人の 手と すべ 
ての 民の 手を 弱めて いるから です。 こ 
の 人は， この 民の 平和では なく， 災い 
を 求めて いる 者な のです」。 5 それで 
ゼデ キヤ 王は 言った， 「見よ， 彼は あ 
なた 方の 手の 中に ある。 王が あなた 方 
を 制し 得る 事は 何もない からで ある」。 

6 こうして， 彼らは エレミヤを 捕ら 
え， “ 監視の 中庭” にある， 王の 子 マ 
ル キヤの 水 溜めに 投げ込んだ。 すな わ 
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ち， 彼らは 縄を 使って エレミヤを 降ろ 
した。 ところが， その 水 溜めには 水は 
なかった。 ただ， 泥が あった。 そのた 
めに エレ ミ ヤは 泥の 中に 沈みは じめ た。 

7 ときに， エチオピア 人の エベ ド •メ 
レク ，その 人は 宦官で， 王の 家に いたが， 
[彼] は 人々 が エレ ミ ヤを水 溜め に 入れ 
たこと を 聞いた。 一方， 王は “ ベニヤ 
ミンの 門” に 座って いた。 8 そこで， 
エベ ド •メ レクは 王の 家から 出て 行き， 
王に 語って 言った， 9 「王なる 我が 主 
よ， この 人たち は 預言者 エレミヤ にし 
たす ベての 点で 悪を 行ないました。 彼 
らは [エレミヤ] を 水 溜め に 投げ込み ま 
した。 ですから あの方は 飢きんの ため 

[エ） じ ぶん  ところし  [才） みやこ 

に 自分の いる 所で 死ぬ でしょう。 都の 
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中に もう パンは ないから です」。 

10 すると， 王は エチオピア 人工べ 
ド •メ レクに 命じて 言った， 「あなた 
はこ の 場所から 三十 人を 連れて行って， 
自分の 指揮 下に 置き， 預言 4 エレミヤ 
を， 死なない うちに， その 水 溜めから 
出さなければ ならない」。 11 そこで 
エベ ド •メ レクは 彼らを 自分の 指揮 下 
に 置き， 王の 家の 中の 宝物 庫の 下に 行 
き， そこから 使い古しの ぼろと 使い古 
しの 布を 取り， 縄を 使って それらを 水 
溜めの 中の エレミヤの ところに 降ろし 
ナ こ。 12 それから， エチオピア 人の エ 
ベ ド •メレクは エレミヤに 言った， 「ど 
うぞ， その 使い古しの ぼろと 使い古し 
の 布を 脇の 下には さみ， 縄を 当てて く 
ださい」。 そこで エレミヤは その 通り 
にした。 13 ついに， 彼らは 縄を 使っ 
て エレミヤを 引き上げ， 水 溜めから 連 
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れ 出した。 そして， エレミヤは 引き続 第38 章  19 すると， ゼデ キヤ 王は エレミヤに 
き “ 監視の 中庭” に 住んだ。  7x1/37:21 言った， 「わたしは カルデア 人の もと 

14 そして， ゼデ キヤ 王は 人を やっ <xu20:2 に 下った ユダヤ人を 怖れて いる。 [力 
て， 預言者 エレミヤを 自分のと ころに， ゥ iD16:18 ルデア 人] がわた しを 彼らの 手に 渡し， 
エホバの 家に ある 第三の 入り 道に 連れ 1 ヱ レ21:1 彼らが わたしを 実際にむ ごく 扱う ので 
て籴 させ/ •こ。 それから 王は エレミヤに 才 ば 6 はない かと」。  20 しかし エレミヤは 
言った， 「わたしは あなたに ある 事を  言った， 「彼らは そのよう に [あなたを] 

たず  おも  なに かく  カル カ 22:67 わた 

尋ねようと 思う。 わたしに 何も 隠して  渡す ことは しません。 わたしが あなた 

はならない」。 15 すると エレミヤは  %4:g：ie に 話して いる ことにつ いて， どうか， 
ゼデ キヤに 言った， 「もしも わたしが  x  1/27:5 エホバの 声に 従ってく ださい。 そうす 
あなたに すなら， あなたは 必ず わた ク =  ② れ ば， あなたに とって 物事は 順調に 行 

しを 死に 渡される のではありません ヶ詩 80:7  き， あなたの 魂は 生きつ づける でしょ 
か。 また， わたしが あなたに 忠告して う。 21 しかし， もし あなたが 出て 行 
も， あなたは わたし [の 言う こと] を お  " U31：23 こうと なさらないなら， エホバが わた 
聴きに ならないでしょう」。 16 そこ 25:27 しに 見させた ことは こうです。  22 す 
でゼデ キヤ 王は 隠れ場所で エレミヤに シ 3 L なわち， ご覧く ださい， ユダの 王の 家 
誓って 言った， 「わたしたち のために ^H25:9 に 残されて いた 女たち は 皆， バビロン 
この 魂を 造った エホバは 生きて おられ  x  1/34:2 の 王の 君たち の もとに 連れ出され， こ 
る。 わたしは あなたを 赤に 渡す ことは1 レ う 言って います。 

しない。 あなたの 魂を 求めて いる これ  レ  『あなたと 平和な 関係に ある 者たち 

らの 者の 手に あなたを 渡しは しない」 0 第二 櫚  が あなたを 唆し， あなたを 打 

17 そこで， エレミヤは ゼデ キヤに 7  ^  29:25  ち 負かした。 

言った， 「万軍の 裡 ，イスラエルの#， エ ィサ13 1:4  彼らは あなたの 足を 泥沼の 中に 沈 

ホバ はこの ように 言われました。 『も ゥ=ラ 漂  み 込ませ， 逆の 方向に 退いた』。 

しあな たが 確かに バビロンの 王の 君た  iU  26:13  23 そして， 彼らは あなたの 妻たち や 
ちの もとに 出て 行くなら， あなたの 魂 1 胃1 :24  子たち を 皆 カルデア 人のと ころに 連れ 
も 必ず 生きつ づけ， この 都市 も 火で 焼 ^ib43：6 出して おり， あなた 自身は 彼らの 手 か 
かれず， あなた も， あなたの 家の 者 も， 力 iU39:3 ら 逃れられません。 かえって， あなた 
必ず 生きつ づける であろう。 18 しか キ gm  は バビロンの 王の 手に よって 捕らえら 
し， もし あなたが バビロンの 王の 君た ^^1:2  れ， この 都市は あなたの ゆえに 火で 焼 
ちの もとに 出て 行かないなら， この 都 ^xu46：5 かれる でしょう」。 

市 も 必ず カルデア 人の 手に 渡され， 彼  xl/  46:21 24 それから， ゼデ キヤは エレミヤに 
らは 実際に 火で これを 焼き， あなた も コ だ。 言った， 「あなたが 死なない ために， だ 
彼らの 手から 逃れる ことは ないで あ  ^  52；8 れも これらの ことにつ いて 知る ことが 
ろう』」 0  サェ レ 52:13 ないよう にせよ 0  25 それで， もし 君 
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たちが わたしが あなたと 話した ことを 
聞き， あなたの ところに 実際に やって 
来て， 『どうか， わたしたちに 話して 
もらいたい。 何に ついて 王と 話した の 
か。 わたしたちに 何も 隠して はなら な 
い。 そうすれば， わたしたちが あなた 
を 死に 渡す ことは ないで あろう。 それ 
で， 王は 何に ついて あなたと 話した の 
か』 と あなたに 言うなら，  26 あなた 
も 彼らに 言わな けれ ばな ら ない， 『わ 
たしは， [王] がわた しを エホ ナ タンの 
家に 送り返して， [わたしが] そこで 死 
ぬ ことのない よう， 恵みを 求める 願い 
を 王の 前に 聞き入れ てい ただこ うとし 
ていたの です』 と」。 

27 やがて， すべての 君たち が エレ 
ミヤのと ころに 入って 来て， 彼に 質問 
しはじめた。 これに 対し， 彼は 王が 命 
じた これ ら すべての 言葉に したがって 
彼らに 話した。 それで， [君たち] は 彼 
の 前で 黙って しまった。 その 事は 聞か 
れ なかった からで ある。  28 こうし 
て， エレミヤは エルサレムが 攻め 取ら 

[エ）  かんし  なかにわ  す 

れる 日まで ずっと “ 監視の 中庭” に 住 
ん だ。 そして エルサレムが 攻め 取られ 
たと き， その 通りに なった。 

OQ ユダの 王ゼデ キヤの 第 九 年， そ 
の S 十の に， バビロンの 王ネ 
ブカ ドレ ザルと その 全軍 勢は エル サレ 
ムに 来て， これを 攻囲し はじめた。 

だい  ねん  だい 

2 ゼデ キヤの 第 十一 年， その 第 四 
の 月， その 月の 九日に 市は 破られた。 
3 そして， バビロンの 王の すべての 君 
たちが 入って 来て， “ 中央の 門” に 座 
した。 [すなわち] ネル ガル •シャ レゼ 
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r ブサ リス， ラブ マグ なる ネ ルガ ル. シャ 
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レゼ ル， および バビロンの 王の 君たち 
の 残りの 者 すべてで ある。 

4 さて， ユダの 王ゼデ キヤと すべて 
の 戦 人は， 彼らを 見る とすぐ に 逃げ去 
り， 王の 園の 道， 二重の 城壁の 間の 門 
を 通って， 夜のう ちに 市から 出て 行っ 
た。 彼らは アラバの 道を 通って 出て 行 
くので あった。  5 すると， カルデア 
人の 軍勢が 彼らの 跡を 追って 行き， エ 
リ コの 砂漠 平原で ゼデ キヤに 追いつい 
た。 それから， 彼を 捕らえ， ハマ トの 
地の リ ブラ にいる バビロ ンの王 ネブカ 
ドレ ザルの もとに 連れ 上った。 [王] が 
彼に 司法 上の 決定を 下す ためであった。 
6 そして， バビロンの 王は リブラで ゼ 
デ キヤの 子ら を その 目の前で 打ち殺し 
ナ こ。 バビロンの 王は ユダの すべての 高 
貴な 者を も 打ち殺した。  7 そして ゼ 
デ キヤの 目を 盲目に し， その後， バビ 
ロ ンに 連れて行く ため 彼に 銅の 足 かせ 
を 掛けた。 

8 そして， カルデア 人は 王の 家と 民 
の 家々 を 火で 焼き， エルサレムの 城壁 
を 取り壊した。  9 そして， 市に 残さ 
れ ていた 残りの 民と， 彼に 投じた 脱走 
者たち と， 残されて いた 民の 残りの 者 
を， 護衛の 長 ネブザ ラ ダンは 流刑に 処 

つ  い  m 

して バビロンに 連れて行った。 

10 そして 民の 一部， 何も 持って いな 
い， 立場の 低い 者たち を， _ 衛の 長ネ 
ブザラ ダンは ユダの 地に 残し， 次いで， 
その 日， 彼らに ぶどう 園と 強制 奉仕を 

あた  [テ] 

与えた。 
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11 その上， バビロンの 王ネブ カド レ 
ザルは 護衛の 長ネ ブザラ ダンに より， 
エレミヤに 関 して 命令を 出 して 言った， 
12 「彼を 連れて行って， あなたが 自ら 
目を 掛けて やれ。 彼には 何も 悪い こと 
をして はならない。 ただ， 彼が あなた 
に 語る 通りに してやる がよ い」。 

13 そこで， 護衛の 長 ネブザ ラ ダンと， 
ラブ サ リスなる ネブ シャズ バン， およ 
び ラブ マグ なる ネル ガル •シャ レゼ ル 
と， バビロンの 王の すべての 主立った 
者たち は 人を 遣わした。 14 彼らは 人 
を 遣わして， エレミヤを “ 監視の 中庭” 
から 連れ出し， シャフ ァンの 子 アヒカ 
ム の子ゲ ダリヤに 託した。 彼を [その] 
家に 連れて行き， 民の 中に 住まわせる 
ためであった。 

15 そして， エレミヤが まだ “ 監視の 中 
庭” に 閉じ込められ ていたと き， 彼に エ 
ホ パの 言葉が 臨んで 言った， 16 「行っ 
て， あなたは エチオピア 人工べ ド •メ 
レクに 言わなければ ならない， 『イス 
ラエルの 裡， 万軍の エホバは このよう 
に 言われた。 「いまわた しは この 都市 
にわたしの 言葉を 実現させる。 それは 
災いの ためであって， 良い ことのた め 
ではない。 それは その 日， あなたの 前 
で 必ず 起こる」』。 

17 「『そ して， わた しは その 日， あな 
たを 救い出す』 と， エホバは お告げに 
なる， 『あなたは あな たが お びえ てい 
る 人々 の 手に 渡される ことは ない』。 

18 「『わたしは 必ず あなたを 逃れさ 
せ， あなたが 剣に よって 倒れる ことは 
ないから である。 あなたは 自分の 魂を 
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必ず 分捕 り 物と して 持つ ことになる。 
あな たが わたしに 依り 頼んだ からで あ 
る』 と， エホバは お告げになる」。 

護衛の 長 ネブザ ラ ダンが ラマ か 

ら X レ ミャを ■ り 出した 溪 に， 
エホバから 彼に 臨んだ 言葉。 それは， 
流刑の 身と なっ て バビロン に 連れて行 
かれる エルサレムと ユダの すべての 流 
刑 者の 中で， 手 かせに つながれ ていた 
彼を， [ネブ ザ ラ ダン] が 連れ出し たと 
きのこと であった。  2 そのと き， 護 
衛の 長は エレミヤを 連れて来て， 彼に 
言った， 「あなた 方の 裡 エホバ ご 自身 
が この 場所に 対 して この 災いを 語られ 
たの だ。 3 すなわち， エホバが [それ 
を] 実現 させ， ご 自分の 語った 通りに す 
るた めであった。 それは， あなた 方が 
エホバに 対して 罪を おかし， その 声に 
従わなかった からで ある。 それで この 
事が あなた 方に 起こった の だ。 4 そ 
して 今， 見よ， わたしは 今日， あなた 
を あなたの 手に あった 手 かせから 解い 
た。 もし， わたしと 共に バビロンへ 行 
くこと が あなたの 目に 良い と 思えるな 
ら， 来る がよ い。 わたしは あなたに 目 
を 掛けて あげよう。 しかし， わたしと 
共に バビロンへ 行く ことが あなたの 目 
から 見て 悪い のなら， 来なくても よい。 
見よ， 全土は あなたの 前に ある。 あな 
たの 目に 行く のが 良く， 正しい と 思え 
ると ころへ， どこへ でも 行く がよ い」。 

5 それでも なお， 彼は 帰ろうと しな 
かった。 そのと き [ネブ ザ ラ ダンは 言っ 
た]， 「バビロンの 王が ユダの 諸 都市の 
上に 任命した， シャフ ァンの 子 アヒカ 


1257  エレミヤは 生き残った 者たち と共に 住む  エレミヤ 40:6—16 

(7)  [イ）  ラつ わ  い 

ム の子ゲ ダリヤの ところへ 帰って， 彼 第40 章 め， [それを] あなた 方の 器に 入れ， あ 
と共に 民の 中に 住む がよ い。 あるいは， 7|：  34:20 なた 方の 取った それぞれの 都市に 住む 

ゆ  おも  エレ 26:24 

あなたの 目 に 行く のが 正しい と 思える ィ王 n  25:22 がよ い」。 

[ゥ】  エレ 39: 14 

ところへ， どこへ でも 行く がよ い」。  ヱ レ41:2  11 そして， モ アブ， アン モンの 子ら 

それから， 護衛の 長は 配給 食糧と  の 中， エドムに いたす ベての ユダヤ人 

贈り物を 与えて， 彼を 行かせた。 6 そ と， [他の] すべての 地に いた 者たち， 
こで， エレミヤは ミツ パに いる アヒカ ォ望 ^^2 それらの 者 もまた， バビロンの 王が ユ 
ム の子ゲ ダリヤの ところへ 行って， そ ^2?：23 ダに 残りの 者を 与え， 彼らの 上に シャ 
の 地に 残されて いた 民の 中に 彼と 共に ^1239?10 ファンの 子アヒ カムの 子ゲ ダリヤを 任 

す  エレ 52:16  めい  き 

住む ようになった。  ヶ王 II25:25 命した ことを 聞いた。 12 それで， す 

の  ぐんぜい  エレ 41:1  じん  お  ち 

7 やがて， 野に いた 軍勢の すべての コヱ レ4 i:ii ベての ユダヤ人は 追い散らされ ていた 
長， 彼らと その 部下たち は， バビロン あらゆる 場所から 帰りは じめ， ユダの 

ち  v サ n  26： Zo  ふ  き  [ウ） 

の 王が アヒ カムの 子ゲ ダリヤを その 地  S  n：30 地に 入って 来て， ミツ パの ゲ ダリヤの 
の 上に 任命した こと， バビロンへの 流 もとに 来た。 そして， ぶどう酒と 夏の 

けい  しょ  こ  ス王 D  25:23  くだもの  ひじょう  おお  あつ 

刑に 処 せられなかった 男， 女， 小さな 子  xlki 果物を 非常に 多く 集めて いった。 

供たち， および その 地の 立場の 低い 民 ソ王 1122:8  13 野に いた カ レア ハの 子 ヨハナンと 

の ある 者たち の [上に] 彼を 任命した こ 34:20 軍勢の すべての 長 も， ミツ パの ゲダ リ 

き  （ク）  かれ  エレ 26:24  き  かれい 

とを 聞いた 0  8 それで， 彼らは ミツ パ チョ25:22 ヤの もとに 来た 0 14 そして 彼に 言っ 

にいる ゲ ダリヤの もとに 来た。 すな わ た， 「あなたは， アン モンの 子ら の 王 
ち， ネタヌ ヤの子 イシ ュマ エル， カ レア テ^1 3^24 バア リスが， あなたを 魂に 至る まで 討 
ハの 子の ヨハナンと ヨナ タン， タヌフ ト】 〔=5 とうとして， ネタヌ ヤの子 イシ ュ マエ 

じん [サ 1  +  士 W  つか  す こ  し 

メ トの 子 セラヤ， ネト ファ 人の エ パイ ルを 遣わした ことを 少しも 知らないの 

(シ】  （ス） 

の 子ら と， マ アカト 人の子 エ ザヌヤ ，こ  です か」。 しかし アヒ カムの 子ゲ ダリヤ 

ぶか  m  弟 — 欄  しん  [コ） 

れら とその 部下たち であった。 9 そこ 7 ェレ 24:9 は 彼ら [の 言う こと] を 信じなかった。 
で， シャフ ァンの 子アヒ カムの 子 ゲダ 15 それで， カ レア ハの 子 ヨハナンが ミ 
リヤ は， 彼らと その 部下たち に 誓って  Is-22 ツバの 隠れ場所で 自ら ゲ ダリヤに 言っ 

い  じん  つか  エ エレ 40:8  いま  い 

言った， 「カルデア 人に 仕える ことを ォ ェレ4 1:11 た， 「今， わたしは 行って， ネタ ヌヤの 
恐れて はならない。 このまま この 地に  ェレ43:2 子 イシ ュマ エルを 討ちたい のです。 だ 
住み， バビロンの 王に 仕えよ 0 そうす キェ レ4 れも 知る ことはないでしょう 0 どうし 

がた  ものごと じゅんちょう  ク in  25:23  かれ  たましい いた 

れ ば， あなた 方に とって 物事は 順調に ヶヱ レ*8 て 彼が あなたを 魂に 至る まで 討って よ 

ゅ  [テ 1  i レ 41:2 

行く であろう。 10 そして， この わた ^22:3  いでしょう か。 どうして， あなたの も 

W  す  サヱ レ あつ  もの 

しは， いま ミツ パに 住んで いる。 わた 、こ1^3; ^ とに 集められ ている ユダの 者たち がす 

<  ノサ 126:8  ち  のこ  ほろ 

したち のと ころに やって来る カルデア ^ ベて 散らされ， ユダの 残りの 者が 滅び 
人の 前に 立つ ためで ある。 そして， あ  TvVL うせなければ ならない のでしょう か」。 
なた 方は ぶどう酒と 夏の 果物と 油を 集 Vfu239:L 16 しかし， アヒ カムの 子ゲ ダリヤは 力 
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レア ハの 子 ヨハナンに 言った， 「この 
事は しては な ら ない。 あなたが イシ ュ 
マエ ルに ついて 語って いる ことは 偽り 
だからで ある」。 

A  -I こうして 第 七の 月に なって， 王 
族の 子孫の エリ シャ マの 子ネタ 
ヌ ヤの 子で， 王の 主立った 人々 [の 中の] 
イシ ュマ エル， および 彼と 共に 他の 十 
人の 者が， ミツ パに いる アヒ カムの 子 
ゲ ダリヤの もとに 来た。 そして 彼らは 
ミ ツ パで 一緒に パンを 食べは じめ た。 
2 それから， ネタヌ ヤの子 イシ ュ マエ 
ルと， 彼 と共にいた 十 人の 者は 立ち上 
がり， 剣で シャフ ァンの 子アヒ カムの 
子ゲ ダリヤを 討ち 倒した。 こうして， 
彼は バビロンの 王が その 地の 上に 任命 
した 者を 殺した ので ある。 3 そして， 
彼と 共に， すなわち ゲ ダリヤと 共に ミ 
ツパ にいた すべての ユダヤ人と， そこ 
にいた カルデア 人， すなわち 戦 人たち 
を イシ ュマ エルは 討ち 倒 した。 

4 そして， ゲ ダリヤが 殺されてから 
二日 目に なって， [そのこと を] 知って 
いる 者が ま だ だれも いなかった ときで 
あるが，  5 シエ ケム， シロ， サマリ 
ア から 人々 が やって来た。 あごひげを 
そり 落とし， 衣を 引き裂き， 身に 切り 
傷を つけた 者たち 八十 人で， 彼らの 手 
には エホバの 家に 持っ て 行く ための 穀 
物の 捧げ物と1 乳香が あった。 6 それ 
で， ネタヌ ヤの子 イシ ュマ エルは 彼ら 
を 迎えに ミツ パから 出て 行き， 泣きな 
がら 歩いて 行った。 そして， 彼らに 出 
会う とすぐ に， 「アヒ カムの 子ゲ ダリ 
ヤの ところへ 来て ください」 と 言った。 
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7 しかし， 彼らが 都市の 中に 入る とす 
ぐ， ネタヌ ヤの子 イシ ュマ エル， 彼 お 
よび 彼 と共にいた 者たち は， 彼らを 討 
ち 殺 して 水 溜めに [投げ入れた]。 

8 しかし 彼らの 中には， イシ ュマ エル 
に すぐにこう 言う 者が 十 人いた。 「わ 
たしたち を 殺さないで ください。 わた 
したち は 畑に 財宝を 隠して おり， 小麦， 
大麦， 油， 蜜が あるから です」。 それで， 
彼は 思いとどまり， 彼らを その 兄弟た 
ちの 中で 殺さなかった。  9 ところで， 
イシ ュマ エルが その 討ち 倒した 者たち 
のす ベての 死が いを 投げ込んだ 水 溜め 
は， 大きい 水 溜めであった。 アサ 王が 
イスラエルの 王 バア シャの ゆえに 作っ 
たもので あった。 ネタヌ ヤの子 イシ ュ 
マエ ルは 討ち 殺された 者たち で それを 
満た したので ある。 

10 それから イシ ュマ エルは， 護衛 
の長ネ ブザ ラダ ンがア ヒ カムの 子 ゲダ 
リヤの 管理 下に 置いた， ミツ パに いる 
民の 残りの 者す ベて， すなわち 王の 娘 
たちと ミ ツ パに 残されて いるすべ ての 
民を とりこに した。 こうして， ネタヌ 
ヤの子 イシ ュマ エルは 彼らを とりこに 
し， アン モンの 子ら のと ころへ 渡ろう 
として 去って 行った。 

11 やがて， カ レア ハの 子 ヨハナンと， 
彼 と共にいた 軍勢の すべての 長が， ネ 
タヌ ヤ の子イ シュ マエ ルの 行なった す 
ベての 悪を 聞いた。 12 そこで， 彼ら 
は 部下を みな 連れて， ネ タヌヤ の子イ 
シュ マエ ルと 戦うた めに 出て 行き， ギ 
ベ オンに ある [水量の] 豊かな 水の そば 
で 彼を 見つけた。 
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13 すると， イシ ュマ エル と共にいた 
すべての 民は， カ レア ハの 子 ヨハナン 
および 彼 と共にい る 軍勢の すべての 長 
を 見て， すぐに 歓び はじめた。 14 そし 
て， イシ ュマ エルが ミツ パから とりこ 
に して 連れて来た すべての 民は 身を 巡 
らし， 帰りは じめ， カ レア ハの 子ヨ ハナ 
ンの もとに 行く ようになった。 15 — 
方 ネタヌ ヤの子 イシ ュマ エルは， アン 
モンの 子ら のと ころへ 行く ため， 八 人 

の 者と 共に ヨハナンの 前から 逃げた。 

[ゥ） 

16 さて， カ レア ハの 子 ヨハナンと， 
彼 と共にいた 軍勢の すべての 長は， ネ 
タヌヤ の 子 イシ ュマ エルから， [また] 
ミツ パから 連れ戻した 民の 残りの 者を 
みな 連れて行った。 それは 彼が アヒカ 
ム の子ゲ ダリヤを 討ち 倒した 後の こと 
であり， 彼が ギベオンから 連れ戻した 
強健な 者た ち， 戦 人， およ び 妻 や 小さい 
子供たち， 廷臣たち であった。 17 こ 
うして， 彼らは 行って， ベツレヘムの 
そ ばに ある キム ハムの 宿り 場に 住む こ 
とに なった。 さらに 進んで 行って， エ 
ジ ブトに 入る ためであった。 18 それ 
は カルデア 人の ためであった。 彼らの 


ゆえに 恐れる ようになった ので ある。 
バビロンの 王が その 地の 上に 任命した 
アヒ カムの 子ゲ ダリヤを， ネタ ヌヤの 
子イ シュ マエ ルが 討ち 倒した からで 


[コ） 

あった 0 


ぐんぜい  ちょう 

yin それから， 軍勢の すべての 長， 力 

(サ）  m 

レア ハの 子 ヨハナン， ホ シャヤ 


W  たみ  もっと 

の子ェ ザヌヤ ，およびす ベての 民が， 最 


も 小さい 者から 最も 大きい 者に 至る ま 

ちかよ  き  よ げん しゃ 

で 近寄って 来て， 2 預言者 エレミヤに 
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言った， 「恵みを 求める わたしたちの 
願いが， どうか， あなたの 前に 聞き入 
れられ ますよう に。 わたしたちの ため 
に， この 残りの 者す ベての ために， あ 
なた の 神 エホバに 祈って ください。 わ 
たしたち は 多くの 中 か ら わずかな 者が 
残される だけと なった からです。 あな 
たの 目が わたしたちを ご覧に なって い 
る 通りです。 3 そして あなたの# エ 
ホ パが， わたしたちの 歩むべき 道と な 
すべき 事と を わたしたちに 告げて くだ 
さいます よう (と」。 

4 そこで， 預言者 エレミヤは 彼らに 
言った， 「わたしは 聞きました。 いま 
わたしは あなた 方の 拽 エホバに， あな 
た 方の 言葉に したがって 祈ります。 エ 
ホバが あなた 方に 対する 答えと して お 
与えになる すべての 言葉を， わたしは 
必ず あなた 方に 告げる でしょう。 あな 
た 方 か ら 一言 も 差 し 控え ま せん」。 

5 すると， 彼らは エレミヤに 言っ 
た， 「もし わたしたちが， あなたの 拽 
エホバが わた したち のために あなたを 
遣わ して [告げられる] すべての 言葉に 
したがって， 全く その 通りに 行なわな 
いなら， エホバが わたしたちを 責める 
真実で 忠実な 証人 となられ ますよう に。 
6 良くても, 悪くても， わたしたちは， 
わたしたち がその もとに あなたを 遣わ 
すわた したち の 神 エホバの 声に 従い ま 
す。 わたしたちの 裡 エホバの 声に 従う 
ことにより， わたしたちに とって 物事 
が 順調に 行く ためです」。 

7 さて， 十日の 終わりに なって， エ 
ホ パの 言葉が エレミヤに 臨んだ。 8 そ 
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れ で， 彼は カ レア ハの 子 ヨハナンと， 彼 第42 章 者たち よ， 今 こそ エホバの 言葉を 聞き 
と共にいた 軍勢の すべての 長， そして 7 ゴ S6 なさい。 イスラエルの 裡， 万軍の エホ 
すべての 民を， 最も 小さい 者から 最も ィェ レ42:2 バ はこの ように 言われました 0  「もし 
大きい 者に 至る まで 呼びに やり， 9 次 ヴ1 ^37:3  あなた 方が 断固と して エジプトへ 入る 

かれ  い  T て レ 24.6  じぶん  かお  む  がいこくじん 

いで 彼らに 言った， 「イスラエルの 裡 ェレ3 us ことに 自分の 顔を 向け， 外国人と して 

エレ 33:7  じっさい  ゆ 

エホバは このように 言われました。 あ 32:36 そこにと どまる ために 実際に 入って 行 
なた 方は その 方の もとに わたしを 遣わ  xU  26：?9  くなら， 16 あなた 方の 恐れて いる 剣 
し， 恵みを 求める あなたの 願いを その  が 必ず そこで， エジプトの 地で あなた 

まえ  き  い  カエレ 41:18  お  [イ] 

み 前に 聞き入れて もらおうと したので 32:7  方に 追いつき， あなた 方の 恐れて いる 

W  がた  たし  き  あと 

す。 10 『もし あなた 方が 確かに この ク 詩46:7  飢きんが そこで あなた 方の すぐ 後を 追 

ちす  [r?)  詩 68:20  ゆ  [ゥ) 

地に 住みつ づけるなら， わたし も あな ィザ 冗い， エジプトにまで 行く であろう。 そ 

きず  うこ わ D マ8:31  し  (X! 

た 方を 築き上げ， [あなた 方を] 打ち壊 ヶ出 34:6  して そこで， あなた 方は 死ぬ ので ある 0 
しは しない。 わたしは あなた 方を 植え， ^ 1〇6：45 17 そして 外国人と して そこにと どまる 
[あなた 方を] 根 こぎには しない。 わた ダニ9:9 ために， エジプトへ 入って 行こうと 自 
しは あなた 方に 下した 災いを 必ず 悔や 44：16 分の 顔を 向けた 者は みな， 剣と 飢きん 
むからで ある。 11 あなた 方が 恐れて „R11：5  と 疫病と によって 死ぬ 者と なる。 わた 

いる バビロンの 王の ことで 恐れて はな - しが 彼らに もたらす 災いの ゆえに， 彼 

ら ない』。  ^  ^  らの もとには 生き残る 者 も， 逃げ延び 

かれ  （キ）  ア申 17：16  : 力） 

「『彼の ことで 恐れて はならない』 と， XU  44：12 る 者 もい なくなる であろう」』。 
エホバは お告げになる， 『わたしは， あ 18 「イスラエルの 裡， 万軍の エホバ 
なた 方を 救うた め， あなた 方を 彼の 手 。 はこの ように 言われた からです。 『わ 

とも  ド 以 ミ  ぃか  げきど  じゅぅみん 

から 救い出す ために， あなた 方と 共に  xu  44:27 たしの 怒りと 激怒が エルサレムの 住民 

いるから である。 12 そして， わたし  の 上に 注ぎ 出された ように， わたしの 

は あなた 方に 憐れみを 施し， 彼は 必ず  xu  42:22 激怒は あなた 方の 上に も 注ぎ 出される。 

あなた 方に 憐れみを かけ， あなた 方を あなた 方が エジプトに 入って 行く から 
あなた 方の 地に 帰す であろう。  キ 記〗^ である。 あなた 方は 必ず， のろい， 驚 

13 「『しかし， もし あなた 方が， 「い  f レ 1 ぷ きの 的， 呪い [の 言葉]， そしりと なり， 
や， わたしたち はこの 地に 住まない」 と ェレ52:4 あなたは もうこの 場所を 見る ことは な 
言って， あなた 方の 裡 エホバの 声に 背 ナホ1:6  いであろう』 0 

き， 14 「いや， エジプトの 地に わたし クゴ 〗以6 19 「ユダの 残りの 者たち よ， エホバ 

初  たたか  エレ 29:18  がた  たい  はな 

たちは 入る。 そこでは， 戦いを 見る こ#  Wln は あなた 方に 対して 話されました。 エ 

っ のぶぇ ぉ とき  ヶェト ミミ. 巧  ぃ  ㈡； 

とも， 角笛の 音を 聞く こと も， パンに  XU  22：27 ジプ トに 入って 行って はなり ません。 
飢える こと もないで あろう。 そこがわ ィザ 30:3 あなた 方は はっきり 知って おくべき で 

す  ところ  [シ]  い  イザ 31:1  きょう  せ  あか 

たしたち の 住む 所と なる の だ」 と言う す。 わたしが 今日 あなた 方を 責める 証 
なら， 15 それゆえに， ユダの 残りの  3；f  しを した こと，  20 あなた 方が 自分の 
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魂 に対して とがを 犯した ことを 。あ 第42 章 か， 流刑に 処 して バビロンへ 追い やる 
なた 方 自身が わたしを， あなた 方の#  7  ®  8:36  ためな のです」。 

エホバの もとに 遣わして 言った からで +iU42:2  4 そして， カ レア ハの 子 ヨハナン， 軍 

ウ エレ 7:24  ぜい  ちょう  たみ 

す， 『わたしたちの ために， わたした  ゼ ヵ7 山 勢の すべての 長， そしてす ベての 民は， 
ちの 裡 エホバに 祈って ください。 すべ 1 ホセ9:6 ユダの 地に 住みつ づける ようにとの エ 
てわたしたち の裡 エホバの 言われる こ ホ パの 声に 従わなかった。  5 こうし 
とに したがって， その 通りに わたした — ^ て， しばらくの 間 ユダの 地に 住もうと 
ちに 告げて ください。 わたしたちは 必 ^xul:17 して， 自分たち が 追い散らされて 行っ 
ずそう します』 と。 21 そして， わた  Ju42:5 たす ベての 国の 民の もとから 帰って来 
しは 今日 あなた 方に 告げて おきます が， キェ レ42: 1 ていた ユダの すべての 残りの 者を， 力 

こえ  ぐんぜい 

あなた 方は あなた 方の 神 エホバの 声に クヱレ レア ハの 子 ヨハナンと 軍勢の すべての 

つか  xU  41,16 ちょうつ  [エ 1  きょうけん 

も， [神] がわた しを あなた 方に 遣わして ヶ 詩 123:4 長は 連れて行った。 6 すなわち， 強健 
[告げら] れる どんな ことに も 決して 従 胃11 :2  な 者， 胃， 小さい 子供， 王の 娘たち， およ 
わないで しょう。 22 それで 今， あな  ^  29:20 び， 護衛の 長 ネブザ ラ ダンが シャフ ァ 
た 方は， あなた 方が 外国人と してと ど サェ レ5:12 ンの 子アヒ カムの 子ゲ ダリヤの もとに 
まるため に 喜んで 入って 行く その 場所 シ とどまらせた すべての 魂， それに 預言 

で， 剣と 飢きんと 疫病と によって 死ぬ - 者 エレミヤと， ネリ ヤの子 バルク [を 連 

ことを はっきり 知って おくべき です」。 7x~8：4 れて 行った]。 7 そして， 彼らは つい 

たみ  *  ち  きけ） 

A  〇 さて， エレミヤが すべての 民に ィ詩 37:3  に エジプトの 地に やって来た。 エホバ 

■參  1 かれ  ことば  こえ したが 

彼らの 裡 エホバの すべての 言葉 ゥネへ 9:16 の 声に 従わなかった からで ある。 やが 

つか  （シ] 

を， すなわち 彼らの# エホバが 彼を 遣 ヱ ェレ4 (MQ て 彼らは タフ パヌ ヘスにまで 来た。 
わして [民] に [告げら] れた これらす ベ ォ ェレ4 ^  8 それから， エホバの 言葉が タフ 

ての 言葉を 話し 終える と， 2 ホ シャヤ ヵ 乂43以° パヌ ヘスに いる エレミヤに 臨んで 言っ 

m  と 

の子ア ザリヤ ，カ レア ハの 子 ヨハナン， キ王 1122:8 た，  9 「あなたの 手に 大きな 石を 取 
そしてす ベての せん 越な 者たち がすぐ ク 代！!34:2。 り， あなたは それらを ユダヤ人の 目の 

い  エレ 26:24 まえ  いえ 

に エレミヤに 言い はじめた， 「あなた 99 前で， タフ パヌ ヘスの ファラオの 家の 

いつわ  かた  ：コ）  7  いりぐち  だん 

は 偽りを 語って いるので す。 わたした 3XU  36:26 入口に ある れんがの 段の しっくいの 中 
ちの 神 エホバは， あなたを 遣わして， x  1/45:1 に 隠さなければ ならない。 10 そして 
『エジプトに 入って 行って， そこ で 外国  彼らに 言わな けれ ばな ら ない， 『イス 

じん  シ イザ 30:4  ばんぐん 

人と してと どまって はならない』 と 言  J^:16 ラエルの 裡， 万軍の エホバは このよう 
わせたり はしませんでした。  3 むし  x"' 30:18 に 言われた， 「いまわた しは 人を 遣わ 
ろ， ネリ ヤの子 バルクが， わたしたち スジ！9 3  して， わたしの 僕， バビロンの 王ネブ 
を カルデア 人の 手に 渡す ために， あな セ ュレ2 2冗 カド レ ザルを 連れて来る 0 わたしは 彼 
たを わたしたちに 敵対 させようと 唆し  X^'  29：20 の 王座を， わたしが 隠した これらの 石 
ている のです。 わたしたちを 死なせる 7  £  5；?8 の 上に 据え， 彼は 必ず その 堂々 たる 天 
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幕を その上に 張る であろう。 11 そし 
て 彼は 必ずやって 来て， エジプトの 地 
を 打つ。 だれでも 死の 災厄を 受ける [ベ 
き] 者は 死の 災厄に 渡され， だれでも 捕 
ら われの 身と なる [べき] 者は 捕らわれ 
の 身と なり， だれでも 剣に 渡される [ベ 
き] 者は 剣に 渡される であろう。 12 そ 
して， わたしは エジプトの 神々 の 家に 
火を 燃え上がらせる。 彼は 必ず それら 
を 焼き， 彼らを とりこに して 連れて行 
き， 羊飼いが 身を 自分の 衣に 包む よう 
に， その 身を エジプトの 地に 包み， そ 
こから 平安のう ちに 実際に 出て 行く で 
あろう。 13 そして， 彼は エジプトの 
地に あるべ 卜， シヱ メシュの 柱を 必ず 
打ち砕き， エジプトの 神々 の 家を 火で 
焼く であろう」』」。 

A  A エジプトの 地に 住んで いるすべ 
n ての ユダヤ人， すなわち ミグ ド 

{力！  [*)  [ク）  [ヶ） 

ル， タフ パヌ ヘス， ノフ， ノ 《ト ロスの 
地に 住んで いる 者たち について エレ ミ 
ヤに 臨んだ 言葉は 言った， 2 「イスラ 
エルの 裡， 万軍の エホバは このように 
言われた。 『あなた 方は わたしが エル 
サ レムと ユ ダの すべての 都市に もたら 
したす ベての 11 、を 見ナ m に 日ち 
それらは 荒れ 廃れた 所と なって おり， 
そこには 住む 者 もい ない。  3 それは 
彼らが 行なった 悪の ためで ある。 彼ら 
は， 彼ら 自身 も， あなた 方 も， あなた 方 
の 父祖たち も 知らなかった ほかの 神々 
の もとに 行き， 犠牲の 煙を 立ち上らせ， 
奉仕を 行な うこと によって わたしを 怒 
ら せようと した。 4 それで， わたしは 
あなた 方に 預言者で ある わた しのす ベ 
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ての 僕を 遣わしつ づけ， 早く 起きて は 
遣わ して 言っ たので ある， 「わたしの 
憎んだ この 忌むべき ことを， どうかし 
ないように」 と。  5 しかし 彼らは 聴 
かず， 耳を 傾け もしなかった。 ほかの 
神々 に 犠牲の 煙を 立ち上らせ， その 悪 
から 立ち返ろうと はしなかった。 6 そ 
のた め， わたしの 激怒と わたしの 怒り 

が 注ぎ 出され， それは ユダの 諸 都 Tfe や 

も （才] 

エルサレムの ちまたで 燃え， それらは 
今日の ように 荒れ 廃れた 場所， 荒れ 果 

ところ  （力） 

てた 所と なった ので ある』。 

7 「それで 今， 万軍の#， イス ラエ 
ルの 独， エホバは このように 言われた。 
『あなた 方は なぜ 自分の 魂に 大い なる 
災いを 引き起こし， 自分たち のうち か 
ら， ユダの 中から， 男と 女， 子供と 乳 
飲み 子を 断ち 滅ぼして， 自分たち のた 
めに 残りの 者を 残さない ようにす るの 
か。 8 すなわち， あなた 方が 外国人と 
してと どまる ために 入って 行く エジプ 
卜の 地の ほかの 神々 に 犠牲の 煙を 立ち 
上らせて， あなた 方の 手の 業で わたし 

いか  （ヶ I 

を 怒らせる ことによって。 しかも， あ 
なた 方 自身を 断ち 滅ぼし， あなた 方を 
地の すべての 国の 民の 中で 呪い やそし 

[コ）  がた  ひとびと 

りと する ために。 9 あなた 方は， 人々 
がユ ダの 地と エ ルサ レムの ちまたで 行 
なった あなた 方の 父祖たち の 悪行， ユ 
ダの 王た ちの 悪行 ，その 妻た ちの 悪行， 
あなた 方 自身の 悪行， また あなた 方の 
妻の 悪行を 忘れた のか。 10 そして， 
彼ら は 今 日に 至る ま で 打ち ひ しがれ も 
せず， 恐れ もせず， わたしが あなた 方 
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と あなた 方の 父祖たち の 前に 置い/こわ 第44 章 なる 会衆と して 立って いたす ベての 妻 
たしの 律法と 法令に よって 歩み もしな 7y：20:13 たち， エジプトの 地， パト ロスに 住んで 

W  たみ  こた 

かった』。  ィネへ 9:26 いたす ベての 民は， エレミヤに 答えて 

11 「それゆえ， イスラエルの 裡 ，万軍 ゥ 言い はじめた， 16 「あなたが エホバの 
の エホバは このよう に 言われた。 『い  ^  9l410 名に よって わたしたちに 語っ た 言葉に 
まわたし は 災いの ために， ユダの すべ ェ ェレ42 関しては， わたしたちは あなた [の 言う 
てを 断ち 滅ぼす ために， あなた 方に わ 30:13 こと] を 聴きません。 17 むしろ， わた 
たしの 顔を 向ける。 12 そして わたし U42：22 したち は 自分の 口から 出た 言葉を みな 
は， エジプトの 地に 入って そこで 外国 ^xu2l：g 必ず 行ないます。 わたしたち 自身， わ 
人と してと どまる ために その 顔を 向け たしたち の 父祖たち， わたしたちの 王 
る ユダの 残りの 者たち を 捕らえる。 彼 ヶィ ザ3 Q:2 と 君たち が ユダの 諸 都市 や エルサレム 
らは みな エジプトの 地で 必ず その 終わ コ ェレ22:27 のち またで 行なった ように， 『天の 女 
りに 至る であろう。 彼らは 剣に よって ^^；3；8  王』 に 犠牲の 煙を 立ち上らせ， これに 

倒れる。 [また，] 最も 小さい 者から 最 _1 _ 飲み物の 捧げ物を 注ぎ 出す ためです。 

も 大きい 者に 至る まで， 彼らは 飢きん 第二 櫚 そのと き， わたしたちは パンに 満ち 足 
によって 終わりに 至る。 剣と 飢きんに 7XU43：? り， 裕福で あり， 少しも 災いを 見 ませ 

し  イエ レ 44:1  [コ）  じょおう (サ) 

よって 彼らは 死ぬ。 そして， 彼らは 必 . ん でした。 18 ところが， 『天の 女王』 
ず， のろい， 驚きの 的， 呪い [の 言葉]， H  に 犠牲の 煙を 立ち上らせ， これに 飲み 

そしりと なる であろう。 13 そして わ  " U44：5 物の 捧げ物を 注ぎ 出す ことを やめた と 

たい  エ民 30: 12 

たしは， わたしが エルサレム に対して  J きから， わたしたちは すべての ものに 
言い開きを 求めた ように， 剣と 飢きん ォ ェレ 32:29 不足し， 剣と 飢きんと によって 終わり 
と 疫病と を もって， エジプトの 地に 住 力 王 ni7:ie を 迎えた のです。 

んで いる 者たち に対して も 言い開きを  ^ 106:6  19 「また， わたしたちが 『天の 女王』 

求める。 14 そして， そこに， エジプト 36；?2 に 犠牲の 煙を 立ち上らせ， これに 飲み 
の 地に， 外国人と してと どまる ために  _  物の 捧げ物を 注ぎ 出し [たいと 思った] 

入って 行く ユダの 残りの 者には， 逃げ  ；u17；43:19 とき， その 像を 作ったり， これに 飲み物 
延びる 者 も， 生き残る 者 もい なくなる。 ヶ申 32:38 の 捧げ物を 注ぎ 出したり する ため， わ 

かえ  い  す  エレ 7:18  じぶん  おっと  たず 

すなわち， 帰って 行って 住みたい とい 16；3  たしたち は 自分の 夫に 尋ねないで その 
う 自分たち の 魂 [の 願望] を もたげて い サ串 4:19  犠牲の 菓子の ために 作る ことを したで 
る ユダの 地に 帰る [者たち は]。 幾人 か  " u7：18 しょうか」。 

のが  のぞ  かれ  シ ヨブ 21:14  たい  じぶん 

の 逃れた 者を 除いては， 彼らは 帰って  ^  73:12  20 それに 対して エレミヤは， g 分に 

来ない からで ある』」。  Xlulln 言葉に よって 答えて いるすべ ての 民， 

15 すると， 自分たち の 妻が ほかの セィ ザ57:6 強健な 者たち， 妻たち， そしてす ベて 

かみがみ  ぎせい  けむり  のぼ  エ レ 7:18  かた  い  がた 

神々 に 犠牲の 煙を 立ち上らせ ていた こ vs  30:11 の 民に 語って 言った，  21 「あなた 方 
とを 岛っ ていたす ベての 男たち， 太い  が ユダの 諸 都 忐 と エルサレムの ちまた 
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で， あなた 方と あなた 方の 父祖たち， 
あなた 方の 王と 君たち， および この 地 
の 民が 立ち上らせた 犠牲の 煙に ついて 
は， エホバが 思い出され たこと， その 
心に 上って 来た ことは， この ことでは 

(力 1 

なかった のです か。 22 ついに エホバ 
は， あなた 方の 行ないの 悪の ゆえに， 
あな た 方の 行なった 忌むべき 事柄の た 
めに， もはや それを 我慢す る ことが で 
きませんでした。 それで あなた 方の 地 
は， 今日の ように， 住む 人 もい ない 荒 
れ 廃れた 所， 驚きの 的， 呪いと なった 
のです。 23 あなた 方が 犠牲の 煙を 立 
ち 上らせ， エホバに 対して 罪を おかし， 
エホバの 声に 従わず， その 律法と 法令 
と 論し によって 歩まなかった ので， そ 
れ ゆえに， 今日の ように この 災いが あ 
なた 方に 降り 懸か っ たのです」。 

24 そして， エレミヤ はなお もす ベて 
の 民と すべての 女たち に 言った， 「エ 
ジブ トの 地に いる ユダの すべて [の 
人々] よ， エホバの 言葉を 聞きなさい。 
25 イスラエルの#， 万軍の エホバは こ 
のように 言われ ま した。 『あなた 方と 
あなた 方の 妻たち について いえば， 女 
である あなた 方 もまた， 自分の 口で 話 
し， （そして 自分の 手で あなた 方は 成 
し 遂げた ので あるが，） こう 言う。 「わ 
たしたち は 自分たち の 誓った 誓約を 必 
ず 果たし， 『天の 女王』 に 犠牲の 煙を 
立ち上らせ， これに 飲み物の 捧げ物を 
注ぎ 出す でしょう」。 女で ある あなた 
方は 必ず その 誓約を 実行し， 必ず その 
誓約を 果たす であろう』。 

26 「それゆえ， エジプトの 地に 住んで 
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(7)  ひとびと 

いる ユダの すべて [の 人々] よ， エホバ 
の 言葉を 聞きなさい。 『「いまわた しは 
わた しの 大 いなる 名に よって 自 ら誓っ 
た」 と， エホバは 言われた， 「わたしの 
名は もはや， ユダの だれの 口に よって 
も， エジプトの 全地で 『主権者なる 主 
エホバは 生きて おられる！』 と 言って 
呼ばれる ものとは ならない。  27 いま 
わたしは 彼らに 気を 配る。 それは 災い 
のた めであって， 良い ことのた めでは 
ない。 エジプトの 地に いる ユダの すべ 
ての 者たち は， 剣と 飢きんと によって 
必ず その 終わりに 至り， ついには いな 
くなる。 28 そして， 剣を 逃れる 者た 
ちは エジプトの 地から ユ ダの 地へ 帰っ 

ゆ  かずす く  W 

て 行く が， その 数は 少ないで あろう。 
エジプト の 地に 外国人と してと どまる 
ために そこに 入って 来る ユダの 残りの 
者の それらす ベての 者たち は， だれの 
言葉が 実現す るかを， それが わたし か 
らの もの か， それとも 彼らからの もの 
かを 必ず 知る であろう」』」。 

29 「『そして これが， わたしが この 場 
所で あなた 方に 注意を 向ける ことを 示 
す あなた 方への しるしで ある』 と， エホ 
バは お告げになる， 『それは， 災いに 関 
して わた しの 言葉が 必ず あなた 方の 上 
に 実現す る ことを あなた 方が 知る ため 
である。  30 エホバは このように 言わ 
れ た。 「わた しが ユダの 王ゼデ キヤを， 
その 敵， その 魂を 求めて いる 者， バビロ 
ンの王 ネブカ ドレ ザルの 手に 渡した よ 
うに， いまわた しは エジプトの 王 ファ 
ラオ •ホフ ラを その 敵たち の 手と， その 
魂を 求めて いる 者たち の 手に 渡す」』」。 
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ネリ ヤの子 バルクが， ユダの 王， 
ヨ シヤ の子エ ホヤ キムの 第 四 年 


W  ことば 

に， エレミヤの 口から これらの 言葉を 

しょ  か  しる  [ゥ）  よ げん しゃ 

書に 書き記した とき， 預言者 エレミヤ 


が 彼に 語っ た 言葉は こうであった。 


2 「バルクよ， イスラエルの 裡エ ホバ 
は あなたに ついて このように 言われ ま 
した。 3 『あなたは 言った， 「今や， わ 
たしは 災い だ！ エホバが わたしの 痛 
みに 悲嘆を 加えられた からだ。 わたし 
は 自分の 溜め息に よって 疲れ果て， 休 
み 場を 見いだ さなかった」 と』。 

4 「あなたは 彼に このように 言う ベ 
きで ある。 『エホバは このように 言わ 
れ た。 「見よ， わたしは 自分の 築き 上 
げた ものを 打ち壊し， 自分の 植えた も 
のを 根 こぎに している。 実に この 全地 
をで ある。 5 しかし あなたは， g 分の 
ために 大 いなる ことを 求めつ づけて い 
る。 求めつ づけて はならない」』。 

「『いまわた しはすべ ての 肉なる 者に 
災いを もたらす からで ある』 と， エホ 
バは お告げになる， 『わたしは あなた 
の 行く すべての 場所で， あなたに あな 
たの 魂を 分捕り物と して 与えよう』」。 
An これは 諸国 民に 関して， 預言者 
エレミヤに エホバの 言葉と して 
臨んだ ものである。 2 エジプト につい 
て， エジプトの 王 ファラオ •ネコの 軍勢 
に関して。 彼は ユーフラテス川の ほと 
り カルケミシュに いたので あるが， バ 
ビロンの 王ネブ カド レ ザルは， ユダの 
王， ヨシヤの 子エ ホヤ キムの 第 四 年に 
これを 撃ち破った。 3 「男たち よ， 丸 
盾と 大 盾を 整え， 戦いに 近づけ。 4 騎 
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手たち よ， 馬に 馬具を 付け， [それに] 
乗り， かぶとを つけて 位置に つけ。 小 
槍を 磨け。 小 札 かたびらを 着よ。 

5 「『どうして わたしは 彼らが 恐怖の 
念を 抱く のを 見た のか。 彼らは 引き返 
して 行く。 その 力 ある 者たち も 打ち砕 
かれて いる。 彼らは 確かに 逃げ， 振り 
返らなかった。 周囲に 怖れが ある』 と， 
エホバは お告げになる。 6 『速い 者は 
逃げようと するな。 力 ある 者は 逃れよ 
うとす るな。 北の方， ユーフラテス川 
の 岸の ほとりで, 彼らは つまずいて， 倒 
れ たの だ』。 

7 「ナイル川の ように， 水の 盛り 上 
がる 川の よう に上っ て 来る こ の 者は だ 
れ か。 8 エジプトが， ナイル川 のよう 
に， 水の 盛り上がる 川の ように 上って 
来る。 そして 言う， 『わたしは 上って 
行く。 地を 覆う。 都市と そこに 住んで 
いる 者たち を やすやすと 滅ぼす』 と。 
9 馬よ， 上って 行け。 兵車よ， 狂った 
ように 駆け巡れ！ そして， 力 ある 者 
たちは 進み出よ。 盾を 取る クシ ュとプ 
卜よ。 弓を 取って 踏む ル ディム 人よ。 

10 「そして， その 日は 主権者なる 主, 
万軍の エホバの もの， その 敵対 者たち 
に復 しゅうを する 復 しゅうの 日で あ 
る。 そして 剣は 必ず むさぼり 食い， 自 
ら 満ち足り， 彼らの 血を 存分に 飲む で 
あろう。 主権者なる 主， 万軍の エホバ 
は， ユーフラテス川の ほとりの 北の 地 
に 犠牲の ものを 持って おられる からで 
ある。 

11 「エジプトの 処女なる 娘よ， ギレ 


ツ イザ 47:1; エレ 14:17。 
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アデに 上って バルサムを 得よ， あなた 
がいや しの 手立てを 殖や したのは 無駄 

なお  ほ ラ ほ ラ 

であった。 あなたの ために 治す [方法] 
はない。 12 諸国 民は あなたの 不名誉 
を 聞き， あなたの 叫びは その 地に 満ち 

(エ1  かれ 

た。 彼らは つまずい たからで ある。 力 
ある 者が 力 ある 者に。 彼らは 共に， 両 
方と も 倒れた」。 

13 バビロンの 王ネブ カド レ ザルが 
エジプト の 地を 打ち倒そうと して 来る 
ことに 関して， エホバが 預言者 エレ ミ 
ヤに 語られた 言葉。 14 「人々 よ， エジ 
プ トで [それを] 告げ， ミグ ドルで [それ 
を] ふれ 告げ， ノフと タフ パヌ ヘスと で 
[それを] ふれ 告げよ。 言え， 『位置に つ 
き， 自分の ために も 準備を せよ。 剣は 
あなたの 周囲で 必ず むさぼり 食う から 
である。 15 あなたの 強力な 者たち が 
押し流され たのは どうして か。 彼らは 
踏みと どまれ なかった。 エホバが 彼ら 
を 押しの けられた からで ある。 16 彼 
らの 数多くの 者が つまずい ている。 彼 
ら はまた， 実際に 倒れる。 そして 互い 
に 言いつ づける， 「立ち上がれ。 虐待 
の 剣の ゆえに わたしたちの 民の もとに， 
わたしたちの 親族の 地に 帰ろう」 と』。 
17 彼らは その 所で ふれ 告げた， 『エ 
ジブ トの 王 ファラオは ただの ざわめき 
にすぎない。 彼は 祭りの 時を 過ぎ去ら 

(V) 

せた』。 

18 「『わたしは 生きて いる』 と， そ 
の 名 を 万軍の エホバ という 王が お告げ 

かれ  やまやま  [チ） 

になる， 『彼は 山々 の 中の タ ボルの よ 

うみ  [ッ） 

うに， 海の ほとりの カルメル のように 
入って 来る。 19 エジプトの 娘で ある 
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住民よ， あなたは ただ 流刑の ための 手 
荷物を 自分の ために まとめよ。 ノフも 
ただの 驚きの 的と なり， 実際に 火を 放 
たれて， 住む 者が いなくな るからで あ 
る。  20 エジプトは とてもき れいな 若 
い 雌牛の よう だ。 北から 蚊が これに 向 
かって 必ずやって 来る。 21 その上， 
彼女の 中に いる その 雇い [兵] は S 巴え た 
子牛の よう だ。 しかし 彼ら もまた， ひ 
るんで， 共に 逃げた。 彼らは 踏みと ど 
まれなかった。 彼らの 災難の 日， 注意 
の 向けられる 時が 彼らの 上に 臨んだ か 

[ク 1 

ら である』。 

22 「『彼女の 声は， 進んで 行く 蛇の 
[声] のよう だ。 人々 は 活力を もって 行 
き， 木切れを 集めて いる 者たち のよう 
に， 斧を もって 実際に 彼女の もとに 入っ 
て 来る からで ある。 23 彼らは その 森 
林を 必ず 切り倒す であろう』 と， エホ 
パは お告げになる， 『それに 踏み込む 
ことができなかった からで ある。 彼ら 
はいな ごよりも 数が 多く なって， 数え 
切れないから である。 24 エジプトの 

むすめ [シ） かなら はじ  かのじょ  きた 

娘は 必ず 恥を かくであろう。 彼女は 北 
の 民の 手に 実際に 渡される であろう』。 

25 「イスラエルの 裡， 万軍の エホバ 
は 言われた， 『いまわた しは ノ からの 
アモン， ファラオ ，エジプト， その 神々， 
その 王たち に， すなわち ファラオ とこ 
れに 依り 頼む すべての 者た ちに も 注意 
を 向ける』。 

26 「『そして， わたしは 彼らを その 
魂 を 求める 者たち の 手に， バビロンの 
王ネブ カド レ ザルの 手に， その 僕たち 


テ エレ 43:11; エレ 44:30; エゼ 32:11。 
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の 手に 渡す。 その後， 彼女は 昔の 日の 
ように， [人の] 住む ところと なる であ 
ろう』 と， エホバは お告げになる。 

27 「『それで あなたは， わたしの 僕ヤ 
コブよ，， 恐れて はならない。 イスラエル 
よ， 恐怖の 念を 抱いて はならない。 い 
まわたし は あなたを 遠くから， あなた 
の 子孫を その 捕らわれの 地から 救う か 
ら である。 そして， ヤコブは 必ず 帰っ 
て 来て， 騒乱の おそれ もな く 安楽に 暮 
ら す。 [これを] おののかせる 者は だれ 
もい ないで あろう。 28 あなたに つい 
ていえば， わたしの 僕 ヤコブよ， 恐れ 
ては ならない』 と， エホバは お告げに 
なる， 『わたしは あなた と共にい るか 
ら である。 わたしは あなたを 追い散ら 
したす ベての 国の 民の 中で 滅ぼ し 絶や 
す ことを する からで ある。 しかし あな 
たにつ いては， 滅ぼし 絶やす ことを し 
ないで あろう。 とはいえ， わたしは あ 
なた を 適度に 打ち 懲らさなければ なら 
ない。 あなたを 処罰せ ずに 置く ことは 
決してない』」。 

AFJ これは ファラオが ガザを 討ち 倒 
生9 す 前に， フィ リス ティア 人に 関 
して 預言者 エレ ミ ヤに 臨んだ エホバの 
言葉で ある。  2 エホバは このように 

い 

言われた。 

「見よ， 水が 北 か ら上っ て 来て おり， 
みなぎり あふれる 奔流と なった。 そし 
て， その 地と それに 満ちる もの， 都市と 
そこに 住む 者に みなぎり あふれる。 そ 
して， 人々 は 必ず 叫び， その 地に 住んで 
いる 者は みな 必ず 泣き わめく。 3 その 
雄 馬が ひづめを 踏み鳴らす 音， その 戦 
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車の 響き， その 車輪の 騒音の ために， 父 
は 子を 振り返り もしない。 それは [彼ら 
の] 手が 垂れ下が るからで ある。 4 す 
ベての フィ リス ティア 人に 対して 奪略 
を 行なうた め， 助けを 施して いたす ベ 
ての 生き残った 者を ティ ルスと シドン 
から 断ち 滅ぼす ために 来る日が あるか 
ら である。 エホバは， カフ トルの 島 か 
らの 残って いる 者たち である フィ リス 
ティ ア人 に対して 奪略を 行なって おら 
れ るからで ある。 5 ガザに， はげが 必 
ず 臨む。 アシュケロン は 沈黙 させられ 
た。 彼らの 低地 平原の 残りの 者よ， あ 
なた はいつ まで 自分の 身に 切り傷を つ 
け 続ける のか。 

6 「はは あ， エホバの 剣よ！ いつま 
で お前は じっとして くれない のか。 お 
前の さやに 納まれ。 休息し， 沈黙せ よ。 

7 「エホバが これに 命令を 出された 
のに， どうして それは じっとし ていら 
れ るだろう か。 それは アシュケロンと 
その 海岸の ための ものである。 [裡] は 
そこ に それが あるよう に 定められ たの 
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イスラエルの 


モ アブに 関して， 

ばんぐん 

拽， 万軍の エホバは このように 

い  m  わざ わ  （ッ）  かのじょ 

言われた。 「ネボ は 災い だ！ 彼女は 

だつりゃく  [テ） はじ 

奪略され たから だ。 キル ヤ タイムは 恥 

せと  けんご  たかだい 

を かかされ, 攻め 取られた。 堅固な 高台 

きょうふ おちい  [卜） 

は 恥を かかされ， 恐、 怖に 陥った。 2 モ 

さんび  W  d 

アブの 賛美は もはやない。 ヘシ ュ ボン 

ひとびと  かのじょ  たい  わざ わ  かんが 

で 人々 は 彼女に 対して 災いを 考え出し 
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た。 『さあ， 国民と しての 彼女の 存在 
を 断ち 滅ぼそう』。 

「マ ドメ ン よ， お前 も 沈黙して いるべ 
きで ある。 お前の 後を 剣が 歩いて 行く。 
3 ホロ ナイムから 叫び声が 上がる。 奪 
略と 大 いなる 崩壊 だ。 4 モ アブは 打 
ち 壊された。 その 小さな 者たち は 叫び 
を 聞こえさせた。  5 ルヒ トへ 上る 道 
を 人は 泣きながら 上って 行く からで あ 
る 一 泣き 声が ある。 ホロ ナイムから 
下る 道には， 人々 の 聞いた， 崩壊の た 
めの 苦しみの 叫びが あるから である。 

6 「逃げ去れ。 お前たち の 魂を 逃れ 
させよ。 お前たち は 荒野の ねずの 木の 
ようになるべき だ。 7 お前の 信頼は 
お前の 造った もの や 財宝に あるの だか 
ら， お前 もまた， 攻め 取られる であろ 
3。 そして ケ モシ ュは 必ず 流刑の 身と 
なって 行く。 その 祭司 も 君たち も 同時 
に。 8 そして， 奪略を 行なう 者が すべ 
ての 都市に 入って 来る ので， 逃れ 得る 
都市は ない。 また， 低地 平原は 必ず 滅 
びうせ， 平たん な 地は 滅ぼし 尽くされ 
る。 エホバの 言われた ことで ある。 

9 「あなた 方は モア ブに 路標を 与えよ。 
廃虚と なるとき に 彼女は 出て 行 くから 
である。 その 諸 都市 も， そこに だれも 
住む 者の いなし ヽ ただの 驚きの 的 となる。 

しめい  かげん  おこ 

10 「エホバの 使命を いい加減に 行なっ 

もの  '  つるぎ  ち 

ている 者は のろわれよ。 その 剣を 血 か 
ら 差し控え ている 者は のろわれよ！ 

11 「モ アブ 人は その 若い 時から 安楽 

に 暮らし， その 滓の 上に かき 乱されず 

.參 

にと どまって いる。 そして， ひとつの 
器から 他の 器へ 空けられ たこと も， 流 
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ア詩 83:4 


王 n  23:13 
コイ ザ 46:2 


刑に 処 せられた こと もない。 それゆえ 

あじ  かれ  うち  たも 

に， その 味は 彼らの 内に そのまま 保た 
れ ，その 香り も 変わらなかった ので ある。 

12 「『それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る』 と， エホバは お告げになる， 『わ 
たしは 彼らに [器を] 傾ける 者たち を 遣 
わし， それらの 者は 必ず それを 傾ける 

(7)  から 

であろう。 彼らは その 器を 空に し， そ 
の 大きな かめを 粉々 にす るであろう。 
13 そして， イスラエルの 家の 者たち が 
自分たち の 確信 [のより どころ] とした 
ベ テルの ことで 恥を かいたよ うに， モ 
ア ブ 人は ケ モシ ュ のこと で 必ず 恥を か 
かされる であろう。 14 あなた 方は， 

われわれ  もの W たたか  かつりょく 

「我々 は 力 ある 者， 戦いの ために 活力 
ある 者」 とよく も 言える もの だ』。 

15 「『モア ブは 奪略され， 人は 彼女の 
諸 都市に 攻め上った。 そして， そのえ 
り 抜きの 若者たち も ほふり 場に 下って 
行った』 と， その 名を 万軍の エホバと 

W  つ 

いう 王は お告げになる。 

16 「モ アブ 人の 災難は すぐに も 来る。 
実際， 彼らの 災いは 非常に 急いでい る。 
17 その 周りの 者は 皆， 彼らの 名を 去] っ 
ている 者は 皆， 彼らに 同情し なければ 
ならなくなる。 あなた 方は， 『ああ， 強 
さの さおが， 美し さの 杖が 折られて し 

(コ）  〇 

まった！』 と 言え。 

18 「ディ ボンの 娘の 住民よ， 栄光 
から 下って， 渴 きのうち に 座れ。 モア 

だつりゃく しゃ  せ  のぼ 

ブの 奪略 者が あなたに 攻め上 っ たから 
だ。 彼は 防備の 施された あなたの 場所 
を 実際に 滅びに 陥れる であろう。 

19 「アロエ ルに 住む 女よ， 立ち 止 
まって， 道を 見張れ。 逃げ去って 行く 
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男に， 逃げて 行く 女に 尋ねよ。 『何が 
起こった のです か』 と 言え。 20 モア 
ブは 恥を かいた。 恐怖に 襲われた から 
である。 泣き わめいて， 叫べ。 人々 よ， 
アル ノンで 告げよ， モ アブは 奪略され 
た， と。 21 そして， 裁きが 平たん な 国 
の 地に 来た。 ホ ロンと ヤ ハツと に， メ 
ファ アト， 22 ディ ボン， ネボ ，ベ ト • 
ディブ ラタ イム， 23 キル ヤ タイム ，ベ 
卜. ガム ル， ベ ト. メ オン，  24 ケリ 
ヨト， ボツ ラ， モ アブの 地の すべての 
都市に 対して。 遠い ものに も 近い もの 


にも。 

25 「『モ アブの 角は 切り倒され， その 
腕は 折られた』 と， エホバは お告げに 
なる。 26 『人々 よ， 彼を 酔わせ i。 彼 

む  たか 

は エホバに 向かって 大いに 高ぶ っ たか 
ら である。 モ アブは その 吐いた 物の 中 
でもが き， 彼 もまた， あざけりの 的と 
なった。 

27 「『そして， イスラエルは あなたに 
とっ てた だの あざけり の 的と なった の 
ではない か。 それとも， 彼は 紛れ もな 
い 盗人の 間に 見いだ された のか。 あな 
たは 彼に 逆らって 語る 度に， 白 分の 身 
を振っ たからで ある。 

28 「『モ アブの 住民よ， あなた 方は 都市 
を 捨てて 大 岩の 上に 住め。 くぼ 地の 口 
の 辺り に 巣を 作る はとの ようになれ』」。 


29 「わたしたちは モ アブの 誇りに つ 
いて 聞いた 一 彼は 非常にごう 慢 であ 
る 一 その おごり， 誇り， ごう 慢さ ，そ 

こころ  たか  [ヌ） 

の 心の 高ぶりに ついて」。 

かれ  げきど  みず か  し 

30 「『わたしは 彼の 激怒を 自ら 知っ 


た』 と， エホバは お告げになる， 『もう 
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そのよう にはなら ない。 その 空言 一 彼 

じっさい  とお  おこ 

らは 実際， その 通りには 行なわないで 

【イ 1 

あろう。 31 それゆえ， モ アブに つい 

な  ぜんたい 

てわたしは 泣き わめき， モ アブ 全体の 

さけ  to)  - 

ために わたしは 叫ぶ であろう。 キル- 

[エ）  もの 

へ レスの 者たち のために 人は うめく で 
あろう。 

[才】 

32 「『シブ マの ぶどうの 木よ， わた 

W1  な  かな  まさ 

しは ヤゼ ルの ための 泣き 悲しみに 勝っ 
て， あなたの ために 泣き 悲しむ であろ 
う。 あなたの 繁茂す る 若枝は 海を 越え 

W  たつ 

た。 海へー ヤゼル [へ]— それらは 達 

なつ  くだもの [ク）  と 

した。 あなたの 夏の 果物と ぶどうの 取 

い  だつりゃく しゃ  おそ  W 

り 入れを 奪略 者が 襲った。 33 そして， 
歓 びと 楽しみは 果樹園と モ アブの 地 か 
ら 取り去られた。 また， わたしは ぶ ど 
う 搾り ^ から ぶどう酒を 絶やした。 叫 
び 声を 上げて 踏みつ ぶす ことを する 者 
はだれ もい なくなる。 叫び声は もう 叫 
び 声では ないで あろう』」。 

W  (セ） 

34 「『エル アレにまで， ヤ ハツに ま 

とど  [ソ）  さけ  かれ 

で 届く ヘシ ュ ボンの 叫びから， 彼らは 

こえ  [夕）  m 

その 声を 出した。 ゾアルから ホロ ナイ 

w  [テ） 

ム に， エグ ラト. シ エリ シヤ にまで。 
ニム リムの 水 もた だの 荒廃と な るから 
である。  35 そして， わたしは モ アブ 


から 絶やす』 と， エホバは お告げに な 

ささ  もの  たか  ところ たず さ  のぼ  もの 

る， 『捧げ物を 高き 所に 携え 上る 者と， 

ぎ せい けむり 

その 神に 犠牲の 煙を 立ち上らせる 者と 


を。 36 それゆえ， わたしの 心は ちょ 
う ど フルー トの ように モ アブの ために 
騒ぎ 立つ。 キル •へ レスの 者たち のた 


シ イザ 16:10; ェレ 25:30; ス民 32:37; イザ 16:9; セ 民 21: 
23; 申 2:32; 裁 11:20; ソ民 21:25; ヨシ 13:17; ェレ 48:2; 
タイ ザ 15:4; チ 申 34:3; ツェレ 48:3; テイ ザ 15:5; トイ 
ザ 15:6; ナ民 22:40; イザ 16:12; ニ イザ 15:5; イザ 16:11; 
マタ 9:23; ヌエ レ 48:31。 
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めに， わたしの 心は ちょうど フルート 
のように 騒ぎ 立つ。 それゆえに， 彼が 
産み出し た 富裕は 必ず 滅び うせる であ 
ろう。 37 すべての 頭に はげが あり， 
すべての あ ご ひげは 短く 刈 り迗 まれて 
いるから である。 どの 手に も 切り傷が 
あり， 腰には 粗布が ある！』」 

38 「『モ アブの すべての 屋根の 上と 
その 公共 広場に 一 その すべてに 一 ど 
うこく が ある。 わたしは モ アブを 喜ば 
れる ことのない 器の ように 砕いた から 
である』 と， エホバは お告げになる。 
39 『ああ， 彼女は どんなに 恐れ おののい 
たこと か！ あなた 方は 泣き わめけ！ 
ああ， モ アブは どんなに 背を 向けた こ 
とか！ 彼は 恥を かいた。 そして モア 
ブは あざけりの 的と なり， その 周りの 
者 すべてに とっ て 恐れ おののかせる も 
のと なった』」。 

40 「エホバは このように 言われた か 
ら である。 『見よ， 襲い かかる 鷲の よ 
うに， だれかが やはり その 翼を 必ず モ 
アブの 上に 広げる。 41 町々 は 実際に 
攻め 取られ， 彼女の 強固な 場所は 必ず 
奪い取られる であろう。 そして， モア 
ブの力 ある 者たち の 心は， その 日， 必 
ず， 出産の 苦しみに 遭って いる 妻の 心 
のようになる』」。 

42 「『そして， モ アブは 必ず 滅ぼし 尽 
くされ， 民ではなくなる。 それは エホ 
バに 向かって 大いに 高ぶ っ たからで あ 
る。 43 モ アブの 住民よ， 怖れと くぼ 
みと わなが あなたに 臨む』 と， エホバ 
はお 告げになる。 44 『怖れの ために 
逃げ去る 者は くぼみに 陥り， くぼみ か 
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ら 出て 来る 者は わなに 捕らえられ るで 

ぁろ ぶ』。 

「『わたしは 彼女に， モ アブに， 彼ら 
に 注意の 向けられる 年を 来た らせ るか 
ら である』 と， エホバは お告げになる。 
45 『逃げ去る 者たち はへ シュ ボンの 陰 
に 力なく 立ち止まった。 火が ヘシ ュボ 
ン から， 炎が シ ホンの 中から 必ず 出て 
行く からで ある。 それは モ アブの こめ 
かみと， どよめきの 子ら の 脳天を 焼き 
尽くす であろ 4』。 

46 「『モ アブよ， お前は 災い だ！ ケ 
モシ ュの 民は 滅びう せた。 お前の 息子 
たちは とりこに され， お前の 娘たち は 
とりこに された からで ある。  47 そし 
て， わたしは 末の 日に モ アブの 捕ら わ 
れ 人たち を 集める』 と， エホバは お告 
げ になる。 『こ こまで がモ アブに 対す 
る 裁きで ある』」。 

A Q アン モンの 子ら に関して， エホ 
パは このように 翁 われた。 「ィ 
スラ エルに 子ら はいない のか。 また， 
彼に 相続人は いないの か。 どうして マ 
ルカ ムがガ ド を 所有 し， その 民が [イス 
ラエルの] 諸 都市に 住む ようになった 
のか」。 

2 「『それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る』 と， エホバは お告げになる， 『わた 
しは アン モンの 子ら の ラバに 対して 戦 
いの 警報を 聞こえさせる。 彼女は 必ず 
荒れ果てた 塚と なり， それに 依存す る 
町々 も 火で 燃え立たされる であろう』。 

「『そ して イ スラ エルは， [イ スラ エル] 


セ 申 3:11; ヨシ 13:25; エゼ 25:5; アモ 1:14; ソエ レ 4:19; 
タ エゼ 21:20; チ 民 21:25; ヨシ 17:11; ツ ゼパ 2:9。 
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を 所有して いる 者たち を 所有す る こと 
になる』 と， エホバは 言われた。 

3 「『ヘシ ュ ボンよ， 泣き わめけ！ ア 
イは 奪略され たから だ。 ラバに 依存す 
る 町々 よ， 叫べ。 身に 粗布を 帯びよ。 泣 
き 叫べ。 石 囲いの 中を 行き 巡れ。 マル 
カム も 流刑の 身と なる からで ある。 そ 
の _ も その « たち も縱ふ 4 未 
忠実な 娘よ， なぜ あなたは 低地 平原 
を， その [水の] 流れる 低地 平原を 自慢 
する のか。 あなたは その 財宝に 依り 頼 
i，  「だれが わた しのと ころに 来よう 
か」 [と言う]』」。 

5 「『今 わたしは 怖ろ しい ことを あな 
たに もたらす』 と， 万軍の エホバ， ま 
権 者なる 主は お告げになる， 『あなた 
の 周りの すべての 者たち から。 そし 
て， あなた 方は 各々 それぞれの 方向に 
必ず 追い散らされる。 逃げ去って 行く 
者たち を 集める 者は だれもい ないで あ 
ろう』」 0 

6 「『しかし その後， わたしは アン モ 
ンの 子ら の 捕らわれ人 たちを 集める で 
あろう』 と， エホバは お告げになる」。 

7 エドムに 関して， 万軍の エホバは 
このように 言われた からで ある。 「テ 

I セ）  ち え  M  はか  ごと 

マンに もはや 知恵は ない のか。 計り 事 
は 理解の ある 者たち から 滅びう せた の 

かれ  くさ  [夕) ’ 

か。 彼らの 知恵は 腐って しまったの か。 
8 逃げよ！  退け！  デ ダンの 住民た 
ちよ， 深く 潜んで 住め！ わたしは 彼 
にエ サウの 災難を， 彼に 注意を 向けな 
ければ な ら ない 時を もたらす からで あ 
る。 9 もしぶ どうを 取り入れる 者たち 
が あなたの ところ に 実際に 入っ て 来る 
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イザ 45:23 
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なら， 彼らは 多少の 採り 残しを 残して 
置かないだろう か。 もし 盗人が 夜 [入っ 
て 来るなら]， 彼らは 確かに 自分の 望む 
だけし か 損なわないで あろう。 10 し 

はだか 

かしこの わたしは， エ サウを 裸に す 

(ィ）  かく  ばしょ 

る。 わたしは その 隠れ場所を あらわに 
し， だれも 身を 隠す ことができ なくな 
る。 その子 孫 も 兄弟 も 隣人 も， 必ず 奪 

りゃく  う  W  かれ  [力） 

略を 受け， 彼は いなくなる。 11 あな 
たの 父な し 子を 捨てよ。 わたしが 自ら 
[彼らを] 生き 続けさせ， あなたの や も 
めたち も わた しに 依り 頼む であろう」。 

12 エホバは このように 言われた か 
ら である。 「見よ， 杯を 飲む ことは そ 
の 習慣で ない とはいえ， 彼らは 必ず 飲 
むであろう。 そして あなたは， 処罰を 
確実に 免れる だろう か。 あなたが 処罰 
を 免れる ことは ない。 あなたは 必ず 飲 

^  (コ） 

むからで ある」。 

13 「わたしは 自分自身に かけて 誓っ 
たからで ある」 と， エホバは お告げに 
なる， 「ボツ ラは ただ 驚きの 的， そし 
り， 荒廃， 呪いと なり， 彼女の 都 Tfe は 
みな 定めの ない 時に 至る まで 荒れ 廃れ 
た 所と なる」。 

14 わたしが エホバから 聞いた 知らせ 
が あり， 諸国 民の 中に 遣わされる 使節 
がいて， [言う，] 「あなた 方は 集まり， 
彼女に 向かって 行き， 戦闘の ために 立 
ち 上がれ」。 

15 「見よ， わたしは あなたを 諸国 

みん  もの  にんげん 

民の 中で まことに 小さな 者， 人間の 中 
でさげ すまれる 者と したから である。 
16 大 岩の 隠れ 場に 住み， 丘の 高みを 占 
める 者たち よ， あなたの 引き起こした 
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身震いが， あなたの 心の せん 越さが あ 
なた を 欺いた。 あなたは 鷲の ように そ 
の 巣を 高い 所に 作る が， わたしは そこ 
から あなたを 引き下ろす」 と， エホバ 
はお 告げになる。 17 「そして， エドム 
は 必ず 驚きの 的と なる。 その そばを 通 
る 者は みな 驚いて 見つめ， そのす ベて 

さいやく  くちぶえ  ふ  （才） 

の 災厄の ゆえに 口笛を 吹く であろう。 
18 ソドムとゴモラ とその 近隣 [の 町々] 
の 覆された ときの ように」 と， エホバ 
は 言われた， 「人は だれも そこに 住ま 
ず， 人間の 子は だれも その 中に 外国人 
としてと どまらないで あろう。 

19 「見よ， ヨルダン 沿いの b り 高き 
[茂み] か ら ，永続す る 住まいに [上って 
来る] ライ オンの よう に， だれかが 上っ 
て 来る。 しかし， わたしは 一瞬のう ち 
に その 者を そこから 逃げ去らせる。 そ 
して， わたしは 選ばれる 者を そこに 任 
命す るであろう。 なぜなら， だれが わ 
たしの ようであろう か。 だれが わたし 
に 挑戦す るであろう か。 だれが 今， わ 
た しの 前に 立ち 得る 牧者であろう か。 
20 それゆえ， 人々 よ， エホバが エドムに 

たい  はか  ごと M  [ソ） 

対して 立てられた 計り 事と， テ マンの 
住民に 対して 考え出された その 考えを 
聞け。 確かに， 群れの 小さな 者たち は 
引きずり 回される。 確かに， [迚] は そ 
れらの 者の ゆえに その 住みかを 荒廃 さ 

(夕）  かれ  たお  ち 

せられる。 21 彼らの 倒れる 音で， 地 
は 激動し はじめた。 叫びが ある！ そ 

こうかい  き  [テ） 

の 音は 紅海で も 聞こえた。 22 見よ， 
だれかが 鷲の ように 上って， 襲い かか 
<0  , ボツ ラの 上に その 翼を 広げる。 そ 
の 日， ェ ドムの 力 ある 者たち の 心は， 出 
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ショブ 40:2 


第二 欄 


産の 苦しみに 遭って いる 妻の 心の よう 

(7) 

になる」。 

. \.|fc  (ゥ 1 

23 ダマスカスに ついて。 「ハ マト 

と アルパドは 恥を かいた。 彼らが 聞い 
たのは 悪い知らせだった からで ある。 
彼らは 分解した。 海には 思い煩いが あ 
り ，それは かき 乱されずに はすまない。 
24 ダマスカスは 勇気を 失った。 彼女は 
身を 翻して 逃げ， 全き 恐慌が 彼女を 捕 
ら えた。 苦難と 産みの 苦しみが， 子を 
産む ときの 女の ように， 彼女を つかま 
えた。 25 どう して 賛美の 都市が， 歓 
喜の 町が 捨てられなかった のか。 

26 「それゆえ， 彼女の 若者たち は そ 
の 公共 広場に 倒れ， その 日には 戦 人 も 
みな 沈黙 させられる」 と， 万軍の エホ 
バは お告げになる。 27 「そして， わた 
しは ダマスカスの 城壁に 火を 燃え上が 
ら せ， それは 必ず ベン •ハダ ドの 住ま 
いの 塔を むさぼり 食う であろう」。 


エゼ 27:21 
セ エレ 49:33 
ソ裁 6:3 
夕詩 120:5 


31:13 


28 バビロンの 王ネブ カド レ ザルが 
討ち 倒 した ケ ダルと ハツ ォ ルの 諸 王国 
とに ついて， エホバは このように 言わ 
れ た。 「人々 よ， 立ち上がって， ケダ 
ルに 上って 行き， 東の 子ら に対して 奪 
略を 行なえ。 29 彼らの 天幕と その 羊 
の 群れとは 取られる であろう。 彼らの 
天幕 布 も， そのす ベての 品々 も。 また， 
そのら くだ も 彼らから 連れ去られ るで 
あろう。 そして 彼らは 人々 に 向か っ 
て， 『周囲に 怖れが ある！』 と 必ず 叫 
ぶであろう」。 

30 「ハツ ォルの 住民よ， 逃げよ。 遠 
くへ 逃げ去れ。 深く 潜んで 住め」 と， 
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エホバは お告げになる。 「バビロンの 
王 ネブカ ドレ ザルは あなた 方に 対して 
計り 事を 立て， あなた 方に 対して ある 
考えを 考え出し たからで ある」。 

31 「人々 よ， 立ち上がれ。 安楽に 暮ら 
し， 安らかに 住んで いる 国民に 向かって 
攻め上れ」 と， エホバは お告げになる。 

「それには 扉 も， かんぬ きもない。 彼 
らは 孤立して 住む。 32 そして 彼らの 
らくだは 必ず 強奪物と なり， その 多数 
の 畜類は 分捕り物 [となる]。 そして， 
わたしは 彼らを， 髪を こめかみの とこ 
ろで 刈り込んだ 者たち を， すべての 風 
に 散らし， その 近くの すべての 地方 か 
ら 彼らの 災難を もたらす であろう」 と， 
エホバは お告げになる。  33 「そして， 
ハツ ォルは 定めの ない 時に 至る まで 必 
ず ジャッカルの 巣 穴と なり， 荒れ果て 
た 所 [となる]。 人は だれも そこに 住ま 
ず， その 中に 人間の 子は だれも 外国人 
としてと どまらないで あろう」。 

34 これは， ユダの 王ゼデ キヤの 王政 
の 初めに， エラムに 関し， 預言者 エレ 
ミヤに エホバの 言葉と して 臨んだ もの 
である。  35 「万軍の エホバは このよ 

い  [ス 1 

うに 言われた。 『いまわた しは エラム 
の 弓を， 彼らの 力強 さの 初めを 砕く。 
36 そして， 天の 四方の 果てから 四方の 

かぜ W 

風を エラムに もたらす。 そして， わた 
しは 彼らを これらす ベての 風に 散らす。 
エラ ムの追 L ヽ 散らさ れた 者たち がその 
もとに 来ない 国民は ないで あろう』」。 

37 「そして， わたしは エラム 人を そ 
の 敵の 前で， 彼らの 魂を 求める 者たち 
の 前で 打ち砕く。 わたしは 彼らに 災い 
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カ レビ_ 19:27 
エレ 9:26 
エレ 25:23 


使徒 2:9 


スイ ザ 22:6 
エレ 51:56 

セ ダニ 8:8 
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ア詩 69:24 
詩 90:11 


第 50 章 


ナ イザ 35:10 


も  いか  き  (7) 

を， わたしの 燃える 怒りを 来たらす」 


と， エホバは お告げになる。 「わたし 
は 彼らの 後に 剣を 送り， ついには 彼ら 
を 滅ぼし 尽くす であろう」。 

38 「そして， わたしは エラムに わた 
しの 王座を 置き， そこから 王と 君たち 
を 絶ち 滅ぼす」 と， エホバは お告げに 
なる。 

39 「そして 末の 日に 必ず， わたしは 
エラムの 捕らわれ人 たちを 集める であ 


ろう」 と， エホバは お告げになる。 
r a エホバが 預言者 エレミヤ により， 
むり バビロンに 謎 u ヵルデァ 5( の 
地に 関して 語られた 言葉。  2 「[それ 
を] 諸国 民の 中で 告げ， [それを] 言い 広 
めよ。 そして 旗 じる しを 掲げよ。 [そ 
れ を] 言い 広めよ。 人々 よ， 何も 隠し 
ては ならない 0 言え， 『バビロンは 攻 
め 取られた。 ベルは 恥を かいた。 メロ 
ダクは 恐れ おののいた。 その 像は 恥を 
かいた。 その 糞 像は 恐れ おののいた』 
と。  3 ひとつの 国民が 北から これに 
攻め上って 来たから だ。 それは この 地 
を 驚きの 的と する 者で あり， そのため， 
そこに 住む 者は だれもい なくなる。 人 
も 家畜 も 共に 逃げ去った。 彼らは 去っ 


い  W 

て 行った」。 

4 「その 日， その 時」 と， エホバは お 
告げになる， 「イスラエルの 子ら， 彼ら 
と ユダの 子ら は 共に 来る であろう。 彼 
らは 歩き， 歩きながら 泣いて， その 裡エ 
ホバを 求める であろう。 5 シオンに 向 
かって 彼らは 道を 尋ねつ づけ， 顔を そ 
の 方向に 向けて [言う であろう，] 『来な 
さい。 忘れられる ことのない， 定めな く 
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存続す る 契約に よって エホバに 連なろ 

[7]  たみ  ほろ  い 

う』。 6 わたしの 民は 滅びう せる 生き 
物の 群れと なった。 その 羊飼いた ちが 
彼らを さまよわせ たの だ。 山々 の 上で 
それらの 者は 彼らを 連れ去った。 彼ら 
は 山から 丘へ と 行った。 彼らは その 休 
み 場を 忘れて しまった。 7 彼らを 見い 
だす 者たち は 皆 これを 食い尽くし， 彼 
らに 敵対す る 者たち は 言った， 『我々 
が 罪科に 問われる ことは ない。 彼らが 
義の 住まいで ある エホバに， その 父祖 
たちの 望みで ある エホバに 対して 罪を 
おかした からだ』」。 

8 「バビロンから 逃げ去り， カル デ 
ア 人の 地から 出て 行け。 群れの 先頭に 
立つ 動物の ようになれ。  9 いまわた 
しは 北の 地から 犬い なる 国々 の 会衆を 
呼び起こし， バビロンに 攻め上らせ 

1〇 緩ら (游黻 に 高 かって 齡:て 

(t) 

をす るであろう。 彼女は そこから 攻め 
取られる であろう。 その 矢は 子供を 無 
き 者に する 力 ある 者の [矢] のよう であ 
り， その 者は 成果を 収めずに は 戻らな 

[夕）  かなら  ぶんど 

い。 10 そして， カルデアは 必ず 分捕 
り 物と なる。 これを 分捕り物 とする 者 
はみ な 満ち足りる であろう」 と， エホ 
バは お告げになる。 

11 「あなた 方は 歓び つづけた からだ。 
あなた 方は わたしの 相続 物を 略奪す る 
ときに 歓喜し つづけた から々。 あなた 
方は 柔らかい 草の 中の 若い 雌牛の よう 

まえあし  つづ ！ ナ）  おすう ま 

に 前足で かき 続け， 雄 馬の ようにい な 

[二 1  がた  はは 

なき 続けた。 12 あなた 方の 母は 大い 
に 恥を かいた。 あなた 方を 産んだ 女は 
失望した。 見よ， 彼# は 諸国 民の 中で 
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ホセ 3:5 
イイ ザ 53:6 


エレ 27:7 
ツ啓 17:16 
テ箴 17:5 
哀 1:21 


ニ エレ 5:8 
ヌ イザ 47:8 
ネ啓 17:5 
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啓 18:6 


最も 取る に 足りない 者で あり， 水の な 
い 荒野， また 砂漠 平原で あ 4。 13 エ 
ホバの 憤りの ために， そこに 住む 者は 
いなくな り， 彼女は 全体が 荒れ果てた 
所と なる。 バビロンの そばを 通る 者は 
驚いて 見つめ， そのす ベての 災厄の た 
めに 口笛を 吹く であろう。 

14 「すべて 弓を 踏む 者よ， あなた 方 
は 四方から バビロンに 向かって 陣立て 

[力）  い  W  や  お 

をせ よ。 これに 向かって 射よ。 矢を 惜 
しむな。 彼女は エホバに 対して 罪を お 

[ク J  しほう 

かした からで ある。 15 四方から これ 
に 向かって ときの 声を 上げよ。 彼女は 
その 手を 与え‘。 その 柱は 倒れた。 そ 
の 城壁は 打ち壊された。 それは エホバ 
の復 しゅう だからで ある。 あなた 方は 
彼女に 復 しゅうせ よ。 彼女が した 通り 
にこれ に 行なえ。 16 バビロンから， 
種を まく 者， 収穫の 時に 鎌を 扱う 者を 
断ち 滅ぼせ。 彼らは 虐待の 剣の ために 
各々 自分の 民の もとに 引き返し， 各々 
自分の 地に 逃げて 行く であろう。 

17 「イスラエルは 散らされた 羊。 ラ 
イオンが 追い散らす ことを した。 最初 
の 場合には アッ シリアの 王が これを む 
さ ぼり 食い， こ の 後の 場合には バビロン 
の 王 ネブカ ドレ ザルが その 骨を かじ っ 
た。 18 それゆえ， イスラエルの 神， 
万軍の エホバは このように 言われた。 
『わたしは， アッ シリアの 王に 注意を 向 
けたのと 同じように， いま バビロンの 
王と その 地に 注意を 向ける。 19 そし 
て， わたしは イスラエルを その 牧草地 

タ エレ 23:1; エレ 50:6; エゼ 34:5; マタ 9:36; チ エレ 2: 
15; ツ王 II  17:6; イザ 8:7; テ 王 n  25:1; 代 n  36:17; エレ 4: 
7; 卜 王!！ 19:35; イザ 14:25; ゼパ 2:13。 
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つ  もど [ァ】  M  ほろ  (7) 

に 連れ戻し， これは カルメルと パシャ 第5 〇 章 滅びの ために ささげよ。 彼女の ために 
ンで 必ず 草を 食う ことになる。 エフ ラ 7^6；;!S 残される 者が だれもい なくなる よう 

W  [才）  さんち  たましい み  エレ 23:3  W  かのじょ  わか  おうし  ぎゃくさつ 

イムと ギレアデの 山地で， その 魂は 満 ェレ33:7 に。 27 彼女の 若い 雄牛を みな 虐殺せ 

ミカ 2:12  [ゥ】  かれ  ば  くだ  M 

たされる であろう』」。  ィ よ。 彼らが ほふり 場に 下る ように。 彼 

20 「そして， その 日， その 時」 と， エ 111 3；!^ らは 災い だ！ 彼らの 日， 彼らに 注意 

つ  オ オバ 19  む  と, きき  闭 

ホバ はお 告げになる， 「イスラエルの ヵェレ3 3:15 の 向けられる 時が 来たから だ 0 

たず  もと  （キ }  キイ ザ 44:22  ち  に  もの  のが 

とがが 尋ね 求められ るが， それは ない ク ェレ3 1:34  28 「バビロンの 地から 逃げる 者と 逃 

っみ 【ク）  ケィ ザ 1:9  (j) 

であろう。 ユダの 罪が [尋ね 求められる 2^23 れる 者たち が， わたしたちの 裡 エホバ 

钟 -r 丨ノ  cn • 1  ふく  [キ）  しんでん 

が]， それ も 見いだ されないで あろう。 l^w：l の復 しゅうを， その 神殿の ための 復 しゅ 
わたしは 自分が 残す 者たち を 許す から ス ^レ5!:54 うを シオンで 語り 告げる 声が する。 

[ケ 1  セイ ザ 10:15  ゆみ  い  もの  ふ 

である」 0  、ノズ^)  29 「弓を 射る 者たち， 弓を 踏む すべ 

21 「メラ タイムの 地に 一 彼女と ぺ 夕 ての 者たち を バビロンに 向かって 召集 
コ ドの 住民と に 向かって 攻め上れ。 彼 チ： A 匕 せよ。 彼女に 向かって その 周囲に 陣営 
らに 虐殺と， 滅びの ために ささげる こ  |二18%3。 を 張れ。 逃げ延びる 者が あっては なら 
ととが 迫り 来る ように」 と， エホバは ッ ない。 彼女の 働きに したがって 返報せ 
お告げになる， 「すべて わたしが あな すべて 彼女の した 通りに， これに 

めい  とお  おこ  （シ）  ち  ト エレ 46:10  おこ  [シ） 

たに 命じた 通りに 行なえ 0  22 その 地 ナヱ レ5 1:12 行なえ 。彼女は エホバに 向かって， イ 

たたか  ほうかい  ー エレ 51:27  せい  かた 

に 戦いの 音が， そして 大 いなる 崩壊が スラ エルの 聖 なる 方に 向かって， せん 

W  ぜんち  ば  ネイ ザ 25:10 えつ  w 

ある。 23 ああ， 全地の かじ 場の ハン - 越な 行ないを したから である。 30 そ 

マーは 切り倒されて， 砕かれる の だ！  _  _.14.23 れ ゆえ， その 日， その 若者たち は 公共 
ああ， バビロンは 諸国 民の 中で ただの 広場で 倒れ， その 戦 人 もみな 沈黙 させ 
驚きの 的と なって しまった！  24 バビ iHgL られ る」 と， エホバは お告げになる。 

まえ  オ エレ 23:12  えつ W 

ロンよ， わたしは お前の ために わなを ェレ 他44  31 「見よ， せん 越さよ, わたしは あ 

しか  と  ヱ レ 51:52  せ  m  しゅけんしゃが  しゅ  ばんぐん 

仕掛けた ので， お前 もまた， 捕らえられ なた を 攻める」 と 主権者なる 主, 万軍 
た。 お前は [それを] 知らなかった。 お クミ レ9 11:11 の エホバは お告げになる， 「あなたの 
前は 見いだ されて， また， つかまえら 3?+fl3:19  0, わたしが あなたに 注意を 向けな け 

たい  ふる  サ詩 137:8  とき かなら  く 

れた 。お前は エホバに 対して 奮い立 っ 、土く  L1:56 れ ばなら ない 時が 必ず 来る。 32 そし 

w  ソ* 上6 し  えっ  かなら  たぉ t テ 1 

たからで ある。  ^S：6  T, せん 越さは 必ずつ まずいて 倒れ， 

25 「エホバは その 倉を 開かれた。 そ これを 立ち上がらせて くれる 者は だれ 

きゅうだん ぶき  [テ】  セイ ザ 13:18  [卜 1 

して， その 糾弾の 武器を 出される。 カ ヱ レ^2 シ もい ないで あろう。 そして， わたしは 
ルデア 人の 地に， fit 者なる 主， 万軍 ソゴ その 諸 都市に 火を 燃え上がらせ， それ 
の エホバの 業が あるから だ。 26 最も 夕^; ぶ :13 は 必ず その 周辺を ことごとく むさぼり 

とお ところ  かのじょ  ㈡  こくもつ  ダニ 4:30  く  W 

遠い 所から 彼女の 中に 入れ。 その 穀物 チェ レ5 1:25 食う」。 

ぐら ひら W  つ  かさ  もの  ツモ:1^46 :10  ばんぐん  い 

倉を 開け。 積み重ねる ことを する 者た テ： 33 万軍の エホバは このように 言わ 

(本}  ザー C.OQ  - 

ちの ように， 彼女を 積み上げ， これを 啓 18:2 ト ェレ 51:26; 啓 18:8; ナェ レ 21:14。 
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れ た。 「イスラエルの 子ら と ユダの 子 
らは 共に 虐げられ ており， 彼らを とり 
こに する 者たち は 皆， 彼らを 捕らえた。 
それらの 者は どう しても 彼らを 去らせ 
ようとは しなかった。 34 彼らを 買い 

もど  かた  つよ [ゥ）  ばんぐん 

戻す 方は 強く ， その 名を 万軍の エホバ 
という。 この 方は 必ず 彼らの 訴訟を 取 
り 上げ， こ の 地に 実際に 休息を 与えて， 
バビロンの 住民に 動揺を 引き起こされ 

(キ） 

るであろう」。 

35 「カルデア 人を 攻める 剣が ある」 
と， エホバは お告げになる， 「それは 

じゅうみん [ヶ）  きみ  [コ） 

バビロンの 住民と， その 君たち と， そ 
の 賢い 者たち とを 攻める。 36 無意味 
な 話を する 者たち を 攻める 剣が あり， 
彼らは 必ず 愚 かな 行動を する であろ 
う。 その 力 ある 者たち を 攻める 剣が あ 
り， 彼らは 実際に 恐れ おののく であろ 
う。 37 彼らの 馬と 戦車と その 中に い 
る 入り混じった 集団 すべてを 攻める 剣 
が あり， 彼ら は 必ず 女に なる であろう。 
その 財宝を 攻める 剣が あり， それらは 
実際に 強奪され るであろう。 38 彼女 
の 水の 上には 荒廃が あり， それは 必ず 
干上がる。 それは 彫像の 地で あり， 彼 
らは [自分た ちの] 怖ろ しい 幻の ために， 
気 違 L ヽ のよう な 行動を しつづけ るから 
である。 39 それゆえ， 水の ない 地域 
にせい 息す る ものたち は， 泣き わめく 
動物と 共に 住み， そこには 必ず だ ちょ 
うが 住む。 彼女は もはや 決して 住まわ 
れる こと も， 代々 にわ たって 宿る こと 

[ヌ） 

もない」。 

40 「裡が ソドムとゴモラ とその 近隣 
[の 町々] を 覆された ときの ように」 と， 


第二 欄 


セ エレ 49:19 


， イザ 41:25 
夕詩 89:6 
イザ 40:1 


エホバは お告げに なる， 「 人は だれも 
そこに 住まず， その 中に 人間の 子は だれ 
も 外国人と してと どまらないで あろう。 
41 「見よ， ひとつの 民が 北から 入っ 

く  こくみん [ィ） い だい 

て 来る。 大 いなる 国民と 偉大な 王た 
ちが 地の 最果てから 奮い立たされる。 
42 彼らは 弓と 投げ槍を とる。 彼らは 残 
虐 で， 憐れみを 示さないで あろう。 そ 
の 音は 騷ぎ 立つ 海の ようで あり， 彼ら 
は 馬に 乗る。 バビロンの 娘よ， [彼らは] 

たたか  じんだ 

戦いの ために ひとりの 人と なって 陣立 

せ  w 

てを し， あなたを 攻める。 

43 「バビロンの 王は 彼らに ついての 
知らせを 聞いた。 彼の 手は 垂れ下が っ 
た。 苦難が ある！ 子を 産む 女の よう 
に， 激しい 痛みが 彼を 捕らえた。 

44 「見よ， ヨルダン 沿いの 誇り 高き 

しげ  えいぞく  す  のぼ 

[茂み] から， 永続す る 住まいに [上って 

く  [ス） 

来る] ライオンの ように， だれかが 上っ 
て 来る。 しかし， わたしは 一瞬のう ち 
に その 者を そこから 逃げ去らせる。 そ 
して， わたしは 選ばれる 者を そこに 任 
命す るであろう。 なぜなら， だれが わ 
たしの ようであろう か。 だれが わたし 
に 挑戦す るであろう か。 だれが 今， わ 
た しの 前に 立ち 得る 牧者であろう か。 
45 それゆえ， 人々 よ， エホバが バビロ 

たい  1 テ! はか  ごと (卜）  9 

ン に対して 立てられた 計り 事と， カル 

じん  かんが 

デア 人に 対して 考え出された その 考え 
を 聞け。 確かに， 群れの 小さな 者たち 
は 引きずり 回される。 確かに， [神] は 
それらの 者 ゆえに その 住まいを 荒廃 さ 
せられる。 46 バビロンが 捕らえられ 


テ イザ 14:24; イザ 46:10; エレ 51:11; ト イザ 42:9; ナエ 
レ 1:10; ニ エレ 49:20; ヌ イザ 13:20; エレ 51:43。 


1277  バビロンは 突然 メディア 人の 前に 倒れる  エレミヤ 51:1—14 

た [ときの] 音で， 地は 必ず 激動 させら 第50 章 国民は 気が狂った ような 行動を し つづ 
れ ，諸国 民の 中で 叫び声が 聞かれる で け 4。 8 突然 バビロンは 倒れて， 砕か 

[ィ 】  [ィ）  がた かのじょ  な 

あろう」。  せ 5广 れ た。 あなた 方は 彼女の ために 泣き わ 

^  -| ェホバは このように 言われた。 ゥヱ レ 50:9 めけ。 彼女の 痛みの ために バルサムを 
「いまわた しは バビロンと レブ. 取れ。 もしかすると， 彼女は いやされ 

じゅうみん  たい  はめつ  き  オイ ザ 41:16 

カ マイの 住民と に対して， 破滅を 来た  ^ 15:7 るか もしれ ない」。 

す 風を 奮い立たせる。 2 わたしは バビ ヵ 9 「わたしたちは バビロンを いやし 
ロンに あおり 分ける 者たち を， すな わ 13；!s たであろう ものを。 だが， 彼女は いや 

かなら  ち  ェレ 50:30  がた  す 

ち これを 必ず あおり 分けて その 地を 人 ヶヱ レ5 Q:21 されなかった。 あなた 方は 彼女を 捨て 
のい ない 所に する 者たち を 遣わす。 彼 14、^ ぼよ。 わたしたちは 各々 自分の 地に 行 こ 
らは 災いの 日に 実際に 四方から これを 1 ザ94 ぷ21 う。 その 裁きは 天にまで も 達し， 雲の 

せ  [力）  エレ 46:28 

攻める 者と なる からで ある。  セ ェレ ie:is かかった 空にまで 上げられ たからで あ 

3 「弓を m む 者は 踏む ことを するな。 ソ 5レ18う:8 る。 1〇 ェホバは わたしたち のために 
また， だれも その 小 札 かたびらを 着け ?^9?26 義の 行ないを 持ち出された。 行って， 
て 身を 起こすな 0  ッ 詩94 :1  シオンで わたしたちの 独 ェホバの 業を 

「また， あなた 方は その 若者たち に 同 テ 3 〖だ〗 詳しく 話そう」。 

するな。 その 全軍を 滅びの ために さ ば  11 「矢を 磨け。 人々 よ， 円 盾を 満た 

W  かれ  かなら  二 啓 18:3  じん  れい 

さげよ 0  4 そして， 彼らは 必ず カル デ 啓 I9:2  せ。 ェホバは メディア 人の 王たち の 霊 

じん  ち  う  ころ  たお [コ）  -  ふる  お  丨サ）  かんが 

ア 人の 地で 打ち殺されて 倒れ， そのち 第- 欄 を 奮い起こされた。 その 考えは， バビ 

さ  とお  ⑼  む  （シ 1 

またで 刺し通される。  ァ ェレ25 :16  ロンに 向けられて いるから である。 こ 

('»  じぶん  ェレ 50:38  ほろ  おとしい 

5 「イスラェルと ユダは， 自分たち の ィ^:^^^ れを 滅びに 陥れる ためで ある。 それは 
拽 から， 万軍の ェホバから， やもめに  ェホバの 復 しゅう， その 神殿の ための 

W  啓 18:2  ( ス） 

されて はいない からで ある 。それらの ゥ ェレ48: 2〇 復 しゅう だからで ある。 12 バビロン 

もの  ち  せい  かた  啓 18:9  じょうへき  む  はた  かか  (t) 

者たち の 地は， イスラェルの 聖 なる 方 の 城壁に 向かって 旗 じる しを 掲げよ。 
の 見地からは 罪科に 満ちて いるからで 見張りを 強化せ よ。 見張りの 者たち を 

[tj  て レ 50.16  はいち  ま  ぶ  [夕）  そな 

ある 0  キ啓 is:5  ‘  配置せ よ 。待ち伏せ する 者たち を 備え 

に  綴： ク詩 37:6  かんが  お 

6 「バビロンの 中から 出て 逃げよ。 ミヵ7:9  よ。 ェホバは その 考えを 起こされ ただ 
各々 自分の 魂を 逃れさせよ。 そのと が ^nU36：224 けでは なく， バビロンの 住民に 対して 

せいめい  イザ 13:17  かた  じっこう  W 

のために 生命の ない ものと されて はな ィ ザ45: 1 語った ことを 実行され るからで ある」 0 

[チ）  ふく  とき シェレ 50:45  ゆた  す [ッ） ざいほう  と 

ら ない。 これは ェホバの 復 しゅうの 時 スェ^;、％28 13 「豊かな 水の 上に 住み， 財宝に 富 
だからで ある。 [迚] が これに 返す 仕 打 111  ^：；4 む 女よ， あなたの 終わりが， あなたの 営 

[テ）  Bk. 17*17  りかき [卜1  き [ナ）  ばんぐん 

ちが ある。 7 バビロンは ェホバの み 手 ミ 利の 限りが 来た。 14 万軍の ェホバは 

おうごん さかずき  （卜） かのじょ  ぜんち  啓 17:15  じぶん たましい  ちか  （二） 

にある 黄金の 杯であった。 彼女は 全地 ティ ザ45:3 ご 自分の 魂に かけて 誓った， 『わたし 

よ  （ナ）  しゅ  ェレ 50:37  み 

を 酔わせる のであった。 その ぶどう酒 卜， u18^27 は あなたを， いなごの ように， 人で 満た 

から 諸国 民は 飲んだ 0 それゆえに， 諸 ^  m 18^19 ニ ェレ 49:13; ァモ 6:8; ヘプ 6:13。 
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す。 彼らは あなたに 向かって 必ず 大声 第5 1 章  くびき [の 動物] を 打ち砕き， あなたに 
を 出して 叫ぶ であろう』。 15  [裡] は そ ホ6 1:15 よって 総督と 代理 支配者を 打ち砕く。 
の 力に よって 地を 造った 方， その 知恵 ^^1：1〇：15  24 そして， わたしは バビロンと カル デ 
によって 産出 的な 地を 堅く 立てた 方， ？ ザ14 46 ふ 8 アの 全住民と に， 彼らが あなた 方の 目 

りかい  M  は  の  エレ 10:12  まえ  おか  あく 

その 理解に よって 天を 張り 伸ばした 方 使徒14:15 の 前， シオンで 犯した そのす ベての 悪 

[キ）  こえ  エ詩 104:24  むく  (7)  つ 

である。 16  [独] は [その] 声に よって 蔑3:19  に 報いる」 と， エホバは お告げになる 0 
天に 水の 騒ぎを 与え， 地の果てから 蒸  ^  96:10  25 「破滅を 来たす 山よ， いまわた し 

き  のぼ  [0)  すいもん 力 詩 136:5  せ  （ゥ 1  つ 

気を 上らせる。 [初は 雨の ために 水門 キ^^  は あなたを 攻める」 と， エホバは お告 
鱗を も S ら れん そして， ご I 券の »  け、 になる， 「■を i ぼす 肇 i1。 ゎた 

かぜ  ク持 135.7  む  の 

から 風を 出される。 17 すべての 人は ヶヱレ しは あなたに 向かって 手を 伸ばし， あ 
知る ことがない ほど 道理に 反する 桌る サィ ザ m なた を大 岩から 転がしの け， 焼き 尽く 

ま  （コ）  きんぞく さいく にん ちょう  シコ 18:4  m 

舞いを した 0 すべての 金属 細工 人は 彫 ス詩 1版17 された 山と する」 0 
刻 像の ために 恥を かくであろう。 その ハバ 2:19  26 「そして， 人々 が 隅の ための 石 や， 

铸 像は 偽りで あり， そのうちに 霊は な ヱ レ14 f 基の ための 石を あなたから 取る ことは 

W  ソ イザ 41:29  (力）  さ だ  ときいた 

いからで ある。 18 それらは むなしい タェ レ io:i5 ない 。あなたは 定めの ない 時に 至る ま 

(セ）  ぐろう  わざ  (V)  ちゅうい ナ詩 1 り: 5  あ  は  ところ  （冬） 

もの， 愚弄の 業で ある。 それらは 注意 ッ ュレ33:2 で 荒れ果てた 所と なる からで ある」 と， 

む  とき ほろ  [夕）  ロマ 9:20  つ 

を 向けられる 時， 滅びう せる ので ある 0 テ*32 エホバは お告げになる。 

19 「ヤコブの 受け 分は そのような も トィ ザ47:4  27 「人々 よ， その 地に 旗 じる しを 掲 

(チ）  かたち ナイ ザ 13:3  [ク） しょこく みん  つのぶえ  ふ  な 

のでは ない。 それは すべての ものを 尨 ニ ヱ レ5 G:37 げ よ。 諸国 民の 中で 角笛を 吹き 鳴らせ。 
造った 方， 実に その 相続 物の 杖 だから これに 対して 諸国 民を 神聖な ものと せ 

I テ）  ばんぐん  —  [ヶ 1  (コ 1 

である。 その 方の 名は 万軍の エホバで ァョブ 34:11 よ。 これに 対して アララト， ミニ およ 

IH  詩 137:8  [サ 1  おうこく しょうし ■♦う 

ある。  ガ ラ6:7  びア シュケ ナズの 王国を 召集せ よ 。こ 

ぼう  イゼカ 4:/  ちょうへいかん にんめい  ごうもう 

20 「あなたは わたしに とって こん 棒 ゥ ェレ5 o:3i れ に対して 徴兵 官を 任命せ よ。 剛毛の 

たたか  ぶき  エ エレ 25:9  うま トン） のぼ  こ 

であり， 戦いの 武器の ような もので あ  ^  H  =  あるい なごの ように， 馬を 上って 来さ 

I ナ）  かなら  くにぐに 才啓 8:8  たい  しょこく みん 

る。 わたしは あなたに よって 必ず 国々 啓18:9  せよ。 28 これに 対して 諸国 民， メディ 

たみ  う  くだ  カエレ 50:13  w  そうとく  だいり 

の 民を 打ち砕き， あなたに よっても ろ キチ レ5 〇:4〇 アの 王たち， その 総督と すべての 代理 

おうこく  ほろ  おとしい  ® 18:2a  しはいしゃ  おのおの  とうち か  ぜんど 

もろの 王国を 滅びに 陥れる。 21 また， クィ ザ は2 支配者， および 各々 の 統治 下の 全土を 

うま  の  う  •レ 5a.12  しんせい  ち 

あなたに よって 馬と その 乗り手を 打ち ヶヱ レ22:7 神聖な ものと せよ。 29 そして， 地は 

くだ  せんしゃ  コ創 8:4  げきどう  はげ  いた  お ぼ  （セ） 

砕き， あなたに よって 戦車と その 乗り  ヱ レ50:41 激動し， 激しい 痛みを 覚えよ。 エホバ 

(~)  サ創 10:3  かんが  す  もの 

手を 打ち砕く。 22 また， あなたに よっ  ^ 1:6  の 考えは， バビロンの 地を 住む 者の い 
て 男と 女を 打ち砕き， あなたに よって スィ ザ ない 驚きの 的と する ため， バビロンに 
老人と 少年を 打ち砕き， あなたに よっ 向かって 立った からで ある。 

て 若者と 処女を 打ち砕く。  23 また， ソ：ぼ g  30 「バビロンの 力 ある 者たち は 戦う 
あなたに よって 羊飼いと その 群れを 打  xl：  5?；4〇 ことを やめた。 彼らは 強固な 場所に 座 
ち 砕き， あなたに よって 農夫と その 一 りつ づけた。 その 力強 さは 枯れた。 彼 
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らは 女に なっ /L その 住居は 火を つけ 
られ た。 そのかん ぬきは 砕かれた。 

そうしゃ はし  べつ  あ 

31 「走者は 走って 別の 走者に 会い， 
報告す る 者は [走って] 別の 報告す る 者 
に 会い， バビロンの 王に 報告す る。 彼 
の 都市は 隅々 で 攻め 取られ， 32 渡り 

ば  うば  と  { 才） かれ  ふね 

場 も 奪い取られ， 彼らは パピルスの 舟 
を 火で 焼き， 戦 人たち も 動揺 させられ 

[力） 

た， と」。 

33 イスラエルの#， 万軍の エホバは 
このように 言われた。 「バビ ロ ンの娘 

だっこく ば  W  いま  ふ  かた 

は 脱穀 場の よう だ。 今は これを 踏み 固 

とき  す こ  かのじょ 

める 時で ある。 もう 少しす ると， 彼女 
のために 収穫の 時が 必ず 来る」。 

34 「バビロンの 王ネブ カド レ ザルは 
わたしを 食い尽く した。 彼は わたしを 
混乱に 投げ込んだ。 彼は わたしを 空の 
器と して 置いた。 彼は 大きな へびの よ 
うに わたしを 呑み込んだ。 その 腹を わ 
たしの 快い もので 満たした。 わたしを 
すすぎ 落とした。  35 『わたしと わた 
しの 体 [と] に 加えられた 暴虐が バビロ 
ンに 臨む ように！』 と， シオンに 住む 
女は 言う であろう。 『そして， わたし 
の 血が カ ルデアの 住民たち に 臨む よう 

_  [シ I 

に！』 と， エルサレムは 言う であろう」。 

36 それゆえ， エホバは このように 
言われた。 「いまわた しは あなたの 訴 
訟を 取り上げ， あなたの ために 必ず 復 
しゅうを 遂げる であろう。 そして， わ 
たしは 彼女^の 海を 干上がらせ， その 井 
戸を 枯らす。 37 そして， バビロンは 
必ず 石の 山， ジャッカルの 巣 穴， 驚き 
の 的， [人々 が 見て] 口笛を 吹く ものと 
なり， 住む 人 もい なくなる。 38 彼ら 


はみ な 共に， たてが みのある 若い ライ 
オンの ように ほえる。 彼らは 必ず ライ 
オンの 子の ようにうな るであろう」。 

39 「彼らが 熱せられる とき， わたし 
は その 宴会を 設け， 彼らを 酔わせて， 歓 
喜させる。 彼らは 必ず 定めな く 続く 眠 
りに 入り， それから 覚める ことは ない」 
と， エホバは お告げになる。 40 「わた 
しは 彼らを， ほふり 場に 向かう 雄の 羊 
のように， 雄 やぎと 共に 雄 羊の ように 
下らせる」。 

41 「ああ， シエ シャ クは 攻め 取ら 
れ た！ 全地の 賛美は 捕らえられ るの 
だ！ バビロ ンは 諸国 民の 中で ただの 

おどろ  まと  : うみ 

驚きの 的と なって しまった！  42 海が 
バビロンの 上に 上って 来た。 これは そ 
の おびただしい 波に 覆われた。 43 そ 
の 諸 都市は 驚き の 的， 水な き 地， 砂漠 平 
原と なった。 土地と して， それらの 中 
に 人は だれも 住まず， 人間の 子は だれ 
も そこを 通らない。 44 そして， わた 
しは バビロンで ベルに 注意を 向け， こ 
れが 呑み込ん だものを その 口から 出さ 
せる。 そして， 諸国 民が これに 流れ込 
むことは もうない。 また， バビロンの 
城壁 も 必ず 倒れる。 

45 「わたしの 民よ， 彼女の 中から 出 
て， 各々 その 魂を エホバの 燃える 怒り 
から 逃れさせよ。 46 さもなければ， あ 
なた 方の 心は 弱くな り， あなた 方は そ 
の 地で 聞かれる 知らせの ために 恐れる 
であろう。 そして 一年のう ちに， 実際 
に 知らせが 来て， その後もう 一年のう 

ソ詩 90:11; イザ 13:13; 夕創 19:17; エレ 51:6; ゼカ 2:7; 
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ちに， 地に 知らせと 暴虐が あり， 支配者 
が 支配者に 敵す る。 47 それゆえ， 見 
よ， 日が やって来て， わたしは バビロ 
ンの 彫像に 注意を 向ける であろう。 そ 
の 全地は 恥を かき， その 打ち殺された 
者たち は 皆 その 中で 倒れる。 

48 「そして， バビロンの ことで， 天と 
地と その 中の すべての ものは 必ず 喜び 
叫ぶ であろう。 北から これに 向かって 
奪略を 行なう 者たち が 来る からで ある」 
と， エホバは お告げになる。 49 「バビ 
ロンは， イスラエルの 打ち殺された 者 
たちが 倒れる いわれだった だけでは な 
く， その バビロンで， 全地の 打ち殺さ 
れた 者たち は 倒れた の だ。 

つるぎ のが  もの  すす  ゆ 

50 「剣を 逃れた 者たち よ， 進んで 行 
け。 立ち止まるな。 遠くから エホバを 
覚えよ。 エルサレムが あなた 方の 心に 

のぼ  く  M 

上って 来る よう に」。 

51 「わたしたちは 恥を かいた。 そし 
りを 聞いた からだ。 辱めが わたしたち 
の 顔を 覆った。 よそ 者が エホバの 家の 
聖 なる 場所に 向か っ て 来たから だ」。 

52 「それゆえ， 見よ， 日が やって来 
る」 と， エホバは お告げになる， 「わ 
たしは その 彫像に 注意を 向け， 刺し通 
さ れた 者は その 全地の 至る所で うめく 

(V) 

であろう」。 

53 「たとえ バビロンが 天に 昇ろうと 
も， たとえ その 強さの 高みを 近寄り 難 
いものに しようと も， わたしの もと か 
ら 奪略を 行なう 者たち が 彼女の ところ 
に 行く であろう」 と， エホバは お告げ 
になる。 

54 「聴け， バビロンから 叫びが， 力 


ア エレ 50:22 
ィ啓 18:22 
ウ ェゼ 26:3 


ルデア 人の 地から 大 いなる 崩壊が あ 
る。 55 エホバが バビロンを 奪略して 
おられ， その 中から 必ず その 大声を 絶 
ち 滅ぼされ るからで ある。 彼らの 波は 
大水の ように 騒ぎ 立つ。 彼らの 声の ざ 
わめきが 必ず 上がる。 56 奪略を 行な 
う 者が 必ず 彼女を ，バビロン を 襲い， そ 
の 力 ある 者たち は 必ず 捕らえられ るか 
ら である。 彼らの 弓は 必ず 打ち砕かれ 
る。 エホバは 返報す る裡 だからで ある。 
[初は 必ず 返報す るであろう。 57 そ 
して， わたしは その 君たち や ' 賢者， 総 
督， 代理 支配者， 力 ある 者たち を 酔わ 
せる。 彼らは 必ず 定めな く 続く 眠りに 
入り， それから 覚める ことは ない」 と， 
その 名を 万軍の エホバと いう 王は お告 
げにな ぶ。 

58 万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 「バビロンの 城壁は， 広い とは 
いえ， 必ず 破壊され， その 門は， 高い 
とはいえ， 火で 燃え立たされる。 そし 
て， もろもろの 民は ただいた ずらに， 国 
たみは ただ 火の ために 労さなければ な 
ら なくなる。 彼らは 自分を 疲れ果てさ 
せる だけで ある」。 

59 マフ セ ヤの子 ネリ ヤの子 セラヤ 
が， ユダの ゼデ キヤと 共に， [ゼ デキ 
ヤ] が 王であった 第 四 年に バビロ ンへ 
行った とき， 預言者 エレミヤが 彼に 命 
じた 言葉。 セラヤは 補給 係の 長で あっ 
た。  60 そして， エレミヤは， バビロ 
ンに 臨む すべての 災い， バビロンに 対 
して 記さ れ たこ れら すべての 言葉を 一 
つの 書に 書き記して いった。 61 その 
上， エレミヤは セラヤに 言った， 「あな 
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たは バビロンへ 行って， [それを] 見た 
ら すぐに， これらの 言葉を ことごとく 
読み上げなければ なりません。 62 そ 
して 言わなければ なりません， 『エホ 
パよ， あなた ご 自身が この 場所に 対し 
て 語られました。 それは これを 断ち 滅 
ぼし， その 中に 住む 者が， 人 も 家畜 さ 
え もい なくなり， これが 定めの ない 時 
に 至る までた だの 荒れ果てた 所と なる 
ためです』。 63 そして この 書を 読み 
終えたら， あなたは これに 石を 結びつ 
け， ユー フラ テスの 中に 投げ入れ なけ 
れば なりません。 64 そして 言わな け 
れ ばな りません， 『このように バビロ 
ンは 沈んで 行き， わたしが これに もた 
らす 災いの ために， それは 決して 起き 
上がる ことは ない。 彼らは 必ず 白 分を 
疲れ果てさせる であろう』」。 

ここ ま でが エレ ミ ヤの 言葉で ある。 

ゼデ キヤは 治め はじめた とき， 

二十 一 齧#, エルサレムで 十一 
年間 治めた。 そして， 彼の 母の 名は ハ 
ム タルと いい， リ ブナの エレミヤの 娘 
であった。 2 そして 彼は， すべて エホ 
ヤ キムが 行なった ように， エホバの 目 
に 悪い ことを 行ない 続けた。 3 エル サ 
レムと ユダで これが 生じた のは， エホ 
バの 怒りに よる もので， ついに [裡] は 
み 顔の 前 か ら 彼ら を 投げ捨て られ たか 
ら であった。 そして， ゼデ キヤは バビ 
ロンの 王に 逆らうよう になった。 4 つ 
いに， 彼が 王であった 第 九 年， 第 十の 
月， その 月の 十日に， バビロンの 王ネ 
ブカ ドレ ザルは， 彼と その 全軍 勢は， エ 
ルザ レムに 攻めて 来て これに 向かって 
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じんえい  は  しゅうい  こう 

陣営を 張り， これに 向かって 周囲に 攻 

い へき  きず  (7) 

囲 壁を 築き はじめた ので ある。  5 こ 
うして， 都市は ゼデ キヤ 王の 第 十一 年 

いた  ほうい  [ィ） 

に 至る まで 包囲され る ことと なった。 

だい  か (ゥ 1  し 

6 第 四の 月， その 月の 九日， 市の 中 

き  ち  たみ 

では 飢きん も ひどくな り， この 地の 民 

W 

のた めの パンは なくなった。  7 つい 
に 都は 破られ， 戦 人は みな 夜のう ちに 

に  [力）  その かたわ  じゅう 

逃げは じめ， 王の 園の 傍らに ある 二重 
の 城壁の 間の 門の 道を 通っ て 市から 出 

ゆ  W  いっぽう 

て 行く ようになった。 一方， カルデア 

じん  かこ  かれ 

人は この 市を 囲んで いた。 彼らは アラ 

I ク）  すす  い 

パの 道を 通って 進んで 行った。 8 それ 

じん  ぐんぜい  あと  お 

で， カルデア 人の 軍勢は 王の 跡を 追っ 

ゆ （ヶ）  さ ばくへ いげん 

て 行き， エリコの 砂漠 平原で ゼデ キヤ 

N  かれ 

に 追いついた。 彼の 軍勢は みな 彼の そ 

ち  （サ）  かれ 

ばから 散って いた。  9 そこで 彼らは 

と  [シ）  ち  （ス 1 

王を 捕らえ， ハマ トの 地の リブラに い 

つ  のぼ  （セ） 

る バビロ ンの 王のと こ ろへ 連れ 上った。 
[王] が 彼に 司法 上の 決定を 下す ためで 

(V) 

あった。 10 そして， バビロンの 王は 
ゼデ キヤの 子ら を その 目の前で 打ち殺 

(夕）  きみ 

し， また， ユダの すべての 君たち を も 
リブラで 打ち殺した。 11 そして ゼデ 

もうもく  【ツ）  のち 

キヤの 目を 盲目に し， その後， バビロ 
ンの 王は 彼に 銅の 足 かせを 掛けて バビ 

つ  ゆ （テ）  し  いた 

ロンに 連れて行き， その 死の 日に 至る 
ま で 彼を 拘禁 所に 入れた。 

だい  か 

12 そして， 第五の 月， その 月の 十日， 
すなわち バビロンの 王， ネブ カド レ ザ 

だい  ねん [卜 1 

ル 王の 第 十九 年 [に]， バビロンの 王の 

まえ  ごえい ちょう  [ナ） 

前に 立つ 護衛の 長ネ ブザラ ダンが エル 
サ レムに 入って 来た。 13 そして， 彼 

いえ ㈡ 

は エホバの 家と 王の 家と エルサレムの 

二王 I  9:8; 王 n  25:9; 代 n  7:21; 代 n  36:19; 詩 74:8; 詩 79: 
1; エレ 26:18; 哀 2:7; エゼ 24:21。 
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すべての 家を 焼いた。 大 いなる 家を す 

m 

ベて 火で 焼いた ので ある。 14 また， 
護衛の 長 と共にいた カルデア 人の 全軍 

ぜい  しゅうい  じょう 

勢は， エルサレムの 周囲の すべての 城 
壁を 取り壊した。 

15 そして， 護衛の 長 ネブザ ラ ダンは， 

たみ  たちば  ひく  もの  いちぶ  し 

民の 中の 立場の 低い 者たち の 一部， 市 

のこ  W 

に 残されて いた 残りの 民， バビロンの 
王に 投じた 脱走 者たち， 優れた 職人の 
残りの 者たち を 流刑に 処 した。 16 た 
だし， 護衛の 長 ネブザ ラ ダンは， この 
地の 立場の 低い 者たち の 一部を ぶどう 

さいばい しゃ  きょうせいろう どうしゃ  のこ  [力） 

栽培 者 や 強制労働 者と して 残 した。 

17 また， カルデア 人は， エホバの 家 

どう  はしら! キ）  はこ  だ U ク） 

の ものであった 銅の 柱と， 運び 台と， 
エホバの 家に あった 銅の 海を 粉々 に 砕 
いて， その 銅を みな バビロンへ 運んで 
行った。 18 また， 缶， シャベル， 明 
かり M  H1:，： ぉょび ■する 

もち  どう  き ぐ  うば 

ために 用いた すべての 銅の器 具を 奪っ 
た。 19 また， 護衛の 長は 純粋の 金で 

すいばん [夕） ひと  ざら はち [チ） かん しょくだいが 

できた 水盤， 火 取り皿， 鉢， 缶， 燭台， 

さかずき  ぎん [テ） 

杯， 鉢， および 純粋の 銀で できた もの 
を 奪った。  20 そして， ソロモン 王が 
エホバの 家の ために 造っ た 二 本の 柱， 
一つの 海， [その 海の] 下に ある 十二の 
銅の 雄牛， 運び 台。 それら一 このす 
ベての 器物 一 の 銅の 重さは [量 られ] 

[ノ） 

な かった。 

はしら  かん  おのおの 

21 そして 柱に 関しては， 各々 の 柱 

たか  （ハ）  かこ 

の 高さは 十八 キュビ トで， これを 囲む 
のに 十ニ キュビ トの 糸が 要り， その 厚 

ゆびは ば  ちゅうくう 

さは 四 指 幅 あり， 中空に なって いた。 
22 そして， その上の 柱頭は 銅で できて 
おり， 一つの 柱頭の 高さは 五 キュビ ト 


であった。 柱頭の 上の， 周囲の 網 細工 
とざく ろに ついては， その 全体が 銅で 

ばんめ  はしら 

できて おり， 二番目の 柱に も， これら 
と 全く 同様の ものが あり， ざくろ もま 
たそうであった。  23 そして， ざくろ 
は 側面に 九十 六 個 あり， 周りの 網 細工 
の 上に ざくろ は 全部で 百 個 あった。 

24 その上， 護衛の 長は 祭司 長 セラ 
ヤと 次位の 祭司 ゼパ ニヤと 入口を 守る 
者 三人を 捕らえ， 25 戦 人の 事務官で 
あった 廷臣 一人と， 市内で 見つけられ 
た， 王に 接する ことができる 者たち の 
うちの 七 人と， この 地の 民を 召集す る 
者で ある， 軍の 長の 書記官 と， 市の 中で 
見つけられ たこの 地の 民のう ち 六十 人 
を 市から 捕らえて 行った。  26 こうし 
て， 護衛の 長 ネブザ ラ ダンは これらの 
者を 捕らえて， リブラに いる バビロン 
の 王のと ころへ 連れて行った。 27 そ 
して， バビロンの 王は ハマ トの 地の リ 
ブラで これらの 者を 討ち 倒し， 彼らを 
殺した。 こうして， ユダは その 土地 か 
ら 流刑の 身と なって 去って 行った。 

28 これらは ネブ カド レ ザルが 流刑に 
処 した 民で ある。 第 七 年に， 三千 二十 三 
人の ユダヤ人。 

29 ネブ カド レ ザルの 第 十八 年に， 
エルサレムから 八 百 三十 二人の 魂で 
あった。 

30 ネブカ ドレ ザルの 第二 十三 年に， 

ごえい ちょう  じん  るけい 

護衛の 長ネ ブザラ ダンは ユダヤ人を 流 
に処 した。 七 百 四十 五 人の 魂であった。 
その 魂は 全部で 四千 六 百 人であった。 
31 ついに， ユダの 王エ ホヤ キンの 
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流刑の 三十 七 年 目， 第 十二の 月， その 
月の 二十 五日に なって， バビロンの 王 
エ ビル •メロ ダクは， 自分が 王と なっ 
た その 年に， ユダの 王エ ホヤ キンの 頭 
を 上げ， 彼を 獄屋から 出した。 32 そ 
して， 彼と 良い ことを 語りは じめ， そ 
の 座を 彼と 共に バビロン にいた [他の] 


第52 章 王たち の 座よりも 高く する ようにな っ 
7@j4Q:2() た。  33 こうして， 彼は 獄衣を 脱ぎ， 

'  いっしょう あいだ  [ゥ）  まえ 

第二 欄 その 一生の 間い つも [王] の 前で パンを 
ァ 王11  25:28 食べん。 34 そして， 彼の 支給 量に つ 

イ創 41:14  し  いっしょう 

ゥ 莉25ぼ いては， その 死ぬ 日まで， その 一生の 

あいだ  ひび  ぶん 

ヱ サ n9:i3  間， 支給 量が 日々 の 分と していつ もバ 

王12 :7  、あた  W 

才王 n  25:30 ビロン の 王 か ら 与え られた 0 


哀歌 


ゞ [アーレ フ] 

| ああ， 民で あふれて いた この 都市 
1  が， ただ 独りで 座す る ことに 
なろうと (I  ! 

諸国 民の 間で 人口の 多かった 
者が， やもめの ようになろう 
と (I! 

もろもろ の 管轄 地域の 中で 王妃 
であった 者が， 強制労働に 服 
する 身に なろうと は！ 

コ [ベート] 

2 驗は奏 蓮し 餐 しぐ 驗 その 

ほほを 伝わる。 

そのす ベての 愛人の 中に ，彼女を 慰 
めて くれる 者は だれもい ない。 
彼女 自 身の 友が 皆， 彼女を 不実な 
仕方で 扱った。 彼ら^: 彼女に 
とって 敵と なった の だ。 

〕 [ギメ ル] 

3 ユダは 苦悩 ゆえに， 多くの 苦役 ゆえ 
に 流刑の 身と なった。 

彼女は 諸国 民の 中に 住まな けれ 
ばな ら なくなった。 休み場を 
見いだ さなか っ たので ある。 
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コイ ザ 30:3 
サ申 30:7 


シ レビ 26:33 
王 n  24:14 


ス申 28:64 
エレ 24:9 
哀 2:9 


第二 欄 


ア哀 4:19 
ィ哀 2:6 
ホセ 2:11 


彼女を 迫害す る 者は 皆， 苦しい 状 
況 にある 彼女に 追いついた。 

*1 [ダーレ ト] 

4 シオンの 道は 嘆き悲しんで いる。 そ 
の 祭りに 来る 者が だれもい な 

K) 

いからで ある。 

その 門は みな 荒れ果て， その 祭司 
たちは 溜め息を ついている。 
その 処女たち は 悲しみに 打たれ， 

みず か  くる  いだ 

[シオン] 自ら も 苦しみを 抱い 
ている。 

n  [へ一] 

5 その 敵対 者たち が 頭と なった。 そ 
の 敵で ある 者たち には 何の 煩 

(キ） 

いもない。 

エホバ ご自 身が 彼女に ，その おび 
ただしい 違犯の ゆえに 悲嘆を 
もたらされ たので， 

彼女の 子供たち は 捕らわれの 身 
とな っ て 敵対 者の 前を 歩いた。 
1 [ヮーウ] 

6 そして， シオンの 娘からは そのす ベ 
ての 光輝が 出て 行く。 

その 君たち は， 牧草地を 見つ 
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けられなかった 雄 鹿の ように 

17) 

なった。 

そして 追う 者の 前を 力なく 歩き 
つづけ €。 

U ザイン] 

7 エルサレムは その 苦悩の 日， 家の な 
い 民の [日に]， 

昔の 日から あった 自分の すべて 
の 望ま しい ものを 思い出した。 
その 民が 敵対 者の 手に 陥り ，彼产 
に 助ける 者が いなかった と i, 
敵対 者たち は 彼女を 見た。 彼ら 
は その 倒壊を 笑った。 

n [へ-卜] 

8 エルサレムは あからさまな 罪を 犯 
した。 それゆえに， 彼女は ただ 
の 憎悪すべき ものと なった。 
彼女に 誉れを 与えて いた 者たち 
は 皆， 彼女を 安っぽい ものと し 
て 扱った。 その 裸を 見た からで 
ある 0 

彼女 自身 もまた， 溜め息を ついて 
お その 背を 向ける。 

[テート] 

9 彼女の 汚れは そのす そに ある。 彼 
女は g 分の 将来を 思い起こさ 

i シ 1 

なかった。 

そ して 驚嘆すべき 仕方で 下って 
行く。 彼女には 慰めて くれる 
者が いない。 

エホバよ ，わた しの 苦悩を 見て く 
ださい。 敵が 大い に 高ぶった 

IV] 

からです。 

■'[ヨー ド] 

10 敵対 者は 彼女の 望ま しい ものす ベて 
に 向かって 手を 伸ばし ま した。 


第 1 章 

7 イザ 5:13 


イ エレ 46:15 


ケ エレ 13:22 
エレ 13:26 
エゼ 16:37 
エゼ 23:29 
ホセ 2:10 


ダニ 1:2 


第二 欄 


力哀 2:13 
ダニ 9:12 

キエ レ 51:45 


彼女は その 聖 なる 所に 入って 来 
た 諸国の 民を 見た からです。 

それは， あなたが， ご 自分に 属す 
る 会衆に 入って はならない と 
お命じに なっ た 者たち です。 

D [カフ] 

11 彼女の 民は 皆， 溜め息を ついてい ま 
す。 彼らは パンを 捜し求めて 
ぃまず。 

彼らは 魂を さわやかに しようと 
して， 食べ物を 得る ために 自分 
の 望ま しい ものを 与え ま した。 

エホバよ， ご覧く ださい。 よく 見 
てくだ さい。 わたしは 価値の 
ない 女の ようになって しま っ 
たからです。 

ラ [ラー メ ド] 

12 道を 通って 行く すべての 人よ， それ 
は あなた 方に とって 何でもな 
いこと なのか。 注目 して 見る 

がょふ 

わたしに 激しく 加えられ たこの 
痛みに 比べられる 痛みが ある 
だろ ぅぶ。 

エホバは それに よって， その 燃え 
る 怒りの 日に 悲嘆を 生じさせ 
られ た。 

D  [メ  ーム] 

13  [裡] は 高みから わたしの 骨の 中に 
火を 送り込まれた。 そして 各々 
を 淀え られ る。 

[裡] はわた しの 足を 捕らえる た 
めに 網を 張られた。 [裡] はわ 
たしを 後ろ向きに させられた。 

mi はわた しを 荒れ果てた 女と 
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慰めて くれる 者は いない 


された。 わたしは 一日 じゅう 
病んで いる。 

U ヌーン] 

14  [迚] はわた しの 違犯に 対して 油断 
なく 気を 配られた。 そのみ 手の 
中で それらは 互いに 絡み合う。 
それらは わたしの 首に 上った。 わ 
た しの 力は つまずいた。 
エホバは わたしを， わたしが 立ち 
向かう ことので きない 者たち 
の 手に 渡さ れ た。 

D [サーメ ク] 

15 エホバは わたしの 中から， わたしの 
，笳 S たちを み— て 
られ た。 

[#] は， わた しの 若者た ちを 打ち 
砕く ため， わたしに 敵して 集会 
を 召集され た。 

エホバは， ユダの 処女なる 娘の 
ぶどう 搾り 場を 踏まれ /L 
ジ [アイン] 

16 これらの ことのた めに， わたしは 女 
のように 泣いて いる。 わたし 
の 目， わたしの 目 から 水が 流れ 
xr£o 

慰めて くれる 者が， わたしの 魂 
を さわやかに して くれる 者が， 
わた しから 遠く離れて しま っ 
たからで ある。 

わたしの 子ら は 荒れ果てた 者と 

け） てき  たか 

な っ た。 敵が 大い に 高ぶった 

('» 

からで ある。 

2  [ペー] 

17 シオンは その 手を 伸べ た。 彼女に 
は 慰めて くれる 者が いない。 
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才王 II  24:14 
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キエ レ 14:17 
ク イザ 63:3 
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啓 14:19 
啓 19:15 


エレ 13:17 
エレ 14:17 
哀 2:18 
サエ レ 9:21 
エレ 31:15 
シ詩 137:3 
エレ 50:29 
ス イザ 1:15 
エレ 4:31 
セ イザ 51:18 
エレ 30:14 
哀 1:9 


第二 欄 


ァ申 28:49 
王!！  24:2 
王 n  25:1 
ィ哀 1:8 
エゼ 36:17 
ゥ申 32:4 
ネへ 9:33 
ダニ 9:7 


詩 107:11 
イザ 1:2 


才申 28:32 


カエレ 30:14 


ク哀 1:11 


哀 2:11 


コ詩 13:2 
詩 25:17 


サ申 9:23 


哀歌 1:14  一  21 

エホバは ヤコブに 関して， 敵対 者 
と して その 周りに いるすべ て 
の 者に 命令を 出された。 
エルサレムは 彼らの 中に あって 
憎悪すべき ものと なった。 

2 [ッァ ー デ ー] 

18 エホバは 義に かなって おられる。 そ 
のみ 口に 向かって わた しは 反 

ぎゃく  W 

逆した からで ある。 

さあ， すべての 民よ， あなた 方は 
聴け。 わたしの 痛みを 見よ。 
わたしの 処女 も 若者たち も， 捕 

ら われの 身と なって 行って し 

m 

まった。 

I， [コーフ] 

19 わたしは わたしを 熱烈に 愛して く 
れる 者たち を 呼んだ。 その 彼 
ら がわた しを だま したの だ。 
わたしの 祭司 も 老人たち も， 都の 
中で 息 絶えた。 

魂 を さわやかに する ために， 自 

ぶん  た  もの  さが  もと 

分の ために 食べ物を 捜し求め 
ねばなら なか っ たと きに。 

1 [レー シュ] 

20 エホバよ， ご覧く ださい。 わたしは 
rr に f っ てぃる からです。 
わたしの はらわたは 沸き返 っ 
てい まぜ。 

わたしの 冗、 はわた しのうち で 覆 
され ま した。 わたしは 甚だし 
く 反抗的だった からです。 
外では 剣が 子を 奪い ま した。 家 
の 中では 死と 同じです。 

以 [シーン] 

21 人々 はわた しが 女の ように 溜め息 


及 歌 1 : 22 — 2:6 


敵は 歓喜す る。 エホバは 敵の ようになった 
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をつ いている のを 聞きました。 
わた しには 慰めて く れる 者が 
だれもい ません。 

わたしの 敵は 皆， わたしの 災い 
について 聞き ま した。 彼らは 
歓喜し ました。 あなたが [それ 
を] 行なわれた からです。 

あなたは ご 自分の ふれ 告げた 
日を 必ず もたらされます。 彼 
ら がわた しのよう になる ため 

(力） 

n [ター ゥ] 

22 彼らの すべての 悪が あなたの み 前 
に 来ます ように。 彼らを 厳し 
く 扱って ください。 

わた しのす ベての 違犯 ゆえに， あ 
なた がわた しを 厳しく 扱われ 
たように。 

わたしの 溜め息は 多く， わたしの 
心は 病んで い るから です。 

N [アーレ フ] 

2 ああ， エホバが 怒りに よって シオ 
ンの 娘を 曇らせる とは！  i 
[拽] は イスラエルの 美し さを 天 
から 地に 投げ落とされた。 
そして， み 怒りの 日に その 足 台 
を 思い起こされなかった。 

3 [ベ— 卜] 

2 エホバは 呑み 尽くし， ヤコブの ど 
の 住まいに も 同情を 示されな 

(V) 

かった。 

憤怒の うちに， ユ ダの 娘の 防備の 
施さ れた 場所を 打ち壊された。 
[独] は 地に 触れさせ， 王国と その 
君たち を 汚された。 


第 1 章 


第 2 章 


サ哀 3:44 


第二 欄 


7 ヨブ 16:15 


52:13 


〕 [ギメ ル] 

3  [裡] は 怒りに 燃えて イスラエルの 

すべての 角を 切り倒された。 
敵の 前から その 右手を 引き戻さ 

K) 

れ た。 

そ して ヤコブの 中で， 周囲を むさ 
ぼり 食っ た 燃え立つ 火の よう 
に 燃え つづけられる。 

*1 [ダー レ ト] 

4  [裡] は 敵の ように ご 自分の 弓を 踏 

まれた。 その 右手は 構えた， 
敵対 者の ように。 また， 目に 望まし 
I ヽ 者を すべて 殺 して ゆかれた。 
シオンの 娘の 天幕の 中に， その 激 
しい 怒りを まるで 火の ように 
注ぎ 出された。 

m へ—] 

5 エホバは 敵の ようになられた。 イ 
スラ エルを 呑み込まれた。 
そのす ベての 住ま いの 塔を 呑み 
込み， その 防備の 施された 4 清 
を 滅びに 陥れられた。 

そして， ユ ダの 娘の うちに 悲しみ 
と 嘆きを あふれさせられる。 

1 [ワーウ] 

6 そして， ご 自分の 仮小屋を 園の 中に 
ある ものの ように 暴虐な 仕方 
で 扱われる。 ご 自分の 祭りを 
滅びに 陥れられた。 

エホバは シオンで 祭り と 安息日 
を 忘れさせて， 

その 怒りの 糾弾のう ちに， 王に も 
祭司に も 敬意を 示されない。 


ソ 代!！  36:19; 詩 78:60: イザ 63:18; イザ 64:11; 夕詩 80:12; 
詩 89:40; イザ 1:8; チ哀 1:4; ホセ 2:11; ゼパ 3:18; ツヨ 
ブ 34:19; エレ 52:24;  ロマ 2:11。 
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祭壇は 捨て去られる。 シオンの 崩壊 


哀歌 2：7—14 


T [ザイン] 

7 エホバは その 祭壇を 捨て去られ 

た。 その 聖 なる 所を 押しの け 

【ィ） 

られ た。 

その 住まいの 塔の 城壁を 敵の 手 
に 引き渡された。 

彼らは エホバの 家の 中で, 祭りの 
日の ように 声を 出した。 

n  [へ一卜] 

8 エホバは シオンの 娘の 城壁を 滅び 
に 陥れようと お考えに なった。 
[姓] は 測り 綱を 張り 伸ばされた。 
呑み 尽くす ことから その 手を 
引き戻されなかった。 

そして， 塁壁と 城壁を 嘆き悲しま 
せる。 それらは 共に 衰え果てた。 
13 [テート] 

9 その 門は 地に めり 込んだ。 [迚] は 
そのかん ぬきを 打ち壊し， 粉々 
に 砕かれた。 

その 王と 君たち は 諸国 民の 中に 
いる。 律法 もない。 

その 預言者た ち もまた， エホバ か 
ら 幻を 得なかった。 

1 [ヨー ド] 

10 シオンの 娘の 年長者た ちは 地に 座 
し， [そこで] 沈黙を 守る。 
彼らは 自分の 頭に 塵を 掛けた。 彼 
らは 粗布を まとった。 
エルサレムの 処女たち は 頭を 地 
につけ/ i1。 

〕 [ヵフ] 

11 わたしの 目は 全き 涙のう ちに その 
終わりに 至った。 わたしのは 
ら わたは 沸き返る。 


わたしの 肝は 地に 注ぎ 出され 
た。 わたしの 民の 娘の 崩壊 ゆ 

k) 

/!_  に 0 

町の 公共 広場で 子供 や 乳飲み子 
が 気を 失う からで ある。 

ラ [ラー メ ド] 

12 母親に 向かって 彼らは 言いつ づけ 
た， 「穀物 や ぶどう酒は どこに 
あるので すか」 i。 

彼らが， 市の 公共 広場で 打ち殺さ 
れる 者の ように 気を 失う から 
である。 

彼らの 魂が 母親の 懐 に 注ぎ 出さ 
れ るからで ある。 

D  [メ  — ム] 

13 エルサレムの 娘よ， わたしは 何の 証 
人と して あなたを 用いよう か。 
何を あなたに 例えよう か。 

シオ ンの 処女な る 娘よ， わたしは 
何を あなたに たぐえ て， あなた 
を 慰めよう か， 

あなたの 崩壊は 海の よう に 大き 
いから だ。 だれが あなたに い 
やしを 施せよう か。 

3 [ヌーン] 

14 あなたの 預言者た ちは， あなたの た 

かち  ふ まんぞく 

めに 価値の ない 不満足な こと 
を 幻で 見た。 

そして， あなたの 捕囚を 引き戻 そ 
うと あなたの とがを あらわに 
する ことは しなかった。 
かえって， あなたの ため に 価値の 
ない， [人を] 惑わす 宣告を 幻で 
見つ づけた。 


哀歌 2:15—22 


諸国の 民は 驚いて 見つめる 
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a [サーメ ク] 

15 道路を 通って 行く 者は 皆， あなたに 
向かって 手を たたいた。 

彼らは エルザ レムの 娘に 向かって 
口笛を 吹き， 頭を 振って， [言 
いつ づけた，] 

うつく  きわ  ぜんち 

「これが， 『美し さの 極み， 全地 
の 歓喜』 と 人々 の 言って いた 
都市な のか」。 

D  [ペー] 

16 あなたの 敵は 皆， あなたに 向かって 
あ  [才） 

口を 開けた。 

彼らは 口笛を 吹き， "fe がみ し つづ 
けた。 彼らは 言った， 「我々 は 
[彼#] を 呑み込む の だ。 

これ こそ 我々 の 待ち望ん でいた 日 

だ。 我々 は 見いだ した！ 我々 

(ケ） 

は 見た！」 

U [アイン] 

17 エホバは ご 自分の 思って いた こと 
を 行なわれた。 ご 自分の 言っ 
たこと を， 

昔の 時代 か ら 命じた ことを 成し 
遂げられた。 [姓] は 打ち壊し， 
同情を 示されなかった。 
そして， あなたの こと で 敵を 歓ば 

(セ）  てき 

せられる。 [禋] は あなたの 敵 
対 者たち の 角を 高く された。 

2 [ッァ ー デー] 

18 シオンの 娘の 城壁よ， 彼らの 心は 

む  さけ  w 

エホバに 向かって 叫んだ。 

涙を 昼も夜も 奔流 ように 下ら 
せよ。 

み  む かんかく 

あなたの 身を 無感覚に させて はな 
ら ない。 あなたの 目の 瞳が 静か 
にして いる ことのない ように。 


19 立ち上がれ！ 夜の 間， 朝の 見張り 
の 始まりに めそめそと 泣け。 
あなたの 心を エホバの み 顔の 前 
に 水の ように 注ぎ 出せ。 
あなたの 子供たち の 魂の ゆえに， 
あなたの たなごころを [迚] に 
向かって 上げよ。 

彼らは すべての 街頭で 飢きんの 
ために 気を 失っ ている か らで 


20 エホバよ， ご覧く ださい。 あなたが 
このように 厳しく 扱われた 者 
をよ く 見て ください。 

女が 自分の 実を， 五体 そろって 生 
まれて き た 子供を 食べつ づける 

(キ） 

ことがあって よいで しょ うか。 
また， エホ ノ  くの 聖 なる 所で 祭司 や 
預言者が 殺される ことがあ っ 
てよ いでしょう か。 

以 [シーン] 

21 少年 も 老人 も， ちまたの 地に 横たわ 
り まし# )0 

わたしの 処女 や 若者たち も 剣に 
よって 倒れ ま した。 

あなたは その 怒りの 日に [彼らを] 
殺され ま した。 あなたは [彼ら 
を] ほふり， 同 It を 示され ませ 

(t) 

ん でした。 

n [ター ウ] 

22 祭りの 日の ように， あなたは わたし 
の 周囲の 外人 居留地を 呼び出 
され ま した。 
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1289  逃げ延びる 者は いない。 

そして， エホバの 憤りの 日には， 
逃げ延びる 者 も， 生き残る 者 も 

(7) 

いません でした。 

わたしが 五体の そろった 者と し 
て 生み出 し， 育て上げた 者たち 

を， わた しの 敵が 滅ぼし 絶やし 

[ィ） 

ま した。 

N [アーレ フ] 

3 わたしは [迚] の 憤怒の 杖 ゆえに 苦 
悩を 見た 強健な 者で ある。 

2  [迚] はこの わたしを 導いて， 光では 
なく， 闇の 中を 歩ませられる。 

3 まことに， [裡] はこの わたしに 向 
かって 一日 じゅう， 繰り返しみ 
手を 向けられる。 

] [ベー ト] 

4  [迚] はわた しの 肉と 皮を やせ 衰え 
させられた。 わたしの 骨を 砕 
かれた。 

5  [迚] はわた しに 敵して 建てる こと 
をされ た。 毒草と 辛苦で [わた 
しを] 取り巻く ために。 

6  [裡] は， わたしを 久しく 死んだ 者た 
ちの ように 暗い 場所に 座らせ 
られ た。 

〕 [ギメ ル] 

7  [初は， わたしが 出て 行けない よう 
に， 石 壁で [囲む] ように わたし 
を 囲まれた。 [裡] はわた しの 
銅の かせを 重く された。 

8 また， わたしが 援助を 呼び 求め， 助 
けを 叫び 求める とき， [裡] は 実 
際に わたしの 祈りを 阻まれる 
ので ある。 

9  [神] は 切り石で わたしの 道を 囲ま 


死を もたらす 矢  哀歌 3：1—19 

れ た。 わたしの 通り道を ねじ 
曲げられた。 

1 [ダー レ ト] 

10 わたしに とって， [#] は 待ち伏せす 
る 熊， 隠れ場所 にいる ラ イオ 
ン のよう だ。 

11 [迚] はわた しの 道を 乱して， わたし 
を 休閑地に させられる。 わた 
しを 荒れ果てた 者と された。 

12  [裡] は その 弓を 踏んで， わたしを 矢 
の 的と される。 

n [へ-] 

13  [裡] は その 矢筒の 子ら を わたしの 
腎臓に 入り込ませた。 

14 わたしは， わたしに 敵す るすべ ての 
民の 笑い物と なり， 一日 じゅう 
彼らの 歌の 主題と なった。 

15  [裡] はわた しに 苦い 物を たっぷり 
と 与えられた。 わたしを 苦よ 
もぎで 飽き 足らせられた。 

1 [ワーウ] 

16 そして， 砂利で わたしの 歯を 砕かれ 
る。 灰の 中に わたしを すくま 

(t) 

せられた。 

17 あなたは また， 捨て去る こと もな さ 
るので， わた しの 魂に 平安は あ 
りません。 わたしは 何が 良い 
こ とかを 忘れて しまい ま した。 
18 それで わたしは 言いつ づけます， 「わ 
た しの 卓越 性と， エホバからの 

き たい  ほろ  [夕） 

わたしの 期待は 滅びう せた」 と。 
T [ザイン] 

にが 


. .  __ .うたい W 

19 わたしの 苦悩と 家の ない 状態， 

どくそう [ツ） おも  お 

よもぎと 毒草を 思い起こして 


ください 
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20 あなため 魂は 必ず 恵 L 、趋 こして くだ 
さり ，わた しの 上に かがみます。 
21 これを わたしは 心に 思い返します。 
それゆえに， わたしは 待つ 態度 
を 示す のです。 

n [へ ート] 

22 わたしたちが 終わりに 至らな かっ 
たのは， エホバの 愛 ある 親切の 
行為です。 その 憐れみは 決し 
て 終わりに 至る ことが ないか 
らで t。 

23 それは 朝 ごとに 新しくなります。 あ 
なた の 忠実 さ は 豊かです。 

24 「エホバは わたしの 受け 分です」 と， 
わたし 0 魂は 言いました， 「そ 
れ ゆえに， わたしは [W を 待つ 
態度を 示す のです」。 

D [テート] 

25 エホバは， ご 自分を 待ち望む 者， ご 
自分を 求める 魂に 善良で あっ 
てくだ さる。 

26 黙って エホバの 救いを 待つ のは 良 
いこと である。 

27 強健な 者に とって 若い 時に くびき 
を 負う のは 良い ことで ある。 

’ [ヨー ド] 

28 その 人は 独りで 座して， 沈黙して い 
るが よい。 [迚] がその 上に [何 
かを] 負わせ られ たからで ある。 
29 その 人は 口を 塵の 中に 入れる がよ 

い。 あるいは 望みが あるか も 

[卜） 

しれない。 

30 その 人は 自分を 打つ 者に ほほを 与 
えよ。 その 人は 十分 そしりを 
受ける がよ い。 
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ウ王 n 13:23 
詩 13:5 
詩 78:38 
詩 103:9 
詩 103:11 
詩 106:45 


エレ 31:20 


2 [ヵフ! 

さ だ  とき  いた 

31 定めの ない 時に 至る まで， エホバは 
捨て去 っ ては 置かれな いから 

[ァ） 

である。 

32 悲嘆を 生じさせられ たが， その 豊か 
な 愛 ある 親切に したがって， 必 

ず 憐れみを も 示して くださる 

[〇] 

からで ある。 

33 心から 人の子ら を 苦しめられ たの 
でもな く， また， 悲しませられ 
るので もない からで ある。 

ラ [ラー メ ド] 

34 地の すべての 捕らわれ人を 足の 下 

に餚 くこぶ1， 

35 強健な 者の 裁きを 至 _ 者の み 顔の 
前から そらす こ i， 

36 人を その 訴訟に おいて 曲げさせる 

ことを， エホバが 黙視され たこ 

[〇] 

とはない。 

D  [メー ム] 

37 では， エホバが 命じられなかった 
[のに] 何 かが 起こる と， だれが 

い  W 

言った であろう か。 

38 至高 者の 口から， 悪い 事柄と 善い こ 
ととが 出て 行く ことは ない。 

39 生きて いる 人， 強健な 人は， その 罪 
の ゆえに， どう して 不平を 述べ 
立てる ことな どで きよう か。 

〕 [ヌーン] 

40 ぜひ わたしたちの 道を 探り出し， 探究 

[ス）  かえ  〔セ] 

し ，ぜひ エホバの もと に 帰ろう。 
41 天に おられる 裡に 向かって， たなご 

エ イザ 55:7; エレ 7:31; エレ 18:8; エゼ 33:11; ヘプ 12:10; 
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ザ 55:7; ホセ 6:1; ヨエ 2:13; ヤコ 4:8。 
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神は 祈りを 阻み， 近づく ことを 許さない 


哀歌 3:42—60 


ころと 共に， わたしたちの 心を 
も もたげよう。 

42 「わたしたちは 違犯を おかし， 反逆 
の 振る舞いを しま した。 あな 
たは 許す ことを なさい ません 
でし#。 

D [サーメ ク] 

43 あなたは 近づく ものを 怒りを もっ 
て 阻まれました。 そして わた 
したち を 追い つづけられます。 
あなたは 殺して， 同情を 示され 
ませんで した。 

44 あなたは ご 自分に 近づく ものを 雲 
塊を もって 阻み， 祈りが 通って 
行けない ようにされ ました。 

45 あなたは わたしたちを もろもろの 
民の 中で， ただの かす， また 残 
り くずと されます」。 

D [ペー] 

46 わたしたちの 敵は 皆， わたしたちに 
向かって 口を 開けた。 

47 怖れと くぼみが わたしたちの もの 
となった。 荒廃と 崩壊が。 

48 わたしの 民の 娘の 崩壊 ゆえに， わた 
しの 目 からは 水の 流れが 下っ 

ゆ [ス） 

て 行く。 

ジ [アイン] 

49 わたしの 目は 注ぎ 出されて， とどま 
る ことがない。 そのために 休 
みがない。 

50 エホバが 天から 見下ろ し， ご覧に な 
るまで (I。 

51 わたしの 目は， わたしの 都市の すべ 
ての 娘の ゆえに， わたしの 魂 
を 厳しく 扱った。 
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ツァー デー] 

てき  りゆう  (7) とり 

52 わたしの 敵は， 理由 もない のに， 鳥 
を 探し 求める ように 断固と し 
てわたしを 狩り立てた。 

53 彼らは わたしの 命を 坑の 中で 沈黙 さ 
せ ，わた しに 石を 投げつ づけた。 

あたま  W 

54 水が わたしの 頭の 上に あふれた。 わ 
たしは 言った， 「わたしは 必ず 
断ち 滅ぼされる！」 と。 

p [コーフ] 

55 エホバよ， わたしは 非常に 深い 坑か 
ら あなたの み 名を 呼ばわり ま 
し；^。 

56 あなたは わたしの 声を 聞いて くだ 

[キ） 

さ ら なければ なりません。 わ 
たしの 安らぎに 対して， 助けを 
求める わたしの 叫びに 対して， 
あなたの 耳を 隠さないで くだ 
さい。 

57 わたしが あなたを 呼びつ づけた 日 

ちか 

に， あなた は 近づいて ください 

(ヶ）  おそ 

ました。 あなたは， 「恐れて は 

い  （コ） 

ならない」 と言われました。 

一！ [レー シュ] 

たましい ろん 

58 エホバよ， あなたは わたしの 魂の 論 
争を 取り上げられ ま した。 あ 

いのち  か  もど 

なた はわた しの 命を 買い戻さ 

(シ1 

れま した。 

59 エホバよ， あなたは わたしに なされ 
た T 当な ことを ご覧に なり ま 
した。 どうか， わたしの ために 
裁きを 行なって ください。 

60 あなたは 彼らの すべての 復 しゅう 

サ詩 7:8; 詩 35:1; 詩 69:18; エレ 11:20; エレ 51:36; シ詩 
71:23; エレ 50:34; スエ レ 15:10; セサ I  25:39; 詩 9:4; 詩 
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食糧不足  1292 

わた しの 民の 娘は， 荒野の だ ちょ 
うのよう に 残酷になる。 

[ダーレ ト] 

4 乳飲み子の 舌は 渴 きのた めに 上 あ 
ごに くっついた。 

子供たち が パンを 求めた。 彼ら 
に [それを] 分配す る 者は だれ 

もぃ なじ 。 

n  [へ—] 

5 快い ものを 食べて いた 者たち が， ち 
またで 驚がくに 襲われた。 

緋 [の 衣] で 育てられ ていた 者た 
ちが， 灰の 山を 抱かなければ な 

I ク） 

ら なかった。 

*1 [ヮーウ] 

6 わたしの 民の 娘のと が [に 対す 
る 処罰] はまた， ソ ドムの 罪 
[に対する 処罰] より も 大きく 

uio 

[ソ ドム] は 一瞬の ことのよ うに 
覆 され， これに [助けの] 手は 
向けられなかった。 
u ザイン] 

7 その ナジ ル 人は 雪よりも 浄く ，乳よ 
り も 白かった。 

事実， 彼らは さんごよりも 赤み が 
かって おり， そのつ やは サフ ァ 
イア のよう であった。 

n [へ-卜] 

8 彼らの 容 ぼうは 黒 さその ものより 
も 暗く なった。 彼らは ちまた 
でも 見分けが つかな く なった。 
彼らの 皮膚は 骨の 上で しなびた。 
それは 木の ように 乾いた。 


哀歌 3：61—4：8 

を， 彼らの わたしに 対する すべ 
ての 考えを ご覧に なりました。 
以 [スイ ーン] または [シーン] 

61 エホバよ， あなたは 彼らの そしり 
を， わたしに 敵す る 彼らの すべ 
ての 考えを 聞かれ ま した。 

62 わたしに 向かって 立ち上がる 者たち 
の 唇と， 彼らが 一日 じゅう わ 
たしに 敵して ささやく ことを。 
63 彼らが 座る のと 彼らが 立つ のを， ど 
うか 見て ください。 わたしは 
彼らの 歌の 題な のです。 
n [ター ウ] 

64 エホバよ， あなたは 彼らに その 手の 業 
に したがっ て 仕 返 しを されます。 
65 あなたは 彼らに 心、 の 不遜 さを， あなた 
の のろいを 彼らに 与えられます。 
66 あなたは 怒りを もって 追い， エホバ 
の 天の下から 彼らを 滅ぼし 尽 
くされ ま' 

N [アー レフ] 

A ああ， 輝く 金が， 純良の 金が くす 
^ むとは！ 

ああ， 聖 なる 石が すべての 街頭 
に 注ぎ 出される とは！ 

] [ベ-卜] 

2 シオンの 貴重な 子ら， 精錬され た 金 
と 釣り合わせて 量られた その 

碧たち， 

ああ， 彼らが， 陶器 師の 手の 業で 
ある 土の 大が めの ようにみ な 
されて しまう とは！ 

〕 [ギメ ル] 

3 ジャッカル さえ 乳房を 差し出した。 
その子ら に 乳を 飲ませた。 
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シオンが 攻囲され た 時の 苦しい 状況 


哀歌 4:9—18 


Q  [テート] 

9 剣で 打ち殺された 者たち の ほうが， 
飢きんに よって 打ち殺された 
者たち よりも ましであった。 
囲いの ない 畑の 産物が 不足す る 
ため， 彼らは 刺し通され， やつ 
れ 果て るからで ある。 

’ [ヨー ド] 

10 同情心の 豊かな 女たち の その 手が， 
自分 g 身の 子供たち を 煮た の 

[ゥ J 

である。 

それらは わたしの 民の 娘の 崩壊 
のとき， 人に 対する 慰めの パン 
のよう な ものと なった。 

〕 [力， 3 

11 エホバは その 激しい 怒りを 遂げら 
れ た。 その 燃える 怒りを 注ぎ 
出された。 

そして シオンに 火を 燃え上がら 
せ， [火] は その 基を 食い尽くす。 
ラ [ラー メ ド] 

12 地の 王たち も， 産出 的な 地に 住む す 
ベての 者たち も 信じなかった。 
敵対 者と 敵が エルザ レムの 門の 
中に 入って 来ようと は。 

D  [メー ム] 

13 その 預言者た ちの 罪， その 祭司たち 
のとが ゆえに， 

彼女の 中には 義 なる 者の 血を 注 
ぎ 出す 者たち がいた。 

3 [ヌーン] 

14 彼らは 盲人の ようにち またを さま 

w  ち  けが  m 

よった。 彼らは 血に 汚れた。 
そのため， だれも 彼らの 衣に 触れ 
る ことができない。 
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[申 28:57 
イザ 49:15 
哀 3:48 


り レビ 26:28 
エレ 7:20 
f  申 32:22 
王 D  25:9 


EI  9:8 
ケ王 D  25:10 
エレ 52:13 
コ エレ 5:31 
エレ 6:13 
エレ 14:14 
エレ 23:11 
哀 2:14 
ミカ 3:11 


《3:4 
/  26: 


使徒 7:52 
シ イザ 59:10 
ゼパ 1:17 
I  申 28:28 
イザ 56:10 
マタ 15:14 
セ 民 35:3 


〇 [サーメ ク] 

15 「向こうへ 行け！  汚れて いる！」 
と， 人々 は 彼らに 呼ば わった。 
「向こうへ 行け！ 向こうへ 行 
け！ 触れるな！」 

彼らは 家の ない 者と なった から 

[ゥ） 

である。 また， 彼らは さまよ っ 
た。 人々 は 諸国 民の 中で 言っ 

ふたた がいこくじん 

た， 「彼らが 再び 外国人と して 
とどまる ことは ない。 

Q  [ペー] 

16 エホバの み 顔は 彼らを 離散 させた。 
[迚] が 再び 彼らを 顧みられる 
ことは ない。 

人々 は 祭司に 対して さえ 疾 して 
思いやりを 示さないで あろう。 
老人に 対しても 決して 恵みを 
示さないで あろう」。 
y  [ァイン 3 

17 わたしたちが まだ [生きて] いるう 
ちに， わた したち の 目 はわた し 
たちへの 援助を むなしく 待ち 

こ  (3) 

焦がれる。 

わた したち は 見回して いたと き， 
救いを もたらす ことので きな 
い 国民を 仰ぎみ たの だ。 

2 [ッァ ー デ-] 

18 彼らは わたしたちの 歩みを つけね 
らっ たので， わた したち の 公共 
広場を 歩く ことは できない。 
わたしたちの 終わりは 近づいた。 
わたしたちの 日数は 満ちた。 わ 
たしたち の 終わり が 来たから 
である。 


哀歌 4:19 一 5:12  捕囚の 身を 嘆き悲しむ  1294 


P [コーフ] 

19 わたしたちを 追う 者たち は 天の 鷲 
よりも 速かった。 

彼らは 山々 の 上で， わたしたちの 
跡を 激しく 追った。 彼らは 荒野 
で わた したち を 待ち伏せ した。 

レー シユ] 

20 わたしたちの 鼻孔の 息た る もの， エ 
ホ パの 油 そそがれた 者が 彼らの 
大き な坑の 中で 捕 ら えられた。 

「わた したち は 諸国 民の 中に 
あって 彼の 陰の もとで 生きる 
の だ」 と， わたしたちが 言っ 
た その 者が。 

以 [スイ ーン] 

21 エドムの 娘よ， 歓喜し， 歓 A。 あ 
なた はウ ツの 地に 住んで いる 
の だから。 

あなたに も 杯が 回って 来る。 あ 
なた は 酔って， 自分 ¢1 裸を 見せ 
るであろう。 

n [ター ゥ] 

22 シオンの 娘よ， あなたの とがは 終わ 
りに 至った。 [裡] が 再び あな 
たを 流刑に 処 して 連れて行く 
ことは ない。 

エ ドムの 娘よ， [裡] は あなたのと 
がに 注意を 向けられた。 あな 
たの 罪を あらわに された。 

^ エホバよ， わたしたちに 起こった こ 

U  とを 思い出して ください。 ど 
うか， ご覧に なって， わたした 
ちの そしりを 見て ください。 

2 わたしたちの 世襲 所有地は よそ 者 
に， わたしたちの 家は 異国の 者 
たちに 引き渡され ま した。 
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ア申 28:49 
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3 わたしたちは 父の ないた だの 孤児 
となりました。 わたしたちの 
母は やもめの ようです。 

4 わたしたちは 金を 払って 自分たち 
の 水を 飲まなければ ならな く 
なり ま した。 わたし たちのた 
きぎは 代価と 引き換えに 来る 
のです。 

5 わたしたちは 首まで 追い詰められ 
ました。 わたしたちは 疲れ 果 
てました。 わたしたちの ため 
に 休みは 残されませんでした。 

6 わたしたちは エジプトに 手を 与え 
ま した。 アッシ リアに も。 パ 
ンに 満腹し ようとして。 

7 わたしたちの 父祖たち が 罪を おか 
した 者な のです。 彼らは もう 
いません。 一方 わたしたちは， 
彼らのと がを 負わなければ な 
ら なくなりました。 

8 単なる 僕たちが わたしたちを 支配 
しま した。 彼らの 手から わた 
したち を 引き離して くれる 者 
はいません。 

9 わたしたちは， 荒野の 剣の ゆえに， 魂 
を かけて パンを 持って来ます。 

10 わたしたちの 皮膚 も， 飢えの 苦しみ 
のために 炉 のよう に 熱くな り 
まし#。 

11 彼らは シオンの 妻たち を， ユダの 諸 都 
市の 処女たち を 卑しめ ま した。 

12 君たち さえ 手に よってつ るされ ま 

ク代 n  28:16; ホセ 5:13; ホセ 7:11; ホセ 9:3; ホセ 12:1; 

ケ エレ 16:12; エレ 31:29; エゼ 18:2; コ出 20:5; エレ 14: 

20; ゼカ 1:5; サ申 28:43; 厳 30:22; イザ 3:4; シ ゼカ 11: 

6; スエ レ 52:6; エゼ 4:10; セ 王 n  25:3; ヨブ 30:30; 哀 4: 

8; ソ申 28:30; ゼカ 14:2。 
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ア エレ 39:6 
イ イザ 47:6 

エレ 6:11 

哀 4:16 
ウ裁 16:21 
エ出 1:11 
才申 16:18 


ヨシ 20:4 


ク ヨブ 19:9 
詩 7:5 
詩 89:39 
ケ箴 14:34 
イザ 3:9 
イザ 59:12 


サ申 28:65 


ヨブ 17:7 
詩 6:7 
イザ 59:10 
哀 2:11 
シ レビ 26:43 

エレ 26:18 

ス イザ 32:14 
エレ 9:11 


第二 欄 


苦境の 時 

した。 ^ 人の 顔 も 尊ばれ ませ 
ん でした。 

13 若者で さえ 手 臼を 持ち上げ， ほんの 
少年が まきの 下で つまずき ま 
し/^ 

14 老人は 門から 絶え， 若者は その 器楽 
から [絶え] ました。 

15 わたしたちの 心の 歓喜は 絶え まし 
た。 わたしたちの 踊りは， ただ 
の 嘆きに 変えられ ま した。 

16 わたしたちの 頭の 冠は 落ちました。 
わたしたちは 今や 災いです！ 
わたしたちは 罪を おかした か 
らで 4。 

17 そのために， わたしたちの 心は 病ん 
でしまい ま した。 これらの こ 
とのた めに， わたしの 目 はかす 
みまし;^1。 

18 荒廃 させられた シオンの 山の ためです。 
きつねが その上を 歩き ま した。 


哀歌 5:13 —エ セキ エル 1：5 

19 エホバよ， あなたは 定めの ない 
時に 至る まで 座して おられ ま 
す。 あなたの み 座は 代々 に 至 
り ま'^ 

20 あなたは どうして わたしたちを 永 
久に お忘れに なり， 長い 日々 に 
わたって わたしたちを 捨てら 
れ るので すか。 

21 エホバよ， わたしたちを ご 自身の も 
とに 連れ戻して ください。 そ 
うすれば， わたしたちは 進んで 
帰ります。 昔の ように， わたし 
たちのた めに 新しい 日を もた 
らして くださ 

22 しかし， あなたは 断固と して わたし 
たちを 退けられ ま した。 あな 
たは わた したち に対して 大い 
に 憤られ ま した。 


才申 4:30; 詩 80:3; 詩 85:4; エレ 31:18; エレ 32:37; 力 : 
レ 33:13; キ詩 44:9; ク申 28:15; 詩 60:1; エレ 31:37。 
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-I さて， 第三 十 年， 第 四の [月]， そ 
1 の 月の 五 [日]， わたしが ケ バル 川 
の ほとり で 流刑の 民の 中に いたと きの 
ことで あるが， 天が 開け， わたしは 神 
の 幻 を 見る ようになった。 2 その 月 
の 五 [日]， すなわち エ ホヤ キン 王の 流 
刑の 五 年 目 [に]， 3 カルデア 人の 地， 
ケ バル 川の ほとりで， エホバの 言葉が 
祭司 ブジの 子 エゼキエルに 特に 臨み， 

その 地で エホバの み 手が 彼の 上に 置か 

[ケ） 

れ た。 


第 1 章 

P  詩 137:1 
ェゼ 3:15 
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4 そして， わたしが 見 はじめる と， 
見よ， 大 暴風が， 大きな 雲 塊と 震え 動 
く 火が 北 か ら 進んで 来る とこ ろで あっ 
た。 その 周囲には 輝きが あり， その 中， 
その 火の 中から， こはく 金の ように 見 
える ものが 現われた。 5 また， その 中 
から 四つの 生き物の ような ものが 現わ 
れ た。 彼らは このように 映った。 すな 
わち， その 姿は 地の 人の ようであった。 


第二 欄  ア王 I 19:11; イ詩 97:2; ウ出 19:18; 
17; エ エゼ 8:2; オ エゼ 10:9; 啓 4:6。 
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6 そして [各々] 四つの 顔が あり， 彼ら 
は [各々] 四つの 翼を 持って いた。 7 ま 
た， 彼らの 足は まっすぐ な 足で ，その 足 
の 裏は 子牛の 足の裏の ようで あ 磨 
き 上げた 銅の きらめき による かの よう 
に 輝いて いた。 8 また， 彼らの 四方の 
翼の 下には 人の 手が あり， その 四つの 
ものには 顔と 翼が あった。  9 彼らの 
翼は 互いに 連なって いた。 彼らは 行く 
とき， 回らずに 各々 まっすぐに 前進す 
るので あった。 

10 そして， その 顔の 有様に ついてい 
え ば， その 四つの ものには 人の 顔が あ 
り ，右には ライオンの 顔が あり， その 四 
つの ものには 左に 雄牛の 顔が あり， そ 
の 四つの ものには また， 鷲の 顔が あっ 
ナ こ。 11 彼らの 顔は そのよう であった。 
そして， 彼らの 翼は 上に 向かって 広 
がって いた。 各々 [の 翼] 二つは 互いに 
連なって おり， 二つは 体を 覆って いた。 

12 そして， 彼らは 各々 まっすぐに 
前進す るので あった。 どこへ でも 霊の 
行こうと する 所へ 行く のであった。 彼 
らは 行く とき， 回らなかった。 13 ま 
た， その 生き物の 姿は といえば， 彼ら 
の 外見は 燃える 炭火の ようであった。 
たいまつ のように 見える ものが 生き物 
の 間を 行き来し ており， その 火は 明る 
く， その 火の 中から 稲妻が 出て いた。 
14 そして それらの 生き物に ついては， 
稲妻の ように 出たり 戻ったり する こと 
がぁっ 

15 わたしが それらの 生き物を 見て 
いると， 何と， 見よ， 地の 上に， それ 
らの 生き物の そばに， 各々 の 四つの 顔 
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6:2 


サ箴 14:4 


シ啓 4:7 


セ 詩 18:10 


第二 欄 


ク エゼ 10:16 


の 傍らに， 一つの 輪が あった。 16 そ 
の 輪の 外見と 作りは， 貴かん らん 石の 
きらめきの ようで あり， その 四つの も 
のは 一つの 姿を していた。 そして その 
外見と 作りは， 輪の 中に 輪が あるとき 
のよう であった。 17 それらは 行く と 
き， それぞれの 四つの 側に 行く ので 
あった。 行く ときに 別の 方向に 回る こ 
とはなかった。 18 また， その外 縁に 
ついていえば， それは 高くて， 恐れの 
念を 生じさせる ほどであった。 その外 
縁は， 四つと も， 周囲に 目が いっぱい 
ついていた。 19 そして， 生き物が 行 
くと き， 輪は その そばを 行き， 生き物 
が 地から 上げられる ときには， 輪 も 上 
げられ るので あった。  20 どこへ でも 
霊の 行こうと する 所へ， 彼らは 行き， 霊 
は そこへ 行こう [とする のであった]。 
輪 も 彼らの すぐ そ ばで 上げ られ るので 
あった。 その 生き物の 霊が 輪のう ちに 
あった からで ある。 21 彼らが 行く と 
きには， それら も 行き， 彼らが 立ち 止 
まると きには， それら も 立ち止ま るの 
であった。 彼らが 地から 上げられ ると 
きには， 輪 も 彼らの すぐそばで 上げら 
れ るので あった。 その 生き物の 霊が 輪 
のうちに あった からで ある。 

22 そして， 生き物の 頭上には， 畏 
敬の 念を 起こさせる 氷の きらめき にも 
似た 大空の ような ものが あって， 彼ら 
の 頭上， その上 方に 張り 伸ばされ てい 
た。 23 また， その 大空の 下で， 彼ら 
の 翼は 互いに 対して まっすぐ になって 
いた。 各々 二つの 翼で 体の こちら 側を 
覆い， また 各々 二つの 翼で [体の] あち 


1297  王座の 幻。 エゼキエルは 任命を 受ける  エゼキエル 1:24—2:8 


ら 側を 覆って いた。 24 そして 彼らが 
行く とき， わたしは 彼らの 翼の 音を 聞 
いた。 広大な 水の ような 音， 全能者の 
音の ようで あり， それは 動乱の 音， 陣 
営の 音の ようであった。 彼らは 立ち 止 
まると き には， 翼を 產れ るので あった。 

25 そして， 彼らの 頭上に ある 大空の 
上の 方から 声が あった。 （彼らは 立ち 
止まる とき， 翼を 塞れ るので あった。） 
26 そして 彼らの 頭上に ある 大空の 上の 
方には， 見たところ サファイアの 石の 
ような もの， 王座の ような ものが あっ 
た。 また その 王座の ような ものの 上に 
は， 見たところ 地の 人の ような 姿を し 
た 方が， その上に， 上の 方に おられた。 
27 そして わたしは， こはく 金の きらめ 
きのよう な もの， 火の ように 見える も 
A を その内 側の 周囲， その 腰の ように 
見える 所から 上の 方に 見た。 その 腰の 
ように 見える 所から 下の 方には， 火の 
ように 見える ものが 見えた が， その 方の 
周囲には 輝きが あった。 28 降り注ぐ 
雨の 日 に 雲 塊の 中に 生ずる 虹の ように 
見える ものが あった。 その 周りの 輝き 
は そのよう であった。 それは 見た とこ 
ろ， エホバの 栄光の ようであった。 [そ 
れ を] 見た とき， わたしは ひれ 伏した。 
そして， 話す 方の 声を 聞き はじめた。 
€% それで， この 方は わたしに 言われ 
i た， 「人の子よ， あなたの 足で 立 
ち 上がれ。 わたしが あなたと 話す ため 
である」。 2 そして その 方が わたしに 
話される と， 霊が 直ちに わたしの 内に 
入る ようになり， それは ついに わたし 
を 足で 立ち上がらせ， わたしは わたし 


に 語る 方 [の 言われる こと] を 聞く よう 

(7) 

になった。 

3 そして， その 方は 続けて 言われた， 
「人の子よ， わた しは あなたを イス ラエ 
ルの 子ら の もとに， わたしに 反逆した 
反逆の 国々 の 民の もとに 遣わす。 彼ら 
も その 父祖たち も， まさに この 日に 至る 
まで わた しに 対して 違犯を おかして き 
た。 4 そ して， 顔が 不遜で， 心の 固い 
子ら 一 わたしは 彼らの もとに あなたを 
遣わす ので ある。 あなたは 彼らに 言わ 
な ければ な ら ない， 『主権者なる 主エ 
ホバ はこの ように 言われた』 と。 5 そ 
して 彼らに ついていえば， 彼らが 聞 こ 
う ふ' 聞 くまいが一 彼ら は 反逆の 家で あ 
るので一 彼ら は 預言者が 自分た ちの 中 
にいた ことを も 必ず 知る ようになる。 

6 「そして， 人の子よ， あなたは 彼ら 
を 恐れて はならない。 また 彼らの 言葉 
を 恐れて はならない。 かたくなな 者た 
ちと， あなたを 刺す 物と が あり， あな 
たは さそりの 間に 住んで いるから であ 
る。 彼らの 言葉を 恐れて はならない。 
また， 彼らの 顔を 見て 恐怖の 念を 抱い 
ては ならない。 彼らは 反逆の 家 だから 
である。  7 そして 彼らが 聞こう が 聞 
くまいが， あなたは わたしの 言葉を 彼 
らに 話さなければ ならない。 彼らは 反 
逆の 者 だからで ある。 

8 「そして， 人の子よ， あなたは わた 
しが あなたに 話す ことを 聞け。 反逆の 
家の ように 反逆す る 者と なって はなら 
ない。 口を 開き， わたしが あなたに 与 
える ものを 食べよ」。 

テ 民 20:24; イザ 50:5; ト エレ 15:16; 啓 10:9。 
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しが あなたを 遣わした ので あれば， そ 
れらの 者は あなた [の 話す こと] を 聴く 
であろう。  7 しかし イスラエルの 家 
について いえば， 彼らは あなた [の 言う 
こと] を 聴く ことを 望まない。 わたし 
[の 言う こと] を 聴く ことを 望んで いな 
いからで ある。 イスラエルの 家の 者は 
み な 頭が 固く， 心が 固 L ヽ からで ある。 
8 見よ， わたしは あなたの 顔を 彼らの 
顔と 全く 同じように 固く し， あなたの 
額を 彼らの 額と 全く 同じように 固く し 
た。  9 わたしは あなたの 額を 金剛石 
のようにし， 火打ち石よりも 固く した。 
あなたは 彼らを 恐れて はならない。 彼 
らの 顔を 見て 恐怖の 念を 抱いて はなら 
ない。 彼らは 反逆の 家 だからで ある」。 

10 そして， その 方は さらに わたし 
に 言われた， 「人の子よ， わたしが あ 
なた に 話す すべての w 葉を あな 
の 中に 取り入^ I， あなたの 耳で 聞け。 
11 そして 行って， 流刑の 民， あなたの 
民の 子ら の 中に 入れ。 彼らが 聞こう が 
聞くまい が， あなたは 彼らに 話し， 『主 

権 者なる 主 エホバは このように 言われ 

m 

た』 と 言わなければ ならない」。 

12 それから， 霊は わたしを 携えて 
行き， わたしは 後ろで， 「その 場所 か 
ら 出る エホバの 栄光が ほめたたえられ 
るよう に」 と言う， 激しい 疾風の 音を 
聞き はじめた。 13 また， それら 生き 
物の 互いに 触れ合って いる 翼の 音， 彼 
らの すぐ 傍らに ある 輪の 音， また 激し 
い 疾風の 音が した。 14 そして， [そ 
の] 霊は わたしを 携え， 連れて行った。 
それで， わたしは 自分の 霊の 激しい 怒 


9 それで， わたしが 見 はじめる と， 
見よ， 手が わたしに 向かって 突き出さ 
れ た。 すると， 見よ， その 中に 一つの 
書の 巻き物が あった。 10 そして， そ 
の 方は わた しの 前で 徐 々に それを 広げ 
て ゆかれた が， それは 表 も 裏 も 書き込 
まれて いた。 それには 哀歌と， うめき 
と， どうこくが 書かれて いた。 

〇 それから， その 方は わたしに 言わ 
^ れ た， 「人の子よ， あなたの 見い 
だす ものを 食べよ。 この 巻き物を 食べ， 

い  い尤  はな 

行って， イスラエルの 家に 話せ」。 

2 それで， わたしは 口を 開けた。 そ 
の 方は 少 しずつ わた しに こ の 巻き物を 
食べさせた。  3 そして， さらに わたし 
に 言われた， 「人の子よ， あなたは 自 
の 腹に 食べさせ， わたしが あなたに 
与える この 巻き物で 自分の 腸を 満たす 
ようにすべき である」。 それで わたし 
は それを 食べ はじめた。 すると， それ 
はわた しの 口の 中に あって， その 甘い 
ことは 蜜の ようであった。 

4 そして， その 方は 続いて わたしに 
言われた， 「人の子よ， 行って， イス 

いえ  もの  あいだ  （ク） 

ラエルの 家の [者たち の] 間に 入り， あ 
なた はわた しの 言葉を もって 彼らに 話 
さなければ ならない。  5 あなたは， そ 

げんご  り かい  m  した  おも 

の 言語の 理解で きない， また， 舌の 重 
い 民の もとにで はなく ー イスラエル 
の 家に 遣わされ るからで ある。  6 そ 
の 言葉を あなたが [理解を もって] 聞く 
ことので きない， すなわち 言語の 理解 
できない， また， 舌の 重い， 数の 多い 
民の もとに [遣わされ るの] ではない 
[からで ある]。 もし 彼らの もとに わた 
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1299  見張りの 者。 邪悪な 者に 警告せ よ。 血の 責任  エゼキエル 3:15—27 


りのうち に， 苦い [思いを 抱いて] 行っ 
た。 わたしの 上に ある エホバの み 手は 
強かった。 15 こうして わたしは， ケ 
バル 川の ほとりに 住んで いる， テル- 
アビブの 流刑の 民の 中に 入り，  彼らの 
住んで いる 所に 住み はじめた。 わたし 
は そこに 七日 間， 彼らの 中で ぼう 然と 
して 住んで いた。 

16 そして， 七日の 終わりに なって， 
エホバの 言葉が わたしに 臨んで， 言い 
はじめた， 

17 「人の子よ， わたしは あなたを イ 
スラ エルの 家に 対する 見張りの 者と し 
た。 あなたは わたしの 口から 言葉を 聞 
き， わたしから 彼らに 警告し なければ 
ならない。 18 わたしが 邪悪な 者に 向 
かって， 『あなたは 必ず 死 丄』 と言う 
とき， あなたが 彼を 生き長らえさせる 
ため に 実際に 彼に 警告 し， 話し， 邪悪な 
者を その 邪悪な 道から 離れる よう 警告 
しないなら， その 者は 邪悪な 者で ある 
ので， そのと がのう ちに 死ぬ。 しかし 
わた しは 彼の 血の 返済を あなたの 手に 
求める であろう。 19 一方， あなたが 
邪悪な 者に- 告 したのに， 彼が その 邪 
悪と 邪悪な 道 か ら 実際に 立ち返らない 
なら， 彼は その とがのた めに 死ぬ。 し 
かし あなたは， 自分の 魂を 救い出した 
ことになる。 20 また， 義 なる 者が そ 
の義を 離れて， 実際に 不正を 行な い， わ 
たしが 彼の 前に つまずきの もとを 置か 
なければ ならない ときには， その 者は 
あなたが これに 警告し な かった ために 
死ぬ であろう。 自分の 罪の ために 彼は 
死に， 彼が 行なった 義の 行ないは 思い 


[7)  ち 

出されない。 しかし わたしは 彼の 血の 
返済を あなたの 手に 求める であろう。 
21 そして， あなたが 義 なる 者に， その 
義 なる 者が 罪を おか しては な らな いと 
警告して， 彼が 実際に 罪を おかさない 
なら， 彼は 警告を 受けた ために 必ず 生 
きつ づけ， あなたは 自分の 魂を 救い出 
した ことになる」。 

22 そして， エホバの み 手が その 所で 
わたしの 上に あって， わたしに 言われ 
た， 「立って， 谷 あいの 平原に 行け。 わ 
たしは そこで あなたと 話す であろう」。 
23 それで わたしは 立って， 谷 あいの 

へいげん  い 

平原に 出て 行った。 すると， 見よ， エ 
ホバの 栄光が そこに 立って いた。 それ 
は， わたしが ケ バル 川の ほとりで 見た 
栄光の ようであった。 それで わたしは 
ひれ 伏した。 24 すると， 霊が わたし 
のうちに 入り， わたしを 足で 立たせた。 
そ して [裡] はわた しに 話して 言いは じ 
め られ た， 

「行って， あなたの 家の 中に 閉じ こ 
もれ。 25 そして， 人の子よ， あなた 
は， 見よ， 彼らは 必ず あなたに 綱を 掛 
け， あなたを それで 縛り， あなたが 出 
て 彼らの 中に 入って 行く ことができな 
いように する。 26 そして， あなたの 
舌を わたしは あなたの 口蓋に 堅く 付か 
せ， あなたは 必ず 口の きけない 者と な 
る。 あなたは 彼らに とって 戒めを 与え 
る 者とは ならないで あろう。 彼らは 反 
逆 の 家 だからで ある。 27 そして わた 
しが あなたと 話す とき， わたしは あな 
たの 口を 開く。 あなたは 彼らに， 『主 
権 者なる 主 エホバは このよう に 言われ 


エゼキエル 4:1—14  とがのた めに 390 日と 40 日。 食物の 量が 定められる  1300 

た』 と 言わなければ ならない。 聞く 者 第3 章 して， あなたは エルサレムの 攻囲に 顔 
は 聞き， 聞かない 者は 聞くな。 彼らは 7^33；22 を 向け， 腕を むき 出しにする。 あなた 
反逆の 家 だからで ある。  11：15 は それに 向かって 預言し なければ なら 

A  「そして， 人の子よ， あなたは 自分の  ^2：29  ない。 

ために れんがを 一つ 取れ。 あなた ^ 11  5:23  8 「そして， 見よ， わたしは あなたに 

は それを 自分の 前に 置き， それに 都市 _ 綱を 掛け， あなたが 攻囲の 日数を 完了 

を， エルサレムを 刻まなければ ならな  m4M  して しまうまで， 自分の 向きを 一方の 
い。 2 そして あなたは それを 攻囲し， IiU32:3_ 側から 他方の 側に 変える ことのな いよ 
それに 向かって 攻囲 壁を 築き， それに うにす る。 

向かって 攻囲 塁壁を 盛り上げ， それに 力 王 n25:i  9 「そして， あなたは， 自分の ために 
向かって 陣営を 張り， その 痛 囲に 破 城  小麦， 大麦， そら 豆， ひら 豆， きび， ス 

づ ちを 置かなければ ならない。 3 そ ヱ レ6 ペルト 小麦を 取り， それらを 一つの 器 
して あなたは， 自分の ために 鉄の 焼き  4  26:8 具に 入れ， あなたが 脇を 下にして 横た 
板を 取れ。 あなたは それを 自分と 都市 クュゼ 21:22 わって いる 日の 間， 自分の ために それ 
の 間に 鉄の 城壁と して 置き， それに 顔 ヶ で パンを 作らなければ ならない。 あな 
を 向けなければ ならない。 それは 必ず 3iI17:21 たは 三百 九十 日の 間 それを 食べる ので 
攻囲され る ことにな り， あなたは それ ^S14:34 ある。 10 そして， あなたの 食べる 食 

を 攻囲し なければ ならない。 これは イ 、>SI12:19 物は 目方に よる - 日に 二十 シェ ケル 

スラ エルの 家に 対する しるしで ある。 ^In23：27 である。 あなたは 時折り それを 食べる。 
4 「そして あなたは， 左側を 下にし 11 「そして， あなたは 水を ただの 升 

，-  がわ  它民 14:34  め  ぶん  の 

て 横たわれ。 あなたは その 側に イスラ - 目に よって， ー ヒンの 六 分の 一 飲む。 

エルの 家のと がを 置かなければ ならな  m~m  あなたは 時折り 飲む ので ある。 

い。 あなたが その 側に 横たわる 日数の ヱ レ52 :4  12 「そして， あなたは それを 大麦 

間， あなたは 彼らのと がを 負う ので あ ィヱ ゼ 3:25 の 丸い 菓子と して 食べる。 それにつ い 
る。 5 そして， わたし 自身が あなたに ゥ *汾2  ては， あなたは 彼らの 目の前で， 人間 
彼らのと がの 年を 与えて 三百 九十 日の I サ m28 の 糞便の 糞の 固まりの 上で 焼く ので あ 
数と する。 そして あなたは イスラエル ォ 創25: 34 る」。 13 そして エホバは さらに 言わ 
の 家のと がを 負わなければ ならない。 力*9:32  れ た， 「イスラエルの 子ら はこれ と 同 

6 そして それを 完了し なければ なら キェ ゼ 4:5 じように， わたしが 彼らを 追い散らし 
ない。  ク レビ26:26 て 行かせる 諸国 民の 中で 自分たち の 汚 

「また， 二度目には， あなたは 右を 下 ヶ SI4:42  れた パンを 食べる であろう」。 

にして 横たわり， 四十 日の 間 ユダの 家 コ申 23…  14 それで， わたしは 言った， 「あ 

のとが を 負わなければ ならない 0 わた サ レビ №19 あ， 主権者なる 主 エホバよ ! ご覧く 
しは あなたに 一年に 対して 一日， 一年 シ ホセ 9:3  ださい， わたしの 魂は 汚された もので 
に対して 一日を 与えた ので ある 0  7 そ ス 使徒 10:14 はありません 。わたしは 若い 時から 今 


1301  三等 分した 髪の毛。 子を 食べる  エゼキエル 4：15—5：10 

に 至る まで， [既に] 死体と なった もの 第4 章 込み， 火で 焼き払わなければ ならない 0 
も， 弓 I き 裂かれた 動物 も 食べた ことは 7SJ27?24 それから 火が イスラエルの 全家へ 出て 
ありません。 また， わたしの 口にい と ^  7：18 行く ので ある。 

わしい 肉が 入った こと もありません」。 ^465：4  5 「主権者なる 主 エホバは このよう 

い  イザ 66:17  い 

15 そこで， [拽] はわた しに 言われ . t,26  26 に 言われた。 『これが エルサレム であ 
た， 「見よ， わたしは 人間の 糞の 固ま ，ザ1 ti6 る。 わたしは 諸国 民の 中に 彼女を 置 
りの 代わりに 牛の 糞を あなたに 与えた。 x^' 5:16 き， その 周囲に もろもろの 地を 置いた。 
あなたは その上で 自分の パンを 作らな  6 そして， 彼女は 邪悪な ことに かけて 

ければ ならない」。 16 次いで わたし  iJ；9  は， 諸国 民に 勝って わたしの 司法 上の 

い  啓 6:6  さ だ  そむ  ふ  ま  [イ）  じぶん  しゅうい 

に 言われた， 「人の子よ， いまわた し ^_12:18 定めに 背く 振る舞い をし， 自分の 周囲 

わ がた  とお  ぼう  ち  ほうれい 

は エルサレムで， 輪 型の パンに 通す 棒 ヵレビ26:39 の 地に 勝って わたしの 法令に [背く 振 

を 折る。 彼らは， 心配しながら 目方に - る 舞いを する] ようになった。 彼らは 

よって パンを 食べなければ ならな くな  わたしの 司法 上の 定めを 退け， わたし 

水 も， 戦り つを 覚えながら， 升目  ヱゼ 44:2。 の 法令に ついては， 彼らは それによ っ 
によって 飲む であろう。 17 彼らが パク 冗1 て 歩まなかった からで ある』。 

ンと 水に 乏しくなり， 互いに 驚がくし ヶ ヱ レ15 :2  7 「それゆえ. 主権者なる 主 エホバは 
て 見つめ 合い， そのと がのう ちに 朽ち ~  12； 14 このように 言われた。 『あなた 方は 自 
果てる ためで ある。  „xu40:6 分の 周囲に いる 諸国 民よりも 荒れ狂い， 

5  「また， 人の子よ， あなたは， 自 ェレ52:16 わたしの 法令に よって 歩まず， わたし 
分の ために 鋭い 剣を 取れ。 床屋の 第二 欄 の 司法 上の 定めを 行なわなかった。 か 
かみそり のように それを 自分の ために 7i レ 4:4 えって， あなた 方は 自分の 周囲に いる 諸 
取って， これを 頭と あごひげに 当て， 国民の 司法 上の 定めに したがって 行動 

おも  はか  16:47  W 

自分の ために 重さを 量る はかりを 取っ ゥネへ 9:16 したので はなかった か。 8 それゆえ， 
て， [髪の毛] を 等分に しなければ なら  ^  ^1〇 主権者なる 主 エホバは このように 言わ 
ない。 2 攻囲の 日数が 満ちる と， あな Xin  21:9 れ た。 「[都市よ，] いまわた しは， ま 

ぶん  ただ  みやこ  代 n  33:9  せ  W 

たは [その] 三分の 一を 直ちに 都の 中で ^iu  44:23 さしく わたしは あなたを 攻める。 わた 
火で 焼く。 そして， あなたは ほかの 三 力 王 n2i:ii しは あなたの 中で， 諸国 民の 目に 司法 
分の 一を 取らなければ ならない。 あな  16:47 上の 定めを 執行す る。 9 そして わたし 

たは [それを 都] の 周囲で 剣で 討ち， [最 (i, わたしが した こ ともなく， もはや 

ご  かぜ  ち 

後の] 三分の 一を 風に 散らす。 わたし ク 12以4 する こと もない ような ことを， あなた 
は 剣を抜いて 彼らを 追う であろ 2 2:15  のす ベての 忌むべき ものの ために， あ 

しょ ラす ラ ケ う4 -  おこ  W 

3 「また， あなたは そこから その 少数  なた のうちで 行なう。 

を 取って， それを あなたの すそに 包ま コ レビ26:29 10 「『「それゆえ， 父が あなたの 中で 
なければ ならない。 4 そして その ほ  子を 食べ， 子が 自分の 父を 食べる。 わ 

と  な'  J  2-20  さば  ぉこ 

かの ものを 取り， これを 火の 中に 投げ  SS  たしは あなたの うちで 裁きを 行ない， 


エゼキエル 5:11— «：6  反逆者た ちは 三 通りの 扱いを 受ける。 警告の 例  1302 


あなたの 残って いる 者を 皆， すべての 
風に 散らす であろう」』。 

11 「『それゆえ， わたしは 生きて いる 
ので』 と， 主権者なる 主 エホバは お告 
げ になる， 『あなたが わた しの 聖 なる 
所を， あなたの あらゆる 嫌悪すべき も 
のと あらゆる 忌む べき ものと を もって 
汚した ので， わたしもまた， [あなたを] 
減少させる 者と なり ，わたしの 目 は 惜し 
み 見ず ，わたし 自身 も 同情を 示さ ない。 
12 あなたの 三分の —— その 者たち は 
疫病に よって 死に， 飢きんに よって あ 
なた の 中で その 終わりを 迎える。 また 
ほかの 三分の —— その 者たち は 剣に 
よっ て あなたの 周囲の 至る所で 倒! れ る。 
そして [最後の] 三分の 一を， わたしは 
すべての 風に 散らし， わたしは 剣を抜 
いて 彼らを 追う。 13 こうして， わた 
しの 怒りは 必ず その 終わりに 至り， わ 
たしは 彼らに 対する わたしの 激しい 怒 
りを 和らげ， 自らを 慰める。 わたしが 
自分の 激しい 怒りを 彼らに 対 して 終わ 
ら せる とき， 彼らは， わたしが， エホ 
パが， 全き 専心を 求めて 語った ことを 
知らな ければ な ら なくなる。 

14 「『また， わたしは， あなたの 周囲に 
いる 諸国 民の 中， 通りかかる すべての 
者の 目の前で， あなたを 荒れ 廃れた 所 
とし， そしりと する であろう。 15 そし 
て， わたしが あなたの 中で 怒りと， 激し 
い 怒りと ，激怒の 戒め とを もっ て 裁きを 
行なう とき， あなたは 周囲に いる 諸国 
民に とっ て 必ず そ しりと なり， ののしり 
の 的， 警告の 例， および 戦り つと なる。 
わた しが， エホバが 語っ たので ある。 


エレ 42:16 
エゼ 12:14 
サ哀 4:11 
シ エゼ 16:42 
ス申 32:36 
イザ 1:24 
セ 出 20:5 
出 34:14 
申 4:24 
申 6:15 
ヨシ 24:19 


16 「『わたしが 彼らに 飢きんの 有害 
な 矢を 送る とき， それは 必ず 破滅を も 
たらす ための ものと なる ので あるが， 
わたしは あなた 方を 滅びに 陥れる ため 
に その [矢] を 送り， 飢きんを も あなた 
方に 増し 加え， 輪 型の パンに 通す あな 
た 方の 棒を 折る。 17 また， わたしは 
あなた 方に 飢きんと 害を もたらす 野獣 
とを 送り， それらは 必ず あなたから 子 
供を 奪う。 疫病と 血が あなたの 中を 通 
り 抜け， わたしは 剣を あなたの 上に も 
たらす であろう。 わたしが， エホバが 
語った ので ある』」。 

p また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
® たしに 臨んで 言った， 2 「人の子 

かお  やまやま 

よ， あなたの 顔を イスラエルの 山々 の 
方に 向けて， これに 預言せ よ。 3 そし 
て あなたは 言わなければ ならない， 『イ 
スラ エルの 山々 よ， 主権者なる 主 エホ 
パの 言葉を 聞け。 主権者なる 主 エホバ 

おか (サ） かわどこ  たに  む 

は， 山 や 丘， 川床 や 谷に 向かって この 


ように 言われた。 「わたしは ここにい 
る！ わた しは あなた 方に 剣を もたら 
す。 わたしは あなた 方の 高き 所を 必ず 

ほろ  トン）  がた 

滅ぼす であろう。 4 そして， あなた 方 

さいだん  かなら  こうはい  （ス）  こうだい  くだ 

の 祭壇は 必ず 荒廃 させられ， 香 台 も 砕 
かれる。 わたしは あなた 方の 打ち殺さ 
れた 者たち を あなた 方の 糞 像の 前に 倒 
れ させる。  5 また， わたしは イス ラエ 

し  かれ  ふん ぞう  まえ 

ルの 子 らの 死が いを 彼ら の 糞 像の 前に 

お  がた  ほね  さいだん 

置き， あなた 方の 骨を あなた 方の 祭壇 

しゅうい  ち  (v)  がた 

の 周囲に 散らす。 6 あなた 方の すべて 

す  [夕）  とし  あ  すた m  たか 

の 住みかに おいて 都市は 荒れ 廃れ， 高 
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き 所 も 荒れ 廃れる。 それは， それらの 
ものが 荒れ 廃^ I， あなた 方の 祭壇が 荒 
廃し， 実際に 壊され， あなた 方の 糞 像が 
実際に 絶やされ， あなた 方の 香 台が 切 
り 倒され， あなた 方の 作った ものがぬ 
ぐい 去られる ためで ある。  7 そして， 
打ち殺された 者は 必ず あなた 方の 中に 
倒れ， あなた 方は わた しが エホバで あ 
る ことを 知らな ければ ならな くなる。 

8 「『「そして， それが 起こる とき， あ 
なた 方が もろもろの 地の 中に 散らされ 
ると き， わたしは， 諸国 民の 中で 剣を 
逃れる 者たち を あなた 方に 残りの 者と 
して 得させる。 9 そして あなた 方の 逃 
れた 者たち は， とりこと なって 連れて 
行かれる 諸国 民の 中で， 必ず わたしを 
思い出す であろう。 それは， わたし か 
ら それて 行った 彼らの 淫行の 心と， そ 
の 糞 像を 慕っ て 淫行の ために 行く 彼ら 
の 目との ゆえに， わたしが 砕かれて し 
まった からで ある。 彼らは 自分たち の 
あらゆる 忌むべき ことに おいて 行な っ 
た 悪い 事柄を， 必ず その 顔に 忌み嫌う 
であろう。 10 そして， 彼らは わたし 
が エホバで ある ことを 知らな ければ な 
ら なくなる。 わたしは この 災いを 彼ら 
に 行なう ことを， いたずらに 語った の 
ではない」』。 

11 「主権者なる 主 エホバは この _ う 
に 言われた。 『あなたの 手を たたき， 足 
を 踏み鳴らし， イスラエルの 家の あら 
ゆる 悪 L ヽ 忌むべき ことの ゆえに， 「あ 

_  (V)  つるぎ  [9)  き 

あ！」 と 言え。 剣に よって， 飢きんと 
疫病と によって 彼らが 倒れる からで あ 
る。 12 遠くに いる 者， その 者は 疫病 
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カ ェゼ 7:4 


イザ 63:10 
コ民 15:39 
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サイ ザ 64:6 
エゼ 20:43 
ェゼ 36:31 


シエ ゼ 14:23 
エゼ 33:29 
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サ アモ 8:2 

シ ェゼ 5:13 


ロマ 2:6 


によって 死ぬ。 近くに いる 者， その 者 
は 剣に よって 倒れる。 残されて 安全に 
守られた 者， その 者は 飢きんに よって 
死に， わたしは 彼らに 対する 激しい 怒 
りを 終わりに 至らせる。 13 そして， 
彼らの 打ち殺された 者たち がその 糞 像 
の 間， 祭壇の 周囲， すべての 高い 丘の 
上， 山の すべての 頂， すべての 生い茂 っ 
た 木の 下， 枝の 茂った 大木の 下， 彼ら 
がその すべての 糞 像に 安ら ぎの 香りを 
ささげた 場所に あるとき， あなた 方は 
わた しが エホバで ある ことを 知らな け 
れ ばなら なくなる。 14 そして， わた 
しは 彼らに 向かって 手を 伸ばし， 彼ら 
のす ベての 住みかで その 地を 荒れ果て 
た 所と し， ディブ ラに 面した 荒野より 
もさら に 荒廃した 所と する。 こうして， 
彼らは わたしが エホバで ある ことを 知 
らな ければ ならな くな る』」。 

^ また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
• たしに 臨んで 言った，  2 「そして 
あなたに ついていえば， 人の子よ， 主 
権 者なる 主 エホバは イスラエルの 土地 
に 向かって このように 言われた。 『終 
わりが， 終わりが この 地の 四方の 果て 
に 到来した。 3 今や 終わりは あなたに 
臨む。 わたしは 怒りを 必ず あなたに 送 
り， あなたを あなたの 道に したがって 
裁き， あなたの あらゆる 忌むべき こと 
を あなたの 上に もたらす。 4 そして， 
わたしの 目は あなたを 惜しみ 見ず， わ 
たしは 同情を 抱かない。 わたしは あな 
たの 上に あなたの 道を もたらし， あな 
たの 忌むべき ものが あなたの 中に ある 
ことになるから である。 あなた 方は わ 


エゼキエル 7:5—20  類例の ない 災い。 金は ちまたに 捨てられる  1304 

し  (7)  う  なげ  かな 

たしが エホバで ある ことを 知らな けれ 第7 章 ない 0 売る 者と いえ ども， 嘆き悲しん 
ばなら なくなる』。  ではならない。 そのす ベての 群衆に 向 

5 「主権者なる 主 エホバは このように た9:12 かう 激怒が あるから である。 13 売っ 

い  わざ わ  るい  ワ エレ 44:27  もの  かれ  いのち  い 

言われた 0 『災い， 類のない 災い， 見 X ェゼル25 た 者が， 彼らの 命が 生きて いる 者たち 

く  M  お  かなら  エゼ 39:8 

よ， それが やって来る。 6 終わりが 必 ォェゼ 12:23 の 中に まだ あるう ちに， その 売られた 

とうらい  [ゥ）  ゼパ 1:14  もの  かえ 

ず 到来す る。 終わりは 必ず 到来し， あ 力 代 n34:21 物に 帰る ことは ないから である。 その 

めざ  エゼ 36:18  まぼろし  ぐんしゅう 

なた のために 必ず 目覚める。 見よ， そ キェ pWQ 幻 は そのす ベての 群衆の ための もの 
れは 到来す る。 7 この 地の 住民よ， 花 ク = 迄 $ だからで ある。 だれも 帰らない。 彼ら 
輪が 必ず あなたの もとに 来る。 時は 必 1\4 は 各々 自分のと がに よって 自分の 命を 

ちか （才 1 こんらん  しょゆう 

ず 来る。 その 日は 近い。 混乱が ある。 コヱ レ15:5 所有す る ことは ない。 

やまやま  さけ  サエ ゼ 11:21  かれ  ふ  な  [ィ） 

山々 の 叫びでは ない。  ヱゼ ⑹43 14 「『彼らは ラッパを 吹き 鳴らし， すべ 

8 「『今や， 程なくして， わたしは わた ての 者が 備えを した。 しかし 戦いに 行 
しの 激しい 怒りを あなたの 上に 注ぎ 出 く 者は だれもい ない。 わたしの 激怒が 

[力）  たい  ぐんしゅう  む  [ゥ） 

し， あなたに 対する わたしの 怒りを そ ソ ィザ ■ そのす ベての 群衆に 向かう からで ある。 

お  いた  W  タエ レ 50:31  そと  つるぎ M うち  えきびょう  き 

の 終わりに 至らせる。 わたしは あなた チィザ 59:6 15 外には 剣， 内には 疫病と 飢きんが あ 

みち  さば [ク 1  エレ 6:7  (才 1  の  もの 

の 道に したがって あなたを 裁き， あな  ミヵ6: 12 る。 だれでも 野に いる 者は 剣に よって 
たの あらゆる 忌むべき ことを あなたの  死に， だれでも 都市に いる 者は， 飢きんと 

お  かれ  く  （が 

上に もたらす。 9 わたしの 目は 惜しみ ァゼパ 1:18 疫病が 彼らを むさぼり 食う。 16 そし 
見る ことなく， わたしは 同情を 抱く こ ^U6；5 て， 彼らのう ちの 逃げ延びる 者たち は必 
ともない。 わたしは あなたの 道に した °  ^11^2 ず 逃れ， 山々 の 上で 谷のは とのよう にな 
がって あなたの 上に もたらし， あなた 1 レビ26 :25 る。 それらは 皆， 各々 自分のと がに あっ 

才申 32:25  十- 

の 忌むべき  ものが あなたの ただ 中に あ  ^  21：93 てうめ いている。 17 すべての 手は 垂 
る ことになる。 そして あなた 方は， 打 れ 下がり， すべての ひざから 水が 滴りつ 

カェ ド^  I コ）  かれ  ぁら ぬの 

つ ことを する のは， わたし， エホバで あ  ^  5：；2 づける。 18 そして 彼らは 粗布を まと 

し  （シ）  i  m  み ぶる  おお  ⑼：  かお 

る ことを 知らなければ ならなくなる。 ^ い， 身震いが 彼らを 覆った。 すべての 顔 
10 「『見よ！ その 日 だ！ 見よ！  i 芯ね31 には k、 が あ どの 頭に も はげが あ 4。 
それは やって来る。 花輪は 出て 行っ ク 19 「『彼らは 自分たち の 銀を ちまた 
た。 杖に 花が 咲いた。 せん 越が 芽生え ヶ =ザ13:7 に 捨てる。 彼らの 金は 憎悪すべき もの 
た。 11 暴虐が 起こって， 邪悪の 杖と コ== となる。 その 銀 も 金 も， エホバの 憤怒 

[チ）  かれ  すく  { ソ） 

なった。 それは 彼らから 出た ので も， 彼 サ: の 日に 彼らを 救い出す ことは できない。 
らの 富から 出た ので もない。 それは 彼  ri  8：1〇7 それは 彼らの 魂を 満足させる こと も， 
ら 自身から 出た ので もな く， 彼らのう ^^55；5  彼らの はらわたを 満たす こと もない。 

たくいつ  スエ レ 3.25  しょ う 

ちに 卓 逸さが あるので もない 0 12 そ セィ ザ22: じ それは 彼らのと がを 生じさせる つまず 
の 時は 必ず 来る。 その 日は 必ず 到来す V  5^1:18 きの もとと なった からで ある。 20 そ 
る。 買う 者と いえ ども， 歓ん ではなら して， 人の 装飾の 飾り一 人は それを 
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誇りの 理由と した。 彼らは 自分たち の 
忌むべき 像， 嫌悪すべき ものを それで 
作った ので ある。 それゆえ， わたしは 
それを 彼らに とっ て 憎悪すべき ものと 
する。 21 また， わたしは それを 強奪 
のために よそ 者の 手に 渡し， 分捕りの 
ために 地の 邪悪な 者たち に [渡す]。 そ 
の 者たち は 必ず それを 汚す であろう。 

かれ  かお 

22 「『そして， わたしは 彼らから 顔を 
背けなければ なら なくなり， その 者た 
ちは 実際に わたしの 隠れ 場を 汚し， 強 
盗が 実際に そこに 入って 来て， それを 
汚す であろう。 

23 「『鎖を 作れ。 この 地は 血で 汚れ 
た 裁きに 満ち， この 都市 も 暴虐に 満ち 
たからで ある。  24 そして， わたしは 
諸国 民の 中の 最悪の 者たち を 連れて来 
る。 その 者たち は 必ず 彼らの 家を 手に 
入れる。 わたしは 強い 者たち の 誇りを 
絶やし， 彼らの 聖 なる 所は 必ず 汚され 
る。 25 苦 もんが やって来る。 彼らは 
必ず 平和を 求める が， それは 全く ない。 

ぎゃっきょう  あいつ  (V) し 

26 逆境に 逆境が 相次ぎ， 知らせに 知ら 
せが 相次ぐ。 人々 は 預言者から 実際に 
幻 を 求める が， 律法は 祭司から， 助言 
は 年配者た ちから 滅びう せる。 27 王 
も 嘆き悲しみ， 長 も 荒廃を 身に まとい， 
この 地の 民の 手 も かき 乱される。 わた 
しは 彼らの 道に したが っ て 彼らを 扱い， 
彼らの 裁きを もって 彼らを 裁く であろ 
う。 彼らは わたしが エホバで ある こと 
を 知らな けれ ばな ら なくなる』」。 

〇 そして， 第 六 年， 第 六 [の 月]， そ 
^ の 月の 五日， わたしが 自分の 家に 
座って おり， ユダの 年長者た ちがわた 
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ウ申 27:15 


キエ レ 27:2 
エレ 39:7 


コ申 28:50 


しの 前に 座って いたと きのこと， 主権 
者なる 主エ ホバ のみ 手が その 所で わた 
しの 上に 下った。  2 そして わたしが 
見 はじめる と， 見よ， 見たところ 火の 
ような ものが あった。 その 腰の ように 
見える 所から 下の 方には 火が あ &， そ 
の 腰 か ら 上の 方に は 何 か 輝 くもの のよ 
うに 見える もの， こはく 金の きらめき 
のよう な ものが あった。 3 すると， そ 
の 方は 手の 形を した ものを 突き出し， 
わたしの 頭の 髪の 房を つかまれた。 そ 
して， 霊が わたしを 地と 天の 間を [通っ 
て] 運び， わたしを# の 幻のう ちに エ 
ルサ レムに， すなわち 北方に 面して い 
る 奥の 門の 入口に 連れて来た。 そこに 
は， ねたみを 引き起こ している ねたみ 
の 象徴の 住みかが ある。  4 すると， 
見よ， イスラエルの 裡の 栄光が そこに 
あった。 それは， わたしが 谷 あいの 平 
原で 見た もの に似ていた。 

5 そして， その 方は わたしに 言われ 
た， 「人の子よ， どうか， 北の方 角に 
目を 上げて みるよう に」。 それで わたし 
は 北の方 向に 目を 上げた。 すると， 見 
よ， 祭壇の 門の 北に， このね たみの 象 
餐ぅみ その 艾 りく 口 ちの W にぁ。 た。 6 そ 
して その 方は さ ら にわたしに 言われ 
た， 「人の子よ， あなたには， 彼らが 
行なって いる 太いなる 忌むべき こと， 
[わた しを] わた しの 聖 なる 所から 遠 ざ 
けさせる ために イスラエルの 家が ここ 
で 行なって いる ことが 見える か。 しか 
し， あなたは なお も， 大 いなる 忌む ベ 
きこと を 見る であろう」。 

コ出 20:5; 申 32:16; ヨシ 24:19; 詩 78:58; サ出 40:34; エ 
ゼ 1:28; シ エゼ 7:20; ス代 n  36:14; セ 詩 78:60; エレ 26:6。 
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7 そこで， その 方は わたしを 中庭の 第 8 章 ると， 見よ， そこには 女たち が 座って い 
入口に 連れて 籴られ た。 わたしが 見は ァ35〗4 て， [神] タン ムズ のために 泣いて いた。 
じめ ると， 見よ， 壁に 一つの 穴が あっ ィヱ レ7 :1。  15 そして， その 方は さらに わたしに 
た。 8 その 方は 次いで わたしに 言われ ゥ 益！ ぱ 言われた， 「人の子よ， あなたは [これ 
た， 「人の子よ， どうか， 壁に 穴を 掘  _n/1  を] 見た か。 あなたは なお も， これらよ 

ぬプ  エ出 W:4  い  (7) 

り 抜く ように」。 それで， わたしは 壁に  *4：18  りも大 いなる 忌むべき ことを 見る であ 
穴を 掘り抜いて いった。 すると， 見よ， ^^24:1  ろう」。 16 それで， その 方は エホバの 
一つの 入口が あった。 9 そして， その  R 11:16 家の 奥の 中庭に わたしを 連れて来られ 

かた  い  キ王 n  22:3  [ィ 1  しんでん  いり 

方は さらに わたしに 言われた， 「入っ  壬11  25:22 た。 すると， 見よ， エホバの 神殿の 入 
て 行き， 彼らが ここで 荇 なって いる 悪  iu  26:24  口， 玄関と 祭壇の 間に， 二十 五 人 ばか 
い 忌むべき ことを 見よ」。 10 それで わ ニ レ7:9 りの 人が 背を エホバの 神殿に 向け， 顔 

い  エゼ 16:18  ひがし  たいよう  み 

たしは 入って 行き， 見 はじめた。 する ヶ 3ブ24:16 を 東に 向けて， 東に， 太陽に 身を かが 
と， 見よ， すべては う もの や 忌み嫌う r ハ3 :19 めて いた。 

けもの f ゥ）  [I)  」 詩 73:11  かた 

べき 獣を かたどった もの， および イス  17 そして， その 方は さらに わたしに 

ラエルの 家の すべての 糞 像が あり， 彫  I ゼ 9:9 言われた， 「人の子よ， あなたは [これ 

こく  しゅうい  かべ ほどこ  サエ レ 9:3  いえ  かれ 

刻が 周囲の 壁に 施されて いた。 11 そ - を] 見た か。 ユダの 家に とって， 彼ら 

して イスラエルの 蒙の ね 掌#  の 箸 七十 A 第二 欄 が ここで 荇 なった 悬 むべき ことを する 
が， その 中には シャフ ァンの 子 ヤアザ のは 余りに も 軽い ことなので， 彼らは 

こう 4 ち ぼうぎゃく み  j+) 

ヌヤも 立って いたが， それぞれ 手に 香 ゥョェ 2:17 この 地を 暴虐で 満たし， わたしを また 
炉を 携え， それらの 前に 立って いた。 香 ェヱゼ 11:1 も 怒らせなければ ならない のか。 彼ら 
の 雲の 香りが 立ち上って いた。 12 そ ^11%% はわた しの 鼻に 向かって 若枝を 突き出 

かた  い  エレ 32:33 

して， その 方は さらに わたしに 言われ ^^4:19  している の だ。 18 それで わたし もま 
た， 「人の子よ， あなたは， イスラエル  Inn-ie た， 激しい 怒りを もって 行動す るで あ 

いえ  ねんちょう  もの  やみ  I ヶ】  おのおの  王 n  23:5  :ク！  お 

の 家の 年長の 者たち が 闇の 中で， 各々  ョブ3 1:26 ろう 0 わたしの 目は 惜しみ 見る ことな 
が 自分の 飾り物の ある 奥の 部屋でして Ik 44:17  く， わたしは 同情を 抱く こと もない。 
いる ことを 見た か。 彼らは， 『エホバ +  in62l：i6 そして 彼らは 必ず 大声で わたしの 耳に 

(コ 1  エレ 19:4  よ  い 

はわた したち を 見て いない。 エホバは  ^ ^  呼ば わる。 しかし わたしは 彼ら [の 言 
この 地を 捨てた の だ』 と 言って いるか クヱゼ 5:13 うこと] を 聞かないで あろう」。 

ら である」。  ヶ ゴ ば q 次いで， その 方は 大声で わたしの 

13 そして， その 方は 弓^き 続き わたし  9:10  U 耳に 呼ば わって 言われた， 「この 

い  かれ  コ箴 1:28  みやこ ちゅうい  む  もの  おのおの 

に 言われた， 「あなたは なお も， 彼ら ィ 都に 注意を 向けて いる 者たち を， 各々 

ぉこ  い  ラト i ほろ  ぶ-き  も 

が 行なって いる 太いなる 忌むべき こと  t*  3^4  滅びを もたらす ための 武器を 手に 持っ 

を 見る であろう」。 14 それで その 方  M  て 近づかせよ！」 

は， エホバの 家の 北に 向かって いる 門 第9 章  2 すると， 見よ， 北に 面する 上の 門 
の 入口に わたしを 連れて来られた。 す の 方向から， 六 人の 者が 各々 打ち砕く 
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武器を 手に してやって 来た。 彼らの 中 

あ ま ぬの  (7)  こし  しょき かん 

に， 亜麻布を まとい， 腰に 書記官の イ 
ンク 入れを 帯びた 人が もう 一人いた。 
彼らは 入っ て 来て， 銅の 祭壇 の 傍らに 
立った。 

3 そして， イスラエルの 裡の 栄光， そ 
れは ケルプた ちの 上に あった ので ある 
が， それは そこから 上げられ， 家の 敷 
居のと ころに 移った。 その 方は， 亜麻 
布を まとい， _ に 書記官の インク 入れ 
を 帯びて いる 人に 向かって 呼ばわりは 
じめ られ た。 4 そして， エホバは 続け 
て 彼に 言われた， 「都の 中， エル サレ 
ムの 中を 通れ。 その 中で 行なわれ てい 
るすべ ての 忌むべき ことのた めに 嘆息 
し， うめいて いる 者たち の 額に， あな 
たは 印を 付けな ければ な ら ない」。 

5 また， その 方は わたしの 聞こえる 
ところで， それら [ほかの 者たち] に 言 
われた， 「彼の あとに ついて 都の 中を 
通って 行き， 討て。 あなたの 目は 惜し 
み 見て はならない。 同情を 抱いて はな 
ら ない。 6 あなた 方は， 老人 も， 若 
者 も， 処女 も， 小さな 子供 も， 女たち 
も is し 尽く さなければ ならない 一 .破 
滅に 至らせる ので ある。 しかし， 身に 
印の ある 者には だれに も 近づいて はな 
ら ない。 あなた 方は わたしの 聖 なる 所 
から 始めるべき である」。 それで， 彼ら 
は 家の 前にいた 老人たち から 始めた。 
7 また， その 方は さらに 彼らに 言われ 
た， 「家を 汚し， 中庭を 打ち殺された 
者で 満たせ。 行け！」 そこで 彼らは 
出て 行って， 都の 中で [人を] 討った。 

8 そうして， 彼らが 討って いる 間， 
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ア民 14:5 
民 16:45 


ケ詩 10:11 
イザ 29:15 


シ申 32:41 
代 n  6:23 
ェゼ 11:21 
ヘプ 10:30 
ス創 6:22 
出 39:32 
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セ ェゼ 1:22 
ソ ェゼ 1:26 


わたしは 残って いたので あるが， わた 
しは ひれ 伏し'^， 叫んで 言った， 「あ 
あ， 主権者なる 主 エホバよ 丨 あなた 
は エルサレム にご 自分の 激しい 怒りを 
注ぎ 出し， イスラエルの 残って いる 者 
をみ な 滅びに 陥れられる のです か」。 

9 すると， その 方は わたしに 言われ 
た， 「イスラエルと ユダの 家のと がは 
甚だ 大きく， この 地は 流血に 満ちて お 
6 ， この 都市は よこしまに 満ちて いる。 
彼らは， 『エホバは こ の 地を 捨てた。 
エホバは 見て いない』 と 言った からで 
ある。 10 それで わたしと しても， わ 
たしの 目は 惜しみ 見ず， わたしは 同情 
を 示さない。 わたしは 彼らの 道を 必ず 
彼らの 頭に もたらす」。 

11 すると， 見よ， 亜麻布を まとい， 
腰に イ ンク 入れを 帯びた 人が 報告を 持 
ち 帰って， こう 言った。 「わたしは あ 
なた がわた しに 命じられた 通り に 行な 
いま した」。 

-|  そして， わたしが 引き続き 見て 
いると， 見よ， ケルプた ちの i 
上に あった 大空の 上に， 何 か サフ ァイ 
アの 石の ような もの， 見たところ 王座 
のよう な ものが 彼らの 上方に 現われた。 
2 そして， その 方は 亜麻布を まとった 

(チ）  い  _ 

人に さらに 言われた。 こう 言われた。 
「車輪の 間， ケルプの 下に 入り， ケル 
ブの 間から 炭火を 取っ て 両の手の くぼ 
みに 満たし， [それを] 都の 上に まき 散 
ら せ」。 それで， 彼は わたしの 目の前で 
入っ て 行った。 

3 そして， その 人が 入った とき， ケル 
ブ たちは 家の 右側に 立って おり， 雲が 


エゼキエル 10:4—21  車輪の 間， ケルプた ちの 間から 火が 取られる  1308 

奥の 中庭を 満たして いた 0  4 そして， 第 10 章 た 0 12 そして， そのす ベての 体と 背 
エホバの 栄光が ケルプた ちから 昇って 7^'9：3 と 手と 翼と 輪には， 周囲に 目が いっぱ 
家の 敷居に 移り， 家は やがて 雲で 満た  <"ゼ1:28 いついて いた。 それら 四つの ものには 
される ようになり， 中庭 も エホバの 栄 ゥ 輪が あった。 13 その 輪に ついては， 
光の 輝きで 満ちた。 5 すると， ケルプ ヱゼ 43:5 それに 向かって， わたしの 聞こえる 所 
たちの 翼の 音が 外庭にまで 聞こえ 渡っ 1 ゴ:ぱ 2 で， 「車輪よ！」 と 呼び かけられた。 

ぜんのう  かた  おのおの  もの  かお 

た。 それは 全能の 神が 語られる ときの 才詩 29:3  14 そして， [各々 の] 者には 四つの 顔 

音の ようであった。  S29 が あった。 第一の 顔は ケルプの 顔， 第 

6 そして， その 方が 亜麻布を まと っ ヵェ ゼ i:i3 二の 顔は 地の 人の 顔， 第三の 顔は ライ 

めい  しゃりん  あいだ  わし 【才） 

た 人に 命じて， 「車輪の 間から， ケル キ 5$^  オンの 顔， 第 四の 顔は 鷲の 顔であった。 
ブの 間から 火を 取れ」 と言われ たと 9:2  15 そして， ケルプた ちは 昇って 行く 

き， 彼は 入って 行って 輪の 傍らに 立っ ヶ のであった一 それは わたしが ケバ 
た。 7 それから， [ひとりの] ケルプは コェゼ 1:15 ル 川で 見た のと [同じ] 生き物で あっ 

あいだ  [力]  [キ）  い 

手を ケルプた ちの 間から， ケルプたち サェ ゼ 1:16 た 一 16 そして ケルプた ちが 行く と 
の 間に あった 火に 突き出し， [それを] ィ…們 き， 輪は その そばを 行‘， ケルプが 翼 
運んで， 亜麻布を まとった 者の 両の手 7x^-1;17 を 上げて 地上に 高く 上る とき， 輪 も そ 
の くぼみに 置いた。 次いで， その 者は  ^ 1:20 の そばから 方向を 変える ことは なか っ 
[それを] 取って， 出て 行った。 8 そし た。 17 これが 立ち止ま ると， それ も 
て， ケルプた ちには 地の 人の 手の 形を  立ち止まり， これが 昇る と， それ もこ 

した ものが あり， それは その 翼の 下に  .、1in れ と共に 昇る のであった。 生き物の 霊 

(ヶ）  ヱツ:10  (サ） 

見えた。  #4:7  がその 中に あった からで ある。 

9 そして， わたしが 引き続き 見て い @8:13  18 そして， エホバの 栄光は 家の 敷居 

ると， 見よ， ケルプの 傍らに 四つの 輪 力 の 上から 出て 行き， ケルプた ちの 上で 
が， 一つの ケルプの 傍らに 一つの 輪， も  xj  43:3 立ち止まった。 19 次いで， ケルプた 

つばさ  まえ 

う 一つの ケルプの 傍らに 一つの 輪が あ クニ ゼ _ ちは その 翼を 上げて， わたしの 目の前 
り， その 輪は 見たところ 貴かん らん 石 ヶヱゼ 心 で 地から 昇って 行った。 彼らが 出て 行 
のきら めきの ようであった。 10 そし コヱゼ1:2()  くと き， 輪 もまた 彼らの すぐそば にあっ 
て その 斗! k はとい うと， それら 四つの サ ョブ27:3 た 。彼らは エホバの 家の 門の 東側の 入 
ものの 姿は 一つで あり， 輪の 中に 輪が あ シ忘以 1 口に 立ち はじめた。 イスラエルの 裡の 
ると きのよう であった 0 11 それらは ェゼ か3  栄光は 上方から， 彼らの 上に あった。 

ゆ  がわい  がわ [ソ） 

行く とき， 四つの 側に 行く のであった。 スェ ゼ 20 これは， わたしが ケ バル 川で， イ 
それらは 行く とき， 方向を 変える こと ^^11:22 スラ エルの# の 下に 見た 生き物で あっ 
はなかった 0 頭の 向かう 所へ， その あ ソ1ゼ1:1 たので， わたしは 彼らが ケルプで ある 
とに ついて 行く のであった 0 それらは タェ ゼ1:22 ことを 知った ので ある 〇  21 その 四つ 

おのおの  かお [チ） 

行く とき， 方向を 変える ことは なか っ チェ ゼ 1:8 の ものに ついては， [各々] に 四つの 顔 
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が あり， [各々] に 四つの 翼が あり， 地 
の 人の 手の ような ものが 彼らの 翼の 下 
にあった。 22 また その 顔の 有様に つ 
いては， その外 見は わたしが ケ バル 川 
の ほとりで 見た 顔， まさに それと 同じ 
ものであった。 彼らは 各々 まっすぐに 
前進す るので あった。 

そして， 霊が わたしを 持ち 上 
げ， 東に 面して いる エホバの 家 
の 東側の 門に わたしを 連れて来た。 す 
ると， 見よ， 門の 入口に 二十 五 人の 人 
がいた。 わたしは その 中に 民の 君た' 4 
である， アズルの 子ヤア ザヌヤ とべ ナ 
ヤの子 ペラ トヤを 見た。 2 すると， そ 
の 方は わたしに 言われた， 「人の子よ， 
これらの 者は こ の 都市に 対 して 有害な 
ことを 企て， 悪い 計り 事を 進言して い 
る 者たち である。 3 すなわち， 『家々 
を 建てる ことは ごく 間近に 迫って いる 
ではない か。 [この 都 +] は 広口の 料理 
なべ， わたしたちは その 肉 だ』 と 言 - 
ている 者たち である。 

4 「それゆえ， 彼らに 向かって 預言せ 
よ。 人の子よ， 預言せ よ」。 

5 そこで， エホバの 霊が わたしの 上 
に 下り， その 方は さらに わたしに 言わ 


れ た， 「言え， 『エホバは このように 
言われた。 「イスラエルの 家よ， あな 
た 方は 正しい ことを 言った。 あなた 方 
の 霊に 上って 来る 事柄に ついては， わ 
たし 自身 それを 知っていた。 6 あなた 
方は この 都市で あなた 方の 打ち殺され 
た 者たち を 多くし， そのち またを 打ち 
殺された [者] で 満たした」』」。 7 「それ 
ゆえ， 主権者なる 主 エホバは このよう 
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に 言われた。 『あなた 方が 彼女の 中に 
置いた その 打ち殺された 者たち につい 
ては， 彼らは その1  肉， 彼女は 広口の 料理 
なべで ある。 そして あなた 方 自身が 彼 
女の 中から 連れ出される であろう』」。 

8 「『あなた 方は 剣を 恐れた。 それ 
で， わたしは 剣を あなた 方の 上に もた 
ら す』 と， 主権者なる 主 エホバは お告 
げ になる。 9 『そして， わたしは 必ず 
あなた 方を 彼女の 中から 連れ出し， よ 
そ 者の 手に 渡し， あなた 方に 裁きを 執 
行す る。 10 あなた 方は 剣に よって 倒 
れ る。 イスラエルの 境で わたしは あな 
た 方を 裁く であろう。 あなた 方は わた 
しが エホバで ある ことを 知らなければ 
ならなくなる。 11 彼女が あなた 方に 
とっ て 広口の 料理な ベと なること はな 
く， あなた 方が 彼女の 中で 肉と なるこ 
ともない。 イスラエルの 境で わたしは 
あなた 方を 裁き， 12 あなた 方は わた 
しが エホバで ある ことを 知らなければ 
ならなくなる。 あなた 方は わたしの 規 
定 によって 歩まず， わたしの 裁きを 行 
なわず， かえって， あなた 方の 周囲に 
I ヽる 諸国 民の 裁きに したが っ て 行動し 

[ス） 

たからで ある』」。 

13 そして， わたしが 預言 するとす ぐ 
に， ベ ナヤの 子 ペラ トヤが 死んだ。 そ 
れで わたしは ひれ 伏して， 大声で 叫ん 
で 言った， 「ああ， 主権者なる 主 エホ 
バ よ！  あなたは イスラエルの 残され 
た 者たち に 絶滅を もたらそうと して お 
られ るので すか」。 

14 すると， エホバの 言葉が 引き続き 

セ箴 6:15: 使徒 5:5; ソ詩 119:120; タ エゼ 9:8; チ 申 9:19。 
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わたしに 臨んで 言った， 15 「人の子 
よ， あなたの 兄弟たち に関しては， あ 
なた の 兄弟たち， あなたの 買い戻す 権 
利に 関係の ある 者たち， および イスラ 
エルの 全家， そのす ベての 者に 向か っ 
て， エルサレムの 住民は， 『エホバ か 
ら 遠く 離れよ。 それは わたしたちの も 
の だ。 この 地は 所有す る ものと して [わ 
たしたち に] 与えられ たの だ』 と言っ 
たので ある。 16 それゆえ 言え， 『主 
権 者なる 主 エホバは このよう に 言われ 
た。 「わたしは 彼らを 遠く 諸国 民の 中 
に 移し， もろもろの 地の 中に 散らした 
が， それでも， 彼らの 行った もろもろの 
地の 中で， しばらくの 間， わたしは 彼ら 
にと っ て聖 なる 所と な るであろう」』。 

17 「それゆえ 言え， 『主権者なる 主 
エホバは このように 言われた。 「わた 
しは また， もろもろの 民のう ちから あ 
なた 方を 集め， あなた 方が 散らされた 
もろもろの 地から あな た 方を 集め 寄 
せ， あなた 方に イスラエルの 土地を 与 
える。 18 そして， 彼らは 必ず そこに 
来て， そのす ベての _ 悪すべき もの や 
すべての 忌むべき ものを そこから 取り 
除く であろう。 19 そして， わたしは 
彼らに 一つの 心を 与え， 一つの 霊を 彼 
らの 内に 置く。 わたしは 彼らの 肉から 
必ず 石の 心を 取り除き， 彼らに 肉の 心 
を 与える。 20 それは， 彼らが わたし 
の 法令に よって 歩み， わたしの 司法 上 
の 定めを 守り， 実際に それを 遂行す る 
ためで ある。 彼らが 本当に わたしの 民 
となり， わたしが 彼らの# となる ため 

{ ス） 

である」』。 


カ ェゼ 37:23 
キ代 n  30:12 


エエゼ 1:19 
エゼ 10:19 
才王 I  8:11 
代 n  7:3 
カ エゼ 10:18 
キ エゼ 8:4 
エゼ 9:3 
エゼ 10:4 
エゼ 43:4 
ク エゼ 43:2 
ケゼカ 14:4 
マタ 24:3 


21 「『「しかし， 心が それらの _ 悪す 
べき ものと 忌む べき ものに よって 歩ん 
でい る 者たち について は， わたしは 彼 
らの 道を 彼らの 頭に 必ず もたらす であ 
ろう」 と， 主権者なる 主 エホバは お告 
げ になる』」。 

22 成いで， ヶ ルタは 美 券たち の 賓を 
上げた。 輪は 彼らの すぐそば にあり， 
イス ラエルの 迚の 栄光は 上方から， 彼 
らの 上に あった。 23 そして， エホバ 
の 栄光は 都の 中央の 上から 上っ て 行 
き， 都の 東 にある 山の 上方に 立ちは じ 
めた。 24 すると， 霊が わたしを 持ち 
上げ， ® の 霊に よる 幻のう ちに， つい 
に カルデアへ， 流刑の 民の もとへ わた 
しを 連れて行った。 わたしの 見た 幻は 
わたしの 上から 上って 行った。 25 そ 
して， わたしは エホバが わたしに 見さ 
せた すべての こと を 流刑の 民に 話しは 
じめ# し 

そして， エホバの 言葉が 引き続き 

わたしに 臨んで 言った，  2 「人 
の 子よ， 反逆の 家の 中に あなたは 住ん 
でい る。 彼らは 見る目が あるのに 実際 
には 見ず， 聞く 耳が あるのに 実際には 
聞かない 者たち である。 彼らは 反逆の 
家 だからで ある。  3  [しかし] あなた 
は， 人の子よ， 自分の ために 流刑の た 
めの 荷物を 作り， 昼間， 彼らの 目の前 
で， 流刑の 身と なって 行け。 あなたは 
彼らの 目の前で， あなたの 場所から ほ 
かの 場所へ 流刑の 身と なって 出て 行か 
なければ ならない。 彼らは 反逆の 家で 
は あるが， あるいは 見る かも しれない。 
4 そして， あなたは 昼間， 彼らの 目の前 


1311  ゼデ キヤが 捕らえられる 時の 描写。 残りの 者  エゼキエル 12:5—19 
で， 自分の 荷物を 流刑の ための 荷物の 第12 章 について いえば， 彼は 闇のう ちに 肩に 
ように 持ち出さなければ ならない。 そ 7?u3Kn 載せて 運び， 出て 行く。 彼らは 壁に 穴を 
して あなた 自身は， 流刑の ために 連れ ィ au2 ば 4 掘り抜き， そこを 通って 持ち出す こと 
出される 者たち のように， 夕方， 彼ら ゥェゼ 24:24 をす る 0 彼は 自分の 目で 地を 見ない よ 
の 目の前で 出て 行く ので ある。  ェゴ: 以 8 うに 顔を 覆う であろう』。 13 そして， 

5 「あなたは 彼らの 目の前で 壁に 穴を  4 12:3 わたしは 必ず 彼の 上に わたしの 網を 広 
掘り抜け。 あなたは そこを 通って 持ち  *  39:32 げ るであろう。 彼は 必ず わたしの 狩獵 

W  力 申 ス1*27  と  M 

出す ことを しなければ ならない。 6 あ  ネ へ9:26 の 網に 捕らえられる。 わたしは 彼を バ 
なた は 彼らの 目の前で 肩に 載せて 運ぶ  ビロンへ， カルデア 人の 地へ 連れて行 

ゃみ  も  ェ セ24:3  w 

ので ある 0 闇のう ちに 持ち出す ことを キェ レ2 1:7  くが， 彼は それを 見ない 0 彼は そこで 
する ので ある。 あなたは 地が 見えない ，1ゼ24:24 死ぬ であろう。 14 そして， わたしは 

じぶん  かお  おお  たす  かれ  しゅうい  もの  みな 

ように 自分の 顔を 覆う。 わたしは あな ヶ ェレ I5:2 助けと して 彼の 周囲に いる 者を 皆， ま 
たを イスラエルの 家に 対する 異兆 とし  た 彼の 軍隊を 皆， すべての 風に 散らし， 

M  %15 つるぎぬ  お M  かれ 

たからで ある」。  - 剣を抜いて 彼らを 追う。 15 そして 彼 

7 それで， わたしは 命令され た 通り ら は， わたしが 彼らを 諸国 民の 中に 追 
に 行なった。 わたしは 自分の 荷物を，  5t：52；J い 散らし， もろもろの 地の 中に 実際に 
流刑の ための 荷物の ように， 昼のう ち ィ ョブ 仙6 散らす とき， わたしが エホバで ある こと 
に 持ち出した。 夕方， わたしは 手で 壁  iu1:^:9 を 知らなければ ならなくなる。 16 そ 
に 穴を 掘り抜いた。 闇のう ちに， わた  ^  !g；8° して， わたしは 彼ら [の 中] からわず か 
しは 持ち出す ことを した。 彼らの 目の  5：j2 な 者を， 剣， 飢きん， そして 疫病から 
前で， 肩に 載せて 運んだ。  ^  21:35 残す。 それは， 彼らが 行かなければ な 

8 そして， 朝， エホバの 言葉が 引き続 XII  25:7 ら なくなる 諸国 民の 中で， 彼らが その 
きわたし に 臨んで 言った，  9 「人の子  xU  3^；7 すべての 忌むべき ことを 詳しく 話す た 
よ， 反逆の 家の 者たち である イスラエル ェゼ^6 めで ある。 彼らは わたしが エホバで あ 
の 家は， 『あなたは 何を している のか』 ^!^5；10 る ことを 知らなければ ならなくなる」。 
と あなたに 言わなかった か。 10 彼ら ゼ^: 17 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 

い  しゅけんしゃ  し カレ のぞ.  い 

に 言え， 『主権者なる 主 エホバは この  42:16 たしに 臨んで 言った， 18 「人の子よ， 

おさ  m  キ詩 9:16  ふる  じぶん  た 

ように 言われた。 「長に ついては， エ ェゼ か“ あなたは 震えながら 自分の パンを 食べ， 
ルザ レムと， 彼らの 中に いる イス ラエ ^  ^  !〇：22 動揺しながら， 心配しながら 自分の 水 

ぜんか  たい  せんこく  エゼ 6:8  の  M 

ルの 全家に 対して この 宣告が ある」』。  コマ9:27 を 飲むべき である。 19 そして あなた 

11 「言え， 『わたしは あなた 方に 対 ^  26:41 はこの 地の 民に 言わなければ ならない， 

する 異兆 である。 わたしが した 通りに， 6：ii 『主権者な る 主 エホバは イスラエルの 
そのよう に 彼らに もな される であろう。 ヱゼ 33:29  土地に いる エルサレムの 住民に このよ 

るけい  みと  サ レビ 26:26  (*»  かれ  しんぱい 

彼らは 流刑の 身， 捕らわれの 身と なっ  ^  80:5  うに 言われた 0  「彼らは 心配しながら 
て 行く。 12 そして 彼らの 中に いる 長 ms 自分の パンを 食べ， 戦り つを 覚えな が 


エゼキエル 12:20—13:8  裁きが 延期され る ことは ない。 愚鈍な 預言者  1312 


ら 自分の 水を 飲む であろう。 その 地が 
そこ に 住んで いるすべ ての 者たち の 暴 
虐の ゆえに， そこに 満ちる ものを 失っ 
て 廃 させられる ためで ある。  20 そ 
して， 人の 住む 都市は 荒れ 廃れ， その 
地 もた だの 荒れ果てた 所と なる。 あな 
た 方は わた しが エホバで ある ことを 知 
らな ければ な ら なくなる」』」。 

21 そして， エホバの 言葉が さらに わ 
たしに 臨んで 言った， 22 「人の子よ， 
あなた 方が イス ラエルの 土地に ついて， 
『日は 延ばされ， すべての 幻は 滅びう 
せた』 と 言って いる この 格言 的な こと 
ばは 何の ことか。 23 それゆえ 彼らに 
言え， 『主権者なる 主 エホバは このよ 
う に 言われた。 「わた しは 必ず この 格 
言 的な ことばを 絶やし， 彼らは もはや 

イスラエルで これを 格言と して 述べる 

(ケ） 

ことは ないで あろう」』。 むしろ， 彼ら 
にこう 言え， 『日は 近づいた。 またす 
ベての 幻の 内容 も』 と。 24 イス ラエ 
ルの 家の 中には， 無価値な 幻 も， 両義 
の ある 占い ももは やなくな るからで あ 
4*。 25 『「それは わたしが， エホバが 
If の 諸す 籠を 話し， それが Ik ゎ 
れ るからで あ 4。 もはや 延期され る こ 
とはない。 反逆の 家よ， わたしは あな 
た 方の 日に 言葉を 述べ， 必ず それを 行 
なう からで ある」 と， 主権者なる 主エ 
ホバ はお 告げになる』」。 

26 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
たしに 臨んで 言った， 27 「人の子よ， 
見よ， イスラエルの 家の 者たち は 言っ 

かれ  まぼろし おお 

ている， 『彼の 見て いる 幻は 多くの 日 
の 後の ことであって， 彼は はるか 遠 


7 イザ 5:19 
イザ 28:15 
ぺテ n  3:4 


くの 時代に ついて 預言して いるの だ』。 
28 それゆえ 彼らに 言え， 『主権者なる 
主 エホバは このように 言われた。 「『わ 
たしの 言葉に 関しては， それが 延期 さ 
れる ことは もはやない。 わたしの 話す 
言葉， まさに それが 行なわれ るので あ 
る』 と， 主権者 なる 主 エホバは お告げ 

(X) 

になる」』」。 

1 4^ また， エホバの 言葉が 引き続き 
U わたしに 隠んで 备っ た， 2 「人 
の 子よ， 預言して いる イスラエルの 預 
言 者たち に関して 預言せ よ。 あなたは， 
自 分の' ■心の まま に 預言す る 者た ちに 言 
わなければ ならない， 『エホバの 言葉 
を 聞け。 3 主権者なる 主 エホバは この 
ように 言われた。 「何も 見なかった の 
に， 自分の 霊に したがって 歩んで いる 
愚鈍な 預言者た ちは 災い だ！  4 イス 
ラエルよ， あなたの 預言者た ちは， 荒 
れ 廃れた 所に いるき つねの ようにな っ 
てし まった。  5 あなた 方は， エホバの 
-に 戦いに 立つ ため， 決して 割れ目に 
上って 行く こと も， イスラエルの 家の 
ために 石 壁を 築く こと もない」。 6 「彼 
らは不 真実な こと や 偽りの 占いを 幻 
で 見た。 彼らは， エホバに 遣わされな 
かった のに， 『エホバの お告げは』 と 
言って いる 者たち である。 そして 言葉 
が 実現す るのを 待って きた。 7 わたし 
が 何も 話さなかった のに， あなた 方は 
『エホバの お告げは』 と言うが， あなた 
方が 見た のは 不 真実な 幻， あなた 方が 

の  いつわ  うらな  {チ） 

述べた のは 偽りの 占いでは ないか」』。 

8 「『それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 「『あなた 方 


1313  偽りの 預言者に 対する 糾弾  エゼキエル 13: 9 — 19 

が不 真実を 語り， 偽りを 幻で 見た ので， 第13 章 基は 必ず あらわにされ また， 彼女 
それゆえに， いまわた しは あなた 方に 22；28 は 必ず 倒れ， あなた 方は その 中で 必ず 
敵対す る』 と， 主権者なる 主 エホバは ィ ヱレ14:14 終わりを 迎える。 そして あなた 方は わ 
お告げになる」。 9 また わたしの 手は， XU  29；96 たしが エホバで ある ことを 知らな けれ 
不 真実を 幻で 見， 偽りを 占って いる 預 ゥ詩 m:1 ばなら なくなる』。 

言 者たち に 敵対す る ものと なった。 彼 1 出 32:32  15 「『そして わたしは， 壁と， それに 
ら はわた しの 民の 親しい 集いの 中に い  詩69:28  水し っ くいを 塗る 者たち とに 対する わ 
つづける ことは なく， イスラエルの 家 ォェゼ 2〇:38 たしの 激しい 怒りを 終わりに 至らせ， 
の 登録簿に 記載され る こと も， イスラ ヵェ ゼ 6:13 そして あなた 方に 言う であろう， 「壁 
エルの 土地に 来る こと もない。 そして  はもうな い。 それに しっくいを 塗る 者 

あなた 方は わた しが 主権者なる 主 エホ  -^=14 たち ももう いない。 16  [すなわち] エ 
バ である ことを 知らなければ ならな く  ルザ レムに 向かって 預言し， 平安が な 

なる。 10 それは， 彼らが， 平安が な  いのに， 彼女の ために 平安の 幻を 見て 

い  ⑷  ケ代 n 18:12  よげん しゃ  （ェ） 

いのに， 「平安 だ！」 と 言って わたし ぷ いる イスラエルの 預言者たち は」』 と， 
の 民を 迷わせた ため， 実に そのためで a^.25：4 主権者なる 主 エホバは お告げになる。 
ある。 また， 仕切りの 壁を 建てて いる  H  38:22 17 「そして， 人の子よ， あなたは， 

者が いるが， 無駄に 水 しっくいを 塗る 37:19 女 預言者と して 自分の 心の ままに 行動 
者たち がいる』。  シハガ 2:17 している あなたの 民の 娘たち に 顔を 向 

11 「水 しっくいを 塗る 者たち に， そ - け， 彼らに 向かって 預言せ よ。 18 そ 

れは 落ちる と 言え。 みなぎり あふれる 7、二.6  して あなたは 言わなければ ならない， 
大雨が 必ず 生 じ， 雹よ， お前たち が降っ  マ” :27 『主権者なる 主エ ホバ はこの ように 言 
て 来る。 また， 風 あらしの 突風が 割れ ゴュゼ14:8 われた。 「すべての ひじに ひもを 縫い 
目を 生じさせる。 12 そして， 見よ， そ ゥヾ ザ3 0:13 合わせ， あらゆる 大きさの 頭に ベール 
の 壁は 必ず 倒れる。 『あなた 方が 塗っ 1 = を 作って 魂を 狩り立てる 女たち は 災い 
た 塗料は どこに あるの か』 と， あなた だ！ あなた 方が 追い詰める 魂は， わ 

い  オイ ザ 48:22  たみ ぞく 

方に 言われる のでは ないか。  たしの 民に 属する ものな のか。 あなた 

しゅけんしゃ  しゅ  力:1^ j  い なが 

13 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ  方が 生き長らえさせ るのは， あなた 方 

はこの ように 言われた。 『わたし もま +^2:20  に 属する 魂な のか。 19 そして， あな 
た， わたしの 激しい 怒りのう ちに 風 あ ^  ^  2〇:46 た 方は 数 握りの 大麦の ために， わずか 
らしの 突風を 吹き 起こさせ， わたしの  21：2 ばかりの パンの ために， わたしの 民に 
怒りのう ちに， みなぎり あふれる 大雨 対して わたしを 汚そうと する のか。 わ 
が 生じ， 激しい 怒りのう ちに 絶滅の た 3箴28:21 たしの 民， すなわち 偽りを 聞く 者たち 
めの 雹が 臨む。 14 そして わたしは， 3：11 に対する あなた 方の 偽りに よって， 死 
あなた 方が 水 しっくいで 塗った 壁を 打 21：15 ぬべき でない 魂を 死なせ， 生きるべき 
ち 壊し， それを 地に 触れさせる。 その ^ でない 魂を 生き長らえさせる ために」』。 


エゼキエル 13:20—14:8 預言者た ちは 暴露され る。 偶像礼拝 者は 退けられる 1314 


20 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 『いまわた し 
は， あな た 方が ，魂を あたかも 飛ぶ 物で 
も あるかの ように 追い詰め るのに 用い 
る その ひもに 敵対し， あなた 方の 腕 か 
ら それらを はぎ取り， あなた 方が まる 
で 飛ぶ 物で も あ るかの ように 追 L 、詰め 
ている 魂， その 魂を 放たせる。 21 ま 
た， わたしは あなた 方の ベールを はぎ 
取り， あな た 方の 手 か ら わた しの 民を 救 
い 出す。 彼らは もはや 狩りで 捕らえら 
れ たもの のように あなた 方の 手の 中に 
ある ことは ない。 そして あなた 方は わ 
た しが エホバで ある ことを 知らな けれ 
ばなら な くなる。 22 わた しが 義 なる 
者に 痛みを 覚えさせなかった のに， [あ 
なた 方は] その 者の 心を 偽 りで 落胆 さ 
せ， また 邪悪な 者の 手を 強く して, 彼が 
その 悪の 道から 立ち返って 生き長らえ 
る ことがない ようにす るので，  23 そ 
れ ゆえ， 女の あなた 方は 不 真実を 幻で 
見つ づける ことは なく， 占いを する こ 
とも もはやない。 わたしは あなた 方の 
手から わたしの 民を 救い出し， あなた 
方は わた しが エホバで ある ことを 知ら 
なければ ならなくなる』」。 

•t  A そして， イスラエルの 年長の 者 
*  の 中から， 人々 がわた しの もと 
にやって 来て， わたしの 前に 座った。 
2 すると エホバの 言葉が わたしに 臨ん 
で 言った，  3 「人の子よ， これらの 者 
について いえば， 彼らは 2、 に その 糞 像 
を 上らせ， とがを 生じさせる つまずき 
の もとを 自分たち の 顔の 前に 置いた。 
わたしは 仮にも 彼らの 伺いを 聞いて や 


第 13 章 


ウ エレ 27：14 
ェ エレ 23:14 


力箴 12:19 
キ申 18:10 


サ ェゼ 14:8 


第 14 章 


るべき だろう か。 4 それゆえ， 彼らと 
話せ。 あなたは 彼らに 言わなければ な 
ら ない， 『主権者なる 主 エホバは この 
ょぅに 言ゎれた。 な; に その il[4± 
ら せ， とがを 生じさせる つまずきの も 
とを 自分の 顔の 前に 置き， それでいて 
預言者の もと に 来る イス ラエルの 家の 
だれで あろうと， わたし， エホバは， 
その 者の おびただしい 糞 像に したが っ 
て， その 件に ついて 彼に 答える であろ 

[ゥ）  いえ  かれ  こころ 

う。  5 イスラエルの 家を 彼らの 心に 
よって 捕らえる ためで ある。 彼らが そ 
の 糞 像に よって わたしから 退いて 行っ 

もの [才） 

たからで ある 一 そのす ベての 者が」』。 

6 「それゆえ， イスラエルの 家に 言え， 
『主権者なる 主 エホバは このよう に 言 
われた。  「帰れ。 あなた 方の 糞 像から 

かえ W  い 

立ち返り， あなた 方の すべての 忌む ベ 
きものから 顔を 立ち返らせよ。  7 イ 
スラ エルの 家の 者， あるいは イス ラエ 

ルに 其献 としてと どま ir 乂顧碧 

で， わたしに 従う ことから 退き， そ 
の 心に 糞 像を 上らせ， とがを 生じさせ 
る つまずきの もとを 自分の 顔の 前に 置 


き， それでいて 自分の ために わたしに 
伺おうと して 預言者の もと に 来る もの 

W  みず か 

はだれ であれ， わたし， エホバが， 自 
ら これに 答える。  8 そして， わたしは 

かなら  もの  む  かお  (3) 

必ず その 者に 向かって 顔を 向け， その 

[サ）  かくげん てき 

者を しるしと する ために， 格言 的な こ 
とばと する ために 置く。 わたしは わた 
しの 民の 中から 必ず その 者を 断ち 滅ぼ 

W  がた 

す。 そして あなた 方は わたしが エホバ 
である ことを 知らな ければ ならな く 

(t) 

なる」』。 
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9 「『そして 預言者に ついては， 彼が 
だ まされて， 実際に 言葉を 述べ るなら， 
わたしが， エホバが その 預言者を だま 
したので ある。 わたしは 彼に 向かって 
手を 伸ば し， わた しの 民 イスラ エルの 中 
から 彼を 滅ぼし 尽くす。 10 そして， 彼 
らは そのと がを 負わな ければ な ら ない。 
伺いを する 者のと がは， 預言者の とが 
と 同じ ものと なる であろう。 11 イス 
ラエルの 家の 者たち がわた しに 従う こ 
とから もはや さまよい 出る ことのない 
ため， その あらゆる 違犯に よっても は 
や 身を 汚す ことのな いためで ある。 そ 
して 彼らは 必ず わたしの 民と なり， わ 
たし も 彼らの M となる であろう』 と， 
主権者なる 主 エホバは お告げになる」。 

12 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
たしに 臨んで 言った， 13 「人の子よ， 
土地に ついては， それが 不忠実な こと 
をして わたしに 罪を 犯すなら， わたし 
も それに 向かって 手を 伸ばし， そのた 
めに 輪 型の パンに 通す 棒を 折る。 わた 
しは その上に 飢きんを 送り， そこから 
地の 人と 家畜を 断ち 滅ぼす であろう」。 
14 「『そして， これら 三人の 者， すな わ 
ち ノア， ダニエル， ヨブが その 中に い 
たと しても， 彼らは， その 義の ゆえに 
自分の 魂を 救い出す であろう』 と， 主 
権 者なる 主 エホバは お告げに なる」。 

15 「『また， もし わたしが 害を もたら 
す 野獣を その 地に 通らせ， それらが 実 
際に そこから 子供を 奪い， それが 実際 
に 野獣の ために だれも 通る ことのない 
荒れ果てた 所と なったら， 16 それら 
三人の 者が その 中に いたと しても， わ 


キエ ズ 9:6 
ク レビ 26:26 
ケ イザ 3:1 


ェゼ 36: 18 
ク創 7:1 


い  しゅけんしゃ 

たしは 生きて いるので』 と， 主権者な 

し ゅ  つ  かれ 

る 主 エホバは お告げになる， 『彼らは 
息子 も 娘 も 救い出せず， 彼ら， ただ 彼 
ら だけが 救い出され， その 地は 荒れ 果 

ところ  (7) 

てた 所と なる であろう』」。 

17 「『また， わたしが 剣を その 地に も 
たらし， わたしが 実際に， 「剣が その 
地を 通って 行く ように」 と 言い， わた 
しが 実際に そこから 地の 人と 家畜を 断 
ち 滅ぼすなら， 18 たとえ これら 三人 
の 者が その 中に いても， わたしは 生き 

しゅけんしゃ  しゅ 

ている ので』 と， 主権者なる 主 エホバ 

つ  かれ  むすこ  むすめ 

は お告げになる， 『彼ら は 息子 も 娘 も 

救い出せず， 彼ら， ただ 彼ら だけが 救 

[才） 

い 出される であろう』」。 

19 「『また， わたしが 疫病を その 地の 
上に 送り， わたしが 実際に 血と 共に わ 
たしの 激しい 怒りを その上に 注ぎ 出し 
r, そこから 地の 人と 家畜を 断ち k ぼ 
そうとするなら，  20 たとえ ノア， ダ 

[ケ I  (コ）  [サ 1 

ニエル， ヨブが その 中に いても， わた 

い  しゅけんしゃ 

しは 生きて いるので』 と， 主権者なる 
主 エホバは お告げになる， 『息子 も 娘 
も 彼らは 救い出せない。 彼らは， その 
義の ゆえに 自分の 魂を 救い出す であろ 

(シ） 

う』」 0 

21 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた からで ある。 『わたしが エ 
ルサ レムから 地の 人と 家畜を 断ち 滅ぼ 
そうと して， その上に 実際に 送り出す， 
害を もた ら すわた しの 四つの 裁きの 行 
ない 一 剣と， 飢きんと， 寄を もたら 
す 野獣と， 疫病一 が あるとき にも， 
それと 同じ [になる であろう] 0  22 し 

かなら  のが  いち 

かし， 見よ， そこには 必ず 逃れた 一 


エゼキエル 14:23 —— 16：5  エルサレムは 無用な ぶどうの 木  1316 

団， 連れ出される 者たち が 残される で 第14 章  6 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバは 
あろう。 息子 や 娘たち， それらの 者が7 このように 言われた。 『わたしが 燃料 

かれ  がた  イザ 6:13  あた  しんりん  き ぎ 

いる！  彼らは あなた 方の もとに 出て ィザ 仙2〇 として 火に 与えた 森林の 木々 の 中の ぶ 

い  みち  エゼ 6:8 

行って おり， あなた 方は 彼らの 道と 彼 ミヵ5:7  どうの 木の ように， わたしは エル サレ 
らの 行動を 必ず 見る であろう。 そして ィミ ムの 住民を 与えた ので ある。  7 そし 

エゼ 20:43  かお かれ  む 

あなた 方は， わたしが エルサレム にも om 18：2〇  て， わたしは わたしの 顔を 彼らに 向け 
たらす 災い， わたしが 彼女に もたらす  た。 彼らは 火の 中から 出て 行った が， 

なぐさ  エゼ 8:6  く  （ゥ】 

すべての ことのた めに 必ず 慰められる  火が 彼らを むさぼり 食う であろう。 そ 

であろう』」。  DV2：5 して あなた 方は， わたしが わたしの 顔 

23 「『そして， あなた 方が 彼らの 道と 第 15 章 を 彼らに 向ける とき， わたしが エホ 
行動を 見る とき， 彼らは 必ず あなた 方 ぼ f  バ である ことを &ら なければ ならな 
を 慰める であろう。 あなた 方は， わた  H  n：i くなる』」。 

しが 彼女に 対して 行なわなければ なら 才 詩80 ぼ 6  8 「『そして， わたしは この 地を 荒れ 
ない すべての ことを， わたしが 故な く ヵィザ 1:31 果てた 所と する。 彼らが 不忠実な こと 

し  アモ 4:11  おこ  I 力 1  しゅけんしゃ 

して 行なう のでは ない ことを 知らな け 4;1 を 行なった からで ある』 と， 主権者な 

れ ばなら なくなる』 と， 主権者なる 主 - る 主 エホバは お告げになる |。 

エホバは お告げになる」。  m  ^  1 兵 また， エホバの 言葉が さらに わ 

1 产 また， エホバの 言葉が 引き続き  ^  たしに 臨んで 言った， 2 「人の 

わたしに 臨んで 言った， 2 「人  2〇：47 子よ， エルサレムに その 忌むべき 事柄 
の 子よ， ぶどうの 木は， その 若枝は， を 知らせよ。 3 そして あなたは 言わ 
森林の 木々 の 中に 生じた 他の すべての ゥァモ ㈣ なければ ならない， 『主権者なる 主エ 
木と どのように 違う のか。  3 仕事を ホバは エルサレムに このように 言われ 
する のに 用いる さおが それから 取られ  1%  S  た。 「あなたの 出身と 誕生は カナン 人 

るだろう か。 また， 人々 は 何 かの 器具 才 の 地であった。 あなたの 父は ア モリ 人， 
を 掛ける 掛けく ぎを それから 取る だろ  6：14 あなたの 母は ヒッ タイ ト 人であった。 

ねんりょう  力 代 n  36:14  たんじょう 

うか。 4 見よ， それは 燃料と して 火の -  4 そして あなたの 誕生に ついていえば， 

中に 入れられなければ ならない。 その  あなたの 生まれた 日に あなたの へその 

両端を 火が 必ず むさぼり 食い， その 中 ^^58:1 緒は 切られず， あなたは 水で 洗い清め 
間 も 焦げる。 それが 何 かの 仕事に 適し  H  22：2 られ ず， 塩で 少しも こすられず， 全 
ている だろう か。 5 見よ， それは 損な &  _ in  然 くるまれ もしなかった。  5 あなた 

わ、 ん  し 一、 と  >■  -j  ノ 10.3  い  ど ろ じ よ ス  h ん 

われて いないと きで も， 何の 仕事に も  SJ jijj に対する 同情の 念から， あなたの た 
用いられない。 火が それを むさぼり 食 コ ョル26 めに これらの ことの 一つで も 行な お 
い， それが 焦げるなら， なおさら のこ  16:45 うとす る， あなたを 惜しみ 見る目 も 

とで ある！ それは その後， 実際， 何 、  ない まま， あなたは 野の 表に 投げ出 

㈤  ン ホセ 

の 仕事に も 用いられないで あろう」。 スィザ 49:15 された 0 あなたの 生まれた 日に， あ 
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なた の 魂は 憎悪され たからで ある。 

6 「『「ときに， わたしが あなたの そ 
ばを 通りかかり， あなたが 血に まみれ 
て [足を] ばた つかせて いるのを 見， 血 
に まみれて いた あなたに， 『生き つづ 
けよ！』 と 言った。 そうだ， 血に まみ 
れ ていた あなたに， 『生きつ づけよ！』 
と 言った ので ある。 7 わたしは あなた 
を， 野に 芽生える ものの ように 非常に 
大きな 群集と した。 あなたが 大きく 育 
ち， 大 いなる 者と なり， 最上の 飾りを つ 
けて 入って 来る ようにす るた めで あっ 
た。 二つの 乳房 も しっかり 膨らみ， あ 
なた の 髪 も 豊かに なった。 あなたは 裸 
で， 何も 身に 着けて いなかった のに」』。 

8 「『そして， わたしは あなたの そ 
ばを 通りかかり， あなたを 見た。 する 
と， 見よ， あなたの 時は 愛の 表現の 時 
であった。 そこで， わたしは わたしの 
すそを あなたの 上に 広げて， あなたの 
裸を 覆い， あなたに 誓いの ことばを 述 
ベ， あなたとの 契約に 入った』 と, 主権 
者なる 主 エホバは お告げになる， 『こ 
うして， あなたは わたしの ものと なっ 
た。 9 その上， わたしは あなたを 水で 
洗い， あなたの 血を 洗い落とし， あな 
たに 油を 塗った。 10 さらに， わたし 
は あなたに 刺 しゅ うの 施された 衣を 着 
せ， あざらしの 皮の 靴を はかせ， 上等の 
亜麻布で あなたを 包み， 嵩 価な 生地で 
あなたを 覆った。 11 さらに， わたし 
は あなたを 飾り物で 飾り， 手には 腕輪 
を， のどには 首飾りを つけた。 12 そ 
の 上， あなたの 鼻には 鼻輪， 耳には 耳 
輪， 頭には 美しい 冠を つけた。 13 そ 


して， あなたは 金 や 銀で 身を 飾って 

よそお  じょうとう  あ まぬ の 

いった。 あなたの 装いは 上等の 亜麻布 
と， 高価な 生地と， 刺 しゅうの 施され 
た 衣であった。 あなたは 上等の 麦粉と 
蜜と 油を 食べ， あなたは 育って， 非常 
に 美しくな り， やがて 王位に ふさ わ 

もの  10) 

しい 者と なった』」。 

14 「『そして， あなたの 美し さ ゆえ 
に， 名が あなたの ために 諸国 民の 中に 
出て 行く ようになった。 わたしが あな 
たの 上に 置いた 光輝の ゆえに， それは 
完全だった からで ある』 と， 主権者な 
る 主 エホバは お告げになる」。 

15 「『しかし， あなたは 自分の 美し さ 
に 依り 頼みは じめ， 自分の 名の ゆえに 
売春婦と なり， 通りかかる すべての 者 
に 自分の 売春 行為を 注ぎ 出し， それ 
は その 人の ものと なった。 16 そし 
て あなたは 自分の^ ■衣を 持っ て 来て， 
自分の ために 様々 な 色の 高き 所を 造 
i  , その上で 自ら 売春を 行なう ので 
あった。 一 そのような 事柄は 入って 来 
ていないし， それは 起きて はならない 
ことで ある。 17 また あなたは， わた 
しが あなたに 与えた わた しの 金と 銀 か 
ら ，あなたの 美 しい 品々 を 取り， 自分の 
ために 男性の 像を 作って， それらと 売 
春を 行なう のであった。 18 また， 刺 
しゅうの 施された 衣を 取って， それら 
[の 像] を 覆い， わた しの 油と 香を 実際に 
それらの 前に 置く のであった。 19 ま 
た， わたしが あなたに 与えた わたし 
の パン ー わた しが あなたに 食べさせ 
た 上等の 麦粉と 油と 蜜 一 あなたは それ 
を もまた， 安らぎの 香りと して 実際に 
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それらの 前に 置いた。 そのこと はずっ 
と 続いた』 と， 主権者なる 主 エホバは 
お告げに な る」。 

20 「『そして あなたは， あなたが わ 
た しに 産んだ 息子 や 娘を 取って は 犠牲 
として ささげ， それらに むさぼり 食わ 
せた 一 あなたの 売春 行為は それでも 
十分では ない のか。 21 また， あなた 
はわた しの 子ら を ほふり， [火の] 中を 

とお  あた  [才 1 

通らせて それらに 与える のであった。 
22 しかも， そのす ベての 忌むべき こと 
や 売春 行為の 中に あって， あなたは 自 
分が 裸で， 何も 身に 着けて いなかった 
若い 日々 を 思い出さなかった。 あなた 
は 血に まみれて [足を] ばた つかせて い 
たので ある。 23 それで， あなたの す 
ベての 悪の 後 （「災い だ， あなたは 災い 
だ」 と， 主権者なる 主 エホバは お告げ 
になる）， 24 あなたは 自分の ために 土 
塁を 築き， _ 分 のために すべての 公共 
広場に 高い 所を 造って いっ /L  25 す 
ベての 道の 頭で あなたは 自分の 高い 所 
を 築き， 自分の 美し さを 忌むべき もの 
と L， 通りかかる すべての 者に 足を 伸 
ばして， 売春の 行為を 増し 加える よう 

[シ）  にく 

になった。 26 また あなたは， 肉の 大 
きな あなたの 隣り 人， エジプトの 子ら 
と 売春を 行ない， あなたの 売春を あ ふ 
れ させて わたしを 怒らせた。  27 そ 
れ で， 見よ， わたしは 必ず あなたに 向 
かって わたしの 手を 伸ばし， あなたに 
あてがわれた 分を 少なく し， あなたを 
憎む 女たち， フィ リス ティア 人の 娘た 
ち， すなわち， みだらな 行ないに つい 
て， あなたの 道 ゆえに 辱められた 女た 


キエ レ 13:27 
ゼパ 3:1 
ク レビ 26:30 
詩 78:58 
イザ 57:5 


たましい  がんぼう 【ア） 

ちの 魂 [の 願望] にあな たを ゆだねる で 
ぁろぅ。 

28 「『そして， あなたは それでも 満足 
せず， さらに アッシリアの 子ら と 売春 
を 行なった。 あなたは 彼らと 売春を 行 
ない つづけた が， やはり 満足し なか っ 
た。 29 そこで， カナンの 地， カルデア 

じん (I)  む  じ ぶん  ばいしゅん 

人に 向か っ て 自分の 売春を あふれさせ 
ていった。 だが， それでも あなたは 満 
足しなかった。  30 ああ， わたしは あ 
なた に対する 激怒に 満たされて いる！』 
と， 主権者なる 主 エホバは お告げに な 
る， 『あなたが これらす ベての こと 
を， 女の 業， 横柄な 売春 磘 [の 業] を 行 
なう からだ。 31 あなたが すべての 道 
の 頭に 土塁を 築き， すべての 公共 広場 
に 自分の 高い 所を 造った とき， それで 
も あなたは 賃銀を 軽んじ， 売春婦に 似 
つかわしくない 者と なった。 32 姦淫 
を 犯す 妻の 場合， その 女は _ 分の 夫の 
代わりに よそ 者を 受け入れる。 33 ど 
の 売春婦に も 人々 は 贈り物を 与える も 
ので ある。 ところが あなたは 一 あな 
たは 自分を 熱愛す るすべ ての 者に 贈り 
物を 与えた。 あなたは 彼らに わいろを 
贈り， 周囲から あなたの もとに 入って 
来させ， あなたの 売春 行為に 加わらせ 

(シ）  ば あい  ばい 

る。 34 そして あなたの 場合， その 売 
春 行為には ほかの 女たち と は 逆の こと 
が 起こる。 あなたの 例に 倣った 売春は 
行なわれた ためしがない。 すなわち， 
あなたは 自分 に 賃銀が 与えられな かっ 
たのに， 自分で 賃銀を 与える。 つまり， 
逆の ことが 起こる ので ある』。 

35 「それゆえ， 売春婦よ， エホバの 
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言-を 聞け 0  36 主権 4 なる 主 エホバ 第 I6 章 あなたの 中で わたしの 激しい 怒りを 休 

はこの ように 言われた。 『あなたの 色 め， わたしの ねたみは 必ず あなたから 
欲は 注ぎ 出され， あなたの 隠し 所は あ ェェ $23:9 去る。 わたしは 静かに し， もはや 怒り 
なた の 売春 行為の さい， あなたを 熱愛 才 ボ を 覚えないで あろう』。 

する 者たち や， あなたの 忌むべき すべ 力 ぷぷ  43 「『あなたが 自分の 若かった 日々 を 
ての 糞 像に 向かって あらわにされ， あ キ土1^3 ふ 思い出さず， これらす ベての ことのた 
なた が それらに 与えた 子ら の 血 も 共に  fl  めに 幾度 も わたしを かき 立てた ので， い 

あるので，  37 それゆえ， いまわた し ^ tJJ82o?io まわたし も あなたの 道を [あなたの] 頭 
は， あなたを 熱愛し， また あなたが 喜 ヶ 5 ぬ22 に 置く』 と， 主権者なる 主 エホバは お 
ばせ た 者たち すべて， そして あなたが 3 詩 告げになる， 『あなたが そのす ベての 

あい  にく  3  f;25  i'  おこ 

愛した 者たち すべてを， あなたが 憎ん |；?7 忌むべき ものの そばで， みだらな 行な 
だ 者たち すべてと 共に 集める。 わたし ^ いを する ことは 決してないで あろう。 

かれ  しゅうい  せ  スイ ザ 3:23  む  かくげん [力） 

は 彼らを 集めて 周囲から あなたを 攻め  ^  4：3〇^  44 「『見よ， あなたに 向かって 格言を 

させ， あなたの 隠し 所を 彼らに あらわ 用いる 者は 皆， この 格言を 用いて， 「母 
にす る。 彼らは 必ず あなたの 隠し 所を ?：64° に 似る のは 娘な り！」 と言うであろう。 

W  夕申 22:21  じぶん おっと (ク j  ぞうお 

すべて 見る 0  チ 代11 45 あなたは， 自分の 夫と 子ら を 憎悪 

38 「『それで わたしは， 姦婦と 血を 流 、ン^^ f する 母の 娘。 また， 自分たち の 夫と 子 
す 女たち との 裁きを もって あなたを 裁 テ こ$^8 らを 憎悪した， あなたの 姉妹の 姉妹な 

き， 激しい 怒りと ねたみの 血を あなた - ので ある。 あなたたち 女の 母は ヒッタ 

に 与える。 39 そして， わたしは あな  _ こ ffi イト 人， 父は ア モリ 人であった』」。 
たを 彼らの 手に 渡し， 彼らは 必ず あな ィィ ザ4 46 「『あなたの 姉は 依存す る 町々 を 
たの 土塁を 打ち壊し， あなたの 高い 所 ^れぶ2 持つ サマリア であり， それは あなたの 
は 必ず 取り壊される であろう。 彼らは 左に 住んで いる。 あなたの 右に 住んで 
必ず あなたの 衣を はぎ取り， あなたの ヵサ i24:i3 いる あなたの 妹は， 依存す る 町々 を 持 
貧しぃ 龍 為 取り， ぁな た邊 かにし J  っソド i： でぁる 。 47 そして， ぁなた 

も 身に 着けない ままに させて 残して 行  Slo6；35 は 彼らの 道に よって 歩まず， 彼らの 忌 
く。 40 また， 彼らは 必ず あなたに 向 ィ むべき ことにしたがって 行なう こと も 
かって 会衆を 連れて 上り， あなたを 石 !e；3 しなかった。 ほんの 少しのう ちに， あ 
撃ちに し， 彼らの 剣で あなたを ほふる。 サミ ぽ17 なた は あなたの すべての 道で， 彼ら 以 
41 そして 彼らは 必ず あなたの 家々 を  in  21:11 上に 滅びを もたらす ことを 行ないは じ 
火で 焼き， あなたの 中で， 多くの 女の 5^9^33 めた。 48 わたしは 生きて いる』 と， 
目の 翁で 観き を㈣す I。 わたしは あ ソ SilS 纖碧 なる Mx ホ パは ぉ 善げ になる， 

なた に 売春婦 [である こと] を やめさせ  *  32:32 『あなたの 姉妹 ソ ドム， それと それに 
る。 また， あなたが k 銀を 与える こと 13ぽ14 依存す る 町々 は， あなたが， あなたと 

ももは やない 0  42 そして， わたしは 夕王 f 16:31 チ 王 n  21:9;  i ゼ 5:6。 


ェゼキェル 16:49—62  サマリアの 罪の ほうが 軽い。 契約を 思い出す  1320 

あなた に 依存す る 町々 が 行な っ たこと 第 巧 章 は 自分の 行な った すべての ことのた め 
にしたがって 行動し なかった。 49 見 7Zt  n；245 に 必ず 辱めを 覚える。 あなたは 彼らを 

しまい  イ創 19:9  なぐさ  ⑺ 

よ， あなたの 姉妹 ソ ドムのと がは こう  ^16:5  慰めた からで ある 0  55 そして あなた 

ほこ U)  じゅうぶん  ：ゥ）  みだ  箴 1 り： 18  しまい  いぞん  まちまち 

であった。 誇り， 十分の パン， かき 乱  ；n21^i6 の 姉妹， ソ ドムと それに 依存す る 町々 
される 心配の ない 生活， それが 彼女と ゥ=冗° は 以前の 状態に 戻り， サマリア とそれ 
それに 依存す る 町々 の もので あり， 彼  i  30；95 に 依存す る 町々 も 以前の 状態に 戻り， 

くる  もの [力） まず  つよ  ルカ 12:21 

女は 苦しむ 者と 貧しい 者の 手を 強めな あなたと あなたに 依存す る 町々 も 以前 

(キ）  かれ  まん [ク）  オ ユダ 7  W  し 

かった。  50 また， 彼らは ごう 慢 で， わ 力箴 ル!3 の 状態に 戻る。  56 そして あなたの 姉 

まえ  い  おこ  つづ  キェ ゼ 18:12 まい  ほこ 

たしの 前で 忌むべき ことを 行ない 続け ク， 妹ソ ドムは， あなたの 誇りの 日に， あ 

w  と^ T れ1%  まったき  あたい 

た。 それでつ いにわた しは， 彼らを 取  なた の 口から 全く 聞く に 値する ものと 

り 除く ことを [よし] とし， その 通りに !s；20 はならなかった。  57 すなわち， シリ 

[コ）  創 19:5  (ェ； むすめ  しゅうい  もの 

した。  コ創 你24  アの 娘たち と， その 周囲の すべての 者 

51 「『また， サマリアに ついていえ  Ju4:f18 たち， 四方から あなたを 侮る フィリス 
ば， 彼女は あなたの 罪の 半分 も 罪を お サミ r21 冗 ティア 人の 娘たち との そしりの 時の よ 

かれ  ェレ 23:13  あく  （ギ まえ 

かさなかった。 ところが， あなたは 彼 ェゼ 幻:33 うに， あなたの 悪が あらわに される 前 

まさ  じぶん  い  シェレ 3:11  おこ  [ク） 

らに 勝って 自分の 忌むべき ものを あ ふ マタ 12:41 には。  58 あなたの みだらな 行ないと 
れ させた。 それで， あなたの 行なった ^5  }%7:1 忌むべき 事柄， これは あなた 自身が 負 
あらゆる 忌むべき ことの ゆえに， あな v  ^  わなければ ならない』 と， ェホバは お 

たは 自分の 姉妹を 義 なる 者と 映る よう ^  xi  36:31 告げになる」。 

トン）  じ ぶん  しゅけんしゃ  しゅ 

にさせた。  52 あなたは また， 自分の  59 「主権者なる 主 ェホバは このよう 

しまい ゆうり ろんぎ  の  ^  — m  い 

姉妹に 有利な 論議を 述べなければ なら 7x^14:22 に 言われた。 『わたし も あなたが した 
ない とき， 辱めを 負う がよ い。 あなた " ^  3-411 通りに あなたに しなければ ならない。 

かれ  い  おこ  ウイ ザ 65:5  けいやく  やぶ  ちか 

が 彼らよ り もさら に 忌むべき ことを 行 ゼ パ3 心 あなたが [わた しの] 契約を 破っ て 誓い 

つみ  ェ王 n 16:5  かろ  （サ） 

なった その 罪 ゆえに， 彼らは あなたよ  を 軽んじた からで ある。 60 だが， わ 

りも義 なる 者な ので ある。 そして， あ ^nu28^4 たしは， この わたしは， あなたの 若い 
なた はまた， 自分の 姉妹を 義 なる 者と +^4：21：24 日の あなたとの 契約を 必ず 思い出し， 

うつ  はじ  ホセ 2:10  さ だ  そんぞく 

映る ようにさせる ので， 恥を かき， 辱 クガ ラ5: 19 あなたの ために 定めな く 存続す る 契約 

ぺテ I  4:3  w 

めを 負う がよ い』。  ヶ哀 5:7  を 必ず 立てる。 61 そして， あなたは 

53 「『そして わたしは， 彼らの 捕ら わ 必ず 自分の 道を 思い出し， 自分の 姉妹， 
れ 人， ソ ドムと それに 依存す る 町々 の  6；7 自分よりも 年上の 者たち と 年下の 者た 

捕らわれ人， および サマリアと それに 依 ^"^22：9 ちを 迎える とき， 辱めを 覚える であろ 

あつ  シ レビ 26:42  かれ  むすめ 

存 する 町々 の 捕らわれ人を 集める。 わ  « 106:45 う。 わたしは 必ず 彼らを 娘と して あな 

スェ レ 32:40  あた  (V]  けいや く 

たしは また， あなたの 捕らわれ人を 彼 たに 与える が， それは あなたの 契約に 
らの 中に 集める。  54 それは あなたが ソ よるので はない』。 

自分の 辱めを 負うた めで ある。 あなた 62 「『そして， わたしは， この わたし 
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は， あなたと 契約を 立てる。 あなたは 第16 章 ばした。 そして 自分の 植えられた 苗床 
わたしが エホバで ある ことを 知らな け ご: から 離れ， 彼の もとに その 葉を 突き出 

イ 詩 10〇：  12, 

れ ばなら なくなる。 63 それは， わた /m9 した。 [彼に] 水を 注いでも らうた めで 
しが あなたの 行なった すべての ことに  ，^6:31 あった。 8 それは 良い 畑の 中に， 広大 
関して あなたの ために 贖罪を 行なう と _nv  3:19 な 水の ほとりに 既に 植え 替えられ てい 
i, あなたが 思い出して， 実際に 恥じ， 第 17 章 た。 大枝を 張って 実を 結び， 壮大な ぶ 
自分の 恥辱の ゆえに 口を 開く 理由を も 才^ね12 どうの 木と なる ためであった」』。 

はや 持てなくなる ためで ある』 と， 主 ヵ 9 「言え， 『主権者なる 主 エホバは こ 
権 者なる 主 エホバは お告げになる I。  のように 言われた。 「それは 成功す る 

1 了 そして， エホバの 言葉が 引き続き ク だろう か。 だれかが その 根を 引き抜き， 
わたしに 臨んで 言った，  2 「人 ； セ4： 匕 その実を うろこ 状に してし まわない だ 
の 子よ， イスラエルの 家に 向かって な ゲ ろうか。 また， 摘まれた ばかりの 新芽 
ぞを 掛け， 格言 的な 言い回しを 作れ。 サ 324ポ はみ な 必ず 乾く のでは [ない] か。 それ 

^  代 II  36:10  ^ 

3 そして あなたは 言わなければ ならな  iU24:1 は 乾く であろう。 それが その 根から 持 
い， 『主権者なる 主 エホバは このよう スェ レ％ 1 ち 上げられ るには， 大 いなる 腕 も， お 
に 言われた。 「大きい 翼を 持ち， 羽翼 セ 王 n24:i7 びた だしい 民 も 必要では ない。 10 そ 
の 長い， 色 とりどりの 羽毛の 密生した して， 見よ， 植え 替えられても， それ 
鶏み レバ パに 秦て J の 木ぶ は鼷 する だろぅ か。 それは， ひ fiT が 
取り はじめた。  4 これは その 若枝の 1ゼ17:15 触れる ときの ように， 完全に 干からび 
こずえを むしり 取り， それを カナンの 第二 欄 るので はない か。 それは その 新芽の 苗 
地に 持って来て， 貿易商た ちの 都市に 7 36:6 床で 干からびる であろう」』」。 

置いた。 5 その上， その 地の 種の 幾  ^  36:13  11 また， エホバの 言葉が 引き続き 

ら かを 取り， これを 種の ための 畑に 置 ェ民 14:41 わたしに 臨んで 言った， 12 「どうか， 
いた。 広大な 水の ほとりに ある 柳の よ ヱ レ32:5 反逆の 家に 言うよう に。 『あなた 方は 

: セ；  オ エレ 21:7  なに  いみ  ほんとう 

うに， 柳の 木の ように それを 置いた。 25:7 これらの ことが 何を 意味す るの か 本当 
6 そして， それは 芽生え， やがて 丈の キ ホセ 13:15 に 知らない のか』。 言え， 『見よ， バビ 

ひく  （ソ）  は  うちがわ  む  おしげ  ヨナ 4:8  き 

低い， 葉を 内側に 向ける， 生い茂る ぶ クェゼ 19:12  ロンの 王が エルサレムに 来て， その 王 
どうの 木と なり， その 根の ほうは， や ヶ i 芯以 と 君たち を 捕らえ， これを バビロンの 

エゼ 3:9  じ ぶん  つ  い  ザ 

がて その 下に あるよう になった。 そし ヱゼ は9 自分の もとに 連れて行った。 13 その 

わか  コ王 II  24:12  かれ  おうとう  たね  と  ■>» 

てつい に それは ぶどうの 木と なり， 若 ェレ22:25 上， 彼は 王統の 胤の ひとりを 取り， こ 
枝を 出し， 枝を 送り出した。  52；32 れと 契約を 結び， これに 誓いを 立てさ 

7 「『「また， 大きな 翼を 持ち， 大き ン f レ せ, その 地の 主立った 者たち を 奪い 去っ 
な 羽翼を 持った もう 一羽の 大 鷲が 現わ レ3 以 3 た。 14 それは， この 王国が 低くな っ 
れた〇 すると， 見よ， このぶ とうの 木 ヱ レ 24: 1  て， 自らを 高める ことができなくなる 
は 飢えた ように その [鷲] の 方に 根を 伸 V  ?i22:f  ため， その 契約を 守る ことによって 立 


エゼキエル 17:15—18:4  なぞの 解き明かし。 小枝は 杉になる  1322 

(7)  かれ  ひろち  m  がた 

つため であった 0 15 しかし， 彼は つ 第17 章 広く 散らされる 0 そして あなた 方は， 
いに [バビロンの 王] に 反逆して エジプ 7^38；!5 わたしが， エホバが [それを] 語った こ 
卜に 使者を 送り， 馬と おびただしい 民を とを 知らなければ ならなくなる」』。 

え  [ゥ]  せいこう  エレ 52:3  しゅけんしゃ  しゅ 

得ようと した。 彼は 成功す るだろう か。 ヱゼ 17:7  22 「『主権者なる 主 エホバは このよ 
このような ことを している 者が， 契約  ^  うに 言われた。 「わたしもまた， 杉の 

やぶ  のが  ^  f  ov.c-  こうだい いただき いく  と 

を 破った 者が 逃れられ るだろう か。 そ 木の 高大な 頂の 幾らかを 取って， [そ 
して 彼は 実際に 逃れられ るだろう か』。 ^^6:13 れ を] 置く。 わたしは その 小枝の こず 
16 「『「わたしは 生きて いる」 と， _  111  3；：3 えから 柔らかい ものを 摘み取り， わた 
者なる 主 エホバは お告げになる, 「そ ク， し 自身が [それを] 高く， 高大な 山の 上 

ちか  かろ  m  けいやく  やぶ  もの  エレ 37:7  う  か  [才）  たか 

の 誓いを 軽んじ， その 契約を 破った 者 哀4ポ  に 植え 替える。 23 イスラエルの 高み 

お  ところ  エゼ 29:6  う  か [力） 

を 王と して 置いた その 王の 所で， バビ ヶヱ レ33:5 の 山に わたしは それを 植え 替え， それ 
ロンの 中で [王] と共に あって， 彼は# ぬ  r51:31 は 必ず 大枝を 張り， 実を 結び， 壮大な 

[キ）  ぐんぜい ^  ^ 5,6  すぎ  [ク 1  した 

であろう。 17 そして， 大 いなる 軍勢 シ^^川5 杉と なる であろう。 そして， その 下に 
とおびた だしい 会衆と によって， ファ は あらゆる 翼の すべての 鳥が 実際に 住 
ラオが 彼に 戦果を 収めさせる ことは な ゴ以 3 む。 それらは その 葉の 陰に 住む であろ 

[ク）  おお  たましい  た  ほろ  （ヶ）  ホ 如 7:12  (ヶ 1  の 

い。 多くの 魂を 断ち 滅ぼそう として， 'ノェ ゼ 20:36 う。 24 そして 野の すべての 木は， わ 

こうい るいへき  も  こう いへき  きず  ミカ 6:2  たか  いや  W  ひく 

攻囲 塁壁を 盛り上げ， 攻囲 壁を 築く こ _ たしが， エホバが， 高い 木を 卑しめ， 低 

とに よっても。 18 そして， 彼は 契約  m~m  い 木を 高く し， まだ 湿り気の ある 木を 
を 破って 誓いを 軽んじた。 見よ， 彼は 7 ゴぱ 4 干からびさせ， 瓷 いた 木に 花を 咲かせ 
その 手を 与えて おきながら， 実に これ ゥ 詩8 (MS たこと を 知らなければ ならなくなる。 

ら すべての ことを 行なった。 彼は 逃れ  わたしが， エホバが 語り， [これを] 行 

〇)  lt! 

られ ない」』。  ェ巧だ 2 なった ので ある」』」。 

19 「『それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 1%^  1 〇 そして， エホバの 言葉が 引き続き 

はこの ように 言われた。 「わたしは 生 キ わたしに 臨んで 言った，  2 「あ 
きている。 彼が 軽んじた わたしの 誓い ^72:82 なた 方は イスラエルの 土地に ついて こ 
と， 彼が 破った わたしの 契約一 わたしは コ の 格言 的な ことばを 述べて， 『父たち 

かなら  こうべ  詩 75:7  じゅく  た 

それを 必ず 彼の 頭に もたらす 0  20 ま  ルヵ I:52 が 熟して いないぶ どうを 食べる のに， 

あみ  かれ  ひろ サイ ザ 9:6  は  う  M  い 

た， わたしは わたしの 網を 彼の 上に 広  子ら の 歯が浮く』 と言うが， これは あ 

げ ，彼は 必ず わたしの 狩猁の 網に 捕ら なた 方に とって どういう 意味な のか。 

(ゼ）  ン ルカ が:“  い  ，け、 

えられる であろう。 わたしは 彼を バビ ス 3 「『わたしは 生きて いる』 と， 主撞 
ロンに 連れて行き， 彼が わたしに 示し  m  24:14 者なる 主 エホバは お告げになる， 『あ 

ふちゅうじつ  かん  がた  かくげん てき 

た その 不忠実 さ に関して， そこ で 彼に 第18 章 なた 方が この 格言 的な ことばを イスラ 

たい  さば  おこ  M  かれ  の 

対する 裁きを 行なう。 21 また， 彼の ソ= ぼ〗 9 エルで 述べる ことは もはやなくなる。 

たい  とうぼうしゃ  つるぎ  r:.7  たましい 

すべての 隊の 逃亡者は みな 剣に よって 夕詩 100:3  4 見よ， すべての 魂 一 それは わたしの 

たお  のこ  もの  かぜ  使徒 17:26  [夕）  ちち  （チ】 

倒れ， 残される 者たち はすべ ての 風に チ 創 2:7  ものである 0 父の 魂が そうで あるよう 


1323  罪を 犯して いる 魂は 死ぬ  エゼキエル 18:5 — 20 


に， 子の 魂 も 同様に一 それらは わたし 

(7) つみ  おか  [ィ） 

の ものである。 罪を 犯して いる 魂一 それ 

し  [〇) 

が 死ぬ ので ある。 

5 「『そして 人に ついては， それが 義 
なる 者で， 公正と 義を 行ない， 6 山の 

(才）  た  m  いえ 

上で 食べず， その 目を イスラエルの 家 
の 糞 像に 上げず， 友の i を 汚さず， 不 
浄 のとき の 女に 近寄らず， 7 だれを も 
虐待せ ず， 負債に 対して 取った 質 物を 
返し， 何も 略取せ ず， 飢えた 者に 自分の 
パンを 与え， 裸の 者を 衣で 覆い， 8 利 
息を 取って 与える ことは せず， 高利を 
取らず， 不正から 手を 引き戻し， 人と 
人の 間に 真の 公正を 行ない， 9 わたし 
の 法令に よって 歩みつ づけ， わたしの 
司法 上の 定めを 守っ て 真実を 行なおう 
としたの なら， その 人は 義 なる 者で あ 
る。 彼は 必ず 生きつ づける』 と， 罜権 
者なる 主 エホバは お告げになる。 

10 「『そして， 人が 父と なって， その 
子が 強盗で， 血を 流す 者で あり， これ 
ら のこと の 一つ に 類す る ことを 行な っ 
た [ので あれば] 11( しかし 彼 自身は こ 
れら のこと を 何一つ 行なわな かった）， 
また， その 者が 山の 上で 食べ， 友の 妻 
を 汚し， 12 苦しんで いる 貧しい 者を 

ぎゃくたい it)  もの  りゃくしゅ [フ） しち もつ  かえ  [へ] 

虐待し， 物を 略取し， 質 物を 返さず， 
糞 像に 目を 上げたなら， 彼は 忌むべき 
ことを 行なった ので ある。 13 彼は 高 
利を 取って [ものを] 与え， 利息を 取っ 

㈧  けっ  い 

た。 それで， 彼は 決して 生きつ づける 
ことは ない。 彼は これらす ベての 忌む 
べき ことを 行なった。 彼は 必ず 死に 処 
せられる。 彼の 血は その 身に 帰す る。 
14 「『そして， 見よ， 人が 父と なっ 
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たが， その [子] は 自分の 父の 行なった 
すべての 罪を 見て いるが， 見ても， そ 

(7) 

のよう な ことを 行なわない 0 15 山の 

た  いえ  ふん 

上で 食べず， 目を イスラエルの 家の 糞 
像に 上げず， 友の を おさなかった。 
16 だれを も 虐待せ ず， 質 物を 奪わず， 

なに  りゃくしゅ  [力）  う  もの  じ ぶん 

何も 略取せ ず， 飢えた 者に 自分の パン 

あた [キ） はだか  ころも  おお （ク）  くる 

を 与え， 裸の 者を 衣で 覆い， 17 苦し 
む 者から 手を 引き戻し， 高利 も 利息 も 
取らず， わたしの 司法 上の 定めを 実行 

[サ）  ほうれい  あゆ  ('»  かれ 

し， わたしの 法令に よって 歩んだ。 彼 

ちち  し 

がその 父のと がの ゆえに 死ぬ ことは な 

(ス）  かなら  い  M  いっぽう 

い。 彼は 必ず 生きつ づける。 18 —方 

ちち  まぎ  さしゅ  おこ  （ソ） 

その 父は， 紛れ もない 詐取を 行ない， 
兄弟から 物を 略取し， すべて 良くない 

たみ  [チ） 

ことを その 民の 中で 行なった ので， 見 

かれ  かなら  し  PI 

よ， 彼は その とがのた めに 必ず 死ぬ。 

がた  かなら  い 

19 「『そして， あなた 方は 必ず 言う 
であろう， 「父に とがが あるのに， 子 
が 何も 負わなくても よいのは どう して 

[テ}  かれ 

か」 と。 さて， その子に ついては， 彼 

こうせい  ぎ  おこ  ！卜） 

は 公正と 義を 行ない， わたしの すべて 

ほうれい  まも 

の 法令を 守った。 彼は それを 行ないつ 

[ナ）  い  I 二 i 

づけて いる。 彼は 必ず 生きつ づける。 

つみ  おか  たましい  し 

20 罪を 犯して いる 魂一 それが 死ぬ の 

(ヌ）  ちち  なに 

である。 子が 父のと がの ゆえに 何 かを 
負う ことは なく， 父が 子のと がの ゆえ 

m  ぎ  もの 

に 何 かを 負う こと もない。 義 なる 者の 

じしん  き  [A  じゃあく 

義は その 人 自身に 帰し， 邪悪な 者の 邪 

[ハ） 

悪は その 人 自身に 帰す る。 

第二 欄 アヱ レ 8:6; イ レビ 26:30; ウ レビ 20:10; エ出 
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シ申 8:11; ス エゼ 3:21; セ エゼ 18:9; ソ レビ 19:13; タレ 
ビ 6:2; チ イザ 3:11; ツ エゼ 3:18; テ 出 20:5; 申 5:9; 王 
n  23:26; ト ルカ 1:6; ナ エゼ 20:18; 二 申 16:20; エゼ 18: 
9;  ロマ 10:5; ヌ申 24:16; 王 II  14:6; エレ 31:30; エゼ 18:4; 
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21 「『さて， 邪悪な 者に ついては， 彼 
が 自分の 犯した すべての 罪から 立ち返 
り， 実際に わたしの すべての 法令を 守 
り， 公正と 義を 行なう ので あれば， 彼 
は 必ず 生きつ づける。 彼は 死なない。 
22 彼の 犯した すべての 違犯 一 それが 
彼を 責める ために 思い出される ことは 
ない。 彼は 自分の 行なった その 義 のた 
めに 生きつ づける ので ある』。 

23 「『一体， わたしは 邪悪な 者の 死を 
喜ぶ だろう か』 と， 主権者なる 主 エホ 
パは お告げになる， 『[わたしは] 彼が 
その 道から 立ち返り， 実際に 生き つづ 
ける ことを [ 喜^ 0 のでは ないか』。 

24 「『さて， 義 なる 者が その 義を 離れ 
て， 実際に 不正を 行な うとき， すなわち 
彼が 邪悪な 者の 行なった すべての 忌む 
べき ことにしたがって 事を 行ない， そ 
して 生きて いる [とき]， 彼の 行なった 
そのす ベての 義 なる 行為は 何一つ 思い 
出される ことは ない。 自分の 犯した 不 
忠実と 自分の 犯した 罪との ために， そ 
のために 彼は 死ぬ であろう。 

25 「『そして， あなた 方は 必ず 言う で 
あろう， r エホバの 道は 正 しく 調整 さ 

トン）  いえ 

れ ていない」 と。 イスラエルの 家よ， 
どうか， 聞く ように。 わたしの 道は 正 
しく 調整され ていない のか。 あなた 方 
の 道が 正しく 調整され ていない のでは 

(t) 

ないか。 

26 「『義 なる 者が その 義を 離れて， 実 
際に 不正を 行ない， それゆえに 死ぬ と 
き， 彼は 自分の 行なった 不正の ために 
死ぬ ので ある。 

27 「『また， 邪悪な 者が 白 分の 犯し 
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第二 欄 


使徒 13:46 


た 邪悪から 立ち返り， 公正と 義を 行な 
うように なるなら， 彼は 自分の 魂を 生 
き 長ら えさせる 者と なる。  28 彼は 見 
T, 自分の 行なった すべての 違犯から 
立ち返る とき， 必ず 生きつ づける。 彼 
は 死なない。 

29 「『そして， イスラエルの 家は 必ず 
言う であろう， 「エホバの 道は 正しく 
調整され ていない」 i。 イスラエルの 
家よ， わたしの 道， それは 正しく 調整 
されて いないだろ うか。 正しく 調整 さ 
れ ていないのは， あなた 方の 道では な 

i ク） 

いか』。 

30 「『それゆえ， イスラエルの 家よ， 
わた しは あなた 方を 各々 その 道に した 
がって 裁く であろう』 と， 主権者なる 
ま エホバは お告げになる。 『立ち返れ。 

いはん  じ ぶん 

あなた 方の すべての 違犯から [自分を] 
立ち返らせよ。 何物 も あなた 方に とが 
を 生じさせる つまずきの もとと なって 
はならない。  31 あなた 方の 犯した す 
ベての 違犯を 自分の 身から 振り 捨て， 
自分の ために 新しい 心 と 新しい 霊を 造 
れ。 イスラエルの 家よ， どうして あな 

し  け） 

た 方は 死んで よいだろう か』。 

32 「『わたしは 死んで ゆく 者の 死を 
少しも 喜ばない からで ある』 と， 主権 
者なる 主 エホバは お告げになる。 『そ 
れ ゆえ， あなた 方は [自分を] 立ち返ら 

い  （ッ】 

せて， 生きつ づけよ』」。 

-I  Q 「そして あなたは， イスラエル 

丄妙 の 雲たち に簡 しぞ絲 を嬉ぇ 

i。  2 あなたは 言わなければ ならな 


ツ申 30:16; エゼ 18:9; 第 19 章 テ 代 n  35:25; トエ 
レ 7:29; エゼ 26:17。 
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い， 『あなたの 母は 何だった のか。 ラ 第 w 章 聞かれる ことのない ようにす るた めで 
イオンの 中の 雌 ライオンであった。 そ 7；J:2：„ あった。 

わか  ゼパ 3:3  はは [ァ） 

れ はたて がみの ある 若い ライオンの 中 ^ H 23:31  1〇 「『あなたの 母は， 水の ほとりに 
に 伏した。 彼女は その子ら を 育てた。 23:32 植えられた あなたの 血の 中の ぶどうの 
3 「『そして， 彼女は やがて その子ら ig  23:33 木の ようであった。 それは 豊かな 水の 
の 一頭を 育て上げた。 それは たてがみ  xu  22:11 ために 実を 結ぶ 者と なり， 枝で 満ち/* こ。 

わか  えもの  ひ 才王 II  23:34  かのじょ  つよ 

の ある 若い ライオン となり， 獲物を 引 力 代 1136:5 11 そして， それは 彼女の ために 強い 

さ  まな  [ゥ）  エレ 22:17  つえ  しはいしゃ  しゃく 

き 裂く ことを 学ぶ ようになった。 それ 24：4  杖， 支配者の 笏 となるべき ものと なっ 

ち  く  (I)  たか  えだ 

は 地の 人を も むさぼり 食った。 4 そし クヱゼ12:19 た 0 また， その 高さは 枝の 中に あって 

くにぐに たみた  ケ箴 19:12  ゆた 

て， 国々 の 民は 絶えず [その ライオン] 蔵^ぽ25 高くな り， それは その 高さと その 豊か 
について 聞く のであった。 それは 彼ら コ Ha:2 な 葉との ゆえに 見える ようになった。 
の坑に 捕らえられ， 彼らは それを 鉤に 17:20 12 しかし， 彼女は ついに 憤怒のう ちに 
かけて エジプトの 地に 連れて行った。 根 こぎに された。 それは 地に 投げつ け 

かのじょ  じぶん  ま  ^  J  2.. 12  ひがしかぜ  お  み  ひ 

5 「『彼女は 自分が 待って いた [のに]， セ ェ ゼ 6:2 られ， 東風が 起こって その実を 干から 
望みが 滅びう せた のを 見て， 今度は そ  び させた。 その 強い 杖は もぎ 取られて 

べつ  とうと  [才 1  A'*  M  く 

の 子ら のうちの 別の 一頭を 取った 〇彼 ァ ホセ 2:2  乾いた 0 火が それを むさぼり 食った の 
女は これを たてが みのある 若い ラ イオ ^  ?^°；： 1 である。 13 そして 今や， 彼女は 荒野 

おく  エゼ 15:2  [コ）  かわ  ち  う 

ン として 送り出した。 6 そして， それ ェゼ I7:6 に， 水の ない 乾いた 地に 植えられ てい 

ある  まわ  rt  g-  24*6  [サ）  つえ 

は ライオンの 中を 歩き回る ようにな っ  申 8:7  る。 14 そして， 火が [その] 杖から 出 

わか  T  «.  9/1.17  トン）  かのじょ  わかえだ  み 

た。 それは たてが みのある 若い ラ イオ  2x4 ふた。 それは 彼女の 若枝を， その実を む 
ン となった。 そして やがて 獲物を 引き ゞ ^ さ ぼり 食い， 彼女のう ちには 強い 杖， 支 

さ  まな  （力）  ち  はい  しゃく  [ス） 

裂く ことを 学んだ。 それは 地の 人を も 配の ための 笏 はなく なった。 

むさぼり 食った。  7 そして その 住ま  15；68  「『これは 哀歌で あり， そして 哀歌と 

いの 塔を 知る ようになり， その 諸 都市 キ ホセ13 :15 なる』」。 

あ  すた  [ク）  ク 王11  23：34  だい ねん だい 

を も 荒れ 廃れさせた。 そのために， そ  |：  さて， 第 七 年， 第五 [の 月]， そ 

ち こうはい  かれ  warn  か  ねん 

の 地は 荒廃 させられ， 彼は [その 地] ヶ 申め22  の 月の 十 [日]， イスラエルの 年 

じぶん  ごえ  み  [ヶ）  15：4  ちょう もの  うかが 

を 自分の ほえ 声で 満たした 0  8 そし コ 申28:48  長の 者の 中から， エホバに 伺うた めに 

しゅうい  かんかつ ちいき  くにぐに  エレ 17:6  ひとびと  き iv]  まえ  すわ 

て， 周囲に いる 管轄 地域からの 国々 の ヱ レ52 :27 人々 が やって来て， わたしの 前に 座っ 

たみ  かれ  せ  [コ）  サエ レ 9:11  (夕）  ことば 

民は 彼を 攻める ようになり， その上に シ裁 9:15  た。  2 すると， エホバの 言葉が わた 

あみ  ひろ  ！ サ】  あな  王 n  24:20  のぞ  い 

彼らの 網を 広げた。 それは 彼らの 坑に ^ 9;37 しに 臨んで 言った， 3 「人の子よ， イ 
捕らえられた。  9 ついに 彼らは それ  1%  2h26 スラ エルの 年配者た ちと 話せ。 あなた 
を鉤 にかけ ておりに 入れ， バビロンの ts4:20  は 彼らに 言わなければ ならない， 『主 

つ  い  [ス）  けんしゃ  しゅ 

王の もとに 連れて行った。 彼らは これ 第2 〇 章 権 者なる 主 エホバは このよう に 言われ 
を 狩獬の 網に よって 連れて行った。 そ ソ1ゼ8:1 た。 「あなた 方が 来る のは， わたしに 

こえ  やまやま [セ）  タエ ゼ 14:1  うかが  （チ】  い 

の 声が イスラエルの 山々 の 上で もはや チィザ 1:12 伺うた めな のか 0 『わたしは 生きて い 
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る。 わたしは あなた 方の 伺いを 聞かな 
い』 と， 主権者な る 主 エホバは お告げ 
になる」』。 

4 「あなたに 彼らを 裁いて 欲しい。 人 
の 子よ， あなたに [彼らを] 裁いて 欲し 
い。 彼らに その 父祖たち の 忌むべき 事 
柄を 知らせ i。  5 そして あなたは 彼 
らに 言わな けれ ばな ら ない， 『主権者 
なる 主 エホバは このように 言われた。 
「わた しが イス ラエルを 選んだ 日に， わ 
たしは また， ヤコブの 家の 胤に [誓い 
の] 手を 挙げ， エジプト の 地で 彼 ら にわ 
たしを 知らせた。 実に， わたしは 彼ら 
に [誓いの] 手を 挙げて， 『わたしは あ 
なた 方の 裡 エホバで あ 4』 と 言った。 
6 わたしは その 日， 彼らを エジプト か 
ら， わたしが 彼らの ために 探って おい 
た 地， 乳と 蜜の 流れる [地] に 連れ出す 
と， 彼らに [誓いの] 手を 挙げた。 それ 
はすべ ての 地の 飾りであった。 7 そし 
てわたしは さらに 彼らに 言った， 『あ 
なた 方は 各々， 自分の 目に 嫌悪すべき 
ものを 投げ捨てよ。 エジプトの 糞 像で 
身を 汚すな。 わたしは あなた 方の 裡エ 
ホバ である』。 

8 「『「だが， 彼らは わたしに 反逆し 
はじめ， わたしに 聴き 従おうと はしな 
かった。 彼らが その 目に 嫌悪すべき も 
のを それぞれ 投げ捨てず， エジプトの 
糞 像を 捨てなかった ので， わたしは わ 
たしの 激しい 怒りを 彼らの 上に 注ぐ と 
約束した。 それは， エジプトの 地の 中 
で 彼ら に 対す る わたしの 怒り を 終わり 
に 至らせる ためであった。  9 そして， 
わたしは わたしの 名のた め， それが 諸 


エレ 32:22 
コ へブ 6:13 
サ詩 48:2 
ダニ 8:9 
ダニ 11:41 
ゼカ 7:14 
シ代 n 15:8 
ェゼ 18:31 
ス レビ 17:7 


国民の 目の前で される ことのな いよ 
う 行動を 起こした。 彼らは それらの 
[民の] 中に いたので あるが， わたしは 
彼らを エジプトの 地から 連れ出し たと 
き， それらの [民の] 目の前で 彼らに わ 
たしを 知らせた からであった。 10 こ 
うして， わたしは エジプトの 地から 彼 
らを 連れ出 して 荒野に 導き 入れた。 

11 「『「次いで， わたしは わたしの 法 

れい (エ） かれ  あた  しほう じょう 

令を 彼らに 与えた。 わたしの 司法 上の 
定めを 彼らに 知らせた。 それは これを 
行ないつ づける 人が また， これによ っ 
て 生きつ づける ためで あっ/こ。 12 そ 
して， わたしは わたしの 安息日を も 彼 
らに 与えた。 [それが] わたしと 彼らと 
の 間の しるしと なり， わたしが 彼らを 
神聖な ものと している エホバで ある こ 
とを [彼らが] 知る ためであった。 

13 「『「しかし 彼らは， イスラエルの 
家は， 荒野で わたしに 反逆した。 彼ら 
はわた しの 法令に よって 歩まず， わた 
しの 司法 上の 定めを 退けた。 それを 行 
ない つづけるならば， 人は それによ っ 
て 生きつ づける ので ある。 また， 彼ら 
はわた しの 安息日 を 甚だ しく 汚した の 
で， わたしは わたしの 憤怒を 荒野で 彼 
らの 上に 注ぐ と 約束した。 彼らを 滅ぼ 
し 絶やす ためであった。 14 しかし， 
わた しは わた しの 名のた めに 行動した。 
[それが] 諸国 民の 目 の 前で 汚されない 
ためであった。 わたしは それらの [民 
の] 目の前に 彼らを 連れ出し たので あっ 

キ出 20:8; レビ 23:3; レビ 23:24; レビ 23:32; レビ 25:4; レ 
ビ 25:11; 申 5:12; ネへ 9:14; ク出 13:9; 出 31:13; 出 35: 
2; ケ出 32:8; 民 14:22; 詩 78:40; 詩 95:8; コ レビ 26:15; 
サ レビ 26:43; 箴 1:25; エゼ 16:24; シ エゼ 18:9;  ロマ 10: 
5; ス イザ 56:6; セ 民 14:12。 
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た 0 15 そして わたしもまた， 荒野で 第2 〇 章 
彼らに [誓いの] 手を 挙げた。 わたしが 36^ 
与えた 地， 乳と 蜜の 流れる [地] に 彼ら ^  5  95=11 

みちびい  詩 106:26 


を 導き 入れる ことは ない， と。 （それ 
はすべ ての 地の 飾りで ある。） 16 彼ら 
がわた しの 司法 上の 定めを 退けた から 
である。 わたしの 法令に ついては， 彼 
らは それに よって 歩まず， わたしの 安 
息 日を 彼らは 汚した。 彼らの 心は その 
糞 像を 慕った からで ある。 

17 「『「そして， わたしの 目は 彼らを 
惜しみ 見る ようになり， 彼らを 滅びに 
陥 れる ことを [わたしに させなかった 
ので]， わたしは 荒野で 彼らを 滅ぼし 
絶やす ことを しなかった。 18 そして 
わたしは 荒野で 彼らの 子ら に 言った， 
『あなたの 父祖たち の 規定に よって 歩 
ん ではならない。 彼らの 裁きを 守って 
はならない。 彼らの 糞 像で 身を 汚して 
はならない。 19 わたしは あなた 方の 
控 エホバで ある。 わたしの 法令に よっ 
て 歩む ように。 わたしの 司法 上の 定め 
を 守って これを 行なうよ うに。 20 ま 
た， わたしの 安息日を 神聖な ものと せ 
よ。 これは わたしと あなた 方の 間の し 
るし とならなければ ならない。 わたし 
が あなた 方の 裡 エホバで ある ことを [あ 

し  [夕） 

なた 方が] 知る ためで ある』。 

21 「『「だが， その子ら はわた しに 反 
逆し はじめた。 彼らは わたしの 法令に 
よって 歩まず， わたしの 司法 上の 定め 
を 行なって これを 守ろうと はしな かっ 
た。 それを 行ないつ づけるならば， 人 

い  [ツ 1 

は それに よって 生きつ づける ので ある。 
わたしの 安息日を 彼らは 汚した。 それ 


で， わたしは わたしの 激しい 怒りを 彼 
らの 上に 注ぎ 出す と 約束した。 荒野で 
彼らに 対して わたしの 怒りを 終わりに 
至らせる ためであった。 22 そして わ 
たしは わたしの 手を 引き戻し， わたし 
の 名のた めに 行動を 起こした。 [それ 
が] 諸国 民の 目の前で 汚される ことの 
ないた めであった。 わたしは それらの 
[民の] 目の前に 彼らを 連れ出し たので 
あった。  23 また， わたしは 自ら 荒野 
で 彼らに [誓いの] 手を 挙げた。 彼らを 
諸 _ 民の 中に 散らし， もろもろの 地の 
中に 追い散らす， と。 24 彼らが わた 
しの 司法 上の 定めを 行なわず， わたし 
の 法令を 退 け, わた しの 安息 日を 汚し， 
彼らの 目 がその 交祖た ちの 糞 像を 慕っ 
たからで ある。 25 それで， わたし も 
また， 彼らに 良くない 規定と， それに 
よっては 生きつ づける ことので きない 
司法 上の 定めを 持つ に 任せた。 26 そ 
して わたしは， [彼らが] 胎を 開く すべ 
ての 字 •供に [火] の 中を 通らせる とき， 
その 供え物に よっ て 彼らが 汚さ れ るに 
任せた。 それは， わたしが 彼らを 荒廃 
させる ため， わたしが エホバで ある こ 

し  [シ） 

とを 彼らが 知る ためであった」』。 

27 「それゆえ， 人の子よ， イスラエル 
の 家に 話せ。 あなたは 彼らに 言わな け 
れ ばな ら ない， 『主権者なる 主エ ホバ 
はこの よう に 言われた。 「こ の 点に お 
いて 今， あなた 方の 父祖たち は 不忠実 
に 行動して わたしに 逆らい， わたしの 
ことを あしざまに 言った。  28 それで 
も わたしは， 彼らに 与える と [誓いの] 
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手を 挙げた 地に 彼らを 導き 入れた。 彼 
ら は 高められた すべての 丘 や 枝の 茂っ 
た 木を 見る と， そこで 犠牲を ささげ， そ 
こで 不快な 捧げ物を ささげ， そこで 安 
ら ぎの 香りを 供え， そこで 飲み物の 捧 
げ 物を 注ぎ 出す ようになった。 29 そ 
れで わたしは 彼らに 言った， 『あなた 
方が やって来る 高き 所は 何な のか。 そ 
の 名が 今日まで “ 高き 所” と 呼ばれる 

[キ） 

とは』」』。 

30 「それゆえ， イスラエルの 家に 言 
え， 『主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 「あなた 方は 父祖たち の 
やり方に よって 身を 汚し， 彼らの 嫌悪 
すべ きものを 慕っ て 不倫な 交わり を 持 
つの か。 31 そして， あなた 方は 自分 
の 子ら に 火の 中を 通らせて 供え物を も 
たげ る ことにより， 今日に 至る まで あ 
なた 方の すべての 糞 像の ために 身を 汚 
しつづける のか。 そうで あるのに， イ 
スラ エルの 家よ， わたしは あなた 方の 
伺いを 聞くべき だろう か」』。 

「『わたしは 生きて いる』 と， 主権者 
なる 主 エホバは お告げになる, 『わた 
しは あなた 方の 伺いを 聞 きは しない。 
32 そして， あなた 方の 霊の 中に 上って 
来る 事は 決して 起こ ら ない。 「わたし 
たちは 木 や 石に 仕えて， 諸国 民の よう 
に， もろもろの 地の 家族の ようになろう」 
と あなた 方が 言って いる その 事は』」。 

33 「『わたしは 生きて いる』 と， 主権 
者なる 主エ ホバ はお 告げになる， 『強 
い 手と， 伸ばした 腕と， 注ぎ 出された 
激しい 怒りと を もって， わたしは 王と 
して あなた 方を 支配す る。 34 そして， 


第 20 章 


ア詩 105:9 


ソ箴 19:21 
哀 3:37 


第二 欄 


ゼカ 8:22 


わた しは もろもろの 民の 中から あなた 
方を 連れ出し， 強い 手と， 伸ばした 腕 
と， 注ぎ 出された 激しい 怒りと をもっ 
て， あなた 方が 散らされて 行った もろ も 
ろの 地から あなた 方を 集める。  35 そ 
して， わたしは もろもろの 民の 荒野に 
あなた 方を 導き 入れ， そこで あなた 方 
に対して 面と向かって 裁きを 行なう。 

36 「『わたしは エジプトの 地の 荒野 
であな た 方の 父祖たち に対して 裁きを 
行なった ように， あなた 方に 対しても 
裁きを 行なう』 と， 主権者なる 主 エホ 
パは お告げになる。  37 『そして， わ 
たしは あなた 方に 棒の 下を 通らせ， あ 
なた 方を 契約の きずなに 導き 入れる。 
38 そして， 反抗す る 者 やわた しに 対し 
て 違犯を お かす 者た ちを あな た 方の 中 
から 一掃す る。 わたしは 彼らを その外 
人 居留地から 連れ出す が， 彼らは イス 
ラエルの 地には 来ない からで ある。 そ 
して あなた 方は わた しが エホバで ある 
ことを 知らなければ ならなくなる』。 

39 「それで あなた 方， イスラエルの 
家よ, 主権者なる 主 エホバは このように 
言われた。 『行って， あなた 方は 各々 

じ ぶん  ふん ぞう  つか  ：コ j  のち 

自分の 糞 像に 仕えよ。 そして， その後， 
も しあな た 方が わた しに 聴き 従おうと 
しないなら， あなた 方は もはや 自分た 
ちの 供え物 や 糞 像に よって わたしの 聖 
なる 名を 汚す ことは ないで あろう』。 

40 「『わたしの 聖 なる 山， イスラエル 
の 高みの 山で』 と， 主権者なる 主 エホ 
パは お告げになる， 『彼らは， イスラ 
エルの 全家は こぞって そこで， その 地 
で， わたしに 仕える からで ある。 わた 
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しは そこで 彼らを 喜びと し， そこで あ 第2 〇 章 『エホバの 言葉を 聞け。 主権者なる 主 

がた  き しんぶつ  -  〇  . 

なた 方の 寄進 物と， あなた 方の すべて r  II  12.1 エホバは このように 言われた。 「いま 
の聖 なる ものの 中から あなた 方の 差し  ^  わた しは あなたに 向かって 火を 燃え 上 

出す 初物と を 要求す る。 41 わたしが も レぶ3 がらせる。 それは， あなたの 中で なお 

たみ  がた  つ  しめ  け  かわ 

もろもろの 民の 中から あなた 方を 連れ ゥ創 8:21  湿り気の あるす ベての 木と， 乾いた す 
出し， あなた 方が 散らされて 行った も  フィ4:18 ベての 木と を 必ず むさぼり 食う。 燃え 
ろ もろの 地から あなた 方を 実際に 集め 上がる 炎は 消される ことなく， それに 
ると き， わたしは 安らぎの 香りの ゆえ ォ ェ ゼ 11ポ よって 南から 北まで すべての 顔は 必ず 

よろこ  ：ゥ i  エゼ 37:12 こ  (I：  にく 

にあな た 方を 喜びと し， わたしは あな 24:7 焦がされる。 48 そしてす ベての 肉な 
た 方の 中で， 諸国 民の 目の前で 神聖な  a  36:23 る 者は， わたしが， エホバが それに 火を 
ものと される であろう』。  , 、、9K/ln 燃え立たせ たので， それが 消される こ 

ク^  =40  かなら  オ 

42 「『また， わたしが イスラエルの  ；；：61 とのない ことを 必ず 見る であろう」』」。 

土地に， わたしが あなた 方の 父祖たち  5：15  49 それで わたしは 言った， 「ああ， 

に 与える と [誓いの] 手を 挙げた 地に あ 3：rIMC 主権者なる 主 エホバよ ! 彼らは わた 
なた 方を 導き 入れる とき， あなた 方は サ 詩 79:9  しにつ いて， 『彼は 格言 的な 言い回し 

し  エゼ 36:22  つく 

わたしが エホバで ある ことを 知らな け、  24  2A を 作って いるでは ないか』 と 言って い 

れ ばなら なくなる。 43 そして あなた スニゼ6:2 ます」。 

方は そこで， 身を 汚した 自分の 道と す セェゼ 加 また， エホバの 言葉が 引き続き 

ベての 行ないと を 必ず 思い出し， 自分 - わたしに 臨んで 言った，  2 「人 

の 行なった すべての 悪い ことの ゆえ  の 子よ， あなたの 顔を エルサレムに 向 

に， 顔に 必ず 嫌忌の 念を 抱く であろ ヱ レ2 1 ポ け， 聖 なる 場所に 向かって [言葉を] 滴 
う 0  44 また， イスラエルの 家よ， わ ィ ら せ， イスラエルの 土地に 対して 預言 

たしが あなた 方の 悪い 道， また あなた ゥィ ザ66:24 せよ。  3 そして あなたは イスラエル 
方の 腐っ た 行ないに したがって ではな ^421:4 の 土地に 言わなければ ならない， 『エ 
，わたしの 名のた めにあな た 方に 対 ォ申 29:24 ホバ はこの ように 言われた。 「いまわ 
して 行動 するとき， あなた 方は わたし  ^2:17  たしは あなたを 攻め， わたしは 剣を さ 

が エホバで ある ことを 知らなければ な ^^'17：2 やから 抜き放ち， 義 なる 者と 邪悪な 者 
ら なくなる』 と， 主権者なる 主 エホバ 第 21 章 を あなたの 中から 断ち 滅ぼす 0  4 そ 

はお 告げになる」。  キヱ セ、6:3 れ は， わたしが あなたの 中から 義 なる 

45 そして， エホバの 言葉が 引き続き ^7t7：16 者と 邪悪な 者を 実際に 断ち ぼす ため 

のぞ  い  ケエゼ 12:19  つるぎ 

わたしに 臨んで 言った， 46 「人の子よ， ェゼ 加⑷ であり， それゆえ， わたしの 剣は その 
あなたの 顔を 南の 方に 向けて， 南に [言 3^'5:8 さやから 出て， 南から 北へ とすべ ての 

ば  したた  龙  の  しんりん  サ レビ、 26*33  にく  せ  （ス） 

葉を] 滴らせ， 南の 野の 森林に 向かって ェゼ I4 ボ 肉なる ものを 攻める。  5 そしてす ベ 
預言せ よ 0  47 そして あなたは 南の 森  'ン ョブ9 :22 ての 肉なる ものは， わたしが， エホバ 

林に 向かって 言わなければ ならない， X ゴ $47 が， わたしの 剣を さやから 抜き放った 
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し  (7)  (7) 

ことを 知らなければ ならなくなる。 も 第21 章 たからで ある。 それは イスラエル のす 
はや それは 戻らない」』。  7|,29；?4 ベての 長を 攻める。 剣に 投げ与えられ 

こし  詩 9:16  もの 

6 「そして， 人の子よ， あなたは， 腰 ィィザ 45:23 る 者たち がわた しの 民の もとにい る こ 
を 震わせて 溜め息を つけ。 あなたは 苦 ナホ ^  とと なった 0 それゆえ， 股を [平手で] 

いだ  かれ  まえ  ウ詩 69:23  う （エ）  ぜつめつ  と 

しみを 抱いて 彼らの 前で 溜め息を つく  ^  29:7 打て。 13 絶滅が 遂げられ たからで あ 

(x)  かれ  エイ ザ 22:4  [才 1  しゃく  しりぞ 

べきで ある。 7 そして 彼らが， 『あな ェレ4: 19 る。 それが また， 笏を 退けて いても， 

なに  た  いき  [才）  エゼ 9:8  なん  (*)  そんぞく 

たは 何 ゆえに 溜め息を ついている のか』 才 X ゼ 24:19  [それが] 何 だとい うの か。 これは 存続 

い  し  力 王 n  21:12  w  しゅけんしゃ  しゅ 

と あなたに 言うなら， あなたは， 『知 キェ レ 6:22 しない』 と， 主権者な る 主 エホバは お 
らせ [を 聞いた] ためだ』 と 言わな けれ ク sgH1 告げになる。 

ばなら ない。 それは 必ず 来る からで あ ^2  14 「そして， 人の子よ， あなたは 
る。 すべての 心は 必ず 溶け， すべての  一 預言せ よ。 たなごころと たなごころ 

手は 必ず 垂れ下がり， すべての 霊は 必  ^  S1 を 打ち合わせよ。 そして， 『剣 だ！』 
ず 打ち ひし がれ， すべての ひざから 水 と， 三度 繰り返すべき である。 それは 

したた W  き  【コ）  お  *  ころ  もの 

が 滴る。 『見よ， それは 必ず 来て， 起 セィ ザ5:14 打ち殺される 者たち の 剣で ある。 それ 
こる であろう』 と， 主権者なる 主 エホ タサ nw  は， 打ち殺される， 大 いなる 者の 剣で あ 

つ  チ 創 49:10  かれ  とま  （コ）  こころ 

バは お告げになる」。  ッヱレ 25:9 り， 彼らを 取り巻い ている。 15 心を 

8 また， エホバの 言葉が 引き続き わ  ^  5?；20 溶かす ため， 打ち倒される 者を そのす 

のぞ  い  テ f •ゼ 9:8  もん  ふ  ('»  つるぎ 

たしに 臨んで 言った，  9 「人の子よ， ミヵ I:8 ベての 門で 増やす ため， わたしは 剣に 

預言せ よ。 あなたは 言わなければ なら _ m  よって 殺り くを 行なう。 ああ， それは 

ない， 『エホバは このように 言われた。 ァ ェレ 25:2 きらめきの ための ものと され， 殺り く 
「言え， 『剣 だ， 剣 だ！ それは 研がれ：^'^ のために 磨かれた！ 16 鋭い ことを 示 
た。 また， 磨かれた。 10 それは 殺り せ。 右に 行け！ 立場を 定めよ。 左に 

と  と  ^  * 28:21  まえ かおむ 

くを 遂げる ために 研がれた。 それは き 1で^22 行け！ どこで あれ， お前の 顔の 向く 

え  みが  [ス）  古 9 •乃と ころ  じしん 

ら めきを 得る ために 磨かれた』」』」。  所へ！ 17 そして わたし 自身 もまた， 

「それとも， わたしたちは 歓喜し よ キ 一方の たなごころと 他方の たなごころ 
うか」。  ^1：!〇26 とを 打ち合わせ， わたしの 激しい 怒り 

「『それは すべての 木 [にす る] ように， ヶ=:^ を 休ませる であろう。 わたしが， エホ 
わたしの 子の 笏を 退ける だろう か。 コ|;〗5  パが 語った ので ある」。 

11 「『そして， 人は 磨かせる ために そ ^1^:7  18 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 

れを 渡す。 [それを] 手で 振る うため で シヱ レ17 :27 たしに 臨んで 言った， 19 「そして， 人 

つるぎと  X エセ 21:10  つるぎ 

ある 0 それは一 剣は 研がれ, それはー セヱ ゼ ル17 の 子よ， あなたは， バビロンの 王の 剣 
それは 磨かれた。 殺す 者の 手に それを タェ ゼ 5:13 の 入って 来る 二つの 道を 自分の ために 
渡す ためで ある。  1 ザ28 ば 4 設けよ。 一つの 地から その 両方が 出る 

_  さけ  な  (?)  エゼ 16:42  ゆび  きと 

12 「『人の子よ， 叫んで， 泣き わめけ。 ッ ェレ 1:1〇 ようにし， 指 [じる し] を 切り取るべき 
それが わたしの 民を 攻める ことにな っ 7 巧 K  である。 都に 至る 道の 頭の 所で それを 
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切り取るべき である。 20 —つの 道を， 

つるぎ  (7)  む 

剣が ア ン モンの 子ら の ラバに 向かって 
入って 来る ように 設け， [一つを] ユダ 
に， 防備の 施された エルサレムに 向け 
io  21 バビロンの 王は その 分かれ道， 
二つの 道の 頭の 所で 立ち止ま っ たから 

うらな [ゥ）  かれ 

である。 占いを する ためで ある。 彼は 

や  ふ  (X)  う かが 

矢を 振った。 テ ラフ イムに よって 伺い 
を 立てた。 肝を 調べた。 22 彼の 右手 
に 占いは エルサレムと 出た。 破 城づち 
を 据え， 打ち殺す ために 口を 開き， 警 
報の 音を 上げ， 門に 向かって 破 城づち 
を 据え， 攻囲 塁壁を 盛り上げ， 攻囲 壁 
を 築け， と。  23 そして， それは 彼ら 
に とって， 彼らの 目に 真実で ない 占い 
のように なった一 それらの 者に 誓いを 
立てさせられた 彼ら [に とっては] 〇彼 
はとが を 思い出す。 [彼らが] 捕らえら 
れる ためで ある。 

24 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 

い  がた 

はこの よう に 言われた。 『あなた 方は， 
自分たち の 違犯が あらわに される こと 
によって 自分たち のと がを 思い 出させ 
るよう にして いるので， それは あなた 
方の 罪が あなた 方の すべての 行ないに 
したがって 見られる ようになる ためな 
ので あるが， あなた 方が 思い出される 

トン  1  と 

ので， あなた 方は まさに 手に よって 捕 

(ス） 

らえ られ る』。 

25 「そして， 致命的な 傷を 負った イ 
スラ エルの 邪悪な 長よ， その 日が 終わ 
りのと がの 時に 来た あなたに ついて， 
26 主権者なる 主 エホバは このように 言 
われた。 『ターバンを 取り除き， 冠を 取 
り 外せ。 これは 同じではなくなる であ 


第 21 章 


ア申 3:11 
エレ 49:2 


エレ 52:4 
エゼ 4:3 
ク イザ 28:15 
ケ代 n  36:13 


ろう。 低い ものを 高く し， 高い 者を 低 
くせよ。 27 わたしは それを 破滅， 破 
滅 ，破滅と する。 これにつ いても また， 
それは 法的 権利を 持つ 者が 来 るまで， 

けっ  [才】 

決して [だれの ものに も] ならない。 わ 
たしは その 者に [これを] 必ず 与える』。 

28 「そして， 人の子よ， あなたは 預言 
せよ。 あなたは 言わなければ ならない， 
『主権者なる 主 エホバは， アン モンの 子 
らと 彼らからの そしりと に関して この 
ように 言われた』。 そして， あなたは 言 
わなければ ならない， 『剣， 剣， [それ 
は] 殺り くの ために 抜かれ， むさぼり 食 
うようになる ため， きらめく ように 磨 
かれた。 29  [彼らが] あなたの ために 
実在し ない ものを 見， あなたの ために 
偽りを 占って いるから である。 つまり， 
打ち殺された 者たち， すなわち その 日 
が 終わ りのと がの 時に 来た 邪悪な 者た 
ちの 首の 上に あなたを 置く ためで ある。 
30  [それを] さやに 戻せ。 あなたの 創 
造され た 場所， あなたの 出身の 地で わ 
たしは あなたを 裁く であろう。  31 そ 
して わた しの 糾弾を あなたの 上に 注ぎ 
出す。 わたしの 憤怒の 火を もって， わ 
たしは あなたに 或: きつけ， 道理を わき 
まえない 者たち， 滅ぼす ことに 巧みな 
者たち の 手に あなたを 渡す。 32 あな 
たは 火の ための 燃料と なる。 あなたの 


血は その 地の 中に ある ことになる。 あ 
なた が 思い出される ことは ない。 わた 
しが， エホバが 語った からで ある』」。 


また， エホバの 言葉が 引き続き 
ユ わたしに 臨んで 言った， 2 「そ 
して あなたに ついて であるが， 人の子 
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よ， あなたに 裁いて 欲しい。 血の 罪を 
負った 都市を 裁き， 必ず これに そのす 

い  し  [ウ 1 

ベての 忌むべき ことを 知らせて 欲しい。 
3 そして あなたは 言わなければ ならな 

しゅけんしゃ  しゅ 

い， 『主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 「自分の 時が 来る まで 自 

ち  なが  [才）  じ しん 

分の 中で 血を' 漁して おり， 自分自身の 
う ちで 糞 像を 作っ て 汚れた 者に なった 
都 よ。 4 あなたは 自分の 流した そ 

ち  ざいか  もの  W 

の 血に よって 罪科の ある 者と なり， 自 
分の 作った その 糞 像に よって 汚れた 者 
となった。 そして あなたは 自分の 日を 
近づかせ， 自分の 年に 至る であろう。 
それゆえに， わたしは あなたを 必ず 諸 
国民の そしりの 的， もろもろの 地の あ 
ざけ りの [的] とする。 5 近くの 地 も， 
あなたから 遠く 離れた [地] も， あなた 
を あざける であろう。 名の 汚れた， 混 
乱に 満ち あふれる 者よ。 6 見よ， イス 

おさ  I サ） 

ラエルの 長たち は あなたの 中に おり， 
各々 血を 流す ために その 腕に [渡され 
た]。 7 彼らは あなたの 中で 父と 母を 
侮べ つを もって 扱った。 彼らは あなた 
の 中で 外人 居留 者に 詐取 f 働いた。 彼 
らは あなたの 中で 父な し 字 や， やもめ 

ぎゃくたい  (*/) : 

を 虐待した」』」。 

8 「『あなたは わたしの 聖 なる 場所を 
さげすみ， わたしの 安息日を 汚した。 
9 血を 流す ために， 公然と 中傷す る 者 

{チ） かれ 

たちが あなたの 中に いた。 彼らは あな 
たの 中で， 山々 の 上で 食べた。 彼らは 
あな たの 中で みだ らな 行ないを した。 
10 彼らは あなたの 中で 父の 裸を あら 

(卜）  げっけい  けが 

わにし， あなたの 中で 月経に よって 汚 

はずかし  （ナ） 

れ ている 女を 辱めた。 11 そして， 人 


は その 友の 妻と 忌むべき ことを 行な 
い， 人は その 義理の 娘を みだらな 行な 

けが [ィ）  しまい 

いに よって 汚し， 人は その 姉妹， すな 
わち， 自分の 父の 娘を あなたの 中で 辱 
めた。 12 彼らは 血を 流す ために あな 

と  W  り 

たの 中で わいろを 取った。 あなたは 利 

そく  [才） こうり  (»)  さしゅ 

息と 高利を 取った。 そ して 詐取に よっ 
て 自分の 友から 暴虐な 仕方で 利得を 得 

[ク） 

つづける。 そして この わたしを， あな 
たは 忘れた の だ』 と， 主権者なる 主エ 
ホバ はお 告げになる。 

13 「『そして， 見よ， わたしは あなた 
が 得た その 不当な 利得に 対し， あなた 

りゅうけつ こうい  [ザ） 

の 中に あった その 流血 行為の ために わ 
た しの 手を 打つ。 14 わた しが あなた 
に対して 行動を 取る 日に， あなたの 心 
は 耐えられ るだろう か。 あなたの 手は 
強さを 発揮す る [だろう か]。 わたしが， 
エホバが 語った ので ある。 わたしは 行 
動を 起こす。 15 そして わたしは あな 
たを 諸国 民の 中に 散らし， もろもろの 
地の 中に 追い散らし， あなたの 中から 
その 汚れを 滅ぼす。 16 そして， あな 
たは 自分自身の 内で， 諸国 民の 目の前 
で 必ず 汚され， わたしが エホバで ある 
ことを 知らなければ ならなくなる』」。 

17 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
たしに 臨んで 言った， 18 「人の子よ， 
わたしに とって イスラエルの 家の 者た 
ちは 浮き かすの ようになった。 彼らは 
みな 炉の 中の 銅， すず， 鉄， 鉛で ある。 
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彼らは 多くの 浮き かす， 銀 [の 浮き か 
す] となった。 

19 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 『あなた 方が 
みな 多くの 浮き かすの ようになった の 
士， それゆえ， いまわた しは あなた 方を 

あつ  [0)  ぎん どう 

エルサレムの 中に 集める。 20 銀， 銅， 
鉄， 鉛， すずを 炉の 中に 集め， これに 火 
を 或: きつけて 溶解させる ときの ように， 
わたしは 怒りと 激しい 怒りと を もって 
[彼らを] 集め， 吹いて， あなた 方を 溶 
解させる。 21 また， あなた 方を 一緒 
にし， あなた 方に わたしの 憤怒の 火を 
もって 吹きつける。 あなた 方は 彼女の 
中で 必ず 溶解 させられる。 22 炉の中 
で 銀が 溶解 するとき のように， あなた 
方 も 彼女の 中で 溶解す るであろう。 あ 
なた 方は， わたしが， エホバが， あな 
た 方に 激しい 怒りを 注ぎ 出した ことを 

し  W 

知らなければ ならなくなる』」。 

23 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
たしに 臨んで 言った， 24 「人の子よ， 
彼女に 言え， 『あなたは 糾弾の 日に 清 
めら れる ことのない 地， 雨の 降り注ぐ 
ことのない [地] である。 25 その 中に 
は， 獲物を 引き裂く， ほえる ライオンの 
ように， 預言者た ちの 陰謀が ある。 彼 
らは 実際に 魂を むさぼり 食う。 彼らは 
宝 や 貴重な 物を 取りつ づける。 彼らは 
彼女の 中で やもめを 増やした。 26 そ 
の 祭司たち 自身が わたしの 律法に 対し 
て 暴虐を 働いた。 そして わたしの 聖な 
る 場所を 汚しつ づける。 彼らは 聖 なる 
ものと 普通の ものとの 区別を せず， 汚 
れ たものと 清い ものとの 差別を 全く 知 


第二 欄 
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ら せず， わたしの 安息日から 目を 隠し 
(ィ）  [0] 
た。 わたしは 彼らの 中で 汚されて いる。 

27 彼女の 中の 君たち は， 獲物を 引き裂 

く おおかみの ようで あり， 不当な 利得 

を 得る ために 血を 流し， 魂を 滅ぼす。 

28 また， その 預言者た ちは 彼らの ため 

ぬ [力） じつざい 

に 水 しっくいを 塗り， 実在し ない もの 
を 幻で 見， 彼らの ために 偽りを 占い， 

かた  しゅ 

エホバが 語っ て おられない のに， 「主 
権 者なる 主 エホバは このよう に 言われ 
た」 と 言った ので ある。 29 この 地の 
民 も， だま し泰る 企てを 実行し， 強奪を 

ro しむ 箸ゃ 餐しぃ 者を  1畜こ 

公正を 示さずに 外人 居留 者から だまし 

[シ） 

取った』。 

30 「『そして， わたしは 人を， すな わ 
ち この 地の ために 石 壁を 修理し， わた 
しの 前で 割れ目に 立ち， [わたしが] そ 
れを 滅びに 陥れる ことのない ように さ 
せる 者を 彼らの 中に 捜し求め たが， だ 
れも 見つからなかった。 31 それゆえ， 
わた しは 彼らに わた しの 糾弾を 注ぎ 出 
すであろう。 わたしの 憤怒の 火で 彼ら 
を 滅ぼし 絶やす。 わたしは 彼らの 道を 
彼らの 頭に もたらす』 と， 主権者なる 
主 エホバは お告げになる」。 

また， エホバの 言葉が わたしに 
^  i ん 箱った， 2 「人の子よ， こ 

ふたり  ひとり  はは むすめ 

こに 二人の 女が いた。 一人の 母の 娘た 

(H  かのじょ 

ちであった。 3 そして， 彼女たち はエ 
ジブ トで 売春を する ようになった。 彼 
女たち は その 若 I 、時に 売春を 行なった。 

ち ぶ さ  にぎ  し  [ヌ】  ひとびと 

その 乳房は そこで 握り締められ， 人々 

第: 23 章 テ ぺテ n 1:21; ト エレ 3:7 •，ナ レビ 17:7; 申 29: 
17; ヨシ 24:14; エゼ 20:8; ニ エゼ 16:22; ホセ 2:13; ヌエ 
ゼ 23:21。 
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は そこで その 処女の 胸を 抱き締めた。 
4 そして， 彼女たち の 名は 年上の ほう 
がオ ホラ， 妹が オホ リバで， [ふたり] 
はわた しの ものと なって， 息子 や 娘を 
産む ようになった。 そして， その 名に 
ついていえば， オ ホラは サマリア， 才 
ホ リバは エルサレム である。 

5 「そして オ ホラは， わたしに 従属 
の 身で ありながら， 売春を 行なうよう 
になり， 自分を 熱愛す る 者たち， 近く 
にいた アッ シリア 人に 欲情を 燃やし 
つづけた。 6 青い 生地を まとった 総 
督 や， 代理 支配者たち 一 彼らは みな 
好ましい 若者で， 馬に 乗る 騎兵で あっ 
た。 7 そして， 彼女は _ 分の 売春 行 
為を 彼らの 上に 差し出し 続けた。 それ 
はみ なアッ シリアの えり 抜きの 子ら で 
あった。 彼女は 自分が 欲情を 燃やした 
者たち すべてに よって 一 彼らの 糞 像 
によって 一 身を 汚した。  8 そして， 

かのじょ  たず さ  ばいしゅん 

彼女は エジプトから [携えて きた] 売春 
を 捨てなかった。 彼らは 彼女の 若い 時 
にこれ と 寝た からで ある。 その 処女の 
胸を 抱き締め たのは 彼らで あり， 彼ら 
は 彼女に 絶えず その 不倫な 交わりを 注 
ぎ 出した。 9 それゆえ， わたしは 彼女 
を 熱愛した 者たち の 手に， 彼女が 欲情 
を 燃やした アッ シリアの 子ら の 手に 彼 
女を 渡した。 10 彼女の 裸を あらわに 

かれ  （シ ）  むすこ 

したのは 彼らで ある。 彼らは その 息子 
や 娘を 奪い， 剣で 彼女を 殺した。 そし 
て， 彼女は 女たち の 汚名と なり， 彼ら 
はこ れに 裁きを 執行 した。 

11 「[これを] 見た とき， その 妹才 
ホリ バは 彼女よ り も 激しく 色情を 起こ 


して 身を 持ち崩し， その 売春は 姉の 淫 
をし のぐ ものと なった。 12 彼女は 
アッ シリアの 子ら に対して 欲情を 燃や 

W  ちか  しゅみ  ひ 

した。 それは， 近くに いて， 趣味の 非 
常によ L ヽ 服装を した 総督 や 代理 支配 逢， 
馬に 乗った 騎兵たち一 すべて 好まし 
い 若者たち であった。 13 そして わた 
しは， 彼女が 身を 汚した ので， 二人と 
も 一つの 道を 取った のを 見た。 14 ま 
た， 彼女は _ に 彫り刻まれた 人々 を 
見た とき， その 売春 行為を 増し 加えて 
いった。 それは 朱色で 彫り刻まれた 力 
ルデア 人の 像で， 15 腰に 帯を 締め， 垂 
れ 下がる ターバンを 頭に 着け， 戦士の 

ふう  みな  しゅっしょう 

風を していた。 それらは 皆， その 出生 
地に 関しては， バビロンの 子ら， カル 
デア 人の ようであった。 16 そして， 

彼女は その 目 に映っ た 彼らに 欲情を 燃 

[ヶ） 

やしは じめ， カルデアの 彼らの もとに 
使者を遣わす ようになった。 17 そし 
て， バビロンの 子ら は 彼女の もとに， 愛 
の 表現の 床に 入り， その 不倫な 交わり 
によって 彼女を 汚し 続けた。 彼女は 彼 
ら によって 汚され 続け， その 魂は 嫌悪 
の 情を 抱いて 彼らから 遠ざかる ように 


レ 22:14 
レ 50:2 
[ 18:4 


ス申 32:19 
詩 78:59 
詩 106:40 

エレ 6:8 
エレ 12:8 

? ェゼ 16:25 


なった。 

18 「こうして， 彼女は その 売春 行 

い  はだか 

為を あらわにし， その 裸を あらわにし 

[シ）  たましい けん 

ていった ので， かつて わたしの 魂が 嫌 
悪の 情を 抱いて 彼女の 姉妹との 仲から 
遠ざかった ように， わたしの 魂は 嫌悪 
の 情を 抱いて 彼女との 仲から 遠ざか っ 
た。 19 そして， 彼女は その 売# 行為 
を 増し 加えて ゆき， エジプトの 地で 売 
春を 行なった その 若い 時の 日々 を 思い 


皮 女の 最期 
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の 息子 や 娘たち を 奪い， あなたの 残り 
は 火に よって むさぼり 食われる であろ 
う。 26 そして， 彼らは 必ず あなたの 
衣を はぎ取り， あなたの 美しい 品々 を 
取り去る であろう。 27 そして， わた 
しは あなた か ら みだら な 行ない を 絶や 
す。 また， エジプトの 地から [携えて き 
た] あなたの 売春を も。 あなたは 彼ら 
に 向かって 目を 上げず， もはや エジプ 
卜を 思い出す こと もない』。 

28 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた からで ある。 『いまわた し 
は， あな たが 憎んだ 者たち の 手に， あな 
たの 魂が _ 悪の 情を 抱いて 遠ざかった 
者たち の 手に あなたを 渡す。 29 そし 
て， 彼らは 必ず 憎しみの 念を 抱いて あ 
なた に 向かって 行動し， あなたの 労苦 
の 実を すべて 取り去り， あなたを 裸に 
し， 何も 身に 着けない ままに させて 捨て 
て 行く であろう。 あなたの 淫行と， み 
だら な 行ない， 売春 行為の 裸は 必ず あ 
ら わにされ る。  30 あなたに 対して こ 
れら のこと がな される であろう。 あな 
たが 売春婦の よう にな っ て 諸国 民に つ 
いて 行く からで ある。 あなたが 彼らの 
糞 像で 身を 汚した からで ある。 31 あ 
なた は 自分の 姉妹の 道を 歩んだ。 わた 
しは 彼女の 杯を あなたの 手に 渡さな け 
れ ばな ら なくなる であろう』。 

32 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 『あなたの 姉妹の 杯を あ 
なた は 飲む であろう。 それは 深くて， 広 
い [杯] である。 あなたは 笑いと 嘲笑の 
的と なる。 [その 杯に] は 多く 入って い 
るからで ある。 33 あなたは 酔いと 悲 


1335  オホ リバの 売春 行為； 1 
起こさせ るまでに なった。  20 そして 
彼女は， その 身体の 器官が 雄ろ ばの 身 
体の 器官の ような 者， その 生殖器が 雄 
馬の 生殖器の よう な 者たち に 所有され 
る そばめに 倣って 欲情を 燃やしつ づけ 
た。 21 そして あなたは， 若い 時の 乳 
房の ために エジプト [の 時] から ずっと 
胸を 抱き締められる ことによって， 自 
分の 若い 時の みだらな 行ないに 注意を 
向け 続けた。 

22 「それゆえ， オホ リバよ， 主権者 
なる 主 エホバは このように 言われた。 
『いまわた しは， あなたを 熱愛す る 者た 
ちを， あなたの 魂が 嫌悪の 情を 抱いて 
遠ざかった 者たち を， あなたに 向か っ 
て 奮い立たせる。 わたしは 彼らを 連 
れ 来て 四方から あなたを 攻めさせる。 
23 バビロンの 子ら， すべての カル デ 
ァ r ペコに ショァ， コァ，? 遠ら と 
共に アッシリアの すべての 子ら， 好ま 
しい 若者たち， 総督 や 代理 支配 着 のす 
ベて， 戦士， 召集され た 者たち， すな 
わち 馬に 乗る 者たち すべてを。 24 そ 
して， 彼らは 必ず 入って 来て， 戦車と 
車輪の 響き， もろもろの 民の 会衆， 大 
盾と 丸 盾と かぶとと を もって あなたを 
攻める。 彼らは 周囲から あなたに 攻め 
かかる。 わたしは 彼らに 裁きを ゆだ 
ね， 彼らは 必ず 自分たち の 裁きを もっ 
て あなたを 裁く。 25 また， わたしは 
あなたに 向かって 激情を 表わし， 彼ら 
は 激しい 怒りを もって あなたに 向か っ 
て 行動す る。 彼らは あなたの 鼻と 耳を 
取り除く。 そして あなたの 残りは 剣に 
よって 倒れる であろう。 彼らは あなた 
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嘆に 満たされる。 驚がくと 荒廃の 杯， 
あなたの 姉 サマリ アの 杯と を もって。 
34 そして あなたは それを 飲み， [それ 
を] 飲み干さなければ ならない。 あな 
たは その 土器の かけらを かじり， 自分 
の 乳房を かき 裂く であろう。 「わたし 
が 語った からで ある」 と， 主権者なる 
主 エホバは お告げに なる』。 

35 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの よう に 言われた。 『あなたは わ 
たしを 忘れ， わたしを あなたの 背の 後 
ろに 投げ捨て たので， あなたが また， 自 
分の みだら な 行ないと 売春 行為を 負う 
ので ある』」。 

36 そして， エホバは さらに わたし 
に 言われた， 「人の子よ， あなたに 才 
ホラと オホ リバを 裁いて 欲しい。 彼ら 
に その 忌むべき 事柄を 告げて 欲しい。 
37 彼らは 姦淫を 犯し， その 手には 血 
が あり， その 糞 像と 姦淫を 犯した から 
である。 そして， さらに， 彼らは わた 
しに 産んだ その子ら を， それらに ささ 
げる 食物と して [火] の 中を 通らせた。 
38 さらに その上， 彼らは わたしに この 
ことを 行なった。 すなわち， 彼らは そ 
の 日， わたしの 聖 なる 所を 汚し， わた 
しの 安息日を 汚した。  39 また， その 
糞 像の ために 自分の 子ら を ほふって お 
きながら， その 日に わたしの 聖 なる 所 
に 入って 来て これを 汚し さえした。 そ 
して， 見よ， 彼らは わたしの 家の 中で 
このように 行なった ので ある。 40 そ 
して それに加えて， 彼らは 遠くから 来 
る 者たち に [人を] 遣わす ようになった。 
それらの 者たち の もとに 使者が 遣わさ 
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れ たので ある。 すると， 見よ， 彼らは 
やって来た。 あなたは その 者たち のた 
めに 身を 洗い， 目を 塗り， 飾り物で 身 
を 飾った。 41 そして， あなたは 壮麗 
な 寝い すに 座 L， その 前に 食卓を しつ 
ら え， わたしの 香と 油を その上に 置い 
た。 42 そして， 安楽に 暮らす 群衆の 
声が 彼女の 中に あった。 人間の 集団の 
中から 来た 者たち に， 酔い どれたち が 
荒野から 連れ込まれた。 彼らは その 女 
たちの 手に 腕輪を， その 頭に 美しい 冠 
をつ け^1。 

43 「そのと き， わたしは 察淫で 疲れ 果 
てた 彼女に 関して 言った， 『今や， 彼女 
は 売春を 行ないつ づける であろう。 彼 
女 自らが』。 44 そして 彼らは， 人が 売 
春婦 である 女の もとに 入って 来る よう 
に， 彼女の もとに 絶えず 入って 来た。 そ 
のようにして， 彼らは みだら な 行ないを 
する 女オ ホラと オホ リバの もとに 入っ 
て 来た。 45 しかし 義 なる 者たち につ 
いては， 彼らは 姦婦に 対する 裁きと 血 
を 流す 女に 対する 裁きを もって 彼女を 
裁く 者と なる。 彼女たち は 姦婦で あっ 
て， その 手には 血が あるから である。 

46 「主権者なる 主 エホバは このように 
言われた からで ある。 『彼らに 向か っ 
て 会衆が 攻め上り， 彼らは 怖ろ しい も 
の， 強奪の ための ものと される であろ 
う。 47 そして， 会衆は 必ず 彼らを 石 
撃ちに し， 彼らは その 剣で 切り倒され 
る。 それらの 者は 彼らの 息子 や 娘たち 
を 致し， 火で 彼らの 家を 焼く。 48 そ 

ナ エレ 15:4; エレ 24:9; エレ 34:17; ニ レビ 20:2; エゼ 16: 
40; ヌ代 n  36:17; ネ申 13:16; 王 n  25:9; エレ 39:8; エレ 
52:13。 
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して， わたしは みだらな 行ないを 必ず 第23 章 せ。 そのために くじを 引いて はなら な 
この 地から 絶やし， すべての 女は 矯正 7^〇22:9 い。  7 その 血は そのた だ 中に あった 

う  v  ofi.Q  ㈣  おおい わ かがや 

を 受けなければ ならなくなる。 それ ゆ ^  からで ある。 大 岩の 輝く， むき 出しの 

えに， 人々 は あなた 方の みだらな 行な x；^n5=8 表面に 彼女は それを 置いた。 彼女は そ 
いに 倣う ことは ないで あろう。 49 そ  n；  2:643 れを 地の 上に 注ぎ 出して 塵で 覆おうと 
して， 彼らは あなた 方の みだらな 行な ォ詩 9:16  はしなかった。  8 わたしは 復 しゅう 

かなら  [ェ）  ェゼ 6:13  と  はげ  いか  お  闭  かの 

いを 必ず あなた 方の 上に もたらし， あ - を 遂げる 激しい 怒りを 起こす ため， 彼 

なた 方は 織の _ の _ を:！ ぅで ぁろ 製4 章 妄の1 を黯成 \ ，むき 出しの ひ _ 

しゅけんしゃ  力 王 n  25:1  お  おお 

う。 そ して あなた 方は わた しが 主権者 ヱ レ39: 1 に 置いた。 それが 覆われる ことのない 

しゅ  し  ェレ 52 : 4  [力） 

益 _ る 主 ェホバで ある ことを 知らな けれ キヱ ゼ 爪12 ためで ある』 0 

[才）  ルカ 8:10  しゅけんしゃ  しゅ 

ばなら なくなる』」。  ク ェレ 1:13  9 「それゆえ， 主権者なる 主 ェホバは 

ことば  だい ねん  ェゼ 11:3  い  りゅうけつ とし 

また， ェホバの 言葉が 第 九 年， ヶヱゼ 山7 このように 言われた。 『流血の 都市は 
ム 4 第 十の 月， その 月の 十 [日] に 引 ヱゼ 34ポ 災い だ！ わたし も 自ら [まきの] 山を 

つづ  のぞ  い  サェ ゼ 24:10  [ク）  まるた  おお 

き 続き わたしに 臨んで 言った， 2 「人 シ王 n2i:i6 大きく する。 10 丸太を 多くせ よ。 火 

ェゼ 22:3  も  にく じゅうぶん にあ 

の 子よ， この 日の 名を， まさに この 日 m を 燃え上がらせよ。 肉を 十分に 煮 上げ 
[の 名] を 自分の ために 書き記せ。 バビ ー ー よ。 そして 肉汁を 注ぎ 出し， 骨を 焼け 
ロンの 王は まさに この 日に ェルサレム 付く ように 熱く せよ。 11 それを 空に 
に 攻め寄せた。 3 そして， 反逆の 家  ^  J1;9 して， 炭火の 上に 置き， 熱くなる よう 
に関して 格言 的な 言い回しを 作り， あ は'1 3}10 にせよ。 その 銅は 必ず 熱せられ， その 

かれ  . __T  〇1 ^  けが  ようかい  W 

なた は 彼らに 関して 言わなければ なら ゥ 汚れは その 中で 必ず 溶解 させられる。 
ない，  ^  1 以 ：13 その さびを 完全に 除去せ よ。 12 難儀 

「『主権者なる 主 ェホバは このように 才 r3=21 だ！ それは [人を] 疲れさせ たが， そ 

ひろくち  りょうり  す  詩 94:1  たりょう  ゆ  け） 

言われた。 「広口の 料理な ベを 据えよ。 力 王 n  24:4 の 多量の さびは それから 出て 行かない。 
[これを] 据え， また その 中に 水を 注げ。 キナ ^3:117 その さび もろとも 火の 中に！』 

にくぎ  よ  もも  ハバ 2:12  けが 

4  [肉] 切れ， すべての 良い [肉] 切れ， 股 マタ 23:37 13 「『あなたの 汚れの 中には， みだ 

かた  あつ  い  [ヶ i  クイ ザ 30:33  おこ  1 シ 1 

と 肩を 集めて これに 入れよ。 [これを] ヶ ェレ 21:10 らな 行ないが あった。 そのため にわた 

ぬ  ほねみ  ぬ  ェレ 32:29  きよ 

えり 抜きの 骨で 満たせ。 5 えり 抜き  ^  22：15 しは あなたを 清めなければ ならな かっ 

ひつじ [コ） と  まる  コ ェゼ 24:6  じ ぶん 

の 羊を 取る ように。 また， その 下に 丸 サェ レ 5:3 た。 しかし あなたは 自分の 汚れから 清 

たまる  つ  にくぎ  に  ェレ 6:29  [ス）  かん 

太を 円く 積め。 その [肉] 切れを 煮， ま シ裁 20:6  くなら なかった。 わたしが あなたに 関 

ほね  りょうり  【サ）  代 n  36:14  はげ  いか 

た その 中で 骨を 料理せ よ」』」。  して わたしの 激しい 怒りを 休ませる ま 

6 「それゆえ， 主権者なる 主 ェホバは ス ョブ9:4  では， あなたは もはや 清くなら ない。 

い  りゅうけつ  とし 別 セェゼ 5:13  かた 

このように 言われた。 『流血の 都市， ェゼ 8:18 14 わたしが， ェホバが 語った ので あ 

ソ 民23:19  (V)  かなら とうらい W  こうどう 

その 中に さびが あり， その さびが それ 夕 詩33:9  る。 それは 必ず 到来し， わたしは 行動 

ゆ  ひろくち  りょうり  チェ レ 13:14  おこた  （チ）  おも 

から 出て 行かなかった 広口の 料理な ベ ッェゼ 5:11 する。 わたしは 怠らず， ふびんに 思わ 

わざ わ  き  と  ェゼ 9:10  (ツ）  く  [テ 1  かれ 

は 災い だ！  一切れず つ それを 取り出 テ サ115:29 ず， 悔やみ もしない。 彼らは あなたの 
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道と あなたの 行ないに したがって， 必 第24 章 しなければ ならなくなる。 あなた 方は 
ず あなたを 裁く であろう』 と， 主権者 7  =ユ ロ ひげを 覆わず， 人々 の パンを 食べな 

しゅ  つ  マタ 16:27  i ィ 1  がた あたま かざ 

なる 主 エホバは お告げになる」。  ロマ2:6  い。 23 また， あなた 方の 頭 飾りは あ 

15 また， エホバの 言葉が 引き続き なた 方の 頭に あり， あなた 方の サンダ 
わたしに 臨んで 言った， 16 「人の子 ホ g4:9 ルは あなた 方の 足に あるであろう。 あ 
よ， いまわた しは あなたの 目に 好まし : なた 方は 身を たたく こと も， 泣く こと 

(ィ） いちげき  うば  ^Xl/ 16*5  [ゥ] じぶん  かなら く 

いものを 一撃に よって あなたから 奪い ヵレビ 1〇:6 もせず， 自分のと がのう ちに 必ず 朽ち 

さ [ゥ）  じぶん  むね  キサ n 15:30  は [エ）  たが  じっさい 

去る。 あなたは 自分の 胸を たたいて は 3:7 果て， 互いの ことで 実際にう めくで あ 
ならない。 泣いて はならない。 涙を 出 ヶ ェレ16 :7 ろう。  24 そして エゼキエルは あなた 

W  ことば  コエゼ 12:9  がた  いちょう  (*)  かれ 

しては ならない。 17 言葉を 出さずに ヱゼ 37:18 方の ために 異兆 となった。 すべて 彼が 

た  いき  しにん  サ詩 96:6  おこ 

溜め息を つけ 0 死人の ために あなたは シ詩 27:4  行なった ように， あなた 方は する であ 
喪に 服して はならない。 頭 飾りを 巻い ろう。 それが 到来 するとき， あなた 方 
て 身に つけ サンダルを 足には くべき で  はまた， わた しが 主権者なる 主 エホバ 

[キ）  おお  哀 1:10  し 

ある。 そして あなたは 口 ひげを 覆って  ^2:7  である ことを 知らなければ ならな く 

(ク 1 ひとびと  た  エゼ 9.7  (,) 

はならない。 人々 の パンを 食べて はな セ 代 n36:i7 なる』」』」 〇 

ら ない」。  ^  ^3:25  抵 「そして， 人の子よ， あなたに つい 

18 そして， わたしは 朝， 民に 話し か - ていえば， わたしが 彼らから その 要塞， 

けたが， やがて わたしの 妻は 夕方に 赤 _  ~37 美しい その 歓喜の 的， その 目に 好まし 

めいれい  へ106 •‘  (ヶ）  たましい した  むすこ 

ん だ。 それで， わたしは 朝， 命令され ィェ レ ■ いものと その 魂の 慕う もの， その 息子 

とお  おこ  エゼ 24:17  むすめ  N  と  さ 

ていた 通りに 行なった。 19 すると， ゥ ョブ27 ポ や 娘たち を 取り去る 日に，  26 その 日 

たみ  い  詩 78:64  のが  もの  き 

民は わたしに 言う のであった， 「あな ェ レビ26:39 に， 逃れた 者が 耳に 聞かせる ために あな 

エゼ 4:17  く  [サ） 

たのして いる これらの ことは わたした  ヱゼ 33:10 たの もとに 来る のでは ないか。  27 そ 

かんけい  オイ ザ 59:11  のが  き  もの 

ちと どんな 関係が あるの か， わたした ヵィザ 8:18 の 日に， あなたの 口は 逃れて 来た 者に 

はな  [コ）  イザ 20:3  む  ひら  （シ）  かた 

ちに 話して くれません か」。 20 それ  4:3 向かって 開かれ， あなたは 語り， もは 
で わたしは 彼らに 言った， 「エホバの ^^9：16：1° や 口の きけない 者ではなくなる。 あな 
言葉が わたしに 臨んで 言った， 21 『イ  ^  25；55 たは 彼らに 対して 必ず 異兆 となり， 彼 
スラ エルの 家に 言え， 「主権者なる 主 ヶ： tt16 ら はわた しが エホバで ある ことを 知ら 

コ申 28:32  jVj 

エホバは このように 言われた。 『いま  ュ レ11:22 なければ ならなくなる」 0 

がた つよ  ほこ [サ）  サエ ゼ 33:21  ことば  ひ  つづ 

わたしは， あなた 方の 強さの 誇り， あ シ 詩5 i:is  また， エホバの 言葉が 引き続き 

なた 方の 目に# ましい もの， あなた 方 ス^^ ば2 ム“ わたしに 臨んで 言った，  2 「人 

たましい どうじょう  まと  せい  ルカ 1:20  かお 

の 魂の 同情の 的で ある わたしの 聖な セェゼ 12:3 の 子よ， あなたの 顔を アン モンの 子ら 
る 所， および あなた 方が 後に 残した あ Vi4f6:13 の 方に 向け， 彼らに 向かって 預言せ よ。 

むすこ  むすめ  けが 【ス）  かれ 

なた 方の 息子 や 娘たち を 汚す 一 彼ら 第25 章  3 そして あなたは アン モンの 子ら に 
は 剣に よって 倒れる であろう。 22 そ 関して 言わなければ ならない， 『主権 

がた  とお  1.10  しゃしゅ  ことば  き 

して， あなた 方は わたしが した 通りに  ^  2；9 者なる 主 エホバの 言葉を 聞け。 主権者 
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なる 主 エホバは このように 言われた。 第25 章 同じ だ」 と 言った ので，  9 それゆえ， 
「あなたは わたしの 聖 なる 所に 向か っ 7S124：17 いまわた しは 諸 都市で， その 国境まで 

けが  エゼ 26:2  しゃめん 

て， それが 汚された ために， また イス ェゼ 版2 の 諸 都市で， モ アブの 斜面を， [その] 

とち  こうはい  ユ ■セ 155:12  ち  かざ  W 

ラエルの 土地に 向かって， それが 荒廃 ィョブ I:3  地の 飾りで あるべ 卜 .エシ モト， バア 

いえ  エゼ 25:10  (ゥ ）  (x) 

させられた ために， また ユダの 家に 向 ゥ レビ 26:16 ル •メ オン， さらに キル ヤ タイムに ま 

かれ  るけい  み  申 28:33  ひら  闭  とも 

かって， 彼らが 流刑の 身と なった ため ェサ n 12:26 で 開き， 1〇 アン モンの 子ら と共に 

(7)  エゼ 21:20  とうようじん [力）  しょゆう 

に， はは あ！ と 言った ので，  4 そ ォィザ 17:2 東洋人に さらす。 わたしは これを 所有 
れ ゆえ， いまわた しは あなたを 東洋人  ^  S4 されるべき ものと する であろう。 それ 
に 渡して， [彼らに] 所有させる。 彼ら が， [すなわち] アン モンの 子ら が， 諸 
は あなたの 中に 壁で 囲まれた 宿営を 設 "Has23 国民の 中で 思い出される ことのな いた 
け， あなたの 中に 必ず 自分たち の 幕屋 めで ある。 11 そして， わたしは モア 
を 置く であろう。 彼らは あなたの 実り "  <  12  ブで 裁きを 執行し， 彼らは わたしが エ 
を 食べ， 彼らは あなたの 乳を 飲む であ ヶェゼ 35:3 ホバ である ことを 知らなければ ならな 

[ゥ）  (x)  ゼパ 1:4  (ヶ） 

ろう 0  5 そして， わたしは ラバを らく コ ェレ 49:2  くなる』 0 

だの 牧草地と し， ア Y モンの 子ら を 羊 サ詩 145:2〇  12 「主権者なる 主 エホバは このよう 

の 群れの 休み場と する。 そして あなた シゴ以 に 言われた。 『エドムは ユダの 家に 復 
方は わたしが エホバで ある ことを 知ら ^r2=r しゅうしよ うとして 行動し， 大規模に 
なければ ならなくなる」』」。  — 悪を 行ないつ づけ， 彼らに 復 しゅうし 

6 「主権者なる 主 エホバは このよう ハザ㈣ たので， 13 それゆえ， 主権者なる 主 
に 言われた からで ある。 『あなたは イ エホバは このように 言われた。 「わた 

とち む  闻 ^  3V 13：20  む  の  M 

スラ エルの 土地に 向かって 手を たたき， ゥ 民32:38 しも エドムに 向かって 手を 伸ばし， そ 
足を]! み 鳴らし， [自分の] 魂のう ちに ォ^83:7 こから 人と 家畜を 断ち 滅ぼし， テ マン 
あらゆる 侮べ つの 念を 抱いて 歓び つづ 力=ゼ25:4 から デ ダンに 至る まで これを 荒れ 廃れ 

(ク }  キエ ゼ 21:32  ところ  かれ  つるぎ  たお 

けたので， 7 それゆえ， いまわた しは ク詩 馳7 た 所と する 。彼らは 剣に よって 倒れる 0 

む  エレ 9 : 26  たみ 

ここにい る。 わたしは あなたに 向かっ  ヱ レ48: 1 14 『そして， わたしは わたしの 民 イス 

の  W  ケエゼ 6:13  ふく 

てわたしの 手を 伸ばした。 わたしは あ コ代 n  28:17 ラエルの 手に よって エドムに 復 しゅう 
なた を 強奪物と して 諸国 民に 渡し， も  ^4:22  を もたらす。 彼らは わたしの 怒りと わ 
ろ もろの 民の 中から あなたを 断ち 滅ぼ ォバ1 °  たしの 激しい 怒りと にしたがって 必ず 

ち  (3)  サ マフ 1:4  こうどう  じん 

し， もろもろの 地から あなたを 滅ぼす。 シェレ7: 2〇 エドムで 行動す る 0 そして [エドム 人た 
わたしは あなたを 滅ぼし 尽くし， あな ^^9:8 ち] はわた しの 復 しゅうが どんな もの か 
たは わたしが エホバで ある ことを 知ら ソ を 知らなければ ならなくなる』 と， 主 

けんしゃ  しゅ  っ  — 

なければ ならなくなる』。  権 者なる 主 エホバは お告げになる I』。 

8 「主権者な る 主 エホバは このように  15 「主権者なる 主 エホバは このよう 

言われた。 『モ アブと セイルは， 「見 チ， ザ6 :ご29 に 言われた。 『フィリス ティア 人は 復 
よ， ユダの 家は ほかの すべての 国々 と  ^  3:420 しゅう 心を 抱いて 行動し， 滅びを もた 
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ら すため に， 魂のう ちに 侮べ つの 念を 抱 
き， 定めな く 続く 敵意を 抱いて 復 しゅ 
う しつづけ たので， 16 それゆえ， 主 
権 者なる 主 エホバは このように 言われ 
た。 「いまわた しは フィ リス ティ ア人 
に 向かって 手を 伸ばし， ケレト 人を 断 
ち 滅ぼし， 海岸 地方の 残りを 滅ぼす。 
17 また， わたしは 激怒の 戒めを もっ 
て， 彼らの 中で 大い なる 復 しゅうの 行 
為を する。 わたしが 彼らに わたしの 復 
しゅうを もたらす とき， 彼らは わたし 
が エホバで ある ことを 知らなければ な 

[キ） 

ら なくなる」』」。 

そして， 第 十一 年， その 月の 

っぃ たち  ことば 

一 [日] のこと， エホバの 言葉が 
引き続き わたしに 臨んで 言った， 2 「人 

【ク）  む 

の 子よ， ティ ルスは エルサレムに 向か っ 
て, 『はは あ！ 彼女は 破られた。 も 
ろ もろの 民の 扉た る 者が！ 形勢は 必 
ず わたしに とって 有利と なる。 わたし 
は 満たされる であろう 一 彼女は 荒れ 

すた  （シ）  い 

廃れた』 と 言った ので，  3 それゆえ， 
主権者なる 主 エホバは このよう に 言わ 
れ た。 『ティ ルスよ， いまわた しは あ 
なた を 攻める。 海が 波を 起こす ように， 
わたしは 多くの 国々 の 民を 起こ して あ 
なた を 攻めさせる。 4 そして， 彼らは 
ティ ルスの 城壁を 必ず 滅びに 陥 れ ，そ 
の 塔を 打ち壊す であろう。 わたしは 彼 
女から その 塵を こそげ て， これを 大岩 
の 輝く， むき 出しの 表面と する。 5 彼 
女は 海の 中で 引き網の 干し場と なる』。 

「『わたしが 語った からで ある』 と， 
主権者なる 主 エホバは お告げになる， 
『彼女は 必ず 諸国 民の ための 強奪の 的と 


なる。 6 また 野に ある， 彼女に 依存す 
る 町々 一 それら は 健 こ よって 殺され， 
人々 はわた しが エホバで ある ことを 知 
ら なけれ ばなら な くなる』。 

7 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた からで ある。 『いまわた し 
は，: i 匕から 王の 王， バビロンの 王 ネブカ 
ドレ ザルを 馬， 戦車， 騎兵， 会衆， す 
なわち おびただしい 民と 共に 連れて来 
て， ティ ルスを 攻めさせる。 8 彼は 野 
にある あなた に 依存す る 町 々を 剣で 殺 
し， あなたに 向かって 0 ず 攻囲 壁を 作 
り， あなたに 向かって 攻囲 塁壁を 盛り 
上げ， あなたに 向かって 大詹を 立てる 
であろう。 9 彼は その 攻撃 機械の 打撃 
を あなたの 城壁に 向け， あなたの 塔を 
剣で 取り壊す。 10 その 波打つ 馬の 大 
群の ために， 塵が あなたを 覆う であろ 
う。 破れ 口に よって 開かれた 都市に 入 
ると きのよう に， 彼が あなたの 門を 通っ 
て 入って 来る とき， 騎兵と 車輪と 戦車 
の 音の ために， あなたの 城壁は 激動す 
るであろう。 11 彼は その 馬の ひづめ 
であな たのす ベての ちまたを 踏みに じ 
る。 彼は あなたの 民を 剣で 殺し， あな 
たの 強さの 柱 も 地に 下る。 12 また， 彼 
らは 必ず あなたの 資産を 分捕り， あな 
たの 商品を 強奪し， あなたの 城壁を 打 
ち 壊し， あなたの 好ましい 家々 を 取り 
壊す であろう。 また あなたの 石 や， 木 
エ物 や， 塵を 水の 中に 置く であろう』。 

13 「『そして， わたしは あなたの 歌の 騒 
ぎを 絶やす。 あなたの たて _ の 音 もも 
はや 聞かれなくなる であろう。 14 そ 
して， わたしは あなたを 大 岩の 輝ぐ む 
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き 出しの 表面と する。 あなたは 引き網 
の 干し場と なる。 あなたは 決して 建て 
直される ことは ない。 わたしが， エホ 
パが 語った からで ある』 と， 主権者な 
る 主 エホバは お告げになる。 

15 「主権者なる 主 エホバは ティ ルス 
にこの よう に 言われた。 『致命的な 傷 
を 負った 者が うめく とき， あなたの 中 
で 殺り くによる 殺しが 行なわれる とき， 
あな たの 没落の 音で 島々 は 激動 しない 
だろう か。 16 そして， 海の すべての 
長は その 王座から 必ず 降りて 来士 ，そ 
でな しの 上着を 取り去り， 刺 しゅうの 
施された 衣を 脱ぐ。 彼らは おののきの 
発作を まとう。 彼らは 地に 座し， 絶え 
ず おののき， 驚いて あなたを 見つめる 
であろう。 17 そして 必ず あなたの こ 
とで 哀歌を 唱え， あなたに [こう] 言う。 

「『「賛美を 受けた 都市よ ，海で 強い 者 
となった 者よ， かつては 海から [の 人々 
の] 住む 所であった その あなた が 滅び 
てし まう とは！ [地の] すべての 住民 
に 恐怖を 与えた その [都市] とそ こに 住 
む 者たち よ！ 18 今や， 島々 は あなた 
の 没落の 日に おののく であろう。 そし 
て 海に ある 島々 は， あなたが 出て 行く 
ために 必ず かき 乱される」』。 

19 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた からで ある。 『わたしが あ 
なた を， 実際に 人の 住んで いない 諸 都 
市の よう な 荒れ 廃れた 都市と す ると き， 
[わたしが] あなたの 上に 水の 深みを も 
たらし， 広大な 水が あなたを 覆って し 
まう とき，  20 わたしは また， あなた 
を坑に 下る 者たち と共に 昔の 者たち の 
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もとに 下らせ， 坑に 下る 者たち と共に， 

ひさ  あ  すた  ばしょ  に  もっと  ひく 

久しく 荒れ 廃れた 場所に も 似た 最も 低 
い 地に 住まわせる。 それは あなたが 人 
の 住まない 所と なる ためで ある。 そし 
てわた しは 生ける 者の 地に 飾り を 置く 

W 

であろう。 

21 「『わたしは あなたを 突然の 恐怖 
とする。 あなたは いなくなる であろう。 
あなたは 捜し求められ るが， もはや 定 
めの ない 時に 至る まで 見いだ される こ 
とはない』 と， 主権者なる 主 エホバは 
お告げになる」。 

また， エホバの 言葉が 引き続き 
わたしに 臨んで 言った，  2 「そ 
して， 人の子よ， あなたは， ティ ルスに 
関して 哀歌を 唱えよ。 3 あなたは ティ 
ルスに 向かって 言わなければ ならない， 
「『海の 入口に 住んで いる 者， 多くの 
島の ために もろもろの 民と 商いを する 
女よ， 主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 「ティ ルスよ， あなたは 
自ら， 『わたしは 麗し さの 点で 完全 だ』 
と 言った。  4 海の ただ 中に あなたの 
領地は ある。 あなたを 建てる 者たち が 
あなたの 麗し さを 完全な ものに した。 
5 彼らは あなたの ためにす ベての 厚板 
を セニ ルからの ねずの 木で 作った。 彼 
らは レバ ノ ン からの 杉を 取って あな 
たの 上に 帆柱を 作った。 6 彼らは バ 
シャ ンの 巨木で あなたの かいを 作った。 
キッテムの 島々 からの， いとすぎ 材に 
象牙を はめて あなたの 船首を 作った。 
7 あなたの 張り 布は エジプトの 色と り 
どり の 亜麻布であった。 [それが] あな 
たの 帆と なる ためであった。 あなたの 


エゼキエル 27:8 — 23  ティ ルスと 交易す る 諸国 民  1342 


かんぱん  おお  [ァ]  しまじま 

甲板の 覆いは， エリ シャの 島々 からの 

あおいと W あかむらさき  そ  ようもう [ゥ） 

青 糸 や 赤紫に 染めた 羊毛であった。 


W  (才 1 じゅうみん 

8  r 『「シ ドンと アル ワ ドの 住民が あな 


たのた めに こぎ 手と なった。 ティ ルス 
よ， あなたの 熟練した 者たち が あなた 
のうちに いた。 彼らは あなたの 水夫で 
あった。 9 ゲバ i の 老人 やその 熟練 
した 者たち も， あなたの 継ぎ目に まい 
はだを 詰める 者と して あなたの うちに 
いた。 海の すべての 船と その 船員たち 

あきな  しなもの 

も あなたの うちにいた。 商いの 品物を 

こうかん 

交換す るた めであった。 10 ペルシャ 
人， ル ディム， ブトの 人たち一 彼ら 
は， あなたの 軍勢， あなたの 戦 人の 中 
にいた。 彼らは 盾と かぶとを あなたの 
中に 掛けた。 彼らは あなたの 光輝を 生 

もの  (t?)  _ 

じさせた 者で ある。 11 アル ワ ドの 子 
ら， すなわち あなたの 軍勢は， あなた 

しゅうい  じょうへき  いさ  もの 

の 周囲の 城壁の 上に おり， 勇ましい 者 
たちが あなたの 塔の 中に いた。 彼らは 
その 円 盾を あなたの 周囲の 城壁に 掛け 
た。 彼らが あなたの 麗し さを 完全な も 
のに したので ある。 

12 「『「タルシシ ュ は， あらゆる 貴 
重な 物が 満ち あふれて おり， それゆえ 

しょうにん  （チ）  ぎん 

にあな たの 商人であった。 [その] 銀， 
鉄， すず， および 鉛と 引き換えに， あ 
なた の 蓄えた 物が 与えられた。 13 ヤ 

(テ 1  (卜）  [ナ） 

ワン， ト バル， および メ シヱ クが あな 

ぼうえきしょう  にんげん たましい ㈡ どう 

たの 貿易商であった。 人間の 魂 と 銅 
製品と 引き換えに， あなたの 交易 品が 
与えられた。 14 ト ガル マの 家からは 
馬， 乗 用 馬， らばが 出， [それと 引き 換 
えに] あな たの 蓄え た 物が 与え られ た。 
15 デ ダンの 子ら は あなたの 貿易商で 
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あった。 多くの 島は あなたに 雇われる 
商人であった。 彼らは 象牙の 角と 黒 
たんを あなたへの 贈り物と して 支払 っ 
た。 16 エドムは， あなたの 作った 物 
が 満ち あ ふれて おり， それゆえ にあな 
たの しぜんでぁった。 トルコ 望：，， 
に 染めた 羊毛， 色 とりどりの 生地， 上 
等の 織物， さんご， ルビーと 引き換え 
に， あなたの 蓄えた 物が 与えられた。 

17 「『「ユダと イスラエルの 地 も あな 
たの 貿易商であった。 ミニ トの 小麦， 
特別の 食料， 蜜， 油， バルサムと 引き 
換えに， あなたの 交易 品が 与え られ た。 

18 「『「ダマスカスは あなたの 作った 
非常に 多くの 物を 扱う あなたの 商人で 

しゅ (ヶ） あかみ 

あった。 ヘル ボンの ぶどう酒と 赤味が 
かった 灰色の 羊毛と 共に， あなたの あ 
ら ゆる 貴重な 物が 満ち あ ふれて いたか 
ら である。 19 ウ ザルから のべ ダンと 
ヤ ワン ー 彼らは あなたの 蓄えた 物と 
引き換えに 与えた。 錬鉄の 品， カシア 
と籐一 それが あなたの 交易 品と 引き 
換えに なった。 20 デ ダンは 乗り物 用 
の 織り地の 衣を 扱う あなたの 貿易商で 

じん (シ]  {ス1 

あった。 21 アラブ 人と ケ ダルの すべ 

おさ  やと  しょうにん 

ての 長 も あなたに 雇われる 商人で あっ 
た。 雄の 子羊， 雄 羊， 雄 やぎ 一 彼ら 

あつか 

は それらの ものを 扱う あなたの 商人で 

(V)  {夕）  ぼうえき 

あった。  22 シ ェバと ラ アマの 貿易 
商 も あなたの 貿易商であった。 あら ゆ 
る 種類の 最良の 香 物 や， あらゆる 種類 
の 宝石 や 金と 引き換えに あなたの 蓄え 

もの  あた  {チ）  M 

た 物が 与えられた。  23 ハランと カネ 

[テ】  {卜） ぼうえきしょう  [ナ） 

と エデン， シヱ バの 貿易商， ア シュル 

ナ創 10:22; 代 I  1:17。 


1343  ティ ルスは 沈黙 させられる。 『神格化 された』 王 エゼキエル 27：24—28：3 


[と] キル マ ドは あなたの 貿易商で あっ 
た。 24 彼らは 豪華な 衣服， 青い 生地 
の 上 掛け， 色 とりどりの 生地， 二色 も 
のの じゅうたん， より 合わせて 固く し 
た 綱を 扱う あなたの 貿易商で あり， あ 

こうえき  ちゅうしん 

なた の 交易の 中心に いた。 

ふね [ア）  こう 

25 「『「タルシシ ュの 船は あなたの 交 

えきひん  たいしょう 

易 品の ための 隊商であった ので， あな 
た は 大海の た だ 中で ，満たされた 者， ひ 
ときわ 栄光 ある 者と なる。 

26 「『「あなたを こぐ 者たち は， あな 
たを 広大な 水に 連れて来た。 東風 その 
もの が 大海の た だ 中で あなたを 打ち砕 
いた。 27 あなたの 貴重な 物 や 蓄えた 
物， 交易 品， あなたの 船員 や 水夫たち， 
あな たの 継ぎ目に まいは だを 詰める 者 
たち， あなたの 商いの 品を 茭換 する 者 
たち， あなたの すべての 戦 人， すな 

ぜんかいしゅう 

わち， あなたと あなたの 全会衆の 中 
にいる 者たち， あなたの 中に いる 者 
たち一 彼らは あなたの 没落の 日に 大 
海の ただ 中で 倒れる。 

28 「『「あなたの 水夫たち の 叫びの 声 
で 広野は 激動す る。 29 また， かいを 
操る すべての 者， 船員たち， 海の すべて 
の 水夫たち は 必ず 船から 降りて， 陸に 

[シ J  かれ 

立つ であろう。 30 そして， 彼らは あ 
なた のこ とで 必ず 声を 上げて， 自分を 聞 

ひつう  おも  さけ  W 

こえさせ， 悲痛な 思いで 叫ぶ であろう。 
そして 自分の 頭に 塵を 掛ける。 彼らは 
灰の 中を 転げ回る。 31 また， 彼らは 
あなたの ために 必ず はげを もって [自 
分を] はげに し， 粗布を まとい， 魂の 苦 
しみのう ちに， 激しく 泣き叫びながら 
あなたの ことで 泣く であろう。  32 そ 
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ニゼカ 


して 彼らは 嘆き悲しんで， あなたの た 
めに 必ず 哀歌を 唱え， あなたの ことを 
詠唱す るであろう。 

「『「『ティ ルスの ような 者， 海の 中で 


ちんもく  [ィ】 

沈黙 させられた [この] 女の ような 者が 

[ゥ） 

だれかい るであろう か。 33 あなたの 


，一 わ  もの W おおう み [才）  い 

蓄えた 物が 大海 か ら 出て 行った とき， 


おお  たみ  まんぞく  [力） 

あなたは 多くの 民を 満足 させた。 あな 


たは その 満ち あふれる 貴重な 物 や 交易 
品に よっ て 地の もろ も ろの 王を 富ませ 


阁  いま  おおう み 

た。 34 今 あなたは 大海の ほとり， 水 

ふか  うくだ  W  こうえき 

の 深みで 打ち砕かれた。 あなたの 交易 

ひん  ぜんかいしゅうが 

品と あなたの 全会衆は， あなたの 中で 

たお  します  もの  みな ⑶  かれ 

倒れた。 35 島に 住む 者たち は 皆 一 彼 


らは 必ず 驚いて あなたを 見つめ， その 

せん  お ぼ  み ぶる 

王たち も 戦り つを 覚えて 身震いし なけ 

(サ）  かお 

れ ばなら なくなる。 もろもろの 顔は 必 


トン）  たみ 

ずろう ばいす る。  36 もろもろの 民の 

しょうにん  かなら 

中の 商人たち は， あなたの ことで 必ず 

く ちぶえ  ふ  W  とつ 

口笛を 吹く であろう。 あなたは 必ず 突 

ぜん  きょうふ  さ だ  とき 

然の 恐怖と なり， もはや 定めの ない 時 


いた  [セ） 

に 至る までい なくなる』」』」。 


28 


また， エホバの 言葉が 引き続き 
わたしに 臨んで 言った，  2 「人 


の 子よ， ティ ルスの 指導者に 言え， 『主 
権 者なる 主 エホバは このように 言わ 


れ た。 

「『「あなたは 地の 人であって， 神で 
はない のに， あなたの 心は ごう 慢 にな 
り， 『わた しは 神 だ。 わた しは 神の 座 
に， 大海の ただ 中に 座した』 と 言いつ 
づけ， そして 自分の 心を 神の 心の よう 


にしつ づける ので一  3 見よ， あな 

[ナ）  かしこ  ひ みつ 

たは ダニエルよりも 賢い。 どんな 秘密 

と  (=] 

も あなたに 解けない ものはなかった。 


エゼキエル 28:4—18  エデンの ケルプは 滅ぼされる  1344 


4 あなたは _ 分の 知恵と 識別力に よっ 
て 自分の ために 富を 作り， 倉に 金 や 銀 
を 得つ づける。 5 あなたは 自分の 満 
ち あふれる 知恵と 商品と によって， 自 
分の 富を 満ち あふれさせ， あなたの 心 
は その 富の ゆえにごう 慢 になり はじ 
め#」』。 

6 「『それゆえ， 主権者なる 主 エホ 
バ はこの ように 言われた。 「あなたが 
自分の "心 を 神の 心の ように したので， 
7 それゆえ， いまわた しは よそ 者たち 
を， 諸国 民の 圧制者た ちを あなたの 上 
にもたら す。 彼らは あなたの 知恵の 美 
に 向かって 必ず 剣を抜き， あなたの 輝 
かしい 光輝を 汚す。 8 彼らは あなた 
を坑に 下らせ， あなたは 大海の ただ 中 
で， 打ち殺される 者の 死を 必ず 遂げる。 
9 あなたは， あなたを 殺す 者の 前で 間 
違いなく， 『わたしは 神で ある』 と 言 
うであろう 4。 しかし あなたは， あな 
たを 汚す 者たち の 手に あっては， ただ 
の 地の 人であって， 神では ない」』。 

10 「『あなたは よそ 者たち の 手に 
よって， 割礼を 受けて いない 者たち の 
死を 遂げる。 わたしが 語った からで あ 
る』 と， 主権者なる 主 エホバは お告げ 
になる」。 

11 また， エホバの H 葉が 引き続き 
わたしに 臨んで 言った， 12 「人の子 
よ， ティ ルスの 王に 関して 哀歌を 唱え 
i。 あなたは 彼に 言わなければ ならな 
い， 『主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 

「『「あなたは 知恵に 満ち， 美し さの 
点で 完全で あり， ひな 型に 封印す る 
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アエゼ 31:8 
イ創 2:12 
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者。 13 あなたは 裡の 園で ある エデン 
にいた。 あらゆる 宝石が あなたの 覆い 
であった。 ルビー， トパーズ， 碧玉， 
貴かん らん 石， しまめのう， ひすい， 
サファイア， トルコ 玉， エメラルド。 
あなたの 中のは め&み 台と 受け 具の 作 
りは 金であった。 あなたの 創造され た 
日に それらは 整えられ ていた。 14 あ 
なた は 覆う ことを する 油 そそがれた ケ 
ルブ であり， わたしが あなたを 置いた 
ので ある。 裡の聖 なる 山に あなたは い 
た。 あなたは 火の 燃える 石の 中を 歩き 
回った。 15 創造され た 日から あなた 
のうちに 不義が 見いだ される までは， 
あなたは その 道に おいて とがのない 者 
であった。 

16 「『「あなたの 満ち あふれる 商品の 
ゆえに， 人々 は あなたの 中に 暴虐を 満 
たし， あなたは 罪を 犯す ようになった。 
それで， 覆う ことを する ケルプよ， わ 
た しは あなたを 汚れた 者と して 裡の山 
から 出し， あなたを 火の 燃える 石の 中 
から 滅ぼす であろう。 

17 「『「あなたの" 心は あなたの 美し さ 
の ゆえにごう 慢 になった。 あなたは そ 
の 輝かしい 光輝の ゆえに 自分の 知恵を 
滅びに 陥れた。 わたしは 地の 上に あな 
たを 投げ出す。 わたしは あなたを 王た 
ちの 前に 置く。 [彼らが] あなたを なが 
める ためで ある。 

18 「『「 あなたの 満ち あふれる とがの 
ために， あなたの 商品の 不正の ゆえに， 
あなたは 自分の 聖 なる 所を 汚した。 そ 
れ で， わたしは あなたの 中から 火を 出 
すであろう。 それが 必ず あなたを むさ 


1345  シドンに 対して。 海の 巨獣， ファラオ に対して  エゼキエル 28：19—29：5 

ぼり 食う 0 そして わたしは， あなたを 第28 章 家を その 散らされて 行った もろもろの 
見る すべての 者たち の 目の前で， あな 7 7? 1:10 民の 中から 集める とき， わたし も 諸国 

ちじょう  はい  k)  イ 7 フ 4.3  みん  まえ  かれ  しんせい 

たを 地上の 灰と する であろう 0 19 も ゥェゼ 27:35 民の 目の前で， 彼らの 中で 神聖な もの 
ろ もろの 民の 中で あなたを 知っている とされる であろう。 そして 彼らは， わ 
者たち は 皆， 必ず 驚いて あなたを 見つ 才^' H たしが わたしの 僕に， ヤコブに 与えた 
める であろう。 あなたは 必ず 突然の 恐 26:3° その 土地に 必ず 住む であろう。 26 ま 
怖と なり， もはや 定めの ない 時に 至る キ 出9^. 13 た， 彼らは 実際に そこに 安らかに 住み， 
までい なくなる であろう」』」。  ク i 寺9 办 家を 建て， ぶどう 園を 設ける であろう。 

20 また， エホバの 言葉が 引き続き わ "xS  36；23 彼らの 周囲に あって 彼らを 侮る 者す ベ 
たしに 臨んで 言った， 21 「人の子よ， 38：22 てに わたしが 裁きを 執行 するとき， 彼 
顔を シドンの 方に 向け， これに 向か っ サ I レ25 :33 らは 必ず 安らかに 住む 。そして 彼らは 

よげん  い  シ エゼ 26:6 

て 預言せ よ 0  22 そして あなたは 言わ 7 民 33:55 わたしが 彼らの® エホバで ある ことを 
なければ ならない， 『主権者なる 主エ  3 、 ノ  ” 丄 知らなければ ならなくなる」』」。 

ホバ はこの ように 言われた。 「シドン 第二 ■  第 十 年， 第 十 [の 月]， その 月の 

よ， いまわた しは あなたを 攻め 4。 わ 7  it  ^47  十 二 [日] に エホバの 言葉が わた 

たしは あなたの 中で 必ず 栄光を 受ける  ェレ3 しに 臨んで 言った， 2 「人の子よ， エジ 

W  さば  しっこう  1:11  かお  む •: コ） かれ 

であろう。 わたしが そこで 裁きを 執行 ィィ ザ5: 16 ブトの 王 ファラオに 顔を 向け， 彼と エ 
し， わたしが その 中で 実際に 神聖な も ^^8：338 ジプト 全体に 向かって 預言せ よ。 3 話 

叫  1 -jf  ^  レ  fcrO  •  〇  , 、 

のとされ ると き， 人々 はわた しが エホ  36:28 せ。 あなたは 言わなければ ならない， 
バ である ことを 知らな けれ ばなら なく  ホセ2:18 『主権者なる 主 エホ パは このように 言 

かのじょ えきびょう カイ ザ 65:21 

なる。  23 また， わたしは 彼女に 疫病 ェレ3 1:4 われた。 「エジプトの 王なる ファラオ 
を， そのち またに 血を 送り込む。 そし * ェゼ 36:36 よ， いまわた しは あなたを 攻める。 
て， 打ち殺された 者が， 四方から 彼女 ク ェレ 30:16 自分の ナイルの 運河の 中に 身を 伸ば 
を 攻める 剣に よって 必ず その 中で 倒れ ヶ して 横たわる 大きな 海の 巨獣， 『わ 

I サ）  ひとびと  がわ 

る。 そして 人々 はわた しが エホバで あ - たしの ナイル川は わたしの もの。 わ 

し  [V]  第 29 章 

る ことを 知らなければ ならなくなる。 axu  44:30 たしが一 わたしが 自分の ために [これ 

いえむ  つく  _  もの [ソ 1 

24 そして， イスラエルの 家に 向か っ サィ ザ ぼ を] 作った の だ』 と 言った 者よ。 4 そ 
て， 彼らの 周囲に いるすべ ての 者， 彼  ^  g-21 して， わたしは あなたの あごに 鉤を掛 
らを 侮る 者たち から， 悪性のと ふや 痛 シゴ  1 ぶけ， ナイルの 運河の 魚を あなたの うろ 
みを 与える いばらが 出る ことは もはや スェ ゼ 32:f こに 付かせる。 また， あなたの ナイル 
ない。 人々 はわた しが 主権者なる 主エ ""ヲ ザ27: 1 の 運河の 中から， あなたと， あなたの 
ホバ である ことを 知らなければ ならな  ィザ51:9 うろこ に 付く ナイルの 運河の すべての 
くなる」』。  ヱゼ 咖 魚を 引き上げる。  5 そして わたしは 

25 「『主権者なる 主 エホバは このよう $ ィザ37:29 あなたを， あなたと あなたの ナイルの 

い  エゼ 38:4  うんが  さかな こうや  す  出 

に 言われた 0  「わたしが イスラエルの チ 出 7:21  運河の すべての 魚を 荒野に 捨てる 〇あ 
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なた は 野の 表に 倒れる であろう。 あな 
たは 拾い集められる こと も， 集め 寄せ 
られる こと もない。 わたしは あなたを 
地の 野獣と 天の 飛ぶ 生き物に 食物と し 
て 与える。  6 そして エジプトに 住む 
者は 皆， わたしが エホバで ある ことを 
知らなければ ならなくなる。 彼らが イ 
スラ エルの 家に とって， 支えと しての 
葦であった からで ある。  7 彼らが 手 
であな たを つかんだ とき， あなたは 打 
ち 砕かれ， あなたは 彼らの 肩 全体に 裂 
け 目を 生じさせた。 また， 彼らが あな 
たに 寄り掛かる とき， あなた は 砕かれ， 
彼らの すべての 腰を よろ けさせた」。 

8 「『それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 f. いまわた し 
は あなたの 上に 剣を もたらし， あなた 
の 中から 地の 人と 家畜を 断ち 滅ぼす。 
9 そして， エジプトの 地は 必ず 荒れ 果 
てた 所， 荒れ 廃れた 所と な 4。 彼らは 
わた しが エホバで ある こと を 知らな け 
れ ばなら なくなる。 彼が， 『ナイル川 
はわた しの もの。 わたし 自らが [これ 
を] 作った の だ』 と 言った からで ある。 
10 それゆえ， いまわた しは あなたと 
あなたの ナイルの 運河を 攻め， エジプ 
卜の 地を ミグ ドルから シ エネまで， エ 
チ オビアの 境界に 至る まで 荒れ 廃れた 
所， 乾燥 [地]， 荒れ果てた 所と する。 
11 地の 人の 足が そこを 通って 行く こ 
とも， 家畜の 足が そこを 通って 行く こ 
ともない。 それは 四十 年の 間， 人の 住 
まない 所と なる。 12 また， わたしは 
エジプ トの 地を 荒れ果てた 地の 中で 荒 
れ 果てた 所と し， その 諸 都市 も 荒れ 廃 


れた諸 都市の 中で 四十 年の 間 荒れ果て 
た 所と なる。 わたしは エジプト 人を 諸 
国民の 中に 散らし， 彼らを もろもろの 
地の 中に 追い散らす」。 

13 「『主権者なる 主 エホバは このよ 
うに 言われた からで ある。 「四十 年の 
終わりに， わたしは エジプト 人を その 
散らされて 行った もろもろの 民の 中 か 
ら 集め， 14 エジプト 人の 捕らわれ人 
の 群れを 連れ戻す。 わたしは 彼らを パ 
ト ロスの 地， その 出身地に 連れ戻す。 
彼らは そこ で 必ず 地位の 低 L ゝ 王国と な 
る。 15 それは [ほかの] 王国よりも 低 
くな り， もはや [ほかの] 諸国 民の 上に 
自らを 高める ことは ない。 わたしは 彼 
らを 非常に 少なく して， [ほかの] 諸国 
民を 従わせ る こと がで きないよ うにす 
4。 16 そして， それは もはや イスラ 
エルの 家が 信頼を 置 くものと はならず， 
それらの 者が それて 彼らに 従って 行く 
ことにより とがを 思い起こさせる こと 
もない。 そして， 彼らは わたしが 主権 
者なる 主 エホバで ある ことを 知らな け 
れ ばなら なくなる」』」。 

17 さて， 第二 十七 年， 第一 [の 月]， 
その 月の 一 [日] のこと， エホバの 言葉 
がわた しに 臨んで 言った， 18 「人の子 
よ， バビロ ン の王ネ ブ カド レ ザルは ティ 
ルスを 攻め， その 軍勢に 大 いなる 奉仕 
を 行なわせた。 すべての 頭は はげ， す 
ベての 肩は 擦りむ けた。 しか し 報酬は 
というと， 彼が これを 攻めて 行なった 
奉仕に 対して， 彼と その 軍勢の ために 
ティ ルスからは 何もなかった。 

19 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
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はこの ように 言われた。 『いまわた し 

は エジプトの 地を バビロンの 王 ネブカ 

ドレ ザルに 与える。 彼は 必ず その 富を 

運び去り ： 多くの ものを 分捕り， 多く 

の ものを 強奪す る。 そして それは 必ず 

彼の 軍勢の ための 報酬と なる』。 

20 「『彼が 彼女を 攻めて 行なった 奉 

仕の 代償と して， わたしは エジプトの 

地を 彼に 与えた。 彼らが わたしの ため 

に 行動した からで ある』 と， 主権者な 

る 主 エホバは お告げになる。 

21 「その 日， わたしは イスラエルの 

家の ために 一本の 角を 生えさせ， 彼ら 

の 中で 口を 開く 機会を あなたに 与える 

であろう。 彼らは わたしが エホバで あ 

る ことを 知らな ければ ならな くなる」。 

〇/V また， エホバの 言葉が 引き続き 

^ わたしに 籠んで# っ た， 2 「人 

の 子よ， 預言せ よ。 あなたは 言わな け 

れ ばな ら ない， 『主権者なる 主 エホ バ 

はこの よう に 言われた。 「あ なた 方は， 

泣き叫べ， 『ああ， その 日よ！』 と。 

3 日が 近いから である。 そうだ， エホ 

パの 日が 近い [からで あ 4]。 それは 雲 

の 日， 国々 の 民の 定められた 時と なる。 

4 そして 剣が 必ず エジプトに 入って 来 

る。 エジプトで 人が 打ち 榖 されて 倒れ， 

彼らが 実際に その 富を 奪い， その 基が 

実際に 打ち壊される とき， エチオピア 

に 必ず 激しい 痛みが 生じる。  5 エチ 

オビア， ブト， ルド， 入り混じった 全 

集団， クブ ，契約の 地の 子ら 一 これら 

の 者と 共に 彼らは 剣に よって 倒れる で 
[夕] 

あろ う」』 。 

6 「エホバは このように 言われた。 


第 29 章 


第 30 章 


第二 欄 


『エジプト を 支え る 者た ち も 必ず 倒れ， 
その 強さの 誇り は 必ず 落ちる』。 

「『ミグ ドルから シ エネまで， 彼らは 
そこで 剣に よって 倒れる』 と， 主権者 
なる 主 エホバは お告げになる。 7 『彼 
らも 荒れ果てた 地の 中で 必ず 廃 させ 
られ， その 諸 都市 も 荒れ 廃れた 諸 都市 
の 中に ある ことになる。  8 そして， わ 
たしが エジプトに 火を つけ， それを 助 
ける 者が みな 実際に 砕かれる とき， 彼 
ら はわた しが エホバで ある ことを 知ら 
なければ ならなくなる。  9 その 日， 使 
者たち がわた しの 前から 船で 出て 行く。 
自己 過信に 陥って いる エチオピアを お 

[力】 

のの かせる ためで ある。 そして， エジ 
ブトの 日に 激しい 痛みが 彼らの 中で 必 
ず 生じる。 見よ， それは 必ず 来る から 

(キ） 

である』。 

10 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 『わたしは また， バビロ 
ンの王 ネブカ ドレ ザルの 手に よって エ 
ジ ブトの 群衆を 絶やす。 11 彼と その 
もとにい る 民， 諸国 民の 圧制者た ちは， 
その 地を 滅びに 陥れる ために 連れて来 
られ る。 そして， 彼らは 必ず 剣を抜い 
て エジプトを 攻め， その 地を 打ち殺さ 
れた 者で 満たす。 12 また， わたしは 
ナイルの 運河を 乾いた 地面と し， そ 
の 地を 悪人たち の 手に 売り渡す。 そし 
て， その 地と そこに 満ちる ものを よそ 
者たち の 手に よって 荒廃させる。 わた 
しが， エホバが 語った ので ある』。 

13 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 『わたしは また 糞 像を 滅 
ぼ L， 無価値な 神々 をノ フ から 絶やす 0 
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エジプトの 地から 長が 出る ことは もは 第3 〇 章  22 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 

やない。 また， わたしは 必ず エジプト 7  it  S6 はこの ように 言われた。 『いまわた し 
の 地に 恐れを 置く であろう。 14 そし ィ纟 1〇〃4 は エジプトの 王 ファラオを 攻める。 わ 
てわたしは パ ト ロスを 荒廃 させ， ツォ  iU44:1 たしは 彼の 腕を， 強い [腕] と 折られた 
アンに 火を 燃え上がらせ， ノで 裁きを 〇  5^8:12  [腕] とを 折り， 彼の 手から 剣を 落とさ 
執行す る。 15 また， わたしは エジプ レ46 :25 せ 23 そして わたしは エジプト 人 
卜の 要塞 シンに わたしの 激しい 怒り 4#1:6 を 諸国 民の 中に 散らし， 彼らを もろ も 
を 注ぎ 出し， ノの 群衆を 断ち 滅ぼす。 +iU43:13 ろの 地の 中に 追い散らす。 24 そして 
16 また， わたしは エジプトに 火を 燃え ク x レ2: 16 わたしは バビロンの 王の 腕を 強く し， 
上がらせる。 シンは 必ず 激しい 痛みを ^^30:8 わたしの 剣を その 手に 渡す。 わたしは 
覚え， ノも 破れ 口に よって 捕らわれる ファラオの 腕を 折る。 彼は 致命的な 傷 
ことになる。 そして ノフ には 一 そこ サィ ザ19: 1 を 負った 者の ように， その 者の 前で 必 
には 昼間 も 敵対 者たち がいる であろう。 "" U46：19 ず 大いにう めくであろう。  25 また， 
17 オンと ピべ セトの 若者たち， 彼ら セ 詩 10:15 わたしは バビロンの 王の 腕を 強く する。 
は 剣に よって 倒れ， [諸 都市] も 捕ら わ ソェ レ46: u そして ファラオの 腕は 倒れる。 わたし 
れの 身と なって 行く。 18 また， テ ハ  がわた しの 剣を バビロンの 王の 手に 渡 

フネ ヘスでは， わたしが そこで エジプ ァ ェレ 46:25 し， 彼が エジプトの 地に 向かって それ 
卜の くびき 棒を 折る とき， 日は 実際に ^  J24：7 を 実際に 伸べ ると き， 彼らは わたしが 
暗くなる。 そして， 彼女の 中で その 強  I レ46 :2 エホバで ある ことを 知らなければ なら 
さの 誇りは 実際に 絶やされる。 そして151 ^  :17 なくなる。  26 そして， わたしは エジ 
彼女に 関しては， 雲が これを 覆い， そ ォェゼ 29:12 プト 人を 諸国 民の 中に 散らし， 彼らを 
れに 依存す る 町々 は 捕らわれの 身と な ヵ ヱ レ27:6 もろもろの 地の 中に 追い散らす。 そし 
る。 19 そして わたしは エジプトで 裁 キ て 彼らは わたしが エホバで ある ことを 
きを 執行す る。 彼らは わたしが エホバ  ^ 32:11 失1 〇ら なければ ならなくなる』」。 

である ことを 知らなければ ならな く ヶ出 7:5  Q-i そして， さらに， 第 十一 年， 第 
なる』」。  ？ セ9: は12  三 [の 月]， その 月の H] に， ェ 

だい  ねん  だい  エゼ 29:19  ことば  ひ  つづ  のぞ 

20 そして， さらに， 第 十一 年， 第ー ヱ ゼ ホバの 言葉が 引き続き わたしに 臨んで 
[の 月]， その 月の 七 [日] に， エホバの コェゼ 29:12 言った，  2 「人の子よ， エジプトの 王 
言葉が わたしに 臨んで 言った， 21 「人 第3 1 章 ファラオ とその 群衆に 言え， 

の 子よ， エジプトの 王 ファラオの 腕を サゴ H  「『あなたは その 偉大 さの 点で だれに 

かなら  お  【セ）  ほう  に 

わたしは 必ず 折る であろう 0 見よ， 包 シ詩 80:10 似る ようになった のか。 3 見よ， アッ 
帯を 当てて 巻く ことによってい やすた ヱゼ 17:3 シリア 人， レバノンの 杉。 [その] 大枝 
めに も， 剣を 執れる ように 強く する た 10:33 は 麗しく， 生い茂る やぶは 陰を 作り， 丈 
めに も， それが 巻かれる ことは 決して v^.17:22 は 高く， その 木の 頂は 雲の 中に あっ^。 
ない」 0  タェ ゼ 17:5  4 水が これを 大きく し， 水の 深みが こ 
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れを 高く した。 それは [幾つ も] の 流れ 第31 章 出す 0 12 また， よそ 者たち は， 諸国 
と共に その 植え付け 地の 周りを 巡って 7 ^  37:35 民の 圧制者た ちは， これを 切り倒し， 
いた。 それは 水の 流れを 野の すべての ィ ダニ 4:12 人々 はこれ を 山々 の 上に 捨てる。 すべ 
木々 の もとに 送り出した。  5 それ ゆ  ての 谷に その 葉は 必ず 落ち， その 枝は 

の  ウ詩 84:3  ち  かわどこ あいだ  お  [ィ i 

えに， これは 野の [ほかの] すべての 木  地の すべての 川床の 間で 折られる。 ま 

よりも 丈が 高く なった。  た， その 陰から 地の すべての 民が みな 

「『そして， その 大枝は 多くな り， 枝  下りて 来て， これを 見捨てる であろ 

は その 水路の 豊かな 水量の ために 伸び "ri  2；92 う。 13 その 倒れた 幹の 上に 天の すべ 
続けた。 6 その 大枝に 天の すべての 飛  ての 飛ぶ 生き物が 住み， その 枝の 上に 

ぶ 生き物が 巣を 作り， その 枝の 下で 野  J^：io  必ず 野の すべての 野獣が いるよう にな 
のす ベての 野獣が 子を 産み， その 陰に び 28:13 る。 14 それは， 水で 潤された どの 木 
人口の 多い 諸国の 民 f 住んだ。 7 そ キ詩 37:35 も 丈が 高く なったり， その 木の 頂を 雲 
して それは その 偉大 さ， その 樹 葉の 長  の 中に 出したり する ことのな いため， 

さの 点で 麗しい ものと なった。 根の 組  また， 水を 飲む 何もの も 高さの 点で そ 

織が 多く の 水の 上に あった からで ある。 ゲ $  28:22  れらに 立ち向かう ことができなくなる 

その  すぎ  かなら  し  わた 

8 裡の 園の 中で [ほかの] どの 杉の 木 も 23:1, ためで ある。 それらが みな 必ず 死に 渡 

(力 1  [t  ち  (*)  にんげん 

これに かなう ものはなかった。 ねずの  される からで ある。 下の 地に， 人間の 

木と いえ ども， その 大枝に 関しては 比 サ 子ら の 中に， 坑に 下って 行く 者たち の 

ダニ 4:30 

ベ ものに ならなかった。 また， すずか  もとに [渡される からで ある]』。 

けの 木 も， 枝の 点で それと 比較に なら シゴ :以1  15 「主権者なる 主 エホバは このよう 

なかった。 裡の 園の [ほかの] どんな 木 - に 言われた。 『それが シヱ オルに 下っ 

も， その7 道 しさの 点で これに イ1 る もの  て 行く 日に， わたしは 必ず 悲しみを 引 

[キ|  は  み  ア申 18:12  お  [キ） 

はなかった。  9 わたしは 葉を 満ち あ  き 起こす。 それの ために わたしは 水の 

ふれさせて これを 麗しく したので， [ま ゼ 32:5 深みを 覆う。 そして わたしが その 流れ 
ことの] 裡の 園に あった エデンの [ほか ゥ た4:14 を とどめる ため， また 多くの 水が 引き 
の] すべての 木は， しきりに これを うら  留められる ためで ある。 それの ために 

[ヶ 1  エイ ザ 18:6  くら 

やんだ』。  ェゼ 29:5 わたしは レバノンを 暗く し， それの た 

しゅけんしゃ  しゅ  エセ 32:4  の  きぜつ  たお 

10 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ  めに 野の 木は みな 気絶して 倒れる であ 

はこの ように 言われた。 『あなたは 丈 tm82：7  ろう。 16 わたしが これを 坑に 下って 
が 高く なって， それは その 木の 頂を 雲 力 詩 63:9  行く 者たち と共に シェ オルに 下らせる 
の 中に 出し， その 心は その 高さの ため  とき， わたしは その 没落の 音に よって 

に 高ぶった ので， 11 わたし もこれ を キ啓 他9  必ず 国々 の 民を 激動させる 。下の 地 
諸国 民の 君 王の 手に 渡す であろ 4。 彼 ク# 14:15 で， エデンの すべての 木， レバノンの 
は 必ず これに 向かって 行動す る。 その  えり 抜きの ものと 最良の もの， 水を 飲 

邪悪 さに 応じて， わたしは これを 追い ^^3?；9 むすべての ものは 慰められる であろ 
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17 これと 共に それら も シヱ オル 第31 章 すべての 飛ぶ 生き物を 住まわせ， 全地 
へ， 剣に よって 打ち殺された 者たち の 7 32:31 の 野獣を あなたに よって 満ち 足らせる。 

くにぐに  たみ  かげ  にく  やまやま 

もとへ， また 国々 の 民の 中で その 陰に ィヱ ゼ 32:2i 5 また， わたしは あなたの 肉を 山々 の 
その 胤と して 住んだ 者たち [の もとへ] ゥ哀 4:2 〇  上に 置き， あなたの 残りく ずで 谷を 満 

くだ  い  [〇]  エゼ 30:6  [ィ）  やまやま  ち 

下って 行った ので ある』。  ヱゼ 32:31 たす 〇  6 また， 山々 の 上で， その 地に， 

き ぎ  【エ）  はいしゅつ  もの  ち W 

18 「『あなたは エデンの 木々 の 中で， I ェゼ 此9 あなたの 排出され た 物を， あなたの 血 

えいこう  い だい  てん  の  ほ  かわどこ 

栄光 や 偉大 さの 点で だれに このように ォュゼ32:19 から 飲み干させる。 川床 も あなたから 
似る ようになった のか。 しかし， あな 2.7  の もので 満たされる であろう』。 

たは エデンの 木々 と共に 必ず 下の 地に -  7 「『そして， あなたが 消される とき， 

落とされる。 割礼を 受けて いない 者た  Mi +  わたしは 天を 覆い， その 星を 暗く する。 

つるぎ  う  ころ  キ箴 28:15  たいよう  くも 

ちの 中で， あなたは 剣で 打ち殺される  太陽に ついては， わたしは 雲を もって 

者たち と共に 横たわる であろう。 これ ク これを 覆い， 月 も 光を 輝かせない であ 
は ファ ラオと そのす ベての 群衆で あ  ろう。 8 天の 光の すべての 光体一 わ 

る』 と， 主権者なる 主 エホバは お告げ 66：n  たしは あなたの ために これを 暗く し， 
になる」。  コだム あなたの 地に 闇を 置く』 と， 主権者な 

そして， さらに， 第 十二 年， 第 1:17 る 主 エホバは お告げになる。 

十二の 月， その 月の 一 [日] に， エ サェ ゼ 29:5  9 「『そして， わたしが 諸国 民の 中に 

ホバの 言葉が わたしに 臨んで 言った， 第二 欄 いる あなたの 中から 捕らわれ人を， あ 
2 「人の子よ， エジプトの 王 ファラオに ァ なた の 知らなかった 地に 連れて行 くと 
関して 哀歌を 唱え， あなたは 彼に 言わ  1%  き， わたしは 多くの 民の 心を 怒らせる。 

なければ ならない， 『国々 の 民の たて  10 そして わたしは 多くの 民に あなた 

がみの ある 若い ライオンと しては， あ  のこと で 必ず 畏敬の 念を 抱かせ， 彼ら 

なた は 沈黙 させられた。  の 王たち も， わたしが 彼らの 面前で 剣 

「『また， あなたは 海の 中の 巨獣の よ だ ° を 振り回す とき， あなたの ことで 戦り 
うであった。 あなたは その 川々 で 暴れ  J^24=29 つを 覚えて 身震いし， あなたの 没落の 
回り， 足で 水を 濁らせ， その 川々 を 汚  日に， 彼らは 各々 自分の 魂の ために 絶 

オ エゼ 29: 12  (ク！ 

しつづけた』。  ヱゼ 3〇:26 えず おののかなければ ならなくなる』。 

3 「主権者なる 主 エホバは このように ヵェ ゼ 27:35  11 「主権者なる 主 エホバは このよう 

言われた。 『わたしは また， 多くの 民 キ申 32:41 に 言われた からで ある。 『バビロンの 

かいしゅう  あみ (ヶ）  つるぎ  のぞ （ヶ: 

の 会衆に よって わたしの 網を あなたの  王の 剣が あなたに 臨む。 12 わたしは 

上に 広げる。 彼らは 必ず あなたを わた  あなたの 群衆を 力 ある 者たち の 剣に 

ひ  （コ ）  い  ケ エレ 43:10  たお  かれ  みな  しょこく みん  あっせい 

しの 引き網の 中に 入れる。 4 そして， ヱ レ46:26 よって 倒す。 彼らは 皆， 諸国 民の 圧制 
わたしは 必ず あなたを その 地に 放置す  者たち であ 4。 彼らは エジプトの 誇り 

の  おもて  な  コエゼ 30:11  じっさい だつりゃく  かなら 

る。 わたしは 野の 表に あなたを 投げう  ハバ ば を 実際に 奪略し， その 群衆は みな 必ず 

[サ）  ほろ  つ  m 

つであろう。 そして あなたの 上に 天の サニゼ 29:19 滅ぼし 尽くされる 0 13 また， わたし 
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は 多くの 水の 傍らから そのす ベての 家 
畜を 滅ぼす。 地の 人の 足は もはや これ 
を 濁さず， 家畜の ひづめ さえ もこれ を 
濁さない』。 

14 「『そのと き， わたしは その 水を 澄 
ん だものと し， その 川を 油の ように 流 
れ させる であろう』 と， 主権者なる 主 
エホバは お告げになる。 

15 「『わたしが エジプトの 地を 荒れ 
果てた 所と し， その 地に 満ちて いる も 
のが 荒廃 させられる とき， わたしが そ 
こに 住む 者を みな 打ち倒す とき， 彼ら 
も わた しが エホバで ある ことを 知らな 
ければ ならなくなる。 

16 「『これは 哀歌で あり， 人々 は 必ず 
これを 詠唱す る。 諸国 民の 娘たち もこ 
れを 詠唱す る。 エジプト とその 全 群衆 
に関して これを 詠唱す る』 と， 主権者 
なる 主 エホバは お告げになる」。 

17 そして， さ ら に， 第 十二 年， その 
月の 十五 [日] に， エホバの 言葉が わた 
しに 臨んで 言った， 18 「人の子よ， エ 
ジブ トの 群衆の ことで 嘆き悲しみ， こ 
れ を， 彼女と 威光 ある 諸国 民の 娘たち 
を， 坑に 下って 行く 者たち と共に 下の 

ち; キ）  I ク） 

地に 下 ら せよ。 

19 「『あなたは だれと 比べて もっと 
快 い 者で あると いうの か。 下って 行 
け。 あなたは 必ず 割礼を 受けて いない 
者たち と共に 横たえられる！』 

20 「『彼らは 剣で 打ち殺された 者た 
ちの 中に 倒れ 4>。 彼女は 剣 [に] 渡され 
た。 あなた 方は 彼女と そのす ベての 群 
衆を 引き連れて 行け。 

21 「『力 ある 者の 主立った 者たち は， 
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彼を 助けた 者たち と共に， シエ オルの 中 
から 彼に 話しかける。 彼らは 必ず 下っ 
て 行く であろう。 彼らは， 剣に よって 
打ち 致された 割礼を 受けて いない 者と 
して 必ず 横たわる。 22 そこは アッシ 
リアと 彼女の すべての 会衆が いる 所で 
ある。 彼の 埋葬 所は その 周りに ある。 
彼らは みな 打ち殺された 者たち， 剣に 
よって 倒れる 者たち である。 23 彼女 
の 埋葬 所は 坑の 一番 奥に 置かれた から 
である。 その 会衆は その 墓の 周りに あ 
る。 彼らは みな 打ち殺され， 剣に よっ 
て 倒れる 者たち である。 彼らは 生ける 
者の 地に 恐怖を 生じさせ たからで ある。 

24 「『彼女の 墓の 周りには エラムと 
そのす ベての 群衆が いる。 彼らは みな 
打ち殺された 者， 剣に よって 倒れた 者 
たちで あり， 割礼を 受けずに 下の 地に 
下って 行った。 彼らは 生ける 者の 地に 
恐怖を 生じさせた 者たち である。 彼ら 
は坑 に下っ て 行く 者たち と共に 辱めを 
負う。 25 彼らは 打ち殺された 者たち 
の 中に 彼女の ための 寝床を 設け， [それ 
を] 彼女の すべての 群衆の 中に 置いた。 
彼女の 埋葬 所は その 周りに ある。 彼ら 
はみ な 割礼を 受けて おらず， 剣に よっ 
て 打ち殺された 者たち である。 彼らの 
恐怖が 生 ける 者の 地で 生じた からで あ 
る。 彼らは 坑に 下って 行く 者たち と 共 
に その 辱めを 負う。 彼は 打ち殺された 
者たち の 中に 置かれた ので ある。 

26 「『そこは メシエ ク [と] ト バルと 彼 
女の すべての 群衆の いる 所で ある。 彼 
女の 埋葬 所は 彼の 周りに ある。 彼らは 
みな 割礼を 受けて おらず， 剣に よって 
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刺し通された 者たち である。 彼らは 生 
ける 者の 地に 恐、 怖を 生 じさせた からで 
ある。 27 そして， 割礼を 受けて いな 
い 者たち の 中から 倒れて， シヱ オルに 
戦いの 武器と 共に 下って 行った 力 ある 
者た ちと 一緒に 彼ら は 横たわらな いだ 
ろうか。 そして 彼らは その 剣を 頭の 下 
に 置き， そのと がは 彼らの 骨の 上に あ 
る ことであろう。 力 ある 者たち は 生け 
る 者の 地に おける 恐 だ っ たからで あ 
る。 28 そして あなたは， 割礼を 受け 
ていない 者たち の 中で 打ち砕かれ， 剣 
によ っ て 打ち殺さ れた 者た ちと 共に 横 
た わる。 

29 「『そこは エドムが， その 王たち と 
そのす ベての 長たち がいる 所で ある。 
彼らは 力が 強かった が， 剣で 打ち殺さ 
れた 者たち と共に 置かれた。 彼ら も 割 
礼を 受けて いない 者 や坑に 下る 者たち 
と共に 癀た わる。 

30 「『そこは 北の 君 侯たち が， その 
すべてが， そしてす ベての シドン 人が 
いる 所で ある。 彼らは その 力強 さの ゆ 
えに 恐ろしい [存在] であった が， 打ち 
殺された 者たち と共に， & じて 下って 
行った。 そして 剣に よって 打ち殺され 
た 者たち と共に， 割礼を 受けずに 横た 
わり， 坑に 下る 者たち と 共 {i 辱めを 負 
うであろう。 

31 「『これらが ファラオの 見る 者たち 
である。 彼は 自分の すべての 群衆の こ 
とで 必ず 慰めを 受ける であろう。 ファ 
ラオ とその すべての 軍勢は 剣に よって 
打ち殺される 者と なる』 と， 主権者な 
る 主 エホバは お告げ になる。 


32 「『それは， 彼が 生ける 者の 地に 
恐怖を 生じさせ たからで ある。 彼は 割 
礼を 受けて いない 者たち の 中に， 剣に 
よって 打ち殺された 者たち， すなわち 
ファラオと そのす ベての 群衆と 共に 必 

よこ  しゅけんしゃ  しゅ 

ず 横たえられる』 と， 主権者なる 主エ 
ホバ はお 告げになる」。 

〇〇 また， エホバの W 葉が 引き続き 
わたしに II ん で备っ た， 2 「人 
の 子よ， あなたの S の 子ら に 言 善れ。 あ 
なた は 彼らに 言わなければ な ら ない， 

「『ある 地に 関して， もし わたしが そ 
こに 剣を もたらし， その 地の 民が 皆 こ 
ぞって ひとりの 人を 実際に 取り， これ 
を 自分たち の 見張りの 者と して 立て， 
3 その 人が その 地に 剣が 来る のを 本当 
に 見, 角笛を 成: き 鳴ら して 民に 警告し， 
4 聞く 者が 角笛の 音を 実際に 聞き， そ 
れ でいて 警告を 全く 受け入れず， 剣が 
来て その 者を 奪い 去るなら， 彼の 血は 
彼 自身の 頭に 帰す る。 5 角笛の 音を 
聞いた が， 警告を 受け入れなかった の 
である。 彼の 血は 彼 自身に 帰す る。 だ 
が， 彼が 自ら 警告を 受け入れ ていたな 
ら ，彼の 魂は 逃れて いた ことであろう。 

6 「『さて， 見張りの 者に 関してで あ 
るが， 剣が 来 るのを 見ても， 実際に 角笛 
を 吹き 鳴らさず， それで 民は 少しも 警 
告を 受けず， 剣が 来て 彼らから 魂を 奪 
い 去るなら， それは それ 自身のと がの 
ために 必ず 奪い 去られる。 しかし， わ 
た しは その 血の 返済を その 見張りの 者 
の 手に 求める』。 

7 「さて， 人の子よ， あなたに 関して 
であるが， わたしは あなたを イス ラエ 
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ルの 家に 対する 見張りの 者と した。 あ 
なた は 必ず わた しの 口から 言葉を 聞き， 
わたしから の 警告を 彼ら に 与えな けれ 
ばなら ない。 8 わたしが 邪悪な 者に， 
『邪悪な 者よ， あなたは 必ず 死ぬ！』 と 
言う のに， あなたが その 邪悪な 者に 実 
際に 警告して， その 道から [離れる] よ 
う はっきり 言わないなら， その 者は 邪 
悪な 者と して 自分のと がのう ちに 死ぬ 
ことになる。 しかし， わたしは その 血 
の 返済を あなたの 手に 求める。  9 し 
かし あなたに 関しては， あなたが 邪悪 
な 者に その 道から 立ち返る ようそれ に 
ついて 実際に 警告した のに， その 者が 
実際に 自分の 道から 立ち返らないなら， 
彼は 自分の とがのうち に 死ぬ ので あっ 
て， あなた 自身は 必ず 自分の 魂を 救い 
出す であろう。 

10 「さて， 人の子よ， あなたは， イ 
スラ エルの 家に 言え， 『あなた 方は こ 
う 言った。 「わたしたちの 反抗と 罪は 
わたしたちの 上に あり， わたしたちは 
その 中で 朽ち果てて 行く の だか^)， ど 
う して わた したち は 生きつ づける だろ 
うか」 と』。 11 彼らに 言え， 『「わた 
しは 生きて いる」 と， 主権者なる 主エ 
ホバ はお 告げになる， 「わたしは， 邪 
悪な 者の 死では なく， 邪悪な 者が その 
道から 立ち返って， 実際に 生きつ づけ 
る ことを 喜 ふ。 立ち返れ。 あなた 方の 
悪の 道から 立ち返れ。 なぜなら， イス 

ラエルの 家よ， どうして あなた 方が 死 

(1?) 

んで よいであろう か」』。 

12 「そして， 人の子よ， あなたは， あ 
なた の 民の 子ら に 言え， 『義 なる 者の 


第 33 章 


ウイ ザ 3:11 
ェゼ 18:4 
エ箴 24:12 
ェゼ 13:9 


使徒 18:6 


ェゼ 14:6 
ホセ 14:1 
使徒 3:19 


セ ェゼ 18:31 
ぺテ D  3:9 


第二 欄 


エゼ 18:24 
イ王 I  8:48 


ルカ 13:3 
キ箴 28:13 


イザ 55:7 
使徒 3:19 
ク エゼ 18:21 
ミカ 6:8 
ケ出 22:26 
エゼ 18:7 


義 といえ ども， それが その 者の 反抗の 
日に これを 救い出す ことは ない。 しか 
し 邪悪な 者の 邪悪に 関しては， その 者 
がその 邪悪から 立ち返る 日には， 彼が 
それに よって つまずかされる ことは な 
ぐ、。 また， 義を 持って いる 者であって 
も， それが 罪を 犯す 日には， [その 義] 
の ゆえに 生きつ づける という ことは な 
い。 13 わたしが 義 なる 者に， 「あな 
たは 必ず 生きつ づける」 と言うのに， 
彼が 自分の 義に 実際に 依り 頼んで 不正 
を 行なうなら， 彼の 義 なる 行為は どれ 
も 思い出される ことなく， その 行な っ 
た 不正の ために一 そのために 彼は 死 
ぬであろう。 

14 「『また， わたしが 邪悪な 者に， 

かなら  し  い  (*) かれ 

「あなたは 必ず 死ぬ」 と言うのに， 彼が 

じっさい  じぶん  つみ  かえ  W こうせい 

実際に 自分の 罪から 立ち返 っ て 公正と 
義を 行ない， 15  [そして] その 邪悪な 
者が 質 物を 返し， 奪い取った 物を 返還 
し， 不正を 行なわずに 命の 法令に よっ 
て 実際に 歩むなら， 彼は 必ず 生き っづ 
ける であろう。 彼は 死なない。 16 彼 
が 犯 した 罪は どれ も 彼に 対 して 思い出 
される ことは ない。 公正と 義を 彼は 行 
なった ので ある。 彼は 必ず 生きつ づけ 
るであろう』。 

17 「そして， あなたの 民の 子ら は， 
『エホバの 道は 正しく 調整され ていな 
い』 と 言った。 しかし 彼らに ついては， 
正しく 調整され ていないのは 彼らの 道 
である。 

18 「義 なる 者が その 義を 離れて， 実 
際に 不正を 行なうなら， 彼 も 必ず その 
ために 死ぬ。 19 また， 邪悪な 者が そ 
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の 邪悪から 立ち返って， 公正と 義を実 
際に 行なうなら， それの ために 彼は 生 
きつ づける であろう。 

20 「また， あなた 方は， 『エホバの 
_ は 正しく 調整され ていない』 と言っ 
た。 イスラエルの 家よ， わたしは あな 
た 方を 各々 その 道に したが っ て 裁く で 

ぁろぶ」。 

21 ついに， わたしたちの 流刑の 十二 
年 目， 第 十 [の 月]， その 月の 五日に なっ 
て， エルサレムから 逃れて 来た 者が わ 
た しのと ころに 来て， 「都は 打ち倒さ 

い  [才） 

れま した！」 と 言った。 

22 さて， その 逃れた 者が 来る 前の 夕 
方， エホバの み 手が わたしの 上に あっ 
て， [その 者が] 朝 わたしの ところに 来 
る 以前に， [拽] はわた しの 口を 開きは 
じめ られ たので， わた しの 口は 開かれ， 
わたしは もはや 口の きけな l ヽ 者では な 
く なった。 

23 そして， エホバの 言葉が わたしに 
臨んで 言い はじめた， 24 「人の子よ， 
これら 荒れ 廃れた 場所の 住民 は イスラ 
エルの 土地に 関して， 『アブラハムは 
たった 一人だった のに， この 地を 所有 
する ようになった。 だが， わたしたち 
は 大勢い る。 この 地は わたしたちが 所 
有する ものと して 与えられ たの だ』 と 

い  [コ） 

5 っ ている 0 

25 「それゆえ， 彼らに 言え， 『主権 
者なる 主 エホバは このように 言われた。 
「あなた 方は 血と 共に 食べつ づけ， あな 
た 方の 糞 像に 目を 上げつ づけ， 絶えず 血 
を 注ぎ 出す。 それな のに， あなた 方は こ 
の 地を 所有して よいだ ろうか。 26 あ 
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なた 方は 自分の 剣に 頼った。 あなた 方 
は 忌むべき ことを 荇 ない， 各々 その 友 
の 妻を 汚した。 それな のに， あなた 方 
はこの 地を 所有して よいだろう か」』。 

27 「あなたは 彼らに このように 言 
うべき である。 『主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 「わたしは 生 
きている。 荒れ 廃れた 場所に いる 者た 
ちは まさしく 剣に よって 倒れる。 野の 
表に いる 者を わたしは 必ず 野獣に 食物 
として 与える。 強固な 場所 や 洞く つに 
いる 者たち は 疫病に よって 死ぬ であろ 
う。 28 そして， わたしは 実際に その 
地を 荒れ果てた 所， まさしく 荒廃と す 
るであろう。 その 強さの 誇りは 必ず 絶 
やされ， イスラエルの 山々 は 必ず 荒廃 
させられ， [そこを] 通る 者は だれもい 
ない。 29 そして， 彼らの 行なった そ 
のす ベての 忌むべき ことのた めに， わ 
たしが その 地を 荒れ果てた 所， まさし 
く竞 廃と するとき， 彼らは わたしが エ 
ホバ であ る ことを 知らな ければ ならな 

<u£uo 

30 「そして， 人の子よ， あなたに つ 
いてで あるが， あなたの 民の 子ら は 城 
壁の 傍ら や 家の 入口で あなたに ついて 
互いに 話して いる。 一人が もう 一人に， 
各々 その 兄弟に 話して 言った， 『どう 
か， 来て 欲しい。 エホバから 出る 言葉 
が どんな もの か 聞きなさい』。 31 こう 
して， 彼らは 民が 入って 来る ときの よ 
う に， あなたの もとに 入って 来て， わた 
しの 民と して あなたの 前に 座る であろ 
う。 彼らは 確かに あなたの 言葉を 聞く 
が， これを 行なわないで あろう。 彼ら 
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は 口で みだらな 欲望を 言い表わし， そ 
の 心は 不当な 利得を 慕っ て 行 くからで 

(7)  かれ 

ある。 32 そして， 見よ， あなたは 彼 
ら にと っ て 官能的な 愛の 歌の ようで あ 
り， 声が きれいで， 上手に 弦楽器を 奏 
でる 者の よう だ。 そして 彼らは 確かに 
あなたの 言葉を 聞く が， これを 行なう 
者は だれもい ない。 33 そして それが 
実現す ると き 一見よ， それ は 必ず 実現 
する一 彼らは また， 自分たち の 中に 預 

言 者が いた ことを 知らな ければ ならな 

[才） 

くなる」。 

〇^| また， エホバの 言葉が 引き続き 
^ わたしに 籠 ん で备っ た， 2 「人 
の 子よ， イスラエルの 牧者たち に 向か っ 
て 預言せ よ。 預言せ よ。 あなたは 彼ら 
に， 牧者たち に 言わな ければ な ら ない， 
『主権者なる 主 エホバは このように 言 

じ ぶん やしな  もの  [力） 

われた。 「 自分を 養う 者と なった イス 
ラエルの 牧者たち は 災い だ！ 牧者が 
養うべき ものは 羊の群れでは ないか。 
3 あなた 方は 脂肪を 食べ， 羊の 毛を 身 
に まとう。 あなた 方は 丸々 と 太った 動 
物を ほふる。 [しかし] 羊の群れを 養 & う 
ことは しない。 4 あなた 方は 病気の も 
のを 強めず， 病んで いるものを いやさ 
ず， 打ち砕かれ たものに 包帯を せず， 追 
い 散らされ たものを 連れ戻さず， 失わ 
れ たものを 見いだ そうとせず， かえ っ 
て， 過酷に， それ も 圧制的に 彼らを 従 
わせた。 5 そして， 彼らは 牧者が いな 
いために しだいに 散らされ， 野の すべ 
ての 野獣の 食物と なり， 次々 に 散らさ 

{夕）  ひつじ 

れ ていった。 6 わたしの 羊は すべて 
の 山と すべての 高い 丘の 上で 迷い つづ 
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けた。 地の 全面に わたしの 羊は 散らさ 
れ， だれ ひとり [これを] 捜す 者 も， 見 
つけ 出そうと する 者 もい なかった。 

7 「『「それゆえ， 牧者たち よ， エホバ 
の 葉を 聞け。 8 『「わたしは 生きて い 
る」 と， 主権者なる 主 エホバは お告げ 
になる， 「まさしく 牧者が いないため 
に， わたしの 羊は 強奪に さらされ， わ 
たしの 羊は 引き続き 野の すべての 野獣 
のた めの 食物と なり， わたしの 牧者た 
ちは わたしの 羊を 捜さず， その 牧者た 
ちは 自分自身を 養って わたしの 羊を 養 
わなかった ので」』， 9 それゆえ， 牧者 
たちよ， エホバの 言葉を 聞け。 10 主 
権 者なる 主 エホバは このよう に 言われ 
た。 『いまわた しは 牧者たち を 攻め， 
わた しの 羊の 返済を 必ず 彼らの 手に 求 
め， 彼らが [わたしの] 羊を 養う ことを 
やめさせる。 牧者たち が _ 分 自身を 養 
うことは もはやない。 わたしは 彼らの 
口から わたしの 羊を 救い出す。 それら 
の ものは 彼らの ための 食物とは なら 

[キ） 

ない』」。 

11 「『主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 「ここに わたしが， わた 
しがいる。 わたしは 自分の 羊を 捜し， 
これを 世話す る。 12  _ 分の 群れを 養 
う 者が， 広く 散らされた その 羊の 中に 
入る 日に [これを] 世話す る 仕方に 倣っ 
て， わたしは 自分の 羊を 世話し， 雲と 
濃い 暗闇の 日に [羊] が 散 ら された あら 
ゆる ナ k 所から これを 救い出す。 13 そ 
して わたしは もろもろの 民の 中から こ 
れを 連れ出し， もろもろの 地から これ 
を 集め， これを その 土地に 導き 入れ， イ 
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スラ エルの 山々， 川床の ほとり， その 
地の すべての 住みかの そばで これを 養 
う。 14 良い 放牧地で わたしは これを 
養う。 イスラエルの 高い 山々 に 彼らの 
住まいが ある ことであろう。 そこで 彼 
らは 良い 住まいに 横たわり， イス ラエ 
ルの 山々 の 上で 肥えた 牧草を 食べる」。 

15 「『「わたしが わたしの 羊を 養い， 
わたしが これを 横たわらせる」 と， 主 
権 者なる 主 エホバは お告げになる。 
16 「わたしは 失われた ものを 尋ね 求 A ， 
追い散らされ たものを 連れ戻し， 打ち 
砕かれた ものに 包帯を し， 病んで いる 
ものを 強める。 しかし 肥えた ものと 強 
いものを， わたしは 滅ぼし 尽くす。 わ 
た しは そのものを 裁きを もって 養う で 

ぁろ ず」。 

17 「『そして， わたしの 羊で ある あな 

がた  しゅけんしゃ  しゅ 

た 方に ついて, 主権者なる 主 エホバは こ 
のように 言われた。 「いまわた しは 羊 
と 羊， 雄 羊と 雄 やぎの 間を 裁く。 18 あ 
なた 方は 白 分では 最& 牧草を 食べて 
おきながら， その 牧草の 残りを 足で m 
み 荒らし， 自分では 澄んだ水を 飲んで 
おきながら， 残された ものを 足で 踏み 
つけて 汚す。 これは あなた 方に とって 
それ 程 ささいな ことなの か。 19 そし 
てわたしの 羊の ほうは， あなた 方の 足 
で 踏みつけられた 牧草地で 食べ， あな 
た 方の 足で 踏み荒らさ れて 汚された 水 
を 飲めば よいと いうの か」。 

20 「『それゆえ， 主権者なる 主 エホ 
バは 彼らに このように 言われた。 「こ 
こに わたしが， わたしが いる。 わたし 
は 丸々 と 太った 羊と やせた 羊との 間を 
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必ず 裁く。 21 それは， 病気に なって 
いるすべ てのものを あなた 方が 脇腹と 
肩で 押し， 角で 突き， ついには これを 
散らして 外に 出して しまったから であ 
4。  22 それで， わたしは わたしの 羊 

を 救う。 彼らは もはや 強奪に さらされ 
る ことは ない。 わたしは 羊と 羊の 間を 
裁く。  23 そして， わたしは 彼らの 
上に 一人の 牧者を 起こす。 その 者は 必 
ず 彼らを 養う。 それは すなわち， わた 
しの 僕 ダビデで ある。 その 者が 彼らを 
養い， その 者が 彼らの 羊飼いと なる。 
24 そして， わたしが， ェホバが， 彼ら 
の拽 となり， わたしの 僕 ダビデは 彼ら 
の 中で 長 [となる]。 わたしが， ェホバ 
が 語った ので ある。 

25 「『「そして， わたしは 彼らと 平和 
の 契約を 結ぶ。 わたしは 害を もたらす 

やじゅう  ち  た ：ヶ i  じっさい  やす 

野獣を その 地から 絶ち， 彼らは 実際に 安 
ら かに 荒野に 住み， 森林で 眠る。 26 ま 
た， わたしは 彼らと わたしの 丘の 周り 
を 祝福と し， 降り注ぐ 雨を その 時期に 
降らせる。 降り注ぐ 祝福の 雨が そこに 
あるであろう。 27 そして 野の 木は 必 
ず その実り を 出し， その 地 も 収穫を 与 
え， 彼らは その 土地に 安らかに いるで 
あろう。 そして， わたしが 彼らの くび 
き 棒を 折り， 彼らを 奴隸 として 使って 
いた 者たち の 手から 彼らを 救い出した 
とき ，彼らは わた しが ェホバで ある こと 
を 知らなければ ならなくなる。  28 そ 
して， 彼らは もはや 諸国 民の 強奪す る 
ものとは ならない。 地の 野獣 も 彼らを 

ソ レビ 25:18; タ レビ 26:13; ェレ 2:20; ェゼ 30:18; チェ 
レ 25:14; ツェレ 30:10; ェゼ 36：  4„ 
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むさぼり 食う ことなく， 彼らは だれに 
も おののかされる ことなく， 実際に 安 
ら かに 住む であろう。 

29 「『「また， わたしは 彼らの ために 
名のた めの 植え付けを 起こす。 彼らは 
もはや その 地で 飢きんに よって 取り去 
られる 者とは ならず， 諸国 民に よ ^ 辱 
めを 負う こと ももは やない。  30 『そし 
て 彼らは， 彼らの 裡 エホバで ある わた 
しが 彼らと 共に おり， 彼ら， すなわち イ 
スラ エルの 家が わた しの 民で ある こと 
を^ □ら なければ ならなくなる』 と， 主 
権 者なる 主 エホバは お告げになる I』。 

31 「『そ して， わた しの 羊， わたしの 
牧場の 羊で ある あなた 方に ついていえ 
ば， あなた 方は 地の 人で あり， わたし 
は あなた 方の# である』 と， 主権者な 
る 主 エホバは お告げになる」。 
qr* また， エホバの 言葉が 引き続き 
わたしに 薩 ん で备っ た， 2 「人 
の 子よ， あなたの 顔を セイルの 山地に 
向け， これに 向かって 預言せ よ。 3 そ 
して あなたは これに 言わなければ なら 
ない， 『主権者なる 主 エホバは このよ 
うに 言われた。 「セイルの 山地よ， い 
まわたし は あなたを 攻める。 わたしは 
あなたに 向かって 手を 伸ばし， あなた 
を 荒れ果てた 所， まさしく 荒廃と する。 
4 わたしは あなたの 諸 都市を 荒れ 廃れ 
た 所と し， あなた 自身は 全くの 荒れ 果 
てた 所と なる。 そして あなたは わたし 
が エホバで ある ことを 知らなければ な 
ら なくなる。 5 それは， あなたが 定め 
なく 続く 敵意を 福き， イスラエルの 子 
らを その 災難の 時に， [その] 最後のと 
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がの 日に， 剣の 力に 引き渡し つづけた 
ためで ある」』。 

6 「『それゆえ， わたしは 生きて いる』 
と， 主権者なる 主 エホバは お告げに な 
る， 『わた しは 血の ために あなたを 備 
えていた ので あるから， 血が また， あ 
なた を 追う であろう。 まさしく， あな 
たは 血を 憎んだ ので， 血が あなたを 追 
うであろう。  7 また， わたしは 必ず セ 
イ ルの 山地を 荒れ果てた 所， まさしく 
荒廃と し， 通って 行く 者と 帰って来る 
者と を そこから 断ち 滅ぼす。 8 また， 
わたしは その 山々 を 打ち殺された 者た 
ちで 満たす。 あなたの 丘 や 谷 やすべて 
の 川床， そこには 剣に よって 打ち殺さ 
れた 者たち が 倒れる であろう。  9 わ 
たしは あな たを 定めな く 続く 荒れ果て 
た 所と し， あなたの 都市には [人が] 住 
まなくなる。 あなた 方は わたしが エホ 
バ である ことを 知らな ければ ならな く 

uiio 

10 「あなたは， エホバが まさしく そ 
こに おられた のに， 『この 二つの 国民 
とこの 二つの 地 一 これは わた しの も 
のとな り， わたしたちは 必ず それぞれ 
[の 地] を 所有す るであろう』 と言うの 
で， 11 『それゆえ， わたしは 生きて い 
る』 と， 主権者なる 主 エホバは お告げ 
になる， 『わたしもまた， あなたが 彼 
ら に対する 憎しみの 感情の ために 表わ 
した その 怒りと ねたみと にしたがって 
行動す る。 そして あなたを 裁く とき， 
わたしは 彼らの 中で 自 らを 知らせる で 
あろう。 12 そして あなたは， イスラ 
エルの 山々 に関して あなたが 言った す 
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ベての 不敬な ことを， わたしが， エホ 
ノ 《が 聞 いた ことを 知らな ければ ならな 
くなる。 [あなたは，] 「彼らは 荒廃 さ 
せられた。 彼らは 食物と して 我々 に 与 
えられた」 と 言った ので ある。 13 そ 

がた  む 

して， あなた 方は わたしに 向かって そ 
の 口で 偉そう に 振る舞い， わたしに 向 
かって 言葉を 飨 やした。 わたし 自身が 
[それを] 聞いた』。 

14 「主権者なる 主 エホバは このよう 

い  ぜんち  よろこ  おな  とき 

に 言われた。 『全地が 歓ぶ その 同 じ 時 
に， わたしは あなたを 荒れ果てた 所と 
する。 15 イスラエルの 家の 相続 地が 
荒廃 させられ たので あなたが それを 歓 
ん だよう に， わたしは それと 同じ こと 
を あなたに 生じさせる。 セイルの 山地 
よ， あなたは 荒れ果てた 所と なる。 エ 
ドム 全体が， その すべてが。 そして 彼 
ら はわた しが エホバで ある ことを 知ら 
なければ ならなくなる』」。 

「そして， 人の子よ， あなたは， 
ィ スラ ヱ ルの して 擔 
せよ。 あなたは 言わなければ ならな 
い， 『イスラエルの 山々 よ， エホバの 
言葉を 聞け。 2 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 「 敵が あなた 
方に 向かって， 『はは あ， 昔の 高き 所 
までが， 所有物と して わたしたちの も 

[サ）  一  （シ） 

のに なった！』 と 言った ので」』。 

3 「それゆえ， 預言せ よ。 あなたは 
言わなければ ならない， 『主権者なる 
主 エホバは このよう に 言われた。 「あ 
なた 方は 荒廃 させられ， 四方から かみ 
つかれ， そのために あなたは 諸国 民の 

のこ  もの  しょゆう 

残って いる 者たち に 所有され る ことに 


第 35 章 


第二 櫚 


サ詩 83:4 
ェゼ 35:10 


17)  した  わ だい  M  たみ  わる 

なり， 舌で 話題に され， 民の 中に 悪い 
報告が あるので， それで， 4 それ ゆ 
え， イスラエルの 山々 よ， 主権者なる 
主 エホバの 言葉を 聞け！ 主権者なる 
主 エホバは， 山と 丘， 川床と 谷， 荒廃 
させられた 荒廃の 場所に， また， 周囲 

し* こくみん  のこ  もの 

の 諸国 民の 残って いる 者たち に とって 
の 強奪と あざけりの ための ものと なっ 
た 捨てら れた諸 都市に このよう に 言わ 
れ た。 5 それゆえ， 主権者なる 主 エホ 
バ はこの ように 言われた。 『わたしは 
必ず わたしの 熱心の 火のう ちに， 諸国 
民の 残って いる 者たち とエ ドムの すべ 

W  てき  はな （ク）  こころ 

てと に 敵して 話す。 それは 心 いっぱい 
の歓 びと 魂の 侮べ つと を 抱いて， その 
牧草地の ため， [また] 強奪の ために， わ 

ち  しょゆうぶ' つ  じぶん  あた 

たしの 地を 所有物と して 自分に 与えた 
者たち なので ある』」』。 

6 「それゆえ， イスラエルの 土地に 
関して 預言せ よ。 あなたは 山と 丘， 川 
束と# に 言わなければ ならない， 『主 
権 者なる 主 エホバは このよう に 言われ 
た。 「見よ， わたし 自身が わたしの 熱 
心と 激しい 怒りと によ っ て 必ず 話す。 

あなた 方は 諸国 民に よる 辱めを 負った 

〜  トン） 

からで ある」』。 

7 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 『わたしが 自 
ら [誓いの] 手を 上げた。 あなた 方の 周 
りに いる 諸国 民 一 彼らが 自分自身の 
辱めを 負う であろう。 8 そして イス 

やまやま  がた 

ラエルの 山々 よ， あなた 方は， あなた 

おおえだ  たみ 

方の 大枝を 出し， わたしの 民 イス ラエ 
ルの ために あな た 方の 実を 結ぶ であろ 
4。 彼らは 近寄って 来て， まさに 入っ 
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て 来る ところ だからで ある。  9 いま 第36 章 る 話が これ 以上 聞かれる ことのな いよ 
わたしは あなた 方に 好意を 抱いて いる 7^'2：3 うにす る。 あなたは もはや もろもろの 

かなら  イゼパ 3:9  たみ  お  [ィ ） 

からで ある。 わたしは 必ず あなた 方を ゥハガ 2:19 民に よる そしりを 負う こと も， もはや 
顧みる であろう。 あなた 方は 実際に 耕 レ3 Q:19 あなたの 諸国 民を つまずかせる こと も 

たね  [ゥ）  オゼカ 8:4  しゅけんしゃ  しゅ  つ 

され， 種を まかれる であろう。 10 ま ヵィザ 51:3 ない』 と， 主権者なる 主 エホバは お告 

がた  にんげん  イザ 58:12 

た， わたしは あなた 方の 上に 人間を， す ィ ザ6 1 :4 げ になる」。 

なわち イスラエルの 全家を， そのす ベ キェ レ 31:27 16 また， エホバの 言葉が 引き続き わ 
てを 殖やす。 そして 諸 都市には 必ず 人 ^^3〇:18 たしに 臨んで 言った， 17 「人の子よ， 
が 住み， 荒れ 廃れた 所 も 建て直される ヶィ ザ ■ イスラエルの 家は 自分たち の 土地の 上 
であろう。 11 そうだ， わたしは あな ハ〃2 :9 に 住んで [いたが]， 彼らは それを 自分た 
た 方の 上に 人間と 動物を 殖やす。 これ ョ ヱ3 W ちの 道と 行ないで 汚しつ づけた。 彼ら 
は 必ず 殖え， 多くの 子を 生み， わたし の 道は わたしの 前で 月経の 汚れの よう 
は あなた 方を 以前の ように， 実際に 人 W4f6():21 になった。 18 それで わたしは， 彼ら 

す ところ [ク）  はじ スイ ザ 65:23  ちそ そ  ち 

の 住む 所と し， わたしは あなた 方の 初  iU 15:7 がその 地に 注ぎ 出した 血の ために， わ 
めの 時よりも もっと 多くの 良い ことを 30:14 たしの 激しい 怒りを 彼らに 注ぎ 出した。 

おこ  [ヶ）  じ ぶん  ふん ぞう  けが 

行なう であろう 0 そして あなた 方は わ タヱ レ32”  彼らは その [地] を 自分たち の 糞 像で 汚 

し  -  【力） 

たしが エホバで ある ことを 知らな けれ 第二 欄 れ たものに したので あった。 19 そし 
ばなら なくなる。 12 また， あなた 方 ァィザ54:4 て， わたしは 彼らを 諸国 民の 中に 散ら 

にんげん  イザ 60:14  ち 

の 上に わたしは 人間を， すなわち わた  したので， 彼らは もろもろの 地の 中に 

しの 民 イスラエルを 歩かせる。 彼らは  ^3:19 追い散らされた。 わたしは 彼らの 道と 
必ず あなた 方を 所有し， あなた 方は 必  ^ ^ 行ないと にしたがって 彼らを 裁いた。 
ず 彼らに とって 世襲 所有地と なる。 あ 20 こうして， 彼らは 自分たち の入っ 

^  ど  - ども  スば  ✓レ 匕 lb.  25  い  I よ- ノ み/  ゆ 

なた 方は もう 二度と 彼らから 子供を 奪  ^〇"；：5 て 行った 諸国 民の もとに 入って 行き， 

(ス）  す. レ 2.7  ひとびと  もの 

うことは ないで あろう』」。  ェレ3; 1 人々 は 彼らに ついて， 『これらの 者は 

しゅけんしゃ  しゅ  エレ 16:18  たみ  ち 

13 「主権者なる 主 エホバは このよう ヱ レビ 12:2 エホバの 民で， その 地から 彼らは 出て 

い  がた  む  イザ 64:6  き  [ヶ）  い  せい 

に 言われた。 『あなた 方に 向かって， 34:21 来たの だ』 と 言って， わたしの 聖 なる 
「あなたは 人間を むさぼり 食う もので あ  42:25 名を 汚す ようになった。 21 そして わ 

しょこく みん  こども カエ ゼ 23:37  いえ かれ 

り， あなたは あなたの 諸国 民から 子供 キ レビ 26:38 たしは， イスラエルの 家が 彼らの 入っ 
を 奪う [地] となった」 と言う 者たち が ヱゼ て 行った 諸国 民の 中で 汚した わたしの 

クてゼ 7.3  せい  どうじょう  いだ  M 

いるので』， 14 『それゆえ， あなたは  x^' 18:30 聖 なる 名に 同情を 抱く であろう」。 

にんげん  く  (V)  エゼ 39:24  いえ  い 

もはや 人間を むさぼり 食う こと も， も ヶ民 14:16  22 「それゆえ， イスラエルの 家に 言 

しょこく みん  こ ども  うば  刁 シ 7:9  しゅけんしゃ  しゅ 

はや あなたの 諸国 民から 子供を 奪う こ コィザ „ .，え， 『主権者なる 主 エホバは このよう 

しゅけんしゃ  しゅ  VL — 

ともない』 と， 主権者なる 主 エホバは  に 言われた。 「イスラエルの 家よ， わ 

お告げになる。 15 『また わたしは あ  ^4；^9 たしが [これを] 行なう のは， あなた 方の 
なた に関して， 諸国 民に よる 辱めと な  H  20；9 ためでは なく， あなた 方が 入って 行っ 
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た 諸国 民の 中で 汚した わたしの 聖 なる 第36 章 なた 方が 諸国 民の 中で もはや 飢きんの 
名のた めな ので ある」』。  23 『そして そしりを 受けない ためで ある。  31 そ 
わたしは， 諸国 民の 中で 汚され， あな It  20；41 して， あなた 方は 自分たち の 悪い 道と， 
た 方が 彼らの 中で 汚した わたしの 太い 善くなかった 自分たち の 行ないと を必 

かなら  しんせい  •セ 28 .以  おも  （イ）  い 

なる 名を 必ず 神聖な ものと する であろ ず 思い出し， 自分たち のとが と 忌む ベ 

[ィ）  イザ 43:5  じ しん たい 

う。 そして 諸国 民は わたしが エホバで  ^  g；?3 きことの ために， 自分自身 に対して 必 
ある ことを 知らなければ ならなくなる』 it  uu ず 嫌忌の 念を 抱く であろう。 32 わた 
と， 主権者なる 主 エホバは お告げに な ^5?；73 しは あなた 方の ために [これを] 行なう 

まえ  へブ 10:22  (x)  しゅけんしゃ  しゅ 

る， 『すなわち， わたしが 彼らの 目の前 キィザ 4:4  のでは ない』 と， 主権者なる 主 エホバ 

エレ 33:8  つ 

で， あなた 方の 中で 神聖に される とき  コ 16:11 はお 告げになる， 『その ことがあ なた 

(エ）  がた  ク エゼ 6:4  し 

に。  24 そして， わたしは あなた 方を ヶ 申 30:6  方の 知る ところと なる ように。 イスラ 
諸国 民の 中から 取り出し， すべての 地 ェゼ 11:19 エルの 家よ， あなた 方の 道の ゆえに 恥 
から 集め， あなた 方の: I： 地に 導き 入れ サゼヵ 7:12 じ， 辱めを 覚えよ』。 

る。  25 そして わたしは あなた 方の 上シ 2 33 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 清い 水を 振り掛け， あなた 方は 清く  111 に 言われた。 『あなた 方を そのす ベて 
なる。 あらゆる 不浄と 糞 像から わたし ソ のとが から 清める 日に， わたしは また， 諸 
は あなた 方を 清める。 26 そして わた タヱ ニ巧ぼ 都市に 人を 住まわせる であろう。 荒れ 
しは あなた 方に 新しい 心を 与え， あな ^  ^ 廃れた 所は 必ず 建て直される。 34 ま 
た 方の 内に 新しい 霊を 置く。 また， あ た， 荒れ果てた 地 も 耕される。 通りかか 
なた 方の 肉から 石の 心を 取り去り， あ  34:29 るすべ ての 人の 目の前で 荒れ果てた 所 

[サ ）  （ク ） 

なた 方に 肉の 心を 与える 〇  27 また， 第二 欄 となって いた にもかかわらず。  35 そ 
わたしは わたしの 霊を あなた 方の 内に 7 な れで 人々 は 必ず 言う であろう， 「荒れ 
置き， あなた 方が わたしの 規定に よっ ィこ 果てて いた あそこの 地は， エデンの 園 

あゆ [ス）  しほう じょう  さ だ  まも  —ザ 〇./；  [ヶ） 

て 歩み， わたしの 司法 上の 定めを 守  9；26 のように なった。 荒れ地と なり， 荒れ 

じっさい  おこ  こうどう  エレ 31:18  うこ わ  しょと し  ぼう 

り， 実際に [それを] 行なうよ うに 行動 ゥ1ゼ6:9 果てて， 打ち壊され ていた 諸 都市に 防 

㈦  がた  エゼ 20:43  び  ほどこ  す 

する。 28 そして， あなた 方は わたし ゼヵ i2:io 備が 施された。 そこに 人が 住む ように 

ふそ  あた  ち  たし エ申 9:5  (コ1  がた 

が あなた 方の 父祖たち に 与えた 地に 確 ダニ9: 19 なった」 と。 36 そして， あなた 方の 

す [ソ】 かなら  たみ  オ ロマ 6:21  まわ  のこ  しょこく みん 

かに 住み， 必ず わたしの 民と なり， わ カゼ カ⑽ 周りに 残される 諸国 民は， わたしが， 
たしは あなた 方の 裡 となる であろう』。 キ エホバが， 打ち壊され たものを 築き， 
29 「『そして， わたしは あなた 方を そ ^^36:2! 荒れ果て ていた ものを 植えた ことを 知 
の あらゆる 不浄から 救い， 穀物に 呼び ^^2：f：9 ら なければ ならなくなる。 わたしが， 
かけて それを あふれさせる。 わたしは エホバが 語り， [これを] 行なった ので 

き  のぞ  [シ） 

あなた 方に 飢きんを 臨ませる ことは な サ^^ だま ある』。 

(ツ）  みの  しゅけんしゃ  しゅ 

い。  30 そして わたしは 木の実り を， 37 「主権者なる 主 エホバは このよう 

はたけ  さんぶつ  かなら  T  OO.Ofi  い 

また 畑の 産物を 必ず あふれさせる。 あ  ^5-  37；14 に 言われた。 『わたしが イスラエルの 
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家に な おもわた しを 尋ね 求めさせて， [わ 第36 章 うちに 息を 置く。 それで あなた 方は 必 
たしが] 彼らの ために 行なう ことは こ 7  7^6 ず 生き返る。 そして， わたしが エホバ 
うで ある。 わたしは 彼らを 羊の群れの  ^  50-J2 である ことを 知らなければ ならな く 
ように 人々 で 殖やす 0  38 聖 なる 人々 マタ 7:7 なる」』」 0 

の 群れの ように， 祭りの 時節の エル サ  .  7 それで， わたしは 命じられた 通り 

レムの 群れの ように， 荒れ地と なって  に 預言した。 そして， わたしが 預言す 

いた 諸 都市は それと 同じように， 人の ゥ g23〃7 ると すぐに 音が しはじめ， かたかたと 
群れで 満ち， 人々 はわた しが エホバ  いう 音が して， 骨が 近寄り はじめた。 

である ことを 知らなければ ならな く ヱ ヱ レ 巧 骨が その 骨へ と。 8 そして， わたしが 

エレ31:27  すじ  にく 

なる』」。  - 見る と， 見よ， その上に 筋が， また 肉 

エホバの み 手が わたしの 上に あ  が 生じ， 皮膚が [骨] の 上に かぶせられ 

❶ 名り， エホバは その 霊に よって わ  ^  始めた。 しかし 息は， それらの 中に 全 
たしを 連れ出し， 谷 あいの 平原の 中に 力 子 ゼ 3:14  くなかった。 

わたしを 置かれた。 そこは 骨で 満ち  9 そして， [裡] はさら にわたしに 言 

ていた。  2 そして [迚] はわた しを そ キ啓 11:9  われた， 「風に 向かって 預言せ よ。 人 
の 周囲に 沿って 一巡 させられ たが， 見  の 子よ， 預言せ よ。 あなたは 風に 言わ 

よ， [骨] は 谷 あいの 平原の 表に 非常に  ' ^ 11 なければ ならない， 『主権者なる 主エ 
多く あり， 見よ， すっかり 乾いて いた。 ヶ申 32:39 ホバ はこの ように 言われた 0  「風よ， 
3 それで [裡] はわた しに 言いは じめ  ロマ4: 17 四方の 風から 入って 来て， これら 殺さ 
られ た， 「人の子よ， これらの 骨は 生  れた 者たち に 吹きつけ， 彼らが 生き返 

き 返る ことができ るだろう か」。 これ コ るよう にせ i」』」。 

たい  _  し ■♦けんしゃ 

に対して わたしは 言った， 「主権者な _X^  37:14 10 それで， わたしは [初が わたしに 
る 主 エホバよ. あなたが よくご 存じで 第二 欄 命じられた 通りに 預言した。 すると， 息 
す」 0  4 すると， [裡] は 続けて わたし ァ啓 11:11 がその 中に 入り， それらは 生きて， 自 

に 言われた， 「これらの 骨に 対して 預  分の 足で 立ち上がり はじめた。 それは 

言せ よ。 あなたは これに 言わなければ  甚だ 太いなる 軍勢であった。 

ならない， 『乾いた 骨よ， エホバの 言 ゥェゼ 37:10 11 そして， [神] はさら にわたしに 
葉を 聞け。  言われた， 「人の子よ， これらの 骨で 

5 「『主権者なる 主 エホバは これらの  あるが， これは イスラエルの 全家で あ 

骨に このように 言われた。 「いまわた ォ詩 104:30 る。 いま 彼らは 言って いる， 『わたし 
しは あなた 方に 息を 入れる。 そして あ  たちの 骨は 乾いて しまい， わたした 

なた 方は 必ず 生き返る。 6 また， わた ^ 11:11 ちの 望みは 滅びう せた。 わたしたちは 
しは あなた 方の 上に 筋を 置き， あなた キ1ゼ36:10 切り離されて 自分たち だけに なった』 
方の 上に 肉を 生じさせ， わたしは あな  と。 12 それゆえ， 預言せ よ。 あなた 

た 方の 上に 皮膚を かぶせ， あなた 方の ク^4 以14 は 彼らに 言わなければ ならない， 『主 


エゼキエル 37:13 —— 25  イスラエルと ユダは一つになる。 一人の 王  1362 

権 者なる 主 エホバは このように 言われ 第37 章 イムの 手の 中に ある ヨセフの 棒と， そ 
た。 「わたしの 民よ， いまわた しは あ ァ^^14 の 仲間で ある イスラエルの 部族と を 取 
なた 方の 埋葬 所を 開き， あなた 方を そ ィヱ;^^^ る。 わたしは これを その上に， すな わ 

つ  エセ 上' 

の 埋葬 所から 連れ出し， イスラエルの  rt  9?if ち ユダの 棒 [の 上] に 置く。 わたしは そ 
土地に 導き 入れる。 13 そして， わた ゥ ザ 6 れらを 実際に 一つの 棒と し， それらは 
しが あなた 方の 埋葬 所を 開き， あなた I ィ ザ32: is わたしの 手の 中に あって 必ず 一つと な 
方を その 埋葬 所から 連れ出す とき， わ ヱゼ 37:5 る」』。 20 そして あなたが 書きつ ける 
たしの 民よ， あなた 方は わたしが エホ 棒は， 彼らの 目の前で あなたの 手の 中 
バ である ことを 知らなければ ならな く  にある ようにならなければ ならない。 

なる」』。 14 『また， わたしは あなた キ ，ヨ  21 「また， 彼らに 話せ， 『主権者なる 

がた  れい お  代11  30:11 しゅ  い 

方の うちにわ たしの 霊を 置く ので， あ ク王 丨 12:20 主 エホバは このように 言われた。 「い 
なた 方は 必ず 生き返り， わたしは あな ヶ 封 11:31 まわたし は イスラエルの 子ら を 彼らが 
た 方を あなた 方の 土地の 上に 住まわせ ニ レ3: 18 行った 諸国 民の 中から 取る。 わたしは 
る。 あなた 方は わたしが， エホバが 語 サ ニゼ12:9 彼らを 周囲から 集め， 彼らの 土地に 連 
り， [それを] 行なった ことを 知らな け … 欄 れて 来る。  22 そして わたしは その 地 
れ ばなら なくなる』 と， エホバは お告 で， イスラエルの 山々 で， 彼らを 実際 
げ になる」。  " 1/50:4 に 一つの 国民と し， 彼らは みな 一人の 

15 また， エホバの 詈 葉が 引き続き わ ゥ中 30:3  王を 王と して 持つ ことになる。 彼らは 
たしに 臨んで 言った， 16 「そして， 人  ^ 16:15 もはや 二つの 国民では なくなり， もは 
の 子よ， あなたは， 自分の ために 一本 ァモ 9:14 や 二つの 王国に 分けられる こと もな 
の 棒を 取り， その上に， 『ユダと， そ ホセ 1:11 い 0  23 そして 彼らは もはや， その 糞 

の 仲間で ある イスラエルの 子ら とのた 才 Ig10 像 や 嫌悪すべき ものに よって， その あ 

か  イザ 9:6  いはん  み  けが 

めに』 と 書け 0 また， もう 一本の 棒を ェレ23:5 ら ゆる 違犯に よって 身を 汚す ことは な 

ルカ 1:32  [ゼ  つみ 

取り， その上に， 『ヨセフの ため， エ ヵヱゼ 37:16 い 0 わたしは 彼らを その 罪を おかした 
フ ライムの 棒， それに その 仲間で ある ^11 2;18 すべての 住みかから 必ず 救い， 彼らを 
イスラエルの 全家』 と 書け。 17 そし  "%  2；：；3 清める。 そして 彼らは 必ず わたしの 民 
て， あなたの ために それらを 互いに 近 ゼヵ I3:2 となり， わたしは 彼らの 拽 となる であ 
寄らせて 一本の 棒と せよ。 それらは あ ^  2〇：7 ろう。 

じっさい  W  ケ創 17:7  しもべ 

なた の 手の 中で 実際にた だ 一つと なる。 31  =  33  24 「『「そして， わたしの 僕 ダビデは 

たみ  M  かれ  おさ  M  ひとり 

18 そして あなたの 民の 子ら が あなた コ ェレ23 :5 彼らを 治める 王と なり， 彼らは みな 一人 

なに  い  エレ 30:9  ぼくしゃ  も  （サ） 

に， 『これらの ことが あなたに 何を 意  ^  3:5 の 牧者を 持つ ことになる。 彼らは わた 

み  はな  しほう じょう  さ だ  あゆ [シ] 

味す るか， わたしたちに 話して くれ ま サョハ 1〇:16 しの 司法 上の 定めに よって 歩み， わた 

い  [サ 1  かれ  ぺテ I  5:4  ほうれい  まも  W  かなら  おこ 

せんか』 と 言いだ すなら， 19 彼らに シ詩 25:9  しの 法令を 守り， 必ず それを 行なう で 
話せ， 『主権者なる 主 エホバは このよ ス -no あろう 0  25 そして 彼らは， わたしが 
うに 言われた。 「いまわた しは エフ ラ わたしの 僕に， ヤコブに 与えた 地， あ 
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なた 方の 父祖たち が 住んだ [地] の 上に 
実際に 住む であろう。 彼らは， 彼らと 
その子ら とその 子ら の 子ら とは， 実際 
に そこ に 定めの ない 時に 至る まで 住み， 
わたしの 僕 ダビデは， 定めの ない 時に 
至る まで 彼らの 長と なる であろう。 

26 「『「そして， わたしは 彼らと 平和 
の 契約を 結び， 定めな く 存続す る 契約 
が 彼らとの 間にあるであろう。 また， 
わたしは 彼らを 置き， 彼らを 殖やし， 
定めの ない 時に 至る まで 彼らの 中に わ 
たしの 聖 なる 所を 置く。 27 そして わ 
た しの 幕屋は 彼らの 上に 実際に あり， 
わたしは 必ず 彼らの# となり， 彼らは 
わたしの 民と なる であろう。  28 そし 
て， わたしの 聖 なる 所が 定めの ない 時 
に 至る まで 彼らの 中に あるとき， 諸国 
民は， わたしが， エホバが， イス ラエ 
ルを 神聖な ものにし ている ことを 知ら 
なければ ならな く なる」』」。 

OP また， エホバの 言葉が 引き続き 
わたしに 匿 ん で备っ た， 2 「人 
の 子よ， あなたの 顔を メシエ ク とトバ 
ノ しの 長の 頭で ある マゴ グの地 [の] ゴ 
グに 向け， これに 向かって 預言せ よ。 
3 そして あなたは 言わなければ ならな 
い， 『主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 「メシエ クと ト バルの 長 
の 頭で ある ゴグ よ， いまわた しは あな 
たを 攻める。 4 そして わたしは 必ず あ 
なた を 引き戻し， あなたの あごに 鈎を 
掛け， あなたを そのす ベての 軍勢， 馬 
と 騎手と 共に 連れ出す。 彼らは 趣味の 
非常によ い 服装を した， 大 盾と 丸 盾を 
持った おびただしい 会衆で あり， みな 
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エゼ 27:14 
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剣を 使う。 5 ペルシャ， エチオピアと 
プトも 彼らと 共に おり， みな 丸 盾と か 
ぶと をつ けて いる。  6 ゴ メルと その 
すべての 隊， 北の 最果て [の] ト ガル マ 
の 家， および そのす ベての 隊， 多くの 
民が あなた と共にい る。 

7 「『「備えを せよ。 あなたは， あなた 
と あなたの 全会衆， あなたの そばに 集 
合した 者たち は 準備を せよ。 あなたは 
必ず 彼らの 守護 者と なる。 

8 「『「多くの 日の 後， あなたに 注意が 
向けられる。 あなたは， 末の 年に 剣 か 
ら 連れ戻され， 多くの 民の 中から 集め 
られた [民の] 地に 来て， ずっと 荒れ 廃 
れた 所と なって いた イスラエルの 山々 
に 上る。 それは もろもろの 民の 中から 
連れ出された [地] であって， 彼らは 皆 
[そこに] 安らかに 住んで いた。  9 そ 
して あなたは 必ず 上って 来る。 あなた 
は あらしの ように 入って 来る。 あなた 
は， あなたと そのす ベての 隊 と， あな 
た と共にい る 多くの 民は， その 地を 覆 

くも  W 

う 雲の ようになる」』。 

10 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 『そして， その 日には， 
あなた のて 己、 の 中に 色々 な こと が 上って 
来て， あなたは 必ず 有害な 企てを 考え 
出す。 11 あなたは 必ず 言う， 「わた 
しは 無防備の 田園の 地に 攻め上る。 わ 
たしは， 騒乱の おそれ もな く， 安らか 
に 住んで いる 者たち のと ころに 入って 
行く。 彼らは 皆， 城壁 もな く 住んで お 

(チ）  とびら 

り， かんぬ きも 扉 もない」。 12 それは 
多くの ものを 分捕り， 多くの ものを 強 
奪す るた めで あり， 再び [人が] 住む よ 


エゼキエル 38:13 — 23  エホバは 立ち上がる。 異常な 戦争  1364 

あ  すた  ところ (ア）  しょこく みん  ひび  よげんし ゃ 

うに なった 荒れ 廃れた 所と， 諸国 民の 第38 章 日々 に， イスラエルの 預言者で ある わた 
中から 集められた 民， すなわち 富 や 財 7x1/33:12 しの 僕たちの 手に よって 語った 者と 同じ 
産を ためて いる [民]， 地の 中心に 住ん か。 それらの 者は それらの 日に一 幾 

もの  ウイ ザ 60:5  ねん  かれ  っ 

でい る [者たち] との 上に あなたの 手を ィザ61:6 年 も 一 あなたを 彼らの もとに 連れて 
引き戻す ためで ある。  1 ゼ ヵ2 :8 来る ことに 関して 預言して いた』。 

13 「『シ エバ， デ ダン， タルシシ ユ ォヱゼ27:22 18 「『そして， その 日， ゴグが イスラ 
の 商人と たてが みのある そのす ベての ヵェ ゼ 27:15 エルの 土地に 入って 来る その 日には 必 

わか  （ク）  かれ  い  キエ ゼ 27:25  しゅけんしゃ  しゅ  っ 

若い ライオン ー 彼らは あなたに 言う  ず』 と， 主権者なる 主 エホバは お告げ 

おお  ぶんど  ク エレ 50:17  はげ  いか 

であろう， 「多くの ものを 分捕る ため になる， 『わたしの 激しい 怒りが わた 

<  ^x^38:8  はな'  のぼ w 

にあな たは 入って 来る のか 。多くの も コヱゼ 、39:2 しの 鼻の 中に 上る。 19 そして わたし 

ごうだっ  じぶん  かい  げきじょう  W 

のを 強奪す るた めにあな たは 自分の 会 サゼ パ3:8 は， わたしの 激情に よって， わたしの 
衆を 集合 させた のか。 銀 や 金を 運び去 シヱ ゼ 38:9 憤怒の 火に よって 話さなければ ならな 
り， 富 や 財産を 奪い， 非常に 多くの も スョ i3:2  くなる。 まさしく， その 日には イスラ 

のを 分捕る ために か」 と』。  エルの 土地に 大きな 震動が 起こる であ 

14 「それゆえ， 人の子よ， 預言せ よ。 SS ば 14 ろう。 20 また， わたしの ゆえに 海の 
あなたは ゴグに 言わなければ ならない，  魚， 天の 飛ぶ 生き物， 野の 野獣， 地面を 

『主権者なる 主 エホバは このように 言 - はって いるすべ てのは う もの， 地の 表 

たみ  やす  — にんげん かなら ふる （才 ） やまやま 

われた。 「わたしの 民 イスラエルが 安  にいる すべての 人間は 必ず 震え， 山々 

す  / 甲 32:22  じっさい  な  お  （力） け わ  さかみち 

ら かに 住んで いる その 日に， あなたは  1&9 は 実際に 投げ落とされ， 険しい 坂道は 
[それを] 知る のでは ないか。 15 そし ィ詩 78:21 必ず 倒れ， すべての 城壁 も 地に 倒れる 
て あなたは， 必ず あなたの 場所から， 北 ゥへブ 12:29 であろう』。 

の 最果てから やって来る。 あなたと， I ハ パ3:6  21 「『そして わたしは， わたしの すべ 

とも  うま  の  おお  さんち  いた  ところ っるぎ  よ  お 

あなた と共にいて すべて 馬に 乗る 多く す ホセ4 :3 ての 山地の 至る所で 剣を 呼び起こして 
の 民， 太いなる 会衆， おびただしい 軍 13  1：54 彼を 攻めさせる』 と， 主権者なる 主エ 

ぜい  （サ }  ち  おお  っ  [キ）  かくじん  じ 

勢とは 〇 16 そして あなたは 地を 覆う キェ ゼ 14:17 ホバ はお 告げになる 0 『各人の 剣は 自 

くも  かなら  たみ  ぶん  きょうだい  む  （ク 1 

雲の ように， 必ず わたしの 民 イス ラエ ク^/^漂 分の 兄弟に 向かう ことになる。  22 そ 
ルに!] かって 攻め 1 って 来る。 それは  w 14:13 して， わたしは 疫病と 血と を もって 彼 
末の 日に 起こり， わたしは 必ず あなた に対して 裁きを 行なう。 わたしは みな 

つ  き  [ス）  コイ ザ 66:16  ひょう ⑼ [ス）  いおう 

を 連れて来て わたしの 地を 攻めさせる。  ぎり あふれる 大雨と 雹， 火と 硫黄を 彼 

それは， ゴグ よ， わたしが 諸国 民の 前 、>t±J9:22  とその 隊， および 彼 と共にい る 多くの 
で， あなたの 中で わたしを 神聖な もの  S^；2n 民の 上に 降らせる であろう。 23 そし 

かれ  し  かなら 

に するとき， 彼らが わたしを 知る よう スィ ザ29:6 てわたしは 必ず わたしを 大 いなる もの 

[セ]  イザ 30:30  しんせい  (V) おお 

になる ためで ある」』。  iq94 とし， わたしを 神聖な ものと し， 多く 

し— ナん しゃ  しゅ  セ S3 •ミ4  くにぐに たみ  まえ  し 

17 「主権者なる 主 エホバは このよう  11:6  の 国々 の 民の 目の前で わたしを 知らせ 

に 言われた。 『あなたは わたしが 先の V^36；23 るであろう。 そして 彼らは わたしが エ 


1365  ゴグの 群衆が 埋められる  エゼキエル 39：1—14 

ホバ である ことを 知らなければ ならな 第38 章 げ になる。 『これが わた しの 語った 日 
くなる』。  ァ， セ9 ぷ:17 である。  9 そして イスラエルの 諸 都 

〇〇 「そして， 人の子よ， あなたに つ - - 市の 住民は 必ず 出て 行き， 武具 や 丸 

いてで あるが， ゴグに 向かって  <  38：2 盾や大 盾を 燃やして 火を たくで あろ 

預言せ よ。 あなたは 言わなければ なら  う。 一弓や 矢， 手持ち 棒 や 小 槍を [燃 

ない， 『主権者なる 主 エホバは このよ 32：2D やして]。 彼らは それらで 七 年の 間必 

[0)  W  [ィ）  かれ  の 

うに 言われた。 「メシェ クとト バルの I ヱゼ 27山 ず 火を つける。 10 そして， 彼らは 野 
長の 頭で ある ゴグ よ， いまわた しは あ ^^38:4 から 木切れを 運ぶ こと も， 森林から た 
なた を 攻める。  2 そして わたしは あ  きぎを 集める こと もしない。 彼らは 武 

なた を 引き戻し， あなたを 導いて， 北  具で 火を つける からで ある』。 

の 最果てから 上って 来させ， イス ラエ 38：21 「『そして 彼らは， 彼らの ものを# 捕っ 
ルの 山々 の 上に 連れて来る 0  3 そし ク x ゼ 32:4 ていた 者たち の ものを 必ず 分捕り， 彼 
てわたしは あなたの 左手から 弓を 打ち  ^ 19:18 らの ものを 強奪して いた 者たち の もの 
落とし， あなたの 右手から 矢を 落とさ ヶュ レ 8:2 を 強奪す るであろう』 と， 主権者なる 
せる。 4 あなたは イスラエルの 山々  U25： 主 エホバは お告げになる。 

で 倒れる。 あなたと あなたの すべての コ 詩72:1 Q  11 「『そして， その 日には 必ず， わた 

隊， および あなた と共にい る もろもろ サェ ゼ 38:22 しは ゴグ のために そこに 場所を， イス 
の 民は。 わたしは あなたを 猛 きんに，  ラエルの 中に 埋葬地を， 海の 東を 通っ 

あらゆる 翼の 鳥， そして 野の 野獣に k  ヱゼ2():9 て 行く 者たち の 谷を 与える。 そして そ 
物と して 与える」』。  7ィ ザ 6:3 れは 通って 行く 者たち をせ き 止める で 

5 「『あなたは 野の 表に 倒れる であろ  、  あろう。 そして 彼らは そこに 必ず ゴグ 
う。 わたし 自身が 語った からで ある』  とその すべての 群衆を 埋め， 必ず [それ 

と ，主権者なる 主 エホバは お告げになる。 ソ 胃16:17 を] “ゴグ の 群衆の 谷” と 呼ぶ であろ 
6 「『そして， わたしは マゴ グと ，島々 第二 欄 う。 12 そして， イスラエルの 家の 者 
に 安らかに 住んで いる 者たち とに 火を たちは その 地を 清める ために， 七 か 月 
送る。 そして 人々 はわた しが エホバで  の 間， 彼らを 埋めなければ ならないで 

ある ことを 知らなければ ならな くな  詩46: 9  あろう 0 13 そして その 地の すべての 

る。  7 また， わたしは わたしの 聖 なる 34：ii 民は 埋める ことを しなければ ならな く 
名を わたしの 民 イスラエルの 中で 知ら  ^ なり， わたしが 自らに 栄光を 付す る 日 

せ， もはや わたしの 聖 なる 名を 汚させ  に， それは 彼らに とって 必ず 名のい わ 

ない。 そして 諸国 民は， わたしが イス 1:"ゼ38:2 れ となる』 と， 主権者なる 主 エホバは 

もの W  つ 

ラエルの 聖 なる 者, エホバで ある こと ォヱゼ 39:15 お告げになる 0 

を 知らなければ ならなくなる』。  14 「『また， 彼らが 取り分けて， 絶え 

8 「『見よ， それは 必ず 来る。 必ず 生  ず [雇用す る] 者たち が おり， それらの 

じ 4』 と， 主権者なる 主 エホバは お告 キ 者は その 地を 通って 行き， 通って 行く 
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者たち と共に， 地の 表に 残された まま 
になって いる 者たち を 埋めて， これを 
清める。 彼らは 七 か 月の 終わりに 至る 
まで 捜しつ づける。 15 そして， 通っ 
て 行く 者たち は 必ず その 地を 通って 行 
き， 人の 骨を 実際に 見る ことがあるな 
ら ，その そばに 標識を 建て， ついには 埋め 
る ことを する 者たち がそれ を “ゴグ の 
群衆の 谷” に 埋める であろう。 16 そ 
して， [その] 都市の 名は また， ハ モナ 
である。 こうして 彼らは その 地を 清め 
なければ ならない』。 

17 「そして， 人の子よ， あなたに つ 
いては， 主権者なる 主 エホバは このよ 
う に 言われた。 『あらゆる 翼の 鳥と 野 
のす ベての 野獣に 向かって 言え， 「集 
まって 来い。 わたしが お前たち のた め 
に 犠牲に しようと している わた しの 犠 
牲の 周りに， イスラエルの 山々 におけ 
る大 いなる 犠牲 [の 周りに] 集まれ。 そ 
して お前たち は 必ず 肉を 食べ， 血を 飲 
18 お前たち は 力 ある 者たち の 肉 
を 食べ， 地の 長たち の 血を 飲む。 雄 羊， 
若い 雄の 羊， それに 雄 やぎ， 若い 雄牛， 
パシヤ ンの 肥えた もの， その すべてを。 
19 そして お前たち は， わたしが お前た 
ちの ために 犠牲に する わた しの 犠牲 か 
ら， 必ず 飽きる ほど 脂肪を 食べ， 酔う 
ほど 血を 飲む であろう」』。 

20 「『また， お前たち はわた しの 食卓 
で， 馬 や 兵車の 御者， 力 ある 者 や あら 
ゆる 戦士に よって 満ち足りる』 と， 主 
権 者なる 主 エホバは お告げになる。 

21 「『そして， わたしは 諸国 民の 中 
にわたしの 栄光を 置く。 すべての 国々 


第 39 章 


ェゼ 38:4 
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の 民は わたしの 執行した 裁きと， わた 
しが 彼らの 中に 置いた 手と を 必ず 見る 

[ィ】  いえ 

であろう。 22 また， イスラエルの 家 
の 者たち は， その 日から 後， わたしが 
彼らの 裡エ ホバ である ことを 知らな け 
れ ばなら なくなる。 23 そして 諸国 民 
は， 彼らが， すなわち イスラエルの 家が 
そのと がの ゆえに 流刑の 身と なった こ 
とを 知らなければ ならなくなる。 それ 
は， 彼らが わたしに 対して 不忠実に 振 
る 舞った ためで あり， それゆえ にわた 
しは 彼らから 顔を 覆い隠し， 彼らを そ 
の 敵対 者たち の 手に 渡した。 そして 彼 
らは みな 剣に よって 倒れて いったので 
ある。 24 わたしは 彼らの 汚れと 違犯 
とに したがって 彼らを 取り扱い， わた 
しの 顔を 彼らから ずっと 覆い隠した』。 

25 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの ように 言われた。 『今 こそ わた 
しは ヤコブの 捕らわれ人 たちを 連れ戻 
し， イスラエルの 家を 実際に 憐れむ。 
そ して わた しは わた しの 聖 なる 名のた 
めに 全き 専心を 示す。 26 そして 彼ら 
は， だれに も おののかされる ことなく 
安らかに その 土地に 住む とき， 自分た 
ちの 辱 めと， わたしに 対して 示した そ 
のす ベての 不忠実 さを 負う であろう。 
27 わたしが もろもろの 民の 中から 彼 
らを 連れ戻し， その 敵たち の 地から 彼 
らを 集める とき， わたしは また， 多く 
の 国々 の 民の 目の前， 彼らの 中で 自ら 
を 神聖な ものと する』。 

28 「『そして， わたしが 彼らを 流刑に 
処 して 諸国 民の もとに 追い やり， 実際 
に 彼らを その 土地に 集め 寄せ， もはや 
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彼らのう ちの だれを も そこに 残さな く 
なるとき， 彼らは わたしが 彼らの 迚エ 
ホバ である こと を 知らな ければ ならな 
くなる。  29 そして， わたしは もはや 
彼らから わたしの 顔を 覆い隠さない。 
わたしは イ スラ エルの 家に わた しの 霊 
を 注ぎ 出す からで ある』 と， 主権者な 
る 主 エホバは お告げになる |。 

る けい [才 1 

わたしたちの 流刑の 二十 五 年 目， 

その 年の 初め， その 月の 十 [日]， 
都が 打ち倒されてから 十四 年 目， その 
同じ 日 に エホバの み 手が わた しの 上に 
あって， [裡] はわた しを その 場所に 連 
れて 行かれ /L  2 裡 は その 幻のう ち 
にわた しを イスラエルの 地に 連れて行 
き， やがて わたしを 非常に 高い 山の 上 
に 下ろされた。 その上には 南の 方に 都 
市の 建造物の ような ものが あった。 

3 そして， [裡] は そこに わたしを 連 
れて 行かれた。 すると， 見よ， ひとり 
の 人が いた。 その外 見は 見たところ 銅 
のよう であり， その 手には 亜麻の 綱と， 
葦の 測り ざ おが あり， 彼は 門のと ころ 
に 立って いた。 4 そして その 人は わ 
たしに 話し はじめた， 「人の子 i， あ 
なた の 目で 見， あなたの 耳で 聞き， わ 
た しが あなたに 示そうと している すべ 
ての ことに 心を 留めよ。 [わたしが] あ 
なた に [これを] 示す ために， あなたは 
ここに 連れて来られ たからで ある。 あ 
なた の 見て いる ことを ことごとく イス 
ラエルの 家に 告げよ」。 

5 すると， 見よ， 家の外 側には 周囲 
に 壁が あった。 そして その 人の 手には， 
ー キュビ トと 一手 幅に よる， 六 キュビ 


卜の 葦の 測り ざ おが あった。 そして 彼 
は 建てられた ものの 幅を 測りは じめ た。 
それは 一 さおであった。 そして その 高 
さ は 一 さ おであった。 

6 それから， 彼は 正面が 東に 向いて 
いる 門に 行き， その 階段を 上った。 そ 
して 門の 敷居を 測り はじめた。 その 幅 
は 一 さおで， もう 一つの 敷居 も， 幅は 
一 さおであった。  7 そして 監視の 間 
は 長さが 一 さお， 幅が 一 さおで， 監視 
の _ [と 監視の 間] の 間は 五 キュビ トで 
あった。 奥の 方に ある 門の 玄関の そば 
の 門の 敷居は 一 さ おであった。 

8 次いで， 彼は 奥の 方に ある 門の 玄 
関を 測った。 一 さおであった。  9 そ 
うして 彼は 門の 玄関を 測った。 八キュ 
ビ トであった。 その 脇の 柱は ニキ ュビ 
卜。 門の 玄関は 奥の 方に あった。 

10 そして， 東に 向いて いる 門の 監 
視の 間は こちら 側に 三つ， あちら 側に 
三つ あった。 それら 三つは 同じ 寸法で 
あった。 そして 脇の 柱 も 同じ 寸法で， 
こちら 側 と あちら 側に あった。 

11 それから， 彼は 門の 入口の 幅を 
測った。 十 キュビ トであった。 門の 長 
さは 十三 キュビ トであった。 

12 また， 監視の 間の 前に ある 囲いを 
して ある 所は ー キュビ トで， [各々 の] 
側に ー キュビ トの， 囲いを して ある 所 
が あった。 そして 監視の 間は こちら 側 
が 六 キュビ ト， あちら 側が 六 キュビ ト 
であった。 

13 さらに， 彼は 門を [一方の] 監視の 
間の 屋根 か らもう 一方の 屋根 ま で測っ 
た 0 二十 五 キュビ トの 幅で， 入口は 入口 
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の 真向かいに あった。 14 それから 彼 

しゅうい  もん  わき  はしら 

は 周囲の 門の 脇の 柱を 六十 キュ ビトと 

なかにわ 

した。 中庭の 脇の 柱 もで ある。 15 ま 
た， 入り 道の 門の 正面の そばから 奥の 
門の 玄関の 前の そば [まで] は 五十 キュ 
ビ トであった。 

16 そして， 監視の 間と その 脇の 柱に 
は， 門の 内側の 周囲に， 狭まる 枠の あ 

まど (ァ）  げんかん 

る 窓が あった。 玄関に ついても そのよ 
うに なって いた。 また， 内側の 周囲に 
は 窓が あり， 脇の 柱には， やしの 木の 
模様が あった。 

かれ  そと  なかにわ 

17 そして， やがて 彼は 外の 中庭に わ 
たしを 連れて来た。 すると， 見よ， そ 
こには 食堂が あり， 中庭には 周りに 舗 
装が して あった。 舗装の 上には 三十の 
食堂が あった。 18 そして 門の 脇の 
舗装は， 門の 長さと 全く 同じで あっ 
た一 下の 舗装で ある。 

19 次いで， 彼は 下の 門の 前から 奥の 
中庭の 前までの 幅を 測った。 その外 側 
では， 東と 北に 百 キュビ トであった。 

20 そして， 外の 中庭には 門が あり， 
その 正面は 北に 向いて いた。 彼は その 
長さと 幅を 測った。 21 そして その 監 
視の 間は こちら 側 に 三つ， あちら 側に 
三つ あった。 また， その 脇の 柱と 玄関 
は 最初の 門の 寸法の 通りであった。 そ 
の 長さは 五十 キュビ ト， 幅は 二十 五 
キュビ トであった。 22 また， その 窓， 
玄関， やしの 木の 模様は， 正面が 東に 

む  もん  おな  すんぽう 

向いて いる 門の それと 同じ 寸法で あっ 
た。 そして 七つの 段を 上って そこに 入 
る ことができ， その 玄関は それらの 正 
面に あった。 
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おく  なかにわ  もん  きた  む 

23 また， 奥の 中庭の 門は 北に 向かう 

あ  ひがし 

門と 向かい合って おり， 東に 向いて い 

つ  かれ 

る [もの] もそう であった。 次いで 彼は 
門から 門まで 百キュ ビトを 測った。 

かれ  みなみ  ほう 

24 そして， やがて 彼は 南の 方に わ 
たしを 連れて来た。 すると， 見よ， 南 

もん  (7)  わき  はしら 

の 方に 門が あった。 彼は その 脇の 柱と 
玄関を 測った が， それらと 同じ 寸法で 

げんかん 

あった。 25 また， それと その 玄関に 
は 周囲に 窓が あり， それらの 窓と 同様 

なが  はば 

であった。 長さは 五十 キュビ ト， 幅は 


第二 欄 

ア ェゼ 46:9 


イ ェゼ 40:22 


ウ ェゼ 40:21 


ェェゼ 40:16 


40:37 


二十 五 キュビ トであった。  26 また， 
そこ に上っ て 行く ための 七つの 段が あ 

(4  げんかん  しょうめん 

り， その 玄関は それらの 正面に あった。 
また， それには， その 脇の 柱の こちら 
側 に 一つ， あちら 側 に 一つ， やしの 木 
の 模様が あった。 

27 そして， 奥の 中庭には 南の 方に 
門が あった。 そして 彼は 門から 南の 方 
の 門まで 百 キュビ トを 測った。 28 そ 
して， やがて 彼は 南の 門から わたしを 

おく  なかにわ  つ  つ 

奥の 中庭に 連れて 入った。 次いで 彼は 
南の 門を 測った。 それらと 同じ 寸法で 

かん しまわき 

あった。 29 また， その 監視の 間， 脇 
の 柱， 玄関は それらと 同じ 寸法で あっ 
た。 また， それと その 玄関には 周囲に 
窓が あった。 その 長さは 五十 キュビ ト， 
幅は 二十 五 キュビ トであった。 30 そ 

しゅうい  げんかん  なが 

して 周囲には 玄関が あった。 長さは 
二十 五キュ ビ ト， 幅は 五キュ ビト であ っ 
た。 31 そして その 玄関は 外の 中庭に 
向かって おり， その 脇の 柱に， やしの 
木の 模様が あり， その 上がり段は 八 段 
であった。 

32 そして， やがて 彼は 東の 道から 


1369  玄関。 食堂， 食卓。 歌うたい たちの 食堂  エゼキエル 40:33—48 

わたしを 奥の 中庭に 達れ て 入り， 門を 第4 〇 章 た。 42 そして， 全焼 燔の 捧げ 喊の ため 
測った が， それらと 同じ 寸法であった。 ■ゼ 44:4 の その 四つの 食卓は 切り石で できて い 
33 また， その 監視の 間， 脇の 柱， 玄関  た。 長さは ー キュビ ト1^， 幅は ーキュ 

は それらと 同じ 寸法で あり， それと そ 40:32 ビト 半， 高さは ー キュビ トであった。 
の 玄関には 周囲に 窓が あった。 その 長  人々 はまた それらの 上に， 全焼 燔の捧 

さは 五十 キュビ ト， 幅は 二十 五 キュビ 40:31 げ物や 犠牲を ほふる のに 使う 用具を 置 

げんかん  そと  もの  お 

卜であった。 34 また， その 玄関は 外  くので あった。 43 また， 物を 置く た 

なかにわ  む  わきは しら  ふち  ひとて はば  うちがわ  しゅうい 

の 中庭に 向かって おり， その 脇の 柱の 1 レビ8 :21 めの 縁は 一手 幅で， 内側の 周囲に しっ 
こちら 側と あちら 側に， やしの 木の 模  かりと 取り付けられ ていた。 食卓の 上 

様が あった。 そして その 上がり段は 八 才1 ^:ジ18 に 供え物の 肉を [置く のであった]。 

^  43:18  おく もん そとがわ きた  がわ 

段であった。  44 また， 奥の 門の 外側， 北の 門の 側 

つ  かれ  きた  もん  つ  なかにわ  うた  （ィ； しょくどう 

35 次いで， 彼は 北の 門に わたしを 連 , , . . の 奥の 中庭には 歌うたい たちの 食堂が 

17)  はか  おな 77  しょうめん  みなみむ 

れて 入り， そして 測った。 それらと 同  あった。 そして その 正面の 側は 南を 向 

すんぽう  K  かんし  ま  ひがし 

じ 寸法であった。 36 その 監視の 間， そ ±|  いていた。 東の 門の 側に 一つ あった。 

わき はしら げんかん  しゅう ^ I, 

の 脇の 柱と 玄関を。 そして それには 周  ^13 その 正面は 北を 向いて いた。 

い  まど  なが  t •ゼ 44:29  つ  かれ  はな 

囲に 窓が あった。 長さは 五十 キュビ ト，  45 次いで， 彼は わたしに 話しは じめ 

はば  ~  しょうめん みなみ  む 

幅は 二十 五 キュビ トであった。 37 ま 第二 欄 た， 「これは， すなわち 正面が 南を 向い 

そと  なかにわ  む  わき  はしら  しょくどう  いえ  つと W  おこ 

た， 外の 中庭に 向かって その 脇の 柱が ァ ている 食堂は， 家の 務めを 行なって いる 
あり， その 脇の 柱の こちら 側と あちら  祭司たち のた めの ものである。 46 ま 

側に， やしの 木の 模様が あった。 そし 6.31 た， 正面が 北を 向いて いる 食堂は， 祭 

"^ん  づ'  Id  〇  •  >31  ナ ぃん  つと，— 1  お"*  ヤ い， 

て その 上がり段は 八 段であった。  3；le 壇の 務めを 行なって いる 祭司たち のた 

もん  わき  はしら  いりぐち  かれ 

38 また， 門の 脇の 柱の そばに， 入口  めの ものである。 彼らは ザ ドクの 子ら 

の ある 食堂が あった。 人々 は そこで 全 ゥ utf8:35 であり， レビの 子ら の 中から， エホバ 
焼燔の 捧げ物を すすぐ のであった。  ss に 奉仕す るた めに 近づいて 行く 者たち 

もん  げんかん  がわ  代 I  9:23  (*) 

39 また， 門の 玄関には こちら 側に  SM?!1 である」。 

しょくたく  1,34,1  かれ  おく  なかにわ はか 

二つの 食卓， あちら 側に 二つの 食卓が  47 さらに， 彼は [奥の] 中庭を 測った。 

ぜんしょ うはん  ささ  もの [才： つみ  なが  はば 

あった。 その上で 全焼 燔の 捧げ物， 罪 xpe.6：12 その 長さは 百 キュビ ト， 幅は 百 キュビ 
の 捧げ物， 罪科の 捧げ物を ほふる ため  ei8：5  卜で， 正方形であった。 そして 祭壇は 

きた  もん  いりぐち  いえ  まえ 

であった。 40 また， 北の 門の 入口へ  家の 前に あった。 

のぼ  ゆ  そとがわ  しょくたく  ^  _  n  つ  かれ  いえ  げんかん [キ； 

上って 行く と， 外側に 二つの 食卓が あっ ^^-2；3：19  48 次いで， 彼は わたしを 家の 玄関に 

げんかん  ぞく  いっぽう  みちび い  わき  はしら  はか 

た。 また， 門の 玄関に 属する もう 一方  導き 入れ， 玄関の 脇の 柱を 測って いっ 

がわ  もん  がわ 

の 側に 二つの 食卓が あった。 41 門の ^K16:40 た。 こちら 側が 五 キュビ ト， あちら 側 

わき  しょくたく  T 如、 4 パ， 1 5  もんは ば 

脇には こちらに 四つの 食卓， あちらに  が 五 キュビ トであった。 また， 門の 幅 

四つの 食卓 一八つ の 食卓が あり， その  はこ ちら 側が 三 キュビ ト， あちら 側が 

上で 人々 は ほふる ことを する ので あっ 3:4  三キュ ビ トであった。 
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49 玄関の 長さは 二十 キュビ ト， 幅 
は 十ー キュビ トであった。 そして 段を 
上って そこに 行く ようになって いた。 
また， 側 柱の そばに， こちらに 一つ， あ 
ちらに 一つ 柱が あった。 

次いで， 彼は わたしを 神殿に 導き 
入れ， 脇の 柱を 測って いった。 こ 
ちらの 幅は 六キュ ビト ，あち らの 幅は 六 
キュ ビト ，それが 脇の 柱の 幅であった。 
2 また， 入口の 幅は 十 キュビ ト， 入口 
の 側面は こちらが 五 キュビ ト， あちら 
が 五 キュビ トであった。 そして 彼は そ 
の 長さを 測った。 四十 キュビ トで あっ 
た。 その 幅は 二十 キュビ トであった。 

3 そして， 彼は 中に 入り， 入口の 脇の 
柱を 測って いった。 ニキ ュビ トで あっ 
た。 入口は 六 キュビ ト， 入口の 幅は 七 
キュビ トであった。 4 それから 彼は そ 
の 長さを 測った。 二十 キュビ トで あっ 
た。 [その] 幅は， 神殿の 前で 二十 キュ 
ビ トであった。 そのと き 彼は わたしに 
言った， 「これが 至聖 所で ある」。 

5 次いで， 彼は 家の 壁を 測った。 六 
キュビ トであった。 そして 脇 間の 幅は 
四 キュビ トで， 周りに あった。 それは 
家の 周囲に， その 周りに あった。 6 そ 
して 脇 間は， 脇 間の 上に 脇 間が あって， 
三 [階に なって おり]， 三十の 組み合わ 
せであった。 それら， すなわち 周囲の 脇 
間は， 家に 属する 壁の 中に 入って いた。 
それが 固定され るよう になって いたの 
である。 しかし， 家の 壁の 中に 固定 さ 
れ ていたので はない。 7 そして 脇 間に 
向かって 上へ 上へ と 行く につれ， 広く 
なり， 回って いた。 家の らせん 状の 通 
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路が 家の 上へ 上へ と 向かって おり， 家 
の 周囲に あった からで ある。 したが っ 
て， 家の 上に 向かって 広く なって おり， 

mi] から ご駐の [階] ぐ 吊 

間の [階] を通っ て 上る こ とがで きた。 

8 また， わたしは 家の ための 高い 壇 
が 周囲に あるのを 見た。 脇 間の 基に つ 
いていえば， 接合 箇所まで 六 キュビ ト 
の 葦 いっぱい [の 長さ] であった。 9 脇 
間に 属する 壁の 幅は， 外側では 五キュ 
ビ トであった。 また， 家に 属する 脇 間 
の 建造物 [の そばに] 空き地が あった。 

10 また， 食堂 [と 食堂] の 間の 幅は 
二十 キュビ トで， 家の 周り， その 周囲 
にあった。 11 また， 脇 間の 入口は そ 
の 空き地に 向いて おり， 一つの 入口は 
北に 向かい， 一つの 入口は 南に 向いて 
いた。 空き地の 場所の 幅は 五 キュビ ト 
で， それは 周囲に あった。 

12 また， 隔てられた 場所の 前に あ 
り， 側面が 西 に 向いて いる 建物は， 幅が 
七十 キュビ トであった。 また， その 建 
物の 壁は 幅が 五 キュビ トで あり， 周囲 
にあった。 そして その 長さは 九十 キュ 
ビ トであった。 

13 また， 彼は 家を 測った。 長さは 百 
キュビ トであった。 隔てられた 所と 
その 建物と その 壁は， 長さが 百 キュビ 

いえ  しょうめん ひがし 

卜であった。 14 また， 家の 正面と， 東 
に 向かう 隔てられた 場所の 幅は 百キュ 
ビ トであった。 

15 また， 彼は その後ろ にある 隔てら 
れた 場所の 前に ある 建物の 長さと その 
回廊の こち ら 側と あちら 側を 測った。 
百キュ ビ トであった。 


1371  神殿の 飾り付け。 食堂 群  エゼキエル 41：16—42：8 

さらに また， 神殿 [と] 奥の 場所と 中 第41 章 されて いるのと 同じような ケルプと や 

にわ  げんかん  しきいせば  わく  _  〇  〇  もよう  17)  そとがわ 

庭の 玄関， 16 敷居， 狭まる 枠の ある 7^34h4 しの木の 模様が 施されて おり， 外側の 

まど [ィ）  かいろう  まわ  げんかん  しょうめん 

窓， そして 回廊が それら 三つの 周りに  玄関の 正面の 上には 木の ひさしが あっ 

まえ  しゅうい  かがみいた [ゥ j  ^  D：iT  げんかん  そくめん  いえ  わき ま 

あった。 敷居の 前には 周囲に 鏡板が，  た。 26 また， 玄関の 側面と 家の 脇 間 

ゆか  こ  ウ王 16: 15 

床 [から] 窓まで はめ込まれ ていた。 窓  ^  3:5  とひさし に そって， こちらと あちらに 

おお  いりぐち  せ ば  わく  まど ⑷  もよう 

は 覆いの ある [窓] であった。 17 入ロ ェ王 16:29  狭まる 枠の ある 窓と やしの 木の 模様が 

おく  いえ  いた  そとがわ  王 I  7:36 

の 上まで， 奥の 家に 至る まで， 外側と  代 ns:7  あった。 

し！ ♦うい  かべ ぜんたい  はか  かれ  きた  む 

周囲の 壁 全体， 奥の [家] と 外側を 測る ^^.40:16  4^ そして， やがて 彼は 北に 向いて 

ことが 行なわれた。 18 彫り刻まれた  いる 道から， 外の 中庭へ わたし 

W  もよう [ォ！  カエ ゼ 10:14  つ  [I；  つ  へだ 

ケルプと やしの 木の 模様 もであった。  を 連れて 出た。 次いで 彼は， 隔てられ 

あいだ キエ 扣、 1:10  ばしょ  まえ (才）  ほう  たてもの 

やしの 木の 模様は ケルプと ケルプの 間 啓 4:7  た 場所の 前， 北の方の 建物の 前に ある 

かお  しょくどう (力） ぐん  き  なが 

にあり， ケルプには 二つの 顔が あっ 6.33  食堂 [群] に 連れて来た。 2 長さ 百 

(力）  かお  がわ  まえきたい りぐ ち  はば 

た。 19 そして， 人の 顔が こちら 側の  キュビ トの 前に 北の 入口が あり， 幅は 

やしの 木の 模様の 方を 向き， たてがみ 思 〖ボ 五十 キュビ トであった。 3 奥の 中庭 
の ある 若い ライオンの 顔が あちら 側の  ^  8:3  に 属する 二十 [キュ ビ ト] の 前と 外の 中 

[キ 1  ほ そう (ク）  かいろう (亇） 

やしの 木の 模様の 方を 向いて おり， そ コ彳 サ广 庭に 属する 舗装の 前には， 回廊が 回廊 

いえ ぜんたい  しゅうい  ほ  きざ  マ >  I  あいたい  がい 

れらは 家 全体の 周囲に 彫り刻まれ てい  に 相対して 三 [階] となって いた。 4 ま 

ゆか  いりぐち  しんでん  サ王 16:32  しょくどう まえ  うちがわ  む  はば 

た。 20 床から 入口の 上まで， 神殿の 心4:22 た， 食堂の 前には， 内側に 向かって 幅 
壁 [には] 彫り刻まれた ケルプと やしの  十 キュビ トの 通路が あり， ー キュビ ト 

もよう  _  みち  いりぐち  きた 

木の 模様が あった。  ァェゼ 41:18 の 道であった。 その 入口は 北に 向いて 

しんでん  とばしら  しかく  ！ク1  しょくどう 

21 神殿に ついては， 戸 柱は 四角で，  〇：16 いた。 5 また， 食堂に ついては， [そ 

せい  ばしょ  まえ  つぎ  たてもの  かん  いちばん うえ 

聖 なる 場所の 前 [には]， 見たところ [次 - の] 建物に 関してい うと， 一番 上の もの 

の] ような ものが あった。 22 木の 祭壇 胃42 $  は， 回廊が そこから [場所を] 取って い 

たか  なが  ヴエゼ 40:20  いちばんした  ち!* う 

は 高さ 三 キュビ ト， その 長さは ニキ ュ  啓11 :2  たので， 一番 下の ものよりも， また 中 

すみ ば しら  [ヶ）  かん  みじか 

ビ トで， それには 隅 柱が あった。 また， X ェゼ 40:2 間の ものよりも 短かった 0  6 それら 

かべ  つ  エゼ 41:1  がい  畎  なかにわ はしら 

その 長さと 壁は 木で できて いた。 次い  は 三階に なって おり， 中庭の 柱の よう 

で 彼は わたしに 言った， 「これが エホ llils な 柱はなかった からで ある。 それゆえ 

まえ  しょくたく  1 コ I  いちばんした  ちゅうかん 

バの 前に ある 食卓で ある」。  A042.13 に， 一番 下の ものよりも， また 中間の 

しんでん  せい  ばしょ  ^  ^  いちばん うえ  ゆか 

23 また， 神殿と 聖 なる 場所には 二つ  ものよりも， [一番 上の ものの] 床から 

とびら  [サ）  お  キエ ゼ 41:10  おお  ばしょ  と 

の 扉が あった。 24 そして 二つの 折り  より 多くの 場所が 取られた ので ある。 

ど  とびら  つ  ウ 代 *117. 2  そとがわ  いし かべ  いっ 

戸が それらの 扉に 付いて おり， それら  S'  40:18  7 また， 外側に ある 石 壁は， [もう 一 

まわ  いっぽう  ぼう  しょくどう  まえ  そと  なかにわ  ほう 

二つは 回る ようになって いた。 一方の 方の] 食堂の 前の 外の 中庭の 方の 食堂 
扉に 二つの 折り戸が あり， もう 一方に  の すぐそばに あった。 その 長さは 五十 

コエゼ 42:11  そと  なかにわ  ほう 

二つの 折り戸が あった。 25 また， そ  キュビ トであった。 8 外の 中庭の 方の 

れらの 上， 神殿の 扉の 上には， 壁に 施 m:6 食堂の 長さは 五十 キュビ トであった か 


エゼキエル 42:9—43:6  壁を 測る。 エホバの 栄光が 家に 満ちる  1372 


ら である。 そして， 見よ， 神殿の 前の 
それは 百 キュビ トであった。  9 また， 
外の 中庭から それらの 食堂に 入って 行 
くと き， その 下から 入り 道が 東の 方に 
あった 0 

10 隔てられた 場所の 前と 建物の 前， 
東の 方の 中庭の 石 壁の 幅の 中に 食堂が 
あった。 11 また， それらの 前には 北 
の 方の 食堂の [場合] と 同じよう な 道が 
あり， それらの 長さ も それと 同じ [で 
あり]， それらの 幅 も それと 同じで あっ 
た。 また， その 出口は みな [同様] で， そ 
の 様式 も 同様， その 乂口も 同様で あっ 
た。 12 そこに 入って 行く とき， 東の 
方の 対応す る 石 壁の 前の 道， その 道の 
頭に ある 入口は， 南の 方の 食堂の 入口 
と 同じであった。 

13 次いで， 彼は わたしに 言った， 
「隔てられた 場所の 前に ある 北の 食堂 
[と] 南の 食堂， それらは 聖 なる 食堂で 
あって， エホバに 近づく 祭司たち がそ 
こで 最も 聖 なる 物を 食べる ので ある。 
彼らは そこに 最も 聖 なる 物， 穀物の 捧 
げ 物， 罪の 捧げ物， 罪科の 捧げ物を 置 
く。 その 場所は 聖 なる [所] だからで あ 
る。 14 彼らが， すなわち 祭司が 入っ 
たなら， 聖 なる 場所から 外の 中庭に 出 
て 行かずに， 通常 仕える さいに 着る 衣 
服を そこに 置く。 それらは 聖 なる もの 
だからで ある。 彼らは ほかの 衣を 身に 

【コ）  たみ  ちか 

まとい， そして 民に かかわる ものに 近 
づ かな ければ ならない」。 

15 そして， 彼は 奥の 家を 測る ことを 
終え，; t 面が 東に 向いて いる 門の 道より 
わたしを 連れ出し， その 周囲を 測った。 
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ェゼ 44:4 
チ 啓 16:1 


16 彼は 葦の 測り ざ おで 東側を 測っ 
た。 それは 葦の 測り ざ おで 周囲は 五 百 

(7) 

さおであった。 

17 彼は 北側を 測った。 葦の 測り ざ 
おで 周囲は 五 百 さおであった。 

18 南側を 彼は 測った。 葦の 測り ざ 


おで 五 百 さおであった。 

19 彼は 西側に 回って 行った。 彼は 
葦の 測り ざ おで 五 百 さ おを 測った。 

20 四方の 側の ために 彼は これを 測っ 
た。 その 周囲には 壁が あった。 長さは 
五 百 [さお], 幅は 五 百 [さお] で， 聖な 
る ものと 俗なる ものと を 区分す るた め 
の ものであった。 

A  Q それから， 彼は わたしを 門に， 
^ 窠綠 に㈤ してぃる 門に 告かせ 
た。  2 すると， 見よ， イスラエルの 
裡の 栄光が 東の 方向から 来る ところで 
あった。 その 声は 広大な 水の 音の よう 
であった。 地は その 栄光の ゆえに 輝い 
た。  3 そして， それは 見たところ， わ 
た しが かつて 見た 幻の ようであった。 
すなわち， わたしが 都を 滅びに 陥れる 
ために 来たと き に 見た 幻の ようで あっ 
た。 わたしが ケ バル 川の ほとりで 見た 
ものの ように 見える ものが あり， わた 
しは ひれ 伏した。 

4 そして， エホバの 栄光が， 正面が 
東を 向いて いる 門の 道から 室に 入って 
来た。 5 次いで 霊が わたしを 引き 上 
げ， 奥の 中庭に 導き 入れた。 すると， 
見よ ，家は エホバの 栄光で 満ちて いた。 

いえ 

6 そして， だれかが 室の 中から わたしに 
話しかける のが 聞こえて きた。 [その] 
人が わた しの 傍らに 立って いたので あ 
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る。  7 そして [迚] はわた しに さらに 
言われた， 

「人の子よ， [これは] わたしの 王座の 
ある i 所， わたしの 足の裏を 置く 場所 
[である]。 わたしは ここに， イス ラエ 
ルの 子ら の 中に， 定めの ない 時に 至る 
まで 住む であろう。 彼ら， イスラエル 
の 家は， 彼ら も その 王たち 4， その 淫 
行 やその 王たち が 死んだ 時の 死が いに 
よって， 8  [また，] 彼らの 敷居を わた 
しの 敷居と 一緒にしたり， わたしと 彼 
ら との 間に 壁を 置いて， その 戸 柱を わた 
しの 戸 柱の 傍らに 置いたり する ことに 
よって， わたしの 聖 なる 名を 汚す こと 
はもうな いであろう。 また， 彼らは 自 
分た ちの 行な っ た 忌むべき ことによ っ 
てわたしの 聖 なる 名を 汚した ので， わ 
たしは 怒りのう ちに 彼ら を 滅ぼ し 絶や 
した。 9 今， 彼らに その 淫行と その 王 
たちの 死が いを わたしの もとから 遠く 
へ 取り除かせよ。 そうすれば， わたし 
は 彼らの 中に 定めの ない 時に 至る まで 
必ず 住む であろう。 

10 「人の子よ， あなたと しては， こ 
の鋈 について イスラエルの 家に 知らせ 
よ。 彼らが そのと がの ゆえに 辱めを 受 
ける ためで ある。 彼らは その ひな 型を 
測らなければ ならない。 11 そして， 
も し 彼らが 自分の したす ベての ことの 
ゆえに 実際に 辱めを 受けるなら， 塞の 
平面図， その 配置と 出口と 入り 道， そ 
のす ベての 平面図と そのす ベての 明 
細， そのす ベての 平面図と そのす ベて 
の 律法を あなたは 彼らに 知らせ， 彼ら 
の 目の前で 書け。 それは， 彼らが その 
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すべての 平面図と そのす ベての 明細を 
守り， それらを 実際に 行なうた めで あ 
る。 12 これが 家の 律法で ある。 山の 

いただき しゅうい  りょうち ぜんたい  きわ  せい 

頂 の 周囲の 領地 全体は 極めて 聖 なる 
ものである。 見よ， これが 家の 律法で 
ある 0 


13 「そして， これらが キュビ トに よ 
る 祭壇の 寸法で あり， ー キュビ トは 一 
キュビ トと 一手 幅で ある。 そして [そ 
の] 底は ー キュビ ト。 また， 幅は ーキュ 
ビト である。 また， 縁飾りが その 周囲 
の 縁の 上に あり， 一指当たり である。 そ 
して これが 祭壇の 基部で ある。 14 ま 
た， 床の 上の 底 部から 下の 縁取りまで 
ニキ ュビ ト， その 幅は ー キュビ トで あ 
る。 また， 小さい 縁取りから 大きい 縁 
取りまで 四 キュビ ト， [その] 幅は 一 
キ ュビト である。 15 また， 祭壇の 炉 
床は 四 キュビ ト， 祭壇の 炉床から 上の 

ほう  つの  [才） 

方に 四つの 角が 出て いる。 16 そして 
祭壇の 炉床は 長さが 十二 [キュ ビ ト]， 
幅は 十二 [キュ ビト] で， 正 四角形で あ 
る。 17 また， 縁取りは， その 四方に つ 
いて 長さが 十四 [キ ュビ ト]， 幅が 十四 
[キ ュビ ト] で， その 周りに ある 縁飾り 
は 半 キュビ ト， その 底 部は 周囲 ーキュ 


ビト である。 

「そして その 段は 東に 面して いる」。 
18 次いで， 彼は わたしに 言った， 「人 
の 子よ， 主権者なる 主 エホバは このよ 
うに 言われた。 『これらが 祭壇の 造ら 
れる 日の その 法令で ある。 それは， そ 
の 上に 全焼 燔の 捧げ物を さ さげ， その 
上に 血を 振り掛ける ためで ある』。 

19 「『そして あなたは， ザ ドクの 子孫 
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の 出で， わたしに 仕える ため， わたしに 第43 章 そして 八日 目に， また その 時から， 祭 
近づく 者で ある レビの 祭司たち に， 若 7^1S；?5 司たち は あなた 方の 全焼 燔の 捧げ物と 
い 雄牛， すなわち 牛の 子 一頭を 罪の 捧  ^'4  共 与の 犠牲と を 祭壇に ささげる。 そし 
げ物 として 与えよ』 と， 主権者なる 主  てわたしは 必ず あなた 方に 喜びを 見い 

エホバは お告げになる， 20 『また， あ  だすであろう』 と， 主権者なる 主 エホ 

なた は その 血の いくらかを 取り， [それ I 出 29:10  バは お告げになる」。 

を] その 四つの 角， 縁取りの 四隅， 周り  ^7-  7:2^  A  A 次いで 彼は， 聖 なる 所の 門， すな 
にある 縁飾りに つけ， これを 罪から 浄 才 出？ H  4 i わち 東に 面して いる 外側の [門] 

ず  しょくざい おこ  4:26  みち  つ もど 

め， そのために 贖罪を 行なわなければ ^ut.8:15 の 道から わたしを 連れ戻した。 それは 
ならない。  21 また， あなたは その 若  ^  9^9 閉じられ ていた。  2 それから エホバ 
い 雄牛， 罪の 捧げ物を 取って， 人は そ キ出， I4 はわた しに 言われた， 「この 門に つい 
れを 塞の 定めの 場所， 聖 なる 所の 外で ヘプ13 :11 てで あるが， これは 閉じられた ままと 
焼かなければ ならない。 22 また， 二 ^Ulf'2:13 なる。 これは 開かれる ことなく， 単な 
日 目に， あなたは きずの ないやぎ の 雄 ^  る 人間が ここから 入って 来る ことは な 
一頭を， 罪の 捧げ物と して 近くに 連れ レビ8:34 い。 エホバが， イスラエルの® が ここ 
て 来る。 彼らは 祭壇を 若い 雄牛を もっ 第二 欄 から 入って 来られた からで ある。 それ 
て 罪から 浄め たのと 同様に， これを 罪 7ulf9:1 は 必ず 閉じられた ままと なる。  3 し 
から 浄 めなければ ならない』。  ェゼ 制〇 かし 長は 一 fk は 長と して そこに 座る。 

23 「『罪からの 浄 めを 終えたら， あな ぺ テ12:5 エホバの 前で パンを 食べる ためで ある。 
たはき ずの ない 若い 雄牛， すなわち 牛 第 44 章 門の 玄関の 道から 彼は 入り， その 道 か 
の 子 一頭と， 群れの 中から きずの ない ゥェゼ 43:1 ら 出て 行く」。 

雄 羊 一頭を 近くに 連れて来る。 24 そ ヱ ヱゼ ■  4 そして 今度は， 彼は 北の 門の 道 か 
して あなたは これを 近くに， エホバの ら 室の 前へ わたしを 連れて来た。 それ 
前に 連れて来なければ ならない。 祭司 45:16 は， わたしが 見る ためであった が， 見 
たちは その上に 塩を 掛け， 全焼 燔の捧  ^  よ， エホバの 栄光が エホバの 家を 満た 
げ物 として これを エホバに ささげな け  气 ：18 していた。 それで， わたしは ひれ 伏し 
れ ばなら ない。 25 あなたは 七日の 間， ゼ㈣ た。  5 すると， エホバは わたしに 言 
罪の 捧げ物と して 一日に つき 雄 やぎ一 46：2 われた， 「人の子よ， 心を 留^， 目で 
頭を ささげる ので ある。 若い 雄牛， す ヱ $3:23 見， エホバの 家の すべての 法令と その 
なわち 牛の 子 一頭と， 群れの 中の 雄 羊 3fJ17：3  すべての 律法と に関して， わたしが あ 
一頭， それぞれ 完全な ものを 彼らは 供  1:28 なた と 話して いるすべ ての ことを 耳で 

える。 26 七日の 間， 彼らは 祭壇の たサ ご 6 聞け。 あなたは 塞の 入り 道を， 聖 なる 
めに 贖罪を 行なう。 彼らは これを 清め ヱゼ 所の すべての 出口と 共に 心に 留めな け 
て， 使い 始めを しなければ ならない。 シ％ れ ばなら ない。  6 また， あなたは 反 
27 そして 彼らは その 期間を 完了す る。 む9 逆に， すなわち イスラエルの 家に 言 
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わなければ ならない， 『主権者なる 主 第44 章 せた ので， それゆえに， わたしは 彼らに 
エホバは このように 言われた。 「イス 7^,1；3 向かって 手を 上げた ので ある』 と， 主 
ラエルの 家よ， その あらゆる 忌むべき ィ益 権 者なる 主 エホバは お告げになる， 『彼 
ことの ゆえに， あなた 方の ことは もう ゥレ ざ らは 必ず そのと がを 負わなければ なら 

たくさん （ァ）  がた  こころ  にく  かれ  たい 

沢山 だ。  7 あなた 方は， 心に も 肉に ェ レビ3: 16 ない。 13 そして， 彼らは わたしに 対 
も 割礼を 受けて いない 異国の 者たち を 111 ^ して 祭司の 勤めを 行なうた めに わたし 
連れて来て， わたしの 聖 なる 所に 来さ ： レ31 iL に 近づいたり， わたしの 聖 なる もの， 

じつ  いえ  けが  へブ 8:9  もっと 

せ， これを， 実に わたしの 家を 汚させ +utf.22:2 最も 聖 なる ものに 近づいた りする こと 
る。 あなた 方は， わたしの パンを， 脂  ^87；53 はない。 彼らは 自分の 辱めと 自分の 行 
肪と 血を ささげる が， 彼らは あなた 方 23：32 なった その 忌むべき ことを 負わな けれ 

い  ケ詩 50:16  (X)  かなら 

の あらゆる 忌むべき ことのた めに わた  ^21 ばなら ない。 14 そして わたしは 必ず 

けいやく  やぶ  [力）  かれ  いえ  ほうし 

しの 契約を 破りつ づける。 8 あなた コ 彼らを， 室の すべての 奉仕 や， そこで 

か 'た  せい  つと  おこ  nz  かん 

方は わたしの 聖 なる ものの 務めを 行な ツユ 行なわれるべき すべての ことに 関して， 
わなかった。 また， あなた 方の 代わり サ: その 務めを 行なう 者と する であろう』。 
に， わたしの 聖 なる 所で わたしの 務め シ代 15 「『そして， イスラエルの 子ら が 

もの  お  X 代！！  29* 

を 行なう 者と して [ほかの 者たち を] 置 tgl6.9  わたしから さまよい 出た ときに， わた 

[ク]  せい  ところ つと  おこ  （力） 

こうと もしなかった」』。  ソェ ゼ 6:i3 しの 聖 なる 所の 務めを 行なった， ザ ド 

しゅけんしゃ  しゅ  -  （キ）  さいし  [ク 1 

9 「『主権者なる 主 エホバは このよう 第二 欄 クの 子ら， レビの 祭司たち について は， 

い  こころ  にく  かつれい  う  かれ  つか 

に 言われた。 「心に も 肉に も 割礼を 受 ァィザ9 :16 彼らは わた しに 仕える ために わたしに 

い こくじん  マフ 2:8  ちか  し ぼう {ヶ） ち (コ） 

けて いない 異国 人， すなわち イス ラエ ィ申 32:4Q 近づく。 そして わたしに 脂肪と 血を さ 

詩 106:26  かなら  まえ  [サ） 

ルの 子ら の 中に いる 異国 人は， だれも わ 〇  g 18:3  さげる ために， 必ず わたしの 前に 立つ』 

せいと ころ  M  王 H  23:9  しゅけんしゃ  しゅ  つ 

たしの 聖 なる 所に 入って はならない」』。 Ii4f32:3Q と， 主権者なる 主 エホバは お告げに な 
10 「『しかし， わたしから さまよい 出 才 る。 16 『彼らは わたしの 聖 なる 所に 
た イスラエル がその 糞 像を 慕って さま  m  23:32 入る 者たち であり， 彼らは わたしに 仕 

よった ときに， わたしから 遠く離れて  48:11 える ために， わたしの 食卓に 近づく の 
行った レビ 人たち は， 彼ら もまた 自分の クェゼ 4Q:46 であ i。 彼らは 必ず わたしの 務めを 行 

お  ⑼  エゼ 43:19  { セ） 

とがを 負わなければ ならない。 11 そ .u，.3.16 なう。 

かれ  せい  ところ  かなら いえ  おく  なかにわ  もん 

して 彼らは わたしの 聖 なる 所で, 必ず 產 コ レビ I7:6  17 「『そして， 奥の 中庭の 門に 入る 

もん  かんとく  ちい  つ  ほうししゃ  サ申 1〇:8  かれ  あまぬの  ころも  み  つ 

の 門を 監督す る 地位に 就く 奉仕者， 室 ニ ゼ 43:19 ときには， 彼らは 亜麻布の 衣を 身に 着 
の 奉仕者と なる。 彼らが 民の ために 全 22 けるべき であり， 奥の 中庭の 門 や 内側 
焼燔の 捧げ物 や 犠牲を ほふり， 彼らが 1:7 で 仕える ときには， 毛織物を 身に 着け 

つか  まえ  セ 民5 18:7  (V)  あたま  あ まぬ の あたま 

[民] に 仕える ために その 前に 立つ ので 、ノ出 28:39  ては ならない 0 18 頭には 亜麻布の 頭 

[セ）  かれ  ふん ぞう  まえ  たみ  出 39:27  かざ  【夕 1  こし  もも ひ 

ある。 12 彼らは その 糞 像の 前で [民] ^^'16:4 飾りを つけ， 腰には 亜麻布の 股引きを 

つか  (v)  いえ  ^ 19,8  [チ】 あせ 

に 仕えつ づけ， イスラエルの 家に とっ 夕 出28: 4〇  はくべき である 〇汗 [の 出る もの] を ま 

おか  出 39:28  そと  なか 

てつまず きの もとと なって とがを 犯さ チ*  28:42 とっては ならない 0 19 そして 外の 中 
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庭， [すなわち] 外の 中庭へ， 民のと ころ 
へ 出て 行く ときには， 彼らは‘ 仕す る 
さいに 身に つけて いた 衣を 脱ぐべき で 
ある。 それを 聖 なる 食堂に 置き， ほか 
の 衣を 身に 着けなければ ならない。 そ 
の 衣で 民を 神聖に する ことのな いため 
である。 20 また， 彼らは 頭を そって 
はならない。 髪を 長く  — らした ままに 
していて はならない。 必ず 頭 [の 髪] を 
刈るべき である。  21 そして 祭司は， 
奥の 中庭に 入る とき， だれも ぶどう酒 
を 飲んで はならない。 22 また， や も 
め や， 離婚され た 女を 自分の ために 妻 
としてめ とっては ならない。 ただ， イ 
スラ エルの 家の 子孫の 処女を， あるい 
は 祭司の やもめと なった やもめで あれ 
ば， [これを] め とってよ い』。 

23 「『そして， 彼らは わたしの 民に 聖 
なる ものと 俗なる ものとの 違いを 教え 
論すべき である。 汚れた ものと 清い も 
のとの 違いを これに 知らせるべき であ 
る。  24 そして 訴訟の さいには， 彼ら 
が 立って 裁くべき であり， また わたし 
の 司法 上の 定めに よって それを 裁かな 
ければ ならない。 そして， わたしの す 
ベての 祭りの 時節に 関する わた しの 律 
法と 法令を 守り， わたしの 安息日を 神 
聖 にすべき である。 25 また， 彼は 人 
間の 死んだ 者の もと に 入って 行っ て 汚 
れた 者と なって はならない。 ただ， 父， 
母， 息子， 娘， 兄弟， 夫の ものに なっ 
ていない 姉妹の ためには， 自分の 身を 
汚しても よい。 26 そして その 浄 めの 
後， 彼のた めに 七日を 数えなければ な 
ら ない。 27 そして， 聖 なる 場所， 奥 


第二 欄 


エ レビ 27:21 
民 18:14 


才出 23: 19 


第 45 章 


サ箴 3:9 
エゼ 48:8 
シ エゼ 48:9 
ス ェゼ 42:20 


の 中庭に 入って， 聖 なる 場所で 仕える 
日に， 彼は 自分の 罪の 捧げ物を ささげ 
なければ ならない』 と， 主権者なる 主 
エホバは お告げになる。 

28 「『そ して， それは 必ず 相続 分と し 
て 彼らの ものと なる。 わたしが 彼らの 
相続 分な ので ある。 また， あなた 方は 
イスラ エルで 彼ら に 何の 所有地を も 与 
えては ならない。 わたしが 彼らの 所有 
地な ので ある。 29 毂 物の 捧げ物， 罪 
の 捧げ物, 罪科の 捧げ物一 彼らが これ 
を 食べる。 また， イスラエルで 奉納 さ 
れた すべての 物一 それは 彼らの もの 
となる。  30 また， すべての ものの あ 
ら ゆる 熟した 初物の 最初の ものと， あ 
なた 方の あらゆる 寄進 物のう ちの すべ 
てのものの すべての 寄進 物 一 それは 
祭司たち の ものと なる。 あなた 方の 粗 
びき 粉の 初物を 祭司に 与えるべき であ 
4。 それは， 祝福が あなたの 家に とど 
まるため である。 31 祭司は， 飛ぶ 生 
き 物 や 獣で [既に] 死んだ もの， また 引き 
裂かれた 生き物を 食べて はならない』。 
A  ^ 「『また， あなた 方が その 地を 相 
^  M として 織す ると I， ぁなた 
方は エホバに 寄進 物を， その 地のう ち 
から 聖 なる 分を ささ げ なければ ならな 

[サ）  なが 

い。 長さに ついていえば， 長さは 二 万 
五 千 [キ ュビ ト], 幅は 一万で ある。 そ 
れは 周りの 全 境界の 中で 聖 なる 分で あ 
る。  2 ここから 聖 なる 4 所の ために， 
[長さ] 五 百， [幅] 五 百 あり， それは 周 
りが 正方形に 作られて いる。 各々 の 側 
には 牧草地と して 五十 キュ ビト ある。 
3 また， この 測られた 所から， あなた 
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は 長さ 二 万 五 千， 幅 一万を 測るべき で 第45 章 た 方の 強制 収用を 取り消せ』 と, 主権者 
ある。 そこに 聖 なる 所が ある ことにな 7  x"' 48:10 なる 主 エホバは お告げになる。 10 『あ 

きわ  [ァ）  n 民 1 り： ヲ …  がた  せいかく 

る。 それは 極めて 聖 なる ものである。 ^ J 1°：；® なた 方は 正確な はかり， 正確な エ ファ， 

ち  せい  ぶん  も  （イ： 

4 それは この 地の 中からの 聖 なる 分と ゥヱゼ 48:u 正確な バ トを 持つ ようにすべき である。 

つか  ちか  もの W  エエゼ 48:10 

して， エホバに 仕える ために 近づく 者 ヱゼ 48“3 11 エ ファと バト について は， ただ 一つ 
である 聖 なる 承の 奉仕者， fe 司たち の ^  ^94o!l7 の 決まった 量と なるべき であり， バト 
ための ものと なる。 そして， それは 彼 2ヱゼ== は ホ メルの 十分の一， エフ ァもホ メル 

かなら いえ  ばしょ  ^  x-t?  4b. lb  ようりょう  [ゥ）  ようきゅう りょう 

らに とって 必ず 家の ための 場所， また クェゼ 48:21 の 十分の一を 容量と する 0 その 要求 量 
聖 なる 所の ための 神聖な 場所と なる。 は ホ メルに 準ずるべき である。 12 ま 

なが  はば  イザ 60:17  W  :才） 

5 「『長さは 二 万 五 千， 幅は 一万で あ ヱ レ た， シヱ ケルは 二十 ゲ ラ。 二十 シェ ケ 
る。 それは 家の 奉仕者で ある レビ 人た  46:18 ル， 二十 五 シヱ ケル， 十五 シヱ ケルを あ 

ちの ものと なる。 彼らは 所有物と して ^1*  なた 方の ための マネと すべきで ある』。 

しょくどう も！ 才 ）  3y 11：^  がた 

二十の 食堂を 持つ。  サェ ゼ 故6  13 「『これが あなた 方の ささげるべき 

と し  しょゆうち  シネへ 5:10  き しんぶつ  こ むぎ  ぶん 

6 「『また， 都市の 所有地と して， あなた 詩82:2  寄進 物で ある 0 小麦 ー ホ メルから 六 分 

がた  はば  なが  あた  せい  イザ 1:17  おおむぎ 

方は 幅 五 千， 長さ 二 万 五 千を 与える。 聖 スェ レ 22:3 のーエ ファ， 大麦 ー ホ メルから 六 分の 

き しんぶつ まった おな  [力）  ミカ 6:8  あぶら 

なる 寄進 物と 全く 同じで ある。 それは ゼ ヵ8:16 —エ ファ。 14 また， 油に あてがわれ 
イスラエルの 全家に 属する ものと なる 0  第二 欄 た 分に ついては， 油の バ トが ある 〇バ 
7 「『また， 長の ためには， 聖 なる 寄 ァョブ ル2 卜は コルの 十分の一 である。 十バ トは 

しんぶつ: キ： とし  しょゆうち  がわ  ミカ 2:2 

進物と 都市の 所有地の こちら 側と あち ィ レビ 19:36 — ホ メルで ある。 十バ トは ー ホ メル だ 
ら 側， 聖 なる 寄進 物の そばと 都市の 所  J 16:11 からで ある。 15 また， 群れの 中， イ 

かたわ  にしがわ  にし  む  と  ^  "°;10  ちくるい  とう  ひつじ 

有 地の 傍ら， 西側の 西に 向かって [土  ms スラ エルの 畜類 二百 頭の 中から 羊 一頭 
地] が， 東側の 東に 向かって [土地] が あ ^ 16:36 を， 穀物の 捧げ物， 全焼 燔の 捧げ物， 

なが  きょうかい  エ出 30:13  きょうよ  ぎせい [ヶ）  と  かれ 

る。 そして その 長さは， 西の 境界から  レビ27:25 共 与の 犠牲の ために [取り]， 彼らの た 
東の 境界まで， 受け 分の 一つと 全く 同 ^3：r めに 贖罪を 行なうよ うに』 と， 主権者 
じで ある。 8 その 地に ついていえば， キレビ 2:1 なる 主 エホバは お告げになる。 

それは イスラエル における 所有地と し ヶ u=、3:1  16 「『その 地の すべての 民は， イスラ 

かれ  おさ  I サ 1  き しんぶつ  たい  せきにん 

て 彼の ものと なる。 そして， わたしの コ;: エルの 長への この 寄進 物に 対して 責任 
長たち はもは やわた しの 民を 虐待す る #~9:22 が ある。 17 そして 祭り， 新月， 安息 

(ヶ）  いえ  おのおの  ぶ  サイ ザ 16:1  び  あいだ [ソ】  いえ 

ことなく， イスラエルの 家に 各々 の 部 シ *3〇:14 日の 間， すなわち イスラエルの 家の す 

ぞく  たい  あた  -3j  IJ^T,  OC.7  じせつ  ：夕） ぜんしょ うはん  ささ 

族に 対して 地を 与える であろう』。  ベての 祭りの 時節の 間， 全焼 燔の 捧げ 

9 「主権者なる 主 エホバは このように  31:3 物， 穀物の 捧げ物， 飲み物の 捧げ物は 

い  おさ  ソ イザ 6d:23 おさ  つと  （卜） かれ  つみ 

言われた。 『イスラエルの 長たち よ， あ タレビ 23:2 長の 務めと なる 。彼が 罪の 捧げ物， 穀 
なた 方の ことは それでもう 沢山 だ！』 ^|?；30；24 物の 捧げ物， 全焼 燔の 捧げ物， 共 与の 
「『暴虐と 奪略を 取り除き， 公正と 義 !51 8:64 犠牲を 備えて， イスラエルの 家の ため 

おこ  W  たみ  たい  アエズ 6:9  しょくざい おこ 

とを 行なえ。 わたしの 民に 対する あな トェゼ 45:22 に 贖罪を 行なう ので ある』。 
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18 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた。 『第一 [の 月]， その 月の 
一 [日] に， あなたは きずの ない 若い 雄 
牛， すなわち 牛の 子 一頭を 取り， 聖な 
る 所を 罪から 浄 めな ければ ならない。 
19 また， 祭司は 罪の 捧げ物の 血の いく 
ら かを 取り， それを 家の 戸 柱， 祭壇に 
属する 縁取りの 四隅， 奥の 中庭の 門の 
声 柱に つけなければ ならない。 20 そ 
して， 間違いを 犯す 者 や 経験の ない 者 
の ゆえに， その 月の 七 [日] に， あなたは 
そのよう に 行なう。 あなた 方は 家の た 
めに 贖罪を 行なわな けれ ばな ら ない。 

21 「『第一 [の 月]， その 月の 十四日 
に， あなた 方の ために 過ぎ 越しを 行な 
うべき である。 七日 間の 祭りと して 無 
酵母 パンを 食べるべき である。 22 ま 
た， その 日には， 自分自身 とその 地の す 
ベての 民の ために， 長は 罪の 捧げ物と 
して 若い 雄牛 一頭を 備えな けれ ばなら 
ない。 23 また， 祭りの 七日の 間， 彼 
は エホバへの 全焼 燔の 捧げ物と して 若 
I ヽ 雄牛 七 頭と 雄 羊の きずの ない もの 七 
頭を 七日の 間， 毎日 備え， ま た 罪の 捧げ 
物と してやぎ の 雄 一頭を 毎日 [備える] 
べきで ある。 24 また， 穀物の 捧げ物 
として 若い 雄牛の ために ーエ ファ， 雄 
羊の ために ーエ ファを， そして 油に 関 
しては， エ ファに つき ー ヒンを 備える 
べきで ある。 

25 「『第 七 [の 月]， その 月の 十五 日， 
祭りの 間， 彼は 七日の 間 これと同じ も 
の， すなわち 罪の 捧げ物， 全焼 燔の捧 
げ 物， 穀物の 捧げ物と 油に ついて 同じ 
ものを 備えるべき である』」。 


第 45 章 


ェェゼ 43:20 


コ レビ 23:8 
サ ヨブ 42:8 
シ民 28:15 


第二 欄 


ケ民 28:9 
ェゼ 45: 17 


レビ 14:21 
ェゼ 46:11 


45:22 


Afb 「主権者なる 主 エホバは このよ 

ZLn  ぃ  ひが しめん 

うに 言われた。 『東に 面して い 

おく  なかにわ  もん  （ァ） 

る 奥の 中庭の 門に ついて であるが， こ 
れは 六日の 仕事日の あいだ 閉じて お 

(0)  あんそく び  ひら  しん 

き， 安息日に 開かれるべき であり， 新 
月の 日に 開かれるべき である。  2 そ 
して 長は 門の 玄関の 道から， 外から 入 
り， 門の 戸 柱の そばに 立たなければ な 
ら ない。 祭司たち は 彼の 全焼 燔の 捧げ 
物と 共 与の 犠牲を ささ げ なければ なら 
ない。 彼は 門の 敷居のと ころで 身を か 
がめ， そして 出て 行かなければ ならな 
い。 しかし 門は 夕方まで 閉じて はなら 

ち  たみ  あんそくび 

ない。 3 そして その 地の 民は 安息日 

しんげつ  もん  いりぐち 

と 新月に， その 門の 入口で， エホバの 
前で 身をかがめなければ ならない。 

4 「『そして， 長が 安息日に エホバに 
ささげるべき 全焼 燔の 捧げ物は， きず 
のな L 、雄の 子羊 六 頭と き ずの な L 、雄 羊 
一頭と すべきで ある。 5 また， 穀物の 
捧げ物と して 雄 羊の ために ーエ ファ， 
雄の 子羊の ためには， 彼が 与え 得る 穀 

あぶら 

物の 捧げ物， 油に ついては， エ ファに 

■: シ）  しんげつ: ス： 

つき ーヒン である。  6 また， 新月に 
は， きずの ない 若い 雄牛， すなわち 牛 
の 子 一頭と， 雄の 子羊 六 頭， 雄 羊 一頭 
とすべき である。 それらは きずの ない 
もので なければ ならない。  7 また， 彼 
は 若い 雄牛の ために ーエ ファ， 雄 羊の 
ために ーエ ファ を竅 物の 捧げ物と して 
ささげるべき である。 雄の 子羊の ため 

じ ぶん  あぶら 

には， 自分ので きる もの， 油に ついて 
は， エ ファに つき ーヒン である。 

8 「『そして， 長は 入って 来る とき， 
門の 玄関の 道から 入り， その 道から 出 
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ゆ  [ァ）  ち  ぶん  あぶら  じょう 

て 行くべき である。 9 また， その 地の 第46 章 六 分の ーエ ファを， 油に ついては， 上 
民が 祭りの 時節に エホバの 前に 入って 7x4f'46:2 等の 麦粉に 振り掛ける ために 三分の 一 

く  [ィ）  きた  もん W みち  き  そな  （ァ } 

来る とき， 北の 門の 道から 入って 来て  ヒンを 備えるべき である。 エホバへの 

み  もの  みなみ  [エ）  イ出 23:14  さ だ  そんぞく  ほうれい 

身をかがめよう とする 者は， 南の 門の  * 16:16 穀物の 捧げ物は 定めな く 存続す る 法令， 
道から 出て 行くべき である。 南の 門の  常にな される ものである。 15 そして 

道から 入って 来る 者は 北への 門の 道 か  常 供の 全焼 燔の 捧げ物と して， 彼らは 

じぶん  あさ  おす  こひつじ  こくもつ  あぶら 

ら 出て 行くべき である。 だれも 自分の ェニ ゼ 4Q:24 朝 ごとに 雄の 子羊と 穀物の 捧げ物と 油 
入って 来た 門の 道から 帰って はなら な  を 備えなければ ならない』。 

い。 まっすぐ 前方に 向かって 出て 行く 才^17 :4  16 「主権者なる 主 エホバは このよう 

かれ  い  おさ  おのおの 

べき だからで ある。 10 そして 彼らの  に 言われた。 『長が その子ら の 各々 に 

おさ  カレビ 23:2  そうぞくち  おく  もの  あた  ば 

中に いる 長に ついては， 彼らが 入って  ®  29：1  その 相続 地と して 贈り物を 与える 場 

<  ゆ  申16 :1Q あい  ざいさん 

来る ときに 彼は 入り， 彼らが 出て 行く と  合， それは その子ら の 財産と なる。 そ 

{*)  そうぞく  かれ  しょゆうち 

きに 彼は 出て 行くべき である 0 11 そ キェ ゼ 45:24 れは 相続に よる 彼らの 所有地で ある 0 
して 祭りのと きと 祭りの 時節には， 穀  17 また， 彼が その 相続 地のう ちから そ 

物の 捧げ物は 若い 雄牛の ために ーエ クレビ 1:3 の 僕の 一人に 贈り物を 与える 場合， そ 

おひつじ  おす  こ  王 I  3:4  じゆう  （ィ1  かなら 

ファ， 雄 羊の ために ーエ ファ， 雄の 子  れ もまた， 自由の 年まで 必ず その 人の 

ひつじ  かれ  あたう  おさ  かえ 

羊の ためには 彼が 与え 得る ものと すべ ヶ1ゼ46:1 ものと なる。 そして それは 必ず 長に 返 

あぶら  _ 

きで ある。 油に ついては， エ ファに つ  る。 ただ 彼の 相続 地 だけが 一 その子 

き ーヒン である。  コ I ゼ 45:17 ら に関して— ずっ と 彼ら 自身の もの 

12 「『また， 長が 自発的な 捧げ物と し  となるべき である。 18 また， 長は 民 

て 全焼 燔の 捧げ物を， あるいは 自発的  の 相続 地を 取って 彼らを その 所有地 か 

な 捧げ物と して 共 与の 犠牲を エホバに シ出 29:38 ら 立ち退かせる ような ことを しては な 

そな  ばあい  かれ  ひがし めん  民 28:3  [ウ）  じぶん 

備える 場合， 彼のた めに 東に 面して い _ ら ない。 彼は 自分の 所有地の うちから 

る 門を 開けなければ ならない。 彼は 安 第二 ■  自分の 子ら に 相続 地を 与えるべき であ 
息 日に する ように， その 全焼 燔の 捧げ 7 R 28:5  る。 それは， わたしの 民が 各々 その 所 
物と 共 与の 犠牲を 備えなければ ならな  有 地から 散らされる ことのな いためで 

い。 そして 彼は 出て 行かなければ なら  ある』」。 

ない。 彼が 出て 行った 後， 人は 門を 閉 ゥ 王！2 1:19  19 そして， 彼は わたしを 門の 脇の 

W  エゼ 22:27  みち  [才） せい  しょくどう  きた 

じなければ ならない。  入り 道から， 聖 なる 食堂， すなわち 北 

まいにち ぜんしょ うはん  めん  さいし  ぞく 

13 「『また， あなたは 毎日， 全焼 燔の I ェゼ 34:5 に 面して いる， 祭司たち に 属する [食 
捧げ物と してきず のない 雄の 子羊の 一  堂] に 導き 入れた。 すると， 見よ， そ 

年 目の もの 一頭を エホバに 備えるべき ォ1ゼ42:9 こには 西に 向かって その 両側の 後部に 
である。 朝 ごとに あなたは これを 備え  ひとつの 場所が あった。 20 そして 彼 

カ エゼ 42:1  い  さいし 

るべき である。 14 また， あなたは そ  はわた しに 言った， 「これは 祭司たち 

れ と共に 穀物の 捧げ物と して 朝 ごとに +  ^44；29 が 罪科の 捧げ物と 罪の 捧げ物を 煮る 場 
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所， [また] 穀物の 捧げ物を 焼く 所で あ 

[ィ）  なに  そと  なかにわ  はこ 

る。 それは， 何 かを 外の 中庭に 運び出 

たみ  しんせい 

して， 民を 神聖に する ことのな いため 

[ゥ） 

である」。 

21 次いで， 彼は わたしを 外の 中庭に 
連れ出し， 中庭の 四つの 隅 柱を 通らせ 
た。 すると， 見よ， 中庭の [こちらの] 隅 
柱の そばに 中庭が， 中庭の [あちらの] 隅 
柱の そばに 中庭が あった。 22 中庭の 
四つの 隅 柱のと ころに， 長さ 四十 [キュ 


ビ ト]， 幅 三十の 小さい 中庭が あった。 
隅の 建造物の ある これら 四つの ものは 
同じ 寸法であった。 23 また， それら 
の 周り， それら 四つの 周りには 列が あ 
り， 周りの その 列の 下には 煮る 場所が 
作られて いた。 24 そして 彼は わたし 
に 言った， 「これらは 煮る ことを する 
者たち の 家で ある。 室の 奉仕者た ちは 
ここで 民の 犠牲を 煮る ので ある」。 

41^ そして， やがて 彼は わたしを 塞 
の aB に i れ戻 した。 すると， 
見よ， 家の 敷居の 下から 水が 東の 4 に 

なが  （グ  しょうめん 

流れ出て いた。 鋈の 正面は 東だった か 
ら である。 そして 水は 下から， 家の 右 
側から， 祭壇の 南を 流れ 下って いた。 

2 そして， やがて 彼は 北の 門の 道 か 
ら わたしを 連れ出し， 外の 道を 回って， 
東の 方に 面 している 外の 門へ わたしを 
連れて来た。 すると， 見よ， 水が 右側 

なが 

から ちょ ろ ちょ ろと 流れて いた。 

3 その 人は 手に 測り 綱を 持って 東 
の 方へ 出て 行く と， 一千 キュビ トを 測 
り， わたしに 水を 渡らせた が， 水は 足 
首 [まで] あった。 

4 さらに， 彼は 一千を 測り， それ か 


第46 章 | ら わたしに 水を 渡らせた が， 水は ひざ 


ア出 29:31 


第 47 章 

カ ェゼ 41:2 


ケェゼ 40:20 


サ啓 22:1 


才創 1:20 


力 詩 103:3 


ク民 34:6 
ヨシ 23:4 
エゼ 48:28 


[まで] あった。 

さらに， 彼は 一千を 測り， 次に わた 
しを 渡らせた 一 水は [ まで] あった。 

5 さらに， 彼は 一千を 測った。 それ 
はわた しが 通る ことので きない 奔流で 
あった。 水が 高く なって おり， 泳ぐ こ 
と [がで きる ほどの] 水で， 通って 渡る 
ことので きな L 、奔流であった。 

6 そこで 彼は わたしに 言った， 「人 
の 子よ， あなたは [これを] 見た か」。 

それから， 彼は わたしを 歩かせ， 奔 
流の 岸 [に] わたしを 戻らせた。  7 わ 
たしが 戻る と， 見よ， 奔流の 岸には こ 
ち ら側 にも あち ら側 にも 非常に 多くの 
木が あった。 8 そして， 彼は さらに わ 
たしに 言った， 「この 水は 東の 地方に 
出て 行って おり， 必ず アラノく を 通って 
下る。 そして これは 必ず 海に 流れて 行 
く。 それは 海の 中に 注ぎ入れら tl， [そ 
の] 水は また， 実際にい やされ る。 9 そ 
して， 群がる あらゆる 生きた 魂は， そ 
の 二倍の 大きさ の 奔流が 流れて 行く あ 
ら ゆる 場所で 必ず 命を 得る ことで あろ 
う。 また， そこには 非常に 多くの 魚が 
いる ことであろう。 この 水が 必ず そこ 
に 流れて 行く からで ある。 [海の 水] は 
いやされ， その 奔流の 流れて 行く とこ 
ろでは あらゆる ものが 生きる。 

10 「また， すな どる 者たち が エン， 
ゲディから エン • エ グライムに 至る ま 
で， その そ ばに 実際 に 立つ ことになる。 
引き網の ための 干し場 も あるよう にな 
る。 それらの 魚の 種類は， “ 大海” の 
魚の よう に 非常に 多 L 、であろう。 
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しっち  しょうたくち  (7) あいだ  M 

11 「そこには その 湿地と 沼沢 地が あ 第47 章 ス カスの 間， ギレアデと イスラエルの 
るが， それらは いやされないで あろう。 7^2!!i26 地の 間。 ヨルダン [川]， 東の 海の 境界 

かなら  しお  わた  [ィ）  がた  はか 

それらは 必ず 塩に 渡される であろう。 ィ 5:: から あなた 方は 測るべき である。 これ 
12 「また， 奔流の そばには， その 岸に 1 レ17:6 が 東側で ある。 

そ  がわ  しょく  ヴ エゼ 47:7  みなみがわ みなみ  む 

沿って こちら 側に も あちら 側に も， 食 x  it 1:3  19 「そして， 南側は 南に 向かい， タマ 

もつ  しゅるい  は  (I)  (才）  いた 

物の ための あらゆる 種類の 木が 生え ォヱ レ17:8 ルから メ リバ ト •カデシュの 水に 至り， 

[0]  は  か  W  み  カエ ゼ 47:1  ほんりゅう たに I 力）  おおう み 

出る 0 その 葉は 枯れる ことなく， 実  ^22:1  奔流の 谷， “ 大海” に 至る 0 これが 南 
は 絶える ことがない。 それは それ ぞ +#22：2  に 向かう 側， ネゲブの 方 [の 側] である。 
れの 月に 新しい 実を 結ぶ。 そのため =、ゞ:5  20 「そして， 西側は “ 大海”。 境界 か 

の 水 一 それは まさ に聖 なる 所から 出て ヶ 創26 :3  らま っ すぐ 進んで ハマ ト に 入る ところ 

き  （力）  かなら  民3 14：16  いた [キ1 

来て いるから である 0 そして 必ず， そ コ創 28:13  へ 至る 0 これが 西側で ある」。 

エゼ 20:42  がた  ち  じ 

の 実は 食物の ため， その 葉は いやしの サ厳 16:33  21 「そして， あなた 方は この 地を 自 

ための ものと なる」。  分たち に， イスラエルの 十二 部族に 配 

しゅけんしゃ  しゅ  V エゼ 48>1 ぶん 

13 主権者なる 主 エホバは このように ス民 34:8  分し なければ ならない 0  22 また， あ 

言われた。 「これは あなた 方が イスラ セ e 13:21 なた 方は これを 相続 地の ために 自分 自 

ぶぞく  ち  そうぞく  ソサ n  8:8  しん  がいこくじん 

エルの 十二 部族の ための 地と して， 相続 14:15 身と， あなた 方の 中に 外国人と してと 
地の ために 自分たち に 割り当てる 領地 チヱ ゼ 47:18 どまって いる， あなた 方の 中で 子ら の 
であり， ヨセフは 二 区画を 得る。 14 そ : e  34^  父と なった 外人 居留 者たち に 分割し な 

がた  おのおの  きょうだい おな  x ^  415,1  (ヶ】  かれ 

して， あなた 方は 各々 その 兄弟と 同じ トェゼ 47:ie ければ ならない。 そして， 彼らは イス 
ように， 必ず これを 受け継ぐ。 それは わ  ラエルの 子ら の 中で， あなた 方に とっ 

ふそ  あた  かなら  ち  もの 

たしが あなた 方の 父祖たち に 与える と ァサ n8:5  て， 必ず その 地で 生まれた 者の ように 
[誓いの] 手を 上げた [地] である。 この なる。 彼らは あなた 方と 共に イス ラエ 
地は 相続 地の ため [く じに よって] あな  *10:8  ルの 部族の 中で [く じに よって] 相続 地 

わ  あ  （サ） ウ創 13:10  え  (3)  がいじん きょりゅう 

た 方に 割り当てられなければ ならない。 ェェゼ 48:28 を 得る ので ある。 23 そして， 外人 居留 
15 「そして， これが 北側の 地の 境界 才 5〗 ば 者が 外国人と してと どまる ことと なっ 
である。 “ 大海” からへ ト ロンへの 道 た その 部族の 中に， あなた 方は その 相 
を ft て， ツェ ダ ド， 16 ハ マト， ベロ  ヱゼ48:28 続 地を 与えるべき である」 と， 罜権者 

(v)  W  きょうかい  キヨシ 13:5  しゅ  つ 

夕， ダマスカスの 境界と ハ マトの 境界 ヱゼ 48:28 なる 主 エホバは お告げになる。 

あいだ  W  ク □マ 1〇*19  ぶぞく 

の 間にある シブ ライム， ハウ ランの 境 ガラ 3:8  AQ 「そして， これが 部族の 名で ある。 

めん  いた  啓 7:9  きたは  [サ 1 みち 

界に 面する ハツェ ル •ハティ コンに 至 ヶ1ゼ47:13  北の 果てから， へ トロンの 道を 

うみ  きょうかい かなら  へ  [シ）  がわ 

る。 17 また， 海からの 境界は 必ず ハ ココ a3:11 経て ハ マトに 入る ところの 側， ハツ ァ 

b)  -  [ス） ほっぽう  きょうかい 

ツ ァル •エ ノン， ダマスカスの 境界， そ 第 48 音 ル •エ ナン， 北方の ダマスカスの 境界， 

きた  む  いた  かなら ひがし 

して 北一 北に 向かい， それから ハ マト サェ ゼ 47:!5 ハ マトの 側に 至る 0 それには 必ず 東の 
の 境界で ある。 これが 北側で ある。  '>e34:8  境 [と] 西側が あり， ダン， 一つ [の 分]。 

ひがしがわ  （卜）  ハエで 47:17  きょうかい せっ  ひがし さかい 

18 「そして， 東側は ハウ ランと ダマ セ 創 30:6  2 また， ダンの 境界に 接して， 東の 境から 
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西の 境まで， ア シヱ ル， 一つ 0  3 また， 第48 章 ぐ 隣に 長さ 二 万 五 千 [キ ュビ ト]， 幅 一万 
ア シェルの 境界に 接して， 東の 境から 実 7f^24 を 持つべき である。 全体の 長さは 二 万 

にし  いた  k)  (ィ）  かれ 

に その 西の 境に 至る まで， ナフタリ， 一 ^iJ30:8  五 千， 幅は 一万で ある。 14 そして 彼ら 
つ。 4 また， ナフタリの 境界に 凑 して，  3，>  19:32 は その どの [部分] を も 売るべき ではな 
東の 境から 西の 境まで， マナ セ， 一つ。 ゥ |j44 は い。 また， 交換して はならない。 また， そ 
5 また， マナ セの 境界に 接して， 東の 境 か  39 13:29 の 地の 最良の 部分が [人手に] 渡る よう 
ら 西の 境まで， エフ ライム， 一つ。 6 ま U8 む な ことがあって はならない。 それは エ 
た， エフ ライムの 境界に 接して， 東の 境 か  3->  17：17 ホバに とって 聖 なる もの だからで ある。 
ら 実に 西の 境に 至る まで， ル ベン， 一つ 0 才 創49 :3  15 「その 二 万 五 千に 沿って 残って い 

きょうかい せっ  ひがし さかい  はば 

7 また， ル ベンの 境界に 接して， 東の 境 か 力 創29 :35 る 幅 五 千 [キ ュビ ト] について いえば， 
ら 西の 境まで， ユダ， 一つ。 8 また， ュ ョシ19:9 それは 俗なる もので あり， 都市の た 
ダの 境界に 接して， 東の 境から 西の 境 ま キヱ ゼ 45:i 住みかの ため， 牧草地の ための もので 
で， あなた 方の 寄進すべき 寄進 物が あり， ク 啓2 1:3  ある。 そして 都市は 必ず その 中に ある 

幅 二 万 五 千 [キ ュビ ト]， 長さは 東の 境 か ヶ民 35:2  ことになる。 16 そして これが [都市 

ぶん  おな  =3 シ 21:3  すんぽう  きた  さかい 

ら 西の 境までの 分の 一つと 同じで ある。 45:4 の] 寸法で ある。 北の 境 四千 五 百 [キュ 
そして 聖 なる 所が 必ず その 中に ある。 コ; ^ゼ48:8 ビ ト]， 南の 境 四千 五 百， 東の 境 四千 五 
9 「あなた 方が エホバに 寄進すべき サ “4():46 百， 西の 境 四千 五 百。 17 そして 都市 
寄進 物は， 長さが 二 万 五 千 [キ ュビ ト]， "t は 必ず 牧草地を 持つ ことになる。 北へ 
幅が 一万で ある。 10 そして これらに 、>iU23:11 二百 五十 [キ ュビ ト]， 南へ 二百 五十， 東 
関し， 祭司の ための 聖 なる 寄進 物が な  It  44；?0 へ 二百 五十， 西へ 二百 五十。 

くて はならない。 北へ 二 万 五 千 [キ ュビ スヱ ゼ 45:4  18 「そして， 残って いるものの 長さ 

にし  はば  ひがし  みなみ  なが  せい  き しんぶつ  まった  おな  （キ） 

卜]， 西へ 幅 一万， 東へ 幅 一万， 南へ 長 一 一 は， 聖 なる 寄進 物と 全く 同じで ある。 
さ 二 万 五 千で ある。 そして エホバの 聖  ^  東へ 一万 [キ ュビ ト]， 西へ 一万。 それ 
なる 所が 必ず その 中に ある。 11 それ  は 必ず 聖 なる 寄進 物と 全く 同じで ある。 

は， 祭司， すなわち ザ ドクの 子ら の 中 か  その 産物は 必ず 都！^ に 仕えて いる 者た 

ら 神聖に されて いる 者たち のた めの も °  27：21 ちの パンの ためとなる。 19 そして， 

ので ある。 彼らは わたしに 対する 務め I：M?45:6 イスラエルの 全部 族のう ちから 都市に 
を 行なった 者たち であり， イスラエル ォェゼ 48 ぼ 仕えて いる 者たち がそれ を 耕作す る。 
の 子ら がさ まよい 出た ときに， レビ 人 ヵェ ゼ 价2  20 「寄進 物の 全体は [長さ] 二 万 五 千 

[シ）  はば  がた 

たちが さまよい 出た ようには さまよい キェ ゼ 45:1 [キ ュビ ト]， [幅] 二 万 五 千。 あなた 方 
出なかった 者たち である。 12 そして 25：3 は 正方形の 部分を 都市の 所有地と 共に 
彼らは 必ず レビ 人の 境界に 接して， そ  聖 なる 寄進 物と して 寄進すべき である。 

の 地の 寄進 物のう ちから 寄進 物を 極め  21 「そして， 残った ものは 長に 属す 

て聖 なる ものと して 持つ ことになる。  ィザ32 る。 聖 なる 寄進 物と 都市の 所有地の 

13 「そして， レビ 人は 祭司の 領地の す  サ エゼ 45:7  I こちら 側と あちら 側， すなわち 寄進 物 
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[の] 二 万 五 千 [キュ ビト] に 沿って 東の 第48 章 地の ために あなた 方が [く じに よって] 
境界まで。 ^ 側は 二 万 五 千 [キ ュビ ト]  7  48:8 割り当てる 土地で あり， これらが 彼ら 

にし  (7)  ぶん  ぶん  [ィ）  しゅけん しゃ  しゅ 

に 沿って 西の 境界まで 0 それぞれの 分 ィヱゼ 48:8 の 分で ある」 と， 主権者なる 主 エホバ 
と 全く 同じく， [それは] 長の ための も  はお 告げになる。 

の [となる]。 そして， 聖 なる 寄進 物と ^3->518-21 30 「そして， これらが 都市の 出口で 
家の 聖 なる 所は 必ず その 中に ある。  ある。 北の 境では， [その] 寸法は 四千 

22 「また， レビ 人の 所有地と 都市の ョシ19 :1 五 百 [キ ュビ ト] である。 

所有地に ついていえば， それは 長に 属 ^||]  49:14  31 「そして， 都市の 門は イスラエル 

する ものの 間にあるべき である。 ユダ  3 シ 19:17 の 部族の 名に したがって， 北に 三つの 
の 境界と ベニヤ ミンの 境界の 間， それ 力 創 49:13 門が ある 0 ル ベンの 門， 一つ， ユダの 

ヨシ 19:10 

は 長に 属する ものと なるべき である。  門， 一つ， レビの 門， 一つ。 

23 「そして 残りの 部族に ついていえ キ ぷ  32 「また， 東の 境では 四千 五 百 [キュ 
ば， 東の 境から 西の 境まで， ベニヤ ミ  ビ ト] あり， 三つの 門が ある。 すなわち 

ン ，一つ [の 分]。  24 また， ベニヤ ミン クェゼ 47:19 ヨセフの 門， 一つ， ベニヤ ミンの 門， 一 
の 境界に 接して， 東の 境から1  西の 境 ま ヶ民 2D:13 つ， ダンの 門， 一つ。 

K  みなみ さかい  すんぽう 

で， シメオン， 一つ。  25 また， シメ  33 「また， 南の 境では， 寸法に つい 

オンに 接して， 東の 境から 西の 境まで，  ては 四千 五 百 [キ ュビ ト] で， 三つの 門 

イッ サカ ル，_ つ 0  26 また， イッ サカ サ 上 ゼ 47:is が ある。 シメオンの 門， 一つ， イッサ 

ルの 境界に 接して， 東の 境から 西の 境  カルの 門， 一つ， ゼ ブルンの 門， 一つ。 

U：  ^ — m  にし さかい 

まで， ゼ ブルン， 一つ 0  27 また， ゼ ァ民 34:2  34 「西の 境では 四千 五 百 [キ ュビ ト] 

ブルンの 境界に 接して， 東の 境から 西  5->4h：2 あり， そこには 三つの 門が ある。 ガド 
の 境まで， ガ ド， 一つ。 28 また， ガ  の 門， 一つ， ア シェルの 門， 一つ， ナ 

ドの 境界に 接して， 南の 境へ， 南に 向か  フ タリの 門， 一つ。 

う。 境界は タマルから メリ パト •カ デ ゥェゼ 48:16  35 「周りは 一万 八 千 [キ ュビト あり]， 

シュの 水， 奔流の 谷， “ 大海” に 至る。 iiU3:17 都市の 名は [その] 日から 後， “ エホバ 
29 「これが イスラエルの 部族の 相続  2：w 自ら そこに おられる” となる」。 
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|  ユダの 王エ ホヤ キムの 王“ の 第 
三年， バビロンの 王 ネブカ ドネ ザ 
ルは エルサレムに 来て， これを 攻め 
囲んだ。 2 やがて エホバは， ユダの 
壬 エ ホヤ キム， および [まことの]# 
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ァ代 n  36:4 

エレ 22:18 

エレ 36:30 


ィ申 28:49 
王 D  24:1 
代 n  36:6 


の 家の 器具の 一部を 彼の 手に 渡され 
た。 そのため 彼は これを シナ ルの 地 
に， 自分の 神の 家に 携えて 来た。 それ 

第二 欄  ア代 n  36:7; エレ 27:19; イ詩 106:41; イザ 42: 

24; ウ創 10:10; 創 11:2。 
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らの 器具を _ 分の 神の 宝物 倉に 携えて 
来/ L 

3 そのの ち 王は， 廷臣の 長ア シュぺ 
ナズ に， イスラエルの 子ら および 王族 
の 子孫 や 高貴な 者たち の 中から 幾人 か 
を 連れて来る ように 言った。 4 すな わ 

なん  けっかん  W  ようし  よ 

ち， 何ら 欠陥が なく， 容姿が 良 く， あら 
ゆる 知恵に 対する 洞察力を 持ち， 知識 
に 通じ， 知られた 物事に 対する 識別力 
が あり， 王の 宮殿に 立つ 能力を も 備え 
た 子供たち を [連れて来る ように]， そ 
して これに カルデア 人の 読み書きと 国 
言 I とを 教える ように [と 命じた]。  5 さ 
らに 王は， それらの 者たち のために， 王 
の 美食の 中から， また 自分が 飲む ぶ ど 
う 酒の 中から 日 ごとの あてがい 分を 定 
めた @ 三年の あいだ 彼らを 養い， その 
終わりに こ れらの 者を 王の 前に 立たせ 
るた めであった。 

6 さて， それらの 者たち の 中に， 幾 
人 かの ユダの 子ら がいた。 ダニエル， 
ハナ ニヤ， ミシャ エル， ア ザリヤ であ 
る。  7 そして， それらの 者に 対して， 
廷臣の 頭は 名前を 割り当てて いった。 
そして， ダニエルには ベル テ シャザル 
[の 名] を 当て， ハナ ニヤには シャ デラ 
ク， ミシャ エルには メシャク， アザリ 
ヤ には アベ デネゴ [の 名] を 当てた。 

8 しかし ダニエルは， 王の 美食 また 
[王] の 飲む ぶどう 酒に よっ て 自分の 身を 
汚すまい と 心のう ちに 思い定めた。 そ 
して， 自分が 身を 汚さないで よいよう， 
廷臣の 頭に 繰り返し 願い出た。 9 そ 
こで [まことの]# は， 廷臣の 頭の 前で 
ダニエルを 愛 ある 親切と 憐れみと に ゆ 
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だ ねられた。 10 それで 廷臣の 頭は ダ 
ニエルに こう 言った。 「わた しは 自分 
の 主で ある 王を 恐れて いる。 [王] は あ 
なた 方の 食べ物と 飲み物と を お定めに 
なった の だ。 それな のに どうして， 同 
じ 年の 子供たち と比べて あなた 方の 顔 
がう ち 沈んで いるのを ご覧に なること 
が あってよ いだろう か。 [どうして] あ 
なた 方は， わたしの 頭を 王に 対して 罪 


第二 欄 

ア王 I  8:50 
詩 106:46 
箴 16:7 

ィ箴 29:25 


ある ものと しなければ いけない のか」。 
11 しかし ダニエルは， 廷臣の 頭が ダ 
ニエル， ハナ ニヤ， ミシャ エル， アザ 
リ ヤの 上に 立てた 守護 者に こう 言った。 
12 「どうか， 僕たちを 十日の あいだ 試 
してく ださい。 そして， 幾らかの 野菜 
を 与えて わたしたちに 食べさせ， 水を 
与えて 飲ませる ようにして ください。 
13 そう して， わたしたちの 顔色と， 王 
の 美食を 頂いて いる 子供たち の 顔色と 
を あなたの 前に 示させて ください。 そ 
の 上で， あなたの ご覧になる ところに 
したがって， この 僕 どもを お取り扱い 
ください」。 

14 ついに 彼は この 件に 関して その 
[願い] を 聴き 入れ， 十日の あいだ 彼ら 
を 試す ことにした。 15 そして， そ 
の 十日の 終わりに なって みると， 彼ら 

かお  びしょく  た  こ 

の 顔は， 王の 美食を 食べて いる どの 子 
供より つやが 良く， 肉 づき も 良い ので 
あった。 16 それで 守護 者は， その後 も 
彼らの 食べる 美食と 飲む ぶどう酒 とを 
取り去って， 彼らに 野菜を 与えて いっ 
た。 17 また， それらの 子供たち， す 
なわち その 四 人， この 者たち に対して， 
[まことの] 迚 は 知識と あらゆる 書物に 
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対する 洞察力 と 知恵と を お授けに なっ 第1 章 のよう な もの かを 僕 どもに お話しく だ 
た。 また， ダニエル 自身は， あらゆる 7S^!69:98 さい。 そうすれば， その 解き明かしを， 
幻 や 夢に 対する 理解力を 備えて いた。 %2：28：26 わたしどもは お示し 致しましょう」。 

18 さて， その 日々 の 終わり， それら ィ民 12:6  5 王は カルデア 人たち に 答えて こう 

の 者を 携え 入れる ようにと 王が 命じて  ^ ^ 言う のであった。 「わたしに よって こ 
おいた 時と なって， 廷臣の 頭は 彼らを  の 言葉が 公布され ている。 すなわち， 

ネブカ ドネ ザルの 前に 連れて行った。  もし その 夢を， また その 解き明かしを 

もの はなし  エタ ニ 1:6  し  まえ 

19 それで 王は それらの 者と 話を する  わたしに 知らせな いので あれば， お前 

才箴 22:29  き  と  M 

ようになった が， そのす ベての 者たち  たちは 手足を 切り取られ， お前たち の 

の 中に， ダニエル， ハナ ニヤ， ミシャ  厳4:7  家は 公衆の 便所と される ことになる。 

なら  ^  4：8  ゆめ  と  あ 

エル， アザ リヤに 並ぶ 者は ひとり もい  6 だが， もし 夢と その 解き明か しとを 

なかった。 それで これらの 者は その後  _  示すなら， 贈り物と 礼物と 太いなる 尊 
も ずっと 王の 前に 立つ こと になった。 g  J:7  厳と を わた しから 受ける こと になろう。 
20 そして 王は， 自分が 問い 尋ねた 知恵  ゆえに， その 夢と その 解き明か しとを 

と 悟りに 関する いっさいの 事柄に 関し  10:1 わたしに 示す ように」。 

て， i ら がその 鞋 主に ぃる嫌 了を 替 7 緩ら は 驗馨ぇ てこ ぅ备ぅ ので ぁっ 

なう 祭司 [や] まじない 師の だれより 十コ 創40 :5  た 0  「 その 夢が どの ような もので あっ 
倍 も 優れてい る ことを 知った 0  21 そ サ 創4 1:8  たかを， 王が 僕 どもに お話しく ださい ま 
して ダニエルは 王キュ ロスの 元年まで  すよう に。 そうすれば， わたしども も そ 

そのままと どまった。  の 解き明かしを お示し 致し ま しょ う」。 

〇 次いで， ネブカ ドネ ザルの 王政の  47=13  8 王は 答えて 言う のであった， 「わ 

^ 第二 年， ネブカ ドネ ザルは 夢を見  g  たしには 分かる。 実のところ， お前た 
た。 そのため 彼の 霊は 動揺を 覚え， 眠  ^  5：7 ちは 時を 稼ごうと している の だ。 その 
る こと さえで き なくなった。  2 それ 5^11 言葉が わたしに よって 公布され ている 
で 王は， 魔術を 行なう 祭司， まじない 10:24 ことを 知っている ためだ。  9 この 夢 
師， 呪術 者， カルデア 人たち を 呼んで， ^  3:9  について わたしに 知らせな いので あれ 
その 夢を 王に 告げさせる ようにと 言っ  ば， お前たち にはた だ その 一つの 宣告 

w  ものき  ^ — m  (才） 

た。 そこで それらの 者たち は 来て， 王 7fj4l:8  が あるの みだ。 それな のに お前たち は， 
の 前に 立った。 3 それで 王は 彼らに ^  ^  3:29 偽りと た わ 言を わたしの 前で 言おうと 
言った， 「わたしの 見た ひとつの 夢が 1〇：2? 申し合わせ， 時が 変わる まで [待とうと 
ある。 わたしの 霊は その 夢に ついて 知  XX  6：11 している]。 さあ， その 夢を わたしに 告 
ろうとして 動揺して いる」。 4 それに zgg8 げよ 。そうすれば， お前たち がその 解 
対し カルデア 人たち は アラム 語で 王に ダニ5:29 き 明かし も 示せる ことを， わたしは 知 
こう 話した 0  「王よ， 幾 時 も 定めな く ォダ ニ2:5 るであろう」 0 

生き 続けられます ように 0 その 夢が ど ^^12:19  1〇 カルデア 人たち は 王の 前で 答え 
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てこう 言う のであった。 「王の この 件 
を 示せ るよう な 者は 陸地の 上に ひとり 
も おりません。 どんな 大王 や 総督に し 
て も， このような 事を， 魔術を 行なう 
祭司 やま じない 自 や カルデア 人に 求め 
たことは ない のです。 11 王の 求めて 
おられる ことは 難しく， それを 王の 前 
に 示し 得る 者は， 肉なる ものの もとな 
どに 住まいを 持たない 神々 を 別に すれ 
ば ほかに おりません」。 

12 このため 王は 怒り， 大いに 憤激し 
て， バビロンの 賢人たち をみ な 滅ぼし 
去る ようにと 言った。 13 そして， そ 
の 命令が まさに 出され， 賢人たち はす 
ぐに も 殺される ことと なった。 人々 は 
ダニエル とその 友たち を も 捜して， こ 
れを 殺そうと した。 

14 その 時 ダニエルは， 深慮と 分別 
とを もって 王の 護衛の 長 アル ヨクに 語 
りかけ た。 その 者は バビロンの 賢人 
たちを 殺す ために 出て 来たので ある。 
15  [ダニエル] は 王の つかさ アル ヨクに 
答えて こう 言う のであった。 「 どんな 
理由で それ ほ ど 過酷な 命令が 王から 出 
されて いるので しょうか」。 その 時， ア 
ル ヨクは その 件に 関して ダニエルに 知 
ら せた。 16 それで ダニエル _ ら入っ 
て 行き， その 解き明かしを 王に 示す た 
め に 特別に 時を 与えて くれる ようにと 
王に 求めた。 

17 その後 ダニエルは 自分の 家に 行っ 
た。 そして， 自分の 友 ハナ ニヤ， ミシャ 
エル, アザリ ヤに その 件に ついて 知らせ 
た。 18  [彼ら] もまた， この 秘密に 関し 
て 天の 裡の 憐れみを 求める ためで ある。 
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それは， 人々 が ダニエル とその 友を バ 
ビロンの 他の 賢人たち と共に 滅ぼし 去 
る ことのない ようにす るた めであった。 

19 その 時， 夜の 幻の 中で， ダニエル 
に その 秘密が 明らかにされた。 そのた 
め ダニエルは 天の 拽を ほめたたえた。 
20 ダニエルは 答えて 言う のであった， 
「姓の 名が 定めの ない 時から 定めの な 
い 時に 至る まで， 知恵と 強大 さの ゆえ 
に ほめたたえられます ように。 それら 
は [裡] に 属して いるので す。  21 そし 
て， [扨は 時と 時節と を 変え， 王を 廃 
し， 王を 立て， 賢い 者に 知恵を 与え， 
識別力を 持つ 者に 知識を [得させ] て お 
られ ます。 22 深い 事柄と 秘められた 
事柄と を 明らかにされ， また 闇に ある 
物事を 知って おられます。 その もとに 
光が とどまる のです。  23 わたしの 
父祖たち の拽 よ， わたしは あなたに 賛 
美と 称賛を ささげます。 知恵と 力強 さ 
とを わた しに 与えて く ださ っ たからで 
す。 そして 今， わたしたちの 願った _ 
柄を， わたしに 知らせて ください まし 
た。 王の この 件を わたしたちに 知らせ 
てくだ さった のです」。 

24 このため ダニエル 自ら アル ヨク 
の もとへ 入って 行った。 それは， バビ 
ロ ンの 賢人たち を 滅ぼす ために 王が 任 
命した 者であった。 [ダニエル] は行っ 
て， 彼に こう 言った。 「バビロンの 賢 
人たち を 殺す ことは しないで ください。 
わた しを 王の 前に 連れて行って く ださ 
い。 わたしが その 解き明かしを 王に 示 
すため です」。 

25 その 時 アル ヨク は， 急いで ダニ エ 
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ルを 王の 前に 連れて行き， このように 第2 章 は 大きく， その 輝きは 一方ならぬ もの 
言った。 「ユダの 流刑 囚の 中の 強健な 7i： i；6 でした。 それが あなたの 前に 立って い 
人で， その 解き明かしを 王に 知らせる こ ^ ^ 1:7 ました。 その 有様は 怖ろ しい もので し 
とので きる 者を 見つけました」。 26 王  ^：ゴ9 た。 32 その 像は， 頭は 良質の 金， 胸 
は 答えて， その 名を ベル テ シャザルと ゥダこ 4:18 と 腕とは 銀， 腹と 股とは 銅，  33 脚部 

い  ダニ 5:16  てつ W  いちぶ  せいけい 

いう ダニエル にこう 言う のであった。 I ィザ 47:12 は 鉄， 足は， 一部は 鉄， 一部は 成形し 
「お前は， わたしの 見た 夢を， また その た 粘土でした。 34 あなたは ずっと 見 
解き明かしを わたしに 知らせる ことが , ^  て おられ ましたが， ついに ひとつの 石 

i ゥ 1  まえ カタ ニ 1W4  ひとで  き  (,) 

できる のか」 0  27 ダニエルは 王の 前 キ ョブ33 に5 が 人手に よらずに 切り出され， それが 

で 答えて 言う のであった， 「王が 尋ね •し 像の 鉄と 成形した 粘土と でで きた 足の 
て おられる 秘密は， 賢人 も， まじない コダ ニ2:47 ところを 打って， これを 砕きました。 
師 も， 魔術を 行なう 祭司 も， 占星術 者 第二 欄 _  35 その 時， 鉄 も 成形した 粘土 も 銅 も 銀 
たち も， これを 王に 示す ことは でき ま ァ f レ51:7 も 金 も 皆と もに 砕けて， 夏の 脱穀 場 か 
せん。 28 しかし， 天に# が， 秘密を  g  ら出 たもみ がらの ようになり， 風が そ 

明らかにされる 方が おられます。 その ィ れを 運び去って， その 跡形 も 見えな く 
方が， 末の 日に 起きる はずの 事柄を ネ  g  ^  なりました。 そして， 像を 打った その 
ブヵ ドネ ザル 王に お知らせ になった の ゥ g 以 石は， 大きな 山と なって 全地に 満ち ま 
です。 あなたの 夢， また 床の 上での あ ig; ㈡ Q した。 

なた の 頭の 中の 幻， それは こうです。 36 「これが その 夢です。 そして， そ 

と ー  オタ ニ 2:41  とあ  ま 士 

29 「王よ， あなたは， 床の 上に あっ ヵ ダラ2:45 の 解き明かしを わたしたちは 王の 前に 
て， これから 後に 起きる 事柄に ついて  申し上げます。 37 王よ， あなたは 王 

思い巡らされました。 そして， 秘密を キ の 王なる 方です。 天の 裡は 王国を， 偉 
明らかにされる 方が, 起きる はずの 事 ク旨寺 w  力を， 強さと 尊厳を あなたに お与えに 

し  別ケ詩 37. 10  [シ】 

柄を あなたに お知らせに なりました。 啓2 o;ii なりました。  38 また， どこでも 人の 
30 そして， わたしに ついて 言えば， こ "7/n：9 子ら の 住む ところで， 野の 獣と 天の 翼 
の 秘密が わたしに 明らかにされて いま サ た2 :23 の ある 生き物と を あなたの 手に ゆだ; fa， 

t こ  い  もの  まさ  ソエ' レき8 しはいしゃ 

すのは， 他の 生ける 者 すべてに 勝って タ ュ5118 それらす ベての 上に あなたを 支配者と 

ちえ  スエ レ 27 : 5 

わたしに 知恵が あるから では ありませ セダ ニ 2:32 して お立てに なりました 0 この あなた 

[ヶ）  と  あ  ダニ 4:21  きん あたま  It) 

ん〇 ただ それは， その 解き明かしを 王 ソ ダニ 8:20 が， その 金の 頭です。 

ご 自身に お知らせ する ため， そして ご 夕 mL  39 「そして， あなたの 後に， あなた 

じ ぶん  こころ かんが  が-  5*28  おと ⑼ べつ  おうこく  お  冷）  つ 

自分の 心の 考えを あなたが お知りに な  ダ I 11:2 に 劣る 別の 王国が 起こります。 次いで 

1 コ）  —  7 * fi  ばんめ  とう 

るた めに ほかな りません。  Jl  8；21 別の 王国， 三番 目の， 銅の ものが [起こ 

31 「王よ， あなたは 見て おられ まし ダ ニ 旧 り]， それが 全地を 支配し ます 0 
た。 そして， ご覧く ださい， 途方 もな ^9  40 「そして， 四番 目の 王国です が， そ 

ぞう  ダ'-  7.9〇  てつ  つよ  (t) 

く 大きな 像です。 その 像です が， それ  ^  n：48 れは 鉄の ように 強い ものと なります。 
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鉄は 他の すべての 物を 打ち砕いた りひ 
き 砕いたり します から， 物を 粉砕す る 
鉄の ように， これ も それらの すべてを 
打ち砕いて 粉砕し ます。 

41 「また， 足と その 指と が一 部は 陶 
器師の 成形した 粘土， 一部は 鉄で でき 
ている のを ご覧に なりました が， その 
王国は 分かたれ たものと なります。 で 
すが， 鉄の 硬さ も その 中に 幾分 か ある 
ことでしょう。 鉄が 湿った 粘土と 混ざ 
り 合って いるのを あなたは ご覧に なっ 
たのです。 42 そして， 足の指が 一部 
は 鉄， 一部は 成形した 粘土で できて い 
る ことにつ いて 言えば， その 王国は 一 
部は 強く， 一部は もろい ものと なる で 
しょう。 43 鉄が 湿った 粘土と 混ざり 
合って いるのを ご覧に なり ま したが， 
それら も 人の子ら と 混ざり 合う ことに 
なります。 しかし， 鉄が 成形した 粘土 
と 混じり合って いないのと 同じように， 
それら も， それと これと が 堅く 付く こ 
とはないでしょう。 

44 「そして， それらの 王たち の 日に， 
天の 裡は 決して 滅びる ことのな いひと 
つの 王国を 立てられます。 そして， そ 
の 王国は ほかの どんな 民に も 渡される 
ことはありません。 それは これらの す 
ベての 王国を 打ち砕いて 終わらせ， そ 
れ 自体は 定めの ない 時に 至る まで 続き 
ます。 45 あなたは， 山から ひとつの 
石が 人手に よらないで 切り出され， そ 
れが 鉄， 銅， 成形した 粘土， 銀， 金を 打ち 
砕いた のを ご覧に なった のです。 これ 
から 後に 起きる 事柄を， 大 いなる# ご 
自身が 王に お知らせに なりました。 そ 
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して， この 夢は 確かで あり， その 解き 

あ  しんらい  {?} 

明かしは 信頼で きます」。 

46 その 時， ネブカ ドネ ザル 王は ひ 
れ伕 して ダニエルに 恭敬の 意を 示し， 
礼物 や 香を ささげる ようにと 言った。 
47 王は ダニエルに 答えて 言う ので あっ 

がた  かみがみ 

た， 「まことに あなた 方の 裡は 神々 の 
n, 王たち の 主， 秘 、密を 明らかにされ 
る 方 だ。 あなたは この 秘密を 明らかに 
する ことができ たの だから」。  48 こ 
う して 王は ダニエルを 大 いなる 者と し， 
沢山の 大きな 贈り物を 与え， 彼を バビ 
ロンの 全 管轄 地域の 支配者， また バビ 

けんじん  だいちょうかん 

ロ ンの すべての 賢人たち の大 長官と し 
た。 49 また， ダニエルの ほうから も 
王に 願いを 述べ， [王] は バビロンの 管 
轄 地域の 管理を， シャデ ラク， メシャ 
ク， アベ デ ネゴに 任せた。 しかし ダニ 
エル 自身は 王の 宮廷 にいた。 

〇 王 ネブカ ドネ ザルは 金の 像を 作っ 
❶た。 その® さは 六十 キュビ ト， そ 
の 幅は 六 キュビ トであった。 彼は それ 

かんかつち いき [サ) ない  へい 

を， バビロンの 管轄 地域 内の ドラの 平 
野に 立てた。 2 そして ネブカ ドネ ザ 

みず か  つか  おく  たいしゅ ちょう 

ル 自ら 王と して 使いを 送り， 太守， 長 

かん [シ） そうとく  こ もんかん ざいむ かん  し ほうかん けい 

官と 総督， 顧問 官， 財務官， 司法官， 警 
務官， また 各 管轄 地域の すべての 管理 
官を 集めて， 王 ネブカ ドネ ザルの 立て 
た 像の‘ 献 式に 籴さ せた。 

3 そこで， 太守， 長官と 総督， 顧問 

，、ん  ざいむ か &  _ し ほうか &  けいむ か &  、、 

笤簪籍 のす ベての 簪 S 管は， 王ネ 

ブカ ドネ ザルの 立てた 像の 奉献式に 集 
まって 来て， ネブカ ドネ ザルの 立てた 

セ エズ 6:16; ソ エス 8:9; ダニ 6:1。 
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その 像の 前に 立つ のであった。 4 する 
と， 伝令 官が 大声で こう 叫ぶ の であ っ 
た。 「もろもろの 民， 国た み， もろ も 
ろの 言 M の 者よ， あなた 方には 次の こ 
とが 告げられ ている。 5 すなわち， 角 

ぶえ  ふえ  さんかくごと  げんがっき 

笛 •笛 •ツィ ター. 三角琴 •弦楽器 •バ 
グ パイプ， その他 あらゆる 楽器の 音を 
聞く 時， あなた 方は ひれ 伏して， 王ネ 
ブカ ドネ ザルの 立てた 金の 像を 崇拝す 
るよう に。 6 そして， だれに せよ ひれ 
伏して 崇拝し ない 者は， 即刻 火の 燃え 
る炉に 投げ込まれる であろう」。 7 こ 
のた め， すべての 民が 角笛 •笛 •ツィ 
夕一 •三角琴 •弦楽器， その他の あら 
ゆる 楽器の 音を 聞く と 同時に， そのす 
ベての 民， もろもろの 国た み， もろ も 
ろの 言麁の 者は， ひれ 伏して， 王ネブ 
カ ドネ ザルの 立てた 金の 像を 崇拝す る 
のであった。 

8 このため， その 同じ 時に， 幾人 か 
の カルデア 人は 近づいて 行って， ユダ 
ヤ 人たち のこと を 訴え出た。  9 彼ら 
は 答え， 王 ネブカ ドネ ザルに こう 言う 
のであった。 「王よ， 幾 時 も 定めな く 
生き 続けられます ように。 10 王よ， 
あなた ご 自身が この 命令を お出しに な 
りました。 角笛 •笛 • ツ ィター •三角 
琴 •弦楽器， また バグパイプ， その他 あ 
ら ゆる 楽器の 音を 聞く 者は 皆 ひれ 伏し 
て 金の 像を 崇拝す るよう にと。 11 そ 

ふ  すうはい 

して， だれに せよ ひれ 伏して 崇拝し な 
い 者は 火の 燃える 炉に 投げ込まれ るよ 
うにと。 12 バビロンの 管轄 地域の 管 
理を あな たが お任せに なっ た 幾人 かの 
ユダヤ人が おります。 シャデ ラク， メ 
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シ ャク， アベ デネゴ です が， 王よ， こ 
れら の 強健な 者た ちは あなた に 何の 敬 
意 も 示して おりません。 あなたの 神々 
に 仕えず， あなたが お立てに なった 金 
の 像を 崇拝して おりません」。 

13 その 時 ネブカ ドネ ザルは， 激怒と 
憤怒のう ちに， シャデ ラク， メシャク， 
アベ デネ ゴを 連れて来る ようにと 言っ 
た。 そのため， それらの 強健な 男子は 
王の 前に 連れて来られた。 14 ネブカ 
ドネ ザルは 答えて 彼らに 言う ので あっ 
た， 「シャ デ ラク， メシャク， アベ デ 
ネゴ， お前たち がわた しの 神々 に 仕え 
ず， わたしが 立てた 金の 像を 崇拝して 
いないと いうのは 本当な のか。 15 も 
し 今 お前たち に 用意が できて いて， 角 

ぶえ  ふえ  さんかくごと  げんがっき 

笛 •笛 •ッィ ター •三角琴 •弦楽器， 
また バグパイプ， その他 あらゆる 楽器 
の 音を 聞く 時に ひれ 伏して， わたしの 
作った 像を 崇拝 するとい うので あれば， 
[それでよ ろしい]。 しかし， 崇拝し な 
いので あれば， お前たち は 即刻 火の 燃 
える 炉に 投げ込まれる。 一体 どんな 神 
がわた しの 手から お前たち を 救い出せ 
るの か」。 

16 シャデ ラク， メシャク， アベ デ 
ネゴは それに 答え， 王に 対して 言う の 
であった， 「ネブ カ ドネ ザルよ， わた 
したち はこ の 件で お 返事 申 し 上げる 必 
要はありません。 17 もしそうと あれ 
ば， わたしたちの 仕えて いる わたした 
ちの® は， わたしたちを 救い出す こと 
が おできになります。 火の 燃える 炉の 
中から， そして あなたの 手から， 王よ， 
[わたしたちを] 救い出して くださる の 


ダニエル 3:18 — 29 


3 人は 火の 炉の 中から 出て 来る 
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です。 18 しかし， もしそう されない 
としても， 王よ， ご 承知く ださい。 あ 
なた の 神々 はわた したち が 仕えて いる 
ものではありません。 あなたが 立てた 

金の 像を わた したち は 崇拝いた しま 

[ィ） 

せん」。 

19 その 時に ネブカ ドネ ザルは 憤怒に 
満たされ， シャデ ラク， メシャク， ア 
ベ デネゴ に対して その 顔の 表情は [大 
いに] 変わった。 彼は 答えて， その 炉を 
いつも 熱する よりも 七 倍 熱く する よう 
に と言うので あった。 20 また， 自分 
の 軍勢 内の 活方 ある 強健な 男たち 数人 
に， シャデ ラク， メシャク， アベ デネ 
ゴを 縛る ようにと 言った。 火の 燃える 
炉に 投げ込む ためであった。 

21 その 時， これらの 強健な 男子は， 
マン ト， 衣， また 帽子 その他の 衣服を 
着けた まま 縛られ， 火の 燃える 炉の中 
に 投げ込まれた。 22 だが， 王の 言葉 
が 厳しく， 炉が あまりに 熱せられ てい 
たために， シャデ ラク， メシャク， ア 
べデネ ゴを 抱え 上げた その 強健な 男た 
ちの ほうが 火の 炎に よって 殺された。 
23 一方， それらの 強健な 男子， シャ 
デ ラク， メシャク， アベ デ ネゴの 三人 
は， 縛られた まま 火の 燃える 炉の 中に 

惫ち /L 

24 その 時， 王 ネブカ ドネ ザルは 恐れ 
驚き， 急いで 立ち上がった。 彼は 高位 
の王臣 たち に 答えて 言う のであった， 
「我々 が縛っ て 火の 中に 投げ込ん だのは 
三人の 強健な 男たち ではなかった か」。 
彼らは 答えて 王に 言う のであった， 「そ 
のと おりです， 王よ」。 25 彼は 答えて 
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言う のであった， 「見よ， わたしには， 
四 人の 強健な 男が 火の 中を 自由に 歩い 
ている のが 見える。 しかも， 何の 害 も 
受けて いない。 四 人目の 者の 姿は 神々 
の 子の よう/ i'」。 

26 その 時に， ネブカ ドネ ザルは 火 
の 燃える 炉の 戸口に 近づいた。 彼は 答 
えてこう 言う のであった。 「シャ デラ 
ク， メシャク， アベ デ ネゴ， 至高の 神 
の 僕たちよ， 出て 来て， こちらへ 来な 
さい！」 その 時， シャデ ラク， メシャ 
ク， アベ デ ネゴは 火の 中から 出て 来る 
のであった。 27 そして， そこに 集まっ 

たいしゅ  ちょうかん そうとく 

ていた 太守， [また] 長官 や 総督 や 王の 
高臣 たちは それらの 強健な 男子を 見て 
いた。 火は 彼らの 体に 何の 力 も 及ぼさ 
ず， その 頭の 毛 も 焦げて おらず， その 
マン トさえ 少しも 変化せ ず， 火のに お 
いすら 付いていなかった。 

28 ネブカ ドネ ザルは 答えて 言う の 
であった， 「シャ デ ラク， メシャク， 
アベ デネゴ の裡が ほめたたえられ るよ 
うに。 その 方は， [裡] を 信頼し， 王の 
言葉を さえ 変えて 自分の 身を 引き渡し 
た 僕たちに 使いを 送って， これを 救い 
出した の だ。 それは， 彼らが 自分たち 
の® の ほかは どんな 神に も 仕えようと 
せず， 崇拝し ようとし なかった ためで 
ある。 29 それで， わたしから 命令が 
発せられ ている。 すなわち， いかなる 
民， 国た み， 言語の 者に せよ， シャデ 
ラク， メシャク， アベ デ ネゴの 裡に対 
して 誤った ことを 言う 者が いれば， そ 
の 者は 手足を 切り取られ， その 家は 公 
衆の 便所と される ように。 この 方の よ 


木に 関する 夢  ダニエル 3:30—4:14 

してつい に， わたしの 前に ダニエルが 
やって来た。 その 名は， わたしの 神の 
名に した がえ ばべ ル テ シャザル とい 
い， その内に 聖 なる 神々 の 霊を 持つ 者 
である。 その 者の 前で， わたしは それ 
が どのよう な 夢であった かを 述べて こ 

ぅ备っ た 。 

9 「『魔術を 行なう 祭司たち の 長べ ル 
テ シャザルよ， 聖 なる 神々 の 霊が あな 
たの 内に あり， あなたを 困惑させる 秘 
密 などない ことを， わたしは よく 知っ 
ている。 よって， わたしの 見た 夢の 幻 
とその 解き明か しとを [わたしに] 告 
げ i: 

10 「『さて， わたしは 床の 上で， 自分 
の 頭の 中の 幻を 見て いたの だが， 見よ， 
地の 真ん中に 一本の 木が あった。 それ 
は 途方 もな く 高かった。 11 その 木は 
成長して 強くな り， その 高さは ついに 
は 天に 達して， 全地の 果てにまで 見え 
る ほどであった。 12 その 葉は 麗しく， 
その実は 豊かで あり， その上の すべて 
の ものの ために 食物が あった。 その 下 
には 野の 獣が 陰を 求め， その 大枝には 
天の 鳥たち が 住み， すべての 肉なる も 
のが それから 糧を 得る のであった。 

13 「『わたしが 床の 上， 自分の 頭の 
幻 の 中で 引き続き 見て いると， 見よ， 
見張りの 者， 聖 なる 者が 天から 下って 
来た。 14 その 者は 大声で 呼ば わって 
このように 言う のであった。 「あなた 
方は この 木を 切り倒し， その 大枝を 切 
り 落とせ。 その 葉を 振り落とし， その 
実を まき 散らせ。 獣を その 下から， 鳥 
たちを その 大枝の 中から 逃げさせよ。 


1391  王は 神の 王権を 認める。 

うに 救いを 施す こ とので きる 神は ほか 
一  (7) 

にいない からで ある」。 

30 その 時， 王 自ら， バビロンの 管轄 
地域に おいて シャデ ラク， メシャ ク ，ア 
ベ デ ネゴを 栄えさせた。 

A  「王 ネブカ ドネ ザル [から]， 全地に 
^ 住む すべての 民， 国た み， もろ も 
ろの 言語の 者へ： あなた 方の 平安が 
増し 加わる ように。  2 至高の 神が わ 
たしに 対して 行なわれた しるしと 不思 
議 について 告げ 知らせる ことが， わた 
しには 良い と 思えた。  3 そのし るし 
は 何と 壮大， その 不思議は 何と 強大な 
のであろう。 その 王国は 定めの ない 時 
に 至る 王国， その 支配権は 代々 にわた 

[ク） 

る ものである。 

4 「わたし ネブカ ドネ ザルは 自分の 
家で 安楽に 過ごし， 自分の 宮殿で 栄え 
を 極めていた。 5 だが， わたしの 見た 
夢が あり， それが わたしに 恐れを 抱か 
せる ようになった。 また， わたしの 床 
の 上での 心像， わたしの 頭の 中での 幻 
が あって， それが わたしを 驚がく させ 
るよう になった 0  6 そして， パ' ピロ 

ンの すべての 賢人を わた しの 前に 連れ 
て 来る ようにと いう 命令が， わたしの 
もとから 発せられた。 その 夢の 解き 明 
かしを わたしが 知る ようにす るた めで 
あった。 

7 「その 時， 魔術を 行なう 祭司， ま 
じない &， カルデア 人， 占星術 者 > こち 
が 入って 来た。 わたしは それが どのよ 
う な 夢であった かを 彼らの 前で 述べて 
いったが， その 解き明かしを 彼らは わ 
たしに 知らせない のであった。  8 そ 
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15 しかし， その 根 株は 地に 残し， 鉄と 銅 第4 章  20 「『あなたが ご覧に なった 木， すな 
のた がを 掛けて 野の 草の 中に 置け。 天 7  % 1：33 わち， 大きくな り， 強く なって， その 
からの 露に よって それを ぬれさせ， 地 : 高さが ついには 天に 達して 全地に 見え 
の 輦杲の 中で その 券を！ のと 巽に ならせ だぬ る ほどに なぶ， 21 その i は。 f しく， そ 
よ。 16 その' ■也、 を 人の [心] から 変わら の 実は 豊かで あり， その上に すべての 
せ， 獣の 心を それに 与えて， 七つの 時 ォ=^ ぼ 21 ものの ための 食物が あった もの， その 
を その上に 過ぎさせよ。 17 この 事は 下に 野の 獣たち が 住み， その 大枝に 天 
見張りの 者たち の 定めに より， その 要  $夕89ぽ31 の 鳥たち が 宿った もの， 22 王よ， そ 
請は 聖 なる 者たち のこと ば [による] 0 ルヵ I:33 れは あなたです 0 あなたは 大 いなる 者 
これは， 至高 者が 人間の 王国の 支配者 17:24 となって 強くな り， あなたの 雄大 さは 
であり， ご 自分の 望む 者に それを 与え， マタ 11:29 大 いなる ものと なって 天に 達し， あな 
人のう ち 最も 立場の 低 I ヽ 者を さえ その  たの 支配権は 地の果てに [及んだ] から 

上に 立てる という ことを， 生ける 者が ヶ fi1 は 8 です。 

知る ためで ある」。  コダ 23 「『そして 王は， ひとりの 見張りの 

18 「『これが， わたしの， 王ネブ カド サダ ニ7:28 者， そうです， 聖 なる 者が 天から 下っ 
ネ ザルの 見た 夢で ある 0 それで， ベル スサ nl8:32 て 来て， その 者が このように 言う のを 
テ シャザルよ， あなたは， その 解き 明 二 ご覧に なりました。 「あなた 方は この 
かしが 何で あるかを 述べよ。 わたしの 7x^31:3 木を 切り倒して 損なえ。 しかし， その 
王国の [他の] すべての 賢人たち は， そ ィ う 根 株は 地に 残し， 鉄と 銅の たがを 掛け 
の 解き明かしを 知らせる ことができな 2：37 て 野の 草の 中に 置き， 天からの 露に ぬ 
いからで ある。 しかし， あなたは それ 〃ザ14 :14 れ させ， その 分を 野の 獣と 共に ならせ 

せい  かみがみ  れい  オダ ニ 2:38  とき  す  [キ） 

がで きる。 聖 なる 神々 の 霊が あなたの 力 民 22:32  て， 七つの 時を その上に 過ぎさせよ」。 
内に あるから である』。  ；^13 ですから， 24 王よ， これが その 解き 明 

19 「その 時， その 名を ベル テシ ャザ  %]310 かしです。 至高 者の 定めは, 我が 主な 

ルと いう ダニエル 自身し ばし 大いに 驚  S 12；23 る 王に 必ず 臨む 事な のです。 25 そし 
き， 自らの 考えに 驚がく させられ るよ 5；21 て， あなたは 人の 中から 追い やられ， あ 

[サ〕  ルカ 21:24  す  の  けもの とも  [サ） かれ 

うに なった。  ク詩 83:18  なた の 住まいは 野の 獣 と共にな り， 彼 

「王は 答えて 言う のであった， 『ベル ヶ: らは 草木を あなたに 与えて 雄牛の よう 

ゆめ  と  あ  ダニ 4:17  た  （シ 1 

テ シャザルよ， この 夢と その 解き明か コョプ 34:19 に それを 食べさせる でしょう。 あなた 
しの ゆえに 恐れ 驚かなくても よい』。 サダ ニ 4:32 は 天からの 露に ぬれる ようになり， 七 
「ベル テ シャザルは 答えて 言う ので シ詩 106:20 つの 時が あなたの 上に 過ぎ， ついに あ 
あった， 『我が 主よ， この 夢は あなた ス, なた^:， 至高 者が 人間の 王国の 支配者 
を 憎む 者に， その 解き明かしは あなた 83:18 であり， ご 自分の 望む 者に これを お 与 

てきたい  あ  ノ ヨブ 34:24  (v)  し 

に 敵対す る 者たち に [当てはまり] ます  g ぽ えになる， という ことを 知る でしょう。 
ように。  K  7；?J  26 「『また， その 木の 根 株を 残して お 


第二 欄 


第 4 章 


第 5 章 


正気に 戻る  ダニエル 4：27—5：1 

ついに その 毛は 鷲の [羽] のように， そ 
のつ めは 鳥の [かぎ づ め] のように 長く 

(7) 

なった。 

34 「こうして その 月日の 終わりに， 
わたし ネブカ ドネ ザルが 目を 天に 上げ 
ると， わたしの 理解力は わたしに 戻る 
ようになった。 それで わたしは 至高 者 
を ほめたたえ， 定めの ない 時に 至る ま 
で 生きて おられる 方を 賛美し， その 栄 
光を たたえた。 その 支配権は 定めの な 
い 時に 至る 支配権， その 王国は 代々 に 
わたる もの だからで ある。 35 そして， 
地に 住む すべての 者は 無き 者の ように 
みなされ ており， この 方は 天軍の 中で 
も 地に 住む 者たち [の 中] でも ご 意志の 
ままに 事を 行なって おられる。 その 手 
をと どめ 得る 者， 『あなたは 何を して 
きたの か』 と 言い 得る 者は いな 
36 「同時に わたしの 理解力は わたし 
に 戻りは じめ， また わたしの 王国の 尊 
厳の ために， 威光と 輝き も わたしに 戻 
るよう になった。 王の 高官 や大官 たち 
も 切に わたしを 求める ようになり， わ 
たしは 自分の 王国の 上に 再び 堅く 立て 
られ， 普通を 超えた 偉大 さが わたしに 

そ  （シ） 

添 又 りれ た。 

37 「今， わたし ネブカ ドネ ザルは， 天 

の 王を 賛美し， あがめ， その 栄光を た 

たえる。 そのみ 業は すべて 真実， その 

道は 公正 だからで ある。 また， 高ぶり 

歩む 者を 辱め る こ ともおで きになる か 
〜  {V) 

ら である」。 

5 王べ ル シャザル に関して 言う と， 
彼は g 分の 大官 一千 人の ために 大 
きな 宴会を 催し， その 一千 人の 前で ぶ 


1393  王は 狂気に 捕らわれ るか 

くように と 言いました から， あなたの 
王国は， 天が 支配して いると いう こと 
を あなたが 知った 後に， あなたに と- 
て 確固たる ものと なります。  27  です 
から， 王よ， わたしの 勧めを よしと さ 
れ ますよう に。 義 によって あなたの 罪 
を 除き， 貧しい 者たち に 憐れみを 示す 
ことによって あなたの 罪悪を [除き 去- 

て]  ください。  あなたの 繁栄を 長く 続 

(») 

かせる ことになる かも しれません』」。 

28 この すべては 王 ネブカ ドネ ザル 

に 龍ん/!。 

29 太陰 月 十二 か 月 の 終わ りの こと， 
彼は バビロンの 王宮の 上を 歩いて いた。 
30 王は 答えて 言う のであった， 「この 
大 いなる バビロンは, わたしが 自分の 
偉力の 強さを もって 王家の ために， ま 
た わたしの 威光の 尊厳の ために 築いた 
ものでは ないか」。 

31 その 言葉が まだ 王の 口に あるう ち 
に， 天から 下る この 声が あった。 「王 
ネブカ ドネ ザルよ， これは あなたに 対 
して 言われて いる。 『この 王国は あな 
たから 離れ 去った。 32 あなたは 人の 
中から 追われ， あなたの 住みかは 野の 
獣と 共になる。 彼らは あなたに 草木を 
与えて 雄牛の ように 食べさせ， 七つの 
時が あなたの 上に 過ぎ， ついに あなた 
は， 至高 4 が 人間の 王国の 支配 4 であ 
り， ご 自分の 望む 者に それを 与える， と 
いう ことを 知る であろう』」。 

33 まさに その 時， その 言葉が ネブカ 
ドネ ザルに 実現した。 彼は 人の 中から 
追われ， 雄牛の ように 草木を 食べる よ 
う になり， その 体は 天からの 露に ぬれ， 
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ダニエル 5:2—15  ベル シャザルの 大 宴会。 壁に 書かれた 文字  1394 

どう# を & んで いた。 2 ペルシャ ザ 第5 章 の 顔色は 変わって いった。 彼の 大官た 
ルは， ぶどう# の 勢いで， その 父ネブ 7 it  5l；39 ち も 困惑した。 

カ ドネ ザルが エルサレムの 神殿から 運 ィ箴 2〇:1  10 さて 王妃が， 王 やその 大官 たちの 

んで 来た 金 や 銀の 器を 持って来 るよう 25:15 言葉に よって 宴会 広間の 中に 入って 来 
にと 言った。 王と その 大官 たち， そば  f ズ 3 以 8 た。 王妃は 答えて 言った， 「王よ， 定 
めたち， 第二 夫人たち が それらで 飲む ヱ レ52: 的 めの ない 時に 至る まで も 生きつ づけら 

[エ）  ひとびと  ター 1:2  (ィ！  じ ぶん かんが  おそ おどろ 

ためであった。 3 そこで 人々 は， エル れ ますよう に。 ご 自分の 考えに 恐れ 驚 

いえ  しんでん  はこ  かお  いろ  か  およ 

サ レムに あった# の 家の 神殿から 運ん ォ詩 115:4 いたり， 顔の 色を 変えたり する には 及 

き  きん うつわ  も  詩 135:15  おうこく 

で 来た 金の 器を 持って来た。 王と その  2^.；7：29 びません。 11 あなたの 王国には ひと 
大官 たち， そばめたち， 第二 夫人たち ヵダュ 5:24 りの 有能な 者， 聖 なる 神々 の 霊を 持つ 
は それらで 飲んだ 0  4 彼らは ぶどう キ詩 脱:!5 者が おります 。父君の 日に， 光明と 洞 
酒を 飲み， 金 や 銀， 銅， 鉄， 木 や 石の ク^69 ぼ 3 察と 神々 の 知恵に も 似た 知恵と がその 
神々 を 賛美した。  ヶェゼ 7:17 者に 見いだ され， 父君 ネブカ ドネ ザル 

5 まさに その 時， 人の 手の指が 現わ ""  王 ご 自身， その 者を， 魔術を 行なう 祭 
れ て， 燭台の 前， 王の 宮殿の 壁の しっ  Jr  II  司， まじない 師 ，カルデア 人， 占星術 者 

もじ  か  [力）  ちょう (エ） 

くいの 上に [文字を] 書いて いった 。そ サ創 41:42 たちの 長と して お立てに なりました 0 
して 王は [文字を] 書く その 手の甲を 見、 王よ， 父君 ご 自身が [そうされた] ので 
ていた。 6 その 轉 ，王は， 顔 を 変え， す。 12 普通を 超えた 霊， 知識， 夢を 
自らの 考えの ために 恐れ 驚き， その 腰 ス創 41:8  解き明かす 洞察: fe， また なぞを 説明し， 

の 関節は ゆるみ， ひざは 打ち合う ので ダュ 4:7 難問を 解く  [力] がその 者に， 王が ベル 
あった。  第二 欄 テ シャザルと 名 づけた ダニエルの 内に 

7 王は， まじない 師， カルデア 人， ァィザ I3:7 見いだ された からです。 今 ダニエルを 
占星術 者たち を 連れて来 るよう 大声で ィダ ュ 3:9 ここに 呼び， その 者が その 解き明かし 
呼ば わるので あった。 王は 答えて バビ 5；87 を 示す ようになさい ますよう に」。 
ロンの 賢人たち にこう 言った。 「だれ  13 そこで ダニエルが 王の 前に 連れ 

でも ここに 書かれた ものを 読んで， そ タュ 4:9 て 来られた。 王は 声を 高めて ダニエル 
の 解き明かしを わたしに 示す 者， その 6；37 に 言う のであった， 「あなたが ユダの 
者は 紫を まとい， 金の 首飾りを 首に 掛 力 f 二で 也 流刑 囚の ダニエル， わたしの 父 王が ユ 
け， この 王国の 第三の 者と して 支配す キ ダニ 1:7  ダから 連れて来た 者 か。 14 わたしは 

(*>)  行' 一 4*8  かん  き  かみがみ  れい 

る ことにな ろう」。  _  ■  あなたに 関して 聞いた。 神々 の 霊が あ 

8 その 時， 王の 賢人たち はみ な入っ  Jr  ^ なた の 内に あり， 光明と 洞察と 普通を 

>  か  よ  ター*  —  ち 十(サ） 

て 来たが， そこに 書かれた ものを 読む ヶ 3^24:14 超えた 知恵と が あなたの 内に 見いだ さ 
こと も， その 解き明かしを 王に 知らせ コた れ たという こと だ。 15 そして 今， わ 
る こと もで きなかった。  9 そのため ダュ 4:9 たしの 前に 賢人 [や] まじない 師 たちが 
ベル シャザル 王は 大いに 恐れ 驚き， そ ^?i：l:20 連れて来られ ている。 ここに 書かれた 


1395  ベル シャザルは ダニエルに 解き明かしを 求める  ダニエル 5：16—28 


ものを 読む ため， その 解き明かしを わ 
たしに 知らせる ためだ。 ところが， 彼 
ら はこの 語の 解き明かしを わたしに 示 
す ことができない。 16 だが， わたし 
が あなたに ついて 聞いた ところに よる 
と， あなたは よく 解き明かしを 行ない， 
難問を 解 くこと がで きる という こと だ。 
それで， もし ここに 書かれた ものを 読 
み， その 解き明かしを わたしに 知らせ 
る ことができるなら， あなたは 紫を ま 
とい， 金の 首飾りを 首に 掛け， この 王 
麵 I の 第三の 者と して 支配す る ことにな 

ろぶ」。 

17 その 時 ダニエルは 答え， 王の 前で 
こう 言う のであった。 「その 贈り物は 
あなた ご 自身の ものと してく ださい。 
また その 礼物 も 他の 方に お与えく ださ 
い。 それでも わたしは， ここに 書かれ 
たものを 王に お読みし， その 解き明か 
しを お知らせ 致します。 18 王よ， あ 
なた について 申し上げれば， 至高の 神 
は あなたの 父上 ネブカ ドネ ザルに， 王 
国と 偉大 さと 尊厳と 威光と を お授けに 
なりました。 19 そして， その お授け 
になった 偉大 さの ゆえに， あらゆる 民， 
国た み， もろもろの 言語の 者が その 前 
におの のき， 恐れを 示す ようになり ま 
した。 [父上] は 自分の 欲する 者を 殺し， 
欲する 者を 打ち， 自分の 欲する 者を 高 
め， 欲する 者を 辱められました。 20 し 
かし， その 心が ごう 慢 になり， その 霊 
がかた くな になって， せん 越な 振る舞 
いを する ようになった 時， 自分の 王国 
の 王座から 引き下ろされ， その 尊厳は 
取り去られました。  21 そして， 人の 
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ア イザ 


第二 欄 


詩 115:5 
詩 135:17 
イザ 46:7 
コ I  8:4 


サ詩 104:29 
イザ 42:5 
使徒 17:25 


子ら の 中から 追われ， その 心は 獣の よ 
うにな り， その 住みかは 野ろ ばと 共に 
なりました。 人々 は 草木を 与えて 雄牛 
のように 食べさせ， その 体は 天からの 
露に ぬれ， こうして ついに， 至高の 神 
が 人間の 王国の 支配者で あり ， ご 自分 
の 望む 者を その上に お立てになる， と 
いう ことを 知る ようになり ま した。 

22 「そして， その子で ある ペルシャ 
ザル， あなたは この すべてを 知りな が 
4, 自分の 心を 低く しません でした。 
23 かえって， 天の 主に 向かって 自分を 
高め， 人々 は その 方の 家の 器を あなた 
の 前に 持って来ました。 そして， あな 
たも， あなたの 大官 たち， そばめ や 第 
二 夫人た ち も それを もってぶ ど う 酒を 
飲み， ただの 銀 や 金， 銅， 鉄， 木 や 石 
の 神々 を， 見る こと も 聞く こと も 知る 
こと もない ものを 賛美し ました。 そし 
て， そのみ 手に あなたの 息が あり， あな 
たのす ベての 道を [その 下に 置かれる] 
裡に 栄光を 帰しません でし/ ■こ。 24 そ 
のために， そのみ 前から 手の甲が 送り 
出されて， この 文字が 書き記され たの 
です。 25 そして， 書き記された その 
文字は こうです。 メネ， メネ， テ ケル， 
そ して パル シン。 

26 「この の 解き明かしは こうです。 
メネ， 神は あなたの 王国 [の 日数] を 数 
えて， それを 終わらせた。 

27 「テ ケル， あなたは 天 びんで 量ら 
れ て， 不足の ある ことが 知られた。 

28 「ペレス， あなたの 王国は 分けら 
れ て， メディア 人と ペルシャ 人に 与え 

〜  [チ） 

られ た」。 


ダニエル 5:29—6:12  バビロンは 倒れる。 陰謀。 ダニエルは 祈りを やめない 1396 

とき  めいれい  ： ：今 .しん  たいしゅ 

29 その 時べ ル シャザルは 命令を 出 第5 章  6 そこで これらの 高臣や 太守たち は 
し， 父々 は ダニエルに 紫を まとわせ， 金 7  it  If 一群と なって 王の もとに 入り， このよ 
の 首飾りを その 首に 掛けさせた。 そし ィィザ 21:9 うに 言う のであった。 「ダリウス 王よ， 

かれ  かん  おうこく  だい  し  エレ 51:8  いくとき  さ だ  い  つづ 

て 彼に 関し， 彼が その 王国の 第三の 支  XU  51:31 幾 時 も 定めな く 生き 続けられ ますよう 

はいしゃ  ふこく  [7]  i レ 51:39  [ィ）  おうこく  こうしん ちょうかん 

配 者と なること を 布告した。  I レ51 :57 に。  7 王国の すべての 高臣， 長官な 

30 まさしく その 夜， カルデア 人の 王 ダニ9:1 ら びに 太守たち， 王の 高官 や 総督たち 

ころ  W  -  ほうれい  せいてい [ゥ）  きんしれ い  しこう 

ベル シャザルは 殺され， 31 メディア 第 6 章 は， 王の 法令を 制定し， 禁止 令を 施行 
人 ダリウス がその 王国を 受けた。 [ダ ェヱス 1:1 する ことにつ いて 共に 相談いた しまし 

さい  才箴 3:16  あいだ 

リウス] はおよ そ 六十 二 歳であった。  ィザ 冰2 た。 すなわち， 三十日の 間， 神に であ 

よ  おも  气 二2: 18  いがい もの 

〇 それは ダリウスに とって 良い と 思 ダュ 5:29 れ 人に であれ， 王よ， あなた 以外の 者 
® えた。 それで 彼は 王国の 上に 百  j? g  に 請願を する 者が いれば， その 者は ラ 
二十 人の 太守を 立てた。 それらは 王国 キ;^ だ2 イオンの 坑に 投げ込まれる ように i。 
全土の 上に 立つ 者たち であった。 2 ま ク Lu^:23  8 今， 王よ， この 法令を 制定して， この 
た その上に 三人の 高臣を [立てた]。 ダ 書面に 署名を されます ように。 取り消 
ニエルは その 一人であった。 これは， 3^37^2 される ことのない， メディア 人と ペル 
それらの 太守たち がいつ でも 彼らに 報  %  f：f  シャ 人の 法律に したがって， それを 変 
缶を 出し， 王が 損失を。 被る ことのない サミ“2 ポ 2 わる ことのな いものと する ためです」。 

[キ）  のち、  5  〇  〇 

ようにす るた めであった。 3 その後， ViX  3:8  9 これにし たがい， ダリウス 王は， そ 

こうしん  たいしゅ  しょめん  きんしれ い  しょめい  （ク 1 

この ダニエルは 高臣や 太守たち の 上に 第二 欄 の 書面と 禁止 令に 署名 した。 

次第に 抜きん出る ようになった。 普通 7JS  10 しかし ダニエルは， その 書面に 署 

こ  れい  うち  めい  おこ  し 

を 超えた 霊が その内に あった からで あ ^  名が 行なわれた ことを 知る と， すぐに 

[ヶ）  かれ  たか  おうこく ぜんたい  じぶん  いえ  おくじょう  ま 

る。 そして 王は 彼を 高めて 王国 全体の ゥ 自分の 家の 中に 入った。 その 屋上の 間 

かんが  まど  かれ  む 

上に 立たせようと 考えて いた。  の 窓は 彼のた めに エルサレムに 向けて 

4 その 時， 嵩臣や 太守たち は， その 王 3：?2 開かれて おり， 日に 三度， 彼は ひざまず 
国に 関する 事で ダニエルを 非と する 何  3-8° いて 祈り， 自分の 牲の 前に 賛美を ささ 

こうじつ  つと  *  [シ） 

かの 口実を 見つけようと しきりに 努め キヱ ス 1:19 げ るので あった 。それまで いつも その 

(コ）  かれ  う  ク ダニ 6:7  [ス） 

ていた。 しかし， 彼らが 見つけ 得る ロ ヶ王 18:30 ように 行なって きたので ある。 11 そ 

ふはい  ことがら  王 1 8:44  とき  きょうけん 

実 や 腐敗した 事柄は 何もなかった。 彼  2»6：38 の 時， それらの 強健な 男たち が いっせ 

しんらい  たいまん  なん  n'f  ’7  き  じ ぶん 

は 信頼で き， 怠慢 や 腐敗した 事柄は 何ら コ いに 入って 来て， ダニエルが 自分の 裡 

[サ）  m  ^ _  まえ せいがん  めぐ  あいがん 

見いだ されなかった からで ある。 5 そ ^^D4:2 の 前に 請願を ささげ， 恵みを 哀願して 
のた め， それらの 強健な 男たち は 言う の  いると ころを 見つけた。 

であった， 「我々 は， [ダニエル] の# の  ；^9522:41  12 そこで 彼らは 王に 近づき， その 

りっぽう  かん  かれ  ひ  使徒 7:60  まえ  きんし れい  かん  の 

律法に 関して 彼を 非と する ものを 見つ シ詩 34:1 前で， 王の 禁止 令に 関してこう 述べる 

かぎ  ロマ 12:12  しょめい 

ける のでない 限り， この ダニエル につい ステ サ15:17 のであった 0  「ご 署名に なりました 禁 

なん  こうじつ  [シ）  ヤ詩 in.n  あいだ 

て 何の 口実 も 見いだ せないで あろう」。 %  37；32 止 令で， 三十日の 間， 神に であれ 人に 
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であれ， 王よ， あなた 以外の 者に 請願 第6 章 エルの 件に 関して 何事 も 変えられる こ 
をす る 者が いれば， その 者は ライオン 7  6；24 とのない ようにす るた めであった。 

の坑に 投げ込まれる， というの がご ざ ィヱ ス 8:8  18 そのと き 王は 自分の 宮殿に 行き， 

(7)  こた  い  ダー 6:0  だんじき  （ィ）  よる  す  まえ 

いませんでした か」。 王は 答えて 言う ，ダ- 1:6  断食を して その 夜を 過ごした。 その 前 

けん  とけ  がっき  も  こ  ねむ  かれ 

のであった， 「その 件は， 取り消され ェダ ニ 2:25 に 楽器 も 持って来られず， 眠り さえ 彼 

じん  ダニ 5:13  はな  （ゥ）  あ  がた  あか 

る ことのない メディア 人と ペルシャ 人 3:8 を 離れた。 19 ついに 明け方， 明るく 
の 法律に したがって 堅く 定められ てい ヵマル 6:26 なって から 王は 起き上がり， 急いで ラ 

(ィ）  かれ  こた  まえ  あな  い 

る」 0 13 すぐに 彼らは 答え， 王の 前で キ王 1 8 別 イオンの 坑へ 行った 0  20 そして， そ 
こう 言う のであった 0  「ダニエルは， クダ ニ6:7 の坑に 近づく と， 悲しげ な 声で ダニ エ 

るけいし ゅう W  ケてス 8:8  よ  たか 

ユダからの 流刑 囚の ひとりな のです 詩94:2 〇 ルに 呼びかけた 0 王は 声を 高めて ダニ 

しょ  ダニ 6:8  い  い 

が， 王よ， あなたに も， あなたが ご署 11：33 エルに 言う のであった， 「ダニエル， 生 

めい  きんし れい  けいい  しもべ  つね  つか 

名に なりました その 禁止 令に も 敬意を サ詩 37:39 ける 拽の 僕よ， あなたが 常に 仕えて い 
示さずに， 日に 三度ず つ 自分の 請願を  ^  H8：5 る あなたの 裡 は， あなたを ライオン か 
ささげて おります」。 14 このため 王  ら 救い出す ことができた か」。 21 すぐ 

は， その 言葉を 聞く と， それを いた っ - に ダニエルは 王と 話した， 「王よ， 定め 

ふかい  （力）  おも  第二 欄  とき  いた  い  つづ 

て 不快な ことと し， ダニエルに 思いを 7  ^ のない 時に 至る まで も 生き 続けられ ま 
寄せて， これを 救い出そう とした。 そ  ^ 12:4 すよう に。 22 私の# は ご 自分の fe い 
して， 何とか 彼を 救出し ようと 日が 沈 2?；27 を 送っ^:， ライオンの 口を ふさがれ ま 
むまで 努力を 続けた。 15 ついに それ ゥ J こ K  したので， これらが 私を 滅ぼす ことは 

きょうけん  いちぐん  まえ 

らの 強健な 男たち が一 群と なって 王の I 申 6:5  ありませんでした。 そのみ 前に あって 

たい  い  代 I 16:11  けっぱく 

もとに 入り， 王に 対してこう 言う ので  ^  23:17 私のう ちに 潔白 さが 見いだ された から 
あった。 「王よ， メディア 人と ペルシャ ォシ18 ぬ 6 です。 そして， 王よ， あなたの 前で も， 
人に 属する 法律では， 禁止 令で あれ 法 ❹ 1:37 私は 何ら 害と なる ような 事を 行なって 

れい  せいてい  か  カサ II  22:7  (コ） 

令で あれ， 王が 制定した ものは 変える 詩31:14 はおりません」。 

ことができない， という ことに ご 留意 23 この 時に， 王は 非常に# び， こ 
ください」。  クサ II7:37 の ダニエルを 坑の 中から 引き上げ るよ 

16 そこで 王は 命令を 出し， 人々 は ダ へ ハ1:33 うにと 命じた。 それで ダニエルは 坑の 

つ  き  あな  ケ詩 24:4  み 

ニエルを 連れて来て， ライオンの 坑に 詩 26:6  中から 引き上げられ たが， その 身には 
投げ込んだ。 王は 答えて ダニエルに 言 コヲ 何の 傷 も 見られなかった。 彼が 自分の 
うのであった， 「あなたが 常に 仕えて サ厳 16:13  ® を 信頼した ためであった 0 

かた  すく  めいれい  ひとびと 

いる あなたの 神， その 方が あなたを 救 シツ， ⑶  24 それで 王は 命令を 出し， 人々 は 

M  ぅっ； t  きょぅけん 

い 出される であろう」。 17 それから  ® 18:10 ダニエルを 訴えた それらの 強健な 男た 

はこ  こ  あな  お  ス 申 19；19  つ  き （ス}  あな 

石が 運んで 来られて， 坑の 口に 置かれ  xx  7:10 ちを 連れて来て， これを ライオンの 坑 
た。 王は 自分の 認印 指輪， また 大官た t3、 7.24 へ， その子ら や 妻たち もろとも 投げ 入 

ふういん  '  M  そこ  たつ 

ちの 認印 指輪で それに 封印した 0 ダニ V®14:35 れた〇 まだ 坑の 底に 達しない うちに ラ 
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イオンは これを とらえ， その 骨を こと 
ごとく 砕いた。 

25 次いで その 時， 王 ダリウス 自ら， 
全地に 住む すべての 民， 国た み， もろ も 
ろの 国語の 者に こう 書き送った。 「あ 
なた 方の 平安が 大いに 増し 加わる よう 
に。 26 わたしの 前から 命令が 発せら 
れ た。 すなわち， わたしの 王国の すべ 
ての 領土に おいて， 民は ダニエルの 拽 
の 前に おののき， かつ 恐れる ように。 
この 方 こそ 生ける 拽 であり， 定めの な 
い 時に 至る まで 存在され る 方 だからで 
ある。 その 王 i は 滅びに 至る ことは な 
く， その 支配は 永久に 続く。 27 この 
方は 天に おいても 地に おいても， 救助 

きゅうしゅつ  ：サ）  ふしぎ  おこ 

と 救出を な し， しる しと 不思讓 を 行な っ 
て おられる。 ダニエルを ライオンの 手 
から 救い出され たので ある」。 

28 そして， この ダニエルは， ダ リウ 
スの 王国， また ペルシャ 人キュ ロスの 
主 国に おいても 栄えた。 

7 バビロンの 王べ ル シャザルの 第一 
年に， ダニエルは 床の 上で 夢と 頭 
の 中の 幻と を 見た。 その 時， 彼は その 
夢を 書き留めた。 事の 全容を 彼は 告げ 
た。  2 ダニエルは 声を 高めて こう 言 
うのであった。 

「わた しが 夜， 自分の 幻の 中で 見て い 
ると， 見よ， 天の 四方の 風が 広大な 海 
を かき 立てて いた。  3 そして， 四つ 
の 巨大な 獣， それぞれ 他と 異なる もの 
が， 海から 上って 来る のであった。 

4 「第一の ものは ライオン に似てい 
たが， それには 鷲の 翼が あった。 わた 
しが ずっと 見て いると， ついに その 翼 
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キ ダニ 8:8 


は 抜き取られた。 また それは 地から 持 
ち 上げられて， 人間の ように 二つの 足 
で 立つ ようにされ， それに 人間の 心が 
与えられた。 

5 「また， 見よ， 別の 獣， 二番目の も 
のがいた。 それは 熊 に似ていた。 そし 
て ，それは 一方の 側が 起こさ れ たが， そ 
の 口の 中， 歯の 間には 三本の あばら 骨 
が あった。 彼らは それに 向かって この 
ように 言う のであった。 『起き上が っ 
て， 多くの 肉を 食らえ』。 

6 「この 後， わたしが ずっと 見て いる 
と， 見よ， 別の [獣]， ひょうに 似た も 
のがいた。 しかし， それには， 背中の 
ところに， 飛ぶ 生き物の 翼 四つが あっ 
た。 また， その 獣には 四つの 頭が あり， 
支配権が それに 与えられた。 

7 「この 後， わたしが 夜の 幻の 中で 
ずっと 見て いると， 見よ， 四番 目の 獣， 
恐ろしく， すさまじく， 際立って 強い 
ものが いた。 そして， それには 鉄の 歯 
が， 大きな ものが あった。 それは むさ 
ぼり 食い， かみ 砕き， 残った ものを そ 
の 足で 踏みつける のであった。 そして， 

い ぜん  た 

それは それ 以前にいた [他の] すべての 
獣と 異なって おり， しかも 十本の 角が 
あった。  8 わたしが それらの 角に つ 
いて ずっと 思い巡らして いると， 見よ， 
別の 角， 小さな ものが それらの 間に 生 
えてき た。 初めに あった 角のう ち， そ 
の 前から 引き抜かれた ものが 三本 あっ 
た。 そして， 見よ， 人の 目の ような 目 
が この 角に あり， また 大仰な 事柄を 語 
る 口が あった。 

ク ダニ 2:40; ダニ 7:19; ケ啓 13:1; コ ダニ 7:24; 啓 13: 
11; ササ I  2:3; 詩 12:3; ダニ 8:25; 啓 13:5。 
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日を 経た 方。 人の子に 支配権が 与えられる 


9 「わたしが ずっと 見て いると， つ 
いに 幾つかの 座が 置かれ， 日を 経た 方 
が 座られた。 その 衣服は 雪の ように 白 
く， その 頭の 毛は 清らかな 羊毛の よう 
であった。 その 方の 座は 火の 炎， その 
車輪は 燃える 火であった。 10 火の 流 
れが 流れて いて， その 方の 前から 出て 
いた。 その 方に 仕えて いる 者は 千の 数 
千， その 方の すぐ 前に 立って いる 者は 
一万の 一万 倍いた。 法廷は 座に 着き, 
幾つかの 書が あって ，それが 開かれた。 

11 「わたしは その 時， その 角の 語る 
大仰な 言葉の 響きの ゆえにず っ と 見て 
いた。 わたしが ずっと 見て いると， つ 
いに その 獣は 致され， その 体は 滅ぼさ 
れて 燃える 火に 渡された。 12 また， 
残りの 獣たち について は， その 支配権 
は 取り去られ たが， 一時 また 一時 節の 
あい だ 命を 延ばす こと が 許 された。 

13 「わた しが 夜の 幻の 中で ずっ と 見 
ている と， 見よ， 天の 雲と 共に 人の子 
のよう な 者が 来る のであった。 その 者 
は 日を 経た 方に 近づき, 彼らは これを 
その 方の すぐ 前に 連れて来た。 14 そ 
して， その 者には， 支配権と 尊厳と 王 
国と が 与えられた。 もろもろの 民， 国 
たみ， もろもろの 言語の 者が 皆 これに 
仕える ためであった。 その 支配権は， 
過ぎ行く ことのない， 定めな く 続く 支 
配 権， その 王国は 滅びに 至る ことのな 
いもので ある。 

15 「わたし ダニエルは， この ことの 

みず か  れい  うち  くる  じぶん 

ために 自らの 霊が 内で 苦しみ， 自分の 
頭の 中の 幻が わた しを 驚がくさせる よ 
うに なった。 16 わたしは そこに 立っ 
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詩 97:3 
ク ヘプ 1:14 
ケ申 33:2 


詩 50:6 
伝 3:17 


サ ダニ 7:8 
ダニ 7:25 
ダニ 8:23 
シ ダニ 8:25 
啓 19:20 
啓 20:10 
ス ダニ 7:3 
セ ダニ 2:21 

使徒 1:7 


ソ マタ 24:30 
マタ 26:64 
マル 13:26 


啓 1:7 


ダニエル 7:9 — 22 

ている 者の i 人の すぐ 近くに 上って 行 
き， この すべてに 関して 確かな 知らせ 
を 求めよう とした。 すると 彼は， この 
事の 解き明かしを わたしに 知らせな が 

い 

り し つ 日っ た 0 

17 「『これらの 巨大な 獣に っいて 言え 
ば， それは 四っで ある ゆえに， 地から 
立ち上がる 四 人の 王が いる。 18 しか 
し， 至上 者に 属する 聖 なる 者たち が 王 
国を 受け， その 者たち が 定めな く， まさ 
に 定めの ない 時に 定めの ない 時を 重ね 
るまで も 王国を 取得す る ことになる』。 

19 「次いで その 時， わたしは 第 四の 
獣に っいて 確かめた いと 思った。 それ 
は 他の すべて と 異なって ことの ほか 恐 
ろしく， その 歯は 鉄， その かぎ づ めは 
銅で， むさぼり 食い， [また] かみ 碎 き， 
残った ものを その 足で 踏みっけ るので 
あった。 20 また， その 頭に あった 十 
本の 角に っいて， さらに， 生え 出て 来 
て， その 前から 三本が 抜け落ちた 別の 
[角] ，すなわち 目と 口が あって 大仰な _ 
柄を 語り， 外観が そのと もがら より 大 
きかった 角 [にっいても 知ろうと した]。 

21 「わたしが ずっと 見て いると， その 
時， まさに その 角が 聖 なる 者たち に 戦 
いを しかけ， それが 彼らに 対して 優勢 
になった が， 22 っいに 日を 経た 方が 来 
て， 至上 者に 属する 聖 なる 者たち を 助け 
る 裁きが 下され， 定められた 時が 到来し 
て聖 なる 者たち は その 王国を 取得した。 

ウ ダニ 2:39; エ ダニ 7:22; ダニ 7:25; ダニ 7:27; 才詩 50: 
5; 詩 149:5; テモ D  2:12; 啓 3:21; 啓 5:10; 啓 13:10; カ マタ 
5:5; マタ 19:28; ルカ 22:29; キ ダニ 2:40; ダニ 7:7; ク ダニ 
7:24; 啓 13:1; ケ ダニ 7:8; コ ダニ 8:9; サ啓 13:11; シダ 
二 8:24; ダニ 12:7; 啓 11:7; 啓 13:7; ス ダニ 7:9; ダニ 7: 
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ダニエル 7:23—8:7  聖 なる 者たち に 王国が 与えられる。 雄 羊， 雄 やぎ  1400 

もの  い  まぼろし 

23 「その 者は このように 言った。 第7 章 た。 2 そして わたしは 幻の 中で 見る よ 
『第 四の 獣に ついて 言えば， 地に 生じる 7  it  うに なった。 わたしが 見て いると， 自 
四番 目の 王国が ある。 それは [他の] す ィ |^i2G 分は シュ シャンの 城に いた。 それは エ 
ベての 王国とは 異なって いるであろう。 〇^241 ラムの 管轄 地域に ある。 そうして わた 
それは 全地を むさぼり 食い， それを 踏  Jr  ^  しが 幻の 中で 見る と， 自分は ウ ライの 
みに じり， 打ち砕く。 24 また， 十本1 ダニ7:20 水路の そばに いた。 3 わたしが 目を 

つの  い  おうこく  お  オダ ニ 7:8  とう  おひつじ (ェ） すい 

の 角に ついて 言えば， その 王国から 起 ダ ニ8:25 上げて 見る と， 見よ， 一頭の 雄 羊が 水 
こり 立つ 十 人の 王が いる 0 そして， そ 力了夕 24:9 路の 前に 立って いるの が 見えた。 それ 
れらの 後に さらに 別の 者が 起こる が， |；3；1  には 二 本の 角が あった。 そして， その 
その 者は 初めの 者たち とは 異なって お  |  SL  二 本の 角は 長かった が， 一方は 他方よ 
り， また 三人の 王を 辱める。 25 また キ $ が I り 長く， 長い ほうは 後から 伸びた もの 
彼は 至高 者に 逆らう 言葉を 語り ， 至上 クマ タ であった。 4 わたしは， その 雄 羊が 西 
箸に M する i なる 箸たち を4ぇ ず 福 ま ヶ n に， re に， W に 吳き逼 むのを 見た。 ど 

[力）  とき (キ】 ほう (ク）  か  啓 11:3  やじゅう  まえ 

す。 そして 彼は 時と 法と を 変えようと 啓13:5  んな 野獣 も その 前に 立ちつ づける こと 
し， 彼らは 一時と [二] 時と 半時の 間 そ 7：n はでき ず， その 手の もとから 救出で き 

わた  （ヶ）  ほうてい  もの  (»)  じ 

の 手に 渡される。 26 そのの ち 法廷が シ g ぱ る 者 もい なかった。 そして， それは 自 
座に 着いて， その 者の 持つ 支配権を つ  H  分の 意の ままに 事を 行ない， 大いに 高 

いに 取り去った。 [これを] 滅ぼし 尽く ス：： 15 ぶった。 

し， 全く 滅ぼし 去る ためで ある 0  セィ ザ6 o:i2  5 そして， わたしが ずっと 思い巡ら 

27 「『そして， 王国と， 支配権と， 全 、ノル ヵ2:19 している と， 見よ， 一頭の 雄の やぎが 
天下の もろもろの 王国の 偉観とは， 至 第8 章 全地の 表を 日の 沈む 方から やって来た 
上 者の 聖 なる 者たち である 民に 与えら =^5:1 が， それは 地に 触れて いなかった。 そ 
れ た。 彼らの 王国は 定めな く 続く 王国  ^  7:15 して， その 雄の やぎには， 目の 間に 一 

W  し はい  つか  - ぽん  きわだ  つの  [ク 1 

であり， あらゆる 支配は 彼らに 仕え か 第二 欄 本の 際立った 角が あった 〇  6 そして 
つ 従う』。  ァ^ 以 それは， 二 本の 角を 持つ 雄 羊， 水路の 

28 「ここまでで この 事は 終わりと ィ創 仙22  前に 立って いるのを わたしが 見た さき 

みず か  かんが  イザ 11:11  き 

なった。 わたし ダニエルは， 自らの 考 ィザ21:2 の [雄 羊] のと ころまで やって来た。 そ 
えに 終始 ひどく 驚がく させられた。 そ 1ィ ザ 13:17 れは 猛烈な 怒りを 抱いて [雄 羊] のと こ 

かおいろ  じ ぶん  か  イザ 21:2  はし 

のた め わたしの 顔色は 自分のう ちで 変  XI,  51:11 ろに 走って 来た。 

ダニ 7:5  おひつじ 

わった。 しかし， この 事に ついては， 自  ダニ8:20  7 そして わたしは， それが 雄 羊に すぐ 

こころ  おさ  (v)  オ エス 1:3  ふ  く 

分の 心のう ちに 収めた ままに した」 0  ィザ44:28 触れる ところまで 来る のを 見た。 それ 

[夕） おうせい  だい  ねん  ダー 11:2  たい  はげ  てきい  しめ 

8 王べ ル シャザルの 王政の 第三 年， わ ヵィザ 45:1 は 雄 羊に 対して 激しい 敵意を 示し， こ 

エレ 51:12  う  たお  つの  お 

たしに， すなわち この わたし ダニ ダニ5:30 れを 打ち倒して， その 二 本の 角を 折っ 
エルに 現われた 幻が あった。 それは， 始 "'ダニ7:3  たが， 雄 羊には それに 立ち向かう 力が 

[チ）  のち  ダニ 8:21  ち 

めに 現われた ものより 後の ことで あっ ク ダニ 11:3 なかった 0 こうして それは [雄 羊] を 地 
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に 投げ倒し， それを 踏みつけ たが， 雄 
羊には これを その 手から 救出す る 者が 
いなかった。 

8 そして， その 雄の やぎは 甚だしく 
高ぶった。 しかし， それが 強大になる 
や， その 大 いなる 角は 折れ， その 代わ 
り に 際立 っ た 四つの [角] が 生えて 来て， 
天の 四方の 風に 向かった。 

9 そして， そのうちの 一つから， 別 
の 角， 小さい [角] が 出て 来た。 それは 
非常に 大きく なって いって， 南に 向か 
い， 日の出の 方に 向かい， また 飾りと 
なる 所に 向かった。 10 そして それは 
天の 軍に 達する までに 大きく なって い 
き， その 軍の 幾らかと 星の 幾つかを 地 
に 落とし， これを 踏み にじるの であっ 
た。 11 そして， その 軍の 星に 対して 
まで それは 大いに 高ぶり， その 方から 
常 供の ものが 取り去られた。 また， そ 
の 方の 聖 なる 所の 定ま っ た 場所は 打ち 
捨てられた。 12 さらに， 軍 その も 
の， そして 常 供の もの も 共に 徐 々に 引 
き 渡されて いった。 それは 違犯の ため 
であった。 それは 真理を 地に 投げつ け 
て ゆき， 行動して 成功を 得た。 

13 そして わたしは， ひとりの 聖 なる 
者が 話して いるのを 聞いた。 すると 別 
の聖 なる 者が， その 話して いる 者に 向 
かってこう 言った。 「聖 なる 場所と 軍 
を 共に 踏みに じるべき ところと する， 
常 供の ものと 荒廃を 引き起こす 違犯と 
に関する この 幻は いつまで のこと だろ 
うか」。 14 すると その 者は わたしに 
言った， 「二 千 三百の 夕 [と] 朝を 経る 
までで ある。 こうして 聖 なる 場所は 必 
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ず その 正しい 状態に される であろう」。 

15 そう して わたし ダニエルが， 幻を 
見ながら 理解を 得ようと している と， 
見よ， 強健な 男子の ように 見える 者が 
わたしの 前に 立って いた。 16 また わ 
たしには， ウ ライの 中 ほどに いる 地の 
人の 声が 聞こえて きて， その 者が 呼ば 
わって こう 言う のであった。 「ガブ リ 
エル， そこにい る 者に， 見た 事柄を 理 
解 させよ」。 17 すると 彼は わたしの 
立って いる 所の そばに 来た。 彼が 来た 
時， わたしは 恐れ おののいて そこに ひ 
れ 伏した。 すると 彼は わたしに こう 
言った。 「人の子よ， 理解せ よ。 この 

まぼろし お  [ヶ） 

幻 は 終わりの 時の ための ものである」。 
18 そして， 彼が わたしと 話して いる 間 
に， わたしは 顔を 地に 付けた まま 深い 
眠りに 落ちて いた。 それで 彼は わたし 
に 触れ， わたしが 立って いた 所に 立ち 
上がらせて くれた。 19 そして 彼は さ 
ら にこう 言った。 「さあ， わたしは， 糾 
弾の 最終 部分に 起きる 事柄に ついて あ 
なた に 知らせよう。 それは 終わりの 定 
めら れた 時の ためだから である。 

20 「あなたが 見た 二 本の 角の ある 雄 
羊は メディ アと ペルシャ の 王 [を 表わし 
ている]。 21 また， 毛深い 雄 やぎは ギ 
リシ ャの王 [を 表わして いる]。 その 目 
の 間に あった 大 いなる 角， それは その 
第一の 王で ある。 22 また， それが 折 
れ て， その代わりに ついに 四 本の [角] 
が 立ち上がった が， [彼の] 国から 四つ 
の 王国が 立つ ことになる。 しかし， 彼 
ほどの 力は ない。 

23 「また， 彼らの 王国の 呆 期， すな 
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わち 違犯を 行なう 者たち が 極みに 進む 
時， 顔つきが 猛悪で， あいまいな 言い 回 
しを よく 理解す る ひとり の 王が 立ち上 
がる。 24 そして， その 者の 力は 必ず 
強大になる が， それは 自らの 力に よる 
のでは ない。 また 彼は 驚く ような 仕方 
で 滅びを もたらし， 必ず 成功を 収めて， 
効果的に 事を 行なう。 また 彼は 力 ある 
者たち を まさに 滅びに 至らせ， 聖 なる 
者たち で 成る 民を も [滅ぼす]。 25 そ 
して， その 洞察力に よって 欺き 事を 必 
ず その 手中で 成功させる。 また， その 
心のう ちで 大いに 高ぶり， 心配な く 過 
ごして いる 間に 多くの 者を 滅びに 至ら 
せる。 そして， 君の 君た る 者に 向か っ 
て 立ち上が るが， 人手に よらず して 砕 
かれる ことになる。 

26 「そして， 夕と 朝に 関して 見た 拿 
柄， それは ここで 述べられ たこと であ 
るが， それは 真実で ある。 だが あなた 
は， この 幻を 秘 して おくよう に。 それ 
はなお 多 くの 日 にわた る もの だからで 


27 そして わたし ダニエルは 疲れ 果 
て， 数日の あいだ 病気に なった。 その 
後 わたしは 起きて， 王の 仕事を した。 
しかし， わたしは [自分が] 見た 事柄の 
ために ずっとぼう 然として いた。 [そ 
れ を] 理解す る 者は いなかった。 

Q  メディア 人の 胤ア ハシュ エロスの 
^ 子 ダリウス， すなわち カルデア 人 
の 王国の 王と された 者の 第一 年， 2 そ 
の 統治の 第一 年に ，わたし ダニエルは， 
エルサレムの 荒廃が 満了す るまでの 年 
の 数を 幾つかの 書に よって 知った。 そ 


れに関 して エホバの 言葉が 預言者 エレ 
ミヤに 臨んだ ので あり， [すなわち，] 
七十 年と あった。  3 それで わたしは 
自分の 顔を [まこ との] 裡 エホバに 向け 
た。 祈りと 懇願に より， 断食と 粗布と 
灰のう ちに あって [裡] を 求める ためで 
あった。 4 そして わたしは， わたしの 
® エホバに 祈り ，告白して こう 言った。 

「ああ， [まことの] 姓 エホバ， 大いに 
して 畏怖の 念を 抱かせる 2， [裡] を 愛 
して その おきてを 守る 者に 対して 契約 
と 愛 ある 親切と を 守られる 方よ， 5 わ 
たしたち は 罪を おかし， 悪を 行ない， よ 
こしまに 振る舞い， [あなたに] 逆らい 
ました。 あなたの おきてから， あなた 
の 司法 上の 定めから それました。 6 ま 
た わたしたちは， あなたの 僕で ある 預 
言 者たち に 聴き 従いませんでした。 彼 
ら は， わたしたちの 王たち， 君 や 父祖 
たち， また この 地の すべての 民に， あ 
なた の 名に おいて 語った のです。 7 エ 
ホバ よ， あなたには 義が 痛せられ てい 
ます。 しかし わたしたちには， ユダの 
者たち にも， エルサレムの 住民に も， ま 
た イスラエルの すべての 者に も， 今日 
見る とおり 顔の 恥が あります。 近くに 
いる 者たち にも， また 遠くに， すな わ 
ち あなたに 逆ら っ た 不忠実 さの ゆえに 
あなたが 離散 させた そのす ベての 地に 
いる 者たち にもです。 


8 「エホバよ， わたしたちには， 王たち 
にも， 君 や 父祖たち にも 顔の 恥が あり 
ます。 わたしたちは あなたに 対して 罪 


ソ エズ 9:7; ネへ 9:32; 夕詩 44:15; エレ 2:26; エレ 3:25; 
チ レビ 26:33; 申 4:27: 申 28:41; 王 n 17:6; イザ 11:1 し 
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を おかした からで' f。 9 わたしたちの 
神 エホバには 憐れみと 許しが あります。 
わた したち は 背いた のです。 10 そし 
てわたし たちは， わたしたちの 裡 エホ 
バの 声に 従いませんでした。 その 僕で 
ある 預言者た ちの 手に よって わたした 
ちの 前に 置かれた 律法のう ちを 歩まな 
かった のです。 11 そして， イス ラエ 
ルの すべての 者は あなたの 律法を 踏み 
越えました。 あなたの 声に 従わないで 
それて 行きました。 そのために あなた 
は， [まことの] 裡の僕 モー セの 律法の 
中に i 己され たのろ いと 誓 いを わたした 
ちの 上に 注がれました。 わたしたちが 
[迚] に 罪を おかした からです。 12 そ 
して [拽] は， わたした ちまた わたした 
ちを 裁いた 裁き 人たち に 語られた み 言 
葉を 実行して， わたしたちに 大きな 災 
いを 下されました。 全天 下で かつてな 
された ことがない ほどの もの， それが 
エルサレムで なされました。 13 モー 
セの 律法の 中に 記されて いると おりの 
このす ベての 災い， それが わたしたち 
に 臨んだ のです。 それでも わたしたち 
は， わたしたちの# エホバの 顔を 和め 
ようとは しません でした。 自分たち の 
とがから 離れず， あなたの 真実 さに 洞 
察 力を 働かせな かっ たのです。 

14 「そのため エホバは 災いに 目ざと 
く なられ， ついに それを わたしたちの 
上に 下されました。 わたしたちの 拽エ 
ホバは その 行なわれた すべての 業に お 
いて 義に かなって おられる のです。 わ 
たしたち は その 声に 従いませんでした。 

is 「それで 今， わたしたちの g エホ 
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ア詩 106:6 
エレ 14:20 


タ ネへ 9:33 


バ ，強いみ 手に よって ご 自分の 民を エジ 
ブトの 地から 携え 出し， 今日 見る とお 
りに ご 自身の 名を 揚げられた 方よ， わ 
たしたち は 罪を おかし， よこしまに 振 
る 舞い ま した。 16 エホバよ， あなたの 
すべての 義の 業に したがい， どうか あ 
なた の 怒り ，その 激しい み 怒りが， あな 
たの 都市 エルサレムから， あなたの 聖 
なる 山から 離れます ように。 わたした 
ちの 罪の ため， また わたしたちの 父祖 
たちの とがのた め (し エルサレムと あ 
なた の 民とは， 周囲の すべての 者の そ 
しりの 的と なって いるので す。 17 そ 
れで 今， わたしたちの 迚 よ， 僕の 祈り 
と 懇願を 聴き 入れ， 荒廃して いる あな 
たの 聖 なる 所の 上に み 顔を 輝かせて く 
ださい。 エホバの ために [そうな さっ 
てくだ さい]。 18 わたしの 姓よ， 耳 
を 傾けて お聞きく ださい。 どうぞみ 目 
を 開いて わたしたちの 荒廃の 様を， あ 
なた のみ 名 によ っ て 呼ばれた 都市を ご 
覧 ください。 わたしたちの 義の 業に 基 
づい てこの 懇願を み 前に ささ げ ている 
のではありません。 ただ， あなたの 多 
大の 憐れみに よるので す。 19 エホバ 
よ， どうぞ お聞きく ださい。 エホバよ， 
どうぞ お許しく ださい。 エホバよ， ど 
うぞ 注意を 向けて， 行動な さって くだ 
さい。 わたしの 裡 よ， ご 自身の ために， 
遅れないで ください。 あなたの 都市の 
上， あなたの 民の 上には， あなたの み 
名が となえられて いるので す」。 

20 わたしが まだ 話し， 祈り， 自分 
の 罪 また 自分の 民イ スラ エルの 罪を 告 
白し， わたしの 拽の聖 なる 山に 関して 
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恵みを 請 う 願いを 自分の 拽 エホバの み 

前に ささげて いる 間，  21 まだ 祈りの 

中で 話して いる [間] に， わたしが 幻 

の 中で 始めに 見た 人 ガブリエルが， 疲 

労し きって， 夕方の 供え物を する 時分 
(0)  く 
にわたしの そばに やって来 るので あっ 

た。 22 そうして 彼は [わたしに] 理解 

を 得させながら， わたしと 話して こう 

言った。 

「ダニエルよ， 今 わたしは， 理解と 
ともに 洞察力を も あなたに 得させる た 

き （エ）  こんがん  はじ 

めに 出て 来た。 23 あなたの 懇願が 始 
まった 時に ひとつの 言葉が 発せられ， 

ほうこく  おこ  みず か 

報告を 行なう ために わた し 自ら ここに 
来た。 あなたは 大いに 望ましい 人 だか 

こと  かんが （力） 

ら である。 ゆえに この 事を よく 考え， 
見た 事柄に ついて 理解を 得よ。 

24 「あなたの 民と あなたの 聖 なる 都 
市に 関 して 定められた 七十 週が ある。 
これは， 違犯を 終結 させ， 罪を 終わら 

(コ）  あがな  （サ）  とき 

せ， とがの 贖いを し， 定めの ない 時に 
至る 義を 携え 入り， 幻と 預言 4 とに fc 
印を 押し ，聖 の聖 なる 所 に 油を そそぐ 
ためで ある。 25 そして， あなたが 知 
り， また 洞察す るべき ことで あるが， エ 
ルサ レムを 修復して 建て直せ という 言 
葉が# せられてから 指導者で ある メシ 

[ッ）  しゅ ラ 

ア までに， 七 週， そして さらに 六十 二 
週が あるであろう。 それは 元 どおりに 
され， 公共 広場 や 堀と 共に まさしく 建 
て 直される が， それは 苦境の 時に なさ 
れ るであろう。 

しゅう  のち 

26 「そして， その 六十 二 週の 後に メ 

た  （卜） みず か  なに 

シアは 断たれる。 自らの ためには 何も 
持たないで あろう。 


「そして， その 都市と 聖 なる 場所と 
は， やって来る ひとりの 指導者の 民が 
これを 滅びに 至らせる。 それで， その 
終わりは 洪水に よる ものと なる。 そし 
て， 終わりに 至る まで 戦争が ある。 定 
めら れ ている ものは 荒廃で ある。 

27 「また 彼は 多くの 者の ために 一週 
の あい だ 契約 の 効力を 保たね ばなら な 
い。 そして， 週の 半ばに， 彼は 犠牲と 
供え物と を 絶えさせ^)。 

「また， 嫌悪すべき ものの 翼の 上に 
は， 荒廃を もたらす 者が いるであろう。 
そして， 絶滅に 至る までは， 定められ 
ている 事柄が， 荒廃に 横たわる ものの 
上に も 常に 注ぎ 出される であろう」。 

|  ペルシャの 王キュ ロスの 第三 年， 
丄リ その 名を ベル テシ ャザ ぶ と 春は、 
れ ていた ダニエル に 啓示 された 事柄が 
あった。 その 事柄は 真実で あり， 大き 
な 戦が あった。 そして 彼は その 事柄を 
理解し， 自分の 見た ものに 関して 理解 
を 得て いた。 

2 そのころ わたし ダニエル はまる 三 
週間の 喪に 服して いた。 3 美味な パン 
は 食べず， 肉 もぶ どう 酒 も 口に 入れず， 
まる 三 週間を 終える までは 身に 油を 塗 
る こと もしなかった。  4 そして， 第一 
の 月の 二十四日， わたしが 大川 つまり 
ヒデ ケルの 岸に いた 時で あるが， 5 目 
を 上げて 見 ると， そこに， 亜麻布を まと 
い， ウファ ズの 金を 腰に 帯びた ひとり 
の 人が いた。 6 そして， その 者の 体は 
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貴かん らん 石の ようで あり， その 顔は 
稲妻の 現われの ようであった。 その 目 
は 燃える たいまつの ようで あり， その 
腕と 足の 立つ 所とは 磨き上げた 銅を 眺 
める ようであった。 その 言葉の 響きは 
群衆の どよめきの ようであった。 7 そ 
して， わたし， つまり この ダニエル だ 
けが その 姿を 見た。 その 時 わたしと 一 
緒に いた 人々 は， その 姿を 見なかった。 
それでも， それらの 者たち には 非常な 
おののきが 臨み， 彼らは 逃げて 行って 
身を 隠す のであった。 

8 それで， この わたし だけが そこ 
に 残り， それに よって この 大 いなる 姿 
を 見た。 そして， わたしには 何の 力 も 
残って おらず， わたしの 威厳は わたし 
にあって 滅びに 変わり， わたしは 何の 
力 も 保って いなかった。 9 そして わた 
しには その 人の 言葉の 響き が 聞 こえて 
きた。 だが， その 言葉の 響きを 聞いて 
いるう ちに， わたしは， ひれ 伏して 顔 
を 地に 付けた まま 深く 眠って しまって 
いた。 10 すると， 見よ， ひとつの 手 
が あって わたしに 触れ， それが 少しず 
つ わたしを 起こして， ひざと 両手の ひ 
らで [起き上がらせ] て くれた。 11 そ 
う して 彼は わたしに こう 言った。 

「ダニエル， 大いに 望ま しい 人よ， わた 
しが 話して いる 言葉に ついて 理解を 得 
よ。 そして， あなたの 立って いた 所に 
立ち上がる ように。 わたしは 今， あなた 
のと ころに 遣わされて きたので ある」。 

それで， 彼が この 言葉を 語 った 時， わ 
たしは そのと おり に 立ち上が っ たが， 
身は 震えて いた。 
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12 すると 彼は なお もこう 言った。 
「ダニエルよ， 恐れる ことは ない。 あな 
たが 自分の 心を 理解力に， そして あな 
た の# の 前で 身を 低 くす る ことに 向け 
た 最初の 日 以来， あなたの 言葉は 聞か 
れ ている からで ある。 わたし 自身 あな 
たの 言葉の ゆえに ここに 来た。 13 し 
かし， ペルシャの 王土の 君が 二十 一日 
間 わたしに 逆らって 立ちつ づけた。 す 
ると， 見よ， 主立った 君の ひとり ミカエ 
ルが わたしを 助けに 来た。 それで わた 
しは そこにいて， ペルシャの 王たち の 

かたわ  [コ）  いま  すえ 

傍らにと どまった。 14 そして 今， 末 
の 日 にあな たの 民に 臨む 事柄を あなた 
に 悟らせる ために やって来た。 それは 
なお [来たるべき] 日々 にか かわる 幻な 
ので ある」。 

15 さて， 彼が このような 言葉を わた 
しに 話した 時， わたしは 顔を 地に 向けた 
まま 口が きけ なくなって いた。 16 す 
ると， 見よ， 人の子ら に 似た者が わたし 
の 唇に 触れる のであった。 それで わた 
しは 口を 開いて 話しは じめ， 自分の 前 
に 立って いた 者に こう 言った。 「我が 
主よ， その 現われの ために， わた しの も 
だえ はわた しの 内に 生じ， わたしは 何 
の 力 も 保って いません でした。 17 そ 
れ で， この 我が 主の 僕は どうして この 
我が 主と お話しで きたで しょうか。 そ 
して わたしには， 今な お 何の 力 もと ど 
まって おらず， 息 さえ 全く 残って いな 
いのです」。 

18 すると， 地の 人の ような 姿を し 
た 者が 再び わたしに 触れて， わたしを 
強めて くれた。 19 そう して 彼は こう 
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言った。 「恐れる ことは ない， 大いに 
望ましい 人よ。 あなたに 平安が あるよ 
うに。 強く あれ。 さあ， 強く あれ」。 そ 
れ で， 彼 がわた しに 話しかける とすぐ， 
わたしは 自分の 力を 奮い起こし， よう 
やくこう 言った。 「我が 主が お話しく 
ださいます ように。 わたしを 強めて く 
ださった のです から」。  20 すると 彼 
は 続けて こう 言った。 

「わた しが 何のた めにあな たのと こ 
ろに 来た か， あなたは 本当に 知ってい 


るだろう か。 そして 今， わたしは ペル 

きみ たたか  もど  ゆ  W 

シャの 君と 戦うた めに 戻って 行く。 わ 
たしが 出て 行く とき， 見よ， ギリシャ 

く  （ク） 

の 君 もやって 来る。 21 しかし わたし 
は， 真実の 書の 中に 書き留められた 事 

がら  つ  こと  かん 

柄を あなたに 告げる。 これらの 事に 関 
して わたしを 強く 支えて くれる 者は， あ 


なた 方の 君 ミカエルの ほかにい ない。 
1 -I  「また わたしは， メディア 人 ダ 
H リウスの 第一 年に， 彼を 強める 


者 また その 要害と して 立ち上がった。 

いま  しんじつ  ことがら  つ 

2 それで 今， 真実の 事柄を あなたに 告 


げ る。 


「見よ， な お 三人の 王が ぺ ルシャ のた 
めに 立つ。 そして 第 四の 者は [他の] す 
ベての 者に 勝って 大きな 富を 集める で 
あろう。 そして， その 富に おいて 強く 

かれ  ふる 

なるとす ぐ， 彼は すべての ものを 奮い 

お  おうこく  (チ） せ 

起こ して ギリ シャの 王国を 攻める であ 


ろう。 

3 「また， ひとりの 強大な 王が 必ず 立 
ち， 広範な 統治権を もって 支配し， 意 

こと  おこ  [テ） 

のま まに 事を 行なう であろう。 4 だ 

かれ  とき [卜）  おうこく 

が， 彼が 立ち上がった 時に， その 王国 
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は 砕かれ， 分けられて 天の 四方の 風に 
向かう。 しかし， それは 彼の 後裔には 
帰さず， 彼が 支配した さいの 統治権の 
ほどで もない。 彼の 王国は 引き抜かれ 
て， それら 以外の 者たち の ものと なる 
ので ある。 

5 「そして， 南の 王， すなわち 彼の 
君たち の [一人] が 強くなる。 これは 彼 

たい  ゆうせい  もの  しはいり よく 

に対して 優勢に なり， その 者の 支配力 
[に 勝る] 広範な 統治権を もっ て 支配す 
る ことになる。 

6 「そして， 幾年 かの 終わりに 彼らは 
互いに 盟約を 結び, 南の 王の 娘が 北の 王 
の もとに 来る。 平衡を 図る 取り決めの 
ためで ある。 しかし 彼女は 自分の 腕の 
力を 保てない。 彼 もまた その 腕 もずっ 
と 立つ ことは ない。 彼女 自身が 引き渡 
される。 彼女を 連れて来た 者たち も， 彼 
女を 産ませた 者 も， そのころ 彼女を 強 
くした 者 も [同様] である。 7 だが， 彼 
女の 根 か ら 出た 新芽の 一つが 必ず 彼の 
地位に 立ち， その 者が 軍勢の もとに 来 
て， 北の 王の 要害に 向かい， 必ず 彼らに 
攻め かかって 優勢になる。 8 さらに， 
彼らの 神々， 彼らの 铸像 ，彼らの 願わし 
い 銀 や 金の 品， [また] とりこた ちを 携 
えて エジプトに 戻る。 そして 彼は， 幾 
年 かの あいだ 北の 王から 離れて 立つ。 

9 「次いで 彼は 南の 王の 王国に まさに 
入って 来る。 だが， _ 分の 土地に 戻っ 
て 行く ことになる。 

いっぽう  みず か ふる 

10 「一方 その子ら は， 自ら 奮い立ち， 
群がる 大 軍を まさに 集める。 そして 彼 
は 進んで 行って まさに 入り， みなぎり 
あふれて 通って 行く。 しかし 彼は 戻っ 
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て 行く。 そして， 身を 奮い起こして 自 
分の 要害へ と 進む。 

11 「それで 南の 王は 憤激し， 出て 行っ 

かれ  きた  たたか 

て 彼と， [すなわち] 北の 王と 戦う こと 
になる。 彼は まさに 大群を 立ち上がら 
せる が， その 群衆は 実際には かの 者の 
手に 渡される。 12 そして その 群衆は 
必ず 連れ去られる。 彼の 心は 高ぶり， 
彼は まさに 幾 万の 者を 倒す。 しかし 彼 
は 自分の 強固な 立場を 利用し ない。 

13 「それで， 北の 王は 戻って 来て， 
初めを 上 まわる 大群を 起こす ことにな 
る。 そして， しばらくの 時すな わち 幾 
年 かの 終わりに， 彼は やって来る。 大 

ぐんぜい  ひき [ゥ 1  たいり^う  か ざい  たず さ  M 

そうする。 14 また その 時， 南の 王に 
立ち向かう 者が 多くい る。 

「また， あなたの 民に 属する 強盗の 子 
ら は， 幻を 実現 させよう として 引き回 
される。 彼らは 必ずつ まずく。 

15 「そして， 北の 王は やって来て， 攻 
囲の 塁壁を 盛り上げ， 城塞の ある 都市 

こうりゃく  みなみ うで 

を まさに 攻略す る。 そして， 南の 腕は 
立ち向かう ことができない。 彼のより 
抜きの 民 も [同様] である。 こらえて 立 
つ 力は ないで あろう。 16 そして， 彼に 
向か っ て 来る 者は 意の まま に 事を 行な 
い， その 前に 立ち向かう 者は だれもい 

かざ  ち [ク I 

ない。 さ らに 彼は 飾りの 地に 立つ。 そ 
の 手には 絶滅が あるであろう。 17 ま 
た 彼は 自分の 王国 全体の 勢いを もって 
進もうと して 顔を 向ける が， その 者と 
の 間で 平衡を ‘ 図る [备 約] がで きる こと 
になる。 こうして 彼は 効果的に 行動す 
る。 また， 女たち の 娘に 関し， これを 破 
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減に 至らせる ことが 彼に 許される。 だ 
が， 彼女は 立ち行かず， ずっと 彼の も 
のとして とどまる ことは ない。 18 そ 
して 彼は 顔を 再び 海沿いの 地帯に 向け， 
実際に 多くのと ころを 攻略す る。 だが， 
ひと りの 司令 者が 自分の ために 彼から 
の 非難を 絶えさせる ことになる。 [そ 
のた め] 彼の 非難は やむ。 その 者は それ 
を 彼 _ 身に 帰させる。 19 それで 彼は 
顔を 再び _ら の 地の 要害に 向ける。 彼 
は 必ずつ まずいて 倒れ， [もはや] 見い 
だされる ことは な へ。 

20 「また， 取り立て 人を 光輝 ある 王 
国に 通り 行かせる 者が 彼の地 位に 立つ 
ことになる。 だが， 数日のう ちに その 
者は 砕かれる。 それは 怒りに よるので 
も， 戦いに よるので もない。 

21 「次いで， 軽んじられた 者が 彼の 
地位に 立つ ことになる。 彼らは [その] 
王国の 尊厳を 決して その 者に 付そうと 
はしない。 だが， 心配な く 過ごして い 
る 間に 彼は まさに 入って 来て， 滑らか 
さを もって [その] 王国を 手に入れる。 
22 また， 洪水の 腕に ついて 言えば， そ 
れは 彼の ゆえに 押し流されて， 砕かれ 
る。 契約の 指導者 もまた そのよう にさ 
れ る。  23 そして， 彼らとの 盟約の ゆ 
えに 彼は 欺きを 続け， まさに 上って 来 
て， 小さな 国民に よって 強大な 者と な 
る。  24 心配な く 過ごして いる 間に， 
彼は まさ に その 管轄 地域の 肥えた とこ 
ろに 入り， その 父たち また 父の 父たち 
も 行なわなかった 事を 行なう。 強奪物 
と 分捕り物と 貨財を 彼らの 間に 散らす。 
そして， 1  防備の 施された 所に 対してた 
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くらみを 巡らす が， それは ただし ばし 
の 間で ある。 

25 「また 彼は 大きな 軍勢を 率い， 南 
の 王に 対して 自分の 力 ど 心を 奮い起こ 
す。 南の 王 もまた 甚だ 大きく 強大な 軍 
勢を 率いて その 戦いに 奮い立つ。 だが， 
彼は こらえて 立つ ことができない。 彼 
に対するた くらみが 巡らされ るからで 

かれ  びしょく  しょく 

ある。 26 そして， 彼の 美食を 食して 
いた 者たち が 彼の 崩壊を もたらす。 

「また， 彼の 軍勢に ついても， それは 
押し流され， 多くの 者が 打ち殺されて 

かなら たお 

必ず 倒れる。 

27 「そして， これら 二人の 王は， そ 
の 心を 悪を 行なう ことに 傾け， 一つの 
食卓に ついて 偽りを 語り合う。 しかし 
何事 も 成功し な いであろう。 終わりは 
なお 定めの 時に 臨む ので ある。 

28 「そ して 彼は 大 4 の 貨財を 携えて 
自分の 土地に 戻る。 その 心は 聖 なる 契 
約に 逆らう。 そして 彼は 効果的に 行動 
し， 必ず 自分の 土地に 戻る。 

29 「碧め の蔚こ 綾は M って 苔き， H 
に 向かって まさに 攻め寄せる。 しか 
し， 後の 時は 初めの 時と 同じには なら 
ないで あろう。 30 そして， 彼に 対し 
て キッテム の 船が 必ず 攻め寄せる。 彼 
は 必ず 失意 させられる。 

「それでも 彼は まさに 戻って 行って 
聖 なる 契約を ひぼうし， 効果的に 行動 
する。 また 戻って 行って， 聖 なる 契約 
を 離れる 者たち に 考慮を 払う。 31 ま 
た， 彼 か ら 出る 腕が あっ て 立ち上がる。 
そうして 彼らは 聖 なる 所を， 要害を ま 
さに 汚し， 常 供の ものを も 除き 去る。 
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「また 彼らは 荒廃を もたらす 悪す 
べき ものを 必ず 据える。 

32 「また， 契約に 対してよ こしまな 
行動を している 者たち を， 彼は 滑らか 
な 言葉で 背教に 導き 入れる。 しかし， 
自分たち の裡を 知っている 民は， 優勢に 
なり， 効果的に 行動す る。 33 そして， 
民のう ち 洞察力の ある 者た' 4 は， 多く 
の 者に 理解を 分かつ。 また 彼らは， 剣 
と 炎に より， 捕らわれと 強奪と によ っ 
て 幾日 かの あい だ 必ずつ まずき に 渡さ 
れ る。 34 しかし， つまずきに 渡され 
ている 時， 彼らは 多少の 助けに よって 
助けられる。 だが， 多くの 者が 滑らか 
さに よって 彼らに 加わる。 35 そして， 
洞察力の ある 者たち の 中に も つまずか 
される 者が いる。 それらの 者の ゆえに 
精錬を 行ない， 清めを 行ない， 白く す 
る ことを 行なうた めで あり， こうして 

お  とき  いた （外 

ついに 終わりの 時に 至る。 それは なお 
定めの 時に 臨む ので ある。 

36 「そして， その 王は まさに 自分の 意 
のま ま に 事を 行ない， 自分を 高め， 自分を 
大 いなる ものと して あらゆる 神の 上に 

(f)  かみがみ  もの [ツ） む 

高める。 また ，神々 の 神た る 者に 向か っ 
て 驚くべき ことを 語る。 また 彼は 糾弾 
がな し 終えられ るまでは 必ず 成功を 収 
める。 決定され た 事柄は 遂げられねば 
ならない からで ある。  37 また 彼は 自 

ぶん  ちち  なん  こうりょ  はら 

分の 父たち の裡に 何の 考慮 も 払わない。 

ねが  た 

女たち の いに も， 他の すべての 神に も 
考慮を 払わず， すべての 者に 勝って 自分 
を大 いなる ものと する。  38 しかし 要 


1409 南 対 北。 押し合い。 ミカエル。 義 なる 者は 光り輝く  ダニエル 11：39—12：7 

-の 神に 対しては， g 分の その 地位から 第 章 自分の 終わりに 至る 0 これを 助ける 者 
も 栄光を 帰す る。 その 父たち の 知らな Vifsi1 はいない。 

きん  ぎん  エゼ 20：6  とき  たみ (ゥ) 

かった 神に 対して， 金に より， 銀に より， ダラ8:9  *1 ラ 「そして， その 時に， あなたの 民 
宝石に より， 望ましい 物に よって 栄光を ^ の 子ら のために 立つ 太いなる 君 
帰す る。 39 また 彼は， 異国の 神と 共に ミカエルが 立ち上がる。 そして， 国民 

さいきょう ぼうび  ほどこ  オ エレ 48:46  しょう  いらい  のぞ 

なって, 最強の 防備の 施された とりでに ヵェレ9:26 が 生じて 以来 その 時まで 臨んだ こ との 
対しても 効果的に 行動す る。 彼は だれ ^ 16^9 ない 苦難の 時が 必ず 臨む。 しかし その 
でも [白 分を] 認めた 者を 栄光に 富ませ， 3 た11 :16 時， あなたの 民， すなわち 書に 記され 

おお  しはい  もの (ク）  のが  [ヶ）  ちり 

それらの 者を 多くの 者の 中で 支配 させ 第二 欄 ている 者は みな 逃れ出る 〇  2 また， 塵 
る。 また， 代価を 取って 土地を 配分す る。 ァゴ H の 地に 眠る 者のう ち 目を覚ます 者が 多 

お  とき  みなみ  （ア]  OQ.A  N  さ だ  つづ  いのち 冰 

40 「そして， 終わりの 時に， 南の 王  ^?ni；9  くいる。 この 者は 定めな く 続く 命に， 

は 彼と 押し合う が， これに 対して 北の _ かの 者は 恥辱に， [また] 定めな く 続く 

王は 兵 S と騎 孝と 多くの 結と を もって 第12 章 憎悪に [至る]。 

きょうしゅう  かなら  と ち  ウ ロマ 2:29  どうさつりょく  もの  おおぞら かがや 

強 襲す る。 彼は 必ず [多くの] 土地に ガ？  3:29  3 「また， 洞察力の ある 者は 大空の 輝 

入り， みなぎり あふれて 通り 行く。 ヱお ぱ きのよう に 照り 輝く。 多くの 者を 義に 
41 彼は さらに 飾りの 地に も 入り， 多く  デ m 導いて いる 者たち は 定めの ない 時に 至 
の [主4] が つまずきに 1 される。 しか 才 sr3 るまで， まさに 永久に (星 のように [輝く]。 

力 詩 110:1  お 

し， これらは， すなわち， エドム， モ  2  4 「そして ダニエルよ， あなたは 終わ 

X  おもだ  2H:13  とき ：ソ：  ことば  ひ  しょ 

アブ， また アン モンの 子ら の 主立った キ n:21 りの 時まで これらの 言葉を 秘 し， この 書 
部分は その 手から 逃れ出る。 42 それ ?〇；2〇 を 封印して おくよう に。 多くの 者が 行 

かれ  とち  む  ヘプ 12:23  めぐ  しん  ちしき  み  （チ） 

でも 彼は それらの 土地に 向かって しき 上5 ^ き 巡り， [真の] 知識が 満ち あふれる」。 

つ  [力！ ち ケ 

りに その 手を 突き出す。 エジプトの 地  24:22  5 そして わたし ダニエルが 見る と， 

のが  啓 7.13  ふたり  もの (ツ1  ひとり  なが 

は 逃れ出る ものとは ならない。 43 そ コョハ 5:28 見よ， ほかに 二人の 者が， 一人は 流れ 

かれ  かく  きんぎん たから  し  啓 20:4  きし  た  む 

して 彼は 隠された 金銀の 宝を まさに 支 サマタ のこ ちらの 岸に， 他の 一人は 流れの 向 

はい  のぞ  ヨ ハ 5:29  (f) 

配し， また エジプトの すべての 望まし シ g ハ ゴ)40 こうの 岸に 立って いた。  6 そうして 

もの  じん  マ々 •'SI  ひとり  もの  あまぬの  >) 

い 物を [支配す る]。 そして リビア 人と  4  25；46 一人の 者が 亜麻布を まとった 人， すな 

あゆ  つ  ス ダニ 11:33  なが  じょうほう  む 

エチオピア 人は 彼の 歩みに 付く。  マタ 13:43 わち 流れの 水の 上方に いた 者に 向か っ 

かれ  みだ  し  セ ノ ：16  い  おどろ  ことがら 

44 「しかし， 彼を かき 乱す 知らせ ソ ？ 二 Li7 てこう 言った。 「これら 驚くべき 事柄 
が あって， 日の出る5^ から， また 北 か 夕 $ ぽ の 終わりに 至る までに どれほどの 時が 

く  ひじょう  げきど  いだ  啓 1〇：4  I ナ)  あ ま 

ら 来る。 そのため 彼は 非常な 激怒を 抱 チ 詩97: 11 あるか」。 7 すると わたしには， 亜麻 

ほろ  つ  おお  もの  イザ 11:9  ぬの  なが  じょう ほう 

き， 滅ぼし 尽くす ため， 多くの 者を 滅  布を まとって 流れの 水の 上方に いた 人 

びの ために ささげよ うとして 出て 荇 ッ が 右 [手] と 左 [手] を 天に 挙げ， 定めの 
<〇  45 そして i は | 券の きぎ# のよう て ダニ お ない 時に わたって 生きて おられる 方に 
な 癸 ■を， 驻关な I と I なる 施 立の こ n4 かけて 誓いながら， こう [ 言う ] のが 聞 

めいだ  もつ  力、 な レ，  啓/ 1,9  - 

との 間に 設ける 0 それでも， 彼は 必ず 啓 10:6 ヌ 申 32:40; ョブ 27:2; ェレ 4:2; ェレ 12:16; 啓 10:5。 


ダニエル 12:8 — ホセア 1：7  終わりの 時まで 秘められ ている。 口  •ル ハマ 1410 


こえて きた。 「それは， 定められた 一 第 口 章 

とき  ふたと き  はんとき  っ^ f  —  7.  oc 

時， 定められた [二] 時， そして 半 [時] 啓 11:2 

あいだ  〖ァ 1  せい  たみ  うくだ  啓 12:6 

の 間で ある。 聖 なる 民の 力を 打ち砕く  ^ 12：14 

1ィ） し ■♦う りょう  啓 13:5 

ことが 終了 するとす ぐ， これらの すべ ィ ダニ8:24 

こと  お  いた  マタ 24:9 

ての 事 も その 終わり に 至る」。  啓11:7 

じぶん  き  りかい ウ ルカ 18:34 

8 さて わたしは， 自分で 聞いた が， 理解 雛 1' 

(9)  ぺテ I  1:11 

する ことができなかった。 それで わた エダ ニ か17 

い  わ  しゅ  こと  ダニ 1〇：14 

しは 言った， 「我が 主よ， これらの 事の ォダ ニ8:26 

さいしゅうぶ ぶん  （I)  ダニ 12:4 

最終 部分は どのようになる のです か」 0 力 詩5 1:7 

かれ  い  ゆ  エゼ 36:25 

9 すると 彼は さらにこう 言った。 「行 キィザ 1:18 
け， ダニエルよ。 これらの 言葉は 終わ 

ク ダニ 11:35 

とき  ひ  ふういん  マラ 3:3 

りの 時まで 秘められ， 封印して おかれ 3：2 
るからで ある。 1〇 多くの 者が 身を 清  3:13 

め， 白く し， 練り 清められる。 そして， 

邪悪な 者は 必ず 邪悪に 梟る 舞い， 邪悪 7^?4；9 


な 者は 一人と して 理解 しないであろう。 
しかし， 洞察力の ある 者は 理解す る。 

11 「そして， 常 供の ものが 取り除か 
れ， 荒廃を もたらす 嫌悪すべき ものが 
置かれた 時から， 千 二百 九十 日が ある 
であろう。 

12 「ずっと 待ち望んで 千 三百 三十 五 
日に 達する 者は 幸いで ある。 

13 「そして あなた 自身は， 終わりに 
向かって 進め。 あなたは 休む が， 日々 
の 終わりに 自分の分 のために 立ち上が 
るであろう」。 

イ詩 111:10; 箴 3:4; ダニ 11:33; ダニ 12:3; ョハ I  5:20; 
ウ ダニ 8:11; ダニ 11:31; ヘプ 13:15; ぺテ I  2:5; エ啓 11: 
7; オ ダニ 11:31; マル 13:14; カ ヤコ 1:12; ヤコ 5:11; キ創 
25:8; ク ヨハ 11:13; テサ I  4:13; ケ詩 45:16; ヨハ 11:24; 
使徒 17:31; 使徒 24:15; 啓 20:12。 


ホセア 書 

1 ユダの 王 ウジ ヤ， ヨタ乂 ，ア ハズ， 第1 章 しは エヒウ の 家に 対して， エズレ ルの 
ヒゼ キヤの 時代， また イスラエル ァ謚 は I3 流血 行為に 関する 言い開きを 求め， イ 

(力）  [キ）  イ王 D 15:32  おうせい  お 

の 王， ヨ アシュ の子ヤ ラべ アムの 時代 ゥ王 niw  スラ エルの 家の 王政を 終わらせる こと 
に， ベ エリの 子 ホセアに 臨んだ エホバ ォ mij になる からで ある。  5 また その 日に， 
の 言葉。 2 ホセアに よる エホバの 言葉 ミ 岂 はぶ わたしは エズレ ルの 低地 平原で イスラ 

はじ  クロ マ 9:25  ゆみ  お  W 

の 始まりが あり， エホバは ホセアに こ ヶぺテ ni:2i エルの 弓を 折らねば ならない」。 

う 言われた。 「行って， 淫行の _ また サれぷ 1 6 その後， 彼女は もう 一度 妊娠して 
淫行の 子供ら を 自分の ために 取れ。 淫 シラ ザ73 ^  女の子を 産んだ。 すると [裡] は 彼に こ 

_  ち  したが  ホセ 3:1  い  (H 

行に よって この 地は エホバに 従う こと ス ホセ2:22 う 言われた。 「その 名を 口  •ル ハマと 
から 必ず それる からで ある」。  呼びなさい。 わたしは イスラエルの 家 

かれ  い  に ど  あわ  しめ 

3 そこで 彼は 行って， ディブ ライム ァ王 nio:ii にもは や 二度と 憐れみを 示さない から 
の娘ゴ メルを め とった。 それで 彼女は である。 彼らを 必ず 取り去る ので ある。 
妊娠し， やがて 彼に 男の子を 産んだ。 7 しかし ユダの 家に 対しては 憐れみを 

かれ  い  力 王! 117:6  しめ [キ）  かれ  すく 

4 すると エホバは 彼に さらにこう 言  S 17:23 示し， その# エホバに よって 彼らを 救 
われた。 「その子の 名を エズレ ルと 呼 ク 以 2 う。 だが， 弓 や 剣 や 戦いに よって， 馬 
びなさい。 あとし ばらく したら， わた や 騎手に よって 救う のでは ない」。 


1411  口  •アミが 生まれる。 イスラエルの 淫行  ホセア 1:8 — 2：11 


8 そして 彼女は 口 •ル ハマを 徐 々に 乳 
離れさせた。 そのの ち 彼女は 妊娠して 男 
の 子を 産んだ。 9 するとこう 言われた。 
「その 名を 口  •アミと 呼びなさい。 あな 
た 方は わたしの 民では なく， わたし も あ 


なた 方の ものとは ならない からで ある。 

10 「それでも， イスラエルの 子ら の 
数は 必ず， （ 量る こと も 数える こと もで 
きない 海の 砂粒の ようになる。 そして， 

かれ  む  がた 

彼らに 向かって 『あなた 方は わたしの 
民では ない』 と言われ ていた その 場所 
で， 『生ける 裡の 子ら よ』 と 彼らに 向 
かって 言われる ことになる。 11 そし 
て， ユダの 子ら と イスラエルの 子ら は 
必ず 集められて 一つに なり， 自分たち 
のために 一人の 頭を 立てて その 地から 
上って 行く。 エズ レノ L の 日は 太いなる 
日 となる からで ある。 

〇  「あなた 方は 自分の 兄弟たち に 向 
M かって， 『わたしの 民』 と 言い， 自 
分の 姉妹たち に 向かって， 『憐れみを 
示された 女よ』 と 言え。 2 あなた 方の 
母に 関しては 法的な 訴えを せよ。 法的 
な 訴えを せよ。 彼女は わたしの 妻では 
なく， わたしは その 夫では ないから で 
ある。 それで 彼女は その 淫行を 自分の 
前から， その 蔡淫の 行為を 自分の 乳房 
の 間から 除く ように。 3 わたしが 彼女 
の 衣を はぎ取って 裸に し， 彼女を その 
生まれた 日の ようにして さ ら すよう な 
ことのな いため， また 彼女を 荒野の よ 
うにして 据え， 水の ない 地の ように 置 
いて 渴 きのた めに 死なせる ような こと 
のない ためで ある。  4 また わたしは 
彼女の 子ら に 憐れみを 示さない。 彼ら 


第 1 章 


ア創 13:16 
創 26:4 


ロマ 11:26 

オ エレ 23:5 
エゼ 34:23 
カ ホセ 2:22 


第 2 章 


第二 欄 


ェゼ 23:16 
ホセ 8:9 


ェゼ 


は 淫行の 子ら だからで ある。 5 その 母 
は 淫行を 犯した ので ある。 彼らを はら 
ん だ 者は 恥ず ベ き 行ないを した。 『わ 
たしを 情深く 愛して くれる 人たち， わ 
たしの パンと 水を， 羊毛と 亜麻を， 油 
と 飲み物を 与えて くれる 人たち に 付い 

ゆ  [才）  かのじょ  い 

て 行こう』 と 彼女は 言った ので ある。 

6 「ゆえに 今， わたしは あなたの 道を 

かき  かこ  かのじょ  む 

いばらの 垣で 囲む。 彼女に 向かって 石 
のへい を 積み上げ， 彼女が 白 分の 通り 
道を 見つけられない ようにす る。 7 そ 
して 彼 《は _ 分の 情夫たち の 後を 追い 

[ク） 

かける が， これに 追いつく ことは ない。 
彼らを 捜す が， これを 見いだ せない。 
それで 彼女は やむなく 言う， 『行って， 

おっと はじ  （ヶ）  かえ 

わたしの 夫， 初めの 人のと ころへ 帰り 
たい。 あの ころは 今より 良かった の だ 
か と。 8 しかし 彼女は， 穀物と 甘 
いぶ どう 酒と 油を 与え たのが わた しで 
ある こと も， わたしが 彼女の ために 銀 
を， そして 金を 満ち あふれさせ たこと 
も 悟らなかった。 彼らは [それを] バア 
ルの ために 用いた。 

9 「『ゆえに わたしは 身を 翻し， わたし 
の 穀物を その 時期に， わたしの 甘い ぶ ど 
う 酒を その 季節に 必ず 取り去り ，彼女の 
裸を 覆うた めの わたしの 羊毛と 亜麻と 
を 奪い 去る。 10 そして 今， わたしは 彼 
女の 隠 し 所を その 情夫たち の 目 の 前に 

[チ） 

さらす。 それでも 彼女を わたしの 手 か 
ら 奪い取る 者は いない。 11 また わた 
しは， 彼女の すべての 歓喜を ，その 祭り 

ス申 32:28; イザ 1:3; セ 出 32:4; 裁 17:4; イザ 46:6; ホセ 
8:4; ホセ 13:2; ソ イザ 17:11; ェゼ 16:27; タ ェゼ 23:26; 
ゼパ 1:13; チェ レ 13:26; ェゼ 16:37; ェゼ 23:29; ツ詩 50: 
22; ホセ 5:14; テ イザ 24:8; ェレ 7:34; アモ 8:10; 卜 王 I 
12:32; アモ 5:21〇 


ホセア 2:12—3:4  捨てられる。 回復。 再度の 結婚  1412 

しんげつ 【ァ） あんそくび  じせつ  とき  ちぎ  むす [ァ）  ぎ 

を， 新月と 安息日と 祭りの 時節 すべてを 第2 章 めの ない 時に わたる 契りを 結び， 義と 
必ず 絶えさせる。 I2 そして， 彼女の ぶ ^ザ8。ば 公正と 愛 ある 親切と 憐れみの うちに 契 
どうの 木と いちじくの 木を 荒れさせる。 ゥ=ユ りを 結ぶ。 20 まさに， 忠実を もって 
それは 彼女が， 「わたしへの 贈り物， わ ェィ ザ29: 1? あなたと 契りを 結び， あなたは 必ず エ 
たしの 情夫たち がわた しにくれ たもの」 j=:12 ホ パを 知る ことになる』。 

い  3.7  - 卜 

と 言った ものであった。 わたしは それ 1； ；〇；2^  21 「『また その 日， わたしは 答える』 
を 森林と し， 野の 野獣が 必ず これを む と， エホバは お告げになる， 『わたしは 

く  かのじょ  ホセ 11:2  ち  （エ） 

さ ぼり 食う。 13 そして わたしは， 彼女 キェ レ23:2 天に 答え， [天] は 地に 答える。 22 そ 
が バアルの 像に 犠牲の 煙を くゆらせて して 地は 穀物と 甘い ぶどう 通と 油に 答 
いた 日々 に関して 彼女に 言い開きを 求 55=。 え， それらの 物は エズレ ル [“ 挫は 種を 
める。 そのと き 彼女は 指輪 や 装身具で  ^  22% まかれる”] に 答える であろう。 23 そ 
身を 飾って は， しきりに 情夫たち の 後 W?42S；25 して わたしは 必ず， 自分の ために 彼妄 

お  W  わす  ス申 30:5  たね  ち  [キ）  あわ 

を 追った。 そして この わたしを 忘れた ィザ65 :21 を 種の ように 地に まく。 わたしは， 憐 

(コ）  つ  エレ 32:15  しめ 

ので ある』 と， エホバは お告げになる。 れ みを 示されて いなかった 彼女に 憐れ 
14 「『それゆえ 今 わたしは 彼女を 説 みを 示し， わたしの 民ではなかった 者 
き 喪せ， 彼女を 荒野に 行かせて， その 16:22 たちに， 「あなたは わたしの 民で ある」 

こころ かた  （シ）  とき  夕出 15:1  い  W  かれ 

心に 語り かける。 15 そして， その 時 ホセ と言う。 そして 彼ら も， 「[あなたは] 

い ごかの じょ  えん  あた [ス）  チイ ザ 54:5  (コ） 

以後 彼女の ぶどう 園を 彼女に 与え， ア „  ^,3；14 わたしの 裡 です」 と言うであろう』」。 

ていち へいげん [セ） きぼう  いりぐち  ノ出 

コルの 低地 平原を 希望の 入口と して [与  ?3；2  〇 そ して エホバは な おもわた しに こ 

える]。 彼女は そこで， 若かった 時と ^ う 言われた。 「もう 一度 行って， 友 
同じように， エジプトの 地から 上って ナ に 愛されて 蔡淫を 犯して いる 女を 愛せ 

き  （夕 にた  イザ 2:4  た  かみがみ  たよ  （シ） ほ 

来た 日と 同じように 答える ことで あろ ヱ:^ てよ。 それは， 他の 神々 に 頼って 干しぶ ど 

セ カ9:10  かし  W 

う。 16 そして その 日』 と， エホバは ニ ゴ漂〗 うの 菓子を 愛して いる イスラエルの 子 
お告げになる， 『あなたは [わたしを] it ら に対する エホバの 愛と 同様で ある」。 
“ わたしの 夫” と 呼び， もはや “ わたし  2 そこで わたしは 彼女を 自分の ため 

の 所有者” とは 呼ばないで あろう』。 ァヱ レ 3:14 に， 銀 十五 [枚] と 大麦 ー ホ メル および 
17 「『また わたしは もろもろの バア U5 ぷ 大麦 半 ホ メルで 買い取った。 3 その 時 

ぞう  かのじょ  のぞ  さ （ッ）  かれ  ミカ 7:18  かのじょ  い  おお 

ル 像の 名を 彼女の 口から 除き 去り， 彼 ゥィ ザ 54… わたしは 彼女に 言った， 「多くの 日の 

おも  エレ 9：24  あいだ まえ  す [夕） 

ら はもは やその 名に よって 思い出され  ^  3?：L 間 お前は わたしの ものと して 住む。 お 

[テ！  -r  4 /  ^Q.9*j  いんこう  おか  （チ}  た 

る ことは ない。 18 また わたしは その へす 8:11 前は 淫行を 犯して はならない。 [他の] 
日， 彼らの ために， 野の 野獣， また 天 ゼ ヵ8: 12 男の ものと なって はならない。 わたし 

と  いもの  じめん  かん  才詩 72:16  たい 

の 飛ぶ 生き物 や 地面を はう ものに 関し ヵホ セ 1:11 も お前に 対して [そのよう に] しよう」。 
て 必ず 契約を 結び， 弓と" 剣と 戦いを こ ク 以。  4 これは， イスラエルの 子ら が， 多 

ちす こ  I 十}  あルぜ /V  よこ  - 

の 地から 断ち， 彼らを 安全に 横たわら  ^1  2:10 第 3 章 サェ レ 3:20; ホセ 1:3; シ裁 10:13; ネへ 9:18; 
丄 U 上）  グ 1  一乂ネ t  /ユ丄+、 ネ 、 法 コ ホセ 1:10  スエ レ 7:18; セ 申 7:7; 裁 10:16; 王 H 13:23; 詩 106:45; 

せる。 そ して わた しは あなたと 疋  ゼヵ 13:9 ソ創 34:12; 夕申 21:13; チ 申 5:18; ツ ロマ 7:3。 


1413  神の 法的な 言い分。 知識がない  ホセア 3：5—4：14 


くの 日の 間， 王 もな く， 君 もな く， 犠 
牲も なく， 柱 もな く， エフ ォ ド や テラ 
フィ ムも 持たずに 住む ことになるから 
である。  5 後に イスラエルの 子ら は 
戻って 来て， 自分たち の# エホバを， ま 
た自 分た ちの 王 ダ ビデを 必ず 求める で 

すえ  [キ】  かれ 

あろう。 末の 日に， 彼らは エホバの も 

とに， その 善良 さの もとに わななきな 
く  m 

がら やっ て 来る ので ある。 

A イスラエルの 子ら よ， エホバの 言 

^ 葉を 聞け。 エホバは この 地に 住む 

民に 対して 法的な 言い分を 持たれる か 

(ヶ）  しんじつ （コ）  あい 

ら である。 この 地には， 真実 も， 愛 あ 
る 親切 も， 裡 についての 知識 もない か 
ら である。  2 のろう こと， 欺く こと， 
殺害す る こと ，盗む こと， 蔡淫を 犯す こ 
とが 発生して おり， 流血 行為に 流血 行 

あいつ  W 

為が 相次いでい るからで ある。 3 その 

ち  なげ  かな  W  す 

ゆえに この 地は 嘆き悲しみ， そこに 住 
む 者は 皆， 野の 野獣 や 天の 飛ぶ 生き物 
も 共に 必ず 衰え， 海の 魚 さえ [死んで] 
集められる。 

4 「しかし， だれも 論争して はいけ 

(卜）  いまし 

ない。 だれも 戒めよう としては いけな 
い。 あなたの 民は 祭司に 対して 論争を 

もの  (t) 

している 者たち のよう だからで ある。 
5 そして あなたは 必ず 日中に つまずき， 
預言者で さえ， 夜中に いるかの ように 
あなた と共につ まずく ことになる。 ま 
た わたしは あなたの 母を 沈黙させる。 
6 わたしの 民は 必ず 沈黙 させられる。 
知識がない ためで ある。 知識を あなた 
が 退けた ゆえに， わたし も あなたを 退 
けて， 祭司と して わたしに 仕える こと 
を やめさせ 4。 あなたが 自分の 裡の律 


法を いつも 忘れて いる [ゆえに]， この 
わた しも あなたの 子ら を 忘れる であろ 

(ィ）  かれ  かずお お  たい 

う。 7 彼らは 数が 多い が， わたしに 対 
する 罪 も [数多く] おかした。 わたしの 
栄光を 彼らは ただの 不名誉と 引き換え 

【エ）  たみ  つみ  かれ 

にした。  8 わたしの 民の 罪を 彼らは 
常に むさぼり 食い， そのと がに 向か っ 
てし きりに 魂を もたげる。 

9 「それで， 民に とっても 祭司に とっ 
て も 必ず 同じようになる。 わたしは 彼 
らに 対し， その 歩み方に 関して 必ず 言 
い 開きを 求める。 彼らの 行ないを 自ら 
の 身に 帰させる。 10 そのため 彼らは， 

く  みた  W 

食らいは する が 満ち足りる ことは ない。 
[女たち を] 娼婦の ように 扱う。 それで 
も 彼らは 多くなら ない。 エホバを 重ん 
じる ことを やめた からで ある。 11 淫 
行と ぶどう酒と 甘い ぶどう酒 とが 良い 
動機を 奪い 去る。 12 わたしの 民は 自 

ぶん  [ス）  ぐうぞう  うかが 

分たち の 木 [の 偶像] にしきり に 伺いを 
立て， その [手の] 杖が いつも 彼らに 語 
る。 淫行の 霊が 彼らを さまよわせ， 淫 
行に よって 彼らは 自分たち の 裡の下 か 

い  （夕）  やまやま いただき 

ら 出て 行く ので ある。 13 山々 の 頂で 
彼らは 犠牲を ささげ， 丘の 上， 巨木 や 
そごう こう 樹や 大木の 下で 犠牲の! 煙を 

トン）  こ かげ 

くゆらせる。 その 木陰が ここちよ いか 

[テ）  がた  むすめ 

ら である。 このために あなた 方の 娘た 
ちは 淫行を 犯し， あなた 方の 嫁たち は 
姦淫を 犯す。 

14 「わたしは あなた 方の 娘たち に 対 


ホセア 4:15—5:12  娼婦と なった エフ ライムと ユダは 言い開きを 求められる 1414 


して その 淫行の ゆえに， また あなた 方 
の 嫁たち に対して その 蔡淫の ゆえに 言 
い 開きを 求める ことは しない。 [男] た 
ちが 娼婦と 共に _分 たちだけ の 所に 行 
き， 神殿 遊女たち と共に なって 犠牲を 
ささげる からで ある。 こうして 悟りの 
ない 民は 踏みつけられる。 15 イスラ 
エルよ， あなたは 淫行を 犯して いる。 だ 
が， ユダは 罪科を 負う ことのな いよう 
に。 あなた 方は ギルガルに 来て はいけ 
ない。 ベ ト • ア ベンに 上っても， 『エ 
ホ パは 生きて おられる』 と [言って] 
_っ て もい けな ぶ。 1(5 ご な &牟の 
ように， イスラエルは 強情な 者と なっ 
たからで ある。 エホバが 彼らを 広 やか 
な 所で 若い 雄 羊の よう に牧 する のは 今 
の 時であろう か。 17 エフ ライムは 偶 
像と 共に なって いる。 彼の ことは 捨て 
ておけ！ 18 彼らの 小麦 酒は うせて 
ゆき， 彼らは [女を] まさしく 娼婦の よ 
うに 扱った。 これを 囲う 者たち はま さ 
に 不名誉を 愛した。 19 風が その 翼の 
中に 彼女を 包み 这ん だ。 そして 彼らは 
自分たち のさ さ げた 犠牲を 恥 じる よう 

{チ） 

になる」。 

5  「祭司たち よ， これを 聞け。 イス 
ラエルの 家よ， 注目せ よ。 王の 家 
の 者たち よ， 耳を 向けよ。 裁きは あな 
た 方に 関する もの だからで ある。 あな 
た 方は ミツ パに 対する わなと なり， 夕 
ボルに 広げられた 網の ようになった か 

^  はな  お 

ら である。  2 そして， 離れ 落ちて ゆ 
く 者たち は ほふりの 業に 深く 下り， わ 
たし は 彼ら すべてに 対して 訓戒で あっ 
た。  3 わたしは エフ ライムを つぶさ 


第 4 章 


エゼ 20:39 
ケ詩 78:8 
詩 81:12 
イザ 65:2 


エレ 46:18 
ニ イザ 29:15 


ネ イザ 7:9 


第二 欄 


ア アモ 3:2 


ェゼ 8:18 
ミカ 3:4 
サ イザ 48:8 
エレ 3:20 


に 知り， イスラエルは わたしから 隠さ 
れ ていなかった。 エフ ライムよ， 今 あ 
なた は [女たち を] 娼婦の ように 扱った。 
イスラエルは 自らを 汚した。  4 彼ら 
の 行ないは その# の もとに 立ち返る こ 
とを 許さない。 彼らの 中には 淫行の 霊 
が あるから である。 エホバを 彼らは 認 
めなかった。  5 そして イスラエルの 
誇りは その 顔の 証と なった。 イス ラエ 

みず か 

ルと エフ ライムは 自らのと がの ゆえに 
つまずいた。 ユダ も 彼ら と共につ まず 
いた。 6 羊を 4 れ， 牛を 連れて 彼ら 
は 進んで 行き， エホバを 尋ね 求めよう 
とした。 それでも 見いだ す ことは でき 
なかった。 [裡] は 彼らから 引き下がら 
れ たので ある。  7 エホバに 対して 彼 
らは 不実な 振る舞い をした。 よその 子 
ら に対して 彼らは 父と なった からで あ 

[シ）  いま  ひとつき  ぶん 

る。 今， 一月のう ちに 彼らは その 分と 
共に むさぼり 食われる であろう。 

8 「ギベアで 角笛を， ラマで ラッパ 
を 吹き 鳴らせ 〇べ卜 • ア ベンで ときの 
声を 上げよ 一べ ニヤ ミンよ， あなたの 
後ろで！  9 エフ ライムよ， 叱責の 日 
に， あなたは 全く 驚きの 的と なる であ 
ろう。 イスラエルの 諸 部族の 中で わた 
しは 信頼で きる 言葉を 告げ 知らせた。 
10 ユダの 君たち は 境界線を ずらす 者 
たちのよう になった。 彼らの 上に わた 
しは 自分の 憤怒を 水の よう に 注ぎ 出す。 
11 エフ ライムは 虐げられ， 公正のう ち 

に A ち緯 かれ I。 ぁぇて 絡の 齡擇 

に 従って 歩んだ からで ある。 12 そし 


チ 裁 5:14; ツ イザ 28:3; テ ホセ 9:13; ゼカ 1:6; 卜 申 19: 
14; 申 27:17; ヨブ 24:2; 箴 22:28; ナ申 28:33; 二王 I  20:1。 


1415  神が 喜ばれる のは 犠牲では なく， 愛 ある 親切  ホセア 5：13—7：1 


てわたしは， エフ ライムに とっては 蛾 
のように， ユダの 家に とっては 腐れの 
ようになった。 

13 「また エフ ライムは 自芬の 病気を 
見， ユダは 自分の かいようを [見る] よ 
うに なった。 それで エフ ライムは アッ 
シリア に 行き ，大王の もと に 使いを 送っ 
た。 だが， 彼は あなた 方に いやしを 与 
える ことができず， あなた 方から かい 
ようを 除いて それを 治す ことは できな 
かった。 14 わたしは エフ ライムに 対 
して 若い ライオンの ように， ユダの 家 
に対してた てがみの ある 若い ライオン 
のようにな るので ある。 わたしは 引き 
裂き， 行って 運び去る。 救い出す 者は 
いない。 15 わたしは 行く。 自分の 場 
所に 帰る。 ついに 彼らは 自^' の 罪科を 
負う ことになる。 彼らは 必ず わたしの 
顔を 求める。 窮境に 立つ とき， 彼らは 
わたしを 求める であろう」。 

6  「さあ， わたしたちは 是非とも エホ 
パの もとに 帰ろう。 自ら わたした 
ちを 引き裂かれは したが， またい やし 
て もく ださる からだ。 わたしたち をし 
きり に 打たれは したが， ま た 包んでも く 
ださる。 2 二日の 後には わたしたちを 
生かして くださる。 三日 目には 起き 上 
がらせて くださり ，わたしたち はみ 前で 
生きる ことになる。  3 そして， わたし 
たちは エホバを 知る であろう。 知ろう 
として 追求す るであろう。 夜明けの よ 
うに， その 出て 行かれる ことは 堅く 定 
めら れ ている。 そして， 降り注ぐ 雨の 
ように わたしたちの ところに 来て くだ 

㈡ち  し  こはる  ㈤ 

さる。 地に 染み込む 春の 雨の よう に」。 
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サ申 4:30 


サ  I  13:6 
シ申 30:10 
詩 78:34 


第 6 章 

スイ ザ 55:7 
エレ 3:22 
セ ホセ 5:14 
ソエ レ 33:6 
ホセ 14:4 
夕申 32:39 
エレ 30:17 
チ 王 n  20:5 
イザ 26:19 
エゼ 37:14 
コ  I  15:4 
ツ啓 11:11 
テ イザ 54:13 
エレ 24:7 
トサ n  23:4 
ナ マラ 4:2 
ニ イザ 44:3 
ヨエ 2:23 
ヌ ヨブ 29:23 
詩 72:6 


第二 欄 


エゼ 3:9 
ウ エレ 23:29 


ヘプ 8:9 
ケ イザ 48:8 


ス ェゼ 22:25 
セ 王 I 12:25 
ソ ェゼ 22:9 


4 「エフ ライムよ， わたしは あなた 
に対して どのように 行なおう か。 ユダ 
よ， あなたに 対しては どのように 行な 
おうか。 あなた 方の 愛 ある 親切が 朝の 
雲， 早く 消えて ゆく 露の ようで あるか 
ら だ。 5 この ゆえに わたしは 預言者た 
ちに よって [彼らを] 断たねば ならない。 
わたしの 口の こと ばに よって 彼ら を 殺 
さねば ならない。 こうして， あなたに 対 
する 裁きは， 進み出る 光の ようになる。 
6 わたしが 喜びと したのは 愛 ある 親切 

(才）  ぎ せい 

であって， 犠牲ではなかった からで あ 
る。 また， 全森燔 の 捧げ物より， むし 
ろ裡を 知る ことであった。  7 それな 
のに 彼らは， 地の 人の ように 契約を 踏 
み 越えた。 その 所で わたしに 対して 不 
実に 振る舞った。 8 ギレアデは 有害 
な 事柄を 行なう 者たち の 町。 その 足跡 
は 血で ある。 9 また， 祭司のと もがら 
は， 人を 待ち伏せして いるかの ようで 
あり， 略奪 者の 群れと なって い 4。 路 
傍で， シヱ ケムで， 彼らは 殺人を 犯す。 
彼らは ただみ だら な 行な いを してきた 

(V)  いえ 

ので ある。 10 イスラエルの 家で わた 
しは 恐るべき 事を 見た。 その 所に エフ 
ライムの 淫行が ある。 イスラエルは 自 
らを 汚した。 11 そして また， ユダよ， 
あな たのた め に 収穫の 時が 定めら れて 
いる。 それは， わたしの 民の 捕らわれ 
人たち を わたしが 集め 戻す 時で ある」。 
n  「わたしが イスラエルに いやしを 
• もたらそう とする 時， エフ ライム 
のとが はま さに 暴かれ， サマリアの 悪 

タエ レ 5:30; エレ 23:14; チ 王 D 17:7; エレ 3:6; ツエ 
ゼ 23:4; エゼ 23:11; テ 申 30：3; エレ 29:14; アモ 9:14; 
第 7 章  卜 申 32:39; ナ イザ 28:1; ミカ 6:16。 


ホセア 7:2—16  エフ ライム， 半焼けの 菓子。 エフ ライムは 逃れられない  1416 


事は [あらわにされ る]。 彼らは 偽り 
事を 行なって きたから である。 盗人が 
入って 来る。 略奪 者の 群れが 外に 押し 
寄せる。 2 それでも 彼らは， 彼らの す 
ベての 悪を わた しが 覚えて いると いう 
ことを その 心に 言わない。 今， その 行 
ない が 彼らを 取り囲んだ。 彼らは わた 
しの 顔の 前に 置かれた。  3 彼らは そ 
の 悪に よって 王を 歓 ばせ， その 欺きに 
よって 君たち を [歓 ばせ る]。 4 彼ら 
はみ な 姦淫を 行なう 者で あり， パン 焼 
き 人が たき 付けた 炉 のよう である。 彼 
は 練り 粉が パン 種で 膨 ら むまで こねた 
のち [火を] かき 立てる ことを やめる。 
5 我々 の 王の 日に， 君たち は 病に かか っ 
た 一 ぶどう酒 ゆえの 激しい 怒りが あ 
る。 彼は あざ笑う 者たち と共に 自分の 
手を 引き寄せた。 6 彼らは 自分の 心 
を 近づけた ので ある。 炉に [近づける] 
かの ように。 それは 彼らの 内で 燃えて 
いる。 夜通し その パン 焼き 人は 眠って 
いる。 朝になる と， [炉] は 燃え立つ 火 
によるよ うに 燃えて いる。  7 彼らは 
みな 炉 のように 熱くなる。 そうして 彼 
らは 自分たち の 裁き 人たち を むさぼり 
食う。 彼らの 王たち はみ な 倒れた。 彼 
ら のうちの だれも わたしに 呼びかけて 
はぃな d 

8 「エフ ライムを 見る と， それは [も 
ろ もろの] 民と 親しく 交じり 合って い 

(チ）  うらがえ  まる  か 

る。 エフ ライムは 裏返して ない 丸い 菓 
子と なった。  9 よそ 人たち が 彼の 力 

く  つ  [テ）  みず か 

を 食い尽くし たのに， 彼 自らは それに 
気づかなかった。 また， 白髪が 真っ白 
になった のに， 自分では そのこと に 気 
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16:46 


アモ 8:7 
才申 32:29 


ケ エレ 3:9 


コ箴 20:1 
イザ 28:1 


第二 欄 


チ 詩 78:57 


づ かなかった。 10 そして イスラエル 
の 誇りは その 顔の 証と なった。 彼らは 
自分たち の# エホバに 帰らず， このす 
ベての ゆえに [独] を 尋ね 求める こと も 
しなかった。 11 こうして エフ ライム 
は 心を 持たない 単純な はとの ようにな 
る。 彼らは エジプトに 向かって 呼ば わ 
り， アッシリアに 向かって 進んだ。 

12 「彼らが どちらに 行こうと も， わ 
た しは 彼らの 上に わた しの 網を 広げ 
i。 天の 飛ぶ 生き物の ように， わたし 
は 彼らを [地に] 落とす。 その 集会に 対 
する 通報のと おりに わたしは 彼らを 懲 
らしめ る。 13 彼らは 災い々！ わた 
しから 逃げた からで ある。 彼らには 奪 
略が 臨む。 わたしに 対して 違犯を おか 
したから である。 そして， わたし 自ら 
彼らを 請け戻し たのに， 彼らは その わ 
たしに 対して 偽りを 語った。 14 そし 
て 彼 ら は， 床の 上で 泣き わめきながら， 
t、 を こめて わた しに 助けを 呼び 求めよ 
うとは しなかった。 その 穀物と 甘い ぶ 
どう 酒との ために 彼らは ただぶ ら つき 
回った。 彼らは わたしに 逆らいつ づけ 
た。 15 それで わたしは 懲らしめを 加 
えた。 わたしは 彼らの 腕を 強く した。 
それでも 彼らは わたしに 対して 悪事を 
たくらみつ づけた。 16 そうして 彼ら 
は 戻って 行った。 より 高い ものに では 
ない。 彼らは たるんだ 弓の ようにな っ 
ていた。 彼らの 君たち は 剣に より， そ 
の 舌の ひぼうの ゆえに 倒れる。 これは 
エジプトの 地で その あざ笑いと なる」。 

ツ詩 94:12; ヘプ 12:6; テ 王 D 13:5; 卜箴 6:14; ナホ 1:9; 
ナエ レ 3:10; 二 詩 78:57; ヌ詩 12:4; 詩 73:9; イザ 3:8; 
ネ エゼ 36:20; ホセ 9:3。 
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8  「あなたの 口に 角笛を！  エホバ 
の 家に 対し 鷲の ように して [来る 
者が いる]。 彼らが わたしの 契約を 踏 
み 越え， わたしの 律法に 対する 違犯を 
おかした からで ある。  2 彼らは わた 
しに 向かって， 『我が® よ， 我々 イス 

ラエルは あなたを 知っています』 と 叫 

[才） 

びつ づけて いる。 

3 「イスラエルは 善を 捨て去った。 敵 
である 者は 彼を 追跡せ i。 4 彼らは 
自ら 王を 立てた。 だが， わたしの ゆえ 
にでは ない。 彼らは 君たち を 立てた。 
しかし， わたしは [それを] 知らな かっ 
た。 その 銀と 金を もって 彼らは 自分た 
ちの ために 偶像を 作った。 それは 彼ら 
が 切り 断たれる ためであった。 5 サ 
マリアよ， あなたの 子牛は 捨て去られ 
た。 わたしの 怒りは 彼らに 対して 激し 
く 燃えた。 いつまで 彼らは 潔白に なれ 
ない のか。  6 イスラエルから このよ 
うな 事が 出た ので ある。 ただの 職人が 
それを 作った。 それは# ではない。 サ 

マリアの 子牛は た だの 細片 となる ので 

(夕） 

ある 0 

かれ  かぜ  ぼうふう 

7 「彼らは 風を まきつ づけて， 暴風 
を 刈り取る ので ある。 立ち 穂には 何も 
ない。 麦粉を 産出す る 新芽 もない。 た 
とえ [それを] 産出す る ものが あろうと 
も， よそ 人たち がそれ を 呑み 尽くす。 

8 「イスラエルは 呑み 尽くされねば 
ならない。 いま 彼らは 諸国 民の 中に 来 
なければ ならない。 少しも 喜ばれる こ 
とのない 器の ように。  9 彼らが アッ 
シリアに 上って 行った からで ある。 独 
り 離れた しまうまの ように。 エフ ライ 
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詩 50:17 
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夕 3 


箴 22:8 


f ザ 17:11 
l  レ 12:13 
N  28:33 
ED  15:29 
ナ王 n 18:11 
[レ 50:17 
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第二 欄 


イザ i：n 
アモ 5:22 


ム は， 彼らは 愛人たち を 雇い入れた。 
10 そして 彼らが [それを] 諸国 民の 間 
で 雇いつ づけよう とも， わたしは いま 
彼らを 集め 寄せる。 彼らは 王 [や] 君た 
ちの 重荷の ゆえにし ばらく 厳しい 痛み 
の 中に 置かれる。 

11 「エフ ライムは 罪を おかす ために 
祭壇を 増し 加えた からで ある。 罪を お 
かすた めに 幾つ もの 祭壇を 持つ ように 
なった。 12 わたしは 彼のた めに 自分 
の 律法の 多くの 事柄を 書き記した。 そ 
れら は 奇妙な ものの ようにみ なされた。 
13 わたしに 供える 犠牲と して 彼らは 
しきりに1 肉を ささげ， エホバが 少しも 
喜びと しない ものを 食べつ づけた。 い 
ま [初は 彼らのと がを 思い出し， その 
罪に 関して 言い開きを 求める。 エジプ 
卜に 向けて 彼らは 戻って 行く ので あっ 
寺 こ。 14 こうして イスラエルは 自分の 
造り 主を 忘れ， 幾つ もの 神殿を 建てる 
ようになった。 ユダ もまた 防備の 施さ 
れた 都市を 増やした。 それで わたしは 
彼の 諸 都市に 必ず 火を 送り込み， それ 
が それぞれの 住まいの 塔を むさぼり 食 
うこ とになる」。 

9 「イスラエルよ ，歓ん ではい けない。 

[多くの] 民の ように 楽しげに 振る 
舞って はいけ ない。 淫行に よって あな 
たは 自 分の 裡の もとから 離れた からで 
ある。 あなたは 穀類の 脱穀 場 すべてで 
賃 雇いの ネ L 物を 愛した。 2 脱穀 場 やぶ 
どうの 搾り 場は 彼らに 糧を 与えず， 甘 

コ ホセ 9:9; アモ 8:7; サ ホセ 7:16; ホセ 9:3; シ申 32:18; 
イザ 51:13; ス王 I  12:31; セ 代 n  26:10; ソ 王!！ 18:13; 代 H 
36:19; エレ 17:27; エレ 34:7;  第 9 章 タ ホセ 10:5; 
アモ 6:13; チ エゼ 20:32; ツ エゼ 23:5; ホセ 4:12; テ ホセ 
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いぶ ど う 酒 さえ 彼女に とっ て 失望と な 
る。 3 彼らが エホバの 地に 住み 続ける 
ことは ない 0 エフ ライムは エジプトに 
帰らねば ならず， アッシリアで 汚れた 
ものを 食らう ことになる。 4 彼らが エ 
ホ パに ぶどう酒を 注ぎ 続ける ことは な 
い。 また その 犠牲は [独] に とって 喜び 
とはなら な へ。 それは 彼らに とって 嘆 
きの 時の パンの ようで ある。 それを 食 
ベる 者は みな 身を 汚す。 彼らの パンは 
自分の 魂の ためだから である。 それが 
エホバの 家に 入る ことは ない。 5 集合 
の 日， エホバの 祭りの 日に， あなた 方 
は 何を 行なう のか。 6 見よ， 彼^) は 奪 
略の ゆえに 去って 行く ことになる。 エ 
ジ ブトが 彼らを 集め 寄せる。 メン フィ 
スが 彼らを 葬る。 彼らの 望ましい もの 
である 銀は， いらくさが これを 手に入 
れ る。 いばらの 茂みが 彼らの 天幕の 中 
に 星ぇ I。 

ちゅうい  む  かなら  く  （ソ） 

7 「注意の 向けられる 日が 必ず 来る。 
当然の 返報の 日 が 来な ければ ならな 

[夕）  もの  し 

い。 イスラエルの 者たち は [それを] 知 
る。 預言者は 愚かな 者と なる。 霊感の 
ことばを 持つ 者 も， あなたの とがが お 
びた だしいた め， 敵が い 心が 満ち あ ふ 
れ ている ために 狂気す る」。 

8 エフ ライムの 見張り 人は わたしの 
控 と共にいた。 預言者に 対しては， そ 
のす ベての 道に 鳥を 捕る 者の わなが あ 
る。 その# の 家には 敵が い 心が ある。 
9 彼らは k びを もたらす ことに 深く 進 
ん だ。 ギベアの 日と 同じように。 [裡] 
は 彼らのと がを 思い出される。 彼らの 
罪に 注意を 向けられる。 
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イ レビ 20:22 
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ヨシ 23:15 


ノ裁 19:22 
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ハ ホセ 8:13 


10 「わたしは， イスラエルが 荒野 
のぶどうの ようになって いるのを 見い 
だした。 あなた 方の 父祖たち が， いち 
じくの 木に 初めに 付く 早な りの いちじ 
くの ようで あるのを 見た。 彼らは ぺ才 
ルの バアルの もとに 行って 恥ず べき 事 
柄に 身を じ， _ 分が 愛した ものと 同 
じく  _悪 すべき ものと なった。 11 エ 
フ ライムに ついては， 飛ぶ 生き物の よ 
うに その 栄光は 飛び去った。 そのため 
に， 子を 産む ことは なくなり， [妊娠 
した] 腹 も， 身 ごもる こと もなくなる。 
12 彼らが 子ら を 育てても， わたしが そ 
の 子供ら を 先立たせ るので 人が いなく 
なる ので ある。 なぜなら 一 わたしが 
彼らから 離れる とき， 彼らは 災い だ！ 
13 ティ ルスの ように 牧草地に 置かれて 
いるのを わたしが 見た エフ ライム， そ 
の エフ ライ ムが 殺す 者の もと に 自分の 
子ら を 携え 出す ことになる」。 

14 エホバよ， あなたが 与える はずの 
ものを 彼らに 与えて ください。 彼らに 
は 流産す る胎 を， そして， しなびて ゆ 

ち ぶ さ 

く 乳房を 与えて ください。 

15 「彼らの すべての 悪は ギルガルに 
あった。 その 所で わたしは 彼らを 憎ま 
ねばならなかった ので ある。 その 行な 
いのよ こしまの ゆえに， わたしは 彼ら 
を わたしの 家から 追い払う。 彼らを な 
おも 愛し 続ける ことは しない。 彼らの 
君たち はみ な 強情に 振る舞って いる。 
16 エフ ライムは 打ち倒されなければ な 
ら ない。 その 根 も 必ず 干からびる こと 

セ ホセ 4:15; ホセ 12:11; アモ 5:5; ソ エゼ 23:18; タ レビ 
26:33; 王 n  17:18; 詩 78:60; アモ 5:27; チ 申 29:20; ツ イザ 
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になる。 彼らが 産み出す 実はない。 ま 
た， 彼らが 子を 産む としても， わたし 
は 彼らの 胎の その 望ま しい ものを 死に 
至らせる」。 

17 わたしの# は 彼らを 退ける。 そ 
の [言葉] に 聴き 従わなかった からで あ 
る。 彼らは 諸国 民の 中の 逃亡者と なる。 
-i  「イスラエルは 衰退して ゆく ぶ 

丄り どぅ の#。 韨は .棼 のために i 
を 付けて ゆく。 その実が 満ち あふれる 
にしたがって 彼は [自分の] 祭壇を 多く 
した。 その 土地が 良い ので 彼らは 良い 
柱を 立てる。 2 その 心は 偽善 的に なっ 
た。 いまや， 彼らに 罪科の ある ことが 
知られる ことになる。 

「彼らの 祭壇を 打ち壊す 者が いる。 そ 
の 者は 彼らの 柱を 奪い取る。  3 彼ら 
が 今， 『我々 に 王は いない。 我々 がエ 
ホノ 《を 恐れな か っ たため だ。 それにし 
て も， 王が 一体 何を 我々 のためにして 


くれる のか』 と言うから である。 

4 「彼らは 言葉を 述べて 偽りの 誓い 
をし， 契約を 結ぶ。 裁きは， 開けた 野 
の 畝溝に 出る 毒草の ように 生え 出た。 
5 ベ ト. ア ベンの 子牛 [の 偶像] のた め 
に， サマリア に 住む 者たち は 恐れ 驚く。 
それに 関して そこ の 民は 必ず 嘆き悲し 
むこと になる ので ある。 それに 仕える 
異国の 神の 祭司たち， その 栄光の ゆえ 
に それを 喜んでいた 者たち も 同様で あ 
る。 それが [栄光] を 離れて 流刑の 身と 
なって しまう からで ある。  6 まさに 
それを 人は アッ シリアに 携えて 行って， 
大王への 贈り物と する。 エフ ライムは 
恥を 被り， イ スラ エルは その 論し を 恥 
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ケ エレ 2:28 


ツサ I  4:21 
テ 王 n 17:3 


エレ 48:13 
ェゼ 36:32 


タイ ザ 28:24 


じる ことになる。  7 サマリア [と] その 
王とは 必ず 沈黙 させられる。 折り 取ら 
れて 水の 表に ある 小枝の ように。 8 こ 
う して イスラエルの 罪， [べ卜 •] アベ ン 
の 高き 所は まさに 滅ぼし 尽くされる。 
いばらと あ ざみ が 彼ら の 祭壇には い 上 
る。 そ して 民は 山に 向かって， 『我々 
を 覆って くれ！』 と 言い， 丘に 向か っ 
て， 『我々 の 上に 倒れ かかれ！』 とま 
さに [言う] であろう。 

9 「イスラエルよ， ギベアの 日 以来 あ 
なた は 罪を おかして きた。 そこで 彼ら 
は 立ち止まった。 ギベアに おいては， 不 
義の 子ら に対する 戦い もこれ に 追い 迫 
る ものとは ならなかった。 10 それが 
わたしの 熱望す ると ころと なる 時， わ 
たしは 彼らを 懲らしめる。 また， 彼ら 
を その 二つのと がに つなぎ 留める 時， 
彼らに 対しても ろ も ろの 民が 必ず 集め 

【シ） 

られ る。 

11 「また， エフ ライムは 脱穀す る こ 
とを 好む， 訓練され た 若い 雌牛で あっ 
た。 だが わたしは， その 麗しい うなじ 
を 通り越した。 わたしは [だれかが] エ 
フ ライムの 上に 乗る ようにす る。 ユダ 
はすき 返す。 ヤコブは その 者の ために 
地を ならす。 12 あなた 方 自身の ため 
に義 のうちに 種を まけ。 愛 ある 親切に 
そって 刈り取りを 行なえ。 あなた 方自 
身の ために 耕地を 耕せ。 エホバを 捜し 
求める 時間の あるう ち， ついに [神] が 
来て， 義に そって 教え 論して くださる 
ようにな るまで。 


チ箴 11:19; ヤコ 3:18; ツ箴 11:18; テ エレ 4:3; ト イザ 
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13 「あなた 方は 悪を すき 返した。 不 
義を 刈り取った。 あなた 方は 欺きの 結 
ぶ 実を 食べた。 自分の 道に， 力 ある 者 
たちが 大ぜい いる ことに 依り 頼んだ か 
ら である。 14 そして あなたの 民のう 
ちには 騒動が 起きた。 あなたの， 1  防備 
の 施された 都 ffe はすべ て 奪略に 遭う。 
ア ルべ ルの 家の シャルマン による 奪略 
を もってす るかの ように。 それは， 母 
親が [自ら の] 子の 傍らにた た き 付けら 
れた 戦闘の 日であった。 15 ベ テルよ， 
あなた 方に 対して 人は 必ず このように 
行なう であろう。 あなた 方の 甚だしい 
悪の ゆえで ある。 夜明けに イスラエル 
の 王は 必ず 沈黙 させられる」。 

-I  -i 「イスラエルが 少年であった 時， 
丄丄 わたしは これを 愛し‘。 エジプ 

じ ぶん  よ  トン） 

卜から わたしは 自分の 子を 呼び出 した。 

ひとびと  かれ  よ  （ス）  ぶん 

2 「人々 は 彼らを 呼んだ。 その 分 だ 
け 彼らは その 前から 離れて 行った。 バ 
アルの 像に 彼らは 犠牲を ささげる よう 
になった。 彫像に 向かって 犠牲の 煙を 
くゆらせる ようになった。  3 それで 
も わた しは エフ ラ イムに 歩み方を 教え， 
彼らを [自分] の 腕に 抱いた。 だが 彼ら 
は， わたしが 彼らを いやした ことを 悟 
ら なかった。 4 地の 人の 縄を もって， 
愛の 綱を もって わたしは 彼らを 引っ張 
りつ づけた。 こうして わたしは， 彼ら 
の あごのく びきを 外す 者の ようにな っ 
た。 わたしは 各人の もとに 穏やかに 食 
物を 携えて 行った。 5 彼が エジプト 
の 地に 帰って 行く ことは ないで あろう。 
だが， アッシリア がその 王と なる であ 
ろう。 彼らが 立ち返る ことを 拒んだ か 
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ク創 
申 29: 


ケ創 
] 申 32: 


ら である。 6 そして， 剣が 彼の 諸 都市 
の 中で 旋回し， そのかん ぬきを 折れ 尽 
きさせて むさぼり 食う。 彼らの もろ も 
ろの 計り 事の ゆえで ある。 7 また， わ 
た しの 民は わた しに 対 して 不忠実に な 
りが ちで ある。 そして 人々 はこれ を 上 
の ほうへ 呼ぶ。 立ち上がる 者は だれ ひ 
とりいない。 

8 「エフ ライムよ， どうして わたし 
は あなたを 見放す ことができ ようか。 
イスラエルよ， [どうして] あなたを 引 
き 渡す ことができ ようか。 どうして あ 
なた をア ドマの ようにす る ことができ 
ようか。 [どうして] ツエ ボイ イムの よ 
うにして おく ことができ ようか。 わた 
しの 心は わたしの 中で 変わっ/ J:。 それ 
と 同時に わた しの 同情は 熱く なった。 
9 わたしは 自分の 燃える 怒りを 表わす 
ことは しない。 エフ ライムを 再び 滅び 
に 至らせる ことは しない。 わたしは 神 

[ス； 

であって， 人では なく， あなたの うちに 
ある 聖 なる 者 だからで ある。 わたしは 
興奮のう ちに 来る ことは ない。 10 彼 
らは エホバに 従って 歩む ようにな^)。 
ライオン のように 彼は ほえる。 彼が ほ 
え， 子ら が おののきながら 西から 来る 
ので ある。 11 小鳥の ように 彼らは お 
のの き なが ら エジプトから 出て 来 4。 
はとの ように アッ シリアの 地から [やっ 
て 来る]。 わたしは 必ず 彼らを その 家々 
に 住まわせる」 と， エホバは お告げに 

な i ナ ： 
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12 「エフ ライムは 偽りを もって わた 
しを 囲んだ。 また， イスラエルの 家は 
欺きを もって。 それでも ユダは なお も 
裡 と共に さすらい， 最も 聖 なる 者と 共 
に 信頼性を 保って いる」。 

かぜ  く  ㈣ 

-I  「エフ ライムは 風を 食い， ひね 
もす ひ：! し歲 せを 4 ぃ かけて ぃ I1。 ぃ? I 
りと 奪略を 彼は 増し 加えて いる。 そし 
て， アッシリアと 契約を 結び， 油が エ 
ジ ブトに 携えて 来られる。 

2 「また， エホバは ユダに 対して 法的 
な 言い分を 持たれる。 ヤコブに 対し， 

あゆ  かた  ひら  もと 

その 歩み方に したが っ て 言い開きを 求 

(ク 1  おこ 

める ので ある。 その 行ないに したが っ 

かれ  へんぽう  くわ  [ヶ！  はら 

て 彼に 返報を 加えられる。  3 腹の 中 
で 彼は 自分の 兄弟の かかとを とらえ， 
ま た その 活動力を もっ て# と 闘った。 
4 そして 彼は み使いと 闘いつ づけて そ 
れに 打ち勝つ ようになった。 彼は 泣い 

じ ぶん  めぐ  あいがん 

た。 自分の ために 恵みを 哀願し ようと 

(ス】 

してであった」。 

[裡] はべ テルで 彼を 見いだ された。 
そこで わたしたちと 語り はじめられた。 

ばんぐん  I 夕 1 

5 そして 万軍の 裡 エホバ， その エホバ 

かれ  きねん  [チ！ 

が 彼の 記念で ある。 


6 「それで あなたは， 自分の# の もと 
に 帰り， 愛 ある 親切と 公正と を 守る ベ 
きで ある。 あなたの 神を 常に 待ち望む 

[ナ）  あきな  にん  あざむ 

ように。 7 商い 人， その 手には 欺きの 


はかりが ある。 だまし取る こと， それ 
を 彼は 愛した。  8 そして エフ ライム 
はしき りに 言う， 『まさしく わたしは 
富を 得た。 自分の ために 価値 ある 物を 
いろいろと 見いだ した。 わたしの すべ 
ての 労苦に ついて， 人は 罪と なる よう 
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なと がを わたしに 見いだ す ことは ない 

(7) 

であろう』。 

9 「しかし わたしは ，エジプトの 地 以来 
あなたの 裡 となった エホバで ある。 そ 
れ でも わた しは， 定めの 時の 日 々のよう 
にあな たを 天幕に 住まわせる。 10 そ 
して わたしは 預言者た ちに 話し， 自ら 
幻 を 多く し， 預言者た ちの 手に よって 
例えを 語りつ づけた。 

11 「ギレアデ に関して 怪異な 事柄， 
また 不 真実な 事柄が なされた。 ギ ルガ 
ルに おいて 彼らは まさ に 雄牛を ささげ 
た。 しかも， 彼らの 祭壇は 開けた 野の 畝 
溝に ある 積み 石の ようで ある。 12 ま 
た ヤコブは シリ アの 野に 逃げて 行っ 
た。 イスラエルは 妻の ために 仕えつ 

(サ）  ひつじ  ばん  ('» 

づけた。 妻の ために [羊] の 番をした。 
13 また， 預言者に よって エホバは イス 
ラエルを エジプトから 携え 上っ/!:。 預 
言 者に よって 彼は 守られた 0 14 エフ 
ライムは 苦々 しいまでに 怒りを 起こさ 
せた。 その 流血の 行為を 彼は 自らの 身 
に とどめて いる。 彼の そしりを その 大 
いなる 主は 当人の 身に 報いる」。 

-I  〇 「エフ ライムが 語る と， そこに 
丄〇 はおの のきが あった。 ？ 違は ィス 
ラエルで [重責を] 担った。 しかし 彼は 
バアルに 関して 罪科の ある 者と なっ 

⑺し  [卜）  いま  かれ 

て 死んで いった。  2 そして 今， 彼ら 
はさら に 罪を 重ね， 自分たち のた め 
に 銀で 铸 物の 像を 作った。 それは みな 
彼らの 理解に よる 偶像で あり， 職人が 

ス出 12:51; 詩 77:20; イザ 63:11; ミカ 6:4; セ ヨシ 24:17; 
サ I 12:8; ソ王 n 17:11; エゼ 23:5; タ エゼ 22:13; チ 申 28: 
37;  ロマ 2:6; 第 13 章 ツヨシ 17:17; テ 王 n 17:16; ホ 
セ 11:2; 卜 出 20:5; ナ詩 115:4; イザ 46:6; エレ 10:4; ホ 
セ 2:8; ニ イザ 44:17; エレ 10:9。 
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こしらえた ものにす ぎない。 それら 
に 向かって 彼らは 言う， 『犠牲を さ 
さげる 人々 は 子牛に 口 づけせ よ』 と。 
3 ゆえに 彼らは 朝の 雲の ように， 早 
く 消えて ゆく 露の ようになる。 脱穀 
場から 吹き払われる もみ がらの よう 
に， [屋根の] 穴から 出る 煙の ように 
なる。 

4 「しかし わたしは， エジプトの 地 
以来 あなたの 裡 となった エホバで あ 
る 0  あなたが 知っていた 神は わたしの 

すく 

ほかにい なかった。 わたしの ほかに 救 
う 者は いなかった。  5 わたしは 荒野 
で， 熱病の 地で あなたを 知った。 6 そ 
の 放牧地に よって 彼らは 満ち足り るよ 
うに も なった。 満ち足りて くると， そ 
の 心は 高ぶる ようになった。 そのため 
彼らは わたしを 忘れた。  7 それで わ 
たしは 彼らに 対して 若い ライオン のよ 
うになる。 道辺の ひょうの ように わた 
しは じっとう かがう。  8 子を 失った 
熊の ように 彼らと 出会い， その"' 己、 の 囲 
いを かき 裂く。 また， ライオン のよ 
うに 彼らを その 場で むさぼり 食‘。 野 
の 野獣 もまた 彼らを 引き裂く であろ 
う。  9 イスラエルよ， それは 必ず あ 
なた を 滅びに 至らせる。 わたしに 逆ら 
い， あなたを 助ける 者に 逆らった から 
である。 

10 「では， あなたの 王は どこに いて， 
すべての 都市で あなたを 救う のか。 ま 
た， あなたの 裁き 人たち は [どこか]。 
その 者たち [について] あなたは 言った， 
『どう ぞ王や 君た ちを 与えて ください』 
と。 11 わたしは 怒りのう ちに 王を 与 


ネへ £ 


サ申 6:12 
申 32:18 
箴 30:9 
イザ 17:10 
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えた。 そして， 憤怒のう ちに これを 取 
り 去る であろう。 

12 「エフ ライムの とがは 包まれ， その 
罪は 秘められ ている。 13 子を 産む 女の 
産みの 苦痛が 彼に 臨む。 彼は 賢くない 
子で ある。 子ら が [胎 から] 生まれ 出る 
その 時に こらえて 立たない からで ある。 

14 「シェ オルの 手から わたしは 彼ら 
を 請け 戻す。 死から 彼らを 取り戻す。 
死よ， お前の とげは どこに あるの か。 
シェ オルよ， お前の 破壊力は どこに あ 
るの か。 同情 も わたしの 目から 隠され 
るであろう。 

15 「たとえ 彼が 葦の 子の ように 増 
える としても， 東の 風， エホバの 風が 
やって来る。 荒野から それは 上って 来 
て， 彼の 井戸を かれさせ， その 泉を 干 
上がらせる。 その 者は すべての 望まし 
い 品々 の 宝を 略奪す る。 

16 「サマリアは 罪科の ある 者と され 
L 自分の# に 反逆して いるから であ 
る。 剣に よって 彼らは 倒れる。 その子 
供ら は 打ち砕かれ， 妊娠した 女たち は 
引き裂かれる であろう」。 

1 A  「イスラエルよ， さあ， あなた 
*  の裡 エホバに 帰れ。 あなたは 自 
分の とがのた めにつまず いたから であ 
る。 2 あなた 方は 言葉を 携えて エホ 
バの もとに 帰 A。 あなた 方は みな [裡] 
に 言え， 『とがを お赦 しく ださい。 良 
いものを 受け入れて ください。 わたし 
たちは 代わりに _ 分の 唇の 若い 雄牛を 
ささげます。  3 アッ シリアは わたし 

第 14 章 ナサ I  7:3; 代!！  30:6; イザ 55:6; ホセ 12:6; ヨ 
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ホセア 14:4 ーヨ エル 1：7 

の 記念は レバ ノ ン のぶどう 酒の ように 
なる。 

8 「エフ ライムは [言う] であろう， 
『わた しは 偶像と このう え 何の かかわ 
りを 持つ だろう か』 と。 

「わたしは 必ず 答え 応じ， 彼を ずっ 
と 見守る。 わたしは 生い茂った ねずの 
木の ようで ある。 わたしの もとには あ 
なた のた めの 実が 見いだ される ことに 
なる」。 

9 賢くて， これらの 事を 理解す る 者 
はだれ か。 思慮が あって， これを 悟り 
知る 者は [だれか]。 エホバの 道は 廉直 
であり， そこを 歩む 者は 義に かなう。 
しかし， 違犯を おかす 者は その [道] で 
つまずく 者と なる。 

力 申 32:4; ダニ 4:37; キ ルカ 1:6; ク ダニ 12:10。 
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たちを 救って くれません。 馬に も わた 
したち は 乗りません。 そして， 自分た 
ちの 手で こ しらえ たものに 向かって， 
「わたしたちの 裡 よ」 とはもう 言い ま 
せん。 あなたに よって 父な し 字は 憐れ 
みを 受ける からです』。 

4 「わたしは 彼らの 不忠実を いやす。 
I ら 進んで 彼らを 愛する。 わたしの 怒 
りは 彼から 離れた からで ある。  5 わ 
たしは イスラエル に対して 露の ように 
なる。 彼は ゆりの ように 咲き 輝き， レ 
バ ノンの ように その 根を 張る。  6 そ 
の 小枝は 伸び， その 威厳は オ リーブの 
木の ように， その 香気は レバノン のよ 
うになる。 7 彼らは 再び [主] の 陰に 住 
まう 者と なる。 彼らは 穀物を 育て， ぶ 
どうの 木の ように 芽ぶ くであろう。 彼 


第 1 章 


ヨ エル 書 


1 ぺ ト エルの 子ヨ エルに 臨んだ エホ 

バの誉 f: 

2 「年長者た ちよ， これを 聞け。 この 
地に 住む すべての 者よ， 耳を 向けよ。 
このよう な 事が あなた 方の 日に， いや， 
あなた 方の 父祖たち の 日に さえ， かつ 
て 起きた だろう か。  3 それにつ いて 
あなた 方の 子ら に 語り 告げよ。 あなた 
方の 子ら は その子ら に， その子ら はま 
た 次の 世代に [語り 告げよ]。 4 毛虫 
が 食い 残した ものは， いなごが これ 
を 食べた。 いなごが 残した ものは， は 
い 回る 翼の ないいな ごが これを 食べ 
た。 そして， はい回る 翼の ないいな ご 


が 残した ものは， ごきぶ りが これを 食 
ベ 

たいしゅ  もの  [ィ）  さ 

5 「大酒に ふける 者たち よ， 目を 覚 
まして 泣き 悲しめ。 ぶどう酒に ふける 
者たち すべてよ， 甘い ぶどう酒の ゆえ 
に 泣き わめけ。 それは あなた 方の 口 か 
ら 断たれた からで ある。  6 わたしの 

と ち  のぼ  き  こくみん 

土地に 上っ て 来た 国民が いるから であ 

きょうだい  かずし  [力） 

る。 それは 強大で， 数 知れない。 その 
歯は ライオンの 歯で あり， それには ラ 
イオンの あご 骨が ある。  7 それは わ 
たしの ぶどうの 木を 驚きの 的と し， わ 
た しのい ちじく の 木を ただの 切り株と 
した。 それを 全くむ き 出しにして 投げ 
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捨てた。 その 小枝は 白く なった。 8 泣 
き 叫べ。 4 女が 粗布を 身に 巻いて， 自 
分の 若い うちの 所有者に 関して [泣き 
叫ぶ] かの ように。 

9 「穀物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ物 
は エホバの 家から 断たれた。 祭司た 
ち， エホバに 奉仕す る 者たち は 嘆き 悲 
しんだ。 10 畑は 奪略に 遭い， 地面は 
喪に 服した。 穀物は 奪い取られ， 新し 
い ぶどう酒は 干上がり， 油は 消え去 っ 
てし まった からで ある。 11 農夫たち 
は 恥じらった。 ぶどう 栽培 者たち は 泣 
きわめいた。 小麦の ため， また 大麦の 
ためで ある。 畑の 収穫物が なくなって 
しまったから である。 12 ぶどうの 木 
は 枯れ， いちじくの 木 もしおれ てし 
まった。 ざくろの 木， また やしの 木と 
りんごの 木， 野の すべての 木は 枯れて 
しまった。 歓喜は 人の子ら から 恥じら 
い去っ たので ある。 

13 「祭司たち よ， 帯を 引き締めて 胸を 
たた 巍 鼸に ■する S た 41 ょ ，备 
きわめけ。 わたしの 迚に 奉仕す る 者た 
ちよ， 中に 入り， 粗布を まとって 夜を 過 
ごせ。 あなた 方の 裡の 家に 対して， 穀物 
の 捧げ物と 飲み物の 捧げ物が 差し止め 
られ たからで ある。 14 断食の 時を 神 
i な ものと せ i1。 mrnmL  ¥ 
長者たち を， この 地に 住む すべての 者 
を あなた 方の 裡 エホバの 家に 集め， エ 
ホ パに 助けを 叫び 求めよ。 

15 「ああ， その 日よ！  エホバの 日 
は 近く， 全能者に よる 奪略の ようにし 
て それは 来る ので ある。 16 食物 さえ 
わたしたちの 目の前から 断たれ， わた 
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したち の® の 家からは， 歓びも 楽し さ 
も [断たれた] ではない か。 17 干しい 
ちじくは 彼らの シャベルの 下で しなび 
た。 倉は 荒廃 させられた。 納屋は 打ち 
壊された。 穀物は 尽きた からで ある。 
18 家畜は いかに あえいだ ことか。 牛 
の 群れは [いかに] 混乱して さまよった 
ことか。 彼らの ための 牧草が ないから 
である。 そして， 羊の群れは 罪科を 負 
わされた。 

19 「エホバよ， わたしは あなたに 呼 
びかけ ます。 火が 荒野の 牧草地を むさ 
ぼり 食い， 炎が 野の すべての 木を 焼き 
尽くした からです。 20 野の 獣たち も 
また 切に あなたを 求めて います。 水の 
流れが かれた からです。 火が 荒野の 牧 
草地を むさぼり 食い ま した」。 

A  「シオンで 角笛を 吹き 鳴らせ。 わた 
“ しの 聖 なる 山で 戦いの 叫びを 上げ 
よ。 この 地に 住む すべての 者よ， 動揺せ 
i  !  エホバの 日が 来る から， それが 
近いから である。 2 それは 闇と 陰う つ 
の 日 ，雲と 濃い 暗闇の 日で あ り， 山々 の 
上に 広がった 明 け 方の 光の ようで ある。 

かず  おお  きょうだい  たみ  贈. 

「数が 多くて 強大な 民が いる。 その 
ような もの は 定めの な L 、過去 か らい ま 
だ 存在した ことが なく， それ 以後に も 
代々 の 年月 にわたり 二度と ないで あろ 
う。 3 その 前方では 火が むさぼり 食っ 
た。 その後 方では 炎が 焼き 尽くす。 前 
方の 地は エデンの 園の よう であっても， 
後方では 荒れす さんだ 荒野と なる。 そ 
れ から 逃れ 得 る もの もなかった。 

4 「その 姿は 馬の 姿に 似て おり， その 

ス アモ 4:13; ゼパ 1:15; セ ヨエ 1:6; ソ出 10:14; タ ヨエ 
1:19; チ アモ 7:4; ツ創 2:8; 創 13:10; イザ 51:3。 


ヨ エル 2:5—19 

エホバに 帰れ。 [姓] は 慈しみと 憐れみ 

も (7)  いか  おそ （イ）  あい  しんせつ 

を 持ち， 怒る ことに 遅く， 愛 ある 親切 

と  [ゥ） 

に 富んで いるから である。 そして， そ 
の 災いに 関して 必ず 侮 やむ ので ある。 
14  [姓] が 身を 翻して まさに 悔やみ， そ 
の 後に 祝福を， あなた 方の 拽 エホバの 
ための 物の 捧げ物 や 飲み物の 捧げ物 
を 残さ [な い] かどう かを だれが 知って 
いるだろう か。 

15 「シオンで 角笛を 吹き 鳴らせ。 断 
食の 時を 神聖な ものと せよ。 聖 会を 召 
集せ よ。 16 民を 集めよ。 会衆を 神聖 
にせ i。 年寄りた ちを 集合 させよ。 子 
供たち， また 乳を 吸う 者たち を 集めよ。 
花婿は その 奥 室から， 花嫁は その 婚姻 
の 間 か ら 出よ。 

げんかん  さいだん (シ1  あいだ  さい y 

ヱ ホバに _在 する 箸たち は备き i しん 
で 言え， 『エホバよ， どうか ご 自分の 
民を 哀れんで ください。 ご 自分の 相続 
物を そしりの 的， 諸国 民に よって 支配 
される ものとは なさ ら ないで くださ 
い。 どうして 彼らが もろもろの 民の 中 
で， 「彼らの 裡は どこに いるの か」 な 
どと 言って よいでしょう か』。 18 そ 
うすれば， エホバは 自らの 土地の ため 

ねっしん  [V)  じぶん  たみ どうじょう  しめ 

に 熱心に なり， 自分の 民に 同情を 示す 
であろう。 19 そして エホバは 答えて 
自分の 民に こう 言う。 『今 わたしは 穀 
物と 新しい ぶどう酒と 油を あなた 方に 
送る。 あなた 方は きっと それに 満ち 足 

[チ】 

りる であろう。 わたしは もはや あなた 

しょこく みん  まと  M 

方を 諸国 民の そしりの 的とは しない。 
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走って 行く 様は 乗 用 馬の ようで ある。 
5 山々 の 頂を 行く 兵車の ような 響きを 
立てて 彼らは 跳び 回る。 刈り株を むさ 
ぼり 食っ て 燃え る 火の よう な 音を立て 
なが 4。 それは 強大な 民の ようで あり， 
戦闘 隊列を 組んで いる。 6 それの た 
めに もろもろの 民は 激しい 痛みを 覚え 

[才）  かお  かなら  こうふん 

る。 すべての 顔は， 必ずや [興奮の] ほ 

しめ  （力 1 

てりを 示して いるであろう。 

きょうりょく  もの  かれ  はし 

7 「強力な 者たち のように 彼らは 走 
る。 戦 人の ように 城壁を 上る。 また 各 
その 道筋を 変 
えない。  8 互いに 押し合う こと もな 
い。 走路を 行く 強健な 男子の ようにし 
て 彼らは 進んで 行く。 飛び 来る 物の 中 
で 倒れる 者が いると しても， [他の 者] 
は 進路から それない。 

9 「都市の 中へ 彼らは 突き進む。 城 
壁の 上を 彼らは 走る。 家々 の 上に 彼ら 
は 上る。 窓から 盗人の ように 入り込む。 
10 その 前で 地は 動揺した。 天は 激動し 
た。 太陽 や 月 さえ 暗くな り， 星 も その 


じ じ ぶん  みち  ゆ 

自 自分の 道を 行きつつ， 


かが j 

輝 


きを とどめた。 11 そして エホバは 
必ず その 軍勢の 前に 声を 上げる。 その 
陣営には 非常に 多くの 者が いるからで 
ある。 その 言葉を 遂行す る 者は 強大な 
ので ある。 エホバの 日は 太いなる [日] 

(t)  いふ  ねん  いだ 

であり， 大いに 畏怖の 念を 抱かせる も 
のな ので ある。 だれか その 下で こらえ 

得ょぅ ふ」。 

12 「ゆえに 今 また」 と， エホバは 
お告げになる， 「あなた 方は て 己、 をつ く 
し， 断食と 涙と どうこく とを もって わ 
たしに 帰れ。 13 そして， あなた 方の 
衣では なく，'" 心を 裂け。 あなた 方の 神 
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20 そして 北方から 来た 者を あなた 方 
の 上からは るかに 遠ざけ， その 者を ま 
さ に 追い散ら して 水の ない 地と 荒れ 果 
てた 所に 行かせ， その 顔を 東方の 海に， 
その 背部を 西方の 海に 向けさせる。 そ 
して 彼の 悪臭は まさに 立ち上り， その 
異臭は 絶えず 上って 行く。 [进] は 自分 
の 行なう ところに おいて まさに 大 いな 
る 事を 行なう からで ある』。 

21 「地よ， 恐れて はいけ ない。 喜び， 
かつ 歓び 楽しめ。 エホバは 自分の 行な 
うと ころに おいて まさ に大 いなる 事を 
行なう からで ある。 22 開けた 野の 獣 
たちよ， 恐れて はいけ ない。 荒野の fe 草 
地は 必ず 緑になる からで あ 樹木は 
まさしく その実り を 出す ので ある。 い 
ちじく の 木と ぶどうの 木は 必ず その 活 
力を 出す ことになる。  23 そして， シ 
オンの 子ら よ， あなた 方の® エホバに 
あって 喜び， かつ 歓び 楽しめ。 [初は 

あき  ひつよう  かなら  あた [ザ} 

秋の 雨を 必要な だけ 必ず 与え， あなた 
方に 豊かな 雨を， 秋の 雨と 春の 雨と を 
初めの 時の ように 降らせる からで ある。 
24 そして， 脱穀 場は [清められた] 穀物 
で 満ち， 搾り おけは 新しい ぶどう酒と 

あぶら  W 

油で あふれる ことになる。  25 こうし 
てわたしは， いなご， はい回る 翼の な 
いいな ご， また ごきぶ りと 毛虫， すな 
わち わた しが あなた 方の 中に 送っ た わ 

ぐんぜい  く  あ  とし 

た しの 大 いなる 軍勢が 食い荒らした 年 
月に 対して 償いを する。 26 そして あ 
なた 方は まさしく 食べ， 食べて 満ち 足 
り， あなた 方に これほどす ばらしい 事 
を 行な っ た あなた 方の 裡 エホバの 名を 
賛美す る ことになる。 わたしの 民は 定 
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めの ない 時に 至る まで 恥を 被る ことは 

(7)  がた 

ない。 27 そして あなた 方は， わたし 
が イスラェルの 中に おり， わたしが あ 
なた 方の 拽 ェホバであって， ほかの 者 
はいない ことを 必ず 知る であろう。 こ 
う して わた しの 民は 定めの ない 時に 至 
るまで 恥を 被る ことは ない。 

28 「また その後， わたしは 自分の 霊 
を あらゆる 肉なる 者の 上に 注ぐ ことに 
なる。 あなた 方の 息子 や 娘たち は 必ず 
預言す る。 あなた 方の 老人たち は 夢を 
見る。 あなた 方の 若者たち は 幻を 見る。 
29 そして， その 日には 下男 やは しため 
たちの 上に も わた しの 霊を 注ぎ 出す。 

30 「そして わたしは 天と地に 異兆 
を 与える。 血と 火 また 煙の 柱で ある。 
31 畏怖の 念を 抱かせる， ェホバの 大い 
なる 日の 来る 前に， 太陽は 闇に 変わり， 
月は 血になる であろう。 32 しかし， ェ 
ホバの 名を 呼び 求める 者は みな 安全に 
逃れる ことになる。 ェホバの 述べた と 
おり， シオンの 山と ェルサレムに， ま 
た 生き残 っ た 者たち の 中に 逃れ出た 者 
たちが いるから であり， その 者たち を 

上  (V) 

ェホバは 呼び寄せて いるので ある」。 

〇  「見よ， その 日， わたしが ユダと ェ 
° ルザ レムの 捕らわれ人 たちを 連れ 
戻す その 時に，  2 わたしは また あら 
ゆる 国民を 集め 寄せ， これを ェホ シャ 
ファ トの 低地 平原に 下らせる。 わたし 
は そこで， 彼らが 諸国 民の 中に 散らし 
た わた しの 民 また わた しの 相続 物で あ 
る イスラェルの ために， 彼らに 対して 

第 3 章  夕申 30:3; ェレ 16:15; ェゼ 39:28; アモ 9:14; 
チェ レ 30:3; ェゼ 38:14; ゼパ 3:20; ツ ゼパ 3:8; ゼカ 14: 
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自ら 裁きを 行なう。 彼らは わたしの 土 
地を 配分し 合った。 3 また， わたしの 
民の ために しきりにく じを 引いた。 彼 
らは 遊女の ために 男の子を 与え， ぶ ど 
う 酒の ために 女の子を 売って [酒を] 飲 
もう とする のであった。 

4 「そして また， ティ ルスと シドン， 
また フィリス ティアの 全域よ， あなた 
方は わたしと どんな かかわりが あるの 
か。 これが 報いと して あなた 方が わた 
しに 加える 仕打ち か。 それで， あなた 
方が わた しに このよう な 仕打ちを 加え 
ている ので あれば， わたしは その 仕 打 
ちの ゆえに 迅速に， 速やかに あなた 方 
の 頭に 返報す る。 5 あなた 方が わた 
しの 銀と わたしの 金を 取り， わたしの 
望ま しい 良い 物を 自分たち の 神殿に 携 
え 入れた ゆえに，  6 また ユダの 子ら 
と エル サ レムの 子ら を ギリシャ 人の子 
らに 売り渡し， これを その 領地からは 
るか 遠く に 立ち退かせようと した [ゆ 
えに]，  7 今 わたしは 彼らを 奮い立た 
せて， あなた 方が 彼らを 売り渡した そ 
の 場所から [来させ]， こうして あなた 
方の 仕打ちに 対して あなた 方の 頭に 返 
報す る。  8 また わたしは あなた 方の 
息子 や 娘たち を ユダの 子ら の 手に 売り 
鑛 ul ら はこれ をシ ェノ！ の;^ に J 

こく みん [チ） 

くの 国民に 売り渡す ことになる。 エホ 

みず か  かた 

バ 自ら [これを] 語った ので ある。 

9 「あなた 方は 諸国 民の 中で こうふれ 

つ  [ツ）  たたか  しんせい 

告げよ。 『戦いを 神聖な ものと せよ！ 
r 笳 s たちを ■ ぃ 立たせ ぶ！ これ 
を 近くに 籴 させよ！ すべての 戦 人を 
上って 来させよ！ 10 あなた 方の すき 


の 刃を 剣に， 刈り 込み ば さ みを 小 槍に 打 
ち 変えよ。 弱い者は 言え， 「わたしは 強 
力 だ」 と。 11 周りの すべての 国の 民 

か せい  く  [ウ）  つど  よ  W 

よ， 加勢に 来る ように。 集い 寄れ』」。 

エホバよ， その 場所へ あなたの 強力 
な 者たち を 下って 来させて ください。 

12 「諸国 民は 奮い立て。 エホ シャ 
ファ トの 低地 平原に 来たれ。 そこで わ 
た しは 周囲の すべての 国民を 裁く ため 
に 座に 着く からで ある。 

13 「鎌を 突き 入れよ。 収穫物は 熟し 
たからで ある。 来たれ， 下り 行け。 ぶ 
どうの 搾り 場は 満ちた からで ある。 搾 
りおけ はま さに あふれる。 彼らの 悪が 
みなぎった からで ある。 14 群がる 
民， 群がる 民が k 定の 低地 平原 にいる。 
エホバの 日が 近く， 決定の 低地 平原に 
臨んで いるから である。 15 太陽 や 月 
も 必ず 暗くな り， 星 さえ その 輝きを と 
どめ る。 16 そして， シオンから エホ 
バは とどろき， エルサレムから その 声 
を 放つ。 そして， 天と地は 必ず 激動す 
る。 しかし エホバは その 民の ための 避 
け 所と なり， イスラエルの 子ら のた め 
の 要害と なる。 17 こうして あなた 方 
は， わたしが あなた 方の 迚 エホバで あ 
り， わたしの 聖 なる 山 シオンに 住んで 
いる ことを 知る ことになる。 そして エ 
ルザ レムは 聖 なる 場所 とならね ばなら 

ない。 よそ 人たち はもは やそこを 通ら 

[二） 

ない。 

18 「また その 日， 山々 には 甘い ぶ ど 
う 酒が 滴り， 丘には 乳が 流れ， ユダの 
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r リス ティア， ティ ルスの 反抗  1428 

ダには， 定めの ない 時に 至る まで 人が 
住む。 また， エルサレムには 代々 にわ 
たって。 21 そして わたしは， 罪が な 
いとは みなさなかった 彼らの 血を 罪の 
ない ものと みなす ようになる。 エホバ 
は シオンに 住まう であろう」。 


イ詩 48:8; イザ 60:15; アモ 9:15; ウ詩 103:10; イザ 4:4; 
ェゼ 36:25; ミカ 7:19; ェ詩 48:1; イザ 24:23; ミカ 4:7。 


ヨ エル 3: 19 — アモス 1：10  ■: 

川床には どこも 水が 流れる。 そして， 
エホバの 家 か ら ひとつの 泉が わき 出 
て， それが アカシアの 木の 奔流の 谷を 
潤す ことになる。 19 エジプトは 荒れ 
果てた 所と なり， エドムは 荒れ果てた 
荒野と なる。 それは ユダの 子ら に 対す 
る 暴虐の ゆえで ある。 その 土地で 彼ら 
は 罪のない 血を 流した。 20 しかし ユ 


アモス 書 


1  テコアの 牧羊者た ちの 中に いた ア 
丄 モスの 言葉。 それは， ユダの 王ウ 
ジヤの 時代， イスラエルの 王ヨ アシュ 
の子ヤ ラべ アムの 時代， 地震の 二 年 前 
に， イスラエル に関して 幻で 見た もの 
であった。 2 そして 彼は こう 言った： 

「エホバは シオンから とどろき， エル 
サ レムから その 声を 発せられる。 牧者 
たちの 牧草地は 必ず 喪に 服し， カルメ 
ルの 頂上 も 必ず 枯れ 果てる」。 

3 「エホバは このように 言われた。 
『「ダマスカスの 三つの 反抗の ゆえ， ま 
た 四つの [反抗] の ゆえに， わたしは そ 
れを 翻さない。 彼らが ギレアデを 鉄の 
脱穀機で 踏み 砕いた からで ある。 4 そ 
れで わた しは ハ ザ エルの 家に 火を 送る。 
それは ベン •ハダ ドの 住まいの 塔を む 
さ ぼり 食わねば ならない。 5 また わた 
しは ダマスカス のかん ぬきを 折り， ビ 
ク アト • ア ベンから [その] 住民を， ベ 
卜 • エデンから [その] 笏を 握る 者を 断 
ち 滅ぼす。 シリアの 民は キル [の 地] に 
流刑に される」 と， エホバは 言った』。 


6 「エホバは このように 言われた。 
『「ガザの 三つの 反抗の ゆえ， また 四つ 
の [反抗] の ゆえに， わた しは それを 翻さ 
ない。 彼らが 流刑 者たち すべてを そっ 
く り 流刑に して エドムに 引き渡し たか 
ら である。 7 それで わたしは ガザの 城 
壁に 火を 送る。 それは そこの 住まいの 
塔を むさぼり 食わねば ならない。 8 ま 
た わたしは， アシュ ドドから [その] 住 
民を， アシュケロンからは [その] 笏を 
握る 者を 断ち 滅ぼす。 わたしは 手を 返 

W  む  ⑼ 

して エクロンに 向ける。 フィリス ティ 
ア 人の 残りの 者たち は 滅びる ことにな 
る」 と .主権者なる 主 エホバは 言った』。 
9 「エホバは このように 言われた。 

はんこう  {コ） 

『ティ ルスの 三つの 反抗の ゆえ， また 四つ 
の [反抗] の ゆえに， わた しは それを 翻さ 
ない。 彼らが 流刑 者たち すべてを そっ 
く り エドムに 引き渡し たから， また 兄弟 
たちと の 契約を 思 L ヽ 起こさな か った [た 
め] である。 10 それで わたしは ティル 
スの 城壁に 火を 送る。 それは そこの 住ま 
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1429  エドム， アン モン， モ アブ， ユダ， イスラエルの 反抗  アモス 1:11—2:10 


I 、の 塔を むさぼり 食わねば ならない』。 

11 「エホバは このように 言われた。 
『エドムの 三つの 反抗の ゆえ， また 四つ 
の [反抗] の ゆえに， わたしは それを 翻 
さない。 彼が _ 分の 兄弟を 剣で 追った 

[ゥ） みず か  あわ  とくしつ  そこ 

ゆえ， 自らの 憐れみの 特質を 損なった 
[ため] である。 彼の 怒りは 永久に かき 
むしり， そ の 憤怒一 彼は そ れを 果てしな 
く 保った。 12 それで わたしは テ マン 
に 火を 送り込む。 それは ボッ ラの 住ま 
いの 塔を むさぼり 食わねば な ら ない』。 

13 「エホバは このように 言われた。 
『「アン モンの 子ら の 三つの 反抗の ゆ 
k, また 四つの [反抗] の ゆえに， わた 
しは それを 翻さない。 彼らが ギレアデ 
の 身重の 女たち を 切り裂い たからで あ 
る。 それは 自分たち の 領地を 広げよう 
としてであった。 14 それで わたしは 
ラバの 城壁に 火を かける。 それは そこ 
の 住まいの 塔を むさぼり 食わねば なら 
ない。 戦闘の 日の 警報と， 暴風の 日の 
大荒れの うちに。 15 そして 彼らの 王 
は 流刑に されねば ならない。 彼 も その 
君たち も 共に」 と， エホバは 言った』。 
〇  「エホバは このように 言われた。 
“ 『「モア ブの 三つの 反 k の ゆえ， また 
四つの [反抗] の ゆえに， わたしは それを 
翻 さない。 彼が 石灰の ために エドムの 
王の 骨を 焼いた からで ある。 2 それで 
わたしは モ アブに 火を 送り 这 む。 それ 
はケ リヨ トの 住まいの 塔を むさぼり 食 
わねば ならない。 喧騒のう ちに モア ブ 
は 死ぬ ので ある。 警報のう ち， 角笛の 響 
きのうち に。 3 そして わたしは 裁き 人 
を その 中から 断ち， そのす ベての 君たち 
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を 彼と 共に 殺す」 と， エホバは 言った』。 

4 「エホバは このように 言われた。 
『ユダの 三つの 反抗の ゆえ， また 四つの 
[反抗] の ゆえに， わたしは それを 翻さ 
ない。 彼らが エホバの 律法を 退けた か 
ら ，また その 規定を 守らなかった [ため] 
である。 彼らの 偽り， すなわち その 父 
祖 たち も 追い求めた ものであるが， そ 
れが 彼らを 終始 さまよわせた。  5 そ 
れで わたしは ユダに 火を 送り込む。 そ 
れは エルサレムの 住まいの 塔を むさぼ 
り 食わねば ならない』。 

6 「エホバは このように 言われた。 
『イスラエルの 三つの 反抗の ゆえ， また 
四つの [反抗] の ゆえに， わたしは それ 
を 翻さない。 彼らが 義 なる 者を ただ 銀 
のために， 貧しい 者を 一足の サンダル 
[の 価] のために 売り渡し たからで ある。 
7 彼らは 立場の 低い 者たち の 頭に 地の 
塵を あえぎ 求めて いる。 また， 柔和な 
者たち の 道を 押し やる。 そして， 男と 
その 父と が [同じ] 女のと ころに 行った。 
わたしの 聖 なる 名を 冒とくす るた めで 
あった。 8 また 彼らは， 質に 取った 衣 
を 敷いて すべての 祭壇 の 傍ら に 身を 伸 
ばす。 科料に 処 された 者たち からのぶ 
どう 酒を その 神々 の 家で 飲む』。 

9 「『しかし わたしは， 彼らの ゆえに 
ア モリ 人を 滅ぼし 尽くした。 その 高さ 
は 杉の 木の ように 高く ，巨木の ように 精 

りょく  もの  [チ 1 

力に あふれた 者であった。 それでも わ 
たしは， そ の 上の 実り も， 下の 根 も 滅ぼ 
し 尽くした。 10 また わたしは， あなた 

ス出 22:26; 申 24:12; エゼ 18:12; セ ホセ 8:11; ホセ 10: 
1; ソ裁 9:27; 夕民 21:24; 申 2:31; ヨシ 24:8; 詩 135:11; 
チイ ザ 2:13; ツ申 2:32; 申 2:33。 


アモス 2:11—3:11  神は 内密の 事柄を 預言者た ちに 啓示され る  1430 


がた  ち  たず さ  のぼ [ァ） 

方を エジプトの 地から 携え 上り， 四十 
年の あいだ 荒野を 歩かせ， こうして ア 
モリ 人の 地を 取得 させた。 11 さらに 
わたしは， あなた 方の 子ら の ある 者を 
預言者と して， 若者たち の ある 者を ナジ 
ル 人と して 起こしつ づけた。 本当は こ 
うすべき ではなかった のか， イスラエル 
の 子ら よ』 と， エホバは お告げになる。 

12 「『それな のに あなた 方は ナジ ル 人 
に ぶどう酒を 飲ませ， 預言者に 命令を 
課して 言った， 「あなた 方は 預言して は 
ならない」 と。 13 今 わたしは あなた 
方の 下に ある 物を 揺るがす。 刈り取 っ 
た 一 続きの 穀物を いっぱいに 積んだ 
車が 揺れる かの ように。 14 また， 逃げ 
て 行くべき 場所は， 敏 しょうな 者から 
さえ 消え去る ことになる。 だれか 強い 
者が 彼の 力を 強化す る こ ともなく， 力 
ある 者が その 魂を 逃れさせる こと もな 
い。 15 そして， 弓を 取る 者 も 立ち 得 
ず， 足の 速い 者 も 逃れ 得ず， 馬に 乗る 者 
も その 魂を 逃れさせる ことができない。 
16 そして， 力 ある 者たち の 中の 心の 強 
固な 者 も， その 日には 裸で 逃げる こと 
になる』 と， エホバは お告げになる」。 
〇  「イスラエルの 子ら よ， あなた 方に 関 
° し， わたしが エジプトの 地から 携え 
上った 全家に 関して エホバが 話された 
この 言葉を 聞け。 こう 言われた。 2 『わ 
たしは ，地上の すべての 家族の うちた だ 
あなた 方 だけを 知った。 その ゆえに わ 
たしは， あなた 方に 対し， その すべてのと 
がに 関して 言い開きを 求める ので ある。 

3 「『約束を して 会った のでは ない 
のに 二人の 者が 一緒 に 歩く だろう か。 
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ミカ 6:4 
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使徒 7:42 
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ケ詩 33:16 
EH  25:5 


第 3 章 


第二 欄 


ア詩 104:21 
イザ 31:4 


使徒 4:20 
使徒 5:20 
キエ レ 46:14 


4 獲物がない のに ライオンが 森で ほえ 
るだろう か。 たてが みのある 若い ライ 
オンは， 何も 捕らえて いないのに その 隠 
れ 場から 声を 上げる だろう か。 5 鳥は， 
おびき 寄せる わな もない のに 地の 上の 

しか  M  まった 

仕掛けに かかる だろう か。 仕掛けは， 全 
く 何も 捕らえて いないのに 地面からは 
ね 上がる だろう か。 6 都市の 中で 角笛 
が 吹かれるな ら ，そこ の 民は おののく の 
ではない か。 都市の 中で 災いが 起きる 
なら ，それは エホバが 行動 したので はな 
いか。 7 主権者なる 主 エホバは， 内密 
の 事柄を 自分の 僕で ある 預言者た ちに 
啓示して からでなければ 何一つ 事を 行 
なわない ので ある。 8 ライオン がいて 
ほえ 声を 上げた！  だれが 恐れないで 
あろう か。 主権者なる 主 エホバが 語っ 
た！ だれが 預言し ないで あろう か』。 

9 「『それを アシュ ドドの 住まいの 塔 
の 上で， エジプトの 地の 住まいの 塔の 
上で 広めて， このように 言え。 「サマ 
リアの 山々 に 向かって 集い 来たれ。 そ 
の 内に ある 多くの 騒乱を， その 中で な 
されて いる 数々 の 詐取の 行為を 見よ。 
10 それで 彼らは， すなわち 暴虐を 積み 
重ね， その 住まいの 塔で 奪略を 働いて 
いる 者たち は， 正直な 事柄を どのよう 
に 行なうべき かを 知って はいない」 と， 
エホバは お告げになる』。 

11 「それゆえ， 主権者なる 主 エホバ 
はこの よう に 言われた。 『敵対 者が ま 
さに その 地の 周囲に いる。 その 者は 必 
ず あなたの 力を くじき， あなたの 住ま 
いの 塔は まさにき 虽 奪に 遭う』。 

ケ イザ 9:9; ホセ 7:1; アモ 4:1; コ ゼパ 1:9; サ イザ 26:10; 
エレ 4:22; シ王 n 17:6; イザ 7:17; ス ホセ 11:6; アモ 6:8。 
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12 「エホバは このように 言われた。 第3 章 も 違犯を 重ねよ。 朝には あなた 方の 犠 

ひつじ か  ひつじ  An.OA  せい  たず さ  く  かめ 

『羊飼いが ライオンの 口から [羊の] 二 V,Vl-4 性を 携えて 来る ように。 三日 目には 十 
本のす ね や 耳の 片 はしを かろうじて 救 2^24:19 分の 一を。 5 そして， パン 種を 入れた 

(7)  エゼ 3:17  かんしゃ  ぎせい けむり 

I 、出す かの ように， イスラエルの 子ら， 才 出 ものに よっ て 感謝の 犠牲の 煙を くゆら 
すなわち サマリア にいて 華やかな 寝い ^1^2:33 せよ。 自発的な 捧げ物に ついて ふれ 告 

[ィ）  せい  なが  （ゥ】  ざ  モ H  23* 15  w  いひろ  がた 

す や ダ マスコ 製の 長いす に 座して いる  ftn  31；1 げよ〇  [それを] 言い 広めよ。 あなた 方 

もの  ホセ 13:2  あい 

者たち もまた そのよう にして 救い出さ キ^^; は そのよう にす る ことを 愛した ので あ 

tn2  W  しゅけんしゃ 

れ るであろう』。  ク 1力3ぷ6 る， イスラエルの 子ら よ』 と， 主権者 

13 「『聞け， ヤコブの 家で “しせよ』 3  22%f なる 主 エホバは お告げになる。 

しゅけんしゃ  しゅ  ばんぐん  サイ ザ 5:9 

と， 主権者なる 主 エホバ， 万軍の M は ァモ 6 「『それで わたしと しても， あなた 

つ  たい  -  がた  と  し  なに  つ 

お告げになる。 14 『わたしに 対する 第 4 章 方の すべての 都市で 何も 付いていない 

はんこう  かん  い  ひら  は (力）  ばしょ  ふそく 

イスラエルの 反抗に 関して 言い開きを シァ モ 6:i 歯を， すべての 場所で パンの 不足を あ 

もと  {ォ）  さいだん  ス詩 22:12  (キ） 

求める 日に， わたしは ベ テルの 祭壇に  IX  4：ie8 なた 方に もたらした。 それでも あなた 
対しても 言い開きを 求める ので あ^)。 方は わたしの もとに 戻らなかった』 と， 
その 祭壇の 角は 必ず 断たれて 地に 落ち マラ3:5 エホバは お告げになる。 

W  なつ  いえ (ク ）  ヤコ 5:4  しゅうかく 

る。 15 また わたしは， 夏の 家の ほか ソ自ほ g  7 「『それで わたし も， 収穫まで なお 
に， 冬の 家 も 打ち倒す』。  Ja'25；i5 三月 ある 時に も あなた 方に 大雨を 与え 

「『こうして 象牙の 家は 滅びう せねば ッむ 仏29 る ことを しなかった。 また， 一つの 都市 

[コ） おお  かなら  お  エゼ 20：39  ふ  ベつ 

ならない。 多くの 家が 必ず 終わりを 見  で 雨を 降らせて， 別の 都市では 雨を 降ら 

1 サ！  つ  7  ひと つづ 

る』 と， エホバは お告げになる」。  - せない こと も あった。 雨の 降る 一 続き 

トン 1  め  第二 欄  とち  いっぽう 

4 「サマリアの 山に いる バシャ ンの雌 の 土地が ある 一方で, わたしが 雨を 降ら 

うし  w  ことば  き  たちは、  ミ  ひ あ 

牛たち よ， この 言葉を 聞け。 立場の  せなかった ほうの 土地は 干上がる ので 

低い 者から だまし取り， 貧しい 者を 打ち ^H；28 あった。 8 そして， 二 ，三の 都市が 水を 

くだ  しゅじん  も  こ  申 26:12  の  ゆ  （サ) 

砕き， その 主人たち に， 『さあ 持って来 8:13 飲もうと 一つの 都市に よろめき 行く が， 
い， 共に 飲もう』 と言う 者たち よ。 2 主 H:18 それでも 満ち足りる ことはなかった。 
権 者なる 主 エホバは 自らの 神聖 さに かけ だが あなた 方は わた しの もとに 戻らな 

ちか  tv]  がた  王 n  8:1  トン）  つ 

てこう 誓われた。 『「見よ， あなた 方に [そ キ ^ビ26:26 かった』 と， エホバは お告げになる。 
の] 日が 来る。 彼は 必ず 肉 かぎで あなた 1； 9 「『わたしは あなた 方を 立ち枯れと 

つ  h 代*  II  9ft*  99  しろし ぶびょ うう  {ス}  その 

方を つり 上げ， あなた 方の しんがりを 釣  XU3；7 白 渋 病で 打った。 あなた 方の 園と ぶ ど 

ばり  ひ  〖夕）  がた  エレ 5:3  えん  ま  くわ 

り 針で [引き上げる] 0  3 また あなた 方 ヶ 中28:23 う 園とは 増し 加わった 。だが， あなた 方 
は， 破れ 口  [から] 各人 まっすぐに 出て 行  のい ちじくの 木と オリー ブの 木は， 毛虫 

く。 そして， ハル モンに 投げ出される こ ；；"l8；5° が これを むさぼり 食う のであった。 そ 
とになる」 と， エホバは お告げになる』 0 シェレ23 ポ れ でも あなた 方は わたしの もとに 戻ら 
4 「『あなた 方は ベ テルに 来て 違犯を ス なかった』 と， エホバは お告げになる。 

おかす がよ い 0 ギルガル において ▲度 m  *28^42 ソィザ 42:24; ェレ 5:3。 


アモス 4:10—5:11 


イスラエルは 神を 捜し求め るよう 促される 
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10 「『わたしは あなた 方の 間に エジ 
プト にある ような 疫病を 送った。 剣で 
あなた 方の 若者たち を 殺し， あなた 方 
の 馬を 生け捕りに する こと もした。 さ 
ら に， あなた 方の 宿営の 悪臭を あなた 
方の 鼻孔に 終始 立ち上らせ; /L だが あ 
なた 方は わたしの もとに 戻らなかった』 
と， エホバは お告げになる。 

11 「『わたしは あなた 方の 中で 覆 
す ことを 行なった。 ® がソ ドムと ゴモ 
ラを 覆した ときの ようであった。 そし 
て あなた 方は， 燃える 中から つかみ 出 
された 丸太の ようになった。 それでも 
あなた 方は わたしの もとに 戻らな かっ 
ナ こ』 と， エホバは お告げになる。 

12 「それゆえに， イスラエルよ， わた 
しは そのこと を あなたに 対して 行なう。 
わたしが これを あなたに 行なう ゆえに， 
イス ラエルよ， あなたは， 自分の 迚に 会う 
用意を せよ。 13 見よ, 山々 を 形造った 
方， 風を 創造した 方， 地の 人に その 思っ 
ている 事柄を 告げる 方， あけぼのを 薄暗 
がりに 変える 方， 地の 高い 所を 踏み 進む 
方， 万軍の 裡 エホノ  くが そのみ 名 である」。 

5  「イス ラエルの 家よ ，あなた 方に 関 
しわた しが 哀歌と して 述べる この 
言葉を 聞け。 

2 「処女の イスラエルは 倒れた。 

再び 立ち上がる ことは できない。 
彼女は 自 らの 地に 打ち捨てられた。 

これを 起き上がらせる 者は い 

(卜） 

ない。 

3 「主権者なる 主 エホバは このよう 
に 言われた ので ある。 『一千を もって 
進み出た その 都市が 百を 残す のみと な 


イザ 55:6 
エレ 29:12 
ウ詩 69  :32 


る。 百を もって 進み出た 者が 十を 残す 
のみと なる。 イスラエルの 家に とって 
[そのよう になる]』。 

4 「エホバは イスラエルの 家に このよ 
う に 言われた ので ある。 『わた しを 捜 
し 求めて 生きつ づけよ。 5 そして， ベ 
テルを 捜し求め てはいけ ない。 ギ ルガ 
ルに 来て はならない。 ベ エル •シ ェバに 
渡って 行って はならない。 ギルガルと 
いえ ども 必ず 流刑に される からで ある。 
そしてべ テル， それは 怪異な 所と なる で 
あろう 0  6 ヨセフの 家よ， エホバを 捜 
し 求めて 生きつ づけよ。 [拽] が 火の よ 
う に 活動す る こ とのない ため， それが ま 
さに むさぼり 食う ことのな いため， ベ テ 
ルに [それを] 消す 者が いなくな ら ない 
ためで ある。 7 公正を ただの 苦よ もぎ 
に 変えて いる 者たち， 義を 地に 投げ捨て 
た 者たち よ。 8 キマ 星座と ケ シル 星座 
の 造り 主, 深 L 、陰を 朝に 変える 者， 昼を 
夜の ように 暗く した 者， 海の 水を 呼び 寄 
せて それを 地の 表に 注ぎ 出す 者 ー エホ 
バ がその 名で ある。 9 それは， 強い 者 
に 奪略を 襲 L 、来た ら せて， 防備の 施され 
た 所に も 奪略を 臨ませる 者な ので ある。 

10 「『門の 中で， 彼らは 戒めを 与える 
者を 憎み， 全き 事柄を 語る 者を 忌ま わ 
しく 思った。 11 それで， あなた 方が 
立場の 低い 者から 地代を 取り立て， そ 
の 者から 穀物の 貢ぎを 取りつ づけて い 
る ゆえに， あなた 方は 切り石で 家を 建 
ては したが， 自分が それに 住みつ づけ 
る ことは ないで あろう。 好ましい ぶ ど 


1433  悪を 憎め。 災いが 臨む。 犠牲は 退けられる  アモス 5:12—6:2 


う 園を 設けは したが， 自分が そのぶ ど 
う 酒を 飲みつ づけ る ことは ないで あろ 
4。 12 わたしは， あなた 方の 反抗の 
行ないが いかに 多く， あなた 方の 罪が 
いかに 甚だしい かを 知ってい るので あ 
i。 義人に 敵意を 示す 者， 口止め 金を 
* る i， H の中鑌 しぃ爲 を# しの 
けた 者たち よ。 13 それゆえに， 洞察力 
の ある 者は そ の 時に は 沈黙す るで あろ 
う。 それは 災いの 時と なる からで ある。 

14 「『悪では なく， 善を 捜し求めよ。 
あなた 方が 生きつ づける ためで ある。 
また， それに よって， あなた 方の 述べた 
とおり， 万軍の 裡 エホバが あなた 方と 共 
にいる ようになる ためで ある。 15 悪 
を 憎み， 善を 愛し， 門の 中で 公正を 固 
く 定めよ。 万軍の 裡 エホバは ヨセフの 
残って いる 者たち に 恵みを 示す ことに 
なる かも しれない』。 

16 「それゆえ， エホバ， 万軍の 裡エ 
ホバは このよう に 言われた。 『すべて 
の 公共 広場で 泣き叫びが 生じ， すべて 
の 街路で 民は 「ああ， ああ！」 と言う 
であろう。 そして 彼らは 農夫を 喪に 呼 
び， 嘆き悲し むこと に 慣れた 者たち を 泣 
き 叫びに [呼ぶ] ことになる』。 17 『ま 
たす ベての ぶどう 園で 泣き叫びが 生じ 
る。 わたしが あなたの 中を 通る からで 

(H  い 

ある』 と， エホバは 言われた。 

18 「『エホバの 日を 待ち こがれて いる 
者は 災い だ！ それで， あなた 方に とっ 
て エホバの 日は どの ような ものと なる 
であろう か。 それは 暗闇で あり， 何の 
光 もない。 19 人が ライオンの ゆえに 
逃げる ときの ようで あり ，.熊が ま さに そ 
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の 者に 出会う。 また， 家に 入って 手を 壁 
に 当てた [ときの よう] である。 そのと 
き 蛇が その 者を かんみ、。 20 エホバの 
日は 暗闇であって， 光では ない。 それは 
暗がりであって， 明るさは ない。 そう 
ではない か。 21 わたしは あなた 方の 
祭りを 憎み， [これを] 退け/ •こ。 わたしは 
あな た 方の 聖 会の においを 楽しまない。 
22 また， あなた 方が 全焼 燔の 捧げ物を 
ささ げ ると しても ，その 供え物を 喜びと 
はしない。 あなた 方の 共 与の 犠牲の 肥 
えた ものに 目を とめない。  23 あなた 
の 歌の 騒々 しさを わた しの もとからの 
けよ。 あなたの 弦楽器の 音色を わたし 
に 聞こえない ようにせ よ。 24 そして， 
公正を 水の ように， 義を 絶えず 流れ 行く 
奔流の ように わき 出させよ。 25 イス 
ラ エルの 家よ， あなた 方が 荒野で 四十 年 
の 間 わた しの 近くに 携えて 来たのは 犠 
性と 供え物であった のか。 26 だが, あ 
なた 方は 必ず， あなた 方の 王 サク トと， 
カイ ワン， すなわち 自分たち のために こ 
しらえ た あな た 方の 像， あな た 方の 神た 
る 星を 担ぎ まわる であろう。  27 ゆえ 
にわた しは あなた 方を ダマスカス のか 
なた に 流刑に する』。 万軍の 迚 エホバと 
いう 名を 持たれる 方が こう 言われた」。 

「シオンで 安逸に 過ごして いる 者， 
^ サマリアの 山を 頼みと している 者 
たちは 災い だ！ 彼らは 国々 の 民の 主 
要な 部分のう ちの 際立 っ た 者たち であ 
り， イスラエルの 家は その 者たち の も 
とに 来た。 2 カルネに 渡って 行って， 


^  24:14; ェゼ 20:8; 使徒 7:42; シ 
; 詩 115:8; 使徒 7:43; セ 王 n 15: こ 
：13; 第 6 章 夕王 I  22:39; ; 
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第 7 章 


アモス 6:3— 7:4  滅びが 臨む。 

見よ。 そこから 人の 多い ハ マトに 行き， 

さ らに フィ リス ティ ア 人の ガトに 下れ。 

それらは これらの 王国より 勝って いる 
だろう か。 その 領地は あなた 方の 領地 
より 大きいだ ろうか。 3  [あなた 方は 自 
分の] 思いの 中から 災いの 日を 退けて， 

暴虐の 住みかを 近寄せる のか。 4 象牙 
の 寝い すに 横たわり ，その 長いす に 寝 そ 
ベる 者たち， 群れの 中の 雄 羊を， 肥えさ 
せた 子牛の 中から 若い 雄牛を 食べる 者， 

5 弦楽器の 音に 合わせて 即吟し， ダビデ 
のように 歌の ための 楽器を 自ら 考案し 
た 者， 6 ぶどう酒の 鉢から 飲み， 最上 
の 油で 身に 油を そそぎ， ヨセフの 大 変災 
を 見ても 病む ことのなかった 者たち よ。 

7 「ゆえに 今， 彼らは 流刑になる 者た 
ちの 先頭に 立たされて 流刑に される。 

寝そべる 者たち の 浮かれ 騒ぎは 過ぎ去 
ら ねばならない。 

8 「『主権者なる 主 エホバが 自らの 魂 
にかけ てこう 誓った』 と， 万軍の 裡エ 
ホバ はお 告げになる。 『「わた しは ヤ 
コブの 誇りを 忌まわしく 思い， その 住 
まいの 塔を 憎んだ。 わたしは [その] 都 
市と そこに 満ちる ものと を 引き渡す。 

9 そして， 一つの 家に 十 人が 残されて 
いると しても， その 者たち さえ 死ぬ こ 
とになる。 10 そして， その 父の 兄弟 
がそれ を 一人ず つ 運び出さ ねばな ら ず， 

それを 一人ず つ 焼いて， 骨を その 家 か 
ら 携え 出そうと する。 そして その 者は 
家の 一香 奥に いる 者に 向かって， 『あ 
なた のと ころに まだ だれかい るか』 と 
問う ので ある。 すると その 者は きっと， 

『いや， だれもい ない！』 と言う。 それ 


いなごの 群れの 侵入  1434 

で 彼は， 『黙って いなさい！ これは 
エホバの 名を 口にする 時では ない の だ 
から』 と言う ことになる」。 

11 「『今 エホバは 命じて いるので あ 
る。 そして [裡] は 必ず 大きな 家を 打ち 
倒して 荒れ 塚と し， 小さな 家を 砕けく 
ずと す 

12 「『馬は 大 岩の 上を 走る だろう 
か。 人は [そこを] 牛です き 返す だろう 
か。 あなた 方は 公正を 毒草に 変え， 義 
の 実りを 苦よ もぎに [変えた] ので あ 
る。 13 むなしい 事柄を 歓乂 でい る 者， 

われわれ  つの  じ ぶん 

「我々 の 力で 角を 自分たち の ものにし 
たのでは ないか」 と 言って いる 者たち 
よ。 14 見よ， イスラエルの 家よ， わ 
たしは あなた 方に 対して ひとつの 国民 
を 起こす』 と， 万軍の 裡 エホバは お告 
げ になる。 『彼ら は 必ず あな た 方を ハ 
マトに 入る ところから アラバの 奔流の 
谷にまで 圧迫す るで あろ う』」。 

こ れは ，主権者なる 主 エホバが わ た 
•  しに 見させて くださった 事柄で あ 
る。 見よ， [神] は 後の 種 まきに よって 生 
え 出て 来る その 始めに [いなごの] 群れを 
まとめて おられた。 そして, 見よ， それは 
王の 刈り 草の 後の ，後の 種 まきであった。 
2 そして， それが その 地の 草木を 食い 尽 
く してし まった 時に， わたしは こう 言っ 
た。 「主権者な る 主 エホバよ， どう かお 許 
しく ださい。 ヤコブの だれが 立ち上がれ 
るでしょう か。 彼は 小さな 者な のです」。 

3 エホバは これに 関して 悔やまれ 
た。 「それは 起きない」 と， エホバは 

い 

言われた。 

4 これは， 主権者なる 主 エホバが わ 
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1435  下げ振り。 アモスは 陰謀を 企てた として 訴えられる  アモス 7：5— 8：2 

たしに 見させて くださった 事柄で ある。 第7 章 そして イスラエルは， 必ず 自分の 土地 
見よ， 主権者なる 主 エホバは 火に よる 7iU4：4 を 追われて 流刑に される』」。 

争いを 呼び 求めて おられた。 それは 広  *  12 そして アマ ジヤは アモスに 対し 

太な 水の 深みを も 食い尽くして ゆき， xaj32:14 てこう 言った。 「幻を 見る 者よ， 行け。 
一 続きの 土地を 食い尽くした。  5 そ ォゼヵ 4:10 ユダの 地へ 逃げて 行け 。そこで パンを 
れで わたしは 言った， 「主権者なる 主 力哀 2:8  食らう がよ い 0 そこで 預言す るの なら 
エホバよ， どうか とどめて ください。 キェ 以ず よい。 13 だが， ベ テルでは これ 以上 
ヤコブの だれが 立ち上がれる でしょう  7t8:2 いっさい 預言を しては ならな iA。 ここ 

かれ  もの  [ゥ】  ク 12*32  せい  ところ (エ）  おうこく  いえ 

か 。彼は 小さな 者な のです」。  ホセ 1〇:8 は 王の 聖 なる 所で あり， 王国の 家な 

6 エホバは これに 関して 悔やまれた。 ヶ の だ」。 

「それ もまた 起きない」 と， 主権者なる コ g ば 4  14 そこで アモスは 答えて アマ ジヤ 

しゅい  い  よ げん しゃ 

主 エホバは 言われた。  サ B15:1Q に 言った， 「わたしは 預言者で はなく， 

こと  ホセ 13：lb  (才 ）  ぼく 

7 この 事 も 見させて くださった。 見 、>iI12:32 預言者の 子で もなかった。 わたしは 牧 
よ， エホバは 下げ振り [を もって 造られ  11 13:33 夫で あり， エジプトい ちじくの 実を は 
た] 城壁の 上に 立って おられた。 また， 14：23 さむ 者であった。 15 だが， エホバは 
その 手には 下げ振りが あった。  8 そ、 y  羊の群れを 追う ことから 離れさせて わ 

I  ノエ レ 18: 18  „ 

うして エホバは わたしに こう 言われた。 _ ルヵ23 :2 たしを 連れて来られた。 そして エホバ 
「アモスよ， あなたは 何を 見て いるの 第二 欄 は， 『行って， わたしの 民 イスラエル 
か」。 それで わたしは 言った， 「下げ 振 7^以 に 預言せ よ』 と言われた。 16 それで 
りです」。 すると エホバは さらにこう ィィザ 3Q:10 今， エホバの この 言葉を 聞く ように。 

いま  たみ  せよ げん 

言われた。 「今 わたしは， わたしの 民 ゥァモ 2:12 『「イスラエルを 責める 預言を しては な 
イスラエルの 中に 下げ振りを 置く 。わ 使徒5:28 ら ない。 イサクの 家を 責める [言葉] を 
たしは これ 以上 それを 赦す ことを しな 出して はならない」 と， あなたは 言っ 
い。 9 そして， イサクの 高き 所は 必  ている のか。 17 そのために エホバは 

ず 荒廃に 帰せられ， イスラエルの 聖な 日4:38 このように 言った。 「あなたの 妻は 都 
る 所 もまた 荒れ 廃れる。 わたしは 剣を 1：1 市の 中で 遊女と なる。 また， あなたの 

いえ  む  ！ サ！  キエ. レ 1:7  むすこ  むすめ  つるぎ  たお 

もって ヤ ラべ アムの 家に 立ち向かう」。 ェゼ 2:3 息子 や 娘たち は 剣に よって 倒れる。 さ 
10 すると， ベ テルの 祭司 アマ ジヤが 11:21 ら に， あなたの 土地は 測り 縄で 配分 さ 
イスラエルの 王ヤ ラべ アムの もとに 人  M 7:13 れ る。 そして， あなた 自身は 汚れた 土 

つか  い  ケ申 32:2  し （サ）  みず か 

を 遣わして こう 言った。 「アモスは イ  ミヵ2:6  地で 死ぬ。 イスラエルは 自らの 土地を 

スラ エルの 家の ただ 中で あなたに 対す aS5:11  追われて 必ず 流刑に される」』」。 

る 陰謀を たくらみました。 この 地は 彼#111 7:6  〇 これは， 主権者なる 主 エホバが わ 
のす ベての 言葉を 我慢す る ことができ  -^36:31 ^ たしに 見させて くださった 事柄で 
ません。 11 アモスは このように 述べ  ある。 見よ， 夏の 果実を 入れた かごが 

つるぎし  ^〇-m  w  い 

たのです。 『ヤ ラべ アムは 剣で 死ぬ。 スヱ レ 24:1 あった 0  2 そしてこう 言われた 0  「ア 


アモス 8:3 — 9：2  イスラエルは もはや 赦 されない。 霊的な 飢きん  1436 

なに  [ア）  がた  まつ  も （ア1  うた 

モスよ， 何を 見て いるの か」。 それで わ 第8 章 方の 祭りを 喪に， あなた 方の すべての 歌 
たしは 言った， 「夏の 果実を 入れた か ^^^8 を 哀歌に 変え， すべての 腰に 粗布を， す 

[ィ】  あたま  き  ：納： 

ごです」。 すると エホバは なお もこ  1^2  ベての 頭に はげを 来たらせる。 わたし 
う 言われた。 「わたしの 民 イス ラエ 1 る： U2 は それを 一人 [息子] のた めの 喪の よう 

お  とうらい  （ゥ）  オホ如 10:5  [ゥ）  けつまつ  くじゅう 

ルに 終わりが 到来した。 わたしは これ  ョェ 1:13 に， その 結末を 苦渋の 日の ようにす る』。 

いじょう かれ  ゆる  W  アモ 5:23  く  しゅけん 

以上 彼らを 赦す ことは しない 0  3 『ま ヵェレ 11 「『見よ， 「その 1 日が 来る』 と, 主権 

た その 日， 神殿の 歌声は まさに 泣き わ キ g な ふ 者なる 主 エホバは お告げになる。 『そ 
めく 声と なる』 と， 主権者なる 主 エホ ク^ 4°ブ して わたしは その 地に 飢きんを 送り込 
パは お告げになる。 『幾多の 死が いが ヶ む。 パンの 飢きんで はない。 水の 渴き 
出 4。 いたる 所で 人は [それを] まさに ^2oT でもない。 エホバの 言葉を 聞く ことの 
投げ出す であろう一 沈黙せ よ！』  シ [飢きん] である。 12 そして 彼らは 海 

まず  もの  [M  ミカ 6:10  いた  きた  かた 

4 「貧しい 者に つかみかかる 者たち よ， ス蔵 ii:i  から 海に 至る まで， 北から 日の出の 方 
これを 聞け。 地の 柔和な 者たち を 絶や そ ホセ12:7 に 至る まで も よろめき 行く。 彼らは エ 
うとして 5 このように 言う 者たち よ。 ホ パの 言葉を 捜し求めて 行き 巡る。 そ 
『新月が 過ぎて 穀類を 売っても よいよう  |  Si  れ でも [それを] 見いだ せない。 13 そ 
になる までに あと どれ だけ あるか。 ま の 日には， 愛らしい 処女たち， そして 

あんそく び [ザ）  こくもつ  ナホ 1:3  わかもの  かわ  よわ おとろ  （力） 

た， 安息日が [過ぎて] 穀物を 売りに 出せ チィ ザ5:25 若者たち も， 渴 きのた めに 弱り衰える 0 

ツ ホセ 4:3  ざいか [キ）  ちか 

るまでは どうか 0 これは， エ ファを 小さ テァモ 9:5 14 それは， サマリアの 罪科に かけて 誓 
くし， シヱ ケルを 大きく し， 欺きのは か ミヵ3:6 いを し， 「ダンよ， あなたの 神が 生き 

ぎぞう  W  たちば  ひく  ひとびと  マタ 24:29  M  みち 

りを 偽造す るた め， 6 立場の 低い 人々 - ている とおり」， 「ベ エル. シヱ バの道 

をた だの 銀で 買い， 貧しい 者を 一足の  ^_flW  が 生きて いると おり」 と言う 者たち で 
サンダル [の 価] で [買う] ため， こうして ィェ ゼ ㈣ ある。 それで 彼らは 必ず 倒れ， もはや 

こくもつ  う  it)  ウ エレ 6:26  (□] 

穀物の くずを 売りつ ける ためで ある』 0 ルヵ7: I2 立ち上がれない』」 0 

7 「エホバは ヤコブの 優越性に かけ  Q わたしは， エホバが 祭壇の 上方に 

てこう 誓われた。 『彼らの すべての 業 ^1;42s  ^ 位置して おられる のを 見た。 そう 

を わたしは 決して 忘れない。 8 その してこう 言われた。 「柱の 頭を 打って， 
地が 動揺し， そこに 住む 者 すべてが 嘆  敷居まで 激動す るよう にせよ。 そして 

かな  ホセ 10:5  かれ  き 

き 悲しまねば ならない のは そのためで ク王 II2:29 彼らを， その すべてを 頭のと ころで 切り 

かなら  ケア モ 5:5  た トン】 

はない か。 そこは， その すべてが 也、 ず コ主 nis.ii 断て 0 そうすれば， その しんがり はわ 
ナイルの ように 持ち上がり， エジプト - たしが 剣で 殺す。 逃げる 者は 一人と し 

しず [テ 1  含 g  〇 音  のが 

の ナイルの ように もまれて 沈む』。  て 逃げ おおせない。 逃れ出る 者 も 一人 

しゅけんしゃ  しゅ  サイ ザ 6:1  とうそう  W 

9 「『また その 日』 と， 主権者なる 主エ ヱゼ 1:28 として 逃走し きれない。 2 たとえ シェ 

つ  まひる  v  I#  68:21  ほく だ 

ホバ はお 告げになる， 『わたしは 真昼に オルに 掘り 下る としても， わたしの 手 
太陽を 沈ませ， 晴れた 日に その 地に 闇を  U  2:H6 が これを そこから 取り出す。 たとえ 天 
もたらす。 1〇 そして わたしは あなた セ に 上る としても， わたしは これを そこ 
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から 引き下ろ 3 また， たとえ カル 
メルの 頂に 身を 隠しても， わたしは そ 
こから 注意 深く 捜して 必ず これを 捕ら 
える。 また， たとえ 彼らが わたしの 目 
の 前から 離れて 海の 底に 身を 忍ばせた 
としても， わたしは 蛇に 命じて そこに 
下らせ， それが 彼らを かむ ことになる。 
4 そして， たとえ 彼らが その 敵の 前で 
とりこになる としても， わたしは そこ 
から 剣に 命じ， それが 彼らを 殺す こと 
になる。 わたしは 彼らに 目を 留めて， 
良い ことでは なく 悪い ことを 求める。 
5 こうして， 主権者なる 主， 万軍の エホ 
バ 自ら その 地に 触れる ゆえに， それは 
溶け 去る。 そこに 住む 者は みな 嘆き 悲 
しむ ことになる。 そこは， そのす ベて 
が 必ず ナイルの ように 持ち上がり， ま 
た エジプトの ナイルの よう に 沈み 込む。 
6 「『天に 自分の 階段を 築き， 自ら 基を 

す  ち  こうちくぶつ  もう  もの [コ） 

据え た 地の 上に 構築物を 設けて L 、る 者， 
海の 水を 呼び出 して それを 地の 表に 降 
り 注がせる 者， エホバが その 名で ある』。 

7 「『イスラエルの 子ら よ， あなた 方 
はわた しに とって クシ ュ 人の子ら のよ 
うでは ないか』 と， エホバは お告げに 
なる。 『わたしは イスラエルを エジプ 
卜の 地から， フィリス ティア 人を クレ 
夕から， シリアを キルから 携え 上った 
のではなかった か』。 

8 「『見よ， 主権者なる 主 エホバの 目 
はこの 罪深い 王国の 上に ある。 [姓] は 
それを 必ず 地の 表から 滅ぼし 尽くす。 
とはいえ， わたしは ヤコブの 家を 全く 
滅ぼし 尽くす のでは ない』 と， エホバ 
はお 告げになる。 9 『見よ， わたしは 
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命令を 出して， イスラエルの 家を あら 
ゆる 国民の 中で 揺すぶる ので ある。 ふ 
るいを 揺すって， 一つの 小石 も 地に 落 
ちない よう にす ると きと 同じように。 
10 彼らは 剣に かかって 死ぬ 一 わたし 
の 民の すべての 罪人たち， 「災いが 近 
づ いたり， 我々 にまで 及んだり する こと 
はない」 と 唱えて いる 者たち である』。 

11 「『その 日， わたしは 倒れて いる ダ 
ビデの 仮小屋を 起こ じ， その 破れを 必 
ず 修復す る。 また その 荒れ 跡を 起こし， 
必ず それを 築き上げて 昔の 日の ように 
する。 12 彼らが エドムの 残されて い 
ると ころを 取得す るた めで ある。 そし 
て， わたしの 名が となえられる あら ゆ 
る 国の 民 も』。 この 事を 行なって おら 
れる エホバが お告げになる。 

13 「『見よ， [その] 日が 来る』 と， エ 
ホバ はお 告げになる。 『すき 返す 者が 
まさに 収穫す る 者に 追いつき， 種を 運 
ぶ 者が ぶ どうを 踏みつ ぶす 者に [追い 
つく]。 山々 には まさに 甘い ぶどう酒が 
滴 り， 丘は みな 流れ 溶ける。 14 そし 
てわたしは 自分の 民 イスラエルの 捕ら 
われ 人たち を 再び 集め， 彼らは 荒廃し 
た 都市を まさしく 建て直して [そこに] 
住み， ぶどう 園を 設けて その ぶどう酒 
を 飲み， 園を 造って その実を 食べる で 
あろう』 0 

15 「『そして わたしは 彼らを 必ず その 
土地に 植え， 彼らは わたしが 与えた その 
土地から もはや 抜き取られる ことは な 
L、』 と， あなたの 裡 エホバは 言われた」。 

ソ イザ 61:4; イザ 65:21; エゼ 36:33; タ イザ 62:8; エレ 
30:10; エゼ 28:26; ミカ 4:4; チイ ザ 60:21; エレ 24:6; エゼ 
34:28; エゼ 37:25; ヨエ 3:20。 


オバ デヤ書 

1 ォ バデャ SS1：  ァ m ば た 箸たち あなたを 嘗 1、#。 あなた 

これは 主権者なる 主 エホバが エドム  ri  ?：n と 平和に 過ごして いた 者たち が あなた 

かん  い  (7)  う  ま  W  しょくもつ  とも 

に関して 言われた ことで ある。 「わた ィヱ;;、 g14 を 打ち負かした。 あなたと 食物を 共に 
したち が エホバから 聞いた 知らせが あ  1：4 していた 者たち が， 識別力の ない 者の 

しょこく みん  つか  しせつ  ウ エレ 49:15  した  あみ  し 

る。 諸国 民の 中に 遣わされた 使節が い IiU49:8 ようにして あなたの 下に 網を 敷く であ 
る。 『あなた 方は 立ち上がれ。 彼女に 才歲 他18  ろう。 8 その 日には そのよう になる 

たい  せんとう  ：ィ）  エレ， 9: 16  つ 

対する 戦闘に 立ち上がろう』」。  マ5 1:4  のでは ないか」 と， エホバは お告げに 

しょこく みん  力 代 n  25:12 

2 「見よ， わたしは あなたを 諸国 民の 4qifi なる。 

もの  （ウ 1  キ かなら けん 

中の 小さな 者と した。 あなたは 大いに  7  「そして わたしは エドムから 必ず 賢 

ix]  こころ  ク エレ 49:9  じゃ  ほろ  さ ：i；  さんち  しき 

さげすまれ ている。  3 あなたの 心の ヶ申 24:21 者を 滅ぼし 去り， エ サウの 山地から 識 
せん 越さが あなたを 欺いた。 大 岩の 隠  別 力を [尽きさせる]。 9 また， テ マン 

ば  じぶんす  たか  =1 i レ 49.10 闭  もの  おそ 

れ 場に， 自分の 住まう 高みに とどま っ - よ， あなたの 力 ある 者たち は 恐れ おのの 

もの: 力：  音 在—:^  [力）  さつ  （キ]  ひとり 

ている 者， その 心に， 『だれが わたし  くこと になる。 殺り くの ため， 一人 一 

ち  ひ  いア エレ 27:6  さんち  た 

を 地に 引き下ろ すだろう か』 と言う 者  2 人エ サウの 山地から 断たれる からで あ 

じぶん  いどころ  ^  *  [ク 1  きょうだい  たい 

よ。 4 たとえ あなたが 自分の 居所を ィ ェレ38:22 る 0 10 あなたの 兄弟 ヤコブに 対する 
鷲の ように 高く しようと も， また 星の ゥヱ レ49:7 暴虐の ゆえに 恥辱が あなたを 覆う。 あ 

あいだ す  エ詩 33:10  さ だ  とき  いた  き  た 

間に 巣を かけよう とも， わたしは そこ  コ なた は 定めの ない 時に 至る まで 切り 断 
から あなたを 引き下ろす」 と， エホバ ォ たれる ことになる。 11 あなたが 離れ 

つ  アモ 1:12  びと  かれ 

はお 告げになる。  ^3_6:7  て わきに 立った 日， よそ 人たち が 彼の 

5 「あなたの ところに 来たの が 盗人  iU  49:22 軍勢を とりこに し， 全くの 異国 人が 彼 

うば  ともの  よま  キイ ザ 34:5  もん  ⑺  かん 

であったなら， 奪い取る 者が 夜の 間に クィザ 34:6 の 門を くぐり， エルサレムに 関してく 

ひ  1 セ）  ひとり 

[入って 来た] ので あれば， あなたは ヶ 1133  じを 引いた 日， あなた もまた その 一人 

ちんもく  1 ク！ か tl  5 

どれほど 沈黙した であろう か。 彼らは  2 のよう であった。 

自分の 望む だけの ものを 盗む のでは な  ri  ?：n  12 「また あなたは， あなたの 兄弟の 

いか。 また， あなたの ところに 来たの コ ヱ レ49 :13 日， その 不運の 日に， その 光景を 見守っ 

あつ  た  サ マラ 1:3  (ソ)  ほろ 

がぶ どうを 集める 者であった なら， 多 マラ1:4  ているべき ではない。 ユダの 子ら が滅 
少の 採り 残しを 残して おかないだろう V1；2S:5° びの 日に あるのを 見て 歓ぶ べきでは な 

が  ぞく  もの  エレ 52:28  次  かれ  く なん  おおぐち  あ 

か。 6 だが， エ サウに 属する 者たち は 25：4 い。 [彼らの] 苦難の 日に 大口を 開けて 
どこまで 調べ 出された ことか。 その 秘 セョェ 3:3  いるべき ではない。 13 わたしの 民の 
めら れた 宝は [いかに] 探り出され たこ ソ 〇4:11 災難の 日に その 門の 中へ 入って 来る ベ 

かれ  きょうかい  夕蔵 17:5  if)  かれ 

とか。  7 彼らは 境界にまで あなたを  ?  24:17 きでは ない。 あなたは 彼の 災難の 日に 

お  けいやく  むす  ^  4：21  わざ わ 

追い やった 0 あなたと 契約を 結んで い チゼカ 1:15 その 災いを 見つめるべき ではない 〇彼 


1438 


1439  ェ サウは 荒廃 させられる  オ バデヤ 14 —— ヨナ 1:5 


の 災難の 日 に その 富に 手を 出すべき で 
はない。 14 また， 道の 分かれる 所に 
立って， 逃れて 来た 者たち を 断ち ぼ 
そうとすべき ではない。 災難の 日に そ 
の 生き残った 者たち を 引き渡す べきで 
もない。 15 あらゆる 国の 侯: に対する 
エホバの 日が 近いから である。 あなた 
がした とおりに あなたに 対しても 行な 
われる。 あなたの 加えた 仕打ちが あな 
た 自身の 頭に 帰す る。 16 あなた 方が 
わた しの 聖 なる 山で 飲んだ とお りに， す 
ベての 国の 民 も 常に そのよう に して 飲 
みつ づける ので ある。 そして 彼らは ま 
さに 飲んで 飲み干し， まるでい なか っ 
たかの よう になる。 

17 「だが， シオンの 山には 逃れて 来 
る 者たち がいる であろう。 そこは 必ず 
聖 なる 所と される ので ある。 そして ヤ 
コブの 家は その 取得す べき 物を 取得し 
なければ ならない。 18 また， ヤコブ 
の 家は 火と なり， ヨセフの 家は 炎と な 
ら ねばならない。 そして ェ サウの 家は 


第二 欄 


刈り株と [なる ので ある]。 それを 燃え 
立たせ， むさぼり 食う ので ある。 こう 
して エ サウの 家には 生き残る 者が いな 

U)  みず か  かた 

くなる。 エホバ 自ら [これを] 語った の 
である。 19 そして 彼らは ネゲブを， ま 

さんち  ぞく  ところ 1 ウ 1 

さに エ サウの 山地に 属する 所を， また 
シェフ ェラを， すなわち フィ リス ティ 
ア 人に 属する 所を 取得し なければ なら 
ない。 さらに 彼らは エフ ライムの 野と 
サマリ アの 野を 取得し なければ ならな 
い。 そしてべ ニヤ ミンは ギレアデを [取 
得する ように]。 20 また， この 塁壁の 

る けいしゃ  じん W  しょ 

流刑 者た ちに ついても， カナン 人の [所 
有して いた] 所は ザレ パテに 至る まで イ 
スラ エルの 子ら の ものと なる。 そして， 
エルサレムの 流刑 者， セ ファラドに いた 
者た ちは， ネゲ ブの諸 都市を 取得す る。 

21 「そして， 救う 者たち は 必ず シオ 
ンの 山に 上って 来る。 エ サウの 山地を 
裁く ためで ある。 こうして 王権は エホ 
バの ものと されな ければ な ら ない」。 

スエ レ 31:6; ヨエ 2:32: セ 詩 149:7; エゼ 35:11; ソ詩 22: 
28: ゼカ 14:9。 


ヨナ 書 


-I そして， エホバの 言葉が アミ タイ 
の 子 ヨナに 臨む ようになって， こ 
う 言った。 2 「立って， 大 いなる 都市 
ニネベに 行き， 彼らの 悪が わたしの 前 
に 達した ことを ふれ 告げよ」。 

3 ところが ヨナは 立って， エホバの 前 
から タ ルシシ ュへ 逃け て 行く ので あっ 

(才）  かれ  [力）  くだ 

た。 そして 彼は ついに ヨッ パに 下り， 夕 
ル シシュ へ 行く 船を 見つけた。 それで 
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ウ創 18:20 
ヤコ 5:4 
啓 18:5 
エ創 10:4 
代 n  9:21 
イザ 23:1 


使徒 9:36 
使徒 10:5 


りょうきん はら 

彼は その 料金を 払って， その 中へ 下りて 
行った。 エホバの 前から 離れて 彼らと 共 
に タルシシ ュへ 行こうと してであった。 
4 すると エホバ 自ら 大風を 海に 投じ， 

[ィ） しょう  ふね 

海には 大 あらしが 生じた。 そのため 船 

いま  なんぱ 

は 今にも 難破し そうに なった。  5 そ 

せんいん  おそ  おのおの じ ぶん  [ゥ j 

れで 船員たち は 恐れて， 各々 自分の 神 


第二 欄  ア詩 78:26; アモ 4:13; イ詩 107:25: 使徒 27: 
14; ウ詩 96:5; イザ 41:29; コ 1 8:4。 
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に 助けを 呼び 求める ようになった。 そ 
して 彼らは 船 内の 品物を 次々 に 海に 投 
げ 出した。 その 分 だけ [船を] 軽く しよ 
うとして であった。 しかし ヨナは 下に 
降りて， その 甲板 船の 一番 奥に 来て い 
た。 そして， そこに 横に なって 深く 
眠り 込んだ。 6 やがて 船長が 近くに 
やって来て， こう 言った。 「眠って い 
る 人よ， あなたは どうした のか。 起き 
て， あなたの 神に 呼びかけて ほしい！ 
[まことの] 姓が 顧みて くださって， わ 
た したち は 滅びないで すむ かも しれ 

(I) 

ない」。 

7 やがて 人々 は 互いにこう 言いだ し 
た。 「さあ， く じを 引こう ではない か。 
だれの せいで こんな 災いに 遭って いる 
のかを 知る の だ」。 そこで 彼らは くじ 
を 引いて いったが， 最後に そのく じは 
ヨナに 当たった。 8 それで 彼らは [ヨ 
ナ] に 言った， 「さあ， どうか 言って く 
れ。 だれの せいで 我々 はこん な 災いに 
遭って いるの か。 あなたは どんな 仕事 
をす る 人 か， どこの 人 か。 国は どこか， 
どの 民の 人な のか」。 

9 そこで 彼は 言った， 「わたしは へ 
ブライ 人で， 天の# エホバを， 海と 陸 
とを ^ られ た 方を 恐れる 者です」。 

10 すると 人々 は 大いに 恐れる よう 

かれ  たい  い 

になり， 彼に 対して さらにこう 言った。 
「あなたが した この 事は どういう こと 
なのか」。 彼が エホバの 前から 逃げよ 
うとして いる ことを， 人々 は 知った の 
である。 彼が そのよう に 話した からで 
あった。 11 最後に 彼らは 言った， 「、海 
が 静まって く れ るよう にす るた めに， 
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我々 は あなたを どのよう にしたら よい 
のか」。 海が ますます 荒れて きたから 
である。 12 それで 彼は 言った， 「わ 
たしを 抱え 上げて， 海の 中に 投げ込ん 
でく ださい。 そうすれば， 海は あなた 
方の ために 静まる でしょう。 この 大あ 
ら しが あなた 方に 臨んで いるのは わた 


しのた めだと いう ことが， わたしには 
わ  （ィ） 

分かって いるので す」。 13 それでも 

人々 は 何とか 切り抜けて， [船を] 陸に 

戻そうと していた。 しかし， それは で 

きなかった。 海が ますます 荒れて きた 

(ゥ ） 

からで ある。 

14 それで 彼らは エホバに 呼ば わる 
ようになって こう 言った。 「ああ， ど 
うか エホバよ， この 人の 魂の ために わ 
たしたち が 滅びて しまう ことのな いよ 
うにして ください。 そして， 罪のない 
血を わたしたちに 帰させないで くださ 
い。 エホバよ， あなたは ご 自分の 喜び 
となる ように 事を 行なわれ たのです か 
ijo is そのの ち 彼らは ヨナを 抱え 
上げて 海の 中に 投げ込んだ。 すると 海 
は， その 荒れ狂いが 収まって くるので 
あった。 16 それを 見て 人々 は エホバ 
を 大いに 恐れる ようになり， エホバに 
犠牲を ささげて 誓約を 立てた。 

17 一方 エホバは 大 魚に 任じて ヨナを 
呑み込ませた。 そのため ヨナは その 魚 
の 内部に 三日三晩 いる ことに なった。 
その 時 ヨナは 魚の 内部から 自分の 

ハ  いの  W  い 

— 迚 エホバに 祈って， 2 こう 言った。 
「自分の 苦難の 中から わたしは エホ 
バに 呼ば わった。 すると わた 


こた  （ソ） 

しに 答えて くださった ( 


1441  魚の 腹の 中で 祈る。 ニネベの 人々 は 悔い改める  ヨナ 2:3— 3：8 

シェ オルの 腹の 中から わたしは 第2 章  9 しかし わたしは， 感謝の 声を もって 
勗 けを 叫び 求めた。  7^6；2-40  あなたに 犠牲を ささげる。 

あなたは わた しの 声を 聞いて く ィ 自分の 誓約した ことを わたしは 

M  m  ti  (ィ） すく 

ださった。  ^34-6  果たす。 救いは エホバの もの 

ふか  おおう み  ウ詩 69:1  [ゥ） 

3 あなたが わたしを 深み [に]， 大海の X 詩 42:7  である」 0 

最中に 投げ込まれ ると，  才 詩31:22  10 やがて エホバは その 魚に 命じ， そ 

そのと き 川が わたしを 取り巻 "ftn  6:38  れは ヨナを 陸に 吐き出した。 

^  5；7  のち  ことば  さいど 

いた 0  キ詩 69:1  〇 その後 エホバの 言葉が 再度 ヨナに 

あなたの すべての 砕け 波と 大 ク具 ふ3%24  ^ 臨んで こう 言った。 2 「立って， 

なみ  こ  on；o  とし  ゆ 

波 一 それが わたしの 上を 越え  %  38=17 大 いなる 都市 ニネベに 行き， わたしが 
て 行った。  ヶ^ 119:81 あなたに 語る 布告を ふれ 告げよ」。 

4 それで わたしは 言った， 『わたしは  ^ 142:3  3 そこで ヨナは， エホバの 言葉のと 

あなたの 目の前から 打ち払わ  おりに 立って ニネベに 行った。 さて， 

[才）  '  とし  （ク） 

れ ました！  サ代 ho:27 ニネベは 裡に とって 大きな 都市で あり， 

せい  しんでん  ふたた  ぜ 18:6  ある  まわ  か 

あなたの 聖 なる 神殿を どうして 再 シサ 112:21 歩いて 回る と 三日 かかった。 4 つい 

(力 I  エレ 16:19  とし 

び 見る こ とが あるでしょう か』。 ハバ 2:18 に ヨナは その 都市に 入る ことにな り， 

5 水は 魂に 達する まで わたしを 取り - 歩いて 一日の 道のりを 行き， しきりに 

蠢 いた。 水の 深みが ずっと わ  ふれ 告げて こう 言った。 「あとわず か 

かこ  こ  ア詩 50:14  くつがえ  （ヶ1 

たしを 囲み 込んだ。  ホセ = 四十 日で ニネベは 覆される」。 

水草は わたしの 頭に 巻き付いた。 ヘプ13:15  5 すると， ニネベの 人々 は裡に 信仰 

やまやま  そこ  くだ  い  イ饵 5:4  お  [コ】  だんじき  つ 

6 山々 の 底に わたしは 下って 行った。 OW3：8  を 置く ようになり， 断食を ふれ 告げて 

4 は， そのかん ぬきは， ずっと 定 ェ =::2 粗布を まとい， その 最も 犬なる 者から 
めな くわた しの 上に あった。  ィザ50:2 最も 小なる 者まで がそう する ので あっ 
それでも， わたしの 裡 エホバ， あ 第3 章 た。 6 その 言葉が ニネベの 王に 達す 

いのち  あな  [シ）  じ ぶん  おうざ  しょく 

なた はわた しの 命を 坑の中 か ォ ョナ1 :1 ると， [王] は 自分の 王座から 立って 職 

ひ  m  カ ヨナ 1:2  ふく  ぬ  あらぬ の  み  おお  はい 

ら 引き上げて くださった。  +x^9:11 服を 脱ぎ， 粗布で 身を 覆って 灰の 中に 
7 わたしの 魂が 自分の 内で 衰え果て  3+2:9 座った。 7 さらに， この 叫び声を 上げ 

とき (ヶ）  おも  かた (コ） ク創 1〇:11  つ 

た 時， わたしが 思い出した 方， ョナ4:11 させ， それを ニネベ じゅうに 告げさせ 

ケ エレ 18:7  もの  ふこく 

それは エホバであった。  ゼ パ2: 13 た。 王と その 大 いなる 者たち の 布告と 

その 時 わたしの 祈りは あなたの コ t 夕 111 してこう 言った ので ある。 

せい  しんでん  ルカ 11:32  かちく  うし  ひつじ 

もとに， あなたの 聖 なる 神殿の 2〇：3  「人 も 家畜 も， 牛 も 羊 も， いっさい 

中に 達した。  m3 何を も 味わって はいけ ない。 だれも 

ふしんじつ  ぐうぞう  みまも  もの  しょくもつ  と  の 

8 不 真実な 偶像を 見守る 者， その 者た '>K2:10  食物を 取って はいけ ない。 水 も 飲んで 

じ ぶん  あい  しんせつ  はな  ス ダニ 9:3  【せ）  かちく 

ちは 自分の 愛 ある 親切から 離 マタ 1^1 はいけ ない。 8 そして， 人 も 家畜 も 

[シ）  マタ 12:41 あらぬ の  み  おお  ^ 

れて ゆく。  セェズ 8:21 粗布で 身を 覆うよう に。 力を こめて 


ヨナ 3:9—4:11 


ニネベの 人々 は 救われる。 ヨナの 不満 
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拽に 呼ばわり， 各自 自分の 悪の 道 か 
ら， その 手の 暴虐から 引き返す よう 
に。  9  [まことの] 裡が 翻って まさに 
悔やまれ， その 燃える 怒りから 離れ 
て， 我々 が 滅びない ようにして くださ 
る ことは [ない] とだれ が 知っている だ 
ろうか」。 

10 それで [まことの]# は， 彼らの 業 
を， すなわち 彼らが その 悪の 道から 立 
ち 返った のを ご覧に なった。 そうして 
[まことの] 神は， 彼らに 加える と 語ら 
れた その 災いに 関して 悔やまれた。 そ 

[キ） 

して， [それを] 加えなかった。 

4 だが， ヨナに とって それは 大いに 
不愉快な 事であった。 彼は 怒りに 
燃えた。 2 それで 彼は エホバに 祈って 
こう 言った。 「ああ 今， エホバよ， わ 
たしが _ 分の 土地に いた 時， この 事が 
わた しの 問題では あり ませんで した か。 
そのために わたしは 先に タルシシ ュに 

に  （ヶ）  いつく  あわ 

逃げた のです。 あなたが， 慈しみと 憐 
れ みに 富み， 怒る ことに 遅く， 愛 ある 

しんせつ  み  （サ） わざ わ 

親切に 満ちた 裡 であり， 災いに ついて 
悔やまれる 方で ある ことを 知っていた 
からです。 3 それで 今， エホバよ， ど 
う かわた しの 魂を 取 り 去って ください。 
わたしは 生きて いるより 死んだ ほうが 
まし だからです」。 

4 それに 対して エホバは こう 言われ 
た。 「あなた が 怒 りに 燃えた のは 正し 

(v) 

いこと か」。 

5 その後 ヨナは その 都市から 出て 
行って， 市の 東側に 腰を下ろした。 そ 
して， 自分の ため， そこに 仮小屋を 作 
り はじめた。 その 下の 陰に 座って， そ 


第 3 章 


マタ 3:8 
使徒 3:19 


ウ エレ 18:8 
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の 都市が ど うなる かを 見る ためで あっ 
た。  6 すると エホバ# は 一本の ひょ 
うたんに 任じて， それが ヨナの 上に 伸 
びて 来る ようにした。 それが 彼の 頭を 
覆う 陰と なり， 彼を そのつ らい 状態 か 
ら 救うよう にす るた めであった。 それ 
で ヨナは その ひょ うたんの ことを 大い 
に歓 ぶように なった。 

7 ところが [まことの] 裡 は， 次の 日， 
夜の 明ける ころに， 一匹の 虫に 任じて， 
それが その ひょ うたんを 襲うよう にさ 
れ た。 そのため， それは 次第に 枯れて 
いった。 8 そして， 太陽が 照り 輝いて 
くると， ® はさら に 焼けつ くような 東 
風に 任じ， 太陽が ヨナの 頭に 照りつ け 
たため， 彼は 弱り衰えて いった。 それ 
で 彼は， 自分の 魂が 死ぬ ことを しきり 
に 求め， 繰り返しこう 言った。 「わた 
しは 生きて いるより， 死んで しまった 
ほうが まし だ」。 

9 すると# は ヨナに こう 言われた。 
「あなたが ひょ うたんの ことで 怒りに 
燃えた のは 正しい ことか」。 

それに 対して 彼は 言った， 「わたし 
が 怒 りに 燃えて 死ぬ ほどに な っ たのは 
正しい ことです」。 10 しかし エホバは 
こう 言われた 0  「あなたは， 自分が 労 
したので も 大きく したので もない ひょ 
うたんを 惜しんだ。 それは 一夜のう ち 
に 育ち， 一夜のう ちに 枯れう せた もの 
であった。 11 では， わたしと しても， 
大 いなる 都市 ニネベを， 右 も 左 も;^ く 
わきまえない ヽ 十二 万 以上の 人々 に 加え 
て 多く の 家畜 も いる こ の 所を 惜しんだ 
としても 当然では ないか」。 


ミ カ 書 


(7)  k)  il 

1 ユダの 王ヨ タム， アハズ ，ヒゼ キヤ 
の 時代に， モレ シェ トの ミカに 臨 
んだ エホバの 言葉。 サマリアと エルザ 
レムに 関 して 彼が 幻で 見た ものである。 

2 「聞け， もろもろの 民， すべての 者 
よ。 地と そこに 満ちる ものよ， 注目せ 
よ。 主権者なる 主 エホバを あなた 方に 

たい  しょうにん  [ヶ） 

対する 証人と ならせよ。 エホバを， そ 
の聖 なる 神殿から。 3 見よ， エホバ 
は ご 自分の 場所を 出て 行かれる。 必ず 
下って 来られて， 地の 高い 所を 踏まれ 

[シ）  やまやま  した 

るので ある。 4 そして， 山々 は その 下 
で 溶け， 低地 平原 も 引き裂かれる こと 
になる。 ろうが 火に よるよう に， 水が 
険しい 所に 注がれ ると きのよう に。 

5 「ヤコブの 反抗の ゆえに このす ベて 
が 臨む。 まさに イスラエルの 家の 罪の 
ゆえに。 ヤコブの 反抗とは 何 か。 それ 
は サマリアでは ないか。 そして， ユダ 
の 高き 所とは 何 か。 それは エルサレム 
ではない か。 6 ゆえに わたしは 必ず サ 
マリ アを 野の 廃虚の 山と し, ぶどう 園を 
設ける 所と する。 その 石を 谷に 注ぎ 落 
とし， その 土台を あらわに する。 _  7 ま 
た， その 彫像は ことごとく 打ち砕かれ， 
彼女の 賃銀と して [与えられた] すべて 
の 贈り物は 火で 焼かれる。 そのす ベて 
の 偶像を わたしは 荒れす さんだ ものと 
する。 彼女は [それらを] 遊女の 賃銀と 
して 与えられた ものの 中から 集めた の 
であり， それらは 再び 遊女の 賃銀と し 
て 与えられる ものと なる ので ある」。 
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8 この ゆえに わたしは 泣き叫び， 泣 
きわめく。 わたしは はだしに なり， 裸 
になって 歩き回る。 ジャッカル のよう 
に 泣き叫び， 雌の だちょう のように 嘆 
き 悲しむ。 9 彼女の 打ち 跡は いやし 得 
ないから である。 それは ユダにまで 及 

び， 災厄は わたしの 民の 門にまで， エ 

[才） 

ルサ レムにまで [及んだ] ので ある。 

10 「ガトに おいて あなた 方は [それ 
を] 告げ 知らせて はいけ ない。 決して 
泣き 悲しんで はいけ ない。 

「アフラの 家で， まさ に 塵の 中で 転げ 
回れ。 11 シャフ ィ ルに 住む 女よ， 恥ず 
べき 裸体で 越えて 行け。 ツァ アナンに 
住む 女は 出て は 行かなかった。 ベ ト • 
エツェ ルの 泣き叫びは， あな た 方から そ 
のと どまる 所を 取り去る。 12 マロ ト 
に 住む 女は 良い 事柄を 待ち望ん でいた 
が， 悪い 事柄が エホバから エルサレム 
の 門に 下った ので ある。 13 ラキシュ 
に 住む 女よ ，兵車を 一組の 馬に つなげ。 
彼女は シオ ンの 娘に とっ て 罪の 初めで 
あった。 イスラエルの 数々 の 反抗が あ 

(ス） 

なた のうちに 見いだ さ れた からで ある。 
14 ゆえに あなたは モレ シェ ト •ガト 
に 別れの 贈り物を する ことになる。 ア 
ク ジブの 家々 は イスラエルの 王たち に 
とって 欺きの ものであった。 15 マレ 
シャに 住む 女よ， わたしは 奪い取る 者 
を これから あなたの もとに 至らせる。 
ア ドラムにまで イスラエルの 栄光は 及 

チイ ザ 7:17; ツ創 38:1; ネへ 11:30。 
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ぶ。 16 はげを つくれ。 無上の 喜びで 
ある あなたの 子ら の ゆえに [あなたの 髪 

け  きお  (7)  ひろ 

の 毛を] 切り落とせ。 あなたの はげを 広 
く して 鷲の ようにせ よ。 彼らが あなた 

はな  るけい  W 

から 離れて 流刑 にされ たからで ある」。 

とこ  ゆうがい  ことがら 

2 「床の 上で 有害な 事柄を たくらん 

もの  あく  なら 

でい る 者， 悪を 習わしに している 

わざ わ  （ゥ）  あさ  ひかり  かれ 

者は 災い だ！ 朝の 光に よって 彼らは 

と  W  じ ぶん 

それに 取り かかる。 それが 自分たち の 

(才） 

手の 力のう ちに あるから である。 2 こ 
う して 彼らは 畑を 欲して [それを] 奪っ 
ナ こ。 また 家を [欲して それを] 取った。 
強健な 男子と その 家の 者たち から， 人 

そうぞく ぶつ [キ）  （ク） 

とその 相続 物から だま し 取った。 

3 「ゆえに エホバは このように 言わ 

いま  かぞく  たい  [ヶ） 

れ た。 『今 わた しは こ の 家族に 対する 

わざ わ  かんが  {コ）  がた 

災いを 考えつい ている。 あなた 方は そ 
れ から 自分の 首を のける こと がで きな 

[サ）  まん  あゆ 

い。 こうして， あなた 方が ごう 慢に歩 

トン） 

むことの ないように する。 今は 災いの 

とき  （ス） 

時な ので ある。 4 その 日， 人は あなた 
方に 関 して 格言 的な 言い 回 しを 作る。 
必ず 嘆き， まさに 嘆いて 嘆きの ことば 
を 口にする。 人は 必ず 言う であろう， 
「わたしたちは まさしく 奪い取られた！ 
わた しの 民の 受け 分を [姓] は 変更され 

(チ） 

るの だ。 [それを] いかに わたしから 取 

さ  ふちゅうじつ  もの 

り 去られる ことか。 不忠実な 者に わた 

はたけ ぶんぱい 

したち の 畑を 分配され るの だ」。 5 そ 
れ ゆえ あなたには， エホ ノ 《の 会衆の 中で 
く じに よって 綱を 張る 者が いなくなる。 
6 あなた 方は [m 葉を] 述べて はいけ な 

[テ） かれ 

い。 彼らは [言葉を] 述べる。 彼らは こ 
れらの 事柄に 関して [言葉を] 述べる ので 

はずかし  さ  ゆ  [H 

はない。 辱めが 去って 行く ことは ない。 
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7 「『ヤコブの 家よ， このように 言わ 

れい  ふ 

れ ている だろう か。 「エホバの 霊は 不 
興を 覚えられた のか。 これが その 仕 打 
ちか」 と。 わたしの 言葉は， 廉直な 歩 
み 方を している 者には 良い ことを 行な 
うのでは ないか。 

8 「『そして 昨日， わたしの 民は あから 
さまな 敵と して 立ち上がった。 衣の 前 
の 部分 か ら ，あな た 方は 荘重な 飾 りを は 
ぎ 取る。 戦いから 帰る 人々 [のように] 
自信に 満ちて 通って 行く 者たち から。 

たみ  がた 

9 わたしの 民の 女たち を， あなた 方は， 
女が 無上の 喜 I びを 得る そ の 家から 追い 
立てる。 その子 供たち から， わたしの 
光輝を 定め のない 時に 至る ま で 取り去 
る。 10 起き上がって 進んで 行け。 こ 
こは 休み場では ないから である。 彼女 
が 汚れた 者と なっ た ゆえ {こ 破壊が 臨む。 
[その] 破壊の 業は 痛ま しい。 11 風と 
_ り 事と によ っ て 歩む 者が 偽 りを 語っ 
て， 「わたしは ぶどう酒 や 酔わせる 酒 
に関して あなたに [言葉を] 述べる」 と 
言ったなら， その 者は また， この 民の た 
めに [言葉を] 述べる 者と なる ので ある。 
12 「『わたしは 必ず ヤコブを， そのす 

あつ  (t)  のこ 

ベて を 集める。 イスラエルの 残って い 

る 者たち を 間違いな く 集め 寄せる。 わ 

たしは 彼らを， 囲いの 中の 羊の群れの 

ように， 牧場の 中央の 畜群 のように 一 
w  m 

つに ならせる。 そこは 人で にぎわう』。 

とっぱこう  つく  もの かなら かれ  まえ 

13 「突破口を 作る 者が 必ず 彼らの 前 

のぼ  く  [ツ I  つ  やぶ 

に 上って 来る。 彼らは まさに 突き破る。 
そして 彼らは 門を 通る。 そこから 出て 

シ王 I  22:6; イザ 9:15; エレ 6:14; エゼ 13:3; ヨハ I  4:1; 
ス テサ n  2:11; セ イザ 11:11; エレ 31:8; ミカ 4:6; ソ エレ 
23:3; タ エゼ 34:11; チ エゼ 36:38; ゼカ 8:22; ツ イザ 45: 
1; イザ 59:16。 
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偽 預言者， 祭司， 金を 愛する 者に 対して。 エホバの 山 


ミカ 3:1— 4：2 


行く。 そして， 彼らの 王は その 前を 進 
んで 行き， エホバが その 先頭を 行く」。 
〇 それから わたしは 言った， 「さあ， 
^ 聞く ように。 ヤコブの 頭たち， イ 
スラ エルの 家の 司令 者たち よ。 公正を 
知る こと， それが あなた 方の 務めでは 
ないか。 2 善い ことを 憎んで 悪を 愛 
し， 民から 皮を， その 骨から 生肉を 引 
きちぎ る 者，  3 また わたしの 民の 生 
肉を 食らい， その 皮をはぎ， その ^ を 
打ち砕き， 広口な べに ある ものの よう 
に， なべの 中の 肉の ように [民を] 押し 
砕いた 者たち よ。 4 その 時， この 者た 
ちが 助けを 呼び 求めても， エホバは そ 
れに 答えない。 そして その 時， 彼ら か 
ら 顔を 隠して， 彼らが その 所業と して 
行な っ た 悪の とおり に 行なわれる。 

5 「わたしの 民を さまよわせ ている 
預言者たち， その 歯で ものを かみつつ 
『平和 だ！』 と 呼ば わる 者， その 口に 
[何 かを] 入れない 者が いれば その 者に 
対する 戦いを 神聖に しようと さえす る 
者たち に対して， エホバは このように 
言われた。 6 『この ゆえに， あなた 方 
には 夜が 来て， 幻はなくなる。 闇が 来 
て， 占いを する ことは できなくなる。 そ 
して， 太陽は これら 預言者た ちに 対し 
ては まさに 沈み， 昼 も 彼らに 対しては 
必ず 暗くなる。 7 こうして， 幻を 見る 
箸た € は 最じ义 ぶ，：、 をす る 者た 4:1 
は 失望 させられる。 そして 彼らは， そ 
のす ベての 者が 口 ひげを 覆う ことにな 
る。 裡 からの 答えがない ためで ある』」。 

8 だが， この わたしの ほうは， エホ 
バの 霊の もとに 力に 満たされ， また 公 


芷と 力強 さとに [満たされ‘]。 それは， 

たい  はんこう 

ヤコブに 対し その 反抗に ついて， イス 
ラエルに 対し その 罪に ついて 告げる た 
めであった。 

いえ かしら  もの 

ヤコブの 家の 頭た る 者， イス ラエ 

し れい しゃ  [ゥ） 

ルの 家の 司令 者たち よ， さあ， これを 
聞く ように。 公正を 憎み 嫌い， まっす 
ぐな 物事を さえす ベて 曲がって いると 

W  りゅうけつ こうい 

する 者たち， 10 流血の 行為を もって 
シオンを 築き， 不義を もって エル サレ 
ムを [建てる] 者たち よ。 11 その 頭た 
ちは ただ わいろの ために 裁き， その 祭 
司たち はた だ 代価の ために 教え， その 
預言者たち はた だ 金の ために 占いを す 

10)  かれ 

る。 それでも 彼らは しきりに エホバに 

たよ  い  われわれ 

頼っ て 言う， 「エホバは 我々 の 中に お 
られ るので はない か。 我々 に 災いが 臨 
むことは ない」 と。 12 したがって， 

がた  はたけ 

あな た 方の ゆえに シオンは た だの 畑と 
してす き 返され， エルサレムは 全く 廃 
虚の 山と なり， その 家の 山は 森の 高き 
所の ようになる。 

すえ  （シ）  いえ (ス） 

そして， 末の 日に， エホバの 家の 

M  いただき  かた 

山は もろもろの 山の頂より 上に 堅 
く 据えられ， もろもろの 丘より 上に 必 
ず 高められる。 もろもろの 民は 必ず 流 
れ のように そこに 向かう。  2 そして， 
多く の 国の 民が 必ず 行っ て， こう 言う。 

き  [チ 1 

「来なさい。 エホバの 山に， ヤコブの 裡 
の 家に 上ろう。 [迚] は ご 自分の 道に つ 
いて わた したち に 教え諭し てく ださる。 


4 
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わたしたちは その 道筋を 歩もう」。 律法 
はシ オンから ，エホバの 言葉は エル サレ 
ム から 出る ので ある。 3 そして， [迚] 
は 多くの 民の 間で 必ず 裁 きを 行ない， 遠 
く 離れた 強大な 国々 に関して 事を 正さ 
れ る。 それで 彼らは その 剣を すきの 刃 
に ，その 槍を 刈り 込み ば さ みに 打ち 変え 
なければ ならなくなる。 国民は 国民に 
向かって 剣を 上げず， 彼らは もはや 戦い 
を 学ばない。 4 そして 彼らは まさに， 
各々 自分の ぶどうの 木の 下， 自分の い 
ちじくの 木の下に 座り， [これを] おの 
のかせる 者は だれもい ない。 万軍の エ 
ホバの 口が [これを] 語った ので ある。 

5 もろもろの 民は 皆， それぞれ 自分 

あゆ （サ  1 

たちの 神の 名に よって 歩む。 しかし わ 
たしたち は， 定めの ない 時に 至る まで， 
まさに 永久に， わたしたちの 裡 エホバ 
の 名に よって 歩む。 

6 「その 日」 と， エホバは お告げに な 
る， 「わたしは， びっこを 引いて いた 
彼女を 集める。 散らされ ていた 彼女を 
集め 寄せる。 わたしが 手痛く あしら っ 
た その 者を。 7 そして わたしは 必ず， 
びっこを 引いて いた その 者を 残りの 者 
と し， 遠くへ 移されて いた その 者を 強大 
な 国民と する。 そして エホバは シオン 
の 山に おいて まさに 王と して 彼らを 治 
める。 今から 定めの ない 時に 至る まで。 

8 「そして， 畜 群の 塔， シオンの 娘の 
土塁よ， あなたにまで それは 及ぶ。 最 
初の 支配， すなわち エルサレムの 娘に 
属する 王国は 必ず 来る ので ある。 

9 「今 あなたが 大声で 叫びつ づけて 
いるのは どうして か。 あなたの うちに 


第 4 章 


第二 欄 


ア詩 48:6 


サゼカ 9:13 


王が おらず， あるいは あなたの 助言者 
が 滅びて しまった ために， 子を 産む 女 
に 臨む よう な 激痛が あな たを とらえた 
のか。 10 シオンの 娘よ， 苦痛に うめ 
け， 張り裂けよ。 子を 産む 女の ように。 

今， あなたは 町から 出て， 野に 宿る こ 

[ゥ） 

とになる からで ある。 そして あなたは 
バビロンまで 来る ことになる。 そこで 

すく  （才） 

あなたは 救い出される。 そこで エホバ 
は あなたを 敵の 手から 買い戻す。 

11 「また 今， 多くの 国の 民， すな わ 
ち， 『彼女を 汚せ。 我々 の 目は シオン 
を 眺めよう』 と 言って いる 者たち が あ 
なた に対して 必ず 集められる。 12 し 
かし， その 者たち は エホバの 考えを 
知っていない。 その 深慮を 理解して い 

[ク）  かれ  かなら  あつよ  か 

ない。 [迚] は 彼らを 必ず 集め 寄せ， 刈 
り 取られて 脱穀 場に 向かう 一 続きの 穀 

もつ  [ヶ） 

物の ようにす るからで ある。 

13 「シオンの 娘よ， 身を 起こして， 脱 
穀を 行なえ。 わたしは あなたの 角を 鉄 
に 変え， あなたの ひづめを 銅に 変える 
からで ある。 あなたは 多くの 民を 必ず 

くだ  [ザ）  きんれい 

みじんに 砕く であろう。 禁令に よって， 
あなたは 彼らの 不当な 利得を まさしく 
エホバに ささげ， 彼らの 資産を 全地の 

しゅ [ス） 

[まことの] 主に [ささげる] であろう」。 
r  「この 時， 侵入の 娘よ， あなたは 自 
u 分の 身に 切り傷を つける。 彼は わ 
たしたち に 向かって 攻囲を 敷いた。 彼 

つえ  さば  びと 

らは 杖を もって イスラエルの 裁き 人の 

〇  [夕！ 

ほほを 打つ。 
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2 「そして， ベツレヘム •エフ ラタ， 
ユダの 幾千の 中に 入る には 小さす ぎる 
者よ， イスラエル において 支配者と な 
る 者が あなたの 中から わたしの ために 
出る。 その 者の 起こりは 遠い昔から， 
定めの ない 昔の 日からで ある。 

3 「そのため 彼は， 子を 産もうと する 
者が 実際に 産み 終える 時まで 彼ら を 渡 
して おく。 そして 彼の 兄弟たち の 残り 
はイ スラ エルの 子ら の もとに 帰る。 

4 「また 彼は 必ず 立って， エホバの 力 
により， その 裡 エホバの 名の 優越性に 
よって 牧羊の 業を 行なう。 そして 彼ら 
は 必ず 住みつ づける。 そのと き 彼は 地 
の 果てに 至る まで 大 いなる 者と なる か 
ら である。  5 また この 者は 平和と な 
ら ねばならない。 アッシリア 人が わた 
したち の 土地に 入る 時， その 者が わた 
したち の 住まいの 塔を 踏みに じる その 
時， わたしたち もこれ に対して 七 人の 
牧者を， いや， 人の 中から 八 人の 君 侯 
を 起こさねば ならない。  6 そして 彼 
らは まさに 剣を もって アッ シリアの 地 
を， ニム ロ デの 地の 入口を 牧 する。 こ 
う して 彼は 必ず アッ シリア 人からの 救 
出を もたらす。 その 者が わたしたちの 
土地に 入る 時， その 者が わたしたちの 
領地を 踏みに じる その 時に。 

7 「そして， ヤコブの 残って いる 者 
たちは， 多くの 民の 中に あって エホバ 
からの 露の ように， 草木に 注ぐ 豊潤な 
雨の ようにならなければ ならない。 そ 
れは 人を 頼みと せず， 地の 人の子ら を 
待つ こと もない。  8 また， ヤコブの 
残って いる 者たち は， 諸国 民の 中， 多 
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ケイ ザ 49:9 
ェゼ 34:23 


サ詩 72:8 


ツ申 32:2 
詩 110:3 
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イザ 26:11 
ウル カ 19:27 


力 申 18:10 


イザ 2:6 


ケ詩 149:7 
テサ II 1:8 


くの 民の 中に あって， 森の 獣の 中の ラ 
イオンの ように， 羊の群れの 中に いる 
たてが みのある 若い ライオン のように 
ならなければ ならない。 実際に 通って 
行く 時， それは まさに 踏みつけた りか 
き 裂いたり する。 救い出す 者は いない。 
9 あなたの 手は 敵対す る 者たち の 上に 
高く 挙がり， あなたの すべての 敵は 断 
ち 滅ぼされる」。 

10 「また その 日には」 と， エホバは お 
告げになる， 「わた しは あなたの 中 か 
ら 馬を 断ち， あなたの 兵車を 打ち壊す。 
11 また， あなたの 土地の 都市を 断ち 滅 
ぼし， 防備 d 施 I された すべての 所を 打 
ち 崩す。 12 また わたしは あなたの 手 
から 呪術を 断ち， 魔術を 行なう 者は あ 
なた の もとから いなくなる。 13 さら 
にわたしは あなたの 中から 彫像と 柱を 
断ち， あなたは もはや 自分の 手が こし 
らえ たもの に 身をかがめ る ことは ない 
であろう。 14 また わたしは あなたの 
中から 聖 木を 引き抜き， あなたの もろ 
もろの 都市を 滅ぼし 尽くす。 15 そし 
て， 怒りのう ち， 激怒のう ちに， わたし 
に 従わなかった 諸国 民に 対して 復 しゅ 
ぅす I」。 

6 さあ， あなた 方は エホバの 言われ 
る ことを 聞く ように。 立って， 山々 
に対して 法的な 言い分を 述べよ。 もろ 
もろの 丘が あなたの 声を 聞く ように。 
2 山々 よ， エホバの 法的な 言い分を 聞 
け。 また， 永続す る ものである 地の 基 
も [聞く ように]。 エホバは ご 自分の 民 

第 6 章  コ エレ 13:15; ヘプ 1:1; サ詩 50:4; イザ 5: 
3; エゼ 36:1; シ申 32:22; 詩 50:1; 箴 8:29; イザ 1:2; エレ 
31:37。 
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に対して 法的な 言い分を 持たれる から 

である。 イスラエルに 対してこう 論じ 

[ァ） 

られ る。 

3 「わたしの 民よ， わたしが あなた 
に対して 何を 行なった のか。 また， ど 
のように して あなたを 疲れさせ たとい 

(ゥ）  む  しょうげん  M  ' 

うの か。 わたしに 向かって 証言せ よ。 
4 わたしは あなたを エジプトの 地から 
携え 上り， 奴隸の 家から あなたを 請け 
戻した ので ある。 そうして わたしは あ 
なた の 前に モー セ， ア ロン， ミリアム 
を 遣わした。  5 わたしの 民よ， どう 
か 思い出す ように。 モ アブの 王 バラク 
が どのように 勧め， ベ オルの 子バ ラム 
が これに どのように 答えた かを。 それ 
は， シッ テムから ギルガルに 至る まで 
のこと であり， エホバの 義の 業が 知ら 

(ス） 

れ るよう にす るた めであった」。 

6 何を 携えて わたしは エホバに 向か 
い 合おう か。 [何を 携えて] 高みに おら 
れ る# のみ 前に 身をかがめ ようか。 全 
焼燔の 捧げ物を， 当歳の 子牛を 携えて 
向かい合う のだろう か。 7 幾千 頭の 
雄 羊， 幾 万 流の 油を エホバは 喜ばれる 
のだろう か。 わたしの 反抗に 対して わ 
たしの 初子を， わたしの 魂の 罪に 対し 
てわたしの ^ の 実を 与える のだろう か。 
8 地の 人よ， 何が 善い ことかを [拽] は あ 
なた にお 告げに なった。 そして， エホバ 
が あなたに 求めて おられる のは， ただ 公 
正を 行ない， 親切を 愛し， 慎みを もって 
あなた の® と 共に 歩む ことでは な L ヽ か。 

9 都市に 向かって エホバの 声が 呼ば 
わると， 実際的な 知恵 [の ある 人] は あ 
なた のみ 名を; S れ るよう にな 4。 聞け， 


第 6 章 


ェゼ 16:18 


テ 詩 119:72 
卜 申 10:12 


むち 棒 [の 音] を， そして， だれが それを 
指示した かを。 10 邪悪な 者の 家には 
なお 邪悪の 宝が あるの か。 また， 糾弾 
された 目 不足の エ ファ 升が [あるの か]。 
11 邪悪な 天 びんと 欺きの 石 おもりの 
入った 袋と を 持ちながら [道義 的に] 清 
くいられ るだろう か。 12 その 富んだ 
者たち は 暴虐に 満ち， そこに 住む 者た 
ちは 偽りを 語った。 彼らの 舌は その 口 
の 中に あってこう かつな ので ある。 

13 「それで わたしと しても， 必ず あ 
なた を 打って 病に かからせる。 [あなた 
は] 荒廃 させられる。 あなたの 罪の ため 
である。 14 あなたは 食べる が 満たさ 
れ ない。 あなたの 空虚 さは あなた 自身 
のうちに ある。 また， あなたは [物を] 
動かす が， [それを] 無事に 運びき る こ 
とはで きない。 何に せよ あなたが 無事 
に 運びき る ものが あれば， わた しは [そ 
れ を] 剣に 渡す。 15 あなたは 種を まく 
が， 刈り取る ことは ない。 あなたは 才 
リー ブを 踏む が， 自分の 身に 油を 塗る こ 
とはない。 また， 甘い ぶどう酒を [造る 
が]， 自 分で ぶ ど う 酒を 飲む ことは ない。 
16 そして， オ ムリの 法令と アハブ の 家の 
あらゆる 業と が 見られる。 あなた 方は 
その 計り 事のと おりに 歩んで い 4。 こ 
れは ，わた しが あな たを 驚きの 的と なら 
せ， そこ に 住む 者たち に 向かって 口笛を 
吹かせる ためな ので ある。 あなた 方は 
もろもろの 民からの そしりを 受ける」。 
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ウ申 25:13; 箴 11:1; 箴 20:10; ホセ 12:7; エ イザ 59:3; ミ 
力 7:2; オ エレ 9:3; カ レビ 26:16; 申 28:21; イザ 1:5; 使 
徒 12:23; キエ レ 18:16; ク レビ 26:26; エゼ 4:16; ホセ 4: 
10; ケ イザ 24:17; エゼ 5:12; コ申 28:38; エレ 12:13; ヨエ 
1:10; アモ 5:11; ハガ 1:6; サ王 I  16:25; シ王 I  16:30; 王 n 
16:3; 王 n  21:3; ス イザ 30:1; エレ 7:24; セ エレ 18:16; エ 
レ 19:8; ソ詩 44:13; エレ 51:51; 哀 5:1: ダニ 9:16。 
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m 惨めな ことに， わたしは 夏の 果実を 
■ 集めた ものの ように， ぶどうの 採 
り 痛し を 拾い集めた ものの ようにな っ 
た。 わたしの 魂が 欲する ような， 食べ 
られ るぶ どうの 房， 早な りの いちじく 
はない。 2 忠節な 者は 地から うせ， 人 
の 中に 廉直な 者は いない。 そのす ベて 
は， 流血を 求めて 待ち伏せ する。 彼ら 

ひ  あみ たず さ  じ ぶん 

は， その すべてが 引き網を 携えて 自分 
の 兄弟を 捕らえよう とする。 3  [その] 
手は 悪事の 上に ある。 [それを] うまく 
行なおう とする。 君た る 者は [何事 か 
を] 求め， 裁きを 行なう 者は 報いを 求め 
て [それを 行ない]， 大 いなる 者は 自分 

たましい  みず か  かつぼう  かた 

の 魂の， まさに 自らの 渴 望を 語って い 
る。 彼らは それを 織り 交ぜる。 4 彼ら 
の 最も 善良な 者は おどろに 似て おり， 
最も 廉直な 者 もい ばら の 垣根に 勝らな 
い。 あなたを 見守る 者の 日， あなたに 
注意の 向けられる [日] が 必ず 来る。 今 
や 彼らの ろうばいが 起きる。 

5 仲間を 信じて はいけ ない。 腹心の 
友を も 信頼して はいけ ない。 あなたの 
懐 に 寝る 女に 対して 口を 開く ことに 
も 用心せ よ。 6 息子は 父を 軽んじ， 娘 
は その 母に 逆らい， 嫁は その しゅうと 
めに 逆らって いるから である。 人の 敵 
は その 家の 者たち となって いる。 

7 しかし わたしは， 終始 エホバに 目 
を 向ける。 わたしの 救いの® を 待ち望 
もう。 わたしの® は 聞いて くださる。 

8 わたしに 敵す る 女よ， わたしの ゆ 
えに 歓ん ではい けない。 倒れた として 
も， わたしは 必ず 起き上がる。 闇の 中 
に 住んで いても， エホバが わたしの 光 


第 7 章 


セ 裁 16:18 


第二 欄 


啓 18:20 


となって くださる。  9 エホバの 激し 

いか  しの  つみ 

い 怒りを わた しは 忍ぶ一 わた しは 罪 
を おかした からで ある 一 わたしに 関 
する 法的な 訴えを 処理して， わたしの 
ため に 公正を な し 遂げて くださる まで 
は。 [裡] はわた しを 光の 中に 携え 出し 
てくだ さる。 わたしは その 義を 見る。 
10 そして， わたしに 敵す る 者 も [それ 
を] 見る が， 恥辱が これを 覆う であろ 

[才）  かのじょ  む  かれ 

う。 彼女は わたしに 向かって， 「彼は， 

[力 1 

あな たの 裡 エホバは ，どこに い るの か」 
と 言って いたから である。 わたしの 目 
は 彼女を 見る。 今や 彼女は 踏みに じら 

ところ  がいろ  どろ  （ク 1 

れる 所と なり， 街路の 泥の ようになる。 
11 あなたの 石 壁を 築く 日， その 日， 布 
は 遠くに 離れて いる。 12 その 日， 彼 
ら はアッ シリア や エジプトの 諸 都市 か 
ら あなたのと ころまで やって来る。 エジ 
ブトから 111 に 至る まで， 海から 海， 山 [か 
ら] 山に 至る までが。 13 だが その 地は， 
そこに 住む 者たち の ゆえ， その 行ないの 
結実の ゆえに 必ず 荒れ 秦 てた 所と なる。 

14 あなたの 民を ご 自分の 杖で 牧し 
てくだ さい。 あなたの 相続財産 である 
羊の群れ， 独り 離れて 森の 中， 果樹園 

やど  もの (t)  むかし 

の 中に 宿って いた 者を。 昔の 日の よう 

に 彼らに パシヤ ンと ギレアデで 草を は 

[夕） 

ませて ください。 

15 「あなたが エジプトの 地から 出て 

き  かれ きょうたん 

来た 日の ように， わたしは 彼に 驚嘆す 
べき 事柄を 見させる。 16 諸国 民は 見 

エ詩 37:6; コ I  4:5; テサ II  1:10; 才詩 35:26; 力 詩 42:3; 
詩 79:10; 詩 115:2; ダニ 3:15; ヨエ 2:17; マタ 27:43; キ詩 
58:10; クサ n  22:43; ケ ネへ 2:17; コ創 15:18; サ イザ 11: 
16; イザ 27:13; ホセ 11:11; シ レビ 26:33; エレ 21:14; エレ 
25:11; ルカ 21:24; ガラ 6:7; ス詩 23:1; 詩 28:9; イザ 40: 
II; ヨハ 10:27; セ イザ 37:24; ソ マラ 3:4; タ エレ 50:19; 
エゼ 34:23; チ 詩 78:12; イザ 63:11; エレ 23:7。 
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イザ 44:22 
エレ 50:20 
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残りの 者のと がは 赦 される。 ニネベに 対して 


1450 


て， 自分たち のす ベての 強大 さに つい 
て 恥じる。 彼らは [その] 手を 口に 当て 
る。 その 耳 も 聞こえなくなる。 17 彼 
らは 蛇の ように 塵を なめる。 地の 爬虫 

類の よう に 身を 震わせな が ら その 堡塁 

く  （ェ） 

から 出て 来る。 わたしたちの 裡 エホバ 
の もとに わななき なが らやっ て 来る。 
そ して 彼らは あなたに 恐れを 抱く」。 

18 だれか あなたの ような 裡 いるで 
しょうか。 ご 自分の 相続財産 である [民 
の] 残りの 者の ために そのと がを 赦 し， 
違犯を 見過ごして おられる のです。 永 
久に その 怒りを 保たれる ような ことは 


ありません。 愛 ある 親切を 喜びと され 
るからで す。 19 わたしたちに 再び 憐 
れ みを 示して くださいます。 わたした 
ちのと がに 打ち勝って くださる で しょ 

(0)  かれ  つみ 

う。 また あなたは 彼らの すべての 罪を 
海の 深みに 投げ 迗 まれ ま士。 20 あな 
たは ヤコ ブに [示さ れ た] 真実 さ を， アブ 
ラ ハムに [示された] 愛 ある 親切を 示し 

むかし  い らい 

てくだ さるでしょう。 昔の 日 以来 わた 
したち の 父祖たち に 誓われた とおりに。 


第二 欄  ア詩 36:7; 詩 62:12; 詩 103:9; イザ 57:16; 哀 
3:22; イ申 30:3; 詩 103:13; ダニ 9:9; ホセ 2:19; エフ 2:4 
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ナホ 厶書 


たい  せんこく  [ア） 

1 ニネベに 対する 宣告。 エルコ シュ 

じん  まぼろし しょ 

人 ナホ ムの 幻の 書。 

2 ニ ホバ は， 望き鞑 を ■冗餐 

しゅうを される 裡 である。 エホバは 復 

(ゥ）  はげ  いか  やど 

しゅうを して おられ， 激しい 怒りを 宿 

W  じ ぶん  てきたい 

して おられる。 エホバは ご 自分の 敵対 
者たち に復 しゅうして おられ， 敵す る 

もの  いきどお  いだ  [力） 

者たち に 憤りを 抱いて おられる。 

いか  おそ  W 

3 エホバは 怒る ことに 遅く， 力の 大 

かた  （ク）  しょばつ  ひか 

いなる 方で ある。 だが， 処罰を 控える 

けっ  （ヶ） 

ことを エホバは 決してされ ない。 

は かいてき  かぜ  みち 

破壊的な 風と あらしとの 中に その 道 

むらくも  M 

が あり， 群雲は その 足の ほこりで ある。 

うみ  しか  【サ） 

4  [裡] は 海を 叱りつ けて おられ， ま 
た それを 干される。 そして， すべての 

ひ あ  トン） 

川を 干上がらせて しまわれる。 

か  W 

バシャンと カルメルは 枯れ， レバ ノ 
ンの花 も 枯れ 落ちた。 
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ケ出 34:7 
エレ 46:28 
アモ 3:2 
コ出 19:18 
ヨブ 38:1 
詩 50:3 
ゼカ 9:14 
サ ヨブ 38:11 
詩 104:7 
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シ ヨシ 3:16 
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スイ ザ 33:9 

アモ 1:2 


5 山々 は [迸] の ゆえに 激動し， もろ 

おか  と  (7) 

もろの 丘 も 溶けて ゆく のであった。 

また， 地は み 顔の ゆえに 隆起す る。 
産出 的な 地 も， また そこに 住む すべて 
の もの も [同様] である。 

6 その 糾弾に 面して だれが 立ち 得よ 

[0)  も  いか 

うか。 また， その 燃える み 怒りに だれ 
が 立ち向かえ るだろう か。 

その 激しい み 怒りは まさに 火の よう 
に 注ぎ 出され， もろもろの 岩 も [裡] の 
ゆえに まさ しく 引き倒される。 

7 エホバは 善良で あられ， 苦難の 日 

№1  [ク） 

のとり でと なられる。 

そして， ご 自分の もとに 避け 所を 求 

くもの  し  [ケ） 

めて 来る 者たち を 知って おられる。 
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1451  ユダで 平和を 言い 広めよ  ナホ 厶 1:8 — 2:8 

8 また， 通り過ぎて 行く 洪水に よって， 第1 章 よう もない 者が 再び あなたの 中を 通る 
[裡] は 彼女の 居所を 全く 滅ぼし 絶やさ 7 1%  n'Z ことは ないから である。 その 者は そっ 

(7)  やみ  てき  ついせき  1ィ）  ダニ 9:26  た  [ィ） 

れ る。 闇 がその 敵を 追跡す るであろう。 ィィ ザ8:22  くり 断たれる ことになる」。 

がた  さか  ヱ レ 13：1d  ち  もの  かお  まえ  のぼ 

9 あなた 方は エホバに 逆らって どん  A 散らす 者が あなたの 顔の 前に 上っ 

な ことを 考え出す のか。 [初は 全き 邊 ゥ | は i こ て 来た。 防備を 施した 所の 守りを 
滅を もたらされ るので ある。  I 二 10:25  _ めよ。 道を 見張れ。 腰を 強く せよ 0 

く なん  に ど  しょう  M:  オミ カ 7:4  まく わ  M 

苦難は 二度と 生じない 0  ヵホ セ4: 18 大いに 力を 増し 加えよ 0 

から  あ [才） こむぎ しゅ W  キイ ザ 9:19  かなら  ほこ 

10 いばらの ように 絡み合い， 小麦 酒 ィ？ ま11 2 エホバは 必ず， イスラエルの 誇り 
による かの ように 酔い しれて いようと ク のように， ヤコブの 誇りを 集める ので 
も， 彼らは 乾き きった 刈り株の ように ヶ^ ある。 奪い 去る 者たち が 彼らから 奪い 

かなら  く  （キ）  コ王 n 19:35  (力）  わか 

必ず むさぼり 食われる。  ィザ37:36 去った からで ある。 そして， 彼らの 若 

11 エホバに 逆らって 悪事を 考え出 シ， $だ〗5 枝を 損なった。 

し， 無価値な 事柄を 勧める 者が あなた  ^  n；48  3  [神] の 力 ある 者たち の 盾は 赤く 

の 中から まさに 出る。  X2u°5：54 染められ ている。 [その] 活力 ある 者た 

い  セ 詩 109:13  しんく  よそお  （ク 1  そな 

12 エホバは このように 言われた。 ちは 深紅で 装って いる。 [神] が 備えを 
「形が 全く 整って いる 者たち， そのよ する 日， その 戦車は 鉄 [の 装備] の 火を 
うな 者たち が 数多くい ると しても， そ ッ 伴う。 ねずの 木 [の 槍] はわな ないた。 
の 姿の まま 彼らは 断たれる ことにな テ^；^1 if  4 街路では 戦車が 狂った ように 駆け巡 

【コ）  とおす  _  I コ）  こうきょう ひろば  つ  すす 

る。 そして 人は そこを 通り過ぎ るので  る。 公共 広場を 右へ 左へ 突き進む。 そ 

かなら  * — m  さま 

ある。 こうして わたしは 必ず あなたを 7 ィザ 52:1 の 様は たいまつの ようで ある。 それら 
苦しめ， もはや あなたを 苦しめなくて ^ K SISs は 稲妻の ように 疾駆す る。 

[サ）  いま  マタ 25:46  いこう  もの  おも 

よいよう にす る。 13 それで 今， わた — ——  5  [#] は その 威光 ある 者たち を 思い 
しは 彼の 担ぎ 棒を あなたの 上から 折  出される。 彼らは 歩きながら つまずく。 

[シ）  か  ひ  ウ エレ 25:9  じょうへき いそ  ぼう さく 

り， あなたに 掛けられた たがを 引きち  彼らは その 城壁に 急ぐ。 防栅を しっか 

(ス）  かん  かた  か せん  すいもん 

ぎる。 14 また， あなたに 関して エホ； 二 :3 り 固めねば ならない。  6 河川の 水門 
バ はこう 命じた。 『あなたの 名の 中 か *H17；6 は 必ず 開けられ， 宮殿 もま さに 崩れ 落 

なに  （セ）  キ創 49:22  こと  さ だ  かの 

ら はもは や 何も まかれない。 あなたの ホセ 10:1 ちる。 7 そして， 事は 定められた。 彼 

かみがみ  いえ  ちょうこく ぞう  いもの  クイ ザ 63:3  じょ  かなら はこ 

神々 の 家から わたしは 彫刻 像や铸 物の ヶィ ザ ル8 女は あらわに された。 彼女は 必ず 運び 
像を 断ち 滅ぼす。 わたしは あなたの た コ 去られる。 その 奴隸 女たち ははとの よ 
めに 埋葬地を 整える。 あなたが 取る に ITneil うな 声を 上げて うめき， 繰り返し その 

た  も •の  エレ 50:29 しんぞう  う  [夕） 

足りない 者であった からで ある』 0  スェ レ 46:12 心臓を 打ちた た 8 そして， ニネベ 

やまやま  よ  セイ ザ 20:4  そんざい  m  た 

15 「見よ， 山々 の 上に， 良いた より  ヱ レ29: 1 は， [存在し はじめた] ころから 水の 溜 
を 携えて 来る 者， 平和を 言い 広める 者 ^  ^ め 池の ようであった。 彼らは 逃げて 行 

(チ1  まっ  ?  tv,?  と'  かた 

の 足が ある。 ユダよ， あなたの 祭りを ミ: く。  「立ち止まれ！ あなた 方は 立ち 
祝え。 あなたの 誓約を 果たせ。 どうし 2-136 止まれ！」 だが， 引き返す 者は いない。 


ナホ 厶 2:9—3:12  流血の 都市 ニネベは 災い  1452 


9 あなた 方は 銀を 強奪せ よ。 金を 強 
奪せ よ。 整え 置かれた 物は 限りない か 
ら である。 あらゆる 望ましい 品々 が大 
量に ある。 

10 空虚とう つろ， 荒廃 させられた 
[都市]! そして 芯は 溶け 入り， ひざ 
は よろめき， 激しい 痛みが すべての 腰 
にある。 彼らす ベての 顔は [興奮の] ほ 
てりを つのらせた。 11 ライオン のね 
ぐら， たてが みのある 若い ライオンの 
洞は どこな のか。 ライオンは そこを 歩 
き， 中に 入り， ライオンの 子は そこに 
いる。 [これを] おののかせる 者は いな 
かった。 12 ライオンは 自分の 子ら の 
ために 十分に かき 裂き， 自分の 雌 ライ 
オンたち のた め に 絞め殺す のであった。 
また， 自分の 穴を 獲物で， その 隠れ: を， 
かき 裂いた 動物で 常に 満たして いた。 

13 「見よ， わたしは あなたを 攻める」 
と， 万軍の エホバは お告げになる。 「わた 
しは 彼# の 戦 < を 煙の 中で 焼きつ くす。 
また， あなたの, たてが みのある 若 ラ イオ 
ン たちを 旬 J が むさぼり 食う。 そして わた 
しは あなたの 獲物を 地から 断つ。 あなた 
の 使者たち の 声は もはや 聞かれない」。 
〇 この 流血の 条 市は 災い だ。 彼女は 
° ただ 欺き [と] 強奪と に 満ちて いる。 
獲物は 去って は 行かない！  2 むちの 
音と 車輪の ごうごう たる 響きと が ある。 
そして， 突進す る 馬と 躍り上がる 兵車。 

ばじょう  きしゅ つるぎ ほのお やり  いなずま [ツ） う 

3 馬上の 騎手， 剣の 炎， 槍の 稲妻， 討ち 
殺された 多数の 者， 大量の 死が い。 死 
体は 果てしなく 続く。 彼らは その 死体 
の 中で 幾度 もつ まずく。 4 これは， こ 
の 売春婦の お びた だし L 、売春 荇為 のた 
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33:1 


イ啓 18:12 
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第二 欄 

7 イザ 23:17 
エゼ 23:30 
イ レビ 19:26 
申 18:10 

コ I  10:20 

ウ ナホ 2:13 
エ イザ 47:2 
エレ 13:22 
ェゼ 16:37 


l ゼ 27:10 
シ詩 33:16 
イザ 20:4 
く  詩 137:9 
イザ 13:16 
Z ヨエ 3:3 
オバ 11 

ノ詩 149:8 
夕詩 75:8 
[レ 25:15 


(7)  みわく 

めで ある。 それは あでやか さで 魅惑す 
る [者]， 呪術の 女王， その 売春に よって 
諸国 民を， その 呪術に よって もろもろ 
の 家族を わなに 掛けて いる 者で ある。 

5 「見よ， わたしは あなたを 攻める」 
と， 万軍の エホバは お告げになる。 「わ 
た しは あなたの すそを あなたの 顔に か 
ぶせ て， 諸国 民に あなたの 裸を， もろ も 
ろの 王国に あなたの 不名誉を 見させる。 
6 また わたしは 嫌悪すべき ものを あな 
たの 上に 投げ， あなたを 卑しむべき 者 
とする。 あなたを 見 ものと する ので あ 
る。 7 そして， すべて あなたを 見る 者 
は， あなたから 逃げ去って， 必ずこう 
言う であろう。 『ニネベは 奪い取られ 
た！ だれが 彼女に 同情を 寄せる だろ 
うか』。 わたしは どこに あなたの 慰め 手 
を 求めよう か。 8 あなたは， ナイルの 
運河の ほとりに 座して いた ノ •アモン 
に 勝る のだろう か。 水が 彼女の 周りを 
囲み， その 富は 海， その 城壁は 海から 
であった。 9 エチオピアは その 満ち 満 
ちた 偉力， また エジプト も [そうで あっ 
た]。 しかも それに 限りはなかった。 
プ トと リ ビア 人 も あなたに とって 助力 
となった。 10 彼女 も 流刑と なる 身で 
あった。 彼女は 捕らわれと なった。 そ 
の 子供たち も 街頭の いたるところ で 打 
ち 砕かれた。 その 栄光 ある 者たち に 関 
して 彼らは くじを 引き， その 大い なる 
者たち はすべ て 足 かせを 掛け られ た。 

11 「あなた も 酔い しれる。 隠された 
ものと なる。 あなた も 敵を 防ぐ ための 
とりでを 求める であろう。 12 あなた 
の 防備を 施された 所は みな， 熟した 初 
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ニネベの 滅びは 避けられない 


物を つけたい ちじくの 木の ようで ある。 
揺すられ ると， それは 食らう 者の 口の 

お  (7) 

中に 落ちる ので ある。 

13 「見よ， あなたの 民は， あなたの 
中に あって 女たち のよう だ。 敵に 対し 
て あな たの 土地の 門は 必ず 開かれる。 
火が まさに あなたの かんぬ きを むさぼ 

く  [ウ）  こうい  そな  じ ぶん 

り 食う。 14 攻囲に 備えて 自分の ため 
に 水を くめ。 あなたの 防備の 施された 
所を 強く せよ。 泥の 中に 入れ。 粘土の 
中で 踏みつけよ。 れんがの 型を 握れ。 
15 そこで も 火が あなたを むさぼり 食 
う。 剣が あなたを 切り 断つ。 それは い 
な ご 類の よう にあな たを む さ ぼり 食う。 
あなたの 数を いなご 類の ように 非常に 
多くせ よ。 あなたの 数を いなごの よう 
に 非常に 多くせ よ。 16 あなたは 自分 

あきな にん  ほし  かず  おお  m 

の 商い 人を 天の 星の 数より 多く した。 
「いな ご 類は ，まさに 自分の 皮を 脱ぐ。 


ナホ 厶 3:13 — ハ バクク 1:6 

そのの ち 飛び去って 行く。 17 あなた 
の 番兵たち はいな ごのよう だ。 あなた 
の 徴兵 官た ちはいな ごの 群れの よう だ。 
彼らは 寒い 日には 石 囲いの 中で 宿営し 

たいよう  かがや 

ている。 太陽が 輝き 出る だけで， 彼ら 
はま さに 逃げて 行く。 そして 彼らが ど 
こにいる かその 居所は 全く 分か ら ない。 

18 「アッシリアの 王よ， あなたの 牧 
者たち は 眠り こけて しまった。 あなた 
の 威光 ある 者たち は その 屋敷の 中に と 
どまって いる。 あなたの 民は 山々 の 上 
に 散らされ， これを 集め 寄せる 者は い 
なぐ、 。 19 あなたに 臨む 大 変災からの 
安らぎは ない。 あなたの 打ち傷は いえ 
る ことのな いものと なった。 あなたに 
関する ふらせを 聞く 者は 皆， あなたに 
向かって 必ず 手を たたく。 なぜなら， 
あなたの 悪を 絶えず 身に 受けなかった 
者が だれかい るだろう か」。 


ハ バクク 書 


| 預言者 ハ バクク が 幻で 示された 宣 
■告：  2 エホバよ， いつまで わたしは 

助 けを 叫び 求めな けれ ばな らな いので 
すか。 そして あなたは 聞いて くださら 
ない のです か。 [いつまで] わたしは 暴 
虐 からの 救助を 呼び 求め， そして あなた 
は 救って くださらな いのです か。 3 有 
害な 事柄を わたしに 見させ， あなたが 難 
儀を ただ 見て おられる のは どう してで 
すか。 また [なぜ] 奪い取る こと や 暴虐が 
わたしの 前に あり， [なぜ] 言い争いが 起 
こ り， [なぜ] 抗争が 続いて いるので すか。 


f  詩 22:1 
詩 74:10 


第二 欄 

7  3 づ 12:6 
詩 12:8 
伝 8:11 
マタ 23:23 


4 そのために 律法は 鈍くな り， 公正が 
施行され る ことは 全くありません。 邪悪、 
な 者が 義 なる 者を 取 り 囲んで いるた め， 
そのために 公正は 曲げて 施行され ます。 

5 「あなた 方は 諸国 民の 中で 見よ。 眺 
めよ。 驚き 惑って 互いを 見つめよ。 驚 
き 惑う がよ い。 あなた 方の 日に なされ 
る 業が あるから である。 それが 細かに 
話された としても あなた 方は 信じない 
であろう。 6 今 わたしは， カルデア 人 


28:21; イザ 29:14; 使徒 13:41; 才 : 


:4 :16 :30 16 :2 c  ゾ 13 4 : 22 
2 :13 15 07: 4 32: 32: 8 3: 2 0:1 1: 5:5 3 
ザ 6 ザレ 1 ザ n  n ザ エバ 1 エ 1 レ 
ィ啓 ィエ 詩ィ 代代 ィヨ ゼ出 ヨ創エ 


ハ バクク 1:7— 2:4  カルデア 人を 起こす。 遅くなる ことは ない  1454 

むじょう  けっき  こくみん  お  のこ  ちん 

を， 無情で 血気には やる 国民を 起こす か 第 1 章 なった 者を 呑み込んで いるのに ただ 沈 
ら である。 それは 地の 広く 開けた 所に 7；u85a5 黙して おられる のは [どうしてで すか]。 

い  じ ぶん  す  エレ 6:22  ち  おさ  もの 

行って， 自分の ものでは ない 住みかを ェゼ 23:23 14 また [なぜ] 地の 人を， 治める 者の い 

い  （ァ）  おそ  イエ レ 39:5  うみ  うお 

手に入れよう とする。 7 それは 恐る ベ ダ = ない 海の 魚の ように， はう ものの ように 

こくみん  いふ  ねん  いだ  1 '  一 [ィ）  かれ 

き [国民] であり， 畏怖の 念を 抱かせる。 J^4；13 される のです か。 15 その すべてを 彼 
その 者からは， それ 自身の 公正と 尊厳  は 釣り針で 連れ 上りました。 自分の 引 

とが 出て 行く。 8 また， その 馬は ひょ  ヱ レ25:9 き 網で 連れ去って 行きます。 自分の 魚 
うより 速く， 夕暮れの おおかみより ど 9；7；!0 捕り 網で これを 集める のです。 こうし 

もう  （ゥ）  じょうよ うば  よろこ  よろこ  み  [才） 

う猛 であった。 そして， その 乗 用 馬は ク f レ3 〗ぶ4 て 彼は 歓び ，喜びに 満たされて います。 
地面を けった。 遠くから その 乗 用 馬は ヶ ぢ45 冗 16 こうして 彼は 自分の 引き網に 犠牲 
やって来る 。それらは， [何 かを] 食べ ゼ を ささげ， 魚 捕り 網に 犠牲の 煙を く ゆ 

いそ わし  と  （エ） コ ダニ 5:4  う 

ようとして 急ぐ 鷲の ように 飛んで 来る。 サ ら せる のです。 それらに よって 彼の 受 
9 その 全体が， ただ 秦虐 のために やって 4^81：17 け 分は^ のった もの， その 食 /は滋 
来 4。 彼らの 顔が 集まる と， それは 東 ス 味 豊かな ものと なる からです。 17 そ 

かぜ  [力）  と  びと  サ I  2:2  かれ  じ ぶん  ひ  あみ  なかみ  あ 

風の ようで ある。 それは 捕らわれ人を 18：2  のために 彼は 自分の 引き網の 中身を 空 
砂の ように 寄せ集める。 10 また それ  ^  30:11 け， 少しの 同情 も 示さずに 絶えず 諸国 
は， 王たち を も あざける。 高臣 たちさ  '巧 ザ5 19:2 民を 殺す ことになるので しょうか。 

え， それに とっては 笑い物と なる。 そ 夕 ぶ;5  わたしは 自分の 見張り所に ずっと 

れ は，1  防備の 施された 所を もす ベて あざ ^ 立ち， 堡塁の 上に ずっと 身を 置い 

⑼ ちりつ  せと  しゅうし みまも  （ヶ 1 

笑い， 塵を 積み上げて これを 攻め 取る。 7^  35:22 ている。 わたしは 終始 見守って いる。 
11 その 時， それは まさに 風 [のように] 進 詩5 ㈣ わたしに よって®] が 何と 話される か， 

い  ざいか  お （ヶ）  づ威 6:7  たい  いまし 

み， 進んで 行って まさしく 罪科を 負う。 わたしに 対する 戒めに 自分が どのよう 

も  W  ヴ fc9:12  こた 

それが 持つ この 力は その 神に よる」。 に 答える かを 見る ためで ある。 

12 エホバよ， あなたは 遠い昔から お 2 すると エホバは わたしに 答えて こう 

かた  【サ）  詩 37:1  い  まぼろし か  しる 

られる 方ではありません か 0 わたしの キ代 n  36:17 言われた 0  「[この] 幻を 書き記し， [それ 

せい  し  ナホ 3:7  いた  [シ） 

控， わたしの 聖 なる 方, あなたは 死な - を] 書き 板の 上に はっきりした ためて， 

れる ことが ありませ 乂。 エホバよ， あ  朗読す る 者が それを 流 ちょうに [読める] 

さば  お  クミ カ 7:7  W  まぼろし  さ だ 

なた は 裁きの ために それを 置かれ まし ヶィ ザ2 1:8 ようにせ よ。 3  [この] 幻は なお 定めの 

いわ  [ス） いまし  (t)  イザ 62:6 とき  ㈦お  む 

た。 岩なる 方よ， 戒める ために それの コ1 時の ための もので あり， 終わりに 向か っ 
基を 据えられた のです。  サ て 息を はずませて ゆく からで ある。 そ 

13 あなたは 悪を 見る には 目が あま V?  27:84  れは 偽る ことは ない。 たとえ 遅れようと 
りに 浄 く， 難儀を 見て いる ことが おで  ^  8:8 も， それを 待ちつ づけよ。 それは 必ず 起 

(V]  ふじつ  ふ  セダ ニ 8:19  (vj おそ 

きになりません。 あなたが 不実に 振る  ^  きる からで ある。 遅くなる ことは ない。 

舞う 者たち を 見て おられる のは どうし ソ 4 「見よ， 彼の 魂は 増長した。 それは 
てです か。 邪悪な 者が 自分より 義 にか 18??4 彼の 内に あって 廉直ではなかった。 し 
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かし， 義 なる 者は 自分の 忠実 さに よっ 
て 生きつ づけ‘。 5 そして 実に， ぶ ど 
う 酒が 不実な 働きを する ために， 強健 
な 男子は うぬぼれを 抱く。 そして 彼は 
自分の 目標を 遂げ 得ない。 自分の 魂を 
シェ オルの ように 広く し， 死と 同じよう 
に飽 くことの ない その 者は。 だが 彼は， 
あらゆる 国民を 自分の もと に 集め， すべ 
ての 民を 自分の もと に 集め 寄せて ゆく。 
6 それらの 者たち は， その すべてが， 彼 
にあて て 格言 的な 言い 回 しを し， 彼に 向 
けて やゆ や 当て こすりを [述べ] ないだ 
ろうか。 そして 人は こう 言う であろう。 

「『自分の ものでは ない 物を 増し 加え 
ている 者 一 それは いつまでの ことな 
のか一 自分の 負いめ を 重く している 
者は 災い だ！  7 あなたに 利息を 要求 
する 者たち がに わかに 起こり 立ち， あ 
なた を 激しく 揺さぶる 者たち が 目 覚め 
て， あなたは まさに 彼らが 略奪す ると 
ころと なる のでは ないか。  8 あなた 
が 多くの 国民から 奪い取った ので， も 
ろ もろの 民の 残って いる 者たち すべて 
も あなたから 奪い取る。 人の 血を 流し 
た ゆえ， また 地， 町， そこに 住む すべ 
ての 者に 対する 暴虐の ゆえで ある。 

9 「『自分の 巣を 高い 所に 設け， それ 
により 災いの 手中から 救われよ うとし 
て 自分の 家の ためによ こ しまな 利得を 
得て いる 者は 災い だ！ 10 あなたは 自 
分の 家に 対して 恥ず べき ことを， 多く 
の 民を 断ち 滅ぼす ことを 助言した。 あ 
なた の 魂は 罪を おかして いる。 11 城 
壁の 中から 石が 悲しげに 叫び， 木組み の 
部分 か ら 垂木が それに 答え るので ある。 
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12 「『流血に よって 都市を 建てて い 
る 者， 不義に よって 町を 固く 据えた 者 
は 災い だ！ 13 見よ， もろもろの 民が 
ただ 火の ために 労し つづけ， もろもろ 
の 国た みがた だむな しく 疲れ果て るの 
は 万軍の エホバに よる ことでは ないか。 
14 水が 海を 覆うよう に， 地は エホバの 
栄光を 知る ことで 満ちる ので あ 4>。 

15 「『自分の 友に 飲ませ， [それに] 激 
怒と 怒りと を 含ませ， [彼らを] 酔わせ 
て その 恥じ 所を 見ようと する 者は 災い 
だ！ 16 あなたは 必ず， 栄光では なく 
不名誉に 満たされる。 あなた g 身 も 飲 
め。 そして， 無 割礼の 者と みなされる 

(ク）  さかずき 

がよ い。 エホバの 右手の 杯が あなたの 
もとに 回って 来る。 あなたの 栄光の 上 
には 恥辱が 臨む。 17 レバノンに [加え 
られ た] 暴虐が あなたを 覆い， 獣たち に 
臨んで これを おびえさせる 貪りが [あな 
たに 臨む] からで ある。 それは， 人の 血 
を 流した ゆえ， また 地， 町， そこに 住む 
すべての 者に 対する 暴虐の ゆえで ある。 
18 彫刻 像は， それを 作る 者が 彫刻した 

いったいなん  えき  [ス）  い 

ところで 一体 何の 益に なった のか。 铸 
物の 像は， そして 偽り 事を 教え諭す 者 

(fe)  かたち 

について は [どうか]。 その 形を こしら 
えた 者が それに 依り 頼み， 口の きけな 
い 無価値な 神々 を 作った としても。 

19 「『木切れに 向かって， 「さあ， 目 
覚めよ」 と 言い， ものを 言わない 石に 
向かって， 「目を覚ませ。 これが 論し 
を 与える」 と言う 者は 災い だ！ 見よ， 

きん  ぎん  つつ  [ツ） 

それは 金 や 銀に 包まれて はいても， そ 

ソ詩 115:8; イザ 44:19; イザ 45:20; タ エレ 10:5; コ I 12: 
2; チ 詩 97:7; イザ 37:19; ダニ 3:29; ツ イザ 40:19; イザ 
46:6; 使徒 17:29; 使徒 19:24。 
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の 中には 全く 息がない。 20 しかし， エ 
ホ パは その 聖 なる 神殿に おられる。 全 
地よ， そのみ 前に 沈黙せ よ！』」 

〇 哀歌に よる 預言者 ハ バクク の 祈 
〇 り：  2 エホバよ， わたしは あな 
たに 関する 報告を 聞きました。 エホバ 
よ， わたしは あなたの み 業に 恐れを 抱 
くように なりました。 

[その] 年月の 間に どうか それを よみ 
が えらせ てくだ さい。 [その] 年月の 間 
に それを 知らせて くださいます ように。 
激高の 時に も， 憐れみを 示す ことを 思 
い 起こ してく ださいます ように。 

3 裡は自 らテ マンから 来られた。 聖 
なる 方が パラン 山から。 セ；。 

その 尊厳は 天を 覆い， その 賛美で 地 
は 満たされた。 

4  [その] 輝きは まさに 光の ように 
なった。 そのみ 手には， そこから [進み 
出る] 二 筋の 光線が あ り， その 強さは そ 
こに 秘められ ていた。 

5 そのみ 前を 疫病が 進み， 燃える 熱 
病は その 足 もとから 出る のであった。 

6  [裡] は 立ち止まった。 地を 揺るが 
すため であった。 [裡] は 見た。 そして 
諸国 民を 躍り上がらせた。 

また， とこしえの 山々 は 打ち砕かれ 
た。 定めな く 保つ 丘 も 身をかがめた。 
遠い昔の 足 どり は その 方の ものである。 

7 害を もたらす ものの 下に わたしは 
クシ ヤンの 天幕を 見た。 ミディ アンの 
地の 天幕 布は 動揺す るよう になった。 

8 エホバよ， それは 川に 対してな の 
です か。 あなたの 怒りが 燃えた のは 川 
に対して なのです か。 あなたの 憤怒は 


海に 対する ものな のです か。 あなたは 
馬で 乗り 進まれた のです。 あなたの 兵 
車は 救いと なりました。 

9 あなたの 弓は 覆いを 4 されて あら 
わになります。 諸 部族の 立てた 誓い， 
それが 述べられた 言葉です。 セラ。 あ 
なた はまた， 川を もって 地を 裂いて ゆ 
かれ ま した。 

10 山々 は あなたを 見， 激しい 痛みを 持 

[キ）  らいう  とお 

つよう になり ました。 水の 雷雨が 通り ま 
した。 水の 深みが その 音を立てました。 
それは その 手を 高く もたげた のです。 
11 太陽は， 月は， その 高大な 住みか 

せいし  [コ）  や  ひかり 

で 静止し ました。 あなたの 矢は 光の よ 
うに 進みました。 あなたの 槍の 稲妻は 
輝き 照らす ものと なりました。 

12 糾弾しつつ あなたは 地を 行進し 
て ゆかれました。 怒りを 抱いて 諸国 民 
をから ざ おで 打って ゆかれ ま した。 

13 そして あなたは， ご 自分の 民の 救 

(セ）  あぶら  もの 

いのた め， あなたの 油 そそがれた 者を 
救うた めに 出て 行かれました。 邪悪な 
者の 家から その 頭た る 者を 打ち砕かれ 

ました。 土台は その 首のと ころまで む 

m 

き 出しにされ ま した。 セラ。 

14 彼の 戦士たち がわた しを 散らそう 
と して あらしの ように 動きだした [時]， 
あな たは 彼 自身の 杖で 彼らの 頭を 刺し 
通されました。 そのうれ しがる さまは， 
苦しめられた 者を 隠れた 所で むさぼ 
り 食おうと している 者の ようでした。 

15 あなたは 海を， 広大な 水の 高まり 
を 馬で 踏み 進まれ ま した。 
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16 わたしは 聞き， わたしの 腹は 動揺 
しはじめました。 その 音の ゆえに わた 
しの 唇は 震えました。 腐れが わたしの 
骨の 中に 入り はじめました。 自分の こ 
う した 状況の 中で わたしは 動揺し まし 
た。 それは， 苦難の 日を， 民を 攻め 打 
とうと して 彼が 上っ て 来る [時] を 静か 
に 待つ ためでした。 

17 いちじくの 木が 花を つけず， ぶ ど 
うの 木に 実が ならなくても， オ リーブ 
の 木が 不作に 終わり， 段丘が 全く 食物 
を 産み出さなくても， 羊の群れが 全く 
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おりから 絶え， 囲いの 中に 牛の 群れが 
いなく なって 4)， 

18 それでも わたしは， ただ エホバ 

かん き [ィ）  すく 

にあって 歓喜し， わたしの 救いの 裡に 

よろこ  （ウ 1 

あって 喜びに あふれます。 

19 主権者なる 主， エホバは わたしの 
活力です。 わたしの 足を 雌 鹿の [足] の 
ようにして くださり， わたしの 高い 所 
を 踏み 進ませて くださる のです。 


げんがっき  しきしゃ 

わたしの 弦楽器の 指揮者へ。 


ウ出 15:2; 詩 18:2; イザ 12:2; ルカ 2:30; エ詩 27:1; エフ 
3:16; フイ 4:13; コロ  1:11; オサ n  22:34; 詩 18:33; 力 申 
32:13; イザ 58:14。 


ゼパ ニヤ 書 


1 ユダの 王 アモンの 子 ヨシヤの 時代 
1 に， ヒゼ キヤの 子ア マルヤの 子ゲ 
ダリヤの 子 クシの 子で ある ゼパ ニヤに 
臨んだ エホバの 言葉： 

2 「わたしは 必ず いっさいの ものを 
地の 表から 絶やす」 と， エホバは お告 
げ になぶ。 

3 「わた しは 地の 人と1 獣を 絶やす。 天 
の 飛ぶ 生き物と 海の 魚を 絶やし， またつ 
まずき となる も のを 邪悪な 者た ちと 共 
に [絶やす]。 わたしは 人を 地の 表から 
断ち 滅ぼす」 と， エホバは お告げになる。 
4 「また わたしは， ユダに 対し， エル サレ 
ムの すべての 住民に 対して わた しの 手 
を 伸ばす。 そして， バアルの 残って いる 
者たち， すなわち 異国の 神の 祭司たち の 
名を その 祭司たち と共に この 場所から 
断ち 滅ぼす。 5 また， 屋上で 天の 衆 群 
に 身をかがめ ている 者たち， 身をかがめ 
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(7)  ちか  [ィ） 

て エホバに 誓いを 立て， かつまた マル カ 
ム にかけ て 誓いを 立てて いる 者たち を， 
6 さらに， エホバに 従う ことを やめて エ 
ホバを 求めず， これに 問い 尋ねる こと 
をし なかった 者たち を [断ち 滅ぼす]」。 

7 主権者なる 主 エホバの み 前で 沈黙 
せよ。 エホバの 日は 近く， エホバは 犠 
性を 調えられ たからで ある。 [独] は， ご 
自分が 招いた 者たち を 神聖に された。 

8 「そして， エホバの 犠牲の 日に， わ 
たしは， 君たち， 王の 子たち， またす 
ベて 異国の 装いを 身に 着けて いる 者に 
注意を 向ける ことになる。  9 また， す 
ベて その 日に 壇に 登って 来る 者， 自分 
の 主人の 家を 暴虐と 欺きで 満たす 者た 
ちに 注意を 向ける。 10 また， その 日 

エサ I 15:11; イザ 1:4; イザ 9:17; エレ 2:13; ヘプ 3:12; へ 
ブ 10:38; 才詩 14:2; イザ 43:22;  ロマ 3:11; 力 詩 76:8; ハ 
バ 2:20; ゼカ 2:13; キイ ザ 13:6; ベ テ II  3:10; クイ ザ 34:6; 
エレ 46:10; エゼ 39:17; 啓 19:17; ケサ I  16:5; コ王 n  25:7; 
イザ 24:21; エレ 39:6; サ王 D 10:22; シ王 n  5:21; ネへ 5:15。 
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には これが ある」 と， エホバは お告げ 
になる。 「すなわち， “ 魚の 門” から 
は 叫び声， 第二 地区からは 泣き わめく 

こえ  おか [ウ）  もの  あ 

声， 丘からは 物の ぶつかり 合う 音で あ 
る。 11 泣き わめけ， マク テシ ュに住 
む 者たち よ。 商い 人で ある そのす ベて 

たみ  ちんもく  [才）  ぎん 

の 民は 沈黙 させられ たからで ある。 銀 
を 量り 出す 者は みな 断ち 滅ぼされた。 

12 「また その 時， わたしは ともしびを 
携えて エルサレム をく まなく 捜す こと 

(力）  じ ぶん  おり  かた 

になる。 そして， 自分の 滓の 上で 固ま っ 
ている 者たち， その 心のう ちで， 『エホ 
バは 善い ことを して くれないが， 悪い 
ことを もたらす わけで もない』 と言っ 
ている 者たち に 注意を 向ける。 13 そ 
して， その 者たち の 富は 必ず 略奪され， 
その 家々 は 荒れ果てる ことになる。 そ 
して， 彼らは 家を 建てても そこに 住む 
ことは なく， ぶどう 園を 設けても その 
ぶどう酒を 飲む ことは ない。 

トン 1  ちか [ス） 

14 「エホバの 大 いなる 日は 近い。 そ 
れは 近い。 しかも 非常に 急いで やって 
来る。 エホバの 日の 響きは 悲痛で ある。 
そこでは， 力 ある 者 も 叫び声を 上げる。 
15 その 日は 憤怒の 日， 苦難と 苦 もんの 
日， あらしと 索 廃の 日， 闇と 陰う つの 
日， 雲と 濃い 暗闇の 日， 16 角笛と 警報 
の 日で あり， 防備の 施された 都市を 攻 
め， 隅の 高い 塔に 攻め寄せる。 17 こ 
う して わたしは 人々 に 苦難を 臨ませる。 
彼らは 必ず 盲人の ように 歩き回る であ 
ろう。 エホバに 対して 罪を おかした た 
めで ある。 そして， 彼らの 血は まさに 
塵の ように， その はらわたは 糞の よう 
に 注ぎ 出される。 18 その 銀 も 金もェ 
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ホ パの 憤怒の 日には 彼らを 救い出す こ 
とがで きない。 [神] の 熱心の 火に よっ 
て 全地は むさぼり 食われる。 [裡] は 地 
に 住む すべての 者の k び， まさに 恐る 
べき [絶滅] を もたらす からで ある」。 
a 集い 寄れ， そうだ， 集合せ よ， 恥 
u 辱に も 青ざめる ことのない 国民よ。 
2 法令が [何も] 産み出さない う^)， [そ 
の] 日が もみ がらの ように 過ぎ去ら [な 
いうち]， エホバの 燃える 怒りが あなた 
方に 臨まない うち， エホバの 怒りの 日 
が あなた 方に 臨まない うちに， 3 地の 
柔和な 者た ち， [迸] の 司法 上の 定めを 守 
り 行な っ てき たす ベての 者た ちよ， エホ 
バを 求めよ。 義を求 柔和を 求めよ。 
恐らく あなた 方は エホバの 怒りの 日に 
隠される であろう。 4 ガザは 見捨てら 
れた [都市] となり， アシュケロンは 荒 
れ 果てた 所と なる ので ある。 アシュ ド 
ド， 人々 はこれ を 真昼に 追い出し， エ 
クロンは 根 こぎに される であろう。 

5 「海の 地方に 住む 者たち， ケレト 人 
の 国民は 災い々！ エホバの 言葉は あ 

がた  せ 

なた 方を 責める 0 ああ， カナン， フ ィリ 
ス ティ ア 人の 地よ, わたしは あなたを も 
滅ぼして， そこ に 住む 者を 絶え させる。 
6 そして 海の 地方は， 牧草地， 羊飼い 
のた めの 井戸と 羊の ための 石 囲いの あ 
る 所と なる。  7 こうして そこは ユダ 
の 家の 残って いる 者たち のた めの 地域 
となる ので ある。 そこで 彼らは 食物を 
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得る。 彼らは アシュケロンの 家々 で 夕 
べに 身を 伸ばして 横たわる。 その 裡エ 
ホ パが 彼らに 注意を 向け， その 捕ら わ 
れ 人たち を 必ず 連れ戻す か ら である」。 

8 「わたしは モ アブの そしりと， ア 
ン モンの 子ら の ののしりの 言葉と を 聞 
いた。 それを もって 彼らは わたしの 民 
を そしり， その 領地に 対して 大いに 高 
ぶった。 9 それゆえ， わたしが 生きて 
いると おり」 と， 万軍の エホバ， イス 
ラエ ルの 迸は お告げに なる， 「モア ブ 
はソ ドムの ように， アン モンの 子ら は 
ゴ モラの ようになる。 いらくさの 所有 
する 所， 塩の 坑， 荒れ果てた 所と なっ 
て 定めの ない 時に 至る ので ある。 わた 
しの 民の 残って いる 者たち は 彼らの 物 
を 奪い取り， わたしの 国民の 残りの 者 
は 彼らを 所有す る。 10 これが， その 
誇りの 代わりに 彼らの 持つ ところと な 
る。 彼らが 万軍の エホバの 民を そしり， 

たい  たか 

これに 対して 大いに 高ぶ っ たからで あ 

M  かれ  いふ  ねん  いだ 

る。 11 エホバは 彼らに 畏怖の 念を 抱 
かせる。 地の すべての 神々 を 必ず 衰退 
させる からで ある。 そして 民は， 各々 
その 所から [裡] に 身をかがめる。 諸国 
民の すべての 島々 が [そのよう にす る]。 

12 「あなた 方， エチオピア 人 もまた， 
わたしの 剣に よって 討ち 殺される 民と 

[チ） 

なる。 

13 「また [裡] は その 手を 北に 伸ばし 
て， アッシリアを 滅ぼす。 そして， ニネ 
ベを 荒れ果てた 所， 荒野の ように 水の 
ない 地域と する。 14 そして その 中で 
は， 家畜の 群れが， 国の すべての 野生の 
動物が 身を 伸ば して 横たわ るので ある。 
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ペリカン もや まあら しも， まさに その 柱 
頭の 間で 夜を 過ごす。 窓には 鳴き つづ 
ける 声が ある。 敷居は 荒れす さんだ ま 

こしいた (ゥ】  かなら 

まで ある。 腰板まで 必ず あらわにされ 
るからで ある。 15 これが， 安らかに 
座して， その 心に， 『わたしが いる。 ほ 
かに だれもい ない の だ』 と 言って いた 

かん きとし  （才 1  かのじょ  おどろ 

歓喜の 都市で ある。 彼女は いかに 驚き 
の 的， 野生動物が 身を 伸ばして 横たわ 
る 所と なった ことか。 そこを 通る 者は 
みな 口笛を 吹き， 手を 振る であろう」。 
Q 逆らって いる 者， 自分を 汚して い 
^ る 者， 圧制の 都市は 災い だ！  2 彼 
女は 声に 聴き 従わなかった。 懲らしめ 
を 受け入れなかった。 エホバに 依り 頼 
まなかった。 自分の# に 近づかな かっ 
た。  3 その 中に いる 君たち は ほえた 
ける ライオン， その 裁き 人たち は 朝 ま 
で [骨を] しゃぶる ことのなかった 夕べ 
の おおかみであった。 4 その 預言者た 
ち は 不遜で あり ，不実の 人々 であった。 
その 祭司たち も聖 なる ものを 冒とく 
し， 律法に 対して 暴虐を 働いた。 5 エ 
ホ パは その 中に あって 義 であら， 何 ひ 
とつ 不義を 行なわれなかった。 朝 ごと 

じしん  しほう じょう  さ だ  しめ 

にご 自身の 司法 上の 定めを 示して ゆか 

[ツ 1  よ あ  か 

れ た。 夜明けに それが 欠ける ことは な 

【テ）  もの  す こ 

かった。 それな のに， 不義の 者は 少し 
も 恥を 知らなかった。 

6 「わたしは 諸国 民を 断ち 滅ぼした。 
その 隅の 塔は 荒廃した。 わたしは その 


ケ詩 50:17; イザ 1:5; エレ 5:3; コ詩 78:22; イザ 31:1; エ 


清い 言語。 エホバは シオンを 救われる 


1460 


ゼパ ニヤ 3：7—19 

街路を 荒ら して， そこを 通る 者が 絶える 
ように した。 その 都市は 荒廃して 人が い 
なくなり ，住む 者が L 、なくなった。 7 わ 
たしは 言った， 『あなたは きっと わたし 
を 恐れ， 懲らしめを 受け入れる であろう』 
と。 これは， 彼女の 住まいが 断たれる こ 
とのない ようにす るた めであった 一 こ 
の すべてに ついて わた しは 彼女に 言い 
開きを 求めなければ ならない。 まこと 
に 彼ら は， そのす ベての 行ないに おいて 
滅びを もた らす ことに 速やかであった。 

8 「『ゆえに， わたしが 獲物に 向か っ 
て 立ち上がる 日まで わたしを 待て』 と， 
エホバは お告げになる， 『わた しの 司 
法 上の 決定は， 諸国 民を 集め， わたし 
が もろもろの 王国を 集め 寄せて， その 
上に わたしの 糾弾を， わたしの 燃える 
怒りを ことごとく 注ぐ こと だ からで あ 
る。 わたしの 熱心の 火に よって 全地は 
むさぼり 食われる ので ある。  9 その 
時 わた しは もろもろの 民に 清い 言語へ 
の 変化を 与える。 それは， すべての 者 
が エホバの 名を 呼び 求め， 肩を 並べて 
[拽] に 仕える ためで ある』。 

10 「エチオピアの 川の 地方から， わ 
たしに 懇願す る 者たち， [すなわち] わ 
た しの 散らされた 者たち の 娘が わたし 
の もとに 贈り物を 携えて 来る。 11 そ 
の 日， あなたは わたしに 対して 違犯を 
おかした そのす ベての 行ないの ゆえに 
恥じる ことは ないで あろう。 その 時 わ 
たしは， ごう 慢に 勝ち誇る 者たち を あ 
なた の 中から 除き 去る からで ある。 あ 
なた は 二度と わた しの 聖な る 山で ごう 
慢 になる ことは ない。 12 そして わた 


カ イザ 42:13 
キ詩 27:14 


ケ詩 69:24 

エレ 10:10 

コ申 32:22 
イザ 34:2 
エゼ 36:5 
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サ イザ 19:18 
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しは 必ず あなたの 中に， 謙遜で へりく 
だった 民を 残す。 彼らは まさに エホバ 
の 名に 避け 所を 得る であろう。 13 イ 

のこ  もの  （ゥ】  なに 

スラ エルの 残って いる 者たち は， 何も 
不義を 行なわず， 偽りを 語らず， その 
口にた ばかりの 舌が 見 いだされ る こと 
もない。 彼らは 食物を 得， まさに 身を 

の  よこ  [ヰ） 

伸ばして 横たわり， [これを] おののか 

(ク） 

せる 者は いないので ある」。 

14 シオンの 娘よ， 喜びの 叫びを 上げ 

かんこ  （ヶ ） 

よ。 イスラエルよ， 歓呼せ よ。 エル サレ 
ムの 娘よ， 心の かぎり 歓 びかつ 歓喜せ 
よ。 15 エホバは あなたに 対する 裁き 
を 取り除かれた。 あなたの 敵を 退けて 
くださった。 イスラエルの 王 エホバが 
あなたの 中に おられる。 あなたは もは 
や 災いを 恐れない。 16 その 日 エル サ 
レムに 向かって こう 言われる。 「シオ 

おそ  (v) 

ンよ ，恐れて はいけ ない。 あなたの 手を 
垂れ下がらせて はいけ ない。 17 あな 
た の裡 エホ バが あなたの 中に おられる。 
強大な 方で あり， 救 L ヽを施 してく ださる。 
歓 びを 抱いて あなたの ことを 歓喜され 
る。 その 愛のう ちに 沈黙され る。 幸福な 
叫びを 上げて あなたの こと を 喜ばれる。 

18 「[あなたの] 祭りの 時に 共に いる 
こと がで きな L ヽで 悲嘆に 打ち ひ しがれ 
ていた 者たち を わたしは 必ず 集める。 
彼らは あなた と共にい る ことができな 

しの 

かった。 [シオン] の ゆえに そしりを 忍 

[ナ】 

ん でいた ためで ある。 19 見よ， わた 
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しは その 時， あなたを 苦しめる すべて 
の 者に 対して 行動す る。 わたしは 足の 
なえて いる 者を 救い， 散らされ ている 
者を 集め 寄せる。 そうして 彼らを， そ 

はずかし  う  ち  さん 

の 辱めを 受けた すべての 地に おいて 賛 
美 また 名と して 立てる。 20 その 時， す 
なわち わた しが あなた 方を 集め 寄せる 
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その 時に， わたしは あなた 方を 連れて来 
る。 あなた 方の 目の前に 捕らわれ人た 
ちを 連れ戻す 時， わたしは あなた 方を， 
地の すべての 民の 中で 名と し， 賛美と 
する ので ある」 と， エホバは 言われた。 


第二 欄  ア イザ 60:15; イザ 61:7; エレ 30:10; エレ 33: 

9; エゼ 39:25。 


ハガイ 書 


1 王 ダリウスの 第二 年， 第 六の 月， 

ついたち  ことば 

その 月の 一日に， エホバの 言葉が， 
預言 4 ハガイ により， ュ ダの 総督， シャ 
ルテルの 子 ゼルバベルと， 大祭司 エホ 
ツァ ダクの 子ヨ シュアに 臨んで， こう 

い 

言った。 

2 「万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 『この 民は 言った， 「時は 来て 
いない。 エホバの 家， [それが] 建てら 
れる 時は [来て いない]」 と』」。 

3 そして エホバの 言葉は 引き続き 預 
言 者 ハガイを 通して 臨み， こう 言った。 
4 「この 家が 荒れて いるのに， あなた 方 
の ほう は 鏡板を 張っ た 家に 住んで いる 
時だろう か。 5 それで 今， 万軍の エホ 
バ はこう 言われた。 『あなた 方は 自分 
の 道に 心を 留めよ。 6 あなた 方は 沢 
山の 種を まいた が， わずかな 取り入れ 
しかない。 金べ はする が， 満ち 迫りる 
ことは ない。 飲みは する が， 陶酔に ま 
では 至らない。 衣服を 身に 着けは する 
が， だれかが 暖か くなる わけ でもない。 
雇われる 者 も， 穴の あいた 袋の ために 
雇われて いるので ある』」。 
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7 「万軍の エホバは このように 言わ 

れ た。 『あなた 方は 自分の 道に 心を 留 

|ァ） 

めよ』。 

8 「『山に 上れ。 あなた 方は 材木を 
携えて 来なければ ならない。 そして こ 
の 家を 建てよ。 わたしが それを 喜びと 
し， わた しが 栄光を 受け るた めで ある』 
と， エホバは 言われた」。 

9 「『多くを 求めは したが， 見よ， ほ 
ん のわず かしかなかった。 あなた 方は 
[それを] この 家の 中に 携えて 来たが， 
わた しは それに 息を 吹き かけた一 こ 
れは なぜか』 と， 万軍の エホバは お告 
げ になる。 『それは， 荒れて いる わた 
しの 家の ゆえで あり， あなた 方が それ 
ぞれ 自分の 家の ために 走り回 っ ている 
からで ある。 10 それゆえに， あなた 
方に 対して， 天は 露を 差し控え， 地 も 
その 産物を 差し控えた。 11 そして わ 
たしは 地の 上に 干 ばつを 呼び 求め， ま 
た 山々 の 上， 榖 物の 上， 新しい ぶどう 
酒の 上， 油の 上， 地面が 生み出す 物の 

ク ヨブ 10:2; コ I 11:31; ヤコ 4:1; 啓 3:19; ケ ネへ 10:39; ハ 
ガ 1:4; フィ 2:21; コ レビ 26:19; 申 28:23; 王 I  8:35; サイ 
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上， 地の 人の 上， 家畜の 上， 手の あら 
ゆる 労苦の 上に [それを 求めた]』」。 

12 すると， シャル テルの 子ゼ ルバ 
ベル， 大祭司 エホ ツァ ダクの 子 ヨシ ュ 
ア， および 民の 残って いる 者たち すべ 
ては， その 裡 エホバの 声， また 預言者 
ハガイの 言葉に 聴き 従うよう になった。 
その 裡エ ホノ 《が 彼を 遣わ したから であ 
る。 そして 民は エホバの ゆえに 恐れを 
抱く ようになった。 

13 それで， エホバの 使者 ハガイは， 
エホバからの 使者と しての 務めに した 
がい， さらに 民に 話して こう 言った。 
「『わたしは あなた 方 と共にい る』 と， 
エホバは お告げ になる」。 

14 そして エホバは， ユダの 総督， 
シャル テルの 子 ゼルバベルの 霊， また 
大祭司 エホ ツァ ダクの 子ヨ シュアの 
霊， さらに 民の 残って いる 者たち すべ 
ての 霊を 奮い立たせた。 それで 彼らは 
中に 入って， その 拽 である 万軍の エホ 
ノ 《の 家の 中の 仕事を 行な うように なっ 
た。 15 それは， 王 ダリウスの 第二 年， 
第 六の 月の 二十四日であった。 

2 第 七の [月]， その 月の 二十 一 [日] 
に， エホバの 言葉が 預言 i ハガイ 
を 通して 臨んで こう 言った。 2 「ユダ 
の 総督， シャ ルテルの 子 ゼルバベル， 大 
祭司 エホ ツァ ダクの 子ヨ シュア， また 
民の 残って いる 者たち にどう か 話して 
こう 言うよう に。  3 『ここに 残って い 
る あなた 方のう ち， この 家の 以前の 栄 
光を 見た 者が だれかい るか。 そして 今， 
あなた 方は これを どのように 見て いる 
のか。 それと 比べる と， これは あなた 方 
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の 目 には 無に 等しい ものでは ないか』。 

4 「『しかし 今， ゼルバベルよ， 強く あ 
れ』 と， エホバは お告げになる。 『大 

祭司 エホ ツァ ダクの 子ヨ シュアよ， 強 

(ィ） 

く あれ』 0 

「『そして， この 地の すべての 民 も 強 
く あれ』 と， エホバは お告げになる。 
『そして， 働け』。 

「『わたしは あなた 方 と共にい るから 
である』 と， 万軍の エホバは お告げに 
なる。  5 『あなた 方が エジプトから 出 
て 来た 時， わたしの 霊が あなた 方の 中 
にと どまって いた [時に]， わたしが あ 
なた 方と 締結した 事柄を [思い起こす 

m  おそ  （キ） 

ように]。 恐れて はいけ ない』」。 

ばんぐん  い 

6 「万軍の エホバは このように 言われ 
たので ある。 『あと 一度一 それは し 
ばらく のこと であるが一 わたしは 天 
と 地と 海と 乾いた 地と を 激動させる』。 

7 「『また わたしは あらゆる 国民を 激 
動させる。 あらゆる 国民のう ちの 望ま 
しい ものが 必ず 入って 来る。 わたしは 
この 家を 栄光で 満たす』 と， 万軍の エ 
ホバは 言われた。 

8 「『銀は わたしの もの， 金 も わたし 
の ものである』 と， 万軍の エホバは お 
告げになる。 

9 「『この， 後の 家の 栄光は， 先 [の も 
の] より 太いなる ものと なる』 と， 万軍 
の エホバは 言われた。 

「『そして， この 所に わたしは 平和を 
与える』 と， 万軍の エホバは お告げに 
なる」。 

コ イザ 2:2; イザ 60:5; イザ 60:11; 啓 7:9; サ出 40:35; 王 
I  8:11; イザ 66:12; シ代 1 29:14; 詩 24:1; ス イザ 60:13; 
イザ 66:12; ヘプ 3:6; セ 詩 85:8; イザ 2:4; イザ 60:17; ゼ 
力 8:12; ヨハ 14:27。 
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諸 王国を 覆す 


1〇 ダリウスの i 二 年， 第 九の [月] の 
二十 四 [日] に， エホバの 言葉が 預言者 
ハガイに 臨んで こう 言った。 11 「万軍 
の エホバは このように 言われた。 『律 
法に 関して， どうか 祭司たち にこう 尋 
ねる ように。 12 「人が 聖 なる 肉を 衣 
のす そに 入れて 運んで いて， そのす そ 
で パン， 煮物， ぶどう酒， 油， また 何 
かの 食物に 触れたなら， それは 聖 なる 
ものと なる のだろう ふ」』」。 

すると 祭司たち は 答えて， 「そうで 
はない」 と 言った。 

13 それで ハガイは なお も 言った， 
「赤 £し€ ■こょって 誇れて ぃる 箸が 
これらの いずれ かに 触れるなら， それ 
は 汚れた ものと なる だろう か」。 

それに 対し 祭司たち は 答えて 言った， 
「それは 汚れた ものと なる」。 

14 そこで ハガイは 答えて 言った， 
「『わたしの 前に あって， この 民は その 
ようで あり， この 国民は そのよう であ 
る』 と， エホバは お告げになる。 『彼 
らの 手の すべての 業， またす ベて 彼ら 
がそ こ に 差 し 出す 物は そのよう である。 
それは 汚れて いる』。 

15 「『しかし 今， この 日 以後， [この 
ことに] どうか あなた 方の 心を 留める 
ように。 エホバの 神殿で 石の 上に 石を 
重ねる ことが なされる 前， 16 こうし 
た 事が 生じた 時からの こ とを一 人が 
二十 [升] 分の 山に 来て みると， それは 
ただ 十 [升] であった。 酒ぶ ねから 五十 
[升] くみ 取ろうと して 搾り おけに 来 
てみ ると， それは ただ 二十 [升] であ っ 
た。 17 わたしは あなた 方を 立ち枯れ 


第 2 章 


民 31:19 
才箴 15:8 
箴 28:9 
カ イザ 66:3 
キ ホセ 14:9 

マラ 2:2 

ヘプ 3:12 
ク ェズ 3:10 
ゼカ 4:9 
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ゼカ 8:10 
コ創 41:27 
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ウ詩 78:46 
エレ 3:24 
：： 代!！  28:22 
イザ 29:13 


ゼカ 8:9 
力 申 32:29 
ハガ 1:5 
乒 ハガ 1:6 
ク創 26:12 
レビ 26:4 
詩 128:2 
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サハガ 1 
シハガ 2:6 
ヘプ 12:26  | 
ス詩 2:8 
イザ 60:12  | 
ダニ 2:44 
ゼパ 3:8 
t? 裁 7:22 


テモ n  : 

- イザ 4: 


ハガイ 2：10—23 

と 白 渋 病と 4 で 丹った。 逢に あなた 
方の 手の すべての 業を [打った]。 それ 
でも， [翻って] わたしに 向かう 者は だ 
れも いなかった』 と， エホバは お告げ 
になる 一 

18 「『この 日 以後， すなわち 第 九の 
[月] の 二十 四 [日] より 後， エホバの 神 
殿の 土台が 据えられた 日より 後に， [こ 
のこと に] どう か あな た 方の 心を 留める 
ように。 [この ことに] あなた 方の 心を 
留めよ。 19 すなわち， 穀物の 穴蔵に 
まだ 種が あるだろう か。 そして， ぶ ど 
うの 木， いちじくの 木， ざくろの 木， 才 
リー ブの 木は まだ 一 それは 実を 結ばな 
かった ではない か。 この 日より 後， わ 
たしは 祝福を 与える であろう』」。 

20 また， その 月の 二十 四 [日]， エホバ 
の 言葉は 二度目に ハガイに 臨んで， こ 
う 言った。 21 「ユダの 総督 ゼルバベル 
にこう 言うよう に。 『わた しは 天と地 
を 激動 させようと している。  22 ま 
た， わたしは 必ず もろもろの 王国の 
王座を 覆し， 諸国 民の 王国の 力を 滅 
ぼし 尽くす。 わたしは 兵車と その 乗 
り 手と を 覆す。 馬と その 乗り手とは， 
各々 その 兄弟の 剣に よって 倒れる こ 
とになる』」。 

23 「『その 日に』 と， 万軍の エホバ 
は お告げになる， 『わたしは あなたを 
召す， わたしの 僕， シャル テルの 子ゼ 
ルバべ ルよ』 と， エホバは お告げに な 
る。 『わたしは 必ず あなたを 印章 指輪 
として 据える。 あなたは わたしが 選ん 
だ 者 だからで ある』 と， 万軍の エホバ 
はお 告げになる」。 


ゼ カリ ヤ書 


1  ダリ ウスの 第二 年， 第 八の 月に， 
丄 エホバの 晉 葉が 預言者 イ ドの 子で 
あるべ レ タヤの 子ゼカ リヤに 臨んで こ 
う 言った。 2 「エホバは あなた 方の 父 
たちに 対して 憤っ た 一大い に 憤った 
ので あ 宕。 

3 「それで あなたは 彼らに 言わねば 
な ら ない， 『万軍の エホバは このよう 
に 言われた。 「『わた しの もと に 帰れ』 
と ，万軍の エホバは お告げになる。 『そ 
うすれば わたし も あなた 方の もとに 帰 
ろう』 と， 万軍の エホバは 言われた」』。 

4 「『あなた 方の 父たち のようにな っ 
てはいけ ない。 以前の 預言者たち も 彼 
らに 呼びかけ てこう 言っ たので ある。 

ばんぐん 

「万軍の エホバは このよう に 言われた。 
『どうか， あなた 方の 悪い 道から， あ 

なた 方の 悪い 行ないから 立ち返る よう 

[ヶ） 

に』」』。 

「『それでも 彼らは 聴かず， わたしに 
少しも 注意を 払わなかった』 と， エホ 
パは お告げになる。 

5 「『あなた 方の 父たち は， 彼らは 
いま どこに いるの か。 また 預言者たち 
は， 定めの ない 時に 至る まで 彼らは 生 
き 続けた のか。 6 しかし それでも， わ 
たしの 僕で ある 預言者た ちに 命じた わ 
たしの 言葉と 規定， それらは あなた 方 
の 父たち に 追いついた のではなかった 
か』。 そのために 彼らは 立ち返って， こ 

い  ばんぐん  じ ぶん 

う 言った。 『万軍の エホバは， ご 自分 
がわた したち に対して 思い定めた とお 


6 , わたしたちの 道に したがい， わた 
したち の 行ないに したがって， そのと 
おりに わたしたち に対して 行なわれた 
の#』」。 

7 ダリゥスの 輩 二ね 卓:1 | 十一 賀っま 

り シエ パトの 月の 二十四日， エホバの 
言葉が 預言者 イ ドの 子で あるべ レク 
ヤの 子ゼカ リヤに 臨んで こう 言った。 
8 「わたしは 夜 [に] 見た が， 見よ， 赤 
い 馬に 乗った 者が いて， 深い 所に ある 
ぎん ばいかの 木々 の 間に じっと 立って 
いた。 その後ろ には， 赤 や 鮮やかな 赤， 
また 白色の 馬が いた」。 

9 それで わたしは 言った， 「我が 主 
よ， それらは だれな のでしょう か」。 

すると， わたしと 話して いたみ 使い 
はこう 言った。 「これらが どのような 
者たち か， わたしは あなたに 示そう」。 

10 その 時， ぎん ばいかの 木々 の 間に 
じっ と 立って いた その 人が 答えて こう 
言った。 「これらは， 地を 歩き回る よう 
にと エホ ノ 《が 遣わ した 者たち である」。 
11 その後， それらの 者たち は， ぎん ば 
いかの 木々 の 間に 立って いた エホバの 
み使いに 答えて こう 言った。 「わたし 
たちは 地を 歩き回りました。 ご覧く だ 
さい， 全地は 静かに 座し， 何の 騒乱 も 
ありません」。 

12 すると， エホバの み使いは 答えて 
言った， 「万軍の エホバよ， いつまで あ 
なた は， エルサレムと ユダの 諸 都市に 
憐れみを 示されない のでしょう か。 こ 
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1465  エルサレムを 測量す る  ゼ カリヤ 1:13—2:6 

の 七十 年の 間， あなたは これを 糾弾 さ 第 1 章  20 さらに また， エホバは わたしに 四 
れ たのです」。  ァ？ レ3 人の 職人を 示された。 21 そこで わた 

13 すると エホバは， わたしと 話して ゼ ヵ7:5  しは 言った， 「これらの 人々 は 何を し 

いたみ 使いに， 良い 言葉， 慰めの 言葉 ヱ レ29: に 来る のでしょう か」。 

こた  （ィ）  エレ 30:10 

を もって 答えられた。 14 それで， わ ゼ パ3:15  すると さらにこう 言われた。 「これ 

はな  つか  ウ ホセ 11:8  お  ち  あたま 

たしと 話して いたみ 使いは わたしに さ  らは ユダを 追い散らし てだれ ひとり 頭 

ら にこう 言った。 「呼ば わって こう 言 を 上げる 者 もい ない ほどに した 角で あ 
いなさい。 『万軍の エホバは このよう 才== るが， それらもう 一方の 者たち は， そ 
に 言われた。 「わたしは， エルサレム ヵ^^^7 れら [の 角] を おののかせる ため， すな 
のた め， シオンの ために， 大 いなる しっ  ?^34?7：6 わち ユダの 地に 向かって 角を もたげて 
とを もって しっとした 0 15 安楽に し キィザ 1S:1 これを 追い散ら そうとする 諸国 民の 角 

しょこく みん  たい  いきどお  エレ 33:14  な  M 

ている 諸国 民に 対しては 大 いなる 憤り  ゼ ヵ8:3 を 投げう つため に 来る ので ある」 0 

(I)  す こ  クエズ 6:14 

を もって 憤って いる。 わたしは 少し だ  〇 それから わたしが 目を 上げて 見る 

(才） かれ  わざ わ  たす  ^ 1:14  Z 

け 憤った の だが， 彼らは 災いを 助けた ヶ 343以9  U と， 見よ， ひとりの 人が おり， そ 
からで ある」』。  力よ: の 手には 測り 縄が あった。 2 それで 

.  コ詩 69:35  ^  ^ 

16 「それゆえ エホバは このように 言 サィ ザ51 :3 わたしは 言った， 「あなたは どこに 行 

かなら あわ  いだ ン詩 132:13 

われた。 『「わた しは 必ず 憐れみを 抱 ゼ ヵ3:2  く のです か」 0 

かえ W  いえ  スゼカ 1:21 

いて エルサレムに 帰る。 わたしの 家 も セ 王 n24:i2  すると その 人は 言った， 「エル サレ 
そこに 建てられる であろう」 と， 万軍 15：29 ムを 測る ため， その 幅が どれほど， そ 

つ  はか  S 17  M  なが 

の エホバは お告げになる。 「そ して 測  fu^!；7 の 長さが どれほどになる かを 見る ため 

り 綱が エルサレムの 上に^ り 渡される 夕代 D36:20 に [行く ので ある]」。 

M  はな 

であろう」』。  第二 欄  3 すると， 見よ， わたしと 話して い 

17 「さらに 呼ば わって 言いなさい， 7 ダュ 8:9 たみ 使いが 出て 行く ところで あり， ま 

ばんぐん  イ詩 75:4  かれ  あ 

『万軍の エホバは このように 言われた。 ^11〇21：24 たもう ひとりの み使いが いて， 彼に 会 
「わたしの もろもろの 都市は やがて 良い - おうとして 出て 行く のであった。 4 そ 

I コ 1  第 2 章  かれ  い  はし  い 

もので あふれる ようになる。 エホバは 1：16 のとき 彼は 言った， 「走って 行って， あ 
やがて 必ず シオンの ことを 悔やみ， 再 ちらに いる 若者に 話して 言いなさい， 

ど  えら  と  [シ 1  エラ 匕 h 二9  ひら  でんえん  ち 

度 エルサレムを 選び 取る ので ある」』」。 『「エルサレムは 開けた 田園の 地の よう 
18 それから わたしが 目を 上げて 見る になって そこに 人が 住む ようになる。 
と， 見よ， 四 本の 角が あった。 19 そ ^^-33:20 人と 家畜が その 中に 多くなる からで あ 
れで わたしは 自分と 話して いたみ 使い  i レ3 る。 5 そして， わたし 自ら 彼女に 対し 

に 言った， 「これらは 何でしょう か」。 ゼ ヵ8 :4 て， 周囲を 巡る 火の 城壁になる」 と， エ 
すると 彼は 言った， 「これらは， ユダ  J ホバ はお 告げになる。 「その 中に あっ 
を， イスラエルと エルサレムを 追い 散 ^  ^  ^6 てわたしは 栄光と なる であろ 4」』」。 
らした 角で ある」。  ^  2：919  6 「ほ一 い， ほ一 い！ あなた 方は 北 


ゼ カリヤ 2:7— 3:7  神の 目の玉に 触れる。 ヨ シュアの 礼服  1466 

ちに  こ (7)  かれ  だいさいし  [ア） 

の 地から 逃げて 来い」 と， エホバは お 第2 章  〇 それから 彼は， 大祭司 ヨ シュアが 
啬げ になる。  ァ巧= ❶ エホバの み葰 いの 窬 に 立って いる 

かぜ  ほうこう  エレ 1:14  W 

「天の 四つの 風の 方向に わたしは あ ィ *28:64 のを 見せて くれた。 そして サタンは， 

ひろ  ち  [イ）  エゼ 5:12  ていこう  [ゥ） 

なた 方を 広く 散らした からで ある」 と， ゥ 彼に 抵抗し ようとして その 右に 立って 
エホバは お告げになる。  は f いた。 2 その 時， エホバ [のみ 使い] が 

7 「ほ一 い， シオンよ， バビロンの  ィザ 66:12 サタンに 言った， 「サタンよ， エホバ 
娘と 共に 住んで いる 者よ， 逃げて 来 力 だ i が あなたを 叱責され るよう に。 エルザ 
い。  8 万軍の エホバは このように 言 キ 5 はぶ レムを 選び 取られる エホバが あなたを 

えいこう [才） つづ  テ卄 n 1:6  もの 

われた からで ある。 『[その] 栄光に 続 ク *32:1〇 叱責され るよう に。 この 者は， 火の 中 

がた  うば  と  ケイ ザ 10:32  まるた  （キ j 

いて， [裡] は， あなた 方から 奪い取 っ からつ かみ 出された 丸太では ないか」。 
ていた 諸国 民の もとに わたしを お遣わ n?：40；9°  3 さて， ヨ シュアの ほうは， 汚れ 

W  ふ  もの W  +7 レト '、 26.19  ころも  （ク） つか  まえ 

しに なった。 あなた 方に 触れる 者は わ 詩46:5‘  た 衣を まとって み使いの 前に 立って い 

たま  [ク丨  イザ 12:6  かれ  こた  じぶん  まえ 

たしの 目の玉に 触れて いるので ある。 H さ た。 4 そこで 彼は 答えて， 自分の 前に 
9 今 わたしは 彼らに 向かって わたしの  H  I'% 立って いる 者たち にこう 言った。 「そ 
手を ft る。 彼らは 自分の 奴隸 たちの 分 の 汚れた 衣を 彼から 取りの けよ」。 そし 

ど  もの  （コ）  ハガ 2:7 

捕り物と なる ので ある』。 それで あなた ^^933:33 て 彼は， さらに [ヨ シュア] にこう 言っ 
方は， 万軍の エホバが わたしを お遣わ  %  f£4 た。 「見なさい， わたしは あなたのと 
しに なった ことを 必ず 知る であろう。 liv.io がを あなたの 上から 過ぎ去らせた。 そ 

むすめ  こえた か  さけ  ハバ 2:20  れいふく 

10 「シオンの 娘よ， 声高ら かに 叫び， +，1:7 して， あなたには， 礼服を まとわせる 

よろこ トン） いま  き w  ナ^1 :コ 1 

また 歓 ベ。 今 わたしは 来て， あなたの ，ザ68 ふ 15 ので ある」。 

うちに 住む からで あ 4」 と， エホバは _ プ ザ78 ぽ21 5 そこで わたしは 言った， 「彼の 頭 

つ  おお  ゼパ 3:8  きよ  ま 

お告げになる。 11 「また その 日， 多 - には 清い ターバンを 巻く ようにし てく 

くに  たみ  かなら  くわ  绝 —  [サ）  もの 

くの 国の 民が 必ず エホバの もとに 加わ  ださい」。 すると， そこにいた 者たち は 

(V)  [9) 

り， まさしく わたしの 民と なる 。わた 第3 章 彼の 頭に 清い ターバンを 巻き， ついで 
しは あなたの うちに 住む」。 それで あ 彼に 衣を 着せた。 そして， エホバの み 

ばんぐん  みず か  C. 1 1  つか 

なた は， 万軍の エホバ 自ら わたしを あ ィ g'he  使いは そばに 立って いた。 6 それ か 

つか  しウ詩 109:6  つか  あか 

なた に お遣わし にな っ たこと を 必ず 知  5:8 ら エホバの み使いは ヨ シュアに 証し を 

[チ）  エ If  <54  J  はじ  い  ばんぐん 

るであろう。 12 また エホバは， ユダ ォ= は 始めて こう 言った。 7 「万軍の エホバ 

せい  ち  じ ぶん  ぶん  々、、 q  い 

を， 聖 なる 地に おける ご 自分の分 とし 力 代 n ム  はこの ように 言われた。 『あなたが わ 

かなら  しょゆう  【ツ）  ゼカ 2:12  みち  あゆ  さ だ  つと 

て 必ず 所有され るであろう。 そして， キュ ダ23  たしの 道を 歩み， わたしの [定める] 務 

さいど えら  と  ク民 ： 19:7  まも  トン]  いえ 

エルサレムを 再度 選び 取られる ので あ  ^9^；4 めを 守るならば， あなたが わたしの 家 

[テ)  にく  ^  O.A  さば （ス）  なかにわ 

る。 13 すべての 肉なる ものよ， エホ ヶ る i し 3 を 裁き， わたしの 中庭を 守る ことにな 

まえ  ちんもく  [H  せい  代!！  30:18 

バ のみ 前に 沈黙せ よ。 [#] は その 聖な  »  32：!  る。 そして わたしは， これら そばに 立 
る 住まいから 身を 起こされ たからで a^28!212  - 

^ 1->  出 28:40  サ出 29:6; レビ 8:9; シ王 I  2:3; 詩 119:4; エゼ 44:8; ス申 

め る 〇  イザ 61:10  17:9; マラ 2:7。 
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つ 者たち に 自由 に 近づ くこと を 必ず あ 
なた に 許す であろう』。 

8 「『大祭司 ヨ シュアよ， あなた も， あ 
なた の 前に 座す る あなたの 友たち も， ど 
うか 聞く ように。 これらは， 異兆 とな 
る 人々 だからで ある。 今 わたしは， 自 
分の 僕 である 新芽を 携え 入れる ので あ 

まえ 

る。  9 見よ， わたしが ヨ シュアの 前に 
置いた 石が ある！ その 一つの 石に 七 
つの 目が ある。 今 わたしは， それの 彫 
り 込みを 行な 4』 と， 万軍の エホバは 
お告げになる。 『そして， その 地のと 
がを わたしは 一日のう ちに 取り去る』。 

10 「『その 日に』 と， 万軍の エホバは 
お告げになる， 『あなた 方は， ぶどうの 
木の 下， またい ちじくの 木の下に あっ 
て， 各々 互いを 呼び 合う であろ ^』」。 
A その後， わたしと 話して いたみ 使 
^ いが 戻って 来て わたしを 目覚めさ 
せ， 眠りから 覚まされた 人の ようにし 
て くれた。  2 そうして わたしに こう 
言った。 「あなたには 何が 見える か」。 

それで わたしは 言った， 「わたしが 
見ます と， ご覧く ださい， 全体が 金で 
できて いて， その 頂に ひとつの 鉢を 載 
せた 燭台が あります。 また， その 七つ 
のと もしび 皿， ちょうど 七つが その上 
にあります。 その 頂に ある それらのと 
もしび 皿には， 七 本の 管が 付いてい ま 
す。 3 そして， その 傍らには 二 本の 才 
リーブの 木が， 一本は 鉢の 右側に， 一 
本は その 左側に あります」。 

4 その後， わたしは 自分と 話して い 


たみ 使いに 客え て 言った， 「我が 主よ， 


これら [の 物] には どんな 意味が あるの 


第 3 章 


啓 5:6 


力 出 28:11 


ヨハ 6:27 


キエ レ 50:20 
ク王 I  4:25 
イザ 36:16 
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ケ ダニ 8:18 


サ出 25:31 
$1  7:49 
啓 1:12 


シ出 25:37 
啓 4:5 
ス裁 9:9 


です か」。  5 すると， わたしと 話して 

いたみ 使いは 答えて 言った， 「これら 
にどん な 意味が あるかを， あなたは 本 
当に 知らないの か」。 

それで わたしは 言った， 「知り ませ 
ん， 我が 主よ」。 

6 すると 彼は 答えて 言った， 「これ 
は ゼルバベルに 対す る エホ ノ  くの 言葉で 
ある。 こう 言われた。 『「軍勢に よら 
ず， 力に も よらず， ただ わたしの 霊に よ 
る」 と， 万軍の エホバは 言った。 7 大 
いなる 山よ， あなたは 何者か。 ゼ ルバ 
ベルの 前に あっては， [あなた も] 平た 
んな 土地 [となる であろう]。 そして， 
彼は 必ず 頭 石を 携えて 来る。 それに 

む  うる わ  W 

向かって， 「麗しい かな， 麗しい かな」 
という 叫びが 上がる であ ろう』」。 

8 エホバの 言葉が 引き続き わたしに 
臨んで こう 言った。 9 「ゼルバベルの 
手が この 家の 土台を 据えた。 それで， 
彼の 手が [これを] な し 終え る ことにな 
る。 そして あなたは， 万軍の エホバが 
わた しを あなた 方の もと に 遣わされた 
ことを 必ず 知る であろう。 10 小さな 
事の 日 を侮っ たのは だれであろう か。 
しかし， 彼らは 必ず 歓 び， ゼルバベル 
の 手に 下げ振りが あるのを 見る であろ 


う。 これら 七つの ものは エホバの 目で 

[夕）  ぜんち  ゆ  めぐ  （チ） 

ある。 それは 全地を 行き 巡って いる」。 


のち  こた  かれ  い 

11 その後 わたしは 答えて 彼に 言っ 

しょくだい み ぎが わ  ひだり がわ 

た， 「 燭台の 右側と 左側 にある これら 


二 本の オリー ブの 木には どんな 意味が 
あるので しょうか」。 12 それから わた 


いちど こた  かれ  い 

しは もう 一度 答えて 彼に 言った， 「あ 

こ えだ  たば 

の オリー ブの 小枝 二 束， すなわち 二 本 
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の 黄金の 管で その 中から 黄金の [液] を 第4 章  6 それで わたしは 言った， 「それは 
注ぎ 出して いるものは 何です か」。  4:5 何で しょ うか」。 

13 すると 彼は 言った， 「これら [の ィ g ば  それに 対して 彼は 言った， 「これは， 出 

物] にどん な 意味が あるか， あなたは 本  5*4^3 て 行く エフ ァ升 である」。 そして 彼は さ 

とうし  _  ぜんち 

当に 知らない のか」。  。9:7  ら にこう 言った。 「これは 全地に おけ 

それに 対して わたしは 言った， 「知  nfl：2? る 彼らの 有様で ある」。 7 すると， 見よ， 
りません， 我が 主よ」。  !h：4  鉛で できた 円形の ふたが 持ち上げられ 

14 すると 彼は こう 言った， 「これら  た。 これは ひとりの 女で, エ ファ 升の 中 

ぜんち  しゅ [ィ） かたわ  ふたり  あぶら  $  すわ  かれ 

は， 全地の 主の 傍らに 立つ 二人の 油 そ I ェレ 36:2 に 座って いたので ある。 8 すると 彼は 
そがれた 者たち である」。  X"  言った， 「これは 邪悪で ある」。 そうし 

^ その わたしが 再び 目を 上げて 見 * セ、*4:2 て 彼は その 女を エフ ァ 升の 中に 押し戻 
U ると， 見よ， 飛んで 行く 巻き物が し， そのの ち 鉛の 重し を その 口に 置いた。 
あった。  2 そして 彼は わたしに 言っ  ^〇24；6  9 それから わたしが 目を 上げて 見る 

た， 「あなたには 何が 見える か」。  と， そこへ 二人の 女が 出て 来る ので あっ 

そこで わたしは 言った， 「わたしに 29124 た。 その 翼は 風を 含んで いた。 そして， 
は 飛んで 行く 巻き物が 見えます。 その ホセ4:2 それらの 者には， こうのと りの 翼の よう 
長さは 二十 キュビ ト， その 幅は 十キュ クェゼ 2:1〇 な 翼が あった 。そうして 彼女たち は そ 
ビ トです」。  のエ ファ 升を 地と 天の 間に 徐 々に 持ち 

3 すると 彼は 言った， 「これは 全地の ヶ ぼ 卜 上げて いった。 1〇 それで わたしは 自 
表に 進んで 行く のろいで ある。 それは，  分と 話して いたみ 使いに 言った， 「こ 

そのこ ちらの 面に よると， 盗みを して 3  ^  2〇：7  の 者たち はこの エ ファ 升を どこへ 持っ 
いる 者が みな 処罰され ないで いるから サ^ ur て 行く のです か」。 

であり， また， その！] こうの 面に よると， ャコ5:3  11 それに 対して 彼は 言った， 「彼女 

ちか  【ヶ）  ち (ィ） いえ  た 

誓いを 立てる 者が みな 処罰され ずに い 第二 欄 のた め， シナ ルの 地に 家を 建てようと 
る [から] である。 4 『わたしは それを 7  5^32 している ので ある。 それは 堅く 据えら 
i んで 行かせた』 と， S 軍の エホバは  2:16 れ， 彼女は 自分の いるべき 所に 置かれ 

お告げになる。 『それは 必ず 盗人の 家 ^jn：2° る ことになる」。 

の 中に 入り， また わたしの 名に おいて 偽  i 二 I:2  g その後， わたしは 再び 目を 上げて 
りの 誓いを 立てる 者の 家に 入る。 それ ゥ ェレ 29:5  W 見た。 すると， 見よ， 四 台の 兵車が 

は その 家の 中に 宿り， それと その 材木と _ 二つの 山の 間から 出て 来る のであった。 

その 石と を 滅ぼし 尽くす ことになる』」 0  それらの 山は 銅の 山であった 0  2 第 

5 その後， わたしと 話して いたみ 使 力1 :8 —の 兵車には 赤い 馬， 第二の 兵車には 
いは 出て 行って こう 言った 0  「どうか ォゼ ヵ6:6 黒い 馬が 並んで いた 0  3 また， 第三の 

ゆ  へいしゃ  うま (力） 

あなたの 目を 上げて， この， 出て 行く ヵゼ ヵ し8  兵車には 白い 馬， 第 四の 兵車には， ぶ 

なん  いろ  W  なら 

ものが 何で あるかを 見る ように」 0  キゼ *6:7 ちで さまざまな 色の 馬が 並んで いた 0 
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4 そこで わたしは 自分と 話して いた 
み使いに 答えて 言った， 「我が 主よ， こ 
れらは 何で しょ うか」。 

5 するとみ 使いは 答えて 言った， 「こ 
れらは 天の 四つの 霊で あり， 全地の 主 
の 前で _ 分の 持ち場に ついた 後に こう 
して 出て 行く ので ある。 6 黒い 馬の 
並んで いるもの， それらは 北の 地に 向 
かって 出て 行く。 白い 色の もの， それ 
らは 海の 後ろに 向かって 出て 行かねば 
ならない。 ぶちに なった もの， それら 
は 南の 地に 向か っ て 出て 行かねば なら 
ない。  7 また， さまざまな 色の もの， 
それらは 出て 行って， 進むべき [所] を 
常に 求め， こうして 地を 行き 巡らねば な 
ら ない」。 それから 彼は 言った， 「行っ 
て， 地を 歩き回れ」。 すると， それらは 
地を 歩き回る ようになった。 

8 そのの ち 彼は わたしに 向かって 叫 
び， わたしに 話して こう 言った。 「見 
なさい， 北の 地に 向かって 出て 行く も 
の， それは エホバの 霊を 北の 地に とど 
まらせ た 者たち である」。 

9 エホバの 言葉が 引き続き わたしに 
臨んで こう 言った。 10 「流刑に された 
民から， [すなわち] ヘル ダイと ト ビヤ 
と エダ ヤ から， 幾らかの ものを 取る よ 
うに。 そして あなた も， その 日には 来 
て， バビロンから 来た [これらの 者と 共 
に] ゼパ ニヤの 子 ヨシヤの 家に 入らね 
ばなら ない。 11 そして あなたは 銀と 
金を I 又って 壮麗な 冠 を 作り， [それを] 
大祭司 エホ ツァ ダクの 子 ヨシ ュ+の 頭 
に 載せなければ ならない。 12 そして 
彼に こう 言う ので ある。 


第 6 章 


イザ 43:6 
エレ 1:14 
エレ 25:9 
キ ダニ 11:5 


使徒 24:17 


スゼカ 6:14 
セ 出 28:36 
ソ ハガ 1:1 
ハガ 2:4 
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( イザ 9:6 
イザ 32:1 
ダニ 7:13 


ウゼカ 8:9 

マタ 16:18 


キ出 28:12 


ケイ ザ 56:6 
イザ 60： 1C 
コ ゼカ 4:9 
サエ レ 7:23 
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王 I  13:6 
エレ 26:19 
ソ申 17:9 
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マラ 2:7 


「『万軍の エホバは このように 言われ 
た。 「ここ に 新芽と いう 名の 者が い 
る。 そして， その 者は 自分の 場所から 
新芽を 出して， 必ず エホバの 神殿を 建 
てる。 13 こう して 彼は エホバの 神殿 

た  みず か  そんげん  お  W  こし 

を 建て， 自ら も 尊厳を 帯びる。 彼は 腰 
を 下ろして その 王座から 治め， その 王 
座に あって 祭司と なる ので ある。 平和 
の 論し が それら 二つの 間にある であろ 
う。 14 そして， その 壮麗な 冠は， エ 
ホ パの 神殿 内の 記念と なり， へ レム， 
ト ビヤ， エダ +， また ゼパ ニヤの 子へ 
ンの ものと なる。 15 そして， 遠く 離 
れた 者たち もやって 来て， エホバの 神 
殿で まさに 築く 業を 行なう であろう」。 
こうして あなた 方は， 万軍の エホバが 
わた しを あなた 方の もとに 遣わされた 
ことを 必ず 知る であろう。 そして， 必 
ずそう なる ので ある一 あなた 方が あ 
なた 方の 裡 エホバの 声に 確かに 聴き 従 
ぅなら (!』」。 

7 さらに， 王 ダリ ゥ； 鼬 華， i 

• 九の 月 [つまり] キス レ ウの四 [日] 
に， エホバの 言葉が ゼ カリ ヤに 臨んだ。 
2 そのためべ テルは， エホバの 顔を 和 
めようと して， シャル エツェ ル， およ 
び レゲム •メ レク とその 配下の 人々 を 
餐 り， 3 鵠のヱ ホ パの 振に 嵐す る g 
司たち， また 預言者た ちに 語って こう 
言った。 「わたしは， これまで， ああ 
幾年になる でしょう か， ずっとし てき 
ましたよ うに， 第五の 月に 物断ちを 行 
なっ て 泣き 悲 しむべ きでしょう か」。 

4 すると， 万軍の エホバの 言葉が 

タ イザ 22:12; ゼカ 7:5; チ 王 n  25:8; エレ 52:12。 
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引き続き わた しに 臨んで こう 言った。 
5 「この 地の すべての 民 また 祭司たち に 
言うよう に， 『第五の [月] また 第 七の 
[月] にあな た 方が 断食を 行な っ て 泣き 
叫んだ 時， しかも それは 七十 年に 及ん 
だが， [その 時] あなた 方は， 本当に わ 
たしに， この わたしに 対して 断食を 行 
なった のか。 6 また， 食べたり 飲んだ 
り した 時， あなた 方 自身が 食べ， あな 
た 方 自身が 飲んで いたのではなかった 
か。 7  [あなた 方は，] エルサレムに 人 
が 住んで いて 安らかで あり， それに 属 
する 諸 都市が その 周囲に あった 時， ネ 
ゲブ にも シヱ フヱ ラに も 人が 住んで い 
た [ころ に] エホバが 以前の 預言者たち 
によ っ て 叫ばれた 言葉に [従うべき] で 

(ク] 

はない のか』」。 

8 エホバの 言葉は なお もゼ カリヤに 

のぞ  い  ばんぐん 

臨んで こう 言った。 9 「万軍の エホバ 
はこの よう に 言われた。 『真の 公正を 
もって あなた 方の 裁きを 行なえ。 互い 
に対して 愛 ある 親切と 憐れみと を 実行 
せよ。 10 やもめ や 父な し 子から だま 
し 取って はならない。 そして， 外人 居 
留者 や 苦しむ 者から も。 また， 互いに 
対し 心の中で 悪を たく らんでは ならな 
い』。 11 それな のに 彼らは 注意を 払 
おうとせ ず， しきり に 強情な 肩を 向け， 
耳を 鈍く して 聞かなかった。 12 また， 
その 心を 金剛石の ようにし， 万軍の エ 
ホバ がその 霊に より， 以前の 預言者た 
ちに よって 送っ た 律法 や 言葉に 従わな 
かった。 そのため， 万軍の エホバと し 

いきどお  も  m 

ては 大 いなる 憤りを 持たれた」。 

13 「『その ゆえにこう なった。 彼が 


エ レビ 26:33 
申 28:64 
オ レビ 26:22 
代 n  36:21 
力 申 8:7 
申 11:12 


呼んでも 彼らが 聴かなかった ように， 
彼らが 呼んでも わた しは 聴こうと しな 
かった』 と， 万軍の エホバは 言われた。 
14 『そうして わたしは， 彼らの 知らな 
かっ た あらゆる 国民の 中に 彼らを 激し 
く 投げ 迗ん だ。 その 土地 そのもの も 彼 
らの 後ろで 荒廃に 捨てられ， 通り過ぎる 
者 も そこに 戻って 来る 者 もい なくな っ 
た。 彼らは その 望ましい 土地を 驚きの 
的と した』」。 

Q そして， 万軍の エホバの 言葉は な 
^ おも 臨んで こう 言った。 2 「万軍 
の エホバは このように 言われた。 『わ 
たしは シオンの ために 大 いなる しっと 
を もって しっとす る。 彼女の ために 大 
いなる 怒りを もってし っ とする』」。 

3 「エホバは このように 言われた。 
『わたしは シオンに 帰り ，エルサレムの 
中に 住む。 エルサレムは まさしく 真実 
の 都市と 呼ばれ， 万軍の エホバの 山は 
聖 なる 山と [呼ばれる] であろう』」。 

4 「万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 『今後 エルザ レムの 公共 広場に 
は 老いた 男 や 老いた 女が 座る であろう。 
彼らは 各々 杖を 手に している が， それ 
は [その] 日数が 非常に 多いた めで ある。 
5 また， その 都市の 公共 広場は， その 
公共 広場で 遊ぶ 男の子 や 女の子で 満ち 

m 

る ことになる』」。 

6 「万軍の エホバは このように 言われ 
た。 『その 日， この 事は この 民の 残っ 
ている 者たち の 目には 難しす ぎる よう 

コ ゼカ 1:16; マラ 3:7; サ イザ 12:6; ヨエ 3:17; ゼカ 8: 
8; シ イザ 1:26; エレ 33:16; ス イザ 2:2; イザ 60:14; セ 詩 
48:1; イザ 11:9; イザ 66:20; エレ 31:23; ソ イザ 65:20; エ 
レ 30:10; 夕民 21:18; ヘプ 11:21; チ エレ 30:19; エレ 31: 
4; エレ 31:27; ゼカ 2:4; マタ 11:16。 
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に 見える としても， それは わたしの 目 
にも 難しす ぎる 事に 見える であろう か』 
と， 万軍の エホバは お告げになる」。 

7 「万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 『今 わたしは， 日の 昇る 土地 か 
ら， また 日の 沈む 土地から， わたしの 

たみ  すく  [ィ）  かれ  かなら 

民を 救う。 8 そして わたしは 彼らを 必 
ず 携えて 来る。 彼らは エルサレムの 中 
に 住む ことになる。 彼らは わたしの 民 
となる ので あり， わたし も 真実と 義と 
を もって 彼らの# となる』」。 

9 「万軍の エホバは このように 言われ 
た。 『あなた 方の 手を 強く せよ， 今日 
このごろ 預言者た ちの 口から これらの 
言葉を 聞いて いる 者たち よ。 神殿を 建 
てるた めに， 万軍の エホバの 家の 土台 
が 据えられ たこの 日に。 10 それらの 
日よりも 前， 人への 報酬はなかった の 
である。 家畜の 報酬 も 一切なかった。 
敵対す る 者の ゆえに， 出て 行く 者に も 
入って 来る 者に も 平和はなかった。 わ 
た しがす ベての 者を 互いに 突き当たら 

(サ） 

せて いたから である』。 

11 「『しかし 今， この 民の 残って いる 
者たち に対して わた しは 以前の 日 々の 
ようには しない』 と， 万軍の エホバは 
お告げになる。 12 『平和の 種が そこに 
あるから である。 ぶどうの 木が その実 
りを 出し， 地 も その 産物を 出す。 天 も 
その 露を 与える であろう。 わたしは 必 
ず この 民の 残って いる 者たち にこの す 
ベて を 受け継がせる。 13 そして， ユ 
ダの 家と イスラエルの 家よ， あなた 方 
は 諸国 民の 間で 呪いと なった が， それ 
と同じように， わたしは あなた 方を 救 


第二 欄 


エフ 4:15 
エフ 4:25 


い， あなた 方は 必ず 祝福と なる ので あ 

(7)  おそ  [イ） 

る。 恐れて はいけ ない。 あなた 方の 手 
は 強くなる ように』。 

ばんぐん  い 

14 「万軍の ェホバは このように 言わ 
れ たので ある。 『「あなた 方の 父祖た 
ちがわた しを 憤らせた ゆえに わた しは 
あ なた 方に 対して 災いと なる 事柄を 思 
い 定めて 悔やまなかった が」 と， 万軍 
の ェホバは 言った， 15 「それと 同じよ 

ふたた 

うに， わたしは これらの 日に 再び ェル 
サ レムに 対し， また ユダの 家に 対して 
良い 事柄を 思い定め るので ある。 恐れ 

[キ） 

てはいけ ない」』。 

16 「『あなた 方は これらの 事を すべ 

(ク 1  たが  たい  しん 

きで ある。 すなわち， 互いに 対して 真 
実を 語れ。 真実と 平和の 裁きと をもっ 
て あなた 方の 門の 内で 裁きを 行なえ。 
17 また， 互いに 対し 心の中で 災いを た 
くらんで はいけ ない。 どんな ことにせ 

いつわ  ちか  あい  m 

よ 偽りの 誓いを 愛して はいけ ない。 こ 
れら はすべ てわたしの 憎んだ 事柄な の 
である』 と， ェホバは お告げになる」。 

18 万軍の ェホバの 言葉は 引き続き わ 
たしに 臨んで こう 言った。 19 「万軍の 

い  だい ㈦ 

ェホバは このように 言われた。 『第 四 
[の 月] の 断食， 第五 [の 月] の 断食， 第 
七 [の 月] の 断食， 第 十 [の 月] の 断食は， 
ユダの 家に とって， 歓喜と 歓び ，また 
良い 祭りの 時節と なる であろう。 ゆえ 
に， 真実と 平和と を 愛せよ』。 

ばんぐん  い 

20 「万軍の ェホバは このように 言わ 
れ た。 『雜， もろもろの 1 また _く 
の 都市の 住民が やって来る であろう。 

セ ェレ 52:6; ソェ レ 52:12; ゼカ 7:5; 夕王 n  25:25; チェ 
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ゼカ リヤ 8：21—9：11  十 人が ユダヤ人の すそを とらえる。 王は ろばに 乗る 


21 一つの [都市の] 住民が 必ず 別の [都 
市の 住民] のと ころに 行って， こう 言 
う。 「さあ， 真剣な 気持ちで 行って エ 

かお  なご [ィ）  ばんぐん  もと 

ホバの 顔を 和め， 万軍の エホバを 求め 
ようでは ないか。 わたし 自身 も 一緒に 
行く」。  22 こうして 多くの 民 また 強 
5： な 国民が まさに やって来て， エルザ 

ばんぐん  もと （エ） 

レムで 万軍の エホバを 求め， エホバの 
顔を 和めよう とする であろう』。 

23 「万軍の エホバは このように 言わ 
れ た。 『その 日 には ，諸国の あらゆる 言 
語から 来た 十 人の 者が， ユ ダヤ 人で ある 
一人の 者の すそを とらえ， まさしく とら 
えてこう 言う。 「わたしたちは あなた 
^ と共に 行きます。 裡が あなた 方と 共 
に おられる ことを 聞いた からです」』」。 

せんこく  [コ） 

〇 宣告： 

u 「エホバの 言葉は ハ ド ラクの 地に 
向けられ ている。 ダマスカスに それは 
とどまる。 エホバは 地の 人に， また イ 
ス ラエルの すべての 部族に 目 を 留めて 

トン）  （ス 1 

いるから である。  2 そして ハ マト も 
また そこに 境を 接して いるであろう。 

(fe)  (v)  ひじょう  かしこ [夕） 

ティ ルスと シドン， それは 非常に 賢い 
からで ある。  3 そして ティ ルスは 自 
^ のために 塁壁を 築き， 銀を 塵の よう 
に， 金を 街路の 泥の よう に 積み上げた。 
4 見よ， エホバ g ら 彼女を 立ち退かせ 
る。 その 軍勢を 必ず 梅の 中に ft ち 倒す。 
火の 中で 彼女 自身は むさぼり 食われる。 
5 アシュケロンは 見て 恐れを 抱く。 そ 
して ガザ， これ もまた 激しい 痛みを 覚 

(H  どうよう  ま 

える。 エクロン も 同様で ある。 その 待 
ち 焦がれた 望みは 恥辱を 味わう ことに 
なる からで ある。 そして 王は 必ず ガザ 


から 消え， アシュケロンには 人が 住ま 
なくなる。 6 そして， 庶出の 子が まさ 
に アシュ ドドに 座す るであろう。 こう 
して わたしは 必ず フィ リス ティア 人の 
誇りを 断ち 滅ぼす。 7 また わたしは， 
血に まみれた ものを その 口から， 嫌悪 

は  あいだ  のぞ  さ （才） 

すべき ものを その 歯の 間から 除き 去る。 
しかし， 彼 自身は わたしたちの 裡 のた 
めに 必ず 残される であろう。 彼は ュ女 

しゅちょうが 

において 首長の ように， エクロンは エ 

じん 痛 

ブス 人の ようにな るので ある。  8 そ 
して わたしは 自分の 家の 前哨地と して 
宿営を 張り， 通り過ぎる 者 も 戻って 来 
る 者 もない ようにす る。 彼らの 中を 職 
長が 通って 行く こと ももは やない。 今 
わたしは 自分の 目で [それを] 見た から 
である。 

9 「シオンの 娘よ， 大いに 喜べ。 エ 
ルサ レムの 娘よ， 勝利の 叫びを 上げよ。 
見よ， あなたの 王が あなたの もとに 来 
る。 義に かなった 者， 救われた 者で あ 
る。 謙遜で あり， ろばに， しかも 成熟し 

め  の  M- 

た， 雌ろ ばの 子に 乗って いる。 10 そ 
して わたしは 必ず エフ ライムから 戦車 
を 薪ち， エルサレムから 馬を [断つ]。 
また， 戦いの 弓 も 断たれねば ならない。 

かれ  しょこく みん  へいわ  かた 

こうして， 彼は 諸国 民に 平和を 語る の 
である。 その 支配は 海から 海に， 111 か 

ち  は  およ  (-) 

ら 地の果てに 及ぶ であろう。 

11 「そして， [女なる 者よ，] あなた 

けいやく  ち [ヌ） 

との 契約の 血に よって， わたしは あな 
たの 捕ら われ 人たち を 水の ない 坑の中 
から 送り出す。 
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12 「希望を 抱く 捕らわれ人たち i， 

かえ [ィ] 

とりでに 帰れ。 

「また， 今日 [あなたに] 告げて おく， 
『[女なる 者よ，] わたしは あなたに 二 
倍の 分を 報い‘。 13 わたしは 自分の 
[弓] として ユダを 4 むからで ある。 そ 
の 弓に わた しは エフ ライムを つがえ る。 
そして， シオンよ， わたしは あなたの 

(I)  めざ  [才 1 

子ら を 目覚めさせる。 ギリシャよ， そ 
れは あなたの 子ら に対して である。 ま 
た， あなたを 力 ある 者の 剣の ようにす 
る』。 14 そして， 彼らの 上方には エ 
ホ パが 見え， その 矢は 稲妻の ように 出 
て 行く。 また， 角笛を 主権 4 なる 主エ 
ホ パが 吹かれる。 また， 必ず 南の 風 あ 
らしと 共に 進まれる であろう。 15 万 
軍の エホバが 彼らを 守り， 彼らは まさに 
石 投げの 石を む さ ぼり 食って こ れを 従え 
る。 そして 彼らは， そこに ぶどう酒が 
ある かの ようにして まさに 飲む一 浮 
かれ 騒ぐ。 彼らは 鉢の ように， 祭壇の 

すみ  み  （ス） 

隅の よう に 満た される ので ある。 

16 「そして， 彼らの 神 エホバは その 
日に 必ず 彼らを 救う。 自分の 民 [を]， 

ひつじ  む  [ソ） 

羊の群れの ようにして。 彼らは， その 
地の 上に きらめく 王冠の 石の ようにな 
るので ある。 17  [迚] の 善良 さは 何と 
[大きく]， その 麗し さは 何と [壮大] な 
のであろう。 穀物は 若者たち を， 新し 
いぶ どう 酒は 乙女たち を活 気づ ける」。 
-I  「あなた 方は， 春の 雨の 時期に 

エホバに 雨を 願い求めよ。 あら 

くも  つく  ㈡  おおぶ 

しの 雲を 作って いる エホバ， 大降りの 
雨を 与え， ひとりひとりに 野の 草木を 

もの m  レ）  かいい 

与える 者に。  2 テ ラフ イムは 怪異な 
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第 10 章 


第二 欄 


ハガ 2:23 
サ創 49:10 


ェズ 9:8 
シ創 49:24 


事柄を 語った からで ある。 また， 占い 
をす る 者たち は 偽り 事を 幻で 見， 無価 
値な 夢を 彼らは 語りつ づけ， ただいた 
ずらに 慰めを 与えよう とする からで あ 

[ィ）  ひとびと  かなら ひつじ  む 

る。 そのために 人々 は 必ず 羊の群れの 
ように 離れて 行く。 彼らは 苦しむ。 羊 
飼いが いないから である。 

3 「牧者たち に対して わたしの 怒り 
は 激しく 燃えた。 やぎの ような 指導者 
たちに 対して わた しは 言い開きを 求め 
る。 万軍の エホバは 自分の 畜 群た るユ 
ダの 家に 注意を 向け， これを 戦闘に お 
ける 自分の 威厳の 馬の ように したから 

もの  ようじん (コ） 

である。  4 この 者から 要人が 出， こ 
の 者から 支柱と なる 支配者が 出， この 
者から 戦闘の 弓が 出る。 この 者から す 
ベての 職長 が こぞって 出る ので ある。 
5 そして 彼らは 必ず 力 ある 者の ように 
なり， 戦闘の 中で 街路の 泥を -みつけ 
る。 こうして 彼らは 戦闘に 携わる ので 
ある。 エホバは 彼ら と共にい るからで 

(夕】  うま  の  ちじょく  あじ 

ある。 馬に 乗る 者たち は 恥辱を 味わう 

[チ） 

ことになる。  6 そして わたしは ユダ 
の 家を 勝った ものと し， ヨセフの 家を 
救う であろう。 また わたしは 彼らに 住 
みかを 与える。 わたしは 彼らに 憐れみ 
を 示す からで ある。 彼らは， わたしが 
捨て去ら なか った 者たち のようになる 
ので ある。 わたしは 彼らの 拽 エホバで 
あり， 彼らに 答える からで ある。 7 そ 
して， エフ ライムの 者たち は 力 ある 者 
のように なり， その 心は ぶどう酒 によ 
るかの ように 歓 びに 満たされる。 そし 

ソ詩 18:42; ミカ 7:10; 夕申 20:1; イザ 41:13; チ 詩 20:7; 
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て， その 息子たち は 見て 必ず 歓ぶ 。そ 
の 心は エホバに あって 喜びに 満たされ 
るで あ ろう。 

8 「『わたしは 彼らの ために 口笛を 吹 
いて 彼らを 集め 寄せる。 わたしは 必ず 
彼らを 請け戻し， 彼らは 多くな り， ま 
ことに 多く なった 者たち のよう にな 
る。  9 また， わたしは 彼らを もろもろ 
の 民の 間に 種の ように 散らす。 遠くの 
場所で 彼 ら はわた しを 思い出す であろ 
う。 彼らは その子ら と共に 生き返って， 
帰って来 るので ある。 10 それで わた 
しは 彼らを エジプトの 地から 連れ戻さ 
ねばならない。 アッシリアから わたし 
は 彼らを 集め 寄せる。 ギレアデの 地と 
レバノンに， わたしは 彼らを 携えて 来 
る。 彼らの ための [十分な 場所] は 見い 
だされないで あろう。 11 また 彼は 苦 
難を もって 海を 通る ことになる。 海の 
中で 波を 打ち倒さねば ならない。 ナイ 
ルの すべての 深みは 干上がる ことにな 
る。 また， アッシリアの 誇り もくじ か 
れ ねばならない。 エジプトの 笏も 離れ 
去る。 12 そして わたしは 彼らを エホ 
パの ゆえに 勝った 者と し， 彼らは その 
名に よって 歩き回る であろ 4』 と， エ 
ホバ はお 告げになる」。 

Ur レバ ノ ンよ ，あなたの 扉を 開け 
放て。 火が あなたの 杉林の 中で 
むさぼり 食うた めで ある。 2 ねずの 木 
よ， 泣き わめけ。 杉は 倒れた からで あ 
る。 威光 ある 者たち さえ 奪い取られた 
ので ある。 バシャンの 巨木よ， 泣き わ 
めけ。 踏み込み 難い 森林 も 倒れ 落ちた 
からで ある。 3 聴け， 牧者たち の 泣き 


'50: 
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ア ェゼ 34:10 


わめく 声。 その 威光が 奪い取られ たの 
である。 聴け， たてが みのある 若い ラ 
イオンの ほえる 声。 ヨルダン 沿いの 誇 
り 高い [やぶ] が 奪 L ヽ 取られた ので ある。 

4 「わたしの 裡 エホバは このように 
言われた。 『殺されようと している 群 
れを牧 せ。 5 買い取る 者たち は， 罪 
科がない のに それを 殺そうと した。 ま 
た， それを 売り渡し ている 者たち は 言 
う， 「わたしが 富を 得る 間， エホバが 
ほめたたえられる ように」 と。 そして， 
それ _ 身の 者たち は 少しも 同情を 示 
さない』。 

6 「『わたしは この 地に 住む 者に 対し 
て もはや 同情を 示さない』 と， エホバ 
は お告げに なる。 『そ れで今 わ たしは， 
人が それぞれ g 分の 友の 手の 中， 自分 
の 王の 手の 中に ある こと を 各人に 悟ら 
せる。 彼らは 必ず その 地を 打ち砕く で 
あろう。 それでも わたしは その 手から 
救う ことは しない』」。 

7 それで， 群れの 中の 苦しめられて 
いた 者たち よ， わた しは， 殺さ れ ようと 
してい た 群れを あな た 方の ために 牧す 
る ことに なった。 そして わたしは 自分 
のために 二 本の 杖を 取った。 その 一方 
を わたしは “ 楽しみ” と 呼び， もう 一 
方を “ 結合” と 呼んだ。 こうして わた 
しは その 群れを 牧 していった。 8 そし 
てわた しはつい に 太陰 月 一月の 間に 三 
人の 牧者を 消し 去った。 わたしの 魂が 
その 者たち に対して 耐え 切れ なくなり， 
また 彼らの 魂 も わたしを 忌み嫌った た 
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めで ある。 9 ついに わたしは 言った， 
「わた しは あなた 方を 引き続き 牧 する 
ことは しない。 死に ゆく 者は 死ねば よ 
い。 また， 消し 去られて ゆく 者は 消し 
去られれば よい。 そして， 後に 残され 
ている 者たち は 各々 自分の 友の 肉を む 
さ ぼり 食え」。 10 そうして わたしは 自 
分の 杖の “ 楽しみ” の ほうを 取って， 
それを 幾っに も 断ち切った。 すべての 
民と 結んだ わたしの 契約を 破棄す るた 

(力） 

めであった。 11 それで， この 日に そ 
れは 破棄され た。 苦しみを 受け， わた 
しを 見守って いた 群れの 者たち は， こ 
う して それが エホバの 言葉で ある こと 
を 知る ようになった。 

12 その 時 わたしは 彼らに 言った， 
「それが あなた 方の 目に 良い とされる 
なら， わたしの 賃金を [わたしに] 下さ 
い。 そうでないなら， やめて ください」。 
そこで 彼らは， わたしの 賃金と して 銀 
三十 枚を 支払った。 

13 すると エホバは わたしに こう 
言われた。 「それを 宝物 庫に 投げ 入 
れよ 一 彼らの 見地で わたしが 値 積 
もりされ た その 立派な 価を」。 そこで 
わたしは その 銀 三十 枚を 取って， エホ 
パの 家の 宝物 庫に 投げ込んだ。 

14 それから わたしは 自分の 二蕃 目の 
杖で ある “ 結合” の ほうを 幾っに も 断 
ち 切った 0 ユダと イスラエルとの 間の 
兄弟 関係 を 断った めであった。 

15 エホバは さらに わたしに こう 言わ 
れ た。 「自分の ために， 無用な 牧者の 
用具 類を さらに 取りなさい。 16 今 わ 
たしは この 地に ひとりの 牧者を 起こす 
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からで ある 0 消し 去られて ゆく  [羊] に 
彼は 注意を 払わない。 幼い ものを 彼は 
探し 求めず， 傷ついた [羊] をい やすこ 
ともしない。 立ち 構える 者に [食物を] 
与えず， 肥えた ものの 肉を 自分で 食ら 
い， [羊] の ひづめを もぎ 取る。 17 群 
れ から ‘ れて 行く， わたしの 無益な 牧 
者は 災い だ！ その 腕と 右の 目には 剣 
が 臨む。 その 者の 腕は 必ずな え， その 
右目は 必ず かすむ であろう」。 

12 籠： 

i “ 「イスラエル に関する エホバの 
言葉」 と， エホバは お告げになる。 す 
なわち， 天を 差し 広げ， 地の 基を 据え， 
人の 内に その 霊を 形造って おられる 方 
が [言われる]，  2 「今 わたしは， エル 
サ レムを， 周囲の すべての 民を ふらつ 
かせる 鉢と する。 また， ユダに 対し， 
[まさに] エルサレムに 対して， 彼は 攻 
囲を しかけて 来る。 3 だが， その 日， 

たみ  たい 

わたしは エルサレムを すべての 民に 対 
して 重荷の 石と する。 それを 持ち上げ 
る 者は みな 必ず 身に ひどい かき 傷を 負 
うであろう。 地の すべての 国民は 必ず 
これに 敵して 集まる。  4 その 日， わ 
た しはすべ ての 馬を 打って うろたえさ 

の  きょうき  [卜） 

せ， その 乗り手を [打って] 狂気させる」 
と， エホバは お告げになる。 「そして， 

いえ  じ ぶん  ひら 

ユダの 家の 上に わたしは 自分の 目を 開 
i， もろもろの 民の 馬を ことごとく 打っ 
て その 視力を 失わせる。 5 それで， ユ 
ダの 首長た ちは そ の I 心の 中で 必ず 言う 
であろう， 『エルサレム に 住む 者たち 
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は， その# たる 万軍の エホバの ゆえに 
わたしの 力で ある』 と。 6 その 日， わ 
たしは ユダの 首長たち を， 木々 の 間に 
置かれた 火つ ぼの ように， 刈り取った 
一 続きの 穀物の 中に 置かれた 燃える た 
いまつの ようにす る。 彼らは， 右に 左 
に 周囲の すべての 民を むさぼり 食う の 
である。 こうして エルサレムに はなお 
も 人が 住む ことになる。 それ [自身] の 
場所， エルサレムに である。 

7 「そして エホバは 必ず， ユダの 天幕 
をまず 第一に 救う。 ダビデの 家の 美し 
さ， また エルサレムに 住む 者の 美し さ 
が ユダに 対して 大きくな りすぎ る こと 
のない ためで ある。 8 その 日， エホバ 
は エルサレムに 住む 者たち を 囲む 防壁 
となる。 彼らの 中で つまずく 者は その 
日 必ず ダビデの ようになり， ダビデの 
家は 挫の ように， 彼らの 前にい る エホ 
バの み使いの ようになる。  9 そして 
その 日， わたしは エルサレムに 攻めて 
来る 国々 の 民を すべて 滅ぼし 尽くそう 
tt£o 

10 「また わたしは， ダビデの 家と エ 
ルザ レム に 住む 者た ちの 上に 恵みと 懇 
願の 霊を 注ぎ 出す。 彼らは 必ず _ 分た 
ちが 刺し通した 者を 見つめ， 一人 [子] 
について 泣き叫ぶ かの ように 遮に つい 
て 泣き叫ぶ。 また， 初子の ための 激し 
い 嘆きの 時の ような 激しい 嘆きが その 
者に 関して ある。 11 その 日， エルザ 
レムでの 泣き叫びは 大きくな り， メギ 
ドの 谷 あい 平原に ある ハダ ドリ モンで 
の 泣き叫びの ようになる。 12 こうし 
て その 地は 必ず 泣き叫ぶ。 それぞれの 


家族が 別々 に。 すなわち， ダビデの 家 
の 家族は 自分たち だけ， その 女たち も 
自分たち だけで。 ナ タンの 家の 家族は 
自分たち だけ， その 女たち も 自分たち 
だけで。 13 レビの 家の 家族は 自分た 
ち だけ， その 女たち も 自分たち だけで。 
シ ムイ 人の 家族は 自分たち だけ， その 
女たち も 自分たち だけで。 14 残って 
いるすべ ての 家族 も， それぞれの 家族 
が 自分たち だけ， その 女たち も 自分た 
ち だけで。 

1 〇 「その 日， ダビデの 家に 対し， ま 
丄〇 た ヱ ルサ レムに 4 む 箸たち に 対 
して， 罪の ため， また 憎悪すべき もの 
のた めの 井戸が 開かれ るであろう。 

2 「また その 日には 必ずこう なる」 と， 
万軍の エホバは お告げになる。 「[す 
なわち，] わたしは この 地から 偶像の 
名を 断つ。 それらは もはや 思い出され 
る ことは ない。 また， 預言者た ちと 汚 
れの 霊と を この 地から 去って 行かせる。 
3 そして， 人が なお も 預言す る ことが 
あると すれば， その 者を 生んだ 父と 母 
は 彼に こう 言わねば な ら ない。 『お前 
は 生きられない。 偽り 事を エホバの 名 
において 語った からだ』。 そして， その 


父と 母， すなわち これを 生んだ 者たち 
は， その 預言の 業の ゆえに 彼を 刺し通 
さねば ならない。 

4 「また その 日には 必ずこう なる。 
[すなわち，] 預言者た ちは， 預言を す 
る 際 おのおの 自分の 幻に ついて 恥じる 
ようになる。 彼らは 欺きの ために 毛の 
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職 服を 身に 着けない。 5 そしてき っ 
とこう 言う。 『わたしは 預言者で はな 
い。 土を 耕す 者 だ。 地の 人が わたしを 
若い ころから 手に入れ たの だ』。 6 そ 
こで 人は 彼に こう 言う ので ある。 『両 
手の 間にある あなたの [身の] これらの 
傷は どうしたの か』。 すると 彼は きっと 
言う であろう， 『わたしを 強く 愛する 
者たち の 家で 打たれた ときの もの だ』」。 

7 「剣よ， わたしの 牧者に 向かい， わ 
たしの 仲 rl たる 強健な 男子に 向かって 
目を覚ませ」 と， 万軍の エホバは お告 
げ になる。 「牧者を 打って， 群れの も 
のたち を 散らせ。 わたしは 必ず， 取る 
に 足りない 者たち の 上に わた しの 手を 

もど （力） 

民す」。 

8 「また， その 全土で 必ずこう なる」 
と， エホバは お告げになる。 「[すな 
わち，] そこの 三分の 二が 切り 断たれ 
て， 息 絶える。 あとの 三分の 一はず っ 
とそ こに 残され i。  9 そして わたし 
は 必ず その 三分の 一に 火の 中を くぐら 
せる。 わたしは， 銀を 精錬す るよう に 
して fl らを まさに 精錬し， 金を 調べる 
ようにして 彼らを 調べる。 それは わた 
しの 名を 呼び 求め， わたしは それに 答 
える。 『これは わたしの 民で ある』 と 
わた しは 言い， 『エホバは わた しの 迚 
です』 とそれ は 言う であろう」。 

1 J 「見よ， エホバの 日が 来る。 あ 
なた からの 分捕り物は まさに あ 
なた のた だ 中で 分配 される。  2 そし 
てわた しは 必ずす ベての 国の 民を 集め 
て， 戦いの ために エルサレムを 攻めさ 
せる。 この 秦 市は まさしく 。攻略され， 
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家々 は 略奪に 遭い， 女たち は 犯される 
であろう。 こうして その 都市の 半ばは 
流刑に される ので ある。 だが， 民のう 
ちの 瘇っ ている 者たち は， その 都市 か 
ら 断たれる ことは ない。 

3 「そして エホバは 必ず 進み出て そ 
れら 国民と 戦い， ご 自分の 戦いの 
日， 戦闘の 日の ように される。 4 また 
その 足は， その 日に， エルサレムの 正 
面， その 東側に ある オリー ブの 山の 上 
に まさに 立つ。 そして， オ リーブの 山 
は その 真ん中のと ころで， 日の出の 方 
から 西に 向かって 裂ける ことになる。 
非常に 大きな 谷が できる であろう。 山 
の 半ばは まさしく 北に 移り， その 半ば 
は 南に [移る]。  5 そして あなた 方は 

必ず わた しの 山 あいの 谷に 逃げる であ 
ろう。 [その] 山 あいの 谷は アツ ェルに 
まで 達する からで ある。 こうして あな 
た 方は， ユダの 王 ウジ ヤの 日に [地] 震 
のために 逃げた ときと 同じよう にして 
逃げる ことになる。 そして， わたしの 
裡 エホバは 必ず 来る。 すべての 聖 なる 
者たち は それに 伴って いる。 

6 「また， その 日には 必ずこう なる。 
[すなわち，] 貴い 光はなくなる であろ 
う 一事 物は 固まる ので ある。  7 そし 
て それは， エホバの ものと して 知られ 
る 一日と なる ので ある。 それは 昼では 
ない。 夜で もない。 それは 夕刻に 明る 
くなる ので ある。 8 また， その 日には 
必ずこう なる。 [すなわち，] 生きた 水 
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ろば， また それらの 宿営に いる あら ゆ 
る 家畜に 対する 神罰 もこの ように， こ 
の 神罰の ようになる。 

16 「また， 必ずこう なる。 [すな わ 
ち，] エルサレムに 攻めて 来る あらゆる 
国民のう ち 残って いるすべ ての 者， そ 
の 者たち もまた 年 ごとに 上って 行って 
王なる 万軍の エホバに 身をかがめ， 仮 
小屋 の 祭りを 祝わなければ な ら ない。 
17 そして 必ずこう なる。 すなわち， 地 
の もろもろの 家族のう ち， エルサレム 
に 上って 来て 王なる 万軍の エホバに 身 
を かがめない 者が いれば， その 者たち 
の 上に， 降り注ぐ 雨が 生じる ことは な 
い。 18 また， もし エジプトの 家族が 
上って 来ず， まさに そこに 入って 来な 
いなら， その 者たち の 上に も それは 生 
じないで あろう。 上って 来て 仮小屋の 
祭りを 行なわない 諸国 民を エホバが む 
ち 打つ その 神罰が 臨む。 19 これが， 
エジプトの 罪， また 上って 来て 仮小屋 
の 祭りを 行なわない あらゆる 国民の 罪 
[に対する 処罰] となる。 

20 「その 日には， 馬の 鈴の 上に， 『神聖 

[コ）  しる 

さは エホバの もの！』 と 記される。 ま 
た， エホバの 家の 広口の 料理な ベは 必 
ず 祭壇の 前の 鉢の ようになる。 21 そ 
して， エルサレムと ユダの すべての 広 
口の 料理な ベ も 万軍の エホバに 属する 
聖 なる ものと なる。 犠牲を ささげる 者 
はみ な 入って 来て そこから 取り， その 
中で 煮る ことにな 4。 また その 日， 万 
軍の エホバの 家に カナン 人は もはやい 

[チ） 

なくなる」。 
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が エルサレムから 出て， その 半ばは 東 
方の 海へ， 半ばは 西方の 海へ 行く。 夏に 
も 冬に も そのよう になる。  9 そして， 
エホバは 全地の 王と なる ので ある。 そ 
の 日， エホバは ひとり ，そのみ 名 も 一つ 
である ことが 明らかになる であろう。 

10 「全土は 変わって， ゲバから， エ 
ルサ レムの 南の リモ ンに 至る までが ア 
ラバの ようになる。 [エルサレム] は 高 
まって， その 場所に 人が 住む ことにな 
る。 “ ベニヤ ミンの 門” から“ 第一の 
門” のと ころまで， “ 隅の 門’’ に 至る 
まで， “ ハナ ヌエ ルの 塔” [から] 王の 
搾り おけに 至る までで ある。 11 こう 
して 民は 必ず そこに 住む。 禁令に 付し 
て [滅びに 至らせる] ような ことは もは 
やない。 エルサレムには 人が 安らかに 
住む ので あ 4。 

12 「また， エルサレムに 敵して まさ 
に 軍役を 行なう すべての 民を エホバが 
むち 打つ その 神罰は このようになる。 
すなわち， 人が 自分の 足で 立って いる 
間に その 肉は 朽ち果てて ゆく。 目は そ 
の くぼみに あるう ちに 朽ち果て， 舌は 
その 口に あるう ちに 朽ち果てて ゆく。 

13 「そして， その 日には 必ずこう な 
る。 [すなわち，] エホバからの 混乱が 
彼らの 間に 広がる。 彼らは それぞれ 自 
^ の 友の 手を つかみ， その 手は 友の 手に 
向けて 上げられ るので ある。 14 そし 

みず か  たたか 

て ユダ 自ら も エルサレム において 戦っ 
ている であろう。 周囲の すべての 国民 
の 富， 金と 銀と 衣が おびただし いまで 
に 集められ るので ある。 

15 「そして， 馬， らば， らくだ， 雄 


ヨエ 2:20 
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マラキ 書 


，々こ く 

エ マラキに よる， イスラエルに 議す 
る エホバの 言葉： 

2 「わたしは あなた 方を 愛した」 と， 
エホバは 言われた。 

すると あなた 方は 言った， 「 どのよ 
うに わたしたちを 愛した のか」 と。 

「エ サウは ヤコブの 兄弟ではなかった 
か」 と， エホバは お告げになる。 「そ 
れ でも わたしは ヤコブを 愛し，  3 エ 
サウを 憎んだ。 わたしは ついに 彼の 
山々 を 荒れ果てた 所と し， その 相続 分 
を 野の ジャ ッ カルの ための [場所] と 

[ク 1 

した」。 

4 「『我々 は 打ち砕かれ たが， それで 
も 立ち直って， 荒れ 廃れた 場所を 建て 
直す』 と エドムが 言いつ づけて いる ゆ 
えに， 万軍の エホバは このように 言われ 
た。 『彼らは 建てる であろう。 しかし 
わたしは [それを] 打ち 崩す。 そして 良 
は 必ず 彼 ら のこと を， 「邪悪の 領地」， 
「エホバが 定めの ない 時に 至る まで も糾 
弾した 民」 と 呼ぶ であろう。 5 また， 
あなた 方の 目 も [それを] 見， あなた 方 
自ら も 言う であろう， 「イスラエルの 
領地に 関して エホ ノ  くが 大 L ゝ なる ものと 
される ように」 と』」。 

6 「『子は 父を 敬い， 僕は その 大 主人 
を [敬う]。 それで， もし わたしが 父で 
あるの なら， わたしに 対する 敬意は ど 
こに あるの ふ。 また， もし わたしが 大 
主人で あるの なら， わたしに 対する 恐 
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詩 127:1 


コ詩 137:7 


サ詩 35:27 


シ出 20:12 
マタ 15:4 
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れは どこに あるの か』 と， 万軍の エホ 
バは あなた 方に 言った。 わたしの 名を 
軽んじて いる 祭司たち よ。 

「『すると あなた 方は 言った， 「わた 
したち は あなたの 名を どのように 軽ん 
じた か」 と』。 

7 「『わたしの 祭壇の 上に 汚れた パン 
を 差し出す こと [によって] である』 0 

「『すると あなた 方は 言った， 「わた 
したち は どのように あなたを 汚した 
か」 と』。 

「『「エホバの 食卓 は 軽ん ずべき もの」 
と 述べる ことによって である。  8 ま 
た， 盲の [動物] を 犠牲の ために 差し出 
しながら， 「何も 悪い ところは ない」 
と [言って いる]。 また， 足な えの [動 
物] や 病気の ものを 差し出しながら， 
「何も 悪い ところは ない」 と [言って 
ぃ 1']』」。  _ 

「それを， どうか， あなたの 総督の も 
とに 持って行く ように。 彼は あなたの 
ことを 喜ぶ であろう か。 あなたを 親切 
に 迎える であろう か」 と， 万軍の エホ 
パは 言われた。 

9 「それで 今， どうか， 神の 顔を 和 
めて， わたしたちに 恵みを 示して くだ 
さるよう にせよ。 あなた 方の 手から こ 
の 事は 生じた ので ある。 [®] は あなた 
方の だれかを 親切に 迎え られ るだろう 
か」。 万軍の エホバは こう 言われた。 

10 「また， あなた 方の 中に， 扉を 閉 
じる 者が だれかい るだろう か。 そして， 


1479 


マラキ 1:11  一 2:7  汚れた 犠牲。 祭司の 唇は 知識を 保つべき  1480 

あなた 方は わたしの 祭壇に 火を 付けな 第1 章  A 「それで 今， 祭司たち よ， この おき 
い 一 何の 理由 もな しに。 わたしは あな ^ ては あなた 方に 対する ものである。 
た 方の ことを 喜ばない」 と， 万軍の エ 6；2；  2 もし あなた 方が 聴かず， [それを] 心 

い  エレ 14:12  お  （ウ j  えいこう  ふ 

ホ パは 言われた。 「あなた 方の 手から ァモ 5:21 に 置いて わたしの 名に 栄光を 付さない 
の 供え物を わたしは 喜びとは しない」。 ならば」 と， 万軍の エホバは 言われた。 

11 「日の 昇る 所から 日の 沈む 所に 至 「わたし も 必ず あなた 方の 上に のろいを 
るまで， わたしの 名は 諸国 民の 間で 大  °?  Sis 送り， あなた 方の 祝福を のろいと する。 
いなる ものと なり， あらゆる 所で 犠牲 ^ ハ4:23 事実， わたしは その [祝福] をのろ いと 
の 煙が 上り， 進物， すなわち 清い 供え ゼパ g19 したので ある。 あなた 方が [それを] 心 
物が わたしの 名に 対して ささげられる に 置いて いないからで ある」。 

ようにな るので ある。 わたしの 名は 諸 ^^^22  3 「見よ， あなた 方の ゆえに， わたし 

国民の 間で 大 いなる ものと なる からで コ^; は [まかれた] 種を 叱責して いる。 わた 
ある」 と， 万軍の エホバは 言われた。 ^tJ722:20 しは あなた 方の 顔に 糞を， あなた 方の 
12 「しかし あなた 方は， 『エホバ  it  2；!s 祭りの 糞を 振り まく。 また， 人は まさ 
の 食卓は 汚れた もの， その実， すな わ ス 詩47:2  にあな た 方を そのと ころに 連れて行く 

ちその 食物は 軽ん ずべき もの』 と 述べ であろう。 4 こうして あなた 方は， わ 

(♦)  [ク） セ， 76:12  おく 

る ことによって わた しを 汚して いる。 @ 15:4  たしが この おきてを あなた 方に 送った 
13 しかも あなた 方は， 『見よ， 何と 第二 欄 ことを 知る ので ある。 それは， レビに 
うみ 疲れる ことか』 と 言って， それを 対する わたしの 契約が 存続す るた めで 
鼻で あしらうよう にさせた」 と， 万軍 ァ哀 4:13  ある」 と， 万軍の エホバは 言われた。 

ホセ 5:1  けいやく  かれ  たい 

の エホバは 言われた。 「そして あなた マラ w  5 「わたしの 契約， それは 彼に 対する 

ひさ  イ レビ 26:14  いのち へいわ 

方は， 引き裂かれ たもの， 足な えの も ィザ3。:9 もので あり， 命と 平和の [契約] とな っ 
の， 病気の ものを 携えて 来た。 あなた  た。 わたしは それらを 彼に 与えつ づけ 

方は [そのような ものを] 供え物と して ==u28=16 た。 それは 恐れの うちにな された。 彼 
携えて 来たので ある。 わたしは あなた 力 はわた しへの 恐れを 示し 続けた。 わた 
方の 手に ある ものに 喜びを 持てる だろ キ ^ だ 7 しの 名の ゆえに 彼は おののきに 打たれ 
うか」 と， エホバは 言われた。  クミ iSL たので ある。 6 真実の 律法が 彼の 口に 

14 「それで， 自分の 群れの 中に 雄の 動 ^3:6  あった。 その 唇に 不義が 見いだ される 

ぶつ  ふ  ま  もの  民 18：23  へいわ  れんちょく 

物が いるのに こうかつに 振る舞う 者は 上ゼ 44ボ ことはなかった 0 平和と 廉直のう ちに 

かれ せいやく  そこ  サ詩 119:165  とも あゆ  （ソ】 

のろわれる。 彼は 誓約を 立てて， 損な シ 詩19 :9  彼は わたしと 共に 歩んだ。 彼が とが か 
われた ものを エホバに 犠牲と して ささ ス' 111;9 ら 立ち返らせた 者は 多かった。 7 祭司 
げ るので ある。 わたしは 大 いなる 王な H24 の 唇は 知識を 保つべき もので あり， 律 
ので ある」 と， 万軍の エホバは 言われ 1111 20n 法は， 民が 彼の 口に 求めるべき ものな 
た。 「わたしの 名は 諸国 民の 中で 畏怖  Sn2£：3 ので ある。 彼は 万軍の エホバの 使者 だ 

ねん  いだ  W  ネへ 8:8  ⑼ 

の 念を 抱かせる ものと なる であろ う」。 ッハガ 1:13 からで ある。 
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8 「それな のに あなた 方は， その 道 
から それた。 多くの 者を 律法の 中で つ 
まず かせた。 あなた 方は レビの 契約を 
損なった」 と， 万軍の エホバは 言われ 
た。 9 「それで わたし も 必ず， あなた 
方を 軽んじられる 者と し， あなた 方を 
すべての 民に 対して 低くなら せる。 あ 
なた 方が わたしの 道を 守らず， 律法に 
関して 偏りを 示して いたから である」。 

10 「わたしたち すべては， 一人の 父 
を 有して いるので はない か。 わたした 
ちを 創造され たのは， 一人の 裡 ではな 
いか。 わたしたちが 互いに 対して 不実 
な _ る 舞いを し， 爻祖 たちの 契約を 汚 
している のは どうして か。 11 ユダ 
は 不実な 振る舞い をした。 嫌悪すべき 
事柄が イスラエルと エルザ レムで なさ 
れ た。 ユダは エホバの 神聖 さを， [迚] 
が 愛して おられた ものを 汚した。 彼は 
異国の 神の 娘を 花嫁と して 得た ので あ 
る。 12 エホバは そのような ことを 行 
なう 者を， 目 ざめ ている 者を も， 答え 
ている 者を も， ひとりひとり ヤコブの 
天幕から 断ち 滅ぼされる であろう。 そ 
して， それが， 万軍の エホバに 供え物 
を 差し出し ている 者であって も」。 

13 「また， これが あなた 方の する 二 
番目の 事で ある。 [それは 結果と して,] 
エホバの 祭壇を 涙で， [また] 泣き 悲し 
みや 嘆息で 覆い， もはや 供え物の ほう 
に 振り向く こと も， 喜びを もって あな 
た 方の 手から [何 かを] 受け取る こと も 
ない までに ならせて いる。 14 そして 
あなた 方は 言った， 『これは 何のた め 
か』 と。 このため である。 すなわち， ェ 


ホバ 自身， あなたと あなたの 若い 時の 
妻との 間につ いて 証し をす る 者と なっ 
たからで ある。 それは あなたの 伴侶， 
あなたの 契約の 妻で あるに も かかわら 
ず， あなたは これに 対して 不実な 振る 
舞いを した。 15 しかし， [それを] 行 
なわない 者が 一人いた。 それは， 彼が 
霊の 残りを 有して いたた めで ある。 そ 
して， その 者は 何を 求めて いたか。 裡 
の 胤で ある。 それで あなた 方 も， 自分 

かん  みず か  まも [ェ）  わか 

の 霊に 関して 自らを 守り， 自分の 若い 
時の 妻に 対して だれも 不実な 振る舞い 
をして はならない。 16  [神] は 離婚を 
憎んだ ので ある」 と， イスラエルの® 
エホバは 言われた。 「また， 自分の 衣 
を 暴虐で 覆った 者を^)」 と， 1  万軍の エ 
ホバは 言われた。 「それで あなた 方は， 

れい  かん  みず か  まも  ふじつ 

自分の 霊に 関して 自らを 守り， 不実な 
振る舞いを しては ならない。 

17 「あなた 方は 自分の 言葉で エホバ 
をう み 疲れさせた。 そして あなた 方は 
言った， 『どのように うみ 疲れさせ たか』 
と。 『悪を 行なって いる 者は すべて エ 
ホ パの 目に 善しと され， そのような 者を 
[神] は 喜びと された』 と 述べる ことに 
よって， また， 『公正の 裡は どこに いる 


のか』 と [述べる ことによって] である」。 
〇 「見よ， わたしは 自分の 使者を 遣 
° わす。 彼は わたしの 前に 道を 整え 
なければ ならない。 また， あなた 方の 
求める， [まことの] 主が その 神殿に 突 

ぜん  く  [ソ）  よろこ （夕) けい 

然に 来る。 そして， あなた 方の 喜ぶ 契 

やく  W  [ツ 1  もの  かなら 

約の 使者が。 見よ， その 者は 必ず 来る」 

ばんぐん  い  [テ】 

と， 万軍の エホバは 言われた。 
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2 「しかし， 彼の 来る日に だれが 忍べ 
るであろう ふ。 その 現われる 時に 立っ 
て いられる のは だれであろう か。 彼 
は 精錬す る 者の 火の ように， 洗濯 人の 
灰汁の ようにな るからで ある。 3 そし 
て 彼は 銀を 精錬す る 者 また 清める 者と 
して 座し， レビの 子ら を 必ず 清く する。 
彼らを 金の ように， また 銀の ように 澄 
ませ， 彼らは エホバの ため 義に そって 
供え物を ささげる 民と なる ので ある。 
4 こうして ユダと エルサレムの 供え物 

むかし  としつき 

は， 昔の 日の ように， いにしえの 年月 
のように まさ に エホバを 喜ばせる もの 
とな I。 

5 「また わたしは 裁きの ために あな 
た 方に 近づく。 わたしは， 呪術を 行な 
う 者， 姦淫を 行なう 者， 為りの 誓いを 
立てる 者に 対し， また 賃金 労働者の 賃 
金に 関し， やもめ や 父な し 子に 関して 
詐欺を 働く 者に 対し， また 外人 居留 者 
を 退けて いる 4 ■に [対して] 速やかな 証 
人と なる。 彼らは わたしに 恐れを 持た 
なかった ので ある」 と， 万軍の エホバ 
は 言われた。 

6 「わたしは エホバで あり， わたしは 
変わって いないの である。 また あなた 
方は ヤコブの 子で あり， あなた 方は 自 
分の 終わりに 来て はいない。 7 父祖た 
ちの 日 以来 あなた 方は わた しの 規定 か 
ら それ， それを 守って こなかった。 わ 
たしの もとに 帰れ。 そうすれば， わた 
しも あなた 方の もとに 帰ろ 4」 と， 万 
軍の エホバ は 言われた。 

すると， あなた 方は 言った， 「わたし 
たちは どのよう にして 帰る のか」 と。 
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8 「地の 人が# から 奪い取る だろう 
か。 それな のに， あなた 方は わたし か 
ら 奪い取って いる」。 

すると， あなた 方は 言った， 「わたし 
たちは どの ように あ なた から 奪 L 、取っ 
たか」 と。 

「十分の一， ま た 寄進 物に 関 してで あ 
る。 9 あなた 方は のろいを もって [わ 
たしを] のろい， わたしから 奪い取って 
いる 一 国民 全体が。 10 十分の一を こ 
と ごとく 倉に 携え 入れて， わた しの 家に 
食物が あるよう にせよ。 この 点で， ど 
うかわた しを 試みる ように」 と， 万軍 
の エホバは 言われた。 「わたしが あな 
た 方に 向かって 天の 水門を 開き， もは 
や 何の 不足 もない までに あなた 方の 上 
に 祝福を 注ぎ 出す かどう かを [見よ]」。 

11 「また わたしは， あなた 方の ため 
に， むさぼり 食う 者を 叱責す る。 それ 
が あなた 方に 対して 地の 実を 損なう こ 
とはな く， 野の ぶどうの 木が あなた 方 
のために 実を 結ばせな いこと もないで 
あろう」 と， 万軍の エホバは 言われた。 

12 「そして， すべての 国の 民は， 必 
ず あなた 方を 幸福な 者と 呼ぶ であろう。 
あなた 方 自身が， 喜びの 地と なる から 
である」 と， 万軍の エホバは 言われた。 

13 「わたしに 対する あなた 方の 言葉 
は 強かった」 と， エホバは 言われた。 

すると， あなた 方は 言った， 「わた 
したち は あなたに 対して 何を 言い合 っ 
たか」 と。 

14 「あなた 方は こう 言った， 『神に 
仕えても 無駄な こと だ。 そして， [裡] 


' ヨブ 40:8; マラ 1:6; 
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への 務めを 守った からといって， また 
万軍の エホバの ゆえに 失意して 歩んだ 
からといって， 何の 益が あるだろう か。 
15 そして 今， わたしたちは， せん 越な 
民を 幸福な 者と する。 しかも， 悪を 行 
なう 者たち は いっそう 築き上げられて 
いる。 また， 彼らは 拽を 試みて， なお 
も 逃げ おおせて いる』」。 

16 その 時， エホバを 恐れる 者たち が 
互いに， 各々 その 友に 語り， エホバは 
注意して 聴いて おられた。 そして， エ 
ホ パを 恐れる 者の ため， また そのみ 名 
を 思う 者たち のために， 覚えの 書が そ 
のみ 前で 記さ れ るよう になった。 

17 「そして 彼らは 必ず わたしの もの 
となる」 と， 万軍の エホバは 言われた。 
「それは， わた しが 特別な 所有物を 生み 
出す 日で ある。 そして わたしは， 人が 

じぶん  つか  どうじょう  しめ  おな 

自分に 仕える 子に 同情を 示す のと 同じ 
ように 彼らに も 同情を 示す。 18 そし 
て あなた 方は 必ず， 義 なる 者と 邪悪な 
者， 神に 仕える 者と 仕えなかった 者と 
の [相違] を 再び 見る であろう」。 

A  「見よ， 炉 のように 燃える 日が 来る 
^ からで ある。 そして， すべての せ 
ん 越な 者， また 悪を 行なう すべての 者 
はま さに 刈り株の ようになる。 それで， 
来たらん とする その 日は 必ず 彼らを む 


さ ぼり 食う であろう」 と， 万軍の エホ 
バは 言われた。 「こうして それは， 彼 
らに根 も 大枝 も 残さない。 2 しかし， 
わたしの 名を 恐れる あなた 方には， 義 
の 太陽が 必ず 照り 輝き， その 翼には 
いやしが 伴う。 あなた 方は まさに 出て 
行って， 肥えた 子牛の ように 地を かき 
なでる であろう」。 

3 「また あなた 方は 邪悪な 者たち を 
必ず 踏み にじるであろう。 わたしが 行 
動す る 日， 彼らは あなた 方の 足の 下で 
粉の ようにな るからで ある」 と， 万軍 
の エホバは 言われた。 

4 「あなた 方は， わたしの 僕 モー セの 
律法を 覚えよ。 それは， わたしが 全イ 
スラ エルに 関 して ホ レ ブで 彼に 命じた 
ものである。 すなわち， 規定と 司法 上 
の 定めと を [覚えよ]。 

5 「見よ， エホバの 大 いなる， 畏怖の 念 
を 抱かせる 日の 来る 前に， わたしは あ 
なた 方に 預言者 エリヤを 遣わす。 6 そ 
して— は， 父の 心を 子に， 子の 心を 父 
に 立ち返らせ るので ある。 それは， わ 
たしが 来て まさに 地を 打ち， [それを] 
滅びの ために ささげる ことのな いため 
である」。 


(へ ブライ-アラム 語 聖書の 翻訳の 終わり。 クリ 
ス チャン •ギリシャ 語 聖書の 翻訳が 以下に 続く。） 


第二 欄 

ァ王 n  20:21 
ィ王 n  2i：i8 
ウ代 n  33  :20 
エ王 n  21:24 
代 I  3:14 
才王 n  23:34 
力 代 I  3:15 
代 I  3:16 
エレ 28:4 
キ王 D  24:15 
代 n  36:10 
エレ 27:20 
エレ 29:2 
ク代 I  3:17 
ルカ 3:27 
ケ代 I  3:19 
エズ 3:2 
ネへ 12:1 
ルカ 3:27 
コマ タ 27:17 
サマタ 13:55 
マル 6:3 
シル カ 1:27 
ス ルカ 1:35 


マ タイに よる 書 


(7)  [イ） 

1 アブラハムの 子， ダビデの 子， イ 

れきし 

エス •キリスト についての 歴史 

しょ [ゥ） 

の 書： 

ちち  （エ） 

2 アブラハムは イサクの 父と なり， 

I 才 1 

イサクは ヤコブの 父と なり， 

ヤコ ブは ユダと その 兄弟たち の 父 
となり， 

3 ユダは タマルに よって ペレツと ゼ 
ラ ハの 父と なり， 

(ク） 

ペレツは へツ ロンの 父と なり， 

へツ ロンは ラムの 父と なり， 

4 ラムは アミナ ダブの 父と なり， 

[コ） 

アミナ ダブは ナフ ション の 父と なり， 

[サ 1 

ナフ ショ ンは サルモンの 父と なり， 

[シ I 

5 サルモンは ラハブ によって ボアズ 
の 父と なり， 

【ス1 

ボアズは ルツ によって オペ デの 父 
となり， 

[セ） 

オペ デは エッ サイの 父と なり， 

[VI  ちち  ；夕1 

6 エッ サイは 王 ダビデの 父と なった。 
ダビデは ウ リヤの 妻に よって ソロ 

1 チ） 

モンの 父と なり， 

ちち  !*» 

7 ソロモンは レ ハべ アムの 父と なり， 
レ ハべ アムは ア ビヤの 父と なり， 

[テ）  【卜） 

ア ビヤは アサの 父と なり， 

ちち 

8 アサは エホ シャフ ァ トの 父と なり， 
エホ シャ ファ トは エホ ラムの 父と 
なり， 

エホ ラムは ウジ ヤの 父と なり， 

9 ウジ ヤはヨ タムの 父と なり， 

(?)  (ネ） 

ヨ タムは アハズ の 父と なり， 

(4 

アハズ はヒゼ キヤの 父と なり， 


10 ヒゼ キヤは マナ セの 父と なり， 

マナ セは アモンの 父と なり， 
アモンは ヨシヤの 父と なり， 

11 ヨシヤは バビロンへの 強制 移住の 
時に エコ ニヤと その 兄弟たち の 
父と なった。 

12 バビロンへの 強制 移住の 後 エコ 
ニヤは シャル テルの 父と なり， 
シャ ルテルは ゼルバベルの 父と なり， 
13 ゼルバベルは アビ ウ デの 父と なり， 
アビ ウ デは エリヤ キムの 父と なり， 
エリヤ キムは アゾ ルの 父と なり， 

14 アゾ ルは ザ ドクの 父と なり， 

ザ ドクは ア キムの 父と なり， 

ア キムは エリ ウ デの 父と なり， 

15 エ リウ デは エレ ア ザルの 父と なり， 
エ レア ザルは マタンの 父と なり， 
マタンは ヤコブの 父と なり， 

16 ヤコブは マリアの 夫 ヨセフの 父と 
なり， この [マリア] から， キリス 
卜 と 呼ばれる イエスが 生まれた。 
17 それで， アブラハムから ダビデ ま 
での 世代は 全部で 十四 代， ダビデから 
バビロンへの 強制 移住 までは 十四 代， 
バビロンへの 強制 移住から キリスト ま 
では 十四 代であった。 

18 ところで， イエス •キリス トの 誕 
生は こうであった。 その 母 マリアが ヨ 
セフ と 婚約 中 であ っ た 時， ふたり が 結 
ばれる 箭 に， 黻が 謹に ょっ# _ 
している ことが' 分かった。 19 しかし， 
その 夫 ヨセフは 義に かなった 人で あり， 


t  ョ I  8 1  1 27 32 8 34 6459 18 33 20 0 32 11 13 2 17 5 24 _, 31 43 ol : 24 1  1 1 : 32 : 38 1 13 
■ 2 :  1 17 : 9 : 1  : :  1 1  : 3 1  : 2 3 : 5 : 2 1  : 3 9 : 3 8 : 2 2 : 4 4 : 3 : 2 : 9 : 3 4 : 2 :  1 3 : 2 :  1 2 : 4 : 2 :  1 5 : 4 4 : 2 :  1 1  2 : 3 : 3 : 1  1  : 3 :  1 14 : 15 : 3 : 21  : 15 : 15 : 18: 3 : 
1 21 タカ 521 力 21231 ツカ 12 ツ I 力 I シツ In ツ Ini 力 Ilnllnnnnl 
^ 創 代 マル 創 創 代 ル 創 代 創 創 代 ルル 代 民 ル 代 ル 代 ョ ル 代 サル 代 サ代ル 王 代代 王 代代 王 王 王 代 
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1485  イエスの 誕生。 占星術 者たち の 訪問  マ タイ 1:20—2:12 

また i 妄を さらし 箸に する こ i71 を ■ま 第1 章 いてへ ロ デ 王は 動揺し， 全 エルサレム 
なかった ので， ひそかに— 11 もようと ァ*  22:23 も 共に [動揺した]。 4  [王] は 民の 祭 
I っ た。 20 しかし， i が これらの こ ィ 申24:1 や たち すべてを 集める と， キ 
とを よく 11 たのち， 見よ， エホバの ゥル ヵ1 :35 リス トが どこで 生まれる ことに なって 
み葰 いが ■の 中で 彼に 鏡 われて， こう !；3? いるの かを 尋ね はじめた。  5 彼らは 

い  ルカ 2.21  い  1ア）  よ 

言った。 「ダビデの 子 ヨセフよ， あなた  言った， 「ユダヤの ベツレヘムです。 預 

の _ マリアを I え 义れる ことを I れて 才 使徒5:31 I •着を k してこう 書かれて いるからで 
はならない。 辍妄 のうちに 1 されて い 力 SS はす。 6 『そして， ユダの 地の べツ レへ 
る ものは 聖 1 によるの であ 4>。 21 彼 ぺ テ12:24 ム よ， あなたは 決して， ユダの 統治者 
妄は 男の子を 4 むであろう。 あなたは キ だ; 3 たちの 間で 最も 取る に 足りない [ 都市] 
その 名を イエスと 呼ばなければ ならな クャ 35.1Q ではない。 統治す る 者が あなたから 出 
ll 綾は. 券の 震1 4 その 扉 か 深う か W て， ゎたしの 震 ィスラェルを S す I か 
ら であ I」。 22 この すべては， 預言者 ヶ ベザ55 :11 ら である』」。 

を i しそ1 エホバに よって ■られ たこと ザ コィ ザ7:14  7 そこでへ ロ デは 占星術 者た ちをひ 
が 皆っ贫 する ために _ 顏に & きたので あ サィ ザ8:8 そかに 呼び寄せ， その 星の 現われた 時 
る。 こう 备 われて いた。 23 「見よ， 4 シ ィザ8:10 を 彼らから 注意 深く 確かめた。 8 そし 
妥み詮 i して 男の子を i み， I らはそ スル ヵ2:7 て， i らを ベツレヘムに 1 わす i にこ 
の 名を インマ ヌエ： と# ぶであろう」。 セルヵ1:34 う 言った。 「行って その 幼子を 注意 深 
これは， K せ ば， 「わたしたちと 装に ソ= は く 捜し， 見つけたら， わたしの ところ 

挫は おられる」 という 意味で ある。  - に 報告しなさい。 わたし も 行って それ 

24 そこで ヨセフは 眠りから覚め， エ タルヵ 1:5 に 敬意を ささげる ためで ある」。  9 王 
ホバ のみ 禮 いが 鼻 条 したと おりに 荇な . ^  5:2 の [ことば] を 聞いて から， 彼らは 出か 
い， | 券の 藝を适 え A れた 〇  25 しか ルヵ2:4 けて 行った 。すると， 見よ， 東方に [ い 
し， ？ 違妄が 子を 壶 むまで (I， 彼女と 菱 ッ ダニ1:2。 た轉 に] 見た 星が 彼らの 先を 行き， つい 
わりを A たな かっ# 。そして i は その テシ9^ に 窈 子の いると f の 上方ぅ まで 来て 止まっ 
[子] の 名を イエスと 春んだ。  トィザ 47:13 た。 1〇 その 星を 見て， 彼らは この 上 

2 イエスが 王へ ロ デの 時代に ユダヤ  タ  なく 歓ん だ。 11 そして， 家の 中に 

のべ ツ レへ it で 生まれた のち， 見 第二 欄 入った 彼らは， その 母 マリア と共にい 
よ， M 另 からのせ 苦 置杂っ 蒼た 41 が ヱルサ ァョ ハ7:42 る!! 学を 見， ひれ 喪して 蓺 i を ささげ 
レムに i て，  2 こう 备っ た。 「ユダ ィミ ヵ5:2 た。 彼らは また， 自分たち の 宝物を 開 
ャ A の 王と して お生まれ になった 旁を ゥィ ザ44:28 き， [幼子] に 貪 論り を， 鉴ノ 1 しっ 香. 没 
どこに おられます か。 わたしたちは 東 I^n  5:2  薬を 差し出した。 12 しかし， へ ロ デ 
另に [いた 蒔，] その 労の 驗見 たので 10-11 の もとに II ら ぬよう にと， P の 中で 神 

けいい  けいこく  あた  阁  べつ  みち 

す。 わたしたちは その 方に 敬意を ささ ヵマ タ 2:2 からの 警告を 与えられ たので， 別の 道 
げる ために 髮 りました」。  3 これを 聞 キマタ 2:22 を 通って 自分たち の 国に 退いた。 


マ タイ 2:13—3:9  エジプトへ 逃げる。 へ ロ デは 幼子たち を 殺す。 ヨハネ  1486 
13 彼らが 退いた のち， 見よ， エホ 第2 章 た。 22 しかし， アケ ラオが その 父へ 
バの み使いが 夢の 中で ヨセフに 現われ7  〗 ぷ ロ デに 代わって ユダヤの 王と して 支配 

て， こう 言った。 「起きて， 幼子と そ ィ ホセ ii:i している ことを 聞き， そこに 向かう こ 
の 母を 連れて エジプトに 逃げ， わたし ゥマタ 5 ポ とを 恐れた。 さらに， 夢の 中で 神から 
が 知らせる まで そこにと どまって いな 1 マタ 2:7 の 警告を 与えられ たので， ガリラヤ 地 
さい。 へ ロ デが まさに， この 幼子を 捜 方に 退き， 23 ナザレと いう 都市に 来 
して 滅ぼそうと している からで ある」 0 力 創35: 19 て 住んだ 。預言者た ちを 通して， 「彼 

かれ  お  よる  おさなご  じん  よ  (I)  かた 

14 そこで 彼は 起き， 夜のう ちに 幼子と キマタ 1:2〇 は ナザレ 人と 呼ばれる であろう」 と 語 
その 母を 連れて エジプトに 退き， 15 へ  られ たこと が 成就す るた めであった。 

しぼう  （才） 

ロ デの 死亡まで そこにと どまった。 こ ァマタ 2:12  〇 そのころ， バプテストの ヨハネが 
れ は， エホバが ご 自分の 預言者を 通し ィマ ル I:9  d ユダヤの 荒野に 伝道に 来て， 2 こ 
て， 「エジプトから わたしは 自分の 子。 _2:51 う 言った。 「悔い改めなさい。 天の 王 
を 呼び出した」 と 語られた ことが 成就  3" 1:45 国は 近づいた からです」。 3 実際 これ 
する ためであった。  は， 預言者 イザヤを 通して 次のように 

16 その後， へ ロ デは 占星術 者たち に ゼ ヵ3:8 言われた 人で ある 0  「聴け， だれかが 

うら  し  いか  - こうや  さけ  がた 

裏を かかれた ことを 知って 大いに 怒り， 第 3 章 荒野で 叫んで いる。 『あなた 方は エホ 
人を 遣わし， 占星術 者たち から 注意 深 ォマル ^  パの 道を 備えよ！ その 道路を まっす 
く 確かめて おいた 時に したがって， ベ ぐに せよ』」。  4 ところで， この ヨハ 

ツレ ヘムと その 全地 域の 二 歳 以下の 男 3:3 ネ はらく だの 毛の 衣服を 着け， 革の 帯 
の 子 すべてを 除き 去らせた。 17 この クマ タ 4:17 を 腰に 巻いて いた。 その 食べ物 もい な 
時， 預言者 エレミヤを 通して 語られた ヶマル I:2 ごと 野 蜜であった。 5 その 時， エルザ 
ことが 成就した。 こう 言われて いた。  0:3 レムと 全 ユダヤ， また ヨルダン 周辺の 

18 「ラマで 声が 聞こえた。 泣き 悲しみ サ王 D1:8  全地方 [の 人々] が 彼のと ころに 出て 来 
と 激しい どうこくが。 ラケルが その子 シマ ル 1:6 た。 6 そして 人々 は， 自分の 罪を あら 
供たち のために 泣き 悲しむ ので あり， スレビ II:22 わに 告白しつつ， ヨルダン川で 彼から 
彼女は 慰めても らおう とはし なかった。 セ: r 二 f バプ テス マを 受けた。 

彼らが もういな いからで ある」。  vv;l/1:5  7 パリ サイ 人と サド カイ 人が 数多く 

19 へ ロ デが 死亡して から， 見よ， エ  V；U 1：9 パプ テス マに 来る のを 見かけた 時， [ヨ 
ホバ のみ 使いが エジプト にいた ヨセフ  ルヵ7: 3〇 ハネ] は 彼らに こう 言った。 「まむし 

に 夢の 中で 現われて， 20 こう 言った。 チ^^ :34 らの 子孫よ， 来ようと している 憤り か 
「起きて， 幼子と その 母と を 連れ， イス ッ v 夕 23:33 ら 逃れるべき ことを， だれが あなた 方 

ち  い  たましい  ルカ 3:7  あんじ  く 

ラエルの 地に 行きなさい 0 幼子の 魂 ル*2 1:23 に 暗示した のです か 0  8 それなら， 悔 

もと  もの  し  ロマ 2:5  あらた  み 

を 求めて いた 者たち は 死んだ からで あ 啓6:17  い 改めに ふさわしい 実を 生み出し なさ 
る」。 21 それで 彼は 起きて， 幼子と そ テ 使徒26 :20 い。 9 そして， 『わたしたちの 父に ア 
の 母と を 連れて イスラエルの 地に 入っ h  3"  8；39 ブラ ハムが いる』 などと 自分に 言って 
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イエスは バプ テス マを 受ける。 三つの 試み 


マ タイ 3：10—4：9 


はなり ません。 あなた 方に 言って おき 
ますが， 迚は これらの 石から アブ ラ ハ 
ムに字 供たち を 起こす ことができ るの 
です。 10 すでに 斧は 木の 根 もとに 置 
かれて います。 それで， りっぱな 実を 
生み出さない 木は みな 切り倒されて 火 
に 投げ込まれる のです。 11 わたしは， 
あなた 方の 悔い改めの ゆえに 水で バプ 
テス マを 施します。 しかし， わたしの 
後に 来る 方は わたしより 強く， わたし 
は その 方の サンダルを 外して さ しあげ 

あたい  [ク）  せいれい 

るに も 値しません。 その 方は 聖霊と 火 
であな た 方に バプ テス マを 施す で しょ 
う。 12  [穀物を] あおり 分ける シャべ 
ルが その 手に あり， その 方は 自分の 脱穀 
場を すっかり きれいに し， 自分の 小麦を 
倉の 中に 集め， もみ がらの ほうは， 消す 
こ とので きない 火で 焼き払う のです」。 

13 その 時， イエスは ガリラヤから ヨ 
ル ダンに， ヨハネの ところに 来られた 
が， 彼から パプ テス マを 受ける ためで 
あった。 14 しかし， [ヨハネ] は 彼を 
と どめ ようと して 言った， 「私 こそ あ 
なた から バプ テス マを 受ける 必要の あ 
る 者です のに， あなたが 私の もとに お 
いでになる のです か」。 15 イエスは 
答えて 言われた， 「こ の 度は そうさせ 
て もらいたい。 このよう にして わたし 
たちが 義 にかな っ たこと をす ベて 果た 
すのは ふさわしい ことなので す」。 そ 
こで [ヨハネ] は とどめる のを やめた。 
16 バプ テス マを 受けた のち， イエスは 
すぐに 水から 上がられた。 すると， 見 
よ， 天が 開け， [イエス] は， ® の 霊が 
はとの ように 下って 自分の 上に 来る の 
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を ご覧に なっ/ •こ。 17 見よ， さらに 天 
からの 声が あって， こう 言った。 「こ 
れ はわた しの 壬， [わたしの] 愛する 者 
である。 この 者を わたしは 是認した」。 

4 それから イエスは， 悪魔の 誘惑を 
受ける ため， 霊に よって 荒野へ 導 
かれた。 2 四十 日 四十 夜 断食した の 
ちに， [イエス] は 飢えを 感じられた。 
3 さらに， 誘惑 者が 来て ，彼に こう 言っ 
た。 「あなたが 裡の 子であるなら， こ 

めい 

れらの 石に， パンになる ように 命じな 
さい」。  4 しかし [イエス] は 答えて 言 
われた， 「『人は， パン だけに よらず， 
エホバの 口から 出る すべての ことばに 
よって 生きなければ ならない』 と 書い 
てあります」。 

5 ついで 悪魔は 彼を 聖 都の 中に 連れ 
て 行き， 神殿の 胸壁の 上に 立たせて， 
6 こう 言った。 「あなたが 裡の 子で あ 
るなら， 身を 下に 投じなさい。 nm 
は あなたに 関して ご 自分の 使いたち に 
指図を 与え， 彼らは その 手に 載せて あ 
なた を 運び， あなたが 石に 足を 打ちつ 
ける ことのない ようにす る』 と 書いて 
あります から」。 7 イエスは 彼に 言わ 
れ た， 「『あなたの 进 エホバを 試みて は 
ならない』 とも 書いて あります」。 

8 また， 悪魔は 彼を とりわけ 高い 山 
に 連れて行き， 世の すべての 王国と そ 
の 栄光と を 見せて，  9 こう 言った。 
「もし あなたが ひれ 伏して わた しに 崇 
拝の 行為を するならば， わたしは これ 
らの すべてを あなたに 上げ ま しょ う」。 

ソ申 6:16; ルカ 4:12; コ I 10:9; タ マタ 16:26; ルカ 4:5; ヨ 
ハ I  2:16; 啓 11:15; チ 申 11:16; ツ ルカ 4:6; ルカ 4:7; ヨ 
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とき  かれい  ふたれ i». . . : 綱し .. 

10 その 時， イエスは 彼に 言われた， 第4 章 かの 二人， ゼべ ダイの [子] ヤコブと そ 
「サタンよ， 離れ 去れ！ 『あなたの® ァ雲 は の 兄弟 ヨハネが， 父ゼべ ダイと 一緒に 
エホバを あなたは 崇拝し なければ なら I  ^  ^20 舟の 中に [いて]， 自分たち の 網を 繕っ 

[7)  かた  （ィ) しんせい  ほうし  =1 シ 24:14  らん  かれ  よ 

ず， この 方 だけに 神聖な 奉仕を ささげ ルヵ4:8 ている のを ご覧に なり， 彼らを お呼び 

【ウ）  か  エル カ 4:13  かれ  ただ  ふね  ちち 

なければ ならない』 と 書いて あるので ャコ4:7 になった。 22 彼らは 直ちに 舟と 父を 

とき  あくま  かれ  はな  W  オル カ 22:43 のこ  したが 

す」。 11 その 時， 悪魔は 彼を 離れた。 ヘプ1 :14 残して その あとに 従った。 

っか  き  カマ タ 14:3  ぜん 

すると， 見よ， み使いた ちが 来て 彼に  6-1J  23 それから [イエス] は ガリラヤの 全 

仕え はじめた。  土を あまねく 巡り， 諸 会堂で 教え， 王 

12 さて， ヨハネが 捕縛され たこと 111  国の 良いた よりを 宣べ 伝え， 民の 中の 

き  (»]  しりぞ  ヨ ハ 2.12  しっかん  やまい なお  [力） 

を 聞く と， [イエス] は ガリラヤに 退か コィザ 9;1 あらゆる 疾患と あらゆる 病を 治された。 
れ た。 13 さらに， ナザレを 去って か ^^：9：22  24 すると， 彼の 評判は シリア じゅうに 

(ク）  ちいき  シ ルカ 1:79  つた  W ひとびと  ぐ あ  わる  もの  （ク） 

ら， ゼ ブルンと ナフタリの 地域に ある スョハ 1:9  伝わり， 人々 は， 具合いの 悪い 者す ベて， 

うみべ  [ヶ}  き  す  セイ ザ 9:2  しっかん  く つう  なや  あくれい 

海辺の カペル ナウ ムに 来て 住まわれた。 、ノ マル 1:15 さまざまな 疾患 や 苦痛に 悩む 者， 悪霊 

よ げんし ゃ  とお  かた  タマ タ 10:7  と  （ヶ) 

14 これは， 預言者 イザヤを 通して 語ら チョ ハ 1:42 に 取りつ かれたり， てんかんであった 
れ たこと が 成就す るた めであった。 こ まひしたり している 者を 彼のと こ 
う 言われて いた。 15 「ゼ ブルンの 地 " !〇8；28 ろに 連れて来た。 それで [イエス] は そ 

うみ  どうろ  _  なお  けっか  だい 

と ナフタリの 地， 海の 道路 ぞい， ヨル  の 人々 を 治された。 25 その 結果， 大 

む  がわ しょこく みん  (3)  ぐんしゅう  [コ） 

ダンの 向こう側， 諸国 民の ガリラヤよ， ァ マル 1:19 群衆が， ガリラヤ， デ カ ポリス， エル 

やみ  ざ  たみ [サ 1  ひかり  （シ） し  ヨハ 21:2  M  む 

16 闇に 座す る 民は 太いなる 光を 見， 死 ィマタ 10:2 サ レム， ユダヤから， また ヨルダンの 向 

かげ  ちほう  もの  （ス）  マタ 27:56  がわ  き  かれ  したが 

のよう な 陰の 地方に 座す る 者には， 光  H  l^3. こう 側から [来て]， 彼の あとに 従った。 
がその 上に 昇った」。 17 その 時から ゥ^^ぶ ^ その 群衆を ご覧に なった 時， [イエ 
イエスは 伝道を 開始して， 「あなた 方 0 ス] は 山に 上られた。 そして 腰を 
は 悔い改めなさい。 天の 王国は 近づい S4 下ろされ ると， 弟子たち がその もとに 
たからです」 と 言い はじめられた。  10^38 来た。  2 それから [イエス] は 口を 開 

うみべ  ある  キ 使徒 15:41  かれ  おし  い 

18 ガリラヤの 海辺を 歩いて おられ クマ ル 6:55 いて 彼らを 教えは じめ， こう 言われた。 

とき  ふたり  きょうだい  ケマタ 17:15  じぶん  れいてき  ひつよう  じかく 

た 時， [イエス] は， 二人の 兄弟， ぺテ マル I:32  3 「自分の 霊的な 必要を 自覚して い 

(チ） よ  （ッ）  使徒 5:16  さいわ  （シ ）  おう こく 

口と 呼ばれる シモンと その 兄弟 アンデ コマル3:7 る 人たち は 幸いです。 天の 王国は その 

ぎょもう  うみ  サル カ 6:17  W 

レが， 漁網を 海に 下ろして いるのを ご - 人たち の もの だからです。 

らん  かれ  りょうし  TZ  ^  なげ  かな  さい わ 

覧 になった。 彼らは 漁師だった ので あ  4 「嘆き悲しむ 人たち は 幸いです。 そ 

かれ  い  シル カ 6:20  なぐさ  m 

る。 19 そこで 彼らに こう 言われた。 =>1  2:14 の 人たち は 慰められる からです。 

つ  き  ス ヤコ 2:5  おんわ  き しつ [ソ）  さい わ 

「わたしに 付いて 来なさい。 そうすれ セィ ザ m  5 「温和な 気質の 人たち は 幸いです。 
ば， あなた 方を， 人を すな どる 者に して ソ; 二= その 人たち は 地を 受け継ぐ からです。 
あげましょう」。 20 彼らは 直ちに 網を „ 6 「義に 飢え 渴 いている 人たち は 幸 

す  （卜）  したが  !  m  み 

捨てて その あとに 従った。 21 そこ か チ i ミ いです。 その 人たち は 満たされ るから 
ら なお 進んで 行かれ， 兄弟 [である] ほ 1>^；：；635 です。 
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あわ  ぶか  さい わ  17) 

7 「憐れみ 深い 人たち は 幸いです。 そ 
の 人たち は 憐れみを 受け るから です。 

こころ じゅんすい  さい わ  M 

8 「心の 純粋な 人たち は 幸いです。 そ 
の 人たち は® を 見る から です。 

へいわ  もと  さい わ  (I) 

9 「平和を 求める 人たち は 幸いです。 
その 人たち は 『裡の 子』 と 呼ばれる か 
ら です。 

1〇 「義 のために ia 害されて きた 人た 

さい わ  w  おうこく 

ちは 幸いです。 天の 王国は その 人たち 
の もの だからです。 

11 「人々 がわた しのた めにあな た 方 
を 非難し， 迫害し， あらゆる 邪悪な こ 
とを 偽って あなた 方に 言う とき， あな 
た 方は 幸いです。 12 歓 び， かつ 喜び 

おど  （ヶ）  がた  むく 

躍りなさい。 天に おいて あなた 方の 報 
いは 大きい からです。 人々 は あなた 方 
より 前の 預言者た ちを そのよう にして 
迫害した のです。 

13 「あなた 方は 地の 塩です。 しかし， 
塩が その 効き目を 失うなら， どうして 
その 塩け を 取り戻せる でしょう か。 外 
に 投げ出されて 人に 踏みつけられる 以 
外に， もはや 何にも 使えません。 

14 「あなた 方は 世の 光です。 都市が 
山の 上に あれば， それは 隠される こと 
がありません。 15 人は ともしび をと 
もす と， それを 量り かごの 下では なく， 

しょくだい  す  いえ 

燭台の 上に 据え， それは 家の 中に いる 

かがや  おな 

すべての 人の 上に 輝く のです。 16 同 

がた  ひかり [夕） ひとびと  まえ 

じように， あなた 方の 光を 人々 の 前に 
輝かせ， 人々 が あなた 方の りっぱな 業 
を 見て， 天に おられる あなた 方の 父に 
栄光を 帰す るよう にしなさい。 

17 「わた しが 律法 や 預言者た ちを 破 
棄 する ために 来たと 考えて はなり ませ 
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ん。 破棄す るた めでは なく， 成就す る 
ために 来たので す。 18 あなた 方に 真 
実に 言います が， 律法から 最も 小さな 
文字 一つ ま たは 文字の 一画が 消え去 っ 
て， [記された] すべての ことが 起きな 
いよりは， むしろ 天地の 消え去る ほう 
が 先な のです。 19 それゆえ， だれで 
あれ， これら 一 菁づヽ さな おきての 一つ 
を 破り， また 人に そのよう に 教える 者 
は， 天の 王国に 関連して 『一番 小さい 
者』 と 呼ばれる でしょう。 だれでも そ 
れを 行ない， また それを 教える 者， そ 
の 者は 天の 王国に 関連して 『大 いなる 
者』 と 呼ばれる でしょう。 20 あなた 
方に 言って おきます が， あなた 方の 義 
が 書 士やパ リ サイ 人の [義] より 豊かに 
ならなければ， あなた 方は 決して 天の 
王国に 入らない のです。 

21 「古代の 人々 に対して， 『あなたは 
殺人を しては ならない。 しかし， だれ 
でも 殺人を 犯す 者は 法廷で 言い開きを 
する ことになるであろう』 と言われた 
ことを あなた 方は 聞きました。  22 し 
かし， わたしは あなた 方に 言います。 
I 券の 货 I に りを i き籙 ける 
者は みな 法廷で 言い開きを する ことに 
なり， だれでも 言う まじき 侮べ つの 言 
葉で 自分の 兄弟に 呼びかける 者は 量 
高 法廷で 言い開きを する ことにな り 
ます。 また， だれでも， 『卑しむ ベ 
き 愚か者よ！』 と言う 者は， 火の 燃 
える ゲへ ナに処 せられる ことになる 
でしょう。 

23 「それで， 供え物を 祭壇に 持って 

ソ王 n  23:10; エレ 7:31; マタ 10:28; ルカ 12:5。 
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来て， 兄弟が 白 分に 対して 何 か 反感を 
抱いて いる ことを そこで 思い出し たな 
ら，  24 あなたの 供え物を そこ， 祭壇 
の 前に 残して おいて， 出かけて 行きな 
さい。 まず 自分の 兄弟と 和睦し， それ 
から， 戻って 来たと きに， あなたの 供 
え 物を ささ げ なさい。 

25 「あなたを 告訴す る 者とは， 共に 
その 道に ある 間に， すばやく 事の 解決 
に 当たり， 告訴 者が あなたを 裁き 人に 
引き渡し， 裁き 人が 廷吏に [引き渡し 
て] ，あな たが 獄に 投げ込まれる ような 
ことがない ようにしなさい。  26 本当 
のこと として あなたに 言います が， 価 
の ごく わずかな 最後の 硬貨を 払って し 
まう まで， あなたが そこから 出て 来る 
ことは 決してないでしょう。 

27 「『あなたは 蔡淫を 犯して はなら な 
い』 と言われ たのを あなた 方は 聞き ま 
した。 28 しかし， わたしは あなた 方に 
言います が， 女を 見つ づけて これに 情 
欲を 抱く 者は みな， すでに 心の中で そ 
の [女] と 姦淫を 犯した のです。 29 そ 
こで， もし あなたの 右の 目が あなたを 
つまずかせて いるなら， それを えぐり 
出して 捨て去りなさい。 全身を ゲへナ 
に 投げ込まれる よりは， 肢体の 一つを 
失う ほうが あなたに とって 益になる の 
です。 30 また， もし あなたの 右の 手 
が あなたを つまずかせて いるなら， そ 
れを 切り離して 捨て去りなさい。 全身 
が ゲへナ に 落ちる よりは， 肢体の 一つ 
を 失う ほう が あな たにと っ て 益になる 
のです。 

31 「さらに， 『だれでも 妻を 離婚す 
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る 者は， 離婚 証書を これ に 与えなさい』 
と言われました。  32 しかし， わたし 
は あなた 方に 言います が， 妻を 離婚す 
る 者は みな， それが 淫行の ゆえで ない 
ならば， 彼女を 蔡淫 にさ ら すので あり， 
だれでも， 離婚され た 女と 結婚す る 者 
は 蔡淫を 犯す ことにな るので す。 

33 「さらに また， 古代の 人々 に 対 
し， 『誓いを して 履行し ないような こ 
とが あっては ならず， あなたは エホバ 
に対する 自分の 誓約を 果たさ ねばなら 
ない』 と言われた ことを あなた 方は 聞 
きました。  34 しかし， わたしは あな 
た 方に 言います が， いっさい 誓っては 
なりません。 天に かけても， なぜなら 
それは® のみ 座 だからです。 35 地に 
かけても， なぜなら それは [裡] の 足 台 
だからです。 エルサレムに かけても， 
なぜなら それは 大 いなる 王の 都市 だか 
ら です。  36 また， あなたの 頭に かけ 
て 誓っても なりません。 なぜなら， あ 
なた は 髪の毛 一本 さえ 白く も 黒く もで 
きないから です。 37 ただ， あなた 方 
の “ はい” という 言葉は， はいを，“ い 
いえ’’ は， いいえを 意味す るよう にし 
なさい。 これを 越えた 事柄は 邪悪な 者 
から 出る のです。 

38 「『目には 目， 歯には 歯』 と言われ 
たのを あなた 方は 聞きました。  39 し 
かし， わたしは あな た 方に 言い ま すが， 
邪悪な 者に 手向かって はなり ません。 
だれでも あなたの 右の ほほを 平手打ち 
する 者には， 他 [の ほほ] を も 向けな さ 
い。 40 そして， もし 人が あなたと 一緒 
に 法廷に 行って あなたの 内 衣を 手に入 


1491  敵を 愛しなさい。 自分の 義を 人の 前で 示さない  マ タイ 5：41—6：8 

れ ようとす るなら ば， その 者には 外衣 第5 章 なた 方に 報いはありません。  2 ゆえ 
を も 取らせなさい。 41 また， だれか7 ，二29 に， 憐れみの 施しを するとき には， 偽 
権威の もとに ある 者が あなたを ー マイ/  善 者たち が 人から 栄光を 受けよう とし 

ルの 奉仕に 秦用 するならば， その 者と  て 会堂 や 街路です るよう に， 自分の 前 

いっしょ  ゆ  （ィ]  もと  ウ レビ 25:36  ふ  W 

一緒に ニ マイル 行きなさい。 42 求め  ^  23:19  に ラッパを 吹いて はなり ません。 あな 
る 者に 与え， あなたから [利息な しで] ェレ ビ19:18 た 方に 真実に 言います が， 彼らは 自分 
借りよう とする 者に 背を 向けて はなり  12:31 の 報いを 全部 受けて いるので す。 3 し 

ません。  ォ&23:4  かし あなたは， 憐れみの 施しを する 際， 

りんじん  あい  W てき  にく 

43 「『あなたは 隣人を 愛し， 敵を 憎ま 力 蔵ぬ2 1 あなたの 右の 手が している ことを 左の 

[才 1  い  ロマ 12：20  し 

なければ ならない』 と言われ たのを あ  手に 知らせて はなり ません。 4 あなた 

なた 方は 聞きました。 44 しかし， わ +  It  23:34 の 憐れみの 施しが ひそかに [なされる] 

がた  い  使徒 7:60 

たしは あなた 方に 言います が， あなた  ° マ12 :14 ためです。 そうすれば， ひそかに 見て 
方の 敵を 愛しつ づけ， あなた 方を 迫害 クマ タ 5:9 おられる あなたの 父が 報いて くださる 

もの  いの  エフ 5:1  [ウ 1 

している 者たち のために 祈りつ づけな  でしょう。 

さい。 45 それは， あなた 方が 天に お ^ H  5；- 17  5 「また， 祈る とき， あなた 方は 偽善 

られる あなた 方の 父の 子で ある ことを。^ ^ 6:32 者たち のよう であって はなり ません。 
示す ためです。 [父] は 邪悪な 者の 上に  彼らは， 人に 見える ように 会堂の 中 や 

も 善良な 者の 上に も ご 自分の 太陽を 昇  大通りの 角に 立って 祈る ことを 好む の 

^  S ぎ  ルカ 6:36  しんじつ  い 

ら せ， 義 なる 者の 上に も 不義なる 者の  1:16 です。 あなた 方に 真実に 言います が， 

ふ  W  じ ぶん  むく  ぜんぶう 

上に も 雨を 降らせて くださる のです。 第 6 章 彼らは 自分の 報いを 全部 受けて いるの 
46 というのは， 自分を 愛して くれる 者 シマ です。 6 しかし， あなたが 祈る ときに 

を 愛した からといって， あなた 方に 何 - は， 自分の 私室に 入り， 戸を 閉じて か 

の 報いが あるで しょうか。 収税人たち  ら， ひそかな ところに おられる あなた 

おな  ア 使徒 9:36  ちち  （キ） 

も 同じ ことを している ではありません 使 の 父に 祈りなさい。 そうすれば， ひそ 
か。 47 また， 自分の 兄弟たち にだけ  かに 見て おられる 父が あなたに 報いて 

あいさつした からといって， どんな 格  くださる でしょう。  7 しかし， 祈る 

別な ことを している でしょう か。 諸国 1 夕  19 ば 42 際には， 諸国の 人々 がする ように 同じ 
の 人々 も 同じ ことを している では あり X06:16 ことを 何度も 繰り返し 言って はなり ま 
ません か。 48 ですから， あなた 方は， 〜 23:5 せん。 彼らは® 葉を 多く すれば 聞かれ 

ちち  かんぜん  おも  かれ 

あなた 方の 天の 父が 完全で あられる よ ォル ヵ 他11 ると 思って いるので す。 8 それで， 彼 
うに 完全で なければ なりません。  力 SI4:33 ら のように なって はなり ません 0 あな 

p  「人に 注目され ようとして 自分の 義  た 方の 父で あられる# は， まだ 求めな 

^ を 人の 前で 行なう ことが ないよう 6：12 いうちから， あなた 方が どんな ものを 
によく 注意しなさい 0 そうでな いと， ク王 HS:26 必要と している かを 知って おられる の 

がた  ちち  [ヶ 1 

天に おられる あなた 方の 父の もとで あ ヶル ヵ ^30 です。 


マ タイ 6:9 — 27  模範的な 祈り。 真の 宝。 二人の 主人  1492 

がた  いの  がた  じぶん  ちじょう 

9 「そこで， あなた 方は このように 祈 第6 章  19 「あなた 方は 自分の ために 地上に 
ら なければ なりません。  J^6：31：2 宝を 蓄える のを やめなさい。 そこで 

ちち  詩 83:18  が  く  つ  ぬすびと 

「『天に おられる わたしたちの 父よ， ィザ42:8 は 蛾 やさび が 食い尽くし， また 盗人が 

u まえ [ィ 1 しんせい  イザ 54:5  お  い  ぬす  じ ぶん 

あなたの お 名前が 神聖な ものと され ま ゥゴ 〖は 押し入って 盗みます。 2〇 むしろ， _ 分 
すよう (: L 1〇 あなたの 1S み 秦 ます ェ のために 天に 臺を 蓄えなさい。 そこで 

い し [ォ）  斡 11：15  が  く  W  ぬすびと  お  い 

ように。 あなたの ご 意志が 天に おける ォマタ 26:42 は 蛾 もさび も 食わず， 盗人が 押し入っ 

おナ j、  ちじょう  啓 4:11  ぬす 

と同じように， 地上に おいても なされ て 盗む こと もありません。  21 あなた 
ますよう 11 この 日の ための  の 宝の ある 所， そこに あなたの 心 も あ 

パンを わたしたちに お与えく ださい 0  ^  30:8  るので す。 

12 また， わたしたちに 負い目の ある ク な1 二  22 「体の ともしびは 目です。 それで， 
父笑 を わたしたちが II しました ように， r ヵレ if もし 目が 純一で あれば， あなたの 体 全 

斤ヴタ 26:41  たい  あか 

わたしたちの 負い目を も お許しく ださ  コ no:!3 体は 明るいで しょう。  23 しかし， 目 

[〇]  ゆ うわビ  啓 3:10  闭  からだ ぜんたい 

い。 13 そして， わたしたちを 誘惑に がよ こしまで あれば， あなたの 体 全体 
難ち せない；， 缔1 な 箸から 装ぃ 出し は瞎 いでしょう。 あなたの うちに ある 
てくだ さじ1』。  サ 筅 のと ころ rJ であれば， その 闇 

がた  ざいか ゆる  シマ タ 18:35  i 却 

14 「あなた 方が 人の 罪過を 許すなら， ス; は どんなに かひと いこと でしょ つ。 
あなた 方の 天の M も あなた 方を 許して  mi  !33：23  24 「だれも 二人の 主人に 奴隸 として 

[サ）  使徒 1 心 23  つか  いつぼつ  にく 

くださる のです。 15 けれども， あな セィ ザ58:5 仕える ことは できません 0 —方を 憎ん 

がた  ざいか  ゆる  ゼカ 7:5  たほう  あい  (*)  かた  つ 

た 方が 人の 罪過を 許さないなら， あな ソ^^8:12 で 他方を 愛する か， 一方に 堅く 付いて 
た 方の 1 も あなた 方の 罪過を 許されな 夕 胃91:1 他方を 侮る かの どちら か だからです。 
いで しょ  第二 欄 あなた 方は# と宣 とに 奴隸 として 仕え 

16 「■餐 をして いると きに (i， 偽善 ァ=; は る ことは できません。 

箸たち のように 悲しげ な 顔を する のを ィ 3 な 21 25 「この ゆえに あなた 方に 言います 

かれ  マル 10:21  なに  た  の 

やめなさい。 彼らは， 断食を している ルヵ ぽ g が， 何を 食べ また 何を 飲む のだろう か 
ことが a? に 見える ように， I 券の 顔 と 自分の 魂の ことで， また 何を 着る の だ 
を  1  くくす るので 孑。 あなた 労に __ に  ^  M84 ろうかと _ 分の# のこと で 思い煩う の 
言います が， 彼らは 自分の 報いを 全部 マタ 20:15 を やめなさい。 魂は 食物より， 体は 衣 
叠け ています。 17 しかし， あなたが 力 H 冗 服より 大切ではありません か。 26 天 
辭餐 をして ぃる ときには， 1  まに ¥ を 4  HS3 の ょく 縫しなさぃ。 _ をまぃ た 
り， i を I いなさ 11 isil をして ク G な22 り， 別り 取ったり， 倉に 集め 入れたり は 

ルカ 16:9  がた 

いる ことが， 人に ではなく， ひそかな ヶ る しません。 それでも， あなた 方の 天の 
ところに おられ I あなたの M に 見える  父は これを 養って おられます。 あなた 

ためです。 そうすれば， ひそかに 見て  7*  4:6 方は それらより 価値の ある ものでは あ 

サル カ 12:23  [ス】  がた 

おられる 父が あなたに 報いて くださる H7$41 りません か。 27 あなた 方の うちだれ 


でしょう 


1493  王国を 第一に 求めなさい。 求めつ づけなさい  マ タイ 6：28—7：11 

が， 1 い ゎ髮っ たからと いって 1备の_  第6 章 て， あなた 方が 量り 出して いる その 量 
説こ ー キュビ トを笳 える ことができる ァミ カ39； 〖:25 りで 人は あなた 方に 量り 出す でしょう。 
でしょう ぶ。 28 また， 衣服の ことで， 12：27  3 では， なぜ 兄弟の 目の 中に ある わら 
なぜ 窻 いた I っ ている のです か。 野の ゆ  を 見ながら， 自分の 目の 中に ある 垂木 

f ィ ）  そだ  ウ王 I 10:5  かんが  [ィ） 

りから， それが どのように 育って いる  のこと を 考えない のです か。 4 また， 

か， 編 f を# なさい。 i したり， 蘇いだ ェ；？= どうして き克っ露に， 『あなたの 目から わ 
りは しません。  29 しかし あなた 方に  ^ 12  =  28 らを 抜き取らせて ください』 と言える 
言います が， 栄光を 極めた ソロモンで ォ ルカ 10:41 のです か。 しかも， ご覧なさい， 自分 
さえ， これらの 一つ ほどに も 装って は  の 目の 中には 垂木が あるので す。 5 偽 

いません でした。 30 では, 拽 が， 岑& ゎは12:30善 者よ！ まず 自分の 目から 垂木を 抜 
ここに あって 壺 § かまどに 备げ 込まれ キ だ；:;; 7 き 取りなさい。 そうすれば， 兄弟の 目 
る螽 の輦耒 にこの ように'" 去 もを 掌え て お  から わらを 抜き取る 方法が はっ きり 分 

られ るなら， まして あなた 方に 衣を 与  かるでしょう。 

えてく ださらない ことがある でしょう ヶ 堂1 6 「神聖な ものを 犬に 与えて はなり 

しんこう  すく  (I)  ID  がた  しんじ ゅ  牲  まえ  U 

か。 信仰の 少ない 人たち よ。 31 それ 一 胃 ません。 あなた 方の 真珠を 豚の 前に 投 
で， 窻 いゎ 翁 っ#， 『わたしたちは 衙 を コル カ 6:37 げて もな りません。 彼らが それを 足で 

た  の  ロマ 2.1  ふ  【才 1  む  なお 

長べ るの か』， 『何を 飲む のか』， 『何 。 マ 踏みつけ， 向き 直って あなた 方を かき 
を: I に 着ける のか』 などと 言って はな  裂く ことのない ためです。 

りません。 32 これらは みな， itafe サ KS〗4  7 「求めつ づけなさい。 そうすれば 与 
がしき りに 造い!^ めて いるもの なので  m_m  えられます。 探しつ づけなさい。 そう 
す。 あなた 勞の 天の M は， あなた 方が ァ ^^4:24 すれば 見いだ せます。 たたきつ づけな 
これらの ものを すべて 瑟 S としてい る  ^  6:7U さい。 そうすれば 開かれます。 8 だれ 

ことを^ 〇って おられる のです。  ィ ルカ 6:41 でも 求めて いる 者は 受け， 探して いる 

33 「ですから， 至議と [神] の義 をい  者は 見いだ し， また だれでも たたいて 

つも 輩 一に!^ めなさい。 そうすれば，  いる 者には 開かれる のです。 9 実際， 

がた  エ箴 9:7  がた  じぶん  [ヶ）  もと 

これら [ほかの] ものは みな あなた 方に  ® 15=12 あなた 方のう ち 自分の 子から パンを 求 

くわ  [ク）  つぎ  マタ 1〇:14 

加えられる のです。 34 それで， 次の  めら れ るのは だれで しょうか 一 その 

日の ことを 装して 慧 い* i らっ ては なり ま ォ ヘプ1。:29 人は 石を 渡したり はしない では ありま 

M  -H  さかな もと 

せん。 次の 日には [次の 日] の 思い煩い 力？；^; せんか。 10 あるいは， [子] は 魚を 求 
が あるので す。 一日の 議 いことは その ョ 〜 5:14 める かもしれ ません一 その 人は 蛇を 
日 だけで1 n です。  キル カ u:9 氣 したりは しないではありません か。 

じ s ミん さば  がた  じ ゃ あ <  もの 

7 「自分が 裁かれない ために， [人 ク" レ、 si? 11 それで， あなた 方が， 邪悪な 者で あ 
を] 裁く のを やめなさい。 2 あな ョ ハ13:22 りながら， 自分の 字* 供たち に 良い 贈り 

がた  さば  もの  あた 一  し 

た 方が 裁いて いる その 裁きで あなた 方 ヶル*11:11 物を 与える ことを 知ってい るので あれ 
も 裁かれる ことになる からです 。そし コル カ 11:13 ば， まして 天に おられる あなた 方の 父 


マ タイ 7:12—8:2  狭い 門。 「主よ， 主よ」 と言う 者。 岩 塊の 上に 建てる  1494 


は， ご 自分に 求めて いる 者に 良い も A 
を 与えて くださる のです。 

12 「それゆえ， 自分に して 欲しい と 
思う ことは みな， 同じように 人に もし 
なければ なりません。 事実， これが 建 
法と 預言者た ちの 意味す る とこ ろです。 

13 「狭い 門を 通って 入りなさい。 滅 
びに 至る 道は 広くて 大きく， それを 
通っ て 入って 行く 人は 多い からです。 
14 一方， 命に 至る 門は 狭く， その 道は 
狭められ ており， それを 見いだ す 人は 
少ない のです。 

15 「羊の 覆いを 付けて あなた 方の も 
とに 来る 偽 預言者た ちに 警戒して いな 
さい。 内側では， 彼らは むさぼり 食う 
おおかみです。 16 あなた 方は， その実 
によって 彼らを 皇 分ける でしょう。 い 
ばらから ぶどうを， あざみから いちじ 
くを 集める ことな どな いでは ありませ 
ん か。 17 同じように， 良い 木は みな 
りっ ばな 実を 生み出し， 腐っ た 木は みな 
無価値な 実を 生み出す のです。 18 良 
い 木は 無価値な 実を 結ぶ こ とがで きず， 
腐っ た 木が りっ ばな 実を 生み出す こと 
もで きません。 19 りっぱな 実を 生み 
出して いない 木は みな 切り倒されて 火 
の 中に 投げ込まれます。 20 それで ほ 
ん とうに， あなた 方は その実に よって 
それら [の 人々] を 見分ける のです。 

21 「わたしに 向かって， 『主よ， 主 
よ』 と言う 者が みな 天の 王国に 入る の 
ではなく， 天に おられる わたしの 父 
の ご 意志を 行なう 者が [入る] のです。 
22 その 日には， 多くの 者が わたしに 
向かって， 『まよ， 主よ， わたしたち 


第 7 章 


カ ルカ 6:26 


7  6:44 
3  3:12 


第二 欄 


ク ルカ 6:49 

ケマル 1:22 

ルカ 4:32 
コ ヨハ 7:46 


第 8 章 

サ マル 1:40 


は あなたの 名に おいて 預言し， あなた 
の 名に おいて 悪霊たち を 追い出し， あ 

きょうりょく  わざ  かず  な 

なた の 名に お L 、て 強力な 業を 数多く 成 
し 遂げなかった でしょう か』 と言うで 
しょう。  23 しかし その 時， わたしは 
彼らに はっきり 言います。 わたしは 決 
して あなた 方を 知らない， 不法を ( 働く 
者たち よ， わたしから 離れ 去れ， と。 

24 「それゆえ， わたしの これらの こと 
ばを 聞 L 、て それを 行なう 者は みな ，思慮 
深い 人に 例えられる でしょう。 それは 
岩 塊の 上に 家を 建てた 人です。 25 そ 
して， 雨が どしゃぶりに 降って 洪水が 
来， 風が 吹いて 打ちつ けても， その 家は 
崩れ落ちませんでした。 岩 塊の 上に 土 
台が 据えられて いたから です。 26 そ 
して また， わたしの これらの ことばを 
聞いても それを 行なわない 者は みな， 
愚かな 人に 例えられる でしょう。 それ 
は 砂の 上に 家を 建てた 人です。 27 そ 
して， 雨が どしゃぶりに 降って 洪水が 
来， 風が 吹いて 打ち 当たる と， その 家 
は 崩れ落ち， その 崩壊は ひどい もので 

{ ク） 

した」。 

28 さて， イエスが これらの ことばを 
[語り] 終えられ ると， 群衆は その 教え 

かた  おどろ  い  W  けんい 

方に 驚き入って いた。 29 権威の ある 
人の ように 教えて おられ， 彼らの 書士 
たちのよう ではな か っ たからで ある。 

8  [イエス] が 山から 下りて 来られた 
のち， 大群 衆が その あとに 従った。 
2 すると， 見よ， らい 病の 人が 寄って 来 
て， 彼に 敬意を ささげな がらこう 言っ 
た。 「主よ ，あなたは， ただそう お望み 
になる だけで， 私を 清く する ことが お 


1495  士官の 僕は いやされる。 ぺ テロの しゅうとめ  マ タイ 8：3—20 

ひがし  にし [ァ]  おおぜい 

できになります」 0  3 そこで [イエス] 第 8 章 すが， 東の ほう や 西の ほうからの 大勢 

は 手を 伸ばして 彼に 触り， こう 言われ 7v;ul：41 の 人が 来て， 天の 王国で アブラハム， 
た。 「わたしは そう 望みます。 清くな ィ^^ 3:4 イサク， ヤコブと 共に 食卓に ついて 横 
りなさい」。 すると， 彼のら い 病は すぐ  になる でしょう。 12 —方， 王国の 子 

[ィ）  ウマタ 9:30  (エ） そと  やみ  な  こ 

に 清められ たので ある。 4 それから イ  マタ me らは 外の 闇に 投げ込まれる のです。 そ 
エスは 彼に 言われた， 「だれに も 言わ  5:14 こで [彼らは] 泣き 悲しんだり 歯ぎ しり 

[0]  い  じ  [才） 

ないように しなさい。 ただ 行って， 自 ヱ レビ: 仙49 したりす るでしょう」。 13 それから 
分を 祭司に 見せ， モー セの 指定した 供 ルヵ17 :14 イエスは 士官に 言われた， 「行きな さ 
え 物を ささげなさい。 彼らへの 証し の ォ レビ I4:4 い。 あなたの 信仰 どおりの ことが 起き 

レビ 14:20  [力）  げなん  じこく 

ためです」。  = ビ 1 るよう に」。 すると， 下男は その 時刻に 

5  [イエス] が カペル ナウ ムに 入ら  いえたの である。 

: しかん  き カル カ 7:1  いえ 

れ ると， ひとりの 士官が その もとに 来  14 それから イエスは， ぺ テロの 家に 

て， 懇願して 6 こう 言った。 「閣下， 1〇：7 入った 際， その しゅうとめが 伏せって 
私の 下男は まひして 家に こもった ま ク おり， 熱病に かかって いるのを ご覧に 

ま， ひどく 苦しんで おります」。 7  [イ - なった。 15 それで 彼女の 手に お触り 

エス] は 彼に 言われた， 「わたしが そち 7^.49.12 になった。 すると 熱は 引き， 彼女は 起 
らへ 行った 時に 治して あげ ま しょ う」。  き 上がって [イエス] に 仕えは じめ/ •こ。 

8  士官は 答えて 言った， 「閣下， 私  16 しかし 夕方に なって から， 人々 は 悪 

は あなたに 自分の 屋根の 下に 入って い 13:29 霊に 取りつ かれた 者を 大ぜい 彼のと こ 
ただく ほどの 者ではありません。 ただ ヱ マタ 25ぽ ろに 連れて来た。 それで [イエス] は 言 
その お 言葉を 下さい。 そうすれば， 下 ォマタ 22:n 葉で 霊たち を 追い出し， 具合いの 悪い 
男は いえる ことでしょう 0  9 と 申し ルヵ は28 者 すべてを 治された 0 17 これは， 預 

ますのは， 私 も 権威の もとに 置かれた ヵマ タ ㈣ 言 者 イザヤを 通して， 「彼は 自ら わた 
人間です が， 私の もとに も 兵士が お マル9:23 したち の 病を 取り去り， わたしたちの 
りまして， この 者に， 『行け！』 と 言  疾患を 担った」 と 語られた ことが 成就 

W  べつ  こ  キコ 19:5  t サ） 

え ば， その 者は 行き， 別の 者に， 『来  する ためであった。 

い！』 と [言えば]， その 者は 来ます。 1；38  18 自分の まわりに 群衆を ご覧に なっ 
また， 私の 奴隸 に， 『これを せよ！』 ヶ #5:41 た イエスは， 向こう側へ [舟を] 出す よ 
と [言えば]， それを 致します」。 10 こ  ^  3:7 うにと お命じに なった。 19 すると， 
れを 聞いて イエスは すっかり 驚き， 自 コ^む 品 ある 書 土が 寄って 来て， こう 言った。 
分の あとに 従って 来る 者たち にこう 言  4:39  「師 よ， 私は， あなたが 行こうと して お 

われた。 「あなた 方に 真実を 言います サィ ザ = られる 所なら， どこへ でも 付いて まい 

ヨ ハ1:29  W  かれ い 

が， イスラエルの 中の だれに も， わた  ります」。  20 しかし イエスは 彼に 言 

しは これほどの 信仰を 見た ことがあり  ルヵ8:22 われた， 「きつねには 穴が あり， 天の 
ません。 11 しかし あなた 方に 言い ま スル ヵ 9:57 鳥には ね ぐらが あります。 しかし 人の 
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i には 頭を 横たえる 所がありません」。 第8 章 彼らから 遠く 離れた 所で 豚の 大きな 群 
21 その 時， 弟子のう ちの 別の 者が 彼に れが 放牧され ていた。 31 それで 悪霊 

い  しゅ  い  かれ  こんがん 

言った， 「主 よ， まず 出かけて 行って ィルヵ9 :6〇 たちは 彼に 懇願し はじめ， 「わたした 
私の 父を 葬る ことを お許しく ださい」。 ° マ6 :13 ちを 追い出す のでしたら， あの 豚の 群 
22 イエスは 彼に 言われた， 「わたしの ^4:36 れの 中に 送り 迗ん でく ださい」 と言っ 
あとに 従いつ づけなさい。 そして， 死 1 力4 1:23 た。 32 そこで [イエス] は， 「行け！」 

にん  じ ぶん  ほうむ  U)  い  かれ  き  ぶた 

人に 自分たち の 死人を 葬らせなさい」。 ォマル4:38 と言われた。 彼らは 出て 来てから， 豚 
23 ついで， [イエス] が 舟に 乗られ の 中に 入り込んだ。 すると， 見よ， そ 
ると， 弟子たち は その あとに 従った 0 キ 詩 65:7  の 群れ 全体が 突進して 断が いから 海に 
24 ところが， 見よ， 大きな 動揺が 海  K  ?〇7：29 落ち， 水の 中で 死んだ。 33 ところが， 
に 生じ， 舟は 波を かぶる のであった。^ 7  b441 牧夫たち は 逃げて 行き， 市内に 入って， 

ねむ  h ル 4:41 あくれいと  こと ふく 

それでも， [イエス] は 眠って おられ ヶル ヵ 8:26 悪、 霊に 取りつ かれた 男たち の 事を 含め， 
た。 25 そこで [弟子] たちは やって来 コマル 5:2  切の ことを 知らせた。  34 すると， 
て 彼を 起こし， 「主よ， わたしたちを  見よ， 全市 [の 人々] が イエスに 会おう 

お救いく ださい， わたしたちは 死んで  ガ として 出て 来た。 そして， [イエス] を 

しまいそう です！」 と 言った。 26 し 8:28 見た のち， 自分たち の 地域から 出て く 
かし [イエス] は 言われた， 「なぜ あな ャコ2: 19 れ るよう にと 切に 求める のであった。 
た 方は 小心な のです か， 信仰の 少ない ス ュダ6  Q それから [イエス] は 舟に 乗って [対 
人たち よ」。 それから [イエス] が 起き 第二 欄 _  d 岸に] 渡り， ご 自身の 都市に 入られ 
上がって 風と 海を 叱りつ ける と， 大な ァ *i4:8  た。 2 すると， 見よ， 人々 が， まひし 
ぎに なった。 27 それで 人々 はす っか <~u5:13 た 人を 寝床に 寝かせた まま 運んで 来る 
り 驚き， 「これは どういう 方な の だろ 8:33 のであった。 彼らの 信仰を 見て， イエ 
う， 風 や 海 さえ 従う とは」 と 言った。  〇  I*  8^37 スは その まひした 人に 言われた， 「子 

む  がわ  つ  使徒 16:39 ども  ゆうき  つみ 

28  [イエス] が 向こう側に 着いて， ガ - 供よ， 勇気を 出しなさい。 あなたの 罪 

ダラ x1  ん 終に 入る と m 又り つ 卽 章 は詳 されて いま#1」。 3 すると， 見よ， 
かれた 兰 又の—！ の 聾の m、 ら出 マ ふ13  g の ある 碧たち は， 「この 男は 瞽 

き  かれ あ  ルカ 8.37  ⑷  じぶん  い 

て 来て 彼に 会った が， [この 二人は] こ とくして いる」 と 自分の 中で 言った。 
との ほか 狂暴であった ので， だれも そ ポ 4 だが， イエスは 彼らの 考えを 知って 
の 道を 行って そばを 通る 勇気が なか っ ヵマル2:5 いてこう 言われた。 「なぜ あなた 方は 
た。 29 ところが， 見よ， 彼らが 絶叫 ルヵ5:20 心の中で 邪悪な ことを 考えて いるので 
してこう 言った。 「拽の 王よ， わたし すか。 5 例えば， あなたの 罪は 許され 
たちは あなたと 何の かかわりが あるの  ；@5:21 ている と言うのと， 起き上がって 歩き 

せ  く  あ  々マ タ 12.25  や 太 

です か。 わたしたちを 責め苦に 遭わせ マル2:8 なさい と言うの では， どちらが 易しい 
ようとして， 定められた 時よりも 前に ゲ 义ば です か。  6 しかし， 人の 壬が 罪を 許 

き  けんい  ちじょう  も 

ここに 来たので すか」。 30 ところで， コマル 2:9  す 権威を 地上で 持って いる ことを あな 
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た 方が 知る ために 一」 それから [イエ 
ス] は， その まひした 人に， 「起き 上 
がり， 寝床を 取り上げて， 自分の 家に 
帰りなさい」 と言われた。  7 すると， 
彼は 起き上がって， 自分の 家に 戻って 
行った。 8 群衆は これを 見て 恐れに 
打たれ， このような 権威を 人に 与えた 
拽の 栄光を たたえた。 

9 次いで， そこから 進んで 行く 途中 
で， イエスは， マ タイと いう 名の 男が 収 
税 所に 座って いるのを 目に とめ， 「わ 
たしの 追随 者に なりなさい」 と言われ 
た。 すると 彼は すぐに 立ち上がって， 
その あとに 従った。 10 後に， [イエ 
ス] がその 家で 食卓に ついて 横にな っ 
て おられる と， 見よ， 多くの 収税人 や 
罪人が 来て， イエス やその 弟子たち と 
一緒に 横にな り はじめた。 11 ところ 
が， パリ サイ 人が これを 見て， 彼の 弟子 
たちに， 「あな た 方の 教師が 収税人 や 
罪人と 一緒に 食事を T るのは どういう 
わけ か」 と 言いだ した。 12  [これを] 
聞いて [イエス] は 言われた， 「健康な 
人に 医者は 必要で なく， 病んで いる 人 
に [必要] なのです。 13 それで， 『わ 
たしは 憐れみを 望み， 犠牲を [望ま] な 
い』 とは どういう ことなの か， 行って 
学んで きなさい。 わたしは， 義人たち 
ではなく， 罪人たち を 招く ために 来た 
のです」。 

14 その 時， ヨハネの 弟子たち が 彼の 
ところに 来て こう 尋ねた。 「わたした 
ちと パリ サイ 人たち は 断食を 励行して 
いるのに， あなたの 弟子たち が 断食を 
しないのは どうしてです か」。 15 そ 
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こで イエスは 彼ら に 言われた， 婿 
の 友人たち は， 花婿が 共に いるかぎ 
り， 嘆き悲しむ 理由がない では ありま 
せんか。 しかし， 花婿が 彼らから 取り 
去られる 日が 来ます。 その 時， 彼らは 
断食を する でしょう。 16 縮んで いな 
I ヽ 布の 継ぎ切れを 古 L 、外衣に 縫いつ け 
る 人は いません。 その 満ちた 力が 外衣 
を 引っ張り， 裂け目は いっそう ひどく 
なる からです。 17 また 人は， 新しい 
ぶどう酒を 古い 皮 袋に 入れる こと もし 
ません。 もしそう すれば， 皮 袋は 張り 
裂け， ぶどう酒は こぼれ 出て， 皮 袋 
はだめ になります。 やはり 人は， 新 
し いぶ どう 酒を 新しい 皮 袋に 入れ ま 
す。 そうすれば， 両方と も 保たれる 

(力） 

のです」。 

18  [イエス] が これらの ことを 彼らに 
話して おられる うちに， 見よ， そばに 
寄って 来て いた ある 支配者が 彼に 敬意 
を ささ げ なが ら こう 言った。 「今ごろ 
はもう， 私の 娘は 死んで しまったに 違 
いありません。 でも， おいでになって， 
手を その上に 置いて くだされば， [娘] 
は 生き返る ことで しょ う」。 

19 そこで イエスは 立ち上がって， 彼 
の あとに 付いて行かれた。 弟子たち も 
そうした。 20 すると， 見よ， 十二 年 
の あいだ 血の 流出 に 悩む 女が 後ろに 
寄って 来て， 彼の 外衣の 房べ りに 触っ 
た。 21 彼女は， 「あの方の 外衣に 触 
る だけで， わたしは よくなる」 と， 自分 
に 言いつ づけて いたので ある。 22 イ 
エスは 振り向き， 彼女に 気づいて 言わ 
れ た， 「娘よ， 勇気を 出しなさい。 あ 
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なた の 信仰が あな たを よくなら せまし 
た」。 そして， その 時 以来， 女は よく 
なった ので ある。 

23 さて， 支配者の 家に 入って， フルー 
卜を 吹く 者たち や 騒々 しく 騒ぎ まわる 
群衆を ご覧に なった 時， 24 イエスは， 
「そこを どきなさい。 この 少女は 死ん 
だのでは ない， 眠って いるので す」 と 
言いだ された。 これを 聞いて 人々 は 彼 
のこと を あざ笑い だした。 25 群衆が 
外に 出される と， [イエス] はすぐ に 中 
に 入り， [少女] の 手を つかまれた。 す 
ると， 少女は 起き上がった ので ある。 
26 言うまでもなく， この 事に 関する 話 
は その 地方 全体に 広まった。 

27 イエスが そこから 進んで 行かれ 
ると， 二人の 盲人が， 「ダビデの i 
よ， わたしたちに 憐れみを おかけく 
ださい」 と 叫びながら あとに 付いて 来 
た。 28 彼が 家の 中に 入る と， 盲人た 
ちは その もとに やって来た。 それで イ 
エスは， 「あなた 方は， わたしに それ 
がで きる という 信仰が あります か」 と 
お尋ねに なった。 彼らは， 「はい， 主 
よ」 と 答えた。  29 そこで [イエス] 
は 彼らの 目に 触り， 「あなた 方の 信 
仰 どおりの ことが 起きる ように」 と 
言われた。  30 すると， 彼らの 目は 
見える ようになった ので ある。 つい 
で イエスは， 「だれに も 知られない 
ようにしなさい」 と 厳しく 言い渡さ 
れ た。  31 しかし 彼らは， 外に 出て 
から， [イエス] のこと を その 地方 全 
体に 言い 広めた。 

32 さて， 彼ら が 去 って 行く とき， 見 
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よ， 人々 は 悪霊に 取りつ かれた 口の き 
けない 人を [イエス] の もとに 連れて来 
た。 33 そして， 悪霊が 追い出される 
と， 口の きけなかった その 人は ものを 
言った。 そこで 群衆は 非常な 驚きを 感 
じ， 「このような ことは イスラエルで 
いまだ かつて 見た ことがない」 と言っ 
た。 34 しかし パリ サイ 人たち は， 「彼 
が 悪霊を 追い 出す のは 悪霊た ちの 支配 
者に よるの だ」 と 言いだ した。 

35 それから イエスは すべての 都市 
や 村を 回る 旅に 出かけて， 人々 の 会堂 
で 教え， 王国の 良いた よりを 宣べ 伝え， 
あらゆる _ 患と あらゆる 病を 治された。 
36 また， 群衆を 見て 哀れみを お感じ 
になった。 彼らが， 羊飼いの いない 羊 
のように 痛めつ けられ， ほうり 出され 
ていたから である。  37 そこで， 弟子 
たちに こう 言われた。 「確かに， 収穫 
は 大きいで すが， 働き人は 少ない ので 
す。 38 それゆえ， 収穫に 働き人を 遣 
わして くださる よう， 収穫の 主人に お 
願いしなさい」。 

|  /\ それから [イエス] は ご 自分の 
十二 弟子を 呼び寄せ， b れた霊 
たちを 制する 権威を お与えに なった。 
それを 追い出し， あらゆる 疾患と あら 
ゆる 病を 治す ためであった。 

2 十二使徒の 名 は 次の とおりで ある。 
まず， ぺ テロと 呼ばれる シモンと その 
兄弟 ア ンデレ ，ゼべ ダイ の [子] ヤコブと 
その 兄弟 ヨハネ， 3 フィ リポと バルト 

(夕）  （チ） しゅうぜいにん  （ツ） 

ロ マイ， トマスと 収税人 マ タイ ，アル パ 
ヨの [子] ヤコブと タ ダイ， 4 カナ ナイ 
人 シモンと ユダ •イス カ リオ テで ある。 
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この [ユダ] は 後に [イエス] を 裏切った 0 第10 章  16 「ご覧なさい， わたしは あなた 方 
5 イエスは これら 十二 人を 遣わし 7^夕4は47 を， おおかみの ただ 中に いる 羊の よう 

めいれい  あた  [ィ）  しょ  ヨハ 13:18  つか  へび 

て， この 命令を お与えに なった。 「諸 ィマ タ 28]9 に 遣わす のです。 それゆえ， 蛇の よう 

こくみん  みち  い  マル 6:7  ようじんぶか （イ）  じゅんしん 

国民の 道に 行って はならず， また サマ に 用心深く， しかもは とのよう に 純真 

じん  とし  m  ワ 亍 io. ジ  しめ  （ゥ）  ひとびと  ようじん 

リア 人の 都市に 入って はなり ません。 4:9 な ことを 示しなさい。 17 人々 に 用心 

エイ ザ 53:6  W  がた  ちほう 

6 そうでは なく， いつも イスラエルの  ェレ5 〇:6 していなさい 。人々 は あなた 方を 地方 

いえ うしな  ひつじ  ゆ  （エ）  エゼ 34:6  ほうてい  ひ  わた （才）  じぶん  かいどう 

家の 失われた 羊のと ころに 行きなさい。 .，巧 f 法廷に 引き渡し， また 自分たち の 会堂 
7 行って， 『天の 王国は 近づいた』 と 力 = ぬ9 でむち 打つ からです。 18 いえ， あな 
宣べ 伝えなさい。 8 病気の 人を 治し， 22:35 た 方は わたしの ために 総督 や 王たち の 

し  もの  びょうにん  コ I  9:7  まえ [ク） ひ  かれ  しょ 

死んだ 者を よみがえらせ， らい 病人を ヶ民 iwi 前に 引き出される でしょう 。彼らと 諸 

きよ  あくれい  お  マル 6:8  こくみん  たい  あか （ヶ） 

清め， 悪霊を 追い出しなさい。 あなた =ぽ7 国民に 対する 証し のた めです。 19 し 
方は ただで 受けた のです， ただで 与え  かし， 人々 が あなた 方を 引き渡す とき， 

(冬）  がた  こしおび  さいふ  コル カ 9:4  なに  はな  おも 

なさい。  9 あなた 方の 腰帯の 財布の サル ヵ 1Q:5 どのように， または 何を 話そうかと 思 

きん  ぎん  どう  い  シマ ル 6:11  わずら 

ために 金 や 銀 や 銅を 手に入れて はなら 12；^ い 煩って はなり ません。 話すべき こと 
ず， 10 また， 旅の ための 食物 袋 も， 二  II Isie1 は その 時 あなた 方に 与えられ るからで 
の 下着 も， また サンダル や 杖 も [手に スラ テ1 〗1:6 す。 20 話す のは 単に あなた 方では な 

い  はたら  びと  じ ぶん  ユタ 7  ちち  れい 

入れて は] なりません。 働き人は 自分 セ マ t  く， あなた 方の 父の 霊が， あなた 方に 
の 食物 ° を 受ける に 価す るので す。  ルヵ11 :32 よって 話す のです。 21 さらに， 兄弟 

11 「どんな 都市 または 村に 入って 第二 欄 が 兄弟を， 父が 子供を 死に 渡し， また 
も， そこにい る ふさわしい 人を 捜し出 7盖^ぽ29 子供が 親に 逆らって 立ち上がり， 彼ら 
し， 去る までは そこにと どまり なさい。 を 死に 至らせる でしょう。  22 そして 
12 その 家の 中に 入る ときには， 家の 者 X7^  3:2  あなた 方は， わたしの 名の ゆえにす ベ 

オマタ 24:9  にく  まと  (t) 

たちに あいさつを しなさい。 13 そし + マル ての 人の 憎しみの 的と なる でしょう。 

いえ  がた カマ タ 23:34  お  たしの  すく 

て， その 家が ふさわしいなら， あなた 方 キ， = しかし， 終わりまで 耐え忍んだ 人が 救 
の 願う 平安を そこに 臨ませなさい。 し 24:10 われる 者です。 23 人々 が ある 都市で 

使徒 25:23  がた  はくがい  べつ 

かし， もし ふさわしくないなら， あな 使徒26:25 あなた 方を 迫害 するとき には， 別の [都 

かえ  使徒 27:24  に  （夕）  しんじ つ 

た 方からの 平安を あなた 方の もとに 帰 ヶ： f ぼ 14 市] に 逃げなさい。 あなた 方に 真実に 
ら せなさい。 14 どこでも， 人が あな コ=ぱ 言います が， 人の 壬が 到来す るまでに 

がた  むか  い  こと  マル 13:11  しょと しまわ 

た 方を 迎え入れず， また あなた 方の 言 ルヵ i2:n あなた 方が イスラエルの 諸 都市を 回り 

ば  き  ところ  いえ  ルカ 21:14  つ  （ッ）  けっ 

葉を 聴かない 所では， その 家 または そ サ 尽くす ことは 決してない からです。 

の 都市から 出る 際に， あなた 方の 足の 24 「弟子は 師 より 上で なく， 奴隸も 

ちり  ふ  はら  [シ）  がた  スミカ 7:6  しゅ  [テ）  で し 

塵を 振り払いなさい 0 15 あなた 方に セマタ 24:9 

しんじつ  い  さば  ルカ 21:17 

真実に 言います が， 裁きの 日には, そ  3 - 15:21 

とし  W  ち  ソマ タ 24:13 

の 都市よ り も ソドムとゴモラ の 地の ほ夕 5〇215:14 
うが 耐え やすいでしょう。  S  S34 


主より 上ではありません。 25 弟子が 
自分の 師 のように， また 奴隸が 自分の 

チ マタ 16:28; マタ 24:14;  ロマ 10:18; コロ 1:23; ツ マル 
6:6; テ ルカ 6:40; ヨハ 13:16; ヨハ 15:20。 


マ タイ 10:26—11:3  体を 殺す 者たち を 恐れない。 家族が 分かたれる  1500 

M のように なれば， それで 十分です。 第10 章 させる ため， 男を その 父に， 娘を その 
a 怎が篆 あるじを ベ エル ゼブブ と 春ん 1 に， 碧藝を その しゅうとめに さ 

(イ）  もの  イマ タ き  （巧  じっさい 

だので あれば， まして その 家の 者たち r ぶ だ L せる ために] 来たから です。 36 実際， 

=3 ハ 8.48  てき  じ ぶん  いえ  もの 

を そのよう に [呼ばないで しょ うか]。 6 マル 4^22 人の 敵は 自分の 家の 者たち でしょう。 

かれ  お 各  ルカ 8*17  たい  ちちはは 

26 それゆえ， 彼らを 恐れて はなり ませ  31  4:5  37 わたしに 対する より 父 や 母に 対して 

ん 。續 われて いるもので， 覆いを 蘇 さ == :鷄碰 く 碧は わたしに ふさわしく あ 
れな いものは なく， 知られないで 終わ It S12 りません。 また， わたしに 対する より 

ひ みっ  (0)  啓 2:10  むすこ  むすめ 

る 秘密は ないから です 0  27 わたしが ヵル ヵ 12:5 息子 や 娘に 対して 愛情を 抱く 者は わた 
i の 中で 蚤げ る ことを， ひ矣 りの 中で 酱い 111  ^ しに ふさわしく ありませ 乂。  38 そし 
なさい。 また， ささやかれて 聞く こと ヶ *22:6  て， だれでも 自分の 苦しみの 杭を 受け 
を， "Kt から:！ ベ? I えな さ ぷ。 28 そ ルヵ12:7 入れて わたしの あとに 従わない 者は， わ 

からだ ころ  たましい  コサ I 14 : 45  (ゥ 1  じ 

して， 体 I を 殺しても I 魂を 殺す ことので たしに ふさわしくありません。  39 自 
きない! たちを 急れ ては なりません。 サ = ぱ 分の 魂を 見いだ す 者は それを 失い， わ 
むしろ， 魂 も 体 も 共に ゲへナ で 滅ぼす シル ヵ たしの ために 自分の 魂を 失う 者は それ 

かた m  [キ1  s マ“  ^  D  し  上1 

ことので きる 方を 恐れなさい 0  29 すス啓 レ3 1:38 を 見いだ すので す 0 

ずめ 二 i はわず かな 端の 驗貨 ひとつで  11  ；2:9  40 「あなた 方を 迎える 者は わたし 

壳っ ている ではありません ぶ !。 それで セ: を も 迎える ので あり， わたしを 迎える 
も， あなた 方の 交の [知る こと] なくし  者は， わたしを 遣わした 方を も 迎える 

じめん  お  [ヶ）  第二 欄  W  ふ1 ひし, S  .  ^  ,  _  , 

ては， その 一羽 も 地面に 落ちません。 ァ以7:6 のです。 41 預言者で あると いつこと 
30 ところが， あなた 労の* 最まの 4 までが  = S 誌 で 預言者を 迎える 者は 預言者の 報いを 
すべて S えられて いるので 夺〇  31 そ ィ 5 夕 33ユ29 得， 義人で あると いう ことで 義人を 迎 
れ ゆえ， 懸れる ことはありません。 あ ゥ === える 者は 義人の 報いを 得る でしょう。 
なた 勞は たくさんの すずめより 価 fi が 42 そして， 弟子で あると いう ことで こ 

1 サ）  ルカ 14:27  もの  ひとり  ぱい  つや 

あるので チ。  I マタ I6:25 れら 小さな 者の 一人に ほんの 一杯の 洽 

まえ  マル 8:35  の  あた 

32 「それゆえ， 人の 前で わたしとの  ]1：11 たい 飲み水を 与える 者が だれであって 

むす  こくはく  もの  ヨ ハ 12:25  がた しんじつ  い 

結びつきを 告白す る 者は みな， わたし ォマ タル4 〇 も， あなた 方に 真実に 言います が， そ 

ちち  ルカ じぶんむ く  けっ  うしな 

も 天に おられる わたしの 父の 前で その 1；； ；3；2^ の 者は 自分の 報いを 決して 失わないで 
者との 結びつきを 告白し ます。 33 し 力 望; じ1。 しょう」。 

かし， だれでも 人の 前で わたしの こと キ星 ジぼ  11 さて， 自分の 十二 弟子に 指不を 
を する 碧は， わたし も 天に おられ ク u 冗。 丄丄 掌え 終える と， イエスは， 諸 都 
る わたしの M の 前で その 者の ことを 否 ヘプ6:10 市で 教え また 宣べ 伝える ために， そこ 
認 、します。 34 わたしが 地上に 平和を 第 I1 章 から 出かけて 行かれた 0 

とう  き  かんが  ろうや  [コ）  わざ 

投 ずるた めに 来たと 考えて はなり ませ H ミ  2 しかし， 牢屋の 中で キリス トの 業に 

[セ） つ るぎ  j-  Q .  ^  き  じ ぶん  で し 

ん 。平和では なく， 剣を 投 ずるた めに コ =14:3 ついて 聞いた ヨハネは， 自分の 弟子た 
来たので す。 35 わたしは# 裂を 生じ  ms ちを 使いと して 送り， 3 「あなたが 来 


1501  バプテストの ヨハネを たたえる。 イエスに 対する 非難  マ タイ 11:4 —— 22 

たるべき 旁な のです か。 それとも， わ 第11 章 し 進む 目標と なって おり， 押し 進んで 
たしたち は ほかの 方を 秦っ べきで しょ ァ， 二49 ぷ 4 いる 者たち は それを とらえっっ ありま 
うか」 と 彼に 言った 0  4 イエスは 答 マタ 13 すべて， っまり 預言者た ちと 

えて? 違ら に备 われた， 「行って， あな ョ ハ7:31 建 法とは， ヨハネに 至る まで 預言した 
た 労が 曲いたり 見たり している 事柄を  11  からです。 14 そして， あなた 方が 受 
ヨハネに 驗 告 しなさい。  5 盲人は 再 ゥマタ AM け 入れる ことを 望むなら， 彼 こそ， 『来 
び 見， 足な えの 人は 歩き回り， らい 病 才:ル 7:32 る ことに 定められ ている エリヤ』 なの 

[エ）  き 上  务  ルカ 7*22  き  ㈤ 

の 人は 清められ， 耳の 聞こえなかった ヵマル 5‘: 你!: です。 15 耳の ある 人は 聴きなさい。 
ズは 聞き， 赤1  又は よみがえらされ， 貧 キマタ 4:23  16 「わたしは この 世代を だれに な 

しい A び 4 には i いた よぷ が聲萌 されて ク ぞら えましょう か。 それは， 幼子たち 
います。 6 わたしに っまずきの もと ジ以1 が 市の 立っ 広場に 座って， 自分の 遊び 
を 見いだ さない 人は さ攀 いで#」。  ヶ 猙 に秘 ぶのに 如て います。 17 こう 

7 これらの 箸が 去って 行く と， イエ コ; 1 言う のです。 『あなたたち のために フ 
スは ヨハネに っいて 群衆に こう 言い 始 サ f ふ1 だ 5 ルートを 吹いた のに， あなたた ちは 踊 
めら れ た。 「あなた 勞は 何を 眺めに 荒 シマ タ ル5 ら なかった 。わたしたちが 泣き叫んだ 

や  い  [ヶ） かぜ  ゆ  マタ 21:25  み  かな 

野に 出て 行った のです か。 風に 揺れる  ルヵ1:76 のに， あなたた ちは 身を たたいて 悲し 
聱 です ぶ。 8 では， 椅を 見に 出て 行っ  3】;； まなかった』。 18 これと同じ ように， 
たのです か。 _ら かな 衣& で 装った 人で  11,  3；28 ヨハネが 来て 食べたり 飲んだり しない 

つ  ロハ 10:41  (ク）  かれ  あくれい  ひとびと  い 

すか。 柔らかな 衣を 着けた 人なら 王た セルヵ 1:15 と， 『彼には 悪霊が いる』 と 人々 は 言 
ちの _ にいる ので "f。 9 では， いった ソョ ハ3:3 い， 19 人の 壬が 来て 食べたり 飲んだ 
い なぜ 出て 行った のです か。 預言者を 第二 欄 りする と， 『見よ， 食い意地の 張った， 

しゅ  しゅうぜいにん っみびと 

見る ためです か。 そうです， しかも， ァル ヵ13:24 ぶどう酒に ふける 男， 収税人 や 罪人た 

がた  い  イ ルカ 16:16  とも  い  S コ） 

あなた 方に 言います が， 預言者を はる ゥ マラ 4:5 ちの 友』 と 言います。 しかし やはり， 
かに 趨る H 1〇 これは， その 3  =  は そ らき にょって 4 にか なって 

人に っいて， 『見よ， わた lT 自ら あな いる ことが 示される のです」。 

たの M の i にわたしの 無 S を I わす。 8；r  20 それから [ イエス; 1 は ご 自分の 強 
その 碧は あなたの 前に あなたの 遠を i  ^11  23-27 另な 業の 多くが なされた 都市を 非難し 
える であろう！』 と 書かれて いる 人で クマ タ 9:14 始められた 0 それらが 悔い改め なかっ 
才。 11 あなた 方に 真実に 言います ヶマタ 9:10 たからで ある。 21 「コラジンよ， あな 

もの  [セ 1  マル 2:15  わざ わ  W 

が， 女から 生まれた 者の 中で バプ テス  ョ ハ2:2 たは 災いです！ ベ ツサ イダよ， あな 

いだい  お  コル カ 5:30  がた 

卜の ヨハネより 偉大な 者は 起こされて  11  たは 災いです！ あなた 方の 中で なさ 
いません。 しかし， 天の 王国に おいて ルヵ19]7 れた 強力な 業が テイ ルス や シドンで な 

かれ  サル カ 7:35  かれ  あらぬ の  はい 

小さい ほうの 者 も 彼よりは 偉大です。 ショハ ！2:37 されて いたならば， 彼らは 粗布と 灰の 
12 ただ， バプテストの ヨハネの 日 か ^  ^2  9-321 中で ずっと 以前に 悔い改めて いたから 
ら岑に 室る まで， 天の 呈 議は A 戈の#  It 1〇?13 で 乎。22 したがって， あなた 方に 言 


マ タイ 11:23—12:11 みどりごに 
いますが， 裁きの 日には， あなた 方よ 
り ティ ルス や シド ンの ほうが 耐え やす 
いでしょう。 23 そして カペル ナウ ム 
よ， あなたが 天に 高められる ような こ 
とが あるで しょうか 0 あなたは ハ デス 
にまで 下る のです。 あなたの 中で なさ 
れた 強力な 業が ソ ドムで なされて いた 
ならば， [ソ ドム] は 今日 この 日に 至る 
まで 残って いたから です。 24 それで 
あなた 方に 言います が, 裁きの 日には， 
あなたより ソド ムの 地の ほう が 耐え や 
すいでしょう」。 

25 その 時， イエスは こたえ 応じて 言 
われた， 「天地の 主なる 父よ， わたしは 
あなたを 公に 賛美し ます。 あなたは こ 
れら のこと を 賢くて 知能の たけた 者た 
ちから 隠し， それを みどりご たちに 啓 
示された からです。 26 そうです， 父 
よ， このように する のは， あなたの よみ 
される ところと なった のです。  27 す 
ベての ものは 父に よって わた しに 渡さ 
れ ており， 父を ほかに すれば だれも 壬 
を 十分には 知らず， また， 壬と 壬が す 
すんで 啓示す る 者を ほかに すれば， だ 
れも 父を 十分には 知りません。 28 す 
ベて， 労苦し， 荷を 負って いる 人よ， 
わたしの ところに 来なさい。 そうすれ 
ば， わたしが あなた 方を さわやか にし 
てあげましょう。 29 わたしの くびき 
を 負って， わたしから 学びなさい。 わ 
た しは 気質が 温和で， 心の へりくだ っ 
た 者 だからです。 あなた 方は 自分の 魂 
にと って さわやかな ものを 見いだ すで 
しょう。 30 わたしの くびきは 心地よ 
く， わたしの 荷は 軽い のです」。 


’>〇 イエスの くびき。 安息日の 主 1502 
-I  A その 季 痛 のこと， イエスは 安息 
U 日に 穀物 畑の 中を 通られた。 そ 
の 弟子たち は 飢えを 覚え， 穀物の 穂を 
むしって 食べ 始めた。  2 これを 見て 
パリ サイ 人た ちは 彼に 言った， 「ご覧 
なさい， あなたの 弟子たち は 安息日 

(I) 

にして はいけ ない ことを しています」。 
3  [イエス] は 彼らに 言われた， 「あな 
た 方は， ダビデ および 共に いた 人たち 
が 飢えた 時に [ダビデ] が 何を した かを 
読まなかった のです か。 4 すなわち， 
彼が 拽の 家の 中に 入り， みんなで 供え 
物の パンを 食べた ことを。 それは， 彼 
も， また 共に いた 者たち も 食べる こと 
を 許されず， ただ 祭司たち だけに [許 
された] ものだった のです。  5 また あ 
なた 方は， 安息日に 神殿に いる 祭司た 
ちが 安息日 を 神聖で な いものの ように 
扱っても 罪に ならない ことを， 律法の 
中で 読んだ ことがない のです か。 6 と 
ころが， あなた 方に 言います が， 神殿 
より 偉大な ものが ここにい るので す。 
7 しかし， 『わたしは 憐れみを 望み， 犠 
性を [望ま] ない』 という ことの 意味を 
理解して いたなら， あなた 方は 罪科の 
ない 者たち を 罪に 定めたり は しな かっ 

あんそく び [ゼ1  しゅ 

たでしょう。 8 人の:！: は 安息日の 主 
なのです」。 

9 その 場所を 去って から， [イエス] 
は 人々 の 会堂に 入られた。 10 する 
と， 見よ， 片手の なえた 人が いた。 そ 
れで 彼らは， 「安息日に [病気を] 治す 
ことは 許される だろう か」 と [イエス] 
に 尋ねた。 彼を 訴える 理由を 得ようと 
してであった。 11 [イエス] は 彼らに 
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1503  安息日に いやす。 分裂して いる 家は 立ち行かない  マ タイ 12:12 —— 30 


言われた， 「あなた 方のう ち， 一匹の 
羊を 持って いて， それが 安息日に 穴に 
落ち込んだ 場合， それを つかんで 引き 
出さない 人が いるで しょうか。 12 ど 
う 考えても， 人は 羊より ずっと 価値の 
ある ものではありません か。 それで， 
安息 日に りっぱな ことを する のは 許さ 
れ ている のです」。 13 それから， その 
人に 向かって， 「あなたの 手を 伸ばし 
なさい」 と言われた。 それで 彼が 伸ば 
すと， それは 元 どおりに なり， 他方の 
手の ように 健やかに なった ので ある。 
14 しかし パリ サイ 人たち は 出て 行き， 
[イエス] を 滅ぼそう として 相談した。 
15 イエスは [これを] 知って， そこから 
退かれた。 大勢の 者 も その あとに 従っ 
たが， [イエス] は その 人々 をみ な 治さ 
れ た。 16 しかし， ご 自分の ことを 明 
ら かにし ないよう にと 彼らに 厳重に 言 
い 渡された。 17 それは， 預言者 イザ 
ヤを 通して 語られた ことが 成就す るた 
めであった。 彼は こう 言った ので ある。 

18 「見よ， わたしが 選んだ わたしの 
僕， わたしの 魂が 是認した わたしの 愛 
する 者！ わたしは 自分の 霊を 彼の 上 
に 置き， 彼は， 公正とは 何 かを 諸国 民 
に 明りょ うにす るであろう。 19 彼は 
言い争わず， 声を 上げて 叫ばず， また 
だれと て 大通りで その 声を 聞く ので も 
ない。 20 彼は 打ち傷の ついた 葦を 砕 
かず， くすぶる 亜麻の 灯心を 消さず， や 
がて 公正を 成功裏に 送り出 21 ま 
さに， 諸国 民は 彼の 名に 望みを かける 
であろ^」。 

22 そのと き 人々 は， 悪霊に 取りつ か 
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れ た， 盲目で 口の きけない 人を 彼の も 
とに 連れて来た。 そして， [イエス] は そ 
の 人を 治された ので， 口の きけな かっ 
た 人は ものを 言い， また 見える ように 
なった。 23 そこで， 群衆は 皆た だあっ 
けに とられ， 「もしかしたら これが ダ 
ビ デの 壬で はなかろう か」 と 言いだ し 
た。 24 これを 聞いて パリ サイ 人たち 
は 言った， 「この 男が 悪霊を 追い出す 
のは， 悪霊 どもの 支配者べ エル ゼブブ 
による 以外には ない」。  25 その 考え 
を 知って， [イエス] は 彼らに こう 言わ 

ないぶ  ぶんれつ  おうこく 

れ た。 「内部で 分裂して いる 王国は す 
ベて 宽 廃に 帰し， また 内部で 分裂して 
いる 都市 や 家は すべて 立ち行かないで 
しょう。  26 同じように， サタンが サ 
タンを 追い出すなら， [サタン] は 内部 
で 分裂して いる ことになります。 そう 
したら， 彼の 王国は どのよう にして 立 
ち 行く でしょう か。 27 そのうえ， 仮 
にわた しがべ エ ルゼブ ブ によっ て 悪霊 
を 追い出す とすれば， あなた 方の 子ら 
はだれ によって これを 追い出す のです 
か。 この ゆえに， 彼らは あなた 方を 裁 
く 者と なる でしょう。  28 しかし， わ 
た しが 悪霊たち を 追い出す のが® の 霊 
によるので あれば， 拽の 王国は ほんと 
うに あなた 方に 及んだ のです。 29 ま 
た， まず 強い 人を 縛って からでな けれ 
ば， どう して その 強い 人の 家に 侵入し 
て その 人の 家財を 奪える で しょ うか。 
[縛って] から， その 家 [の 物] を 強奪す 
るので す。 30 わたしの 側に いない 者 
はわた しに 敵して おり， わたしと 共に 
集めな L ヽ 者は 散 ら すので す。 
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31 「このような わけで あなた 方に 言 
いますが， 人は あらゆる 種類の 罪 や 冒 
とくを 許され ますが， 霊に 対する 冒と 
くは 許されません。 32 たとえば， 人 
の 土 に 逆らう 言葉を 語る のが だれで 
あっても， その 者は 許される でしょう。 
しかし， 聖霊に 言い 逆らう のが だれで 
あっても， その 者は 許されない のです。 
この 事物の 体制に おいても， また 来た 
るべき [体制] において もです 0 

33 「あなた 方は 木を りっぱに して そ 
の 実 も りっぱに する か， あるいは 木を 
腐らせて その実 も 腐らせる かの いずれ 
かにしなさい。 木は その実に よって 知 
られ るので す。 34 まむしら の 子孫よ， 
あなた 方は 邪悪な 者で あるのに， どう 
して 良い 事柄を 語れる でしょう か。 心 
に 満ち あふれて いるものの 中から 口は 
語る からです。 35 善良な 人は 自分の 
良い 宝の 中から 良い ものを 出し， 邪悪、 
な 人は 自分の 邪悪な 宝の 中から 邪悪な 

W  がた  い 

ものを 出します。 36 あなた 方に 言い 
ますが， 人が 語る すべての 無益な こと 
ば， それにつ いて 人は 裁きの 日に 言い 
開きを する ことになります。  37 あな 
たは 自分の 言葉に よって 義と宣 せられ， 
また 自分の 言葉に よっ て 有罪と される 

(サ） 

のです」。 

38 その 時， 書 土と パリ サイ 人の 幾 
人 かが 彼に 対する 答え としてこう 言っ 
た。 「師 よ， わたしたちは あなたから 
のしる しを 見たい のです が」。 39  [イ 
エス] は 答えて 彼らに 言われた， 「邪悪 
な 蔡淫の 世代は しきりに しる しを 求め 
ますが， 預言者 ヨナの しるし 以外には 


何のし る しも 与えられないでしょう。 
40 ヨナが 巨大な 魚の 腹の 中に 三日三晩 
いたよう に， 人の 土 もまた 地の 心に 三 
日三晚 いるので す。 41 ニネベの 人々 
は 裁きの 際に この 世代と 共に 立ち上が 
り， この [世代] を 罪に 定める でしょう。 
彼らは ヨナの 宣べ 伝える ことを 聞いて 
悔い改めた からです が， 見よ， ヨナ 以 
上の ものが ここにい るので す。 42 南 
の 女王は 裁きの 際に この 世代 と共によ 
みが えらされ， この [世代] を 罪に 定め 
るでしょう。 彼女は ソロモンの 知恵を 
聞く ために 地の果てから 来たから です 
が， 見よ， ソロモン 以上の ものが ここ 
にいる のです。 

43 「汚れた 霊は， 人から 出て 来る と， 
休み場を 捜 し 求めて 乾きき っ た 所を 通 
ります が， どこに も 見いだ せません。 
44 そこで， 『出て 来た 自分の 家に 戻ろ 
う』 と 言います。 そして， 着いて みる 
と， それは 空いて いますが， きれいに 掃 
かれ， 飾りつ けられて います。 45 そ 
こで， 出かけて 行って， 自分より 邪悪な 
七つの 異なった 霊を 連れて行き， 彼ら 
は 中に 入って そこに 住みつ きます。 こ 
うして， その 人の 最終的な ありさまは 
最初より 悪くな ります。 この 邪悪な 世 
代 も そのよう になる で しょ う」。 

46  [イエス] がま だ 群衆に して おら 
れる 間に， 見よ， その 母と 兄弟たち が 
彼に 話そうと して 外に 立った。 47 そ 
れ で， ある 人が 彼に 言った， 「ご覧な 
さい， あなたの お母さんと 兄弟たち が 
外に 立って あなたに 話そうと してい ま 
す」。 48  [イエス] は [それを] 告げて 


1505  種 まき 人の 例え。 なぜ 例えで 話す か  マ タイ 12:49—13:19 

いる 者に 答えて 言われた， 「わたしの 第12 章 エス] は 答えて 言われた， 「あなた 方は， 
母とは だれです か。 また わたしの 兄弟 7v;b  3:33 天の 王国の 神聖な 奥義を 理解す る こと 
たちとは だれの ことです か」。  49 そ  1；；  を 聞き入れられて いますが， あの人々 

れ から， 自分の 弟子たち の ほうに 手を  〇；  8-297 は 聞き入れられて いません。 12 だれ 

差し伸べて， こう 言われた。 「ご覧な _ でも 持って いる 人， その 人は さらに 与 

さい， わたしの 母と わたしの 兄弟たち  ml3m  えられて 満ち あふれる ほどに されます。 
です！  50 だれでも 天に おられる わ VJVxL しかし， だれでも 持って いない 人， そ 
たしの 父の ご 意志を 行なう 人， その 人  li  8；4 の 人は 持って いるもの さえ 取り去られ 
がわた しの 兄弟， また 姉妹， また 母な U るので す。 13 わたしが 例えを 使って 
のです」。  ^  11  4:5 彼らに 話す のは このためです。 すな わ 

1 〇 その 日， イエスは 家を 出て， 海 +  8:6 ち， 彼らは 見て いても むだに 見， 聞い 

Id の そばに 座って おられた。 2 す  レは21 ていても むだに 聞き， その 意味を 悟る 
ると， 大群 衆が その もとに 集まった の ク ね22 こと もない からです。 14 イザヤの 預 
で， 舟に 乗って 腰を下ろされた。 群衆  Zi l；!® 言は 彼らに 成就して います。 それは こ 
はみ な1 M 辺に 立って いた。 3 それ か  ^  6:8 う 述べて います。 『あなた 方は 聞く に 
ら， 多くの ことを 例えで 話して こう 言 は 聞く が， 決して その 意味を 悟らず， 
われた。 「ご覧なさい， 種 まき 人が [種 ルカ8:8 見る には 見る が， 決して 見えない であ 
を] まきに 出かけました。  4 彼が まい シマ タ13:34 ろう。 15 この 民の 心は 受け入れる 力 
ている と， 幾つか [の 種] は 道路の わき ルカ8:9 が なくなり， 彼らは 耳で 聞いた が 反応 
に 落ち， 鳥が 来て それを 食べて しまい  m-m  がな く， その 目を 閉じて しまったから 
ました。  5 ほか [の 種] は 土の あまり ァコ 12:1〇 である。 これは， 彼らが 自分の 目で 見， 
ない 岩 地に 落ち， 土が 深くない のです コ°1:26 自分の 耳で 聞き， 自分の 心で その 意味 
ぐに 生え 出ました。 6 しかし 太陽が 昇 ゥ7夕25:29 を 悟って 立ち返り， わたしが 彼らを い 
ると， それは 焼かれ， 根がない ので 枯 1；^以85 やす， という ことが 決してな いためで 
れて しまいました。  7 また， ほか [の ォィ ザ = ある』。 

種] はい ばらの 間に 落ち， いばらが 伸び  %1 16 「しかし， あなた 方の 目は 見る ゆ 
て 来て それを ふさぎました。  8 さら ^  ^ えに， また あなた 方の 耳は 聞く ゆえに 
に ほか [の 種] は りっぱな 土の 上に 落ち  28；2? 幸いです。 17 あなた 方に 真実に 言い 

て 実を 生じる ようになり， ある ものは コ ム岀8 ますが, 多くの 預言者 や 義人たち は， あ 
百倍， ある ものは 六十 倍， ある ものは +%3244:18 なた 方が 見て いるものを 見たい と 願い 
三十 倍 [の 実を ならせました]。  9 耳 ヘプ5: 11 ながら それを 見ず， あなた 方が 聞いて 
の ある 人は 聴きなさい」。  tZiTw いる 事柄を 聞きたい と 願いながら それ 

10 そこで 弟子たち が 寄って 来て， 彼 コョ ハ8 を 聞かなかった のです。 

に 言った， 「例えを 使って 彼らに お話し サル カ 10:24 18 「では， あなた 方は， [種を] まい 
になる のは どうしてです か」。 11 [イ "IS  8；n た 人の 例えを 聴きなさい。 19 人が 王 
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国の 言葉を 聞きながら その 意味を 悟ら 
ない: 合， 邪悪な 者が やって来て， そ 
の 心に まかれた ものを さ らって 行き ま 
す。 これが 道路の わきに まかれた もの 
です。 20 岩 地に まかれた もの， これ 
はみ 晉 葉を 聞き， 喜んです ぐに それを 
受け入れる 人の ことです。 21 けれど 
も， _ 分に 根が なく， 一時は 続きます 
が， み 言葉の ために 患難 や 迫害が I じ 
ると， すぐにつ まずいて しまいます。 
22 いばらの 間に まかれた もの， これ 
はみ 盲 葉を 聞きます が， この 事物の 体 
制の 思い煩 いや 富の 欺きの 力が み 言葉 
をふさぐ 人の ことで あり， その 人は 実 
ら なくなり ま 士。 23 りっぱな 土の 上 
に まかれた もの， これは み 言葉を 聞い 
て， その 意味を 悟る 人の ことです。 そ 
の 人は ほんとうに 実を 結び， ある 者は 
百倍， ある 者は 六十 倍， ある 者は 三十 
倍を 生み出す のです」。 

24  [イエス] は 彼らに 別の 例えを 示 
してこう 言われた。 「天の 王国は， 自 
分の 畑に りっ ばな 種を ま いた 人の よう 
になり ました。 25 人々 が 眠って いる 
間に， その 人の 敵が やって来て， 小麦 
の 間に 雑草を まき 足して 去りました。 
26 葉が 生え 出て 実を 生み出す と， そ 
の 際に 雑草 も 現われました。 27 それ 
で， その 家 あるじの 奴隸 たちが やって 
来て 言いました， 『ご主人 様， 畑には 
りっ ばな 種を おまき になった のでは あ 
りませんでした か。 それな のに， どう 
して そこに 雑草が 生えて くるので しょ 
うか』。  28 彼は 言いました， 『敵で 
ある 人が それを したの だ』。 彼らは 言 
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いました， 『では， わたしどもが 行っ 
て それを 集める ことを お望みです か』。 
29 彼は 言いました， 『いや。 雑草を 集 
める さい， 小麦 も 一緒に 根 こぎに する 
ことがあって はいけ ない。  30 収穫 ま 
で 両方と も 一緒に 成長 さ せて おきな さ 
い。 収穫の 季節に なったら， わたしは 
刈り取る 者たち に， まず 雑草を 集め， 
焼いて しまうた めに それを 縛って 束に 
し， それから， 小麦を わたしの 倉に 集 
める ことに 掛かりなさい， と 言おう』」。 

31 [イエス] は 彼らに 別の 例えを 示 
してこう 言われた。 「天の 王国は から 
しの 種 粒の ようです。 人が それを 取っ 
て 自分の 畑に 植えました。 32 実際 そ 
れは あらゆる 種の 中で 一番 小さな もの 
です が， 成長した ときには 野菜のう ち 
で 一番 大きくて 木の ようになり， 天の 
鳥たち が 来て， その 枝の 間に 宿り 場を 
見つけます」。 

33  [イエス] は 彼らに 別の 例えを 話 
さ れ た， 「天の 王国は パ ン 種の ようで 
す。 女が それを 取って 大升三 ばいの 麦 
粉の 中に 隠 したと ころ， やがて 塊 全体 
が 発酵し ま した」。 

34 イエスは これらの すべてを 例えで 
群衆に 話された。 実際， 例えを 用いな 
いでは 話そうと されなかった。 35 そ 
れは 預言者を 通して， 「わたしは 例え 
を もって 口を 開き， [世の] 基が 置かれ 
て 以来 隠されて きた 事柄を 言い 広め 

る」 と 語られた ことが 成就す るた めで 

(ヶ） 

あった 0 

36 それから， 群衆を 解散 させた 後， 
[イエス] は 家の 中に 入られた。 すると 


1507  真珠。 引き網。 イエスの 兄弟たち  マ タイ 13:37—57 

弟子たち がその もとに 来て， 「畑の 雑 第 口 章 いに なった とき， 人々 は 浜辺に たぐり 
草の 例えを わたしたちに 説明して くだ ?；;!48 上げ， 腰を下ろして， 良い ものを 器に 
さい」 と 言った。 37  [イエス] は 応じ/  集め， ふさわしくな いものは 投げ捨て 

い  たね  もの  ^  8,44  じぶつ たいせい しゅうけ つ 

て 言われた， 「りっぱな 種を まく 者は ゥョハ 13:8 ました。 49 事物の 体制の 終結のと き 

はたけ  せ かい  (7)  つか 

人の 壬です。 38 畑は 世界です。 りっ ヱ  14^3 にも そのよう になる でしょう。 み使い 
ぱな 種， それは 王国の 子たち です。 そ ォ ヘプ9:26 たちは 出かけて 行って， 義人の 中から 
れに 対し， 雑草は 邪悪な 者の 子たち で 13:30 邪悪な 者を より 分け， 50 彼らを 火の 

てき  あくま  (〇)  キ ゼパ 1:3  もろ  こ 

あり， 39 それを まいた 敵は 悪魔です。 ^16:9  燃える 炉に ほうり 込む のです。 そこで 
収穫 は 事物の 体制の 終結で あり， 別 Sso  [彼らは] 泣き 悲しんだり 歯ぎ しりした 

ともの  つか  マタ 13:50  w 

り 取る 者は み使いた ちです。 40 それ 啓2 1:8  りする でしょう。 

ゆえ， 雑草が 集められて 火で 焼かれる ヶ^11 〖ポ  51 「あなた 方は これらす ベての こと 
のと ft じように， の袜 制の1 fel5 の _ ごこ:28 の 意螽を 悟りました か」。 彼らは， 「は 

M  コ裁 5:31  い 

ときに も そのよう になります。 41 人 サ n23:4 い」 と 言った。  52 そこで [イエス] は 

じ ぶん  つか  つか  かれ  サ ダニ 12:3  かれ  い 

の i は 自分の 使いたち を 遣わし， 彼ら 、、m23 彼らに こう 言われた。 「そういう わけ 
は， すべてつ まず きのもとになる もの 胃2 :7  で， 公に 教え諭す 者は みな， 天の 王国 

ふほう  おこ  もの  おうこく  ス フイ J:7  (力）  じぶん たから  くら 

や 不法を 行なって いる 者を 自分の 王国 セ/ザ 55:1 について 教えられ ると， 自分の 宝の 蔵 
から 集め 出し， 42 それを 火の 燃える 炉 胃3 :18  から 新しい 物 や 古い 物を 取り出す 人， 

な  こ  （ク）  かれ  ノ フイ 3:8  いえ 

の 中に 投げ込みます 0 そこで [彼らは] 夕康 2:4  [つまり そのような] 家 あるじの ように 
泣き 悲しんだり 歯ぎ しりした りする で 22：1〇 なります」。 

しょう。 43 その 時， 義人たち は その -  53 さて， これらの 例えを [話し] 終え 

父の 王国で 太陽の ように 明るく 輝く の  ^  ffi ると， イエスは そこから 移って 行かれ 
です。 耳の ある 人は 聴きなさい。  ィレビ 11:12 た。 54 そして 自分の 郷里に 入って か 

おうこく  はたけ  かく  たから  I ク 1  かいどう  ひとびと  おし 

44 「天の 王国は 畑に 隠された 宝の よ ゥ 詩1:5  ら， そこの 会堂で 人々 を 教え はじめら 
うです。 人は それを 見つけてから 隠し 25:32 れ た。 その 結果， 人々 は 驚き入って， 
ました。 そして， 喜びの あまり， 出か マタ 22:13 こう 言った。 「この 人は， これほどの 
けて 行って 自分の 持つ もの すべてを 売 ^14：2  知恵と こうした 強力な 業を どこで 得た 

S ス 1  か  (tl  1,1  だいく 

り， それから その 畑を 買う のです。  ルヵ6 :45 のだろう か。  55 これは あの 大工の 

おうこく  しんじゅ  クマ タ 2:23  むすこ  （コ}  かれ  はは  よ 

マル6 息子では ないか。 彼の 母は マリアと 呼 
ゲル ヵ4:16 ばれ， 兄弟たち は ヤコブ， ヨセフ， シ 
\\  モン， ユダでは ないか 0  56 そして 彼 

6:42 の 姉妹たち も， みんな わたしたちと 共 

サマタ 12:46  [サ） 

^  2；；2 にいる ではない か。 では， この 人は ど 
こ で これらの すべての こと を 得た の だ 

('>)  かれ 

ショ ハ 7:15 ろうか」 0  57 こうして 彼らは イエス 

m ず につまず くように なった。 しかし イエ 


45 「また， 天の 王国は りっぱな 真珠を 
探し 求める 旅商人の ようです。 46 価 
の 高い 真珠 一つを 見つける と， 去って 
行って 自分の 持つ すべての ものを 即座 
に 売り， それから それを 買いました。 

47 「また， 天の 王国は， 海に 下ろさ 
れ てあら ゆる 種類の [魚] を 寄せ集める 
引き網の ようです。 48 それが いっぱ 
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スは 彼らに こう 言われた。 「預言者は 第13 章 それを 自分の 母のと ころに 持って行 っ 
自分の 郷里 や 自分の 家 以外なら 敬われ ァミ；^ ぼ1 た。 12 最後に， [ヨハネ] の 弟子たち 
ない ことはありません」。 58 そして，  が やって来て 遺体を 移し， 彼を 葬った。 

かれ  しんこう  けつじょ  イマ ル 6:b  ほうこく 

彼らの 信仰の 欠如の ゆえに， そこでは - それから， イエスの ところに 来て 報告 

強力な 業を 多くは なさらなかった。  した。 13 それを 聞いた イエスは， 独 

1 A ちょうど そのころ， 地域 支配者  ^  りになる ために， そこから 舟で 寂しい 
へ ロ デは イエスの 評判を 聞き， Iv$16:14 所に 退かれた。 ところが， 群衆は その 
2 自分の 僕たちに， 「これは パプ テス  ZX  6；!e ことを 聞きつ け， 諸 都市から 徒歩で 彼 
卜の ヨハネ だ。 死人の 中から よみがえ ォマタ 4:12 の あとに 付いて 来た。 

ら された の だ。 だから， 強力な 業が 彼 ルカ3 :19  14 さて， 出て 来られた 時， [イエス] は 

のうちに 彳 f いている の だ」 と 言った。 ^  [：?  20；2? 大群 衆を ご覧に なった。 そして， 彼ら 
3 というのは， へ ロ デは， 自分の 兄弟  に 哀れみを 感じ， その 中の 病気の 者た 

フィ リポの 妻へ ロデア のこと で ヨハネ  h76 ちを 治され 羌〇 15 さて， 夕方に なっ 

を 捕らえて 縛り ，獄に 入れた からで あっ 2〇：6 た 時， 弟子たち がその もとに 来て， こう 
た。 4 それは ヨハネが， 「あなたが 彼  言った。 「ここは 寂しい 場所です し， 時 

女を 有して いるのは 正しくない」 と 彼  刻 ももう ずっと 進みました。 群衆を 去 

い  かれ  むら むら  い  じ ぶん  た 

に 言って いたた めであった。 5  [へ ロ コマル 6:24 ら せ， 彼らが 村々 に 行って 自分で 食べ 
デ] は， 彼を 殺して しまいた いと 思い サ マル6:26 物を 買うよう にして ください」。 16 し 
ながら も， 群衆を 恐れた。 人々 は 彼を 一 襴 かし， イエスは 言われた， 「彼らは 去 
預言者と みなして いたから であった。 ァマタ 17:12 るには 及びません。 あなた 方が 彼らに 
6 ところが， へ ロ デの 誠 r 日び减 ゎれ マル6:28 椅か4 ベる 緩を 掌ぇ なさ ふ。 17  [i 
ていた 時， へ ロ デアの 娘が その 席で 踊  ^  8:2 子] たちは 言った， 「わたしたちは 五つ 
りを 見せて へ ロ デを たいそう 喜ばせた。 ゥ の パンと 二 匹の 魚の ほかには 何も ここ 

かれ  なん  かのじょ  もと  も  [ク）  い 

7 それで 彼は， 何でも 彼女の 求める も ヱ マタ 9:36 に 持って いません」。 18  [イエス] は 言 
のを 与える と 誓って 約束した。 8 そこ  われた， 「それを ここに， わたしの とこ 

で 彼女は， 母の 指図の もとに， 「バプ テ  ^  5；2? ろに 持って来なさい」。 19 次に 彼は， 

くび  おおざら  の  くさ  よこ  ぐんしゅう  めい 

ストの ヨハネの 首を 大皿に 載せて， こ ォル カ9: 11 草の 上に 横になる よう 群衆に 命じ， そ 
こで わたしに お与えく ださい」 と言っ カル カ9 :12 の 五つの パンと 二 匹の 魚を 取り， 天を 
た。 9 王は 憂えた が， 自分の 誓い， お 6:37 見上げて 祝とう を 述べ， パンを 割いて 
よび 一緒に 横に なって いる 者たち の 手 ョ ハ6:9 弟子たち に 配り， ついで 弟子たち が 群 
前 も あって， それを 与える ようにと 命 衆に 配った。 20 こうして すべての 者 
令した。 1〇 そして， 人を やって， 獄  9:16 が 食べて 満ち足りた。 また， かけらの 
の 中で ヨハネの 首を切らせた。 11 そ  3-  6:10 余りを 拾う と， 十二の かごが いっぱい 
れ から， 彼の 首は 大皿に 載せて 運び込 サラ^は になった。 21 しかも， 食べて いたの 
まれ， その 乙女に 与えられた。 彼女は  3*  6：；2 は 約 五 千 人の 男たち であり， ほかに 女 
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や 幼子たち がいた ので ある。 22 それ 
から 直ちに， [イエス] は 弟子たち を 強 
いて 舟に 乗らせ， S 分に 先立って 向 こ 
う 側に 行かせ， 一方では 群衆を お去ら 
せに なった。 

23 やがて， 群衆を 去らせた [イエス] 
は， 祈りを する ために 自分 だけで 山に 

のぼ  ゆ  [ゥ）  じこく  おそ 

上って 行かれた。 [時刻は] 遅く なって 
いたが， ただ 独りで そこに おられた。 
24 そのころ までに， 舟は 陸から 何百 
メートル も 離れて いたが， 波の ために 
難儀 させられ ていた。 向かい風だった 
からで ある。 25 ところが， 夜の 第 四 
見張り 時に， [イエス] は 海の 上を 歩い 

かれ  こ  [才] 

て 彼らのと ころに 来られた ので ある。 
26 海の 上を 歩いて おられる のを 見 か 
けたと き， 弟子たち は 騒ぎ 立ち， 「こ 
れは 幻影 だ！」 と 言った。 そして， 恐 
れの あまり 叫び声を 上げた。 27 しか 
し， イエスは すぐに， 「勇気を 出しな さ 
い， わたしです。 恐れる ことは ありま 
せん」 と 彼らに 言われた。 28 ぺ テロ 
は 答えて 言った， 「主よ， あなたでした 
ら， 水の 上を [歩いて] みもとに 来る よ 
うわた しに お命じく ださい」。  29  [イ 
エス] は， 「来なさい！」 と言われた。 
そこでべ テロは 舟から 降り， 水の 上を 
歩いて イエスの ほうに 行った。 30 と 
ころが 風 あらしを 見て 怖くな り， 沈み 
始めた ときに， 「主よ， お救いく ださ 
い！」 と 叫んだ。 31 イエスは すぐに 
手を 伸ば して 彼を つかみ， 「信仰の 少 
ない 人よ， なぜ 疑いに 負けた のです か」 
と言われた。 32 そして， ふたりが 舟 
に 上が っ てから ，風 あら しは 和 らい だ。 
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ヨハ 6:20 

使徒 23:11 


33 その 時， 舟に いた 者たち は， 「確か 
にあな たは 拽の 土で 士」 と 言って， 敬 
意を ささげた。 34 それから 彼らは [海 
を] 渡り， ゲネ サレの 地に 上がった。 

35  [イエス] を 見て それと 知る と， そ 
の 場所の 人たち は 周囲の 全地方に [人 
を] 遣わした。 それで 人々 は 病んで い 
る 者たち をみ な 彼の ところ に 連れて来 
た。 36 そして 彼らは， ただ 外衣の 房 
ベり にで も 触れさせて いただき たいと 
懇願す るよう になった。 そして， それ 
に 触れた 者は 皆す っか りよく なった の 


である。 

-j  IT その 時， エルサレムから パリサ 

丄® ィ 又と I 李たち がィ ェスのと こ 
ろに 来て， こう 言った。 2 「あなたの 
弟子が 昔の 人々 からの 伝統を 踏み越え 
ている のは どうしてで すか。 たとえば， 
食事を しようと するとき に， 彼らは 手 
を 洗いません」。 

3  [イエス] は 答えて 言われた， 「あ 
なた 方 も 自分たち の 伝統の ゆえに# の 
おきてを 踏み越えて いるのは どうして 
です か。 4 たとえば， 拽 は， 『あなた 
の 父と 母を 敬いなさい』， そして， 『父 
や 母を のの しる 者は 死に 至らせな さ 
い』 と言われ ま した。  5 ところが あ 

がた  じ ぶん  ちち  はは  む 

なた 方は， 『自分の 父 や 母に 向かって， 
「わた しの 持つ もので あなたが わたし 
から 益を お受けになる ものが あるか も 
しれません が， それは みな# に 献納 さ 
れた 供え物な のです」 と言うの が だれ 
であっても， 6 その 者は 自分の 父を 少 
しも 敬って はならない』 と 言います。 
こうして あなた 方は， 自分たち の 伝統 
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の ゆえに# の 言葉を 無に しています。 
7 偽善者よ， イザヤは あなた 方に つい 
て 適切に 預言して 言いました， 8 『こ 
の 民は 唇で わたしを 敬う が， その 心は 
わたしから 遠く離れて いる。 9 彼らが 
わた しを 崇拝し つづける のは 無駄な こ 
とで ある。 人間の 命令を 教理と して 教 
える からで あ 4』」。 10 そうして， 群 
衆を 近くに 呼んで こう 言われた。 「聴 
いて， その 意味を 悟りなさい。 11 口 
の 中に 入る ものが 人を 汚す のでは あり 
ません。 口から 出る ものが 人を 汚す の 

(キ） 

です」。 

12 その 時， 弟子たち が やって来て 彼 
に 言った， 「あなたの 言われた ことを 
聞いて パリ サイ 人たち がつ まずいた の 
を ご存じで すか」。 13  [イエス] は 答え 
て 言われた， 「わた しの 天の 父が お植 
えに なった のでない 植物は みな 根 こぎ 
にされ ます。 14 彼らの ことは ほって 

もうもく  あんない にん 

おきなさい。 彼らは 盲目の 案内 人な の 
です。 それで， 盲人が 盲人を 案内す る 
なら， 二人とも 穴に 落ち & むので す」。 
15 ぺ テロは それに こたえて 言った， 
「その 例えを わたしたちに 分かりやす 
くして ください」。 16 すると [イエス] 

は 言われた， 「あなた 方 もま だ 理解し 

トン） 

ていないので すか。 17  口の 中に 入る 
ものは みな 腸に 進んで 行き， 下水に 排 
出される ことに 気づいて いないの です 
か。 18 しかし， 口から 出る ものは 心、 
から 出て 来る ので あり， それが 人を 汚 
します。 19 たとえば， 心から， 邪, 悪 

すいろん [セ） さつじん  かんいん  いんこう  ぬす  ぎ 

な 推論， 殺人， 蔡淫， 淫行， 盗み， 偽 
証， 冒とくが 出て 来ます。 20 これら 
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は 人を 汚す ものです。 しかし， 洗って 
な L ヽ 手で 食事を 取る ことは 人を 汚し ま 
せ/ C」。 

21 イエスは そこを 離れ， こんどは 
ティ ルスと シド ンの 地方に 退かれた。 
22 すると， 見よ， その 地域の フエ ニ 
キア 人の 女が 出て 来て， 「主よ， ダビ 
デの 壬よ， 私に 憐れみを おかけく ださ 
い。 私の 娘は ひどく 悪霊に つかれて い 
ます」 と 声を 上げて 叫んだ。 23 しか 
し [イエス] は 彼女に 一言 も お答えに な 
ら なかった。 それで 弟子たち が 寄って 
来て， 「彼女を 追い払って ください。 あ 
とに 付いて 来て， 叫びつ づけて います 
から」 と 頼み はじめた。  24  [イエス] 
は 答えて 言われた， 「わたしは， イス 
ラエルの 家の 失われた 羊の ほかは だれ 
のと ころに も 遣わされませんでした」。 
25 女は やって来て， 彼に 敬意を ささ 
げ ながら， 「主よ， 私を お助けく ださ 
い！」 と 言った。  26  [イエス] は 答え 
て 言われた， 「子供たち の パンを 取っ 
て 小犬に 投げ与え るのは 正 しく ありま 
せん」。 27 彼女は 言った， 「そうで 
す， 主 よ。 けれど， 小犬 も 自分の 主人 
たち の 食卓 か ら 落ちる パンく ずを 食べ 
るので ございま 士」。  28 そこで イエ 

スは 答えて 言われた， 「おお 女よ， 偉 
大 です， あなたの 信仰は。 あなたの 願 
うと おりの ことが 起きる ように」。 す 
ると， 彼女の 娘は その 時刻 以後い えた 

[ク） 

ので ある。 

29 そこから 移って 行き， イエスは 
次に ガリラヤの 海の 近くに 来られた。 
そして， 山に 上って， そこに 座って お 
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られた 0  30 すると， 大群 衆が， 足の 第 H 章 38 しかも， 食べて いたのは 四千 人の 男 

なえた 人， 不具の 人， 盲人， 口の きけ 7  it  IS であり， ほかに 女 や 幼子たち がいた の 
ない 人， その他 多くの 人を 連れて 彼に  v!"  7；32 である。 39 終わりに， 群衆を 去らせ 
近づき， それらの 人を 彼の 足 もとに 投  てから， [イエス] は 舟に 乗って マガ ダ 

お  イマ タ 9:33  ちほう  I?) 

げ 出さん ばかりにして 置いた。 それで マル7:37 ン 地方に 入られた。 

[イエス] は 彼らを 治された。  31 その ゥ #8:1 ここで パリ サイ 人と サド カイ 人 
ため 群衆は， 口の きけなかった 人が も  たちが 彼に 近づき， 誘惑し よう 

のを 言い， 足の なえて いた 人が 歩き， 盲 以 4 として， 天からの しるしを 見せて くれ 
人が 見える ようになった のを 見て 非常  るよう にと 頼んだ。  2  [イエス] は 答 

に 驚き， イスラエルの 拽の 栄光を たた 王114;^  えて 言われた， 「[[夕方に なると， あ 

[ィ）  V ル 8.4  がた  せいてん 

えた。  なた 方は いつも， 『晴天になる だろう， 

32 ところが イエスは 弟子たち を 自分 力 も8 以 3 空が 火の ように 赤い から』 と 言います。 
の もとに 呼んで， こう 言われた。 「わ  H  8^619  3 そして 朝には， 『今日は 冬の ような 
たしは この 群衆に 哀れみを 感じます。  雨降りだろう。 空は 火の ように 赤い が， 

か キマタ 16:10 うすぐら  い 

わたしの もとにと どまって すでに 三日 マル8:8 薄暗く 見える から』 と [言います]。 あ 
になる のに， 食べる 物を 何も 持って い  なた 方は 空模様の 解釈の 仕方を 知りな 

ないから です。 そして わたしは， 何も ァマ ル8: 1Q がら， 時代の しるしは 解釈で きないの 
食べない ままで 彼らを 去らせた く あり ■です。]]  4 邪悪な 姦淫の 世代は しき 
ません。 彼らは 途中で 力が 尽きて しま 12:38 りに しるしを 求めます。 しかし ヨナの 

で  （才） い がい  なん  あた 

うか もしれ ません」。  33 しかし， 弟  しるし 以外には 何のし るし も 与えられ 

し  い  さび  ばしょ  ウマル 8.11  w  かれ 

子たち は 言った， 「この 寂しい 場所で， ルヵ 11:16 ないで しょう」。 そうして， 彼らを あと 
これほどの 群衆を 満足させる だけの パ  に 残した まま 去って 行かれた。 

ンを わたしたちは どこで 得る ので しょ 1ブ^ ず  5 さて， 弟子たち は 向こう側に 渡っ 
うか」。 34 すると イエスは 言われた， 12:54 たが， パンを 携えて 行く のを 忘れた。 

がた  いく  かれ  い 

「あなた 方には パンが 幾つあります か」。 ォョナ 1:17  6 イエスは 彼らに 言われた， 「じっと 

彼らは 言った， 「七つです。 それに 小  見張って いて， パリ サイ 人と サド カイ 

さい 魚が 何 匹 かあります」。  35 そこ  人の パン 種に 気を付けなさい」。 7 そ 

で， 地面に 横になる よう 群衆に 指示し キマタ チミ れで 彼らは， 「わたしたちは パンを 少 

ルヵ 11:29  も  こ  たが  ろん 

てから，  36  [イエス] は その 七つの パ  しも 持って来なかった」 と 互いに 論じ 

ンと [数匹の] 魚を 取り， 感謝を ささげ ク ご；: 以 43 はじめた 0  8 これを 知って， イエスは 

てから， それを 割いて 弟子たち に 配り  言われた， 「パンを 持って いない こと 

はじめ， ついで 弟子たち が 群衆に [配っ で， どうして そのよう に 論じ 合って い 

(力）  もの  た  ルカ 12:1  しんこう  すく  U 

た]。 37 そしてす ベての 者が 食べて = む17 るので すか， 信仰の 少ない 人たち よ。 
満ち足りた。 また， かけらの 余りと し  9 まだ 要点が 分からな いのです か。 そ 

て， 七つの 食糧 かご いっぱいに 拾った。 れ とも， 五 千 人の 場合の 五つの パン， 
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そ して 幾つの かごに 拾っ たかを 覚えて 
いないので すか。 10 また， 四千 人の 
場合の 七つの パン， そして 幾つの 食糧 
かごに 拾った かを。 11 わたしが パン 
について 話した のでない ことを， どう 
して あなた 方は 悟らない のです か。 た 
だ， パリ サイ 人と サド カイ 人の パン 種 
に 気を付けなさい」。 12 その 時， 彼ら 
は， パンの パン 種では なく， パリ サイ 
人と サド カイ 人の 教え に 気を^* けよ と 
言われた の だ， という ことを 会得した。 

13 さて， カ エサ レア •フ ィリ ピ 地方 
に 来て おられた 時， イエスは， 「人々 
は 人の 壬の ことを だれ だと 言って いま 
すか」 と 弟子たち に 尋ね はじめられ 
た。 14 彼らは 言った， 「ある 者は バ 
プ テス トの ヨハネ， 他の 者は エリヤ， さ 
らに 他の 者は エレ ミ ヤ または 預言者の 
一人と 言って います」。 15  [イエス] 
は 彼らに 言われた， 「だが， あなた 方 
は， わたしの ことを だれで あると 言い 
ます か」。 16 シモン •ぺ テロが 答え 
て 言った， 「あなたは キリスト， 生け 
る# の i です」。 17 イエスは それに 
こたえて 言われた， 「ヨナの 子 シモン 
よ， あなたは 幸福です。 肉と 血が あな 
たに [これを] 啓示した のでは なく， 天 
に おられる わた しの 父が そ うな さった 
からです。 18 また， あなたに 言い ま 
すが， あなたは ぺ テロで あり， この 岩 
塊の 上に わたしは g 分の 会衆を 建て ま 
す。 ハ デスの 門は それに 打ち勝たない 
でしょう。 19 わたしは あなたに 天の 
王国の かぎを 与えます。 何でも あなた 
が 地上で 縛る ものは 天に おいて 縛られ 


ケ ヨハ 1:41 
ヨハ 4:25 
ヨハ 11:27 


たもので あり， 何でも あなたが 地上で 
解く ものは 天に おいて 解かれた もので 
す」。 20 それから [イエス] は， ご 自分 
が キリスト である ことを だれに も 言わ 

ないよう にと 弟子たち に 厳しく 言い渡 

[ィ） 

された。 

21 その 時 以後， イエス •キリス トは， 
ご 自分が エルサレムに 行って 年長者 • 
祭司 長 • 書士 たちから 多くの 苦しみを 
受け， かつ 殺され， 三日 目に よみがえ 
ら されねば ならない ことを 弟子たち に 
示し 始められた。  22 すると， ぺ テロ 
は 彼を わきに 連れて行き， 「主よ， ご 
自分を 大切に なさって ください。 あな 
たは 決して そのような [運命] にはなら 
ないで しょう」 と 言って 叱り 始めた。 
23 しかし， [イエス] はべ テロに 背を 向 
けて 言われた， 「わたしの 後ろに 下が 
れ， サタンよ！  あなたは わたしを つ 
まず かせる ものです。 あなたは， 拽の 
考えでは なく， 人間の 考えを 抱いて い 
るからで す」。 

24 それから イエスは 弟子たち に 言わ 
れ た， 「だれでも わた しに 付いて 来た 
いと 思うなら， その 人は 自分を 捨て， 自 
分の 苦しみの 杭を 取り上げて， 絶えず 
わたしの あとに 従いなさい。  25 だれ 
でも 自分の 魂を 救おうと 思う 者は それ 
を 失う からです。 しかし， だれでも わ 
たしの ために 自分の 魂を 失う 者は それ 
を 見いだ すので す。 26 というのは, 全 
世界を かち 得ても， それに よって 自分 
の 魂を 失うなら， その 人に とって 何の 
益になる でしょう か。 また， 人は 自分 
の 魂と 引き換えに 何を 与える ので しょ 


1513  変ぼう の 幻。 エリヤ ー バプテストの ヨハネ  マ タイ 16：27—17：17 


うか。 27 人の 王は， 自分の 使いたち 
を伴っ て 父の 栄光のう ちに 到来す る こ 
とに 定まって おり， その 時， 各々 に そ 
の 振る舞い に応じて 返報す るので す。 
28 あなた 方に 真実に 言います が， ここ 
に 立って いる 者の 中には， 人の i が自 
分の 王国を もって 到来す るのを まず 見 
るまでは 決して# を 味わわない 者たち 
がい ま' f」。 

n 六日 後， イエスは ぺ テロと ヤコ 
ブ およ びその 兄弟 ヨハネを 伴い， 
彼ら だけを 高大な 山の 中に 連れて来ら 
れ た。  2 そして 彼らの 前で 変ぼう さ 
れ， その 顔は 太陽の ように 輝き， そ 
の 外衣は 光の ように ま ば ゆく なった。 
3 そして， 見よ， モー セと エリヤが 彼 
らに 現われ， [イエス] と 語り合って い 
た。  4 ぺ テロは それに こたえて イエス 
に 言った， 「主よ， わたしたちが ここ 
にいる のは 良い ことです。 お望みで し 
たら， わたしは ここに 三つの 天幕を 立 
てます。 一つは あなたの ため， 一つは 
モー セの ため， 一つは エリヤの ためで 
す」。 5 彼が まだ 話して いるう ちに， 見 
よ， 明るい 雲が 彼らを 影で 覆った。 そ 
して， 見よ， その 雲の 中から 声が あっ 
て， 「これは わたしの 壬， [わたしの] 
愛する 者で ある。 わたしは この 者を 是 
認 した。 この 者に 聴き 従いなさい」 と 
言った。 6 これを 聞く と， 弟子たち は 
うつ 伏して 非常に 恐れた。 7 その 時 
イエスが 近くに 来て， 彼らに 触りな が 
ら， 「起き上がりなさい。 恐れる こと 
はありません」 と言われた。  8 彼ら 
が 目を 上げる と， イエス ー人の ほかは 
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だれも 見えなかった。 9 そして， 彼ら 
がその 山を 下って いた 時， イエスは 彼 
らに 命令して こう 言われた。 「人の 壬 
が 死人の 中から よ みがえ ら される まで 
は， この 幻に ついて だれに も 語って は 
なりません」。 

10 しかし 弟子たち は， 「では， な 
ぜ書士 たちは， エリヤが まず 来な けれ 
ばなら ない と言うので すか」 と 質問し 
た 0 11 [イエス] は 答えて 言われた， 
「確かに エリヤが 来て， すべての ものを 
回復し ます。 12 しかし， あなた 方に 
言います が， エリヤは すでに 来たので 
すが， 人々 は それを 見# けず， 自分た 
ちの 望む こと を 彼に 対 して 行な っ たの 
です。 このように， 人の 壬 も 彼らの 手 
で 苦しみを 受ける ように 定められ てい 
るので す」。 13 このと き 弟子たち は， 
[イエス] がバプ テス トの ヨハネに つい 
て 話さ れ たの だと L 、うこと に 気づいた。 

14 それから， 一行が 群衆の ほうに 来 
る ム ひとりの 男が 彼に 近づき， その 
前に ひざまず いてこう 言った。 15 「主 
よ， 私の 息子に 憐れみを おかけく ださ 
い。 [息子] はてん かんで 病んで いるか 
ら です。 何度も 火の 中に， 何度も 水の 
中に 倒れ 落ちる ので 音'。 16 そして， 
私 は [息子] を あなたの 弟子たち の も 
とに 連れてまい りました が， 治す こと 
がで きませんでした」。 17 イエスは 答 
えて 言われた， 「ああ， 不信仰で ねじ 
けた 世代よ， いつまで わたしは あなた 
方 と共にい な ければ な らな いので しょ 
う。 いつまで あなた 方の ことを 忍ばね 
ばなら ない のでしょう。 その [子] を こ 


マ タイ 17:18—18:8  魚の 口に 硬貨。 謙遜 さ。 臼 石  1514 

こに， わたしの ところに 連れて来 なさ 第17 章 です」 と言うと， イエスは こう 言われ 
い」。 18 それから， イエスは [その 7 マル9 :25 た。 「そうで あれば， 子たち は 税を課 
霊] を 叱りつ けられた。 すると 悪霊は <：^98 ボ されて いないの です。 27 しかし， 彼 

かれ  き [ァ）  しょうねん  とき  マタ 15:28  斑 

彼から 出て 来た。 そして 少年は その 時 ョ ハ4:52 らを つまずかせない ために， あなたは 
以後 治った ので ある。 19 そこで 弟子 ゥマル9:28 海に 行き， 釣り針を 投じて， 最初に 上 
たちは 自分たち だけで イエスの もとに ェマ タ ル” がる 魚を 取りなさい。 その 口を 開けば， 
来て， 「わたしたちが これを 追い出せ  if : は6 あな たは スタ テル 硬貨 一つ を 見つける 
なかった のは どうしてで しょうか」 と ォサ n  24:14 でしょう。 それを 取って， わたしと あ 
言った。 20  [イエス] は 彼らに 言われ  ZI  9-31° なた のために 彼らに 与えなさい」。 

がた  しんこう  すく  ルカ 9:44  とき  でし  ちか 

た， 「あなた 方の 信仰が 少ないた めで  その 時， 弟子たち が イエスの 近 

す。 あなた 方に 真実に 言います が， か マタ 28:6 18  くに 来て： 「天の 王国では いっ 
らしの 種 粒 ほどの 信仰が あるなら， こ キ = 巧 たいだれ が 一番 偉い のです か」 と言っ 

うつ  ^  W  おさな 

の 山に， 『ここから あそこに 移れ』 と .〇;13 た。  2 そこで [イエス] は， ひとりの 幼 
言う としても， それは 移る ので あり， 何  ^  38:26 子を 自分の もとに 呼び， 彼らの 真ん中 
事 も あなた 方に とって 不可能で はない 第二 欄 に 立たせて， 3 こう 言われた。 「あな 
ので 士」。 21 ——  ァジぶ13 た 方に 真実に 言います が， 身を 転じて 

22 彼らが ガリラヤに 集まって いた 時  "； I%32 幼子の ようにならなければ， あなた 方 
のこと であった が， イエスは 彼らに こう ィ マル 12:17 は 決して 天の 王国に 入れません。 4 そ 

言われた。 「人の 壬は 裏切られて 人々 _ れ ゆえ， だれでも この 幼子の ように 謙 

の 手に 渡される ように 定められて いま  遜になる 者が， 天の 王国に おいて 最も 

す。 23 そして 人々 は 彼を 殺し， 三日 ^  9；46 偉大な 者な のです。 5 そして， だれで 

め  ：»)  ルカ 22:24  おさな 

目に 彼は よみがえらされる でしょう」。  も， わたしの 名に よって このような 幼 

このため， 彼らは 非常に 悲しんだ。  子 一人を 迎える 者は， わたしを [も] 迎 

24 彼らが カペル ナウ ムに 着いた の  える のです。 6 しかし， わたしに 信仰 

ち， ニ ドラ クマ [税] を 徴収す る 人たち ~UA18:17 を 置く これら 小さな 者の 一人を つまず 

ちか  がた きょう 

がべ テロに 近づいて， 「あなた 方の 教 +02Q:26 かせる のが だれで あっても， その 者に 
師はニ ドラ クマ [税] を 払わない のです ボ とっては， ろばの 回す ような 臼 石を 首 

[ク)  い  かれ  はら  ルカ 22:26  ひろ  おおう み  しず 

か」 と 言った。 25 彼は， 「払います」  ャコ4: 1〇 にか けられて， 広い 大海に 沈められる 

と 言った。 しかし， 彼が 家に 入る と， イ ク 厳15^ 8 ほうが 益になります。 

エスは 彼より 先にこう 言われた。 「シ ぺ テ15 :5  7 「つまずかせる ものの ゆえに， 世 
モンよ， あなたは どう 考えます か。 地 ヶ v;u9:37 は 災いです！ もとより， つまずかせ 
の 王たち は 租税 や 人頭税を だれから 受 ^ 18:21 る ものが 来る ことは やむ を 得ません 
け 取って います か。 自分の 子たち から ぶが， つまずかせる ものが 来る その 経路 
です か， それとも よその 人たち からで シマ タ 26:24 となる 人は 災いです！  8 そこで， も 
すか」。 26 彼が， 「よその 人たち から スル ヵ i7:i しあな たの 手 か 足が あなたを つまずか 
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せて いるなら， それを 切り離して 捨て 第 川 章 ら， あなたと 一緒に あと 一人 か 二人を 
去りなさい。 二つの 手 または 二つの 足 連れて行きなさい。 一切の ことが 二人 

えいえん  （ィ）  な  こ  コロ  3:5  しょうにん  かくしょう 

をつ けて 永遠の 火に 投げ込まれ るより  また は 三人の 証人の 口によ っ て 確証 さ 

は， 不具 または 足の 不自由な まま 命に 25：4 れる ためです。 17 もし 彼が それらの 
入る ほうが， あなたに とって 良い ので 5:29 人たち [の 述べる こと] を 聴かないなら， 
す。 9 また， もし あなたの 目が あなた  D マ 8:13 会衆に 話しなさい。 もし 会衆 [の 告げる 
を つまずかせて いるなら， それを えぐ 1$以5 こと] にさえ 聴かないなら， その 人を， 
り 出して 捨て去りなさい。 二つの 目を 1:19 あなたに とって， 諸国 民の 者 また 収税 
つけて 火の 燃える ゲへナ に 投げ込まれ ^ 9 人の ような 者と しなさい。 

かためい のち  11 ^  2:25  がた しんじつい 

るよりは， 片目で 命に 入る ほうが， あ 18 「あなた 方に 真実に 言います が， 

よ  [ゥ 1  キル カ15:4 なん  ちじょう しば 

なた に とって 良い のです。 10 あなた 何で あれ あなた 方が 地上で 縛る ものは 

がた  もの ひとり  あなど  クル 寿 1シ6 

方は これら 小さな 者の 一人を も 侮る こ 15：? 天に おいて 縛られた もので あり， 何で 
とがない ようにしなさい。 あなた 方に  3：9 あれ あなた 方が 地上で 解く ものは 天に 

言います が， 天に いる 彼らの み使いた ^h^9：17 おいて 解かれた ものです。 19 再び あ 
ちは， 天に おられる わたしの 父の み 顔 ；"'  なた 方に 真実に 言います が， 地上に い 

を 常に 見守って いるので す。 11 —— _ る あなた 方のう ちの 二人が， どんな こ 

12 「あなた 方は どう 考えます か。 あ 第二 欄 とで も 自分たち の 請い 願うべき 重要な 
る 人が 百 匹の 羊を 持つ ようになり， そ 7シ9 ボ 7 事柄に ついて 同意す るなら， 天に おら 
のうちの 一匹が 迷い 出るなら， その  テモ lil9 れる わたしの 父に よって， それは その 

ひき  のこ  へブ 10:28 

人は 九十 九 匹を 山に 残し， 迷い 出て い  [二人] のために そのよう になる ので 

さが  イヨ ハ 18:28  ず  ふたり 

る ものを 捜しに 出かけないでしょう  す。 20 二人 か 三人が わたしの 名に お 

か。 13 そして， うまく それを 見つけ 16:17 いて 共に 集まって いると ころには， わ 
るなら， あなた 方に はっきり 言います  315:11 たし も その 中に いるから です」。 

が， その 人は 迷い 出なかった 九十 九 匹 If、 品ぽ  21 その 時べ テロが 寄って 来て， こう 

いじょう  ひつじ  よろこ  い  しゅ  きょうだい  つみ 

のこと 以上に その [羊] のこと を歓 ぶの ォマル U:24 言った。 「主よ， 兄弟が わたしに 罪を 

[ク 1  おな  ヨハ 14:13  なんかい ゆる 

です。 14 同じように， これら 小さな ョハ 他24 おかす とき， わたしは その 人を 何回 許 
者の 一人が 滅びる のは， 天に おられる  ョ ハ15 :14 すべきでしょう ふ。 七 回までで すか」。 

わたしの 父に とって 願わしい ことでは 力31  5 :4  22 イエスは 彼に 言われた， 「あなたに 

ありません。  キマタ 言います が， 七 回までで はなく， 七十 七 

15 「さらに， もし あなたの 兄弟が 罪 ク歲 19:11 回までで す。 

を 犯したなら， 行って， ただ あなたと ヶ 7 夕 6:12  23 「それゆえ， 天の 王国は， 自分の 
彼との 間で その 過ちを 明らかにし なさ =7^&425 奴隸 たちとの 勘定を 清算し ようとした 
い。 彼が あなた [の 述べる こと] を 聴く  人， [つまり そのような] 王のようにな 

なら， あなたは 自分の 兄弟を 得た ので サ 。マ14:12 りました。 24 清算を し 始める と， [王] 
す。 16 しかし， もし 彼が 聴かない な シマ タ 22:2 に 一万 タラント [  =  60, 000,000 デナ リ] 


マ タイ 18:25—19:9  多額の 負債を 抱えた 奴隸 。離婚の 根拠  1516 


借りて いる 男が 連れて来られ ま した。 
25 ところが 彼には [それを] 返す 資力 
がなかった ので， 主人は， 彼と その 妻 
および 子供たち， また 彼が 持つ すべて 

う  し はら  めい 

の ものを 売って 支払いを する ように 命 
じました。 26 そこで， 奴隸は ひれ 伏 
して 敬意を ささげながら， 『わたしの 
ことを ご 辛抱く ださい。 すべてを お 返 
しします から』 と 言いました。  27 す 
ると， その 奴隸の 主人は 哀れに 思って 
彼を 放免し， その 負債を 取り消 してや 
りました。  28 ところが， その 奴隸は 
出て 行って， 自分に 百 デナ リを 借りて 
いる 仲間の 奴隸の 一人を 見つけ ま した。 
そして 彼を 捕まえて， その 首を 絞めな 
がら， 『借りて いるものを みんな 返せ』 
と 言った のです。 29 それで， 仲間の 
奴隸は ひれ 伏 して 懇願し は じめ， 『わ 
たしの ことを 辛抱して ください。 返し 
ますから』 と 言いました。  30 しかし 
彼は 応じよう とせず， 去って 行って， 借 
り ている ものを 返す まで 獄に 入らせて 
しまいました。 31 それで， 起きた 事 
柄を 見た とき， 彼の 仲間の 奴隸 たちは 
非常に 悲しみ， 出かけて 行って， 起き 
た 事柄を みな 主人に 明らかに しま した。 
32 そこで 主人は 彼を 呼び寄せて 言い ま 
した， 『邪悪な 奴隸 よ， あなたが わたし 
に 懇願した とき， わたしは あの 負債を 
すべて 取り消して あげた。 33 わたし 
が あなたに 憐れみを かけた ように， 今 
度は あなたが 仲間の 奴隸に 憐れみを か 
けるべき ではなかった のか』。  34 そ 
うして， 憤った 主人は， 借りて いる も 
の すべてを 返す まで， 彼を 牢番たち に 
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イルカ 7:42 
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引き渡しました。  35 もし あなた 方 各 
自 が， 自分の 兄弟を 心から 許さない な 
b, わたしの 天の 父 も あなた 方を これ 
と同じように 扱われる で しょ う」。 

|  Q さて， これらの 言葉を [語り] 終 
えてから， イエスは ガリラヤを 
出発し， ヨルダンを 龠 えて ユダヤの 国 
■に 条られ /L  2 また: 蕭が 

彼の あとに 従い， [イエス] は そこで そ 
の 人々 [の 病] を 治された。 

3 すると， パリ サイ 人たち がその もと 
にやって 来て， 何とか 誘惑し ようとし 
て， こう 言った。 「人が 自分の 妻を 離 
婚 する ことは， どんな 根拠に よる 場合 
でも 許される のです か」。 4  [イエス] 
は 答えて 言われた， 「あなた 方は 読ま 
なかった のです か。 人を 創造され た 方 
は， これを 初めから 男性と 女性に ^ り， 
5 『この ゆえに， 人は 父と 母を _ れて自 

ぶん  つま  かた  つ  ふたり  いったい  [ク 1 

分の 妻に 堅 く 付き， 二人は 一体 となる』 
と言われた のです。 6 したがって， 彼 
ら はもは や 二つでは なく， 一体です。 
それゆえ， 拽 がくび きで 結ばれた もの 
を， 人が 離して はなり ません」。 7 彼 
らは 言った， 「では， なぜ モー セは， 
離縁 証-を 与えて [妻を] 離婚す る こと 
を 規定した のです か」。 8  [イエス] は 
彼らに 言われた， 「モー セは， あなた 
方の 心の かたくな さを 考え， 妻を 離婚 

じょうほ 

する こ とで あなた 方に 譲歩 したので あ 
り， 初めから そう なって いたわけ では 
ありません。  9 あなた 方に 言います 
が， だれでも， 淫行 以外の 理由で 妻を 
離婚して 別の 女と 結婚す る 者は， 姦淫 
を 犯す のです」。 


1517  独身の 賜物。 針の 穴。 再創造  マ タイ 19: 10 — 28 

10 桑 子たち が 彼に 请 っ た， 「妻に 対 第19 章 ん ではならない， 偽りの 証し をして は 
して 男の 立場が そのような もので あれ 7"；7；?8 ならない， 19  [あなたの] 父と b を 敬 
ば， 結婚す る ことは 勧められません」。 ^17:7  いなさい， そして， 隣人を 自分自身の 

かれ  い  あい  [I】  せい 

11 [イエス] は 彼らに 言われた， 「すべ 〇  ^  23:1  ように 愛さねば ならない」。 20 その 青 

ぅ  ぃ  ィザ56:3 ねん ぃ 

ての 人が そのこと ばを 受け入れる わけ ェコ r  7:32  年は 言った， 「わた しは それらを みな 
ではなく， ただ その 賜物を 持つ 人たち だ  319:5  守って きました。 まだ 何が 足りない の 
け [がそう します]。 12 母の 胎 から そ ル； です か」。 21 イエスは 言われた， r 完 
のように 生まれついた 閹人が あり， 人 全で ありたい と 思うなら， 行って， 自分 
によって 閹人に された 閹人が あり， 天 1〇;16 の 持ち物を 売り， 貧しい 人たち に 与え 
の 王国の ゆえに 自らを 閹人と した 閹人 ク： なさい。 そうすれば， 天に 宝を 持つ よ 
がいる のです。 それを 受け入れる こと 11 A8 うになる で しょ 4。 それから， 来て， わ 
のでき る 人は， 受け入れなさい」 0  ヶマル 仙18 たしの 追随 者に なりなさい」 0  22 この 

13 その 時， 幼子たち が 彼のと ころに ルヵ 巧^ ことばを 聞く と， 青年は 悲嘆して 去っ 

つ，  t  ルカ い  おお  . ^  /  ゆう 

連れて来られた。 手を その上に 置いて サル ヵ 1Q:26 て 行った。 多くの 資産を 有して いたか 
祈りを していた だくた めであった。 と ら である。  23 しかし イエスは 弟子た 
ころが 弟子たち は 彼らを た しなめ た。 7dj20:14 ちに こう 言われた。 「あなた 方に 真実 
14 しかし イエスは こう 言われた。 「幼 … :1。 に 言います が， 富んだ 人が 天の 王国に 
子たち を 構わずに おき， わたしの とこ 第二 欄 入る のは 難しい ことでしょう。  24 再 
ろに 来る ことを 妨げる のを やめなさい。 7^5：；95 び あなた 方に 言います が， 富んだ 人が 
天の 王国は このような 者たち の もの だィ S 迚の 王国に 入る よりは， らく だが 針の 
からです」。 15 こうして， 手を その上 ゥ士^ 2 穴を 通る ほうが 易しい のです」。 

に 置いて から， そこを 去って 行かれた。 X レビ 19:18  25 それを 聞く と， 弟子たち は 非常 

16 さて， 見よ， ある 人が 彼のと ころ  了 ^ ば な 驚きを 表わして， 「いったい だれが 

き  い  し  えいえん  ル カ1_ すく  え  い 

に 来て， こう 言った。 「師 よ， 永遠の ォマタ ㈣ 救いを 得られる のでしょう か」 と言っ 
命を 得る ために， わたしは どんな 善い たは た。 26 イエスは 彼らの 顔を まともに 

おこ  フイ 3:7  い  ふ 

ことを 行なわなければ ならないで しょ 62:10 見て 言われた， 「人に とって これは 不 

[ク 1  かれ  い  マル 1〇：22  かのう 

うか」。 17  [イエス] は 彼に 言われた， ルヵ is:23 可能で も， 姓に とっては すべての こと 
「なぜ あなたは 善い ことにつ いて わた ク; ^レは漂 が 可能です」。 

しに 尋ねる のです か。 善い 方は お 一人 ヶ m25  27 その 時べ テロが 答えて 言った， 

だけな のです。 しかし， 命に 入りたい ^ 「ご覧く ださい， わたしたちは すべて 

お' も  ナ，  まも  お- コマル 1〇:26  したが 

と 思うならば， おきてを 絶えず 守り 行 サ創 他14  の ものを 後に して， あなたに 従って ま 

㈡  かれ  い  ヨブ 42:2  じっさい 

ない なさい」。 18 彼は 言った， 「どの  ^  32:17 いりました。 実際のと ころ， わたした 
[おきて] です か」。 イエスは 言われた， riYs-S ちの ためには 何が あるので しょうか」。 
「ほかで もない， あなたは 殺人を しては シ； 28 イエスは 彼らに 言われた， 「あな 
ならない， 蔡淫を 犯して はならない， 盗  yl 5：828 た 方に 真実に 言います が， 再創造の さ 
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同額の 賃金が 払われる。 最後の 者が 最初になる 


1518 


い， 人の ± が 白 分の 栄光の 座に 座る と 
きには， わたしに 従ってき た あなた 方 
自身 も 十二の 座に 座り， イスラエルの 
十二の 部族を 裁く でしょう。 29 そし 
て， わたしの 名のた めに， 家， 兄桌 ，姉 
妹， 父， 母， 子供， あるいは 地 戸 ★を 後 
にした 者は 皆， その 幾 倍 も 受け， また 
1¢ 遠の 命を 受け継ぐ でしょう。 

30 「しかし， 多くの 最初の 者が 最後 
に， 最後の 者が 最初になる でしょう。 

「というのは， 天の 王国は， 自 

分の ぶどう 園に 働き人を 雇うた 
め 朝早く 出かけた 人， [つまり そのよう 
な] 家 あるじの よう だからです。 2 彼 
は， 働き人た ちと 一日 ー デナ リ という 
こと で 谷 意す ると， 彼らを 自 分の ぶ ど 
う 園に 送り込みました。  3 第三 時 ご 
ろに も 出て 行き， ほかの 者たち が 仕事 
をし ないで 市の 立つ 広場に 立って いる 
のを 見ました。 4 そこで その 人たち に 
言い ま した， 『あなた 方 もぶ どう 園に 
行きなさい。 何でも 正当な ものを 上げ 
ますから』。  5 それで 彼らは 出かけて 
行きました。 [家 あるじ] は， 第 六 時と 
第 九 時 ごろに も 出て 行って， 同じよう 
にしました。 6 最後に， 第 十一 時 ごろ 
に 出て 行き， ほかの 者たち が 立って い 
るのを 見つけました。 それで 彼らに 言 
いました， 『なぜ あなた 方は 仕事を し 
ないで 一日中 ここに 立って いたの か』。 
7 彼らは 言いました， 『だれも わたし 
たちを 雇って く れ なか っ たからです』。 
[家 あるじ] は 言い ま した， 『あなた 方 
もぶ どう 園に 行きなさい』。 

8 「夕方に なった とき， ぶどう 園の 


主人は 管理の 者に 言い ま した， 『働き 
人/こちを 呼んで， 賃金を 払いなさい。 
最後の 者から 始めて 順に 最初の 者に ま 
で ゆきなさい』。 9 第 十一 時の 者たち 
が 来て， 各々 ー デナ リを 受けました。 
10 それで， 最初の 者たち が 来たと き， 
自分たち は もっと 受ける ものと 考え ま 
した。 ところが， 彼ら もやは り ー デナ 
リの 割で 支払いを 受けました。 11 そ 
れを 受ける と， 彼らは 家 ある じに 向か っ 
てつぶ やきは じめ， 12 『これら 最後 
の 者は 一時間 働いた だけ だ。 それな の 
に， あなたは 彼らを， 一日の 重荷と 焼 
けつく 暑さ に 耐えた わた したち と 同等 
にした！』 と 言いました。 13 しかし 
家 ある じは 彼らの 一人に 答えて 言い ま 
した， 『君， わたしは あなたに 何も 不 
当な ことは していない。 あなたは わた 
しと ー デナ リ で备 意した ではない か。 
14 あなたの 分を 受け取って， 行きな さ 
い。 わたしは この 最後の 者に も あなた 
と同じように 与えたい の だ。 15 わた 
しが 自分の もので 自分の 望む ことを 行 
なっても よいでは ないか。 それとも， 
わたしが 善良な ので， あなたの 目は よ 
こしまになる のか』。 16 このように， 
最後の 者が 最初に， 最初の 者が 最後に 
なる でしょ う」。 

17 さて， エルサレムに 上ろうと する 
にあたり， イエスは 十二 弟子 だけを 連 
れて 行き， その 途中で 彼らに こう 言わ 
れ た。 18 「ご覧なさい， わたしたち 
は エルサレムに 上って 行きます。 そし 
て， 人の 土は 祭司 長 や書士 たちの もと 
に 引き渡され， 彼らは これを 死罪に 定 
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1519  イエスは 多くの 人の ための 贖いと なる  マ タイ 20：19—21：2 


め， 19 ついで， これを 愚弄し， むち 
打ち， かつ 杭に つける ために 諸国 民 [の 
者たち] に 引き渡す でしょう。 そして， 
三日 目に 彼は よみがえらされます」。 

20 その 時， ゼべ ダイの 息子たち の 
母が その 息子たち と共に 近づき， 敬意 
を ささ げ ながら 何事 かを 彼に 求めた。 
21 [イエス] は 彼女に 言われた， 「あな 
たは 何を 望む のです か」。 彼女は 言っ 
た， 「これら わたしの 二人の 息子が， 
あなたの 王国で， 一人は あな たの 右に， 
一人は あなたの 左に 座る よう お申しつ 
けく ださい」。  22 イエスは 答えて 言 
われた， 「あなた 方は 自分が 何を 求め 
ている かを 知っていません。 あなた 方 
は， わたしが 飲もうと している 杯 を 飲 
むこと がで きます か」。 彼らは， 「でき 
ます」 と 言った。  23  [イエス] は 彼ら 
に 言われた， 「確かに あなた 方は わた 
しの 杯を 飲む でしょう。 しかし， わた 
しの 右 また 左に 座る この ことは， わた 
しの 授ける ことでは なく， わたしの 父 
によって それが 備えられ ている 人たち 
の ものです」。 

24 この ことにつ いて 聞く と， ほかの 
十 人は その 二人の 兄弟の ことで 憤慨し 
た 〇  25 しかし イエスは， 彼らを 自分 
のと ころに 呼んで こう 言われた。 「あ 
なた 方は， 諸国 民の 支配 善たち が 人々 
に対して 威張り， 偉い 者たち が 人々 
の 上に 権威を 挺る うこと を知っ てい ま 
す。 26 あなた 方の 間では そうでは あ 
りません。 かえって， だれでも あなた 
方の 間で 偉 くな りたい と 思う 者は あな 
た 方の 奉仕者で なければ ならず， 27 ま 
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コ マル 11:1 

ルカ 19:29 


た， だれでも あなた 方の 間で 第一で あ 
りたい と 思う 者は あな た 方の 奴隸 でな 
ければ なりません。 28 ちょうど 人の 
王が， 仕えても らうた めでは なく， む 
しろ 仕え， 自分の 魂を， 多くの 人と 引 
き 換える 贖いと して 与える ために 来た 
のと 同じです」。 

29 さて， 一行が エリコを 出る 時， 大 
群衆が 彼の あとに 従った。 30 すると， 
見よ， 二人の 盲人が 道路の わきに 座っ 
ていたが， イエスが そばを 通って おら 
れる ことを 聞く と， 「主よ， わたした 
ちに 憐れみを おかけく ださい， ダビデ 
の 子よ！」 と 叫んだ。 31 ところが 群 
衆は， 黙って いるよう にと 彼らに 厳し 
く 言った。 けれども 彼らは いよいよ 大 
声で 叫び， 「主よ， わたしたちに 憐れ 


みを おかけく ださい， ダビデの 壬よ！」 
と 言った 〇  32 それで イエスは 止まり， 
彼ら に 呼びかけて 言われた， 「わたし 
に 何を して 欲しい のです か」。 33 彼ら 
は， 「主よ， わたしたちの 目が 開く よう 
にして ください」 と 言った。  34 イエ 
スは 哀れに 思い， 彼らの 目に お触れに 
なった。 すると， 彼らは すぐに 見える 
ようになり ，[イエス] の あとに 従った。 

-I さて， 彼らが エルサレムに 近づ 
き， オリーブ山に あるべ テパゲ 
に 着く と， イ エスは さ っ そく 二人の 弟子 
を 遣わして， 2 こう 言われた。 「行 っ 
て， 向こうに 見える あの 村に 入りな さ 
い。 そうすれば， あなた 方は すぐに， 一 
頭の ろばが つながれ， それと 一緒に 子 


ろばが いるのを 見つける でしょう。 そ 
れらを ほどいて わたしの ところに 連れ 
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て 来なさい。 3 そして， だれかが 何 
か 言うなら， 『主が これらを ご 入り用 
なのです』 と 言わねば なりません。 そ 
うすれば， 彼は すぐに それを よこす で 
しょ う」。 

4 これは， 預言者を 通して 語られた 
こ とが 成就す るた め 実際に 起きた ので 
ある。 こう 言われて いた。  5 「シオン 
の 娘に 告げよ， 『見よ， あなたの 王が 
あなたの もとに 来る。 気質の 温和な 者 
であり， ろばに 乗って， それ も， 駄獣 
の 子なる 子ろ ばに 乗っ て』」。 

6 それで 弟子たち は 出かけて 行き， 
イエスが 命じた とおり に 行なった。 
7 こうして ろばと その子ろ ばを 連れて 
来て， その上に 自分たち の 外衣を 置き， 

つ  すわ  [才） 

次いで [イエス] がその 上に 座られた。 

8 群衆の 多くは 自分の 外衣を 道路に 敷 

き， 他の 者は 木の 枝を 切り落として 道 

路に 敷いて いった。 9 群衆は， 彼の 前 

を 行く 者 も， あとに 従う 者 も， こう 叫び 

つづけた。 「救いた まえ， ダビデの 壬 
[ヶ]  く 
を！  エホバの み 名に よって 来る のは 

祝福され た 者！ 彼を 救いた まえ， 上 

なる 高き 所に て！」 

10 さて， 彼が エルサレムに 入る と， 

市 全体は 「これは だれな のか」 と言っ 

て 騒ぎ 立った。 11 群衆は， 「これは 

預言者 イエス， ガリラヤの ナザレから 

来た 方 だ！」 と 告げて いった。 

12 それから イエスは 神殿の 中に 入 

り， 神殿で 売り 買いして いた 者たち を 

みな 追い出し， 両替屋の 台と， はとを 

売って いた 者たち の 腰掛けを 佳! J された。 

13 そしてこう 言われた。 「『わたしの 
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家は 祈りの 家と 呼ばれる であろう』 と 
書いて あるのに， あなた 方は それを 強 
盗の 洞く つと している」。 14 また， 
神殿の 中で， 盲人 や 足な えの 人たち が 
やって来 たので， その 人たち を お治し 
になった。 

15 祭司 長と 書士 たちは， 彼の 行な っ 
た 驚嘆すべき 事 そして， 神殿の 中 
で， 「救いた まえ， ダビデの i を！」 
と 叫んで いる 少年たち を 見て 憤慨し， 
16 「これらの 者たち の 言って いる こと 
が 聞こえる か」 と 彼に 言った。 イエス 
は 彼らに 言われた， 「はい。 あなた 方 
は， 『みどりご や 乳飲み子の 口から， あ 
なた は 賛美を 備えられた』 と あるのを 
読んだ ことがない のです か」。 17 そ 
うして， 彼らを あとに 残した まま， Tfe 
の 外に 出て ベタ ニヤに 行き， そこで そ 
の 夜を 過ごされた。 

18 朝早く 市に 戻って 行く 途中， [イ 
エス] は 飢えを 覚えられた。 19 そし 
て， 道路の そばに ある 一本の いちじく 
の 木を 見つけて， その もとに 行かれた 
が， それには ただ 葉の ほかには 何も 見 
あたらなかった。 それで， 「もう お前 
からは 永久に 実が 出ない ように」 と 言 
われた。 すると， そのいち じくの 木は 
たちどころに 枯れて しまった。  20 し 
かし， 弟子たち はこれ を 見て 不思議に 
思い， 「いちじく の 木が たち どころ 
に 枯れた のは どうしてで すか」 と言っ 
た。 21 イエスは 答えて 言われた， 「あ 
なた 方に 真実に 言います が， ただ 信仰 
を 抱いて 疑う こと さえないなら， あな 
た 方は， わたしが このい ちじくの 木に 
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行なった ような こと が できるだけ でな 
く， この 山に， 『持ち上がって 海に 落 
ちよ』 と 言った としても， そのこと も 
また 起きる のです。  22 そして あなた 
方は， 信仰を 抱いて 祈り 求める ものす 
ベて を 受ける のです」。 

23 さて， 神殿に 入られる と， 祭司 長と 
民の 年長者た ちが， [イエス] の 教えて 
おられる ところに やって来て， 「どん 
な 権威で こうした ことを する のか。 そ 
して， だれが あなたに この 権威を 与え 
たの か」 と 言った。 24 イエスは 答え 
て 彼らに 言われた， 「わたし も， あな 
た 方に 一つの ことを 尋ねます。 あなた 
方が わたしに それを 言うなら， わたし 
も あなた 方に， どんな 権威で わたしが 
これらの ことを 行なう かを 言い ま しょ 
9〇  25 ヨハネに よる バプ テス マ， それ 
は どこから 出た ものでした か。 天から 
でした か， それとも 人からで した か」。 
ところが， 彼らは 互いに 論じ はじめて， 
こう 言った。 「我々 が， 『天から』 と 
言えば， 彼は， 『では， なぜ 彼を 信じ 
なかった のか』 と言うだろう。 26 だ 
が， 『人から』 と 言えば， 我々 にと っ 
ては 群衆が 怖い。 彼らは 皆 ヨハネを 預 
言 者と 見て いるから だ」。 27 それで 彼 
らは ，イエスに 対する 答えと して， 「わ 
たしたち は 知らない」 と 言った。 そこ 
で [イエス] は 彼らに 言われた， 「わた 
しも， どんな 権威で 自分が これらの こ 
とを なう かを， あなた 方には 言い ま 
せ/ C1。 

28 「あなた 方は どう 考えます か。 あ 
る 人に 二人の 子供が いました。 彼は 一 
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番目の 者のと ころに 行って， 『子供よ， 
今日， ぶどう 園に 行って 働きなさい』 
と 言いました。  29 この 者は 答えて， 
『[行き] ます， [父上]』 と 言いました が， 
出かけて 行きませんでした。 30 二番 
目の 者に 近づいて， 彼は 同じ ことを 言 
いました。 この 者は 答えて， 『[行き] 
ません』 と 言いました。 後 ほど 彼は 後 
悔して 出かけて 行きました。  31 この 
二人のう ち， どちらが 父の 意志を 行な 
いま した か」。 彼らは， 「後の 者です」 
と 言った 0 イエスは 彼らに 言われた， 
「あなた 方に 真実に 言います が, 収税人 
や 娼婦たち が あなた 方より 先に# の 王 
国に 入りつつ あるので す。 32 ヨハネ 
が義の 道を も って あなた 方のと ころに 
来たのに， あなた 方は 彼を 信じな かっ 
たからです。 ところが， 収税人 や 娼婦 
たちは 彼を 信じました。 あなた 方は， 
[それを] 見ながら， あとから 後悔して 
彼を 信ずる ように はなり ま せんで した。 

33 「別の 例えを 聞きなさい。 ある 人， 
つまり 家 あるじが いました。 その 人は 
ぶどう 園を 設け， その 周りに 栅を 巡ら 
し， その 中に ぶどうの 搾り 場を 掘り， 
塔を 立て， それを 耕作 人たち に 貸し出 
して， 外国へ 旅行に 出ました。 34 実 
りの 季節が 巡って 来たと き， 彼は 自分 
の 実り を 得ようと して 耕作 人の もとに 
奴隸 たちを 派遣し ました。  35 ところ 
が， 耕作 人たち は 彼の 奴隸 たちを 捕ま 
え， ひとりを 打ちた たき， もう ひとりを 
殺し， もう ひとりを 石 打ちに しま した。 
36 彼は 再び ほかの 奴隸を 最初より 大ぜ 
い 派遣し ました。 しかし 彼らは これら 
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おな  (7)  さいご  こた  ふたた  たと 

にも 同じ ことを したので す。 37 最後 第2 1 章 今今 イェスは さらに 答え， 再び 例え 
に? k は， 『わたしの ir 子なら 4k する ァツ レ3 ぽ ^ によって 彼らに こう fe され/ •こ。 

い  じぶん  使徒 7:52  おうこく  じぶん  むすこ  こん 

だろう』 と 言って， 自分の 息子を 彼ら テサ 12:15  2 「天の 王国は， 自分の 息子の ために 婚 

はけん  むすこ  へブ 11:37 えん もう  U) 

の もとに 派遣し ました。 38 その 息子 ィへブ 1:2 宴を 設けた 人， [つまり そのような] 王 
を 見る と， 耕作 人たち は 互いに 言い ま °  _2():14 のようにな りました。 3 彼は， 婚 宴に 

そうぞくにん [ィ）  エマ タ 27 :18 まね  もの  よ  じぶん 

した， 『これは 相続人 だ。 さあ， こい  12:8 招いて おいた 者たち を 呼ぶ ため， 自分 
つを して その 相続財産を 手に入れよ  %% の奴隸 たちを 遣わしました ふ'， その 者 

う！』 39 そうして 彼を 捕まえ， ぶ ど ォゼ '力12 :2 たちは 来たが りませんでした。 4 再 

えん  お  ころ  カマル 12:9  どれい  つか  （才] い 

う 園から 追い出して 殺して しまったの  2°：16 び ほかの 奴隸 たちを 遣わそう として 言 

M  えん もぬ し  18：6  まね  もの 

です。 40 それで， ぶどう 園の 持ち主 キ詩 m:22 いました， 『招いて ある 者たち にこう 

く  こうさく にん  ぺテ I  2:7  らん 

が 来る とき， これらの 耕作 人を どうす る クィザ 28:16 言いなさい 0  「ご覧なさい， わたしは 

かれ  い  マル 12:10  せい  ととの  （力）  おうし 

でしょう か」。 41 彼らは 言った， 「そ  g 力2 〇ボ 正さん を 整えました。 わたしの 雄牛と 
の 者たち は 悪らつで すから， 惨めな 滅  11  ^ 肥えた 動物は ほふられ， すべての 用意 
びを もたらし， そのぶ どう 園を ほかの ヶ ^ ほ がで きました。 婚 宴に 来て ください」』。 
耕作 人たち， [納める] べき 時に 実りを  8:9  5 ところが， 彼らは 無関心で， ある 者 

納める 者たち に 貸し出す でしょう」。  Jr  ^ は 自分の 畑に， 別の 者は 自分の 商売に 

かれ  い  : T  „n .，〇  ゆ  （ク 1 

42 イェスは 彼らに 言われた， 「あな  出かけて 行きました。 6 しかし， ほか 

た 方は 聖書の 中で 読んだ こ とがない の サ +力2():19 の 者は， その 奴隸 たちを 捕まえて 不遜 

けんちく しゃ  しりぞ  ：キ； シマ タ 21:11  あつか  ころ  （ヶ） 

です か。 『建築 者たち の 退けた その 石 マル^2 ボ に 扱い， それを 殺して しまいました。 
が k 要な life となった。 これは ェホバ  3 ハ7 :4Q  7 「そこで 王は 憤り， 自分の 軍隊を 

しょう  おく  さつじんしゃ  ほろ  かれ 

から 生じた ので あり， わたしたちの 目 第二 欄 送って それら 殺人者た ちを 滅ぼし， 彼 
には 驚嘆すべき ものである』 と あるの  らの 都市を 焼きました。 8 それから 彼 

がたい  じぶん どれい  い  こん 

です。 43 この ゆえに あなた 方に 言い ァ ルヵ 14:i6 は 自分の 奴隸 たちに 言いました， 『婚 
ますが，# の 王国は あなた 方から 取ら 宴は たしかに 用意が できて いるの だ 
れ， その実を 生み出す 国民に 与えられ .胃19 =2n が， 招いて おいた 者たち は それに 値し 

[ヶ）  お* 7  3 ハ lWU  [サ）  しがいつ う 

るので す。 44 また， この 石の 上に 落 ヱ ルヵ i4:i7 なかった。 9 それゆえ， 市外に 通ず る 
ちる 人は 粉々 になる でしょう。 これが 道路に 行き， だれな りと あなた 方の 見 

くす;'  力 裁 14:10 

その上に 落ちる 人は， みじんに 砕かれ キ啓 ！9:9  つける 者を 婚 宴に 招きなさい』 0 1〇 そ 

るでしょう」。  こで， その 奴隸 たちは 道路に 出て 行き， 

45 さて， 祭司 長と パリ サイ 人たち は， 邪悪な 者 も 善良な 者 も， その 見つけた 
[イェス] の 例えを 聞いた 時， 自分たち コヒヲ 97 者を みな 集めました。 こうして， 婚礼 

はな  ^ 19:27  へや しょくたく  よこ  it) 

について 話して いるの だとい うこと に サ 使徒 仙46 の 部屋は 食卓に ついて 横になる 者たち 
気づいた。 46 しかし， 彼を 捕らえよ "I*  で いっぱいに なりました。 

うとしながら も， 群衆を 恐れた。 [群衆] h 夕 13:47 11 「王が 客を 見回る ために 入って 来 

よげんしゃ  [シ）  セ マル 2:15  けっこんしき ころも M 

は 彼を 預言者と 見て いたから である 0  、ノ啓 19:8  たと き， 結婚式の 衣を まとって いない 
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人を そこに 見つけました。 12 それで 
その 人に 言いました， 『君， 結婚式の 衣 
を 着けずに どう して ここに 入って 来た 
のか』。 その 人は 何も 言え なくなり まし 
た。 13 そこ で 王は 僕た ちに 言い まし 
た， 『その 手足を 縛って 彼を 外の 闇に 投 
げ 出しなさい。 そこで [彼は] 泣き 悲し 
ん だり 歯ぎ しり したりす るであろう』。 

14 「招かれる 者は 多い が， 選ばれる 
者は 少ない のです」。 

15 その 時， パリ サイ 人たち は 出かけ 
て 行き， 彼を その 語る ことばの 点で わ 
なに かけようと 相談した。 16 そして， 
自分たち の 弟子を， へ ロ デの 党派 的 追 
随 者と 一 _ に 彼のと ころに 派遣して， 
こう 言わせた 0  「_ よ， わたしどもは， 

あなたが 真実な 方で， 裡の 道を 真実を 
もって お教えになる ことを 知って おり 
ます。 そして あなたは だれを も 気にさ 
れ ません。 人の 外見を ご覧に ならない 
からです。 17 それで， どう お考えに 
なる か， わたしどもに お話しく ださい。 
カエサルに 人頭税を 払う ことは よろし 
いでしょう か， よろしくないでしょう 
か」。 18 しかし イエスは， 彼らの 邪悪 
さ を 知って， こう 言われた。 「なぜ あな 
た 方は わた しを 試す のです か， 偽善者た 
ちよ。 19 人頭税の 硬貨を わたしに 見 
せなさい」。 彼らは デナ リを [イエス] の 
ところに 持って来た。  20 そこで 彼ら 
にこう 言われた。 「これは だれの 像と 
銘 刻です か」。 21 彼らは， 「カエサル 
のです」 と 言った。 そこで [イエス] は 
言われた， 「それでは， カエサルの ものは 
カ エサ ルに， しか し裡の ものは 裡に 返し 
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なさへ」。 22 すると， 彼らは [これを] 聞 
いて 驚嘆し， 彼を 残して 去って 行った。 

23 その 日， 復活な どは ない と言う 
サド カイ 人たち が やって来て， こう 尋 
ねた。 24 「師 よ， モー セは， 『人が 
子供を 持たずに 死ぬならば， その 兄弟 
が 彼の 妻を め とって， 自分の 兄弟の た 
めに 子孫を 起こさねば ならない』 と 言 
いました。  25 さて， わたしたちのと 
ころに 七 人 兄弟が いました。 そして— 
番目の 者は 1 結婚して 死亡し， 子孫が な 
かった ので， 妻を 自分の 兄弟に 残し ま 
した。 26 二番目， 三番 目の 者 も， つ 
いに は 七 人 全部が 同 じように なり まし 
た。 27 みんなの 最後に その 女 も 死に 
ました。  28 そうすると， 復活の 際， 
彼女は その 七 人の うちだれ の 妻な ので 
しょうか。 みんなが 彼女を 得た のです 
から」。 

29 イエスは 答えて 言われた， 「あ 
なた 方は 間違って います。 聖書 も 神の 
力 も 知らない からです。 30 復活の さ 
い， 男は め とらず， 女 も 嫁ぎません。 
天に いるみ 使いたち のようにな るので 
す。 31 死者の 復活に ついては， 迚に 
よって あなた 方に 語られた 事柄を 読ま 
なか っ たのです か。 こう 言われ ま した。 
32 『わたしは アブラハムの®, イサク 
の裡 ，ヤコブの 裡 である』。 この 方は 死 
んだ 者の® ではなく， 生きて いる 者の 
[裡] なのです」。 33  [これを] 聞いて， 
群衆は 彼の 教えに 驚き入った。 

34 パリ サイ 人たち は， [イエス] がサ 
ド カイ 人を 沈黙 させた ことを 聞いた の 
ち， 一 _ となって やって来た。 35 そ 
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ひとり  りっぽう  つう  がた  つ  (7)  おこ 

して， そのうちの 一人で， 建 法に 通 第22 章 らが あなた 方に 告げる ことは みな 行な 
じた 者が， 彼を 試して， こう 尋ねた。 い， また 守りなさい。 しかし， その 行 

し  りっぽう  さいだい  ^ 12'28  m なら  い 

36 「師 よ， 律法の 中で 最大の おきては ゥ ない に 倣って はなり ません。 彼らは 言 

(イ）  かれ  い  コ、  99.գ  じっこう 

どれです か」 0  37  [イエス] は 彼に 言  vi 12；30 いはし ますが， 実行し ないから です 0 

こころ  たましい  ルカ 10:27  おも  に  かた  の 

われた， 「『あなたは， 心を こめ， 魂 ^ レビ 19:18  4 重い 荷を くくって 人の 肩に 載せます 

おも  マル 12:31  [ゥ 1  じぶん  ゆび  うご 

を こめ， 思いを こめて あなたの# エホ ルヵ 10:27 が， 自分では それを 指で 動かそう とも 

あい  (0)  コロ  3:14  (I)  おこ  わざ 

パを 愛さねば ならない』。  38 これが  ^,2；822 しません。  5 すべて その 行なう 業は 

さいだい  だい  だい  了  [才）  かれ 

最大で 第一の おきてです。 39 第二 も ォミ. 人に 見せよう としてす るので す。 彼ら 

どうよう  '  まも  みつ  せいくい 

それと 同様であって， こうです。 『あ ヵマル I2:35 は， お守りと して 身に 着ける [聖 句] 入 

りんじん  じぶんじしん  あい  キル カ 20:41  [力 |  はば  ひろ  ころも  ふさ  [キ] 

なた は 隣人を 自分自身 のように 愛さね ョ ハ7:42 れの 幅を 広げ， [衣の] 房べ りを 大きく 

(I)  りっぽう ぜんたい  クサ n  23:2  かれ  ばん 

ばなら ない』。  40 律法 全体は この ニ ヶ詩 iio:i している からです 0  6 また 彼らは 晚さ 
つの おきてに かかって おり， 預言者た  :ノ は ん においては 最も 目立つ 場所を， そし 
ち もまた そうです」。  二て; = て 会堂では 正面の 座席を 好み， 7 また 

びと とも あつ  37+12:37 いち  ひろば  ！コ1 

41 さて， パリ サイ 人が 共に 集まって サ 市の 立つ 広場での あいさつ や， 人に ラ 

あいだ  かれ  たず  ^  20:40  よ  明 この 

いた 間に， イエスは 彼らに こうお 尋ね - ビと 呼ばれる ことを [好み] ます。 8 し 

!»)  がた  第 23 章  がた  よ 

になった。  42 「あなた 方は キリスト、  〇  c かし あなた 方は， ラビと 呼ばれて はな 

かんが  かれ  v  )li]  20:45  きょうし  ひとり 

について どう 考えます か。 彼は だれの スマ ル 也38 りません。 あなた 方の 教師は ただ 一人 

子です か」。 彼らは， 「ダビデの [子] _ であり， あなた 方は みな 兄弟 だからで 

です」 と 言った。 43  [イエス] は 彼ら  す。  9 また， 地上の だれを も 父と 呼 

い  ア マラ 2:7  がた 

に 言われた， 「では， どうして ダビデ ィ マラ 2:8 ん ではなり ません。 あなた 方の 父は た 
は， 霊感に よって 彼を 『主』 と 呼び， だ 一人， 天に おられる 方 だからです。 
44 『エホバは わたしの 主に， 「わたし 10 また， 『指導者』 と 呼ばれても なり 

てき  した  6,1  It)  がた 

が あなたの 敵たち を あなたの 足の 下に 力 申6:8  ません。 あなた 方の 指導者は キ リスト 

お  すわ  キ民 15:38  ひとり  がた あいだ 

置く まで， わたしの 右に 座って いなさ  *22:12 —人 だからです。 11 あなた 方の 間で 

い  クマ ル 12:39 いちばん えら  もの  ほうししゃ 

い」 と言われた』 と 言って いるので す ル 一番 偉い 者は， あなた 方の 奉仕者で な 

[ヶ）  かれ  L  _  ルカ 14.10  /yj  じ S' っ 

か。 45 それで， ダビデが 彼を 『主』 ヶル ヵ ル43 ければ なりません。 12 だれでも 自分 

よ  コル カ 20:46  たか  もの  ひく  次 

と 呼んで いるので あれば， どうして 彼 サョブ 32:22 を 高める 者は 低く され， だれでも 自分 
の 子でしょう か」。 46 すると， だれ 1  二13 を 低く する 者は 高められる のです。 

も， 一言 も 彼に 答えられなかった。 ま セぺ テ15 :3  13 「偽善者なる 書 土と パリ サイ 人た 

いご  ノマタ 20:26  がた わざ わ 

た， その 日 以後は， だれも あえて それ  ち， あなた 方は 災いです！ あなた 方 

以上 彼に 質問し なかった。  夕 ggg  は 人の 前で 天の 王国を 閉ざす からで 

9〇 それから イエスは 群衆と 弟子 チ^;5 ぼ4 す。 あなた 方 自身が 入らず， また 入る 
^ たちに 話して， こう 言われた。  〇? l^1 途中の 者が 入る ことを も 許さない ので 

しょ し [ス）  びと  エフ 4:2 

2 「書士 と パリ サイ 人たち はモー セの  ぺテ 15:5 す。 14 —— 

ざ (セ] すわ  かれ ツマ タ 16:19  ぎぜんしゃ  しょし  びと 

座に 座って います 0  3 それゆえ， 彼 テル ヵ 11:52  15 「偽善者なる 書士と パリ サイ 人た 
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白く 塗った 墓 に似てい る 


マ タイ 23:16—34 


がた わざ わ  た ほう.. 

ち， あなた 方は 災いです！ あなた 方 | 第23 章 | も， それら 他方の 事柄 も 無視す べきで 


は 一人の 改宗者を 作 るた めに 海と 陸を 
行き 巡り， それが できる と， これを， 自 
分に 倍して ゲへナ に 行くべき 者と する 
からです。 

g もく  あんない にん/ イ）  がた わざ わ 

いです！ あなた 方は， 『神殿に かけ 
て 誓っても， それは 何の ことは ない。 し 
かし， 神殿の 金に かけて 誓うなら， そ 
の 者には 務めが ある』 と言うの です。 
17 愚か者， また 盲目の 者たち よ！ 金 
とその 錾を繼 にした ネし ■とでは， _ 
際のと ころ どちらが 偉大な のです か。 
18 また， 『祭壇に かけて 誓っても， そ 
れは 何の ことは ない。 しかし， その上 
の 供え物に かけて 誓うなら， その 者に 
は 務めが ある』 と [言います]。 19 盲 
目の 者たち よ！ 供え物と その 供え物 
を 神聖に する 祭壇と では， 実際のと こ 
ろ どちらが 偉大な のです か。 20 それ 
ゆえ， 祭壇に かけて 誓う 者は， それと そ 
の 上の すべての 物に かけて 誓ってい る 
のです。 21 そして， 神殿に かけて 誓 
う 者は， それと そこに 住んで おられる 
方に かけて 誓ってい るので す。 22 ま 
た， 天に かけて 誓う 者は， 裡の 座と そ 
こに 座して おられる 方と にかけ て誓っ 
ている のです。 

23 「偽善者なる 書士と パリ サイ 人た 
ち， あなた 方は 災いです！ あなた 方 
は， はっか •いのん ど •クミンの 十分 
の 一を 納めながら， 律法のより 重大な 
事柄， すなわち 公正と 憐れみと 実 
を 無視して いるから です。 これら こそ 
行なうべき ことだった のです。 もっと 


はありません。 24 盲目の 案内 人， ぶ 
よは 濾し 取りながら， らくだを 呑み込 
む 者たち よ！ 

25 「偽善者なる 書 土と パリ サイ 人た 
ち， あなた 方は 災いです！ あなた 方 
は 杯 と 皿の 外側は 清めます が， その 
内側 は 強奪と 節度の なさと に 満ちて い 
るからで す。  26 盲目の パリ サイ 人 
よ， 杯 と 皿の 内側を まず 清め， それに 
よっ て 外側 も 清くなる ように しなさい。 

27 「偽善者なる 書 土と パリ サイ 人た 
ち， あなた 方は 災いです！ あなた 方 
は 白く 塗っ た 墓 に似てい るからで す。 
それは， 外面は なるほど 美しく 見え ま 
すが， 内側は 死人の 骨と あらゆる 汚れ 
に 満ちて いるので す。 28 そのよう に， 
あなた 方 もまた， 確かに 外面では 義に 
かなった 者と 人に 映ります が， 内側は 
偽善と 不法で いっぱいです。 

29 「偽善者なる 書士と パリ サイ 人た 
ち， あなた 方は 災いです！ あなた 方 
は 預言者た ちの 墓を 建て， 義人たち の 
記念の 墓を 飾りつ けて， 30 こう 言う 
から です。 『我々 が 父祖た ちの 日に い 
たなら， 彼らと 共に 預言者た ちの 血に 
あずかる 者とは ならな か っ ただろう』 
と。 31 それゆえ あなた 方は， 自分が 
預言者た ちを 殺害した 者たち の 子で あ 

みず か  あか  (t) 

る ことを， 自ら 証し している のです。 
32 それなら， あなた 方の 父祖たち の 升 
を 満たしな さい。 

33 「蛇よ， まむしら の 子孫よ， どう 
して あなた 方は ゲへナ の 裁きを 逃れら 
れ るでしょう か。 34 この ゆえに， わ 


キリス ト 臨在と 終わりの 日の しるし 


第 23 章 


ヨハ 16:2 

使徒 5:40 
コ n  11:24 


チ 詩 118:26 
マタ 21:9 


1526 

3  [イエス] が オリーブ山の 上で 座っ 
て おられた ところ， 弟子たち が 自分た 
ち だけで 近づいて 来て， こう 言った。 
「わたしたちに お話しく ださい。 そのよ 
うな ことは いつ あるので しょうか。 そ 
して， あなたの 臨在と 事物の 体制の 終 
結の しるしに は 何が あ ります か」。 

4 そこで イエスは 答えて 言われた， 
「だれに も 惑わされな いように 気を 付 
けなさい。  5 多くの 者が わたしの 名 
によって やっ て 来て， 『わた しが キリ 
スト だ』 と 言って 多くの 者を 惑わす か 
ら です。 6 あなた 方は 戦争の こと， ま 
た 戦争の 知らせを 聞きます。 恐れ おの 
のかない ようにしなさい。 これらは 必、 
ず 起きる 事 だからです。 しかし 終わり 
はま だな のです。 

7 「というのは， 国民は 国民に， 王国 
は 王国に 敵対して 立ち上がり， また そ 
こから ここへ と 食糧不足 や 地震が ある 
からです。  8 これら すべては 苦しみ 
の 劇痛の 始まりです。 

9 「その 時， 人々 は あなた 方を 患難 
に 渡し， あなた 方を すでしょう。 ま 
た あなた 方は， わたしの 名の ゆえに あ 
ら ゆる 国民の 憎しみの 的と なる で しょ 
う。 10 また その 時， 多くの 者が つま 
ずき， 互いに 裏切り， 互いに 憎み 合う 
でしょう。 11 そして 多くの 偽 預言者 
が 起こって， 多くの 者を 惑わす で しょ 
う。 12 また 不法が 増す ために， 大半 
の 者の 愛が 冷える でしょう。 13 しか 


シ マル 13:9; ルカ 21:12; テモ n  3:12; ぺテ I  2:21; ス マタ 
10:22; ョハ 15:21; 使徒 8:3; セ マタ 13:21; ソ マタ 10:21; 
タ マタ 7:15; ベ テ n  2:1; ョハ I  4:3; チ 使徒 20:29; テモ I  4: 
1; ツ マタ 7:23; テモ n  3:2; テ テサ II  2:10。 
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，  い <  よ しゃ  かね  もの お， =け おし- 

論す 者た ちを あなた 方のと ころ に 遣わ 
します。 あなた 方は そのうちの ある 者 
を 殺して 杭に つけ， ある 者を 会堂で む 
ち 打^)， 都市から 都市へ と 迫害す るで 
しょう。  35 こうして， 義 なる アベル 
の 血から， あなた 方が 聖 なる 所と 祭壇 
の 間で 殺害した， バラ キヤの 子ゼ カリ 

いた  ㈤  ちじょう  なが 

ヤの 血に 至る まで， 地上で 流された 義 
の 血 すべてが あなた 方に 臨む のです。 
36 あなた 方に 真実に 言います が， こ 

れら のこと すべては この 世代に 臨む で 

[ヶ） 

しょつ 0 

37 「エルサレム， エルサレム， 預言 

塞たち を驗 u 醏 に蓮ゎ された: H 
を 石 打ちに する 者よ一 わたしは 幾た 
び あなたの 子供たち を 集めたい と思っ 
たこと でしょう。 めんどり がその ひな 
を 翼の 下に 集める かの ように。 しかし， 
あなた 方は それを 望みませんでした。 
38 見よ， あなた 方の 家は あなた 方の 
もとに 見捨てられて います。 39 あな 
た 方に 言います が， 『エホバの み 名に 
よって 来る のは 祝福され た 者！』 と 言 
うとき まで， あなた 方は 今後 決して わ 
た しを 見ないで しょう」。 

さて， イ エスが [そ こを] たっ て 神 
殿 か ら去っ て 行かれる ところで 
あった が， 弟子たち が 神殿の 建物を 示 そ 
うとして 近づいて 来た 〇  2  [イエス] は 
それに こ たえて こう 言われた。 「あなた 
^ はこ れら のす ベての ものを 眺めない の 
です か。 あなた 方に 真実に 言います が， 
石が このまま 石の 上に 残さ れて 崩さ れな 
いでいる ことは 決してないで しょ う」。 


24 
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1527  大患 難。 偽 キリス トが 起きる  マ タイ 24: 14 — 35 

し， 終わりまで 耐え忍んだ 人が 救われ 第24 章 ました。 26 それゆえ， 人々 が， 『見 
る 者です。 14 そして， 王国の この 良 ；；；22 よ， 彼は 荒野に いる』 と 言っても， 出て 

W  こくみん  たい  团 あか  啓 2:10  い  おく  ま 

いたよりは， あらゆる 国民に 対する 証 ゥダ ニ2:44 行って はなり ません。 『見よ， 奥の間 

す  ぜんち  のった  マタ 6:10  しん 

しのた めに， 人の 住む 全地で 宣べ 伝え ヱ ィザ = にいる』 [と 言っても]， それを 信じて 
られ るでしょう。 それから 終わ &が来 はなり ません。 27 稲妻が 東の 方から 
るので す。  a;i  !〇；!2 出て 西の方に 輝き渡る ように， 人の 壬 

こうはい  けんお  啓 14:6  りんざい  W 

15 「それゆえ， 荒廃を もたらす 嫌悪 i6：i6 の 臨在 も そのよう だからです。 28 ど 

[キ）  よ げん しゃ  とお  ^ 19:19  し  ところ  わし 1ォ） 

すべき ものが， 預言者 ダニエルを 通し キ | ス ボ こで も 死が いの ある 所， そこには 鷲が 

かた  せい  ばしょ  敗 iq.Tc-  あっ  (*) 

て 語られた とおり， 聖 なる 場所に 立っ ク ダニ 9:27 集まって いるでしょう。 

[ク）  どくしゃ  しき  々''二 11:31  かんなん  のち 

ている のを 見かけるなら， （読者は 識  ^ i2：ii 29 「それらの 日の 患難の すぐ 後に， 
別 力を 働かせなさい，） 16 その 時， ヶ^^ j7 太陽は 暗くな り， 月は その 光を 放たず， 

もの  に  ，ル マ： 隹 ほし  お 

ユダヤに いる 者は 山に 逃げ はじめな さ 11  H  2?；23 星は 天から 落ち， 天の もろもろの 力は 

W  おく じょう  いえ  もの サダ'- 19.1  ゆ  うご  W 

い。 17 屋上に いる 人は， 家から 物 シ i_7:14‘  揺り動かされる でしょう。 30 また そ 
を 取り出そう として 下りて はならず， itl 2:9 の 時， 人の 土の しるしが 天に 現われ ま 

の  がいい  ひろ  セ マル 13:20  ち  ぶぞく 

18 野に いる 人は， 外衣を 拾おうと し ソ； す。 そして その 時， 地の すべての 部族 
て 家に 帰って はなり ません。 I9 その だ; だ;； 8 は 嘆きの あまり 身を 打ちた たき， 彼ら 
日， 妊娠して いる 女と 赤子に 乳を 飲ませ yi,i37：i5 は， 人の 壬が 力と 太いなる 栄光を 伴い， 

もの  わざ わ  ：コ！  マル 13:22  くも  の  く  [シ） 

ている 者に とっては 災いになります！  _ ペテ^ 1 天の 雲に 乗って 来る のを 見る でしょう。 

がた  に  とうき  7 ■マル 13:22  かれ  おと 

20 あなた 方の 逃げる のが 冬期 または h 31 そして 彼は， 大きな ラッパの 音と と 
安息日に ならない ように 祈って いなさ  ^ 13:13 もに 自分の 使いたち を 遣わし， 彼らは， 

ときよは じ  いま  いた  しほう  かぜ  W  は  た 

い 0  21 その 時， 世の 初めから 今に 至 第二 欄 四方の 風から， 天の 一っの 果てから 他 
るまで 起きた ことが なく， いいえ， 二度 7,Z  17；23 の 果てにまで， その 選ばれた 者たち を 
と 起きない ような 大患 難がある からで VZ  7:；3 集める でしょう。 

す。 22 実際， その 日が 短く されない  ^ 15:23  32 「では， いちじくの 木から 例えと 

にく  もの  すく  アサ1  4：15  てん  まな  わかえだ 

とすれば， 肉なる 者は だれも 救われな して この 点を 学びなさい。 その 若枝が 

ぇら  w ク ヨブ ゃゎ  は 

いでしょう。 しかし， 選ばれた 者たち 柔らかく なり， それが 葉を 出す と， あ 
の ゆえに， その 日は 短く される のです。 ヶ なた 方は すぐに， 夏の 近い ことを 知り 

とき  啓 6:13  [夕）  おな  がた 

23 「その 時， 『見よ， ここに キリスト コ ダニ 7:13 ます。  33 同じように あなた 方は， こ 

(V)  い  ルカ 21:27  かれ 

がいる』 とか， 『あそこに！』 とか 言 サ |力1:丨2:12 れら のす ベての ことを 見たなら， 彼が 
う 者が いても， それを 信じて はなり ま シ 5〖ボ4 近づいて 戸口に いる ことを 知りなさい。 

(夕）  にせ  [チ）  にせ よげんしゃ (ッ） お  マル 13.26  がた  しんじっ  い 

せん 0  24 偽 キリスト や 偽 預言者が 起 スィ ザ27: 13  34 あなた 方に 真実に 言います が， これ 
こり， できれば 選ばれた 者たち を さえ ソ 啓7:3  らの すべての 事が 起こる まで， この 世 

まど  [テ；  [卜） ふ し タマル 13:28 だい {ツ） けっ  す  さ 

惑わそう として， 大きな しるし や不思 代は 決して 過ぎ去りません。 35 天と 
議を 行なう からです。 25 ご覧なさい， 地は 過ぎ去る でしょう。 しかし わたし 
わたしは あなた 方に あらかじめ 警告し 2；；33 の 言葉は 決して 過ぎ去らない のです。 
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36 「その 日と 時刻に ついては だれも 
知りません。 天の み使いたち も 壬 も [知 
ら ず]， ただ 父 だけが [知って おられ ま 
す]。 37 人の 壬の 臨在は ちょうど ノ 
アの 日の よう だからです。 38 洪水 前 
の それらの 日， ノアが 箱船に 入る 日 ま 
人々 は 食べたり 飲んだり， めと っ 
たり 嫁いだり していました。  39 そし 
て， 洪水が 来て 彼ら すべてを 流し 去る 
まで 注意し ませんで したが， 人の 壬の 
臨在 [の 時] も そのよう になる のです。 
40 その 時 二人の 男が 野に いるで しょ 
う。 一方は 連れて行かれ， 他方は 捨て 
られ るので す。 41 二人の 女が 手 臼を 
ひいて いるでしょう。 一方は 連れて行 
かれ， 他方は 捨てられる のです。 42 そ 
れ ゆえ， ずっと 見張って いなさい。 あ 
なた 方は， 自分たち の 主が どの 日に 来 
るかを 知らない からです。 

43 「しかし， 一つの ことを 知って お 
きなさい。 家 あるじは， 盗人が どの 見 
張り 時に 来る かを 知っていたなら， 目 
を 覚まして いて， 自分の 家に 押し入ら 
れ るよう な こと を 許さ なか っ たで しょ 
う。 44 この ゆえに， あなた 方 も 用意 
のでき ている ことを 示しなさい。 あな 
た 方の 思わぬ 時刻に 人の 壬は 来る から 
です。 

45 「主人が， 時に 応じて その 召使い 
たちに 食物を 与えさせる ため， 彼らの 
上に 任命した， 忠実で 思慮深い 奴隸は 
いったい だれで しょうか。 46 主人が 
到着して， そうして いると ころを 見る 
ならば， その 奴隸は 幸いです。 47 あ 
なた 方に 真実に 言います が， [主人] は 
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ア 使徒 1:7 


ソ啓 16:15 


第二 欄 


ルカ 13:28 


第 25 章 

キル カ 12:35 


彼を 任命して 自分の すべての 持ち物を 
つかさどらせる でしょう。 

48 「しかし， もし そのよ こしまな 奴 
隸 が， 心の中で， 『わたしの 主人は 遅 
れ ている』 と 言い， 49 仲間の 奴隸た 
ちを たたき 始め， のんだくれ たちと 共 
に 食べたり 飲んだ りする ような ことが 
あるならば，  50 その 奴隸の 主人は， 
彼の 予期して いない 日， 彼の 知らない 
時刻に 来て， 51 最も 厳しく 彼を し， 
その 受け 分を 偽善者たち と共に ならせ 
るでしょう。 そこで [彼は] 泣き 悲しん 
だり ir ぎしり したりす るので す。 

「その 時， 天の 王国は， 自分のと 
ぬ もし 3 を A って籠 M ぇに出 
た 十 人の 処女の ようになります。 2 そ 
のうち 五 人は 愚かで， 五 人は 思慮深い 
者でした。  3 愚かな 者たち は 自分の 
ともしびを 持ちました が， 油を 携えて 
いかず， 4 一方， 思慮深い 者たち は， 
自分のと もしび と共に， 油を 入れ物に 
入れて 持って行きました。  5  k 婿が 
遅れて いる 間に， 彼女たち はみ な 頭を 
垂れて 眠り込んで しまいました。 6 真 
夜中に， 『さあ， 花婿 だ！ 迎えに 出 
なさい』 という 叫び声が 上がりました。 
7 そこで， それらの 処女は みな 起きて， 
自分の ともしびを 整えました。  8 愚 
か な 者たち は 思慮 無 い 者たち に 言い ま 
した， 『あなた 方の 油を 分けてく ださ 
い。 わたしたちの ともしびは いまにも 
消えそう ですから』。 9 思慮深い 者た 
ちは こう 答え ま した。 『わたしたちと 
あなた 方に 足りる ほどは ないか も しれ 
ません。 むしろ， [油] を 売る 者たち の 
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ところに 行って， 自分の ために 買いな 
さい』。 10 彼女たち が 買いに 行って 
いる 間に 花婿が 到着し， 用意ので きて 
いた 処女たち は， 婚 宴の ため 彼と 共に 
中に 入りました。 それから 戸が 閉めら 
れ たのです。 11 後に， 残りの 処女た 
ち も 来て， 『だんな 様， だんな 様， 開 
けて ください』 と 言いました。 12 彼 
は 答えて 言い ま した， 『あなた 方に 真 
実を 言います が， わたしは あなた 方を 
知り ませ 乂』。 

13 「それゆえ， ずっと 見張って いな 
さい。 あなた 方は， その 日 も その 時刻 
も 知らない からです。 

14 「それは ちょうど， 人が 外国へ 旅 
行に 出る にあたり， 奴隸 たちを 呼び 寄 
せて， 自分の 持ち物を ゆだねた ときの 
ようになる のです。 15 そして， ある 
者には 五 タラント， 別の 者には ニ タラ 
ント ，さらに 別の 者には ー タラン トと， 
各自の 能力に 応じて ひと りひと り に 与 
えてから， 外国に 行きました。 16 五 
タラントを 受けた 者は すぐに 出かけて 
行き， それで 商売を して さらに 五 [タラ 
ント] をもう けました。 17 二 [タラン 
卜] を 受けた 者 も 同じよう にして さらに 
二 [タラント] をもう けました。 18 し 
かし， ただ 一 [タラント] を 受け た 者は， 
出かけて 行って 地面を 掘り， 主人の 銀 
子を 隠して おきました。 

なが  ときへ  [サ）  どれい 

19 「長い 時を 経たの ち， その 奴隸た 
ちの 主人が 来て， 彼らとの 勘定を 清算 
しました。  20 それで， 五 タラン トを 
受けて いた 者が 進み出， 追加の 五 タラン 
卜を 差し出して， こう 言いました。 『ご 
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たしは さ らに五 タラン トを もうけ まし 
tclo  21 主人は 彼に 言いました， 『よ 
くやった， 善良で 忠実な 奴隸 よ！ あ 
なた はわ ず かな ものに 忠実で あった。 
わたしは あなたを 任命して 多くの もの 
を つかさどらせる。 あなたの 主人の 喜 
みに 入りなさい』。  22 次に， ニ タラン 
卜を 受けて いた 者が 進み出て， 言い ま 
した， 『ご主人 様， わたしに ニ タラン 
卜を ゆだねて ください ましたが， ご覧 
ください， わたしは さらに ニ タラント 
をもう けました』。  23 主人は 彼に 言 
いました， 『よくやった， 善良で 忠実 
な奴隸 よ！ あなたは わずかな ものに 
忠実であった。 わたしは あなたを 任命 
して 多くの ものを つかさどらせる。 あ 
なた の 主人の 喜びに 入りなさい』。 

24 「最後に， ー タラン トを 受けて い 
た 者が 進み出て 言い ま した， 『ご主人 
様， わたしは， あなたが 手厳しい 方で， 
まかなかった 所で 刈り取り， あおり 分 
けなかった 所で 集め る ことを 知って お 
りました。 25 それで わたしは 怖くな 
り， 行って， あなたの ー タラン トを 地 
中に 隠して おきました。 さあ， これは 
あなた 様の ものです』。 26 主人は 答え 
て 言いました， 『邪悪で 無精な 奴隸 よ， 
わたしが 自分の まかな かっ た 所で 刈り 
取り， あおり 分けなかった 所で 集める 
ことを 知っていた というの か。  27 そ 
れ なら あなたは， わたしの 銀 子を 銀行 
家に 預けて おくべき だった。 そうすれ 
ば わたしは， 到着して すぐに， 自分の 
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ものを 利息と 一緒に 受け取って いただ 

ろぅ (こ 

28 「『だから， 彼から その ー タラン 
卜を 取り上げて， 十 タラン トを 持って 
いる 者に 与えよ。 29 すべて 持って い 
る 者には さらに 与えられ， その 者は 満 
ち あふれる ようにな るので ある。 しか 
し， 持って いない 者は， その 持って い 
る ものまで 取り上げられ るので ある。 
30 それで， この 何の 役に も 立たない 奴 
隸を 外の 闇に 投げ出しなさい。 そこで 
[彼は] 泣き 悲しんだり 歯ぎ しり したり 
す るであろう』。 

31 「人の 土が その 栄光のう ちに 到来 
し， またす ベての み使いが 彼と 共に [到 
来す る] と， そのと き 彼は 自 分の 栄光の 
座に 座ります。 32 そして， すべての 
国の 民が 彼の 前に 集められ， 彼は， 羊 
飼いが 羊を やぎから 分ける ように， 人 
を ひとりひとり 分けます。  33 そして 
彼は 羊を 自分の 右に， やぎを _ 分の 左 
に 置く でしょう。 

34 「それから 王は 自分の 右に いる 者 
たちに こう 言います。 『さあ， わたしの 
父に 祝福され た 者たち よ， 世の 基が 置 
かれて 以来 あなた 方の ために 備え られ 
ている 王国を 受け継ぎなさい。 35 わ 
たしが 飢える と， あなた 方は 食べる 物 
を 与え， わた しが 渴 くと ，飲む 物を 与え 
て くれたから です。 わたしが よそから 
の 者と して 来る と， あなた 方は 温かく 
迎え， 36 裸で いると， 衣を 与えて く 
れ ました。 わたしが 病気に なると， 世 
話を し， 獄 にいる と， わたしの ところ 
に 来て くれ ま した』。 37 その 時， 義な 
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る 者たち はこう 答える でしょう。 『主 
よ， いつわた したち は， あなたが 飢えて 
おられる のを 見て 食べ物を 差し上げた 
り ，渴 いて おられる のを [見て] 飲む 物を 
差し上げたり したで しょうか。 38 い 
つ わたしたちは， あなたが よそからの 
人で あるのを 見て 温かく 迎えたり， 裸 
なのを [見て] 衣を 差し上げたり したで 
しょうか。  39 いつわた したち は， あ 
なた が 病気で あ っ たり 獄に おられたり 
する のを 見て みもとに 参り ま した か』。 
40 すると， 王は 答えて 言う でしょう， 
『あなた 方に 真実に 言います が， これ 
ら わた しの 兄弟のう ち 最も 小さ な 者の 
一人に したのは， それだけ わたしに 対 
してした のです』。 

かれ  じ ぶん  もの 

41 「ついで 彼は 自分の 左に いる 者た 
ちに こう 言います。 『のろわれた 者た 
ちよ， わたしから 離れ， 悪麋 とその 使 
いたちの ために 備えられた 永遠の 火に 
入りなさい。  42 わたしが 飢えても， 
あなた 方は 食べる 物を 与えず， 渴 いて 
も， 飲む 物を 与えて くれなかった から 
です。 43 わたしが よそからの 者と し 
て 来ても， あなた 方は 温かく 迎えず， 
裸で いても， 衣を 与えて くれません 
でした。 病気であった り獄 にいたり し 
て も， 世話を して くれませんでした』。 
44 その 時， 彼ら もこう 答える で しょ 
う。 『主よ， いつわた したち は， あな 
たが 飢え， 渴 き， よそからの 人で あり， 
裸で あり， 病気で あり， あるいは 獄に 
おられる のを 見て， あなたに 仕え ませ 
ん でした か』。 45 その 時， 彼は こう 答 
える でしょう。 『あなた 方に 真実に 言 
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いますが， これら 最も 小さな 者の 一人 
にしなかった のは， それだけ わたしに 
対してし なかった のです』。  46 そし 
て， これらの 者は 去って 永遠の 切断に 

入り， 義 なる 者たち は 永遠の 命に 入り 

【才） 

ます」。 

A バ さて， これら すべてを 語り 終え 
てから， イエスは 齡 たちに こ 
う 言われた。  2 「あなた 方の 知って 
いると おり， 今から 二日 後には 過ぎ 越 
しが 行なわれます。 そして， 人の 王は 
杭に つけられる ために 引き渡され るの 
で* f」。 

3 その 時， 祭司 長 および 民の 年長者 
たちは， カヤ ファと 呼ばれる 大祭司 [の 
家] の 中庭に 集まり， 4 うまく 仕組ん 
で イエスを 捕らえ， これを 殺そうと 相 
談 した。 5 しかし 彼らは ： 「祭りの 時 
はいけ ない。 民の 間に 騒動が 起きない 
ようにす るた めだ」 と 言い合って いた。 

6 イエスが ちょうどべ タニヤで らい 
病人 シモンの 家に おられた 時の ことで 
あった が， 7 雪花 石こう の 容器に 入っ 
た 高価な 香油を 携えた 女が 近づき， 食 
卓に ついて 横に なって おられた [イエ 
ス] の 頭に それを 注ぎ はじめた。 8 こ 
れを 見て 弟子たち は 憤慨し， 「なぜ こ 
んな 無駄な ことを。 9 これは 高く 売れ 
たし， そうすれば 貧しい 人たち に 施す 
こと もで きたのに」 と 言った。 10 イ 

[夕) かれ  い 

エスは こ れに 気づ L 、て 彼ら に 言われた， 
「 なぜ あなた 方は こ の 女を 困 ら せようと 
する のです か。 彼女は わたしに 対して 
りっぱな 行ないを したので す。 11 あ 
なた 方に とって， 貧しい 人たち は 常に 
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いますが， わたしは 常にい る わけでは 
ないから です。 12 この 女が， この 香 
油を わたしの 体に 付けた のは， わたし 
の 埋葬の ための 準備と してそう したの 
です。 13 あなた 方に 真実に 言います 
が， 世界中 どこでも この 良いた よりが 
宣べ 伝えられる 所では， この 女の した 
こと も， 彼女の 記念と して 語られる で 
しょ う」。 

14 その 時， 十二 人の 一人で， ユダ. 
イス カリオ テと 呼ばれる 者が， 祭司 長 
たちのと ころに 行って， 15 こう 言っ 
た。 「彼を 裏切って あなた 方に 渡せば， 

なに  (*)  ぎん 

わたしに 何を くれます か」。 彼らは 銀 
三十 枚を 彼に [与える ことを] 定めた。 
16 それで， その 時 以後， 彼は [イエス] 
を 裏切って 渡す 良い 機会を うかがいつ 
づけ/ L 

17 無 酵母 パンの 最初の 日， 弟子たち 
が イエスの ところに 来て， こう 言った。 
「過ぎ 越しの 食事を なさる ため， わたし 
たちが どこ に 準備す るよう お望みです 
か」。 18  [イエス] は 言われた， 「市 
内に 入って これこれの 人のと ころに 行 
き， こう 言いなさい。 趣が， 『わたし 
の 定めの 時が 近づきました。 わたしは 
弟子たち と共に あなたの 家で 過ぎ 龜し 
を 祝います』 と 言って おられます と」。 
19 それで 弟子たち は イエスが 命じた 
とおりに 行なって， 過ぎ 越しの 用意を 

ととの  W 

整えた。 

20 さて， 夕方に なって から， [イエ 
ス] は 十二 弟子と 共に 食卓に ついて 横 
になって おられた。 21 彼らが 食べて 
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いる 間に， [イエス] はこう 言われた。 
「あなた 方に 真実に 言います が， あな 
た 方のう ちの 一人が わた しを 裏切る で 
しょう」。  22 そこで 彼らは ひどく 悲 
嘆し， それぞれ みんなが， 「主よ， ま 
さか わたしではありません ね」 と 言い 
始めた。 23  [イエス] は 答えて 言われ 
た， 「わたしと 一緒に 手を 鉢に 浸す 者， 
それが わたしを 裏切る 者です。 24 確 
かに 人の 壬は， 自分に ついて 書かれて 
いると おりに 去って 行きます が， 人の 
ま: を 裏切る その 人は 災いです！ その 
人に とっては， むしろ 生まれて こな かっ 
たほうが 良かった でしょう」。  25 彼 
を まさに 裏切ろうと していた ユダが 答 
えて 言った， 「ラビ， まさか わたしの 
ことではありません ね」。 [イエス] は 
彼に 言われた， 「あなた 自身が [そう] 
言い ま した」。 

26 彼らが 食事を 続けて いると， イ 
エスは パンを 取り， 祝とう を 述べて か 
ら それを 割き， 弟子たち に 与えて， こ 
う 言われた。 「取って， 食べなさい。 
これは わたしの 体を 表わして います」。 
27 また， 杯を 取り， 感謝を ささげて か 
ら それを 彼らに 与え， こう 言われた。 
「あなた 方は みな， それから 飲みな さ 
い。  28 これは わたしの 『契約の 血』 
を 表わして おり， それは， 罪の 許しの 
ため， 多くの 人の ために 注ぎ 出される 
ことに なって いるので す。  29 しかし 
あなた 方に 言います が， わたしの 父の 
王国で あなた 方と 共に それの 新しい も 
のを 飲む その 日まで， わたしは 今後 決 
してぶ どうの 木の この 産物を 飲み ませ 


ん」。 30 最後に， 賛美を 歌って から， 
彼らは オリーブ山に 出て 行った。 

31 それから イエスは 彼らに こう 言 
われた。 「今夜， あなた 方は 皆 わたし 
に関して つまずく でしょう。 『わたし 
は 牧者を 打つ。 すると， 群れの 羊は 散 
り 散りになる であろう』 と 書いて ある 
からです。  32 しかし わたしは， よみ 
が えらされ た 後， あなた 方に 先立って 
ガリラヤに 行きます」。  33 しかしべ 
テロ は 答えて 言った， 「 ほかの みんな 
が あなたに 関してつ まずいても， わた 
しは 決してつ まずき ません！」 34 イ 
エスは 彼に 言われた， 「あなたに 真実 
に 言って おきます が， 今夜， おんどり 
が 鳴く 前に， あなたは 三度 わたしの こ 
とを 否^: する でしょう」。 35 ぺ テロは 
言った， 「たと え 共に 死なねば ならな 
いとしても， わたしは 決して あなたの 
ことを 否認したり はしません」。 ほか 
の 弟子たち もみな 同じ ことを 言った。 

36 それから， イエスは 彼らと 共に 
ゲッセ マネと 呼ばれる 所に 来て， 弟子 
たちに こう 言われた。 「わたしが あち 
らへ 行って 祈りを する 間， ここに 座っ 
ていなさい」。  37 そして， ぺ テロと 
ゼべ ダイ の 二人の 子を 連れて行かれた 
が， ご 自分は 非常に 悲しみ， かつ ひど 
く 苦悩し 始められた。 38 それから 彼 
ら にこう 言われた。 「わたしの 魂は 深 
く 憂え 悲しみ， 死なん ばかりで こ 
こに とどまって， わたしと 共に ずっと 
見張って いなさい」。  39 そして 少し 
進んで 行き ，うつ 伏してこう 祈られた。 
「わたしの 父よ， もしで きる ことでした 


1533  イエスは 裏切られ， 捕縛され る  マ タイ 26:40—57 

ら ，この 杯 を わたしから 過ぎ去らせて 第26 章  48 さて， [イエス] を 裏切る 者は， 「だ 
ください。 それでも， わたしの 望む と れ であれ わたしが 口 づけす るの がその 
おりに ではなく， あなたの 望まれる と  人 だ。 それを 拘引せ よ」 と 言って， 彼 

[ゥ）  あいず  き  （ア） 

おりに」。  ゥ ，ぶ 48:36 らと 合図を 決めて あった。 49 それで 

40 それから 弟子たち のと ころに 来 义 彼は まっすぐ イエスの ところに 寄って 
られ たが， 彼らが 眠って いるのを 見て， 行き， 「ラビ， こんにちは」 と 言って， 
ぺ テロに こう 言われた。 「あなた 方は， 才^:: f いと も 優しく  口 づけした。  50 しかし 
わたしと 共に 一時間 見張って いる こと ^2, イエスは， 「君， 何のた めに ここにい 
もで きなかった のです か。 41 ずっと  II  6?is2 るの か」 と言われた。 その 時， 彼らが 

み は  闭た  いの （力） ゆうわく  おちい  ぺテ I  4:7  すす  こういん  [才） 

見張って いて 絶えず 祈り， 誘惑に 陥ら +7夕6:13 進み出， イエスに 手を かけて 拘引した。 
ないように していなさい。 もとより， クごレ ご:  51 ところが， 見よ， イエス と共にいた 
霊は はやっても， 肉体は 弱い のです」。 5；?? 者の 一人が， 手を 伸ばして 自分の 剣を 
42  [イエス] は 再び， 二度目に 離れて 14:39 抜き， 大祭司の 奴隸に 撃ち かかって そ 
行って， こう 祈られた。 「わたしの 父 溫 の 耳を 切り落とした。 52 その 時 イエ 

の  す  かれ  い  つるぎ もと 

よ， これが， わたしが 飲まない では 過 サ マル14 :4Q スは 彼に 言われた， 「あなたの 剣を 元 

さ  シコ n 12:8  ところ おさ  阁  と  もの 

ぎ 去る ことので きない もので したら， スマ ル W4! の 所に 納めなさい 。すべて 剣を 取る 者 
あなたの ご 意志が 成る ようにし てくだ 14:42 は 剣に よって 滅びる のです。 53 それ 
さい」。 43 それから 再び 来て， 彼らが  3 ハ18 :3 とも あなたは， わたしが 父に 訴えて， 
眠って いるのを ご覧に なった。 彼らの  ^ 1:16 この 瞬間に 十二 軍団 以上の み使いを 備 

おも  （サ）  チマ ル 14:43  かんが 

目は 重く なって いたので ある。 44 そ - えていた だく ことができな いとで も考 

れで 彼らを 残して また 離れて 行き， 三  える のです か。 54 そのよう にした な 

度 目の 祈りを して， もう 一度 同じ 言葉 =:114:45 ら， 必ずこう なると [述べる] 聖書は ど 
を 語られた。 45 それから 弟子たち の ゥ^1 2$9 うして 成就す るでしょう か」。  55 そ 
ところに 来て， こう 言われた 0  「この 1 ルヵ22:48 の 折， イエスは 群衆に こう 言われた。 

とき  がた  ねむ  才詩 41:9  がた  ほばく 

ような 時に， あなた 方は 眠って 休んで マル ！4:46 「あなた 方は， わたしを 捕縛す るのに， 
いる！ 見よ， 人の 土 が 裏切られて 罪 ^^  22:50 強盗に 対する ように 剣 や こん 棒を 持っ 

びと  わた  じこく  ちか  3 ハ 18：10  き  （コ）  ひび  しん 

人たち の 手に 渡される 時刻が 近づき ま キョハ 1S:11 て 出て 来たので すか。 日々 わたしは 神 
した。 46 立ちなさい。 行きましょう。 ^|?3：io  殿の 中に 座って 教えて いたのに， あな 
見よ， わたしを 裏切る 者が 近づいて 来 た 方は わたしを 拘引し ませんで した。 

(fe)  マタ 4:11  よ げん しゃ 

ました」。 47 すると， [イエス] がま だ コ m48  56 しかし， この すべては， 預言者たち 
話して おられる うちに， 見よ， 十二 人 サ ご の [記した] 聖 句が 成就す るた めに 起き 
の 一人で ある ユダが やって来た。 そし 、: ハ^8 :2° たのです」。 その 時， 弟子たち はみ な 彼 
て， 1 仏 こん S を 鼻ち， 顚 s ぉょび  >4:r を i てて i げ て各っ zL 
民の 年長者 > こちの もとから 来た 大群 衆 57 イエスを 拘引した 者たち は， 彼を 
が 彼と 一緒であった。  !e；32 大祭司 カヤ ファのと ころに 引いて 行っ 
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イエスに 対する 審理。 ぺ テロは 否む 
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た。 そこに 書士や 年長者た ちが 集ま っ 
ていた。 58 しかしべ テロは， かなり 
離れて あとに 付いて行き， 大祭司 [の 家] 
の 中庭まで 来た。 そして 中に 入った の 
ち， 成り行きを 見ようと して その 家の 
従者たち と 一緒に 座って いた。 

59 一方， 祭司 長たち および サンへ 
ド リン 全体は， イエスを 死に 処す るた 
め， 彼に 対する 偽証を 探し 求めて いた。 
60 だが， 偽りの 証人が 大ぜい 進み出た 
にもかかわらず， 彼らは 何一つ 見いだ 
せなかった。 後に 二人の 者が 進み出て， 
61 こう 言った。 「この 人は， 『拽の 神 
殿を 壊して， それを 三日で 建て直せる』 
と 言いました」。  62 すると， 大祭司 
が 立ち上が っ て 彼に 言った， 「何も 答 
えは ない のか。 これらの 者が あなたに 
不利な 証言を している ことは どうな の 
か」。 63 しかし イエスは 黙って おられ 
た。 それで 大祭司は 言った， 「生ける 
拽 にかけ て 誓って 言え， あなたは® の 
i キリス トな のか どうか」。 64 イエス 
は 言われた， 「あなた 自身が [そう] 言 
いました。 それでも， あなた 方に 言っ 
て おきます が， 今後 あなた 方は， 人の 
i が 力の 右に 座り， また 天の 雲に 乗っ 

く  （チ） 

て 来る のを 見る で しょ う」。  65 する 

と， 大祭司は 自分の 外衣を 引き裂いて 
言った， 「この 者は 冒とくした！ この 
うえ 証人が 必要だろう か。 見て くださ 
い， あなた 方は 今， 冒とくの 言葉を 聞い 
たのです。 66 あなた 方の 意見は どう 
で しょ うか」。 「彼は 死に 服すべき だ」 
と 彼らは 返答した。  67 それから 彼ら 
は [イエス] の 顔に つばを かけ， こぶし 


で 殴りつ けた。 ほかの 者たち は 顔を 平 
手で 打って， 68 こう 言った。 「キリ 
ストよ， わたしたちに 預言せ よ。 お前 
を 打った のは だれか」。 

69 さて， ぺ テロは 外で 中庭に 座っ 
ていた。 すると， ひとりの 下女が やっ 
て 来て， 「あなた も， ガリラヤ 人の イ 
エスと 一緒にい ました！」 と 言った。 
70 しかし 彼は みんなの 前で それを 否定 
し， 「あなたが 何の ことを 話して いる 
のか， わたしには 分からない」 と言っ 
た。 71 彼が 門 舎のと ころに 出て 行く 
と ，別の 女が 彼に 気づ き， そこにい る 者 
たちに， 「この 人は ナザレ 人の イエス 
と 一緒にい ました」 と 言った。  72 す 
ると， 彼は 再び それを 否定し， 「わ 
たしは その 人を 知らない！」 と 誓って 
[言った]。  73 しばらく のち， 周りに 
立って いた 者たち が 寄って 来て， ぺテ 
口に 言った， 「確かに あなた も 彼らの 
一人 だ。 現に， あなたの なまりが あな 
たのこと を 明かして いるでは ないか」。 
74 その 時， 彼は， 「わたしは その 人を 
知らないの だ！」 と [言って]， のろ っ 
たり 誓ったり し 始めた。 するとす ぐに 
おんどりが 鳴いた。 75 それでべ テロ 
は， 「おんどりが 鳴く 前に， あなたは 
三度 わたしの こと を 否認す るでしょう」 
と言われた イエスの ことばを 思い出し 
た。 そして， 外に 出て， 激しく 泣いた。 
朝に なって から， 祭司 長と 民の 
年長者たち 全員は， イエスを 死 
刑に しようと 協議した。 2 そして, 彼 
を 縛って から， 引いて 行って， 総督 ピ 
ラ トに 引き渡した。 
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1535  ユダは 首を つる。 ピラト  マ タイ 27：3—24 


3 その 時， [イエス] を 裏切った ユダ 
は， 彼が 罪に 定められ たのを 見て 悔恨 
の 情を 感じ， 銀 三十 枚を 祭司 長と 年 
者たち に 返して， 4 「わたしは 義の血 
を 売り渡して 罪を おかした」 と 言った。 
彼らは， 「それが わたしたちに どうした 
というの か。 あなたが 処置すべき こと 
々 ！ 」 と 言った。 5 それで 彼は その 銀 
を 神殿に 投げ込んで 引き下がり， 去っ 
て 行って 首を つって 死んだ。 6 しか 
し 祭司 長たち は その 銀を 取り， 「これ 
を聖 なる 宝物 庫に 入れる こと は 許され 
ない。 これは 血の 代価 だから」 と言っ 
た。 7 相談した のち， 彼らは， 見知ら 
ぬ 人の 埋葬の ために それで 陶器 師の畑 
を 買った。 8 それゆえ， その 畑は 今日 
この 日に 至る まで， 「血の 畑」 と 呼ば 
れ ている。 9 この 時， 預言者 エレミヤ 
を 通して 語られた ことが 成就した。 こ 
う 言われて いた。 「そして 彼らは， {直 
をつ けられた 人， つまり イスラエルの 
子ら の ある 者たち が 値を 定めた 者の 代 
価で ある 銀 三十 枚を 取り， 10 エホバ 
がわた し に 命令 さ れた ところに 従い， 
陶器 師の 畑の ために それを 与えた」。 

11 さて， イエスは 総督の 前に 立っ 
た。 すると 総督は 彼に こう 質問した。 
「あなたは ユダヤ人の 王な のか」。 イエ 
ス は， 「あなた 自身が [そう] 言って い 
ます」 とお 答えに なった。 12 しか 
し， 祭司 長と 年長者た ちから 訴えられ 
ている 間， 何の 答え もされなかった。 
13 そこで ピラ トは 言った， 「彼らが あ 
なた に 不利な 証言を いかに 多く 行な っ 
ている か， あなたには 聞こえない のか」。 
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7 マル 15:5 
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ョハ 18:39 
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才箴 27:4 
ヨハ 12:19 


ロマ 1:29 


カ マル 15:10 


シマ ル 15:14 
ルカ 23:23 
使徒 3:13 


14 それでも 彼に 答えず， 一言 も [お 答 
えに ならなかった]。 そのため 総督は 
たいへん 不思議に 思った。 

15 さて， 祭りの 度に， 群衆の 望む 囚 
人 ひとり を 釈放す るの が 総督の 習慣で 
あった。 16 ちょうど その 時， 彼らに 
はバ ラバと 呼ばれる 名うての 囚人が い 
た。 17 ゆえに， 彼らが 集まった 時， ピ 
ラ トは こう 言った。 「あなた 方は どち 
らの 者を 釈放して 欲しい のか。 バ ラバ 
か， それとも キリストと 言われる イエ 
ス か」。 18 彼らが そね みのた めに [イ 
エス] を 引き渡した ことに 気づいて いた 
ので ある。 19 さらに， 彼が 裁きの 座 
に 座って いる 間に， その 妻が [人を] 遣 
わして， こう 言った。 「その 義人に か 
かわらないで ください。 わたしは 今日， 
その 人の ために 夢の 中で とても 苦しん 
だのです」。 20 しかし， 祭司 長と 年長 
者たち は， 群衆が バ ラバを 求め， イエ 
スの ほうを 滅ぼさせる ように 説きつ け 
た。 21 さて， 総督は 彼らに こたえて 
言った， 「あなた 方は， 二人のう ち ど 
ちらを 釈放して 欲しい のか」。 彼らは， 
「バラ パを」 と 言った。  22 ピラトは 
言った， 「では， キリストと 言われる イ 
エスは どうす るの か」。 彼らは 皆， 「杭 
につけろ！」 と 言った。  23  [ピラ ト] 
は 言った， 「彼が どんな 悪事を したと 
いうの か」。 それでも 彼らは， 「杭に つ 
けろ！」 と， いよいよ 叫びつ づけた。 

24 それが 無駄で あり， むしろ 騒動 
になって くるのを 見た ピラ トは， 水を 
取って 群衆の 前で 手を 洗い， 「わたし 

ち  けっぱく 

はこの [人の] 血に ついて 潔白で ある。 


マ タイ 27:25—48  イエスは 愚弄され， 杭に つけられる。 闇  1536 


あな た方自 身が 処置を とらね ばなら な 
い」 と 言った。 25 すると， 良は みな 
答えて 言った， 「彼の 血は わた したち 
とわた したち の 子供と に 臨んでも 
よい」。  26 そこで [ピラ ト] は バラ 
バを 彼らに 釈放し， イエスの ほうは， む 
ちで 打たせてから， 杭に つける ために 

ゎ 就 

27 それから， 総督の 兵士たち はイ 
エスを 総督の 官邸 内に 連れて行き， 全 
部隊を 彼のと ころに 集めた。 28 そし 
て， 彼の 衣を はいで 緋 色の 外とう を掛 
け，  29 いばらで 冠を 編んで その 頭に 
載せ， 葦を その 右手に [持たせた]。 そ 
して 彼の 前に ひざまずき， 「こんにち 
は， ユダヤ人の 王よ！」 と 言って 愚弄 
した。  30 それから， 彼に つばを 
かけ， その 葦を 取って 頭を たたきは じ 
めた。 31 最餐 に， [イエス] を 愚弄し 
終えた 彼らは， 外とう を 取りの けて 彼 
の 外衣を 着せ， 杭に つける ために 引い 

て 名^#。 

32 彼らは， 出て 行く 際に， シモンと 
いう 名の キ レネ 生まれの 人を 見つけた。 
彼らは この 男を 奉仕に 徴用して [イエ 
ス] の 苦しみの 杭を 持たせた。  33 そ 
して， ゴル ゴタ， すなわち “ どくろの 
場所” と 呼ばれる 所に 来た 時， 34 彼 
らは 胆汁を 混ぜた ぶ どう 酒を [イエス] 
に 与えて 飲ませよう とした。 しかし， 
その 味を 見た のち， 飲もうと はされ な 
かった。 35  [イエス] を 杭に つけて か 
ら， 彼らは くじを 引いて その外 衣を 分 
配し，  36 それから， 座った まま， そ 
こで 彼を 見守って いた。 37 また 彼ら 
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サ マル 15:21 
ルカ 23:26 
ョハ 19:17 
シル カ 23:33 
ョハ 19:17 
ス詩 69:21 


:20 


セ マ 


5:23 


チ 詩 22:18 
ルカ 23:34 
ヨハ 19:23 


は， 「これは ユダヤ人の 王 イエス」 と 
記した 罪状を 彼の 頭上に 掲げた。 

38 この 時， 二人の 強盗が 彼と 一緒に 
杭に つけられ， 一人は その 右に 一人は 
その 左に [置かれた]。 39 それで， 通 
行人たち は 彼の ことを あしざまに 言い 
はじめ， 頭を 振って 40 こう 言った。 
「神殿を 壊して 三日で それを 建てる と 称 
する 者よ， 自分を 救って みろ！ 神の 
子なら， 苦しみの 杭から 下りて 来い！」 
41 同じように 祭司 長たち も， 書士や 
年長者た ちと 一緒に 彼を 愚弄し はじめ 
て， こう 言った。 42 「ほかの 者は 救っ 
たが， 自分は 救えない の だ！ 彼は イ 
スラ エルの 王 だ。 今， 苦しみの 杭から 
下りて 来ても らおう ではない か。 そう 
したら 我々 も 彼を 信じよう。 43 彼は 
裡に 頼った の だ。 [拽] が 彼を 必要と さ 
れる のなら， いま [迚] に 救い出しても 
らうが よい。 『わたしは 姓の 壬 だ』 と 
言った の だから」。 44 一緒に 杭に つ 
けられた 強盗たち までが， 同じように 
して 彼の ことを 非難し はじめた。 

45 第 六 時 以後， 闇が 全土に 垂れ こめ 
て， 第 九 時にまで 及んだ。 46 第 九 時 
ごろ， イエスは 大声で 呼ば わって， 「エ 
リ， エリ， ラマ サバ クタ ニ」， つま 
り， 「わたしの 拽， わたしの®， なぜ 
わたしを お見捨てに なりました か」 と 
言われた。 47 これを 聞いて， そこに 
立って いた 者の 幾人 かは， 「 この 人は 
エリヤを 呼んで いるの だ」 と 言いは じ 
めた。 48 そして 彼らの 一人が すぐに 
走って 行って 海綿を 取り， それに 酸い 
ぶどう酒を 含ませ， 葦の 先に 付けて 彼 


1537  イエスの 死。 地震。 埋葬  マ タイ 27:49 — 28： 1 


に 飲ませよう とした。 49 しかし ほか 
の 者たち は， 「構わないで おけ！  エ 
リヤが 救いに 来る かどう かを 見よう」 
と 言った。 [[別の 者は 槍を 取って 彼の 
わき 腹を 突き刺した。 すると， 血と 水 
が 出た。]]  50 イエスは 再び 大声で 叫 

び， それから [ご 自分の] 霊を ゆだねら 

(I) 

れ た。 

51 すると， 見よ， 聖 なる 所の 垂れ幕 
が 上から 下まで 二つに 裂け， 地は 震い 
動き， 岩 塊は 割れた。 52 そして， 記 
念の 墓が 開け， 眠りに ついていた 聖な 
る 者の 体が 数多く 起こされ， 53  (人々 
は， 彼が よみがえらされた 後に 記念の 
墓の 間から 出て 来て， 聖 都に 入った の 
である） 多くの 人に 見える ようになっ 
た。  54 しかし， 士官 および 共に イ 
エスを 見守って いた 者たち は， 地震 
と 起きて いる 事柄と を 見て 非常に 恐 
れ， 「確かに これは# の i であった」 
と 目った 0 

55 なおまた， そこでは 大勢の 女たち 
が やや 離れた 所で 見て いた ふ'， それは 
イエスに 仕える ため ガリラヤから 付い 
て 来た 者たち であった。 56 その 中に 
は マリア. マグダ レネ， また ヤコブと 

ヨ セの 母 マリア， および ゼべ ダイの 子 

トン） 

らの 母が いた。 

57 さて， 午後 遅く なって から， ヨセ 
フ という 名で， 自 らも イ エス の 弟子と 
なって いた ア リマ タヤの ある 富んだ 
人が やって来/！:。  58 この 人は ピラ 
卜の もとに 行って， イエスの 体を 頂 
きたいと 願い出た。 そこで ピラトは 
それを 渡す ように 命令し/！:。  59 そ 
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れで ヨセフは 体を 受け取り， それを 
清い 上等の 亜麻布に 包み，  60 自分 
の 新しい 記念の 墓の 中に 横たえた。 
それは 彼が 岩 塊に く りぬ いた もので 
あった。 そして， その 記念の 墓の 戸 
口のと ころに 大きな 石を 転がして か 
ら 去って 行った。  61 しかし， マリ 
ア • マグダ レネと もう 一方の マリア 
は そこにと どまって， 墓の 前に 座っ 
てぃ A 

62 次の 日， それは 準備 [の 日] の翌 

じつ  [才） さいし ちょう  びと 

日であった が， 祭司 長と パリ サイ 人た 
ちが ピラトの 前に 集まって，  63 こう 
言った。 「閣下， わたしどもは， あの 
かたり 者が， まだ 生きて いた 時分に， 
『三日 後に わた しは よみがえらされ 
る』 と 言った のを 思い出しました。 
64 それで， 三日 目まで 墓の 守りを 固 
める ように 命令して ください。 弟子 
たちが やって来て 彼を 盗み出し， 『彼 
は 死人の 中から よみがえらされ たの 
だ！』 などと 民に 言い ふらす ような 
ことのない ためです。 この 最後の か 
たりは， 最初の ものより 悪い 結果に 
なって しまう でしょ う」。  65 ピラ ト 

は 言った， 「あなた 方には 警備隊が 
ある。 行って， あなた 方の 知る 限り 
の 方法で 守り 固める がよ い」。 66 そ 
れで 彼らは 出かけて 行き， 石に 封印 
をし， また 警備隊を 置いて 墓の 守り 
を _ めた。 

〇〇 安息日の のち， 週の 最初の 日が 
明るくな りかけ たころ， マリア- 
マ  グダ レネ ともう 一方の マリ アが 墓を 

务 （コ1 

見に 来た。 


マ タイ 28:2—20  イエスの 復活。 人々 を 弟子と し， 教える ように  1538 

2 すると， 見よ， 大きな 地震が 起き 第28 章 らは そこで わたしを 見る でしょう」。 
た 後であった。 エホバの み使いが 天 か 7r ぶ) 46:i  a 彼女たち がその 道に ある 間に， 

ら 下り， 近づいて 石を 転がしの け， そ 見よ， 警備隊の ある 者たち が 市内に 

すわ  （ァ）  ゆ  お  さいし ちょう 

の 上に 座って いたので ある。  3 そ ゥ; 行き， 起きた こと すべてを 祭司 長た 
の 外見は 稲妻の ようで あり， その 衣服  |1〇!；10 ちに 報告した。 12 それで これらの 
は 雪の ように 白かった。  4 そして， 1 ヘプ1 :14 者は， 年長者た ちと 集まって 相談し 

み は  もの  かれ  たい  おそ  オマル 16:6  じゅうぶん  かず  ぎん  へいし 

見張りの 者たち は， 彼に 対する 恐れの 16:21 たのち， 十分な 数の 銀を その 兵士た 

し にん  マタ 17:23  あた  1 ィ）  い  よ 

ために おののいて， 死人の ようにな っ  ルヵ24:6 ちに 与えて， 13 こう 言った。 「『夜 

コ I 15:4  なか  で し  w  き  じぶん 

ていた 0  キテモ n2:8 中に その 弟子たち が 来て， 自分たち 

5 しかしみ 使いは 答えて 女たち に ク が 眠って いる 間に 彼を 盗んで いった』 
言った， 「あなた 方は 恐れて はなり ま と 言え。 14 そして， もし これが 総 

くい  <7- V；!/ 16.7  t<  われわれ  かれ  と 

せん。 あなた 方が 杭に つけられた イエ コマル _ 督の 耳に 入るなら， 我々 が [彼に] 説 

さが  し  ルカ 24:9  がた  しんぱい 

スを 捜して いる ことを， わたしは 知っ サョ ハ2 〇:17 いて， あなた 方には 心配が ないよう 

(才）  かれ  ロマ 8:29  かれ  ぎん 

ている のです。  6 彼は ここには いま  ヘプ2 山 にす る」。 15 そこで 彼らは その 銀 
せん。 彼が 言った とおり， よみがえら 第二 欄 を 受け取り， 論され たと おりに した。 

M  よこ  はなし  きょう  いた 

された のです。 さあ， 彼の 横たわって ァマ タ 27:65 それで， この 話が 今日 この 日に 至る 
いた 場所を 見なさい。 7 それから， 急 まで ユダヤ人の 間に 広まって いるの 

い  かれ  し にん 

いで 行って， 彼が 死人の 中から よみが ェマ タ 26:32 である。 

(キ）  でし  つ： 31 15%  で し 

えらされ たこ i： を， その 弟子たち に告 ォマタ 14:31  16 しかしながら， 十一 人の 桌 子は 

げ なさい。 そして， 見よ， 彼は あな 13  ^  nU27 ガリラヤに 赴き， イエスが 彼らの た 

がた  さきだ  W  エフ 1:21  とき  い 

た 方に 先立って ガリラヤに 行きます。 フィ 2:9 めに 取り決めた 山に 行った。 17 そし 
あなた 方は そこで 彼を 見る でしょう。 + ち て， [イエス] を 見る と， 彼らは 敬意を 

ロマ 11:13  もの  うたが 

見よ， わたしは あなた 方に 告げ ま  啓14 :6  ささげた。 しかし， ある 者たち は疑っ 

(ヶ }  ク 使徒 14:21  [才）  ちか  き 

した」。  使徒 21:16 た。 18 すると， イエスは 近づいて 来 

8 それで， 彼女たち は 急いで 記念 ザ83 ば 8 て， 彼らに こう 話された。 「わたしは 
の 墓を 去り， 恐れと 大きな 喜びと を 3 天と地に おける すべての 権威を 与え 
抱きつつ， 弟子たち に 報告す るた めに サョ ハ14 :16 られ ています。 19 それゆえ， 行っ 

はし  [コ）  かの  シ 使徒 2:38  くに  ひとびと W  で し  [ク） ちち 1ヶ） 

走った。  9 すると， 見よ， イエスが 彼 使徒8: じ て， すべての 国の 人々 を 弟子と し， 父 

じょ  であ  ス -7  1 11.23  (コ 1  せいれい W  かれ 

女たち に 出会って， 「こんにちは！」 ぺテ n3:2 と 壬と 聖霊との 名に おいて 彼らに バ 

い  ちか  ヨハ I  3:23  ほどこ トン） 

と言われた。 彼女たち は 近づいて そ セ マ タ7:24 プテ スマを 施し， 20 わたしが あな 
の 足を 抱き， 彼に 敬意を ささげた。 テモ パ… た 方に 命令した 事柄 すべてを 守り 行 
10 その 時， イエスは こう 言われた。 S なうよう に 教えなさい。 そして， 見 

おそ  い  テモ II  2:2  じ ぶつ  たいせい  しゅうけつ  とき 

「恐れる ことはありません！  行っ タマ タ13:39 よ， わたしは 事物の 体制の 終結の 時 

きょうだい  【サ） ほうこく  かれ  マタ 13:49  [夕 1  とも 

て， わたしの 兄弟たち に 報告し， 彼らが  24:3 までい つの 日 も あなた 方 と共にい る 

ガリラヤに 行く ようにしなさい。 彼 +益は?2 のです」。 


マルコに よる 書 


1 イエス. キリス トに ついての 鱼 いた 
よりの 始まり：  2 預言者 イザヤの 
中に 書かれて いると おりで ある。 「(見 
よ， わたしは あなたの 顔の 前に わたし 
の 使者を遣わす。 その 者は あなたの 道 
を 備える であろう。） 3 聴け！ だれ 
かが 荒野で 叫んで いる。 『あな た 方は 
エホバの 道を 備えよ。 その 道路を まっ 
すぐにせ よ』」。 4 バプ テス マを 施す 
人 ヨハネが 荒野に 現われて， 罪の 許し 
のた めの 悔い改めの [象徴と しての] バ 
プテ スマを 宣べ 伝えた。 5 そのため， 
ユダヤの 全地と エルサレムの 全住民が 
彼の もとに 出て 来て， 自分の 罪を あら 
わに 舎 白 しつつ ヨルダン川で 彼から バ 
プテ スマを 受けた。  6 ところで， ヨハ 
ネ はらく だの 毛を まとい， 革の 帯を 腰 
に 巻き， いなごと 野 蜜を 食べて いた。 
7 そして 彼は こう 宣べ 伝える ので あっ 
た。 「わた しの 後に わた しより 強い 方 
が 来られます。 わたしは かがんで その 
方の サン ダルの 締め ひもを ほどく にも 
値しません。 8 わたしは あなた 方に 
水で バプ テス マを 施しました が， その 
方は あなた 方に 聖霊で バプ テス マを 施 
すで しょ う」。 

9 そのころ のこと， イエスが ガリ 
ラヤの ナザレから 来て， ヨルダン川で 
ヨハネから バプ テス マを 受けられた。 
10 そして， 水から 上がられて すぐ， 天 
が 分かれ， 霊が はとの ようになって 自 
分の 上に 下っ て 来る のを ご覧に なった。 
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11 そして， 天から 声が あった， 「あな 
たは わたしの 壬， [わたしの] 愛する 者 
である。 わたしは あなたを 是認した」。 

12 それから すぐ， 霊が 彼を 駆り 立 
てて 荒野に 行かせた。 13 それで 彼は 
四十 日の あいだ 荒野に いて， サタンの 
誘惑を 受けた。 そして 野獣と 共に おら 
れ たが， み使いた ちが 彼に 仕えて いた。 

14 さて， ヨハネが 捕縛され たのち， 
イエスは ガリラヤに 行き， 裡の 良いた 
よりを 宣べ 伝えて， 15 こう 言われた。 

さ だ  とき  み [ク）  おうこく  ちか 

「定めの 時は 満ち ，迚の 王国は 近づき ま 
した。 あなた 方は 悔い改めて， 良いた 
よりに 信仰を 持ちなさい」。 

16 ガリラヤの 海辺を 歩いて おられ 
た 時， シモンと シモンの 兄弟 アンデレ 
が 海で [網を] 打って いるのを ご覧に 
なった。 彼らは 漁師だった ので ある。 
17 それで イエスは 彼らに こう 言われ 
た。 「わたしに 付いて 来なさい。 そう 
すれば， あなた 方を， 人を すな どる 者 
になら せま しょ う」。 18 すると， 彼 
らは 直ちに 網を 捨てて [イエス] の あと 
に 従った。 19 さらに 少し 進んで 行っ 
てから， ゼべ ダイの [子] ヤコブと その 
兄弟 ヨハネを， つまり， その ふたりが 
舟の 中で 網を 繕って いるのを ご覧に な 
り，  20 さっそく 彼らを お呼びに なっ 
た。 そこで 彼らは， 父ゼべ ダイを 雇い 
人たち と共に 舟に 残し， [イエス] の あ 
とに 付いて行った。 21 そして 彼らは 
カペル ナウ ムに 入った。 


1539 


マルコ 1:22—42  イエスは 悪霊を 追い出す。 病気の 人を いやす  1540 

安息日になる とすぐ， [イエス] は g  第 1 章 ると 竅は弓 ひ I き， 彼女は 彼らに 仕える よ 
堂に入って 教え はじめられた。 22 す 7v^  7:28 うに なった。 

ると， 人々 は その 教え方に すっかり 驚 7:29  32 夕方に なり， 日が 沈んで から， 

いた。 彼は 権威を 持つ 者の ように 教え 4:33 人々 は 病んで いる 者 や 悪霊に 取りつ か 
て おられ， 書士 たちのよう ではな かっ 1 マタ 8:29 れた 者を みな 彼の もとに 連れて来 るよ 
たからで ある。 23 また， ちょうど そ ォャ コ _ うに なった。  33 それで， 全市が まさ 

とき  かれ  かいどう  けが  れい  し  とぐち  あつ 

の 時， 彼らの 会堂には， 汚れた 霊に 支 力 啓3:7  に 戸口のと ころに 集まった 0  34 そこ 

配され た 人が いて， その 人が どな っ キル カ4:34 で [イエス] はさま ざまな 病気を 病む 大 
て 24 こう 言った。 「ナザレ 人 イエ クルカ4:35 勢の 人を 治し， 多くの 悪霊を 追い出し 
ス よ， わたしたちは あなたと 何の かか ヶマル9: 2〇 たが， 悪霊たち には 語らせよ うとされ 
わりが あるので すか。 わたしたちを 滅  なかった。 彼らは [イエス] が キリスト 

ぼそうと してやって 来たので すか。 わ  である ことを 知ってい たからで ある。 

たしは あなたが だれ だか はっきり 知っ  ルカ4:37  35 それから， 朝早く まだ 暗い うち 

[才）  せい  もの (力） [キ）  お  そと  さび 

ています， 神の 聖 なる 者です I。 25 し シル カ4:38 に， [イエス] は 起きて 外に 出， 寂しい 
かし イエスは それを 叱りつ け， 「黙 っ スコ H:5  場所へ 行って， そこで 祈りを 始められ 
ていなさい。 そして 彼から 出て 来な さ セマタ 8:14 た。  36 しかし， シモン および 共に い 
い！」 と言われた。 26 すると 汚れた た 者たち が あとを 追って 来て 37 彼 
霊は， 彼に けいれんを 起こさせ， 声 か 7|#103:3 を 見つけ， 「みんなが あなたを 捜して 
ぎりに わめき 立ててから， 彼から 出て 4M8:15 います」 と 言った。  38 しかし [イエ 
来た。 27 そこで， 人々 はみ な 非常に 4:39 ス] は 彼らに 言われた， 「どこか ほかの 
養ろ き， f ぃに i じ备っ て， こぅ 憂った。 諸?！  くの 路 好に 苔き まし ょぅ 。ゎ 

「これは どういう ことなの か。 新しい ェマ タ 8:16 たしが そこで も宣べ 伝える ためです。 
教え だ！ 彼は 汚れた 霊たち にさえ 権 ^^53：4 わたしが 出て 来たのは そのため だから 
威を もって 命じる。 すると 彼らは この 3:12 です」。  39 そして [イエス] は そのと 
人に 従う の だ」。 28 こうして 彼の 評  4:41 おり 進んで 行かれ， ガリラヤ 全土に わ 
判は 周辺の いたるところ， ガリラヤ 全 4:42 たり 人々 の 会堂で 宣べ 伝え， 悪霊たち 
土に すぐに 広まった。  ク 要 を 追い出された。 

29 それから すぐに 彼らは 会堂を 出て， 5：7  40 また， ひとりの らい 病人が 彼の 
シモンと アンデレの 家に 入った。 ヤコ ^^61：1 もとに 来て， ひざまで ついて 懇願し， 
ブと ヨハネ も 一緒であった。 30 とこ 3  =  =  「あなたは， ただそう お望みになる だけ 

(ス） ねつびょう  わたくし きよ 

ろで， シモンの しゅうとめは 熱病に か サマタ 4:23 で， 私を 清く する ことが おできに なり 
かって 伏せって おり， 彼らは すぐに 彼 ルカ  ます」 と 言った。 41 そこで [イエス] 
女の ことを [イエス] に 告げた。 31 そ 5：?2 は 哀れに 思い， 手を 伸ばして 彼に 触り， 
れで [イエス] は 彼女のと ころに 行き， ス ヘプ 2:17  「わたしは そう 望みます。 清くな りな 
その 手を 取って 彼女を 起こされた 〇す セマタ 8:3 さい」 と言われた 〇  42 すると， すぐ 


1541  まひした 人。 罪を 許す 権威。 マ タイを 召す  マルコ 1:43—2:15 

にらい 病は 消え， 彼は 清く なった ので 第1 章 の 男は このように 言う のか。 [拽 を] 冒 
ある。 43 さらに [イエス] d 厳重な 命 7;u*  5:13 とくして いる。 ただ 一人，® 以外の だ 
令を 与えて 直ちに 彼を 去らせ， 44 「だ ィば れが 罪を 許せる のか」。 8 しかし イエ 
れ にも 何も 言わない ようにしなさい。 ゥ レビ 14:1() ス は， 彼らが 自分の 中で そのよう に 論 
ただ 行って 自分を 祭司に 見せ， 自分の  *24：8  じている ことを ご 自分の 霊に よってす 

きよ  し じ  て っ夕 8:4  さと  い 

清めの ために， モー セの 指示した もの ルヵ5; w ぐに 悟り， 彼らに こう 言われた。 「な 

(ゥ 1  かれ  あか  がた  こころ 

を ささげなさい。 彼らへの 証し のた め ォ マル2: 13 ぜ あなた 方は 心の中で そのような こと 

(I)  さ  ルカ 5:15  (ィ J 

です」 と言われた。 45 しかし 去って - を 論じて いるので すか。  9 このま ひ 

行って から， 男は そのこと を 大いに ふ  した 人に， 『あなたの 罪は 許されて い 

れ 告げ， 事の 次第を 広め 始めた。 その t~9:1 る』 と言うのと， 『起き上がって， あ 
ため [イエス] は， もはや 表 だっては 都 なた の 寝台を 取り上げて 歩きなさい』 
市に 入る ことができず， 外の 寂しい 場 ヘプ2:3 と言うの では， どちらが 易しいで すか。 
所に とどまって おられた。 それでも， ク 1〇 しかし， 人の i が 地上で 罪を 許す 権 
人々 が 四方から 絶えず 彼のと ころに ~  +  威を 持って いる ことを あなた 方が 知る 

く  W  ヶル ヵ 5:19  w  ぃ 

やって来る のであった。  ために」 — [そして] まひした 人に 言わ 

€% しかしながら， 何日 かのち， 再び ，#53:1 れ た， 11 「あなたに 言います， 起き 上 
^ カペル ナウ ムに 入られ， [イエス] がって 寝台を 取り上げ， 自分の 家に 帰 
が 家に おられる ことが 伝わった。  2 そ シ ，レ A5.21 りなさい」。 12 すると， 彼は まさしく 

けっか  おおぜい  あつ  お  ね だい  と 

の 結果， 大勢の 人が 集まり， あまりに - - 起き上がり， すぐに 寝台を 取り上げ， み 

多かった ためにもう 場所が なく， 戸口  7„i:4 ん なの 前を 歩いて 出て 行った ので ある。 
の あたりに さえない ほどに なった。 そ 〃ザ43:25 そのため， 彼らは 皆た だ あっけに とら 
れで [イエス] は 彼らに み 言葉を 語り 〃す夕 71:4 れ， 「わた したち はかつ てこの ような 
はじめられた。  3 すると， 人々 がま ひ  ^  !：13 ことを 見た ことがない」 と 言って， 裡 

啓 2:23  えいこう 

した 人を 四 人が かりで [イエス] のと こ  の 栄光を たたえた。 

ろに 運んで 来た。 4 しかし， 群衆の た ルヵ5:23  13  [イエス] は 再び 海辺に 出て 行かれ 
めに すぐそばに 連れて行く ことができ ヱ ダ ニ7:13 た。 すると 群衆が みな 次々 に その もと 
なかった ので， [イエス] の おられる あ 才 にやって 来た。 それで [イエス] は 彼ら 
たりの 屋根を 取り除き， 穴を 掘って， g；6 に 教え はじめられた。 14 しかし， 進 
まひした 人の 横たわって いる 寝台を 降 ルヵ5 :24 んで 行かれる うちに， アル パヨの [子] 
ろした。 5 それで， 彼らの 信仰を ご覧 キ = ば 6 レビが 収税所に 座って いるのを 見つけ， 

(コ 1  ついずい しゃ  い 

になった イエスは， その まひした 人に 9：33  「わたしの 追随 者に なりなさい」 と 言 
こう 言われた。 「子供よ， あなたの 罪  9；32 われた。 すると 彼は 立ち上がって， そ 

ゆる  m  したが  [コ）  のち 

は 許されて います」 〇  6 ところで， そ ヶマタ 9:9 の あとに 従った 0 15 後に， [イエス] 
こには 書士が 幾人 かおり， 座った まま コル ヵ 5:27 はちょう ど 彼の 家で 食卓に ついて 横に 

こころ  ろん  ('»  おお  しゅうぜいにん (サ） 

心の中で こう 論じて いた。 7 「なぜ こ サル ヵ 15:1 なって おられた。 そして 多くの 収税人 


7 ルコ 2:16—3:3  パリ サイ 人の 反対。 イエスは 安息日の 主  1542 

や 罪人が イエス および その 弟子たち と 第2 章 を 破裂 させ， 袋 だけでなく， ぶどう酒 
共に 横に なって いた。 そのような 者が 7I*  5；29 も 失われます。 やはり， 人は 新しい ぶ 
大勢いて， [イエス] の あとに 従うよう ィィ ザ65:5 どう 酒を 新しい 皮 袋に 入れる のです」。 

(7)  マタ 9:11  あんそくび 

になって いたので ある 0 16 ところが， ルカ5:31  23 さて， [イエス] はたまた ま 安息日 

パリ サイ 人の 書士 たちは， [イエス] が ゥ に 穀物 畑の 中を 通って おられた が， 弟 
罪人 や 収税人と 食事を している のを 見 = ば。 子たち は 道を 進みながら 穀物の 釦 をむ 
て， 「彼は 収税人 や 罪人たち と 一緒に ^  9：14 しり 始めた。 24 それで パリ サイ 人た 
食事を する のか」 と 彼の 弟子たち に 言 ル*5:33 ちは， 「それ， ご覧なさい， なぜ 彼ら 
いだした。 17 これを 聞いて イエスは 3：29 は 安息日に しては いけない ことを して 

かれ  い  じょうぶ  い  力 詩 45 編  い  闭 

彼らに こう 言われた。 「丈夫な 人に 医 マタ 22:2 いるの か」 と 彼に 言いだ した。 25 し 
者は 必要で なく， 病気の 人に [必要] な 胃19 :7  かし [イエス] は 彼らに こう 言われた。 
のです。 わたしは， 義人たち ではなく， 5；35  「ダビデが， つまり 彼 および 共に いた 人 
罪人たち を 招く ために 来たので す」。  たちが 窮乏して 飢えた 時に， 彼が 何を 

18 さて， ヨハネの 弟子と パリ サイ  ルカ5:36 した か， あなた 方は かつて 読んだ こと 
人は 断食を 励行して いた。 それで， 彼 第二 欄 がない のです か。 26 すなわち， 祭司 
ら はやって 来て， [イエス] にこう 言っ ァ ョブ32 :i9 長ア ビヤ タルに 関する 記述の 中で， 彼 
た。 「ヨハネの 弟子と パリ サイ 人の 弟 ィ== が M の 家の 中に 入って 供え物の パンを 
子たち は 断食を 励行して いるのに， あ ゥマタ 12:1 食べた ことを。 それは， 祭司たち の ほ 
なた の 弟子たち が 断食を 励行 しないの  6:1 かは だれも 食べる ことを 許されな いも 

(I)  エ申 23:25  (コ）  じぶん  とも 

はどうし てです か」。 19 すると イエ. ^ 12：2 のです が， 彼は それを 自分 と共にいた 
スは 彼らに こう 言われた。 婿が 共 カサ 121:6 者たち にも 与えた のです」。  27 それ 
にいる 間， 花婿の 友人たち は 断食を す キマタ 12:3 から [イエス] はさら にこう 言われた。 
る ことができないで はありません か。  「安息日は 人の ために 存在す るよう に 

クサ I  22:20  (->, 

花婿が 共に いるかぎ り， 彼らは 断食を なった ので あり， 人が 安息日の ために 
する ことができない のです。 20 しか コ出 25:30  [存在す るよう になった] のでは ありま 
し， 花嬸が 彼らから 取り去られる 日が  ^h?924；9 せん。 28 ゆえに， 人の i は 安息日の 
来ます。 その 日に なれば， 彼らは 断食 サル カ6:4  主で も あるので す」。 

をす るでしょう。 21 縮んで いない 布 〇  [イエス] はもう 一度 会堂の 中に 入 
の 継ぎ切れを 古い 外衣に 縫いつ ける 人 スマ タ 12:7  ^ られ た。 すると， 片手の すっかり 

み  コロ  2:16  [ソ）  ひとびと 

はいません。 もしそう すれば， その 満  なえた 人が そこにいた。 2 それで 人々 

ちた 力が それを， つまり 新しい ものが ルカ6 :5 は， 安息日に その 人を 治す かどう か 
古い ものを 引っ張り， 裂け目は いっそ 第 3 章 を 見ようと して， じっと 彼を 見守って 
う ひどくな ります。 22 また， 新しい ソマ タ 12:9 いた。 彼を 訴えようと してであった。 
ぶどう酒を 古い 皮 袋に 入れる 人は いま 3 すると， [イエス] は その 片手の なえ 
せん。 もしそう すれば， ぶどう酒が 袋  II  ?4:1 た 人に こう 言われた。 「立って， 中央 


1543  安息日に いやしを 行なう。 十二使徒を 選 ふ'  マルコ 3：4 一 23 

に [来なさい]」。 4 次いで 彼らに こう 第3 章  13 それから [イエス] は 山に 上り， ご 
言われた。 「安息日に 許されて いるの 7=1 以1 自分の 望む 者たち を 呼び寄せられた。 
は， 善行を する ことです か， 悪行を す ^  12：4〇 それで 彼らは みもとに 行った。 14 そ 
る ことです か。 魂を 救う ことです か， nv 11:25 して [イエス] は 十二 人 [の 群れ] を 作り， 
殺す ことです か」。 しかし 彼らは 黙っ ゥ また 彼らを 「使徒」 と名づ けられた。 
ていた。  5 それで [イエス] は 憤りを  これは， 彼らが [イエス] の もとにと ど 

抱いて 彼らを 見回した のち， その 心の マル12:13 まり， また， [イエス] が 彼らを 遣わし 
無感覚 さを 深く 憂えつつ， 「あなたの ォマタ i^4 て宣べ 伝えさせ， 15 悪霊たち を 追い 

の  い  ルカ 6:11  けんい  も  W 

手を 伸ばしなさい」 とその 人に 言われ ョ ハ11 :53 出す 権威を 持たせる ためであった。 

た。 そこで 彼が 伸ばす と， その 手は 元 ヵマ タ 16 そして， [イエス] の 作られた 十二 

(ゥ）  ルカ 6:17  む  かれ  い 

どおりに なった ので ある。 6 すると，  人 [の 群れ] とは， 彼が ぺ テロと いう 異 

パリ サイ 人たち は 出て 行き， すぐにへ  名を お与えに も なった シモン， 17 ゼ 

ロ デの 党派 的 追随 者たち と 協議を 始め ク It〗 ぶ ベ ダイの [子] ヤコブと ヤコブの 兄弟 ヨ 
た。 [イエス] に 敵し， これを 滅ぼそう  ハネ （彼は また これらに ボア ネル ゲス 

としてであった。  という 異名を お与えに なった。 これは 

7 しかし， イエスは 弟子たち と共に 3^5:7  “ 雷の 子ら” という 意味で ある）， 18 ア 
海に 退かれた 0 すると， ガリラヤ およ ルヵ4 :41 ンデ レ， フィ リポ， バル ト ロ マイ， マ 
び ユダヤから 来た 非常に 大勢の 人が そ サ =1だ6 タイ， ト マス， アル パヨの [子] ヤコブ， 

の あとに 従った。  8 エルサレム， イ - タ ダイ， カナ ナイ 人 シモン， 19 それ 

ド マヤ， ヨルダンの 向こう， ティ ルス 7  に ユダ •イス カリオ テで あり， この 者 

やシ ドンの) I 辺から も 非常に 大勢の 人  は 後に [イエス] を 裏切った。 

が， [イエス] の 行なって いる 多くの 事 ルヵ9:1  それから [イエス] は ある 家に 入られ 
について 聞き， その もとに やって来た。 ゥ ルヵ 6:13 た。 20 またもや 群衆が 集まった。 そ 
9 それで [イエス] は， 群衆が 押し迫 っ 17夕10:1 のた め 彼らは 食事を する こと もで きな 

こ  こ ぶね  じ ぶん  [ク）  かれ しんぞく  [售; 

て 来ない ように， 小舟を ご 自分が いつ ^、1:42 いほ どであった。 21 しかし 彼の 親族 
でも 使える ようにして おく ことを 弟子  は そのこと を 聞き， 彼を つかまえよう 

たちに お命じに なった。 10 多くの 者  ： として 出かけた。 「彼は 気が 変にな っ 
[の 病気] を 治された 結果， 悲痛な 疾患  ^ 1:13 てし まった」 と 彼らは 言う のであった。 
を 持つ 者が 皆， 彼に 触れよう として 押 キ 2 巧〗 22 また， エルサレムから 下って 来た 書 
し 寄せて いたから である。 11 汚れた  士 たちは， 「彼には ベ エル ゼブブ がつ 

霊たち さえ， 彼を 見る たびに， その 前に  いている。 だから， 悪霊たち の 支配者 

平伏して 叫び， 「あなたは® の 土です」  によって 悪霊を 追い出す の だ」 と言っ 

と言うので あった。 12 しかし [イエ 3  3" 1〇：20 ていた。  23 それで [イエス] は， 彼 
ス] は， ご 自分の ことを 知らせな いよう サ =^ば5 らを 自分のと ころに 呼んで から， 例え 
にと 彼らに 幾度 も 厳しく 言い渡された。 af,  8；485 を もってこう 話し はじめられた。 「ど 


マルコ 3:24—4:11  イエスの 真の 兄弟。 種 まき 人の 例え  1544 


う して サタ ンが サタ ンを 追い出せ るで 
しょうか。 24 そうです， 王国が 内部 
で 分裂す るなら， その 王国は 立ち行か 
ない ので 士。 25 そして， 家が 内部で 
分裂す るなら， その 家は 立ち行かない 
でしょう。  26 また， サタンが 自らに 
立ち向かって 分裂して いるなら， 彼は 
立ち行かず， 終わりを 迎えて しまう の 
です。 27 実際， 強い 人の 家に 入り 迗 
ん だとしても， まず その 強い 人を 縛っ 
てからで なければ， その 家財を 強奪す 
る ことは できません。 [縛って] から， そ 
の 家 [の 物] を 強奪す るので す。 28 あ 
なた 方に 真実に 言います が， 人の子ら 
は， 冒とく 的な 仕方で どんな 罪 また 冒 
とくを 犯した としても， すべての こと 
は 許されます。 29 しかし， だれでも 聖 
霊を 冒とくす る 者には 永久に 許しが な 
く， その 者は 永遠の 罪を 負う のです」。 
30 これは， 彼らが， 「彼には 汚れた 
霊が ついている」 と 言って いたた めで 

[ク） 

ある 0 

31 さて， 彼の 母と 兄弟たち が やって 
来た。 そして， 外に 立った まま， 彼を 
呼ぼうと して 人を その もとに やった。 
32 だが 実際には， 群衆が その まわりに 
座って いて， その 人々 が， 「ご覧な さ 
い， あなたの お母さんと 兄弟たち が 外 
であな たを 尋ねて います」 と 言った。 
33 しかし [イエス] は 答えて 言われた， 
「わた しの 母， また わた しの 兄弟たち と 
はだれ です か」。 34 そして， 自分の ま 
わりに 輪に なって 座って いる 者たち を 
見回してから， こう 言われた。 「見な 
さい， わたしの 母と わたしの 兄桌 たち 
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です！  35 だれでも# の ご 意志を 行 
なう 人， その 人が わたしの 兄弟， また 
姉妹， また 母な のです」。 

A それから [イエス] は 再び 海辺で 教 
^ え 始められた。 すると， 非常に 大 
きな 群衆が 近くに 集まった ので， [イエ 
ス] は 舟に 乗り， 海上に 座を 取られた 
が， 海辺の 群衆は みな 岸に いた。 2 そ 
れ から [イエス] は 例えを もって 多くの 
ことを 教えは じめ， ご 自分の 教えの 中 
でこう 言われた。 3 「聴きなさい。 見 
よ， 種 まき 人が [種を] まきに 出かけ 
ました。  4 そして， 彼が まいて いる 
と， 幾らか [の 種] は 道路の わきに 落 
ち， 鳥が 来て それを 食べて しまい まし 
た。 5 また， ほか [の 種] は 岩 地に 落ち 
ました。 もとより そこには 土が あまり 
なく， 土が 深くない のです ぐに もえ 出 
ました。  6 しかし 太陽が 昇る と， それ 
は 焼かれ， 根がない ので 枯れて しまい 
ま した。  7 また， ほか [の 種] はい ば 
らの 間に 落ち， いばらが 伸 0^ 'て 来て そ 
れ をふさぎ， それは 実を 生じませんで 
した。  8 しかし， ほか [の 種] はり っ 
ばな 土の 上に 落ち， 生え 出て 大きくな 
り， 実を 生じは じめ， 三十 倍， 六十 倍， 
百倍 [の 実] を 結ぶ ようになりました」。 
9 そして [イエス] は， 「聴く 耳の ある 
人は 聴きな さ 6」 と 付け加えられた。 

10 さて， [イエス] が 独りに なられた 
時， 十二 人と 共に その まわりに いた 者 
たちが， こうした 例えに ついて 質問し 
はじめた。 11 それで [イエス] は 彼ら 
にこう 言われた。 「あなた 方には 裡の 
王国の 神聖な 奥義が 与え られ ています 


1545  例えの 説明。 光に よって あらわに される  マルコ 4：12 — 31 

が， 外の 人々 にはす ベての ことが 例え 第4 章 寝床の 下に 置く ために 持って来 たりは 
で 生じます。 12 それは， 彼らが， 見 7 7^  8-i；1 しないではありません か。 それは 燭台 
るには 見る が 少しも 見えず， 聞く には テモ の 上に 置く ために 持って来る のでは あ 
聞く がその 意味を 悟らない ため， そし ^  りません か。 22 暴かれる ためで ない 

て， 彼らが 立ち返って 許しを 与えられ  ^  Sh のに 隠されて いるもの はなく， あらわ 
る ことのない ためです」。 13 さらに  ^  28:26 になる ためで ない のに 注意 深く 秘めら 
こう 言われた。 「あなた 方は この 例え れ ている ものはありません。 23 だれ 
が 分かりません。 それでは どうして ほ 1 ヲ^ : 匕 でも 聴く 耳の ある 人は 聴きなさい」。 
かの すべての 例えを 理解で きる でしょ ォへブ 2:i  24  [イエス] はさら にこう 言われた。 

うか。  力 =ぽ〇 「自分が 聞いて いる 事柄に 注意を k い 

14 「種 まき 人は み 言葉を まきます。 キマタ なさ ふ。 あなた 方が 量り 出して いる そ 
15 それで， 道路の わきに み 言葉が まか ° II S2 の 量りで あなた 方は 自分に 対して 量り 
れる 者とは こういう 人たち です。 彼ら ヶ ち 出される でしょう。 そうです， あなた 
が [それを] 聞く とすぐ， サタンが やっ コ康 23:5  方は それに さらに 付け加えられ るので 
て 来て 彼らのう ちに まかれた み 言葉を  ルカ 他24 す。 25 持って いる 者には さらに 与え 

と  さ  （才！  おな  テモ I  6:9 

取り去る のです。 16 また 同じよう  テモ 114:10 られ ますが， 持って いない 者は 持って 
に， 岩 地に まかれる 者とは こういう 人、、 ^ 13；22 いるものまで 取り去られる からです」。 
たちです。 すなわち， み 言葉を 聞く と 8:14  26 それから [イエス] は 続けて こう 言 

すぐ， 彼らは#" んで それを 受け入れ ま  D マ 巧 われた。 「こうして， 拽の 王国は ちょ 
す。 17 けれども， 自分に 根が なく， 一  洲:8 うど， 人が 地面に 種を まく i 合の よう 
時は 続きます が， その後み 言葉の ため 第二 欄 です。 27 人は 夜に 眠り， 昼は 起きて 
に 患難 や 迫害が 生じる と， すぐにつ ま ァ いますが， そうして いるう ちに， 種は 

!キ1  M 11:33 め  たけた か 

ずいて しまいます。 18 ほかに， いば ィマタ 1〇:26 芽 ばえ て， 丈が 高くな ります 0 どのよ 
らの 間に まかれる 者が います。 これは  うにして かを 人は 知りません。 28 地 

み 言葉を 聞いた 者たち です が， 19 こ  3/'11:2 面は おのずから， 最初には-， 次いで 
の祕 の關 の窻ぃ m  くゃ， 腿 ゥ沿ポ 4  M に 穂の 中に 為ち た _&ぃ っ 

きの 力， また ほかの いろいろな ものへ ェル カ 8:18 たぐ あいに， しだいに 実を 結んで ゆき 
の 欲望が 食い込んで 来て み 言葉を ふさ .ln  25 ます。 29 しかし， 実の 状態が それを 
き， それは 実ら なくなって しまいます。 カマ タ 7:2  許す ようになる とすぐ， 人は 鎌を 入れ 
20 最後に， りっぱな 土に まかれた 者と コ^6  ます。 収穫の 時が 来たからで す」。 

は， み 詈 葉を 聴き， 好意を もって それ 25；23  30 そして [イエス] は 続けて こう 言 

を 迎え， 三十 倍， 六十 倍， 百倍の 実を ルカ ⑶ われた。 「わたしたちは 裡の 王国を 何 
結ぶ 人たち のこと です」。  夕 I3:24 にたと えたら よいで しょうか。 あるい 

21 そして [イエス] は 続けて こう 言 ガ ラ6:7 は， どんな 例えで それを 説明し ま しょ 
われた。 「ともしびは 量り かごの 下 や laas うか。  31 からしの 種 粒の ようです。 


マルコ 4:32—5:10  風と 海を 静める。 「レギ オン J に 取りつ かれた 人  1546 


地面に まかれた とき， それは 地上の 
あら ゆる 種の 中で 一番 小さな もので 
した  一  32 しかし いったん まかれ 
ると， 生え 出て 来て， ほかの すべての 
野菜より 大きくな り， 大きな 枝を 出し 
て， 天の 鳥たち がその 陰に 宿り 場を 見 
いだせ る ほ どに な るので す」。 

33 こうして [イエス] は， 人々 が 聴 
ける かぎり， 多くの このような 例えを 
もっ てみ 言葉を 語られる のであった。 
34 実際， 例えを 用いない では 話そうと 
されなかった。 しかし， ご 自分の 弟子 
たちに 対しては， すべての ことを 彼ら 
だけのと ころで 説明され るので あった。 

35 そして その 日， 夕方に なって から， 
[イエス] は， 「向こう岸に 渡り ま しょ 
う」 と 彼らに 言われた。  36 それで， 
群衆を 解散 させた のち， 彼らは， ちょ 
う ど 舟に おられた [イエス] を そのまま 
お連れした。 そして ほかの [幾そう か 
の] 舟 も 一緒であった。 37 ところが， 
猛烈な 風 あらしが 起こり， 波が 幾度 も 
舟の 中に 打ちつ けて， 舟は ほとんど 水 
浸しに なった。  38 しかし [イエス] は 
ともの ほうに おり， まくらを して 眠っ 
て おられた。 それで 彼らは [イエス] を 
起こし， 「師 よ， わたしたちが 死んで 
しまいそう なのに 気に かけて くださら 
ない のです か」 と 言った。 39 すると 
[イエス] は 身を 起こ して， 風を 叱り 
つけ， 「静まれ！ 静かに なれ！」 と 
海に 言われた。 すると 風は 和らいで 大 
なぎに なった ので ある。 40 それから 
[イエス] は 彼らに こう 言われた。 「な 
ぜ あなた 方は 小心な のです か。 まだ 少 
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しも 信仰がない のです か」。 41 しか 
し 彼ら は 一方なら ぬ 恐れを 感じ， 「風 
や 海 さえ 従う とは， これは いったい ど 
ういう 方な のだろう」 と 言い合う ので 

[7] 

あった 0 

r さて， 彼らは 海の 向こう側に 着き， 

D  じんち ほう  (4 

リ ゲラサ 人の 地方に 入った。  2 そ 
して， [イエス] が 舟から 出て すぐの ち， 
汚れた 霊に 支配 さ れた 男が 記念の 墓の 
間から [出て 来て] 彼に 会った。 3 この 
男は 墓場を 住みかと していた。 その 時 
まで， 全く だれも， 鎖を もってして さ 
え 彼を 縛りつ ける ことができな いでい 
た。 4 足 かせと 鎖で 幾度 も 縛られた 
ことがあ るが， 鎖は 引きちぎり， 足 か 
せは 現に 打ち壊して しま っ たからで あ 
る。 だれも 彼を 従わせる だけの 力が な 
かった。 5 そして 彼は 夜 も 昼 も 絶え 
間な く 墓場 や 山の 中で 叫んだり， 石で 
自分の 身を 切りつ けたり していた ので 
ある。  6 ところが， 遠くから イエスを 
見つける と， 彼は 走って 来て イエスに 
敬意を ささげた。 7 そして， 大声で 叫 
ん でから， こう 言った。 「至高の 神の 
壬 イエスよ， わたしは あなたと 何の か 

:才：  せ 

かわりが あるので すか。 わたしを 責め 
苦に 遭わせない ことを 裡 にかけ て誓っ 
て もらいます」 0  8 これは [イエス] 

が， 「その 男から 出て 来なさい， 汚れ 
た 霊よ」 と 命じて おられた からで あっ 
た 〇  9 それでも [イエス] は， 「あなた 
の 名は 何 か」 と 尋ね はじめられた。 す 
ると 彼は， 「わたしの 名は 軍団です。 わ 
たしたち は 大勢い るからで +」 と言っ 
た。 10 そして 彼は， 霊たち を その 地 


1547  ヤイ ロ。 血の 流出を 患って いた 女が いやされる  マルコ 5：11 —— 29 


方から 追い出さない ようにと 何度も 懇 
願す るので あった。 

11 ところで， 豚の 大群が そこの 山で 
物を 食べて いた。 12 そこで 彼らは 懇 
願し， 「わたしたちを 豚の 中に 送り込 
んで ，彼らの 中に 入れる よ うにして くだ 
さい」 と 言った。 13 それで [イエス] 
はお 許しに なった。 そこで， 汚れた 霊 
たちは 出て 来て 豚の 中に 入った。 する 
と， その 群れは 突進して 断が いから 海 
に 落ち， 二 千 頭 ほどいた のが， 次々 に 
海の 中で おぼれ 死んだ。 14 しかし， 
牧夫たち は 逃げて 行き， 市内と あたり 

いなか  ほうこく 

の 田舎で そのこと を 報告した。 すると 
人々 は， どういう ことが 起きた のかを 
見ようと してやって 来た。 15 こうし 
て 彼らは イエスの ところに 来て， 悪霊 
に 取りつ かれた [男]， 軍団を 宿して い 
た 当の [男] が， 衣服を まとい， 正気に 
なって 座って いるのを 見た。 それで 彼 
らは 恐ろしく なった。 16 また， それ 
を 見て いた 者たち は， 悪霊に 取りつ か 
れた [男] にこの ことが どのように 起き 
たか， そして 豚の ことにつ いても 彼ら 
に 話した。 17 それで 彼らは， 自分た 
ちの 地域から 去って くださいと [イエ 
ス] に 懇願し 始めた。 

18 さて， [イエス] が 舟に 乗ろうと し 
て おられる と， それまで 悪霊に 取りつ 
かれて いた その [男] が， ずっと 一緒に 
いさせて いただき たいと 懇願し は じめ 
た 0 19 しかし [イエス] は それを 許さ 
ず， 彼に こう 言われた。 「あなたの 親 
族の もとに 帰り， エホバが あなたに し 
てくだ さった すべての 事， また あなた 


にかけ てくだ さった 憐れみに ついて 知 
ら せなさい」。 20 それで 彼は 去って 
行き， イエスが 彼のた めに 行なった す 
ベての 事を デ カ ポリ スで ふれ 告げ 始め 

た。 それで， 人々 はみ な 不思議に 思う 

(ゥ） 

よう になった。 

21 イエスが 舟に 乗って 再び 反対側の 
岸に 渡って 来られる と， 大群 衆が その 
もとに 集まった。 そして [イエス] は 海 
辺に おられた。 22 そこへ， 会堂の 主 
宰 役員の 一人で， ヤイ ロと いう 名の 人 
が 来た 0 彼は [イエス] を 見つける と， 
その 足 もとに ひれ 喪し， 23 何度も 懇 
願して， こう 言った。 「私の 小さな 娘 
はいまわの 際に おります。 よく なって 
生きられ るよう， どうか おいでにな っ 
て， その上に 手を 置いて やってく ださ 
い」。 24 そこで [イエス] は 彼と 一緒 
に 行った。 すると， 大群 衆が [イエス] 
の あとに 従い， 彼に 押し迫って 来る ほ 
どであった。 

25 ところで， 十二 年の あいだ 血の 流 
出を 患って いる 女が いた。 26 彼女 
は 多くの 医者に かかって はいろ いろな 
苦痛に 遭わされ， § 分の 資産を すべて 
使い果た したのに 益を 受ける こと もな 
く， むしろよ けいに 悪く なって いた。 
27 イエスの ことを 聞いた 彼女は， 群衆 
の 中で その後ろ から 来て， 彼の 外衣に 
触った。 28 「あの方の 外衣に ただ 触る 
だけで， わたしは よくなる」 と 言いつ 
づけて いたので ある。 29 すると， 彼 
女の 血の 元はす ぐに 乾き， 彼女は その 
悲痛な 病気が いやさ れ たこと を 体で 感 

と  [セ） 

じ 取った。 


マルコ 5:30 — 6：3  ヤイ ロの 娘は よみがえらされる。 イエスの 兄弟たち  1548 

30 また イエス も， 力が 自分から 出て 第5 章 になった。 39 そして， 中に 入って か 
行った ことを ご 自身のう ちです ぐに 認 ら， その 人々 にこう 言われた。 「なぜ 
め， 群衆の 中で 振り返って， 「だれが わ  騒々 しく 騒ぎた てたり 泣き 悲しんだり 

がいい  さわ  [ィ）  い  イルカ 8:46  おさなご  し 

たしの 外衣に 触りました か」 と 言いだ  している のです か。 幼子は 死んだ ので 

された。 31 ところが 弟子たち は， 「群1^1^8 :45 はない， 眠って いるので す」。 40 これ 
衆が 押し迫って 来る のを 見て おられ ま1 ルヵ8:47 を 聞いて 人々 は 彼の ことを あざ笑いだ 

[ゥ）  さわ  い  そと 

すのに， 『だれが 触った か』 と言われ ォ裁 18:6  した 0 しかし， 彼らを みな 外に 出して 

サ I 1:17  おさなご  ちち  はは 

るので すか」 と 言いだ した 0  32 しか ルヵ7: 邪 から， [イエス] は 幼子の 父と 母 および 

もの  8:48  じぶんと も  もの  つ 

し [イエス] は， そのよう にした 者を 見  自分 と共にいた 者たち を 連れて， 幼子 

ようとして 周囲を 見回して おられた。 a~9:22 のい る 所に 入って 行かれた。 41 そし 
33 いっぽう 女は， 自分の 身に 起きた 事 キル ヵ8:49 て， 幼子の 手を 取って， 「タリ タ クミ」 
を 知り， 恐れと おののき のうちに やって ク代 11  20:20 と言われた 0 これは， 訳せば， 「乙女 

き  かれ  まえ  ふ  ルカ 8:50  お  （ゥ） 

来て， 彼の 前に ひれ 伏し， すべての こと  ョハ よ， あなたに 言います， 起きなさい！」 

はな  （エ1  いみ  おとめ 

を ありのままに 話した。 34  [イエス] ヶマタ 17:1 という 意味で ある。 42 すると， 乙女 
は 彼女に 言われた， 「娘よ， あなたの マタ 加 はすぐ に 起き上がって 歩き はじめた。 
信仰が あなたを よくなら せました 〇平 第二 欄 彼女は 十二 歳だった ので ある。 たち ま 
安のう ちに 行きなさい。 そして， あな 7  It  8；52 ち 彼らは， 狂喜の あまり 我を 忘れる ほ 
たの 悲痛な 病気から 解かれて 健やかに  11-11 どに なった。 43 しかし [イエス] は， 

過ご しなさい」。  ィ てだ 孟 だれに もこの ことを 知らせな いように 

35  [イエス] がま だ 話して おられる う 8:53 と 繰り返し 彼らに 命じた。 そして， 彼 

かいどう  しゅさい やくいん  うち  なんにん  じょ  なに  た  もの  あた  い 

ちに， 会堂の 主宰 役員の 家から 何人 か ゥマタ 巧 女に 何 か 食べ物を 与える ようにと 言わ 

㈣务  むすめ  な  Vl4A 

の 者が 来て， 「娘さんは 亡くなられ ま a 9；s れ た。 

した！  どうして 師を これ 以上 煩わす  n それから [イエス] は そこを 立って， 

い  W  エル カ 8:55  じぶん きょうり 

のでしょう か」 と 言った。 36 しかし  V ご 自分の 郷里に 入られた。 そして 

イエスは， 話されて いる 言葉を そばで" 弟子たち も その あとに 従った。 2 安息 
聞き， 会堂の 主宰 役員に 言われた， 「恐 日になる と， [イエス] は 会堂で 教え 始 

しんこう はたら  早  き  ひとびと 

れる ことはありません。 ただ 信仰を 働 d13:54 めら れ た。 すると， 聴いて いた 人々 の 
かせなさい」。 37 さて [イエス] は， ぺ 4:16 大半は 驚き入って， こう 言った。 「こ 

きょうだい  え 

テロと ヤコブ および ヤコブの 兄弟 ヨハ キマタ 巧ブ の 人は どこで こうした ことを 得た の だ 

じぶん  っ  ョ ハ ^  W  ちぇ 

ネの ほかは， だれに も 自分の あとに 付  7=15 ろうか。 また， これほどの 知恵が この 

いて 朵さ せなかった。  クョ ハ6:42 人に 与えられ， このような 強力な 業が 

かれ  かいどう  しゅさい やくいん  かれ  とお 

38 こうして 彼らは 会堂の 主宰 役員 1:19 彼の 手を 通して なされる のは， いった 
の 家に 来た。 そして [イエス] は， 騒々  いどうして なのか。  3 これは マリア 

さわ  な  かな  コマル ぶ 31  むすこ [ク）  [ヶ 1 

しい 騒ぎ や， 泣き 悲しんだり しきりに  の 息子， そして ヤコブ， ヨセフ， ユダ， 

らん 卄イぜ きょう だい [コ） だいく  M 

泣き わめいたり している 人たち を ご覧  ^1:23 シモンの 兄弟の 大工では ないか。 それ 
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に 彼の 姉妹たち も わたしたちと 一緒に 第6 章 達した。 [イエス] の 名が 公に なり， 人々 
ここにい るでは ないか」。 こうして 人々 7パ 13:56 は， 「バプ テス マを 施す 人 ヨハネが 死 
は 彼に つまずく ようになった。  4 し n  人の 中から よみがえらされた。 だから 

かし ィエスは _ けて 綾ら にこぅ 备 ゎれ H ぎ茄_ が 緩のぅ ちに 嘗い てぃる の 
た。 「預言者は， 自分の 郷里 や 親族の エマ タ 9:35 だ」 と 言って いたから である。 15 し 
間 また 自分の 家 以外なら 敬われな いこ 55:22 かし ほかの 者たち は， 「あれは エリヤ 
とはありません」。 5 それで， 幾人 か 才 だ」 と 言い， さらに ほかの 者たち は， 

びょうしん  もの  お  ひとびと  77  よげんしゃ  ひとり 

の 病身の 者の 上に 手を 置いて その 人々 力^^ 1Q:1 「預言者た ちの 一人の ような 預言者 だ」 
を 治す 以外には， そこで 強力な 業を す  ；k  と言うので あっ‘。 16 しかしへ ロ デ 

る ことが おできに ならなかった。 6 実 ガ ラ6:6 は， それを 聞いて， 「わたしが 打ち首に 
際 [イエス] は， 人々 の 信仰の なさを 不 ク；^ ぬ9 した あの ヨハネが よみがえらされ たの 
思議に 思われた。 そして， 村々 を 巡回 ヶマタ だ」 と 言いだ した。 17 というのは， へ 
して 教えて ゆかれた。  -y1Q11 ロ デは， 自分の 兄弟 フィ リポの 妻へ 口 

よよ  コパ 10=11  かん  みず か 

7 さて [イエス] は 十二 人を 呼び寄せ， サル ヵ 9:4 デア に関する ことで， 自ら 人を やって 
彼らを 二人ず つ 遣わす ことに 取り かか シマ タ 10:14 ヨハネを 捕縛し， 獄 につない だからで 
り， 汚れた 霊たち を 制する 権威を 彼ら  _ 13:51 あった。 それは， [へ ロ デ] がその 女と 
に 与え はじめられた。 8 また， 旅の た ス 爲23 ガ 結婚して いたから である。 18 ヨハネ 
めに， ただ 杖の ほかには 何も， つまり セルヵ 1Q:17 は， 「あなたが 自分の 兄弟の 妻を 有し 
パン も， 食物 袋 も， 腰帯の 財布の 中に ソ ャコ5:14 ている のは 正しくありません」 と， 繰 
銅銭 も 携えて 行かず， 9 サンダルを 履 9:6 り 返しへ ロ デに 言って いたので ある。 

まい  したぎ  つ  い  いっぽう  かれ  うら  いだ （キ） 

いても， 二 枚の 下着を 着けて 行かない 第二 欄 19 一方へ ロ デアは 彼に 恨みを 抱き， 
ようにと お命じに なった。 10 さらに， ァ；^^1 殺して しまいた いと 思って いたが， そ 
彼らに こう 言われた。 「どこで でも 家 ィ マル 8:28 れが できなかった。 20 へ ロ デが， ヨ 
の 中に 入ったなら， その 場所から 出る ゥマタ ie:i4 ハ ネは義 にか なった 聖 なる 人で ある こ 

(サ）  ルカ 9:8  し  w  かれ おそ 

までは そこにと どまり なさい。 11 そ 9:9 とを 知っていて， 彼を 恐れて いたた め 

ひとびと  がた  むか  （コ）  あんぜん 

して， どこでも [人々 が] あなた 方を 迎 ォマタ 14:3 である。 そして [へ ロ デ] は 彼を 安全に 
えず， あなた 方 [のこと ば] を 聞かない  守って おいた。 また， 彼 [の 語る こと] 

場所では， 彼らへの 証し のた め， そこ  ?4°;421 を 聞いて からは， どうした もの かと 大 

から 出る 際に 足の裏の 汚れを 金り 払い 13:4 いに 惑った が， それでも なお 彼 [の 語る 
なさい」。 12 それで 彼らは 出かけて 行  ?  こと] を 喜んで 聞いて いた。 

き， 人々 が 悔い改める ように 伝道した。  7夕14:5  21 ところが， 都合の 良い 日が やって 

13 そして 多くの 悪霊を 追い出し， また 11：11 来た。 へ ロ デが 自分の 誕生日に， 自分 
大_ の 病身の 人に 油を 塗って その 人々  に 属する 高官， 軍司令官， ガリラヤの 

を 治す のであった。  シマ タ 14:6 主立った 人々 などの ために 晚 さんを 設 

14 さて， この ことが へ ロ デ 王の 耳に ス創 40:20  けた 時の ことで ある 0  22 そこへ， ほ 
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かな ら ぬへ ロ デアの 娘が 入っ て 来て 踊 第6 章 あなた 方は 自 分たち だけ で 寂し L 、場所 
りを 見せ， へ ロ デ および 共に 横にな っ 7v;b2：15 に 行き， 少し 休みなさい」。 来たり 去っ 
ていた 者たち を 喜ばせた。 王は その 乙 ィ ミヨ て 行ったり する 者が 多く， 食事を する 
女に， 「何でも 自分の 欲しい ものを 求 〇  5：4  暇 もなかった からで ある。 32 そこで 
めなさい。 お前に それを 上げよう」 と ”14:7 彼らは 舟に 乗り， 自分たち だけに なれ 
言った。 23 しかも 彼は， 「お前の 求 1^12ば10 る 寂しい 場所に 向かった。 33 ところ 
める ものが 何で あれ， わたしの 王国#  414q が， 人々 は 彼らが 行く のを 見， また 多 

はんぶん  M  オマタ 14:9  もの  し 

の 半分まで でも， お前に 上げよう」 と  くの 者が この ことを 知った。 それです 

ちか  [ゥ）  かのじょ  カマ タ 14:10  とし  とほ  か 

誓った ので ある。 24 すると 彼女は 出  ベての 都市から 人々 が 徒歩で そこに 駆 

て 行って， 自分の 母に 言った， 「わた  けつけ， 彼らより 先に 着いて しまった。 

しは 何を 求めたら いいでしょう か」。 母 15 ぬ12  34 そこで， 外に 出た 時， [イエス] は大 
は， 「パプ テス マを 施す 者 ョハネの 首 ヶル ヵ 9:1Q 群衆を ご覧に なった が， 彼らを 哀れに 
を」 と 言った。 25  [娘] はすぐ， 急い 7 思われた。 彼らが 羊飼いの いない 羊の 

ゆ  弟 — 欄  f キ） 

で 入って 王の もとに 行き， 「バプ テス 7014:13 ようであった からで ある。 そして， 彼 
卜の ョハネの 首を 大皿に 載せて 今す ぐ  らに 多くの ことを 教え 始められた。 

あ严  イマ タ 11:29  じ， く  おそ 

わたしに お与えく ださいます ように」  35 そのころ までに 時 細は 遅くな っ 

と， 自分の 願いを 申し出た。 26 王は  ていた。 それで， 弟子たち が 彼の もと 

深く 憂えた が， [自分の] 誓い， および  に 来て， こう 言い はじめた 0  「ここは 

食卓に ついて 横に なって いる 者たち の S1 人里離れた 場所です し， 時刻 ももう 遅 
ことを 考えて， 彼女を 無視して しま お ヵ ミヵ 6:8  くな りました。  36 彼らを 去らせて， 
うとは 思わなかった。 27 それで， 王  14:14 周りの 田舎 や 村に 行かせ， 彼らが 自分 
はすぐ に 護衛兵 ひとり を 派遣 し， [ョハ  で 何 か 食べ物を 買 うように してく ださ 

ネ] の 首を 持って来る ようにと 命令し い」。 37  [イエス] は 答えて 言われた， 
た。 そこで 彼は 行って, 獄の 中で [ョハ  9:36  「あなた 方が 彼らに 何 か 食べる 物を 与え 

ネ] を 打ち首に し， 28 その 首を 大皿に ク; なさい」。 すると 彼らは 言った， 「わた 
載せて 持って来た。 そして， それを 乙 14：r したち は 出かけて 行って 二百 デナ リ分 
女に 与え， 乙女は それを 自分の 母に 渡  ；b*  9:12 の パンを 買い， [それを] 人々 に 与えて 
した。  29  [ョハネ] の 弟子たち はこれ コ3 ハ6 :5  食べさせましょう か」。 38  [イエス] は 
について 聞く と， やって来て その 遺体 サ 彼らに 言われた， 「あなた 方は 幾つの 
を 引き取り， 記念の 墓の 中に 横たえた  If,  e：733 パンを 持って います か。 行って 見て 来 
ので ある。  シマ タ14:17 なさい！」 それを 確かめてから， 彼ら 

30 それから， 使徒たち は イエスの 前  'll  S3 は 言った， 「五つです。 ほかに 魚が 二 
に 集まり， 自分たち が 行ない， また 教 スマ タ15:35 匹」。 39 すると [イエス] は， 組になっ 
えた 事柄 すべてを 報告した。 31 する  て 青草の 上に 横になる ようすべ ての 者 

と [イエス] はこう 言われた。 「さあ， に 指示され た。 40 そこで 彼らは 百 人 
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また 五十人の 群れに なって 身を 横たえ 
た。 41 次いで [イエス] は 五つの パン 
と 二 匹の 魚を 取り， 天を 見上げて 祝と 
うを 述べ， パンを 割いて 弟子たち に 与 
え はじめた。 [弟子] たちが それを 人々 
の 前に 置く ためであった。 また， 二 匹 
の 魚を みんなの ために お分けに なった。 
42 こうして すべての 者が 食べて 満ち 
足りた ので ある。 43 そして， かけら 
を 拾う と， 魚を 別にして， 十二の かご 
が いっぱいに なった。 44 その上， そ 
の パンを 食べた の は 五 千 人の 男たち で 

ぁ 〇/L 

45 それから 直ちに， [イエス] は 弟 
子たち を 強いて 舟に 乗らせ， べツ サイ 
ダに 向けて 先に 対岸に 行かせ， その 間 
にご 自分は 群衆を 解散 させ /L  46 そ 
して， 彼らに 別れを 述べた のち， 祈り 
をす るた め 山の 中に 入って 行かれた。 
47 すでに 夕方に なって おり， 舟は 海の 
真ん中に あった が， [イエス] は 独りで 
陸に おられた。 48 それから， 向かい 
風の ために 彼らが こぐ のに 難儀 させら 
れ ている のを ご覧に なると， 夜の 第 四 
見張り 時 ごろであった が， [イエス] は 
海の 上を 歩 L 、て 彼らの ほう に 来られた。 
しかし， 彼らの そばを 通り過ぎる 気で 
おられた。 49  [イエス] が 海の 上を 歩 
いて おられる のを 見かける と， 彼らは， 
「これは 幻影 だ！」 と 考え， 大きな 叫び 
声を 上げた。 50 彼らは 皆 [イエス] を 
見て 騒ぎ 立った ので ある。 しかし， [イ 
エス] はすぐ に 彼らと 話を し， 「勇気を 
出しなさい， わたしです。 恐れる こと 
はありません」 と言われた。  51 そし 
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て， 舟に 上がって 彼ら と共にな られ た。 
すると， 風は 和らいだ ので ある。 それ 
で， 彼ら は 胸中に 非常な 驚きを 感じた。 
52 彼らは まだ， さきの パンの 意味を 会 
得して おらず， その 心は 依然として 理 
解が 鈍かった からで ある。 

53 やがて 彼らは 陸に 渡り 着いて ゲネ 
サレに 入り， 近くに 停泊し：^。  54 し 
かし， 彼らが 舟を 出る と， 人々 はすぐ 
に [イエス] に 気づいた。  55 そして， 
その 地方 全体を 走り まわり， 患って い 
る 者たち を 寝台に 載せて， [イエス] が 
おられる と 聞いた 所に 運び まわった。 
56 そして， 彼が どこの 村， 都市， 田舎 
に 入っても， 人々 は 病気の 者たち を 市 
の 立つ 広場に 置き， 彼らは， その外 衣 

ふさ  [才）  ふ 

の 房べ りに だけで も 触れさせて いただ 
きたいと 嘆願す るので あった。 そして， 
そのと おり 触れた 者は 皆よ くな っ たの 

(キ） 

である。 

7 さて， エルサレムから 来て いた パ 
リ サイ 人と 幾人 かの 書 土が 彼の ま 
わりに 集まった。 2 そして， 彼の 弟子 
の ある 者たち が 汚れた手， つまり 洗っ 
てない [手] で 食事を する のを 見た 時 一 
3 というのは， パリ サイ 人と すべての 
ユダヤ人は， 昔の 人たち からの 伝統を 
堅く 守って， 手を ひじまで 洗わな けれ 
ば 食事を せず， 4 市場から 戻った とき 
には， 水を 振り掛けて 身を 清めな けれ 
ば 食事を しないから である。 そして， 
杯 と 水差しと 銅器の パプ テス マな ど， 
彼らが 受け継いで 堅く 守る 伝統は ほか 
にもた くさん あった ので ある 一 5 そ 
れ で， これら パリ サイ 人と 書士 たちは 
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彼に こう 尋ねた。 「あなたの 弟子たち 
が 昔の 人たち からの 伝統に したがって 
行動せ ず， 汚れた手で 食事を 取る のは 
どうしてです ふ」。  6  [イエス] は 彼ら 

に 言われた， 「イザヤは あな た 方 偽善 
者たち について 適切に 預言し ま した。 
こう 書いて あります。 『この 民は 唇 
で わたしを 敬う が， その 心は わたし か 
ら 遠く  れ ている。  7 彼らが わたし 
を 崇拝し つづける のは 無駄な ことで あ 
る。 彼らは， 教理と して 人間の 命令を 
教える からで ある』。 8 あなた 方は 拽 
の おきてを 捨て置いて， 人間の 伝統を 
堅く 守って いるので す」。 

9  [イエス] はさら に 続けて こう 言わ 
れ た。 「あなた 方は 自分たち の 伝統を 
保とうと して, 巧妙に も禆の おきてを 押 
しのけ ています。 10 たとえば ，モー セ 
は， 『あなたの 父と 母を 敬いなさい』， 
そ して， 『父 や 母を のの しる 者は 死に 
至らせなさい』 と 言いました。 11 と 
こ ろが あなた 方は， 『も し 人が 自分の 
父 や 母に 向かって， 「わた しの 持つ も 
ので あなたが わたしから 益を お受けに 
なる ものが あるか もしれ ません が， そ 
れは みな コルバン （つまり， 裡に 献納 
された 供え物） なのです」 と言うなら 
ば』 と 言います 一 12 あなた 方は も 
はや その 人に， 自分の 父 や 母の ために 
何一つ させない のです。 13 こうして 
あなた 方は， 自分たち が 伝えた 伝統に 
よって 裡の 言葉を 無にして います。 そ 
して 多くの これと 同様の 事を あなた 方 
は 行なって います」。 14 それで， 群衆 
を S び 自分の ところ に 呼んで か ら こう 
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言われた。 「あなた 方は みな， わたし 
[が 話す こと] を 聴いて， その 意味を 悟 
りなさい。 15 外から 入って 行って そ 
の 人を 汚す ことので きる ものは 何も あ 
りません。 人から 出て 来る ものが 人を 

I ィ I 

汚す のです」。 16 —— 

17 さて， [イエス] が 群衆から 離れ 
て ある 家に 入られる と， 弟子たち が 
この 例えに ついて 彼に 質問 しはじめ 
た。 18 それで [イエス] はこう 言われ 
た。 「あなた 方 も 彼らの ように 悟る 力 
がない のです か。 外から 入って 行く も 
のは 何一つと して その 人を 汚す こ とが 
できない ことに 気づいて いないの です 
か。 19 それは， [その 人の] 心の中に 
ではなく， 腸の 中に 入って 行き， それ 
から 下水に 出て 行く からです」。 こうし 
て [イエス] はすべ ての 食物を 清い とさ 
れ たので ある。  20 さらにこう 言われ 
た。 「人から 出て 来る ものが 人を 汚す 
のです。 21 内側から， つまり 人の 心 
から， 害になる 推論が 出て 来る のです。 

いんこう (ゲ ぬす  さつじん ㈡  かん 

すなわち， 淫行 • 盗み • 殺人 •  22 姦 
淫 •貪り •邪悪な 行為 •欺まん • みだ 
らな 行ない • ねたむ 目 •冒とく •ごう 
慢 • 理不尽 さ です。 23 こ れら 邪悪な 
事柄は みな 中から 出て 来て， 人を 汚し 

ま 孑」。 

24  [イエス] は そこを 立って， ティ 
ルスと シドンの 地方に 入られた。 そし 
て ある 家の 中に 入り， だれに も そのこ 
とを 知られない ようにと 望まれた。 だ 
が， 気づかれな いでいる ことは できな 
かった。 25 それ どころ か， 汚れた 霊 
につかれた 小さな 娘の いる 女が すぐに 
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彼の ことを 聞き， やって来て その 足 も 
とに 平伏した。 26 その 女は ギリシャ 
人で あり， 国籍では スロフ ヱ ニ キア 人 
であった。 彼女は， 自分の 娘から 悪霊 
を 追い出して くださる ようにと しきり 
に 願い求めた。  27 しかし [イエス] は 
初めに こう 言われた。 「まず 子供たち 
を 満ち 定ら せなさい。 子供たち の パン 
を 取って 小犬に 投げ与え るのは 正しく 
ないから です」。 28 しかし 彼女は 答え 
て 言った， 「そうです， だんな 様。 で 
も， 食卓の 下の 小犬 も 小さな 子供たち 
の パンくずを 食べる ので ございます」。 
29 そこで [イエス] は 彼女に 言われた， 
「それまでに 言う ので あれば， 行きな さ 
い。 悪霊は あなたの 娘から すでに 出て 
行きました」。 30 それで 彼女は 自分 
の 家に 帰って 行った。 そして， 幼子が 
床に 横に なって おり， 悪霊が 出て 行っ 
てし まっ たのを 見た ので ある。 

31 さて， [イエス] は ティ ルス 地方 
から 戻り， シドンを 経て， デ カ ポリス 
地方の 真ん中を 通っ て ガリ ラ ヤの 海に 
行かれた。 32 ここで 人々 は， 耳が 聞 
こ えず 言語障害の ある 人を 彼の もとに 
連れて来た。 そして， その 人の 上に 手 
を 置いて くださる ようにと 懇願した。 
33 すると [イエス] は 群衆の 中から そ 
の 人 だけを 連れて行き， ご 自分の 指を 
その 人の 両耳に 入れ， つばを かけて か 
ら ，彼の 舌に 触れられた。 34 そして， 
天を 見上げて 深く 息をつき， 「エ ファ 
夕」， つまり 「開かれよ」 と言われた。 
35 すると， 彼の 聴力は 開かれ， 舌の 
もつれは 解け， 彼は 普通に 話しは じめ 
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たので ある。  36 そこで [イエス] は， 
だれに も 言わない ようにと 彼らに 言い 
渡された。 しかし イエスが 言い渡せば 
言い渡す ほど， 彼らは いよいよ それを 
ふれ 告げる のであった。 37 実際， 彼 
らは 一方ならず 驚き入って いたので あ 
り， 「あの人は どんな ことで も 上手に 
行なった。 耳の 聞こえない 人を 聞こえ 
るよう に， 口の きけない 人を 話せる よ 
うにす るの だ」 と 言った。 

〇 そのころ， またもや 大 # 群衆が [集 
® まって] いて 食べる 物が 何もな かっ 
た 時， [イエス] は 弟子たち を 呼び寄せ 
てこう 言われ/ •こ。 2 「わたしは 群衆に 
哀れみを 覚えます。 わたしの 近くに と 
どまって すでに 三日になる のに， 食べ 
る 物を 何も 持って いないの です。 3 そ 
して， 何も 食べない ままで 家に 帰らせ 
たり すれば， 途中で 力が 尽きて しまう 
でしょう。 実際， 彼らの 中には 遠く か 
ら来 ている 人 もい るので す」。  4 し 

かし 弟子たち は 彼に 答えた， 「この 人 
里 離れた 場所で， この 人々 を 満足 させ 
る だけの パ ンを どこから [得] られ るで 
しょ うか」。  5 それでも [イエス] は 続 
けて お尋ねに なった， 「あなた 方には パ 
ンが 幾つあります か」。 彼らは 言った， 
「七つです」。 6 すると [イエス] は， 地 
面に 横になる よう 群衆に 指示し， 七つ 
の パンを 取って 感謝を ささげ， それを 
割いて から， [人々 に] 供す るた めに 弟 
子たち に 与えは じめ， 次いで 彼らが そ 
れを 群衆に 供した。  7 彼らは また 小 
さな 魚を 何 匹 か 持って いた。 そこで， 
それを 祝福して から， それを も 供す る 


マルコ 8:8—27  パリ サイ 人の パン 種。 盲人を いやす  1554 


ようにと 彼らに 言われた。 8 そこで， 
人々 は 食べて 満ち足りた。 そして， か 
けらの 余りを 拾う と， 七つの 食糧 かご 
に いっぱいに なった。 9 しかも， そこ 
には 約 四千 人いた ので ある。 終わりに， 
[イ エス] は 彼らを お去らせ になっ:/" こ。 

10 それから [イエス] は 弟子たち と 共 
にす ぐに 舟に 乗り， ダル マヌタ 地方に 
入られた。 11 ここで パリ サイ 人たち 
が 出て 来て 彼と 議論を 始め， 天からの 
しるしを 彼に 求めた。 彼を 試そうと し 
てであった。 12 それで [イエス] は ご 
自分の 霊を こめて 深く うめかれ， 「な 
ぜこ の 世代は しる しを 求める のです か。 
真実に 言います が， この 世代には 何の 
しるし も 与えられないでしょう」 と 言 
われた。 13 そう して [イエス] は 彼ら 
を あとに 残して 再び [舟] に 乗り， 対岸 
に 去って 行かれた。 

14 ところが， [弟子たち] は パンを 
携えて 行く のを 忘れた。 それで， 一つ 
の パンの ほかには， 何も 舟の 中に 持っ 
ていなかった。 15 すると [イエス] は 
彼らに はっきりと 命じて， 「じっと見 
張って いて， パリ サイ 人の パン 種と へ 
ロ デの パン 種に 気を付けなさい」 と 言 
い はじめられた。 16 それで 彼らは， 
自分たち が パンを 持って いない ことに 
ついて 互いに 論じ はじめた。 17 これ 
に 気づ L 、て [イエス] は 彼ら に 言われた， 
「 なぜ あな た 方は パンを 持って いない 
ことにつ いて 論じて いるので すか。 ま 
だ 分からず， 意味を 悟れない の です か。 
あな た 方の 心は 理解が 鈍 L 、のです か。 
18 『あなた 方は， 目が あっても 見えな 
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いのです か。 耳が あっても 聞こえない 
のです か』。 そして， あなた 方は 覚え 
ていないので すか。 19 わたしが 五つ 
の パンを 五 千 人の ために 割いた 時， あ 
な た 方は かけらを 幾つの か ご いっぱい 
に 拾いました か」。 「十二です」 と 彼 
らは 言った。  20 「七つを 四千 人の た 
めに 割いた 時， かけらを 幾つの 食糧 か 
ご いっぱいに 拾いました か」。 すると， 
「七つです」 と 彼らは 言った。  21 そ 
こで [イエス] は， 「あ なた 方は ま だ 意 
味を 悟らない のです か」 と言われた。 

22 さて 彼らは ベ ツサ イダに 入った。 
こ こで 人々 は ひとりの 盲人を [イエス] 
の もとに 連れて来て， その 人に 触れて 
くださる ようにと 懇願した。  23 する 
と [イエス] は その 盲人の 手を 取って， 村 
の 外に 連れて来られた。 そして， その 
人の 両目に つばを かけて か‘， ご 自分 
の 両手を 彼に 当て， 「何 か 見えます か」 
と 尋ね はじめられた。  24 すると その 
人は 上を 見上げて こう 言い はじめた。 
「人が 見えます。 木の ような ものが 見え 
ますが， それらは 歩き回って いるからで 
す」。 25 それから [イエス] は 両手を 再 
びその 人の 両目に お当てに なった。 す 
ると はっきり 見え， その 人は 元 どおり 
になって， すべての ものが くっきりと 
見える ようになった。 26 それで [イエ 
ス] は 彼を 家に 帰らせた が， 「しかし， 
村に 入って はなり ません」 と言われた。 

27 イエスと 弟子たち は 次に カエ サレ 
ア •フ ィリ ピの 村々 に 向かわれた。 そ 
して， その 途中で， [イエス] は 弟子たち 
に 質問し はじめ， 「人々 はわた しのこ 
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とを だれ だと 言って います か」 と 言わ 
れ た。 28 彼らは 言った， 「パプ テス 

[ィ）  もの  [ウ） 

卜の ヨハネ， ほかの 者は， エリヤ， さ 
らに ほかの 者は， 預言者の 一人， と」。 
29 すると [イエス] は 彼らに 質問され 
た， 「だが， あなた 方は， わたしの こと 
を だれで あると 言います か」。 ぺ テロが 
答えて 言った， 「あなたは キリストで 
す」。 30 すると [イエス] は， ご 自分の 
ことを だれに も 告げない ようにと 彼ら 
に 厳重に 言い渡された。 31 また， 人 
の 壬が 必ず 多くの 苦しみに 遭い， 年長 

しゃ さいし ちょう しょし  しりぞ  ころ 

者 •祭司 長 •書士 たちに 退けられて 殺さ 

(キ）  かご  （ク） かれ 

れ ，三日 後に よみがえる ことを， 彼らに 
教え 始められた。 32 実際， [イエス] 
は はっきり とその ことを 言って おられ 
た。 ところが， ぺ テロは 彼を わきに 連 
れて 行って 叱り 始めた。 33  [イエス] 
は 向きを 変え， 弟子たち の ほうを 見な 
がら ぺ テロを 叱り， 「わたしの 後ろに 
下がれ， サタンよ。 あなたは， 裡の考 
えでは なく， 人間の 考えを 抱いて いる 
からです」 と言われた。 

34 次いで [イエス] は 群衆を 弟子た 
ちと 一緒に 自分の もとに 呼んで， こう 
言われた。 「わたしに 付いて 来たい と 
思うなら， その 人は 自分を 捨て， 自分 
の 苦しみの 杭を 取り上げて， 絶えず わ 
たしの あとに 従いなさい。  35 だれで 
も 自分の 魂を 救おうと 思う 者は それを 
失う からです。 しかし， だれでも わた 
しと 良いた よりのた めに 自分の 魂を 失 
う 者は それを 救う のです。 36 人が 全 
世界を かち 得ても， それに よって 自分 
の 魂を 失うなら， いったい 何の 益が あ 
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るでしょう か。 37 人は 自分の 魂と 引 
き 換えに いったい 何を 与える ので しょ 
うか。 38 だれでも， この 罪深い 姦淫 
の 世代に あって わたしと わたしの 言葉 
を 恥じる ようになる 者は， 人の 壬 も， 聖 
なるみ 使いたち と共に 自 分の 父の 栄光 
のうちに 到来す る 時， その 者を 恥じる 
ので' f1」。 

9 イエスは さらに 続けて こう 言われ 
た。 「あなた 方に 真実に 言います 
が， ここに 立って いる 者の 中には，® 
の 王国が 力を もってす でに 来て いるの 
をまず 見る ま では 決 して 死を 味わわな 
い 者たち がいます」。 2 そこで， 六日 
後に， イエスは ぺ テロと ヤコブと ヨハ 
ネを 伴い， 彼らを 高大な 山の 中に 連れ 
て 来て， 自分たち だけに なられた。 そ 
して [イエス] は 彼らの 前で 変ぼう され， 
3 その外 衣は きらきら 輝き， 地上の ど 
んな布 さら し 人 もで きない ほどに 白く 
なった。 4 また， エリヤが モー セと 共 
に 彼らに 現われ， イエスと 語り合って 
いた。 5 そこでべ テロが こたえて イエ 
スに 言った， 「ラビよ， わたしたちが 
ここにい るのは 良い ことです。 それで， 
わた したち に 三つの 天幕を 立てさせて 
ください。 一つは あなたの ため， 一つ 
は モー セの ため， 一つは エリヤの ため 
です」。 6 実のところ， 彼は どう 応ず 
るべき か 分からなかった ので ある。 彼 
らは すっかり 恐れて いたから である。 
7 すると 雲が できて 彼らを 影で 覆い， 
その 雲の 中から 声が 出て， 「これは わ 
た しの 土， [わた しの] 愛する 者で ある。 
この 者に 聴き 従いなさい」 と [言った]。 
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8 しかし _ 然， 彼らが あたりを 見回し 第9 章 がこう 答えた 0  「師 よ， 私は， 息子が 
て も， ただ イエス ー人の ほかは， もうだ7;^  口の きけない 霊に つかれて おります の 

れも 自分たち の もとには 見えなかった。  で， あなたの もとに 連れて まいり まし 

9 彼らが 山から T っ ていた 時の こ づ 2  S た。 I8 どこで でも [息 手] を 捕まえ ま 
と， [イエス] は， 人の 壬が 死人の 中 か  すと， その [霊] は 彼を 地面に たたきつ 

あと  （イ）  ウマタ 12:16  あわ  ふ  は  たいりょく 

ら よみがえった 後になる までは， 見た マル8:3 ◦け， 彼は 泡を 吹き， 歯が みして 体力を 
事柄を だれに も 話して はならない と 彼  なくして しまいます。 そして 私は， あ 

めい  （ ゥ）  ヱ マフ H  でし  お 

らに はっきり お命じに なった。 10 そ マル8 :28 なた の 弟子たち に， それを 追い出して 
れで 彼らは その 言葉を 心に 留めた が， 17;1〇  くれる ように 言いました が， 彼らには 
この， 死人の 中から よみがえる という  できませんでした」。 19  [イエス] は 

ことが どういう 意味な のかを 互いに 論 17：n それに こたえて 彼らに 言われた， 「あ 
じ 合った。 11 そして 彼に 質問し はじ キ創 3:15  あ， 不信仰な 世代よ， いつまで わたし 
め， 「なぜ 書士 たちは， まず エリヤが 来 ィザ50 :6 は あなた 方 と共にい なければ ならない 

ぃ  イザ 53:3 

なければ ならない と言うので すか」 と  ダ 土9:26 のでしょう。 いつまで あなた 方の こと 
言った。 12  [イエス] は 彼らに 言われ ^;^23:11 を 忍ばねば ならない のでしょう。 その 
た， 「確かに エリヤが まず 来て， すべ  ^  ^  [子] を わたしの ところに 連れて来 なさ 

かいふく  [力）  (I)  ひとびと  かれ 

てのものを 回復し ます。 しかし， 人の ヶマタ 11:14 い」。  20 それで 人々 は 彼を [イエス] 

± に関して， 彼が 必ず 多くの 苦しみに ル  の もとに 連れて来た。 しかし [イエス] 

遭い， 取る に 足りない 者の ように 扱わ コマ タ mi2 を 見る と， 霊は すぐに [その子 供に] け 
れ る， と 書いて あるのは どうしてです  いれん を 起こさせた。 そして， [子供] 

か。 13 それでも， あなた 方に 言い ま _ は 地面に 倒れ， 泡を 吹きながら 転げ回 

すが， エリヤは 現に 来たので す。 そし 第二 欄 るので あった。  21 それで [イエス] 
て A? は I 分の したい ll りの ことを 彼 7=ぽ は， 「こうした 事が いつから 起きて い 
に対して 行ないました。 彼に ついて 書  るので すか」 とその 父に お尋ねに なっ 

(3)  イ マタ 17:15  い  こども 

かれて いると おりです」。  ルヵ9:39 た。 [父] は 言った， 「子供の ころから 

14 さて， ほかの 弟子たち の ほうに 来  ずっとです。 22 そして， [息子] を滅 

た 時， 彼らは， 大群 衆が その まわりに  ぼそうと して， その [霊] は 何度と なく 

おり， 書士 たちが これと 言い争って い 彼を 火の 中に も 水の 中に も 投げ 这んだ 

[サ 1  [力）  なに 

るのに 気づいた。 15 ところが， [イエ  ものです。 しかし， 何 かもし おできに 

ス] を 見かける と， 群衆は みなぼう 然 9；42 なるなら， 私 どもを 哀れんで お助けく 
とした。 そして， その もとに 走り 寄っ  ださい」。  23 イエスは 彼に 言われた， 

て， あいさつを はじめた。 16 それで  「その， 『もしで きるなら』 という 言 

[イエス] は 彼らに こうお 尋ねに なった 0 キ代 no:2。 い 方です！  信仰が あるなら， その 
「あなた 方は 彼らと 何を 言い争って い  XJ  人には すべての ことができる のです」。 

るので すか」。 17 すると 群衆の 一人  ；1；9°  24 幼子の 父は 直ちに 叫び， 「私には 信 


1557  復活を 予告す る。 だれが 偉い かにつ いての 議論  マルコ 9:25—42 


仰が あ ります！ 信仰の 必要な ところ 
で 私を 助けてく ださい！」 と言うので 
あった 0 

25 その 時 イエスは， 群衆が 一緒に 
なって [自分たち] の ほうに 走り 寄って 
来る のに 気づき， その 汚れた 霊を 叱り 
つけて， 「口の きけない 耳し いの 霊よ， 
わたしは お前に 命じる。 この [子] から 
出て， もう 入って はならない」 と 言わ 
れ た。 26 すると， それは 叫び声を 上 
げ ，何度もけ いれん を 起こ してから 出て 
行った。 そして， [子供] は 死んだ よう 
になった ので， 大半の 者たち は， 「彼は 
死んだ！」 と言うので あった。 27 し 
かし， イエスが その 手を 取って 起こす 
と， 彼は 起き上がった。 28 それで， 
[イエス] が ある 家に 入られてから， 弟 
子たち がそ っ と 彼に 尋ねた， 「なぜ わ 
たしたち は それを 追い出せなかった の 
でしょう か」。 29 すると [イエス] は 彼 
ら に 言われた， 「こ の 種の ものは 祈り 
によらなければ どう しても 出ません」。 

30 彼らは そこを 出発して ガリラヤ 
を 通った が， [イエス] は そのこと を だ 
れ にも 知られない ようにと 望まれた。 
31 弟子たち に 教えて， こう 話して おら 
れ たからで ある。 「人の 壬は 人々 の 手 
に 引き渡されます。 そして 人々 は 彼を 
殺します が， 殺されても， 三日 後に 彼 
はよ みがえ るでしょう」。  32 しかし 
ながら， 彼らは そのこと ばを 理解せ ず， 
また 彼に 質問す るのを 恐れて いた。 

33 それから 彼らは カペル ナウ ムに 
入った。 さて， 家の 中に おられた 時， [イ 
エス] は 彼らに こう 質問され た。 「あ 
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7 ルカ 17:5 

エフ 2:8 


ヨハ 16:19 


ルカ 9:47 
ルカ 18:16 


なた 方は 途中で 何を 議論して いたので 
すか」。 34 彼らは 黙って いた。 途中で 
彼らは， だれの ほうが 偉い かと， 互い 
に 議論した からであった。 35 そこで 
[イエス] は 腰を下ろし， 十二 人を 呼ん 
でこう 言われた。 「第一で ありたい と 
思うなら， その 人は みんなの 最後と な 
り， すべての 者の 奉仕者と ならな けれ 
ばな りません」。 36 そして， ひとりの 
幼子を 連れて来て 彼らの 真ん中に 立た 
せ， 両腕を その [子] にかけ て， 彼らに 
こう 言われた。 37 「だれでも， わたし 
の 名に よって このよう な 幼子 一人を 迎 
える 者は わたしを 迎える のです。 そし 
て， だれでも わたしを 迎える 者は， わ 
たし だけでなく， わたしを 遣わした 方 
を も 迎える のです」。 

38 ヨハネが 彼に 言った， 「師 よ， 
わたしたちは， ある 人が あなたの 名を 
使って 悪霊たち を 追い出して いるのを 
見ました ので， それを とどめよ うとし 
ました。 彼は わたしたちと 一緒に 従っ 
て 来ない からです」。  39 しかし イエ 
ス は 言われた， 「彼を とどめよ うとし 


ルカ 9:48 
ヨハ 13:20 


力 民 11:28 
使徒 19:13 


サ マタ 


ては なりません。 わたしの 名に よって 
強 力な 業を 行ないながら， すぐさま わ 
た しを のの しることの できる 者は いな 
いからです。 40 わたしたちに 敵して 
いない 者は， わたしたちに 味方して い 
るので す。 41 あなた 方が キリス トの 
ものである という 理由で あなた 方に 一 
杯の 飲み水を 与える 者が だれであって 
も， あなた 方に 真実に 言います が， そ 
の 者は 決して 自分の 報いを 失わないで 
しょう。  42 しかし， 信じる これら 小 


マルコ 9:43—10:14  人を つまずかせない。 離婚に ついて  1558 


さな 者の 一人を つまずかせる のが だれ 
であっても， その 者は， ろばの 回す よ 
う な 臼 石を 首に かけ られて 海に 投げ込 
まれて しまったと すれば， その ほうが 

上  (7) 

良い のです。 

43 「そして， もし あなたの 手が あなた 
を つまずかせる ことがあるなら， それ 
を 切り捨てなさい。 r: つの 手を つけて 
ゲへナ に， すなわち 消す ことので きない 
火の 中に 行く よりは ，不具の 身で 命に 入 
る ほう が， あなた にと っ て 良い のです。 

44  -  45 また， もし あなたの 足が あ 

なた を つまずかせるなら， それを 切り 
捨てなさい。 二つの 足を つけて ゲへナ 
に 投げ込まれる よりは， 足の 不自由な 
まま 命に 入る ほうが， あなたに とって 
良い ので 46 —— 47 また， もし 
あなたの 目が あなたを つまずかせるな 
ら， それを 捨て去りなさい。 あなたに 
とっては， 片目で 拽の 王国に 入る ほう 
が， 二つの 目 をつ けて ゲへナ に 投げ込ま 
れ るよりは 良い のです。 48 そこでは， 
う じは 死なず， 火は 消されない のです。 

49 「というのは， だれもみ な 火で 塩漬 
けされねば ならない からです。 50 塩 
は 良い ものです。 しかし， もし 塩が そ 
の 効き目を なくす ことがあるなら， あ 
なた 方は 何を もって それに 味を つける 
のです か。 あなた 方 自身のう ちに 塩を 
持ちなさい。 そして， 互いの 間で 平和 
を 保ちなさい」。 

1 [イエス] は そこを 立って ユダヤ 
の _ 境地 方に 来て， ヨルダンを 
渡られた。 すると また 群衆が 彼の もと 
に 集まった。 それで， いつもして おら 
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ェ申 9:6 
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れ たように， 彼らに また 教え はじめら 
れ た。  2 そこへ パリ サイ 人たち が 近 
づ いて 来た。 そして， 彼を 試す ため， 
男が 妻を 離婚す る こと が 許 される かど 
うかに ついて 質問し はじめた。  3  [イ 
エス] は 答えて 言われた， 「モー セは 
あなた 方に 何と 命じました か」。 4 彼 
らは 言った， 「モー セは， 離縁 証書を 
書いて [妻を] 離婚す る ことを 許し まし 
た」。  5 しかし イエスは 彼らに 言われ 

た， 「あな た 方の & 心の か たくな さを 考 
えて， 彼は あなた 方に この おきてを 書 
きました。  6 しかし， 創造の 初め か 
ら， 『[姓] はこれ を 男性と 女性に 造ら 
れ た。 7 この ゆえに， 男は 自分の 父と 
母を 離れ， 8 二人は 一体と なる』 と あ 
るので す。 そのため， 彼らは もはや 二 
つでは なく ，一体なの です。 9 それ ゆ 
え， 拽 がくび きで 結ばれた ものを， 人 
が 離して はなり ません」。 10 再び 家 
の 中に いた 時， 弟子たち はこの ことに 
ついて 彼に 質問し はじめた。 11 する 
と [イエス] はこう 言われた 0  「だれで 
も 自分の 妻を 離婚 して 別の [女] と 結婚 
する 者は， 彼女に 対して 姦淫を 犯す の 


です。 12 また， もしも 女が， 夫と 離 
婚 したの ち， 別の [男] と 結婚す るなら， 


かのじょ  かんいん  おか 


彼女は 蔡淫を 犯す のです」。 

13 さて， 彼に 触って いただこう とし 


て, 人々 が 幼子たち を その もとに 連れて 
来る のであった。 ところが, 弟子たち は 
彼らを たしなめた。 14 これを 見て， イ 
エスは 憤然として 彼らに 言われた， 「幼 
子たち を わたしの ところに 来させな さ 
い。 止めよう としては なりません。 神 


1559  ただ ひとり 神 だけが 善い 方。 針の 穴  マルコ 10:15 — 32 

の 王国は このような 者たち の もの だか 第10 章 スは 弟子たち にこう 言われた 0  「お金 
ら です。 15 あなた 方に 真実に 言い ま だ 4 を 持つ 人々 が裡の 王国に 入る のは 何と 
すが， だれでも， 幼子の ように 裡の 王国  2:2 難しい ことなので しょう」。  24 しか 

を 受け入れる 者で なければ， 決して そ 以 7 し， 弟子たち は その 言葉に 驚いて し 

はい  [ィ）  . (ゥ 1  ふたた 

れに 入れない のです」。 16 それから， ゥ $/で36 まった。 イエスは それに こたえて 再び 
子供たち を 自分の 両腕に 抱き寄せ， その ヱ マタ巧 :巧 彼らに 言われた， 「子供たち よ， 迚の 

りょうて  お  しゅくふく  （ゥ）  ル^ 18,18  おうこく  なん むず か 

上に 両手を 置いて 祝福し はじめられた。 ォ 詩86: 5  王国に 入る のは 何と 難しい ことなので 

17  [イエス] が 出かけよ うとして おら しょう。 25 富んだ 人が 裡の 王国に 入 

はしよ  き  はり  あな  とお 

れ ると， ある 人が 走り 寄って 来て その キ るよりは， らくだが 針の 穴を 通る ほう 
前に ひざまずき， こう 質問した。 「善  LVSs が 易しい のです」。 26 彼らは いよい 
い師 よ， 永遠の 命を 受け継ぐ ためには よ 驚き入って こう 言った。 「実際のと 

なに  (X,  *  5'18  すく  え 

何を しなければ ならないで しょうか」 0 ヶ ころ， だれが 救いを 得られる ので しょ 

かれい  甲 5:19  (才 j  かれ 

18 イエスは 彼に 言われた， 「なぜ わた n*  2〇：16 うか」。  27 イエスは 彼らを まともに 

よ  よ  [才）  申 5:20  い  ふ かのう 

しのこと を 善い と 呼ぶ のです か。 ただ ^ 19:13 見て 言われた， 「人には 不可能で も， 
ひとり， 神 以外には， だれも 善い 者は い シ 神に とっては そうではありません。 裡 

M  —  し  申5 H  —  かのう  — 

ません。 19 あなたは おきてを 知って  i76:2  に とっては すべての ことが 可能な ので 

さつじん  スマ タ 19:21 [力）  かれ  い  はじ 

います 。すなわち， 『殺人を しては い セルヵ 18:23 す」。  28 ぺ テロが 彼に 言い 始めた， 

けない， 蔡淫を 犯して はいけ ない， 盗ん  「ご覧く ださい， わたしたちは すべての 

(ヶ） いつわ  あか  ^ - あと  したが 

ではい けない， 偽りの 証し をして はい 737-  31:24 ものを 後に して， あなたに 従ってき ま 
けない， だまし取って はいけ ない， あな  K  SJ4 し/ •こ」。 29 イエスは 言われた， 「あな 

ちち  はは うやま  （シ）  詩 62:10  がた  しんじつ 

たの 父と 母を 敬いなさい』 などです」。 ヱ レ9:23 た 方に 真実に 言います が， わたしの た 

い  し  f •モ I  6:17  よ  いえ きょう 

20 その 人は 言った， 「師 よ， わたしは ィマタ 19:24 め， また 良いた よりのた めに， 家， 兄 

わか  とき  まも  ルカ 18：25  だい  しまい  はは  ちち  こ ども  はたけ 

それらを みな 若い 時から ずっと 守って ゥ ルヵ 4:32 弟， 姉妹， 母， 父， 子供， あるいは 畑 
きました」。 21 イエスは 彼を 見つめ， ェ ぶ を 後に して， 30 今 この 時期に 百倍を， 
愛を 感じて， こう 言われた 0  「あなた ォマタ 价25 すなわち 家と 兄弟と 姉妹と 母と 子供と 

か  い  ルカ 18：2° はたけ はくがい [コ） ともえき  じ 

には 一つの ことが 欠けて います。 行っ ぺ テ14 :18 畑を 迫害と 共に 得， 来たらん とする 事 

も  ものう  力 創 18:14  ぶつ  たいせい  えいえん いのち  もの 

て， あなたが 持って いる 物を みな 売り， ョブ42:2 物の 体制で 永遠の 命を 得ない 者は いま 
貧しい 人たち に 与えなさい。 そうすれ  せん。 31 しかしながら， 多くの 最初 

ば， 天に 宝を 持つ ようになる でしょう。 . の 者が 最後に， 最後の 者が 最初になる 

き  っ ぃずぃ し，  キマ 1 巧  [サ） 

それから， 来て， わたしの 追随 者に な  _ 18:28 でしょう」。 

(ス）  かれ  クマ タ 1〇：37  いっこう  のぼ みち 

りなさい」。 22 しかし， 彼は そのこと  ^  32 さて， 一行は エルサレムに 上る 道 

かな  ひたん  ルカ 18: 29 すす  せんとう 

ばの ために 悲しくな り， 悲嘆しながら ヶル ヵ 18:3〇 を 進んで いたが， イエスが その 先頭を 
去って 行った。 多くの 資産を 有して い 進んで 行かれる ので， 彼らは 非常に 驚 

(fe)  使徒 14:22  したが もの 

たからで ある。  ,019:3〇 いた。 しかし その あとに 従う 者たち は 

23 ひととおり 見回してから， イエ  ぼ 3 恐れを 感じる ようになった。 [イエス] 


マルコ 10:33—49  使徒たち の 間の 言い争い。 贖い  1560 


は 十二 人を もう 一度 わき に 連れて行き， 
自分の 身に 降り懸かる はずの 事柄に つ 
いてこう 言い 始められた。  33 「さあ， 
わた したち は エルサレムに 上って 行き 
ます。 そして， 人の 土 は 祭司 長と 書士 
たちの もとに 引き渡され， 彼らは これ 
を 死罪に 定めて 諸国 [の 人々] に 引き渡 
します。  34 ついで 彼らは これを 愚弄 
し， つばを かけ， むち 打ち， そして 
します。 しかし 三日 後に 彼は よみがえ 
るので す」。 

35 すると， ゼべ ダイの 二人の 息子， 
ヤコブと ヨハネが 歩み寄って 来て， こ 
う 言った。 「師 よ， わたしたちの 求め 
るの が どのようなこと でも， それを し 
ていた だきたい のです が」。 36  [イエ 
ス] は 彼らに 言われた， 「何を して！^ 
しいので すか」。  37 彼らは 言った， 
「あなたの 栄光のと き， わたしたちが， 
一人は あなたの 右に， 一人は あなたの 
左に 座る ことを お聞き入れく ださい」。 
38 しかし イエスは 彼らに 言われた， 
「あなた 方は 自分が 何を 求めて いるか 
を 知っていません。 あなた 方は， わた 
しが 飲んで いる 杯を 飲み， また わたし 
が 受けて いる バプ テス マを 受ける こと 
がで きます か」。  39 彼らは， 「でき 

ます」 と 言った。 すると イエスは 言わ 
れ た， 「あなた 方は わたしが 飲んで い 
る 杯を 飲み， わたしが 受けて いる パプ 
テス マを 受ける でしょう。 40 しかし 
ながら， わたしの 右 または 左に 座る こ 
のことは， わたしの 授ける ことでは な 
く， それが 備えられ ている 人たち の も 
のです」。 
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41 ところで， そのこと を 聞く と， ほか 
の 十 人は ヤコブと ヨハネに 対して 憤慨 
し 始めた。  42 しかし イエスは， 彼ら 
を 自分のと ころに 呼んで から， こう 言 
われた。 「あなた 方は， 諸国 民を 支配 
している ように 見える 者たち が 人々 に 
対して 威張り， その 偉い 者たち が 人々 
の 上に 権威を 振る うこと を 知ってい ま 
す。 43 あなた 方の 間では そうでは あ 
りません。 だれでも あなた 方の 間で 偉 
くな りたい と 思う 者は あな た 方の 奉仕 
者で なければ ならず， 44 また， だれ 
でも あな た 方の 間で 第一で ありたい と 
思う 者は みんなの 奴隸 でな ければ なり 
ません。 45 人の 土 でさえ， 仕えても 
らうた めでは なく， むしろ 仕え， かつ 
自分の 魂を， 多くの 人と 引き換える 贖 
いと して 与える ために 来たので す」。 

46 それから 彼らは エリコに 入った。 
ところで， [イエス] とその 弟子たち お 
よ びかな り の 群衆が エ リコから 出て 行 
くと， 盲目の こじき バルテ マイ （テマ 
イの 子） が 道路の わきに 座って いた。 
47 彼は， それが ナザレ 人 イエス だと 
聞く と， 「ダビデの 土 イエスよ， わた 
しに 憐れみを おかけく ださい！」 と大 
声で 叫び だした。 48 すると， 多くの 
者は， 黙って いるよう にと 厳しく 言い 
はじめた。 しかし 彼は それだけ よけい 
に， 「ダビデの 壬よ， わたしに 憐れみ 
を おかけく ださい！」 と 叫びた てた。 
49 それで イエスは 立ち止まり， 「彼 
を 呼びなさい」 と言われた。 そこで 彼 
らは その 盲人を 呼んで， 「勇気を 出し 
て， 立ち上がりなさい。 あなたを お 呼 
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びな の だ」 と 言った。 50 彼は 外衣を 第1 〇 章  7 こうして 彼らは 子ろ ばを イエスの 
脱ぎ捨て， 躍り上がって イエスの もと 7 II  ?8；40 もとに 連れて来た。 そして 自分たち の 
に 行った。 51 すると， イエスは 彼に ィマ ル 1〇:36 外衣を その上に 置き， [イエス] がその 
答えて 言われた， 「わたしに 何を して ゥ 上に 座され た。 8 また， 多くの 者は 自 
欲しい のです か」。 盲人は 言った， 「ラ XV 夕 9:22 分の 外衣を 道路に 套 き， ほかの 者たち 
ボ ニ， 視力を 取り戻させて ください」。  は 野から 葉の ついた 枝を 切り落とし [て 

52 そこで イエスは 言われた ，「行きな  ^ 来] た。 9 そして， 前を 行く 者 も 後ろ 

さい。 あなたの 信仰が あなたを よくな  26：18 から 来る 者 もこう 叫びつ づけた。 「救 
ら せました」 。すると， 彼は すぐに 視カ ルヵ18:43 いたまえ！ エホバの み 名 $ よって 来 
を 取り戻し， [イエス] に 付いて その 道 第 ” 章 るのは 祝福され た 者！ 10 来たらん と 
を 行く ようになった ので ある。  キョハ ii:1S する， 我らの 父 ダビデの 王国は 祝福 さ 

11 さて， 彼らが エルサレムに 近づ ク =以9 れ たもの！  救いた まえ， 上なる 高き 
丄丄 いて， オリーブ山 のべ テ バゲと ヶマタ 21:2 所に て！」 11 こうして [イエス] はエ 
ベタ ニヤの 近くまで 来たと き， [イエ  I  ルザ レムに， 神殿の 中に 入られた。 そし 

ス] は 弟子の 二人を 派遣して，  2 こ  ^  て， すべての 物を 見て 回られた。 それ か 
う 言われた。 「向こうに 見える あの 村 サマタ 21:6 ら ，時刻が すでに 遅く なって いたので， 
に 入りなさい。 そこに 入って 行く とす、 10  „ 十二 人 と共にべ タニヤに 出て 行かれた。 

がた  とう  ソル カ 19:33  つぎ  かれ 

ぐ， あなた 方は， 一頭の 子ろ ばが つな ハ ^19:34 12 次の 日， 彼らが ベタ ニヤから 出て 

がれて いるのを 見つける でしょう。 そ - - 来た 時， [イエス] は 飢えを 覚えられた。 

れ には 人間が まだ だれも 座した ことが 13 そして， 遠くから， 葉を つけたい ち 
ありません。 それを 解いて 連れて来な  9:9 じくの 木を 見つけ， もし やそれ に 何 か 

さい。 3 そして， もし だれかが， 『な 12:14 見いだ せない かと 見に 行かれた。 しか 
ぜ そんな ことを している のか』 と言う ゥ1119:13 し， そこに 来て みると， 葉の ほかには 
ならば， 『主が これを ご 入り用な ので 13/'12:13 何も 見あたらなかった。 いちじくの 季 
す。 そして， すぐ ここに 送り返される  ルヵ 价36 節ではなかった ので ある。 14 そこで 
でしょう』 と 言いなさい」。  4 そこで 力 J 夕 [イエス] は それに 応じて， 「もう お前 
彼らは 出かけて 行き， 子ろ ばが 戸口の キ 詩 118:26 からは だれも 永久に 実を 食べない よう 
ところ， 外の わき 道に つながれ ている  ルヵ に」 とその [木] に 言われた。 それを 弟 

と [サ丨  ヨ ハ 12: 13 し  き 

のを 見つけて， それを 解いた。  5 とこ タ ゼヵ 9:9  子たち は 聴いて いた。 

ろが， そこに 立って いた 者のう ち 幾人  im  2:29  15 さて， 彼らは エルサレムに 来た。 
かが， 「子ろ ばを 解いたり して 何を し ヶマタ そこで [イエス] は 神殿の 中に 入り， 神殿 
ている のか」 と 言いだ した。  6 彼ら 3〜21:18 で 売り 買いして いた 者たち を 追い出し 
は それらの 者に， イエスが 言われた と  始め， 両替屋の 台と， はとを 売って いる 

おりに 言った。 すると 彼らを 行かせて 21:12 者たち の 腰掛けを 倒された。 16 そし 
くれた。  て， 神殿の 中を 通って 器物を 運ぶ こと 
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を だれに も 許そうと せず， 17 「『わた 第11 章 なた 方の 罪過を 許して くださる ように 
しの 家は あらゆる 国民の ための 祈りの ァ；^〗だ する ためです」。 26 —— 

家と 呼ばれる であろう』 と 書いて ある ィ王 I  8:43  27 それから， 彼らは 再び エルサレム 

ではありません か。 それな のに， あな  に 来た。 そして [イエス] が 神殿の 中を 

た 方は それを 強盗の 洞く つと しました」  歩いて おられる と， 祭司 長 •# 士  •年 

い  おし  ルカ ちょうしゃ  M  けん 

と 言って 教えて ゆかれた。 18 すると，  2:16 長者たち が やって来て， 28 「どんな 権 
祭司 長と 書士 たちが それを 聞いた。 そ 力 威で こうした ことを する のか。 また， 
して， どうしたら 彼を 滅ぼせる かを 探  だれが こうした ことを する この 権威を 

り 求める ようになった。 彼を 恐れて い ルヵ19:48 あなたに 与えた のか」 と 言いだ した。 
たので ある 0 それは， 群衆が みな 彼の ヵマ タル19  29 イエスは 彼らに 言われた， 「わたし 
教えに 終始 驚き入って いたから である。 * マル11 :14 は あなた 方に 一つ 質問し ます。 あなた 
19 こうして 日暮れに なると， 彼らは ク g  方が わたしに 答えて ください。 そうし 

市から 出て 行く のであった。 20 しか ；コマ13:2  たら わたし も， どんな 権威で わたしが 
し， 朝早く そばを 通って いた 時， 彼ら ヶマ ft'。 これらの ことを 行なう かを あなた 方に 

ね  マタ 18:19  M 

は あのい ちじくの 木が すでに 根 もと か  11  n；f 言いましょう。  30 ヨハネに よる バプ 
ら 枯れて いるのを 見た。 21 それでべ  Itf テス マは 天からの ものでした か， それ 
テロが， 思い出して 彼に 言った， 「ラ  とも 人からの ものでした か。 答えて く 

ビ ，ご覧く ださい， あなたが のろわれ  ださい」。 31 そこで 彼らは 互いに 論じ 

たいち じくの 木は 枯れて しまい まし - はじめて， こう 言った。 「我々 が， 『天 

た」。 22 すると， イエスは 答えて 彼ら  m~m  から』 と 言えば， 彼は， 『では， あな 

い  しん''" う  も  ア詩 103:12  がた  しん 

に 言われた， 「进に 信仰を 持ちなさい。 マタ 6:12 た 方が 彼を 信じなかった のは どうして 
23 あなた 方に 真実に 言います が， だ ィ； か』 と言うだろう。 32 そうかと いっ 
れ でも， この 山に 向かって， 『持ち 上 ゥ ルヵ 20:2 て， 『人から だ』 と言えるだろう か」。 
がって 海に 入れ』 と 言って， 心の中で I マタ 21:24  — 彼らは 群衆を 恐れて いたので ある。 
疑わず， 自分の 言う ことは 起きる の だ  みんなが， ヨハネは 確かに 預言者で あっ 

という 信仰が あるなら， その 人には そ、  01 たと 思って いたから である。  33 そこ 

とお  i ク）  カマ ミラ! •ミ5  かれ  こた 

の 通りになる のです。  24 この ゆえに ルヵ20:4 で 彼らは イエスに 答えて， 「わたした 
あなた 方に 言います が， あなた 方が 祈 2〇：5 ちは 知らない」 と 言った。 それで イエ 
り また 求める こと すべては， それを す ^  ?4:5 スは 彼らに 言われた， 「わたし も， ど 

で に 受けた の だとい う 信仰を 持ちな さ  マル = ん な 権威で 自 分が これらの ことを 行な 

ルカ 20.6  がた  [ヶ） 

い。 そうすれば， あなた 方は それを 持 うかを， あなた 方に 言いません」。 

つ ことになります。  25 そして， あな  2^27 1 €) また， [イエス] は 例えで 彼らに 
た 旁が 立って 请る ときには， どんな こ ルヵ2。:8 こう 話し 始められた。 「ある 人 
とで も 人に 対する うらみごとを 許しな  がぶ どう 園を 設け， その 周りに 栅を巡 

さい。 天に おられる あなた 方の 父 も あ 1 レ8 で 21 らし， ぶどう 搾り 場の ための 大 おけを 
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掘り， 塔を 立て， それを 耕作 人たち に 
貸し出して， 外国に;^ 行に 出ました。 
2 さて， しかるべき 季節に， 彼は 耕作 
人たち の もとに ひとり の 奴隸を 遣わし 
ま した。 ぶどう 園の 実りの いく ら かを 
耕作 人たち から 得る ためです。  3 と 
こ ろが 彼らは [その 奴隸] を 捕まえて 打 
ちた たき， むなし 手で 去らせて しまい 
ました。 4 そこで 彼は 再び 別の 奴隸 
を 彼らの もとに 遣わしました。 すると 
彼らは その 者の 頭を 殴りつ けて 辱め ま 
した。  5 それで 彼は 別の 者を 遣わし 
ましたが， 彼らは これを 殺して しまい 
ました。 こうして ほかに も 多くの 者を 
[遣わした] のです が， 彼らは その ある 
者を 打ちた たき， ある 者を 殺し ま した。 
6 彼には もう 一人, 愛する 息子が いまし 
た。 『わた しの 息子な ら 尊敬す る だろ 
う』 と 言って， 彼は 最後に その [息子] 
を 遣わしました。 7 ところが それら 耕 
作 人たち は 互いに 言い ま した， 『これ 
は 相続人 だ。 さあ， こいつを 殺して し 
まおう。 そうすれば， 相続財産は 我々 
の もの だ』。 8 そうして 彼を 捕まえて 
殺し， ぶどう 園の 外に 投げ出して しま 
いま した。 9 ぶどう 園の 持ち主は どう 
する でしょう か。 彼は やって来て 耕作 
人たち を 滅ぼし， そのぶ どう 園を ほか 
の 人たち に 与える でしょう。 10 あな 
た 方は この 聖 句を 読んだ ことがない の 

けんちく しゃ  しりぞ 

です か。 『建築 者たち の 退けた 石， そ 
れが 主要な 隅 石と なった。 11 これは 
エホバから 生じた ので あり， わたした 
ちの 目には 驚嘆すべき ものである』」。 

12 これを 聞いて， 彼らは どうしたら 


[イエス] を 捕らえられ るかを 探り 求める 
ようになった。 彼らの ことを 念頭に お 
いて こ の 例えを 話さ れ たこと に 気づい 
たので ある。 しかし 彼らは 群衆を 恐れ 
た。 それで， 彼を 残して 去って 行った。 

13 次に 彼らは， パリ サイ 人 およびへ 
ロ デの 党派 的 追随 者の ある 者たち を 彼 
のと ころに 遣わした。 その ことばじり 
を 捕らえようと してであった。 14 こ 
れらの 者は そ こに 着く や 彼に こう 言っ 
た。 「師 よ， わたしどもは， あなたが 
真実な 方で あり， だれを も 気にされな 
いこと を 知って おります。 あなたは 人 
の 外見を ご覧に ならず， 真理に 即して 
裡の 道を お教えになる からです。 カエ 
サルに 人頭税を 払う ことは よろ しいで 
しょうか， よろしくないでしょう か。 
15 わたしどもは 払い ま しょ うか， それ 
とも 払わないで おきましょう か」。 [イ 
エス] は その 偽善を 見破って 彼らに 言 
われた， 「なぜ あなた 方は わたしを 試 
すので すか。 デナ リを わたしに 持って 
来て 見せなさい」。 16 彼らは それを 
持って来た。 すると [イエス] は 言われ 
た， 「これは だれの 像と 銘 刻です か」。 
彼らは， 「カエサル のです」 と 言った。 
17 そこで イエスは 言われた， 「カ エサ 
ルの ものは カエサルに， しかし# の も 
のは 姓に 返しなさい」。 それで 彼らは 
[イエス] に 驚嘆す るよう になった。 

18 さて， サド カイ 人たち が 彼のと 
ころに やって来た。 復活な どは ない と 
言う 人々 である。 そして 彼に こう 質問 
した。 19 「師 よ， モー セは わたした 
ちに， もし だれかの 兄弟が 死んで 妻を 
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あとに 残し， 子供を 残さないなら， 彼 
の 兄弟は その 妻を 迎え， 自分の 兄弟の 
ため に 彼女から 子孫を 起 こすべき であ 
ると 書きました。 20 七 人の 兄弟が い 
ました。 一番 目の 者は 妻を 迎えました 
が， 死んだ とき， 子孫を ひとり も 残し 
ませんで した。 21 そして 二番目の 者 
が 彼女を 迎えました が， 子孫を 残さず 
に 死に， ま た 三番 目の 者 も 同様で した。 
22 そして， その 七 人は ひとり も 子孫を 
残さなかった のです。 みんなの 最後に 
その 女 も 死にました。 23 復活の 際， 
彼女は このうち だれの 妻な のでしょう 
か。 七 人の 者が 彼女を 妻と して 得た の 
ですから」。 24 イエスは 彼らに 言わ 
れ た， 「あな た 方が 聖書 も 神の 力 も 知 
らな いこと， これが あなた 方の 間違 っ 
ている 理由ではありません か。 25 死 
人の 中から よみがえる とき， 男は めと 
ら ず， 女 も 嫁ぎません。 天に いるみ 使 
いたちのよ うになる のです。 26 しか 
し， 死んだ 者たち， すなわち 彼らが よ 
みが えらされ る ことに 関しては， モー 
セの 書の 中， いばらの 茂みに 関する 記 
述の 中で， 姓が 彼に どのように 言われ 
たかを， あなた 方は 読まなかった ので 
すか。 『わたしは アブラハムの 裡 ，イ 
サクの 裡 ，ヤコブの# である』 と [言わ 
れ たのです]。 27 この 方は， 死んだ 者 
の裡 ではなく， 生きて いる 者の [拽] な 
のです。 あなた 方は 大いに 間違って い 

け） 

ます」。 

28 さて， そばに 来て 彼らが 議論し 
ている のを 聞いて いた 書士の 一人は， 
[イエス] が 彼らに みごとに 答えた のを 
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知って， こう 尋ねた。 「すべての うち 
どの おき てが 第一です か」。 29 イエス 
はこう 答え られ た。 「第一は， 『聞け， 
イスラエルよ， わたしたちの 裡 エホバ 
はた だ ひとりの エホバで あり，  30 あ 
なた は， こ L、 を こめ， 魂を こめ， 思いを 
こめ， 力を こめて あなたの 裡 エホバを 
愛さねば ならない』。  31 第二は こう 

りんじん  じ ぶんじ しん 

です。 『あなた は 隣人を 自分自身 のよ 
うに 愛さねば ならない』。 これらより 
大きな おきては ほかにありません」。 
拟 書士は 彼に 言った， 「師 よ， nm 
はた だ ひとりで あり， そのほか にはい 
ない』 と， 真理に 即して よく ぞ 言われ 
ま した。  33 そして， この， 心を こめ， 
理解力を こめ， 力を こめて [裡] を 愛す 
る こと， また， 隣人を 自分自身 のよう 
に 愛する この ことは， 全焼 燔の 捧げ物 
と 犠牲 全部より はるかに 価値が ありま 

m  かれ  めい 

す」。 34 すると イエスは， 彼が そう 明 
な 答えを したのを 見て， 「あなた は# 
の 王国から 遠くありません」 と言われ 
た。 しかし， それ 以上 [イエス] に 質問 
する 勇気は もうだれ にもなかった。 

しんでん  おし  とき 

35 しかし， 神殿で 教えて いた 時， イ 
エスは， 返答を する 際にこう 言いは じ 
めら れ た。 「書士 たちが， キリストは 
ダビデの 子で ある と言うのは どうして 
でしょう か。 36 聖霊に よって ダビデ 
自身が こう 言っ たのです。 『エホバは 
わたしの 主に 言われた， 「わたしが あ 
なた の 敵たち を あなたの 足の 下に 置く 
まで， わた しの 右に 座して いなさい」』。 
37 ダビデ 自身が 『主』 と 呼んで いる 
のに， どうして 彼の 子な のです か」。 
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そして 大群 秦が彼 [の 話す こと] を 喜 第12 章 物に 見乂っ ている のです か。 石が この 
んで 聴いて いた。 38 また， その 教えの 7  H  2?；38 まま 石の 上に 残されて 崩されな いでい 
中で 続けて こう 言われた。 「書 土たち ィ 了ミヨ:ン る ことは 決してないでしょう」。 

つ  [ィ 1 かれ  ながころ もき 20:46  やま 

に 気を付けなさい 0 彼らは 長い 衣を 着 ゥマタ 23:6  3 そして， [イエス] が オリーブ山の 

ある  まわ  のぞ  いち  ひろば  ルカ 11:43  しんでん  ところ  すわ 

て 歩き回る ことを 望み， 市の 立つ 広場で  ^  20:46 上で 神殿の 見える 所に 座って おられた 
の あいさつと， 39 会堂の 正面の 座席， 1 テモ n3:6 時であった が， ぺ テロ， ヤコブ， ヨハ 

ばん  とく  めだ  ばしょ  のぞ オマタ 23:14  じぶん  たず 

そして 晚 さんでは 特に 目立つ 場所を 望 力 王 nl2:9 ネ， アンデレが 自分たち だけで こう 尋 
みます。 40 彼らは， やもめた ちの 家 .  ね はじめた。 4 「わたしたちに お話し 

<  あ  (X)  なが  キル カ 21:1 

を 食い荒らし， 見せかけ のために 長い クルヵ 21:2  ください。 そのような ことは いつ ある 
祈りを する 者たち です。 こうした 者た ヶ =2ぽ3 のでしょう か。 そして， これらの すべて 
ちは より 重い 裁きを 受ける でしょう」。 HU  の ものが 終結に 至る ように 定まった 時 

ほうもつ こ はこ [力） コ代 I  29:9  なに  (*] 

41 それから [イエス] は 宝物 庫の 箱 ルヵ21:4 のしる しには 何が あります か」。 5 そ 

すわ  ぐんしゅう  -  かれ  い  はじ 

の 見える ところに 座り， 群衆が 宝物 庫 第 13 章 こで イエスは 彼らに こう 言い 始められ 
の 箱の 中に お金を 入れる 様子を 見守 っ サマタ 24:i た。 「だれに も 惑わされない ように 気 
て おられた。 すると， 大勢の 富んだ 人 一 — を 付けなさい。 6 多くの 者が わたし 
たちが たくさんの 硬貨を 入れて いた。 の 名に よって やって来て， 『わたしが 

まず  ア エレ 7:14  い  まど 

42 そこへ， ひとりの 貧しい やもめが ^  ^ 19:4, それ だ』 と 言って 多くの 者を 惑わす か 

き  こうか  い  【ク）  せんそう 

やって来て， 小さな 硬貨 二つを 入れた 0 ゥ レビ26 a ら です。 7 また， 戦争の こと や 戦争の 

あたい  （ク 1  マタ しき  おそ 

それは 価の ごくわず かなもの である。 ルヵ21 :6 知らせを 聞いても， 恐れ おののい ては 
43 すると [イエス] は 弟子たち を 自分の なりません。 [これらの 事は] 必ず 起き 

ょ  ぃ  T マタ ^  ぉ  ⑺ 

もとに 呼んで こう 言われた。 「あなた ヵル ヵ2 1:7 ますが， 終わりは まだな のです。 

がた  しんじつ  まず  ^  〇  こくみん  おうこく 

方に 真実に 言います が， この 貧しい や キ $ ま〗  8 「というのは， 国民は 国民に， 王国 

ほうもつ こ  はこ  かね  い  てきたい  [コ） 

もめは， 宝物 庫の 箱に お金を 入れて い クマ タ は 王国に 敵対して 立ち上がり， また そ 
る あの人たち 全部より たくさん 入れた ヶマタ 24:6 こから ここへ と 地震が あり， 食糧不足 

(ヶ）  かれ  じ ぶん  あま  （シ）  くる  げき 

のです。 44 彼らは みな 自分の 余って コ^7 6:421:1Q が あるから です。 これらは 苦しみの 劇 

い  かのじょ  *  つうは じ  [ス） 

いる 中から 入れました が， 彼女は， そ サマタ 24:7 痛の 始まりです。 

の 乏しい 中から， 自分の 持つ もの 全部， シ^ U1:11 9 「あなた 方は， 自分自身に 気を付け 
その 暮らしの もとを そっくり 入れた か  ^6：8  ていなさい。 人々 は あなた 方を 地方 法 

[コ J  スマ タ 24:8 てい  ひ  わた 【セ）  かいどう  う 

ら です」。  セ 使徒 4:15 廷に 引き渡し， あなた 方は 会堂で 打ち 

-«  〇  [イエス] が 神殿から 出て 行かれ ソマ たたかれ， わたしの ために 総督 や 王た 
^ る 時であった が， 結の 二と 又が； r ちの 麓に 立たされ るでしょぅ。 菠らに 
こう 言った。 「師 よ， ご覧く ださい， 何 夕 も 対する 証し のた めです。 10 また， あ 

たてもの  - -.n  ^*19  こくみん  よ  [チ） 

という 石， それに 何とい う 建物な ので  T^n  3:12 ら ゆる 国民の 中で， 良いた よりが まず 

[サ）  かれ  い  チ 使徒 8:12  の  つた  [ッ】 

しょう」。 2 しかし， イエスは 彼に 言 >>v3?24;14 宣べ 伝えられねば なりません。 11 し 
われた， 「あなたは これらの 大きな 建 r14r8 かし， 人々 が あなた 方を 引き渡そうと 
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して 引いて 行く とき， 何を 話そうかと 第13 章  21 「また その 時， 『見よ， ここに キ 
前もって 思い煩って はなり ません。 何 7  It  I'ili リストが いる』， 『見よ， そこにい る』 
であれ その 時に 与えられる こと， それ ィ と言う 者が いても， [それを] 信じて は 

ルカ 21:15  w  にせ  にせよ げん 

を 話しなさい。 あなた 方が 話して いる  なりません。 22 偽 キリスト や 偽 預言 

せいれい  r*i 、 士  7.A  しゃ  お  [ウ）  えら  もの 

のでは なく， 聖霊が [話して いる] ので 10.21 者が 起こり， できれば 選ばれた 者たち 

(ィ）  きょうだい  ちち  ルカ 21:16  まよ  W  ふ し ぎ 

す。 12 さらに また， 兄弟が 兄弟を， 父 テモ H3:3 を 迷わそう として， しるし や 不思議を 
が 子供を 死に 渡し， 子供が 親に 逆ら っ ^^：；7 行なう からです。 23 ですから， あな 
て 立ち上がり， 彼らを 死に 至らせる で デ た 方は 気を付けてい なさい。 わたしは 

江）  がた  へブ 3:6  まえつ 

しょう。 13 そして あなた 方は， わた キ 啓2: 1〇  あなた 方に すべての ことを 前もって 告 

ひとびと にく  クタ ニ 9:27  (キ） 

しの 名の ゆえにす ベての 人々 の 憎しみ ヶ ち2 げたので す。 

の 的と なる でしょう。 しかし， 終わり 24 「しかし その 日， その 患難の のち 

た  しの  [力） すく  もの  W  サマタ 24:16  たいよう  くら  ひかり  はな 

まで 耐え忍んだ 人が 救われる 者です。 シマ タ 24ポ に， 太陽は 暗くな り， 月は その 光を 放 

こうはい  （ク） スマ タ 24 :18  ほし  お 

14 「しかしながら， 荒廃を もたらす セ たず，  25 星は 天から 落ちて ゆき， 天 

けん ぉ  M  ゅぅご 

嫌悪すべき ものが， [立って は] なら  H  23；28 にある もろもろの 力は 揺り動かされる 

ところ  ソマ タ 24:20  [ク 1  とき ひとびと 

ない 所に 立って いるのを 見かけるなら タマ タ 24:2i でしょう 0  26 また その 時， 人々 は， 人 

(読 i は 識別力を 働かせなさい）， その  |ェ7 ザ の 壬が 太いなる 力と 栄光を 伴い， 雲の 
時， ユダヤに いる 者は 山に 逃げは じめ ls：8 うちに あって 来る のを 見る でしょう。 
なさい。 15 屋上に いる 人は 下りて は "x； lif  27 そして その 時， 彼は み使いた ちを 遣 

いえ  なに  と  卜 啓 17:14  しほう  かぜ  ち  は 

ならず， 家から 何 かを 取り出 そうとし ナマタ 24:22 わし， 四方の 風から， 地の果てから 天 
て 中に 入っても なりません。 16 ま 第二 欄 の 果てまで， 自分の， 選ばれた 者たち 
た， 野に いる 人は， 自分の 外衣を 拾おう ァル ヵ を 集める でしょう。 

うし  もど  ルカ 21.8  たと 

として 後ろの ものに 戻って はなり ませ ィ = ぷ f  28 「では， いちじくの 木から 例えを 
ん。 17 その 日， 妊娠して いる 女と 赤 1ぼ〗2 学びなさい。 その 若枝が 柔らかくな っ 
子に 乳を 飲ませて いる 者に とっては 災 ェマ タ て， その 葉を 出す と， あなた 方は すぐ 

㈦  とうき  お  才啓 13:13  なつ ちか  し  （ス）  おな 

いになります！ 18 それが 冬期に 起き 力:^ ぬ に， 夏の 近い ことを 知ります。 29 同 

いの  [ソ）  エフ がた 

ないように 祈って いなさい。 19 それ ペ^!  3:17 じように あなた 方は， これらの ことが 

そうぞう  はじ  キヨ ハ 13:19  お  かれ  ちか 

は， 神が なされた 創造の 初めから その クマ タ 24:29 起きて いるのを 見たら， 彼が 近づいて， 

ときお  にど  ケ ダニ 7:13 とぐち  し  （セ） 

時まで 起きた ことが なく， また 二度と  ^ ぶ11 戸口に いる ことを 知りなさい。  30 あ 
起きない ような 患難の 日と なる からで 2h2? なた 方に 真実に 言います が， これらの 

[チ]  じっさい  {ッ）  みじか  サ申 30:4  こと  お  せだい 

す。 20 実際， エホバが その 日を 短く  ゼ ヵ2:6  すべての 事が 起こる まで， この 世代は 

にく  もの  マタ 24:31 けっ  す  さ  (V)  (9) ち 

されなかった とすれば， 肉なる 者は だ ^；；：^32 決して 過ぎ去りません。 31 天と地は 
れも われないでしょう。 しかし， そ セ 過ぎ去る でしょう。 しかし わたしの 言 

えら  [テ）  [卜）  マル 13:28  (チ）  W 

の お選びに なった， 選ばれた 者たち の ソマ タ 24:34 菜は 過ぎ去らな いのです 0 

ゆえに， [裡] は その 日を 短く された の 夕 ，ザ11^ ほ  32 「その 日 または 時刻に ついては だ 

^  チ ヨシ 23:14  - 

C  9  〇  イザ 40:8  ツマ タ 5:18; マタ 24:35; ルカ 16:17。 
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れも 知りません。 天に いるみ 使いたち 
も 壬 も [知らず]， 父 だけが [知って お 
られ ます]。  33 ずっと 見て いて， 目 
を 覚まして いなさい。 あなた 方は， 定 
めら れた 時が いつかを 知らないからで 
士。 34 それは， 自分の 家を 離れ， 自 
分の 奴隸 たちに 権威を 与え， 各々 に そ 
の 仕事を [ゆだね]， 戸口 香には， ずっ 
と 見張って いるよう にと 命令して， 外 
国に 旅行に 出た 人の ようです。 35 そ 
れ で， あなた 方は， 家の 主人が いつ 来 
るか， 一日 も 遅く なって からか， 真 夜 
中 か， おんどりの 鳴く ころ か， あるいは 
朝早く かを 知らないので すから， ずっ 
と 見張って いなさい。 36 彼が 突然に 
到着して， あなた 方の 眠って いると こ 
ろを 見つける ことがない ようにす るた 
めです。 37 しかし， わたしが あなた 
方に 言う ことは， すべての 者に 言う の 
です。 ずっと 見張って いなさい」。 

1 4 さて， 過ぎ 越しと 無 酵母 パン [の 
赛 り] は 二日 後であった。 そし 
て 祭司 長と 書士 たちは， どうした らう 
まく 古: 組んで 彼を 捕らえて 殺せる かを 
探り 求めて いた。 2 彼らは， 「祭りの 
時は いけない。 もしかすると 民の 騒動 
が あるか もしれ ない」 と 繰り返し 言っ 
ていたの である。 

3 そして， [イエス] がべ タニヤ でら 
い 病人 シモンの 家に いて， 横に なって 
食事を して おられた 時であった が， ひ 
とりの 女が， 雪花 石こう の 容器に 入っ 
た 香油を 携えて やって来た。 k 物の ナ 
ルドで あり， 非常に 高価な もので あっ 
た。 彼女は 雪花 石こう の 容器を 割って 


第 13 章 


アマ タ 24:36 
使徒 1:7 


第 14 章 

ヶ出 12:6 
レビ 23:5 
ルカ 22:1 
ョハ 13:1 


コ レビ 23:6 


第二 欄 


セ ルカ 


開け， それを 彼の 頭に 注ぎ はじめた。 
4 すると， 互いに 憤慨した 様子を 示す 
者たち がいて， 「どう して こんな 香油 
の 無駄 づ かいを したの か。  5 この 香 
油なら 三百 デナ リ 以上で 売れた し， そ 
うすれば 貧しい 人たち に 施す こと もで 
きたのに！」 と [言った]。 そして， 彼 
女の ことを 非常に 不快に 思って いた。 
6 しかし イエスは 言われた， 「彼女を 
そのまま にして おきなさい。 なぜ あな 
た 方は 彼女を 困らせよう とする のです 
か。 彼女は わたしに 対して りっぱな 行 
ない をした のです。 7 あなた 方に とっ 
て， 貧しい 人たち は 常に おり， あなた 
方は いつでも 望む 時に 彼らに 善を 行な 
えます が， わたしは 常に 共に いる わけ 
ではない からです。 8 彼女は 自分に 
できる ことを しました。 埋葬を 見越し 
てわた しの 体に 前もっ て 香油を 付けよ 
うとした のです。  9 あなた 方に 真実 
に 言います が， 世界中 どこでも 良いた 
よりが 宣べ 伝えられる 所では， この 女 
のした こと も， 彼女の 記念と して 語ら 
れ るで しょ う」。 

10 それから， 十二 人の 一人， ユダ •イ 
ス カリオ テは， [イエス] を 裏切って 渡 
すため， 祭司 長たち のと ころに 行った。 
11 それを 聞く と， 彼らは 歓 び， 彼に 

ぎんす  あた  やくそく  [サ） 

銀 子を 与える ことを 約束した。 それで 
彼は， どうしたら [イエス] をう まく 裏 
切っ て 渡せ るかを 探る ようになった。 

12 さて， 無 酵母 パンの 最初の 日， それ 
は 慣例と して 過ぎ 越し [のい けにえ] を 
犠牲に する 時であった が， 弟子たち が 
彼に こう 言った。 「過ぎ 越しの 食事を 
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なさる ため， わたしたちが どこに 行っ 
て 準備を する ように お望みです か」。 
13 そこで 彼は 弟子の 二人を 遣わして こ 
う 言われた。 「市内に 入りなさい。 そ 
うすれば， 水を 土器に 入れて 運んで い 
る 男が あな た 方に 出会 うでしょう。 そ 
の あとに 付いて行きなさい。 14 そし 
て， 彼の 入って 行く のが どこであって 
も， そこの 家 あるじに こう 言いなさい。 
『趣が 言われます， 「弟子たち と 一緒に 
過ぎ 越 しの 食事が できる ，わた しのた め 
の 客室は どこで しょうか」 と』。 15 そ 
うする と 彼は 準備の 整った， 大きな 階 
上の 部屋を 見せて くれる でしょう。 そ 
こで わた したち のために 準備を しな さ 
い」。 16 それで 弟子たち は 出て 行っ 
た。 そして 市に 入って みると， [イエス] 
が 彼らに 言われた とおりであった。 こ 
う して 彼らは 過ぎ 越しの 準備を した。 

17 夕方に なって から， [イエス] は 
十二 人と 共に 来られ/ •こ。 18 そして， 
彼らが 食卓の 前に 横に なって 食べて い 
た 時， イエスは こう 言われた。 「あな 
た 方に 真実に 言います が， あなた 方の 
一人で， わたしと 一緒に 食事を して 
いる 者が， わたしを 裏切る でしょう」。 
19 彼らは 悲嘆し， 一人ず つ， 「まさ 
かわた しではありません ね」 と 言い 始 
めた。  20  [イエス] は 彼らに 言われ 
た， 「それは 十二 人の 一人で， わたし 
と 一緒に 共同の 鉢に [手を] 浸して いる 
者です。 21 確かに 人の 王は， 自分に 
ついて 書かれて いると おりに 去って 行 
きます が， 人の 壬を 裏切る その 人は 災 
いです！ その 人に とっては， むしろ 


ア ヨブ 3:3 
マタ 26:24 


生まれて こ なか っ たほうが よかっ たで 

(7) 

しょつ」。 

22 そして， 彼らが 食事を 続けて いる 
と， [イエス] は パンを 取って 祝とう を 
述べ， それを 割いて 彼らに 与え， 「取り 
なさい。 これは わたしの 体を 表わして 
います」 と言われた。 23 また， 杯を 
取り， 感謝を ささ げてか ら ，それを 彼ら 
にお 与えに なった。 それで 彼らは 皆 そ 
の [杯] から 飲んだ。 24 そうして [イエ 
ス] は 彼らに 言われた， 「これは わたし 
の 『契約の 血』 を 表わして います。 そ 
れは 多くの 人の ために 注ぎ 出される こ 
とに なって います。 25 あなた 方に 真 
実に 言います が， 独の 王国で それの 新 
しい ものを 飲む その 日まで， わた しは ぶ 
どうの 木の 産物を もう 決して 飲まない 
でしょう」。 26 最後に， 賛美を 歌って 
から， 彼らは オリーブ山に 出て 行った。 

27 それから イエスは 彼らに こう 言 
われた。 「あなた 方は みなつ まずく で 
しょう。 『わたしは 牧者を 打つ。 する 
と， 羊は 散り散りになる であろう』 と 
書いて あるから です。 28 しかし わた 
しは， よみがえらされた 後， あなた 方に 
先立って ガリラヤに 行きます」。 29 し 
かしべ テロは 言った， 「たとえ ほかの 
みんなが つまずいても， わた しは [つま 
ずき] ません」。 30 すると イエスは 言 
われた， 「あなたに 真実に 言って おき 
ますが， あなたは 今日， そうです， 今 
夜， おんどりが 二度 鳴く 前に， あなた 
でさえ 三度 わたしの ことを 否認す るで 
しょ う」。  31 しかし 彼は しきりに こ 

う 言う のであった。 「あなたと 一緒に 


1569  イエスは 祈る。 使徒たち は 眠る。 裏切る 者  マルコ 14:32—49 

死なねば ならない としても， わたしは 第 w 章 る。 そのため 彼らは [イエス] に 何と 答 
決して あなたの ことを 否^: したりは し 7~  26:35 えてよ いか 分からなかった。 41 それ 

もの  おな  イマ タ 26:36  どめ  き  かれ 

ません」 0 また， ほかの 者たち もみな 同 ルヵ22:39 から， [イエス] は 三度 目に 来て， 彼ら 

(7]  ヨハ 18:1  い  とき 

じこと を 言いだ した。  ウ  iri に 言われた， 「このような 時に， あな 

かれ  がた  ねむ  じゅうぶん 

32 こうして 彼らは ゲッセ マネと いう ェマ タ 26:37 た 方は 眠って 休んで いる！ もう 十分 
所に 来た 。そして [イエス] は 弟子たち 才 詩42 :5  です！ 時刻が 来ました！ 見よ， 人 
にこう 言われた。 「わた しが 祈りを す ョ ハ12 :27 の 壬は 裏切られて 罪人たち の 手に 渡さ 
る 間， ここに 座って いなさい」。  33 そ t7$26:3° れま 42 立ちなさい。 行き ましょ 

(ゥ） いっ キマタ 26:39  (X)  うらぎ  もの  ちか 

れ から， ぺ テロと ヤコブと ヨハネを ー ルヵ22 う。 見よ， わたしを 裏切る 者が 近づい 
緒に 連れて行かれ たが， ご 自分は ぼう ク gK5 て 来ました」。 

然とされ， かつ ひどく 苦悩し 始められ ヶル ヵ22:42  43 するとす ぐ， [イエス] がま だ 話し 

(I)  かれ  い  ヨハ 6:38  ひとり 

た。 34 そして 彼らに 言われた， 「わ ヘプ5 :7 て おられる うちに， 十二 人の 一人で あ 
たしの 魂は 深く 憂え 悲しみ， 死なん ば 22；1? る ユダが 現われた。 そして， 剣 や こん 
かりです。 ここにと どまって， ずっと サマタ 6]3 棒を 持ち， 祭司 長 •書士  •年長者たち 

みは  （力）  す こ  ルカ 11：4  き  ぐんしゅう  いっしょ  [力 1 

見張って いなさい」。  35 そして， 少 、>_^26:41 の もとから 来た 群衆が 一緒であった。 
し 進んで 行って 地面に 喪し， もしで き  ??  5；?7  44 さて， [イエス] を 裏切る 者は， 「だれ 

る ことなら， その 時が 自分から 過ぎ去 スマ タ ％42 であれ わたしが 口 づけす るの がその 人 

いの  （キ）  -  こういん  ひ 

るよう にと 祈り はじめられた。  36 そ  だ。 それを 拘引して， しっかりと 引い 

して さらにこう 言われた。 「アバ， 父 ァマタ 26:43 て 行け」 と 言って， 彼らと 合図を 打ち 

(グ  かのう  あ  [キ）  かれ 

よ， あなたには すべての ことが 可能で ィョ ハ ^ 合わせて あった。 45 そこで 彼は まっ 
す。 この 杯を わたしから 取り除い てく  26:45 すぐに 寄って 来て [イエス] に 近づき， 

ださい。 それでも， わたしの 望む こと  ~14:3  「ラビ！」 と 言って， いと も 優しく  口づ 

[ヶ）  オマタ 26:46  (ク）  かれ 

ではなく， あなたの 望まれる ことを」。 ョ ハ18:2 けした。  46 そこで 彼らは [イエス] に 
37 それから 来て， 彼らが 眠って いるの SI? 手を かけて 拘引した。 47 しかし， そ 

い  ヨハ 18:3  もの  つるぎ  ぬ 

を 見て， ぺ テロに こう 言われた。 「シ  ばに 立って いた 者の ひとりが 剣を抜い 

キマタ 26:48  だ いさい し  どれ い  う 

モンよ， あなたは 眠って いるので すか。 て 大祭司の 奴隸に 撃ち かかり， その 耳 

じ かん みは  きお  [コ） 

一時間 見張って いる 力 もなかった ので ヶマタ 26:50 を 切り落とした。 48 しかし イエスは 

[コ 1  がた  みは  ルカ 22:49  かれ  い  がた 

すか。 38 あなた 方は， ずっと 見張 っ 26：51 こたえて 彼らに 言われた， 「あなた 方 
ていてい つも 祈り， 誘惑に 陥らない よ = ミ 巧は， わたしを 捕縛す るのに， 強盗に 対 

れい  つるぎ  ぼう  も  き 

うにして いなさい 0 もとより， 霊は は サマタ 26:55 する ように 剣 や こん 棒を 持って 出て 来 

にくたい  よわ  [シ]  ルカ 22:52  [サ）  ひび  しんでん 

やっても， 肉体は 弱い のです」。 39 そ ^ 19：47 たのです か。 49 日々 わたしは 神殿で 
れ から [イエス] は 再び 離れて 行き， 同じ  18:20 あなた 方 と共にいて 教えて いたのに， 

言葉で 祈られた。 40 そしてもう 一度 ィザ53:7 あなた 方は わたしを 拘引し ませんで し 
秦て ，緩ら が 睫って いるのを こ髮 にな。 以② た。 だが， これは 1T ふ' Wf する ため 
た。 彼らの 目は 重く 垂れて いたので あ Tl9:5o5D なのです」。 


マルコ 14:50—70  審理。 ぺ テロは イエスを 否認す る  1570 

50 すると， [弟子たち] はみ な 彼を 捨 第 M 章 た 0 大祭司が 再び M 問を はじめてこう 
てて 逃げて 行った。 si しかし， 裸の 言った。 「あなたは ほめたたえるべき 
[体] に りっぱな 亜麻布の I 衣を 着けた あ^ 13.7 方の 土 キリスト か」。  62 すると イエ 

る 若者が 彼のす ぐ あと に 付 L 、て 行った。 = ス は 言われた， 「わたしは [その 者] で 

つか  がた  （ゥ） 

それで 彼らは [この 若者] を 捕まえよう ゥョハ i&is す。 そして あなた 方は， 人の 土が 力の 
としたが，  52 彼は 亜麻布の 衣を あと 右に 座り， また 天の 雲と 共に 来る のを 
に 残して， 裸の まま 逃げて しまった。  3" 18：13 見る でしょう」。  63 すると， 大祭司 
53 さて， 彼らは イエスを 大祭司の ョ ハ18 :15 は 自分の 内 衣を 引き裂いて， こう 言っ 
ところに 引いて 行った。 そして， 祭司 ^S3?；32 た。 「このうえ 証人が 必要だろう ふ。 
長- 年長者 •書士 たち 全員が 集合し キ 64 あなた 方は， 冒とくの ことばを 聞い 
た。 54 しかしべ テロは， かなり 離れ  3:16 たのです。 あなた 方には 何が はっきり 

かれ  つ  い （才）  ク出 20:16  かれ  みな 

たと ころから 彼の あとに 付いて行き， J  しています か」。 彼らは 皆， [イエス] 

大祭司 [の 家] の 中庭に 入った。 そして， 胃19 :5  を 死に 服すべき 者と 断罪した。 65 す 
その 家の 従者たち と 一 _ に 座って， 明 3=$26:61 ると， ある 者たち は 彼に つばを かけ， 
るい 火の 前で 身を 暖めて いた。 55  —  1%  また 彼の 顔を す っぽり 覆って こぶしで 

方， 祭司 長たち および サン ヘドリン 全 サマタ 殴り， 「預言せ よ！」 などと 言い 始め 

たい  し  しょ  かれ  -  ていり  ひらて 

体は， イエスを 死に 処 する ため， 彼に  m-m  た。 そして， 廷吏たち は 彼の 顔を 平手 
不利な 証言を 探し 求めて いたが， 何も ァィザ 53:7 で 打って から， 彼を 連れて行った。 

(キ）  おおぜい  もの  かれ  ぺテ I  2:23  なかにわ 

見いだ せなかった。 56 大勢の 者が 彼 <0  26:63  66 さて， ぺ テロが 下の 中庭に いたと 

に 示 利な 偽証を していた ので あるが， ゥ ダニ 7:13 ころ， 大祭司の 下女の 一人が やって来 
その 証言は 一致して いなかった ので あ ^ 詩 11Q:1 た 0  67 そして， ぺ テロが 身を 暖めて 
る。  57 また， ある 者たち が 立ち上が  no  3；f いるのを 見る と， 彼を まともに 見て， 
り， 彼に 不利な 偽証を してこう 言う の ォ マ^^ ぼ 「あなた も， ナザレ 人の この イエスと 
であった。  58 「わたしたちは， 彼が， 1 ；；Ii4 一緒にい ました」 と 言った。 68 しか 
『わたしは 手で 作った この 神殿を 壊し， ヵレビ ㈣ し 彼は それを 否定し， 「わたしは あの 
手で 作った のでは ない 別の ものを 三 キ v 夕 26:65 人を 各 ら ないし， あなたの 言って いる 
日で 建てる』 と言うのを 聞きました」。 ^21：13 こと も 理解で きない」 と 言って， 入口 

てん  かれ  ヨ ハ 1917  ま  い  [ス）  ところ 

59 しかし， こうした 点に ついても 彼ら ヶィザ 50:6 の 間の ほうに 出て 行った。 69 その 所 

しょうげん いっち  イザ 53:3  げじょ  かれ 

の 証言は 一致して いなかった 0  マタ 26:67 で 下女は 彼を 見つけ， そばに 立って い 

60 最後に， 大祭司が 彼らの 真ん中に コル ヵ22 :64 る 者たち に， 「この 人は 彼らの 一人で 
立ち， イエスに 質問して， こう 言った。 す」 と， また 言い 始めた 0  70 彼は 再 

「何も 返答 しないの か。 これらの 者が 22:56 びそれ を 否定す るので あった。 それ か 
あなたに 不利な 証言を している ことは スマ タ 26:7〇 らし ばらく して， そばに 立って いた 者 

[サ）  ルカ 22:57  む  い 

どうな のか」。  61 しかし [イエス] は 26:71 たちが またもや ぺ テロに 向かって 言い 
黙った ままで， 少しも 返答され なか っ  ^  S；25 だした， 「確かに あなたは 彼らの 一人 
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者たち であった。 8 それで 群衆が やっ 
て 来て， [ピラト] が 常々 彼らに 行な っ 
てきた ところに したが っ て 請願を 始め 
た。  9 ピラトは 彼らに こたえて 言っ 
た， 「あなた 方は ユダヤ人の 王を 釈放 
して 欲しい のか」。 10 祭司 長たち が 
そね みのた めに [イエス] を 引き渡した 
ことに 気づいて いたので ある。 11 し 
かし 祭司 長たち は， 代わりに バ ラバを 

しゃくほう  ぐんしゅう  WI 

釈放 させようと して 群衆を あおった。 
12 ピラトは 再び 答えて 彼らに 言う の 
であった， 「では， あなた 方が ユダヤ 
人の 王と 呼ぶ 者は どう したら よいの 
か」。 13 彼らは 再び 叫んで， 「杭に つ 
けろ！」 と [言った]。 14 しかし ピラ 
卜 はな おも 彼らに 言った， 「 彼が どん 
な 悪事を したと いうの か」。 それでも 彼 
ら は， 「杭に つけろ！」 といよ いよ 激 
しく 叫んだ。 15 そこで ピラ トは， 群 
衆を 満足させる ことを 願って バ ラバを 
彼らに 釈放し， イエスを むちで 打たせ 

くい  わた  [サ] 

てから， 杭に つける ために 渡した。 

16 そこで， 兵士たち は 彼を 中庭に， つ 
まり 総督の 官邸 内に 引いて 行った。 そ 
して， 全 部隊を 呼び集めてから， 17 彼 
に 紫 [の 衣] を まとわせ， いばらの 冠を 
編んで かぶらせた。 18 そして， 「こ 
んに ちは， ユダヤ人の 王よ！」 と [言っ 
て] あいさつを b めた。 19 また 彼ら 
は， 葦で 彼の 頭を たたいたり， つばを 
かけたり， ひざを かがめて 敬意の しぐ 

(V)  さいご 

さを したりす るので あった。  20 最後 
に， [イエス] を 愚弄し 終えた 彼らは， 
紫 [の 衣] をはいで， 彼の 外衣を 着せた。 
そ して， 杭に つける ために 連れ出した。 


1571  ピラ トの 前で。 ノ 

だ。 現に， あなたは ガリラヤ 人では な 
いか」。  71 しかし 彼は， 「わたしは 
あなた 方の 話して いる この 人を 知らな 
いの だ」 と [言って]， のろったり 誓っ 
たり し 始めた。 72 するとす ぐに おん 
どり が 二度目に 鳴いた。 それでべ テロ 
は， 「おんどりが 二度 鳴く 前に， あなた 
は 三度 わた しのこと を 否認す るで しょ 
う」 と， イエスが 自分に 言った ことば 
を 思い浮かべた。 そして， くず おれて 
泣き だした。 

1 ^ こうして 明け方になる とすぐ， 祭 

I  ri しちょう  ねんちょうしゃ しょし 

司 長たち は， 年長者 や書士 たち 
と共に， すなわち， サン ヘドリン 全体 
が 協議を した。 そして， イエスを 縛っ 
て 引いて 行き， ピラトに 引き渡した。 
2 そこで， ピラ トは 彼に こう 質問し 
た。 「あなたは ユダヤ人の 王な のか」。 
[イエス] は 答えて 言われた， 「あ なた 
自身が [そう] 言って います」。 3 しか 
し， 祭司 長たち は 多くの 事に ついて さ 
らに 彼を 訴えた。 4 そこで ピラ トは 再 
び 質問を はじめて， こう 言った。 「何 
も 答える ことは ない のか。 彼らが あな 
たに 対して どれほど 多くの 罪状を 挙げ 
ている かを 見なさい」。 5 しかし イエ 
スは それ 以上 何も お答えに ならな かっ 
た。 そのため ピラトは 驚嘆す るよう に 

(t) 

なった。 

6 ところで， [ピラト] は 祭りの 度に 
囚人 一人， 人々 が 請願す ると ころの 
者を 釈放す るの が 常であった。  7 こ 
の 時には， バ ラバと 称する 者が 暴動を 
起こ した 者たち と 一緒につ ながれて い 
た。 それは 暴動の さいに 殺人を 犯した 
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21 また， 田舎から 来た 通行人で， アレ 
ク サンデルと ル フォスの 父で ある， キ 
レネの シモンと いう 者を‘ 仕に 徴用し 
て， 彼の 苦しみの 杭を 持たせた。 

22 こうして 彼らは [イエス] をゴ ルゴ 
夕 [という] 場所に 連れて来た。 これは， 
i 尺せば， “ どくろの 場所” という 意味 
である。 23 ここで 彼らは 没 薬を 混ぜ 
たぶ どう 酒を 与え ようとし たが， [イエ 
ス] は それを 受け ようと さ れ なかった。 
24 それから， 彼らは [イエス] を 杭に つ 
け， また， 彼の 外衣に 関して， だれが 
中を取ろうかと， くじを 引いて それを 
^ 配した。 25 時は すでに 第三 時で あ 
り， 彼らは [イエス] を 杭に つけたので 
ある。 26 そして， 彼の 罪状を 書き込 
んで 「ユダヤ人の 王」 と 記した ものが 
上方に [掲げられた]。 27 さらに， 彼 
らは [イエス] と共に 二人の 強盗を 杭に 
つけ， 一人を その 右に， 一人を その 左に 
[置いた]。 28 —— 29 すると， そば 
を 通る 者たち は 彼に 向かって あしざま 
に 言い， 頭を 振って こう 言う ので あっ 
た。 「はは あ， 神殿を 壊して， 三日で 
それを 建てる と 称する 者よ，  30 苦し 
みの 杭 か ら 下り て 来て 自分を 救っ てみ 
ろ」。 31 同じように 祭司 長たち も， 書 
士 たちと 一緒に なって 愚弄し， こう 言 
い 合った。 「ほかの 者は 救った が， 自 
^ は 救えない の だ！  32 イスラエル 
の 王た る キリス トに， いま 苦しみの 杭 
から 下りて 来ても らおう ではない か。 

々がそれ を 見て 信ずる ためだ」。 一 
緒に 杭に つけられた 者たち までが， 彼 
を 非難す るので あった。 


33 第 六 時に なった 時， 闇が 全土に 垂 
れ こめて， 第 九 時にまで 及んだ。 34 そ 
して 第 九 時に， イエスは， 「エリ， エ 
リ ，ラマ サバ クタ ニ」 と 大声で 呼ば 
わられた。 これは， 訳せば， 「わたし 
の裡， わたしの®， なぜ わたしを お 見 
捨てに なりました か」 という 意味で あ 
る。 35 すると， 近くに 立って いた 者 
の 幾人 かは， それを 聞いて， 「見ろ， エ 
リヤを 呼んで いるの だ」 と 言いだ した。 
36 しかし， ある 者は 走って 行って 海綿 
に 酸い ぶどう酒を 含ませ， それを 葦の 先 
に 付けて 彼に 飲ませよ うとし， 「構わ 
ないで おけ！  エリヤが 下ろしに 来る 
かどう かを 見よう」 と 言った。 37 し 
かし， イエスは 大きな 叫び声を 上げて, 
息を 引き取られた。 38 すると， 聖な 
る 所の 垂れ幕が 上から 下まで 二つに 裂 
けた。 39 その 時， そばで 彼を 前にし 
て 立って いた 士官は， このよう にして 
息を 引き取られ たのを 見て， 「確かに 
この 人は 拽の 壬であった」 と 言っナ こ。 

40 やや 離れた ところでは 女たち も 
見て いたが， その 中には， マリア •マ 
グダ レネ， それに 小 ヤコブと ヨ セの b 
マリア， そして サロメが いた。  41 こ 
れら は， [イエス] が ガリラヤに おられ 
た 時， 彼に 伴って 仕えて いた 者たち で 
あった。 また， 彼と 一緒に エルサレム 
に 来て いた ほかの 大勢の 女たち がいた。 

42 さて， すでに 午後 遅く なって お 
り， しかも それは 準備 [の 日]， つまり 
安息日の 前日であった ので， 43 議会 
の 聞こえの よい 議員で ある ア リマ タヤ 

き  みず か  おう 

の ヨセフが やって来た。 自ら も 神の 王 
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国を 待つ 人であった。 彼は 勇気を 出し 
て ピラ トの 前に 行き， イエスの 体を 頂 
きたいと 願い出た。 44 しかし ピラ ト 
は， 彼が もう 死んだ のだろう かとい ぶ 
かり， 士官を 呼び寄せて， 彼が すでに 
死んだ かどう かを 尋ねた。 45 こうし 
て， 士官から 確かめた 上で， 遺体を ヨ 
セフに 与える ことにした。  46 そこで 
[ヨセフ] は 上等の 亜麻布を 買い， 彼を 
下ろして その上 等の 亜麻布に 包み， 岩 
塊を くりぬいた 墓の 中に 横たえた。 そ 
して， その 記念の 墓の 戸口のと ころに 
石を 転がして おいた。 47 しかし， マ 
リア •マグダ レネと， ヨ セの 母 マリア 
は， 彼の 横たえられた 所を ずっと 見つ 

(キ） 

めて いた。 

-!/» さて， 安息日が 過ぎた 時， マリ 
丄り ア .マグダ レ;！1 と， ヤコブの 霉 
マリア， それに サロメは， そこに 来て 
彼に 油を 塗ろうと して 香料を 買った。 
2 そして， 週の 最初の 日の 朝 とても 
早く， 記念の 墓に 来た。 その 時， 太陽 
はすで に 昇って いた。  3 そして 彼女 
たちは， 「記念の 墓の 戸口から， だれ 
がわた したち のために 石を 転がしの け 
て くれる でしょう か」 と 言い合って い 
た。  4 ところが， 見上げる と， その 
石は， 非常に 大きな ものであった のに， 
すでに 転がしの けて あった ので ある。 
5 記念の k の 中に 入る と， ひとりの 若 
者が 白の 長い 衣を まとって 右側に 座っ 
ている のが 見え， 彼女たち はぼう 然と 
した。 6 その 者は 彼女たち に 言った， 
「ぼう 然とす る ことはありません。 あな 
た 方は， 杭に つけられた ナザレ 人の イ 
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エスを 捜して います 0 彼は よみがえら 
されました。 ここには いません。 見な 
さい， 彼を 横たえた 場所です。 7 しか 
し， 行って， 弟子たち とべ テロに， 『彼 
は あなた 方に 先立って ガリラヤに 行き 
ま 士。 彼が 話した とおり， あなた 方は 
そこで 彼を 見る でしょう』 と 言いな さ 
い」。 8 それで， 彼女たち は 外に 出る 
と， その 記念の 墓から 逃げる ようにし 
て 走った。 おののきと 強い 感動と にと 
ら われて いたから である。 そして， だ 
れ にも， 何も 話さなかった。 恐れに 満 
たされて いたので ある。 


長い 結び 

古代の ある 写本 （アレ 写， エフ 写， ベ 
ザ 写） および 訳本 （ウル 訳， シリ 訳ク ，ベ） 
は， 下記の 長い 結びを 加えて いるが， シ 
ナ 写， バチ 写， シリ 訳シ， アル 訳は これを 
省いて いる： 

9 彼は 週の 最初の 日， [朝] 早くに よみ 
が えった のち， まず マリア •マグダ レネ 
に 現われた。 彼は この 女から 七つの 悪霊 
を 追い出し たので ある。 10 彼女は 行っ 
て， 彼 と共にいた 者たち に 報告した が， 彼 
らは 嘆いたり 泣き 悲しんだり している と 
ころであった 0 11 しかし， [イエス] が 
生き返り， 彼女が それを 見た と 聞いても， 
彼らは 信じなかった。 12 なおまた， こ 
れら のことの 後， [イエス] は， 彼らのう 
ち の 二人が 歩 L ヽ ている ところ に 別の 姿で 
現われた。 ふたりは 田舎に 行く ところで 
あった。 13 ふたりは 戻って 来て， ほか 
の 者たち に 報告した。 彼らは これらの 者 
たち [のこと ば] も 信じなかった。 14 し 
かし， 後に 彼は， 十一 人が 食卓に ついて 
横に なって いると ころに 現われ， 彼らの 
信仰の なさと 心の かた くな さとを と がめ 
られ た。 今や 死人の 中から よみがえった 
[イエス] を 見た 者たち [のこと ば] を 信じ 
なかった からで ある。 15 それから 彼ら 
にこう 言われた。 「世界 じゅうに 行って， 
良いた より を 全 創造物に 宣べ 伝えなさい。 
16 信じて， バプ テス マを 受ける 者は 救わ 


マルコ 16: [17]— ルカ 1：15 
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れ ます。 しかし， 信じない 者は 罪に 定められ 
るでしょう。 17 さらに， 信じる 者には 次の 
しるしが 伴う でしょう。 すなわち， 彼らは わ 
たしの 名を 使って 悪霊たち を 追い出し， いろ 
いろな 国語で 語り， 18 また その 手で 蛇を つ 
まみ 上げ， 死を 来たらせる ような ものを 飲ん 
でも， それは 彼らを 少しも 損なわないで しょ 
う。 彼らが 病人の 上に 手を 置く と， その 人々 
はよ く なる でしょ う」。 

19 このよう にして， 主 イエスは， 彼らに 話 
された のち， 天に 上げられ， 迚の 右に 座られ 


た。 20 そこで， 彼らは 出て 行って 至る所で 
宣べ 伝え， 一方， 主は 彼らと 共に 働き， 伴う し 
るし によって 音信に 後ろ だてを 与えられた。 

短い 結び 

後代の 幾つかの 写本 および 訳本は， マルコ 
16:8 の あとに， 次の 短い 結びを 入れて いる： 
しかし 彼女たち は， 命じられた 事柄す ベて 
を， ぺ テロの まわりの 者たち に 手 短に 話した。 
さらに， これらの ことの 後， イエス ご 自身が， 
永遠の 救いに 関する 聖 なる 不朽の 告知を， 彼 
ら によって， 東から 西にまで 送り出された。 


ルカに よる 書 


1 わたしたちの 間で 全く 信じられて 

I  ことがら (ァ）  はじ  M 

いる 事柄に ついて， 2 初めからの 

もくげき しょうにん [ゥ）  おんしん  つか  もの W 

目撃 証人 また 音信に 仕える 者と なっ 
た 人々 がわた したち に 伝えた とおりに 
その 叙述を まとめようと， 大勢の 人が 
手がけ ま したが，  3 私 も， すべての 
ことにつ いて 始めから 正確に その あ 
とを たどりました ので， それを， き 

すぐ  [才）  さま [») 

わめて 優れた テオ フイ ロ 様， あなた 

ろんりてき  じゅんじょう  か  つた 

に， 論理的な 順序で 書いて お伝えす 
る ことを 思い定めました。  4 それ 
は， あなたが 口伝えに 教えられ たこ 
との 確か さを 十分に 知ってい ただく 

(ク） 

ためです。 

5 ユダヤの 王へ ロ デの 時代に， アビ 
ヤの 組の 者で， ゼ カリヤと いう 名の 祭 

し  かれ  むすめ 

司が いた。 彼には， ア ロンの 娘で ある 
妻が あり， その 名を エリサべ ツ といっ 
た。 6 二人は 共に， エホバの すべての 
おきてと ^ 的な 要求に したがって とが 
めな く 歩んで おり， 裡 のみ 前に あって 
義に かなった 者であった。 7 しかし， 
彼らには 子供がなかった。 エリサべ ツ 
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はう まずめ であった からで ある。 しか 
も， 両人と も ずっと 年を取って いた。 

8 さて， [ゼ カリヤ] は， 自分の 組の 
割り当て により， 迚 のみ 前で 祭司の 務 
めを 行なって いたが，  9 祭司の 職の 
厳粛な 習わしに したが っ て 彼が 香を さ 

ばん  [0)  せい  ところ 

さげる 番 となり， エホバの 聖 なる 所の 

(I)  おおぜい  たみ 

中に 入った。 10 そして， 大勢の 民は 
皆， 香を ささげる 時刻に 外で 祈って い 
た。 11 すると， エホバの み使いが 彼に 
現われて 香 壇の 右側に 立っナ こ。 12 し 
かし， ゼ カリヤは それを 見て 不安に な 

おそ  きも  おそ  W 

り， 恐れの 気持ちに 襲われた。 13 し 

つか  かれ  い 

かしながら み使いは 彼に 言った， 「ゼ 
カリヤよ， 恐れなくて よい。 あなたの 

き がん  きい  { ク） 

祈 は 聞き入れられ たからで ある。 あ 
なた の 妻 エリサべ ツは あなたに 男の子 

を 産む であろう。 あなたは その 名を ヨ 

よ  m 

ハネと 呼ぶ ので ある。 14 そして あな 
たには 喜びと 歓喜と が あり， 多くの 人 
がその 誕生を 歓 ぶであろう。 15 彼は 

まえ  い だい  もの 

エホ ノ 《のみ 前で 偉大な 者と なる からで 
ある。 しかし， 彼は ぶどう酒 や 強い 酒 


1575  エリザベツは 妊娠す る。 ガブリエルは マリアに 話す  ルカ 1:16—35 

を いっさい 飲んで はならない。 彼は， 第 1 章  24 しかし， こうした 日の のち， 彼の 
まさに その 母の 胎 [にいる 時] から 聖霊 m 妻 エリザベツは 妊娠した。 そして， 五 
に 満たされる。 16 そして， イス ラエ ィェ =1:5 か 月の あいだ 引き こもって いて， こう 
ルの 子ら の 多くの 者を その M エホバに  Tv  Vil 言った。 25 「エホバは このごろ， 人々 
立ち返らせる であろう。 17 また， 彼 111  4u6A4 の 間での わたしの 恥辱を 取り去る ため 
は エリヤの 霊と 力を もって そのみ 前を わたしに 注意を 向けて くださり， わたし 
行く。 それは， 父の 心を 子供に， 不従 ヵサ” ふ を このように 扱って くださいました」。 
順な 者を 義人の 実際的な 知恵に 立ち返 キィ ザ㈣  26 その 六 か 月 目に， み使い ガブ リエ 
ら せる ため， 準備ので きた 民を エホバ ^iis：n  ルは， 裡の もとから， ナザレと いう ガ 

ととの  [キ）  ロマ 4:19  と し  いえ 

のみ まえに 整える ためで ある」。  ヶ ダニ 8:16 リラ ヤの 都市に， 27 ダビデの 家の ヨ 

18 すると ゼ カリヤは み使いに 言っ  ヘプ i]4 セフ という 人と 婚約して いた ひとりの 

た， 「これが 確か だとい うこと がどう サェ ゼ 3:26 処女の もとに 遣わされた。 その 処女の 
したら 分かる のでしょう か。 わたしは シ民 ；.23  名は マリアと いった。  28 そして 彼女 

としお  W  つま  まえき  とき  かれ  い 

年老いて いますし， わたしの 妻 もず っ スコ 112:1 の 前に 来た 時， 彼は こう 言った。 「こ 

と  つか  セ 代 I  9:25  [力）  めぐ  もの 

と 年を取って いるので す」。 19 み使い - んに ちは， 大いに 恵まれた 者よ。 エホ 

は 答えて 言った， 「わたしは ガブ リエ  パは あなたと 共に おられます」。 29 し 

ル， 裡の すぐみ 前に 立つ 者で ある。 そ ィ創 3〇:23 かし 彼女は そのこと ばに ひどく とまど 
して， あなたと 話し， これらの 良いた よ ゥ ダニ 8:16 い， この あいさつは どういう ことなの 
りを あなたに 告げ 知らせる ために 遣わ だろうかと 考え はじめた。 30 それで 
された ので ある。 20 しかし， 見よ， こ ^ み使いは 彼女に 言った， 「マリアよ， 
れら のこと が 起きる 日まで， あなたは ヵブた 巧 恐れる ことはありません。 あなたは 姓 

だま  （サ） はな、  めく''  え  W  — 

黙った ままで， 話す ことができないで の 恵みを 得た のです。 31 見よ， あな 
あろう 0 わたしの 言葉を 信じなかった ク裁 ^4  たは 胎内に [子] を 宿して 男の子を 産む 
からで ある。 それは， 定められた 時に ^16:11 でしょう。 あなたは その 名を イエスと 
成就す るので ある」。 21 —方， 民の ほ  5^134：4  呼ぶ のです。 32 これは 偉大な 者と な 
うは， ゼ カリヤを ずっと 待って いたが， サ ぶ り， 至高 者の 子と 呼ばれる でしょう。 
彼が 聖 なる 所の 中で 手間 どって いるの エホバ 裡は その 父 ダビデの 座を 彼に 与 
を 不急 議に 思うよう になった。 22 と ス え， 33 彼は 王と して ヤコブの 家を 永 
ころが， 外に 出て 来た 彼が ものを 言え セ:^  m 久に 支配す るので す。 そして， 彼の 王 
なかった ので， 人々 は， 聖 なる 所の 中 v^7；；2 国に 終わりはありません」。 

で 超自然の 光景を 見たところ なの だと ず  34 しかし マ リアは み使いに 言った， 
悟った。 そして 彼は ただ 手 まねを 続け $ ダニ 2:44  「どうして そのような ことがあ るので 
る だけで， おしに なった ままであった。 ^ 1:8  しょうか。 わたしは 男と 交わりを 持っ 
23 さて， その 公務の 期間が 満ちた 時， "it  !；25 ておりません のに」。 35 み使いは 答 
彼は 自分の 家に 帰って 行った。  '"J" 1；20 えて 言った， 「聖霊が あなたに 臨み， 
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至篙 者の 力が あなたを 覆う のです。 そ 
の ゆえに も， 生まれる ものは 聖 なる 者， 
拽の 土 と 呼ばれます。 36 そして， 見 
よ， あなたの 親族 エリサべ ツ も， あの 
老齢で 子を 宿し， うまず めと 言われる 
彼女が， 今や 六月 目と なって います。 
37 裡に とっては， どんな 宣言 も 不可能 
な ことでは ない のです」。  38 すると 
マリアは 言った， 「ご覧く ださい， エ 
ホ パの 奴隸女 でございます！ あなた 
の 宣言 どおりの こと が 私の 身に 起き ま 
すよう に」。 すると， み使いは 彼女から 
去って 行った。 

39 そこで マリアは， そう した ころに， 
立って 山岳 地方に 急ぎ， ユダの ある 都 
市に 行った。 40 そ して， ゼ カリ ヤの家 
に 入って， エリ サベ ツ にあい さつした。 
41 ところが ，エリザベツが マリアの あ 
いさつを 聞いた 時， その 胎内の 幼児は 
躍り上がった。 そして エリサべ ツは聖 
霊に 満たされ， 42 大きな 叫び声を 上 
げ てこう 言った。 「女のう ちで あなた 
は 祝福され た 者， あなたの 胎の実 も 祝 
福され たもので す！  43 そして， わた 
しの 主の 母に 来て いただく この [特権] 
がわた しの ものに なるとは どう してな 
のでしょう。 44 ご覧なさい， あなた 
の あいさつの 響きが わたしの 耳に 入る 
と， わたしの 胎内の 幼児は， 歓喜の あ 
まり 躍り上がった のです。 45 信じた 
その 女 も 幸福です。 エホバから 彼女に 
語られた それらの ことは すべて 成し 遂 
げられ るからで す」。 

46 すると マリアは こう 言った。 「わ 
たしの 魂は エホバを 大 いなる ものと し， 


第二 欄 


アサ n  22:3 
イザ 43:3 


詩 116:5 


47 わた しの 霊は 自分の 救 L ヽ 主なる 神の 
ゆえに 喜びに あふれます。 48  [裡] は 

じぶん  どれい おんな  いや  たちば  かえり 

ご 自分の 奴隸 女の 卑しい 立場を 顧みて 
くださった からです。 ご覧く ださい， 今 
から 後， あらゆる 世代の 人々 がわた し 
を 幸いな 者と 唱える でしょう。 49 強 

りょく  かた 

力な 方が わた しに 太いなる ことを して 
くださった からで あり， その 方の お 名 

まえ  しんせい  闭  よ よ 

前は 神聖です。 50 代々 にわたり， そ 
の 憐れみは その 方を 恐れる 人々 の 上に 
あります。 51 [裡] はみ 腕を もって 強 
太な ことを 行なわれ， 心の 意向の ごう 
慢な 者たち を 広く お散ら しにな り まし 
た。 52 権力を 持つ 人々 を 座から 下ろ 
し， 立場の 低い 者たち を 高く され まし 
た。 53 飢えた 者たち を 良い もので 十 
分に 満ち 足らせ， 富む 人々 をむな し 手 
で お去らせ になり ました。  54  [拽] は 

じ ぶん  しもべ  たす  き 

ご 自分の 僕 イスラエルを 助けに 来て く 
ださいました。 憐れみを 思い出す ため 
であり，  55 それは， わたしたちの 父 
祖 に， すなわち アブラハム とその 胤に 
永久に わた っ て お告げに な った とおり 
です」。 56 そして マリアは 彼女の も 
とに 三月 ほどと どまり， それから 自分 

うち  かえ  い 

の 家に 帰っ て 行った。 

57 さて， エリザベツの 出産の 時が 来 
て， 彼女は 男の子の 母と なった。 58 そ 
して， 隣人 や 彼女の 親族は， エホバが ご 
自分の 憐れみを 彼女に 対して 大きく 示 
された ことを 聞き， 彼女と 共に 歓 ぶよ 

[チ）  かめ  かれ 

うに なった。  59 そして 八日 目に， 彼 
らは 幼子に 割礼を 施そうと してやって 

き  M  ちち 

来て， その [子] を 父の 名に よって ゼカ 
リヤと 呼ぼうと した。  60 しかし その 
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母は 答えて 言った， 「それは なり ませ 第1 章 る 契約， 73 すなわち， わたしたちの 父 
ん！ この [子] は ヨハネと 呼ばれる の 1:13 祖 アブラハムに 誓われた その 誓いを 思 

かれ  い  JltJ  1.20  てき  すく 

です」。 61 すると 彼らは 言った， 「あ ゥル ヵ2: 19 い 出す ため，  74 敵の 手から 救い出さ 
なた の 親族の 中に， その 名で 呼ばれて れ たのち， 75 いつの 日 もみ 前で 忠節 
いる 者は だれもい ません」。 62 そこで 才ちぱ と義 とを もって 恐れな く 神聖な 奉仕を 
彼らは， その [子] を 何と 呼ぶ ように 望ん 力 夂1 1:21 ささげる 特権を わたしたちに 得させる 

ちち たず  キ王 11:48  [才）  おさなご 

でい るの かを， 手 まねで その 父に 尋ね  J  ためな のです。 76 しかし 幼子よ， あ 
はじめた。 63 すると 彼は 書き 板を 求^ ^=:48 なた は， 至高 者の 預言者と 呼ばれる で 
め， 「ヨハネが その 名です」 と 書いた。 ^ 135:4 しょう。 その 道を 備える ため，  77 罪 
それで 彼らは みな 驚嘆した。 64 たち ルヵ7 :16 の 許しに よる 救いの 知識を その 民に 与 

かれ  ひら ⑷  した  と  コサ 12:10  (»)  まえ  さきだ 

どころ に 彼の 口は 開け， その 舌は 解け 詩132:17 える ために， エホバの み 前を 先立って 
た。 そして， 彼は ものが 言える ように シェレ 23:5 行く からです。 78 それは わたしたち 
なって， 裡を ほめたたえた。 65 それ ダー9:24 の裡の 優しい 同情に よるので あり， こ 

きんぺん  す  もの  おそ  ともよ あ ：ク 1  たか ところ 

で， その 近辺に 住む すべての 者に 恐れ  m~m  の [同情] と共に， 夜明けが 高い 所から 
が 臨んだ。 そして， ユダヤの 山岳 地方 7^?26:42 わたしたちに 訪れます。 79 闇と 死の 

ぜんたい  かた  あ  申 4:31  かげ  すわ  もの ひかり  あた 【コ） 

全体で これらの すべての ことが 語り合  *  7:12  陰に 座る 者に 光を 与え， わたしたちの 
われる ようになり，  66 聞いた 人々 は  ^ 106:45 足を 平和の 道に まっすぐに 向けさせる 

こころ と  （ゥ）  おさなご  イ創 22:16 

みな， それを 心に 留めて， 「この 幼子は  ためです」。 

なに  い  y  おさなご せいちょう （サ 1  れい 

いったい 何になる のだろう か」 と言っ ゥ ェレ ■  80 そして 幼子は 成長し， 霊に おい 

じっ  W  a マ 6:22  っょ 

た。 実に， エホバの み 手が その [幼子] ヱ ヱ レ3 〇:9 て 強く なって いった。 そして， イスラ 

とも  へブ 9:14  じぶん  しめ 

と共に あった ので ある 0  ォガラ 4:4 エルに 自分を はっきり 不 す 日まで ずっ 

67 また， その 父ゼ カリヤは 聖霊に 満 と 砂漠に いた。 

(ォ 1 ょげん  m  い  キイ ザ 巧 3  す ぜんち  とう 

たされ, 預言して こう 言った。 68  r イ  ラ さて そのころ， 人の 住む 全地に 登 

スラ エルの# エホバが ほめたたえられ ク 詩97 山 な 録を 命ずる 布告が カエサル. アウ 

阁  じぶん  たみ (ク） ちゅういむ  ケイ ザ 11:1  さいしょとう 

ますよう に。 ご 自分の 民に 注意を 向け， コ詩 107:10 グ スツス から 出た。 2  ( この 最初の 登 

きゅうしゅつ  な  と  （ヶ1  イザ 9:2  ろく  そうとく 

その 救出を 成 し 遂げられた からです。 ィザ49 :9 録はク レニ オが シリ アの 総督であった 

じ S'、 ん  イザ 59:9  とき  お- 

69 そして， わたしたちの ため， ご 自分の  4：i6 時に 行なわれた ものである。） 3 それ 

しもべ  いえ  すく  つの 【コ） お  とうろく  （ス） 

僕 ダビデの 家に 救いの 角を 起こして く サル ヵ2:4 〇 で， すべての 人が 登録を する ため， そ 
ださいました。 70 ご 自分の 聖 なる 預 第 2 章 れぞれ 自分の 都市に 旅立った。 4 もと 
言 者たち の 口を 通し，  71 わたしたち シダ ニ11:2〇 より ヨセフ も， ダビデの 家 また 家族の 
の 敵から， また わたしたちを 憎む すべ ミ:: 一員であった ので， ナザレの 都市を 出 

もの  すく  [サ) むかし 

ての 者の 手からの 救いに ついて 昔から ソ て， ガリラヤから ユダヤに 入り， べツ 
語って こられた とおりです。 72 それ フ タ 2:6 レ ヘムと 呼ばれる ダビデの 都市に 上っ 

ふそ  かんれん  タマ タ 1:25  やくそく  かれ  とつ （夕] いま  みおも 

は， わたしたちの 父祖たち に 関連して ルヵ1 :27 た。 5 約束 どおり 彼に 嫁ぎ， 今は 身重 

あわ  ほどこ  じぶん  せい  テマ タ 1:18  W  闵  とも  とうろく 

憐れみを 施す ため， また ご 自分の 聖な ッ ルヵ 1:27 になって いた マリアと 共に 登録を する 
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ためであった。 6 彼らが そこにい る 第2 章 幼児を 見つけた。 17 彼らは それを 見 
間に， 彼女の 出 k の 日が 来た。 7 そし 7V3?  1:25 ると， この 幼子に ついて 自分たち に 語 
て 彼女は 男の子， 初子を 産み， これを ^^'53：2 られ ていた 事柄を 知らせた。 18 する 
布の 帯で くるんで， 飼い葉 おけの 中に 1:14 と， 聞く 者は 皆， 羊飼いた ちの 話す 事柄 
横たえた。 泊まり 部屋に 彼らの 場所は XUH9：6 に 驚嘆した。 19 しかし マリアは， 心 
なかった からで ある。  ^^213:48 の 中で あれこれと 結論を 下しつつ， こ 

おな  ち ほう  ひつじ か  かた  ことがら  きおく 

8 また その 同じ 地方では， 羊飼いた ヵサ 120:6 うして 語られる 事柄 すべてを [記憶に] 

こ がい  す  やかん  じ ぶん  む  (7)  ひつじ か 

ちが 戸外に 住んで， 夜間に 自分の 群れ キィ ザ 9:6 とどめて いった。 20 それから 羊飼い 
の 番をして いた。 9 すると 突然， エホ  19：2 たちは， 自分たち が 聞いたり 見たり し 

つか [ゥ I  かれ  ク 使徒 2:36  こと  えいこう 

バの み使いが 彼らの そばに 立ち， エホ  フィ2: 11 た 事 すべてに ついて 裡の 栄光を たたえ， 
パの 栄光が 彼らの 周りに きらめいた。 ヶ詩 また 賛美しながら 戻って 行った 。自分 
そのため 彼らは 非常な 恐れを 感じた。 コ 創28: 12 たちに 告げられ ていたと おりであった 

つか  かれ  い  おそ  ダニ 7:10 

10 しかしみ 使いは 彼らに 言った， 「恐  ^5:；；14 ので ある。 

か [イ） み  かれ  かつれい ほどこ 

れる ことはありません。 見よ， わたし ^148:1  21 さて， 八日が 満ちて 彼に 割礼を 施 

は あなた 方に， 民の すべてに 大きな#  v ル11 :1° す 時になる と， その 名 も イエスと 名づ 
びと なる 良いた よりを 告げ 知らせて い yitl:'20 けられた。 胎内に 宿される 前， み使い 

[才）  きょう  と し (力）  つ  （才） 

るので す 0 11 今日， ダビデの 都市で， ス詩 30:5  によって 付けられた 名で ある。 

がた  すく  ぬし (キ） しゅ  [ク）  イザ 61:2  りっぽう 

あなた 方に 救い主， 主なる キリストが ルヵ19:38  22 また， モー セの 律法に したがって 

きよ  き かん (力） み  とき  かれ 

生まれた からです 0 12 そして， これ セ 詩 ill:2 その 浄 めの 期間が 満ちた 時， 彼らは エ 
が あなた 方の ための しるしです。 あな  ホバに 差し出す ため， その [子] を 連れ 

ようじ  ぬの  おび  か  のぼ 

た 方は， 幼児が 布の 帯に くるまり， 飼 ァ創 37:ii て エルサレムに 上った 0  23 エホバの 

ば  よこ  ルカ 1:66  りっぽう  たい  ひら  だんし 

い 葉 おけの 中に 横たわって いるのを 見 ルヵ2: S1 律法に， 「胎を 開く 男子は みな エホバ 

とつぜん おお  たい  せい  よ 

つける でしょう」。 13 すると 突然, 大 ィシ7 ぼ 3 に対して 聖 なる ものと 呼ばれね ばなら 
勢の 天軍が そのみ 使い と共にな り，#  ガ 、ラ4:4 ない」 と 書いて あると おりに である。 

を 賛美して こう 言った。 14 「上なる ゥ #U7:1()  24 また， エホバの 律法に， 「やまばと 

高き 所では 栄光が 拽に ，地上では 平和 —組 もしくは 若い いえば と 二 羽」 と述 
が 善意の 人々 の 間にあるよ うに」。  1:31 ベら れて いると ころに したがって 犠牲 

15 それで， み使いた ちが 彼らを 離れ ^  12:2 を ささげる ためであった。 

て 天に 行って から， 羊飼いた ちは 互い キミ 25 そして， 見よ， エルサレムに シメ 

い  出 34:19  ^ 

にこう 言い はじめた。 「ぜひべ ツ レへ 民3: 13  オンと いう 名の 人が いた。 これは 義に 
ム まで 行って， エホバが わたしたちに  かなった 敬虔な 人で あり， イスラエル 

し  できごと  ク レビ 1:14  なぐさ  ま  w  せいれい 

知らせて くださった この 出来事を 見て  ^ %7：s の 慰めを 待って いた。 そして， 聖霊が 
こようでは ないか」 0 16 そこで 彼らは ヶ詩 119:166 その上に あった 0  26 さらに この 人に 

急いで 行き， マリア， それに ヨセフ， そ  )^以3 は， エホバの キリストを 見る までは 死 

か  ば  よこ  せいれい 

して 飼い葉 おけの 中に 横たわって いる コル ヵ 9:20 を 見ない という ことが， 聖霊に よって 
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神から 酱条 されて いた 0  27 さて， 彼 第2 章 救 出 冬 待つ \々 すべてに， [その子 供] 

は 霊に 動かされて 神殿に 入った。 そし 8:29 について 語り はじめた。 

て， その 両親が， 律法の しきたり どおり ^  12：6  39 こうして， エホバの 律法に した 

に 行なうた め， 幼子 イエスを 連れて 入っ 〇  ?if657:2 がって すべての ことを 果たしてから， 
て 来る と，  28 自ら その [子] を 腕の 中 ェィ ザ52: 1〇 彼らは ガリラヤへ， 自分たち の 都市 ナ 
に 迎え， 裡を ほめたたえ てこう 言った 0  f 吏*4;12 ザレに 戻って 行った。 40 そして， 幼 
29 「主権者なる 主よ， 今 こそ あなたは， 才な H 子は 成長して 強く なって ゆき， 知恵に 
ご 自分の 宣言 どおり， この 奴隸を 安ら ヵィザ ii:i 〇 満たされ，# の 恵みが 引き続き その上 

■:ゥ ）  イザ 42:6 

かに ゆかせて くださいます 0  30 わた  ィザ49:6 にあった。 

すく  i^：o!  かれ りょうしん  す  こ 

しの 目は あなたの 救いの 手 だてを 見た  ^  26:23  41 さて， 彼の 両親は， 過ぎ 越しの 

からです。  31 それは あらゆる 民の 見 キィ ザ25:7 祭りの ため 年 ごとに エルサレムに 行く 
ると ころで あなたが 用意され たもので^ のが 習わしであった。 42 そして [イ 
ぁ 6,  32 諸国 民から ベールを 取り除  エス] が 十二 歳に なった 時であった が， 

くた めの 光， また あなたの 民 イス ラエ  彼らは 祭りの 習慣に したがって 上って 

ルの 栄光です」。  33 すると その 父と  行き， 43 その 期間の 終わりまで とど 

母は， [幼子] について 語られる 事柄を  ~12:8 まった。 しかし 彼らが 帰途に ついた 
終始 不思議に 思って いた。 34 また， サミ ぷ 時， 少年 イエスは エルサレムに 残って 
シメオンは 彼らを 祝福した が， その 母 ショ ハ 仙25 いて， 両親は そのこと に 気づかな かっ 
マリアに こう 言った 0  「見よ， この 者 スコ 111:19 た。 44 一緒に 旅行して いる 連れの 中 

おお  たお 谢  おも  みち  （ク）  い 

は， イスラエルの 多くの 人が 倒れ， ま セテ モ1 5:5 にいる ものと 思い， 一日の 道のりを 行っ 
た 再び 立ち上がる た^， そして 非難を ソ 使徒26:7 てから， 親族 や 知人の 間に 彼を 尋ねて 
浴びる しるしの ために 置かれて います。 第二 欄 まわった。 45 ところが 見つからない 
35  ( そうです， 長い 剣が まさに あなた ァ i ザ: ぎ9 ので， 彼らは エルサレムに 引き返して， 
ぶ 隸實 くで しょ I,) それは， I く  :は 3 難に 緩して みた。 46 すると 三 農 4 

こころ  すいろん  あば  （ス）  かれ  しんでん  W  きょうし  ま 

の 心の 推論が 暴かれる ためな のです」。 ィ レビ 12:6 に， 彼が 神齒 におり， 教師たち の 真ん 
36 さて， ア シェル 族の 者で， パヌ ゥマタ W3 中に 座って， その [話す こと] を 聴いた 
エルの 娘で ある， 女 預言者 アンナが い  り 質問したり している のが 見つかった。 

と  エル カ 1:80  かれ  はな  き 

た。 （この 女は ずっと 年を取って おり， ルヵ2 :52  47 しかし， 彼 [の 話す こと] を 聴いて い 
処女の 時から 七 年間 夫と 共に 暮らした 11:2 た 者たち は 皆， その 理解力と 答えに 終 
が，  37 今は やもめで あり， 八十 四 歳 力 ¢35  始 驚き 惑って いたので ある 0  48 そこ 
であった。） この 女は 神殿から 離れた こ キ 出34:23 で， [イエス] を 見て， 彼らは すっかり 
とがな く， 断食と 祈願と を もって 夜昼 ク王 iiw  驚いて しまった 0 そして 母が 彼に 言っ 
神聖な 奉仕を ささげて いた。  38 そし ヶマタ 26ぽ た， 「子供よ， どうして こんな ことを 
て， ちょうど この 時間に 近くに 来て# コち11? 漂 して くれたの です。 ご覧なさい， 父上 
に 感謝を ささげ， また， エルサレムの  2 ば とわたし は 痛む 思いを しながら あなた 
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を 捜して いたのです」。 49 しかし 彼 第2 章 に， でこぼこの 所は なだらかな 道に な 
は 言った， 「なぜ 私を 捜さなければ な 7S 漂 48  ら ねばならない。  6 そして 肉なる 
ら なかった のです か。 私が 自分の 父の  3-  2:16 者は みな 裡の 救いの 手 だてを 見る であ 
[家] にいる はずの ことを ご存じで はな ^  11  %% ろう』」。 

(7)  かれ  う 

かった のです か」。 50 しかしながら， ゥ =〗〇:12  7 それで， 彼から バプ テス マを 受け 

彼らは [イエス] が 話した ことばの 意味  3 匕 ようとして 出て 来る 群衆に 対して， 彼 

を 悟らなかった。  ェ 創37: 11 はこう 言い はじめた。 「まむしら の 子 

51 それから 彼は [両親] と共に 下って ルヵ2:19 孫よ， 来ようと している 憤りから 逃れ 
ナザレに 来た。 そして， 引き続き 彼ら  !  2:5  るべき ことを， だれが あなた 方に 暗示 

ふく  [ゥ）  はは  イザ 11:2  (I)  く あらた 

に 服して おられた 0 また， 彼の 母は こ ^^3:4  したので すか 〇  8 それでは， 悔い改め 
うした ことばを すべて 心の中に 注意 深 - に ふさわしい 実を 生み出しなさい。 そ 

[ェ）  ち  第 3 章  じぶん  ちち 

く おさめた。 52 そして イエスは， 知 +014:1 して， 自分の 中で， 『わたしたちの 父 
恵に おいても， 身体 的な 成長に おいて  ^  23：7 に アブラハム がいる』 などと 言いだ し 

めぐ  てん  I 力）  クマ タ 26:57  がた 

も， また 拽と 人からの 恵みの 点で もさ  1；;  \8s：f4 ては なりません。 あなた 方に 言って お 
らに 進んで いった。  ^ 4:6 きます が， 姓は これらの 石から アブ ラ 

3 ティべ リウス •カエサルの 治世の =,3,,  !，6 ハムに 子供たち を 起こす 力を お持ちに 

だい  ねん  じっさい  おの 

第 十五 年， ポンテオ •ピラトが ユサ マタ 3:1 なる のです。 9 実際のと ころ， 斧は す 
ダヤの 総督， へ ロ デが ガリラヤの 地域  H \-7724 でに 木の 根 もとに 置いて あります。 そ 

しはいしゃ  いっぽう  きょうだい  み 

支配者， 一方 その 兄弟 フィ リポが イツ シィ ザ4 〇:3 れ ゆえ， りっぱな 実を 生み出し ていな 
リア および テラ コニ テ 地方の 地域 支配 マル1 :3  I 、木は みな 切り 倒されて 火に 投げ込ま 

-  [力] 

者， そして ル サニアが アビ レネの 地域 第二 欄 れ るので す」 0 

支配者であった 時，  2 祭司 長 アンナ ァィザ4 〇:4  10 すると， 群衆は 彼に こう 尋ねる 
ス， および カヤ ファの 時代に， 拽の宣 ^?^840:5 のであった 0  「では， わたしたちは ど 

げん  こうや  W  [コ1  イザ 52:10  (キ I  かれ 

言が 荒野に おいて ゼ カリヤの 子 ヨハネ  ルヵ2: 30 うしたら よいので しょうか」 0 11 彼 

に 臨んだ。  ゥィザ 59:5 は 答えて 言う のであった， 「下着を 二 

3 それで 彼は ヨルダン 周辺の 全地 枚 持つ 人は 一枚 も 持たない 人と 分け合 
方に 来て， 罪の 許しの ための 悔い改め ォマタ 3:8 い， 食べ物を 持つ 者 も 同じよう にしな 
の [象徴と しての] パプ テス マを 宣べ伝 さい」。 12 しかし， 収税人たち までが 
えた。 4 預言者 イザヤの 言葉の 書に パプ テス マを 受けに 来て， 「& よ， わ 
記されて いると おりで ある。 「聴け！ キ= ね3 な たしたち はどうしたら よいので しょう 

こうや さけ  ^ 16:30  い （ヶ ）  かれ 

だれかが 荒野で 叫んで いる 0 『あなた ク 使徒 1〇:2 か」 と 言った。 13  [ヨハネ] は 彼らに 
方は エホバの 道を 備えよ。 その 道路を  言った， 「税率 以上の ものを 要求して 

まっすぐ にせよ。  5 谷間は みな 埋め  3/'13:17 はなり ません」。 14 また， 兵役に つい 

おか  たい  ケマタ 21:32  ひとびと 

られ， 山と 丘は みな 平らに されねば な  ルヵ7:29 ている 人々 も， 「わたしたち としては ど 
ら ず， 曲がった ところは まっすぐな 道 W 力 二8 うしたら よいので しょうか」 と 尋ねる 


1581  イエスの パプ テス マ。 霊に よって 油 そそがれる  ルカ 3:15—29 

のであった 0 すると 彼は 言った， 「だ 第 3 章 から 声が あった。 「あなたは わたしの 
れをも 悩ましたり， だれを も 偽って 訴 7^23；5  王， [わたしの] 愛する 者で ある。 わた 
えたり しては ならず， 自分の 給与で 満 iiir1 しは あなたを 是認した」。 

足しなさい」。  23 なお， イエス 自身は， [その 業を] 

15 さて， 民は 待ち設け ており， またす  開始され た 時， およそ 三十 歳で あ $， 

ベての 者が ヨハネに 関し， 「あるいは ゥョハ I:25  [人の] 意見では， ヨセフの 子であった。 
彼が キリス トでは なかろう か」 と 心の x#1:7  [ヨセフは] ヘリの [子]， 

中で 考えを 巡らして いたので， 16 ヨ  ^ 13:25  24  [ヘリは] マ タテの [子]， 

ハネ はすべ ての 者に こう 言って， その ォマタ 3:11  [マ タテは] レビの [子]， 

答えを 与えた。 「わたしは， あなた 方に  S  2；4  [レビは] メル キの [子]， 

水で バプ テス マを 施します。 しかし， わ  [メル キ は] ヤン ナイの [子]， 

たしより 強い 方が 来られます。 わたし  [ヤン ナイは] ヨセフの [子]， 

は その 方の サンダルの 締め ひもを ほど キ 詩1:4  25  [ヨセフは] マ タテ ヤの [子], 

くに も 値しません 。その 方は あなた 方 a  [マ タテ ヤ は] アモスの [子]， 

に 聖霊と 火で バプ テス マを 施す でしょ  [アモスは] ナホ ムの [子]， 

う。 17  [穀 蘇を] あおり 分ける シャべ ヶマタ 14:3  [ナホ ム は] エス リの [子]， 

ルが その 手に あります。 それは 自分の コマル 6:17  [エス リ は] ナン ガイの [子]， 

脱穀 場を すっかり きれいに し， 小麦を  26  [ナン ガイは] マア テの [子]， 

自分の 倉の 中に 集める ためです。 しか サ I タレは3  [マア テは] マ タテ ヤの [子]， 

し， もみ がらの ほうは， 消す ことので  [マ タテ ヤ は] セ メインの [子]， 

きない 火で 焼き払う でしょう」。  マル1:10  [セ メインは] ヨ セクの [子]， 

18 それで， 彼は ほかに も 多くの 勧め  [ヨ セクは] ヨ ダの [子]， 

をし， 弓 I き 続き 民に 良いた よりを 宣明 ァ詩 2:7  27  [ヨ ダは] ヨハナンの [子]， 

した。 19 しかし 地域 支配者のへ ロ デ マル i:ii  [ヨハナンは] レサの [子]， 

は， 自分の 兄弟の 妻へ ロデア に 関し， ま ぺ テ111 :17  [ レサは] ゼルバベルの [子]， 

たへ ロ デが 行なった すべての 邪悪な 行ィ 使徒 10:38  [ゼルバベルは] シャ ルテルの [子]， 
為に 関して 彼に 戒められ たため， 20 そ  [シャル テルは] ネリの [子]， 

うした [行為] すべてに 加えて さらに こ ㈣ 4:3  28  [ネリは] メル キの [子]， 

のこと を 行なった。 すなわち， ヨハネ I マタ 13:55  [メル キ は] ア デイの [子]， 

を獄に 閉じ込め たので ある。  [ア デイは] コ サムの [子]， 

21 さて， 民が 皆バプ テス マを 受けて ルヵ レ35  [コ サムは] エルマ ダムの [子]， 

いた 時， イエス もまた バプ テス マを お ョ ハ6:42  [エルマ ダムは] エルの [子]， 

受けに なった。 そして， 祈って おられ ヵェ ズ 3:2  29  [エルは] イエスの [子]， 

ると， 天が 開け， 22 聖霊が はとの よ  [イエスは] エリ エゼルの [子]， 

うな 形を とって &の 上に 下り， また 天 キ？1  夕 3ム  [エリ エゼルは] ヨ リムの [子]， 
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[ヨ リムは] マタ テの [子]， 

[マ タテは] レビの [子]， 

30  [レビは] シメオンの [子]， 

[シメ オンは] ユダの [子]， 

[ユダは] ヨセフの [子]， 

[ヨセフは] ヨ ナムの [子]， 

[ヨ ナムは] エリ ヤ キムの [子]， 

31 [エリヤ キムは] メ レアの [子]， 

[メ レアは] メ ンナの [子]， 

[メ ンナ は] マ タタの [子]， 

[マ タタ は] ナタ ンの [子]， 

[ナ タンは] ダビデの [子]， 

32  [ダビデは] エッ サイの [子]， 

[エッ サイは] オペ デの [子]， 

[オペ デは] ボアズの [子]， 
[ボアズは] サルモンの [子]， 
[サルモンは] ナフ ショ ンの [子]， 

33  [ナフ ション は] アミナ ダブの [子]， 
[アミナ ダブは] アル ニの [子]， 

(3) 

[アル ニは] へツ ロンの [子]， 

{ サ） 

[へツ ロンは] ペレツの [子]， 
[ペレツは] ユダの [子]， 

34  [ユダは] ヤコブの [子]， 

[ヤコブは] イサクの [子]， 

[イサクは] アブラハムの [子]， 

[夕） 

[アブラハムは] テラの [子]， 
[テラは] ナホ ルの [子]， 

35  [ナホ ルは] セル グの [子]， 

[セル グ は] レウの [子]， 

[レウ は] ペレグの [子]， 

[ペレグは] エベ ルの [子]， 

[エベ ルは] シヱ ラ ハの [子]， 

36  [シヱ ラ ハは] カイ ナンの [子]， 

(?) 

[カイ ナンは] アル パクシ ャ ドの [子]， 
[アル パクシ ャ ドは] セムの [子]， 


ルカ 3：30 —— 4：8  イエスの 系図。 


サタンに よる 誘惑  1582 

[セムは] ノアの [子]， 

[ノアは] レメ クの [子]， 

37  [レメ ク は] メ トセ ラの [子], 

[メ トセ ラは] エノ クの [子]， 

[エノ ク は] ヤレ ドの [子]， 

[ヤレ ドは] マ ハラ ルエルの [子]， 
[マ ハラ ルエルは] カイ ナンの [子]， 

38  [カイ ナンは] エノ シュの [子]， 

[エノ シュ は] セツの [子]， 

[セツは] アダムの [子]， 

[アダムは] 裡の [子] であった。 

A さて， イエスは 聖霊に 満ちて， ヨ 
^ ル ダンから 去って 行かれた。 そし 
て， 霊に よって 荒野を あち ら こちらと 導 
かれて 2 四十 日に および， その 間 悪 
塵の 誘惑を 受けられた。 その上， それ 
らの 日の あいだ 何も 食べなかった ので， 
それが 終わ っ た 時， 飢えを 感じ られ た。 
3 すると， 悪魔は 彼に 言った， 「あな 
たが 裡の 子であるなら， この 石に， パ 
ン になる ように 命じなさい」。  4 しか 
し イエスは 彼に お答えに なった， 「『人 
は パン だけで 生きる のでは ない』 と 書 
いてあります」。 

5 それで 彼は [イエス] を 連れて 上り， 
またたく 間に 人の 住む 地の すべての 王 
国を 見せた。 6 そして 悪魔は 言った, 
「この 権威 すべてと これらの 栄光を あ 
なた に 上げましょう。 それは わたしに 
渡されて いるから です。 だれでも わた 
しの 望む 者に， わたしは それを 与える 
のです。 7 それで， あなたが， わたし 
の 前で 崇拝の 行為を するなら， それは 
皆 あなたの ものになる のです」。 8 イ 
エスは 答えて 言われた， 「『あなたの 神 


:29 :32 :25 :21 :19 :16 :12 9 1:2 :26 7 :10 1:1 41 
555555551455155 


章 16: 


U 18 


3  3 

4 ビタル 3^ 1  ] ブ 8 : 1  3 : ハ ハ 「 

第 レ ママ 出 王へ 申 啓 ヨヨす 
サ  シ  ス セソタ 


1583  イエスは イザヤの 巻き物を 朗読す る  ルカ 4:9—27 


エホバを あなたは 崇拝し なければ なら 
ず， こ の 方 だけに 神聖な 奉仕を ささげな 
ければ ならない』 と 書いて あります」。 

9 ついで 彼は [イエス] を エルサレム 
の 中に 連れて行き， 神殿の 胸壁の 上に 
立たせて， こう 言った。 「あなたが 神 
の 子であるなら， ここから 身を 下に 投 
じなさい。 10 『[姓] は あなたに 関し 
て ご 自分の 使いたち に 指図を 与え， あ 
なた を 守らせる であろう』， 11 そし 
て， 『彼らは その 手に 載せて あなたを 
運び， あなたが 石に 足を 打ちつ ける こ 
とのない ようにす る』 と 書いて あるか 
ら です」。 12 イエスは 答えて 言われ 
た， 「『あなたの 裡 エホバを 試みて はな 
ら ない』 と言われて います」。 13 そ 
れで 悪魔は 誘惑を すべて 終え ， 別の 都 
合の 良い 時まで 彼の もとから 身を 引 

[ク） 

いた。 

14 それから イエスは 霊の 力に 動か 
されて ガリラヤに 帰られた。 すると， 
彼の 評判は 周囲の 全地方に あまねく 広 
まった。 15 また， 彼は 人々 の 会堂で 
教えは じめ， すべての 人から 敬われた。 

16 そして [イエス] は ナザレに 来ら 
れ た。 そこは 彼の 育てられた 所で ある。 
そして， 安息日 ごとの 自分の 習慣 ど お 
り 会堂に 入り ，次いで， 朗読の ために 立 
ち 上がられた。 17 そこで 預言者 イザ 
ヤの 巻き物が 彼に 手渡された。 彼は 巻 
き 物を 開き， こう 書いて ある 所を 見い 
だされた。 18 「エホバの 霊が わたしの 
上に ある。 貧しい 者に 良いた よりを 宣 
明させる ため わたしに 油を そそぎ， 捕 
ら われ 人に 余 放を， 盲人に 視力の 回復 
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を宣べ 伝え， 打ち ひし がれた 者を 解き 
放して 去らせ， 19 エホバの 受け入れら 
れる 年を 宣べ 伝えさせる ために， わた 
しを 遣わして く ださ っ たからで ある」。 
20 そうして 彼は 巻き物を 巻き， それ 
を 付き添いの 者に 返して， 腰を下ろさ 
れ た。 すると， 会堂に いたす ベての 人 
の 目が じっと 彼に 注がれた。 21 その 
時， 彼は こう 言い 始められた。 「あな 
た 方が いま 聞いた この 聖 句は， きょう 
成就して います」。 

22 それで 人々 はみ な 彼に ついて 好 
意 的な 証し をし， また その 口から 出る， 
人を 引きつけ る 言葉に 驚嘆す るよう に 
なった。 また 彼らは， 「これは ヨセフ 
の 子では ないか」 と言うので あった。 
23 すると [イエス] は 彼らに こう 言わ 
れ た。 「きっと あなた 方は こ の 例えを 
わたしに 当てはめる でしょう。 『医者 
よ， 自分を 治せ。 カペル ナウ ムで 起き 
たと わたしたちが 聞いた 事柄を， ここ， 
自分の 郷里で も 行なえ』 と」。 24 だ 
が， [イエス] はこう 言われた。 「あな 
た 方に 真実に 言います が， 預言者は だ 
れも _ 分の 郷里では 受け入れられない 
ものです。 25 例えば， あなた 方に ほ 
ん とうに 言います が， エリヤの 日に， 
イスラエルには 多くの やもめが いまし 
た。 その 時， 天は 三年 六 か 月の あいだ 
閉ざされ， そのため 大 飢きんが 全土を 
襲いました。 26 それでも， エリヤは 
それら [女たち] の だれの もと にも 遣わ 
されず， ただ シドンの 地の ザレ パテに 
いた 一人の やもめの もとに [遣わされ ま 
した]。 27 また， 預言者 エリ シャの 時 


ルカ 4:28—43  ナザレの 住民に 襲われる。 カペル ナウ 厶へ 下る  1584 

に， イスラエルには 多くの らい 病人が 第4 章 ると， 汚れた 霊たち は 出て 来る の だ」。 
いました が， そのうち 一人 も 清められ 7In  5:14  37 こうして， 彼に 関する たよりは 周囲 

ず， ただ シリアの 人ナ アマンが [清めら ^ 2:34 の 地方の すみずみに 伝わって いった。 
れ たのです]」。 28 さて， 会堂で これ ゥ7夕21:38  38 立って 会堂を 出てから， [イエス] 

ら のこと を 聞いて いた 者は みな 怒りで 1  3；； 10-39 は シモンの 家に 入られた。 ところで， 

[ィ J  たか  ねつ  くる 

いっぱいに なった。 29 そして， 立ち ォマル 1:21 シモンの しゅうとめが 高い 熱で 苦しん 

かれ  し  そと  ひとびと  かのじょ  ねが 

上がって 彼を 市の 外へ せき 立て， 彼ら カマ タ 7:28 で おり， 人々 は 彼女の ために お願いし 
の 都市が 建てられた 山の がけ 端に 連れ  3/W:46 た。 39 それで [イエス] は 彼女を 見下 
て 行った。 彼を さかさに 投げ落とそう +"h2：15 ろして 立ち， その 熱を 叱りつ けられた。 
としてであった。 30 しかし [イエス] ^；1/1：23 すると， それは 引いた ので ある。 彼女 
は 彼らの 真ん中を 通り抜けて， その ま '"It  Sr はすぐ さま 起き上がり， 彼らに 仕える 

才す  ゆ  (X)  ヨハ 19:19  闭 

ま 進んで 行かれた。  使徒2:22 ようになった 0 

31 それから [イエス] は ガリラヤの 都 コマ タぱ  40 しかし， 日が 沈み かけた ころ， さ 
市 カペル ナウ ムに 下って 行かれた。 そ#  9.q まざ まな 疾患で 病む 者たち を かかえる 
して， 安息日に 人々 を 教えて おられた。、  人々 がみな， [その 病人たち] を 彼の も 

かれ  ぉしかた  ソマ i レ：^  っ  き 

32 すると 彼らは その 教え方に すっか  i ミ 匕3^ とに 連れて来た。 [イエス] は その ひと 

おどろ  M  はな  お  なお 

り 驚く のであった。 彼の 話す ことに ，^1:26 りひと りの 上に 手を 置いて， 彼らを 治 

けんい  [キ）  （力）  あくれい 

は 権威が あった からで ある。  33 さ - される のであった。 41 悪霊たち もま 

て， 会堂には， 霊つ まり 汚れた 悪霊に 7  m2. た， 叫び声を 上げ， 「あなたは# の i 

[ク） ぉ ぉごぇ  Z  7 ノレ 1.27  ぃ  ぉぉ  もの 

つかれた 人が いて， 大声で こうどな っ . 1〇〇 です」 と 言いながら， 多くの 者から 出 

じん  W  ィマ ル^  <  [ク） 

た。  34 「ああ， ナザレ 人 イエスよ， ルヵ5 :15 て 来る のであった。 しかし [イエス] は， 
わたしたちは あなたと 何の かかわりが ゥ; ぶ 彼らを 叱りつ け， 語る ことを 許そうと 

(3)  ほろ  [ヶ） 

あるので すか。 わたしたちを 滅ぼそう はされ なかった。 [イエス] が キリス ト 
として やって来 たのです か。 わたしは  ^  28：8 である ことを， 彼らが 知ってい たから 

し  il-  /j  只 • 1  S  [サ！ 

あなたが だれかを はっきり 知ってい ま  v;tl；31 である。 

[サ）  せい  もの  トン）  よ  あ 

す， 神の 聖 なる 者です I。 35 しかし， ヵマ タ 8:16  42 しかしながら， 夜が 明ける と， [イエ 

しか  い  マル 1:32  そと  さび  ばしょ  ゆ  [シ） 

イエスは それを 叱りつ けて こう 言われ 使徒28:9 ス] は 外に 出て 寂しい 場所に 行かれた。 

だま  かれ  ぐんしゅう  さが  まわ  かれ 

た。 「黙って いなさい。 そして， 彼 か キマタ _  しかし 群衆は あちこちと 捜し回り， 彼 

き  ぁ くれ ぃ  7 ル 3:11  き 

ら 出て 来なさい」。 そこで， 悪霊は， そ $  のい ると ころにまで やって来た。 そし 

の 人を 人々 の 真ん中に 投げ倒してから  て， 彼が 自分たち のと ころから 去って 

きず  ケマル 1:25  ひ  と 

出て 来たが， 彼を 傷つけて はいな かっ  %% 行く のを 引き留めよう とした。 43 し 

た。 36 すると， 非常な 驚きが すべて  ^ 16：18 かし [イエス] は 彼らに こう 言われた。 

もの  のぞ  かれ  たが  かた  あ  -*  M 七？ .11  とし  おうこく 

の 者に 臨み， 彼らは 互いに 語り合って  11  4；34  「わたしは ほかの 都市に も裡の 王国の 

い  なん  はなし  よ  せんめい 

こう 言った 0  「これは 何とい う 話な の サ 使徒 19:15 良いた よりを 宣明 しなければ なり ませ 

けんい  めい  つか 

だろう 0 彼が 権威と 力と を もって 命じ シマ ル 1:35 ん〇 わたしは そのために 遣わされ たか 
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ら です」 0  44 こうして [イエス] はユ 第4 章 ので ある。 10 シモンと 分け合う 者で 

ダ ヤの諸 会堂で 宣べ 伝えて 行かれた。  7 だ、 以 ある ゼべ ダイの 息子た' 4, ヤコブと ヨ 
群衆が 間近に 迫って 姓の 言葉を 聴  〇?  ^88 ハネの 両人 も 同様であった。 しかし イ 
^ いていた 時であった が， [イエス] ィマタ 4:23 エスは シモンに 言われた， し 恐れな く 
はゲネ サレ 湖の ほとりに 立って おられ ヵレ1:39 て もよ い。 今から 後， あなたは 人を 生 
た 0  2 そして， 二そう の 舟が 湖畔に 第5 章 きながら 捕る のです」。 11 それで 彼 

泊めて あるのを ご覧に なった が， 漁師 ゥ== らは 舟を 陸に 戻し， 一切の ものを 捨て 
たちは それから 出て， 網を 洗って いる 17$4:21 て 彼の あとに 従った。 

ところであった 〇  3  [イエス] は 一方  12  [イエス] が ある 都市に いた 別の 

の 舟に 乗られた が， それは シモンの  時の ことであった が， 見よ， 体 じゅう 

[舟] であり， 陸から 少し 離す ようにと ^'21’6 らい 病の 人が いた。 イエスを 見かける 
彼に お求めに なった。 それから 腰を 下 +〜21:3 と， fl はう つ 伏して 願いを し， 「主よ， 
ろし， 舟の 中から 群衆に 教え はじめら クョ ハ21:8 あなたは， ただそう お望みになる だけ 
れ た。 4 話し 終えてから， シモンに ヶョ ハ2 1:7 で， 私を 清く する ことが おできに なり 

い  ふか  の  い  （エ） 

こう 言われた。 「深いと ころに 乗り出 コマ タ 8:8 ます」 と 言った。 13 そこで [イエス] 
しなさい。 そして あなた 方は， 網を 下 — ： — は 手を 伸ばして 彼に 触り， 「わたしは 
ろして 漁を しなさい」。 5 しかし シモ 7y4:21 そう 望みます。 清くな りなさい」 と 言 
ンは 答えて 言った， 「先生， わたした  m:19 われた。 すると， らい 病は すぐに 消え 
ちは まる 一晩 労苦して 何も 取れな かっ ィ=ぱ たので ある。 14 そして [イエス] は， 

W  おお  あみ  お  1  '  はな  めい 

たのです が， 仰せのと おりに 網を 降ろ  だれに も 話さない ようにと その 人に 命 

してみ ます」。 6 ところが， これを 行 ：パ丨 もじ， 「ただし， 行って 自分を 祭司に 見せ， 
なった 彼らは， 非常に 多くの 魚を 囲い  H ls?28 モー セが 指示した とおり， 自分の 清め 
込んだ ので ある。 事実， 彼らの 網は 裂  ^  に 関連した 捧げ物を し^:， 彼らへの 証 

け はじめた。  7 それで 彼らは， もう 一 しとしなさい」 と [言われた]。 15 し 
方の 舟に いる 仲間の 者たち に， 来て 加 ^,8：3 かし 彼に 関する 話は ますます 広まって 
勢して くれる ようにと 身ぶ り で 合図を  1 1:42 ゆき， [彼の ことばを] 聴き， また 自分の 
した。 彼らは そのと おり やって来て， 力：;^ ぼ 病気を 治しても らおう として， 大群 衆 

りょうほう  あつく  [コ） 

両方の 舟を いっぱい にした。 そのため  が 集まって 来る のであった。 16 しか 

しず  キ レビ 13:49  さばく  ひ 

に， [舟] は 沈み かけた 0  8 これを 見 レビ14:2 し [イエス] は ずっと 砂漠に 引き こも っ 

[ヶ1  いの  [サ 1 

て， シモン •ぺ テロは イエスの ひざ も ク レビ 14:1〇 て， 祈りを して おられた 0 

ふ  わたくし  はな  レビ 14:20 

とに ひれ 伏し， 「私から お離れく ださ  17 そうした ある 日の ことであった 

い。 私は 罪深い 男な のです， 主よ」 と  マル I:44 が， [イエス] は 教えて おられ， ガリ ラ 
言った。 9 自分たち が 引き上げた 魚 コマ タ 4:25 ヤと ユダヤの すべての 村 および エル サ 
が 大漁な のを 見て， 彼 も 共に いた 者 も  ョ ハ6:2 レムから 出て 来た パリ サイ 人 や 律法の 
みな 非常な 驚きに 圧^！ されて しまった サ マル 1:45 教師たち も そこに 座って いた。 そして， 


ルカ 5:18—35  体の まひした 人を いやす。 レビの 歓迎の 宴  1586 


彼が いやしを 行なうよ うに エホバの 力 
がそ こに あった。 18 すると， 見よ， 
まひ した 人を 寝床に 載せた まま 運んで 
来る 男たち がいた が， その 人を 連れて 
入って [イエス] の 前に 置く 道を 探して 
いると ころであった。 19 そして， 群 
衆の ために， 連れて 入る 道を 見いだ せ 
なか っ たので， 彼らは 屋根に よ じ 登り， 
かわら 屋根を 破って， 小さな 寝床の ま 
ま， イエスの 前にいた 人々 の 間に 彼を 
下ろした。  20 すると [イエス] は， 彼 
ら の 信仰を ご覧に な っ てこう 言われた。 
「人よ， あなたの 罪は 許されて います」。 
21 するとす ぐ， 書士と パリ サイ 人た 
ちは 論議を b めて こう 言った。 「冒と 
くのこと ばを 吐く この 者は 何者か。® 
おひと りの ほかに だれが 罪を 許せる の 
か」。  22 しかし イエスは 彼らの 論議 

を 見抜き， 答えて こう 言われた。 「あ 

がた  こころ  なに  おも  めぐ 

なた 方は 心の中で 何を 思い巡ら してい 
るので すか。  23 『あなたの 罪は 許さ 
れ ている』 と言うのと， 『起き上が っ 
て 歩きなさい』 と言うの では， どちら 
が 易しいで すか。 24 しかし， 人の 壬 
が 罪を 許す _ 威を 地上で 持って いる こ 
とを あなた 方が 知る ために 一」 [イエ 
ス] はま ひ した 人に 言われた， 「あな 
たに 言います， 起き上がり， あなたの 
小さ な 寝床を 取り上げて 家に 帰りな さ 
い」。 25 すると， 彼は 人々 の 前で たち 
どころ に 身を 起こし， 自分が それまで 
横たわって いた ものを 取り上げて， 裡 
の 栄光を たたえながら _ 分の 家に 戻っ 
て 行った。 26 その 時， すべての 者は 
狂喜に とらわれて 姓の 栄光を たたえる 


第 5 章 


マル 2:12 

使徒 4:21 
ガラ 1:24 

マル 5:42 
使徒 3:10 
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ようになり， また 恐れに 満たされて， 
「今日は 示 思議な 事を 見た もの だ」 と 

い  (7) 

言った。 

27 さて， こうした ことの 後であった 
が， [イエス] は 外に 出て， レビと いう 
名の 収税人が 収税所に 座って いるのを 
ご覧に なり， 「わたしの 追随 者に なり 
なさい」 と言われた。  28 すると， 彼 
は 一切の ものを 後に して 立ち上がり， 
[イエス] に 従うよう になった。  29 ま 
た レビは， 彼のた めに 自分の 家で 盛大 
な 歓迎の 宴を 設けた。 そして， 非常に 
大勢の 収税人 その他の 者が 彼らと 共 
に 食事の 席に ついて 横に なって いた。 
30 すると， パリ サイ 人 やその 書士 たち 
が 彼の 弟子た ちに 向かって つぶやきは 
じめ， 「あなた 方が 収税人 や 罪人たち 
と 一緒に 食べたり 飲んだり する のは ど 
ういう わけ か」 と 言った。  31 イエス 
は 答えて 彼ら に 言われた， 「健康な 人 
に 医者は 必要で なく， 病んで いる 人に 
[必要] なのです。 32 わたしは， 義人 
たちでは なく， 罪人たち を 悔い改めに 
招く ために 来たので す」。 

33 彼らは 言った， 「ヨハネの 弟子 
たちは た びた び 断食を して 祈願を ささ 
げ， また パリ サイ 人の [弟子たち] も そ 
うする のに， あなたの [弟子たち] は 食 
ベたり 飲んだり します」。 34 イエスは 

かれ  い  はなむこ  とも  あいだ 

彼らに 言われた， 「花婿が 共に いる 間， 
花婿の 友人たち に 断食を させる ことは 
できないで はありません か。 35 しか 
し， 花婿が 彼らから まさに 取り去られ 
る 日が 来ます。 そう なれば， そうした 
日には， 彼らは 断食を する でしょう」。 
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36 さらに， [イエス] は 彼らに 次の 第5 章  6 別の 安息日の こと， [イエス] は 会 
例えを 話された。 「新しい 外衣から 継 7^2；2? 堂の 中に 入って 教え はじめられた。 す 
ぎ 切れを 切って 古い 外衣に 縫いつ ける ィ ョブ32:19 ると， そこには 右手の なえた 人が 来て 
人は だれもい ません。 もしそう するな 2:22 いた。 7 そこで， 書士と パリ サイ 人た 
ら， 新しい 継ぎ切れは ちぎれて しまい ェィ ザ25:6 ちは， 彼が 安息日に [病人を] 治す かど 
ますし， 新しい 衣からの 継ぎ切れは 古 第6 章 うかを 見ようと して， じっと見 守って 
いものに 合いません。 37 また， 新し 才 *  23:25 い /L 彼を 訴える すべを 何 か 見いだ そ 
い ぶどう酒を 古い 皮 袋に 入れる 人は だ マル2:23 うとして であった。 8 しかし [イエス] 
れも いません。 もしそう するなら， 新 は， 彼らの 論議を 知っていた にも かか 
しい ぶどう酒は 皮 袋を 破裂 させ， それ ク^ わらず， 片手の なえた 人に， 「起き 上 
はこ ぼれ 出て， 皮 袋は だめになります。  5:10 がって， 中央に 立ちなさい」 と言われ 

38 新しい ぶどう酒は 新しい 皮 袋に 入 3 マ タ12:3 た。 それで 彼は 身を 起こして， そこに 
れ なければ ならない のです。 39 古い 立った。 9 それから イエスは 彼らに 言 
ぶどう酒を 飲んだ 人は だれも 新しい も シ レビ 24:9 われた， 「あなた 方に 尋ねます が， 安 
のを 欲しがりません。 その 人は， 『古 マル2:26 息 日に 許されて いるのは， 善を 行なう 

(エ！  い  スマ タ 12:8  :キ） き がい  くわ 

いのはうまい』 と言うので す」。  マル2:28 ことです か， 危害を 加える ことです か。 

さて ある 安息日の こと， [イエス] —襴 魂を 救う ことです か， 滅ぼす ことです 
® はちょう ど 穀物 畑の 中を 通って お ァ ルヵ 13:14 か」。 10 そして， 彼ら すべてを 見回し 
られ ，弟子たち は 穀物の 穂を むしり， そ 12:10 てから， その 人に こう 言われた。 「あ 
れを 手で こすって 食べたり していた。 v；' 3:1 なた の 手を 伸ばしなさい」。 彼が そのと 

びと  もの  ウル カ 14:1  もと 

2 すると， パリ サイ 人の ある 者たち x マル 3:2 おりに すると， その 手は 元 どおりに なっ 
が， 「なぜ あなた 方は 安息日に しては 才だ m たので ある。 11 ところが， 彼らは 狂 

い  いか  たい  なに 

いけない ことを している のか」 と言っ 力祿 か3  わん ばかりに 怒り， イエスに 対して 何 
た。  3 しかし イエスは 彼らに 答えて S1 を 行なおうかと 話し合いを はじめた。 
言われた， 「ダビデ および 共に いた 人 クマ ル3:4  12 こうした 日の こと， [イエス] は 祈 

たちが 飢えた 時に 彼が 行なった 事柄に If レは13 りを する ため 山に 出て 行き， 夜通し 裡に 
ついて， あなた 方は 読んだ ことがない %%212;14 祈りを して おられた。 13 しかし 夜が 
のです か。 4 すなわち， 彼が® の 家の 明ける と， 弟子たち を 自分のと ころに 呼 

そな もの  ！サ1 う  と  サマ H  えら  もの 

中に 入り， 供え物の パンを 受け取って  V；b  3：13 び， その 中から 十二 人を 選び， その 者た 
食べ， 自分 と共にいた 者たち にも 分け マタ ル23 ちを 「使徒」 と名づ けられた。 14  [イ 
与えた ことを。 それは， ただ 祭司たち ス ぶ エス] がべ テロ ともお 呼びに なった シモ 
の ほかは， だれも 食べる ことを 許され セマタ 10:2 ン とその 兄弟 アンデレ， ヤコブと ヨハ 
ない ものな のです」。  5 そして， 続け  使徒 ネ ，フィ リポと バルト ロ マイ， 15 マ 
て 彼らに こう 言われた。 「人の 壬 は 安 夕 3M14:8 タイと トマス， アル パヨの [子] ヤコブ， 

そくび  しゅ  W  チ ヨ ハ 11:16  ねっしん  もの  よ  ('» 

息 日の 主な のです」。  ッ マル 3:18  「熱心な 者」 と 呼ばれる シモン， 16 ヤ 


ルカ 6:17—33 


幸いと 災い。 黄金律 
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コブの [子] ユダ， そして ユダ •イス カリ 
オテ であり， この 者は 反逆者と なった。 

17 それから [イエス] は 彼らと 共に 
下りて 来て， 平らな 所に 立たれた。 そ 
して 彼の 弟子の 大群 衆， それに， 全ユ 
ダヤと エルサレム， および ティ ルスと 
シ ドンの 沿海の 地方から 来た 非常に 大 
勢の 人々 がいた。 それは： 彼 [の 話] を 
聞き， また 自分たち の 病気を いやして 
もらおうと してやって 来た 人々 であっ 
た。 18 汚れた 霊に 苦しめられ ている 
人々 さえ 治された ので ある。 19 そし 
て 群衆は みな 彼に 触ろうと していた。 
力が 彼から 出て， すべての 者を いやし 
ていたから である。 

20 そう して [イエス] は 弟子たち の ほ 
うに 目 を 上げて， こう 言いは じめ られ た。 

「あなた 方， 貧しい 人たち は 幸いで 
す。 ® の 王国は あなた 方の もの だから 
です。 

21 「いま 飢えて いる あなた 方は 幸い 
です。 あなた 方は 満たされる からです。 

「いま 泣き 悲しむ あなた 方は 幸 L 、です。 
あなた 方は 笑うよう になる からです。 

22 「いつでも， 人々 が あなた 方を 
憎む とき， また いつでも， 人の 壬の た 
めに 人々 が あなた 方を 締め出し， 非難 
し， あなた 方の 名を いとわし いものと 
して 退ける とき ，あなた 方は 幸いです。 
23 その 日には 歓び 躍りなさい。 ご覧 
なさい， 天に おいて あなた 方の 報いは 
大きい からです。 それらは， 彼らの 父 
祖が 預言者た ちに 行なって きたのと 同 
じこと なのです。 

24 「しかし， あなた 方， 富んだ 人た 
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ちは 災いです！ あなた 方は 自分の 慰 
めを すべて 得て いるから です。 

25 「いま 満たされ ている あなた 方は 
災いです！  あなた 方は 飢える ように 
なる からです。 

「災いです！ いま 笑って いる あな 
た 方は。 あなた 方は 嘆き， かつ 泣き 悲 
しむよう にな るから です。 

26 「災いです！  すべての 人が あな 
た 方の ことを 良く 言う ときには。 その 
ような ことは， 彼 らの 父祖が 偽り の 預言 
者たち に 対 して 荇な っ たこと なのです。 

27 「しかし， 聴いて いる あなた 方に 
言います が， あなた 方の 敵を 愛し， あ 
なた 方を 憎む 者に 善を 行ない， 28 あ 
なた 方を のろう 者を 祝福し， あなた 方 
を 侮辱す る 者の ために 祈り 続けな さ 
い。 29 あなたの 一方の ほほを 打つ 者 
には， 他 [の ほほ] を も 差し出しなさい。 
また， あなたの 外衣を 取って ゆく 者に 
対しては， 下着を さえ 与える ことを 控 
えては なりません。 30 あなたに 求め 
る 者には だれに でも 与え， あなたの 物 
を 取って ゆく 人からは， [それを] 返し 
て もらおう としては なりません。 

31 「また， あなた 方は， 自分に して 
欲しい と 思う とおりに， 人に も 同じよ 
ラに しなさい。 

32 「そして， 自分を 愛して くれる 
者を 愛した からといって， あなた 方に 
とって 何の 誉れと なる でしょう か。 罪 
人たち でさえ 自分を 愛 して くれる 者を 
愛する のです。 33 そして， 自分に よ 
く して くれる 者に 善を 行なった からと 
いって， あなた 方に とって いったい 何 
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の 誉れと なる でしょう か。 罪人たち で 
さえ 同じ ことを する のです。 34 また， 
[利息な しで] 貸した からといって， そ 
の 人から 受け取る ことを 望んで いるの 
であれば， あなた 方に とって 何の 誉れ 
となる でしょう か。 罪人たち でさえ， 
同じ だけ 取り戻そう として， 罪人たち 
に [利息な しで] 貸す のです。 35 それ 
とは 反対に， あなた 方の 敵を 愛し つづ 
け， 善を 行ないつ づけ， 何 か 返しても 
らう ことな ど 期待せ ずに [利息な しで] 
貸す ことを 続けて ゆきなさい。 そうす 
れ ば， あなた 方の 報いは 大きく， あな 
た 方は-高 者の 子と なる のです。 [拽] 
は 感謝し ない 邪悪な 者に も 親切で あら 
れ るからで す。 36 あなた 方の 父が 憐 
れみ 深いよう に， あなた 方 も 常に 憐れ 
み 深くな りなさい。 

37 「また， 裁く のを やめなさい。 そう 
すれば， あなた 方が 裁かれる ことは 決 
してないでしょう。 また， 罪に 定める 
のを やめなさい。 そうすれば， あなた 
方が 罪に 定められる ことは 決してない 
でしょう。 いつも 放免しなさい。 そう 
すれば， あなた 方 も 放免され るで しょ 
う。 38 いつも 与えなさい。 そうすれ 
ば， 人々 は あなた 方に 与えて くれる で 
しょう。 彼らは 押し入れ, 揺すり 入れ， 
あふれる ほどに 量りを よくして， あな 
た 方の ひざに 注ぎ込んでくれ るで しょ 
う。 あなた 方が 量り 出して いる その 量 
りで， 今度は 人々 が あなた 方に 量り 出 
して くれる のです」。 

39 それから， [イエス] はまた 次の 

たと  はな  もうじん  あんない 

例えを 話された。 「盲人が 盲人を 案内 
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できる でしょう か。 二人とも 穴に 転が 
り这ん でし まう のでは あり ません か。 
40 生徒は 教師より 上ではありません 
が， すべて 完全に 教え諭された 者は 自 
分の 教師の ようになる のです。 41 で 
は， なぜ， 兄弟の 目の 中に ある わらを 
見ながら， 自分の 目の 中に ある 垂木に 
注意 しないので すか。 42 あなた 自身 
が 自分の その 目の 中の 垂木を 見て いな 
いのに， どうして 兄弟に， 『兄弟， あ 
なた の 目の 中に ある わらを 抜き取らせ 
てくだ さい』 と言えるので すか。 偽善 
者よ！ まず 白 分の 目から 垂木を 抜き 
取りなさい。 そうすれば， 兄弟の 目の 
中に ある わらを どう したら 抜き取れる 
かが はっきり 分かる で しょ 

43 「りっぱな 木で 腐った 実を 生み出 
している ものは なく， 腐った 木で りっ 
ぱな 実を 生み出して いるもの もない の 
です。 44 木は それぞれ その実に よっ 
て 知られる からです。 たとえば， 人は 
いばらから いちじくを 集めず， また， い 
ばらの 茂みから ぶどうを 切り取る こと 
もありません。 45 善良な 人は 自分の 
心の 良い 宝の 中から 良い ものを 取り出 
し， 邪悪な 人は _ 分の 邪悪な [宝] の 中 
から 邪悪な ものを 取り出します。 心に 
満ち あふれて いるものの 中から 人の 口 
は 語る からです。 

46 「では， なぜ あなた 方は， わたし 
のこと を， 『主よ！  主よ！』 と 呼ん 
でいながら， わたしの 言う ことを 行な 
わない のです か。 47 すべて わたしの 
もとに 来て わたしの 詈 葉を 聞き， かつ 
それを 行なう 人， それが どのような 人 
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かを あなた 方に 示しましょう。 48 そ 
れは 家を 建てた 人の ようです が， その 
人は 深く 掘り下げて， 岩 塊の 上に 土台 
を 据えた のです。 その 結果， 洪水が 起 
きて 川 [の 水] がその 家に 押し寄せて 
も， それを 揺り動かす ことは でき ませ 
ん でした。 それが よく 建てられ ていた 
からです。 49 他方， 聞いても 行なわ 
ない 人は， 地面に 土台な しで 家を 建て 
た 人の ようです。 川 [の 水] が 押し寄せ 
ると， それは すぐに 倒壊し， その 家の 
壊れ 方は ひどくな りました」。 
m 民の 聞く ところで 自分の 話す こと 
• をす ベて 言い 終える と， [イエス] 
は カペル ナウ ムに 入られた。  2 さて， 
ある 士官の 奴隸 で， 彼に とって 大切な 
者が, 病気に なって 死に かかって いた。 
3 イエスの ことを 聞く と， 彼は ユダヤ人 
の 年長者た ちを その もとに 遣わし， 来 
て 自分の 奴隸を 無事に 切り抜けさ せて 
くださる ようにと 頼んだ。 4 そこで， 
イエスの もとに やって来た 人々 は 真剣 
に 懇願し はじめて， こう 言った。 「あ 
の 人は あな たが こ れを お授けになる に 
ふさわしい 人です。 5 わたしたちの 国 
民を 愛して， わたしたち のために 自ら 
会堂を 建てた ほどな のです」。 6 それ 
で イエスは 彼らと 一緒に 出かけて 行っ 
た。 しかし， その 家から あまり 遠くな 
い 所まで 来た 時， 士官は， 彼に 次の よ 
うに 言わせよう として， すでに 友人た 
ちを 送り出した ところであった。 「閣 
下， ご 足労を おかけす るまで も ありま 
せん。 私は， _ 分の 屋根の 下に あなた 
に 入って いただく ほどの 者では ないか 
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ら です。  7 そのため， 自分は みもと 
に 参上す るには ふさわしくない 者と 考 
えたので す。 ただ その お 言葉を 下さ っ 
て， 私の 僕が いやされる ようにし てく 
ださい。  8 と 申します のは， 私 も 権 
威の もとに 置かれた 人間です が， 私の 
もとに も 兵士が おり ま して， この 者に， 
『行け！』 と 言えば， その 者は 行き， 別 
の 者に， 『来い！』 と [言えば]， その 
者は 来ます。 また， 私の 奴隸 に， 『こ 
れを せよ！』 と [言えば]， それを 致し 
ます」。  9 そこで， これらの ことを 聞 
くと， イエスは 彼の ことにつ いて 驚嘆 
し， 自分の あとに 従ってく る 群衆の ほ 
うに 向いて， こう 言われた。 「あなた 
方に 言います が， イスラエル において 
さえ， わたしは これほどの 信仰を 見た 
ことがありません」。 10 そして， 送り 
出されて き た 者たち が 家に 帰 り 着いて 

みると， その 奴隸は 健康に なって いた 

(エ） 

ので ある。 

11 この 後す ぐ， [イエス] は ナインと 
いう 都市に 旅行され たが， 弟子たち お 
よ び 大群 衆が 一緒 に 旅行して いった。 
12 彼が その 都市の 門に 近づく と， 何 
と， 見よ， 死人が 運び出されて 来る と 
ころであった。 それは， その 母の 独り 
息子であった。 そのうえ， 彼女は やもめ 
だった ので ある。 その 都市の かなり 多 
くの 人々 も 彼女と 一緒にいた。 13 そ 
して， 彼女を ご覧になる と， 主は 哀れに 
思い， 「泣かないでも よい」 と言われ 
た。 14 そう して， 近づいて 棺台 にお 
触りに なった。 それで， 担いで いた 者た 
ちは 立ち止まった。 それから [イエス] 
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は 言われた， 「若者よ， あなたに 言い 
ます， 起き上がりなさい！」 15 する 
と， 死人は 起き直り， ものを 言い 始め 
たので ある。 次いで [イエス] は 彼を そ 
の 母に お渡しに なった。 16 ここに お 
いて， すべての 者は 恐れに 打たれ， 神 
の 栄光を たたえつつ， 「偉大な 預言者 
がわた したち の 間に 起こされた」， 「神 
は ご 自分の 民に 注意を 向けて くださ っ 
たの だ」 と 言いだ した。 17 こうして 
彼に 関する このた よりは 全 ユダヤと 周 
囲の 全地方に 広まった。 

18 さて， ヨハネの 弟子たち はこうし 
た 事柄 すべてに ついて 彼に 報告した。 
19 そこで ヨハネは 自分の 弟子のう ち 
二人の 者を 呼び寄せ， 「あなたが 来た 
るべき 方な のです か。 それとも， わた 
したち は ほかの 方を 待つべき でしょう 
か」 と 言わせよう として， 彼らを 主の も 
とに 遣わした。  20 彼のと ころに やっ 
て 来る と， その 人たち はこう 言った。 
「バプ テス トの ヨハネは わたしどもを あ 
なた の もとに 遣わして， 『あなたが 来 
たるべき 方な のです か。 それとも， わ 
たしたち は 別の 方を 待つべき でしょう 
か』 と 申して おります」。  21 その 時 
[イエス] は ，病気 や 悲痛な 疾患 ま た 邪悪 
な 霊から 大勢の 人を 治し， また 多くの 
盲目の 人に ものを 見る 恵みを 授けて お 
られ た。 22 ゆえに， その [二人] に 答 
えてこう 言われた。 「行って， あなた 
方が 見聞きした ことを ヨハネに 報告し 
なさい。 盲人は 見える ようになり， 足 
なえの 人は 歩き， らい 病の 人は 清めら 
れ ，耳の 聞こえなかった 人は 聞き， 死人 
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は よみがえらされ， 貧しい 人々 には 良 
いたより が 告げられて います。 23 そ 
れ で， わたしに つまずかなかった 人は 

職、 で A。 

24 ヨハネの 使者が 去って 行って か 
ら， [イエス] は ヨハネに ついて 群衆に 
こう 言い 始められた。 「あなた 方は 何 
を 眺めに 荒野に 出て 行った のです か。 
風に 揺れる 葦です か。 25 では， 何を 
見に 出て 行った のです か。 柔らかな 外 
衣で 装っ た 人です か。 きらびやかな 装 
いを して ぜいたく に 暮ら している 人た 
ちなら 王の 家々 にいる のです。 26 で 
は， いったい 何を 見に 出て 行った ので 
しょうか。 預言者で すか。 そうです， 
しかも， あなた 方に 言います が， 預言 
者を はるかに 上回る 者です。 27 これ 
は， その 人に ついて， 『見よ， わたしは 
あなたの 顔の 前に わた しの 使者を遣わ 
す。 その 者は あなたの 前に あなたの 道 
を 備える であろう』 と 書かれて いる 人 
です。 28 あなた 方に 言います が， 女 
から 生まれた 者の 中で ヨハネより 偉大 
な 者は だれもい ません。 しかし， 拽の 
王国に おいて 小さい ほうの 者 も 彼より 
は 偉大です」。 29( そして 民の すべて 
と 収税人た ちは， [これを] 聞いて，# 
は義 にか なった 方で あると した。 彼ら 
は ヨハネの バプ テス マを 受けて いたの 
である。 30 しかし， パリ サイ 人 およ 
び 律法に 通じた 者たち は, 自分たち に 
対する 裡 のみ 旨を 顧みなかった。 彼ら 
は [ヨハネ] から バプ テス マを 受けて い 
なかった ので ある。） 

31 「それで， わたしは この 世代の 人々 
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を だれに なぞらえましょう か 。彼らは 第' I 章 は， 自分の 中で こう 言った 0  「この 人 
だれ に似てい るで しょうか 0  32 幼子 デ？ 夕 11:16 が もし 預言者であるなら， 自分に 触っ 

たちが 市の 立つ 広場に 座って 互いに 叫  ている のが だれで， どんな 女な のか， 彼 

び 合って いるの に似てい ます。 こう 言 11:17 女が 罪人 だとい うこと を 知っている だ 

1イ）  こた 

うのです。 『あなたたち のために フ  ろうに」。 40 しかし， イエスは 答えて 

ルートを 吹いた のに， あなたた ちは 踊 ^513:4  彼に 言われた， 「シモン， わたしは あ 
ら なかった。 わたしたちが 泣き叫んだ  xj ;；55 なた に 言う ことがあります」。 彼は 言っ 
のに， あなたた ちは 泣き 悲しまな かっ  た， 「師 よ， おっしゃって ください！」 

[イ)  おな  か  ぬし  たい  ふたり 

た』。  33 これと同じ ように， パプ テ I マ タ11:19  41 「ある 貸し主に 対して 二人の 人が 
ストの ヨハネが 来て パンを 食べたり ぶ 5：30 債務者と なって いました。 一方は 五 百 
どう 酒を 飲んだり しないと， 『彼には  デナ リ 借りて いました が， 他方は 五十 

悪霊が いる』 と あなた 方は 言います。  デナ リ でした。 42 返す ための ものが 

34 人の 壬が 来て 食べたり 飲んだり する  彼らに 何もなかった ので， [貸し主] は 

と， 『見よ， 食い意地の 張った， ぶ ど  彼らを 二人とも 惜しみな く 許して やり 

う 酒に ふける 男， 収税人 や 罪人たち の 26  6 ました。 では， ふたりの うち どちらが 彼 

とも  が ナこい  W  = 巧17  あい 

友！』 と あなた 方は 言います。  35 し ル^311 _37 をよ けいに 愛する ようになる でしょう 
かしやは り， 知恵は その子 供ら すべて  か」。 43 シモンは 答えて 言った， 「彼 

によ っ て義 にかな っ ている こ とが 示さ が惜 しみな くよ けいに 許 してやった ほ 

[力）  ヨハ 12:3  もの  おも 

れ るので す」。  _ うの 者 だと 思います」。 [イエス] は 彼に 

36 さて， パリ サイ 人の ある 者が， 第二 櫚 言われた， 「あなたは 正しく 判断し ま 
一緒に 食事を する ようにと しきりに 彼 73M  4:19 した」。 44 そうして， 女の ほうに 向き 
に 求めた。 そこで [イエス] は その パリ  ながら， シモンに こう 言われた。 「あ 

サイ 人の 家の 中に 入り， 食卓に ついて ^ 15：2 なた はこの 女を 見て います か。 わたし 
横に なった。 37 すると， 見よ， その  は あなたの 家の 中に 入りました が， あ 

都市で 罪人と して 知られる 女であった  なた はわた しの 足の ための 水を くれ ま 

びと  いえ  （才）  じ ぶん 

が， [イエス] がその パリ サイ 人の 家で  せんでした。 しかし， この 女は 自分の 

食事の 席に ついて 横に なって おられる  涙で わたしの 足を ぬらし， 自分の 髪の 

ことを 知り， 雪花 石こう の 容器に 入っ  11  VA1 毛で それを ふき 取りました。 45 あな 
た 香油を 携えて やって来た。 38 そし  たは わたしに 口 づけしたり はしません 

うしい  みお  [力】 

て， 後ろに 行って その 足 もとに 身を 置 ォ創 他4  でした が， この 女は， わたしが 入って 
き， 泣いて， 自分の 涙で 彼の 足を ぬら  来た 時から， わたしの 足に 優しく  口づ 

し 始め， 自分の 髪の毛で それを ふき 取. iiR9n けして やめませんでした。 46 あなた 

やさ  カコ。1- m  あたま あぶらぬ 

るので あった。 また， 彼の 足に 優しく へ7 ^ 5:14 はわた しの 頭に 油を 塗りませんでした 

こうゆぬ  [キ）  こうゆ 

口 づけし， その 香油を 塗った ので ある。  が， この 女は わた しの 足に 香油を 塗っ 

かれ まね  びと 七 915  い 

39 それを 見て， 彼を 招いた パリ サイ 人  ^45；7  たのです。 47 あなたに 言います が， 


1593 女たち は イエスと 使徒たち に 奉仕す る。 種 まき 人の たとえ 話 ノレ カ 7:48—8:16 
この ことによって， 彼女の 罪は， 多い 第'！ 章 に 成長す るい ばらが それを ふさいで し 
とはいえ， 許された のです。 彼女は 多 7  7^:25 まいました。 8 ほかの 幾らかは 良い 
く 愛した からです。 ところが， わずか  ih:42  土の 上に 落ち， 芽 ばえ たのち， 百倍の 
しか 許されて いない 者は， わずかし か ィ 実を 生み出しました」。 これらの こと 
愛さない のです」。 48 それから 彼女1^ すぼ を 語りつつ， 大声で さらにこう 言われ 
に 言われた， 「あなたの 罪は 許されて ル!？5 a た。 「聴く 耳の ある 人は 聴きなさい」。 
います」。 49 すると， 一緒に 食卓に つ  ^ 以 8  9 しかし 弟子たち は， この 例えは ど 
いて 横に なって いた 父々 は， 自分の 中 ^  1)^21 ういう 意味な のでしょう かと 彼に 尋ね 
でこう 言い 始めた。 「罪を さえ 許す と  はじめた。 10  [イエス] は 言われた， 

いう この 人は どういう 人な のだろう」。 方 ”9:35  「あなた 方は， 拽の 王国の 神聖な 奥義 
50 しかし [イエス] は 女に 言われた， キ巧 を 理解す る ことを 聞き入れられて いま 
「あなたの 信仰が あなたを 救った ので クマ ル^^ すが， 残りの 人々 に とって， それは 例 
す。 平安のう ちに 行きなさい」。  ^ えに よるので す。 彼らが 見て いても む 

n その後 まもなく， [イエス] は， 都 サブ ニ だに 見， 聞いて いても 意味を 悟らない 
0 ife から 都市， 村から 村へ と 旅を さ  ルヵ8: じ ようにす るた めです。 11 さて， 例え 
れ， 姓の 王国の 良いた よりを 宣べ 伝え  ^ ば 3 の 意味は こうです。 種は 裡の 言葉で 

また 宣明 された。 そして 十二 人は 彼と - す。 12 道路の わきの ものとは， 聞い 

一緒に おり， 2 邪悪な 霊たち や 病気を ァ ニ 7 た 者たち です が， そのの ち 悪 塵が やっ 
除いて もらった 女たち， 七つの 悪霊が  て 来て， 信じて 救われる ことがない よ 

出て 来た， マグダ レネと 呼ばれる マリ ^  11  S8 うに その 心からみ 言葉を 取り去る ので 
ア， 3 へ ロ デ [叔] の 管理人 クーザの 妻 ゥ 3$丨以5 す。 13 岩 塊の 上の ものは， み 言葉を 
ヨハンナ， そして スザンナ および ほか 聞く と 喜んで それを 受ける 者たち です 
の 多くの 女たち， これらの 者が 自分の ォ -^;78:2  が， これらには 根が ありません。 しば 
持ち物を もって 彼らに 奉仕を していた。 らくは 信じます が， 試みの 時期になる 
4 さて， 方々 の 都市から 彼の もと  11 1?；；1 と 離れ 去って しまいます。 14 いばら 
に 来た 人たち と共に 大群 衆が 集まった の 間に 落ちた もの， これは 聞いた 者た 

とき  たと  はな  ク 使徒 20:32  せいかつ じょう おも わずら  とみ  かい 

時， [イエス] は 例えに よってこう 話さ ちです が， 生活 上の 思い煩い や 富 や 快 
れナ こ。 5 「種 まき 人が 種を まきに 出か ？5ば19 楽に さ ラ われて しまい， すっかり ふさ 
けました。 ところで， 彼が まいて いる  Vii-21 がれて， 何も 完成 させません。 15 りっ 
と， その 幾らかは 道路の わきに 落ちて シマ タ は2〇 ぱな 土の 上の ものに ついていえば， こ 
踏みつけられ， 天の 鳥が それを 食べて ス れ は， りっぱな 良い 心で み 言葉を 聞い 
しまいました。 6 ほかの 幾らかは 岩 塊  4；1〇 たのち， それを しっかり 保ち， 耐え忍 

の 上に 落ち， 芽 ばえ たのち， 水気が な マル4〃8 んで 実を 結ぶ 者たち です。 

ひあ  （シ 1  ソ 使徒 16:14 

いので 干上がって しまいました。  7 ほ ^  11 16 「ともしびを ともした のち， それ 
かの 幾らかは いばらの 間に 落ち， 一緒  i73：；2:36 を 器で 覆ったり， 寝床の 下に 置いたり 


ルカ 8:17—31  イエスの 母と 兄弟たち。 あらしを 静める  1594 


する 人は いません。 むしろ それを 燭台 
の 上に 置き， 入って 来る 人に その 光が 
見える ようにし ます。 17 隠されて い 
る もので 明らかにならな いものは なく， 
また， 注意 深く 秘められて いるもので 
知られずに 終わり， あらわに ならずに 
済む ものは 決してない のです。 18 で 
すから あなた 方は， どのように 聴く か 
に 注意を 払いなさい。 だれでも 持って 
いる 者， その 者には さらに 与えられ ま 
すが， 持って いない 者， その 者からは， 
持って いると 思う ものまで 取り去られ 
るので す」。 

19 さて， 彼の 母と 兄弟たち が 彼のと 
ころに やって来 たが， 群衆の ために そ 
ばに 行けなかった。 20 けれども， 「あ 
なた の お母さんと 兄弟たち が 外に 立っ 
て， あなたに 会おうと しています」 と 
いう ことが 彼に 伝えられた。  21 [イ 
エス] は 答えて 彼らに 言われた， 「わた 
しの 母， そして わた しの 兄弟たち とは， 
拽の 言葉を 聞いて， それを 行なう これ 
らの 人たち のこと です」。 

22 ある 日の こと， [イエス] と 弟子た 
ちは 舟に 乗った。 そして [イエス] は， 
「湖の 向こう側に 渡りましょう」 と 言わ 
れ た。 それで 彼らは 出帆し； 4。 23 し 
かし， 帆走して いる 間に， [イエス] は 
眠って しまわれた。 折し も， k しい 風 
あらしが 湖に 吹き下ろし， 彼らは [水] 
をい っ ぱい かぶ っ て 危険な 状態に なっ 
てきた。  24 ついに， 彼らは [イエス] 
の もとに 行き， 彼を 起こ して， こう 言っ 
た。 「先生， 先生， わたしたちは 死ん 
でしまい そうです！」 [イエス] は 身を 
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起こし， 風と 荒れ狂う 水と を 叱りつ け 
られ た。 すると， それは 収まり， なぎ 
になった ので ある。 25 それから， 彼 
ら にこう 言われた。 「あなた 方の 信仰 
は どこに あるので すか」。 しかし， 彼ら 
は 恐れに 打たれて 驚嘆して しまい， 互 
いに こう 言った。 「これは いったい ど 
ういう 方な のだろう。 風 や 水に さえ 命 
じる と， それは この 方に 従う の だ」。 

26 こうして 彼らは ゲラサ 人の 地方の 
岸に 着いた。 それは ガリラヤの 向かい 
側で ある。 27 ところが， [イエス] が 
陸に 上がる と， そこの 都市の 者で， 悪 
霊たち につかれ ている 男が 彼に 出会 っ 
た。 そして この 男は かなり 長い こと 衣 
服を 着た ことが なく， 家に ではなく， 墓 
場に 住みつ いていた ので ある。 28 彼 
は イエスを 見る と 大声で 叫び， その 
前に ひれ 伏して， 大きな 声で こう 言っ 
た。 「至高の 神の 子 イエスよ， わたし 
は あなた と 何の かかわりが あるので す 
か。 お願いします， わたしを 責め苦に 
遭わせないで ください」。 29  (という 
のは， その 男から 出て 来る ようにと， 
[イエス] がその 汚れた 霊に 命じて おら 
れ たからで ある。 その [霊] は 長い あい 
だ 彼を 堅く とらえて きたので あ^)， 男 
は 何度も 監視の もとに 置かれて 鎖と 足 
かせで つながれ たが， かせは 断ち切り， 

あくれい  さび  ばしょ  お 

悪霊に よって 寂しい 場所へ と 追い やら 
れ るので あった。 ） 30 イエスは 彼に， 
「あなたの 名は 何 か」 とお 尋ねに なっ 
た。 彼は， 「軍団です」 と 言った。 数 
多く の 悪霊が 彼に 入り 込んで いたから 
である。  31 そして 彼らは， 去って 底 


1595  悪霊たち は 追い出され， 豚の 中に 入る。 女は いやされる  ルカ 8：32—48 

知れぬ 深みに 行けとは お命じに ならな 第8 章 けなさい」。 それで 彼は 去って 行き， イ 
いように と， しきり に 彼に 懇願す るの ァ_  エスが 自分に した こ とすべ てを その 都 
であった。 32 ところで， かなりの 数 ィマ ル _ 市 全体に ふれ 告げた。 

ぶた (ゥ） む  もの  た  もど  こ  ぐん 

の 豚の 群れが そこの 山で 物を 食べて い ゥ レビ 山7  40 イエスが 戻って 来られる と， 群 
た。 それで 彼らは， その 中に 入る こと  衆は 彼を 親切に 迎えた。 人々 はみ な 彼 

を 許して くださる ようにと 彼に 懇願し マル ⑽ を 待ち設けて いたので ある。 41 そこ 

(I) 

た。 すると [イエス] は， 彼らに その 許 ォマタ 8:32 へ， 見よ， ヤイ ロと いう 名の 人が やって 

あた  あく  マル 5:13  き  かいどう  しゅさい やくいん 

しを お与えに なった。 33 そこで， 悪  来た。 この 人は 会堂の 主宰 役員で あっ 

霊たち は 男から 出て 行って， 豚の 中に 力 It だ】 た。 そして 彼は イエスの 足 もとに ひれ 
入った。 すると， その 群れは 突進して +7夕8:34 伏し， 自分の 家に 入って くださる よう 
行き， 断が いから 湖に 落ちて おぼれ 死 5：15 にと 懇願し はじめた。 42 彼には 十二 
ん々。 34 しかし， 牧 美たち は 起きた 5:16 歳 ほどになる 独り 娘が おり， その [娘] 
事を 見て 逃げて 行き， そのこと を そこ ヶマル5 :17 が 死にそう になって いたから である。 
の 都市 や あたりの 田舎に 知らせた。  コマル5 :is  [イエス] が 進んで 行かれる と， 群衆 

35 そこで 人々 は 起きた 事を 見よう - がその まわりに 群がった。 43 そ^こへ， 

として 出て 来た。 そして イエスの とこ  十二 年の あいだ 血の 流出を 患い， だれ 

ろに やって来て， 悪霊たち の 出た 男が  から も 治して もらえな いでいた ひとり 

衣服を 着け， 正気に なって イエスの 足 5：20 の 女が， 44 後ろから 近づいて 来て， 彼 
もとに 望って いるのを 見た。 それで 彳屋 ゥマル5:21 の 外衣の 房べ りに 触った。 すると， 彼 
らは 恐れの 気持ちで いっぱいに なった。 ヱ マタ 〖で 女の 血の 流出は たちどころに 止まった 

ば  もの  あくれい  マル 126  (t)  い 

36 その 場を 見て いた 者たち は， 悪霊  ので ある。 45 それで イエスは 言われ 

と  オマタ 9:18  さわ  [シ） 

に 取りつ かれた 男が どのように してよ マル5:23 た， 「わたしに 触った のは だれです か」。 

ひとびと  つた  （ク）  ひてい  とき 

く なった かを 人々 に 伝えた 0  37 それ ヵマル5:24 みんなが それを 否定して いた 時に， ぺ 

で， 周辺の ゲラサ 人の 地方から 来た 大 キレビ 15:25 テロが こう 言った 0  「先生， 群衆が あ 
勢の 人々 は 皆， 自分たち のと ころから ^_.20 なた を 取り囲んで， 押し寄せて 来る の 

はな  かれ  もと  c.ncr  [ス）  い 

離れて くれる ようにと 彼に 求めた。 彼  ；b  です」。 46 それでも イエスは 言われ 
らは 非常な 恐れに とらわれて いたので 15:38 た， 「だれかが わたしに 触りました。 わ 
ある。 それから [イエス] は 舟に 乗って コマ タ 9:2i たしは， 力が 自分から 出て 行く のが 分 

もど  ゆ  あくれい  マル 5:27  (v) 

戻って 行かれた。 38 しかし， 悪霊た  かった のです」。 47 女は， 気づかれず 

ちの 出た 男は， ずっと 一緒にい させて  にはす まなかった のを 見て， おののき 

欲しい としきり に 願い求め るので あっ V7；b  5：30 ながら やって来た。 そして， 彼の 前に 
た。 しかし [イエス] はこう 言って 男を 5:31 ひれ 疾 し， 自分が 彼に 触った 理由， ま 
お去らせ になった。  39 「家に 帰りな セルヵ5 ポ た 自分が いかにたち どころ にい やされ 
さい。 そして， ® が あなたに してく だ ソマ ル5:32 たかを， そこにいた 民す ベての 前で 打 
さった すべての ことにつ いて 語り つづ タマル 5:33 ち 明けた。 48 しかし [イエス] は 彼女 


ルカ 8:49—9:11  死んだ 少女を よみがえらせる。 12 人を 遣わす  1596 


い  むすめ  しん 

にこう 言われた。 「娘よ， あなたの 信 
仰が あなたを よくなら せました。 平安 
のうちに 行きなさい」。 

49  [イエス] がま だ 話して おられる 
うちに， 会堂の 主宰 役員の 代理者が 来 
て， 「娘さんは 亡くなられました。 も 
う師を 煩わせて はなり ません」 と言っ 

[ゥ)  き  かれ 

た。 50 これを 聞いて， イエスは 彼に 
お舊 えに なった， 「恐れる ことは あり 
ません。 ただ 信仰を 示しなさい。 そう 
すれば， 彼女は 救われます」。 51 その 
家に 着く と， [イ エス] は， ぺ テロ， ヨハ 
ネ， ヤコブ および 少女の 父と 母の ほか 
は， だれも 一緒に 中に 入る ことを お 許 
しになら なかった。  52 しかし， 人々 
はみ な 泣き， 彼女の ことで 身を 打ちた 
たいて 悲しんで いた。 それで [イエス] 

い  （力} 

は 言われた， 「泣かなくても よい。 彼 
女は 死んだ のでは ない， 眠って いるの 

[キ）  ひとびと  かれ 

です」。  53 すると， 人々 は 彼の ことを 
あざ笑いだ した。 彼女が すでに 死んだ 

し  [ク） 

ことを 知ってい たからで ある。  54 し 
かし [イエス] は 彼女の 手を 取っ て 呼び 
かけ， 「少女よ， 起きなさい！」 と 言 
われた。 55 すると， 彼女の 霊は 戻り， 
彼女は たちどころに 起き 上が っ たので 

[ザ）  なに  た 

ある。 それから [イエス] は， 何 か 食べ 
物を 与える ようにと お命じに なった。 

かのじょ  おや  われ  わす 

56 そこで， 彼女の 親たち は 我を 忘れる 
ほどに なった 0 しかし [イエス] は， 起 

ことがら  はな 

きた 事柄に ついて だれに も 話さない よ 
うにと 彼らに 指示され た。 

9 それから， [イエス] は 十二 人を 呼 
び 集め， すべての 悪霊を 制し， さ 
まざ まな 病気を 治す 力と 権威を お与え 
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になった。  2 そして， 迚の 王国を 宣 
ベ 伝え， また [病気を] いやさせる ため 
に 彼らを 遣わして，  3 こう 言われた。 

たび  なに  つえ しょくもつぶ くろ 

「旅の ために 何も， 杖 も 食物 袋 も， パン 
も 銀 子 も 携えて 行っ ては なり ま せん。 
また # 二 枚の 下着を 持っても なり ませ 

M  いえ 

ん。 4 しかし， どこでも 家の 中に 入っ 
たなら， そこにと どまり， その後 そこ 
を 去りなさい。  5 そして， どこでも， 
人々 が あなた 方を 迎えない 所では， 彼 
ら への 不利な 証し として， その 都市 か 
ら 出る 際に あなた 方の 足の 塵を 振り払 
いなさい」。  6 そこで 彼らは 出かけて 
行き， 村から 村へ と 区域を 回り， いた 
ると ころで 良いた よりを 宣 明し， また 
治療を 行なった。 

7 さて， 地域 支配者へ ロ デは こうし 
て 起きて いる 事柄 すべてに ついて 聞き， 
非常に 困惑して いた。 というのは， ヨ 
ハネが 死人の 中から よみがえらされた 
の だと， ある 者が 言い， 8 ほかの 者は， 
エリヤが 現われた， また さらに ほかの 
者は， 古代の 預言者の ある 者が よみが 
えった の だな どと [言っ] ていたからで 
ある。  9 へ ロ デは こう 言った。 「ヨ 
ハネ はわた しが 打ち首に した。 そうす 
ると， わたしが こうした ことにつ いて 
聞く この 人は だれな のだろう か」。 こ 
う して [へ ロ デ] は 彼に 会って みたい と 

かんが  W 

考えて いた。 

10 それから 使徒たち は 帰って来て， 
自分たち の 行なった こと すべてを 彼に 
詳しく 話した。 次いで [イエス] は 彼ら 
を 連れ， 自分たち だけで ベ ツサ イダと 
いう 都市に 退かれた。 11 しかし， 群衆 
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は それを 知って 彼の あとに 付いて行 っ 第 9 章 ています か」 0 19 彼らは 答えて 言っ 
た。 それで [イエス] は 彼らを 親切に 迎 : ■  28:31 た， 「バプテストの ヨハネ， しかし ほ 

おうこく  はな  [7J  イ W  H14  もの 

え， 神の 王国に ついて 話しは じめ， ま かの 者は エリヤ， さらに ほかの 者は， 
た 治療を 必要と する 者たち を おいやし ゥ^78 ぼ15 古代の 預言者の 一人が よみがえった の 
になった。 12 やがて 日が 傾き 始めた。 6；f だと [言って います]」。 20 すると [イ 
そこで 十二 人が 寄って 来て， こう 言っ ISI4:42 エス] は 彼らに 言われた， 「だが， あな 
た。 「群衆を 解散 させ， 彼らが 周りの 村  ^  78:19 た 方は， わたしの ことを だれで あると 

いなか  い  やど  え  しょくりょう  カマ タ 14:17  こた  [ゥ） 

や 田舎に 行って 宿を 得， また 食糧を 見 マル6:38 言います か」。 ぺ テロは 答えて 言った， 

さび  6:9  (I) 

つける ようにして ください。 ここは 寂 キマタ iwi 「迚の キリストです」。  21 すると [イ 

ばしょ  [ゥ）  マル り:  44  かれ  きび  かた 

しい 場所です から」。 13 しかし [イエ ョ ハ6:1 Q エス] は 彼らに 厳しい ことばで 語り， こ 
ス] は 彼らに 言われた， 「あなた 方が 何 マル6 ぼ のこと を だれに も 話さない ようにと 指 

た  もの  ひとびと  あた  M  コ1 14:40  じ  （才）  い 

か 食べる 物を この 人々 に 与えなさい」。 ヶマル6 ⑷ 示され，  22 またこう 言われた。 「人 

ヨ ハ 6:11  かなら おお  くる  あ  ねんちょう 

彼らは 言った， 「わたしたちには 五つ コ王 n4:44 の 壬は 必ず 多くの 苦しみに 遭い， 年長 
の パンと 二 茜の さ f しか ぁりませ ムゎ -1-0 箸 •察 霞. たちに1 f けられ， か 

じしん  い  たみ ぜんぶ  マル 6:43  ころ  （力）  かめ 

たしたち 自身が 行って この 民 全部の た  ョ ハ6:13 つ 殺され， 三日 目に よみがえらされる 

しょ くりょう ひん か  く  べつ  [キ） 

めに 食料品を 買って 来る というなら 別 第二 欄 ので 女」。 

[力）  じつ  やく  もの 

です が」。 14 実に， 約 五 千 人 もの 男が ァ 23 それから， すべての 者に さらに 

W  でし  マル 8=27  い  つ 

いたので ある。 しかし [イエス] は 弟子 ィマ タ ie:i4 こう 言われた。 「だれでも わたしに 付 

い  かれ  マル 8:28  is,  おも  卜、 $•、 ん 

たちに 言われた， 「彼らを 約 五十人ず ルヵ9 :7 いて 来たい と 思うなら， その 人は 自分 

む  しょくじ  ウマタ 16:15  す 【ク） ひび  くる  くいと 

つの 群れに して， 食事のと きのよう に マル8:29 を 捨て， 日々 自分の 苦しみの 杭を 取り 

よこ  （ク）  でし  エマ タ 16:16  た  したが 

横になら せなさい」。 15 それで [弟子 ルヵ4: « 上げて， 絶えず わたしの あとに 従いな 

>  -  ヨ ハ 1:41  (■ゲ  ト •玄 、'ノ  た： 1 1 い才く 

たち] は そのと おりに し， みんなを 横に  3 ハ6 :69 さい。 24 だれでも 自分の 魂を 救おう 

オマタ 16:20  おも  もの  うしな 

ならせた。 16 それから [イエス] は 五 マル8 と 思う 者は それを 失う からです。 しか 

ひき さかな  と  力 詩 22:15 

つの パンと 二 匹の 魚を 取って 天を 見 上 ィザ53:5 し， だれでも わたしの ために 自分の 魂 

し“ ふく の  さ  イザ53:8 

げ， それに 祝福を 述べてから 小さく 割  ^ 11：22 を 失う 者は それを 救う 者と なる ので 
き， 群衆の 前に 置かせる ため 弟子たち 二 す。 25 全世界を かち 得た としても， 

あた  W  ルヵ みず か  うしな  そんしょう こうむ 

に 与え はじめた。 17 こうして すべて クフ ィ 3:8 自らを 失い， あるいは 損傷を 被るなら， 

もの  た  みた  ケマタ 10:38  なん  えき 

の 者が 食べて 満ち足り たので ある 〇そ  マタ ie:24 その 人に とって いったい 何の 益す ると 

かれ  あま  ひろ  マル 8:34  [サ） 

して， 彼らのと ころに あった 余りを 拾う  ルヵ14:27 ころが あるで しょうか。 26 だれでも 

[コ 1  コマ タ 16:25  ことば  は 

と， かけらは かごに 十二 はいになった。 マル8:35 わたしと わたしの 言葉を 恥じる ように 
18 後に， [イエス] が ひとりで 祈り  m24 なる 者は， 人の子 も， 自分の 栄光 およ 
をして おられる と， 弟子たち がその も サ詩 ，し び 父と 聖 なるみ 使いたち の [栄光] のう 

ぁっ  き  マヤ だ  _ と ぅらぃ  とき 

とに 集まって 来た。 そこで [イエス] は  ^  8 ちに 到来す る 時， その 者を 恥じる ので 

かれ  しつもん  い  ぐん  啓 18:7  トン1  しんじつ  がた 

彼らに 質問して， こう 言われた。 「群 パ 1Q:33 す。 27 しかし 真実を こめて あなた 方 
衆は わたしの ことを だれで あると 言っ  ；«82：12 に 言います が， ここに 立って いる 者の 
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中には， まず 姓の 王国を 見る までは 決 第9 章 声が あった 時には， イエス ひとりの ほ 
して 赤を 味わわない 者たち がいます」。 Ui28 かには 見えなかった。 それでも， 彼ら 
28 実際に 起きた ことで あるが， こ ィ ”17:1 は 沈黙を 守り， そのころ には， 自分た 
れら のこと が 話されてから 約 八日 倭， 9：2 ちの 見た 事柄に ついて だれに も 何も 知 
[イエス] はべ テロと ヨハネと ヤコブを ゥ"3"^29 ら せなかった。 

伴い， 祈りを する ため 山の 中に 登って 37 明くる日， 彼らが 山を 下りる と， 
行かれた。 29 そして， 祈りを して お才王 n2:n  大群 衆が [イエス] を 出迎えた 0  38 そ 

られ るう ちに， その 顔は 真 なった さま マル9:4 して， 見よ， 群衆の 中から ひとりの 男が 

(ゥ j  ちゃくい  さけ  い  しわた くし  むすこ 

になり， その 着衣は きらめく ほど 白く ヵル ヵ 9:22 叫んで こう 言った。 「師 よ， 私の 息子 
なった。 30 また， 見よ， 二人の 人が 彼  を ひと 目 見て やってく ださい。 私の 独 

と 語り合って おり， それは モー セと エ ぺテ ni:i6 り 息子です のに，  39 ご覧く ださい， 
リヤ であった。 31 これらの 者が 栄光 クマ タ I7:4 霊が 取りつ くと， 突然に 叫び だすので 
を もって II われ， 彼が エルサレムで 遂  す。 その [霊] は [息子] に 泡を 吹かせな 

げ るよう に 定まって いる 出立に ついて マル9:7  がら けいれんを 起こさせ， 打ち傷を 負 
語り はじめた ので ある。 32 ところで， コル ヵ3:22 わせた 後に やっと 引き下がる のです。 
ぺ テロ および 共に いた 者たち は 眠気に  40 そして， あなたの 弟子たち に， それ 

お  サ詩 2:7  お  ねが 

押し ひし がれて いた。 しかし， すっか  iTfun を 追い出して くれる ように お願いし ま 
り 目が 覚めた 時に， 彼の 栄光， また そ シ __8:15 したが， できませんでした」。 41 イ 
の 二人が 彼と 共に 立って いるの が 見え  54  3:22 エスは それに こたえて 言われた， 「あ 
たので ある。 33 そして， これらの 者  一一 - ^ あ， 不信仰で ねじけた 世代よ， いつまで 
が 彼から 離れて 行く 時に， ぺ テロは イ 7y17:8 わたしは あなた 方 と共にいて， あなた 
エスに 言った， 「先生， わたしたちが  9:8 方の ことを 忍ばねば ならない ので しょ 
ここにい るのは 良い ことです。 それで， Uf  う。 あなたの 息子を ここに 連れて来な 
わたしたちに 三つの 天幕を 立てさせて ゥ w17:14 さい」。 42 ところが， 彼が 近づいて 来 
ください。 一つは あなたの ため， 一つ マル9 :14 る 時で さえ， 悪霊は 彼を 地面に たたき 
は モー セの ため， 一つは エリヤの ため I;UA7:12 つけ， 激しく けいれん させた ので ある。 
です」。 彼は 自分が 何を 言って いるの しかしながら， イエスは その 汚れた 霊 
かよく 分かって いなかった。 34 しか ヵマル 1:26 を 叱りつ け， 少年を いやして， その 父 
し， 彼が こうした ことを 言って いるう キ 7夕17.16 に 引き渡された。  43 そこで， 人々 は 

くも  かげ  おお  Q.1Q  そうごん  [サ 1  おどろ 

ちに， 雲が できて 彼らを 影で 覆いは じ  みな# の 荘厳な 力に すっかり 驚く よう 

めた。 雲の 中に 入って 行く につれ， 彼 ク S  になった。 

らは 恐ろしく なった。 35 すると 雲の ヶマタ 17:17  さて， [イエス] の 行なう すべての 
中から 声が 出て， 「これは わたしの 壬， V；U  9：19 事柄に みんなの 者が 驚嘆して いると， 
選ばれた 者で ある。 この 者に 聴き 従い コ [イエス] は 弟子たち にこう 言われた。 
なさい」 と 言った。 36 そして， その サ詩 撕。  44 「この 言葉を あなた 方の 耳に しっか 
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り 収めて おきなさい。 人の 壬は 人々 の 第 9 章 て 使者を お遣わしに なった。 そこで 彼 
手に 引き渡される ように 定められ てい らは 出かけて 行って サマリア 人の 村に 
るので す」。 45 しかし 彼らは， この こ  18：32 入った。 彼のた めに 準備を しようと し 

いぜん  りかい  イマ ル 9:32  ひとびと  かれ  むか 

とばに ついて 依然として 理解して いな ルヵ2: 5〇 てであった 〇  53 しかし 人々 は 彼を 迎 

じじつ  いみみ ぬ  かお  ゆ 

かった。 事実， 彼らが その 意味を 見抜 ゥマタ えなかった。 その 顔が エルサレムへ 行 

V  マル 9:33  む  （ィ） 

くこと がない よう， それは 彼らから 秘 ルヵ22 :24  くこと に 向けられて いたから であった。 
めら れ ていたの であり， また 彼らは こ 54 これを 見て， 弟子の ヤコブと ヨハネ 

しつもん  い  しゅ  くだ  かれ 

のこと ばに ついて [イエス] に 質問す る m37 は 言った， 「主よ， 天から 下って 彼ら 
のを 恐れて いた。  12:44 を 滅ぼし 尽くす よう わたしたちが 火に 

46 その後， 自分たち の 中で だれが 一 S!! 命ずる ことを お望みです か」。  55 し 

番 偉いだろう かとい う 論議が 彼らの 間 キ箴 18:12 かし [イエス] は 振り向いて 彼らを お 叱 

も  [ゥ）  かれ  マタ 18:4  かれ  べつ 

に 持ち上がった。 47 イエスは 彼らの  23:12 りに なった。 56 そこで 彼らは 別の 村 

心の中の 論議を 知り， ひとりの 幼子を クルヵ 1〇ポ に 行った。 

連れて来て 自分の わきに 立たせ， 48 そ ヶ民 山28  57 さて， 道を 進んで いた 時の こと， 

れ から 彼らに こう 言われた。 「だれで コマル9:38 ある 者が 彼に こう 言った。 「私は， あ 

おさなご  むか  ところ 

も わたしの 名に よって この 幼子を 迎え サマタ 12:3〇 なた の おいでになる 所なら， どこへ で 

もの  ルカ U:23  つ  [ォ） 

る 者は わたしを [も] 迎える ので あり， だ  も 付いて まいります」。  58 すると イ 

れ でも わたしを 迎える 者は わたしを 遣 nblQ:34 エスは その 者に 言われた， 「きつねに 
わした 方を [もまた] 迎える のです。 あ  tVs-m は 穴が あり， 天の 鳥には ね ぐらが あり 
なた 方す ベての 間で より 小さい 者と し ます。 しかし 人の 土 には 頭を 横たえる 

こうどう  [力）  えら  (+)  ^ 一 _  ところ  （力）  べつ 

て 行動す る 人 こそ 偉い のです」。  7;^ 10:33 所がありません」。 59 それから， 別の 

49 ヨハネが それに こたえて 言った， 17:10 者に， 「わたしの 追随 者に なりなさい」 
「先生， わたしたちは， ある 人が あな 4：9 と言われた。 その 人は 言った， 「まず 
たの 名を 使って 悪霊たち を 追い出して 3：17 出かけて 行って 私の 父を 葬る ことを お 
いるのを 見ました ので， それを とどめ 許しく ださい」。 60 しかし [イエス] は 
ようとし ました。 彼は わたしたちと ー ォマタ 8:19 彼に 言われた， 「死人に 自分たち の 死 

しょ  したが  こ  [コ）  ほうむ  い  おうこく 

緒に 従って 来ない からです」。  50 し ヵマ タ _ 人を 葬らせ， あなたは 行って 进の 王国 

かれ  い  ひろ  せんめい  [ヶ） 

かし イエスは 彼に 言われた， 「あなた キマタ mi を 広く 宣明 しなさい」。 61 すると， さ 
方は [その 人を] とどめよ うとして はな ク ェフ2: 1 らに 別の 者が こう 言った。 「主よ， わ 

てき  もの  アモ I  5:6  あと したが 

りません。 あなた 方に 敵して いない 者  たしは み 跡に 従います。 です が， まず 

みかた  {サ）  ケマタ 8:22  いえ  わか  つ  (3) 

は， あなた 方に 味方して いるので す」。  わたしの 家の 者に 別れを 告げる ことを 

むか  トン）  コ王 I 19:20  ゆる 

51 その 迎え 上げられるべき 日が いま  ルヵ14:33 お許しく ださい」。  62 イエスは その 

や 来ようと して おり， [イエス] は エル サ だ ぱ 者に 言われた， 「手を すきに かけて か 

い  かお  む  （サ1 うし  [シ）  おうこく  じゅう 

サ レムへ 行く ことに きっぱりと 顔を 向 ,.fJ19:17 ら 後ろの ものを 見る 人は 拽の 王国 に 十 

じ ぶん  さきだ  ぶん 

けられた。 52 それで， 自分に 先立 っ 3:13 分 ふさわしい 者ではありません」。 


ルカ 10:1 — 19 


働き人が 少ない。 70 人は 良い 報告を 携えて 帰る 
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えない ところでは， そこの 大通りに 出 
て 行って， こう 言いなさい。 11 『あな 
た 方の 都市から わたしたちの 足に 付い 
た 塵を さえ， わたしたちは あなた 方に 
向かって ぬぐい 捨てる。 けれども， 神 
の 王国が 近く に 来た という ことは 覚え 
て おきなさい』。 12 あなた 方に 言い 
ますが， その 日には， その 都市より ソ 
ドムの ほうが 耐え やすいでしょう。 

13 「コラジンよ， あなたは 災いです！ 
ベ ツサ イダよ， あなたは 災いです！ あ 
なた 方の 中で なされた 強力な 業が ティ 
ルス や シドンで なされて いたなら， 彼 
らは 粗布と 灰の 中に 座って ずっと 以前 
に 悔い改めて いたから です。 14 した 
がって， 裁きの 際には， あなた 方より 
ティ ルス やシ ドンの ほうが 耐え やすい 
でしょう。 15 そして カペル ナウ ム よ， 
あなたが 天に 高め られ るよう な こ とが 
あるで しょうか。 あなたは ハ デスに ま 
で 下る のです！ 

16 「あなた 方 [のこと ば] を 聴く 者は， 
わたし [のこと ば] を [も] 聴く のです。 
そして， あなた 方を 無視す る 者は， わた 
しを [も] 無視す るので す。 さらに， わ 
たしを 無視す る 者は， わたしを 遣わし 
た 方を [もまた] 無視す るので す」。 

17 そのの ち， 七十 人の 者は 喜びな が 
ら 帰って来て， こう 言った。 「主よ， 
あなたの 名を 使う と， 悪霊たち までが 
わたしたちに 服す るので す」。 18 す 
ると [イ エス] は 彼ら に 言われた， 「わ 
たしには， サタンが すでに 稲妻の よう 
に 天 か ら 落ち たのが 見え るよう になり 
ました。 19 ご覧なさい， わたしは あ 


1 これらの 事の のち， 主は ほかの 
七十/を 縫、 し， 荇こぅ として 
おられた すべての 都市と 場所へ， 自 
分に 先立 っ て 二人ず つ お遣わ しにな っ 
た。 2 その 際， 彼らに こう 言いは じめ 
られ た。 「確かに， 収穫は 大きいです 
が， 働き人は 少ない のです。 それゆえ， 
収穫に 働き人を 遣わ してく ださる よう 

しゅじん  ねが  (*) 

収穫の 主 A にお 願いしなさい。  3 出 
かけて 行きなさい。 ご覧なさい， わた 
しは あなた 方を おおかみの 中に いる 子 
羊の ように 遣わす のです。 4 財布 も， 
襄物袋 も， サンダル も 携えて 行って 
はなり ません。 また， 道中では， だれ 
とも あいさつの 抱擁を しては なり ませ 
ん。  5 どこでも 家の 中に 入ったなら， 
まず， 『この 家に 平和が あ ります よう 
に』 と 言いなさい。 6 そして， 平和の 
友が そこにい るなら， あなた 方の 平和 
は その 人の 上に とどまる でしょう。 し 
かし， いないなら， それは あなた 方の も 
とに 戻って 来る でしょう。 7 それで， 
そこの 家に とどまって， 人々 が 備える 
物を 食べたり 飲んだり しなさい。 働き 
人は _ 分の 報酬を 受ける に 値す るから 
です。 家から 家へ と 移って 行って はな 
り ません。 

8 「また， どこで あれ， あなた 方が 都 
市に 入り， 人々 が あなた 方を 迎えて く 
れる ところでは， あなた 方の 前に 出さ 
れる 物を 食べ，  9 そこにい る 病気の 
者たち を 治し， 『拽の 王国は あな た 方 
の 近くに 来ました』 と 告げて 行きな さ 
い。 10 しかし， どこで あれ， あなた 
方が 都市に 入り， 人々 が あなた 方を 迎 
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なた 方に， 蛇 やさ そりを 4 みつけ， S  第10 章 は 永遠の 命を 受け 森げ るでしょう か」 0 
のす ベての 力を 制する 権威を 与え まし 23:33  26  [イエス] は 彼に 言われた， 「律法に 
た。 それで， 何もの も あなた 方を 損な ^  2:6 は 何と 書いて あります か。 あなたは ど 
うことは ありません。  20 しかしな がヴ う 読みます か」。  27 彼は 答えて 言っ 

ら， この こと， つまり 霊たち が あなた I 出 32:32 た， 「『あなたは， 心を こめ， 魂を こ 
方に 服して いる ことを 歓 ぶので はなく， ィザ4:3 め， 力を こめ， 思いを こめて あなたの® 

しる  ダニ 12:1  あい  [ゥ） 

むしろ， あなた 方の 名が 天に 記された  ^ ；^23 エホバを 愛さねば ならない』， そして， 
ことを 歓 びなさい」。 21 折し も， [イ  1?3:8 『あなたの 隣人を 自分自身 のように [愛 
エス] は 聖霊に より 喜びに あふれて， こ ォマタ 11:25 さねば ならない]』」 0  28  [イエス] は 

う 言われた。 「天と地の 主なる 父よ， ヵコ 11:19 彼に 言われた， 「あなたは 正しく 答え 
わたしは あなたを 公に 賛美し ます。 あ  ました。 『この ことを 行ないつ づけな 

なた は これらの ことを 貧くて 知能の た  ョ ハ3:35 さい。 そうすれば 命を 得ます』」。 

けた 者から 注意 深く 隠し， それを み ど クョハ 29 しかし その 人は， 自分が 義 にか 
りごたち に 啓示され たからです。 そう ヶ^、 ぶ18 なって いる ことを 示そうと して イエス 
です， 父よ， このよう にす るのは， あ コ M13:16 に 言った， 「わたしの 隣人とは いった 
なた のよ みされ ると ころと なった ので 2：9  いだれ でしょう か」。  30 イエスは 答 

す。 22 すべての ものは 父に よって わ ぺ テ11 :1Q えて 言われた， 「ある 人が エルサレム 
たしに 渡されて おり， 土が どのような シマ タ22:35 から エリコに 下って 行く 途中で， 強盗 
者で あるかは， 父の ほかには だれも 知 第二 欄 たちに 襲われました 0 彼らは その 衣を 
りません。 また， 父が どのような 方で ァ：巧 ポ はいだ うえに 殴打を 加え， その 人を 半 
あるかは， 土と 壬が すすんで 啓示す る  ^ 18:18 殺しに して 去って 行きました。 31 さ 

者を ほかに すれば， だれも [知り] ま <  & 18:5 て， たまたま， ある 祭司が その 道路を 
せん」。  ゥ^ム 下って 行く ところで したが， その 人を 

23 そうして [イエス] はた だ 弟子たち ョシ 見る と， 反対側を 通って 行って しまい 

む  い  マル 12,30  [キ ）  おな 

の ほうを 向いて， こう 言われた。 「あ  t、igl8 ました。  32 同じように， ひとりの レ 
なた 方が 見て いるものを 見る目は 幸い  ^ 13；59 ビ人 もまた， そこまで 来て 彼を 見る 

です。 24 あなた 方に 言います が， 多  2：84 と， 反対側を 通って 行って しまい まし 
くの 預言者 や 王たち は， あなた 方が 見 ォ レビ 18:5 た。 33 ところが， その 道路を 旅行し 
ている ものを 見たい と 願いながら それ ヱゼ ていた ある サマリ ア 人が やって来 ま 
を 見ず， あなた 方が 聞いて いる 事柄を  S?  3°i2 したが， 彼を 見て 哀れに 思いました。 

聞きたい と [願い] ながら それを 聞かな ヵル ヵ 16:15  34 それで， その 人に 近づき， その 傷に 
かっ たのです」 0  キ 3ブ 6:14 油と ぶどう酒を 注いで 包帯を してやり 

25 さて， 見よ， 律法に 通じた ある 人 ク歲 27:10 ました 0 それから 彼を 自分の 畜 獣に 乗 
が 立ち上がり， 彼を 試そうと してこう ヶョハ 4:9 せ， 宿屋に 連れて行って 世話を したの 
言った。 「師 よ， 何を すれば， わたし コィザ 1:6  です。 35 そして 次の 日， デナ リニつ 


ルカ 10:36 — 11:9  マルタと マリア。 模範的な 祈り。 求めつ づける  1602 


を 取り出し， それを 宿屋の 主人に 渡し 
て， こう 言いました。 『この 人の 世話 
をして ください。 そして， 何でも これ 
以外に かかる ものが あれば， わた しが こ 
こに 戻って 来たと きに 返します から』。 
36 これら 三人の うちだれ が， 強盗に 襲 
われた 人に 対して 隣人に なった と 思い 
ます か」。 37 彼は 言った， 「その 人 
に 対 して 憐れみ 深く 行動した 者です」。 
すると イエスは 言われた， 「行って， あ 
なた も 同じよう にして ゆきなさい」。 

38 さて， 彼らが 進んで 行く と， [イ 
エス] は ある 村に 入られた。 ここで， マ 
ルタと いう 名の 女が 彼を 客と して 家に 
迎え入れた。 39 この 女には また， マ 
リアと いう 姉妹が いたが， 彼女の ほう 
はまの 足 もとに 座って， ずっと 彼の 言 
葉を 聴いて いた。 40 —方 マルタは い 
ろい ろな 用事に 気を遣って 取り乱して 
いた。 それで， 彼女は 近くに 来て， こう 
言った。 「主よ， わたしの 姉妹が わた 
しひと りに 用事を させて おります こと 
を 何とも 思われな いのです か。 です か 
ら， 一緒に なって わたしを 助ける よう 
彼女に おっしゃって ください」。 41 主 
は 客え て 彼女に 言われた， 「マルタ， マ 
ルタ， あなたは 多くの ことを 思い煩 っ 
て 気を 乱して います。 42 です が， 必 
要な のはわず かなもの， というより 一 
つ だけです。 マリアは 良い ものを 選ん 
だので あり， それが 彼女から 取り去ら 
れる ことはありません」。 

-I  -i さて， [イエス] が ある 場所に い 
て 祈りを して おられた 時の こと， 
それを 終えられ ると， 弟子の ある 者が 
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こう 言った。 「主よ， ヨハネ も その 弟 
子たち に 教えた ように， わたしたちに 
も 祈りの 仕方を 教えて ください」。 

2 そこで [イエス] は 彼らに 言われた， 
「いつでも あなた 方が 祈る ときには， こ 
う 言いなさい。 『父よ， あなたの お 名 
前が 神聖な ものと されます ように。 あ 
なた の 王国が 来ます ように。  3 その 
日の 必要に応じて その 日の ための パン 
を わたしたちに お与えく ださい。 4 ま 
た， わたしたちの 罪を お許しく ださい。 
わたしたち 自身 も， わたしたちに 負い 
目の ある 者 すべてを 許します から。 そ 
して， わたしたちを 誘惑に 陥らせない 
でく ださい』」。 

5  [イエス] はさら にこう 言われた。 
「あなた 方のう ち， 友人が いて， 真 夜 
中に その もとに 行き， 『友よ， パンを 
三つ 貸して ください。 6 友人が 旅の 
途中で ちょうど 今 わたしの ところに 来 
たのです が， 出す 物が 何もない もの 
ですから』 と言うのは だれでしょう 
か。  7 そして， その 人が 中から 答え 
てこう 言う のです。 『わたしを 煩わす 
のはよ して くれ。 戸には もう 錠が 下ろ 
して あるし， 幼子たち はわた しと 一緒 
に 寝床に 入って いるの だ。 起きて 行っ 
て あなた に 物を 上げる ことな どで きな 
い』。 8 あなた 方に 言います が， その 
人は， 自分が 彼の 友 だとい うこと では 
起きて きて 物を 与えない としても， そ 
の 大胆な 執よう さの ゆえには， 必ずや 
起きて きて その 必要と する 物を 与える 
でしょう。  9 それゆえ にわた しは あ 
なた 方に 言います。 求めつ づけなさい。 


1603  ベ エル ゼブブ 。集めない 者は 散らして いる  ルカ 11:10—28 


そうすれば 与えられます。 探しつ づけ 
なさい。 そうすれば 見いだ せます。 た 
たきつ づけなさい。 そうすれば 開かれ 
ます。 10 だれでも 求めて いる 者は 受 
け， 探して いる 者は 見いだ し， また だ 
れ でもた たいている 者には 開かれる の 
です。 11 実際， あなた 方のう ち どの 

獨 が， I 券の# 力 線 鋒め る駱 に， 
魚の かわり に 蛇を 渡す ような ことを す 
るでしょう か。 12 あるいは また， 卵 
を 求める 場合に， さそりを 渡したり す 
るでしょう か。 13 それで， あなた 方 
が， 邪悪な 者で ありながら， 自分の 子 
供に 良い 贈り物を 与える ことを 知って 
いるので あれば， まして 天の 父は， ご 
自分に 求めて いる 者に 聖霊を 与えて く 
ださる のです」。 

14 後に， [イエス] は 口の きけない 悪 
霊を 追い出して おられた。 悪霊が 出る 
と， 口の きけなかった 人は ものを 言っ 
た。 それで， 群衆は 驚嘆した。 15 し 
かし， そのうちの 幾人 かがこう 言っ 
た。 「彼は 悪霊 どもの 支配者べ エル ゼ 
ブブ によって 悪霊を 追い出す の だ」。 
16 一方 ほかの 者たち は， 彼を 誘惑し よ 
うとして， 天からの しるしを 彼に 求め 
はじめた。 17 彼らの 想像して いる 事 
柄を^ 〇っ て， [イエス] は 彼らに 言われ 

ないぶ  ぶんれつ  おうこく 

た， 「内部で 分裂して いる 王国は すべ 
て 荒廃に 帰し， 内部で [分裂して いる] 
家は 倒れます。 18 それで， サタン も 
内部で 分裂して いるなら， その 王国は 
どのよう にして 立ち行く で しょ うか。 
こう 言う のは， わたしが ベ エル ゼブブ 
によって 悪霊を 追い出す の だと あなた 
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方が 言う からです。 19 仮に， わたし 
が 悪霊を 追い出す のがべ エル ゼブブ に 
よると すれば， あなた 方の 子ら はだれ 
によって これを 追い出す のです か。 こ 
の ゆえに， 彼らは あなた 方を 裁く 者と 
なる でしょう。  20 しかし， わたしが 
悪霊たち を 追い出す のが 裡の 指に よる 
ので あれば， 姓の 王国は ほんとう にあ 
なた 方に 及んだ のです。 21 強い 人が 
よく 武装 して 自分の 宮殿を 警護 してい 
るなら， その 持ち物は ずっと 安泰です。 
22 しかし， だれか 彼より 強い 者が 向 
かって 来て これを 征服す るなら， その 
者は 彼が 頼みと していた 万全の 武装を 
取り去り， 彼から 奪い取った 物を 分配 
します。 23 わたしの 側に いない 者は 
わたしに 敵して おり， わたしと 共に 集 
めない 者は 散らす のです。 

24 「汚れた 霊は， 人から 出て 来る と， 
休み場を 捜 し 求めて 乾きき っ た 所を 通 
ります。 しかし， どこに も 見いだ せな 
いと， 『出て 来た 自分の 家に 帰ろう』 
と 言います。 25 そして， 着いて みる 
と， それは きれいに 掃かれ， 飾りつ け 
られ ています。 26 そこで， 出かけて 
行って 自分より 邪悪な 七つの 異なった 
霊を 連れて行き， 彼らは 中に 入って そ 
こに 住みつ きます。 こうして， その 人 
の 最終的な あ りさ ま は 最初よ り 悪くな 

りまず」 。 


ク マタ 12:43 
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27 さて， [イエス] が これらの ことを 
話して おられた ところ， 群衆の 中から 
ある 女が 声を 上げて 彼に 言った， 「あ 
なた をはらん だ胎 と， あなたが 吸った 
乳房とは 幸いです！」 28 しかし [イ 


ルカ 11:29—44  ヨナの しるし。 純一な 目。 パリ サイ 人は 災い  1604 

エス] は 言われた， 「いいえ， むしろ， 第11 章 だ 全体が 明るく， 暗い ところが 少しも 
挫の 言葉を 聞いて それを 守って いる 人 7iu2  なければ， それは， ともしび がその 光 

さい わ  (7)  詩 112:1  せん  て  ば あい  ぜん 

たち こそ 幸いです！」  I# 119:2 線で あなたを 照らす 場合の ように， 全 

29 群衆が 寄り集まって 来た 時， [イ  ^  ^ 部が 明るいで しょう」。 

エス] はこう 言い 始められた。 「この  37  [イエス] が これを 話し 終える と， 

世代は 邪悪な 世代です。 それは しるし コ 11:22 ひとりの パリ サイ 人が， 一緒に 食事を 
を 求めて います。 しかし， ヨナの しる ゥマタ 16:4 して くれる ようにと 頼んだ。 それで [イ 
し 以外には， 何のし るし も 与えられな 13ナ1:17 エス] は 中に 入り， 食卓に ついて 横に 
いでしょう。  30 ちょうど ヨナが ニネ  7 夕 12:33 なった。  38 ところが， その パリ サイ 
ベ 人に 対する しるしと なった と 同じよ 巧 ぱ i1 人は， 彼が 正さん の 前にまず 洗う こと 
うに， 人の 壬 もこの 世代に 対する [しる を しないのを 見て 驚いた。 39 しかし 
し] となる のです。 31 南の 女王は 裁  2:10 主は 彼に 言われた， 「では， あなた 方 

きの 際に この 世代の 人々 と共によ みが キ ョナ3:5  パリ サイ 人たち， あなた 方は 杯 や 皿の 
えらされ， この [世代の 人々] を 罪に 定 クマ タ12:41 外側は 清めます が， あなた 方の 内側は 
める でしょう。 彼女は ソロモンの 知恵 強奪と 邪悪で いっぱいです。 40 道理 
を 聞く ために 地の果てから 来たからで  を わきまえない 人たち！ 外側を 作っ 

すが， 見よ， ソロモン 以上の ものが こ 6:22 た 者は 内側 も 作った のではありません 
こにいる のです。 32 ニネベの 人々 は ミす ミぽ か。 41 それでも， 憐れみの 施しと し 
裁きの 際に この 世代と 共に 立ち， この ，v4f6:23 て， 内側に ある ものを 与えなさい。 そ 

[世代] を 罪に 定める でしょう。 彼らは - うすれば， 見よ， あなた 方に 関して [ほ 

ヨナの 宣べ 伝える ことを 聞いて 悔い 改  かの] すべての ものは 清くなる のです。 

めた からです。 しかし， 見よ， ヨナ 以  42 しかし， あなた 方 バリ サイ 人は 災 

上の ものが ここにい るので す。 33 と  ルカ i4:i いです！  あなた 方は， はっかと ヘン 
もしび をと もした のち， 人は それを， 穴 ゥマタ 15:2 ルー ダ そして [他の] あらゆる 野菜の 十 

はか  しょく  ぶん  （ク！  おさ  こうせい  あい 

ぐらの 中 や 量り かごの 下では なく， 燭 分の 一を 納めます が， 公正と 神への 愛 

だい  お 削  <  ひかり x?,26=2f4  みす  + 

台の 上に 置き， 入って 来る 人に その 光  ^ 1；15 を 見過ごして いるから です。 これら こ 
が 見える ようにし ます。 34 体のと も 4_^  23:25 そ あなた 方は 行なう 務めが ありました。 
しびは あなたの 目です。 あなたの 目が  もっとも， それら 他の こと も 怠るべき 

じゅんいつ  ぜんたい カマ タ 23:26  m  がた 

純一な ときには， あなたの からだ 全体  ではありません。 43 あなた 方 パリサ 

もまた 明るくな り ま士。 しかし， それ *  3：f イ 人は 災いです！ あなた 方は， 会堂 

しょうめん  ざせき  いち  ひろば 

がよ こしまな ときには， あなたの 体 も ^  1/1 27：3〇 の 正面の 座席と 市の 立つ 広場での あい 
また 暗くな ります。 35 それゆえ， 用  >  23  2 さつを 愛する からです。 44 あなた 方 
心して いなさい。 もしかすると， あな  3 ハ7 :24 は 災いです！ あなた 方は， はっきり 

ひかり  やみ  ある 

たのうち にある 光は 闇で あるか もしれ コマ タ 议6 見えない ので 人が その上を 歩いても 気 

[サ）  き ねん  はか  [サ ） 

ません。 36 それゆえ， あなたのから サマタ 23:27 づ かない 記念の 墓の よう だからです」 0 


1605  人を 恐れて はならない。 キリス トとの 結びつきを 告白す る  ノレ カ 11：45—12：8 

りっぽう  つう  もの [ァ）  はげ  つ  よ  ことがら 

45 建 法に 通じた 人たち の ある 者が 第 章 に 激しく 詰め寄り， さらに ほかの 事柄 
答えて 彼に 言った， 「師 よ， そのよう 10:25 について しつこく 質問を 浴びせ 始め， 

たい  ぶ  イマ タ 23:4  かれ  なに  と 

に 言われる のは わたしたち に対する 侮  54 彼の 口から 何 かを 捕らえよ うとし 

じょく  い  ウマタ 23:37  (ァ ） ま  かま  [ィ j 

辱です」。 46 すると [イエス] は 言わ Ia7l.32 て 待ち構える のであった。 

りっぽう  つう  がた わざ わ  あいだ 

れ た， 「律法に 通じた あなた 方 も 災い 才 使徒 7:52 1 〇 そうして いる 間に， おびただし 

せお  に  へブ 11:37  I  ぐんしゅう あつ  き  たが  ふ 

です！ あなた 方は， 背負いに くい 荷  ;  い 群衆が 集まって 来て 互いに 踏 

を 人に 負わせ ますが， 自分では その 荷  7 夕 11:19 み 合う ほどに なった が， [イエス] はまず 
に 1旨」 笨 M れ ないから です。  キ 弟子たち にこう 言い 始められた。 「パ 

がた  わざ わ  びと  だね (ゥ）  つ 

47 「あなた 方は 災いです！ あなた ク 出2^. 56 リ サイ 人たち の パン 種に 気を付けな 
方は 預言者た ちの 記念の 墓を 建てます ヶ 創4:8  さい。 それは つまり 偽善の ことです。 

ころ  ちゅうい ぶか  ひ 

が， その [預言者] たちを 殺した のは あ コ代 n24:2i 2 しかし， 注意 深く 秘められ ている も 
なた 方の 父祖たち だからです。 48 確サ 代1124:2 Q ので 表わし 示されな いものは なく， 知 
かに あなた 方は 父祖たち の 行為の 証人' 2:7 られ ないで 終わる 秘密はありません。 

どうい  スマ タ 23:13  がた  やみ  い 

でありながら， それでいて それに 同意 テサ 3 それゆえに， あなた 方が 闇の 中で 言 
を 与えて いるので す。 彼らが 預言者た うことは みな 光の 中で 聞かれ， 私室で 
ちを 殺し， あなた 方が [その 墓を] 建て ァ マル^ 3 ささやく ことは 屋上から 宣べ 伝えられ 

ルカ 20:20  (力）  とも W 

ている からです。 49 この ゆえに 神の るので す。 4 さらに， わたしの 友で あ 

知恵 も 述べました， 『わたしは 預言者 - る あなた 方に 言います が， 体を 殺して 

や 使徒たち を 彼らに 遣わす。 彼らは そ  #12 — も， その後もう 何もで きない 者たち を 

もの  ころ  はくがい  ウコ I  5:8  おそ  [〇] 

の ある 者を 殺したり 迫害した りする で 17$16:6 恐れて はなり ません。  5 しかし， だ 
あろう。 50 こうして， 世の 基が 置か  8:15 れを 恐れるべき かを あなた 方に 示し ま 

れて 以来 流された すべての 預言者の 血  ^ 1〇：26 しょう。 殺した あとに ゲへナ に 投げ込 
が この 世代に 対して 要求され るので あ サタ17 む 権威の ある 方を 恐れなさい。 そうで 

[0]  [ヶ）  ち  さいだん  いえ  がた  い  かた 

る 0  51 アベルの 血から， 祭壇と 家と ヵマ タ 10:27 す， あなた 方に 言います が， この 方を 

あいだ  ころ  [コ）  m  いた  w  わ 

の 間で 殺された ゼ カリヤの 血に 至る ま キョ ハ 1か〗4 こそ 恐れなさい 0  6 すずめ 五 羽は わ 

でが』。 そうです， あなた 方に 言います ク ず かな 価の 強貨 二つで 売って いるでは 

せだいたい  ようきゅう 

が， それは この 世代に 対して 要求され ヶィ ザ66:24 ありま せんか。 それでも， その 一羽と 

マタ 10:28  まえ  わす 

るので す。  3itll9:120 いえ ども 神の み 前で 忘れられる ことは 

52 「律法に 通じた あなた 方は 災いで 10:31 ありません。 7 ところが， あなた 方の 
す！ あなた 方は 知識の かぎを 取り ^^182^7 髪の毛まで がすべ て 数えられて いるの 

さ  [シ）  じしん  啓 14:7  おそ 

去った からです。 あなた 方 自身が 入ら です。 恐れる ことはありません。 あな 
ず， また， 入ろうと する 者たち をも妨  10:29 た 方は たくさんの すずめより 価値が あ 

W  スサ I  14:45  M 

げたので す」。  i4：ii るので す。 

ルカ 21:18  がた  い 

53 それで， [イエス] がそ こから 出  ^  27:34  8 「それで， あなた 方に 言います が， 

られ ると， 書士と パリ サイ 人たち は 彼 "II  人の 前で わたしとの 結びつきを 告白す 


ルカ 12: 9 — 28  物質主義。 神に 対して 富む  1606 

る 者は 皆， 人の 壬 も# のみ fe いたちの 第 口 章 るの だ。 19 そして 自分の 魂に こう 言 
前で その 者との 結びつきを 告白し ま 7  DV 10:9 おう。 「魂よ， お前には たくさんの 良 

[ィ 1  まえ  イマ タ 10:32  もの  なんねん ぶん  らく 

す。  9 しかし， 人の 前で わたしの こと  マル8:38 い 物が 何年 分 もため て ある。 楽に して， 
を 否認す る 者は， ® の み使いた ちの 前 ゥ ■  3:13 食べて， 飲んで， 楽しめ」』。 20 しか 
で 否認され るので す。 1〇 そして， 人1 gn9 ぽ 2 し# は 彼に 言われました， 『道理を わ 
の 壬に 逆らう 言葉を 言う 者は みな 許さ  きまえない 者よ， 今夜， あなたの 魂は 求 

れ るでしょう。 しかし， 聖霊を 冒とく  めら れ る。 そうしたら， あなたの 蓄え 

する 者は 許されません。 11 それでも， ヵマ タ 10:19 た 物は だれの ものになる のか』。 21 自 

ひとびと  がた  おおやけ しゅうかい せいふ  マル 13:11 ぶん  たから  たい 

人々 が あなた 方を， 公の 集会 や 政府の ルヵ21:14 分の ために 宝を ためても， 独に 対して 
役人 また it 威 者たち の 前に 連れて行く キ 〜ヽ12:27 富んで いない 者は こうなる のです」。 
とき， 弁明の ために どのように， 何を  > 尝 徒4 tio  22 それから， [イエス] は 弟子たち 

はな  い  おも  ぺテ I  5:7  い  わけ 

話す か， また 何を 言う かにつ いて 思い 18;36 にこう 言われた。 「このような 訳で あ 
煩って はなり ません。 12 聖霊が， 言  ^ 7:27 なた 方に 言います が， 何を 食べる の だ 
うべき ことを その 時 あなた 方に 教える  ^5:21  ろうかと 自分の 魂の ことで， また 何を 

[ク）  箴 28：16  き  からだ  おも 

からです」。  3〇3：5 着る のだろう かと 自 分の 体の こと で 思 

13 さて， く备し左 の 中の ある窘 が？！ にこ サテモ 16:7 い1  らうのを やめ なさ ふ 23た說 はし 餐 

う 言った。 「師 よ， わたしの 兄弟に， 相 _ 物より， 体は 衣服より 価値が あるので 

続 財産を わたしと 分ける ように 言って  す。  24 渡り がらすが 種を まいたり 

ください」。 14  [イエス] は 彼に 言われ /+"4：16 刈り取った りしない ことによ く 注目し 
た， 「人よ， だれが わたしを， あなた なさい。 また， 納屋 も 倉 も 持って いま 
方の 裁き 人 また 分配 人に 任命した ので ，力11 i 〖: 19 せん。 それでも 神は これを 養って おら 
すか」。 15 それから， 人々 にこう 言わ  ^  5：53 れ ます。 あなた 方は， 鳥より ずっと 価 
れ た。 「じっと見 張って いて， あら ゆ 1 ヘプ9 :27 値が あるではありません か。 25 あな 
る 強欲に 警戒しなさい。 満ち あふれる た 方の うちだれ が， 思い煩った からと 
ほどに 豊かで あっても， 人の 命は その ャコ4 W いって 自分の 寿命に ー キュビ トを 加え 
所有して いる 物からは 生じない からで 力 ；ぽ18 る ことができる でしょう か。  26 それ 
す」。 16 そうして， 彼らに 例えを 話し  m5 ゆえ， 一番 小さな 事 さえで きないの 

い  とキ マタ 6:25  おも わずら 

て， こう 言われた。 「ある 富んだ 人の 。マ' 1? に， なぜ ほかの 事に ついて 思い煩う の 

とち  ゆた  さんしゅつ  4:6  [サ）  そだ 

土地が 豊かに 産出し ました。 17 そこ クョブ 38:41 で すか。 27 ゆりが どのように 育つ か 
で 彼は 自分の 中で 論じ はじめて 言い ま  ^ 14?" によく 注目しなさい。 労し も， 紡ぎ も 
した， 『どうしよ うか。 作物を 集める  ルヵ12:7 しません。 しかし あなた 方に 言います 
場所がない の だ』。 18 それで 言い まし 3~6:27 が， 栄光を 極めた ソロモン でさえ， こ 
た， 『こうしよう。 わたしの 倉を 取り  れらの 一つ ほどに も 装って はいません 

こわ  た  シマ タ 6:28  «  きょう  そんざい 

壊して， もっと 大きい のを 建て， そこ ス王 110:4  でした 0  28 では，# が， 今日は 存在し 
にわたしの 穀物と 良い 物を みんな 集め  て も 明日は かまどに 放り込まれる 野の 


1607  王国を 第一にす る。 小さな 群れ。 忠実で 思慮深い 家令  ノレ カ 12:29—47 

草木に このように 衣を 与えて おられる 第12 章 らを 食卓の 前に 横になら せ， そばに 来 
なら， まして あなた 方には 衣を 与えて 5：^=; て 奉仕して くれる でしょう。 38 そし 
くださる のです。 信仰の 少ない 人たち ゥ!^ =24 て， [主人] が 第二 見張り 時に， あるいは 
よ。 29 それで， 自分は 何を 食べる の  ^  5；19 たとえ 第三 見張り 時に 到着した として 
だろう か， 何を 飲む のだろう かと 尋ね ザ34 ぽ 16 も， このように している ところを 見ら 

もと  しんぱい  マタ 6:33  かれ  さい わ  [ィ） 

求める のを やめ， 心配して 気を もむ の  テモ 14:8 れ るなら， 彼らは 幸いです！  39 しか 

[ィ I  よ  オイ ザ 41:14  し  いえ 

を やめなさい 0  30 これらは みな， 世 ヵョハ io:i6 し， この ことを 知って おきなさい 〇家 

の 諸国 民が しきりに 追い求め ている も 22:29 あるじは， 盗人が どの 時刻に 来る かを 

がた ちち  ヘプ 12：28  みは 

のです が， あなた 方の 父は， あなた 方  m5 知っていたなら， ずっと 見張って いて， 
が これらの ものを 必要と している こと ク 浩 自分の 家に 押し入られる ような ことは 
を 知って おられる のです。 31 それで  IS  4-sJ 許さなかった でしょう。 40 あなた 方 
やはり， 絶えず [裡] の 王国を 求めて ゆ l^g1 も 用意を していなさい。 あなた 方の 思 

-I マ々 fi.20  じこく  く  M 

きなさい。 そうすれば， これらの もの テム 6:19 わぬ 時刻に 人の 壬は 来る からです」。 

は あなた 方に 加えられる のです。 41 その 時べ テロが こう 言った。 「主 

おそ  [才）  千 I 18:46  たと  はな 

32 「恐れる ことはありません， 小さ  ^  31:17 よ， この 例えは わたしたちに 話して お 

む  (»)  がた  ちち  エフ 6:14 

な 群れよ。 あなた 方の 父は， あなた 方 ぺ テ11 :13 られ るので すか， それとも， みんなに 
に 王国を 与える ことを よしと された か フィ2:15 もです か」。  42 すると 主は こう 言わ 

(キ 1  じぶん  もものう  （ク） セマタ 25:5  しゅじん  とき おう  さ だ 

ら です。 33 自分の 持ち物を 売って， ソ 啓3:2 〇  れ た。 「主人が， 時に 応じて その 定め 

あわ  ほどこ  W  タマル 13:35  しょくりょう あた  じぶん じゅう 

憐れみの 施しを しなさい。 自分の ため チマ タ 24:46 の 食糧を 与えさせる ため， 自分の 従 

き  さいふ  けっ  マタ 25:10  しゃだん  にんめい  （才) ちゅうじつ  かれい [力） し 

に， すり 切れる ことのない 財布， 決して ッョハ 13:4 者団の 上に 任命す る 忠実な 家令， 思 

つ  たから  つく  1 コ 1  _  りょぶ か （キ j もの 

尽きる ことのない 宝を 天に 作りなさい。 慮 深い 者は いったい だれで しょ うか。 
そこでは， 盗人が 近づく こと も， 蛾が ァマタ 20:28  43 主人が 到着して， そうして いると 

く  テモ D  4:8  どれい さい わ 

食い尽くす こと もありません。 34 あ ィ マル 13:35 ころを 見るならば， その 奴隸は 幸いで 

がた  たから  ところ  ウマタ 2 パ .43  ⑼  しんじつ  がた  い 

なた 方の 宝の ある 所， そこに あなた 方 テサ i5;2 す！  44 真実を こめて あなた 方に 言 

こころ  ⑼  ぺテ n  3:10  しゅじん  かれ  にんめい  じぶん 

の 心 も あるので す。  啓16:15 いますが， [主人] は 彼を 任命して 自分 

がた  こし (シ） おびし  エマ タ 24:44  も  もの 

35 「あなた 方の 腰に 帯を 締め， とも  11  25:13 のす ベての 持ち物を つかさどらせ るで 
しみを たいていなさい。  36 こうして  g テ 3y:12 しょう。  45 しかし， もしも その 奴隸 
あなた 方は， 自分たち の 主人が 婚礼 か 1ゴ〗45 ぽ が， 心の中で， 『わたしの 主人は 来る 

かえ  く  ま  m  とうちゃく  ルカ 19:17  おそ  い  （コ 1  げなん  げじょ 

ら 帰って来 るのを 待ち， [主人] が 到着 力 創 24:2  のが 遅い』 と 言って， 下男 や 下女たち 

と  M  あ  コ I  4:2  た  の  よ 

して [戸を] たたいたら すぐに 開けられ テサ 112:15 をた たき， 食べたり 飲んだり 酔ったり 

へ7"1  4:1(3  はじ  [サ）  どれい しゅじん 

るよう にして いる 人たち のよう であり キ 創れ33  し 始めるならば，  46 その 奴隸の 主人 
なさい 0  37 主人が 到着した ときに， クマ タ は， 彼の 予期して いない 日， 彼の 知ら 

みは  ケマタ 24:47  じこく  き (v) もっと きび  ばっ 

見張って いると ころを 見られる それら コマ タ 24池 ない 時刻に 来て， 最も 厳しく これを 罰 

どれい  さい わ  （チ】  がた  しんじつ サマタ 24:49  う  ぶん  ふちゅうじつ  もの  とも 

の 奴隸は 幸いです！ あなた 方に 真実 シマ タ 24:50 し， その 受け 分を 不忠実な 者たち と 共 

い  おび  し [ツ 1  かれ -7  94.  Cl  W  とき  じ 

に 言います が， [主人] は 帯を 締め， 彼  J  218  になら せる でしょう。 47 その 時， 自 


ルカ 12:48—13:5  家族が 分裂す る。 悔い改めなさい  1608 

の 主人の 意 fe] を 理解して いながら 用 第12 章 は 地 や 空の 様子の 調べ 方を 知っている 
意せ ず， または その 意向に そって 事を 7  9:41 のに， この 特別な 時の 調べ 方を 知らな 

行なわなかった その 奴隸 は， 何度も 打  l：u いのは どうしてで すか。 57 なぜ あな 

ちた たかれる のです。 48 しかし， 理解  た 方は， 何が 義に かなって いるかを も 

していなかった ために 打たれるべき こ <ut5:17 自分で 判断 しないので すか。 58 たと 
とを した 者は， 少なく 打たれます。 実 1:13 え ば， 訴訟の 相手と 共に 支配者の とこ 
際， だれでも 多く 与えられた 者， その  ろへ 行く ときには， その 道に ある 間に 

者には 多くの ことが 要求され ます。 そ =パ25:29 その 人との 論争から 抜け出る ことに 取 
して， 人々 が 多くを ゆだねた 者， その 者  りか かり， 彼が あなたを 裁き 人の 前に 

に 人々 は 普通 以上を 要求す るので す。  引き出し， 裁き 人が あなたを 廷吏に 引 

49 「わたしは 地上に 火を おこす ため ヵマ タ 10:34 き 渡し， 廷吏が あなたを 獄に 投げ込む 
に 来ました。 そして， それが すでにた  ような ことが 決してない ようにし なさ 

きつけられた 以上， この 上 わたしの 願 マ f レ 1〇:38 い。 59 あなたに 言います が， 価の ご 
うべき ことがある でしょう か。 50 実  くわず かな 最後の 小さな 硬貨を 払う ま 

に， わたしには 受けるべき バプ テス マ クミ ヵ7:6  で， あなたが そこから 出る ことは 決し 
があります。 それが 終わる まで， わた  1；；  ^ てないでしょう」。 

しは どんなに か 苦しむ ことでしょう。  1 ちょうど その 時期に， ある 者た 

51 あなた 方は， わたしが 地上に 平和を ヶマタ ％36  i-〇 ちが 居合わせて， ガリラヤ 人た 
与える ために 来たと 思います か。 決し  ちの こと， つまり ピラ トが その 人たち 

てそうではありません。 あなた 方に 言  の 血を その 犠牲と 混ぜた ことにつ いて 

いますが， むしろ， 分裂です 0  52 今 サマタ I6:2 彼に 知らせた。  2 そこで [イエス] は 

からのち， 一つの 家で 五 人の 者が 分裂 欄- 答えて 彼らに 言われた， 「そうした 苦 
し， 三人が 二人に， 二人が 三人に 逆らう 16:3 しみに 遭った の だから これらの ガリ ラ 
のです。 53 彼らは 分裂し， 父は 息子  19:42 ヤ 人は ほかの すべての ガリラヤ 人より 
に， 息子は 父に 逆らい， 母は 娘に， 娘 ^  )hi)  21;30 ひどい 罪人だった とで も 思います か。 
は 母に 逆らい， しゅうとめは 嫁に， 嫁  316:5  3 あなた 方に 言います が， 決してそう 
はしゅう とめに 逆らう でしょう」。  m  25:8  ではありません。 しかし， あなた 方が 

54 それから [イエス] はさら に 群衆  v”:25 悔い改めないなら， みな 同様に 滅ぼさ 
にもこう 言われた。 「雲が 西の方に わ 17$18:3, れ るので す。 4 また， シロ アムの 塔が 
き 起こ るのを 見る と， あなた 方は すぐ  v；b 12:42 倒れて 赤んだ あの 十八 人の ことです が， 
に， 『あらしが 来る ぞ』 と 言い， その 第 13 章 これは 彼らが エルサレムに 住む ほかの 
とおりになります。 55 また， 南風が 才 使徒5:37 すべての 人より 負い目の ある 者だった 
吹いて いるのを 見る と， あなた 方は，  しるし だとで も 思います か。  5 あな 

『熱波が ある ぞ』 と 言い， そのよう に  た 方に 言います が， 決して そうでは あ 

なります。 56 偽善者たち， あなた 方 キ 使徒 3:19 りません。 しかし， あなた 方が 悔い 改 
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めないなら， みな 同じように 滅ぼされ 第13 章 という ことで 憤慨し， 群衆に こう 言い 
るので す」。  7  18:30 はじめた。 「在 事を すべき 日は 六日 あ 

6 ついで [イエス] はこの 例えを 話さ ィィ ザ5: 1 る。 だから， それら [の 日] に 来て 治し 
れ た。 「ある 人が， 自分の ぶどう 園に ゥハバ 3:17 て もらう がよ い。 安息日には いけない 
植えた 一本の いちじくの 木を 持って い  ；"  の だ」。 15 しかしながら， 主は 彼に 

ました。 それで， それに 実が あるかと ^パ1^9 答えて こう 言われた。 「偽善者たち， 
見に 来ました が， 一つ も 見つかり ませ ォレビ 仙23 あなた 方は それぞれ 安息日に 自分の 牛 
ん でした。 7 そこでぶ どうの 栽培 人に 15:2 やろ ばを 畜舎から ほどき， [水を] 飲ま 
言いました， 『わたしは これで 三年 も  せに 引いて 行く のではありません か。 

み  キ出 32:11  むすめ: ォ； 

このい ちじくの 木に 実が あるかと 見に  ョ ヱ2 :17 16 それなら， アブラハムの 娘で， サ 
来たが， まだ 一つ も 見つからない。 こ 3:9 タンが， 見よ， 十八 年 も 縛って いた こ 
れを 切り倒して しまいなさい！ いっ 16;16 の 女が， 安息日に この かせから 解かれ 
たい なぜ このために 土地を 無駄に して  るのは 当然ではありませんでした か」。 

さいばい コイ ザ 61:1  い 

いなければ いけない のか』。  8  [栽培  ^  4:18 17 さて， [イエス] が これらの ことを 言 
人] は 答えて 言いました， 『ご主人 様， サル ヵ 4:39 われる と， その 反対者た ちは みな 恥ず 
それを +年も そのままに して やってく  m  かしく 思うよう になった。 しかし， 群 

ださい。 いずれ 周りを 掘って 肥やしを 7t±j20：g  衆は みな， 彼の 行なった 栄光 ある 事柄 
やります から。 9 それで これから 先， S  35；22 すべてを 歓 ぶように なった。 

実を 生み出す ようで したら [よろしい ^5；14  18 それで [イエス] はさら にこう 言 

です し]， そうでなければ， 切り倒して  II  S'0 われた。 「独の 王国は 何 に似てい るで 
しまって 結構です』」。  しょうか。 それを 何に なぞらえ ま しょ 

10 さて [イエス] は 安息日に 一つの 会 ゥ=ぽ8 うか。 19 それは， 人が 取って 庭に ま 
堂で 教えて おられた。 11 すると， 見  145 いたから しの 種 粒の ようです。 それは 

よ， 十八 年の あいだ 虚弱の 霊に つかれ  成長して 木と なり， 天の 鳥たち は その 

た 女が いた。 彼女は 体が 折れ曲がり， n  枝を 宿り i としたので +」。 

身を 起こす ことが 全くで きなかった。 力 20 それから 再びこう 言われた。 「裡 
12 彼女を ご覧に なると， イエスは 話し キル ヵ9:43 の 王国を 何に なぞらえましょう か。 
かけて こう 言われた。 「女よ， あなた クマ タ13:31 21 それは パン 種の ようです。 女が そ 
は， 自分の 虚弱 さから 解き放され てい  4：30 れを 取って 大升三 ばいの 麦粉の 中に 隠 

ます」。 13 そして， 両手を 彼女の 上 ヶ すと， やがて 塊 全体が 発酵し ました」。 
にお 置きに なった。 すると， 彼女は た  ^  4：12  22 それから [イエス] は， 都市から 都 

ち どころ に まっすぐ になり， 迚の 栄光 コ 市， 村から 村へ と 旅を し， [人々 を] 教 
をた たえ はじめた ので ある。 14 しか  えながら エルサレムへの 旅を 続けて ゆ 

し， これに 対して その 会堂の 主宰 役員  かれた。 23 さて， ある 人が 彼に 言っ 

は， イエスが 安息日に [病気を] 治した  ば5 た， 「主よ， 救われつつ ある 者は 少な 
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いのです か」。 [イエス] は 彼らに こう 言 
われた。 24 「狭い 戸口を 通って 入る た 
め， 精力 的に 励みなさい。 あなた 方に 
言います が， 入ろうと 努めながら 入れ 
ない 者が 多い からです。 25 ひとたび 
家 ある じが 起き上がって 戸に 錠を 下ろ 
してし まう と， あなた 方は 外に 立って 
戸を たたき 始め， 『だんな 様， 開けて く 
ださい』 と 言います。 しかし， 彼は 答 
えて あなた 方に 言う でしょう， 『わた 
しは あなた 方が どこの 者 か 知らない』。 
26 そのと き あなた 方は 言い 始めます， 
『わたしたちは あな たの 前で 食べたり 飲 
んだ りしました し， あなたは わたした 
ちの 大通りで 教えて くださいました』。 
27 しかし 彼は あなた 方に 語って こう 言 
うでしょう。 『わたしは あなた 方が ど 
この 者 か 知らない。 不義を 働く 者たち 
は 皆， わた しから 離れ 去れ ！ 』 28 ア 
ブラ ハム， イサク， ヤコブ， およびす 
ベての 預言者が 裡の 王国 にいる のに 自 
分が 外に 投げ出されて いるのを 見る と 
き， そこで [あな た 方は] 泣き 悲 しんだり 
歯ぎ しりした りする で しょ 4。  29 さ 

ら に， 人々 が 東の ほう や 西の ほうから， 
また 北 や 南から 来て， 裡の 王国で 食卓 
について 横になる でしょう。  30 そし 
て， 見よ， 最後であった のに 最初に な 
る 者が おり， また 最初であった のに 最 
後になる 者が いるので す」。 

31 ちょうど その 時刻に 何人 かの パ 
リ サイ 人が やって来て， 彼に こう 言っ 
た。 「出て 行って ここから 去りなさい。 
へ ロ デが あなたを 殺そうと している か 
ら です」。  32 すると [イエス] は 彼ら 
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に 言われた， 「行って， あのき つねに 
言いなさい， 『見よ， わたしは 今日と 
明日は 悪霊たち を 追い出し， いやしを 
成し遂げて います。 そして 三日 目には 
終わる でしょう』 と。  33 しかし やは 
り， わたしは， 今日， 明日， また その 明 
くる 日と， 自分の 道を 進んで 行かねば 
なりません。 預言者が エルサレムの 外 
で 滅ぼされる ことは 許されな いからで 
+。  34 エルサレム， エルサレム， 預言 

者たち を 殺し， 自分に 遣わされた 人々 
を 石 打ちに する 者よ一 めんどり が一 
かえりの ひなを その 翼の 下に 集める よ 
うに， わたしは 幾た び あなたの 子供た 
ちを 集め たいと 思った ことでしょう。 
それな のに， あなた 方は [それを] 望み 
ませんで した。 35 見よ， あなた 方の 
家は あなた 方の もとに 見捨てられ てい 
ます。 あなた 方に 言います が， 『エホ 
バ のみ 名に よって 来る のは 祝福され た 
者』 と言うと きまで， あなた 方は 決し 
てわたしを 見ないで しょ う」。 

-I  A それから， [イエス] が 食事を す 

1 4  あんそくび  びと 

^ x るた め， 安息日に， パリ サイ 人 
たちの ある 支配者の 家に 入った 時の こ 
と， 人々 は 彼を じっと見 守って いた。 
2 すると， 見よ， 彼の 前に， 水腫に か 
かってい る 人^^いた。 3 そこで イエス 
は， 律法に 通じた 人々 と パリ サイ 人た 
ちに 語り かけて， こう 言われた。 「安 
息 日に [病気を] 治す ことは 許されて い 
ます か， いません か」。 4 しかし 彼ら 
は 黙って いた。 そこで [イエス] は [そ 
の 人を] 抱き かかえて いやし， そこから 
お去らせ になった。  5 それから 彼ら 
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にこう 言われた。 「あなた 方のう ち， 第 w 章 あなたを 招き 返して， それが あなたへ 
自分の 息子 や 牛が 井戸に 落ち込んだ 場 7^22；5  の 報いと なること でしょう。 13 むし 
合， 安息日 だからといって これを すぐ  ろ， あなたが ごちそうを 設ける ときに 

に 引き上げない 人が いるでしょう か」。 はは， 貧しい 人， 体の 不自由な 人， 足な 

かれ  もうもく  まね  (7) 

6 すると 彼らは これらの ことにつ いて  えの 人， 盲目の 人な どを 招きなさい。 

なに  い  かえ  [ゥ）  ウマタ 22:46  さい わ  かれ 

何も 言い返す ことができなかった。  14 そうすれば あなたは 幸いです。 彼 

7 それから [イエス] は， 招かれて そ ヱ マタ ら には あなたに 報いる ものが 何もない 
こに 来て いた 人々 に ひとつの 例えを 話  20:46 からです。 あなたは 義人の 復活の 際に 

された。 彼らが， 最も 目立つ 4 所を 自 才蔵 25:6  報いを 受ける のです」。 

分の ために 選ぶ 様子に 目を 留められた  15 これらの ことを 聞く と， 一緒にい 

からで あり， こう 言われた。 8 「だれ _25:7  た 客の ひとりが 彼に こう 言った。 m 

こんえん  まね  もっとめ だ  おうこく  た  さい わ  1 ゥ） 

かから 婚 宴に 招かれたなら， 最も 目立 キマタ 23:12 の 王国で パンを 食べる 人は 幸いです」。 
つ 場所に 横たわって はなり ません。 も  16  [イエス] は その 人に こう 言われ 

しかす ると， だれか あなたより 主立っ ク蔵 ル33 た。 「ある 人が 盛大な 晚 さんを 設けて 

ヤコ4:10  おおぜい  まね 

た 人が そのと き 招かれて いるか もしれ ぺ テ15 :5 いました。 そして 大勢の 人を 招いた の 
ず，  9 その 場合， あなた やその 人を y 詩 18:27 です。 17 そして 彼は 晚 さんの 時刻に 
招いた 人が 来て， 『この 人に その 場所  ^923-12 自分の 奴隸を 遣わして， 招いて おいた 

を 譲って ください』 と言うでしょう。 _ 人たち に， 『おいでく ださい。 もう 用 

そうすると， あなたは 恥ずかしい 思い 第二 欄 意が できました から』 と 言わせました。 
をしながら， そこを 立って 最も 低い 場 7*；3i!；6  is ところが， 彼らは みな 一様に 言い訳 
所に 着く ことになる のです。 1〇 むし 胃3 :2°  をして 断わり b め まし‘。 最初の 者は 
ろ， あなたが 招かれた ときには， 行っ ィョハ 5:29 彼に 言いました， 『わたしは 火 田を 買っ 
て， 最も 低い 場所で 癀 になり， あなた 使徒24:15 たので， 出かけて 行って それを 見て こ 
を 招いた 人が 来て， 『友よ， もっと 高 ^  |4i „9Q なければ なりません。 お願いします， 

す 十  い  ウル カ 13：29  [キ） 

いほうへ 進んで ください』 と言うよう  ^19：9  お断わり させて ください』。 19 また 
にしなさい。 そうすると あなたは， ー ェ7夕22:2 別の 者は 言いました， 『五く びきの 牛 
緒に いるすべ ての 客の 前で 誉れを 受け  を 買った ので， それを 調べに 行く とこ 

る ことになる のです。 11 だれでも 自 t 胃9 :5  ろな のです。 お願いします， お断わり 
分を 高める 者は 低く され， 自分を 低く ヵマ タ 22:3 させて ください』 0  20 さらに 別の 者 

する 者は 高められる のです」。  は 言い ま した， 『妻を め とった ばかり 

つぎ  じぶん  まね  キマタ 6:24  [ヶ）  さんじょう 

12 次に [イエス] は 自分を 招いた 人 ぐ レヵ8: w なのです。 そのため， 参上で きないの 

い  せい  テモ I  6:9  どれい  き 

にもこう 言われた。 「あなたが 正さん テモ 11 4:10 です が』。 21 それで， 奴隸 はやって 来 
や晚 さんを 設ける ときには， 友人 や 兄 22:5 て， これらの ことを 主人に 伝えました。 
弟， また 親族 や 富んだ 隣人な どを 呼ん  すると， 家 あるじは 憤って 奴隸に 言い 

ではなり ません。 恐らく 彼らは いつか ^nl27；33 ました， 『急いで 市の 大通り や 路地に 
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出て 行き， 貧しい 人， 体の 不自由な 人， 
盲人， 足な えの 人な どをこ こに 連れて 
来なさい』。 22 やがて 奴隸は 言い ま 
した， 『ご主人 様， お命じに なった と 
おりに 致しました。 でも， まだ 場所が 
余って おります』。 23 すると 主人は 奴 
隸に 言いました， 『道路 や， 栅を 巡ら 
した 場所に 出て 行き， 無理に でも 人々 
に 入って 来させて， わたしの 家が いっ 
ぱいになる ようにしなさい。  24 あな 
た 方に 言う が， 招かれて いた あの 者た 
ちには だれに も わたしの 晚 さんを 味わ 
わせない の だ』」。 

25 さて， 大群 衆が 彼と 一緒に 旅行 
していた が， [イエス] は 振り向いて 彼 
ら にこう 言われた。  26 「わたしの も 
とに 来て， 自分の 父， 母， 妻， 子供， 
兄弟， 姉妹， さらには， 自分の 魂を さ 
え 憎まないなら， その 人は わたしの 弟 
子になる ことは できません。  27 だれ 
でも， 自分の 苦しみの 杭を 運びながら 
わたしの あとに 付いて 来ない 者は， わ 
た しの 弟子になる ことができな いので 
す。 28 たとえば， あなた 方のう ちの 
だれが， 塔を 建てようと 思う 場合， ま 
ず 座って 費用を 計算 L， _ 分が それを 
完成す る だけの ものを 持って いるか ど 
うかを 調べないでしょう か。 29 そう 
しないなら， その 人は 土台を 据えても 
それを 仕上げる こ とがで きない かもし 
れ ず， それを 見て いる 人たち はみ な 彼 
を あざけって，  30 『この 人は 建て 始 
めはした ものの， 仕上げる ことができ 
なかった』 と 言い 始める かもしれ ませ 
ん。 31 また， どんな 王が， 別の 王と 
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戦いを 交えようと して 行進す るに あた 
り， まず 座って， 二 万の 軍勢で 攻めて 
来る 者に， 一万の 軍勢で 相対す る こと 
がで きる かどう かを 諮らないでしょう 
か。 32 事実， それが できないなら， そ 
の 者が まだ 遠く 離れた 所に いる 間に， 
一団の 大使を 遣わして 和平を 求める の 

[ィ}  たし 

です。 33 このように， 確かに あなた 
方は， 自分の 持ち物 すべてに 別れを 告 
げ ないかぎ り， だれも わたしの 弟子に 
なること がで きません。 

34 「いかにも 塩は すぐれた もので 
す。 しかし， 塩で さえ その 効き目を 失 
うなら， 何を もって それに 味を つける 
でしょう か。 35 それは 土に も脃 やし 
にも ふさわしくありません。 人々 は そ 
れを 外に 捨てる のです。 聴く 耳の ある 
人は 聴きなさい」。 

1, さて, 収税人 や 罪人た 4 がみな， 
? 遠 [のは#] を A こぅ としてし きり 
に 近づいて 来る のであった。 2 そのた 
め， パリ サイ 人 も書士 たち もしき りに 
不平を ならし， 「こ の 人は 罪人たち を 
歓迎して 一 緣に襄 事を する」 と 言った。 
3 すると [イエス] はこの 例えを 彼らに 

はな  い  がた 

話して， こう 言われた。 4 「あなた 方 
のうち， 百 匹の 羊を 持って いて， その 
うちの 一匹を 失った ときに， 九十 九 匹 
を 荒野に 残し， 失われた ものを 見つけ 
る ま で それを 捜し に 行かな い 人が いる 
でしょう か。  5 そして， 見つける と， 
その 人は それを 自分の 肩に 載せて 歓び 
ます。  6 そう して， 家に 着く と， 友 
人 や 隣人を 呼び集めて， こう 言う ので 

いっしょ  よろこ  うしな 

す。 『一緒に 歓ん でく ださい。 失われ 


1613  なくなった 硬貨。 放とう 息子が 帰って来る  ルカ 15:7 —— 24 

ていた わたしの 羊が 見つかった からで 第15 章 した。 16 そして 彼は， 豚が 食べて いる 
す』。 7 あなた 方に 言います が， この ；2：^ いなご まめの さやで 腹を 満たした いと 
ように， 悔い改める 一人の 罪人に つい  ~12:25 さえ 思って いました が， 彼に [何 か] 与え 
ては， 悔い改めの 必要の ない 九十 九 人 ィ1ゼ33:11 ようとす る 者は だれもい ませんで した。 

ぎ じん (ゥ）  いじょう  よろこ  ルカ 5:32  ほんしん  かえ  とき  かれ  い 

の 義人に ついて 以上の 喜びが 天に ある  17 「本心に 立ち返った 時， 彼は 言い 

のです 0  ゥ箴 3Q:12 ました， 『わたしの 父のと ころでは 実 

8 「また， 十 枚の ドラ クマ 硬貨を 持っ  に 多くの 雇い人に あり 余る ほどの パン 

ていて， 一枚の ドラ クマ 硬貨を なくし ば が あるのに， わたしは ここで 飢きんの 
た 場合に， ともしびを ともして 家を 掃  ために 死にそう なの だ。 18 立って 父 

き， それを 見つける まで 注意 深く 捜さ 4~21:2° のと ころに 旅を し， こう 言おう。 「父 
ない 女が いるで しょうか。 9 そして， ^^21:17  上， わたしは 天に 対しても， あなたに 
それを 見つける と， 彼女は 自分の 友人  対しても 罪を おかしました。 19 わた 

や 隣人の 女たち を 呼び集めて， こう 言い キ ま13 :22 しは もうあな たの 息子と 呼ばれる には 
ます。 『一緒に 歓ん でく ださい。 わた ^29:3  値しません。 あなたの 雇い人の 一人の 
しのな くした ドラ クマ 硬貨が 見つか っ 15:30 ようにして ください」』。  20 そこで 彼 

がた  い  ちちおや  ゆ 

たからです』。 10 あなた 方に 言い ま 11:7 は 立って 父親の もとに 行きました。 彼 

すが， このように， 悔い改める 一人の - がま だ 遠くに いる 間に， 父親は 彼の 姿 

罪人に ついては， 裡の み使いた ちの 間  を 見て 哀れに 思い， 走って 行って その 

に 喜びが わき 起こる のです」。  首を 抱き， 優しく  口 づけした のです。 

11 それから [イエス] はこう 言われ ィ ェフ4: 口  21 その 時， 息子は 言いました， 『父上， 

ふたり  むすこ  ぺテ I  4:3  たい 

た。 「ある 人に 二人の 息子が ありまし  わたしは 天に 対しても， あなたに 対し 

た。 12 そして， そのうちの 若い ほう ゥ代 nw4 て も 罪を おかしました。 わたしは もう 
の 者が 父親に 言いました， 『父上， 財産  ^ も あなたの 息子と 呼ばれる には 値し ませ 
のうち わたしの 頂く 分を 下さい』。 そこ  1:9 ん。 あなたの 雇い人の 一人の ようにし 

で 彼は 自分の 資産を ふたりに 分けて や Iif51:4  てくだ さい』。 22 しかし 父親は 自分 
りました。 13 その後， 何日 もたた な  の奴隸 たちに 言いました， 『さあ 早く， 

いうちに， 若い ほうの 息子は すべての ^ 311 7:10  長い 衣， その 一番 良い のを 出して 来て 

ものと  とおと ちりょこう  き  I 力 1  わ  阁 

物を 取りまとめて 遠い 土地に 旅行に 出， 3；4 これに 着せ， その 手に 輪を はめ， 足に 
そこで 放とう の 生活を して 自分の 財産  サンダルを はかせなさい。 23 それ か 

を 乱費し ました。 14 すべての 物を 使 キツ = ら ，肥えさせた 若い 雄牛を 連れて来て 
い 果たした 時， その 地方 一帯に ひどい 飢  ほふる の だ。 食べて， 楽しもう ではな 

きんが 起こり， 彼は 困窮し 始めました。 クマ タ 22:4 いか。 24 この わたしの 息子が， 死ん 
15 彼は その 地方の ある 市民の もとに  でいた のに 生き返った からだ。 失われ 

い  みよ  ケ ヨ ハ 5:25 

行って 身を 寄せる ことまで し， その 人  °；  ®：；3 ていたの が 見つかった の だ』。 こうし 
は 彼を 自分の 畑に やって 豚を 飼わせ ま  iVx" て 彼らは 興じ 始め ま した。 


ルカ 15:25—16:8 


年上の 息子。 不義な 家令 
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25 「さて, 年上の 息子は 野に いました。 
そして， 帰っ て 来て 家に 近づ くと， 合奏 
と 踊りの 音が 聞こえた のです。 26 そ 
こで， 僕の 一人を 呼び， これは どういう 
ことなの かと 尋ねました。 27  [僕] は 
言いました， 『あなたの ご兄弟が おい 
でに なった のです。 それで， 健やかに 
戻って 来られた というので， あなたの 
お 父 様は 肥えさ せた 若 L 、雄牛を ほふら 
れ たのです』。 28 ところが 彼は 憤り， 
入って 行こうと はしませんでした。 す 
ると， 父親が 出て 来て， 彼に 懇願し は 
じめ ま した。 29 彼は 答えて 父親に 言 
いました， 『わたしは これまで 何年と 
いう もの あなたの ために 奴隸 のように 
働いて きて， 一度と いえ あなたの おき 
てを 踏み越えた ことはありません。 そ 
れ なのに， この わた しには， 友人と 一緒 
に 楽しむ ための 子 やぎ さえた だの 一度 
も 下さった ことがありません。  30 そ 
れ が， 娼婦たち と 一緒に なって あなた 
の 資産を 食いつ ぶした， この あなたの 
息子が 到着す る や， あなたは 肥えさせ 
た 若い 雄牛を 彼のた めに ほふった ので 
す』。  31 すると， [父親] は 言い まし 

た， 『子よ， あなたは いつも わたしと 
一緒にい たし， わたしの 物は みな あな 
たのもの だ。 32 だが， わたしたちは 
とにかく 楽 しんで 歓 ばな いわけに はい 
かなかった の だ。 この あなたの 兄弟は， 
死んで いたのに 生き返り， 失われて い 
たのに 見つか っ たから だ』」。 

-I  n 次いで [イエス] は 弟子たち にも 
こう!* われた。 「ある# んだ人 
がいて， 家令を かかえて いま したが， こ 
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もの  しゅじん  かざい  ろうひ 

の 者が [主人] の 貨財を 浪費して いると 
の 訴えが その 人の もとにな され ま した。 
2 そこで 彼は その [家令] を 呼んで 言い 
ま した， 『わたしが あなたに ついて 聞 
くこの 事は どういう ことなの か。 あな 
たの 家令 職に つい て 会計報告を 出しな 
さい。 あなたは もうこの 家を 管理で き 
ない の だ』。 3 そこで 家令は 自分に 言 
いま した， 『どう しよう。 主人は わた 
しから 家令 職を 取り上げる という こと 
だ。 わたしは 土 掘りを する ほど 強く は 
ないし， 物 ごいを する のは 恥ずかしい。 
4 そうだ， どう すれば よい か 分か っ 
たぞ。 わたしが 家令 職から 外された と 
き， 人々 がわた しを _ 分の 家に 迎え 入 
れて くれる ようにす るの だ』。 5 それ 
から 彼は， 主人の 債務者を ひとり ひと 
り 自分の もとに 呼んで から， 最初の 者 
にこう 言い ま した。 『あなたは わたし 
の 主人に どれく らい 借りが あるの か』。 
6 彼は 言いました， 『オ リーブ 油百バ 
卜です』。 [家令] は 言いました， 『あな 
たの 契約書を 受け取り， 座って， 早く 
五十と 書きなさい』。 7 次に， 彼は 別 
の 者に 言い ま した， 『さて 今度は あな 
ただが， どれく らい 借りて いるの か』。 
彼は 言いました， 『小麦 百 コルです』。 
[家令は] 言い ま した， 『あなたの 契約 
書を 受け取って， 八十と 書きなさい』。 
8 すると， 主人は その 家令を ほめ まし 
た。 不義な 者では あります が， 実際的 

ち え  こうどう  （才 1 

な 知恵を もって 行動した からです。 こ 
の 事物の 体制の 子ら は， 自分たち の 世 
代に 対しては， 実際的な やり方の 点で 
光の 子ら より 賢い のです。 


1615  神に 対して 奴隸 となる。 離婚。 富んだ 人と ラザロ  ルカ 16:9—25 


9 「また， わたしは あなた 方に 言い ま 
すが， 不義の 富に よって 自分の ために 
友を 作り， そうした ものが 尽きた とき， 
彼ら が あな た 方を 永遠の 住 f か に 迎え 
入れて くれる ようにしなさい。 10 ご 
く 小さ な 事に 忠実な 人は 多 くのこと に 
も 忠実で あり， ごく 小さ な 事に 不義な 
人は 多くの ことに も 不義です。 11 そ 
れ ゆえ， あなた 方が 不義の 富に 関して 
忠実で あ る ことを 示して いないなら， だ 
れが あなた 方に 真実の ものを 託する で 
しょうか。 12 そして， あなた 方が ほ 
かの 人の 物に ついて 忠実で ある ことを 
示して いないなら， だれが あなた 方に， 
あなた 方の ための 物を 与える でしょう 
か。 13 どんな 家僕 も 二人の 主人に 対 
して 奴隸 となる ことは できません。 一 
方を 憎んで 他方を 愛する か， あるいは 
一方に 堅く 付いて 他方を 侮る ようにな 
るからで す。 あなた 方は# と 富と に 対 
して 奴隸 となる ことは できません」。 

14 さて， 金を 愛する 者で ある パリ 
サイ 人たち が これらの すべての ことを 
聴いて いて， 彼の ことを 冷笑し はじめ 
た。 15 そこで [イエス] は 彼らに 言わ 
れ た， 「あなた 方は 人の 前で 自分を 義 
とする 者たち です が， ® は あなた 方の 

を ふって おられます。 人の 間で 嵩大 
な ものは， 裡から 見て 嫌悪すべき もの 
だからです。 

16 「律法と 預言者た ちとは ヨハネ ま 
ででした。 その 時 以来， 裡の 王国は 良 
いたより として 宣 明され ており， あら 
ゆるた ぐ L ヽの 人が それに 向か っ て 押し 
進んで います。 17 実際， 律法の 文字 
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の 一画が 成就され ないで いるよりは， 
天と地の 過ぎ去る ほうが 易しい のです。 

18 「_ 分の 妻を 離婚して 別の 女を め 
とる 者は みな 蔡淫を 犯す ので あり， 夫 
か ら 離婚 さ れた 女を めと る 者は 姦淫を 
犯す ことになります。 

19 「ところで， ある 富んだ 人が いて， 
紫 と 亜麻布で 身を 飾り， 豪 しゃな 日々 
を 楽しんで いました。  20 —方， ラ ザ 
口と いう 名の ある こじきは 彼の 門のと 
ころ に 置かれ， かいよう だら けの 身で， 
21 その 富んだ 人の 食卓から 落ちる 物 
で 腹を 満たした いと 思って いま した。 
そのうえ また， 犬が 来て は 彼の かいよ 
うを なめる のでした。 22 さて， やが 
てこ じきは 死に， み使いたち によって 

V?)  ふところ (ヶ）  い ち  はこ 

アブラハムの 懐 [の 位置] に 運ばれ ま 
した。 

「また， 富んだ 人 も 死んで 葬られ ま 
した。 23 そして， ハ デスの 中で 目を 
上げる と， 自分は 責め苦の うちに あり 
ましたが， はるか 離れた 所に アブ ラ ハ 
ムが おり， ラザロが その 懐 [の 位置] に 
いるの が 見えました。 24 それで 彼は 
呼びかけて 言い ま した， 『父 アブ ラ ハ 
ムよ ，わたしに 憐れみを おかけに なり， 
ラザロを 遣わして， その 指の 先を 水に 
浸して わた しの 舌を 冷やす ように さ 
せて ください。 わたしは この 燃えさ か 
る 火の 中で 苦 もんして いるから です』。 
25 しかし アブラハムは 言いました， 
『子よ， あなたが 自分の 生きて いる 間 
に， 自分の 良い 物を 全部 受け， それに 
対して ラザロが 良くない 物を [受けた] 
ことを 思い出しなさい。 しかし 今， 彼 


ルカ 16:26 — 17:11  惜しみな く 許す。 信仰。 奴隸  1616 


はこ こで 慰めを 得， あなたは 苦 もんの 
うちに ある。  26 そして， これらす ベ 
てに 加えて， わたしたちと あなた 方と 
の 間には 大きく て 深い 裂け目が 定めら 
れ ており， そのため， ここから あなた 
方の もとに 行きたい と 思う 者たち も そ 
れが できず， 人々 がそ こから わたした 
ちのと ころに 渡って 来る こと もで きな 
い』。  27 すると 彼は 言い ま した， 『そ 

れ なら， お願いです， 父よ， 彼を わたし 
の 父の 家に 遣わして ください。 28 わ 
たしには 五 人の 兄弟が いますから。 こ 
うして 彼が 徹底的な 証し をし， 彼ら も 
この 責め苦の 場所に 入る ことがない よ 
うにす るので す』。  29 しかし アブ ラ 

ハムは 言い ま した， 『彼らには モー *4 
と 預言者た ちが ある。 それに 聴き 従え 
ばよ い』。  30 すると 彼は 言い ま した， 

『いいえ， そうではありません， 父 アブ 
ラ ハムよ， だれかが 死人の 中から 行け 
ば， 彼らは 悔い改める ことでしょう』。 
31 しかし [アブラハム] は 彼に 言い ま 
した， 『モー セ や 題言 者たち」 こ 聴き 従 
わないなら， だれかが 死人の 中から よ 
みが えっても， やはり 説得に 応じない 
であろう』」。 

-I  それから [イエス] は 弟子たち に 
1* こう 言われた。 「つまずきの も 
ととなる ものが 来る ことは 避けられ ま 
せん。 しかし， それが 来る その 経路と 
なる 人は 災いです！  2 その 人に とっ 
ては， 臼 石を 首に かけられて 海の 中に 
投げ込まれた とすれば， その ほうが， こ 
れら 小さな 者の 一人を つまずかせ るよ 
りは ましでしょう。  3 自分自身に 注 
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意を 払いなさい。 あなたの 兄弟が 罪を 
犯すなら， 叱責を 与え， その 人が 悔い 
改めるなら， 許して あげなさい。 4 た 
とえ その 人が あなたに 対して 一日に 七 
回 罪を おかし， 『わたしは 悔い改め ま 
す』 と 言って あなたの もとに 七 回戻っ 
て 来たと しても， あなたは その 人を 許 
して あげなければ なりません」。 

5 さて， 使徒たち が 主にこう 言った。 
「わたしたち にさら に 信仰を お与えく だ 
さい」。 6 すると 主は 言われた， 「あな 
た 方にから しの 種 粒 ほどの 信仰が あっ 
たなら， この 黒 桑の 木に， 『根 こそぎ 抜 
かれて， 海に 植われ！』 と 言った とし 
て も， それは あなた 方に 従う でしょう。 

7 「あなた 方の 中に， [畑を] すき 返し 
たり 群れの 番をした りする 奴隸 がいて， 
その 者が 野 か ら 入って 来る と， 『すぐ 
にこ こに 来て， 食卓に ついて 横にな り 
なさい』 と言う 人が いるでしょう か。 
8 むしろ， 『わたしの 晚 さんの ために 
何 か 用意し， 前掛けを かけて， わたし 
が 食べたり 飲んだり し 終わる まで わた 
しに 仕えなさい。 その あと， あなたは 
食べたり 飲んだり してよ ろしい』 と 言 
うのではありません か。 9 奴 隸が割 
り 当ての 事を したから といって， その 
人は 恩義を 感じたり しないでは ありま 
せんか。 10 ですから あなた 方 も， 自 
分に 割り当てられた 事を 全部した とき 
には， 『わたしたちは 何の 役に も 立た 
ない 奴隸 です。 わたし たちのし たこと 
は， 当然すべき ことでした』 と 言いな 
さい」。 

11 そして， エルサレムに 進んで 行か 


1617  10 人の らい 病人。 「王国は あなた 方の ただ 中に ある」  ノレ カ 17:12—33 

れる 途中， [イエス] は サマリアと ガリ ラ 第17 章 こう 言われた。 「あなた 方が 人の 土の 
ヤの 真ん中を 通って おられた。 12 そ 7  =  49;451 日を 一日で も 見たい と 願いながら， [そ 
して， ある 村に 入って 行かれる 際に， ィ レビ is:46 れ を] 見られない 日が 来ます。 23 そし 
十 人の らい 病の 人が 彼に 出会った が， 。~9:27 て 人々 は あなた 方に， 『そこを 見よ！』 
彼らは 遠く 離れた ところで 立ち上が  20:30 とか， 『ここを 見よ！』 とか 言う で しょ 

り， 13 声を 上げて こう 言った。 「イ  レ ま429 う。 出て 行ったり， その後を 追い かけ 
エスよ， 先生， わたしたちに 憐れみを  たりして はなり ません。  24 稲妻は， 

おかけく ださい！」 14 それで， 彼ら  5:14 その ひらめきに よって， 天の下の 一と 
を 見かけた 時， [イエス] はこう 言われ  ころから 天の下の 別のと ころに 輝き わ 

た。 「行って， 自分を 祭司たち に 見せ  ^ 103:1 たります が， 人の i も ちょうど そのよ 
なさい」。 すると， 出かけて 行く 途中 +~8:2 うだから です。 25 しかし， 彼は まず 
で， 彼らは 清められ たので ある。 15 そ ^  3^47：94 多くの 苦しみに 遭い， この 世代から 退 
のうちの 一人は， 自分が いやされ たの ヶ けられねば なりません。  26 また， ノ 
を 見て， 大声で 裡の 栄光を たたえな が  7:50 アの 日に 起きた とおり， 人の 壬の 日に 

ら 戻って 来た。 16 そして， [イエス]  7$24:3 もまた そうなる でしょう。  27 人々 は 
の 足 もとにう つ 伏して 感謝した 。しか マル13:21 食べたり， 飲んだり， め とったり， 嫁 
も， それは サマリア 人であった。 17 イ シ いだり していて， ついに ノアが 藉 船の 

エスは 答えて 言われた， 「十 人が 清め - - 中に 入る 日と なり， 洪水が 来て 彼らを 

られ たのではありませんでした か。 で 9:15 みな 滅ぼしました。 28 また 同じよう 
は， ほかの 九 人は どこに いるので すか。 ；ョ で〗 恙 に， ちょうど ロトの 日に 起きた とおり 
18 迚に 栄光を 帰す るた めに 戻って 来 ィマ タ 24:23 です。 人々 は 食べたり， 飲んだり， 買っ 
たのは， この 他国の 人の ほかには だれ ルヵ21 :8 たり， 売ったり， 植えたり， 建てたり し 
もい なかった のです か」。 19 そして， m'I4:1 ていました。 29 しかし， 口 卜が ソド 
その 人に こう 言われた。 「立って， 出  ム から 出た 日に 天から 火と 硫黄が 降っ 

かけて 行きなさい。 あなたの 信仰が あ 8:31 て， 彼らを みな 滅ぼした のです。 30 人 
なた をよ くな らせ たのです」。  9；22 の 子が 表わ し 示されよ うとして いる 日 

20 ところで, 裡の 王国が いつ 来る の キ 創6:5  も 同様でしょう 0 
かを パリ サイ 人たち に 尋ねられた 時， クマ タ 24:37  31 「その 日， 屋上に いる 人は， 家財が 

[イエス] は 彼らに 答えて 言われた，. U:L:38 家の 中に あっても， それを 取りに 下り 
の 王国は 際立 っ て 目につく さまで 来る コ創 刪5 ては な ら ず， 野に 出て いる 人 も， 後ろの 
のでは なく，  21 また 人々 が 『ここを サ 創19 :24 ものに 戻って はなり ません。  32  口 卜 
見よ！』 とか 『そこを！』 とか 言う も シ？； tf3 ぼ の 妻の ことを 思い出しなさい。  33 だ 

[サ）  おうこく  コ I 1:7  じぶん たましい  あんぜん 

ので もありません。 見よ， 迚の 王国は  3:4 れ でも， 自分の 魂を 自分の ために 安全 

あなた 方の ただ 中に あるので す」。  5^72:8 に 守ろうと する 者は それを 失い， 一方， 

22 それから [イエス] は 弟子たち に ス創 19:26 それを 失う 者は， それを 生き長らえさせ 


ルカ 17:34—18:15  やもめと 裁き 人。 パリ サイ 人と 収税人の 祈り  1618 


るので す。 34 あなた 方に 言います が， 
その 夜， 二人 [の 男] が一つ の 寝床に い 
るでしょう。 一方は 連れて行かれ， 他方 
は 捨てられる のです。 35 二人 [の 女] 
が 同じ 臼で ひいて いるでしょう。 一方 
は 連れて行かれ， 他方は 捨てられ るの 
です」。 36  — - 一  37 そこで， 彼らは 
こたえて 言った， 「主 よ， どこで です 
か」。 [イエス] は 彼らに 言われた， 「死 
体の あると ころ， そこには 鷲 も 集まっ 
ている でしょ う」。 

-I  〇 それから [イエス] は， 彼らが 常 
に 祈り， かつあきら めて はなら 
ない ことにつ いて， さ らに 例えを 話して 
2 こう 言われた。 「ある 都市に， 裡へ 
の 恐れを 抱かず， 人に 敬意 も 持たない 
ある 裁き 人が いました。  3 ところが， 
その 都市に ひとりの やもめが いて， し 
きりに 彼の もとに 来て は， 『わたしが 
备 f の M の醇に I して ■な 観- 
を  ft  られ るよう にして ください』  と 言 
いました。  4 さて， しばらくの あいだ 
彼は 気がすす みませんで したが， 後に 
なって 自分に 言い ま した， 『わたしは 
迚を 恐れたり 人を 敬っ たりす る わけで 
はない が，  5 とにかく， この やもめ 
が 絶えず わたしを 煩わす から， 彼女が 
公正な 裁きを 得られる ように してやろ 
う。 そうすれば， とこ とんまで やって 
来て わたしを こづき まわす ような こと 
はないだろう』」。 6 それから 主は こう 
言われた。 「ネ義 な 者では あるが， こ 
の 裁き 人の 言った ことを 聞きなさい！ 
7 では， 裡 は， 日夜 ご 自分に 向かって 叫 
ぶ その 選ばれた 者たち のためには， た 
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とえ 彼らに 対して 長く 忍んで おられる 
としても， 必ず 公正が 行な われる よう 
にして くださらないで しょうか。 8 あ 
なた 方に 言います が， 彼らの ため 速 や 
かに 公正が 行なわれ るよ うにして くだ 
さるので す。 とはいえ， 人の 壬が 到来 
する 時， 地上に ほんとうに 信仰を 見い 
だすで しょ うか」。 

9 しかし [イエス] は， 自分は 義 にか 
なって いるの だと 自負し， ほかの 人たち 
を 取る に 足りない 者と 考える ある 人々 
にも 次の 例えを 話された。 10 「二人の 
人が 祈りを する ため 神殿に 上り ま した。 
一人は パリ サイ 人， 他の 一人は 収税人 
でした。 11 パリ サイ 人は 立って， こ 
れら のこと を 自分の 中で 祈りは じめ ま 
した。 『拽 よ， わたしは， 自分が ほか 
の 人々， ゆすり 取る 者， 不義な 者， 姦 
淫を する 者な どのようで なく， また こ 
の 収税人の ようで すらない こと を 感謝 
します。 12 わたしは 週に 二回 断食を 
し， 自分が 得る すべての 物の 十分の一 
を竊 めて ぃ ま，』。 叉ん は 
離れた ところに 立って， 目を 天の ほう 
に 上げようと もせず， 胸を たたきな が 
ら， 『拽 よ， 罪人の わたしに 慈悲を お 
示しく ださい』 と 言いました。 14 あ 
なた 方に 言います が， この 人は， 先の 
人より 義 にかな った 者で ある ことを 示 
して 家に 帰って 行きました。 自分を 高 
める 者は みな 辱められ ますが， 自分を 
低く する 者は 高められる のです」。 

15 さて， 人々 は， [イエス] に 触って 
いただこう として， 自分の 幼児たち を 
も その もとに 連れて来る ようになった。 


1619  子供の ような 謙遜 さ。 富んだ 若い 支配者  ルカ 18:16—34 


ところが， 弟子たち は それを 見て， 彼 
らを たしなめる のであった。 16 しか 
し， イエスは [幼児] たちを 自分の もと 
に 呼んで， こう 言われた。 「幼子たち 
を わたしの ところに 来させなさい。 止 
めようと しては なりません。 裡の 王国 
はこの ような 者たち の もの だからです。 
17 あなた 方に 真実に 言います が， だれ 
でも， 幼子の ように 裡の 王国を 受け 入 
れる 者で なければ， 決して それに 入れ 
ない のです」。 

18 また， ある 支配者が 彼に 質問して 
こう 言った 0  「善い &よ ，何を すれば， 
わたしは 永遠の 命を 受け継げ るで しょ 
うか」。 19 イエスは 彼に 言われた， 
「 なぜ わた しのこと を 善 L 、と 呼ぶ のです 
か。 ただ ひとりの 方，# の ほかには， だ 
れも 善い 者は いません。 20 あなたは 
おきてを 知っています。 『姦淫を 犯し 
てはいけ ない， 殺人を しては いけない， 
盗んで はいけ ない， 偽りの 証し をして 
はいけ ない， あなたの 父と 母を 敬いな 
さい』」。 21 すると 彼は 言った， 「わ 
たしは それらを みな 若い 時から ずっと 
守って きまし ル」。  22 それを 聞いて 

から， イエスは 彼に 言われた， 「あな 
たには 足りない ことが まだ 一つ ありま 
す。 あなたの 持って いる 物を みな 売っ 
て， 貧しい 人々 に 配りなさい。 そうす 
れ ば， 天に 宝を 持つ ようにな るで しょ 
う。 それから， 来て， わたしの 追随 者 
になり なさい」。 23 これを 聞いて， 彼 
は 深く 悲しんだ。 彼は 非常に 富んで い 
たからで ある。 

24 イエスは 彼を じっと見て， こう 言 
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われた。 「お金を 持つ 人々 が® の 王国 
に 入って 行く のは 何と 難しい ことなの 
でしょう。 25 実際， 富んだ 人が 裡の 
王国に 入る よりは， らく だが 縫 L 、針の 穴 
を 通る ほうが 易しい のです」。 26 これ 
を 聞いた 者たち は， 「果たして だれが 
救いを 得られる のでしょう か」 と言っ 
た。 27  [イエス] は 言われた， 「人に 
は 未 可能な 事 も， 裡に とっては 可能で 

(ウ 1  い 

す」。 28 しかしべ テロは 言った， 「ご 
覧 ください， わたしたちは 自分の ものを 
後に して， あなたに 従って まいり まし 

W  かれ  い 

た」。 29  [イエス] は 彼らに 言われた， 
「あなた 方に 真実に 言います が，# の 王 

こく  いえ  つま  きょうだい おや 

国の ために， 家， 妻， 兄弟， 親， ある 
いは 子供を 後に した 者で，  30 この 時 
期に いずれにしても 何 倍 も 得， 来たら 
ん とする 事物の 体制で 永遠の 命を 得な 

もの  (*) 

い 者は いません」。 

31 それから [イエス] は 十二 人を わき 
に 連れて行って， こう 言われた。 「ご 
覧 なさい， わたしたちは エルサレムに 
上って 行きます。 そして， 人の 土 に 関 
し ，預言者た ちに よっ て 書かれた ことは 
みな 成し遂げられる でしょう。 32 例 
え ば， 彼は 諸国 民 [の 者たち] の もとに 
引き渡され， 愚弄され， 不遜な 扱いを 

う (=>)  (サ } 

受け， つばを かけられます。  33 そし 
て 彼らは， [人の 土] をむ ち 打って から 
殺します が， 三日 目に 彼は よみがえる 
のです」。 34 しかし， 彼らは これらの 
ことの 意味を 何一つ 悟らなかった。 こ 
のこと ばは 彼らからは 隠されて いたの 
であり， 彼らは 言われた 事柄が 分か っ 
ていなかった。 


ルカ 18:35—19:13 


盲人を いやす。 ザア カイの 改宗 


1620 


35 さて， [イエス] が エリコに 近づい 
て 行かれる と， ある 盲人が 道路の わき 
に 座って 物 ごいを していた。 36 彼は， 
群衆の 進んで 行く  [物音] を 聞いた ので， 
これは どういう ことなの かと 尋ねは じ 
めた。 37 人々 は， 「ナザレ 人の イエ 
スが 通って 行く の だ！」 と 彼に 知らせ 
た。 38 そこで， 彼は 叫んで 言った， 
「ダビデの ±， イエスよ， わたしに 憐れ 
みを おかけく ださい！」 39 すると， 

さき  ゆ  もの  しず 

先を 行く 者たち が， 静かに している よ 
うにと 彼に 厳しく 言い はじめた。 しか 
し， 彼は それだけよ けいに， 「ダビデの 
籌 上， わたしに 憐れみを おかけく ださ 
い」 と 叫びた てるのであった。 40 そ 
こで イエスは 立ち止まり， その [人] を 
連れて来る ようにと 命令され た。 彼が 
近くに 来てから， [イエス] はこう お尋 
ねに なった。 41 「わたしに 何を して 欲 
しいので すか」。 彼は 言った， 「まよ， 
視力を 取り戻させ てくださ^ ヽ」。 42 そ 
こで イエスは 彼に 言われた， 「視力を 
取り戻しなさい。 あなたの 信仰が あな 
たを よくなら せました」。  43 すると， 
彼は たちどころに 視力を 取り戻し たの 
である。 そして， ® の 栄光を たたえつ 
つ [イエス] の あとに 従うよう になった。 
また， 民す ベても， [これを] 見て# に 
賛美を ささげた。 

-i  Q それから [イエス] は エリコに 
人$， そこを i んで告 かれた。 
2 ところで， ここに ザア カイと いう 名 
の 人が いた。 彼は 収税人の 長で あり， 
富んだ 人であった。 3 さて 彼は， この 
イエスが どんな 人 かを 見ようと してい 


第 18 章 

アマ タ 20:29 
マル 10:46 

イマ ル 10:47 


コ ルカ 5:26 
使徒 4:21 
ガラ 1:24 


第 19 章 


第二 欄 


使徒 3:25 


たが， 群衆の ために それが できな かっ 
た。 背が 低かった ので ある。 4 それ 
で， 先に 前方へ 走っ て 行き ，[イエス] を 
見る ためにい ちじく 桑の 木に よ じ登っ 
た。 ちょうど そちらの ほうに 進んで 行 
かれる ところだった からで ある。  5 さ 
て， その 場所に 来た 時， イエスは 彼を 
見上げて， こう 言われた。 「ザア カイ 
よ， 急いで 下りて 来なさい。 わたしは 
今日， 必ず あなたの 家に とどまる から 
です」。 6 そこで 彼は 急いで 下り， 歓 
びながら [イエス] を 客と して 迎えた。 
7 しかし， [それを] 見て， 人々 はみ な不 
平を ならしは じめ， 「罪人で ある 人の 
ところに 泊まりに 行った のか」 と言っ 
た。 8 しかし， ザア カイは 立ち上が っ 
てまに 言った， 「ご覧く ださい， 主よ， 
わたしは 持ち物の 半分を 貧しい 人々 に 
与えて いますし， 何でも 言いが かりを 
つけて 人から ゆすり 取った ものは， 四 
倍にして 元に 返して います」。 9 する 
と イエスは 彼に 言われた， 「この 日に 
救いは この 家に 来ました。 この 人 もま 
た アブラハムの 子 だからです。 10 人 
の ± は， 失われた ものを 尋ね 求め， そ 
れを 救うた めに 来たので す」。 

11 彼らが これらの ことを 聴いて い 
た 時， [イエス] はさら に 一つの 例えを 
話された。 彼が エルサレムの 近くに 来 
ており， 彼らは， 裡の 王国が 今やたち 
どころ に 出現す る ものと 想像して いた 
からで ある。 12 それでこう 言われ 
た。 「ある 高貴な 生まれの 人が， 王権 
を 確かに 自分の ものと して 帰る ため， 
遠くの 土地へ 旅行に 出ました。 13 彼 


1621  10 ミナを 託す。 精算。 持って いる 者には さらに 与えられる  ルカ 19:14—32 

は 自分の 十 人の 奴隸を 呼んで， それに 第19 章 たものを 取り立て， まかなかった もの 
十 ミナを 与え， 『わたしが 来る まで 商 7  ”  25:15 を 刈り取る ことを 知っていた というの 
売を しなさい』 と 言い まし/！:。 14 と ィョハ 1:n か。  23 それなら， わたしの 銀 子を 銀 
ころが， その 市民は 彼を 憎み， その後 ^2；2  行に 入れなかった のは どうして か。 そ 

から 一団の 大使を 送って， 『この [人]  ”  23:37 うして おけば， わたしは 到着の 折， そ 

がわた したち の 王になる ことは 望み ま ェマ タ 25:〗9 れを 利息と 一緒に 集めた だろう に』。 
せん』 と 言わせました。  ^?^25：2〇  24 「そうして 彼は そばに 立って いる 

15 「やがて， 王権を 確かに 得て 戻っ  者たち に 言いました， 『この 者から そ 

て 来た 時， 彼は， 銀 子を 与えて おいた こ ^1* SiS の ー ミナを 取って， 十 ミナ 持って いる 
れらの 奴隸を 呼び寄せる ように 命令し  者に 与えなさい』。 25 しかし 彼らは 言 

ました。 彼らが 商取引き をしても うけ 25:22 いました， 『主よ， 彼は 十 ミナ も持っ 
たものを 確かめる ためでした。 16 そ クマ タ 25:23 ています！』一  26 『あなた 方に 言う 
こで， 最初の 者が 出て 来て 言いました， >m  25:24 が， すべて 持って いる 者には さらに 与 
『主よ， あなたの ー ミナは 十 ミナを も  えられ， 一方， 持って いない 者からは， 

うけました』。 17 それで 彼は 言い ま  マ1 夕1 ぼ37 その 持って いるものまで 取り上げられ 

した， 『よくやった， 善良な 奴隸 よ！  一檲 るの だ。 27 それから， わたしが その 

あなたは 非常に 小さな 事に おいて 忠実 77夕25:26 王と なること を 望まなかった これら わ 
である ことを 示した から， 十の 都市に  たしの 敵 どもを ここに 連れて来て， わ 

対する 権威を 持ちなさい』。 18 さて， マタ 25:27 たしの 前で 打ち せ』」。 

二番目の 者が 来て 言いました， 『主 ゥマタ 25:28  28 こうして， これらの ことを 言われ 

よ， あなたの ー ミナが 五 ミナを 得 まし  てから， [イエス] は 先頭に 立って 進み， 

た』。 19 彼は この 者に も 言いました， エルサレムに 上って 行かれた。 29 そ 
『あなた も 五つの 都市を 受け持ち なさ 8:18 して， オリーブ山と 呼ばれる 山に ある 
い』。 20 しかし， 別の 者が 来て 言い ま ォ 創3: is  ベ テパゲ とべ タニヤの 近くに 来た 時， 
した， 『主よ， ここに あなたの ー ミナが  弟子の 二人を 遣わして，  30 こう 言わ 

あります。 わたしは これを 布に くるん iWis れ た。 「向こうに 見える あの 村に 入り 
でし まって おきました。  21 お分かり  なさい。 中に 入る と， そこに 一頭の 子 

でしょう が， わたしは あなたが 怖かっ  ルヵ9 :51 ろばが つながれて いるのを 見つける で 
たのです。 あなたは 厳しい 方 だからで キョハ 8:1 しょう。 それには 人間が だれもい まだ 
す。 ご 自分の 預けなかった ものを 取り  座した ことがありません。 それを 解い 

立て， まかなかった ものを 刈り取られ ク== て， 連れて来なさい。 31 しかし， だ 
るので す』。 22 彼は その 者に 言い まし  れ かが， 『どうして それを 解く のか』 

た， 『わたしは あなた 自身の 口から あ マル ル2 と 尋ねるなら， あなた 方は， 『主が こ 
なた を 裁く， 邪悪な 奴隸 よ。 わたしが 3|#50:10 れをご 入り用な のです』 と 言わねば 
厳しい 人間で あり， 自分の 預けな かっ  Zl  n；3 なりません」。 32 それで， 遣わされ 
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た 者たち は 出かけて 行った が， まさに 
[イエス] の 言われた 通り になって いる 
のを 見た。 33 しかし， 彼らが その子 
ろばを 解いて いると， その 持ち主たち 
が， 「 なぜ 子ろ ばを 解いて I ヽる のか」 
と 言った。 34 彼らは， 「主が これを 
ご 入り用な のです」 と 言った。 35 こ 
う して それを イエスの ところに 引いて 
来た。 そして 自分たち の 外衣を 子ろ ば 
の 上に かけ， イエスを [その] 上に 座ら 

せ ナこ 

36  [イエス] が 進んで 行く と， 彼ら 
は 自分の 外衣を 道路に 敷いて いった。 
37 彼が オリーブ山を 下る 道路に 近づく 
や， 大勢の 弟子たち はみ な歓 び， 自分た 
ちの 見た すべての 強力な 業に ついて 大 
声で 迚を 賛美し 始め 士， 38 こう 言っ 
た。 「エホバの み 名に よって 王と して 
来る のは 祝福され た 者！  天に 平和， 
至高の 所に 栄光 あれ！」 39 しかしな 
がら， パリ サイ 人の ある 者たち が 群衆 
の 中から 彼に 言った， 「師 よ， あなたの 
弟子たち を 叱って ください」。 40 しか 
し [イエス] は 答えて 言われた， 「あな 
た 方に 言います が， もし これらの 者が 
黙って いるなら， 石が 叫ぶ でしょう」。 

41 そして 市の 近くに 来た 時， [イエ 
ス] は それを 眺め， それの ために 涙を 流 

[シ）  い 

して，  42 こう 言われた。 「もし あな 
たが， そうです あなたが， この 日に， 
平和に かかわる 事を 見分けて いたな 
ら 一 しか し 今 ，それは あなたの 目から 

かく  (t)  てき 

隠されて いるので す。 43 あなたの 敵 
が， 先のと がった 杭で まわりに 城塞を 
築き， 取り巻いて 四方から あなたを 攻 
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めたてる 日が 来る からで あり， 44 彼 
ら は， あなたと あなたの 中に いる あな 
たの子ら を 地面に たたきつ ふ， あなた 
の 中で 石を 石の 上に 残した ままには し 
て おかないでしょう。 あなたが 自分の 
検分され ている 時を 見分けなかった か 
ら で,」。 

45 それから [イエス] は 神殿の 中に 入 
り， 物を 売って いる 人たち を 追い出し 
始め， 46 彼らに こう 言われた。 「『そ 
して わたしの 家は 祈りの 家と なる であ 
ろう』 と 書いて あるのに， あなた 方は 
それを 強盗の 洞く つと した」。 

47 さらに また， [イエス] は 神殿で 毎 
日 教える ようになった。 しかし， 祭司 
濃: 鼪た ち， ぉょび M の M った肇 
たちは， 彼を 滅ぼそうと うかがって い 
た。 48 それでも 彼らは， なすべき う 
まい 策を 見いだ せないで いた。 民は み 
な， 彼 [の 語る こと] を 聞こうと して， 
ずっ と 付き まとって いたから である。 

[イエス] が 神殿で 民を 教え， 良 
^ いたより を宣 明して おられた あ 
る 日の こと， 祭司 長と 書士 たちが 年長 
箸たち と； に i づぃて M， 2 緩に 
向かって こう 言い立てた。 「どんな 権 
威で こうした ことを する のか， また だ 
れが あなたに この 権威を 与えた のか， わ 

一  け1 

たしたち に 言いなさい」。  3  [イエス] 
は 答えて 彼らに 言われた， 「わたし も， 
あなた 方に 質問し ますから， 言いな さ 
い 〇  4 ヨハネの バプ テス マは 天からの 
ものでした か， それとも 人からの もの 
でした か」。 5 すると 彼らは 互いに 結 
論を 出し合って 言った， 「我々 が， 『天 
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から』 と 言えば， 彼は， 『あなた 方が 第2 〇 章 にしよう』 0 15 そうして， 彼を ぶどう 
彼を 信じなかった のは どうして か』 と 7；Jn：3i 園の 外に 追い出して， 殺して しまった 
言う だろう。 6 しかし， 『人から』 と ィマ タ I4:5 のです。 それで， ぶどう 園の 持ち主は 
言えば， 民は こぞって 我々 を 石 打ちに ゥ ぼ 彼らを どうす るでしょう か。 16 やっ 
する だろう。 ヨハネは 預言者であった 21:26 て 来て， これらの 耕作 人を 滅ぼし， そ 
と 信じ込んで いるから だ」。 7 それで ォマタ 21:27 のぶどう 園を ほかの 者たち に 与える の 
彼らは， どこからの もの か 知らないと  1 11:33 です」。 

返答した。  8 そこで イエスは 彼らに  [これを] 聞いて 彼らは 言った， 「そ 

言われた， 「わたし も， どんな 権威で  2：21 んな ことは 決して 起きません ように！」 

自分が これらの ことを 行なう かを， あ マル 心 17 しかし， [イエス] は 彼らを ご覧に 
なた 方には 言いません」。  7：52 なって 言われた， 「では， 『建築 者たち 

9 それから [イエス] は 民に この 例え  ^  36:15 の 退けた 石， これが 主要な 隅 石と なっ 

を 話し 始められた。 「ある 人が ぶどう 3  = ミ】4 た』 と 書いて あるのは どういう ことで 
園を 設け， それを 耕作 人たち に 貸し出 サテサ すか。 18 その 石の 上に 落ちる 者は 皆 

がぃこく りょこぅ  へブ 11:36  (,) 

して， かなりの あいだ 外国へ 旅行に 出 シマ タ 21:36 こなごなになる でしょう 0 だれでも こ 
ました。 10 しかし， しかるべき 季節  / 。9。 れ がその 上に 落ちる 者， その 人は み じ 

かれ  どれい  こうさく にん  m  スネへ 9.29  くだ  {□) 

に， 彼は ひとりの 奴隸を 耕作 人たち の t マ タ17:5 んに 砕かれる でしょう」。 

もとに 送りました。 彼らが ぶどう 園の ョ ハ3:16  19 書 土と 祭司 長たち は， ちょうど そ 
実りを 彼に 幾らか 納める ようにす るた  の 時に， 彼に 手を 掛けようと したが， 民 

めです。 ところが， 耕作 人たち は， [そ を 恐れた。 彼らは， [イエス] が 自分たち 
の 奴隸] を 打ちた たいた のち， むなし ィへブ 谈12 のこと を 念頭に おいて この 例えを 話し 
手で 去らせて しまいました。 11 しか15 _ 3:15 たこと に 気づいた ので ある。  20 そこ 

かれ  かさ  どれい  エマ タ 21:40  かれ  ようす 

し 彼は 重ねて ほかの 奴隸を 彼らの もと 4~21:41 で， 彼の 様子を つぶさにう かがった の 
に 遣わしました。 その 者 も 彼らは 打ち  12:9 ち， 義人の ような ふりを させる ために 

はずかし  で  さ  力 詩 118:22  やと  もの  つか 

たたいて 辱め， むなし 手で 去らせ まし ぺ テ12 :7 ひそかに 雇った 者たち を 遣わした。 そ 
た。 12 それでも 彼は もう 一度， 三人 U 以〗 の ことばじりを 捕らえて， 彼を 政府に， 
目の 者を 遣わし まし/ •こ。 この 者 も 彼ら ：1 そして 総督の 権限の もとに 引き渡そう 

きず  お  クイ ザ 8:15  w  もの 

は 傷つけて 追い出した のです。 13 そ ヶ ダニ 2:35 としてであった。 21 そこで， その 者 
こで， ぶどう 園の 持ち主は 言いました， f  2：44 たちは 質問して こう 言った。 「師 よ， 

あい  -*  ^  2*9  はな  おし 

『どうした ものだろう。 わたしの 愛す  ^  わたしどもは， あなたの 話したり 教え 
る 息子を 遣わす ことにしよう 0 これな サマタ 21:45 たりされ る ことが 正しく， また 不公平 
ら 恐らく 尊敬す るだろう』。 14 彼を 11:5, な 扱いを なさらず， かえって 真実に 即 

こうさく にん  たが  ろん  あ  みち  し 

見る と， 耕作 人たち は 互いに 論じ 合っ スマ タ 22:1S して 裡の 道を お教えになる ことを 知っ 
て 言いました， 『これは 相続人 だ。 こ tutM9:15 ております。 22 わたしどもが カ エサ 
いつを 殺して， 相続財産を 我々 の もの  Zl  Sh ルに 税を 払う ことは よろしい でしょう 
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か， よろしくないでしょう か」。  23 し 

かし， [イエス] は 彼らの こうかつ さを 見 
破って こう 言われた。 24 「デナ リをわ 
たしに 見せなさい。 それには だれの 像 
と銘 刻が あります か」。 彼らは， 「カエ 
サルので す」 と 言った 〇  25  [イエス] 
は 彼らに 言われた， 「では， ぜひとも， 
カエサルの ものは カエサルに， しかし 
控の ものは# に 返しなさい」。  26 す 
ると 彼らは， 民を 前にして， この こと 
ばの 点で は 彼を つかまえる こと がで き 
ず， むしろ その 答えに 驚いて 何も 言え 
なかっ^。 

27 しかしながら， 復活な どは ない と 
言う サド カイ 人が 何人 かやって 来て， 
彼に 質問して，  28 こう 言った。 「師 
よ， モー セは わたしたちに， 『ある 人の 
兄弟が 妻を 持ちながら 死に， その 者に 
子供がなかったなら， 彼の 兄弟は その 
妻を めと り， 自分の 兄弟の ために 彼女 
から 子孫を 起こすべき である』 と 書き 
ました。  29 さて ここに， 七 人の 兄弟 
がいました。 一番 目の 者は 妻を めと り 
ま したが， 子供の ない まま 死に ま した。 
30 こうして 二^！ 目， 31 ついで 三番 目 
の 者が 彼女を め とりま した。 七 人まで 
が 同様でした。 彼らは 子供 f 残さずに 
みな 死んだ のです。 32 最後に， その 
女も^ E にました。 33 この結果， 復活 
の 際， 彼女は 彼らの うちだれ の 妻と な 
るので すか。 その 七 人が 彼女を 妻と し 
て 得た のです から」。 

34 イエスは 彼らに 言われた， 「この 
事物の 体制の 子 ら はめ とったり 嫁いだ 
り します が， 35 かの 事物の 体制と 死人 
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の 中からの 復活を かち 得る に ふさわし 
いとみな された 者たち は， めと る こと も 
嫁ぐ こと もありません。 36 実際， 彼 
ら はもう 死ぬ こと もない のです。 彼ら 
はみ 使いたち のよう なので あり， また， 
復活の 子で ある ことによ っ て拽の 子た 
ちな のです。 37 しかし， 死人が よみ 
が えらされ る ことにつ いては， モー セ 
でさえ， いばらの 茂みに 関する 記述の 
中で [それを] 明らかにしました。 その 
さい 彼は， エホバを， 『アブラハムの 
神， イサクの 拽 ，ヤコブの®』 と 呼んで 
います。 38 この 方は 赤んだ 者の 裡 で 
はなく， 生きて いる 者の [裡] です。 彼 
らは 皆， [姓] に とっては 生きて いるの 
です」。 39 書 土の 幾人 かが それに こ 
たえて 言った， 「師 よ， よく ぞ 言われ 
ました」。  40 もはや 彼らは， [イエス] 
に 何一つ 質問す る 勇気 もなかった ので 
ある。 

41 かわって [イエス] が 彼らに 言われ 
た， 「人々 が， キリス トは ダビデの 子 だ 
と言うのは どうしてで すか。 42 ダビ 
デ自 身が 詩繮の 書の 中で， 『エホバが 
わたしの 主に 言われた，  43 わたしが 
あなたの 敵を あなたの 足 台と して 据え 
るまで， わた しの 右に 座して いなさい』 
と 言って います。 44 それゆえ， ダビ 
デは 彼を 『主』 と 呼んで いるので す。 
それで， どうして 彼の 子でしょう か」。 

45 それから， 民 すべてが 聴いて い 
ると ころで， [イエス] は 弟子たち にこ 
う 言われた。 46 「書士 たちに 気を 付 
けなさい。 彼らは 長い 衣を 着て 歩き回 
る ことを 望み， 市の 立つ 広場での あい 
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さっと， 会堂の 正面の 座席， そして 晚 第2 〇 章 しが それ だ』 とか， 『その 時が 近づい 
さんでは 特に 目立っ 場所を 好みます。 7；Jl2：39  とか 言う からです。 その あとに 付 
47 彼らは， やもめた ちの 家を 食い荒ら ^  いて 行って はなり ません。 9 さらに， 

し， 見せかけ のために 長い 祈りを する ゥマル 戦争 や 無秩序な 事態に っいて 聞いても， 
者たち です。 こうした 者たち はより 重 第 21 章 恐れ おののいて はなり ません。 これら 
い 裁きを 受ける でしょう」。  X マル 12:41 はまず 必ず 起きる 事 だからです。 しか 

さて， [イエス] が 目を 上げる 111  ^43 し， 終わりは すぐには [来] ない のです」。 
ム 1 と， 富んだ 人々 が 自分の 供え物 +  31 8:12  10 それから [イエス] はさら にこう 言 

を 宝物 庫の 箱に 入れて いるの が 見えた。 マル12 :44 われた。 「国民は 国民に， 王国は 王国に 
2 次いで [イエス] は， ある 貧乏な や も マル13:1 敵対して 立ち上がる でしょう。 11 そ 
めが ごくわず かな 価し かない 小さな 硬  51  9=8  して， 大きな 地震が あり， そこから こ 
貨 二っを そこに 入れる のを ご覧に なっ  $ ば こへ と 疫病 や 食糧不足が あります。 ま 

て，  3 こう 言われた。 「あなた 方に = ほ〗 4 た， 恐ろしい 光景 や 天からの 太いなる 
真実を こめて 言います が， この やもめ コ レ？ ㈡ しるしが あるでしょう。 

は， 貧しい とはいえ， 彼ら 全部より 多 サラム5 匕  12 「しかし， これらの すべての 事の 
く 入れました。 4 これらの 者は みな  4：}3 前に， 人々 は あなた 方に 手を かけて 迫 

I 券の 禁っ てぃる 中から M ぇ S を义れ 2 二 Sil ぁなた 方を 雞ゃひ し， 
ましたが， この [女] は その 乏しい 中 か  m-m  あなた 方は わたしの 名のた めに 王 や 総 
ら， 自分の 持っ 暮らしの もと すべてを 7；J?3i6 督 たちの 前に 引き出される でしょう。 
入れた のです」。  ィ？ 夕 H 13 それは あなた 方に とって 証し の [機 

5 後に， ある 者たち が， 神殿に 関し， ゥ^ 6:4  会] となる のです。 14 それゆえ， どの 
それが りっぱな 石 や 献納 物で 飾られて ように 弁明す るか 前もって けいこな ど 

はな  （ク 1  7；1/  こころさ だ  W 

いる ことにっ いて 話して いたと ころ， 才 使徒 ル28 しない ことを 心に 定めなさい。 15 わ 
6  [イエス] はこう 言われた 0  「あなた 力 啓6: 12  たしが あなた 方に 口と 知恵を 与える か 
方が 見入って いる これらの 物に っいて +^!S；97 ら です。 あなた 方の 反対者が みな 一緒 
言えば， 石が 一っと して このまま 石の 24;9 になっても， それに 抵抗す る こと も 
上に 残らず， [すべてが] 崩されて しま  74  25；23 論 ばくす る こと もで きないでしょう。 
う 日が 来ます」。 7 そこで 彼らは 質問 ヶフィ 1:28 16 さらに， あなた 方は， 親， 兄弟， p 
して 言った， 「師 よ， そのような ことは コル ヵ12 :11 族， 友人たち によって さえ 引き渡され， 
実際には いっ あるので しょうか。 また， 6:10 彼らは あなた 方のう ちの ある 者たち を 
そのような ことが 起きる ように 定ま っ 7;6  死に 渡す でしょう。 17 また あなた 方 
た 時の しるしには 何が あります か」。  レ は， わたしの 名の ゆえにす ベての 人の 

い  まど  使徒 7:59  にく  まと  It) 

8  [イエス] は 言われた， 「惑わされない セマタ 1():22 憎しみの 的と なる でしょう 0 18 それ 
ように 気を付けなさい。 多くの 者が わ でも， あなた 方の 髪の毛 一本 すら 決し 
たしの 名に よって やって来て， 『わた  ほ f て 滅びる ことはありません。 19 あな 
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がた  みず か  にんたい  じぶん たましい  かれ 

た 方は 自らの 忍耐に よって 自分の 魂を 第21 章  29 そうして [イエス] は 彼らに ひと 

かくとく  [ァ）  7 作 TI 1ら7  たと  はな 

獲得す るので す。  7SVs；3 つの 例えを 話された。 「いちじくの 木 

やえい  は  へブ 10:36  的 

20 「また， エルサレムが 野営を 張った ぺテ ni:6 や ほかの すべての 木を よく 見なさい。 
軍隊に 囲まれる のを 見たなら， その 時， ゥダ f 30 それらが 既に 芽ぐんで いれば， あ 
その 荒廃が 近づいた ことを 知りなさい。 なた 方は それを 観察して， もう 夏の 近 
21 その 時， ユダヤに いる 者は 山に i  32:43 いこと を 自分で 知ります。  31 このよ 

みやこ  エレ 5:29  がた  こと 

げ はじめなさい。 [都] の 中に いる 者は ホセ9:7 うに， あなた 方は また， これらの 事が 
そこを 出なさい。 田舎に いる 者は [都] ；';；! 起きて いるのを 見たなら， 姓の 王国の 

¢4  ^  ^  し  於]  がた 

の 中に 入って はなり ません。 22 なぜ +^28：64  近い ことを 知りなさい。  32 あなた 方 
なら， これは 処断の 日で あり， それに  ?if7963：18 に 真実に 言います が， すべての 事が 起 

か  ダニ 9:27  せだい けっ  す  さ 

よって， 書かれて いる ことの すべてが ^ こる まで， この 世代は 決して 過ぎ去り 
成就す るので す。 23 その 日， 妊娠し 艺む f ません。 33 天と地は 過ぎ去る で しょ 
ている 女と 赤子に 乳を 飲ませて いる 者 5 ラサ6 1:20 う。 しかし わたしの 言葉は 決して 過ぎ 

わざ わ  [力）  と  啓 17:15  m 

に とっては 災いになります！ その 土 サマタ 24:29 去らない のです。 

地に 非常な 窮乏が， そして この 民に 憤 シ尸以 g  34 「しかし， 食べ過ぎ や 飲み過ぎ ま 
りが 臨む からです。 24 そして 人々 はう，;； 以： た 生活 上の 思い煩いな どのた めにあな 
剣の 刃に 倒れ， 捕らわれ となって あら vvJn24；3S た 方の 心が 押し ひし がれ， その 日が 突 

こくみん  ひ  W  マル 13:26  ぜん  （ヶ) きゅう  のぞ 

ゆる 国民の 中へ 引かれて ゆく でしょう。 啓 I:7  然 ，わなの ように 急に あなた 方に 臨む 
そして エルサレムは， 諸国 民の 定めら - ことがない よう， 自分自身に 注意を k 

とき [ク） み  ふ  jfj  [コ）  ぜんち  おもて  す 

れた 時が 満ちる まで， 諸国 民に 踏みに  _  いなさい。 35 それは， 全地の 表に 住 

ア マタ 24:32  もの  のぞ  （サ） 

じられ るので す。  マル13:28 むすべての 者に 臨む からです。 36 そ 

たいよう  ほし  イマ タ 24:33  お  さ だ 

25 「また， 太陽と 月と 星に しるしが 11 れ で， 起きる ことが 定まって いる これ 
あり，％ ± では, i の とどろきと [その] 才^ S。 らの すべての 事を 逃れ， かつ 人の 壬の 
動揺の ゆえに 逃げ道を 知らない 諸国 民 ^  11  S3? 前に 立つ ことができ るよう， 常に 祈願 

く  どうじ  啓 3:14  [ス】  m 

の 苦 もんが あるでしょう。 26 同時に キィ ザ5: 11 をしつつ， いつも 目 ざめ ていなさい」。 

ひとびと  す  ち  のぞ  ことがら [シ 1 クマ タ 6:25  にっちゅう しんでん 

人々 は， 人の 住む 地に 臨もうと する 事柄 ^  37 こうして [イエス] は， 日中は 神殿 
への 恐れと 予想から 気を 失い ま +。 天 コ，# 匕 3 で 教え， 夜には 出て 行って， オリーブ山 
の もろもろの 力が り 動かされ るから サ？ と 呼ばれる 山に 宿を 取られる ので あっ 

㈦  かれ  ぺテ n  3：io  [夕）  たみ  m  かれ  はなし 

です 0  27 そのと き 彼らは， 人の 土 が シマ タ 24:42 た。 38 そして 民は みな， 彼 [の 話] を 
力と 大 いなる 栄光を ヽ， S のうちに  ^；6-^ 聞こうと して， 日中 早くから， 神殿に 
あって 来る のを 見る でしょう。 28 し  1 5^5  いる 彼の もとに 来る のであった。 

かし， これらの 事が 起こり 始めたら， あ  X7  6:18  さて， 無 酵母 パンの 祭り， いわ 

なた 旁は I を まっすぐに 起こし/蒼を セ し ゆる 過ぎ 越しが 近づいて いた。 

きゅうしゅ つちか  、 ケ さいし ちょう  しょし 

上げなさい。 あなた 方の 救出が 近づい 2 また， 祭司 長と 書士 たちは， [イエス] 

n  v  .  チマ ル 12:37  - 

こし、 る； 〇ヽ b  C、、 す」 0  ルカ 19:48 第 22 章 ツ出 12:3; レビ 23:5; ヨハ 13:1; コ I  5:7。 
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を 除き 去る ためのう まい 方法を 探って 
いた。 彼らは 民を 恐れて いたので ある。 
3 しかし， ユダに， つまり イス カリオ 
テと 呼ばれ， 十二 人の 中に 数えられて 
いた 者に サタンが 入り込んだ。 4 こう 
して 彼は 出かけて 行き， 祭司 長 および 
[神殿の] 指揮官た ちと， [イエス] を 裏 
切って 彼らに 渡す うまい 方法に ついて 
話し合った。 5 すると 彼らは 歓び ，彼 
に 銀 子を 与える ことに 同意した。 6 そ 
れで 彼は 承諾し， まわりに 群衆の いな 
いとき に [イエス] を 裏切って 彼らに 渡 
す 良 L 、機会を う かが うように なった。 

7 さて， 無 酵母 パンの 日が 来た。 そ 
れは 過ぎ 越し [のい けにえ] が 犠牲に さ 
れ ねばならない [日] であった。 8 そこ 
で [イエス] はぺ テロと ヨハネを 派遣し 
て， こう 言われた。 「行って， わたした 
ちが 食べる 過ぎ 越しを 用意しなさい」。 
9 彼らは 言った， 「どこに 用意す るよ 
うに お望みです か」。 10  [イエス] は 彼 
らに 言われた， 「見よ， あなた 方が 市 
内に 入る と， 水を 土器に 入れて 運んで 
いる 男が あなた 方に 会う でしょう。 そ 
の あとに 付いて行って， 彼の 入る 家に 
入りなさい。 11 そして， その 家の あ 
る じに こう 言わねば なり ま せん。 『趣 
が あなたに 言って おられます， 「わた 
しが 弟子たち と 一緒に 過ぎ 越 しの 食事 
をす る ことので きる 客室は どこで しょ 
うか」 と』。 12 すると その [人] は 整え 
られた 大きな 階上の 部屋を 見せて くれ 
るでしょう。 そこに 用意を しなさい」。 
13 それで 彼らが 出かけて 行って みる 
と， [イエス] が 言われた とおりで あつ 
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た。 こうして 彼らは 過ぎ 越しの 用意を 
し/ L 

14 ようやく その 時刻が 来たと き， 
[イエス] は 食卓に ついて 横にな り， 使 
徒たち も 共に [食卓に ついた]。 15 そ 
して [イエス] は 彼らに 言われた， 「わ 
たしは， 苦しみを 受ける 前に あなた 方 
と 一緒に こ の 過ぎ 越 しの 食事を する こ 
とを 大いに 望んで きました。 16 あな 
た 方に 言います が， それが® の 王国で 
成就す るまで， わたしは 二度と それを 
食べない ので +」。 17 それから 杯を 
受け取り， 感謝を ささげて からこう 言 
われた。 「これを 取り， あなた 方の 間 
で 順に 回しなさい。 18 あなた 方に 言 
いますが， 今からの ち， 迸の 王国が 到 
来す るまで， わたしは ぶどうの 木の 産 
物を 二度と 飲まない のです」。 

19 また， [イエス] は パンを 取り， 感 
謝を ささげて それを 割き， それを 彼ら 
に 与えて， こう 言われた。 「これは， あ 
なた 方の ために 与えられる わた しの 体 
を 表わして います。 わたしの 記念と し 
てこれ を 行ないつ づけなさい」。 20 ま 
た， 晩さん がすんで から， 杯 を も 同じ 
ようにして， こう 言われた。 「この 杯 
は， わたしの 血に よる 新しい 契約を 表 
わして います。 それは あなた 方の ため 
に 注ぎ 出される ことに なって います。 

21 「しかし， 見よ， わたしを 裏切る 
者の 手が わたしと 共に1 4 卓に あります。 
22 人の 壬は， 定められた ところに し 
たがって その 道を 行く からです。 しか 
しやは り， 彼を 裏切る その 人は 災いで 

タイ ザ 53 章； ダニ 9:26; 使徒 4:28; ぺテ I 1:11。 
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す！」 23 そこで 彼らは， 自分たち の 
うちいった いだれ がその ような ことを 
行なおうと している のか， 互いに 論じ 

24 ところが， 彼らの 間では， 自分 
たちのう ちで だれが 一番 偉 L 、のだろう 
かとい う ことにつ いても 激しい 論争が 
起こった。  25 しかし [イエス] は 彼ら 
にこう 言われた。 「諸国 民の 王たち は 
人々 に対して 威張り， 人々 の 上に i# 威 
を 持つ 者たち は 恩人と 呼ばれて います。 
26 です が， あなた 方は そうで あっては 
なりません。 むしろ， あなた 方の 間で 

いちばん えら  もの  わか  （力） ちょう 

一番 偉い 者は 一番 若い者の ように， 長 
と して 行動して いる 者は‘ 仕す る 者の 
ようになりなさい。  27 というのは， 
食卓に ついて 横に なって いる 者と 奉仕 
している 者では， どちらが 偉い のです 
か。 それは， 食卓に ついて 横に なって 
いる 者ではありません か。 しかし わた 
しは， 奉仕す る 者と して あなた 方の 中 

(ク） 

にいる のです。 

28 「しかし， あなた 方は わたしの 試 
の 間 わたしに 堅く 付き従って きた 者 
たちです。  29 それで わたしは， ちょ 
う ど わた しの 父が わたしと 契約を 結ば 
れ たように， あなた 方と 王国の ための 
契約を 結び，  30 あなた 方が わたしの 
王国で わた しの 食卓に ついて 食べたり 
飲んだり し， また 座に 着いて イス ラエ 
ルの 十二 部族を 裁 くように します。 

31 「シモン， シモン， 見よ， サタン 
は， あなた 方を 小麦の ように ふるいに 
かける ため， あなた 方を 手に入れる こ 
とを 要求し ました。  32 しかし わたし 


は， あなたの 信仰が 尽きない ように， 
あなたの ために 祈願を したので す。 そ 
れ であな たは， ひとたび 立ち直った な 
ら， あなたの 兄弟たち を 強めなさい」。 
33 すると 彼は 言った， 「主よ， わたし 
は あなたと 共に 獄に 入る こと も 死ぬ こ 
とも 覚悟して いるので す」。  34 しか 

し [イエス] は 言われた， 「 ぺ テロ， あ 
なた に 言います が， あなたが わたしを 
知っている ことを 三度 否定す るまで， 
今日， おんどりは 鳴かないでしょう」。 

35  [イエス] はまた 彼らに こう 言われ 
た。 「わたしが， 財布 も 食物 袋 も サン 
ダル も 持たせずに 遣わした 時， あなた 
方は 何にも 不足し なか っ たのでは あり 
ません か」。 彼らは， 「はい， 何にも！」 
と 言った。  36 すると [イエス] はこう 
言われた。 「しかし 今， 財布の ある 者 
は それを 持ち， 食物 袋 も 同じよう にし 
なさい。 そして， 剣を 持って いない 者 
は， 自分の 外衣を 売って それを 買いな 
さい。 37 あなた 方に 言います が， 書 
かれて いる この こと， すなわち， 『そ 
して 彼は 不法な 者たち と共に 数えられ 
た』 という ことは， わたしに 成し遂げ 
られ ねばならない からです。 わたしに 
関する こと は 成 し 遂げられて ゆく ので 

-rjo  38 すると 縫ら は 翁った， r 達 

よ， ご覧く ださい， ここ に 剣が 二 振り あ 
ります」。 [イエス] は 彼らに 言われた， 
「それで 十分です」。 

39 外に 出る と， [イエス] はいつ もの 
ように オリーブ山に 行かれた。 そして 
弟子たち も その あとに 従った。 40 そ 
の 場所に 来る と， [イエス] は 彼らに こう 


3  3 29 3  336 38 9  12  3  3  21 
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い  ゆうわく  おちい  いの 

言われた。 「誘惑に 陥らない よう， 祈っ 
ていなさい」。 41 そして ご 自身は， 彼 
ら から 石を 投げれば 届く ほどの 所に 離 
れ ，ひざを かがめて 祈りは じめ， 42 こ 
う 言われた。 「父よ， もし あなたの 望 
まれる ことで したら， この 杯を わたし 
から 取り除いて ください。 しかし やは 
り ，わた しの 意志では なく ，あなたの [ご 
意志、] がな されます ように」。 43 その 
時， ひとりの み使いが 天から 現われて 
彼を 強めた。 44 しかし 彼は もだえは 
じめ， いよいよ 切に 祈られた。 そして， 
汗が 血の 滴 りの ようになって 地面に 落 
ちた。 45 やがて [イエス] は 祈りを 終 
えて 立ち上がり， 弟子たち のと ころに 行 
かれた が， 彼らが 悲嘆の 末に まどろんで 
いるのを ご覧に なった。 46 それで 彼 
ら にこう 言われた。 「 なぜ あなた 方は 
眠って いるので すか。 誘惑に 陥らない 
よう， 身を 起こして 祈って いなさい」。 

47  [イエス] がま だ 話して おられる 
うちに， 見よ， 群衆が， そして， 十二 
人の 一人で ユダと 呼ばれる 者が その 先 
頭に 立って [やって来た]。 そして 彼は 
口 づけを しようと して イエスに 近づい 
ナ こ。 48 しかし イエスは 彼に 言われた， 
「ユダ， あなたは 人の 土を 口 づけして 裏 
切る のです か」。 49 彼の まわりに い 
た 者たち は， 起ころう とする 事を 見て， 
「主よ， 剣で 撃ち ま しょ うか」 と言っ 
た。 50 そのうちの ある 者は 実際に 大 
祭司の 奴隸に 撃ち かかり， その 右の 耳 
を 切り落とし /L  51 しかし イエスは 
それに こたえて， 「それまでに しな さ 
い」 と言われた。 そして， その 耳に 触 
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れ て， おいやしに なった。 52 それ か 
ら イエスは， 自分のと ころに やって来 

さいし ちょう  しんでん  し き かん ねんちょうしゃ 

た 祭司 長 • 神殿の 指揮官 • 年長者たち 
にこう 言われた。 「あなた 方は， 強盗 
に対する ように， 剣 や こん 棒を 持って 
出て 来たので すか。 53 わた しが 日々 
あなた 方と 共に 神殿に いた 時には， あ 
なた 方は わた しに 向かって 手を 出し ま 
せんでした。 しかし， 今は あなた 方の 
h4, 闇の 権威な のです」。 

54 その 時， 彼らは [イエス] を 捕縛 
し， 引いて 大祭司の 家の 中に 連れて来 
た。 しかし， ぺ テロは やや 離れて あと 
に 付いて行った。 55 人々 が 中庭の 中 
央に 火を たいて 一緒に 座った 時， ぺテ 
口 も その 中に 座って いた。  56 しかし 
ある "V 女は， 彼が 明るい 火の そばに 座っ 
ている のを 見， 彼を じっと見 つめて こ 
う 言った。 「この 人 も 彼と 一緒にい ま 
した」。  57 しかし 彼は それを 否定し 
て， 「女よ， わたしは あの人を 知らな 
い」 と 言った。  58 それから しばらく 
して， 別の 者が 彼を 見て 言った， 「あ 
なた も 彼らの 一人 だ」。 しかしべ テロ 
は， 「人よ， わたしは そうでは ない」 と 
言った。 59 それから 一 '時間 ほどた っ 
た 後， ほかの ある [人] が 強く 言い張る 
のであった， 「確かに この [人] も 彼と 
一緒にいた。 現に， ガリラヤ 人では な 
いか！」 60 しかしべ テロは 言った， 
「人よ， わた しは あなたの 言う こ とが 分 
からない」。 するとす ぐ， 彼が まだ 話 
している うちに， おんどりが 鳴いた。 
61 そして， 主は 振り向いて ぺ テロを ご 
覧 になった。 ぺ テロは， 「今日， おん 
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どり が 鳴く 前に， あなたは わたしの こ 
とを 三度 否認す るでしょう」 と言われ 
た 主の ことばを 思い浮かべた。 62 そ 
して， 外に 出て， 激しく 泣いた。 

63 さて， [イエス] を 拘引した 人々 は 
彼を 殴って 愚弄し はじめた。 64 そし 
て， 彼に す っぽり 物を かぶせて， 「預 
言せ よ， お前を 打った のは だれか」 な 
ど と言うので あった。 65 そして， 彼 
に対して 冒とくと なる ほかの 多くの こ 
とを 言った。 

66 やがて 夜が 明けた 時， 民の 年長者 
会が， つまり 祭司 長と 書 土たち とが 共 

あつ  [ク 1  かれ  じ ぶん 

に 集まった。 そして， 彼を 自分たち の 
サンへ ドリ ン 広間の 中に 引き出して， 
こう 言った。  67 「もし あなたが キリ 
ストであるなら， わたしたちに 言いな 
さい」。 しかし [イエス] は 彼らに 言わ 
れ た， 「た とえ わた しが 言った として 
も， あなた 方は 少しも 信じないで しょ 
う。  68 また， わたしが 質問した とし 
て も， あなた 方は 少しも 答えないで 
しょう。 69 しかし， 今からの ち， 人 
の 壬は 裡の 強力な 右に 座る こと になり 
ます」。  70 すると， 彼らは みな 言っ 
た， 「それでは， あなたは# の 壬な の 
か」。 [イエス] は 彼らに 言われた， 「あ 
なた 方 自身， わたしが そうだと 言って 
います」。  71 彼らは 言った， 「どうし 
てこのう え 証し が 必要だろう か。 わた 
したち 自身が， 彼の 口から [それを] 聞 
いたの/ 1 1。 

〇〇 こうして 大勢の 者は こぞって 立 
^ ち 上がり， S を ピラトの もとに 
引いて 行った。 2 そして， 彼の ことを 
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訴え 始めて こ う 言った。 「わた したち 
は， この 男が わたしたちの 国民を かく 
乱し， カ エサ ルに 税を 払う ことを 禁じ， 
自分は 王 キリスト だと 言って いるのを 
見 ま し/こ」。  3 そこで ピラ トは 彼に 質 
問して 言った， 「あなたは ユダヤ 人の 
王な のか」。 [イエス] は 答えて 言われ 
た， 「あなた 自身が [そう] 言って いま 
す」。 4 それから ピラトは 祭司 長たち 
と 群衆に 言った， 「わた しは この 男に 
何の 犯罪 も 見いだ せない」。 5 しかし 
彼らは 執よう に 迫る ようになり， 「彼 
は ユダヤ じゅう を 教え 回って 民を あお 
り， しかも ガリラヤから 始めて ここ ま 
で 来たので す」 と 言った。 6 それを 
聞く と， ピラ トは， この 者が ガリラヤ 
人な のか どうかを 尋ね， 7 彼が へ ロ デ 
の 管轄 区から 来て いる ことを 確かめた 
のち， 彼を へ ロ デの もとに 送った。 [へ 
ロ デ] 自身 も そのころ エルサレム にい 
たので ある。 

8 イエスを 見る と， へ ロ デは 太そう 
歓ん だ。 彼の ことを 聞いて いたので， 
かなり 前から 一度 会って みたい と思っ 
ていたから であり， また 彼の 行なう し 
る しを 多少で も 見たい と 希望して もい 
たので ある。 9 そこで [へ ロ デ] はかな 
り 多くの 言葉で 質問を はじめた。 しか 
し [イエス] は 何も お答えに ならな かっ 
た。 10 しかしながら， 祭司 長と 書士 
たちは 次々 に 立ち上がり， 彼の ことを 
激しく 訴える のであった。 11 そこで 
へ ロ デは g 分の 衛兵た ちと 一緒にな っ 
て 彼を けなし， 色 鮮やかな 衣を 着せて 
愚弄し， それから ピラトの もとに 送り 
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返した。 12 実に その 日， へ ロ デもピ 
ラ ト も 互いに 親しい 仲に なった。 それ 
まで 彼らは 互いに 反目を 続けて いたの 
である。 

13 そこで ピラ トは 祭司 長と 支配者 
たち， そして 民を 呼び集めて， 14 こ 
う 言った。 「あなた 方は， 民を 駆り 立 
てて 反乱を 起こさせる 者と して この 男 
を わたしの ところに 連れて来た。 それ 
で， 見よ， わたしは あなた 方の 前で 取 
り 調べた が， あなた 方の 挙げる 罪状の 
根拠と なる ような ものを 何ら この 男に 
見いだ せなかった。 15 事実， へ ロ デ 
もそう であった。 彼を わたしたちのと 
ころに 送り返して きたから だ。 見よ， 
彼は 死に 価す るよう な ことを 何も 犯し 
ていない。 16 それゆえ わたしは， 彼 
を 打ち 懲らしてから 釈放す る ことにす 

る」。 17  - 18 しかし 彼らは いっ 

せいに 叫んで 言った， 「この 者を 取り 
除け。 我々 には バ ラバを 釈放せ よ！」 
19  (この [男] は 市内で 起きた ある 暴動 
と 殺人の か どで 獄に 入れ られ ていたの 
である。） 20 ピラ トは 再び 彼らに 呼 
ば わった。 イエスを 釈放す る ことを 望 
ん でいた からで ある。 21 そのと き 彼 
ら は， 「杭に つけろ！ 彼を 杭に つけ 
ろ！」 とわめ きたてた。  22  [ピラ ト] 
は 三た び 彼 らに 言った， 「この [男] が 
どんな 悪事を したと いうの か。 わたし 
は， 死に 価す るよう な ことを 何も 彼に 
見いだ さなかった。 それゆえ， わたし 
は 彼を 打ち 懲ら してから 釈放す る こと 
にす る」。  23 すると， 彼らは しつこく 

迫る ようになり， 大声を 上げて， 彼を 
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杭に つける ようにと 要求した。 そして， 
彼らの 声が うち 勝つ ようにな っ たので 
ある。 24 それで ピラ トは， 彼らの 要 
求に 合うよう な 宣告を 下した。 25 つ 
まり， 暴動と 殺人の かどで 獄に 入れら 
れ ていた 男， 彼らの 要求して いた ほう 
の 者を 釈放し， イエスの ほうは 彼らの 
意向に ゆだねた ので ある。 

26 さて， [イエス] を 引いて 行く さ 
い， 彼らは， キ レネ 生まれで， 田舎 か 
ら 来た シモンと いう 者を 捕まえて 苦し 
みの 杭を 負わせ， イエスの 後ろから そ 
れを 運ばせた。 27 しかし， 非常に 大 
勢の 民と 女たち が， 悲嘆の あまり 身を 
打ちた たき， 彼の ことを 嘆き悲しみな 
がら その あとに 付いて行った。 28 イ 
エスは 女たち の ほうを 向いて， こう 言 
われた。 「エルサレムの 娘たち よ， わ 
たしの ために 泣く のを やめなさい。 む 
しろ， 自分と 自分の 子供たち のために 
泣きなさい。 29 見よ， 人々 が， 『うま 
ずめ は， そして 子を 産まなかった 胎と 
乳を 飲ませなかった 乳房とは 幸いだ！』 
と言う 日が 来る からです。 30 そのと 
き 彼らは， 山に 向かって， 『我々 の 上 
に 倒れ かかれ！』 と 言い， 丘に 向か っ 
て， 『我々 を 覆って くれ！』 と [言い] 
始める でしょう。  31 というのは， 木 
に 水気の ある 時に 彼らが こうした こと 
を 行なう ので あれば， それが 枯れた 時 
には どんな ことが 起こる でしょう か」。 

32 しかし， ほかに 二人の 悪行 者が， 
彼と 共に 処刑され るた め， やはり 弓 I かれ 
て 行った。  33 そして， “ どくろ” と 
呼ばれる 所に 着いた 時， 彼らは そこで 
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[イエス] を 杭に つけ， そして その 悪行 者 第23 章 真実に 言います が， あなたは わたしと 
たちを， 一人を その 右に， 一人を その 左 73" 19:18 共に パラダイスに いるでしょう」。 

(7!  イ 使徒 7:60  だい  じ 

にして [杭に つけた]。 34  [[しかし イ ゥ詩22:18  44 ところで， すでに 第 六 時 ごろに 

エスは こう 言われる のであった。 「父  it  27:35 なって いたのに， 闇が 全地に 垂れ こめ 
よ， 彼らを お許しく ださい。 自分たち て， 第 九 時にまで 及んだ。 45 日の 光 

なに  し  12:10 

が 何を している のか 知らないので すか ォマタ 2742 が なくなって しまったの である。 その 
ら」。 ]] さらに， 彼の 衣を 分配し よう ^.1。 時， 聖 なる 所の 垂れ幕が 真ん中で 引き 

ひ  W  ^  ^  *  さ  [才 }  おおごえ  よ 

として， 彼らは くじを 引いた 0  35 そ キ 詩22:7  裂けた 0  46 そして イエスは 大声で 呼 

して， 民は 立って じっと見 ていた。 し ク1 ^:21 ば わって 言われた， 「父よ， わたしの 霊 
かし 支配者た ちは 冷笑し ながらこう 言 ^5^ 15：26 をみ 手に 託します」。 こう 言って から， 

ものす く  ヨ ハ 19:19  いき  ひと  [キ 1  し 

うのであった。 「ほかの 者は 救った の コマ タ26:68  [イエス] は 息を 引き取られた。 47  士 
だ。 この 者が 拽の キリス ト， 選ばれた  II  Ss2 官は 起きた 事柄を 見て 迚の 栄光を たた 
者で あるの なら， 自分を 救う がよ い」。 サェ レ5:3 える ようになり， 「ほんとう にこの 人 
36 兵士たち までが 彼を 愚弄し， すぐ 近  >  は 義人であった」 と 言った。 48 そし 

きす  しゅさ  ^ 1:32  こうけい  あつ 

くに 来て 酸い ぶどう酒を 差し出し なが - て， この 光景の ために そこに 集まって 

ら， 37 こう 言った。 「もしお 前が ユ  いた 群秦は 皆， 起きた 事柄を 見て 胸を 

ダヤ 人の 王なら， 自分を 救って みろ」。 ^  65；17 たたきながら 帰って 行った。 49 また， 
38 また， 遗の 上方には， 「これは ユダ 胃21:1 彼を 親しく 去] っ ていた 者たち は 皆， や 
ヤ 人の 王」 と 書き記した ものが あった 0 使徒24:15 や 離れた 所に 立って いた。 それに， 共 
39 ところで， [杭に] 掛けられた 悪 ^  27?45 に ガリラヤから 彼に 付いて 来た 女たち 

荇 者の 一人は 彼の ことを あしざまに 言 IttJ26:31 も， これらの ことを 見つめて 立って い 
い はじめた， 「あなたは キリス トでは  ^  36：35 たので ある。 

じぶん  すく  才へブ 10:20 

ない のか。 自分と わたしたちを 救え」。 50 さて， 見よ， ヨセフと いう 名の 
40 他方の 者は それに 答え， 彼を 叱って  7:59 人が いた。 議会の 一員で あり， 善良で 

い  まえす こ  おそ  キマタ 27:50 ぎ  （サ） 

こう 言った。 「お前は 少しも 迚を 恐れ クマ タ 27:54 義に かなった 人であった  一 51 この 
ない のか。 同じ 裁きを 受けて いるのに 0 ヶ 詩38: 11 [人] は 彼らの 謀り ごと や 行動を 支持す 

われわれ  まった とう  ^  88:8  とうひょう  （シ） 

41 しかも， 我々 がこうな るのは 全く 当 コ 7夕27:55 る 投票を しなかった ので ある 一 彼は 
然 だ。 自分の した 事に 対する 相応の 報  H  S40 ユダ 人の 都市 ア リマ タヤの 人で あり， 
いを 受けて いるの だから。 しかし この 裡の 王国を 待って いた。 52 この 人が 
[人] は 道に 外れた ことは 何もして いな  ~ 19:38 ピラ トの もとに 行き， イエスの 体を 頂 

トン）  かれ  い  ソ創 37:21  ねが  [セ)  かれ 

いの だ」。  42 そして 彼は さらに 言っ スマ ル 15:43 きたいと 願い出た。  53 そして 彼は そ 

た， 「イエスよ， あなたが ご 自分の 王  2：25 れを 下ろして 上等の 亜麻布に 包み， 岩 

こく  とき  W  マタ 27:58  ほ  こ  はか  よこ  (9! 

国に 入られる 時には， わたしの ことを ソ _21:23 に 掘り 込んだ 墓の 中に 横たえた。 それ 
思い出して ください」。 43 すると [イ タィ ザ53 :9 は， まだ だれも 横たえられた ことのな 
エス] は 彼に 言われた， 「今日 あなたに チ 1タレ盂3 いものであった。 54 さて， それは 莖 
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備の 日で あり， 安息日の 夕暮れの 光 も 
近づいて いた。 55 しかし， 彼と 共に ガ 
リラ ヤ から 来て いた 女たち は， あとに 
付いて行って その 記念の 墓を 見， また 
その 体が どのように 横たえられ たかを 
[見ナ こ]。 56 それから 彼女たち は， 香 
料と 香油を 準備す るた めに 戻って 行っ 
た。 しかし， 言うまでもなく， 安息日 
には おきてに したがって 休んだ。 

A しかしながら， 週の 最初の 日， 

かのじょ  じぶん  じゅんび 

彼女たち は， 自分たち の 準備し 
た 香料を 携えて， 朝 とても 早くから 墓 
に 行った。 2 ところが 彼女たち は， 石 
が 記念の 墓 か ら 転が しの けられて いる 
のを 見た ので あ 4。  3 そして， 中に 

入って みると， 主 イエスの 体は 見あた 
ら なかった。 4 彼女たち が この ことで 
当惑して いると， 見よ， ま ば ゆい ばか 
りの 衣服を 着た 二人の 人が そばに 立っ 
た。 5  [女たち] が 恐れ 驚いて 顔を 地面 
に 伏せて いると， その [人たち] が言っ 
た， 「なぜ あなた 方は， 生きて いる 者 
を， 死人の 中に 捜して いるので すか。 
6  [[彼は ここには いません。 よみがえ 
ら された のです。]] 彼が まだ ガリラヤ 
にいた 時， あなた 方に どのように 話し 
たかを 思い起こし なさし1 ヽ。 7 人の 王は 
必ず， 罪深い 人々 の 手に 渡されて 杭に 
つけられ， 三日 目に よみがえる， と 言 
いま した」。 8 それで 彼女たち は [イエ 
ス] の 言われた ことを 思い出し，  9 記 
念の 墓から 帰って， 十一 人と ほかの 者 
たち すべてに これらの 事を ことごとく 
報告し/ L 10 それは， マグダ レネ • 
マリア， および ヨハンナ， そして ヤコ 
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ブの [母] マリアであった。 また， 彼女 
たちと 一緒にいた ほかの 女たち も， こ 
れらの 事に ついて 使徒たち に 告げる の 
であった。 11 しかし， こうして 話さ 
れる ことは 彼らに とっては た わ 言の よ 

うに 思え， 彼らは その [女たち] を 信じ 

[ィ） 

ようと しなかった。 

12  [[しかしべ テロは， 立って 記念 
の 墓に 走って 行き， 前方に かがんでの 
ぞいた が， ただ 巻き 布が 見える だけで 
あった。 それで 彼は， 起きた 事を 不思 
議に 思いながら 去って 行った。]] 

13 しかし， 見よ， その 同じ 日， 彼ら 
のうちの 二人が， エルサレムから 七 マ 
イル ほど 離れた， エマオと いう 村へ 旅 
をして いた。 14 そして， これら 生じ 
た 事柄 すべてに ついて 互いに 語り合 っ 
ていた。 

15 さて， 彼らが 語り合い， 論じ 合って 
いると， 当の イエスが 近づいて 来て， 一 
緒に 歩き はじめた。 16 ところが， 彼ら 
の 目は [イエス] を 見ても それとは 見 分 
けられず にいた。 17  [イエス] は 彼ら 
に 言われた， 「あなた 方が 歩きながら 互 
いに 討論して いる それらの 事は いった 
い 何です か」。 すると， 彼らは 悲しげ な 
顔で 立ち止まった。 18 クレオ パと い 
う 名の 者が 答えて 言った， 「あなたは， 
外国人と して 自分 ひとり で エルサレム 
に 住んで いるた めに， 近 ごろ そこで 起 
きたい ろん な 事を 知らな いのです か」。 
19 すると 彼は 言われた， 「どんな 事で 
すか」。 彼らは 言った， 「ナザレ 人 イエ 
ス に関する 事です。 その 人は# と 民す 
ベての 前に あって， 業と 晉葉 において 強 


ルカ 24:20—38  イエスは 聖書を 説明す る。 使徒たち に 現われる  1634 

力な 預言者と なりました。 20 そして， 第24 章 ちのと ころに お泊まりく ださい。 夕方 
わたしたちの 祭司 長 や 支配者た ちがい 7L18；!?6 になる ところで すし， 日は すでに 傾い 
かに 彼を 死の 宣告に 渡して 杭に つけた  3^  6:14 ています から」 と 言って 強いて 勧めた。 

かを。  21 しかし わたしたちは， この  そこで [イエス] は 彼らのと ころに 泊ま 

[人] が イスラエルを 救出す るよう に定 ィ 益は； るた め 中に 入られた。 30 そして， 彼 
め られた 方 だと 希望を かけて いたので  ^ 13:27 らと 一緒に 横に なって 食事を して おら 
す。 しかも， こうした 事 すべてに 加え ゥ 使徒 1:6 れた 際， [イエス] は パンを 取って 祝福 
て， これらの 事が 起きてから これで 三  を 述べ， それを 割いて 彼らに 渡しは じ 

日 目になります。 22 そのうえ， わたし ^11 24：?〇 めら れ た。  31 それを 見て 彼らの 目は 
たちのう ちの ある 女たち も， わたしたち  すっかり 開け， それが だれで あるかが 

を 太そう 驚かせました。 彼女たち は 朝 ョ ハ2 か3 分かった。 それから， [イエス] は 彼ら 
早く 記念の 墓に 行った のです が， 23 彼 =  から 見え なくなった。 32 そこで ふた 

の 体が 見つからず， またみ 使いたち の  H  ^ りは 互いに 言った， 「あの方が 道で わ 

超自然的な 光景を 見た と 言いに 来た か  たしたち に 話して くださった 時， わた 

ら です。 その [み使い] たちが， 彼は 生き 2:99 したち のために 聖書を すっかり 解いて 
ている と 言った というの です。 24 さ  ぺテ 11:11 くださった 時， わたしたちの 心は 燃え 
らに ，わたしたちと 一緒にい る 者のう  ていなかった だろう か」。 33 そして 彼 

ち 幾人 かが 記念の 墓に 出かけて 行き ま  コ 115:3 ら はすぐ さま 立ち上がって エルサレム 

した。 そして， それが そのと おり， まさ ^iJ3:15  に 帰った。 すると， 十一 人 および それ 

に 女たち が 言った とおりなのを 見た の  S  2；1〇 と共にい る 者たち が 集合して， 34 「主 
です が， 彼 [の 姿] は 見ませんでした」 0  * 18:15 はほんと うに よみがえらされて， シモ 

25 すると [イエス] は 彼らに 言われ  ンに 現われた の だ！」 と 言って いると 

た， 「ああ， 無分別で， 預言者た ちの  ^  ころであった。  35 そこで ふたり も， 
語った すべての ことを 信じる のに u 心の  %  ^243 道中での [できごと]， そして， パンを 
鈍い 人たち よ。 26 キリスト はこうし  I ラ3: 1 割かれた 際に 彼の ことが どのように 分 
た 苦しみを 経て 自分の 栄光に 入る こ  ^；22 かった かを 細かに te した。 

とが 必要だった のではありません か」。 -  36 彼らが こうした 事に ついて 話し 

27 そして， モー セと すべての 預言者た  _  ていたと ころ， [イエス] ご 自身が 彼ら 

ちから 始めて， 聖書 全巻に ある， ご自  H  ^ の 真ん中に お立ちに なり， [[「あなた 方 
分に 関連した 事柄を 彼らに 解き明かさ  に 平安が あるよう に」 と言われた。]] 

れ た。  20:19  37 しかし 彼らは おびえ， また 恐れ 驚 

28 ついに 彼らは， 行こうと している ゥ3115:5 いていた ので， 自分たち は 霊を 眺めて 
村の すぐ 近くに 来た。 すると 彼は， さ  いるの だろうと 思って いた。 38 それ 

らに 遠くへ 旅を 続ける ような 様子を 示 9：16 で [イエス] は 彼らに 言われた， 「なぜ 
された。 29 しかし 彼らは， 「わたした ォマタ 14:26 あなた 方は 騒ぐ のです か。 あなた 方の 


1635  キリス トは 天に 昇る。 言葉  ルカ 24:39 —— ヨハネ 1:7 


芯 に 疑いが 起きる のは どう してです 
か。  39 わたしの 手と 足を 見なさい。 
これは わたしです。 わたしに 触り， ま 

れい  がた 

た 見なさい。 霊には， あなた 方が わた 
しに 見る ような 肉 や 骨は ない のです」。 
40  [[そして， このように 言いながら， 
自分の 手と 足を 彼らに お見せに なっ 
た。]]  41 しかし， 全くの 喜びの あま 

り 彼らが なお 信じられず， ただ 不思議 
に 思って いると， [イエス] は， 「そこ 
に 何 か 食べる 物が あります か」 と 言わ 
れ た。 42 それで 彼らは 焼いた 魚 一切 
れを 渡した。 43 すると 彼は それを 受 
け 取り， 彼らの 目の前で それを 食べた。 

44 それから 彼らに こう 言われた。 
「まだ あなた 方 と共にいた 時に， わたし 
が 話した 言葉は こうでした。 つまり， 
モー セの 律法の 中， そして 預言者たち 
と 詩編の 中に わた しにつ いて 書いて あ 
る こと はみ な 必ず 成就す ると いう こと 
です」。 45 そして， 聖書の 意味を つ 
かむ よう 彼らの 思いを 十分に 開いて か 
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使徒 1 
サ 使徒 2:4 


(7)  い 

ら，  46 こう 言われた。 「このように 
書いて あります。 すなわち， キリスト 
は 苦しみを 受け， 三日 目に 死人の 中 か 
ら よみがえり， 47 その 名に よって 罪 

ゆる  く  あらた [ゥ）  こく 

の 許しの ための 悔い 改 めが あらゆる 国 
民の 中で 宣べ 伝えられる ー エル サレ 
ム から 始めて， 48 あなた 方は これら 
の 事の 証人と なる のです。 49 そして， 
見よ， わたしは あなた 方の 上に， わた 
しの 父に よって 約束され ている ものを 
送ります。 しかし あなた 方は， 高い 所 
からの 力を 授けられる までは， 市内に 

たいざい  W 

滞在して いなさい」。 

50 しかし [イエス] は 彼らを ベタ ニヤ 
まで 連れて行き， 両手を 上げて 彼らを 
祝福され た。 51 彼らを 祝福して おら 
れる うちに， [イエス] は 彼らから 離さ 
れ， 天に 上げられて いった。 52 それ 
で 彼らは [イエス] に 敬意を ささげ， 大 
いなる 喜びを 抱いて エルサレムに 帰っ 
た。 53 そして， 絶えず 神殿に いて， 迚 
をた たえて いた。 


ヨハネに よる 書 


1 初めに 言葉が おり， 言葉は 神と 共 
I  (ゥ） 一  W 

A におり， 言葉は 神であった。 2 こ 

かた  はじ  [才）  とも  [力） 

の 方は 初めに 迚 と共にいた。 3 すべ 

かれ  とお  そんざい 

てのものは 彼を 通して 存在す るよう に 
なり， 彼を 離れて 存在す るよう にな っ 
たものは 一つ もない。 

彼に よって 存在す るよう になった も 

いのち  [ク】  ひかり [ヶ】 

の 4 は 命で あり， 命は 人の 光 であっ 

ひかり  やみ [コ j  かがや 

た。 5 そして， 光は 闇の 中で 輝いて い 


第 1 章 

ァ箴 8:22 

コロ  1:1£ 

啓 3:14 


イヨ ハ 12:50 
啓 19:13 

ウ箴 8:30 


るが， 闇は これに 打ち勝って はいない。 

だいりしゃ  つか 

6 拽の 代理者と して 遣わされた 人が 

あら  (7)  [ィ） 

現われた。 その 名は ヨハネと いった。 

あか  [ウ）  ひかり 

7 この [人] は 証し のために， つまり 光 

き [ェ） 

について 証し をす るた めに 来た。 それ 

かれ  とお  しん 

は， あらゆる 人が 彼を 通して 信じる た 


才創 1:1 
ミカ 5:2 

力 創 1:26 
創 3:22 


キ ョハ 1:10; コ I  8：6; コロ 1:16; へブ 1:2; ク ョハ 5:26; 
使徒 3:15; ョハ I 1:2; ョハ I  5:11; ケ ョハ 8:12; コ ョハ 3: 
19; ヨハ 12:35;  第二 欄 アル カ 3:2; イマ タ 3:1; ル 
力 1:13; ウ イザ 40:3; ョハ 5:33; ェ マタ 3:11。 


ヨハネ 1:8——28  いまだ 神を 見た 人は いない。 ヨハネの 使命  1636 

めであった。 8 彼は その ひ 光では なく， 第 1 章 こそ， 彼に ついて 滅 明した ので ある。 
その 光に ついて 証し をす る ことにな っ S  19 さて， ユダヤ人 たちは， 祭司 や レ 

使徒 13:25  びと 

ていた。  ゥョ ハ5:36 ビ 人を エルサレムから ヨハ不 のと ころ 

9 どんな 人に も 光を 与える 真の 光が 才^ に 遣わして， 「あなたは だれな のです 
世に 入ろうと していた。 10 彼は 世に 力^:4 3 ボ か」 と 尋ねさせ たが， これが その 時の 

W  とお  そんざい  3 ハ I  2:8  かれ  あか  かれ  こくはく  こば 

いたので あり， 世は 彼を 通して 存在す キョハ i:i4 彼の 証し である。 20 彼は 告白して 拒 
るよう になった のに， 世は 彼を 知らな ミ ルヵ まず， 「わたしは キリス トでは ありま 

かれ じぶん  き  云 ロマ 巧  （ゥ |  かれ 

かった。 11 彼は 自分のと ころに 来た ^ °76f；86 せん」 と 告白した。  21 そこで 彼らは 

たみ  むか  い  W  てフ 1.5  たず  なん 

のに， その 民は 彼を 迎え入れなかった。 ョハ 13:1 こう 尋ねた。 「では 何です か。 あなた 

かれ  むか  もの [コ 1  シガラ 3:26  (X)  い 

12 しかし， 彼を 迎えた 者， そうした 者 ス^^も は エリヤで すか」。 すると 彼は 言った， 
たち すべてに 対しては，# の 子供と な  3；f 「そうではありません」。 「あなたは か 

る 権限を 与えた ので ある。 その 者たち の 預言者で すか」。 すると 彼は， 「いい 
が， 彼の 名に 信仰を 働かせて いたから ョ =47:2 え！」 と 答えた。 22 それで 彼らは こ 
である。 13 彼らは， 血から，‘ 肉的な 意 ソ^:: う 言った。 「あなたは だれです か。 わ 
志から， また 人の 意志から 生まれた の 111  3：?6 たしたち を 遣わした 人たち に 答えが で 
ではなく，# から [生まれた] ので ある。 、、コロ きる ようにして ください。 あなたは 自 

ことば  にくたい  (t)  ，コロ  I 十  ぶん  なん  （力）  かれ 

14 こうして， 言葉は 肉体と なって わ  II  2；9 分に ついて 何と 言います か」。 23 彼は 
たしたち の 間に 宿り， わたしたちは そ hS73l!l8 言った， 「わたしは， 預言者 イザヤが 
の 栄光， 父の 独り子が 持つ ような 栄光  7:19 言った とおり， 『エホバの 道を まっす 

を 目に したので ある。 彼は 過分の 親切 こ== ぐに せよ』 と 荒野で 叫ぶ 者の 声です」。 
と 真理と に 満ちて いた。 15  (ヨハネは 1^8；37  24 さて， 遣わされた 者たち は パリサ 

かれ  あか  じつ  コ n 1：2〇  びと  き 

彼に ついて 証し をし， 実に一 この 人 こ ヌ 出33 匕0 6 イ 人のと ころから 来て いた。  25 それ 
そ [それを] 言った 人であった 一こう 叫 ネ ^!34〇:12 で 彼らは [ヨハネ] に 質問して こう 言っ 
ん だので ある。 「わたしの 後に 来る 方 ノ^: 1た23 た。 「では， あなたが キリス トで もエ 
は， わたしの 前を 進まれた。 わたしより  リヤ でも かの 預言者で もない ので あれ 

先に 存在され たからで ある」。） 16 と ァマタ 11:27 ば， どうして パプ テス マを 施す のです 

かれ  み  ルカ 10:22  [ク）  Cfc  い 

いうのは， わたしたちは みな 彼に 満ち  ョハ 1 3:2 か」。  26 ヨハ不 は 彼らに 答えて 言っ 
満ちた ものの 中から， しかも 過分の 親 ゥ以 S5 た， 「わたしは 水で パプ テス マを 施し 
切の 上に さらに 過分の 親切を 受けた か だ 14 ます。 あなた 方の ただ 中に， あなた 方 
ら である。 17 なぜなら， 律法は モー マル9: 13 の 知らない 方が 立って います。 27 わ 
セを 通して 与えられ， 過分の 親切と 真  1；；  たしの 後に 来る 方です が， わたしは， そ 

理 とは イエス. キリス トを 通して 存す 力== の 方の サンダルの 締め ひもを ほどく に 

キイ ザ 40:3  あたい  け）  こと 

るよう になった からで ある。 18 い マタ 3:3 も 値しません」。 28 これらの 事は ヨル 
まだ 裡を 見た 人は いない。 父に 対し  1%  ^ ダンの 向こうの ベタ ニヤで 起きた。 ヨ 

ふところ  い ち  阐 ひと  ご  [ノ）  q ハ 3：28  - 

て その 懐 [の 位置] にいる 独り 子の 神 クマ タ 21:25 ヶル ヵ 17:21: コィザ 53:2; サマタ 3:11; 使徒 13:25。 


1637  イエスの バプ テス マ； 油 そそがれる  ヨハネ 1:29 — 46 

ハネは そこで パプ テス マを 施して いた 第1 章 のです か」。 彼らは 言った， 「ラビ （こ 
ので ある。  ご 夕= れ は， 訳せば， 師 よ， という 意味で あ 

29 次の 日， 彼は， イエスが 自分の ほ  3；；!  4；?4 る）， どこに 滞在して おられる のです 
うに 来る のに 目を 留めて， こう 言った。 ゥ iAS11 か」。 39  [イエス] は 彼らに 言われた， 
「見なさい， 世の 罪を 取り去 4, 裡の主 ベ？12 :24 「来て ごらんなさい。 そうすれば， あな 

ひつじ M  あと  ヨハ I  3:5  がた  (7) 

羊です！  30 これ こそ， わたしの 後 xt±j  12:3  た 方は 見る でしょう」。 こうして， 彼ら 

まえ  すす  く  イザ 53:7  い  たいざい 

に， わたしの 前を 進んだ 人が 来る， わ  は 行って， [イエス] が どこに 滞在して 

たしより 先に 存在され た 方 だから， と おられる かを 見， その 日は 彼のと ころに 

い  1 ォ1  ^  I,)  Q：C0  だぃじ 

わたしが 言った その 方です。 31 わた  nn  とどまった。 それは 第 十 時 ごろで あっ 
しも この 方を 知りませんで したが， わ 力 “以3 た。 40 シモン. ぺ テロの 兄弟 アンデ 
た しが 水で バプ テス マを 施。 しに 来たの 孟徒 刪 レは， ヨハネの 語る ことを 聞いて [イエ 

あき  キマタ 3:16  つ  い  ふたり 

は， この 方が イスラエルに 明らかにさ  マル 1:1〇 ス] の あとに 付いて行っ た その 二人の 

(力！  ルカ 3:22  ひとり 

れる ためでした」 0  32 ヨハネは また クルヵ3:2 うちの 一人であった 〇  41 この 人は ま 
t しを してこう 备った 0  「わたしは， ヶ益ば ず | 棼 のき 免！、 シモンを 見つけて， 「わ 

れい  くだ  く  使徒 2:4  (ゥ 1  乜 

霊が 天からは とのよう に 下って 来る の コマ タ 3:17 たしたち は メシアを 見つけた」 と 言っ 
を 見ました が， それは この 方の 上に と サ ，徒8:32 た （[メシア] とは， 訳せば， キリスト 

どまり ました。 33 わたし も その 方を - という 意味で ある）。 42 彼は [シモン] 

知りませんで したが， 水で バプ テス マ  を イエスの ところに 連れて行った。 そ 

ほどこ  つか  （ク ）  アマ タ 8:20  らん  （才）  い 

を 施す ように わたしを 遣わした 方が， コ 18:9  れを ご覧に なると， イエスは こう 言わ 

れい  くだ  イマ タ 4:18  f 力）  （キ） 

『あなたは 霊が 下って ある 人の 上に と ゥ ダニ 9:25 れ た。 「あなたは ヨハネの 子 シモンで 

ヨハ 11:27 

どまる のを 見る が， それが だれで あろ ェョハ 4:25 す。 あなたは ケ ファ （これは ぺ テロと 
うと， その 者 こそ 聖霊で パプ テス マを lT,2Zi 訳されて いる） と 呼ばれる でしょう」。 
施す 者で ある』 とわたし に 言われ まし キ^タ ヽ=で  43 次の 日， [イエス] は ガリラヤに 
た。 34 そして わたしは [それを] 見た ク==48 向けて 出発し ようと された。 それで イ 
ので， この 方 こそ® の 壬で あると 証し  I*  6:15 エスは フィ リポを 見つけて， 「わたし 
したので す」。  9°93 の 追随 者に なりなさい」 と言われた。 

35 また 次の 日， ヨハネは 自分の 弟 ^Jl/8:22  44 この フィ リポ は， ベ ツサ イダから， 
子 二人と 一緒に 立って いたが，  36 イ ^  ^ つまり アンデレ やべ テロの 都市から 来 
エスが 歩いて おられる のを 見て， こう スニ ていた 0  45 フィ リポ はナタ ナエ ルを 
言った。 「見なさい， 神の 子羊です！  I  !1 49；1S 見つけて， こう 言った。 「わたしたち 
37 すると， その 二人の 弟子は 彼が 話す ョ ハ5:46 は， 律法の 中で モー セが， そして 預言者 

き  つい  セイ ザ 9:6  ㈦  か  かた  （ソ） 

のを 聞いて イエスの あとに 付いて行 っ  ヱ レ33: 1S たちが 書いた 方， ヨセフの 子で， ナザレ 
た。 38 そこで イエスは 振り向いて 彼  から 来た イエスを 見つけた」 0  46 しか 

らが あとに 付いて 来る のを 見， こう 言 ソ: ^ しナタ ナエ ルは 彼に 言った， 「何 か 良 
われた。 「あなた 方は 何を 求めて いる  II  2:f いものが ナザレから 出る ことがある だ 


ヨハネ 1:47—2:15  カナでの 婚宴 。水を ふどう 酒に 変える  1638 

ろうか」 。フィ リポは 彼に 言った， 「来 第1 章 何でもして ください」。  6 ところが， 
て， 見なさい」。 47 イエスは， ナタナ 7  7:41 ユダヤ人の 浄 めの しきたり 通り， そこ 

エルが 自分の ほうへ 来る のを ご覧に な ィョ ハ2:25 には 石の 水がめが 六つ 置いて あり， そ 
り， 彼に ついて こう 言われた 0  「見な ゥル ヵ I:32 れ はおの おの 液量 升 二， 三 ばいは 入る 
さい， 確かに イスラエル 人， その内に ェゼヵ 9:9 ものであった。 7 イエスは 彼らに 言わ 
欺まん のない 人です」。 48 ナタ ナエ  れ た， 「水がめに 水を 満たしなさい」。 

ルは 彼に 言った， 「あなたが わたしの ^  it  104:4 それで 彼らは， それらを 縁まで 満たし 
ことを 知って おられる のは どうしてで  た。  8 すると [イエス] は 彼らに 言わ 

すか」。 イエスは 答えて 彼に 言われた， 力 創 28:12  れ た， 「では 今， 少し くんで， 宴会の 
「フィ リポが あなたを 呼ぶ 前， あなたが  ^  幹事のと ころに 持って行きなさい」。 
いちじくの 木の下にいた 時に， わたし 第2 章 それで 彼らは 持って行った。 9 さて， 
は あなたを 見ました」。 49 ナタ ナエ ル +目乂〗 ば 宴会の 幹事は ぶどう酒に 変えられた 水 
は 彼に 答えた， 「ラビ， あなたは® の 壬 2：51 を 味わった が， その 出 どころ を 知らな 
です。 あなたは イスラエルの 王です」。  ，  かった。 もっとも， その 水を くんで き 
50 イエスは 答えて 彼に 言われた， 「い  た 給仕の 者たち は 知ってい たので あ 

ちじくの 木の すぐ 下にい るのを 見た と  3 19:26 る。 それで， 宴会の 幹事は 花婿を 呼ん 
わたしが 言った ので， あなたは 信じる で， 1〇 こう 言った。 「ほかの 人は み 

のです か。 あなたは これより 大 いなる _ な， 上等の ぶどう酒を 最初に 出し， み 

事を 見る でしょう」 0  51 さらに 彼に 第二 欄 ん なの 酔いが まわった ころに， それよ 
言われた， 「きわめて 真実に あなた 方 7  iJ  41:55 り 劣った のを [出す] ものです が， あな 
に 言います が， あなた 方は， 天が 開け ィ ユユ たは 上等の ぶどう酒を 今まで 取って 置 
て， 迚 のみ 使いたち が 人の 土 の もとに  いたのです ね」。 11 イエスは これを， 

上り下りす るのを 見る で しょ う」。  自分の しる しの 始めと して ガリラヤの 

€% さて， 三日 目に， ガリラヤの カナ ルヵ  カナで 行ない， こうして ご 自分の 栄光 

な で婚 宴が 催され， イエスの 母は そ を 明らかにされた。 そして， 弟子たち 
こにいた。 2 イエスと その 弟子たち 12：46 は 彼に 信仰を 持った。 

も その 婚 宴に 招かれて いた。  II  Sf  12 このの ち， [イエス] とその 母 およ 

3 ぶどう酒が 足り なくなった 時， イ a 1=14 び 兄弟たち， また 弟子たち は， カペル 
エスの 母が 彼に 言った， 「彼らには ぶ ガ ラ1:19 ナウ ムに 下って 行った が， そこに 何日 
どう 酒が ありません」。 4 しかし イエ キマタ 4:13 もは 滞在し なかった。 

スは 彼女に 言われた， 「婦人よ， わた ク出 12:14  13 さて， ユダヤ人の 過ぎ 越しが 近かっ 

しは あなたと どんな かかわりが あるの  * 16:i  たので， イエスは エルサレムに 上って 
でしょう か。 わたしの 時は まだ 来て い ョ ハ12 :1 行かれた。 14 そして， 神殿で， 牛 や 羊 
ません」。 5 彼の 母は 給仕の 者たち に ヶョ ハ5: 1 やは とを 売る 者たち と， 席に着い てい 
言った， 「彼が あなた 方に 言う ことは， コ レビ 1:14 る 両替人た ちを ご覧に なった。 15 そ 


1639  商売す る 者を 神殿から 追い出す。 再び 生まれる  ヨハネ 2:16 — 3:8 

れ で， 縄で むちを 作る と， それらの 者 第2 章 について だれかに 証し しても らう 必要 
をみ な 羊 や 牛 もろとも 神殿から 追い出 7Zl2iu's はなかった からで ある。 人の 内に 何が 
し， 両替屋の 硬貨を まき 散らし， 彼ら ィ 詩15  あるかを， ご 自身が 知って おられた の 

だい たお  ；7)  ルカ 2:49  ：7) 

の 台を 倒された。 16 そして， はとを ゥ 351 3 である。 

売って いる 者たち に 言われた， 「これ  ^ さて， ひとりの パリ サイ 人が いた。 

らの辕 を ここから# って荇 きなさい！  JJfiLss  ^ ニコデ‘ というの がその 名で あ 
わたしの 父の 家を 売り 買いの 家と する  3-  J：48  V) , ユダヤ人の 支配者の ひとりで あっ 

[ゥ）  でし  ヨ ハ 6:30  よる  かれ  き 

のは やめなさい！」 17 弟子たち は， ヵマ タ た。  2 この 人が 夜に 彼のと ころに 来 
「あなたの 家に 対する 熱心が わたしを キ て， こう 言った。 「ラビ， わたしたち 
食い尽くす であろう」 と 書いて あるの  は1 は， あなたが 教師と して# の もとから 

を 思い出した。  クルヵ24:8 来られた ことを 知って おります。 拽が 

18 そのため， これに 答えて ユダヤ人  1；；  共に おられない 限り， あなたが なさる 

たちは 彼に 言った， 「こうした 事を す ^；；  '；31 こうした しるしを 行なえる 者は いない 
るから には， わたしたちに どんなし る I  3；；  elif からです」。 3 イエスは 答えて 言われ 
しを 見せる というの か」。 19 イエス —二 . た， 「きわめて 真実に あなたに 言い ま 

—  すが， 再び 生まれなければ， だれも 裡の 
王国を 見る ことは できません」。 4 二 
コ デモは 彼に 言った， 「どう して 人は 
年を取って から 生まれる ことができる 
でしょう か。 自分の 母の 胎 にもう 一度 
入って 生まれて くる ことな どで きない 
ではありません か」。 5 イエスは 答え 
られ た， 「きわめて 真実に あなたに 言 
いますが， 水と 霊から 生まれなければ， 


まつ  _れ  あいだ  7.գ 

祭りの さ l 、彼が エルザ レムに いた 間に， 篇 | ㈡ 7 
たくさんの 人が 彼の 行なう しるしを 見 ^  If,  ?；33 

:コ）  しんこう  も  m  使徒 1:5 

て， その 名に 信仰を 持った 〇  24 しか 使徒 他45 

し イエス ご.# は， I 券を i らに ゆだ へ 行く のかを & りません。 霊から 生ま 
ねる ことは されなかった。 彼らす ベて うで テ m れた者 も 皆 そのよう です」。 

し  ぺテ I 1.23  - 

を 知つ て お られ たからで あり，  25 人夕伝 11:5  チョ ハ 14:17; 使徒 2:2;  n マ 8:16; コ I  2:11。 


だれも 拽の 王国に 入る こと はでき ない 

にく 

のです。 6 肉から 生まれた ものは 肉 
であり， 霊から 生まれた ものは 霊です。 
7 わたしが あなたに， あなた 方は 再び 
生まれなければ ならない と 言った から 
といって， 驚いて はなり ません。 8 風 
は その 望む 所に 吹き， あなたは その 音 
を 聞いても， それが どこから 来て どこ 


は 答えて 彼らに 言われた， 「この 神殿 7v^  9:4 
を 壊して みなさい。 そうしたら， わた  1：48 
しは 三日で それを 立てます」 0  20 そ  啓2:23 

れ で， ユダヤ人 たちは 言った， 「この 第 3 章 
神殿は 四十 六 年 も かけて 建てられ たの ィョ ハ7: 
に， それを 三日で 立てる というの か」。 I  J2-42 
21 しかし， [イエス] は ご 自分の 体の 才 Jf、 ぱ 
神殿に ついて 語って おられた ので あっ ^  S：：  8；28 
た。 22 だが， 彼が 死人の 中から よみ S1 

とき  でし  使徒 1〇:38 

が えら さ れた 時に なって， 弟子たち は， クョ ハ2 ⑴ 

っねづ ね  い  おも  ケ 使徒 2:28 

彼が 常々 こう 言って おられた のを 思い コ^、 よ;3 

!ク1  せいしょ  -- 

出した。 そして， 聖書と， イエスの 言 
われた ことばと を 信じた ので ある。  ョ 3  3:9 

す  こ  とき  サコ I 15:50 

23 しかしながら， 過ぎ 越しの 時, その シゴ 28:19 


ヨ /\ネ 3:9—28  神は 世を 愛して， み 子を 与えた。 バプ テス マを 施す  1640 

9 ニコ デモは i えて 彼に 言った， 「ど 第3 章 i した ことです。 その 業が 邪悪で あっ 
うして そのような 事が 起こる ので しょ J  3；：  8:26 たからです。 20 いとうべき 事柄を 習 

こた  かれ  ウ 3-32  もの [イ）  ひかり  にく  き 

うか」。 10 それに 答えて イエスは 彼に  コ12:14  わしに する 者は， 光を 憎んで， 光に 来 

い  きょう  エル カ 22:67  じぶん  わざ いまし 

言われた， 「あなたは イスラエルの 教 ォョ ハ6:38 ません。 自分の 業が 戒められ ないよう 
師 でありながら， こうした ことが 分か ジ H2 にす るた めです。  21 しかし， 真実な 
らな いのです か。 11 きわめて 真実に ことを 荇 なう 者は 光に 来て， 自分の 業 
あなたに 言います が， わたしたちは 自 9：8^ が® に 従ってな されて いる ことが 明ら 

ぶん  し  はな  ク民 21:9 

分の 知っている ことを 話し， 自分の 見 ヶョ ご8:28 かになる ようにし ます」。 

あか  [イ）  ガラ 3:13  こと 

たこと について 証し する のです が， あ コ^:: 22 こうした 事の のち， イエスと その 

がナ-  ^  -W  I  ち  P ろ 

なた 方は わたしたちの する 証し を 受け サ 目プ！ ぷ 弟子たち は ユダヤ 地方に 入った。 そし 
入れません。 I2 わたしが 地上の 事柄 "SSSe て [イエス] は そこで 彼ら と共にし ばら 

はな  がた  しん  ロマ 5:8  す  ほどこ  [才） 

を 話しても あなた 方が 信じない ので あ  D マ,8】3〗 く 過ごして， バプ テス マを 施された。 

3  ノヽ 1  4:9  ：*!  ちか 

れ ば， 天の 事柄を 話した としても， ど ^|；；；=；424  23 しかし ヨハネ も， サリムに 近い ア 
うして 信じる でしょう か。 13 そのう  ?? 1；29 イ ノンで パプ テス マを 施して いた。 そ 

くだ  もの w  [力）  テモ n  3:15  たりょう  （キ） 

え， 天から 下った 者， すなわち 人の 土 セマタ れ46 こには 多量の 水が あった からで あり， 

のぼ  ソ ヨ ハ 6:40  ひとびと  つぎつぎ  き 

の ほかには， だれも 天に 上った ことが  ^  人々 は 次々 にやって 来て パプ テス マを 

ありません。 14 そして， モー セが 荒 夕 【二1 受けて いた。 24 ヨハネは まだ 獄に入 

や  へび  あ  （ク） おな  コ n  5：i9  w 

野で 蛇を 挙げたと 同じように， 人の 土 チル ヵ 19:10 れられ ていなかった ので ある。 

(ヶ）  コ I 15:22  でし  がわ 

も 挙げられねば なりません。 15 それ テモ じず  25 それゆえ， ヨハネの 弟子たち の 側 
は， 彼を 信じる 者が みな 永遠の 命を 持 ，>  ご1 5 だ4 では， ある ユダヤ人を 相手に して， 浄め 
つため です。  テマ ^ 10:33 に関する 論争が 持ち上がった。 26 そ 

よ  ふか  あい  へブ 10:29  かれ  き ' 

16 「というのは，# は 世を 深く 愛し トョ ハ I:9 れで 彼らは ヨハネの ところに やって来 
て ご 自分の 独り 壬を 与え， だれでも 彼  1；；  ^46 て， こう 言った。 「ラビ， ヨルダンの 向 
に 信仰を 働かせる 者が 滅ぼされないで， ±3"1：5 こうで あなたと 一緒にいた 人で， あな 

えいえん  いのち  も  あか  W 

永遠の 命を 持てる ようにされ たからで 第二 欄 たが 証し をな さった 人です が， 見て く 
す。 17 裡 は ご 自分の 土を 世に 遣わさ ァ巧〗ゞ3 ださい， この 人が バプ テス マを 施して お 
れ ましたが， それは， 彼が 世を 裁く た ィ ：ユ48 り， みんなが その もとに 行く のです」。 

[夕）  とお  すく  ガラ 5:19  こた  い 

めでは なく， 世が 彼を 通して 救われる ぺ テ14 :3  27 ヨハネは 答えて 言った， 「天から 

[チ）  かれ  しんこう はたら  17  X7  5:13  あた  かぎ  なに 

ためな のです。 18 彼に 信仰を 働かせ ぼ 与えられて いるので ない 限り， 人は 何 
る 者は 裁かれません。 信仰を 働かせな 才^ 匕 ぶ 一つ 受ける ことができません。 28 わ 

刁ハ 4:2  じ ぶん  阁 

い 者は すでに 裁かれて います。 その 人 ヵマ タ 3:i たしは， 自分は キリス トでは なく， そ 

ひと  ご  キ マル 1:10  かた  さきだ  つか  もの  （ゾ i 

は， 迚の 独り 壬の 名に 信仰を 働かせて 使徒8:36 の 方に 先立って 遣わされた 者で あると 

(t)  さば  こん クマ タ 3:6  い 

いないから です。 19 さて， 裁きの 根 ヶ; 言いました が， そのこと について あな 
拠は これです。 すなわち， 光が 世に 来 ^  \：37  - 

_  [ナ） ひと ひ ^  ^  ヨハ 1:34  スヨハ 19:11; ヘプ 54 ヤコ 1:17; セヨハ 1:20; 使徒 13: 

ている のに， 人々 が尤 よりむ しろ 闇を シヨハ 6:65  25; ソ イザ 40:3; マラ 3:1; マタ 11:10; ルヵ 1:17。 


1641  サマリア 人の 女。 「生きた 水」  ヨハネ 3.29 — 4：13 

た 方 自身が わたしに 証し しています 0 第3 章 サマリアを 通って 行かねば ならな かっ 
29  ^ 嫁を 持つ 者は 花婿です。 しかし， 7:ム$2 た。 5 その 結果， ヤコブが その子 ョセ 
花婿の 友人は， 立って 彼 [のこと ば] を  i21：9  フに 与えた 野に 近い， スカルと 呼ばれ 

聞く と， その 花婿の 声に 一方ならぬ 喜 ィルヵ1:44 る サマリアの 都市に 来られた。 6 事 
びを 抱きます。 そのような わけで， わ n、I4:5 実， ヤコブの 泉が そこに あった。 そこ 
たしの この 喜びは 満たされて いるので ォマタ 3:11 で イエスは， 旅の ために すっかり 疲れ 
す。  30 あの方は 増し 加わって ゆき， Uf15 て， そのまま 泉のと ころに 座って おら 
わたしは 減って ゆかねば なりません」。 キィ ザ53:2 れ た。 時刻は 第 六 時 ごろであった 0 
31 上から 来る 者は 他の すべての 者の  ョ ハ3:11  7 ひとりの サマリアの 女が 水を くみ 

上に ある。 地からの 者は 地からで あっ ^  hJm^io に 来た。 イエスは 彼女に 言われた， 「わ 
て， 地の 事柄を 話す。 天から 来る 者は ゲ 3 ハ7 :16 たしに 飲ませて ください」。 8  (弟子 
他の すべての 者の 上に ある。 32 彼は ~3"1：16 たちは 食料品を 買いに 市内へ 出かけて 

じぶんみ き  V-  3 5:20 

自分が 見聞きし たこと， そのこと につ ョ ハ15 :9 いたので ある。） 9 それで， サマリア 
いて 証し する ので あるが， だれも その マ 人の 女は こう 言った。 「ユダヤ人の あ 
証し を 受け入れて いない。 33 彼の 証 ョ ハ17 :2 なた が， サマリア 人の 女で ある わたし 
しを 受け入れた 者は，# は 真実な 方で Xa^l：!7  \Z, [水を] 飲ませて ほしいと おっしゃ 

あると いう ことに 自分の 証印を 押した ^ ^ るのは どうしてです か」。 （ユダヤ人 
ので ある。 34 迚が 遣わした 者は# の ベ75 :9 は サマリア 人と 交渉を 持たない ので あ 
言われた ことを 話す からで あり， [裡] ョ ハ15:12 る 〇) 10 イエスは 答えて 彼女に 言われ 
は 霊を 量って 与えたり はされ ない ので 夕 た， 「もし あなたが，# の 無償の 賜物 

㈡  ちち  あい  [サ）  へブ 1〇:27  の 

ある。  35 父は み 壬を 愛して おられ， - について， そして， 『わたしに 飲ませ 

すべての ものを その 手に お与えに なっ  て ほしい』 と 言って いるの が だれで あ 

たので ある。 36 み 壬 に 信仰を 働かせ _ るかを 知っていたなら， あなたは その 

る 箸1 線 M の  1 ちを A っ てい I。 み 土に $ 二 欄 S に _ めた でしょぅ し， その 者は ぁな 
従わない 者は 命を 見ず， 迚の 憤りが そ 9：52 たに 生きた 水を 与えた ことでしょう」。 
の 上に とどまって いるので ある。  ぼ 32 11 彼女は 言った， 「だんな 様， あな 

A さて， イエスが ョハネより 多く ゥョハ 4:12 たは 水を くむ 手 おけさえ 持って おられ 
1 の 弟子を 作って パプ テス マを 施し ズ1 冗4 ず， しかも この 井戸は 深いので す。 そ 
ている ことが パリ サイ 人たち の 耳に  10:28 れ で， その 生きた 水を どこから 持って 
入った が， そのこと にお 気づきに なっ ォヱフ2:8 おいでにな るので すか。 12 あなたは， 
た 時一  2 だが 実際のと ころ， イエス 13  it  He わたしたち にこの 井戸を 与え， 自ら も 
ご 自身は バプ テス マを 施す ことは され 息子 や 家畜たち と 一緒に ここから 飲ん 
ず， その 弟子たち がそう していた ので ミミは 〖だ， わたしたちの 父祖 ヤコブより 偉大 
あるが一  3 主は ユダヤを 去って 再 クマ タ12:41 な 方では ない はずです が」。 13 イエ 
び ガリラヤに 向かわれた。 4 しかし， スは 答えて 彼女に 言われた， 「この 水 


ヨハネ 4:14—34  霊と 真理を もって 崇拝す る  1642 

を 飲む 人は みな 再び 渴 きます。 14 だ 第4 章 のです。 実際， 父は， ご 自分を そのよ 
れ でも わたしが 与える 水を 飲む 人は， 7 1；； ；：38 うに 崇拝す る 者たち を 求めて おられる 
決して 渴 くこと がな く， わたしが 与え ^  nv  6;23 のです。  24  # は 霊で あられる ので， 
る 水は， その 人の 中で， 永遠の 命を 与  5:20  [裡] を 崇拝す る 者 も 霊と 真理を もって 

える ために わき 上がる 水の 泉と なる の ゥヾサ m 崇拝し なければ なりません」。  25 女 

[ゥ）  かれ  い  かれ  い  W 

です」。 15 女は 彼に 言った， 「だんな ヱ ルヵ7: 16 は 彼に 言った， 「わたしは， メシアが， 
様， わたしに その 水を 下さって， わた  3 ハ9 :17 キリス トと 呼ばれる 方が おいでになる 

しが 渴く ことが なく， また ここまで い 才 ことを 知っています。 その 方が 到来 さ 
つも 水を くみに 来なくても よいよう に 力* 12:5  れる ときには， すべての ことを はっき 
してく ださい」。  gy2-L2 り と 告げ 知らせて くださる でしょう」。 

16  [イエス] は 彼女に 言われた， 「行っ  26 イエスは 彼女に 言われた， 「あなた 

おっと  よ  キ マル 14:58  はな  m 

て， あなたの 夫を ここに 呼んで きな さ  ヘプ9:11 に 話して いる わたしが それです」。 

い」。 17 女は 答えて 言った， 「わたし クマラ 1:11  27 さて， このと き 弟子たち が 戻って 

には 夫が ありません」。 イエスは 彼女 ヶ王 nl7:29 来た。 そして， [イエス] が 女と 話して 
に 言われた， 「『夫がない』 とはよ く 言  111 17:33 おられた ので 未 思議に 思うよう にな っ 
いました。 18 あなたには 五 人の 夫が 3 ゴ以 た。 もとより， 「何を 求めて おられる 
いました が， 今い るのは 夫では ないか ，3m14:17 のです か」 とか， 「なぜ 彼女と お話しに 
ら です。 そのこと を あなたは そのと お  °nV4：i48 なる のです か」 とか 言う 者は いなか っ 

りに 言いました」。 19 女は 彼に 言っ  フィ3:3  た。 28 そこで， 女は 自分の 水がめを 

た， 「だんな 様， わたしは， あなたが 預 ショシ 24:14 残し， 去って 市内に 行き， 人々 にこう 
言 者で ある ことが 分かります。 20 わ 詩25:5  告げた 0  29 「来て， わたしの した 事を 

たしたち の 父祖は この 山で 崇拝し まし マ) レ7:7 みな 言い当てた 人を 見て ください。 も 
た。 それな のに あなた 方は， 崇拝す る 第二 欄 しや これが キリス トではないでしょう 
べき 場所は エルサレム だと 言います」 0 ァ代 H6:9  か」 0  30 彼らは 市を 出て， [イエス] の 

21 イエスは 彼女に 言われた， 「女よ， ィコ 113:17 ところに やって来る のであった。 
わたし [の 言う こと] を 信じなさい。 あ ヘプ11:27  31 その 間に， 弟子たち は， 「ラビ， 

なた 方が， この 山で も， エルサレムで ゥ D マ 12:1 食べて ください」 と 言って しきりに 促 
もない ところで 父を 崇拝す る 時が 来よ 1_18:18 していた。  32 しかし， [イエス] は 彼 
うとして います。 22 あなた 方は 自分  ifs  Im  ら にこう 言われた。 「わたしには， あ 

の 知らない ものを 崇拝して います。 わ ォョハ 11:27 なた 方の 知らない， 食べるべき 食物が 
たしたち は 自分の 知っている ものを 崇 ^  9：37 あります」。 33 そのため 弟子たち は， 

拝して います。 救いは ユダヤ人から 起  「だれも 彼に 食べる 物を 持って来な かっ 

こる からです。 23 とはいえ， 真の 崇 ョ ハ7:26 たでは ないか」 と 互いに 言いだ した。 
拝 者が 霊と 真理を もって 父を 崇拝す る クョハ I:38  34 イエスは 彼らに 言われた， 「わた 

時が 来ようと しています。 それは 今な ヶマタ 4:4  しの 食物とは， わたしを 遣わした 方 
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の ご i 志を 行ない， そのみ 業を なし 終 
える ことです。 35 あなた 方は， 収穫 
が 来る までには まだ 四 か 月 あると 言う 
のではありません か。 さあ， あなた 方 
に 言います が， 目を 上げて 畑を ご覧な 
さい。 収穫を 待って 白く  [色づ いて] い 
ます。 すでに， 36 刈り取る 者は 報酬 
を 受け取 っ て 永遠の 命の ための 実を 集 
めて います。 こうして， まく 者と 刈り 
取る 者とは 共に 歓 ぶので す。 37 この 
点， ひとりは まく 者， もう ひとりは 刈 
り 取る 者， という ことばは 確かに 真実 
です。 38 わたしは， あなた 方が； し 
も 労力を かけなかった ものを 刈り取ら 
せる ために， あなた 方を 派遣し ま した。 
ほかの 者たち が 労苦し， あなた 方は そ 
の 労苦の 益に あずかって いるので す」。 

39 さて， その 都市から 来た サマリア 
人のう ち 大勢の 者は， 「わたしの した 
事を みな 言い当てた のです」 と 証し し 
た 女の W 葉の ゆえに 彼に 信仰を 持った。 
40 それで， 彼の もとに 来る と， その サ 
マリア 人たち は， 自分たち のと ころに 
滞在す るよう にと 頼む のであった。 そ 
れで [イエス] は そこに 二日 滞在され た。 
41 その 結果， さらに 大勢の 者が 彼の 語 
る 事柄の ゆえに 信じ， 42 「わたしたち 
はもう， あなたの 話の ゆえに 信じて い 
るので はない。 自分で 聞い 士， この 人 
こそ 確かに 世の 救い主 だとい うこ とが 
分かる の だ」 と 女に 言うよう になった。 

43 二日の 後， [イエス] は そこを 去っ 
て ガリラヤに 向かわれた。 44 しかし 
イエス ご 自身は， 預言者が 自分の 故郷 
では 尊ばれな いという ことを 証し され 


た。  45 こうして [イエス] は ガリラヤ 
に 着かれた が， ガリラヤ 人たち は 彼を 迎 
えた。 彼が 祭りの 際に エルサレムで 行 
なった すべての 事を 見て いたから であ 

[ィ）  い  （ゥ） 

る。 彼ら も その 祭りに 行った ので ある。 

46 それから [イエス] は 再び ガリ ラ 
ヤの カナに 来られた。 そこは， [イエ 
ス] が 水を ぶどう酒に 変えた ところで 
ある。 さて， 王の ある 従者が いたが， 
その 息子が カペル ナウ ムで 病気に なっ 
ていた。 47 この 人は， イエスが ユダ 
ヤを 出て ガリラヤに 来られた ことを 聞 
くと， その もとに 出かけて 行き， 下っ 
て 来て 自分の 息子を いや してく ださる 
ようにと 頼み はじめた。 その [息子] は 
死に ひんして いたので ある。 48 しか 
し， イエスは 彼に 言われた， 「あなた 
方は， しるし や不备 、議を 見なければ， 
決して 信じません」。 49 王の 従者は 
彼に 言った， 「主よ， わたしの 幼子が 
死なない うちに 下って いらして くださ 
い」。 50 イエスは 彼に 言われた， 「行 
きなさい。 あなたの 息子は 生きます」。 
その 人は イエスが 自分に 言った 言葉を 
信じて 去って 行った。 51 しかし 早く 
も， 彼が 下って 行く 途中で， その 奴隸 
たちが 迎えに 来て， 男の子は 生きて い 
ると 言った。 52 それで 彼は， [息子] 
の 容体が 持ち直した 時刻を 尋ねは じめ 
た。 そこで 彼らは 言った， 「昨日， 第 
七 時に 熱が 引きました」。 53 それで 父 
親は， それが， 「あなたの 息子は 生き ま 
す」 と， イエスが 自分に 言った ちょうど 
その 時刻で あるのを 知った。 こうして 
彼と その 家の 者 全体が 信じた。 54 ま 
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たこれ は， イエスが ユダヤを 出て ガリ 第4 章 のです」。 12 彼らは その 人に 尋ねた， 
ラヤに 来られた 時に 行なわれた 二番目 7 2:11 「『それを 取り上げて， 歩け』 と あなた 

(7)  -  い 

のしる しであった 0  第 5 章 に 言った 人は だれな のか」 0 13 しか 

^ こうした 事の 後， ユダヤ人の 祭り ィ *比14  し， いやされた 人は それが だれな のか 
^ が あって， イエスは エルサレムに  知らなかった。 その 場所に 群衆が いた 

の ほ.  ゅ  1 公 しりぞ 

上って 行かれた。 2 さて， エルサレム  3  6’4 ので， イエスは わきに 退いて しまわれ 

には， 羊 門 のと ころに， へ ブライ 語で ベ  たので ある。 

ツザタ と 称する 池が あり， [それには] ^  12：39 14 こうした 事の 後， イエスは 彼を 神 

五つの 柱廊が 付いていた。 3 その [柱  殿で 見つけ， こう 言われた。 「見なさ 

廊 の] 中には， 大勢の 病人， 盲人， 足の I ルカ 1W1 い， あなたは 健康に なりました。 もう 
なえた 人， また 体の なえた 人な どが 横  罪を おかして はなり ません。 さらに ひ 

た わって いた。 4 —— 5 ところで， どい 事が あなたに 起きない ためです」。 
三十 八 年の あいだ 病気に かかって いる  15 その 人は 去って 行き， 自分を 健康 

ある 人が そこにいた。  6 イエスは こ カマ タ か6  にして くれたのは イエスで あると ユダ 
の 人が 横たわって いるのを 見， またす  ヤ 人たち に 告げた。 16 それで， これ 

でに 長い間 [病気] であるのに 気づい  が もとで， ユダヤ人 たちは イエスを 迫 

て， こう 言われた。 「あなたは 健康に キョハ 9:14 害し だした。 そうした 事を 安息日の 間 
なりたい のです か」。 7 病気の 人は 彼  に 行なって いると いう 理由であった。 

に 答えた， 「だんな 様， わたしには， 水 ク^0:10 19 17 しかし [イエス] は 彼らに こう 答え 
が 揺れる とき， 池に 入れて くれる 人が  ^  られ た。 「わたしの 父は ずっと 今まで 
おりません。 わたしが そこへ 行く まで ルカ6:2 働いて こられました。 ですから わたし 
に， ほかの 人が 先に 降りて しまう ので 第二 欄 も 働きつ づける のです」。 18 まさに 
す」。 8 イエスは 彼に 言われた， 「起 ァマ タ これが もとで， ユダヤ人 たちは いよい 
き 上がり， あなたの 寝台を 取り上げて，  よ 彼を 殺そうと する ようになった。 彼 

歩きなさい」。 9 すると， その 人は す ィ 創 2:3  が 安息日を 破って いる だけでなく， 迚 
ぐに 健康に なり， 自分の 寝台を 取り 上  a"  u-io を 自分の 父と 呼んで， 自分を# に 等し 
げて 歩き はじめた ので ある。  い 者と している という 理由であった。 

さて， その 日は 安息日であった。 ゥ | ス以 9  19 それゆえ， それに 答えて イエスは 

10 そのため， ユダヤ人 たちは その 治  彼らに さらにこう 言われた。 「きわめ 

された 人に こう 言いだ した。 「安息日 X3M 10:38 て 真実に あなた 方に 言います が， i は， 
なの だから， あなたが 寝台を 運ぶ こと  自分からは 何一つ 行なう こ とがで きず， 

は 許されて いない」。 11 しかし 彼は  ただ 父が して おられて， 自分が 目に す 

こう 答えた。 「わたしを 健康に してく  る 事柄を [行なえる] にす ぎません。 何 

ださった その 方が， 『あなたの 寝台を ^ 5;30 であれ その 方の なさる こと， それを i も 
取り上げて， 歩きなさい』 と言われた  H：：  S また 同じように 行なう のです。 20 父 


1645  死んだ 者たち は イエスの 声を 聞く。 命の 復活と 裁きの 復活  ヨノ 、ネ 5:21—38 


は i に 愛情を 持って おられ， ご 自身の 
なさ る 拿 をみ な [子] に 示さ れ るからで 
す。 また， これらより さらに 偉大な 業 
を [壬] に 示して， あなた 方が 驚嘆す る 
ようにされ るでしょう。  21 というの 
は， 父が 死人を よみがえらせて 生かさ 
れ るのと 同じように， 壬 もまた 自分の 
望む 者を 生かす からです。 22 父は だ 
れ ひとり 裁かず， 裁く ことを すべて: i 
に ゆだねて おられる のです。 23 それ 
は， すべての 者が， 父を 尊ぶ と 同じよ 
うに 壬を も 尊ぶ ためです。 王を 尊ばな 
い 者は， それを 遣わされた 父を 尊んで 
いません。 24 きわめて 真実に あなた 
方に 言います が， わたしの 言葉を 聞い 
てわたしを 遣わした 方を 信じる 者は 永 
遠の 命を 持ち， その 者は 裁きに 至らず， 

し  ラつ  （ヶ] 

死から 命へ 移っ たのです。 

25 「きわめて 真実に あなた 方に 言い 
ますが， 死んだ 人々 が 姓の ± の 声を 聞 
き， [それに] 注意を 向けた 者たち が 生 
きる 時が 来ようと しています。 それは 
今な のです。 26 父は， ご 自身のう ち 
に 命を 持って おられる と同じように， 

みず か 

i にも また， 自らのう ちに 命を 持つ こ 
とを お許しに なった からです。 27 そ 
して， 裁きを 行なう 権威を 彼に お与え 

m  (v) 

になり ました。 彼が， 人の 土 であるか 
ら です。 28 この ことを 驚き 怪しんで 
はなり ません。 記念の 墓の 中に いる 者 
がみな， 彼の 声を 聞いて 出て 来る 時が 
来ようと している のです。 29 良い こ 
とを 行なった 者は 命の 復活へ， いとう 
べき ことを 習わしに した 者は 裁きの 復 
活 へと [出て 来る のです]。 30 わたし 


は， 自分からは 何一つ 行なえません。 
自分が 聞く とおりに 裁く のです。 そし 
て， わたしが 行なう 裁きは 義 にかな っ 
ています。 わたしは， 自分の 意志では 
なく， わた しを 遣わ した 方の ご 意志を 
求める からです。 

31 「もし わたし だけが わたしに つい 
て 証し する ので あれば， わたしの 証し は 
真実ではありません。 32 わたしに つ 
いて 証し する 別の 方が おられ， その 方が 
わたしに ついて する 証し は 真実で ある 
ことを わたしは 知っています。  33 あ 
なた 方は 人々 を ヨハネの ところに 派遣 
し， 彼は 真理に 対して 証し をし ました。 
34 しかし， わたしは 人からの 証し を受 
け 入れません。 です が， あなた 方が 救 
われる ために， わたしは これを 言う の 
です。 35 あの人は 燃えて 輝く ともし 
びでした。 そして， あなた 方は しばし 
の 間， 彼の 光の 中で 大いに 歓 ぼうとし 
ていました。  36 しかし， わたしには 
ヨハネが した ものより 偉大な 証 しが あ 
るので す。 父が わたしに 割り当てて 成 
し 遂げさせる 業 そのもの， わたしの し 
ている 業 それ 自体が， わたしに ついて， 
すなわち 父が わた しを 派遣され たこと 
を 証し する からです。 37 また， わた 
しを 遣わした 父み ずから わたしに つい 
て 証し してく ださった のです。 あなた 
方は いまだ [父] の 声を 聞 L 、たこと がな 
く， また その 姿を 見た こと も ありませ 
ん。 38 そして， あなた 方のう ちには そ 
のみ 言葉が とどまって いません。 [父] 
が 派遣され た その 者を あなた 方は 信じ 
ないから です。 


ヨハネ 5:39—6:14  聖書に よる 証し。 5,000 人に 食事を させる  1646 

39 「あなた 方は 聖書に よって 永遠の 第5 章 ちと 共に 座って おられた。 4 さて， ユ 
命を 持てる ようにな ると 考えて， それ 7/Jn：52 ダヤ 人の 祭りで ある 過ぎ 越しが 近かっ 

しら  (7)  使徒 17:11  だい 

を 調べて います 。そして， これ こそ わ テモ n3:i5 た。  5 そこで イエスは， 目を 上げて 大 

あか  [ィ）  ぺテ I 1:10 ぐんしゅう じぶん  く  らん 

たしに っいて 証し する ものな の です。/ _ 18:15 群衆が 自分の ところに 来る のを ご覧に 
40 それな のに あなた 方は， 命を 持った ゥィ ザ53:3 なると， 「これらの 人々 の 食べる パン 
めに わたしの ところに 来ようと しませ 15^12:6 を どこで 買いましょう か」 と フィ リポ 
ん。 41 わたしは 人からの 栄光を 受け ォョハ 14:2〇 に 言われた。 6 しかし， 彼を 試そうと 
入れません が， 42 あなた 方が 自分の 力*3:15  してこう 言われた ので ある 。自分が こ 
うちに 挫への 愛を 抱いて いない ことを 12：43 れ から 何を 行なう かを， ご 自身は 知っ 
よく 知っています。 43 わたしが 父の >_31:26  て おられた からで ある。 7 フィ リポは 
名に おいて 来て いるのに， あなた 方は  nv  2^2 彼に 答えた， 「二百 デナ リ 分の パンで 
わたしを 迎えません。 だれか ほかの 者 コ も 彼らには 足りず， めいめいに 少しずっ 

みず か  とぅらぃ  !J  〇 ぇ  ！ゥ1 

が 自らの 名に おいて 到来 すれば， あなた  得させる ほどに もなら ないで しょう」。 

方は その 者を 迎える でしょう。 44 あ  SQ  26:22  8 弟子の 一人， シモン. ぺ テロの 兄桌ア 
なた 方は 互い どうしからの 栄光を 受け サル ヵ16:31 ンデ レが 彼に 言った， 9 「ここに， 大麦 
入れて， 唯一の# からの 栄光を 求めて 第 6 章 の パン 五っと 小さな 魚 二 匹を 持って い 
いないので すから， どうして 信じる こ シマ タ 1ゎ13 る 小さな 少年が います。 でも， これほど 

ルカ 9:10 おおぜい  なん  闭 

とがで きる でしょう か。 45 わた しが；^ ル 6:33 大勢の 中で こ れが何 になる でしょう」。 
あなた 方の ことを 父に 訴える と 考えて  ^  2：23  10 イエスは 言われた， 「人々 を 食事 
はなり ません。 あなた 方を 訴える 者が 夕 15:29 のとき のように 横になら せなさい」。 さ 
います。 モー セ， すなわち あなた 方が 第二 欄 て， その 場所には 草が たくさん あった。 
望みを 置いて いる 者です。 46 実のと ァョ ハ〗: I3 それで 人々 は 横に なった が， その 数は 

がた  5:1  W 

ころ， あなた 方が ほんとうに モー セを ィマタ 14:14 五 千 人 ほどであった。 11 それから イ 
信じて いるなら， わたしを 信じる はずで ル ;力9$ エスは パンを 取り， 感謝を ささげて か 
す。 その 者は わたしに っいて 書いた か ゥマル6 :37 ら， 横に なって いる 者たち に それを 配 
ら です。 47 しかし, その 者の 書いた も IH4:42 り， また 同じよう にして， その 小さな 魚 
のを 信じない ので あれば， どうして わ  9；?3 を 彼らの 望む だけ [配られた]。 12 し 

た しの 言う こ とを 信じる で しょ うか」。 力 創 18:4  かし， 彼らが 存分に 得た 時， [イエス] は 

こうした 事の のち， イエスは ガリ キ ば 19 弟子たち にこう 言われた。 「余った か 
^ ラヤ の， っまり ティベリアの 海の  11  S1 けらを 集め， 何も 無駄に ならない ように 

む  い  ('»  だい ぐんしゅう  マル 6:44  かれ 

向こうへ 行かれた。 2 しかし， 大群 衆 ルヵ9: 14 しなさい」。 13 そこで, 彼らは それを 
がその あとに ずっと 付いて行った。 彼 ク^4 ぶ ： 集め， 大麦の パン 五っから 出た かけらで 
が 病気の 人たち に 行なう しるしを 見た  9：16 十二の かごを いっぱい にした。 それは， 

[ス）  ケマル 6:42  た  のこ  [コ） 

からであった。 3 それから イエスは あ 14:2Q 食べた 人たち が 残した ものであった。 
る 山の 中に 上って 行き， そこで 弟子た r 力  14 そのため， 彼の 行なった しるしを 


1647  イエスを 王に しようと する。 海の 上を 歩く  ヨハネ 6：15—34 

見て， 人々 は， 「これ こそ 確かに， 世 第6 章 つける と， 人々 は， 「ラビ， いつこ こ 
に 来る ことに なって いた 預言者 だ」 と vigils においで になった のです か」 と言っ 
言い はじめた 0 15 それゆえ イエスは， =24:19 た。 26 イエスは 彼らに 答えて 言われ 
彼らが， 自分を 王に する ためとら えに  た， 「きわめて 真実に あなた 方に 言い 

こ  し  ふたた  イマ タ 14:23 

来ようと している のを 知り， 再び 山の マル6:45 ますが， あなた 方は， しるしを 見た から 
中に ただ 独りで 退かれた。  ;^36 ではなく， パンを 食べて 満足した ので 

16 夕方に なった 時， 弟子たち は 海に  1,34:4 わたしを 捜して いるので す。 27 滅び 
下りて 行った。 17 そして， 舟に 乗り， る 食物の ためでは なく， 永遠の 命へ と 
海を 渡って カペル ナウ ムに 向かった。 8:24 ながく 保つ 食物の ために 働きなさい。 
ところで， そのころ までには 暗くな っ  11  6:484 それは 人の 王が あなた 方に 与える もの 

ていたが， イエスは まだ 彼らのと ころに ォマタ 14:26 です。 父， すなわち 迚 は， この 者の 上 
は 来て おられなかった。 18 また， 強い  #6:49 に [是認の] 証印を 押された からです」。 
風が 吹いて いたので， 海は 荒れて きた。 111 ^  28 それで 彼らは こう 言った。 「拽 

19 ところが， 三， 四 マイル ほどこいだ 14:34 の 業を する ために わたしたちは 何を 行 
時， 彼らは， イエスが 海の 上を 歩いて 舟  6：51 なったら よいので すか」。 29 それに 

に 近づいて 来る のを 見た ので ある。 そ 1:37 答えて イエスは 彼らに 言われた， 「あ 
れで 彼らは 恐ろしく なった。 20 しか 第二 欄 なた 方が， その 方の 遣わした 者に 信仰 
し [イエス] は 彼らに 言われた， 「わた ァョ ハ1:38 を 働かせる こと， これが 裡の 業です」。 

おそ  （力）  かれ  い 

しです。 恐れる ことはありません！」 ィョ ハ6: 11 30 それで 彼らは 言った， 「では， あ 

かれ  ふね  I ク）  なに  おこ 

21 それで 彼らは， よろこんで 彼を 舟の ゥハバ 3:17 なた はしる しとして 何を 行ない， わた 

むか  い  しん 

中に 迎え入れた。 すると， 舟は じきに， ェョハ 4:14 したち が [それを] 見て あなたを 信じる 
彼らが 行こうと していた 土地に 着いた。 。マ6:23 ようにして いるので すか。 あなたは ど 

つぎ  うみ  む  がわ  ぐんしゅう  わざ 

22 次の 日， 海の 向こう側 にいた 群衆 ォ詩 22:8  んな 業を している のです か。  31 わ 
は， 一そう の 小 [舟] の ほかには そこに  ®?n2；22? たしたち の 父祖は 荒野で マナを 食べ ま 
舟が なく， また， イエスが 弟子たち と  した。 『彼は 天から パンを 与えて 彼ら 

いっしょ  カヨ ハ 7 : 29  :コ：  か 

一緒には 舟に 入らず， 弟子たち だけが ョ ハ8:42 に 食べさせた』 と 書いて あると おりで 
去って 行った ことを 知った 0  23 しか キ 使徒 す」 0  32 ゆえに イエスは 彼らに 言われ 

し， 主が 感謝を ささげてから 彼らが パ  た， 「きわめて 真実に あなた 方に 言い 

た  ばしょち か  クマ タ 12:38 

ンを 食べた 場所の 近くに， ティベリア  ますが， モー セは あなた 方に 天からの 

からの [数そう の] 舟が 着いた。 24 そ  311:22 パンを 与えませんでした。 しかし， わ 
れ で， イエスが そこに おらず， 弟子た ヶ たしの 父は， 天からの 真の パンを あな 
ち も [いない] のを 見た 群衆は， その [数  3^  6：« た 方に 与えて おられる のです。 33 天 

こ ぶね  の  さが  [ク 1  コ I 10:3  くだ  き  よ  いのち  あた  もの 

そうの] 小舟に 乗り， イエスを 捜しに 力  から 下って 来て 世に 命を 与える 者， そ 

ペル ナウ ムに やって来た。  m 105:40 れが 姓の パン だからです」。  34 それ 

うみ  む  かれ  かれ  い  しゅ 

25 こうして， 海の 向こうで 彼を 見 サョハ 3:16 で 彼らは 言った， 「主よ， わたしたち 


ヨハネ 6:35—55  イエスは 「命の パン」。 永久に 生きる  1648 


に その パンを いつも お与えく ださい」。 

35 イエスは 彼らに 言われた， 「わた 
しは 命の パンです。 わたしの もとに 来 
る 者は 少しも 飢えず， わたしに 信仰を 
働かせる 者は 決して 渴 くこと が ありま 
せん。 36 しかし わたしは 言いました， 
あなた 方は 確かに わたしを 見た， それ 
なのに 信じない， と。  37 父が わたし 
にお 与えになる ものは 皆 わたしの もと 
に 来ます。 そして， わたしの もとに 来 
る 者を， わたしは 決して 追い やったり 
はしません。 38 わたしは， 自分の 意 
志では なく， わたしを 遣わした 方の ご 
意志を 行な うため に 天から 下って 来た 
からです。 39 わたしに お与えに なっ 
たす ベての もののう ちわた しが その 一 
つを も 失わず， 終わりの 日に それを 復 
活 させる こと， これが わたしを 遣わし 
た 方の ご 意志な のです。 40 というの 
は， 子を 見て それに 信仰を 働かせる 者が 
みな 永遠の 命を 持つ こと， これが わた 
しの 父の ご 意志 だからです。 わたしは 
その 人を 終わ りの 日 に 復活させます」。 

41 それで ユダヤ人 たちは， 彼が， 「わ 
たしは 天から 下って 来た パンで ある」 
と 言った ことで， 彼に 対して つぶやき 
はじめた。  42 そして， こう 言いだ し 
た。 「これは ヨセフの 子の イエスで あ 
り， わたしたちは その 父 も 母 も 知って 
いるでは ないか。 今に なって， 『わた 
しは 天から 下って 来た』 など と言うの 
はどうして か」。 43 それに 答えて イエ 
スは 彼らに 言われた， 「互い どうしつ 
ぶやくのは やめなさい。 44 わたしを 
遣わ した 方で ある 父が 引き寄せ てくだ 


第 6 章 


第二 欄 


コ  I  11:25 
セ ヨハ 5:26 


ソ ヨハ 6:40 


コ I  15:52 


さらない 限り， だれも わたしの もとに 
来る ことは でき ませ/ 1。 そして わたし 
は， 終わりの 日に その 人を 復活させる 
のです。 45 預言者た ちの 中に, 『そ 
して 彼らは 皆 エホバに 教えられる であ 
ろう』 と 書いて あります。 父から 聞い 
て 学んだ 者は 皆 わた しの もと に 来ます。 
46 裡か ら 出た 者の ほかに， だれか が 父 
を 見た というので はありません。 [裡か 
ら 出た] 者は 父を 見ました。 47 きわめ 
て 真実に あなた 方に 言います が， 信じ 
る 者は 永遠の 命を 持って いるので す。 

48 「わたしは 命の パンです。 49 あ 
なた 方の 父祖は 荒野で マナを 食べ まし 
たが， それでも 死にました。  50 これ 
は 天から 下って 来る パンで あり， だれ 
でも それを 食べる 者が 死な ないた めの 
ものです。 51 わたしは 天から 下って 
来た 生きた パンです。 だれでも この パ 
ンを 食べるなら， その 人は 永久に 生き 
ます。 そして， 本当の ことです が， わ 
たしが 与える パンとは， 世の 命の ため 
6 わたしの 肉な のです」。 

52 そのため， ユダヤ人 たちは， 「どう 
して この 人は， 自分の 肉を わたしたち 
に 与えて 食べさせる ことができる のか」 
と 言って 互いに 争い はじめた。 53 そ 
こで イ エスは 彼ら に 言われた， 「きわ 
めて 真実に あなた 方に 言います が， 人 
の 壬の 肉を 食べず， その 血を 飲まない 
かぎり， あなた 方は 自分のう ちに 命を 
持てません。  54 わたしの 肉を 食し， 
わた しの 血を 飲む 者は 永遠の 命を 持ち， 
わた しは その 人を 終わ りの 日 に 復活 さ 
せる でしょう。  55 わたしの 肉は 真の 


1649  ある 者たち はつまず く。  「命の ことば」 


ヨノ 、ネ 6 : 56 — 7:4 


食物で あり， わた しの 血は 真の 飲み物 
なのです。 56 わたしの 肉を 食し， わ 
たしの 血を 飲む 者は， ずっと わたしと 
結びついて いるので あり， わたし も そ 
の 者と 結びついて います。 57 生ける 
父が わたしを お遣わし になり， わたし 
が 父に よって 生きて いるのと 同じよう 
に， わたしを 食す る 者， その 者 もまた 
わたしに よって 生きる ので' f。  58 こ 
れは 天から 下って 来た パンです。 それ 
は， あな た 方の 父祖が 食べても な お 死ん 
だよう な ものではありません。 この パ 
ンを 食す る 者は 永久に 生きる のです」。 
59  [イエス] はこうした 事柄を， カペル 
ナウ ムに おいて 公の 集会で 教えて おら 
れた 際に 言われた ので ある。 

60 そのため， 彼の 弟子のう ち 大勢 
の 者は， これを 聞いた 際に， 「この 話 
は ひどい。 だれが これを 聴いて いられ 
ようか」 と 言った。 61 しかし イエス 
は， 弟子たち が この ことで つぶやいて 
いるのを 自分で 知って おられ， 彼らに 
こう 言われた。 「これが あなた 方を つ 
まず かせる のです か。 62 それでは， 
人の 土が 自分の 元いた 所に 上って 行く 
のを 見た とすれば， どうでしょう か。 
63 命を 与える ものは 霊です。 肉は 少 
しも 役に立ちません。 わたしが あなた 
方に 話した ことばは 霊で あり ，命です。 
64 しかし， あなた 方の 中には 信じない 
者たち がいます」。 イエスは めから， 
だれが 信じない 者たち か， また だれが 
ご 自分を 裏切る 者 かを 知って おられた 
ので ある。 65 それで さらにこう 言わ 
れ た。 「この ゆえに わたしは， 父に そ 
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れを 許して いただいた のでない 限り， 
だれも わたしの もとに 来る ことは でき 
ない， と あなた 方に 言った のです」。 

66 このために， 弟子のう ち 多くの 者 
が 後ろの ものに 戻って 行き， もはや 彼 
と共に 歩もうと はしなかった。 67 そ 
れ ゆえ イエスは 十二 人に 言われた ，「あ 
なた 方 も 去って 行きたい と 思って いる 
わけでは ないで しょ う」。 68 シモン¬ 
べ テロが 彼に 答えた，  「まよ， わたし 
たちは だれのと ころに 行けば よいと い 

(才）  えいえん  いのち 

うのでしょう。 あなた こそ 永遠の 命の 
ことばを 持って おられます。  69 そし 
てわたし たちは， あなたが 神の 聖 なる 
方で ある ことを 信じ， また 知る ように 
なった のです」。 70 イエスは 彼らに 答 
え られ た， 「わた しが あなた 方 十二 人 
を 選んだ のでは あり ませんで した か。 

がた  ひとり  ちゅう 

それでも， あなた 方のう ちの 一人は 中 
傷す る 者です」。 71 実は， シモン •イ 
スカ リオ テの [子] ユダに ついて 話して 
おられた ので ある。 この 者は， 十二 人 
の 一人で ありながら， 彼を 裏切ろうと 
していた からで ある。 

M さて， こうした 事の のち， イエスは 
• 引き続き ガリラヤの 各地を 回られ 
た。 ユダヤを 回る ことを 望まれな かっ 
たので ある。 ユダヤ人 たちが 彼を 殺 そ 
うとして いたから である。  2 しかし， 
ユダヤ人の 祭り， つまり 幕屋の 祭りが 
近づいて いた。 3 それで， その 兄弟 
たちは 彼に こう 言った。 「ここから 進 
んで 行って ユダヤに 入りなさい。 あな 
たの 弟子たち も， あなたの 行なう 業を 
見る ようにす るた めです。 4 自分で 


ヨハネ 7:5—23  イエスを 殺そうと する。 教えの 源  1650 

は 公に 知られる ことを 求めながら， 物 第'! 章 めら れ た。 15 そのため， ユダヤ人た 
事を ひそかに 行なう 者は いないからで 7 II  So5 ちは 不思議に 思うよう になって， こう 
す。 これらの 事を 行なう のなら， 自分 ィ マル 3:21 言った。 「どうして この 人は， 学校で 
を 世に 明らかにしなさい」。 5 実のと ゥ 3/、2:4  学んだ こと もない のに 学識が あるの だ 
ころ， その 兄弟たち は 彼に 信仰を 働かせ  3"  ?：  ろうか」。 16 それに 対し， イエスは 

(ィ）  エヨハ 3:19  かれ  こた  い  おし 

ていなかった ので ある。 6 それゆえ， ョハ is:i9 彼らに 答えて 言われた， 「わたしの 教 
イエスは 彼らに 言われた， 「わたしの ォマタ 26:45 えは わたしの ものでは なく， わたしを 
定めの 時は まだ 来て いません が， あな ヵョ ハ8:2 〇 遣わした 方に 属する ものです。 17 だ 
た 方の その 時は いつも そこにあります 0 キマタ io:ie れで もこの 方の ご 意志を 行ないた いと 
7 世が あなた 方を 憎む 理由は ありませ クョハ 11:56 願うなら， この 教えに ついて， それが 
ん〇 しかし， わたしの ことは 憎みます 0 ヶマタ 2〗:46  # からの もの か， それとも わたしが 独 

かん  わざ  じゃあく  ルカ 7:16  じ  かんが  はな  わ 

わたしが [世] に 関し， その 業が 邪悪で 自の 考えで 話して いるの かが 分かる で 
ある ことを 証し する からです。 8 あ 33/、9:22 しょう。 18 独自の 考えで 話す 者は 自 
なた 方は 祭りに 上って 行きなさい。 わ  12  !g；38 分の 栄光を 求めて います。 しかし， 自 
たしは まだ この 祭りには 上って 行き ま  _  分を 遣わした 方の 栄光を 求める 者， こ 
せん。 わたしの 定めの 時は まだ 満ちて 7;, . 19.4? れは 真実な 者で あり， そのうちに 不義 

[力）  ^  がた 

いないから です」。  9 それで， これら はありません。 19 モー セが あなた 方 

かれ  はな  4>16  りっぽう w あた 

のこと を 彼らに 話した あと， ガリラヤ 13:54 に 律法を 与えた のでは あり ませんで し 
にと どまって おられた。  r 力 たか。 それな のに， あなた 方のう ちの 

10 しかし， 兄弟たち が 祭りに 上って 使  だれも 律法に 従ってい ません。 なぜ あ 

行って しまう と， そのと きご 自身 も， 表 ョ ハ8：28 なた 方は わたしを 殺そうと している の 
だってで はなく， 忍ぶ ようにして 上っ  |^:；4:10 です か」。 20 群衆は 答えた， 「あなた 

て 行かれた。 11 それゆえ， ユダヤ人 ^、8:47 には 悪霊が います。 だれが あなたを 殺 
たちは 祭りの さいに 彼を 捜し， 「あの ^  5:41 そうとして いるので すか」。 21 それに 

[人] は どこに いるの か」 と 言いだ した。  3"  8:50 答えて イエスは 彼らに 言われた， 「わ 
12 そして， 群衆の 間では， [イエス] に +^33；4  たしが 一つの 際立った 行為を したので， 

関する ひそひそ 話が 盛ん にな されて い ガ ラ3: 19 あな た 方は みな 不思議 がって います 0 
た。 ある 者は， 「彼は 善良な 人 だ」 と クマ タ は14  22 このような わけで， モー セは あなた 

い  マル 3:6  がた  かつれい  あた  （サ） 

言い， ほかの 者は， 「そうでは ない。  方に 割礼を 与えました一 それは モー 

まど  ケ ヨ ハ 8:48  ふそ 

群衆を 惑わして いるの だ」 と言うので  37'  1〇：20 セから というので はなく， 父祖たち か 
あった。 13 もとより， ユダヤ人たち コ 3 ハ5 :16 ら なのです が一 それで あなた 方は 安息 
に対する 恐れの ために， だれ ひとり 彼 サ レビ12:3 日に 人に 割礼を 施します。 23 モー セ 
について 公に 話そうと はしなかった。 m で の 律法を 破らない ようにす るた め 人は 
14 祭りが すでに 半ばを 過ぎた 時， イ  °!  3；5! 安息日に 割礼を 受ける のに， 安息日に 

しんでん  のぼ  い  おし  まった  けんこう  闪 

エスは 神殿に 上って 行って， 教えは じ スョハ 5:9  人を 全く 健康に したから といって， あ 


1651  神は 実在して いる。 「生きた 水 J  —霊  ヨハネ 7:24— 40 


な た 方は わたしに 対して 激しく 怒る の 
です か。 24 うわべを 見て 裁く のを や 
め， 義に かなった 裁きで 裁きなさい」。 

25 それで， エルサレムの 住民の ある 
者たち はこう 言い はじめた。 「これは， 
彼らが 殺そうと している 人では ないか。 
26 それな のに， 見なさい， 公然と 話 
をして おり， 彼らは 何も 言わない の だ。 
支配者た ちは， これが キリスト である 
ことを はっきり 知る ようになった わけ 
では あるまい。  27 それ どころ か， わ 
たしたち は， この 人が どこから 来た 者 
なのか 知っている ではない か。 しかし， 
キリストが 来る ときには， それが どこ 
から 来た 者な のかを だれも 知らないは 
ず だ」。 28 それゆえ イエスは， 神殿で 
教えて いた 際に， 叫んで こう 言われた。 
「あなた 方は わたしを 知って おり， わた 
しが どこから 来たの かも 知っています。 
また， わたしは 自分の 考えで 来たので は 
ありません。 わたしを 遣わした 方が 実 
在して おられる のです が， あなた 方は 
その 方を 知りません。 29 わたしは そ 
の 方を 知っています。 わたしは その 方 
の 代理者で あり ，その 方が わた しを 遣わ 
された からです」。 30 この ゆえに， 彼 
らは [イエス] を 捕まえようと うかがう 
ようになった が， 彼に 手を かけた 者は い 
なかった。 彼の 時が まだ 来て いなか っ 
たからで ある。 31 それでも， 群衆のう 
ちの 大勢の 者が 彼に 信仰を 持った。 そ 
して， こう 言い 始めた。 「キリストが 到 
来しても， この 人が 行なった よりも 多く 
のしる しは 行なわな いのでは ないか」。 

32 パリ サイ 人たち は， 群衆が 彼に つ 
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マタ 23:23 
イ ョハ 5:18 


オマタ 13:55 
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ミカ 5:2 


いてこう した ことを つぶやいて いるの 
を 聞いた。 そして， 祭司 長と パリ サイ 
人たち は， 彼を 捕まえよ うとして 下役 
たちを 派遣した。 33 それで イエスは 
こう 言われた。 「わたしは， 自分を 遣 
わした 方の もとに 行く までに， もう 少し 
の 間 あなた 方 と共にい ます。 34 あな 
た 方は わたしを 捜す ようになり ますが， 
わたしを 見いだ せないでしょう。 そし 
て， わたしの いる 所に， あなた 方は 来る 
ことができません」。 35 それで， ユダ 
ヤ 人たち は 互いに 言い合った， 「この 
[人] は どこへ 行って， わたしたちが 見 
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つけられない ようにす るつ もりな の だ 

あいだ  りさん  m 

ろう。 ギリシャ 人の 間に 離散して いる 
[ユダヤ人たち] のと ころに 行って， ギ 
リ シャ 人に 教える つもりでは あるまい。 
36 『あなた 方は わたしを 捜す ようにな 
るが， わたしを 見いだ せないで あろう。 
そして， わたしの いる 所に， あなた 方 
は 来る ことができない』 という， 彼の 
この ことばは どういう 意味な のか」。 

37 さて， 最後の 日， 祭りの 大 いなる 
日に， イエスは 立って おられた が， 叫 
ん でこう 言われた。 「 だれでも 渴 いて 
いる 人が いるなら， わたしの ところに 
来て 飲みなさい。 38 わたしに 信仰を 
持つ 者は， まさ に 聖書が 言っ たと おり， 
『その内 奥のと ころから 生きた 水の 流 
れが 流れ出る』 のです」。 39 しかし こ 
れ は， 彼に 信仰を 持つ 者が 受けようと 
していた 霊に ついて 言われた ので ある。 
まだ 霊が なか っ たからで あり ，それは， 
イエスが まだ 栄光を 受けて いなかった 
ためで ある。 40 それで， これらの 言 


ヨハネ 7:41—8:12  群衆の 間に 分裂が 生じる。 世の 光  1652 


葉を 聞いた 群衆の ある 者たち は， 「こ 
れ こそ 確かに あの 預言者 だ」 と 言いは 
じめ た。 41 ほかの 者たち は， 「これ 
が キリスト だ」 とも 言った。 しかし あ 
る 者たち はこう 言う のであった。 「ま 
さか キリス トが ガリラヤから 出る こと 
など あるまい。 42 聖書は， キリスト 
が ダ ビデの 子孫から， そして ダビ デの 
いた 村べ ツ レ ヘムから 来る と 言って い 
るでは ないか」。 43 そのため， 群衆の 
間に 彼を めぐる 分裂が 生じた。 44 だ 
が， そのうちの 幾人 かは 彼を 捕まえた 
いと 思って いた。 しかし， 実際に 手を 
かける 者は だれもい なかった。 

45 それゆえ， 下役たち は 祭司 長と 
パリ サイ 人たち のと ころに 戻って 行っ 
た。 すると， それらの 者たち が 彼らに 
言った， 「あなた 方は どう して 彼を 連 
れて 来なかった のか」。 46 下役たち 
は 答えた， 「あのよう に 話した 人は い 
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ア創 49:21 


イ ヨハ 12:42 
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まだ かつてありません」。  47 それに 
対して パリ サイ 人たち は 答えた， 「あ 
なた 方 ま で 惑わ された わけでは ある ま 
い。 48 支配者 や パリ サイ 人で 彼に 信 
仰を 持った 者は 一人 も いないで はない 
か。 49 だが， 律法を 4 らな いこの 群 
衆は のろわれた 者たち なの だ」。 50 以 
前に [イエス] の もとに 来た こ とが あ 
り， また 彼らの 一人であった ニコデ 
モが 言った，  51 「わたしたちの 律法 
は， まず 人 [の 言い分] を 聞いて その 人 
が 何を 行なって いるかを 知って からで 
なければ， 人を 裁かない ではない か」。 
52 それに 答えて 彼らは 言った， 「あな 
たも ガリラヤの 出と いう わけでは ある 
まい。 預言者は ガリラヤからは 起こら 
ない ことを 調べて みなさい」。* 

〇 12 それゆえ， イエスは 彼らに 再 
® び 話して こう 言われた。 「わたし 
は ll の 光です。 わたしに 従う 者は 決 


* シナ 写， バチ 写， シリ 訳シ は， 53 節から 8 章 11 節までを 省いて いるが， その 部分は （種々 のギ 
リシ ャ 語 本文 や 訳本に よっ て 多少の 異同 は あるが） 以下の とおりで ある： 

53 それから 彼らは おのおの 自分の 家に 帰って 行った。 

8 しかし イエスは オリーブ山に 行かれた。 2 それでも， 夜明けには 再び 神殿に 姿を 現わさ 
れ， 民は みな その もとに 来る のであった。 そして [イエス] は 腰を下ろして 彼らに 教えは 
じめ られ た。 3 そこへ， 書士と パリ サイ 人たち が， 蔡淫の 場で 捕らえられた ひとりの 女 
を 連れて来た。 そして， 彼女を 自分たち の 真ん中に 立たせてから， 4 彼に こう 言った。 「 師 
よ， この 女は 現に 蔡淫を 犯して いると ころを 捕らえられました。  5 モー セは 律法の 中で， こ 
のよう な 女を 石 打ちに する ことを わたしたちに 規定し ま した。 あなたは いったい 何と 言われ ま 
すか」。 6 もとより 彼らは， [イエス] を 試して， 訴える 手がかりを 得ようと して これを 言って 
いたので ある。 しかし イエスは 身をかがめ， 指で 地面に [何 か] 書き はじめられた。 7 彼らが 
執よう に 尋ねる と， [イエス] は 身を まっすぐに 起こして 彼らに 言われた， 「あなた 方の 中で 罪 
のない 人が， 彼女に 対して 最初に 石を 投げなさい」。 8 そしてもう 一度 かがんで， 地面に [何 
か] 書きつ づけて おられた。 9 ところが， これを 聞いた 者たち は， 年長者た ちから 始めて 一人 
ずつ 出て 行き， やがて 彼 ひとり， そして 彼らの 真ん中に いた 女 だけが 残った。 10 イエスは 身 
を まっすぐに 起こして 彼女に 言われた， 「女よ， 彼らは どこに いるので すか。 だれも あなたを 
罪に 定めなかった のです か」。 11 彼女は 言った， 「だれも， だんな 様」。 イエスは 言われた， 
「わたし も あなたを 罪には 定めません。 行きなさい。 今からは， もう 罪を 習わしに しては なり 
ません」。 


1653  真実の 証し。 イエスは 上の 領域からの 者  ヨハネ 8：13—28 

して 闇の 中を 歩む ことが なく， 命の 光 第8 章  21 そこで [イエス] は 再び 彼らに 言 
を 持つ ようになります」。 13 ゆえに 7 ぽぽ 46 われた， 「わたしは 去って 行こうと し 
パリ サイ 人たち は 彼に 言った， 「あな  ョ ています。 そして あなた 方は わたしを 

じ ぶん じしん  あか  さが W 

たは 自分自身 について 証し をして いま ィョ ハ5:3 1 捜す ことでしょう。 それでも， あなた 

__  しんじつ  じ ぶん  つみ  _ し ，⑷ 

す。 あなたの 証し は 真実では ありませ ゥョハ 7:28 方は 自分の 罪のう ちに 死にます。 わた 
ん」。 14 それに 答えて イエスは 彼らに  ョハ 他28 しが 行こうと している 所へ， あなた 方 
言われた， 「たとえ わたしが 自分自身 ェサ ぃ6:〗 は 来る ことができません」。 22 それ ゆ 

あか  7:24  じん  い  かれ 

について 証し するとしても， わたしの  え， ユダヤ人 たちは 言い はじめた， 「彼 

M しんじ つ  オル カ 12:14  じさ つ 

証し は 真実です。 わたしは， 自分が ど  3 ハ3 :17 は 自殺す るつ もりな のでは あるまい。 
こから 来た か， そして どこへ 行こうと ^  ^ 『わたしが 行こうと している 所へ， あな 

している かを 知っている からです。 し 1?：,  た 方は 来る ことができない』 と 言って 
かし あなた 方は， わたしが どこから 来 ：夕  19 ぬ 6 いるが」。  23 それで [イエス] はさら 
たか， そして どこへ 行こうと している ヘプ に 彼らに 言われた， 「あなた 方は 下の 
かを 知りません。 15 あなた 方は 肉に クョ ハ5:37 領域からの 者です が， わたしは 上の 領 
したがって 裁きます。 わたしは だれを ョ ハ15 :9 域からの 者です。 あなた 方は この 世 か 
も 裁きません。 16 です が， もし わた ヶョハ ■  らの 者です が， わたしは この 世からの 
しが 裁く とすれば， わたしの 裁きは 真 コマ タま f 者ではありません。 24 それゆえ わた 
実です。 わたしは 独りでは なく， わた ~ 19/11 しは， あなた 方は 自分の 罪のう ちに 死 

つか  ちちと も  W ル 12:41  い  w  もの 

しを 遣わした 父が 共に おられる からで、 >  7：3〇 ぬと 言った のです。 わたしが [その 者] 
す。 17 また， あなた 方 自身の 律法の  である ことを 信じないなら， あなた 方 

中に， 『二人の 証し は 真実で ある』 と - は 自分の 罪のう ちに 死ぬ ことになるの 

書いて あります。 18 わたしは， 自分  です」。  25 そこで 彼らは， 「あなた 

について 証し する 者で あり， わたしを  ョ ハ13:33 はだれ なのです か」 と 言いだ した。 イ 
遣わ した 父 も わた しにつ いて 証し され ィョ ハ8:24 エスは 彼らに 言われた， 「一体 なぜ わ 

[ク 1  かれ  がた  はな 

るので す」。 19 それゆえ 彼らは さらに ゥョ ハ7:35 たしは あえて あなた 方に 話して いるの 
言った， 「あなたの 父とは どこに いる ェョ ハ3:3 1 でしょう か。 26 わたしには， あなた 
のです か」。 イエスは 答えられた， 「あ  30  3:1 方に ついて 話すべき こと， また 裁きを 
なた 方は わたし も， わたしの 父 も 知り 才^^ 以 9 下すべき ことが たくさんあります。 実 
ません。 もし あなた 方が わたしを 知っ  3MI  4:5 際のと ころ， わたしを 遣わした 方は 真 
ている とすれば， わたしの 父を も知っ ^  18:36 実な 方で あり， その 方から 聞いた こ 

ている はずで 士」。  20  [イエス] はこ キェ セ、18 :4 と， それを わたしは 世で 話して いるの 

れら のこと ばを， 神殿で 教えて いた 際， ^^8:1 です」。 27  [イエス] が 父に ついて 話 
宝物 庫の 所で 話された。 しかし だれも 7:28 して おられる ことを， 彼らは 会得し な 
彼を 捕まえなかった。 彼の 時は まだ 来  3" 18：20 かった。  28 それゆえ イエスは 言わ 
ていなかった からで ある。  コ れ た， 「ひとたび 人の 壬を 挙げてし ま 


ヨハネ 8:29—44  真理は 人を 自由にす る  1654 

うと， そのと き あなた 方は， わたしが 第8 章 そうとし ています 0 それは， わたしの 
[その 者] であり， わたしが 何事 も 自分 7®fs!i4 言葉が あなた 方の 間で 進んで ゆかない 
の 考えで 行なって いるので はない こと  ガ ラ3: 口 からです 0  38 わたしは， 自分の 父の 

し  イ マタ 27:54  ことがら [ゥ） はな  W 

を 知る でしょう。 わたしは これらの こ ゥョ ハ5: 的 もとで 見た 事柄を 話します。 それで あ 
とを， ちょうど 父が 教えて くださった ェョ ハ3: 11 なた 方は， [自分たち の] 父から 聞いた 

はな  W  才箴 8:13  おこ  かれ  こた 

とおりに 話して いるので す。 29 そし ョ ハ4: 34 事柄を 行なう のです」。  39 彼らは 答 

っか  かたと も  ヨ ハ、 ド 又 い  ちち 

て， わたしを 遣わした 方は 共に いてく  えて 言った， 「わたしたちの 父は アブ 

ださいます。 わたしを 独り だけにして  U-% ラ ハムです」。 イエスは 彼らに 言われ 

見捨てたり はされ ませんで した。 わた キご S た， 「アブラハムの 子供で あると いう 
しは 常に， その 方の 喜ばれる ことを 行 ク^^ 以 77 なら， アブラハムの 業を 行ないなさい。 
なう からです」。  30 これらの ことを 40 しかし 今， あなた 方は， わたしを， 
話して おられる 間に， 多くの 者が 彼に  °；  6:22 拽 から 聞いた 真理を あなた 方に 告げた 

信仰を 持った。  3；f 者を 殺そうと しています。 アブラハム 

31 そこで イエスは， 自分を 信じた ユダ は そのような ことを 行ないません でし 
ヤ 人たち にさら にこう 言われた。 「わ =3^6 た。 41 あなた 方は 自分たち の 父の 業 
たしの 言葉の うちにと どまって いるな  Sf  D  2!?9 を 行なって いるので す」。 彼らは 言っ 

ら， あなた 方は ほんとうに わたしの 弟  25：6  た， 「わたしたちは 淫行に よって 生ま 

し  しんり [ク） し  ガラ 4:30 

子で あり，  32 また， 真理を 知り， 真 セガ ラ か 1 れ たのではありません 0 わたしたちに 
理は あなた 方を 自由にす るでしょう」。 第二 欄 は 一人の 父， ® がいる のです」。 

33 彼らは 答えた， 「わたしたちは アブ ァョ ハ7: 19  42 イエスは 彼らに 言われた， 「もし 

し そん (コ）  ど れい イ フイ 3:16  がた  ちち 

ラ ハムの 子孫であって， だれに も奴隸 ゥョ ハ5: 的 裡が あなた 方の 父であるなら ば， あなた 
になった ことな どありません。 『あな ォ創 26:4  方は わたしを 愛する はずです。 わたし 

がた  じゆう  い  マタ 3:9 

た 方は 自由になる でしょう』 と言われ ョ ハ8:33 は裡の もとから 出て ここにい るからで 

カロ マ 2:28  (サ 1  けっ  じぶん かんが 

るのは どうしてです か」。 34 イエスは  す。 そして わたしは 決して 自分の 考え 

彼らに 答えられた， 「きわめて 真実に 8：2^ で 来て いるので はありません。 その 方 
あなた 方に 言います が， すべて 罪を 行 がわた しを 遣わされた のです。 43 わ 
なう 者は 罪の 奴隸 です。 35 そして， 奴  たしの 話して いる 事柄が あなた 方に 分 

隸は 家の 者たち の 中に いつまでも とど マ からない のは なぜで しょうか。 それは， 
まっている わけではありません。 子は ョハ あなた 方が わたしの 言葉を 聴く ことが 

(ス）  サヨ ハ 13:3  W  がた 

いつまでもと どまって います。 36 そ ショ ハ3: 16 できない からです。 44 あなた 方は， あ 

がた  じゆう  ヨ ハ シ19  ちち あくま 阅  もの  じ 

れ ゆえ， もし 壬が あなた 方を 自由にす ガ ラ4:4 なた 方の 父， 悪 塵からの 者であって， 自 

ほんと；  ス D マ 8:7  ぶ/  j •くげう  と  ねが 

るなら ば， あなた 方は 本当に 自由にな 4：1 分たち の 父の 欲望を 遂げようと 願って 
it)  m こ  て？  ノザ  m 

るので す。 37 わたしは， あなた 方が  ^:95：8 いるので す。 その 者は， その 始まりに 

アブラハムの 子孫で ある ことを 知って V^3：；2:34 おいて 人殺しで あり， 真理の 内に 堅く 

います。 しかし あなた 方は わたしを 殺 タョハ 13:8 立ちませんでした。 真実 さが 彼の 内に 
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ないから です。 彼が 偽りを 語る ときに 第 8 章 す。 53 あなたは， 死んだ わたしたち 
は， 自分の 性向の ままに 語ります。 彼 7nJn3ih3 の 父 アブラハムよりも 偉い わけでは な 
は 偽り者であって， [偽り] の 父 だから ^  22;67 いでしょう。 そして， 預言者たち も 死 
です。 45 他方， わたしは 真理を 告げ  3"  6:64 ん だのです。 あなたは， 自分が 何者で 

がた  ウコ n  5:21  とな 

るので， あなた 方は わたし [のこと ば] ^  ^ あると 唱える のです か」。  54 イエス 
を 信じません。 46 あなた 方のう ちの ば2 は 答えられた， 「わたしが 自分に 栄光 
だれが， わたしに 罪が あると 証明す る を# すので あれば， わたしの 栄光は む 

(ゥ）  しんじつ  はな  あた 

のです か。 わたしが 真実を 話して いる ォョ ハ 1〇:26 なしい ものです。 わたしに 栄光を 与え 
なら， あなた 方が わたし [のこと ば] を 信 4:9 てくだ さるのは わたしの 父， あなた 方 

キマタ 12:24  ~  かた 

じない のは どうしてで すか。 47 裡 か  1；；  ^ が _ 分たち の# であると 言う その 方で 
らの 者は 神の 言われる ことを 聴きます。  15:18 す。 55 それでいて， あなた 方は その 

がた  クマラ 1:6  かた  し  (X) 

あなた 方が 聴かない のは このため， つ ヶョハ 5:41 方を 知っていません。 しかし， わたし 
まり， 迚 からの 者では ないから です」。 - は その 方を 知っています。 そして， そ 
48 それに 答えて ユダヤ人 たちは 彼に  ?^33：22 の 方を 知らないと 言えば， わたしは あ 

言った， 「わたしたちが， あなたは サ 。マ3:6 なた 方の ように， つまり 偽り者に なり 
マリア 人で， 悪霊に つかれて いる， と ^  n?26 ます。 しかし わたしは 確かに その 方を 

言う のは 正しい のではありません か」。 ^  20:6  知って おり， その 方の 言葉を 守り 行 
49 イエスは 答えられた， 「わたしは 悪 ショ ハ1 Q:20 なって います。 56 あなた 方の 父 アブ 

れい  ちち ス創 25:8  み 

霊に つかれて はいません。 わたしの 父 セゼヵ 1:5 ラ ハムは， わたしの 日を 見る ことを 見 
を 尊んで いるので あり， あなた 方は そ ヘプ ii:i3 越して 大いに 歓 び， それを 見て 歓んだ 
の わたしを 辱めて います。 50 とい っ = のです」。 57 それゆえ ユダヤ人 たちは 
て も， わたしは 自分の ために 栄光を 求 第二 欄 彼に 言った， 「あなたは まだ 五十 歳に 
めて いるので はありません。 求め， か 73 ハ4 :12 なっても いないのに， アブラハムを 見 

さば  かた  （コ）  イマ タ 23:29 

つ 裁いて おられる 方が います。 51 き ゥ 3ハ5:41 た ことがある のです か」。  58 イエス 

しんじつ  がた  い  =3 ハ 13.32  かれ  い  しんじつ 

わめて 真実に あなた 方に 言います が， 使徒3: 13 は 彼らに 言われた， 「きわめて 真実に 
だれでも わたしの 言葉を 守り 行なうな 13〃7:28 あなた 方に 言います が， アブラハムが 
ら ，その 人は 決して 赤を 見る ことがあ 17:5 存在す る 前から わたしは いるので す」。 
りません」 0  52 ユダヤ人 たちは 彼に キル ヵ 猶4  59 そのため 彼らは， [イエス] に 投げつ 

言った， 「今 わたしたちは， あなたが n：!s けようと して 石を 拾った。 しかし イエ 

あくれい  ぺテ I 1:11  かく  しんでん  い 

悪霊に つかれて いる ことが はっきり ^^8:22  スは 隠れ， 神殿から 出て 行かれた。 
分かります。 アブラハムは 死にました  7?  2:6  Q さて， 進んで 行かれる 際， [イエス] 

し， 預言者たち もそう です。 それな の ョハ^ I3  j は 生まれた 時から 盲目の 人を ご覧 
にあな たは， 『だれでも わたしの 言葉  になった。 2 そこで， 弟子たち が 彼に 

を 守り 行なうなら， その 人は 決して  胃 尋ねた， 「ラビ， この 人が 盲人と して 

あじ  (V)  つみ 

死を 味わう ことがない』 と 言って いま サョハ 1:38 生まれた のは， だれが 罪を おかした た 
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めです か。 当人です か， それとも その 第9 章 るの か」。 彼は 言った， 「知りません」。 
親たち です か」。 3 イエスは 答えられ 7;^ 13:2  13 彼らは， 以前に 盲目であった そ 

た， 「この 人が 罪を おかした ので も， そ ィ *20:5  の 人を パリ サイ 人たち のと ころに 連れ 
の 親たち でもな く， 裡 のみ 業が この 人  て 行った。 14 なお， イエスが 粘土 

の 場合に 明らかにされる ためだった の ゥ ^ 夕、^ を 作って 彼の 目を 開けた のは 安息日で 
です。 4 わたしたちは， わたしを 遣わ  あった。 15 それで， 今度は パリ サイ 

した 方の 業を 昼のう ちに 行なわな けれ li：9 人たち が， どのよう にして 見える よう 
ばな りません。 だれも 働く ことので き  .  になった のかと 彼に 尋ね はじめた。 彼 

ない 夜が 来ようと しています。  5 わ  e9:10  は 言った， 「その 人が 粘土を わたしの 
たしが 世に いる 間， わたしは 世の 光な ^^-49:6 両目に 当てました。 そして わたしが 洗 
のです」。 6 これらの ことを 言って か  S1 いました ところ， 今は 見える のです」。 

ら， [イエス] は 地面に つばを 吐いて，  16 それで， パリ サイ 人の ある 者たち が 

だ 液で 粘土を 作り， その [人の] 両目に キ マル8:23 言い はじめた， 「これは 禆 からの 人では 
その 粘土を 当てて，  7 こう 言われた 0 ク王 n20:20 ない 。安息日を 守って いない からだ」 0 
「行って， シロ アムの 池で 洗いなさい」  ^  32：30 ほかの 者たち は 言いだ した， 「罪人で 
([シロ アム] とは， 『送り出された』 と ヶ王 n5:io ある 人が， どうして このような しるし 
訳される）。 それで 彼は 去って 行って 5;14 を 行なえる だろう か」。 こうして， 彼ら 
洗い， 見える ようになって 戻って 来た。  の 間には 分裂が あった。 17 そのため， 

8 それゆえ， 隣人たち や， 彼が こじき ^^42：? 彼らは その 盲人に 再び 言った， 「彼が 
であるのを 以前に 見て いた 人々 は， 「こ シ 使徒3: 1〇 あなたの 目を 開けた ことから して， あ 
れ は， いつも 座って 物 ごいを していた  。 なた は 彼に ついて 何と言う か」。 その 

い  トン）  X ヨ ハ 9:15  よげんしゃ (+) 

男では ないか」 と 言い はじめた。 9 あ  [人] は 言った， 「彼は 預言者です」。 

る 者たち は， 「これは その 人 だ」 と 言 9:7  18 しかし ユダヤ人 たちは， この 人に 

い， ほかの 者たち は， 「いや， 違う， 第二 欄 関して， つまり この 人が 盲目であった 
ただ 似て いる だけ だ」 と 言った。 当人 ァョ ハ9:6  のに 見える ようになった という ことを 
は， 「わたしは [その 者] です」 と言う ィ 013:14 信じず， 見える ようになった その 人の 
のであった。 10 そこで 彼らは その 人  5：9  親たち を 呼ぶ ことに なった。 19 そし 

に 言いだ した， 「では， どうして あなた ゥョ ハ9: 1〇 て 彼らに こう 尋ねた。 「これは， 生ま 
の 目は 開いた のか」。 11 彼は 答えた， ^  2〇：1〇 れつき 目が 見えなかった という， あな 
「イエスと いう 人が 粘土を 作って わた  た 方の 息子 か。 では， 現在 見える のは 

しの 両目に なすりつけ， 『シロ アムに す3' ヽ 3:2 どうしてな のか」。  20 すると， 彼の 親 
行って 洗いなさい』 と 言いました。 そ ヵル ヵ 12:51 たちは 答えて 言った， 「これが わたし 
れ で， 行って 洗いました ところ， 見え ョハ 〖巧 Q どもの 息子で， 生まれつき 目が 見えな 

ョハ 10:19  , 

るよう になった のです」。 12 すると  かった ことは 知って おります。  21 で 

彼らは 言った， 「その [人] は どこに い も， 今 見える のが どうして かは 知り ま 
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せんし， だれが その 目を 開けた のか も 
知りません。 彼に お聞きく ださい。 彼 
は 大人です。 自分で 話す はずです」。 
22 彼の 親たち は ユダヤ人を 恐れて い 
たので， こうした ことを 言った。 ユダ 
ヤ 人たち はすで に， だれでも [イエス] 
を キリス トと 告白す る 者が いれば， そ 
の 者は 会堂から 追放す るとの 备 意に 達 
していた からで ある。  23 そのために 

おや  かれ  おとな  たず 

親たち は， 「彼は 大人です。 彼に 尋ね 
てくだ さい」 と 言った ので ある。 

24 それゆえ 彼らは， 盲目であった 人 
を 二度目に 呼んで， こう 言った。 r# 
に 栄光を ささげなさい。 わたしたちは 
この 人が 罪人で ある ことを 知っている 
の だ」。 25 これに 対して 彼は 答えた， 
「その 人が 罪人 かどう かわた しは 知り ま 
せん。 一つの ことは 知っています。 わ 
たしは 目が 見えませんで したが， 現在 
は 見える という ことです」。 26 それ ゆ 
え 彼らは 言った， 「彼は あなたに 何を 
したの か。 どのよう にして あなたの 目 
を 開けた のか」。 27 彼は 答えた， 「わ 
たしは もう お話しし ましたのに， お 聴 
きになりませんでした。 なぜもう 一度 
お聞きに なりたい のです か。 あなた 方 
も あの人の 弟子に なりたい わけでは な 
いのでしょう に」。 28 すると 彼らは そ 
の 人を ののしって 言った， 「お前は あ 
の [男] の 弟子 だが， 我々 は モー セの 弟 
子な の だ。 29 我々 は， 拽が モー セに 
語られた ことを 知っている。 だが， こ 
の [男] について は， どこからの 者 か 知 
ら ない」。  30 それに 答えて その 人は 
彼らに 言った， 「これは いかにも 驚い 
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たこと です， あの人が どこからの 者 か 
を ご存じな いとは。 わたしの 目を 開け 
た 人です のに。 31 拽は 罪人たち には 
お聴きに なりません が， だれでも 裡を 
恐れて そのご 意志を 行なうなら， その 
者には お聴きになる ことを， わたした 
ちは 知って おります。 32 昔から， 盲 
人と して 生まれた 者の 目を 開けた とい 
うような ことは 聞いた ためしが ありま 
せん。 33 裡 からの 人でないなら， こ 
の 人は 全く 何もで きないは ずです」。 
34 それに 答えて 彼らは 言った， 「お前 
は 全く 罪のう ちに 生まれながら， 我々 
を 教える というの か」。 こうして 彼ら 
は， その 人を 追い出して しまった。 

35 イエスは， 彼らが その 人を 追い出 
した ことを お聞きに なった。 そして， 彼 
を 見つける と， こう 言われた。 「あな 
たは 人の 壬に 信仰を 持って います か」。 
36 その [人] は 答えた， 「です が， だ 
んな 様， それは どなたの ことでしょう 
か。 わたしが その 方に 信仰を 持てます 
ように」。 37 イエスは 彼に 言われた， 
「あなたは その 者を 見ました。 しかも， 
あなたと 話して いるの がその 者です」。 
38 すると 彼は 言った， 「わたしは ほ 
ん とうに [その 方に] 信仰を 持って いま 
す， 主よ」。 そして 彼は [イエス] に 敬意 
を ささげた。  39 すると イエスは 言わ 
れ た， 「[この] 裁きの ために わたしは 
この 世に 来ました。 すなわち， 見えな 
い 者が 見える ようになり， 見える 者が 
盲目になる ためです」。 40 パリ サイ 
人のう ち [イエス] と 一緒にいた 者たち 
が これらの ことを 聞いて， 彼に 言った， 
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「わたしたち も 盲目で あると いう わけで 
はないで しょうね」。 41 イエスは 彼ら 
に 言われた， 「あなた 方が 盲目で あっ 
たなら， あなた 方には 罪がなかった で 
しょう。 しかし あなた 方は 今， 『わた 
したち は 見える』 と 言います。 あなた 
方の 罪は 残る のです」。 

1 「きわめて 真実に あなた 方に 言い 
ますが， 羊の 囲いに 戸口を 通っ 
て 入らず， どこか ほかの 場所から よじ 
登る 者， その 者は 盗人で あり， 強奪者 
です。 2 しかし， 戸口を 通って 入る 者 
は 羊の 羊飼いです。 3 戸口 番 はこの 

もの  たい  と  あ  ひつじ I コ）  こえ 

者に 対して [戸を] 開け， 羊は その 声を 
聴き， 彼は 自分の 羊の 名を 呼んで 導き 

じ ぶん  そと 

出します。 4 自分の ものを みな 外に 
出す と， 彼は その 前を 行き， 羊は あと 
に 付いて行きます。 彼の 声を 知ってい 
るからで 士。  5 よその 者には 決して 
付いて行かず， むしろ その 者からは 逃 
げ るので す。 よその 者たち の 声を 知ら 
ないから です」。 6 イエスは この 比喻 
を 彼らに te された。 しかし 彼らは， 自 
分たち に 話されて いる ことが どういう 
意味な の か 分か ら なかった。 

7 それゆえ イエスは 再び 言われた， 
「きわめて 真実に あなた 方に 言います 
が， わたしは 羊の 戸口です。 8 わた 
しに 代わって 来た 者は みな 盗人で あ 
り， 強奪者です。 しかし 羊は 彼ら [の 言 
うこと] を 聴きませんでした。  9 わた 
しは 戸口です。 だれでも わたしを 通っ 
て 入る 者は 救われ， その 人は 出入りし 
て， 牧草地を 見つける ので 士。 10 盗 
人は， 盗み， 打ち殺し， 滅ぼす ためで な 
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ければ やって来ません。 わたしは， 彼 
らが 命を 得， しかも 満ち あふれる ほど 
豊かに 得る ために 来ました。 11 わた 
しは りっぱな 羊飼いです。 りっぱな 羊 
飼いは 羊の ために 自分の 魂を なげうち 
ます。 12 雇われ 人は， おおよそ 羊 飼 
いとは 異なり， その 羊 も 自分の もので 
はない ので， おおかみが 来る のを 見る 
と， 羊たち を 見捨てて 逃げます 一 そし 
て， おおかみは 彼らを さらい， また 散 
らします一 13 彼は 雇われ 人で あっ 
て， 羊の ことを 気に かけない からです。 
14 わたしは りっぱな 羊飼いで あり， 自 
分の 羊を 知り， わたしの 羊 も わたしを 
知っています。 15 ちょうど 父が わた 
しを 美 口って おられ， わたしが 父を 知っ 
ている のと 同じです。 そして わたしは 
羊の ために 自 分の 魂を な けうち ます。 

16 「また， わたしには ほかの 羊が い 
ますが， それらは この 囲いの ものでは 
ありません。 それら も わたしは 連れて 
来なければ ならず， 彼らは わたしの 声 
を 聴き， 一つの 群れ， 一人の 羊飼いと 
なります。 17 この ゆえに 父は わたし 
を 愛して くださいます。 すなわち， わ 
た しが 自分の 魂を なげうつ から です。 
それは， わたしが それを 再び 受ける よ 
うになる ためです。 18 だれも わたし 
から それを 取り去 っ たわけで はなく， 
わたしは それを 自分から なげうつ ので 
す。 わたしは それを なげうつ 権限が あ 
り， また それを 再び 受ける 権限が あり 
ます。 この ことに 関する おきてを わた 
しは 自分の 父から 受け ま した」。 

19 これらの 言葉の ために， ユダヤ人 


1659  子は 神と 結びつい ている  ヨハネ 10:20—40 


の 間に 再び 分裂が 生じた。 20 彼らの 
うち 多くの 者は， 「彼は 悪霊に つかれ， 
気が狂って いる。 どうして 彼 [の 言う こ 
と] を 聴く のか」 と 言って いた。 21 ほ 
かの 者た ちは， 「こ れは 悪霊に 取りつ 
かれた 人の 言う ことでは ない。 悪霊が 
盲人た ちの 目を 開ける ことな どで きな 
いでは ないか」 と言うので あった。 

22 その 時， 献納の 祭りが エルサレム 
で 催された。 それは 冬期で あり， 23 イ 
エスは 神殿で， ソロモンの 柱 廊を歩 
いて おられた。  24 それゆえ， ユダ 
ヤ 人たち は 彼を 取り巻いて， こう 言い 
はじめた。 「いつまで あなたは， わた 
したち の 魂を どっ ちつかずに して おく 
のです か。 あなたが キリス トなら， わ 
たしたち に はっきり 言って ください」。 
25 イエスは 彼らに 答えられた， 「わた 
しは あなた 方に 言いました が， あなた 
方は 信じません。 わたしが 自分の 父の 
名に おいて 行なって いる 業， これが わ 

あか  I 力） 

たしに ついて 証し します。  26 しかし 
あなた 方は 信じません。 わたしの 羊で 
はない からで +。 27 わたしの 羊は わ 
たしの 声を 聴き， わたしは 彼らを 知っ 
ており， 彼らは わた しに 付いて 来ます。 
28 そして わたしは 彼らに 永遠の 命を 与 
え， 彼らは いつまでも 決して 滅ぼされ 
る ことが なく， だれも 彼らを わたしの 
手から 奪い取る 者は いません。 29 父 
がわた しに 与えて くださった のは， ほ 
かの すべての ものより 偉大な もので あ 
り， だれも それを 父の 手から 奪い取る 
ことは できません。  30 わたしと 父と 
は 一つです」。 
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31 またもや ユダヤ人 たちは， 彼を 
石 打ちに しようと して 石を 取り上げ 
土〇  32 イエスは 彼らに お答えに なっ 
た， 「わたしは， 父からの りっぱな 業 
を あなた 方に 数多く 見せました。 その 
うち どの 業の ために， あなた 方は わた 
しを 石 打ちに する のです か」。 33 ユダ 
ヤ 人たち は 彼に 答えた， 「りっぱな 業 
のた めでは なく， 冒とくの ために， つ 
まり， あなたが 人間で あり ながら 自分 
を 神と する からこ そ， わたしたちは 石 
打ちに する の だ」。  34 イエスは 彼ら 

に 答えられた， 「あなた 方の 律法の 中 
に， 『わたしは 言った， 「あなた 方は 神 
/•fJJ と 書いて あるではありません か。 
35 裡 のとが めの 言葉が 臨んだ 者たち を 
『神』 と 呼び， しかも その 聖書は 無効に 
し 得ない ものな のに， 36 あなた 方は， 
父が 神聖な ものと して 世に 派遣され た 
わたしが， 自分は# の 子. だと 言った か 
ら といって， 『[拽 を] 冒とくし ている』 
とわたし に 言う のです か。 37 もし わ 
た しが 父の 業を 行なって いないの であ 
れ ば， わたしを 信じて はなり ません。 
38 しかし それを 行なって いるので あれ 
ば， たとえ わたしを 信じない としても， 
その 業を 信じなさい。 それは， 父が わ 
たしと 結びついて おられ， わたしが 父 
と 結びつい ている ことを， あなた 方が 
知る ようになり， 常に 知っている ため 
です」。 39 そのため 彼らは 再び 彼を 捕 
ら えようと した。 しかし [イエス] は 彼 
らの 手の 届かない 所へ 出て 行かれた。 

40 こうして [イエス] は 再び ヨルダ 
ンを 渡り， ヨハネが 初めに バプ テス マ 


ヨハネ 10:41—11:20  ラザロは 病気になる。 死は 眠りの ようで ある  1660 


を 施して いた 所へ 去って 行き， そこに 
滞在して おられた。 41 すると， 大勢 
の 人が その もとに 来て， こう 言うよう 
になった。 「確かに， ヨハネは ただ 一 
つのし るし も 行なわなかった が， ヨハ 
ネが この 人に ついて 言った ことは みな 
真実だった」。 42 そして， 多くの 者が 
そこで 彼に 信仰を 持った。 

-I  -i さて， ある 人が 病気に かかって 
n いた。 ベタ ニヤ， つまり マリア 
とその 姉妹 マルタの 村の ラザロと いう 
人であった。 2 実は， 主に 香油を 塗 
り， その 足を 自分の 髪の毛で ふいて 乾 
かした のは この マリアで あり， その 兄 
弟 ラザロが 病気だった ので ある。 3 そ 
れ ゆえ， その 姉妹たち は [イエス] の も 
とに 知らせを 送って こう 言った。 「主 
よ， ご覧く ださい， あなたが 愛情を 抱 
いてく ださる 者が 病気です」。 4 しか 
しそれ を 聞いて， イエスは こう 言われ 
た。 「この 病気は 死の ための ものでは 
なく， 裡の 栄光の ため，# の 壬が それに 
よって 栄光を 受ける ための ものです」。 

5 さて， イエスは マルタと その 姉妹 
および ラザロを 愛して おられた。 6 し 
かしながら， 彼が 病気 だと 聞いても， 
実際には， その後な お 二日， 自分の い 
た 所に とどまって おられた。  7 その 
のち， 「もう 一度 ユダヤへ 行き ま しょ 
う」 と 弟子たち に 言われた。 8 弟子 
たちは 彼に 言った， 「ラビ， つい 最近 
ユ ダ 人た ちは あなた を 石 打ち にしよう 
とした ばかりで すのに， また そこへ お 
いでになる のです か」。 9 イエスは 答 
えられた， 「日 中の 十二時 間が あるで 
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はありません か。 だれでも 日中に 歩く 
なら， 何にもぶ つかりません。 この 世 
の 光を 見て いるから です。 10 しかし， 
夜 歩くなら， 何 かにぶ つかります。 光 
がその 人の うちにない からです」。 

11 [イエス] は これらの ことを 言わ 
れ たが， そのの ち 彼らに こう 言われた。 
「わたしたちの 友 ラザロは 休んで います 
が， わたしは 彼を 眠りから 覚ましに そ 
こへ 行きます」。 12 それゆえ 弟子た 
ちは 言った， 「主よ， もし 休んで いる 
のでしたら， 彼は よくなる でしょう」。 
13 しかし， イエスは 彼の 死につ いて 話 


された のであった。 それでも 彼らは， 
眠っ て 休息す る ことにつ いて 話して お 
られる ものと 思った。 14 それで， そ 
の 時 イエスは 彼らには っ きり 言われ 
た， 「ラザロは 死んだ のです。 15 そ 
して わたしは， あなた 方の ために， す 
なわち あなた 方が 信じる ために， 自分 
がそ こにいなかった ことを 歓 びます。 
しかし， 彼のと ころに 行きましょう」。 
16 それゆえ， トマス， つまり “ 双子” 
と 呼ばれて いる 者が， 仲間の 弟子たち 
に 言った， 「わたしたち も 行って， 共 
に 死のう ではない か」。 

17 こうして イエスが 到着して みる 
と， [ラザロ] は 記念の 墓に 入れられて 
すでに 四日 たって いた。 18 ところ 
で， ベタ ニヤは エルサレムに 近く， 約 
ニ マイルの 距離であった。 19 した 
がって， 大勢の ユダヤ人が マルタと マ 
リアのと ころに 来て いた。 その 兄弟の 
ことで 彼女たち を 慰めよう としてで 
あった。 20 それで マルタは， イエス 
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が 来られる ことを 聞く と， 彼を 出迎え 
に 行った が， マリアの ほうは ずっと 家 
に 座って いた。 21 そこで マルタは イ 
エスに 言った， 「主よ， もし ここにいて 

くださったなら， わたしの 兄弟は 死な 

[ィ】 

なかった ことでしょう。  22 でも， わ 
たしは 今， あなたが' 裡に お求めになる 
ことは， 裡が みなお 与えになる ことを 
知って おります」。 23 イエスは 彼女 
に 言われた， 「あなたの 兄弟は よみが 
えります」。 24 マルタは 言った， 「彼 
が 終わ りの 日 の 復活の 際に よみがえる 
ことは 知って おります」。 25 イエスは 
彼女に 言われた， 「わたしは 復活で あ 
り， 命です。 わたしに 信仰を 働かせる 
者は， たとえ 死んでも， 生き返る ので 
す。 26 そして， 生きて いて わたしに 
信仰を 働かせる 者は みな k して 死ぬ こ 
とがありません。 あなたは これを 信じ 
ます か」。 27 彼女は 言った， 「はい， 
主よ。 わたしは， あなたが 裡の子 キリ 
スト， 世に おいでになる はずの 方で あ 
る ことを 信じて まいりました」。  28 そ 
して， このように 言い 終える と， 彼女 
は去っ て 行って 自分の 姉妹 マリ アを呼 
び， そっとこう 言った。 「趣が 来て お 
られ ，あなたを お呼びです」。 29 彼女 
は それを 聞く と ，急いで 立ち上がって， 
その もとに 出かけて 行った。 

30 実は， イエスは まだ 村の 中に 来て 
おらず， マルタが 出迎えた 場所に なお 
おられた ので ある。 31 それで， 一緒 
に 家の 中に いて， 彼女を 慰めて いた ユ 
ダヤ 人たち は， マリアが 急いで 立って 
出て 行く のを 見る と， 記念の k に行っ 
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て そこで 泣く つもり なのだろう と 思い， 
その あとに 付いて行った。 32 それ か 
ら マリアは， イエスの おられる 所に 着 
いて 彼の すがたを 見る と， その 足 もと 
に ひれ 伏して， こう 言った。 「主よ， も 
しこ こにいて くださったなら， わたし 
の 兄弟は 死ななかった ことで しょ う」。 
33 それで イエスは， 彼女が 泣き 悲し 
み， また 彼女と 一緒に 来た ユダヤ人た 
ち も 泣き 悲 しんで い るのを ご覧になる 
と， 霊に おいてう めき， また 苦しみを 
覚えられた。 34 そして， こう 言われ 
た。 「あなた 方は 彼を どこに 横たえた 
のです か」。 彼らは 言った， 「主よ， お 
いでに なって， ご覧く ださい」。 35 イ 
エスは 涙を 流された。 36 それゆえ ユ 
ダヤ 人たち は 言い はじめた， 「ご覧な 
さい， 彼に 対して 何と 愛情を 抱いて お 
られ たのでしょう」。  37 しかし， ある 
者たち は 言った， 「盲人の 目 を 開けた 
この [人] が， 彼の 死ぬ のを 防げな かっ 
たのだろう か」。 

38 こうして イエスは， ご 自身のう ち 
で 再びう めきを 発せられ たのち， 記念 
の 墓に 来られた。 それは 実際のと ころ 
洞く つで あり， 石が そこに 立て かけて 
あった。 39 イエスは 言われた， 「石 
を 取りの けなさい」。 故人の 姉妹で あ 
る マルタが 言った， 「主よ， もう 臭く 
なって いるに 違いありません。 四日に 
なります から」 〇  40 イエスは 彼女に 言 
われた， 「信じるなら# の 栄光を 見る 
でしょう と， わたしは 言いません でし 
たか」。 41 そこで 彼らは 石を 取りの け 
た。 それから イエスは 目を 天の ほうに 


ヨハネ 11:42—12:2  ラザロは よみがえらされる。 陰謀  1662 

む  W  い  ちち  えき  [ァ）  かんが 

向けて， こう 言われた。 「父よ， わた 第11 章 の 益になる， という ことを よく 考えて 

ねが  き  ブ in  かれ 

し [の 願い] を 聞いて くださった ことを いないの だ」。 si だが， 彼は これを 
感謝いた します。 42 もっとも， 常に ィョ ハ 独自の 考えから 言った のでは ない。 そ 
聞いて くださる ことを 知って おり まし の 年に 大祭司であった ので， イエスが 

ぐんし. ス  エ ヨ ハ 6:29  ，くみん  し  さ だ 

た。 しかし， まわりに 立つ 群衆の ため  3/ヽ17:8 国民の ために 死ぬ ように 定められ てい 

{ ゥ）  い  オル カ 7:14  こくみん 

にわたしは 言いました。 あなたが わた カマ は ず る こと，  52 しかも それが ただ 国民の 
しを お遣わし になった ことを 彼らが 信  3"  2〇：7 ためだけ ではなく， 各地に 散る 迚の子 

(I)  キヨ ハ 2:23  [ィ） かれ  あつ  （ゥ] 

じる ためです」。 43 そして， これらの  たちを 彼が 一つに 集める ためで も ある 

い  お  おおごえ  *  よ げん 

ことを 言い 終える と， [イエス] は 大声 クルヵ ie:3i ことを 預言した ので ある。  53 こうし 
で 叫ばれた， 「ラザロよ， さあ， 出て 来 ヶ 詩2 :2  て， 彼らは その 日 以来， [イエス] を 殺 

m  し  りょう コ民 14:11  そうだん  w 

なさい！」 44 死んで いた [人] が， 両 ョハ そうとして 相談した。 

足と 両手に 巻き 布を 巻かれた まま 出て  ^  4:16  54 このため， イエスは もはや ユダヤ 

き  かお  サ ヨハ 12:19  じん あいだ 闭 おおやけ  ある  （力） 

来たので ある 0 そして， その 顔 も 布で 9:26 人の 間を 公には 歩かず， そこを 立って 
ぐる っと 巻かれて いた。 イエスは 彼ら  28:17 荒野に 近い 地方， エフ ライムと いう 都 

い  と  い  スマ タ 24:15 し  ゆ  でし  とも 

に 言われた， 「彼を 解いて， 行かせな  ^ 6:13 市に 行き， そこに 弟子たち と共にと ど 

セ マタ 26:3  、  じん 

さい」 0  ルヵ 3:2 まって おられた 0  55 さて， ユダヤ人 

き  使徒 4:6  す  こ （ク} ちか  おお 

45 それゆえ， マリアの ところに 来て 、ノル ヵ 2:34 の 過ぎ 越しが 近づいて いたので， 多く 
いて， [イエス] の 行なった ことを 見た - の 人が 儀式 上の 清めを する ため， 過ぎ 

じん  うち  おお  もの  かれ  しんこう  ^ — ffiJ  まえ  ちほう  のぼ 

ユダヤ人の 中の 多くの 者が 彼に 信仰を 18;14 越しの 前に 地方から エルサレムに 上っ 

も  （キ）  もの  い  ひとびと 

持った。 46 しかし， ある 者たち は パ ィィ ザ ㈣ て 行った。 56 それで， 人々 は イエス 

びと  い  ヤコ i:i  さが  しんでんない 

リ サイ 人のと ころに 行って， イエスの ョ ハ12:2 を 捜して まわり， 神殿 内の あちこちに 
荇なっ た を fe し#。 47 そのため， 1 以 S1 立って 互いに 言う のであった， 「あな 
祭司 長と パリ サイ 人たち は サンへ ドリ  i73:6 た 方の 意見は どう だ。 彼は 祭りには 全 
ン叁 运嵐っし#, こう 备い はじめた。 「こ X；"26；59  く 来ない と S うか」。  57 だが 実のと 

おお  おこ  ヨ ハ： >:18  さいし ちょう  びと  かれ 

の 人が 多くの しるしを 行なう の だが， ^、7:1 ころ， 祭司 長と パリ サイ 人たち は， 彼 

われわれ  【コ）  かれ  し 

我々 はどうす べきだろう か。 48 彼を 力 が どこに いるかを 知ったなら， だれで 

使徒12.17  っ うほう  めいれ いはっ 

このまま ほって おけば， みんなが 彼に キサ 1^3:23 も [それを] 通報せ よとの 命令を 発して 

しんこう  も  （サ）  じん  代 n 13：19  と 

信仰を 持つ だろう 0 そして， ローマ 人 ク出 12:14 いたので ある 0 それは， 彼を 捕らえる 
たちが やって来て， 我々 の 場所 も 国民  t!62!l3 ためであった。 

うば  さ  ヨハ 5:1  たい  す  こ 

も 奪い 去って しまう だろう」。 49 しか ョ ハ6：4  -i  A それに 対して， イエスは 過ぎ 越 

かれ  ひとり  だい  ヨ ハ 12:1 I  F  かまえ  （コ） とうちゃく 

し， 彼らのう ちの 一 ^ 人で， その 年に 大 ヶ代 1130:17  しの 六日 前にべ タニヤに 到着 さ 

さいし  （セ）  い  し にん 

祭司であった カヤ ファが 言った， 「あ  れ た。 そこには， イエスが 死人の 中 か 

がた  なにわ  112  g  (サ） 

なた 方は 何も 分かって いない。 50 そ コ m:1 ら よみがえらせた ラザロが いた。 2 そ 
して， 一人の 人が 民の ために 死んで 国 サョ ハ u:i れで 人々 は [イエス] のために そこで 晚 

みん ぜんたい  ほろ  (V)  がた  3/\ il:43  もう  [シ ） きゅうじ 

民 全体の 滅ぼされな いほうが あなた 方 シル ヵ KM0 さんを 設けた 。そして， マルタは 給仕し 


1663  埋葬を 見越して 香油を 塗る。 ギリシャ 人  ヨハネ 12:3—22 

17)  かれ  いっしょ  むか  い  おおごえ 

ていたが， ラザロの ほうは 彼と 一緒に 第12 章 迎えに 出て 行った。 そして， 大声で こ 
食卓に ついて 横に なって いる 者の 一人 〖ぽ う 叫び はじめた。 「救いた まえ！ エ 

(イ}  こうゆ  ノ  _  h  c  き  もの1* 

であった。 3 そこで マリアは， 香油 ー ィ== ホバ のみ 名に よって 来たる 者， イスラ 
ポンド， 本物の ナル ドで 非常に 高価な ゥ m エルの 王 こそ 祝福され た 者！」 14 し 
ものを 取り， [それを] イエスの 両足に 1;3で〖 は かし イエスは， 若い ろばを 見つけて か 
塗り， ついで 自分の 髪の毛で 彼の 両足 ォ= ミ ぶら， その上に 座され た。 まさにこう 書 
を ふいて 乾かした。 家は 香油の 香りで  3*  いて あると おりで ある。 15 「シオン 

で し  使徒 1:16  むすめ  おそ 

いっぱいに なった。 4 しかし， 弟子の ヵマ タ 26:8 の 娘よ， 恐れて はならない。 見よ， あ 

ひとり  かれ  うらぎ  マル 14:4  く  [*)  すわ  W 

一人で， 彼を まさに 裏切ろう としてい ルヵ7:46 なた の 王が 来る 0 ろばの 子に 座って」 0 

[才）  キマタ 19:21  で し  はじ  こと 

た ユダ •イス カリオ テが，  5 「どうし マル ⑽ 16 弟子たち は 初め これらの 事を 気に 
てこの 香油を 三百 デナ リで 売って， 貧 ^^  26:25 留めなかった が， イエスが 栄光を 受け 
しい 父% 1 こ!1 さなかった のか」 と言っ 26-12 られた その 束になってから， 蓰 につい 
た。 6 だが， 彼が そう 言った のは， 貧 = は あ てこう した ことが 書かれて おり， また 
しい 人たち のこと を 気に かけて いたた ^^152e!n 自分たち が [イエス] に対して これらの 

ぬすびと (ク）  かねばこ W  マル 14:7  おこ  おも 

めでは なく， 彼が 盗人で あり， 金箱を ショハ 11:43 事を 行なった という ことを 思い出した 
持って いたが， そこに 入れられる 金を ので ある。 

常々 くす ねて いたから であった。 7 そ セ 目乂ぽ!5 17 それで， [イエス] が ラザロを 記念 
こで イエスは 言われた， 「彼女を その ソ== の 墓から 呼び出して 死人の 中から よみ 
ままに して おきなさい。 わたしの 埋葬 胃7:9  が えらせ た 時に 一緒にいた 群衆は， 証 
の 日を 見越して 彼女が この 習わしを 守 第二 欄 しを しつづけた。 18 そのため さらに 
れ るよう にす るた めです。 8 あなた 方 7^n；9 群衆が， 彼が この しるしを 行なった こ 
に とって， 貧しい 人たち は 常にい ます；^ == とを 聞いて， 彼を 出迎えた。 19 それ 

ヴ 詩118 :26  びと 制た が  い 

が， わたしは 常には いないから です」。 ェョハ I:49 ゆえ パリ サイ 人たち は 互いにこう 言っ 

じん だい ぐんしゅう  才王 11:33  がた  なに ひと 

9 そのため， ユダヤ人の 大群 衆は， [イ  マタ ル7 た。 「あなた 方の 見る とおり， 何一つ 

b  マル 11:7  j. 

エス] がそ こにいる ことを 知って やっ 19:35 うまくいって いない。 見なさい， 世は 

き  たん  力 王 I 1 … 4  かれ  つ  い  (V) 

て 来たが， それは 単に イエスの ためだ キゼ ヵ9:9  彼に 付いて行って しまった」 0 

かれ  しにん  クルカ 18:34  まつ  すうはい 

けでは なく， 彼が 死人の 中から よみが ヶョハ 7:39  20 さて， 祭りに 出て 崇拝す るた めに 

えらせ た ラザロを 見る ためで も あった。 コ 上って 来た 人々 の 中に 数人の ギリシャ 
10 祭司 長たち は 今や ラザロを も 殺 そ サご 人が いた。 21 それで， それらの 者た 

そうだん  [ス）  かれ  おおぜい  き 

うと 相談した。 11 彼のた めに， 大勢 ン; ちが， ガリラヤ のべ ツサ イダから 来て 
の ユダヤ人が そこへ 行き， イエスに 信 スョ ハ4:54 いた フィ リポに 近づき， 「わたしども 

こう  も  M  セルカ 19:39  あ  M 

仰を 持つ ようになった からで ある。  ソョ ハ3:26 は イエスに お会いし たいので すが」 と 

12 次の 日， 祭りに 来て いた 大群 衆は， 使徒5:28 頼み はじめた 0  22 フィ リポ はやって 

こ  夕 使徒 17:4  き  つ 

イエスが エルサレムに 来られる ことを チョ ハ 1:44 来て， アンデレに 告げた。 アンデレと 
聞く と， 13 やしの 木の 枝を 取って 彼を 'y，H  23；8 フィ リポは 来て， イエスに 告げた。 


ヨハネ 12:23—40  天からの 声。 世の 支配者  1664 

23 しかし イエスは 彼らに 答えて 言わ 第12 章 られ たなら， あらゆる 人を わたしの も 
れ た， 「人の 壬が 栄光を 受けるべき 時 7 h" I'if とに 引き寄せます」。 33 彼は 実際のと 
が 来ました。 24 きわめて 真実に あな ィマ タ i^i ころ， 自分が どんな 死を 遂げよう とし 
た 勞に备 ぃますが， - 藉の疆 は M ユぱ てぃる かを 宗 すため (ここぅ 备って ぉ 
に 落ちて 死なない かぎり， それは ただ ゥ られ たので ある。 34 それゆえ， 群衆 
一 [粒] のままで す。 しかし， 死ぬなら は f は 彼に 答えた， 「わたしたちは 律法 か 
ば， そのと きには 多くの 実を 結びます。 9：24 ら， キリストが 永久にと どまる ことを 
25 自分の 魂を 慈しむ 者は それを 滅ぼ ョ ハヤ g 聞きました。 それな のに， 人の 壬は 挙 
します が， この 世に おいて 自分の 魂を ヵサ 12:30 げられ ねばならな いと あなたが 言う の 
憎む 者は， それを 永遠の 命の ために 保 鼠 27:18  はどうし てです か。 この 人の 壬とは だ 
護す る ことになります。 26 だれでも ；夕^$ ぶれの ことなので すか」。 35 それゆえ イ 
わたしに 仕えようと するなら， その 人 クルヵ iwo エスは 彼らに 言われた， 「光は もうし 
はわた しの 後に 従いなさい。 そうすれ ヘプ5:7  ばらく あなた 方の 間にある ことで しょ 
ば， わたしの いる 所， そこに， わたしに  冗う。 光の あるう ちに 歩きなさい。 闇が 
仕える 者 もい る ことになります 0 だれ マル9:7 あなた 方に 打ち勝つ ことのな いためで 

ちち  ルカ 3:22  じぶん 

でも わたしに 仕えようと するなら， 父  g/i ちす。 そして， 闇の 中を 歩く 人は， 自分が 
は その 人を 尊ばれます。 27 今 わたし コョハ i7:i どこへ 行く のかを 知りません。 36 光 
の 魂は 騒ぎます。 何と 言えば よいので サョ ハ ル42 の あるう ちに 光に 信仰を 働かせなさい。 
しょう。 父よ， わたしを この 時から 救 ^  1；： lS；n 光の 子ら となる ためです」。 

!ク！  使徒 26:18  はな  さ 

い 出して ください。 しかし やはり， わ  ^4:4  イエスは これらの ことを 話して 去っ 

たしは この ゆえに この 時に 至った ので ョ〃5:19 て 行き， 彼らから 身を 隠された。 37 し 
す。 28 父よ， み 名の 栄光を お示しく  Xm^9l0 かし， 彼らの 前で 非常に 多くの しるし 
ださい」。 すると， 天から 声が あった， —襴- を 行なって こられた のに， 彼らが [イエ 
「わたしは すでに [その] 栄光を 示し， さ ァョハ 8:28 ス] に 信仰を 持たなかった ので， 38 預 
らに また [その] 栄光を 示す」。  ィ°マ38 言 者 イザヤの 言った この 言葉が 成就し 

まゎ  き  ヘプ 2:9  き 

29 このため， 周りに 立って それを 聞 ゥョハ 18:32 た。 「エホバよ， わたしたちの 聞いた 
いた 群衆は， 雷が 鳴った の だと 言いだ  ^ 5:30 ことに だれが 信仰を 置いた でしょう か。 
した。 ほかの 者たち は， 「み使いが 彼 シ 11 以 そして， エホバの み 腕は， だれに 表わ 

はな  しめ  [サ）  かれ  しん 

に 話しかけ たの だ」 と 言い はじめた。 ォョハ 3:14 し 示された でしょう か」。 39 彼らが 信 

こた  い  ヨハ 20:9  りゆう 

30 それに 答えて イエスは 言われた， カ ダニ 7:13 じる ことので きなかった 理由に ついて 
「この 声は， わたしの ためでは なく， あ キェ レ 13:16 は， イザヤが またこう 言った。 40 「彼 
なた 方の ために 生じた のです 0  31 今， クョハ nw は 彼らの 目を 盲目に し， 彼らの 心を か 

この 世の 裁きが なされて います。 今や ^X75:8 たくな にした。 彼らが 自分の 目で 見， 

しはいしゃ トン） お  ズ  コロ マ 10:16  かんが  み  てん 

この 世の 支配者は 追い出される のです。 ，《53:1 心で 考えを つかみ， 身を 転じ， そして 
32 しかし わたしは， 自分が 地から 挙げ シ出 4:21  わたしが 彼らを いやす， という ことが 


1665  神に よって 語った。 弟子たち の 足を 洗う  ヨハネ 12:41—13:9 

ないた めで あ 4」。  41 イザヤは 彼の 第 じ 章 の 話す こと， [それは，] 父が わたしに 
栄光を 見た ので これらの ことを 述べ， お告げに なった とおりに 話して いる [事 

かた  マル 4:12  がら  [ァ） 

彼に ついて 語った ので ある 〇  42 とは  使徒28:27 柄] なのです」 0 

いえ， 実際には， 支配者たち でさえ そ ゥ =19:38 1 A さて イエスは， 過ぎ 越しの 祭り 
の 多くの 者が 彼に 信仰を 持った ので あ 巧 3  ^ の 前に， 自分が この 世を 出て 父 
る。 しかし パリ サイ 人たち のて まえ，  3 - 16:2 の もとに 行くべき 時が 来た ことを 知っ 
[彼に ついて]% 白し ようとは しな かっ  ^  2:29 たので， [それまで も] 世に ある ご 自分 
た。 それは， 会堂から 追放され ない よ マ i レ9:37 の 者たち を 愛して こられた ので あるが， 

W  かれ  へ7 ^ 1:21 かれ  さいご 

うにす るた めであった。 43 彼らは， キョ ハ I4:9 彼らを 最後まで 愛された。 2 それで， 
拽の 栄光よりも 人の 栄光を 愛した ので ョハ ば2 晚 さんが 進んで いる 間に， 悪魔は その 
ある。  ヶョハ 12:35 ときす でに シモンの 子 ユダ， イス カリ 

さけ  い  コヨハ 3:17  こころ [才) かれ  うらぎ  かんが [力）  い 

44 しかしながら， イエスは 叫んで 言  5:45 オ テの 心に 彼を 裏切る [考え] を 入れ 

われた， 「わたしに 信仰を 持つ 者は， わ サョ ハ3:16 ていたので あるが， 3  [イエス] は， 父 
たし [だけ] でな く， わたしを 遣わした ス申 がすべ てのものを [自分の] 手中に お 与 

かた  [力）  ヨハ 8:38  [キ） 

方に [も] 信仰を 持つ のです。 45 また， ョ ハ14:1。 えに なった こと， そして 自分が a の も 
わたしを 見る 者は， わたしを 遣わした ョ ハ17:2 とから 来て， 独の もとに 行こうと して 
方を [も] 見る のです 0  46 わたしは 光 第二 欄 いる ことを 知って， 4 晩さん [の 席] か 
として 世に 来ました。 それは， わたし ァョ ハ3:34 ら 立ち， 自分の 外衣を わきに 置かれた。 
に 信仰を 持つ 者が， だれも 闇の 中に と 第 13 章 そして， ふき 布を 取って 身に 帯びられ 

[ヶ）  W  い 

どまる ことがない ためです。 47 しか ィョ ハ 他28 た。  5 それから， たらい に 水を 入れ 
し， わたしの ことばを 聞いて それを 守 ゥマタ 26:2 て 弟子たち の 足を 洗い， 身に 帯びた ふ 

ヨ ハ 12:23  ぬの  はじ 

ら ない 人が いても， わたしは その 人を  ョ ハ17 :1 き 布で ふき 始められた。  6 このよう 
裁きません。 わたしが 来たのは， 世を  %%  ^ にして シモン •ぺ テロのと ころまで 来 
裁く ためでは なく， 世を 救うた めだか  ；^153:16 られ た。 [ぺ テロ] は 彼に 言った， 「主 
ら です。 48 わたしを 無視し， わたし 土よ， あなたが わたしの 足を お洗いに な 

う  い  ヨハ 13:27  [サ）  こた 

のこと ばを 受け入れない 人には， その 使徒1:25 るので すか」 0  7 それに 答えて イエス 

さば  もの  はな  カマ タ 26:16  かれ  い 

人を 裁く 者が います。 わたしの 話した  ?6:24 は 彼に 言われた， 「わたしの している 

ことば ⑼  お  ^ レ 14*11 こと  いま  りかい 

言葉が， 終わりの 日に その 人を 裁く の キ g は f 事を， あなたは 今は 理解して いません 
です。 49 わたしは 自分の 衝動で 話し な1 以7 が， これらの 事の 後に 理解す るよう に 
たのでは なく， わたしを 遣わした 父 ご なる で しょ 4」。 8 ぺ テロは 彼に 言っ 
自身が， 何を 告げ 何を 話すべき かにつ コ 匕 4 た， 「わたしの 足を お洗いに なること 
いて， わたしに おきてを お与えに なっ サ など， 決して あっては なりません」。 イ 
たからです。 50 また わたしは， [父] ショ ハは I2 エスは 彼に 答えられた， 「わたしが 洗 

えいえん いのち  いみ  ス8 寺 51:2  W  なん  かん 

の おき てが 永遠の 命を 意味 している こ  lly\n2% わないなら， あなたは わたしと 何の 関 
とを 知っています。 それゆえ， わたし  3 ば 22 係 もありません」。 9 シモン •ぺ テロ 


ヨハネ 13:10—27  弟子たち は 仕え 合うべき。 サタンが ユダに 入る  1666 


は 彼に 言った， 「まよ， 足 だけでなく， 
手 も 頭 も」。 10 イエスは 彼に 言われ 
た， 「水浴びした 者は， 足を 洗っても 
らう 必要が ある ほかは， 全身 清い ので 
す。 それで あなた 方は 清い のです。 し 
かし， すべての 者が そうでは ありませ 
ん」。 11 実に [イヱ ス] は， ご 自分を 裏 
切ろうと している 者を 知って おられた。 
そのために， 「あなた 方の すべてが 清 
いのでは ない」 と言われ たので ある。 

12 さて， 彼らの 足を 洗い， 外衣を 身に 
着け ，再び 食卓に つ L 、て 身を 横に して か 
ら ，[イエス] は 彼らに 言われた， 「わた 
しが あな た 方に した こと が 分か ります 
か。 13 あなた 方は わたしを， 『趣』， 
また 『ま』 と 呼びます。 そう 言う のは 
正しい ことです。 わたしは そのような 
者 だからです。 14 それで， わたしが， 
主 また M でありながら あなた 方の 足を 
洗った ので あれば， あなた 方 も 互いに 
足を 洗い 合うべき です。 15 わたしは 
あなた 方の ために 模範を 示し ま した。 
あなた 方 も， わたしが あなた 方に した 
と同じようにす るた めです。 16 きわ 
めて 真実に あなた 方に 言います が， 奴 
隸は その 主人より 偉く はなく， また， 
遣わされた 者は それを 遣わ した 者より 
偉く はありません。 17 これらの こと 
を 知っているなら， それを 行なう とき 
に， あなた 方は 幸福です。 18 わたし 
は あなた 方の すべてに ついて 語って い 
るので はありません。 わたしは 自分が 
選んだ 者たち を^ □っ ています。 しかし 
それは， 『常々 わたしの パンを 食して 
いた 者が， わたしに 向かって かかとを 
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挙げた』 と [述べる] 聖書が 成就す るた 
めな のです。 19 わたしは 今 この 時 か 
ら， それが 起きる 前に あなた 方に 告げ 
て おきます。 それが 実際に 起きる 時， 
わたしが [その 者] である ことを あなた 
方が 信じる ためです。 20 きわめて 真 
実に あなた 方に 言います が， わたしが 
遣わした 者を 迎える 人は わたしを [も] 
迎える のです。 また， わたしを 迎える 
人は わた しを 遣わ した 方を [も] 迎える 
ので' f」。 

21 これらの ことを 言った のち， イエ 
スは 霊に おいて 苦しまれ， 証し をして 
言われた， 「きわめて 真実に あなた 方 
に 言います が， あなた 方のう ちの 一人 
がわた しを 裏切る で しょ‘」。  22 弟 

子たち は， だれに ついて [そう] 言って 
おられる のかと 戸惑いながら 互いを 見 
まわした。 23 イエスの 懐の 前に 弟子 
の 一人が 横に なって おり， イエスは こ 
れを 愛して おられた。  24 それゆえ， 
シモン. ぺ テロは この 者に うなずいて 
合図を し なが ら 言った， 「だれの こと 
を 言って おられる の か 話 しな さ い」。 
25 それで， その 者は イエスの 胸 もと 
に そり 返って 言った， 「主よ， それは 
だれです か」。 26 それゆえ イエスは 
答え られ た， 「わた しが 一口の 食物を 
浸して 与える のが その 人です」。 そう 
して 彼は， 一口の 食物を 浸してから， 
それを 取って シモン • イス カ リオ テの 
子 ユダに 与えた。 27 すると， その 一 
口の 食物 [を 受けた] あとす ぐ， サタン 
がその 者に 入った。 そこで， イエスは 
彼に 言われた， 「あなたの している 事 
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エスは 答えられた， 「わたしが 行こう 
と している 所へ あなたは 今は 付いて 来 
る ことは できません。 後に なって 付い 
て 来る ことになるで しょ う」。 37 ぺテ 
口は 緩に 翁った， 「呈ょ ，どぅして 岑は 
あなたに 付いて行けな いのです か。 わ 
たしは， あなたの ためには 自分の 魂 も 
なげうちます」。  38 イエスは 答えら 
れ た， 「わたしの ために 自分の 魂 もな 
げ うつと いうので すか。 きわめて 真実 
にあな たに 言います が， あなたが わた 
しのこと を 三度 否認す るまで， 決して 
おんどりは 鳴かないで しょ う」。 

A 「あなた 方の 心を 騒がせて はな 
丄丄 りません。 裡に 信仰を‘ 働かせ， 
また わたし にも 信仰を 働かせな さい。 
2 わたしの 父の 家には 住む ところがた 
くさん あります。 そうでなかったなら， 
わた しは あなた 方に 告げた ことで しょ 
う。 わたしは あなた 方の ために 場所を 
準備し に 行こうと している のです から。 
3 そして また， わたしが 行って あなた 
方の ために 場所を 準備したなら， わた 
しは 再び 来て， あなた 方を わたしのと 
ころに 迎えます。 わたしの いる 所に あ 
なた 方 もまたい るた めです。  4 そし 
て， わたしが 行こうと している 所への 
道を あなた 方は 知っています」。 

5 ト マスが 彼に 言った， 「主よ， わた 
したち は， あなたが どこへ 行こうと し 
て おられる のか 分からない のです。 ど 
う して その 道が 分かる でしょ うか」。 

6 イエスは 彼に 言われた， 「わたし 

みち M  しん り [ソ）  いのち (夕） 

は 道で あり， 真理で あり， 命です。 わた 
しを 通して でなければ， だれ ひとり 父 


1667  新しい おきて一 
を もっと 早く 済ませなさい」。  28 し 
かしながら， 食卓に ついて 横に なって 
いた 者の だれも， 何のた めに 彼に こう 
言われた のか 分からなかった。 29 事 
実， ある 者たち は， ユダが 金箱を 保管 
していた ので， イエスが 彼に， 「祭り 
のために わた したち が 必要と する もの 
を 買いなさい」 とか， 貧しい 人たち に 
何 か 与える ようにと 命じて おられる も 
のと 思って いた。 30 そこで， その 一 
口の 食物を 受けた あと， 彼は すぐに 出 
て 行った。 それは 夜であった。 

31 こうして 彼が 出て 行って から， イ 
エスは 言われた， 「今や 人の 土 は 栄光 
を 受け， 独は 彼に 関連して 栄光を 受け 
て おられます。 32 また 独は 自ら 彼に 
栄光を お与えに なり， しかもす ぐに 栄 
光を お与えになる のです。 33 小さな 
子供ら よ， わたしは あと 少しの 間 あな 
た 方 と共にい ます。 あなた 方は わたし 
を 捜す ようになる でしょう。 そして わ 
たしは， 『わたしの 行く 所に あなた 方 
は 来る ことができない』 と ユダヤ人た 
ちに 言いました が， 今は あなた 方に も 
同じように 言います。  34 わたしは あ 
なた 方に 新しい おきてを 与えます。 そ 
れ は， あなた 方が 互いに 愛し 合う こと 
です。 つまり， わたしが あなた 方を 愛 
したと おりに， あなた 方 も 互いを 愛す 
る ことです。 35 あなた 方の 間に 愛が 
あれば， それに よってす ベての 人は， あ 
なた 方が わた しの 弟子で ある ことを 知 
るので す」。 

36 シモン •ぺ テロが 彼に 言った， 「主 
よ， どこへ おいでになる のです か」。 イ 
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の もとに 来る ことはありません。 7 あ 第 w 章 光を お受けになる ためです。 14 あな 
なた 方が わたしを 知っていたなら， わ 4:12 た 方が わたしの 名に よって 何 か 求める 
たしの 父を も 知っていた でしょう。 今 ^  1：\? なら， わたしは それを 行ないます。 

とき  ヨハ 8:19  あい 

この 時から， あなた 方は [父] を 知って ョ ハ14:12 15 「もし わたしを 愛するなら， あな 
おり， また 見た のです」。  ゥ^:: 〖ぽ た 方は わたしの おきてを 守り 行なう で 

8 フィ リポが 彼に 言った， 「主よ， わ "5 1；35 しょう。 16 そして わたしは 父に お 願 
たしたち に 父を お示しく ださい。 それ ：ョハ 仏45 いし， [父] は 別の 助け手を 与えて， そ 
で 十分です」。  才^ハは g れが あなた 方の もと に 永久に あるよう 

かれい  3  ノヽ 1 (ゥ）  しんり 

9 イエスは 彼に 言われた， 「わたし 方 3 ハ 7:16 にして くださいます 0 17 それは 真理 
はこれ ほど 長い間 あなた 方と 過ごして  a"  S の 霊で あり， 世は それを 受ける ことが 
きたのに， フィ リポ， あなたは まだ わ キョ ハ5: 36 できません 0 それを 見ず， また 知らな 
たしを 知らないので すか。 わたしを 見 ク いからです。 あなた 方は それを 知って 
た 者は， 父を [も] 見た のです。 どうし  1；23 います。 それは あなた 方の もとにと ど 
て あなたは， 『わた したち に 父を 示し ヶ 使徒2:33 ま り， あなた 方のう ちに あるから です。 
てくだ さい』 と言うので すか。 10 わ  18 わたしは あなた 方を 取り残され たま 

たしが 父と 結びつい ており， 父が わた 7 ョハ 15:16 まには して おきません。 わたしは あな 
しと 結びついて おられる ことを， あな  た 方の もとに 来る のです。 19 あとし 

たは 信じて いないので すか。 わたしが  ；5-i° ばらく すれば， 世は もはや わたしを 見 

あなた 方に 言う 事柄は， 独自の 考えで  3MI  5:3 ないで しょう。 しかし あなた 方は わた 
話して いるので はありません。 わたし ^^5；26 しを 見ます。 わたしは 生きて おり， あ 
と ずっと 結びついて おられる 父が， ご  なた 方 も 生きる からです。 20 その 日 

自分の 業を 行なって おられる のです。 ^  8：26 にあな た 方は， わたしが 父と 結びつい 
11 わたしは 父と 結びつい ており， 父 ェ 3、!〗 ぷ ており， あなた 方が わたしと 結びつい 
はわた しと 結びついて おられる と [言 ョハ じ:27 ており， わたしが あなた 方と 結びつい 
う] わたしを 信じなさい。 そうでな け ォコ 12:14 ている ことを 知る でしょう。  21 わた 
れ ば， 業 そのものの ゆえに 信じな さ 力 #54:6 しの おきてを 持って それを 守り 行なう 
い。 12 きわめて 真実に あなた 方に 言 28:20 人， その 人は わたしを 愛する 人です。 さ 
いますが， わたしに 信仰を 働かせる 者  $  ら に， わたしを 愛する 人は わたしの 父 

ぉこ  ケヨハ 16:16 

は， その 者 もまた わたしの 行なって い  ョ ハ17:24 に 愛されます。 そして わたしは その 人 
る 業を する でしょう。 しかも， それよ 1,3115:22 を 愛して， 自分を はっきり 示します」。 
り 大きな 業を する のです。 わたしが 父 22 イス カリオ テで ない ユダが 彼に 
の もとに 行く からです。 13 また， あ ショハ I2:5 言った， 「主よ， あなたは わたしたちに 
なた 方が わたしの 名に よって 求める こ  ^6：16 は ご 自分を はっきり 示そうと され， 世 
とが 何であって も， わたしは それを 行  ^ 1:13 に対しては そのよう にされ ない， これ 
ない ます。 父が 壬との 関連に おいて 栄 は 何が 起きた のです か」。 
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霊は 助け手。 「父は わたしより 偉大」 
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23 それに 答えて イエスは 彼に 言わ 
れ た， 「だれでも わたしを 愛するな 
ら， その 人は わたしの 言葉を 守り 行な 
い， わたしの 父は その 人を 愛し， わた 
したち は その 人のと ころに 来て 住まう 
のです。 24 わたしを 愛さない 者は わ 
たしの 言葉を 守り 行ないません。 そし 
て， あなた 方が 聞いて いる 言葉は わた 
しの [言葉] ではなく， わたしを 遣わさ 
れた 父に 属する ものな のです。 

25 「あなた 方の もとにと どまって い 
る 間に， わたしは これらの ことを 話し 
ました。  26 しかし， 父が わたしの 名 
によって 遣わして くださる 助け手， つ 
まり 聖霊の ことです が， その 者は あな 
た 方に すべての ことを 教え， わたしが 
告げた すべての 事柄を 思い起こさせる 
でしょう。  27 わたしは あなた 方に 
¥ 安を 残し， わたしの 平安を 与え ま 
す。 わたしは それを， 世が 与える よう 
な 仕方で あな た 方に 与える のでは あり 
ません。 あなた 方の 心を 騒がせて はな 
ら ず， 恐れの ために ひるませても なり 
ません。 28 わたしは 去って 行き， そ 
して また あなた 方の もとに [戻って] 来 
る， とわたし が 言った のを， あなた 方 
は 聞きました。 もし わたしを 愛するな 
ら， わたしが 父の もとに 行こうと して 
いる こと を歓 ぶは ずです。 父は わたし 
より 偉大な 方 だからです。 29 それで 
今， それが 起こる 前に わたしは あなた 
方に 告げました。 実際に 起こる 時に あ 
なた 方が 信じる ためです。 30 わたし 
はもう， あなた 方と 多くは 語らないで 
しょう。 世の 支配者が 来ようと してい 
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るからで す。 そして， 彼は わたしに 対 
して 何の 力 もありません。 31 しかし， 
わた しが 父を 愛 している こと を 世が 知 
るた めに， わたしは， 父^!' おきてを 与 
えてく ださった とおりに 行なって いる 
のです。 立ちなさい。 ここから 行き ま 
しょ 9。 

「わたしは 真のぶ どうの 木， わた 
しの M は 耕作 4 です。 2  [父] 
は， わたしに あって 実を 結んで いない 
枝を みな 取り去り， 実を 結んで いる も 
のをみ な 清めて， さらに 実を 結ぶ よう 
にされ ます。  3 あなた 方は， わたし 
が 話した 言葉の ゆえにす でに 清い ので 
す。  4 わたしと 結びつい たままで い 
なさい。 そして わたしは あなた 方と 結 
びつ いた [ままで います]。 枝が ぶどう 
の 木に とどまって いないなら， それ だ 
けで は 実を 結ぶ こと がで きないのと 同 
じように， あなた 方 も わたしと 結びつ 
いたままで いないなら， [実を 結ぶ こと 
が] できません。  5 わたしは ぶどうの 
木， あなた 方は その 枝です。 わたしと 
結びつい たままで おり， わたしが 結び 
ついた [ままで いる] 人， その 人は 多く 
の 実を 結びます。 わたしから 離れて は， 
あなた 方は 何も 行なえない からです。 
6 わたしと 結びつい たままで いないな 
ら， その 人は 枝の ように ほうり 出され 
て 枯れて しまいます。 そして 人々 は そ 
う した 枝を 寄せ集めて 火の 中に 投げ 色 
み， それは 焼かれて しまいます。 7 あ 
なた 方が わたしと 結びつい たままで お 
り， わたしの 言った ことがあ なた 方の 
うちにと どまって いるので あれば， ど 
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んな ことで も 自分の 願う ことを 求めな 第15 章 れ は， あなた 方が わたしの 名に よって 
さい。 そうすれば， それは あなた 方の 父に 何を 求めても， [父] がそれ を あな 

(7)  あた  (7) 

ために そのと おりになります。 8 あ ィマ タ^^ 5 た 方に 与えて くださる ためです。 

なた 方が 多くの 実を 結びつ づけて わた 〜 1:11  17 「わたしが これらの ことを 命じる 

でし  しめ  ウ ヨハ 3:35  がた  たが  あい  あ 

しの 弟子で ある ことを 示す こと， これ  のは， あなた 方が 互いに 愛し 合うた め 

によって わたしの 父は 栄光を お受けに  です。 18 もし 世が あなた 方を 憎むな 

なる のです。 9 父が わたしを 愛され， ォョ ハ8:29 ら ，あなた 方を 憎む より 前に わたしを 
わたしが あなた 方を 愛した とおり， わ 力^^だ 43 憎んだ の だ， という ことを あなた 方は 
たしの 愛の うちにと どまって いなさい。  3MI 1：4 知る のです。 19 あなた 方が 世の もの 
10 わたしの おきてを 守り 行なうなら， であったなら， 世は 自らの ものを 好む 
あなた 方は わたしの 愛の うちにと どま  4:8 ことでしょう。 ところが， あなた 方は 

る ことになります。 わたしが 父の おき  ロマ g  世の ものでは なく， わたしが 世から 選 
てを 守り 行なって その 愛の うちにと ど  3 〜 3:16 び 出した ので， そのために 世は あなた 

おな  ケマタ 12:50  にく  (*)  どれい  しゅじん 

まってい るのと 同じです。  ョハ ル23 方を 憎む のです。 20 奴隸は その 主人 

11 「わたしが これらの ことを あな 12:4 より 偉く はない と， わたしが あなた 方 
た 方に 話した のは， わたしの 喜びが あ、  に 言った 言葉を 覚えて おきなさい。 彼 

ンマタ ^o.iy  はくが い 

なた 方のう ちに あり， あなた 方の 喜び  yj  J；22 ら がわた しを 迫害した ので あれば， あ 
が 満ちる ためです。 12 わたしが あな -  なた 方を も 迫害す るでしょう。 彼らが 

た 方を 愛した とおりに あなた 方が 互い 73/14:13 わたしの 言葉を 守り 行なった ので あれ 
を 愛する こと， これが わたしの おきて ィョ ハ〗 3:34 ば， あなた 方の [言葉] を も 守り 行なう 
で'^。 13 友の ために 自分の 魂を なげ ゥ v3?1Q:22 でしょう。 21 しかし 彼らは， わたし 
うつ こと， これより 大きな 愛を 持つ 者  の 名の ゆえに これらす ベての ことを あ 

[ク）  めいれい  ヨハ I  3:13  がた  てき  おこ 

はいません。 14 わたしが 命令して い  , ^  c なた 方に 敵して 行なう でしょう。 わた 

おこ  がた  I  H  つか  かた  し  （ク } 

る ことを 行なうなら， あなた 方は わた ォョハ 17:14 しを 遣わした 方を 知らないから です。 
しの 友です。 15 わたしは もはや あな +  22 もし わたしが 来て 彼らに 話して いな 

がた ど れいよ  じ 力 J^-.6a2^  なんつ み 

た 方を 奴隸 とは 呼びません。 奴 隸は自 へ7 '14:4 かったなら， 彼らには 何の 罪 もなか っ 
分の 主人の 行なう ことを 知らないから マタ たこと でしょう 0 しかし 今， 彼らは 自 
です。 しかし わたしは あなた 方を 友と  分たち の 罪に 対して 何の 言い訳 もで き 

呼びました。 自分の 父から 聞いた 事柄 クョハ 瓜3 ません。 23 わたしを 憎む 者は， わた 
をみ な あなた 方に 知らせた からです。 ゲ3 ハ9 :41 しの 父を も 憎む のです。 24 もし わた 
16 あなた 方が わたしを 選んだ のでは i：S しが， ほかの だれも 行なわなかった 業 
ありません。 わたしが あなた 方を 選び， ^  5:23 を 彼らの 間で 行なって いなかった な 

あなた 方が 進んで 行って 実を 結び つづ  2:23 ら， 彼らには 何の 罪 もなかった ことで 

け， しかも その実が 残る ようにと， わ ョハ 〖巧7 しょう。 しかし 今， 彼らは わたし も わ 

にんめい  11:47  ちち  にく 

たしが あなた 方を 任命した のです。 そ スョハ 9:41 たしの 父を も 見， そのうえ 憎んだ ので 
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1671  助け手， 真理の 霊。 父の もとに 行‘ 

す。  25 しカヽ しそれ は， 彼らの 律法の 
中 に 書かれて いる こ の 言葉が 成就す る 
ためな のです。 『彼らは いわれな くわ 
たしを 憎んだ』。  26 わたしが 父の も 
とから あなた 方に 遣わす 助け手， すな 
わち 父から 出る 真理の 霊が 到来す ると 
き， その 者が わたしに ついて 証し する 
でしょう。 27 そして 今度は あなた 方 
が 証し をす るので す。 あなた 方は わた 
しが 始めた 時から 共に いるから です。 

「あな た 方が つま ず かな いため 


16 


に， わたしは これらの ことを 話 
しました。  2 人々 は あなた 方を 会堂 
から 追放す るでしょう。 事実， あなた 
方を 殺す 者が みな， 自分は 神に 神聖な 
奉仕を ささ げたの だと 思う 時が 来よう 
としてい ます。 3 しかし 彼らは, 父を 
も わたしを も 知っていな いので， そう 
した 事を する のです。 4 でも やはり， 
わたしは これらの ことを あなた 方に 話 
しました。 その 時が 到来 するとき， わ 
た しが それにつ いて 告げた という こと 
を あな た 方が 思 L 、出す ためです。 

「しかしながら， わたしは これらの こ 
とを 初めには あなた 方に 告げませんで 
した。 あなた 方 と共にいた からです。 
5 しかし 今， わたしは 自分を 遣わした 
方の もとに 行こうと しています。 それ 
でも， あなた 方のう ち 一人 も， 『ど 
こに 行く のです か』 とは 尋ねません。 
6 むしろ， わたしが これらの ことを 話 
したために， 悲嘆が あなた 方の 心を 満 
たして います。  7 しかし やはり， わ 
たしは あなた 方に 真実を 告げます。 わ 
た しが 去って 行く こ とは あなた 方の 益 


:  ヨハネ 15:25—16:17 

になる の です。 わた しが 去 って 行かな 
ければ， 助け手は 決して あなた 方の も 
とに 籴 ないから です。 しかし， 去って 
行けば， わたしは 彼を あなた 方に 遣わ 
します。 8 そして， その 者が 到来す 
れ ば， 罪に 関し， 義に 関し， 裁きに 関 
して， 納得させる 証拠を 世に 与える で 
しょう。  9 まず = 罪に 関してとは， 彼 
ら がわた しに 信仰を 働かせて いない か 
ら です。 10 次いで， 義 に関してとは， 
わたしが 父の もとに 行き， あなた 方が 
もう わたしを 見ない からです。 11 さ 
ら に， 裁きに 関してとは， この 世の 查 
配 者が 裁かれた からです。 

12 「わたしには まだ あなた 方に 言う 
べき ことが たくさんあります が， あな 
た 方は 今は それに 耐える こ とがで きま 
せん。 13 しかし， その 者， すなわち 
真理の 霊が 到来 するとき， あなた 方を 
真理の 全体へ と 案内す るでしょう。 彼 

じぶん しょうどう はな 

は 自分の 衝動で 話す のでは なく， すべ 
て 自分が 聞く 事柄を 話し， 来たらん と 
する 事柄を あなた 方に 告げ 知らせる か 
ら です。 14 その 者は わたしの 栄光を 
表わす でしょう。 彼は わたしの もの か 
ら 受けて， それを あなた 方に 告げ 知ら 
せる からです。 15 父が 持って おられ 
る ものは 皆 わたしの ものです。 そのた 
め わたしは， 彼は わたしの ものから 受 
けて， [それ] を あなた 方に 告げ 知らせ 
ると 言った のです。 16 しばらく すれ 
ば， あなた 方は もう わたしを 見ません。 
そして また， しばらく すれば， あなた 
方は わた しを 見る のです」。 

17 このため， 弟子の 幾人 かが 互いに 
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ヨハネ 16:18—32  「求めなさい。 そうすれば 受けます」  1672 

言った， 「『しばらく すれば あなた 方は 第 K 章 わたしの 名に よって 与えて くださる の 
わたしを 見ない， そして また， しばら 73/ヽ2:25 で士。 24 今 この 時まで， あなた 方は 
く すれば あ なた 方は わた しを 見る』， そ  何一つ わた しの 名 によ っ て 求めた こと 

して， 『わたしが 父の もとに 行く から  はありません。 求めなさい。 そうすれ 

だ』 と言われ るのは どういう 意味な の ゥマタ 28:8 ば 受けます。 あなた 方の 喜びが 満ちる 
か」。 18 こうして 彼らは， 「『しばら  ョ ハ2 G:2G ためです。 

く』 と言われ るのは どういう 意味な の  25 「わたしは これらの ことを あなた 

だろう。 何に ついて 語って おられる の ィザ26:17 方に 比喩で 話しました。 わたしが あな 
かわた したち には 分からない」 と言う  た 方に もう 比喩で 話さず， 父に 関して 

のであった。 19 イエスは 彼らが 自分 ぺテ II:8 はっきり 知らせる 時が 来ようと してい 
に 質問したがって いるのを 知って， こ  ます。 26 その 日， あなた 方は わたし 

う 言われた。 「しばらく すれば あなた $  の 名に よって 求める でしょう。 そして 

方は わたしを 見ない， そして また， し 4:6 わたしは， あなた 方に 関して 父に お 願 
ばらく すれば あなた 方は わたしを 見る，  < テ15:7 いする とは 言いません。  27 父ご自 
とわたし が 言った ので， そのこと につ 第二 欄 身が あなた 方に 愛情を 持って おられる 
いて 互いに 尋ね 合って いるので すか。 ァ^:; 丨45ボ からです。 それは， あなた 方が わたし 
20 きわめて 真実に あなた 方に 言い ま  3MI  5：14 に 愛情を 持ち， わたしが 父の 代理者と 
すが， あなた 方は 泣き 悲しみ， 泣き叫  <3V、15:11 して 来た ことを 信じて いるから です。 
びます が， 世は 歓ぶ でしょう。 あなた  1:4  28 わたしは 父の もとから 出て 世に 来 

方は 悲嘆し ますが， あなた 方の 悲嘆は ました。 そして また， 世を 去って 父の 

よろこ  か  1 ゥ）  し, っ ウマ タミ f  ゅ  M 

喜びに 変えられる のです。 21 女は 出  3 ハ 10:6 もとに 行こうと しています」。 

産に 臨んで 嘆きを 抱きます。 彼女の 時  29 弟子たち は 言った， 「ご覧く だ 

が 到来した からです。 しかし， その 幼  さい， 今 あなたは はっきりと 話し， 少 

子を 産んで しまう と， ひとりの 人が 世 ォョ ハ3: 13 しも 比喩を 語られません。 30 今 こそ 
に 生まれた 喜びの ために， もう その 患  わたしたちは， あなたが すべての こと 

難を 覚えて いません 0  22 それで， あ 力 王 18:49 を 知って おられ， だれから も 質問され 
なた 方 も 今は 確かに 悲嘆を 抱いて いま  3 - 13-3 る 必要の ない ことが 分かりました。 こ 

，、たた  ヘプ 9:24 

す。 しかし， わたしは 再び あなた 方に  れ によって わたしたちは， あなたが 独 

会う ので， あなた 方の 心は 歓 ぶこと で キョ ハ2 の もとから 来られた ことを 信じます」。 
しょう。 そして， だれも あなた 方から そ  31 イエスは 彼らに 答えられた， 「あ 

の 喜びを 奪う 者はありません。 23 ま 0  なた 方は 今のところ 信じて いるので す 

た その 日には， あなた 方は わたしに 何 ■: ^,、17:8 か。 32 見よ， あなた 方が それぞれ 自 
の 質問 もしないでしょう。 きわめて 真  分の 家に 散らされて わたしを 独り だけ 

実に あなた 方に 言います が， あなた 方 コ にす る 時が 来ます。 そうです， 現に 来 
が 父に 何 か 求めるなら， [父] は それを  ZI  uS ている のです。 それでも， わたしは 独 


1673  世を 征服した。 知識を 取り入れる こと  ヨハネ 16：33—17：14 

りではありません。 父が 共に いてく だ  の ものである ことを 知る ようになり ま 

さるから です。 33 あなた 方が わたし ^  3；； 14-27 した。  8 わたしに 与えて くださった 
によって 平安を 得る ために， わたしは ゥ ことばを わたしは 彼らに 与えた からで 

い  [イ】  よ  テ朴 I  3:4  ⑺  う  い 

これらの ことを 言いました。 世に あっ  ョハ ぃ:4 す。 彼らは それを 受け入れて， わたし 
て あなた 方には 患難が あります が， 勇 ぎ3:21  が あなたの 代理者と して 来た ことを 確 

き  せいふく  -  し  （ィ）  つか 

気を 出しなさい！ わたしは 世を 征服 第 17 章 かに 知り， あなたが わたしを お遣わし 

!ゥ）  しん  [0) 

したので す」。  1 マタ は9 になった ことを 信じた のです。  9 わ 

1 ^ イエスは これらの ことを 話し， 才 たしは 彼らに 関して お願いいた します。 
1 感 それから 目を 天に 向けて， こう ^  世に 関してで はなく， わたしに 与えて 

言われた。 「父よ， 時は 来ました。 あ  nfl5-258  くださった 者たち に関して お願いす る 
な たの子の 栄光を 表わして ください。 ヘプ2 :8 のです。 彼らは あなたの もの だからで 

[ォ）  キヨ ハ 6 : 37 

子が あなたの 栄光を 表わす ためです。 クィ ザ53: 11 あり， 10 わたしの ものは みな あなた 
2 それは， あなたが すべての 肉なる も  ョ^6 f  の もの， あなたの ものは わたしの もの 
のに 対する 権威を [子] に 与え， その お  IVl  5；20 なのです。 そして わたしは 彼らの 間で 
与えに なった 者 すべてに ついて， [子] II；  4；13 栄光を 受けた のです。 

が それらの 者に 永遠の 命を 与える よう  11 「そして また， わたしは もう 世に 

\〇)  おう  かれ  ぺテ n  3:18  かれ  （力） 

にされ たこと に応じてです 0  3 彼ら シル ヵ 1〇:25 おりません が， 彼らは 世に おり， わた 

が， 唯一 まことの 裡 である あなたと， セョハ 13:31 しは みもとに 参ります。 聖 なる 父よ， 

つか  ヨハ 14:13  あた  じしん 

あなたが お遣わし になった イエス •キ ソョハ 1:1 わたしに 与えて くださった ご 自身の み 
リストに ついての 知識を 取り入れる こ 名のた めに 彼らを 見守って ください。 
と， これが 永遠の 命を 意味して います。 ^ ^ わたしたちと 同じように， 彼ら も 一つ 
4 わたしは， わたしに させる ために 与 づ 2:12 となる ためです。 12 わたしは， 彼ら 
えてく ださった 業を なし 終えて， 地上 第二 欄 と共に おりました 時， わたしに 与えて 
であな たの 栄光を 表わしました。 5 そ 7  :;;  8；28  くださった あなた ご 自身の み 名のた め 
れ で， 父よ， 世が ある 前に わたしが み ョハ 14:1〇 に， いつも 彼らを 見守りました。 そし 
そばで 持って いた 栄光で， わたしを 今 ヘプ3:1 てわたしは 彼らを 守り， 滅びの 子の ほ 
ご 自身の 傍らに あって 栄光 ある 者と し ェョハ ぃ⑴ かには， そのうち だれも 滅びて いませ 

オヨ ハ 16:15  [サ）  せいく  じょうじゅ  [シ） 

てくだ さい。  ヵョ ハ 13:1 ん 。それは 聖句が 成就す るた めでした。 

6 「わたしは， あなたが 世から 与えて ュダ24 13 しかし 今， わたしは みもとに 参り ま 
くださった 人々 にみ 名を 明らかに しま  ョ ハ17:21 す。 そして， 彼らが わたしの 喜びを 自 
した。 彼らは あなたの もので したが， 分のう ちに 存分に 持つ ために， わたし 
わたしに 与えて くださった ので あり， コ; ^レ！ は は 世に あって これらの ことを 話して い 
彼らは あなたの み 言葉を 守り 行ない ま ます。 14 わたしは あなたの み 言葉を 
した。 7 彼らは 今， あなたが わたしに  U°l：：20 彼らに 与えました が， 世は 彼らを 憎み 
与えて くださった ものが 皆 あなたから セョハ 13:13 ました。 わたしが 世の もので ない のと 


第 18 章 
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ヨハネ 17:15—18:5  中立。 

同じように， 彼ら も 世の ものでは ない 

(7) 

からです。 

15 「わたしは， 彼らを 世から 取り去 
る ことでは なく， 邪悪な 者の ゆえに 彼 
らを 見守って くださる ように お願いい 
たします。 16 わたしが 世の ものでは 
ない のと 同じように， 彼ら も 世の もの 
ではありません。 17 真理に よって 彼 
らを 神聖な ものと してく ださい。 あな 
たのみ 言葉は 真理です。 18 あなたが 
わたしを 世に お遣わし になった と 同じ 
ように， わたし も 彼らを 世に 遣わし ま 
した。 19 そして， わたしは 彼らの た 
めに 自分を 神聖な ものと しています。 
彼ら もまた 真理に よっ て 神聖な ものと 
される ためです。 

20 「わたしは， これらの 者 だけで な 
く， 彼らの 言葉に よって わたしに 信仰 
を 持つ 者たち についても お願いい たし 
ます。 21 それは， 彼らが みな 一つに 
なり， 父よ， あなたが わたしと 結びつ 
いて おられ， わたしが あなたと 結びつ 
いている ように， 彼ら もまた わたした 
ちと 結びついて いて， あなたが わたし 
を お遣わし にな っ たこと を 世が 信じる 
ためです。  22 また わたしは， わたし 
に 与えて くださった 栄光を 彼らに 与え 
ました。 わたしたちが 一つで あるよう 
に， 彼ら も 一つになる ためです。 23 わ 
たしは 彼らと 結びつい ており， あなた 
はわた しと 結びついて おられます。 そ 
れは ，彼ら が 完全に さ れて 一つに なり， 
あなたが わたしを 遣わされ たこと， そ 
して， わたしを 愛して くださった と 同 
じよう に 彼 らを 愛された こと を 世が 知 


み 言葉は 真理。 み 名を 知らせた 
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るた めです。 24 父よ， わたしに 与え 
てくだ さった ものに ついては， わたし 
のい る 所に 彼ら も 共に いて， わたしに 
与えて くださ っ た 栄光を 見る ようにと 
願います。 あなたは 世の 基の 置かれる 
前に わたしを 愛して くださった からで 
す。 25 義 なる 父よ， 確かに 世は あな 
たを 知っていません が， わたしは あな 
たを 知って おり， これらの 者たち も， 
あなた がわた しを お遣わし にな っ たこ 
とを 知って おります。 26 そして わた 
しは み 名を 彼らに 知らせました。 また 
[これから も] 知らせます。 それは， わ 
たしを 愛して くださ っ た 愛が 彼 ら のう 
ちに あり， わたしが 彼らと 結びついて 
いるた めです」。 

1 Q これらの ことを 言われてから， イ 
13 エスは 弟子たち と共に 外に 出， キ 
デ ロンの 冬の 奔流を 渡って 園の ある 所 
に 行き， 彼 も 弟子たち も その 中に 入っ 
た。 2 さて， 彼を 裏切る 者で ある ユダ 
も その 場所を 知っていた。 イエスは そ 
こ で 弟子た ちと 何度も 会合して おられ 
たからで ある。  3 それゆえ ユダは， 兵 
士の 一隊と， 祭司 長 や パリ サイ 人の 下 
役たち を 連れ， たいまつ やと もしび や 
武器を 携えて そこに やって来た。 4 そ 
れ ゆえ イエスは， 自分に 臨もうと する 
すべての 事柄を 知り， 進み出て 彼らに 
言われた， 「あなた 方は だれを 捜して 
いるので すか」。 5 彼らは， 「ナザレ 
人の イエスを」 と 答えた。 [イエス] は 
彼らに 言われた， 「わたしが [その 者] 
です」。 さて， [イエス] を 裏切る 者で あ 
る ユダ も 彼ら と共に 立っ ていた。 


|3 6:36 4:32 2:39 6:47 4:43 :16 3:3 :23 :24 0:47 4:67 2:47 
b  21  2  211 1  2111  2 
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6 しかしながら， 「わたしが [その 者] 
です」 と [イエス] が 言われた 時， 彼ら 
は 後ず さり して 地面に 倒れた。  7 そ 
れ ゆえ， [イエス] は 彼らに 再び お尋ね 
になった， 「あな た 方は だれを 捜して 
いるので すか」。 彼らは， 「ナザレ 人の 
イエスを」 と 言った 0  8 イエスは 答え 

られ た， 「わたしが [その 者] です と告 
げたではありません か。 それゆえ， あ 
なた 方の 捜して いるの がわた しで あれ 
ば， これらの 者たち は 去らせなさい」。 
9 これは， 「わたしに 与えて くださっ 
た 者のう ち， わたしは その 一人を も 失 
いません でした」 と言われた 言葉が 成 
就す るた めであった。 

10 その 時 シモン. ぺ テロは， 剣を 
携えて いたので， それを 抜いて 大祭司 
の 奴隸に 撃ち かかり， その 右の 耳を 切 
り 落とした。 その 奴隸の 名は マルコス 
といった。 11 しかし イエスは ぺ テロ 
に 言われた， 「剣を さやに 納めなさい。 

ちち  あた  さかずき 

父が わたしに お与えに なった 杯， わた 
しは それを ぜひとも 飲むべき では あり 
ません か」。 

12 その 時， 兵士の 一隊と 軍司令官， 
そして ユダヤ人の 下役たち は イエスを 
捕らえて 縛り， 13 まず アン ナスのと 
ころに 引いて 行った。 彼は カヤ ファの 
しゅうと であり， [カヤ ファ] は その 年 
に 大祭司だった ので ある。 14 この 力 
ヤ ファ こそ， 一人の 人が 民の ために 死 
ぬのが みんなの 益になる， と ユダヤ人 

ちゅうげん  もの  [キ） 

たち に 忠言 した 者であった。 

15 さて， シモン. ぺ テロ， それに も 
う ひとりの 弟子が イエスの あとに 付い 
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て 行った。 その 弟子は 大祭司に 知られ 
ており， イエスと 共に 大祭司 [の 家] の 
中庭に 入って 行った が， 16 ぺ テロは 
外で 戸口のと ころに 立って いた。 それ 
で， 大祭司に 知られて いた ほうの 弟子 
は， 出て 行って 戸口 番に 話し， ぺ テロを 
中に 入れた。 17 その 戸口 番 である 下 
女が その 際べ テロに 言った， 「あなた 
もこの 人の 弟子の 一人で はないで しょ 
うね」。 彼は， 「違います」 と 言った。 
18 さて， 奴隸や 下役たち は， 寒かった 
ので 炭火を おこし， まわりに 立って 身 
を 暖めて いた。 ぺ テロ も 彼らと 一緒に 
立って 身を 暖めて いた。 

19 それから， 祭司 長は イエスに， そ 
の 弟子たち や 教えに ついて 質問した。 
20 イエスは 彼に 答えられた， 「わた 
しは 世に 対して 公に 話して きました。 
わた しはいつ も 会堂 や 神殿で 教え まし 
た。 そこは すべての ユダヤ人が 集まる 
ところで あり， 何事 も ひそかには 話し 
ませんで した。 21 なぜ わたしに 質問 
する のです か。 わたしの 話した ことを 
聞いた 人たち に 質問しなさい。 ご覧な 
さい， これらの 人たち が， わた しの 言っ 
たこと を 知っています」。  22 彼が こ 
れら のこと を 言う と， そばに 立って い 
た 下役の 一人が イエスの 顔に 平手打ち 

くわ  さいし ちょうむ  こた 

を 加え， 「祭司 長に 向かって そんな 答 
え 方を する のか」 と 言った。 23 イエ 
スは 彼に 答えられた， 「わたしの 話し 
たこと が 間違いであるなら， その 間違 
いについて 証し しなさい。 しかし， 正 
しいので あれば， なぜ わたしを 打つ の 
です か」 〇  24 それから アン ナスは， 彼 
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を 縛った まま 大祭司 カヤ ファの もとに 第18 章 内に 入り， イエスを 呼んで， こう 言っ 
k っ#。  ァマ タ 26:57 た 0  「あなたは ユダヤ人の 王な の ふ」 0 

25 さて， シモン •ぺ テロは 立って 身 ィ 34 イエスは 答えられた， 「あなたが そ 
を 暖めて いた。 すると 人々 が 彼に 言っ  _  22:58 う 言う のは， あなた 自身の 考えからで 

た， 「あなた も 彼の 弟子の 一人では ない ゥ3 ハ18 :10 すか。 それとも， ほかの 者が わたしに 
だろう な」。 彼は それを 否定して， 「違 ^；72 ついて 告げた からです か」。 35 ピラ 
います」 と 言った。 26 大祭司の 奴隸  if， ?3；38 卜は 答えた， 「わたしは ユダヤ人では 
の 一人， それは ぺ テロが 耳を 切り落と ォマタ 27:2 ないで はない か 0 あなた 自身の 国民と 
した 男の 親族であった が， [その 者が] レ以 祭司 長たち が， あなたを わたしに 引き 
こう 言った。 「わたしは あなたが 園で  渡した の だ。 あなたは 何を したの か」。 

かれ  いっしょ  力 使徒 10:28  こた  W  おう 

彼と 一緒にい るのを 見た ではない か」。  36 イエスは 答えられた， 「わたしの 王 

27 しかし， ぺ テロは 再び それを 否定し 国は この 世の ものではありません。 わ 
た。 すると， すぐに おんどりが 鳴いた。 SL たしの 王国が この 世の ものであった な 
28 そこで 彼らは イエスを カヤ ファ ヶョハ i9:io ら， わたしに 付き添う 者たち は， わた 
のと ころから 総督の 官邸に 引いて 行っ 20:19 しを ユダヤ人 たちに 渡さない ようにと 
た。 それは もう 早朝であった。 しかし  1；：  n% 戦った ことでしょう。 しかし 実際のと 
彼ら 自身は 総督の 官邸 内に 入らな かっ …欄 ころ， わたしの 王国は そのような とこ 
た。 身を 汚さずに 過ぎ 越しの 食事を し 7”27:11 ろからの ものではありません」。 37 そ 
ようとして であった。 29 それで， ピ  3" 12：13 れで ピラトは 彼に 言った， 「それでは， 
ラトは 彼らの いる 外に 出て 来て， こう ^  18:29 あなたは 王な の だな」。 イエスは 答えら 

言った。 「あなた 方は この 人に 対して ヴ 37 ヽ 1:11 れ た， 「あなた 自身が， わたしが 王で 
どんな 告訴を する のか」。  30 それに ヱ テモ “旧 あると 言って います。 真理に ついて 証 
答えて 彼らは 言った， 「この 男が 悪を 才 m しする こと， このために わたしは 生ま 
行なう 者でなかった なら， わたしたち  ^  7:14 れ ，このために わたしは 世に 来ました。 

は あなたに 引き渡したり はしなかった 真理の 側に いる 者は みな わたしの 声を 
でしょう」。  31 そこで ピラトは 彼ら ±  聴きます」。  38 ピラトは 彼に 言った， 

い  が た じぶん  つ キマ^ 巧 しんり  な (こ 

に 言った， 「あなた 方が 自分で 彼を 連 パ 27:11 「真理とは 何 か」。 

れて 行き， 自分たち の 律法に したが っ ク ごば  そして， こう 言って から， 彼は 再び ユ 
て 裁く がよ い」。 ユダヤ人 たちは 彼に  14:6 ダヤ 人たち のと ころに 出て 行って， こ 

言った， 「わたしたちが 人を 殺す こと う 言った。 「わたしは 彼に 何の 過失 も 
は 許されて いません」。 32 これは， イ  3~4:6 見いだ さない。 39 それに， あなた 方 
エスが どんな 死を 遂げる ことに なって ^  3"  8：46 には， 過ぎ 越しの 際 わたしが 一人の 者 
いるかを 示して 言われた 言葉が 成就す 23；44 を 釈放す る 習慣が ある。 それで あなた 

[コ）  ヨ ハ 15.25  じん 

るた めであった。  ' 方は， わたしが ユダヤ人の 王を 釈放す 

33 それで， ピラトは 再び 総督の 官邸 "II  ?5；65 るよう に 願う のか」。 40 すると 彼ら 
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『カエサルの ほかに 王は いない』 
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は 再び 叫びた てて 言った， 「この 男で 
はない， バラ バ を！」 バ ラバと いうの 
は 強盗であった。 

-I  Q こうして その 時， ピラトは イエ 

■^ス を i ら えてむ ち H  2 そ 

して， 兵士たち はい ばらで 冠を 編んで 

彼の 頭に 載せ， 紫の 外衣を その 身に ま 

とわせた。 3 それから 彼の もとに 寄っ 

て 来て， 「こんにちは， ユダヤ人の 王 

よ！」 と言うので あった。 また， 彼の 

顔に 平手打ちを 加えたり した。 4 そ 

れ から ピラトは 再び 外へ 行って， 彼ら 

にこう 言った。 「見なさい。 わたしが 

この 者に 何の 過失 も 見いだ さない こと 

を 知らせる ため， わたしは この 者を あ 

なた 方のと ころに 連れ出す」。  5 こう 

して イエスは， とげの ついた 冠と 紫 

の 外衣を 身に 着けて 外に 出て 来た。 そ 

して [ピラト] は 彼らに 言った， 「見よ， 

この 人 だ！」 6 しかし， 彼を 見る と， 

祭司 長 や 下役たち は 叫びた てて 言っ 

た， 「杭に つけろ！  杭に つけろ！」 

ピラ トは 彼らに 言った， 「あなた 方が 

自分たち で 連れて行って 杭に つける が 

よい。 わたしは 彼に 何の 過失 も 見いだ 

さない の だ」。 7 ユダヤ人 たちは 彼に 

答えた， 「わたしたちに は 律法が あり 

ますが， その 律法に よれば， 彼は 死に 

当たる 者です。 自分を# の 子 としたか 
一  [ヶ） 

ら です」。 

8 それで， この ことばを 聞いて， ピラ 
卜は いっそう 怖く なった。 9 そして， 
再び 総督の 官邸 内に 入って， イエスに 
言った， 「あなたは どこから 来て いる 
のか」。 しかし イエスは 彼に 何の 答え 


もされなかった。 10 ゆえに ピラトは 
言った， 「あなたは わたしに 話さない 
のか。 わたしには あなたを 釈放す る 権 
限が あり， また 杭に つける 権限 も ある 
ことを 知らないの か」。 11 イエスは 
彼に 答えられた， 「上から 与えられた 
のでない 限り， あなたは わたしに 対し 
て 何の 権限 もないでしょう。 この ゆえ 
に， わたしを あなたに 引き渡した 人に 
はさ らに 大きな 罪が あります」。 

12 こういう わけで， ピラトは 彼を 釈 
放す る 方法を いろいろと 求めた。 しか 
し ユダヤ人 たちは 叫びた てて 言った， 
「この [男] を 釈放す るなら， あなたは 力 
エサ ルの 友ではありません。 自分を 王 
とする 者は 皆， カエサルに 反対を 唱え 
ている のです」。 13 それで ピラ トは， 
こうした 言葉を 聞いて から， イエスを 
外へ 連れ出し， _ 分は “ 石の 舗装”， へ 
ブライ 語で ガ バタと 呼ばれる 場所に あ 
る 裁きの 座に 着いた。 14 さて， それ 
は 過ぎ 越しの 準備 [の 日] であり， 第 六 
時 ごろであった。 それから 彼は ユダヤ 
人たち に 言った， 「見なさい。 あなた 
方の 王 だ！」 15 しかし 彼らは， 「取 
り 除け！ 取り除け！ 杭に つけろ！」 
と 叫びた てた。 ピラトは 彼らに 言った， 
「わたしが あなた 方の 王を 杭に つける 
のか」。 祭司 長たち は 答えた， 「わたし 
たちには カエサルの ほかに 王は いませ 
ん」。 16 こうして その 時， [ピラト] は 
[イエス] を 彼らに 引き渡して 杭に つけ 
させる ことにした。 

そこで 彼らは イエスの 身を 引き取 っ 
た 〇 17 そして， [イエス] は 自分で 苦 
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しみの 杭を 負いつつ， いわゆる “ どく  第 巧 章 に これらの 事を 行なった ので ある。 
ろの 場所” へと 出て 行かれた。 そこは 7 5^:32  25 しかしながら， イエスの 苦しみの 

へ ブライ 語で ゴル ゴタと 呼ばれる 所で  ..am 杭の そばには， その 母と， 母の 姉妹， 

(ゥ）  ところ かれ  イレ 1 3 •〒ミ  っま  （ィ } 

ある。 18 そして， その 所で 彼らは [イ へフ 13:12  [そして] クロ パの 妻 マリアと マリア • 

くい  (I)  ふたり  (〇) 

エス] を 杭に つけた。 また ほかに 二人の ゥマタ 27:33 マグダ レネが 立って いた。 26 それで 
男を 彼と 共に [杭に つけ]， 一人を こち  イエスは， 自分の 母と， 自分の 愛する 

ら 側， 一人を 向こう側 にし， イエスを 真 晨 徒] ぶ 弟子が そ ばに 立って いるのを ご覧に な 
ん 中に した。 19 ピラトは また， [罪] ガ ラ3:13 り， 母に こう 言われた。 「婦人よ， 見 

めい  か  くる  くい  つぎ 

名を 書いて， それを 苦しみの 杭の 上に ォィザ 53:9 なさい， あなたの 子です！」 27 次に， 
つけた。 それは， 「ユダヤ人の 王 ナサ  その 弟子に 言われた， 「見なさい， あ 

レ 人 イエス」 と 書かれて いた。 20 そ 13  ZI  ?5；26 なた の 母です！」 それで， その 時 か 
のた め， ■の ュダャ 父が この [扉]!、 ルヵ23:38 ら ，その 弟子は 黻を I 券の 綾に 弓 ひ I き 
を 読んだ。 イエスが 杭に つけられた 場 ブ1 3:12 取った。 

しょ  みやこ  ちか  |キ）  のち 

所は 都に 近かった からで ある。 それは ク^ 28 この 後， イエスは， それまでに 
へ ブライ 語， ラテン語， ギリシャ 語で 書 が 23:34 すべての 事が 成 し 遂げられ たのを 知っ 
かれて いた。 21 しかしながら， ユダ ヶ 詩22: is て， 聖 句が 成し遂げられる ために， 「わ 
ヤ 人の 祭司 長たち は ピラトに 言いだ し  — たしは 渴 く」 と言われた。  29 そこに 
た， 「『ユダヤ人の 王』 とでは なく， こ ァ ルヵ 2:34 は， 酸い ぶどう酒の いっぱい 入った 器 
の 者は 『ユダヤ人の 王で ある』 と言っ 4027:61 が 置いて あった。 それで 彼らは， その 
たと 書いて ください」。  22 ピラトは  酸い ぶどう酒を じゅうぶん 含ませた 海 

答えた， 「わたしが 書いた ことは わた マ 綿を ヒソプ [の 茎] に 付け， それを 彼の 

ルカ23:49  も  い  M  す 

しが 書いた こと だ」。  口 もとに 持って行った。  30 さて， 酸 

23 さて， イエスを 杭に つけてから， ョ ハ2 1:7 い ぶどう酒を 受けてから， イエスは， 
兵士たち は 彼の 外衣を 取り， 四つに  「成し遂げられた！」 と言われた。 そ 

分けて， 各 兵士に その 一つず つと し，7 して， 頭を 垂れ， [ご 自分の] 霊を 引き 
また 内 衣を [取った]。 しかし， 内 衣 力 ゞぱ48 渡され:/* こ。 

は 縫い目が なく， 上から そっくり 織っ  31 その後 ユダヤ人 たちは， それが 

[0)  かれ  じゅんび  W  あんそくび からだ 

たもので あった。  24 そこで 彼らは キョハ 17:4 準備 [の 日] であった ので， 安息日に 体 
互いに 言った， 「これは 裂かずに お  が 苦しみの 杭に 残った まま にな ら ない 

き， だれの ものと する か， くじで 決  ^  ^ ようにと (その 安息日は 犬い なる 日 
める ことにしよう」。 これは 次の 聖句  SS だった ので ある）， 彼らの 脚を 折って， 

が 成就す るた めであった。 「彼らは yy  27:62  [死体] を 取りの けて くれる よう ピラト 
わたしの 外衣を 自分たち の 間で 配分  3/'19:14 に 頼んだ。 32 それゆえ 兵士たち が 来 
し， わたしの 着衣の 上で くじを 引い コ 申ュ23 て， 彼と 一緒に 杭に つけられた 最初の 
た」。 こうして 兵士たち はほんとう サ レビ 23:7  [男] の 両脚， そしてもう ひとりの [男] 
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刺し通される。 埋葬。 よみがえらされる 


ヨハネ 19:33—20:11 


の [両脚] を 折った。 33 しかし， イエ 
スの ところに 来て みると， 彼は すでに 
死んで いたので， 彼の 脚は 折らな かっ 
た。 34 けれども， 兵士の 一人が その 脇 
腹を 槍で 突き刺した。 すると， すぐに 
血と 水が 出た。 35 そして， [それを] 
見た 者が 証し をした ので あり， その 証 
しは 真実で ある。 その 者は， あなた 方 
も 信じる ために， 自分が 真実を 告げて 
いる ことを 知っている。  36 事実， こ 
れ らの 事は 次の 聖 句が 成就す るた めに 
起きた ので ある。 「その 骨は 一つ も 砕 
かれないで あろう」。  37 そして また， 
別の 聖句 は 言う， 「彼らは 自分たち が 
刺し通した 者を 見つめる であろう」。 

38 さて， こうした ことの 後， アリマ 
タヤから 来て いる ヨセフ， それは イエ 
スの 弟子で ありながら ユダヤ人 たちに 
対する 恐れ か ら ひそかな [弟子] とな っ 
ていた 者で あるが， [その 者が，] イエ 
スの 体を 取りの けさせて 欲しい と ピラ 
卜に 頼んだ。 それで ピラトは 許可を 与 
えた。 そこで 彼は 来て， [イエス] の 体 
を 取りの けた。 39 最初の 時には 夜に 
[イエス] のと ころに 来た ニコ デモ も， 一 
巻きの 没 薬と じん 香， 百 ポンド ほどの 
ものを 持って やって来た。 40 こうし 
て 彼らは イエスの 体を 取り ，埋葬に 備え 
て 行なう ユダヤ人の 習慣 どおり ，それを 
香料と 一緒に 巻き 布で 巻いた。 41 と 
ころで， 彼が 杭に つけられた 場所には 
園が あり， 園の 中には 新しい 記念の 墓 
が あった。 それは まだ だれを も 横たえ 
たことの ない ものであった。 42 そこ 
で， ユダヤ人の 準備 [の 日] であった 都 


合で， 彼らは イエスを そこに 横たえた。 
その 記念の 墓が 近 か っ たからで ある。 

しゅう  さいしょ  [ア） 

週の 最初の 日， マリア- マグダ 
^ レネは， 朝早く まだ 暗い うちに 
記念の 墓に 来た。 そして， 石が すでに 
記念の 墓から 取りの けられて いるのを 

[ィ）  かのじょ 

見た。 2 それで 彼女は， シモン， ぺ 
テロ， そしてもう 一方の 弟子で イエス 
が 愛情を 持っ て おられた 者の ところに 
走って 来て， こう 言った。 「人々 がま 
を 記念の 墓から 取り去って しまい， ど 
こ に 置いた のか 分かり ません」。 

闭  いっぽう  で し 

3 そこで, ぺ テロと もう 一方の 弟子は 
出て 行って 記念の 墓に 向かった。 4 そ 
して， 二人は 一緒に 走り だした。 しか 
し， もう 一方の 弟子の ほうが 速く 走っ 
てべ テロより 先にな り， 最初に 記念の 
墓に 着いた。 5 そして， 前方に かが 
んで みると， 巻き 布の 置いて あるの が 

[力）  つ 

見えた が， 中には 入らなかった。 6 次 
いで シモン • ぺ テロが 彼の あとから 来 
たが， 彼は 記念の 墓の 中に 入った。 そ 
して， 巻き 布が 置いて あり， 7 また， 
彼の 頭に のせて あった 布が 巻き 布と 一 
緒には 置いて なく， 一つの 場所に 別に 
して 巻いて あるのを 目に した。  8 こ 

とき  き ねん  はか  さいしょ  つ 

うして その 時， 記念の 墓に 最初に 着い 
たもう 一方の 弟子 も 中に 入り， 彼 も 見 
て， 信じた 〇  9 彼らは まだ， [イエス] 
が 必ず 死人の 中から よ みがえ ると いう 

せいく  さと  [ク） 

聖 句を 悟って いなかった。 10 それで 
弟子たち は 自分の 家に 戻って 行った。 

11 しかしながら， マリアは 外で， 
記念の 墓の 近 くに 立った まま 泣いて い 
た。 そして， 泣きながら， 記念の 墓の 
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7 リアと 弟子たち に 現われる  1680 

19 それから， 週の 最初で ある その 
日 遅く， しかも， 弟子たち のいた 所は 
ユダヤ人たち に対する 恐れの ため 戸 (こ 
錠が かけて あった のに， イエスは 来て 
彼らの 真ん中に 立ち， 「あなた 方に 平 
安が あるよう に」 と言われた。 20 そ 
して， そう 言われた あとで， 自分の 両 
手と 脇腹を 共に 彼らに お見せに なっ 
た。 こうして 弟子たち は 主 を 見て 歓ん 
だ。 21 それで イエスは 彼らに 再び 言 
われた， 「あなた 方に 平安が あ るよう 
に。 父が わたしを お遣わし になった と 
同じように， わたし も あなた 方を 遣わ 
します」。  22 そしてこう 言われた あ 
とで， 彼らに [息を] 或: きかけ て 言われ 

せいれい  う  （ヶ） 

た， 「聖霊を 受けなさい。 23 あなた 
方が 人の 罪を 許すなら， それは 許され 
ています。 あなた 方が 人の [罪] をと ど 
めて おくなら， それは とどめて おかれ 
ま' f」。 

24 しかし， 十二 人の 一人で， “ 双子” 
と 呼ばれる ト マスは， イエスが 来られた 
時， 彼らと 一緒にい なかった。 25 そ 
のた め ほかの 弟子たち は， 「わたした 
ちは i を 見た！」 と 彼に 言う ので あっ 
た。 しかし 彼は 言った， 「その 手に く 
ぎの 跡を 見， わたしの 指を くぎの 跡に 
差し入れ， 手を その 脇腹に 差し入れな 

かぎ [ス）  けっ  しん  (t) 

い 限り， わたしは 決して 信じない」。 

26 さて， 八日 後， 弟子たち は 再び 屋 
内に おり， ト マス も 彼らと 一緒にいた 0 
戸には 錠が かかって いたのに， イエス 
は 来て 彼らの 真ん中に 立ち， 「あなた 

がた  へいあん  い  [V] 

方に 平安が あるよう に」 と言われた。 
27 次いで 彼は ト マスに 言われた， 「あ 


ヨハネ 20:12—27 

中を のぞこうと して 前方に かがむ と， 

はくい  ふたり  つか [ア） 

12 白衣の 二人の み使いが， イエスの 
体の 置いて あった 所に， 一人は 頭のと 
ころ， 一人は 足のと ころに 座って いる 
のが 目に とまった。 13 すると 彼らが 
言った， 「婦人よ， なぜ 泣いて いるの 
です か」。 彼女は 言った， 「人々 がわた 
しの 主を 取り去って しまい， どこに 置 
いたの か 分からない のです」。 14 こう 
言った あと， 彼女が 振り返る と， イエ 
スの 立って おられる のが 目に とまった 
が， 彼女は それが イエスで ある ことを 
悟らなかった。 15 イエスは 彼女に 言 
われた， 「婦人よ， なぜ 泣いて いるの 
です か。 だれを 捜して いるので すか」。 
彼女は， それが 園丁で あると 思って， こ 
う 言った。 「だんな 様， もし あなたが 

[主] を 運び去った のでしたら， どこに 

ぉ— 

置いた のか おっしゃって ください。 わ 
たしが 引き取ります から」。 16 イエス 
は 彼女に 言われた， 「マリア！」 彼女 
は 向き 直る と， へ ブライ fe で， 「ラボ 
二！」 と 言った。 （これは 「師 よ！」 
という 意味で ある 〇) 17 イエスは 彼 
女に 言われた， 「わたしに すがり 付く 
のは やめなさい。 わたしは まだ 父の も 
とへ 上って いないから です。 しかし， 
わたしの 兄弟たち のと ころに 行って， 
『わたしは， わたしの 父 また あなた 方 
の 父の もとへ， わたしの® また あなた 
方の# の もとへ 上る』 と 言いなさい」。 
18 マリア • マグダ レネは やって来て， 
「わたしは 主を 見ました！」， そして こ 
のこと を わたしに 言われました， と 弟 
子たち に 伝えた。 


13  4 
2  2  2 


ハ  ル ハ 


22 タ タタ r 
詩 ママ マ c 


:28 :28 


28: 24: 


1681  ト マスは 納得す る。 イエスは ガリラヤで 現われる  ヨハネ 20:28—21:14 

なた の 指を ここに 当てて， わたしの 手 第20 章 は 彼らに 言われた， 「幼子たち よ， 食 
を 見， あなたの 手を 持って来て， わた 73"! 1:1 ベる 物を 何も 持って いないので すね」。 
しの 脇腹に 差し入れなさい。 そして， ^  9：6  彼らは， 「ありません！」 と 答えた。 

信じない 者では なく， 信じる 者と なり  3；；  ；：；8  6  [イエス] は 彼らに 言われた， 「網を 

こた  ョ ハ 14:28  ふね  みぎがわ  とう 

なさい」。 28 それに 答えて トマスは  ョ ハ2 〇ポ 舟の 右側に 投じなさい。 そうすれば， 
彼に 言った， 「わたしの 主， そして わ  [幾らか] 見つかる でしょう」。 そこで 彼 

(ィ）  かれ  い  さかな  おお 

たしの#!」 29 イエスは 彼に 言われ ゥコ ns:7  らは [網] を 投じた が， 魚が あまりに 多 
た， 「あなたは わたしを 見た ので 信じ  くて， もはや それを 引き寄せる ことが 

もの さい わ  y) 

たのです か。 見なくても 信じる 者は 幸 I ョ ハ2 1:25 できなかった。 7 それゆえ， イエスが 
いです」。  愛して おられた かの 弟子が， 「まだ！」 

30 確かに イエスは， 弟子たち の 前で  3^  5:24 とぺ テ; に 言った。 それで シモン •ぺ 
ほかに も 多くの しるしを 行なわれ たの ョ〃15:13 テロは， それが まだと 聞く と， 裸だっ 
であるが， それは この 巻き物には 記さ  たので 自分の 上っ張りを まとい， 海に 

:エ！  カル カ 1:4  とこ  でし 

れ ていない。 31 しかし， これらの こ - 飛び込んだ。  8 しかし ほかの 弟子た 

とは， イエスが 裡の 壬 キリスト である  ちは， 陸から それほど 遠くな く， わず 

ことを あなた 方が 信じる ため， そして， 1 ハ ば46 か 三百 フィー ト ほどだった ので， 魚の 

[才）  いのち  も  あみ  ひ  こ ぶね 

信じる ゆえに その 名に よって 命を 持つ  入った 網を 引きながら， 小舟で やって 

ために 記された ので ある。  ^ 1:45 来た。 

A  -i こうした ことの 後， イエスは ティ ヶマタ 4:21  9 しかしながら， 彼らが 陸に 上が っ 

ベリアの 海のと ころで 弟子たち  た 時， そこに 炭火が あり， その上に 魚 

に 再び ご 自分を 現わされた。 だが， その 3 5:5 が 置いて あり， また パンが あるのを 見 
現われは こうであった 〇  2 シモン •ぺ サル ヵ 24:16 た。 1〇 イエスは 彼らに 言われた， 「あ 
テロ， “ 双子” と 呼ばれる トマス， ガリ  2〇：14 なた 方が いま 捕った 魚を 少し 持って来 

き  P) 

ラヤの カナから 来た ナタ ナエ ル， ゼべ 第二 欄 なさい」 0 11 それゆえ シモン •ぺテ 
ダイの 子たち， それに あと 二人の 弟子 7 ルヵ5:4  口は [舟に] 乗り， 大きな 魚が いっぱい， 
が 一緒にいた。 3 シモン •ぺ テロが，  百 五十 三 匹 も 入った 網を 陸に 引き寄せ 

りょう  い  い  づ ルカ 5:6  おお 

「わたしは 漁に 行って くる」 と 言った。  た。 しかし， それほど 多かった のに， 

彼らは， 「わたしたち も あなたと 一緒 ゥョハ ル23 網は 破れなかった。 12 イエスは 彼ら 
に 行こう」 と 言った。 彼らは 出て 行っ  ョ ハ20 :2 に， 「さあ， 朝食を 取りなさい」 と 言わ 

て 舟に 乗った が， その 夜 じゅうか かっ  れた 。弟子たち のうち， 「あなたは ど 

て 何も 捕れなかった。  なた です か」 と あえて 尋ねる 者は 一人 

4 しかし， ちょうど 朝に なり かけた 才王 [仙6 もい なかった。 それが 主で ある ことを 

はまべ  し 

ころ， イエスが 浜辺に 立たれた。 もと  知ってい たからで ある。 13 イエスは 

より 弟子たち は， それが イエスで ある  来て， パンを 取って 彼らに 与え， 魚 も 

さと  m  おな 

ことを 悟らなかった 0  5 そこで イエス キル ヵ 24:30 同じように [された]。 14 イエスが， 
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卜さな 羊たち を 養いなさい』  1682 

の 望まない 所に 連れて行く でしょう」。 
19 これは， [ぺ テロ] が どのような 死 
によ っ て裡の 栄光を 表わす かを 示す た 
めに 言われた ので ある。 それで， そう 
言って から， 「引き続き わたしの あと 
に 従いなさい」 と 彼に 言われた。 

20 ぺ テロが 振り向く と， イエスが 愛 
して おられた 弟子で， 1  晚 さんの 折に も 
その 胸 もとに そり 返って， 「主よ， あ 
なた を 裏切る のは だれです か」 と言っ 
た 者が あとから 付いて 来る のが 見えた。 
21 そこで， 彼を 見た 時， ぺ テロは イエ 
スに 言った， 「主よ， この [人] は 何を 
[する] のでしょう か」。 22 イエスは 彼 
に 言われた， 「わた しが 来る ま で 彼の 
とどまる こ とがわた しの 意志で あると 
しても， それが あなたに どんな 関係が 
あるで しょうか。 あなたは 引き続き わ 
たしの あとに 従いなさい」。  23 その 
結果， その 弟子は 死なない， という 話 
が 弟子たち の 間に 伝わった。 しかし イ 
エスは， 彼は 死なない と言われ たので 
はなく，  「わたしが 来る まで 彼のと ど 
まるこ とがわた しの 意志で あ ると して 
4, それが あなたに どんな 関係が ある 
でしょう か」 と [言われた] ので ある。 

24 これが， これらの 事に ついて 証し 
し， また これらの ことを 書いた 弟子で 
あり， わたしたちは 彼の 証し が 真実で 
ある ことを 知っている。 

25 実に， イエスの 行なわれた 事は ほ 
かに も 多く あるが， 仮に それが 事細か 
に 記される とすれば， 世界 そのものと 
いえ ども， その 書かれた 巻き物を 収め 
る ことは できないで あろうと 思う。 


ヨハネ 21:15—25  『ぺ テロ， 

死人の 中から よみがえらされ たのち 弟 
子たち に 現われた のは， これで 三度 目 
であった。 

15 さて， 彼らが 朝食を 済ませた 時， 
イエスは シモン • ぺ テロに 言われた， 
r ヨハネの 子 シモン， あなたは これら 以 
上に わたしを 愛して います か」。 [ぺテ 
口] は 彼に 言った， 「はい， 主よ， わた 
しが あなたに 愛情を 持って いる ことを 
あなたは 知って おられます」。 [イエス] 
は 彼に 言われた， 「わた しの 子羊たち 
を 養いなさい」。 16 再び， 二度目に 彼 
に 言われた， 「ヨハネの 子 シモンよ， あ 
なた はわた しを 愛し 士 います か」。 [ぺ 
テロ] は 彼に 言った， 「はい， 主よ， わ 
た しが あなたに 愛情を 持って いる こと 
を あなたは 知って おられます」。 [イエ 
ス] は 彼に 言われた， 「わたしの 小さな 
羊たち を しなさい」。 17  [イエス] 
は 彼に 三度 目に 言われた， 「ヨハネの 
子 シモンよ， あなたは わたしに 愛情を 
持って います か」。 彼が 三度 目に， 「わ 
たしに 愛情を 持って います か」 と言っ 
たので， ぺ テロは 悲嘆した。 そして 彼 
に 言った， 「主よ， あなたは すべての 
ことを 知って おられます。 わたしが あ 
なた に 愛情を 持って いる ことを， あな 
たは 気づいて おられます」。 イエスは 彼 
に 言われた， 「わた しの 小さな 羊たち 
を 養いなさい。 18 きわめて 真実に あ 
なた に 言います が， もっと 若かった 時， 
あなたは いつも 自芬で 帯を して， 自分 
の 欲する 所を 歩き回りました。 しかし 
年を取る と， あなたは 手を 伸ばし， ほ 
かの [人] が あなたに 帯を させ， あなた 


:27 :31 
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使徒たち の 活動 


1 テオ， ィ ロ 様:1 ゎたしは 蕞 紡の fe 
述 を， イエスが 行ない かつ 教え 始 
め られ たす ベての 事柄に ついて まと 
め，  2 その お選びに なった 使徒たち 
に 聖霊を 通して 命令を 与え た あと [天 
に] 上げられた 日まで [のこと を 書き ま 
した]。  3 これらの 者たち には また， 
ご 自分が 苦しみを 経たの ちに 生きて い 
る ことを 多く の 確かな 証拠に よって 示 
匕， 四十 日に わたって 彼らに 現われ， ま 
た# の 王国に 関する 事柄を 話され まし 
た。 4 そして， 彼らと 会合して おられ 
た 時に， この 指示を お与えに なり まし 
た。 「エルサレムを 離れないで， 父が 
約束され， また わたしから 聞いた もの 
を 待って いなさい。  5 ヨハネは 確か 
に 水で バプ テス マを 施しました が， あ 
なた 方は これから 幾日もた たない うち 
に 聖霊を もって バプ テス マを 施される 
からです」。 

6 さて， 集合した ときに， 彼らは [イ 
エス] に 尋ね はじめた， 「主よ， あなた 
は 今 この 時に， イスラエルに 王国を 回 
復 される のです か」。 7  [イエス] は 彼 
らに 言われた， 「父が ご 自分の 権限 内 
に 置いて おられる 時 また 時期に ついて 
知る ことは， あなた 方の あずかる とこ 
ろではありません。  8 しかし， 聖霊 
が あなた 方の 上に 到来 するとき にあな 
た 方は 力を 受 4， エルサレム でも， ユ 
ダヤと サマリアの 全土で も， また 地の 

もっと とお  ところ  (9)  しょうにん (チ） 

最も 遠い 所にまで， わたしの 証人と な 
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るでしょう」。  9 そして， これらの こ 
とを 言われた あと， 彼らが 見守る 中で， 
[イエス] は 挙げられ， 雲に 取り上げら 
れて 彼らから 見え なくなった。 10 そ 
して， [イエス] が 進んで 行く 間， 彼ら 
が 空を 見つめて いると， さらに， 見よ， 
白 l ヽ 衣を 着た 二人の 人が 彼 らのそ ばに 
立って， 11 こう 言った。 「ガリラヤ 
の 人たち よ， なぜ 空を 眺めて 立って い 
るので すか。 あなた 方の もとから 空へ 
迎え 上げられ たこの イエスは， こうし 
て， 空に 入って 行く のを あなた 方が 見 
たのと 同じ 様で 来られる でしょう」。 

12 そこで 彼らは， オリーブ山と 呼ば 
れる 山から エルサレムに 帰った。 そこ 
は エルサレムに ほど 近く， 安息日の 道 
のりで ある。 13 こうして， 中に 入る 
と， 彼らは 階上の 間に 上って 行った。 彼 
らは そこに 滞在して いたので ある。 す 
なわち， ぺ テロ， それに ヨハネと ヤコ 
ブと アンデレ， フィ リポと トマス， バ 
ル トロ マイと マ タイ， アル パヨの [子] 
ヤコブと 熱心な 者 シモン， そして ヤコ 
ブの [子] ユダであった。 14 これらの 
者たち はみ な 思いを 一つに して ひたす 
ら 祈りを 続けて いたが， 幾人 かの 女た 
ちと， イエスの 母 マリア， それに 彼の 
兄弟たち も 一緒にいた。 

15 さて， そうした 日の こと， ぺ テロは 
兄弟たち の 真ん中に 立って， こう 言っ 
た （その 群れの 人々 は 全部で 百 二十 名 
ほどであった）。 16 「皆さん， 兄桌た 


1683 


使徒 1:17—2:10  マ ッテヤ が 選ばれる。 ペンテ コス テ。 霊が 注がれる  1684 

ち， 聖 句の 成就す る こと が 必要で した。 第1 章 位を お取らせ になる のか 明らかに お 示 
それは， 聖霊が ダビデの 口により ユダ ^  |'：!8 しく ださい。 自らの 所へ 行こうと して 

かた  イマ ル 12:36  はず 

について あらかじめ 語った ものです が， ゥ 詩4 1:9  ユダは それから 外れた のです」。 26 こ 
この 人は イエスを 捕縛した 者たち の 手 ルヵ22 :47 うして 彼らに ついて くじを 引く と， く 

び  [I)  かれ  エヨハ 18:3  あ 

引きと なりました。 17 彼は わたした ォ ルヵ 6:16 じは マ ッテヤ に 当たった。 そして 彼は 

かぞ  （才）  ほうし  ヨハ 6:71  (ィ）  しと  とも  かぞ 

ちの ひとりに 数えられて， この 奉仕の 1〇：4 十一 人の 使徒と 共に 数えられた。 

つと  さんよ  (»)  ふ、，， -  [ウ 1  まつ 

務めに 参与した のです。 18  (それで， キ $ ま1 j  〇 さて， ペンテ コス テの [祭りの] 日 
実に この 人は， 不義に 対する 報酬で 畑 ク^^5  Z が 進行して いた 時， 彼らは 皆 一緒 

か  と  [ク）  お  おな  ばしょ  とつぜん はげ 

を 買い取った が， まっさかさまに 落ち ヶ 詩55:23 に 同じ 場所に いた 0  2 すると 突然， 激 

W  みま  はコ詩 69:25  かぜ  ふ  ものおと 

て， その 身は 真ん中から 音を立てて 張 ^^109:8 しい 風の 吹きつける ような 物音が 天 か 
り 裂け， その 腸は みな 注ぎ 出された の ^^^-27 ら 起こり， 彼らの 座って いる 家 全体を 

み  W 

である。 19 そのこと はまた エルザ レス 満たした。  3 そして， さながら 火の よ 

ぜんじゅうみんし  けっ  ^  した [才） かれ 

ムの 全住民に 知られる ようになり， 結 セルヵ24 ⑸ うな 舌が 彼らに 見える ようになって あ 

か  はたけ かれ  げんご  ソマ タ 28:6  くば  おのおの 

果 として その 畑は 彼らの 言語で ア ケル マル 瓜6 ちら こちらに 配られ， 彼ら 各々 の 上に 

ち  よ  使徒 1:9  かれ  せい 

ダマ， すなわち“ 血の 畑” と 呼ばれた 〇) タサ n6:7 —つず つと どまり，  4 彼らは みな 聖 

しへん  しょ  かれ  やど ところ こう  代 I  28:9  れい  み  （力] れい  かた  こと 

20 詩編の 書の 中に， 『彼の 宿る 所は 荒  ^  霊に 満たされ， 霊が 語らせる ままに 異 

はい  す もの  15-8  こくご W はなは じ 

廃す るよう に。 その 中には 住む 者が い チョ ハ6:7 〇 なった 国語で 話し 始めた ので ある。 

W  かんとく  -  てんか 

なくなる ように』， また， 『その 監督の 第- r  5 ところで， エルサレムには， 天下の 

しょく  と  [サ）  か  くにき  じん (ク）  けいけん 

職は ほかの 者が 取る ように』 と 書いて ァ康 他33 あらゆる 国から 来た ユダヤ人で， 敬虔 
あるので す。 21 それゆえ， 主 イエス ィマ タ28:16 な 人々 が 住んで いた。 6 そして， この 
がわた したち の 間を 出入り された 全 期 第2 章 音が 起こった 時， 大勢の 人が 共に やっ 
間を 通じ，  22 つまり， ヨハネに よる ゥ以 ぷ16 て 来て， あっけに 取られて しまった。 

(ス）  はじ  かれ  じ ぶん  げんご  はな 

その バプ テス マから 始まって わたした =_4:31 彼らが 自分の 言語で 話して いるのを め 

むか  （セ）  いた  オマル 1 : 8  き  じっさい 

ちの もとから 迎え 上げられた 日に 至る ヵョハ i4:26 いめいが 聞いた からで ある。  7 実際， 
まで， わたしたちと 一緣に 集まって い ペテ^ U 彼らは 非常に 驚き， 不思議 がって 言い 

ひとびと  ひとり  キ 使徒 10:46  はな 

た 人々 のうち， その 人々 のうちの 一人  nl 12：10 だした， 「まあ， 見なさい， 話して い 
が， わたしたち と共に [主] の 復活の 証 る この 人たち は 皆 ガリラヤ 人では ない 
人と なること が 必要です」。  コ以 i4 でか。8 それな のに， わたしたち がそれ 

かれ  ふたり  もの  1,11  じ ぶん  くに  げんご  き 

23 そこで 彼らは 二人の 者， つまり サ王 n!7:6 ぞれ 自分の 生まれた [国の] 言語を 聞く 
バル サバと 呼ばれ， またの 名を ユ スト 24L とは どうして なのか。 9 パル チア 人， 
という ヨセフと マ ッテヤ とを 立てた。 メディア 人， エラム 人， そして， メソ 

かれ  いの  い  X  W  M 

24 そして 彼らは 祈って 言った， 「す ソ 使徒 他2 ボタ ミア， また ユダヤと カ パ ド キア， 

もの こころ  し  夕 使徒 13:1  M  ち く (夕 1 

ベての 者の 心を 知って おられる エホバ ぺテ mi ボン トスと アジア [地区]， 10 それに 
よ， これら 二人のう ち どちらの 者を 選 ^  mi  !b；23 フリ ギアと パンフ リア， エジプト， そ 
んで ， 25 この 奉仕の 務めと 使徒 職の 地 S58 して キ レネの ほうに ある リビア 各地の 


1685  ぺ テロの 話； 最初の かぎ。 ダビデは なお 墓に いる  使徒 2：11—29 

住民， また ローマから 来て とう 留 して 第2 章 に， 太陽は 闇に， 月は 血に 変わる であ 
いる 者で， ユダヤ人 も 改宗者 も おり， 7^-256®6 ろう。 21 そして， エホバの 名を 呼び 

じん W  (ゥ ）  もと  もの  すく  W 

11 [また] クレタ 人 や アラビア 人な の ィ テト i:i2 求める 者は みな 救われる であろう」』。 
に， その わたしたちが， 拽の 壮大な 事 ゥ彻 17:11  22 「イスラエルの 皆さん， この 言葉 

柄に ついて 彼らが わたしたちの 国語で I4H1:14 を 聞いて ください。 ナザレ 人 イエス， 

はな  き  たし  オマタ 28:16  がた  し 

話す のを 聞いて いるの だ」。 12 確か 72 それは， あなた 方 も 知っている とおり， 
に， 彼らは みな 非常に 驚き， また 当惑し  ^  22:1 裡 がその 人を 通して あなた 方の ただ 中 
て， 「これは どういう ことなの か」 と +??125；75 で 行なわれた 強力な 業と 異兆 としる 

たが  い  あ  おおやけ 

互いに 言い合った。 13 しかし， ほか ク^ しにより， M によって あなた 方に 公 
の 者たち は 彼らを あざけって， 「甘い ゼ ヵ12:10 に 示された 人です が，  23 あなた 方は 
ぶどう酒に 満たされて いるの だ」 と 言 ^ 3X2：28 この [人]， すなわち 拽の 定まった み 旨 

コ民 11:29  よち  ひ  わた  かた [キ1 

いだした。  益ぱ と 予知と によって 引き渡された 方を， 

14 しかしべ テロは 十一 人の 者と 一緒  31 12:10 不法な 人々 の 手に より 杭に 打ち付けて 

に 立ち上がり， 声を 上げて 彼らに こう _ 除き 去りました。 24 しかし# は， 死 

発言した。 「ユダヤの 皆さん， そして エ 第二 欄 の 苦しみを 解いて この 方を 復活 させ ま 
ルサ レムの 住民の すべての 方たち， こ ?3:24 しナ こ。 この 方が それに 堅く 閉ざされた 
のこと を 知って ください。 わたしの 言 ィマ タ ％29 ままで いる ことは できなかった からで 
うこと に 耳を 向けて ください。 15 実 ゥだぽ L す。 25 ダビデ もこの 方に ついて こう 
際に， この [人たち] は， あなた 方が 思 ェマ タ 2:23  言って います。 『わたしは エホバを 絶 

よ  [キ）  じ ぶん  まえ  ゆ 

うように 酔って いるので はありません。 才^; &1Q えず 自分の 目の前に 見た。 わたしが 揺 

いま ひるま だいじ  つし、  うご 

今は 昼間の 第三 時な のです。 16 それ ヵル ヵ 24:19 り 動かされる ことが ないよう わたしの 
どころ か， これは 預言者 ヨ エルを 通し —  5  右に いてく ださる からで ある。  26 こ 

い  ことがら  い  キル カ 24:44  こころた の 

て 言われた 事柄です。 17 『独は 言われ  ^  ^s1 の ゆえに わたしの 心は 楽しくな り， わ 
る， 「そして 終わりの 日に， わたしは  〇11:2° たしの 舌は 大いに 歓ん だ。 その上， わ 

じぶん  れい  いく  クルカ 23:33  にくたい  きぼう  す 

自分の 霊の 幾らかを あらゆる たぐいの  ^  5:30 た しの 肉体まで が 希望のう ちに 住まう 

にく  もの  そそ  （ク）  がた  使徒 7:52  【ス）  たましい 

肉なる 者の 上に 注ぎ 出し， あなた 方の  >  詩 9:13  であろう。 27 あなたは わたしの 魂を 

むすこ  むすめ  よ げん  わか  す  お  ちゅうせつ 

息子 や 娘たち は 預言し， あなた 方の 若 コ詩 16:10 ハ デスに 捨て置かれず， あなたの 忠節 

もの  まぼろし  ろうじん  ゆめ  使徒 3:15  もの  くさ  ゆる 

者たち は 幻を 見， 老人たち は 夢を見る  ^64if  な 者が 腐れを 見る こ ともお 許しに なら 
であろう。 18 そして， わたしの 男 奴 ミ 5 ちゐ ないから である。 28 あなたは 命の 道 

れい  おんな どれい  し 

隸の 上に も， 女 奴隸の 上に も， わたし サョハ lthlS を わたしに 知らせて くださった 0 あな 

じ ぶん  れい  そそ  かれ  かお  たの  み 

は その 日に 自分の 霊を 注ぎ 出し， 彼ら シ 胃16:8  たはみ 顔を もって わたしを 楽し さで 満 

は 預言す るであろう。 19 また わたし 7_16:9  たして くださる であろう』。 

うえ  いちょう  した  ち  セ 詩 16:10  みな  きょうだい  かちょう 

は， 上は 天に 異 兆を， 下は 地に しるしを， 使徒は35  29 「皆さん， 兄弟たち， 家長 ダビデ 

ち  けむり  きり  あた  m  かれ  し [夕）  ほうむ 

血と 火と 煙の 霧と を 与える 0  20 エホ ソ 詩16:11 について は， 彼が 死に， かつ 葬られ， 

かがや  とうらい  まえ  ^7  o.in  はか  こんにち 

バの大 いなる 輝かしい 日が 到来す る 前  13:36 その 墓が 今日まで わたしたちの 中に あ 


使徒 2:30—3:2  イエスは 高められた。 3,000 人が パプ テス マを 受ける  1686 

がた  い  とおは な  (7) 

る ことを， あなた 方には ばからずに 言 第2 章 遠く 離れた すべての 人， わたしたちの 
うこと がで きます。  30 したがって， 7Sn89；f  裡 エホバが その もとに 召される 人す ベ 

かれ  よげんしゃ  こし  み  ひとり  詩 132:11  たい 

彼は 預言者で あり， その 腰の 実の 一人 ィ詩 i6:io  てに 対する ものな のです」 0  40 そし 
を 彼の 至 座に i かせる と， 神が 誓言を て 彼は 他の 多くの 言葉で 徹底的な 証し 

ちか  —し  はミ丄  とすす  ぃ 

もって 誓ってく ださった ことを 知って 12  3；15 をし， しきりに 説き勧めて 彼らに 言っ 
いたの#， 31 キリストの ife を l!k 1 了 S4 た， 「この 曲がった 世代から 救われな 

かれ  みす  ぺテ I  3:22  かれ  ことば  しん 

し， それにつ いて， 彼が ハ デスに 見捨 才^^4〗26 さい」。 41 そのため， 彼の 言葉を 心 

にくたい くさ  .使徒!:?。  ぅ  ぃ  もの 

てられず， その 肉体が 腐れを 見る こと ^^^〇3：；3 から 受け入れた 者たち は パプ テス マを 

かた  [イ）  ^7  #||  1 ^  {エ）  たましい くわ 

もない と 語った のです。 32 この イエ 7  7^  20:43 受け， その 日に およそ 三千 人の 魂が 加 

ふっかつ  コ I 15:25  闭  かれ  し と 

ス を# は 復活 させた ので あり， わたし ヘプ i<m3 えられた 0  42 そして， 彼らは 使徒た 

たちは 皆 その 事の 証人です。 33 それ ちの 教えと， [互いに] 分かち合 うこと， 
で， この 方は 裡の 右に 高められ， 約束  5；31 食事を 取る ことと 祈りと に その後 も専 

せいれい  ちち  う  闭  ササ 1124:10  ねん 

の 聖霊を 父から 受けた ので， この， あな  »  73:21 念した。 

がた  みき  そそ  シル カ 3:10  じつ  おそ  たましい のぞ 

た 方の 見聞きす る ものを 注ぎ 出された 43 実に， 恐れが すべての 魂に 臨む よ 
のです。 34 実際 ダビデは 天に 上り ま  26；2? うにな り， 多くの 異兆 やしる しが 使徒 
せんで したが， 自らこう 言って います。 ^^26；28 たちを 通して 起こり はじめた ので ある。 
『エホバは わたしの 主に 言われた ，「わ ソ y2:9  44 信者と なった 者たち は 皆と もに す 

たしの 右に 望って いなさい。 35 わた S9 ベての 物を 共有し， 45 また， 自分た 
しが あなたの 敵を あなたの 足 台と して &  3X2:28 ちの 所有物 や 財産を 売って は， それ ぞ 

す  （ク）  ひつよう  おう  しゅうえき 

据える までは」』。 36 ですから， イス 第二 欄 れの 必要に応じて， その [収益] をす ベ 
ラエルの 全家は， 裡が この 方を， あな ァ ての 者に 分配す るので あった。 46 そ 

がた  くい  W  しゅ 【コ）  イ -て o-S?  おも  ひびた  しん 

た 方が 杭に つけた この イエスを， 主と ゥ *32:5  して， 思いを 一つに して 日々 絶えず 神 

詩 78:8  でん  W  こじん  いえいえ  しょくじ 

も， キリス トと もされた ことを はっき ガラ I:4  殿に おり， また 個人の 家々 で 食事を し， 

し  フイ 2:15  よろこ  せいじつ  こころ  しょく 

りと 知って く ださい」。  H ぱ 大 いなる 歓 びと 誠実な 心と をもっ て 食 

37 さて， これを M くと， 癌ら は'^ を I』 才 益;? f 物を 共に し， 47 裡を 賛美し， 民の す 

W  しと  い  使徒 5:14  こう 上、  う  M  ど 1 L 

され， ぺ テロ や ほかの 使徒たち に言っ ヵフ ィ I:5 ベてから 好意を 受けた。 同時に エホバ 

みな  きょうだい  キ 使徒 2:46  すく  もの  [夕）  かれ 

た， 「皆さん， 兄弟たち， わたしたち は， 救われて ゆく 者たち を 日 ごとに 彼 

トン）  ヶ 二1?  くゎ  （チ】 

はどうしたら よいので すか」。  38 ぺ コ爲; ば ら に加えて ゆかれた。 

テロは 緩ら に [备っ た]， 「4 ぃ ぁぬな 1了?、=  Q さて， ぺ テロと ョハネは S 九 • 

(ス）  がた  使徒 4:34  いの  じ かん  しんでん  のぼ 

さい 0 そして あなた 方 ひとりひとり スル ヵ24:53  V 祈りの 時間の ために 神殿に 上って 

つみ  ゆる （セ}  セ 伝 9:7  い  はは  たい  とき 

は， 罪の 許しの ために イエス •キリス 14；f 行った。 2 すると， 母の 胎 [を 出た 時] 
卜の 名に おいて バプ テス マを 晏 けなさ  ||  から 足の なえて いる ある 人が 運ばれて 

じ1。 そうすれば， 黛 後の 驗 孓 して 藍 チ 5:14 存 くと ころでぁった。 欠？ は， ‘‘"1 くじ1，， 

れい  やくそく  [ツ）  よ  しんでん  と ぐち  ちか  かれ 

霊を 受ける でしょう。 39 この 約束は  と 呼ばれる， 神殿の 戸口の 近くに 彼を 

がた  こども  ^  °  - 

あなた 方と あなた 方の 子供たち， また ッ 使徒 10:30 テョ ハ 9:1; 使徒 14:8; 卜 使徒 3:10。 


1687  ぺ テロは 足な えの 人を いやす。 命の 主要な 代理者を 殺した  使徒 3：3—19 

日 ごとに 置いて やり， 神殿に 入る 人た 第3 章 ぜ この ことで 不思議 がって いるので す 
ちから 彼が 憐れみの 施しを 求められる 73"  9:8 か。 また なぜ， わたしたちが 個人の 力 

(7)  づルカ 11:41  けいけん  せんしん  ある 

ようにす るので あった 0  3 ぺ テロと ゥ 使徒 14:9 や 敬虔な 専心に よって この 人を 歩かせ 

ヨハネが ちょうど 神殿に 入ろうと する 
のを 見て， 彼は 憐れみの 施 しを もらい 
たいと 頼み はじめた。  4 しかし， ぺ 
テロは ヨハネと 共に 彼を 見つめて 言っ 
た， 「わたしたちを 見なさい」。  5 そ 
こで 彼は， 何 かもら える ものと 期待し 
て ふたりに じっと 注意を 向けた。 6 し 
かしべ テロは 言った， 「銀 や 金は わた 
しにありません が， わた しに ある もの， 

それを あなたに 与えます。 ナザレ 人イ 

け）  ある 

エス • キリス トの 名に おいて， 歩きな 
さい！」 7 そう して [ぺ テロ] は， 彼の 
右手を つかんで 起き上がらせた。 たち 
どころ に， 彼の 足の裏と くるぶしの ^ 

とは 強固に なった ので ある。  8 そし 
て 彼は 躍り上がって 立ち， 歩きは じめ 
た。 そうして， 歩いたり， 躍ったり， 

控を 賛美したり しながら， 彼らと 共に 

しんでん  （コ）  たみ [サ）  ルカ 23:14  がた 

神殿の 中に 入った。 9 それで， 民は キ 3,、12:1 しての 信仰が， あなた 方す ベての 見る 
みな， 彼が 歩いて 神を 賛美して いるの ク ところで， この 全くの 健やか さを この 

_ かれ  ^  23:18  あた  きょうだい 

を 見た。 10 さらに， 彼の こと， つま ヶ 使徒5: si 人に 与えた のです。 17 さて， 兄弟た 
りこれ が， 憐れみの 施しを 求めて 神殿 コル ヵ 24:48 ち， わたしは あなた 方が， あなた 方の 
の“ 美しの 門” のと ころに いつも 座っ  使徒2: 32 支配者たち もそう であった ように， 無 
ていた 人で ある ことに 気づく ようにな 知に よって 行動した ことを 知ってい ま 

お  し  ひじょう おどろ ンル カ^4 

り， 彼に 起きた ことを 知って 非常な 驚  ヽ ニも す。 18 しかし， このよう にして 迚 は， 
きと 狂喜に 満たされた。  ス すべての 預言者の 口を 通して あら かじ 

め 発表され た 事柄， すなわち， ご 自分 
：?5 の キリストが 苦しみを 受ける という こ 
f とを 成就され たのです。 

18  19 「ですから， あなた 方の 罪を 塗り 

11  け  M  く  あらた  （v) み 

>2 消して いただく ために， 悔い改めて 身 
12 を 転じなさい。 さわやかに する 時期が 


11 そこで， その 人が ぺ テロと ョハ 53 
ネに 取りす がって いると， 民の すべて  22 
が ひどく 驚いて， ソロモンの 柱 廊と呼 セ ブガ 
ばれる 所に いた 彼らの もとに 走り 寄っ 2： 

き  たみ タ エゼ 33 

て 来た。 12 これを 見て， ぺ テロは 民 ヱフ心 

い  みな  ぺテ I 4 

に 言った， 「イスラエルの 皆さん， な チィザ 28 


たので も あるかの ように， わたしたち 
を 見つめて いるので すか。 13 アブ ラ 
ハムと イサクと ヤコブの 裡， わたした 
ちの 父祖の 神は， ご 自分の 選 イエスに 
栄光を お与えに なりました が， あなた 

がた  かた  ひ  わた （才） 

方と しては この 方を 引き渡し， ピラト 
が 釈放し ようと 決めて いたのに， その 
面前で この 方を 否認し ました。 14 そ 
うです， あなた 方は その 聖 にして 義な 
る 方を 否認し， 殺人を した 男が 赦免 さ 
れる ことを 求め， 15 —方では， 命の 
主要な 代理者を 殺しました。 しかし# 
はこ の 方を 死人の 中 か ら よみがえらせ 
たので あり， わたしたちは その 事の 証 
人です。 16 その 結果， この 方の 名が， 
その 名に 対する [わたしたちの] 信仰に 
よって， あなた 方が 見て おり， また 知っ 
て もい る この 人を 強く し， その 方を 通 


使徒 3:20—4:12  ぺ テロと ヨハネは 捕らえられる  1688 


エホバの みもとから 到来し，  20 あな 
た 方の ために 任命され た キリス ト， イ 
エスを 遣わして いただける ようにす る 
ためです。 21 まさに， 天は この 方を， 
拽が 昔の ご _ 分の聖 なる 預言者た ちの 
口を 通して 語られた すべての 事柄の 回 
復の 時まで， その内に とどめて おかな 
ければ なりません 0  22 実際， モーセ 

は 言いました， 『エホバ 独は， あなた 
方の ために， あなた 方の 兄弟たち の 中 
から， わたしの ような 預言者を 起こさ 
れ るであろう。 あなた 方は， その 語る 
すべての 事柄に 応じて 彼に 聴き 従わね 

[才）  よ げん しゃ 

ばなら ない。  23 まさに， その 預言者 
に 聴き 従わない 魂は 民の 中から 完全に 
滅ぼされる であろう』。  24 そして， 実 
際， サム エル 以来の すべての 預言者， お 
よび それに 続いた 人々， およそ 語った 
者は 皆， やはり この 時代の ことを はっ 
きり 告げ 知らせました。 25 あなた 方 
は 預言者た ちの 子， また， 神が アブ ラ 
ハムに， 『そして， あなたの 胤に よって 
地の すべての 家族は 祝福を 受ける であ 
ろう』 と 言って， あなた 方の 父祖と 結 
ばれた 契約の [子] です。 26 拽 は， ご 
自分の 僕を 起こされ たのち， 邪悪な 行 
為から 各々 を 転じさせて あなた 方を 祝 
福す るた め， まず あなた 方のと ころに 

かた  つか 

その 方を 遣わされた のです」。 

A さて， [二人] が 民に 話して いる 間 
i に， 祭司 長たち， そして 神殿の-揮 

かん (サ）  びと  [シ） 

官やサ ド カイ 人たち がその もとに やっ 
て 来たが，  2 彼らが 民を 教え， イエ 
スに 起きた 死人の 中からの 復活に つい 
て はっきり 告げ 知らせて いるので， い 


第 3 章 


才申 18:18 
使徒 7:37 

力 申 18:19 

キル カ 24:27 
使徒 10:43 

ク創 22:18 
ガラ 3:8 


第 4 章 

サ ルカ 22:4 
シ 使徒 23:8 


第二 欄 

ァ 使徒 4:33 
使徒 17:18 

イ ルカ 21:12 


ェ 使徒 2:41 
使徒 6:7 


オマル 13:9 


カ ルカ 3:2 
ョハ 18:13 


キマタ 26:57 
ルカ 3:2 


ら だっていた。  3 そして， 彼らに 手を 
かけて 捕らえ， 次の 日まで 拘留した。 
すでに 夕方に なって いたから である。 
4 しかし， 話された ことを 聴いた 人々 
のうち 大勢の 者が 信じ， 男の 数は およ 
そ 五 千 人に なった。 

5 次の 日， エルサレムでは， 人々 の 
支配者， 年長者， 書士 たちが 集められ 

W  さいし ちょう  （力】 

た。 6  (祭司 長 アン ナス， それに カヤ 
ファと ヨハネと アレクサンデル， また 
祭司 長の 身内の 者たち 全員 も [集ま っ 
た]。）  7 この 人たち は 彼らを 自分た 

ちの 真ん中に 立たせて， 尋ねは じめ た， 
「どんな 権限で， また だれの 名に おい 
て， あなた 方は この ことを 行なった の 
か」。 8 その 時べ テロは， 聖霊に 満た 

W かれ  い 

されて 彼らに こう 言った。 

たみ  し はいしゃ  ねんちょうしゃ  かたがた 

「民の 支配者と 年長者の 方々， 9 も 
しわた したち が 今日， 病気の 人に 対す 
る 善行の ために， だれに よって この 人 
がよく なった かにつ いて 調べを 受けて 

がた 

いるので したら， 10 あなた 方の すべ 
てと イスラエルの 民の すべては 知って 

じん  m 

ください。 ナザレ 人 イエス •キリス ト， 

くい  かた [シ i 

つまり あなた 方が 杭に つけた 方， しか 

しにん  W 

し# が 死人の 中から よみがえらせた 方 


ケ 使徒 7:55 

コ 使徒 3:7 

サマタ 2:23 
使徒 3:6 


シ 使徒 2:36 

ス 使徒 2:24 
使徒 5:30 

セ 詩 118:22 


使徒 10:43 
フイ 2:9 


の 名に おいて， この 方に よって， この 人 
が ここ， あなた 方の 前に 健やかな 姿で 
立って いるの だとい うこと を。 11 こ 
の 方 こそ， 『あな た 方 建築 者た ちに よ 

と  た  あつか 

り 取る に 足りない ものと して 扱われた 

すみ  かしら  te) 

のに 隅の 頭と なった 石』 です。 12 さ 
ら に， ほかの だれに も 救いは ありませ 
ん。 人々 の 間に 与えられ， わたした 

え  (v) 

ちが それに よって 救いを 得るべき 名 


1689  『話す のを やめる わけには いかない』。 大胆 さを 祈り 求める  使徒 4:13—30 


は， 天の下に ほかにない からです」。 

13 さて， ぺ テロと ヨハネの おくする 
ことのない 話し方を 見， また それが 無 
学な 普通の 人で ある こと を知っ た 時， 
彼らは 不思議に 思う のであった。 そし 
て， その [二人] について， 彼らが いつも 
イエスと 一緒にいた ことに 気づく よう 
になった。 14 また， 治して もらった 
男が その [二人] と 一緒に 立って いるの 
を 見て いては， 反 ばくしよう にも 言う 
べき ことがなかった。 15 そこで， サ 
ンへ ドリ ン 広間の 外に 出る よう 彼らに 
命令し， それから， 互いに 相談を b め 
て， 16 こう 言った。 「この 人たち を 
どうしたら よいの か。 実際のと ころ， 
人目を 引く しるしが 彼らを 通して なさ 
れ， それは エルサレムの 住民 すべてに 
明らかな の だ。 我々 としても それを 否 
定 する わけには ゆかない。 17 しかし 
そうでは あるが， 民の 間に これ 以上 広 
まること がない よう， もうこの 名に よっ 
てだれに も いっさい 語らぬ よう， 脅し 
を 加えて 命じて おこう」。 

18 そうして 彼らを 呼び， どこに おい 
て も イエスの 名に よって 何 か 口にした 
り 教えたり する ことは ないように， と 
言い渡した。 19 しかし， それに 答えて 
ぺ テロと ヨハネは 彼らに 言った， 「裡 
よりも あなた 方に 聴き 従う ほうが， 迚 
から 見て 義に かなった ことなの かどう 
か， あなた 方 自身で 判断して ください。 
20 しかし， わたしたちと しては， 自分 
の 見聞き した 事柄に ついて 話す のを や 
める わけには いきません」。  21 そこ 
で， さらに 脅した のちに， 彼らを 釈放 
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ア ヨハ 1:12 

ョハ 14:6 


カ ョハ 11:47 


キ 使徒 3:9 


ク 使徒 5:40 
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使徒 5:26 


イ 使徒 12:12 


ウ詩 55:16 


ェ啓 6:10 


才出 20:11 
ネへ 9:6 
詩 146:6 
啓 10:6 


カサ n  23:2 


キ詩 2:1 


ク詩 2:2 


ケル カ 23:12 


コ 使徒 3:13 
ヘプ 7:26 


サ詩 45:7 
使徒 10:38 


シ イザ 53:10 
ルカ 24:44 
使徒 2:23 
ぺテ I 1:20 


スイ ザ 37:17 


セイ ザ 58:1 
使徒 19:8 


ソ 使徒 3:26 


した。 彼らを 罰する 理由が 何も 見あた 

たみ  (7] 

ら なかった からで あり， また 民の ため 
でも あった。 起きた 事柄に ついて， み 
ん なが 独の 栄光を たたえて いたからで 
ある。  22 このい やしの しるしが 起き 
た 人は 四十 歳を 過ぎて いたので ある。 

23 釈放され たのち， 彼らは 自分たち 
の 仲間のと ころに 行き， 祭司 長 や 年長 
者たち が 言った 事柄 すべてを 伝えた。 
24 それを 聞く と， 彼らは 思いを 一つに 
し， 独に 向かい 声を 上げて こう 言った。 

「主権者なる 主よ， あなたは， 天と 
地と 海と その 中の すべての ものを 造ら 
れた 方で あり， 25 また， 聖霊を 通じ， 
あなたの 僕， わたしたちの 父祖 ダビデ 
の 口に よって 言われ ま した， 『なぜ 諸 
国民は 騒ぎ 立ち， もろもろの 民は むな 

ことがら  おも  めぐ  W  ち 

しい 事柄を 思い巡らした のか。 26 地 
の 王たち は 立ち 構え， 支配者た ちは 一 
団 となって エホバに 逆らい， その 油 そ 
そがれた 者に 逆らった』 と。  27 まさ 
しく， へ ロ デと ポンテオ •ピラ トの 両 
人は， 諸国の 人々 と共に， また イスラ 
エルの 諸 民と 共に， あなたの 聖 なる 
僕 イエス， あなたが 油 そそいだ 方に 逆 
らっ てこ の 都市に 実際に 集ま りました。 
28 あなたの み 手と み 旨に よって， 起こ 
る こ とが あら か じめ 定め られた 事柄を 
行なうた めでした。 29 それで 今， エ 
ホ パよ， 彼らの 脅しに 注意を 向け， あ 
な たの 奴隸た ちが あらんかぎり の 大胆 
さを もっ てみ 言葉を 語 りつ づける こと 
がで きる ようにして ください。  30 そ 
して， いやしの ためにみ 手を 伸ばして 
くださり， あなたの 聖 なる 僕 イエスの 


使徒 4:31—5:11  アナ ニアと サッ ピラは 偽りを 語る  1690 


名に よってし るし や 異 兆が 起 きます よ 
うに」。 

31 こうして 祈願を 終える と， 彼ら 
の 集まって いた 場所は 揺り動いた。 そ 
して 彼らは ひとり 残らず 聖霊に 満たさ 

(x)  ことば  だいたん  かた  [才） 

れ ，裡の 言葉を 大胆に 語る のであった。 

32 さらに， 信じた 大勢の 人々 は 心 
と 魂を 一つに し， だれ ひとり， 自分の 
所有す る 物に ついて， それが 自分の も 
の だとは 言わなかった。 彼らは すべて 
の 物を 共有した ので ある。  33 また， 
使徒たち は大 いなる 力を もって ま イエ 
スの 復活に 関する 証し を 続けた。 そし 
て， 過分の ご 親切が 彼らす ベての 上に 
豊かに あった。 34 事実， 彼らの 中に 
困窮して いる 者は ひとり もい なかった。 
畑 や 家を 所有して いた 者は みな それを 
売り， 売った 物の 代金を 携えて 来て， 
35 使徒たち の 足 もとに 置く ので あっ 
た。 一方， 各人の 必要に応じて， それ ぞ 
れに 分配が なされた ので ある。 36 こ 
うして ヨセフ， それは 使徒たち から バ 
ルナ バ という またの 名を 与えられた 者 
で， それは， 訳す と， “ 慰めの 子” と 
いう 意味であった が， この レビ 人で キ 
プロス 生まれの 人は，  37 ある 土地を 
所有して いたので， それを 売り， その 
金を 持って来て 使徒たち の 足 もとに 置 

ぃ /こ 

5 しかしながら， アナ ニアと いう 名 
の 人は， 妻サッ ピラと 共に， 所有 
物を 売って 2 その 代価を 幾らか ひ 
そかに 取って おき， それにつ いては 妻 
も & って いたの だが， ただ 一部 だけを 
持っ て 来て 使徒たち の 足 もとに 置い 


シ 使徒 11:22 
使徒 12:25 


ネ こ。 3 しかし ぺ テロは 言った， 「アナ 
ニアよ， なぜ サタンは あなたを 厚顔に 
ならせて， 聖霊に 対して 虚偽の 振る舞 
いを させ， 畑の 代価の 幾らかを ひそか 
に取っ て おくよう な ことを さ せた ので 
すか。 4 あなたの もとに ある 間， それ 
は そのまま あなたの ものだった のでは 
ありま せんか。 そして， 売った 後 も， 
それは 引き続き あなたの 管理の もとに 
あった ではありません か。 このような 
行為を 心の中で もくろん だのは どうし 
てです か。 あなたは， 人に ではなく， 
拽 に対して 虚偽の 振る舞いを したので 
す」。 5 この 言葉を 聞く と， アナ ニア 
は 倒れて 息 絶えた。 そして， そのこと 
を 聞く すべての 者に 大 いなる 恐れが 生 
じた。 6 しかし， 若手の 人々 が 立って 
彼を 布に 包み， 運び出して 葬った。 

7 さて， 三時 間 ほど たって から， 彼 
の 妻が 起きた 事を 知らずに 入って 来た。 
8 ぺ テロは 彼女に 言った， 「わたしに 
言って ください。 あなた 方 [二人] は 畑 
を これ だけの 値で 売った のです か」。 彼 
女は 言った， 「はい， これ だけです」。 
9 そこでべ テロは 彼女に [言った]， 「あ 
なた 方 [二人] が 示し合わせて エホバの 
霊を 試す とは どうした ことです か。 見 
よ， あなたの 夫を 葬った 者たち の 足が 
戸口に あります が， 彼らは あなたを 運 
び 出す でしょう」。 10 彼女は たち どこ 
ろに [ぺ テロ] の 足 もと に 倒れて 息 絶え 
た。 若者たち が 入って 来て みると， 彼 
女は 死んで いた。 そこで 彼女を 運び出 
し， 夫の わきに 葬った。 11 その 結果， 
会衆 全体， および この 事に ついて 聞く 
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すべての 者に 大 いなる 恐れが 生じた。 

12 そのうえ， 使徒たち の 手を 通し 
て その後 も 多く のしる しや 異 兆が 民の 
間に 起こった。 そして 彼らは 皆 そろ っ 
て ソロモンの 柱廊 にいた。 13 ほか 
の 者たち はだれ も 彼らに 加わる 勇気を 
持って はいなかった が， それでも 民は 
彼らを ほめたてる のであった。 14 そ 
れ ばかり か， 主を 信じる 者が， 男 も 女 
も 大ぜい 加えられて いった。 15 その 
ため， 人々 は 病人を 大通りにまで 連れ 
出して 来て， そこで 小さな 寝床 や 寝台 
に 横たえ， ぺ テロが そばを 通る 際， せ 
めて その 影で も [病人] の だれかに かか 
るよう にした。 16 また， エルサレム 
周辺の 都市の 大勢の 人が， 病気の 人 や 
汚れた 霊に 悩まされる 者たち を 連れて 
集まって 来た。 そして， 彼らは ひとり 
残らず 治される のであった。 

17 しかし， 大祭司 および それと 共に 
いたす ベての 者， すなわち そのころ 存 
在して いた サド カイ 派の 人々 は， 立ち 
上がって ねたみに 満たされ， 18 使徒 
たちに 手を かけて 捕らえ， 彼らを 公の 
拘留 場に 入れた。 19 しかし， 夜中に 
エホバの み使いが 獄の 戸を 開き， 彼ら 
を 連れ出して， こう 言った。 20 「行 っ 
て， 神殿の 中に 立ち， この 命に ついて 
言われた すべての ことを 民に 語り つづ 
けなさい」。  21 これを 聞いて から， 彼 
らは 夜明けに 神殿の 中に 入って 教えは 
じめ た。 

さて， 大祭司 および それ と共にい る 
者たち が 到着して， サン ヘドリン， ま 
た イスラ エルの 子ら の 年長者 会の 全員 
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を 召集 し， 彼らを 連れて来させる ため 
に 人を 牢屋に 遣わした。 22 しかし， 
下役たち がそ こに 着いて みると， 獄の 
中に 彼らは いなかった。 それで 戻って 
来て， 報告して 23 こう 言った。 「わ 
たし どもが 見ました ところ， 牢屋には 
全く 厳重に 錠が かけて あり， 戸のと こ 
ろには 番人たち が立っ てい ま したが， 
開けて みると， 中には だれも おり ませ 
ん でした」。 24 そこで， 神殿の 指揮 
官も 祭司 長たち もこの 言葉を 聞き， こ 
れ はいった いどうい うこと になる のか 
と， これらの 事で すっかり 途方に 暮れ 
てし まった。 25 しかし， ある 人が やっ 
て 来て， 彼らに こう 報告した。 「ご覧 
なさい， あなた 方が 獄に 入れた 者たち 
は 神殿に おり， 立って 民を 教えて いま 
す」。 26 そこで 指揮官は 自分の 下役 
たちと 一緒に 出かけて 行き， そうして 
彼らを 連れて来 たが， 手荒な ことは し 
なかった。 民に 石 打ちに される のを 恐 
れ ていたから である。 

27 こうして 彼らを 連れて来て， サン 
ヘドリン 広間に 立たせた。 そして， 大祭 
司が 彼らに 質問して 28 言った， 「こ 
の 名に よってもう 教えて はならない と 
きっぱり 命じて おいた のに， 見よ， あ 
なた 方は エルサレムを あなた 方の 教え 
で 満たして しまい， しかも， この 人の 
血を わたしたちに もたらそうと 決めて 
いる」。  29 それに 答えて ぺ テロと [ほ 
かの] 使徒たち は 言った， 「わたしたち 
は， [自分たち の] 支配 善と して 人間よ 
り裡に 従わねば なりません。 30 わた 
したち の 父祖の 独は イエスを， あなた 
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使徒 5：31—6：4  ガマ リエル。 

S が 初; に A けて 殺した その 方を よみが 
えらせ ました。 31 神は この 方を 主要 
な 代理者 また 救い主と して ご 自分の 右 
に 高めました。 それは， イスラエルに 
悔い改めを， また 罪の 許しを 与える た 
めです。  32 そして， わたしたち はこ 

こと  しょうにん  （ク） せいれい 

れらの 事の 証人で あり， 聖霊 もまた そ 
うです。 裡は それを， 支配者と しての 
ご 自分に 従う 者た ちに お与えに なり ま 
した」。 

33 これを 聞く と， 彼らは いたく 身 
を 切られる ように 感じ， この 者たち を 
き 去って しまいた いと 思う ので あっ 
た。 34 しかし， ある 人が サンへ ドリ 
ンの 中で 立ち上がった。 それは ガ マリ 
エルと いう 名の パリ サイ 人で， 民の す 
ベて か ら 重ん じられ る 律法 教師で あ っ 
たが， 彼は， この 人々 を しばらくの あい 
だ 外に 出す ようにと 命令した。 35 そ 
れ から， 彼らに こう 言った。 「イスラ 
エルの 皆さん， この 人たち を どうす る 
かにつ いては， 自分の しようと する こ 
とに 注意して ください。  36 例えば， 

さき  みず か 

先 ごろ チウ ダが 立ち上が って 自ら ひと 
かどの 者と 称 し， かなりの 数の 男たち， 

およそ 四百 人が その 一味に 加わ り まし 

(vj  かれ  のぞ  さ  したが 

た。 しかし， 彼は 除き 去られ， 従って 
いた 者たち もみな 追い散らされて 跡形 
も なくなり ま した。  37 彼の あとに， 

ガ リラ ヤ人ユ ダが 登録の ころに 立ち上 
がり， 民を 引き込んで 自分に 付かせ ま 
した。 です が， その 者は 滅び， 従って 
いた 者 もみな 散り散りに なりました。 

38 ですから， 今の 状況 下で あなた 方に 
言います が， この 人たち に 手出しせ ず， 


家から 家へ 宣べ伝 又る 
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(この 企て， 


彼らを ほって おきなさい。 

また こ の 業が 人間 か ら出 たもので あれ 

< つがえ  w 

ば， それは 覆される からです。 39 し 

M 

かし， それが 拽 からの ものである とし 

たら， あなた 方は 彼らを 覆す ことは で 

[ゥ 1 

きません。） さもないと， あなた 方は， 
実際には# に 対 して 戦う 者と な っ てし 

(X) 

まう かもしれ ません」。  40 そこでみ 
ん なは 彼 [のこと ば] に 注意を 向け， 使 
徒たち を 呼び出して むち 打ち， イエス 
の 名に よって 語る のを やめる ようにと 
命じてから， 彼らを 去らせた。 

もの  かれ 

41 そのため， これらの 者は， 彼の 名 

はずかし  [キ）  た 

のために _ めら れ るに 足る 者と された 
ことを 歓 びつつ， サン ヘドリンの 前 か 
ら 出て 行った。 42 そして 彼らは 毎日 
神殿で， また 家から 家へ とた ゆみな く 
教え， キリスト， イエスに ついての 良 
いたより を宣 明し 続けた ^ 

バ さて， そのころ， 弟子が 増えて い 
° た 時で あるが， へ ブライ 語を 話す 
ユダヤ人 に対して ギリシャ 語を 話す ユ 
ダヤ 人が つぶや くと いう ことが 起こ っ 
た。 その やもめた ちが 日 ごとの 分配 

めん  みす  W 

の 面で 見過ごされて いたから である。 

もの  おおぜい  で し 

2 そこで 十二 人の 者は， 大勢いた 弟子 
を 自分たち の もとに 呼んで， こう 言っ 

しょくたく  しょくもつ  ぶんぱい 

た。 「食卓に [食物を] 分配す る ことの 
ために わたしたちが® の 言葉を 差し置 

よろこ  （セ） 

くのは 喜ばしい ことではありません。 
3 それで， 兄弟たち， あなた 方の 中 か 
ら， 霊と 知恵に 満ちた 確かな 男子 七 人 
を 自分たち で 捜し出しなさい。 わたし 
たちが その 人たち を 任命して この 必要 
な 仕事に 当たらせる ためです。  4 し 


3  4  0  3 

ザ カ 徒 徒 
ィル使 使 
キ 
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いの  こと  ことがら  かた  [ア）  たと 

かしわた したち の ほうは， 祈りと み 言 第 6 章 らう 事柄を 語って やめません 0 14 例 
葉の 奉仕と に 専念す る ことにします」。 2\41 え ば， わたしたちは 彼が， この ナザレ 人 

はな  おおぜい もの ぜん <  ^  H-24  ばしょ こわ 

5 こうして 話された ことは 大勢の 者 全 ゥ 使徒2 1:8 イエスは この 場所を 壊し， モー セが わ 
員の 喜ぶ ところと なった。 それで 彼ら 1 徒34 ふ 7 たしたち に 伝えた いろいろな 習慣を 変 

しんこう  せいれい  み  [ィ）  使徒 13:3  い  き 

は， 信仰と 聖霊に 満ちた 人 ステファノ，  ^ 14:23 える であろう， と言うのを 聞きました」 0 

!ゥ1  テモ I  4:^  ざ 

および フィ リポ， プロ コロ， ニ カノ ル， JJ；  15 それで， サンへ ドリ ンに 座して い 

もの  かれ  N1 

テ モン， パル メナ， また アン ティオ ォ る 者が みな 彼を 見つめて いると， 彼の 

かいしゅうしゃ  えら  かお  つか  （ゥ） 

キアの 改宗者 ニコ ラオを 選び出 した。 力 使徒2:47 顔は み使いの 顔の ように 見えた。 

かれ  しと  まえ  キヨ ハ 12:42  だいさいし  い 

6 そして 彼らを 使徒たち の 前に 立たせ 使徒 他5  7 しかし 大祭司は 言った， 「これらの 
ると， [使徒たち] は 祈って から 彼らの 111  !6：'6  • ことは そのと おりなの か」。  2 彼 

お (X)  ゲ 使徒 2:43  い  みな  きょうだい  ちち 

上に 手を 置いた 0  コ 使徒 腿 は 言った， 「皆さん， 兄弟たち と 父たち， 

7 その 結果，® の 言葉は 盛んになり， お聞きく ださい。 わたしたちの 父祖 ア 

で し  かず  伸 g  ft •っ  きょ  さ だ  まえ w 

弟子の 数は エルサレム において 大いに ブラ ハムが ハランに 居を 定める 前， メ 
殖えつ づけた。 そして， 非常に 大勢の ル t 21:15 ソボタ ミアに いる 間に， 栄光の 拽は彼 
祭司たち が この 信仰に 対して 従順な 態 レビ19 :16 に 現われ， 3 『あなたの 土地から， そし 

ど 【ク） と  ソ王 121: 10  しんぞく 

度を 取る ようになった。  マタ 26:59 て あなたの 親族の もとから 出て， わた 

いつく  み  タルカ 22:66  しめ  き  （力） 

8 さて， 慈しみと 力に 満ちた ステ ファ チ 申 5:2。 しが あなたに 示す 土地に 来なさい』 と 
ノ は， 民の 間で 大 いなる 異兆 としる し 胃19:28 言われました。 4 そこで 彼は カルデア 
を 持 なって いた。  9 しかし， いわ ゆ 第二 欄 人の 土地を 出て ハランに 居を 定め まし 
る “ 自由 民の 会堂” の 者たち， および た。 そして， その 父が 死んだ 後， [裡] 
キ レネ 人 や アレクサンドリア 人， また 10:17 は 彼を， そこから あなた 方が 今 住む こ 

[サ）  き  ウ裁 13:6  い じゅう  （ク j 

キリキア や アジアから 来た 者たち のう - の 土地に 移住 させました。 5 でも そこ 

ひとびと  ろん  あ  笛 7 音  そうぞく ぶつ  しょゆうち  す こ 

ちの ある 人々 が， ステファノと 論じ 合  において， 相続 物と なる 所有地を 少し 

かれ エ創 11:31  かれ  あた 

うため に 立ち上がった。 10 だが， 彼  ? 15-7? も 彼に お与えに なりませんでした。 そ 

かた  ち え トン 1 れい  たいこう  9，i  はば  M 

が 語る さいの その 知恵と 霊には 対抗で ォ 詩29:3  うです， 足の 幅 ほど もです。 ただ， そ 
きなかった。 11 そこで 彼らは ひそか J^32 こを 所有地と して 彼に， そして 彼の 後 
に 人々 を 唆し， 「わたしたちは， 彼が  11：8 その 胤に 与える ことを 約束され たので 

たい  ぼう (V)  ク創 12:4  M  こども 

モー セと# に対して 冒とくの ことばを ヶ 申2:5  すが， それは まだ 彼に ひとり も 子供の 
語る のを 聞いた」 と 言わせた。 12 そ m いない 時でした。 6 さらに，# はこの 

たみ ねんちょうしゃ  しょし  ネへ 9:24  はな  かれ  たね  いこく 

して， 民と 年長者と 書士 たちを あおり サ創 17:8  ように 話されました。 彼の 胤は 異国の 
立て， また 不意に 襲い かかって 力ず く 二： 土地で 外人 居留 者と なり， [そこの 民] 
で 彼を 捕らえ， サン ヘドリンに 引いて は 彼らを 奴隸 にして 四百 年の あいだ 苦 

い  [夕）  いつわ  しょうにん  [チ）  *  M  かれ 

行った。 13 そして， 偽りの 証人たち セ， ⑸ I3 しめる であろう， と。 7 『そして， 彼 

もの  い  ^  39:12  どれい  つか  こくみん 

を 立てた が， その 者たち はこう 言った。 ぺ テ12 :11 ら が奴隸 として 仕える その 国民を わた 

せい  ばしょ  りっぽう  さか ソ創 15:13  さば  [夕]  のち 

「この 男は， この 聖 なる 場所と 律法に 逆 夕創 15:14 しは 裁く であろう』， 『また この 後， 彼 
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き  ばし ±  しん  げんめい  やく 

らは 出て 来て， この 場所で わたしに 神 第7 章  17 「裡 が アブラハムに 言明され た 約 
聖な ¥4 を ささげる であろう』 と， 拽 ァ*3:12  束 [の 成就] の 時が ちょうど 近づいて い 

い  イ創 17:10  たみ 

は 言われました。  ^fJ21：1  たころ， 民は エジプトで 大きく なって 

8 「[神] はまた 彼に 割礼の 契約を お ェ 創2 1:4  殖えて ゆき， 18 やがて 別の 王が エジ 

あた  [ィ）  レビ 12:3  もの 

与えに なりました。 こうして 彼は イサ ルヵ2:21 ブトの 上に 立ちました が， その 者は ヨセ 
クの 3? となって 八日 目に 彼に 割礼を 29:32 フ のこと を 知りませんでした。 19 こ 

ほどこ (x)  力 創 37:11  もの  みんぞく  たい  せいりゃく 

施し， そして イサクは ヤコブの， ヤ キ 創 37:28 の 者は わたしたちの 民族に 対して 政略 
コブは 十二 人の 家長の [父と なり まし  i  m：ii を 巡らし， 非道に も 父親に 強制して 幼 

[才）  かちょう  じす  かれ  い  なが 

た]。  9 やがて 家長たち は ヨセフを ク 創39:2  児たち を 捨てさせ， 彼らが 生き長らえ 

ねたむ ようになり， 彼を エジプトへ 売 ないように しました。  20 ちょうど そ 
りました 0 しかし 迚は 彼と 共に おられ 詩105:21 の 時に モー セが 生まれ ましたが， それ 
x, 1〇 そのす ベての 患難から 彼を 救 コ S1S4 はこうごう しいまでに 美しい [子] でし 

まえ  （力）  かれみ つき  じ ぶん 

い 出し， エジプトの 王 ファラオの 前に サ 創42 :2  た 0 そして 彼は 三月の あいだ [自分の] 
あって 彼に 慈しみと 知恵を お与えに な '>iJ42：6  父の 家で はぐくまれました。 21 しか 

ス創 45:1  す  とき  むすめ 

りました 0 それで [王] は， エジプトと セ 創 45.16 し， 捨てられた 時に， ファラオの 娘が 

いえ ぜんたい  おさ  にんめい  ひろ  じ ぶん  そだ 

[王] の 家 全体を 治める ように 彼を 任命 ソ創 妨:27 これを 拾い， 自分の 子と して 育て まし 

[ヶ）  き  申 10:22  [キ）  けっか 

したので す。 11 しかし 飢きんが エジ ^45 .。た。 22 その 結果， モー セは エジプト 

ぜんど  おそ  だい  じん  ち え (ク 1  きょうじゅ 

プ トと カナンの 全土を 襲い， まさに 大 チ 創46:29  人の 知恵を ことごとく 教授され たので 

かんなん  申 26:5  じじつ  かれ  ことば  おこ  きょう 

患難と なりました。 そして わたしたち >>fl  49.33 す 0 事実， 彼は 言葉に も 行ないに も 強 

ふそ  しょくりょう なに  りょく  tOM 

の 父祖は 食糧を 何も 見いだ せませんで テ* I:6  力な 者でした。 

し/ •こ。 12 しかし ヤコブは エジプトに 卜 創50:13  23 「さて， 彼の 第 四十 年 目が 満ちよ 

襄く 砂 ぁる ことを rM， ゎたしたち =3:16 ぅとして ぃた 轉， i 券の き ■でぁる ィ 
の 爻祖を 最初に 遣わしました。 13 そ ョシ24:32 スラ エルの 子ら を 見て 回ろうと の [気持 
して 二度目の 時に， ヨセフの ことが そ 第二 欄 ち] が 彼の 心に 起こりました。 24 そし 

きょうだい  し  U)  いち  もの  ふとう  あつか  う 

の 兄弟たち に 知らされ， また ヨセフ ー ァ 出1:7  て， ある 者が 不当な 扱いを 受けて いる 
族の ことが ファラオに 明らかになり ま ^mi：8  のを 見た 時， 彼は その 者を かばい， そ 

(ir)  つか  ウ出 1:10  じん  う  たお  ぎゃくたい 

した。 14 そこで ヨセフは 人を 遣わし の エジプト 人を 打ち倒して， 虐待され 

じ ぶん  ちち  しんぞく  かえ  [サ） 

て， 自分の 父 ヤコブと 親族の すべて， ォ 出2:2  ていた 者の ために あだを 返しました。 
総-七十 五 人の 魂を その ^ 所から 呼 ヵ ヘプ11:2 3  25 彼は， 自分の 手に よって# が 兄弟 

W  キ出 2:5  すく  ほどこ 

ん だのです。 15 ヤコブは エジプトへ 出2: 1〇  たちに 救いを 施そうと して おられる こ 
下りました。 そして 彼は 死に， 父祖た ク il4:3Q とを 皆が 悟る ものと 思って いたのです 

W  かれ  ケ出 11:3 

ち も [死に] ました。 16 そして 彼らは  ^  24:19 が， 彼らは [それを] 悟りませんでした。 
シェ ケムに 移さ‘， アブラハムが 銀 子 コ 出2:11 26 そして 次の 日， [モー セ] は 彼らが 争 

はら  サ出 2:12  あ  あら  なかな お 

を 払って シヱ ケムの ハモ ルの 子ら から、 い 合って いると ころへ 現われ， 仲直り 

か  _ 、よこ  (=)  v へフ 11:26  M 

買った 墓に 横たえられました 0  ス創 13:8  させよう として， 『きみたち， あなた 
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たちは 兄弟な のです。 どうして 互いに 第7 章 を， 神は， いばらの 茂みの 中で 彼に 現 
対して 不当な 扱いを する のです か』 と われた み使いの 手に より， 支配者と し 

い  (7)  じぶん りんじん ^  きゅうしゅつ しゃ  つか 

言いました。 27 しかし， 自分の 隣人 ゥ *2:i4  て， また 救出 者と して 遣わされ たので 
を 不当に 扱って いた 者が 彼を 押し やり， す。 36 この 人が， エジプトで， 紅海 
『だれが あなたを 我々 の 上に 支配者 また  *18：3  で， そ して 荒野で 四十 年に わたって 異 
_ き 又として 镪 したの ぶ。 28 m  n  m っと しるしを 转 なった? I こ?! ら をみ _ 

じん  のぞ  さ  おな  キ出 3:3  [才） 

エジプト 人を 除き 去った のと 同じよう ク 創 50:24 き 出しました。 

にして わたしを 除き 去って しまおうと  マル 他26  37 「この 人が， イスラエルの 子ら に， 

い  ルカ 20:37  がた 

いうので はないだ ろうな』 と 言い まし ヶ 出3:5  『裡は あなた 方の ために， あなた 方の 

(ゥ）  き  ヨシ 5:15  きょうだい  よ 

た。 29 この ことばを 聞いて モー セは コ *3:7  兄弟たち の 中から， わたしの ような 預 
逃げ去り， ミディ アンの 地で 外人 居 k サ *2:24  言 者を 起こされる であろう』 と 言った 
者と なって， そこで 二人の 息子の 父と シ 出3:8  モー セです 〇  38 この 人が， シナイ山 

{ 才）  ス出 3:10  かれ  はな  つか （キ）  ふ 

なり ま した。  セ 出 2:14  で 彼に 話した み使い やわた したち の 父 

30 「それから 四十 年が 満ちた 時， シ _ 祖 と共に， 荒野で 会衆の 中に いるよう 

ナイ 山の 荒野で， いばらの 茂みの 燃え  になった 人で あり， 彼は あなた 方に 与 

る 炎の 中に あって， ひとりの み使いが ^^21 える ために 生ける 神聖な 宣言を 受けた 
彼に 現われました。 31 さて， それを 見 ラ, il:29 のです。 39 わたしたちの 父祖は 彼に 
た 時， モー セは その 光景を 朱#、 議に思 ゥ豈; = 対して 従順に なろうと せず， 彼を 押し 

(キ）  しら  ちか  W  こころ  ひ 

いました。 しかし， 調べよう として 近 のけ， その 心の中では エジプトに 引き 
づ いて 行く と， エホバの 声が しました。 S  ?05°27 返し，  40 ア ロンに 向かって， 『わた 
32 『わたしは あなたの 父祖の 神， アブ 12:41 したち に 先立って 進む 神々 を 作って く 

せ：  力 申 18: 15  ち 

ラ ハムと イサクと ヤコブの# である』。 3:22 ださい。 わたしたちを エジプトの 地 か 

おそ  いじょう しら キ申 5:4  みちび のぼ  かれ 

モー セは 恐れ おののいて， それ 以上 調  ^  5:53 ら 導き 上った この モ— セです が， 彼が 
ベようと はしませんでした。  33 エホ  %  ^ どう なった のか 分からない からです』 
パは 彼に 言われました， 『あなたの 足ク *  5:27  と 言い まし/！:。 41 こうして 彼らは そ 

はず  ケ出 19:3  こうし  つく  （セ 1  ぐうぞう  ぎ 

から サンダルを 外しなさい。 あなたが a  ¢21：!  れらの 日に 子牛を 作り， その 偶像に 犠 
立って いる 場所は 聖 なる 地 だからで あ 。マ3:2  性を 携えて 行き， 自分たち の 手の 業を 

W  ヘァ I  4:li  きょ ぅ  (7) 

る 0  34 わたしは ，エジプト にいる わ サ民 M:3  もって 興じ はじめた のです。 42 それ 
たしの 民に 対する 非道な 扱いを 確かに ^32-1  で裡は 彼らを 渡し， 天の 軍勢に 神聖な 
見， そのうめ きを 聞いて， 彼らを 救い  ^  32：23 奉仕を ささげる ように 引き渡され まし 
出す ために 下って 来た。 そして 今， さ  *  9：16  た。 預言者た ちの— にこう 記されて い 

つか  ソ出 32:6  1 チ）  いえ 

あ， わたしは あなたを エジプトに 遣わ  ^ 106:19 ると おりです。 『イスラエルの 家よ， 

W  夕詩 81:12  がた  こうや  あいだ 

す』。 35 この モー セを， 『だれが あな ビマ I:24 あなた 方が 荒野で 四十 年の 間い けにえ 

しはいしゃ  さば  びと  にんめい  r サ n ム. 11  ぎせい  たい 

たを 支配者 また 裁き 人と して 任命した チ 王 naw と 犠牲を ささげた のは わたしに 対して 

(t)  い  かれ  ひにん  エレ 7:18  [ツ ） 

のか』 と 言って 彼らが 否認した この 人 ッァモ 5:25 ではなかった ではない か。 43 あなた 
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方が 取り 上げた のは モロ ク の 天幕 や 神 第7 章 義な る 方の 到 こつ L 、て 前もっ て 発議 
レ ファンの f 星， それらを 崇拝す るた め した 人たち を 殺し， あなた 方は 今， そ 

つく  かたち  アモ 5:26  かた  うらぎ  もの  さつがい 

にあな た 方が 作った 形であった。 それ ゥ ュ レ 25:11 の 方を 裏切る 者， また 殺害す る 者と な 

エレ 29:10  (ゥ）  つか  つた 

ゆえ， わたしは あなた 方を バビロンの  ^  5:27 りました。  53 み使いたち によって 伝 

かなたに 強制 移住させる』。  ^；73：285 えられた ものである 律法を 受けながら， 

44 「荒野に おいて わたしたちの 交祖  3^3:14 それを 守らなかった あなた 方が」。 

には 証し の 天幕が ありました。 [独] が へ17 ゐ 4  54 さて， これらの ことを 聞いて， 彼 

はな  さい  がた  キヨシ 23:9  しんぞう  き  かん （才） 

モー セに 話した 際， その 見た ひな 型に ^^02J-18 らは 心臓まで 切られる ように 感じ， [ス 

っく  めぃ  ミ 詩 89 •ミ〇  む  は 

したがって それを 造れと お命じに なっ ヶば 7 テ ファノ] に 向かって 歯ぎ しり しは じ 
たと おりです。 45 そして， それを 引 コる Ti5 めた。 55 しかし 彼は 聖霊に 満ち， 天 
き 継いだ わたしたちの 父祖 も， ヨシ ュ  ^3:1  を 見つめて， 裡の 栄光 および イエスが 
ア と共に， 諸国 民の 所有して いた 土地 巧ぶ:24 迚の 右に 立って おられる のを 目に し， 
に それを 携え 入れました。 裡は それら ス ぶ 56 こう 言った。 「ご覧なさい， 天が 開 
[諸国 民] を わたしたちの 父祖の 前から vZZ1 けて， 人の 壬が 拽の 右に 立って いるの 

お  [キ）  タ レビ 26:41  たい  かれ 

追い やられた のです。 それは ここに ダ  * io：i6 が 見えます」。  57 これに 対し， 彼らは 

かれ チイ ザ 1:4  こえ  さけ  あ （サ j 

ビデの 日までと どまり ました。 46 彼  ^  63:10 声 かぎりに 叫んで 手を 耳に 当て， 彼に 
は# のみ 前に 恵みを 得， ヤコブの# のた ッ 微36:16 向かって いっせいに 突進した。 58 そ 

す  （ヶ）  そな  とっけん  こ  もと  し  そと  お  [シ）  かれ 

めに 住まいを 備える [特権] を 請い 求め 第二 欄 して， 市の 外に 追い出し たのち， 彼に 
ました。 47 しかし， ソロモンが [裡] ァ=3 ゴ 石を 投げつ け はじめた。 そして， 証人 
のために 家を 建て まし/こ。 48 です が， たちは 自分の 外衣を サウ ロと いう 若者 
至高 者は 手で 造られた 家な どに 住まれ I 爲 の 足 もとに 置いた。 59 そして， 訴え 

(サ）  よ げん しゃ  の  へブ 2:2  しゅ  れい 

るので はありません。 預言者 も 述べて 才 使徒5:33 ながら， 「主 イエスよ， わたしの 霊を 

ぉう 力 詩 35:16  ぅ  — („  い 

いると おりです， 49 『天は わたしの 王 キ認 ばで お受けく ださい」 と言う ステファノに 
座， 地は わたしの 足 台で ある。 あなた ク^，^ i64 向かって， 彼らは 石を 投げつ づけた。 

がた  いえ  た  マタ 3:16  かれ  つよ 

方は わたしの ために どんな 家を 建てる  ョハ 1:S1 60 それから 彼は ひざを かがめ， 強い 
のか。 エホバは 言われる。 また， わた コ 〇マ8:34 声で， 「エホバよ， この 罪を 彼らに 負 

ばしょ  なに (t)  エ 7 1：?°  さけ  [チ 1 

しの 休む 場所とは 何 か。 50 わたしの， わせないで ください」 と 叫んだ。 そし 
手が これらの すべての 物を 造った ので シ S7 ぷ if て， そう 言って から， [死の] 眠りに つ 

(ソ）  ヘプ 13:12 

はな かっ たか』 0  ス レビ 24:16 いた 0 

こころ [夕）  かつれい  マタ 23:37  かれ  さつがい 

51 「かたくなで， 心と 耳に 割礼の な セ*17; し 〇 サウ ロと しては， 彼の 殺害を よし 

がた  せぃれい てい、 =  5  M  M 

い 人たち， あなた 方は いつも 聖霊に 抵 22120  としていた。 

杭して います。 あなた 方は， 父祖が 行 その 日， エルサレム にあった 会衆に 

(チ）  たい  はげ  はくがい (テ） お  しと 

なった とおりに 行なう のです。 52 ど  対して 激しい 迫害が 起こった。 使徒た 

よげんしゃ  がた  ふそ  はくがい  5^  Q  みな  ちほ， 

の 預言者を あなた 方の 父祖は 迫害し な 、ン 使徒 7:58 ちの ほかは 皆， ユダヤ， サマリア 地方 
かった でしょう か。 そうです， 彼らは， !；；23 全域に 散らされた。 2 しかし， 敬虔な 
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人々 は ステファノを 埋葬 所に 運び， 彼 
のこと で 大いに 嘆き悲しんだ。  3 だ 
が， サウ ロは 会衆に 対して 粗暴な 振る 
舞いを する ようになった。 次々 と 家に 
侵入して は 男 も 女 も 引きずり 出し， こ 
れを獄 に 引き渡す ので あっ A。 

4 しかし， 散らされた 人々 は， み 言 
葉の 良いた よりを 宣 明しながら 全土を 
回った。  5 その ひとり フイ リポ は， サ 
マリア 市に 下り， 人々 に キリス トを 宣 
ベ 伝え はじめた。 6 群衆は 聴き， また 
彼が 行なう しるしを 見ながら， フ イリ 
ポの 語る 事柄に こ ぞって 注意を 払って 
いた。 7 汚れた 霊に つかれた 者が 大 
勢 おり， それらが 大声で 叫んで は 出て 
来たから である。 また， まひした 足な 
えの 人 も 大勢が 治された。  8 こうし 
て その 都市には 非常な 喜びが 生じた。 

9 さて， その 都市には シモンと いう 
名の 人が おり， それまで 魔術を 行な っ 
て サマリア 国民を 驚嘆 させ， 自分は 何 
か 偉い 者で あると 称して いた。 10 そ 
して， 最も 小さな 者から 最も 大きな 者 
に 至る まで， すべての 者が 彼に 注目 
し， 「この 人は 进の 方で あり， “ 偉大” 
とも 呼ぶべき もの だ」 などと 言った。 
11 それで， かなりの 間 その 魔術に よっ 
て 人々 を 驚嘆 させて きたた めに， 人々 
は 彼に 注目す るので あった。 12 しか 
し， ® の 王国と イエス •キリス トの 名 

よ  せんめい  叻 

についての 良いた よりを 宣 明して いた 
フイ リポ [のこと ば] を 信じた 時， 彼ら 
はついで， 男 も 女 もバプ テス マを 受け 
キこ。 13 シモン 自身 も 信者と なり， バ 
プテ スマを 受けて からは， 絶えず フイ 


第 8 章 


イ創 50:10 


ウ 使徒 9:1 
使徒 22:4 
使徒 26:10 


エイ ザ 52:7 
使徒 11:19 

才 使徒 1:8 


キ 使徒 9:33 
クヨハ 4:42 


ケ 使徒 13:6 


コ 使徒 5:36 

サル カ 8:1 

シマ タ 28:19 
使徒 18:8 


第二 欄 


ア 使徒 6:5 


ィ 使徒 11:1 

ウマタ 16:19 

ェ 使徒 10:48 
使徒 19:2 


才 使徒 6:6 
使徒 19:6 


キマタ 10:8 

使徒 10:45 
ク詩 78:37 


ケイ ザ 55:7 
ダニ 4:27 

コ申 29:18 


リポ に付き 添って いた。 そして， しる 
しや， 大きくて 強力な 業が なされる の 
を 見て 驚嘆した。 

14 サマリアが 裡の 言葉を 受け入れ 
たこと を 聞く と， エルサレム にいる 使 
徒たち はべ テロと ヨハネを 彼らの もと 
に 派遣した。 15 それで ふたりは 下っ 
て 行き， 彼らが 聖霊を 受ける ようにと 
祈った。 16 それは 彼らのう ちの だれ 
にも まだ 下って おらず， 彼らは ただ 主 
イエスの 名に おいて バプ テス マを 受け 
ていた だけだった からで ある。 17 そ 
れか らふたり が 彼らの 上に 手を 置い 
て ゆく と， 彼らは 聖霊を 受ける ように 
なった。 

18 さて， 使徒たち が 手を 置く ことに 
よって 霊が 与えられ るのを 見た 時， シ 
モンは 彼らに 金を 差し出し 士， 19 こ 
う 言った。 「わた しに も その 権威を 与 
えて， だれでも わた しが 手を 置く 人が 聖 
霊を 受けられる ようにして ください」。 
20 しかしべ テロは 彼に 言った， 「あな 
たの 銀は あなたと 共に 滅びて しまうよ 
うに。 あなたは 姓の 無償の 賜物を 金銭 
によって 手に入れよう と 考えた からで 
す。 21 この 事に おいて あなたには あ 
ず かる 分 も 受け 分 もありません。 あな 
たの 心は# か ら 見て まっすぐ ではない 

[ク）  一 

からです。  22 それゆえ， あなたの こ 
の 悪を 悔い改め， できる ことなら あな 
たの 心の たく ら みが 許される ようにと 
エホバに 祈願しなさい。 23 わたしは， 
あなたが 有毒な 胆汁， また 不義の ほ だ 
しで ある ことが 分かる のです」。 24 そ 
れに 答えて シモンは 言った， 「あなた 
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方の 言った こ とが 何も わた しの 身に 起 
こらない よう， 皆さん， わたしの ため 
に エホバに 祈願を してく ださい」。 

25 こうして， 徹底的に 証し をして エ 
ホ パの 言葉を 語って から， 彼らは エル 
サ レムに 引き返し たが， サマリア 人の 多 
く の 村に 良いた より を宣明 していった。 

26 しかし， エホバの み使いが フ イリ 

かた  い  みなみ 

ポに 語って 言った， 「立って， 南へ， エ 
ルザ レムから ガザへ 下 る 道に 行きな さ 
い」。 （これは 砂漠の 道で ある。） 27 そ 
こで 彼が 立って 出かけて 行く と， 見よ， 
エチオピアの 宦官が [やって来た]。 エ 
チ オビア 人の 女王 カン ダケの もとで 権 
力の ある 人で あり， その 財宝 すべてを 
つかさどる 人であった。 彼は 崇拝の た 
めに エルサレムに 行って きたので ある 
が， 28 その 帰りに， 兵車の 中に 座っ 
て 預言者 イザヤ [の 書] を 声を 出して 読 
んで いると ころであった。  29 そこで 
霊が フイ リポに 言った， 「近づいて， こ 
の 兵車と 一緒にな りなさい」 0  30 フイ 
リ ポは 並んで 走り， 彼が 預言者 イザヤ 
[の 書] を 声を 出して 読んで いるのを 聞 
いて， こう 言った。 「あなたは 自分の 
読んで いる 事柄が ほんとうに 分かり ま 
すか」。 31 彼は 言った， 「だれかが 
手引きして くれなければ， いったい ど 
うして [分かる] でしょう か」。 そして， 
乗って， 一緒に 座る ようにと フイ リポ 
に 懇願した。 32 さて， 彼が 声を 出し 
て 読んで いた 聖書の 句は こう であった。 
「羊の ように， 彼は ほふられる ために 連 
れて 来られた。 そして， 毛を 刈る 者の 
前で 声を 出さない 子羊の ように， 彼は 
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口を 開かない。 33 辱めを 受けて いる 
間， 裁きは 彼から 取り去られた。 だれ 
が 彼の 世代に ついて 詳細を 語る だろう 
か。 彼の 命は 地から 取り去られ るから 
でぁる ゥ」 。 

34 宦官は 答えて フィ リポに 言った， 
「お願いします， 預言者は だれに ついて 
こう 言って いるので しょうか。 自分 自 
身に ついて です か， それとも だれか ほ 
かの 人に ついて です か」。 35 フィ リポ 
は 口を 開き， 聖書の このところから 始 
めて， イエスに ついての 良いた よりを 
彼に 告げ 知らせた。 36 さて， 彼らが 
道を 進んで 行く と， 水の あると ころに 
来た。 すると 宦官は 言った， 「ご覧な 
さい， 水が あります。 わたしが バプテ 
スマを 受ける こと に 何の 妨げが あるで 
しょうか」。  37 —— 38 そうして 彼 
は， 兵車に， 止まる ように 命令し， ふ 
たりは 共に， フィ リポも 宦官 も 水の 中 
に 下りて 行った。 そして [フィ リポ] は 
彼に バプ テス マを 施した 〇  39 彼らが 
水から 上がって 来る と， エホバの 霊が 
フィ リポを 急いで 連れ去り， 宦官は も 
う 彼を 見なかった が， 歓 びながら 自分 
の 道を 進んで 行った。 40 しかし フィ 
リポは アシュ ドドに 来て いた。 そして， 
その 紐 1 を ま 回 ゎり， ヵ ヱ サレ デに 暑 
くまで， すべての 都市に 良いた よりを 

せんめい  [ヶ i 

宣 明して いった。 

9 しかし サウ ロは， 主の 弟子たち に 対 
する 脅しと 殺害の 息を なお もは ず 
ませながら 大祭司の もとに 行き， 2 ダ 

しょかい どう  てがみ  もと 

マス カスの 諸 会堂への 手紙を 求めた。 
だれでも この 道に 属する 者を 見つけた 
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ら， 男で も 女で も 縛って エルサレムに 第9 章 るのを 見た のです」。 13 しかし アナ ニ 
連れて来る ためであった。  7 ■  22:6 アは 答えた， 「主よ， わたしは 多くの 

3 さて， 彼が 旅行を して ダマスカス ィコ 115:8  人から この 男に ついて 聞いて おります。 
に 近づいた その 時， 突然 天からの 光が。  n エルサレム にいる あなたの 聖 なる 者た 

ひか （ァ）  かれ じめん ヴパ 25:4(3  たい  がい  こと 

彼の まわりに ぱっと 光り， 4 彼は 地面  ちに 対し， 害と なる 事を どれほど 多く 

に 倒れ， 「サウ ロ， サウ ロ， なぜ あな11 ^  9:11 行なった かとい うこと を。 14 そして 
たは わたしを 迫害して いるの か」 と自 才 使徒22:9 ここでは， あなたの み 名を 呼び 求める 
分に 备う 声を 聞いた。  5  [サウ ロ] は  者を 皆な わめに かけよう として， 祭司 

言った， 「主 よ， あなたは どなたです ^ ^ 10:7 長たち から 権限を 受けて いるので す」。 
か」。 彼は 言った， 「わたしは イエス， キ 使徒22: 9 15 しかし 主は 彼に 言われた， 「行きな 
あなたが 迫害して いる 者です。  6 し p_22:11 さい。 わたしに とって この 者は， わた 
かし， 起きて， 市内に 入りなさい。 そ  しの 名を 諸国 民に， また 王たち や イス 

うすれば， あなたの すべき ことは 告げ 13：n ラエルの 子ら に 携えて 行く ための 選び 
られ るでしょう」。  7 ところで， ー コ の 器 だからです。 16 彼が わたしの 名 
緒に 旅を していた 人たち はもの も 言え サ 使徒 „:25 のために いかに 多くの 苦しみを 受けね 
ずに 立って いた。 確かに 声の 響きは 聞  12  22：f ばなら ないかを， わたしは 彼に はっき 
こえた が， だれも 見えなかった ので あ 欄 り 示す のです」。 

る。 8 しかし， サウ ロは 地面から 起き 7_9:17  17 そこで アナ ニアは 出かけて 行って 

上がった。 すると， 目は 開いて いるの  その 家の 中に 入り， 彼の 上に 手を 置い 

だが， 何も 見えなかった 0 それで 人々 テモ n2:22 てこう 言った 0  「サウ ロ， 兄弟よ， 来 
は その 手を 取って 彼を 導き， ダマス カ ロマ 1:5 る 道で あなたに 現われた 主， イエスが， 
スの 中へ と 案内した。 9 そして， 三日  %227:7 わたしを 遣わして， あなたが 視力を 取 
の あいだ 彼は 何も 見えず， また 食べ も  り 戻し， 聖霊で 満たされる ようにされ 

の  エ 使徒 25:22  [キ 1  りょうめ 

飲み もしなかった。  雜だ 4 ました」。 18 するとす ぐに， その 両目 

10 ダマスカスには アナ ニアと いう 名  から うろこの ような 物が 落ち， 彼は 視 

の 弟子が いたが， 主は 幻の 中で， 「ア hi' 力を 取り戻した。 そして， 起き上が っ 
ナ ニアよ！」 と 彼に 言われた。 彼は  てバプ テス マを 受け， 19 食事を して 

言った， 「主よ， わたしは ここに おり 2?；n 元 気づいた 0 

ます」。 11 主 は 彼に 言われた， 「立っ  彼は 幾日 かの 間 ダマスカスの 弟子た 

て， “ まっすぐ” という 通りに 行き， ユ  ちの もとにい る ことに なった が， 20 す 

ダの 家で， サウ ロと いう 名の， タル ソ キ 雜⑶】 ぐに 諸 会堂で イエスの ことを， すな わ 
スの 人を 捜しなさい。 見よ， 彼は 祈っ  ち この 方 こそ 裡の 壬で あると 宣べ伝 

まぼろし  ク詩 104:15  [コ 1  かれ 

ており， 12 幻の 中で， アナ ニアと い  え はじめた。  21 しかし， 彼 [のこと 

う 名の 者が 入って 来て， 視力を 取り戻 26:20 ば] を 聞く 者は みな 非常に 驚き， 「こ 
せる ように 手を 自分の 上に 置いて くれ コガラ 1:16 れは ，エルサレムで この 名を 呼び 求め 


使徒 9:22—38  サウ ロは 宣べ 伝える。 ぺ テロは アイ ネアを いやす  1700 


る 者たち を 痛めつ けた 人で あり， そう 
した 者たち を 縛って 祭司 長の もとに 引 
いて 行く という 目的の ために ここに 来 
たのではなかった か」 と言うの であ っ 
た。  22 しかし サウ ロは ますます 力を 
得， これが キリス トで ある ことを 論証 
して， ダマスカスに 住む ユダヤ人たち 
をろう ばいさせる のであった。 

23 さて， かなりの 日数に なろうと 
していた ころ， ユダヤ人 たちは 彼を 
除き 去って しまおう として 相談した。 
24 しかしながら， 彼らの たくらみは サ 
ウ ロの 知る ところと なった。 それでも 
彼らは， [サウ ロ] を 除き 去って しま お 
うとして， 1 日夜 城門を も じっと見 張っ 
ている のであった。 25 そこで， その 
弟子たち は 彼を 連れて行き， 城壁のは 
ざまから かごで つり 下げて， 夜の 間に 
彼を 降ろ した。 

26 エルサレムに 到着す ると， 彼は 

で し  いっしょ  どりょく 

弟子たち と 一緒にな ろうとして 努力し 
た。 しかし [弟子] たちは みな 彼を 恐れ 
ていた。 彼が 弟子で ある ことを 信じな 
かった からで ある。 27 そこで バルナ 
バが 助けに 来て， 彼を 使徒たち のと こ 
ろに 連れて行き， 彼が 道の 途中で どの 
ように 主を 見た か， そして [主] が 彼に 
語り かけた こと， また ダマスカスで イ 
エスの 名に おいて どれほど 大胆に 語っ 
たかを 詳しく 話した。 28 こうして [サ 
ウ ロ] はず っ と 彼らと 共に おり， エルザ 
レム 内を 行き来して， 主の 名に おいて 
大胆に 語った。 29 そして， ギリシャ 
語を 話す ユダヤ人 たちと 話したり 論じ 
合ったり していた。 ところが これらの 
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者たち が， 彼を 除き 去って しまおうと 
企てた。 30 兄弟たち はこれ を 見破 っ 
て， 彼を カ エサ レアに 連れ 下り， タル 
ソスに 送り出した。 

31 こうして， 会衆は まさに， ユダヤ， 
ガリラヤ， サマリアの 全域に わたって 
平和な 時期に 入り， [しだいに] 築き 上 
げられ ていった。 そして， エホバへの 
恐れと 聖霊の 慰めのう ちに 歩みつつ， 
[人数を] 増して いった。 

32 さてべ テロは， すべて [の 地方] を 
回って いた 際， ル ダに 住む 聖 なる 者た 
ちのと ころに も 下って 来た。  33 その 
所で 彼は アイ ネアと いう 名の 人を 見つ 
けたが， その 人は 八 年の あいだ 寝台に 
横たわった ままであった。 [体] がま ひ 
していた ので ある。  34 そこでべ テロ 
は 彼に 言った， 「アイ ネア， イエ ス- 
キ リス  トが あなたを いやされます。  起 
きて， _ 分の 寝床を 整えなさい」。 する 
と， 彼は すぐに 起き上がった。 35 そ 
して， ル ダ および シャロン [の 平野] に 
住む 人々 はみ な 彼を 見， その 者たち は 
主に 転じた。 

[サ） 

36 さて， ヨッ パに タビタ という 名の 
弟子が いた。 この [名] は， 訳す と， ドル 
カスと いう 意味で ある。 彼女は 善行と 
その 行なう 憐れみの 施しと に 富んで い 
た。  37 しかし ちょうど そのころ， 彼 
女は 病気に なって 死んだ。 それで 人々 
は 彼女を 洗い， 階上の 間に 横たえた。 
38 ところで， ル ダは ヨッ パに 近かった 
ので， 弟子たち はべ テロが その 都市に 
いる ことを 聞く と， 二人の 人を 彼のと 
ころに やって， 「どうか， ためらわず 
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にわたし たちのと ころまで 来て くださ 
い」 と懇 、願 させた。  39 そこでべ テロ 
は 立って 彼らと 一緒に 行った。 こうし 
て 彼が 到着す ると， 人々 は 彼を 階上の 
間に 連れて 入った。 すると， やもめたち 
がみな 泣きながら 出て 来て， ドル カスが 
共に いた 間に 平素 こ しらえ たたく さん 

ないい  がい い (ア） なら 

の 内 衣 や 外衣を 並べて 見せる ので あっ 
た。 40 しかしべ テロは みんなを 外に 
出し， ひざを かがめて 祈り ，その 体の ほ 
うに 向いて， 「タピ タ ，起きなさい！」 
と 言った。 彼女は 目を 開け， ぺ テロを 
見る と， 起き直った。 41 [ぺ テロ] は 
手を 貸して 彼女を 立たせ， 聖 なる 者た 
ちと やもめた ちを 呼んで， 生きて いる 
彼女を 引き合わせ たので あ^)。 42 こ 
のことは ヨッパ じゅ うに 知られる よう 
になり， 多くの 人が 主を 信じて 頼る 者 
となった。 43 彼は かなりの 日数 ヨッ 

パに とどまって， 皮な めし エの シモン 

(ヶ） 

という 人のと ころに いたから である。 
さて， カ エサ レアに コルネリオ 
という 名の 人が いた。 イタリア 
隊と 呼ばれる [部隊] の 士官であった が， 
2 篤信の 人で あり， 自分の 家の 者たち 
すべてと 共に 拽を 恐れ， 民に 憐れみの 
施しを 多く 行ない， 絶えず 姓に 祈願を 
ささげて いた。  3 その 日の ちょうど 
第 九 時 ごろ， 彼は 幻の 中で， 裡 のみ 使 
いが 自分の ところに 入っ て 来て， 「コ 
ルネ リオ！」 と言うのを はっきり 見た。 
4 この 人は 彼を 見つめ， 恐れ 驚いて， 
「主よ， 何でしょう か」 と 言った。 [み 
使い] は 彼に 言った， 「あなたの 祈りと 
憐れみの 施しとは 記念と して 裡 のみ 前 
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に 上りました。 5 それで 今， 人を ヨッ 
パに 遣わして， ぺ テロと も 呼ばれる シ 
モンと いう 人を 呼びなさい。  6 この 
人は 皮な めし エの シモンと いう 人のと 
ころに 客と なって おり， その 人の 家は 
海辺に あります」。 7 自分に te したみ 
使 L ヽが 去る とすぐ， 彼は 家僕 ふたりと， 
自分に いつも 付き添って いる 者の 中 か 
ら 篤信の 兵士 ひとりを 呼び， 8 いっさ 
いのこと を 話して， 彼らを ヨッ パに 派 
遣した。 

9 次の 日， 彼らが 旅を 続けて その 都 
市に 近づいて 来た ころ， ぺ テロは 祈り 
をす るた め 第 六 時 ごろに 屋上 に上っ 
た。 10 しかし 非常に 空腹を 覚え， [何 
か] 食べた く なった。 人々 が 準備して い 
る 間に， 彼は こうこつ とした 状態に な 
り， 11 天が 開けて， 何 か 器の ような も 
のが， ちょうど 一枚の 大きな 亜麻布が 
その 四隅を 持って 地上に 降ろされ るか 
のように 下って 来る のを 見た。 12 そ 
して その 中には， 地の あらゆる 四つ足 
の 生き物， はう もの， また 天の 鳥が い 
た。 13 そして， 「立ちなさい， ぺテ 
口， ほふって 食べなさい！」 という 声 
がした。 14 しかし ぺ テロは 言った， 
「いえ， それは できません， 主よ。 わた 
しはい まだ かつて 汚れた もの や 清くな 
いものを 何も 食べた ことがない からで 
す」。 15 すると， その 声が 再び， 二度 
目に 彼に [言った]， 「あなたは， 裡が 
清めた ものを 汚れて いると 呼んで はな 
ら ない」。 16 こう した こ とが 三度 起こ 
り， それから すぐ 器は 天に 上げられた。 

17 さて， 自分の 見た 幻は 何を 意味 
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する のだろう かとべ テロが 内心 ひどく  第1 〇 章 かし， ぺ テロは 彼の 身を 起こして 言っ 
思い惑って いるう ちに， 見よ， コ ルネ 11:11 た， 「立ちなさい。 私 も 人間です」。 
リオから 派遣され た 人たち が シモンの  27 そして， 彼と 語り合いながら 中に 入 

家を 尋ねて 来て， そこの 門のと ころに ィ 使徒 B:2 り， 大勢の 人が 集まって いるのを 見て， 

(7)  かれ  よ  使徒 15:28  い  じん 

立った。 18 そして 彼らは 呼ば わって， 篇 28 こう 言った。 「ユダヤ人に とって， 
またの 名を ぺ テロと いう シモンが ここ  別の 人種の 人と 一緒にな っ たり 近づき 

に 客と なって いるか どうかと 尋ねた。  になった りする のがい かに 許されない 

19 ぺ テロが 幻に ついて 思い巡ら してい  ことか， あなた 方 もよ く 知って おられ 

ると， 霊が 言った， 「見よ， 三人の 人  ます。 です が裡 は， 何人を も， 汚れて 

が あなたを 探して います。 20 それで1 いると か 清くない とか 呼ぶべき でない 
も， 立って， 階下に 降り， 何も 疑わな  ことを わたしに お示しに なりました。 

いで 彼らと 一緒に 行きなさい。 わたし 22:12  29 そのような わけで， わたしを 呼びに 
が 彼らを 遣わした のです から」。 21 そ  来られた 時， わたしは 何の 異存 もな く 

かいか  ™  き  がた 

こで ぺ テロは 階下の その 人たち のと こ 7 ルヵ 4:8 やって来ました。 それで， あなた 方が 
ろに 降りて 行って， こう 言った。 「さ  S'19：10L わたしを 呼んだ 理由を お尋ねし ます」。 
あ， わたしが あなた 方の 探して いる 者  30 それに 対して コルネリオは 言っ 

です。 どういう わけで あなた 方は ここ  た， 「この 時刻から 数えて 四日 前， わ 

に 来て おられる のです か」。  22 彼ら ^  a/'  たしは 第 九 時に 家で 祈りを して おり ま 

は 言った， 「義 にか なった 人で， 裡を  した。 すると， ご覧く ださい， 輝く 衣を 

恐れ， ユダヤ 国民 全体から も 良く 言わ e 使徒 1〇:45 着た 人が わたしの 前に 立って，  31 こ 
れる 士官 コルネリオは， 聖 なるみ 使い  3:68 う 言いました。 『コルネリオよ， あな 

により， あなたを お呼びして 自分の 家  たの 祈りは 聞き入れられ， あなたの 憐 

に 来て いただき， あなたの 言われる こ れ みの 施しは 神の み 前で 覚えられ まし 

き  しじう  1 触11 ‘13  M  — 

とを 聞く ようにとの 神の 指示を 受け ま  た。 32 それゆえ， ヨッ パに 人を やっ 

した」。  23 それで 彼は， その 人たち を  て， またの 名を ぺ テロと いう シモンを 

招き 入れて もてなした。  呼びなさい。 この 人は 海辺に ある， 皮 

次の 日， [ぺ テロ] は 立って 彼らと 一  なめし エ シモンの 家に 客と なって いま 

緒に 出かけた 0 そして， ヨッ パの 兄弟 ヵ ダニ 10:12 す』 0  33 そこで わたしは すぐ あなた 
たち も 幾人 か 一緒に 行った。 24 その  の もとに 人を やった のです が， あなた 

翌日， 彼は カ エサ レアに 入った。 もと  はよ くこ こに 来て くださいました。 そ 

より， コルネリオは 彼らを 待ち受けて 1〇：18 れで 今， わたしたちは 皆， あなたが 話 
おり， 自分の 親族 や 親しい 友人たち を  すよう にと エホバから 命じられ ている 

呼び集め ていた 0  25 ぺ テロが 入る と， ク 使徒9:43 すべての 事柄を 聞こうと して， 裡 のみ 
コルネリオは 彼を 出迎え， その 足 もと  前にい るので す」。 

に ひれ 伏して 敬意を ささげた 〇  26 し ヶ 使徒 10:42  34 そこでべ テロは 口を 開いて こう 
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コルネリオの 改宗。 霊を 受け, 


言った。 「わたしは， 拽が 不公平な 方 
ではなく， 35 どの 国民で も， [迚] を 
恐れ， 義を 行なう 人は®] に 受け入れ 
られ るの だとい うこ とがは っ きり 分か 
ります。  36  [拽] は イスラエルの 子ら 
にみ 言葉を 送って， イエス’ キリ ストに 
よる 平和の 良いた よりを 宣 明され まし 
た。 この [イエス •キリスト] は [ほかの] 
すべての 者の まなので す。 37 あなた 
方は， ヨハネの 宣べ 伝えた バプ テス マ 
の 後に ガリラヤから 始まり， ユダヤ 全 
体に わたって 話題と なった 事柄を &っ 
ています。 38 すなわち， ナザレから 
来た イエスの ことで， 裡が どのように 
聖霊と 力を もってこの 方に 油 そそがれ 
たかと いう ことです。 この 方は 善い こ 
とを 行ないながら， また 悪魔に 虐げら 
れ ている 者 すべてを いやしながら， 国 
じゅうを 回りました。 进が 共に おられ 
たからです。 39 そして わたしたちは， 
[イエス] が ユダヤ人の 土地で， また エ 
ルザ レムで 行なった すべての 事柄の 証 
人です。 しかし 彼らは また， 杭に 掛け 
てこの 方を 除き 去った のです。 40 裡 
は 三日 目に この 方を よみがえらせ， さ 
ら に， 彼が [人々 に] 明らかに なること 
を お許しに なりました。 41 民の すべ 
てに 対してで はなく， あらかじめ 神に 

にんめい  しょうにん  W 

任命され た 証人たち に， この わたした 
ちに 対してです。 わたしたちは， その 
死人の 中からの よみがえりの 後， この 
方と 飲食を 共に したので す。 42 また 
この 方は， 民に 宣べ 伝える ように， そ 
して， これが 生きて いる 者と 死んで い 
る 者との 審判 者と して# に 定められた 


第 10 章 

ア申 10:17 


ガラ 
ウ詩 107:20 
詩 147:18 
エイ ザ 52:7 


パプ テス マを 施される  使徒 10：35—11：5 

者で ある こと を S 底 fc に 証 しする よう 
にと， わたしたちに お命じに なり まし 
た。 43 この 方に ついては すべての 預 
言 者が 証 しを し， 彼に 信仰を 持つ 者は 
皆， その 名に よって 罪の 許しを 得る と 
[述べて] います」。 

44 ぺ テロが まだ これらの ことにつ 
いて 話して いるう ちに， 聖霊が み 言葉 
を 聞いて いるすべ ての 人の 上に 下った。 
45 そして， 割礼を 受けた 人々 で， ぺテ 
口 と 一緒に 来て いた 忠実な 者たち は 驚 
嘆した。 無償の 賜物で ある 聖霊が 諸国 
の 人々 の 上に も 注ぎ 出されて いたから 
である。 46 彼らが [いろいろな] 国堯 
で 話し， 拽を あがめて いるのを 聞いた 
ので ある。 これに 答え 応じてべ テロは 
[言った]， 47 「わたしたちと 同じよう 
に 聖霊を 受けた この 人々 に， だれか 水 
を 禁じて バプ テス マを 受けさせないで 
いる ことができる でしょう か」。 48 そ 
うして， イエス •キリス トの 名に おい 
てバプ テス マを 受ける ようにと 彼らに 
命じた。 それから 彼らは， 幾日 かと ど 
まるよう にと 彼に 頼んだ。 

さて， ユダヤに いる 使徒と 兄弟 
たちは， 諸国の 人々 も裡の 言葉 
を 受け入れた ことを 聞いた。  2 それ 
で， ぺテ 


コ 使徒 
ガラ 


ン ヨハ 14:22 
I ルカ 24:30 


艺マタ 28:19 
使徒 1:8 


使徒 17:31 
ロマ 14:9 


34 
23 

ダニ 9:24 
ルカ 24:27 
啓 19:10 

ウ ロマ 10:11 

ガラ 
ェ 使徒 
使徒 
ォガラ 
力 使徒 
使徒 19:6 
キマタ 3:11 
使徒 8:36 
使徒 11:17 
ク マタ 16:19 
使徒 2:38 
使徒 19:5 
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ケゼヵ 2:11 
ルカ 2:32 
使徒 14:27 
コ 使徒 10:45 
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が エルサレムに 上って 来る 
と， 割礼を [支持す る 人々] は 彼に 対し 
て 言い争いを 始め， 3 彼が 割礼を 受け 

もの  いえ  いっしょ  しょく 

ていない 者たち の 家に 入って 一緒に 食 
事を したと 言った。  4 そこでべ テロ 
は [答え] 始め， 彼らに 委細を 説明して 

い 

こつ 目った。 

5 「わたしは ヨッパ 市に いて 祈りを 


使徒 11:6 — 21  使徒たち に対するべ テロの 報告。 迫害  1704 


していた のです が， こうこつ とした 状 
態のう ちに 一つの 幻を 見ました。 何 か 
器の ような ものが， ちょうど 一枚の 大 
きな 亜麻布が その 四隅を 持って 天から 
降ろされ るかの ように 下って， わたし 
のと ころまで 来たので す。  6 それを 
のぞき 込んで 観察した ところ， 地の 四 
つ 足の 生き物， 野獣， はう もの， 天の 
鳥な どが 見えました。  7 また， 『立 
ちなさい， ぺ テロ， ほふって 食べな さ 
い！』 と言う 声が 聞こえました。 8 し 
かしわた しは， 『いえ， それは でき ま 
せん， 主よ。 汚れたり 清くなかったり 
する 物は いまだ かつて わたしの 口に 入 
れ たこと がない からです』 と 言い まし 
た。 9 天からの 声が 二度目に 答え [て 
言い] ました， 『あなたは， 拽が 清め 
たものを 汚れて いると 呼んで はなら な 
い』。 10 こうした ことが 三度 起き， そ 
れ からすべ ての 物は 再び 天に 引き上げ 
られ ました。 11 また， 見て ください， 
ちょうど その 時です， 三人の 人が， わ 
たしたち のいた 家のと ころに 立って い 
ました。 カ エサ レアから わたしの とこ 
ろに 派遣され てきた のです。 12 する 
と， 霊が， 何も 疑わないで 彼らと 一緒に 
行く ようにと わたしに 告げました。 し 
かし， これら 六 人の 兄弟たち も 一緒に 
行き， わたしたちは その 人の 家の 中に 
入りました。 

13 「彼は， み使いが 自分の 家の 中に 
立っ て 話す のを 見た その 様子を わたし 
たちに 伝えて くれました。 [み使いは 
こう 言った のです。] 『人を ヨッ パに 派 
遣して， またの 名を ぺ テロと いう シモ 
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ア 使徒 10:12 


ィ 使徒 10:13 

ウ ェゼ 4:14 
マタ 15:11 
使徒 10:14 

ェ 使徒 15:9 


才 使徒 10:16 


力 使徒 10:17 


キヨ ハ 16:13 
使徒 10:19 


ク 使徒 10:23 
使徒 15:7 


第二 欄 

ア 使徒 10:30 


イ 使徒 16:30 


ウ 使徒 2:4 


エマ タ 3:11 

マル 1:8 

ルカ 3:16 
使徒 1:5 


オイ ザ 44:3 

ヨエ 2:28 

ヨハ 1:33 
使徒 2:17 


力 使徒 15:8 
ガラ 3:2 


キ ダニ 4:35 
使徒 10:47 


ク 使徒 21:14 


ケル カ 2:20 
使徒 13:48 
使徒 145.27 


コ イザ 11:10 
使徒 17:30 
使徒 20:21 

ロマ 10:12 

ロマ 15:9 


サ 使徒 8:1 


シ 使徒 21:2 


ス 使徒 21:3 


セマタ 10:6 


ソ 使徒 6:1 
使徒 9:29 


タ マル 13:10 


チル カ 1:66 


ツ 使徒 2:47 
使徒 9:35 


ンを 呼びなさい。 14 そうすれば， 彼 
は あな たと あな たの 家の 者た ちす ベて 
が 救われる [ に 必要な ] 事柄を 話して く 
れ るでしょう』。 15 ところが'， わたし 
が 話し 始める と， 聖霊が 彼らの 上に 下 
りました。 初めに わたしたちの 上に も 
[下った] のと 同じよう にです。 16 そ 
こ で わた しは ，主の 言われた こと， つま 
り， 『ヨハネは 水で バプ テス マを 施した 
が， あなた 方は 聖霊を もって バプ テス 
マを 受ける であろう』 といつ も 言って 
おられた のを 思い出しました。 17 そ 
れ で， 拽 が， 主 イエス •キリス トを 信 
じて 頼った わたしたちに [与えて くだ 
さった] と 同 じ 無償^) 賜物を 彼 ら にも 
お与えに なった 以上， どうして わたし 
な どが# を 妨げ 得た で しょうか」。 

18 さて， これらの ことを 聞く と， 彼 
らは 黙って 同意し， それから 裡の 栄光 
をた たえて こう 言った。 「それでは， 
裡は 命の ための 悔い改めを 諸国の 人々 
にも お授けに な っ たの だ」。 

19 このよう にして， ステファノ のこ 
とで 起こ っ た 患難の ために 散らされた 
者たち は， フェ ニ キア， キプロス， ア 
ン ティ オ キアにまで 進んで 行った が， 
ユダヤ人の ほかには だれに もみ 言葉を 
話さなかった。  20 しかしながら， そ 
の 中には， キプロス やキ レネの 者で ア 
ン ティ オ キアに 来た 人たち が 幾人 かお 
り， ギリシャ 語を 話す 人々 にも 語りは 
じめ て， 主 イエスの 良いた よりを 宣明 
した。  21 さらに また， エホバの み 手 
が 彼らと 共に あり， 信者と なった 大勢 
の 人が 主に 転じた。 


1705  「クリスチャン」。 ヤコブは 殺される。 ぺ テロの 投獄  使徒 11:22—12:11 


22 彼らに 関する 話は エルサレム にあ 
る 会衆の 耳に 達し， 彼らは バルナ バをア 
ン ティオ キアにまで 遣わした。  23 到 
着して# の 過分の ご 親切を 見た 時， 彼 
は歓 び， また ，心からの 決意を 抱いて 引 
き 続き 主の うちにと どまる ようにと み 
ん なを 励ます のであった。 24 彼は 善 
良な 人で あり， 聖霊と 信仰と に 満ちて 
いたので ある。 そして， かなり 多くの 
人々 が 至に 加えられた。 25 それで， 彼 
は サウ ロを 何とか 捜そうと して タル ソ 
スに 出かけて 行った。 26 そして， 見 
つけてから， 彼を アンティオキアに 連 
れて 来た。 こうして， 彼らは まる 一年 
の あいだ 人々 と共に 会衆に 集まり， 相 
当 数の 人々 を 教える ことに なった。 そ 
して， 弟子たち が 神慮に よって クリス 
チャンと 呼ばれた のは， アン ティオ キ 
アが 最初であった。 

27 さて， そのころ， 預言者た ちが エ 
ルザ レムから アン ティ オ キアに 下って 
来た。 28 その 一人， ア ガボと いう 名 
の 者が 立って， 大 飢きんが 人の 住む 全 
地に 臨もうと している ことを 霊に よっ 
て 示した。 これは， クラウディウスの 
時に 実際に 起こった。 29 それで 弟子 


おのおの  おう 

たちは， 各々 がそので きる ところに 応 

[シ 1  す  きょうだい  きゅうえん W 

じて， ユダヤに 住む 兄弟たち に 救援 
を 送る ことに 決めた。 30 そして 彼ら 


はこれ を 実行し， バルナ パと サウ ロの 


ねんちょうしゃ  おく  とど 

手に よって それを 年長者た ちに 送り 届 
けた。 


1 〇 ちょうど そのころ， 王へ ロ デは 

■  かいしゅう  もの  ぎゃくたい sjH 

丄“ 会衆の ある 者たち を 虐待す る 


とに 手を つけた。 


かれ 

彼は 


ヨハネの 兄 
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ソ ヨハ 15:20 
使徒 4:3 

タ マタ 4:21 


第二 欄 

アマ タ 20:23 
ルカ 11:49 

ィ 使徒 24:27 

ゥ出 12:15 
出 23:15 
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弟 ヤコ ブを 剣に かけて 除き 去っ たので 
ある。 3 それが ユダヤ人の 気に入る の 
を 見て， 彼は さらに ぺ テロを も 捕縛し 
た。 （ところで， それは 無 酵母 パンの 
時期であった。） 4 そして 彼を 捕まえ 
て獄に 入れ， 四 人 一組 四 交替の 兵士に 
引き渡して 監視 させた。 過ぎ 越しが 済 
ん でから 民の ために 彼を 引き出す つも 
りだった ので ある。  5 こうして ぺテ 
口は 獄に 入れられて いた。 しかし， 彼 
のた め に 姓への 祈り が 会衆に よって 熱 
烈に 続けられ ていた。 

6 さて， へ ロ デが 彼を 引き出そうと 
していた 時， その 夜べ テロは 二 本の 鎖 
でつな がれて 二人の 兵士の 間で 眠って 
おり， 戸口の 前の 番兵たち は獄 を守っ 
ていた。  7 しかし， 見よ， エホバの 
み使いが そばに 立ち， 光が 獄房 内を 照 
らした。 彼は ぺ テロの 脇腹を たたいて 
起こし， 「早く 立ちなさい！」 と言っ 
た。 すると， 鎖は 彼の 両手から 落ちた。 
8 み使いは 彼に 言った， 「帯を 締め， サ 
ン ダルを 履きなさい」。 彼は そのと お 
りに した。 最备に [み使い] は 彼に 言っ 
た， 「外衣を 着けて， わたしの あとに 
付いて 来なさい」。 9 それで 彼は 外に 
出て あとに 付いて行った が， み使いを 
通して 起きて いる 事が 現実で あるとは 
知らなかった。 事実， 幻を 見て いるの 
だと 思って いた。 10 第一と 第二の 見 
張り番を 通り抜けて， 市内に 通ず る 鉄 
の 門のと ころに 来る と， それは ひとり 
でに 開いた。 そして， 外に 出た あと 通 
りを 一つ 進む と， み使いは すぐに 彼を 
離れた。 11 それでべ テロは 我に 返っ 
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て 言った， 「今， 確かに 分かる。 エホ 
バは み使いを 遣わして， わたしを へ 口 
デの 手から， そして ユダヤの 民が 待ち 
構えて いたす ベての 事から 救い出して 
くださった の だ」。 

12 そして， そう 考える と， 彼は また 
の 名を マルコと いう ヨハネの 母 マ リア 
の 家に 行った。 そこには かなり 大勢の 
者が 集まって 祈って いた。 13 彼が 門 
口の 戸を たたく と， ロ ダと いう 名の 下 
女が 応対に 出て 来たが， 14 それが ぺ 
テロの 声 だと 分かる と， 喜^ ■びの あまり 
門を 開けずに 中に 駆け込み， ぺ テロが 

かどぐち  し  かれ 

門口に 立って いると 知らせた。 15 彼 
ら は， 「あなたは 気が狂って いるの だ」 
と 言った。 しかし 彼女は， 確かにそう 
だと 強く 言い張る のであった。 みんな 
は， 「それは 彼のみ 使いだろう」 と 言 
いだした。 16 しかしべ テロは そこで 
ずっと [戸を] たたいて いた。 [戸を] 開 
けた 時， 彼らは [ぺ テロ] を 見て 非常に 
驚いた。 17 しかし 彼は， 静かに する 
ようにと 手を 振って 合図を し， エホバ 
が どのよう に 彼を 獄か ら 連れ出された 
かを 詳しく 話し， そして， 「これらの 
ことを ヤコブと 兄弟たち に 報告して く 
ださい」 と 言った。 そうして 彼は 出て 
行き， 別の 場所に 旅立った。 

18 さて， 夜が 明ける と， ぺ テロは 
いったい どう なった のかと， 兵士の 間 
で 少なからぬ 騷ぎ になった。 19 へ 口 
デは 彼を 念入りに 捜した が， 見つから 
ない となると， 番兵たち を 取り調べ， 
[処罰の ために] 彼らを 引いて 行く よう 
にと 命令した。 その後， ユダヤから 力 
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エサ レアに 下って 行き， そこでし ばら 
く 過ごした。 

20 さて， [へ ロ デ] は ティル スやシ 
ドンの 民に 対して 戦闘的な 気構えで い 
た。 そのため 彼らは こぞって [へ ロ デ] 
のと ころに やって来て， 王の 寝室の 
世話 係で ある ブラス トを 説き付けて か 
ら， 和を 請い はじめた。 彼らの 地方は 
王の [国土] から 食物 を 得て いたからで 
ある。  21 ところが， ある 決められた 日 
に， へ ロ デは 王 衣を まとって 裁きの 座 
に 座り， 彼らに 向かって 演説を 始めた。 
22 集まって いた 民の ほうは， 「神の 声 
だ， 人の [声] ではない！」 と 大声で 叫 
び はじめた。  23 するとたち どころ に 
エホバの み使いが 彼を 撃った。 彼が 裡 
に 栄光を 帰さなかった からで ある。 そ 
して， 彼は 虫に 食われて 息 絶えた。 

24 しかし エホバの 言葉は 盛んにな 
り， 広まって いった。 

25 バルナ バと サウ ロの ほうは， エル 
サ レムで 救援 の 仕事を 十分に 果たして 
から 帰途に つき， ヨハネ， またの 名を 
マルコと いう 者を 一緒に 連れて来た。 
1 Q さて， アンティオキアには， そ 
この 会衆に 預言者 や 教え 手たち 
がいた。 バルナ バ， それに ニゲルと 呼 
ばれる シメオン， キ レネの ルキオ ，地域 
支配者へ ロ デと 一緒に 教育を 受けた マ 
ナ エン， そして サウ ロであった。 2 彼 
らが エホバに 対する 公の 奉仕を し， ま 
た 断食を している と， 聖霊が こう 言っ 
た。 「すべての 人のう ち バルナ バとサ 
ウ ロを わたしの ため， わたしが 彼らを 
召して [行なわせる] 業の ために 取り分 
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けなさい」。 3 そこで 彼らは 断食を し 第 I3 章 た。 エホバの 教えに すっかり 驚いた か 
て 祈り， 手を その上に 置いて から [二人] ァ^^ぷ ら である。 

を 行かせた。  13 次いで 人々 は パウロと 共に パフ ォ 

4 こうして， これらの 人は 聖霊に 送 ィ ス から 船出して， パンフ リアの ベルガ 
り 出されて セレウキアに 下り， そこ か ゥマタ 24:24 に 着いた。 しかし， ヨハネは 彼らから 

む  しゅっぱん  はな  かえ  ㈣ 

ら キプロスに 向けて 出帆した。  5 そ  _  離れて エルサレムに 帰った。 14 それ 

つ  かれ  エ テモ n  3：8  かれ  すす 

して サラミスに 着く と， 彼らは ユダヤ  でも 彼らは， ベルガから さらに 進んで 

人の 諸 会堂で 裡の 言葉を 広め はじめた。 ^；^  8:448 ピ シデ アの アンティオキアに 来た。 そ 
彼らは 付き添い として ヨハネ も 連れて ョ  して， 安息日に 会堂に 入って 席に着い 

いた。  力 使徒 9:8 た。 15 律法と 預言 j たちの 公の 朗読 

6 島 じゅうを 回って パフォスまで 来 キ 使徒 19:38 の 後， 会堂の 主宰 役員たち が 彼らのと 

た 時， 彼らは ある 男に 出会った。 それ - ころに 人を よこして こう 言った。 「皆 

は 呪術 者で， 偽 預言者で あり， その 名 7_15  38 さん， 兄弟たち， 民に 対して 何 か 励ま 

じん  f 更使 丄 り：'38  ，しば  はな 

を バル イエスと いう ユダヤ人で あっ  しの 言葉が あれば， 話して ください」。 

た。 7 彼は 執政官 代理の セル ギオ •パ 12：12 16 そこで パウロは 立ち上がり， 手を 動 
ウ ロと 一緒にいた。 これは そう 明な 人 ゥ$$15:38 かしな がらこう 言った。 

であった 0 この 人は バルナ バと サウ ロ ヱ 使徒 16:13  「皆さん， イスラエルの 方と， 裡を 
を 自分のと ころに 呼び， 独の 言葉を 聞  S  !s；42 恐れる [ほかの] 方々， 聞いて ください。 

せつ もと  じゅじゅつ  使徒 19:8  たみ 

くこと を 切に 求めた。 8 しかし， 呪術  17 この 民 イスラエルの 裡は ，わたした 

者 （事実， 彼の 名は そのよう に 訳され 15:21 ちの 父祖を 選び， エジプトの 地に おけ 
る） ェルマは 彼らに 觀し はじ‘ ま ヵマル ㈤ る その 灰蟲 W の M この 民を 蔭め， S 
政官 代理を 信仰から そらせよう とした。 +_12:17 げたみ 腕を もって 彼らを そこから 連れ 
9 サウ ロ， つまり パウロは， 聖霊に 満  26；!° 出されました。 18 その後 およそ 四十 

たされ, 彼を じっと見て， 10 こう 言っ  年の 間， [姓] は 荒野で 彼らの 行動を 忍 

さ ぎ  ク 使徒 13:26  一  — 

た。 「ああ， あらゆる 詐欺と あらゆる  ばれました。 19  [そして] カナンの 

罪悪に 満ちた 者， 悪魔の 子， すべて 義 地の 七つの 国民を 滅ぼした 後， 彼らの 
にか なった ことの 敵よ， エホバの 正し  土地を くじで 分配され ました。  20 こ 

い 道を ゆがめて やめない のか。 11 で コ Sg ぼ の すべては およそ 四百 五十 年間の こと 
は， 見なさい， エホバの 手が あなたの  *  2:7  です。 

上に ある。 あなたは 盲目に なり， しば サ 「そして， こうした 事の 後， 預言者 サ 
らくは 日の 光を 見ないで あろう」。 た  ム エルの 時に 至る まで 彼らに 裁き 人を 

ちまち， 濃い 霧と 闇が 彼の 上に 下り， "V 31 お与えに なりました。 21 しかし それ 
彼は 手を 取って 導いて くれる 者を 探し  以後， 彼らは 王を 要求し， 迚 は， ベニ 

まわる のであった。 12 この 時， 執政  ヤ ミン 部族の 人， キシュの 子 サウ ルを 

官 代理は 起きた 事柄を 見て 信者と なっ 四十 年の あいだ 彼らに お与えに なり ま 
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した。 22 ついで， 彼を 退けた 後， ダビ 
デを 王と して 彼らの ために 起こし， 彼 
について 証し をして こう 言われ ま した。 
『わたしは 自 分の 心に かなう 人， エッサ 
イの子 ダビデを 見いだ した。 彼は わた 
しの 望む ことを みな 行なう であろう』。 
23 裡はご 自分の 約束 どおり， この [人] 
の 子孫から イスラエルに 救い主， イエ 
スを もたらされました。 24 それは， ヨ 
ハネ が， その 方の 登場に 先立ち， 悔い 
改めの [象徴と しての] パプ テス マを イ 
ス ラエルの 民の すべてに 公に 宣べ 伝え 
た 後の ことでした。  25 しかし， 自分 
の 行程を 全うしつつ あった 時， ヨハネ 
はこう 言った ものです。 『あなた 方は 
わたしを だれ だと 思います か。 わたし 
は その 者ではありません。 しかし， 見 
よ， わたしの 後に 来る 方が おられ， わ 
たしは その 足の サンダルを ほどいて さ 
しあげる にも 僮し ません』。 

26 「皆さん， 兄弟たち， アブラハム ー 
族の 子で ある 方たち， そして# を 恐れ 
る [ほかの] 方々， この 救いの 言葉は わた 
したち に 送られて いるので す。  27 と 
いうのは， エルサレムの 住民と その 支 
配 者たち はこの 方を 知らず， 裁く 者と 
して 行動した 際， 預言者た ちが 言い表 
わした 事柄を 成就した からです。 それ 
ら のことは 安息日 ごとに 朗読され てい 
るので す。  28 そして， 何ら 死 [に定 
める] 理由を 見いだ せなかった にも か 
かわらず， 彼らは この 方の 処刑を ピラ 
卜に 要求し ました。  29 こうして， こ 
の 方に ついて 書かれて いる 事柄を すべ 
てな し 終えてから， この 方を 杭から 下 
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ろ して 記念の 墓の 中に 横たえ ま した。 
30 しかし， 裡 はこの 方を 死人の 中から 
よみがえらせました。  31 そして この 
方は 何日 もの 間， 自分と 共に ガリラヤ 
か ら エル サ レムに 上 っ て 来て いた 人た 
ちに 姿を 見せ， その 人たち は 今， 民に 
対する 彼の 証人と なって います。 

32 「それで わたしたちは， 夂祖 にな 
された 約束に 関する 良いた よりを あな 
た 方に 宣明 している のです。 33 すな 
わち， イエスを 復活 させた ことにより， 
裡は 彼らの 子供で ある わたしたちに， そ 
の [約束] を 完全に 成就 さ れ たという こ 
とです。 詩編の 第二 編に， 『あなたは 
わたしの 子。 わたしは この 日に あなた 
の 父. となった』 と 書いて あると おりで 
+。 34 そして， 彼を もはや 腐れに 帰 
する ことのない [者と して] 死人の 中 か 
ら 復活 させた ことにつ いて， [裡] はこ 
のよう に 述べて おられます。 『わたし 
は， ダビデに 対する 忠実な 愛 ある 親切 
を あなた 方に 与える』。 35 ゆえに， 別 
の 詩の 中で， 『あなたは ご自 分の 忠節 
な 者が 腐れを 見る ことを お許しに なら 
ない』 とも 言って おられます。  36 と 
いうのは， 一方で ダビデは， 自分の 世 
代に おいて 明示 さ れ た# の ご 意志に 仕 
え， [死の] 眠りに ついて 父祖たち と 共 
に 横たえられ， 確かに 腐れを 見た から 
です。 37 他方， 裡が よみがえらせた 

かた  くさ  [シ） 

方は 腐れを 見な かっ たのです。 

38 「ですから， 兄弟たち， この こと 
を 知って ください。 すなわち， この 方 
を 通して 罪の 許 しが あなた 方に 広めら 
れ ており， 39 モー セの 律法の もとで 
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あなた 方が 無罪 と宣 せられな かった す 
ベての ことにつ いても， 信じる 者は 皆， 
この 方に よって 無罪と 宣 せられる とい 
うこと です。 40 ですから， 預言者た 
ちの 中で 言われて いる 次の ことがあな 
た 方に 臨まない ようにして ください。 
41 『あざける 者たち よ， それに 目を 留 
めよ。 驚き 怪しめ。 そして 消え去れ。 
わた しは あなた 方の 日 に 一つの 業を す 
るからで ある。 それは， だれかが 詳し 
く 話した としても， あなた 方が 決して 
信じる ことのない 業で ある』」。 

42 さて, 彼らが 出て 行く 際， 人々 は， 
こうした ことを 次の 安息日に も 話して 
ほしいと 懇 J 顧す るので あった。 43 そ 
して， 会堂の 4 会が 解散した 後， ユダ 
ヤ人 および [迚 を] 崇拝す る 改宗者 V) 
多くが パウロと バルナ バの あとに 付い 
て 来たが， ふたりは その 人たち に 話し 
て， 裡の 過分の ご 親切のう ちに ずっと 
とどまる ようにと しきりに 勧める ので 

[力 I 

あった。 

44 次の 安息日には， ほとんど 全市 
[の 人々] が エホバの 言葉を 聞きに 集 
まった。 45 ユダヤ人たち はこの 群衆 

[〇\  み  かた 

を 見て ねたみに 満た され， ハウ ロの §吾 
る 事柄を 冒とくして それに 言い 逆らう 
ようになった。 46 それで， パウロと 
バルナ パは 大胆に 語っ て 言った， m 
の詈 葉は ま ず あな た 方に 対 して 語られ 
る こ とが 必要でした。 あなた 方が それ 
を 押しの けて， 自らを 永遠の 命に 値し 
ない 者と 裁く のです から， ご覧な さい， 
わた したち は 諸国 民の ほうに 向かい ま 
す。 47 事実， エホバは 次の ような 晉 
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葉で わたしたちに 命令を 課して おられ 
ます。 『わたしは あなたを 任命して 諸 

こくみん  ひかり (ァ）  ち  は 

国民の 光と した。 地の果てにまで あな 
たが 救 L 、となる ためで ある』」。 

48 諸国の 人たち はこれ を 聞いて 歓 
び， エホバの 言葉に 栄光を 帰す るよう 

(ウ 1  えいえん  いのち 

になった。 そして， 永遠の 命の ために 
正しく 整え られた 者は みな 信者と なっ 
ナ こ。 49 さらに， エホバの 言葉は その 
地方 全域に 伝えられて いった。 50 し 
かし ユダヤ人 たちは， [迚] を 崇拝す 
る 評判の 良い 婦人たち や 市の 主立った 
人々 を あおり 立て， パウロと バルナ バ 
に対して 害を 起こし， 彼らを 自分た 
ちの 境界の 外に 追い出した。 51 彼ら 
はそう した 人々 に 向かって 足の 塵を 振 
り 払い， それから イコ ニ オムに 行った。 
52 そして， 弟子たち は 引き続き 喜び 
と 聖霊と に 満たされ ていた。 

：=•]  かれ  とも 

1/1 さて， イコ ニ オムで， 彼らは 共 
に ユダヤ人の 会堂の 中に 入って 
話を したが， その [力強い 話し] 方の た 
めに， ユダヤ人 も ギリシャ 人 も 非常に 
大勢の 人が 信者と なった。 2 しかし， 
信じない ユダヤ人 たちは 諸&の 人たち 
の 魂を あおり 立て， [これに] けし かけ 

きょうだい  てきたい  !M 

て 兄弟たち に 敵対 させた。  3 それ ゆ 
え， 彼らは かなりの 時を 過ごして エホ 

けんい  だいたん  かた 

バの 権威の もとに 大胆に 語り， [初は 
彼らの 手を 通して しる しや 異 兆を 起こ 
させて， その 過分の ご 親切に 関する 言 
葉に 証し をされ た。 4 しかしながら， 

し  ひとびと  わ  もの 

市の 人々 は 二つに 分かれ， ある 者は ユ 
ダヤ 人たち の 側に， ある 者は 使徒たち 
の 側に 付いた。 5 さて， 諸国の 人た 


使徒 14:6—23  ギリシャ 人は 犠牲を ささげよう とする。 石 打ちに 遭う  1710 


ちと ユダヤ人， それに その 支配者たち 

くわ  かれ  おうへい 

も 加わって， 彼らを 横柄に あしらって 
石 撃ちに しようと いう 暴挙が 企てられ 
た 時， 6 そのこと について 知った 彼ら 
は， ル カオ ニアの 都市 ルス テラと デル 
ベ， および その 周辺の 地方に 逃げた。 
7 そして， そこで 良いた よりを 宣 明し 
つづけた。 

8 さて， ルス テラに， 母の 胎 [を 出た 
時] から 足が なえて いて， 両足の 利かな 
い 人が 座って いた。 彼は それまで 一度 
も 歩いた ことがなかった。 9 この 人は 
パウロが 話す のを 聴いて いたが， [パウ 
口] は 彼を じっと見て， いやしを 受ける 
だけの 信仰が あるのを 見る と， 10 大 
きな 声で 言った， 「自 分の 足で まっす 
ぐに 立ちなさい」。 すると， 彼は 躍り 上 
がって 歩き はじめた ので ある。 11 そ 
こ で 群衆は バウ ロが 行な っ た 事を 見て 
声を 上げ， ル カオ ニア fe で， 「神々 が 人 
間の ようになって わたしたちの もとに 
下って 来たの だ！」 と 言った。 12 そ 
して， バルナ バを ゼウス， また パウロの 
ほうを， 彼が 先に 立って 話して いたの 
で， ヘルメスと 呼び はじめた。 13 ま 
た， 市の 前に [神殿] が ある ゼウスの 祭 
司は， 数 頭の 雄牛と 花輪を 門のと ころ 
に 携えて 来て， 群衆と 一緒に 犠牲を さ 
さげよう とする のであった。 

14 しかし， そのこと を 聞く と， fk 
徒の バルナ バと パウロは， 自分の 外衣 
を 引き裂いて 群衆の 中に 飛び出し， 叫 
んで 15 こう 言った。 「皆さん， なぜ 
こうした 事を する のです か。 わたした 
ち も， あなた 方と 同じ 弱さを 持つ 人間 
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ア 使徒 14:19 
テサ I  2:2 


カイ ザ 35:6 
使徒 3:8 

キ 使徒 12:22 
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出 20:11 
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使徒 4:24 


才申 18:14 
使徒 17:30 


力 詩 65:10 


キ詩 145:16 


ク 使徒 17:27 

ロマ 1:20 


ケ 使徒 17:13 


ス 使徒 11:23 


テサ I  3:4 


です。 そして， あなた 方に 良いた より 
を宣 明して いるの も， あなた 方が こう 
した 無駄な 事柄から 生ける# に， 天と 
地と 海と その 中の すべての 物を 造られ 
た 方に 転ずる ためな のです。 16 過去 
の 世代に おいて， [迚] は 諸国 民す ベて 
が 自分の 道を 進む のを 許され ま した。 
17 とはいえ， ご 自分は 善い ことを 荇 
なって， あなた 方に 天からの 雨と 実り 
の 季節を 与え， 食物と 楽し さとを もっ 
て あな た 方の" 也、 を 存分 に 満たされ たの 
ですから， 決して ご 自身を 証し のない 
ままに して おかれた わけでは ありませ 
ん」。 18 それでも， このように 言っ 
て， 彼らは やっとの ことで， 群衆が 自 
分たち に 犠牲を ささげる のを とどめた 
ので ある。 

19 ところが， ユダヤ人 たちが アン 
ティ オ キア や イコ ニ オムから やって来 
て 群衆を 説き付けた。 それで， 彼らは 
パウロを 石 打ちに し， 彼が 死んだ も 
のと 思って 市の 外に 引きずり 出した。 
20 しかし， 弟子たち が 取り囲ん でい 
ると， 彼は 起き上がり， 市の 中に 入っ 
て 行った。 それから 次の 日， 彼は バル 
ナバ と共に デルベに 向かった。 21 そ 
して， その 都市に 良いた よりを 宣 明し 
て かなり 大勢の 弟子を った 後， 彼ら 
は ルス テラ， イコ ニ オム， さらに アン 
ティオ キアに 帰り， 22 弟子たち の 魂 
を 強め， 信仰に とどまる ように 励まし 
て， 「わたしたちは 多くの 患難を 経て 
裡の 王国に 入らなければ ならない」 と 
[言った]。  23 さらに また， 彼らの た 

か^ L ゆう  ^  ねんちょうしゃ  I  にん^^  (ソ） 


1711  割礼に 関する 論争  使徒 14:24—15:13 

断食を して 辕 りを ささげ， 彼らを その 第14 章 かに 話した 0  5 しかし， 信者と なっ 
信ず る エホバに ゆだねた。  7 ■ 13:3 ていた パリ サイ 派の 人たち 幾人 かが 席 

かれ  とお  イ 使徒 20:32  かれ  かつれい ほどこ （ィ 1 

24 それから 彼らは ピ シデ ア を通っ から 立ち， 「彼らに 割礼を 施し， モー 

(ゥ 1  °  13-13  りっぽう まも おこ  いわた 

て パンフ リアに 入り， 25 ベルガで み ェ 使徒 13:1 セの 律法を 守り 行なうよ うに 言い渡す 
言葉を 語った 後， ア タリアに 下った。 ォコ I15:1Q ことが 必要 だ」 と 言った。 

26 そして， そこから 出帆して アン ティ ^fielg18  6 そこで 使徒 や 年長者た ちは， こ 

W  む  かれ  ち  けん  しら  あつ  W 

オ キアに 向かった。 彼らは その 地で， キ篇 だ。 の 件に ついて 調べる ために 集まった。 

いま  じゅうぶん  な  と  わざ  おお  ぎろん W 

[今や] 十分に 成し遂げた 業の ため， 裡 -  7 さて， 多くの 議論が 出てから， ぺテ 

かぶん  しんせつ  たく  [才）  第 IFi 章  かれ  い  みな 

の 過分の ご 親切に 託された ので ある。  口が 立って 彼らに こう 言った。 「皆 さ 

とうちゃく  かいしゅう  あつ  ノ  2:12  きょうだい  がた  し 

27 そこに 到着して 会衆を 集める と， ヶ創 17:10  ん， 兄弟たち， あなた 方が よく 知って 
彼らは 次いで， 裡が 自分たち を 通して  U2 ば3 いると おり， 裡は 早い ころから あなた 
行なわれた 多くの 事柄， また， [裡] が 信 5:2 方の 間で 選びを 行ない， わたしの 口を 
仰への 戸口を 諸国 民に 開かれた ことを "12  !e；40 通して 諸国の 人たち が 良いた よりの 言 
話し はじめた。  28 こうして 彼らは 弟 シロ マ 15:24 葉を 聞いて 信じる ようにされ まし/こ。 
子たち と共に かなりの 時を 過ごした。  3116:6  8 そして， [人の] 心を 知って おられる 

ス 使徒 13:4  (キ）  おこ  おな 

1, さて， ある 人たち が ユダヤから  ^ 14:27 迚 は， わたしたちに 行なわれ たと 同じ 

辛って 秦， 「モー セの ■ど セ 使徒11:18 ょぅに， ？!ら にも 謹を 掌ぇ； しを 

W かつ れい  う  [コ）  がた ノ 使徒 21.17  かれ 

おり 割礼を 受けない かぎり， あなた 方 - されました。  9 また， わたしたちと 彼 

すく  きょうだい  おし  4^  — あいだ なん  さべつ  もう  （ヶ） 

は 救われない」 と 兄弟たち に 教えは じ  _  ら との 間に 何の 差別 も 設けず， 彼らの 

かれ  あいて  ア 使徒 21:19 こころ しんこう  きよ  f コ） 

めた。 2 しかし 彼らを 相手に， パウロ  9 心を 信仰に よって 浄 めら れ たのです。 

すく  そうろん  11:2  いま ふそ 

と バルナ バ によって 少なからぬ 争論と ゥ出 12:48 10 それです から， どう して 今， 父祖 も 
議論が 起きた 時， 人々 は， パウロと バ わたしたち も 負う ことので きなかった 
ルナ バ および 自分たち のうちの ほかの ォマル 9:16  くびきを 弟子たち の 首に 課して， 神を 

いくにん  ろんそう  使徒 15:2  ため 

幾人 かが， この 論争の ことで エル サレ 10:34 試したり する のです か。 11 それ どこ 
ム にいる 使徒 や 年長者た ちの もとに 上  _ 11:17 ろか， わたしたち も， その 人たち と 同 

と  き  キ代 128:9  [ス） しゅ  かぶん  しんせつ [セ I 

る ことを 取り決めた。  ^  じように， 主 イエスの 過分の ご 親切に 

とちゅう  使徒1:24  すく—  たの 

3 こうして， これらの 人たち は 途中 ク 使徒 1():44 よって 救われる ことを 頼みと している 
まで 会衆に 見送られた 後， ずっと 進ん  のです」。 

とお  しょこく  いちどう ちんもく 

で フェ ニ キア や サマリアを 通り， 諸国 コガラ 2:16  12 すると， 一同は 沈黙して しま っ 

の 人たち の 転向の ことを 詳しく 話して た。 そして， バルナ パと パウロが， 自 
は， すべての 兄弟たち を 大いに 喜ばせ シガラ 5:1 分たち を 通して 独が rt 国民の 間で 行な 
るので あった 0  4 エルサレムに 着く スマ タ 2〇:28 われた 多くの しるし や異 兆に ついて 話 
と， 彼らは 会衆 および 使徒 や 年長者た ^  it  hi；1 すのを 聴く のであった。 13 彼らが 話 
ちに 親切に 迎えられ， 迚が 自分たち を v 15.1〇 し 終えてから， ヤコブが 答えて 言った， 

とお  おこ  おお  ことがら  J  みな  きょうだい  き  t 夕】 

通して 行なわれた 多くの 事柄に ついて 夕 使徒 12:17 「皆さん， 兄弟たち， 聞いて ください。 


使徒 15:14—35  決定： 割礼を 施さなくて よい。 淫行と 血を 避ける  1712 


14 シメオンは， 拽が 初めて 諸国 民に 注 
意を 向け， その 中から ご 自分の み 名の 
ための 民を 取り出された 次第を 十分に 
話して くれました。 15 そして， 預言 
者たち の 言葉は この こと と 一致して い 
ます。 こう 書いて あります。 16 『こ 
れらの 事の 後， わたしは 戻って， 倒れ 
た ダ ビデの 仮小屋を 建て直す であろ 
う。 その 荒れ 跡を 建て直して それを 再 
び 立てる であろう。 17 残って いる 人 
たちが， すべての 国の 民， わたしの 名 
によって 呼ばれる 民と 共に， 切に エホ 
パを 求める ためで あると， 18 昔から 
知られた これ らの 事を 行な っ て おられ 
る エホバが 言われる』。 19 ですから， 
わたしの 決定は， 諸国 民から 姓に 転じ 
て 来る 人々 を 煩わさず， 20 ただ， 偶 
像に よって 汚された 物と 淫行と 絞め殺 
された ものと 血を 避ける よう 彼らに 書 
き 送る ことです。 21 モー セは 安息日 

しょかい どう  ろうどく  （サ） かれ 

ごとに 諸 会堂で 朗読され ており， 彼を 
宣べ 伝える 者が 古来 どの 都市に もい る 
からです」。 

22 そこで， 使徒 や 年長者たち， ま 
た 全会衆は， _ 分たち の 中から 選んだ 
人々 を， パウロ および バルナ バ と共に 
アン ティ オ キアに 遣わす ことが よいと 
考えた。 すなわち， バル サバと 呼ばれ 
る ユダと シラスで， 兄弟たち の 中で 指 
導 的な 人たち であった。 23 そして， 
彼らの 手に よってこう 書き送った。 

「使徒 や 年長者の 兄弟たち から， ア 
ン ティオ キア， また シリア， キリキア 
にいる， 諸国 民からの 兄弟たち へ： あ 
いさつを 送ります。  24 わたしたちの 
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ア 使徒 11:13 
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ア 使徒 15:1 


ゥ 使徒 1:14 
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中から 行った ある 人たち が， わたした 
ちが 何の 指示 も 与えな かっ たに も かか 

い  (7) 

わらず, いろいろな ことを 言って あな 
た 方を 煩わせ， あなた 方の 魂を かく 乱 
しようと している ことを 聞き ましたの 
で，  25 わたしたちは 全員 一致の もと 
に， 人を 選んで， わたしたちの 愛する バ 
ルナ バ および パウロ，  26 わたしたち 
の 主 イエス • キリストの 名のた めに 自 
分の 魂を 引き渡した 人たち と共に， あ 
なた 方の もとに 遣わす ことが よいと 考 
えました。  27 このような わけで， わ 
たしたち は ユダと シラスを 派遣し ます 
が， それは また 彼らが 同じ ことを 言葉 
で 伝える ためで もあります。 28 とい 

せいれい I ク）  つぎ 

うのは， 聖霊と わたしたちとは， 次の 

ひつよう  ことがら  がた 

必要な 事柄の ほかは， あなた 方に その 
うえ 何の 重荷 も 加えない ことが よいと 
考えた からです。 29 すなわち， 偶像 
に 犠牲と して ささげられた 物と 血と 奋 
め 殺された ものと 淫行を 避けて いる こ 
とです。 これらの ものから 注意 深く 身 

まも  (t)  がた  さか 

を 守って いれば， あなた 方は 栄える で 
しょう。 健やかに お過ごしく ださい」。 

30 こうして， これらの 人たち は 送 
り 出されて アンティオキアに 下り， 皆 
を 集めて 手紙を 渡した。  31 それを 
読んで， 人々 は その 励ましに 歓ん だ。 
32 そして ユダと シラスは ： 自ら 預言者 
でも あった ので， 何度も 講話を して 兄 
弟たち を 励まし， また 強めた。  33 こ 
うして しばらく 過ごしてから， 彼らは 
兄弟たち に 送られ， 自分たち を 遣わし 


た 人々 の もとへ と 平安のう ちに 戻って 
行った。 34 —— 35 しかしながら， 


1713  パウロと バルナ バは 別れる。 第 2 回 宣教 旅行  使徒 15:36 — 16: 13 

パウロと バルナ パは 引き続き アン ティ 第 巧 章 たからで ある 〇  4 さて， 彼らは 諸 都市 
オ キアで 時を 過ごし， ほかの 多くの 人 13:1 を 回って 旅行を 続けながら， エル サレ 

とも  ことばよ  しと  ねんちょうしゃ  き  さ だ 

と共に， エホバの 言葉の 良いた よりを ィコ D11:7 ム にいる 使徒 や 年長者た ちの 決めた 定 

おし  せんめい  （ィ）  まも  おこ  つた 

教えた り宣 明したり した。  ゥ 3n 11:28 めを 守り 行なうよう そこ の 人たち に 伝 

36 さて， 何日 かの 後， パウロは バ  える のであった。 5 こうして まさに， 

ルナ パに 言った， 「何よりも， わたし テモ 114:11 諸 会衆は 信仰に おいて 堅く され， 日 ご 

もど  い  ことば  にんずう  ま 

たちは 戻って 行って， エホバの 言葉を ォ 使徒 i3:i3 とに 人数を 増して いった。 

ひろ  とし  きょうだい  かれ 

広めた すべての 都市に いる 兄弟たち を 。 使徒 4:36  6 また， 彼らは フリ ギアと ガラ テア 

訪ね， みんなが どうして いるか 見て こ  ^ 13:4 地方を 回った。 アジア [地区] でみ 言葉 
ようでは ないか」 0  37 バルナ バ とし キ 使徒 ル2〇 を 語る ことを 聖霊に よって 禁じられた 

[エ）  よつ  くだ 

ては， マルコと 呼ばれる ヨハネ も 連れ ク 使徒 15:27 からで ある。  7 さらに， ミ シアに 下 
て 行く ことに 決めて いた。  38 しかし 14：2„ る さい， ビチ ニアに 入ろうと 努力した 
パウロは， 彼が パンフ リアから 先は 自  x73：?  が， イエスの 霊は それを 許さなかった。 

ぶん  はな  わざ  どうこう  かれ  とお 

分たち を 離れて 業に 同行し なかった こ コ 使徒 瓜5  8 そこで 彼らは ミ シアの そばを 通って 

[才 J  つ  ゆ  _  (才）  くだ 

とが あるので， 彼を ずっと 連れて行く  トロア スに 下った 0  9 そして， パウロ 

てきとう  おも  ^  よなか まぼろし (力） 

ことを 適当とは 思わなかった 0  39 そサ 使徒 14:6 は 夜中に 幻を 見た 。ある マケドニア 

こで 怒りが^ しくぶ つかって， 彼らは ラ  の 人が 立って 彼に 懇願し， 「マケ ドニ 

互いに 別れる ことに なった。 そして， シ アへ 渡って 来て， わたしたちを 助けて 

(力）  つ  -ii  4:17  い 

バルナ バは マルコを 連れて キプロスに  テサ I3:2  ください」 と言うの であった 0 10 そ 

む  しゅっぱん  （ク）  テモ I 1:2  まぼろし 

向けて 出帆した。 40 パウロは シラス  こで， [パウロ] がその 幻を 見てから す 

を 選び出し， 兄弟たち により エホバの ^ 31 9：20 ぐ， わたしたちは， 彼らに 良いた より 

かぶん  しんせつ  たく  い  '  せんめい  よ 

過分の ご 親切に 託されて 出かけて 行っ 第二 欄 を宣 明す るた め 独が わたしたちを 呼び 
た。 41 彼の ほうは シリアと キリキア 15:28 寄せて くださった の だと 結論して， マ 

とお  しょかい しゅう  っよ  [コ）  [キ）  ゆ  つと 

を 通って 諸 会衆を 強めた。  ィ 使徒 15:41 ケド ニアへ 行こうと 努めた。 

-I  n こうして 彼は デルべ， そして ま ゥ _18:23 11 こうして， わたしたちは ト ロア ス 
I11 た ルス テラに 着いた。 すると， 4:13 から 船出して サモ トラ ケに 直行し， 翌 

[シ）  でし  じつ 

見よ， そこに テ モテと いう 名の 弟子が ヱ ぺテ ii:i 日 ネアポリスに， 12 そして そこから 

しんじゃ  ふじん  むすこ  （ク）  つ  しょくみんち 

いた。 信者で ある ユダヤ 婦人の 息子で， ォコ n2:i2 フィリピに [着いた]。 そこは 植民地で， 

ちち  じん  テモ n  4:13  ち  く  しゅようと し (ヶ） 

父は ギリシャ 人であった が， 2 ルス テ  マケドニア 地区の 主要都市 である。 わ 

ラと イコ ニ オムの 兄弟たち から 良い 評 ^2 Si5 たしたち はこの 都市に とどまって 幾日 

ばん  え  コ n i2：i  す  あんそくび 

判を 得て いた。 3 パウロは， この 人が  か 過ごした。 13 そして 安息日に， わ 

じぶん  どうこう  ねが  の  もん  そと 

自分と 同行す るよう にとの 願いを 述べ， キ たしたち は 門の 外の 川の そばに 出かけ 

ち いき  じん  かれ  つ  い  いの  ばしょ 

その 地域の ユダヤ人の ために， 彼を 連  て 行った。 そこに 祈りの 場所が あると 

き  かつれい ほどこ  [ス）  ちち  ク フイ 1:1  おも 

れて 来て 割礼を 施した。 その 父が ギリ  テサ 12:2 思った ので ある。 そして わたしたちは 

し  こし  あつ  はな 

シャ 人で ある ことを みんなが 知ってい ヶ 使徒 20:6 腰を下ろし， 集まって いた 女たち に 話 


使徒 16:14—31  フイ リピ での 伝道。 殴打され， 投獄され る  1714 


しはじめた。 14 ところで， 紫 布を 売 
る， テア テラ 市の 人で， 裡の 崇拝者で 
も ある ルデアと いう 名の 女が 聴いて い 
たが， エホバは 彼女の ^ 心を 大きく 開い 
て， パウロの 話す 事柄に 注意を 払わせ 
た。 15 さて， 彼女と その 家の 者たち が 
パプ テス マを 受けた 時， 彼女は 懇願し 
て 言った， 「もし 皆さんが， わたしを エ 
ホバに 忠実な 者と 見て く ださ っ たので 
したら， わたしの 家に 入って 泊まって 
いらして ください」。 そして 彼女は わた 
したち を 強いて 連れて行った ので ある。 

16 また， わたしたち がその 祈りの 場 
所に 行く 時であった が， 霊， つまり 占 
いの 悪霊に つかれた ある 下女が わたし 
たちと 出会った。 彼女は 予言を 業と し 

じ ぶん  しゅじん  おお  りえき  え 

て， _ 分の 主人たち に 多くの 利益を 得 
させて いた。 17 この [女] が パウロと 
わたしたちの あとに ずっと 付いて 来て， 
「この 人たち は 至高の 神の 奴隸で ，あな 
た 方に 救いの 道を 広めて いるので す」 
と 叫びつ づける のであった。 18 彼女 
はこれ を 何日 も 続けた。 ついに パウロ 
は それに うんざりし， 振り向いて その 
霊に 言った， 「彼女から 出る よう， イ 
エス •キリス トの 名に おいて あなたに 
命じる」。 すると， その 時す ぐ それは 出 
て荇 っ#。 

19 ところが， 彼女の 主人たち は 自分 
たちの 利得の 望みが な く なった のを 見 

W  つか  いち 

て， パウロと シラスを 捕まえ， 市の 立つ 
広場の 中へ， 支配者た ちの もとへ と 引 
きずって 行った。 20 そして， 彼らを 
行政官た ちのと ころに 引き立てて， こ 
う 言った。 「これらの 男は わたしたち 
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の 都市を ひどく かき 乱して おります。 

じん  われわれ  じん 

ユダヤ人でして， 21 我々 ローマ 人で 
あれば， 採用す る こと も 実施す る こと 
も 許されない 習慣を 広めて います」。 
22 そして， 群衆は 彼らに 敵して 共に 立 
ち 上がった。 そこで， 行政官た ちは 彼 
らの 外衣を はぎ取った のち， 棒む ちで 
打ちた たくよう にと 命令した。 23 何 
度 も 殴打を 加えた のち， [行政官たち] 
は 彼らを 獄に 入れ， 厳重に 留置して お 
くように と 牢番に 命じた。 24 そのよ 
うな 命令を 受けた ので， [牢番] は 彼ら 

おく  ひとや [力） い  だい  [キ） 

を 奥の 獄 に 入れ， 足 かせ 台に つないで 
彼らの 足を 動かない ように した。 

25 しかし， 真夜中 ごろ， パウロと シラ 
スは 祈ったり， 歌で 神を 賛美した りし 
ていた。 そして， 囚人たち も それを 聞 

とつぜん  じ 

いていた。 26 ところが， 突然 大きな 地 
震が 起こり ，牢屋の 土台が 揺れ動いた。 
そのうえ， 戸が みな 直ちに 開き， すべて 
の 者の かせが 解けた。 27 牢番は 眠り 
から 覚めて 獄の 戸が 開いて いるのを 見 
ると， 囚人たち が 逃げて しまった もの 
と 思って， 剣を抜いて 自害し ようとし 
ナ! :。 28 しかし パウロは 大声で 叫んで 
言った， 「自分を 傷つけて はいけ ない。 
わたしたちは 皆 ここにい る！」 29 そ 
れで 彼は 明かりを 求めてから 中に 駆け 
込み， おののきながら パウロと シラス 
の 前に ひれ 伏した。 30 そして， 彼らを 
外に 連れ出 してから こう 言った。 「皆 
様， 救われる ために わたしは 何を しな 
ければ なりません か」。 31 彼らは 言っ 
た， 「主 イエスを 信じて 頼りなさい。 
そうすれば 救われます。 あなた も， あ 


1715  テ サロ ニケへ 行く。 迫害に 遭う  使徒 16: 32 — 17: 9 

いえ  もの  [7]  かれ 

なた の 家の 者たち も」 0  32 そして， ふ 第16 章  1 7 さて， 彼らは アンフィポリスと 
たりは エホバの 言葉を 彼に， また その ァ 使徒11 :14 丄， アポロニアを 旅して テ サロ ニケ 

いえ  もの [ィ】 かた  き (7)  じん  かいどう 

家に いるすべ ての 者に 語った。 33 そ ィ ■仙24 に 来た。 そこには ユダヤ人の 会堂が 
のの ち 彼は， 夜の その 時刻に ふたりを ゥ 使徒 8:12 あった。 2 それで， パウロは 自分の 

つ  い  あと  あら  使徒 16:15  しゅうかん  [ィ) かれ 

連れて行って そのむ ち 跡を 洗った。 そ  習慣 どおり 彼らのと ころに 入り， 三つ 

して， 彼 も その [家の 者] も ひとり 残ら の 安息日に わたって 彼らと 聖書から 論 
ずす ぐに パプ テス マを 受けた。 34 そ 才 ggg じ，  3 キリストが 苦しみを 受け， そ 

かれ  じ ぶん  いえ  つ  し にん  [才  1  ひつ 

れ から 彼は ふたりを 自分の 家の 中に 連  して 死人の 中から よみがえる ことが 必 

き  まえ しょくたく  す  力 使徒 22:29 よう  せつめい  かんれん 

れて 来て， その 前に 食卓を 据え， 自分  要であった ことを 説明したり， 関連し 

が拽を 信じる ようになった ことを 家の +；^1?4：32 た 事柄を 挙げて 証明した りして， 「わ 
者たち すべてと 共に 大いに 歓ん だ。  _  た しが あなた 方に 広めて いる この イエ 

35 夜が 明けた 時， 行政官た ちは 幾人 一 ース， この 方が キリストです」 と [言っ 
かの 鞋を W して， 「ぁの人た ちを 割7 章た]。 4 その 縫，？! ら のぅち 戴か 

しゃくほう  い  アテサ 12:1  しんじゃ  阁  [ク]  くわ 

釈放す るよう に」 と 言った。 36 それ  が 信者と なって パウロと シラスに 加わ 

で 牢番は 彼らの 言葉を パウロに こう 伝 "S 13?；4 り， さらに，®] を 崇拝す る 非常に 大勢 

ぎょうせいかん  がた ふたり  使徒 14:1  じん  おもだ  ふじん 

えた。 「行政官た ちは， あなた 方 [二人] ^ 18:4 の ギリシャ 人， そして 主立った 婦人た 
を 釈放す るよう にと 人を よこしました。 ゥ 使徒 18:19 ちのうち のかな りの 者 もそう なった。 

き  へいあん  じん 

ですから， さあ， 出て 来て， 平安のう x._2:7  5 しかし ユダヤ人たち はねた みを 

ちに お出かけく ださい」。  37 しかし  K  34-2? 抱き， 市の 立つ 広場を ぶらつく 者のう 

かれ  い  詩 69:21  じゃあく  いくにん  なか まひい 

パウロは 彼らに 言った， 「彼らは ロー  1¢ 118:22 ちから 邪悪な 男を 幾人 か 仲間に 引き 入 
マ 人で ある わたしたちを， 有罪の 宣告  ^53-5 れて 暴徒を 組織し， 市に 騒動を 起こし 

おおやけ  う  ひとや  い  ^ V  '  .tt.  ! サ！  いえ しゅうげき 

もせずに 公に むち 打ち， しかも 獄に入  はじめた。 そして， ヤ ソンの 家を 襲撃 

いま  才詩 16:10  いっこう  しゅうみん まえ 

れ ました。 それを 今， ひそかに 出そう  ルヵ24:46 し， [パウロの 一行] を 衆 民の 前に 引き 
というので すか 0 それは なりません！ 力 使徒 is:28 出そうと した。  6 しかし 見つからな 

じぶん  でむ  き  ガラ 3:1  いくにん  きょうだい 

彼らが 自分で 出向いて 来て， わたした  いので， ヤ ソンと 幾人 かの 兄弟たち を 

ちを 連れ出すべき です」。 38 そこで 警 +_  28:24 市の 支配者た ちのと ころに 引きずって 
吏は この ことばを 行政官た ちに 伝えた。 ク HI ば 行き， こう 叫んだ。 「人の 住む 地を 覆 

かれ  じんき  ：シ！  もの  き 

彼らは， この 人たち が ローマ 人 だと 聞  した これらの 者たち が ここにまで 来て 

こわ  [力）  ケ 使徒 13:45  てあつ むか 

いて 怖く なった。 39 そのため， やっ  いますが ， 7 ヤ ソンは これを 手厚く 迎 

き  こんがん  かれ  つ  コ 使徒 16:20  い  もの 

て 来て ふたりに 懇願し， 彼らを 連れ出  え 入れました。 しかも， これらの 者た 

したの ち， その 都市から 去って くれる ^ nv 16,21 ちは みんな カエサルの 希 に 逆らって 

たの  かれ  こうどう  べつ  [セ） 

ようにと 頼んだ。 40 しかし， 彼らは シ 行動し， イエスと いう 別の 王が いると 

ひとや  いえ ゆ  きょうだい  ^ 16:20  かれ  き 

獄を 出てから ルデアの 家に 行き， 兄弟  言って います」。 8 彼らは それを 聞く 

あ  はげ  [キ】  さ  スエズ 4:12  ぐんしゅう  し  しはいしゃ 

たちに 会って 励まし， それから 去って  群衆 や 市の 支配者た ちを まさに かき 立 

行った。  てた。  9 そして， ヤ ソンと ほかの 者た 


使徒 17:10—24  ベレアでの 伝道。 パウロは アレ オパ ゴスで 話す  1716 


ちから 十分の 保証を 取った 後に， やっ 
と 彼らを 去らせた。 

10 すぐさま， 兄弟たち は 夜のう ち 
に パウロと シラスを 共に ベレアに 送り 
出した。 彼らは 到着す ると， ユダヤ人 
の 会堂に 入った。 11 さて， [ここの 
人たち] は テ サロ ニケの 人たち より 気 
持ちが おおらかであった。 きわめて 意 
欲 的な 態度で み 言葉を 受け入れ， それ 
がそのと おり かどう かと 日 ごとに 聖書 
を 注意 深く 調べた ので ある。 12 その 
ため， 彼らのう ちの 多くの 者が 信者と 
なり， また， 評判の 良い ギリシャ 婦人 
や 男子のう ちの かなり の 者が そうな っ 
た。 13 しかし， テ サロ ニケの ユダヤ 
人たち は， 裡の 言葉が パウロに よって 
ベレアで も 広められ ている ことを 知る 
と， 民衆を 駆り立てて 騒がせよ うとし 
士 そこに もやって 来た。 14 そこで， 
兄弟たち はすぐ に パウロを 送り出して 
海まで 行かせた。 しかし シラスと テモ 
テとは そこに 居残った。 15 しかしな 
がら， パウロを 案内した 人たち は 彼を 
アテネまで 連れて来た。 そして， シラ 
スと テ モテが で きる だけ 早く 彼のと こ 
ろに 来る ように， との 命令を 受けて か 
ら去っ て 行った。 

16 さて， アテネで 彼らを 待って い 
る 時であった が， その 都市に 偶像が 満 
ちている のを 見て， パウロの 内なる 霊 
はいら 立つ ようになった。 17 それで 
彼は， 会堂で ユダヤ人と， また [迚 を] 
崇拝す る ほかの 人たち と， さらには 毎 
日， 市の 立つ 広場で そこに 居合わせる 
人々 と 論ずる ようになった。 18 しか 
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し， エピクロス 派 および ストア 派の 哲 
学者の ある 人々 が 彼と 言い合う ように 
なり， ある 者は， 「この おしゃべりは 
何を 言おうと している のか」， また ほ 
かの 者は， 「これは 異国の 神々 を 広め 
る 者ら しい」 など と言うので あった。 
彼が イエス およ び 復活の 良い たよりを 
宣 明して いたから である。 19 それで 
彼らは [パウロ] をつ かまえて ア レオ パ 
ゴスに 連れて行き， こう 言った。 「あ 
なた の 話して いる この 新しい 教えが ど 
ういう ことなの か， わたしたちに 分か 
ら せて もらえる だろう か。  20 わたし 
たちに は 耳慣れな L 柄を あな たが 持 
ち 込んで いるから だ。 ついては， それ 
がどうい う 意味な のか 知りたい の だ」。 
21 事実， すべての アテネ 人と そこにと 
う留 している 異国 人は ，暇な時 間と いえ 
ば 何 か 新しい 事柄を 語ったり 聴いたり 
して 過ごして いるので あった。  22 さ 
て， パウロは アレ オパ ゴスの 真ん中に 
立って， こう 言った。 

「アテネの 皆さん， わたしは， あな 
た 方が すべての 事に おいて， 他の 人た 
ち 以上に 神々 への 恐れの 念を 厚く 抱い 
て おられる 様子を 見ました。 23 例え 
ば， 歩きながら， あなた 方の 崇敬の 対 
象と なって いるものを 注意 深く 見て い 
るう ちに， わたしは， 『知られて いな 
い 神に』 と 刻み 込まれた 祭壇 も 見つけ 
ました。 それで， あなた 方が 知らない 
で 敬虔な 専心を 示して いるもの， それ 
を わたしは あなた 方に 広めて いるので 
す。 24 世界と その 中の すべての もの 
を 造られた 裡， この 方は 実に 天地の 主 


1717  神は 偶像では ない。 アクラと プリ スキラ  使徒 17:25—18:7 


であり， 手で 作った 神殿な どには 住ま 
ず， 25 また， 何 かが 必要で も あるか 
のように， 人間の 手に よって 世話を 受 
ける わけで もありません。 ご 自身が す 
ベて [の 人] に 命 と 息と すべての 物を 与 
えて おられる からです。  26 そして， 
一人の [人] からすべ ての 国の 人を 造っ 
て 地の 全面に 住ま わせ， また， 定められ 
た鼪 [r もの 售崔 のた めの； の I 
界 とを お定めに なりました。 27 人々 
が拽を 求める ためで あり， それは， 彼 
らが [挫] を 模索して ほんとうに 見いだ 
すなら ばの ことです が， 実際のと ころ 
[裡] は， わたしたち ひとりひとりから 
遠く離れて おられる わけでは ありませ 
ん〇  28 わたしたちは [裡] によって 命 
を 持ち， 動き， 存在して いるから であ 
り， あなた 方の 詩人の ある 者たち も， 
『そは われらは また その子 孫な り』 と 
言って いると おりです。 

29 「したがって， わたしたちは 裡の 
子孫な のです から， 神た る 者を 金 や 銀 
や 石， 人間の 技巧 や 考案に よって 彫刻 
された ものの ように 思うべき では あり 
ません。 30 確かに， 迚 はそう した 無 
知の 時代を 見過ごし てこ られ はし まし 
たが， 今では， どこに おいても すべての 
者が 悔し ヽ 改めるべき こと を 人類に 告げ 
て おられます。  31 なぜなら， ご 自分 

にんめい  す 

が 任命 した ひとりの 人に よっ て 人の 住 
む 地を 義を もっ て 裁く ために 日 を 定め， 
彼を 死人の 中から 復活 させて すべての 
人に 保証を お与えに な っ たからです」。 

32 さて， 死人の 復活に ついて 聞く 
と， ある 者たち は あざける ようにな っ 


エイ ザ 42:5 
才創 5:2 
力 創 1:28 
キ申 32:8 
ク詩 74:17 
ケ申 2:5 
申 2:19 
申 32:8 
イザ 34:17 
コ申 4:29 
イザ 55:6 
サ詩 145:18 
エレ 23:23 

ロマ 1:20 


ツルカ 24:47 
テ 詩 96:13 
詩 98:9 


[7] 

たが， ほかの 者たち は， 「これにつ い 
ては あなた [の 言う こと] を また 別の 時 
に 聞こう」 と 言った。  33 こうして パ 
ウ ロは 彼らの 中から 出た が，  34 幾人 
かの 者は 彼に 加わ っ て 信者と なった。 
その 中には， アレ オパ ゴス 裁判所の 裁 
判官 デオ ヌシオ， ダマ リスと いう 名の 
女， また そのほかの 者たち もいた。 

1 〇 こうした 事の 後， 彼は アテネを 
la 去って コリントに 来た。 2 そし 
て， ポント ス 生まれの 人で， クラウ ディ 
ウスが ユダヤ人 すべてに ローマ 退去を 

めい  さいきん  （エ）  き 

命じた ために 最近 イタ リ ア から 来た, ア 
クラと いう 名の ユダヤ人と， その 妻 プリ 
スキラに 会った。 それで 彼は その ふた 
りの もとに 行き， 3 職が 同じだった の 
で その 家に 滞在し， こうして 彼らは [共 
に] 働いた。 天幕 作りを その 職と してい 
たので ある。 4 しかしながら， 彼は 安 
息 日 ごとに 会堂で 話を して， ユダヤ人 
と ギリシャ 人を 説得す るので あった。 

5 さて， シラスと テ モテが 共に マケ 
ド ニアから 下って 来る と， パウロは ひ 
た すら み 言葉の ことに 携わる ようにな 
り， イエスが キリスト である ことを 証 
明す るた めに ユダヤ人 たちに 証し をし 
寺こ。 6 しかし， 彼らが 反対して あし ざ 
まに 言いつ づけた 時， 彼は 自分の 衣を 
振り払って， こう 言った。 「あなた 方 
の 血は あなた 方 自身の 頭に 帰す るよう 
に。 わたしは 潔白です。 今からは 諸国 

い  (v) 

の 人たち のと ころに 行きます」。  7 こ 
う して， 彼は そこから 移って，# の 崇拝 
者で ある テ テオ • ユ ストと いう 人の 家 

セ エゼ 3:18; 使徒 20:26; ソ 使徒 13:46; 使徒 28:28;  ロマ 
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に 入った。 その 家は 会堂に 隣接して い 
た 〇  8 しかし， 会堂の 4 宰 役員 クリス 
ポが 主の 信者と なり， その 家の 者たち 
も 皆そう なった。 そして， [み 言葉を] 
聞く コリン ト 人の 多くが 信じて パプ テ 
スマを 受ける ようになった。  9 その 
うえ， 夜中に 主が 幻に よって パウロに 

い  [ィ）  おそ  かた 

こう 言われた。 「恐れないで， 語りつ 
づけなさい。 黙って いては いけない。 
10 わたしは あなたと 共に おり， だれも 
あなたを 襲って 危害を 加えたり はしな 
いからで ある。 この 都市には わたしの 
民が 大勢い るので ある」。 11 こうし 
て 彼は そこ に 一年 六 か 月 腰を すえて 滞 
在し， 彼らの 間で 裡の 言葉を 教えた。 

12 さて， ガリオが アカイアの 執政 
官 代理だった 時で あるが， ユダヤ人た 
ちは パウロに 敵して いっせいに 立ち上 
がり， 彼を 裁きの 座に 引いて 行って， 
13 「この 者は 法に 逆らい， 神を 崇拝す 
る 点で 人々 を 別の 宗旨に 導いて いる」 
と 言った。 14 しかし， パウロが 口を 
開こうと した 時， ガリオが ユダヤ人た 
ちに 言った， 「実際， それが 何ら かの 
不正 もしくは 罪悪と なる 邪悪な 行為で 
あれば， ユダヤ人 たちよ， わたしは 当 
然 辛抱して あなた 方を 忍び もしよう。 
15 だが， それが ことば や 名前 や あなた 
方の 間の 律法を めぐる 論争で あれば， 
あなた 方が 白 分で 処置しなさい。 わた 
しは そう した 事柄の 審判 者には なりた 
くない」。 16 そうして 彼らを 裁きの 座 
から 追い返した。 17 すると 彼らは こ 
ぞっ て 会堂の 主宰 役員 ソ ステ ネを 捕ら 
え， 裁きの 座の 前で 打ちた たいた。 し 
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かし ガリ オ はこう した 事に いっ さいか 
かり 合おうと しなかった。 


イルカ 22:43 
使徒 23:11 


ウ エレ 1:19 
マタ 28:20 


ェ 使徒 13:7 
使徒 19:38 

才 使徒 16:19 

力 使徒 24:5 


ク 使徒 23:29 
使徒 25:19 


第二 欄 

7  ロマ 16:1 

イ民 6:18 
使徒 21:23 

ウ 使徒 13:14 
使徒 17:2 

ェ 使徒 21:6 


カガラ 1:2 

キ 使徒 16:6 

ク 使徒 14:22 
使徒 15:32 

ケ 使徒 19:1 


ココ I  4:6 

サ ロマ 12:11 

シ 使徒 19:3 


18 それでも， パウロは なお かなりの 
日数 滞在し， その後， 兄弟たち に 別れ 
を 告げて シリアに 向けて 出帆した。 プ 
リス キラと アクラ も 彼と 一緒であった。 
彼が ケン ク レアで 髪の毛を 短く 刈って 
いたから であり， 彼には 誓約が あった 
ので ある。 19 こうして 一行は エ フエ 
ソスに 着いた が， [パウロ] は 彼らを そ 
こに 残し， 自分は 会堂の 中に 入って ユ 
ダヤ 人たち と 論じた。  20 彼らは もっ 
と 長く とどまる ようにと しきりに 頼ん 
だが， [パウロ] は それに 応じないで 
21 別れを 告げ， 「エホバが 望まれる 
なら， また あなた 方のと ころに 戻って 
来ます」 と 言った。 こうして， 彼は エ 
フエ ソス から 船出して 22 カエ サレ 
アに 下った。 そして， 上って 行って 会 
衆に あいさつし， それから アン ティオ 
キアに 下った。 

23 そして， そこでし ばらく 過ごして 
から， 彼は 出発し， ガラ テアと フリギ 
ア 地方の 各所を 回って すべての 弟子た 
ちを 強めた。 

24 さて， アポロと いう 名の ユダヤ人 
で， アレクサンドリア 生まれの 雄弁な 
人が エフ ヱ ソスに 着いた。 彼は 聖書に 
よく 通じてい/ L  25 この [人] は エホ 
パの 道を 口伝えに 教えられ ており， 霊 
に 燃えて いたので， イエスに 関する 事 

がら  はな 

柄を 正しく 話したり 教えたり する よう 
になった が， ヨハネの バプ テス マに つ 
いて 知っている のみであった。 26 そ 
して この [人] は 会堂で 大胆に 話 し 始め 


1719  エフ ヱ ソス での 実り 多い 宣教 奉仕  使徒 18:27 — 19:17 


た。 プリ スキラと アクラは 彼 [の 話] を 
聞き， 彼を 自分たち のと ころに 連れて 
来て， 迚の 道を より 正しく 説き明かし 
た。 27 さらに， 彼が アカイアに 渡っ 
て 行く ことを 望んで いたので， 兄弟た 
ちは 弟子たち に 書き送って， 彼を 親切 
に 迎える ように 勧めた。 こうして 彼は 
そこに 着く と， [神の] 過分の ご 親切の 
ゆえに 信者と なって いた 者たち を大い 
に 助けた。 28 彼は， ユダヤ人の 誤り 

ねつれつ  たいど  おおやけ  てっていてき しょうめい 

を 熱烈な 態度で 公に ま た 徹底的に 証明 
し， いっぽうでは， イエスが キリス トで 
ある こ i11 を ii から  したので あ I。 
1 Q そうして いるう ちに， アポロが 
丄” コリン トに いる 轉で あった が， パ 
ウ ロは 内陸 部を 回って エフ ヱ ソスに 下 
り， 幾人 かの 弟子を 見つけた。 2 そし 
て 彼らに こう 言った。 「信者と なった 
時， あなた 方は 聖霊を 受けました か」。 
彼らは 言った， 「いや， わたしたちは 聖 
霊が あるか どうか も 聞いた ことがあり 
ません」。 3 そこで 彼は 言った， 「で 
は， 何の パプ テス マを 受けた のです か」。 
彼らは 言った， 「ヨハネの バプ テス マ 
です」。 4 パウロは 言った， 「ヨハネ 
は， 悔い改めの [象徴と しての] パプ テ 
スマを 施^" して， 自分の 後に 来る 方， つ 
まり イエスを 信じる よう 民に 告げ まし 
た」。  5 これを 聞く と， 彼らは 主 イエ 

ラ  W 

スの 名に おいて バプ テス マを 受けた。 
6 そして， パウロが 彼らの 上に 手を 置 
くと， 聖霊が 彼らに 臨み， 彼らは [いろ 
いろ な] 国語で 話したり 預言 したりす 
るよう になった。 7 全部で 十二 人 ほ 
どの 男子が いたので ある。 
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力 使徒 18:24 

コ I  3:[ 

キコ I 16 

8 

ク 使徒 2 

38 

ヶ 使徒 8 

16 

コ 使徒 

サマタ 3 

:25 

マル 1 

使徒 1 

4 

5 

シヨ ハ 1 

15 

ョハ 1 

30 

ス 使徒 8 

16 

セ 使徒 8 

17 

ソ 使徒 2 

4 

使徒 10:46 

コ  I  12: 

10 

第二 欄 

アル カ 4 
使徒 1 

16 

:5 

使徒 1 

:2 

ィ 使徒 1: 

3 

キ 使徒 20:31 
ク 使徒 20:18 
テモ n 1:15 
ヶ 使徒 14:3 


8 彼は 会堂の 中に 入って 三 か 月の あ 
いだ 大胆に 語り， 裡の 王国に ついて 話 
をし， また 説得に 努めた。  9 しかし， 
ある 者たち がかた くな にな っ て 信じよ 
うとせ ず， 大勢の 人たち の 前で この 道 
について 悪く言った 時， [パウロ] は 彼 
ら から 離れて 弟子たち を 彼 ら から 別に 

[力）  こ ラ どう  まいにち はなし 

し， ツラノ の 学校 [の 講堂] で 毎日 話を 
した。 10 これは 二 年に わたって 行な 
われ， その 結果， ユダヤ人 も ギリシャ 
人 も， アジア [地区] に 住む すべての 者 
がまの 言葉を 聞いた。 

11 そして# は パウロの 手を 通して 異 
常な までの 力 ある 業を 行ないつ づけら 
れ た。 12 そのため， ただ 布切れ や 前 
掛けを 彼の 体から 取って 患って いる 人 
のと ころに 持って行く だけで， 疾患は 
去り， 邪悪な 霊たち は 出る のであった。 
13 ところが， 悪霊 払いを する 放浪の ユ 
ダヤ 人の ある 者たち も， 邪悪な 霊に つ 
かれた 人たち に対して 主 イエスの 名を 
となえる こと を 手がけ， 「パウロの 宣 
ベ 伝える イエスに よって お前たち に 厳 
粛に 言い渡す」 と言うよう になった。 
14 ところで， ユダヤ人の 祭司 長で スケ 
ワ という 人の 七 人の 息子が おり， これ 
を 行なって いた。 15 しかし， 邪悪な 
霊は 答えて 彼らに 言った， 「わたしは 
イエスを 知ってい るし， パウロと も 面 
識が ある。 だが， お前たち はだれ なの 
だ」。 16 そうして， 邪悪な 霊の いる 男 
が 彼らに 躍り かかり， 彼らを 次々 に 抑 
えつけ て 打ち負かし たので， 彼らは 傷 
ついた まま 裸で その 家から 逃げて 行っ 
た。 17 この ことは， エフェソスに 住む 


使徒 19： 18—33  魔術の 本を 焼く。 銀細工 人たち の 騒ぎ  1720 

ユダヤ人 にも ギリシャ 人に も， みんな 第 w 章 ス だけでなく アジア [地区] の ほとんど 
に 知れ渡った。 そして， 恐れが 彼らす 全域で， かなり 多くの 人々 を 説き付け 

のぞ  しゅ  ちが  い けん  いだ  つく 

ベて に 臨み， 主 イエスの 名は 大 いなる  て 違った 意見を 抱かせ， 手で 作った も 

[ィ）  しんじゃ  イテサ n 1:12  (ィ]  い 

ものと されて いった。 18 また， 信者  のは 神では ない などと 言って いる こと 

となった 者の 多くが やって来 ては 告白 ゥ g ユも， あなた 方の 見聞きす ると ころ だ。 

[ウ）  じぶん  おこ  われわれ しょくぎょう ふひょう 

をし， 自分の 行なって きた ことを あら  27 そのうえ， この 我々 の 職業が 不評を 

つ  じっさい  ま  エ申 18:10  こうむ  いだい  めがみ 

わに 告げる のであった。 19 実際， 魔 ダニ2:2  被る だけでなく， 偉大な 女神 アル テミ 

じゅつ おこ  （ェ）  おおぜい  もの  じ  使徒 8:9  [ゥ】  しんでん  と  た 

術を 行なって いたかな り 大勢の 者が 自  スの 神殿が 取る に 足りない ものの よう 

分たち の 本を 持ち寄って， みんなの 前 ^  ^24 にみ なされ， 全 アジア [地区] また 人の 

で 燃やした。 そして， それらの 値を 計  nDl：6 住む [全] 地が 崇拝す る [女神] の 荘厳 さ 

算 してみ ると， 合わせて 銀 五 万 枚に な ヵコ け6:5 までが 無に 帰せ しめられて しまう とい 
る ことが 分かった。 20 このよう にし 2〇：29 う 危険が 存在す るの だ」。  28 人々 は 

て， エホバの 言葉は 力強く 伸張し， ま  15:25 これを 聞いて 怒りに 満ち， 「偉大な の 
た 行き渡って いった 0  ク 使徒 23:11 は エフェソス 人の アルテミス！」 と 叫 

21 さて， こうした 事が 終わった 時，  び だした。 

パウロは 自分の 霊の 中で， マケドニア ヶ 使徒16:1  29 そのため 市は 混乱に 満たされ， 

まわ  ひとびと  たびな かま 

と アカイアを 回って から エルサレムに コテモ D4:20 人々 は， パウロの 旅 仲間で ある マケド 

たび  [キ) おも  つ  じん  W 

旅を しようと 思い立ち， 「そこに 着い  ニア 人の ガイオと アリス タルコを むり 

サ 使徒 9:2  ひ  つ  げきじょう 

たのち， わたしは 口ー マ も 見なければ  やり 引き連れ， 劇場の 中に いっせいに 

(ク 1  い  じ  使徒 22:4  こ 

ならない」 と 言った。 22 そして， 自  なだれ 込んだ。  30 パウロと しては， 

分に 仕えて いた 者のう ちから， テ モテ '>=，n 1：〇  中に 入って 民衆のと ころに 行きたい 

I コ）  ふたり  はけん  おも  でし  ゆる 

と エラ ストの 二人を マケドニアに 派遣 ス 使徒 ie:ie と 思った が， 弟子たち がそれ を 許さな 
したが， 自分は アジア [地区] でし ばら t|#115：4 かった。 31 祝祭 や 競技会の 委員で 彼 
く 手間 どって いた。  と 親しい 者たち さえ， 彼のと ころに 人 

23 ちょうど その 時， この 道に 関し V@： 18：15 をよ こして， 劇場で 身の 危険を 冒す よ 

すく  そうらん  お  ('»  ぎん  たんがん 

て 少なからぬ 騒乱が 起こった。 24 銀 第二 欄 うな ことを しないよ うにと 嘆願す るの 
細工 人で デ メテリ オ という 名の 者が お ァ ェフ1:1 であった。 32 実のところ， ある 者は 

ぎんせい  みや  つく  しょく  た  べつ  さけ 

り， アルテミスの 銀製の 宮を 作って 職 ィ申 4:28  この ことを， 他の 者は 別の ことを 叫ん 

にん  すく  りとくえ  代 I 16:26  [才 1  しゅうかい こんらんじょうたい  だいぶぶん 

人たち に 少なからぬ 利得を 得させて い ィザ 44:10 でいた 0 集会は 混乱状態で， 大部分の 

1ス)  もの  しょくにん  i レ 10:3  じぶん  あつ  し 

たが， 25 この 者が その [職人] やそう  ®f8!：:29 者は 自分が なぜ 集まった のか も 知らな 

こと [セ） たず さ  あつ  かれ 

した 事に 携わる 者たち を 集めて， こう  かった ので ある。  33 こうして 彼らは 

い  しょくん  がた  ウ 使徒 19:34  いっしょ  ぐんしゅう 

言った ので ある。 「諸君， あなた 方が  一緒に なって 群衆の 中から アレク サン 

し  われわれ  しょうばい  ひ  じん 

よく 知る とおり， 我々 はこの 商売の お ェ 使徒2 〇:4 デルを 引き出し， ユダヤ人 たちは 彼を 

はんえい え  (V)  まえ お 

かげで 繁栄を 得て いる。 26 そして ま  〜 レ24 前に 押し やった。 アレクサンデルは 手 

もの  ふ  あいず  たみ  たい  べんめい 

た， この パウロと いう 者が， エフ ヱソ ォ 使徒 21:34 を 振って 合図を し， 民に 対して 弁明し 


1721 暴徒は 解散 させられる。 マケドニアを 通って ギリシャへ 使徒 19:34—20:12 


ようとした。  34 ところが， 彼が ユダ 
ヤ人 である ことが 分かる と， みんな か 
ら いっせいに 叫び声が 起こり， 彼らは 

やく  じかん  あいだ  い だい [ァ】 

約 二 時間 もの 間， 「偉大な のは エフ X 
ソス 人の アルテミス！」 と 叫びた てた。 
35 最後に， 市の 記録 官 が， 群衆を 静 

W  い 

めてから こう 言った。 「エフェソスの 
皆さん， エフ ェソ ス 人の 都市が， 偉大な 
アルテミスと 天から 降って きた 像との 
神殿を 守護す る 者で ある ことを 知らな 
い 人が いったいい るだろう か。 36 そ 
れ ゆえ， これらは 論じる まで もない こ 
となの だから， あなた 方は 平静を 保っ 
て 性急に 行動 しないの がよ い。 37 と 
いうのは， あなた 方は， 神殿 強盗で も 
なければ 我々 の 女神を 冒とくす る わけ 
でもない これらの 者たち を 連れて来た 
からだ。 38 したがって， デ メテリ オ 
とその 仲間の 職人たち が だれかに 対し 
て 訴え 事が あると いうので あれば， 開 

r 昌も气 り， 被 戀綠 た“ ぃる 

こと だ。 互いに 告発す るが よかろう。 
39 だが， 何 かそれ 以外の ことを 求めて 

せいき  し！* うかい 

いるので あれば， それは 正規の 集会で 
決めるべき だ。 40 我々 は 今日の 事件 
について， 暴動の かどで 告発され る お 
それが ある ほど だし， 我々 に とって こ 
の 無秩序な 寄り 合いの 釈明 となる もの 
は 一つ もない の だ」。 41 そして， こう 

J+)  かれ  しゅう ク） かいさん 

さて， 騒動が 収まった のち， パ 
^ ゥ ロは 齡 たちを 春び にゃっ 
た。 そして 彼らを 励まし， また 別れを 
善げ て か こ マヶドニァへ H 
2 そこの 各地を 通って その 地の 者たち 
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を 多くの 言葉で 励ました のち， 彼は ギ 
リシ ャに 入った。 3 そして， そこで 三 
か 月 過ごした が， シリアに 向けて 出帆 
しようと していた やさき， 彼に 対する 
ユダヤ人 たちの 陰謀が 巡らさ れ たので， 
彼は マケ ド ニアを 通って 帰る ことに 決 
めた。 4 ベレアの プロの 子ソ パテ ロ， 
テ サロ ニケ 人の アリス タルコと セ クン 
ド， デルベの ガイオ， テ モテ， アジア 
[地区] からは テ キコと トロ フィ モが彼 
に 同行して いた。 5 これらの 者は 進ん 

い  [〇]  ま 

で 行って トロア スで わたしたちを 待っ 
ていたが， 6 わたしたちは 無 酵母 パン 
の 期間の あと フィ リピ から 出し， 五 

か いない  [コ）  かれ 

日 以内に トロア ス にいる 彼らのと ころ 
に 来た。 そして， ここで 七日 過ごした。 

7 週の 最初の 日， わたしたちが 食事 
をす るた めに 集まって いた 時， パウロ 

つぎ  しゅっ ぱつ 

は， 次の 日には 出発す る ことに なって 
いたので， 彼らに 対して 講話を 始めた。 
そ して 話は 長くな っ て 真夜中に ま で 及 
ん だ。 8 そのため， わたしたちの 集 
まっていた 階上の 間には かなりの 数の 
ともしびが ついていた。  9 ユ テコと い 
う 名の 若者は 窓のと ころに 座って いた 
が， パウロが ずっと 話して いる 間に 深 
く 眠って しまい， 眠った まま 転げて 三 
階から 落ち， 抱き起こして みると 死ん 
でいた。 10 しかし パウロは 階下に 降 
り， 彼の 上に 伏して 抱き かかえ， 「騒 
ぎ 立てる のは やめなさい。 彼の 魂は 彼 

うち  (t)  い 

の 内に ある」 と 言った。 11 それから 
彼は 階上に 行き， 長 事を 始めて 食べ， か 
なりの あいだ 語り合って 夜明けに 及び， 
こうして ようやく 出発した。 12 そこ 


使徒 20:13—30  長老たち は ミレトスへ 呼ばれる。 家から 家へ  1722 

で， らは荃 き [返 っ] た 少年を i れて 第2。 章 ろ，# に 対 1 する 悔い改^) とわたし たち 

ゆ  ひと かた  なぐさ  え  7 估 法 10.01  し ゅ  しんこう  、 

行き， 一方ならぬ 慰めを 得た 0  ，使徒 1W1 の 主 イエスへの 信仰に ついて， ユダヤ 

さき  ふね  ゆ  イ 使徒 21:4  じん  てっていてき  あか 

13 さて， わたしたちは 先に 船に 行  ^  24:17 人に も ギリシャ 人に も 徹底的に 証し を 
き， アソス に 南け て SfJ した。 わたし ゥ 使徒11 :3° したので す 0  22 そして 今， ご覧な さ 

の  エ 使徒 16:6  れい [ゥ） しば 

たちは そこで パウロを 乗せる ことにし ^^19:10  霊に 縛られて わたしは エルサレム 

ていた 0 彼は そういう 指示を 与えて， ヵコ I1S:9 に 旅を してい ますが， そこで 自分に 起 

じぶん  と ほ  テサ I  2:6  ことがら  し 

自分は 徒歩で 行こうと していた からで ぺ テ15:3 きる 事柄を 知りません。 23 ただ， どの 
ある。 14 こうして 彼が アソス で わた 都市に おいても， 聖霊が 繰り返し わた 

おとき  あか  かんなん  ま 

したち に 追いついた 時， わたしたちは クコ しに 証し をし， なわめ と 患難と が待っ 
彼を 乗せて ミ テ レネに 行った。 15 そ 5：42 ている ことを 述べる のです。 24 でも 
して， 翌日 そこから 由 帆して キオス の  やはり， 自分の 行程と， 主 イエスから 

向かい側に 着いた が， 次の 日には サモ - 受けた 奉仕の 務め， すなわち 裡の 過分 

よ  あ  身 笔=_  しんせつ (ヶ） かん  よ 

スに 立ち寄り， その 明くる日 ミレトス  の ご 親切に 関する 良いた よりにつ いて 

に 着いた。 16 パウロは， エフ ヱソス  24:47 徹底的に 証し する ことと を 全うで きさ 

よ  はんそう  き  たましい す こ 

に 寄らずに 帆走し ようと 決めて いたの ィ 使徒 他5 え すれば， わたしは 自分の 魂を 少しも 
である 0 それは， アジア [地区] では 少 ゥ赖 19:21 惜しい とは 思いません 0 
しも 時間を 費やさない ようにす るた め 'S  2hn  25 「そして 今， ご覧なさい， わたし 
であった。 できるならば ペンテ コス テ 9:16 が 王国を 宣べ 伝えて まわった あなた 方 

まつ  つ  力 子モ n  4：7  かお 

[の 祭り] の 日に エルサレムに 着ける よ すべてが， もう わたしの 顔を 見ない こ 

KH、 そ  キ ガフ 1:1  し 

うにと 急いでい たので ある。  クコ n4:i  とを， わたしは 知っています。  26 で 

17 しかしながら， 彼は ミレトス か ~  fii  すから， 今日 この 日に， わたしが すべて 

おく  かいしゅう ねんちょう  ^  nD  6,1  ち  けっぱく  [サ） かん 

ら 人を エフ ヱ ソスに 送って 会衆の 年長 コ n マ 8:35 の 人の 血に ついて 潔白で ある ことに 関 
者たち を 呼んだ。 18 彼らが 自分のと  して， あなた 方に 証人と なっても らい 

つ  とき  い  サ なに ひと さ ひか 

ころに 着いた 時， [パウロ] はこう 言っ  ；f7；2：6 ます。  27 わたしは 何一つ 差し控える 

ち  く  W  ふ  い  むね  （シ） 

た 0  「アジア [地区] に 足を 踏み入れた シマ タ 猶〇 ことなく ，姓の み 旨を ことごとく あな 

さいしょ  コノ、 15:15  がた  つた  がた 

最初の 日から わたしが どのよう にあな 7 テ 3:2 た 方に 伝えた からです。 28 あなた 方 

がた  しゅうし いっしょ  [才）  じ しん [ス） む  [セ）  ちゅうい  はら 

た 方と 終始 一緒にい たか， あなた 方は よ セ 蔵27:23 自身と 群れの すべてに 注意を 払いな さ 
く 知っています。 19 へりくだった 思 ソ ニ4 二い。 [裡] がご 自身の [み 壬] の 血を もっ 

つ  m  なみだ  じん  いんぼう w  か  と  かいしゅう  ぼく 

いを 尽くし， 涙と ユダヤ人 たちの 陰謀 タマ タ て 買い取られた 拽の 会衆を 牧 させる た 
によって わたしに 降り懸かる 試練の 中 〜'11:7 め， 聖霊が あなた 方を その [群れの] 中 

しゅ  どれい  つか [ク）  チヨ ハ 21:15  かんとく  W  にんめい 

で， 主の ために 奴隸 として 仕えました。 ェフ4: 11 に 監督と して 任命した のです。 29 わ 

どうじ  なん  えき  ヘア I  5:2  さ  のち  あっせいてき  [テ) 

20 同時に わたしは， 何でも 益になる こ ッ テ: eI3:1 たしが 去った 後に， 圧制的な おおかみ 
とを あなた 方に 話し， また 公に も 家 か  ^7-  !3:17 が あなた 方の 中に 入って 群れを 優しく 
ら家 にも あなた 方を 教える ことを 差し テ 扱わない ことを， わたしは 知ってい ま 

ひか  [コ 1  —11. n  〇.〇  がた じしん 

控えたり はしませんでした。 21 むし て す。 30 そして， あなた 方 自身の 中 か 


1723  エフェソスの 長老たち に対する 助言。 捕縛が 予告され る 使徒 20：31—21：11 


らも， 弟子たち を 引き離して 自分に つ 
かせよう として 曲がった 事柄を 言う 者 
たちが 起こる でしょう。 

31 「ですから， 目 ざめ ていなさい。 
そして， 三年の 間， わたしが 夜 も 昼 も， 
涙を もって ひと りひと り を 訓戒し つづ 
けた ことを 覚えて いなさい。  32 そし 
て 今， わたしは あなた 方を® とその 過 
分の ご 親切の 言葉に ゆだねます。 その 
[ことば] は あなた 方を 築き上げ， 神聖 
にされ た 者たち すべての 間の 相続財産 
を あなた 方に 与えうる のです。 33 わ 
た しは だれの 銀 も 金 も 着衣 も 貪った こ 
とはありません。  34 この 手が， わた 
しの， そして わたし と共にい る 者たち 
の 必要の ために 働いた ことを， あなた 
方 自身が 知っています。 35 わたしは， 
このように 労苦して 弱い者た ちを 援助 
しな ければ な らな いこと， また， 主 イエ 
スご自 身の 言われた， 『受ける より 与 
える ほうが 幸福で ある』 との 言葉を 覚 
えて おかなければ ならない ことを， す 

てん  がた  しめ 

ベての 点で あなた 方に 示した のです」。 

36 そして， こう 言って から， [パウロ] 
は みんなと 共に ひざまずいて 祈った。 
37 実際， すべての 者は 少なからず 泣 

くび  だ  W やさ 

き， パウロの 首を 抱いて 優しく  口 づけ 

〔ソ ）  じ ぶん  かお 【夕） 

した。 38 自分の 顔を もう 見ないで あ 
ろうと 語った [パウロ] の 言葉に， 彼ら 


は ひときわ [胸を] 痛めた ので ある。 そ 

ふね  おく 

う して みんなは [パウロ] を 船まで 送っ 

い  m 

て 行った。 
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さて， わたしたちは 彼らを 振り 

き  ふなで 

切る ようにして 船出した のち， 


コスに 直行し， 次の [日] には ロー  ドス 
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に， そして そこから パ タラに [着いた]。 
2 ついで， フヱニ キアに 渡る 船を 見つ 
け， それに 乗って 出帆した。 3 キ プロ 
ス [島] が 見えて くると， それを 左に し 
て 通り過ぎ， シリアに 向かって 帆走を 
続け， ティ ルスに 上陸した。 船は そこ 
で 積み荷を 降ろす ことに なって いたの 
である。  4 わたしたちは 弟子たち を 
捜し当て， ここに 七日と どまった。 し 

かれ  れい  M 

かし 彼らは 霊に よって， エルサレムに 
足を 踏み入れない ようにと 繰り返し パ 
ウ ロに 告げる のであった。  5 こうし 
て 日数が 満ちる と， わたしたちは そこ 
から 旅立った が， 彼らは 女子供と もど 
もに， みんなで わたしたちを 市の 外 ま 
で 見送って くれた。 そして， 浜辺に ひ 
ざまず いて 祈り， 6 互いに 別れを 告げ 
てから， わたしたちは 船に 乗り， 彼ら 
は 自分の 家に 帰った。 

7 次いで わたしたちは ティ ルスから 
の 船旅を 終えて プトレマイスに 着き， 
兄弟たち にあい さつを して その もとに 
一日 泊まった。 8 次の 日， そこを 出て 
カ エサ レアに 着き， あの 七 人の 一人で 
ある 福音 宣明者 フィ リポの 家に 入って， 
その もとに 泊まった。 9 この 人には 四 
人の 娘が いたが， 処女で あり， 預言を し 
ていた。 10 しかし， わたしたちが 幾 
日 もと どまって いる 間に， ア ガボと い 
う 名 の 預言者が ユ ダヤか ら下っ て 来た。 
11 そして， わたしたちの ところに やっ 
て 来て， パウロの 帯を 取り， 自分の 
両手 足を 縛って， こう 言った。 「聖霊 
が このように 言います。 『この 腰帯の 
属する 人を， ユダヤ人は エルサレムで 


使徒 21:12—27  エルサレムへ 行く。 誓約を 立てた 人たち と一緒に 神殿へ  1724 

このように 縛り， 諸国の 人々 の 手に 引 第21 章 います。 そして 彼らは みな 律法に 対し 
き 渡す であろう』」。 12 さて， これを ァ 雜ミ S て 熱心です。  21 しかし， 彼らは あな 
聞いて， わたしたち も その 場所の 人た ィ《*9:16 たにつ いて， あなたが 諸国 民の 中に い 
ち も， エルサレムに 上らない ようにと ヱ 使徒 20:2/1 るすべ ての ユダヤ人 に対して モー セ か 
II に 懇願し はじめた。 13 すると バウ ™  らの 背教を 説き， 子供に 割礼を 施す こ 
口は こう 答えた。 「あなた 方は 泣いた 力？" モ とも， [厳粛な] 習慣に したがって 歩む 
り わたしの 心を 弱めたり して， 何を し キ ば 42 こと もしない ように 告げて いる， との 
ている のです か。 わたしは， 縛られる クロ マ ⑸25 うわさを 聞いて います。 22 それで， こ 
ことば かり か， 主 イエスの 名のた めに ヶ == ご ^ の 点を どうすべき でしょう か。 いずれ 

し かくご  □  24.11  かれ  とうちゃく 

エルサレムで 死ぬ 覚悟 さえで きている サ 使徒 15:4 にしても 彼らは， あなたが 到着した こ 
ので 士」。 14 彼が どうしても 思いと ど シ篇 とを 聞く でしょう。 23 ですから， わ 
まらない ので， わたしたちは， 「エホ  %  2；99 たしたち が 告げる この ことを してく だ 

い し W  い  ヤコ 1:1  せいやく 

パの ご 意志が なされる ように」 と言っ ス 使徒 15:12 さい 0 わたしたちのと ころには 誓約を 
て 黙諾した。  セ: 立てた 四 人の 人が います。 24 この 人 

15 さて， こうした 日が 過ぎてから， 使徒14:27 たちを 連れて行って 一緒に 儀式 上の 清 
わたしたちは 旅の 支度を して， エルザ 第二 欄 めを し， その 費用の 世話を 見て， 彼ら 
レムに 上る ことにな っ/ •こ。 16 しかし， ァ| ■ぽ が 頭を そって もらえる ように してやり 
カ エサ レアの 弟子たち も 幾人 か 一緒に  !：；4 なさい。 こうすれば だれもが， あなた 

行った が， それは， わたしたちが 接待 ィラ Jg4 について 聞かされて いるう わさには 何 
される ことに なって いた 人， 初期の 弟 ゥ ロマ2:28 の [根拠] もな く， あなたが 秩序 正しく 
子で， キプロス 出の ムナ ソンと いう 人 I 民 6:2  歩んで 自ら も 律法を 守って いる ことを 

の 家へ わたしたちを 連れて行く ためで 才 知る で しょ 4。 25 諸国 民の 信者たち 
あった。 17 わたしたちが エルサレム  について は， 偶像に 犠牲と して ささげ 

に 入る と， 兄弟たち は 喜んで 迎えて く  ^ 18:18 られた 物， ならびに 血と 絞め殺された 

[サ）  あ  キコ 19:20  :コ）  いんこう: サ）  み  まも 

れ た。 18 しかし その 明くる [日]， パ ク 創 35:2  もの， また 淫行から 身を 守って いるべ 
ウロ はわた したち とこ M に ヤコ 士 のと  S 徒34 ぬ 9 きで あるとの 決定を 下して， 使いの 者 
ころに 行った。 すると， 年長者た ちが ヶ! !ヒ?1:17 を 送って あるので す」。 

皆 そこに 来て いた。 19 そこで [バウ  26 そこで パウロは， 次の 日に その 人 

口] は 彼らに あいさつを 述べ， 裡が 自分 コレ ビ17:13 たちを 連れて行って 一緒に 儀式 上の 清 
の 奉仕を 通して 諸国 民の 間で 行なわれ サ ふ めを し， それから 神殿に 入った。 彼ら 
た 事柄に ついて 詳しく 話しは じめ た。 1；3 ひとり ひとりの ために 捧げ物を ささげ 
20 それを 聞く と， 彼らは 裡の 栄光を シち f9 な18 るべき [日] までに 満たすべき， 儀式 上 
たたえは じめ， それから [パウロ] にこ ス 民6:2 1 の 清めの 期間を 通知す るた めであった。 
う 言った。 「兄弟， あなたが 見る とお te6：19  27 さて， その 七日が 完了し ようと 

り， ユダヤ人の 中には 幾 万 もの 信者が 夕民 6:9  していた 時， アジアから 来た ユダヤ人 


1725  暴徒の 襲撃。 救い出される。 群衆に 話しかける  使徒 21：28—22：4 

たちは， 彼が 神麄 にいる のを 見て， 全 第21 章 差し かかる と， 群 条:の 暴行の ため， 兵 
群衆を 混乱 させよう とし， 彼に 手を か ァ 使徒19:29  士 たちに 担がれて 行かねば ならない ほ 
けて 28 こう 叫んだ 0  「イス ラエ ルィ 使徒24:5 どに なった 0  36 大勢の 民が， 「彼を 

の 人たち， 手伝って くれ！ これは， d_24:6 除いてし まえ！」 と 叫びながら， あと 
いたるところで， すべての 者に， この に 付いて 来たから である。 

民と 建诖 とこの 場所に 逆らった ことを 才 使徒 17:5  37 さて， 兵営 内に 引き入れられよう 

おし  じん  とき  ぐんし れいかん  い 

教える 男 だ 0 そのうえ， ギリシャ 人を 力 使徒 26:21 とした 時， パウロは 軍司令官に 言った， 
神殿に 連れ込んで， この 聖 なる 場所を キ 使徒2 1:27 「少し お話ししても よいでしょう か」 0 

けが  [ゥ）  かれ  まえ  ご 

汚す こと さえした の だ」 0  29 これは， ク 使徒23:27 彼は 言った， 「お前は ギリシャ 語を 話 

先に エフ ヱソス 人の ト ロ フィ モが 彼と ヶ 使徒23:26 せる のか。 38 まさか お前は， 先 ごろ 
一緒に 市内に いるのを 人々 が 見た から コ 使徒2 〇:23 暴動を 起こし， 短剣 [を 持った] 四千 人 
で， パウロが 彼を 神殿に 連れ込んだ も  6:20 の 男を 荒野に 連れ出した あの エジプト 

のと 思った ので ある 0  30 そのため， サ 使徒19:32 人ではないだろう な」 0  39 そこで バウ 

市 全体が 騒動に なり， 民は 駆け寄って シ ■  22:24  口は 言った， 「わたしは 実際に ユダヤ 

き  かれ  つか  - じん [ウ）  ものは） 

来た。 そして 彼らは パウロを 捕まえて 第二 欄 人で， キリキアの タル ソスの 者， れっき 
神殿の 外に 引きずり 出した。 それから ァル ヵ23: is とした 都市の 市民です。 ですから， お 
すぐに 戸が 閉じられた。 31 こうして  ^  22:22 願いし ます， 民に 話す ことを 許可して 
彼らが [パウロ] を 殺そうと している 間 <_5:36  ください」。 40 彼が 許可を 与える と， 
に， エルサレム じゅうが 混乱して いる ゥ〜 3:5 パウロは 階段の 上に 立ち， 民に 向か っ 
との^ □ら せが 部隊の 司令官の ところに X2S  22；3 て 手を 振って 合図を した。 すっかり 静 
届いた。 32 それで 彼は 直ちに 兵士と 才 使徒 13:16 かに なった 時， 彼は へ ブライ 語で 話し 
士官たち を 連れ， 彼らのと ころに 駆け  ^ 19:33 かけて こう 言った。 

下りた。 軍司令官と 兵士たち を 見かけ 力 使徒  「皆さん， 兄弟たち と 父たち， 今， 

ると， 彼らは パウロを 打ちた たくのを 第22 章  あなた 方に 対する わたしの 弁明 

やめた。  7:2 を 聞いて ください」。  2  (さて， 彼が 

33 軍司令官は すぐに 近づいて 彼を へ ブライ 語で 話しかけて くるのを 聞い 

つか  くさり  しば  めいれい  W  ひとびと  しず 

捕まえ， 二 本の 鎖で 縛る ように 命令し ヶ 使徒 21:40 て， 人々 はいよ いよ 静かに なった 〇そ 
た。 そして， 彼が どういう 者な のか， コ 使徒 26:5 こで 彼は 言った， ） 3 「わたしは ユダ 

なに  たず  ロマ 11:1  じん [コ） 

また 何を したの かを 尋ねた。 34 しか  ヤ 人で， キリキアの タル ソスで 生まれ 

ぐんしゅう  もの  サ 使徒 21 :39  {サ）  とし 

し， 群衆の ある 者は この ことを， ほか 使徒23:34 ましたが， この 都市に おいて ガマ リエ 
の 者は 別の ことを 叫び 立てる ので あっ シ® 徒5:34 ルの 足下で 教育され， 先祖の 律法の 厳 
た。 それで， 騒がし さの ために 自分で ス —26:5 格 さに 応じた 教えを 受けて おり， 今日 
は 確かな ことが 何も 分からな いので， セ S は4 の あなた 方 すべてと 同じように 迚に対 

かれ  へいえいつ  ゆ  ねっ しん  もの  把  みち 

彼は [パウロ] を 兵営に 連れて行 くよう 、ノ 使徒 的 して 熱心な 者です。 4 そして， この 道 
に 命令した。 35 しかし， 彼が 階段に  %9i：13  [の 者] を 死に 至らせる まで も 迫害し， 


使徒 22:5—22  パウロは 自分の 経験を 語る  1726 


しば  ひとや  ひ  わた  [ァ） 

男 も 女 も 縛って 獄に 引き渡し ま した。 

てん  だいさいし  ねんちょう しゃかい ぜんいん W 

5 この 点は， 大祭司 も 年長者 会の 全員 


も わたしの ことを 証し できます。 わた 


しは この 人たち から ダマスカス にいる 
兄弟たち への 手紙 も 手に入れ， そこに 
いる 者たち も 罰する ため， 縛って エル 
サ レムに 連れて来ようと 道を 進んで い 


ま した。 

6 「ところが， わたしが 旅を して ダ 
マス カスの すぐ 近くに 来た 時， 真昼 ご 
ろでした が， 突然 天から 強烈な 光が わ 
たしの まわり 一帯に ぱっと 光り， 7 わ 
たしは 地面に 倒れて， 『サウ ロ， サウ 
口， なぜ あなたは わたしを 迫害して い 
るの か』 と 自分に 言う 声を 聞きました。 
8 わたしは， 『主よ， あなたは どなた 
です か』 と 奪えました。 すると 彼は， 
『わたしは ナザレ 人の イエス， あなたが 
迫害して いる 者で' f』 と言われました。 
9 ところで， わたしと 一緒にいた 人た 
ちは， 光は 確かに 見た のです が， わた 
しに 話して いる 方の 声は 聞き取り ませ 
ん でした。 10 そこで わたしは， 『主 
よ， わたしは どうしたら よいので しょ 
うか』 と 言いました。 主は わたし にこ 
う 言われました。 『起きて， ダマス カ 
スに 入りなさい 0 そうすれば， あなた 
が荇 なうよう に 定められ ている 事柄は 
みな 告げられる でしょう』。 11 しか 
しわた しは その 光の 輝きの ために 何も 
見る ことができなかった ので， 一緒に 
い た 者た ちの 手に 引 かれて ダマ ス カス 
に 着きました。 

12 「さて， 律法に かなった 敬虔な 人 
で， そこに 住む すべての ユダヤ人から 
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も 良い 評判の ある アナ ニアと いう 人が， 
13 わたしの ところに やって来て そばに 
立ち， 『サウ ロ， 兄弟よ， 再び 視力を 
得なさい！』 と 言いました。 まさに そ 
の 時， わたしは 目を 上げて 彼を 見た の 
です。 14 彼は こう 言いました。 『わ 
たしたち の 父祖の# は， そのご 意志を 
知り， 義 なる 方を 見， その 口の 声を 聞 
くように と あなたを お選びに なり まし 
た。 15 あなたは， 自分の 見聞きした 
事柄に つき， すべての 人に 対して その 
方の 証人と なる からです。 16 それで 
今， なぜ ためらう のです か。 立って， バ 
プテ スマを 受け， その 名を 呼び 求めて 
あなたの 罪を 洗い 去りなさい』。 

17 「ところが， エルサレムに 帰って 
神殿で 祈りを している と， わたしは こ 
うこつ とした 状態に なり， 18 その 方 
がわた しに， 『急いで， 早く エル サレ 
ム から 出なさい。 彼らは， わたしに つ 
いての あなたの 証し に 同意し ないか 
ら です』 と 言って おられる のを 見 まし 
た。 19 それで わたしは こう 言い まし 
た。 『まよ， わたしが 次から 次へ と 会 
堂を まわり， あなたを 信じて 頼って いる 
者たち を 投獄した りむち 打ったり した 
ことを， 彼ら 自身が よく 知っています。 
20 しかも， あなたの 証人 ステファノの 
血が 流された 時には， 私 も そばに 立っ 
て それを 是認し， 彼を 除き 去ろうと し 
ている 者たち の 外衣の 番をして いたの 
です』。 21 でも その 方は， 『行きな さ 
い。 わたしは， あなたを 遠く 諸国 民に 
遣わす からです』 と言われました」。 

22 さて， 彼らは この 言葉のと ころ ま 


1727  口ーマ 市民権を 活用す る。 サン ヘドリンの 前に 立つ  使徒 22：23—23：8 

で ずっと 彼 [の 話] を 聴いて いたが， こ 第22 章 ユダヤ人 たちから 訴えられ ている のか， 
こで 声を 張り上げて 言った， 「こんな 23；H 確かな ことを 4 りたかった ので， [軍 司 

ちじょう  のぞ  い  使徒 25:24  れいかん  と  さいし ちょう  ぜん 

[男] は 地上から 除 L ヽて しまえ。 生きて い  令官] は 彼を 解き ，祭司 長たち と 全 サンへ 

る 値う ちな どなかった の だ！」 23 そ ィサ nie:i3 ド リンに 集合を 命じた 。そして パウロ 
して， 彼らが 叫んだり， 外衣を 振り回 。_21:3, を 連れて行って， 彼らの 中に 立たせた。 
したり， 塵を 空中に ほうり 上げたり す  パウロは サン ヘドリンを じっと 

(イ）  ぐんし れいかん  かれ  へいえい  T 伸 法 1C.Q7  ■  い  みな  きょう だい 

るので， 24 軍司令官は， 彼を 兵営の  22  23；27  見ながら 言った， 「皆さん， 兄弟 

中に 連れて行 くように 茶 じ， またむ ち  たち， わたしは この 日に 至る まで， 姓の 

舟って A り- I ベる ょぅ にと 备っ た。 ど 才 使徒23:27 み Ik 甚く 誇れな ぃり從 を 箱 ぃ指齡 
んな 理由で 人々 が 彼に 向かって このよ 力 _16:37 してきました」。 2 これに 対して 大祭 

さけ  [ゥ） じゅうぶん  し  し  かれう  101 

うに 叫びた てるの かを 十分に 知ろうと キ 使徒 16:38 司 アナ ニアは， 彼の 口を 打つ ようにと 
してであった。 25 しかし， むち 打ち 雛25: k 彼の そばに 立って いる 者たち に 命じた。 
のために [兵士] たちが 彼 [の 手足] を 伸 第二 欄 3 そこで パウロは 彼に 言った， 「裡が 
ばした 時， パウロは そこに 立って いる 7 II  あなたを 打たれる でしょう， 白く 塗っ 

士官に 言った， 「ローマ 人で 有罪の 宣 - た 壁よ。 あなたは 律法に したがって わ 

% を 受けても いない 者を， あなた 方は  たしを 裁く ために 座して いながら， し 

イ 使徒 24:16  -  M 

むち 打っても よいので すか」。 26 す  かもな お 律法を 踏み越え てわた しを 打 

ると， 士官は これを 聞いて 軍司令官の  つよう に 命令す るので すか」。 4 そば 

ところに 行き， 「どうされ ます か。 こ  に 立って いる 者たち が 言った， 「お前 

の 人は ローマ 人な のです」 と 報告した。 は裡の 大祭司の ことを ののしる のか」。 
27 そこで， 軍司令官は 近づいて 来て，  5 すると パウロは 言った， 「兄弟たち， 

彼に 言った， 「わたしに 言いなさい。 あ z"^23127 わたしは 彼が 大祭司で あるとは 知り ま 

じん  [才）  たみ 

なた は 口ー マ 人な のか」。 彼は， 「そう ォ レビ 19:1S せんでした。 『あなたは， あなたの 民 
です」 と 言った。 28 それに 対して 軍 m25:i  の 支配者を 悪く言って はならない』 と 
司令官は 言った， 「わたしは 市民と し  7:51 書いて あるから です」。 

けんり  たがく  かね  か  いちぶ  びと (ク）  た 

ての この 権利を 多額 [の 金] を 出して 買 キ *  22:28  6 さて， 一部が サド カイ 人で， 他が パ 

い 取った の だ」。 パウロは 言った， 「わ  リサ イ人 である ことに 気づく と， パウ 

たしは 生まれな がらに [それを] 持って ク 使徒4:1 口は サンへ ドリ ンの 中で さ ら にこう 叫 
います」。  ヶ_26:5 ん だ。 「皆さん， 兄弟たち， わたしは パ 

29 そのため， 拷問に かけて 彼を 取り 調  3：5 リサ イ人 であり， パリ サイ 人の子です。 

しにん  ふっかつ [コ） き ぼう  かん  さば 

ベようと していた 人たち は， すぐに 彼 か コ 使徒24 :2i 死人の 復活の 希望に 関して わたしは 裁 
ら 離れた。 そして 軍司令官は， 彼が ロー  ，  かれて いるので す」。 7 彼が こう 言っ 

マ 人で ある こと， また 自分が 彼を 縛った  たので， パリ サイ 人と サド カイ 人の 間 

ことを はっきり 知って， 恐れを 抱いた。 22:23 に 争論が 起こり， その 場の 大勢の 者は 

つぎ  かれ  わ  びと W  ふっ 

30 そこで， 次の 日， いったい なぜ 彼が スマ ル 12:18 二つに 分かれた 0  8 サド カイ 人は， 復 


使徒 23:9—23 


パウロの おいが 陰謀に ついて 知らせる 
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活も み使い も 霊 もない と言うのに 対し， 

おおやけ 

パリ サイ 人は それら すべてに ついて 公 

せんめい 

に宣 明す るからで ある。 9 そのために 
声高な 叫び 合いと なり， パリ サイ 派の 
-士 幾人 かが 立ち上が っ て 激しい 主張 
を 始め， 「わた したち はこの 人に 何の 

あく  【ゥ）  れい  つか 

悪 も 見いだ さない。 もし 霊 か， み使い 
が 彼に 話した ので あれば， 一」 と言っ 
た。 10 さて， 争論が 大きく なった 時， 
軍司令官 は パウロ が 彼 らに 引き裂かれ 

おそ  へいたい (才）  い 

る ことを 恐れ， 兵隊に， 下りて 行って 
彼らの 中から [パウロ] を 奪い 出し， 兵 
営の 中に 連れて来 るよう 命令した。 

11 しかし 次の 夜， 主は 彼の そばに 

W  い  ゆうき 

立って こう 言われた。 「勇気を 出しな 
さい！ あなたは， わたしに 関する 事 

がら  てっていてき  あか 

柄に ついて エルサレムで 徹底的な 証し 
をして きたが'， それと 同じように ロー 
マで も 証し を しなければ ならない」。 

12 さて， 夜が 明ける と， ユダヤ人た 
ちは 共謀して 自 らに のろいを かけ， パ 
ウ ロを 殺して しまうまでは 食べる こと 


も 飲む こと もしない と 言った。 13 


ち 4 

い 吾って こ の 裏 護に 茄わっ た 箸は 四十 
人 以上いた。 14 そして 彼らは 祭司 
長と 年長者た ちのと ころに 行って こ 
う 言った。 「わたしたちは， パウロを 
殺して しまうまでは 一口の 食物 も 取ら 

みず か  げんしゅく 

ない と， 自らに 厳粛な のろいを かけ ま 
した。 15 ですから 今， あなた 方は サ 
ン ヘドリン と共に， 彼に かかわる 件を 
もっと 正確に 決定し ようと している か 
のようにして， 彼を あなた 方の もとに 
連れて来るべき ことを 軍司令官に 対し 
て 明らかにして ください。 しかし， 彼 
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が 近くに 来る 前に， わたしたちは 彼を 
除き 去る 手は ずを 整えて おきます」。 

16 しかしながら， パウロの 姉妹の 息子 
が 彼らの 待ち伏せの ことを 聞き， やっ 
て 来て 兵営の 中に 入り ，そのこと をパウ 
口に 伝えた。 17 それで パウロは 士官 
の 一人を 自分のと ころに 呼んで， 「この 
若者を 軍司令官の ところに 引いて 行っ 
てくだ さい。 何 かお 伝えす る ことがあ 
るので す」 と 言った。 18 そこで この 
人は 彼を 連れて行 っ て 軍司令官の とこ 
ろに 案内し， 「囚人の パウロが わたし 
を 呼んで， 何 か あなたに お話しす る こ 
とが あるので， この 若者を あなたのと 
ころに 引いて 行く ようにと わたしに 頼 
みました」 と 言った。 19 軍司令官は 
彼の 手を 取って 引き下がり， 人の いな 
いところ で 尋ね はじめた， 「あなたが 
わたしに 伝える こととは 何 か」。 20 彼 
は 言った， 「ユダヤ人 たちは， パウロに 
ついて 何 かも っ と 正確に 知ろうと する 
かの ようにして， 彼を 明日 サンへ ドリ 
ンに 連れて来 るよう あなたに 頼む こと 
で 合意し ました。 21 とも かぐ 彼らに 
説得され る ことがない ようにし てくだ 
さい。 彼らのう ち 四十 人 以上が 待ち 伏 
せて いて， [パウロ] を 除き 去って しま 
うまでは 食べる こと も 飲む こと もしな 
いと， 自らに のろいを かけて いるからで 
す。 そして， 彼らは もう 手は ずを 整え 
て， あなたからの 約束を 待って います」。 
22 そこで 軍司令官は， 「これを わたし 
に 明かした ことは だれに もしゃべ るな」 
と 命じてから， その 若者を 行かせた。 

23 それから 彼は 士官のう ち 二人の 者 


1729  兵士の 警護の もとに カ エサ レアへ。 フェリ クスに よる 裁判 使徒 23：24—24：8 

第23 章丨 [パウロ] が どの 州の 者 かを 問いた だし 


を 呼び寄せて， こう 言った。 「ずっと 
カ エサ レアまで 行軍す るよう 兵士 二百 
人， また 騎手 七十 人と 槍 兵 二百 人を 夜 
の 第三 時に 用意せ よ。 24 また， バウ 
口を 乗せて 総督 フヱリ クスの もとに 安 
全に 送り届ける ための 駄獣も 調えよ」。 
25 そして 彼は 次の 様式で 手紙を 書いた。 

26 「クラウディウス •ルシア スか 
ら， 顯 フェリ クス if へ： ご あいさ 
つ 申し上げます。 27 この 男は ユダヤ 
人に 捕らえられ， 彼らに よって 除き 去 
られ ると ころで したが， わたしは この 
者が 口ー マ 人で ある ことを 知りました 
ので， 一隊の 兵士を 連れて 急行し， 彼 
を 救出し まし^。 28 そして， 彼らが 
この 者を 訴える 理由を 確かめた いと 思 
い， 彼らの サン ヘドリン にこの 者を 連 
れて 行きました。  29 わたしは， この 
者が 彼ら の 律法 上の 問題で 訴え られて 
いるので あって， 何ら 死 やな わめに 価 
する 事柄で 告発され ている のでない こ 
とを 知りました。  30 しかし， この 男 
に対する 陰謀が 明らかにされ ましたの 
で， わたしは 直ちに 彼を あなたの もと 
にお 送りし， 告訴人た ちには， あなた 
の 前で 申し述べる ようにと 命令す る 次 
I で#」。 

31 そこで 兵士たち は， 命令 どおりに 
パウロを 引き取り， 夜の 間に 彼を アン 
テ パトリ スに 連れて来た。 32 次の 日， 
そこからは 騎手たち に 同行させる こと 
にして， 彼らは 兵営に 帰った。 33  m 
手たち] は カ エサ レアに 入って 手紙を 
総督に 渡し， また パウロを 彼に 引き合 
わせた。 34 そこで 彼は [手紙] を 読み， 
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て， キリキアの 者で ある ことを 確かめ 
た。 35 「あなたの 告訴人たち も 到着 
したら， あなた [の 言い分] を よくよく 
聞く ことにしよう」 と 彼は 言った。 そ 
して， 彼を 官邸で あるへ ロ デ 宮殿 内で 
監視して おくよう に 命令した。 

〇  A 五日 後， 大祭司 アナ ニアは， 数人 
ム今 の 年長者 および テル ト ロと いう 
弁士を 伴って 下って 来た。 そして 彼ら 
は 総督に 対し， パウロを 攻める 申し 立 
てを 行なった。 2 彼が 春 ばれる と， テ 
ル ト ロ は 彼を 訴え 始めて こ う 言った。 

「あなたの おか げで わた しど も が大 
いに 平和を 楽しみ， また あなたの ご ^ 己 

りよ  くに  かずかず  かいかく 

慮に よって この 国に [数々 の] 改革が な 
されて おります ので， 3 フェリ クス 盟 
T， わたしどもは 常に， またい ずれの 
場所に おきましても， この 上ない 感謝 
の 気持ちで それを 享受いた して おり ま 
す。 4 しかし， これ 以上 お 邪魔を しな 
いために， あなたの ご 厚意に より， わ 
たし ども [の 申し上げ ますこと] を 少し 
の 間 お聞きく ださる よう お願いい たし 
ます。  5 と 申します のは， わたしども 
が 見ました ところ， この 男は 疫病の よ 
うな 人物で， 人の 住む 地の ほうぼうに 
いる ユダヤ人 すべての 間に 暴動を 引き 
& こし， ナザレ nvu 
殿を 汚そうと までした 者です が， それ 
を わたしどもが 捕らえました。  7—— 
8 お取り調べに なれば， わたしどもが 
この 者を 訴える こうした 事柄 すべてに 
ついて， ご 自身で 知 •： 

ずで ございます」。 


) ていた だける は 


使徒 24:9—24  パウロの 弁明  1730 

9 それと 共に ユダヤ人たち も 攻撃に 第24 章 れ みの 施しを 自 の 国民に， そして 捧 
加わり， これは そのと おりだと 主張し 7 ぺ >13:15 げ 物を 持って来る ために， 何年 かぶり 
た。 10 それで パウロは， 話す ように ィ*$21:26 で 到着し ました。 18 わたしが そうし 

そうとく  じぶん  あいず  ことがら  たず さ  あいだ  かれ 

と 総督が 自分に うなずいて 合図を した ゥ 使徒ぬ8 た 事柄に 携わって いる 間に， 彼らは， 

とき  こた  ぎしき じょう  きよ  しんでん 

時に， こう 答えた。  ェ 使徒2 1:28 わたしが 儀式 上の 清めを して 神殿に い 

「この 国民が 多年に わたり あなたを 審 才 使徒 25:7 るのを 見っけました。 です がわた しは 

ばんしゃ  いただ  し  ぐんしゅう いっしょ  さわ  お 

判者と して 頂いて きた ことを よく 知っ ^^3:15  群衆と 一緒にい たわけで も， 騒ぎを 起 
ております ので， わたしは， 弁明の た  mi  26；22 こして いたわけ でもありません。 とこ 

かん  ことがら  テモ D 1:3  ちくき  いくにん 

め 自分に 関する 事柄を よろこんで お 話  ろが， アジア [地区] から 来た 幾人 かの 

しいた します。 11 あなたに お調べい +Ss682^23 ユダヤ人が いました。 19 その 者たち 

すうはい  ロマ 3:21  なに  せ 

ただけ る ことです が， わたしが 崇拝の  は， 何 かわた しを 責める ことがあるな 

M  のぼ  ク 使徒 23:6  まえ  うった 

ために エルサレムへ 上って から 十二 日  らば， あなたの 前に 出て 訴える べきで 

しかたって おりません。 12 そして 彼 ヶ义 レ？1 d ぶす。  20 あるいは， わたしが サンへ ド 

しんでん [ウ 1  ぎろん  まえ  とき  あくじ 

ら は， わたしが 神殿で だれかと 議論し 3  23: 43 リンの 前に 立った 時に どんな 悪事を 見 
たり， 会堂 や 市の どこかで 暴徒を 駆り lq いだした のか， ここにい る [人たち] 

(X)  i だ  じぶん®  fc も 

立てたり している のを 見た わけでは あ  V；  22；31 に 自分で 述べて いただき たいと 思い ま 
りません。 13 また 彼らは， ただ今 わ  ョ ハ^ I:25 す。 21 わたしが 彼らの 中に 立って い 

うった  ことがら  ^ 20:12  さい  さけ  ひとこと  しにん  ふっかつ 

たしに ついて 訴えて いる 事柄を， あな  た 際に 叫んだ この 一言， 『死人の 復活 

しょうめい  （才）  シ ダニ 6:5  かん  きょう  がた  まえ 

たに 証明で きる わけで もありません 0 使徒23 :1 に関して， わたしは 今日 あなた 方の 前 

31  4:^  さば  W  はつげん 

14 しかし わたしは， この ことは あなた ヘプ13:18 で 裁かれて いるので す！』 という 発言 

まえ  みと  かれ  は  よ  - 

の 前で 認めます。 彼らが 『派』 と 呼ぶ 第二 欄 に関する こと だけな のです」。 

みち  かた  闭 

道に したがい， その やり方に そって， ァ 使徒 山29  22 しかしながら， フェリ クスは この 

じぶん  ふそ  しんせい  ほうし  -111  °-4  みち (力） かん  ことがら  せいかく  し 

自分の 父祖たち の裡に 神聖な 奉仕を さ  道に 関する 事柄を かなり 正確に 知って 

；»!  イ 使徒 21 : 26  かれ  ま 

さげて いる， という ことです。 それは，  いたので， 彼らを 待たせる ことにし， 

_ の 中で 4 ベら れ ている ゴ ，鐘 「輦端 誉ルシ パ1 が ¥ って条 たと き 

しゃ  か  がた  ほんけん  さいけつ 

者たち の 中に 書かれて いる ことを すべ : L 使徒 23:6 に， あなた 方に 関する 本件を 裁決す る 

しん  使徒 28:20  い 

て 信じて いるから です。 15 そして わ  ことにしよう」 と 言った。  23 そして， 

たしは# に対して 希望を 持って おり ま 23：24  士官に， 当人を 留置し， [拘禁の 度を] 
すが， その 希望は これらの [人たち] 自 力雜 る いくぶん 緩める ように， また， その 仲 
身 もやは り 抱いて いるもの であり， 義 23.2, 間の 者が 彼の 世話を する ことを 禁じな 

しゃ [ヶ ） ふ ぎ しゃ [コ）  ふっかつ {ザ）  めい  VA 

者と 不義 者との 復活が あると いう こと  いように と 命じた。 

てん  ク 使徒 27:3  い くにち のち  1 ヶ！ 

です。 16 まさに この 点で， わたしは，  24 幾日 か 後， フェリ クスは ユダヤ 

おか  ケ 使徒 23:24 じん  [コ 1  つま  ともな 

迚 にも 人に も とがを 犯して いないとの  人の 女で ある 妻 ドル シラを 伴って やっ 

じかく  [シ 1 も  た  はげ  コ 使徒 16:1  き  よ 

自覚を 持てる よう， 絶えず 励んで いる  て 来た。 そして パウロを 呼びに やり， 

のです 0 17 こうして， わたしは， 憐 サ; 〖ポ キリスト .イエスに 対する 信念に つい 


1731  フェス トの 前での 弁明。 カエサルに 上訴す る  使徒 24：25—25：12 


て 彼 [の 話] を 聴いた。 25 しかし， 彼 
が， 義と 自制と 来たるべき 裁きに つい 
て 話す につれ， フヱリ クスは 怖れを 感 
じ， 「今のところ はもう 下がって よい。 
よい 時が あったら また 呼ぶ だろう」 と 
答えた。 26 だが， 同時に 彼は パウロ 
から 金を もらう ことを 望んで いたので 
ある。 そのため 彼は いよいよ ひんぱん 
に [パウロ] を 呼びに やって は， 彼と 語 
り 合う のであった。 27 しかし， 二 年 
が 経過した 時， ポル キオ .フヱ ストが 
フェリ クスの 跡を 継いだ。 だが フェリ 
クスは ユダヤ人の 歓心を買 おうとして 
いたので， パウロを つないだ ままに し 
ておいた。 

A 广 こうして フヱス トは， 州 [の 政 
-] に最ぃ ぞ三自 4 に， ヵ ェサ 
レアから エルサレムに 上った。  2 す 
ると， 祭司 長， および ユダヤ人の 中の 
主立った 人々 が， パウロを 攻める 申し 
立てを 行なった。 そうして 彼に 懇願し 
はじめ，  3  [パウロ] の 件で， 自分た 
ちへの 好意 [の 処置] として， 彼を 呼び 
にやって エルサレムに 来させて くれる 
よう に 求めた。 道の 途中で 彼を 除き 去 
るた め 伏兵を 置こうと していた ので あ 
4 しかし フェス トは， ハ。 ウ ロは 力 
エサ レアに 留置して おくべき だし， 自 
分は まもなく そこへ 出発す る ところ だ 
と 答えた。 5 「だから， その 男に 何 か 
道ならぬ ところが あるなら， あなた 方 
のうちの 有力な 人たち がわた しと 一緒 
に 下って 来て， 彼を 訴える がよ い」 と 
彼は 言 っ た。 

6 こうして， 彼らの 間で せいぜい 八 
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日ない し 十日 過ごした だけで， [フェス 
卜] は カ エサ レアに 下り ，次の 日には 裁 
きの 座に 着いて， パウロを 連れて来る 
ように 命令した。 7 彼が 到着す ると， 
エルサレムから 下って 来た ユダヤ人た 
ちは その まわりに 立って 多く の 重大な 
罪状を 述べ立て たが， その 証拠を 示す 
ことは できなかった。 

8 一方， パウロは 弁明して こう 言った。 
「ユダヤ人の 律法に 対しても， 神殿に 対 
しても， カエサルに 対しても， わたしは 

なん  つみ  おか  W 

何の 罪 も 犯して いません」。 9 フヱス 
卜 は ユダヤ人の 歓心を買おうと してい 
たので， パウロに 答えて 言った， 「あな 
たは エルサレムに 上り， そこで これら 
の 事に 関し， わたしの 前で 裁きを 受け 
る ことを 願う か」。 10 しかし パウロは 
言った， 「わた しは カエサルの 裁きの 
座の 前に 立って おり， そこで 裁かれる 
べきです。 わたしは ユダヤ人 に対して 
何も 悪い ことを していません。 それは 
あなた も じゅ うぶん 知って おられる と 
おりです。 11 もし わたしが ほんとう 
に 悪を 行なう 者で， 何 か 死に 価す るよ 
うな ことを 犯した ので あれば， わたし 
は 言 L ヽ 訳を して 死を 免れよう などとは 
しません。 他方， これらの [人たち] が 
わた しを 訴える 事柄が どれ も 事実で な 
いので あれば， 好意 [の 処置] として わ 
たしを 彼らに 引き渡す ような ことは だ 
れも できません。 わたしは カエサルに 
上訴し ます！」 12 そこで フヱ ストは 
評議員 会と 話し合って から， 「あなた 
は カエサルに 上訴した。 カエサルの も 
とに あなたを 行かせよう」 と 答えた。 


使徒 25:13—27  パウロは アグ リッパ 王の 前に 立つ  1732 

13 さて， 幾日 か 過ぎてから， 王 アグ 第25 章 よる 判決を 4 ける ために 自分を 邊 置し 
リッパと ベル ニケが， フェス トへの 儀 ァ使 @25:2 て ほしいと [申し出た] ので， わたしは， 
礼 訪問の ため カ エサ レアに 到着した。  カエサルの もと に 送る ま で 彼を 留置し 

14 そうして 彼らが そこで 何日 も 過ご  て おくよう に 命令し ました」。 

イ 使徒 25:5 

していた ので， フェス トは パウロの こ  22 ここで アグ リッパは フェス トに 

とを 王に 持ち出して， こう 言った。  [言った]， 「わたし も その 男 [の 言う こ 

しゅうじん  のこ  き  '#； 

「フェリ クスが 囚人と して 残して いっ ゥ 使徒25:7 と] を 聞いて みたい ものです」。 [フェ 
た ひとりの 男が いますが， 15 わたし  スト] は， 「明日， 彼 [の 話] を お聞か 

が エルサレム にいた 際， 祭司 長 や ユダ  せし ましょう」 と 言った。  23 こう 

ヤ 人の 年長者た ちは 彼に ついて 申し 立 して， 次の 日， アグ リッパと ベル ニケ 
てを し， 彼に 対する 有罪の 判決を 求め  は 犬そう もったいぶ っ士 素振りで やっ 

うった  き  ぐんし れいかん  し  ちょめい 

ました。 16 しかし わたしは， 訴えら  て 来て， 軍司令官たち， また 市の 著名 

れた 人が 自分を 訴えた 者たち と 対面し， 22:8 人たち と共に 謁見の 間に 入った。 そし 
その 告訴に 関して 自分の 弁明の 機会を  て， フェス トが 命令を 出す と， パウロ 

与えられない うちに， 好意 [の 処置] とし d 使徒 25:9 が 連れて来られた。  24 そこで フェス 
て その 人を 引き渡して しまう のは ロー  トは 言った， 「アグ リッパ 王， ならび 

じん  かた  かれ  こた  どうせき  かたがた  がた 

マ 人の やり方で はない， と 彼らに 答え  にご 同席の すべての 方々， あなた 方が 

て おきました 0 17 そのような わけで， キ ぽ25:11 ご覧に なって いる この 男は， ユダヤ人 
& らが ここに 集まった 時， わたしは &  使*28:19 の 大勢の 者が こぞって， エルサレムで 
しも 猶予す る ことなく， 次の 日には 裁 一斕 も 当地で も， これ 以上 生かして はおけ 
きの 座に 着いて， その 男を 連れて来る 7 使徒 9:15 ない と 叫んで， わたしの ところに 訴え 
ように 命令し ました。 18 訴える 者た  て 来た その 者であります。 25 しかし 

ちは 立ち上がり ましたが， わたしが 彼  わたしは， 彼が 死に 価す るよう な こと 

に関して 想像して いたよう な 悪事の 罪 ィブ、 じ ぶ は 何も 犯して いない ことを 見て取り ま 
状 は 何も 挙げませんでした。 19 彼  した。 それで， 当人が 尊厳 者に 上訴し 

らは ただ， 神に 対する 自分たち の 崇拝  た 時， わたしは 彼を 送る ことに 決め ま 

に 関し， また， 死んだ 者な のに， 生き ゥ_  22:22 した。  26 ところが わたしには， 彼に 
ている とパウ ロが 主張し つづける イエ  ついて [わた しの] 主に 書き送ろう にも， 

ス という 人物に 関して， ある 種の 論争  これと いった ことが 何もありません。 

あいだ  エ 使徒 23:29  がた まえ 

が 彼との 間にある だけでした。 20 そ  ^  26:31 そのため わたしは， 彼を あなた 方の 前， 
れ で， こうした 事柄を めぐる 論争に 困  わけても， アグ リッパ 王よ， あなたの 

わく  い  つ  しほう じょう  ちょうさ 

惑した わたしは， エルサレムに 行って，  前に 連れ出しました。 司法 上の 調査が 

さば  う  才 使徒 25:21  W 

そこで これらの 事柄に ついて 裁きを 受  なされた のち， わたしの 書き送るべき 

けて はどう かと 彼に 尋ねて みま した。  ことが 何 か 得られる ようにと 思って で 

21 しかし パウロが 上訴して， 尊厳 者に 力 使徒 26:32 す。 27 というのは， 囚人を 送りな が 


1733  パウロは 自分の 歩みに ついて 話す  使徒 26：1 —— 16 


ら， その 者の 罪状を 示さない のは， 道 
理に 合わ ない ことに 思え るからで す」。 
アグ リッパは パウロに 言った， 
「あなたは 將 のために 諸す こ 
とを 許されて いるの だ」。 そこで パウロ 
は 手を 差し伸べ， 自分の 弁明を 始めた。 

2 「わたしが ユダヤ人 たちに 訴えられ 
ている すべての 事柄に 関し， アグ リッ 
パ 王よ， あなたの 前で この 日に 自分の 

べんめい  さい わ  ぞん 

弁明が できます ことを 幸いに 存じます。 
3 とりわけ， あなたは ユダヤ人の 間の 
あらゆる 習慣 や 論争に 精通 した 方 だか 
ら です。 ですから， わたし [の 申し上げ 
る こ と] を 辛抱 して お聞き くださる よ 
うお 願いいた します。 

4 「まさに， わたしが 自分の 国民の 間 
で， また エルサレム において 初めから 
してきた， 若い ころからの 生き方に つ 
いては，  5 最初から わたしと 面識の 
ある ユダヤ人 がみな 知って おり， 彼ら 
が 証し をす る 気 さえ あれば よい ことな 
のです が， わたしは， わたしたちの 崇 
拝 方式のう ちで 最も 厳格な 派に したが 

びと [ク）  せいかつ 

い， パリ サイ 人と して 生活して おり ま 
した。 6 それな のに わたしは 今， 迚に 
よって わたしたちの 父祖に なされた 約 
束に 対する 希望の ために， 立って 裁き 
に 付され ている のです。  7 一方 わた 
したち の 十二 部族は， 神聖な 奉仕を 夜 
昼 熱烈に ささ げ てこ の 約束の 成就に 達 
する ことを 希望して います。 この 希望 
に関して， 王よ， わたしは ユダヤ人た 
ちから 訴えられて いるので す。 

8 「なぜ あなた 方の 間では， 进が死 
人を よみがえらせる という ことが， 信 
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ア 使徒 25:13 

ィ 使徒 13:16 
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じられ ない ことと される のでしょう 
か。 9 私と しては， ナザレ 人 イエスの 
名に 敵対す る 行為を 大いに 行なうべき 

みず か  うち  かんが 

だと， 自らの 内で ほんとうに 考え まし 
た。 10 現に わた しは エル サ レムで そ 

れを荇 なぃ， 鷄 《た ちから 黻を 掌 

えられて いました ので， 聖 なる 者たち 
を 数多く 獄に 閉じ込めました。 そして 
彼らが 処刑され る 際には， 彼らに 敵対 
の 票を 投じました。 11 また， すべて 
の 会堂で 彼ら を 幾度 も i して 変節を 迫 
り， 彼らに 対して 甚だしく 怒り狂って 
いました ので， 外部の 諸 都市に おいて 
さえ 彼らを 迫害す る ほどでした。 

12 「こうした 努力の さなか， 祭司 長 
たちから 権限と 委任を 受けて ダマス カ 
スに 旅を していた 時， 13 わたしは， 真 
昼に 路上で， 王よ， 太陽の 輝きより 強 
い 光が， 天から わたしの まわり， また 共 
に 旅を していた 者たち のま わりに ぱっ 
と 光る のを 見ました。 14 そして， わ 
た したち がみな 地面に 倒れて しまった 
時， わたしは， へ ブライ 語で， 『サウ 
口， サウ ロ， なぜ あなたは わたしを 迫 
害して いるの か。 突き 棒を けりつ づけ 
るのは， あなたに とってつ らい ことに 
なる』 と言う 声を 聞きました。 15 し 
かしわた しは， 『主よ， あなたは どな 
たです か』 と 言いました。 すると 主は 
言われました， 『わたしは イエス， あ 
なた が 迫害して いる 者です。 16 しか 
し， 起きて， 自分の 足で 立ちなさい。 
あなたが 見た 事柄， そして わたしが 自 
分に 関して あなたに 見させる 事柄の た 
めに 仕える 者 また その 証人と して あな 


使徒 26:17 — 32  アグ リッパ 王の 反応  1734 

たを 選ぶ ため， このために わたしは 自 第26 章 気が狂って いる！ 博学が あなたを 狂 
分を あなたに 示した からです。 17 わ ァ 爲 は5 気 させて いるの だ！」 25 しかし バウ 
たしは あなたを [この] 民から， また 諸 22：21 口は 言った， 「わたしは 気が狂って い 
国民から 救い出し ますが， 同時に 彼ら  DV 11:13 るので はありません， フェ スト 閣下， 真 

つか  [ィ）  かれ  ウイ ザ 35:5  じつ  しょうき  の 

の もとに あなたを 遣わして， 18 彼ら  ィザ61:1 実の， そして 正気の ことばを 述べて い 
の 目を 開けさせ， 彼らを 闇から 光に， コ るので す。 26 実際， わたしが はばか 
サタ ンの b 威 か ら拽に 転じさせます。 才 S ぬ〗 りの ない こと ばで お話し 申 し 上げて お 
それは， 彼らが 罪の 許しと， わたしに ^  „ ります 王が， これらの 事に ついて よく 

たい  しんこう  しんせい  もの  77 エノん/  し 

対する 信仰に よって 神聖に された 者た キル ヵ I:77 知って おられます 0 これらは 一つと し 

V?)  あいだ  そうぞくざいさんが  う  ヨハ I  3:5  ちゅうもく  のが  え 

ちの 間にある 相続財産 とを 受ける ため $ 使徒 2〇:32 て [王] の 注目を 逃れ 得ない と， わたし 

かくしん  かたすみ 

です』。  ヶヱフ i:ii は 確信して いるから です。 これは 片隅 

19 「そのために， アグ リッパ 王よ， で 行なわれ てきた ことでは ないから で 
わたしは 天からの この 光景に 背かず， シ 使徒 9:28 す 0  27 アグ リッパ 王， 預言者た ちを 

20 まず ダマスカスの 者たち に， また エ ス舰9:15 信じて おられます か。 信じて おられる 

トン）  セエゼ 18:31  し  （ゥ） 

ルサ レムの 者たち にも， さらには ユダ マタ 3:8 ことを 知って おります」。  28 しかし ア 
ヤ 地方 全域に， そして 諸国 民に も， 悔 ソ 使徒 21:31 グ リッパは パウロに 言った， 「あなた 
い 改め， かつ 悔い改めに ふさわしい 業 タコ D1:1Q はわず かの 間に， わたしを 説得して ク 
をして# に 転ずる ようにとの 音信を 伝  H  23:5 リス チヤ ン になら せようと している」。 
えて まわりました。  21 こうした 事の  ^  34:23  29 それに 対して パウロは 言った， 「わ 
ために， ユダヤ人たち はわた しを 神殿  15^27 ず かの 間で あろうと 長く かかろうと， 

で 捕らえ， そして 殺そうと 企てました。 nv  3:21 わたしは， あなた だけでなく， 今日 わ 
22 しかしながら， わたしは# からの 助 ッ 豐435〇 たし [のこと ば] を 聞いて おられる すべ 

[夕]  え  いた  申 6:4  かた  べつ 

けを 得て きました ので， この 日に 至る  * ての 方が， こうした なわめ は 別と して， 
まで， 小なる 者に も大 なる 者に も 証し テ-詩 22:7  わたしの ような 者に なって くだされば 
を 続けて います 0 しかし， 重言 者たち， 詩35: 的 と# に 願いたい ほどな のです」 0 

I ッ i  お  イザ 50:6  そうとく 

そして また モー セが， 起こる であろう  ィザ53:5  30 それから， 王は 立ち上がり， 総督 

と 述べた 事柄 以外には， 何も 語って お ±|#18:49 とべ ル ニケ， また それと 一緒に 座って 
りません。 23 すなわち， キリス トが  いた 人々 も [立ち上がった]。 31 しか 

苦しみを 受け， また 死人の 中から 復活 = ルヵ2 :32 し 引き上げて 行く 際， 彼らは 互いに 語 

[N さいしょ  もの  たみ  -  あ  し  あたい 

させられる 最初の 者と して， この 民に 第二 欄 り 合い， 「この 人は， 死 やな わめに 価 
も 諸国 民に も 光を 広める であろう とい ァコ II:23 する ような ことは 何もして いない」 と 
うこと です」。  っ 二 =〇 言う のであった。  32 また， アグ リッ 

かれ  じぶん  ウ 使徒 26.3  じょうそ 

24 さて， 彼が これらの ことを 自分の I 使徒 23:29 パは フェス トに， 「カエサルに 上訴し 

べんめい  かた  使徒 25:25  m  しゃくほう 

弁明の ために 語って いると， フェス ト 4_25:11 ていなければ， この 人は 釈放され ただ 
が 大声で 言った， 「パウロ， あなたは  ろうに」 と 言った。 


1735  口ーマに 向けて 船出す る。 ユーラ クロンに 襲われる  使徒 27:1 — 19 

第27 章 「皆さん， わたしは， 今 か らの 航海が， 積 
ァ 使徒25 "2 み 荷 や 船 だけでなく， わたしたちの 魂 
に とっても 危害 や 大きな 損失を 伴う も 
のと 見て います」。 11 しかしながら， 
士官は， パウロの 述べる ことより， 水 

イ 使徒 19:29 さきにん  ふなぬし  したが 

使徒 先人 や 船主 [のこと ば] に 従う ので あっ 

aa  4-10  みなと ふゆす 

た。 12 ところで， その 港は 冬を 過ご 
地を 航行す る 予定の 船に 乗って 出帆し  すのに 不便で も あった ので， 大多数の 

じん  もの  しゅっぱん  ほくとう  なんとう 

たが， テ サロ ニケの マケドニア 人 アリ  者は， そこから 出帆し， 北東と 南東に 

ス タルコ も わたしたちと 一緒であった。 ゥ蔵 is:22  面した クレタ の 港 フォイ ニ クスにまで 

つぎ  使徒 28:16 すす  なん 

3 そして 次の 日， わたしたちは シドン  進み， そこで 冬を 過ごせる かどう か， 何 

に 上陸した が， ユリウスは パウロを 人  とか やって みるよう にと 忠告した。 

げんみ  しんせつ  あつか （ウ 1  じ ぶん  みなみかぜ  お だ  ふ 

間 味の ある 親切 さを もって 扱い， 自分  13 そのうえ， 南風が 穏やかに 吹い 

の 友人たち のと ころに 行って 世話を 受 ヱ 使徒24:23 てきた ので， 彼らは 目的を 達した も 同 
ける ことを 彼に 許可した。  然と 考え， 錨を 上げて クレタ の 海岸 沿 

4 次いで そこから 船出した が， 向か  いに 進み はじめた。 14 ところが， そ 

い 風だった ので， キプロス [の 島陰] を  れ ほどた たない うちに， ユーラ クロン 

帆走した。 5 それから， キリキアと パ 28:11 と 呼ばれる 大 暴風が 激しい 勢いで そこ 
ン フリアに 沿って 大海を 航海し， ルキ  に 吹き下ろし てきた。 15 船は 激しく 

アの ミラに 入港した。 6 しかし， そこ  あおられて 船首を 風に 向けて おく こと 

で 士官は， イタリアに 向けて 航行 中の がで き なくなり， わたしたちは 逆らう 

ふね W  ^  なが  まか 

アレクサンドリアの 船を 見つけ， わた  のを やめて 流れる に 任せた。 16 やが 

の  _  しま  かげ  とお 

したち を それに 乗せた。 7 それから， て カウ ダと いう 小さな 島 [の 陰] を通っ 
何日 もの 間 ゆっくりと 帆走を 続け， やっ 7_27:21 たが， それでも [船尾に] 小舟を つなぎ 

つ  かぜ  と 

とのこと で クニドスに 着いた が， 風の  留める のが やっとであった。 17 しか 

ために それ 以上 進めなかった ので， わ  し， それを 船 上に 揚げた のち， 彼らは 

ほ じょよう ぐ  つか  せん たい  しば 

たしたち は サル モネのと ころで クレタ  補助 用具を 使って 船 [体] を 縛りは じめ 

[の 島陰] を 帆走し， 8 やっとの ことで ィマ ル4:37 た。 それから， スル テス [の 砂州] に 乗 
その 沿岸を 進んで， “ 良い 港” と 呼ば  り 上げる のを 恐れて 索具 類を 降ろし， 

れる 所に 着いた。 その 近くに ラ セア 市  こうして ただ 吹き 流される ままと なっ 

が あった。  た。 18 それでも なお， わたしたちは 

9 かなりの 時が 経過して いたし， す  大 あらしに k しく もまれて いたので， 

でに [贖罪の 日の] 断食 も 過ぎて， も  明くる [日]， 彼らは 船 [荷] を 軽く しは 

う 航海す る ことが 危険に なって いたの  じめ た。 19 そして 三 [日] 目には， 手 

で， パウロは 勧告して 10 こう 言った。 ヱ ョナ 1:5 ずから 船の 装具を 投げ捨てた。 


さて， わたしたちが イタリアに 
向けて 出帆す る ことに 決まる 

(7)  かれ  つぎ  いくにん 

と， 彼らは 次に， パウロと ほかの 幾人 
かの 囚人を， ユリウス という 名の， ア 
ウグス ツスの 部隊の 士官に 引き渡した。 
2 わたしたちは， アドラ ミ テ ィオンか 
ら 来て， アジア [地区] の 沿岸 ぞいに 各 


使徒 27:20—39  救われる ことを 示す 幻。 難船  1736 


20 さて， 幾日もの あいだ 太陽 も 星 も 
現われず， 容易なら ぬ あらしが ずっと 
吹き荒れて いたので， わたしたちが 救 
われる 望みは ついに ことごとく 断たれ 
るよう になった。  21 そして， 食物を 
取らない ことが 長く 続いた あと， パウ 
口は 彼らの 真ん中に 立って， こう 言っ 
た。 「皆さん， ほんとうに あなた 方は， 
わたしの 忠告を いれて ク レ タから 船出 
せず， こうした 危害 や 損失を 被らない 
ようにす るべき でした。 22 でも， わ 
たしは 今， 元気を 出す よう あなた 方に 
勧めます。 あなた 方のう ち ひとつの 魂 
も 失われず， ただ 船が [失われる] だけ 
だからです。 23 というのは， この 夜， 
わたしが 属し， わたしが 神聖な 奉仕を 
ささげて いる 裡の み使いが わたしの 近 
くに 立ち，  24 『パウロよ， 恐れる こ 
とはない。 あなたは カエサルの 前に 立 
たねば ならない。 そして， 見よ，# は， 
あなたと 共に 航行して いる 者を 皆 あな 
たに 賜わった』 と 言いました。 25 で 
すから， 皆さん， 元気を 出して くださ 
い。 まさに 自分に 告げられた とおりに 
なると， わたしは# を 信じて いるので 
す。  26 それでも， わたしたちは どこ 
かの 島に 打ち上げられる こと になる で 
しょ う」。 

27 さて， 十四日 目の 夜に なり， わ 
た したち が アドリア [の 海] を あちら こ 
ちらと もまれて いると， その 真夜中に 
水夫たち は， どこかの 陸地に 近づいて 
いると 感づく ようになった。  28 そこ 
で 彼らが 深さを 測って みると， 二十 ひ 
ろであった。 それから 少し 進んでも う 
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ア 使徒 27:22 


イ 使徒 27: 16 
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一度 測った ところ， そこは 十五 ひろで 
あった。 29 それで， どこか 岩場に 乗 
り 上げて しまう ことを 恐れて， 船尾 か 
ら 四つの 錨を 投じ， 夜が 明ける のを 待 
ち 望んだ。 30 ところが， 水夫たち が 
船から 逃げ出そう とし， へさき から 錨 
を 下ろす かの ように 見せかけて 小舟を 
海に 降ろした 時，  31 パウロは 士官と 
兵士たち に 言った， 「あの人たち が 船 
にと どまって いなければ， あなた 方は 
助かりません」。  32 そこで 兵士たち 
は 綱を 断ち切って 小舟を そのまま 下に 
悬 とした 。 

33 さて， 明けが た 近くに なった 時， 
パウロは みんなに 何 か 食べる ことを 勧 
めて こう 言った。 「あなた 方は ずっと 
待ち構えて 今日で 十四日 目です が， そ 
の 間食 事 もせず， 自分の ために 何も 食 
ベて いません。  34 ですから わたし 
は， 何 か 食べる ように 勧めます。 これ 
は あなた 方の 安全の ためです。 あなた 
方は だれも， その 髪の毛 一本 さ i 滅び 
る ことは ない のです」。  35 こう 言っ 
てから， 彼は パンを 取り， みんなの 前 
で# に 感謝を ささげ， それを 割いて 食 
ベ 始めた。 36 それで みんなは 元 気づ 
き， 自分たち も 食べ だした。  37 とこ 
ろで， わたしたち 船の 中に いた 魂は， 全 
部で 二百 七十 六 人であった。 38 食べ 
て 満ち足り ると， 彼らは 次に， 小麦を 
海に 投げ込んで 船を 軽く した。 

39 ようやく 夜が 明けた 時, 彼らは そ 
の 陸が ど こで あるか は 分からなかった 
が， 浜辺の ある 湾を 認め， できれば そ 
の 浜辺に 船を 乗 り 入れる ことにした。 
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40 それで， 彼らは 錨を 断ち切って 海中 

お  どうじ  ちょう  かじ  と  づな 

に 落と し， 同時に [二 丁の] 舵ろ の 留め 綱 
を 解き， 風に 前 帆を 揚げてから， その 浜 
辺を 目 ざして 進んだ。 41 どの 側 も 海 
に 洗われる 浅瀬に 行き当たった 時， 彼 
らは 船を そこに 乗り上げて しまい， へ 
さきは めり 込んで 動か なくなり， 船尾 
は 激しい 勢いで 崩れは じめ/ •こ。 42 そ 
こで 兵士たち は， 囚人を 殺して， だれ 
も 泳いで 逃げる こ とがない ようにし よ 
うと 決意した。 43 しかし 士官は， パ 
ウ ロを 何とか 無事に 切り抜けさせたい 
と 思い， その 考えを 思いとどま ら せた。 
そ して， 泳げる 者には， 海に 飛び込んで 
先に 陸に 向かうよ うに，  44 また 残り 
の 者に も， 厚板 や 船の 何 かにつ かま っ 
て [陸に 向かう] ようにと 命令した。 こ 
うして， 全員が 無事に 陸に たどり 着い 
たので ある。 

そして， 無事に 渡り 着いて から， 

わたしたちは， それが マルタと 
いう 島で ある ことを 知った。  2 そし 
て， 外国語を 話す 人たち が， 1  人間味の 
ある 親切を 一方ならず 示して くれた。 
というのは， 雨が 降って いたし， また 
寒く も あった ので， 彼らは 火を たいて 
わたしたち みんなを 迎え， 何かと 助け 
て くれたから である。  3 しかし， パウ 
口が ひとかかえの そだを 集めて 火の 上 
に 置いた ところ， 熱気の ために 一匹の 
まむしが 出て 来て， 彼の 手に 取りつ い 
た。 4 その 毒 獣が 彼の 手から ぶら 下 
がって いるのを 見て， 外国語を 話す 人々 
は 互いに 言いだ した， 「きっと この 男 
は 人殺し だ。 海からは 無事に 助かった 
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ものの， 正義の 懲罰が 彼を そのまま 生 
かしては おかなかった の だ」。  5 とこ 
ろが， 彼は その 毒 獣を 火の 中に 振り払 
い， 何の 害 も 受けなかった。 6 しかし 
人々 は， 彼が 炎症を 起こして 膨れ 上が 
るか， あるいは 急に 倒れて 死ぬ だろう 
と 思って 待って いた。 長い あいだ 待っ 
て も 何の 害 も 生じない のを 見て， 彼ら 
は 考えを 変え， この 人は 神 だと 言いだ 
し/ L 

7 さて， その 場所の 近くに， 島の 主 
立った 人で， ポプ リオと いう 名の 者が 
土地を 持って いた。 そして 彼は わたし 
たちを 手厚く 迎え， 三日に わたって ねん 
ごろに もてなして くれた。  8 しかし， 
たまたま ポプ リオの 父が， 熱と 赤痢に 
苦しんで 寝て いた。 そこで パウロは 彼 
の もとに 行って 祈り， 手を その上に 置 
いて 彼を いやした。 9 この 事が あって 
から， 島の ほかの 人々 で [いろいろな] 
病氨を 持つ 者が [パウロ] のと ころに 来 
て 治しても らうよう になった。 10 ま 
た 彼らは たくさんの 贈り物で わたした 
ちに 敬意を 表わし， わたしたちが 出帆 
する 際には， 必要な 物を いろいろと 持 


力 使徒 27:6 


たせて くれた。 

11 三 か 月 後， わたしたちは， この 島 
で 冬を 過ごして いた， 「ゼウスの 子ら」 
の 船首 像の ついた アレク サン ドリアの 
船で 出帆した。 12 そして， シラ クサ 
に 入港して 三日と どまった 後， 13 そ 
こから ずっと 回って レギウムに 着いた。 
そ して 一日 後に 南風が 出た ので， 二日 目 
にはう まく ポテ オリに 入った。 14 こ 
こで わた したち は 兄弟たち に会っ たが， 


使徒 28:15—27 

彼らは その もとに 七日と どまる ように 
と 懇願す るので あった。 こうして， わ 
たしたち は ローマに 向か っ て 進んだ。 
15 すると そこから， 兄弟たち がわた し 
たちに ついての 知らせを 聞いて，“ ア 
ピウスの 市場” および “三軒 宿” まで 
わたしたちを 出迎えに 来て くれた。 パ 
ウ ロは 彼らを 見て# に 感謝し， また 勇 
気づ けられ/ •こ。 16 わたしたちが つい 
に 口ー マに 入った 時， パウロは 兵士の 
監視の もとに 独り で 滞在す る ことを 許 

か  [ィ） 

口/された。 

17 しかし 三日 後， 彼は ユダヤ人の 
主立った 人々 を 呼び集めた。 彼らが 集 
まって から， [パウロ] はこう 言った。 
「皆さん， 兄弟たち， わたしは， 民 や， わ 
たしたち の 父祖の 習慣に 反す るよう な 
ことは 何も 行なわなかった にも かかわ 
ら ず， 囚人と して エルサレムから ロー 
マ 人の 手に 引き渡されました。 18 そ 
して 彼らは， 取り調べ をした のち， わた 
しを 釈放し ようと 望んで いました。 わ 
た しには 何ら 死に 値する ことが なか っ 
たからです。 19 ところが， ユダヤ人 
たちが それに 反対し つづける ので， わ 
た しは カエサルに 上訴せ ざるを えませ 
ん でした。 しかし， 何 か 自分の 国民を 
訴える ことがある というの では ありま 
せん。 20 実に このような わけで， わた 
しは， 皆さんに 会って お話しす る こと 
を 切に お願いした のです。 イスラエル 
の 希望の ゆえに， わたしは こうして 鎖を 
帯びて いるから です」。 21 彼らは [パ 
ウ ロ] に 言った， 「わたしたちは あなた 
について ユダヤから 手紙を 受け取って 
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もい ません し， [ここに] 着いた 兄弟た 
ちの だれかが， あなたに ついて 何 かひ 
どく 悪い ことを 報告したり 話したり し 
ている わけで もありません。  22 しか 
しわた したち は， あなたの 考えが どう 
いう もの か， あなたから 聞く のがよ い 
と 思います。 実際 この 派に ついて， い 
たると こ ろで 反対が 唱え られ ている こ 
とは， わたしたちの 知る ところ だから 
です」。 

23 そこで 彼らは [パウロ] と 日を 取り 
決め， さらに 大勢で 彼の 宿所に やって 
来た。 それで 彼は， 拽の 王国に ついて 
徹底的な 証し をしたり， モー セの 律法 
と 預言者た ちの 両面から イエスに つい 
て 彼らを 説得した りして， 朝から 晚ま 
で 事実を 説明した。  24 すると， ある 
者は 話さ れ たこと を 信じる ようにな っ 
たが， ある 者は 信じようと しなかった。 
25 そのため， 彼らは 互いに 意見が 合わ 
ない ので 立ち去り はじめ， 一方 パウロ 
は 一言こう 述べた。 

せいれい  よ げん しゃ  とお 

「聖霊は 預言者 イザヤを 通して あな 
た 方の 父祖たち に 適切に 語った もので 
す。  26 こう 述べ ま した。 『この 民 
のと ころに 行って 言いなさい， 「あな 
た 方は 聞く には 聞く が， 成して 理解せ 
ず， 見る には 見る が， 決して 見えない 
であろう。 27 この 民の 心は 受け入れ 
る 力が なくなり， 彼らは 耳で 聞いた が 
反応が なく， その 目を 閉じて しまった 
からで ある。 これは， 彼らが 自分の 目 
で 見， 自分の 耳で 聞き， _ 分の 心で 理 
解して 立ち返り， わたしが 彼らを いや 
す， という ことが 決してな いためで あ 
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口ーマで 2 年間 伝道す る。 相互に 励まし 合つ  使徒 28:28 — 口ーマ 1:13 


る」』。 28 ですから， 次の ことを 知 - 
ておいて ください。 この， 裡の 救いの 
手 だては 諸国 民の もとに 送り出された 
のです。 彼らは きっと それに 聴き 従い 
ます」。  29  — 

かれ  じ ぶん  か  いえ 

30 こうして 彼は， 自分の 借りた 家に 


まる 二 年と どまり， ィ 
みな 親切に 迎え， 31 妨_ げられ る ことな 
ぐ 全くは ばか りの ない こと ばで 人々 に 
裡の 王国を 宣べ 伝え， ま た主イ エス •キリ 
ストに 関する ことを 教える のであった。 


第二 欄 ア 使徒 28:16; イ 使徒 26:26; : 


口ー マ 人への 手紙 


1  イエス •キリス トの 奴隸 であり， 
1 使徒と なる ために 召され， 迚の良 
いたより のために 分け られた パウロ か 
ら一  2 その [良いた より] は， [裡] が 

じ ぶん  よ げん しゃ  とお  せい  しょ 

ご 自分の 預言者た ちを 通して 聖 なる 書 
の 中に あ ら かじめ 約束され たもので， 
3  [神] のみ 土に 関する ものです。 その 
[み 壬] は， 肉に よれば ダビデの 胤から 

[キ）  せい  れい (ク）  し 

出 ま したが， 4 聖 なる 霊に よれば， 死 
人の 中からの 復活に より， 力を もって 
神の 子と 宣言され た 方です。 (そうで 
す， それは わたしたちの 主 イエス. キ 
リス トで，  5 わたしたちは， その 名 
に関して あらゆる 国民の 間に 信仰の 従 
順が あるよう にと， この 方を 通して 過 
分の ご 親切と 使徒 職と を 受けた ので あ 
り， 6 それら [諸国 民] の 間に あって， 
あなた 方 もまた， イエス •キリス トの 
ものと なる ために 召された 者たち なの 
です。） 一 7 聖 なる 者と なる ために 
召さ^ I， 裡に 愛される 者と して ローマ 
にいる すべての 人たち へ： 
わたしたちの 父なる 裡と主 イエス. 
キリストから の 過分の ご 親切と 平和が 
あなた 方に あります ように。 
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第二 欄 


8 まず 初めに， わたしは， あなた 方 
すべてに 関し， イエス. キリストを 通 
して わた しの 拽に 感謝を ささ げ ます。 

しんこう  せ かい 

それは， あなた 方の 信仰の ことが 世界 

かた  [ィ） 

じゅうで 語られて いるから です。 9 み 

_  よ  かんれん 

壬に ついての 良いた よりに 関連して わ 
た しが 自分の 霊を こめて 神聖な 奉仕を 
ささ げ てい る裡が 証人と なって くださ 

[ウ）  いの 

る ことです が， わたしは 自分の 祈りの 
中で た ゆむ ことなく 常に あなた 方の こ 
とを 述べ， 10 もしもで きるなら， 今 
度 こそは 迹の ご 意志の もと に 道が 開か 

がた  ゆ 

れ， あなた 方のと ころに 行ける ように 

こ  ねが 

と 請い 願って います。 11 わたしは あ 

がた  あ  せつぼう 

なた 方に 会う ことを 切望して いるので 
す。 それは， あなた 方が 確固と した 者 

れいてき  たまもの 阁すこ  わ 

となる よう， 霊的な 賜物を 少しで も 分 

あた 

け 与える ためです。 12 いえ， むしろ 

がた  あいだ  おのおの たが 

それは， あなた 方の 間で， 各々 互いの， 

しんこう [ク） 

つまり あなた 方と わたしの 信仰に よっ 

そうご  はげ  あ  [ヶ） 

て， 相互に 励まし 合うた めな のです。 

きょうだい  (3) 

13 しかし， 兄弟たち， わたしは， ほか 

こ くみん  あいだ  おな 

の 国民の 間に おける と同じように， あ 

がた  いく  せい か 1サ1  え 

なた 方の 間で も 幾 ばくかの 成果を 得よ 
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創造物に 見られる 神の 特質。 堕落した 性的 倒錯 行為 
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うとして， あなた 方のと ころに 行こう 
と 何度も 志しながら， 今に 至る まで 妨 
げられ てきた ので あり， そのこと を 知 
らず にいて 欲しくありません。 14 ギ 
リ シャ 人に も バルバ ロイに も， 賢い 者 

ふんべつ  お 

にも 分別の ない 者に も， わたしは 負い 
目の ある 者です。 15 それで， わたし 

がた  [ゥ】 よ 

には， 口ー マに いる あなた 方に も 良い 
たよりを 宣 明したい という 意欲が ある 
のです。 16 わたしは 良いた よりを 恥 
じて はいない からです。 実際 それは， 

しんこう  も  [力 1 

信仰を 持つ すべての 人に とって， すな 
わち ュ ダヤ 人を 初め ギリ シ ャ 人に とっ 

[ク） すく  （ヶ】 

て も， 救いの ための# の 力なので す。 
17 信仰の ゆえに， また 信仰の ために， 

ぎ [サ）  けいじ 

挫の 義 がその 中に 啓示され ている ので 
す。 「しかし 義 なる 者 一 その 者は 信 

い  （シ）  か 

仰に よって 生きる」 と 書かれて いると 
おり です。 

18 裡の憤 りは， 不義な 方法で 真理 
を 覆い隠し ている 人々 の あらゆる 不敬 
^ と 不義と に対して， 天から 表わし 示 
されて いるので す。 19 独に ついて 知 
りうる 事柄は 彼らの 間で 明らか だから 

[チ） 

であり， 裡 がそれ を 明らかにされ たの 

[ツ） 

です。 20 というのは， [迚] の 見えな 
い [特質]， すなわち， そのと こ しえ の 力 
と裡 性とは， 造られた 物を 通して 認め 
られ るので， 世界の 創造 以来 明らかに 
見える からで あり， それゆえに 彼らは 
言い訳が できません。 21 彼らは， 裡 
を 知りながら， それに® としての 栄光 
を 付さず， また 感 i せず， その 推論す 
ると ころに おいて 無能な 者と なり， そ 
の 悟りの 悪い 心 は 暗く なった のです。 


22 自分は 賢い と 唱えながら， 彼らは 愚 

(7)  ふきゅう  えいこう [イ）  く 

か となり， 23 不朽の 进の 栄光を， 朽 

にんげん  とり  いもの 

ちる 人間の， また 鳥 や 四つ足の 生き物 

ぞう [ゥ】  か 

や はう ものの 像の ような ものに 変え ま 
し/^ 

かれ  こころよく 

24 そのため 神は， 彼らを その 心の 欲 

ぼう  あ  けが  わた （才}  からだ (力） 

望に 合わせて 汚れに 渡し， 彼らの 体が 

じしん あいだ はずかし 

彼ら 自身の 間で 辱められる ようにされ 

W  しん 

ました。 25 すなわち それは， 姓の 真 
理を 偽りと 換え， 創造した 方より 創造 
物を あがめて それに 神聖な 奉仕を ささ 
げた 者たち です。 [創造した] 方 こそ 永 
久に ほめたたえられる のです。 アーメ 
ン。 26 この ゆえに# は， 彼らを 恥ず 
べき 性欲に 渡されました。 その 女性は 

みず か  しぜん  よう  はん 

自らの 自然の 用を 自然に 反する ものに 

か  W  おな  だんせい  じょせい  し 

変え， 27 同じく 男性まで が 女性の 自 
然の 用を 去り， 互いに 対し， 男性が 男 
性に 対して 欲情を 激しく 燃やし， 卑わ 
いな 事柄を 行なって 十分な 返報を 身に 
受けました。 それは 彼らの 誤りに 対し 

とうぜん  {9) 

て 当然な ものです。 

かれ  せいかく 

28 そして， ちょうど 彼らが 正確な 
知識を もっ て迚を 奉ずる ことを よしと 
はしなかった ように， 裡も 彼らを _ 巨と 
された 精神状態に 渡して， 不適当な 事 

がら  おこ  [テ）  かれ 

柄を 行なう に まかされました。  29 彼 

ふ ぎ [卜） じゃあく  [ナ） ごうよく  [二） あく  [ヌ） 

らが あらゆる 不義 • 邪悪 • 強欲 • 悪に 
為た され， ねた‘. ま 

㈦ あくねん [フ）  もの [へ)  かげ 

ん •悪念に 満ち， ささやく 者， 30 陰 
口を きく 者， 裡を 憎む 者で， 不遜， ご 


IJ  19:5 
J  7:15; 


ノ  7:22; 二 申 5:21; ノ 


【 ベ テ I  2:16; ネテト 3:3;  ノ ヤコ 4:2; 
^  5:20; ヒ テサ I  2:3; ぺテ I  2:1; フ エフ 
、箴 11:13; ホ ぺテ I  2:1; マ 詩 10:13。 
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1741  神の 温情。 最初に ユダヤ人， 次いで ギリシャ 人  口ー マ 1：31—2：16 


う慢， また うぬぼれが 強く， 有害な 事 
柄を 考え出す 者， 親に 不従順な 者で あ 
り，  31 理解力が なく， 合意した こと 
に 不誠実で， 自然の 情愛を 持たず， 憐れ 

もの [ク） 

みのない 者であった からです。 32 こ 
う した 事を 習わしに する 者は 死に 価す 
ると いう， 拽の義 なる 定めを 十分に 知 
りながら， 彼らは それを 行ないつ づけ 
る だけでなく， それを 習わしに する 者 

ど ラい  あた  W 

たちに 同意を 与えても いるので す。 

A それゆえ， 人よ， あなたが だれで 
M あるに しても， [ほかの 者を] 裁く 
なら， 言い訳は できません。 他の 人を 
裁く その 事柄に おいて， あなたは 自ら 
を 罪に 定めて いるから です。 それは， 
裁く あなたが 同じ こ とを 行な っ ている 
からです。 2 それでも わたしたちは， 
控の 裁きは 真実に 即し， こうした 事柄 
を 習わしに する 者たち を 非と する もの 
である ことを 知っています。 

[チ 1 

3 しかし， 人よ， あなたは， こうした 
事柄を 習わしに する 者たち を 裁き， 同 
時に 自分が それを 行なって いても， 自 
分の ほうは# の 裁きを 免れられる， と 

かんが  いだ 

いうよう な 考えを 抱いて でもい るので 
すか。 4 それとも，® の 温情が あなた 
を 悔い改めに 導こうと している ことを 
知らない ために， その 親切と 堪忍と 辛 
抱 強さとの 富を 侮る のです か。 5 しか 
しあな たは， 自分の かたくな さと 悔い 

あらた  こころ [ネ）  いきどお  （ノ） 

改めの ない 心に よって， 憤りの 日， ま 
た# の義の 裁きが 表わ し 示される [日] 
における 憤りを， 自らの ために 蓄えて 

(フ）  おのおの 

いるので す。 6 そして， [裡] は 各々 

わざ  おう  むく  〖へ】  よ 

に その 業に 応じて 報います。  7 良い 


第 1 章 


第 2 章 


テ テモ n 
ぺテ n 
、詩 86:5 


1:22 


コマ 3:25 
二 出 34:6 
イザ 30:18 
申 9:6 
ェゼ 3:7 
ネサ I  6:6 
%  6:17 
ハ 使徒 17:31 
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フ申 32:35 
箴 28:14 


第二 欄 


ク ヨハ 4:22 
使徒 13:46 
ケ 使徒 15:14 
コ申 10:17 
代 n  19:7 
使徒 10:34 


業に おける 忍耐に よって 栄光と 誉れと 

ふきゅう せい [ァ）  もと  もの  えいえん いのち 

不朽 性と を 求めて いる 者には 永遠の 命 

いっぽう あらそ  この （ィ】  しんり  したが 

です。 8 —方， 争いを 好み， 真理に 従 
わないで 不義に 従う 者に 対しては， 憤 
りと 怒り， 9 患難と 苦難が あります。 
それは， 有害な 事柄を 行なう すべての 
人の 魂に， ユダヤ人を 初めと して ギリ 
シャ 人に も 臨みます。 10 しかし， 栄 
光と 誉れと 平和が， 良い 事柄を 行なう 

すべての 人に， ユダヤ人を 初めと して 

[ケ） 

ギリシャ 人に も あるので す。 11 裡に 
不公平は ないから です。 

12 例えば， 律法な しに 罪を おかし 
た 者は 皆 ，やはり 律法な しに 滅びます。 
しかし， 律法の もとに あって 罪を おか 
した 者は みな 律法に よっ て 裁かれます。 
13 律法を 聞く 者が# のみ 前で 義 なる 
者な のでは なく， 律法を 行なう 者が 義 
なる 者と 宣 せられる からです。 14 律 
法を 持たない 諸国 民の 者たち が 生まれ 
ながら に 律法に ある 事柄を 行なう 場合， 
その 人たち は 律法を 持って はいなくて 
も， 自分自身が 律法な のです。 15 彼ら 
こそ， 律法の 内容が そのて しに 書かれて 

しょうめい  もの  [テ）  りょう 

いる ことを 証明す る 者で あり， その 良 
■彼らと 戴 こ i しを し， m の 省ぇ 

あいだ  （ナ） 

の 間で， あるいは とがめられ， あるいは 
釈明され さえして いるので す。 16 わ 
た しが 宣明 する 良いた よりに したがえ 
ば， 裡が キリスト •イエスを 通して 人 
類の 隠れた 事柄を 裁く 日に， この こと 
はなされます。 

サ エフ 2:12; コロ  2:13; シ ロマ 3:19; ス ロマ 7:9; セ 申 30: 
14; エゼ 20:11; ヤコ 1:22; ソ 使徒 13:39; ガラ 3:11; 夕詩 
147:20; チ 申 26:19; ツ 使徒 10:2; テ 使徒 10:4; トコ I  8: 
7; ぺテ I  3:16; ナ創 4:13; 二 ぺテ I  4:5; ヌ ルカ 8:17; テモ 
I  5:25; ネ ヨハ 5:22; 使徒 10:42; 使徒 17:31; ノコ n  5:10; 
ぺテ I  4:6。 
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めいもく じょう 

17 さて， もし あなたが 名目 上の ユ 
ダヤ 人で， 律法に 頼り， 迚を 誇りと し， 
18 また， 律法から 口頭で 教え諭さ れて 
いるた めに， [拽 の] ご 意志を 知り ，優れ 

ことがら  ぜにん 

た 事柄を 是認して いるの なら， 19 そ 
して， 自分が 盲人の 手引き， 闇に いる 者 
の 光， 20 道理を わきまえない 者の 矯 
正 者， みどりごの 教え 手で， 律法のう 
ちに 知識と 真理の 骨 組を 持って いると 
確信して いるので あれば一  21 それ 
なのに， ほかの 人を 教えて いる あなた 
が， 自分を 教えない のです か。 「盗ん 
ではい けな^ ヽ」 と宣べ 伝えて いる あな 
たが， 自分では 盗む のです か。 22 「姦 
淫を 犯して はいけ ない」 と 言って いる 
あなたが， 自分では 姦淫を 犯す のです 
か。 偶像への 憎悪を 表わして いる あな 
たが， 自分では 神殿 [の もの] を 奪う の 
です か。 23 律法を 誇りと している あ 
なた が， 自分では 律法に 違犯し 士 神を 
辱 める のです か。 24 「拽の 名は あな 
た 方の ために 諸国 民の 間で 冒と くされ 
ている」 と あるので あり， 書かれて い 
る そのと おりです。 

25 実際のと ころ， 割礼は， あなたが 
律法を 実践して はじめて 益が あるので 
す。 しかし， もし あなたが 律法の 違犯 
者で あれば， あなたの 割礼は 無 割礼に 
なって います。 26 したがって， もし 
無 割礼の 人が 律法の 義の 要求を 守るな 
ら， その 人の 無 割礼は 割礼と みなされ 
るので はありません か。 27 そして， 本 
来 無 割礼で ある その [人] は， 魅を 実 
行す る ことによって， その 書かれた 法 
萬と m とが ありながら 律法の 縫 箸 


ツ イザ 52:5 
エゼ 36:20 
テ 創 17:10 


となって いる あなたを 裁く ことにな り 
ます。 28 外面の [ユダヤ人] が ユダヤ 

1イ1  にく 

人では なく， また， 外面の 肉の 上での 
割礼が [割礼] でもない のです。 29 内 
面の [ユダヤ人] が ユダヤ人 なので あっ 
て， [その 人の] 割礼は 霊に よる 心の [割 
礼] で， 書かれた 法典に よる ものでは あ 
りません。 その 人に 対する 称賛は， 人 
間からで はなく， 神から 来ます。 

3 では， ユダヤ人の 勝った ところは 
何です か。 また， 割礼の 益は 何で 
すか。 2 あらゆる 点で 非常に 多く あ 
ります。 まず 第一に， 彼らが® の 神聖 
な 宣言を 託された ことです。 3 では， 
[実情は] どうな のです か。 ある 者が 信 
仰を 表わさなかった とすれ (i， その 信 
仰の 欠如が， 裡の 忠実 さを 無力に でも 
する のでしょう か。 4 断じて そのよう 
な ことは ないように！  むしろ， すべ 
ての 人が 偽り者であった として 裡 
は 真実で ある ことが 知られる ように。 
「あなたが 言葉に おいて 義 なるこ とが 証 
明され， 裁かれる 際には 勝つ ため」 と 
書かれて いると おりです。 5 しかしな 
がら， わたしたちの 不義が 姓の 義を際 
立たせる ので あれば， わたしたちは 何 
と 言えば よいので しょうか。 # が 憤り 
を 発しても 不当で ある わけでは ないで 
しょう。 （わたしは 人間が する ような 
言い方を している のです。 ） 6 断じて 
そのような ことは ないように！ そう 
でなければ， 迚は どのよう にして 世を 
裁く のです か。 

7 しかしながら， もし わたしの 偽りの 

チ 詩 51:4; ルカ 7:29; ツ ロマ 1:17; フイ 3:9; テ 創 18:25; 
ト ガラ 3:15; ナ詩 9:8; 詩 96:13; 詩 98:9; 使徒 17:31。 


1743  義人は一人 もい ない。 すべての 人は 罪人  口ー マ 3:8—28 

ゆえに# の 真実 さがい よいよ 引き立 っ 第3 章 
て [迚] の 栄光と なった ので あれば， な 
ぜ わたしは なお も 罪人と して 裁かれて xnv  6：；1 

[ィ）  オマタ 23:38 

いるので すか。 8 そして [なぜ], わた J ヘプ だ 17 
したち が 言いが かりを 受け， わたした ク が 生じる のです。 

ちがそう 唱えて いると ある 人たち が 言 21 しかし 今や， 律法からは 離れて# 
うと おり， 「良い ことが 来る ように 悪 コ の義が 明らかにされました。 律法と 預 
いこと をし よう」 と [言わ] ない のです サ 言 者たち によって 証し されて いると お 
か。 そうした [人たち] に対する 裁きは ^52-2  りです。 22 そうです， イエス •キリ 

せいとう  [力）  ス詩 58:4  たい  しんこう  ぎ  [ヶ） 

正当な ものです。  ”4ぽ34 ストに 対する 信仰に よる 拽の義 であり， 

9 では どうな のです か。 わたした セ ぶ8 信仰を 持つ すべての 者の ための もので 
ちは 勝った 立場に いるので すか。 決し ソ す。 差別は ないから です。 23 という 

イザ 59:7  もの  つみ  （级 

てそうではありません！ わたしたち タィ のは， すべての 者は 罪を おかした ので 
はすで に， ユダヤ人 も ギリシャ 人 もみ U^n8 迸の 栄光に 達しない からで あり， 24 彼 
な 罪の もとに あるとの 告発を したので  %  Sli らが キリス ト •イエスの [払った] 贖い 
す。 1〇 こう 書かれて いると おりで による 釈放を 通し， [裡] の 過分の ご 親 
す。 「義 [人] はいない， 一人 もい ない。 U ば 切に よって 義と宣 せられる のは， 無償 
11 洞察力の ある 者は いない，# を 探  の 賜物と してな のです。 25# はこの 

もと  [コ I  第 一 欄  かた  ち  たい  しんこう  [チ:： 

し 求める 者は いない。 12 すべて [の 7dv  5:13 方を， その 血に 対する 信仰に よるな だ 
人] が [道から] それ， みな 共に 価値の な ず めの ための 捧げ物と して 立てられ まし 

もの  しんせつ  おこ  ウ ロマ 7:9  :ッ 1  じしん  ぎ  しめ 

い 者と なった。 親切を 行なう 者は いな 
い， 一人す らいない」。 13 「そのの ど 
は 開かれた 墓， 彼らは 舌で 欺まん を 弄 
した」。 「毒へ びの 毒が 彼らの 唇の 裏 
にある」。 14 「また その 口は のろいと 

にが  み  [ぜ  かれ 

苦い ことばで 満ちて いる」。 15 「彼ら 
の 足は 血を 流す のに 速い」。 16 「破滅 
と 悲惨が 彼らの 道に あり， 17 彼らは 

へいわ  みち  し  [チ）  かれ 

平和の 道を 知らない」。 18 「彼らの 目 
の 前に® への 恐れは ない」。 

19 さて， わた したち は， 律法の 述べ 
る 事柄は みな， 律法の もとに ある 者た 
ちに 対して 語られて いる ことを 知って 
います。 それは， すべての 口が ふさが 
れ て， 全世界が® の 4 罰に 服す るよう 


た。 これは ご 自身の 義を 示す ためで し 
た。 裡は 過去に， すなわち ご 自分が 堪 
忍を 働かせて いた 間 になされ た 罪を 許 
して おられた からです。  26 こうして 
今の 時期に ご g 身の 義を 示し， イエス 
に 信仰を 持つ 人を 義と宣 する 際に も ご 
自分が 義 にかな うように され ま した。 

27 では， 誇る ところは どこに あるので 
しょうか。 そのような ことは 締め出さ 
れ ている のです。 どんな 律法に よって 
です か。 業の [律法] です か。 決して そ 
うではありません。 信仰の 律法に よっ 
てです。 28 わたしたちは， 人は 律法 


になる ためです。 20 した^!' っ て， 律 
法の 業に よって 肉なる 者が [拽] のみ 前 
で 義と宣 せられる ことはありません。 

[ゥ! つみ  せいかく  ちしき 

律法に よって 罪に ついての 正確な 知識 
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の 業とは 別に， 信仰に よって 義と宣 せ 
られ る， とみな すからで す。  29 それ 
とも， この 方は ユダヤ人 だけの 神な ので 
すか。 諸国の 人たち の [拽] なので も あ 
りません か。 そうです， 諸国の 人たち 
の [裡] でもあります。 30 もし# が ほ 
ん とうにた だ ひとりなら ばです。 [裡] 
は， 割礼を 受けた 人々 を 信仰の 結果 義 
と 宜し， 無 割礼の 人々 を も その 信仰に 
よって [義 と宣 する] のです。 31 では， 
わた したち は 自分の 信仰に よって 律法 
を 廃棄す るので すか。 断じて そのよう 
な ことは ないように！ それ どころ か， 
わた したち は 律法を 確立す るので す。 

A そうで あれば， 肉に よる わたした 
^ ちの 父祖 アブラハム について 何と 
言えば よいで しょ うか。 2 例えば， も 
し アブラハムが 業の 結果 義と宣 せられ 
たのなら， 彼には 誇る 根拠 も あった こ 
とでしょう。 といっても， 迚 に対して 
ではありません。  3 聖 句は 何と 言って 
いるで しょ うか。 「アブラハムは エホ 
パに 信仰を 働かせ， 彼に 対して それは 
義 とみな され/！:」。 4 さて， 働く 人に 

たい  （ス） きゅうりょう  かぶん  しんせつ  [セ） 

対して， 給料は 過分の 親切では なく， 
債務と みなされます。  5 他方， 業を 
行なわなくても， 不敬虔な 者を 義と宣 
する 方に 信仰を 置く 人に 対しては， そ 
の 人の 信仰が 義 とみな される のです。 
6 ダビデ も， 神が 業を 別にして 義 とみ 
なして くださ る 人の 幸いに ついて 語っ 
ている とおりです。 7 「その 不法な 行 
ない を赦 され， 罪を 覆われた 者は 幸い 
である。 8 エホバが その 罪を 考慮に 
入れる こ とのない 人は 幸いで ある」。 
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3  2:23 
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9 では， この 幸いは 割礼を 受けた 人々 
に 臨む のです か。 それとも， 無 割礼の 
人々 にもです か。 というのは， 「アブ 
ラ ハムに 対して その 信仰は 義 とみな さ 
れ た」 と， わたしたちは 言う からです。 
10 では， どんな 事情の もとで そのよう 
にみ なされた のです か。 彼が 割礼 [を 
受けてから] です か， それとも 無 割礼 
の 時でした か。 割礼 [を 受けてから] で 
はなく， 無 割礼の 時です。 11 そして 
彼は しるし， すなわち 割礼を， 無 割礼 
の 状態で 得て いた 信仰に よる 義の 証印 
として 受けた のです。 それは， 無 割礼 
の 状態で 信仰を 持つ 人す ベての 父と な 
り， その 人たち が義 とみな される ため 
でした。 12 それで， [彼は] 割礼の あ 
る 子孫の 父です が， 割礼を 堅く 守る 者 
たちに 対して だけでなく， 無 割礼の 状 
態に ありながら， わたしたちの 父 アブ 
ラ ハムが 持っ た あの 信仰の 足跡に そっ 
て 整然と 歩む 者たち に対して も [父] な 
のです。 

13 というのは， 世の 相続人と なるとい 
う 約束を アブラハム とその 胤が 得た の 
は， 律法を 通して ではなく， 信仰に よる 
義を 通して であった からです。 14 律 
法を 堅く 守る 者たち が 相続人で あるの 
なら， 信仰は 無用と なり， その 約束は 
廃棄され たこと になります。 15 実際 
のと ころ， 鍾は 憤りを 4 じさせ， 律法 

いはん  （シ） 

のない ところに は 違犯 もな いのです。 

16 このような 訳で， それは 信仰の 結 
果 でした。 それが 過分の ご 親切に よる 
ものと なって， その 約束が 彼の 胤す ベ 
てに， すなわち， 律法を 堅く 守る 者 だ 


1745  罪人の ために 死なれた。 最初に 神の愛が 示された  口ー マ 4：17 —— 5：9 


けで なく， アブラハムの 信仰を 堅く 守 
る 者に 対しても， 確かな ものと なる た 
めで した。 （彼は わた したち すべての 
父で あり， 17 「わたしは あなたを 任じ 
て 多くの 国の 民の 父と した」 と 書かれ 
ている とおりです。） これは， 彼が 信仰 
を 抱いて いた 方， すなわち， 死人を 生 
かし， 無い 物を 有る かの ように 呼ばれ 
る， その 裡 のみ 前に おいての ことで し 
た。 18 達しが たい 希望では ありまし 
たが， それでも 希望を より どころ として 
彼は 信仰を 抱きました。 それは， 「あ 
なた の 胤 も そのよう であろう」 と 言わ 
れた ところに したがって， 彼が 多くの 
国の 民の 父と なる ためでした。 19 そ 
して 彼は， 信仰に おいては 弱くな り ま 
せんで したが， およそ 百 歳であった の 
-e, 能 VfW でに 赤んだ も_ で 
ある こと， また サラの 胎が 死んだ 状態 
にある ことを 思い 見ました。  20 しか 
し， 裡の 約束の ゆえに， 信仰を 欠いて た 
じろ いだり する ことなく， むしろ 信仰 
によ っ て 強力に なり ，拽に 栄光を 帰し， 
21 また， [迚] は ご 自分の 約束した 事を 
果たす こと もで きる の だと 十分に 確信 
していました。  22 ゆえに， 「彼に 対 
して それは 義 とみな された」 のです。 

23 しかしながら， 「彼に 対して そ 
れが [そのよう に] みなされた」 とい 
うことは， ただ 彼のた めだけ でな く， 
24  [同じように] みなして いただく こ 
とに なって いる わたしたち のために も 
書かれた のです。 わたしたちは， わた 
したち の 主 イエスを 死人の 中から よみ 
が えらせ た 方を 信じて 頼って いるから 
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ア 使徒 2:24 
使徒 13:30 
ぺテ I 1:21 


チマ タ 20:28 

ツ詩 49:8 


です 〇  25  [イエス] はわた したち の 罪 
過の ために 引き渡され， わたしたちを 
義と宣 する ために よみがえらされ たの 

で 孑。 

5 それゆえ， わたしたちは 信仰の 結 
果 義と宣 せられた のです から， わ 
たしたち の 主 イエス • キリス トを 通し 
て裡 との 平和を 楽しもう では ありませ 
ん か。 2 この [キリス ト] を 通して， わ 
たしたち は， 自分たち がい ま 立って い 
る この 過分の ご 親切に， 信仰に よって 
近づく ことができました。 それで， 裡 
の 栄光の 希望を よりどころ として， 歓 
喜し ようではありません か。  3 それ 
だけでなく， 患難に あっても 歓喜し ま 
しょう。 患難が 忍耐を 生 じさせる こと 
を わた したち は 知っている からです。 
4 かわって， 忍耐は 是認を 受けた 状態 
を， 是認を 受けた 状態は 希望を [生じさ 
せ]，  5 その 希望が 失望に 至る ことは 

ありません。 裡の 愛が， わたしたちに 
与えられた 聖霊を 通して， わたしたち 
の 心の中に 注ぎ 出されて いるから です。 

6 実に， キリストは， わたしたちが 
まだ 弱かった 間に， 不敬虔な 者たち の 
ため， 定められた 時に 死んで くださ っ 
たのです。  7 義 なる [人] のために 死 
ぬ 者は まずい ません。 もっとも， 善良 
な [人] のた めなら， あるいは だれかが 
あえて 死ぬ こ とも あるか もしれ ませ 
儿。  8 ところが 拽 は， わたしたちが 
まだ 罪人であった 間に キリスト がわた 
したち のために 死んで くださった こと 
において， ご 自身の 愛を わたしたちに 
示して おられる のです。 9 それゆえ， 
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わた したち は [キリス ト] の 血に よって 
今や 義と宣 せられた のです から， まし 
てこ の 方を 通 して 憤り か ら 救われる は 
ずです。 10 わたしたちが 敵であった 
時に み 子の 死を 通 して 裡と 和解した の 

M  いま 

であれば， まして 和解した 今， [み 壬] 
の 命に よっ て 救われる はず だからで 
す。 11 それだけではありません。 わ 
たしたち はさら に， わたしたちの 主イ 
エス •キリス トを 通し， 裡 にあって 歓 
喜して います。 この [キリスト] を 通し 
て， わたしたちは 今や 和解を 授かった 

[力） 

のです。 

12 それゆえ， 一人の 人を 通して 罪が 
世に 入り ，罪を 通 して 死が [入り]， こう 


して 死が， すべて [の 人] が 罪を おかし 
たが ゆえにす ベての 人に 広がった のと 
同じように 一。 13 というのは， 律法 
以前に も 罪は 世に あった からです。 た 
だ， 律法がなければ だれも 罪の 責めを 
受けない のです。 14 それに も かかわ 
ら ず， 死は アダムから モー セに 至る ま 
で， アダムの 違犯と 同様の 罪を おかさ 
なかった 者に 対しても 王と して 支配し 
ました。 [アダム] は 来たるべき 方と 類 
似して いま し/ •こ。 

15 しかし， 賜物の 場合は 罪過の 場合 
と 真 なって います。 一人の 人の 罪過に 
よって 多く の 者が 死んだ ので あれば， 神 
の 過分の ご 親切と， 一人の 人 イエス • 
キリス トの 過分の ご 親切を 伴う®] の 
無償の 賜物とは， いよいよ 多くの 者に 


満ち あふれる からです。 16 また， 無 
賜物の 場合は， 罪を おかした 一人 


[の 人] を 通して 物事が 作用 した 場合と 
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異なって います。 裁きは 一つの 罪過 か 
ら 有罪 宣告に 至りました が， 賜物は 多 
くの 罪過から 義の 宣言に 至った からで 
す。 17 というのは， 一人 [の 人] の 罪 
過に より， その 人を 通して 死が 王と し 
て 支配した ので あれば， まして， 過分 
の ご 親切と 無償の 賜物で ある 義 とを 満 
ち あふれる ほどに 受ける 者たち は， 一 
人 [の 方] イエス •キリストを 通し， 命 
にあって 王と して 支配す るからで す。 

18 こうして， 一つの 罪過を 通して 
あらゆる 人に 及んだ 結果が 有罪 宣告で 
あった のと 同じように， 正し さを 立証 
する 一 'つの 行為を 通 して あ ら ゆる 人に 
及 ふ 結果 もまた， 命の ために 彼らを 義 
と宣 する ことなの です。 19 一人の 人 
の 不従順を 通して 多くの 者が 罪人と さ 
れ たのと 同じように， 一人 [の 方] の 従 
順を 通して 多くの 者が 義 とされる ので 
す。 20 さて， 律法は, 罪過が 満ち あ 
ふれる ために 入り込んで 来ました。 し 
かし， 罪が 満ち あふれた ところでは， 
過分の ご 親切が な お いっそう 満ち あ ふ 
れま した。 21 何のた めです か。 罪が 
死を 伴って 王と して 支配した のと 同じ 
ように， 過分の ご 親切 もまた， わたし 
たちの 主 イエス ♦キリス トを 通して 来 
る 永遠の 命の 見込みを 伴いつつ， 義に 
よって 王と して 支配す るた めでした。 

6 そこで， わたしたちは 何と 言えば 
よいで しょうか。 過分の ご 親切が 
満ち あふれる ために， 罪の うちにと ど 
まるべき です か。  2 断じて そのよう 
な ことは ないように！  わたしたちは 
罪に 関しては 死んだ のです から， どう 


1747  キリス トの 死への パプ テス マ。 死の 見込みを 伴う 罪  口ー マ 6：3—19 


してな おも そのうちに 生きつ づけて よ 
いで しょ うか。 3 それとも あなた 方は 
知らないので すか 0 キリスト •イエス 
への バプ テス マを 受けた わた したち す 
ベて は， その 死への バプ テス マを 受け 
たのです。 4 ですから， 彼の 死への バ 
プテ スマ [を 受けた こと] によって， わ 
た したち は 彼と 共に 葬られた のです。 
それは， キリストが 父の 栄光に よって 
死人の 中 か ら よみがえ ら された のと 同 
じように， わたしたち も 命の 新たな 状 
態の 中を 歩む ためです。  5 彼の 死と 
似た 様になって 彼と 結ばれた ので あれ 
ば， わたしたちは 必ず， 彼の 復活と [似 
た 様になって] やはり [彼と 結ばれる] 
のです。 6 わたしたちが 知る とおり， 

ふる  じんかく  かれ  とも  くい 

わた したち の 古い 人格は [彼] と共に 杭 
につけられ たので あり， それは， 罪深 
い 体が 無 活動に されて， もはや 罪に 対 
する 奴隸 とはなら ないた めです。 7 死 
んだ 者は [ g 分の] 罪 か ら 放免され てい 
るので 孑。 

8 さらに， キリスト と共に 死んだ の 
であれば， 彼と 共に 生きる ようになる 
ことを も わたしたちは 信じて います。 
9 死人の 中から よみがえらされた 今， 
キリストは もはや 死なない という こと 
を， わた したち は 知っている からです。 
死は もはや 彼に 対して 主人では ありま 
せん。 10 彼の 遂げた 死， それは 罪に 
関してた だ 一度 か ぎり 遂 げた 死で あっ 
たからです。 また， [いま] 生きて おら 
れる [命]， それは 裡 に関して 生きて お 
られる [命] なのです。 11 あなた 方 も 
同様です。 自分を， 罪に 関しては まさ 
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しく 赤んだ もの， しかし， 迚 に関して 

は キリスト • イエスに よって 生きて い 

[ィ） 

る ものと みなしなさい。 

12 それゆえ， 罪が あなた 方の 死ぬ ベ 
き 体の 中で 引き続き 王と して 支配し， あ 
なた 方が [体] の 欲望に 従う という こと 

W 

が あっては なりません。 13 また， あな 
た 方の 肢体を 引き続き 不義の 武器と し 
て 罪に 差し出しても なりません。 むし 
ろ， 自分を 死人の 中から 生き [返っ] た 
ものと して® に 差し出し， また 自分の 
肢体を 義の 武器と して 拽に [差し出し] 
なさい。 14 律法の もとにで はなく 過 
分の ご 親切の もとに ある 以上， 罪が あ 
な た 方の 主人 となって はなら ないから 
です。 

15 では どうなります か。 わたしたち 
は， 律法の もとにで はなく 過分の ご 親 

せつ  [シ）  つみ  おか 

切の もとにい るが ゆえに 罪を 犯す ので 
すか。 断じて そのような ことは ない よ 
うに！ 16 あなた 方は， 自分を 奴隸と 
して だれかに 差し出して それに 従って 
ゆくなら， その 者に 従う が ゆえに その 
奴隸 となり， 死の 見込みを 伴う 罪の [奴 
隸] とも， あるいは 義の 見込みを 伴う 従 
順 の [奴 隸] ともなる ことを 知らないの 
です か。 17 しかし， 裡に 感謝すべき 

がた  つみ  どれい 

ことに， あなた 方は 罪の 奴隸 であった 
のに， その 導き 渡された 教えの 様式に 
心から 従順に なりました。 18 そうで 

がた  つみ  じゆう  [テ） 

す， あなた 方は 罪から 自由にされ， そ 

ぎ  たい  [卜） ど れい 

の ゆえに 義 に対する 奴隸 となった ので 

if)  がた  にく  よわ （_ 

す。 19 わたしは， あなた 方の 肉の 弱さ 

にんげんてき  い  かた 

のために 人間的な 言い方を します。 あ 
なた 方は， [かつて] 自分の 肢体を， 不 


口ーマ 6:20—7:12  罪の 報いは 死。 神の 賜物は 命。 律法と 罪  1748 

ほう  みこ  ともな  けが  たい  べつ  かた  (7) 

法の 見込みを 伴う 不法と 汚れに 対する 第6 章 は， あなた 方が 別の 方の もの， 死人の 中 
奴隸 として 差し出した ように， 今は 自 J  から よみがえらされた 方の ものと なっ 

分の 肢体を， 神聖 さの 見込みを 伴う 義 て， わたしたちが 神への 実を 結ぶ ため 
に対する 奴隸 として 差し出しなさい。 Jo；8；69 です。  5 わたしたちが 肉に したが っ 
20 罪の 奴隸 であった 時， あなた 方は 義 5；22 ていた 時には. 律法に よって かき 立て 
について は 自由であった のです。  ^,^2：  if  られた 罪深い 情欲が わたしたちの 肢体 

がた  とうじえ  エゼ 18:4  はたら  し 

21 では， あなた 方が その 当時 得て い サロマ 3:24 のうちに 働いて， わたしたちに 死への 

み (エ）  シテモ 11:16  み  闭 

たのは どんな 実でした か。 それは， あな  ョハ I2:2 実を 生み出させて いたのです。  6 し 

いま  は  ：ォ）  ユダ  <1  いま  りっぽう  と 

た 方が 今では 恥じて いるものです。 そ ス て？,2 かし， 今や わたしたちは 律法から 解か 

お  し  w  1-4  (力） じぶん  かた おさ 

の 終わりは 死で あるから です。 22 し - れ ました。 自分たち が 堅く 抑えられて 

いま  がた  つみ  じゆう  第 了 章  たい  し  W 

かし， 今 あなた 方は 罪から 自由にされ  いた ものに 対して 死んだ からです。 そ 

て拽 に対する 奴隸 となった ので， 神聖 ソ れ は， 霊に よって 新しい 意味での 奴隸 
さの 面で 自分の 実を 得て おり， その 終 夕 3 ば となり， 書かれた1  法典に よる， 古い 意 
わりは 永遠の 命です。 23 罪の 報いは r ぶは 味での [奴隸 とはなら] ないた めです。 
死です が， 拽の 賜物は， わたしたちの テモ 7 では， わたしたちは 何と 言えば よ 

しゅ  トン) えいえん いのち 【ス）  ツ ロマ 6:14  りっぽう  つみ  （サ] 

主 キリス ト •イエスに よる 永遠の 命 だ ガラ いで しょうか 0 律法が 罪な のです か。 

からです。  - 断じてそう はならない ように！  実 

PJ 兄弟たち， 律法が 人に 対して 主人  = _  際， 建 法がなかったなら， わたしは 罪 

J  い  あいだ ア 詩45 : 1〇  し  （シ） 

• となる のは その 人が 生きて いる 間  を 知る ことはなかった でしょう。 たと 

がた し  if  むさぼ 

であると いう ことを， あなた 方は 知ら ゥ ブラ 5^2 え ば， 律法が， 「あなたは 貪って はな 

(セ）  3D  1.10  [ス 1 

ない のでしょう か。 （わたしは， 律法 X ガラ 5;19 ら ない」 と 言って いなかったら， わた 
を 知っている 人たち に 話して いるので 3  しは 貪欲と いう ことを 知らなかった で 

たと  けっこん  おっと  カロ マ 10:4  つみ  とお 

す。） 2 例えば， 結婚して いる 女は， 夫 ェフ2: 15 しょう。 8 しかし， 罪は おきてを 通 

い  あいだ りっぽう  かれ  30  2:14  さそ  う [ソ！ 

が 生きて いる 間は 律法に よって 彼の も キガ ラ2: 的 して 誘いを 受け， わたしの うちに あら 
とに 縛られて います。 しかし， 夫が 死 ヶコ f で ゆる 貪欲を 生み出しました。 律法が な 

かのじょ  と  （ソ） コ # フ^  し  （夕）  じ 

ねば， 彼女は 夫の 律法から 解かれます。# ければ， 罪は 死んで いたのです。 9 事 
3 それです から， 夫が 生きて いる 間に シぢ、|〗 ぼ 実， わたしは かつて 律法な しに 生きて 
別の 男の ものと なった とすれば， その Xtl°：n  いました。 しかし おきてが 到来した 時， 

かんぶ  [夕）  エフ 5:3  つみ  かえ  し  [テ] 

女は 姦婦と となえられる でしょう。 し セ ミヵ2:2 罪は 生き返り， わたしは 死にました。 

し  かれ りっぽう  使徒 20:33  いのちいた  [卜 1 

かし， 夫が 死ねば， その 女は 彼の 律法 ソロ マ4: 15 10 そして， 命に 至らせる おきて， わた 
から 自由にな るので， 別の 男の ものと 115:56 しは これが， 死に 至らせる ものである 

w  チロ マ u:i  p  つみ 

なった としても， 姦婦ではありません。 7；n ことを 見いだ しました。 11 罪は おき 
4 それで， わたしの 兄弟たち， あな てを 通して 誘いを 受け， わたしを たぶ 
た 方 も， キリストの 体に より 律法に 対  It  lS；28 ら かし， それを 通して わたしを 殺した 

し  t'»  ナコ n  3:7  りっぽう 

して 死んだ ものと された のです。 それ 二へ ブ 3:13 のです。 12 それゆえに， 律法 その も 


1749  思いと 肉体の 間の 闘い  口ー マ 7:13 — 8：5 

せい  (7) 

のは 聖 なる ものであって， おきては 聖 第1 章 はや わたしで はなく， わたしの うちに 
にして 義 にかない， 良い ものです。  7  5^3:21 宿って いる 罪です。 

13 では， 良い ものが わたしに とって ^nv：?0:5  21 そこで わたしは， 自分の 場合に 

死と なった のです か。 断じて そのよう ^,^56 この 法則を 見いだ します。 自分では 正 
な ことは ないように！ そうでは なく， しい ことを したいと 願う のに， 悪が 自 
罪が そう なった のです。 それが 良い も キ だ1； し 分に あると いう ことです。 22 わたし 
のを 通して わたしに 死を 生み出す そう は， 内なる 人に したがえば® の 律法を 
した 罪と して 示される ためで あり， 罪 ほんとうに 喜んでい ますが，  23 自分 
が おきてを 通して いよいよ 罪深い もの こ n1  の 肢体の 中では 別の 律法が わたしの 思 

1ォ！  サ 14)  たたか M 

となる ためでした。 14 わたしたちが , いの 律法と 戦い， わたしを とりこに し 
知っている とおり， 建 法は 霊的な もの ス ョブ14 :4 て 肢体の 中に ある 罪の 律法へ と 引いて 

であるから です。 しかし わたしは 肉的 - 行く のを 見ます。 24 わたしは 実に 惨 

であって， 罪の もとに 売られて いるの  m~m  めな 人間です！ こうして 死につつ あ 
です。 15 わたしは 自分の 生み出して ィ 詩34: 14 る 体から， だれが わたしを 救い出して 
いるものを 知らない からです。 自分の ゥ 伝7:29  くれる でしょう か。 25 わたしたちの 
願う ところ， それを わたしは 実践せ ず， ルヵ5:22 主 イエス • キリス トを 通して ただ# に 
かえって 自分の 憎む ところ， それを 行  ^  ^ 感謝すべき です！ こうして， わたし 
なって いるので す。 16 しかし， 自分 自身は， 思いでは# の 律法に 対する 奴 

ねが  おこ 力0 マ"  6.13 れい  トン） にく  つみ 

の 願わない ところ， それが わたしの 行 キガ ラ5: 17 隸で すが， 肉に おいては 罪の 律法に 対 

[ク）  ク ヤコ 4:1  W 

なう ところと なって いるなら， わたし ヶョ ハ8:34 する [奴 隸] なのです。 

は， 律法が りっぱな ものである ことに 。マ 8:1〇  Q こういう わけで， キリスト •イエス 

■してぃる ので 子。 17 しかし 琴， 3 S  :8 と 籍 ばれた 馨 たちに 努 して 纖聲 

それを 生み出して いるのは もはや わた ガ ラ5:18 告 はありません 0  2 キリス ト. イエス 

しでは なく， わたしの うちに 住む 罪で - と 結びついた 命を 与える 霊， その [霊] 

す。 18 わたしは 自分のう ち， つまり 自  の 律法が， あなたを 罪と 死の 律法から 

にく  よ  なに  やど  セ コロ 1:22  じゆう  [テ）  にく  よわ （H 

分の 肉のう ちに， 良い ものが 何も 宿っ  ョハ 1 3:24 自由にした からです。 3 肉に よる 弱さ 

し  [サ） ねが ソヨハ 5:24  りっぽう  むのうりょく 

ていない ことを 知っている のです。 願 タガ ラ5: 16 が あ るかぎ り 律法に は 無能力な ところ 

のうりょく トン】  チヤコ 1:25  [ナ）  じしん 

う 能力は わたしに あるので すが， りっ ッ。 マ 7:9  が あった ので， 拽 は， ご 自身の み 壬を 
ばな 事柄を 生み出す 能力は ないから で テ =、=32 罪深い 肉と 似た 様で， また 罪に 関連し 

じ ぶん  ねが  よ  ことがら  おこ  へブ 10:14  (ヌ) つか  [ネ 1 

す。 19 自分の 願う 良い 事柄は 行なわ ト ヘプ 7:18 て 遣わす ことにより， 肉に おいて 罪に 
ず， 自分の 願わない 悪い 事柄， それが 対する 有罪 宣告を された のです。 4 そ 
自分の 常に 行なう ところと なって いる れ は， 律法の 義の 要求が, 肉に ではな 

じ ぶん  ねが  こと  ヘプ 4:15  れい  あゆ （ノ】 

のです。 20 では， 自分の 願わない 事 ヌコ nwi く， 霊に したがって 歩む わたしたちの 
柄， それが わたしの 行なう ところで あ ノガラ 5:16 うちに 全うされる ためでした 0  5 肉 

ガラ 5:18  もの  じ ぶん  おも  ことがら 

るなら， それを 生み出して いるのは も ハ a マ 3:31 にした がう 者は 自分の 思いを 肉の 事柄 


口ー マ 8:6—23  霊の 思う ことは 命と 平和を 意味す る。 霊に よる 証し  1750 


に 向ける のに 対し， 霊に したがう 者は 
霊の 事柄に [向ける] からです。 6 肉の 
思う ことは 死を 意味す るのに 対し， 霊 
の 思う ことは 命と 平和を 意味す るので 
す。  7 肉の 思う ことは# との 敵対を 
意味す るからで す。 それは# の 律法に 
服従して おらず， また， 現に [服従し] 
えない のです。  8 それで， 肉と 和し 
ている 者は 挫を 喜ばせ る こと がで きま 
せん。 

9 しかし， 迚の 霊が あなた 方のう ち 
に 真に 宿って いるなら， あなた 方は， 
肉と ではなく， 霊と 和して いるので 
す。 けれども， キリストの 霊を 持たな 
い 人が いれば， その 人は 彼に 属する 者 
ではありません。 10 しかし， キリス 
卜が あなた 方と 結びついて いるなら， 
体は 罪の ゆえに 確かに 死んで いると し 
て も， 霊は 義の ゆえに 命と なって いる 
のです。 11 そして， イエスを 死人の 
中から よ みがえ ら せた 方の 霊が あなた 
方のう ちに 宿って いるの なら， キリス 
卜- イエスを 死人の 中から よみがえら 
せた その 方は， あなた 方のう ちに 住む 
ご 自分の 霊に よって， あなた 方の 死ぬ 
べき 体を も 生かして くださる のです。 

12 それです から， 兄弟たち， わたした 
ちは 義務を 負って います。 それは， 肉 
にしたがって 生きる という， 肉に 対す 
る [義務] ではありません。 13 肉に し 
たが っ て 生きるな ら ，あなた 方は 必ず 死 
に 至る からです。 しかし， 霊に よって 
体の 習わしを 殺すなら， あなた 方は 生 
きる のです。 14 迚の 霊に 導かれる 者 
はみ な裡の 子で あるから です。 15 あ 


なた 方は， 再び 恐れを 生じさせる 奴隸 
身分の 霊を 受けた のでは なく， 養子 縁 
組の 霊を 受けた ので あり， わたしたち 
は その 霊に よって， 「 アバ， 父よ！」 
と 叫ぶ のです。 16 霊 そのものが， わ 
たしたち の 霊と 共に， わたしたちが 神 
の 子供で ある ことを 証し しています。 
17 さて， 子供であるなら ば， 相続人で 
もあります。 実に， 裡の 相続人で あり， 
キリス トと 共同の 相続人な のです。 た 
だ Y， 共に 栄光を 受ける ため， 共に 苦 
しむなら ばです。 

18 それゆえ， 今の 時期の [いろいろ 
な] 苦しみは， わたしたち のうちに 表わ 
し 示されようと している 栄光に 比べれ 
ば， 取る に 足りない ものと わたしは 考 
えます。 19 創造物は 通なる 期待を 抱 
いて 拽の 子たち の 表わ し 示される こと 
を 待って いるので す。 20 創造物は 虚 
無に 服 させられ ましたが， それは 自ら 
の 意志に よるので はなく， 服 させた 方 
によるの であり， それは この 希望に 基 
づ いていた からです。  21 すなわち， 
創造物 その ものが 腐朽への 奴隸 状態 か 
ら 自由にされ， 迚の 子供の 栄光 ある 自 
由を 持つ ようになる ことです。  22 わ 
たしたち が 知る とおり， 創造物す ベて 
は 今に 至る まで 共に うめき， 共に 苦痛 
を 抱いて いるので す。 23 それだけで 
はありません。 初穂と しての 霊を 持つ 
わたしたち 自身 も， そうです， わたし 
たち 自身が， 自らの 内で うめきつつ， 
養子縁組を， すなわち， 贖いに よって 


ト ヨハ 8:32; コ I 15:22; ぺ テ！！  3:13; ナ フイ 3:11; 啓 20:6; 
ニコ n  5:2; ヌ ガラ 4:5; エフ 1:5; ぺテ I 1:4; 啓 21:7。 


1751  あらかじめ 定められた 者。 神の愛から 引き離せない  口ー マ 8:24—39 

自分の 体から 解き放される ことを 切に 第 8 章 あります。 最後に， [裡] が 義と宣 した 
待って いるので す。 24 わたしたちは ^；5；；13 者たち は， 栄光を お与えに なった 者た 
[この] 希望の もとに 救われた からです。 ちで も あるので す。 

しかし， 見えて いる 希望は 希望では あ ^  31 では， これらの ことに 対して わた 

ことがら  丄ゴ  ly1 ^  なん  い 

りません。 というのは， その 事柄が 見 力 ごは) したち は 何と 言えば よいで しょうか。 
える とき， 人は それに 対して 希望を 抱 もし 裡が わたしたちの 味方であるなら， 
くでしょう か。 25 しかし， 見て いな ヶ 誌た f だれが わたしたちに 敵す るでしょう か。 
いものに 希望を 抱く ので あれば， わた コ ご 32 ご 自身の み 壬を さえ 惜しまず， わた 
したち は 忍耐して それを 待ちつ づける  コ 1 2:i4 したち すべての ために これを 引き渡し 

[ェ s  テモ n  3:16  かた请 - 

のです。  サぺテ 11:15 てくだ さった その 方が， どうして その 

26 同じように， 霊 もまた わたした  ご 親切に よって， [み 子] と共に ほかの 

^  <t>  (力）  ァモ11  1:9  ^  — 

ちの 弱さの ために 助けに 加わります。 ス^4 以 7 すべての ものを も 与えて くださらない 
[祈る] べきと きに 何を 祈り 求めれば よ ^  1)^ ことがある でしょう か。 33 迚の 選ば 
いの かを わた したち は 知りません が， °7i5；59 れた 者たち に対して だれが 訴えを 提出 
霊 そのものが ことばと ならない うめき 夕^7、 m する でしょう か。 神が [彼らを] 義と宣 
と共に わたしたち のために 願い出て く  ^^3：25：40 して おられる のです。 34 罪に 定める 
れ るからで す。 27 それでも， 心を 探  者は だれです か。 キリス ト. イエスは 

る 方は， 霊の 意味す ると ころが 何 かを ヘプ ほ 死んで くださった 方， いえ， 死人の 中 
知って おられます。 それは 进 にした が ナフ ィ 3:14 から よみがえらされて 裡の 右に おられ 

せい  もの  I サ 1  ねが  テサ I  2:12 

いつつ 聖 なる 者たち のために 願い出て ヘプ3 :1 る 方で あり， この 方は また， わたした 

— ロマ り：丄8  ねが  ；ゲ 

いるから です。  ちの ために 願い出て くださる のです。 

28 さて, わたしたちは，# を 愛する 者 -  35 だれが キリストの 愛から わたし 

たち， つまり ご 自身の 目的に したが っ 7313:7 たちを 引き離す でしょう か。 患難， あ 
て お召しに なった 者たち の 益の ために， "：  4；68 るいは 苦難， 迫害， 飢え， 裸， 危険， 
迚 がその すべての み 業を 協働 させて ^b/Ta6.4 剣でしょう か。 36 「あなたの ために 

し  ウ =1 ハ 9.16  し  わた 

おられる ことを 知っています。 29 ご マ 3;25 わたしたちは ひね もす 死に 渡されて お 

じ ぶん  さいしょ  みと  もの  (ti  コ n  5：21  ひつじ  ('» 

自分が 最初に 認めた 者たち を， [裡] は ョハ り， ほふられる 羊の ようにみ なされた」 

かたち! vl  オ エフ 2:4  か  ぎゃく 

また， み 壬の 像に かたどった ものと す ヵィ ザ5 〇:8 と 書かれて います。 37 しかし その 逆 

w  さ だ  m  コロ 1:22  あい 

るよう にあら かじめ 定められ たからで キ 使徒 ル39 に， わたしたちは， わたしたちを 愛し 

おお  きょうだい [ッ）  へブ 10:17  かた 

す。 それは， [み i] が 多くの 兄弟たち ク詩 11〇:1 てくだ さった 方に よって， これらの す 

ういご [テ）  ケへブ 7:25  こと まった しょうり  おさ 

の 中で 初子と なる ためでした。 30 さ  ョ ハ12:1 ベての 事に 全く 勝利を 収めて いるので 

さ だ  もの  [卜）  3 ヨ ハ Id: 10  (ス ]  し  (t)  つか [ソ）  せいふ [夕） 

ら に， [裡] が あらかじめ 定めた 者たち サコ す。 38 死 も， 生 も， み使い も， 政府 

め  （ナ）  シ詩 44:22  いま  き 

は， また お召しに なった 者たち でも あ スョハ ie:33 も， 今 ある もの も， 来たるべき もの も， 

セコ I  3:22  I チ 1  たか  ふか 

ります 0 そして， お召しに なった 者た ソぺテ I3:22 力 も，  39 高さ も， 深さ も， また ほか 
ちは， ご 自分が 義と宣 した 者たち でも 6:12 のどん な 創造物 も， わたしたちの 主キ 


口ー マ 9:1 — 20  アブラハムの 胤。 神に 不正は ない  1752 


リスト •イエスに おける# の 愛から わ 
たしたち を 引き離しえない ことを， わ 
た しは 確信して いるから です。 

9 わたしは キリス トに あって 真実を 
語ります。 偽りを 述べる のでは あ 
りません。 わたしの 良心 も 聖霊に よっ 
て 共に 証し している からです。 2 わた 
しの 心には 大きな 悲嘆と 絶えざる 苦痛 
があります。 3 わたしは， 自分の 兄弟 
たち， 肉に よる わたしの 同族の ために， 自 
分 自身が のろわれた 者と して キリスト 
から 引き離される ことを さえ 願う ので 
4 彼らは つまり イスラエル 人で， 
養子縁組と 栄光と [いろいろな] 契約と 

りっぽう  じゅよ: サ） しんせい  ほうし: シ）  かずかず  やく 

律法の 授与と 神聖な 奉仕と [数々 の] 約 
束とは 彼らに 属して います。  5 父祖 
たちは 彼らに 属し， キリスト も， 肉に 
よれば， 彼らから [出た] のです。 すべ 
てのものの 上に おられる 裡が 永久に ほ 
めた たえられます ように。 アーメン。 

6 しかし， これは# の 言葉が ついえ 
たという ような ことではありません。 
イスラエルから [出る] 者が みな 真に 
「イスラエル」 なのでは ないから です。 
7 また， アブラハムの 胤 だからと いっ 
て， 彼らが みな子 供な ので も ありませ 
ん。 むしろ， 「『あなたの 胤』 と 呼ばれ 
る ものは イサクを 通して であろう」 と 
あります。 8 つまり， 肉に よる 子供が 
真に# の 子供な のでは なく， 約束に よ 
る 子供が 胤と みなされる のです。 9 約 
束の 言葉は 次の とおりでした。 「この 
時期に わたしは 来る。 そして， サラに 
は 男の子が できる であろう」。 10 しか 
し， その 場合 だけでなく， リベカが た 
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だ 一人の [人]， わたしたちの 父祖 イサ 
ク によって 双子を 宿した 時 もそう でし 
た。 11 彼らが まだ 生まれて おらず， 良 
いこと もい とうべき こと も 行なって い 
なかった 時に， 選びに 関する 裡の 意図 
が， 業に ではなく， 召される 方に 引き 
続き 依存す るた め， 12 彼女に， 「年 
上の 者が 年下の 者の 奴隸 になる」 と 言 
われた のです。 13 「わたしは ヤコブ 
を 愛し， エ サウを 憎んだ」 と 書かれて 
いると おり です。 

14 では， 何と 言えば よいでしょう 
か。 裡に 不正が あるので すか。 断じて 
そのような ことには ならない ように！ 
15  [裡] は モー セに， 「わたしは だれで 
も 自分の 憐れむ 者を 憐れみ， 自分が 情 
けを かける 者に 情けを かける」 と言っ 
て おられる からです。 16 それです か 
ら， 願う 者に でも 走る 者に でもな く， 
ただ 憐れみを 持たれる 裡 にか かってい 
るので す。 17 聖書は ファラオ にこう 
言って いるから です。 「あなたに 関連 
して わたしが 自分の 力を 示す ため， ま 
た わたしの 名 が 全地で 宣明 される ため， 
まさに このために， わたしは あなたを 
長ら えさせた ので ある」。 18 それで 
すから， [裡] は， ご 自分の 望む 者を 憐 
れ み， また ご 自分の 望む 者を かたくな 
になら せる のです。 

19 そこで あなたは わたしに 言う で 
しょう， 「なぜ [裡] はなお もとが める の 
か。 いったい だれが その 明示され た ご 
意志に 杭し えただろう か」 と。 20 人 
よ， 裡に 言い 逆らう とは， いったい あ 
なた は 何者な のです か。 形作られ たも 
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ばんぐん 

「万軍の エホ 


言って いたと おりです， 

バ がわた したち に 胤を 残されなかった 
なら， わたしたちは ソ ドムの ようにな 

り， また ゴ モラの ようにされ ていたで 

[ィ） 

あろう」 0 

30 では， わたしたちは 何と 言えば よ 
いでしょう か。 諸国の 人々 は， 義を追 
I 、求めて いなか った にも かかわ らず ，義 
に， すなわち 信仰の 結果で ある i に 追 
いつき，  31 一方 イスラエルは， 義の 
律法を 追い求め ていた にもかかわらず， 
律法に 達しなかった のです。 32 どん 
な 理由の ためです か。 彼が それを， 信 
仰に よらず， 業に よる かの ように 追い 
求めた からです。 彼らは 「つまずきの 
石」 につまず いたのです。 33 「見よ， 
わたしは シオンに， つまずきの 石と， と 
がの もとと なる 岩 塊と を 据える。 だが， 
それに 信仰を 置く 者は 失望に 至る こと 
がない」 と 書かれて いると おりです。 
克 弟たち， わたしの 心の 善意と， 
彼らの ため に# に ささげる 祈願 
は， 彼らの 救いの ために ほかな り ませ 
ん。 2 わたしは， 彼らが 裡 に対する 熱 
心さを 抱いて いる ことを 証し する ので 
す。 しかし， それは 正確な 知識に よる 
ものではありません。 3 彼らは 裡の義 
を 知らないで， 自分たち 自身の [義] を 
確立し ようと 努めた ために， 迚の義 に 
服さなかった からです。 4 キリス トは 
律法の 終わりで あり， こうして， 信仰 
を 働かせる 者は みな 義を 得る のです。 

5 モー セは， 律法の 義を 行な っ た 人 
は それに よって 生きる， と 書いて いま 
す。 6 しかし， 信仰の 結果で ある 義は 


10 


1753  憤りの 器と 憐れみの 器。 ； 

のが， それを 形作った 者に 向かって， 
「なぜ わた しを このように 作った のか」 
と言うでしょう か。  21 どうで しょ 
う。 陶器 師 は， 粘土に 対して， 同じ 固 
まりから， 一つの 器を 誉れ ある 用途の 
ために， 別の ものを 誉れの ない 用途の 
ために 作る 権限を 持って いないで しょ 
うか。 22 そこで， もし# が， ご 自分 
の 憤りを 表明し， かつ ご 自分の 力を 知 
ら せようと の 意志を 持ちながら も， 滅 
びの ために 整えられた 憤りの 器を， 多 
犬の 辛抱強 さを もって 忍び， 23 それ 
によって 憐れみの 器に 対する ご 自分 
の 栄光の 富を 知らせよ うとされ たので 
あれば， [どうな のでしょう か]。 その 
[憐れみの 器] とは [裡] が 栄光の ために 
あらかじめ 備えられ たもの，  24 すな 
わち わたしたち であり， ユダヤ人 だけ 
でな く， 諸国 民の 中から も 召されて い 
るので す。 25 ホセア [の 書] の 中で も 
言って おられる とおりです。 「わたし 
の 民ではなかった 者を 『わたしの 民』 
と 呼び， 愛して いなかった [女] を 『[わ 
たしの] 愛する 者』 と [呼ぶ] であろう。 
26 そして 彼らは， 『あなた 方は わた 
しの 民では ない』 と言われた その 場所 
で， 『生ける 裡の 子ら』 と 呼ばれる で 
あろう」。 

27 さらに， イザヤは イスラエルに 関 
してこう 叫んで います。 「イスラエル 
の 子ら の 数は 海の 砂の ようで あると し 
て も， 救われる のは 残りの 者で ある。 
28 エホバが 地上で k 済を して 結末を 
つけ， しかも それを 短く される からで 
ある」。 29 また， イザヤが それ 以前に 
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このように 語り ます。 「あなたの 心の 
中で， 『だれが 天へ 上る だろう か』 と 
言って は， つまり キリス トを 引き下ろ 
そうとして はならない。  7 また， 『だ 
れが 底知れぬ 深みへ 下る だろう か』 と 
[言って は]， つまり キリストを 死人の 
中から 引き上げようと しては ならな 
い」。 8 では， それは 何と言う のです 
か。 「その 言葉は あなたに 近く， あな 
たの 口の 中， あなたの 心の中に ある」。 
つまり， 信仰の 「言葉」 のこと であり， 
わたしたちが 宣べ 伝えて いるものです。 
9 その 『あなたの 口の 中に ある 言葉』， 
つまり， イエスは 主で あると いう こと 
を 公に 宣言し， 裡は 彼を 死人の 中から 
よみがえ らせ たと 心の中で 信仰を 働か 
せるなら， あなたは 救われる のです。 
10 人は， 義 のために 心で 信仰を 働か 
せ， 救いの ために 口で 公の 宣言を する 
からです。 

せいしょ  かれ  しんこう  お  M もの 

11 聖書は， 「彼に 信仰を 置く 者は だ 
れも 失望 させられない」 と 言って いま 
す。 12 ユダヤ人と ギリシャ 人の 間に 
差別は ないから です。 すべての 者の 上 
に 同じ i が おられ， この 方は ご 自分を 
呼び 求める すべての 者に 対して 豊かな 
のです。 13 「エホバの 名を 呼び 求める 
者は みな 救われる」 のです。 14 しか 
し 人は， _ 分が 信仰を 持って いない 者 
を どうして 呼び 求める でしょう か。 ま 
た， 自分が 聞いた こと もない 者に どう 
して 信仰を 持つ で しょうか。 また， 宣 
ベ 伝える 者が いなければ， どうして 聞 
くでしょう か。 15 また， 遣わされた 
のでなければ， どうして 宣べ 伝える で 
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\7)  よ  ことがら 

しょ うか。 「良い 事柄に ついての 良い 
たよりを 宣明 する 者の 足は 何と 麗しい 
のだろう」 と 書かれて いると おりです。 

16 しかしながら， すべての 人が 良い 
たよりに 従った のではありません。 イ 
サヤは， 「エホバよ， わたしたちから 聞 
いた 事柄に だれが 信仰を 置いた で しょ 
うか」 と 言って いるから です。 17 で 
す q ヽら， 信仰は 聞く 事柄から 生じる の 
です。 一方， 聞く 事柄は キリス トに つ 
いての 言葉に よるので す。 18 しかし 
ながら， わたしは 言います。 彼らは 聞 
かなかった わけではないでしょう。 実 
に， 「その 音は 全地へ 出て 行き， その 
発言は 人の 住む 地の果てに まで [行っ 
た]」 のです。 19 しかしながら， わ 
たしは 言います。 イスラエルは 知らな 
かった わけではないでしょう。 最初に 
モ ー セは こう 言って います 0  「わたし 
は， 国民では ない ものに よって あなた 
方に ねたみを 起こさせ， 愚鈍な 国民に 
よって あなた 方に 激しい 怒りを 起こさ 
せる」。 20 しかし， イザヤは すこぶる 
大胆に なって こう 言って います。 「わ 
たしは， わたしを 探して いなかった 
者たち に 見いだ され， わたしを 求めて 
いなか っ た 者たち に 明 ら かにな っ た」。 
21 しかし， イスラエルに ついては こ 
う 言って います。 「わたしは， 不従順 
で， 口答えを する 民に 向かって， ひね 
もす _ 分の 手を 伸べ た」。 

U では， わたしは 言います。 裡は 
ご 自分の 民を 退けられ たわけで 
はないで しょう。 断じて そのような こ 
とはない ように！  わたし も イス ラエ 
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ル 人で あ 6， アブラハムの 胤の 者， ベ 
ニヤ ミン 部族の 者 だからです。 2 迚 
は ご 自分が 最初に 認めた 民を 退けたり 
はされ ませんで した。 あなた 方は， エ 
リヤに 関し て 聖書が 述べて いる ことを 
知らないので しょうか。 彼は イス ラエ 
ルを 責めて® に 願い出て いるので す。 
3 「エホバよ， 彼らは あなたの 預言者た 
ちを 殺し， あなたの 祭壇を 掘り起こし， 
私 ひとりが 残されました。 それな の 
に 彼ら は 私の 魂を 求めて い るので す」。 
4 しかし， 神の 宣言は 彼に 何と言うで 
しょうか。 「わたしは 自分の ために 男 
子 七 千 人を 残した。 バアルに ひざを か 
がめ なかった 者たち である」。 5 それ 
ゆえ， これと同じよう にして， 今の 時 
期に も， 残りの 者が 過分の ご 親切に よ 
る 選びに よって 出て 来たので す。 6 さ 
て， それが 過分の ご 親切に よるので あ 
れ ば， それは もはや 業には よらない の 
です。 そうでなければ， 過分の ご 親切 
はも はや 過分の ご 親切では な く なって 
しまいます。 

7 では， どうなる のです か。 イスラ 
エルは 自分が 切に 追い求めて いるもの 
を 得ず， ただ 選ばれた 者が それを 得た 
のです。 あとの 者は 感覚を 鈍く され ま 
した。 8 「神は 彼らに 深い 眠りの 霊を 
与え， 今日 この 日に 至る まで， 目が 見 
えない ように， 耳が 聞こえな いように 
された」 と 書かれて いると おりです。 
9 また， ダビデは こう 言って います。 
「彼ら の 食卓が 彼 らに とって わな， 仕掛 
け， つまずきの もと， 応報と なる よう 
に。 10 彼らの 目は 暗く なって 見えな 
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くなる ように。 また その 背を 常に かが 
ませて ください」。 

11 そこで わたしは 尋ねます。 彼ら 
はつまず いて 全く 倒れて しまったので 
すか。 断じて そのような ことは ない よ 
うに！  しかし， 彼らの 踏み外しに 
よって 諸国の 人たち に 救いが あるので 
あり， それは 彼らに ねたみを 起こさせ 
るた めです。 12 さて， 彼らの 踏み外 
しが 世に とって 富と なり， 彼らの 減退 
が 諸国の 人たち に とって 富と なる ので 
あれば， 彼らの 数の そろう ことは なお 
のこと そのよう になる はずです。 

13 そこで 諸国の 人たち に 言います。 
わた しは 実際には 諸国 民への 使徒な の 
フ すから， 自分の この 奉仕の 務 ふを 栄 
光 ある ものと します。 14 それは， 何 
とかして わたしの 骨肉 [の 者たち] にね 
たみを 起こさせて， その 中から 幾人 かで 
も 救えれば と [願う から] です。 15 と 
いうのは， 彼らを 捨て去る ことが 世に 
とって 和解を 意味す るので あれば， 彼 
ら を 迎え入れる こと は 死からの 命 以外 
の 何を 意味す るでしょう か。 16 さら 
に， 初穂 [として 取られた 部分] が聖な 
る もので あれば， その 固まり もそう な 
のです。 また， 根が 聖 なる もので あれ 
ば， 枝 もそう なのです。 

17 しかしながら， 枝のう ちの ある も 
のが 折り 取られ， 他方 あなたが， 野生 
の オリー ブ であり なが ら その [枝] に 交 
じって 接ぎ木され， その オリー ブの肥 
えた 根に あずかる 者と なって いても， 
18 それらの 枝に 対して 勝ち誇って は 
なりません。 しかし， たとえ それらに 
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対して 勝ち誇る としても， あなたが 根 第 r 章 数が そろうまで， 感覚の 鈍りが イスラ 
を 支えて いるので はなく， 根が あなた ^y;；i231 エルに 部分的に 生じ，  26 こうして 全 
を [支えて いる] ので +。 19 ここで ヴ イスラエルが 救われる ことです。 まさ 
あなたは 言う でしょう， 「わたしが 接 'S-i に 書かれて いると おりです。 「救出 
ぎ 木され るた めに 枝は 折り 取られた の  む4 93 者が シオンから 出て， 不敬虔な 習わし 

[才 1  かれ  へブ 11:6  とお  [才 1 

だ」 と 0  20 そのと おりです！  彼ら キガ ラ3: 11 を ヤコブから 遠ざける 0  27 そして， 
は 信仰の 欠如の ゆえに 折り 取られ， ー クロ マ me わたしが 彼らの 罪を 取り去る 時， これ 

ぼう  ケ フイ 2:12  たい  けいやく  [力 1 

方 あなたは 信仰に よって 立って いるの コョハ ル2 が 彼らに 対する わた しの 契約で ある」。 
です。 高ぶった 考えを 抱か 士， むしろ  2；f  28 確かに， 良いた よりにつ いて 言えば， 
恐れの 気持ちで いなさい。 21 拽が本  'ど H:38 彼らは あなた 方の 益の ために 敵と なっ 
来の 枝を 惜しまなかった ので あれば， ています が， [拽 の] 選びに ついて 言え 
あなたを 惜しまれる こと もない からで ば， 彼らは その 父祖たち の 益の ために 
す。 22 それゆえ， 禆のご 親切と 厳しう ぶ17 愛されて います。 29  M の 賜物と 召し 
さとを 見なさい。 倒れた 者たち に 対し "Vy%  とは， [神] が 悔やまれる 事柄では ない 
ては 厳しさが あります。 一方 あなたに 卜 啓7:3  からです。 30 あなた 方が かつては 迚 
対しては 裡のご 親切が あります。 ただ 第二 欄 に 不従順で， 今は 彼らの 不従順の ゆえ 
し， あなたが そのご 親切の うちにと ど 7r7：r12 に 憐れみを 受けて いるのと 同じように， 
まっていれば のこと です。 そうでない ^  °nv3；l47  31 彼らが いま 不従順に なって あなた 方 
と， あなた も 切り落とされる ことにな °  〇?  9；f  に 憐れみが 及んで いても， それは 彼ら 
ります。 23 また 彼ら も， 信仰の 欠如  ^  6:16 自身 も 今や 憐れみを 受ける ためな ので 
のうちに とどまって いなければ， 接ぎ 才 H:2Q’ す。 32 姓は 彼ら すべてを 共に 不従順 
木され る ことになる のです。 裡は 彼ら のうちに 閉じ 迗 ふ， こうして そのす ベ 
を 再び 接ぎ木す る ことができ るからで 4:6 てに 憐れみを 示そうと された のです。 
す。 24 というのは， あなたが 本来 野 33 ああ， 神の 富と 知恵と 知識の 深 
生の オリー ブの 木から 切り取られ， 自 2；?2 さよ。 その 裁きは 何と 探りが たく， そ 
然 に反して 園の オリー ブの 木に 接ぎ木 ^^5 S1 の 道は [何と] たどりが たい ものな ので 

1 チ！  シ 使徒 15:9  おも 

された ので あれば， まして， 本来 それに スコ nl:22 しょう。  34 「だれが エホバの 思いを 
属する これらの ものは 自らの オ リーブ 、ノテ 知る ようになり， だれが その 助言者と 

:ツ I  テモ I  2:4 

の 木に 接ぎ木 される はず だからです。 $ ヘプ4 :16 なった であろう か」， 35 また， 「だれ 
25 兄弟たち， あなた 方が [ただ] 自 チ^^ :23 がまず [迚] に 与えて その 者に 報いが さ 
分の 目 か ら 見て 思慮 深 L 、者と ならない、 >  認^ 匕 れな ければ な ら ないように しただろう 
ために， わたしは あなた 方が この 神聖 か」 と あるので す。 36 すべての もの 
な 奥義に ついて 無知で いる ことがない ^  H  7:35 は®] から， また®] により， そして 
ようにと 願う のです。 すなわち， 諸国 tlisT1 [神] のために あるから です。 [裡] に栄 
の 人たち が 入って 来て [その 人たち の] "iVn  光が 永久にあります ように。 アーメン。 
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-|  A そのような わけで， 兄弟たち， わ 
n たしは® の 情けに よって あなた 

がた  こんがん  からだ 

方に 懇願し ます。 あなた 方の 体を，# 
に 受け入れられる， 生きた， 聖 なる 犠牲 
として 差し出しなさい。 これが あなた 
方の 理性に よる 神聖な 奉仕です。 2 そ 

して， この 事物の 体制に 合わせて 形作 

[0]  おも 

られ るのを やめなさい。 むしろ， 思い 
を 作り直す ことによって 自分を 変革し 
なさい。 それは， 迚の 善に して 受け 入 
れられ る 完全な ご 意志を 自ら わきまえ 
知る ためです。 

3 わたしは， 自分に 与えられた 過分 

しんせつ  がた 

の ご 親切に よって， あなた 方の 中の す 
ベての 人に 言います。 自分の ことを 必 

ようい じょう かんが  [シ] 

要 以上に 考えて はなり ません。 むしろ， 
a が 各々 に 信仰を 分け与えて くださ っ 
たと ころに 応じ， 健全な 思いを 抱ける 
ような 考え方を しなさい。  4 わたし 

からだ おお  し たい  も 

たちが 一つの 体に 多く の 肢体を 持って 
いても， その 肢体が みな 同じ 機能を 持 
つ わけでは ない のと 同じように ， 5 わ 
たしたち も， 数多くい るに しても， キ 
リスト と 結ばれた 一つの 体 であり， ま 
た， それぞれ 互いに 所属し 合う 肢体で 

[ッ） 

あるから です。  6 こうして わたした 
ちは， _ 分に 与えられた 過分の ご 親切 
に応じて それぞれ 異なった 賜物を 持っ 

(H  よげん 

ている のです から， それが 預言で あれ 
ば， [自分に] あてがわれた 信仰に 応じ 
て [預言を し]，  7 奉仕の 務めで あれ 

ば， その 奉仕の 務めに [携わり ま しょ 
う]。 また， 教える 者は その 教えの 業に 
[携わり]， 8 説き勧める 者は その 勧め 
の 業に [携わり]， 分け与える 者は 惜し 
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みなく  [分け与え]， 主宰の 任に 当たる 
者は 真剣に [それを 行ない]， 憐れみを 
示す 者は 快く  [示しなさい]。 

9  [あなた 方の] 愛を 偽善の ない もの 

[才）  じゃあく  ぞうお  m  ぜん 

にしなさい。 邪悪な ことは 憎悪し， 善 

りょう  つ  [キ] 

良な ことには しっかりと 付きなさい。 
10 兄弟愛の うちに 互いに 対する 優し 
い 愛情を 抱きなさい。 互いを 敬う 点で 

そっせん  じ ぶん  つと  おこた 

率先しなさい。 11 自分の 務めを 怠っ 
ては なりません。 霊に 燃えなさい。 エ 
ホバ に奴隸 として 仕えなさい。 12 希 
望に よって 歓 びなさい。 患難の もとで 
耐え忍びなさい。 た ゆまず 祈りなさい。 
13 聖/ょ 'る 者たち と， その 必要に応じて 
分け合いなさい。 人を もてなす ことに 
努めなさい。 14 迫害す る 人を 祝福し 

[ッ）  褂 

つづけなさい。 祝福す るので あって， 
のろって はなり ません。 15 歓ぶ 人た 
ちと 共に 歓 び， 泣く 人たち と共に 泣き 
なさい。 16 他の 人たち のこと を， 自 
分 自身 に対すると 同じような 気持ちで 
考えなさい。 高ぶった 事柄を 思わず， 
むしろ， へりくだった 事柄を 求めな さ 
い。 [ただ] 自分の 目から 見て 思慮深い 

もの  I ノ） 

者と なって はなり ません。 

17 だれに 対しても， 悪に 悪を 返して 
はなり ません。 すべての 人の 前に 良い 
ものを 備えなさい。 18 できるなら， 
あなた 方に 関する かぎり， すべての 人 

たい  へいわ  もと  [ヒ） 

に対して 平和を 求めなさい。 19  [わ 
たしの] 愛する 者たち， 自分で 復 しゅ 
うを しては なりません。 むしろ [裡 の] 
憤 りに 道を 譲りなさい。 こう 書いて あ 

ネ ルカ 14:10; ヨハ 13:14; エフ 4:2; フイ 2:3;  ノ ヨブ 37: 
24; 箴 3:7; ヤコ 3:13; ハ テサ I  5:15; ぺテ I  2:23; ぺテ I  3:9; 
ヒ テモ n  2:24; へブ 12:14; ヤコ 3:18; フ へブ 10:30; へ マ 
夕 5:39。 
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るからで す。 「復 しゅうは わたしの も 
の， わたしが 返報す る， と エホバは 言 
われる」。 20 そしてこう あるので す。 
「あなたの 敵が 飢えて いるなら， 食べさ 
せなさい。 渴 いているなら， 飲む 物を 
与えなさい。 そうすれば， 燃える 炭火 
を 彼の 頭に 積む ことになるので ある」。 
21 悪に 征服され ては なりません。 む 
しろ， 善を もって 悪を 征服して ゆきな 
さ：、 。 

1 〇 すべての 魂は 上位の 権威に 服し 
U なさ:、 )。 裡に ょら なべ1 権鋟 はな 
いからです。 存在す る 権威は 拽 によっ 
て その 相対的な 地位に 据えられ ている 
のです。 2 したがって， it 威に 敵対 
する 者は， 裡の 取り決めに 逆らう 立場 
を 取って いる ことになります。 それに 
逆らう 立場を 取って いる 者たち は， 身 
に 裁きを 受けます。 3 支配者た ちは， 
善行に ではなく， 悪行に とって， 恐れ 
るべき ものと なる のです。 それで， あ 
なた は 権威に 対する 恐れを 持たないで 
いたいと 思う のです か。 善を 行なって 
ゆきなさい。 そうすれば， あなたは そ 
れ から 称賛を 受ける でしょう。 4 そ 
れは あなたの 益の ため の® の 奉仕者 だ 
からです。 しかし， もし あなたが 悪を 
行な っ ている ので あれば， 恐れなさい。 
それは いたずら に 剣を 帯びて いるので 


はない からです。 それは® の 奉仕者で 
あり， 悪を 習わしに する 者に 憤りを 表 
明す る復 しゅ う 者な のです。 

5 したがって， あなた 方が どうして 


も 服従す るべき 理由が あります。 その 
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の] 良心の ためで もあります。  6 そ 
れ ゆえに， あなた 方は 税を 納めても い 
るので す。 彼らは， まさに このために 
絶えず 奉仕す る迚の 公僕 だからです。 
7 すべての 者に， その 当然 受けるべき 
ものを 返しなさい。 税を [要求す る] 者 
には 税 を， 貢ぎを [要求す る] 者には 貢 
ぎを， 恐れを [要求す る] 者には しかる 
べき 恐れを， -れを [要求す る] 者には 
しかるべき 誉れを。 

8 あなた 方は， 互いに 愛し 合う こと 
の ほかは， だれに も 何も 負って はなり 
ません。 仲間の 人間を 愛する 者は 律法 
を 全うして いるので す。 9 「あなたは 
蔡淫を 犯して はならない， 殺人を して 
はならない， 盗んで はならない， 貪って 
はならない」， そして ほかに どんな おき 
てが あ るに しても， その [法典] は， この 
言葉， すなわち， 「あなたは 隣人を 自分 

じしん  あい  （ス）  よう 

自身の ように 愛さねば ならない」 に 要 

やく  あい W  じ ぶん  りん 

約され るからで す。 10 愛は 自分の 隣 
人に 対して 悪を 行ないません。 です か 
ら ，愛は 律法を 全うする ものな のです。 

11 あなた 方は 時節を， すなわち 今が 
すでに 眠りから覚めるべき 時で ある こ 
とを 知っている のです から， その ゆえ 
にも これを [荇 ない なさい]。 今や， わ 
たしたち の 救いは， わたしたちが 信者 

ちか  （ッ） 

になった 時よりも 近づいて いるので す。 
12 夜は 更け， 昼が 近づきました。 それ 
ゆえ， 闇に 属する 業を 捨て去り， 光の 

ぶ き [ナ）  みつ  う 

武器を 身に 着け ま しょう。 13 浮かれ 
騒ぎ や 酔‘， 不義の 関係 や みだらな 行 

[ヌ）  とうそう [ネ）  あゆ 

ない， ま た 闘争 やねた みの うちを [歩む 

ヌ箴 21:27; エフ 4:19; ネコ n 12:20; テト 3:9。 
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飲食の ことで 人を 裁いて はならない 


口ーマ 13:14—14:15 


の] ではなく， 昼間の ように 正しく 歩み 
ましょう。 14 そして， 主 イエス •キ 
リストを 身に 着けなさい。 肉の 欲望の 
ために 前もって 計画す るよう であって 
はなり ません。 

~d  A 信仰に 弱い ところの ある 人を 迎 
え 入れなさい。 しかし それは， 
[人の] 内心の 疑問に ついて 決定す るた 
めではありません。 2 ある 人は 何でも 
食べて よいとの 信仰を 持って いるのに 
対し， 弱い 人は 野菜を 食べます。 3 食 
ベる 者は 食べない 者を 見下げて はなら 
t, 食べない 者は 食べる 者を 裁いて は 
なりません。 裡 がその 人を 迎え入れら 
れ たのです。 4 他の 人の 家僕を 裁く 
とは， あなたは だれな のです か。 その 
人が 立つ も 倒れる も， それは その 主人 
に対しての ことなの です。 実際， その 
人は 立つ ようにされ るでしょう。 エホ 
バは その 人を 立たせる こ とがで きる か 
らで 

5 ある 人は， ある 日が ほかの 日に 勝 
ると 判断し， 別の 人は， どの 日 も ほか 
のす ベての 日と 同じで あると 判断し ま 
す。 おのおの 自分の 思いの 中で 得心し 
ていなさい。 6 日を 守る 者は， それを 
エホバに 対して 守ります。 また， 食べ 
る 者は， エホバに 対して 食べます。 そ 
の 人は# に 感謝を ささげる から です。 
そして， 食べない 者は， エホバに 対し 
て 食べません。 それでも その 人は 裡に 
感謝を ささげます。 7 事実， わたした 

ひとり  じ ぶん  かん 

ちは だれ 一人， ただ 自分に 関しての み 
生きる のではありません。 また， だれ 
一人， ただ 自分に 関しての み 死ぬ ので 
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もありません。 8 わたしたちは， 生き 
るなら エホバに 対して 生き， 死ぬなら 
エホバに 対して 死ぬ からです。 それ ゆ 
え， 生きる にしても 死ぬ にしても， わ 
たしたち は エホバの ものです。  9 死 
んだ 者に も 生きて いる 者に も 主と なる 
こと， このために キリス トは 死に， そ 
して 生き返 っ たからです。 

10 それな のに， あなたは なぜ 自分の 
兄弟を 裁く のです か。 また， なぜ 自分 
の 兄弟を 見下げた りする のです か。 わ 
たしたち はみ な， 拽の 裁きの 座の 前に 
立つ ことになる のです。 11 「エホバ 
は 言われる， 『わたしが 生きて いる ご 
とく， すべての ひざは わたしに 対して 
かがみ， すべての 舌は 裡を 公に 認める 
であろう』」 と 書かれて いるから です。 
12 それです から， わたしたちは 各々， 
迚 に対して 自分の 言い開きを する こと 
になる のです。 

13 ですから， もはや 互いに 裁く こと 
がない ようにし ましょう。 それよりも， 
兄弟の 前につ まずき となる もの や 転ぶ 
もとになる ものを 置かない こと， これ 
を あなた 方の 決意と しなさい。 14 わ 
たしは 知り， また 主 イエスに あって 確 
信して いるので すが， それ 自体で 汚れ 
ている 物は 何もありません。 ただ， 人 
が ある 物を 汚れて いると 考える 場合に 
のみ， その 人に とって それは 汚れた も 

[チ}  しょくもつ 

のな のです。 15 食物の ために あなた 
の 兄弟を 悲嘆 させて いるなら， あなた 
はもは や 愛に したが っ て 歩んで はい ま 
せん。 キリス トが そのために 死んで く 
ださった 人を， あなたの 食物の ために 
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破滅 させて はなり ません。 16 それ ゆ 第 M 章  「あなたを そしって いる 者たち の そしり 
え， 自分の 行なう 良い ことのた めに 悪 がわた しに 降り懸か っ A」 と 書かれて 

い  ； し 六 17.20  い ぜん  か 

く 言われる ような ことがない ようにし ゥコ W  いると おりでした。 4 以前に 書かれた 
なさい。 17  # の 王国は， 食べる こと Gr143g 事柄は 皆 わたしたちの 教えの ために 書 
や 飲む ことでは なく， 褰と 平和と 聖霊 かれた ので あり， それは， わたしたちが 
による 喜びと を 意味して いるからで Sl8 忍耐と 聖書からの 慰めと によって 希望 

てん  ど  ケコ 114:12  も  (*1  にんたい なぐさ 

す。 18 この 点で キリスト のために 奴 ヘプ 1〇:24 を 持つ ためです。 5 それで， 忍耐と 慰 
隸 として 仕える 者は 姓に 受け入れられ， コ 18:11 めを 与えて くださる® が， キリスト •イエ 

ぜにん  (4)  サコ I  8:9  おな  せいしん たいど [ギ  がた たが  あいだ 

また 人から も 是認され るので す。  シロ マ w:i3 スと 同じ 精神 態度を あなた 方 互いの 間 

19 それです から， 平和に 役 だつ 事柄 に 持たせて くださいます ように。 6 そ 
や 互いを 築き上げる 事柄を 追い求め ま れ は， あなた 方が 同じ 思いに なり， 口を そ 

しょう。 20 ただ 食物の ために# のみ - ろえ て， わたしたちの 主 イエス •キリスト 

業を 打ち壊して はなり ません。 確かに， ^ 1 14；1 の裡 また 父の 栄光を たたえる ためです。 
すべての 物は 清い のです が， つまずき  %  7 それゆえ， 迚の 栄光と なること を 

の きっかけ となる のに それを 食べる 人 チ： 目 ざしつつ， キリストが わたしたちを 
には 害になります。 21 1  肉を 食べる こ 'yVA2A  迎え入れて くださった ように， あなた 
と， ぶどう酒を 飲む こと， また 何に せ ョ ハ5: 3〇 方 も 互いを 迎え入れなさい。 8 わた 

よ あなたの 兄弟が つまずく ような 事は - しは 言います が， キリストは まさに， 

行なわな いのが 良い のです。 22 あな  裡の 真実 さの ために， 割礼を 受けた 者 

いだ  しんこう  まえ  じぶんじしん ，詩 69:9  [シ) ほうししゃ  ： ス） 

たの 抱く 信仰は，# のみ 前で 自分自身 ィ テ^!3 ぶ たちの 奉仕者と なり， こうして， [裡] 

[ス i みず か  へ 丁11 1:19  かれ  ふそ  やくそく  [セ1 たし 

にしたがって 抱きなさい。 自らよ しと ゥぢ; が 彼らの 父祖に なさった 約束の 確か さ 
している 事柄に ついて 自分を 裁かない を 証拠 だて，  9 諸国 民が その 憐れみ 

さいわ  ぎ 才 詩119:50  え いこう 

でよ い 人は 幸いです。 23 しかし， 疑 力^/ば の ゆえに® の 栄光を たたえる ように さ 
念を 抱いて いる 場合， それでも なお 食 れ たからです。 「それゆえに わたしは 
ベるなら， その 人は すでに 罪に 定めら ^  ni  lain 諸国 民の 中で あなたを 公に 認め， あな 

(t)  しんこう  フイ 2:2  む  しら  かな  [チ） 

れ ています。 信仰に よって [食べて] い ぺ テ13:8 たのみ 名に 向かって 調べを 奏でる」 と 

じっさい  ケヨハ 6:37  か 

るので はない からです。 実際， 信仰 か コフィ レ ！7 書かれて いると おりです。 10 また こ 

lv)  サミ カ 7:20  い  しょこく みん 

ら出 ていない ことは みな 罪です 0  シマ タ is:24 う 言って います 0  「諸国 民よ， [神] の 

つよ  もの  3 ハ 1:11  たみ  とも よろこ （ツ） 

1 ド です が， わたしたち 強い 者は， 強く スマ タ 2 ㈣ 民と 共に 喜べ」 0 11 またこう ありま 
ない 者の 弱い ところを 担うべき よご 匕 9 す。 「諸国 民 すべてよ， エホバを 賛美 
であって， S 分を# ばせ ていて はなり ま !；7®:2Rn3 せよ。 もろもろの 民は みな！:®] を 賛美 

(チ；  おのお のきず  ^  —い 

せん。 2 わたしたちは 各々， 築き上げ、 せよ」。 12 そして また イザヤは 言い ま 
るのに 良い 事柄に よって 隣人を 喜ばせ ま す， 「エッ サイの 根が あり， 諸国 民を 支 
しょう。 3 キリスト でさえ 自分を 喜ば ナ 配す るた めに 起こる 者が いる。 諸国 民 
せる ことは されませんでした。 むしろ， 11 it  !2；2? は 彼に 希望を 置く であろう」。 13 あな 


1761  互いに 訓戒し 合いなさい。 手の つけられ ていない 区域  口ー マ 15:14 — 28 

た 方が 信じる ことによって， 希望を 与 第15 章 うして， 実に， キリス トの 名が すでに 
えてく ださる 独が， あなた 方を あら ゆ ァ：^=『 唱えられ ている 所では 良いた よりを 宣 
る# ■びと 平和で 満たして くださり， こ ィコ18 ふ 明し ない ことを 自分の 目標と したので 
うして あなた 方が 聖霊の 力を もって 希  H ばす。 それは， ほかの 人の 土台の 上に 建 

望に 満ち あふれます ように。  ゥテ サ U  3:15 てるこ とがない よう にす るた めで 士〇 

14 さて， わたしの I 弟たち， あなた 21 「彼に ついて 何も 告げ 知らされ てい 
勞 I# は あらゆる 知識に 満たされ てき  X7  3；J5 なかった 者たち が 見， 聞いた ことのな 

ましたが， また 善良 さに も 満ちて いて， ヵ ド 以 13 かった 者たち が 理解す るであろう」 と 
互い に 訓戒 し 合う こと もで きる ので あ  ^  2：8  書かれて い ると おり です。 

1 ゥ）  キ マタ 4:23 

り， わたし 自身 あなた 方に ついて その  ^ i=；24  22 そのため にも， わたしは あなた 
ことを# しています 0 15 しかし わ ；714：615 方の もとに 行く ことを 何度も 妨げられ 
たしは， あなた 方に もう 一度 思い出さ ク フィ2 :17 てきました 0  23 しかし 今は もう， こ 
せる ような かたちで， 幾つかの 点に つ !'nD3^1 の 地方に [手の つけられて いない] 区域 

そっちょく か  コ n マ 1ム1  おもむ さい 

いていよ いよ 率直に 書いて います。 そ サ ヘプ 2ポ はありません し， スペインに 赴く 際に 
れ は， 拽 から 自分に 与えられた 過分の シ  ”3:3 は あなた 方の もとに 行きたい と 幾年 も 
ご 親切の ゆえで あり， 16  [それが 与え ス 。マ 他26 切望して きました ので， 24 そこへの 
られ たのは，] わたしが 諸国 民に 対す ^^3?5：20 旅の 途中で ともかく あなた 方に 一目 会 
る キリスト. イエスの/ ife となって 裡 ソミ； 匕 い， 共に 過ごして まず 幾分 かで も 満足 
の 良いた よりの 聖 なる 業に 携わり， こ 夕 使徒 加2 を 得， その後， 途中まで あなた 方に 付 

ささ  もの (ク ）  コ D 12:12  そ  [ガ）  い  き 

うして， 捧げ物で ある それら 諸国 民が， チマ タ 10:23 き 添って もらって そこに [行こう] と 希 
聖霊に よって 神聖な ものと され， 受け ッ ，ぷ ぽ 望して います。 25 しかし 今は， 聖な 

入れられる ものと なる ためでした。  - る 者たち に 奉仕す るた め エルサレムに 

17 それゆえ わたしには， 神に 関する _  旅を すると ころです。 26 マケドニア 

こと [サ）  ー  アコ II 10:15  ( ク） ひとびと 

事になる と， キリスト •イエスに あっ ィィ ザ52: 1S と アカイアの 人々 が， エルサレム にい 
て 歓喜す る 理由が あります。 18 諸国 ゥ°71:13 る聖 なる 者たち のうちの 貧しい 人々 に 

みん じゅうじゅん  （ス）  エロ マ 15:28  き ふ  W  じぶん  もの よ § こ  わ 

民を 従順に ならせる ために キリス トが 才 使徒 19:21 寄付を して， 自分たち の 物を 喜んで 分 
わたしを 通して， すなわち， [わたし 力 使徒 ル3 け 合おうと したから です。 27 確かに， 
の] 言葉と 行ないに より， しるしと 異 キ 使徒 11:29 彼らは 喜んでそう しました 〇で すが 彼 

ちょう  【夕）  せいれい  使徒 19:21  ひとびと  たい  お  もの 

兆との 力， また 聖霊の 力を もって 行な  ^  20:22 らは その 人々 に対して 負い目の ある 者 

ことがら  使徒 24:17  れいてき 

われた 事柄に ついて でなければ， わた クコ II  9:2  なのです。 その 人々 の 霊的な ものに あ 
しは あえて 一言 も 語らない からです。 ヶ ず かってき たので あれば， 諸国 民と し 
19 そのため わたしは， エルサレム か  9：U  て も， 肉体の ための 物を もって 彼らに 

じゅんかい  [チ）  いた  - 口  / 11:12  おおやけ ほうし  も 

ら， そして 巡回しながら イ ルリコに 至 サコ 19:11 公の 奉仕を する 負い目を 持って いる 

よ  コ I  9:14  1 ザ） 

るまで， キリス トに ついての 良いた よ  ガ ラ6:6  からです。  28 ゆえに， わたしは この 
りを 徹底的に 宣べ 伝えました。 20 こ シフ ィ 4:17 ことを なし 終えて この 実を 確実に 彼ら 


口ー マ 15:29—16:15  婦人の 奉仕者。 個人の 家に おける 集会  1762 


の もとに 届けた 後， あなた 方のと ころ 
を 通って ス ペイ ンに 出発す る ことにな 
るでしょう。  29 また， わたしは， 自 
分が 実際に あなた 方の もと に 行く とき 
には， キリストからの 祝福を 十分に 携 
えて 行く ことを 知っています。 

30 さて， 兄弟たち， わたしたちの 
主 イエス •キリスト により， また 霊の 
愛に よって あなた 方に 勧めます。 わた 
しのた め， 裡 への 祈りに わたしと 共に 
励んで ください。 31 わたしが ユダヤ 
にいる 不信者た ちから 救い出され， エ 
ルサ レムに 対する わた しの 奉仕が 聖な 
る 者たち に 受け入れられる ものと な 
り，  32 わた しが® の ご 意志の もとに 
喜びを 抱いて あなた 方のと ころに 行く 
とき， 共に さわやかな 気持ちを 抱ける 
ようになる ためです。 33 平和を 与え 
てくだ さ る 神が あなた 方 すべてと 共に 
おられます ように。 アーメン。 

-I  n わたしは あなた 方に， ケン クレ 

■  ri  (却  かぃ しゅぅほ ぅ ししゃ [サ） 

ア にある 会衆の 奉仕者で ある， 
わたしたちの 姉妹 フォイべ を 推薦し ま 
す。 2 主に あって， 聖 なる 者たち に ふ 
さわし い 仕方で 彼女を 迎え入れ， どん 
な ことで も 彼女が あなた 方を 必要と す 
る 場合に 彼女を 援助して いただく ため 
で' f。 彼女 自身 も， 多くの 人に， そう 
です， この わたしに とっても 擁護 者と 
なって くれたから です。 

3 キリスト •イエスに あって わたしの 
同労者で ある ブリス カと アクラに わた 
しの あいさつを 伝えて ください。 4 こ 
の ふたり はわた しの 魂の ために 自分の 
首を かけた 人たち で， わたしば かりで 


第 15 章 


オテサ n  3:2 


クコ I 16:18 


しょこく みん  かいしゅう 

なく， 諸国 民の すべての 会衆 もこの ふ 

かんしゃ  {?) 

たりには 感謝して います。  5 そして， 

かれ  いえ  かいしゅう (ィ 1  つた 

彼らの 家に ある 会衆 にも [よろしく 伝 
えてく ださい]。 わたしの 愛する エバ 
ネトに よろしく。 彼は キリストの ため 
の アジアの 初穂です。 6 マリアに よ 

かのじょ  がた  おお 

ろしく。 彼女は あなた 方の ために 多く 
の 労を 尽く して くれ ま した。  7 わた 

どうぞく  (エ）  なかま  と  びと (才） 

しの 同族で あり， 仲間の 捕らわれ人で 


コ I  14:33 
フイ 4:9 
テサ I  5:23 
ヘプ 13:20 


第 16 章 


コ 使徒 18:18 


サマタ 27:55 
ルカ 8:3 
使徒 2:18 

シ フイ 2:29 

ヨハ DI  8 


ソ 使徒 18:2 
使徒 18:26 
コ I  16:19 


ある アンデ ロ ニコと ュ ニア ス によろ し 
く。 彼らは 使徒たち の 間で よく 知られ 
た 人々 で， わたしより 長く キリストと 
結ばれて います。 

8 主に あって わたしの 愛する アン 
ブリア トに よろしく。  9 キリス トに 
あって わた したち の 同労者で ある ウル 
バノ， また わたしの 愛する スタ キスに 
よろしく。 10 キリス トに あって 是認 
された 者ア ペレに よろしく。 アリ スト 
ブロの 家の 者たち によろ しく。 11 わ 
たしの 同族へ ロデオンに よろしく。 主 

(3)  いえ  もの 

にある ナル キソの 家の 者たち によろ し 
く。 12 主に あって 骨折り1 働く  [婦人 


たち] トリ フ ァナと トリ フォサ によろ し 
く。 わたしたちの 愛する 者 ペル シスに 
よろしく。 彼女は 主に あって 多くの 労 
を 尽く して くれ ま した。 13 主に あっ 
て 選ばれた 者 ル フォス， そして 彼と わ 
たしとの 母に よろしく。 14 ア スン ク 
リト， フレ ゴン， ヘルメス， パト ロバ， 
ヘル マス， また H ぃ纖 


キ テモ II  4:19 


クコ ロ  4:15 


たちに よろしく。 15 フイ ロ  ロゴと ユ 
リア， ネ レオと 彼の 姉妹， そして オル 
ン パ， また 彼らと 一緒にい るすべ ての 
聖 なる 者たち によろ しく 伝えて くださ 


1763  分裂を もたらす 者たち を 避けなさい  口ー マ 16: 16 —— コリン ト 第一 1:2 

い 0 16 聖 なる 口 づけを もって 互いに 第16 章  21 わたしの 同労者 テ モテが あなた 

あいさつを 交わしなさい。 キリストの :コ： ごご 方に あいさつを 送って います。 そして， 

かいしゅう  m こ  どうぞく  w 

すべての 会衆が あなた 方に あいさつを  わたしの 同族 ル キオ， ヤ ソン， ソシパ 

送って います。  ゥマ r?:i5 トロ もそう しています。 

17 さて， 兄弟たち， あなた 方に 勧 工: 二17  22 この 手紙を 筆記した 私， テル テオ 

めます が， あなた 方が 学んだ 教えに 逆 才 3!以4 も， 主に あって あなた 方に あいさつを 
らって 分裂と つまずきの きっかけを も  J"n3i!° お送りし ます。 

たらす 人たち に 目を 留め， その 人たち 力 m19  23 わたしと 全会衆の 宿主で ある ガイ 

を 避けなさい。 18 そうした 人々 は， +2Jni6：3 才 が， あなた 方に あいさつを 送って いま 
わたしたちの 主 キリストの 奴隸 ではな ク ^3。 す。 市の 執事 エラス トが あなた 方に あ 
く， 自分の 腹の [奴 隸] なのです。 そし !;q8 いさつを 送って います。 また， 彼の 兄弟 

かれ  なめ  はな  （キ）  J  0 

て， 彼らは 滑らかな 話しぶ り や ほめ こ サヱ , レ ク ワルト もそう しています。  24 —— 
とばに よって， 偽りの ない 者たち の 心 シマ タ iQw  25 では， わたしが 宣明 する 良いた よ 
を たぶらかします。 19 それは， あな セ 創 3:15  りと イエス •キリストを 宣べ 伝える 業 

がた じゅうじゅん  ちゅうもく  へブ 2:14  ひさ  ちん 

た 方の 従順が すべての 人の 注目す ると V  .1 16:23 とに したがい， [また] 久しい あいだ 沈 

ころと なった からです。 それゆえ， わ _ 黙のう ちに 保たれながら 26 今や 明ら 

たしは あなた 方の ことを 歓ん でい ます。 かにされ， しかも， 信仰に よる 従順を 
それでも， あなた 方が 良い ことにつ い 7  nJ  ?6:7 推し 進める ため， 永遠の 裡の 命令の も 
ては 賢く， よこしまな ことにつ いて ^^；9435 とに， 預言 的な 聖 句を 通して あらゆる 
(m 貨 でぁる ょぅ にと 望んで ぃ まも ™  _の 驚に もらされた 耀な ■の s 

へいわ  あた  [ス）  才 使徒 6:7  じ  （力）  がた かっこ 

20 平和を 与えて くださる# は， まもな テト1 :3 示に したがって， あなた 方を 確固たる 

がた  した  くだ  カ エフ 1:9  もの  かた [キ 1 

く サタンを あなた 方の 足の 下に 砕かれ  ^  者と する ことので きる 方に，  27 すな 
るでしょう。 わたしたちの 主 イエスの キ H2t) わち， ただ ひとり 知恵の ある 拽に ，栄 
過分の ご 親切が あなた 方と 共に ありま クロ マ 叫3 光が， イエス •キリストを 通して 永久 

(V)  ケガラ 1:5  _ 

すよう に。  コへブ 13:21 にあります ように 〇 アーメン 0 


コリン ト 人への 第一の 手紙 

いし  (7)  がた 

-I 姓の ご！^ 志に より イエス •キリス 第1 章 た 方， ならびに， いたるところで わたし 
1 卜の 使徒と なる ために 召された パ 7  たちの 主 イエス •キリスト， すなわち そ 

きょうだい  （ゥ】  イ 使徒 9:15  かた (ァ） 

ウ ロと， わたしたちの 兄弟 ソ ステ ネか 。マ i:i の 主で あり わたしたちの [主] である 方の 

(I)  かいしゅう  アセ I  2:7  (ィ）  よ  もと 

ら， 2 コリント にある# の 会衆， キリ f 17 名を 呼び 求めて いるすべ ての 人たち へ： 
スト- イエスと 結ばれて 神聖な ものと さ 才^、 6^19  - 

^  , ,  ,  »  ,  .  ヘプ 2:11 カ ダニ 7:27; ぺテ I  1:15; 第二 欄 ア  ロマ 3:22; エフ 

れ， 聖 なる 者と なる ために 召された あな ヘプ 9:14  4:5: ィマタ 12:21; 使徒 4:12。 


コリン ト 第一 1:3—19  分裂が あっては ならない  1764 

3 わたしたちの 父なる 独と 主 イエ 第 1 章 の] 者たち から わたしに 打ち明けられ 
ス •キリス トからの 過分の ご 親切と 平 7/^6n たのです が， あなた 方の 間には 争論が 
和が あなた 方に あります ように。  〜 4:7 あるとの ことです。 12 あなた 方が そ 

ウ ぺテ n 1:2  ぞく 

4 キリスト •イエスに あって あなた I ェフ 1:7  れ ぞれ， 「わたしは パウロに 属する」， 
方に 与えられた 裡の 過分の ご 親切を 見 ォョハ 1:17  「いや， わたしは アポロに」， 「わたし 
るに つけ， わたしは あなた 方に ついて 1:9  はケ ファに」， 「わたしは キリストに」 

つね  かんしゃ  キコ n  8:9  い  あ 

常に# に 感謝して います。  5 すべて  3:19 と 言い合って いる こと， そのこと を わ 
の 事， つまり 話す ための 十分な 能力と  テモ 111:8 たしは 言う のです。 13 キリス トが 分 

てん  ちしき  [力）  ケへブ 6:4  れつ  W 

いう 点で も， 十分な 知識と いう 点で も， a ルヵ 17:30 裂して しまって います。 パウロが あな 

がた  ゆた  テサ n 1:7  がた  くい 

あなた 方が [キリス ト] にあって 豊かに ベ テ 1 1:7 た 方の ために 杭に つけられ たと でもい 
された からです。 6 それは， キリス ト うのです か。 それとも， あなた 方は パ 

あか 1 ク 1  がた あいだ かっこ  テサ n  3:3  う 

についての 証し が あなた 方の 間で 確固 シコ 14:5  ウ ロの 名に おいて バプ テス マを 受けた 
たる ものと なって いる [ことに 見られ 啓 wo  のです か。 14 わたしは， 自分が， ク 
る] とおりです。 7 その 結果 あなた 方 リス ポと ガイオの ほかには， あなた 方 

たまもの [ヶ）  か  •  ほどこ 

は どんな 賜物に も 欠ける ことなく， わ ソ^^ 9.7 の だれに もバプ テス マを 施さなかった 
たしたち のま イエス. キリストの 表わ タョ ハ iwi ことを 感謝して います。 15 あなた 方 
し 示される ことを 切に 待って います。 チコ n 13:10 はわた しの 名に おいて バプ テス マを 受 
8  [キリス ト] はまた， あなた 方を 終わ テ；^ ご けたと， だれも 言う ことのな いためで 

かっこ  もの  け]  アコ111^1  ナこ し 

りまで 確固たる 者と し， わたしたちの  フィ2:2  す。 16 確かに， わたしは ステ ファ ナ 
主 イエス •キリス トの 日に あなた 方が ヱフ 4:3 の 家の 者たち にも バプ テス マを 施し ま 
何ら 訴えられる ことがない ようにして  311 13:11 した。 ほかの 人たち について は， 自分 
くださる でしょう 〇  9 进は 忠実な 方で 第二 欄 がさ ら にだれ かに バプ テス マを 施した 

(V)  がた  し 

あり， その [裡] によって， あなた 方は， ァレビ 5:1 かどう かは 知りません。 17 キリスト 

しゅ  31  5:1  はけん  [ク） 

わたしたちの 主で あるみ i イエス •キ ィ 使徒 他24 がわた しを 派遣され たのは， バプ テス 
リストと 分かち合う [関係] に 呼び入れ コ 13:21 マを 施す ためでは なく， 良いた よりを， 

ウ エフ 4:5  ちえ  せんめい 

られま した。  i 使徒 2:38 ことばの 知恵に よらないで 宣 明す るた 

10 さて， 兄弟たち， わたしたちの ォ&&18:8 めであった からです。 それは， キリス 

しゅ  【チ）  カロ マ 16:23  くる  くい  むだ 

主 イエス •キリストの 名に よって あな キコ 116:15 卜の 苦しみの 杭が 無駄に ならない よう 
た 方に 勧めます。 あなた 方す ベての 語 9：15 にす るた めです。 

いっち  （テ）  7  くる  くい  はなし  ほろ 

ると ころは 一致して いるべき です。 あ コョハ 18 苦しみの 杭に ついての 話は， 滅び 
なた 方の 間に 分裂が あっては なり ま ^?f2a4l0 ゆく 人々 に とっては 愚かな ことです が， 
せん。 かえって， 同じ 思い， また 同じ 31  救われつつ ある わたしたちに とっては 

かんが かた  むす  ^ DV ia6  W  けんじん 

考え方で しっかりと 結ばれて いなさ セ 詩33: 10 姓の 力なので す。 19 「わたしは 賢人た 
い 0 11 というのは， わたしの 兄弟た ソェ レ8:9  ちの 知恵を 滅ぼし， 知能の たけた 者た 

がた  いえ  テモ I  6:20  めい M  お  （夕]  か 

ち， あなた 方に ついて， クロエの [家 タィザ 29:14 ちの そう 明 さを 押しの ける」 と 書いて 
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あります。 20 賢い 人は どこに いるの 
です か。 書士は どこに います か。 この 
事物の 体制の 弁論 家は どこです か。 裡 
は 世の 知恵を 愚か な ものと された ので 
はありません か。 21 拽の 知恵に よる 
ことで したが， 世は その 知恵を 通して 
拽を 知る に 至らなかった ので， 禆は宣 
ベ 伝えられる 事柄の 愚か さを 通して， 
信じる 者を 救う ことを よしと された の 
です。 

22 ユダヤ人は しるしを 求め， ギリ 
シャ 人は 知恵を 求めます。 23 しかし 
わたしたちは 杭に つけられた キリスト 
を宣べ 伝える のです。 これは, ユダヤ人 
に とっては つまずきの もとで あり， 諸国 
民に とっては 愚かな ことです。  24 し 
かし， 召された 者に とっては， ユダヤ 
人に も ギリシャ 人に も， 迚の 力また 裡 
の 知恵なる キリストな のです。 25 裡 
の 愚かな 事柄は 人間よ り 賢く， 神の 弱 
い 事柄は 人間より 強いから です。 

26 兄弟たち， あなた 方が 自分たち 
に対する [裡 の] 召しに ついて 見て い 
る ことです が， 肉的に 賢い 者は 多くな 
く， 強力な 者 も 多くな く， 高貴な 生ま 
れの 者が 多く 召された ので も ありませ 
ん。 27 むしろ， 独は 世の 愚かな もの 
を 選んで， 賢い 人々 が 恥を 被る ように 
されました。 また， 裡は 世の 弱い もの 
を 選んで， 強い ものが 恥を 被る ように 
されました。  28 また 姓は， 世の 卑し 
いもの や 見下げられ たもの， 無い もの 
を 選んで， 有る ものが 無になる ように 
されました。 29 それは， 肉なる 者が だ 
れも裡 のみ 前で 誇る ことのな いためで 
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す。 30 一方， あなた 方が キ リスト- 
イエス， すなわち， わたしたち にと っ 
て， 神からの 知恵， また 義と聖 化， そ 
して 贖いに よる 釈放 となられ た 方と 結 
ばれて いるのは， [®] による ことなの 
です。 31 「誇る 者は エホバに あって 
誇れ」 と 書かれて いると おりになる た 


めです。 

A 兄弟たち， それで わたしは， あな 
M た 方のと ころに 行った 時， もった 
I ヽぶっ た 話 し 方 や 知恵を 携えて 行って 
裡の 神聖な 奥義を 告げ 知らせる ような 
ことは しません でした。  2 わたしは， 
あなた 方の 間では， イエス •キリスト， 
しかも 杭に つけられた [キリ スト] 以外 

なにし  き  （ヶ 1 

には 何を も 知るまい と 決めた のです。 
3 そして わたしは， 弱さと 恐れのう ち 
に， いたく おののきながら あなた 方の 
ところに 行きました。  4 そして わた 
しの 話し方， また わたしが 宣べ 伝えた 
事柄は， 説得の ための 知恵の 言葉では 
なく， 霊と 力の 論証を 伴う ものでした。 
5 それは， あなた 方の 信仰が， 人間の 
知恵に よらず， 神の 力に よる ものと な 

[ス） 

るた めで した。 

6 さて， わたしたちは 円熟した 人た 

[セ） あいだ  ちえ  かた 

ちの 間では 知恵を 語ります。 といって 

じ ぶつ  たいせい  (V) 

も， この 事物の 体制の 知恵で も， この 
事物の 体制の 支配者た ちの [知恵] でも 

かれ  む  き  m 

ありません。 彼らは 無に 帰す るので す。 

かた  しんせい  おく ぎ [ツ） 

7 わたしたちが 語る のは， 神聖な 奥義の 
中の 裡の 知恵， 隠された 知恵です。 そ 
れは ，わたしたちの 栄光の ため， 事物の 
諸 体制の 前に 裡が あらかじめ 定めた も 

[テ）  ちえ  じ ぶつ 

のです。 8 この [知恵] を， この 事物の 
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体制の 支配者は だれ ひとり 知る に 至り 第2 章 すよう になった であろう か」 と あるの 
ませんで した。 [それを] 知ってい たな 7 min% です。 それでも わたしたちは， キリス 
ら， 栄光 ある 主を 杭に つけたり はしな  3：14 卜の 思いを 持って いるので す。 

かった でしょう。 9 しかし， がご 〇 兄弟たち， それで わたしは， あな 
自分を 愛する 邊 たちのた めに 備えられ 才 m;f7  〇 た 方に 対して， 霊的な 人に 対する 
た 事柄は， 目 も 見ず， 耳 も 聞かず， 人 ^^6：17 ように 話す ことは できませんでした。 
の 心に 上った こと もない」 と 書かれて  -l^10 むしろ， 肉的な 人に 対する ように， キ 
いると おりです。 10 裡は それを， ご キ ご1 8 ぶ2 リストに ある みどりご に対する ように 

じ ぶん  れい  闭  ク ヨ ブ 11:7  がた 

自分の 霊に よって， この わたしたちに  ov 11:33  [話しました]。  2 わたしは あなた 方 
啓示され たので あり， 霊が すべての 事， ヶ= ユ に， 食べる 物では なく， 乳を 与え まし 

おくぶか  ことがら [ク】  きわ  -  ミ •え  [才）  じゅうぶ' ん つよ 

拽の 奥深い 事柄まで も 究める のです。 ■■だ〗 S7 た。 あなた 方は まだ 十分に 強くな かっ 
11 というのは， 人の 事柄は， その ^  3^1  5；19 たからです。 事実， あなた 方は 今でも 

にんげん  れい W ベつ  啓 16:14  (力） 

人のう ちに ある 人間の 霊を 別に すれ $ヨ ハ / 冗6 十分に 強く なって いません。 3 あな 
ば， 人々 のうち いったい だれが 知って た 方は まだ 肉的 だからです。 というの 
いるで しょうか。 それと 同じように， ソ は， あなた 方の 間にね たみ や 闘争が あ 

(コ〕  夕歲 1:23  (ク） 

拽の 事柄 も， 裡の 霊を 別に すれば， だ チョ ハ= る ことから すれば， あなた 方は 肉的で 
れも 知らない のです。 12 そこで， わ ^74*35 あって， 人々 と 同じ 歩み方を している 
たしたち が 受けた のは， 世の 霊では な ト ロマ11:34 のではありません か。 4 ある 人が 「わ 
く， 裡 からの i です 0 それは， そのご 第二 欄 たしは パウロに 属する」 と 言い， ほか 
親切に よって# から 与えられ ている 裼 Vatt's の 人が 「わたしは アポロに」 と言うの 
事を わたしたち がよく 知る ようになる 」 __ では， あなた 方は ただの 人では ありま 
ためです。 13 わたしたちは それらの  m3m  せんか。 

事 も， 人間の 知恵に 教えられた 言葉で 5 では， アポロは 何者です か。 そう 
はなく， 霊に 教えられた [言葉] で 話し x^f^20 です， パウロは 何者です か。 奉仕者で 
ま士。 わたしたちは 霊的な [こと] に 霊 才 ：5〖ボ あり， あなた 方は その 人々 を 通して 信 
的な [言葉] を 結び 合わせる のです。  tul  8；73 者と なりました が， それは 主が 各々 に 

14 しかし， 物質の 人は 姓の 霊の 事柄 クロ マ ぷぽ 授けられた ところに よりました。 6 わ 
を 受け入れません。 それは その 人には ヶ: たしは 植え， アポロは 水を 注ぎました。 
愚かな こと だからです。 また 彼は [それ 3 n! !i!?8 しかし， 裡が [それを] ずっと 成長 させ 

し  （チ）  れいてき サ 使徒 18:24  (V)  たい 

を] 知る ことができません 。それは 霊的 シコ113:6  てくだ さった のです 0  7 ですから， 大 
に 調べるべき 事柄 だからです。 15 —  ス ぷ f 切なのは， 植える 者で も 水を 注ぐ 者で 
方， 霊的な 人は 実にす ベての 事柄を 調 セ もな く， 成長 させて くださる 神な ので 
ベます が， その 人 自身は いかなる 人に ソ ィザ55: 1〇 す。 8 さて， 植える 者と 水を 注ぐ 者と 

(fj  コ H  9:10  ('»  おのおの  ろうく  おう 

よっても 調べられません。 16 「だれ 夕 は 一つです が， 各々 は その 労苦に 応じ 
が エホバの 思いを 知って， 彼を 教え諭 チ； マ Ji16 ツガラ 3:28。 
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て 報いを 受けます。 9 わたしたちは 裡 
と共に 働く 者 だからです。 あなた 方は 

たがや  はたけ [ウ}  たてもの  W 

耕されて いる® の 畑， 拽の 建物です。 

10 わたしは， 自分に 与えられた 禆 
の 過分の ご 親切の もとに， 賢い 作業 監 
督 として 土台を 据えました ふ， ほかの 
人が その上に 建てて います。 しかし 各 
人は， 自分が その上に どのように 建て 
ている かを いつも 見守って いるべき で 
士。 11 据えられて いるもの， それは 
イエス •キリス トです が， それ 以外の 土 
台を 据える ことは だれもで きないから 
です。 12 さて， この 土台の 上に， 金， 
銀， 宝石， 木材， 干し草, 刈り わらで 建て 
るなら， 13 各人の 業は 明らかになり 
ます。 その 日が それを 示す のです。 そ 
れは 火に よって 表わ し 示される からで 
す。 まさに その 火が， 各人の 業が どん 
な もの かを 証明す るので す。 14 その 
上に 建てた だれかの 業が 残るな そ 
の 人は 報いを 受けます。 15 だれかの 
業が 燃え尽きるなら， その 人は 損失を 
被る ことになります が， その 人 自身は 
救われます。 しかし， そうで あると し 
て も， 火を く ぐるよう にして でしょう。 

16 あなた 方は， 自分たち が裡の 神殿 
であり， 神の 霊が 自分たち の 中に 宿って 
いる ことを 知らない のです ふ。 17 も 
しだれ かが 裡の 神殿を 滅ぼすなら，® 
は その 人を 滅ぼされます。 迚の 神殿は 
聖 なる もの だからです。 あなた 方は そ 
の [神殿] なのです。 

18 だれも 自分を たぶらかして はなり 
ません。 あなた 方の 中で， 自分は この 
事物の 体制に お いて 賢 L ヽ者 であ ると 考 
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える 人が いるなら， その 人は 愚かな 者 
となりなさい。 こうして， 賢い 者と な 
る ためです。 19 こ の 世の 知恵は 裡に 
とっては 愚かな もの だからです。 「彼 
は 賢い 者たち を 彼ら 自身の こうかつ 
さに よって 捕まえる」 と 書かれて いま 
す。 20 また， 「エホバは， 賢い 人た 
ちの 論議が 無駄な ことを 知って おられ 
る」 とあります。 21 それゆえ， だれ 
も 人間を りと しては なりません。 す 
ベての ものが あなた 方に 属して いるか 
ら です。 22 パウロで あれ， アポロで 
あれ， ケ ファで あれ， 世で あれ， 命で あ 
れ， 死で あれ， 今 ある もので あれ， 来た 
るべき もので あれ， すべての ものは あ 
なた 方に 属して います。 23 —方， あ 
なた 方は キリストに 属し， キリス トは 
裡に 属して いま^'。 

4 それで 人は， わたしたちを， キリス 
卜に 従属す る 者， また® の 神聖な 

おくぎ (シ） かれい [ス） ひょうか 

奥義の 家令と 評価すべき です。 2 さら 
に， この場合， 家令に 求められ るのは， 
忠実で ある ことです。  3 さて， わたし 
に とって， あなた 方に， あるいは 人間 
の 審判の 場で 調べられる ことは， ごく 
ささいな 事柄です。 わたしで さえ 自分 
を 調べる ことは しません。  4 わたし 
自身， 責められる ような ことは 何も 意 
識 しないから です。 しかし それによ っ 
て， わたしは 義に かなって いると 証明 
されて いる わけではありません。 わた 
しを 調べる 方は エホバな のです。 5 そ 
れ ゆえ， 定めの 時 以前に， つまり まが 
来られる までは， 何事 も 裁いて はなり 


テ マラ 3:2; マタ 24:3; 啓 1:10。 
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ません。 [主] は， 闇の 隠れた 事柄を 明 
るみに 出し， また I 心の 計り 事を 明らか 
にされ ます。 その 時， 人は 各自# から 
の 称賛を 受ける のです。 

6 さて， 兄弟たち， わたしは， あな 
た 方の ために， これらの ことを 移し 変 
えて わたし 自身と アポロと に 当てはめ 
ました。 それは， わたしたちを 例に し 
て， 「書かれて いる 事柄を ft えては な 
ら ない」 という [定め] を 学んでも らい， 
あな た 方が そ れぞれ 一方 に 付い て 他方 
を 退け， 思 L ヽ 上がる よ うな ことのない 
ためです。 7 というのは， だれが 人 
を 他と 異ならせ るので すか。 実際， 自 
分に ある もので， もらった のでは ない 
ものが あるので すか。 では， 確かに も 
らっ たので あれば， どうして もらった 
のでは ないかの ように 誇る のです か。 

8 あなた 方は すでに 存分に 持って い 
るので すか。 あなた 方は すでに 富んで 
いるので すか。 あなた 方は わたしたち 
を 抜きに して 王と して 支配し はじめた 
のです か。 いや， あなた 方が 王と して 
支配し はじめていて くれたら と 願う の 
です。 わたしたち も あなた 方と 一緒に 
王と して 支配す るた めです。  9 とい 
うのは， M はわた したち 使徒を， 死に 
定められた 者と して， 出し物の 最後に 
置かれた ように 思える のです。 なぜな 
ら， わたしたちは， 世に 対し， み使い 
たちに 対し， また 人々 に対して， 劇場 
の 見せ物の ようになって いるからで 
士〇 10 わたしたちは キリス トの ゆえ 
に 愚かな 者です が， あなた 方は キリス 
卜 にあって 思慮深い 者と なって いま 
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す。 わたしたちは 弱い のに， あなた 方 
は 強いので す。 あなた 方は 評判が 良い 
のに， わたしたちは 不名誉の うちに あ 
ります。 11 今 この 時に 至る まで， わ 
たしたち は ずっと 飢え， また 渴 き， 着 

もの  とぼ  W  まわ  （ク 1  いえ 

る 物に 乏しく， こづき 回され， 家 もな 
く， 12 手ず から 働いて 労して います。 
ののしられれば 祝福し， 迫害 されれば 
忍び， 13 名誉を 損なわれても 懇願す 
るので す。 わたしたちは， 今に 至る ま 
で， 世の くず， すべての ものの かすの 
ようになって きました。 

14 わたしが これらの ことを 書いて 
いるのは， あなた 方に 恥を かかせる た 
めでは なく， わたしの 愛する 字 供と し 
て 訓戒す るた めです。 15 あなた 方に 
は キリス トに あって 一万 人の 養育 係が 
いると しても， 決して 多くの 父親は い 
ない のです。 キリス ト • イエスに あっ 
て， わたしが， 良いた よりを 通して あな 

(テ） 

た 方の 父親と なった からです。 16 そ 

がた  こんがん 

れで ，わたしは あなた 方に 懇願し ます。 
わたしに 見 倣う 者と なって ください。 
17 そのために， わたしは テ モテを あな 

がた  つか  （ナ）  かれ  しゅ 

た 方のと ころに 遣わします。 彼は 主に 
あって わた しの 愛する 忠実な 子供な の 
です。 彼は キ リスト， イエスに 関連し 
た わたしの やり方を， わたしが いたる 
ところ， すべての 会衆で 教えて いる そ 

のと おりに， あなた 方に 思い出させる 

(?) 

でしょう。 

18 ある 人たち は， わたしが 実際には 
あなた 方の ところ に 行かない かの よう 

おも  [ネ） 

に 思い上がって います。 19 しかし， 
エホバが 望まれるなら， わたしは 間 も 

ノ 使徒 18:21; ヤコ 4:15。 
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なく あなた 方のと ころに 行きます。 そ 
して， 思い上がって いる 人たち のこと 
ばでは なく， その 力を 知る ようになる 
でしょう。 20 裡の 王国は ことばに で 
はなく， 力に あるから です。 21 あな 
た 方は 何を 望みます か。 わたしは 棒む 
ちを もって あなた 方のと ころに 行き ま 
しょうか。 それとも， 愛と 霊の 温和 さ 
とを もっ てで しょ うか。 
q 現に， あなた 方の 間では 淫行の こ 
^ とが 伝えられて います。 しかも， 諸 
国民の 間に さえない ほどの 淫行で， あ 
る 人が [自分の] 父の 妻を 有して いると 
のこと です。  2 それな のに あなた 方 
は 思い上がって いるので すか。 むしろ 
嘆き悲しんで， この 行ないを した 人が 
あなた 方の 中から 取り除かれる ように 
しな かっ たのです か。  3 わた しとし 
ては， 体では そこにい なくても， 霊に 
おいては そこに おり， あたかも そこに 
いるかの ように， このような ことを し 
た 人を すでに きっぱり と 裁きました。 
4 わたしたちの 主 イエスの 名に おいて， 
あなた 方が 共に 集まる とき， わたしの 
霊 も わた したち の 主 イエスの 力と 共に 
[そこに あり]， 5 あなた 方が そのよう 
な 人を 肉の 滅びの ために サタンに 引き 
渡し， こうして 主の日に 霊が 救われる 
ようにす るた めです。 

6 あなた 方が 誇りに している 事柄は 
良くありません。 あなた 方は， 少しの 
パン 種が 固まり 全体を 発酵させる こと 
を 知らないので すか。 7 古い パン 種を 
除き 去りなさい。 あなた 方は 酵母を 持 
たない 者な のです から， それに ふさ わ 


しく 新しい 固まりと なる ためです。 実 
際， わたしたちの 過ぎ 越しで ある キリ 
ストは 犠牲に された のです。 8 です 
から， 古い パン 種 や 悪と 邪悪の パン 種 
を 用いず， 誠実 さと 真実 さの 無 酵母 パ 

ンを 用いて 祭り を 行な おうでは ありま 

[ヶ] 

せんか。 

9 わたしは 自分の 手紙の 中で， 淫行 
の 者との 交友を やめる ようにと あなた 
方に 書き送り ましたが， 10 それは， こ 
の 世の 淫行の 者， あるいは 貪欲な 者 や 
ゆすり 取る 者， また 偶像を 礼拝す る 者 
たちと 全く  [交わらない ようにと いう 意 
味] ではありません。 もしそう だとす る 
と， あなた 方は 実際には 世から 出な け 
れ ばなら ない ことになります。 11 し 
か し 今 わた しは， 兄弟と 呼ばれる 人で， 
淫行の 者， 貪欲な 者， 偶像を 礼拝す る 
者， ののしる 者， 大酒飲み， あるいは 
ゆすり 取る 者が いれば， 交友を やめ， 
そのような 人とは 共に 食事を する こと 
さえし ないように， と 書いて いるので 
す。 12 というのは， わたしは 外部の 
人々 を 裁く こと と 何の かかわり が ある 
でしょう か。 あなた 方は 内部の 人々 を 
裁き， 13 外部の 人々 は裡が 裁かれる 
のでは あり ません か。 「その 邪悪な 人 
を あなた 方の 中から 除きなさい」 と あ 
ります。 

/» あなた 方の 中には， 他の 人に 対し 


v て 訴え 事が ある 場合， あえて 法廷 
に ，不義の 人々 の 前に 行き ，聖 なる 者た 
ち の 前に [行か] な L 、人が いる のです か。 
2 あるいは， あなた 方は， 聖 なる 者たち 
が 世を 裁く ことを 知らないの でしょう 


2  4  7  5  n  6  17 

21 ゼ nl ハ I ハ徒モ I 
申コェ ココ ヨコヨ 使 テコ 


1 1 コラ モ q 
ココ ヤガテ 1 1 


コリン ト 第一  6:3—18  不義の 者は 王国を 受け継がない  1770 


か。 それで， 世は あなた 方に よって 裁 
かれる ことに なって いるのに， あなた 
方は ごく さ さいな 事柄を 審理す る こと 
もで きないので すか。 3 あなた 方は， 
わたしたちが み使いを 裁く ようになる 
ことを 知らないので すか。 では， どう 
して 今の 生活 上の 事柄を [裁か] ない こ 
とが あるで しょうか。 4 それな のに， 
今の 生活 上の 事柄で 審理すべき こ とが 

げん  ばあい [ゥ〕  がた  かいしゅう 

現に ある 場合， あなた 方は， 会衆の 中 
で 見下げられ ている 人々 を 裁きの 座に 
着かせる のです か。 5 わたしは， あ 
なた 方を 恥じさせる ために 話して いま 
す。 あなた 方の 中に 自分の 兄弟たち の 
間を 裁く ことので きる 賢 I ヽ 人が 一人 も 
おらず， 6 兄弟が 兄弟と 共に 法廷へ， 
しかも 不信者た ちの 前に 行く というの 
はほんと うです か。 

7 であれば， あなた 方が 互いに 訴訟を 
起こ している ことは， 実際のと ころ， あ 
なた 方に とって 全く の 敗北を 意味して 
います。 なぜむ しろ 害を 受ける ままに 
して おかないので すか。 なぜむ しろ だ 
ま し 取られる ままに して おかないので 
すか。 8 その 逆に， あなた 方は 害を 加 
え， だまし取る， それ も 自分の 兄弟た 

たい  [サ） 

ちに 対してです。 

9 あなた 方は， 未義の 者が 迸の 王国 
を 受け継がない ことを 知らないと でも 
いうので すか。 惑わされて はなり ませ 
ん。 淫行の 者， 偶像を 礼拝す る 者， 姦 
淫を する 者， 不自然な 目的の ために 囲 
われた 男， 男 どう しで 寝る 者， 10 盗 
む 者， 貪欲な i， 大酒飲み， ののしる 
者， ゆすり 取る 者は いずれも# の 王国 
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を 受け継がない のです。 11 とはいえ， 
あなた 方の 中には そのような 人たち も 
いました。 しかし， あなた 方は 洗われ 
て 清く なった のです。 神聖な 者と され 
たのです。 わたしたちの 主 イエス •キ 
リス トの 名に おいて， また わたしたち 
の裡の 霊を もって， 義と宣 せられた の 
で* : 

12 わたしに とって， すべての 事は 
許されて います。 しかし， すべての 事 
が 益になる のではありません。 わたし 
に とって， すべての 事は 許されて いま 
す。 しかし わたしは， いかなる ものに 
も その 権威の もと に 置かれた りは しま 
せん。 13 食物は 腹の ため， 腹は 食物 
のた めです。 しかし® は それらを 共に 
無に 至らせられます。 そこで， 体は 淫 
行の ためでは なく， 主の ために あるの 
です。 そして 主は 体の ためにあります。 
14 しかし， a は ご g 分の 力に よって 主 
を [死] から よみがえらせ ましたし， わ 
たしたち を も よみがえらせて くださる 

[チ） 

のです。 

15 あなた 方は， 自分の 体が キリス ト 
の 肢体で ある ことを 知らないので すか。 
では， わたしは キリス トの 肢体を 取り 
去って， それを 娼婦の 肢体と する ので 
すか。 断じて そのような ことは ない よ 

がた  しょうふ  いっしょ 

うに！ 16 あなた 方は， 娼婦と 一緒に 
なる 者が 一体と なること を 知らないと 
でもい うのです か。 「二人は 一体と な 
る」 と 言って おられる のです。 17 し 
かし， 主と 一緒になる 人は 一つの 霊と 
なる のです。 18 淫行から 逃げ去りな 
さい。 人が 犯す ほかの 罪は すべて その 


1771  結婚に 伴う 当然の 分。 結婚 関係を 維持す る  コリン ト 第一 6：19—7：15 
体の 外にあります が， 淫行を 習わしに 第6 章 願います。 しかし やはり， 人は それ ぞ 
する 人は 自分の 体に 対して 罪を おかし 7 だばれ， ある 人は このように， 他の 人は か 
ている のです。 19 あなた 方の 体が， あ ィテサ 14:8 のようにと， 裡 から 自分の 賜物を 受け 
なた 方の 内に ある 聖霊の 神殿で ある こ ゥ^ ています。 

し  1 ゥ]  コ n  6:16  けっこん  w 

とを 知らないと でもい うのです か。 そ エコ マ ル8  8 さて， 結婚して いない 人たち とや 
の [聖霊] は あなた 方が 裡 から 受けて い ’ へ1 ブ もめたち に 言います が， わたしと 同じ 
る ものです 0 また， あなた 方は 自分 自 ヵロ マ 12:1 ように， そのままで いるのは よい こと 

しん  （エ）  コ I 12:27  じ せい  [才） 

身の ものではありません。 20 あなた  エフ4: じ です。 9 しかし， 自制で きないなら， 
方は 代価を もって 買われた からです。 キマタ 5:16 その 人たち は 婚し なさい。 [情欲に] 
どう あっても， あなた 方の 体に よって 第1 章 燃える よりは 結婚す る ほうが 良い から 
拽の 栄光を 表わしなさい 0  ク SSL  です 0 

がた  か  ことがら  箴 6:29  けっこん 

FW さて， あなた 方が 書いて きた 事柄 ヶ^ レ 5:7  1〇 結婚して いる 人たち にわたしは 
• について です が， 男は 女に 触れな 指示を 与えます。 といっても， わたし 
いのが よい ことです。 2 しかし， 淫行 ラブ5 ではなく， まが [与える の] です が， 妻 
が はびこって いますから， 男は おの お +"；,2；：5〇 は 夫から 離れるべき ではありません。 
の 自分の 妻を 持ち， 女は おのおの 自分 シ は3 ふ 11 しかし， もしも 離れる ような ことが 
の 夫を 持ちなさい。  3 夫は 妻に 対し ス エフ5:24 あるなら， 結婚し ないで いるか， さも 
て その 当然 受けるべき ものを 与えな さ VfJ4:l  なければ 夫と 和解しなさい。 夫 も 妻を 
い。 また 妻 も 夫に 対して 同じよう にし  去るべき ではありません。 

(シ）  つま  じぶん からだ かん  けんげん  へフ 13:4  た  い 

なさい。 4 妻は 自分の 体に 関して 権限 夕出 19:15  12 しかし， 他の 人たち にわたしは 言 

を 行使す るので はなく， 夫が そうする チ319 :25 います。 そうです ，主では なく， わたし 
のです。 同じように， 夫 も 自分の 体に テサ 13:5 が [言い] ます。 ある 兄弟に 信者で ない 
関して 権限を 行使す るので はなく， 妻 ^17:25 妻が いて， 彼女が [夫] と共に 住む こと 

がそう する のです。 5 互いに [それを] _ を 快く 思って いるなら， その 人は [妻] 

奪う ことがない ようにしなさい。 ただ  m-^  を 去って はなり ません。 13 また， 信 
し， 定められた 時の あいだ 相互に 同意 ；^9；g.n 者で ない 夫の いる 女は， 彼が [妻] と 共 

(夕）  いの  ふたた  す  こころよ おも  かの 

し， 祈りに 時を ささげて， そのの ち 再 ゥコ I7:27 に 住む ことを 快く 思って いるなら， 彼 
び 共になる 場合は 別です。 これは， あ ォテサ 14:4 女は 夫を 去って はなり ません。 14 信 
なた 方の 自 B 抑制が 欠けて いる ことの 者で ない 夫は 妻との 関係で 神聖な もの 
ゆえに， サタンが あなた 方を 誘惑し つ キテモ とされ， 信者で ない 妻は 兄弟との 関係 

[ッ 1  /7  -7  >¢7  5*  ^2 

づける ことのない ためです。  6 しか ^xu  3:20 で 神聖な ものと されて いるから です。 
しながら， わたしが こう 言う のは 譲歩  11  Sll そうでなければ， あなた 方の 子供は 実 

[テ） めいれい  ルカ 16:18  さい  きよ  【サ） 

としてであって， 命令と してでは あり =,nl  7:25 際には 清くない ことになります。 でも 

【卜）  いま  かれ  せい  もの  [シ】 

ません。 7 それにしても， わたしは， 6:1 今， 彼らは 聖 なる 者な のです。 15 し 
すべての 人が わたしの ようで あれば と スマラ 2:15 かし， 信者で ない 人が 離れて 行くなら， 
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その 離れる に まかせなさい。 兄弟に せ 第7 章  25 さて， 童貞の 人に ついて， わた 
よ 姉妹に せよ， そうした 事情の もとでは 7 12:14 しは 主から 何の 命令 も 受けて いません 

れいぞく  み  イぺテ 13:1  ちゅうじつ [ア）  あわ  しめ 

隸属の 身ではありません。# は あなた 5.20 が， 忠実で あるよう 主から 憐れみを 示 

がた  へいわ  め  [7)  もの [ィ）  いけん  の 

方を 平和へ と 召された のです 0 16 と ェ詩 Mil 〇 された 者と して， わたしの 意見を 述べ 

つま  おっと  すく  イザ 46:11  [〇]  げんじょう  ひつようせい 

いうのは， 妻よ， あなたは 夫を 救えない コ n2:18 ます。 26 それで， 現状に よる 必要性 
とどう して 分かる のです か。 また， 夫 ォコ 17:7  を 考慮して， わたしは 次の ことが よい 

カコ I  9:14  かんが  いま 

よ， あなたは 妻を 救えない とどう して + 使徒 21.2Q と 考えます。 人は 今 ある ままで いるの 

[ウ）  W 

分かる のです か 0  ク 使徒 1〇:45 がよ いという ことで 寺 0  27 あなたは 

かくじん  カフ 5:2  つま  （才） はな 

17 ただ 各人は， エホバが それぞれに 15:1 妻に つながれ ています か。 放たれる こ 
与えて くださった ところに 応じ， 裡に  _15:24 とを 求めて はなり ません。 あなたは 妻 

め  あゆ  （才）  コロ マ 2:25  と 

召された とおりに 歩みなさい。 そして， 6:15 から 解かれて います か。 妻を 求めて は 
わたしは すべての 会衆で このように 定  3D3：n なりません。 28 しかし， たとえ 結婚 

【力）  かつれい  う  シ伝 12:13  つみ  おか 

めて いるので す。 18 割礼を 受けて か  ^  7:23 したと しても， それは 罪を 犯す ことで 
ら 召された 人が います か。 その 人は 無  3MI  5：3 はありません。 そして， 童貞の 人が 結 
割礼に なって はなり ません。 無 割礼の t3l7.1? 婚 したと しても， その 人は 罪を 犯す こ 

W  ♦ 

ままで 召された 人が います か。 その 人 ソガ ラ3:28 とには なりません。 しかしながら， そ 
は 割礼を 受けて はなり ません。 19 割 夕^; u8 で うする 人たち は 自分の 肉 身に 患難を 招 

れい [コ）  なん  いみ  む かつれい W  [ク） 

礼には 何ら 意味が なく， 無 割礼に も 何 チェフ6:8  くでしょう。 しかし わたしは， あなた 
の 意味 もありません。 ただ 神の おきて  ぺテ 12:16 方が [それに] 遭わないです むように し 

まも  おこ  テコ 16:20 

を 守り 行なう こと [に 意味が あるので ヘプ9: 12 ている のです。 

トン}  じょうたい  め  ペア I 1:18  きょうだい  のこ 

す]。  20 どんな 状態で 召された にし トガラ 4:9  29 さらに， 兄弟たち， わたしは， 残 

て も， 各自 それにと どまって いなさい。 ""  5：1 された 時は 少なく なって いる， という 

どれい  とき  め  ナコ 17:26  てん  い  こんご  つま  も 

21 あなたは 奴隸の 時に 召されました - 点を 言います。 今後， 妻を 持って いる 

おも  なや  —  もの 

か。 そのこと で 思い悩む ことは ありま  者は 持って いない かの ようになり なさ 

(V)  じゆう  ア テモ I 1:12  (3】  な  もの 

せん。 です が， 自由に なること もで き 30 また， 泣く 者は 泣かない 者の 

き かい  よろこ 

るなら， むしろ その 機会を とらえな さ ゥコ 17:12 ように， 歓ぶ 者は 歓 ばない 者の ように， 
い。 22 主に ある 人で 奴隸の 時に 召さ 1317:17 買う 者は 所有して いない 者の ように， 
れた 人は 主の 自由 民 だからです。 同じ 19：6  31 世を 利用して いる 者は それを 十分 
ように， 自由な 人の 時に 召された 人は キ ェフ5:33 に 用いて いない 者の ようになりなさい。 

(ッ）  がた  だい  キへブ 13:4  か 

リス トの 奴隸 です。 23 あなた 方は 代 a#  この 世の ありさまは 変わりつつ あるか 

か  か  （テ）  にんげん  ^  Wlj  3，1d  ('»  じっさい  がた 

価を もって 買われた のです。 もう 人間 ヶマタ 24:33 ら です。 32 実際 わたしは， あなた 方 

どれい  （卜）  きょう  ロマ 13:11  おも わずら  ねが 

の奴隸 となって はなり ません。 24 兄 ぺテ I4:7 に 思い煩いがない ようにと 願って いる 
弟たち， どんな 状態で 召された にして 14:26 のです。 結婚して いない 男子は， どう 
も， 各自 迚と 結ばれて， それにと どま っ したら 主の 是認を 得られる かと， 主の 

^  7-tlI  S.li ことがら  つか  いっぽう けっこん 

ていなさい。  スル ヵ 1 純 事柄に 気を遣います。 33 —方， 結婚 
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している 男子は， どうしたら 妻の 是認 第 章 分の 望む 者と 自由に 結婚で きます。 た 
を 得られる かと， 世の 事柄に 気を遣い， だし 主に ある [者と] だけです。 40 し 

かれ わ  けっ イ” —  いけん  かのじょ 

34 彼は 分かたれる のです。 さらに， 結  5:8 かし， わたしの 意見では， 彼女は その 

こん  しょじょ  しゅ  ヴ ルカ 1〇:42  こうふく  ^ 

婚 していない 女， および 処女は， 主の テモ 15:5 ままで いた ほうが 幸福です。 わたしは 

ことがら  つか [ゥ 1  じぶん からだ れい りょうめん  I 胃 じぶん  れい  も  たし  かんが 

事柄に 気を遣い， 自分の 体と 霊の 両面 ォコ ie:!2 自分 も裡の 霊を 持って いると 確かに 考 
で聖な る 者であろう とします。 しかし Zn えてい ます。 

ぐうぞう  しょくもつ [エ] 

ながら， 結婚して いる 女は， どうした クコ17 :28  Q さて， 偶像に ささげられた 食物に 

おっと  ぜにんえ  よ  ケマタ 19:11 r\  じ 

ら 夫の 是認を 得られる かと， 世の 事柄 コへブ 13:4  っいて です が， わたしたちは， 自 

に 気を遣います。 35 しかし， わたし ^  31 7；3； 分たち がみな 知識を 持って いる ことを 

い  がた じしん  えき  >  7'^  し  [才 1  おも 

が これを 言う のは， あなた 方 自身の 益 - 知っています。 知識は [人を] 思い上が 

のた めであって， あなた 方に 輪な わを  らせ るのに 対し， 愛は [人を] 築き上げ 

か  ア創 24:3  ㈨  じぶん  ち 

掛ける ためではありません。 あなた 方  ます。 _2 自分は ある ことにっ いて 知 

を， ふさわしい 事柄へ， また 気を 散ら  識を 習得した と 考える 人が いるなら， 

す ことなく 絶えず 主に 仕えられ るよう て317:26。 その 人は まだ， 知るべき ほどに も [それ 

j -、、  ウ テサ 1 4:8  :ク） 

な 事柄へ と 動かす ためな のです。  - を] 知っていません。 3 しかし， 人が 

36 しかし， 人が 自分の 童貞 性に ふさ 第8 早 裡を 愛して いるなら， その 人は [姓] に 

ふ  ま  かんが  エ 使徒 15:20 し  [コ） 

わしくない 振る舞いを している と 考え， 才 a マ M:l4 知られて いるので す。 

わか  さか  す  コ I  8:10  ぐうぞう  しょくもっ 

若さの 盛りを 過ぎて おり， しかも それ ^18:13  4 さて， 偶像に ささげられた 食物 

とうぜん  みち  コ丨 13:5  す こ  [サ 1 

が 当然の 道で あれば， その 人は 自分の ェフ3〃9 を 食べる ことにっ いてです が， わたし 
望む ことを 行ないなさい。 その 人は 罪 ク  >モ16:4 たちは， 偶像が 世に あって 無き に 等し 
を おかす わけではありません。 その 人 4：8 いもので ある こと， また， ® は ただ ひ 

けっこん  [ク）  こころ  コ m  w  し 

たちは 結婚しなさい 0  37 しかし， 心 ナホ1:7  とりの ほかには いない ことを 知ってい 

さ だ  ひつよう  サコ 110:18  おお  しゅ セ) 

の 中で しっかりと 定めて おり， 必要 も V*  32:21 ます。 5 多くの 「神」 や 多くの 「主」 

じ ぶん  い し  せい  王 n 19：18  (ソ） ち  (5) 

なく， 自分の 意志を 制する ことができ， ^'44:10 がいる とおり， 天に であれ 地に であれ 

どうてい せい  まも  みず か  き  xu 1d,^u  よ  もの 

童貞 性を 守ろうと 自らの 心の中で 決め ス =  「神」 と 呼ばれる 者たち がいる として 

_  32:39  【チ）  ちち [ツ） 

ている ので あれば， その 人は りっぱに  i74:6 も， 6 わたしたちには 父なる ただ ひと 

こうどう  [ヶ）  セ g 寺 136:3  (テ】  かた 

行動して いる ことになります 0  38 し ソ 詩8:5  りの 裡が おられ， この 方から すべての 

けっこん  じぶん  どうてい せい  はな  へ 7  2:/ 

たがって， 結婚して 自分の 童貞 性を 離れ 夕 詩82: 6  ものが 出て おり， わたしたち はこの 方 
る 人 も りっぱに 荇 動して いますが， 結 チ1 ^35 のために あるので す。 また， ひとりの 
婚 しないで， それを 離れない 人は， さ ッ は 主， イエス. キリストが おられ， この 
らに りっぱに 行動して いる ことにな り HI'  2：'8 方を 通して すべての ものが あり， わた 
ます。  ° マ11 :36 したち もこの 方を 通して あるので す。 

39 妻は 夫が 生きて いる 間は ずっとっ こフィ 2:n  7 しかしながら， すべての 人に こ 

[シ）  し  ヌヨハ 1 .3  ちしき  綱 

ながれて います。 しかし， もし 夫が [死 ココ 1;16 の 知識が ある わけではありません。 あ 
の] 眠りに っく ことがあれば， 彼女は 自 る 人々 はこれ まで 偶像に 慣れて きたの 
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で， 偶像に 対する 犠牲の 捧げ物と して 
食物を 食べ， こうして 彼らの 良心は 弱 
いために 汚されます。  8 しかし， 食 
物が わ たしたち を裡に 推賞す るので は 
ありません。 食べなくても 後れを とる 
わけでは なく， 食べた からといって 誉 
れ になる わけで もありません。  9 し 
かし， あなた 方の この 権限が， 弱い 人 
たちを 何 かのこと でつ ま ず かせ る もの 
とならない よういつ も 見守って いなさ 
い。 10 知識を 持つ あなたが 偶像の 神 
殿で 食事の 席に着いて 横に なって 食事 
を している のを も しも だれかが 見れば， 
その 弱い 人の 良心は 築き上げられ， 偶 
像に ささげられた 食物を 食べる までに 
なって しまわないで しょうか。 11 実 
際には， あなたの 知識に よって， その 
弱い 人が， すなわち キリストが そのた 
めに 死んで くださった [あなたの] 兄弟 
が 破滅に 陥って いるので す。 12 しか 
し， こうして 自分の 兄弟に 対して 罪を 
おかし， 彼 らの 弱い 良心 を 傷つけるな 
ら， あなた 方は キリスト に対して 罪を 
おかして いる ことになります。 13 そ 
れ で， 食物が わたしの 兄弟を つまずか 
せるなら， わたしは もはや 二度と 肉を 
食べません。 わたしの 兄弟を つまずか 
せない ためです。 

Q わたしは 自由では ない のです か。 
° わたしは 使徒では ない のです か。 
わたしは， わたしたちの 主 イエスを 見 
たのでは ない のです か。 あなた 方は， 
主に ある わた しの 業では ない のです か。 
2 わたしは ほかの 人たち に対しては 使 
徒では ない としても， あなた 方に 対し 


第 8 章 


第 9 章 


第二 欄 


ョハ 1:42 


カマ タ 19:11 


キ 使徒 18:3 


ク 使徒 13:2 


ては 確かにそう です。 あなた 方は， 主 
との 関連に おいて わた しの 使徒 職を 確 
認 する 証印な のです。 

3 わたしを 調べる 人たち に対する わ 
たしの 弁明は 次のと おりです。 4 わた 
したち に は 飲食す る 権限が あるので は 
ありま せんか。  5 わたしたちには， ほ 
かの 使徒 や 主の 兄弟たち， また ケ ファ 
と同じように， 姉妹を 妻と して 連れて 

ある  けんげん  [力） 

歩く 権限が あるので はありません か。 
6 また， [世俗の] 仕事を やめる 権限が 
ない のは， バルナ バ とわたし だけな の 
です か。 7 自費で 兵士と して 仕えたり 
する のは いったい だれで しょうか。 だ 
れが ぶどう 園を 設けて その実を 食べな 
いでしょう か。 また， だれが [羊の] 群 
れを牧 して その 群れの 乳に あずからな 
いで しょ うか。 

8 わたしは これらの ことを 人間的な 
標 準で 話して いるので しょ う ふ。 邊 
法 もそう 言って いるので はありません 
か。 9 モー セの 律法の 中に， 「脱穀し 
ている 牛に くつこ を 掛けて はならない」 
と 書かれて いるので す。 裡が 気に かけ 
て おられる のは 牛の ことです か。 それ 
とも， 専ら わたしたちの ためにそう 言 


われる のです か。 10 まさに わたした 
ちの ために それは 書かれた のです。 す 
き 返す 者は 希望を もってすき 返し， 脱 
穀 する 者は それに あずかる 希望を もっ 
てそう すべき だから です。 

11 わたしたちが 霊的な ものを あな 
た 方に まいた ので あれば， 肉体の ため 
の ものを あなた 方から 刈り取った とし 
て も， それが 何か大 それた ことになる 
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のでしょう か。 12 他の 人たち が あな 第9 章 事が 託されて います。 18 では， わた 
た 方に 対する この 権限に あず かってい 6-f しの 報いとは 何です か。 それは， 良い 

M  フイ 4:17  せんめい  さい 

るので あれば， まして わたしたちは そ 17:25 たよりを 宣 明す るに 際し， 良いた より 
うして よいので はありません か。 しか  'll  を 価な しに 提供し， 良いた よりに おけ 

20:34  じぶん けんげん らんよう 

しそうでは あっても， わたしたち はこ ェコ116:3  る 自分の 権限を 乱用し ない ことです。 

りょぅ  [ゥ 1  コ n 11:7 

の 権限を 利用し ませんで した。 かえ っ ォ レビ6: 16  19 というのは， わたしは すべての 人 

こと  しの  民 18:31  たい  じゆう  おお 

て， わたしたちは すべての 事を 忍び， * 18:1  に対して 自由です が， できるだけ 多く 

よ  なん  カコ I  7:35  え  [ゥ】  じ ぶん 

キリストに ついての 良いた よりに 何の +nv 15:27 の 人を かち 得る ために， 自分を すべて 

さまた  き  W.  fi=,  6:6  どれい  w 

妨げ も 来たさない ようにして います。 テサ 丨2:9 の 人の 奴隸 とした からです 0  20 こう 

がた  しんせい  つと  おこ  へブ 13：16  じん  たい 

13 あなた 方は， 神聖な 務めを 行なう 人 クマ タ して わたしは， ユダヤ人に 対しては ユ 
たちが 神殿の ものを 食べ， 絶えず 祭壇 y 使徒 18:3 ダヤ 人の ようになりました。 ユダヤ人 
のこと に 仕える 者たち が 祭壇と 分け合  を かち 得る ためです。 律法の もとに あ 

ぶん  も  し  テサ n  3:8 

う 分を 持つ ことを 知らないので すか。 ココ n ii:iq る 人たち に対しては 律法の もとに ある 
14 これと同じ ように， まは また， 良 サ@22:17 者の ようになりました。 わたし 自身は 

つ  もの  ン エレ 20 : 9  [キ） 

いたより を ふれ 告げる 者が 良いた より  ルヵ17:10 律法の もとにい ません が， こうして 律 

せいかつ  W  さ だ  （ク）  スエ ゼ 3:18 

によって 生活す る ことを 定められ たの セ ベ テ ！  5:2 法の もとに ある 人たち を かち 得る ため 
です。  ソコ 13:14  です。 21 律法の ない 人たち に対して 

15 しかし わたしは， こうした [備え] 第二 欄 は 律法の ない 者の ようになりました 0 

なに ひと  りよう  [ヶ）  じ ぶん 

を 何一つ 利用 した こ とが あり ません。 ァ， 巧 自分は# に対して 律法の ない 者では な 

卜. じつ  シ、 ん  ユ ■ノ1  (3) 

事実， わたしは これらの ことを， 自分  ^ 1：25  く， キリスト に対して 律法の もとに あ 
の 場合に そうなる ようにと 思って 書い ゥぺテ 13:1 る 者です が， こうして 律法の ない 人た 
たのではありません。 [そうする] くら 111  ^ ちを かち 得る ためです。 22 弱い 人た 

し  才 使徒 16:3  たい  もの 

いなら， むしろ 死んだ ほうが わたしに  ^ 18:18 ちに 対しては 弱い者と なりました。 弱 

よ  ほこ  力 使徒 21:24  え  （シ） 

とっては 良い からです 一 わたしの 誇る 使徒21:26 い 人たち を かち 得る ためです 0 わたし 

りゆう 1コ1  キロ マ 6:14  W 

理由を だれもむ なしく する ことは でき 々n72:12 は あらゆる 人に 対して あらゆる ものと 

よ  せん  なん  いくにん 

ません！ 16 わたしが 良いた よりを 宣 ラ2 :3 なって きました。 何とかして 幾人 かで 

めい  [サ）  ほこ ココ I  7 : 22  すく  よ 

明して いると しても， それが わたしの 誇 サョハ 13:34 も 救うた めです。 23 わたしは 良いた 

りゆう  ガラ 6:2  こと 

る 理由では ない のです。 わたしには そ シ 。マ14:1 よりの ためにす ベての 事を する のです。 

ひつよう [シ 1 か  じっ  1^-1  た  ひとびと  わ  あ  もの [セ） 

の 必要が 課せられて いるから です 。実  3D  11:29 それを [他の 人々] と 分かち合う 者と な 

際， もし 良いた よりを 宣明 しなかった 111  I'" るた めです。 

とすれば， わたしに とっては 災いと な テ f 1  2:8  24 競走の 走者は みな 走りは します 

るので す！ 17 もし これを 進んで 行な タフ ィ 3:14 が， ただ 一人 だけが 賞を 受ける ことを， 

m  むく  (V)  コロ  2：18  がた  し 

え ば， わたしには 報いが あります。 し チ^^ 1(h22 あなた 方は 知らないので すか。 あなた 
かし それを 自分の 意志に 逆らって する  ；Jn2l；83 方 も， それを 獲得す るよう な 仕方で 走 
としても， わたしには やはり 家令の 仕 2；?6 りなさい。 25 また， 競技に 参加す る 
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人は 皆， すべての ことに 自制を 働かせ 
ます。 もちろん 彼らは 朽ちる 冠 を 得る 
ために そうする のです が, わたしたちの 
場合は 不朽の [冠の ため] です。 26 で 
すから， わたしの 走り 方は [目標の] 不 
確かな ものではありません。 わたしの 
打撃の 仕方は 空を 打つ よう な ものでは 
ありません。 27 むしろ， 自分の 体を 
打ちた たき， 奴隸 として 引いて 行く の 
です。 それは， 他の 人たち に宣べ 伝え 
て おきながら， 自分自身が 何 かのこと 
で 非と される ような ことになら ないた 
めです。 

きょうだい  がた  し 

-I  さて， 兄弟たち， あなた 方に 知 
らず にいて 欲しくない ことです 
が， わたしたちの 父祖は みな 雲の 下に 
あり， みな 海の 中を 通り， 2 みな 雲と 
海と によって モー セへの バプ テス マを 
受けました。 3 そして， みな 同じ 霊的 
な 食物を 食べ， 4 みな 同じ 霊的な 飲み 
物を 飲みました。 彼らは いつも， 自分 
たち に 付いて 来た 霊的な 岩 塊から 飲ん 
だのです。 その 岩 塊は キリストを 表わ 

(V) 

していました。  5 それに も かかわら 
ず， 彼らの 大多数に 対して， 拽 はご自 
分の 是認を 表明され ませんで した。 彼 
らは 荒野で 倒された のです。 

6 さて， これらの 事は わたしたちに 
対する 例と なりました。 それは， わた 
したち が， 彼らが 欲した ように 害に な 
る 事柄を 欲す る 者と ならな I 、ためです。 
7 また， 彼らのう ちの ある 者たち のよ 
うに， 偶像を 礼拝す る 者と なって はな 
り ません。 「民は 腰を下ろ して 食べた 
り 飲んだり し， また 立ち上がって 打ち 
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興じた」 と 書かれて います。 8 また， 
彼らのう ちの ある 者たち が 淫行を 犯し 
たように， 淫行を 行なう ことがない よ 
うにし ましょう。 彼らは 一日に 二 万 三 
千 人が^! れる 結果に なり ま した。 9 ま 
た わたしたちは， 彼らのう ちの ある 者 
たちが 試みた ように， エホバを 試みた 
りは しないよう にしましょう。 彼らは 
蛇に よって 滅びる 結果に なりました。 
10 また， 彼らのう ちの ある 者たち がつ 
ぶ やいた ように ，つぶや く 者と なって は 
なりません。 彼らは 滅ぼす 者に よって 
滅びる 結果に なりました。 11 さて， こ 
れらの 事は 例と して 彼らに 降り懸か っ 
たので あり， それが 書かれた のは， 事 
物の 諸 体制の 終わり に 臨んで い る わた 
したち に対する 警告の ためです。 

12 それで， 立って いると 思う 人は， 
倒れ る ことがない ように 気をつけ なさ 
い。 13 人に 共通で ない 誘惑が あな 
た 方に 臨んだ ことはありません。 しか 
し， 拽は 忠実で あられ， あなた 方が 耐 
えられる 以上に 誘惑され る まま にはせ 
ず， むしろ， あなた 方が それを 忍耐で 
きる よう， 誘惑に 伴って 逃れ 道を 設け 
てくだ さるので す。 

14 ですから， わたしの 愛する 人たち， 
偶像礼拝 か ら 逃げ去 りなさい。 15 わ 
たしは， 識別力の ある 人たち に 対す 
るよう に 話します。 わたしの 言う こと 
[の 意味] を自 分で 判断 してく ださい。 
16 わたしたちが 祝福す る 祝福の 杯， 
それは キリス トの 血を 分け 持つ ことで 
はありません か。 わたしたちが 割く パ 
ン， それは キリス トの 体を 分け 持つ こ 


1777  悪霊 崇拝。 すべてを 神の 栄光の ためにす る  コリン ト 第一 10：17—11：1 
とではありません か。 17 パンは 一つ 第1 〇 章 ないで 今後 も 食べなさい。 26 「地と そ 
ですから， わたしたち も， たとえ 大勢 73112:18 れに 満ちる ものとは エホバの もの」 だ 

M  からだ  （ゥ）  イ ロマ 12：5  ふ しんじゃ 

いるに しても， 一つの 体な のです。 わ  コ 112:25 からです。 27 不信者の だれかが あな 
たしたち は 皆， その 一つの パンに 共に ^  '；4 た 方を 招き， あなた 方が 行きたい と 思 
あずかって いるから です。  6:35 う 場合， 自分の 良心の ために， 何も 尋 

にくてき  めん  オ ロマ 9:8  [才） なん  まえ 

18 肉的な 面での イスラエルを 見て く  ^  uti.  7:15 ねる ことなく， 何でも 自分の 前に 出さ 

(=r)  ぎせい  た  さい  ものた  【力） 

ださい。 犠牲の ものを 食べる 人は， 祭 キコ け:4  れる 物を 食べなさい。 28 しかし， も 
壇と 分け合う 者と なる のでは ありませ しも だれかが， 「これは 犠牲と して さ 
ん か。 19 では， わたしは 何と言うべ ヶ ュダ6  さげられた ものです」 と あなた 方に 言 
きな のです か。 偶像に 犠牲と して ささ :ご H うなら， そのこと を 明かした 人の ため 
げられ る ものには 何 か 意味が ある， ま マラ1 :12 に， また 良心の ために， それを 食べて 
た， 偶像には 何 か 意味が ある， と [言う  *  はなり ません。 29 「良心」 とわたし が 
べき] でしょう か。 20 いいえ， そうで ^  37r9；4o 言う のは， あなた 自身ので はなく， 相 
はありません。 諸国 民が 犠牲と して さ V  nv  6:14 手の 人の [良心] のこと です。 というの 
さげる ものは， 悪霊に 犠牲と して ささ 夕 は， わたしの 自由が ほかの 人の 良心に 
げ るので あって， 裡に [ささげる の] で チコ 11〇:33 よって 裁かれる という ことが， どうし 

ぃ  コ I 13: 5  (ク） 

はない， と言うの です。 それで わたし  フィ2:21 て あってよ いでしょう か。  30 わたし 
は， あなた 方が 悪霊と 分け合う 者と な ッ フィ2:4 が 感謝を 抱いて あずかって いるので あ 
る ことを 望まない のです。  21 あなた 第二 欄 れば ，わたしが 感謝を ささげて いる も 
方は エホバの 杯 と 悪霊の 杯を 共に 飲む 7 DV14：22 のにつ いて， なぜ あしざまに 言われる 

しょくたく (サ） ィ ァモ I  4:4  (r) 

ことは できません。 「エホバの 食卓」 ゥ詩 24:1  べきで しょうか。 

と 悪霊の 食卓に 同時に あずかる ことは ヱ 以は  31 ですから， あなた 方は， 食べる にし 
できない のです。 22 それとも， 「わ ォコ is:7  て も， 飲む にしても， あるいは ほかの ど 
たしたち は エホバに ねたみを 起こさせ ヵル*10:8 んな ことを する にしても， すべての 事 

[シ）  つよ キコ 18:10  えいこう  （コ 1 

るので すか」。 わたしたちの ほうが 強 ク 0マ14:16 を# の 栄光の ためにしなさい。 32 ュ 
いわけではないでしょう。  318:12 ダヤ 人に も， また ギリ シャ 人に も， そし 

こと ゆる  ク •ロマ 14:6  かいしゅうたい 

23 すべての 事は 許されて います。 し テモ 14:3 て裡の 会衆に 対しても， つまずきの も 
かし， すべての 事が 益になる わけでは  コ。 3:1ァ ととなら ないように しなさい。  33 わ 

I セ 1  ぺテ I  hi  こと 

ありません。 すべての 事は 許されて い サ a マ 14:13 たしが すべての 事に おいてす ベての 人 
ます。 しかし， すべての 事が 築き上げ  ^6:3  を 喜ばせ， 自分の 益では なく 多くの 人 
る わけではありません。 24 おのおの ^ 31 9:22 の [益] を 求め， こうして 彼らが 救われ 

じぶん  えき  [チ）  た  ス a マ 15:2  [セ）  どうよう 

自分の [益] ではなく， 他の 人の [益] を ハ2 :4 るよう にして いるのと 同様です。 
求めて ゆきなさい 0  セテ サ 12:16  |  | わたしが キリストに [皇 倣う 者] 

25 何でも 肉 市場で 売って いるもの 第11 章 11 であるよ うに， わたしに 見 倣う 
は， あなた 方の 良心の ために， 何も 尋ね v 者と なりなさい。 
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2 さて， あなた 方が すべてに おいて 第 章 ものは 裡 から 出て いるので す。 13 あ 
わたしの ことを 思いに 留め， また， わた 7?；J：2：15 なた 方 自身で _ 断して ください。 女が 
しが 伝え た そのと おり に 伝統を しっか  了  覆いを しな L ヽで 神に 祈る のは ふさわし 

まも  (7)  イロ マ しぜん 

り 守って いるので， わたしは あなた 方  ^  ^ いこと でしょう か。 14 自然 そのもの 
を ほめます。 3 しかし， あなた 方に 次 ゥ創 3:16  も あなた 方に 教えて はいないでしょう 

し  ほ  おも  エフ 5:23  なが  かみ 

のこと を 知って 欲しい と 思います。 す ぺ テ13:1 か。 男が 長い 髪を していれば， それは 
ベての 男の 頭は キリスト であり， 女の 彼に とって 不名誉な ことです が， 15 女 
頭は 男で あり， キリストの 頭は 裡 です。 ォ ェフ4: 15 が 長い 髪を していれば， それは 彼女に 
4 だれでも， 自分の 頭に 何 かを 着けて 力 とって 栄光で あると いう ことを。 [女] 

いの  よ げん  [才）  ~  あたま かざ （ウ 1  か  あた 

祈ったり 預言した りする 男は， 自分の 頭 キェフ 5:23 の 髪は 頭 飾 りの 代わりに 与えられ てい 

はずかし  なに 

を 辱める ことになります。  5 しかし， ク ェレ7:29 るからで す。 16 しかし， 何 かほ かの 
だれでも， 自分の 韻 > を 覆わないで 祈っ ヶ _21:12 習慣を 支持す る 人が いるよう であって 
たり 預言した りする 女は， 自分の 頭を コ 創24:65 も， わたしたちに はこれ 以外の [習慣] 
辱 める ことになります。 それは， 頭を サ む:る はありません し， ® の 諸 会衆に も あり 
そった [女] であるのと 同じ こと だから シ n マ 3:23 ません。 

です。 6 女が 自分に 覆いを 着けない の ス 創2:23  17 しかし， こうした 指示を 与えな が 

なら， その 髪を 切るべきな のです。 し ^iJ2：22  ら， わたしは あなた 方を ほめません。 
かし， 女が 髪を 切ったり そったり する ViJ2：18  あなた 方の 集い 合う ことが， いっそう 

のが 恥ず べき ことであるなら， 自分に コ 14:9  良い 結果では なく， いっそう 悪い 結果 

覆いを 着けなさい。  ^fJ  24：65 になって いるから です。 18 それは ま 

7 男は I 券の 策を 8 ぅべき では ぁり： = ず m 讓 まると き， あなた 旁の w に 
ません。 彼は 裡の像 また 栄光 だからで 卜 創 3:16  分裂が あるた めだと 聞いて います。 そ 

す。 しかし， 女は 男の 栄光な のです。 ^ _ して， わたしは ある 程度 それを 信じ ま 
8 男は 女から 出て いるので はなく， 女 第二 欄 す。 19 あなた 方の 間には 派 も あるに 
が 男から 出て いるから です。  9 その 73n  5:18 違いない からです が， それは， 是認 さ 

そうぞう  イ歌 7:5  あき 

うえ， 男は 女の ために 創造され たので， bl3:l8 れる 人たち が あなた 方の 間で 明らかに 
はなく， 女が 男の ために [創造され た] ェテモ 16:4 なる ためで もあります。 

(ソ）  つか  がた  ばしょ 

のです。 10 それゆえに， 女は み使い ォ 。マ2:8  20 こうして， あなた 方は 一つの 場所 

たちのた めに 自分の 頭に 権威の しるし 力 3111:22 に 集まっても， 主の 晚 さんを 食べる こ 
を 着けるべき です。  +n!3；3° とがで きません。 21 あなた 方が [それ 

11 加えて， 主に あっては， 女 も 男な ク^^30 を] 食べる とき， 各自 自分の 晚 さんを 前 
しに あるので はなく， 男 も 女な しに あ  J'Jj5；：? もって 取る ので， ある 者は 空腹で， あ 

るので はありません。 12 女が 男から  "" 2：1 る 者は 酔って いると いう 状態 だからで 
出て いるのと 同じように， 男 も 女を 通 巧 9 す。 22 あなた 方には 食べたり 飲んだ 

(H  *  いえ 

して あるから です。 しかし， すべての コル ヵ 22:19 りする ための 家が あるは ずでは ありま 
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せんか。 それとも， あなた 方は® の 会 
衆を 軽んじ， 何も 携えて いない 人たち 
に 恥ず か しい 思いを させ るので すか。 
わた しは あなた 方に 何と 言いましょう 
か。 あなた 方を ほめるべき でしょう か。 
この ことにつ いては， わたしは あなた 
方を ほめません。 

23 わたしは， 自分が 主から 受けた こ 

がた  つた 

と， それを あなた 方に 伝えた のです。 す 
なわち， 主 イエスは， 渡されようと して 
いた 夜， ひとつの パンを 取り， 24 感謝 
を ささげてから それを 割き， こう 言わ 
れま した。 「これは あなた 方の ための 
わたしの 体を 表わして います。 わたし 
の 記念と して これを 行なって ゆきな さ 
い」。 25 晩さん をす ませた 後， 杯に 
ついても 同じよう にして， こう 言われ 
ま した。 「この 杯は わたしの 血に よる 
新しい 契約を 表わして います。 それを 
飲む たびに， わたしの 記念と して これ 
を 行なって ゆきなさい」。  26 この パ 
ンを 食べ， この 杯を 飲む たびに， あな 
た 方は 主の 死を ふれ 告げて ゆく ので あ 
り， それは 彼が 到来す る 時にまで 及ぶ 

[ス） 

のです。 

27 そのような わけで， だれでも， 
ふさわしくない 、仕方で パ ンを 食べたり 
主の 杯を 飲んだり する 人は， 主の 体と 
血に 関して 罪を 負う ことになります。 
28 人は まず 自分を よく 吟味して 確か 
め， こう して 後に パンから 取って 食べ， 
また 杯から 飲みなさい。  29 食べ また 
飲む 人は， もし その 体を わきまえない 
なら， 自分に 対する 裁きを 食べ また 飲 
むこと になる のです。 30 そのために， 
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あなた 方の 中には 弱く て 病みが ちな 人 
が 多く おり， 相当数の 者は [死の] 眠り 
について います。 31 しかし， 自分 自 
身が どのよう な 者で あ るかを わきまえ 
るなら， わたしたちは 裁きを 受ける こ 
とはないでしょう。  32 しかし， 裁き 
を 受ける とき， わたしたちは エホバ か 
ら 懲らしめを 受けて いるので あり， そ 
れ は， わたしたちが 世と 共に 罪に 定め 
られる ことのない ためです。  33 その 
ような わけで， わたしの 兄弟たち， [そ 
れ を] 食べる ために 集まる 際には， 互い 
に 待ち合わせなさい。 34 空腹な 人が 

いえ  しょくじ  [ク） 

いるなら， その 人は 家で 食事を し， あ 
なた 方が 裁きの ために 集まる というよ 
うな ことがない ようにしなさい。 しか 
し， その他の 事柄は， わたしが そちら 
に 着いた ときに 整理し ます。 

きょうだい  れい  たまもの [コ） 

-I  A さて， 兄弟たち， 霊の 賜物に つ 
いて， あなた 方に 知らずに いて 
欲しくありません。 2 あなた 方 も 知 
ると おり， 諸国 民の 者であった 時， あ 
なた 方は ただ 導かれる ままに， 声の な 
い 偶像の もとへ と 導かれて いま した。 
3 それで， あなた 方に 知らせて おきた 

おも  れい  はな 

いと 思う のは， 迚の 霊に よって 話して 
いるなら， だれも， 「イエスは のろわ 

い  m  せいれい 

れ ている！」 とは 言わず， 聖霊に よる 
のでなければ， だれも， 「イエスは 主で 
ある！」 とは 言えない， という 点です。 

4 さて， 賜物は さまざまで すが， 霊 
は 同じです。 5 奉仕の 務めは さまざま 

でも， まは 同じです。 6 働きは さま ざ 

[卜） 

まで も， すべての 人の 中で あらゆる 働 
きをされ る裡は 同じです。  7 しかし， 
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れい  けんげん  ゆうえき  ことがら  もくてき 

霊の 顕現は， 有益な 事柄を 目的と して 
各々 に 与えられます。 8 たとえば， あ 

れい  ちえ  [ィ） 

る 人には 霊に よって 知恵の ことば， あ 
る 人には 同 じ 霊に したが っ て 知識の こ 
とば， 9 ある 人には 同じ 霊に よって 信 

こう W 

仰， ある 人には その 一つの 霊に よって 
いやしの 賜物， 10 さらに ある 人には 
驗ぅ笳_の1 ら I， ぁる 人には ■す 
る こと， ある 人には 霊感の ことばを 識 
別す る 力， ある 人には 種々 の異 言， そ 
して ある 人には 異 言を 解釈す る 力が 与 
えられて います。 11 しかし， これら 
のす ベての 働きを 同一の 霊が 行なう の 
であり， その 誠す ると おりに 各々 に 分 
配す るので す。 

12 体は 一つで あっても 多くの 肢体 
に 分かれて おり， また 体の 肢体は 多く 
あっても， その 全部が 一つの 体を 成し 
ますが， キリス ト も それと 同じな ので 
す。 13 まさしく わたしたちは， ユダ 
ヤ 人であろう と ギリシャ 人であろう と， 

ど れい  じゆう 

奴隸 であろうと 自由で あろうと， みな 
一つの 霊に よって 一つの 体への バプテ 
スマを 受け， みな 一つの 霊を 飲む よう 
にされ たからです。 

14 実際， 体は 一つの 肢体では なぐ 
多くの [肢体] です。 15 たとえ 足が， 
「わたしは 手では ないから， 体の 一部 
ではない」 と 言った としても， そのた 
めに そ れが 体の 一部で な いという わけ 
ではありません。 16 また， たとえ 耳 
が， 「わたしは 目では ないから， 体の 
一部では ない」 と 言った としても， そ 
のために それが 体の 一部で ない という 
わけではありません。 17 もし 全身が 
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ア箴 20:12 
コ I  15:38 


才創 3:7 
創 3:21 

テモ n  2:20 


目であった なら， 聴覚は どこな のです 
か。 それが 聴く ことば かりであった な 
ら， においを かぐ ことは どこな のです 
か。 18 しかし 今， 裡は 体に 肢体を， そ 
の 各々 を， ご 自分の 望む ままに 置かれ 
たのです。 

19 もし その すべてが 一つの 肢体で 

U)  からだ 

あったなら， 体は どこに あるので しょ 
うか。  20 しかし 今， それは 多くの 肢 

たい  [ゥ）  からだ 

体で あり， それでも なお 一つの 体です。 
21 目は 手に 向かって， 「わたしに あな 
たは 必要で ない」 とは 言えず， 頭 も 足 
に 向かって， 「わた しに あなた 方は 必 
要で ない」 とは [言えません]。 22 そ 
れ どころ か， 実際には， 体の 中で [ほか] 
より 弱く 見える 肢体が かえ っ て 必要な 
ので あり，  23 また， 体の 中で [ほか] 
より 誉れが 少ない と 思える 部分， これ 
を わたしたち はより 豊かな 誉れを もっ 
て 包みます。 こうして わたしたちの 見 
栄えの しない 部分に [他] より 豊かな 麗 
しさが 添えられ，  24 —方， 麗しい 部 
分は 何も 必要と しません。 しかしそう 
では あっても， 裡が 体を 組み立て たの 
であり， 欠けた ところの ある 部分に 誉 
れ をより 豊かに 与えて， 25 体に 分裂 
がない ように， その 肢体が 互いに 対し 
て 同じ 気づかい を 示す ようにされ まし 
た。 26 それで， 一つの 肢体が 苦しめ 
ば， ほかの すべての 肢体が 共に 苦しみ， 
ひとつの 肢体が 栄光を 受ければ， ほか 
のす ベての 肢体が 共に 歓ぶ のです。 

27 さて， あなた 方は キリストの 体で 
あって， それぞれが 肢体で 士。 28 そ 
して# は 会衆 内に それぞれの 人を 置か 
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れ ました。 第一に 使徒， 第二に 預言者， 
第三に 教える 者， 茨いで 鉍 力な 業， 次い 
でい やしの 賜物， 助けになる 奉仕， 指 
揮す る 能力， 種々 の異 言です。 29 す 
ベて が 使徒ではないでしょう。 すべて 
が 預言者ではないでしょう。 すべてが 
教える 者ではないでしょう。 すべてが 
強 力な 業を する わけでは ないで しょ 
う。 30 すべてが いやしの 賜物を 持つ 
わけではないでしょう。 すべてが 異言 
を 話す わけではないでしょう。 すべて 
が 翻訳者ではないでしょう。 31 それ 
でも， より 大きな 賜物を 熱心に 求めて 
ゆきなさい。 です が， わたしは さらに 
勝った 道を あなた 方に 示します。 

-I  〇 たとえ わたしが 人間 やみ 使いの 
■*■0  [いろいろな] ことばを 諸 して €， 
愛がなければ， 音を立てる [一片の] し 
ん ちゅうか， ただ 鳴り響く シンバルと 
なって います。 2 そして， たとえ 預言 
[の 賜物] を 持ち， すべての 神聖な 奥義 

ちしき  つう  （ッ 1 

とすべ ての 知識に 通じていても， また， 
たとえ 山を 移す ほどの 全き 信仰を 持っ 

(テ）  あい  なん  かち 

ていても， 愛がなければ， 何の 価値 も 

(H 

ありません。 3 そして， ほかの 人たち 

しょくもつ  あた  じぶん 

に 食物を 与える ために 自分の すべての 
持ち物を 施しても， また， 自分の 体を 
渡して 自分を 誇れる ようにした として 
も， 愛がなければ， わたしには 何の 益 
にもな りません。 

4 愛は 辛抱強く， また 親切です。 愛 
はねた まず， 自慢せ ず， 思い上がらず， 
5 みだり な 振る舞いを せず， 自分の 利 
を 求めず， 刺激 されても いら 立ち ませ 
ん。 傷つ けられても それを 根に持たず， 
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ヨハ I  3:2 
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6 不義を 歓 ばないで， 真実な ことと 共 
に歓 びます。 7 すべての 事に 耐え， す 
ベての 事を 信じ， すべての 事を 希望し， 
すべての 事を 忍耐し ます。 

8 愛は k して 絶えません。 それに 対 
し， 預言 [の 賜物] が あっても， それは 
廃され， 異 言が あっても， それは やみ， 
知識が あっても， それは 廃され ます。 
9 わたしたちの 知識は 部分的な もので 
あり， 預言 も 部分的な もの だからです。 
10 全き ものが 到来す ると， 部分的な も 
のは 廃され るので す。 11 わたしが み 
どり ごであった 時には， みどりご のよ 
うに 話し， みどりご のように 考え， み 
どり ごのよう に 論じて いました。 しか 
し， 大人と なった 今， みどりごの [時の] 
ことを やめた のです。 12 現在 わたし 
たちは 金属の 鏡で ぼんやり した 輪郭を 
見て いますが， その 時には 顔と 顔を 向 
かい 合わせて [見る の] で'^。 現在 わた 
しが 知 っ ている の は 部分的な ことです 
が， その 時には， 白 分が 正確に 知られ 


ている のと 同じように， 正確に 知る こ 

(V)  いま しんこう  き 

とになります。 13 しかし 今， 信仰， 希 


ぼう  あい  のこ 

望， 愛， これら 三つは 残ります。 しか 


し， このうち 最大の ものは 愛です。 

-I  A 愛を 追い求めなさい。 その上に， 
*  ^ 霊の 賜物を， それ も， できるな 
ら， 預言す る ことを 熱心に 求めて ゆき 
なさい。 2 異 言を 話す 人は， 人に 対 
してでは なく， 拽 に対して 話す からで 
す。 だれも 聴いて いないのに， その 人 
は 霊に よっ て 神聖な 奥義を 話 している 


タマ タ 22:37;  a マ 13:10; 第 14 章 チコ I 12:1; ツロ 
マ 12:6; テサ  I  5:20; テコ I  14:5。 
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のです。 3 しかし， 預言す る 人は， そ 
の 話す 事柄に よって 人を 築き上げ， 励 
まし， 慰めます。 4 異 言を 話す 人は 
自分を 築き上げ ますが， 預言す る 人は 
会衆を 築き上げる のです。 5 そこで， 
わたしは， あなた 方の すべてが 異 言を 
話す ことを 欲します が， それよりは， 
あなた 方が 預言す る ことの ほうを 望み 
ます。 実際， 異 言を 話す 人が [それを] 
翻訳して， 会衆が 築き上げられ るよう 
にす るので ないかぎ り， 預言す る 人の 
ほうが 優れてい ます。 6 また， 兄弟 
たち， わたしが 今 あなた 方のと ころに 
行って 異 言を 話す としても， ( 啓示， ぁ 
るいは 知識， 預言， 教えを もって 話す 
のでなければ， あなた 方に 何の 益と な 
るでしょう。 

7 実際のと ころ， フルートに しろた 
て 琴に しろ， 無 生の 物 も 音を 出します 
が， 音程が はっきりし なければ， その 
フルー ト やたて 琴で 何を 演奏して いる 
かどうして 分かる でしょう か。  8 ま 
た， ラッパの 出す 音が 不明 りょうで あ 
れ ば， いったい だれが 戦闘の 用意を す 
るでしょう か。  9 これと同じ ように， 
あなた 方 も， 舌で， 容易に 理解で きる 
ことばを 出さないなら， 何を 話して い 
るの かどう して [人に] 分かる でしょう 
か。 あなた 方は， 実際には 空気に 話し 

(サ）  せ かい 

ている ことになる のです。 10 世界に 
は 非常に 多くの 種類の 音声が ある こと 
でしょう。 それでも， 意味を 持たない 
ものはありません。 11 そこで， もし 
わたしが 音声の 真意を 理解して いない 
なら， [それを] 話して いる 人に とって 
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わたしは 異国 人で あり， 話して いる 人 
も わたしに とっては 異国 人で ある こと 
になります。 12 それで， あなた 方 自身 
も， 霊 [の 賜物] を 熱心に 求めて いるか 
ら には， 会衆を 築き上げる という 目標 
で それに 満ち あふれる よう 努めなさい。 

13 ですから， 異 言を 話す 人は， 自分 
が [それを] 翻訳で き るよう に 祈りな さ 
い。 14 というのは， わたしが 異 言で 
祈って いる 場合， 祈って いるのは わた 
しの 霊 [の 賜物] であって， わたしの 思い 
は 実を 結んで いないから です。 15 で 
は， どうすべき でしょう か。 わたしは 
霊 [の 賜物] を もって 祈ります が， 同時 
に [自分の] 思いを もって 祈ります。 わ 
たしは 霊 [の 賜物] を もって 賛美を 歌い 
ますが， 同時に [自分の] 思いを もって 
賛美を 歌う のです。 16 そうでな けれ 
ば， たとえ あなたが 霊 [の 賜物] をもっ 
て 賛美を ささげても， 普通の 人の 座席 
に 着いて いる 人は， あなたが 何を 言っ 
ている のか 分からな いのです から， あ 
なた のさ さげる 感謝に どうして 「アー 
メン」 と言えるで しょうか。 17 確か 
に， あなたは りっぱに 感謝を ささげて 
いる ことでしょう。 それでも， 相手の 
人は 築き上げられて はいない のです。 
18 わたしは， 自分が あなた 方の すべて 
より 多く の異 言を 話す こと を 裡に感 
しています。 19 しかし そうでは あっ 
て も， 会衆の 中では， 異 言で 一万の 言 
葉 [を 話す] より， むしろ 自分の 思いを 
もって 五つの 言葉を 話し， こうして 他 
の 人たち を 口頭で 教え諭す こと もで き 
るよう にと 願う のです。 
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20 兄弟たち， 理解 b の 点で 幼子と 第14 章 れ かが 異 言を 話す ので あれば， 多くて 
なって はなり ません。 しか 卜， 悪に 関 7；^4：m も 二人 か 三人に 限り， 順番に [話し] な 
しては みどりごで ありなさい。 そして，  ^  さい。 そして， だれかが 翻訳しなさい。 
理解力の 点では 十分に 成長した 者と な  a マ 28 しかし， もし 翻訳者が いないなら， 
りなさい。 21 律法に こう 書いて あり ゥニ^ L5 その 人は 会衆 内では 黙って おり， 自分 
ます。 「『異国 人の 舌を もって， また  2：2 自身と 姓に 話しなさい。  29 さらに， 

よそから 来た 者の 唇を もっ 士， わたし  I レ5:15 二人 か 三人の 預言者が 話し， 他の 人た 
はこの 民に すが， 彼らは な おもわた 28:11 ちは その 意味を 識別す るよう にしな さ 
し [のこと ば] に 注意を 向けないで あろ"^  い。 30 しかし， そこに 座って いる 別の 

い  (*)  キ 使徒 2:4  けいじ  [ォ） はじ  だま 

う』 と， エホバは 言われる」。 22 それ 人に 啓示が あるなら， 初めの 人は 黙っ 

いげん  w  7  がた みな 

ゆえ， 異言 はしる しのた めです。 それ ヶ 使徒 2:37 ていなさい 0  31 あなた 方は 皆 ひとり 

も， 信者に 対してで はなく， 不信者に ココ！  AH ずつ 預言す る ことができ， こうして す 
対してです。 一方， 預言は 不信者の た サヱフ5:13 ベての 人が 学び， またす ベての 人が1  励 
めでは なく， 信者の ためです。 23 そ ^  ^  2:47 まされる のです。 32 それで， 預言者 
こで， 会衆 全体が 一つの 場所に 集ま っ 8=234 の 霊 [の 賜物] は 預言者に よって 制御 さ 
て みんなが 異 言を 話して いると ころへ， セコ 112:1° れ るべき です。 33# は 無秩序の [裡] 
普通の 人 もしくは 不信者が 入って 来た ソ^7 ぶ ぼ ではなく， 平 ft の [裡] だからです。 
場合， その 人は， あなた 方は 気が狂 っ  一一: 聖 なる 者たち のす ベての 会衆に おけ 
ている と 言わないで しょうか。 24 し 73114:5 ると 同じく， 34 女は 会衆の 中では 黙っ 
かし， あなた 方が みな 預言して いると ィコ H4:4 ていなさい。 話す ことは 許可され てい 
ころへ だれか 不信者 または 普通の 人が ゥ舰 1シ1 ないから です。 むしろ， 律法が 言う と 
入って 来れば， その 人は みんなから 戒 おり， [女] は 服して いなさい。 35 そ 

う  m  しら  *  なに  まな  おも  うち 

めを 受け， みんなから つぶさに 調べら ォコ M2:10 れ で， 何 かを 学びたい と 思うなら， 家で 
れ ます。 25 その 心の 秘密は 明らかに 力 ？ マ I2:6 それぞれ 自分の 夫に 質問しなさい。 女 
さ; ti， そのため 彼は ひれ 伏して 神を 崇 +^10:25 が 会衆の 中で te すのは 恥ず べき こと だ 
拝し， 「裡 はほんと うに あなた 方の 中 クコ 114:40 からです。 

に おられる」 と はっきり 言うよう にな  コロ2:5  36 姓の 言葉は あなた 方から 出た と 

ります。  ヶ 。マ15:33 でもい うので しょうか。 あるいは， そ 

26 兄弟たち， では， どうす べきで コ； mi; れは ただ あなた 方のと ころに だけ 達し 
しょうか 0 あなた 方が 集まる とき， あ サ 創3 ポ  たと でもい うので しょうか 0 
る 人には 詩が あり， ある 人には 教えが シ^/は  37 自分は 預言者で ある， あるいは 霊 
あり， ある 人には 啓示が あり， ある 人  2；58 を 授かって いると 考える 人が いるなら， 

いげん  かいしゃく  ベ テ I  3:1  がた  か 

には 異 言が あり， ある 人には 解釈が あ  その 人は わた しが あなた 方に 書いて い 

ります。 すべては 築き上げる ことを 目 t^.2：3 る 事柄を 認めるべき です。 それは 主の 
ざして 行ないなさい。 27 そして， だ、 ノョハ ,  4:6 おきて だからです。  38 しかし， 知ら 
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ずに いる 人が いるなら， その 人は 知ら 第14 章 で 生まれた 者に 対する かの ように， わ 
ない ままで います。  39 そのよう なわ 7^；25：2〇 たしに も 現われて くださいました。 
けで， わたしの 兄弟たち， 預言す る こ ^  31 14:27  9 わたしは 使徒のう ち 最も 小さな 

とを 熱心に 求めて ゆきなさい。 けれど コ°2:5  者で， 使徒と 呼ばれる に 値しない ので 
も， 異 言を 話す ことを 禁じて はなり ませ 割谭 す。 わたしは# の 会衆を 迫害した から 
ん。 40 しかし， すべての 事を 適正に， ヱ ガラ i:ii です。 10 しかし， わたしが 今 あるの 
また &り 決めの もとに 行ないなさい。 : 使徒 ご1 は， 独の 過分の ご 親切に よります。 そ 

きょ うだい  カロ マ 5:2  たい 

1 ^ さて， 兄弟たち， わたしは あな キロ マ 1:16 して， わたしに 対する その 過分の ご 親 
た 旁に A いたよ ぷを ふらせ ま ゴラ3:4 切は M： になり ませんで し#。 かえ っ 
す。 それは わたしが あなた 方に 宣 明し コ 詩22: て， わたしは 彼ら すべてより 多く 労し 

(ォ）  う  い  イザ 53:8  (力） 

たもの， また あなた 方が 受け入れ たも  ^  53:12 ました。 といっても， それは わたしで 
ので あり， あなた 方は また その 中に 立 ベ712 :24 はなく， わたしと 共に ある 裡の 過分の 

[力）  がた サイ ザ 53:9  阁 

ち， 2 それにより， わたしが あなた 方 マタ 27:60 ご 親切です。 11 しかし， わたしに せ 

よ  せんめい  シ詩 16:10  かれ  の  つた 

に 良いた よりを 宣 明した そのこと ばを ィザ53:10 よ 彼らに せよ， このように 宣べ 伝えて 

すく  【キ）  ヨナ 2:10  がた 

もって 救われつつ あります 0 もし あな スル ヵ 24:46 いるので あり， あなた 方は このように 
た 方が それを しっかりと 守って いるな 28:7 信じた のです。 

じっさい  しんじゃ  ノル カ 24:34  しにん 

ら， 実際， いたずらに 信者と なった の タョハ 20:26 12 ところが， キリス トは 死人の 中 か 
でなければ です が。  28：17 ら よみがえらされ たと 宣べ 伝えられて 

さい しょ ことがら ツ 使徒 12:17  w  がた 

3 というのは， わたしは， 最初の 事柄 テ 使徒 1:2 いるのに， あなた 方のう ちの ある 人た 

の 中で， [次の] ことを あなた 方に 伝え _ ちが， 死人の 復活な どは ない と 言って 

たからです。 それは 自分 もまた 受けた  m-m  いるのは どうしてで すか。 13 実際， 
ことなので すが， キリストが 聖書に し 7?f9-i4 もし 死人の 復活と いう ことがない ので 
たがって わたしたちの 罪の ために 死ん 111 3:8 あれば， キリス ト も よみがえらされな 
でく ださった， という ことです。  4 そ  ば 3 かった ことになります。 14 そして， も 

して， 葬られた こと， そうです， 聖書 ェヱフ 4:7 し キリス トが よみがえらされなかった 
にしたがって 三日 目に よみがえらされ ^ ,n 11;23 とすれば， わたしたちの 宣べ 伝える 業 
たこと，  5 さらに， ケ ファに 現われ， キ フィ2: 口 はほんと うに 無駄で あり， わたしたち 

つ  [夕）  ク 使徒 18:10  しんこう  ('» 

次いで 十二 人に [現われた] ことです。 y 使徒 4:2 の 信仰 も 無駄になります。 15 その上， 
6 そのの ち 彼は 一度に 五 百 人 以上の 兄  わたしたちは 拽の 偽りの 証人 ともなり 

だい  あら  おお  げんざい  J  了 $  w 

弟に 現われました。 その 多くは 現在な  ^  26:8 ます。 [裡] は キリス トを よみがえらせ 

(チ）  し  ねむ  サロマ 1〇：7  (t)  さか  あか  M 

おと どまって いますが， [死の] 眠りに シテサ 14:14 たと， 迚に 逆らって 証し をして きた こ 
ついた 人たち もい ます。  7 そのの ち 3:15 とになる からで あり， 死人が 実際には 

かれ  [ッ）  つ  しと  セ 使徒 2:24  かれ 

彼は ヤコブに， 次いです ベての 使徒た  « J  4:10〇 よみがえらされな いので あれば， 彼を 
ちに 現われました 〇  8 しかし， すべて 、ノ 使徒 I:22 よみがえらせる こと もされなかった か 
の 者の 最後と して， あたかも 月足らず ら です。 16 死人が よみがえらされな 
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い  (7) 

いので あれば， キリスト も よみがえら 第15 章 と言うと き， すべての ものを 彼に 服 さ 
されなかった のです。 17 さらに， キ ァミ さ H せた 方が 含まれて いないのは 明白です。 
リストが よみがえらされなかった ので ィ 使徒7:5 9  28 しかし， すべての ものが 彼に 服 させ 

あれば， あなた 方の 信仰は 無駄に なり ゥ 31 15:14 られた その 時には， み 土 自身 も， すべ 

じ ぶん  つみ  エヨハ 1:12  じ ぶん  かた みず か 

ます。 あなた 方は まだ 自分の 罪のう ち  てのものを 自分に 服 させた 方に 自ら 服 

(7)  オペ テ I 1:3  w  ^ 

にある ことになります 0 18 また， キ ヵレビ、 23:10 し， こうして， 裡が だれに 対しても す 
リストと 結ばれて [死の] 眠りに ついた  1:18 ベての ものと なる ようにす るので す。 

箸た^:， _ には 装び てし まった こ : =r  29 そぅでなければ， 赤んだ 碧 [とな 
とになります 0 19 今の 命で キリス ト ヶョハ II:25 る] ために バプ テス マを 受けて いる 者た 
に 望みを かけて きた ことが すべてで あ3  5:12 ちは， 何を している ことになります か。 

れ ば， わたしたちは あらゆる 人の 中で ^  nv  6；23 死人の よみがえらされる ことが 決して 
最も 哀れむべき 者と なります 0  シ 啓1:5  ない ので あれば， なぜ 彼らは そのよう 

20 しかしながら， 今や キリス トは "'Zi  25；31 な 者 [となる] ために パプ テス マを 受け 
死人の 中から よみがえらされ， [死の] t|#1102 たりす るので すか。 30 なぜ わたした 
i りに ついている 輦 たちの 耘 f1  となら 、ダニ2;44 ちは また 難に 螽っ ている のです 
れ たのです。 21 死が ひとりの 人を 通 $ 胃 2():14 か。 31 わたしは 日 ごとに 赤に 面して 
して 来たので， 死人の 復活 もまた ひと チ 詩 8:6  いるので す 0 兄弟たち， わたしたちの 

りの 人を 通して 来る のです 0  22 アダ ヱ、  主 キリスト. イエスに あって わたしが 

し  [コ）  ツ へブ 2:8  いだ  がた  かんき (コ） 

ム にあって すべての 人が 死んで ゆく の - 抱く， あなた 方に ついての 歓喜に かけ 

と同じように， キリス トに あってす ベ  M~m  て， この ことを 確言し ます。  32 わた 

い  （サ j  7 ぺテ I  3:22  にんげん 

ての 人が 生かされる のです。 23 しか <^3:21 しが エフ ヱソス で， 人間が する ように 
し， 各々 自分の 順位に したがって いま ゥョハ 3:35 して 野獣と 戦った ので あれば， それは 
す。 初穂なる キリスト， その後， その 1313:23 わたしに とって 何の 益になる でしょう 
臨在の 間に， キリストに 属する 者たち ^  nv  6:4 か。 もし 死人が よみがえらされな いの 
です 0  24 次いで 終わりと なります。 力 使徒 ル3! であれば， 「ただ 食べたり 飲んだり し 

その 時， 彼は 王国を 自分の 裡 また 父に キ g123 ポ よう。 明日は 死ぬ の だから」 [という 
渡します。 その 時， 彼は あらゆる 政府， クロ マ8:36 ことになります]。  33 惑わされ ては 
また あらゆる b 威と 力を 無に 帰せし め y3l4：9  なりません。 悪い 交わりは 有益な 習慣 
ています。 25  [裡] がすべ ての 敵を 彼 コテサ を 損なう のです。 34 義 にしたがって 
の 足の 下に 置く まで， 彼は 王と して 支 サ 3111:8  酔いから 覚めなさい。 罪を 習わしに し 
配し なければ ならない のです。 26 最 22:13 ては なりません。 裡 についての 知識を 

ごてき  しむき  ス蔵 13:20  も  (v) 

後の 敵と して， 死が 無に 帰せ しめられ  ^d5:^.2 持たない 人たち がいる からです。 わた 

W  かれ  がた  は  はな 

ます 0  27  [裡] は 「すべての ものを 彼 セ ロマ 13:11 しは あなた 方を 恥じさせる ために 話し 

した  ふく  [チ）  エフ 5:14  [夕） 

の 足の 下に 服 させた」 からです。 しか 4;5 ています。 

し， 『すべての ものが 服 させられた』 タコ 1  6:5  35 しかしながら， 「死人は どのよう 
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に よみがえらされる のか。 いったい ど 第 B 章 なく， 物質の もので あり， 後に 霊的な 
んな 体で やって来る のか」 と言う 人が 7  3:2 ものと なります。 47 最初の 人は 地 か 

いる ことでしょう 0  36 道理を わき ま ゥ創 1:u  ら 出て 塵で 造られて おり， 第二の 人は 
えない 人よ！ あなたの まく ものは， 13112:18 天から 出て います。 48 塵で 造られた 

し  い  才創 1:12  もの  (X) 

まず 死ななければ， 生きた ものに なり 力 創〗: 28  者たち は 塵で 造られた 者の ようで あ 
ません。 37 そして， あなたが まく も +?i27；；o り， 天 的な 者たち は 天 的な 者の ようで 
のにつ いて 言えば， 後に できる 体では ク”: レす。 49 そして， わたしたちは， 塵で 
なく， ただの 種 粒を まくので す。 それ ヶマタ f3 造られた 者の 像を 帯びて きたよう に， 

—  むぎ  なに  ノレ カ 24*4  て 2 て; ^  【ク ） 

は 小麦， あるいは ほかの 何 かでしょう。 コ 詩72:5  また 天 的な 者の 像を 帯びる のです。 

38 しかし 裡 は， ご 自分の 喜びと なる サ^!1 :16  50 また， 兄弟たち， わたしは この こ 

とおりに それに 体を 与え， 種の 一つ ー スョハ 仏25 とを 言います 0 肉と 血は# の 王国を 受 
つに それ 自身の 体を [与え] られ ます。 ta72:7 け 継ぐ ことができず， 朽ちる ものが 朽 

にく おな  にんげん ノヨハ 17-14 

39 すべての 肉が 同じ 肉では なく， 人間 タ コロ  3:4 ちない ものを 受け継ぐ ことは ありませ 
の [肉] が あり， また 畜類の 肉が あり， ま チコ11:27 ん。  51 ご覧なさい， わたしは あなた 
た 鳥の 肉が あり， また 魚の [肉] が あり テコ 16:13 方に 神聖な 奥義を 告げます。 わたした 
ます。 40 そして， 天 的な 体と 地 的な s  14:3 ちは みな [死の] 眠りに つくので はあり 

(ク）  えい ナ創 2:7  か 

体が あります。 しかし， 天 的な 体の 栄 ニョハ 5:26 ません が， わたしたちは みな 変えられ 
光は 一つの 種類で あり， 地 的な 体の [栄 ヌテモ 13:16 るので す 0  52 —瞬に， またたくまに， 

光] は 別の 種類です。 41 太陽の 栄光は 第二 欄 最後の ラッパの 間にです 。ラッパが 鳴 
一つの 種類で あり， 月の 栄光は また 別 7 ぺ テ13 :18 ると， 死人は 朽ちない ものに よみがえ 
であり， 星の 栄光は また 別です。 事実， ゥ 3/、3:13 ら され， わたしたちは 変えられ るから 
星は 他の 星と 栄光の 点で 異なります。 です。 53 朽ちる ものは 不朽を 着 
42 死人の 復活に ついても これと同じ ォフ ィ⑽ 死すべき ものは 不滅 性を 着けねば なら 
です。 朽ちる 様で まかれ， 朽ちない 様 : =5|21 ない のです。 54 しかし， [朽ちる もの 
で よみがえらされます。 43 不名誉の クロ マ8:29 が 不朽を 着け， また] 死すべき ものが 不 
うちに まかれ， 栄光の うちによ みがえ ニニ3;3 23 滅 性を 着けた その 時， 「死は 永久に 呑 

[夕） よわ  [チ）  了，  こ  （夕）  か 

ら されます。 弱さのう ちに まかれ， カ サテサ み 込まれる」 と 書かれて いる ことばが 
のうちに よみがえらされます。 44 物 じご ぶ1。 そのと おりになります。 55 「死よ， お 
質の 体で まかれ， 霊的な 体で よみがえ セ ロマ8: 11 前の 勝利は どこに あるの か。 死よ， お 

[卜）  nI1  5:4  [チ】  し 

ら されます 。物質の 体が あるなら， 霊 ソ 啓2 〇:6  前の とげは どこに あるの か」 0  56 死を 

啓 21:4  [ッ） つみ 

的な [体] もあります。 45 まさにそう タィザ 25:8 生み出し ている とげは 罪で あり， 罪の 
書かれて います。 「最初の 人 アダムは チホ セ13:14 ための 力は 律法です。 57 しかし， 迚 
生きた 魂に なった」。 最後の アダムは テ n マ 3:2〇 に 感謝すべき です。 わたしたちの 主イ 

いのち あた  [二) れい  [ヌ丨  ロマ 7:13  とお  しょうり  あた 

命を 与える 霊に なった のです。 46 と 卜 3,、3:16 エス ■キリス トを 通して 勝利を 与えて 
はいえ， 最初の ものは 霊的な ものでは  bVS  くださる からです！ 
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58 こうして， わたしの 愛する 兄弟た 
ち， あなた 方の 労苦が 主に あって 無駄 
でない ことを 知っている のです から， 
堅く 立って， 動かされる ことなく， 主 
の 業に おいてな すべき 事を 常に いっぱ 
いに 持ちなさい。 

-I  n さて， 聖 なる 者たち のた めの 募 
金に ついて です が， わたしが ガ 
ラ テアの 諸 会衆 に 命じた とおりに， あ 
なた 方 も 行なって ください。 2 週の 
初めの 日 ごとに， 各自 その 都合が つく 
ところに 応じて， 幾らかを 別にして 自 
分の 家に 蓄えて おき， わたしが 到着し 
た その 時に なって 募金を 行なう ことの 
ないように しなさい。  3 そして， わた 
しが そちらに 着いたら， だれでも あな 
た 方が 手紙で よいと 認める 人た 4, そ 
の 人たち を 遣わして， あなた 方の 親切 
な 贈 り 物を エルサレム に 運んでも らう 
ことになるでしょう。  4 しかし， わた 
しも そこへ 行く ことが よいよう であれ 
ば， その 人たち はわた しと 一緒に 行く 
ことになります。 

5 しかし， わたしは， マケドニアを 
回って から あなた 方のと ころに 行く こ 
とになる でしょう。 わたしは マケ ドニ 
アを 回る つもりな のです。 6 そして， 
あなた 方のと ころに 滞在し， あるいは 
一緒に 冬 も 過ごし， こうして， わたし 
の 向かう 所へ， その 途中まで あなた 方 
に 案内して もら うこと も あるか も しれ 
ません。 7 というのは， 今， 通りが か 
りに あなた 方に 会う ことを 望んで いな 
いからです。 エホバが 許可して くださ 
るなら， あなた 方のと ころに しばらく 
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イ 使徒 19:1 

ウ 使徒 19:10 

エ 使徒 16:1 
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キ 使徒 18:24 
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ケコ I 15:58 
フイ 1:27 

コ 使徒 4:29 


とどまる ことを 希望して いるので す。 
8 しかし， ペンテ コス テ [の 祭り] まで 
は， エフェソスに とどまる つもりです。 
9 活動に 通ず る 大きな 戸口が わたしの 
ために 開かれて いるから です。 しかし， 
反対 4 も 多くい ます。 

10 しかしながら， もし テ モテが 到 
着したら， あなた 方の 中に あって 彼が 
何の 心配 も ないように 計らって くださ 
い。 彼は わたしと 同じように エホバの 
業を 行なって いるから です。 11 それ 
で， だれも 彼を 見下した りして はなり 
ません。 途中まで 平安のう ちに 彼を 見 
送り， わたしの もとに 着ける ようにし 

きょうだい  とも 

てくだ さい。 わたしは 兄弟たち と共に 
彼を 待って いるので す。 

12 さて， わたしたちの 兄弟 アポロの 
ことです が， わたしは， 兄弟たち と 一緒 
にあな た 方の もとに 行く ようにと， 彼 
に 大いに 懇願し ました。 それでも， 今 
行く という 意志は 全く 彼に ありません 
でした。 です が， 機会が ありし だい， 彼 
は 行く でしょう。 

13 目 ざめ ていなさい。 信仰のう ち 
に しっかりと 立ちなさい。 雄々 しく あ 
り， 力強い 者と なりなさい。 14 すべ 
ての 事を 愛を もって 行ないなさい。 

15 さて， 兄弟たち， あなた 方に 勧 
めます。 あなた 方は， ステ ファ ナの家 
の 者たち が アカイアの 初穂で あり， 聖 
なる 者たち への 奉仕に 従事 した ことを 
知っています。 16 あなた 方 も， この 
ような 人たち に， また 協力し， 労苦し 
ている 人たち すべてに 服して ゆく よう 
(こ。 17 それにしても， わたしは， ス 
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テフ ァナと フ オルトナ トと アカ イコが 
共に いて くれる こ とを 歓ん でい ます。 
彼らは， あなた 方が ここにい ない 分を 
補って くれたから です。 18 彼らは わ 
たしと あなた 方の 霊を さわやか にして 
くれました。 ですから， こうした 人た 
ち [の 労] を 認めなさい。 

19 アジアの 諸 会衆が あなた 方に あい 
さつを 送って います。 アクラと ブリス 
力， ならびに 彼らの 家に ある 会衆が， 
主に あって あなた 方に 心から あいさつ 
を 送って います。 20 すべての 兄弟た 


第 16 章 


ちが あなた 方に あいさつを 送って いま 
す。 聖 なる 口 づけを もって 互いに あい 
さつを 交わ しなさい。 

わたくし  じぶん 

21 私 パウロの あいさつを 自分の 手 

しる  （ィ） 

で [ここに 記します]。 

22 もし 主に 対する 愛情を 持って いな 
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い 人が いれば， その 人は のろわれるべき 
です。 わたしたちの 主よ， おいでく ださ 
い！  23 主イ エスの 過分の ご 親切が あ 
なた 方 と共にあります ように。 24 わ 
たしの 愛が キリス ト •イエスと 結ばれて 
あなた 方 すべてと 共に あ ります ように。 


コリン ト 人への 第二の 手紙 


1 裡の ご 意志に よって キリス ト •イ 
1 エスの 使徒と なった パウロと， [わ 
た したち の] 兄桌テ モテから， コリント 
にある 拽の 会衆， ならびに 全 アカイア 

せい  もの  W 

のす ベての 聖 なる 者たち へ： 

2 わたしたちの 父なる 拽と主 イエ 
ス • キリストからの 過分の ご 親切と 平 

わ  がた  （才 1 

和が あなた 方に あります ように。 

3 わたしたちの 主 イエス •キリスト 
の裡 また 父， 優しい 憐れみの 父 またす 
ベての 慰 めの 拽が ほめたたえられます 
ように。 4  [裡] はすべ ての 患難に お 
いて わたしたちを 慰めて くださり， 裡 

みず か 

によって 自ら 慰められ ている その 慰め 
を もって， わたしたちが どん な 患難に 
ある 人たち を も 慰める ことができ るよ 
うにして くださる のです。  5 という 
のは， わたしたちの うちには キリス ト 
のた めの 苦しみが 満ち あふれて います 


第 1 章 


テモ I i:i 
イ 使徒 16:1 

フィ 2:20 


第二 欄 


力 使徒 19: 
使徒 


が， わたしたちが 得る 慰め もまた， キ 
リス ト を 通 して 満ち あふれて い るから 
です。 6 さて， わたしたちが 患難に あ 
ると しても， それは あなた 方の 慰めと 
救いの ためで あり， また 慰められつつ 
あると しても， それ も あなた 方の 慰め 
のた めであって， わたしたち も 苦しむ 
同じ 苦しみを あなた 方に 忍耐させる 働 
きをす るので す。  7 こうして， あなた 
方に 対する わた したち の 希望は 揺るぎ 
ません。 あなた 方が 苦しみを 分け合う 
者と なって いるのと 同じように， 慰め 
を も 分け合う 者と なること を 知ってい 
るからで す。 

8 兄弟たち， アジア [地区] で わたし 
たちに 生じた 患難に ついて， あなた 方 
に 知らずに いて 欲しくない のです。 わ 
たしたち は， 自分の 力を 超えた 極度の 
圧迫を 受け， そのため 自分の 命に つい 
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て さえ 全く おぼつかない 状態でした。 第 1 章 うに， わたしたち も あなた 方に とって 
9 事実， 自らのう ちでは， 死の 宣告を 誇りで あると いう ことを， あなた 方が 
受けて いるの だと 感じました。 これは， !5；23 ある 程度 認めて きたのと 同様です。 
わたしたちが， 自分自身で はなく， 死人 ィへブ 11…  15 それで， このような 確信の もと 

を よみがえらせて くださる 迚に 信頼を ゥ 詩33 ぼ 7 に， わたしは 以前 あなた 方の もとに 行 
置く ためだった のです。 10 死の よう  "n 12:10  くつ もりでした。 それは， あなた 方が 

な大 いなる ものから [拽] はわた したち =5 テ3 ぱ 9 喜び [の 機会] をもう 一度 持てる ように 
を 確かに 救い出して くださった ので あ 才詩 34:7  する ためでした 0 16 そして， あなた 

り， [これから も] 救い出して くださる  方の もとに 立ち寄った あと マケドニア 

でしょう。 今後 も 救い出して くださる  フィ に 行き， その後， マケドニアから あな 
という こと， これが この 方に 対する わ +3ng：n  た 方のと ころに 帰り， ユダヤに 行く 途 
たしたち の 希望な のです。 11 また あ 中まで あなた 方に 見送って もらう [つも 
なた 方 も， わたしたち のために 祈願を 23:1 りでした]。 17 さて， このような 意図 
ささげる ことによって 助けに 加わる こ 3,12:4  を 抱いた 時， わたしは 何 か 軽率 さを も 

とがで きます。 それは， [祈りの こもっ サコ 14:14  て あそんで いたので しょうか。 それと 
た] 多くの 顔の ゆえに わたしたちに 親切 シフ ィ 2:16 も， わたしが 志す 事柄， わたしは [それ 
に 与えられる ものに 対する 感謝が， わ _1 _ を] 肉に したがって 志し， わたしに とっ 
たしたち のために， 多くの 人に よって 第二 櫚 ては， 「はい， はい」 と 「いいえ， いい 
ささげられる ようになる ためです。  7"n5：12 え」 とが あるよう にして いるので しょ 
12 というのは， わたしたちは 次の こ ^  31 4：19 うか。 18 しかし， あなた 方に 対する 
とを 誇りと している からです。 それは 2〇：2 わたしたちの ことばが， はい， であり 
わたしたちの 良心 も 証し をして いる こ  ながら， なお， いいえ， であるよ うな 

とです が， わたしたちが 世に あって， い  ことはありません。 それにつ いては 裡 

や， とりわけ あなた 方に 対して， 神聖  716 :f に 頼る ことができます。 19 わたした 
さと 敬虔な 誠実 さとを もって， また， 肉 +3nl0;2 ちに よって， つまり わたしと シルワ ノ 
的な 知恵では なく 拽の 過分の ご 親切を と テ モテに よって あなた 方の 中で 宣べ 
もって 行動して きた， という ことです 0 ヶマタ 5:37 伝えられた# のみ 壬 キリスト. イエス 
13 実際 わたしたちは， あなた 方が よく  V3  5:12 は， はい， でありながら， なお， いい 

知っている こと， または 悟りうる こと  ^ 18： え， となった のではありません。 彼の 
以外には， 何も あなた 方に 書いて いな 使徒9: 2〇 場合， はい， は， はい， となりました。 
いからです 0 また それは， 終わりまで シへブ 他8  20 裡 の 約束が どんなに 多くても， それ 
あなた 方が 引き続き 悟れる ようで あっ ス は 彼に よって， はい， となった からで 
て 欲しい と 思う 事柄な のです。 14 そ  fJ  49:10 す。 それゆえ にも， わたしたち による 
れ は， わたしたちの 主 イエスの 日に あ ^  °7  15:8 栄光の ため， 彼を 通して， 迚に 「アー 
なた 方が わたしたちの [誇り] であるよ メン」 が [唱えられる] のです。  21 し 
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かし， あなた 方と わたしたちが キリス 第1 章 たしが あなた 方に 対して 特に 抱いて い 
卜に 属する ことを 保証して くださる 方， 2；2； る 愛を 知っても らうた めでした。 
そして わたしたちに 油を そそいで くだ ィ ェフ4:3 〇  5 さて， もし だれかが 悲しみを もたら 

さった 方は 裡 です。  22  [裡] はまた わ ゥコ したので あれば， その 人は わたしを では 
たしたち にご 自分の 証印を 押し， 来た xn マ 8:9 なく， あなた 方 すべてを ある 程度 一 わた 
るべき ものの 印， つまり 霊を わたした  3112：?3 しの 言う ことが 厳しす ぎない ようにし 

ちの1 ■心の中に 与えて くださった のです。 ォラ 了は ている のです が一 悲しませた のです。 

23 そこで わたしは， _ 分の 魂に かけ ^  31 4：21 6 そのような 人に とって， 大多数の 人 
て 神に 証人と なって いただく のです が， キへブ 13ポ から 与えられ たこの 叱責は 十分です。 

い  ぺテ I  5:3  いま  しんせつ ゆる 

わたしが まだ コリントに 行かない でい ，313:9  7 ですから， 今は むしろ， 親切に 許し 

るのは， あなた 方に 辛い 思いを させた  3"11:3 て 慰め， そのような 人が 過度の 悲しみ 
くないから です。 24 わたしたちが あ" " 15：1 に 呑み込まれて しまう ことのな いよう 

なた 方の 信仰に 対する 主人で あると い - にすべき です。 8 それで， あなた 方が 

うのではありません。 わたしたちは あ  m2m  彼に 対する 愛を 確証す るよう に 勧め ま 
なた 方の 喜びの ための 同労者です。 あ  す。 9 わたしは このため にも， つまり， 

[ヶ）  じぶん  シコ 1 4:21  がた  こと  じゅうじゅん 

なた 方が 立って いるのは [自分の] 信仰 -,3n 7.1fi あなた 方が すべての 事に おいて 従順で 

(コ j  ^  (»)  しょうこ  たし 

によるの です。  セコ] 112:21 あるか どうか， その 証拠を 確かめる た 

〇 というのは， わたしは 自分で この ソガ ラ5: 10 めに も [こう] 書く のです。 10 何 かに 
“ ように 決めた からです 。つまり， ニ タ 使徒20 :31 ついて あなた 方が だれかを 親切に 許す 
度と 悲しみの うちに あなた 方の もとに チコ117:8  なら， わたし もそう します。 事実， わ 
行く ことは すまい， と。 2 わたしが あ 第二 欄 たしに ついて 言えば， 自分が 親切に 許 
なた 方を 悲しませる とすれば， わたし 7315:1  した ことが 何で あれ， もし わたしが 何 
によって 悲しまされた 人 以外の いった " 5:20 かを 親切に 許した ので あれば， それは 
いだれ が， わたしを 元気 づけて くれる  キリスト のみ 前に おいて あなた 方の た 

エへブ 12:12 

でしょう か。 3 それで わたしは， まさ 才 DVl2:10 めに なされた のです。 11 それは， わ 
にこの こと， つまり， わたしが 行く と  "Dl：4 たしたち が サタンに 乗ぜられる ことの 
きには， 自分が 当然 歓ぶ はずの 人たち  ないた めです。 わたしたちは その 謀り 

かな  キヨ ハ 20:23  し  w 

のために 悲しまされる ことが ないよう ^ )Vi]  22:31 ごとを 知らない わけでは ない のです。 
にと 書いた のです。 自分が 持つ 喜びは  ^062；26 12 さて， キリストに ついての 良いた 

がた  せんめい  [コ） 

あなた 方す ベての [喜び] でも あるとの ヶ ェフ6: 11 よりを 宣明 する ため わたしが トロア ス 

かくしん M  いだ  ぺテ I  5:8  つ  しゅ  と 

確信を， あなた 方 すべてに ついて 抱い コ 舰16:8 に 着き， 主に あって わたしの ために 尸 
ている からです。 4 わたしは 多くの 患  ^  2〇：6  口が 開かれた 時， 13 わたしは 自分の 
難と 心の 苦 もんから， 多くの 涙を もっ  ~  兄弟 テ トスに 会えなかった ために 霊 

|夕）  がた  か  シガラ 2:3  やす  え  わか 

て あなた 方に 書いた のです。 それは あ テト1 :4 に 安らぎを 得られず， みんなに 別れ 
なた 方を 悲しませる ためでは なく， わ ス ^ 徒 7$9 を 告げて マケドニアに 向かいました。 
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14 しかし， キリストと 共なる 凱旋 行 第2 章 ます。 5 すなわち， 何に せよ それが わ 
列に おいて 常に わたしたちを 導き， [キ たしたち から 出て いると みなせる ほど 
リスト] につ L ヽ ての 知識の 香 りを， わた ヴ ■  8:5 わたしたち 自身に じゅう ぶん 資格が あ 
したち を 通して いたるところで 知覚で ォヱフ 5:2 ると いう ことでは なく， わたしたちに 

かんしゃ  カ ヨハ 15:19 

きる ようにして くださ る迚に 感謝が さ 二は8 じゅう ぶん 資格が あ るのは 裡か ら 出て 
さげられます ように！ 15 救われて キコ11 いると いう ことです 0  6 実際 [裡] はわ 
ゆく 者たち と 滅びて ゆく 者たち の 中に ヶコ たしたち を 新しい 契約の 奉仕者， つま 

あって， わたしたちは 迸に 対し， キリ _ り 書かれた 法典では なく 霊の [奉仕者] 

ストの 甘い 香り だからです 0 16  f 羑者 第3 章 として じゅうぶんに 資格を 得させて く 
に とっては 死から 出て 死に 至る 香り， ^  nl 10112 ださいました。 書かれた 法典は 死罪に 
I 箸に とっては 命ち から 出て 命に 至る 香 fe めます が， 霊は 生かす のです。 
りです。 それで， これらの 事に 関して セ 7 さらに， 死を もたらし， 文字で 石 
じゅうぶんに 資格が あるのは だれです V  a7sT6 に 彫り 込まれた 法典が 栄光のう ちに 生 
か。 17  [わたしたちです。] わたした J  ^3i!i81? じ， その 結果， イスラエルの 子ら が モー 
ちは， 多くの 人の ように M の 言葉を 売 ッ: セの 顔を， その 顔の 栄光 ゆえに， すな 
り 歩く 者では なく， 誠実 さから 出た 者， わち 除き 去られる ことに なって いた [栄 

つか  エゼ 36:26 

そうです， 进 から 遣わされた 者と して， テ ェフ3: 12 光 ゆえに] じっと見 つめる ことができ 
控の 見て おられる ところで， キリスト  なかった ので あれば， 8 霊を もたらす 

とも かた  【コ）  【シ）  えいこう ともな 

と共に 語って いるので す。  ァ ロマ 15:18 ことには なお いっそうの 栄光が 伴う は 

〇 わたしたちは 再び 自分を 推薦し 始 ィ出 4:15  ずではありません か。 9 有罪 宣告を 

[サ 1  フイ 2:13  ほうてん (ゼ） えいこう 

り めて いるので しょうか。 それとも， ョ ハ12 :27 もたらす 法典が 栄光 ある ものであった 

ひとびと  がた  ウ ロマ 13:9  (v)  ぎ  （夕） 

ある 人々 のように， あなた 方への， ま ェ〇 マ7: 6 なら， 義を もたらす ことには なおさら 
たは あなた 方からの 推薦の 手紙が 必要 ョ ム2:2。 栄光が 満ち あふれる からです。 10 実 
なので しょうか。 2 あなた 方 自身が， キョハ 6:63 際， かつては 栄光 ある ものと された も 
わたしたちの 心に 書き込まれ， すべて 二： のが， それに 勝る 栄光の ゆえに， その 点 
の 人に 知られ， また 読まれて いる， わ コ === で 栄光を 奪い 去られた のです。 11 除 
たしたち の 手紙な のです。 3 あなた 方 き 去られる ことに なって いた ものが 栄 
は， 奉仕者で ある わたしたち によって スて 光のう ちに もたらされ たので あれ ふ， 
書かれ， インクに よらず 生ける 拽の霊 t^2；：2；14 とどまる ものには なお いっそうの 栄光 
によって， 石の 書き 板では なく 肉の 書 ソ *34f  が 伴う はずであった からです。 

こころ (ツ j  こ  夕〇マ ^>*21  き ぼう ㈡ 

き 板に， すなわち 心に 書き込まれた， ノ; |^8  12 それゆえ， このような 希望が あ 

キリストの 手紙と して 示されて いるか と コロ2 :17 るので， わたしたちは 大いには ばかり 
ら です 0  卜出 i9:ie  のない 言い方を しています 0 13 そし 

とお  出 24:17  のぞ  さ 

4 さて， わたしたちは キリストを 通し， ナヘ ブ 仏22 て， 除き 去られる ことに なって いた も 
迚 に対して このような 確信を 抱いて いヌ ロマ 10:4 のの 終わりを イスラエルの 子ら がじっ 
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と 見つめる ことのない ようにと， モー 
セが 自分の 顔に ベールを 掛けた ときの 
ような ことは していません。 14 彼ら 
の 知力は 鈍って いました。 同じべー ル 
が 今日まで， 古い 契約の 朗読の 際に 取 
られ ずに 残って いるので す。 というの 
は， それは キリス トに よって 除き 去ら 
れる もの だからです。 15 実際， 今日 
に 室る まで， モー セが 読まれる ときに 
はいつ も， 彼らの 心の 上に ベールが 掛 
けられて います。 16 しかし， 転じて 
エホバに 向かう とき， ベールは 取り除 

[キ）  れい 

かれる のです。 17 さて， エホバは 霊 
です。 そして エホバの 霊の ある 所には 
自由が あります。 18 そして， わたし 
たち すべては， ベールを していない 顔 
で， エホバの 栄光を 鏡の ように 反映 
させながら， 霊なる エホバの なさる そ 
のと おりに， 栄光から 栄光へ と， 同じ 
像 に 造り 変えられて ゆく のです。 

4 そのような わけで， わたしたちは 
この 奉仕の 務めを 自分たち に 示さ 
れた 憐れみに したがって 持って いるの 
ですから， あきらめる ような ことは し 
ません。 2 むしろ， わたしたちは 恥ず 
べき 隠れた 事柄を 捨て去って しまい， 
こうかつに 歩む ことなく， また® の 言 
葉を 不純に する こと もありません。 か 
えって， 真理を 明らかにする ことによ 
り， 姓の み 前で 白 分を すべての 人間の 
良心に 推薦す るので す。 3 そこで， も 
しわた したち の宣 明す る 良いた よりに 
事実上べ ー ルが 掛 けられて いると すれ 
ば， それは 滅び ゆく 人たち の 間で ベー 
ルが 掛けられて いるので あり， 4 その 
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ア出 34:33 


ク創 6:3 
ヨハ 4:24 
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ツ ロマ 11:13 
テモ I 1:12 
テ 使徒 9:15 

ト ロマ 6:21 


第二 欄 


人たち の 間に あって， この 事物の 体制 
の 神が 不信者の 思いを くらまし， 祌の 
像 である キリストに ついての 栄光 ある 
良いた よりの 光明が 輝き わたらな いよ 
うにして いるので す。  5 わたしたち 
は， 自分自身 $ はなく， キリス ト •イ 
エスを 主として， また 自分自身を イエ 
スの ための あなた 方の 奴隸と して 宣べ 
伝えて いるから です。 6# は， 「光が 
闇の 中から 輝き 出よ」 と言われた 方で 
あり， キリス トの 顔に より， 迚の 栄光 
ある 知識を もって 明るく する ため， わ 
たした ちの 心を 照 らして くださった の 

[シ） 

です。 

7 しかしながら， わたしたち はこの 
宝 を 土の 器に 持って います。 それは， 
普通を 超え た その 力が 姓の ものと なり， 
わたしたち 自身から 出た ものとは なら 
ないた めです。 8 わたしたちは， あら 
ゆる 面で 圧迫され ながら も， 動きが 取 
れ ない ほど 締めつ けられて いる わけで 
はなく， 困惑 させられながら も， 逃れ 
道が 全くない わけでは なく， 9 迫害 さ 
れ ながら も， 見捨てられ ている わけで 
はなく， 倒されながら も， 滅ぼされて 
いる わけではありません。 10 わたし 
たちは 常に， イエスに 加えられた 致死 
的な 仕打ちを， 自分たち の 体の いたる 
ところで 耐え忍んで います。 わたした 

いのち  あき 

ちの 体の 中で も イエスの 命が 明らかに 
なる ためです。 11 生きて いる わたし 
たちは， イエスの ために 絶えず 死に 直 
面させられて いますが， それは， わた 

ナ ヘプ 13:5; 二 使徒 14:19; ヌ啓 2:10; ネ ロマ 8:38; フイ 
3:10; ぺテ I  4:13;  ノ  使徒 4:13; ハ  ロマ 8:36; コ I  4:9; コ I 
15:31。 
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したち の 死すべき 肉体の 中で も， イエ 第4 章 を 知っている からです。 2 この 住居に 
スの 命が 明らかになる ためな のです。 7311 6:9  おいて わたしたちは まさにう めき， わ 
12 こうして， わたしたちの うちには 死 たしたち のた めの 天からの ものを 身に 

はたら  がた  ウ詩 116:10 つ  せ つほっ  （ィ 1 

が 働いて いますが， あなた 方のう ちに xn マ 8:11 着ける ことを 切に 欲して いるので す。 
が [働いて いま 一]。  316:14  3 それを I 際に 身に 着けた 後は， 裸で 

オコ I  3:21  [ゥ ） 

13 さて， わたしたちは， 「わたしは ヵテモ n2:io いるのを 見られる ことはありません。 
信仰を 働かせた。 ゆえに 語った」 と 書 キ ロマ7:22  4 実際のと ころ， この 天幕に いる わた 

かれて いるのと 同じ 信仰の 霊を 持って 1：6 したち は， 押し ひし がれて うめいて い 
いるので， わたしたち も 信仰を 働かせ， ヶマタ 5:12 ます。 それを 脱ぐ ことでは なく， 他方 
それゆえに 語ります。 14 イエスを よ。  8；34 の ものを 身に 着ける こと， こうして 死 
みが えらせ た 方が イエスと 一緒に わた でフ 5i〖:1 すべき ものが 命に 呑み込まれる ことを 
したち を も よみがえらせ， あなた 方と サ 詩37: 1〇  望んで いるから です 〇  5 さて， まさに 
一緒に 立たせて くださる ことを 知って シ ダ-  7:27 この ことのた めに わたしたちを 生み出 

(X)  こと  かた  [力）  き 

いるから です。 15 すべての 事は あな - してく ださった 方は 裡で あり， 来たる 

た 方の ためな のです。 それは， 増し 加 ^ei2：3  べき ものの 印で ある 霊を わたしたちに 

えられた 過分の ご 親切が， さらに 多く  3114:7  与えて くださった のです。 

の 人の 表わす 感謝の ゆえに 満ち あふれ，  '  6 それゆえ， わたしたちには 常に 勇 

挫の 栄光と なる ためです 0  タコ 115:48 気があります 。そして， この 体を 住ま 

16 ですから， わたしたちは あきら  yVsfi いとして いる 間は， 自分が まから k 隹れ 
めません 。むしろ， たとえ わたしたち チル ヵ16:9 ている ことを 知っています 0  7 わた 

の 外なる 人は 衰えて ゆこうと も， わた 第二 欄 したち は 信仰に よって 歩んで いるので 
したち の 内なる 人は， 日々 新たに され ァ 。マ8:23 あり， 見える ところに よって [歩んで い 
て ゆく のです。 17 患難は つかの 間で ィ るの] ではありません。 8 それでも わ 
軽い ものです が， いよいよ 重みを 増す ゥ 啓3: 18  たしたち には 勇気が あり， むしろ この 

永遠の 栄光を わたしたち のために 生み 体から 離れて i の もとに 自分の 住まい 

W  どうじ  さ だ  よ 1こ  （サ） 

出す からです。 18 同時に わたしたち ォコ ^5:53 を 定める ことを 大いに 吾んで います。 
は， 見える ものでは なく， 見えない も.  9in  9 それゆえ わたしたち はまた， 彼の も 

と  M  いちじ 73  i7  l'll)  す  え 

のに 目を 留めます。 見える ものは 一時 キコ nl:22 とに 住まいを 得て いようと， あるいは 
的です が， 見えない ものは 永遠 だから。  その もとから 離れて いようと， 彼に 受 

です。  3112:13 け 入れられる 者と なること を 自分の 目 

5 というのは， わたしたちは， たとえ 14:3 標 としてい ます。 10 わたしたちは 皆 
自分の 地 的な 家， つまり この 天幕 コ 114:18 キリストの 裁きの 座の 前で 明らかにさ 
が 分解 するとして i， 拽 からの 建物， 手 1:23 れ なければ ならない からです。 こうし 
で 作った ものでは なく， 天に あって 永 て 各人は， それが 良い もので あれ， い 

えん つづ w も  x  10-i5  じぶん おこ 

遠に 続く 家を 持つ ことに なって いるの セ 使徒 17:31 とうべき もので あれ， 自分が 行なって 


コリン ト 第二 5:11—6:3  新しい 創造物。 大使  1794 

きた ことにし たがい， その 体で 行な っ 第5 章 がいれば， その 人は 新しい 創造物です。 
た 事柄に 対する 自分の 報いを 得る の 7iD22：；24 古い 事物は 過ぎ去りました。 見よ， 新し 

(ァ）  イ へブ 1〇:31  そんざい  I ゥ） 

です。  ぺテ 11:17 い 事物が 存在して いるので す。 18 し 

し!*  ウ 使徒 18:4 

11 そのため わたしたちは， 主への ヱ コ n4:2  かし， すべての ものは# から 出て おり， 

おそ [ィ）  し  ひとびと  せっとく  オコ II  3:1  とお 

恐れを 知って 人々 を 説得して ゆきます  nn 10:12  [迚] は キリス トを 通して わた したち を 
が， 自分たち は拽 に対して 明らかにさ キ^^^ ご 自分と 和解 させ， また， 和解の‘ 仕 
れ ている のです。 しかし わたしは， 自 の 務めを わたしたちに 与えて ください 
分たち が あなた 方の 良心に 対しても 明 コ^;  I は6 ました。 19 すなわち， 裡は キリス ト 
ら かにされ ている ようにと 希望し ます。 ^  it  111 によって 世を ご 自分と 和解 させて， そ 
12 わたしたちは 再び 自分を あなた 方に シロ マ 旧 の 罪過を 彼らに 帰さず， わたしたちに 

すいせん  [ォ）  ス 使徒 3:15  ことば [コ） 

推薦して いるので はありません。 わた セ ロマ6 山 和解の 言葉を ゆだねて くださった の 

かん  ほこ さそ  ソマ タ 12:50  (ザ） 

したち に関して 誇る 誘いを あなた 方に  ^11:6 です。 

与えて いるので す。 外見を 誇って。 心を 20 それゆえ， わたしたちは キリス ト 
[誇ら] ない 人たち に対する [答え] を あ  _  の 代理を する 大使で あり， それは あた 

なた 方に 得ても らうた めです。 13 も 7dv  6:4 かも 裡が わたしたちを 通して 懇願して 
しわた したち が 気が狂って いたと すれ ィ おられる かの ようです。 わたしたちは 
ば， それは 裡の ためで あり， もし 正気 ゥ ェラ 4:24 キリス トの 代理と してこう 願います。 
であると すれば， それは あなた 方の た ヱフ _  「拽と 和解して ください」。 21 罪を 知 

も  コロ 1:20  かた [チ） 

めだから です。 14 キリス トの 持たれ 才雖 ら なかった 方を [迸は] わたし たちのた 

あい  せま  カロ マ 3:24  M 

る 愛が わたしたちに 迫る のです。 わた 11:15 めに 罪と し， その 方に よって わたした 
したち はこの ように 判断して いるから ク 『ふ ^ ちが 裡の義 となる ようにして くださ っ 
です。 つまり， 一人の 人が すべての 人 ヶィ ザ43:25 たのです 0 

のために 死んだ， だからす ベての 人は  °15:18  ^ この 方と 共に 働きつつ， わたしたち 

かれ コ 使徒 13:38  1%  がた こんがん 

死んで いたので ある， 15 そして， 彼 :マタ 23=9  V はまた あなた 方に 懇願し ます。 裡 
がすべ ての 人の ために 死んだ のは， 生 の 過分の ご 親切を 受けながら その 目的 
きている 者たち が もはや 自分の ために ^n22；；7 を 逸する ことがない ようにして くださ 
生きず， 自分たち のために 死んで よみ チ い。 2 「受け入れる ことので きる 時に 
が えらされ た 方の ために [生きる] ため ッ わたしは あなた [のこと ば] を 聞き， 救 
である， と。  テ 申 21:23 いの 日に あなたを 助けた」 と 言って お 

16 したがって， わたしたちは 今後， - られ るので す。 見よ， 今 こそ 特に 受け 

だれを も 肉に よって 知る ことは ありま  入れられる 時です。 見よ， 今 こそ 救い 

せん。 たとえ， キリス トを 肉に よって の 日な のです。 

知って きたと しても， 今は もう 決して _^49；85  3 わたしたちは どんな 点で も 決し 

そのような 知り 方は しません。 17 し 9；!9 てつまず きの 原因を 作らない ようにし 
たがって， キリス トと 結ばれて いる 人 ノコ ています。 わたしたちの 奉仕の 務めが 
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とがめられる ような ことのな いためで 第6 章 どんな 調和が あるで しょうか。 また， 
す。 4 かえって， あらゆる 点で 自分を 忠実な 人が 不信者と どんな 分を 共に 持 

ほうししゃ  すいせん  （ィ]  た  ウコ n ii：23  V ん 

迚の 奉仕者と して 推薦す るので す。 多 エ啓 2:10  っので しょうか。 16 そして， 迚の神 
犬の 忍耐と， 患難と， 窮乏と， 困難と， 力 3 は 殿と 偶像に どんな 一致が あるでしょう 
5 殴打と， 獄 と， 無秩序と， 労苦と， キ tr ぶ14 か。 わたしたちは 生ける 拽の 神殿な の 

ねむ  よる  しょくもっ  とき [才）  じゅんすい  エフ 4:32  い 

眠らぬ 夜と， 食物の ない 時と， 6 純粋 クロ マ 12:9 です。® が 言われた とおりです 0  「わ 
さと， 知識と， 辛抱強 さと， 親切 さと， H ご. たしは 彼らの 中に 住み， [彼らの] 中を 
is と， 偽善の ない 愛と， 7 真実の こ サ 3=6 歩く であろう。 そして わたしは 彼らの 
とばと， 裡の 力と により， [また] 右手 裡 となり， 彼らは わたしの 民と なる」。 
と 左手の 義の 武器に より， 8 栄光と 不 セ 詩 17 「『それゆえ， 彼らの 中から 出て， 
1 誉 により， 威い 評 と i い 評判と に ソ ，ぶ19 離れよ』 と， エホバは 言われる。 『そ 
よってです。 [人を] 欺く 者の ようで 真 2:9 13 して 汚れた 物に 触れる のを やめよ』」。 

じっし  チコ n  8：16  がた  むか 

実で あり， 9 知られて いないよ うでよ ッコ nim  「『そうすれば わたしは あなた 方を 迎え 

【シ） し  テぺテ I  2:17  (ク） 

く 知られて おり， 死にそう でありな が 卜^、 Uf よう』」。 18 「『そして わたしは あなた 
ら， 見よ， 生きて おり， 懲らしめられ ^^72：332 方の 父と なり， あなた 方は わたしの 息子 

[セ）  わた  王 I 11:4  むすめ  （コ）  ぜんのうしゃ [サ）  い 

ている ようで あっても 死に 渡されて い _コ！7:39 また 娘と なる』 と， 全能者 エホバは 言 

(V)  かな  ニコ I  5:11 

る わけでは なく， 10 悲しんで いるよ ^  われる」。 

うでいて 常に 歓んで おり， 貧しい よう - n それゆえ， わたしたちには このよ 

でいて 多くの 人を 富ませ， 何も 持って 7v~：io  " うな 約束が あるので すから， 愛す 
いないよ うです ベての 物を 所有して い ィ 51 ば 21 る 者たち よ， 1  肉と 霊の あらゆる 汚れ か 
るので t。  ら 自分を 清め，® への 恐れのう ちに 神 

コ I  6:19  せい  かんせい  (v) 

11 コリン トの 人たち， わたしたちの 才 聖 さを 完成し ようではありません か。 
口は あなた 方に 対して 開かれ， わたし 3?；27  2 わたしたちを いれる 余地を 持ちな 

こころ [チ） ひろ  ゼカ 8.8  [夕）  わる 

たちの 心は 広げられ ています 0 12 あ キィ ザ52: 11 さい 。わたしたち はだれ にも 悪い 事を 

がた  きゅうくっ  エレ 51:45  だらく 

なた 方は わたしたちの 中で 窮屈に なっ していません。 だれを も 堕落 させて は 
ている のでは なく， - 分-身の 優しい ヶ 3 二 いません。 だれかを 利用した こと も あ 
荔で 窮屈に なって いるので す。 コび S りません。 3 わたしは あなた 方を 罪 

がた  へんぽう  ヨハ 1:12  さ;^  い 

13 それで， あなた 方 も 返報と して一 わ サ 啓1:8  に 定めようと してこう 言う のでは あり 

こ ども  たい  はな  -  まえ 

たしは 子供に 対する ように 話して いる 第 7 章 ません。 前に も 言った ように， あなた 
のです が一 自分を 広く しなさい。  シコ n6:i6 方は わたしたち と共に 死に， また 共に 

14 未 釣り合い にも 不信者と くびき ス 生きる ために わたしたちの 心の中に い 
を 共に しては なりません。 義と 不法に mI%\  3:9 るからで す。 4 わたしは あなた 方に 

なん  こうゆう  ㈡  ひかり  ヨハ I  3:3  たい  い  かた 

何の 交友が あるで しょうか。 また， 光 ソコ 111:12  対して 大いには ばかりの ない 言い方が 
が 闇と 何を 分け合う のでしょう か。 夕^7 6$10 できます。 あなた 方に っいて 大いに 誇 
15 さらに， キリストと ベリア ルの 間に ^??12:173 ッコ！ !6:12。 


コリン ト 第二 7:5—16 


敬虔な 悲しみ。 世の 悲しみ 
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れ ます。 わたしは 慰めに 満たされて お 
わたしたちの すべての 苦悩のう ち 
にあ っ て 喜び にあ ふれて い るので す。 

5 事実， マケ ド ニアに 着いた 時， わ 
たしたち は 肉体に 少しも 安らぎを 得 ま 
せんでした。 わたしたちは 依然 あら ゆ 

し かた  く のう  [力）  そと 

る 仕方で 苦悩 させられて いました一 外 
には 戦い， 内には 恐れが ありました。 
6 しかしながら， うち ひし がれた 者を 
慰めて くださる# は， テ トスを そこに 
いさせる ことによって わたしたちを 慰 
めて くださった のです。  7 です がそ 
れ は， 彼が いたと いう こと だけによ る 
のでは なく， 彼が あなた 方に ついて 慰 
めら れた その 慰めに もよ るので す。 あ 
な た 方の 切望， あな た 方の 嘆き 悲しみ， 
わた しに 対する あなた 方の 熱心 さに つ 
いて， 彼が わたしたちに 知らせを 持ち 
帰って くれたから です。 それで わたし 
はなお いっそうの 歓 びを 得た のです。 

8 した^: っ て， わたしは， たとえ 自 
分の 手紙に よって あなた 方を 悲しませ 
たと しても， 後悔し ません。 たとえ 初 
めは それを 後悔した としても， （その 
手紙が， ほんの 少しの 間とは いえ， あ 
なた 方を 悲 しませた こと は 分か ります） 
9 今は 歓ん でい ます。 単に あなた 方が 
悲しんだ からでは なく， 悲しんで 悔い 
改めた からで'^。 あなた 方は 敬虔な 態 
度で 悲しみました。 こうして あなた 方 
は， 何事に おいても わたしたちの ため 
に 損傷を  >  皮る ことはありませんでした。 
10 敬虔な 悲しみは， 悔いの ない 救い 
に 至る 悔い改めを 生じさせる のです。 
しかし， 世の 悲しみは 死を 生み出し ま 


第 7 章 


コ n  4:8 


葳 25:25 


エレ 31:19 
使徒 26:20 


す。 11 ご覧なさい， あなた 方が 敬虔 
な 態度で 悲しんだ そのこと が， 何とい 
う 真剣 さを あなた 方のう ちに 生み出し 
たのでしょう。 そうです， 汚れを すす 
ぐ ことを， そうです， It りを， そうで 
す， 恐れを， そうです， 切望を， そう 
です， 熱心 さを， そうです， 悪を 正す 

(〇)  もんだい  かん 

ことを！ この 問題に 関して， あなた 
方は 自 分が 貞潔で あ る ことを あらゆる 
点で 立証し ま した。 12 わたしは あな 
た 方に 書き送り ましたが， それは， 悪 
を 行なった 者の ためで も， 悪を なされ 
た 者の ためで もな く， あくまでも， わ 
たしたち に対する あな た 方の 真剣 さが 

じ しん  あいだ  まえ 

あなた 方 自身の 間で， そして® のみ 前 
で 明らかにされる ためでした。 13 そ 
れ ゆえに わたしたちは 慰められ ている 


サ 使徒 8:22 


i  32:5 
r 夕 26:75 


f エレ 3:25 
エレ 50:4 
使徒 2:37 


才創 45:27 
31  16:18 


8:24 


キコ n  2:9 


のです。 

しかし， 慰められた ことに 加えて， 
わたしたちは テ トスの 喜びに よりな お 
いっそうの 歓 びを 得ました。 彼の 霊は 
あなた 方 すべてに よって さわやか にさ 
れ たからです。 14 あなた 方に ついて 
わたしが 彼に 何 かを 誇った としても， 
わたしは 恥を かく ことには ならな かっ 
たのです。 むしろ， わたしたちが あな 
た 方に すべての ことを 真実を もって 話 
したと 同じように， テ トスの 前で わた 
したち が 誇った こと も 真実と なり まし 
た。 15 また， 彼の 優しい 愛情は あな 
た 方に 対して いっそう 満ち あふれた も 
のと なって います。 彼は， あなた 方す 
ベての 従順 を， あなた 方が 恐れと おの 
のきを もっていかに 迎えて くれた かを 
思い出す からです。 16 わたしは， あ 


1797  貧しくても 寛大。 均等を 図る  コリント 第二 8:1 — 17 

がた  めん  ゆうき  も  か ぶん  しんせつ 

なた 方の ゆえに あらゆる 面で 勇気を 持 第7 章 イエス •キリストの 過分の ご 親切， つ 
てること を歓 ぶので す。  7 テサ nw まり， 富んで いたのに 貧しい 者と なら 

きょうだい  しょかい -  (7)  じぶん  とお 

〇 さて， 兄弟たち， マケドニアの 諸 会 第 8 章 れ， ご 自分の 貧し さを 通して あなた 方 
^ 衆に 与えられた# の 過分の ご 親切 ィ° マ ⑤26 が 富む 者と なれる ようにして くださ っ 

がた  し  M  〔ィ）  し 

について あなた 方に 知らせます。 2 つ 1<5。 たこと を 知っている からです。 

くのう  ため  ヴ ロマ 12:8 

まり， 苦悩の もとで 大いに 試されつつ  10 この ことにつ いて わたしは さらに 

も， 彼らの 満ち あふれる 喜びと 非常な は 意見を 述べる ことにします。 この こと 

まず  かんだい  とみ  -in  9:7  がた  えき  （ェ） 

貧し さが， 彼らの 寛大 さの 富を 満ち あ  は あなた 方の 益になる からです。 とい 

W  かれ  ねん まえ 

ふれさせた ことです。 3 これは 彼らの ォ^ マ is:25 うのは， あなた 方は すでに 一年 前に， た 
実際の 能力に 応じて， いや， 実際の 能  "n9:1 だ 単に 行なう こと だけでなく， [行ない] 

いじょう  しょう  ねが  お  （才） 

力 以上の ものであった， とわた しは 証 ^  D7  6;13 たいとい う 願いを も 起こ したから です。 
言し ます。 4 それでも 彼らは 自ら 進  11 では 今， それを 行なう ことを やり 遂 

んで ，親切に 与える [特権] と， 聖 なる +  3nl2：18 げ なさい。 行ないた いと 願った その 気 

もの  ほうし (才）  も  がた  も 

者たち への 奉仕に あずかる ことと を わ クコ n:5  持ちのと おりに， あなた 方の 持って い 

こ  もと  こんがん 

たしたち に 請い 求め， しきりに 懇願し  る ものの 中から それを やり遂げる ため 

き  ケコ II  9:8  すす  きも 

たのです。 5 そして， わたしたちが 希  です。 12 進んで する 気持ちが まず あ 

望して いたと おりに なった ばかりで な ココ17 :6  るなら， 持って いないと ころに 応じて 

かれ  いし  みず か  - 

く， 彼らは 迚のご 意志の もとに 自らを 薄一欄 ではなく， 持って いると ころに 応じて 

し!^  (力）  とくう  い  {力） 

まず 主に， そして わたしたちに ささげ ァマタ 8:20 特に 受け入れられる のです。 13 この 

ルカ 9:58  い  もの  やさ  { キ] 

ました。 6 そのため わたしたちは テ ト  フィ2:7 ように 言う のは， ほかの 者には 易しく， 

【キ）  かれ  がた あいだ はじ  がた  きび 

ス に， 彼が それを あなた 方の 間で 始め/  nfiin あなた 方には 厳しく， というつ もりで 

もの  しんせつ あた ^ 30  6:10  きんとう 

た 者な の だから， やはり 彼が， 親切に 与  はない からです。 14 むしろ， 均等を 

える この 同じ 業を あなた 方の 間で 成し ヴ317:25 図る ことによって， あなた 方の 当面の 

と  はげ  よ ぶん  かれ  けつぼう  う  あ 

遂げる ようにと 励ます ことにしました。 z マ タ1():42 余分が 彼らの 欠乏を 埋め合わせ， その 
7 それにしても， あなた 方が あらゆる  結果， 彼らの 余分 も 同じように あなた 

ことに， すなわち 信仰と 言葉と 知識と テモ け… 方の 欠乏を 埋め合わせ， こうして 均等 

まった しんけん  たい  （ク）  おお  もの 

全き 真剣 さに， また あなた 方に 対する $  27；g になる ためな のです。 15 「多く ある 者 
わたしたち のこの 愛に 満ち あふれて い  %  にも 多過ぎる ことなく， 少しし かない 

るのと 同じく， この 親切に 与える 業に  "；M2：43 者に も 少な 過ぎる ことはなかった」 と 

いの  ルカ 21:3  か 

も 満ち あふれる ようにと [祈ります]。  書かれて L 、ると おり です。 

い  がた  たい  おな  しんけん 

8 わたしが [こう] 言う のは， あなた キ マル 仏44 16 さて， あなた 方に 対する 同じ 真剣 
方への 命令と してでは なく， ほかの 人  さを テ トスの 心の中に 入れて くださっ 

しんけん  かんが  かんしゃ 

たちの 真剣 さを 考えての ことで あり，  た迚に 感謝が ささげられます ように。 

あなた 方の 愛の 純真 さを 試す ためな の 16:18 17 というのは， 彼は 実際に 励ましに 応 

がた  しゅ  ひじょう  しんけん 

です。 9 あなた 方は， わたしたちの 主 ココ ni2:l8 じたから です。 しかも， 非常に 真剣な 
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彼は， 自 ら 進んで あなた 方の もと に 出か 
けて 行こうと している のです。 18 し 
かしわた したち は 彼と 共に ひとりの 兄 
弟を 遣わします。 それは， 良いた より 
に 関連して その 称賛が すべての 会衆に 
広まって いる 人です。 19 それだけで 
はなく， この 人は， 主の 栄光の ため， 
また， 進んで する 気持ちの 証拠と して 
わた したち が 扱う この 親切な 贈り物に 
関連し， わたしたちの 旅の 同伴者と し 
て 諸 会衆から 任命され た 人で も ありま 
す。  20 こうして わたしたちは， 自分 
たちの 扱う こ の惜 しみな L ヽ 寄付に 関し 
て， だれから も とがめられる ことのな 
いように している のです。 21 わたし 
たちは， 「エホバの み 前 だけでなく， 人 
の 前で も 正直な 備えを する」 からです。 

22 さらに わたしたちは， 真剣な 人で あ 
る ことを わた したち が 多くの 事に おい 
て 幾度 も 確かめ， しかも 今や あなた 方に 
対する 厚い 信頼の ゆえに いっそう 真剣 
になって いる わたしたちの 兄弟を， 彼ら 
と 一緒に 遣わします。 23 です が， もし 
テ トスに ついて 何 か 疑問が あると いう 
ので あれば, 彼は わたしと 分け合う 者で 
あり ，あなた 方の 益の ための 同労者です。 
また， わた したち の 兄弟たち について で 
あれば， 彼らは 諸 会衆の & 徒 であり， キ 


リストの 栄光です。 24 ですから， 彼ら 

がた  あい [ク） 

に， あなた 方の 愛と， わたしたちが あな 

ほこ  ことがら W  しょうこ  しょ 

た 方に ついて 誇った 事柄との 証拠を， 諸 

かいしゅう めんぜん  しめ 

会衆の 面前では っ きり 示して ください。 

せい  もの  ほうし [コ） 

Q ところで， 聖 なる 者たち への 奉仕 
° に関して， わたしが あなた 方に 書 
くのは いわばよ けいな ことです。 2 わ 
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たしは， あなた 方の 進んで する 気持ち 
を 知っている からです。 それにつ いて 
わたしは あなた 方の ことを マケ ド ニア 
の 人々 に 誇って， アカイア ではもう 一 
年 も 前から 用 意が で きている と [言っ 
て] いますし， あなた 方の その 熱心 さ 
が 彼 らの 大多数を 奮い立たせても いる 
のです。  3 それな のに わたしが これ 
らの 兄弟を 遣わす のは， あなた 方に 関 
する わたしたちの 誇りが この 点で むな 
しくなら ないた め， つまり， あなた 方 
がほんと うに 用意が できて いて， わた 
しがん ヽ つも 言って いたと おりで あるよ 
うにす るた めです。 4 そうでな いと， 
何 かのこと で， マケドニアの 人たち が 
わたしと 一緒に 行って， あなた 方の 用 
意が できて いないのを 見る ことに なれ 
ば， わたしたちは 一 あなた 方が とは 言 
わな いまでも 一 自分たち のこう した 
自信の 点で 恥を 被る ことになります。 
5 それゆえ わたしは これらの 兄弟を 励 
まし， 先に あなた 方の もとに 行って， 
かねて 約束 した あ なた 方の 惜 しみない 
贈り物を あらかじめ 用意して もら うこ 
とが 必要で あると 考えました。 こうし 
て， それが 強要され たものと してでは 
なく， 惜しみな く 与えられた 贈り物と 
して 用意され るた めです。 

6 しかし この 点に ついて 言えば， 惜 
しみつつ まく 者は 少なく 刈り取り， 惜 
しみな くまく 者は 豊かに 刈り 取る ので 
す。 7 各自 いやいやながら でも， 強い 
られ てで もな く， ただ その 心に 決めた 
とおりに 行ないなさい。 拽 は 快く 与え 
る 人を 愛される のです。 
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8 さらに 裡 は， その 過分の ご 親切 第9 章 の ゆえに， 迚に 感謝が ささげられます 
すべてを あなた 方に 対して 満ち あふれ 7%283：710 ように。 

エフ 4:28  わたくし  じ しん 

させる ことができ， こうして あなた 方 フィ 4:i9 さて， 私 パウロ 自身が， キリス 

こと  っね じゅうぶん じ  テト 2:14  ■喔 I  おんゎ [ァ） しんせっ (ィ） 

が， すべての 事に おいて 常に 十分な 自 _112.9  卜の 温和と 親切と によって あな 

そくりょく  そな  よわ ざ  がた  こんがん 

足 力を 備えて， あらゆる 良い 業の ため ゥ_30:9  た 方に 懇 します。 わたしは あなた 方 

も  イザ 55:10  あいだ  こし  ひく  もの [ゥ】 

にじゅう ぶんの ものを 持てる ようにし  の 間に あって 見かけは [腰の] 低い 者で 

(7)  かれ ひろ ぶんぱい エホ セ 1〇:12  はな 

てくだ さるので す。 9( 「彼は 広く 分配 ^3nl:11 あっても， 離れて いると きには あなた 
し， 貧しい 者たち に 与えた。 その 養は  314:15 方に 対して 大胆です。 2 そうです， わ 

えいきゅう つづ [ィ）  か  カロ マ 15:27  ねが 

永久に 続く」 と 書かれて いると おりで  31 ^  たしは お願いします。 わたしが そこに 

ものた ね  6:®  とき  にく 

す。 10 では， まく 者に 種を， そして 〜 4:18 いる 時に なって， わたしたちが 肉 [に 

た  み  キロ マ 6:17  じ ぶん  さま  あゆ 

食べる ための パンを 満ち あふれる ほど  nn  7：15  おける 自分の 様] に したがって 歩む か 
に 供給して くださる 方は， あなた 方の ク^^% のように 評価す る ある 人たち に 対し 大 
まく 種を 供給し， また 殖やし， あなた  胆な 処置を 取ろうと 考えて いる その 自 

ぎ  さんぶつ W  まく わ  しん  ふま 

方の 義の 産物を 増し 加えて くださる で ヶ 使徒2。:24 信を もって 大胆に 振る舞わなくて すむ 

がた  こと 

しょう。） 11 あなた 方は すべての 事コジ ようにして ください。 3 というのは， 

かんだい  と  C.1C  にく  あゆ 

において あらゆる 寛大 さの ために 富ま  X；  3；7 わたしたちは 肉に おいて 歩んで はいて 
されて ゆく ので あり， それは わたした ~~ も， 肉 [における 自分の 様] にした がっ 

とお  かんしゃ  ひょうげん  ^ 一 ^  たたか  （キ） 

ちを 通して® への 感謝の 表現を 生み出 - て 戦いを している のでは ないから です。 

すので す。 12 この 公的な 奉仕の 務め  4 わたしたちの 戦いの 武器は 肉的な も 

たん  せい  もの  とぼ  アマ タ 11:29  [ク） きょうこ  まも  かた 

は， 単に 聖 なる 者たち の 乏しい ところ  llQn のでは なく， 強固に 守り 固めた ものを 

み  おぎな  ^ 11:30  くつがえ  きょうりょく 

を 満ち あふれる ほどに 補うた めだけ で ゥ 312:3  覆 すため 拽 によって 強力に された も 

(力）  たい  かずかず  かんしゃ ひょう げん  W 

はなく， 姓に 対する 数々 の 感謝の 表現 ヱ コ のな のです。 5 わたしたちは， [いろ 
に 伴って 豊かになる ためで も あるから ォゴ = いろな] 推論 や， 神の 知識に 逆らって 立 
です。 13 彼らは この 奉仕の 務めが 実  3n 13:10 てられた 一切の 高大な ものを 覆して い 
証す る ものに よって® の 栄光を たたえ  るので す。 そして， 一切の 考えを とり 

がた  みず か おおやけ  モ a マ 8:13  じゅうじゅん 

ます 0 つまり， あなた 方が， 自ら 公に ヱフ6:12 こにして キリストに 従順に ならせて い 
言明す ると おり， キリスト に関する 良 ます。 6 また， あなた 方 自身の 従順 

じゅうじゅん  [キ）  エフ 6:13  まっと  （サ）  いっさい ふじゅうじゅん たい 

いたよりに 柔順で あり， また 彼ら， そ  r^1  が 全うされたら， 一切の 不従順に 対し 

もの  たい  き ふ  ァ モ H ただ  しょばつ  くわ  ようい  ととの 

してす ベての 者に 対する 寄付に おいて  T^n 2:24 て 直ちに 処罰を 加える 用意を 整えて い 

かんだい  [ク）  ケ ロマ 8:14  (シ） 

寛大で あるから です。 14 そして， あ  コ n  6:7  るので す。 

がた  たい  ゆた  そそ  がた  かち 

なた 方に 対してより 豊かに 注がれた# コ纟 はだ  7 あなた 方は うわべの 価値に よって 
の 過分の ご 親切の ゆえに， 彼らは あな  2：25 物事を 見て います。 自分は キリス トに 

き がん  サコ II  2:9  ぞく  じ にん 

た 方の ための 祈願を ささげつつ あなた  ^D7：15  属して いると 自任して いる 人が いるな 
方を 慕う のです。  シ な1 ら， その 人は 自分自身 のために 次の こ 

い  むしょう たまもの (コ）  こうりょ  い 

15 その 言いつ くしえぬ 無償の 賜物 スコ D5:12 とも 考慮に 入れるべき です。 すなわち， 
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その 人と 同じように， わたしたち もキ 

(7) 

リス トに 属して いると いう ことです。 
8 あなた 方を 築き上げて 打ち壊さな 
いため に 主が わ たしたち に 与えて くだ 
さった 権威に ついて 多少 誇り 過ぎる こ 
とが あると しても， わたしは 恥を 被る 
ことは ない はずです。  9 これは， わた 
しが [自分の] 手紙で あな た 方を おびえ 
させようと している などと 思われない 
ためです。 10 というのは， 「[彼の] 
手紙は 重々 しくて 力強い が， 身を もっ 

さま  よわよ わ  （工）  はな 

て そこにい る 様は 弱々 しく， その 話し 
方は 卑しむべき もの だ」 と 彼らは 言う 
からです。 11 そのような 人は この こ 
とを 考慮に 入れるべき です。 すなわち， 
離れて いると き の 手紙の 言葉に おける 
わたしたちと， 共に いると きの 行動に 
おける わたしたちとは 同じで あると い 
うこと です。 12 わたしたちは， 自己 
推薦を する ある 人々 と 自分を 同列に 置 
いたり， その 人々 と 自分を 比べたり は 
しないの です。 彼らは， 自分に よって 
自分を 量り， 自分を 自分と 比べる 点で 
いかにも 分別が あり ません。 

13 わたしたちは， 自分たち に 割り 当 
てられた 境界の 外で ではなぐ 姓が k っ 

はいぶん  がた 

てわたしたち に 配分 し， あなた 方にまで 
も 達する よ うにして く ださ っ た 区域の 
境界に したがって 誇る のです。 14 実 
際 わたしたちは， あなた 方のと ころに 
は 達しなかった かの ように， 無理に 伸び 
をして いるので はありません。 わたし 
たちは， キリス トに ついての 良いた より 
を宣 明しながら あ なた 方の ところに ま 
で 来た 最初の 者だった のです。 15 そ 
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うです， わたしたちは， 自分たち に 割 
り 当てられた 境界の 外， だれか ほかの 
人の 労苦の 中で 誇って いるので はあり 
ません。 ただ， あなた 方の 信仰が 増し 
て ゆく につれ， わたしたちの 区域に 関 

あいだ 

しては， あなた 方の 間で わたしたちの 
こ とが 大いに 認め られ るよう にとの 希 
望を 抱いて いるので す。 こうして， わ 
たしたち はなお いっそう 満ち あふれた 
者と なり， 16 あなた 方より 向こうの 
地方に も 良いた よりを 宣 明し， だれか 
ほかの 人の， すでに 事が 整えられ てい 
る 区域で 誇 る ことがない ようにし ます。 
17 「しかし， 誇る 者は エホバに あって 
誇りなさい」。 18 自分を 推薦す る 者 
が 是認され るので はなく， エホバの 推 
薦 される 人が [是認され る] のです。 

n わたしは あなた 方が， わたしの 
多少と も 道理を わきまえな いと 
ころを 忍んでくれ たらと 願います。 い 
や， 現に あなた 方は， わたしの ことを 
忍んでくれ ています！  2 わたしは 敬 
虔な しっとを もって あなた 方を しっと 
している のです。 あなた 方を 貞潔な 処 
女と して キリストに 差し出す た 土， わ 
たし g 身が あなた 方を ただ 一人の 夫に 
婚約 させた からです。  3 しかし わた 
しは， へびが そのこう かつ さに よって 
エバを たぶらかした ように， あなた 方 
の 思 L ヽが何 かのこと で 腐敗 させら れ て， 
キリス トに 示されるべき 誠実 さと 貞潔 
さから 離れる ような ことにな りは しま 
いかと 気遣って いるので す。 4 現状 
では， だれかが 来て わたしたちが 宣べ 
伝え たものと は 別の イエ スを宣 ベ 伝え 
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て も， あるいは あなた 方が 受けた もの 第11 章 を 愛して いる ことは]# が 知って おら 
とは 別の 霊を 受け， あなた 方が 受け 入 7 ガ ラ1：7 れま 士。 

れ たものと は 別の 良いた よりを [受け]  <3"14：3  12 さて， わたしは， 自分が 行なって 

て も， あなた 方は [その 者を] 容易に 忍 1：8 いる ことを これから も 行なって ゆき ま 

(x)  エフ イ 2:21  [イ）  ほこ  しょくむ  てん 

んで しまう からです。 5 わたしは， あ ョハ nw  す。 それは， その 誇る 職務の 点で わた 
なた 方の 優秀な 使徒たち にた だの 一事 ォヲ J 巧1 したち と 同等に 見られる 口実を 欲して 

おと  [力） かんが  ガラ 2.b  た 

といえ ども 劣って いないと 考えて いる^^ , 15:1Q いる 人たち から その 口実を 断つ ためで 
のです。 6 しかし， たとえ わたしが 話  31111:23 す。 13 そのような 人たち は 偽 使徒， 
し 方の 点で 熟-していない としても， +Sn4iS：io 欺まん に 満ちた 働き人で， 自分を キリ 
知識の 点では 決して そうでは ありませ クコ 12:13 ス トの 使徒に 変 様 させて いるので す。 
ん。 わたしたちは [それを]， すべての ヶ ェフ3:4 14 それ も 不思議ではありません。 サ 
事に おいて， あらゆる 面で あなた 方に ココ12:3  タン 自身が 自分を いつも 光の 使いに 変 

友^  し^  け ）  コ n i(hi  上 う  ^ 

明らかに 示しました。  18：3 様 させて いるから です。 15 したがっ 

7 それとも， あなた 方が 高められる  319:18 て， 彼の 奉仕者た ちが 自分を 義の 奉仕 
ように わたしが 謙遜に なり， 拽の 良い  4：10 者に 変 様 させて いると しても， 別に 大 

たよりを 価な しに 喜んで あなた 方に 宣 12:13 した ことではありません。 しかし， 彼 
明した ことのた めに， わたしは 罪を 犯  らの 終わりは その 業に 応じた ものと な 

ソ テサ I  2:9  [キ） 

した ことになるので しょうか。  8 わ  ります。 

たしは， 備えられる ものを 受け入れる  16 再び 言います が， だれも わたし 

かいしゅう  うば  と  ナロ マ 9:1  どうり  かんが 

ことによって ほかの 会衆からは 奪い取 - が 道理を わきまえて いないな どと 考え 

り， こうして あなた 方に 奉仕し ました。 るべき ではありません。 しかし， もし 
9 そして， あなた 方の もとにいて 窮乏  -n  7=3  実際に [そう 考える] なら， たとえ 道理 

たい  311 12,15  もの 

したと きで も， わたしは だれに 対して ^  9;12 を わきまえない 者と してで あっても， 
も 重荷とは なりませんでし^。 マケド , |# 101:7 わたしを 受け入れなさい。 わたし も 多 
ニアから 来た 兄弟たち がわた しの 欠乏  S^5；318 少なり とも 誇れる ようにす るた めで 

み  おぎな  エフ 4:14  [ク）  じ ぶん  はな 

を 満ち あふれる ほどに 補って くれた か  す。 17 わたしは 自分の 話す ことを， 

ら です。 そうです， わたしは 何事に お は n2 ふ 主の 例に 倣って ではなく， 道理を わき 
いても あなた 方の 重荷に ならない よう 1;8 まえない 者の ように， 誇りに 特有の こ 
にしました し， [これから も] そうし ま  2：9 の 過度の 自信に よって 話して います。 

す。 10 アカイア 地方に おける わたし 8:44 18 多くの 人が 肉に したがって 誇って 
のこの 誇りを 何もの も 阻みえない とい 。 マ2:6  いるので すから， わたし も 誇り ましょ 
うことは， わたしの 場合， キリス トの  gin3 ぽ 4 う〇 19 あなた 方が， 自分は 道理を わ 
真実な のです。 11 どんな 理由の ため クコ nl():8 きまえて いると 思って， 道理を わき ま 

がた  あい  よろこ  しの 

です か。 わたしが あなた 方を 愛して い ヶコ 13:21 えない 人たち を 喜んで 忍んで いるから 
ないから です か。 [わたしが あなた 方 コフィ 3:4  です。 20 事実 あなた 方は， あなた 方 
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を奴隸 にす る 者， [あなた 方の 持って い 第 r 章 知り， 食物を 取らない ことが 何度も あ 
る ものを] むさぼり 食う 者， [あなた 方 7%1  4；5 り， 寒さと 裸を 経験し ました。 

の 持って いるものを] 奪い取る 者， [あ ヵラ5:1  28 そうした 外的な 事柄に 加えて， 

なた 方] に対して 自分を 高める 者， あな 3：19 日 ごとに 押し寄せて 来る もの， すな わ 
た 方の 顔を 打つ 者を， だれで あろうと Si ちす ベての 会衆に 対する 心配が ありま 

しの  [ゥ）  よわ  W 

忍んで います。  X 使徒22 :3 す。 29 だれかが 弱くて， わたしが 弱 

21 わたしは， 自分たち の 立場が 弱 ォ ロマ u:i くない ことがある でしょう か。 だれか 
かった かの ように， [自分たち に] 不名  がつ まずいて， わたしが いきり 立たな 

誉 でも これを 言います。  い ことがあ るで しょ うか。 

しかし， もし だれか ほかの 人が 何 か  i5：io  30 もし どうしても 誇らなければ なら 

てん  だいたん  ふ  ま  じ ぶん  よわ 

の 点で 大胆に 振る舞う ので あれば一 わ ク 使徒 ！6:24 ない ので あれば， わたしは 自分の 弱さ 
たしは 道理を わきまえない 者の ように ヶ 使徒 に関する ことを 誇ります。  31 主 イエ 
語って います 一 わたし も それにつ いて ぺ テ12 :21 スの裡 また 父， 永久に 賛美され るべき 
大胆に 振る舞う のです。 22 彼らは へコ *25:3  その 方 こそ， わたしが 偽りを 語って い 
ブライ 人です か。 わたし もそう です。 サ《®16:22 ない ことを 知って おられます。  32 ダ 
彼らは イスラエル 人です か 0 わたし も シ 使徒14 :19 マス カスでは 王 アレ タ 配下の 総督が， わ 
そうです。 彼らは アブラハムの 胤です ス 使徒27 :41 たしを 捕らえよ うとして ダマスカス 人 
か。 わたし もです。 23 彼らは キリス セ 使徒20 :3 の 都市を 警護して いました が，  33 わ 
卜の 奉仕者で すか。 わたしは 狂人の よ ソ® たしは 城壁の 窓から 編 かごで 降ろして 
うに 答えます。 わたしは その 点は るか 夕 使徒 I4:5 もらって その 手を 逃れました。 

に 際立った 者です。 その 労苦は さらに チ 使徒 I3 ⑸ 1 9 わたしは 誇らねば なりません。 
多く， 獄に 入れられ たこと もさら に 多 ッ — 2〇:31 なるほど それは 有益な ことでは 
く， 殴打を 受けた ことは 過度に 及び， ^ ，- m  ありません。 しかし わたしは， 主の 

し  が  ちょうしぜん まぼろし (ク】 けいじ  うつ 

死に ひんした こと も しばしばでした。 ァコ i4:ii 超自然の 幻 と 啓示の ことに 移ります。 
24 ユダヤ人た ちからは 四十より 一つ ィコ n6:5  2 わたしは キリス トと 結ばれた ひと 
少ない むち 打ちを 五 回 受け， 25 三度 ウコ n  2:4  りの 人を 知っています。 その 人は 十四 

ぼう  う  I サ）  いしう  コロ  2:1  ねん まえ  からだ 

棒む ちで 打ちた たかれ， 一度 石 打ちに  年 前に 一 それが 体に おいてであった 

され， 三度 難船を 経験し， 一昼夜 深み  かどう かわた しは 知りません。 体を 出 

で 過ごした こと もあります。 26 幾度  てであった かどう かも 知りません。 裡 

も 旅を し， 川の 危険， 追いは ぎの 危険，  が 知って おられます一 そのような 者 

[わたし 自身の] 民族からの 危険， M 国 _ として 第三の 天に 連れ去られました。 

民からの 危険， 都市での 危険， 荒野で 第12 章 3 そうです， わたしは そのような 人を 
の 危険， 海での 危険， 偽 兄弟たち の 間 ク雜ば 7 知っています 一 それが 体に おいてで 

あ  ろうくる  ねむ  はな  M 

での 危険に 遭い， 27 労し 苦しみ， 眠 ヶェゼ 8:3 あった か 体を 離れて であった か， わた 
らぬ 夜を 幾度 も 過ごし， 飢えと 渴 きを 3 ェゼ 3:14 しは 知りません。 神が 知 って おられ ま 
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す一  4 その 人は パラダイスに 連れ去 
られ， 人が 話す ことを 許されず， 口に 
出す こ とので きない 言葉を 聞いた ので 
す。  5 そのような 人に ついて わたし 
は 誇ります。 しかし 自分自身 について 
は， [自分の] 弱い ところに 関する 以外 
には 誇りません。 6 たとえ わたしが 誇 
りたい と 思う 場合が あると しても， そ 
れ によって 道理を わきまえない 者と な 
る わけではありません。 わたしは 真実 
を 語る からです。 しかし わたしは [それ 
を] 控えます。 だれも， 7 ただ その 啓 
示の 過大 さの ために， わたしに ついて 
見る ところ， あるいは わたしから 聞く 
ところを 越えて， わたしの ことを 高く 
評価す るよう な ことのない ためです。 

それゆえ， 高慢になる ことのな いよ 
う ，わた しは 肉体に 一つの とげを 与えら 
れ ました。 それは サタンの 使いで あっ 
て， わたしが 高慢に ならない よう， わ 
た しに 終始 平手打ちを 加える ための も 
のです。 8 これにつ いては， それが 
わたしから 離れる よう， わたしは 三度 
M に ii しました。 9 しかし [M] は， 
まさにこう 言われ ま した。 「わたしの 
過分の 親切は あなたに 対してす でに 十 
分で ある。 [わたしの] 力は 弱さのう ち 
に 全うされ るので ある」。 それゆえ わ 
たしは， 自分の 弱い ところに ついて む 
しろ 大いに 喜んで 誇り， こうして キリ 
ス トの 力が 天幕の ごとく わたしの 上に 
とどまる ようにし ます。 10 したがっ 
て， わたしは 弱い ところを， 侮辱， 窮 
乏， 迫害 や 困難を， キリストの ゆえに 
喜びと する のです。 わたしが 弱い とき， 
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その 時 わたしには 力が あるから です。 

11 わたしは 道理を わきまえない 者 
となりました。 あなた 方が， やむなく 
わたしを そうなら せた のです。 わたし 
は あなた 方から 推薦され るは ずだった 
からです。 わたしは， 自分が たとえ 無 
に 等しい 者で あるに しても， [あなた 
方の] 優秀 な 使徒たち にた だの 一事と 
いえ ども 劣らなかった のです。 12 実 
際， A 徒と しての しるしは， あらゆる 
忍耐に より， また， しるしと 異 兆と 強 
力な 業と によって， あなた 方の 間に 示 
されました。 13 わたし 自身が あなた 
方の 重荷と な ら ないよう にした ことを 
別に すれば， あなた 方は いったい どん 

てん  かいしゅうい か  もの 

な 点で ほかの 会衆 以下の 者と なった で 
しょうか。 この 不正に ついては， わた 
しを 親切に 許して ください。 

14 ご覧なさい， わたしが あなた 方の 
ところに 行く 用意を したのは これで 三 
度 目です。 それでも わたしは 重荷と な 
ら ないように します。 わたしは， あな 
た 方の 所有物で はなく， あなた 方 自身 
を 求めて いるので す。 子供が 親の ため 
にでは なく， 親が 子供の ために 蓄えて 
おくべき なのです。 15 わたしと して 
は， あなた 方の 魂の ために 大いに 喜ん 
で [自分を] 費やし， また 費やし 尽くさ 
れる つもりです。 わたしが あなた 方を 
いよいよ あふれる ほどに 愛すれば， わ 
たしは そ れ だけ 少な く 愛されるべきな 
のです か。 16 しかし， たとえ そうで 
あると しても， わたしは あなた 方に 重 
荷を 負わせる ことは しません でした。 
それ にもかかわらず， あなた 方は， わ 
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たしが 「ずる 賢い」 とか， 「たばかり 第12 章  1 q わたしが あなた 方のと ころに 行 
によって」 あなた 方を M ら えたと か备 ァコ117:2 こうと している のは これで 三壶 

(ァ）  がた  め [ァ）  いっさい  こと  ふたり  しょう 

います。 17 わたしが あなた 方の もと ィコ 目です。 「一切の 事は 二人 か 三人の 証 

はけん  311  8：16 にん  かくしょう 

に 派遣した 人たち の だれに ついて 見て  人の 口によ っ て 確証 さ れ ねばならな 

も， わたしが その 人を 通して あなた 方  い」 のです。 2 わたしが 以前に も述 

を 利用した ことな どないで はあり ませ 13110:33 ベた ことです が， 今 そこに いないとは 
ん か。 18 わたしは テ トスを 促し， ま ォコ1 いえ， あたかも 二度目に そこにい るか 
た 彼と 一緒に 兄弟を 派遣し ました。 テ  のように， 前に 罪を おかした 人たち と 

トスが あなた 方を 利用す る ことな どな  ほかの 人たち すべてに あらかじめ 言っ 

かった ではありません か。 わたしたち 2:3 て おきます。 すなわち， 再び 行く こと 
は 同じ 霊を もって 歩んだ では ありませ クコ” になれば， わたしは 惜しみ 見る ような 

そくせき  コ D  2:2  [ゥ） 

ん か。 同じ 足跡に そって [歩んだ] では  ことは しません。 3 キリストが わたし 

ケコ 16:9  かた  しょうこ 

ありま せんか。  6:13 にあって 語って おられる 証拠を あなた 

19 あなた 方は これまで ずっと， わた コ nvl3:13 方が 求めて いるから です。 [キリスト] 
したち が あなた 方に 対して 自分の 弁護  ^7  4U9 は あなた 方に 対して 弱い のでは なく， 
をして いると 考えて きたで しょうか。 ュダ4  あなた 方の 間に あって 強力な のです。 

まえ  -  たし  かれ  よわ  （才】 くい 

わたしたちは 裡 のみ 前で， キリストに 第二 欄 4 確かに 彼は 弱さの ゆえに 杭に つけら 

あって 語って いるので す。 しかし， 愛 - れ はしました。 しかし， 拽の 力の ゆえ 

する 者たち よ， すべての 事は あなた 方  に 生きて おられる のです。 また， 確か 

を 築き上げる ためな のです。 20 わた  にわたし たちは 彼と 共に あって 弱い者 

しは， 自分が 着いた とき， あなた 方が わ  * 19：15 です。 しかし， あなた 方に 対する 姓の 

ねが  マタ 18: 16  [ク） 

たしの 願う とおりで ない のを 見， わた ョ ハ8 :17 力の ゆえに， 彼と 共に 生きる ことにな 

(ヶ） 

しも あなた 方に とって， あなた 方の 願 ゥコ HI:23 るので す。 

うと おりではなかった という ことにな コ 1112:21  5 自分が 信仰に あるか どうかを 絶え 

とうそう  {*)  ため  じ しん 

りは しない か， そして， 闘争， ねたみ， ェロ マ 15:18 ず 試しなさい。 自分自身が どんな もの 
怒り， 口論， 陰口， ささやき， 思い 上  であるかを 絶えず 吟味しなさい。 それ 

がり， 無秩序な 事態が ありは しないだ" 2:7 とも あなた 方は， イエス • キリストが 
ろうかと 気遣って いるので す。  21 わ ヵコ12:2  あなた 方と 結びついて おられる ことが 
たしが 再び 行く とき， わたしの 独が あ キロ マ 6:4  分からな いのです か。 それは， あなた 

がた  あいだ  はずかし  い ぜん  つみ  ひ 

なた 方の 間で わたしを 辱め， 以前に 罪 ^311：18  方が 非と されて いるので なければ のこ 
を おかした のに， 自分の 行なって いた  316:14 とです が。  6 わたしたちは 非と され 
汚れ や 淫行 や みだらな 行ないを 悔い 改 ヶ てはいません が， そのこと を あなた 方 
めて いない 人たち の 多くに ついて， わ  が 知って くれる ようにと， わたしは 真 

たしが 嘆き悲しむ というよ うな こと も ガ ラ6:4 に 希望し ます。 

がた 

あるいは あるか もしれ ません。  サロマ 8:10  7 さて， わたしたちは， あなた 方が 
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何ら 悪を 行なわない ように と迚に 祈り 
ます。 それは， わたしたちが 是認され 
ている ように 見られる ためでは ありま 
せん。 たとえ わたしたち 自身は 非と さ 
れ ている ように 見えても， あなた 方が 
りっ ばな こと を 行な うようになる ため 
です。 8 わたしたちは 真理に 逆ら っ 
ては 何も 行なえません。 ただ 真理の た 
めに しか 行なえない のです。 9 本当に 
わたしたちは， 自芬 たちが 弱くて， あ 
なた 方が 強力な ときには いつも 歓びま 
す。 そして， あなた 方が さらに 調整を 
加えられて ゆく こと， この ことを わた 
したち は 祈り 求めて います。 10 それ 
ゆえに， わたしは 離れて いる 間に これ 
ら のこと を 書く のです。 共に いると き 
に， 主が わたしに 与えて くださった 権 
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威に よっ て 厳しく 行動し なく てす むよ 
うにす るた めです。 [その 権威は] 築き 

M  う  こわ 

上げる ための もので あり， 打ち壊す た 
めの ものではありません。 

11 終わりに， 兄弟たち， 引き続き 
歓 び， さらに 調整を 加えられ， 慰めを 

(0)  おな  かんが  も  W  へいわ  せいかつ 

(才）  あい 

て ゆきなさい。 そうすれば， 愛と 平和 
の裡が あな た 方 と共にいて くださる で 

せい  たが 

しょう。 12 聖 なる 口 づけを もって 互 
いに あいさつを 交わしなさい。 13 聖 
な る 者たち すべてが あなた 方に あいさ 
つを 送って います。 

14 主 イエス •キリス トの 過分の ご 親 
切と a の 愛， ならびに 聖霊に あずかる 
ことが， あなた 方 すべてに あります よ 

t ク） 

うに。 


ガラ テア 人への 手紙 


1 人々 からでは なく， 人を 通して で 
1 もな く， ただ イエス* キリス トと， 
[キリスト] を 死人の 中から よみがえら 
せた 父なる 神と によって 使徒と された 

:才！  とも 

パウロ，  2 および わたし と共にい る 
兄弟たち すべてから， ガラ テアの 諸 会 

しゅう 阁 

衆へ： 

3 わたしたちの 父なる 裡と主 イエ 
ス •キリストからの 過分の ご 親切と 平和 
が あなた 方に あります ように。 4  [キ 
リス ト] はわた したち の 罪の ために ご 
自身を 与えて ください ましたが， それ 
は， わたしたちの# また 父の ご 意志に 
したが っ てわた したち を 現在の 邪悪な 


第 1 章 

7 使徒 9:15 
使徒 26:16 
ガラ 1:12 
ィ 使徒 2:24 
ウ 使徒 22:14 


第二 欄 


事物の 体制 か ら 救い出す ためでした。 
5  [进] に 栄光が 限りなく 永久に ありま 
すよう に。 アーメン。 

6 あなた 方が， キリス トの 過分の 
ご 親切を もって あなた 方を 召して くだ 
さっ た 方 か ら 別の 種類の 良いた よりへ 
と， これほど 早く 移って 行く ことを， 
わたしは 不思議に 思います。  7 しか 
しそれ は 別の [たより] ではなく， ただ， 
あなた 方を 煩わせ， キリスト について 
の 良いた よりを ゆがめようと している 
者たち がいる という だけの こと なので 
す。 8 しかし， たとえ わたしたち や 天 

キ 使徒 15:1; コ n 11:13; テモ I  6:3。 


ガラ テア 1:9— 2:2  ユダヤ教 時代の パウロの 行状。 初期の 宣教  1806 


からのみ 使いで あろうと， わたしたち 
が 良いた よりと して 宣 明した 以上の こ 
とを 良いた よりと して あなた 方に 宣明 
すると すれば， その 者は のろわれ るべ 
きです。  9 わたしたちが 上に 述べた 
とおりの こと， それを わたしは 今もう 
一度 言います。 あなた 方が 受け入れた 
以上の ことを 良いた よりと して あなた 
方に 宣明 している 者は， だれであろう 
とのろ われるべき です。 

10 いったい， わたしが いま 説得し 
ようとして いるのは 人間で しょ うか， 
それとも 姓でしょう か。 あるいは， わ 
た しは 人間を 喜ばせようと 努めてい る 
のでしょう か。 もしい まだに 人間を 喜 
ばせ ている とすれば， わたしは キリス 
卜の 奴隸 ではありません。 11 兄弟た 
ち， あなた 方に 知らせて おきます が， 
わたしが 良いた よりと して 宣 明した 良 
いたよりは 人間的な ものでは ない ので 
す。 12 わたしは それを 人間から 受け 
たので も， また， イエス. キリストの 
啓示に よる 以外には， 教えられ たので 

[キ） 

もない からです。 

13 もとより あなた 方は， 以前 ユダヤ 
r? こ 入って ぃた ころの ゎたし^ n 
について 聞きました。 つまり， わたし 
は 甚だ しい ま でに 裡の 会衆を 迫害した 
り 荒らした りし， 14 自分の 民族の 同 
年輩の 多くの 者に 勝って ユダヤ教に 進 
んで いました。 自分の 父たち の 伝統に 

たい  ねっしん (ス） 

対しては る かに 熱心で あ っ たから です。 
15 しかし， 母の 胎 から わたしを 分け， 
そ の 過分の ご 親切に よって [わたしを] 
召して くださ っ た® か'， 16 わた しに 
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アコ I 16:22 

ガラ 5:12 

イ申 12:32 
蔵 30:6 


キ ロマ 16:25 
ガラ 2:2 
エフ 3:3 


ク 使徒 23:6 
ガラ 2:14 

ケ テモ I 1:13 

コ 使徒 8:3 
使徒 9:1 
使徒 22:4 
使徒 26:11 


サ 使徒 22:3 
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アコ n  4:6 
イ 使徒 9:15 


エ 使徒 2:42 
才 使徒 9:19 


キ 使徒 9:26 
ク マタ 13:55 


ケ 使徒 12:17 


サ 使徒 9:30 
シ ヨハ 17:21 


セ 使徒 8:3 
ソ 使徒 21:20 
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夕 使徒 9:27 
チ 使徒 15:2 


かんれん  じ ぶん  けいじ 

関連して ご 自分の み 壬を 啓示す る こと 
をよ しとされ， こうして わたしが その 
[み 壬] についての 良いた より を 諸国 民 
に宣 明す る ことに なった 時， わたしは 
直ちに 血肉と 協議した りは しませんで 

[ゥ 1  のぼ 

した。 17 また， エルサレムに 上って， 
わたしより 先に 使徒と なって いた 人た 
ちのと ころへ 行く こと もせず， ただ ア 
ラビアに 行き， それから 再び ダマス カ 

もど  き  t 才） 

スに 戻って 来 ま した。 

18 それから 三年 後に， わたしは ケ ファ 
を 訪ねる ため エルサレムに 上り， その 
もとに 十五 日間 滞在し ました。 19 し 
か しわた しは 使徒のう ち ほかの だれに 
も 会わず, ただ 主の 兄弟 ヤコブに [会っ 
た] だけです。 20 さて， わたしが [今] 
あなた 方に 書いて いる 事柄に ついて 言 
え ば， ご覧なさい， わたしは# のみ 前 
にあって 偽りを 語って はい ませ/。 

21 その後， わたしは シリアと キ リキ 
ア 地方に 入りました。  22 しかし， わ 
たしは キリス トと 結ばれた ユダヤの 諸 
会衆に 顔を 知られて いませんで した。 
23 彼らは ただ， 「以前 わたしたちを 迫 
害した 者が， 今では， 自分が 以前に 荒 

[せ I しんこう  よ 

ら して まわった 信仰に ついての 良いた 
よりを 宣 明して いる」 と 聞いて いただ 
けでした。  24 それで， 彼らは わたし 
のこと で 姓の 栄光を たたえる ようにな 

[V] 

りました。 

2 それから 十四 年後， わたしは バルナ 
パと 一— こ， また テ トス も 伴って， 
再び エルサレムに 上りました。  2 し 
か しわた しは 啓示が あっ たので 上って 
行った のです。 そして， 自分が 諸国 民 


1807  自由を うかがう 者。 ぺ テロの 加わった 虚偽の 行ない  ガラ テア 2：3—14 


あいだ  の  つた  よ  かれ 

の 間で 宣べ 伝えて いる 良いた より を 彼 

まえ  しめ  (7)  おも 

らの 前に 不 しました。 といっても， 主 
立った 人々 に対して だけです。 白 分が 

むだ （ィ) はし 

無駄に 走って いるよう な ことは， ある 

(ゥ 1 

いは [無駄に] 走って きたよう な ことは 

おち 

ないかと 思った からです。  3 しかし 

いっしょ  [エ） 

ながら， わたしと 一緒にいた テ トスで 

じん 

さえ， ギリシャ 人であった にも かかわ 

かつれい  う  し 

ら ず， 割礼を 受ける ように 強いられる 

(ォ1 

ことはありませんでした。  4 むしろ， 
それは こっそり 連れ込まれた 偽 兄弟 

W  ひとびと 

たちに よるので す。 その 人々 は， わた 
したち が キリス ト • イエスと 結ばれて 

も  じ ゆう [ク）  しの 

持って いる 自由を うかがう ために 忍び 
込んで 来たので あり， わたしたちを 完 

ぜん  ど れい  （ヶ] 

全に 奴隸 にしようと している のです一 

たい 

5 そのような 人たち に対して わたした 

くっぷく  じょうほ 

ちは 屈服して 譲歩した りは しませんで 
した。 そうです， 一時と いえ どもです。 

よ  しん り (サ）  ひ  つづ 

それは， 良いた よりの 真理が 引き続き 
あなた 方の もと にと どまる ようにす る 
ためでした。 

6 しかし， 相当な 人と 思えた 人たち 
と しては 一 それが 以前 どのよう な 人 
たちであった かは， わたしに とって 少 

そうい  き  W 

しも 相違を 来たしません  一# は 人の 

がいけん  こと  おこ 

外見に したがって 事を 行なったり はさ 

(t)  おもだ 

れ ません一 そうです， それら 主立った 

ひとびと  なに あたら  さず 

人々 はわた しに 何も 新しい ことを 授け 
はしませんでした。  7 それ どころ か， 

かつれい  う  たい 

ぺ テロが 割礼を 受けた 人たち に対する 

よ  たく  おな 

[良いた より を 託された] のと 同じよう 

(V]  む かつれい  （夕） 

に， わたしが 無 割礼の 人たち に対する 

[チ】  し 

良いた よりを 託されて いるのを 知った 
時 一 8 割礼を 受けた 人たち に対する 
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使徒 職に 必要な 力を ぺ テロに 与えた 方 
は， わたしに も 諸国 民の 者たち に 対す 
る 力を 与えて くださった のです。 9 そ 
う です ，わたしに 示さ れた 過分の ご 親切 

し  とき  W 

について 知った 時， ヤコブと ケ ファと 
ヨハネ， すなわち 柱と 思えた 人たち が， 
共に 分かち合う [しるしと して] わたし 
と バルナ パに 右手を 差し伸べ， こうし 
てわたし たちは 諸国 民の もとへ， 彼ら 
は 割礼を 受けた 人たち の もとへ 行く こ 
とに したので す。 10 ただ， わたした 
ちは 貧しい 人たち のこと を 覚えて おく 

[ク） 

ようにとの ことでした。 わたしは まさ 
に その 点で も 真剣に 励んで きま した。 

11 しかし， ケ ファが アン ティ オキ 
アに 来た 時， わたしは 面と向かって 彼 
に 抵抗し ました。 彼には 責める べきと 
ころが あった からです。 12 ヤコブの 
もとから ある 人たち が 来る まで (i， 諸 
国民の 者たち と 一緒に 食事を していた 
のに， 彼らが 来る と， 割礼 組の 者たち 
への 恐れの ために， 身を 引いて 離れて 
行った からです。 13 残りの ユダヤ人 

かれと も  きょ ぎ (チ 1 くわ 

たち も 彼と 共に この 虚偽に 加わり， そ 
の 結果， バルナ バ さえ も 彼らと 共に そ 
の 虚偽に 引かれて 行きました。 14 し 
かし， 彼らが 良いた よりの 真理に した 


がって まっすぐに 歩んで いないのを 見 
た 時， わたしは みんなの 前で ケ ファに 
こう 言いました。 「あなたは， 自分で 
は ユダヤ人で ありながら 諸国 民の よう 
に 生活し， ユダヤ人 がする ようには し 
ていないのに， どうして 諸国 民の 者た 
ちに， ユダヤ人の 習わしに したがって 
生活す る ことを 強いてい るので すか」。 


ガラ テア 2:15—3:10  信仰に よって 義と宣 せられる  1808 

15 生 _ の ユダヤ人であって， _ 国民 第2 章 卜は 実際には いたずらに 死んだ ことに 
の 罪人で ない わたしたち も， 16 人が 7  av  H-23 なって しまう のです。 

養と 宣 せられる の は 律法の 業に よるの: J7143；22  〇 ああ， 無分別な ガラ テアの 人たち， 
ではなく， ただ キリス ト •イエスに 対  〇?  8:339  ^ あなた 方の 目の前で， イエス •キ 
する 信仰を 通して である こ とを 知って ^ ごは〗 リ ストは 杭に つけられた 者と して あら 
いるので， この わたしたち でさえ キリ ォ a マ 5:17 わに 描き出され たのに， その あなた 方 
スト •イエスに 信仰を 置き， こうして， ヘプ7: 19 を 悪、 影響の もとに 置いた のは だれです 
律法の 業に よってで はなく， キリス ト  ガ ラ3: 19 か。  2 ただこの ことを あなた 方から 
に対する 信仰に よって 義と宣 していた クョハ i  3:9 聞きたい と 思います。 あなた 方は 律法 
だける ようにした のです。 律法の 業に 5；2 の 業の ゆえに 霊を 受けた のです か， そ 
よっては， （肉 なる 者は だれも 義と宣 せ  れ とも 信仰に よって 聞いた からです か。 

(力）  *  がた  む ふんべつ 

られ ないから です。 17 では， もし わ シ° マ7:9  3 あなた 方は それほど 無分別な のです 
たしたち が， キリス トに よって 義と宣 ヘプ9 :14 か。 霊に おいて 始めた のち， 今は 肉に 
せられようと 努めながら， その わたし  %  おいて 完成され て ゆく のです か。 4 あ 

たち 自身が なお 罪人と なって いると す 7ぺ テ14 :2 なた 方が これほど 多くの 苦しみに 遭っ 

[ク）  じっさい  つみ ほう ししゃ 夕3 ハ 17:23  むだ  { ヶ） 

れ ば， キリストは 実際には 罪の 奉仕者 チコ nw5 たことは 無駄だった のです か。 それが 
なので しょうか。 断じて そのような こ ^ョ ハ 1:17 ほんとうに 無 St であった ならばです が。 

じぶん  ひとたびう  ロマ 4:5  がた  れい ㈡ きょうきゅう 

とはない ように！ 18 自分が 一度 打ち トガラ 3:21 5 また， あなた 方に 霊を 供給し， あな 
倒した ものを 再び 築き上げる とすれば， 二 _ た 方の 間で 強力な 業を 行なわれる 方， 
わたしは 自分が 違犯者で ある ことを 明  その 方は 律法の 業の ゆえに それを なさ 

示して いる ことになる のです。 19 わ ァ〇  3:5 るので すか， それとも 信仰に よって 聞 
たしは， 律法に よって 律法に 対しては 第3 章  くからで すか 〇  6 アブラハムは 「エ 

死にました。 裡 に対して 生きた 者と な ホ パに 信仰を 置き， 彼に 対して それは 
るた めです。  20 わたしは キリス トと マ3 :2Q 義 とみな された」 と あると おりです。 
共に 杭に つけられて いるので す。 生き ヘプ6 :4  7 あなた 方は， 信仰を 堅く 守る 者が 

(V)  カロ マ 1〇：17  ffe)  し 

ている のは もはや わたしで はなく， わ キガ ラ4:9 アブラハムの 子で ある ことを 知ってい 
たしと 結びついて 生きて くださる キリ ヶ ヘプ 1():36 るは ずです。 8 さて， 聖書は， 迚 が 諸 

(夕）  じっさい  じぶん  にく  ヨハ n  8  こく  ひとびと  しんこう  ぎ  せん 

ストです。 実際， わたしは 自分が 肉に 10:44 国の 人々 を 信仰に よって 義と宣 する こ 
あって 今生き ている この 命を， 裡 のみ ^j1^10 とを 予見し， 前もって アブラハムに 良 
i に対する 信仰に よって 生きて いるの 2；23 いたより を宣 明し ました。 すなわち， 
です。 [み 土] はわた しを 愛し， わたし I  ^  8；39  「あなたに よってす ベての 国民が 祝福 
のために ご 自身を 渡して くださった の ,°"12；316 される であろう」 と。  9 したがって， 
です。 21 わたしは 迚の 過分の ご 親切  信仰を 堅く 守る 者は， 忠実な アブ ラ ハ 

を 押しの ける ような ことは しません。 夕 ム と共に 祝福され てい 4 のです。 

義が 律法を 通して であるなら， キリス チ ヘプ 13:7  1〇 というのは， 律法の 業に 頼る 者は 


1809  アブラハムの 胤。 仲介者  ガラ テア 3：11—25 

皆 のろいの もとに あるから です。 「建 第3 章 法は， これを 無効に して その 約束を 廃 
法の 巻き物に 書かれて いるすべ ての 事 7i'7n% 棄す るので はありません。 18 相続 財 

がら  おこ  使徒 15:10  さん  りっぽう 

柄の うちにと どまって それを 行なわな ャコ2: 1Q 産が 律法に よるので あれば， それは も 

!7)  イ 使徒 13:39  ゃ くそく  W1 

い 者は 皆 のろわれる」 と 書かれて いま ^  2：；6 はや 約束には よらない からです。 とこ 
す。 11 さらに， 律法に よっては だれ ひ ェゴ! 8°;f ろが 裡は 約束に よって それを アブ ラ ハ 

ぎ  せん  [ィ）  申 30:16  しんせつ  あた  [ゥ） 

と り裡 にあって 義と宣 せられな いこと  ネ へ9:29 ムに 親切に お与えに なった のです。 

は 明白です。 「義人は 信仰の ゆえに 生 才 し  19 では， 律法は なぜ [与えられ たの] 
きる」 と あるから です。 12 また， 建  IS  So1 です か。 それは 違犯を 明らかにす るた 

ぼう  しんこう  かた  まも  カコ I  7:23  つ  くわ  W  やくそく 

法は 信仰を 堅く 守る ものでは ありませ キィ ザ35: 1〇 めに 付け加えられ たので あり， 約束の 

おこ  もの  マタ 26:28  たね  とうらい  とき [才）  およ 

ん。 むしろ， 「それを 行なう 者は それ  l：\i なされた 胤が 到来す る 時にまで 及ぶ の 

い  M  〇  *91. no  つか  とお 

によって 生きる」 とあります。 13 キ ?pv4:9 です。 そして， それは み使いた ちを 通 

か  エフ 2:15  (力） ちゅうかいしゃ  （キ) つた 

リストは わたしたちの 代わりに のろわ コョェ 心 し， 仲介者の 手に よって 伝えられ まし 

W  サ 使徒 19:4  ひとり  もの  かんけい 

れ たものと なり， こうして わたしたち 冗た。 20 さて， ただ 一人の 者し か 関係 
を 律法の のろいから 買い取って 釈放し していない 場合には， 仲介者は いませ 
てくだ さった のです。 「杭に 掛けられ  iJ 17：7  ん。 しかし# はた だ ひとりな のです。 
る 者は 皆 のろわれた 者で ある」 と 書か  ^  6:13  21 それでは， 律法は 神の 約束に 反する 
れ ている からです。 14 その 目的は， '^9:7 のです か。 断じて そのような ことは な 

しゅくふく  ロマ 9:8  いのち あた 

アブラハムの 祝福が イエス .キリスト タ 創22: 1S  いように！  命を 与える ことので きる 
によって 諸国 民に 及び， こうして わた 律法が 与えられて いたので あれば， 義 
したち が， 約束され た 霊を 自分の 信仰 12:41 は 実際には 律法に よっても たらされた 

[サ） う  （サ）  せいしょ [シ 1 

によって 受ける ためです。  第二 欄 はず だからです。 22 しかし， 聖書は 

15 兄弟たち， わたしは 人間的な 例え J  \[u6 すべての ものを 共に 罪の 拘禁の もとに 
で 話します。 有効に された 契約は， た 巧 マ22 S) 置き， こうして， イエス •キリス トに 

にんげん  ロマ 4:15  たい  しんこう  しょう  やくそく 

とえ それが 人間の もので あっても， だ  ° マ丨^ 対する 信仰から 生じる 約束が， 信仰を 
れも 押しの けたり， それに 付け加えた 才 こ' ぼ〗 働かせる 者たち に 与えられる ようにし 
りは しません。 16 さて， その 約束は たのです。 

[ス）  たね [セ） かた  ヘプ 2:2  しんこう  とうらい 

アブラハム とその 胤に 語られました。 +*  20-19  23 しかし わたしたちは， 信仰が 到来 

おおぜい  ばあい  ^  まえ  M りっぽう [夕 1  けいご 

それが 大勢い る 場合の ように， 「また ^ する 前には 律法の もとに 警護され て お 
[多くの] 胤に」 とでは なく， 一人の 場 ？？モ6;41:8 り， 共に 拘禁され たま ま， やがて 表わ 
合の ように， 「また あなたの 胤に」 と サヲ = し 示される ことに なって いた 信仰を 望 
述べて あり， それは キリストの ことな ^913 み 見て いました。 24 したがって， 淒 
のです。 17 さらに， わたしは この 点 J；；1 迭 は， わたしたちを キリストに 導く 養 

の  いぜん  ゆうこう  タ コロ  2:14  いくが かり  »： 

を 述べます 〇裡 によって 以前に 有効に チロ マ 1 ㈣ 育 係と なった ので あり， それは， わた 
されて いた 契約に ついて 言えば， 四百 -^'^39 したち が 信仰に よって 義と宣 せられる 
三十 年後に 存在す るよう になった 建  n；  8；33 ためでした。 25 しかし， 信仰が 到来 


養子縁組。 以前の 幸福は 失われた 
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ガラ テア 3：26—4：16 

した 今， わたし;^ ちは もはや 養育 係の 
もとには いません。 

26 現に あなた 方は 皆， キリス ト- 
イ  エスに 対する 信仰に よっ て# の 子な 
のです。 27 キリス トへの バプ テス マ 
を 受けた あなた 方は 皆 キリス トを 身に 
着けた からです。 28 ユダヤ人 も ギリ 

(»)  どれい  じゆう じん  W 

シャ人 もな く， 奴隸も 自由 人 もな く， 
男性 も 女性 もありません。 あなた 方は 
皆 キリスト • イエスと 結ばれて 一人の 
[人] となって いるから です。  29 さら 
に， キリス トに 属して いるので あれば， 
あなた 方は まさに アブラハムの 胤で あ 

[コ ）  やくそく  かんれん  そうぞくにん  m 

り， 約束に 関連した 相続人です。 

4 では， わたしは 言います が， 相続 
人が みどりご である 間は， たとえ 
すべての 物の 主では あっても， 奴隸と 
少しも 異なる ことなく， 2 その 父が あ 
ら かじめ 定めた 日までは， 管理人 や 家 
令たち の もとにあります。 3 同じよう 
にわたしたち も， みどりごであった 時 
には， 世に 属する 基礎的な 事柄に よっ 
て奴隸 にされ ていました。 4 しかし， 
時の 限りが 満ちた とき， 迚はご 自分の 
み 土を 遣わし， その [み: 5：] は 女から 出 
て 律法の もとに 置かれ， 5 こうして 彼 
が 律法の もとに ある 者たち を 買い取 っ 
て 釈放 し， わたしたちが 養子と される 

it) 

ことに なった のです。 

6 では， あなた 方は 子な のです から， 拽 

じ ぶん  れい [二）  こころ 

はご自 分の み 土の 霊を わ たしたち の 心 
の 中に 送って くださり， それが， 「アバ， 
父よ！」 と 叫ぶ のです。 7 ですから， も 
はや 奴隸 ではなくて 子です。 そして， 子 
であれば， 3 による 相続人で もあります。 


8 しかしながら， 迚を 知らなかった 
時には， あなた 方は もともと 神で ない 
者たち のために 奴隸 となって いま した。 
9 それな のに， ® を 知る ようになった 
今， いえむ しろ， 裡に 知られる ように 
なった 今， どうして あなた 方は， 弱く 
て 貧# な 基礎の 事柄に 逆戻りし， 再び 
それの ために 奴隸 になろう とする ので 
すか。 10 あなた 方は 日 や 月 や 時節 や 
年を 細心に 守って います。 11 わたし 
は， 自分が あなた 方に 関して 労苦した 
こ とが 無駄に なった のではないだろう 
かと， あなた 方の ことが 心配です。 

12 兄弟たち， あなた 方に お願いし ま 
す。 わたしの ようになって ください。 
わた しも 常々 あなた 方の ようにな っ 
たのです から。 あなた 方は わたしに 対 
して 何も 悪い ことを しません でした。 
13 むしろ， あなた 方の 知る とおり， わ 
た しが あなた 方に 最初に 良いた よりを 
宣 明した のは， わたしの ( 肉体の 病気を 
通して でした。 14 そして， わたしの 
肉体で あなた 方に 試練と なっ た 事柄を， 
あなた 方は 侮べ つを もって あしらった 
り， 嫌悪して つばを 掛けたり する よう 
な ことはありませんでした。 かえって， 
わたしを# のみ 使いの ように， キリス 

むか  （v)> 

卜 •イエスの ように 迎えて くれ ま した。 
15 それな のに， あなた 方の 抱いて い 
た あの 幸福は どこに あるので すか。 わ 
たしは 証し します が， あなた 方は， で 
きる ことなら 自分の 目 をえ ぐり 出して 
わたしに 与えようと さえして くれ まし 
た。 16 では， あなた 方に 真理を 告げ 
るので， わたしは あなた 方の 敵と なっ 

ツ ヨハ 8:45; エフ 4:15。 
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たのです か。 17 彼らは あなた 方を 熱 
心に 求めて いますが， りっぱな 態度で 
そうして いるので はありません。 あな 
た 方を [わたしから] 切り離し， それに 
よって あなた 方が 彼 らを 熱心に 求める 
ようにと 望んで いるので す。 18 しか 
し， りっぱな ことのた めで あれば， あ 
なた 方が 常に 熱心に 求められ るのは 良 
いこと なので あり， それは， わたしが 
あなた 方と 一緒にい る 場合 だけに 限り 
ません。 19 わたしの 子供ら よ， キリ 
ス トが あなた 方のう ちに 形造られる ま 
で， わたしは あなた 方に ついて 再び 産 
みの 苦しみを 経験して います。 20 し 
かしわた しは， 今 あなた 方の もとにい 
て， これとは 違った 方法で 話せたら と 
も 思います。 わたしは あなた 方の こと 
で 困惑 している から です。 

21 律法の もとにい る ことを 望む 人 
たちよ， わたしに 言って ください。 あ 
なた 方は 律法 「の 述べる こと] を 聞いて 
いないので すか。 22 たとえば， アブ 
ラ ハムは 二人の 子を 得た と 書いて あり 
ます。 ひとりは 下女に より， ひとりは 

じ ゆう  W 

自由の 女に よってです。  23 しかし， 
下女に よる [子] は 実際には 肉の 方法で 
生まれ， 自由の 女に よる [子] は 約束に 
よって [生まれ] ました。  24 これらの 
事は 象徴的な 劇と なって います。 この 
[女] たちは 二つの 契約を 表わ している 
からです。 一方は シナイ山から 出て い 
て， 奴隸 となる 子供たち を 生み出す も 
の， すなわち ハ ガルです。 25 そこで， 
この ハ ガルは， アラビア にある 山 シナ 
乂を 表わし， 今日の エルサレムに 当た 


第 4 章 


ア箴 27:6 
イザ 63:10 


シ創 16:15 


セ 創 16:2 
ロマ 9:8 
ソ創 17; 16 


ツ出 19:23 


第 5 章 


ス 使徒 1 
セ 使徒 1 


ります。 彼女は 自分の 子供たち と共に 
奴隸の 身分に あるから です。 26 それ 
に 対し， 上なる エルサレムは 自由で あっ 
て， それが わたしたちの 母です。 

27 というのは， こう 書かれて いるか 
ら です。 「喜べ， 子を 産まない うまず 
めよ。 声を 上げて 高らかに 叫べ， 産み 
の 苦しみの ない 女よ。 見捨てられた 女 
の 子供ら は， 夫の いる 女の [子供ら] よ 
り も 多い からで ある」。 28 そこで， 兄 
第たち， わたしたちは， イサクと 同じ 
ように 約束に 属する 子供です。 29 し 
かし， その 当時， 肉の 方法で 生まれた 
者が 霊の 方法で 生まれた 者を お 害する 
ようになり ましたが， 今 も それと 同じ 
です。 30 しかしながら， 聖書は 何と 
言って います か。 「下女と その子と を 
追い出しなさい。 下女の 子が _ 由の 女 
の 子と 一緒に 相続人と なることは 決し 
てない からです」。 31 それゆえ， 兄弟 
たち， わたしたちは， 下女の 子供では 
なく， 自由の 女の [子供] なのです。 

^ キリストは， このような 自由の た 
U めに わたしたちを 自由にし てくだ 
さった のです。 ですから， 堅く 立って， 
再び 奴隸の くびき につな がれな いよう 
に しなさい。 

2 ご覧なさい， 私 パウロが あなた 方に 
言います。 もし 割礼を 受けるなら， キ 
リス トは あなた 方に とって 何の 益 もな 
いこと になります。  3 さらに， 割礼を 
受ける 人 すべてに 再び 証し します。 そ 
の 人には 律法 全体を 実行す る 義務が あ 
ります。 4 律法に よって 義と宣 せら 
れる ことを 求める あなた 方は， だれで 


ガラ テア 5:5—24  少しの パン 種が 固まり 全体を 発酵させる。 霊の 実  1812 


あろうと キリス トから 引き離され てい 
ます。 あなた 方は その 過分の ご 親切 か 
ら 外れ 落ちて いるので す。  5 わたし 

たいぼう  しん 

たちの ほうは， 待望の ものである， 信 

こうけっか  ぎ  れい  せつ 

仰の 結果と しての 義 を， 霊に よって 切 

ま  （ゥ） 

に 待って います 〇  6 キリスト •イエス 
にあって は， 割礼 も 無 割礼 も 価値が な 
く， ただ 愛を 通して 働 く 信仰に [価値 
が] あるので す。 

がた  はし  W 

7 あなた 方は よく 走って いました。 
あな た 方が 真理に 従いつ づけ るのを だ 
れが 妨げた のです か。 8 その 種の 説得 
は， あなた 方を 召して おられる 方からの 
ものではありません。 9 少しの パン 種 
が 固まり 全体を 発酵させます。 10 わ 
たしは， 主と 結ばれて いる あなた 方が 
これと 違った 考え方を する ような こと 
はない と 確信して います。 しかし， あ 
なた 方を 煩わせて いる 者は， それが だ 
れ であっても 身に 裁きを 受ける ことに 
なります。 11 兄弟たち， わたしに つ 
いて 言えば， 自分が も しま だ 割礼を 宣べ 
伝えて いると すれば， どう してな おも 迫 
害されて いるので しょうか。 そうで あ 
ると すれば， 実際のと ころ， つまずきの 
もとで ある 苦しみの 杭は 廃棄され たこ 
とになる のです。 12 わたしは， あなた 

がた くつがえ  ひとびと [ッ ）  じ 

方を 覆そうと している 人々 が， いっそ 自 
分を 去勢して しまえば とさえ 思います。 
13 兄弟たち， 言うまでもなく， あなた 

がた  じゆう  め  【卜） 

方は 自由の ために 召された のです。 た 
だ， この 自由を 肉の ための 誘いと して 
用いる ことなく， むしろ 愛を 通して 互 
いに 奴隸 として 仕えなさい。 14 律法 
全体は 一つの ことば， すなわち， 「あな 


第二 欄 


ス レビ 18:17 
マル 7：22 
エフ 4:19 
ぺ テ! I  2:2 
ュダ 4 

セ レビ 19:26 
レビ 19:31 
申 18:11 


た は 隣人を 自分自身 のように 愛さねば 
ならない」 の 中に 全うされて いるから 

Ki  がた 

です。 15 それな のに， もし あなた 方 

がかみ 合っ たり 食い合った りする こと 

を 続けて いるので あれば， 互いによ っ 

て 滅ぼし 尽くされて しまう こ とのない 

よう 気をつけなさい。 

16 むしろ わたしは 言います。 霊に 
あゆ  （才 1 

よって 歩んで ゆきなさい。 そうすれば， 
肉の 欲望を 遂げる こと は 決 して ありま 

[力：  にく  よくぼう  れい 

せん。 17 肉は その 欲望に おいて 霊に 
逆らい， 霊は 肉に 逆らう からです。 こ 
れらは 互いに 対立して おり， それゆえ 
にあな た 方は， 自分の したいと 思う そ 

おこ  （ク j 

のこと を 行なえない のです。 18 さら 

れい みちび  W 

に， 霊に 導かれて いるので あれば， あな 
た 方は 律法の もとには いないの です。 

19 さて， 肉の 業は 明らかです。 そ 
れ は， 淫行， 汚れ， みだらな 行ない， 

ぐうぞうれいはい  しんれいじゅつ  おこ  : t?)  てきい 

20 偶像礼拝， 心霊術の 行ない， 敵意， 
闘争， ねたみ， 激発 的な 怒り， 口論， 
分裂， 分派， 21 そね み， 酔 酒， 浮か 
れ騷 ぎ， および これに 類す る 事柄です。 


こう した 事柄に ついて わた しは あなた 
方に あらかじめ 警告し ましたが， なお 
また 警告して おきます。 そのような 事 
柄を 習わ しにす る 者が 神の 王国を 受け 
継ぐ ことはありません。 

22 一方， 霊の 実は， 愛， 喜び， 平和， 

しんぼうづよ  しんせつ ぜんりょう [テ） しんこう  おんわ 

辛抱強 さ， 親切， 善良， 信仰， 23 温和， 


自制です。 このような ものを 非と する 
律法はありません。  24 さらに， キリ 
スト • イエスに 属する 者は， 肉を その 


ソ申 21:20; イザ 5:11; ぺテ I  4:3; タ  ロマ 8:13; コ n  12:21; 
チコ I  6:9; ツ フイ 1:11: コロ 1:10; テ エフ 5:9; ト ヤコ 


3:17; ナ テモ I  1:9。 
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情欲 や 欲望と 共に 杭に つけたの です。 
25 もし 霊に よって 生きて いるので 

せいぜん  あゆ 

あれば， また 霊に よって 整然と 歩んで 

[イ1  じ こ ほんい 

ゆきましょう。 26 自己本位に なって， 
互いに 競争を あおり， 互いに そね み 合 

{X] 

うことの ないように しましょう。 

6 兄弟たち， たとえ 人が それと 知ら 
ずに 何 か誤っ た 歩みを する 場合で 
も， 霊的に 資格の ある あなた 方は， 温 
和な 霊を もっ 士 そのよう な 人に 再調整 
を 施す ことに 努め， それと 共に， 自分 
も 誘惑され る ことがない よう， おの お 
の 自分を 見守りなさい。 2 互いの 重 
荷を 負い 合い， こうして キリス トの 律 
法を 全うしなさい。 3 取る に 足りな 

もの  じ ぶん  そうとう 

い 者で あるのに， 自分は 相当な 者で あ 
ると 考える 人が いるなら， その 人は 自 

おも  あざむ 

分の 思いを 欺いて いるので す。 4 む 
しろ 各人は 自分の 業が どんな もの かを 
吟味す べきで +。 そうすれば， 他の 人 
と比べてで はなく， ただ 自分自身に 関 
して 歓喜す る 理由を 持つ ことになるで 
しょう。 5 人は おのおの 自分の 荷を 
負う のです。 

6 さらに， だれでもみ 言葉を 口頭で 
教えられ ている 人は， そうした 口頭の 
教えを 与えて いる 人 と共にす ベての 良 

こと  [ツ） 

い 事に あずかりなさい。 

7 惑わされて はなり ません。 裡は侮 
られ るよう な 方ではありません。 何で 
あれ， 人は 自分の まいて いるもの， そ 
れを また 刈り取る ことになる のです。 

じ ぶん  にく  もの 

8 自分の 肉の ためにまい ている 者は 自 
分の 肉から 腐敗を 刈り取り， 霊の ため 
にまい ている 者は 霊から 永遠の 命を 刈 


第 5 章 


第 6 章 


タルカ 1:4 
使徒 18:25 
チ 民 18:31 


り 取る ことになる からです。  9 それ 
で， りっぱな ことを 行なう 点で あきら 
めない ようにし ましょう。 うみ 疲れて 
しまわないなら， しかるべき 時節に 刈 
り 取る ことになる からです。 10 です 
から， 時に 恵まれて いる 限り， すべて 
の 人， ことに 信仰に おいて 結ばれて い 
る 人たち に対して， 良い ことを 行な お 
うではありません か。 

11 わたしが 自分の 手を もっていか 
に 大きな 文字で あなた 方に 書いた かを 
見て くた さい。 

12 すべて 肉に おいて 外見を 好まし 

つくろ  もの  がた  かつ 

く 繕おうと する 者たち が あな た 方に 割 
礼を 強いよう とする のです。 それは た 
だ， キリス トつ まり イエスの 苦しみの 
杭の ために 迫害され ないよう にす るた 
めな のです。 13 割礼を 受ける 者たち 
でさえ 自 分では 律法を 守 ら ず， ただ， あ 
なた 方の1  肉に おいて 誇る 理由を 持とう 
として， あなた 方が 割礼を 受ける こと 
を 望んで いるので す。 14 わたしたち 
のま イエス •キリス トの 苦 しみの 杭の 
ほかは， わたしが 誇る ことな ど 断じて 
ないように。 彼を 通して 世は わたしに 
対し， また わたしは 世に 対して 杭に つ 
けられた のです。 15 割礼 も 無 割礼 も 
重要では なく， ただ 新しく 創造され る 
ことが [重要] なのです。 16 そして， 
こ の 行動の 規準に したが っ て 整然と 歩 
むすべての 人， その 人たち の 上に， そ 
うです 裡の イスラエルの 上に， 平和と 
憐れみと があります ように。 

17 これからは， だれも わたしを 煩わ 


セ 詩 125:5; 詩 128:6;  ロマ 9:6。 
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せて はなり ません。 わたしは， イエス 第6 章 ス •キリストの 過分の ご 親切が， あな 
の [奴隸 としての] 焼き印を 自分の 体に 7  ^  3:24 た 方の [示す] 霊と 共に [あります よう 

お  （ィ）  (7) 

負って いるので す。  に]。 アーメン。 

さよつ ァ こい  し ゆ  イー1 - 

18 兄弟たち， わたしたちの 主 イエ  フィ 3:10 第二 欄 ァテモ n  4:22; フィレ 25。 


エフェソス 人への 手紙 


-A 神の ご 意志に よって キリスト •イ 
エスの 使徒と なった パウロから， 
[エフェソスに] いる 聖 なる 者たち， お 
よび キリスト •イエスと 結ばれた 忠実 
な 者たち へ： 

2 わたしたちの 父なる 裡と 主 イエ 
ス • キリストからの 過分の ご 親切と 平 
和が あなた 方に あります ように。 

3 わたしたちの 主 イエス •キリス ト 
の# また 父が ほめたたえられ ますよう 
に。 [裡] はわた したち を， キリストと 
の 結びつきの もとに， 天の 場所に おい 
て， 霊の あらゆる 祝福を もって 祝福し 
てくだ さった からです。 4 それは， 世 
の 基が 置かれる 前か^) [キリ スト] との 
結びつき において わた したち を 選び， 
わたしたちが 愛のう ちに， そのみ 前に 
あっ て 神聖で きずの ない 者と な るよう 
(こ してく ださった とおりの ことでした。 

5  [迚] は そのご 意志に かなう ところに 
したがい， わたしたちを イエス •キリ 
ス トを 通して ご 自身の 養子と する よう 
あらかじめ 定めて くださり， こうして， 

6  [ご 自分の] 愛する 者に よって わたし 
たちに 親切に 授けて くださ っ た 栄光 あ 
る 過分の ご 親切に 対す る 賛美と なる よ 
うにされ たのです。  7 わたしたちは 
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イコ I 1:1 

ウ ョハ 15:4 
ヨハ 15:5 
ェ啓 2:3 
オ ョハ 1:17 
ロマ 3:24 
コ  I  1:4 
カ ヨハ 14:27 
キコ H 1:3 
ク エフ 2:6 

ケガラ 3:14 
コ ベ テ I 1:20 
サ イザ 43:10 
ヨハ 17:24 
ユダ 1 
シ ヤコ 2:5 
ス エフ 5:27 

コロ  1:22 
セ ロマ 8:28 

ソ ロマ 8:23 
タ ロマ 8:15 
ロマ 8:29 
ガラ 4:5 
チ テサ n  2:13 
ぺテ I 1:2 
ツ ヨハ 3:35 
テ ロマ 3:24 
ト イザ 43:21 
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啓 5:9 

イ 使徒 13:38 


カル カ 21:24 
使徒 1:7 
キ イザ 32:1 


この 方に より， その 血を 通して なされ 
た 贖いに よる 釈放， そうです， [わたし 
たちの] 罪過の 許 しを， その 過分の ご 親 
切の 富に よって 得て いるので す。 

8  [裡] は それを， あらゆる 知恵と 分 
別と において わたしたちに 満ち あふれ 
させて くださいました。  9 そのご 意 
志の 神聖な 奥義を わ たしたち に 知らせ 
てくだ さった ことに おいてです。 それ 
は， 10 定められた 時の 満了した とき 
における 管理の ために ご 自身のう ちに 
意図され た 意向に よる もので あり， す 
なわち それは， すべての もの， 天に あ 
る ものと 地に ある ものを， キリストに 
おいて 再び 集める ことです。 [そうで 
す， キリスト] において， 11 この 方と 
の 結びつきに おいて， わたしたち はま 
た 相続人と して 選定され たのです。 ご 
意志の 計る ところに 応じてす ベての も 
のを 作用させる 方の 目的の もとに， わ 
た したち が あ らか じめ 定め られ ていた 
からで あり， 12 それは， キリストに 
望みを 置く 点で 最初の 者と な ったわた 
したち が， その 栄光の 賛美に 仕える た 
めでした。 13 しかし あなた 方 も， 真 
理の 言葉， すなわち あなた 方の 救いに 

セ イザ 46:10;  ロマ 8:28; ソ ヤコ 1:18; タ エフ 3:21; チコ 
口  1：5〇 


1815  証印を 押される。 キリストの 高められた 立場  エフェソス 1:14—2:7 


ついての 良いた よりを 聞いた 後， この 
方に 望みを 置きました。 そして 信じた 

やくそく  せいれい 

後， やはり この 方に より， 約束の 聖霊を 

{ィ】 しょういん  お  [ゥ） 

もって 証印を 押さ れ たのです。 14 そ 
れ はわた したち の 相続財産 に関する 事 
前の 印で あり， また， [ffi ご 自身の 所 
有 物を 贖いに よって 釈放し， その 栄 
光 ある 賛美と する ことを 目的と してい 
ます。 

15 その ゆえに わたし も， あなた 方が 
主 イエスに 対し， またす ベての 聖 なる 
者たち について 抱く 信仰に ついて 聞く 
につけ， 16 あなた 方の ことを 感謝し 
て やみません。 わたしは 自分の 祈りの 
中で 引き続き あなた 方の ことを 述べて 
います。 17 わたしたち のま イエス • 
キリストの 姓， 栄光の 父が， ご 自身に 

せいかく  ち しき (コ）  てん  ち え [サ） 

ついての 正確な 知識 という 点で 知恵と 
啓示の 霊を あなた 方に 与えて くださる 
ようにす るた め， 18  [また，] あなた 
方の 心の 目が 発されて， [裡] が あな 
た 方を 召して くださ っ た その 希望は 何 
か， 聖 なる 者たち のた めの 相続財産と 
して [裡] が 擁して おられる 栄光 ある 富 
は 何 か， 19 そして， わたしたち 信じる 
者に 対する [裡] の 力の 卓抜した 偉大 さ 
が どんな もの かを， あなた 方が 知る よ 
うになる ためです。 それは [拽] の 強大 
な 力の 働きに よるので あり， 20  [裡] 
は キリストの 場合， その 働きを もって 

かれ  しにん  (r) 

彼を 死人の 中から よみがえらせ， 天の 

ばしょ  [卜）  じ ぶん  すわ 

場所に おいて ご自 分の 右に 座 らせ たの 

W  せいふ 

です。 21 すなわち， あらゆる 政府と 
権威と 力と 主権， またとな えられる あ 

(«  たん 
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セぺテ I 1:3 
ソ申 33:3 


ナ詩 11 
使徒 
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ク マタ 8:22 


の 事物の 体制 だけでなく， 来たるべき 
[体制] において もです 〇  22  [裡] はま 
た， すべての ものを 彼の 足の 下に 服 さ 
4-, 会衆に 対して 彼を すべての ものの 
頭と されました。 23 その [会衆] は 彼 
の 体で あり， すべてに あってす ベての 
ものを 満たす 方の 満ち ると こ ろです。 
〇 さらに， あなた 方は _ 分の 罪過と 
^ 罪に あって 赤んで いました が， そ 
の あなた 方を [拽は 生かして ください 
ました]。  2 あなた 方は， この 世の 事 
物の 体制に したがい， また 空中の St 威 

しはいしゃ (ヶ） ふじゅうじゅん  (=>) 

の 支配者， 不従順の 子ら のうちに いま 
働いて いる 霊に したがって， 一時は そ 
う した [罪] のうちを 歩んで いま した。 
3 そうです， それら [不従順の 子ら] の 
中に あって， わたしたちは 皆， 一時は 
自分の 肉の 欲望に したがって 生活し， 
肉と 考えとの 欲する ところを 行な っ 
て， ほかの 人々 と 同じく 生まれながら 
に 憤りの 子供でした。 （  4 しかし， 裡は 
憐れみに 富んで おられ， わたしたちを 
愛して く ださ っ た その 太いなる 愛の ゆ 
えに， 5 わたしたちが 罪過に あって 死 
ん でいた その 時に さえ， キリストと 共 
に 生かし 一 あなた 方は 過分の ご 親切 
によって 救われて いるので す 一 6 ま 
た， キリスト • イエスとの 結びつきに 
おいて わたしたちを 共に よみがえらせ， 
天の 場所に 共に 座らせて くださ っ たの 
です。  7 それは， キリスト •イエスと 
結ばれた わたしたち に対する 慈しみの 
うちに ある その 過分の ご 親切の 卓抜し 
た 富が， 来たらん とする 事物の 諸 体制 


17:21 


6:5。 
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において 明らかに 示される ためです。 第2 章 出す ためでした。 16 また それは， 両 

かぶん  しんせつ  -7  /t.lA  ほう  たみ  からだ  [7]  くる  W  くい 

8 まさに この 過分の ご 親切の もと J  IZ 方の 民を 一つの 体と し， 苦しみの 杭を 
に， あなた 方は 信仰に よって 救われて Ju^；20 通して 裡と 十分に 和解させる ためで し 

(7)  ヤコ 2:22  かれ  じ ぶんじ しん  てきい 

いるので す。 そして， これは あなた 方 ォコ II:29  た。 彼は 自分自身 によって その 敵意を 

[ィ）  たまもの [ゥ）  カコ B  5:5  まっさつ  W  かれ  き 

によるので はなく， 裡の 賜物な のです。 キヱ フ 1:4  抹殺した からです。 17 そして 彼は 来 

わざ  クコ a 1:10  とお はな  もの  がた 

9 そうです， それは 業に よるので は あ ：ガラ て， 遠く 離れた 者であった あなた 方に 
りません。 だれも 誇る ことのな いため 111 平和の 良いた よらを， また 近い 者たち 
です。 10 わたしたちは [拽] の 業の ミ^ 1 ぷ にも 平和を 宣 明した のです。 18 この 

しょさん  [ガ）  むす  v  q-4  かた  とお  りょう ほう  たみ (キ） 

所産であって， キリスト •イエスと 結 ； テ ^4 し 方を 通して わたしたち 両方の 民は， 一 

(キ） よ  （ク 1 そうぞう  チイ ザ 65:1  れい [ク）  ちち  ちか  W 

ばれて 良い 業の ために 創造され たので ッへブ 10:19 つの 霊の もとに 父に 近づく ことができ 
す。 それは， わたしたちが そのうちを ト レビ 2〇:26 るからで す。 

あゆ  まえ  （コ) じゅんび  ナ 使徒 10:35  がた  けっ 

歩む ようにと 裡が 前もって 準備して く  H  19 それゆえ， あなた 方は もはや 決し 

だ さった ものです。  ラ = 以 42 てよ そ 者 や 外人 居留 者 では ありませ 

がた  にく  ±  0.0  せい  （シ） おな  しみん [ス） 

11 それゆえ あなた 方は， 肉に ついて ,11  7.28 ん 。聖 なる 者たち と 同じ 市民で あり， 裡 
言えば， 自分たち が 以前は 諸国 民の 者で マ4 の 家族の 成員な のです。 20 そして あ 

あった ことを 覚えて おきなさい。 あな _ なた 方は 使徒 や 預言者た ちの 土台の 上 

た 方は， 手で 肉に なされた 「割礼」 と  に 築き上げられて いるので あり， キリ 

ばれる ものに よって， 「4lfU と 7x；  4；f スト. イェス ご 自身は 土台の 隅 5 です。 

イへブ 12:2  かれ  むす  たてもの ぜんたい  ちょうわ 

呼ばれて いました一 12 そのころ あ ゥ コ^:22  21 彼と 結び あって 建物 全体は 調和よ 

がた  も  W  エ 使徒 10:28  く  あ  （テ}  せい 

なた 方は キリストを 持たず， イス ラエ = ィ て52:7  く 組み合わされ， エホバの ための 聖な 

こっか  そがい  (t)  やくそく  カイ ザ 5..1^  しんでん (卜] せいちょう  かれ 

ルの 国家から 疎外され， 約束に かかわ J°7i2a32 る 神殿に 成長して ゆきます。 22 彼と 
る [藏％ の] i 約に 対しては よそ i であ 結び あって あなた 方 も 共に 築き上げら 
り， 希望 もな く， 世に あって 裡を 持た れ， 姓が 霊に よって 住まれる 所と なっ 

[チ）  フ フィ* 5 .20  ㈡ 

ない 者だった のです 〇 13 しかし， か セィザ 56:5 て ゆく のです。 

とお  はな  がた  いま  テモ I  3:15  がた しょこく みん 

つては 遠く離れていた あなた 方が， 今 ，プ 3:6  〇 この ゆえに， あなた 方 諸国 民の た 

むす  ソ啓 21:14  (?)  しゅうじん (ネ） 

や キリスト. イエスと 結ばれ， キリス ?  3；  ；2；f  v めに キリスト •イエスの 囚人と 

ち  ちか  もの  [ツ）  3  x  ^  わたくし  がた 

卜の 血に よって 近い 者と なりました。 なって いる 私 パウロ ー  2 あなた 方の 
14  [キリス ト] はわた したち の 平和で あ S?f3S2 ために わたしに ゆだねられた， 裡の過 

[テ）  しゃ 1卜）  [ナ）  あいだ  コ I  6:19  ぶん  しんせつ  かん  かれい しょく レ] 

り， 二者を 一つに し， その 間に あって ナョハ I?:23 分の ご 親切に 関する 家令 職に ついて あ 

へだ  ㈡ かべ  と  こわ  [ヌ) かた  二ぺテ I  2:5  き 

隔てて いた 壁を 取り壊した 方な のです。 - なた 方が ほんとうに 聞いて いるので あ 

かた  じ ぶん  にく  [ネ 1  てき い W  ^  〇  ^  かんたん  か 

15 この 方は 自分の 肉に よって 敵意を， れ ば， 3 すなわち， さきに 簡単に 書い 

かずかず  さ だ  な  ヌ テサ I  2:16  しんせい  おくぎ  けいじ 

すなわち [数々 の] 定めから 成る おきて テモ 》4ポ たと おり， 神聖な 奥義が 啓示に よって 

りっぽう N はいき  ネ エフ 4:1  し 

の 律法を 廃棄され ました。 それは， 二 7 x,7q6；720 わたしに 知らされた ことにつ いてです 

たみ [ヒ]  じしん  むす  一1 i1'  (ハ）  てん かんが  がた 

つの 民を ご 自身との 結びつきの もとに が。 4 その 点を 考えれば， あなた 方は 
一人の 新しい 人に 創造し， 平和を 作り これを 読む 際， キリストの 神聖な 奥義 


1817  とこしえの 目的  エフェソス 3:5 —— 4：1 

について わたしの 把握して いると ころ 第3 章 で， わたしは， あなた 方の ための わた 
を 悟れる はずです。  5 ほかの 世代に ^nn1；；®6 しの これらの 患難の ゆえに， あなた 方 
おいて， この [奥義] は， 今 その 聖 なる ゥ 3 む i7 が あきらめて しまわない ようにと 願い 
使徒 や 預言者た ちに 霊に よって 啓示 さ =  =  ます。 これらは あなた 方に とって 栄光 
れ ている ほどには， 人の子ら に 知ら さ ^X7  2:16 となる のです。 

(x)  ^  ?4〇49  ちち (ィ 1 たい 

れ ていませんでした。 6 すなわち それ 爲匕  14 この ゆえに， わたしは 父に 対し， 
は， 諸国の 人々 が 良いた よりを 通して 15 すなわち， 天と地の あらゆる 家族が 
キリス ト. イエスと 結ばれて， 共同の その 名を 負う 方に 対して ひざを かがめ 
相続人， 同じ 体の 成員， わたしたちと コテモ 11:14 ます。 16 その 栄光の 富に したがい， 

とも  やくそく  I 力）  もの  サ コロ 1:27  れい  (4)  がた 

共に 約束に あずかる 者と なる， という シガラ i:ie その 霊に よる 力を もって， あなた 方の 
ことです。  7 わたしは， [裡] の 力の 働 ス 内なる 人を 強く してく ださり， 17  [あ 

おう  じぶん  あた  むしょう  へ: 7 1:2  がた  しんこう  こころ 

きに 応じて 自分に 与えられた， 無償の セコ ！2:7  なた 方の] 信仰に より， あなた 方の 心の 

たまもの  かぶん  しんせつ  エノ 1: コ  あい  す 

賜物で ある# の 過分の ご 親切に したが ソ ェフ 心 中に， 愛を もって キリス トを 住まわせ 

[キ）  ほうし しゃ: ク 1  コロ 1:18  (ヶ） 

い， この ことの 奉仕者と なった のです。 夕ぺテ I3:22 てくだ さるよう にす るた めです。 これ 

せぃ  もの  もっと  チロ マ 11:33  ね  [コ） どだい 

8 すべての 聖 なる 者たち の 中で 最も ッぺテ ！ 1:12 は， あなた 方が しっかり 根ざして 土台 

ぺテ I  2:9  かた  m 

小さな 者より さらに 小さな 者で ある わ テ ェフ i:ii の 上に 堅く 立つ ため， 18 そうして あ 
たしに この 過分の ご 親切が 与えられ， h  UV  ^2 なた 方が， すべての 聖 なる 者たち と 共 

はか  へフ 4:16  はば  なが  たか  ふか [シ j 

こうして わたしは， キリス トの 測りが - に， 幅と 長さと 高さと 深さが どれほど 

たぃ il こ 誠す る A ぃたょり を 譆_苠 に $ 二 欄 でぁるかを 植るこ € も， 19 

せんめい トン）  さ だ  か こ  ア 使徒 14:22  えつ  あい (セ） し  じゅう ぶん 

宣 明し，  9 定めの ない 過去から， す テモ nm 越した キリス トの 愛を 知る こと も 十分 

そうぞう  [ス）  かく  イ エフ 1:3  がた 

ベての ものを 創造され た裡 のうちに 隠 ゥィザ 54:1 できる ようになり， こうして あなた 方 
されて きた 神聖な 奥義が どのように 管 ^ び ば が 神の 与えて くださる 満ち 満ちた さま 
理 される かを 人々 に 示す ことにな り ま 9：236 に 余す ところな く 満たされる ためな の 

ばし ょ  フイ 4: 19 

した。 10  [これは，] 天の 場所に ある キロ マ 15:19 です。 

もろもろの 政府と 権威に 対して， きわ ^  °nv4：ie2  20 では， わたしたち のうちに 働かせ 
めて 多様な# の 知恵が， 今や 会衆を 通 匕23 て おられる 力に より， わたしたちが 求 
して 知らされる ためであって， 11 そ サコ a1:23 め また 思う ところの すべてを はるかに 

シロ マ 11:33  こ  かた 【チ】  かた  えい 

れは ，キリスト， すなわち わたしたち スョハ 旧 超えて なしうる 方に， 21 その 方に， 栄 

しゅ  かんれん  エフ 1:19  こう  かいしゅう 

の 主 イエスに 関連して [迚] が お立てに セ □マ8:35 光が， 会衆に より， また キリスト •イ 

もくてき  ソ ヨハ 1:16  せ だい 

なった とこ しえ の 目的に かなう ところ  コロ2 :9  エスに よって， すべての 世代に わたり， 

(T)  かれ タ コロ 1:29  かぎ  えいきゅう  （ッ： 

でした。 12 その [イエス] により， 彼 チマ ル 11:24 限りなく 永久にあります ように。 アー 
に対する 信仰に よって， わたしたちは ッ ヘプ 1W1 メン。 

こうして はばかり のない ことばで 語る  A それゆえ， 主に あって 囚人と なっ 

かくしんいだ  ちか  ^ がた こんがん 

ことができ， また 確信を 抱いて 近づく テ ェフ 6:20  i ている わたしが， あなた 方に 懇願 
ことができまい"。 13 そのよう なわけ 卜 n マ 8:30 します。 あなた 方の 召された 召しに ふ 


エフェソス 4:2—21  一人の 主。 人々 の 賜物。 体の一 致  1818 

さわし く 歩み， 2 全くへ りくだった 思 第4 章 リストの 満ち 満ちた さまに 属する 丈の 
いと 温和 さとを もち， また 辛抱強 さを !l：29 高さに [達する] のです。 14 それは， わ 
もって 愛のう ちに 互いに 忍び， 3 結合  25 12:3 たしたち が もはや みどりごで なくなり， 

へいわ  れい  いっち  7 イ 2:3  にんげん  M  あやま 

のきず なで ある 平和のう ちに 霊の 一致 ^?6:6：5 人間の たばかり や 誤らせようと たくら 
を 守る ため 真剣に 励みなさい。 4 体 ヱ：! 上14 む 巧妙 さに よって， 波に よるよう に 振 

! 力）  れい  （キ！  オ ロマ 15:6  まわ  I ゥ）  おし  かぜ 

は 一つ， 霊は 一つです。 それは， あな コ り 回されたり， あらゆる 教えの 風に あ 
た 方が 自分たち の 召された そ の 一つの 力 = g き ち こちと 運ばれた りする ことのな いた 
希望のう ちに 召された のと 同じです。 キ^7 ぷ i6 めです。 is そうです， わたしたちは 

しゅ  [ヶ！  しんこう  【コ）  クぺテ 11:3  しんり  かた  （才） あい  こと 

5 主は 一つ， 信仰は 一つ， バプ テス マ ヶコ 18:6  真理を 語りつつ， 愛に より， すべての 事 
は 一つです。 6 すべての 者の 神 また 父 ミコ”;1 L において， 頭で ある キリストを 目 ざし 

(•»  一  —  X ミニ  せぃちょぅ  W 

は 一つで あり， すべての 上に， すべて  nl 12?6 て 成長して ゆきましょう。 16 この [キ 

とお  ス ロマ 12:6  からだ かくぶ  [ク) 

を 通し， すべての 中に おられる のです。 12=11 リスト] を もとと して， 体の 各部す ベて 
7 さて， キリストが 無償の 賜物を ど なマ68$3 は， 調和よ く 組み合わされる ことによ 

力  か、 •ノ  a 守 〇〇： 1〇  よ-  あた 

のように 量り 出して くださ っ たかに 応  Z1 フ り， ま た 必要な ものを 与える すべての 
じて， わたしたち 土と 又 こ と 又に i 谷の ご 夕^ S 関節を k して 協働す る ことにより， そ 
觀 綠 えられました。 8 それゆえ 5涅° れぞれ の締が ■めの ■を 美た すに 

い  たか  ところ のぼ  - /〇  あい  みず か  きず 

にこう 言われます。 「高い 所に 上った "%  3:16 つれて, 愛のう ちに 自らを 築き上げる こ 
蒔， 緩は とりこを 4 れ 美った。 彼は X? とを 目 ざした 体の せ 藤 i こ# する ので#。 

たまもの  あた  (v)  かれ  ーコ I 12:28  しゅ 

[の] 賜物を 与えた」。 9 さて， 「彼は ミ黯 17 それゆえ， わたしは 主に あって こ 

のぼ （夕）  ひょうげん  い  あか 

上った」 という 表現です が， これは， ノ のこと を 言い， また 証し します。 すな 
彼が 卡另 のり 氣£ つまり 龜 にも T った ^：!4；20 わち， あなた 方は もはや， 思いの むな 

闵 いがい  なに  い み  _  あゆ [コ I しょ こくみん  おな 

こと 以外の 何を 意味す るで しょ うか。 しさの ままに 歩む 諸国 民と 同じように 

くだ  かた  m  かれ  せいしんてき 

10 下った その 方が， すべての 天のは る ァコ n 1:28 歩んで はいません。 18 彼らは 精神的 

(ツ) のぼ  if]  イコ n 11:13  くらやみ  （シ |  ぞく  いのち  そがい 

か 上に 上った 方で も あるので す。 それ ゥ ヘプ6: 的 な 暗闇に あり， 裡に 属する 命から 疎外 

かれ  み  ヤコ w 

は， 彼が すべての ものを 満ち 満ちた も ヱブ ぱ されて います。 それは 彼らのう ちに あ 

[卜）  ぺ +  1  む ち [セ）  こころ  むかんかく  lv] 

のとす るた めでした。  ォョス i  3; 18 る 無知の ため， また その 心の 無感覚 さ 

かれ  もの  し と 1ナ]  カコ 111:3  かれ  どう 

11 そして 彼は， ある 者を 使徒， ある 者 コロ1:18 のた めです。 19 彼らは いっさいの 道 
を予 I 言 者: ある 者を fe 音宣鈿 者， ある 者 XVu2^ 徳 感覚を 通り越し， 貪欲に も あらゆる 
を 牧者 また 教える 者と して 与えました。 汚れを 行なおう として， 身を みだらな 

ほうし  わざ  シ 使徒 26 : 18  ^  ⑺ 

12 それは， 奉仕の 業の ため， また キリ スガ ラ ゎ8  行ないに ゆだねた のです。 

からだ きず  [ノ) せい  もの  丄フ 2:12  がた 

ストの 体を 築き上げる ために 聖 なる 者 セ：^)  20 しかし あなた 方は， キリスト がそ 

たちを さらに 調整す る ことを 目的と し ^  n?  h285 のよう であるとは 学びませんでした。 

(a)  みな  チイ ザ 56:11  ほんとう  がた  _ 

てで あり， 13 ついに わたしたちは 皆， ッ ロ マ 1:26  21 本当に あなた 方が， イエスの うち 

信仰と# の ± についての 正確な 知識と  にある 真理のと おりに その [ことば] を 

の」 致に 達し， 十分に 成長した 大人， キ ト ナヨ ハ 1:14。 


1819  新しい 人格。 もう 盗んで はならない  エフェソス 4:22 —— 5：9 

聞き， 彼に よって 教えられ たので あれ 第4 章 切に し， 優しい 同情心を 示し， 拽がキ 
ばです。 22  [その 教えとは，] あなた リス トに よって 惜しみな く 許して くだ 

がた  いぜん  い  かた  ウ ロマ 8:13  がた 

方の 以前の 生き方に かない， また その in マ6:6 さった ように， あなた 方 も 互いに 惜し 
欺きの 欲望に したがって 腐敗して ゆく 才^ fif19 みなく 許し 合いなさい。 

古い 人格を 捨て去るべき こと，  23 そ  r それゆえ， 愛される 子供と して， 裡 

して， あなた 方の 思いを 活動させる 力 1 マ45 i し 〇 を 見 倣う 者と なりなさい。  2 そ 

あら  （才）  い し  キエフ 2:10  がた  あい [才） かんば 

において 新たに され， 24 独の ご 意志 I  して， キリス トが あなた 方を 愛し， 芳 

に そいつつ 真の 義と忠 節° のうちに 創造 ^  しい 香りと なる® への 捧げ物 また 犠牲 
された 新しい 人格を 着けるべき ことで 3；96 として ご 自身を あなた 方の ために 引き 

啓 21:8  わた  [キ） 

した。  マ 4:f5 渡された ように， あなた 方 も 愛のう ち 

25 それゆえ， あなた 方は 偽りを 捨 セゴ に 歩んで ゆきなさい。 

さ  N  りんじん  ぺテ I  4:8  せい  たみ  W  がた 

て 去った のです から， おのおの 隣人に ソャコ 4:7  3 聖 なる 民に ふさわしく， あなた 方 

対して 真実を 語りなさい。 わたしたち チ^^4 の 間では， 淫行 や あらゆる 汚れ また 貪 
は 肢体と して 互いの もの だからです。 欲が 口に 上る こと さえ あっては なり ま 

いきどお  つみ  おか  （ス）  ヤ っ 3,10  トン）  は  おこ  {ス） おろ 

26 憤っても， 罪を 犯して はなり ません。 卜 3D4;6 せん。 4 また， 恥ず べき 行ない， 愚か 

がた  いか  しず  ナイ ザ 63:10  はなし  ひ  [t) じょうだん 

あなた 方が 怒り 立った まま 日が 沈む こ  ^6:1  な 話， 卑わ いな 冗談な ど， ふさわしく 

M  ぁくま  テ ザ1。5 ”  ことがら 

とのない ようにしなさい。 27 悪廑に ない 事柄が あっても なりません。 むし 
すきを 与えても なりません。 28 盗む う S は4 ろ 感謝を ささげなさい。  5 あなた 方 

もの  {夕）  ハ テト 3:2  し  じぶん  みと 

者は もう 盗んで はなり ません。 むしろ， _ はこの ことを 知って おり， 自分で も認 

骨折って 働き， 自分の 手で 良い 業を 行  めて いるので す。 すなわち， 淫行の 者， 

ない， 窮乏して いる 人に 分け与える こ 7 -0  6:6  汚れた 者， 貪欲な 者は 一 これらは つま 

[ツ）  くさ  イコ ロ  3:12  ぐうぞうれいはい しゃ 

とがで きる ようにしなさい。 29 腐っ り 偶像礼拝 者です がー キリストの， そ 
たこと ばを あな た 方の 口から 出さない  11  nil して# の 王国 に 何の 相続財産 も ありま 

[テ）  ひつよう  おう  コ n  2：io  [ツ） 

ようにしなさい。 むしろ， 必要に 応じ， _ せん。 

きず  よ  _  -  ^  がた  むいみ  ことば 

どんな ことにせよ 築き上げ るのに 良い  6 あなた 方は， 無意味な 言葉で 人に 

ことばを [出して], 聞く 人たち に 恵み 欺かれる ことがない ようにしなさい。 

(H  オヨ ハ 13:34  の 

となる ようにしなさい。  30 また， 裡 ,3/^.?'23 ここに 述べた ような ことのた めに， 拽 
の 聖霊を 悲しませる ことのな いように キず ラ2 ポ。 の 憤りは 不従順の 子ら に 臨もうと して 

[ナ） あがな  しゃくほう  へゴ 10:10  かれ 

しなさい。 贖いに よる 釈放の 日の ため クコ 116:14 いるので す。 7 それゆえ， 彼らに あず 

[二）  がた  しょういん  お  ケテサ I  4:3  もの  { ナ） 

に， あなた 方は それを もって 証印を 押 ，ココ nl2;f  かる 者と なって はなり ません。 8 あな 

(?)  f コ1 た1 $  がた  やみ  （二） いま  しゅ 

された のです。  'くごは た 方は かつては 闇でした が， 今は 主と 

あくい  にか' にか'  (本）  いか  十 7  1.07  かんけい  ひかり [ヌ） 

31 すべて 悪意の ある 苦々 しさ， 怒  nn  3；8 の 関係で 光と なって いるので す。 光の 

いきどお  [ノ）  ソテサ 15:18  こども  あゆ  ひかり 

り， 憤り， わめき， ののしりの ことば 夕 使， ル29 子供と して 歩んで ゆきなさい 〇  9 光 
を， あらゆる 悪と 共に あなた 方から 除 —冗で8  - 

、夸㈣  一  逆  ^  ツコ I  6:9  テコ ロ  2:4; コロ  2:8; ト エフ 2:2; ナコ n  6:14; 二 使徒 26: 

き 去りなさい 0  32 そして， 立い に 親  ガラ 5:21 18; ぺテ I  2:9; ヌマタ 5:16; ョハ 12:36; ョハ I  2:9。 


妻と 夫への 助言  1820 

じぶん  おっと  ふく  （ァ】  おっと 

ように 自分の 夫に 服しなさい。 23 夫 
は 妻の 頭 だからです。 それは， キリス 

かいしゅう  \〇)  からだ  すく 

卜が 会衆の 頭で あり， [この] 体の 救い 
主で あられる のと 同じです。  24 そう 
です， 会衆が キリス トに 服して いるよ 
う に， 妻 もす ベての 事に おいて 夫に [服 
し] なさい。 25 夫たち よ， 妻を 愛し 続 
けなさい。 キリス トが 会衆を 愛し， そ 
のために ご 自分を 引き渡され たのと 同 
じように です。 26 それは， [会衆] を 
神聖な ものと し， み 言葉に よる 水の 洗 
いを もって それを 清める た “，  27 そ 

して， 輝かしい ばかりの 会衆を ご 自身 
の もとに 立たせ， こうして それが， 汚 
点 やし わ， またそう した ものの 何もな 
い， 神聖で きずの ない ものと なる ため 

[コ） 

でした。 

28 このように， 夫は 自分の 体の よう 
に 妻を 愛すべきです。 妻を 愛する 人は 
自分自身を 愛して いるので す。 29 自 
分の 身を 憎んだ 者は かつてい ないから 
です。 むしろ 人は， それを 養い， また 大 

せつ  [サ！  かいしゅう  たい 

切に します。 キリス トが 会衆に 対して 
する のと 同じです。  30 わたしたちは 

かれ からだ  したい  （シ） 

彼の 体の 肢体で あるから です。 31 「こ 
の ゆえに， 人は その 父と 母を 離れて 自 
分の 妻に 堅く 付き， 二人は 一体と なる」 
とあります。 32 この 神聖な 奥義は 偉 

だい  いま  かいしゅう (ソ1 

大 です 0 今 わた しは キ リスト と 会衆と 
について 述べて いるので す。 33 とは 
いえ， あなた 方 一人一人 も， それぞれ 
自分を [愛する] よう に 妻を 愛 しなさい。 
一方， 妻は 夫に 対して 深い 敬意を 持つ 
べきです。 


エ フエ ソス 5:10—33 

の 実は あらゆる 善良 ^さ と義と 真実 さと 
から 成って いるので す。 10 何が 主に 
受け入れられる のかを 絶えず 確かめな 
さい。 11 そして， 実を 結ばない 闇の 
業に [彼らと] 共に 組す るのを やめ， む 
しろ [それを] 戒める こと さえしなさい。 
12 彼らに よって ひそかに なされる 事 
柄は， 話す こと さえ 4 ずべき もの だか 
ら です。 13 さて， 戒められ ている 事 
柄は みな 光に よって 明らかにさ れ てい 
るので す。 明らかにされ ている 事柄は 
みな 光 だからです。 14 それゆえ にこ 
う 言われます。 「覚めよ， 眠って いる 
者よ。 死人の 中から 起き上がれ。 そう 
すれば， キリストが あなたを 照らす で 

f サ） 

あろう」。 

15 ですから あなた 方は， 自分の 歩き 
方を しっかり 見守って， それが 賢くな 
い 者では なく 賢い 者の [歩き 方] である 
ようにし， 16 自分の ために， よい 時 
を 買い取りなさい。 [今は] 邪悪な 時代 
だからです。 17 それゆえ， もはや 道 
理を わきまえない 者と なって はなり ま 
せん。 むしろ， 何が エホバの ご 意志で 
あるかを 見分けて ゆきなさい。 18 ま 
た， 酒に 酔って はなり ません。 そこに 
放とう が あるので す。 むしろ， いつも 
霊に 満たされ， 19 詩と 神への 賛美と 
霊の 歌と を もって 自分に 語り， 心の 調 
べに 合わせて エホバに 歌い， 20 わた 
したち の 主 イエス •キリス トの 名に よ 
り， 常にす ベての 事に 対して わたした 
ちの 裡 また 父に 感謝を ささげなさい。 

おそ  たが 

21 キリス トへの 恐れを もって 互いに 
服し 合いなさい。 22 妻は 主に 対する 
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6 子供たち よ， まと 結ばれた あなた 
方の 親に 従順で ありなさい。 これ 
は義 にか なった ことなの です。  2 「あ 
なた の 父と 母を 敬いなさい」 と あり， 
これは 約束を 伴っ た 最喊の 命令です。 
3 すなわち， 「それは あなたに とって 
物事が 良く 運び， あなたが 地上で 生き 
永ら える ためで あ 4>」。 4 また， 父た 
ちよ， あなた 方の 子供を いら 立たせる 
ことなく， エホバの 懲らしめと 精神の 
規整 とを もって 育てて ゆきなさい。 

5 奴隸 である 人たち よ， 肉的な 意味 
で [あなた 方の] 主人で ある 人たち に 対 
して 従順で ありなさい。 あなた 方の 誠 
実な 心のう ち に 恐れ とおのの きを 抱い 
て， キリス トに 対してす るよう に [しな 
さい]。 6 人を 喜^ ■ばせ ようとす る 者の 
ように 目 先 だ けの 奉仕を する のでは な 
く， キリス トの 奴隸 として， 裡のご 意 
志を， 魂を こめて 行ないなさい。 7 気 
だての 良い 奴隸 でありなさい。 エホバ 
に対する ように， そして 人間に 対する 
ようにではありません。  8 というの 
は， あなた 方 も 知っている ように， 奴 
隸 であれ 自由 人で あれ， 人が 何に せよ 
善い ことを 行なうなら， エホバから そ 
れに 報いて いただく ことになるからで 
す。 9 そして， 主人で ある 人たち も， 
彼らに 対して これと同じ ことを 行な っ 
て ゆきなさい。 脅しつける ような こと 
はやめなさい。 あなた 方の 知っている 
ように， 彼らに も あなた 方に も 主人で 
ある 方が 天に おられる からで あり， そ 
の 方に 不公平は ない のです。 

10 終わりに ，主に あって， また その 
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け' 二 
ク ダニ 
: T ダニ 

使徒 17: 


力の 強大 さに よって 強く なって ゆきな 
さい。 11 悪魔の 策略に しっかり 立ち 
向かえる ように， 完全に そろった， 裡 
からの 武具を 身に 着けなさい。 12 わ 

かくとう [才）  けつにく  たい 

たしたち のす る 格闘は， 血肉に 対する 

せい ふ (力) けん い 阐 

ものでは なく， もろもろの 政府と 権威， 
また この 闇の 世の 支配者た ちと， 天の 
場所に ある 邪悪な 霊の 勢力に 対する も 

かんぜん 

の だからです。 13 この ゆえに， 完全 
に そろった， 裡 からの 武具を 取りな さ 
い。 あなた 方が， 邪悪な 日に あって 抵 
抗 できる ように， また， すべての 事を 
徹底的に 行なった 後， しっかりと 立て 
るよう にす るた めです。 

14 それゆえ， 真理を 帯と して 腰に 
巻 ‘， 義の 胸当てを 着け， 15 平和の 
良いた よりの 装備を 足には き， こうし 
て しっかりと 立ちなさい。 16 何より 

しんこう [チ） おおだて  と 

も， 信仰の 大 盾を 取りなさい。 あなた 

がた  じゃあく  もの  ひや 

方は それを もって， 邪悪な 者の 火矢を 
みな 彳1 肖す ことができます。 17 また， 

すく  [テ）  れい (卜） つるぎ W 

救いの かぶと， それに 霊の 剣， すな わ 
ち 挫の 言葉を 受け取りなさい。 18 そ 
れ と共に， あらゆる 祈りと 祈願を もっ 

き かい  れい 

て， すべての 機会に 霊に よって 祈りな 

1 ネ 1  けっ 

さい。 そのために， 決してた ゆむ こと 
なく， またす ベての 聖 なる 者たち のた 
めに 祈願を ささげつつ， 終始 目 ざめ て 
いなさい。 19 そして， わたしの ため 
にも [祈って ください]。 わたしが 口を 
開く ときに fe す 能力を 与えられ， はば 

[ハ】  よ  しんせい 

かりのな いこと ばで 良いた より の 神聖 
な 奥義を 知らせる ことができる ように 
する ためです。 20 その [良いた より] 
のために， わたしは 鎖に つながれた 大 


エフェソス 6: 21 — フイ リピ 1:12  正確な 知識  1822 


使と なって います。 わたしが それにつ 
いて， 当然の 大胆 さを もって 語れる よ 
うにと [祈って ください]。 

21 さて， あなた 方が わたしに 関する 
事， つまり わたしが どのように している 
かにつ いても 知る ことができる ように， 
愛する 兄弟で ，主に あっ て 忠実な 奉仕者 
である テ キコが 一切の 事を あなた 方に 
知らせる でしょう。 22 あなた 方が わた 
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したち に関する 事を 知り ，彼が あなた 方 
の 心を 慰める こと， このために わたしは 
彼を あなた 方のと ころに 遣わす のです。 

23 兄弟たち に， 父なる 裡 および 主イ 
エス •キリストから， 平和と 信仰に 伴 
う 愛と があります ように。 24 わたし 
たちの 主 イエス •キリス トを 腐れの な 
いさまで 愛して いる 人たち すべてに 過 
分の ご 親切が あります ように。 


フ イリ ピ 人への 手紙 


1 キリス ト， イエスの 奴隸 である パ 
1 ウ ロと テ モテから， フィリピ にい 
る， キリス ト •イエスと 結ばれた すべ 
ての 聖 なる 者， ならびに 監督たち と 奉 
仕の 僕たちへ： 

2 わたしたちの 父なる# と 主 イエ 
ス • キリス トからの 過分の ご 親切と 平 
和が あなた 方に あります ように。 

3 わたしは， あなた 方す ベての ため 
の 自分の あらゆる 祈願の 中で あなた 方 
のこと を 思い出す たびに， 4 喜びを 抱 
いて 祈願を ささげつつ， 常に わたしの 
迚に 感謝して います。 5 それは， 最初 
の 日から 今に 至る まで， あなた 方が 良 
いたより のために 寄与して きたからで 
す。 6 あなた 方の 中で 良い 業を 始め 
た 方が， イエス •キリストの 日に 至る 
まで それを 続けて 完成して くださる で 
あろうと いう こと， 実に この ことを わ 
たしは 確信して いるので す。  7 あな 
た 方 すべてに ついて わた しが このよう 
に 考える のは 全く 正しい ことです。 わ 
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こころ  いだ  (7) 

たしは あなた 方を 心に 抱いて おり， あ 
なた 方 すべては， わたしが [獄 に] つな 
がれて いる ことに 関しても， また 良い 
たより を 擁護して 法的に 確立す る こと 
においても， 過分の ご 親切を わたしと 
分け合う 者と なって いるから です。 

8 わたしが， キリスト， イエスの よ 
うな 優しい 愛情を 抱いて どれほど あ 
なた 方 すべてを 慕って いるかに ついて 
は， 迚が 証人と なって くださいます。 
9 そして， わたしは こう 祈り 続けて い 
ます。 あなた 方の 愛が， 正確な 知識と 
十分な 識別力 に 伴って いよいよ 満ち 
あふれる ようにと。 10 それは， あな 
た 方が より 重要な 事柄を 見き わめる よ 
うにな り， こうして， キリストの 日に 
至る まで きずなく， 他の 人を つまずか 
せる ことなく， 11 また， イエス •キ 
リストに よる 義の 実に 満たされて，# 
の 栄光 また 賛美と なる ためです。 

12 さて， 兄弟たち， あなた 方に 知っ 
て 欲しい のです が， わたしに 関する こ 


1823  パウロの なわめ は 良いた よりの 前進に 役立つ  フイ リピ 1:13 — 27 

とが かえって 良いた よりの 前進に 役立 第1 章 たように， これから も， 全くは ばかり 
つ 結果と なり， 13 わたしの なわめ が 1:14 のない ことばで たたえられる ようにと 
キリスト に 関連 して 親衛隊の 全員と ほ ^X7  3：1 いう， わたしの 切なる 期待と 希望に か 

あいだ （ゥ) おおやけ  し  ウ フイ 4:22 

かの すべての 人たち の 間で 公に 知ら  なう ことで もあります。 

(X)  エ 使徒 28:31  ばあい  い 

れ るよう になり ました。 14 そして， ^  2；9  21 わたしの 場合， 生きる ことは キ 

主に ある 兄弟たち の 多くは， わたしが ガマタ 7:22 リストで あり， 死ぬ こと も 益な ので 
[獄 に] つながれた ことのた めに 確信を  す。 22 さて， もし 肉の 様で 生き つづ 

持ち， 神の 言葉を 恐れずに 語る 勇気を - 13：2 ける とすれば， それは わたしの 業が 実 
いよいよ 示して いるので す。  1:7 を 結ぶ ことになります 一です が， ど 

15 確かに， そね みや 対抗 心に よって ^33:14 ちらを 選ぶべき か， わたしには 分かり 
キリストを 宣べ 伝えて いる 者たち もい  ません。  23 わたしは これら 二つの も 

[力）  ぜんい  サガラ 2:4  せま  i キ） 

ますが， ほかの 者たち は 善意に よって、 のに 迫られて います。 しかし， わたし 

(キ 1  こうしゃ あい  きも 'ノル カ 9:50  ねが  と  はな 

そうして います。 16 後者は 愛 [の 気持 1:11 がほんと うに 願って いるのは， 解き放 
ち] から キリス トを 言い 広めて います。 セョハ 15:26 たれる こと， そして キリス ト と共にな 
彼らは， 良いた よりの 弁明の ために わ  る ことです。 言うまでもなく， この ほ 

お  しソ詩 119:46  よ  M 

たしが ここに 置かれて いる ことを 知っ  うがは るかに 良い からです。  24 しか 

ている のです。 17 しかし， 前者は 闘 夕 avl4:8 し， あなた 方の ためには， わたしが 肉 
争 心からそう している のであって， 純  〇14:1° の 様で とどまって いる ことの ほうが 必 
粋な 動機に よるので はありません。 彼 コ^1:24 要です。 25 それで， この 点を 確信し 

ひとや  かん -  がた  しん 

らは [獄 に] つながれ ている わたしに 患  ている ので， わたしは， あなた 方の 進 

なん [コ） ひ  お  かんが  ぽ [サ]  しんこう  ともな よろこ 

難を 引き起こそうと 考えて いるので ァ ェフ 6:2。 歩と [あなた 方の] 信仰に 伴う 喜びとの 
す。 18 では どうなる でしょう か。 見 ィ 。 マ8: 19 ために， 自分が とどまり， あなた 方す 
せかけ であっても 真実で あっても， あ ゥ° マ5 :5  ベて と共にい る ことになるのを 知って 
ら ゆる 方法で キリス トが 言い 広められ1 な〗 ガ います。 26 それは， あなた 方の 歓喜 

トン）  ふたた 

ている， という ことに ほかな りません。 ォテサ ！4:14 が， わたしの ゆえに， わたしが 再び あ 

よろこ  テモ n  4:8 

そのこと を わたしは 歓ん でい ます。 そ 啓14:13 なた 方の もとにい る ことにより， キリ 
うです， これから も 歓んで ゆく のです。 力3 ハ15:16 スト •イエスに あって あふれる ように 
19 これが， あなた 方の 祈願を 通し， ま +"n5：6  なる ためです。 

た イエス • キリス トの 霊が 供給され る  27 ただ， キリストに ついての 良いた 

[セ]  すく  ケコ 115:42  こうどう  W 

ことを 通して， わたしの 救いと なるこ  3115:8  よりに ふさわしく 行動しなさい。 わた 
とを A っ ている からです。 20 また そ コ 雜〗ほ9 しが 行って あなた 方に 会う にしても， あ 
れ は， いかなる 点で も 自分が 恥を 被る サ n マ 1:11 るいは 離れて いるに しても， あなた 方 

(V)  とお  し  エフ 4:12  き 

ことなく， むしろ， 生を 通して であれ 死 テモ 1 4:15 について [この ことを] 聞ける ようにす 
を 通して であれ， わたしの 体に よって シ フィ レ22 るた めです 0 すなわち， あなた 方が 一 
キリス トが， これまで 常にそう であ っ 1；!〇 つの 霊のう ちに しっかりと 立ち， 一つ 


フイ リピ 1:28—2:16  キリス トは 神と 同等では ない。 世を 照らす 者  1824 


の 魂を もっ て 良いた より の 信仰の ため 

あいなら  ふんとう  てん 

に 相 並んで 奮闘し， 28 いかなる 点で 
も， あなた 方の 敵対 者たち の ゆえに 恐 
れ 驚いたり はして いないと いう ことで 
す。 実に この 事は， 彼らに とっては 滅 
びの 証拠です が， あなた 方には 救いの 
[証拠] です。 そして， こうした [示し] 
は裡 からの ものです。 29 あなた 方に 
は， キリストの ために， 彼に 信仰を 置 
く 特権 だけでなく， 彼のた めに 苦しむ 
[特権] も 与えられた からです。 30 あ 
なた 方には， わたしの 場合に 見， また 
今 わた しの 場合に ついて 聞いて いるの 
と 同じ 苦闘が あるので す。 

2 そこで， キリスト における 励まし 
が 少しで も あり， また 愛の 慰め， 霊 
の 分け合い， 優しい 愛 1# と 同情心が 少 
しで も あるなら， 2 あなた 方が 同じ 思 
いを 持ち， 同じ 愛を 抱いて いるの だと 
いう 点で， わたしの 喜びを 満たして く 
ださい。 また， 魂に おいて 結び 合わさ 
れ ，一つの 考えを 思いに 抱き， 3 何事 
も 闘争 心や自 己本 位の 気持ち からする 
のでは なく， むしろ， 他の 人が 自分よ 
り 上で あると 考えて へりくだった 思い 
を 持ち， 4  g 分の 益を 図って _ 分の 事 
だけに 目を 留めず， 人の 益を 図って 他 

[チ） 

の 人の 事に も [目を 留め] なさい。 

5 キリスト • イエスに あった この 精 
神 態度を あな た 方の うちに も 保ちな さ 
い。 6 彼は 裡の 形で 存在して いまし 
たが， 強いて 取る こと， つまり， 自分 
が拽と 同等で あるよう にと いう ことな 
どは 考えませんでした。 7 いえ， むし 
ろ， _ 分を 無にして 奴隸の 形を 取り， 
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人の ような 様になりました。  8 それ 
だけでなく， 人の 姿で いた 時， 彼は 自 
分を 低く して， 死， それ も 苦しみの 杭 
の 上での 死に 至る まで 従順に なり まし 
た。  9 まさに この ゆえに も， 裡は 彼を 
さらに 上の地位に 高め， [他の] あら ゆ 
る 名に 勝る 名を 進んで お与えに なった 
のです。 10 それは， 天に ある もの， 
地に ある もの， 地の 下に ある ものの す 
ベての ひざが イエスの 名に よって かが 
み， 11 すべての 舌が， イエス •キリ 
ストは M であると 公に 認めて， 父なる 
裡に 栄光を 帰す るた めでした。 

12 したがって， わたしの 愛する 者 
たちよ， あなた 方は 常に 従ってき まし 
たが， つまり， わたしの いる 時 だけで 
なく， わたしの いない 今い よいよ 進ん 
で [従って] いますが， そのよう にし 
て， 恐れと おののきを もって 自分の 救 
いを 達成して ゆきなさい。 13 裡 が， 
[ご 自分の] 喜びと なることの ため， あ 
なた 方が 志 しかつ 行動す るよ うにと， 
あなた 方の 中で 行動して おられる から 
です。 14 すべての 事を， つぶやかず 
{と， また 議論す る ことなく 行なって ゆ 
きなさい。 15 それは あなた 方が， と 
がめ のない 純真な 者， また， 曲が っ 
て ねじけた 世代の 中に あってき ずの な 
い 姓の 子供と なる ためです。 その 中に 
あって， あなた 方は 世を 照らす 者と し 
て 輝き， 16 命の 言葉を しっかり つか 
んで います。 こうして わたしは キリス 
卜の 日に， 自分が 無駄に 走ったり 無駄 


ツ申 32:5; マタ 17:17; ぺテ I  2:12; テ ロマ 8:16; エフ 5:1; 
ト マタ 5:14; エフ 5:8; ぺテ I  2:9; ナ ヨハ 6:68; へブ 4:12。 


1825  テ モテの 純粋な 関心。 エバ フロ デ ト  フイ リピ 2：17—3：3 

ほねお  {7}  かん  かんが  かれ  がた 

に 骨折ったり はしなかった という， 歓 第2 章 ると 考えます 0  26 彼は あなた 方す ベ 

曇の を 持てる のです。 17 とはい ァお ぽ てに 会う ことを 切望して おり， 自分が 

がた  しんこう  ぎせい [ゥ） おおやけ  テサ I  3:5  びょうき  つた  き 

え， あなた 方の 信仰に よる 犠牲と 公  病気に なった のを あなた 方が 伝え聞い 

ほうし  じぶん  の  もの  ささ  W  イコ]！ 1:14  しず 

の 奉仕の 上に， 自分が 飲み物の 捧げ物 テサ 12:19 たこと で 沈んで いるから です 0  27 そ 

のように 注ぎ 出される としても， わた ゥ g/g5 うです， 確かに 彼は 病気に かかり， 死 
しは それを 喜び， あなた 方 すべてと 共 29:40  ぬかと 思われる ほどでした。 しかし， 
に歓 ^ ぶので す。 18 では， 同じように  th4:6 裡は 彼に， いえ， 彼 だけでなく， わた 

がた  よろこ  いっしょ  よろこ  オコ n 12:15  あわ  (?) 

あなた 方 も 喜び， わたしと 一緒に 歓ん  しに も 憐れみを かけて くださり， わた 

[キ）  カ フイ 1:18  ひたん  かさ 

でく ださい。  +  しが 悲嘆に 悲嘆を 重ねる ことのな いよ 

19 わたしと しては， テ モテを まも ，胃 25:25 うにして くださいました。  28 それ ゆ 
なく あなた 方の もとに 遣わす ことを，  317:7  えに こそ， わたしは 急いで 彼を 遣わす 

主 イエスに あって 希望して います。 あ つもりです。 彼に 会って あなた 方が 再 
なた 方の 拿に ついて 知って， わたし ココ i_iQ:24 び歓 び， それだけ わたしの 悲嘆が 除か 
が 元気に あふれた 魂と なる ためです。 テモ n4:1Q れ るよう にす るた めです。 29 です か 
20 あなた 方の ことを 真に 気づかう， 彼 サ 51: 匕ら， 喜びを つくし， 主に あって 彼を い 

きも  もの  かんげい  W1 

のよう な 気持ちの 者は， わたしに とっ シフ ィ1:25 つもの ように 歓迎して ください。 そし 

[ヶ）  もの  フイ レ 22  おも 

て ほかに いないの です。 21 ほかの 者  て， このような 人を いつも 重んじな さ 

じぶん  えき  もと [コ）  スコ n  8:23  [ウ）  かれ  しゅ  わざ  じぶん たましい 

はみ な 自分の 益を 求め， キリスト •イ t  2  い。 30 彼は 主の 業の ために 自分の 魂 
エスの 益を [求めて] いません。 22 し v  18 を 危うくして 死ぬ ばかりにな りました 

がた  かれ  じ ぶん じしん  （エ）  がた  き 

かし あなた 方は， 彼が 自分自身 につい - が， それは， あなた 方が ここに 来て わ 

て 実証した 事柄を 知っています。 つま  たしに 私的な 奉仕を する ことができな 

り， 良いた よりを 推し 進める ため， 子  ^  34:19 いでいる のを 十分に 埋め合わせようと 
供が 父親に 対する ようにして， わたし ^〇4：1° しての ことであった からです。 

と共に 奴隸 として 仕えて くれた ことで ^^165!?2  〇 終わりに， わたしの 兄弟たち， 主に 
す。  23 そのような わけで， わたしは I 使徒2 〇:24  〇 あって 引き続き 歓 びなさい。 同じ 
この 人を， 自分の 事情が 分かりし だい ォコ 116:巧 ことを あなた 方に 書いて いますが， わ 

つか  きぼう  ノ 4 レ  ベつ わずら 

すぐに 遣わした いと 希望して いるので - たしに とって 別に 煩わしい ことでは あ 

じっさい  じぶんじしん  «  あんぜん 

す。 24 実際 わたしは， 自分自身 もま  ^  りません。 それは あなた 方の 安全の た 

ゆ  しゅ  かくしん カコ D 13:11 

もな く 行ける ものと， 主に あって 確信  n めな のです。 

[シ）  b,lb  w  きがいは たら 

しています 0  キ啓 22:15  2 犬に 気をつけなさい。 危害を 働く 

きょうだい  もの  にくたい  き 

25 しかし わたしは， わたしの 兄弟， ク。 マ 2:28 者たち に 気をつけなさい。 肉体を 切り 
同労者， 共なる 兵士で あり， また あな  7  取る 者たち に 気をつけなさい。  3 わ 

がた  しせつ  ひつよう  し  ケ申 10:16  しん  かつれい (ヶ）  もの 

た 方の 使節， そして わたしの 必要に 私 ヱレ㈡ q たしたち は 真の 割礼の ある 者たち であ 

てき  つか  しもべ  ！v)  れい [コ）  しんせい  ほうし 

的に 仕えて くれる 僕 エバ フロ デ トを， あ  u  2:11 り， 拽の 霊に よって 神聖な 奉仕を ささ 
なた 方の もとに 遣わす ことが 必要で あ 8；26 げ ，キリスト •イエスを 自分の 誇りと 


フイ リピ 3:4—20  — 切の ことを 損と みなす。 進歩す る  1826 

W にく  たよ  [イ）  じ ぶん  かんぜん 

し， 肉を 頼りに しては いないから です。 第3 章 か， 自分が すでに 完全に されて いると 
4 もっとも， だれかい ると すれば， わ 7  %  9；H かいうので はありません。 わたしは た 
たし こそ 肉に も 頼る ことので きる 者 $  =11= だ， そのために キリスト •イエスが わ 
です。  二 たしを とらえて くださった ものを， 自 

レヒ1 ム 3  え  (ゥ j 

だれか ほかの 者が， 肉に 頼る ことが ォ° マ11 :1 分が そのと おり とらえ 得ない もの かと 

かんが  カコ II 11:22  お  もと  (I)  きょうだい 

できる と 考える ので あれば， わたしは キ 使徒23:6 追い求めて いるので す 0 13 兄弟たち， 

W  かめ  使徒 26:5  じぶん 

なおのことそう なのです。 5 八日 目に ク 使徒8:3  わたしは まだ， 自分が [それを] とらえ 

かつれい  う  W  いちぞく  使徒 9:1  かんが 

割礼を 受け， イスラエル ー族から 出て ガ ラ1:13 たとは 考えて いません。 それにつ いて 

ぶぞく  もの 闭  ケマタ 13：44 

おり， ベニヤ ミン 部族の 者， へ ブライ コ ェフ 4:13 は 一つの ことがある のみです。 すな わ 

じん  •»)  ぺテ n  3：18  うし  わす （ォ） まえ  む 

人から [生まれた] へ ブライ 人な のです。 サコ 12:2  ち， 後ろの ものを 忘れ， 前の ものに 向 
律法に ついては パリ サイ 人， 6 熱心 さ かって 身を 伸ばし， 14 キリスト •イ 

かいしゅう はくがい  [0)  ス a っ •  4.5  しょう [キ） 

につ L ヽ ては 会衆を 迫害す る ほ どで あり，  〇 マ9;3 0 エスに よる# からの 賞で ある 上への 

りっぽう  ぎ  ガラ 2:16  め [ク）  もくひょう  む 

律法に よる 義に ついては とがめの ない セ ロマ 1:17 召しの ため， 目標に 向かって ひたすら 

しめ  もの  ロマ 3:21  はし  [ヶ） 

ことを 示した 者です。  7 しかし， わた ソコ ^5:22 走って いるので す。 15 それで， わた 

とく  ことがら  コ n 13:4  えんじゅく  もの (コ） みな 

しに とって 得であった 事柄， それを わ 夕 n マ 8:17 したち のうち 円熟した 者は 皆， このよ 

そん  コ n  4：io  せいしん たいど  いだ  （サ 1 

たしは， キリストの ゆえにす ベて 損と  コロ I:24 うな 精神 態度を 抱きましょう。 そして， 

かんが  【ヶ）  チロ マ 6:5  がた  なに  てん  こと 

考える ようになりました。 8 いや， こ ッ ルヵ 14:14 もし あなた 方が 何 かの 点で これと 異な 

てん  い  じっさい  テサ I  4:16  かんが かた 

の 点で 言えば， わたしは 実際のと ころ， 啓猶  る 考え方を している としても， 裡 はこ 
わたしの 主 キリスト •イエスに 関する 第： 欄'  こに 述べた [態度] を あなた 方に 啓示し 

ちしき (コ） すぐ  かち  いっさい 

知識の 優れた 価値の ゆえに， 一切の こ ァへブ は23 てくだ さるでしょう。 16 いずれに し 
とを f 員と さえ 考えて います。 [キリス て も， 自分が どこまで 進歩した かに E 
卜] の ゆえに わたしは すべての ものを 損 ごじ， その 同じ 仕方で 整然と 歩んで ゆき 

, _  おお  オル カ 

失しました が， それらを 多くの くずの ヵコ19:24 ましょう。 

[サ）  じぶん  キテモ n  4:8  きょうだい  みな  みなら 

ように 考えて います。 それは， 自分が クロ マ 8:3〇  17 兄弟たち， 皆と もに わたしに 見 倣 

え  かれ  むす  へブ 3:1  もの (ス】  がた 

キリストを かち 得て 9 彼と 結ばれた ヶへブ m う 者と なって ください。 また， あなた 方 
者と みなされる ためです。 そして， 律 ^  nl  M-20 がわた したち に 見る 手本に かなう 歩み 

ぼう  じ ぶんじ しん  ぎ  [シ！  へブ 5:14  かた  と  (セ) 

法に よる 自分自身の 義 ではなく， キリ サフィ 2:5 方を している 人たち に 目を 留めなさい。 

たい  しんこう  （ス】  f>* Ifi  まえ  なんど  の 

ストに 対する 信仰に よる もの， すな わ ^  nI  4:16 18 というのは， わたしは 前に 何度も 述 
ち， 信仰に 基づいて# から 来る 義を 得， t；74：99 ベ， 今 また 嘆きつつ 述べる のです が， キ 

ふっかつ  K  くる  くい  てきたい  あゆ 

10 こうして， [キリスト] とその 復活の  5：3 リストの 苦しみの 杭に 敵対して 歩んで 

(ソ）  くる  [夕）  し  、ノガ C.11  もの  おお  (V)  かれ  さい 

力また その 苦しみに あずかる ことを 知 ガラ 6;12 いる 者が 多い からです。 19 彼らの 最 
り， 彼のよう な 死に 服し， 11 何とか 夕芯冗 後は k び， 彼らの 神は その (腹， 彼らの 
して 死人の 中からの 早い 復活に 達しえ IZT8 栄光は その 恥に あり， その 思いは 地上 

つと  ことがら  む  【テ  1 

ない もの かと [努めてい るので す]。  テ=ぷ5 の 事柄に 向けられて います。 20 しか 
12 わたしが それを すでに 受けた と  ^n3：i5 しわた したち について 言えば， わたし 


1827  天に ある 市民権。 健全な 考え方。 自足す る  フィリピ 3：21—4：15 

しみんけん [ア 1  (ィ）  お  きょうだい  なん  しん 

たちの 市民権は 天に あり， わたしたち 第3 章  8 終わりに， 兄弟たち， 何で あれ 真 
はまた， そこから 救い主， 主 イエス. J  %% 実な こと， 何で あれ まじめな こと， 何 
キリス ト [が 来られる の] を 切に 待って  3:1 であれ 義に かなって いる こと， 何で あ 

W  かれ  も  ウコ I 1:7  ていけつ  (7)  あい 

います。 21 彼は その 持っ 力， すな わ れ 貞潔な こと， 何で あれ 愛すべき こと， 
ち 一切の ものを ご 自分に 服させる ほど 何で あれよ く 言われる こと， また 何で 
の [力] の 働きに より， わたしたちの 辱 ^7  M 9 あれ 徳 とされる こと や 称賛すべき こと 

からだ つく  か  (+)  えい キコ I 15:42  かんが つづ 

めら れた 体を 作り替えて， ご 自分の 栄 ク°;^^ が あれば， そうした ことを 考え 続けな 

光 ある 体に かなう ものと してく ださる - さい。  9 あなた 方が わたしとの 関係 

のです。  で 学び， また 受けたり 聞いたり 見たり 

あい  した きょう ケ アサ 12:19  ことがら  じっこう  [ゥ） 

4 したがって， わたしの 愛し， 慕う 兄 ^ ^  した 事柄は， これを 実行しなさい。 そ 
弟たち， わたしの 喜び また 冠 [であ  !s!n うすれば， 平和の 裡が あなた 方と 共に 
る 人たち] よ， こう して 主に あってし っ  ぺ テ13:8 いてく ださる でしょう。 

M  もの  シマ タ 11:29  がた いま 

かりと 立ちなさい。 愛する 者たち よ。 mi%3  1〇 わたしは， あなた 方が 今やつ いに， 
2 ユウ オデア に 勧め， また スン トケに ^^69!2820 わたしの ことを 再び 考えて くれる よう 

しゅ  おな  おも （サ）  チ 詩 64:10  しゅ  よろこ 

勧めます。 主に あって 同じ 思いで いて  W 104:34 になった ことを 主に あって 大いに 歓ん 

しん  ツ申 26:11  (才 1  じっさい 

ください。 3 そうです， 真にく びきを  でい ます。 あなた 方は 実際には 考えて 

共に する あなたに も お願いします。 こ テョは16 いて くれたので すが， 機会がなかった 

ふ じん  こんご  えんじょ  ヤコ 3:17  じ ぶん  とぼ 

れら [の 婦人] を 今後と も 援助して くだ ト ャコ5:8 のです。 11 自分が 乏しい ことにつ い 

かのじょ  ナマタ 6:25  の 

さい。 彼女たち は， クレメンス および  て 述べて いるので はありません。 わた 

わたしの ほかの 同労者たち と共に， 良 ぼ2 しは， どんな 境遇に あろうと も 自足す 
いたより のために わたしと 相 並んで 奮 " ?M14ie!23 る ことを 学び 知った からです。 12 実 

とう  (t)  (V) ネョハ 14:27 さい  しょ  みち  し 

闘した ので あり， こうした 人たち の 名 y  07  5=; 際 わたしは， ともし さに 処 する 道を 知 

いのち しょ w  y  30  3:15  W  ゆた 

は 命の 書の 中に あるので す。  - り， あふれる ほどの 豊か さに 処 する 道 

しゅ  つね よろこ  [チ 1  第ニ ニ 欄  いっさい  こと 

4 主に あって 常に 歓 びなさい。 もう  を 知っています。 一切の 事に おいて， 

いちどい  （ツ！  7  -"n  U\°  きょうぐう  あ  う 

一度 言います。 歓 びなさい！  5 あな  JJ；  あらゆる 境遇の もとで， 飽きる にも 飢 
た 方が 道理を わきまえ ている ことが す ィ：ぷ える にも， 満ち あふれる ほど 持つ にも 

し  コロ  3:2  とぼ  しの  [ク 1  ひ けつ  まな  と 

ベての 人に 知られる ようにしなさい。 ゥフィ 巧7, 乏し さを 忍ぶ にも， その 秘訣を 学び 取 
主 は 近いので す。 6 何事 も 思い煩 っ 1 ジぷ f りました。 13 自分に 力を 与えて くだ 
ては なりません。 ただ， 事 ごとに 祈り ォゞぷ f さる 方の おかげで， わたしは 一切の 事 

きがん  [二）  かんしゃ  カテモ I  6:6  たい  つよ  [ヶ] 

と 祈願を し， 感謝を ささげつつ あなた ヘプ は5 に対して 強く なって いるので す。 

がた  せいがん  し  +  31  4:11  かんなん (コ} わ 

方の 請願を 裡に 知っていた だくよう に クゴ 14 しかしながら， わたしと 患難を 分 

(?)  いっさい かんが  /j.  y  xe： 10.9  あ  もの [サ）  がた  てん 

しなさい。 7 そうすれば， 一切の 考え  ^  40:29 け 合う 者と なった あなた 方は， その 点 

まさ  へいわ [ネ）  がた こころ  ち  ョハ 15:5  こうどう 

に 勝る 裡の 平和が， あなた 方の 心と 知 =>14:7  で りっぱに 行動した のです。 15 フィ 
力を， キリス ト. イエスに よって 守っ コ だ7 リピの 人たち， 実際 あなた 方 も 知って 

(/)  t  oo  ょ  せんめぃ 

てくだ さるので す。  サフ 了 匕 いると おりです が， 良いた よりを 宣明 


フィリピ 4:16 — コロサイ 1：7  カエサルの 家の 者たち  1828 


し 始めた ころ， わたしが マケドニアを 
出発した 際， 物を やり取りし てわたし 
と 分け合う 者と なった 会衆は， あなた 
方の ほかには 一つ も あり ませんで し 

(7) 

た。 16 テ サロ ニケに おいてさえ， あ 
なた 方は， わたしの 必要 [を 満たす] た 
めに， 一度なら ず 二度まで も 物を 送っ 
て くれたの です。 17 わたしは 贈り物 
を 切に 求めて いると いうので はあり ま 
せん。 あなた 方の 勘定に とって いっそ 
うの 誉れと なる 実を 切に 求めて いるの 
です。 18 わたし 自身は すべての もの 
を 十分に 持ち， 満ち あふれる ほどに 豊 
かです。 わたしは 満ち 満ちて います。 
あなた 方からの ものを エパ フロ デ ト か 
ら 受けた からです。 それは， 芳しい 香 
り， 受け入れられる 犠牲， 裡に 大いに 


第 4 章 


ウ ロマ 15:28 


才出 29:18 


ェゼ 20:41 


13:15 


第二 欄 


ウ申 2:7 
コ n  9:8 

ェ ロマ 16:27 


クガラ 6:18 


喜ばれる ものです。 19 代わって わた 

(7) 

しの 裡 は， キリスト* イエスに より， 
あなた 方の 必要 すべてを， その 栄光の 
富に 応じて 十分に 満たして くださる で 
しょう。  20 では， わたしたちの 裡ま 
た 父に， 栄光が 限りなく 永久に ありま 
すよう に。 アーメン。 

むす  团 せい 

21 キリス ト •イエスと 結ばれた 聖な 

もの  [力）  つた 

る 者 すべてに わた しの あいさつを 伝え 
てくだ さい。 わたし と共にい る 兄弟た 
ちが あなた 方に あいさつを 送って いま 
す。 22 すべての 聖 なる 者たち， 特に 
カエサルの 家の人た ちが， あなた 方に 
あいさつを 送っ ています。 

しゅ  か ぶん  しん 

23 主 イエス. キリス トの 過分の ご 親 
切が， あなた 方の [示す] 霊と 共に [あり 

[ク） 

ますよう に]。 


コロサイ 人への 手紙 


1 裡の ご 意志に よっ てキ リスト •イ 
エスの 使徒と なった パウロと， [わ 
たしたち の] 兄秦テ モテから，  2 コロ 
サイに いる， キリス トと 結ばれた 聖な 

もの  ちゅうじつ きょうだい 

る 者たち， また 忠実な 兄弟たち へ： 
わたしたち の 父な る裡 からの 過分の 
ご 親切と 平和が あな た 方に あります よ 

(I) 

うに。 

3 わたしたちは， あなた 方の ために 

いの  さい [才）  しゅ 

祈る 際い つも わたしたちの 主 イエス • 

ちち  かんしゃ  (*) 

キリストの 父なる# に 感謝して います。 
4 それは， キリスト •イ エスに 関する 
あなた 方の 信仰と， あなた 方の ため 天 
に 蓄えられ ている 希望の ゆえに あなた 


第 1 章 


フイ レ 23 


方が 聖 なる 者たち すべて に 対 して 抱く 

あい  き  [?) 

愛と について 聞いた からです。  5 そ 
の [希望] は， 良いた よりの 真理が 語り 
告げ られる ことによって あな た 方が 以 
前に 聞いた ものです。 6 その [良いた 
より] は あなた 方のと ころに もたらさ 
れ ましたが， 世界 じゅうで 実を 結んで 

ぞうだい  {ォ} 

増大して いるので あり， それは， あな 
た 方が 真に# の 過分の ご 親切に ついて 
聞き， また 正確に 知った 日 以来 あなた 
方の 間で も [起きて いる こと] と 同じで 

がた 

す。  7 これは あなた 方が， わたした 

あい  なかま  ど れい  （ク 1 

ちの 愛する 仲間の 奴隸エ パフ ラスから 
学んだ 事柄です。 彼は わたし たちのた 


1829  実を 結ぶ。 すべての 創造物は キリス トに よる  コロサイ 1:8—24 

ちゅうじつ ほうししゃ  まえ  (7) 

めの， キリス トの 忠実な 奉仕者で あり， 第1 章 ベての ものより 前から あり， [他の] す 

れいてき  めん  がた  あい W  V  -0-11.99  そんざい 

8 また 霊的な 面での あなた 方の 愛を わ ベての ものは 彼に よって 存在す るよう 

き  コロ  2:3  [ィ】  かれ からだ 

たしたち に 聞かせても くれました。  ゥテモ n2:7 になり ました。 18 そして 彼は 体で あ 

ヨ ハ I  5:20  かいしゅう かしら  [ゥ）  はじ  し 

9 その ゆえに もまた， わたしたちは， = フィ る 会衆の 頭です。 彼は 初めで あり， 死 
[それにつ いて] 聞いた 日 以来， あなた ^ 人の 中からの 初子です。 それは， 彼が 
方が あらゆる 知恵と 霊的な 把握 力と に  5?nl!2 すべての 事に おいて 最初の 者と なる た 
より， [迚] の ご 意志に 関する 正確な クミ ヵ 衫 めでした。 19 なぜなら， [#] は 満ち 
知識に 満たされる ようにと 祈り 求めて 3:16 満ちた さまが 余す ところな く 彼のう ち 

⑷  が ••サロマ 5:3  や ^  く” 

やみません。 10 それは， あなた 方が に 宿る ことを よしと し，  20 また， 苦 
あらゆる 良い 業に おいて 夤を fe び， ま セ 25 以 8 しみの 杭の 上で [彼の 流した] 血を 通し 

かん  せいかく  I キ） ちしき  ま  くわ  エフ 1:14  へいわ  つく  [ヶ）  ちじょう 

た 神に 関する 正確な 知識を 増し 加えつ ソル ヵ22:53 て 平和を 作る ことにより， 地上の もの 

よろこ  もの  丄 フ 2:2  た 

つ， [抱 こ] じゅうぶん 喜ばれる 者と な であれ 天に ある もので あれ， [他の] す 

^  1 〇 b  [コ]  ふたた  じぶん 

る ことを 目 ざして エホバに ふさわしい |；：24 ベての ものを 彼を 通して 再び ご 自分と 
仕方で 歩む ためで あり， 11 また， あて ご 和解させる ことを [よしと された] から 

えいこう  きょうだい  テモ I 1:17 

ら ゆる 力を もって [裡] の 栄光 ある 強大 ナョ ハ 1〇:3〇 です。 

さの ほどにまで 強力に され， 十分に 耐 21 そうです， 思いが 邪悪な 業に 向け 
え 忍ぶ 者， また 喜んで 辛抱す る 者と な じ7、 は1 られ ていたた めに かつては 疎外され， ま 

がた  ひかり [シ）  せい  もの  ノ 彐ハ 1.10  てき  がた 

り， 12 あなた 方を 光に ある 聖 なる 者 ヘプ I:2 た 敵と なって いた あなた 方を， 22  [裡] 

(ス）  そうぞくざいさん (セ）  _  いま  かた  にく  からだ 

たちの 相続財産に あずかる に ふさわし  は 今や この 方の 肉の 体に より， [その] 

ちち  かんしゃ  _  しと お  [セ） ふたた  わ かい 

い 者と してく ださった 父に 感謝を ささ ァョハ 17:5 死を 通して， 再び 和解 させて くださ っ 

イ へブ 1:3  M  がた  しんせい 

げる ためです。  ゥ ェフ I:22 たのです。 それは あなた 方を， 神聖で 

13  [裡] はわた したち を 闇の 権威から きずが なく， 何ら 訴えられる ところの 

すく  じぶん  あい  [夕】 おうこく  [チ！  73  もの I チ）  まえ 

救い出し， ご 自分の 愛する み 壬の 王国 53:10 ない 者と して そのみ 前に 立たせる ため 

うつ  [ツ】  ヘプ 12.2 

へと 移して くださいました。 14 この ク レビ 17:11 でした。  23 もとより それは， あなた 

あがな  ケ エフ 2:14  がた  ひ  つづ  しんこう  [ッ）  どだい 

[み 壬] によって， わたしたちは 贖いに コ ェフ _ 方が 引き続き 信仰に とどまり， 土台の 
よる 釈放， すなわち 罪の 許しを 得て い $ コ nl=2 上に 堅く 立って 揺らぐ ことなく， 自分 
ます。 15 彼は 見えない 迚の 像で あっ たちの 聞いた 良いた よりの 希望から そ 
て， 全 創造物の 初子です。 16 なぜな 夕 〖ぷ ら されないで いるなら ばの ことです。 

た  ぺテ n  3：14  てんか  ぜんそう ぞうぶ つ㈡ 

ら ，[他の] すべての ものは， 天に おいて チ？1 し8  その [良いた より] は 天下の 全 創造物の 

ち  ど 啓 2:10  の  つた  【ヌ] わたくし 

も 地に おいても， 見える もの も 見えな テ：1 73ぷ7 中で 宣べ 伝えられた のです。 私 パウロ 
いもの も， 王座で あれ 主権で あれ 政府 h な1〗 ミは， この [良いた よりの] 奉仕者と なり 

けんい  [ヌ）  かれ  （ネ) そうぞう  ナ a マ 10:1?  (本） 

であれ 権威で あれ， 彼に よって 創造 さ -nv  8:19 ました。 

ヌマタ 24:14  いま  がた  じ 

れ たからです。 [他の] すべての ものは j テモ 1  3:16  24 わたしは 今， あなた 方の ための 自 
彼を 通して， また 彼のた めに 創造され  分の 苦しみを 歓んで お また 自分 自 

ている のです。 17 また， 彼は [他の] す "^3；1〇 身と しても， キリス トの 患難のう ちの 


コロサイ 1:25—2:11  神聖な 奥義。 哲学 や 欺きを 避ける  1830 

欠けた ところを， 彼の 体の ために， 自 第 1 章 慰められる ため， そして， [自 券の] 理解 

にくたい  おぎな  み  -7  Q 1G  かん  じゅうぶん かくしん  とみ 

分の 肉体に おいて 補い 満たして いるの に関する 十分な 確信と いう 富の すべて 
です。 その [体] とはすな わち 会衆の こ ゥ を 目 ざし， また 神の 神聖な 奥義で ある 
とです。 25 わたしは，# から 受けた ェフ3:2 キリスト に関する 正確な 知識を 目 ざし 

かれい しょく  1ゥ）  かいしゅう  ほうし  エ エフ 3:7  かれ  あい  ちょうわ  く  あ 

家令 職に したがって この [会衆の] 奉仕 ォル ヵ8: 1〇 て， 彼らが 愛のう ちに 調和よ く 組み合 
者と なりました 。それは， あなた 方の ヵ ヱ フ^ 2 わされる ためです。  3 彼のう ちには， 
ため，# の 言葉を 十分に 宣べ 伝える た 知恵と 知識との すべての 宝が 注意 深く 

あた  ク エフ 3.9  ひ  闭 

めに， わたしに 与えられた ものです。 ヶ^^ f  秘められて いるので す。  4 わたしが 
26 すなわち， 過去の 事物の 諸 体制 か 3；6 このように 言う のは， だれも ことば 巧 
ら， また 過去の もろもろの 世代からは サ t ミ よこ みな 論議で あなた 方を だます ことのな 

かく  【才) しんせい  おく ぎ (力）  の  つた  テモ I 1:1  1 力）  にく 

隠されて きた 神聖な 奥義を [宣べ 伝え シ 使徒 20:20 いためです 〇  5 わたしは， 肉に おいて 

いま  せい  スコ 11:30  はな  れい 

るた めです]。 それは 今， [迚] の聖 なる コロ3 ポ は 離れて いても， 霊に おいては やはり 

もの  たい  あき  セ エフ 4:13  がた  とも  [キ)  ちつじょ 

者たち に対して 明らかにされ たので あ ソ ェフ3:7 あなた 方と 共に おり， あなた 方の 秩序 

[キ）  しょこく みん あいだ  タルカ 13:24  (ク j  たい  かっこ 

り，  27 裡 は， 諸 国民の 間に おける こ チフィ 4:i3 ある すがたと， キリスト に対する 確固 
の 神聖な 奥義の 栄光 ある 富が どんな も とした 信仰と を歓 び， また [それを] 見 
のかを 彼らに 知らせる ことを 喜びと さ ッコ ロ4:16 守って いるので す。 

(ヶ）  がた  むす  テ フイ 1:30  がた  しゅ 

れ たのです。 それは， あなた 方と 結ば _  6 それで， あなた 方は 主 キリスト •イ 

れた キリスト， その 栄光の 希望です。 エスを 受け入れ たのです から， 彼と 結 
28 この [キリスト] こそ わたしたちが 言 JxVsiis ばれて 歩みつ づけ， 7 教えられた とこ 
い 広め， すべての 人に 訓戒し， 知恵を °  3  g  ろに したがって 彼のう ちに 根ざし， か 

おし  かた  エフ 3:6  きず  （シ）  しんこう  あんてい 

つくして すべての 人に 教えて いる 方で ェコ ロ3: 14 つ 築き上げられ， 信仰に おいて 安定し 

[ス）  オコ I 1:30  もの  [ス） かんしゃ  (t) 

あり， こうして わたしたちは， すべての コ 12:16 た 者と なり， 感謝を ささげつつ [信仰] 
人を キリストと 結ばれた 全き 者と して ^  ^16 にあ ふれなさい。 

差し出そうと している のです。 29 こ ^  ^40  8 気をつけなさい。 もしかすると， 

のために， わたしは まさに 骨折って 働 ゲでブ 1 冗〗 人間の 伝統に したがい， また 世の 基礎 
き， 彼の 働きと 一致した 努力を してい コ ミコ:ぷ 的な 事柄に したがって キリスト にした 
ます。 それは 力を もって わたしの うち lly  2；20 がわない 哲学 やむな しい 欺きに より， 

(チ 1  スヴタ 7:24  がた  つ  さ （ク 1 もの 

に 働いて いるので す。  ュダ 2〇  あなた 方を えじきと して 連れ去る 者が 

がた  さと  ほ  セ エフ 5:20 

2 というのは， あなた 方に 悟って 欲 テサ いるか もしれ ません。 9 というのは， 

おも  ソガラ 4:3  (テ) とくしつ み 

しいと 思う のです が， あなた 方， そ タコ じ ポ [キリスト] の 中に こそ， 神の 特質の 満 

[ツ）  にく  ^7'11 1:16  W かたち  と  あま 

して ラオ デ キアに いる 人たち， また 肉 チヱ フ 5:6 ち 満ちた さまが 形を 取って 余す ところ 

かお  ソへブ 13:9  やど 

において わたしの 顔を 見た ことのない テ 使徒 I7:29 なく 宿って いるから です 0 10 そのた 

卜3 ハ1 :16  がた  かれ とお  み 

人たち すべての ために， わたしは どれ め あなた 方は， 彼を 通して 満ち 満ちた 
ほど 大きな 苦闘を 経験して いる ことで -l°y さまを 有して いるので す。 彼は すべて 

こころ  つ n l.lfi  せいふ  けんい  かしら  [二）  がた 

しょう。 2 それは， その 人たち の 心が ベ；  3 ふの 政府と 権威の 頭です。 11 あなた 方 


1831  律法は 取り除かれた。 見せかけの 謙遜  コロサイ 2：12—3：4 


はまた， 彼との 関係の もとに， 手に よ 
ら ないで なされた 割礼を 受け ま した。 
すなわち， 肉の 体を 脱ぎ捨てる ことに 

[ウ）  ぞく 

よって， また キリス トに 属する 割礼に 
よってです。 12 あなた 方は 彼と 共に 
その バプ テス マのう ちに 葬られ， また 

かんけい  し にん 

彼との 関係の もとに， 彼を 死人の 中 か 
ら よみがえらせた 拽の働 きに 対する 信 

こう  W 

仰に よって， 共に よみがえらされ たの 

(ク 〗 

13 さらに， あなた 労は | 券の ft 螽 

にく  かつれい  し 

と 肉 に 割礼の ない ことと によ っ て 死ん 
でい ましたが， [裡] は その あなた 方を 
彼と 共に 生かして くださいました。 そ 
の ご 親切に よって わた したち のす ベて 
の 罪過を 許し， 14 わたしたちを 責め 

てが  ，女ん しょ W  ぬ  け 

る 手書き の 文書を 塗り 消して くださ っ 
たのです。 それは [数々 の] 定めから 成 

[ス）  てきたい  （セ） 

り ，わたしたちに 敵対す る ものでした。 
そして W] は， それを 苦しみの 杭に く 
ぎ づけに して 取りの けて ください まし 
た。 15 また， もろもろの 政府と 権威 
を あらわにし， それらを [苦しみの 杭] 
による 凱旋 行列 に 引き立て， 征服され 

[テ) おおやけ 

たものと して 公に さらした のです。 

がた  た 

16 ですから あなた 方は， 食べる こと 
や 飲む ことで， また 祭り や 新月の 習わ 
しや 安息日に 関して， だれから も 裁か 

m 

れ るべき ではありません。 17 それら 

こと  き  かげ レ】 

の 事は 来たるべき ものの 影であって， 
その実 体は キリス トに 属して いるので 

[ヒ）  がた  けん 

す。 18 あなた 方は， [見せかけの] 謙 
遜 やみ 使いたち [を あがめる] 崇拝の 方 
式を 喜びと し， ただ 自分の 見た ものの 
「上に 立ち」， もっともな 理由 もな くその 


第 2 章 


ソ ヨハ 20:25 
タ ガラ 3:13 


第 3 章 


肉の 思 L 、のま ま に 思 i 、上がる 者に 賞を 
奪い取られて はなり ません。 19 その 
ような 者は， 頭に しっかり 付いていな 
いのです。 つまり， それを もとにして 
体の 各部 すべてが， その 関節と じん 帯 
によ っ て 供給を 受け ま た 調和よ く 組み 
合わされつつ， 拽が 成長 させて くださ 
る まま に 成長 して ゆく その 方に です。 

20 世の 基礎的な 事柄に 対して キリ 
ストと 共に 死んだ ので あれば， なぜ あ 
なた 方は， 世に 生きて いるかの よう 
に， 21 「手に するな， 味わうな， 触れ 
るな」 といった 定めに なお も 服す るの 
です か。 22 これは， 用いつ くされて 
すべて 滅びる はずの ものに 関する こと 
であり， 乂 間の 命令 や 教えに したがう 
ものです。 23 いかにも そうした 事柄 
は， 自 ら 課した 崇拝の 方式と [見せかけ 
の] 遜， すなわち 体を 厳しく 扱う こと 
において， 知恵の 外見を 有して はい ま 
すが， 肉の 満足と 闘う 点では 何の 価値 
もありません。 

〇 しかし あなた 方は， もし キリス ト 
^ と共に よみがえらされ たので あれ 
ば， 上に ある ものを 求めて ゆきなさい。 
そこに おいて キリストは， 迚の 右に 座 
して おられる のです。  2 地上に ある 
事柄では なく， 上に ある 事柄に _ 分の 
思いを 留めなさい。  3 あなた 方は 死 
ん だのであって， あなた 方の 命は， 裡 
と 結ばれて キリス トと 共に 隠されて い 

いのち 

るからで す。 4 わたしたちの 命で あ 
る キリス トが 現わされる とき， その 時 


ツ ヨハ 3:31; ヨハ I  2:15; テ フイ 3:20; フイ 4:8; ぺテ I 1: 
13; ト ロマ 6:2; ナ ガラ 2:20; ニ ヨハ 17:21; ヌ ヨハ 11:25。 


コロサイ 3:5—23  肢体を 死んだ ものと する。 惜しみな く 許す  1832 

がた  かれ  とも  えいこう  み  つ  けつごう  かん 

にあな た 方 もまた， 彼と 共に 栄光のう 第3 章 を [身に 着けなさい]。 それは 結合の 完 
ちに 現わされる ことになる のです。  以 全な きずなな のです。 

いんこう  けが  せいてきよ くじょう (ゥ） ウコ I  6:18  へいわ (ィ 1  がた 

5 ですから， 淫行， 汚れ， 性的 欲情， ェフ5:3  15 また， キリストの 平和が あなた 方 

ゆうがい  よくぼう  ごうよく  [ェ）  ぐうぞうれいはい  アモ n  2:22  こころ  せいぎょ  W 

有害な 欲望， また 強欲つ まり 偶像礼拝 の 心の中を 制御す るよう にしなさい。 
に関して， 地上に ある あなた 方の 肢体 IZ 1；?8 実際 あなた 方は， 一つの 体と して それ 

し  [力）  ェフ 5:6  め  K  かんしゃ  いだ 

を 死んだ ものと しなさい。  6 こうし クコ ie:ii に 召された のです。 そして， 感謝を 抱 

ことがら  いきどお  のぞ  ェフ 2:3  しめ 

た 事柄の ゆえに# の 憤りは 臨もうと し ^^3:3 いている ことを 示しなさい。 16 キリ 

[キ）  1, ことば  ち ぇ W 

ている のです。  7 かつて そうした こ ふ ストの 言葉を， すべての 知恵に おいて 

せいかつ  とき  シ詩 5:6  がた  ゆた  やど 

との 中で 生活して いた 時には， あなた 詩34: 13 あなた 方のう ちに 豊かに 宿らせなさい 0 

がた  こと  あゆ  ェフ 4:25  し [力）  さんび  いつく 

方 もま さに そのような 事のう ちを 歩ん x®721；«22 詩と， 神への 賛美と， 慈しみの こも っ 
だのです。 8 しかし 今は， そうした も S た 霊の 歌と を もって 互いに 教え， また 

いきどお  いか  あく  ソ創 1:27  くんかい  こころ  む 

のを， 憤り， 怒り， 悪， ののしり のこ  ぺテ 11:16 訓戒し， 心のう ちで ェホバに 向かって 

[ヶ）  がた  ひ  タガラ 3:28  (ヶ）  がた 

とば， また あなた 方の 口から 出る 卑わ 歌いなさい。 17 そして， あなた 方が 
いナ ょ' ことばを， ことごとく 捨て去りな I  Hk 言葉 や 業に おいて 行なう ことが 何で 

[サ）  たが  いつわ  かた  ナネト 3.2  (コ j  ことし ゅ 

さい。 9 互いに 偽りを 語って はなり _ぺ テ IS:4 あっても， すべての 事を 主 イェスの 名 
ません。 古い 人格を その 習わしと 共に によって 行ない， 彼を 通して 父なる# 
脱ぎ捨て， 1〇  # しい [人格] を:！ に i  に 感謝しなさい。 

せいかく  ちしき  TL-7  4.32  つま  おっと  ふく  ：既’ 

けなさい。 それは， 正確な 知識に より， ぺテ ！  4:8  18 妻たち よ， 夫に 服しなさい。 それ 

そうぞう  かた かたち (ソ）  ノェ レ 31:34  しゅ 

また それを 創造した 方の 像 にした がっ  マタ は 主に あって ふさわし いこと だからで 

あら  —  マル： 3  —  おっと  っ まあい 

て 新たに されて ゆく のです。 11 そこ 19 夫たち よ， 妻を 愛しつ づけな 

じん  かつ  [セ）  たい  にがに が  おこ 

には ギリシャ 人 も ユダヤ人 もな く， 割  ___  さい。 [妻] に対して 苦々 しく 怒って は 
礼 も 無 割礼 もな く， 異国 人 も， ス キタ 7nI13：8 なりません。 20 子供たち よ， すべて 

どれい  じゆう じん  ！夕1  T-7  4-^  こと  おや じゅうじゅん  （夕 1 

イ人 も， 奴隸 も， 自由 人 もありません。 ィョハ 14:27 の 事に おいて 親に 従順で ありなさい。 
ただ キリス トが すべてで あり， すべて ヱ ェフ2: 15 これは 主に あって 大いに 喜ばれる こと 
のうちに おられる のです。  なのです。 21 父たち よ， あなた 方の 

12 したがって， 裡の 選ばれた 者， キ 51 ぷ 子供を いらいら させて 気落ちさせる こ 

せい  あい  やさ  クコ ロ 1:28  どれい 

また 聖 にして 愛される 者と して， 優し テト2 とのない ようにしなさい。  22 奴隸で 

どうじょうしんが しんせ っ  おも （卜 1 ケ にくてき いみ  がた 

い 同情心， 親切， へりくだった 思い，  3  U7*7 ある 人たち よ， 肉的な 意味で [あなた 方 
温和， そして 辛 さを:! に 着けな さ の] 主人で ある 人たち に 対し， すべて 

たい  ふまん  りゆう  シテサ 15:18  こと  じゅう じゅん  （ッ1 

い。 13 だれかに 対して 不満の 理由が スェ？5:22 の 事に おいて 従順で ありなさい。 人を 
ある 場合で も， 引き続き 互いに 忍び， セ る5 喜ばせよう とする 者の ように， 目先 だ 
互いに 惜しみな く 許し 合いなさい。 ェ 'into31 けの 奉仕を する のでは なく， 誠実な 心 

ルカ 2:51  おそ  » つか 

ホバが 惜しみな く 許して くださった よ ェフ6: 1 で， ェホバを 恐れつつ [仕えなさい]。 

m  がた  チェフ 6:4  なに 

うに， あなた 方 も そのよう にしなさい。 ッ g ㈡  23 何を していても， 人に ではなく ェホ 

く* tj  あい [ハ）  ハ0 テ j  2.18  - 

14 しかし， これら すべてに 加えて， 愛 テ ェフ 6:6 卜歳 8:13; 歲 22:4。 


1833  た ゆまず 祈りなさい。 旅行す る 奉仕者たち  コロサイ 3：24—4：15 

パに 対する ように 魂 i こめて それに 第 3 章 関する 事を 知る ようにと いう その 目的 
携わりなさい。 24 あなた 方は， しか 7  5^22:37 のために， そして 彼が あなた 方の 心を 
るべき 報いで ある 相続財産を エホバ か ^  1〇：27 慰める ために， わたしは 彼を あなた 方 

ら 受ける ことを 知っている のです。 主 ゥヱフ 1:14 の もとに 遣わす のです。  9 わたしの 
厶 である キリストに 奴隸 として 仕えな ぺ テ11 :4 愛する 忠実な 兄弟で， あなた 方のと こ 

!ォ1  あく  おこ  じエ エフ 6:8  き  ：イ： いっしょ  おく 

さい。 25 悪を 行なって いる 人は， 自 ォコ 17:22 ろから 来た オネ シモ も 一緒に [送り] ま 
分が 行なった 悪の 報いを 必ず 受ける の ^^:6〇 す。 彼らは こちらでの 事を 皆 あなた 方 
です。 不公平はありません。  デラ3 ふ に 知らせる でしょう。 

A 主人で ある 人たち よ， 自分に も 天 キ^1 ^  10 わたしの 仲間の 捕らわれ人 であ 

^ に 主人が いる ことを 知り , 奴隸に  <  テ11:17 る アリス タルコが あなた 方に あいさつ 
対して， 義に かなった こと， また 公正 第4 章 を 送って います。 また， バルナ バ のい 
な ことを 行なって ゆきなさい。  ク^ ■フ 6:9 とこ マルコ もそう しています。 （あな 

2 た ゆまず 祈り， 感謝を ささげつ  * 15:13 た 方は 彼に ついて， この 人が あなた 方 
つ [祈り] のうちに 目 ざめ ていなさい。 。マ のと ころに 来る ようならば 歓迎し なさ 
3 同時に わたしたち のために も 祈って サ コロ  3:15 い， との 命令を 受けました。） 11 そし 
ください。 裡が 発言の 扉を わたしたち シ ^マ15:3。 て， ユス トと 呼ばれる イエス も [よろし 
に 開き， キリスト に関する 神聖な 奥義 スコ 116:9  く 言って います]。 これらは 割礼を 受け 

を 語らせて くださる ようにと。 事実 そ V7, 1：7 た 人々 の 中から 来た 人たち です。 これ 
のことの ために， わたしは 獄 につな が タヱフ 6:2〇 らの人 だけが 裡の 王国の ための わたし 
れ ている のです。 4 また， わたしが 当 ^??114〇:12 の 同労者で あり， その 同じ 人たち がわた 
然 語るべき 仕方で [語って] それを 明ら ッェ 75:16 しを 強める 助けと なって くれてい ます。 
かにす る ことができる ようにと [祈っ テコ ロ3:16 12 キリス ト. イエスの 奴隸 で， あなた 方 
てくだ さい]。  マル9:5 D のと ころから 来た エ パフ ラスが あなた 

がいぶ  ひとびと  たい  ち え  ナぺ千 I  3.15  おく  かれ  いの 

5 外部の 人々 に 対しつ ねに 知恵を _  „ 方に あいさつを 送って います。 彼は 祈 

あゆ： チ） じぶん  とき  はげ 

もって 歩み， 自分の ために， よい 時を - りの 中で いつも あなた 方の ために 励ん 

買い取りなさい。 6 あなた 方の 発す  でい ます。 あなた 方が ついには 全き 者 

る ことばを 常に 慈しみの ある もの， 塩 ィフィ レ 10 として， また# の ご 意志 すべてに 対す 
で 味つけされ たものと し， 一人一人に °%% JL29 る 揺るがぬ 確信を 抱く 者と して 立てる 
どのように 答えるべき かが 分かる よう ，レ27〗42 ようになる ためです。 13 実際 わたし 
になり なさい。  X!S  ls；372 は， あなた 方， また ラオ デ キア やヒ エラ 

7 わたしに 関係した 事柄に ついては， ォ°715:7 ポリスに いる 人たち のために， 彼が 大き 
[わたしの] 愛する 兄弟， 忠実な 奉仕者， +コ115:58 な 努力を 払って いる ことを 証し します 0 
また 主に あって 仲間の 奴隸 である テキ ^n3：If  14 愛する 医者 ルカが あなた 方に あい 
コ が， あなた 方に すべてを 知らせる で ヶル ヵ I:3 さつを 送って います。 また デ マス も そ 

がた  使徒 1:1 

しょう。  8 あなた 方が わたしたちに コフィ レ 24 うして います。 15 ラオ デ キアに いる 


テ サロ ニケ 人への 第一の 手紙 


1 ノ 《ウ ロと シルワ ノとテ モテから， 
丄 父なる 裡 および 主 イエス. キリス 
卜 と 結ばれた テ サロ ニケの 人たち の 会 

しゅ？ 

衆へ： 

過分の ご 親切と 平和が あな た 方に あ 
り ますよう に。 

2 わたしたちは 祈りの 中で あなた 方 
すべてに ついて 述べる 際い つも 裡に感 
謝して いま 3 あなた 方の 忠実な 働 
きと 愛の 労苦， また わたしたちの 主イ 
エス. キリスト に対する 希望の ゆえに 
[あなた 方が] わたしたちの® また 父の 
み 前で [示す] 忍耐を 絶えず 覚えて いる 
からです。 4 进に 愛される 兄弟たち， 
わた したち は あなた 方に 対する!;®] の 
餐 びを 知ってい るので 士。  5 わたし 
たちの 宣べ 伝える 良いた よりは， ただ 
ことば だけでなく， 力と 聖霊と 強い 確 
信を も 伴って あなた 方のと ころに もた 
ら された からです。 あなた 方に 対し， 
また あなた 方の ために， わたしたちが 
どのような 者と なった かは， あなた 方 
が 知っている とおりです。 6 そして， 


多くの 患難の もとで 聖霊の 喜びを 抱き 
ながらみ 言葉を 受け入れた ことを 見れ 
ば， あなた 方は わたしたちに， そして 主 
に 見 倣う 者と なった のです。 7 こうし 
て あなた 方は， マケドニアと アカイア 
のす ベての 信者の 手本と なり ま した。 

8 実際のと ころ， エホバの 言葉が あ 
なた 方から マケ ド ニアと アカイアに 響 
きわたった だけでなく， 裡 に対する あ 
なた 方の 信仰が あらゆる 場所に 広ま っ 
たため， わたしたちは 何も 言う 必要が 
ない ほどです。  9 というのは， わたし 
たちが 最初 どのよう な 仕方で あなた 方 
のと ころに 入った か， また あなた 方が 
どのよう にして [_ 分たち の] 偶像から 
迚に 転じ， 生ける まことの# に 奴隸と 
して 仕え， 10 また そのみ 土の 天から 
[の 現われ] を 待つ よう にな っ たかを， 

かれ  じ しん  かた  つた 

彼ら 自身が 語り伝えて いるから です。 
その [ み i] は [拽] が 死人の 中から よみ 
が えらせ た 方， すなわち イエスで あっ 
て， 来たらん とする 憤 りから わたした 
ちを 救い出して くださる 方な のです。 


コロサイ 4: 16 — テ サロ ニケ 第一 1:10 

兄弟たち， また ヌン ファと 彼女の 家に | 第4 章 
ある 会条 7 こわた しの あいさつを 伝えて I  7 °7  16:5 
ください。 16 そして， この 手紙が あ 
なた 方の 間で 読まれたなら， それが ラ 
オデ キアの 人たち の 会衆で も 読まれる 
ように， また あなた 方が ラオ デ キア か 
らの [手紙] も 読む よう に 取 り 決めて く 
ださい。 17 また， アル キポ に， 「主 


第二 欄 

アコ 1 16:21 


偶像から 神に 転じた  1834 

にあって 自分が 受け入れた 奉仕の 務め 
を 終始 見守り， それを 全うする ように」 
と 告げて ください。 

18 私 パウロの あいさつを 自分の 手 
で [ここに 記します]。 わたしが [獄 に] 
つながれ ている ことを 引き続き 覚えて 
いてく ださい。 過分の ご 親切が あなた 
方 と共にあります ように。 


:14 :52 :21 , 


ィ 5 ザ ザ！？ 


1 i 


1835  母親の ような 物柔らか さ。 ふさわしく 歩む  テ サロ ニケ 第一  2:1—14 


〇 兄弟たち， 確かに あなた 方 自身が 
^ 知っている とおりで すが， わたし 
たちが あなた 方を 訪ねた ことは 無駄で 
はありませんでした。  2 むしろ わた 
したち は， 初めに フイ リピで 苦しみに 
遭って 不遜に あしらわれた 後でした が 
(あなた 方が 知っている とおりです）， 
わたしたちの 进 によって 大胆 さを 奮い 
起こし， 非常な 苦闘の 中で あなた 方に 
神の 良いた よりを 語った のです。 3 わ 
たしたち がする 勧めは， 誤り や 汚れ か 
ら 出る もので も， 欺まん を 伴う もので 
もありません。 4 わたしたちは， 自分 
が拽 によって 吟味され， 良いた よりを 
託される に ふさわしい 者と された こと 
にしたがって， 人間では なく， わたし 
た ちの 心を 吟味され る进を 喜ばせる 者 
と して 語る のです。 

5 実際 わたしたちは， どんな 場合に 
もへ つ らいの こ とばで 現われた こ とは 
なく  （あなた 方が 知っている とおりで 
す）， また 強欲 さを 隠す 見せかけを もっ 
て 現われた こと もありません。 拽が証 
人と なって くださる のです！  6 また， 
人間から の 栄光を 求めても きませんで 
した。 そうです， あなた 方から も， ま 
た 他の 人々 から もです。 キリス トの 使 
徒と して， 費用の 面で 重荷を 負わせて 
もよ かっ たのです が， [そのよう にはし 
ませんで した]。  7 それ どころ か， 乳 
を ふくませる 母親が 自分の 子供を 慈し 

{9}  がた 

むと きのよう に， あなた 方の 中に あっ 
て 物柔らかな 者と なりました。  8 こ 
うして， あなた 方に 優しい 愛情を 抱い 
た わたしたちは， 姓の 良いた よりだけ 


ウコ n  n：9 
テサ n  3:8 
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使徒 17:5 


でな く， 自分の 魂を さえ 分け与える こ 
とを 大いに 喜びと したので す。 あなた 
方が， わたしたちの 愛する 者と なった 
からです。 

9 兄弟たち， あなた 方は， わたした 
ちの 労と 亥! J 苦と を 覚えて いるは ずです。 
わた したち は拽の 良いた よりを あなた 
方に 宣べ 伝えました が， それは， あな 
た 方の だれに も 費用の 面で 重荷を 負わ 
せない ようにす るた めに， 夜昼 働きな 
がらの ことでした。 10 あなた 方が 証 
人で あり， また 迚も [証人] となって く 
ださる ことです が， わたしたちは あな 
た 方 信者に 対し， 忠節で， 義 にかない， 
責められる ところの ない 者と なり まし 
た。 11 それと 同じく あなた 方が よく 
知っ ている こ とです が， わた したち は， 
父親が 自分の 子供に する ように， あな 
た 方 一人一人に 終始 説き勧め， また 慰 
めたり 証し したりし ました。 12 それ 
は あなた 方が， あなた 方を ご 自分の 王 
国と 栄光と に 召して おられる# に ふさ 
わしく 歩んで ゆく ためで した。 

13 まさに この ゆえに も， わたしたち 
は 絶えず 裡に 感謝して います。 わたし 
たちから 聞いて 迚の 言葉を 受けた 時， 
あなた 方は それを， 人間の 言葉と して 
ではなく， 事実 どおり# の 言葉と して 
受け入れた からです。 それは また あ 
なた 方 信じる 者の 中で 働いて います。 
14 兄弟たち， あなた 方は， ユダヤに 
ある， キリスト •イエスと 結ばれた 牲 
の 諸 会衆に 見 倣う 者と なった のです。 
というのは， 彼らが ユダヤ人の 手から 
[受けて いる] のと 同じ 苦しみを， あな 


テ サロ ニケ 第一  2:15—3:8  ユダヤ人 による 迫害。 患難。 テ モテの 奉仕  1836 


た 方 も 自分の 同国人から 受ける ように 
な っ たから です。 15  [ユダヤ人] は 主 
イエスを も 預言者た ちを も 殺し， そし 
てわたし たちを 迫害した のです。 さら 
に， 彼らは 裡を 喜ばせて はおらず， む 
しろす ベての 人 [の 利益] に 逆らって い 
ます。 16 諸国の 人たち が 救われる た 
めに わたしたち がその 人たち に 語り か 
ける のを， 彼らは 妨げようと している 
からです。 その 結果， 彼らは 常に 自分 
たちの 罪を 満たして います。 しかし， 
[裡] の 憤りは ついに 彼らの 上に 臨んで 

[キ） 

いるので す。 

17 兄弟たち， ほんのし ばらく あなた 
方から 引き離された 時， [といっても] 身 
においてであって 心に おいてで はあり 
ませんで したが， わたしたちと しては， 
あなた 方の 顔を 見ようと， 非常な 願い 
を 抱いて 普通を はるかに 超えた 努力を 
しました。 18 そのような わけで， わ 
た したち は あなた 方のと ころに 行こう 
と 思いました。 そうです， 私 パウロが 
です。 それ も， 一度では なく 二度 もで 
す。 しかし サタンが わたしたちの 進路 
を さえぎりました。 19 わたしたちの 
主 イエスの み 前， その 臨在の 際に， わた 
したち の 希望， 喜び， また 歓喜の 冠と 


なる ものは 何で しょ うか 一 それは 実 

がた  たし 

にあな た 方ではありません か。 20 確 


がた  えいこう 

かに あなた 方は， わたしたちの 栄光 ま 


た 喜びな のです。 

3 ゆえに， もはや 耐えられ なくなつ 
た 時， わたしたちは， 自分たち だ 
け アテネに 残る のが 良い と 考え まし 
た。  2 そして， わたしたちの 兄弟で 
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あり， キリス トに 関する 良いた よりに 
おい て裡の 奉仕者で ある テ モテを 遣わ 
したので す。 それは あなた 方を 確固た 
る 者と し， あなた 方の 信仰の ために 慰 
め，  3 だれもこう した 患難に よって 
ぐ ら つく ことのない ようにす るた めで 
した。 あなた 方 自身が 知っている とお 
り， わたしたちは まさに こうした こと 
に 定められて いるので す。 4  k にわた 
したち は， あなた 方 と共にいた 際， わ 
たしたち は 患難に 遭う ことに なって い 
ると， 常々 あなた 方に 話しても おき ま 
した。 それが そのと おり 起きた ので あ 
り， あなた 方が 知っている とおりです。 
5 そのために こそ， もはや 耐えられな 
く なった 時， わたしは， あなた 方の 忠 
実 さに ついて 知る ために 使いを 送った 
のです。 もしかしたら， 何 かのこと で， 
誘惑 者が あなた 方を 誘惑し ， わたした 
ちの 労苦が 無駄に なって いるか もしれ 
ない [と 思った] から です。 

6 しかし， テ モテが ちょうど 今 あ 
なた 方のと ころから 戻って 来て， あな 
た 方の 忠実 さと 愛に ついて， また あな 
た 方が わたしたちの ことを いつもよ く 
覚えて おり， わたしたちが あなた 方に 
[会いたい と 思って いる] のと 同じよう 
に， あなた 方 も わたしたちに 会う こと 
を こいね がって いる， との 良いた より 
を 持って来て くれました。  7 兄弟た 
ち， その ゆえに わたしたちは， あら ゆ 
る 窮乏と 患難に ありながら も， あなた 
方に 関し， あなた 方の 示す 忠実 さの ゆ 
えに 慰められて いるので す。 8 なぜ 
なら 今， あなた 方が 主に あって しっか 
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あた  めいれい [ァ 〗 し 

が 与えた 命令を 知っている のです。 

3 というのは， これが® の ご 意志で 

あるから です。 すなわち， あなた 方を 

神聖な ものと し， あなた 方が 淫行を 避 

ける ことです。  4  [そして] あなた 方 

一人一人が， 自分の 器を いかに 聖 化と 誉 

れ のうちに 所有すべき かを 知り， 5  n 

を 知らな ^ ヽ_ 国民の よう に 貪欲な 性欲 
あゆ  w 

のま まに [歩ま] ない ことです。  6 ま 

た， だれも この 点で 兄弟の 権利を 害す 

るよう な ことを せず， また それを 侵さ 

ない ことです。 わたしたちが 前もって 

あなた 方に 告げ， また 徹底的に 証し も 

したよう に， エホバは こうした 事す ベ 

てに 対して 処罰を 科する 方 だからです。 

7 神は わたしたちを， 汚れを 容認して 

ではなく， 聖 化に 関連して 召して くだ 

(シ）  むし 

さった のです。 8 それゆえ， 無視す る 

もの [ス）  にんげん  じ ぶん  せぃ柴 

あなた 方の 中に 入れて く ださる 裡を無 

(V] 

視 している のです。 

9 しかしながら， 兄弟愛に 関して 
は， あなた 方に 書き送る まで も ありま 

たが  あい  あ 

せん。 あなた 方は， 互いに 愛し 合う ベ 
きこ i を裡 から 教えられて いるからで 

M  げん  がた 

す。 10 そして， 現に あなた 方は， マ 
ケ ド ニア 全土の すべての 兄弟たち に 対 
して そのと おりに 行なって いるので す。 
しかし， 兄弟たち， あなた 方に 勧め ま 
す。 そのこと をな お いっそう 行なって 
ゆきなさい。 11 また， わたしたちから 
I じたと おり， 静かに 生活し， 自分の 
i 务 めに 励み， 手ず から 働く ことを あな 
た 方の 目標と しなさい。 12 それは， 
k 部の 人々 との 関係では 適正に 歩む た 


1837  道徳に 関する 助言 

り 立って いるので あれば， わたしたち 
は 生きる からです。  9 わたしたちの 
拽 のみ 前に あって あなた 方の ゆえに 喜 
ぶ その 喜び すべてに 対し， わたしたち 
は あな た 方に 関する どんな 感謝の こと 
ばを 姓に ささげる こと がで きる でしょ 
うか。 10 しかし， それと 共に わたし 
たちは， あなた 方の 顔を 見， あなた 方 
の 信仰に ついて 欠けた ところを 補いた 
いと， 夜昼 ひとかたならぬ 祈願を ささ 
げて もい るので す。 

11 では， わたしたちの 姓 また 父 ご 
自身が， そして わたしたちの 主 イエス 
が， わたしたちの 道を 都合よ く あなた 
方の ほうに 向けて ください ますよう 
に。 12 さらに， わたしたちが あなた 
方を [愛して いる] のと 同じように， 主 
が あなた 方を， 互いへの， そしてす ベ 
ての 人への 愛に おいて 成長 させ， そう 
です， 満ち あふれさせて くださいます 
ように。 13 これは， その 聖 なる 者た 
ち すべてを 伴った わた したち のま イエ 
スの 臨在の 際に， わたしたちの# また 
父の み 前に あって， あなた 方の 冗!、 を 確 
固た る もの， 神聖 さの 点で 責められる 
ところの ない ものと していた だくた め 
なのです。 

A 終わりに， 兄弟たち， 主 イエスに 
よって あなた 方に 願い， また 勧め 
ます。 どのように 歩んで® を 喜ばせる 
べき かにつ いて あなた 方は わた したち 
から [指示を] 受け， また そのと おりに 
歩んで いますが， そのこと をな おいっ 
そう 行なって ゆきな さ lA。  2 あなた 
方は， 主 イエスに よって わたしたち 
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の 劇痛が 臨む ように， 彼らに 突如と し 
て 臨みます。 彼らは 決して 逃れられ ま 
せん。 4 しかし， 兄弟たち， あなた 方 
は 闇に いるので はありません から， 盗 
人たち に対する ように， その 日が 不意 
にあな た 方を 襲う ことは あり ません。 
5 あなた 方は みな 光の 子で あり， 昼の 
子な のです。 わたしたちは 夜に も 闇に 
も 属して いません。 

6 ですから わたしたちは， ほかの 人々 
のように 眠っ たままで いないよ うにし 
ましょう。 むしろ 目 ざめ ていて， 冷静 
さを 保ちましょう。  7 眠る 者は 夜 眠 
るの が 常で あり， 酔う 者は 夜 酔う のが 
普通 だからです。  8 しかし 昼に 属す 
る わたしたちは， 冷静 さを 保ち， 信仰 
と 愛の 胸当てを， また， かぶとと して 
救いの 希望を 身に 着けて いましょう。 
9 裡 はわた したち を， 憤 りに ではな 
く， わた したち の 主 イエス •キリスト 
を 通して 救いを 得られる ように 定めて 
くださった からです。 10  [キリスト] 
はわた したち のために 死んで ください 
ましたが， それは わたしたちが， 目 ざ 
めて いても 眠って いても， 彼と 共に 生 

(二）  たが 

きる ためです。 11 ですから， 互いに 
慰め， 互いに 築き上げる ことを， あな 
た 方が 現に 行なって いると おりに 続け 

[ネ） 

て ゆきなさい。 

12 さて， 兄弟たち， あなた 方に お原眞 
いします。 あなた 方の 間で 骨折って 働 
き， 主に あって あなた 方の 間で 主宰の 
任に 当たり， あなた 方を 訓戒して いる 

ナ ロマ 5:8; コ I 15:3; ニコ n  5:15; テサ I  4:17; ヌ イザ 35: 
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め， また あなた 方が 何にも 事欠く こと 

[ィ） 

のない ためです。 

き ょうだい  し  ねむ 

13 また， 兄弟たち， [死んで] 眠 - 

[ウ) もの  がた  し 

ている 者たち について あなた 方が 知ら 
ないで いる ことを 望みません。 希望を 

も  ひとびと [エ）  かな 

持た ない ほかの 人々 のよう に悲 しむ こ 
とのない ためです。 14 イエスは 死ん 

it) 

で よみがえった という こ とがわた した 
ちの 信仰で あれば， 牲は イエスに より 
[死んで] 眠って いる 者たち を も 彼と 共 
にやは り 連れ出し てく ださる からです。 
15 主の 臨在 [の 時] まで 生き残る わたし 
たち 生きて いる 者は [死んで] 眠って い 
る 者たち に 決して 先んじな いという こ 
と， これが， エホバの 言葉に よって わ 
たしたち が あな た 方に 伝え ると ころな 
のです。 16 主 ご 自身が 号令と み使い 

かしら (ヶ） こえ  【コ） とも 

の 頭の 声 また 裡の ラッパと 共に 天から 
下られる と， キリストと 結ばれて 死ん 
でい る 者たち が 最初に よみがえ るから 
です。 17 その後， 生き残って いる わ 
たしたち 生きて いる 者が， 彼らと 共に， 

くも  [セ） と  さ  [ソ) くうちゅう  しゅ  あ 

雲のう ちに 取り去られて 空中で 主に 会 

い， こうして わたしたちは， 常に 主と 

m 

共に いる ことになる のです。 18 それ 

ことば  たが  なぐさ  あ 

で， この 言葉を もって 互いに 慰め 合っ 
て ゆきなさい。 

ir さて， 兄弟たち， 時と 時期に つい 
^ ては， あなた 方は 何も 書き送って 
もらう 必要が ありません。 2 エホバ 
の 日が まさ に 夜の 盗人の ように 来る こ 
とを， あなた 方 自身が よく 知っている 
からです。 3 人々 が， 「平和 だ， 安全 
だ」 と 言って いる その 時， 突然の 滅び 
が， ちょうど 妊娠して いる 女に 苦しみ 
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人たち を 重んじなさい。 13 そして， 
その 働きの ゆえに， ひときわ 深い 考慮 

あい  はら  (7]  たが  たい 

を 愛のう ちに 払いなさい。 互いに 対し 
て 平和な 態度を 保ちなさい。 14 兄弟 
たち， また あなた 方に 勧めます。 無秩 
序な 者を 訓戒し， 憂いに 沈んだ 魂に 慰 
めの ことばを かけ， 弱い者を 支え， す 
ベての 人に 対 して 辛抱強 く ありなさい。 
15 だれも， また だれに 対しても， 危害 
に 危害を 返す ことのない ようにし なさ 

[力]  たが  た 

い。 むしろ， 互いに 対し， また 他の す 
ベての 人に 対して， 常に 良い ことを 追 
い 求めなさい。 

つね  よろこ  [グ  た  いの 

16 常に 喜びなさい。 17 絶えず 祈り 
なさい。 18 すべての 事に 感謝し なさ 
い。 これが， キリス ト •イエスに あって， 

がた  かん  いし 

あなた 方に 関する# の ご 意志な のです。 

れい  け  （サ） 

19 霊の 火を 消して はなり ません。 
20 預言を 軽く 扱って はなり ません。 
21 すべての ことを 確かめなさい。 
りっぱな 事柄を しっかり 守りなさい。 
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22 あらゆる 形の 悪を 避けなさい。 

23 平和の# ご 自身が， あなた 方を 
全く 神聖な ものと してく ださい ますよ 

[ゥ 1  きょうだい 

うに。 そして， あなた 方 [兄弟たち] の 
霊と 魂と 体が あらゆる 点で 健全に 保た 
れ， わたしたちの 主 イエス •キリス ト 

りんざい  さい 

の 臨在の 際に とがめの ない もので あり 
ますよう に。 24 あなた 方を 召して お 
られる 方は 忠実で あり， ご 自身 もまた 
そのよう にして くださる でしょう。 

25 兄弟たち， わたしたち のために 引 
き 続き 祈って ください。 

26 聖 なる 口 づけを もってす ベての 

きょうだい  ： 力！ 

兄弟たち にあい さつしなさい。 

てがみ  きょうだい 

27 この 手紙が すべての 兄弟たち に 
対して 読まれる よう， わたしは 主に か 
けて あなた 方に 厳粛な 務めを 負わせ 
ま to 

28 わたしたちの 主 イエス. キリスト 
の 過分の ご 親切が あな た 方と 共に あり 
ますよう に。 


テ サロ ニケ 人への 第二の 手紙 


1 パウロと シルワ ノとテ モテから， 
1 わたしたちの 父なる# および 主イ 
エス •キリス ト と 結ばれた テ サロ ニケ 
の 人たち の 会衆へ： 

2 父なる 迚と主 イエス •キリスト か 
ら の 過分の ご 親切と 平和が あな た 方に 
あり ますよう に。 

3 兄弟たち， わたしたちは， あなた 
方に ついて 常に 神に 感謝し なければ な 
りません。 それは 当然の ことなの です。 
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あなた 方の 信仰が 大いに 成長 し， あな 
た 方 それぞれ みんなの 愛が， 相互に 増 
し 加わって いるから です。  4 その 結 
果， わたしたち 自身が， # の 諸 会衆の 
間で あなた 方の ことを 誇りに してい ま 
す。 あなた 方が 耐えて いる あらゆる 迫 
害と 患難に おける あな た 方の &耐と 信 
仰に ついて [思う] からです。 5 これ 
は， 迚の義 の 裁きの 証拠で あり， それ 
によって あなた 方は， 拽の 王国に ふさ 


永遠の 滅び。 不法の 人 


1840 
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わしい 者と される のです。 まさに その 
[王国] のために， あなた 方は 苦しみを 
受けて いるので す。 

6 これは， あなた 方に 患難を もたら 
す 者に 患難を もって 報い， 7 —方 患難 
を 忍ぶ あなた 方には， 主 イエスが その 
強 力なみ 使いたち を 伴い， 燃える 火の 
うちに 天から 表わし 示される 時， わた 
したち と共に 安らぎを もって [報いる] 
ことこ そ， 裡に とって 義に かなった こ 
とで あると 言える からです。  8 その 
際 [イエス] は， 拽を 知らない 者と， わ 
た したち の 主 イエスに ついての 良いた 
より に 従わない 者に 報復を する のです。 
9 実に これらの 者たち は， 主の み 前 か 
ら， また その 力の 栄光から [離れて] 永 
遠の 滅びと いう 司法 上の 処罰を 受け ま 
す。 10 それは 彼が 来て， その 聖 なる 
者たち との 関係で 栄光を 受ける 時， ま 
た その 日 ，信仰を 働かせた すべての 者と 
の 関係で， [そうです，] わたしたちの 
した 証 しが あな た 方の 間で 信仰を もっ 
て 迎えられた ゆえに， 彼が 驚異の 目で 
見られる [時] のこと です。 

11 まさに このために こそ， わたした 
ちは 常に あなた 方の ために 祈って いま 
す。 わたしたちの 姓が， あなた 方を [ご 
自分の] 召しに ふさわしい 者と みなし， 
そのよみ せられる 善良な 事柄と 信仰の 
業の すべてを， 力を もってこと ごとく 
成し遂げて くださる ようにと。 12 そ 
れは ，わたしたちの 独 および 主 イエ ス- 
キ  リス  卜の 過分の ご 親切に したがって， 
わた したち の 主 イエスの 名が あなた 方 
の 中で 栄光を 受け， また あなた 方 も 彼 


第 1 章 | との 結びつきの もとに [栄光を 受ける] 
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ためです。 

2 しかし， 兄桌 たち， わたしたちの 
主 イエス •キリス トの 臨在， また 
わたしたち がその もとに 集められる こ 

[ゥ）  かん  がた  ねが 

とに 関して， あなた 方に お願いします。 


(ヱ）  き  しゅし 

2 エホバの 日が 来て いると いう 趣旨の 


れいかん  ひょうげん [才） く ちづた 


霊感の 表現 や 口伝えの 音信に よって， 
ま た わた したち から 出た かの よう な 手 


紙に よって， すぐ に 動揺 して 理性を 失っ 
たり， 興奮した りする ことのな いよう 
にして ください。 

3 だれに も， また どんな 方法に よっ 
て もた ぶら かされな いように しなさい。 
なぜなら， ま ず 背教 が 来て， 不法の 人 
つまり 滅びの 子が 表わ し 示さ れ てから 


でなければ， それは 来ない からです。 
4 彼は， すべて 「神」 と 呼ばれる 者 ま 
た 崇敬の 対象と される ものに 逆らい， 
自分を その上に 高め， こうして 裡の神 
殿に 座し， 自分を 神と して 公に 示し ま 
す。 5 まだ あなた 方 と共にいた 時， わ 
たしが 常々 こう した ことを あなた 方に 

はな  ㈦  お ぼ 

話した のを 覚えて いないで しょ うか。 

6 それで 今 あなた 方は， 抑制 力と 
なって いるもの について 知ってい ま 

(夕；  かれ  さ だ  とき  あら 

す。 それは， 彼が その 定めの 時に 表わ 
し 示される ことを 見越して いるので す。 
7 確かに， この 不法の 秘事は すでに 作 
用して います。 しかし それは， 今のと 
ころ 抑制 力 となって いる 者が 除かれる 
までの ことなので^-。  8 まさに その 
時になる と， 不法の 者が 表わし 示され 
ますが， 主 イエスは その 者を， ご 自分 

れい  のぞ  さ [卜 ）  りんざい _ 

の 口の 霊に よって 除き 去り， その 臨在 
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けんげん 1ァ）  む  いた 

の 顕現に よって これを 無に 至らせる の 
です。 9 しかし， 不法の 者が 存在す 

はたら （ィ） 

るのは サタ ンの 働きに よるので あり， 
それは あらゆる 強力な 業と 偽りの しる 
しと 異 兆を 伴い， 10 また， 滅び ゆく 
者たち に対する あらゆる 不義の 欺きを 
伴って います。 彼らが [こうして 滅び 
ゆく のは]， 真理への 愛を 受け入れず， 
救われようと しなかった ことに 対する 
応報と してな のです。 11 その ゆえに 
拽 は， 誤りの 働きを 彼らの もとに 至ら 
せて， 彼らが 偽りを 信じる ようにす る 
ので あり， 12 それは， 彼ら すべてが， 
真理を 信じないで 术義を 喜びと した こ 
とに 対して 裁きを 受ける ためです。 

13 しかし， エホバに 愛される 兄弟た 
ち， わたしたちは， あなた 方に ついて 常 
に裡に 感謝し なければ なりません。 牲 
は， 霊を もって 神聖な 者と する ことに 
より， また 真理に 対する あなた 方の 信 
仰に よって， あなた 方を 救いの ために 
初めから 選び出して くださった からで 
す。 14 ほかならぬ この 定めに， [拽] 
は あなた 方を， わたしたちの 宣明 する 
良いた よりを 通して 召して くださった 
ので あり， それは， わたしたちの 主イ 
エス •キリス トの 栄光を 得る ためな の 
です。 15 それです から， 兄弟たち， 
しっかりと 立ち， 口伝えの 音信に よっ 

て がみ 

てで あれ， あるいは わたしたちの 手紙 
によって であれ， あなた 方が 教えられ 
た 伝統を しっかり 守りなさい。 16 ま 
た， わたしたちの 主 イエス •キリス ト 
ご 自身と， わたしたちを 愛し， 過分の 
ご 親切に よっ て 永遠の 慰め と 良い 希望 


使徒 8:25 
使徒 15:35 


才 使徒 19:2 
イザ 25:4 
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^ 使徒 28: 
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y ヨハ 17:15 
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を 与えて く ださ っ た わた したち の 父な 
る裡 が， 17 あなた 方の 心を 慰め， あ 
ら ゆる 良い 行ないと 言葉の 点で， あな 
た 方を 確固たる 者と してく ださいます 

ょぅ (三 。 

〇 終わりに， 兄弟たち， わたしたち 
° のために 祈りつ づけて ください。 
エホバの 言葉が， まさに あなた 方の 場 
合と 同じように 速やかに 進展し， 栄光 
を 受けて ゆく ようにと。 2 また， わた 
したち が， 害を 加えよう とする 邪悪な 
人々 から 救い出される ようにと。 信仰 
はすべ ての 人が 持って いる わけでは な 
いのです。 3 しかし， 主は 忠実な 方で 
すから， あなた 方を 確固たる 者と し， 邪 
悪な 者から 守って くださる でしょう。 
4 さらに， わたしたちは あなた 方に 関 
し， 主に あってこう 確信して います。 
あなた 方が， わたしたちの 命じる こと 
を 行なって おり， また [これから も] 行 
なって ゆく であろうと。  5 主が あな 
た 方の" 芯を， 进の 愛へ， そして キリス 
卜の ための 忍耐へ と， 引き続き 順調に 
導いて くださいます ように。 

6 さて， 兄弟たち， わたしたちは， 
主 イエス •キリス トの 名に おいて あな 
た 方に 命じま^*。 あなた 方が わたした 
ちから 受け た 伝統に した がわない で 無 
秩序な 歩み方を する すべての 兄弟から 
離れなさい。  7 わたしたちに どのよ 
うに 見 倣えば よい かは， あなた 方 自身 
が 知っている のです。 わたしたちは， 
あな た 方の 間で 無秩序な 振る舞い をせ 
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ず，  8 また だれから もた だで 食物を 

ラ  W 

受けたり はしなかった からです。 むし 
ろ， 労と 刻苦と を 重ねて 夜昼 働き， あ 
なた 方の だれに も 費用の 面で 重荷を 課 
さない ようにした のです。  9 わたし 

けんげん 

たち に 権限が な いという のでは ありま 

W  じしん  み なら 

せん。 わたしたち 自身を， 見 倣うべき 
手本と して あなた 方に 示す ためだった 

(力）  じじつ  がた  とも 

のです。 10 事実， あなた 方 と共にい 
た 時， わたしたちは 常々 こう も 命じ ま 

[キ）  はたら  もの  た 

した。 「働こうと しない 者は 食べて は 

[ク）  き 

ならない」 と。 11 ところが 聞く とこ 

がた  あいだ  もの 

ろに よると， あなた 方の 間で， ある 者 
たちが 無秩 I# な 歩み方を し， 少しも 働 

じ ぶん  かんけい 

かないで， 自分に 関係の ない ことに 手 

(3) 

出しして いるとの ことです。 12 その 
ような 人たち に， 主 イエス •キリス ト 
にあって 命じ また 勧めます。 静かに 働 
いて， 自分の 労に よって 得る 食物を 食 

(ザ） 

ベなさい。 
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13 兄弟たち， あなた 方は， 正しい こ 

てん  (7) 

とを する 点で あきらめて はなり ません。 
14 しかし， この 手紙に よる わたしたち 
の 言葉に 従順で ない 人が いれば， その 
人に 特に 注意す るよう にし， 交わる の 

(ェ1  は 

を やめなさい。 その 人が 恥じる ように 
なる ためです。 15 それでも， その 人 
を 敵と 考えて はならず， 兄弟と して 訓 

かい  つづ  （力） 

戒し 続けなさい。 

16 では， 平和の 主 ご 自身が， あら ゆ 
る 方法で あなた 方に 絶えず 平和を 与え 
てくだ さいます ように。 主 が あなた 方 
すべてと 共に おられます ように。 

わたくし  じぶん 

17 私 パウロの あいさつを 自分の 手 
で [ここに 記します]。 どの 手紙で もこ 
れ がしる しです。 これが わたしの 書き 
旁です。 

18 わたしたちの 主 イエス •キリス ト 
の 過分の ご 親切が あなた 方 すべてと 共 
にあります ように。 


テ モテへの 第一 の 手紙 


-| わた したち の 救い主なる 神と ， わ 
1 たしたち の 希望で ある キリス ト • 

めいれい  (9) 

イエスの 命令の もとに キリス ト •イエ 

し と M  しんこう 

スの 使徒と なった パウロから， 2 信仰 

しんじつ  [才）  [力） 

における 真実の 子 テ モテへ： 

父なる 迚 とわたし たちの 主 キリス 
卜- イエスから， 過分の ご 親切と 憐れ 

へいわ  （キ） 

みと 平和が あります ように。 

じ ぶん 

3 自分が マケドニアに たとうと して 

さい [ク 1 

いた 際， わたしは あなたが エフェソス 

たいざい  はげ 

に 滞在して いるよう にと 励ましました 
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第二 櫚 


ウ テモ I 


が， 今 また 同じように します。 それは 

こと  きょうり  おし  m 

あなたが， 異なった 教理を 教えたり， 
4 作り話 や 系図に 達意を 寄せたり しな 

ひとびと  めい 

いように と， ある 人々 に 命じる ためで 

{0}  けっきょく  なに 

す。 そうした ことは 結局のと ころ 何に 
もなら ず， 調べる ための 問題を 出す だ 

しんこう  かんれん  わ 

けで ，信仰に 関連し て. 裡か らの もの を 分 

あた  じっ 

かち 与える ことには なりません。 5 実 
際のと ころ， この 指令が 目 ざして いる 

きよ  こころ [才）  りょうしん [力） ぎぜん 

ものは， 清い 心 と 正しい 良心 と 偽善の 

エ テモ I  6:20; テモ n  2:14; オ マタ 5:8; テモ n  2:22; 力 使徒 
23:1; 使徒 24:16; テモ I  3:9; ベ テ I  3:16。 
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ない 信仰と から 出る 愛です。  6 こう 
した ものから それる ことによって， あ 
る 人々 はむ だ 話に 転じ， 7 律法の 教師 
でありた いと 願いながら， 自分の 言っ 
ている こと も， 自分が 強く 言い張って 
いる ことにつ いても， [その 意味を] 悟 
ら ない 者と なって います。 

8 しかし わたしたちは， 次の 点を 知っ 

てきほう あつか  （キ） りっぽう  すぐ 

て 適法に 扱う かぎり ，律法が 優れた もの 
である ことを 知っています。 9 すな わ 
ち， 律法は， 義に かなった 人の ためでは 
なく， 不法な 者 や 無規律な 者， 不敬虔な 
者 や 罪人， 愛 あ る 親切に 欠ける 者 や 俗悪 
な 者， 父を 殺す 者 や 母を 殺す 者， また 人 
を 殺す 者， 10 淫行の 者， 男 どう しで 寝 
る 者， 人を 誘拐す る 者， 偽りを 言う 者， 偽 
りの 誓いを する 者, そのほか 何で あれ， 
11 幸福な 迸の 栄光 ある 良いた よりに 基 
づく 健全な 教えに 反する 事柄の ために 
公布され ている のです。 そして わたし 
は その [良いた より] を 託され ま した。 

12 わたしは， 自分に 力を 授けて く 
ださった わたしたちの 主 キリスト •イ 
エスに 感謝して います。 わたしを 奉仕 
の 務めに 割り当てて， 忠実な 者と みな 
してく ださった からです。 13 以前に 

は警 とく  S でぁり， M 鞠で ぁ义未 

遜な 者であった のに， その わたしが 憐 
れ みを 示された のです。 わたしは 知ら 
ずに， そして 信仰の ない ままに 動し 
ていたから です。 14 しかし， わたし 
たちの 主の 過分の ご 親切が， 信仰と 共 
に， また キリスト •イエスに 関連した 

あい [ネ）  み 

愛 [と共に]， 大いに 満ち あふれた ので 
す。 15 キリスト • イエスが 罪人を 救 


イ テモ I  4:9 
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うため に 世に 来られた とは， 信ずべ ぐ 
また 全く 受け入れるべき ことばです。 
わたしは そう した [罪人] の最 たる 者で 
+。 16 それな のに わたしが 憐れみを 
示された のは， わたしの 場合を 最 たる 
例と して キリスト _ イエスが その 辛抱 
強さの 限りを 示し， 永遠の 命を 求めて 
彼に 信仰を 置こうと している 人たち へ 
の 見本 とする ためだった のです。 

17 では ，朽ちる こ とがな く， [人が] 
見る ことので きない とこしえの 王， 唯 
一の 迚 に， 誉れと 栄光が 限りなく 永 芡 
にあります ように。 アーメン。 

18  [わたしの] 子 テ モテよ， 直接 あ 
なた に 向けて 語られた 予言に したが っ 
て， この 指令を あなたに ゆだねます。 
それは， あなたが そうした [予言] にし 
たがっ てり っ ばに 戦っ て ゆく ためです。 
19 信仰と 正しい 良心を 保つ こと， その 
こ とを ある 人たち は 押し やって， [自分 
の] 信仰に 関して 破船を 経験し ま した。 
20 その 中に ヒメ ナオと アレク サン デ 
ルが いますが， 冒とくすべき でない こ 
とを 懲らしめ によって 学ぶ よう， わた 
しは 彼らを サタンに 渡し ま した。 

〇 そのような わけで， わたしは まず 
集 一に 勧めます。 あらゆる 人に つ 
いて， また 王たち や 高い 地位に あるす 
ベての 人々 について， 祈願と， 祈りと， 
取りな しと， 感謝を ささげる ことと が 
なされる ようにして ください。 2 それ 
はわた したち が， 敬虔な 専心を 全うし， 
まじめ さを 保ちつつ， 平穏で 静かな 生 
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活 をして ゆく ためです。 3 これは， わ 
た したち の 救い主なる 神の み 前に あっ 
て りっぱな こと， 受け入れられる こと 
です。 4  [裡] の ご 意志は， あらゆる 人 
が 救われて， 真理の 正確な 知識に 至る 
ことなの です。 5 裡は ただ ひとりで あ 
り， また 裡と 人間との 間の 仲介者 もた 
だ ひとり ，人間 キリス ト •イエスで あっ 
て， 6 この 方は， すべての 人の ための 
対応す る 贖いと して ご 自身を 与えて く 
ださった のです 一 [この ことは] そのた 
めに 特に 定められた 時に 証し される の 
であり， 7 わたしは その 証し のた め 
に， 宣べ 伝える 者， また 使徒一 わたし 
は 真実を 告げて おり， 偽りを 語って は 
いません 一信 仰と 真理に 関して 諸国 
民を 教える 者と して 任命され ま した。 

8 それゆえ わたしは， どの 場所で も 
男が 祈りを し， 忠節な 手を 挙げ， 憤り 
や 議論 か ら 離れて いるよう に 望みます。 
9 同様に 女 も， よく 整えられた 服装を 
し， と繼 ki ぃ とを もって：! を 
飾り， 髪の [いろいろな] 編み 方， また 金 
や 真珠 や 非常に 高価な 衣装な どでは な 
く， 10 迚を あがめる と 言い表わす 女 
に ふさわしい 仕方で， すなわち 良い 業 
によって [身を 飾る] ように 望みます。 

まった じゅうじゅん  （ノ) しず  まな 

11 女は 全き 柔順を もって 静かに 学 
びなさい。 12 わたしは， 女が 教えた 
り， 男の 上に 権威を 振 るったり する こ 
とを 許しません。 むしろ， 静かに して 
いなさい。 13 アダムが 最初に 形造ら 
れ， その後に エバが [形造られた] から 
です。 14 また， アダムは 欺かれ ませ 
ん でした が， 女は 全く 欺かれて 違犯に 
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至った のです。 15 しかし [女] は， 健 
全な 思いを 持ちつつ 信仰と 愛と 聖 化の 
うちにと どまって いるなら， 子を 産む 

あんぜん  まも  [ゥ） 

ことによって 安全に 守られる でしょう。 

3 この ことばは 信ずべき ものです。 

監督の 職を とらえようと 努めてい 
る 人が いるなら， その 人は りっぱな 仕 
事を 望んで いるので す。 2 したが っ 
て， 監督は， とがめられる ところの な 
い 人で， 一人の 妻の 夫で あり， 會慣に 
節度を 守り， 健全な 思いを 持ち， 秩)# 
正しく， 人を よくもて なじ， 教える 資格 
が あり， 3 酔って 騒いだり 人を 殴った 
りせ ず， 道理を わきまえ， 争いを 好ま 
ず， 金を 愛する 人で なく， 4 自分の 家 
の 者を りっぱに 治め， まじめ さを 尽く 
して 子供を 従わせて いる 人で あるべき 
です。 5  (実際， 自分の 家の 者を 治め 
る こと も 知らない 人で あれば， どのよ 
うにし て# の 会衆を 世話す るので しょ 
うか。） 6 また， 新しく 転向した 人で 
あっては なりません。 [誇りの ために] 

おも  〖卜;  あくま  くだ  さば  おちい 

思い上がり， 悪魔に 下された 裁きに 陥 
るよう な ことがあって はいけ ないから 

; ナ）  がいぶ  ひとびと 

です。 7 さらに， その 人は 外部の 人々 
から も りっぱな 証言を 得て いるべき で 

㈡  ひ なん  あくま  [ヌ） おちい 

す。 非難と 悪魔の わなに 陥る ことのな 


いためです。 

8 同様に， 奉仕の 僕たち も まじめで， 


ふ せい  りとく  どんよく  W  きよ 

ず， 不正な 利得に 貪欲で なく， 9 清い 


コ 使徒 28:7; テト 1:8; ぺテ I  4:9; サ テモ I  5:17; テモ n  2: 
24; テト 1:9; ヤコ 3:1; シ ロマ 13:13; ステ ト 1:7; 1? フイ 
4:5; ヤコ 3:17; ソ ロマ 12:18; ヤコ 3:18; 夕 へブ 13:5; ぺ 
テ I  5:2; チ ヨシ 24:15; テト 1:6; ツ エフ 6:4; テ 使徒 8: 
13; テモ I  5:22; ト エゼ 28:17; 使徒 8:19; ナ ルカ 8:31; 使 
徒 8:22; 啓 20:3; 二 使徒 16:2; 使徒 22:12; コ n  8:21; テサ I 
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テ モテ 第一  3：10—4：12 

印を 符 けられた 者たち の 偽善に よるの 
です。 3 そうした 人たち は 結婚す る こ 
とを 禁じたり ，信仰を 持ち 真理を 正確に 
知る 人が 感謝 して あずかる ため に牲が 
創造され た 食物 を 断つ ように 命令した 
りします。  4 进の 創造物は みな 良い も 

(才） かんしゃ  う  [力） しりぞ 

のであって， 感謝して 受けるなら， 退け 
るべき ものは 何一つない のです。 5 そ 
れ は， 迚の 言葉と [それ] に関する 祈り 

しんせい 

によって 神聖な ものと される からです。 

6 こうした 忠告を 兄弟たち に 与える 
ことによって， あなたは キリスト •イ 
エスの りっ ばな 奉仕者， すなわち， 信仰 
と あなたが 堅く 従ってき た りっぱな 教 
えと の 言葉で 養われた [奉仕者] となる 
でしょう。  7 しかし， 聖 なる 事柄を 汚 

お  かたつく  ばな し (コ） しりぞ 

し， 老いた 女たち が 語る 作り話を 退け 
なさい。 それと 共に， 敬虔な 専心を 目 ざ 

じぶん  くんれん  からだ 

して 自分を 訓練して ゆきなさい。 8 体 
の 訓練は/多 しの 事には 益が あります が， 
敬虔な 専心は すべての 事に 益が あるか 

W  いま  いのち  き 

ら です。 それは， 今の 命と 来たるべき 

(t)  やくそく  たも 

[命] との 約束を 保つ のです。 9 この こ 
とばは 信ずべき もの， 全く 受け入れる 
べき ものです。 10 わたしたちは その 
ために 骨折って 働き， また 努力して い 

[夕）  い  き 

るので す。 わたしたちは 生ける 拽に希 
望を 託して いるから です。 [初は あら 

('»  とく  ちゅうじつ  もの [テ） すく  ぬし (卜 J 

ゆる 人， 特に， 忠実な 者の 救い主です。 

11 こうした 命令を 絶えず 与え， ま 
た 彼らを 教えて ゆきなさい。 12 あな 
たの 若さ を だれに も 見下げられる こと 

(?)  かた 

のない ようにしなさい。 かえって， 語 
る ことに も， 行状に も， 愛に も， 信仰 

ツ ガラ 3:28; テモ I  2:4; テ 詩 31:23; ト ユダ 25; ナコ I 14: 
37; コ I  16:1; テサ I  4:11; ニ テモ I  6:3; ヌコ I  16:11; テト 


1845  奉仕の 僕たちの 資格。 

良心を もって 信仰の 神“ な 奥義を 保っ 
ているべき です。 

10 そして， その 人たち が ふさわしい 
かどう かまず 試し， とがめの ない 者で あ 
るなら， 奉仕者と して 仕えさせなさい。 

11 同様に， 女たち もま じめ で， 人を 
中 1# したりせ ず， 習慣に 節度を 守り， 
すべての 事に 忠実で あるべき です。 

12 奉仕の 僕たちは 一人の 妻の 夫で 
あり， 子供と 自分の 家の 者たち をり っ 
ばに 治めて いるべき です。 13 りっぱ 
に 奉仕す る 人は 自分の ためにり っ ぱな 
立場を 得， キリスト •イエスに 関する 
信仰に あって 少しもは ばかる ことなく 
語れる ようになる のです。 

14 わたしが これらの ことを 書く の 
は， 間もなく あなたの ところに 行きた 
いと 思いつつ も， is 万一 遅れた i 合 
に， 裡の 家の 者たち の 中で どのように 
行動すべき かを あなたに 知っても らう 
ためです。 それは 生ける 裡の 会衆で あ 
り， 真理の 柱 また 支えな のです。 16 明 
ら かなこと です が， この k 虔な 専心に 
関する 神聖な 奥義は まこと に 偉大です。 
すなわち， 『彼は 肉に おいて 明らかに 
され， 霊に おいて 義と宣 せられ， み 使 
いたちに 現われ， 諸国 民の 中で 宣べ伝 
えられ， 世で 信じられ， 栄光のう ちに 
数え上げられた』 のです。 

4 しかし， 霊感の ことばは， 後の 時代 
^ にある 人たち が 信仰から 離れ 去り， 
[人を] 惑わす 霊感の こと ば や 悪霊の 教 
え に 注意を 寄せ るよう になる ことを 明 
確に 述べて います。 2 それは， 偽りを 
語り， その 良心に 焼き金に よるよう な 
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テ モテ 第一  4:13—5:16 

にも， 貞潔 さに も， 忠実な 者たち の 手 
本と なりなさい。 13 わたしが 行く 
までの 間， 公の 朗読と 説き勧める こ 
とと 教える ことに もっぱら 励みな さ 

たまもの [力） 

い。 14 あなたの うちに ある 賜物， す 
なわち， 予言に より， また 年長者 団が 
あなたの 上に 手を 置いた 際に 与えられ 
た [賜物] を， おろそか にして はなり ま 

かんが 

せん。 15 これらの ことを よく 考えな さ 

W  うこ  しん ぼ 【コ】 

い。 それに 打ち込んで， あなたの 進歩が 
すべての 人に 明らかになる ようにし なさ 
い。 16 自分自身と 自分の 教えと に 絶え 
ず 注意を 払いなさい。 これらの ことを 
ずっと 続けなさい。 そうする ことによ っ 
て， あなたは， 自分と 自分 [のこと ば] を 
聴く 人たち とを 救う ことになる のです。 

ねんちょう  だんし 【セ） きび  ひはん 

5 年長の 男子を 厳しく 批判 しては な 
りません。 むしろ， 父親に 対する 

こんがん  わか  きょうだい 

よう に 懇願し， 若 L ヽ 男子には 兄弟に 対す 

ねんちょう  ふじん (ソ）  ははおや  たい 

るよう に， 2 年長の 婦人には 母親に 対 
する ように， 若 L 、婦人には 姉妹に 対する 
ように 貞潔を つく して [当たり] なさい。 

3 本当に やもめで ある やもめを 敬い 
なさい。 4 しかし， やもめに 字 供 や 孫 
がし 、るなら， 彼らに まず， 自分の 家族の 
中で 敬虔な 専心を 実践すべき こと， そ 
して 親 や 祖父母に 当然の 報 礼を して ゆ 
くべき ことを 学ばせなさい。 これは® 
のみ 前で 受け入れられる ことなの です。 
5 さて， 本当に やもめで 窮苦 にある 女 
は， 神に 希望を 置いて おり ，夜昼 ひたす 
ら 祈願と 祈りを 続けます。 6 しかし， 

にくかん  み  [ネ）  い 

肉感を 満たす ことに ふける 女は， 生き 
てはいても 死んで いるので す。 7 それ 
で， こうした 命令を 絶えず 与えなさい。 


教えに 注意を 払いなさい。 やもめ  1846 
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その 人たち が, とがめ られ ると こ ろの な 

もの  [ァ]  とうぜん 

い 者と なる ためです。 8 当然の ことで 
すが， 自分に 属する 人々， ことに 自分の 
家の 者に 必要な 物を 備えな L ヽ人 がいる 

[ゥ）  しんこう M  ひ にん 

なら ，その 人は 信仰を 否認して いる こと 
になり， 信仰の な い 人より 悪 I 、のです。 
9 六十 歳 以上の やもめを 名簿に 載 

ひとり  おっと  つま [力） 

せなさい。 それは， 一人の 夫の 妻で， 
10 子供を 養育し， 見知らぬ 人を もて 
なし， 聖 なる 者の 足を 洗い， 患難に あ 
る 人を 助け， あらゆる 良い 業に 勤勉に 

従った など， りっぱな 業に 対する 証し 

('» 

を 立てられ ている 人です。 

11 それに 対し， 若い やもめは 断わり 
なさい。 その 性的な 衝動が 自分と キリ 

あいだ  へだ  （ス）  かのじょ  けつ 

ストとの 間を 隔てる と， 彼女たち は 結 
婚 する ことを 望む ようになり， 12 自分 
の 初めの 信仰 [の i5 明] を 無視 して 裁き 
を 受ける ようになる からです。 13 同 
時に， 彼女たち は 何もし ないで いる こ 
とも 覚え， 家々 を ぶらつき 回ります。 そ 
うです， 何も しないで いる だけでなく， 
うわさ 話を したり， 人の 拿に 手出しし 
たりす る 者と なって， [話す] べきで な 
いこと を 話します。 14 それで わたし 
は， -い やもめが 結婚し， 子供を 産み， 
家庭を あずかり， 反対す る 者に 悪口の 
誘いを 与えない ようにす る ことを 望み 
ます。 15 事実， ある 人たち はすで に 
それて 行って サタ ンに 従うよう になり 
ました。 16 もし 信者で ある 婦人の も 
とに やもめたち がいるなら， その 人に 
彼女たち を 助けさせ， 会衆が その 重荷 
を 負わなくても よいよう にしなさい。 
そうすれば， [会衆] は 本当に やもめで 


1847  罪人を 戒める。 ぶどう酒  テ モテ 第一  5:17 — 6:8 


ある 人たち を 助ける ことができます。 

17 りっぱに 主宰の 任を 果たす 年長 
者たち， とりわけ， 話す こと や 教える こ 
とに 骨折って いる 人たち を， 二倍の 誉れ 
に 値する ものと みなしなさい。 18 「脱 
穀 している 牛に くつこを 掛けて はなら 

(才 1  はたら びと  ほうしゅう  う 

ない」， また， 「働き人は その 報酬を 受け 

あたい  [力）  せいく  の 

るに 値する」 と聖 句は 述べて いるから 
です。 19 年長者に 対する 訴えは， 二人 
また は 三人の 証人に 基づく のでな いか 
ぎり 認めて はなり ません。 20 罪を 習 
わ しにす る 者たち を， 見守る すべての 人 
の 前で 戒めなさい。 ほかの 人たち も 恐 
れの 気持ちを 持つ ようになる ためです。 
21 迚と キリスト •イエスと 選ばれた み 
使いたち の 前で， あなたに 厳粛に 言い 
渡します。 早計な 判断を 下す ことなく 
これらの 事を 守り， 何事 も 偏った 見方 
で 行なう ことのない ようにしなさい。 
22 だれに 対しても 決して 性急に 手 

W お  W  た 

を 置いて はなり ません。 また， 他の 人 
の 罪に あずかる 者と なって はなり ませ 
ん。 自分を 貞潔に 保ちなさい。 

23 もう 水を 飲む のを やめて， 胃の た 

たびたび  びょうき 

め， また 度々 かかる 病気の ために， ぶ 
どう 酒を 少し 用いなさい。 

24 ある 人たち の 罪は 公に 明らかで 
直接 裁きに 至り ますが， そのほかの 人の 
場合 も， [その 罪は] おって 明らかになり 

if)  おな  わざ おおやけ 

ます。 25 同じように， りっぱな 業 も 公 

あき  [卜）  かく 

に 明らかで あり， そうでな いもの も， 隠 
された ままで いる ことは ありえません。 

ど れい 

6  く びきの もとに あって 奴隸 である 

みな  じぶん  しょゆうしゃ  まった  そんけい 

人は 皆， 自分の 所有者を， 全く 尊敬 
すべき ものと みなして ゆきなさい。 そ 
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れ は， 裡 のみ 名と 教えが 決して 悪く言わ 

(n. 

れる ことのない ためです。  2 さらに， 
信者で ある 所有者の いる 人は， それが 
兄弟で あ るから とい^) て 見下げる こと 
が あっては なりません。 むしろ， 自分 
の 良い 奉仕の 益を 受ける のが 信者で 
あり， 自分の 愛する 者で あるから こ 
そ， いよいよ 快く 奴隸 として 仕えな 


さい。 

これらの ことを 絶えず 教え， また こ 
うした 勧めを 与えて ゆきなさい。 3 も 
しだれ かが ほかの 義理を 教え， 健全な 
言葉， すなわち わたしたちの 主 イエス • 
キリス トの [言葉] に 同意せ ず， また k 
虔な 専心に かなう 教えに [同意し] ない 
なら， 4 その 人は [誇りの ために] 思い 
上がって いるので あり， 何も 理解して 
おらず， 疑問を はさむ こと や 言葉を め 
ぐる 論争で 精神的に 病 十で いるので す。 
そうした 事から， そね み， 闘争， ののし 
りの ことば， 悪意のう たぐりが 起こり， 
5 また， 思いが 腐って 真理を 奪い取ら 

1夕） けいけん  せんしん  りとく  し! ♦だん かんが  W 

れ， 敬虔な 専心を 利得の 手段と 考える 
人々 の， ささいな 事を めぐる 激しい 言 
い 争いが [起こり] ます。 6 確かに， 自 
ら 足りて 敬虔な 専心を 守る こと， これ 


は 大きな 利得の 手段です。 7 わたし 
たちは 世に 何 かを 携えて 来た わけでは 


なく， また 何 かを 運び出す こと もで き 


ないから です。 8 ですから， 命を 支え 
る 物と 身を 覆う 物と が あれば， わたし 
たちは そ れで 満足す る のです。 


シ ロマ 1:28; テ ト 3:11; ス ガラ 5:21; セ ぺテ n  2:11; ソコ 
n 11:3; テモ n  3:8; ユダ 10; タ フイ 3:18; テモ n  4:4; テト 
1:14; チコ I 13:2; ぺテ I  5:2; ツ フイ 4:11; テ ロマ 12:1; 
テモ I  3:16; トコ n  4:18; フイ 1:21; ナ ヨブ 1:21; 詩 49:17; 


二葳 30:8; へブ 13:5。 
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9 しかし， 富もうと 思い定め ている 
人たち は， 誘惑と わな， また 多くの 無 
分別で 害になる 欲望に 陥り， それは 人 
を 滅びと 破滅に 投げ込みます。 10 金 
銭に 対する 愛は あらゆる 有害な 事柄の 

ね (力） 

根で あるから です。 ある 人たち はこの 
愛を 追い求めて 信仰から 迷い 出， 多く 

くつう  じ ぶん  ぜんしん  さ  ：キ） 

の 苦痛で 自分の 全身を 刺した のです。 

11 しかし，# の 人よ， あなたは こう 
した 事から 逃げ去りなさい。 そして， 

ぎ  けいけん  せんしん  しんこう  あい  にんたい  おんわ 

義， 敬虔な 専心， 信仰， 愛， 忍耐， 温和 
な 気質を 追い求めなさい。 12 信仰の 
戦いを りっぱに 戦い， 永遠の 命を しっ 
かりとらえ なさい。 あなたは そのため 
に 召され， 多くの 証人たち の 前で りっ 

おおやけ せんげん 闭 

ぱに 公の 宣言を したので す。 

13 すべての ものを 生かして おられ 
る裡， また， 証人と して ポンテオ •ピ 

まえ ：ス）  おおやけ せんげん  y. 

ラ トの 前で りっぱに 公の 宣言を された 

めい 

キリスト • イエスの み 前で あなたに 命 
じます。 14 わたしたちの 主 イエス- 

けんげん (夕） とき  おてん 

キリス トの 顕現の 時まで， 汚点の ない， 
ま たと がめ られ ると こ ろの ない 仕方で 
おきてを 守り 行ないなさい。 15 その 

けんげん  こうふく  ゆいいつ  たいのうしゃが  さ だ 

[顕現] は ，幸福な 唯一の 大能 者が その 定 

とき (ツ） しめ  かた 

めの 時に 示される のです。 [その 方は] 
王と して 支配す る 者たち の 王， 主と し 


才申 16:19 
エゼ 22:12 
カ ヤコ 1:15 
キ テモ I 1:19 
ク テモ n  2:22 
ケ箴 15:1 


ぺテ I  3:18 
オ ヨハ 17:24 
カ マル 10:23 
キ箴 28:11 
ク マタ 13:22 
ヶ伝 5:19 
マタ 6:33 
ヤコ 1:17 


て 支配す る 者たち の 主で あり， 16 た 
だ ひとり 不滅 性を 持ち， 近づき 難い 光 

す （ウ） 

の 中に 住み， 人は だれも 見た ことが な 

かた  ：エ； 

く， また 見る ことので きない 方です。 
この 方に 永遠の 誉れと 偉力と が ありま 
すよう に。 アーメン。 

いま  じ ぶつ  たいせい  と 

17 今の 事物の 体制で 富んで いる 人た 

M  めい  こうまん  （キ） 

ちに 命じなさい。 高慢になる ことなく， 

ふ たし  とみ  [0) 

また， 不確かな 富に ではなく ，わたした 

たの  ゆた 

ちの 楽しみの ためにす ベての ものを 豊 
かに 与えて くださ る 神に 希望を 託すよ 
うに。 18 そして， 善を 行ない， りっぱ 

わざ  と ：サ） お  ほどこ  すす  わ 

な 業に 富み， 惜 しみな く 施し， 進んで 分 
け 合い， 19 自分の ため， 将来に 対する 
りっぱな 土台を 安全に 蓄え， こうして 
真の 命を しっかり とらえる ようにと。 

20 テ モテよ， あなたに 託されて いる 
ものを 守り， 聖 なる 事柄を 汚す むだ 話 

あやま  ちしき 

や， 誤って 「知識」 ととな えられて い 

: チ';  はんたいろん  はな 

る ものに よる 反対論から 離れな さい。 
21 ある 人たち は， そうした [知識] を 見 
せびら かそうと したために 信仰から そ 

ゆ  [ツ） 

れて 行きました。 

過分の ご 親切が あなた 方と 共に あり 
ますよう に。 

シ ロマ 12:13; コ n  8:14; ス ルカ 6:48; テモ n  2:19; セ マ 
夕 6:20; ソ ルカ 16:9; タ テモ n  3:14; テモ n  4:5; テト 1:9; 
チコ I  2:13; コ  I  3:19; コロ  2:8; ツ テモ  I  1:19。 


テ モテへの 第二の 手紙 

1 裡のご 意志に より， また キリスト •  第1 章  父なる 独と わたしたちの 主 キリス 
イ エスに 伴う 命の 約束に したが っ 7  卜. イエスから， 過分の ご 親切と 憐れ 

て， キリスト •イエスの 使徒と なった みと 平和が あります ように。 

あい  -  lxJ  ロマ 9,7  - 

パウロから，  2 愛する 子 テ モテへ：  ぺテ I 1:4 ェコ I  4:17; 第二 欄 ァテモ I 1:2; ョハ n  3。 
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健全な 言葉の 型を 保ちなさい 
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キ 使徒 16:2 
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テモ I  4:14 
ケ 使徒 19:6 


ナ ぺテ I 1:20 


第二 欄 


10 今や， わたしたちの 救い主 キリス 
卜 • イエスの 顕現に よって 明 りょうに 
された のです。 彼は 死を 廃し， 一方で 
は， 良いた よりによって 命 と 不朽と に 
光を 当てて くださいました。 11 その 
[良いた よりの] ために， わたしは 宣べ 
伝える 者， 使徒， また 教える 者と して 
任命され ました。 

12 その ゆえに こそ わたしは こうし 
た 苦しみに も 遭って いるので すが， わ 
た しは [そのこと を] 恥じて はいません。 
わたしは 自分が 信じて きた 方を 知って 
おり， わたしが 託した ものを， その 方 
がかの 日まで 守って く ださる こ とがで 
きる と 確信して いるから です。 13 キ 
リスト • イエスに 関連した 信仰と 愛を 
もって わたしから 聞いた 健全な 言葉の 
型を 常に 保ちなさい。 14  [自分に] 託 
された この 優れた ものを， わたしたち 
のうちに 宿る 聖霊に よって 守りなさい。 

15 アジア [地区] にいる すべての 人が 
わたしから 離れて 行った こと， そのこ 
とを あなたは 知っています。 フゲ ロと 
ヘル モゲネ がその 中に います。 16 主 
がオネ シフ ォ ロの 家の 者たち に 憐れみ 
を お与えになります ように。 彼は 幾度 
も わたし [の 気持ち] を さわやか にして 
くれ， わたしの 鎖を 恥と する ような こ 
とはなかった からです。 17 それ どこ 
ろか， ちょうど 口ー マに いた 時には， 
わた しを 念入り に 捜 して 会 L ヽに 来て く 
れ ました。 18 かの 日に エホバからの 
憐れみを 得る ことを， 主が 彼に 聞き入 
れ てくだ さいます ように。 また あなた 

ヌ出 34:6;  ロマ 9:15; エフ 2:4。 


3 わたしは 迚に 対し， すなわち， _ 分 
が 清い 良心を 抱きつつ， 父祖たち がし 
たと 同じよう に 神聖な 奉仕を ささ げて 
いる 方に 対して 感謝して います。 自分 
の 祈願の 中で あなたに ついて 思い出さ 
ない ことは 決してない からです。 4 あ 
なた の 涙を 思い出す につけ， あなたに 
会っ て 自分が 喜びに 満た される ように 
と， 夜昼 切望して いるので す。 5 それ 
は， あなたの うちに ある， 少しも 偽善 
のない 信仰を 思い起こす からです。 そ 
れは 初め あな たの 祖母 ロイスと あなた 
の母ユ ニケに 宿った ものです が， それ 
が あなたに も [宿って いる] ことを わた 
しは 確信して います。 

6 その ゆえに こそ， わたしは， 自分 
が 手を 置いた ことによって 今 あなたの 
うちに ある# の 賜物を， 火の ように 燃 
え 立たせるべき ことを 思い出させ てい 
るので す。 7 裡 はわた したち に， 憶病 

れい  （サ）  トン）  あい  けんぜん  おも  W 

の 霊では なく， 力と 愛と 健全な 思いと 
の [霊] を 与えて くださった からです。 
8 ですから， わたしたちの 主につ いて 
の 証し を 恥じて はならず， この 方の た 
めに 囚人と なって いる わたしの ことを 
[恥じて] もな りません。 むしろ， 迚の 
力に したがい， 良いた よりのた め， 共 
に 苦しみを 忍んで ください。 9  [迸] は 
わたしたちを 救い， 聖 なる 召しを もっ 
て 召して ください ましたが， それは わ 
たしたち の 業に よるので はなく， ご自 
身の 目的と 過分の ご 親切 とに よるので 
す。 これは， キリスト- イエスとの 関 
連の もとに， 久しく 続いた 時代の 前 か 
ら わたしたちに 与えられて いました が， 


4  4  4  6  4  9 


4  0  0  9  〇  〇 
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は， 彼が エフ ヱソス でし た 奉仕す ベて 
をよ く 知っています。 

2 ですから， わたしの 子よ， キリス 
卜- イエスに 関連した 過分の ご 親 
切に あって， 絶えず 力を 得て ゆきな さ 
い。 2 また， 多くの 証人の 支持の もと 
にわたしから 聞いた 拿 柄， それを 忠実 
な 人々 に ゆだねなさい。 次いで そうし 
た 人々 は， じゅ うぶん に 資格を 得て 他の 
人々 を 教える ことができる ようになる 
でしょう。 3 キリス ト •イエスの りっ 
ばな 兵士と して， 苦しみを 共に してく 

[キ）  へい し (ク）  つか  もの 

ださい。 4 兵士と して 仕えて いる 者は 
だれも， 生活の ための もうけ 仕事な ど 
にか かわりません。 自分を 兵士と して 
募っ た 者の 是認を 得よ うとす るからで 
す。 5 また， 競技で 闘う 場合で さえ， 
規則に したがって 闘った のでなければ 
冠 は 与えられません。 6 骨折って 働 
く 農夫が その実に 最初に あずかる 者で 
あるべき です。  7 わたしの 述べて い 
る ことに 絶えず 考慮を 払いなさい。 確 
かに 主は， すべての 事に おいて あなた 
に 識別力 を 与えて くださる でしょう。 

8 わたしが 良いた よりと して 宣べ伝 
えたと おり， イエス •キリス トが 死人 
の 中から よみがえらされ たこと， また 
ダビデの 胤に 属する 方で ある ことを 覚 
えてい なさい。 9 その [良いた より] の 
ことで， わたしは 悪行 者と して [獄 に] 
つながれ るまでの 苦しみに 遭って いる 
のです。 しかし そうでは あっても，® 
の 言葉が つ ながれて L 、る わけでは あり 
ません。 10 その ゆえに わたしは， 選 
ばれた 者た ちの ため にす ベての 事を 忍 
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第二 欄 


アマ タ 22:14 


たい  [7]  かれ 

耐 して ゆきます。 彼ら もまた， キリス 
卜 •イエスと 結びついた 救いを， 永遠の 
栄光と 共に 得る ためです。 11 次の こ 
とばは 信ずべき ものです。 「共に 死ん 
だので あれば， わたしたち はまた 共に 
▲きる ので ある。 12 忍 _ ■して ゆくな 
ら， わたしたち はまた 共に 王と して 支 

はい  [才）  いな  [力）  かれ 

配す るよう になる。 もし 否むなら， 彼 
もまた わたしたちを 否まれる。 13 た 
とえ わたしたちが 不忠実で も， 彼は 引 
き 続き 忠実で あられ 4。 彼は 自分を 否 
むこと がで きないからで ある」。 

14 これらの ことを いつも 彼らに 思い 

[0) ことば  あらそ 

出させなさい。 言葉の ことで 争わない 
ようにと， 証人で ある® のみ 前で 彼ら 
に 言い渡しなさい。 それは 聴いて いる 
者たち を 覆す だけで， 何の 役に も 立たな 

じ ぶんじ しん  ぜ にん 

いのです。 15 自分自身を， 是認され た 
者， また 真理の 言葉を 正しく 扱う， 何ら 
恥ず べきと ころの ない 働き人と して 裡 
に 差し出す ため， 力を 尽く して 励みな さ 
い。 16 また， 聖 なる 事柄を 汚す むだ 話 
からは 遠ざかりなさい。 そうした 者た 
ちは いっそうの 不敬虔へ と 進み， 17 そ 
の 言葉は 脱谊 のよう に 広が るから です。 

[テ） 

ヒメ ナオと フイ レ トが その 中に います。 
18 これらの 人たち は 真理から それ， 復 

かつ  お  い  Ct) ' 

活 はすで に 起きた の だと 言って います。 
こうして 彼らは， ある 人たち の 信仰を 

く つがえ  ㈡ 

覆 している のです。 19 しかしな が 
ら ，裡の 堅固な 土台は 不動で あ り， それ 
には この 証印が 付いています。 すな わ 
ち， 「エホバは ご 自分に 属する 者たち 

し  m 

を 知って おられる」， また， 「すべて エホ 
バ のみ 名を 唱える 者は 不義を 捨てよ」。 


1851  若い 時の 欲望。 危機の 時代  テ モテ 第二 2:20—3:12 


20 さて， 大きな 家には， 金 や 銀の 器 
だけでなく， 木 や 土の [器] も あり， あ 
る ものは 誉れ ある 目的の ため， ある も 
のは 誉れの ない 目的の ために [用いら 
れ ます]。  21 そこで， これら あとの も 
のから 離れて いるなら， その 人は 誉れ 

もくてき  うつわ  しんせい 

ある 目的の ための 器， 神聖に された も 
の， 持ち主に 有用な もの， あらゆる 良 
い 業の ために 備えので きた ものと なり 
ます。 22 それで， 若さに 伴いが ちな 

縫から 鉍 至を 春び 装め 

る 人々 と共に， 義と信 袖と 愛と 平和を 
お  (*) 

追い求めなさい。 

23 さらに， 愚かで 無知な 質問を 退 
けなさい。 それが 争いを 生む ことを あ 
なた は 知っています。 24 主の 奴隸は 
争う 必要はありません。 むしろ， すべ 
ての 人に 対して 穏やかで， 教える 資格 
を 備え， 苦境の もとで も 自分を 制し， 
25 好意的で ない 人たち を 温和な 態度 
で 論す ことが 必要です。 ® が 彼らに 悔 
い 改めを 授け， 真理の 正確な 知識に 至 
ら せて くださ るか も しれない からです。 
26 そして 彼らは， 悪魔の 意志に 仕える 
ベく その 者に 生きながら 捕らえられて 

し  [チ）  ほん 

いた ことを 知り， その わなから 出て 本 
心に 立ち返る かも しれません。 

〇 しかし， この ことを 知って おきな 
^ さい。 すなわち， 終わりの 日に 
は ，対処し にく  L ヽ 危機の 時代が 来ます。 

ひとびと  じ ぶん  あい  もの 

2 というのは， 人々 は 自分を 愛する 者， 
金を 愛する 者， うぬぼれる 者， ごう 慢 
な 者， 冒とくす る 者， 親に 不従順な 者， 
感謝し ない 者， 忠節で ない 者，  3 自 
然の 情愛を 持たない 者， 容易に 合意し 
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ニ  ロマ 1:31 


ない 者， 中傷す る 者， 自制心の ない 者， 
粗暴な 者， 善良 さを 愛さない 者， 4 裏 
切る 者， 片意地な 者， [誇りの ために] 
思い上がる 者， 姓を 愛する より 快楽を 
愛する 者， 5 敬虔な 専心と いう 形を 取 
りながら その 力に おいて 実質の ない 者 
となる からです。 こうした 人々 からは 
離れなさい。 6 こうした 人々 の 中 か 
ら， [あちこちの] 家族の 中に それと な 
く 入り込み， 罪の 荷を 負った 弱い 女た 
ちを とりこに して 連れ去る 者が 出る の 
です。 [その 女たち は，] さまざまな 欲 

ぼう  ひ  （シ）  つね  まな  けっ 

望に 引かれ， 7 常に 学びながら， 決し 
て 真理の 正確な 知識に 達する こ とがで 

(ス） 

きないの です。 

8 また， ヤン ネと ヤン ブ レが モー セ 
に 抵抗した と同じように， これらの 者 
も 真理に 抵抗し つづけます。 これらは， 
思いの 腐り きった 者， 信仰に ついては 

ひ  ひとびと  '&)  かれ 

非と された 人々 です。 9 とはいえ， 彼 
ら がそれ 以上 進む ことはありません。 
彼らの 狂気は， その [二人] の [狂気] の 
場合と 同じように， すべての 人に 極め 
て 明らかになる からです。 10 しかし 
あなたは， わたしの 教え， 生き方， 目 

てき  しんこう  しんぼうづよ  あい  にんたい  はく 

的， 信仰， 辛抱強 さ， 愛， 忍耐， 11 迫 

誓， 箬 しみに 鐾 く官っ てきました。 ァ 

【卜）  W  ㈡ 

ン ティオ キア， イコ ニ オム， ルス テラ 
で わたしに 起きた のと 同じような 事柄， 
また わた しが 耐えて き たのと 同じよう 
な 迫害に も [耐えて きました]。 それで 
も， 主は そのす ベてから わたしを 救い 
出して くださいました。 12 実際， キ 

けいけん  せんしん 

リスト • イエスに あって 敬虔な 専心の 

卜 使徒 13:50; ナ 使徒 14:5; 二 使徒 14:19; ヌコ II 1:10„ 
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うち に 生活 しようと 願う 人は みな 同じ 
ように 迫害を 受けます。 13 しかし， 
邪悪な 者と かたりを 働く 者とは いよい 

よ 悪に 進み， 惑わしたり 惑わされたり 

[ィ） 

する でしょう。 

14 しかし あなたは， 自分が 学び また 
確信した 事柄に 引き続きと どまって い 
なさい。 あなたは， それを どのような 
人たち から 学んだ かとい うこと， 15 ま 
た， 幼い 時から 聖 なる 書物に 親しん 
できた ことを 知っている のです。 その 
[聖 なる 書物] は あなたを 賢く し， キリ 
スト • イエスに 関する 信仰に よって 救 
いに 至らせる ことができます。 16 聖 
書 全体は 姓の 霊感を 受けた もので， 教 
ズ H 縫を iu  4 に そって i 
育す るのに 有益です。 17 それは， 独 
の 人が 十分な 能力を 備え， あらゆる 良 

わざ  たい  まった ととの  もの 

い 業に 対して 全く 整えられた 者と なる 

(t) 

ためです。 

4 わたしは， 裡 のみ 前， また 生きて 
いる 者と 死んだ 者と を 裁く ように 
定め られ ている キリス ト •イ エスの [み 

けんげん W おうこく W 

前] にあって， また その 顕現と 王国と に 

げんしゅく  い  わた 

よって， あなたに 厳粛に 言い渡します。 
2 み 言葉を 宣べ 伝え， 順 || む 時期に も 
難しい 時期に も ひたすら それに 携わり， 
辛抱強 さと 教え [の 術] とを 尽く して 戒 
め， けん 貴し， 説き勧めなさい。 3 人々 
が 健全な 教えに 堪えられ なくな 自 
分たち の 欲望に したがって， 耳を くす 
ぐるよう な 話を しても らうた め， 自分 
たちのた めに 教え 手を 寄せ集める 時期 
が 来る からです。 4 彼らは 耳を 真理 
から 背け， 一方では 作り話に それて 行 
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くでしょう。  5 しかし， あなたは すべ 
ての 事に 冷静 さを 保ち， 苦しみを 忍び， 

ふくいん せんめい しゃ  わざ  [ゥ）  じ ぶん  ほうし 

福音 宣明 者の 業を なし， _ 分の 奉仕の 
務めを 十分に 果たしなさい。 

6 わたしは すでに 飲み物の 捧げ物 
のように 注ぎ 出されて いるので す。 わ 
た しの 解き放 たれる 定めの 時は 目前に 
迫って いるから です。 7 わたしは 戦い 
をり っ ばに 戦 L ヽ ，走路を 最後 ま で 走り， 
信仰を 守り 通しました。 8 今から 後， 
義の 冠が わた しのた めに 定め 置かれて 
います。 それ^:， 義 なる 審判 者で ある 

まが， かの 田;!: 報いと して わたしに 与 

w 

えてく ださる ものです。 しかし， わた 
しだけ にでは なく， その 顕現を 愛して 
き たす ベての 人に [与えて くださる の 
です]。 

9 まもなく わたしの ところへ 来れる 
ように 力を 尽くして ください。 10 デ 
マスは 今の 事物の 体制を 愛 して わたし 

を 見捨て， テ サロ ニケに 行って しま っ 

m 

たからです。 クレス ケン スはガ ラ テア 
に， テ トスは ダル マテイ アに [行き まし 
た]。 11 ルカ だけが わたし と共にい 
ます。 マルコを 連れて 一緒に 来て くだ 
さい。 彼は 奉仕の ために わたしの 助け 
になる からです。 12 しかし わたしは 
テ キコを エフェソスに 遣わし ま した。 
13  [こちらへ] 来る さい， わたしが トロ 
アスで カ ルポの もとに 置いて きた 外と 
う， それに 巻き物， 特に 羊皮紙の もの 
を 持って来て ください。 

14 銅 細工 人 アレクサンデル はわた 


ツ フイ レ 11; テ エフ 6:21; コロ  4:7; 卜 使徒 16:8; ナ テモ 


1853  キリス トの 使徒  テ モテ 第二 4: 15 — テ トス 1:6 

しに 多くの 危-を 加えました 一 その 第4 章 てくだ さるでしょう 0 この 方に 栄光が 
行ないに したがって エホバが 彼に 報い 7  162^2 限りなく 永久にあります ように。 アー 
られ るでしょう 一 15 あなた も 彼に 胃  メン。 

ようじん  ことば イ テモ 11 1:15  [ィ】 

用心しなさい。 彼は わたしたちの 言葉 ゥ av4:8  19 ブリス カと アクラ， そして オネシ 

はなは  ていこう  -ii 13.5  いえ  もの  f ゥ） 

に 甚だしい までに 抵抗した からです。  '  フォ ロの 家の 者たち にわたしの あいさ 

16 わたしの 最初の 弁明の 時， だれも  ^  27:23 つを 伝えて ください 0 

わたしの 側に 立たず， みんなが わたし 4：13  20 エラス トは コリン トに とどまり 

みす  [ィ）  力 使徒 9:15  びょうき  [力) 

を 見捨てる ようになりました 一 そのこ +W22:21 ましたが， わたしは 病気の トロ フィ モ 
とが 彼らの 勘定に 付けられる ことがあ 5:8 を ミレトスに 残しました。 21 冬に な 

りません ように 一 17 しかし， まは わ _ る 前に 到着で きる よう 力を 尽くして く 

たしの 近くに 立って， わたしに 力を 注  ださい。 

ぎ 込んで くださいました。 それは， わ 7  S~20?444  ユ ブロが あなたに あいさつを 送って 
たしを 通して， 宣べ 伝える 業が 十分に ィ° マ16 :3 います。 また， プ デスと リノスと クラ 
遂行され， あらゆる 国民が それを 聞く た ^tD1:1D ウデア ，そしてす ベての 兄弟たち も [そ 
めでした。 そして， わたしは ライオン 1;2  うして います]。 

の 口から 救い出され たのです 0 18 主 力 使徒 2U29  22 主が あなたの [示す] 霊 と共にいて 

はわた しを あらゆる 邪悪な 業から 救い キ 触2 _  くださいます ように。 その 過分の ご 親 
出し， ご 自分の 天の 王国の ために 救っ ^"u：25 切が あなた 方 と共にあります ように。 


テ トスへの 手紙 

1拽 の奴隸 また イエス •キリス トの 第 1 章 のです一  4 共に あずかる 信仰に よっ 
使徒で ある パウロから一 [わたし I?;11 て 真実の 子で ある テ トスへ： 

が 使徒で あるのは，] 姓の 選ばれ/!: 者た ゥテ モ nm  父なる 神と わた したち の 救い主 キリ 
ちの 信仰と， 敬虔な 専心に かなう 真理の “f、1 ぷ スト •イエスから， 過分の ご 親切と 平 
正確な 知識と によるの であり，  2  [そ 力？ 和が あります ように。 

の 敬虔な 専心] は 永遠の 命の 希望に 基 。マ6:23  5 わたしは この 理由で あなたを クレ 

いつわ  ク民 23:19  团 のこ 

づ いています。 その [希望] は， 偽る こ ヶ フ以ぶ 夕に 残しました。 すなわち， わたしが 

[ク）  ひさ  つづ  じ だい  ir.oc:  めい  [力】  ふび  てん  ただ 

とので きない 独が， 久しく 続いた 時代  命じた とおり， あなたが 不備な 点を 正 

の 前に 約束され たもので すが， 3  [姓] _ し， 都市 ごとに 年長者 > こちを 任命す る 

は ご 自身の 定めの 時に， 宣べ 伝える 業 第二 欄 ためです。 6 つまり， とがめの ない 人 
によって み 言葉を 明らかにされました。 ィテモ II:2 で， 一人の 妻の 夫で あり， 放とう の責 
わたしは， わたしたちの 救い主なる 神 めを 受けたり 無規律であった りする こ 
の 命令の もとに， その [業] を |^された %  クコ I 1:8; ヶテモ I  3:2。 


テ トス 1:7 — 2:9  監督の 資格。 年取った 婦人は 若い 婦人たち を 助ける  1854 


とのない， 信者で ある 子供を 持つ 人が 

かんとく  かれい (ィ） 

いるなら ばです。 7 監督は，# の 家令 
として とがめの ない 人で， 我意を 張ら 
ず， すぐに 憤らず， 酔って 騒いだり せ 
ず， 人を 殴らず， 不正な 利得に 貪欲で 

【ク）  [ヶ） 

なく，  8 むしろ， 人を よくもて なし， 

善良 さを 愛し， 健全な 思いを 持ち， 義に 

ちゅうせつ （サ）  じ せいしん  （シ）  じ 

かない， 忠節で， 自 制 心が あ り， 9 自 
分の 教え [の 術] に 関 して 信ずべき 言葉 

かた  まも  [ス） 

を 堅く 守る 人で な ければ な らな いので 

けんぜん  m  と 

す。 それは， 健全な 教えに よって 説き 

すす  い  さか  もの 

勧める こと も， また， 言い 逆らう 者を 

いまし  [V) 

戒める こと もで きる ためです。 

10 というのは， 無規律な 者， 無益 

かた  【夕！  おも 

な ことを 語る 者， そして [人の] 思いを 
欺く 者， 特に， i 礼を 堅く 守る 者たち 
が 多くい るからで す。 11 こうした 者 
たちの 口を 封 じる ことが 必要です。 ま 

ふ せい  りとく 

さに こうした 者たち が， 不正な 利得の 
ために [教える] べきで ない ことを 教え 

(ッ）  か ぞく ぜんたい  くつがえ  （テ） 

て， 家族 全体を 覆して ゆく からです。 

かれ  もの  じしんよ 

12 彼らのう ちの ある 者， 彼ら 自身の 預 

げん しゃ  い  じん  つね 

言 者が 言い ま した， 「ク レタ 人は 常に 
偽り者， 害を もたらす 野獣， 無為に 過 

たいしょく か 

ごす 大食 家」 と。 

あか  しんじつ 

13 この 証し は 真実です。 それゆえに 
こそ， 絶えず 彼らを 厳しく 戒めなさい。 

しんこう  てん  けんぜん  ㈡ 

彼らが 信仰の 点で 健全に なり， 14 ュ 
ダヤ 人の 説話 や， 真理から 離れて ゆく 

ひとびと  レ）  うば 

人々 の おきてに 気を 奪われる ことのな 
いためです。 15 清い [人たち] にと っ 

[ハ） 

ては すべての ものが 清い のです。 しか 

けが  （ヒ） ふ しんこう (7) 

し， 汚れた 不信仰な [人たち] にと っ て 清 

なに ひと  かれ  おも 

いものは 何一つありません。 彼らは 思 

りょう しん 【へ）  かれ 

いも 良心 も 汚れて いるので す。 16 彼 
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ら は# を 知ってい ると 公言し ますが， そ 
の 業では [神] を 否認して います。 彼ら 
は 忌むべき 者， 不従順な 者で あり， ど 
んな 良い 業に 対しても 是認を 受けて い 
ない のです。 

〇 しかし あなたは， 健全な 教えに かな 
ム う 事柄を いつも 語りなさい。 2 年 
取った 男子は 習慣に 節度を 守り， まじ 
めで， 健全な 思いを 持ち， 信仰と 愛と 

にんたい [ク） てん  おな 

忍耐の 点で 健全で あるべき です。 3 同 

としと  ふ じん M うやう や  ふ 

じように， 年取った 婦人 も 恭しく 振る 
舞い， [人を] 中傷したり 大酒の 奴隸と 
なったり せず， 良い ことを 教える 者で 
あるべき です。 4 それは， 彼女たち が 
若い 婦人たち に， 夫を 愛し， 子供を 愛 
し， 5 健全な 思いを 持ち， 貞潔で あり， 
家事に いそしみ， 善良で， 夫に 服す ベ 
きこと を 銘記 させ， こうして 裡の 言葉 
が あしざまに 言われる ことのな いよう 

[V] 

にす るた めです。 

おな  わか  だんし  けんぜん 

6 同じように， 若い 男子に も， 健全 
な 思いを 持つ ように 絶えず 説き勧め， 
7 また あなた 自身が， すべての 事に お 
いて りっぱな 業の 手本と なりなさい。 
そして， あなたの 教えに 腐敗の ない こ 


[テ）  しめ  ひ なん 

とを 示し， また， まじめ さと， 8 非難 


けんぜん  しめ 

される ことのな L 、健全な ことばと を [示 


はんたい  がわ 

しなさい]。 それに よって 反対す る 側の 
人が 恥じ入り， わたしたち について 俗 
悪な ことを 何も 言えない ようにす るた 

(ナ }  どれい  【二）  こと 

めです。 9 奴隸 である 人は すべての 事 

じ ぶん  しょゆうしゃ  ふく  W 

において 自分の 所有者に 服し， これを 
じゅう ぶんに# ばせ， 口答えを したり， 


セ 創 3:16; コ I 14:34; ソ テモ I  6:1; テモ n  2:15; タ ロマ 12: 
3; ぺテ I  5:5; チ テモ I  6:18; ツ テモ D  2:15; テ エフ 6:24; 
ト コロ  3:8; テモ I  6:3; ナ ぺテ I  2:15; ニ エフ 6:5; ヌ ぺテ 
I  2:18; ネ テモ I  6:1。 
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サ 使徒 2:33 


かいらく  どれい 

や 快楽の 奴隸 となり 


> 派  テトス 2:10 — 3: 11 

悪と そね みのう 
ちを 歩み， 憎悪すべき 者， 互いに 憎み 
合う 者であった のです。 

4 しかし， わた したち の 救い主な 
る裡の 親切と 人間に 対する 愛と が あら 
わされた 時，  5  [裡] は， わたしたち 
が義の 業を 行なった からでは なく， た 
だ ご 自分の 憐れみの もとに， わたした 

い p みちび  [ク) あら {ヶ）  せい^ I い  ^ 

わたしたちを 新たに する ことと によ っ 
て， わたしたちを 救って ください まし 
た。 6  [裡] はこの [霊] を， わたした 
ちの 救い主なる イエス •キリス トを 通 
して 豊かに 注ぎ 出して くださ っ たので 
す。 7 それは， わたしたち がその 方の 
過分の ご 親切に よって 義と宣 せられた 

のち (ス] えいえん いのち  きぼう  ㈦ そうぞく 

後， 永遠の 命の 希望に したがって 相続 
人と なる ためでした。 

8 この ことばは 信ずべき ものです。 
そ して， こうした 点に ついて， あなたが 
絶えず 確固と した 主張を す るよう にと 
わたしは 願って います。 それは， 裡を 
信じた 人たち が， りっぱな 業を 続ける 
べき ことを 思いに 留める ためです。 こ 
れらは りっぱな ことであって， 人の 益 
になります。 

9 しかし， 愚かな 質問 や 系図 や 闘争， 
また 律法を めぐる 争いからは 遠ざか っ 
ていなさい。 これらは 無益で あり， 無 
駄な こと なのです。 10 分派を 助長す 
る 者に ついては， 一度 ，またもう 一度 訓 
戒 した 後， これを 退けなさい。 11 あ 
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りつ ばな 業に 熱心な 民 


10 盗みを したりす る ことなく， むしろ 
忠信な 態度を 十分に 示しなさい。 それ 
は， すべての 事に おいて わたしたちの 
救い主なる 神の 教えを 飾る ためです。 

11 あ ら ゆる 人に 救いを もた らす ，神 
の 過分の ご 親切が あらわされ ており， 
12 それが わたしたちに， 不敬虔と 世の 
欲望と を A り 捨てるべき こと， また 現 

そん  じ ぶつ  たいせい  [コ 1 けんぜん  おも 

存 する 事物の 体制に あって 健全な 思い 
と義と 敬虔な 専心 とを もっ て 生 盖 すべ 
きこと を 論して いるので す。 13 そし 
てわたし たちは， 幸福な 希望と， 偉大 
な裡 および わた したち の 救い主 キ リス 
卜- イエスの 栄光 ある 顕現と を 待って 
いるので す。 14  [キリス ト] はわた し 
たちのた めに ご 自身を 与えて ください 
ま したが， それは， わたしたちを あら ゆ 
る 不法から 救い出し， ご _ 分が 特別に 
所有す る 民， りっぱな 業に 熱心な [民] 
を， ご 自身の ために 清める ためでした。 

15 あなたは， 命令す る 権威を 十分に 
[行使しつつ] 絶えず これらの ことを 話 
し， 説き勧め， また 戒めなさい。 だれ 

にも 軽んじられる ことのない ようにし 

[卜） 

なさい。 

Q 政府 や 権威者た ちに 服し， [自分の] 

しはいしゃ  じゅうじゅん 

リ 支配者と して [それに] 従順で ある 
べき ことを 引き続き 彼らに 思い出させ 
なさい。 また， あらゆる 良い 業に 備え 
をし， 2 だれの こと も 悪く言わず， 争 
いを 好む ことなく， 道理を わきまえ， す 
ベての 人に 対して 温和を 尽くすべき こ 
と [も 思い出させなさい]。  3 わたし 
たちで さえ， かつては 無分別で， 不従 
順で あり， 惑わされ， さまざまな 欲望 
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テ トス 3: 12 — フイ レモン 12 

なた が 知っている とおり， そのような 
人は 道から 外れて 罪を おかし， 自責の 
念を 抱いて いるので す。 

12 わたしが アル テ マス か テ キコを 
あなたの もとに 遣わしたら， ニコ ポリ 
ス にいる わたしの ところに 来れる よう 
力を 尽くして ください。 わたしは そこ 
で 冬を 過ごす ことに 決めた からです。 
13 律法に 通じた 人で ある ゼ ナス， およ 
び アポロには， 旅に 要る物を 注意 深く 
調え， 彼らが 何にも 事欠く ことのない 
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ィ 使徒 20:4 
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第二 欄 


エ フイ 4:21 
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ようにして あげなさい。 14 しかし， わ 
たしたち 一同 も， 自分たち の 差し迫 っ 
た 必要を 満たす ためにり っ ばな 業を 続 
ける ことを 学ぶべき です。 実を 結ばな 
い 者と ならない ようにす るた めです。 

15 わたしと 一緒にい る 人たち が 皆 あ 
なた にあい さつを 送って います。 信仰 
にあって わたしたち に 愛情を 抱く 人々 
にわたしの あいさつを 伝えて ください。 

過分の ご 親切が あ なた 方 すべてと 共 
にあり ますよう に。 


フイ レモンへの 手紙 


1 キリス ト • イエスの ために 囚人と 
なって いる パウロと， [わたしたちの] 兄 
弟 テ モテから， わたしたちの 愛する 者 
また 同労者で ある フィ レモンへ， 2 そ 
して， わたしたちの 姉妹 ア フィ ア ，わ 
たしたち の 共なる 兵士 アル キポ ，また 
あなたの 家に ある 会衆へ： 

3 わたしたちの 父なる# と 主 イエ 
ス • キリス トからの 過分の ご 親切と 平 
和が あなた 方に あり ますよう に。 

4 わたしは， 祈りの 中で あなたの こ 
とを 述べる さい 常に わたしの 姓に 感謝 
しています。 5 あなたが 主 イエスと す 
ベての 聖 なる 者たち に対して 抱く 愛と 
信仰に ついて つねに 聞いて いるからで 
す。 6 それは， キリス トと 結ばれた わ 
た したち の 間での すべての 良い 事柄を 
あなたが 認める ことによって， あなた 
と 信仰を 共に している ことが 生き た 働 
きをす るよう になる ためです。  7 わ 


ロマ 16:5 
コ I  16:19 


たしは あなたの 愛の ゆえに 多くの 喜び 
と 慰めを 得た のです。 聖 なる 者たち の 
優しい 愛情が， 兄弟よ， あなたに よっ 
て 新たな ものにされ たから です。 

8 この ゆえに こそ， わたしは， 当然 行 
なうべき ことを， キリス トとの 関係で 
大いには ばか りの ない こと ばで 命じる 
ことができる とはいえ， 9 むしろ， 愛に 
基づいて あなたに 説き勧めて いるので 
す。 わたしは このと おりの 者， 年寄り 
パウロで あり， しかも， 今は キリス ト- 
イ エスの ために 囚人  ともなって いるか 
ら です。 10 わたしは 自分の 子， わた 
しが [獄 に] つ ながれて いる 間に その 父 
となった オネ シモに ついて， あなたに 
説き勧めて いるので す。 11 彼は， 以 
前には あなたに とって 無用な 者でした 
が， 今では あなたに も わたしに も 有用 
な 者です。 12 この 人を， わたしは 
あなたの もとに 送り返します。 そう 


1857  オネ シモが 自由に される ことを 期待す る  フイ レモン 13 ——へ ブライ 1:3 


です， わた しの 優しい 愛情た る 人を。 

13 わたしは 彼を 自分の ためにと どめ 
て おき， わたしが 良いた よりのた めに 
こうして [獄 に] つながれ ている 間， あ 
なた に 代わって ずっと 仕えて 欲しい と 
も 思います。 14 しかし， あなたの 同 
意な しには， どんな こと も 行ないた く 
ありません。 それは， あなたの 良い 行 
ない が， 強いられた ものでは なく， あな 
た 自身の 自 発 的な 意志に よる ものと な 
るた めです。 15 実際には， あなたが 
彼を いつまでも [自分の ものと して] 受 
け 戻す こと， このために 彼は 一時の あ 
いだ 離れた のか もしれ ません。 16 し 
かも， もはや 奴隸 としてで はなく， 奴 
隸 以上の もの， 愛する 克 弟と してです。 
特に わたしに とって そうです が， あな 
たに とっては， 肉の 関係に おいても 主 
にあっても なおさ ら そうで あるは ずで 
す。 17 それで， わたしを， 共に 分け 
合う 者と 考えて くれる のでしたら， わ 
たしに する ように， 彼を 親切に 迎えて 
あげてく ださい。 18 また， もし 彼が 
あなたに 何 か 悪い こ とを したので した 
ら， あるいは あなたに 何 か 負って いる 
のでしたら， それを わたしの 勘定と し 
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2:30 
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コ 1 7:22 


コロ  3:22 


8:23 


第二 欄 

アガラ 6:11 
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使徒 27:2 


テモ n  4:10 
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てくだ さい。 19 私 パウロが 自分の 手 
で 書きます が， わたしが それを 返し ま 
す一 あなた もまた 自分自身を さえ わ 
たしに 負って いる ことを 言う つもりな 
のではありません。 20 そうです， 兄 
弟よ， まとの 関係で わたしが あなた か 
ら 益を 得られます ように 0 キリス トと 
の 関係で わたしの 優しい 愛情 を 新たな 
ものにして ください。 

21 わたしは， あなたが 応じて くれる 
ことを 信じて 書いて います。 あなたが 
わた しの 言う 以上の ことを さえして く 
れ るのを 知っている のです。 22 また 
それと 共に， わたしの ために 宿 も 用意 
してく ださい。 わたしは， あなた 方の 

いの  （ォ1  じゆう  [力） 

祈りに より， 自由に されて あなた 方の 
もとに [行ける] ことを 希望して いるの 
です。 

23 キリスト にあって 仲間の 捕らわれ 
人で ある エ パフ ラスが あなたに あいさ 
つを 送って います。 24  [また，] わた 
しの 同労者で ある マルコ， アリス タル 
コ， デ マス， ルカ も [そう しています]。 

25 主 イエス •キリスト の 過分の ご 親 
切が あなた 方の [示す] 霊と 共に [あり 
ますよう に]。 


へ ブライ 人への 手紙 


むかし  おお  ば あい 

1# は， 昔には， 多くの場合に， ま 

た 多くの 方法で， 預言者た ちに 

よって わたしたちの 父祖に 語られ まし 
[ィ]  お  [ゥ） 
たが，  2 これらの 日の 終わりには， 

M  かた 

み 王 によって わたしたちに 語られ まし 


第 1 章 

ア出 24:3 


使徒 3:21 


た。 [裡] は 彼を すべての ものの 相続 者 
に 定め， また 彼を 通して 事物の 諸 体制 
を 作られました。  3 彼は [姓の] 栄光 


、 13:34; 第二 欄 
ヨハ 1:3; コ I  8:6; コ 


へ ブライ 1:4— 2:5  キリス トは み使いに 勝る 者。 流される ことがない ように  1858 


の 反映， また その 存在 そのものの 厳密 
な 描出で あ^)， その 力の 詈葉 によって 
すべての ものを 支えて おられます。 そ 
して， わたしたちの 罪の ための 浄 めを 
行なった 後， 高大な 所に おられる 威光 
の 右に 座られました。  4 こうして 彼 
はみ 使いたち より も 優れた 名を 受け継 
ぎ， それだけ 彼らに 勝る 者と なられ ま 

\JL 

5 たとえば， み使いたち のうちの だ 
れに [拽] はかつ てこう 言われた で しょ 
うか。 「あなたは わたしの 子。 わたし 
は， 今日 あなたの 父と なった」。 また， 
「わた しは 彼の 父と なり ，彼は わたしの 
子と なる であろう」 と。  6 しかし， そ 
の 初子を 人の 住む 地に 再び 導き 入れる 
際には こう 言われる のです。 「そして 
迚の み使いた ちは みな 彼に 敬意を ささ 
げ i1」。 

7 また， み使いたち について はこう 
言われます。 「そ して [迚] は ご 自分の 
使いたち を 霊と し， 自分の 公僕たち を 
火の 炎と する」。 8 しかしみ 土に つい 
ては こう です。 「姓は 限りなく 永久に 
あなたの 王座， あなたの 王国の 笏は廉 
直の 笏 である。 9 あなたは 義を 愛し， 
不法を 憎んだ。 それゆえに， 拽， あな 
たの 神は， 歓喜の 油を あなたの 仲間に 
滕って あなたに そそがれた」。 10 ま 
た， 「主よ， あなたは 初めに この 地の 
基を 据えられました。 天は あなたの み 
手の 業です。 11 それらの ものは 滅び 
うせます が， あなた ご 自身は 絶えずと 
どまって おられます。 それらは みな 外 
衣の ように 古び， 12 あなたは 外とう 
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第二 欄 


がいい 

のように， 外衣の ように それらを たた 
まれます。 それらは 変わり ますが， あ 
なた は 同じで あり， あなたの 年が 尽き 
る ことは 決してありません」 と。 

13 しかし， み使いたち のうちの だれ 
について [迚] はかつ てこう 言われた で 
しょうか。 「わたしの 右に 座して いな 
さい。 わたしが あなたの 敵を あなたの 
足 台と して 据える まで」。 14 彼らは 

おおやけ ほうし W  れい [才）  すく 

みな 公の 奉仕の ための 霊であって， 救 
いを 受け継ごうと している 者たち に 仕 
える ために 遣わされた 者な のでは あり 
ません か。 

2 それゆえ わたしたちは， 自分が 聞 
いた こと に 普通 以上の 注意を 払い， 

けっ  なが  ひつ 

決して 流されない ようにす る ことが 必 
要です。 2 み使いた ちを 通して 語ら 
れた 言葉が 揺るがぬ ものと なり， 違犯 
と 不従順の すべてが 公正に かなう 応報 
を 受けた ので あれば，  3  [わたしたち 
の] 主を 通して 語り はじめられ， その 
[ことば] を 聞いた 人々 によって わたし 

たし  りっしょう  （シ） 

たちのた めに 確か さを 立証され たとい 
う 点で， これほど 偉大な 救いを おろ そ 

ば あい [セ） 

かにした 場合， わたしたちは どうして 

のが  棘 

逃れられる でしょう か。  4 しかも 裡 
は， [数々 の] しるし， また 異兆 やさ ま 
ざまの 強力な 業を もって， また ご 意志 

[チ 1 せいれい  くば  ，軸 

のま まに 聖霊を 配る ことによって， そ 

$ か  くわ 

の 証し に 加わられた のです。 

5 来たるべき， 人の 住む 地， すな わ 
ちわた したち が 話して いるものです 
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が， [姓] は それを み使いた ちに 服 させ 
る ことは されなかった のです。 6 むし 
ろ， ある 証人が あると ころで 証し して 
こう 述べて います。 「人間が 何者な の 
で これを 思いに 留め， また 人の子が [何 
者な ので] こ れを 顧みられ るので すか。 
7 あなたは これを み使いた ちより 少し 
低い 者と されました。 あなたは これに 
栄光と 誉れの 冠を 与え， み 手の 業の 上 
に 立てて これを つかさ どる 者と され ま 
した。 8 あなたは すべての ものを 彼 
の 足の 下に 服 させました」。 [裡] はす 
ベての ものを 彼の もとに 服 させた ので 
すから， 彼に 服さない ものを 何一つ 残 
さなかった のです。 しかし， わたした 
ちは 今な お， すべての ものが 彼に 服し 
ている のを 見て いません。  9 ただ わ 
たしたち は， み使いた ちより 少し 低く 
された イエスが， 死の 苦しみを 忍んだ 
ゆえに 栄光と 誉れの 冠を 与え られ たの 
を 見て います。 これは， 迚の 過分の ご 
親切の もとに， 彼が すべての [人] のた 
めに 死を 味わうた めでした。 

10 多くの 子ら を 栄光に 導く にあた 
り， 彼らの 救いの 主要な 代理 € を 苦し 
みを 通して 完全に する ことは， すべて 
の ものが そのため にあり， またす ベての 
ものが それに よって ある 方に とって ふ 

{ 夕）  しん 

さわし いこと であった のです。 11 神 
聖に してい る 者 も 神聖に されて いる 者 
たち も， みな 一人の 方から 出る ので あ 
り， この ゆえに 彼は， 彼らを 「兄弟たち」 
と 呼ぶ ことを 恥と しません。 12 彼が 
こう 述べる とおり です。 「わたしは あ 
なた のみ 名を わたしの 兄弟たち に 告げ 
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知らせ， 会衆の 中で 歌を もって あなた 
を餐 美します」。 13 そして また， 「わ 
たしは こ の 方に 信頼を 置き ます」， さら 
に また， 「見よ， わたしと， エホバが 

わた しに 与えて くださ っ た 幼子たち と 

(ゥ） 

は」 と。 

14 そこで， 「幼子たち」 が 血と 肉を 
持つ 者な ので， 彼 も 同様に その 同じ も 
のに あずかりました。 それは， 自分の 
死に よって， 死を もたらす 手 だてを 持 
つ 者， すなわち 悪魔を 無に 帰せし める 

[ク）  し [ヶ 1 たい 

ためでした。 15 また それは， 死に 対 
する 恐れの ために 生涯 奴隸の 状態に 服 
していた 者 すべてを 解放す るた めでし 
た。 16 確かに， 彼は み使いた ちを 助 
けて いるので はなく， アブラハムの 胤 

[シ） 

を 助けてい るので す。 17 そのために， 
彼は すべての 点で 自分の 「兄弟たち」 
のように ならな ければ な りません でし 

W  ことがら  あわ 

た。 裡に かかわる 事柄に おいて 憐れみ 
深い 忠実な 大祭司と なり， 民の 罪の た 
めに な だめの 犠牲を ささげ るた めでし 
た。 18 彼は， 白 分 自身が 試練に 遭っ 
て 苦しんだ ので， 試練に 遭って いる 者 
たち を 助け に 来る こと がで きる のです。 
〇 そのような わけで， 聖 なる 兄弟た 
ち， 天の 召しに あずかる 人たち 
よ， わたしたちが [信仰を] 告白す る 使 

と W  だいさいし  おも 

徒 ま た 大祭司， イエスを 思い 見なさい。 
2 彼は 自分を そのよう にした 方に 対し 
て 忠実でした 0 モー セ もまた その 方の 

いえ ぜんたい  おな 

家 全体に あって [忠実で] あった のと 同 
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じです。 3  [家] を 造る 者が その 家よ 
り も 誉れを 受ける からには， その 方は 
モー セ 以上の 栄光に 値する とみな され 
るからで す。 4 言うまでもなく， 家 
はすべ てだれ かに よって 造られる ので 
あり， すべての ものを 造られた のは® 

[才）  じゅうしゃ {勿 

です。  5 そして， モー セは 従者と し 
て， その 方の 家 全体に あって 忠実で あ 
り， 後に 語られる 事柄の 証し となり ま 

( キ）  かた  いえ 

したが， 6 キリストは その 方の 家の 上 
に 立つ 壬と して [忠実でした]。 はばか 
りの ない ことばと 希望に かかわる 誇り 
とを 終わりまで しっかりと 堅く 保つな 
ら， わたしたちは その 方の 家と なる の 

[コ） 

です。 

7 それゆえ， 聖霊が 述べる とおりで 
す。 「今日， もし この 方の 声を 聴いた 
ら， 8 あなた 方は， 苦々 しい 怒りを 引 
き 起こした 時の ように， 荒野で 試した 

M こころ 

日の ように 心を かたく なに しては なら 
ない。  9 そこで あなた 方の 父祖たち 


こころ  ため 

は 試みを もって わたしを 試した。 しか 

わざ (夕） 

も それは わた しの 業を 四十 年の あいだ 

[チ） 

見た のちの ことであった。 10 そのた 

せ だい  けんお  お ぼ 

め わた しは この 世代に 嫌悪を 覚えて， 


い  かれ  こころつ ねまよ [ッ） 

こう 言った。 『彼らの 心は 常に 迷い， 

じしん  みちし  いた 

彼ら 自身は わたしの 道を 知る に 至らな 


かった』。 11 それで わたしは 怒りの 
うちに 誓った， 『彼らには わたしの 休 
みに 入らせない』 と」。 


きょうだい  がた 

12 兄弟たち， あなた 方のう ちの だれ 


も， 生ける# から 離れて， 信仰の 欠け 
た 邪悪な 心を 育てる こ とがない ように 


㈡  きょう 【ヌ） 

気をつけなさい。 13 むしろ， 「今日」 

かぎ  すす  あ （本） 

とと なえられる 限り 日 ごと に 勧め 合い， 
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あなた 方の だれも， [人を] 欺 く 罪の 力 
のために かたくなになる ことのな いよ 
うにしなさい。 14 初めに 抱いた 確信 
を 終わりまで しっかりと 堅く 保って は 
じめ て， わたしたちは 本当に キリスト 
にあず かる 者と なる のです。 15 もっ 
とも それは， 「今日， もし この 方の 声 
を 聴、 いたら， あなた 方は， 苦々 しい 怒 
りを 引き起こ した 時の ように 心を かた 

{*}  い 

くな にして はならない」 と言われ てい 
る 間の ことです。 

16 聞いた のに 苦々 しい 怒りを 起こ 
させた のは だれでした か。 実に， モー 
セの もとに エジプトを 出た すべての 人 
たちではありませんでした か。 17 ま 
た， [拽] はだれ に対して 四十 年の あい 
だ 嫌悪を 覚えられ たのです か。 罪を お 
かして， その 死が いが 荒野に 倒れた 人 
たち に 対 してでは ありませんでした か。 
18 また， [拽] は， ご 自分の 休みに 入ら 
せない という ことを， 不従順に 行動し 
た 人たち 以外の だれに 対して 誓われた 
でしょう か。 19 こうして わたしたち 
は， 彼らが 信仰の 欠如の ゆえに 入れな 
かった ことを 知る のです。 

A それゆえ， [裡] の 休みに 入る とい 
^ う 約束は 残されて いるので すから， 
あなた 方の 中から， それに 達して いな 
いと 思える 人が いつか 出る よう な こと 
はないだ ろうか， という 点を 気づかい ま 
しょう。  2 彼らの 場合と 同じように， 
わた したち も 良いた より を宣 明され た 
のです。 しかし， 聞いた 言葉は 彼らの 


ソ出 19:5; 申 32:1; 使徒 10:36; タ マタ 4:23; 使徒 15:7; 
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' 卜は 罪のない 大祭司 


へ ブライ 4:3— 5：3 


じよう な 不従順に 陥 る ことがない よう 
にし ま しょ 4。 12 独の 言葉は 生きて 
いて， 力を 及ぼし， どんな もろ 刃の 剣 

するど [才） たましい W れい (キ）  かんせつ 

よりも 鋭く， 魂と 霊， また 関節と [そ 
の] 骨髄を 分け るまでに 刺し通し r 心の 
考えと 意向と を 見分け る こと がで きる 
のです。 13 そして， [独] のみ 前に 明 
らか でない 創造物は 一つ もな く， すべ 
てのものは その 目に 裸で， あらわに さ 
れ ており， この 方に 対して わたしたち 
は 言い開きを しなければ なりません。 

14 それゆえ， わたしたちには， も 
ろ もろの 天を 通られた 偉大な 大祭司， 
裡 の壬イ エスが おられる のです から， 
[この 方] についての 告白を 堅く 守り ま 
しょう。 15 わたしたちは， わたした 
ちの 弱い ところを 思い やる ことので き 
ない 方では なく， すべての 点で わたし 
たちと 同じように 試され， しかも 罪の 
ない 方を， 大祭司と して 持って いるの 
です。 16 それゆえ， 時に かなった 助 
けと して 憐れみを 得， また 過分の ご 親 
切を 見いだ すため に， はばかり のない 
こと ばで 過分の ご 親切の み 座に 近づ こ 
うではありません か。 

， 人の 中から 取られる 大祭司は 皆， 
^ 人々 のた め， 裡に かかわる 事柄の 
上に 任命され ます。 供え物 や 罪の ため 
の 犠牲を ささげる ためです。 2 彼は， 
自分 もまた 自らの 弱さに まとわれ てい 
るので， 無知で 過ちを 犯す 者たち を穏 
やかに 扱う ことができ， 3 それゆえに 
また， 民の ためにす るのと 同じように， 


第 5 章 テ 出 40:13; ト レビ 5:6; ヘプ 8:3; ナ ヘプ 2: 
ヘプ 4:15。 


1861  神の 言葉は もろ 刃の 剣。 キリ: 

益とは なりませんでした。 彼らは， ほ 
ん とうに 聞いた 人たち と 信仰に よって 
結ばれて L ヽな かっ たからです。 3 信仰 
を 働かせた わた したち は その 休みに 入 
るので す。 「それで わたしは 怒りのう 

ちか  W  かれ  W 

ち に 誓った， 『彼らには わた しの 休みに 
入らせない』」 と言われた とおりです。 
しかもみ 業は 世の 基が 置かれた [時] 以 
来 終わって いたのです。 4 ある 箇所 
で 七日 目につい てこう 言って おられる 
からです。 「そして# は 七日 目に ご自 
分の すべての 業を 休まれた」。 5 そし 
て， さらに ここで， 「彼らには わたしの 
休みに 入らせない」 と [言われました]。 

6 それゆえ， ある 者たち がそれ に 入る 
ことが 残されて いるので あり， 最初に 
良いた よりを 宣 明され た 者たち が不従 
順の ゆえに 入らなかった ので， 7  [拽] 
は， 非常に 長い 時を 経たの ち， ダビデ 
[の 詩] の 中で 「今日」 と 述べて， あら 
ためて ある 日を 定めて おられる ので 
す。 先に 述べた とおり， 「今日， もし 
この 方の 声を 聴いたら， あなた 方 (I 心 
を かたくなに しては ならない」 と [言わ 
れ ました]。 8 ヨ シュアが 彼らを 休み 
の 場所に 導き 入れて いたので あれば， 
[挫] は 後に ほかの 日 について 言われる 
はずはなかった のです。 9 それで,® 
の 民の ために 安息の 休みが 残って いま 
す。 10  [初の 休みに 入った 人は， 裡 
がご 自分の [業] を [休まれた] と 同じよ 
うに， その 人 も 自分の 業を 休んで いる 
からです。 

11 それゆえ わたしたちは， その 休 
みに 入る ために 力を 尽くし， だれも 同 


7  ^  ^  7  ^  ^  «  2  ^  :1  ^^-^7160^^2^0^ 
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へ ブライ 5:4— 6:8  メル キゼ デク のさ まにした がう 大祭司。 従順を 学ばれた 1862 


自分の ために も 罪の ための 捧げ物を す 
る ことを 余儀なく されて います。 

4 また， ア ロン も [そうであった] よ 
うに， 人は この 誉れを 自分で 取る ので 
はなく， 迚に 召された 時に のみ [取る] 
のです。  5 それで キリス ト もまた， 

みず か >  だい さい LW  じ ぶん  g こう  ふ 

したので はなく， 彼に ついて， 「あな 
たは わたしの 子。 わたしは， 今日 あな 
たの 父と なった」 と 語られた 方 [によ っ 
て 栄光を 与えられました]。 6 その 方 
はまた ほ かの 箇所で， 「あなたは メル 
キ ゼデク のさ まにしたがって 永久に 祭 

し  W  い 

司で ある」 とも 言って おられます。 

7  [キリス ト] は， 肉体で おられた 間， 
自分を 死から 救い出す ことので きる 方 
に， 強い 叫びと 涙を もって， 祈願を， そし 
て 請願を ささげ， その 敬虔な 恐れの ゆ 
えに 聞き入れられました。 8 彼は み 壬 
であった にも かかわら ず， 苦 しんだ 事柄 
から 従順を 学ばれました。  9 そして， 

% ぜん  のち W  じ ぶん  したが >  もの 

imC, 鯊 M の K ぃに 養 桂を 备っ 者と 
なられました。 10 彼は， はっきり 裡 
によって， メル キゼ デク のさ まにした 
がう 大祭司と 呼ばれて l ヽ るから です。 

11 彼に ついて 言うべき ことは たく 
さんあります が， 説明し にくく [思え] 
ます。 あなた 方は 聞く 力が 鈍く なって 
いるから です。 12 実際 あなた 方は， 

じ かん  てん  おし  もの 【テ） 

時間の 点から 見れば 教える 者と なって 
いるべき なのに， 裡の 神聖な 宣言の 基 
礎 的な 事柄を， もう 一度 だれかに 初め 
から 教えても らう ことが 必要です。 そ 
して， 固い 食物では なく， 乳を 必要と 
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する ような 者と なって いま I。 13 乳 
にあず かっ ている 者は みな 義の 言葉に 

つう  あかご  W) 

通じて お ら ず， その 人は 赤子な のです。 

いっぽう  かた  しょくもつ  えんじ ■♦く  ひとびと 

14 一方， 固い 食物は， 円熟した 人々， 
すなわち， 使う ことによって 自分の 知 
覚力 を 訓練し， 正しい こと も 悪い こと 
も 見分けられる ようにな っナこ 人々 の も 
のです。 

6 このような わけで， キリス トに 関 
する* 歩の 教理を 離れた わたした 
ちは， 死んだ 業からの 悔い改め， また 
裡 に対する 信仰，  2  [さまざまな] バ 
プテ スマに ついての 教え や 手を 置く こ 
と， 死人の 復活 や 永遠の 裁きな どの 土 
台を 再び 据える のでは なく， 円熟に 向 
かって 進んで ゆきましょう。  3 そし 
て， この ことは， 裡 がほんと うに 許し 
てくだ さるなら ば 行な うのです。 

4 一度 かぎりの 啓発を 受け， 天から 
の 無 k の 賜物を 味わい， 聖霊に あずか 
る 者と なり，  5# の 優れた 言葉と 来 
たるべき 事物の 体制の 力と を 味わって 
おきながら，  6 なお も 離れ 落ちた 者 
たちに ついては， そうした 者たち を 再 
び 悔い改めに 戻す ことは 不可能な ので 
す。 なぜなら， 彼らは 裡の 土を 自分で 

くい  おおやけ はじ 

あらためて 杭に つけ， 公の 恥に さらし 
ている からです。 7 たとえば， その上 
に しばしば 降る 雨を 吸い込み， その 耕 

さく  もくてき  ひとびと  てき  くさ 

作の 目的と なって いる 人々 に 適する 草 

き  じめん {ネ） むく 

木を 生み出す 地面は， 報いと して# か 
ら 祝福を 受けます。  8 しかし， いばら 
や あざみを 生じるなら， それは 退けら 

ツ 使徒 15:8; ガラ 3:5; ヘプ 2:4; テコ n  5:5; エフ 1:14; 
卜 ぺテ I  2:3; ナ詩 119:118; コ n 11:13; ヘプ 10:39: ヨハ I 
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どうぜん  (7) 

れ， のろわれ たも 同然に なり， ついに 
は 焼かれて しまいます。 

9 しかし， 愛される 者たち よ， わた 
したち はこの ように 語りながら も， あ 
なた 方に 関しては， より 良い 事柄， ま 
た 救いを 伴う 事柄を 確信して います。 
10 拽は 不義な 方では ない ので， あなた 
方が これまで 聖 なる 者たち に 仕え， 今 
なお 仕え 続けて いる その 働きと， [こ 
う して] み 名に 示した 愛と を 忘れたり 
はされ ないから です。 11 しかし わた 
したち は， あなた 方 一人一人が 同じ 勤 
勉さ を 示して， 希望に 対^' る 全き 確信 
を 終わりまで 保つ ようにと 願います。 
12 それは， あなた 方が 怠惰に なったり 
せず， むしろ， 信仰と 辛抱と によって 
約束を 受け継 ぐ 人々 に 見 倣う 者と なる 
ためです。 

13 神は， アブラハムに 約束を され 

さい [サ）  じぶん  いだい  もの 

た 際， [ご 自分] より 偉大な 者に かけて 
誓う ことができなかった ので， ご 自身 
にかけ て 誓い， 14 「わたしは 確かに， 
祝福す る ことに おいては あなたを 祝福 
し， 殖やす ことに おいては あなたを 殖 
やす」 と言われた のです。 15 こうし 
て [アブラハム] は， 辛抱した 後， [この] 
約束を 自分の ものと しま した。 16 人 
は [自分] より 偉大な 者に かけて 誓い， 
その 誓いは あらゆる 論争の 終わりと な 
るので す。 それは 法的な 保証 だからで 
す。 （ 17 このように 裡 も， 約束の 相続 者 
たちに み 旨の 変わらない ことを いよい 
よ 豊かに 示そうと した 時， 誓いを もっ 
て 踏み込まれました。 18 それは，# 
が 偽る ことので きない 二つの 不変の 事 
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柄に よって， 避難所に 逃れて 来た わた 
したち が， 自分の 前に 置かれた 希望を 
と ら える ための 強い 励みを 持つ ためで 
した。 19 この [希望] を， わたしたち 
は 魂の 錨， 確かで， 揺るがぬ ものと し 
て 抱いて おり， それは 垂れ幕の 内側に 
入る のです。 20 そこへは 前駆 者が わ 
たしたち のために 入られました。 それ 
は イエス， メル キゼ デク のさ まにした 
がい 永久に 大祭司と なられた 方です。 
n この メル キゼ デク， つまり サ レム 
•  の 王， ま た 至高の 神の 祭司で あり , 

とうばつ  かえ  で 

王たち の 討伐から 帰る アブラハムを 出 
迎えて 祝福し，  2 アブラハム がすべ 
ての 物のう ちその 十分の一を 配分した 
人です が， [この メル キゼ デク] は， 訳 
せ ば， まず 第一に 「義の 王」， 次いで ま 
たサ レムの 王， つまり 「平和の 王」 で 
す。 3 彼は， 父 もな く， 母 もな く， 系 
図 もな く， 生涯の 初め もなければ 命の 
終わり もな く， 裡の 壬の ように されて 
いて， 永久に 祭司の ままです。 

4 では， 家長 アブラハムが 主な 戦 利 
品のう ちから 十分の一を 与えた この 人 
がいか に 偉大で あった かを 見て くださ 
い。 5 確かに， 祭司の 職を 受ける， レ 
ビの 子から 出た 人たち には， 律法に し 
たがって 什一を 民から， つ _ り， アブ 
ラ ハムの 腰から 出た とはいえ， 自分の 
兄弟で ある 人々 から 徴収す る おきてが 
あります。  6 しかし， 彼らの 系統を 
引かない 人が アブラハムから 什一を 受 
け， 約束を 得て いた 彼を 祝福した ので 
す。 7 さて， 議論の 余地の ない ことで 
すが， 小さい ほうの 者が 大きい ほうの 


へ ブライ 7:8—27  アブラハムは 什一 を 与えた。 キリス トの 祭司 職  1864 


者から 祝福され ます。 8 そして， 一方 
の 場合， 什一を 受ける のは 死んで ゆく 
人たち です が， 他方の 場合には， 生き 

あか  [ゥ） 

ている と 証し されて いる 人な のです。 
9 そして， 言って みれば， 什一を 受け 
る レビで さえ， アブラハムを 通して 什 
一を 払った のです。 10  メル キゼ デク 
が 出迎えた 時， 彼は まだ 自分の 父祖の 
腰に あった からです。 

11 そこで， もし 完全に する ことが 本 
当に レ ビの 祭司 職を 通 してで あ っ たと 
すれば， (それを 特& として 民は 律法 
を 与えられ たのです が，） メル キゼ デク 
のさ まにした がい， また ア ロンの さま 
にした がう とは 言われない 別の 祭司の 
起こる 必要が さ ら にある で しょ うか。 
12 祭司 職が 変えられつつ あるので， 当 
然 律法の 変更 も 1 じる のです。 13 こ 
れら のこと が 言われて いる 人は 別の 部 
族の 成員で あり， その [部族] の 者は だ 
れも 祭壇での 職務を 行なった ことが な 
いからです。 14 わたしたちの 主が ユ 
ダ， すなわち モー セが 祭司に ついては 
何も 語ら なか っ た 部族 か ら出 たことは 
全く 明白な のです。 

15 それで， メル キゼ デク との 類似 
点を 持つ 別の 祭司が 起 こる ことは いよ 
いよ 明らかです。 16 その 方は， 肉に 
依存す る おきての 律法に よってで はな 
く， 滅びる ことのない 命の 力に よって 
[祭司と] なりました。 17 証し とし 
て， 「あなたは メル キゼ デク のさ まに 
したがって 永久に 祭司で ある」 と 言わ 
れ ている からです。 

18 したがって， その 弱さと 勤果 のな 


第二 欄 


ィ 使徒 13:39 
ガラ 2:16 


ヘプ 12:24 
ク民 20:28 


へブ 13:8 
サ ロマ 8:34 


さとの ゆえに， 先行の おきては 押しの け 
られる ことになります。 19 律法は 何 
を も 完全に せず， さらに 勝った 希望を そ 
こに 持ち込む ことが それを 行なった か 
ら です。 その [希望] によって わたした 
ちは 拽に 近づいて 行く のです。 20 ま 
た， それは 明言され た 誓いの ない もの 
ではありませんで したから 21 (とい 
うのは， 明言され た 誓いな しに 祭司と 

ひとびと  げん  いっぽう 

なって いる 人々 が 現にい る 一方， その 
方に ついて， 「エホバは 誓いを 立てら 
れた （そして 悔やまれる ことは ない）， 
『あなたは 永久に 祭司で ある』」 と 言わ 
れた 方の， 明言され た 誓いに よる [祭 
司] がいる からです），  22 イエスは そ 
れ だけ 勝っ た 契約の 保証と して 与えら 
れた者 ともなった のです。 23 さらに， 
[祭司] としてと どまる ことを 赤に よっ 
て 阻まれる ため， 多くの 者が [次々 に] 
祭司と ならな ければ な りませんでした 
が， 24 彼は 永久に 生き 続ける ので， 後 
継 差を 持たずに _ 分の 祭司 職を 保ち ま 
す。 25 それゆえ， 彼は 自分を 通して 
裡に 近づく 者たち を 完全に 救う こと も 
できます。 常に 生きて おられて 彼らの 
ため に 願 I ヽ出 てくだ さるから です。 

26 このょぅな 錢 *]， 嘗 長ぃ1 

り も 汚れ もな く， 罪人から 分けられ， 
もろもろの 天よりも 高く なられた 方 こ 
そわた したち [の 必要] にか なって いた 
のです。 27 この 方は， あの 大祭司た 
ちがす るよう に， まず 自分自身の 罪の 

('»  つ  たみ  （テ] 

ために， 次いで 民の [罪] のために， 日 
ごと に 犠牲を ささ げる 必要は ありませ 

タ エフ 1:20; ヘプ 4:14; ぺテ I  3:22; チ へブ 4:15: ツ レビ 
9:8; テレビ 9:15; 卜民 28:3。 


1865  予型 的な 天幕。 二つの 契約の 対比  へ ブライ 7：28—8：13 

ん。 （ご 自身を ささげた 時， そのこと を 第7 章 ものの ための 余地が 求められる ことは 
ただ 一度 かぎり 行なわれた からです。） 7：?s4 なかった でしょう。 8 ところが， こう 
28 建 法は 弱さを 持つ 人たち を 大祭司 ^  ie!n 述べて 民を とがめて おられる のです。 

にんめい  W  のち  き  エ出 29:9  こ 

と して 任命し ますが， 律法の 後に 来た， 脚注.7 〇 訳 「『見よ， [その] 日が 来ようと している』 

めいげん  ちか  ことば: 才）  えいきゅう  かんぜん  才詩 2:7  い 

明言され た 誓いの 言葉は， 永久に 完全  ^ 110:4 と， エホバは 言われる。 『そして わた 

M  力へ ブ 2:10  いえ 

にされ たみ： £ を [任命す るので す]。  ヘプ5:9 しは， イスラエルの 家 および ユダの 家 

ろん  -  あたら  けいやく  むす [ィ 1 

8 そこで， いま 論じて いる ことにつ 第 8 章 と 新しい 契約を 結ぶ。  9 それは， わた 

い  ようてん  と  かれ  ふそ 

いて 言えば， これが その 要点です。 キゼ ヵぱ しが その 手を 取って [彼らの 父祖たち] 
すなわち， わたしたちには このような ク^^ だ6 を エジプトの 地から 連れ出した 日に そ 

だいさいし W  かた  ヘプ 1.S  けいやく 

大祭司が あり， その 方は 天に おられる ヶ へ;'  9;8 の 父祖たち と 立てた 契約に よるので は 

いこう  ざ  [ク）  せい  ば  ヘプ 9:24  W 

威光の み 座の 右に 座し，  2 聖 なる 場 コへブ 9:n ない。 彼らは わたしの 契約の うちにと 

しょ: ヶ）  にんげん  ！コ）  （サ）  サ出 25:9  闭 

所， そして， 人間では なく エホバの 立 詩84 どまらなかった からで ある 0 そのため 

しん  てんまく  こうぼく  ぺノ  3:4  かえり 

てた 真の 天幕の 公僕で あられる という シ ヘブ^:1 わたしは 彼らを 顧みる ことを やめた』 
ことです。 3 大祭司は みな 供え物と 犠 と， エホバは 言われる」。 

性の 両方を ささげる ために 任命され ま v  :?  10 「『これが， それらの 日の 後に わた 

す。 それゆえに， この 方 もさ さげる も タミ ぶ しが イスラエルの 家と 締結す る 契約な 

も  ひつよう  [ス）  チへ ブ 9:9  い 

のを 持つ ことが 必要でした 〇  4 さて， ッ *25:9  ので ある』 と， エホバは 言われる。 『わ 

かれ  ちじょう  さいし  テ 出 25:40  りっぽう  かれ  おも 

もし 彼が 地上に いると すれば， 祭司と  *  26:30 たしは， わたしの 律法を 彼らの 思いの 
はならない はずです。 律法に したが っ 中に 置き， それを 彼らの 心の中に 書き 
て 供え物を ささげる [人たち] がいる か ブば 記す。 そして， わたしは 彼らの 裡 とな 
ら です。  5 しかし その [人たち] は， 天 7 て $ ぷ 4 り， 彼らは わたしの 民と なる であろう。 

もけいて き ひょうげん (ソ）  かげ (夕）  二 詩 110:4  かれ  けっ 

にある ものの 模型 的な 表現 また 影と し  8:17  11 「『そして, 彼らは 決して， それぞれ 

しんせい  ほうし  - なかま  しみん  じぶん きょう 

て 神聖な 奉仕を ささげて いるので す。 m_m  仲間の 市民に， また それぞれ 自分の 兄 
モー セが， 天幕を 造り上げる にあた っ ァ ヘプ7: n 弟に 教えて， 「エホバを 知れ！」 とは 

しんめい [ツ） あた  へフ 7:18  い  (□)  もっと しょう  もの  だい 

て 神 命を 与えられた とおりです 0  「あ ィェ レ3 1:31 言わない。 最も 小なる 者から 最も 大な 

しめ  かた  ウ出 12:51  いた 

なた は 山で 示された その 型 どおりに す ヱ*4:23  る 者に 至る まで， すべての 者が わたし 

もの  ちゅうい  [テ） 才申 32:15  [サ） 

ベての 物を 造る ように 注意しなさい」 ヵェレ3 1:32 を 知る ようにな るからで ある 0 12 わ 
と 述べて おられる のです。  6 しかし たしは 彼らの 不義の 行ないに 対して 憐 
今， [イエス] はさら に 優れた 公の 奉仕 ヶ はは33 れみ 深く し， 彼らの 罪 f もはや 決して 
[の 職務] を 得た ゆえに， それだけ 勝っ コ 思い出さ ないから であ 4』」。 

た 驗あ ち 霜ぎ％ も ぁられる のです。 13 霜しぃ 淺 &」 と备ぅ ことに 

その [契約] は 勝った 約束に 基づいて 法 コマル27 よって， [进] は 以前の ものを 廃れた も 
的に 確立され たもので す。  1 21  のとされ ました。 そして， 廃れた もの 

7 もし その 最初の 契約が とがめる と ^ とされて 古く なって ゆく ものは， 近く 
ころの ない ものであった なら， 第二の "〇  2；11 消えて ゆく のです。 


へブ 'ライ 9:1—16  より 完全な 天幕。 新しい 契約の 仲介者  1866 


G さて， 以前の [契約] には， 神聖な 
° 奉仕に ついての 定式と， k 世に 属 
する 聖 なる 場所と が ありました。 2 天 
幕の 第一の [仕切り 室] が 設けられ， そ 
の 中には 燭台， そして また1 i 卓と 並 
ベら れた パンと が あった のです。 そし 
て， それは 「聖 なる 場所」 と 呼ばれて 
います。 3 しかし， 第二の 垂れ幕の 後 
ろには， 「至聖 所」 と 呼ばれる 天幕の 
[仕切り 室] が ありました。  4 ここに 

きん  こうろ W  ぜんめん  ！ サ; けい 

は 金の 香炉と， 全面に 金を かぶせた 契 
約の 箱が あり， その [箱] の 中には， マ 
ナを 入れた 金の つぼと， 芽を 吹いた ア 
ロンの 杖， そして 契約の 書き 板が あり 
ました。  5 また その上には， なだめの 
[覆い] を 覆うよう に して 栄光の ケルプ 
[二つ] が ありました。 しかし 今は これ 

もの  かた  とき 

らの 物に ついて こまごま と 語る 時では 
ありません。 

6 これらの 物が このように 設けられ 
たうえで， 祭司たち はいつ も 天幕の 第 

し き  しつ ⑼  しんせい  ほうし 

一の [仕切 り 室] に入っ て 神聖な 奉仕を 
行ないます。 7 しかし 第二の [仕切り 
室] の 中へは， 大祭司 だけが 年に一度 入 
ります が， 血を 携えないで 行く ことは 

(t!  かれ  じ ぶんじ しん 

ありません。 彼は それを 自分自身 のた 
め， そして 民の 無知の 罪の ために ささ 

[ヌ ）  せいれい  だい 

げ るので す。 8 こうして 聖霊は， 第一 
の 天幕が 立っ ていた 間は ，聖 なる 場所へ 

みち (ネ]  あき  レ） 

の 道が まだ 明 ら かにされ ていなかった 
ことを 明白に しています。  9 この [天 
幕] こそ， 今す でに 来て いる 定められた 

とき  たと  （ヒ） 

時の ための 例えで あり， そのこと にし 
たがって 供え物と 犠牲の 両方が ささげ 

[フ）  しんせい 

られ るので す。 しかし それらは， 神聖 


ほうし  りょうしん [ァ） めん 

な 奉仕を している [人] を その 良心 の 面 
で 完全に する ことができず， 10 ただ 
食物 や 飲み物 や さまざまな パプ テス 
マに 関する 事柄に すぎません。 これら 
は 肉に 関する 法的な 要求であって， 物 
事を 正す ための 定められた 時まで 課せ 
られ ている のです。 

11 しかし， キリス トは， すでに 実現し 
た 良い 事柄の 大祭司と して 来た 時， 手 
で 造った のでは ない， すなわち， この 
創造 界の ものでは ない， より 偉大で， よ 
り 完全な 天幕を 通り， 12 そうです， や 
ぎ や 若い 雄牛の 血では なく， ご 自身の 
血を 携え， ただ 一度 かぎり 聖 なる 場所 
に 入り， [わたしたちの ために] 永遠の 
rr を秦 てくだ さった ので I 13 锷 
れた 人たち に 振り掛けられ/ •こ， やぎ や 
雄牛の 血 また 若い 雌牛の 灰が， 肉の 清 
さとい う 点で 聖 化を もた ら すので あれ 

: チ！  えいえん  れい 

ば， 14 まして， 永遠の 霊に より， き 
ずの ない すがたで 自分を 裡に ささ げた 

ち (テ）  りょうしん 

キリス トの 血は， わたしたちの 良心を 
赤んだ ■、ら M めぞ， 4 ける 裡に繼 
な 奉仕を ささ げられ るよう にして くだ 
さるので はないで しょ うか。 

15 こう して [キリス ト] は 新しい 契 

やく  ちゅうかいしゃ (ヌ j  いぜん 

約の 仲介者な のです。 それは， 以前の 
鷀卡で Oil から 1 ぃに ょっ获 
放す るた めの 死が 遂げられた ことに 基 

[A  め  もの  えいえん  そうぞく 

づ いて， 召された 者たち が 永遠の 相続 
財産の 約束を 受けられる ようにす るた 
めです。 16 契約の なされる ところに 

(t)  ていけつ にん  し  そな 

は， 契約 締結 人の 死が 備えられ ねばな 


24; ネ ガラ 3:13;  ノ マタ 20:28; ルカ 22:20; ハ ロマ 8:17; 
ヒ創 21:27; ガラ 3:15。 


1867  キリス トは ただ一度 ささげられた。 律法は 影  へ ブライ 9：17—10：8 

らな いのです。 17 契約は 死んだ [い 第9 章 諸 体制の 終結のと きに， ただ 一度 かぎ 
けにえ] の 上に 立って 有効な ので あり， == りご 自身を 現わされた のです。 27 そ 
契約 締結 人が 生きて いる 間は 効力を 持 1 して， 人が ただ 一度 か ぎり 死に， そのの 
たない からです。 18 それゆえ， 以前 ち 裁き [を 受ける こと] が 定め 置かれて 
の [契約] も 血な しに 発効した のでは あ キ以 9 ぷ いるよう に， 28 キリスト もまた， 多く 
りません。 I9 律法に したがって すべ クニ：: ごご の 人の 罪を 負うた め， ただ 一度 かぎり 
ての おきてを 民 全体に 語った 後， モー ささげられました。 そして， 彼が 二度 

わかおう し  ち  ++  x  _  Q  c-  め (キ） あら  [ク）  はな 

セは， 若い 雄牛と やぎの 血， それに 水 ^^'9；9 目に 現われる のは 罪の ことを 離れて で 
と緋 色の 羊毛と ヒソプ を 取り， 書 その シ あり， それは， [自分の] 救いを 求めて 切 
ものと 民 全体と に 6 り 掛けて， 20 「こ ^°8；2? に 彼を 待ち望む 者たち に対してです。 
れ は， 迚が 務めと して あなた 方に 課し ソ ブ:ぱ  m 建 法は 来たるべき 良い 事柄の 影 

けいゃく ち  W}  ぃ  へブ 10:19  ■電 I  そな  こと じっしつ 

た 契約の 血で ある」 と 言った のです。 タレビ 16:1S  を 備えて はいても， 事の 実質 そ 

21 それから 彼は， 天幕と 公の 奉仕の マ8^ の ものを [備えて] はいない ので， 年 ご 
ための すべての 器に 同じよう に 血を 振！ レビ16:2 と に 絶えず ささ げる 同じ 犠牲を もって， 
り 掛けました。 22 そうです， 律法に トコ け7  [裡 に] 近づく 者たち を 完全に する こと 

ち  -  けっ  トン） 

よれば， ほとんど すべての ものが 血を 第二 欄 は 決してで きないの です。 2 そうでな 
もって 清めら^ I， 血が 注ぎ 出されな け ァマ タ は49 いとすれば， 神聖な 奉仕を ささげる 者 

! ヶ） ゆる  0)  マタ 24:3  いちど  きよ  つみ 

れ ば， 許しは なされない のです。  ィ はた だ 一度 だけで 清められて， もはや 罪 

23 それゆえ， 天に ある ものを 模型 的 ゥ g/i し の 自覚を 持たない のです から， [犠牲] 
に 表現した ものは このような 手段で 清 x*t?9i6：11 はさ さげられ なくなった はずでは ない 

(シ）  じたい  a ィ 7*27  w  ぎゃく 

めら れ， 天の もの それ 自体は， そのよ へづ 1' 也 でしょう か。 3 ところが その 逆に， そ 
うな 犠牲より 勝った 犠牲を もって [清め ォィ ザ53: じ うした 犠牲に よって 年 ごとに 罪を 思い 
られ る] ことが 必要でした。 24 キリス ヵロ マ6: iQ 出させる のです。 4 雄牛 ややぎ の 血は 

じったい  うつ  （ス）  つく  キマタ 24:3  つみと  さ  (v) ' 

卜は， 実体の 写しで ある， 手で 造った テト2:13 罪を 取り去る ことができない からです。 

せい  ばしょ  ㈦  7 ァサ] I 1:7  よくと き  かれ  い 

聖 なる 場所に ではなく， 天 そのものに ヶマタ 24:3〇  5 ゆえに， 世に 来る 時， 彼は こう 言 

(ソ） いま  コマ タ 25:34  ぎせい  ささ  もの 

入られた ので あり， 今や わたしたちの _ テモ 14:8 います。 「『犠牲 や 捧げ物を あなたは 
ために# ご 自身の 前に 出て くださる の 第 10 章 望ま 士， わたしの ために 体を 備えて く 

[夕）  だいさいし  じぶん  （チ）  ぜんしょ うはん  ささ 

です。 25 それは また， 大祭司が 自分 サコ 。以 7 ださった。 6 あなたは 全焼 燔の 捧げ 

ち  たず さ  とし  [チ) せい  べノ  8.5  もの  つみ  ぜ にん 

のでは ない 血を 携えて 年 ごとに 聖 なる シ 物 や 罪の [捧げ物] を 是認され なか っ 

ば しょ (ッ）  なんど  じしん  ^  0  (ツ）  い 

場所へ 入る ように， 何度も ご 自身を さ た』。 7 そこで わたしは 言った， 『ご 
さげる ためで もありません。  26 そう v  ^ 覧 ください， わたしは 参りました （書 
でなければ， 世の 基が 置かれて 以来 何 夕^ 上7 の 巻き物に わたしに ついて 書いて あり 

どくる  う  了モ 5.22  {f]  い し  おこ 

度 も 苦しみを 受けなければ ならな かっ ^  If  40:6  ます）， 裡 よ， あなたの ご 意志を 行な 

いま  じぶん  ぎせい  脚注， 70 訳  （卜）  はじ 

たでしょう。 しかし 今， ご 自分の 犠牲 ッ詩 40:6  うため に』」 0  8 初めに， 「あなたは， 

[卜) つみ  と  じぶつ  子 詩 40:7  ぎせい  ささ  もの  ぜんしょ うはん 

によって 罪を 取りの ける ため， 事物の Mt40：8  犠牲 や 捧げ物， また 全焼 燔の 捧げ物 や 


へ ブライ 10:9—28  贖いの 犠牲を 予示した もの。 集まり 合う  1868 


罪の [捧げ物] を 望まず， また 是認され 
なかった」 と 言い一 これらは 律法に 
したがって ささげられる [犠牲] です 一 
9 その後， 「ご覧く ださい， わたしは あ 
なた の ご 意志を 行な うため に 参り まし 
ナ こ」 と言われる のです。 彼は， 第二の 
ものを 確立す るた めに， 第一の ものを 
除き 去ります。 10 ここに 述べた 「ご 

い し [才） 

意志」 の もとに， わたしたちは， イエ 
ス •キリス トの 体が ただ 一度 かぎり さ 
さげられた ことによって， 神聖な もの 
とされて いるので す。 

11 また， 祭司は みな， 公の 奉仕を 行 
なうた め， また 同じ 犠牲を 何度も ささ 
げる ために， 日 ごとに 自分の 持ち場に 
つきます。 そうした [犠牲] が 罪を 完全 
に 取り去る ことは 決してで きないから 

(サ）  かた  つみ 

です。 12 しかし この [方] は， 罪の た 
めに 一つの 犠牲を 永久に ささ げて拽 の 
右に 座し， 13 それ以来， 自分の 敵た 
ちが _ 分の 足の 台と して 置かれる まで 
待って おられます。 14 彼が， 神聖に 
されつつ ある 者たち を 永久に 完全に し 
たのは つの [犠牲の] 捧げ物に よる 
のです。 15 さらに， 聖霊 も わたした 
ちに こう 証し しています。 16 「『これ 
が， それらの 日の 後に わたしが 彼らに 
対して 締結す る 契約で ある』 と， エホ 
バは 言われる。 『わたしは， わたしの 
律法を 彼らの 心の中に 置き， それを 彼ら 
の 思いの 中に 書き記す』」 と 述べた 後， 
17  [その後に，] 「そして， わたしは 彼 
らの 罪と 彼ら の 不法な 行な いを もはや 
決して 思い出さない」 [と 述べて いる] 
からです。 18 それで， これらに 対す 
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る 許しの あると ころには， もはや 罪の 
ための 捧げ物はありません。 

19 それゆえ， 兄弟たち， わたした 
ちは， イエスの 血に よって 聖 なる 場所 
へ 入る 道を 大胆に [進む ことが] できる 
のです から 20  (それは， 垂れ幕すな 
わち 彼の 肉体を 経る 新しい 生きた 道と 
して， 彼が わたしたち のために 開かれ 
たもの なのです），  21 そして， わた 
したち には， 神の 家の 上に 立つ 偉大な 
祭司が いるので すから， 22 信仰の 全 
き 確信のう ちに， 真実の 心を 抱いて 近 
づ こうではありません か。 わたしたち 
は， 梟り 注ぎを 受けて _ 分の 心を 邪悪 
な 良心から [清められ]， わたしたちの 
体は 清い 水に 浴した のです。 23 わた 
したち の 希望を 公に 宣明 する ことを， 
たじろぐ ことなく しっかり 保ち ま しょ 
う。 約束して くださった のは 忠実な 方 
だからです。  24 また， 互いの ことを 
よく 考えて 愛と りっ ばな 業と を 鼓舞し 
合い，  25 ある 人々 が 習慣に している 
ように， 集まり 合う ことを やめたり せ 
ず， むしろ 互いに 励まし 合い， その 日 
が 近づく のを 見て ますますそう しよう 

(チ） 

ではありません か。 

26 というのは， 真理の 正確な 知識を 
受けた 後， 故意に 罪を 習わしに するな 
ら， 罪の ための 犠牲は もはや 何も 残さ 
れて おらず，  27 むしろ， 裁きに 対す 
る ある 種の 恐ろしい 予期と， 逆らう 者 
たちを 焼き 尽くそう とする 火の ような 
ねたみと が あるから です。 28 だれで 
もモー セの 律法を 無視した 者は， 二人 

ニイ ザ 26:11 脚注， 70 訳； マル 3:29。 


1869  しりごみ しない。 信仰の 定義  へ ブライ 10：29—11：6 

か 三人の 証言に 基づいて， 同情を 受け 第1 〇 章 す。 38 「しかし， わたしの 義人は 信仰 
る ことなく 死にます。  29 では，# の ^,1?7：6 の ゆえに 生きる」， そして， 「もしし り 

ふ  «)  じ ぶん  しん  フイ 3:18  たましい  もの 

壬を 踏みつけ， 自分が それに よって 神 ヘプ6:6 ごみす るなら， わたしの 魂は その 者を 

せい  けいやく  ち [ゥ）  ウマタ 26:28 よろこ  （ィ] 

聖 にされ た 契約の 血を あたりまえの も も f 喜ばない」 とあります。 39 しかし わ 
のとみ なし， 過分の ご 親切の 霊を ない ^72：43518 たしたち は， しりごみして 滅びに 至る 

もの  きび  しょ  キ申 32:36  もの  W  しんこう  いだ  たましい 

がしろ にした 者は， はるかに 厳しい 処 クへブ 仏29 ような 者では なく， 信仰を 抱いて 魂を 

ばつ  あたい  [才 1  がた かんが  ぺテ n  2:4  い  なが  (X] 

罰に 値する と， あなた 方は 考えないで ヶ， ぶ18 生き長らえさせる 者です。 

しょうか。 30 わたしたちは， 「復 しゅ コブ'^  信仰とは， 望んで いる 事柄に 対 

うは わたしの もの， わたしが 返報す る」 サフ U:12  ■*•■■■ する 保証され た 期待で あり， 見 

い  かた  し  シ フイ 1:7  じったい  めいはく  ろんしょう  （キ） 

と言われた 方を 知っている のです。 そ J:12 えない 実体に ついての 明白な 論証です。 
して また， 「ェホバは ご if の 震を _  'ぶ：  2 これに ょって 書の 爲は娃 しされた 
かれる」 とあります。 31 生ける# の 111  2M9 ので 士。 

おちい  おそ  （ク ）  ヤコ 5:11  しんこう  じ 

手に 陥る のは 恐ろしい ことです。  'ど ガ:？ 6:9  3 信仰に よって， わたしたちは， 事 

がた  けいはつ  う  テ フ 3:29  ぶつ  しょたい せい [ヶ）  ことば  はいれつ 

32 しかし あなた 方は， 啓発を 受けた 卜 冗. 物の 諸 体制が 裡の 言葉に よって 配列 さ 
後 [数々 の] 苦しみの もとで 大きな 闘 &れ， それゆえ， 見える ものが， 現われ 

た  ：コ) さき  ひび  おも  さと 

いに 耐えた 先の日々 をい つも 思い出し  ___  ていない ものから 出て いる ことを 悟り 

とき  ひなん  かん  弟 — ™  [ザ] 

なさい。 33 ある 時には， 非難に も 患 ァハバ .2:4 ま 女。 

なん  げきじょう  ヨハ 3:16  しんこう 

難に も， 劇場に あるかの ように さらさ  n マ 1:17  4 信仰に よって， アベルは カ イン 

れ ，また ある 時には， そう した 経験を し より さら に 価値の ある 犠牲を# にさ さ 
ている 人々 と共に 分かち合う 者と もな ぱげ， その [信仰] によって 義 なる 者と 証 

トン 1  がた  ひとや  ぺテ I 1:9  かれ  そな  もの 

りました。 34 あなた 方は， 獄 にある _ しされました。 裡が 彼の 供え物に つい 

A? に I いやり を宗 し， また. 棼の嘉 第11 章 て 証し された ので 孑〇 また それによ っ 
ち 物が 強奪 されても， 喜んで [それに] ls；8 て， 彼は 死んだ とはいえ なお 語って い 
甘んじた のです。 自分たち に， さらに るので す。 

勝った， 永続す る 所有物の ある ことを +°nV4：i84  5 信仰に よって， エノ クは 死を 見ない 

知っている からです 0  クでブ 5ii:39 ように 移され， 裡が 彼を 移された ので， 

がた  ケ コロ 1:26 

35 それゆえ あなた 方は， はばかりの コ 詩 H 彼は どこに も 見いだ され なくなり まし 
ない ことば [で 語る 態度] を 捨てて はな 11^ た。 彼は， 移される 前に， 独を 十分に 

とうぜん あた  又 創 u  よろこ  あか  w 

りません。 それには 当然 与えられる 大セ 喜ばせた と 証し された のです。 6 そし 

むく  (5)  がた  マタ 23:35  しんこう  [ツ）  じゅうぶん よろこ 

きな 報いが あります。 36 あなた 方に ソ 創5:22  て, 信仰がなければ， [裡] を 十分に 喜ば 
は 忍耐が 必要な のです 0 それは， 神の 夕 = 訳 せる ことは できません 0 裡に 近づく 者 
ご 意志を 行なった 後， 約束 [の 成就] に チ1！ 1う〇 訳は， [拽] が おられる こと， また， ご自 

(fj  ツ テサ n  3:2  ぶん  せつ  もと  [ナ） むく 

あずかる ためです 0  37 あと 「ほんの テガ ラ2: 16 分を 切に 求める 者に 報いて くださる こ 

(M  き  トヨ ハ 7:28  [-} しん 

しばらく」 すれば， 「来たらん とする  ^ とを 信じなければ ならない からです。 

者は 到来し， 遅れる ことは ない」 ので ナ 3ノタ、は ニサ I  2:7; 詩 58:11; マタ 5:12。 


ノア， アブラハム， サラの 信仰 
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へ ブライ 11:7—23 

しんこう  (7) 

7 信仰に よって， ノアは， まだ 見て 

ことがら  けいこく  あた 

いない 事柄に ついて 神の 警告を 与えら 
れた 後， 敬虔な 恐れを 示し， 自分の 家 
の 者たち を 救うた めに 箱船を 造し ま 

(ゥ）  かれ 

した。 そして， この [信仰] によって， 彼 
は 世を 罪に 定め， 信仰に よる 義の 相続 

にん  （才） 

人となりました。 

しんこう  [力）  め 

8 信仰に よって， アブラハムは， 召 
された 時 [それに] 従い， _ 分が 相続 財 
産と して 受ける はずの 場所へ 出て 行き 
ました。 しかも， 自分が どこへ 行く の 
かを 知らないのに 出て 行っ たのです。 

しんこう  かれ  いこく 

9 信仰に よって， 彼は， 異国に いるよ 

やくそく  ち  がいこくじん  きょ 

うにして， 約束の 地に 外国人と して 居 
留 し， 白 分と 共に その 同じ 約束の 相 

ぞくにん (ケ）  (3)  (サ}  てんまく 

続 人で ある イサク や ヤコブと 共に 天幕 
に 住み ま した。 10 彼は 真の 土台を 持 

と し [ス） ま  のぞ 

つ 都市を 待ち望んで いたのです。 その 
[都市] の 建設 i ま た 造り 主は# です。 

11 信仰に よって， サラ も， 年齢の1  限 
界を 過ぎて いたのに， 胤を 宿す 力を 受 
けました。 約束して くださった 方を 忠 
実な 方と みなした からです。 12 その 
ゆえに も， 一人の [人] から， しかも# 

どうぜん  [テ）  かず  おお  てん 

んだも 同然の 人から， 数の 多い 点で 天 
の 星の ような， ま た 海辺の 砂の ような， 

数え きれない ほ どの [子供] が 生ま れた 

卜） 

のです。 

13 これらの 人は みな 信仰のう ちに 死 

m  かれ  やくそく  じょうじゅ 

にました。 彼らは 約束 [の 成就] にあず 
かりませんで したが， それを はるかに 

むか  い  (?)  じ ぶん  と ち 

見て 迎え入れ， 自分たち がその 土地で 

もの  いちじてき きょりゅう しゃ 

はよ そからの 者， また 一時的 居留 者で 

おおやけ せんめい  [ネ） 

ある ことを 公に 宣明 しま した。 14 そ 

い  もの  じ ぶんじ しん  ばしょ 

のように 言う 者は， 自分自身の 場所を 
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切に 求めて いる ことを 明らかに してい 
るので す。 15 しかも， もし 彼らが， 自 
分たち の 出て 来た その [場所] をい つも 
思い出して いたので あれば， 帰る 機会 
も あった はずです。 16 しかし 今， 彼 
ら は， さらに 勝った [場所]， すなわち 
天に 属する [場所] を とらえよ うとして 
いるので す。 ゆえに 迚は ，彼らを， [そ 
して] 彼らの 裡と して 呼び 求められる 
ことを 恥とは されません。 彼らの ため 
に 都市 を 用意され たからです。 

17 信仰に よって， アブラハムは， 試 
された 時， イサクを ささげた も 同然で 
した。 約束を 喜びの もとに 受けた 人が， 
[自分の] 独り [子] を ささげよ うとした 
のです。 18 しかも， 「『あなたの 胤』 
と 呼ばれる ものは イサクを 通して であ 
ろう」 と言われて いたのです。 19 し 
かし 彼は， 进は 死人の 中からで もこれ 
を よみがえらせる ことができ ると 考え 
ました。 そして また， ひとつの 例えと 
して， 確かに 彼を そこから 受け ま した。 

20 また 信仰に よって， イサクは， 来 
たらん とする 事柄に 関して ヤコブと エ 
サウを 祝福し ました。 

21 信仰に よって， ヤコブは， 死に 
i んだ， ョセフの 子を 1 -乂締 I 
し， 杖の 先にす がって 崇拝し ました。 

22 信仰に よって， ヨセフは， 自分の 
終わりに 近づいた 時， イスラエルの 子 
らの 脱出に ついて 述べ， また， 自分の 
骨に ついて 命令を 与え ま した。 

23 信仰に よって， モー セは， その 
両親に より， 誕生 後 三月の あいだ 隠さ 
れ ました。 彼らは， その 幼子が 美しい 


1871  モー セ。 雲の ような 証人たち  へ ブライ 11：24—12：2 


(7)  めいれい [ィ） おそ 

のを 見て 王の 命令を 恐れなかった ので 

しんこう  せい 

す。 24 信仰に よって， モー セは， 成 
人した 時， ファラオの 娘の + と 呼ばれ 
る ことを 極み， 25 扉の ご關な 業し 
みを 持つ よりは， むしろ 神の 民と 共に 
虐待され る ことを 選びました。  26 キ 
リス トの 非難を エジプトの 宝に 滕る富 
とみな したから です。 彼は 報いを 一心 

(力）  しんこう 

に 見つめた のです。 27 信仰に よって， 
彼は エジプトを 去りました が， 王の 怒 
りを 恐れる ことはありませんでした。 
彼は， 見えない 方を 見て いるよう に 終 
始 確固と していた のです。 28 信仰に 
よって， 彼は 過ぎ 越しと 血を 掛ける こ 
ととを 執り行ない， 滅ぼす 者が 自分た 
ちの 初子に 触れない ようにし ま した。 

しんこう  かれ  かわ  りくち 

29 信仰に よって， 彼らは 乾いた 陸地 
を 行く かの ように して 紅海を 通 り まし 
た。 しかし， あえて そこに 乗り出した 
エジプト 人たち は 呑み込まれ ま した。 

30 信仰に よって， エリコの 城壁は， 
七日の あいだ [彼らが] 周囲を 回った 後 
に 倒れ 落ちました。 31 信仰に よって， 
娼婦 ラハブ は， 不従順に 行動した 者た 
ちと 共に 滅びないです みました。 彼女 
は 斥候たち を 平和に 迎えた からです。 
32 そして， このうえ 何を 言い ま しょ 

(•»  [テ） 

うか。 さらに ギデオン， バラク， サム 

[卜）  [ナ）  : - M 

ソン， エ フタ， ダビデ， また サム エル 

よ げん しゃ  （本]  かた 

や [ほかの] 預言者たち について 語って 
ゆくなら， 時間が 足りなくなる で しょ 
う。 33 彼らは 信仰に より， 王国を 闘 
いで 撃ち破り， 義を 成し遂げ， 約束を 

え [ヒ 1  [フ）  いきお 

得， ライオンの 口を ふさぎ， 34 火の 勢 

と (N  つるぎ  は  のが [ホ）  よわ 

いを くい 止め， 剣の 刃を 逃れ， 弱かっ 
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たのに 強力な 者と され， 戦いに おいて 
勇敢な 者と なり， 異国の 軍勢を 敗走 さ 
せました。 35 女たち は その 死者を 復 

かつ  ふたた  う  M 

活 によって [再び] 受けました。 また ほ 

ひとびと  なに  あがな  しゃくほう 

かの 人々 は， 何 かの 贖いに よる 釈放を 
受け入れよ うとは しな かっ たので 拷問 
にか けられました。 彼らは さらに 勝っ 
た 復活を 得ようと したので す。 36 そ 
うです， ほかの 人々 は あざけり やむ ち 
打ち， いえ， それだけで なく， なわ 
ふや 獄に よっても 試練を 受け ま した。 
37 彼らは 石 打ちに され， 試練に 遭わ さ 
れ， のこぎりで 切り裂かれ， 剣に よる 
殺り くに 遭って 死に， 羊の 皮 や;^ ぎの 
皮を まとって 行き 巡り， また 窮乏に あ 
り， 患難に 遭い， 虐待の もとに ありま 

[ス）  よ  かれ  あたい 

した。  38 世は 彼らに 値しなかった の 
です。 彼らは 砂漠 や 山々， また 洞く つ 
や 地の ほら 穴を さまよい ま した。 

39 しかしな お， これらの 人々 は 皆， 
その 信仰に よって 証し されながら も， 
約束 [の 成就] にあず かりません でし 

(V)  [夕  j 

た。 40 迚 はわた したち のために さら 
に 勝った ものを 予見し， わたしたちを 

べつ  かれ （テ）  かんぜん  （卜） 

別に して 彼ら が 完全に される ことのな 
いように された からです。 

おおぜい  くも 

1 ¢1 こうして， これほど 大勢の， 雲 
のよう な 証人たち に 囲まれて い 
るので すから， わたしたち も， あら ゆ 
る 重荷と 容易に 絡みつ く 罪と を 捨て， 
自分たち の 前に 置かれた 競走を 忍耐 

レ) はし  （ハ i 

して 走ろう ではありません か。  2 わ 
た したち の 信仰の j 要な 代理者 また 完 

第 12 章 ナ ヘプ 11:39; ニコ ロ  2:8; テモ I  6:9; ヘプ 3: 
12; ヌコ I  9:26; フイ 3:13; ぺテ I  2:1; ネ フイ 3:14;  ノテ 
モ I  6:12; ハコ I  9:24; ヒ ヨハ 14:6; 使徒 5:31; へブ 2:10。 


へ ブライ 12:3—17  神は ご 自分の 愛する 者を 懲らしめる  1872 

成 者で ある イエスを ご 心に 見つめな が 第12 章 ると ころに したがって 数日の 間 わたし 
ら。 この 方は， 自分の 前に 置かれた 喜 7"I/i：6 たちを 懲らしめる のが 常でした が， こ 
びの ために， 恥を 物と も 思わず 苦しみ の 方は， ご 自分の 神聖 さに わたしたち 
の 杭に 耐え， 拽 のみ 座の 右に 座られた が あずかれる ようにと， わたしたちの 

[ゥ）  つみびと  みず か  L  r  えき 

のです。 3 そうです， 罪人たち の， 自 益の ためにそう してく ださる のです。 
らの 益に 反する そうした 逆らいの こと !S：32 11 確かに， どんな 懲らしめ も 当座は 喜 
ばを 耐え忍んだ 方の ことを 深く 考えな ばし いものに 思えず， かえって つらい 
さい。 それは， あなた 方が 疲れて， あ ヶ 胃3:12  ことに [思えます]。 しかし 後には， そ 

たましい よわ  は  コへブ 12:1  くんれん  へいわ  み W 

なた 方の 魂が 弱り果てて しまう ことの ササ mi4  れ によって 訓練され た 人に， 平和な 実， 

[ォ 1  マタ 5:9  ぎ  * 

ないた めです。  ヘプ2:1 G すなわち 義を 生み出す のです。 

つみ たたか てん  がた ン 威* 13：24  た  さ  [力） よわ 

4 そうした 罪と 闘う 点で， あなた 方 ^  *  23:2  12 ゆえに， 垂れ下がった 手と 弱った 

はい まだ かつて 血に 至る まで 抵抗した VS 16:22  ひざを まっすぐに しなさい 0 13 そし 

(力）  イザ 42:5  がた 

ことはありません。  5 むしろ， あな マラ I:6  て， あなた 方の 足の ためにい つも まっ 

た 方を 子と 呼びかけ ている この 勧めを - すぐな 道を 作って， なえた ところが 脱 

すっかり 忘れて しまって います。 「我 第— 橋 臼したり する ことがない ように， むし 

こ  かる  ア箴 22:6  w 

が 子よ， エホバからの 懲らしめを 軽く ィレビ 山44 ろ そこが いやされる ようにしなさい。 
見て はならず， また [牲] に 正される と ゥコ 14 すべての 人に 対して 平和を 追い 求 

よわ  は  1ク）  エペ テ I 1:6  (コ 1  しんせい 

き， 弱り果てても ならない。 6 エホバ ォフィ 1:11 めなさい。 また， 神聖な ものと される 
は 自分の 愛する 者を 懲らしめられ るか ヵョブ 4:3 ことを [追い求めなさい] 0 それな くし 

じじつ  むか  イザ 40:29  しゅ  誠 

ら である。 事実， 自分が 子と して 迎え ルヵ22:32 ては だれも 主を 見る ことはありません。 

う  （ヶ；  キイ ザ 35:3  ちゅうい ぶか  みまも  かぶん 

る 者を すべてむ ち 打たれる ので ある」。 ヘプ io:25 15 注意 深く 見守って， だれも 姓の 過分 

がた  にんたい  たんれん ク詩 119:105  しんせつ  と 

7 あなた 方が 忍耐して いるのは 鍛練  の ご 親切を 取り上げられる ことのない 

!コ）  たい  w ゆうどくね は 

のた めです。 裡は 子に 対する ようにし ヶ = ユ ようにしなさい。 有毒な 根が 生え 出て 

あつか  【サ）  1 か、;  もんだい  お  おお  もの 

て あなた 方を 扱って おられる のです。 コ; ダ： 問題を 起こし， それに よって 多くの 者 
父親が 懲らしめを 与えない [子] はい っ  〇；  が 汚される ことのない ように， 16 そ 

【シ）  テモ n  2:22  いんこう  もの 

たいどん な 子でしょう か。 8 すべて サ n マ 6:19 して， 淫行の 者， また エ サウの ように 

もの  こう  テサ I  4:4  しんせい  ものごと  かち  にんしき 

の 者が あずかる 懲ら しめを 受けて いな ヘプ 1〇:1〇 神聖な 物事の 価値を 認識し ない 者が 出 

がた  じっさい  しせい  シマ タ 5:8  'A  かれ 

いとすれば， あなた 方は 実際には 私 生 。マ8:8 る ことのない ようにしなさい。 彼は 一 

じ (ス 1  スコ n  6:1  ど  しょくじ  ひ  か  ちょうし  じ 

児であって， 子では ない のです。 9 さ ガ ラ5:4 度の 食事と 引き換えに 長子と しての 自 

じぶん  おな  にくしん  ぶん  けんり  てばな  m 

ら に， わたしたちには 自分と 同じ 肉 身 セ*29 ぼ2 分の 権利を 手放しました。 17 あなた 
の 父が いて， わたしたちに 懲らしめを 方の 知っている とおり， 彼が 後に なっ 

あた  [セ）  つね うやま  1,14  しゅく ス 、く  うつ  おもとき  （ツ） 

与えても， わたしたちは これを 常に 敬 夕 創25:32 て 祝福を 受け継ぎ たいと 思った 時には 

れいてき  いのち  ナ創 25:34  しりぞ  [f] かんが  へんか  なみだ  せつ 

いました 。霊的な 命の 父には なおの こ ッ 創27: 3i 退けられ， 考えの 変化を 涙ながら に 切 

ふくじゅう  い  テ 創 27:32  もと  [H  よち 

と 服従して 生きるべき ではないで しょ 卜創 27:34 に 求めました が， その 余地は 見いだ せ 
う ふ。 10  [父親] は 自分に 良い と 思え +でフ7 以 なかった のです。 


1873  天の エルサレム。 結婚の 床  へ ブライ 12:18 —— 13：6 

がた  ちか  ふ  げん  ゆう ご  つく 

18 あなた 方が 近づいた のは， 触れる 第12 章 現は， 揺り動かされる ものが 造られた 
ことので きる， 火で 燃えて いるもので ^  JgiJs ものと して 取り除かれ， こうして， 揺 
はなく， また 暗い 雲 や 濃い 闇や大 あら JSSlg り 動かされな いものが 残る ことを 表わ 

W  たかな  (I)  ことば  才申 4:12 

し， 19 また ラッパの 高鳴り や 言葉の 力 出2 o:i9  しています 0  28 それゆえ， わたした 

こえ [オ）  たみ  きキ出 19:13  ゆ  うご  [ゥ] おうこく 

声ではありません。 民は その [声] を 聞 ちは， 揺り動かされる ことのない 王国 
くと， 自分たち に それ 以上 言葉が 加え コ S ミ ご を 受ける ことに なって いるので すから， 
られる ことのない ようにと li しまし サ 5夕ぷ:29 過! >の ご 親切の うちにと どまろう では 

[力）  けもの  ふ  シマ タ 24:31 

た。 20 「そしてた とえ 獣で も 山に 触れ スダ ニ7:1。 ありま せんか。 それに よって わたした 

いしう  セ 詩 87:6  けいけん おそ  いけい  (I) 

るなら， それは 石 打ちに されねば なら  | ^27 ちは， 敬虔な 恐れと 畏敬と を もって， 

[キ）  めいれい  かれ  た  、ノ  -II 的  い  し かた  しんせい  ほうし 

ない」 という 命令が， 彼らには 耐えら  受け入れられる 仕方で 裡に 神聖な 奉仕 

夕剝 18*  2C 

れな いものだった のです。  21 また， 詩94;2  を ささげる ことができます。  29 わた 

ありさ ホ  おそ  イザ 33:22  や  つ 

その 有様が あまりに も 恐ろしかった の ^14 したち の迚は 焼き 尽くす 火で も あるの 
で， モー セは， 「わたしは 恐ろし さに 震  ^11?；3 です。 

⑼  い  - ofi.oo  がた きょうだいあい たも  M 

える」 と 言いました。  22 しかし あな ルヵ22;29 1 〇 あなた 方の 兄弟愛を 保ちなさい。 
た 旁は， シオンの ける 神の な :マ £ 2  [人を] 觀 にもて なすこと を 

(サ 丨  いノ  —  つか  ナマタ 23:35 わす  W 

る 天の エルサレム， 幾 万 ものみ 使いた 忘れて はなり ません。 それに よって あ 
4'  23  [すなわち その] せ!# ■、: 天 S フ； る ひ乂ひ 4 は，. 券では それと &ら ないで， 

に _ されて い 1!齡 たちの す み 接いた ちを 纏した ので/1。3 ひ S 
ベての ものの 襲き 罜 なる#, 堯签 にさ 袖 一 欄 につな がれて いる 人たち のこと をい つ 
れ爲ズ たちの m  24W しぃ ァぺ二 域 も 遠ぃ なさ 乂 韻 も% っながれて 
_ 金1 の仲齐 i である イエス， そして- ぺテ U3:13 いるかの よつ に。 また 虐待され ている 

•fcf+1  =4：  士丨 1 1  啓 21:10  (サ） 

アベル [ の 血 U りさら に# った仕 女で 么 ナ^の こと もく1? いなさい]。 あなた 
謹る ft り i ぎの Ha、 たのです。 AV：2 方け 自^; もま だ 肉体で 匕, の j すから。 

25 あな た勞 は， 鐘って おられる 勞 ニニ4  4 結婚は すべての 人の 間で 誉れ あとる も 
を， 备い覲 をして _ むことの ない よう 第13 章 ‘ミ とされるべき です0 また 結 ,婚 の 床 ミ 
にしな さじ。 雖で 神の _ を?! ぇて ，ものの なと もんの ますべき で t。 _淫 
いた 綠言い 訳を して 拒んだ 人たち が こ 行の， ゃ 蔡淫を 行な t 者を fit1 ，か 
選れら れ なかった ので あれば， 天から 5^25:35 きです 二5 ぼな た 方の] 生活 態度;^ 
語る ふこ# を！] ける 餻， わ たしたち マタロ S6 金銭に 対す まる 愛の ない f ま% しな さ。 
はなおの こと [逃れられ] ないから です。 コニ1 は5 そして， t ある もので 満告 しなさい。 
26 その 轉， その 旁の _ は 4 祕り m ヨ品26 「わたしは 決み しすて あな $を 〒れ ず， 決し 
かしました#， 岑や， 「わ たしは， さ =28 て あなたを 見捨てない」 と 言って おら 
ら にも う二 4 ，地 だけでなく 天を も i ス巧 れる だです。 纟 ですから， わたした 
るぃ 動か#」 と 縫して ぉられます。 ちは 勇気を 持っ て， 「ェホバは ゎたし 
27 さて， 「さらにもう 二 4」 とい 韻 |はエ〇 二： テモ⑽ チ 申 職 申-" へブ臟 
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の 助け 主， わたしは 恐れない。 人が わ 
たしに 何を なしえ よう」 と 言います。 

7 あなた 方の 間で 指導の 任に 当た っ 
ている 人々， あなた 方に 禆の W 葉を 語っ 
た 人々 のこと を 覚えて いなさい。 そし 
て， [その] 行ないが どのような 結果に 
なる かを よく 見て， [その] 信仰に 倣い 

(I) 

なさい。 

8 イエス •キリス トは， 昨日 も， 今日 
も， そして 永久に 同じです。 

9 さまざまの 奇妙な 教えに よって 運 
び 去られて はなり ません。 心が， 食べ 

もの  (4)  か ぶん  しんせつ 

物に よってで はなく， 過分の ご 親切に 
よって 強固に される のはよ いこと だか 
ら です。 [食べ物] のこと にか まけて い 
る 人たち は， それに よって 益を 得た た 
めしが ありません。 

10 わたしたちには， 天幕で 神聖な 
奉仕を する 者たち も それから 食べる 権 
限を 持たない 祭壇が あります。 11 大 
祭司が その 血を 罪の ために 聖 なる 場所 
に持っ て 行く 動物の 体は 宿営の 外で 焼 
き 尽くされる のです。 12 ゆえに イエ 
ス も， ご 自身の 血を もって 民を 神聖な 
ものと する ために， 門の 外で 苦しみを 
受けました。 13 ですから， わたした 
ちは 宿営の 外に 出て [イエス] の もとに 
行き， この 方が 忍ばれた 非難を 忍ぼう 
では あり ません か。 14 わた したち は 
ここに ，永続す る 都市を 持っ て おらず， 
来たるべき ものを 切に 求めて いるので 


[夕）  かた  とお  つね  さんび  ぎ 

す。 15 この 方を 通して 常に 賛美の 犠 

せい  [チ） 

牲を裡 にさ さげましょう。 すなわち， 

おおやけ せんめい  [ッ) くちびる  み [テ） 

そのみ 名を 公に 宣明 する 唇の 実です。 


ぜん  おこ  1 卜】 

16 さらに， 善を 行なう こと， そして， 


第 13 章 


ウ ヘプ 12:3 


第二 欄 


ス 使徒 2:24 


他の 人と 分かち合 うこ とを 忘れて はな 
りません。 裡は そのような 犠牲を 犬い 
に 喜ばれる のです。 

17 あなた 方の 間で 指導の 任に 当た っ 
ている 人たち に 従い， また 柔順で あ 
りなさい。 彼らは 言い開きを する 者と 
して， あなた 方の 魂を 見守って いるの 
です。 こうして [あなた 方は], 彼らが 
これを 喜びのう ちに 行ない， 嘆息し な 
がら [行なう こと] のない ようにし なさ 
い。 そのような ことは あなた 方に とっ 
て 損失と なる のです。 

18 わたしたち のために 祈りつ づけ 
てくだ さい。 わたしたちは 正直な 良 
心を 抱いて いると 信じて います。 すべ 
ての ことに おいて 正直に 行動した いと 
願って いるから です。 19 しかし わた 
しは， あなた 方が そうして くれる よう 
にと なお いっそう 勧めます。 わたしが 
それだけ 早く あなた 方のと ころに 戻る 

[ク） 

ためです。 

20 では， 平和の 裡 が， すなわち， 永 
遠の 契約の 血を もっ て 羊 の 偉大な 牧者 
である わたしたちの 主 イエスを 死人の 
中から 引き上げられた 方が，  21 あな 
た 方に あらゆる 良い ものを 備えて その 
ご 意志を 行なわせ， み 前に あって 大い 
に 喜びと なる 事柄を， イエス •キリス 
卜を 通して わたしたちの 中で 行なって 
くださいます ように。 この 方に 栄光が 

かぎ  えいきゅう  f ソ） 

限りなく 永久にあります ように。 アー 
ノン。 

22 では， 兄弟たち， この 励ましの 
言葉を こ ら えて くれる ように 勧め ま 
す。 わたしは， 実際のと ころ， 少しの 


1875  試練に 耐え， 命の 冠を 受けなさい  へ ブライ 13:23 — ヤコブ 1:15 


言葉で あなた 方に 手紙を つづ っ たので 

(7)  きょうだい  [ィ） しゃく 

十。 23 わたしたちの 兄弟 テ モテが 釈 

ほう  し  かれ 

放された ことを 知って ください。 彼が 
すぐにで も 来れば， わたしは 彼と 一緒 

がた  あ 

にあ なた 方に 会え る ことでしょう。 

がた あいだ  しどう  にん  あ 

24 あなた 方の 間で 指導の 任に 当た っ 
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ィ 使徒 27:1 
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ている 人たち すべてに， またす ベての 
聖 なる 者たち にわたしの あいさつを 伝 
えてく ださい。 イタリア にいる 人々 が 
あなた 方に あいさつを 送って います。 

25 過分の ご 親切が あなた 方す ベて 
と共にあります ように。 


ヤコブの 手紙 


1 裡 および 主 イエス •キリス トの 奴 
隸 ヤコブから， 各地に 散って いる 
十二 部族へ： 

あいさつを 送ります。 

2 わたしの 兄弟たち， さまざまな 試 
練に 遭う とき， それを すべて 喜びと し 
なさい。 3 あなた 方が 知ってい るよう 
に， こうして 試される あなた 方の 信仰 
の 質は 忍耐を 生み出す からです。 4 し 
かし， 忍耐には その 働きを 全うさせな 
さい。 それは， あなた 方が 完全に， また 
すべての 点で 健全に なり， 何事に も 欠 
ける ところの ない 者と なる ためです。 

5 それで， あなた 方の 中に 知恵の 欠け 
た 人が いるなら， その 人は 姓に 求め つづ 
けなさい。 [把は すべての 人に 寛大に， 
またとが める ことなく 与えて くださる 
のです。 そのよう に すれば， それは 与え 
られ ます。 6 しかし， 信仰のう ちに 求 
めつ づけるべき であり， 疑うよう な こと 
が あっては なりません。 疑う 人は， 風に 
吹かれて 揺れ動く 海の 波の よう だから 
です。 7 実際， その 人は 白 分が エホバ 
から 何 かを いただける など と 思って は 
なりません。 8 その 人は 優柔不断 であ 
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り ，そのす ベての 道に おいて 不安定です。 

9 しかし， 低い 立場に ある 兄弟は 自 
分が 高め られる ことを 太い に 喜びな さ 
い。 10 そして， 富んだ 人は 自分が 低 
めら れる ことを [大いに 喜びなさい]。 
[富んだ 人] は 草木の 花の よう に 過ぎ行 
くからで す。 11 太陽が 焼 けつく よう 
な 暑さを 伴って 昇り， 草木を 枯らす と， 
その 花は 落ち， その外 観の 美し さはう 
せる のです。 富んだ 人 も それと 同じよ 
うに， 生涯の 途上で 消えて ゆきます。 

12 試練に 耐えて ゆく 人は 幸いです。 
なぜなら ，その 人は 是認 さ れる とき， エ 
ホバ がご 白 分を 愛し 続ける 者た ちに 約 
束され たもの， すなわち 命の 冠を 受け 
るからで す。 13 試練に 遭う とき， だ 
れ も， 「わた しは# から 試練を 受けて 
いる」 と 言って はなり ません。 悪い 事 
柄で 裡が 試練に 遭う という ことは あり 
えません し， [そのよう にして] ご 自身 
が だれかに 試練を 与え る こと もない か 
ら です。 14 むしろ， おのおの 自分の 
欲望に 引き出されて 誘われる ことによ 
り 試練を 受ける のです。 15 次いで 欲 
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に 忘れる 人では なく， 業を 行なう 人と 
なって いるので， [それを] 行なう こと 
によって 幸福になります。 

じぶん  ほうしき  したが  すうはい 

26  _ 分では 正しい 方式に 従う 崇拝 

しゃ  おも  W  した 

者で あると 思って いても， 自分の 舌に 
くつ わを かけ +， 自らの 心を 欺いて い 
る 人が いれば， その 人の 崇拝の 方式は 
無益です。 27 わたしたちの 裡 また 父 
から 見て 清く， 汚れの ない 崇拝の 方式 
はこうです。 すなわち， 孤児 やや もめ 
を その 患難のと きに 世話す る こと， ま 
た 自分を 世から 汚点の な L ヽ 状態に 保つ 
ことです。 

2 わたしの 兄弟たち， [人を] 偏り見 
る あなた 方は， わたしたちの 栄光 
である， わた したち の 主 イエス •キリス 
卜の 信仰を 保って いないでは ありませ 
ん か。 2 というのは， 指に 金の指輪を 
幾つ もは め， きらびやかな 衣服を 着た 
人が あなた 方の 集まりに 入って 来る と 
します。 また， 汚れた 衣服を 着た 貧し 
い [人] が 入って 来ます。  3 ところが, 
あなた 方は きらびやかな 衣服を 身に 着 
けて いる 人に 好意を 示して， 「あなた 
はこ この 良い 場所に 席を お取りく ださ 
い」 と 言い， 貧しい 人には， 「あなたは 
立って いなさい」 とか， 「そこの わた 
しの 足 台の 下の 席に着きなさい」 と 言 
います。 4 これでは あなた 方は， 自分 
たちの 間に 階級 差別を 設け， よこしま 
な 決定を 下す 裁 き 人に なって いる こと 
になります。 そうではないでしょう か。 
5 わたしの 愛する 兄弟たち， よく 聴 
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望は， はらんだ ときに， 罪を 産みます。 
そして 罪は， 遂げられた ときに， 死を 
生み出す のです。 

16 わたしの 愛する 兄弟たち， 惑わさ 
れて はなり ません。 17 あらゆる 良い 
賜物， また あらゆる 完全な 贈り物は 上 
から 来ます。 [天の] 光の 父から 下って 
来る のです。 そして [父] には 影の 回転 
による 変化 もありません。 18  [父] は 
自らそう 意図され たので， わたしたち 
を 真理の 言葉に よって 生み出し， わた 
したち が ある 意味で 被 造 物の 初穂と な 
るよう にされ ました。 

19 わたしの 愛する 兄弟たち， この 
ことを 知って おきなさい。 すべての 人 
は， 聞く ことに 速く， 語る ことに 遅く， 
憤る ことに 遅く あるべき です。 20 人 
の 憤りは 裡の義 の 実践とは ならない か 
ら です。  21 したがって， あらゆる 汚 
れ， そして あの 余分な ものである 悪を 
捨て去り， あなた 方の 魂を 救いうる 言 
葉が 植え付けられ るのを 温和に 受け 入 
れ なさ^1。 

22 しかし， み 言葉を 行なう 者と なり 
なさへ。 ただ 聞く だけで， 虚偽の 推論 
によって 自分を 欺く 者と なって はなり 
ません。 23 み 言葉を 聞いても 行なわ 
ない 人が いるなら， その 人は， 鏡で 自 
^ の 生まれつきの 顔を 見る 人の ような 
もの だからです。 24 その 人は 自分を 
見は します が， そこを 離れる と， 自分が 
どのような 者で あるかを すぐに 忘れて 
しまう のです。 25 しかし， 自由に 属 
する 完全な 律法の 中を 熟視し， [それ] 
を 守り 通す 人， その 人は， 聞いて すぐ 
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きなさい。 裡 は， 世に 関しては 貧しい 
者を 選んで 信仰に 富ませ， ご 白 分を 愛 
する 者たち に 約束され た 王国の 相続 者 
とされた のではありません か。  6 そ 
れ なのに， あなた 方は 貧しい 人を 辱 
めて います。 富んだ 人は あなた 方を 虐 
げ， あなた 方を 法廷に 引き出す のでは 
ありま せんか。 7 彼らは， あなた 方が 
呼ばれたり っ ばな 名 を 冒とくす るので 
はありません か。 8 そこで， もし あな 
た 方が， 「あなたは 隣人を 自分自身の 
ように 愛さねば ならない」 という 聖句 
による 王た る 律法を 実践して いるので 
あれば， あなた 方は りっぱに 行動して 
いる ことになります。  9 しかし， 相 変 
わらず [人を] 偏り見る ので あれば， あ 
なた 方は 罪を おかして いるので す。 律 
法に より 違犯者と して 戒められ ている 
ことになる からです。 

10 というのは， だれでも 律法の すべ 
てを 守り 行なっても， 一つの 点で 愈み 
外すなら， その 人は その すべてに 対す 
る 違反者と なる からです。 11 「あな 
たは 姦淫を 犯して はならない」 と 言わ 
れた 方は， 「あなたは 殺人を しては な 

[セ）  一 

ら ない」 とも 言われた のです。 そこで， 
も し 姦淫を 犯さな く て も 殺人を するな 
ら， 律法の 違犯者と なります。 12 自 
由の 民の 律法に よっ て 裁かれよ うとし 
ている 人の ようにい つも 話し， またい 
つも そのよう に 行動しなさい。 13 憐 
れ みを 実践し ない 人は， 憐れみを 示さ 

じ ぶん  さば  う 

れる ことなく  [自分の] 裁きを 受ける の 
です。 憐れみは 裁きに 打ち勝って 歓喜 
します。 
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14 わたしの 兄弟たち， ある 人が， 自 
分には 信仰が あると 言いながら， 業が 
伴って いないなら， それは 何の 益に な 
るでしょう か。 その 信仰は その 人を 救 
うこ とがで きないではありません か。 
15 兄弟 か 姉妹が 裸の 状態で いて， その 
日の 食物に も 事欠く のに， 16 あなた 
方のう ちの だれかが， 「安らかに 行き 
なさい。 暖かく して， じゅうぶん 食べ 
なさい」 と言う だけで， 体に 必要な 物 
を 与えないなら， それは 何の 益に なり 
ます か。 17 このように 信仰 も， 業が 
伴って いないなら， それだけでは 死ん 
でい るので す。 

18 しかしながら， ある 人は こう 言 
うこと でしょう。 「あなたには 信仰が 
あり， わたしには 業が あります。 業を 
別に したあな たの 信仰を わた しに 見せ 
てくだ さい。 そうすれば， わたしは 自 
分の 信仰を 自分の 業に よって あなたに 
見せて あげ ま しょ う」。 19 あなたは， 
ただ ひとりの 裡が おられる ことを 信じ 
ている というので すね。 なるほど それ 
は りっぱです。 です が， 悪霊たち も 信 
じて おののいて いるので す。  20 しか 
し， ああ， むなしい 人よ， あなたは， 業 
を 別に した 信仰が 無 活動で あ る ことを 
知りたい と 思います か。 21 わたした 
ちの 父 アブラハムは， 自分の 息子 イサ 
ク を 祭壇の 上に ささ げた 後に 業に よっ 
て 義と宣 せられた のではありませんで 
した か。 22 あなた 方は， [彼の] 信仰 
がその 業と 共に 働き， [彼の] 業に よっ 
て [その] 信仰が 完全に された のを 見て 
います。  23 そして， 「アブラハムは 


教える 者。 御し がたい 舌 
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ます。 それは 全身に 汚点を つけ， 生ま 

じんせい  しゃりん  も  みず か 

れつ いた 人生の 車輪を 燃、 や し， 自ら もゲ 
へナ によって 燃やされる のです。 7 人 
間は， あらゆる 種類の 野獣， および 鳥， 
はう もの， また 海の 生き物を ならして 
従わせ ますし， [実際] 従わせて きまし 
た。 8 しかし 舌は， 人類の だれも これ 
を 従わせる ことができません。 御し が 
たい， 有害な ものであって， 死を もた 
らす 毒で 満ちて います。 9 わたしたち 
は [舌] で エホバを， すなわち 父を ほめ 
たたえ， しかも その [同じ 舌] で， m 
に 似た 様で」 存在して いる 人間を のろ 

w  しゅくふく  おな 

います。 10 祝福と のろいが， 同じ 口 
から 出て 来る のです。 

わたしの 兄弟たち， こうした 事が こ 
のように して 続いて ゆく のは 正しく あ 
りません。 11 泉が 同じす き 間から 甘 
いものと 苦い ものを わき 出させる こと 
はないで はありません か。 12 わたし 
の 兄弟たち， いちじくの 木が オリー ブ 
を， ぶどうの 木が いちじくを 生じさせ 
る ことは できないで はあり ません か。 
塩水が 甘 I  口 K を 生 じさせる こと もで き 
ません。 

13 あなた 方の 中で 知恵と 理解力の 
ある 人は だれです か。 その 人は， 知恵 
に 伴う 温和 さを もって， 自分の りっぱ 
な 行状の 中から その 業を 示しなさい。 
14 しかし， あなた 方が 心の中に 苦々 し 
いねた みや 闘争 心を 抱いて いるなら， 
真理に 逆らって 自慢したり 偽ったり し 
ては なり ませ/ 1。 15 それは 上から 下 

ち え [夕）  ち てき [チ） どうぶつ てき  あくれい 

る 知恵では なく， 地 的， 動物 的， 悪霊 
的な ものです。 16 ねたみ や 闘争 心の 


ヤコブ 2：24—3：16 

エホバに 信仰を 置き， 彼に 対して それ 
は義 とみな された」 と 述べる 聖 句が 成 

就され， 彼は 「エホバの 友」 と 呼ばれ 

[イ） 

るよう になり ました。 

24 これで 分かる ように， 人は 業に 
よって 義と宣 せられる のであって， た 
だ 信仰 だ けに よって [義 と宣 せられ] る 
のではありません。  25 同じように， 
娼嬙 ラハブ も， 使者たち を 親切に 迎え， 
彼らを 別の 道から 送り出し たのち， 業 
によって 義と宣 せられた のでは ありま 
せんでした か。 26 実際に， 霊の ない 
体が 死んだ ものである ように， 業の な 
い 信仰 も 死んだ ものな のです。 

〇 わたしの 兄弟たち， あなた 方の 多 
^  くが 教える 者と なるべき では あり 
ません。 わたした ちがより 重い 裁きを 
受ける ことを あなた 方は 知ってい るか 
ら です。 2 わたしたちは みな 何度もつ 
まずく のです。 言葉の 点で つまずかな 
い 人が いれば， それは 完全な 人で あり， 
全身を 御す る ことができます。  3 馬 
の 口にく つ わを 含ませて これを 従わせ 
れ ば， わたしたちは その 全身を も 操る 
ことができます。 4 ご覧なさい， 船で 
さえ， あのよう に 大きく， また 激しい 
風に 押される ものな のに， 非常に 小さ 
な 舵に よって， 舵取りの 思い どおりの 
場所へ 操縦され るので す。 

おな  した  からだ  ぶ ぶん 

5 同じように， 舌 も [体の] 小さな 部分 
です が， 大いに 自慢し ます。 ご覧な さ 
い， ごく 小さな 火が 何と 広大な 森林 地 
帯を 燃え上がらせる のでしょう。 6 そ 

した  [テ 1 

れ で， 舌は 火な のです。 舌は わたした 
ちの 肢体の 中で 不義の 世界を な してい 
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あると ころには， 無秩序 や あらゆるい 
とうべき ものが あるから です。 

17 しかし， 上からの 知恵は まず 第 一 ■ 
に 貞潔で あり， 次いで， 平和を 求め， 道 
理 にかない， 進んで 従い， 憐れみと 良 
I ヽ実 とに 満ち， 不公平な 差別を せず， 偽 
善 的でありません。 18 そのうえ， 義 
の 実は， 平和を 作り出し ている 人たち 
のために， 平和な 状態の もとに 種を ま 
かれます。 

A あなた 方の 間の 争いは どこから， 
^ また 戦いは どこから 起こる のです 
か。 それは 次の ものから 起こる のでは 
ありま せんか。 つまり， あなた 方の 肢 

たい  たたか  にくよく  かいらく  たい 

体の 中で 闘う， 肉欲の 快楽に 対する あ 
なた 方の 渴 望からで す。 2 あなた 方 
は 欲します が， それでも 持って いませ 
ん。 殺人と 貪りを 続けます が， それで 
も 得る ことができません。 あなた 方は 
戦いつ づけ， 争いつ づけます。 あなた 
方が 持って いないのは 求めない からで 
す。  3 なるほど 求めは します。 それ 
でも 受けて いません。 肉欲の 快楽に 対 
する 自分の 渴望 のために 用いよう とし 
て， まちがった 目的の ために 求めて い 

[テ） 

るからで す。 

4 姦婦たち よ， あなた 方は 世との 交 
友が 裡 との 敵対で ある ことを 知らない 
のです か。 したがって， だれでも 世の 
友に なろうと する 人は， 自分を 裡の敵 
としてい るので す。  5 それとも， あ 
なた 方に とって， 「わた したち の 内に 
宿って いる 霊は， そね みの 傾向を もっ 
て 絶えず 慕う」 と聖 句が 述べて いる こ 
とは 無駄に 思える のです か。  6 しか 
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し， [裡] が 与えて くださる 過分の ご 親 
切は それに 勝る のです。 ですから， こ 
う 述べられて います。 「裡 はごう 慢な 
者に 敵し， 謙遜な 者に 過分の ご 親切を 

ほどこ  [ゥ] 

施される」。 

7 したがって， 迚に 服しなさい。 し 

あくま  む  【才） 

かし， 悪魔に 立ち向かいなさい。 そう 
すれば， 彼は あなたから 逃げ去り ます。 
8 裡 に 近づきなさい。 そうすれば， [禆] 
は あなた 方に 近づいて くださいます。 
あなた 方の 手を 清く しなさい， 罪人た 
ちよ。 また， あなた 方の 心を 浄め なさ 
い， 優柔不断の 者たち よ。 9 惨め さに 
浸り， 嘆き， 泣きなさい。 あなた 方の 
笑いを 嘆きに， 喜びを 失意に 変えな さ 
い。 10 エホバの み 前に あって 謙遜に 
なりなさい。 そうすれば， あなた 方を 
高めて くださる でしょう。 

11 兄弟たち， 互いの ことを 悪く言 
うのは やめな さ へ。 兄弟の ことを 悪く 
言ったり， 自分の 兄弟を 裁いたり する 
人は， 律法を 悪く言い， 律法を 裁いて 
いるので す。 そして， 律法を 裁く ので 
あれば， あなたは 律法を 行なう 者では 
なく， 裁き 人です。 12 立法者 また 裁 
き 主で ある 方は ひとり， それは 救う こ 
とも 滅ぼす こと もで きる 方です。 しか 
し， [自分の] 隣人を 裁く あなたは， いっ 
たいだれ なのです か。 

13 さあ， 「今日 か 明日， わたしたち 
はこ の 都市に 旅 して そこ で 一年 過ごし， 
商売を してもう ける ことにしよう」 と 
言う 人たち よ， 14 あなた 方は， あす 

ソ レビ 19:16; 箴 17:9; タ ルカ 6:37; チ マタ 7:1; ツ イザ 
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自分の 命が どうなる かも 知らないので 
す。 あなた 方は， 少しの あいだ 現われ 
ては 消えて ゆく 霧の ような もの だから 
です。 15 むしろ， 「もし エホバの ご 
意志で あれば， わたしたちは 生きて い 
て， これを， あるいは， あれを する こ 
とでしょう」 と言うべ きです。 16 し 
かし 今， あなた 方は 独り善がりの 自慢 
を 誇りと しています。 そのような 誇り 
はすべ てよ こしまな ものです。 17 し 
たがって， 正しい ことを どのように 行 
なう かを 知っていながら 行なわな いな 


ら ，それは その 人に とっ て 罪な のです。 

5 さあ ，富んだ 人た ちよ， 泣きなさい。 

自分に 臨もうと している 悲惨な 事 
柄を 思って 泣き わめきなさい。 2 あな 
た 方の 富は 朽ち， あなた 方の 外衣は 蛾 
に 食われて しまいました。 3 あなた 方 
の 金 や 銀は 腐食して おり， その さびは 
あなた 方に 対する 証人と なって， あな 


(サ）  お  （シ 1 たく わ 

な ものを， あなた 方は 終わりの 日に 蓄 


[ス）  らん  がた 

えたので す。 4 ご覧なさい， あなた 方 


の 畑の 収穫を した 働き人に 支払われる 
べきな のに， あなた 方の もとに 取って 


ほうしゅう [セ） さけ  [V)  たす 

ある 報酬が 叫びつ づけて おり， 助けを 

もと  （夕） か  にん  よ  ごえ  ばんぐん 

求める 刈 り 取り 人の 呼び声が 万軍の ェ 


ホバの 耳に 入り ま した。 5 あなた 方は 


ちじょう  く  にくよく  かいらく 

地上で ぜいたくに 暮ら し， 肉欲の 快楽に 


ふけって きました。 ほふられる 日に 自 

ぶん  こころ  ふと  [テ）  がた 

分の 心を 太らせました。 6 あなた 方は 

ぎ じん  つみ  さ だ  さつがい  かれ 

義人を 罪に 定め， また 殺害し ました。 彼 

てき  {卜） 

は あなた 方に 敵して いないで しょ うか。 

きょうだい  しゅ  りんざい (ナ） とき 

7 ですから， 兄弟たち， 主の 臨在の 時 

しんぼう  らん  のうふ 

まで 辛抱しなさい。 ご覧なさい， 農夫 


第 4 章 


第 5 章 


は 地の 貴重な 実を 待ちつ づけ， 早い 雨 
と 遅い 雨が あるまで， その [実] につい 
て 辛抱し ます。 8 あなた 方 も 辛抱し， 

心を 強固に しなさい。 主の 臨在が 近づ 

[ゥ） 

いたから です。 

9 兄弟たち， 互いに 対して 溜め息を 
ついてはな りません。 それは， あなた 
方が 裁かれない ためです。 ご覧なさい， 
裁き 主が 戸口の 前に 立っ て おられます。 
10 免 弟たち， 苦しみを 忍び， 辛抱す る 点 
士 、，エホバの 名 によって 語っ た 預言者た 
ちを 模範と しなさい。 11 ご覧なさい， 
忍耐した 人たち は 幸福で あ る， とわたし 
たちは 言います。 あなた 方は ヨブの 忍 

き [シ）  あた 

耐 について 聞き ，エホバが お与えに なっ 
た 結末を 見ました。 エホバは 優しい 愛 
情に 富まれ， 憐れみ 深い 方な のです。 

12 です が， わたしの 兄弟たち， 何よ 
り も， 誓う ことを やめなさい。 そうで 
す， 天に かけても， 地に かけても， ある 
いはほ かの どんな 誓いに かけても。 む 
しろ， あなた 方の， “ はい” は， はい 
を， “ いいえ” は， いいえを 意味す る 
ようにしなさい。 あなた 方が 裁きの も 

たお  [夕） 

と に 倒れ る ことのない ためです。 

13 あなた 方の 中で 苦難に 遭って い 
る 人が います か。 その 人は 祈りつ づけ 
なさい。 元気な 人が います か。 その 人 
は 詩を 歌いなさい。 14 あなた 方の 中 

びょうき  [テ）  かいしゅう 

に 病気の 人が います か。 その 人は 会衆 
の 年長者た ちを 自分のと ころに 呼びな 
さい。 そして， エホバの 名に おいて 油 
を 塗っても らい， 自分の ために 祈って 
もらいなさい。 15 そうすれば， 信仰 

ナ詩 141:5; イザ 61:3; ルカ 10:34。 
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1881  自分の 罪を 告白す る。 生ける 希望 

の 祈りが 病んで いる 人を よくし， エホ 
パは その 人を 起き上がらせて くださる 
でしょう。 また， その 人が 罪を 犯した 
ので あれば， それは 許される でしょう。 

16 ですから， 互いに 自分の 罪を あら 

こくはく  W  いの 

わに 告白し， 互いの ために 祈りなさい。 

がた 

それは， あなた 方が いやされる ためで 

{ォ】  ぎ  き がん 

す。 義に かなった 人の 祈願は， それが 
働く とき， 大きな 力が あります。 17 エ 
リ ヤ はわた したち と 同様の 感情を 持つ 
人でした が， 祈りの 中で， 雨が 降らな 

(ク） 

いように と 祈りました。 すると， その 


ヤコブ 5:16 —ぺ テロ 第一 1：8 

地には 三年 六 か 月の あいだ 雨が 降り ま 
せんでした。 18 そして 彼が 再び 祈っ 
たと ころ， 天は 雨を 降らせ， 地は その 
実を 生じさせました。 

19 わたしの 兄弟たち， もし あなた 
方の 中の だれかが 惑わされて 真理から 
それ， 別の 人が これを 立ち返らせるな 
ら， 20 罪人を その 道の 誤りから 立ち 
返らせる 人は， その 人の 魂を 死から 救 
い， 多くの 罪を 覆う， という ことを 知 
りなさい。 


ぺ テロの 第一の 手紙 


-I イエス .キリス トの 使徒べ テロ か 
1 ら， ボン トス， ガラ テア， カ パ ド 
キア， アジア， ビチ ニアの 各地に 散って 
いる 一時的 居留 者たち， 2 父なる# の 
予知に したがい， 霊に よる 聖 化を も っ 
て， [また] 従順な 者と なって イエス • 

ち [キ） ふ  か  （ク 1 もくてき 

キリストの 血を 振り掛けられる 目的で 
選ばれた 者たち へ： 

過分の ご 親切と 平和が あ なた 方に 増 
し 加えられます ように。 

3 わたしたちの 主 イエス •キリスト 
の# また 父が たたえられます ように。 
[迚] は その 犬い なる 憐れみに より， イ 
エス •キリス トの 死人の 中からの 復 
活を 通して， 生ける 希望への 新たな 誕 
生 を わたしたちに 与えて くださった 
のです。 4 すなわち， 朽ちず， 汚れ 
なく， あせる ことのない 相続財産へ 
[の 誕生] です。 それは あなた 方の ため 


アマ タ 10:2 
イ 使徒 2:9 


ョハ 15:19 
ヘプ 11:13 
ロマ 8:29 


7 レビ 6:27 
ヘプ 12:24 


:/コ  I  15:20 
く  啓 20:6 
? コ1  15:44 
ぺテ I 1:23 
ノコ I  15:53 
チモ n 1:10 
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テモ n  3:1: 
キ箴 17:3 
ク申 8:16 


に 天に 取っ て 置かれて いるものです。 
5 その あなた 方は， 終わりの 時期に 表 
わし 示される ように 備えられ ている 救 

(I)  しんこう [才） 

いのた め， 信仰に より， 姓の 力に よっ 
て 保護され ています。  6 この ことを 
あなた 方は 大いに 歓ん でい ます。 もっ 
とも， 現在 しばらくの 間， やむ をえ な 
いこと であるに しても， あなた 方は さ 
ま ざまな 試練に よっ て 悲嘆 させられて 
きました。  7 それは， 火に よって 試さ 
れ ながら も 滅びて しまう 金よ りは るか 
に 価値の ある， あなた 方の 信仰の 試さ 
れた 質が， イエス •キリストの 表わし 
示される 時に， 賛美と 栄光と 誉れの い 
われと なる ためな のです。  8 あなた 
方は 彼を 見た ことはありません が， 彼 
を 愛して います。 現在 彼を 見て いませ 
ん が， 彼に 信仰を 働かせ， 言い表わす 
こ とので きない 栄え ある 喜びを もって 


I 1 1  タラ 5 11 
王 王 マガ 詩 詩 


d:1 13: 33: o.o 


フホ ホイ マ 


113 :  ^ :31 :18 A7^,^ 
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よろこ  おのおの  わざ 

大いに 歓ん でい ます 0  9 それは， あな 第1 章  17 さらに， 各々 の 業に したがって 

がた  しんこう  は  たましい すく  V  n-  R-99  こうへい  さば  [ァ) ちち  よ  もと 

た 方の 信仰の 果て， すなわち 魂の 救い 13 17 公平に 裁かれる 父を 呼び 求めて いるの 
を 得る からです。  であれば， 外人 居留 者と して 過ごす 

すく  かん  きん  ハガ 2:7  あいだ [ィ） おそ  きも  いだ  せいかつ 

10 ほかならぬ この 救いに 関して， 勤 1；^2以2 間， 恐れの 気持ちを 抱いて 生活し な 
勉な 探究と 注意深い 調査が， あなた 方 さい。 18 あなた 方 も 知ってい るよう 

む  かぶん  しんせつ [ゥ）  よ  キイ ザ 53:5  ふ そでん らい  ぎょう 

に 向けられた 過分の ご 親切に ついて 預 ヘプ 山26 に， あなた 方が 父祖 伝来の むなしい 行 
言した 預言者たち によって 行なわれ ま 状から 救い出され たのは， 朽ちる もの， 
した。 11 彼らは， 自分のう ちに ある 3 ぢ は26 つまり 銀 や 金に よるので はない からで 

れい (才）  のぞ  くる  つづ サ 々'二 9:24  は）  おてん  こ 

霊が， キリス トに 臨む 苦しみと それに 続 使徒2: 14 す。 19 それは， きず も 汚点 もない 子 

えいこう [力）  あか  シへブ 11:39 ひつじ [力）  ち  きちょう  m 

く 栄光に ついて あらかじめ 証し をして 羊の [血] のよう な 貴重な 血， すなわち 

とき w  かん  とく  ミル w  たし 

いた 時， それが キリスト に関して 特に H5 ぶ キリス トの [血] によるの です。 20 確 

じき  じ せつ  しめ  夕 31 1:7  かれ  よ  もとい  お  まえ  よ 

どの 時期 あるいは どんな [時節] を 示し チ 使徒 ほ11 かに， 彼は 世の 基が 置かれる 前から 予 

[ク 1  た  しら  W  かれ ツ ロマ 12：2  ち  [ヶ）  じだい  お 

ている かを 絶えず 調べました。 12 彼 テ:^28^ 12 知され ていました。 しかし 時代の 終わ 
ら は， 天から 送られた 聖霊を もって あ Sh りに， あなた 方の ために 現わされ たの 
なた 方に 良いた よりを 宣 明した 人々 を 卜！^ ミグ です。 21 彼を 通して 裡 を， すなわち 
通して 今 あなた 方に 発表され ている 事  *  23:14  彼を 死人の 中から よみがえらせて 栄光 

がら (サ） ほうし  じ ぶんじ  -  あた  （ス) かた  しん 

柄に 奉仕し ましたが， それが， 自分 自 第二 欄 を お与えに なった 方を 信じて いる [あ 

しん  トン）  がた 

身の ためでは なく， あなた 方の ためで J*^0:1713 なた 方の ためな のです]。 それは， あな 
ある ことを 啓示され ました。 み使いた た 方の 信仰と 希望を 独に 向かわせ るた 
ちは， 実にこう した 事柄を 熟視したい めでした。 

おも  W  レビ 22:20  がた  しんり  たい  じゅうじゅん 

と 思って いるので す。  ± ョハノ 22 あなた 方は， 真理に 対する 従順に 

13 したがって， 活動に 備えて 自分の ク ふブユ14 よって 自分の 魂を 浄 め， その 結果 偽善 
黛い を 弓 ひ I き奋 め， あくまでも 冷静 さを 保 ヶ のない 兄弟の 愛情を 得た のです から， 

(v)  あら  しめ  ココ ロ 1:26  たが  こころ  ねつれつ  あい  あ  （チ] 

ちなさい。 イエス •キリストの 表わし 示 テト1:3  互いに 心から 熱烈に 愛し 合いなさい。 
される 時 あなた 方に もたらされる 過分 ^；2；94  23 あなた 方は， 朽ちる [種] ではな 
の ご 親切に 希望を 置きなさい。 14 あ う蝨 く， 朽ちる ことのない， [再生す る] 

がた じゅうじゅん  こ ども  いぜんむ ち  タ ロマ 12:9  [卜）  い  そんざい 

なた 方は 従順な 子供と して， 以前 無知 ョ ハ13 種に より， 生ける， いつまでも 存在 
であった ために 抱いた 欲望に そって 形 される 裡の 言葉を 通して 新たな 誕生 

づく  [ツ）  がた  め  - -T 1C. あた  ㈤  にく  もの 

作られる のを やめ， 15 あなた 方を 召 ； 3；6 を 与えられた のです。  24 「肉なる 者 

せい  かた  がた ナダ ニ 6:26  くさ  えいこう 

された 聖 なる 方に したがい， あなた 方 ニョ ハ6:63 はみ な 草の ごとく， その 栄光は みな 
自身 もす ベての 行状に おいて 聖 なる 者 ヌ^； ば8 草の 花の ようで ある。 草は 枯れ， 花 
となりなさい。 16 なぜなら， 「あな  Z-11-.3 は 落ちる。  25 しかし エホバの こと 

がた  せい  もの  ヨハ I  3:9  えいきゅう  そんぞく  {ハ） 

た 方は 聖 なる 者で なければ ならない。 ネ 詩90:5  ばは 永久に 存続す る」 と あるからで 

■  H  か  詩 1〇3：15 

わたしは 聖 なる 者 だからで ある」 と 書 す。 そして， これが， すなわち， あ 
かれて いるから です。  ^1ft'40：82 なた 方に 良いた よりと して 宣 明され 
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たこと が， その 「ことば」 なのです。 

あく ⑼ 

〇 したがって， すべての 悪， すべて 
^ の 欺まん と 偽善と そね み， また あ 
ら ゆる 陰口を 捨て去りなさい。 2  [そ 
して，] 生まれた ばかりの 幼児の よう 
に， み 言葉に 属する， 何も 混ぜ物の な 
い 乳を 慕う 気持ちを 培い， それによ っ 

せいちょう  すく  いた  W 

て 成長して 救いに 至る ようにしなさい。 

しゅ  しんせつ  かた 

3 ただし これは， まが 親切な 方で ある 
ことを 味わい知って いるならば のこと 


です。 


たし  かれ  【ヶ) しりぞ 

確かに 彼は 人には 退けられました 


[コ）  [サ) えら  きちょう 

が， 迚に とっては 選ばれた 貴重な [石] 

がた  い  トン）  たい 

であり， あなた 方は， 生ける 石に 対す 

き  みず か 

るよう に 彼の もとに 来て， 5 自ら もま 


た 生ける 石と なっ て聖な る 祭司 職の た 


めの 霊的な 家に 築き上げられて ゆく の 


です。 それは， 迚に 受け入れられる 霊 
的な 犠牲を イエス •キリス トを 通して 

(V] 

ささげる ための ものです。  6 という 
のは， 聖書に こうある からです。 「見 
よ， わたしは シオンに ひとつの 石を 据 
える。 選ばれた [石]， 土台の 隅 石， 貴 
重な [石] である。 これに 信仰を 働かせ 
る 者は 決して 失望に 至る ことがない」。 


7 したがって， 彼が 貴重な のは あな 


た 方に とってで あり， それは あなた 方 
が 信じる 者と なって いるから です。 し 
かし， 信じて いない 者たち に とっては， 
「k 築 者た ちの 退けた その 岩が 隅の 頭と 
なった」，  8 また 「つまずきの 石， と 
がの もとと なる 岩 塊」 です。 こうした 
人々 はみ 言葉に 不従順な ためにつ まず 
いている のです。 彼らは まさに そうし 
た 結末に 定められても いまし/！:。 9 し 
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がた  えら  _ しゅぞく 

かし あなた 方は， 「選ばれた 種族， 王 

さいし  せい  こくみん [ァ 1 とくべつ  しょゆうぶつ 

なる 祭司， 聖 なる 国民， 特別な 所有物 

たみ W!  やみ  じ 

となる 民」 であり， それは， 闇から ご自 


分の 驚く べき 光の 中に 呼び入れ てくだ 
さった 方の 「卓越 性を 広く 宣 明す るた 
i」 なのです。 10 というのは， あな 
た 方は かつては 民ではありません でし 
たが， 今は 拽の 民で あるから です。 あ 
なた 方は 憐れみを 示されない 者でした 
が， 今では 憐れみを 示された 者と なっ 
ている からです。 

11 愛する 者たち よ， 外国人 また 一 
時 的 居留 者で ある あな た 方に 勧めます 
が， つねに 肉の 欲望を 避けなさい。 そ 
うした [欲望] こそ， 魂に 対して 闘いつ 
づける ものな のです。 12 諸国 民の 中 
にあって いつも りっぱに 行動しなさい。 
それは， 彼らが， あなた 方を 悪行 者と 
して 悪く言って いる その 事柄に 関して 
あなた 方の りっぱな 業を 実際に 見， そ 
の [業の] ゆえに 検分の 日 に# の 栄光を 


たたえる ようになる ためです。 

にんげん  そうぞう  烟 しゅ 

13 人間の 創造した もの すべてに， 主 

ふく  [セ）  じょうい しゃ 

のために 服しなさい。 上位 者と しての 

(V)  たい 

王に 対してで あろうと， 14 あるいは， 
悪行 者を 処罰し， 善行 者を ほめる ために 
[王] か ら 遣わさ れた 総督に 対 してで あ 
ろうと [そのよう にしなさい]。 15 と 
いうのは， 道理を わきまえない 人たち 
の 無知な 話を， あなた 方が 善を 行なう 
ことによって 封 じる のは， 迚のご 意志 
だからです。 16 自由の 民ら しく あり 

[ッ）  がた  あく 

なさい。 です が， あなた 方の 自由を， 悪 


ぺ テロ 第一  2:17—3:7  キリス トの 手本。 貞潔な 行状。 弱い 器  1884 

の 覆いと してでは なく，# の奴隸 とし 第2 章 方は さまよって いて， 羊の ようで あっ 
て 保ちなさい。 17 あらゆる [人] を 敬 ^?7：223 たからです。 しかし 今は， あなた 方の 

(ゥ） なかま  きょうだい ぜんたい  あい （ェ）  おそ 闭  ウ レビ 19:32  たましい ぼくしゃ ⑷  かんとく  かえ  き 

い， 仲間の 兄弟 全体を 愛し，# を 恐れ， n マ 12:10 魂 の 牧者 また 監督の もとに 帰って来 
王を 敬いなさい。  All ました。 

is 家僕は [しかるべき] 恐れを つく 才 K1 ぷ1 Q 同じように， 妻たち よ， 自分の 夫 
して 自谷の 戸々 有 箸に 月 I しなさい。 4k  SsT  ^ に 倉艮 しなさい。 それは， み ite こ 
で 道理を わきまえた 者に 対して だけで %%^lA 従順で ない 者が いると しても， 言葉 
なく， 気 むずかしい [所有者] に対して 7  "〇  3；22 によらず， 妻の 行状に よって， 2 つま 
も [そのよう にしなさい]。 19 なぜな ヶ 2ぽ5 り， 深い 敬意の こもった あなた 方の 貞 
ら， 裡 に対する 良心の ゆえに 悲痛な 事 サ 潔な 行状を 実際に 見て 引き寄せられる 
柄に 耐え， 不当な 苦しみを 忍ぶなら， そ ためです。 3 そして， あなた 方の 飾り 
れは 喜ばしい こと だからです。 20 罪 は， 髪を 編んだり， 金の 装飾を 身に 着 

う  ヨハ 13:15  W  がいい  き  がいめん 

を おかして 打たれて いると きに， あな ソョ けたり， 外衣を 着たり する 外面の もの 

がた  たしの  ^  ^  M 

た 方が それを 耐え忍ぶ からといって， であって はなり ません。 4 むしろ， も 

、、v 彳サ、 しず  おんわ  れい (サ）  く  よそお 

そのこと にいった いどん なほめ るべき  n；i2；21 の 静かで 温和な 霊と いう 朽ちない [装 

てん  [コ）  ぜん  おこ  テへ ブ 5:8  [シ） こころ  ひ  W 

点が あるで しょうか。 しかし， 善を 行 トヱ レ11 ぽ い] をした， 心の中の 秘められた 人を 
なって 苦しみに 遭って いると き， あな ナご： [飾り] としなさい。 それは® の 目に 大 
た 方が それを 耐え忍ぶなら， それは# 二^ 5$21 いに 価値の ある ものです。 5 裡 に 望 

よろこ  ('»  ヌイ ザ 53:12  お  せい  さき 

に とって 喜ばしい ことなの です。  ネィ ザ53:5 みを 置いた 聖 なる 女たち も， 先には そ 

21 事実， あなた 方は こうした [道] のようにして 身を 飾り， 自分の 夫に 服 
に 召された のです 。キリスト でさえ あ ァィザ53:6 していた からです 0  6 サラが アブ ラ 

くる  う （ス）  イ ヨハ しゅ  よ  したが 

なた 方の ために 苦しみを 受け， あなた  ハムを 「主」 と 呼んで これに 従ってい 

方が その 歩みに しっかり 付いて 来る よ - たと おりです。 そして あなた 方は 彼女 

う 手本を 残された からです。 22 彼は の 子供と なった のです。 もっとも それ 
罪を 犯さず， また その 口に 欺きは 見い 1 ご : だ は， あなた 方が いつも 善を 行ない， ど 
だされませんでした。 23 彼は， のの  lVt'^2 んな 怖ろ しい 事を も 恐れずに いるなら 

[チ）  かえ  オ ロマ 10:16  (v) 

しられても， ののしり 返したり しませ ばの ことです。 

ん でした。 苦しみを 受けても， 脅かし 7 夫たち よ， 同じように， 知識に し 
たりせ ず， むしろ， 義に そって 裁く 方 ?^25:289 たがって [妻] と共に 住み， 弱い 器で あ 

しゅうし  じぶん  [卜）  くい  コロ  3:12  じょせい  ほ ま  はい  [ツ] 

に 終始 ご 自分を ゆだねました。 24 杭 シコ nwe る 女性と して これに 誉れを 配しなさい。 
の 上で わたしたちの 罪を ご 自身の 体に スジ ぱ あなた 方は， 過分の 恵みと しての 命を 
負い， わたしたちが 罪を 断ち， 義に対 セ i/18 だ6  [妻] と共に 受け継ぐ 者で も あるからで 

い  エフ 5:33  [テ）  いの 

して 生きる ようにして くださった ので ソ 歳3:25  す。 [そうする のは，] あなた 方の 祈り 
す。 そして， 「彼の 打ち傷に よって あ ^r7：321 が 妨げられない ためです。 

なた 方は いやされました」 〇  25 あなた 3^28 卜哀 3:44。 
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希望の 弁明。 バプ テス マ 


8 最後に， あなた 方は みな 同じ 思い 
を 持ち， 思いやりを 示し 合い， 兄弟の 
愛情を 抱き， 優しい 同情心に 富み， 謙 
遜な 思いを 抱きなさい。 9 危害に 危 
m, ののしりに ののしりを 返す ことな 
く， かえって 祝福を 与えなさい。 あな 
た 方は そう した [道] に 召された からで 
す。 それは あなた 方が 祝福を 受け継ぐ 
ためな のです。 

10 というのは， 「命を 愛して 良い 日 
を 見たい と 思う 者は， 舌を 制して 悪を 

くちびる  あざむ  かた 

[口に] せず， 唇を [制して] 欺きを 語ら 
ぬよう にし， 11 悪い ことから 離れて 
善い ことを 行ない， 平和を 求めて それ 
を 追い求めよ。 12 エホバの 目は 義に 
かなった 者たち の 上に あり， その 耳は 
彼らの 祈願に 向けられ るからで ある。 
しか し エホバの み 顔は 悪を 行なう 者た 
ちに 向かって いる」 と あるから です。 

13 実際， あなた 方が 善い ことに 熱心 
になるなら， だれが あなた 方に 害を 加 
える でしょう か。 14 です が， たとえ 
義 のために 苦しみを 受ける ことがあ っ 
て も， あなた 方は 幸いです。 しかし， 
彼らの 恐れる もの を 恐れて は なり ませ 
ん。 また [それに] 動揺しても なり ませ 
ん。 15 むしろ， あなた 方の 心の中で 
キリストを 主と して 神聖な ものと し， 
だれでも あなた 方のう ちに ある 希望の 
理由を 問う 人に 対し， その 前で 弁明で 
きる よう 常に 備えを していなさい。 し 
か し 温和な 気持ちと 深 L ヽ 敬意を もって 
そうする ようにしなさい。 

16 正しい 良心を 保ちなさい。 それ 
は， あなた 方が 悪く言われ ている 事柄 
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ぺ テロ 第一  3:8— 4：1 

について， キリス トに ちなん だ あなた 
方の 良い 行状を 軽べ つして 語って いる 
人たち が 恥じ入る ためです。 17 とい 
うのは， 善を 行なって 苦しみに 遭う ほ 
うが， もし® がご 意志に よってそう 望 
まれる ので あれば， 悪を 行なって [苦 
しみに 遭う] より 良い こと だからです。 
18 キリス トで さえ 罪に 関して 一度 か 
ぎり 死なれました。 義 なる 方が 不義の 
者たち のためにです。 それは あなた 方 
を# に 導く ためでした。 彼は 肉に おい 

わた  [ク）  れい  い 

て 死に 渡され， 霊に おいて 生かされた 
のです。 19 この [状態] で また， 彼は 
獄 にある 霊たち の もとに 行って 宣べ伝 
えました。  20 それは， かつて ノアの 
日に 裡が 辛抱して 待って おられた 時に 
不従順であった 者たち であり， その 間 
に 箱船が 建造され， その 中に あって 少 
数の 人々， つまり 八つの 魂が 無事に 水 
を 切り抜けました。 

21 これに 相当す る もの， すなわち バ 
プテ スマ （肉の 汚れを 除く ことでは な 
く， 神に 対して 正しい 良心を 願い求め 
る こと） がまた， イエス •キリス トの 
復活を 通して 今 あなた 方を 救って いる 

[チ）  かた 

のです。 22 この 方は# の 右に おられ 
ます。 天へ 行かれた からです。 そして 
もろもろの み使いと 権威と 力は 彼に 服 
させられ ま した。 

A したがって， キリストは 肉体に お 
^ いて 苦しみを 受けられ たのです か 
ら， あなた 方 も 同じ 精神の 意向を もっ 
て 身を 固めなさい。 肉体に おいて 苦し 


ト マタ 28:18; コ I 15:25; エフ 1:21; フイ 2:9;  第 4 章 
ナ フイ 2:8; ニ  ロマ 6:7; コ n  5:14; コロ  3:5。 
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もの  つみ  しんせい  せんげん (ア）  つ 

みを 受けた 者は 罪を やめて いるからで 第4 章 裡の 神聖な 宣言を [告げる] かの ように 
す。 2 それは， 肉体に おける [自分の]  7  3^63；6  [語りなさい]。 奉仕す る 者は， 裡が備 
残りの 時を， もはや 人間の 欲望の ため えてく ださる 力に 頼る 者と して [奉仕 
にでは なく，# の ご 意志に 関して 生き ヱ 使徒 17:3〇 しなさい] 0 こうして， すべての こと 
るた めです。 3 というのは， 過ぎ去 っ  ぺ y>42:18 において， イェス •キリス トを 通して 

とき あいだ [ェ）  がた  おこ  えいこう  き  W  [才） 

た 時の 間， あなた 方は， みだらな 行な 力 品5 は i 拽に 栄光が 帰せられ るた めです。 栄光 

(才） よくじょう  か ど  いんしゅ (却 う  さわ  七 I- 一* いりょく  かぎ  えいき ゅう 

い， 欲情， 過度の 飲酒， 浮かれ 騒ぎ， と 偉力は 限りなく 永久に [姓] の もので 

の  むほう  ぐうぞうれいはい かたむ  a マ 6：21 

飲み くらべ， 無法な 偶像礼拝に 傾いて ェフ4: 17 す。 アーメン。 

[キ）  しょこく みん  ほっ  テト 3:3  あい  もの  がた あいだ 

いました が， 諸国 民の 欲する ところを ヶ° マ I:27  12 愛する 者たち よ， あなた 方の 間 

じゅうぶん  I ク） コ 使徒 13:45  も  しれん 

行なう のは [それで] 十分 だからです。 ，/以6 の 燃えさ かる 火は， 試練と して あなた 
4 彼らは， あなた 方が こうした 道を 自 サ ff/ ど2 方に 起きて いるので あり， 何 か 異常な 
分たち と共に 放とう の 同じ 下劣な よど "Sloaf ことが 身に 降り懸かって いるかの よう 

[ヶ]  はし  つづ  とうわく  スマ タ 8:22  とうわく 

みにまで 走り続けな いので， 当惑して ェフ2:1 に 当惑して はなり ません。 13 かえっ 

セサ I 16:7  くる  もの 

あなた 方の ことを いよいよ あしざまに ソョ ハ6:63 て， キリス トの 苦しみに あずかる 者と 
言います。  5 しかし そうした 人々 は， チ 以 なって いる ことを 歓び として ゆきな さ 
生きて いる 者と 死んだ 者と を 裁く 備え い。 それは， 彼の 栄光の 表わし 示され 
の ある 方に 対して 言い開きを する こ 刁 m る 時に も， あなた 方が 歓 び， また 喜び 

(シ 1  じじつ  卜箴 10:12  (ヶ J 

とになる でしょう。  6 事実， このた  iS17:9  にあ ふれる ためです。 14 キリス トの 

よ  し  もの  W  コ I 13*7  ひなん  （コ）  がた 

めに 良いた よりは 死んだ 者たち にも ナ 申1^  名のた めに 非難され るなら， あなた 方 
1 翫 された のです。 すなわち ，族ら こ ゴ だ は 幸いです。 栄光の [霊]， すなわち 裡 

にく  かん  にんげん  かんてん [セ）  さば 

が， 肉に 関しては 人間の 観点から 裁 - の 霊が あなた 方の 上に とどまって いる 

れぃ M  第二 欄  (*>] 

かれた 者と なっても， 霊に 関しては 7_7:38 からです。 

い  〇>9  がた 

挫の 観点から 生きた 者と なる ためで ^  II  ?2：7  15 しかしながら， あなた 方のう ち 

した。  S の だれも， 殺人者， 盗人， 悪行 者， あ 

じぶつ  お  ちか エコ 110:31  たにん  こと  かんしょう  もの W  くる 

7 しかし， すべての 事物の 終わりが 近 ォ ロマ lea るいは 他人の 事に 干渉す る 者と して 苦 

[夕）  けんぜん  おも  力べ テ 15: 9  あ  梅 

づきました。 ですから， 健全な 思いを キロ マ8: 17 しみに 遭って はなり ません。 16 しか 
もち， 祈りの ために 目を さまして いな し， クリスチャン として [苦しみに 遭う 
さい。 8 何よりも， 互いに 対して 熱烈 ヶ; ふ の] であれば， その 人は 恥じる ことは あ 
な 愛を 抱きなさい。 愛は 多くの 罪を 覆 りません。 むしろ その 名に よって# の 

(卜）  ぐち  い  たが  ヤコ 5:11  えいこう  いま 

うからです。 9 愚痴を 言う ことなく 互 シィザ 11:2 栄光を たたえて ゆきなさい。 17  [今] 

あたた  [ナ）  おのおの ステ モ 15:13  さば  いえ  はじ  [チ ) さ だ  とき 

いを 暖かく もてなしなさい 0 10 各々 セ ぺテ丨 2:2〇 は， 裁きが® の 家から 始まる 定めの 時 
が 受けた 賜物に 応じ， さまざまな 仕方 タフ ィ wo だからです。 さて， それが まず わたし 

あら  かぶん  しんせつ あつか  アモ II 1:12  ⑼  よ 

で 表わされる# の 過分の ご 親切を 扱う チゴ: £2 たちから 始まる ので あれば， 迚の 良い 
りっぱな 家令と して， 互いに 対する 奉 たよりに 従順で ない 者たち の 終わりは 
仕に それを 用いなさい。 11 語る 者は， テミ^^ 8 どうなる でしょう か。 18 「そして 義 


1887  長老。 群れを 牧 する。 悪魔は ほえる ライオン  ぺ テロ 第一  4:19—5:14 


人が かろう じて 救われて ゆく ので あれ 
ば， 不敬虔な 者 や 罪人は どこに 出て 来 
るだろう か」。 19 そうで あれば，# の 
ご 意志に したがって 苦しみに 遭って い 
る 者たち は， 善を 行ないつつ， 自分の 

魂を 忠実な 創造者に ゆだねて ゆき な 

[ゥ） 

さい 0 

^ それゆえ， あなた 方のう ちの 年長 
u 者に， わたしは こう 勧めます。 わ 
たし も 共に 年長者で あり， また キリス 
卜の 苦しみの1 fe 人， 表わし 示される 栄 
光に も あずかる 者 だからです。 2 あな 
た 方に ゆだねられた 拽の [羊の] 群れを 
牧 しなさい。 強いられて ではなく， 自 
ら 進んで [行ない]， 不正な 利得を 愛す 
る 気持ちからで はなく， 真剣な 態度で 
[枚しなさい]。  3 また# の 相続財産 
である 人々 に対して 威張る 者の よう 
にでは なく， かえって 群れの 模範と 
なりなさい。  4 そうすれば， 主要な 
牧者が 現わされた 時， あなた 方は あ 

M えいこう かんむり 1夕1  う 

せる ことのない 栄光の 冠 を 受ける で 


しょ 9 。 

5 同じように， 若い 人たち よ， 年長 
者たち に 服しなさい。 しかし， あなた 

がた  たが  たい 

方は みな， 互いに 対してへ りくだった 

おも  みつ  M  まん 

思いを 身に 着けなさい。 迚 はごう 慢な 

もの  てきたい  けんそん  か ぶん  しんせつ 

者に 敵対し， 謙遜な 者に 過分の ご 親切 

ほどこ  [テ） 

を 施される からです。 

ちからづよ 

6 それゆえ， 姓の 力強い み 手の もと 

けんそん  もの 

にあって 謙遜な 者と なりなさい。 そう 
すれば， [姓] はしかるべき 時に あなた 

がた  たか  [卜）  どうじ 

方を 高めて くださる のです。  7 同時 

じ ぶん  おも わずら [ナ） 

に， 自分の 思い煩いを すべて [拽] に ゆ 

がた  かえり 

だね なさい。 [拽] は あなた 方を 顧みて 
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くださる からです。 8 冷静 さを 保ち， 
油断な く 見張って いなさい。 あなた 方 
の 敵対 者で ある 悪魔が ほえ る ライオン 
のように 歩き回って， [だれかを] むさ 
ぼり 食おうと しています。  9 しかし， 
堅い 信仰を もって 彼に 立ち向か いなさ 
し1、。 苦しみを 忍ぶ 点での 同じ ことが， 
世に いる あな た 方の 仲間の 兄弟 全体の 
中で 成し遂げられて いるのを， あな 
た 方は 知っている からです。 10 しか 
し， あなた 方が しばらくの あいだ 苦し 
みに 遭った 後， キリス トとの 結びつき 
において あなた 方を ご 自分の 永遠の 栄 
光に 召された， あらゆる 過分の ご 親 
切の# は， _ら あなた 方の 訓練を 終 
え， あなた 方を 確固と した 者， 強い 
者と してく ださる でしょう。 11 そ 
の [拽] に 偉力が 永久に あり ますよう 
に。 アーメン。 

12 わたしは， 忠実な 兄弟で ある シ 
ル ワノを 通し， わたしは 彼を そうみな 
してい ますが， あなた 方に 少しの [晉 
葉] を もって [手紙を] 書きました。 [あ 
なた 方を] 励まし， これが 真に# の 過 
分の ご 親切で あ る ことを 切に 証し する 
ためです。 あなた 方は その [過分の ご 
親切の] うちに しっかり と 立ちなさい。 
13 バビロン にいる， [あなた 方] と 同じ 
ように 選ばれた [婦人] が， あなた 方に 
あいさつを 送って います。 わたしの 子 
マルコ もそう しています。 14 愛の 口 
づけを もって 互いに あいさつを 交わし 

なさ じ。 

キリスト と 結ばれた あなた 方す ベて 
に 平和が あります ように。 


ぺ テロの 第二の 手紙 

ど れい W  し と [ィ）  か 

1 イエス •キリストの 奴隸 また 使徒 第1 章  9 というのは， これらの ものの 欠け 
である シモン •ぺ テロから， わた た 人が いれば， その 人は 盲目で [光に 対 
したち の 神と 救い主 イエス •キリスト 2：]3 して] 目を 閉じて いるので あり， ずっ 

ぎ (エ1  おな  とっけん  1,1  い ぜん  じ ぶん  つみ  きよ  [4 

の義 により， わたしたちと 同じ 特権と ォ む％ と 以前の 自分の 罪から 清められ たこと 
しての 信仰を 得て いる 人々 へ：  ヵコ ロ^:9  を 忘れて いるので す。 10 このような 

か ぶん  しんせつ  へいわ  ^ ー ダ2  きょうだい  じ ぶん  め （エ）  えら （才） 

2 過分の ご 親切と 平和が， 裡 および ク わけで， 兄弟たち， 自分の 召しと 選び 

しゅ  せいかく  1  みず か かくじつ 

わたしたちの 主 イエスに ついての 正確 ヶ は を 自ら 確実に する ため， いよいよ 力を 
な 知識に よって あなた 方に 増し 加えら こヨ ハ1 ^ 尽くして 励みなさい。 これらの ことを 

(キ 1  V テモ 13:16 おこ  がた けっ 

れ ますよう に。 3 それは， その 神から シ^レ ヵ⑦ f 行なって ゆくなら， あなた 方は 決して 
の 力が， 栄光と 徳と によって わたした 失敗す る ことは ないから です。 只 事 
ちを 召された 方に ついての 正確な 知識 セ 使徒 ゴ: 実， そうする ことによって， わたした 

とお  いのち (コ） けいけん  せんしん [サ j かん  /  ^  in  しゅ  すく  ぬし 

を 通して， 命と 敬虔な 専心 に関するす  ちの 主 また 救い主 イエス •キリストの 

ベての 事柄を わたしたちに 惜しみな く  ^2；：6：2 永遠 A 王国に 入る [機会] が， あなた 方 
与えた からです。 4 また その [栄光と ^Un22：i5 に 豊かに 与えられる のです。 

徳 と] によって， 貴く， しかも 極めて 壮 ュダ3  12 このような わけで， わたしは こ 

だい やくそく トン） お  あた チ フイ4:8  がた おも 

大な 約束を 惜しみな くわた したち に 与 ッヨ ハ れら のこと を あなた 方に 思い出させた 

がた  ヘプ 5:14  (3)  きも  つねいだ 

えてく ださり， それに よって あなた 方 テ いという 気持ちを 常に 抱く ことで しょ 
が， 欲情の ゆえに 世に ある 腐敗から 逃 h ぺテ nw う。 もっとも， あなた 方は [それを] 知っ 

(ス）  （セ) せいし つ  もの  ナ テサ 1 4:9 

れ て， 神の 性質に あずかる 者と なる よ 二 J1;〗:14 ており， また [あなた 方のう ちに] ある 

(V)  啓2 .4  しんり [サ）  す  （シ） 

うにされ ました。  - 真理に しっかり 据えられても います。 

5 そうです， だから こそ， 真剣な 努 m~m 13 です が， わたしが この 幕屋に いる 

りょく  こた おう 【夕）  がた  しん ア 5 ハ*2:9  (ス） おも  がた 

力を つくして 答え 応じ， あなた 方の 信 ^ ^ 3：i\a かぎり， 思い出させる ために あなた 方 

こう とく  （チ）  ちしき ⑼  ちしき  じせい イへフ 9p4  ふる 

仰に 徳 を， 徳に 知識を， 6 知識に 自制 . を 奮い立たせ るのは 正しい ことで ある 

[テ！  にんたい  けいけん  せんしん  ' (t)  じぶん  まくや 

を， 自制に 忍耐を， 忍耐に 敬虔な 専心 ヱ ごブ 3:1 と 思います。 14 わたしは 自分の 幕屋 
を， 7  k 虔な 専心に 兄弟の 愛情を， 兄 ヵテモ ぃ:7 を まもなく 脱ぎ捨てる ことになるのを 

あい  くわ  [ナ）  キ ダニ 2:44  し  （ソ) . 

弟の 愛情に 愛を 加えなさい。 8 これ コ 115:53 知っている からです。 それは， わたし 

がた  あ  クテモ 114: 18  しゅ 

らの ものが あなた 方のう ちに 在って あ ヶマタ たちの 主 イエス •キリス トが わたしに 

ルカ 16:9 しめ  M 

ふれるなら， それは あなた 方が， わた  ヨハ^^ 示された とおりで もあります。 15 そ 

しゅ  = ロマ 1515  じぶん  さ  のち [チ] 

したち の 主 イエス •キリス トに ついて サヨ ハ I2:2! れ で， わたしは， 自分の 去った 後， あ 

せいかく  ちしき  かん  むかつ どう  ン ユタ 5  がた  かた 

の 正確な 知識に 関して 無 活動に なった スコ ぃ:〗  なた 方が 自分で これらの ことを 語れる 
り， 実を 結ば なくなった りする のを 阻 、ノ テモ nw よう， 時 ある ごとに 力を 尽くして 励む 

㈡  タ ヨハ 21:18  ,  ，  、 

んで くれる のです 0  チル ヵ 9:31 つもりで もい ます 0 
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聖書は 霊感に よる。 タ ルタ ロス 


16 そうです， わたしたちが， わたし 
たちの 主 イエス •キリス トの 力と 臨在 
について あなた 方に 知らせた のは， 巧 
みに 考え出された 作り話に よった ので 
はなく， その 荘厳 さの 目撃 証人と なっ 
たこと によるの です。 17 というのは， 
「これは わたしの 子， わたしの 愛する 
者で ある。 わたし 自ら この 者を 是認し 
た」 という 言葉が 荘厳な 栄光に よって 
もたらされた 時， [イエス] は 父なる 裡 
から 誉れと 栄光を お受けに な っ たから 
です。 18 そうです， わたしたちは 彼 
と共に 聖 なる 山に いた 時， この 晉 葉が 
天から もたらされ るのを 聞きました。 

19 したがって， わたしたちに とって 
預言の 言葉は いっそう 確かな ものと な 
りました。 そして あなた 方が， 夜が あ 
けて 明けの明星 が 上る まで， 暗い 所に 
輝く ともしびの ように， 心の中で それ 
に 注意を 払って いるのは よい ことです。 
20 なぜなら, あなた 方は まず この ことを 
知っている からです。 つまり， 聖書の 預 
言は どれ も 個人的な 解釈 か らは 出て い 
ない という ことです。  21 預言は どん 
な 時に も 人間の 意志に よっ て もたらさ 
れ たもので はなぐ 人が 聖霊に 導かれつ 
つ， 裡 によって 語った もの だからです。 
2 しかしながら， 民の 間には 偽 預言 
ム 者 も 現われました。 あなた 方の 間 
に 偽 教師が 現われる の も それと 同じで 
す。 実に これらの 人々 は， 破壊的な 分 
派を ひそかに 持ち 这 み， 自分たち を 買 
い取っ てくだ さっ た 所有者の ことを さ 
え 否認し， 自らに 速やかな 滅びを もた 
ら すので す。  2 さらに， 多くの 者が 


ぺ テロ  第二 1:16—2:10 

彼らの みだらな 行ないに 従い， そうし 
た 者たち のために 真理の 道が あ し ざま 

い  [ゥ）  かれ 

に 言われる でしょう。  3 また， 彼らは 
強欲に も まやかしの 言葉で あなた 方を 
利用す るでしょう。 しかし 彼らに 対し 

むかし  さば [才）  て ま 

て， 昔からの 裁きは 手間 どって いるの 
ではなく， その 滅びは まどろんで いる 
ので もありません。 

4 まさに® が， 罪を おかした み使い 
たちを 罰する ことを 差し控えず， 彼ら 
をタ ルタ ロスに 投げ込んで， 裁きの た 
めに 留め置かれた 者と して 濃密な 闇の 
坑に 引き渡され たので あれば，  5 ま 
た， 古代の 世を 罰する ことを 差し控え 
ず， 不敬虔な 人々 の 世に 大 洪水を もた 
ら した 時に 義の 伝道者 ノ アを ほかの 七 
人と 共に 安全に 守られた [ので あれば]， 
6 また， ソドムとゴモラの 都市を 灰に 
帰させて 罪に 定め， 来たるべき 事の 型 
を 不敬虔な 者たち に 示された [ので あ 
れ (i']， 7 また， 無法な 人々 の 放縦で 
みだらな 行ないに 大いに 苦しんで い 
た 義人 口 卜を 救い出された [ので あれ 
ば]—  8 この 義人は 日々 彼らの 間に 
住んで 見聞きす る 事柄に より， その 不 
法な 行ないの ゆえに， 自分の 義 なる 魂 
に 堪えが たい 苦痛を 味わって いたので 
すが 一 9 当然 エホバは， 敬虔な 専心 
を 保つ 人々 を どのように 試練から 救い 
出す か， 一方， 不義の 人々， 10 わけ 
て も， 肉を 汚そうと の 欲望を 抱いて そ 
れに 従い， M たる 者の 地位を 見下す 者 
を， 切り 断つ 目的で 裁きの 日の ために 
どのように 留め置く かを 知って おられ 
るので す。 


ぺ テロ 第二 2:11—3:3  真理から 離れた 者たち。 あざける 者  1890 


向こう見ずで 片意地な 彼らは， 栄光 
ある 者たち におの のかず， かえって あ 
し ざまに 言います。 11 しかしみ 使い 
たちは， 強さと 力に おいて 勝って いな 
がら， 彼らを あしざまに 訴えたり はし 
ません。 [そうしな いのは] エホバに 対 
する 敬意から です。 12 しかし これら 
の [人々] は， もともと 捕らえられて 滅 
ぼされ るた めに 生ま れた 理性の ない 動 
物の ように， _ 分が 無知で ありながら 
あしざまに 言う 事 がらの ゆえに， まさ 

みず か  みち  こうむ 

に 自らの 滅び [の 道] において 滅びを 被 
り， 13 悪行に 対する 報いと して 自ら 
を 損なう ことになります。 

彼ら は 昼間の ぜいたく な 生活を 楽しみ 
とします。 彼らは 汚点 またき ずで あり， 
気ままな 喜びを 抱いて 自分たち の 欺き 
の 教えに ふけり ますが， 一方では， あなた 
方と 宴席を 共に し _ す。 14 彼らは 姦 
淫に 満ちた 目 を 持ち， 罪を やめ る ことが 
できず， 不安定な 魂を 唆します。 彼ら 
は 強欲 さ の 面で 鍛えられた 心を 持つ 者 
です。 のろわれた 子ら です。 15 まっ 
すぐな 道を 捨てた 彼らは 惑わされ てい 
ます。 彼らは ベ オルの [子] バラ ムの道 
に 従いました。 彼は 悪行の 報いを 愛し 
ましたが， 16 自分が 正道に 背いた こ 
とに 対して 戒めを 受けました。 物を 言 
わな L 、駄 獣が， 人間の 声で 物を 言い， そ 
の 預言者の 狂気の 歩みを 妨げた のです。 

もの  いずみ (ッ） 

17 これらの 者たち は 水の ない 泉， 
激しい あらしに 吹き払われる 霧で あっ 
て， 彼らの ためには 闇の 暗黒が 留め置 
かれて います。 18 何の 益に もなら な 
い大 言を 吐き， また， 誤りの 中で 暮らし 
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ている 人々 からかろ うじて 逃れようと 
している 者たち を， 肉の 欲望と みだら 
な 習慣に よって 唆す からです。 19 そ 
れらの 者に 自由を 約束しながら， 彼ら 
自身は 腐敗の 奴隸 となって いるので 
す。 だれでも ほかの 者に 打ち負かされ 
る 人は， その 者の 奴隸 にされ るからで 
+。  20 確かに， 主 また 救い主なる イ 

エス • キリス トに ついての 正確な 知識 
によって 世の b れ から 逃れた 後， 再び 
その 同じ 事柄に 巻き込まれて 打ち負か 
されるなら， その 人たち に とって， 最 
終 的な 状態は 最初よ り 悪く なって いる 
のです。 21 彼らに とっては， 義の道 
を 正確に 知らないで いた ほうが， それ 
を 正確に 知った 後， 自分に 伝えられた 
聖 なるおき てから 離れて ゆく よりは 良 
かった のです。 22 真実の ことわざの 
述べる 次の ことが 彼らの 身に 生じ まし 
た。 「犬は 自分の 吐いた ものに 戻り， 膝 
は 洗われて もまた 泥の 中で 転げ回る」。 

あい  もの 

3 愛する 者たち よ， わた しは これで 二 
度 目の 手紙を あなた 方に 書いて い 
ます。 この 中で わたしは， 最初の [手紙] 
と同じように， 思い出させ るた めにあ 
なた 方の 明せ きな 思考力を 呼び起こし 

(v)  がた 

ている のです。 2 それは あなた 方が， 
聖 なる 預言者たち によって あらかじめ 
語られた ことばと， あなた 方の 使徒た 
ちを 通して [与えられた] 主 また 救い主 
の おきてを 思い出す ためです。  3 と 
いうのは， あなた 方は まず この ことを 
知っている からです。 つまり， 終わり 
の 日には あざける 者たち が あざけりを 
抱いて やって来る からです。 その 者た 


1891  神に とっては一 日の よう。 新しい 天と地  ぺ テロ 第二 3：4—18 


ちは 自分の 欲望の ままに 進み， 4 「こ 
の 約束 さ れた 彼の 臨在は ど うなって い 
るの か。 わたしたちの 父祖が [死の] 眠 
りに ついた 日から， すべての ものは 創 

ぞう  はじ  いらい まった おな じょうたい たも 

造の 初め 以来と 全く 同 じ 状態を 保って 
いるでは ないか」 と言うでしょう。 

5 それは， 彼らの 望みの ままに， この 
ことが 見過ごされて いるから です。 つ 
まり， 神の 言葉に よって， 昔から 天が 
あり ，地は 水の 中から， そして 水の 中に 
引き締まった かたちで 立って いま した。 
6 そして， それに よって その 時の 世は， 大 
洪水に 覆われた 時に 滅びを 被っ たので 

I ク 1  おな  ことば 

す。 7 しかし， その 同じみ 言葉に よっ 
て， 今 ある 天と地は 火の ために 蓄え 置 
かれて おり， 不敬虔な 人々 の 裁きと 滅 
びの 日まで 留め置かれて いるので す。 

8 しかし， 愛する 者たち よ， この 一 
事を 見過ごして はなり ません。 エホバ 
にあって は， 一日は 千年の ようで あり， 
千年は 一日の ようで あると いう ことで 
す。 9 エホバは ご 自分の 約束に 関し， 
ある 人々 が 遅 さに ついて 考; 1 るよう な 
意味で 遅い のではありません。 むしろ， 
ひとり も k ぼされ る ことなく， すべて 
の 者が 悔い改めに 至る ことを 望まれる 

がた  たい  しんぼう 

ので， あなた 方に 対して 辛抱して おら 
れ るので す。 10 しかし， エホバの 日 
は 盗人の ように 来ます。 そのと き 天は 
鋭い 音と ともに 過ぎ去り， M 要素は 極 
度に 減して 溶解し， 地と その 中の 業と 
は あらわにされ るでしょう。 

11 これらの ものは こうして ことごと 
く 溶解す るので すから ，あなた 方は ，聖な 
る 行状と 敬虔な 専心のう ちに， 12 エホ 


バの日 の 臨在を 待ち， [それを] しっかり 
と 思いに 留める 者と なるべき では ありま 

(ィ）  も  ようかい [ゥ 1 

せんか。 その [日] に 天は 燃えて 溶解し， 
諸 要素は 極度に 熱して 溶ける のです。 
13 しかし， [迸] の 約束に よって わたした 
ちの 待ち望んで いる 新しい 天と 新しい 
地が あります。 そこには 義が 宿ります。 

14 それゆえに， 愛する 者たち よ， あ 
なた 方は これらの ものを 待ち望ん でい 
るので すから， 最終的に 汚点 もき ず も 
安らかな 者と して 見いだ される 
よう 力を 尽く して 励みな さい。 15 さ 
ら に， わたしたちの 主の 辛抱を 救いと 

かんが  あい 

考えなさい。 それは わたしたちの 愛す 

きょうだい  じぶん  あた  ち 

る 兄弟 パウロ も， 自分に 与えられた 知 
恵に したがって あなた 方に 書いた とお 
りです。 16 彼は [その] すべての 手紙 
の 中でして いるよう に， これらの こと 
について 述べて いるので す。 しかし， 

り かい 

[彼の 手紙] の 中には 理解し にくい とこ 
ろ も あって， 教えを 受けて いない 不安 
定な 者たち は， 聖書の 残りの 部分に つ 
いても [している] ように， これを 曲解 

みず か  ほろ  まね 

して 自 らの 滅びを 招いて います。 

17 したがって， 愛する 者たち よ， あ 

がた  し 

なた 方は この ことを あらかじめ 知って 

【シ）  むほう  ひとびと  あやま 

いるので すから， 無法な 人々 の 誤りに 
よって 共に 連れ去られ， 自分自身の 確 
固た る 態度から 離れ 落ち る ことのない 
ように 用心してい なさい。 18 そうで 
す， むしろ， わたしたちの 主 また 救い 
主なる イエス • キリス トの 過分の ご 親 

せつ  ちしき  せいちょう  (b) 

切と 知識に おいて 成長しなさい。 この 
方に， 今 も， また とこしえの 日に 至る 
まで も 栄光が [あります ように]。 


ヨハネの 第一 の 手紙 


1 簕 めから あった もぶ， わたしたち 
1 が 聞いた もの， 自分の 目で 見た も 
の， 注意して 眺め， 自分の 手で 触れた 
もの， すなわち， 命の 晉葉 について， 
2  (そうです， その 命は 明らかにされ， 
わたしたちは， 父の もとに あって， わ 
た したち に 明らかにされた 永遠の 命を 
見， [それを] 証し し， あなた 方に 伝え 
ている のです） 3 わたしたちは 自分 
が 見， また 聞いた ことを あなた 方に も 
伝えます。 それは， あなた 方 もまた， 
わたしたちと 分け合う 者になる ためで 
す。 さらに， わたしたち のこの 分け合 
う 関係は， 父との [間]， またみ: i イエ 
ス •キリス トとの [間] にもあります。 
4 それで， わたしたちは， わたしたち 
の 喜びが 満ちた ものと なる よう これら 
のこと を 書いて いるので す。 

5 そして， わたしたちが 彼から 聞き， 
あなた 方に 告げ 知らせて いる 音信は こ 
れ です。 すなわち， 裡は 光で あり， [裡] 
との 結びつきに おいては いかなる 闇 も 
ありません。 6 「[神] と 分け合う 者で 
ある」 と 言いながら 闇の 中を 歩き つづ 
けるなら， わたしたちは 偽りを 語って 
いるので あり， 真理を 実践して はい ま 
せ义。 7 しかし， [裡] ご 自身が 光の 
中に おられる のと 同じように 光の 中を 
歩んで いるなら， 確かに わたしたちは 
互いに 分け合う 者と なって いるので あ 
り， み：！: イエスの 血が わたしたち をす 
ベての 罪から 清める のです。 


第 1 章 


ク ョハ 17:3 
ケ ョハ 21:24 
使徒 2:32 


第二 欄 


ア箴 20:9 


8 「自分には 罪がない」 と 述べるな 
4, わたしたちは 自分を 惑わして いる 
ので あり， 真理は わたしたち のうちに 
ありません。  9 わたしたちが 自分の 
罪を 告白す るなら， [裡] は 忠実で 義な 
る 方です から， わたしたちの 罪を 許し， 
わた したち をす ベての 不義から 清めて 
くださいます。 10 「自分は 罪を おか 
した ことがない」 と 述べるなら， わた 
したち は®] を 偽り者と している ので 
あって， そのみ 言葉は わたしたちのう 
ちに あり ません。 

€% わたしの 子供ら よ， わたしが これ 
M ら のこと を 書いて いるのは， あな 
た 方が 罪を 犯す ことのない ためです。 
それでも， もし だれかが 罪を 犯す こと 
が あっても， わたしたちには 父の もと 
に 助け手， すなわち 義 なる 方 イエス， 
キリス トが おられます。  2 そして 彼 
はわた したち の 罪の ための なだめの 犠 
性です。 ただし， わたしたちの [罪] の 
ためだけ で はなく， 全世界の [罪] のた 
めで もあります。  3 そして， わたした 
ちが 彼の おきてを 守り 続けるなら， そ 
れ によって， 彼を 知る ようになった こ 
とが 分かる のです。 4 「わたしは 彼を 
知る ようになった」 と 言いながら その 
おきてを 守り 行なって いない 人は 偽り 
者であって， 真理は その 人のう ちに あ 
りません。  5 しかし， だれでも ほん 

ス レビ 16:15; マタ 20:28; ヨハ 1:29; ヨハ 10:16; 啓 7:14; 
セ ヨハ 14:21; ヨハ 15:10; ソ ホセ 8:2; タ ホセ 8:1; チ テ 
卜 1:16〇 
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とうに 彼の 言葉を 守り 行なう 人， その 
人に は 真実に 裡の 愛が 全う されて いま 

W  じ ぶん 

す。 これに よって わたしたちは， 自分 
が 彼と 結ばれて いる ことを 知る のです。 
6 彼と ずっと 結ばれて いると 言う 者に 
は， この 方が 歩まれた とおりに 自ら も 
歩んで ゆく 務めが あ ります。 

7 愛する 者たち よ， わたしは あなた 
方に， 新しい おきてで はなく， あなた 方 
が 初めから 持って いる 古い おきてに つ 
いて 書いて います。 この 古い おきてと 
は， あなた 方が 聞いた 言葉です。 8 ま 
た， わたしは あなた 方に 新しい おきて 
についても 書いて います。 この ことは， 
彼の 場合に も， あなた 方の 場合に も 真 
実です。 なぜなら， 闇は 過ぎ去りつつ 
あり， 真の 光が すでに 輝いて いるから 
です。 

9 光の 中に いると 言いながら 自分の 
兄弟を 憎む 者は， 今 この 時に 至る まで 
闇の 中に います。 10 自分の 克 弟を 愛 
する 者は 光の 中に とどまって おり， そ 
の 人に つまずき となる ものは ありませ 
ん。 11 しかし， 自分の 兄弟を 憎む 者 
は 闇の 中に おり， 闇の 中を 歩んで いま 
す。 そして， 自分が どこへ 行く のかを 
知りません。 闇が その 人の 目を くらま 
している からです。 

12 子供ら よ， わたしが あなた 方に 
書いて いるのは， あなた 方の 罪が 彼の 
名の ゆえに 許された からです。 13 父 
たちよ， わたしが あなた 方に 書いて い 
るのは， あなた 方が 初めから おられる 
方を もる ようになった からです。 若者 
たちよ， わたしが あなた 方に 書いて い 


第二 欄 


るのは， あなた 方が 邪悪な 者を 征服し 
たからです。 幼 芋たち よ， わたしが あ 
なた 方に 書く のは， あなた 方が 父を 知 
るよう になった からです。 14 父たち 
よ， わたしが あなた 方に 書く のは， あ 
な た 方が 初め か ら おられる 方を 知る よ 
うに なった からです。 若者たち よ， わ 
たしが あなた 方に 書く のは， あなた 方 
が 強く， 裡の 言葉が あなた 方のう ちに 
とどまって おり， あなた 方が 邪悪な 者 
を 征服した からです。 

15 世 も 世に ある ものを も 愛して い 
ては なりません。 世を 愛する 者が いれ 
ば， 父の 愛は その 人のう ちに ありませ 
ん。 16 すべて 世に ある もの 一 肉の 

よくぼう (シ）  【ス）  じぶん  しりょく 

欲望と 目の 欲望， そして 自分の 資力を 
見せ びら かす こと 一 は 父 か ら出 るので 
はなく， 世から 出る からです。 17 さ 
ら に， 世は 過ぎ去りつつ あり， その 欲 
望 も 同じです。 しかし， 独の ご 意志を 
行なう 者は 永久にと どまり ます。 

18 幼子たち よ， 今は 終わりの 時です。 
そして， あなた 方が 反 キリス トの 来る 
ことを 聞いて いたと おり， 今でも 多く 
の 反 キリス トが 現われて います。 この 
ことから， わたしたちは 今が 終わりの 
時で ある ことを 知ります。 19 彼らは 
わたしたちから 出て 行きました が， 彼 
ら はわた したち の 仲間ではありません 
でした。 わたしたちの 仲間であった な 
ら， わたしたちの もとにと どまって い 
たはず です。 しかし [彼らが 出て 行った 
のは]， すべての 者が わたしたちの 仲間 


ヨハネ 第一  2:20 — 3:6  世は 神を 知らない  1894 


なのでは ない ことが 明ら かにな るた め 
です。 20 そして， あなた 方には 聖 なる 
方からの 油 そそぎが あります。 あなた 
方は みな 知識を 持って います。 21 わ 
たしが あなた 方に 書く のは， あなた 方 
が 真理を 知らないからで はなく， それ 
を 知ってい るからで あり， また 偽りが 
真理から 出る ことは ないから です。 

22 イエスが キリスト である ことを 
否定す る 者で なければ， いったい だれ 
が 偽り者で しょうか。 父と み 壬を 否む 
者， それが 反 キリス トです。 23 すべ 
てみ 子を 否む 者は， _ を も 持って いま 
せん。 み ± について 告白す る 者は 父を 
も 持って います。 24 あなた 方は， 初 
めから 聞いて いる 事柄を 自分のう ちに 
とどめて 置きなさい。 初めから 聞いて 
いる 事柄が あなた 方の うちにと どま っ 
ているなら， あなた 方 もまた 引き続き 
み i と 結ばれ， また 父と 結ばれて いる 
ことになります。  25 さらに， 永遠の 
命， これが， ご g 身が わたしたちに 約 
束して くださった その 約束の ものな の 
です。 

26 わたしは， あなた 方を 惑わそうと 
している 者たち について これらの こと 
を 書きます。 27 そして， あなた 方に 
ついていえば， 彼から 受けた 油 そそぎ 
が あなた 方の うちにと どまって おり， 
だれかに 教えても らう 必要は あ り ませ 
ん。 むしろ， 彼からの 油 そそぎが すべ 
ての ことにつ いて あなた 方を 教えて お 
り， また そ れが 真実で あ って 偽りで な 
いように， そして それが あなた 方に 教 
えたと おりに， 引き続き 彼と 結ばれて 


いなさい。 28 では 今， 子供ら よ， 彼 
と 結ばれた ままで いなさい。 彼が 現わ 
される 時， その 臨在の 際に， わたした 
ちがは ばかりの ない 言い方が でき， 恥 
を被っ て 彼から 退かな くても よいよう 
にす るた めです。 29 彼が 義 なる 方で 
ある ことを 知れば， あなた 方は， すべ 
て義を 実践す る 者が 彼から 生まれて い 
る ことを 知る ので +。 

3 父が わた したち に どのよう な 愛を 
示して， わたしたちが 裡の 子供と 
呼ばれる よ うにして くださ っ たかを ご 
覧 なさい。 そして， わたしたちは その 
とおりの ものな のです。 ですから， 世は 
わたしたちの ことを 知りません。 [世] 
は 彼を 知る ようになって いないからで 
す。 2 愛する 者たち よ， 今や わたし 
たちは 拽の 子供です。 しかし， わたし 
たちが どのようになる かは まだ 明らか 
にされ ていません。 彼が 現わされる 時 
(とわたし たち が 彼の ようになる ことは 
知っています。 彼の あるがままを 見る 
からです。 3 そして， すべて この 希望 
を 彼に 託して いる 者は， その 方が 浄い 
ように， 自らを 浄 くします。 

4 すべて 罪を 習わしに する 者は， 不 
法を も 習わしに しています。 それで， 
罪は 不法です。 5 あなた 方は また， か 
の 方が 現わされ たのは [わた したち の] 
罪を 取り去る ためであった ことを 知っ 
ています。 そして， 彼には 罪が ありま 
せん。  6 彼と 結ばれた ままで いる 者 
はだれ も 罪を 習わしに しません。 罪を 
習わしに する 者は だれも， 彼を 見た こ 
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とも， 知る ようになった こと も ありま 第3 章 遠の 命を とどめて いない ことを あなた 
せん。 7 子供ら よ， だれに も 惑わさ 7J^：n  方は 知っています。 16 かの 方が 自分 

ぎ  おこ  イ申 32:4  たましい 

れて はなり ません。 義を 行ないつ づけ  ^ 119=137 の 魂を わたしたち のために なげうって 

もの  かた  詩 145:17  I ィ） 

る 者は， かの 方が 義に かなって おられ ゥ ？3:匕  くださった ので， それに よって わたし 

ぉな  _ 六 ハ、 9.1 パ  ぁい  し  （ゥ） 

るのと 同じように， 義に かなって いる i；；33 たちは 愛を 知る ようになりました。 そ 
のです。 8 罪を 行ないつ づける 者は  ^7'  2:H れ で， わたしたちは 兄弟たち のために 

あくま  はじ  カヨ ハ I  5:18  つと  W 

悪魔から 出て います。 悪魔は 初めから キぺテ は23  [自分の] 魂を なげうつ 務めが ありま 十。 

(ゥ）  ク ヨハ I  2:29  せい かつ ささ 

罪を おかして きたから です。 迚の 壬が 17 しかし， だれで あろうと， 生活を 支 
現わされ たのは このためです。 すな わ サ ご； 以 える この 世の 資力が あるのに， 自分の 
ち， 悪廑の 業を 打ち壊す ためです 0  シ 創4:8  兄弟が 窮乏して いるのを 見ながら， そ 

もの  つみ  おこ  ス創 4:5  む  やさ  どうじょう とびら 

9 神から 生まれた 者は だれも 罪を 行 の [兄弟] に 向かって 優しい 同情の 扉を 

—  M  さぃせぃ  セ 創 4 上 パ と  ；キ） 

ない つづけません。 [裡] の [再生す る] ソ 3 以 閉じるなら， その 人には どのよう にし 
種が その 人の うちにと どまって いるか  ?^3-!2 て# の 愛が とどまって いるでしょう ふ。 

なら  タ ヨハ I  2:10  こども  ことば  した  W  おこ 

ら です。 そして その 人は 罪を 習わしに チョ ハ〗 f 18 子供ら よ， 言葉 や 舌に よらず， 行な 

8 に  （コ）  しんじつ  （サ) あい 

する ことができません。 迚 から 生まれ いと 真実と を もって 愛そう では ありま 
ている からです。 1〇 姓の 子供と _  "I"  4；s! せんか。 

の 子供は この ことから 明白です。 すな _  19 これに よって わたしたちは， 自 

わち， すべて 義を荇 ない つづけない 者  m~m  分が 真理から 出て いる ことを 知り， ま 

じぶん きょうだい  ア民 35:31  $ に こころ  せ 

は裡 から 出て いません 。自分の 兄弟を 啓2 1:8  た，  20 何 か 心に 責められる ような こ 

あい  出  たが  あい  啓 22:15  (セ） 

愛さない 者 もそう です。 11 互いに 愛 ィョ ハ 丨巧3 とが あっても， それにつ いて [迚] のみ 
し 合う こと， これが， あなた 方が 初め か ゥ：; 前で 自分の 心を 安んじる ことができる 

き  おんしん  ガ  エ^ 5 ハ 

ら 聞いて いる 音信な のです。 12 カイ  D マ 16;4 でしょう。 迚 はわた したち の 心より 大 
ン のよう であって はなり ません。 彼は 才; レヵ3: 11 きく， すべての ことを 知って おられる 
邪悪な 者から 出て， 自分の 兄弟を 打ち キ からです。 21 愛する 者たち よ， 心に 
殺しました。 何のた めに 打ち殺し たの  責められる ことがなければ， わたした 

わざ  1ス]  クイ ザ 58:7  たい  い  かた 

です か。 自分の 業が 邪悪で， その 兄弟 ョハ ちは# に対しては ばかりの ない 言い方 

ぎ  lt|  ケ ロマ 12:9  !夕！ 

の [業] が義 にか なって いたから です。 コ g ば がで きる のです。 22 そして， わたし 
13 兄弟たち， 世が あなた 方を 憎む サ たちが 何を 求めようと， [裡] から 頂く 

ふ し ぎ  おも  m  シコ I i3：4  【チ） 

ことを 不思議に 思って はなり ません 0 スョハ 1S:37 ことができます。 それは， わたしたち 

じぶん  きょうだい  セサ n  24:10  まも  おこ 

14 わたしたちは， 自分たち が 兄弟を  26:75 がその おきてを 守り 行ない， [裡] の 目 

ぁぃ  [夕1 し  ぃのちぅ っ  、ノル ょろこ 

愛して いるので， 死から 命に 移った こ に 喜ばれる ことを 行なって いるからで 
とを 知っています。 愛さない 者は 死の 夕 2S4 ば 4 す。 23 実際， これが [姓] の おきてで 
うちにと どまって います。 15 すべて  ^  34:15 す。 すなわち， わたしたちが そのみ 壬 
自分の 兄弟を 憎む 者は 人殺しです。 そ ッ ご/ ぶ2 イェス •キリス トの 名に 信仰を 持ち， 
して， 人殺しは だれも 自分のう ちに 永 テ 彼が わたしたちに おきてを 与えた とお 
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り， 互いに 愛し 合う ことです。 24 さ 
ら に， 彼の おきてを 守り 行なう 者は 
ずっと 彼と 結ばれて おり， 彼 も その 者 
と ずっと 結ばれて います。 そして， 彼 
がわた したち に 与えた 霊に より， それ 
によって わたしたちは， 彼が わたした 
ちとず っ と 結びつい ている ことを 知る 

(I) 

のです。 

4 愛する 者たち よ， 霊感の 表現す 
^ ベて を 信じて はなり ません。 むし 
ろ， その 霊感の 表現を 試して， それが 


挫から 出て いるか どうかを 見き わめな 

[力）  おお  にせ よげんしゃ  よ 

さい。 多くの 偽 預言者が 世に出た から 


[キ） 

です ( 


れいかん ひょぅげん(ク） 


2 あなた 方は# からの 霊感の 表現を 
これに よって 知る ことができます。 す 


にくたい  こ 

なわち， イエス •キリストが 肉体で 来 


られ たこと を 告白す る 霊感の 表現は す 


ベて# から 出て いますが， 3 イエスに 

こくはく  れいかん  ひょうげん 

ついて 告白 しない 霊感の 表現は どれ も 


拽 から 出た ものではありません。 しか 
もこれ は， 来る であろうと あなた 方が 
聞いて いた 反 キリストの [霊感の 表現] 


け）  いま  よ 

であり， 今や それは すでに 世に あるの 

(シ） 

です。 


4 子供ら よ， あなた 方は 拽 から 出て 
おり， あなた 方は そうした [人々] を征 
服した のです。 あなた 方と 結びついて 
いる 方は， 世と 結びつい ている 者に 勝 
るからで す。  5 彼らは 世から 出て い 


ます。 そのために， 世から [出る] こと 


を 語り， 世は 彼ら [の 言う こと] を 聴く 

I ッ） 

のです。 6 わたしたちは# から 出て 
います。 裡 について 知る 者は わたした 
ち [の 言う こと] を 聴きます。 禆 から 出 
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第 4 章 


才申 18:21 


力 啓 22:6 
キマタ 24:24 
啓 16:14 


啓 22:6 


ていない 者は わた したち [の 言う こと] 
を 聴きません。 こうして わたしたちは， 


しんり  れいかん ひょうげん あやま 

真理の 霊感の 表現 と 誤り の 霊感の 表現 


とに 気づく のです。 

あい  もの  たが 

7 愛する 者たち よ， これから も 互い 
あ  [ゥ） 

に 愛し 合って ゆきましょう。 愛は M か 


らの もの だからです。 そして， すべて 
愛する 者は 裡 から 生まれて おり， 迚に 
ついて 知る のです。 8 愛さない 者は# 
を 知る ようになって いません。 ® は 愛 
だからです。  9 わたしたちの 場合， こ 
れ によって 裡の 愛が 明らかにされ まし 
f すなゎち， 神は ご 勝の i り& 
世に 遣わし， 彼に よって わたしたちが 
命を 得られる ようにして くださった か 
ら です。 10 愛は この 点， わたしたち 


が拽を 愛して きたと いうよりは， [裡] 
がわた したち を 愛し， ご 自分の み 子を 
わた したち の 罪の ための なだめの 犠牲 
として 遣わして くださった， という こ 


とです。 

11 愛する 者たち よ， 姓が わたした 
ちを このように 愛して くださった ので 
あれば， わたしたち も 互いに 愛し 合う 
務めが あります。 12 いまだ だれも# 
を 見た ことがありません。 わたしたち 
が これから も 互いに 愛し 合って ゆくな 
ら， 裡 はわた したち のうちに とどま っ 
てくだ さり， その 愛は わたしたちのう 
ちに 全うされる のです。 13 わたした 
ちは これに よって， わたしたちがず っ 
と [裡] と 結ばれて おり， [裡] がわた し 
たちと 結びついて いてく ださる ことを 
知ります。 すなわち， [裡] がご 自分の 
霊を わた したち に 分け与えて くださ っ 
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たこと によって です。 14 加えて， わ 
たしたち 自身， 父が ご 自分の み 子を 世 
の 救い主と して 遣わされた ことを 見， 
[それ] について 証し を しています。 
15 イエス •キリス トは 裡の 壬 であると 
の 吾 白を する 者が だれであって も，# 
は そのような 者と ずっ と 結びついて お 
られ， その 人は# と 結ばれて いるので 
す。 16 それで わたしたち 自身， 裡が 
わた したち の 場合に 抱いて おられる 愛 
を 知る ようになり， [それを] 信じた の 
です。 

裡は 愛で あり， 愛に とどまって いる 
者は 裡と ずっと 結ばれて おり， 裡はそ 
の 者と ずっ と 結びついて おられます。 
17 こうして， わたしたち に関して 愛は 
全うされました。 それは， わたしたち 

さば  ：サ）  い  かた 

が 裁きの 日に， はばかり のない 言い方 
が できるようになるた めです。 なぜな 
ら ，わたしたち はこの 世に あっては， か 
の 方と 全く 同じようで あるから です。 
18 愛には 恐れが なく， 完全な 愛は 恐れ 
を 外に 追い やります。 恐れは f 句 束と な 
るからで す。 実際のと ころ， 恐れの も 
とに ある 者は 愛の 点で 完全に されて い 
ません。 19 わたしたちは， 彼が まず 
わた したち を 愛して く ださ っ たので 愛 
する のです。 

20 「わたしは 迚を 愛する」 と 言いな 
がら 自分の 兄弟を 憎んで いるなら， そ 
の 人は 偽り者です。 _ 分 がすで に 見て 
いる 兄弟を 愛さない 者は， 見た ことの 
なし ヽ裡を 愛す る ことは できない からで 
す。 21 そして， 裡を 愛する 者は 自分 
の 兄弟を も 愛して いるべき であると い 
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う， この おきてを わたしたちは 彼から 
受けて いるので す。 

广 イエスが キリス トで ある ことを 信 
U じる 者は みな# から 生まれた ので 
あり， 生まれさせた 方を 愛する 者は 
皆， その 方から 生まれた 者を 愛します。 
2 裡を 愛し， その おきてを 行なって 
いるなら， それに よって， 自分が 裡の 
子供を 愛して いる ことが 分かります。 
3 その おきてを 守り 行なう こと， これ 
がすな わち# への 愛 だからです。 それ 
でも， その おきては 重荷では ありませ 
ん。 4 裡 から 生まれた ものは すべて 世 
を 征服す るからで す。 そして， わたし 
たちの 信仰， これが 世を 征服す る [力] 
となった ものです。 

5 イエスは# の 壬 であるとの 信仰を 
持つ 者で なければ， いったい だれが 世 
を 征服す る 者でしょう か。 6 これは， 
水と 血に よって 来た 方， すなわち イエ 
ス •キリス トです。 水 だけでなく， 水 
と 血と を もって [来られた] のです。 そ 
して， 証し をして いるのは 霊です。 霊 
は 真理 だからです。  7 証し をす る も 
のは 三つ あるので す。 8 霊と 水と 血 
であり， その 三つは 一致して います。 

9 わたしたちが 人の する 証し を 受け 
入れる としても， 迸の なさる 証し の ほ 
うが 偉大です。 ご 自分の 壬に ついて 証 
しを された こと， これが 拽の なさる 証 
しだから です。 10 裡 のみ 土に 信仰を 
置く 者は， 自分に ついて 証し されて い 
ます。 裡に 信仰を 持って いない 者は， 

ノ マタ 18:16; コ n 13:1; テモ I  3:16; ハ マル 15:39; ヨハ 1: 
29; ヨハ 1:32; ヒ マル 1:11; ルカ 9:35; ヨハ 12:28; フ ロマ 
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[裡] を 偽り者と している のです。 なさ 
れた 証し， つまり， 姓が 証人と して ご 

かん  [ィ] 

自分の 壬に 関 してな さった [証し] に 信 

[ゥ） 

仰を 置いて いないから です。 11 そし 

えいえん  いのち  あた 

て， 迚が わたしたちに 永遠の 命を 与え 

(I) 

てくだ さり， この 命が そのみ 子のう ち 
[才 1 

にある という こと， これが そのな され 


あか  も  もの 

た 証し です。 12 み 土を 持って いる 者 

いのち 

はこの 命を 持って います。 裡 のみ 壬を 


持って いない 者は この 命を 持って いま 

[力） 

せん。 


13 わたしが これらの ことを あなた 
方に 書く のは， 裡 のみ 壬の 名に 信仰を 
置く あなた 方が 永遠の 命を 持っ ている 
ことを 知らせる ためです。 14 そして， 
わた したち は [拽] に対して このよう 
な 確信を 抱いて います。 すなわち， 何 
であれ わた したち がその ご 意志に した 
がって 求める ことで あれば， [裡] は 聞 

(コ） 

いてく ださる という ことです。 15 さ 
ら に， 何で あれ わたしたちの 求めて い 
る ものに ついて [裡] は 聞いて くださる 
という ことを 知っているなら， わたし 
たちは， [裡] に 求めた からには， 求め 

たものは 得られる はず だとい うこと も 

トン） 

知る のです。 
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ェ ョハ 17:3 


キヨ ハ 20:31 
ヨハ I  3:23 


16 自分の 兄弟が 赤を 来たさない 罪 
を 犯して いるのを 目に するなら， その 
人は [その 兄弟の ために] 求める で しょ 
う。 そうすれば， [裡] は その 人に， そう 
です， 死を 来たす ような 罪を 犯して い 
な I ヽ 者たち に 命を お与えに な るで しょ 
う。 死を 来たす 罪が あります。 この 罪 
について は， お願いす るよう にとは 言い 
ません。 17 不義は すべて 罪で 士 。し 
かし， 死を 来たさない 罪 も あるので す。 

18 わたしたちは， すべて# から 生ま 
れた 者が 罪を 習わしに しない こと，# 
から 生まれた 方が その 者を 見守って く 
ださり ，邪悪な 者が 彼を と ら えてし まう 
ことがない のを 知っています。 19  [ま 
た，] わたしたちが® から 出て おり， 全 
世界が 邪悪な 者 [の 配下] にある ことを 
知っています。  20 しかし わたしたち 
は， 神. のみ 土が 来て， 真実な 方に つい 
て 知る ことができ るよう， わたしたち 
に 知的な 能力を 与えて くださった こと 
を 知っています。 そして わたしたちは， 
み 壬 イエス •キリス トに よって， 真実な 
方と 結ばれて います。 この 方 こそ まこ 
との® であり， 永遠の 命です。 21 子 
供ら よ， 自分を 偶像から 守りなさい。 


ヨハネの 第二の 手紙 


1 年長者から， 選ばれた 婦人と その 
子供たち へ， すなわち， わたしが 真実 
に 愛し， また， わたし だけでなく， 真 
理を 知る よう になった 人々 すべてが [愛 
する] 者たち へ。 2 それは， わたした 


しんり 

ちのうち にと どまって いる 真理の ゆえ 

17]  えいきゅう 

であり， その [真理] は 永久に わたした 

とも  I ィ I  ちち 

ちと 共に あるので す。  3 また， 父なる 


® および 父の み 王 イエス •キリス ト か 


ェ ョハ 8:32  - 

ヨハ I  3:18  | 第二 欄  ア ヨハ 8:31; イヨ ハ 17:17。 
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らの 過分の ご 親切， 憐れみ， [そして] 
平和 も， 真理と 愛を 伴って わたしたち 
と共に あるでしょう。 

4 あなたの 子供のう ちの ある 者たち 
が， わたしたちが 父から 受けた おきて 

太 しんり  あゆ  （才） 

のと おりに 真理のう ちを 歩んで いるの 
を 知って， わたしは 非常に 歓ん でい ま 

いま  ふ じん  あたら 

す。 5 それで 今， 婦人よ， 新しい お 
きて ではなく， わたしたちが 初めから 
持って いた [おきて] を 書き送る [者] と 
して， あなたに お願いします。 それは， 
わたしたちが 互いに 愛し 合う ことで 

[ヶ）  かれ 

す。 6 そして， 彼の おきてに したがっ 
て 歩んで ゆく こと， それが すなわち 愛 
です。 あなた 方が 初めから 聞いて いる 
とおり， そのうちを 歩んで ゆく こと， そ 

[シ） 

れが おきてな のです。 7 というのは， 
欺く 者が 多く 世に出た からです。 すな 
わち， イエス •キリストが 肉体で 来ら 
れ たこと を 告白し ない 者たち で そ 
れは 欺く 者， 反 キリス トです。 

8 わたしたちが 働いて 生み出し たも 
のを 失わない よう， むしろ 十分な 報い 


第二 櫚 


使徒 19:9 


を 得られる よう， 自分自身 によく 気を 
つけなさい 0  9 先走って， キリストの 

教えに とどまらない 者は， だれも# を 
持って いません。 この 教えに とどま っ 
ている 者は， 父 も 壬 も 持って いるので 
士。 10 この 教えを 携えないで あなた 
方のと ころに やって来る 人が いれば， 

けっ  いえ  むか  い  I 力） 

決 して 家に 迎え入れて はな りません し， 
あいさつの ことばを かけても なり ませ 
乂。 11 その 人に あいさつの ことばを 
かける 者は， その 邪悪な 業に あずかる 
ことになる からです。 

12 わたしには あなた 方に 書き送る ベ 
きこと がた くさん あります が， 紙と イ 
ンク によって そう したいとは 思い ませ 
ん。 むしろ， あなた 方のと ころに 行き， 
あなた 方と 向かい合って 話す ことを 望 
んで います。 それに よって， あなた 方 

よろこ： サ ）  み  トン) 

の 喜 びが 満ちた ものと なる ためです。 

13 選ばれた 者で ある あなたの 姉妹の 
子供たち が， あなたに あいさつを 送っ 
てぃ まぜ。 

ク テモ I  5:22; 啓 18:4: ケ ヨハ IB 13; コ ヨハ II 14; サ ヨハ 


ヨハネの 第三の 手紙 


1 年長者から， 愛する 者， わたしの 
真実に 愛する ガイオへ。 

2 愛する 者よ， あなたの 魂が 栄えて 
いるのと 同じように， あなたが すべて 
の 点で 栄え ，健やかで あるよう に 祈り 
ます。 3 兄弟たち が 来て， あなたが 
保って いる 真理に ついて， すなわち あ 
なた が 真理のう ちを 歩みつ づけて いる 


エコ I 14:20 

オコ I 16:2 

力 使徒 15:29 


第二 欄 


テモ n 1:2 


ことを 証し して くれた 時， わたしは 大 
いに 歓ん だのです。 4 わたしの 子供 
たちが 真理のう ちを 歩みつ づけて いる 
と 聞く こと， わたしに とって これほど 
感謝すべき ことはありません。 

5 愛する 者よ， あなたは 兄弟たち に， 
しかも 見知らぬ 人たち のために 行なう 

ウマタ 25:38。 
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すべての ことに おいて 忠実な 働きを し 
ています。  6 彼らは あなたの 愛に つ 
いて 会衆の 前で 証し しました。 どうか 
この 人たち を# に ふさわし L ヽ 仕方で 送 
り 出して ください。 7 彼らは み 名のた 
めに， 諸国 民の 者たち からは 何も 受け 
ずに 出かけた のです。 8 したがって， 
わたしたちには このような 人々 を 暖か 
く 迎える 務めが あります。 それは， わ 

た したち が 真理に おける 同労者と なる 

[才） 

ためです。 

9 わたしは 会衆に 幾らかの ことを 書 
き 送りました が， デ オトレ フェスは， 彼 
らの 中で 第一の 地位を 占めたがって， 
わたしたちから は 何事 も 敬意を もって 
受け入れません。 10 ですから わたし 
は， 自分が 行ったら， 彼が 行ない つづ 
けて いる 業， わたしたち について よこ 
しまな 言葉で しゃべって いる ことを 思 
い 出します。 また， 彼は こうした こと 
で 満足せ ず ； 自分が 兄弟たち を 敬意を 
もって 受け入れない だけでなく， 受け 


テオ ト レフ エス。 善を 行なう 者は 神から 出る  1900 

ぼうがい 


入れよう とする 者たち を 妨害して， 会 
衆から 追い出そうと さえし ます。 

11 愛する 者よ， 悪い ことでは なく， 
良い ことを 見 倣う 者と なりなさい。 善 
を 行なう 者は 裡 から 出る のです。 悪を 
行なう 者は# を 見た こ とが あ り ませ 乂。 
12 デ メテリ オは 彼ら すべてに より， ま 
た 真理 そのもの によって 自分の ことを 
証し されて います。 事実， わたしたち 
も 証し して おり， あなたは， わたした 
ちの その 証し が 真実で ある ことを 知っ 
てぃ ま t。 

13 わたしには あなたに 書くべき こ 
とがた くさん ありまし たが， インクと 
ペンで 書いて ゆく ことを 望み ませ/ L 
14 むしろ， わたしは すぐにで も あなた 
に 会う ことを 希望して います。 そうす 
れ ば， 向かい合って 話せる でしょう。 

あなたに 平和が あります ように。 

友人たち が あなたに あいさつを 送っ 
ています。 友人たち の 名を 呼んで わた 
しの あいさつを 伝えて ください。 


ユダの 手紙 


1 イエス •キリストの 奴隸 ，しかし ヤ 
コブの 兄弟で ある ユダから， 父なる® 
との 関係で 愛され， イエス •キリストの 
ために 守られて いる 召された 者たち へ： 
2 憐れみと 平和と 愛が あなた 方に 増 

くわ  [ク 1 

し 加えられます ように。 

3 愛する 者たち よ， わたしたちが 共 
にあず かる 救いに ついて あなた 方に 書 
き 送る ため， わたしは あらゆる 努力を 


7 11:27 
、1  3:24 
ヽ 6:39 


してい ましたが， 聖 なる 者たち に 一度 
かぎり 伝え られナ こ 信仰の ために 厳しい 
戦いを する よう， あなた 方に 書き送 っ 
て 説き勧める 必要の ある ことを 知り ま 
した。 4 その 理由は， 聖書に よりず っ 
と 以前から この 裁きに 定められ ていた 


] 出 19:6; ヨハ 4:22; テト 1 
1:1; 第二 欄ア エフ 
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あるべき 居所を 捨てた み使い, 


ある 人々 が 忍び込み， [その] 不敬虔な 
者たち が， わたしたちの# の 過分の ご 
親切を みだらな 行ないの 口実に 変え， 
わたしたちの 唯一の 所有者 ま た 主で あ 
る イエス • キリストに 不実な 者と なっ 
ている からです。 

5 あなた 方は 一度す ベての ことを 知 
りました 7^'， それでも わたしは， あな 
た 方に 次の ことを 思い出させ たいので 
す。 それは， エホバが， 民を エジプトの 
地から 救い出した にもかかわらず， 後 
に， 信仰を 示さない 者たち を 滅ぼされ 
たこと です。 6 また， 自分 本来の 立場 
を 保たず， その あるべき 居所を 捨てた 
み使いた ちを， 大 いなる 日の 裁きの た 
めに， とこしえ のな わめを もって 濃密 

やみ  とお  トン） 

な 闇の もとに 留め置いて おられます。 
7 同様に， ソドムとゴモラ および その 
周りの 都 ife も， ここに 述べた 者たち と 
じように 甚だしい 淫行を 犯し， 不自 
k な 用の ために 飽 くこと なく 肉を 追い 

もと  [セ） えいえん  しほう じょう 

求めた のち， 永遠の 火に よる 司法 上の 
処罰を 受け， [警告の] 例と して [わたし 
たちの] 前に 置かれて います。 

8 それ にもかかわらず， 夢に ふける 
これらの 者 も 同じように 肉を 汚し， 主 
たる 者の 地位を 無視し， 栄免 ある 者た 
ちを あしざまに 言います。  9 しかし， 

つか  かしら [卜）  W  あくま  い けん 

み使いの 頭 ミ カエ ルは， 悪魔と 意見を 

こと  ㈡  からだ  ろん  あ 

異にし， モ ー セの 体に ついて 論じ 合っ 
た 時， 彼に 対し あえて あしざまな 言い 
方で 裁きを もたら そうとは せず， ただ， 
「エホバが あなたを 叱責され るよう に」 

-：i|t 

と 言いました。 10 ところが， これら 
の 者たち は， 自分が 実際には 知らない 


隠れた 岩  ユダ 5—16 

拿 柄を ことごとく あしざま に 言います。 
一方， 理性の ない 動物 同様 生まれな が 

り かい  [ィ） 

らに 理解して いる 事柄に ついては， そ 

みず か  だらく 

の すべてに おいて 自らを 堕落 させて ゆ 
く のです。 

み じ  かれ 

11 惨めな ことです！  彼らは カイ 

みち  W  むく  もと 

ンの 道に 入り， 報いを 求めて バ ラムの 

あやま  あゆ  おちい 闭  （力） はんぎゃく 

誤った 歩みに 陥り， コラの 反逆の こと 

W  ほろ 

ば によ っ て 滅びて しまった からです。 
12 これらの 者たち は， 宴席を 共に する 

がた  あいさん 

とはいえ， あなた 方の 愛餐に おける 水 

かく  いわ  （ク！  おそ  みず か 

の 下の 隠れた 岩で あり， 恐れ もな く自 

こ  ひつじ か （ヶ）  かぜ  （コ 1 

らを 肥やす 羊飼い， 風に よって あちら 

はこ  くも (サ） ばんしゅう 

こちらと 運ばれる 水の ない 雲， 晚 秋に 
なっても 実が なく， 二度 死んで 根 こ ぎ 

トン）  みず か  はじ  あわ 

にされ た 木， 13 自らの 恥の もとを 泡 

だ  うみ  あら  なみ (ス） しんろ  さ だ 

立てる 海の 荒い波， 進路の 定まらない 

ほし  やみ  あんこく 

星であって， そのためには， 闇の 暗黒 

えいきゅう  と  お  (t) 

が 永久に 留め置かれて います。 

だい  め 

14 そうです， アダムから 七 [代] 目の 

(V)  かれ  よげん  い 

人 エノ クも 彼らに ついて 預言して 言い 

せい 

ました。 「見よ， エホバは その 聖 なる 
巨万 [の 軍] を 率いて 来られた。 15 す 
ベての 者に 裁きを 執行す るた め， また， 

ふ けいけん  し かた 

すべての 不敬虔な 者を， 不敬虔な 仕方 
で 行なった そのす ベての 不敬虔な 行為 
に 関し， そして 不敬虔な 罪人が [裡] に 

さか  かた  しょうげ きてき  ことがら 

逆らって 語っ たす ベての 衝撃 的な 事柄 

だんざい  [ツ） 

に関して 断罪す るた めで ある」。 

もの  [テ】 じ 

16 これらの 者たち はつぶ やく 者， 自 

ぶん きょうぐう  ふへい  い 

分の 境遇に ついて 不平を 言う 者で あり， 
自らの 欲望の ままに 進み， 口で 大げさ 

キ テサ n  2:3; テモ I 1:20; テモ n  2:16; ク テモ II  3:6; ぺテ D  2: 
13; ケ エゼ 34:8; コ エフ 4:14; サ ぺ テ！！  2:17; シ マタ 15: 
13; ス イザ 57:20; セ ヘプ 6:4; 啓 21:8; ソ創 5:22; 夕申 
33:2; ダニ 7:10; ゼカ 14:5; ヘプ 12:22; チ 詩 149:7; エゼ 
25:17; テサ D 1:6; ツ マラ 3:13; マタ 12:36; テ 民 14:27; コ 
I  10:10; フィ 2:14; ト ヤコ 4:3; ベ テ D  2:18。 
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な ことを 語りながら， [自らの] 利益の 

じんぶつ  しょうさん  W 

ために 人物を 称賛して います。 

17 愛する 者たち よ， あなた 方は， 
わた したち の 主 イエス •キリス トの 使 
徒たち が 以前 に 語った ことばを 思い出 
しなさい。 18 すなわち 彼らが， 「終 
わりの 時期には， あざける 者たち が 現 
われ， 不敬虔な 事柄に 対する S 分の 欲 
望の ままに 進む であろう」 と あなた 方 
に 言って いた ことです。 19 これらは 
分離を 起こす 者， 動物 的な [人間] であ 
り， 霊性を 備えて いません。 20 しか 

あい  もの  がた  じ 

し， 愛する 者たち よ， あなた 方は， 自 
分の 抱く 極めて 聖 なる 信仰の 上に 自ら 
を 築き上げ， 聖霊を もって 祈る ことに 
より， 21 自分を# の 愛のう ちに 保ち 
なさい。 そして， 永遠の 命を 目 ざしつ 

トン）  しゅ 

つ わたしたちの 主 イエス •キリス トの 
憐れみを 待ちなさい。 22 また， 疑い 
を 抱く 者たち には 引き続き 憐れみを 示 


ア詩 75:5 
詩 140:11 


ウベ テ n 
n 使徒 2 
テモ I 


啓 2:15 
カホ セ 4:14 


ヘプ 12:16 
クガラ 5: 


ヶ 使徒 20:32  : 

コ I  3:10 
コ ルカ 11:13 

ロマ 8:26 
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第二 欄 

アマ タ 5:7 


しなさい。  23  [彼らを] 火の 中から つ 
かみ 出して 救いなさい。 しかし， 他の 
人々 に 引き続き 憐れみを 示しなさい。 
それ も 恐れの 気持ちを もってしなさい。 
それと 共に， 肉に よって 汚された 内 衣 
を さえ 憎みなさい。 

24 では， あなた 方を つまず かないよ 
うに 守り， また， きずの ない 者と して 
その 栄光の み 前に 大 いなる 喜  u びを もっ 
て 立たせる ことので きる 方に，  25 す 
なわち， わたしたちの 救い主なる 唯一 
の 神に， 栄光， 威光， 偉力， そして 権 
威が， わたしたちの 主 イエス •キリス 
卜を 通して， とこしえの 過去 も， 今 も， 
とこしえまで も 限りなく あります よう 
に。 アーメン。 


イ アモ 4:11; ゼカ 3:2; マタ 18:8; ウ ロマ 11:14; ガラ 6: 
1; ヤコ 5:19; エ葳 8:13; ガラ 5:19; 啓 3:4; 才詩 145:20; 
カ ロマ 8:33; エフ 1:4; エフ 5:27; フイ 1:10; コロ 1:22; 
キ ルカ 1:47; ク詩 29:1; ケ啓 11:17; コ ダニ 4:35; サマ 
夕 20:28; ヨハ 3:16;  ロマ 5:8; ヨハ 1 4:9; シ詩 90:2; スハ 
バ 1:12; セ  ロマ 16:27。 


ヨハネへの 啓示 


1  イエス •キリスト による 啓示， こ 
1 れ は， ほどなくして 必ず 起きる 事 
柄を ご 自分の 奴隸 たちに 示す ため， 裡 
が 彼に お与えに なった ものである。 そ 
して， [イエス] は 自分の み使いを 送り， 
その [み使い] を 通して， しるしに より 
[それを] 自分の 奴隸 ヨハネに 示した の 
である。 2  [ヨハネ] は， 裡の 語られた 
W 葉と， イエス •キリス トの 行なった 
証し， すなわち 自分の 見た ことす ベて 
について 証し した。  3 この 預言の 言 
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葉を 朗読す る 者， また それを 聞き， そ 

か  ことがら  まも  おこ 

の 中に 書かれて いる 事柄を 守り 行なう 

(〇) さい わ  W  さ だ  とき 

者たち は 幸いで ある。 定められた 時が 

ちか  [才] 

近いから である。 

4 ヨハネから， アジア [地区] にある 

かいしゅ う (力 j 

七つの 会衆へ： 

がた  いま 

あなた 方に， 「今 おられ， かつて お 

こ  かた W 

られ， これから 来られる 方」 からの， 

ざ  まえ  れい (ク j 

また そのみ 座の 前に ある 七つの 霊から 


ウ ルカ 11:28; ヤコ 1:22; エ ヨハ 13:17; オ ダニ 8:19; 啓 
22:10; 力 啓 1:11; キ出 3:14; 啓 1:8; 啓 4:8; 啓 11:17; 
ク啓 4:5。 
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ちゅうじつ しょうにん [ァ）  しにん 

の， 5 そして， 「忠実な 証人」 ， 「死人 
の 中からの 初子」， 「地の 王たち の 支配 
者」 である イエス •キリス トからの 過 
分の ご 親切と 平和が あ ります ように。 

わたしたちを 愛して おられ， ご 自身の 
血に よって わた したち を 罪から 解いて 
くださった 方に 一 6 そして この 方は 
わたしたちを， ご 自分の 迚 また 父に 対し 
て 王国と し， 祭司と して くださ っ たので 
ある一 実に こ の 方に こそ， 栄光と 偉力 
が 永久にあります ように。 アーメン。 

7 見よ， 彼は 雲と 共に 来る。 そして， 
すべての 目は 彼を 見る であろう。 彼を 
刺し通した 者たち も [見る]。 また， 地の 
すべての 部族は 彼の ゆえに 悲嘆して 身 
を 打ちた たくであろう。 しかり， アー 
メン。 

8 エホバ 裡 はこう 言われる。 「わた 

W 

しは アルファ であり， オメガで ある。 
今 おり， かつて おり， これから 来る 者， 
全能者で ある」。 

9 あなた 方の 兄弟で あり， イエスと 
共に なっ て 患難 と 王国と 忍耐を あなた 
方と 分け合う 者で ある わたし ヨハネは， 
控 について 語り， イエスに ついて 証し 
したために， パト モスと 呼ばれる 島に 

く  れいかん 

来る ことに なった。 10 わたしは 霊感 

(ナ J しゅ  ㈡  き  1ヌ1 

によって 主の日に 来て おり， ラッパの 
[音] のよう な 強い 声が わたしの 後ろで 
こう 言う のを 聞いた。 11 「あなたが 
見る ことを 巻き物に 書き， それを， エ 

{ハ）  it)  m 

フエ ソス， スミ ルナ， ペル ガモン， テ 
ア テラ， サル デス， フイ ラデル フイ ア， 
ラオ デ キアに ある， 七つの 会衆 に 送り 
なさい」。 


啓 2 


ク 7 


)：16 


ケ ダニ 7:13 
マタ 26:64 
マル 13:26 
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テサ I  4:17 
啓 14:14 

コ エフ 1:18 

サマタ 27:49 
シマ タ 24:30 
ス イザ 48:12 
啓 21:6 
啓 22:13 
セ 啓 1:4 
ソ創 17:1 
出 6:3 
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啓 2:10 
ツルカ 12:32 
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卜 使徒 1:8 
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12 そこで わたしは， わたしと 話し 
ている 声 [の ほう] を 見ようと して ft 
り 向いた。 そして， 振り向いた わたし 
は， 七つの 黄金の 燭台 を 見た。 13 ま 
た， それらの 燭台の 真ん中に， 人の子 
のよう な 者が， 足まで 届く 衣を まとい， 
胸に 黄金の 帯を 会め て [立って いるの 
を 見た]。 14 しかも， その 頭と 髪の 
毛は 白い 羊毛の ように， また 雪の よう 
に 白く， その 目は 火の 炎の ようで あっ 
ナ こ。 15 そして， その 足は， 炉の 中で 
白熱して いると き の 純良な 銅 に似てい 
た。 また， その 声は 多くの 水の 音の よ 
うであった。 16 そして， 右の 手に 七 
つの 星を 持ち， その 口からは 鋭くて 長 
いもろ 刃の 剣が 突き出て おり， その 容 

かがや  たいよう 

ぼうは 力 いっぱい に 輝 くと き の 太陽の 
ようであった。 17 それで， 彼を 見た 
時， わたしは 死んだ ようになって その 
足 もとに 倒れた。 

すると 彼は 右手を わた しの 上に 置い 
て， こう 言った。 「恐れて はいけ ない。 
わた しは 最初で あり 最後で あり ， 18 ま 
た， 生きて いる 者で ある。 わたしは 死 
ん だが， 見よ， 限りなく 永久に 生きて 
おり， 死と ハ デスの かぎを 持って いる。 
19 それゆえ， あなたの 見た こと， そし 
て， 今 ある ことと， この 後に 起きる こ 
ととを 書き留めなさい。  20 あなたが 
わた しの 右手に あるのを 見た 七つの 星 
と， 七つの 黄金の; )1 台 とに 関する 神聖 
な 奥義に ついて 言えば， 七つの 星は 七 

シ ヨハ 5:21; ヨハ 6:40; 啓 2:8; ス ルカ 24:5; コ I 15:45; 
セ ロマ 5:6; ぺテ I  3:18; ソ ロマ 6:9; テモ I  6:16; へブ 7: 
24; タ ヨブ 38:17; 詩 9:13; チイ ザ 38:10; マタ 16:18; ヨ 
ハ 6:54; ヨハ 11:25; ツ啓 4:1; 啓 22:6: テ 啓 1:16; 卜 啓 


啓示 2:1 —— 14  七 通の 手紙。 命の 木。 獄に 入れられる 
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つの 会衆の 使いたち を 表わし， 七つの 
燭台は 七つの 会衆を 表わして いる。 

[ィ）  かいしゅう つか [ゥ）  か 

「エフェソス にある 会衆の 使いに 書 
M き 送りなさい。 右手に 七つの 星を 
つかむ 者， 七つの 黄金の 燭台の 真ん中 
を 歩く 者が こう 言う。 2 『わたしは あ 
なた の 行ないを 知っている。 また， あ 
なた の 労苦と 忍耐を， そして あなたが 

あくにん  た  しと 

悪人たち に 耐える ことができず， 使徒 
であると 言いは する が [実は] そうでな 
い 者たち を 試して， それが 偽り者で あ 
るのを 見いだ した ことを [知っている]。 
3 また あなた 方は 忍耐を 示して おり， わ 
たしの 名のた めに 耐えて きた。 そして 
うみ 疲れた ことがない。 4 とはいえ， 
わた しには あなたを 責めるべき [こと] 
が ある。 それは， あなたが， 最初に 抱 
いていた 愛を 離れた ことで ある。 

5 「『それゆえ， 自分が 何から 落ちた 
かを 思い出し， 悔い改めて 以前の 行な 
いを しなさい。 もしそう しないなら， 
わたしは あなたの ところに 来て， あな 
たの 燭台を その 場所から 取り除く。 あ 
なた が 悔い改めなければ [そのよう にす 
る]。  6 しかし， あなたに はこの 点が 

ある。 すなわち， ニコ ラオ 派の 行ない 
を 憎んで いる ことで ある。 わたし もこ 
れを 憎む。 7 耳の ある 者は 霊が 諸 会 
衆に 述べる ことを 聞きなさい： 征服す 
る 者に， わたしは， 裡の パラダイスに 
ある 命の 木から 食べる ことを 許そう』。 

8 「また， スミ ルナに ある 会衆の 使い 
にこう 書き送りなさい。 『最初で あり ， 
最後で ある 者』， 死んで， 生き [返った] 
者が このように 言う。  9 『わたしは あ 
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なた の 患難と 貧し さを 知っている 一し 
かし あなたは 富んで いるので ある 一 ま 
た， 自分は ユダヤ人 であると 言いな が 
ら， [実は] そうでは なく， むしろ サタ 
ンの 会堂 [に 属する] 者たち による 冒と 
くを [知っている]。 10 あなたが 受け 
ようと している 苦しみを 恐れて はなら 
ない。 見よ， 悪魔 は あなた 方のう ちの 
ある 者たち を 次々 に獄に 入れる であろ 
う。 それは， あなた 方が 十分に 試され 
るた め， また 十日の あいだ 患難に 遭う 
ためで ある。 忠実で ある ことを 死に 至 
るまで も 示しなさい。 そうすれば， 命 
の 冠を あなたに 与えよう。 11 耳の あ 
る 者は 霊が 諸 会衆に 述べる ことを 聞き 
なさい： 征服す る 者は 決して 第二の 死 
に 損なわれる ことがない』。 

12 「また， ペル ガモンに ある 会衆 
の 使いに こう 書き送りなさい。 鋭くて 
長い もろ 刃の 剣を 持つ 者が こう 言う。 
13 『わたしは あなたが 住んで いる 所を 
知っている。 それは サタンの 座の ある 
所で ある。 それでも あなたは わたしの 
名を しっかり 守りつ づけて おり， あな 
た 方の 傍ら， サタンの 住む ところで 殺 
された， わたしの 証人， また 忠実な 者 
である アン テ パスの 日に も， わたしに 
対する 信仰を 否定し な かった。 

14 「『とはいえ， わたしには， あなた 
を 責めるべき ことが 幾つか ある。 すな 
わち， あなたのと ころには バラ の教 
えを 堅く 守って いる 者たち がいる。 彼 
は バラクを 教えて， つまずきの もとを 
イスラエルの 子ら の 前に 置かせ， 偶像 
に 犠牲と して ささ げられ た 物を 食べさ 


1905  イゼ ベル。 諸国 民を 打ち砕く  啓示 2：15—3：2 


せ， また 淫行を 犯させた。 15 あなた 

おな  は (ィ） 

のと ころには， 同じように ニコ ラオ 派の 
教えを 堅く 守る 者たち もい る。 16 そ 
れ ゆえ， 悔い改めなさい。 そうしない 
なら， わたしは 速やかに あなたの とこ 

ゆ  なが つるぎ W かれ 

ろに 行き， わたしの 口の 長い 剣で 彼ら 
と 戦う であろう。 

17 「『耳の ある 者は 霊が 諸 会衆に 述べ 

き  M  せいふく  (4) 

る ことを 聞きなさい： 征服す る 者には， 
隠されて いる マナの 幾らかを 与えよう。 
また， 白い 小石を 与えよう。 その 小石 
には， それを 受ける 者 以外には だれも 

し  [ヶ) あたら  ⑶  か 

知らない 新しい 名が 書かれて いる』。 

[サ I  かいしゅう  つか 

18 「また， テア テラに ある 会衆の 使 

か  おく  ほのお 

いに こう 書き送りなさい。 火の 炎の よ 
うな 目を 持ち， 足は 純良な 銅の ような 

もの  [ス）  It)  い 

者で ある， 裡の i がこう 言う。 19 『わ 
たしは， あなたの 行ない， また， あな 
たの 愛と 信仰と 奉仕と 忍耐を， そして， 

さいきん  [夕）  い ぜん 

あなたの 最近の 行な L 、が 以前の ものよ 
り 多い ことを 知っている。 

20 「『とはいえ， わたしには あなた 
を 責めるべき [こと] が ある。 あなたが 

おんな  [ッ）  ようにん 

かの 女イゼ ベルを 容認して いる ことで 
ある。 彼女は 自ら 女 預言 善と 称し， わ 
たしの 奴隸 たちを 教えて 惑わし， 淫行 
を 犯させ， 偶像に 犠牲と して ささげら 
れた 物を 食べさせる。 21 そして， わ 
たしは 悔い改めの 時間を 与えた が， 彼 
女は 自分の 淫行を 悔 L 、改めよう とはし 

[本）  かのじょ  やまい 

ない。 22 見よ， わたしは 彼女を 病の 
床に 投げ込む。 また， 彼女と 姦淫を 犯 
している 者たち が 彼女の 行ないに つい 
て 悔い改めないなら， その 者たち を大 
患難に [投げ込む]。  23 そして， 彼 
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女の子 供たち を わた しは 死の 災厄で 殺 
す。 それに よってす ベての 会衆は， わ 
た しが 腎と 心を 探る 者で ある こ とを 知 
るであろう。 そして わたしは， あなた 
方 一人一人に その 行ないに したがって 

あた  （ァ） 

子え よつ〇 

24 「『しかし わたしは， テア テラに い 
る あなた 方のう ちの ほかの 者， すな わ 
ち， この 教えを 持たない 者す ベて， 彼 
らの 言う 「サタンの 奥深い 事柄」 を 知 
るよう にならなかった 者たち に 言う： 
わたしは これ 以外の 重荷を あなた 方に 
負わせない。 25 それにしても， あな 
た 方が 持って いるものを， わたしが 行 
くまで しっかり 守りなさい。  26 そし 
て， 征服す る 者， わたしの 行ないを 終 
わりまで 守り 通す 者には， わたしは 諸 
国民に 対する 権威を 与え， 27 その 者 
は 鉄の 杖で 民を 牧 し， 彼らは 粘土の 器 
のように 打ち砕かれる であろう。 それ 
は， わたしが 自分の 父から 受けた のと 
同様で あり，  28 わたしは その 者に 明 
けの 星を 与える。 29 耳の ある 者は 霊 
が 諸 会衆に 述べる ことを 聞きなさい』。 
〇  「また， サル デスに ある 会衆の 使い 
° にこう 書き送りなさい。 裡の 七つ 
の 霊と， 七つの 星を 持つ 者が このよう 
に 言う。 『わたしは あなたの 行ないを 
知っている。 あなたは 生きて いるとの 
名を 持って はいるが， [実は] 死んで い 
るので ある。 2 油断な く 見張って い 
なさい。 今にも 死ぬ 状態に あった 残り 
の ものを 強めなさい。 わたしは， あな 
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たの 行ないが わた しの 裡の 前で 十分に 
なされた のを 見て いないから である。 
3 それゆえ， あなたが どのように 受け 
てきた か， また どのように 聞いた かを 
思いに とどめ， [それを] 守りつ づけ， そ 
して 悔い改めなさい。 あなたが 目 ざめ 
ないなら， 必ず わたしは 盗人の ように 
来る。 そして あなたは， わたしが どの 
時刻に あなたの もとに 来る かを 全く 知 
ら ないで あろう。 

4 「『とはいえ， サル デスの あなたの 
ところには， 自分の 外衣を 汚さな かっ 
た 少数の 名が あるには ある。 彼らは 
白い [外衣] を 着て わた しと 共に 歩く で 
あろう。 [それに] ふさわしい 者 だから 
である。  5 征服す る 者は このように 
して 白い 外衣で 身を 装う ので ある。 そ 
して わたしは 彼の 名を 命の 書から:^ し 
て 塗り 消さず， わたしの 父の 前 また そ 
のみ 使いたち の 前で 彼の 名を 認める。 
6 耳の ある 者は 霊が 諸 会衆に 述べる こ 
とを 聞きなさい』。 

7 「また， フィラデルフィア にある 会 
衆の 使いに こう 書き送りなさい。 聖な 
る 者， 真実な 者， ダビデの かぎを 持つ 
者， 開けて だれも 閉じない ようにし， 閉 
じて だれも 開けない ようにす る 者が こ 
のように 言う。 8 『わたしは あなたの 
行ないを 知っている 一見よ， わたしは 
あなたの 前に 開かれた 戸を 置いた。 そ 
れ はだれ も 閉じる ことができない 一 
すなわち， あなたには 少しの 力が あり， 
わたしの 言葉を 守って， わたしの 名に 
不実な 者とは ならなかった。 9 見よ， 
わたしは， ユダヤ人 であると 言いな が 
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4  [実は] そうでは なく， 偽りを 語る， サ 
タ ンの 会堂の 者たち を 与える 一 見よ， 
わたしは 彼らを 来させて あなたの 足 も 
とに 敬意を ささげさせ， わたしが あな 
たを 愛した ことを 悟らせる。 10 あな 
たが わた しの 忍耐に 関する 言葉を 守っ 
たので， わたし も あなたを， 地に 住む 
者たち を 試みる ため 人の 住む 地 全体に 
臨もうと している 試みの 時から 守る。 
11 わたしは 速やかに 来る。 自分が 持っ 
ている ものを しっかり 守りつ づけ， あ 
なた の 冠 を だれに も 取られな いよう 
にしなさい。 

12 「『征服す る 者一 わたしは その 者 
を わた しの 神の 神殿の 中の 柱 とし， 彼 
はもは や [そこから] 決して 出ないで あ 
ろう。 そして わたしは， わたしの 裡の 
名と， わたしの 神の 都市， すなわち 天 
の わたしの 神の もとから 下る 新しい エ 
ルザ レムの 名と， わたしの 新しい 名と 
を その 者の 上に 書く。 13 耳の ある 者 
は 霊が 諸 会衆に 述べる ことを 聞きな 
さい』 0 

14 「また， ラオ デ キアに ある 会衆の 
使いに こう 書き送りなさい。 アーメン 

もの  ちゅうじつ [ッ) しんじつ （テ) しょうにん [卜！ 

なる 者， 忠実で 真実な 証人， 迚 によ 
る 創造の 初めで ある 者が このように 言 
う。 15 『わたしは あなたの 行ないを 
知っている。 あなたは 冷たく も 熱く も 
ない。 わたしは， あなたが 冷たい か 熱 
いかの どちら かで あってく れれ ばと 思 
う。 16 このように， あなたが なまぬ 
るく， 熱く も 冷たく もない ので， わた 
しは あなたを 口から 吐き出そう として 


二 詩 69:9; コ n  9:2; ヌ箴 25:13; 箴 25:25。 
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いる。 17 あなたは， 「わたしは 富ん 
で おり， 富を 得た の だから， 何一つ 必要 
な ものは ない」 と 言いながら， 自分が 
惨めで， 哀れで， 貧しく， 盲目で， 裸で 
ある ことを 知らない。 だから， 18 わ 
たしは あなたが， 富んだ 者と なる ため 
に 火で 精錬され た 金を， また， 身に ま 
とって あなた の 裸の 恥が 現われ ない よ 
うにす るた めに 白い 外衣を， そして 見 
える ようになる ため 自分の 目に 塗る 目 
薬 を わたしから 買うよう に 忠告す る。 

19 「『すべて わたしが 愛情を 抱く 者 
を， わたしは 戒め， また 懲らしめ 4。 そ 
れ ゆえ， 熱心に なり， そして 悔い改めな 

IM  と ぐち  （ク) 

さい。 20 見よ， わたしは 戸口に 立って 
たたいて いる。 わたしの 声を 聞いて 戸 
を 開けるなら， わたしは その 者の [家] 
に 入って 彼と， そして 彼は わたしと 晚 
さんを 共に する であろう。 21 征服す 
る 者には， わたしと 共に わたしの 座に 
座す る ことを 許そう。 わたしが 征服し 
て， わたしの 父と 共に その 座に 座した の 
と 同様で ある。 22 耳の ある 者は 霊が 
諸 会衆 に 述べる ことを 聞きなさい』」。 
A これらの ことの 後， わたしが 見る 
^ と， 見よ， 開かれた 戸が 天に あっ 
た。 そして， わたしが 聞いた 最初の 声 
は ラッパの ようで あり， [その 声が] わ 
たしと 話して， 「ここに 上れ。 必ず 起 
きる ことを あなたに 示そう」 と 言った。 
2 これらの ことの 後， わたしは すぐに 
霊 [の 力] の 中に 入った。 すると， 見よ， 
天に ひとつの 座が 据えて あり， そのみ 
座に 座って おられる 方が いる。 3 そし 
て， 座って おられる 方は， 見たところ 碧 
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玉， また 赤色の 宝石の ようで あり， み 
座の 周りには， 見たところ エメラルド 
のよう な 虹が [ある]。 

4 そして， み 座の 周りには 二十 四の 
座が [あり]， それらの 座には， 二十 四 
人の 長老が， 白い 外衣を まとい， 頭に 
黄金の 冠を 頂いて 座って いるの が [見 
えた]。 5 そして， み 座からは， 稲妻 
と 声と 雷 が 出て いる。 また， 火のと も 
しび 七つが み 座の 前で 燃えて おり， そ 
れら は# の 七つの 霊を 表わ している。 
6 また， み 座の 前には， 水晶に &たガ ラ 
ス のよう な 海が あるかの ようで ある。 

そして， み 座の 真ん中と み 座の 周り 
には， 前に も 後ろに も 目が いっぱい 
ある 四つの 生き物が [いる]。  7 そし 

て， 第一の 生き物は ライオン に似て お 

h ,  第二の 生き物は 若い 雄牛に 似て お 
h ， 第三の 生き物には 人間の ような 顔 
が あり， 第 四の 生き物は 飛んで いる 鷲 
に似てい る。 8 また， その 四つの 生き 
物は， その 各々 に それぞれ 六つの 翼が 
あり， 周り も 下側 も 目で いっぱい であ 

i。  そして 彼らは 昼も夜も 休む ことな 
くこう 言う。 「聖 なる かな， 聖な るか 
な， 聖な るかな， 全能者なる エホバ 裡， 
かつて おられ， 今 おら;} 1， これから 来 

かた 

られる 方」。 

9 そして， それらの 生き物が， み 座 
に 座って おられる 方， 限りなく 永久に 
生きて おられる その 方に， 栄光と‘ れ 
と 感謝を ささげる ごとに， 10 二十 四 
人の 長老は， み 座に 座って おられる 方 
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ざ  すわ  かた W 

座に 座って おられる 方の 右手から [そ 
れ を] すぐに 受け取った。 8 そして 彼 
が 巻き物を 受け取った 時， 四つの 生き 
物と 二十 四 人の 長老 は 子羊の 前に ひれ 
伏した。 彼らは 各々 たて 琴と， 香を 満 

おうごん  はち  も 

たした 黄金の 鉢と を 持って いた。 その 
[香] は聖 なる 者た ちの 祈り を 表わして 
いる。 9 そして 如ら は 薪し い 歌を 歌っ 
て 言う， 「あなたは 巻き物を 受け取 っ 
て その 封印を 開く に ふ さわし L 、方です。 
あなたは ほふられ ，白 分の 血を もって， 
あらゆる 部族と 国語と 民と 国民の 中 か 

[ク) ひとびと  か  （ヶ 1 

ら裡 のために 人々 を 買い取 っ たからで 
す。 10 そして， 彼らを わたしたちの 
裡 に対して 王国 また 祭司と し， 彼らは 
地に 対し 王と して 支配す るので す」。 

11 それから， わたしが 見る と， み 座 
と 生き物と 長老たち の 周りに いる 多く 
のみ 使いたち の 声が 聞こえた。 彼らの 
数は 数万の 数万 倍， 数千の 数千 倍で あ 
り， 12 大声で こう 言った。 「ほふら 
れた子 f は， 力と 富と 知恵と 強さと 誉 
れと 栄光と 祝福を 受ける に ふさわしい 

かた  [チ） 

方です」。 

13 そして， 天と地と 地の 下と 海の 
上と にいる あらゆる 被 造 物， および そ 
こに あるす ベての ものが こう 言う のが 
聞こえた。 「み 座に 座して おられる 方 

こ = つじ (卜）  しゅくふく  ほ ま [ナ）  $ こう (二） いりょく 

が 限りなく 永久に あり ますよう に」。 
14 すると， 四つの 生き物は 「ア ーメ 
ン！」 と 言い， 長老たち は ひれ 喪して 

すうはい  [ネ） 

崇拝した。 
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まえ  ふ  かぎ  えいきゅう  い 

の 前に ひれ 伏し， 限りなく 永久に 生き 
て おられる 方を 崇拝す る。 そして 自分 
たちの 冠を み 座の 前に 投げ出して， こ 
う 言う。 11 「エホバ， わたしたちの 
挫よ， あなたは 栄光と 誉れと 力を 受け 
るに ふさわしい 方です。 あなたは すべ 
てのものを 創造し， あなたの ご 意志に 
よって [すべての もの] は 存在し， 創造 
された からです」。 

5 それから わたしは， み 座に 座って 
おられる 方の 右手に， 内部に も 裏 
側に も 書き込まれた 巻き物が あるのを 
見た。 それは 七つの 封印で 堅く 封印 さ 
れ ていた。  2 そして わたしは， ひとり 
の 強いみ 使いが， 「巻き物を 開いて， 
その 封印を 解く に ふさわしい 者は だれ 
か」 と 大声で ふれ 告げて いるのを 見た。 
3 しかし， 天に も 地に もまた 地の 下に 
も， 巻き物を 開き あるいは その 中を 見 
る ことので きる 者は ひとり もい なかっ 
た。 4 それで， 巻き物を 開き あるいは 
その 中を 見る に ふさわしい 者が 見 いた 
されなかった ので， わたしは 激しく 泣 
き だした。 5 しかし 長老の 一人が わた 
しにこう 言う。 「泣く のを やめなさい。 
見よ， ユダ 族の 者で ある ライオン ，ダ ビ 
デの 根が 征服を 遂げた ので， 巻き物と 
その 七つの 封印を 開く ことができる」。 

6 すると わたしは， み 座と 四つの 生 
き 物との 真ん中に， また 長老たち の 真 
ん 中に， ほふられ たかの ような 子羊が 
立って いるのを 見た。 それには 七つの 
角と 七つの 目が あり， その [目] は， 全 
地に 送り出された 裡の 七つの 霊を 表わ 
している。  7 そして 彼は 行って， み 
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騎手たち は 乗り 進む 


第二 欄 


第 6 章 


啓示 6：1—16 

なが つるぎ [ァ i しょ くりょ うぶ そく (ィ 1  さい 

られ た。 長い 剣と 食糧不足 と 死の 災 
厄を もって， また 地の 野獣に よって [そ 
れ を] 殺す ためで ある。 

9 また， 彼が 第五の 封印を 開いた 時, 
わた しは， 拽の 言葉の ために， また その 
行なって いた 証し の 業の ために ほふら 

もの  [才） たましい (力） さいだん [キ） した 

れた 者たち の 魂 が 祭壇の 下にい るのを 
見た。 10 そして， 彼らは 大声で 叫ん 
で备っ た， 「酱 にして _ ぶ 縫な 

(ヶ) しゅ  さば ㈡  ひか 

る 主よ， あなたは いつまで 裁きを 控え, 
地に 住む 者たち に対する わた したち の 
血の 復 しゅうを [控えて] おられる ので 
しょうか」。 11 すると， 白くて 長い 衣 
がその 一人一人に 与えられた。 そして 
彼らは， 自分たち が [殺された] と 同じ 
ように 殺されようと している 仲間の 奴 
隸 また 兄弟たち の 数 も 満ちる まで， あ 
と しばらく 休む ように 告げられた。 

12 また， 彼が 第 六の 封印を 開いた 時 
に 見る と， 大きな 地震が 起こった。 そし 

たいよう  け  あらぬ の (セ1  くろ 

て， 太陽は 毛の 粗布の ように 黒くな り， 
月は 全体が 血の ようになった。 13 そ 
して， いちじくの 木が 激しい風に 揺り 
動かされて その 熟して いない 実を 投げ 
落とす 時の ように， 天の 星が 地に 落ち 
た。 14 また， 巻き上げられて ゆく 巻 
き 物の ように 天が 去って ゆき， すべて 
の 山と 島が その 場所から 取り除かれた。 
15 そして， 地の 王たち， 高位の 者たち， 
軍司令官たち， 富んだ 者， 強い 者， すべ 

ど れい  じゆう じん  あな 

ての 奴隸 また 自由 人は， ほら 穴 や 山の 
岩 塊の 間 に 身を 隠 した。 16 そ して 山 
と 岩 塊と にこう 言いつ づける。 「わた 
したち の 上に 倒れ かかれ。 そしてみ 座 

すわ  かた [卜】 かお  こ 

に 座って おられる 方の 顔から， また 子 


n そして， 子羊が 七つの 封印の 一つ 
® を 開いた 時に わたしが 見る と， 四 
つの 生き物の 一つが 雷の ような 声で， 
「来なさい！」 と言うの が 聞こえた。 
2 そして， 見る と， 見よ， 白い 馬が [い 
た]。 それに 乗って いる 者は 弓を 持って 
いた。 そして， 彼に 冠が 与えられ， 彼 
は 征服し に， また 征服を 完了す るた め 
に 出て 行った。 

3 また， 彼が 第二の 封印を 開いた 時， 
わたしは， 第二の 生き物が， 「来な さ 
い！」 と言うのを 聞いた。 4 すると， 
別の， 火の ような 色の 馬が 出て 来た。 そ 
して， それに 乗って いる 者には， 人々 
が むざんな 殺 し 合いを する よう 地から 
平和を 取り去る ことが 許された。 そし 
て 大きな 剣が 彼に 与えられた。 

5 また， 彼が 第三の 封印を 開いた 時， 
わたしは， 第三の 生き物が， 「来な さ 
い！」 と言うのを 聞いた。 そして， 見る 
と， 見よ， 黒い 馬が [いた]。 それに 乗っ 
ている 者は 手には かりを 持って いた。 
6 そして わたしは， 四つの 生き物の 真 
ん中 [から 出る] かの ような 声が， 「小 
麦 ーリッ ト ルは ー デナ リ， 大麦 三リッ 
ト ルは ー デナ リ。 オ リーブ 油と ぶどう 
酒を 損なうな」 と言うのを 聞いた。 

7 また， 彼が 第 四の 封印を 開いた 時， 
わたしは， 第 四の 生き物の 声が， 「来 
なさい！」 と言うのを 聞いた。  8 そ 
して， 見る と， 見よ， 青ざめた 馬が [い 
た]。 それに 乗って いる 者には “ 死” と 
いう 名が あった。 そして， ハ デスが 彼 
のす ぐ あとに 従っていた。 そして， 地 
の 四 分の 一に 対する 権威が 彼らに 与え 
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啓示 6:17—7:15  4 人の み使い。 14 万 4,000 人。 大群 衆  1910 


1% 嘗 りから ゎたしたちを 歸 してく 
れ。 17 彼らの 憤 りの 太いなる 日が 
来たから だ。 だれが 立ちえ ようか」。 

7 この 後 わたしは， 四 人の み使いが 
地の 四隅に 立ち， 地の 四方の 風を 
しっかり 押さえて， 地に も 海に も， また 
どの 木に も 風が 吹かない ように してい 
るのを 見た。 2 また， 別の み使いが 日 
の 昇る [方角] から， 生ける 神の 金印を 
携えて 上って 行く のを 見た。 彼は， 地 
と 海を 損なう ことを 許された 四 人の み 
使いに 大声で 叫んで 3 こう 言った。 
「わた したち が， わた したち の拽 の奴隸 
たちの 額に 証印を 押して しまうまでは， 
地 も 海 も 木 も 損なって はならない」。 

4 そして わたしは， 証印を 押された 
者たち の 数を 聞いた が， それは 十四 万 
四千で あり， イスラエルの 子ら のす ベ 
ての 部族の 者たち が 証印を 押された。 

5 ユダの 部族の 中から 一万 二 千 人が 
証印を 押され， 

ルべ ンの 部族の 中 か ら 一万 二 千 人， 
ガ ドの 部族の 中から 一万 二 千 人， 

6 ア シヱ ルの 部族の 中から 一万 二 
千 人， 

ナフタリ の 部族の 中 か ら 一万 二 千 人， 
マナ セの 部族の 中から 一万 二 千 人， 

7 シメオンの 部族の 中から 一万 二 
千 人， 

レ ビの 部族の 中 か ら 一万 二 千 人， 

イッ サカ ルの 部族の 中から 一万 二 
千 人， 

8 ゼ ブルンの 部族の 中から 一万 二 
千 人， 

ヨセフ の 部族の 中から 一万 二 千 人， 
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オマタ 25:31 
カエレ 25:32 
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ア創 49:27 
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ベニヤ ミンの 部族の 中から 一万 二 千 

しょういん  お  m 

人が 証印を 押された。 


9 これらの ことの 後， わたしが 見る 


こくみん (ウ 1 ぶぞく  たみ W  こく 

と， 見よ， すべての 国民と 部族と 民と 国 


ご [才）  き  かぞ 

語の 中から 来た， だれも 数えつ くす こ 

だい ぐんしゅう [力）  なが ころも 

とので きない 大群 衆が， 白くて 長い 衣 
を 着て， み 座の 前と 子羊の 前に 立っ て 
いた。 彼らの 手には， やしの 枝が あっ 

おおごえ  さけ 

た。 10 そして 大声で こう 叫びつ づけ 

すく  ざす わ  （コ） 

る。 「救いは， み 座に 座って おられる わ 


たしたち の 神と, 子羊と に [よります] 1。 

つか  W 

11 そして， すべての み使いた ちは， 

ざちょうろう  (t]  い  もの! ソ] まわ 

み 座と 長老たち と 四つの 生き物の 周り 
に 立って いたが， 彼らは み 座の 前に ひ 
れ 伏し， 神を 崇拝して 12 こう 言っ 
た。 「アーメン！ 祝福と 栄光と 知恵 


と 感謝と 誉れと 力と 強さが， わたした 

かぎ  えいきゅう 

ちの# に 限りなく 永久に [あります よ 
うに]。 アーメン」。 


13 すると， 長老の 一人が これに 応 

い  なが ころも 

じて わた しに 言った， 「白く て 長い 衣 

き  もの (H 

を 着た これらの 者， これは だれか， ま 
たど こから 来たの か」。 14 それで わ 


た しはすぐ 彼に 言った， 「わた しの 主 
よ， あなたが 知って おられます」。 す 
ると 彼は わたしに 言った， 「これは 大 


かんなん [ナ）  くもの  じ 

患難から 出て 来る 者たち で， 彼らは 自 
分の 長い 衣を 子羊の 血で 洗って 白く し 

(?)  ざ  まえ [ネ） 

た。 15 それゆえに 裨 のみ 座の 前にい 

しんでん  ひる 

るので ある。 そして， その 神殿で 昼 も 


よる  しんせい  ほうし  W： 

夜 も®] に 神聖な 奉仕を ささげて いる。 

すわ  かた [ハ） かれ 

また， み 座に 座って おられる 方は 彼ら 

じぶん  てんまく [ヒ） ひろ 

の 上に ご 自分の 天幕を 広げられる であ 


二 へブ 9:14; へブ 9:22; ョハ I 1:7; 啓 1:5; ヌ イザ 1:18; 
ヨハ 1:29; ネ詩 11:4;  ノ マタ 4:10; ルカ 2:37; ハ 啓 4:2; 
ヒ詩 15:1; 啓 21:3。 


1911  第 七の 封印。 七つの ラッパ  啓示 7：16—9：2 


ろう。 16 彼らは もはや 飢える こと も 
渴 くこと もな く， 太陽が 彼らの 上に 照 
りつけ る こと も， どんな 炎熱に [冒され 
る こと] もない。 17 み 座の 真ん中に 
おられる 子羊が， 彼らを 枚し， 命の 水 
の 泉に 彼らを 導かれる からで ある。 そ 
して# は 彼らの 目から すべての 涙を ぬ 
ぐい 去られる であろう」。 

Q また， 彼が 第 七の 封印を 開いた 時， 
^ 約 半時 間の あいだ 天に 静寂が 起 
こった。 2 そして わたしは，# の 前に 
立つ 七 人の み使いを 見た。 そして， 七 
つの ラッノ 《が 彼 らに 与えられた 0 

3 それから， 別の み使いが 到着して 
祭壇のと ころに 立った。 黄金の 香炉を 
携えて いた。 そして， み 座の 前に ある 
黄金の 祭壇の 上です ベての 聖な る 者た 
ちの 祈りと 共に ささげる ため， 多量の 
香が 彼に 与えられた。 4 そして， 香の 
煙が， 聖 なる 者たち の 祈りと 共に， そ 
のみ 使いの 手から# のみ 前に 上った。 
5 しかし， み使いは すぐに 香炉を 取り， 
それに 祭壇の 火を いくらか 満たして 地 

な  [ス）  かみなり (せ） しょう  こえ 

に 投げつ けた。 すると， 雷が 生じ， 声 
と 稲妻と 地震が [起こった]。  6 そし 
て， 七つの ラッパを 持つ 七 人の み使い 
がそれ を 吹く 準備を した。 

7 そして， 第一の 者が ラッパを 吹い 
た。 すると， 血の 混じった， 雹と 火が 
生じ， それが 地に 投げつ けられた。 す 
ると， 地の 三分の 一が 焼きつ くされ， 樹 
木の 三分の 一が 焼きつ くされ， 緑の 草 
木の すべてが 焼きつ く された。 

8 また， 第二の み使いが ラッパを 吹 
いた。 すると， 火で 燃える 大きな 山の 
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ような ものが 海に 投げ込まれた。 する 
と， 海の 三分の 一が 血に なった。  9 そ 
して， 海に いる， 魂を 持つ 被 造 物の 三分 
の 一が 死に， 船の 三分の 一が 難破 した。 

10 また， 第三の み使いが ラッパを 
吹いた。 すると， ともしび のように 燃 
える 大きな 星が 天から 落ちた。 それは 
川の 三分の 一と 水の わき 出る ところと 
に 落ちた。 11 そして， その 星の 名は 
“苦 よもぎ” という。 すると， 水の 三分 
の 一は 苦よ もぎに 変わり， 多くの 人が 
その 水の ために 死んだ。 それが 苦く さ 
れ たためで ある。 

12 また， 第 四の み使いが ラッパを 吹 
いた。 すると， 太陽の 三分の 一が 強打 
され， 月の 三分の 一と 星の 三分の 一が 
[強打され た]。 それは， それらの 三分 
の 一が 暗く され， 昼が その 三分の 一に 
わたって 光明を 持たず， 夜 も 同じよう 
になる ためであった。 

13 また わたしが 見る と， 中天を 飛 
ぶ一 羽の 鷲が 大声で こう 言う のが 聞 こ 
えた。 「災い， 災い， 地に 住む 者たち 
には 災い だ！ ラッパを 吹こうと して 
いる 三人の み使いの 吹き 鳴らす 残りの 
ラッパの 音の ゆえに」。 

〇 また， 第五の み使いが ラッパを 吹 
° いた。 すると， わたしは 天から 地 
に 落ちた 星を 見た。 底知れぬ 深みの 坑 
のかぎ が 彼に 与えられた。 2 そして， 
彼が 底知れぬ 深みの 坑を 開ける と， 大 
き な炉の 煙の よう な 煙が その 坑か ら立 
ち 上り， そ の 坑の煙 によ っ て 太陽が， ま 


ソ ルカ 8:31; 啓 9:11; 夕啓 20:1; チ 創 19:28; ツ出 19: 
18; ヨエ 2:30〇 


啓示 9:3 — 21  いなご。 4 人の み使いを ほどく。 2 億の 騎兵  1912 

た 空気が 暗く なった。 3 そして， その 第9 章 ら のことの 後な お 二つの 災いが 来る。 
煙の 中から いなごが 地上に 出て 来た。 7  aJ  2；?〇  13 そして， 第 六の み使いが ラッパ 

それらには 権威が 与えられた。 地の さ ィ だれ を 吹いた。 すると， 裨の 前に ある 黄金 

[ウ）  も  おな  さいだん W  つの  あいだ  こえ (才] 

そりが 持つ のと 同じ 権威で ある。 4 そ ゥ 申，^ 9 の 祭壇の 角の 間から 出る 一つの 声が， 

ち  くさき  みどり  ルカ 11,12  も  だい  つか 

して， 地の 草木を， また どんな 緑の も ェ 啓7:3  14 ラッパを 持つ 第 六の み使いに こう 
の も， どんな 樹木 も [損なわな いよう 言う のが 聞こえた。 r 大川ユ ーフラ テ 
に]， ただ， 額に 神の 証印の ない 人々 力 啓9:10  スの ところに つながれ ている 四 人の み 

つ  キ ヨブ 3:21  f ク] 

だけを 損なうよ うにと 告げられた。  啓6:16  使いを ほどきなさい」。 15 すると， そ 

5 そして， その [いなご] には， 彼ら ヶ312:6  の 四 人の み使いが ほどかれた。 彼らは， 
を 殺す ことでは なく， 彼らを 五 か 月の ココ11 以45 人々 の 三分の 一を 殺す ため， その 時刻 
あいだ 責め苦に 遭わせる ことが 許され サョェ I:6 と 日と 月と 年の ために 用意され ていた 
た。 彼らに 加えられる その 責め苦は， ので ある。 

さそりが 人を 襲う ときの 責め苦の よう X3x2;5  16 そして， 騎 兵隊の 数は 万の 二 万 

であった。 6 その 日には， 人々 は 死を セコ D10:4 であった。 わたしは 彼らの 数を 聞いた。 
求める が， 決して それを 見いだ せない ^^9:1  17 そして， わたしが 幻の 中で 見た 馬 

であろう。 また， 死にたい と 思っても， と， それに 乗って いる 者たち の 様子は 

かれ  に  チ かれ 

死は 彼らから 逃げて ゆく。  ^ 19:15 こうであった。 彼らは， 火の ような 赤 

7 そして， いなごの 姿は 戦闘の 備え 第二 欄 と， ヒ ヤシン ス のよう な 青と， 硫黄の 
をした 馬 に似ていた。 頭の 上には 金の 7 胃8 :13  ような 黄色の 胸当てを 着けて いた。 馬 

ような 冠と 思える ものが [あり]， 顔は ゥ啓 11:15 の 頭は ライオンの 頭の ようで あり， そ 
人間の 顔の ようであった が， 8 女の 髪 1 胃8 :3  の 口からは 火と 煙と 硫黄が 出て いた。 

のよう な 髪の毛が あった。 そして， 歯 力 創 2:14 18 これら 三つの 災厄に よって 人々 の 

_  (サ：  啓 16.12  ぶん  ころ 

は ライオンの [歯] のよう であり， 9 ま  啓 mis  三分の 一が 殺された。 その 口から 出た 
た， 鉄の 胸当ての ような 胸当てを 着け 火と 煙と 硫黄の ためで ある。 19 これ 

かれ  つばさ  おお  詩 142:7  うま  けんい  お 

ていた。 そして， 彼らの 翼の 音は， 多 ィザ42:7 らの 馬の 権威は その 口と その 尾に ある 
くの 馬に 引かれる 兵車が 戦闘に 走り 行 クガラ 4:14 からで ある。 その 尾は 蛇 に似ていて 頭 
く 音の ようで [あった]。 10 また， 彼 ヶ は8 が あり， それに よって 損なう ので ある。 
ら には 尾と， さそりに 似た 針と が あり， コ胃ル6  20 しかし， これらの 災厄に よって 殺 

いた  サエ レ 8:17  のこ  ひとびと  じぶん 

その 尾に， 人を 五 か 月の あいだ 痛める ,^31:29 されなかった 残りの 人々 は 自分の 手の 
彼らの 権威が ある。 11 彼らの 上には ^^7 業を 悔い改めず， 悪霊たち， また 金 • 
王が いる。 すなわち， 底知れぬ 深みの  S/JSo 銀 •銅 •石 • 木で できた， 見る こと も 
使いで ある。 へ ブライ 語で 彼の 名は ア セ- | 漂 义 聞く こと も 歩く こと もで きない 偶像に 
バ ドンで あり， ギリシャ 語では， アポ ソ ィザ 対する 崇拝を やめようと はしなかった。 
ル オンと いう 名が ある。  ダニ5: 23  21 また， 殺人， 心霊術 的な 行ない， 淫 

わざ わ  す  夕出 20:13  こう ぬす  く  あらた 

12 一つの 災いが 過ぎた。 見よ， これ チガラ 5:20 彳 了， 盗みを も 悔い改めなかった。 
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1,260 日。 二人の 証人 
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啓示 10:1 — 11: 6 

た。 「こ れ を取っ て 食べて しまいな さ 
い。 それは あなたの 腹を 苦く しても， 
あなたの 口には 蜜の ように 甘いで あろ 
う」。 10 それで わたしは み使いの 手 か 
ら その 小さな 巻き物を 受け取って， そ 
れを 食べて しまった。 すると， それは 
わた しの 口には 蜜の ように 甘かった。 
しかし， それを 食べて しまった 時， わ 
たしの 腹は 苦く なった。 11 そして 彼 
ら はわた しに 言う， 「あなたは， もろ 
もろの 民 •国民 •国語， また 多くの 王 
たちに 関 して 再び 預言し な ければ なら 
な do 


11 


それから， 杖の ような 一本の 葦 
がわた しに 与えられ， その 際に 
k はこう 言った。 「立って， 裡の 神殿 

せい  ところ  さいだん  すうはい 

[の聖 なる 所] と 祭壇と そこ で 崇拝す る 
^ たちを 測りなさい。  2 しかし， 神殿 
[の聖 なる 所] の 外側に ある 中庭は， こ 
れを まったく ほって 置き， そこを 測っ 
ては ならない。 それは 諸国 民に 与えら 
れ ている からで ある。 彼らは 聖 なる 都 
市を 四十 二 か 月 の あい だ 踏み にじるで 
あろう。  3 そして わたしは， わたしの 
二人の 証人に， 粗布を 着て 千 二百 六十 
日の あいだ 預言させる」。 4 これらの 
^ は， 二 本の オリー ブの 木， また 二つ 
の 燭台 [によって 象徴され て] おり， 地 
の 主の 前に 立って いる。 

そして，?  遠ら を績な ぉぅと 憲ぅ碧 

がいれば， 火が 彼らの 口から 出て， その 
^ たちを むさぼり 食う。 彼らを 損な お 
うと 思うよう な 者が いれば， その 者は 
このように して 殺さ れ ねばな らな いの 
である。 6 彼らには， 天を 閉ざして， 


■t  それから， わたしは 別の 強いみ 
i り U が 天から 辛って 秦 るのを 見 
た。 雲で 身を 装い， 頭の 上には 虹が あ 
り， 顔は 太陽の ようで， 足は 火の 柱の 
ようで あり， 2 手には 開かれた 小さな 
巻き物を 持って いた。 そして， 右足を 
海の 上に 据え， 左 [足] は 地の 上に 据え 
て， 3 ライオンが ほえる ときの ような 
大声で 叫んだ。 そして， 彼が 叫んだ 時， 
七つの 雷 がその 声を 発した。 

4 さて， 七つの 雷が 話した 時， わた 
しは 今にも 書き記す ところであった。 
しかし， 天から 出る 声が， 「七つの 雷 
が 話した ことを かたく 封 じ， それを 書 
き 留めて はならない」 と言うの が 聞 こ 
えた。 5 そして， 海と 地の 上に 立って 
いるのを わたしが 見た み使いは， 右手 
を 天に 上げ， 6 限りなく 永久に 生き 
て おられ， 天と その 中に ある もの， 地 
とその 中に ある もの， また 海と その 中 
にある ものを 創造した 方を 指して こう 
誓った。 「もはや 猶予は ない。  7 第 
七の み使いが 吹き 鳴らす 日， 彼が ラ、' ノ 
パを 吹こうと する その 時に， [姓] が預 
言 者なる ご 自分の 奴隸た ちに 宣 明され 
た 良いた よりに 基づく 裡の 神聖な 奥義 
は， 確かに 終わりに 至る」。 

8 また， 天から 出る のを わたしが 
聞いた 声が， 再び わたしと 話して こう 
言う。 「行って， 海と 地の 上に 立って 
いるみ 使いの 手に ある 開かれた 巻き物 
を 受け取りなさい」。 9 それで わたし 
は そのみ 使いのと ころに 行き， その 小 
さ な 巻き物を わた しにくれ るよう にと 
言った。 すると 彼は わたしに こう 言っ 
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キリス トは 王と なる  1914 

15 また， 第 七の み使いが ラッパを 吹 
いた。 すると， 大きな 声が 天で 起きて 
こう 言った。 「世の 王国は わたしたち 
の 主と その キリス トの 王国と なった。 
彼は 限りな く 永久に 王と して 支配す る 
であろう」。 

まえ  じ ぶん  ざ  すわ 

16 すると，# の 前で 自分の 座に 座っ 
ている 二十 四 人の 長老 が ひれ 伏し， 进 
を 崇拝して 17 こう 言った。 「今 おら 
れ ，かつて おら れた 方, 全能者な る エホ 
バ裡， わたしたちは あなたに 感謝し ま 

1コ】  じ ぶん  [サ）  と 

す。 あなたは ご 自分の 大 いなる 力を 執 
り， 王と して 支配を 始められ たからで 
す。 18 しかし， 諸国 民は 憤り， あなた 
ご 自身の 憤り も 到来し ました。 また， 死 
んだ 者たち を 裁き， 預言者なる あなた 
の 奴隸た ちと 聖 なる 者たち に， そして， 
あなたの み 名を 恐れる 者たち， 小なる 者 
にも 犬なる 者に も [その] 報いを 与え， 地 
を 破滅 させて いる 者たち を 破滅に 至ら 
せる 定められた 時が [到来し ま した]」。 

19 また， 天に ある 裡の 神殿 [の聖 な 
る 所] が 開かれ， [神] の 契約の 箱が そ 
の 神殿 [の聖 なる 所] の 中に 見えた。 そ 
して， 稲妻と 声と 雷と 地震と 大きな 雹 
が 室 じた 。 

(ナ） 

-I  また， 大きな しるしが 天に 見え 
た。 それは 太陽で 身を 装った 女 

した  あたま 

で， 月が その 足の 下に あり ，頭には 十二 

ほし かんむり  かのじょ  にんしん 

の 星の 冠が あって， 2 彼女は 妊娠して 
いた。 そして， 苦痛と 子を 産む もだえ 
のために 叫ぶ。 

3 また， 別の しるしが 天に 見えた。 見 


啓示 11:7—12:3 

その 預言す る あいだ 雨を 降らせな いよ 
うにす る 権威が あり， また， 水を 制し 
て それを 血に 変え， あらゆる 種類の 災 
fe を もって 何度でも 望む だけ 地を 撃つ 
権威が ある。 

かれ  じ ぶん  あか  お 

7 そして， 彼らが 自分たち の 証し を 終 
えた 時， 底知れぬ 深み か ら 上る 野獣が 彼 
らと 戦い， 彼らを 征服して 殺す であろう。 
8 そして， 彼らの 遺体は， 霊的な 意味で 
ソ ド A また エジプトと 呼ばれる 大 いな 
る 都市の 大通りに [置かれ るで] あろう。 
彼らの 主 も そこで 杭に つけられ たので 
ある。  9 そして， [もろもろの] 民 •部 
族 •国語 •国民から 来た 者たち は 三日 半 
の 間 その 遺体を 見る が， 遺体を 墓の 中 
に 横たえる ことを 許さない。 10 また， 
地 に 住む 者たち は 彼らの ことで 喜び， 
また 楽しみ， 互い に 贈り 物を 交わす であ 
ろう。 これら 二人の 預言者は 地に 住む 
者たち を 責め苦に 遭わせた からで ある。 

11 それから 三日 半の 後，# からの 命 
の 霊が 彼らに 入り， 彼らは g 分の 足で 
立ち上がった。 そのため， 大 いなる 恐 
れが 彼らを 見て いる 者たち に 臨んだ。 
12 そして 彼らは， 天から 出る 大きな 声 
が， 「ここに 上って 来なさい」 と 自分 
たちに 言う のを 聞いた。 それで 彼らは， 
雲のう ちに あって 天へ 上って 行き， 敵 
たちは 彼らを 見た。 13 そして， その 時 
刻に 大きな 地震が 起こり ，その 都市の 十 
分の i が 倒れた。 また， 七 千 人の 人が そ 
の 地震に よっ て 殺され， そのほかの 者た 
ち は 恐れ 驚 L 、て 天の# に 栄光を 帰 した。 

14 第二の 災いが 過ぎた。 見よ， 第 
三の 災いが 速やかに 来る。 
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1915  天での 戦争。 サタンは 地に 投げ落とされる  啓示 12:4—13:1 


よ， 火の よう な 色の 大きな 龍であって， 
七つの 頭と 十本の 角が あり， その 頭に 
は 七つの 王冠が あった。 4 その 尾は 天 
の 星の 三分の 一を 引きずって， それを 
地に 投げ落とし/こ。 そして 龍は， 子を 
4 もぅ とす“ の i に 立って ぃ た。 緩 
女が 子を 産んだ 時に， その子 供を むさ 
ぼり 食うた めであった。 

5 そ して 彼女は 子を 産ん々。 男子で 
あり， あらゆる 国民を 鉄の 杖で 牧 する 
者で ある。 そして 彼女の 子供は 拽のも 
とに， そのみ 座の もとに 連れ去られた。 
6 それから 女は， 裡 によって 備えられ 
た 自分の 場所が ある 荒野に 逃げた。 そ 
れ は， 彼らが 千 二百 六十 日 の 間 そこで 
彼女を 養うた めであった。 

7 また， 天で 戦争が 起こった。 ミカ 
エルと その 使いたち が 龍と 戦った。 龍 
とその 使いたち も 戦った が， 8 優勢に 
なれず， 彼らの ための 場所 ももは や 天 
に 見いだ されなかった。  9 こうして， 
太いなる 龍， すなわち， 初めからの 蛇 
で， 悪 塵 また サタンと 呼ばれ， 人の 住 
む 全地を 惑わ している 者は 投げ落とさ 
れ た。 彼は 地に 投げ落とされ， その 使 
いたち も 共に 投げ落とされた。 10 そ 
して， わたしは 大きな 声が 天で こう 言 
う のを 聞いた。 

「今や， 救いと 力と わたしたちの# の 
王国と その キリス トの 権威と が 実現し 
た！ わたしたちの 兄弟を 訴える 者， 
日夜 彼らを わた したち の迚の 前で 訴 
える 者は 投げ落とされ たからで ある。 
11 そして 彼らは， 子羊の 血の ゆえに， 
また 自分たち の 証し の 言葉の ゆえに 彼 
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箴 30:8 


ハぺテ I 1:19 
ヒ 使徒 1:8 


を 征服し， 死に 面して さえ 自分の 魂 

あい  [ィ） 

を 愛さなかった。 12 この ゆえに， 天 
と [天] に 住む 者よ， 喜べ！ 地と 海に 
とっては 災いで ある。 悪魔が， 自分の 
時の 短い ことを 知り， 大きな 怒りを 抱 
いて あなた 方のと ころに 下った からで 
あ る」。 

13 さて， 自分が 地に 投げ落とされた 
のを 見た 時， 龍は， 男の子を 産んだ 女 
を 迫害した。 14 しかし， 大きな 鷲の 
二つの 翼が 女に 与えられた。 荒野の 中 
の 自分の 場所に 飛んで 行く ためで あっ 

ひととき  ふた とき  はんとき 

た。 そこは， 一時と [二] 時と 半時の あ 
いだ 彼女が 蛇の 顔 か ら 離れて 養われる 
ところで ある。 

15 それから， 蛇は 口から 川の ような 
7jc を 女の 後ろに 吐き出した。 彼女を そ 
の 川に よって おぼれさせる ためで ある。 
16 しかし 地が 女の 救助に まわり， 地は 
口を 開いて， 龍が 自分の 口から 吐き出 
した 川を 呑み 迗ん だ。 17 それで 龍は 
女に 向かって 憤 り， 彼女の 胤のう ちの 
残って いる 者たち， すなわち， 迚のお 
きて を 守り 行ない， イエスに ついての 
証し の 業を 持つ 者たち と 戦うた めに 出 
て 苔った。 

1 Q そして [龍] は 海の 砂の 上に 立ち 

丄办 i まった。 

また， わたしは 一匹の 野獣が 海から 
上って 行く のを 見た。 十本の 角と 七つ 


使徒 20:24 
ウ 使徒 7:53 
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啓示 13: 2 — 18  野獣と その 像。 666  1916 

の 頭が あり， その 角の 上には 十の 王冠 第13 章 となる 。剣で 殺す 者が いるなら， その 
が あった が， その 頭には1  冒とく 的な 名 J  5  74:10 者は 剣で 殺されなければ ならない。 こ 

やじゅう  一  7  ^  せい  （ウ）  にんたい [ェ） しんこう [才） い み 

が あった。 2 さて， わたしの 見た 野獣 7；5 こが 聖 なる 者たち の 忍耐と 信仰を 意味 
は ひょう に似てい たが， その 足は 熊の すると ころで ある。 

W  +  . . , .  べつ  やじゅう [力） ち W 

[足] のよう であり， その 口は ライオン tin'u  11 また， わたしは 別の 野獣が 地から 
の 口の ようであった。 そして， 龍は 自 n°：w 上って 行く のを 見た。 それには 子羊の 
分の 力と 座と 大きな 権威を [その 野獣] ^1；1：3  ような 二 本の 角が あった。 それは 龍の 
に 与えた。  シ？ ザ5 14:13 ように 話し はじめた。 12 そして， 第 

あたま  ダニ 7:25  やじゅう 〖ヶ）  けんい  まえこう 

3 そして わたしは， その 頭の 一つが ス啓 lm  —の 野獣の すべての 権威を その 前で 行 

し  セ ルカ 22:31  し  ち  す  もの 

ほふられて 死んだ かの ようになって い  ^ 12=17  使す る 0 また， 地と そこに 住む 者たち 
るのを 見た。 しかし， その 致命的な 打 タィ ザ53:^ に， 致命的な 打ち傷の いえた 第一の 野 
ち 傷は いえた。 それで， 全地は 感服し  |^2  獣を 崇拝させる。 13 また， 大 いなる 
て その i 獣に 従った。 4 そして 彼ら +墓^:1 しるしを 行なって， 人類の 前で 火を 天 
は， 野獣に 権威を 与えた ことで 龍を 崇 ッ =フ1:4 から 地に 下らせる こと さえす る。 

拝し， また， 「だれが この 野獣に 等し テマ タ 11:15 14 そして， 野獣の 前で 行なう ことを 
いだろう か。 いったい だれが これと 戦 欄 許された しるしに よって 地に 住む 者た 

い  まど  いっぽう  つるぎ いちげき う 

いうる だろう か」 と 言って 野獣を 崇拝 ァゼヵ 14:2 ちを 惑わし， 一方では， 剣の 一撃を 受 

W  ぼう  イ創 9:6  [シ） い  かえ  ぞう (ス） 

した。  5 そして， 大 いなる こと や 冒 マタ 26:52 けながら 生き返った 野獣の ために 像を 
とく 的な こと を 語る 口が それに 与えら  作る よう にと 地に 住む 者た ちに 言う。 

れ， また， 四十 二 か 月の あいだ 行動す 135 g 15 また それには， 野獣の 像に 息を 与え 
る 権威が 与えられた。 6 そして， それ 才 =ぷ:3 る ことが 許された。 それに よって 野獣 
は 口を 開いて 裡を 冒とくした。 そのみ の 像は 話す ようになり， また， 野獣の 
名と 住まい， さらには 天に 住む 者たち キ啓 12:16  像を どう しても 崇拝し ない 者たち をみ 
を 冒とくす るた めであった。  7 そし 16：13 な 殺させる ようにす るので ある。 

せい  もの  たたか  かれ  せいふく  啓 る0:2 

て， 聖 なる 者たち と 戦って 彼らを 征服 ヶ 啓13:1  16 また それは， すべての 人， すな わ 

(t)  ゆる  （V)  ぶぞく  たみ  J  ^ 13:3  しょう  もの  だい  と 

する ことが 許され， あらゆる 部族と 民 サ^1 3  24 ち， 小なる 者と 犬なる 者， 富んだ 者と 
と關と 雖に努 する 驗 がそれ に ¥ スン #しぃ 者， 謂な 者と 縫を W 翁し ぞ， 
えられた。 8 そして， 地に 住む 者は 皆 l^f  その 右手 や 額に 印を 受けさせ， 17 ま 
それを 崇拝す るであろう。 ほふられた た， その 印， つまり 野獣の 名 もしくは 
_ の 命の 巻き物には， 彼らのう ちの マタ 24ボ その 名の 数字を 持つ 者 以外には だれも 

よ  もとい  お  いらい (ツ] か  ソエ レ 39:10  う  か 

だれの 名 も， 世の 基が 置かれて 以来 書 ヱ レ52:16 売り 買いで きないよ うにす る。 18 こ 

夕 啓14 :9  ちえ かんけい 

かれて いない。  |  ；^0 こ が 知恵の 関係 してく ると ころで ある。 

9 耳の ある 者が いるなら， 聞きな さ そう 明な 者は 野獣の 数字を 計算し なさ 
い。 10 捕らわれの 身と なる [はずの] テ^7 123 い。 それは 人間の 数字な ので ある。 そ 
者が いるなら， その 者は 捕らわれの 身 して， その 数字は 六 百 六十 六で ある。 


1917  14 万 4,000 人。 大いな る バビロンは 倒れた  啓示 14:1—15 


-i  A また わたしが 見る と， 見よ， 子 
14  r. ン ォンの ぶに 立って ぉり， 
彼と 共に， 十四 万 四千 人の 者が， 彼の 名 
と 彼の 父の 名を その 額に 書かれて [立っ 
ていた]。 2 また わたしは， 多くの 水 

it)  らいめい 

の 音の ような， そして 大きな 雷鳴の よ 
うな 音が 天から 出る のを 聞いた。 わた 
しが 聞いた 音は， _ 分で 弾く たて 琴に 合 
わせて 歌う 歌い手た ちの [声] のよう で 
あった。 3 そして 彼らは， み 座の 前 お 

い  もの 阁 ちょうろう  （ク） 

よび 四つの 生き物と 長老たち の 前で， 
新しい 歌で あるかの ような [歌] を歌っ 

(コ）  ち  かと  [サ） 

ている。 地から 買い取られた 十四 万 四 
千 人の 者で なければ， だれも その 歌を 
学び 取る ことができなかった。 4 これ 
らは 女に よって 自分を 汚さなかった 者 
である。 事実， 彼らは 童貞で ある。 こ 
れら は， 子羊の 行く ところには どこへ 
でも 従って 行く 者たち である。 これら 
は， 裡と 子羊に 対する 初穂と して 人類 
の 中から 買い取られ たので あり， 5 そ 
の 口に 偽りは 見いだ されなかった。 彼 
ら はきず のない 者たち である。 

6 また， わたしは 別の み使いが 中 
天を 飛んで いるのを 見た。 彼は， 地に 
住む 者たち に， また あらゆる 国民 •部 
族 •国語 •民に 喜ばしい おとずれ とし 
て宣 明す る 永遠の 良いた より を 携えて 
おり， 7 大声で こう 言った。 「裡 を 恐 
れ， [拽] に 栄光を 帰せよ。 [初によ る 
裁きの 時が 到来した からで ある。 それ 
ゆえ， 天と地と 海と 水の わき 出る とこ 
ろと を 造られた 方を 崇拝せ よ」。 

べつ  ふたり め  つか 

8 また， 別の， 二人目の み使いが そ 
の あとに 従って， こう 言った。 「彼女 


は 倒れた！  大 いなる バビロン， あら 
ゆる 国民に 自分の 淫行の 怒り のぶどう 
酒を 飲ませた 者は 倒れた！」 

9 また， 別の み使い， 三人 目の 者が 彼 
らの 後に 従い， 大声で こう 言った。 「野 
■1： その 綠_ して， 織の w また 
は 手に 印を 受ける 者が いれば， 10 そ 
の 者は， 憤りの 杯に 薄めずに 注がれた 
裡の 怒りの ぶどう酒を 飲む ことにな り， 
聖 なるみ 使いたち の 見る ところで， ま 
た 午 羊の 見る とこ ろで， 火と 硫黄に よる 
責め苦に 遭わされる であろう。 11 そ 

かれ  せ  く  けむり  かぎ  えい 

して， 彼らの 責め苦の 煙は 限りなく 永 
久に 上り， 彼ら， すなわち， 野獣と そ 
の 像を 崇拝す る 者， また だれでも その 
名の 印 を 受ける 者には， 昼も夜も 休み 
がない。 12 ここが， 聖 なる 者たち， す 
なわち 裡の おき そと イエスの 信仰を 守 
る 者たち に とって， 忍耐と なると ころ 

(V) 

である」。 

13 また わたしは， 天から 出る 声が 
こう 言う のを 聞いた。 「こう 書きな さ 
い： 今からの ち 至と 結ばれて 赤ぬ 死人 
は 幸いで ある。 しかり， 彼らは その 労 
苦を 休みなさい， 彼らの 行なった こと 
は そのまま 彼ら に伴っ て 行く からで あ 
る， と 霊は 言う」。 

14 また わたしが 見る と， 見よ， 白 
い 雲が [あり]， その 雲の上には 人の子 
のよう な 者が 座って おり， その 頭には 
黄金の 冠 が あり， その 手には 鋭い 鎌が 
あった 0 

15 また， 別の み使いが 神殿 [の聖 な 
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地の ぶどうの 木は 踏まれる。 最後の 七つの 災厄 


1918 


る 所] か ら 現われ出て， 雲の上に 座って 
い る 者に 大声で こう 叫んだ。 「あ なた 
の 鎌を 入れて 刈り取って ください。） 0J 
り 取る 時が 来たから です。 地の 収穫物 
は すっかり 熟して いるので す」。 16 す 
ると， 雲の上に 座って いる 者が その 鎌 
を 地に 突き 入れ， 地は 刈り取られた。 

17 また， さらに 別の み使いが 天に 
ある 神殿 [の聖 なる 所] から 現われ出た 
が， 彼 も 鋭い 鎌を 持って いた。 

18 また， さらに 別の み使いが 祭壇 か 
ら 現われ出 たが， 彼は 火に 対する b 威 
を 持って いた。 そして， 鋭い 鎌を 持つ 
者に 大声で 呼ば わ って 言った， 「あ 
たの 鋭い 鎌を 入れて， 地の ぶどうの 木 
の 房を 集めなさい。 そのぶ どうは 熟し 
たからで ある」。 19 すると， み使いは 
鎌を 地に 突き 入れて， 地の ぶどうの 木 
の 取り入れを 行ない， それを# の 怒り 
の 大きな ぶ どう 搾り 場に 投げ込んだ。 
20 そして， その 搾り 場は 都市の 外で 踏 
まれ， 搾り 場から 血が 出て 馬の くつ わ 
に 届く ほどに なり， 千 六 百 ファー ロン 
グの 距離に 及んだ。 

1 ， また， わたしは 天に 別の しるし 

を 見た。 太いなる 未© 4 な [し 
るし] であり， 七つの 災厄を 携えた 七 

つか （ソ）  さいご  もの 

人の み使いが いた。 これは 最後の 者た 
ちで ある。 彼らに よって# の 怒りは 終 
わりに 至る からで ある。 

2 そして わたしは， 火の 混じった， ガラ 
ス のよう な 海と 思え る もの， また ，野獣と 
その 像と その 名の 数字から 勝利を 得る 
者たち が 神の たて 琴を 持って， その ガラ 
ス のよう な 海の そばに 立って いるのを 


見た。 3 そして， 彼らは 迚の奴 隸モー 

うた [ァ） こひつじ  （イ）  い 

セの 歌と 子羊の 歌を 歌って こう 言う。 

ぜんのうしゃ  [ゥ 1  わざ 

「 全能者 な る エホバ 独， あなたの み 業 

い だい  おどろ  (I) 

は 偉大で， 驚くべき ものです。 とこし 


あなたの 道は 義 にかない， 

[キ） ほんと ラ 

4 エホバよ， 本当に だれ 


えの 王よ， 

しんじつ  ^(力1 

おそ  [ク） 

が あな たを 恐れな いでしょう か， あな 
たのみ 名の 栄光を たたえないでしょう 

W  ちゅ うせつ  かた 

か。 ただ あなた だけが 忠節な 方 だから 

{コ1  こくみん  まえ  き  すうはい 

です。 あらゆる 国民は み 前に 来て 崇拝 
する のです。 あなたの 義 なる 定めは 明 

[シ 1 

ら かにされ たからです」。 

5 また， これらの ことの 後に わたし 

あか [ス）  てんまく 出） せい 

が 見る と， 天に おいて 証し の 天幕の 聖 
なる 所が 開かれ， 6 七つの 災厄を 携え 

[夕！  つか [チ）  せい  ところ  あら 

た 七 人の み 使 L ヽが聖 な る 所から 現われ 
出た = 清い， 輝く 亜麻布を まとい， 胸に 
は 黄金の 帯を 締めていた。 7 そして， 

い  もの (テ i 

四つの 生き物の 一つが， それら 七 人の 

つか  かぎ  えいきゅう 

み使いに， 限りなく 永久に 生きて おら 

(卜）  いか [ナ)  み  おうごん 

れる 神の 怒りを 満た した 七つの 黄金の 
鉢を 与えた。 8 すると， 拽の 栄光の ゆ 

せい  ところ 

えに， また その 力の ゆえに 聖 なる 所は 

けむり  み  (-)  つか 

煙で 満たされ， 七 人の み使いの 七つの 

さいやく  [50  お 

災厄が 終わる ま で だれも 聖 なる 所の 中 


16 


へ 入る ことは できなかった。 

そして， わたしは 聖 なる 所から 

こえ [ネ）  つか 

出る 大きな 声が 七 人の み使いに 
こう 言う のを 聞いた。 「行って， 裡の 

いか [ノ）  はち  ちそ そ 

怒りの 七つの 鉢の 中から 地に 注ぎ 出し 
なさい」。 

だい  もの (ハ）  い 

2 そして， 第一の 者が 出て 行って， 
自分の 鉢の 中から 地に 注ぎ 出した。 す 
ると， 害を もたらす 悪性の かいようが， 
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1919  神の 怒りの 七つの 鉢。 ハルマゲドン  啓示 16:3 —— 19 


野獣の 印を 持ち， その 像を 崇拝して い 
た 者たち に 生じた。 

3 また， 第二の 者が その 鉢の 中から 
海に 注ぎ 出した。 すると， それは 死人 
の 血の ようになり， すべての 生きた 魂 
が， [しかり，] 海に ある ものが 死んだ。 

4 また， 第三の 者が その 鉢の 中から 川 
と 水の わき 出る ところと に 注ぎ 出した。 
すると， それらは 血に なった。  5 そし 
てわたしは， 水を つかさどる み使いが 
こう 言う のを 聞いた。 「今 おられ， か 

かた ⑶ ちゅうせつ [サ 1 

つて おられた 方， 忠節な 方， あなたは 
義に かなって おられます。 このような 
決定を 下された からです。 6 彼らは 聖 
なる 者と 預言者た ちの 血を 注ぎ 出し ま 
したが， あなたは 彼らに 血を 与えて 飲 
ませました。 彼らは そうされ るに 価す 
るので す」。 7 また， わたしは 祭壇が 
こう 言う のを 聞いた。 「そうです， 金 
能 者なる エホバ 神， あなたの 司法 上の 
決定は 真実で 義に かなって います」。 

8 また， 第 四の 者が その 鉢の 中から 
太陽の 上に 注ぎ 出した。 すると， [太陽] 
には， 人を 火で 焦がす こ とが 許された。 
9 そして， 人々 は 激しい 熱で 焦がされ 
たが， 彼らは， これらの 災厄に 対して 
権威を 持たれる# の 名を 冒とくし， 悔 
い 改めて [迚] に 栄光を 帰す るよう には 
な ら なかった。 

10 また， 第五の 者が その 鉢の 中から 
野獣の 座の 上に 注ぎ 出した。 すると， そ 
の 王国は 暗 くな り， 彼ら は 苦痛の あまり 
自分の 舌を かみ はじめた。 11 しかし， 
その 苦痛と かいよう のために 天の 迸を 冒 
とくし， _ 分の 業を 悔い改めなかった。 


12 また， 第 六の 者が その 鉢の 中から 

大川 ユー フラ テスの 上に 注ぎ 出した。 

【ウ  1 

すると， その 水は かれて しまった。 日 
の 昇る [方角] から 来る 王たち のために 
道が 備えられる ためであった。 

13 そして わたしは， かえるの ように 
[見える] 三つの 汚れた 霊感の 表現が， 
龍の 口から， 野獣の 口から， 預言者 
の 口から 出る のを 見た。 14 それらは 

じつ  あくれい  れいかん [コ）  ひょうげん 

実は 悪霊の 霊感に よる 表現で あってし 
るし を 行ない， また 人の 住む 全地の 王 
たちの もとに 出て 行く。 全能者なる 神 

の大 いなる 日の 戦争に 彼らを 集める た 

(夕） 

めで ある。 

15 「見よ， わたしは 盗人の ように 来 
る。 目 ざめ ていて 自分の 外衣を 守り， 

はだか ある  はじ 

裸で 歩いて 自分の 恥を 人に 見られる こ 

もの (テ） さい わ 

とがない ようにす る 者は 幸いで ある」。 

16 そして， それらは [王たち] を， へ 
ブライ 語で ノ 、ル マゲ ドンと 呼ばれる 場 
所に 集めた。 

17 また， 第 七の 者が その 鉢の 中から 
空気の 上に 注ぎ 出した。 すると， 大きな 
声が 聖 なる 所の 中から， み 座 か ら 出て， 
「事は 成った！」 と 言った。 18 また， 
稲妻と 声と 雷が 生じ， 人が 地上に 現わ 
れて 以来 起きた ことのな いような 大地 
震が 起きた。 非常に 大規模な 地震で， 
甚だ 大きかった。 19 そして， 大 いな 
る 都市は 三つの 部分に 裂け， 諸国 民の 
[数々 の] 都市が 倒れた。 そして， 大い 
なる バビロンは 神の み 前で 思 い 出され 
た。 それは， [a] の 憤りの 怒りの ぶ ど 
う 酒の 杯 を 彼女に 与える ためで ある。 

ヌ ダニ 12:1; ネ ェゼ 38:19;  ノ へブ 12:26; ハ 啓 17:18; 
ヒ啓 18:2; フェレ 25:15; 啓 15:7。 


啓示 16:20—17:15  大 いなる バビロン。 子羊は 戦う  1920 


20 また， すべての 島は 逃げ， 山々 は 見 
えなく なった。 21 そして， それぞれ 
の 重さが ー タラン ト ほど も ある 大きな 
雹 が 天から 人々 の 上に 降り， 人々 は 雹 
の 災厄の ために# を 冒とくした。 その 
災厄が 異常に 大き かった からで ある。 

n また， 七つの 鉢を 持つ 七 人の み 
使いの 一人が 来て， わたしと 話 
してこう 言った。 「さあ， 多くの 水の 
上に 座る 大 娼婦に 対する 裁きを あなた 
に 見せよう。 2 地の 王たち は 彼女と 
淫行を 犯し， 地に 住む 者たち は 彼女の 
淫行の ぶどう酒に 酔わされた」。 

3 そして 彼は， 霊 [の 力] のうちに わ 
たしを 荒野に 運んで 行った。 そこで わ 
たしは， 冒とく 的な 名で 満ちた， 七つ 
の 頭 と 十本の 角を 持つ 緋 色の 野獣の 上 
に， ひとりの 女が 座って いるのを 目に 
した。 4 また， その 女は 紫 と 緋で装 
金と 宝石と 真珠で 身を 飾り， 手に 
は， _ 悪すべき ものと 彼女の 淫行の 汚 
れ たものと で 満ちた 黄金の 杯 を持っ 
ていた。  5 そして， 額には ひとつの 
名が 書いて あった。 それは 秘義 であ っ 
て， 「大 いなる バビロン, 娼婦たち と 
地の _ 悪すべき ものとの 母」 という も 
のであった。 6 また わたしは， その 女 
が聖 なる 者たち の 血と イエスの 証人た 

[ネ）  よ 

ちの 血に 酔って いるのを 見た。 

さて， 彼女を 目に した 時， わたしは 

ひじょう  ふ し ぎ  おも  ：ノ） 

非常に 不思議に 思った。  7 すると， 
み 使 L 、がわた しに 言った， 「 なぜ 不思 
議に 思った のか。 わたしは， 女と， そ 
の [女] を 運んで いる， 七つの 頭と 十本 
の 角を 持つ 野獣の 秘義を あなた に 告げ 


ルカ J 


：19 


ソマ タ 27:28 
夕啓 18:12 
啓 18:19 
チ 申 29: 17 
イザ 66:3 


啓 18:5 
ヌ啓 18:24 
啓 19:2 
ネ啓 6:9 
ノ ェゼ 28:19 
ハ 啓 17:5 
ヒ啓 17:3 


よう。 8 あなたの 見た 野獣は かつて 
いたが， 今は いない。 しかし 底知れぬ 
深みから まさに 上ろうと して おり， そ 
して 去っ て 滅びに 至る こと になって い 
る。 こうして， その 野獣が かつては い 
たが， 今は おらず， 後に 現われる よう 
になる のを 見る 時， 地に 住む 者たち は 
驚いて 感心す るであろう。 しかし 彼ら 
の 名は 世の 基が 置かれて 以来 命の 巻き 

もの [ゥ j  か  W 

物に 書かれて いない。 

9 「ここが 知恵の 伴う そう 明 さの 関係 
してく ると ころで ある。 七つの 頭は 七 
つの 山を 表わして おり， その上に この 
女が 座って いる。 10 そして 七 人の 王 
がいる。 五 人は すでに 倒れ， 一人は 今 
おり， 他の 一人は ま だ 到来 していない。 
しかし 到来したなら， 少しの 間と どま 
ら なければ ならない。 11 そして， か 
つていた が 今は いない 野獣， それ 自身 
は 八 人目 [の 王] でも あるが， その 七つ 
から 出， 去って 滅びに 至る。 

12 「また， あなたが 見た 十本の 角は 
十 人の 王を 表わして いる。 彼らは まだ 
王国を 受けて いないが， 一時の あいだ 
野獣と 共に 王と しての 権威を 受ける の 
である。 13 これらの 者は 一つの 考え 
を 抱き， それゆえに 自分たち の 力と 権 
威を 野獣に 与える。 14 これらの 者は 
HI と 戦う であろう。 しかし 子羊は, 

しゅ  [夕）  かれ  せい 

主の 主， 王の 王で あるので， 彼らを 征 
服す る。 また， 召され， 選ばれた 忠実 
な 者たち も 彼と 共に [征服す る]」。 

15 また 彼は わたしに 言う， 「あなた 
の 見た 水， 娼婦が 座って いると ころは， 

チ 啓 19:15; ツ  ロマ 16:20。 


1921  「彼女から 出なさい」。 その 倒壊を 嘆き悲しむ 人々  啓示 17:16—18:12 


[もろもろの] 民と 群衆と 国民と 国語を 

あら  (7) 

表わして いる。 16 そして， あなたの 
見た 十本の 角， また 野獣， これらは 娼 
婦を 憎み， 荒れ 廃れさせて 裸に し， そ 
の 肉を 食いつ くし， 彼女を 火で 焼き 尽 

【才）  じ ぶん かんが 

くす であろう。 17裡 は， ご 自分の 考 
えを 遂行す る ことを 彼らの 心の中に 入 
れ たからで ある。 すなわち， 彼らの 王 
国を 野獣に 与えて [彼らの] 一つの 考え 
を 遂行し， 姓の 言葉の 成し遂げられる 
に 至る ことで ある。 18 そして， あな 

[ヶ）  ち  おうこく 

たの 見た 女は， 地の 王たち の 上に 王国 

も  と し M  あら 

を 持つ 大 いなる 都市を 表わ している」。 
-fl  〇 これらの ことの 後， わたしは， 別 
13 のみ 使いが 天から 下って 来る の 
を 見た。 彼は 大 いなる 権威を 持って お 
り， 地は 彼の 栄光に よって 明るく 照ら 
された。 2 そして， 彼は 強い 声で 叫ん 
で 言った， 「彼女は 倒れた！ 大 いな 

(t)  あくれい 

る バビロンは 侄 U れ た。 そして， 悪霊た 
ちの 住みか， あらゆる 汚れた 呼気の こ 
もる 4 所， また あらゆる 汚れた 憎まれ 
る 鳥の 潜む 場所と なった！  3 彼女の 
淫行の 怒りの ぶどう酒 のために あら ゆ 
る 国民が [いけにえ] にされ， 地の 王た 
ちは 彼女と 淫行を 犯し， 地の 旅商人た 
4 は 彼女の 恥 知ら ずの お ごら の 力で 富 
を 得た からで ある」。 

4 また， わたしは 天から 出る 別の 声 
がこう 言う のを 聞いた。 「わたしの 民 
よ， 彼女の 罪に あずかる ことを 望まず， 
彼女の 災厄を 共に 受ける ことを 望まな 
いなら， 彼女から 出なさい。 5 彼女の 
罪は 重なり 加わって 天に 達し， 裡は彼 
女の [数々 の] 不正な 行為を 思い出され 


たので ある。 6 彼女 自身が 返した とお 
り に 彼女に 返し， 二倍を ，つまり， 彼女 
が 荇 な っ たこと の 二倍を 彼女に 行ない 

[ゥ）  ま  もの  い  さかずき W 

なさい。 彼女が 混ぜ物を 入れた 杯に， 
二倍の 混ぜ物を 彼女の ために 入れな さ 
い。 7 彼女が 自分に 栄光を 帰し， 恥 知 
ら ずの おごりの うちに 暮らした その 分 
だけ， 彼女に 責め苦と 嘆きを 与えな さ 
い。 彼女は 心の中で， 『わたしは 女王と 

ざ [ク）  W 

して 座す。 やもめな どでは ない。 嘆き 
を 見る ことは 決してない』 と 言い つづ 
けて いるから である。 8 そのために， 
彼女の 災厄は 一日のう ちに 来る。 それ 
は 死と 嘆きと 飢きんであって， 彼女は 
火で 焼き 尽くされる であろう。 彼女を 
裁いた エホバ 裡は 強い 方 だからで ある 0 
9 「そして， 彼女の 焼かれる 煙を 見 
る 時， 彼女と 淫行を 犯し， 恥知らずの 
おごりの うちに 暮ら した 地の 王たち は， 
彼女の ことで 泣き， 悲嘆して 身を 打ち 
たたく であろう。 10 また， 彼女の 受 
ける 責め苦を 恐れる あまり， 遠く 離れ 

い  if) 

たと ころに 立って， こう 言う であろう。 
『気の毒 だ， 気の毒な こと だ， 大 いなる 
都市よ， 強力な 都市と も あろう バビロ 
ン よ， あなたの 裁きが 一時のう ちに 到 

らい  [テ） 

来した とは！』 

11 「また, 地の 旅商人た ちは 彼女の こ 
とで 泣いたり 嘆いたり する。 自分たち 
が 十分に 仕入れた 品を 買っ て くれる 者 
がもう だれもい ないから である。 12 そ 

じゅう ぶん  し い  1 二) きん  きん  ほうせき  しん 

れ は， 十分に 仕入れた 金 •銀 •宝石 •真 

じゅ じょうとう  あまぬの むらさき ぬの  きぬ  ひ 

珠 •上等の 亜麻布 •紫 [布] •絹 •緋 [の 
布] などの 品， そして， 香木 類の すべて 
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啓示 18：13—19：3  バビロンは 二度と 見いだ されない。 「ヤ ハを 賛美せ よ」  1922 


の もの， あらゆる 種類の 象牙細工， きわ 
めて _な 綵ゃ MI ■などで 

しなもの W 

できた あらゆる 種類の 品物， 13 また， 

にっけい  さん こうりょう こう こうゆ にゅうこう 

肉桂 •イン ド 産の 香料- 香 •香油 • 乳香- 
ぶ  ど  う 酒 •オリー ブ油 • 上等の 麦粉 •小 

震 4 •軍, そして 罵. 車. 縫. 施の 

たましい  （ィ j  たましい 

魂 である。 14 さらに， あなたの 魂が 
欲したり っ ばな 果物は あなたから 去り， 
すべての 優美な ものと 華麗な ものは あ 

ほろ  ひとびと  にど 

なた から 滅び 去った。 そして 人々 は 二度 

ふたた  W 

と 再び それらを 見 L ヽ ださ ないで あろう。 

もの たびしょうにん  （才）  かの 

15 「これらの 物の 旅商人た ちは， 彼 
女に よって 富を 得た ので あるが， 彼女 
の 受ける 責め苦を 恐れる あまり 遠く 離 
れた ところに 立って 泣き， また 嘆きな 

(力）  い  どく 

がら 16 こう 言う であろう。 『気の毒 
だ， 気の毒な こと だ 一 上等の 亜麻布と 
紫 と緋を まとい, 金の 装 金と 宝石と 真 
珠で 着飾った 大 いなる 都市よ， 17 こ 
れほ ど 大き な 富が 一時のう ち に 荒れ 廃 
れて しまう とは！』 

「そして， すべての 船長， また どこで 
あろうと 航海を する 者は 皆， また， 水夫 
たち や 海で 暮らしを 立てる 者は 皆， 遠 

はな  [ザ）  かのじょ 

く 離れた ところに 立って 18 彼女の 
焼かれる 煙を 見ながら 叫んで 言った， 
『どの 都市が この 大い なる 都市の よう 
だろう か』。 19 そして， 自分の 頭に 塵 
を 掛け， 泣いたり 嘆いたり しながら 叫 

由） い  どく 

んで 言った， 『気の毒 だ， 気の毒な こ 
とだ 一 太いなる 都市よ， 海に 船を 持つ 

もの [V)  かのじょ 

すべての 者が， 彼女の ぜいたくの おか 

とみ w  え  ひと 

げで その 中で 富を 得た のに。 それが 一 

とき  あすた  m 

時のう ちに 荒れ 廃れて しまう とは！. 
20 「天よ， また 聖 なる 者と 使徒と 蕷 


言 者たち よ， 彼女の ことで 喜べ。 裡は 
あなた 方の ため， 彼女に 司法 上の 処罰 
を 科した からで ある」。 

21 また， ひとりの 強いみ 使いが， 大 
きな 臼 石の ような 石を 持ち上げ， それ 
を 海に 投げ込んで， こう 言った。 「大 
いなる 都市 バビロンは このように， 速 
い 勢いで 投げ落とされ， 二度と 見いだ 
される ことは ない。  22 そして， 自分 
のた て 琴に 合わせて 歌う 歌い手 や 楽人 
や 笛吹き や ラッパ 吹きの 音は， 二度と 
あなたの うちで 聞かれない。 どんな 仕 
事の 職人 も 二度と あなたの うちに 見い 
だされない。 ひき 臼の 音は 二度と あな 
たのうち で 聞かれず，  23 ともしびの 
光は 二度と あなたの うちに 輝く ことな 
く， ヒ 婿と 花嫁の 声 も 二度と あなたの 

#  (力） 

うちで 聞かれないで あろう。 あなたの 
旅商人たち は 地の 高位の 者 だ っ たから 
であり， あなたの 心霊術 的な 行ないに 
よって あらゆる 国民が 惑わされ たので 
ある。 24 しかも 彼女の 中には， 預言 
■:聖 なる 碧た そして 駐 
で ほふられた すべての 者の 血が 見いだ 

[ス） 

された ので ある」。 

これらの ことの 後， わたしは 大群 
衆の 大きな 声の ような ものを 天 
に 聞いた。 彼らは 言った， 「あなた 方 
はヤ ハを 賛美せ よ！ 救いと 栄光と 力 

if) 

はわた したち の裡の ものである。 2 そ 
の 裁きは 真実で 義 にかな っ ている から 

[ツ）  いんこう  ち 

である。 [初は， その 淫行に よって 地 
を 腐敗 させた 大 娼婦に 裁きを 執行し， ご 
自分の 奴隸 たちの 血の 復 しゅうを 彼妥 
の 手に 対して 行なわれた」。 3 そして 


19 
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1923  子羊の 結婚。 神の 戦い  啓示 19: 4 一  18 


すぐ， 彼らは 再びこう 言った。 「あな 
た 方は ヤ ハを 賛美せ よ！ そして， 彼 

女から 出る 煙は 限りな く 永久に 上りつ 

[ィ） 

づける ので ある」。 

4 すると， 二十 四 人の 長老と 四つ 
の 生き物は ひれ 伏し， み 座に 座って お 
られ る# を 崇拝して 言った， 「ア  ーメ 
ン！ あなた 方は ヤ ハを 賛美せ よ！」 

5 また， 声が み 座から 出て こう 言っ 
た。 「[姓] を 恐れる そのす ベての 奴隸 
たちよ， 小なる 者も大 なる 者 も， わた 
したち の拽を 賛美せ よ」。 

6 また わたしは， 大群 衆の 声の よう 
な， 多くの 水の 音の ような， そして 激 

かみなり  き  かれ 

しい 雷の 音の ような ものを 聞いた。 彼 
ら はこう 言った。 「あなた 方は ヤ ハを 
賛美せ よ。 全能者なる わたしたちの 神 
エホバは， 王と して 支配を 始められた 
からで ある。 7 歓び ，そして 喜びに あ 
ふれよう 0 また， [裡] に 栄光を ささげ 
よう。 子羊の 結婚が 到来し， その 妻は 
支度を 整えた からで ある。  8 まさに 
彼女は， 輝く， 清い， 上等の 亜麻布で 
身を 装う ことを 許された。 上等の 亜麻 
布は 聖 なる 者たち の義の 行為を 表わす 
ので ある」。 

9 そして 彼は わたしに 言う， 「こう 
書きなさい。 子羊の 結婚の 晚 さんに 招 

もの  {チ 1  さい わ  （ツ 1 

かれた 者たち は 幸いで ある」。 彼は ま 
た わたしに 言う， 「これらは 裡の 真実 

(テ 1 

のこと ばで ある」。 10 そこで わたし 
は， 彼の 足 もとに ひれ 伏して 彼を 崇拝 
しようと した。 しかし 彼は わたしに 言 
う， 「気をつけなさい！ そうしては 

[ナ1 

なりません！ わたしは， あなた， ま 
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エゼ 39:4 
エゼ 39:17 


た， イエスに ついての 証し の 業を 持つ 
あなたの 兄弟た ちの 仲間の 奴隸 にす ぎ 
ません。 牲を 崇拝しなさい。 イエスに 
ついて 証し する ことが 預言に 霊感を 与 
える ものな のです」。 

11 また， わたしは 天が 開かれて いる 
のを 見た。 すると， 見よ， 白い 馬が [い 
た]。 そして， それに 乗って いる 者は 忠 
実 また 真実と となえられ， その 者は 義 
を もって 裁き， また 戦う。 12 彼の 目 
は 火の 炎で あり， 頭には 多くの 王冠が 
ある。 彼には 記された 名が あるが， 彼 
自身の ほかは だれも それを 知らない。 
13 そして， 彼は 血の 振り 掛かった 外衣 
で 身を 装って おり， そのと なえられる 
名は 神の 言葉で ある。 14 また， 天に あ 
る 軍勢が 白い 馬に 乗って 彼の 後に 従っ 
ていたが， 彼らは 白くて 清い 上等の 亜 
麻布を まとって いた。 15 そして， 彼 
の 口からは 鋭くて 長い 剣が 突き出て い 

W  しょこく みん  う 

る。 それに よって 諸国 民を 討つ ためで 
ある。 また 彼は， 鉄の 杖で 彼らを 牧す 
る。 また， 全能者なる 神の 憤りの 怒り 
のぶどう 搾り 場 も 踏む。 16 そして， 彼 
の 外衣に， 実に その 股 [のと ころ] に， 王 
の 王 また 主の 主と 書かれた 名が ある。 

17 わたしは また, ひとりの み使いが 太 
陽の 中に 立って いるのを 見た。 彼は 大 
声で 叫び， 中天を 飛ぶ すべての 鳥に 言っ 
た， 「さあ， 来なさい， 裡の 大きな 晚 さん 
に 集まれ。 18 王たち の 肉， 軍司令官 

つよ  もの  [卜】 うま [ナ） 

たちの 肉， 強い 者たち の 肉， 馬と それに 
乗る 者たち の 肉， そしてす ベての 者， すな 

じゆう じん  ど れい  しょう 

わち 自由 人なら びに 奴隸 およ び 小なる 


テ エゼ 39:17; ト エゼ 39:18; ナ エゼ 39:20。 


啓示 19:19—20:12  サタンは つながれ， そのの ち 解き放 たれる。 千年期  1924 

だい  た  域 たましい 

者と 大 なる 者の 肉を 食べる ためで ある」 0 第19 章 たちの 魂を 見た ので ある。 そして 彼ら 
19 そして わたしは， 野獣と 地の 王た J5;63::;4 は 生き返り， キリスト と共に 千年の あ 

[ィ）  ぐんぜい  うま  の  かた ㈣  啓 17:12  し はい  〖ィ；  のこ  し 

ちと その 軍勢が， 馬に 乗って いる 方と ゥ 詩2:2  いだ 王と して 支配した。 5( 残りの 死 

たい  たたか  あつ エエゼ 38:16  にん [ゥ】  お  い  かえ 

その 軍勢に 対して 戦いを する ために 集 . 人は 千年が 終わる まで 生き返ら なか っ 

【エ）  や  ^  3¢. 1Q*10  W  だい  [才) ふっかつ  だい 

まってい るのを 見た。 20 そして， 野 ?5；3：；6 た。） これは 第一の 復活で ある。 6 第 
獣 は 捕らえられ， それと 共に， [野獣] lin'n  一の 復活に あずかる 者は 幸いな 者， 聖 

まえ  おこ  （力）  啓 16:13  (+)  たい 

の 前で しるしを 行ない， それに よって， コ” なる 者で ある。 これらの 者に 対して 第 
野獣の 印を 受けた 者と その 像に 崇拝を  iV：u  二の 死は 何の 権威 も 持たず， 彼らは# 

ささげる 者と を 惑わした 偽 預言者 も II  2^  および キリストの 祭司と なり， 千年の 

[捕らえられた]。 彼らは 両方と も 生き ^^17 あいだ 彼と 共に 王と して 支配す る。 
たま ま， 硫黄で 燃える 火の 湖に 投げ込 ソェ ゼ 39:20  7 さて， 千年が 終わる と， サタンは 

まれた。 21 しかし， そのほかの 者た 第2 0 章 すぐに その 獄 から 解き放される。 8 彼 
ちは， 馬に 乗って いる 者の 長い 剣で 殺 二: 44 は 出て 行って， 地の 四隅の 諸国 民， ゴ 
された。 その [剣] は 彼の 口から 出て い '"l^1 グと マゴ グを 惑わし， 彼らを 戦争の た 

[シ 1  とり [ス） テ 啓 12:3  あつ  もの  かず 

る ものであった。 そして， すべての 鳥 卜 めに 集める であろう。 それらの 者の 数 
は， 彼らの 肉 [を 食べて] 満ち足りた。 tin  30 は 海の 砂の ようで ある。 9 そして， 彼 

ち  ひろ  すす  仲 

それから わたしは， ひとりの み 22；30 らは地 いっぱいに 広がって 進み， 聖な 

Z ■屋 つか  そこし  ふか  （夕）  コ I  6:2  もの  しゅくえい [ス） あい  とし [切 

使いが 底知れぬ 深みの かぎと 大 ノ啓 る 者たち の 宿営と 愛されて いる 都市を 

きな 鎖を 手に して 天から 下って 来る の - 取り囲んだ。 しかし， 天から 火が 下っ 

を 見た。  2 そして 彼は， 悪廑 また サタ  ％— て 彼らを むさぼり 食った。 10 そして， 

[ツ）  たつ [テ]  はじ  へび {卜;.  ア啓 13:16  かれ  まど  あくまけ！  いおう 

ン である 龍， すなわち 初めからの 蛇を ィ | モ ふ2:12 彼らを 惑わして いた 悪魔は 火と 硫黄と 
捕らえて， 千年の あいだ 縛った。 3 そ ゥ孟 Si なの 湖に 投げ込まれた。 そこは 野獣と 偽 

かれ  そこし  ふか [ナ；  な  こ  -r-7  2-1  よ げんし ゃ  りょう ほう  （ツ） 

して 彼を 底知れぬ 深みに 投げ込み， [そ ェマ タ 25:46 預言者の 両方が [すでにい る] ところで 

と  ふういん  啓 20:13  ひる  よる  かぎ 

れ を] 閉じて 彼の 上から 封印し， 千年が ォコ あった。 そして 彼らは 昼も夜も 限りな 
終わる まで もはや 諸国 民を 惑わす こと  ?；13；!；6  く 永久に 責め苦に 遭う ので ある。 

1 啓 14*13  さ 

がで きないよ うにした 0 これらの こと  啓22; 7  11 また わたしは， 大きな 白い 座と そ 

のち  と  はな  キ啓 13:10  すわ  かた 

の 後， 彼は しばらくの あいだ 解き放さ ク？ 夕2^:28 れに 座って おられる 方と を 見た。 その 
れる はずで ある。  ヶ 工 方の 前から 地と 天が 逃げ去り， それら 

4 また わたしは， [数々 の] 座を 見た。 — gy:9 のた めの 場所は 見いだ されなかった。 

もの  さば  サ啓 5:10  しもの 

それに 座して いる 者たち が おり， 裁きを シェ セ： m 12 そして わたしは， 死んだ 者たち が， 
する 力が 彼らに 与えられた。 実に， イ ^ty\l：22 太なる 者 も 小なる 者 も， そのみ 座の 前 
エスに ついて 行なった 証し のた め， ま ソ m に 立って いるのを 見た。 そして， [数々 

かた  おの  しょけい  エゼ 38:22  ま  もの  ひら  べつ 

た裡 について 語った ために 斧で 処刑 さ 夕 啓12 :9  の] 巻き物が 開かれた 0 しかし， 別の 
れた 者たち， また， 野獣 も その 像を も崇 ^719；^23 巻き物が 開かれた。 それは 命の 巻き物 

はい  ひたい  しるしう  啓 - 

拝せ ず， 額と 手に 印を 受けなかった 者 卜べ テ H  3:7 ナ 使徒 24:15; 啓 11:18; 二 出 32:33; 詩 69:28; ダニ 12:1。 


1925 


新しい エルサレム。 花嫁 


啓示 20:13—21:13 


である。 そして， 死んだ 者たち は それ 
らの 巻き物に 書かれて いる 事柄に よ 
り ，その 行ないに したがって 裁かれた。 
13 そして， 海は その 中の 死者を 出し， 
死と ハ デス も その 中の 死者を 出し， 彼 
らは それぞれ 自分の 行ないに したがっ 
て 裁かれた。 14 そして， 死と ハ デス 
は 火の 湖に 投げ込まれた。 火の 湖， こ 
れは 第二の 死を 表わして いる。 15 ま 
た， だれでも， 命の 書に 書かれて いな 
い 者は， 火の 湖に 投げ込まれた。 

€%  -I それから わたしは， 新しい 天と 
新しい 地を 見た。 以前の 天と 以 
前の 地は 過ぎ去って おり， 海は もはや 
ない。  2 また， 聖 なる 都市， 新しい 
エル サ レムが' ， 天から， 裡の もとから 
¥ って姜 るのを， そして 錄の た 
めに 飾った 花嫁の ように 支度を 整えた 
のを 見た。  3 それと 共に， わたしは 
み 座から 出る 大きな 声が こう 言う のを 
聞いた。 「見よ！ 迚の 天幕が 人と 共 
にあり， [初は 彼らと 共に 住み， 彼ら 
は その 民と なる であろう。 そして M み 
ずから 彼らと 共に おられる であろう。 
4 また [初は 彼らの 目から すべての 涙 
をぬ ぐい 去って くださり， もはや 死は 
なく， 嘆き も 叫び も 苦痛 ももは やない。 
以前の ものは 過ぎ去った ので ある」。 

5 そして， み 座に 座って おられる 方 
がこう 言われた。 「見よ！ わたしは 
すべての ものを 新しくす る」。 また， こ 
う 言われる。 「書きなさい。 これらの 
言葉は 信頼で きる 真実な もの だからで 
ある」。 6 そして， その 方は わたしに 
言われた， 「事は 成った！ わたしは 


シ啓 20:11 
スイ ザ 57:20 


はじ 

アルファ であり オメガで あり， 初めで 
あり 終わりで ある。 だれでも 渴 いてい 

もの  いのち  いずみ  あたい 

る 者に， わたしは 命の 水の 泉から 価な 
しに 与える。 7 だれでも 征服す る 者 
は これらの ものを 受け継ぎ， わたしは 
その 迚 となり， 彼は わたしの 子と なる 
であろう。 8 しかし， 憶病な 者， 信仰 

(才）  ふ けつ  けんお  （力 1  さつじん 

のない 者， 不潔で 嫌悪すべき 者， 殺人 
をす る 者， 淫行の 者， 心霊術を 行なう 
者， 偶像を 礼拝す る 者， またす ベての 

いつわ  [コ）  ぶん  [サ】  いおう トン} 

偽り者に ついては， その 分は 火と 硫黄 
で 燃える 湖の 中に あるであろう。 これ 
は 第二の 死を 表わして いる」。 

9 そして， 最後の 七つの 災厄を 満 
た した 七つの 鉢を 持つ 七 人の み使いの 
一人が 来て， わたしと 話して こう 言っ 
た。 「こちらに 来なさい。 子羊の 妻で 
ある 花嫁を あなたに 見せよう」。 10 そ 
うして 彼は， 霊 [の 力] のうちに わたし 
を 大きくて 高大な 山に 運んで 行き， 聖 
なる 都市 エルサレムが， 天から， 独の 
もとから 下って 来る のを， 11 そして 
裡の 栄光を 帯びて いるのを 見せて くれ 

かがや  きわ  とうと  ほうせき  に 

た。 その 輝きは 極めて 貴い 宝石に 似て 
おり， 碧玉が 水晶の ように 澄み きって 
輝いて いるかの ようで あっ; /L  12 そ 
れ には 大きくて 高大な 城壁が あり， ま 
た 十二の 門が あった。 そして， 門のと 
ころには 十二 人の み使いが おり， イス 
ラエルの 子ら の 十二の 部族の 名が 書き 

こ  （二】  ひがし  もん  きた 

込まれて いた。 13 東に 三つの 門， 北 
に 三つの 門， 南に 三つの 門， 西に 三つ 
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命の 水の 川  1926 

だった からで ある。 24 そして， 諸国 
民は その 光に よって 歩み， 地の 王たち 
は 自分の 栄光を そこに 携え 入れる ので 
ある。  25 また， その 門は 一日 じゅう 
決して 閉ざされる ことは ない。 そこに 

よる  [才 1  かれ 

夜は ないから である。  26 そして， 彼 
らは 諸国 民の 栄光と 誉れを そこに 携え 
入れる ので ある。 27 しかし， すべて 神 
聖 でない もの， ま た 嫌悪すべき こと や 偽 
りを 行ないつ づける 者は， だれも 決し 
て その 中に 入れない。 午 羊の 命の 巻き 
物に 書かれた 者 だけが [入る ので ある]。 

また 彼は， 水晶の ように 澄みき っ 
〜 Z た， 命の 水の 川を わたしに 見せ 
て くれた。 それは 拽と壬 羊との み 座 か 
ら 出て， 2 その 大通りの 中央を 流れて 
いた。 そして， 川の こちら 側と 向こう 
側には， 月 ごとに 実を 生じ， 実を 十二 

かい  [ス） いのち  (tj 

回生み 出す， 命の 木が [あった]。 そし 
て， その 木の葉は 諸国 民を いやす ため 

(V) 

の もの [であった]。 

なん  （夕） 

3 そして， もはや 何のの ろい もない。 

[チ）  こひつじ  ざ (ツ }  と し 

神と 子羊との み 座が [その 都市] の 中に 
あり， その 奴隸 たちは [进] に 神聖な 奉仕 

(テ）  かれ 

を ささげる ので ある。 4 彼らは [裡] の 

かお  [卜）  ひたい 

顔を 見， そのみ 名が 彼らの 額に あるで あ 

[ナ！  よる  [二）  かれ 

ろう。 5 また， 夜は もうない。 それで 彼 
らは ともしびの 光を 必要と せず， 太陽の 
光 も [持た] ない。 エホバ 独が 彼らに 光 

あた  【ヌ）  かぎ 

を 与える からで ある。 そして 彼らは 限り 
なく 永久に 王と して 支配す るであろう。 

6 また 彼は わたしに 言った， 「これ 
らの 言葉は 信頼で きる 真実な もので あ 

[ノ）  よ げん しゃ  れいかん ひょう 

る。 すなわち， 預言者た ちの 霊感の 表 

ヌ イザ 60:19; ヨハ I 1:5; ネ ダニ 7:18; 啓 3:21; 啓 14:1; 
ノ  テト 1:2; 啓 21:5。 


啓示 21：14—22：6 

の 門が あった。 14 その 都市の 城壁に 
はまた 十二の 土台 石が あり， それには 
午 羊の 十二使徒の 十二の 名が あっ た。 

15 ところで， わたしと 話して いた 
者は 物差しと して 黄金の 葦を 持って い 
た。 都] ^ と 門と 城壁を 測る ためで あっ 

【才】  としし かく 

た。 16 その 都市は 四角で あり， その 
i さは 幅と 同じで ある。 また 彼は 葦で 

{力）  はか 

その 都市を 測った が， 一万 二 千 ファー 
ロングであった。 その 長さと 幅と 高さ 
は 等しい。 17 また， 彼は その 城壁を 
測った が， 百 四十 四キュ ビト であった。 

にんげん  ど ラ 

人間の 測りに したがってで あるが， 同 
時に それは み使いの [測り] でも あった。 
18 さて， その 城壁を 構成して いるのは 
餐玉 であり， 都市は 澄み きった ガラス 
に 似た 純金であった。 19 都市の 城壁 
の 土台は あらゆる 種類の 宝石で 飾られ 
ていた。 すなわち， 第一の 土台は 碧玉， 
第二は サファイア， 第三は 玉髄， 第 四 

(シ）  だい 

は エメラルド，  20 第五は 赤し まめの 
う， 第 六は 赤め のう， 第 七は 貴 かんら 
ん 石， 第 八は 緑 ftfe， 第 九は 黄玉， 第 十 
は 緑 玉髄 ，第 十一は ヒ ヤシン ス ，第 十二 

むらさきずいしょう M 

は 紫水晶 であった。 21 また， 十二 
の 門は 十二の 真珠で あり， 門の 各々 が 
一つの 真珠で できて いた。 そして， そ 

と し  おお ど お  じゅんきん  とうめい 

の 都市の 大通りは 純金で あり， 透明な 
ガラスの ようであった。 

22 そして， わたしは その 中に 神殿を 

[チ）  ぜんのうしゃ (ッ 1  (テ） 

見なかった。 全能者な る エホバ 裡がそ 
の 神殿で あり， 子羊 もそう だからで あ 
る。 23 そして その 都市は， 太陽 や 月 
が 照らす 必要は ない。 ® の 栄光が それ 
を 明るく 照らし， その ともしびは 子羊 


1 11- 0 6:1 :1 : 40: 102 11 54: 54: 1 28: 11 28: 17 24 :1 0: 17 1 28: 28: 11 : 28: 3: 7.>4 
2 ブ タカ 走フゼ 1 ゼ 3: 4: 21 ザ ザ 28 ゼ 39 ブ 2 4I 28 5: ゼ ニ 28 39 ブゼ 28 39 スブタ 法 
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1927  「来なさい！」 命の 水を 価な くして 受けなさい  啓示 22:7—21 


現の 裡 である エホバが， ほどなくして 
必ず 起きる 事柄を ご 自分の 奴隸 たちに 
示す ため， そのみ 使いを 遣わされ たの 
である。 7 そして， 見よ， わたしは 速 
やかに 来る。 この 巻き物の 預言の 言葉 
を 守り 行なう 者は 幸いで あ 4」。 

8 さて， わたし ヨハネは， これらの 
ことを 聞き， また 見た 者で ある。 そし 
てわたしは， 聞いたり 見たり する こと 
を [終えた] 時， これらの ことを わたし 
に 示して くれていた み使いの 足 もとに 
ひれ 伏して 崇拝し ようとした。 9 しか 
し， 彼は わたしに 言う， 「気をつけ なさ 
い！ そうしては なりません！ わた 
しは， あなた， ま た 預言者で あ る あなた 
の 兄弟たち， そして この 巻き物の 言葉 
を 守り 行なって いる 者た ちの 仲間の 奴 
隸に すぎません。 裡を 崇拝しなさい」。 

10 彼は また わたしに こう 言う。 「こ 
の 巻き物の 預言の 言葉を 封 じて はなら 
ない。 定められた 時が 近いから であ 
る。 11 不義を 荇 なって いる 者， その 
者は いよいよ 不義を 行なうよ うに。 不 
潔な 者は いよいよ 不潔になる ように。 
しかし， 義な名 者は いよいよ 義を 行な 
い， 聖 なる 者は いよいよ 聖 なる [者] と 

[ス） 

なる ように。 

12 「『見よ， わたしは 速やかに 来 
4。 そして， わたしが 与える 報いは わ 
たしと 共に ある。 各々 に その 業の まま 
に 報いる ためで ある。 13 わたしは ア 

[チ）  さいしょ 

ル ファで あり オメガで あり， 最初で あ 

さいご  （ッ）  はじ  お 

り 最後で あり， 初めで あり 終わりで あ 
る。 14 自分の 長い 衣を 洗って， 命の 
木に [行く] 権限を 自分の ものと し， そ 
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の 門から 都市の 中に 入れる よう になる 
者たち は 幸いで ある。 15 その外に い 
るのは， ぶ， 彳 を？ §な ぅ I:  ■ 
の 者， 殺人を する 者， 偶像を 礼拝す る 

者， また， すべて 偽りを 好んで それを 

[才） 

行な I  ''つづける 者で ある』。 

16 「『わたし イエスは 自分の 使いを 
遣わし， 諸 会衆の ために これらの こと 

がた  あか 

について あなた 方に 証し した。 わたし 
は ダビデの 根 また 子孫で あり， 輝く 明 

ほし [ク） 

けの 星で ある』」。 

17 そして， 霊と 花嫁は， 「来な さ 


い！」 と 言いつ づける。 そして， だれ 
でも 聞く 者は， 「来なさい！」 と 言い 
なさい。 そして， だれでも 渴 いている 


者は 来なさい。 だれでも 望む 者は 命の 

あたい  う  【ス] 

水を 価な く して 受けなさい。 

18 「わたしは， すべて この 巻き物の 
預言の 言葉を 聞く 者に 証し する。 これ 
ら のこと に 付け加える 者が いれば， 迚 

か  さいやく  [ソ） 

はこの 巻き物に 書かれて いる 災厄を そ 
の 者に 加える であろう。 19 また， こ 
の 預言の 巻き物の 言葉から 何 かを 取り 
去る 者が いれば， 拽は ，命の 木から， ま 
た聖 なる 都市の 中から， すなわち， こ 

か  かれ 

の 巻き物に 書かれて いるものから 彼の 


分を 取り去られる であろう。 

20 「これらの ことにつ いて 証し され 
る 方が 言われる， 『しかり， わたしは 
速やかに 来る』」。 

「アーメン！  主 イエスよ， 来て くだ 


さい」 0 

21 主 イエス. キリストの 過分の ご 親 
切が 聖な る 者たち と共に [あります よ 

It) 

うに] 0 


聖書の 各 書の 一覧表 

西暦 紀元よ り 前に 書かれた へ ブライ 語 聖書 


書 名 

筆者 

書かれた 場所 

書き終え 
られた 年代 
(西暦 紀元前） 

扱われて いる 期間 
(西暦 紀元前） 

創世記 

モー セ 

荒野 

1513 年 

「初めに」 から 

1657 年まで 

出 エジプト 記 

モー セ 

荒野 

1512 年 

1657 年- 1512 年 

レビ 記 

モー セ 

荒野 

1512 年 

1 か 月 (1512 年) 

民数記 

モー セ 

荒野と モ アブの 
平原 

1473 年 

1512 年- 1473 年 

申命記 

モー セ 

モ アブの 平原 

1473 年 

2 か 月 （1473 年） 

ヨ シュア 記 

3 シュア 

カナン 

1450 年 ハ 

1473 年- 1450 年 ハ 

裁き 人の 書 

サム エル 

イスラエル 

1100 年 ハ 

1450 年 ハ- 1120 年 ハ 

ルツ記 

サム エル 

イスラエル 

酬 年 ハ 

裁き 人の 支配 期間の 

11 年間 

サム エル 記 第一 

サム エル， ガ ド， 

ナ タン 

イスラエル 

1078 年 ハ 

1180 年 ハ- 1078 年 

サム エル 記 第二 

ガ ド， ナ タン 

イスラエル 

1040 年 ハ 

1077 年- 1040 年 ハ 

列 王 記 第一 
列 王 記 第二 

エレミヤ 

エレミヤ 

} ユダと 

1 エジプト 

1 

[ 1 卷 

1  580 年 

1040 年 ハ- 580 年 

歴代 誌 第一 

エズラ 

エルサレム （？） 

I 

ド卷 

I 歴代 第一 9 章 44 節 
i の 後， 

歴代 誌 第二 

エズラ 

エルサレム （？） 

1 

[  460 年 ハ 

1077 年- 537 年 

エズラ 記 

エズラ 

エルサレム 

460 年 ハ 

537 年- 467 年 ハ 

ネへ ミヤ 記 

ネへ ミヤ 

エルサレム 

443 年ィ 

456 年- 443 年ィ 

エステル 記 

モルデカイ 

シュ シャ ン ，エラム 

475 年 ハ 

493 年- 475 年 ハ 

ヨブ 記 

詩編 

モー セ 

ダビデ， その他 

荒野 

1473 年 ハ 

460 年 ハ 

1657 年から 1473 年まで 
の 間の 140 年余り 

箴言 

ソロモン， アグ ル， 
レム エル 

エルサレム 

717 年 ハ 

伝道の 書 

ソロモン 

エルサレム 

1000 年 口 

ソロモンの 歌 

ソロモン 

エルサレム 

1020 年 ハ 

イザヤ 書 

イザヤ 

エルサレム 

732 年ィ 

778 年 ハ- 732 年イ 

エレミヤ 書 

エレミヤ 

ユダと エジプト 

580 年 

647 年- 580 年 

哀歌 

エレミヤ 

エルサレム 付近 

607 年 

エゼキエル 書 

エゼキエル 

バビロン 

591 年 ハ 

613 年- 591 年 ハ 

ダニエル 書 

ダニエル 

バビロン 

536 年 ハ 

618 年- 536 年 ハ 

ホセア 書 

ホセア 

サマリア （地域） 

745 年ィ 

804 年 口- 745 年ィ 

ヨ エル 書 

ヨ エル 

ユダ 

820 年ハ⑺ 

アモス 書 
オバ デヤ書 
ヨナ 書 

アモス 
オ バデヤ 
ヨナ 

ュダ 

804 年 ハ 

607 年 ハ 

844 年 ハ 

ミカ 書 

ミカ 

ユダ 

717 年 口 

777 年 ハ- 717 年 

ナホ ム書 

ナホ ム 

ユダ 

632 年 口 

ハ バクク 書 

ハ バクク 

ユダ 

628 年ハ⑺ 

ゼパ ニヤ 書 

ゼパ ニヤ 

ユダ 

648 年 口 

ハガイ 書 

ハガイ 

再建され た 
エルサレム 

520 年 

112 日 (520 年） 

ゼ カリ ヤ書 

ゼ カリヤ 

再建され た 
エルサレム 

518 年 

520 年- 518 年 

マラキ 書 

マラキ 

再建され た 
エルサレム 

443 年ィ 

1928 


聖書の 各 書の 一覧表  1929 


西暦 紀元よ り 後に 書かれた クリスチャン •キリシ ャ語 聖書 


書 名 

筆 者 

書かれた 場所 

書き終え 
られた 年代 
(西暦） 

扱われて いる 期間 

マ タイ 

マ タイ 

パレスチナ 

41 年 ハ 

西暦 前 2 年-西暦 33 年 

マルコ 

マルコ 

口一 7 

60-65 年 ハ 

西暦 29 年- 33 年 

ルカ 

ルカ 

カ エサ レア 

56-58 年 ハ 

西暦 前 3 年-西暦 33 年 

ヨハネ 

使徒 ヨハネ 

エフェソス か 
その 付近 

98 年 ハ 

序文の 後， 

西暦 29 年- 33 年 

使徒 

ルカ 

ロー  7 

61 年 ハ 

西暦 33 年- 61 年 ハ 

ロー' 7 

パウロ 

コ1 r ノト 

56 年 ハ 

コリント 第一 

パウロ 

エフェソス 

55 年 ハ 

コリント 第二 

パウロ 

マケ ド ニア 

55 年 ハ 

ガラ テア 

パウロ 

コリン ト か シリアの 
アン ティ オ キア 

50-52 年 ハ 

エフェソス 

パウロ 

ロー  V 

60-61 年 ハ 

フィリピ 

パウロ 

口  一V 

60-61 年 ハ 

コロサイ 

パウロ 

口  一V 

60-61 年 ハ 

テ サロ ニケ 第一 

パウロ 

コリン ト 

50 年 ハ 

テ サロ ニケ 第二 

パウロ 

コリン ト 

51 年 ハ 

テ モテ 第一 

パウロ 

マケ ド ニア 

61 -64 年 ハ 

テ モテ 第二. 

パウロ 

口 一 V 

65 年 ハ 

テトス 

パウロ 

マケドニア ⑺ 

6 卜 64 年 ハ 

フィ レモン 

パウロ 

口  一V 

60-61 年 ハ 

ぺ ブライ 

パウロ 

口  一V 

61 年 ハ 

ヤコブ 

ヤコブ （イエスの 

兄弟） 

エルサレム 

62 年 口 

ぺ テロ 第一 

ぺ テロ 

バビロン 

62-64 年 ハ 

ぺ テロ 第二 

ぺ テロ 

バビロン (?) 

64 年 ハ 

ヨハネ 第一 

使徒 ヨハネ 

エフェソス か 
その 付近 

98 年 ハ 

ヨハネ 第二^ 

使徒 ヨハネ 

エフェソス か 
その 付近 

98 年 ハ 

ヨハネ 第三 

使徒 ヨハネ 

エフェソス か 
その 付近 

98 年 ハ 

ユダ 

ユダ （イエスの 

兄弟） 

パレスチナ （？） 

65 年 ハ 

啓示 

使徒 ヨハネ 

パト モス 

% 年 ハ 

[一部の 書の 筆者の 名 や 書かれた 場所は はっきり していません。 多くの 年代は 
おおよその ものです。 「イ」 という 記号は 「それより 後」， 「口」 は 「それより 
前」， 「ハ」 は 「そのころ」 を 意味し ます。] 


角 かっこと 下線 

一重の 角 かっこ [] は， そこに 挿入され た 語が 訳文の 意味を 明確に する た 
めの 補足で ある ことを 示して います。 二重の 角 かっこ [ [ ] ] は， そ の 部分が 原 
文への 書き 入れ 語句で ある 可能性を 示唆 しています。 

下線の 付され た 語は， 英文 新世界 訳の 中で それに 対応す る 普通名詞の 語頭 
が 大文字 化され， 特定の ものを 指して 用いられ ている ことを 示して います。 


聖書 語句 索引 

聖書 各 書の 略称に ついては 6 ぺ ージを ご覧く ださい。 

ダッシュ 記号 (一) は 見出し語 または その 語幹を 表わします。 

ア  |  二 7:1;  9:7; テモニ 4:8; ぺテー 4:12; ヨハ 


アー メン， コー 14:16 どうして一 と言える 
啓 3:14 —なる 者， 忠実で 真実な 証人， 

申 27:15-26; 代 一 16:36; コニ 1:20 
愛， サニ 1:26 あなたの 一は 女の 一よりも 
マタ 24:12 大半の 者の一 が 冷える でしょう。 
ヨハ 15:13 これより 大きな 一を 持つ 者 
ロマ 8:39 神の一 から わたしたちを 引き離し 
ロマ 13:10 —は 律法を 全うする ものな のです 
コー 13:4  — はねた まず， 自慢せ ず， 

コー 13:13 このうち 最大の ものは一 です。 

コー 16:14 すべての 事を 一を もって 行ない 
コロ  3:14 一を 身に 着けなさい。 それは 結合の 
ぺテー 4:8 —は 多くの 罪を 覆う からです。 

ヨ ハー 4:8 神は一 だからです。 

ヨ ハー 4:18  — に {土 恐れが なく， 

ヨ ハー 5:3 これが… 神への一 だからです。 

歌 8:6; コー 13:1-4,8; コロ  2:2; テ モー 1: 
5; 啓 2:4 

アイ， ヨシ 7:2,  3;  8:1,  26,  28; エレ 49:3 
愛 ある 親切， 出 20:6 一を 千代にまで 施す 
出 34:6 怒る に 遅く， 一と 真実と に 満ちる 神， 
詩 107:8 一に 対して… エホバに 感謝す る 
ホセ 6:6 喜びと したのは一 であって， 犠牲では 
詩 13:5;  40:10;  92:2;  141:5; 箴 3:3;  11:17; 
イザ 16:5;  54:10; 哀 3:22; ホセ 12:6; 使徒 
13:34 

哀歌， サニ 1:17 ヨナ タンの ために 一を 詠唱し 
代 二 35:25; エレ 7:29;  9:10; エゼ 32:16 
哀願 （する）， 申 3:23; ヘプ 12:19 
あいさつ， コー 16:21 — を 自分の 手で 記し 
ヨハニ 10 —の ことばを かけても なりません 
愛餐， ユダ 12 宴席を 共に するとは いえ， 一に 
愛情， マタ 10:37 対する より… に一 を 抱く 者は 
ヨハ 5:20 父は 子に一 を 持って おられ， 

ヨハ 21:17 わたしに 一を 持って います か 
啓 3:19 わたしが 一を 抱く 者を， わたしは 戒め 
歌 1:2,  4;  4:10;  5:1; ヨハ 11:3; コー 16:22; 
コニ 7:15; テト 3:15 

愛人， ホセ 8:9 エフ ライムは 一たち を 雇い入れた 
愛すべき， フィ 4:8 何で あれ 一 こと， 

愛 （する）， 創 24:67 イサクは 彼女を 一し 
レビ 19:18 自分の ように 一さねば ならない。 

申 7:8 エホバが あなた 方を 一し， 

申 23:5 エホバは あなたを 一され 
詩 33:5 神は 義と 公正を一 される 方。 

詩 78:68 ご 自分の一 した シオンの 山を 選ばれ 
詩 119:165 平和は 律法を一 する 者たち の もの 
詩 145:20 ご 自分を 一す る 者 すべてを 守って 
箴 12:1 懲らしめを 一す る 者は 知識を 一す る 者 
マタ 22:37 神 エホバを一 さねば ならない 
ヨハ 3:16 世を 深く一 して 独り子を 与え 
ロマ 9:13 ヤコブを 一し， エ サウを 憎んだ 
コロ  3:19 夫たち よ， 妻を一 しつづけなさい 
テモニ 3:4 神を 一す るより 快楽を一 する 者， 
テト 2:4 若い 婦人に， 夫を 一し， 子供を一 
ヘプ 1:9 あなたは _ を 一し， 不法を 憎んだ。 

ヨ ハー 2:15 世に ある ものを も一 していて は 
代 二 20:7; 伝 3:8;  5:10; エレ 5:31;  20:4; 
ミカ 3:2;  6:8; マタ 3:17; ヨハ 11:5;  12:43; 
13:23,34;  ロマ 8:37;  11:28; コー 10:14; コ 


一 4:10; 啓 12:11;  20:9 
あいまいな 言い回し， ダニ 8:23 一を よく 理解 
相 嫁， ルツ 1:15 やもめと なった あなたの 一は 
愛らしい， 箴 5:19 彼女は 一 雌 鹿， 麗しい 山 やぎ 
アウ グス ツスの 部隊， 使徒 27:1 一の 士官に 
あえて， 創 48:14; 民 14:44; 申 18:20;  ロマ 5: 

7; 15:18; ヘプ 11:29 
青ざめ （る）， 啓 6:8 見よ， 一た 馬が いた。 

赤 （い）， 箴 23:31 ぶどう酒が 一色を 呈 し， 

イザ 63:2 あなたの 衣服が 一… いのは なぜか 
創 25:25; 民 19:2; ナホ 2:3; ゼカ 1:8 
証し， イザ 19:20 エホバへの しるしと 一の ための 
マタ 10:18 諸国 民に 対する一 のた めです。 

マタ 24:14 あらゆる 国民に 対する 一 のために 
ヨハ 8:17 二人の一 は 真実で ある 
テモニ 1:8 主につ いての 一を 恥じて はならず 
ヨ ハー 5:7 —を する ものは 三つ あるので す。 

創 31:48; ルツ 4:7; イザ 8:16,  20; ヘプ 3: 
5; 啓 20:4 

証， 出 25:22 一の 箱の 上に ある 二つの ケルプ 
出 31:18 神は一 の 書き 板 二 枚を モー セに 
民 1:50; 申 6:17; 王 一 2:3; 代 一 29:19; 代 
二 23:11; ホセ 5:5 

証し （する）， ヨハ 4:44 尊ばれない ことを一 し 
ヨハ 18:37 真理に ついて一 する こと， 

ロマ 8:16 神の 子供で ある ことを一 しています 
ヨハ 5:37;  8:18; テ モー 2:6; ヘプ 7:8; 啓 
19:10 

証し の 業， 啓 6:9  — のために ほふられた 者たち 
啓 12:17 イエスに ついての一 を 持つ 者 
贖い， ヨブ 33:24 わたしは一 を 見いだ した！ 

詩 49:7 一を 神に ささげる こと もで きない 
ダニ 9:24 罪を 終わらせ， とがの一 をし， 

マタ 20:28 多くの 人と 引き換える一 として 
テ モー 2:6 対応す る一 として ご 自身を 与えて 
ヘプ 9:15 違犯から 一に よって 釈放 
出 30:12; ヨブ 36:18; 箴 6:35;  21:18; イザ 
43:3;  ロマ 8:23 

贖いに よる 釈放， コー 1:30 —と なられた 方 
エフ 1:7 その 血を 通して なされた 一 ， 

コロ 1:14—, すなわち 罪の 許し 
ロマ 3:24; エフ 4:30; ヘプ 11:35 
贖 （う）， 箴 16:6; イザ 6:7;  22:14;  27:9 
ア ガボ， 使徒 11:28;  21:10 
あがめ （る）， ロマ 1:25 創造者より 創造物を 一て 
ヨブ 36:24; 使徒 10:46 
明るく （する）， エズ 9:8 神よ， 私の 目を一 し， 
コニ 4:6 神の 知識を もって 一す る 
明るさを 増 （す）， 箴 4:18 —して ゆく 輝く 光 
アカン， ヨシ 7:1, 18,  24;  22:20 
飽き飽き （する）， ヨブ 10:15;  14:1 
商いを する 女， エゼ 27:3 もろもろの 民と一 よ， 
秋の 雨， ヨエ 2:23 一と 春の 雨と を 
明らか， ヨハ 17:6 み 名を 一にし ました。 

ロマ 1:19 神に ついて 知りうる 事柄は 一 だから 
ヨハ 3:21; ロマ 3:21; コー 4:5; ガラ 5:19; 
エフ 2:7; テ モー 3:16; 啓 15:4 
明らかに （する）， ダニ 2:30,  47; コロ 1:26; へ 
ブ 11:14; ヨ ハー 1:2;  3:2 


1930 


1931 


あきらかになる 一 あたいする 


明らかにな （る）， ルカ 8:17 一らない ものは なく， 
コー 3:13 各人の 業は 一り ます。 

あきらめ （る）， ガラ 6:9 行なう 点で一 ない 
サー 27:1 

灰汁， ヨブ 9:30; エレ 2:22; マラ 3:2 
悪， 箴 6:18 急いで一 に 走る 足， 

ハバ 1:13 一を 見る には 目が あまりに 浄 く， 
ロマ 12:17 一に 一を 返して はなり ません。 

ロマ 13:10 愛は 隣人に 一を 行ないません。 

コー 14:20 一に 関しては みどり ごで 
箴 2:14; 伝 7：15; ダニ 11:27 
悪意， 出 32:12 あれは 一 を もって 連れ出し， 
悪意の ある， エフ 4:31 すべて 一 苦々 しさ， 

悪 拿， 創 50:15; エレ 2:13 

握手， 箴 6:1 もしよ そ 者に 対して一 をしたなら 

悪臭， 出 7:18; 詩 38:5 

悪性， 申 28:35; ヨブ 2:7; エゼ 28:24 

あくた， イザ 5:25 死体は一 のようになる。 

悪魔， ヨハ 8:44 あなた 方の 父， 一 からの 者 
エフ 4:27 一にす きを 与えても なりません。 
エフ 6:11 —の 策略に しっかり 立ち向かえる 
ヘプ 2:14 一を 無に 帰せし める ため 
ヤコ 4:7 しかし， 一に 立ち向かいなさい。 
ぺテー 5:8 敵対 者で ある一 が ほえる ライオン 
ヨ ハー 3:8 — は 初めから 罪を おかして 
ヨ ハー 3:8 —の 業を 打ち壊す ためです。 

啓 12:12 地と 海は 災いで ある。 一が， 

啓 20:2  — また サタンで ある 龍， 

マタ 4:1,  8;  25:41; ヨハ 13:2; ユダ 9 
アクラ， 使徒 18:2,26;  ロマ 16:3; テモニ 4:19 
悪霊， 申 32:17 神に ではなく一 たちに 犠牲を 
コー 10:21 エホバの 食卓と一 の 食卓に 
テ モー 4:1 人を 惑わす 一の 教えに 
ヤコ 2:19 です が一 たち も 信じて おののいて 
啓 16:14 それらは 実は一 の 霊感に よる 表現 
詩 106:37; マタ 7:22;  12:24; コー 10:20; 啓 
18:2 

悪霊 的， ヤコ 3:15 地 的， 動物 的， 一な もの 

悪霊に つかれ （る）， マタ 15:22 

悪霊に 取りつ かれ (る）， マル 1:32; ルカ 8:36; ヨ 

ハ 10:21 

悪を 行なう 者， 詩 37:9 一たち は 断ち 滅ぼされ 
詩 22:16;  37:1;  119:115; エレ 20:13;  23:14 
明けの 星， ヨブ 38:7 一が 共々 に 喜びに あふれ 
啓 2:28 わたしは その 者に一 を 与える。 

啓 22 : 16 ダ ビデの 根で あり 輝く一 である 
明けの明星， ぺテニ 1:19 夜が あけて一 が 上る 
ア ケル ダマ， 使徒 1:19 その 畑は 彼らの 言語 で一 
あ ご ひげ，  エレ 41:5; エゼ 5:1 
あご 骨， 裁 15:15 雄ろ ばの 水気の ある一 を 
朝， 裁 6:28; 王 二 19:35; 詩 30:5;  49:14; イザ 
28:19; マル 1:35; 使徒 28:23 
アサ， 王 一 15:9,  24; 代 二 14:2; エレ 41:9 
あざけり， 詩 44:13;  79:4; エレ 20:8; ヘプ 
11:36 

あざけ （る）， 王 一 18:27; 代 二 36:16; 詩 35:16; 

箴 1:22; エゼ 22:5; ルカ 14:29; 使徒 17:32 
あざける 者， 詩 1:1 一の 座に すわらなかった 人 
箴 20:1 ぶどう酒は一 であり， 

ぺテニ 3:3 終わりの 日には 一たち が 
箴 3:34;  9:7;  13:1;  14:6;  15:12;  19:25 
アザゼ ル， レビ 16:8, 10,  26 
浅はか， 箴 9:13 愚鈍の 女は 全く 一 
ア サフ， 代 一 6:39;  16:5;  25:1; 代 二 35:15 
欺き， 箴 11:1 一のは かりは エホバの 忌む もの 
箴 20:23 一のは かりは よくない。 

イザ 53:9 その 口に 一がなかった 


マタ 13:22 思い煩い や 富の 一の 力が み 言葉を 
エフ 4:22 その 一の 欲望に したがって 腐敗し 
コロ  2:8 哲学 やむな しい一 により， 

ぺテー 2:22 その 口に 一は 見いだ されません 
ぺテニ 2:13 自分たち の一 の 教えに ふける 
レビ 6:3; 詩 24:4; 箴 12:17; エレ 9:6; ゼカ 

欺 （く）， ヘプ' 1:13 人を一 く 罪の 力の ために 
レビ 19:11; 詩 5:6; エレ 29:8;  37:9; オバ 3; 
コニ 6:8; エフ 5:6; テト 1:10; ヨハニ 7 
あざ笑 （う）， 詩 2:4 ェホバ ご 自身が 彼らを一 う。 
代 二 30:10;  m  59:8; 蔵 3:34;  19:28,29; ハ 

バ 1:10 

足， 詩 119:105 み 言葉は わたしの一 のと もしび 
イザ 52:7 言う 者の一 は， 山々 の 上に あって 
エフ 6:15 良いた よりの 装備を 一には き， 

イザ 59:7; ルカ 1:79;  ロマ 10:15 
脚， ヨハ 19:33 彼の 一は 折らなかった。 

葦， エゼ 40:3,  5;  42:16; マタ 11:7;  27:29 
アジア， 使徒 19:10; コー 16:19; 啓 1:4 
ア シェル， 創 30:13; 申 33:24; 裁 1:31 
あしざま， 使徒 18:6 彼らが 反対し 一に 言い 続け 
テト 2:5 神の 言葉が 一に 言われる 
ぺテー 4:4 あなた 方を いよいよ 一 に 言います 
ぺテニ 2:10 おののかず， かえって一 に 言う 
アジ 星座， ヨブ 9:9 一， ケ シル 星座を 造り， 

足 台， 詩 110:1 敵を あなたの一 として 
イザ 66:1 地は わたしの一 である。 

詩 99:5:132:7; 哀 2:1; 使徒 2:35; ヤコ 2:3 
足取り， 詩 37:31;  44:18 
足な え， マラ 1:8， 13 
足の裏， イザ 37:25; エゼ 1:7;  43:7 
足の 下， ロマ 16:20 サタンを あなた 方の 一に 
コー 15:25 すべての 敵を 彼の 一に 置く 
マラ 4:3; ヘプ 2:8 
足の 台， ヘプ 10:13 

足の なえた （者）， イザ 35:6; マタ 15:30 
アジ ュタロ テ， 申 1:4; 代 一 6:71 
アシュ ドド， ヨシ 11:22; サー 5:1,  6; ゼパ 2:4 
アシュ トレ テ， 王 一 11:5,  33; 王 二 23:13 
味わ （う）， ヘプ 6:4 天からの 無償の 賜物を一 い 
ぺテー 2:3 主が 親切な 方で ある ことを一 い 
マタ 16:28; コロ  2:21; へブ 2:9 
あずか （る）， コー 10:17 パンに 共に 一 って 
コー 10:21 悪霊の 食卓に 同時に 一る ことは 
ガラ 6:6 すべての 良い 事に一 りなさい。 

フィ 3:10 復活の 力また その 苦しみに一 る 
コロ 1:12 聖 なる 者たち の 相続財産に 一る に 
ヘプ 3:1 天への 召しに一 る 人たち よ， 

ぺテー 4:13 キリストの 苦しみに一 る 者 
ぺテー 5:1 表わし 示される 栄光に一 る 者 
ぺテニ 1:4 神の 性質に一 る 者と され 
啓 18:4 彼女の 罪に 一る ことを 望まず， 

啓 20:6 第一の 復活に一 る 者は 幸いな 者， 

マタ 23:30; エフ 3:6; テ モー 5:22; ヘプ 3: 

汗， 創 3:19 顔に一 して パンを 食べ， 

あせる ことのない， ぺテー 1:4 一 相続財産 
価， 箴 31:10 有能な 妻， その 一は 貴い 
マタ 13:46 一の 高い 真珠 一つを 見つける と， 
価す る， マタ 10:10 働き人は 食物を 受ける に一 
ルカ 23:15; 使徒 23:29;  26:31; ロマ 1:32 
値 （する）， 創 32:10 愛 ある 親切に 一し ない 者 
使徒 13:46 永遠の 命に 一し ない 者と 裁く 
テ モー 5:18 働き人は 報酬を 受ける に 一す る 
ヘプ 10:29 はるかに 厳しい 処罰に一 すると， 
ヘプ 11:38 世は 彼らに 一し なかった のです。 


あたいな しに ーア マレク 
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価な （しに）， コー 9:18 良いた よりを一 しに 
啓 22:17 命の 水を 一く して 
啓 21:6 

与え （る）， イザ 26:12 平和を一 てくだ さいます。 
マタ 10:8 ただで 一なさい。 

ルカ 12:48 だれでも 多く 一ら れた 者， その 者 
使徒 20:35 受ける より 一る ほうが 幸福 
フィ 4:13 力を一 てくだ さる 方の おかげで， 

啓 12:14 鷲の 二つの 翼が 女に 一ら れ た。 

ヨブ 1:21; 詩 21:2;  112:9;  m  22:9; 伝 2:26; 
5:19; ルカ 6:30; コー 3:2; テ モー 5:14 
温かく， マタ 25:35 あなた 方は 一 迎え， 

暖かく もてな （す）， ぺテー 4:9 互いを 一しなさい 
頭， マタ 8:20 人の子には一 を 横たえる 所がない 
ルカ 21:28 一を 上げなさい。 救出が 近い 
ロマ 12:20 燃える 炭火を 彼の 一に 積む ことに 
イザ 9:15; ダニ 2:38;  #  12:1;  13:3 
頭が 固 （し 0， エゼ 3:7 イスラエルは 一く， 

頭 飾り， コー 11:15 女の 髪は一 の 代わり 
アダム， コー 15:45 最初の 人 一は 生きた 魂に 
創 3:21;  5:5; ルカ 3:38;  ロマ 5:14; コー 15: 
22 -  51 モ ■一  2:14 

新しい， 伝 1:9 日の 下には 一 ものは 何もない 
イザ 42:9 わたしは一 ことを 告げて いる 
イザ 65:17 わたしは 一天と一 地を 創造 
イザ 66:22 一天と 一地が わたしの 前に 
ヨハ 13:34 あなた 方に一 おきてを 与えます。 
コニ 5:17 その 人は 一 創造物です。 

コニ 5:17 見よ， 一事 物が 存在して いる 
ぺテニ 3:13 待ち望んで いる一 天と一 地 
啓 14:3 — 歌で あるかの ような 歌を 
マタ 26:29; ルカ 22:20; ヘプ 10:20; 啓 3:12 
新しくす る， イザ 61:4 荒廃して いる 所を 必ず 一 
啓 21:5 わたしは すべての ものを一 
斩 しく 転向 （する）， テ モー 3:6  — した 人では ない 
アタリ ヤ， 王 二 8:26;  11:1; 代 二 24:7 
熱 (い）， 啓 3:15 冷たく も一 くもない。 

悪行 者， ぺテー 2:12;  4:15 

アッシリア， 創 10:11; 王 二 17:6; イザ 19:23; 

エレ 50:17; ミカ 5:6; ゼカ 10:10 
アッシリア 人， 王 二 19:35; イザ 10:5,  24; 14: 

25;  31:8; エゼ 31:3; ミカ 5:5 
圧制， 出 1:13; イザ 3:5; エゼ 34:4 
圧制者， ヨブ 27:13; 箴 11:16 
圧制的な 者， 詩 86:14; エレ 15:21 
圧迫， ヨブ 32:18; 詩 55:3;  66:11; コニ 1:8 
圧迫 （する）， 出 3:9 エジプト 人が 一して いる 
コニ 4:8 あらゆる 面で一 されながら 
集まり 合う， ヘプ 10:25  — ことを やめず 
集ま （る）， エレ 49:14; コー 5:4 
集め 出 （す）， マタ 13:41 自分の 王国から一 し， 
集め （る）， ヨシ 9:21 まきを 一る 者， 水を くむ 
イザ 40:11 そのみ 腕で 子羊を 一 ， 

エレ 25:33 嘆き悲しまれず， 一られ ず， 

ゼパ 3:8 司法 上の 決定は， 諸国 民を 一， 

マタ 12:30 わたしと 共に一 ない 者は 散らす 
マタ 23:37 幾た び 子供たち を 一たい と 思った 
マタ 24:31 選ばれた 者たち を 一る でしょう。 
マタ 25:32 すべての 国の 民が 彼の 前に 一ら れ 
ヨハ 4:36 永遠の 命の ための 実を 一て います 
啓 16:16 ハルマゲドンと 呼ばれる 場所に 一た 

詩 50:5;  102:22;  106:47; 伝 12:11; イザ 11: 
12;  43:9;  54:7;  56:8;  60:4; エレ 23:3;  29: 
14; ダニ 11:10; ミカ 2:12;  4:6; マタ 3:12; 
22:10; ヨハ 11:52; 使徒 28:3; 啓 16:14 
跡， ヨハ 20:25 その 手に くぎの 一を 見， 

跡形， ダニ 2:35 その 一 も 見え なくなりました。 


後に （する）， マタ 19:29 母， 子供， 地所を 一 
アドラム， ヨシ 12:15; サー 22:1; 代 一 11:15 
穴， 詩 7:15 自分の 作り かけた一 に 落ち込む。 

マタ 15:14 盲人が 案内す るなら 共に一 に 
坑， ヨブ 33:24; 詩 40:2; イザ 14:15;  38:18; エ 
ゼ 26:20; ダニ 6:7 

アナ ク ，民 13:22  — から 生まれた 者が そこに 
侮 （る）， ガラ 6:7 神は一 られ るよう な 方では 
アナ ニア， 使徒 5:1， 5;  9:10;  22:12;  23:2 
アバ， ロマ 8:15  「一， 父よ！」 と 叫ぶ 

ガラ 4:6 それが， 「一， 父よ！」 と 叫ぶ のです 
ア ハシユ エロス， エス 1:1;  3:1;  8:1;  9:30;  10:3 
ア ハズ， 王 二 16:1， 19; 代 二 27:9; イザ 1:1 
アバ ドン， 啓 9:11 へ ブライ 語で 一で あり 
ア ハブ， 王 一 16:30;  18:17; 王 二 10:18 
暴れ者， ヨブ 9:13;  26:12 
アビシ ャイ， サー 26:6; サニ 21:17;  23:18 
アヒ トブ， サー 14:3; サニ 8:17; 代 一 9:11 
アヒ ト フェル， サニ 15:31;  17:23 
ア ビフ， 出 6:23; レビ 10:1; 民 3:4 
アビメレク， 創 20:2; 裁 9:16; サニ 11:21 
ア ヒヤ， 王 一 12:15;  14:2; 代 一 26:20 
ア ビヤ， サー 8:2; 王 一 14:1; ルカ 1:5 
アブ サロ 厶， サニ 14:25;  15:6;  17:25;  18:14 
アブ ネル， サー 14:50;  20:25; サニ 3:20 
油， イザ 61:3 悲しみの 代わりに 歓喜の一 を， 
ヘプ 1:9 歓喜の一 を 仲間に 勝って そそがれた 
出 29:7; サー 16:13; イザ 25:6; マタ 25:4; 
ルカ 7:46 

脂ぎ る， イザ 34:6 腎臓の 脂肪で 必ず 一。 

油 そそがれた， サー 2:10 — 者の 角を 高める 
サニ 19:21 シ ムイは 一方の 上に 災いを 
代 一 16:22 わたしの 一 者に 触れて はならない 
詩 2:2 —団と なって エホバと その一 者に 敵し， 
詩 20:6 エホバが一 者を 必ず 救って くださる 
詩 105:15 わたしの一 者に 触れて はならない 
イザ 45:1 エホバは， 一 者キュ ロスに 言われ 
エゼ 28:14 覆う ことを するー ケルプで 
ハバ 3:13 あなたの一 者を 救うた めに 出て 行き 
油 そそぎ， 出 40:13, 15; ヨ ハー 2:20 
アブラハム， 創 17:9 神は一 にこう 言われた。 

創 18:18 —は 必ず 大 いなる 強大な 国民と なり， 
代 二 20:7 あなたを 愛する 者 一の 胤に 賜わった 
マタ 8:11 大勢の 人が 天の 王国で一… と共に 
ガラ 3:29 まさに 一の 胤で あり， 約束に 関連し 
ヘプ 11:8 信仰に よって一 は 召された 時 それに 
ヤコ 2:21 わたしたちの 父 一は イサクを ささげ 
マタ 22:32; ヨハ 8:39;  ロマ 4:3; ヘプ 6:13 
油を そそ （ぐ）， 出 28:41 彼らに一 ぎ， その 手に 力 
イザ 61:1 エホバが わたしに 一ぎ， 柔和な 者に 
裁 9:8; サー 16:12, 13; 王 一 1:34;  19:16; コ 
二 1:21 

油を 塗 （る）， 詩 23:5 わたしの 頭に 一って 
アベ デ ネゴ， ダニ 1:7;  2:49;  3:12,  30 
アベル， 創 4:4 ェホバは一 と 捧げ物を 好意を 
創 4:2,8,25; マタ 23:35; ルカ 11:51; ヘプ 
11:4.  12:24 

アポ ル オン， 啓 9:11 ギリシャ 語では， 一 という 
亜麻， エゼ 9:2 —布を まとい， 腰に 書記官の 
啓 19:8 上等の 一布は 聖 なる 者たち の義の 行為 
レビ 16:4; 申 22:11; ダニ 12:6,7; 啓 19:14 
甘い， ヤコ 3:11 泉が一 ものと 苦い ものを 
ア マサ， サニ 17:25;  20:10; 王 一 2:5 
アマ ジヤ， 王 二 12:21;  14:11, 18; 代 二 25:27 
雨漏りの する， 箴 27:15 一 屋根と， 争いを 好む 妻 
甘やか （す）， 箴 29:21 僕を 若い 時から 一す と， 

ア マレク， 出 17:16; 申 25:17; サー 15:20 
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あみ 一 あわれみ ふ' かい 


網， 詩 9:15;  10:9; 箴 12:12; 伝 9:12; イザ 51: 

20; ヨハ 21:6,  8, 11 

アム ラム， 出 6:18; 民 26:58; 代 一 6:3 
雨， 創 2:5 エホバ 神は 地に一 を 降らせて おらず 
創 7:4 四十 日 四十 夜 地に 一を 降らせる 
申 32:2 草木に 降る 豊潤な一 のように。 

ヨエ 2:23 秋の 一と 春の一 とを 初めの 時の よう 
マタ 5:45 不義なる 者の 上に も一 を 降らせ 
ヤコ 5:7 早い一 と 遅い 一が あるまで， 

申 11:14;  32:2; ヨブ 38:28; 詩 72:6; イザ 
55:10; ミカ 5:7; ゼカ 14:17; ヤコ 5:17; 啓 
11:6 

ア モリ 人， 創 10:16;  15:16; ヨシ 3:10 
過ち， 王 一 8:47 罪を おかし， 一を 犯しました。 

マタ 18:15 彼との 間で その一 を 明らかにし 
誤った 歩み， ガラ 6:1 
誤り， ヤコ 5:20 罪人を一 から 立ち返らせる 
テサー 2:3; ぺテニ 2:18;  3:17; ヨ ハー 4:6 
誤りの 働き， テサニ 2:11 神は一 を 彼らの もとに 
アヤ ロン， ヨシ 10:12; 裁 12:12; 代 一 6:69 
歩み， 箴 4:12 歩く とき あなたの一 は 狭められず 
エレ 10:23 自分の 一を 導く こと さえ， 人に 
ぺテー 2:21 その一 に しっかり 付いて 来る よう 
歩 （む）， 創 6:9  ノアは まことの 神と 共に一 ん だ。 
詩 23:4 深い 陰の 谷を 一もうと も… 恐れません 
詩 26:11 わたしは， 忠誠のう ちに一 みます。 
エレ 10:23 一んで いる その 人に 属して いない 
ミカ 6:8 神と 共に一 むこと ではない か 
エフ 2:2 —時は 罪のう ちを 一んで いました 
ヨ ハー 2:6 この 方が 一 まれた とおりに 自ら も 
創 5:24; 箴 10:9; イザ 30:21; エフ 4:1 
洗 （う）， 詩 51:2 とがから わたしを 完全に 一い， 
ぺテニ 2:22 豚は一 われても 泥の 中で 転げ 
啓 7:14 長い 衣を 子羊の 血で 一って 白く した。 
箴 30:12; エレ 2:22; マタ 15:2; ヨハ 9:11; 

1^：5- コ ー 6:11 

あら ふじめ， ロマ 1:2 聖 なる 書の 中に 一 約束され 
使徒 1:16;  ロマ 9:23 

あらかじめ 警告 （する）， マタ 24:25; ガラ 5:21 
あらかじめ 定め （る）， 使徒 4:28 み 旨に よって一 
ロマ 8:29 み 子の 像に かたどった ものに一 られ 
ロマ 8:30 神が 一た 者は， お召しに なった 者 
コー 2:7 事物の 諸 体制の 前に 神が 一た もの 
エフ 1:5 ご 自身の 養子と する よう 一て 
エフ 1:11 目的の もとに一 られ ていた 
争い， 詩 80:6; テモニ 2:23; テト 3:9 
争いを 好 （む）， 箴 21:9  —む妻 と共にい るよりは 
箴 27:15 雨漏りの する 屋根と 一む 妻と 
ロマ 2:8  — み， 真理に 従わずに 不義に 従う 
箴 21:19;  26:21; テ モー 3:3; テ ト 3:2 
争 （う）， ヨブ 40:2 全能者と一 おうとす るの か。 
テモニ 2:24 主の 奴隸は 一う 必要はありません 
ヨブ 13:8; イザ 49:25;  50:8; テモニ 2:14 
新たな 状態， ロマ 6:4 命の 一の 中を 歩む ため 
新たな 霊， 詩 51:10 わたしの 内に 一， 

新たに （する）, 詩 103:5 若さは 鷲の ように一 され 
コニ 4:16 内なる 人は， 日々 一され 
あらためて ，ヘプ 6:6 彼らは 神の 子を 一 杭に つけ 
粗布， エス 4:1; 詩 69:11; 啓 11:3 
アラバ， 申 1:7 ア モリ 人の 山地 および 一に 連なる 
申 4:49; エレ 52:7; エゼ 47:8; ゼカ 14:10 
アラビア， ガラ 1:17;  4:25 
アラビア 人， ネへ 2:19; エレ 3:2; 使徒 2:11 
粗び き， レビ 2:14 新しい 穀物の 一を 捧げ物と 
y  什一  Q-14 

アラブ 人， エレ 25:24; エゼ 27:21 
アラム， 創 10:22; 民 23:7; 代 一 1:17 


アラム 語， エズ 4:7; ダニ 2:4 
アララト， 倉 IJ  8:4; 王 二 19:37; エレ 51:27 
表わし 示 （す）， イザ 40:5 エホバの 栄光が 一され 
ルカ 17:30 人の子が 一され ようとして 
ヨハ 12:38 エホバの み 腕は だれに 一され 
コー 1:7 キリストの一 される 
テサニ 2:8 その 時になる と， 不法の 者が 一され 
ロマ 1:18; コー 3:13; テサニ 1:7; ぺテー 1: 
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現わ （す）， イザ 49:9 『一れ よ！』 と言うた め 
ヨハ 21:1 再び ご 自分を一 された。 

コロ  3:4 キリス トが 一され ると き， 

ヘプ 9:26 一度 かぎり ご 自身を 一され た 
サー 2:27; ぺテー 5:4; ヨ ハー 3:8 
あらわに （する）， 箴 11:13 内密の 話を一 し， 

コロ  2:15 政府と 権威を一 し， 

ぺテニ 3:10 地と その 中の 業とは一 される 
現われ （る）， 創 12:7 エホバは アブラムに 一て， 
出 3:16 ヤコブの 神 エホバが わたしに一 て， 

出 16:10 エホバの 栄光が 雲の 中に 一た。 

申 31:15 雲の 柱のう ちに あって その 天幕に 一 
サー 3:21 エホバは 再び シロで 一た。 

王 一 11:9 二度 も 彼に一 てくだ さった 方から 
代 二 3:1 エホバが かつて その 父 ダビデに 一た 
詩 102:16 ご 自分の 栄光のう ちに 一る はず 
裁 6:12; マタ 24:30; ルカ 9:31; 使徒 9:17 
ありさま， コー 7:31 世の 一は 変わりつつ ある 
アリマ タヤ， マタ 27:57; ルカ 23:51; ヨハ 19:38 
アルカリ， 箴 25:20; エレ 2:22 
歩き 方， 箴 30:29 —の しっかりした ものが 三つ 
エフ 5:15 自分の一 を しっかり 見守って， 
歩き回 （る）， サニ 5:18; ヨブ 1:7; エレ 2:31 
歩 （く）， 申 6:7 家で 座る とき も， 道を 一く とき も 
ヨハ 6:19 イエスが 海の 上を 一いて 
創 3:8; イザ 35:9; 使徒 3:8 
アルタクセルクセス， エズ 4:7,  23; ネへ 2:1; 
13:6 

アルテミス， 使徒 19:27,  34,  35 
アル ノン， 民 21:13; 裁 11:26; イザ 16:2 
アル パヨ， マタ 10:3; マル 3:18; 使徒 1:13 
アルファ， 啓 1:8;  21:6;  22:13 
荒れ 跡， アモ 9:11; 使徒 15:16 
アレ オパ ゴス， 使徒 17:19,  22,  34 
アレクサンデル， 使徒 19:33; テ モー 1:20; テモ 
一 4:14 

荒れ 廃れ （る）， エレ 26:9; エゼ 6:6; 啓 17:16; 
18*19 

荒れ 塚， アモ 6:11 大きな 家を 打ち倒して一 とし 
荒れ果てた 所， エズ 9:9; イザ 24:1 
荒れ果て （る）， ヨエ 3:19; ゼパ 1:13 
ア ロン， 出 4:14;  24:1;  28:1;  32:1; 詩 99:6; 

135:19; ミカ 6:4; ヘプ 5:4 
合わせ （る〕， ロマ 12:2 この 事物の 体制に一 ては 
哀れに 思 （う）， マタ 20:34; マル 6:34 
哀れみ， イザ 49:13 苦しむ 者たち に 一を 示し 
マタ 15:32 わたしは この 群衆に一 を 感じ 
憐れみ， 申 4:31 あなたの 神 エホバは 一 ある 神 
代 一 21:13 その 一は 非常に 多い からです。 

マタ 9:13 わたしは 一を 望み 犠牲を 望まない 
コニ 1:3 優しい一 の 父 また 慰めの 神 
ヤコ 2:13 一は 裁きに 打ち勝って 歓喜し 
+コ 3:17  — と 良い 実と に 満ち， 

出 33:19; サニ 24:14; ネへ 9:19,27; 詩 86: 
15; 箴 28:13; イザ 54:7; ハバ 3:2; ゼカ 1: 

憐れみ 深 （い）， ネへ 9：17 慈しみ 深くて 一く， 
マタ 5:7 —い 人たち は 幸いです。 


あわれむ 一いきる 

ルカ 6:36 あなた 方の 父が 一い ように， 

ヘプ 2:17  —い 忠実な 大祭司と なり， 

ヤコ 5:11 優しい 愛情に 富まれ， 一い 方です 
代 二 30:9; 詩 78:38; ヘプ 8:12 
哀れ （む）， 申 7:16 彼らを 一んで はならない。 
コー 15:19 最も一 むべき 者と なります。 

創 43:14; 王 一 8:50; 詩 40:11 
憐れ (む）， イザ 60:10;  ロマ 9:15 
暗黒， ぺテニ 2:17; ユダ 13 
安全， テ サーシ 3  「平和 だ，一 だ」 と 言って いる 
詩 12:5; 使徒 27:34; フィ 3:1 
安息， ヘプ 4:9 神の 民の ために 一の 休みが 残って 
レビ 25:2,  4,  8;  26:34 
安息日， 出 20:8 —を 覚えて それを 神聖に 
マタ 12:8 人の子は 一の 主な のです。 

マル 2:27  —は 人の ために 存在す る 
コロ  2:16 祭り や 新月の 習わし や一 に関して 
出 31:13; イザ 56:4; エゼ 20:12;  22:8; ホセ 
2:11; マタ 24:20; ルカ 14:5 
安息日の 道のり， 使徒 1:12 
安定した 者と （なる）， コロ  2:7 信仰に おいて 一 
アン テ パス， 啓 2:13 忠実な 者で ある 一の 日に も 
アンデレ， マタ 4:18; ョハ 12:22; 使徒 1:13 
アンナ， ルカ 2:36 パ ヌエ ルの 娘… 女 預言者 一 
案内 （する）， ョハ 16:13 真理の 全体へ と 一す る 
詩 31 

案内 人， マタ 15:14 彼らは 盲目の一 です 
マタ 23:16 盲目の 一よ， 災いです！ 

アン ナス， ルカ 3:2; ヨハ 18:13,  24; 使徒 4:6 
アン モン， ゼパ 2:9 —の 子ら はゴ モラの ように 
創 19:38; 裁 10:6; 代 二 20:1; ダニ 11:41 
安楽， イザ 32:9; エレ 49:31; ゼカ 1:15 


胃， 申 18:3 祭司に 一を 与えなければ ならない。 

テ モー 5:23  — のために ぶどう酒を 
言い争い， 箴 17:14 —が 突然 始まって しまう 前に 
創 13:7; 申 1:12; ヨブ 33:19;  m  31:20; 箴 
15:18;  26:17,  21; イザ 58:4; テ モー 6:5 
言い争 （う）， マタ 12:19 彼は一 わず， … 叫ばず 
出 17:7; 箴 3:30; イザ 41:11 
いい加減に 行な （う）， エレ 48:10 使命を一 う 者 
言い 逆らう 者， テト 1:9 —を 戒める 
言い立てる， 箴 17:9 事を一 者は 親密な 者たち を 
言いつ くしえぬ， コニ 9:15  — 無償の 賜物 
言い張 （る）， テ モー 1:7 強く 一って いる こと 
言い開きを （する）， マタ 5:21,  22;  ロマ 14:12; 
ヘプ 4:13 

言い開きを 求める， ホセ 4:14; ゼカ 10:3 
言い 広め （る）， イザ 52:7; エレ 4:15;  5:20;  31: 
_7; アモ 4:5; フイ 1:16， 18; コロ  1:28 
言い訳， ヨハ 15:22;  ロマ 1:20;  2:1; へブ 12:25 
委員， 使徒 19:31 競技会の 一で 彼と 親しい 者 
家， 詩 27:4 命の 日の 限り エホバの一 に 住む 
詩 127:1 エホバ ご 自身が 一を 建てる ので 
イザ 2:2 末の 日に， エホバの 一の 山は 
イザ 65:21 —を 建てて 住み， ぶどう 園を 設け 
ハガ 2:7 わたしは この一 を 栄光で 満たす 
マタ 21:13 わたしの一 は 祈りの 一と 呼ばれる 
マタ 23:38 あなた 方の一 は… に 見捨てられて 
マル 3:25 一 が 内部で 分裂す るなら， 

使徒 7:48 至高 者は 手で 造られた 一に 住まない 
使徒 20:20 公に も 一から 一に も 
ロマ 16:5 彼らの 一に ある 会衆に もよ ろしく 
ぺテー 2:5 祭司 職の ための 霊的な 一に 築かれ 
サニ 7:13; 詩 84:10; イザ 6:11;  58:7; 哀 1: 
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7;  3:19;  4:15; マル 10:30; コー 4:11; へブ 
3:3,  6 

家 あるじ， マタ 10:25 —を ベ エル ゼブブ と 呼ぶ 
マタ 13:27;  20:1;  21:33;  24:43 
イエス， マタ 1:21 その 名を 一と 呼ばなければ 
マタ 27:37 ユダヤ人の 王一 と 記した 罪状 
使徒 4:13 彼らが いつも一 と 一緒にいた ことに 
使徒 9:5 わたしは一， あなたが 迫害して いる 者 
フイ 2:10 すべての ひざが 一の 名に よって 
啓 20:4 実に， 一 について 行なった 証し のた め 
マタ 3:16;  27:17; ヨハ 1:45;  17:3; 使徒 2: 
36;  ロマ 6:23; ヘプ 2:9;  3:1; 啓 1:5 
家の 者， マタ 10:36 人の 敵は 自分の 一たち 
創 7:1; 蔵 27:27;  31:15 
いえ （る）， ナ电 3:19 打ち傷は一 る ことのない 

硫黄， 啓 21:8 その 分は 火と一 で 燃える 湖の 中に 
創 19:24; 詩 11:6; エゼ 38:22; 啓 19:20 
生か （す）， ロマ 4:17 神は 死人を 一し， 

コー 15:22 キリスト にあって 一され る 
ぺテー 3:18 

怒らせる， 王 一 16:33; エゼ 32:9 
錨， ヘプ 6:19 希望を， わたしたちは 魂の一 と 
怒り， 詩 110:5 一の 日に 必ず 王たち を 打ち砕かれ 
箴 22:24 一 やすい 者の 友と なるな。 

ゼパ 2:2 エホバの 燃える 一が 臨まない うち 
申 4:25;  31:29; ヨブ 16:9; 詩 2:5;  37:8;  55: 
3; 106:32; イザ 30:27; ゼパ 3:8; コロ  3:8; 
ヘプ 3:16; 啓 14:10;  15:1 
怒り 立った まま， エフ 4:26  — 日が 沈む ことの 
怒りを 燃や （す）， 詩 80:4 いつまで 一さなければ 
怒る， 詩 103:8 エホバは一 ことに 遅く， 

箴 14:29  — ことに 遅い 者は 識別力に 富み， 

息， 創 2:7 その 鼻孔に 命の 一を 吹き 入れられた 
創 7:22; イザ 42:5; 使徒 17:25 
息 ある もの， 詩 150:6 一は ヤ ハを 賛美せ よ。 
生き返らせ （る）， 王 二 8：1; イザ 57:15 
生き返 （る）， ヨハ 11:25 死んでも， 一る 
生き方， 使徒 26:4; エフ 4:22 
息 絶え （る）， 創 25:8 アブラハムは 一， 良い 齢 
ヨブ 14:10 地の 人は 一る と， どこに いるの か 
詩 104:29  — , その 塵に 戻って 
創 6:17;  7:21; ヨブ 11:20;  34:15 
生きて いる 間， ルカ 16:25 自分の一 に， 良い 物を 
憤り， マル 3:5 イエスは一 を 抱いて 彼らを 見回し 
ヨハ 3:36 従わない 者は 命を 見ず， 神の一 が 
啓 11:18 諸国 民は 憤り， あなた ご 自身の 一 も 
申 29:28; 代 二 29:8; イザ 34:2; エレ 10:10; 
50:13; ナホ 1:2;  ロマ 9:22;  12:19;  13:4; テ 
サー 5:9; ヤコ 1:20; 啓 19:15 
憤 （る）， エフ 4:26 一っても， 罪を 犯して は 
啓 12:17 龍は 女に 向かって 一り， 彼女の 胤の 
創 41:10; 民 16:22; 伝 5:6; イザ 57:17 
生き 永ら える， エフ 6:3 地上で 一た め 
生き長らえ （る）， 詩 22:29 自分の 魂を 一 させ 
ルカ 17:33 魂を 失う 者は， それを 一させる 
詩 80:18;  119:25,  50, 107 
生き残 （る）， ヨエ 2:32; テサー 4:17 
生き物， レビ 11:2， 10; エゼ 1:5; 啓 4:6;  5:6 
偉業， 箴 8:22 昔の その 一の 最初と して わたしを 
代 一 17： 1Q,  21 

いきり 立 （つ）， 創 45:24; 王 一 11:9; 詩 2:12; 

生き （€)， 申 19:4 殺した 者が 逃れて 一るべき 
詩 89:48 一 ている 人で 死を 見ない 人が いるか 
伝 9:5 —て いる 者は 死ぬ ことを 知っている。 
マタ 4:4 エホバの ことばに よって 一なければ 
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いきを くじく 一 いちのた つ ひろば 


マタ 22:32 一て いる 者の 神な のです。 

ヨハ 4:10 その 者は あなたに 一た 水を 与えた 
ヨハ 6:51 食べるなら， その 人は 永久に一 ます 
使徒 10:42 一て いる 者と 死んで いる 者との 
ロマ 1:17 義 なる 者は 信仰に よって 一る 
ロマ 7:9 かつて 律法な しに一 ていました。 

ロマ 14:7 自分に 関しての み 一る のでは 
テサー 4:15 生き残る わたしたち一 ている 者 
ヘプ 4:12 神の 言葉は 一て いて， 力を 及ぼし， 
啓 1:18 見よ， 限りなく 永久に 一て おり， 

啓 15:7 限りなく 永久に一 て おられる 神の 
創 3:22; 出 33:20; ヨブ 14:14; 詩 145:16; 
イザ 38:19; エゼ 18:32; ゼカ 14:8;  ロマ 6: 
10，11;  8:13;  10:5; コニ 13:4; テサー 4:17; 
ヘプ 7:25; 啓 19:20 
意気を く じ （く）， 民 32:7; ヨシ 2:9 
息を 引き取 （る）， ルカ 23:46 イエスは 一ら れた 
戦 人， 出 15:3 エホバは 雄々 しい一。 

ヨエ 2:7 

幾 万 もの， ヘプ 12:22 

畏敬， ヘプ 12:28 敬虔な 恐れと一 とを もって， 
畏敬の 念， イザ 29:23 神を一 を 抱いて 見つめる 
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生ける， 申 5:26 — 神が 火の 中から 話される 
詩 69:28  — 者たち の 書からぬ ぐい 去られ 
ヘプ 10:31 — 神の 手に 陥る のは 恐ろしい 
ぺテー 1:3 —希 望への 新たな 誕生を 
ぺテー 2:5 自ら も 一石と なり， 霊的な 家に 
ヨブ 33:30; エレ 2:13; ダニ 6:26; テ モー 3:15 
生ける 者 （たち） の 地， 詩 52:5;  142:5; イザ 38: 
11;  53:8 

意見， ヨハ 11:56; コー 7:25,  40 
異 言， コー 13:8 —が あっても， それは やみ， 
コー 14:5 —を 話す 人より 預言す る 人の 方が 
コー 12:10;  14:6, 13， 19,  22 
威光， サ ー i:8 — の ある 神の 手 

詩 8:1 エホバよ， み 名は 何とい う 一を 
イザ 33:21 一 ある 方， エホバは， 

へブ 1:3 高大な 所に おられる一 の 右に 座られ 
ヘプ 8:1 彼は 天の一 のみ 座の 右に 座し， 

ユダ 25 唯一の 神に， 栄光，一， 偉力が 
裁 5:13; 詩 16:3;  76:4;  136:18; イザ 42:21; 
ダニ 4:36;  5:18; ゼカ 11:3 
意向， ルカ 1:51 心の 一の ごう 慢な 者たち を 
ヘプ 4:12 心の 考えと一 とを 見分ける 
イザ 26:3 

威光 ある 者， エレ 25:34-36 群れの一 よ， 

異国 人， イザ 2:6;  56:3; コー 14:11 
異国の 神*:々）， ヨシ 24:20; 詩 81:9 
異国の （人）， 王 一 8:41; ヨブ 19:15; 詩 18:44; 

69:8; イザ 56:6;  60:10;  61:5 
イサク， ロマ 9:7 胤と 呼ばれる ものは 一を 通して 
創 17:19;  22:9; マタ 8:11; ヘプ 11:17,  20 
いざな われる， 申 11:16 心が 一 ことのな いよう 
イザヤ， イザ 1：1; マタ 15:7;  ロマ 15:12 
石， イザ 60:17 —の 代わりに 鉄を 携え 入れる 
ダニ 2:34 一が 人手に よらずに 切り出され 
マタ 21:42 建築 者たち の 退けた その 一が 
ルカ 19:40 黙って いるなら， 一が 叫ぶ 
ロマ 9:32 つまずきの 一につ まずいた のです。 
ぺテ ー 2：6 シオンに 一 を 据える。 

詩 91:12; イザ 62:10 

(ご) 意志， 詩 40:8 ご一 を 行なう ことを 喜びと 
詩 143:10 ご一 を 行なう ことを 教えて 
マタ 6:10 ご 一が 天に おける と同じように 
ルカ 22:42 わたしの 一では なく， あなたの 
ヨハ 5:30 わたしを 遣わした 方の ご 一を 


使徒 13:36 明示され た 神の ご 一に 仕え， 

ロマ 8:20 それは 自らの 一によ るので はなく 
ロマ 12:2 善に して 受け入れられる 完全な ご 一 
エフ 5:17 何が エホバの ご 一で あるかを 
コロ 1:9 神の ご 一に 関する 正確な 知識に 
ヤコ 4:15 もし エホバの ご 一なら， 生きて 
ぺテニ 1:21 預言は 人間の 一によ るので ない 
ヨ ハー 2:17 神の ご一 を 行なう 者は 永久に 
啓 4:11 ご 一に よってす ベての ものは 存在し 
エズ 7:18; マタ 7:21; ヨハ 6:39;  ロマ 9:19; 
ヘプ 10:10 

意識， 伝 9:5 死んだ 者には 何の 一 もな く， 

意識 (する）， コー 4:4 責めは 何も 一 しない 
石切り エ， 王 二 12:12 石工 や一 に， 

医者， 創 50:2 一たち に 命じて 父の 遺体の 
ヨブ 13:4 あなた 方は みな 無価値な一 だ。 

ルカ 4:23 一よ， 自分を 治せ。 

ルカ 5:31 健康な 人に一 は 必要で なく， 

コロ  4:14 愛するー ルカが あいさつを 送って 
移住い なご， レビ 11:22 食べて よいのは一， 

イシ ュマ エル， 創 16:11;  25:9;  28:9; エレ 41:6 
異常な までの 力 ある 業， 使徒 19:11 —を 行ない 
イス カリオ テ， マタ 10:4;  26:14; ヨハ 6:71 
泉， イザ 12:3 歓喜し， 救いの一 から 水を くむ 
ヨハ 4:14 わき 上がる 水の一 となる 
啓 7:17 牧 し， 命の 水の一 に 彼らを 導かれる 
創 7:11;  16:7;  49:22; イザ 35:7;  49:10; ヤ 
コ U1. ぺテニ 9.17 

イスラエル， 創 35:10 あなたは 一とと なえられ 
出 4:22 一は わたしの 子， わたしの 初子 
代 一 17:21 どんな 国民が 一の ようでしょう。 
ホセ 1:10 —の 子ら の 数は 量る こと も 数える 
ロマ 9:6  — から 出る 者が みな 真に一 なのでは 
創 32:28; 詩 135:4; イザ 8:14;  10:20; エゼ 
36:22; 使徒 13:23; エフ 2:12; ヘプ 8:10 
イスラエル 人， ヨハ 1:47;  ロマ 11:1 
イゼ ベル， 王 一 16:31;  21:15,  23; 王 二 9:30 
以前， イザ 65:17  — のことは 思い出されない 
ロマ 15:4 —に 書かれた 事柄は 教えの ために 
エフ 4:22* ぺテー 1：14 
急がせ （る）， 箴 19:2 足を一 ている 者は 罪を 
急 （ぐ）， 箴 28:20 富を 得ようと一 ぐ 者は 潔白を 
ゼパ 1:14 エホバの 日は 一いで やって来る。 

創 19:22; 裁 9:48; サー 23:27; ナホ 2:5 
遺体， サー 31:10; マタ 14:12 
偉大， ヨハ 14:28 父は わたしより一 な 方 だから 
偉大 さ， 代 一 29:11 エホバよ， 一と 力強 さとは 
エス 1:4; 詩 71:21;  145:3,  6; エフ 1:19 
いたずらに， 出 20:7 エホバの 名を 一 取り上げて 
イザ 45:18 それを 一 創造せ ず， 

痛み， 箴 10:22 神は それに一 を 加えられない。 
イザ 53:4 わたしたちの 一は 彼が 負った 
創 34:25; 詩 69:29; 康 15:1 
痛む 思い， ルカ 2:48 父上は 一を しながら 捜して 
痛める， 啓 9:10 五 か 月の あいだ 一 権威が 
イタリア ，ヘプ 13:24  — にいる 人々 が あいさつを 
— 撃， 代 二 21:14; エゼ 24:16 
いちじくの 木， ミカ 4:4 自分の一 の 下に 座り， 
マタ 24:32 一から 学びなさい。 

王 一 4:25; マタ 21:19-21; ルカ 13:6,  7 
いちじくの 実を はさむ 者， アモ 7:14 わたしは 一 
一時的， コニ 4:18 見える ものは 一です が， 

—団 とな （る）， 使徒 4:26 支配者は 一って 
一日， ぺテニ 3:8 千年は 一の ようで ある 
— 日の 旅路， 民 11:31 

市の 立つ 広場， マタ 11:16; 使徒 16:19;  17:17 
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—番 奥の 部屋， 王 一 6:5; 詩 28:2 
一番 小さ （い）， マタ 5:19; ルカ 12:26 
異 兆， 申 13:1， 2; エゼ 12:11;  24:24,  27; ヨエ 
2:30; ゼカ 3:8; 使徒 2:22; ヘプ 2:4 
慈しみ， 詩 86:15 あなたは 憐れみと一 に 富む 神， 
詩 112:5 一に 富み， 貸し 与えて いる 人は 善良 
ヨエ 2:13 神は一 と 憐れみを 持ち， 

コロ  3:16 賛美と， 一 のこ もった 霊の 歌 
出 34:6;  m  103:8;  111:4;  116:5; 使徒 6:8; 
7:10; エフ 2:7 

慈しみ 深 （し〇, 代 二 30:9 エホバは一 く， 

箴 26:25 

慈しむ， ヨハ 12:25 自分の 魂を 一 者は それを 
テサー 2:7 

イッ サカ ル， 倉 IJ  30:18; 裁 5:15; 啓 7:7 
— 瞬に， コー 15:52 — ， またたくまに， 
一緒になる， コー 6:16， 17 
一 心に， へブ 12:2 イエスを _ 見つめながら。 
いっせいに， 使徒 19:29 
— 掃す る， エゼ 20:38 反抗す る 者を 一 。 

一体と なる， 創 2:24 ふたりは 一ので ある。 

マル 10:8; コー 6:16; エフ 5:31 
一致， 詩 133:1 兄弟たち が一のう ちに 共に 住む 
コニ 6:16; エフ 4:13 

一致 （する）， コー 1:10 語る ところは 一して いる 
出 19:8; マル 14:56; 使徒 15:15 
いっぱい， コー 15:58 なすべき 事を 常に一 に 
いつまでも 存在され る 神， ぺテー 1:23 —の 言葉 
偽ら， 出 20:16 — の 証言を しては ならない。 

民 23:19 神は 一 を 語る ことは なく， 

ヨハ 8:44 一の 父 だからです。 

ロマ 1:25 神の 真理を一 と 換え， 

エフ 4:25 あなた 方は 一を 捨て去った 
コロ  3:9 —を 語って はなり ません。 

テサニ 2:9 強力な 業と一 のしる しと 異兆 
テサニ 2:11 彼らが 一を 信じる ようにす る 
出 23:7; レビ 6:3;  19:11; ヨブ 13:4; 詩 7: 
14;  27:12;  44:17;  89:35;  119:104; 箴 6:17, 
19; 19:5; イザ 9:15;  28:15; エレ 5:31;  6: 
13; エゼ 13:6; ダニ 11:27; ゼパ 3:13; ゼカ 
5:4;  10:2;  ロマ 16:18; テ モー 4:2; ヘプ 7: 
26; 啓 14:5;  21:27;  22:15 
偽り者， ヨハ 8:44 彼は一 であり 偽りの 父 
ロマ 3:4 すべての 人が一 であった としても， 

ヨ ハー 5:10 信仰を 持って いない 者は 神を 一と 
ヨ ハー 1:10;  2:4,  22;  4:20; 啓 21:8 
偽 （る）， ヘプ 6:18 神が 一る ことので きない 事柄 
ハバ 2:3; ルカ 3:14 
井戸， 創 26:18; 箴 14:27 
いとうべき， ヨハ 5:29 — ことを 習わしに した 者 
ヨハ 3:20;  ロマ 9:11; コニ 5:10; ヤコ 3:16 
いとおしむ， 詩 94:19 わたしの 魂を一 ように 
いとこ， コロ  4:10 バルナ バのー マルコ 
意図 （する）， エフ 1:10; ヤコ 1:18 

意図せ ず， 民 15:29;  35:11; ヨシ 20:3 
糸巻き 棒， 箴 31:19 手を 一に 差し出した。 

田舎， マル 6:36,  56; ルカ 9:12 
いなご， 出 10:4 境界 内に 一を 来させる 
箴 30:27 —に 王は ない が， 

申 28:38; ヨエ 1:4;  2:25; マタ 3:4; 啓 9:3 
稲妻， マタ 24:27 一が 東の 方から 出て 輝き渡る 
出 20:18; ヨブ 37:3;  38:35; 詩 97:4; ナホ 2: 
4; ルカ 10:18; 啓 4:5;  8:5;  11:19 
いななき， エレ 13:27 蔡淫の 行為と あなたの 一， 
否 （む）， ヨシ 24:27; ヨブ 8:18;  31:28; 箴 30: 

9; エレ 5:12; テモニ 2:12 
委任， 使徒 26:12 


犬， ぺテニ 2:22 一は 自分の 吐いた ものに 戻り 
裁 7:5; 王 二 9:36; イザ 56:10; 啓 22:15 
命， 創 2:7 鼻孔に 一の 息を 吹き 入れられた。 

詩 36:9 一の 源は あなたの もとに あり， 

ヨハ 3:16 永遠の 一を 持てる ように された 
ヨハ 5:26 父は， ご 自身のう ちに一 を 持って 
ヨハ 11:25 わたしは 復活で あり， 一です。 

ヨハ 14:6 道で あり， 真理で あり， 一 です。 
ヨハ 17:3 これが 永遠の 一 を 意味して います。 
ロマ 6:23 キリスト. イエスに よる 永遠の 一 
コー 15:45 最後の アダムは一 を 与える 霊 
啓 2:10 一の 冠を あなたに 与えよう。 

啓 20:15  —の 書に 書かれて いない 者は， 

啓 22:17 望む 者は一 の 水を 価な く して 受け 
創 45:5; 申 28:66;  30:15; サー 25:29; 詩 27: 
1; 箴 15:24;  22:4; ダニ 12:2; ヨナ 2:6; マ 
ラ 2:5; ヨハ 5:24; ヤコ 1:12; ぺテー 3:10; 
ヨ ハー 1:2; 啓 7:17 

命の 潤い， 詩 32:4 わたしの一 は， 夏の 乾燥した 
命の 木， 創 3:22  — から も 実を 取って 食べ， 

箴 3:18 これを とらえる 者たち には一 であり， 
啓 2:7 神の パラダイス にある一 から 食べる 
啓 22:19 取り去る 者が いれば 神は 一から， 

創 2:9; 箴 11:30; 啓 22:14 
命を 支える 物， テ モー 6:8 —と 身を 覆う 物 
祈り， 王 一 8:28 エホバよ， この 僕の一 と， 

箴 15:8 廉直な 者たち の 一は 神に とって 喜び 
箴 15:29 義 なる 者たち の 一を 聞いて 
マタ 21:13 わたしの 家は 一の 家と 呼ばれる 
マル 12:40 見せかけ のために 長い一 をす る 
使徒 10:4 あなたの 一と 憐れみの 施しとは 
フィ 4:6 ただ， 事 ごとに一 と 祈願を し， 

ぺテー 4:7 —の ために 目を さま していなさい 
王 一 8:49;  m  102:17; 箴 28:9; イザ 1:15; 
56:7; 使徒 10:9; エフ 6:18; テ モー 2:1; ぺ 
テ ー 3:7; 啓 8:4 

祈 （る）， 代 二 6:32 この 家に 向かって 一 るなら， 
マタ 5:44 迫害して いる 者たち のために一 り 
マタ 6:9 あなた 方は このように 一らねば 
マタ 26:41 ずっと 見張って いて 絶えず一 り， 
ロマ 12:12 た ゆまず 一り なさい。 

コロ  4:2 た ゆまず 一り， 感謝を ささげつつ 
テサー 5:17 絶えず一 りなさい。 

ヤコ 5:16 互いの ために 一り なさい。 

王 一 8:48; 代 二 7:14; エレ 7:16; マタ 6:5; 
24:20; マル 11:24;  ロマ 8:26; コー 14:15 
違背す る， エレ 34:18 わたしの 契約に一 者たち 
いばら， イザ 55:13 一の やぶの 代わりに， 

マタ 7:16  — からぶ どうを， あざみから 
マタ 13:22 一の 間に まかれた もの， み 言葉を 
いばらの 茂み， マル 12:26; 使徒 7:30,  35 
威張 （る）， 詩 55:12 わたしに一 っ たのは， 

マタ 20:25 支配者た ちが 人々 に対して 一り， 

詩 35:26;  38:16 

違反， エズ 6:12 一を 犯し， 神の 家を 滅ぼそうと 
違犯， 詩 17:3 わたしの 口は 一を おかしません。 
詩 37:38 一を おかす 者は 滅ぼし 尽くされ， 

箴 17:9 —を 覆い隠す 者は 愛を 求めて おり， 
イザ 53:5 彼は わたしたちの 一の ために 刺し通 
エゼ 18:28 すべての 一から 立ち返る とき， 

ダニ 9:24 七十 週が ある。 これは 一を 終結 
ミカ 7:18 とがを 赦 し， 一を 見過ごして 
ロマ 4:15 律法の ない ところには 一 もない 
ヨブ 31:33;  m  19:13;  51:13; 箴 18:19;  29: 
16; イザ 43:27;  44:22;  59:20; エレ 2:29; 哀 
3:42; ダニ 8:23; ゼパ 3:11; ガラ 3:19; ヘプ 
2:2;  9:15 
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違反者， ヤコ 2:10 すべてに 対する 一となる 
違犯者， イザ 53:12 彼は一 と共に 数えられた。 

イザ 48:8;  ロマ 2:25; ヤコ 2:11 
衣服， マタ 6:25 体は 一より 大切 
箴 27:26; イザ 63:1; ダニ 7:9; マタ 6:28 
畏怖の 念， 出 34:10 一を 抱かせる 事柄を， 

申 10:17 偉大で 力強く， 一を 抱かせる 神 
詩 111:9 み 名は 聖 なる もので， 一を 起こさせ 
詩 139:14  —を 起こさせる までにく すしく 
イザ 18:2 至る所で一 を 起こさせる 民， 

ヨエ 2:11 大いに 一を 抱かせる もの 
ゼパ 2:11 エホバは 彼らに一 を 抱かせる。 

裁 13:6; 代 一 17:21; ネへ 1:5; 詩 45:4; ヨ 
エ 2:31 

戒め， 箴 6:23 懲らしめの 一は 命の 道 
箴 13:18  —を 守る 者は 栄光を 受ける 者と なる 
箴 29:15 むち 棒と 一は 知恵を 与える。 

蔵 1:23,  25;  3:11;  10:17;  15:5， 10,  31，32 
戒め （る）， ヨブ 40:2 神を一 る 者が 答えよ。 

詩 105:14 彼らの ために 王たち を一， 

箴 9:8 あざける 者を一 ては ならない。 

箴 29:1 —られ て も， うなじを 固く する 者 
ルカ 3:19 邪悪な 行為に 関して 彼に 一ら れた 
テ モー 5:20 見守る すべての 人の 前で 一なさい 
テモニ 3:16 教え，一， 物事を 正し， 

テモニ 4:2 強さと 教えの 術と を 尽く して 一， 

テ ト 1:13 絶えず 彼らを 厳しく 一なさい。 

啓 3:19 愛情を 抱く 者を， わたしは 一， 

サニ 7:14; ヨブ 13:10; 詩 50:21; 箴 30:6; ヨ 
ハ 3:20; エフ 5:13; テモニ 4:2 
今の 時期， ロマ 8:18 
意味， マタ 13:14 決して その一 を 悟らず， 

マル 7:14;  8:21; ルカ 8:10;  ロマ 7:6; コロ 
9:22 

忌み嫌 （う）， レビ 11:13; 申 7:26;  If  22:24 
忌み嫌うべき もの， レビ 11:10, 11， 43;  20:25 
忌むべき （もの）， 申 14:3 — ものを 食べて は 
申 27:15 エホバに とって 一 もの， 

箴 3:32 ねじくれた 人は エホバに とって 一 
箴 12:22 偽りの 唇は エホバに とって一 もの 
箴 16:5 高慢な 者は エホバに とって 一 もの。 

箴 28:9 その 者の 祈り さえ 一 ものである。 

創 43:32; レビ 20:13; 申 18:9; 代 二 28:3; 
33:2; イザ 41:24; エレ 7:10; エゼ 9:4;  23: 
36; テト 1:16 

铸 物の 像， 出 32:4; ハバ 2:18 
いやし， イザ 6:10;  53:5; マラ 4:2 
卑しい， コー 1:28 神は， 世の 一 もの や 
卑しむべき， エス 3:6; マタ 5:22; コニ 10:10 
卑しめ （る）， 詩 147:6; 箴 14:34 
卑しめる 方， サー 2:7 —， また 高める 方， 

いや （す）， 出 15:26 エホバ， あなたを 一して 
申 32:39 この わたしが それを一 す。 

箴 12:18 賢い 者たち の 舌は 人を 一す。 

箴 13:17 忠実な 使節は 人を 一す。 

イザ 30:26 エホバが 重い 傷を一 す 日 
エレ 6:14 民の 崩壊を 軽く一 そうとして， 

エレ 33:6 彼らを 一し， 豊かな 平安と 真理 
マタ 13:15 立ち返り， わたしが 彼らを一 す， 
ヘプ 12:13 むしろ そこが 一され るよう に 
ぺテー 2:24 打ち傷に よって あなた 方は 一され 
啓 22:2 木の葉は 諸国 民を 一す 
代 二 7:14; 詩 6:2;  107:20;  147:3; 伝 3:3; 
イザ 19:22; エレ 3:22;  8:22;  17:14;  30:13, 
17;  51:9; エゼ 34:4;  47:9; ミカ 1:9; ルカ 9: 
11; 使徒 10:38 

意欲， ロマ 1:15 宣 明したい という 一が ある 


意欲 的な 態度， 使徒 17:11 きわめて 一で 
いらいら させ （る）， コロ  3:21 子供を 一 て 
いら 立たせ （る）， 箴 17:25 愚鈍な 子は 父を 一， 
エフ 6:4 子供を 一る ことなく， 

エズ 5:12; ヨブ 19:2; イザ 51:23 
いら 立ち， 伝 1:18;  7:3 
いら 立 （つ）， コー 13:5 刺激 されても 一たず 
詩 112:10 

入口， レビ 8:3,33;  16:7; ヨシ 19:51; エゼ 33:30 
入り混じった 群衆， 民 11:4 一が 利己的な 願望 
入り混じった （大) 集団， 出 12:38; ネへ 13:3 
偉力， イザ 40:29 みなぎる 一を 豊かに 与えて 
啓 1:6 栄光と 一が 永久にあります ように 
射 （る）， 王 二 13:17 —なさい！ と 言った。 

エレ 50:14 バビロンに 向かって 一よ。 

サー 20:20; 王 一 22:34; 詩 11:2;  64:4,  7 
入れ墨， レビ 19:28 自分の 身に一 の 印を 
入れ物， サー 9:7;  17:40; マタ 25:4 
色が 黒い， 歌 1:6 わたしの 一 からといって， 
色目を 使 （う）， イザ 3:16 娘たち は 一って 歩き 
岩， 出 17:6 あなたは その 一を 必ず 打つ ように 
申 32:4  — なる 方， そのみ 業は 完全， 

サニ 22:3 わたしの 神は わたしの一。 

イザ 8:14 突き当たる 石， つまずく一 となり， 
申 32:18; サー 2:2; 詩 62:2 
祝い， 代 一 18:10; 伝 4:2 
祝 （う）， ゼカ 14:16 仮小屋の 祭りを一 わなければ 
出 12:14; サー 18:7; 詩 42:4 
岩 地， マタ 13:5,  20; マル 4:5, 16 
インク， コニ 3:3  — によらず 生ける 神の 霊に 
エレ 36:18; ヨハニ 12; ヨハ三 13 
インク 入れ， エゼ 9:2,  3, 11 腰に一 を 帯びた 人 
淫行， コー 6:18 一から 逃げ去りなさい。 

コー 10:8 —を 行なう ことがない よう 
ガラ 5:19 肉の 業は 明らかです。一， 汚れ， 
エフ 5:3 — や あらゆる 汚れ また 貪欲が 
コロ  3:5 —， 汚れ， 性的 欲情， 有害な 欲望， 
テサー 4:3 あなた 方が 一を 避ける ことです。 

啓 17:2 地の 王たち は 彼女と 一を 犯し， 

王 二 9:22; エゼ 43:7,9; ホセ 2:2;  4:12;  6: 
10;  9:1; コー 5:1;  6:13 
淫行の 者， コー 5:9 —との 交友を やめる よう 
エフ 5:5 —， 汚れた 者， 貪欲な 者は 
テ モー 1:10; ヘプ 12:16 
印章， ヨブ 38:14; 歌 8:6 
姻戚 関係， 創 34:9; 申 7:3; ヨシ 23:12; サー 
18:23 

インド， エス 1：1；  8:9 
陰部， 申 25:11 その 者の 一を つかんだ 場合， 
陰謀， サー 22:8 わたしに 対して一 を 企てた 
イザ 8:12 『一 だ！』 と 言って はならない 
王 一 15:27; 王 二 9:14;  10:9;  15:10;  21:23; 
ネへ 4:8; エレ 11:9; エゼ 22:25; アモ 7:10 
イン マヌエル， イザ 7:14;  8:8; マタ 1:23 

ウ 

初子， コロ 1:15 全 創造物の 一です。 

コロ 1:18 死人の 中からの 一です。 

ヘプ 12:23 天に 登録され ている 一たち の 会衆 
出 4:22;  12:29;  ロマ 8:29; へブ 1:6 
上， フィ 2:3 他の 人が 自分より 一で あると 考え 
フィ 2:9 神は 彼を さらに一 の 地位に 高め 
飢え， ロマ 8:35 —， 裸， 危険， 剣で しょうか 
申 28:48;  32:24; ネへ 9:15; コニ 11:27 
飢え 渴 （く）， マタ 5:6 義に 一いて いる 人は 幸い 
植え付け （る）， ヤコ 1:21 救いの 言葉が 一ら れる 


うえへの めし 一う ちなる ひと 
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上への 召し， フィ 3:14 神からの 賞で ある一 
飢え （る）， 詩 146:7 —た 者たち に パンを 

イザ 65:13 僕たちは 食べる が， あなた 方は一 る 
ヨハ 6:35 わたしの もとに 来る 者は 少しも 一ず 
啓 7:16 もはや一 る こと も渴 くこ ともなく， 

詩 50:12;  107:9; イザ 29:8; エゼ 18:7 
植え （る）， 詩 1:3 水の ほとりに 一ら れた 木の よう 
イザ 51:16 天を 一， 地の 基を 据え， 

イザ 65:22 彼らが 一て， だれか ほかの 者が 
エレ 1:10 打ち壊す ため， 建てて， 一る ため 
エレ 2:21 えり 抜きの 赤ぶ どうの 木と して一 た 
コー 3:6 わたしは 一， アポロは 注ぎ， 神が 
詩 94:9; イザ 40:24; エレ 17:8;  18:9;  31:28 
浮かれ 騒ぎ， アモ 6:7;  ロマ 13:13; ガラ 5:21; 
ぺテー 4:3 

受け入れ （る）， コニ 6:2 —る ことので きる 時 
エフ 5:10 何が 主に一 られ るの かを 
テサニ 2:10 真理への 愛を 一ず 
ヨブ 42:8; ホセ 14:2; マル 10:15; ルカ 4:19; 
ロマ 12:1; テ モー 1:15;  2:3; ヤコ 1:21; ぺ 
テ ー 2,R 

受け入れる 力， イザ 6:10 心を 一の ない ものにし 
受け継 （ぐ）， マタ 19:29 永遠の 命を一 ぐ 
マタ 25:34 備えられ ている 王国を 一ぎ なさい 
コー 15:50 肉と 血は 神の 王国を 一がない 
ヘプ 6:12 約束を 一ぐ 人々 に 見 倣う 者と なる 
マタ 5:5; ぺテー 3:9; 啓 21:7 
受け 分， 申 32:9 エホバの一 は その 民， 

詩 119:57 エホバは わたしの一 です。 

詩 16:5;  17:14;  142:5; イザ 53:12; エレ 10: 
16; 12:10; マタ 24:51 
請け戻し， 詩 111:9;  130:7 
請け 戻 （す）， 出 13:15 わたしの 子を一 す 
サニ 7:23 神は 行って 民を 一し， 

詩 34:22 僕たちの 魂を一 される。 

詩 49:7 だれも 兄弟を 一す ことは できない。 
イザ 1:27 シオンは 公正を もって 一され， 

イザ 35:10 エホバに よって 一され た 者たち が 
ホセ 13:14 シヱ オルの 手から 彼らを 一す。 

レビ 27:29; 申 9:26; 詩 31:5;  44:26;  49:15; 
69:18;  71:23;  72:14;  78:42; エレ 15:21 
請け 戻 （す 方）， ヨブ 19:25; 詩 19:14;  m  23:11 
請け 戻 （す 代価）， 出 21:30; 民 3:49;  m  49:8 
受け （る）， 箴 8:10 最良の 金よりも， 知識を 一よ 
マタ 10:8 ただで一 たので， ただで 与えなさい 
コニ 6 : 1 過分の ご 親切を 一ながら 
ロマ 8:15; フィ 4:9; テサー 2:13; テサニ 1: 
9; ヘプ 10:26; ヤコ 1:12;  4:3; ヨ ハー 2:27 
動き， コニ 4:8 圧迫 されても， 一が 取れな くは 
ウ ザ， サニ 6:6 —は まことの 神の 箱に 手を 
牛， コー 9:9 脱穀して いる一 にくつ こを 
出 21:28; イザ 1:3 

うじ， マル 9:48 そこでは， 一は 死なず， 火は 
出 16:24; ヨブ 7:5;  17:14;  24:20;  25:6; イ 
ザ 14:11 

失 （う）， ルカ 9:24 自分の 魂を一 う 者は… 救う 者 
ルカ 19:10 人の子は， 一 われた ものを 尋ね 
ヨシ 6:26; 詩 119:176; イザ 47:9; エゼ 34: 
4; マタ 10:39;  15:24; ルカ 15:24; ヨハ 18:9 
ウジ ヤ， 代 二 26:21 王 一は 死ぬ 日まで らい 病人 
代 二 26:1; イザ 6:1; マタ 1:8 
後ろ， 創 19:17 —を 振り返って はいけ ない。 

フィ 3:13 —の ものを 忘れ， 前の ものに 
詩 50:17; エゼ 23:35 
臼， 裁 9:53; ヨブ 41:24 
臼 石， ルカ 17:2; 啓 18:21 
薄い 層， イザ 40:15 はかりの 上の 塵の 一 


薄 織り， イザ 40:22 天を 一の ように 張り 伸ばし 
うずくま （る）， 創 4:7 罪が 入口に 一って おり， 
薄暗が り， アモ 4:13 
薄暗 さ， イザ 8:22;  9:1 

うすべにたち あおい， ヨブ 6:6 —の ねばついた 
うずら， 民 11:31 一を 海から 運んで 来た。 

うそ， 箴 14:5 忠実な 証人は 一を 言わない。 

裁 16:10; 蔵 6:19;  19:22;  30:6; イザ 28:15 
歌， 申 31:19 この一 を 書き留め， 

ネへ 12:46 神への 賛美の 一と 感謝を ささげる 
詩 98:1 エホバに 新しい一 を 歌え。 

イザ 42:10 エホバに 新しい一 を 歌え。 

使徒 16:25 シラスは 一で 神を 賛美して いた 
エフ 5:19 神への 賛美と 霊の一 とを もって 
コロ  3:16 霊の 一とを もって 互いに 教え 
啓 15:3 彼らは モー セの 一を 歌って 
裁 5:12; 代 一 6:31; 詩 28:7;  149:6; イザ 23: 
15; エゼ 26:13;  33:32 
歌 （う）， 詩 96:1 エホバに 新しい 歌を一 え。 

詩 144:9 新しい 歌を あなたに 一い ます。 

イザ 42:10 地の果てから その 賛美を一 え。 

マタ 26:30 賛美を一 っ てから， オリーブ山に 
コー 14:15 霊の 賜物を もって 賛美を 一い 
エフ 5:19 心の 調べに 合わせて エホバに一 い 
コロ  3:16 心のう ちで エホバに 向かって 一い， 
出 15:1; 代 一 16:9; 詩 68:4; イザ 5:1; エレ 
20:13; 啓 14:3 

歌うたい， 代 一 15:16; ネへ 10:28; 詩 68:25; 
87:7 

疑い， ユダ 22  —を 抱く 者に 憐れみを 
疑 （う）， ヤコ 1:6  — うような ことが あっては 
マタ 21:21; マル 11:23 
うたぐり， テ モー 6:4 悪意の 一が 起こり， 

打ち勝 （つ）， 裁 16:5 どうしたら 彼に一 てる か 
マタ 16:18 ハ デスの 門は それに 一たない 
ヨハ 12:35 闇が あなた 方に一 つ ことがない 
ヤコ 2:13 憐れみは 裁きに一 って 歓喜し ます 
詩 129:2; エレ 1:19;  20:11 
内側， ルカ 11:39 —は 強奪と 邪悪で いっぱい 
打ち傷， 箴 20:30; ぺテー 2:24 
打ち砕 （く）， 詩 68:21 神は 敵の 頭を一 かれる。 
イザ 53:5 わたしたちの とがのた めに 一 かれる 
イザ 53:10 エホバが 彼を一 くこと を 喜び 
エレ 51:20 必ず 国々 の 民を 一 き， 

エゼ 9:2 六 人の 者が 一く 武器を 手に 
ダニ 2:44 すべての 王国を一 いて 終わらせ， 

詩 89:23; エレ 46:5; ミカ 1:7; ゼカ 11:6 
打ち首に （する）， マル 6:16; ルカ 9:9 
打ち込 （む）， テ モー 4:15 それに一 ん で， 進歩が 
打ち 懲ら （す）， レビ 26:18 七 倍 一さねば 
箴 19:18 望みの あるう ちに あなたの 子を 一せ 
箴 29:17 あなたの 子を 一せ。 そうすれば 
打ち殺され （る） 者， エレ 25:33 エホバに 一は， 
イザ 66:16; エレ 51:49; エゼ 6:13;  9:7 
打ち殺 （す）， ヨブ 13:15;  24:14;  m  139:19 
打ち壊 （す）， エレ 1:10 —す ため， 建てて， 植え 
ロマ 14:20 神の み 業を一 しては 
うち 沈んで いる， ダニ 1:10 顔が一 のを 
打ちた た （く）， マル 13:9 会堂で一 かれ， 

出 5:14; 民 22:25; 申 25:2; マタ 21:35; ル 
力 12:47; 使徒 21:32; コニ 11:25 
内なる 感情， 創 43:30 

内なる 所， 詩 40:8 あなたの 律法は わたしの 一に 
号 5*9*  M .6 

内なる 人， ロマ 7:22 —にした がえば 律法を 喜び 
コニ 4:16 わたしたちの 一は， 日々 新たに 
エフ 3:16 あなたの 一を 強く してく ださり， 
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うち ひし がれる 一うる 


打ち ひし がれ （る）， イザ 57:15 霊の 一た 者 
詩 9:9; イザ 58:6; エゼ 21:7; ルカ 4:18 
打 （つ）， マラ 4:6 わたしが 来て まさに 地を一 ち， 
コー 9:26 空を 一つよう な ものでは 
出 17:6; 詩 141:5; ミカ 5:1; マタ 26:31; ル 
力 12:48; 使徒 23:3 

美し （い）， 詩 45:2 あなたは 人の子ら よりも 一い 
マタ 23:27 外面は一 く 見えます が， 

ヘプ 11:23 その 幼子が 一い のを 見て 
サニ 14:25; エス 2:2; 歌 7:1 
美しく （する）， エズ 7:27 エホバの 家を一 する 
詩 149:4 柔和な 者を 救いを もって 一 される。 
イザ 55:5 その 方が あなたを 一され る 
イザ 60:13 聖 なる 所の 場所を一 する ために。 
イザ 61:3 それは 神が 一され るた めで ある。 
美しく 装う， ヨブ 40:10 優越性で 身を一 ように 
美し さ， 詩 50:2  —の 極みで ある シオンから， 

箴 6:25 心の中で 女の 一を 欲して はならない。 
エゼ 28:12 知恵に 満ち， 一の 点で 完全 
イザ 23:9; エゼ 28:17 

写し， ヘプ 9:24 実体の一 である， 手で 造った 
移 （す）， サニ 3:10 サウ ルの 家から 王国を 一し 
コー 13:2 たとえ 山を一 す ほどの 全き 信仰を 
コロ 1:13 愛す るみ子の 王国へ と 一して くださ 
ヘプ 11:5 エノ クは 死を 見ない ように一 され， 
訴え， 箴 21:13 立場の 低い 者の 一に 耳を 閉じる 者 
テ モー 5:19 年長者に 対する一 は， 二， 三人の 
サニ 15:4;  ロマ 8:33; コー 6:1 
訴え （る）， 使徒 25:16 一た 者と 対面し， 

使徒 25:18; コー 1:8; コロ  1:22; 啓 12:10 
移 （る）， ゼカ 14:4 その 半ばは 南に 一る。 

マタ 17:20 ここから あそこに 一れ 
器， 詩 2:9 陶器 師 の一 であるか のように 粉々 に 
エレ 25:34 望ましい 一の ように 必ず 落ちる！ 
使徒 9:15 携えて 行く ための 選びの 一 だから 
ロマ 9:21 一 'つの 一 を 誉れ ある 用途の ために， 
ロマ 9:22 滅びの ために 整えられた 憤りの一 を 
コニ 4:7 この 宝を 土の一 に 持って います。 

啓 2:27 彼らは 粘土の一 のように 打ち砕かれる 
腕， イザ 40:10 み一 は ご 自分の ために 
イザ 52:10 エホバは 聖 なる 一を むき 出しに 
イザ 53:1 エホバの 一， それは 一体 だれに 表わ 
ヨハ 12:38 エホバの み一 は， だれに 表わされた 
代 二 32:8; 詩 10:15;  44:3 
うとうと （する）， 詩 76:5  — として 眠り込み 
詩 121:3 決して 一され る ことは ない。 

促され （る）， 出 35:21;  36:2 すべて 心に一 た 者 
うなじの こわい， 出 32:9;  34:9; 申 9:6 
うぬぼれ， 箴 21:24; イザ 10:12; ハバ 2:5;  口 
マ 1:30 

うぬぼれる 者， テモニ 3:2 —， ごう 慢な者 
乳母， 出 2:7; サニ 4:4; イザ 49:23 
奪い取 (る）， マラ 3:8 地の 人が 神から一 るだろう か 
コロ  2:18 賞を 一ら れて はならない 

申 28:29; 詩 17:9;  69:4; 蔵 22:23; 伝 5:8; 
イザ 3:14;  38:10; エレ 21:12; ハバ 1:3;  2: 
8; ヨハ 10:28; コニ 11:8; テ モー 6:5 
奪 （う）， コー 7:5 互いに一 うこと がない ように 
申 20:1 七 詩 102:17;  ロマ 2:22 
馬， 詩 33:17 一は 救いの ためには 欺まん であり 
詩 147:10 神は 一の 力強 さを 喜びと されず 
啓 19:11 見よ， 白い 一が いた。 

申 17:16; エス 6:8; イザ 31:1; エレ 51:21 
うまず め， イザ 54:1 一よ， 喜び 叫べ！ 

創 11:30; 出 23:26; サー 2:5; イザ 49:21; ル 
力 23:29; ガラ 4:27 
生まれながら， ロマ 2:14; エフ 2:3 


生まれ （る）， ヨブ 14:1 女から一 た 人は， 短命で 
伝 7:1 名は 良い 油に， 死ぬ 日は一 る 日に 勝る 
イザ 9:6 ひとりの 子供が 一， 

マタ 1:16 キリス トと 呼ばれる イエスが 一た。 
ルカ 2:11 今日， 救い主が 一た からです。 

ヨハ 3:3 再び 一なければ， だれも 神の 王国を 
ヨハ 18:37 このために わたしは 一， 世に 来た 
詩 87:5; マタ 2:1; コー 15:8 
海， 創 1:10 水の 集まった ところを一 と 呼ばれた 
出 14:21 その 一を 乾いた 地面に 変えて ゆかれ 
イザ 11:9 水が 一を 覆って いるよう に， 知識で 
イザ 57 : 20 邪悪な 者た ちは一 のよう であり， 
イザ 60:5 一の 富が あなたの もとに 向かう 
ダニ 11:45 天幕を， 壮大な一 と 山の 間に 設け 
ルカ 21:25 一のと どろき とその 動揺の ゆえに 
コー 10:2 雲と 一に よって バプ テス マを 受け 
ユダ 13 自らの 恥の もとを 泡立てる一 の 荒い波 
啓 20:13  —は その 中の 死者を 出し， 

啓 21:1 地は 過ぎ去って おり， 一は もはやない 
詩 72:8; イザ 17:12; ヨナ 1:15; 啓 7:3 
生み出 （す）， ロマ 7:18; コニ 5:5 
うみ 疲れ （る）， イザ 40:31 走っても 一ず， 

産みの 苦しみ， 詩 51:5 一を もって 産み出され， 
ガラ 4:19 わたしは 再び一 を 経験して います。 
創 3:16; 出 15:14; 詩 48:6; イザ 13:8;  23: 
4; エレ 22:23; ガラ 4:27 
うみを 持 （つ）， 詩 38:5 わたしの 傷は一 ち 
生 （む）， レビ 26:9 

産 （む）， ヤコ 1:15 はらんだ ときに， 罪を一 む 

うめき， 出 2:24 神は 彼らの一 を 聞き， 

ロマ 8:26 霊が ことばと ならない一 と共に 願い 
うめ （く）， エゼ 9:4 嘆息し， 一 いている 者たち 
ロマ 8:22 創造物 すべては 共に一 き， 

エレ 51:52; エゼ 26:15; コニ 5:2 
埋め （る）， エゼ 39:13-15 
敬 （う）， 出 20:12 あなたの 父と 母を 一い なさい 
サー 2:30 わたしを一 う 者を わたしは 尊び， 

箴 3:9 貴重な ものを もって エホバを 一え。 

ルカ 18:20 あなたの 父と 母を 一い なさい。 

ロマ 12:10 互いを一 う 点で 率先しなさい。 

エフ 6:2 父母を一 いなさい， これは 約束を 
ヘプ 12:9 わたしたちは これを 常に一 い 
裏切 （る）， マタ 27:3 イエスを 一った ユダは， 
ルカ 22:22 人の子を 一る その 人は 災い だ。 

イザ 16:3; マタ 26:21; ヨハ 6:64;  13:2;  18:2 
占い， 申 18:10  —に 頼る 者が いては いけない 
サー 15:23 反逆は一 の 罪と 同じで， 

ミカ 3:11 預言者た ちは 金の ために 一を する。 
民 22:7; 申 18:14; 代 二 33:6; イザ 3:2; エ 
レ 27:9; エゼ 13:6,23; ミカ 3:7; ゼカ 10:2 
占い師， ヨシ 13:22 —であった， バ ラム 

占 （う）， エゼ 13:9 偽りを 一って いる 預言者たち 
恨み， レビ 19:18 一を 抱いたり しては ならない 
うらや (む）， 箴 23:17 罪人を 一む ことが あっては 
詩 37:1; 蔵 3:31;  24:1 
裏を か （く）， 創 31:26; マタ 2:16 
売り歩く 者， コニ 2:17 神の 言葉を 一では なく 
売り 買い， 啓 13:17 だれも 一で きないよ うに 
売り 買いの 家， ヨハ 2:16 父の 家を 一とす るのは 
ウ リムと トン ミム， 出 28:30; エズ 2:63 
ウ リヤ， エレ 26:21 —は それを 聞く と 恐れ 
売り渡す， ヨエ 3:8 遠くの 国民に 一 ことになる。 
売 （る）， 創 25:31 権利を まず 一って ください！ 

箴 23:23 真理を 買え。 一って はならない 
マタ 19:21 自分の 持ち物を 一り， 貧しい 人に 


ウル ー エホ アハズ 
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レビ 25:14,  25; 裁 4:9; マタ 25:9; ルカ 12:33 
ウル， 創 11:28;  15:7 
麗しい， イザ 33:17 一 主を 見つめる 
イザ 52:7 良いた より… 者の 足は一 
ロマ 10:15 宣明 する 者の 足は 何と一 のだろう 
箴 5:19;  11:16; ゼカ 4:7 
麗し さ， コー 12:23 —が 添えられ， 

エス 1:11; 詩 45:2; 箴 3:22;  4:9 
憂いに 沈 （む）， テサー 5:14 
うれしがる， ハバ 3:14 その一 さまは， 

うろたえ （る）， イザ 19:3; ゼカ 12:4 
上 あご， 詩 137:6 舌が 一に くっつく ように。 

ヨブ 34:3; 箴 24:13; 歌 5:16; 哀 4:4 
上着， サー 15:27; エズ 9:3; 詩 109:29 
うわさ， ヨブ 28:22;  42:5 
うわさ 話， テ モー 5:13  — をしたり， 

うわべ， ヨハ 7:24 —を 見て 裁く のを やめ， 
うわべの 価値， コニ 10:7 —に よって 物事を 
上べ を 装 （う）， 裁 9:31 彼は一 いつつ 
運河， 王 二 19:24; イザ 37:25; エゼ 29:3 
運命， マタ 16:22 そのような一 にはなら ない 
運命の 神， イザ 65:11 — のために， 混ぜ合わせた 

エ 

永遠， マタ 25:46 去って一 の 切断に 入り， 

ヨハ 17:3 知識を 取… が一の 命を 意味 
ロマ 5:21 キリストを 通しての 一 の 命の 見込み 
ロマ 6:23 神の 賜物… 主 キリス トに よる一 の 命 
コニ 4:18 一時的で すが， 見えない ものは 一 
ぺテー 5:10 あなた 方を 一の 栄光に 召された， 
マル 3:29; ルカ 16:9; ヨ ハー 5:11 
永久に， 詩 104:5 神は 地の 基を一 置かれた 
イザ 57:15 高大な 方， 一 住んで おられ， 

ヘプ 7:3 神の 子の ようにされ 一 祭司 
詩 111:8;  148:6; ダニ 12:3; ヘプ 10:12, 14 
栄光， 詩 19:1 天は 神の一 を 告げ 知らせ， 

詩 24:7 身を 起こせ。 一の 王が お入りになる 
詩 50:15 あなたは わたしの 一を たたえる 
箴 18:12 心は 高ぶり， 一には 謙遜が 先立つ。 
イザ 42:8 わたしは一 を ほかの だれに も 与えず 
イザ 60:13 足を 置く その 場所に 一を 与える 
マタ 5:16 天の 父に 一を 帰す るよう にしなさい 
マタ 25:31 人の子が その 一のう ちに 到来し， 
ルカ 2:14 高き 所では一 が 神に， 地上では 平和 
ヨハ 15:8 これに よって 父は 一を お受けになる 
ヨハ 17:1 子の 一を 表わして ください。 

ヨハ 17:5 みそ ばで 持って いた一 で， 

ロマ 8:17 共に 一を 受ける ため， 共に 苦しむ 
ロマ 9:23 憐れみの 器に 対する 一の 富を 知らせ 
コー 6:20 体に よって 神の一 を 表わしなさい 
啓 18:7 彼女が 自分に 一を 帰し， 恥知らずの 
啓 21:23 神の 一が それを 明るく 照らし， 

代 一 16:24; 詩 29:3,  9;  66:2;  79:9;  86:12; 
102:16;  145:5; イザ 11:10;  25:3;  43:7;  x 
レ 14:21; ダニ 5:23; ハバ 2:14; ヨハ 1:14; 
7:39;  12:28;  17:4,10;  ロマ 1:21,23;  3:23; 
15:6; コニ 3:8; ヘプ 5:5; ぺテー 5:4 
栄光 ある， ネへ 9:5 あなたの 一み 名を ほめたたえ 
コニ 4:4 キリス トの 一良いた よりの 光明 
詠唱 （する〕， サニ 1:17; 代 二 35:25; エゼ 27:32 
永続す る， ヘプ 10:34 さらに 勝った， 一 所有物 
エレ 49:19;  50:44; ミカ 6:2 
英雄， イザ 33:7 見よ， 一たち がち またで 叫んだ 
栄養 物， 王 一 19:8 一に 力を 得て 四十 日 四十 夜， 
会陰， 創 38:29 自分の ため 一に 裂けめ を 作る 
描 （く）， イザ 44:13 朱墨で それを 一き， 木を 削る 
益， 申 10:13 おきてを あなたの 一の ため 守る 


伝 2:13 愚行よりも 知恵に 多くの 一が ある 
使徒 20:20 何でも 一になる ことを 話し， 公に も 
コー 6:12 すべての 事が 一になる のでは ない 
フィ 2:4 人の 一を 図って 他の 人の 事に も 
フィ 2:21 みな 自分の一 を 求め， 

テ モー 4:8 敬虔な 専心は すべてに一 が ある 
伝 2:11;  7:11; イザ 44:10; マタ 5:29;  16:26; 
ヨハ 16:7;  ロマ 8:28; コー 7:35;  10:33; テ 
卜 3:8; ヘプ 12:10; ヤコ 2:16 
疫病， エゼ 38:22 わたしは一 と 血を もって 裁きを 
ルカ 21:11 そこから ここへ と 一 や 食糧不足が 
申 28:21; 詩 78:50; エレ 14:12; アモ 4:10 
えぐり 出 （す）， ガラ 4:15 目を 一して 
えぐり 抜かれ （る）， ヨブ 30:17 夜には 骨が一 て 
エグロン， ヨシ 10:3; 裁 3:12， 14， 15， 17 
エコ ニヤ， 代 一 3:16; エス 2:6; エレ 24:1 
えこひいき， 箴 28:21 — をす るのは 良くない。 
ヨブ 32:21; 箴 18:5 

エ サウ， 創 25:34 一は 長子の 権を 軽んじた。 

創 25:27,30;  36:8; エレ 49:10; オバ 18,21; 
ヘプ 12:16 

えじき， 詩 124:6; コロ  2:8 

エジプト， イザ 31:1 援助を 求め一 に 下る 者， 

啓 11:8 霊的な 意味で ソ ドム また 一と 呼ばれ 
創 37:36;  41:41; 出 11:5; 詩 68:31; イザ 19: 
23; ダニ 11:43; マタ 2:15 
エジプト 人， 創 16:1; 出 2:11;  7:5;  14:18; イ 
ザ 19:2;  31:3 

エシュ ルン， 申 32:15;  33:5; イザ 44:2 
エステル， エス 2:7;  7:6;  8:2 
エズラ， エズ 7:6; 10：1; ネへ 8:1,  6 
エズレ ル， 裁 6:33; 王 一 18:45; ホセ 1:4 
エゼキエル， エゼ 1:3;  24:24 
枝， マタ 21:8 木の一 を 切り落とし 道路に 敷いて 
ヨハ 15:2 実を 結んで いない 一を みな 取り去り 
ロマ 11:21 本来の一 を 惜しまなかった のなら 
ルカ 13:19; ヨハ 15:4,  6;  ロマ 11:16 
エチオピア， 王 二 19:9; エス 1:1; イザ 20:5 
エチオピア 人， ダニ 11:43; 使徒 8:27 
エッ サイ， サー 16:1; イザ 11:1; ロマ 15:12 
エ テロ， 出 3:1;  4:18;  18:5 
エデン， 創 2:15 人を 取って一 の 園に 住ませ， 
イザ 51:3 その 荒野を一 のように， 

エゼ 28:13 あなたは 神の 園で ある一 にいた。 
エゼ 36:35 その 地は， 一の 園の ようになった。 
創 2:8;  3:23,  24; ヨエ 2:3 
エドム， 創 25:30;  36:8; エレ 49:7; オバ 1 
エド レイ， 民 21:33; ヨシ 12:4;  13:31;  19:37 
エノ ク ，創 5:22 一は 三百 年の 間 まことの 神と 
創 5:24; ルカ 3:37; ヘプ 11:5; ュダ 14 
エバ， 創 3:20; コニ 11:3; テ モー 2:13 
エバ ル， 創 36:23; 申 11:29;  27:4; ヨシ 8:30 
エ ヒウ， 王 一 19:16; 王 二 9:13;  10:11， 21， 28 
エ ファ， 出 16:36; レビ 19:36; 申 25:15; エゼ 
45:11 

エフェソス， コー 15:32; 啓 2:1 

エフ ォ ド， 出 28:6; サー 23:9;  30:7; ホセ 3:4 

エブ シ， ヨシ 18:28 —つ まり エルサレム 

エ ブス， 裁 19:10; 代 一 11:4 
エ フタ， 裁 11:30; ヘプ 11:32 
エフ ド， 裁 3:15,  21;  4:1 
エフ ライム， 創 41:52; ヨシ 14:4; 詩 78:67 
エフ ラタ， ルツ 4:11; 詩 132:6; ミカ 5:2 
エベ ド •メレク， エレ 38:7,  8, 10-12;  39:16 
エベ ル， 創 10:21,  24; 11:16; ルカ 3:35 
エホ アシ ュ， 王 二 11:21;  13:10;  14:13， 15 
エホ アハ ズ， 王 二 10:35;  23:30; 代 二 21:17 
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エホ シャフ ア ト ー エリヤ 


エホ シャフ ァ ト， ヨエ 3:2 国民を 一の 低地 平原に 
代 二 17:3， 10;  20:3, 15,  27; ヨエ 3:12 
エホ ナ ダブ， 王 二 10:15,  23; エレ 35:8, 14 
エホバ， 創 18:14 —に とって あまりに 異例で 
出 5:2 —が 何者 だ， 一 など 知らない。 

出 6:3 わたしの 名一 に関して 知らせなかった 
出 9:29 地が 一の ものである ことを 知る ため 
出 15:3 —は 雄々 しい 戦 人。 一が その 方の み 名 
出 20:7 神 一の 名を いたずらに 取り上げ ては 
出 32:26 —の 側に いる 者は だれか。 

出 34:6 —， 一， 憐れみと 慈しみに 富み， 

レビ 19:2 神で ある わたし一 は聖 なる 者 だから 
申 4:24 神 一は 焼き 尽くす 火， 全き 専心を 
申 6:5 活力を つく し 神 一を 愛さねば ならない 
申 10:17 神 一は 神の 神， 主の 主， 

申 32:9 一の 受け 分は その 民， 

サー 2:6 —は 殺す 方， また 命を 保たせる 方 
サー 16:7 —は 心が どうかを 見る からだ 
サー 17:47 —は 剣 や 槍で 救う のでは ない 
サー 17:47 戦いは一 の ものであって， 

サニ 22:32  —の ほかに だれが 神な のか。 

王 二 13:17  —の 救いの 矢， 

ネへ 4:14 畏怖の 念を 起こさせる 方一 を 覚えて 
詩 3:8 救いは 一の ものです。 あなたの 祝福は 
詩 19:7 —の 律法は 完全で， 魂を 連れ戻す。 

詩 22:28 王権は 一に 属し， 神は 諸国 民を 支配 
詩 33:12 一を その 神と する 国民は 幸いだ 
詩 34:8 一が 善良で ある ことを 味わい知れ。 

詩 83:18 その 名を 一とい う あなたが 至高 者 
詩 94:1 復 しゅうの 業を 行なわれる 神， 一よ， 
詩 113:5 だれが 神 一の ようであろう か。 

詩 125:2 一 も その 民の 周囲に おられる 
箴 18:10  — のみ 名は 強固な 塔。 

箴 21:31 馬は 戦闘の 日の ため， 救いは一 による 
イザ 26:4 ヤ ハ， 一 に， 定めの ない 時に 至る 岩 
イザ 30:18 一は 裁きの 神 だからで ある。 

イザ 33:22  —は 裁き 主， 一は 法令 授与 者， 

イザ 40:28 地の果てを 創造され た 方， 一は， 
イザ 59:1 一の 手は 短く なった のでは ない 
イザ 60 : 19 —は 必ず 定め なく 続く 光と なり 
イザ 61:1 主 一の 霊が わたしの 上に ある。 

イザ 61:2 一の 側の 善意の 年と 復 しゅうの 日 
イザ 66:1 一は 言われた。 天は わたしの 王座， 
エレ 10:10 —は 真実に 神で ある。 生ける 神， 
エレ 51:6 これは 一の 復 しゅうの 時 だから 
ホセ 12:5 万軍の 神 一， その 一が 彼の 記念 
ナホ 1:2 —は， 全き 専心を 要求し， 

ナホ 1:3 —は 怒る ことに 遅く， 

ハバ 2:20  —は その 聖 なる 神殿に おられる。 
ゼパ 2:3 — を 求めよ。 義を 求め， 柔和を 
ゼパ 2:3 恐らく一 の 怒りの 日に 隠される 
マラ 3:6 わたしは一 であり， 変わって いない 
マタ 1:20 見よ， 一の 使いが 夢の 中で 彼に 現わ 
マタ 4:10 あなたの 神一 を 崇拝し なければ 
マル 12:29 わたしたちの 神一 は ひとりの一 
ルカ 1:38 ご覧く ださい， 一の 奴隸 女です 
ルカ 1:46 わたしの 魂は 一を 大い なる ものと し 
ルカ 2:9 —の 栄光が 周りに きらめいた。 

ルカ 2:26  —の キリストを 見る まで 死を 見ない 
ヨハ 12:13 —の み 名に よって 来たる 者， 

使徒 2:34 一は わたしの 主に 言われた 
使徒 9:31 一への 恐れと 聖霊の 慰めのう ちに 
使徒 21 : 14 —の ご 意志が な される ように 
ロマ 14:8  — に対して 生き， 一 に対して 死ぬ 
ロマ 15:11 諸国 民 すべてよ， 一を 賛美せ よ。 
コー 10:21 —の 食卓と 悪霊の 食卓に 
コー 10:26 地に 満ちる ものは 一 の もの 


コニ 3:17  — は 霊です。 一 の 霊の ある 所には 
エフ 2:21 —の ための 聖 なる 神殿に 成長 
コロ  3:23 一に 対する ように 魂を こめて 
テサー 4:15 一の 言葉に よって 伝える ところ 
テサニ 2:2 —の 日が 来て いると いう 趣旨の 
テモニ 2:19 一は ご 自分に 属する 者を 知って 
ヘプ 12:6  —は 自分の 愛する 者を 懲らしめる 
ヘプ 13:6 —は わたしの 助け 主， 

ヤコ 4:15 もし一 の ご 意志で あれば， 

ヤコ 5:15 一は その 人を 起き上がらせて 
ぺテー 1:25 —の ことばは 永久に 存続す る 
ぺテニ 3:9 —は ご 自分の 約束に 関し 遅くない 
ユダ 9 一が あなたを 叱責され るよう に 
啓 4:8 聖な るかな， 全能者なる一 神， 

啓 19:6 神 一は， 王と して 支配を 始められた 
ヨシ 24:15; サー 14:6; 代 一 29:11; ネへ 8: 
10; 詩 31:23;  118:23;  m  3:5;  8:13; イザ 12: 
2;  26:4;  43:10;  55:8; エレ 17:10;  23:24; ダ 
二 9:4; ヨハ 1:23; コー 1:31; ガラ 3:6; コ 
口  3:13; ヘプ 8:11; ヤコ 5:11; ぺテー 3:12 
エホバ. イルエ ，創 22:14 その 場所を 一と 呼ぶ 
エホバ. シャロム， 裁 6:24 それは一 と 呼ばれ 
エホバ •ニシ ，出 17:15 祭壇を 築き， 一と 呼んで 
エホバの 怒りの 日， ゼパ 2:3 —に 隠される 
エホバの 日， テサー 5:2 —が 盗人の ように 来る 
ぺテニ 3:10 一は 盗人の ように 来ます。 

ヨエ 2:11; ゼパ 1:14; テサニ 2:2 
エ ホヤ キム， 王 二 23:34;  24:6; ダニ 1:2 
エ ホヤ キン， 代 二 36:9; エレ 52:31 
エ ホヤ ダ， サニ 8:18; 王 二 11:4; 代 二 23:16 
エホ ラム， 王 一 22:50; 王 二 1:17; 代 二 17:8 
エマオ， ルカ 24:13  — という 村へ 旅を していた 
獲物， 創 27:5 エ サウは， 一を 獲る ため， それを 
ゼパ 3:8 —に 向かって 立ち上がる 
箴 12:27; イザ 31:4; エゼ 22:27; ナホ 2:13 
獲物の 肉， 創 27:3 一を 少し 獲て 来て おくれ。 
選び， ロマ 11:5 過分の ご 親切に よる一 によって 
ロマ 9:11;  11:28; テサー 1:4; ぺテニ 1:10 
選び出 （す）， テサニ 2:13 救いの ため 初めから一 
選 （ぶ）， 申 7:6 あなたを 一んで ご 自分の 民と し 
申 30:19 あなたは 命を一 び， 

ヨシ 24:15 仕える 者を 今日 一び なさい。 

イザ 42:1 わたしの一 んだ者 
イザ 65:22 わたしの 一ぶ 者は 自分の 手の 業 
マタ 22:14 一 ばれる 者は 少ない 
マタ 24:24 一 ばれた 者を さえ 惑わそうと 
マタ 24:31 その一 ばれた 者たち を 集める 
マル 13:20 一 ばれた 者の ゆえに 短く された 
コー 1:27 神は 世の 愚かな ものを 一んで， 
ぺテー 2:4 神に とっては 一 ばれた 貴重な 石 
ぺテー 2:9 — ばれた 種族， 王なる 祭司， 

啓 17:14 召され， 一 ばれた 忠実な 者たち も 
出 12:21; 申 12:11; ネへ 1:9; 詩 89:3; 箴 
16:16;  22:1; イザ 7:15;  43:10; マタ 24:22; 
マル 13:27; ルカ 18:7; ヨハ 15:16; 使徒 26: 
16;  ロマ 8:33; コロ  3:12; テモニ 2:10 
エリ， サー 1:3;  2:11;  3:15; マタ 27:46 
エリコ， ヨシ 2:1;  8:2; 王 一 16:34; ヘプ 11:30 
エリ シャ， 王 二 4:32 一が 入る と， 少年は 死んで 
王 二 6:17 一の 周囲の 火の 馬と 戦車で 一杯 
王 一 19:16, 19; 王 二 2:2,  9, 15;  5:8;  6:18 
えり 抜き， エレ 2:21 —の 赤ぶ どうの 木と して 
エリ バズ， ヨブ 2:11;  42:7,  9 
エリ フ， ヨブ 32:2;  34:1;  35:1;  36:1 
エリヤ， 王 一 18:21 — は 言った， いつまで 
王 二 2:9 ふたり が 渡る と， 一が エリ シャに 
王 二 2:11 — は 風 あらしに 乗って 天に 


エル アレー おおい 

王 一 18:36,  40; マラ 4:5; マタ 17:11， 12 
エル アレ， 民 32:3,  37; エレ 48:34 
エルサレム， ヨシ 10:1 —の 王は， 

サニ 5:5 —で 三十 三年 間， 全 イスラエルを 
イザ 65:18 一を 喜びの いわれと して 創造して 
エゼ 9:4 都の 中， 一の 中を 通れ。 

マタ 23:37 —， 一， 預言者た ちを 殺し， 

ルカ 21:24 —は， 諸国 民の 定められた 時が 
ガラ 4:26 上なる 一は 自由であって， 

ヘプ 12:22 生ける 神の 都市なる 天の一， 

啓 21:2 新しい 一が， 天から， 神の もとから 
ヨシ 15:8; 詩 122:6;  125:2; イザ 52:1;  62: 
6; ヨエ 2:32; ミカ 4:2; ゼカ 8:3; 啓 3:12 
エルマ， 使徒 13:8 —は 彼らに 反対し はじめ， 

エ レア ザル， 出 6:23; 民 20:26; 申 10:6 

エレミヤ， 代 二 36:21; エレ 1:1; ダニ 9:2 

円， ヨブ 26:10; イザ 40:22 

宴， イザ 25:6; ルカ 5:29 

宴会， エス 2:18;  5:4; 伝 7:2; エレ 16:8 

沿岸の 平原， 歌 2:1 わたしは一 の サフラン 

延期され る， 箴 13:12 —期 待は 心を 病ませる。 

エゼ 12:25,  28 もはや一 ことは ない。 

円熟， ヘプ 6:2  —に 向かって 進んで ゆく  _ 
円熟した， コー 2:6  — 人の 間では 知恵を 語り 
フィ 3:15  — 者は 皆， このような 精神 態度 
ヘプ 5:14 固い 食物は， 一人々， すなわち， 
援助， イザ 10:3 —を 求めて だれの もとに 逃げる 
イザ 31:1 —を 求めて エジプトに 下る 者 
炎症， 申 28:22; 使徒 28:6 
援助 （する）， フィ 4:3 これらの 婦人を 一し 
閹人， マタ 19:12 生まれついた一 が あり， 

演壇， 代 二 6:13; ネへ 8:4 

エン • ドル， ヨシ 17:11; サー 28:7 

炎熱， 啓 7:16 

才 

尾， 申 28:44; イザ 9:15; 啓 9:10;  12:4 
おい， 代 一 27:32 ダビデの ー ヨナ タンは 顧問 官 
追い出 （す）， マタ 10:1 それを 一し， 疾患と 
ヨハ 12:31 この 世の 支配者は一 される 
追い散ら （す）， 詩 147:2; イザ 11:12;  16:3,  4; 

27:13;  56:8; セ、 力 1:19 
追いつ （く）， 民 32:23 罪が あなた 方に一 く 
申 19:6; 詩 18:37;  40:12;  69:24 
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負い目の ある 者， ルカ 13:4;  ロマ 1:14;  15:27 
追い求め （る）， 箴 15:9 義を 一る 者を 神は 愛す 
ロマ 14:19 築き上げる 事柄を一 ましょう。 

コー 14:1 愛を 一なさい。 その上に 霊の 賜物 
ぺテー 3:11 平和を 求めて それを 一よ。 

イザ 1:23;  ロマ 9:30; フィ 3:12 
王， サー 8:19 私たちの 上には 一が いなくて は 
詩 2:2 地の 一たち は 立ち 構え， 高官たち も 
詩 110:5 怒りの 日に 必ず 一たち を 打ち砕かれ 
イザ 32:1 ひとりの 一が 義 のために 治める。 
エレ 10:10 定めの ない 時に 至る まで 一で ある 
エゼ 20:33 一と して あなた 方を 支配す る。 

ゼカ 14:9 エホバは 全地の 一となる ので ある。 
マタ 21:5 あなたの 一が あなたの もとに 来る。 
マタ 27:37 ユダヤ人の ー イエスと 記した 罪状 
ルカ 21:12 一 や 総督たち の 前に 引き出され 
ヨハ 1:49 あなたは イスラエルの 一です。 

ヨハ 18:37 それでは あなたは 一な の だな。 

ヨハ 19:15 カエサルの ほかに 一はい ません。 

テ モー 1:17 とこしえの 一， 唯一の 神に 
啓 16:14 全地の 一たち の もとに 出て 行く。 
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啓 19:16 股のと ころに， 一の 一 また 主の 主 
裁 5:19;  9:8; 代 二 9:22; 詩 89:27; イザ 41: 
21; ダニ 4:37;  10:13; ミカ 4:7; ルカ 7:25; 
使徒 17:7; テ モー 6:15; ぺテー 2:9 
負 （う）， 詩 68:19 荷を 一って くださる エホバ 
イザ 53:4 わたしたちの 痛みは 彼が 一った 
ロマ 13:8 だれに も 何も一 っ ては 
ガラ 6:5 おのおの 自分の 荷を一 う 
フイ レ 18; ヘプ 9:28 
王冠， 啓 19:12 頭には 多くの 一が ある。 

サニ 1:10; 詩 89:39; 箴 27:24; 啓 12:3 
王国， 出 19:6 祭司の一， 聖 なる 国民 
代 一 29:11 — も， あなたの ものです。 

ダニ 2:44 天の 神は ひとつの 一を 立てられます 
ダニ 7:27 彼らの一 は 定めな く 続く 
ゼパ 3:8 もろもろの 一を 集め 寄せて， 

マタ 6:10 あなたの 一が 来ます ように。 

マタ 6:33  —と 神の 義を いつも 第一に 求め 
マタ 24:14 そして， 一 のこの 良いた よりは， 
マタ 25:34 一を 受け継ぎなさい。 

ルカ 12:32  —を 与える ことを よしと され 
ルカ 22:29 あなた 方と一 のた めの 契約を 結び 
ヨハ 18:36 わたしの 一は この 世の ものでは 
コー 15:24 その 時 彼は一 を 自分の 父に 渡し 
コロ 1:13 愛す るみ子の 一へ と 移して 
啓 1:6 父に 対して 一とし， 祭司と して 
啓 11:15 世の一 は 主と キリス トの一 となった 
王 二 19:19; エズ 1:2; イザ 9:7;  23:17; エレ 
25:26; マタ 4:8; テモニ 4:1; ヘプ 11:33; ヤ 
コ 2:5; 啓 5:10 

王座， 代 一 29:23 エホバの 一に 座し， 

詩 45:6 神は 定めの ない 時まで あなたの一 
詩 97:2 義と 裁きは その 一の 定まった場所。 
イザ 9:7 ダビデの 一と その 王国の 上に あって 
イザ 14:13 神の 星の 上に わたしの一 を 上げ， 
イザ 66:1 天は わたしの一， 地は 足 台 
エレ 3:17; コロ  1:16 
雄牛， イザ 11:7 —の ように わらを 食べる。 

ヘプ 9:12 やぎ や 若い一 の 血では なく， 

レビ 16:6; 詩 106:20; 箴 7:22; ヘプ 10:4 
応じ （る）， 民 7:7; 申 13:8; 箴 1:10; フイ レ 21; 

ぺテー 4:10 
殴打， コニ 6:5 

黄道帯， 王 二 23:5 太陽 や 月 や 一の 星座 や 
王と して 支配 （する）， 出 15:18 永久に一 される 
コ ー ■  4:8 一緒に 一 する ためです。 

コー 15:25 足の 下に 置く まで， 彼は一 し 
テモニ 2:12 わたしたち はまた 共に一 する 
啓 11:15 彼は 限りなく 永久に一 する 
サー 24:20; 王 一 1:5; 箴 30:22;  ロマ 6:12; 
啓 19:6 

王の 支配権， サー 15:28 

王妃， 王 一 11:3; ネへ 2:6; エス 2:17;  m  45: 

9; イザ 49:23; ダニ 5:10 
応報， 詩 94:2 ごう 慢な 者に一 を 与えて ください 
イザ 34:8 復 しゅうの 日， 一の 年を 持って 

応報す る， 申 32:41 激しく 憎む 者たち に 一 
大雨， 王 一 17:7 

大 あらし， 詩 83:15; エレ 23:19;  25:32 
大荒れ， アモ 1:14 暴風の 日の 一のう ちに。 

多 （し、）， 箴 11:14;  15:22 助言者の一 いところ 
マタ 22:14 招かれる 者は一 いが， 

ヤコ 5:20 魂を 死から 救い， 一 くの 罪を 覆う 
ぺテー 4:8 愛は一 くの 罪を 覆う 
申 26:5; ョハ 21:6; ヘプ 11:12 
覆い， 出 25:17; イザ 25:7; ぺテー 2:16 
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覆い隠 （す）， 詩 27:5 秘められた 場所に 一し， 

箴 17:9 違犯を 一す 者は 愛を 求めて おり， 

詩 89:46; イザ 28:15;  29:14 
大 いなる 神， ダニ 2:45 一が 王に お知らせに 
大 いなる ものと （する）， 詩 34:3 エホバを 一せ よ 
詩 40:16 エホバが 一され ますよう に 
詩 138:2 あなたの みこと ばを 一され た 
エゼ 38:23 わたしは 必ず わたしを 一し， 

ダニ 11:36 自分を 高め， 自分を一 して 
ルカ 1:46 エホバを 一し， 

詩 35:27;  69:30;  70:4; イザ 10:15;  42:21; マ 
ラ 1:5; 使徒 19:17 

大いに 喜 (ふ')， コロ  3:20 主に あって 一 ばれる 
箴 11:10 

大 岩， 民 20:11; 詩 18:2; エレ 49:16 
覆 （う）， レビ 17:13; ヘプ 9:5 
大海， エゼ 27:27 
大枝， レビ 23:40; ダニ 4:14 
大 釜， サー 2:14 料理な ベ や， 一 や， 

おおかみ， イザ 11:6 —は 雄の 子羊と 共に 住み， 
エゼ 22:27 獲物を 引き裂く一 のよう であり 
マタ 10:16 —の ただ 中に いる 羊の ように 
ヨハ 10:12 一が 来る のを 見る と， 羊たち を 
使徒 20:29 圧制的な 一が あなた 方の 中に 
大 がめ， 裁 7:20;  ^  4:2 
大き （しヽ）， マタ 7:13 滅びに 至る 道は 広くて一 く 
ヘプ 7:7 —い ほうの 者から 祝福され ます。 
大きく （する）， 詩 41:9; マタ 23:5 
大仰， ダニ 7:8, 11， 20 —な 事柄 
多くな （る）， 創 1:28 子を 生んで一 り， 

創 9:1， 7;  35:11; 出 1:20; エレ 23:3 
大声を 上げ （る）， エレ 25:30 エホバは 自ら一， 
大酒飲み， コー 5:11;  6:10 
大皿， マタ 14:8; マル 6:25 
大騒ぎ， イザ 16:14 
大空， 詩 19:1 一はみ 手の 業を 語り 告げ 

ダニ 12:3 洞察力の ある 者は 一の 輝きの ように 
創 1:6; 詩 150:1; エゼ 1:22;  10:1 
大盾 ，詩 91:4 神の 真実は 一 また 堡塁と なる。 

エフ 6:16 何よりも 信仰の一 を 取りなさい 0 
大通り， マタ 12:19; 使徒 5:15 
公に， ヨハ 7:13;  18:20; 使徒 20:20; コロ  2:15 
公に 教え諭す 者， マタ 13:52;  23:34 
公に 宣明 する， ヘプ 13:15 そのみ 名を 一 唇の 実 
公の 宣言， ロマ 10:10 救いの ために 口で一 をす る 
公の 奉仕， ヘプ 8:6 さらに 優れた一 の 職務 
ヘプ 10:11 祭司は みな， 一を 行なうた め， 

公の 朗読， 使徒 13:15; テ モー 4:13 
覆われ （る）， マタ 10:26 一て いるもので， 

丘， イザ 2:2 もろもろの 一より 上に 
箴 8:25; イザ 55:12; エゼ 6:3; ホセ 10:8; ハ 
バ 3:6; ルカ 23:30 

犯 （す）， レビ 21:7 遊女 または 一され た 女を 
啓 18:3 王たち は 彼女と 淫行を 一し， 

裁 19:24;  20:5; ゼカ 14:2 
侵 （す）， テサー 4:6 それを 一さない ことです。 
起き上が （る）， イザ 26:19 死体は 一り ます。 

詩 36:12; エレ 25:27; エフ 5:14 
おきて， 箴 6:23 —はと もしび， 律法は 光， 

マタ 22:40 律法 全体は この 二つの 一に 
マル 12:28 すべての うち どの 一が 第一です か 
ヨハ 12:50 父の 一が 永遠の 命を 意味して いる 
ヨハ 14:21 わたしの一 を 守り 行なう 人 
ヨ ハー 2:7 あなた 方に 新しい一 ではなく， 

詩 119:98; 箴 6:20; イザ 29:13; マタ 15:3; 
マル 12:31; ヨハ 10:18; ヨ ハー 3:23;  5:3; 啓 
12:17 


屋上， マタ 10:27  — から 宣べ伝 えなさい。 

マタ 24:17; ルカ 12:3;  17:31; 使徒 10:9 
おくする ことのない 話し方， 使徒 4:13 一を 見 
憶病， テモニ 1:7 —の 霊では なく， 

憶病な 者， 啓 21:8  —の 分は 火の 燃える 湖 
奥深い 事柄， コー 2:10 霊が 神の 一まで 究める 
送り出 （す）， 詩 43:3 光と 真理と を一 して 
詩 110:2 杖を， エホバは シオンから 一して， 

箴 12:17; イザ 55:11 
贈り物， 箴 18:16 人の一 は 広い 道を 開き， 

伝 7:7; イザ 18:7; マタ 7:11; 啓 11:10 
遅れ （る）， 裁 5:28 どうして 到着が 一て いるの か 
イザ 46:13 わたしの 救いは 一はし ない。 

ヘプ 10:37 到来し， 一る ことは ない 
ダニ 9:19； ハバ 2:3 

怠 （る）， ヨシ 18:3 いつまで 一って いるの か 
ロマ 12:11 務めを 一って はなり ません。 
行ない， イザ 28:21 ご 自分の 一， その 一は 
啓 20:12 その 一にしたがって 裁かれた。 

ヨブ 33:17; 詩 145:4, 12; ヘプ 13:7 
行な （う）， エフ 6:6 ご 意志を， 魂を こめて 一い 
ぺテー 4:3 諸国 民の 欲する ところを 一う 
ヨシ 22:31; 詩 141:4; エレ 23:5;  33:8;  ロマ 
2:1;  7:15,19;  9:11;  13:10; コニ 5:10; エフ 
2:3; テ モー 5:21; ヤコ 1:23 
行なう （者）， ヤコ 1:22 み 言葉を一 者と なり 
イザ 29:14;  ロマ 2:13; ヤコ 1:25 
おごり， 啓 18:7 

起こ （る）， イザ 42:9 —り 始める 前に， わたしは 
長， 創 17:20; 王 一 8:1; ヱゼ 7:27;  34:24;  44:3 
幼い 時， テモニ 3:15  — から 聖 なる 書物に 
幼子， マタ 18:3 —の ようにならなければ， 

マタ 19:14  — たちを 構わずに おき， 

ルカ 9:47 一を 連れて来て 自分の 脇に 立たせ， 
治め （る）， 裁 8:23 わたしは あなた 方を 一ない 
イザ 32:1 ひとりの 王が 義 のために一 る。 

テ モー 3:5 自分の 家の 著を 一 る こと も 
サー 8:9, 11; 15:11; ヨブ 34:30; エレ 23:5 
納め （る）， マタ 21:41; ロマ 13:6 
おし， ルカ 1:22 

おじ， レビ 20:20;  25:49; サー 10:15 
押し合う， ダニ 11:40 南の 王は 彼と 一が， 

押し入 （る）， マタ 6:19 また 盗人が 一って 
教え， マタ 16:12 サド カイ 人の 一に 気を付けよ 
ヨハ 7:16 わたしの 一は わたしの ものでは なく 
ロマ 15:4 わたしたちの 一の ために 書かれ 
エフ 4:14 あらゆる 一 の 風に あちこちと 
コロ  2:22 人間の 命令 や 一に したがう もの 
テ モー 4:1 悪霊の 一 に 注意を 寄せる 
テ モー 4:16 自分自身と 自分の 一 とに 絶えず 
テモニ 4:3 人々 が 健全な 一に 堪えられず 
へブ 13:9 奇妙な 一 によって 運び去られ ては 
箴 4:2; テ モー 4:6;  6:1; テト 1:9 
教え方， マタ 7:28; ルカ 4:32 
教え込 （む）， 申 6:7 子に 一み， 家で 座る とき も 
教え諭 （す）， エズ 7:25 知らない 者に一 す 
詩 25:8 エホバは 罪人たち に 道を 一され る。 
イザ 2:3 わたしたちに 一して くださる。 

コー 14:19 他の 人たち を 口頭で 一す こと も 
申 17:10; サー 12:23; ネへ 8:9; 詩 25:12; 
27:11;  32:8;  45:4;  ロマ 2:18; コー 2:16 
教え諭す 者， 代 二 35:3; エズ 8:16; 箴 5:13; ハ 
バ 2:18 

教え 手， テモニ 4:3 —を 寄せ集める 時期 
教えに 反する， テ モー 1：11 
教えの 術， テモニ 4:2; テト 1:9 
教えの 様式， ロマ 6:17 導き 渡された 一に 
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教え （る）， 代 二 17:9  くまなく 巡って， 民を一 
エズ 7:10 規定と 公義を 一る よう 
ヨブ 35:11 獣に 勝って わたしたちを 一る 方 
詩 25:4 エホバよ， 道筋を 一て ください。 

詩 25:9 柔和な 者に ご 自分の 道を 一ら れる 
詩 34:11 エホバへの 恐れを 一よう。 

詩 94:12 あなたが 一て くださる 人は 幸い 
詩 143 : 10 ご 意志を 行な うこと を 一て 
詩 144:1 わたしの 指に 戦闘を一 てくだ さる 方 
イザ 54:13 皆 エホバに一 られる 者と なり， 

エレ 31:34 もはや 各々 その 兄弟を 一ない 
マタ 7:29 権威の ある 人の ように 一て おられ， 
マタ 15:9 人間の 命令を 教理と して一 る 
マタ 28:20 すべてを 守り 行なうよう 一 
マル 6:6 村々 を 巡回して 一て ゆかれた。 

ヨハ 8:28 父が 一て くださった とおりに 話し 
使徒 4:2 彼らが 民を 一， イエスの 復活を 
使徒 5:42 家から 家へ とた ゆみな く 一， 

使徒 18:25 正しく 話したり一 たりす るよう に 
使徒 20:20 あなた 方を一 る ことを 差し控えず 
ガラ 6:6 み 言葉を 口頭で 一ら れ ている 人は， 

テ モー 2:7 諸国 民を 一る 者と して 任命 
テモニ 2:2 十分に 資格を 得て 他の 人々 を 一る 
テモニ 3:16 —， 戒め， 物事を 正し， 

テ ト 1:11 不正な 利得の ために 一るべき でない 
出 4:12; 申 4:5;  m  13:8; ヨブ 33:33; 詩 71: 
17; イザ 29:13;  48:17; エレ 32:33; ミカ 3: 
11; マタ 5:19;  11:1; ルカ 12:12; ヨハ 14:26; 
使徒 5:25;  11:26;  ロマ 2:21; コー 4:17; テ 

モー 2:12 

教える 資格， テ モー 3:2; テモニ 2:24 
教える 者， ロマ 12:7 —は 教えの 業に 携わり， 
ヘプ 5:12  — となって いるべき なのに 
てフ 4*11* ヤコ 9:1 

教えを 受けて いない， ぺテニ 3:16 一 不安定な 者 
おじけ させ （る）， 申 20:3; イザ 7:4 
押し出す， 箴 30:33 怒りを一 と 言い争いが 
押し付ける， 箴 26:6 物事を 愚鈍な 者に 一人は， 
押しの け （る）， 詩 49:5 一る 者たち のとが が 
詩 89:39; エレ 9:4 

押し ひし がれ （る）， ルカ 21:34; コニ 5:4 
惜しまずに 出す， イザ 46:6 金を一 者 

惜しみな （く）， ロマ 12:8; コニ 8:20 
惜しみ 見 （る）， エゼ 9:5 —て はならない。 

惜し （む）， ロマ 11:21 
雄， 創 7:2 七 匹ず つ， 一と そのつ がいの 雌 
エゼ 43:22;  45:23 やぎの —— 頭 
雄 馬， 裁 5:22; エレ 8:16;  50:11 
遅 （い）， ぺテニ 3:9 エホバは一 いのでは ない 

襲い かか （¥), 倉 IJ  4:8 兄弟 アベルに 一って 
裁 18:25 お前たち に 一 ら ない 
襲 （う）， サー 22:17 祭司を 一いたい とは 
テサー 5:4 その 日が 不意に 一う ことは ない 
怖るべき もの， 詩 91:5 夜の一 も 恐れない。 

怖れ， 出 15:16 非常な一 と おじけと が 襲う。 

サー 11:7 エホバへの 一が 民の 上に 下り 
代 二 19:7 エホバの 一が あなた 方に 臨む ように 
申 28:66; イザ 24:17; エレ 30:5 
恐れ， 詩 55:4 死の 一が わたしに 降り懸かった。 
詩 111:10 エホバへの 一は 知恵の 初め 
箴 8:13 エホバへの 一は 悪を 憎む ことを 意味 
ヨ ハー 4:18 愛には 一が なく， 完全な 愛は一 を 
ロマ 13:7; フィ 2:12 

恐れ 驚 （く〕， フィ 1:28 敵対 者 ゆえに 一かない 
恐れ かしこむ， レビ 19:30 聖 なる 所を 一べき 
怖れ （る）， 申 9:19; イザ 12:2 


恐れ （る）， 申 20:8 —て 小心に なって いる 者 
裁 7:3 —て おののい ている 者が いるか。 

代 一 16:25 神々 に 勝って一 られ るべき 方 
詩 25:14 親密 さは 神を 一る 者たち の もの。 

詩 33:8 地の 者は 皆 エホバを 一よ。 

詩 34:7 み使いは 神を 一る 者の 周囲に 陣営を 
詩 118:6 わたしは一 ない。 地の 人が 何を 
箴 31:30 エホバを一 る 女は 自分に 称賛を 得る 
ルカ 12:4 何もで きない 者を 一て はなり ません 
使徒 10:35 どの 国民で も 神を一 る 人は 
サー 15:24; 詩 112:7; 箴 3:25;  14:16; イザ 
51:12; エレ 1:8; ヘプ 13:6; ぺテー 3:14; 啓 
2:10 

怖ろ しい， ダニ 2:31 その 有様は一 ものでした。 

ヨブ 3:25;  m  3:25; エレ 49:5 
恐ろし （い）， ダニ 7:7 四番 目の 獣 一く すさまじく 
ヘプ 10:27 裁きに 対する一 い 予期と， 

ヘプ 10:31 生ける 神の 手に 陥る のは一 いこと 
怖ろ しさ， イザ 2:21 エホバの 一 ゆえに， 

穏やか， 箴 14:30 一な 心は 身体の 命で あり， 
テモニ 2:24 すべての 人に一 で， 教える 資格を 
ヘプ 5:2 過ちを 犯す 者を一 に 扱う ことができ 
モー 19.12 

穏やか さ， 箴 15:4 舌の 一は 命の 木で あり， 
落ち合う， サー 21:2 しかじかの 場所で 一 
陥 （る）， ヘプ 10:31 生ける 神の 手に 一る のは 
ァ モー 6:9 
落ち度， 詩 50:20 

落ち穂， ルツ 2:8 ほかの 畑に 一を 拾いには 
レビ 19:9;  23:22; ルツ 2:2 
夫， イザ 54:5 造り 主は あなたの一 たる 所有者 
ロマ 7:2 律法に よって一 に 縛られて 
コー 7:2 女は おのおの 自分の一 を 持ち 
コー 7:14 信者で ない 一は 妻との 関係で 神聖 
コニ 11:2 ただ 一人の一 に 婚約 させた 
エフ 5:25 一よ， 妻を 愛し 続けなさい。 

コロ  3:19 一たち よ， 妻を 愛しつ づけなさい。 
ぺテー 3:1 妻たち よ， 自分の一 に 服しなさい 
啓 21:2 自分の一 のために 飾った 花嫁 
ルツ 1:11; エレ 29:6;  31:32;  44:19; エゼ 16: 
45; コー 7:34;  14:35; コロ  3:18; テ モー 3:2 
オ テニエル， ヨシ 15:17; 裁 3:9 
汚点， エフ 5:27 会衆…一 やし わの 何もない 
ヤコ 1:27 自分を 世から 一の ない 状態に 保つ 
テ モー 6:14; ぺテー 1:19; ぺテニ 2:13;  3:14 
音， イザ 66:6 都から 一 がする！ 神殿から 一 が 
ぺテニ 3:10 天は 鋭い一 とともに 過ぎ去り， 

伝 12:4; ヨエ 2:5;  ロマ 10:18; コー 14:7 
弟， 創 43:3 

男 どうしで 寝る 者， コー 6:9 
男の子， イザ 66:7 苦しみが 始まる 前に一 を 出産 
マタ 1:21 彼女は 一を 産む。 その 名を イエスと 
啓 12:13 龍は， 一を 産んだ 女を 迫害した。 

マタ 2:16; ヨハ 4:51 

脅し， 使徒 4:29 エホバよ， 彼らの一 に 注意を 
使徒 9:1 主の 弟子に 対する 一 と 殺害の 息を 
脅しつける， エフ 6:9  — ことは やめ 
大人， エフ 4:13 十分に 成長した 一 
乙女， イザ 7:14 一が 実際に 妊娠して， 子を 産み 
おとり， 裁 2:3 彼らの 神々 は 一となる であろう 
踊り， 出 32:19; 詩 30:11;  149:3; 哀 5:15; ル 
力 15:25 

躍り上がらせ （る）， ハバ 3:6 神は 諸国 民を 一 
踊 （る）， 裁 11:34  — りながら 迎えに 出て 来た 
出 15:20; サー 18:6 

衰えて ゆ （く）， 詩 71:9 わたしの 力が 一く とき 
イザ 19:8 … 者たち も 一く。 
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コニ 4:16 外なる 人は 一こうと も， 

衰え （る）， エレ 14:2; ホセ 4:3 
驚き， イザ 59:16; エレ 18:16;  49:17; ミカ 6:16 
驚き入 （る）， マタ 7:28 群衆は 教え方に一 って 
驚き 惑 （う）， ルカ 2:47 その 答えに一 っ ていた 
詩 48:5; エレ 4:9 

驚 （く）， レビ 26:32 敵は ただ 一いて 見つめる 
エレ 50:13 バビロンを 通る 者は 一いて 見つめ 
使徒 2:7 彼らは 非常に一 き， 不思議 がって 言い 
詩 40:15; エレ 2:12; エゼ 26:16;  27:35; マ 
夕 15:31; 使徒 9:21 

驚くべき， 出 15:11 —事を 行なわれる 方。 

ぺテー 2:9 闇から 一光の 中に 呼び入れて 
エレ 5:30; ダニ 11:36 
同じ 思いに， ロマ 15:6 

同じ 様， 使徒 1:11 あなた 方が 見た のと 一で 来る 
同じ 市民， エフ 2:19 聖 なる 者たち と一 であり 
斧， 申 19:5; 王 一 6:7; ルカ 3:9 
斧の 頭， 王 二 6:5 —が 水の 中に 落ちた 
おののかせる， ミカ 4:4 一 者は いない。 

ゼパ 3:13 これを 一 者は いないの である。 
おののき， 創 9:2 あなた 方に 対する一 は， 

フィ 2:12 — を もって 救いを 達成す る 
ヨブ 4:14; エレ 30:5; マラ 2:5 
おのの （く）， 裁 7:3 恐れて 一いて いる 者は 
詩 2:11 エホバに 仕え， 一 きつつ 喜べ。 

イザ 66:5 その 言葉に 一く 者たち よ。 

ヤコ 2:19 悪霊 も 信じて一 いている 
申 28:65; ぺテニ 2:10 
おば， レビ 18:14 —に 近づいて はならない。 

帯， イザ 5:27;  11:5; エレ 13:1 
おびえ （る）， ヨシ 1:9; ヨブ 9:28 
雄 羊， 創 22:13 一頭の 一が 角を やぶに 絡めて 
サー 15:22 注意を 払う ことは一 に 勝る 
エゼ 34:17 羊と 羊， 一と雄 やぎの 間を 裁く。 
ミカ 6:7 幾千 頭の 一を エホバは 喜ばれる か 
レビ 5:15;  8:22;  9:18; イザ 1:11; ダニ 8:20 
脅か （す）， ぺテー 2:23 … も一 したりせ ず， 
オフィル， イザ 13:12 地の 人を一 の 金よりも 
王 一 9:28;  10:11; ヨブ 28:16; 詩 45:9 
オペ デ， ルツ 4:17,  21,  22; ルカ 3:32 
オペ デ •エドム， サニ 6:10-12; 代 一 13:13 
覚えの 書， マラ 3:16 一が そのみ 前で 記される 
覚え （る）， 出 20:8 安息日を一 て 神聖な ものと 
ネへ 4:14 エホバを 一 て， 

ヨブ 14:13 時の 限りを 設けて， 私を 一 
伝 12:1 若い 成年の 日に 偉大な 創造者を一 よ 
使徒 10:31 憐れみの 施しは み 前で 一ら れた 

ネ モー  c；;i^; へ-/  13:7 

おぼつかない， コニ 1:8 自分の 命 さえ 一 状態 
おぼれさせる， 啓 12:15 彼女を 川で 一た め 
オ ムリ， 王 一 16:16,  21-23,  27-29; ミカ 6:16 
汚名， エゼ 23:10 彼女は 女たち の一 となり， 
オメガ， 啓 1:8;  21:6;  22:13 
オメル， 出 16:16, 18,  36 
思い， ヨブ 23:13 神は 一つの一 を お持ちな ので 
詩 119:97 一日 じゅう わたしの 一と なって 
マタ 22:37 魂を こめ， 一を こめて 神 エホバを 
ロマ 11:34 だれが エホバの 一を 知り 
ロマ 12:2 一を 作り直して 自分を 変革し 
コニ 4:4 体制の 神が 不信者の 一を くらまし 
フィ 3:19 その 一は 地上の 事柄に 向けられ 
フィ 4:2 主に あって 同じ一 でいて ください 
コロ  3:2 上に ある 事柄に 一を 留めなさい。 
ぺテー 1:13 活動に 備えて 自分の 一を 引き締め 
使徒 20:19;  ロマ 7:25;  8:5;  14:5; コー 1:10; 

2:16; コロ  2:18; ヘプ 8:10 


思い上が （る）， コー 4:6 —る ことのな いため 
コー 8:1 知識は 人を 一 ら せる 
思い起こ （す）， イザ 43:26 わたしに一 させよ。 

思い焦がれ （る）， 詩 84:2;  119:81, 123 
思い定め （る）， テ モー 6:9 富もうと 一て いる 人 
思い出 （す）， 創 9:15 契約を 一す。 もはや 水が 
詩 25:7 若い 時の 罪を 一さないで ください。 
イザ 65:17 以前の ことは 一され る こと も， 

エレ 31:34 彼らの 罪を もはや 一さない。 

ルカ 17:32  ロトの 妻の ことを 一しなさい。 

ヘプ 10:32 耐えた 先の日々 を 一しなさい。 
ぺテニ 1:12  — させたい という 気持ち 
ぺテニ 3:1 —させる ために 
王 一 17:18; 詩 83:4;  137:6; イザ 43:25; ル 
力 23:42; ぺテニ 3:2; ヨハ三 10 
思いに 留め （る）， 創 19:29 神は アブラハムを 一て 
詩 8:4 人間が 何者な ので これを 一 
ヘプ 2:6 何者な ので これを 一， 

思い 量 （る）, 箴 5:6 命の 道筋を 一る ことを しない 
思い 見 （る）， へブ 3:1 大祭司 イエスを 一なさい 0 
イザ 51:1; ロマ 4:19 

思い巡ら （す）， 創 24:63 イサクは 一す ため 野に 出 
詩 77:12 あなたの すべての 働きを 確かに一 し 
詩 143:5 すべての 働きを 一した。 

使徒 4:25 なぜ 民は むなしい 事柄を 一した のか 
思いやり， 詩 41:1 低い 者に一 を もつ 人は 幸い 
思い やる， ヘプ 4:15 弱い ところを 一 ことの 
思い煩い， マル 4:19 事物の 体制の一 や， 

コー 7:32 あなた 方に 一がない ようにと 
マタ 13:22; ルカ 8:14;  21:34; ぺテー 5:7 
思い煩 （う）， 詩 38:18 自分の 罪に ついて 一う 
マタ 6:25 体の ことで 一う のを やめなさい。 
マタ 10:19 何を 話そうかと 一って はならない 
ルカ 10:41 マルタは 多くの ことを 一って 気を 
エレ 17:8; マタ 6:34; フィ 4:6 
思いを 留め （る）， コロ  3:2 上に ある 事柄に 一よ 
思いを 巡ら （す）， 箴 15:28 義 者は 答えを一 し， 

思 （う）， アモ 4:13 —って いる 事柄を 告げる 方， 
コー 10:12 立って いると 一う 人は 倒れない 
エフ 3:20 一う ところを はるかに 超えて 
マラ 3:16; ルカ 12:51; ヨハ 11:13;  13:29;  口 
マ 8:6; ヤコ 1:7 

面白 （い）， 蔵 26:19 一かった ではない か 
主立った 婦人たち， 使徒 17:4  — のかな りの 者 も 
表， 倉 U 1:2 神の 活動す る 力が 水の 一を めぐって 
重荷， 詩 55:22 一を エホバ ご 自身に ゆだねよ。 
ガラ 6:2 互いの 一を 負い 合い， 

ヨ ハー 5:3 その、 おきては 一ではありません。 

思わぬ 時刻， マタ 24:44 —に 人の子は 来る 
重んじられ （る）， イザ 9:15 老齢で， 一 ている 者 
重んじ （る）， フィ 2:29 

親， マタ 10:21 子供が 一に 逆らって 立ち上がり 
ルカ 18:29 兄弟， 一， あるいは 子供を 後に 
コニ 12:14 一が 子供の ために 蓄えて おく 
エフ 6:1 主と 結ばれた 一に 従順で あれ 
テモニ 3:2 冒とくす る 者， 一に 不従順な 者， 
マル 13:12; ルカ 21:16;  ロマ 1:30; コロ  3:20 
雄 やぎ， レビ 9:3; エゼ 34:17 
泳 （ぐ）， イザ 25:11 

おり， エゼ 19:9 それを 鉤 にかけ て 一に 入れ， 

滓， イザ 25:6  —の 上に たくわえられた ぶどう酒 
オリー ブ ，出 27:20; ネへ 8:15;  ロマ 11:17 
オリー ブの 木， 啓 11:4 二 本の 一， 二つの 燭台 
申 28:40; 裁 9:8;  m  52:8;  128:3; ゼカ 4:11; 
ロマ 11:24 


オリー ブ やま 一 かいらく 
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オリー ブ 山， ルカ 22:39; 使徒 1:12 
降りて 来 （る）， 箴 30:4 
織物， 代 一 4:21; 代 二 2:14; エス 1:6 
折 （る）， 詩 34:20 その 一つ も 一 られ なかった。 
愚か， 箴 12:15  —な 者の 道は 自らの 目には 正しい 
マタ 25:2 五 人は一 で， 五 人は 思慮深い 者 
コー 1:20 神は 世の 知恵を 一な ものと された 
テモニ 2:23 一で 無知な 質問を 退けなさい。 
サニ 15:31; イザ 44:25; コー 1:18,  23,  25, 
27;  2:14;  3:18, 19;  4:10; エフ 5:4; テ ト 3:9 
愚か さ， 詩 69:5; 箴 19:3;  26:4 
愚か者， サニ 22:27; 箴 1:7; マタ 5:22 
おろそかに （する）， テ モー 4:14; ヘプ 2:3 
終わり， ヨブ 42:12 ヨブの一 を 始めよりも 祝福 
イザ 9:7 豊かな 支配と 平和に一 はない。 

ダニ 11:27 一はな お定めの 時に 臨む ので 
マタ 10:22 —まで 耐え忍んだ 人が 救われる 

マタ 24:14 宣べ 伝えられ - が 来る 

ぺテー 4:7 すべての 事物の 一が 近づいた。 

イザ 46:10; エレ 5:31;  17:11; 哀 3:22; エゼ 
7:2; コー 10:11; 啓 2:26 
終わりの 時， ダニ 12:4; ヨ ハー 2:18 
終わりの 日， ヨハ 6:54 その 人を一 に 復活させる 
テモニ 3:1 —には， 対処し にくい 危機の 
ぺテニ 3:3 —には あざける 者たち が 
ヨハ 11:24;  12:48; ヤコ 5:3 
追われ （る）， 創 4:11 のろわれて 地面から 一て 
温情， ロマ 2:4 神の 一が 悔い改めに 導く 
音 伊 =3 ハー i-^；  m 

恩人， ルカ 22:25 権威を 持つ 者たち は 一と 呼ばれ 
音声， コー 14:10 多くの 種類の一 が ある 
音程， コー 14:7 —が はっきりし なければ， 
おんどり， マタ 26:34,  74,  75; マル 14:30 
女， 創 2:22 人から 取った あばら 骨を 一に 造り 
創 3:15 お前と一 との 間， お前の 胤と 一の 胤 
サニ 1:26  —の 愛よりも すばらしかった 
コー 11:3 男の 頭は キリスト， 一の 頭は 男 
コー 14:34 一は 会衆では 黙って いなさい。 

テ モー 2:11 一は 全き 柔順を もって 静かに 学び 
啓 12:1 太陽で 身を 装った一 で， 

啓 12:17 龍は一 に 向かって 憤り， 

啓 14:4  — によって 自分を 汚さなかった 者 
啓 17:3 緋 色の 野獣の 上に， 一が 座って いる 
レビ 18:23; 申 31:12; 裁 5:24; エレ 51:30; 
ダニ 11:37; マタ 11:11;  24:41; コー 11:10, 
12.  •—  2.12 

女友達， 裁 11:37 わたしの 一と 共に 泣く ことを 
女 預言者， 出 15:20; 王 二 22:14; イザ 8:3; ル 
力 2:36; 啓 2:20 

温和， マタ 5:5 —な 気質の 人たち は 幸い 
マタ 11:29 わたしは 気質が 一で， 心の 
マタ 21:5 王が 来る。 気質の 一な 者で， ろばに 
コニ 10:1 キリストの 一と 親切と によって 
ガラ 6:1 —な 霊を もって 再調整を 施す 
テモニ 2:25 好意的で ない 人を 一な 態度で 諭す 
ぺテー 3:4 もの 静かで 一な 霊と いう 朽ちない 
ぺテー 3:15 —な 気持ちと 深い 敬意を 
コー 4:21; ガラ 5:23; テ モー 6:11; テト 3:2 

力 

蚊， エレ 46:20 北から 一が これに 向かって 
害， コー 6:7 —を 受ける ままに しないの か 
サー 23:9; テサニ 3:2; ぺテー 3:13 
怪異， サー 15:23; イザ 1:13; アモ 5:5 
外衣， マタ 5:40 その 者には一 を も 取らせなさい 
マタ 9:16 継ぎ切れを 古い一 に 縫いつ ける 


啓 16:15 目 ざめ ていて 自分の 一を 守り， 

マタ 17:2;  21:8;  24:18;  27:35; ヨハ 19:2; へ 
ブ 1:12; ヤコ 5:2; ぺテー 3:3; 啓 3:18 
改革， 使徒 24:2 この 国に 数々 の一 がな されて 
階級， エレ 5:4 彼らは 身分の 低い一 の 者 だ。 

階級 差別， ヤコ 2:4 あなた 方は一 を 設け， 

解決， マタ 5:25 すばやく 事の一 に 当たり， 

外見， ガラ 2:6 神は 人の 一で 事を 行なわない 
マタ 22:16;  28:3; コニ 5:12 
外国人， ルカ 24:18; ヘプ 11:9 
解釈， 伝 8:1 だれが 事の 一を 知ってい るか 
マタ 16:3 空模様の 一の 仕方を 知りながら， 
コー 14:26 ある 人には 一 があります。 

ぺテニ 1:20 個人的な 一からは 出て いない 
解釈す る， コー 12:10 異 言を 一力が 与えられ 
会衆， 使徒 16:5 実に， 諸一 は 信仰を 堅く され， 
使徒 20:28 神の一 を牧 させる ため， 

コー 14:34 女は一 の 中では 黙って いなさい 
エフ 5:24 一が キリス トに 服して いるよう に 
コロ 1:18 彼は 体で ある 一の 頭です。 

ヘプ 12:23 登録され ている 初子たち の 一， 

出 12:6; 申 9:10; サー 17:47; 詩 149:1; 箴 
26:26; コー 14:19; エフ 1:22 
解消され (る）， イザ 28:18 死との 契約は 必ず一 
階上の 間， 使徒 1:13;  9:37;  20:8 
外人 居留 者， レビ 24:22  —も 生まれた 者と 同じに 
創 15:13; 出 22:21; 民 35:15; 申 10:18,19; 
詩 146:9; イザ 14:1; エレ 7:6;  22:3; ゼカ 7: 
10; マラ 3:5; エフ 2:19 
害する， イザ 65:25 — こと も 損なう こと もない 
イザ 11:9 

凱旋 行列， コニ 2:14; コロ  2:15 

貝い 手， 歳 20:14 悪い， 悪い， と は 目い， 

外的な 事柄， コニ 11:28  — に加えて， 

会堂， ヨハ 18:20 いつも一 や 神殿で 教えました。 
啓 2:9 サタンの一 に 属する 者たち による 
マタ 23:6; 使徒 17:17;  18:26; 啓 3:9 
街道， 箴 16:17; イザ 11:16;  19:23;  35:8;  40: 

3;  62:10; エレ 31:21 
買い取って 釈放 (する）， ガラ 3:13;  4:5 
買い取 （る）， 創 47:19  土地を一 っ てくだ さい。 
使徒 20:28 血を もって 一ら れた 神の 会衆を 牧 
コロ  4:5 よい 時を 一り なさい。 

ぺテニ 2:1 自分を一 っ てくだ さった 所有者 
創 49:32; ルツ 4:4,  8; 啓 5:9 
害になる 事柄， コー 10:6 —を 欲する 者 
飼い葉 おけ， 箴 14:4; ルカ 2:7, 12, 16 
回復， 使徒 3:21 語られた すべての 事柄の 一の 時 
エレ 8:22;  30:17;  33:6 
回復 （する）， マタ 17:11 すべての ものを一 し 
使徒 1:6 王国を 一され るので すか。 

王 二 1:2; ヨブ 33:26; 詩 51:12 
外部の 人， テサー 4:12 —との 関係で 適正に 
テ モー 3:7 —から も りっぱな 証言を 得て いる 
解放， ヨブ 14:14 私の 一が 来る まで。 

解放す る， ヘプ 2:15 服して いた 者 すべてを一 
海綿， マタ 27:48; マル 15:36; ヨハ 19:29 
買い戻し 人， ルツ 4:6 その 一 は 言った， 

買い戻 （す）， イザ 44:24 あなたを 一す エホバ 
イザ 35:9;  43:1;  44:23  ;  48:20;  51:10;  52:3, 
9;  62:12;  63:4 

買い戻 （す 方）， イザ 41:14;  44:6;  47:4;  48:17; 

49:26;  54:5;  60:16;  63:16; エレ 50:34 
かいよう， ホセ 5:13; ルカ 16:21; 啓 16:2， 11 
快楽， ルカ 8:14 生活 上の 思い煩い や 富 や 一に 
テモニ 3:4 神を 愛する より一 を 愛する 者， 

テ ト 3:3; ヤコ 5:5 
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がいを はる 一 かげ 


我意を 張 （る）， テト 1:7 
カ イン， 創 4:1; ヘプ 11:4; ヨ ハー 3:12 
買 （う）, 箴 23:23 真理を 一え。 売って はならない 
イザ 55:1 金の ない 者よ！ 来て 一って 食べよ。 
コー 7:23 あなた 方は 代価を もって 一 われた 
レビ 27:24; サニ 12:3; エレ 32:44; マタ 13: 
44,  46; ルカ 14:18; コー 7:30; 啓 3:18;  18:11 
カエサル， マル 12:17 一の ものは一 に， 

マタ 22:17; ルカ 2:1;  20:25;  23:2; ヨハ 19: 
12， 15 

カエサルに 上訴 （する）， 使徒 25:11;  28:19 
カ エサ レア， マタ 16:13; 使徒 10:1;  23:23 
詩 116:12 何を エホバに お 一し したら 
22:21 神の ものは 神に一 しなさい。 

ロマ 12:17 悪に 悪を 一して はなり ません。 

ロマ 13:7; 啓 18:6 
かえる， 出 8:2; 啓 16:13 
帰 （る）， 創 3:19 ついには 地面に 一 る。 

伝 3:20 みな 塵に一 って ゆく。 

伝 12:7 霊 も 神の もとに 一る。 

マラ 3:7 わたしの もとに 一れ。 わたし も一 る 
伝 1:6; イザ 10:21;  55:11; エゼ 35:7; ミカ 
2:8; ルカ 19:12 

変え （る）， エレ 13:23 ひょうは 斑点を 一る… 
ダニ 7:25 時と 法と を一 ようとし， 

エレ 23:36; 使徒 6:14; コニ 3:18; ヘプ 7:12 
顔， 出 10:29 あなたの 一を 見ようと は 致しません 
出 33:20 わたしの 一を 見る ことは できない。 
イザ 25:8 すべての 一から 必ず 涙を ぬぐわれ 
使徒 6:15 彼の一 はみ 使いの一 のように 見えた 
コニ 4:6 キリス トの 一により… 明るく する 
使徒 20:25; コー 13:12; コニ 3:7 
顔色， 創 4:5; ダニ 5:9;  7:28 
香り， 創 8:21 安らぎの 一を かぎ はじめられた。 
コニ 2:15 わたしたちは 神に 対し 甘い一 
エゼ 8:11; エフ 5:2 

かかし， エレ 10:5 きゅうり 畑の一 のよう であり 
かかと， 創 3:15 お前は 彼の 一を 砕く であろう。 

詩 41:9; ホセ 12:3; ヨハ 13:18 
鏡， コー 13:12; ヤコ 1:23 
かが （む）， フィ 2:10 イエスの 名に よって 一 

イザ 31:4 -  46.2 

輝かしい， エゼ 28:17 その一 光輝の ゆえに 
使徒 2:20 エホバの 太いなる 一日の 到来 
エフ 5:27 一 ばかりの 会衆を 立たせ 
輝かせ （る）， 民 6:25 あなたに 向かって み 顔を 一 
詩 13:3 目を 一て ください。 

詩 104:15 油に よって その 顔を一 る 
マタ 5:16 光を 人々 の 前に一， 

詩 119:135; 伝 8:1; イザ 13:10 
輝き， 箴 15:30 目の一 は 心を 歓 ばせ， 

ダニ 12:3 大空の一 のように 照り 輝く。 

詩 89:44; イザ 59:9;  60:3;  62:1; エゼ 10:4; 
ダニ 2:31; 使徒 26:13 

輝き 出 （る）， 伝 1:5 日 もまた 一， そして 没した 
イザ 60:1 エホバの 栄光が 一た からで ある。 
輝きの ある， 箴 6:25 一目で あなたを 捕らえる 
輝 （く）， サー 14:29 わたしの 目は 何と一 いて 
マタ 13:43 王国で 太陽の ように 明るく 一く 
マタ 17:2 その 顔は 太陽の ように 一き， 

輝く 者， イザ 14:12 —， 夜明けの 子よ， 

書かれた 法典， ロマ 2:27,  29;  7:6; コニ 3:6 
かぎ， マタ 16:19 天の 王国の一 を 与えます。 

ルカ 11:52 あなた 方は 知識の 一を 取り去った 
啓 1:18 死と ハ デスの 一を 持って いる。 

啓 20:1 底知れぬ 深みの一 と 大きな 鎖を 手に 
裁 3:25; イザ 22:22; 啓 3:7;  9:1 


鉤， エゼ 38:4 あなたの あごに 一を 掛け， 

書き 板， 出 34:28 十の 言葉を一 に 記して ゆかれ 
コニ 3:3 石の 一 ではなく 肉の 一 に， 

出 32:16;  34:1; ヘプ 9:4 
書き込み， 出 39:30 献納の しるしの一 を 
書き込 （む）， イザ 30:8 それを 書物に一 め。 

コニ 3:2 わたしたちの 心に 一 まれ， 

書き記 （す）， 出 31:18 神の 指に よって 一され た 
箴 3:3 心の 書き 板に 一して， 

エレ 31:33 彼らの 心の中に それを 一す。 

出 24:4;  34:27; 詩 102:18; エレ 51:60; ハ 

バ 2:2 

かき 立て （る）， 使徒 17:8;  ロマ 7:5 
かき 乱 （す）， 詩 2:5 憤激して 彼らを一 し， 

箴 1:33 災いの 怖れに 一され る ことは ない。 

詩 4:4;  6:2;  90:7; イザ 21:3;  30:15 
書き 文字， 申 10:4 

限り， ヨブ 14:13 私の ために 時の一 を 設けて， 
限りが 満ち （る）， ガラ 4:4 
書 （く）， ヨハ 5:46 わたしに ついて 一いた 
ロマ 15:4 以前に 一 かれた 事柄は 教えの ため 
コー 10:11 それが 一 かれた のは 警告の ため 
啓 14:1 父の 名を 額に 一 かれて 立って いた。 

啓 21:27 子羊の 命の 巻き物に一 かれた 者 だけ 
イザ 10:1;  30:8; マタ 4:4; ルカ 21:22; ヨ 
ハ 19:19,  21;  21:24; 啓 1:3, 11;  3:12; 17: 
5;  21:5 

隠され （る）， 箴 27:5 戒めは一 ている 愛に 勝る。 
エレ 16:17 とがが 目の前から一 たこと もない 
ゼパ 2:3 あなた 方は エホバの 怒りの 日に 一る 
コー 2:7 神の 知恵， 一 た 知恵を 語る 
エフ 3:9 神のう ちに 一て きた 神聖な 奥義 
コロ  h26 過去の 世代から 一て きた 神聖な 奥義 
マタ 5:14; コロ  3:3; テ モー 5:25; 啓 2:17 
楽士， エズ 7:24 祭司 および レビ 人，一， 

学識， 箴 9:9 彼は一 を 増す であろう。 

隠し 所， 出 20:26; エゼ 16:36 

確証され る， マタ 18:16 

確信， 箴 3:26 エホバが一 となって くださり， 

コロ  2:2 自分の 理解に 関する 十分な一 
テサー 1:5 力と 聖霊と 強い 一 を も 伴って 
へブ 3:14 初めに 抱いた 一を 堅く 保つ 
ヘプ 6:11 希望に 対する 全き一 を 終わりまで 保 
箴 14:26;  28:1; 伝 9:4; イザ 36:4; コニ 1: 
15; エフ 3:12; ヘプ 10:22 
確信 （する）， ロマ 8:39 引き離しえない ことを 一 
ヘプ 6:9 また 救いを 伴う 事柄を一 しています 
使徒 26:26;  ロマ 14:14; テサニ 3:4 
隠 （す）， ヨシ 7:22 金を その 下にして 一す 
詩 40:10 あなたの 愛 ある 親切を 一し ません 
箴 22:3 災いを 見て 身を 一す 者は 明敏で ある。 
マタ 11:25 知能の たけた 者たち から一 し， 

ヨブ 27:11; 詩 9:15; イザ 26:20;  30:20; 啓 
6:16 

獲得す る， ルカ 21:19 自分の 魂を 一ので す。 

コー 9:24 それを 一よう な 仕方で 走り 
かくま （う）， ヨシ 6:25 

かく 舌 L (する）， ルカ 23:2 この 男が 国民を一 し， 
隔離 （する）， 民 12:14, 15 宿営の 外に 一され た 
確立 （する）， 申 28:9;  ロマ 3:31;  10:3 
隠れが， 詩 27:5 神は その 一に わたしを 隠し， 
隠れた 事柄， ロマ 2:16; コニ 4:2 
隠れ 場， 詩 119:114; オバ 3 
隠れ場所， イザ 28:17;  45:19; エレ 49:10 
陰， 詩 17:8 あなたの 翼の 一に 隠して ください 
詩 23:4 深い 一の 谷を 歩もうと も 恐れません 
詩 57:1;  91:1; イザ 30:2 


かげ一 かたよりみる 
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影， 代 一 29:15 私たちの 日は一 のよう な もの 
コロ  2:17 来たるべき ものの一 であって， 

ヘプ 8:5 模型 的な 表現 また一 として 
ヘプ 10:1 律法は 良い 事柄の 一を 備えて いても 
ヤコ 1:17 父には 一の 回転に よる 変化 もない 
詩 144:4 

陰口， コニ 12:20  口論，一， ささやき， 

陰口を きく 者， ロマ 1:30 —， 神を 憎む 者で， 
欠け （る）， ヤコ 1:5 知恵の 一た 人が いるなら， 

伝 1:15; イザ 60:20 

掛け (る）， 申 21:23 杭に一 られ るのは のろわれた 
エス 7:10 ハ マンを 杭に一 た。 

使徒 5:30 杭に一 て 殺した 方 

使徒 10:39 杭に 一て 彼を 除き 去った のです。 

創 40:22; ヨシ 8:29;  10:26; エス 8:7;  9:14; 
詩 137:2;  149:8; ルカ 23:39 
かご， コニ 11:33 城壁の 窓から 編 一で 降ろす 
エレ 24:2; アモ 8:1; マタ 14:20;  15:37 
囲い， ミカ 2:12  —の 中の 羊の群れの ように， 
ヨハ 10:16 この 一の ものでは ない 羊 
過酷， ダニ 2:15 一な 命令が 王から 
ガザ， 裁 1:18;  16:1; エレ 47:5; 使徒 8:26 
飾り， イザ 28:5 残って いる 者たち の一 の 冠， 
ダニ 11:45 壮大な 海と 聖 なる一 の 山 
ミカ 2:8 衣から， あなた 方は一 をはぎ 取る。 
ぺテー 3:3 あなたの 一 は… であって は 
箴 14:28; イザ 4:2;  13:19; エゼ 20:6; ダニ 
8:9;  11:16 

飾り 帯， 出 28:4;  39:29; レビ 8:7; イザ 22:21 
飾 （る）， ルカ 16:19 富んだ 人が 紫で 身を 一り， 

テ モー 2:9 女は 健全な 思いで 身を 一り， 

テト 2:10 救い主なる 神の 教えを一 るた め 
ぺテー 3:5 女たち も 身を 一 り， 夫に 服し 
ルカ 21:5; 啓 21:2 

舵， ヤコ 3:4 船は 小さな一 によって 操縦され 
貸し 与え （る）， 申 28:44; 詩 37:26;  112:5 
賢 （い）， 箴 3:7 自分の 目から 見て一 い 者と 
箴 15:20  —い 子は 父を 歓 ばせ， 愚鈍な 者は 
箴 27:11 — く あって， わたしの 心を 歓ば せよ。 
箴 30:24 それらは 本能 的に一 い。 

マタ 11:25 これらの ことを 一い 者から 隠し 
コー 1:25 神の 愚かな 事柄は 人間より 一く， 
ヨブ 35:11; 詩 49:10; 箴 1:5;  26:16; ルカ 
16:8;  ロマ 1:22; エフ 5:15 
賢く （する）， 詩 19:7 経験の ない 者を 一す る。 

詩 119:98 わたしの 敵よりも 一し ます。 

テモニ 3:15 聖 なる 書物は あなたを一 し， 
賢くなる， 箴 9:9 賢い 人に 与えよ。 彼は さらに一 
過失， ヨブ 4:18; ヨハ 18:38 
舵取り， 箴 12:5; ヤコ 3:4 
頭， 創 3:15 彼は お前の一 を 砕き， 

コー 11:10 女は一 に 権威の しるしを 着け 
コロ 1:18 彼は 体で ある 会衆の 一です。 

詩 110:6; ミカ 3:11; コー 11:3; エフ 1:22; 
コロ  2:19 

頭 石， ゼカ 4:7 彼は 必ず 一を 携えて 来る。 

過信す る， 箴 14:16 愚鈍な 者は 自己を 一 
かす， コー 4:13 わたしたちは 一とな りました 
科 （す）， 申 22:19 その 者に 銀 百 シヱ ケルを 一し 
貸 （す）， 箴 22:7 借りる 者は一 す 人の 僕と なる。 
ルカ 6:35 利息な しで 一しなさい。 

出 22:25;  m  19:17; イザ 24:2 
課 （す）， 民 30:2; ネへ 10:32; ヘプ 9:10 
数， ロマ 11:12 彼らの一 の そろう こと 

啓 7:4 証印を 押された 者たち の 一を 聞いた 
ロマ 9:27; 啓 5:11;  20:8 
かせ， 詩 149:8; イザ 58:6 


風， 伝 1:14 一を 追うよう な ものであった。 

伝 11:4 一を 見守って いる 者は 種を まかない 
マタ 24:31 四方の 一から， 選ばれた 者たち を 
エフ 4:14 あらゆる 教えの一 に 運ばれる 
啓 7:1 地の 四方の一 を しっかり 押さえて， 

詩 104:3; イザ 26:18; エゼ 37:9; マタ 7:25; 
ヨハ 3:8; 使徒 2:2 

風 あらし， 王 二 2:1 エホバが 一に よって エリヤを 

数え きれない， ヘプ 11:12 海辺の 砂の ように一 
数え （る）， 詩 147:4 神は 星の 数を一 て おられ， 
ルカ 22:37 彼は 不法な 者たち と共に一 られた 
ヨブ 38:37; 詩 90:12 
家族， 創 12:3 地上の すべての 一 
エフ 3:15 天と地の あらゆる 一が 名を 負う 方 
創 28:14; 詩 107:41; エレ 1:15;  10:25;  25: 
9; ゼカ 14:17; 使徒 3:25; エフ 2:19 
肩， ネへ 9:29 彼らは しきりに 強情な一 を 向け， 
イザ 9:6 君と しての 支配が その 一に 置かれる 
ゼカ 7:11 しきりに 強情な一 を 向け， 

ヨシ 4:5; イザ 10:27;  22:22; エゼ 29:18 
型， テモニ 1:13 健全な 言葉の一 を 保ちなさい 
出 25:9,  40; ヘプ 8:5; ぺテニ 2:6 
堅い， ぺテー 5:9 —信 仰を もって 立ち向かう 
片意地， ぺテニ 2:10 
片意地な 者， テモニ 3:4 裏切る 者， 一， 

固い 食物， ヘプ 5:12 一では なく， 乳を 
ヘプ 5:14  — は， 円熟した 人々 の もの 
固く 定め （る）， 詩 119:90; 箴 3:19 
固く （する）， 申 15:7 心を一 しては ならない。 

箴 29:1 うなじを一 する 者は， 

ネへ 9:16; 箴 28:14; エゼ 3:8 
堅く （する）， 詩 7:9 義 なる 者を一 してく ださい 
堅く 立 (つ）， コー 15:58 —って， 動かされず 

堅く 保つ， ヘプ 3:6 終わりまで 一なら， 

固く 付 （く）， ヨシ 23:8 神に一 くべき です。 

箴 18:24 兄弟より一 く 友人 もい る。 

申 4:4;  10:20;  13:4; ヨシ 22:5 
堅く 付く， 申 30:20 エホバを 愛し， これに 一 
ダニ 2:43 それと これと か' 一 ことは ない 
かたくなに （する）， 出 7:3 ファラオを一 ならせ 
出 14:17 エジプト 人の 心を 一なら せて いる 
ヘプ 4:7 心を一 しては 
ロマ 9:18; へブ 3:8, 15 
かたくな にな （る）， ダニ 5:20 その 霊が 一って， 
使徒 19:9; ヘプ 3:13 
形， 創 1:2 地は一 がな く， 荒漠 としていて， 

フィ 2:6 彼は 神の一 で 存在して いました が， 
テモニ 3:5 敬虔な 専心と いう 一を 取りながら 
申 4:15; 詩 17:15; ルカ 3:22; テサー 5:22 
像， 創 1:26 わたしたちの 一に 人を 造ろう 
ロマ 8:29; コー 15:49; コロ  1:15 
形作 （る）， ヨブ 36:3 わたしを 一った 方に 義を 
ロマ 9:20  — られ たもの が 一 った 者に 
ぺテー 1:14 欲望に そって一 られ るのを やめ 
形造 （る）， ヨブ 10:8 あなたの み 手が 私を 一った 
イザ 37:26;  43:10;  45:9, 18; エレ 10:16 
固まり， ロマ 9:21 同じ一 から 一つの 器を 
コー 5:7 酵母がない のです から， 新しい一 と 
ガラ 5:9 少しの パン 種が 一 全体を 発酵させる 
固ま （る）， 出 15:8 逆巻く 水が 海の 中で 一った 
ヨブ 10:10; ゼパ 1:12; ゼカ 14:6 
傾 （く）， 裁 9:3; 詩 62:3; 箴 4:27;  5:1, 13 
偏った 見方， テ モー 5:21 早計な 判断， 一 
偏りみ （る）， 詩 82:2 
偏り見る， ヤコ 2:1 人を 一 あなた 方は， 
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かたりつ くす 一 かみの ことば 


ヤコ 2:9 相変わらず 人を 一ので あれば 罪を 
語り 尽くす， 詩 40:5 

語り 告げ （る）， 詩 6:5 死に あっては， 一る 人 も 
出 24:3; 代 一 16:24; イザ 26:14 
語り伝え （る）， 詩 78:4 来たるべき 世代に も 一る 
テサー 1:10 彼ら 自身が 一て いる 
かたりを 働く 者， テモニ 3:13 
価値， ロマ 3:12 すべての 人が 一の ない 者と なる 
フイ 3:8 優れた一 の ゆえに 損と 考えて 
価値 （ある）， 箴 8:18 一 ある 世襲 財産 
ぺテー 1:7 金よりは るかに一 の ある 信仰 
ぺテー 3:4 神の 目に 大いに一 の ある もの 
かち 得 （る）， マタ 16:26 全世界を一 て も， 

ルカ 20:35 復活を 一る に ふさわしい 
コー 9:20 ュダヤ人を 一る ためです。 

勝ち得 （る）， 箴 11:30 魂を一 ている 者は 賢い。 
家畜， 創 1:24;  2:20; 詩 107:38 
勝ち どき， 詩 41:11 敵は わたしに一 を 上げない 
勝ち誇る， 詩 25:2 敵が 一 ことがない ように。 
勝ちを 得る， サー 26:25 必ずや一 者と なる 
閣下， 使徒 24:3 フヱリ クスー， 

がっかり （する）， 王 一 20:43 王は 一して， 家に 
活気， 箴 31:17 その 腕に一 を 添える。 

楽器， 詩 71:22 弦の一 を もって， 

活気 づけ （る）， イザ 58:11 あなたの 骨を 一 
担ぎ 棒， ナホ 1:13 彼の 一を あなたの 上から 折り 
学校， ヨハ 7:15 —で 学んだ こと もない のに 
使徒 19:9 ツラノ の一 の 講堂で 毎日 話を した。 
確固たる， テサー 3:13 心を一 ものと し 
ぺテニ 3:17 一 態度から 離れ 落ちる 
確固と した， コロ  2:5 キリス トに 対する一 信仰 
合唱隊， ネへ 12:31,  38,  40 感謝 式の 一 
合奏， ルカ 15:25 —が 聞こえた 
活動させる 力， エフ 4:23 あなた 方の 思いを 一 
活動す る 力， 創 1:2 神の 一が 行きめ ぐって いた 
活動力， イザ 40:29 —の ない 者に 偉力を 与え 
ヨブ 40:16; イザ 40:26; ホセ 12:3 
渇望， ヤコ 4:1 快楽に 対する あなた 方の 一 

渴望 ■る）， 申 12:20 魂は 肉を 食べる ことを 一 
厳 21:10;  24:1 

活力， 詩 60:12 神に よって わたしたちは一 を 得 
申 6:5; サー 2:4; サニ 22:40; 王 二 23:25; 詩 
18:32;  84:7;  118:15; 康 31:3; エレ 48:14;  3 
エ 2:22; ナホ 2:3 
割礼， ロマ 2:29 霊に よる 心の 一で， 

イザ 52:1; エゼ 32:24;  ロマ 3:30;  4:11; コ 
一 7:19; フイ 3:3; コロ  2:11 
割礼の ない， 使徒 7:51 かたくなで 心と 耳に一 人 
カデシュ， 創 14:7; 申 1:46; 詩 29:8 
カデシュ. バル ネア， 民 32:8;  34:4; 申 1:2;  9: 

23; ヨシ 10:41;  15:3 
ガト， ヨシ 11:22; サー 17:4; 代一 18:1 
ガド ，創 30:11;  49:19; ヨシ 18:7 
門口， 使徒 12:14 ぺ テロが 一に 立って いると 
過度の 飲酒， ぺテー 4:3 欲情，一， 浮かれ 騒ぎ 
過度の 自信， コニ 11:17 誇りに 特有の この一 
力- h  ヨノ、 2:1.  4.46 

かなえ （る）， 詩 20:5 エホバが 一て くださる よう 
詩 20:4; 箴 13:19 

悲しませる， エフ 4:30 神の 聖霊を 一 ことの 
悲しみ， 詩 38:6 一 を 抱 i、 て 歩き回った 
コニ 7:10 敬虔な一 は 悔い改めを 生じさせ 
エス 4:3; 詩 30:11; コニ 2:1 
悲し （む）， コニ 7:9 敬虔な 態度で 一み 

テサー 4:13 希望を 持たない 人々 のように一 む 
カナン， 創 17:8; 民 35:10; 裁 4:23 


カナン 人， 出 3:8;  13:5; ヨシ 3:10 
金， レビ 25 : 37 利息を 付け て 一を 渡す ことなく 
伝 7:12 —は 身の 守りで あるが， 知恵 も 
イザ ^5:1*  テ モー 

金を 愛する 者， ルカ 16:14 —で ある パリ サイ 人 
可能， マタ 19:26 神には すべての ことが 一です。 
かふ' と， エフ 6:17 救いの 一， それに 霊の 剣， 
テサー 5:8 —として 救いの 希望を 着け 
サー 17:5; イザ 59:17; エレ 46:4 
ガブリエル， ダニ 8:16;  9:21; ルカ 1:19,  26 
過分の （ご) 親切， ロマ 5:21 一 も 王と して 支配 
ロマ 11:6 それが 一によ るので あれば， 

ヘプ 4:16 一の み 座に 近づこう 
ヤコ 4:6 神は 謙遜な 者に一 を 施される 
ヨハ 1:17;  ロマ 5:15; コニ 6:1;  12:9; エフ 
2:8; ヘプ 2:9;  10:29;  12:28 
壁， ダニ 5:5 宮殿の一 の しっくいの 上に 文字を 
カペル ナウ 厶 ，マタ 11:23 —はハ デスにまで 下る 
マタ 4:13; ルカ 4:23; ヨハ 2:12;  6:59 
家僕， ルカ 16:13 一は 二人の 主人の 奴隸 には 
ロマ 14:4 他の 人の 一を 裁く とは だれな のか 
ガマ リエル， 使徒 5:34;  22:3 
神， 創 1:1 初めに 一は 天と地を 創造され た。 

出 20:3 他の いかなる ものを も一 としては 
代 二 20:15 この 戦いは 一の もの だから 
詩 47:7  —は 全地の 王 だからで ある。 

詩 75:7 一が 裁き 主 だからで ある。 

詩 90:2 定めの ない 時に 至る まで， あなたは 一 
イザ 9:6  “力 ある一”， “ とこしえの 父’’ 

ルカ 20:25 カエサルに， しかし一 の ものは一 に 
ロマ 2:11 —に 不公平は ないから です。 

ロマ 13:6 彼らは一 の 公僕 だからです。 

コー 8:5 「一」 と 呼ばれる 者たち がいる 
コー 14:33 一は 無秩序の一 ではなく 
コニ 1:3 主 イエス， キリストの 一 また 父， 

コニ 4:4 この 事物の 体制の 一が 
コロ  2:9 —の 特質が 形を 取って 宿って いる 
ヘプ 12:29 わたしたちの一 は 焼き 尽くす 火 
ぺテニ 1:4 一の 性質に あずかる 者と なる 
ヨ ハー 4:8  —は愛 だからです。 

出 20:5; 王 二 19:15; 詩 82:6; エレ 10:10; 使 
徒 10:22;  25:19; コロ  3:12; テト 1:7; ぺテ 
二 1 

髪， ルカ 21:18 それでも 一の 毛 一本 すら 滅びない 
コー 11:14 男の 長い 一は 不名誉 
イザ 3:24; テ モー 2:9; ぺテー 3:3; 啓 9:8 
神々， 申 7:16 彼らの一 に 仕えて はならない。 

裁 2:17 他の一 と 不倫な 交わりを 持って， 

出 12:12;  23:24; ダニ 3:18; 使徒 17:18 
神々 への 恐れの 念， 使徒 17:22 以上に一 を 抱いて 
かみそり， 裁 13:5;  16:17; サー 1:11 
神た る 者， ヨシ 22:22 —， 神， エホバ 
使徒 17:29 一を 金 や 銀の ように 
詩 50:1;  82:1;  83:1;  118:27; イザ 46:9 
雷， 出 9:23 エホバは 一と 雹を 送り， 

マル 3:17 ボア ネル ゲス， これは “一 の 子ら” 
詩 81:7; 啓 6:1 

神の 王国， マタ 21:43 一は あなた 方から 取られ， 
マル 4:11 あなた 方には 一の 神聖な 奥義が 
ルカ 9:62 後ろを 見る 人は一 に ふさわしくない 
ルカ 17:20  —は 目につく さまで 来る のでな く 
使徒 14:22 多くの 患難を 経て 一に 入る 
ルカ 6:20;  ロマ 14:17; コー 4:20 
神の 言葉， マル 7:13 伝統に よって 一を 無にし 
エフ 6:17 霊の 剣， 一を 受け取りなさい 0 
ヘプ 4:12 一は 生きて いて， 力を 及ぼし， 

啓 19:13 そのと なえられる 名は 一で ある。 


かみの ひと 一かん きする 
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ルカ 8:11; 使徒 6:7; テサー 2:13; テモニ 2: 
9; ヘプ 11:3; ぺテニ 3:5 
神の 人， テ モー 6:11; テモニ 3:17 
神の ような 者， 詩 8:5 人を 一より 少し 劣る 者と 
かめ， 裁 7:16  —を 持たせ， 一の 中にたい まつ 
カヤ ファ， ョハ 11:49;  18:13,  28; 使徒 4:6 
からか （う）， 創 21:9; 裁 16:10 
から ざ おで 打 （つ）， ハバ 3:12 諸国 民を一 って 
からしの 種 粒， マタ 17:20; ルカ 13:19 
体， マタ 10:28 —を 殺しても 魂を 殺せない 者たち 
ロマ 12:1 あなた 方の一 を聖 なる 犠牲と して 
コー 6:20 あなた 方の 一で 神の 栄光を 表わし 
コー 12:18 神は一 に 肢体を 置かれた 
コー 15:44 物質の 一で まかれ， 霊的な一 で 
コロ 1:18 彼は 一で ある 会衆の 頭です。 

ヘプ 10:5 わたしの ために一 を 備えて くださり 
マタ 26:12;  27:52; ルカ 11:34; ヨハ 2:21; 口 
マ 8:11; コー 6:15;  15:40 
体の 訓練， テ モー 4:8 

絡みつ く 罪， ヘプ 12:1 重荷と 容易に 一とを 捨て 
狩人， 倉 IJ 10:9 エホバに 敵対す る 力 ある 一 
エレ 16:16 わたしは 多くの一 を 呼びに やり， 
刈り株， イザ 47:14; マラ 4:1 
刈り込み ば さみ， イザ 2:4 その 槍を 一に 変え 

仮小屋， 申 i6Pl3 七日の あいだ一 の 祭りを 
レビ 23:42; 申 16:16; エズ 3:4; ネへ 8:14 
狩り立てる， 箴 6:26 彼女は 貴重な 魂を も 一 
駆り立て （る）， 裁 13:25 霊は 彼を 一る ようになり 
代 一 21.1. ヨブ 2.Q 

刈り取 （る）， 伝 11：4 雲を 見る 者は一 ら ない。 
ホセ 8:7 彼らは 暴風を 一る ので ある。 

ミカ 6:15 あなたは 種を まくが， 一らない 
コニ 9:6 惜しみつ つまく 者は 少なく一 り， 

ガラ 6:7 まいて いるもの， それを 一る ことに 
ガラ 6:9 うみ 疲れないなら， 一る ことになる 
啓 14:15 あなたの 鎌を 入れて一 りなさい。 

マタ 6:26; ルカ 12:24; ヨハ 4:38; コー 9:11 
刈り取る 者， 詩 129:7 一が 手を 満たした こと も 
マタ 13:39; ヨハ 4:36 
科料， 王 二 23:33*  m  17:26;  21:11 
ガリラヤ， マタ 4:23; ョハ 2:11;  7:41， 52 
ガリラヤ 人， マル 14:70; ルカ 13:1; ヨハ 4:45 
借り （る）， 詩 37:21 邪悪な 者は一 はする が， 

倉 IJ  30:16; 申 15:6;  28:12; 王 二 6:5; ネへ 5: 
4; マタ 5:42 

借りる 者， 箴 22:7; イザ 24:2 
刈り わら， コー 3:12  土台の 上に一 で 建てるなら 
カルデア 人， エレ 37:13  —の もとに 下ろうと 
エレ 21:9;  25:12;  40:9; ハバ 1:6; 使徒 7:4 
カルメル， 王 一 18:19; イザ 35:2; アモ 1:2 
家令， ルカ 12:42 忠実な一， 思慮深い 者は だれ 
コー 4:1 神の 神聖な 奥義の 一と 評価すべき 
テト 1:7 神の 一として とがめの ない 人で， 

ルカ 16:2; コー 9:17; エフ 3:2; コロ  1:25 
ガレー 船， イザ 33:21 そこを 一隊が 行く ことは 
カ レブ， 民 13:30;  14:24;  26:65; 裁 1:20 
枯れ （る）， マタ 13:6;  21:19; ぺテー 1:24 
かろうじて， ぺテー 4:18 義人が 一 救われるなら 
軽んじられ (る）， サー 18:23; 伝 9:16; テト 2:15 
軽ん （じる）， 箴 1:7 知恵を 愚か者は 一 じた。 

箴 23:9; エゼ 16:31;  17:19 
川， 啓 22:1 命の 水の 一を わたしに 見せて くれた。 
創 2:10; 詩 46:4;  107:33; イザ 66:12; エゼ 
29:3; 啓 16:12 

皮， 倉 IJ  3:21 アダムの ために一 の 長い 衣を 作って 
ヨブ 2:4 —の ためには 一を もってします 


ヨブ 19:26 わたしの 一， それを 彼らが はぎ 
渴 き， アモ 8:11 飢きんで も， 水の一 でもない 0 
乾き 切 （る）， イザ 19:5;  34:10 
渇 （く）， イザ 49:10 —く こと もない。 

イザ 55:1 お一 い， 一いて いるすべ ての 者よ！ 
イザ 65:13 わたしの 僕は… が， あなたは 一く 
マタ 25:44 あなたが 飢え， 一いて いるのを 見 
ヨハ 7:37 一いて いる 人は わたしの もとに 来て 
啓 7:16 もはや 飢える こと も一 くこ ともなく， 
啓 21:6 だれでも 一いて いる 者に， わたしは 
啓 22:17 だれでも 一いて いる 者は 来なさい。 

皮 袋， マタ 9:17; マル 2:22; ルカ 5:37 
変わ （ら ない）， マラ 3:6 エホバで あり 一 
ヘプ 6:17 み 旨の一 らな いこと を 示そうと 
変わ （る）， コー 7:31 この 世の ありさまは 一る 
棺 ，創 50:26 彼は エジプトで 一に 入れられた。 
姦淫， 出 20:14 あなたは 一を 犯して はならない 
レビ 20:10; ヨブ 24:15; 詩 50:18; エレ 9:2; 
エゼ 23:37; マタ 5:28;  15:19; マル 7:22; コ 
一 6:9; ヘプ 13:4; ヤコ 2:11; 啓 2:22 
岩 塊， マタ 16:18 あなたは ぺ テロ… この一 の 上 
ルカ 8:6 ほかの 幾らかは一 の 上に 落ち， 

ロマ 9:33 つまずきの 石と とがの もとと なる一 
コー 10:4 霊的な一 から 飲んだ のです。 

ぺテー 2:8 つまずきの 石， とがの もとと なる一 
考え， ヨブ 42:2 達成し 得ない一 はない 
詩 94:11 エホバは 人間の 一 を 知って おられる 
詩 139:2 遠くから わたしの一 を 考慮され 
詩 146:4 その 日に 彼の 一は 滅びう せる。 

イザ 55:8 あなた 方の 一は わたしの 一では なく 
マタ 16:23 神の一 でな く， 人間の 一を 抱いて 
コニ 10:5 —切の一 をと りこに して 
ヘプ 4:12 神の 言葉は 心の 一を 見分ける ことが 
創 6:5; 詩 10:4;  40:5;  139:23; 箴 12:2,  5; 
エレ 18:11;  23:20; ヨハ 7:28;  8:28,42; 18: 
34; フイ 4:7; 啓 17:17 
考え方， コー 1:10 同じ 一で 結ばれて 
フイ 3:15 異なる一 をして いると しても， 
考え出 （す）， 王 一 12:33 自分で 一した 第 八の 月 
ネへ 6:8 自分の 心から一 している のです。 

サニ 14:14; 箴 24:8; ナホ 1:11; ぺテニ 1:16 
考え (る）， マタ 5:17 破棄す るた めに 来たと 一て は 
ロマ 12:3 自分の ことを 必要 以上に一 ては 
ガラ 6:3 自分は 相当な 者で あると一 るなら 
フイ 2:3 他の 人が 自分より 上で あると 一て 
フイ 2:6 同等で あるな どとは 一ず 
フイ 3:7 キリストの ゆえに 損と一 るよう に 
フイ 4:8 そうした ことを 一 続けなさい。 

エス 4:13; 詩 119:128; エレ 23:27;  29:11; ミ 
力 2:3; マタ 10:34; ヨハ 5:39;  ロマ 12:16; 
コー 3:18;  8:2;  14:37; フイ 1:17;  3:4;  4:10; 
ヘプ 10:29 

感覚， 詩 38:8;  ロマ 11:7; エフ 4:19 
管轄 地域， 王 一 20:14; エス 1:1; 伝 2:8; エゼ 
19:8 

宦官， イザ 56:3,  4; エレ 38:7; 使徒 8:27 
歓喜， 詩 45:7 一の 油を そそがれた 
イザ 22:2 騒がしい 都市， 一の 町， 

イザ 65:18 その 民を 一の いわれと して 
フイ 2:16 キリストの 日に一 の 理由を 持つ 
詩 105:43;  119:111; エレ 7:34; ホセ 2:11; ゼ 
パ 2:15 

歓喜 (する）， 代 一 16:35 賛美を 一して 語る ため 
箴 28:12 義 なる 者たち が一して いると き 
ロマ 5:3 患難に あっても 一し ましょう 
ロマ 15:17 キリスト にあって 一す る 理由が 
ガラ 6:4 自分自身 に関して 一す る 理由を 持つ 
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かんきん ようの いえ 一ぎ 


サー 2:1; m  94:3;  106:47; イザ 23:7;  35:1; 
エレ 32:41 

監禁 用の 家， サニ 20:3 一に 入れた 
歓迎 （する）， ルカ 15:2 この 人は 罪人たち を 一し 
フイ 2:29 主に あって 彼を 一して ください。 
歓迎の 宴， ルカ 5:29 レビは 盛大な 一を 設けた 
歓呼 （する）， 詩 68:4 ヤハ のみ 前で 一せ よ。 
歓呼の 声， 詩 126:5 一を もって 刈り取る 
イザ 51:11 一を 上げつつ シオンに 来る。 

観察 （する）， マタ 6:26 天の 鳥を よく 一しなさい 
使徒 11:6 

監視， 詩 141:3 唇の 戸に一 を 置いて ください。 
感謝， 詩 26:7  — のこと ばを 響かせ， 

詩 27:4 神殿を一 の 思いを 抱いて 見つめる ため 
詩 92:1 エホバに 一を ささげる のは 良い こと 
詩 95:2 一の ことばを もって そのみ 前に 行き 
詩 116:17 あなたに 一の 犠牲を ささげ， 

マタ 26:27 杯を 取り， 一を ささげてから 
ロマ 14:6 その 人は 神に一 を ささげ 
コー 10:30 一を 抱いて あずかって いれば 
コニ 9:15 無償の 賜物の ゆえに， 一が ささげ 
エレ 17:26; コー 14:17; コニ 4:15; エフ 5: 
20; フイ 4:6; 啓 7:12 
感謝 （する）， サニ 22:50 あなたに 一し ます。 

代 一 16:4， 8 エホバに 一 し， 

詩 97:12 その 聖 なる 記念に 一せ よ。 

詩 107:8 業に 対して， エホバに一 する ように 
コー 1:4 あなた 方に ついて 常に 神に一 して 
テ モー 1:12 キリストに 一 します。 

テ モー 4:4 良い もので あり， 一して 受けるなら 
テモニ 1:3 神に 対して 一して います。 

啓 11:17 エホバ 神， あなたに 一し ます。 

代 一 29:13; 代 二 5:13; ヨハ 11:41; 使徒 28:15 
勘定， フイ レ 18 それを わたしの 一として 
干渉す る 者， ぺテー 4:15  — として 苦しみに 
完成 （させる）， ルカ 8:14 
完成 者， ヘプ 12:2 信仰の一 である イエスを 
完成 （する）， コニ 7:1 恐れのう ちに 神聖 さを一 
ガラ 3:3; フイ 1:6 
関節， ヘプ 4:12 

完全， 申 32:4 岩なる 方， そのみ 業は一， 

詩 19:7 エホバの 律法は 一で， 魂を 連れ戻す。 
エゼ 28:12 美し さの 点で 一で あり， エデンに 
マタ 5:48 天の 父が 一な ように一 でありなさい 
ロマ 12:2 神の 一な ご 意志を わきまえ 知る ため 
ヤコ 1:17 あらゆる一 な 贈り物は 上から 
ヨ ハー 4:18  —な 愛は 恐れを 外に 追い やり ます 
サニ 22:31; 詩 119:96; ヘプ 9:11; ヤコ 1:4 
完全に 捨てられる， 詩 37:25 義 なる 者が 一のを 
完全に （する）， ヨハ 17:23 彼らが一 される ため 
ヘプ 2:10 主要な 代理者を 苦しみを 通して 一 
ヘプ 7:19 律法は 何を も 一せ ず， 

ヘプ 7:28 永久に一 され たみ子を 任命す る 
ヘプ 10:14 神聖に される 者たち を 永久に一 
ヘプ 11:40 別にして 彼らが 一され ないよう 
フイ 3:12; へブ 5:9;  7:11 
肝臓， 出 29:13; 箴 7:23 
寛大， 創 30:20 夫は 一にして くれる 

申 15:8 その 者に 一に 手を 開き 必要な だけ 
箴 11:25 一な 魂は 自分 も 肥え， 

ヤコ 1:5 神に 求めなさい。 神は 一に 与えて 
箴 23:6 

寛大 さ， コニ 8:2 —の 富を 満ち あふれさせ 
コニ 9:11 あらゆる 一の ために 富まされて 
監督， 倉 IJ  41:34 ファラオは 一たち を 任命 
使徒 20:28 聖霊が あなた 方を 一に 任命した 
テ モー 3:2 —は とがめられる ところの ない 人 


ぺテー 2:25 あなた 方の 魂の 牧者 また 一 
ネへ 11:9; イザ 60:17; テト 1:7 
監督者， 代 一 23:4; エズ 3:8,  9; エレ 29:26 
監督 （する）， 民 3:32; エゼ 44:11 
監督の 職， テ モー 3:1 —を とらえようと 努める 
詩 109:8; 使徒 1:20 

患難， マタ 24:9 あなた 方を 一に 渡し， 殺す 
ヨハ 16:33 世には 一が あるが， 勇気を 出し 
ロマ 12:12 希望に よって 歓 び， 一の 下で 耐え 
コー 7:28 自分の 肉 身に 一を 招く 
コニ 1:4 神は すべての 一に おいて 慰めて 
コニ 4:17 一はつ かの 間で 軽い ものです が， 
テサー 1:6 —の もとでみ 言葉を 受け入れ 
テサニ 1:6 —を もたらす 者に 一を もって 報い 
ヘプ 11:37 窮乏に あり， 一に 遭い， 

ヤコ 1:27 孤児 やや もめを その 一のと きに 世話 
啓 2:10 試され， 十日の あいだ一 に 遭うた め 
マル 4:17; 使徒 7:10;  14:22;  20:23;  ロマ 2: 
9;  5:3;  8:35; コニ 6:4; コロ  1:24; テサー 3: 
3; ヘプ 10:33 

堪忍， ロマ 2:4 その 一を 侮る のです か。 

かんぬ き， 詩 107:16;  147:13; ヨナ 2:6; ナホ 3:13 
姦婦， ヤコ 4:4 一たち よ， 世との 交友が 
エゼ 23*^^-  ロマ 7*3 

感服 （する）， 啓 13:3 全地は一 して 野獣に 従った 
緩慢， 箴 10:4;  12:24;  18:9;  19:15 
緩慢 さ， 箴 12:27 一は 獲物を 追い出さない。 

冠， エゼ 21:26 ターバンを 除き， 一を 外せ 0 
テモニ 4:8 —が わたしの ために 定め 置かれて 
ぺテー 5:4 あせる ことのない 栄光の 一 
啓 2:10 命の 一を あなたに 与えよう。 

エス 8:15; マタ 27:29; テサー 2:19; ヤコ 1:12 
歓楽， 箴 21:17 一を 愛して いる 者は 窮乏に 陥る 
管理， エフ 1:10 時の 満了した ときに おける一 
代 一 々、、一  9-/IQ 

管理 官， ダニ 3:2,  3 各 管轄 地域の すべての 一 
管理 （する）， エフ 3:9 奥義が いかに 一され るか 

キ 

木， 創 2:17 善悪の 知識の一 について は， 

イザ 65:22 民の 日数は一 の 日数の ようになり， 
エゼ 17:24 高い一 を 卑しめ， 低い 一を 高く し 
ダニ 4:14 この 一を 切り 侄！ I し， その 大枝を 
マタ 3:10 りっぱな 実を 生み出さない 一は 切ら 
マタ 7:18 良い 一は 無価値な 実を 結ばず 
創 2:9; 裁 9:8; 詩 1:3;  37:35; 箴 3:18; 伝 
11:3; イザ 55:12; エゼ 47:7; マタ 24:32; ル 
力 6:43; 啓 7:3;  11:4;  22:2 
義 ，申 32:4 岩なる 方は一 であり， 

詩 45:7 あなたは 一を 愛した。 

箴 21:3 —を 行なう ことは， エホバに とって 
イザ 26:9 地に 住む 者たち は 必ず 一を 学ぶ 
イザ 32:1 ひとりの 王が 一の ために 治める。 
イザ 60:17 一を 労働を 割当てる 者と して 任命 
イザ 61:3 彼らは 一の 大木と 呼ばれる 
イザ 61:10 一の そでなしの 上着で 
エレ 11:20 万軍の エホバは一 を もって 裁き， 
ゼパ 2:3 —を 求め， 柔和を 求めよ。 

マタ 5:10  — のために 迫害され た 人は 幸い 
使徒 10:35 —を 行なう 人は 受け入れられる 
使徒 17:31 人の 住む 地を 一を もって 裁く 
テサニ 1:7 神に とって 一に かなった こと 
テモニ 3:16 聖書は一 に そって 訓育す るのに 
ぺ テー  3:12 エホバの 目は一 なる 者の 上に 
ぺテー 3:14 一の ために 苦しみを 受ける 
ぺテニ 3:13 そこには 一が 宿ります。 


きえて ゆく 一き た 
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啓 19:11 その 者は 一を もって 裁き また 戦う。 
イザ 9:7;  11:4;  45:8; エゼ 3:20; ダニ 12:3; 
マタ 5:6; ヨハ 16:8;  ロマ 1:17;  10:3; コー 
15:34 

消えて ゆ （く）， ヘプ 8:13; ヤコ 1:11 
記憶， 詩 109:15 神が 彼らの 一を 断ち 滅ぼされ 
伝 9:5 彼らの 一 は 忘れ去られ たからで ある。 

箴 10:7; 伝 1:11 

気落ちさせる， コロ  3:21 — ことのな いように 
機会， コー 7:21; フィ 4:10; ヘプ 11:15 
危害， ぺテー 3:9 — に 一 を 返す ことなく， 

サー 25:26; 蔵 12:20;  14:22; 使徒 18:10 
気が狂 （う）， エレ 51:7; ヨハ 10:20; コー 14:23 
飢餓に ひんする， イザ 5:13 栄光は一 者 
祈願， コニ 1:11 一を ささげて 助けに 加わる 
エフ 6:18 一を ささげつつ， 終始 目 ざめ て 
ヘプ 5:7 キリス トは一 と 請願を ささげ， 

ヤコ 5:16 義 にかな った 人の 一は 力が ある 
ぺテー 3:12 耳は 彼らの一 に 向けられる 
聴き 従 （う）， 裁 2:20 わたしの 声に一 わなかった 
マタ 17:5 わたしの 子に 一い なさい 
使徒 3:23 その 預言者に一 わない 魂は 
申 4:30;  8:20; 王 一 20:36;  m  81:11; 箴 8: 
34; ハガ 1:12; 使徒 4:19 
危機の 時代， テモニ 3:1 対処し にくい 一が 来ます 
義兄弟 結婚， 創 38:8; 申 25:5,  7 
飢きん， 創 41:55 エジプト 全土 も一 になり， 

アモ 8:11 パンの一 でも， 水の 渴き でもない 
創 41:57; ルツ 1:1; エレ 5:12;  11:22;  14:15; 
42:17; 啓 18:8 

聞 （く）， ヨシ 9:9 エジプトでの 名声を 一いた 
箴 15:29 義 なる 者の 祈りを一 いてく ださる。 
イザ 66:8 だれが このような ことを 一いた か 
アモ 8:11 エホバの 言葉を 一く ことの 飢きん 
マタ 7:24 これらの ことばを一 いて 行なう 者は 
マタ 10:27 ささやかれて 一く ことを 宣べ 伝え 
マタ 13:13 彼らは 一いて いても むだに一 き， 
ヨハ 5:28 墓の 中に いる 者が， 彼の 声を 一いて 
ロマ 10:14 者が いなければ， どうして 一く 
啓 22:17  —く 者は， 「来なさい！」 と言う 
ヨシ 2:11; 王 二 21:12; ヨブ 42:5; 詩 19:3; 
34:2;  85:8;  m  20:12; イザ 34:1;  40:28;  43:9; 
64:4;  65:24; エゼ 3:27; ミカ 7:16; マタ 13: 
23; ルカ 8:10; ヨハ 5:24; 使徒 9:7;  ロマ 2: 
13; コー 2:9; ヤコ 1:22; ヨ ハー 5:14; 啓 3:20 
聴 （く）， 蔵 1:5 賢い 者は 一いて， さらに 教訓を 
イザ 55:3  — け。 そうすれば 魂は 生きつ づける 
マル 12:37 彼の 話す ことを 喜んで 一いて いた 
ルカ 10:16 あなた 方に一 く 者は わたしに も 
ヨハ 8:47 神からの 者は 神の 言われる ことを 一 
ヨハ 9:31 神は 罪人ら には お 一き になり ません 
ヨハ 18:37 真理の 側に いる 者は わたしに一 く 
ヨブ 34:34; 詩 69:33; エレ 11:8; マラ 3:16; 
マタ 11:15 

器具， 代 一 22:19; 代 二 36:7; イザ 52:11 
危険， コニ 11:26 川の一， 追いは ぎの 一， 

ルカ 8:23; 使徒 19:27;  ロマ 8:35 
兆し， 申 18:10 吉凶の 一を 求める 者， 

創 30:27;  44:5; 王 二 21:6 
岸， 代 一 12:15 ヨルダン がその 一で も あふれて 
義 者， 使徒 24:15 一と 不義 者との 復活が ある 
キシュ， サー 9:1; エス 2:5; 使徒 13:21 
技術者， 代 二 26:15 一の 考案した ものである 
偽証， マタ 26:59 

キション， 裁 4:7; 王 一 18:40; 詩 83:9 
義人， マタ 13:43 一たち は その 父の 王国で 輝く 
ロマ 3:10 一はい ない， 一人 もい ない。 


ヘプ 10:38 一は 信仰の ゆえに 生きる， 

アモ ^：12* へブ 12 *2^ 

寄進 物， 出 25:2 わたしへの 一を 受け取る ように 
エゼ 48:21 聖 なる 一と 家の 聖 なる 所 

きず/出 12:5 その 羊は 一の ない 一歳の 雄で 
フィ 2:15 —の ない 神の 子供と なる ため 
ユダ 24  — のない 者と して 立たせる 
出 29:1; コロ  1:22; ぺテー 1:19; 啓 14:5 
傷， 箴 27:6 愛する 者の 負わせる 一は 忠実で あり 
詩 38:5; 蔵 23:29; イザ 1:6;  30:26;  53:5;  X 
ゼ 26:15;  30:24 

築き上げ （る）， 詩 102:16 エホバは シオンを 一， 
ロマ 15:2 各々， 一 るのに 良い 事柄に よって 
コー 8:1 愛は 人を一 ます。 

コー 10:23 すべてが 一る わけで ない 
コー 14:3 預言す る 人は 人を 一 ，励まし， 

コー 14:4 預言す る 人は 会衆を 一る のです。 
コー 14:26 —る ことを 目 ざして 行ない 
エフ 2:20 預言者た ちの 土台の 上に一 られる 
エフ 4:29 一る のに 良い ことばを 
コロ  2:7 彼のう ちに 根ざし， かつ 一ら れ， 

箴 24:3; 使徒 20:32;  ロマ 14:19; コー 14:12; 
コニ 12:19; エフ 2:22; ユダ 20 
傷つけ （る）， 申 32:39 わたしは いたく 一た。 
きずな， エゼ 20:37 契約の一 に 導き 入れる。 

エフ 4:3 結合の 一で ある 平和のう ちに 
コロ  3:14 愛は 結合の 完全な一 なのです。 

犠牲， サー 15:22 従う ことは 一に 勝り， 

詩 40:6 あなたは一 と 捧げ物を 喜ばれません 
詩 50:5 一を もって わたしの 契約を 結ぶ 
詩 51:17 神への 一は 砕かれた 霊な のです。 

ダニ 9:27 彼は一 と 供え物と を 絶えさせる。 
ホセ 6:6 わたしが 喜びと したのは一 ではない 
マラ 1:8 盲の 動物を一 のために 差し出す 
マタ 9:13 憐れみを 望み， 一を 望まない 
ロマ 12:1 体を 生きた一 として 差し出しなさい 
コー 10:20 諸国 民の 一 は 悪霊に 一 として 
ヘプ 10:1 年 ごとの一 では 完全に できない 
ヘプ 10:12 罪の ため 一つの 一を 永久に ささげ 
ヘプ 10:26 罪の ための 一は もはや 何もない 
ヘプ 13:15 常に 賛美の 一を 神に ささげる 
ぺテー 2:5 受け入れられる 霊的な 一を ささげ 
箴 21:3; エレ 46:10; エゼ 39:17; ゼパ 1:7; 
エフ 5:2 

犠牲の 煙， エレ 44:5; マラ 1:11 
奇跡， 出 4:21 一を ファラオの 前で 実際に 行なう 
出 11:9 エジプトで わたしの 一が 増し 加えられ 
詩 71:7 わたしは 一の ような ものと なりました 
イザ 8:18 子供たち はしる し， 一と なって いる 
申 29:3; ネへ 9:10; 詩 105:5; エレ 32:20 
季節， 創 1:14; 詩 1:3;  145:15; エレ 5:24 
偽善， マタ 23:28 あなた 方は一 で いっぱいです。 
ルカ 12:1 パリ サイ 人の パン 種は一 のこと 
ロマ 12:9 あなた 方の 愛を一 のない ものと せよ 
テ モー 4:2 印を 付けられた 者たち の一 による 
偽善者， マタ 7:5 —よ！ まず 自分の 目から 抜け 
マタ 23:13 一なる 書 土と パリ サイ 人たち， 

マ々 15:7.  2/,-cil 

偽善 的， ヤコ 3:17 上からの 知恵は一 でない 
偽善の ない， コニ 6:6 聖霊と， 一 愛と により 
ぺテー 1:22 — 兄弟の 愛情を 得た 
キモ ー - 1.5. テモニ 1 ベ 
基礎的な 事柄， ガラ 4:3; コロ  2:8; ヘプ 5:12 
基礎の 事柄， ガラ 4:9 

北， 詩 48:2 それは 一の 端に ある シオンの 山， 
イザ 14:13 わたしは 一の 最果ての 山に 座す 
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きたい 一 きゆうし ゆつ 


イザ 41:25 ある 者を一 から 奮い立たせた。 

エレ 1:14  — から 災いが 解き放 たれる 
ダニ 11:44 知らせが 一から 来る。 

エレ 50:9; アモ 8:12; ゼカ 2:6; ルカ 13:29 
期待， 箴 13:12 延期され る一 は 心を 病ませる。 
ロマ 8:19 創造物は 切なる 一を 抱いて 
ヘプ 11:1 信仰は 保証され た 一で あり， 

箴 10:28 

鍛え （る）， ヨブ 15:5; ぺテニ 2:14 
気 だての 良い， エフ 6:7 —奴隸 でありなさい 0 
北の 王， ダニ 11:6-8, 15,  40 
来たるべき， ロマ 8:38; ヘプ 10:1;  13:14 
気違い， サー 21:15; 伝 7:7; エレ 50:38 
気違いの ような 振る舞い， イザ 44:25  — をさせる 
貴重， 詩 116:15 エホバの 目に 一な もの， 

箴 3:15 それは さんごよりも一 であり， 

ぺテー 1:19 一な 血， すなわち キリス トの 血 
ぺテー 2:4 人に 退けられても 神には一 な 石 
箴 3:9;  11:4;  28:22; イザ 43:4; ぺテー 2:6 
気づかい， コー 12:25 互いに一 を 示す ように 
気遣い， ヨブ 10:1; 詩 142:2 
気づ （く）， 創 3:7;  m  26:24 
規定， 申 4:1 一に 聴き 従いなさい。 

申 4:40 その 一を 守らなければ ならない 
詩 119:12 エホバよ， 一を 教えて ください 
イザ 24:5 彼らが 律法を くぐり， 一を 変え， 

出 18:20; レビ 10:11; エズ 6:18; ネへ 9:13; 
詩 119:5,  8,  48,  71， 80; イザ 10:1; エレ 31: 
36; マラ 3:7 

ギデオン， 裁 6:24,  27,  34,  39;  7:2,  4,  7;  8: 

キ# ロン， サニ 15:23; 代 二 15:16; ヨハ 18:1 
義と （する）， ルカ 16:15 人の 前で 自分を 一 する 
ロマ 5:19 多くの 者が 一され るので す。 

義と宣 （する）， ヨブ 27:5 あなた 方を一 する 
ロマ 3:24 過分の ご 親切に よって 一せられ る 
ロマ 5:1 信仰の 結果 一せられ た 
ヤコ 2:24 人は 業に よって一 せられる ので あり 
イザ 43:9;  ロマ 3:20;  5:9;  8:30; ガラ 2:16; 
テ モー 3:16; ヤコ 2:21， 25 
義 とみな （す）， 創 15:6 
義 なる， 詩 34:19  — 者の 遭う 災いは 多い。 

詩 37:25 一 者が 完全に 捨てられる ことは ない 
箴 15:28 一 者の 心は 答える ために 思い巡らし 
箴 29:2 一 者が 多くなる と， 民は 歓 び， 

イザ 26:2  — 国民を 入って 来させよ。 

マラ 3:18 一 者と 邪悪な 者との 相違を 見る 
創 7:1; m  1:5; イザ 26:7;  29:21;  53:11; マ 
夕 5:45;  ロマ 2:13; テモニ 4:8 
危難， コー 15:30 なぜ 刻々一 に 遭って いる 
義 にかな （う）， サニ 23:3;  ロマ 3:26 
義にそ （う）， ぺテー 2:23 一って 裁く 方に ゆだね 
気に 留め （る）， ヨブ 37:24 賢い 者を一 られ ない 
キネ レ ト， 民 34:11; ヨシ 11:2 
記念， 出 12:14 この 日は あなた 方の 一とな り， 
イザ 26:8 願いは あなたの み 名と 一に 向けられ 
出 3:15;  13:9; ネへ 2:20; エス 9:28; 詩 30: 
4; 135:13; ホセ 12:5; コー 11:25 
疑念， ロマ 14:23 一を 抱いて いる 場合， 

記念と して， ルカ 22:19 わたしの 一行ない つづけ 
使徒 10:4 あなたの 祈りは 一 神の み 前に 上った 
記念の 墓， マタ 23:29 義人たち の 一を 飾りつ けて 
ヨハ 5:28 —の 中に いる 者が みな， 声を 聞いて 
マタ 27:52,  60; マル 6:29; ヨハ 11:17 
記念碑， サー 15:12; サニ 18:18 
機能， ロマ 12:4 みな 同じ 一を 持つ わけでは ない 
エフ 4:16 各部 分が 定めの 一を 果たす 


厳し （い）， コロ  2:23 体を 一く 扱う こと 
テ ト 1:13 絶えず 彼らを 一く 戒めなさい。 

サー 6:6; サニ 19:43 
厳しさ， 伝 8:1; ロマ 11:22 
寄付， ロマ 15:26; コニ 9:13 
貴婦人， 王 一 11:19;  15:13; エレ 13:18;  29:2 
気分， ヨブ 11:19 穏やかな 一 にさせる であろう 
ギベア， 裁 20:5, 13,  37; イザ 10:29 
騎 兵隊， 啓 9:16 

ギベオン， ヨシ 10:6 —の 人々 はヨ シュアに 
ヨシ 10:12 太陽よ， 一の 上に 静止せ よ。 

王 一 3:5 —で エホバは 夜， 現われた。 

ネへ 3:7 —の 人々 が 修理を した 
ヨシ 9:3;  10:1， 10; 11:19; 代 二 1:3 
ギベオン 人， サニ 21:1 彼が 一を 殺した から 
サニ 21:3,  9; 代 一 12:4; ネへ 3:7 
希望， 使徒 24:15 彼ら も 一を 持って 
使徒 26:7 この 一に 関して 訴えられ ている 
ロマ 5:5 その 一が 失望に 至る ことは ない 
ロマ 8:20 それは この 一に 基づいて いた 
ロマ 8:24 見えて いる 一は一 ではありません 
ロマ 15:4 忍耐に よって一 を 持つ 

エフ 2:12 あなた 方 (k - もな く， 

テサー 4:13 一を 持たない ほかの 人々 のように 
ヘプ 6:19 この一 を 魂の 錨と して 
ヘプ 10:23 わたしたちの一 を 公に 宣明 する 
ぺテー 3:15 あなた 方の 一の 理由を 問う 人 
コー 9:10; エフ 4:4; コロ  1:27 
欺まん， ヨハ 1:47 その内に 一の ない 人 
コニ 11:13  — に 満ちた 働き人 
ぺテー 2:1 すべての 一と 偽善と そね み， 

I  ヨブ 15:35; 詩 10:7;  32:2;  34:13;  ロマ 3:13 
君， 詩 45:16 彼らを 全地に一 と して 任命す る 
1 イザ 9:6  “ とこしえの 父”， “ 平和の 一” 

イザ 32:1 公正の ために 一として 支配す る。 
ダニ 12:1 大 いなるー ミカエルが 立ち上がる。 

, ヨシ 5:14; ヨブ 34:19; ダニ 8:11， 25; 10:13; 

I ゼパ 1:8 

君と しての 支配， イザ 9:6 —が 肩に 置かれる。 
君の 夫人， エス 1:18 
義務， ロマ 8:12; ガラ 5:3 
気難し さ， 伝 7:3 顔の 一に よって 心は 良くなる 
決め （る）， コー 7:37 童貞 性を 守ろうと一 て 
コニ 9:7 心に 一た とおりに 行ないなさい。 

王 一 20:40; ヨブ 14:5; 使徒 16:4; コー 2:2; 
テト 3:12 
肝， エゼ 21:21 

気持ち， フィ 2:20 彼のよう な一 の 者は 
コニ 8:11, 12;  9:2 
疑問， ロマ 14:1; テ モー 6:4 
虐殺， エレ 50:21,  27 

虐待， ヘプ 11：37 患難に 遭い， 一の もとに ある 
虐待 （する）， ヘプ 11:25 —され る ことを 選び 
ヘプ 13:3 —され ている 人の こと も 思いなさい 
, イザ 49:26; エレ 22:3; エゼ 18:7,12;  22:7, 
29;  45:8; 使徒 7:24 
] エ 7  9.1 

逆にす る， エレ 21:4 戦いの 武器を 一 。 

逆戻り （する）， ガラ 4:9 貧弱な 基礎に一 し， 
逆境， 箴 19:13 愚鈍な 子は 父に とって 一を 意味 
ヨブ 6:2;  m  5:9;  38:12;  55:11;  91:3;  94:20; 
箴 17:4; エゼ 7:26 

救 培  てス 4  • 1 バ 

窮境， 申 4:30; 哀 1:20; ホセ 5:15 
窮屈に な （る）， コニ 6:12 優しい 愛情の 点で 一 
窮苦 にある， テ モー 5:5 本当に やもめで 一女は， 
救出， エス 4:14 救援と 一は 別の 所から 


き ゆ うし ゆつ しゃ 一 きよめ 
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ルカ 21:28 あなた 方の 一が 近づいて いる  競争， ガラ 5:26 互いに一 を あおり 

ヘプ 9:12 わたしたち のために 永遠の 一を 得た 競走， 伝 9:11 速い 者が 一を 自分の ものに 
救出 者， 使徒 7:35;  ロマ 11:26  コー 9:24 一の 走者は みな 走りは します が 

救出 （する）， ダニ 8:4; ルカ 24:21; 使徒 23:27  ヘプ 12:1 自分の 前の 一を 忍耐して 走ろう 
休息， エレ 50:34  兄弟， 創 4:9 あなたの ー アベルは どこに 

休息 （する）， イザ 14:7; エレ 47:6  ネへ 4:14 自分たち の 一の ために 戦い 

糾弾， イザ 26:20 一が 過ぎ行く まで，  詩 49:7 一を さえ 請け 戻す ことは できない 

エレ 10:10 どの 国民 も その 一に 耐えられない  詩 133:1 — たちが 一致のう ちに 共に 住む のは 

ゼパ 3:8 その上に わたしの 一を 注ぐ  箴 18:24  — より 固く 付く 友人 もい る。 

詩 69:24; イザ 10:5,25; ダニ 8:19; ナホ 1:6  箴 27:10 近くの 隣人は 遠くの一 に 勝る。 

糾弾 （する）， 民 23:7 イスラエルを 一せ よ  エレ 31:34 もはや 各々 その 一を 教えない 

急を 要する， サー 21:8 用事は 一 ものでした  マタ 23:8 あなた 方は みな 一 だからです。 

キュビ ト， マタ 6:27 寿命に —— を 加えられ るか  ぺテー 5:9 世に いる あなた 方の 仲間の 一 全体 
創 6:15; 出 27:1; エゼ 41:8; 啓 21:17  啓 12:10 わたしたちの 一を 訴える 者は 落とさ 

キュ ロス， イザ 44:28  — , 彼は わたしの 牧者  エゼ 38:21; ハガ 2:22; マタ 5:22;  12:49,  50; 

イザ 45:1 油 そそがれた 者 一に  18:15;  25:40; マル 13:12; 使徒 15:36; ヘプ 

代 二 36:22; エズ 1:2,  7;  5:13;  6:3, 14  2:11 

浄 （い）， 箴 16:2 人の 道は 自分の 目に どれ も一 い 兄弟愛， ロマ 12:10; ヘプ 13:1 
詩 19:9; ヨ ハー 3:3  兄弟 関係， ゼカ 11：14  —を 断つ ため 

清い， ヨブ 14:4 汚れた 者から一 者を 出せる か  強大 さ， エフ 6:10 その 力の一 によって 

詩 24:4 手が 潔白で， 心の一 者，  驚嘆すべき， 詩 78:12 神は 一 ことを 行なわれた 

ヨハ 15:3 話した 言葉の ゆえにす でに 一ので す  詩 89:5 天は あなたの 一行ない をた たえます。 

テト 1:15 —人たち にはす ベての ものがー  ヨブ 10:16; 詩 77:11;  88:10; マタ 21:42 

創 7:2; レビ 10:10; ヨプ 17:9; エゼ 22:26; 驚嘆 （する）， ヨブ 26:11; ルカ 2:18;  4:22 
ロマ 14:20; テ モー 1:5; テモニ 2:22; ヤコ 1:27 共通， コー 10:13  — でない 誘惑は 臨まない 
今日， マタ 6:11; ルカ 4:21;  23:43  協働 させ （る）， ロマ 8:28 

教育を 受け （る）， 使徒 13:1 へ ロ デと 一緒に 一た 協働 (する）， エフ 4:16 
驚異の 目， テサニ 1:10 彼が 一で 見られる 時  共同の 相続人， ロマ 8:17; エフ 3:6 

境界， 申 11:24; 詩 74:17; イザ 19:19;  60:18  恐怖， 創 35:5; 詩 73:19; イザ 51:7; エレ 8:15; 
強化 （する）， 箴 24:5 知識の ある 人は 力を一 し  10:2; エゼ 3:9;  26:21 

アモ 2:14 強い 者が 彼の 力を一 する こと も  胸壁， マタ 4:5; ルカ 4:9 

狂気， サー 21:13; 伝 1:17;  2:2, 12;  7:25;  9： 共謀， 使徒 23:13 
3; 10:13; テモニ 3:9; ぺテニ 2:16  狂暴， 詩 62:3; マタ 8:28 

競技， コー 9:25 一に 参加す る 人は 自制す る  共有 (する）， 使徒 2:44;  4:32 

テモニ 2:5 —で 闘う 場合で さえ，  強要され （る）， コニ 9:5  — たものと してで なく 

狂気 （する）， ホセ 9:7 あなたの とがのた めに 一 共 与の 犠牲， 出 20:24; レビ 3:1 
使徒 26:24 博学が あなたを一 させて いる  教理， マタ 15:9 人間の 命令を一 として 教える 

協議 （する）， マタ 27:1 イエスを 殺そうと 一した  テ モー 1:3 異なった一 を 教えたり， 

ガラ 1:16 血肉と一 したりは しません  テ モー 6:3 だれかが ほかの 一を 教えるなら 

供給 （する）， コニ 9:10 種を一 してく ださる 方  ヘプ 6d キリス トに 関する 初歩の一 
ガラ 3:5 また， あなた 方に 霊を 一し，  郷里， マタ 13:57 預言者は 自分の 一 以外なら 

教訓， 箴 1:5 賢い 者は さらに一 を 取り入れ，  狭量， 申 15:9 貧しい 兄弟に 一になら ないように 

イザ 9:15  強力， ヨエ 2:7  —な 者たち のように 走る。 

教訓 者， イザ 30:20 あなたの 偉大な 一は  コー 1:26  —な 者， 高貴な 者が 多い のでない 

強健， 詩 34:8;  37:23;  89:48;  m  20:24;  29:5;  コニ 10:4 神に よって 一にされ たもので す 
ヨエ 2:8  テサニ 1:7 イエスが その一 な 使いたち を 伴い 

強健な 者， 代 一 23:3; ヨブ 3:23;  m  6:34; イザ  出 15:6; イザ 1:24;  ロマ 4:20; ヘプ 11:34 
22:17; エレ 17:5  協力 （する）， コー 16:16  — している 人たち に 

強固， 箴 18d0 エホバの み 名は一 な 塔。  強力な 業， マル 9:39; コー 12:10,  28,  29; ガラ 

恐慌， 詩 104:7;  116:11  3:5 

教師， 詩 119:99 すべての 一に 勝る 洞察力を  行列， 詩 68:24 

マタ 23:8 あなた 方の 一はた だ 一人で あり，  虚偽， 詩 12:2; ガラ 2:13 

ヨハ 3:10 イスラエルの 一で ありながら，  極限， ヨブ 34:36 ヨブが 一まで 試される ように 

行状， テ モー 4:12 一に も， 愛に も 手本と なり  清く （する）， ヤコ 4:8 

ヤコ 3:13 りっぱな 一の 中から その 業を 示せ  極度， コニ； h8 力を 超えた一 の 圧迫を 受け， 

ガラ 1:13; ぺテー 1:15, 18;  3:1,  2, 16  清くない， イザ 6:5 わたしは 唇の一 人間で あり 
狂人， エレ 25:16; コニ 11:23  コー 7:14 あなた 方の 子供は一 ことになる 

強 じん， イザ 18:2 —で， 踏みに じる 民  イザ 35:8; 使徒 10:14 

矯正， 詩 2:10; 箴 9:7  虚言を 吐く 者， 箴 17:4 —は… に 耳を貸し ている 

強制 移住， マタ 1：11 バビロンへの 一の 時  巨獣， 創 1:21 神は 大きな 海の 一を 創造され た 

行政官， 使徒 16:20,  22,  38  居住， 使徒 17:26 

矯正 者， ロマ 2:20 道理を わきまえない 者の 一  居住者， イザ 33:24 病気 だ， と言う 一はい ない 

強制 収用， エゼ 45:9 あなた 方の 一を 取り消せ  去勢 （する）， ガラ 5:12 いっそ 一して しまえば と 

強制 奴隸 労働， 王 一 9:21  曲解 (する）， ぺテニ 3:16 聖書を一 して 

強制 奉仕， 王 一 11:28; ヨブ 14:14  巨万の 軍， ユダ 14 

強制労働， 裁 1:28; 歳 12:24  虚無， ロマ 8:20 創造物は一 に 服 させられました 

強壮， 詩 89:8 あなたの ように一 な 方が，  浄 め， ヨハ 2:6;  3:25; ヘプ 1:3 
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きよめ 一く くる 


清め， ダニ 11:35 —と 白く する ことを 行なう 
浄め （る）， 出 29:36; 民 19:12; 代 二 30:19; エ 
ゼ 45:18; ヤコ 4:8; ぺテー 1:22 
清め （る）， エゼ 36:33 あなた 方を とがから一 る 日 
エゼ 39:12 その 地を一 るた めに， 七 か 月の 間 
使徒 10:15 神が 一た 物を 汚れて いると 呼ぶ 
コニ 7:1 霊の あらゆる 汚れから 自分を一， 

エフ 5:26 水の 洗いを もって それを 一る ため 
ヘプ 9:22 すべての ものが 血を もって一 られ， 
ヨ ハー 1:7 イエスの 血が わたしたちを一 る 
ヨ ハー 1:9 すべての 不義から 一て くださる 
代 二 29:18; 詩 51:2; ダニ 12:10; マタ 23:25; 
ルカ 4:27; 使徒 11:9; テ ト 2:14; ヘプ 9:14; 
10:2 

居留 者， ヘプ 11:13; ぺテー 2:11 

居留 （する）， ヘプ 11:9 外国人と して一 し， 

きらめき， エゼ 1:22;  21:15 

きらめ （く）， 詩 112:4; イザ 58:10 

霧， ヨブ 36:27; ヤコ 4:14 

切り落と （す）， ロマ 11:22 あなた も 一され る 

切り株， イザ 11:1 エッ サイの一 から 小枝が 出る 

切り傷， レビ 21:5 肉体に 一を つけるべき でない 

切り裂 （く）， ヘプ 11:37 のこぎりで一 かれ， 

ギリシャ， ダニ 10:20;  11:2; ゼカ 9:13 

ギリ シャ 語， ヨハ 19:20 

ギリシャ 人， コー 1:22 —は 知恵を 求めます。 

ロマ 1:16; コー 10:32;  12:13; ガラ 3:28 
キリス ト， マタ 16:16 あなたは一， 神の 子です 
コー 15:23 順位に したがい， 初穂なる一， 

フィ 2:11 イエス •一は 主で あると 公に 認め 
ぺテー 4:13  —の 苦しみに あずかる 者 
啓 20:4 一と 共に 千年の あいだ 支配す る 
ヨハ 17:3;  ロマ 8:17; コー 1:13;  3:23;  7:22; 
12:12; コニ 12:10; ガラ 3:29; エフ 5:23; コ 
口  1:24,  27; ぺテー 2:21 
キリス トの 体， エフ 4:12  —を 築き上げる 
切り倒 (す）， 申 7:5; 代 二 34:7; イザ 14:12 
切り出 （す）， 箴 9:1 知恵は 七つの 柱を一 した 
切り 断つ， ぺテニ 2:10  — 目的で 裁きの 日の ため 
切り取る ，フィ 3:2 肉体を一 者に 気をつけ 
気力， ヨシ 5:1 彼らには 何の 一 もなかった。 

詩 68:9 あなたが 一を 回復 させて 
ギルガル， ヨシ 4:20;  5:9;  9:6;  10:6; 裁 3:19; 
サー 10:8;  11:14, 15 

ギルボア， サー 28:4; サニ 1:21; 代 一 10:8 
ギレアデ， 民 26:29;  32:40; ヨシ 21:38; エレ 8: 

22; ミカ 7:14; ゼカ 10:10 
きれい， エス 2:7; ヨブ'  42:15 
記録の 書， エズ 4:15 その一 の 中に 見いだ し 
議論， テ モー 2:8 
議論す る， フィ 2:14 — ことなく 
際立 （つ）， ダニ 8:5 やぎの 目の 間に 一った 角が 
代 一 11:25; ダニ 8:8; アモ 6:1 
極み， 詩 50:2 美し さの 一で ある シオンから， 

哀 2:15 

究める， コー 2:10 霊が すべての 事を 一 
気を 散らす， コー 7:35 — ことなく 主に 仕える 
金， 箴 16:16 知恵は 一よりも 勝って いる 
ゼパ 1:18 銀 も 一 も 彼らを 救い出せない 
ハガ 2:8 銀 も 一 も わたしの ものである 
ヤコ 5:3 あなた 方の 一 や 銀は 腐食して おり， 

出 12:35; 詩 19:10; 箴 8:10; エゼ 7:19; マ 
ラ 3:3; 啓 21:18,  21 

銀， 箴 2:4 —を 求める ように それを 求めつ づけ 
箴 25:11 一の 彫り物の 中の 金の りんご 
エゼ 7:19 自分たち の 一を ちまたに 捨てる。 
ゼパ 1:18 その 一 も 金 も 救い出せない 


マラ 3:3 彼は 一を 精錬す る 者と して 座し， 

マタ 26:15 一三 十 枚を 彼に 与える ことを 
ヤコ 5:3 あなた 方の 金 や一 は 腐食して おり 
出 12:35; ダニ 2:32; ハガ 2:8; 使徒 3:6 
銀行家， マタ 25:27 銀 子を一 に 預けて おく 
禁止 令， ダニ 6:7,  9, 12, 13, 15 
近親者， ルツ 3:2 ボアズは わたしたちの 一 
銀 子， マタ 25:18; マル 14:11 
金銭， テ モー 6:10  — に対する 愛は 有害な 根 
ヘプ 13:5  — に対する 愛の ない ものと しなさい 
均等を 図る， コニ 8:14 — ことによって， 

勤勉 さ， ヘプ 6:11 ひとりひとりが 同じ 一を 示し 
勤勉な 者， 箴 10:4;  13:4;  21:5 
吟味 (する）， コー 11:28 自分を一 して 確かめ 
ガラ 6:4 自分の 業を 一 すべきです。 

テサー 2:4 わたしたちの 心を一 される 神 
禁令， 申 13:17; ミカ 4:13 
禁令に 付す， ゼカ 14:11 一 ことは もはやない 

ク 

杭， 申 21:22 死に 処 し， これを一 に 掛けた 場合 
ぺテー 2:24 一の 上で わたしたちの 罪を 負い， 
ヨシ 8:29; 使徒 5:30; ガラ 3:13 
悔い改め， マタ 3:8 —に ふさわしい 実を 生む 
ルカ 15:7 —の 必要の ない 九十 九 人の 義人 
ロマ 2:4 神の 温情が 一に 導こうと している 
コニ 7:10 敬虔な 悲しみは一 を 生じさせる 
テモニ 2:25 神が 彼らに一 を 授け， 

マタ 3:11; ルカ 24:47; 使徒 11:18; ぺテニ 3:9 
悔い改めの 象徴， マル 1:4; ルカ 3:3; 使徒 19:4 
悔い改め （る）， マタ 3:2 —よ。 王国は 近づいた 
マタ 12:41 ヨナの 伝える ことを 聞いて一 た 
使徒 3:19  —て 身を 転じなさい。 

マタ 11:21; ルカ 13:3;  15:7;  16:30;  17:4; コ 
二 12:21; 啓 2:5,  21;  3:19;  16:9 
食い意地の 張った， マタ 11:19 
区域， ロマ 15:23 手の つけられ ていない 一はない 
コニ 10:15 わたしたちの一 に関しては， 
食い尽く （す）， イザ 24:6 のろいが 地を一 した。 

マタ 6 : 19 蛾 やさ びが 一し， 盗人が 
杭に つけ （る）， マル 15:25 第三 時に 一た 
ルカ 23:21 一ろ， とわめ きたてた。 

ルカ 24:7 罪深い 人々 に 渡されて一 られ， 

ヨハ 19:6 あなた 方が 自分で 一 るが よい。 

へブ 6:6 彼らは 神の 子を 自分で あらためて 一 
マタ 20:19;  23:34;  26:2; マル 15:14; ヨハ 
19:10, 15;  ロマ 6:6; コー 1:13; ガラ 2:20; 
6:14; 啓 11:8 

悔い （る）， イザ 66:2 苦しみ， 深く一 ている 者 
空  コ ~ ^  9  • 

空気， ヨブ 41:16; コー 14:9; 啓 9:2 
偶像， 詩 106:36 その 一は 彼らの わなと なった 
ヨナ 2:8 不 真実な 一を 見守る 者， 

使徒 15:20 一に よって 汚された 物を 避ける 
コー 8:4 — は 無き に 等しい もの 
コニ 6:16 神の 神殿と 一に 一致が あるか。 

ヨ ハー 5:21 子供ら よ， 自分を 一 から 守れ。 

詩 115:4; イザ 48:5; ミカ 1:7; 使徒 7:41 
偶像礼拝， コー 10:14 —から 逃げ去りなさい 
コロ  3:5 強欲つ まり一 に関して， 

偶像礼拝 者， エフ 5:5 

偶像を 礼拝す る 者， コー 5:10, 11;  6:9;  10:7 
空中， テサー 4:17 取り去られて一 で 主に 会い， 
空中の 権威， エフ 2:2 —の 支配者， 

空腹になる， 箴 13:25 邪悪な 者たち は一。 

くく （る）， 申 6:8 しるしと して 手に 一り， 


くぐる  一く びき 


1956 


マタ 23:4 重い 荷を一 って 載せる が， 

くぐ （る）， イザ 24:5 彼らが 律法を 一り， 

愚行， 伝 1:17;  2:3, 13 
草， 詩 37:2 彼らは 一の ように 速やかに 枯れ 
モニ 19:26 

臭 （し、）， 出 16:20; 伝 10:1 
草木， 創 1:11 種を 結ぶ 一 を， 

詩 92:7 邪悪な 者たち が一の ように 芽生え 
ミカ 5:7; ヘプ 6:7; 啓 9:4 
腐ら （す）， マタ 12:33 木を 一せ， 実 も 一せ る 
鎖， 使徒 12:7  —は 彼の 両手から 落ちた。 

エフ 6:20 一につな がれた 大使 
腐 （る）， 箴 10:7 邪悪な 者たち の 名は一 る。 

マタ 7:18 一った 木は りっぱな 実を 結ばない 
エフ 4:29 一った ことばを 出さない ように 
テモニ 3:8 思いの 一り きった 者， 

詩 14:3; イザ 40:20; エゼ 20:44; テ モー 6:5 
腐れ， 箴 12:4 夫の 骨の一 のよう だ。 

箴 14:30 ねたみは 骨の 一で ある。 

使徒 2:27,  31; 13:36; エフ 6:24 
くじ， エス 3:7 プル， すなわち一 を 投げた 0 
ヨハ 19:24 わたしの 着衣の 上で 一を 引いた。 

箴 18:18; 使徒 1:26;  13:19 
くしゃみ， 王 二 4:35; ヨブ 41:18 
クシ ユ ，創 10:6-8; イザ 11:11; エレ 46:9 
くず， コー 4:13 世の一 のように なって きた 
フィ 3:8 それらを 一の ように 考える 
くす しし、， 代 一 16:9  — 働きを 思いに 留めよ。 
ヨブ 42:3 私に とって 余りに も 一 ことを。 

詩 26:7 あなたの すべての 一 業を 告げ 知らせる 
詩 31:21 一 愛 ある 親切を 施して くださった 
詩 98:1 その 行なわれた ことは一 からで ある。 
詩 107:8 その一 み 業に 対し エホバに 感謝せ よ 
詩 145:5 あなたの 一み 業を 思いに 留めます。 
イザ 9:6 彼の 名は， “一 助言者”， 

イザ 29:14 再び一 ことを 一 仕方で， 

くす しく， 詩 136:4 —大い なること を 行なう 方 
詩 139:14 — 造られて いる 
砕 （く）， 創 3:15 彼は お前の 頭を 一き， 

出 15:6 エホバの 右手は 敵を みじんに 一く 
ヨハ 19:36 その 骨は 一つ も一 かれない 
ロマ 16:20 サタンを 足の 下に一 く 

申 9:21; 詩 51:17;  72:4;  74:14;  94:5; イザ 
8:9， 15;  28:13;  30:14;  42:3; ダニ 12:7; ミ 
力 3:3;  4:13 

下 （る）， 詩 133:3 シオンの 山々 に 一る 露の よう 
エレ 37:14;  ロマ 10:7; エフ 4:9; テサー 
4:16 

口， ヨシ 1:8 律法が 一から 離れて はいけ ない。 
イザ 6:7 わたしの 一に 触れて 言った， 

イザ 29:13 この 民は 一を もって 近づき， 

イザ 51:16 わたしの 言葉を あなたの 一に 置き， 
イザ 62:2 エホバの 一が 定める 新しい 名で 
エレ 1:9 それを わたしの 一に 触れさせた。 

エゼ 33:31 一で みだらな 欲望を 言い表わし 
ルカ 6:45 心… の 中から 人の' 一 は 語る 
ロマ 10:10 救いの ために 一で 公の 宣言を する 
啓 14:5 その 一に 偽りは 見いだ されなかった 
出 4:12; 申 8:3; 詩 37:30;  62:4; 蔵 2:6; 伝 
5:2; イザ 58:14;  59:21; オバ 12; ルカ 19:22; 
ロマ 3:19; ぺテー 2:22; 啓 3:16 
口答えを する， ロマ 10:21 不従順で， 一民 
口 づけ， 箴 27:6;  ロマ 16:16 
口 づけ （する）， 王 一 19:18 —し なかった 者たち 
詩 2:12 子に 一せ よ。 神が いきり 立たない ため 
ルカ 22:48 ユダ， 人の子を 一して 裏切る のか 
ルカ 7:38;  15:20; 使徒 20:37 


口伝え， ルカ 1:4; 使徒 18:25 
朽ち （ない）， コー 15:42 —ない 様で よみがえら 
ぺテー 1:4 一ず， あせる ことのない 相続財産 
ぺテー 3:4 もの 静かな 霊と いう一 ない 装い 

口に 出す， コ三 12:4 — ことので きない 言葉を 
口の きけない， イザ 35:6 一 者の 舌は 叫ぶ 
イザ 56:10; エゼ 3:26;  24:27 
口の きけない 人， マタ 9:32;  12:22;  15:30 
朽ち果て （る）， イザ 34:4; ゼカ 14:12 
口 ひげ， ミカ 3:7 すべての 者が 一を 覆う 
レビ 13:45; サニ 19:24; エゼ 24:17 
唇， 箴 10:21 義 なる 者の一 は 多くの 者を 養い 
箴 15:7 賢い 者たち の 一は 知識を まきつ づける 
イザ 6:5 災い だ。 わたしは一 の 清くない 人間 
ホセ 14:2 自分の一 の 若い 雄牛を ささげます。 
マラ 2:7 祭司の 一は 知識を 保つべき もの 
マタ 15:8 この 民は 一で わたしを 敬う が， 

ヘプ 13:15 み 名を 公に 宣明 する 一の 実 
ぺテー 3:10  —を 制して 欺きを 語らぬ ようにし 
ヨブ 2:10; 詩 31:18;  106:33; イザ 30:27 
口笛を 吹 （く）， 代 二 29:8; イザ 5:26; エレ 18: 
16; 19:8;  25:9;  29:18;  50:13;  51:37; 哀 2: 
15; ミカ 6:16 

朽ち （る）， コー 15:53 —る ものは 不朽を 着け， 

テ モー 1:17 —る ことがない とこ しえ の 王 
ヤコ 5:2 富は一， 外衣は 蛾に 食われる 
ぺテー 1:23  —る 種では なく， 一る ことのない 
ロマ 1:23; コー 9:25;  15:42,  50,5 4; ぺテー 
1:18,  23 

愚痴を 言う， ぺテー 4:9 一 ことなく もてなし 
苦痛， テ モー 6:10 多くの 一で g 分の 全身を 刺す 
啓 21:4 嘆き も 叫び も 一 ももは やない。 

創 3:17; 詩 32:10; 啓 12:2;  16:10 
覆 (す）， コニ 10:4 強固に 守り 固めた ものを一 す 
テモニ 2:18 ある 人たち の 信仰を一 している 
テト 1:11 家族 全体を 一して ゆく からです。 
エズ 4:5;  m  12:7;  13:6 
くつこ， 詩 39:1 口に 一を 守りと しては める 
申 25:4; コー 9:9; テ モー 5:18 
屈託のない， エレ 12:1 不実な 者が 皆一 者な のは 
屈服 させ （る）， サー 7:13  — られ， もはや 
くつ わ， ヤコ 1:26 自分の 舌に 一を かけない 人 
イザ 30:28; ヤコ 3:3 

苦闘， フィ 1:30 聞いて いるのと 同じ 一 が ある 
コロ  2:1 どれほどの 一を 経験して いる ことか 
テサー 2:2 —の 中で 神の 良いた よりを 語った 
愚鈍， 箴 9:13; 伝 7:25 
愚鈍な 者， 康 13:20;  14:16 
苦難， 詩 46:1 神は 一のと きに 見いだ される 助け 
箴 11:8 義 なる 者は一 から も 助け出され， 

ダニ 12:1 臨んだ ことのない 一の 時が 臨む。 
サニ 22:7; 箴 17:17;  24:10; イザ 8:22; ゼパ 
1:15.  2:9 

国， 創 12:1 あなたの 一を 出， 親族を 離れて 
エレ 25:32 災いが 一から一 へと 出て 行き， 

ヨナ 1:8 どこの 人 か。 一は どこか， 

国た み， 詩 7:7; イザ 49:1;  55:4 
国の 民， イザ 2:2 すべての 一は 流れの ように 
マタ 25:32 すべての 一が 彼の 前に 集められ， 

創 22:18; 詩 9:17 

苦悩， 詩 107:41 神は 貧しい 者を 一から 保護し 
出 3:7， 17;  4:31; 詩 107:17;  119:92; コ 
二 8-? 

首， ルカ 15:20;  17:2; 使徒 20:37 
首飾り， 箴 1:9 のどに とっての 立派な 一 
くびき， マタ 11:30 わたしの一 は 心地よ く， 荷は 
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くびきで むすぶ 一 くんれん する 


コニ 6:14 不信者と 一を 共に しては ならない 
フィ 4:3 真に 一 を 共に する あなたに 
申 28:48; エレ 28:14; マタ 11:29; ガラ 5:1 
くびきで 結 (ぶ）， マタ 19:6 神が 一 ばれた ものを 
くびき 棒， イザ 58:6; エレ 27:2;  28:13; エゼ 
30:18;  34:27 
首を切 （る）， マタ 14:10 
首を くく （る）， サニ 17:23 アヒト フェ ルは 一 
首を つ （る）， マタ 27:5 
区分， 創 1:4 神は 光と 闇との一 を 設けられた。 
区別， エゼ 22:26 聖 なる ものとの 一を せず， 
区別す る， レビ 11:47 … とを一 ための もの 
熊， サー 17:37; イザ 11:7 
くまなく 探 （る）， 詩 139:1 エホバは わたしを一 
組， 代 一 27:1; 代 二 5:11;  8:14; エズ 6:18; ル 
力 1:5 

くみ 上げる， 箴 20:5 

組み合わされ （る）， エフ 4:16; コロ  2:2， 19 
組み打ち， 創 32:24 ヤコブと一 を 始めて， 

雲， 創 9:13 虹を， わたしは一 の 中に 与える。 

伝 11:4  —を 見つめて いる 者は 刈り取らない 
イザ 14:14 わたしは一 の 高き 所の 上に 上り， 
ルカ 21:27 力を 伴い， 一のう ちに あって 来る 
使徒 1:9  —に 取り上げられて 見えな く なった 
テサー 4:17  — のうちに 取り去られ， 主に 会う 
ヘプ 12:1 大勢の， 一 のよう な 証人たち 
啓 1:7 彼は 一と 共に 来る。 すべての 目は 
出 13:21; 王 一 8:10; ヨエ 2:2; マタ 24:30; 

コー 10:2 

苦 もん， ルカ 21:25 諸国 民の 一が ある 
コニ 2:4 多くの 患難と 心の 一から 書いた 
悔や （む）， 創 6:6 エホバは… ことで一 み， 

出 32:14 エホバは 一 まれた。 

詩 110:4 エホバは 一 まれません。 

民 23:19;  m  2:18;  21:6; 詩 106:45; エレ 18: 
10;  26:13; ヨナ 3:10; ゼカ 1:17;  8:14;  ロマ 
11:29. へブ、 7:21 

倉， 申 28:12; ヨブ 38:22; マタ 3:12;  6:26 
暗い， ヨブ 10:22; マタ 6:23; ルカ 11:36; ぺテ 
ブ. 1.1.9 

暗がり， 申 28:29; イザ 8:22 

暗くな （る）， ヨエ 2:10 太陽 や 月 さえ一 り， 

ロマ 1:21 悟りの 悪い 心は一 った 
ヨハ 6:17;  ロマ 11:10 

比べ （る）， 詩 89:6 だれが エホバと 一ら れ るか 
ロマ 8:18 栄光に一 れ ば， 取る に 足りない 
ガラ 6:4 他の 人と 一て ではなく， 

詩 49:12; イザ 46:5; コニ 10:12 
くらま （す）， コニ 4:4 不信者の 思いを 一し， 

ヨ ハー 2:11 

暗闇， 箴 4:19; イザ 58:10; ヨエ 2:2; ゼパ 1: 
15; エフ 4:18 

クリスチャン， 使徒 11:26  —と 呼ばれた のは， 
使徒 26:28 説得して 一にし ようとし ている。 
ぺテー 4:16  —と して 苦しみに 遭う ので あれば 
来 （る）， イザ 55:1 渴く 者よ！ 水のと ころに一 い 
マラ 3:2 彼の 一る 日に だれが 忍べる か 
マタ 6:10 あなたの 王国が 一ます ように。 

マル 13:26 雲のう ちに あって 一る のを 
ルカ 12:45 わたしの 主人は一 るの が 遅い 
啓 22:17 聞く 者は， 一なさい， と 言え 
イザ 2:3; フィ 3:9 

苦しみ， ヨブ 10:1 自分の 魂の一 のうちに 語ろう 
ルカ 24:26 キリス トは 一を 経て 栄光に 入る 
ロマ 8:18 いろいろな 一は 取る に 足りない 
テサー 5:3 女に 一の 劇痛が 臨む ように， 

テモニ 2:3 兵士と して， 一を 共に してく ださい 


ヘプ 2:9 イエスが， 死の 一を 忍んだ ゆえに 
ヘプ 10:32 数々 の一 の もとで 闘いに 耐え 
ぺテー 2:21 キリス トは 一を 受け， 手本を 残し 
ぺテー 3:17 善を 行なって 一に 遭う ほうが， 
ぺテー 5:9 —を 忍ぶ 点で 同じ こ とが 成 し 遂げ 
箴 14:10; イザ 38:15;  53:4; マタ 16:21; 使 
徒 2:24;  26:23; コニ 1:7; フィ 3:10; コロ 
1:24; テモニ 1:8;  2:9;  4:5; ヘプ 2:10; ヤコ 
5:10; ぺテー 1:11;  3:14;  4:1, 13;  5:10; 啓 
2:10 

苦しみの 杭， マタ 27:40 一から 下りて 来い！ 

ルカ 9:23 日々 自分の一 を 取り上げて， 

エフ 2:16  —を 通して 神と 十分に 和解させる 
フィ 2:8 死， それ も 一の 上での 死に 至る まで 
コロ  2:14 それを 一に くぎづけ にして 取りの け 
ヘプ 12:2 イエスは 恥を 物ともせず 一に 耐え 
マタ 10:38; マル 15:32; ルカ 23:26; ヨハ 19: 
31; コー 1:17; ガラ 6:14; フィ 3:18 
苦しみの 劇痛， マタ 24:8 一の 始まりです。 
テサー 5:3 

苦し （む）， ヨブ 36:15 —む 者たち を 助け出し， 

詩 82:3 一んで いる 者に 公正を 行なえ。 

ロマ 8:17 栄光を 受ける ため， 共に一 むなら ば 
コー 12:26 ほかの すべての 肢体が 共に 一み 
フィ 1:29 彼のた めに一 む 特権 も 与えられた 
ヘプ 5:8 —んだ 事柄から 従順を 学ばれ ま した 
ヨブ 34:28; 箴 31:9; イザ 49:13;  53:7;  58： 
10;  66:2; ヘプ 2:18; ぺテニ 2:7 
苦しめ （る）， 創 15:13 四百 年の あいだ 彼らを一 る 
出 22:22 やもめを一 ては ならない。 

サニ 7:10; 詩 94:5; イザ 60:14; ナホ 1:12; 
ゼパ 3:19 

愚弄 （する）， マタ 27:29; ルカ 18:32;  22:63 
加え （る）， 箴 10:22 人を 富ませ， 痛みを一 ない 
ルカ 12:25 寿命に ー キュビ トを 一 られ るか 
創 30:24; ヨブ 34:37; 箴 16:23;  19:4; イザ 
14:1; マタ 6:27; コニ 10:6 
企て， 箴 6:18 有害な一 をた くらむ 心， 

使徒 5:38 この一 が 人間から 出た ものなら 
詩 21:11; 箴 15:26; イザ 8:10; エゼ 22:29 
企て （る）， エス 8:3 ハ マンが一 た その 企てを 
箴 14:22 善を 一る 者たち には 愛 ある 親切と 
訓育す る， テモニ 3:16 義に そって一 のに 有益 
訓戒， ホセ 5:2 

訓戒 （する）， テサー 5:12  — する 人を 重んじる 
テサニ 3:15 兄弟と して 一し 続けなさい。 

テ ト 3:10 一度， またもう 一度 一した 後， 

使徒 20:31; ロマ 15:14; コー 4:14; コロ  1: 
28;  3:16; テサー 5:14 
君 侯， ヨシ 13:21; 詩 83:11; ミカ 5:5 
薫香， 出 25:6;  30:7 
軍事 遠征， 民 31:14 
群衆， マタ 21:9 彼の 前を 行く一 は 
エゼ 32:20;  39:11; マタ 13:34; マル 3:9 
軍司令官， 使徒 21:32 
軍勢， エレ 33:22 天の 一を 数えられない 
ゼカ 4:6 —に よらず， 力に も よらず， 

詩 110:3; エゼ 37:10;  38:4, 15; ヨエ 2:11, 

軍隊， ルカ 21:20’ エルサレム が一に 囲まれたら 
申 24:5; イザ 34:2; マタ 22:7 
訓練， テ モー 4:8 体の 一は 少しの 事に 益が ある 
ぺテー 5:10 神は， 自ら あなた 方の 一を 終え， 
訓練 (する）， 創 14:14 一され た 者を 呼び集め， 

テ モー 4:7 自分を一 して ゆきなさい。 

ヘプ 5:14 自分の 知覚 力を 一し， 正しい こと も 
ヘプ 12:11 —され た 人に， 平和な 実を 生み出す 
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毛， 裁 6:38-40;  16:22; ダニ 3:27;  7:9 
敬意， エフ 5:33 妻は 夫に 深い 一を 持つべき 
ぺテー 3:2 深い 一の こもった 貞潔な 行状 
ぺテー 3:15 温和な 気持ちと 深い 一を もって 
ルカ 18:2; ぺテニ 2:11 
敬意を ささげ （る）， ルカ 24:52 イエスに 一， 

マタ 2:11; ヨハ 9:38; 使徒 10:25; ヘプ 1:6; 
啓 3:9 

警戒 （する）， マタ 7:15 偽 預言者に 一しなさい。 
計画， 箴 15:22 … ところには一 の ざ 折が あり， 

箴 19:21 人の 心の中に ある 一は 多い。 

計器， 箴 16:11 正しい 一とは かり 
経験 （する）， テ モー 1:19 信仰の 破船を 一し 
裁 3:2; ヘプ 10:33 
敬虔な 恐れ， ヘプ 5:7;  12:28 
敬虔な 悲しみ， コニ 7:10 —は… 悔い改めを 
敬虔な 専心, 使徒 17:23 知らないで 一を 示す もの 
テ モー 4:8 —は 益が あるから です。 

テ モー 6:6 自ら 足りて一 を 守る こと， 

テモニ 3:5 —とい う 形を 取りながら その 力で 
テモニ 3:12 一のう ちに 生活す る 人は 迫害を 受 
ぺテニ 2:9 —を 保つ 人々 を 試練から 救い出す 
使徒 3:12; テ モー 2:2;  3:16;  4:7;  6:5; テト 
1.1. ぺ f •二 1-3-  ^：11 
敬虔な 人， ルカ 2:25; 使徒 2:5;  8:2;  22:12 
経験の ない （者）， 詩 19:7 — 者を 賢く する。 

箴 22:3 一 者は 進んで 行って 報いを 受ける。 

詩 119:130; 箴 1:22;  14:15;  21:11; エゼ 
45:20 

けいこ， ルカ 21:14 前もって 一な どし ない こと 
傾向， 創 6:5 心の 考えの すべての 一が 終始 悪に 
創 8:21 人の 心の 一は その 年若い 時から 悪い 
代 一 28:9 エホバは すべての 考えの一 を 探って 
代 一 29:18 これを 心の 考えの 一として 守って 
ヤコ 4:5 そね みの 一を もって 絶えず 慕う 
警告， エゼ 33:4  —を 全く 受け入れず， 

コー 10:11 それは わたしたち に対する 一 
エゼ 33:5,  7; ヘプ 12:25 
警告 （する）， 代 二 19:10; エゼ 3:17;  33:8,  9 
警護 （する）， ガラ 3:23 律法の もとに 一され 
計算 (する）， 啓 13:18 野獣の 数字を 一しなさい 
箴 23:7; ルカ 14:28; 使徒 19:19 
啓示， サニ 7:27 エホバは 僕の 耳に一 を 示して 
ロマ 16:26 神聖な 奥義の一 にしたがって， 

エフ 1:17; 啓 1:1 

啓示 （する）， マタ 11:25 みどりごに 一され た 
エフ 3:5 今や 使徒 や 預言者た ちに 一され て 
エレ 33:6; コー 2:10; フイ 3:15 
系図， テ モー 1:4; へブ 7:3 
系図 上の 記録， 代 一 4:33; 代 二 31:16; エズ 8:1 
啓発， ヘプ 6:4 —度 かぎりの一 を 受けながら 
ヘプ 10:32  —を 受けた 後 数々 の 苦しみに 耐え 
啓発 （する）， エフ 1:18 心の 目が 一され て， 

軽べ つ （する）， 箴 1:30;  15:5; エレ 14:21 
契約， 創 9:9 子孫に 対して わたしの 一を 立てる。 
詩 50:5 犠牲を もって わたしの 一を 結ぶ 者たち 
詩 89:3 ダビデに 対して 一を 結び， 

エレ 31:31 わたしは 新しい一 を 結ぶ。 

ホセ 2:18 野の 野獣と 必ず 一を 結び， 

マラ 3:1 あなた 方の 喜ぶ 一の 使者 
マタ 26:28 これは わたしの 一の 血を 表わして 
ルカ 22:29 あなた 方と 王国の 一を 結ぶ 
コー 11:25 この 杯は 新しい一 を 表わす。 

コニ 3:6 新しい一 の 奉仕者， つまり 
ガラ 4:24 この 女たち は 二つの 一を 表わす 


ヘプ 8:6 勝った 一， 法的に 確立され た 
ヘプ 9:17 一は 死んだ いけにえの 上に 有効 
ヘプ 12:24 新しい 一の 仲介者で ある イエス， 

創 15:18; 出 19:5; ヨシ 9:6; 詩 25:10; イザ 
24:5;  28:15; ダニ 11:30; アモ 1:9; 使徒 7: 
8;  ロマ 9:4; コニ 3:14; ガラ 3:15; ヘプ 7: 
22 -  〇:16 

けいれん， サニ 1:9; イザ 13:8;  21:3; マル 9:26 
汚 （す）， 民 35:33 血が 土地を 一す ので ある。 

エゼ 36:20 わたしの 聖 なる 名を一 した 
マタ 15:18  口から 出る ものが 人を 一し ます。 
テモニ 2:16 聖 なる 事柄を 一す むだ 話 
民 35:34; 詩 79:1;  106:38; イザ 24:5;  30: 
22; エレ 3:1,9;  32:34; エゼ 7:21;  20:7; ミ 
力 4:11; テ モー 4:7;  6:20 
汚れ， テサー 4:7 —を 容認して ではなく， 聖 化に 
ヘプ 7:26 忠節で， 偽り も一 もな く， 

ヘプ 13:4 結婚の 床は 一の ない ものと すべき 
ヤコ 1:21 あらゆる 一を 捨て去り 
ヤコ 1:27 清く， 一の ない 崇拝の 方式 
ぺテー 3:21 肉の 一を 除く ことでは なく， 

哀 1:9; エゼ 39:24; マタ 23:27;  ロマ 1:24; 
6:19; エフ 5:3 

汚れ (た）， ヨブ 14:4 一た 者から 清い 者を 
ロマ 14:14 それ 自体で 一て いる 物は ない 
コニ 6:17 一た 物に 触れる のを やめよ 
テト 1:15  —た 人に とって 清い ものは ない 
啓 16:13 三つの一 た 霊感の 表現 
レビ 11:8; イザ 28:8;  52:1;  64:6; エレ 23: 
111  ハガ 2:13; マラ 1:7, 12; 啓 18:2 
劇場， コー 4:9 一の 見せ物の ようになって いる 
使徒 19:29; ヘプ 10:33 
激怒， ヨブ 19:29; 箴 6:34; エゼ 5:15;  25:17 
激動 させ （る）， イザ 14:16 多くの 王国を一 た 者 
ハガ 2:7 あらゆる 国民を 一る。 

激怒す る， 箴 15:18;  19:19;  22:24;  29:22 
消し 去られ （る）， ヨブ 18:5; 詩 118:12 
下女， ガラ 4:31 —の 子供では なく， 自由の 女の 
ルカ 22:56; 使徒 12:13; ガラ 4:30 
化粧， エレ 4:30 黒い一 で 目を 大きく 見せて いた 
ケ シル 星座， ヨブ 38:31 

消 （す）， 箴 13:9 邪悪な 者のと もしび は一 される 
マタ 12:20  くすぶる 亜麻の 灯心を一 さず， 

マル 9:48 うじは 死なず， 火は一 されない 
エフ 6:16 邪悪な 者の 火矢を みな一 す 
テサー 5:19 霊の 火を 一して はなり ません。 

王 二 22:17; 蔵 20:20;  24:20; イザ 1:31;  34: 
10;  42:3;  66:24; エレ 21:12; エゼ 20:48; ア 
モ 5:6 

ゲ ダリヤ， 王 二 25:22; エレ 39:14;  40:5,  6 
決意， ロマ 14:13 これを あなたの一 としなさい 
決意 (する）， 代 二 25:16; 使徒 27:42 
結果， ヨブ 13:26 若い 時のと がの一 を 私に 所有 
ロマ 5:18 あらゆる 人に 及んだ 一が 有罪 宣告 
結核， レビ 26:16; 申 28:22 
欠陥， レビ 22:21; 箴 9:7; ダニ 1:4 
月経， レビ 12:2;  15:19,  26; 18:19; エゼ 36:17 
結合， ゼカ 11:7 もう 一方を “一” と 呼んだ。 
エフ 4:3 —の きずなで ある 平和 
コロ  3:14 愛は 一の 完全な きずなです。 

血 こん， エレ 2:34 貧しい 者たち の 魂の一 が 
結婚， ヘプ 13:4 —は 誉れ ある ものと されるべき 
啓 19:9 子羊の 一の 晚 さんに 招かれた 者たち は 
結婚して いない （人）， コー 7:8 —人に 言う 
コー 7:32 一男 子は 主の 事柄に 気を遣い 
コー 7:34 一女 や 処女は 主の 事柄に 気を遣い 
結婚 （する）， ロマ 7:2 —して いる 女は 律法で 
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コー 7:11 一し ないで いるか， 和解し 
コー 7:33 一して いる 男子は… 気を遣い， 

コー 7:39 — できます。 主に ある 者と だけ 
テ モー 4:3 —す る ことを 禁じたり， 

コー 7:9,  28,  36,  38; テ モー 5:14 
結婚の 分， 出 21:10 彼女の 一を 減らさない 
決済， ロマ 9：28 エホバが 地上で 一を し 
ゲッセ マネ， マタ 26:36; マル 14:32 
決定， 箴 16:10 霊感に よる 一が 王の 唇に ある 
ヨエ 3:14; 使徒 15:19; ヤコ 2:4; 啓 16:7 
決定 （する）， ダニ 11:36;  ロマ 14:1 
血肉， エフ 6:12 格闘は 一に 対する もので なく 
潔白， マタ 27:24 彼の 血に ついて 一で ある。 

使徒 20:26 すべての 人の 血に ついて 一で ある 
出 23:7; 詩 24:4; ホセ 8:5 
欠乏， コニ 8:14 彼らの一 を 埋め合わせ， 

結末を つけ （る）， ロマ 9:28 エホバが 一， 短く 
ケデシ ユ， ヨシ 20:7; 裁 4:9; 代 一 6:72 
ケト ラ， 創 25:1; 代 一 1:32 
けな （す）， ルカ 23:11 衛兵と 一緒に 彼を一 し， 

ケ ニ人， 創 15:19; 裁 1:16;  5:24 
ゲネ サレ， マタ 14:34; ルカ 5:1 
ゲ ハジ， 王 二 5:20;  8:4 
ケ ファ， コー 9:5;  15:5; ガラ 2:14 
ゲ へナ， マタ 10:28 魂 も 体 も 共に一 で 滅ぼす 
マタ 23:15 自分に 倍して一 に 行くべき 者と 
マタ 23:33 どうして一 の 裁きを 逃れられ るか 
マル 9:43 二つの 手を つけて 一に 行く より 良い 
ルカ 12:5 —に 投げ込む 権威の ある 方 
ヤコ 3:6 自ら も 一に よって 燃やされる のです 
マタ 5:22,  29,  30; 18:9; マル 9:45,  47 

毛!^  ZJ  -T  1.4. ア4 ^  ん9 

煙， k 二 22:17 ほかの 神々 のために 犠牲の 一を 
イザ 51:6 天 も 一の ように 必ず 散り 
啓 14:11 責め苦の一 は 限りなく 永久に 上り， 

詩 37:20;  68:2; イザ 34:10; エレ 7:9;  44:25 
ケ モシ ユ ，裁 11:24; 王 一 11:7; エレ 48:7 
獣， 詩 50:10 千の 山の 上の 一 も。 

伝 3:19 人が 一に 勝る ところは 何もない。 

出 22:19; レビ 18:23; ヨブ 18:3;  35:11; 詩 
49:12;  73:22; 伝 3:21; ダニ 7:3 
ゲリ ジム 山， 申 11:29; ヨシ 8:33; 裁 9:7 
ケルプ， 詩 18:10 神は 一に 乗って 飛んで 来られ 
エゼ 28:14 油 そそがれた 一で あり， 

ヘプ 9:5 覆いを 覆う 栄光の 一二つ が あり 
出 25:22; サー 4:4; 詩 99:1; エゼ 10:2 
ケレ ト 人， サー 30:14; サニ 20:7 
権威， マタ 28:18 すべての 一を 与えられ ている 
ヨハ 5:27 裁きを 行なう一 を 彼に お与えに 
ロマ 13:2  —に 敵対す る 者は， 

エフ 1:21 あらゆる 政府と一 の 上に 
ぺテー 3:22 もろもろの み使いと 一と 力は 彼に 
マタ 7:29;  20:25; ルカ 4:6;  12:5; コー 15: 
24; エフ 6:12; コロ  2:15; 啓 17:12 
権威者， テト 3:1 
幻影， マタ 14:26; マル 6:49 
嫌悪すべき 事柄， マラ 2:11 
嫌悪すべき もの， ダニ 11：31 荒廃を もたらす 一 
マタ 24:15 荒廃を もたらす 一を 見たら 
ルカ 16:15 高大な ものは， 神から 見て 一 
啓 17:4 手には， 一で 満ちた 黄金の 杯を 
申 29:17; 王 二 23:24; エレ 7:30; ダニ 9:27; 
ナホ 3:6; ゼカ 9:7; 啓 17:5 
嫌悪の 情， イザ 66:24 —を 起こさせる もの 
嫌悪を 覚え （る）， ヘプ 3:10, 17 
元気 づけ （る）， 詩 85:6 わたしたちを 再び一 て， 
伝 2:3 ぶどう酒で 自分の 肉体を 一る 


コニ 2:2 だれが わたしを 一て くれる のか 
元気に あふれた ，フィ 2:19 わたしが 一魂と 
権限， ヨハ 10:18 それを なげうつ 一が あり， 

ヨハ 19:11 与えられない 限り 何の 一 もない 
使徒 1:7 父が ご 自分の一 内に 置いて いる 
コー 7:4 妻は 自分の 体に 一を 行使せ ず 
コー 9:5 妻を 連れて 歩く一 が ある 
顕現， テサニ 2:8 臨在の 一により 無に 至らせ 
テ モー 6:14 主 イエス. キリ ストの一 の 時まで 
テ ト 2:13 イエスの 栄光 ある 一を 待って いる 
コー 12:7; テモニ 1:10;  4:1,  8 
堅固， テモニ 2:19 神の 一な 土台は 不動で あり， 
言語， 倉 IJ 11：1 一つの 一， 一式の 言葉であった 
詩 19:2 日は 日に 継いで 一を ほとばしらせ， 
ゼパ 3:9 もろもろの 民に 清い 一への 変化 
ゼカ 8:23 あらゆる一 から 来た 十 人の 者が， 

創 11:7; 詩 81:5; イザ 36:11; エレ 5:15; エ 
ゼ 3:5,  6; ダニ 7:14; 使徒 2:6 
健康， 箴 4:22 命で あり， 一を 保たせる 
エレ 33:6 わたしは 回復と一 を もたらす。 
健康の 回復， イザ 58:8 速やかに 一が 生ずる 
堅固な 高台， 詩 59:17 神は わたしの 一， 

詩 9:9;  18:2;  62:6;  144:2 
現在， ガラ 1:4 一の 邪悪な 事物の 体制 
献 酒， イザ 30:1 —を 注ぎ 出そうと する 者たち 
現象， 出 3:3; ヨブ 38:36 
献じ （る）， ホセ 9:10 恥ず べき 事柄に 身を一， 
権勢を 振る う， 詩 135:10 一王たち を 殺された 
建設者， ヘプ 11:10 その 都市の 一は 神です。 
健全な 教え， テモニ 4:3 — に 堪えられ なくなり， 
テト 1:9  — によって 説き勧め， 戒める 
テト 2:1 — にかな う 事柄を 語りなさい。 

健全な 思い， ぺテー 4:7  —を もち， 目を さまして 
健全な 言葉， テ モー 6:3 —に 同意せ ず， 

テモニ 1:13  —の 型を 常に 保ちなさい。 

幻像， 詩 39:6 人は 一の ように 歩き回ります。 
謙遜， 申 8:2 あなたを 一になら せる ため， 

箴 15:33 栄光の 前には 一が ある。 

箴 22:4 一と エホバへの 恐れの 結果は 富と 栄光 
ゼカ 9:9 一で あり， ろばに 乗る。 

コロ  2:18,  23 見せかけの 一 
ヤコ 4:6  —な 者に 過分の ご 親切を 施される 
ヤコ 4:10 エホバの み 前に一 になり なさい。 
ぺテー 5:6 力強い み 手の 下で 一な 者と なれ 
詩 138:6; 箴 29:23; マタ 18:4 
減退， ロマ 11:12 彼らの 一が 諸国の 人の 富と 
見地， サー 18:8; 伝 2:17; ゼカ 11:13 
建築 計画， 代 一 28:11, 19 ダビデは一 を 授けた 
建築 者， ぺテー 2:7 —たち の 退けた その 石が 
マタ 21:42; 使徒 4:11 
献納， 出 39:30; レビ 8:9; ヨハ 10:22 
献納 （する）， マル 7:11 神に 一され た 供え物 
献納 物， ルカ 21:5 一で 飾られて いる 
現場監督， 代 二 8:10 民を つかさどる 一 
検分 （する）， ルカ 19:44 自分の一 されて いる 時 
検分の 日， ぺテー 2:12 その 業の ゆえに 一に 
厳密， ヘプ 1:3 その 存在 そのものの一 な 描出 
権利， エゼ 21:27 法的 一を 持つ 者が 来る 
テサー 4:6 兄弟の 一 を 害さず 
出 21:9; 申 18:3;  21:17; 代 一 24:19 

コ 

子， 倉 IJ  6:2 神の 一ら は 妻を め とった 

申 6:7 あなたは それを 自分の 一に 教え込み， 
ヨブ 1:6 まことの 神の 一ら が 来て エホバの 前 
詩 2:7 あなたは わたしの 一。 


こいし 一 ごうまん 

詩 2:12 一に 口 づけせ よ。 滅びう せない ため 
詩 45:16 父祖に 代わって あなたの 一ら が 立ち， 
イザ 14:12 夜明けの 一よ， 天から 落ちる とは 
イザ 54:13  —らは 皆 エホバに 教えられる 
マタ 3:17 これは わたしの 一， 愛する 者 
ルカ 16:8 この 事物の 体制の 一ら は， 

テサー 5:5 あなた 方は 光の 一で あり， 昼の 一 
ヘプ 12:7 神は 一に 対する ように あなたを 扱う 
箴 4:3; イザ 60:14;  66:7; ダニ 3:25; ヨハ 
17:1, 12;  ロマ 8:14; ヘプ 11:24 
小石， 啓 2:17 その 一には 新しい 名が 書かれ 
故意に， ヘプ 10:26 — 罪を 習わしに するなら， 
小犬， マタ 15:26 

請い 願 （う）， ロマ 1:10 
請い 求め （る）， 創 42:21 同情を一 ていたのに 
コニ 8:4 

香， レビ 16:13; 申 33:10; 詩 141:2; 啓 8:4 
考案した もの， 代 二 26:15 技術者の一 である 
好意， 創 4:4 アベルの 捧げ物を 一を もって 見た 
出 23:3; サニ 11:8 
合意 （する）， マタ 20:13 
豪雨， 創 7:12 

幸運， 創 30:11 レアは， 「一です！」 と 言った。 
幸運の 神， イザ 65:11 
後裔， ヨブ 18:19; ダニ 11:4 
高価， テ モー 2:9 真珠 や一 な 衣装な どでは なく 
t—  5:17.  7.9  11 

硬貨， マタ 10:29 すずめ 二 羽は わずかな 一で 
紅海， ヘプ 11:29 一を 通りました。 

出 10:19;  15:4; ネへ 9:9; 使徒 7:36 
航海， 啓 18d7 どこで あろうと一 をす る 者は 
後悔 (する）， サー 15:29 神は 一され ない 
航海 (する）， 使徒 27:5 大海を 一し， 

こうかつ， サー 23:22; 詩 83:3; コニ 4:2 
こうかつ さ， ヨブ 5:13; ルカ 20:23; コー 3:19; 
コニ 11:3 

高官， 箴 14:28 人口の 不足には一 の 滅びが ある 
厚顔， 箴 21:29; 使徒 5:3 
睾丸， エレ 5:8 強い 一を 持つ 馬と なった 
強姦す る， エス 7:8 王妃を 一 ことまで する のか 
光輝， 詩 145:12 その 王権の 一に 満ちた 栄光 
詩 149:9 そのような 一は 神の 忠節な 者の もの 
イザ 53:2 堂々 たる 姿 もなければ， 一 もない。 
高貴， 詩 146:3  —な 者に 信頼を 置いて は 
コー 1:26 —な 者が 多く 召された ので も 
ヨブ 12:21; 詩 107:40;  118:9; エレ 27:20; 
39:6; ルカ 19:12 

恒久的， レビ 25:23 —に 売られるべき ではない 
公共 広場， 創 19:2; 申 13:16; 裁 19:15; イザ 
59：ia 

拘禁， ガラ 3:22 すべてを 罪の 一の もとに 置き， 
拘禁 （する）， エレ 37:21 
後継者， ヘプ 7:24 永久に一 を 持たずに 
攻撃 機械， エゼ 26:9 

攻撃 者， ヨブ 36:32 一を 攻めさせられる。 

高言を 吐く， 箴 29:8 一 者たち は 町を あおり 立て， 
こうごうしい までに， 使徒 7:20 モー セは 一 
こうこつ とした 状態， 使徒 10:10;  11:5;  22:17 
耕作， ヘプ 6:7 雨を 吸い込み， 一の 目的で ある 
耕作 (者）， マタ 21:33; ヨハ 15:1 
子牛， 出 32:4; 王 一 12:28; 王 二 17:16; 代 二 
13:8; 詩 106:19; イザ 11:6; マラ 4:2 
行使 （する）， コー 7:4 妻は 自分に 権限を 一せ ず 
口実， ユダ 4 神の 親切を みだらな 行ないの 一に 

強情/詩 78:8  < れは 一で， 反逆の 世代， 

イザ 30:1 —な 子ら は 災い だ 


1960 

申 21:18; ヨシ 11:20; 裁 2:19; 詩 66:7; 箴 

強情 さ， エレ 3:17’ 悪い 心の一 に 従って 歩まない 
エレ 7:24;  9:14;  11:8;  13:10;  18:12 
行進 （する）， ヨシ 6:3 都市の 周りを一 する 
ハバ 3:12 糾弾しつつ 地を一 して ゆかれました 
洪水， ダニ 9：26 終わりは 一によ る ものと なる。 
ナホ 1:8  — によって 全く 滅ぼし 絶やす 
マタ 24:38 一前の それらの 日， 食べたり 
公正， ヨブ 40:8 わたしの 一を 無効に する のか 
詩 37:28 エホバは一 を 愛される 方で あり， 

箴 29:4 王は 一に よって 土地を 立ち ゆかせる 
イザ 32:1 まさに一 のために 君と して 支配す る 
イザ 61:8 わたし， エホバは， 一 を 愛し 
ミカ 6:8 ただ 一を 行ない， 親切を 愛し 
マラ 2:17  —の 神は どこに いるの か 
ルカ 18:7 神は 一が 行なわれる ように される 
ヨブ 29:14;  m  16:8;  21:7; イザ 1:17;  28:6, 
17; エレ 22:3; ミカ 3:1,  9;  7:9; ハバ 1:4; 

拘束， ヨ ハー 4:18 恐れは一 となる からです。 

詩 107:39; イザ 53:8 

光体， 詩 74:16 あなたは一 を 備えられました。 

創 1:14-16; エゼ 32:8 
番台， イザ 17:8; エゼ 6:4 
高大， イザ 57:15 高く 一な 方， その 名の 
ルカ 16:15 人の 間で 一な ものは 嫌悪すべき 
コニ 10:5 —切の一 な ものを 覆して いる 
エ 扣、 17-22 

強奪， イザ 61:8 一を 不義と 共に 憎んで いる 
レビ 6:2; 裁 9:25;  m  62:10; ダニ 11:33 
強奪者， ヨハ 10:8 みな 盗人で あり， 一です。 
強奪 （する）， 創 34:27; レビ 19:13; 代 二 20:25; 

イザ 42:22; エゼ 34:28; ヘプ 10:34 
強奪物， イザ 10:6 

耕地， 箴 13:23; エレ 4:3; ホセ 10:12 
構築物， アモ 9:6 地の 上に一 を 設けて いる 者， 

香 詰め 保存 処置， 創 50:2 医者は イスラエルに一 
行程， 民 33:1; 使徒 13:25;  20:24 
行動， 箴 21:8 浄い 者は その 一が 廉直で ある。 
講堂， 使徒 19:9 ツラノ の 学校の 一で 
強盗， マタ 21:13 それを一 の 洞く つと し 
マル 15:27 イエスと 共に 二人の一 を 杭に つけ 
エレ 7:11; ルカ 10:30; 使徒 19:37 
口頭 セ， ガラ 6:6 

行動の 規準， ガラ 6:16 この 一にしたがって 
荒廃， マタ 12:25 分裂して いる 王国は一 に 帰し， 
マタ 24:15  —を もたらす 嫌悪すべき ものが， 
イザ 60:12; ダニ 8:13;  9:2 
荒廃 （する）， イザ 62:4 もはや 一して いるとは 
交尾， エレ 2:24 その 一の 時期には だれが 
幸福， ヨハ 13:17 それを 行なう ときに一 です 
テ モー 1:11 —な 神の 栄光 ある 良いた より 
テ モー 6:15 —な 唯一の 大能 者が 
マラ 3:15; 使徒 20:35; ガラ 4:15 
公布 (する）， エス 3:14;  8:13; ダニ 2:5,  8 
興奮， ホセ 11:9; ヨエ 2:6; ナホ 2:10 
興奮 （する）， 箴 29:9; テサニ 2:2 
頭， イザ 35:10; オバ 15; 使徒 18:6 
公平， ぺテー 1：17  —に 裁かれる 父 
酵母， コー 5:7 —を 持たない 者な のです から 
公僕， ロマ 13:6 絶えず 奉仕す る 神の 一 
ロマ 15:16 諸国 民に 対する キリス トの一 
ヘプ 8:2 聖 なる 場所と 天幕の 一 
高慢， 箴 16:5 心の一 な 者は エホバに とって 
ごう 慢， 箴 16:18 —な 霊は つまずきに 先立つ。 
ヤコ 4:6 神は 一な 者に 敵し 


1961 


ごうまん さ 一 こどくな もの 


サー 2:3; サニ 22:28; 詩 94:2;  101:5; 箴 14: 
3; イザ 2:11; ゼパ 3:11; マル 7:22; ルカ 1: 
ri • テ モー 9:2 

ごう 慢 さ， 詩 10:2;  31:23; 箴 29:23 
高慢に な （る）， 詩 56:2  —っ てわたしと 戦う 者 
光明， ダニ 5:11, 14; コニ 4:4 
拷問に かけ （る）， ヘプ 11:35 —ら れ ました 
荒野， マタ 3:3 聴け， だれかが 一で 叫んで いる。 
啓 12:6 女は 自分の 場所が ある 一に 逃げた。 
8:16; イザ 35:6; エゼ 34:25 
マタ 26:7; ルカ 7:46; ヨハ 11:2 
交友， コー 5:11 — を やめ， そのような 人とは 
ヤコ 4:4 世との 一が 神との 敵対で 
交友を 持 (つ）， 箴 20:19 
強欲， ルカ 12:15 あらゆる一 に 警戒しなさい。 
テサー 2:5 — さを 隠す 見せかけを もって 
ロマ 1:29; コロ  3:5; ぺテニ 2:3, 14 
高利， レビ 25:36; ネへ 5:7 
攻略され （る）， ゼカ 14:2 エルサレムは 一 
拘留 場， 使徒 5:18 
拘留 （する）， 使徒 4:3 
考慮， 王 二 16:15;  ロマ 4:8; テサー 5:13 
香料， ルカ 23:56;  24:1 
効力， ダニ 9:27; ヘプ 9:17 
号令， テサー 4:16  —と み使いの 頭の 声と 共に 
香炉， ヘプ 9:4 金の一 と 契約の 箱が あり， 

口論， 箴 6:19 兄弟の 間に 一を 送り出す 者 
ガラ 5:20 激発 的な 怒り， 一， 分裂， 分派 
箴 16:28;  18:19;  22:10;  28:25 
講話， 使徒 15:32 何度も一 をして 兄弟たち を 
功を 奏 (する）， イザ 54:17 武器は どれ も一 さず， 
声， 申 4:33 火の 中から 話される 神の 一を 聞いた 
イザ 52:8 見張りの 者が 一を 上げた 
ヨハ 5:28 墓の 中に いる 者が 皆， 彼の 一を 聞き 
ヨハ 10:27 わたしの 羊は わたしの一 を 聴き， 
イザ 58:1; ヨエ 3:16; ナホ 2:13; ガラ 4:27 
イザ 11:1 エッ サイの 切り株から一 が 出る 
53.2.  =5 エ 1.7 
肥えた (家畜)， サニ 6:13; エゼ 39:18; アモ 5:22 
肥え （る）， エレ 5:28 彼らは 一て， つややかに 
氷， エゼ 1:22  — のきら めきに も 似た 
呼気， 詩 94:11 人間の 考えが 一の ようで ある ことを 
詩 39:5;  78:33;  144:4; イザ 57:13; 啓 18:2 
ごきぶ り， 王 一 8:37; ヨエ 1:4 
ゴグ， エゼ 38:2,  3, 14, 16, 18;  39:11; 啓 20:8 
国語， 啓 7:9 
告訴， ヨハ 18:29 
告訴 状， エズ 4:6 

告訴す る， マタ 5:25 — 者とは その 道に ある 間に 
告訴人， 使徒 23:30,  35 
ごく 小さな， ルカ 16:10 —事に 忠実な 人は 
ゴグの 群衆の 谷， エゼ 39:11, 15 
告白， 代 二 30:22; エズ 10:11; ネへ 1:6;  9:2 
告白 （する）， 詩 32:5 自分の 違犯を エホバに 一し 
箴 28:13  — する 者は 憐れみを 示される 
ヤコ 5:16 互いに 自分の 罪を あらわに一 し 
レビ 5:5;  26:40; ヨシ 7:19; ダニ 9:4; ヨハ 
一 1:9 

国民， 出 19:6 祭司の 王国， 聖 なる 一 となる。 
サニ 7:23 地の どの 一が… のよう でしょう 
詩 33:12 エホバを その 神と する 一は 幸い 
イザ 2:4 — は 一 に 向かって 剣を 上げず 
イザ 26:2 忠実を 保って いる 義 なる 一 
イザ 66:8 一が 一時に 生まれる だろう か 
ハガ 2:7 あらゆる一 のうちの 望ま しい ものが 
マタ 21:43 その実を 生み出す一 に 与えられる 
マタ 24:7  — は一 に， 王国は 王国に 敵対し 


マタ 24:14 あらゆる一 に対する 証し のために 
ゼパ 2:1; ルカ 23:2; 使徒 10:35; 啓 7:9 
穀物， 創 41:5; ヨエ 1:10;  2:19 
穀類， 創 42:1;  44:2; ネへ 10:31  ^ 

小声， ヨシ 1:8 それを 昼も夜も 一 で 読む 
34； 1 .n.  71 -94 

心， サー 16:7 エホバは 一が どうかを 見る 
代 一 28:9 全き 一とを もって 神に 仕える ように 
箴 4:23 あなたの 一を 守れ。 命は そこに 源を 
箴 14:30 穏やかな 一は 身体の 命で あり 
箴 21:2 エホバは一 を 見定めて おられる。 

エレ 17:9 —は ほかの 何にも 勝って 不実で あり 
エレ 17:10 わたし， エホバは一 を 探る 
マタ 5:8 —の 純粋な 人たち は 幸いです 
マタ 15:8 その一 はわた しから 遠く離れて いる 
マタ 22:37  —を こめて エホバを 愛す 
ロマ 10:10 義 のために一 で 信仰を 働かせ 
エフ 1:18 あなた 方の一 の 目が 啓発され て 
ヘプ 3:8 —を かたくなに しては ならない 
::玉 二 10:15; ネへ 4:6; 詩 14:1;  24:4; 箴 3: 
5; 15:28;  17:3; イザ 14:13;  35:4; エレ 31: 
33; エゼ 28:17; ダニ 11:27; マラ 4:6; ルカ 
12:34; コニ 3:3; ヤコ 4:8;  5:8; ぺテー 3:15; 
啓 17:17 

心から 進んで 行なう， 出 35:5  — 者は 皆， 

心の かたくな さ， マタ 19:8; マル 10:5 
試み， ルカ 8:13 —の 時期に なると 離れ 去ります 
啓 3:10 あなたを一 の 時から 守る。 

試み （る）， 申 13:3 エホバは一 て おられる 
イザ 7:12 エホバを 一る こと もしない 
マラ 3:10 この 点で， わたしを一 るよう に 
マラ 3:15 彼らは 神を一 て， なお も 逃げ 
マタ 4:7 神 エホバを 一て はならない 
コー 10:9 エホバを 一たり はしない 
Dt  2:22 

試みを 経た 石， イザ 28:16 それは 一， 

快い， サニ 23:1 イスラエルの 調べの 一 もの。 

詩 16:6 測り 綱は一 場所に 落ちました。 

詩 19:14 ことばが み 前に 一 ものと なる ように 
詩 133:1 兄弟たち が 共に 住む のは 何と 一 こと 
箴 2:10 知識が あなたの 魂に 一 ものと なるとき 
サニ 1:26; 詩 147:1; 箴 15:26;  22:18 
快く， コニ 9:7 神は一 与える 人を 愛される 
快く 思 （う）， コー 7:12, 13 共に 住む ことを一 
創 48:17 

快 さ， 詩 16:11 あなたの 右には 一が 永久に ある 
心を 調べられる 方， イ七 一 29:17 あなたが 一 で 
小 札 かたびら， サー 17:5; イザ 59:17 
腰， エフ 6:14 真理を 帯と して一 に 巻き 
創 35:11; 出 12:11; イザ 11:5;  45:1; エレ 1: 
17; 13:11; ルカ 12:35 
孤兕 ，ヤコ 1:27 — やや もめを 世話す る こと 
ゴ シェン， 創 45:10;  47:4; 出 8:22;  9:26 
腰帯， 出 29:5; 使徒 21:11 
こじき， ルカ 16:20 ラザロと いう 名の ある一 は 
腰の 低い， コニ 10:1 

五十 年， レビ 25:10 一目を 神聖な ものと し 
個人的な 解釈， ぺテニ 1:20 
こ （す）， イザ 25:6 滓の 上の 一され た ぶどう酒 
古代， ぺテニ 2:5 —の世を 罰する ことを 控えず 
答え （る）， 箴 1:28 わたしは 一ない。 

箴 15:28 義 なる 者は 一る ために 思いを 巡らし， 
イザ 65:24 彼らが 呼ば わる 前に， わたしが 一 
ヨブ 14:15; イザ 58:9; エレ 33:3; コロ  4:6 
骨髄， ヘプ 4:12 関節と その 一を 分ける までに 
鼓動 （する）， 詩 38:10 心臓は 激しく 一し， 

孤独な 者， 詩 68:6 神は一 を 家に 住まわせ 


こ との けつろん 一 ざ 

事の 結論， 伝 12:13  — はこうで ある。 

ことば， 詩 119:103 あなたの み 一は 滑らか 
箴 4:10 我が 子よ， わたしの一 を 受け入れよ。 
マタ 4:4 エホバの一 によって 生きる 
ヨハ 6:63 わたしが 話した 一は 霊で あり 命です 
コー 13:1 み使いの一 を 話しても， 

コー 14:9 容易に 理解で きる 一でないなら 
コロ  4:6 —を 塩で 味つけされ たものと し 
テ モー 4:9 この 一は 信ずべき もの 
詩 19:14; 箴 4:20; ヨハ 12:47; テ ト 2:8 
言葉， 出 34:28 十の 一を 板に 記して ゆかれた 
詩 119:105 み一 はわた しの 足のと もしび 
箴 25:11 適切な 時に 話される 一は 金の りんご 
イザ 50:4 疲れた 者に一 を 用いて 答える 
イザ 55:11 わたしの 口から 出て 行く 一 も 
マタ 24:35 わたしの 一は 決して 過ぎ去らない 
ヨハ 1:1 初めに 一が おり， 一は 神と 共に おり， 
ヨハ 1:14  —は 肉体と なって 宿り， 

ヨハ 17:17 あなたの み一 は 真理です。 

ロマ 10:8 信仰の一 を宣べ 伝えて いる 
フィ 2:16 命の 一を しっかり つかんで います 
テモニ 1:13 健全な一 の 型を 常に 保ちなさい。 
テモニ 2:15 真理の一 を 正しく 扱う， 

テモニ 4:2 み一 を宣べ 伝え， ひたすら それに 
ヤコ 1:22 み 一を 行なう 者と なり， ただ 
ぺテニ 1:19 預言の 一は いっそう 確かな ものに 
裁 3:20; エレ 8:9; マタ 12:37 
子供， 詩 8:2  —や 乳飲み子の 口から 
イザ 9:6 ひとりの 一が 生まれ 
ロマ 8:16 霊が， 神の一 である ことを 証し して 
コー 7:14 あなた 方の 一は 清くない ことに 
エフ 6:1 —たち よ， 親に 従順で ありなさい 
エフ 6:4 父たち よ， 一を いら 立たせず 
出 2:3,10; 王 一 3:26; イザ 13:16; コニ 12: 
14; エフ 5:8; テサー 2:7; ヨ ハー 5:21; 啓 
12:5 

断 わ （る）， ルカ 14:18, 19 
事を 覆い隠 （す）， 箴 11：13 
粉々 に （する）， 詩 2:9 陶器 師の 器の ように一 する 
マタ 21:44 この 石の 上に 落ちる 人は一 なる 
代 二 94.4 

粉を ひく， 伝 12:3 —女たち は 働く ことを やめ 
好ましい， 箴 21:3; エゼ 24:16 
好む， ヨハ 15:19 世は 自らの ものを一 
拒 （む）， 詩 141:5 わたしの 頭は 一まない 

イザ 1:20 あなた 方が 一み， 反抗的に なるなら 
子羊， イザ 40:11 そのみ 腕で 一を 集め 
ルカ 10:3 おおかみの 中に いる 一の ように 
ヨハ 1:29 見なさい， 神の 一です！ 

ヨハ 21:15 わたしの 一たち を 養いなさい。 

イザ 1:11; エレ 11:19; 啓 5:6;  7:10 
鼓舞し 合 （う）， ヘプ 10:24 愛を一 い， 

コブラ， イザ 11:8 乳飲み子は 一の 穴の 上で 戯れ 
小麦， 詩 147:14 一の 脂肪を もって 
マタ 3:12;  13:25; ルカ 22:31; ヨハ 12:24 
小麦 酒， イザ 1：22; ホセ 4:18 
こめかみ， 裁 4:21 

ゴ モラ， マタ 10:15 —の 地の ほうが 耐え やすい 
創 18:20;  19:24; イザ 1:9;  ロマ 9:29; ユダ 7 
子守り， ルツ 4:16 

子 やぎ， レビ 16:5 罪の 捧げ物の ため 雄の 一二 頭 
肥やし， 詩 83:10; エレ 25:33; ルカ 13:8 
肥や （す）， 箴 28:25; ユダ 12 
コラ， 民 16:1;  26:9-11; ユダ 11 
懲らしめ， 箴 6:23 一の 戒めは 命の 道 
箴 22:15 一の むち 棒が それを 遠くに 引き離す 
箴 23:13 少年から 一を 差し控えて はならない 


1962 

コー 11:32 エホバから 一を 受けて いる 
ヘプ 12:5 エホバからの一 を 軽く 見て はならず 
ヘプ 12:11 どんな一 も 当座は 喜ばしく はない 
ヨブ 5:17; 詩 50:17;  m  1：2;  4:13;  15:33;  4 
ザ 26:16; エレ 5:3; ホセ 7:15; エフ 6:4 
懲らしめ （る）， ヘプ 12:6 エホバは 愛する 者を一 
ゴリア テ， サー 17:4,  23;  21:9;  22:10 
孤立させる， 箴 18:1 自分を 一 者は… を 追い求め 
ゴル ゴタ， マタ 27:33; ヨハ 19:17 
コルネリオ， 使徒 10:1， 3,  22,  24,  25,  30,  31 
コルバン， マル 7:11 わたしの 持つ ものは みな一 
これから 先， ルカ 13:9 — , 実を 生み出すなら 
転がしの け （る）， ヨシ 5:9 恥辱を 一た。 

転が (す）， 箴 16:3 

転げ回 （る）， エレ 25:34 牧者よ， 一れ。 

ぺテニ 2:22 豚は 泥の 中で一 る。 

殺 (す）， マタ 10:28 体を一 す 者たち を 恐れるな 
マタ 24:9 患難に 渡し， あなた 方を一 す 
ルカ 12:5  — した あと… 投げ込む 方を 恐れる 
ヨハ 16:2 あなた 方を 一す 者が みな， 

創 37:20;  m  25:5; サー 2:6; ネへ 4:11; 詩 
44:22; エゼ 9:6; アモ 9:1; ゼカ 11:5; マタ 
16:21; 使徒 3:15;  7:52;  ロマ 11:3; 啓 2:13; 
9:18;  13:15 

子ろ ば， マタ 21:5; ルカ 19:30 
衣， 詩 22:18 わたしの一 を 配分し， くじを 引く 
イザ 61:10 神は 救いの一 を 着せて くださった 
マタ 23:5  —の 房べ りを 大きく している 
王 二 10:22; 箴 7:10 
怖くな （る）， 創 3:10 自分が 裸な ので 一り 

Win  t-  丁  1 ノ  9*1^ 

子を 生 (む）， 創 1:28 —み， 多くな り， 地に 満ち 
創 9:1,  7; 17:6 

子を 産 （む）， テ モー 2:15  — むこと で 守られる 
詩 48:6 

子を 産む 苦しみ， イザ 51:2;  54:1 
婚姻の 間， 詩 19:5; ヨエ 2:16 
婚姻 料， 創 34:12; サー 18:25 
婚 宴， マタ 22:2 息子の ために 一を 設けた 王 
ヨハ 2:1 ガリラヤの カナで 一が 催され， 

懇願， 箴 6:3 あらしの ように一 を 浴びせよ。 

イザ 19:22 神は 彼らの一 を 入れて くださる 
ゼカ 12:10 恵みと 一の 霊を 注ぎ 出す。 

懇願 (女 る），’ 創 元: 21 イサクは エホバに一 した 
出 8:30 モー セは エホバに 一した 0 
裁 13:8 マ ノアは エホバに 一し 
マル 7:32;  ロマ 12:1; コニ 5:20;  6:1; テモ 
一 5：1 

金剛石， エゼ 3:9; ゼカ 7:12 
こんにちは， マタ 27:29; ルカ 1:28; ヨハ 19:3 
コンパス， イザ 44:13 —で それを 描いて ゆき， 
こん 棒， エレ 51:20; マタ 26:47,  55; ルカ 
22.52 

婚約 (する）， 申 28:30 女と 一しても， 別の 男が 
コニ 11:2 ただ 一人の 夫に 一 させた 

出 22:16 •，申 22:23,  25,  27,  28 
混乱， イザ 22:5 一とろう ばいの 日 
ゼカ 14:13 エホバからの 一が 広がる。 

申 28:20; 箴 15:16; エゼ 7:7; 使徒 19:29 
混乱 させ （る）， 創 11:7 彼らの 言語を 一， 

婚礼， マタ 22:10 一の 部屋は いっぱい になり 
困惑 （する）， コニ 4:8 — させられながら も， 

ルカ 9:7; ガラ 4:20 

サ 

座， ルカ 22:30 一に 着いて 十二 部族を 裁く 


1963 


ザア カイ ー さけどころ 


啓 20:4 数々 の一 を 見た。 それに 座す 者たち が 
ダニ 7:9; マタ 25:31; 啓 3:21 
ザア カイ， ルカ 19:2,  5,  8 
罪悪， 使徒 13:10 詐欺と あらゆる一 に 満ちた 者 
罪科， 創 26:10 あなたは 一を もたらした 
代 二 28:10 エホバに 対する 一の 事例 
エレ 51:5 それらの 者たち の 地は 一に 満ちて 
ヨシ 2:17; 代 一 21:3; エズ 9:13; 詩 68:21; 
イザ 24:6; エゼ 22:4; ホセ 13:1; ゼカ 11:5 
罪過， マタ 6:14 人の一 を 許すなら 

ロマ 5:15 一人の 一に よって 多くの 者が 死んだ 
コロ  2:13 そのご 親切に よりす ベての一 を 許し 
マル 11:25;  ロマ 4:25; コニ 5:19; エフ 2:1 
罪科の 捧げ物， イザ 53:10 彼の 魂を一 と して 置く 
レビ 5:6; 民 6:12 

債権者， 申 15:2; サー 22:2; 王 二 4:1 
最後， イザ 44:6 エホバ… は 最初で あり， 一 
マタ 19:30 多くの 最初の 者が 一に 
コー 15:26 —の 敵と して， 死が 無に 帰され 
コー 15:45 —の アダムは 命を 与える 霊 
テモニ 4:7 走路を 一まで 走り 
啓 22:13 わたしは 最初で あり一 であり 
マタ 20:8, 16; マル 9:35; 啓 1:17 
財産， 代 二 31:3; ルカ 15:13 
祭司， 創 14:18  メル キゼ デク， 神の一 
詩 110:4 定めの ない 時に 至る まで一 である！ 
ミカ 3:11 一たち はた だ 代価の ために 教え 
啓 20:6 神の 一とな り， 千年の あいだ 支配す る 
出 40:15; サー 2:35; イザ 28:7 
祭司 職， 出 40:15 定めの ない 時に 至る一 
ヘプ 7:24 後継者を 持たずに 自分の 一を 保つ 
ぺテー 2:5 聖 なる 一， 霊的な 犠牲を ささげる 
民 25:13; ヨシ 18:7; ネへ 13:29; ヘプ 7:11 
祭司 長， ヨハ 19:15 

最終的， ぺテニ 2:20  —な 状態は 最初より 悪い 
最終 部分， ダニ 8:19 
最初， イザ 44:6 わたしは 一で あり， 最後 
イザ 48:12 

罪状， マタ 27:37 と 記した一 を 彼の 頭上に 掲げ 
最初の こと， イザ 42:9 —はい まや 到来した 
イザ 43:9 

最初の 者， マタ 19:30 多くの 一が 最後に 
コロ 1:18 すべての 事に おいて 一となる ため 

使徒 26:23 

再生す る 種， ぺテー 1:23; ヨ ハー 3:9 
再創造， マタ 19:28 —の さい， 人の子が 
最 たる 者， テ モー 1:15 わたしは 罪人の 一 です。 
祭壇， 創 8:20  ノアは エホバの ために 一を 築き 
使徒 17:23 知られて いない 神に， と 刻んだ 一 
ヘプ 13:10 それから 食べる 権限の ない 一 
出 34:13; レビ 17:11; イザ 56:7; エゼ 6:4; 
マタ 23:18; ヘプ 7:13; 啓 6:9 
災難， 詩 27:5 神は一 の 日に わたしを 隠し， 

申 32:35; サニ 22:19; ヨブ 31:23; 箴 17:5; 
エレ 18:17; エゼ 35:5 

最果て， イザ 14:13 わたしは， 北の一 の 山に 座す 

裁判官， 使徒 17:34 

財布， ルカ 10:4;  12:33;  22:35,  36 

債務， ロマ 4:4 

債務者， ルカ 7:41 

罪名， ヨハ 19:19 ピラトは一 を 書いて 
災厄， 啓 15:1 七つの 一を 携えた 七 人の み使い 
啓 18:4 彼女の 一を 共に 受ける ことを 望まない 
啓 22:18 神は ここに 書かれて いる 一を 加える 
出 11:1;  12:13; エレ 19:8;  50:13; 啓 9:20; 
11:6.  ?1 

幸い， 詩 144:15 エホバを 神と する 民は 一 


マタ 5:3 霊的 必要を _覚 している 人たち は 一 
創 41:16; 申 33:29; 王 一 10:8; 箴 3:13; 16: 
20;  29:18; ダニ 12:12; マタ 24:46; ルカ 12: 
37;  ロマ 4:6; ヤコ 1:12; ぺテー 3:14;  4:14 
サウ ル， サー 16:14 エホバの 霊が一 から 離れ 
サニ 1:17 ダビデは 一の ための 哀歌を 詠唱し 
代 一 10:13 —は 不忠実 さの ゆえに 死んだ 
サー 9:17;  10:11;  13:1;  15:26;  18:12;  24:7; 
26:2;  28:7;  31:4; 使徒 13:21 
サウ ロ， 使徒 13:9  —， つまり パウロは 聖霊に 満 
使徒 7:58;  8:1;  9:1,4;  11:25;  12:25;  13:1; 
22:7 -  26:14 

境， イザ 26:15 この 地の すべての一 を 遠く 広げ 

〇4  g. 2*^ 

栄え （る）， 申 28:11 — させ， 満ち あふれさせて 
詩 92:14 白髪のと きに もな お 一 ， 

使徒 15:29 あなた 方は 一る でしょう。 

捜し出 （す）， マタ 10:11 ふさわしい 人を 一し， 
捜し求め （る）， 詩 37:25 子孫が パンを 一る のを 
箴 1:28; イザ 26:9; アモ 8:12 
捜 （す）， エゼ 34:11 自分の 羊を一 し， 世話す る 
エゼ 34:8;  39:14; アモ 9:3 
探 （す〕， マタ 7:7 —し つづけよ。 見いだ せます 
詩 9:12 

杯， 詩 116:13 大 いなる 救いの一 を 取り上げ 
イザ 51:17 その 激しい 怒りの 一 
エレ 25:15 怒りの ぶどう酒の 一を 取らねば 
ルカ 22:20 この 一は 新しい 契約を 表わす 
ルカ 22:42 望まれるなら， この 一を 除いて 
コー 10:21 エホバの 一と 悪霊の 一 
創 44:12; エレ 51:7; マタ 20:22; コー 10:16 
魚， エゼ 47:9 そこには 非常に 多くの一 がいる 
マタ 12:40 ヨナが 巨大な 一の 腹に 三日三晩 
マタ 14:19 五つの パンと 二 匹の 一を 取り 
詩 105:29; 伝 9:12; エゼ 29:4,5; ヨナ 2:10 
酒ぶ ね， イザ 63 : 3 わたしは 独り で 一を 踏ん だが 
逆ら （う）， ロマ 16:17 学んだ 教えに一 って 
ヘプ 10:27  —う 者たち を 焼き 尽くす ねたみ 
詩 105:28; イザ 3:8; ダニ 9:5; ゼパ 3:1; 使 
徒 17:7;  18:13; テサニ 2:4 
盛り， コー 7:36 若さの一 を 過ぎて おり 
盛んにな （る）， 使徒 6:7 神の 言葉は 一り 
詐欺， マラ 3:5 —を 働く 者に 対し 
使徒 13:10 あらゆる一 と 罪悪に 満ちた 者 
詐欺 的 行為， 箴 28:16 一 もまた 多い 
先走 （る〕， ヨハニ 9  —り ，教えに とどまらない 者 
作業 監督， コー 3:10 賢い一 として 土台を 
先んじ （る）， テサー 4:15 眠って いる 者に一 ない 
裂 （く）， ヨエ 2:13 衣では なく， 心を 一 け 
ヨブ 38:25 

探らせ （る）， 民 13:2 人々 を 遣わして 様子を一 よ 
探りが た （い）， ロマ 11:33 その 裁きは 何と一 く 
詩 145:3; 箴 25:3 

探り出 （す）， イザ 40:28 その 理解は 一せ ない 
ヨブ 28:3; 詩 64:6; 哀 3:40 
策略， エフ 6:11 悪魔の 一に 立ち向かえ るよう 
詩 101:7 

探りよう のない， ヨブ 5:9;  9:10 
探 （る〕， 代 一 28:9 すべての 心を エホバは 一り， 
啓 2:23 腎と 心を 一る 者で ある ことを 
ヨシ 2:3; 詩 139:23; エレ 17:10;  ロマ 8:27 
酒， エフ 5:18 

さげす （む）， 詩 51:17 砕かれた 心を 一まない 
イザ 53:3 彼は 一 まれ， 人々 に 避けられ 
箴 6:30;  11:12;  23:22;  30:17; オバ 2 
避け 所， ヨブ 24:8 一がない ために， 岩を 抱く 
ゼパ 3:12 エホバの 名に一 を 得る 


さけび 一 さとし 

叫び， ヨブ 38:7 神の 子が 称賛の 一を 上げた とき 
詩 89:15 喜びの一 を 知る 民は 幸い 
ヨエ 2:1 聖 なる 山で 戦いの 一を 上げよ。 

ゼカ 9:9 エルサレムの 娘よ， 勝利の 一を 上げよ 
詩 47:1; イザ 12:6;  44:23;  49:13 
叫び声， レビ 9:24; ヨシ 6:20; ゼパ 1:14 
叫び 立てる， 使徒 21:34 
叫 （ぶ）， ルカ 19:40 黙って いれば， 石が 一ぶ 
イザ 12:6;  58:1; エレ 31:7; ルカ 18:7 
下げ振り， アモ 7:7,  8; ゼカ 4:10 
裂けめ， 創 38:29 会陰に 一を 作る とは 
裂け目， 裁 21:15 エホバが一 を 生じさせた 
ルカ 16:26 わたしたちと あなた 方の 間に 一が 
裂け （る）， 民 16:31 

避け （る）， イザ 53:3 彼は 人々 に一 られ 
テサー 4:3 あなた 方が 淫行を 一る ことです。 
ぺテー 2:11 肉の 欲望を一 なさい。 

ささい， コー 6:2 ごく 一な 事柄 も 審理で きない 
テ モー 6:5  —な 事を めぐる 言い争い 
王 一 16:31; イザ 49:6; コー 4:3 
支え， サー 2:8 地の 一は エホバの もの 
支え （る）， 詩 55:22 神が あなたを一 てくだ さる。 

ロマ 11:18; ヘプ 1:3 
捧げ物， 創 4:4 エホバは アベルと その 一を 
代 一 29:9 エホバに 自発的な一 をした 
テモニ 4:6 飲み物の 一の ように 注がれ 
民 15:14; エズ 2:68; エフ 5:2; ヘプ 10:14 
ささげ （る）， ヘプ 9:14 自分を 神に一 た キリス ト 
ヘプ 10:12 罪の ために 一つの 犠牲を 永久に一 
ヘプ 11:17 アブラハムは イサクを一 たも 同然 
創 22:13; エズ 1:6; 詩 56:12; ヘプ 9:28 
ささやき， 詩 90:9  — のように 自分の 年を 終えた 
コニ 12:20 陰口，一， 思い上がり 
ささやく 者， ロマ 1:29 悪念に 満ち， 一 
指図， マタ 4:6 自分の 使いたち に一 を 与え 
差し迫った， テト 3:14 — 必要を 満たす ために 
差し出 （す）， ロマ 12:1 体を 生きた 犠牲と して一 
コニ 11:2 貞潔な 処女と して一 す 
テモニ 2:15 是認され た 者と して 神に 一す ため 
使徒 8:18;  ロマ 6:13 
刺し通 （す）， イザ 53:5 違犯の ために 一され 
啓 1:7 彼を 見る… 彼を 一 した 者たち も 
裁 5:26; 詩 69:26; エレ 51:52; 哀 4:9; ゼカ 
12:10; ヨハ 19:37 

刺 （す）， テ モー 6:10 多くの 苦痛で 全身を 一した 
座 （す）， 詩 110:1 わたしの 右に一 していよ。 

詩 2:4; イザ 28:6; 啓 5:13 
授け （る）， ルカ 7:4; ガラ 2:6 
さすらい 人， 詩 36:11 わたしを一 になら せない 
ざ 折， 箴 15:22 … がなければ 計画の 一が あり 
誘い， ロマ 7:8 罪は一 を 受け， 

コニ 5:12 誇る 一を あなた 方に 与えて いる 
ガラ 5:13 自由を 肉の 一として 用いる ことなく 
テ モー 5:14 反対す る 者に 悪口の一 を 与えない 
誘い出 （す）， 詩 62:4 人を その 尊厳から一 そうと 
誘 （う）， 箴 20:19 唇に 一 われる 者と 交友を 持たず 
ヤコ 1:14 自分の 欲望に 引き出されて 一 われる 
申 13:6 

さそり， 申 8:15; ルカ 11:12; 啓 9:10 
定まった， 王 一 8:49 あなたの 一 場所 
ルカ 21:7 起きる ように 一時の しるしは 

气  go. 14 

定まらない， 詩 95:10 彼らは 心の 一民で ある。 
定め， 代 二 8:14 その 父 ダビデの一 にしたがって 
ルカ 12:42 時に 応じて一 の 食糧を 
ロマ 1:32 神の-の一 を 十分に 知りながら 
エフ 2:15 数々 の一 から 成る おきての 律法 
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裁 11:39; 詩 50:16; エレ 5:24; 使徒 16:4; コ 
一 4:6; エフ 4:16; コロ  2:14， 21 
定め 置 （く）， イザ 28:22; ヘプ 9:27 
定めな く 存続す る， イザ 55:3; エレ 50:5 
定めな く 続く， エレ 51:57 必ず 一眠りに 入り， 
エレ 51:39; エゼ 35:5,  9; ダニ 12:2 
定めな く 続く 命， ダニ 12:2 目を覚まし， 一に 至 
定めの 時， ダニ 11:27 終わりは なお 一に 臨む 
ハバ 2:3 幻は なお 一の ための もの 
テサニ 2:6 彼が その 一に 表わし 示される 
民 9:2,  3; 申 11:14; ダニ 11:35; テ モー 6: 
卜. ぺテー /1：17 

定めの ない すべての 時， 詩 145:13 王権は一 に 
定めの ない 時， 出 3:15 エホバは一 に 至る 名 
出 31:16 安息日は 一に 至る 契約で ある。 

詩 90:2  — から一 に 至る まで， あなたは 神 
詩 136:1-26 その 愛 ある 親切は一 にまで 及ぶ 
創 3:22;  9:16;  48:4; 箴 8:23; イザ 26:4; エ 
レ 3:5; ダニ 9:24;  12:3; ゼパ 2:9 
定められた 時， 詩 104:19 —の ために 月を 造り 
伝 3:1 何事に も 一が ある。 

ダニ 8:19 それは 終わりの一 のた めだから 
ルカ 21:24 諸国 民の一 が 満ちる まで， 

ロマ 5:6 キリス トは一 に 死んで くださった 
テ モー 2:6 そのために 特に一 に 証し される 
使徒 17:26 

定め （る）， 詩 37:23 人の 歩みは エホバに一 られ 
ダニ 9:26 一ら れ ている ものは 荒廃 
使徒 10:42 審判 者と して 一ら れた者 
使徒 17:26 定められた 時を お一 になり ました 
使徒 17:31 義を もって 裁く ために 日を 一， 

ヨシ 20:9; 詩 79:11; イザ 10:22; マタ 20:18; 
ルカ 24:21; ヨハ 11:51; コー 7:17;  9:14; テ 
朴一 5.q. へつ、'  1:2. ユ 々、、 4 
サタン， 代 一 21:1 i が ダビデを 駆り立てて 数を 
ヨブ 1:6 — も 彼らの ただ 中に 入った。 

ヨブ 2:2 —は エホバに 答えて 言った， 

ゼカ 3:1 —は 彼に 抵抗し ようとして その 右に 
マタ 12:26  — が一を 追い出すなら一 は 内部で 
マタ 16:23 わたしの 後ろに 下がれ， 一 よ！ 

マル 1:13 四十 日の あいだ一 の 誘惑を 受けた。 
ルカ 10:18 一が 天から 落ちた のが 見える 
ルカ 22:3 ユダに一 が 入り込んだ。 

ロマ 16:20 神は 一を あなた 方の 足の 下に 砕く 
コー 5:5 そのような 人を一 に 引き渡し 
コニ 2:11 一に 乗ぜられる ことのな いため 
コニ 11:14 一は 自分を 光の 使いに 変 様 させ 
コニ 12:7 肉体の とげは一 の 使いであって， 
テサー 2:18 一が わたしたちの 進路を さえぎり 
啓 2:9 —の 会堂に 属する 者たち 
啓 12:9 初めからの 蛇で， 悪魔 また 一と 呼ばれ 
啓 20:2 一を 千年の あいだ 縛った 
啓 20:7 一は その 獄 から 解き放される。 

マタ 4:10; マル 4:15; 使徒 26:18; テサニ 2:9 
殺害 （する）， 使徒 7:52; ヤコ 5:6 
殺人， マタ 15:19 

殺人者， 民 35:11， 31; ヨシ 20:3,  5; ぺテー 4:15 
殺人を （する）， 出 20:13 一して はならない。 

イザ 1:21; マタ 5:21; 使徒 3:14; ヤコ 2:11 
雑草， マタ 13:25 敵が 一を まき 足して 
サッ ピラ， 使徒 5:1 アナ ニアは， 妻 一と 共に， 
殺り く， イザ 34:2 必ず 一に 渡される 
ヨシ 10:10; エス 9:5; エゼ 21:10 
サド カイ 人， マタ 3:7;  22:23; 使徒 23:6-8 
ザ ドク， サニ 15:24; 代 一 29:22; エゼ 48:11 
諭し， 申 32:2 わたしの 一は 雨の ように 滴り， 

詩 19:7 エホバの 一は 信頼で き 
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さとす 一し 


王 二 17:15; 詩 93:5;  119:24,  31， 46, 99，11 9, 
129; エレ 44:23 

論 （す）， テモニ 2:25; テト 2:12 
悟り， ヨブ 32:8 全能者の 息が 彼らに 一を 与える 
悟りの 悪い， ロマ 1:21 —心は 暗く なった 
悟 （る）， ヨハ 20:9 聖 句を 一って いなかった 
エフ 3:18 高さと 深さを一 れ るよう に 
サー 3:8; ダニ 10:14; ホセ 2:8;  11:3; コニ 
1:13 

裁き， ルツ 1:1 裁き 人が 一を 行なって いた ころ 
イザ 2:4 神は 諸国 民の 中で 一を 行ない， 

マタ 12:41 ニネベの 人々 は 一の 際に 立ち 
マタ 23:33 ゲへナ の一 を 逃れられ るか 
ヨハ 5:29  •••を 習わしに した 者は一 の 復活へ 
ロマ 11:33 その一 は 何と 探りが たく， 

テサニ 1:5 神の 義の 一の 証拠で あり， 

ヘプ 9:27 人が 一度 死に， そのの ち 一を 受ける 
ヘプ 10:27  — に対する ある 種の 恐ろしい 予期 
ヤコ 2:13 憐れみは一 に 打ち 滕って 
ぺテー 4:17 一が 神の 家から 始まる 定めの 時 
ぺテニ 2:3 昔からの 一は 手間 どって 
ぺテニ 3:7 不敬虔な 人々 の 一と 滅びの 日まで 
啓 19:2 その 一は 真実で 義に かなって いる 
出 7:4;  12:12;  m  37:33;  58:11;  82:1;  89: 
14; イザ 1:17;  26:9;  54:17; エレ 25:31; ヨ 
エ 3:2; 使徒 24:25;  25:9; コー 11:29; ユダ 6 
裁きの 座， ロマ 14:10 神の一 の 前に 立つ 
ヨハ 19:13; 使徒 18:12;  25:10; コニ 5:10 
裁きの 日， マタ 10:15  — には ゴ モラの ほうが 
ヨ ハー 4:17 一には ばかりの ない 言い方が 
裁き 人， 裁 2:16 エホバは 一たち を 起こされ， 
使徒 13:20 サム エルの 時まで一 を 与え 
申 16:18; 詩 2:10; イザ 1:26; ゼパ 3:3; ヤ 
つ 2mA 

裁 （く）， マタ 19:28 イスラエルの 十二 部族を一 
ルカ 6:37 —く のを やめなさい。 そうすれば 
ヨハ 3:18 信仰を 働かせない 者は すでに 一 かれ 
ヨハ 5:22 父は だれ ひとり 一かず， 一く ことを 
ヨハ 12:48 言葉が， 終わりの 日に その 人を一 
ヨハ 16:11 この 世の 支配者が 一 かれた 
使徒 17:31 義を もって一 くた めに 日を 定め， 
ロマ 14:4 家僕を一 くとは， あなたは だれか 
コー 5:13 外部の 人々 は 神が 一 かれる のでは 
コー 6:2 聖 なる 者たち が 世を 一く ことを 
コロ  2:16 食べる ことで だれから も一 かれない 
テモニ 4:1 生きて いる 者を 一く キリスト 
啓 11:18 死んだ 者たち を 一く 時 
出 18:26;  m  9:8, 19; 109:7,  31; 箴 29:14; 
イザ 11:4; エレ 11:20; ミカ 3:11; ヨハ 3:17; 
8:50;  ロマ 2:1; ぺテー 1:17 
砂漠， ヘプ 11:38 彼らは一 や 山々 を さまよい 
イザ 43:19; ルカ 1:80 
砂漠 平原， イザ 35:1 一は 喜びに 満ち 
イザ 51:3 一を エホバの 園の ように 
イザ 35:6;  41:19; エレ 50:12 
サフラン， 歌 2:1 沿岸の 平原の 一 

イザ 35:1 砂漠 平原は一 のように 花を 咲かせる 
差別， ロマ 10:12 ユダヤ人 ギリシャ 人の 一はない 
使徒 15:9;  ロマ 3:22; ヤコ 3:17 
覚ま （す）， ヨハ 11：11 眠りから一 しに 行きます。 
妨げ （る）， ぺテー 3:7 祈りが 一ら れな いため 
使徒 11:17; ガラ 5:7; テサー 2:16 
さまよい 出 （る）， 詩 119:110 一ませんでした 
さまよ （う）， イザ 53:6 羊の ように 皆一 い， 

エレ 50:6; ぺテー 2:25 
サマリア， 王 一 16:24; 王 二 6:20; イザ 10:11; 
エレ 23:13; ホセ 8:6;  13:16; アモ 8:14 


サマリア 人， ヨハ 4:9 ユダヤ人は一 と 交渉を 持た 
王 二 17:29; マタ 10:5; ルカ 10:33;  17:16; 使 
徒 8:25 

サム エル， サー 1:20;  2:18;  3:1;  8:7;  15:22, 
28; 詩 99:6; エレ 15:1; ヘプ 11:32 
寒さ， 詩 147:17 だれが その一 の 前に 立てる か 
創 8:22; ヨブ 37:9 

サムソン， 裁 13:24;  14:1,  5; 15:16;  16:30; へ 
ブ 11.32 

覚め （る）， イザ 52:1 シオンよ， 一 よ， 

ロマ 13:11 眠りから 一る 時で ある ことを 
コー 15:34 義 にしたがって 酔いから一 よ 
サラ， 創 17 : 15 —が その 名と なる 
ぺテー 3:6 —が アブラハムを 「主」 と 呼んで 
創 17:19;  21:2;  25:10; イザ 51:2;  ロマ 9:9; 
ヘプ 11:11 

さら （う）， 創 40:15; マタ 13:19; ヨハ 10:12 
さらし 台， エレ 29:26 その 者を一 に 掛けねば 
さら （す）， コロ  2:15 それらを 公に 一した 
ヘプ 6:6 神の 子を 公の 恥に 一して いる 
ヘプ 10:33 劇場に あるかの ように一 され， 

サレ 厶， ヘプ 7:2 —の 王， つまり 平和の 王 
創 14:18; 詩 76:2 
サロメ， マル 15:40;  16:1 
騒ぎ 立 （つ）， 詩 2:1 なぜ 諸国の 民は一 ち， 

詩 39:6; マタ 21:10; 使徒 4:25 
騒 （ぐ）， テ モー 3:3; テト 1:7 酔って一 がず 
ざわめき， エレ 25:31 一が 響き渡る。 

さわやかな もの， マタ 11:29 
さわやかに （する）， 詩 23:3 わたしの 魂を一 
マタ 11:28 来なさい。 一 して あげましょう。 
使徒 3:19  — する 時期が 到来し 
コー 16:18 わたしの 霊を一 して くれました 
さんご， 箴 8:11 知恵は一 に 勝り， 

残酷， 箴 5:9;  12:10; イザ 13:9 
産出 的な 地， 詩 9:8 —を 自ら 裁き 
イザ 26:9 —に 住む 者たち は 必ず 義を 
詩 24:1;  89:11;  96:10; イザ 13:11;  24:4 
サンダル， 申 25:9 —を その 足から 脱がせ， 

ヨハ 1:27 その 方の 一の 締め ひもを ほどく にも 
出 3:5; ヨシ 5:15; ルツ 4:7; 詩 60:8; マル 
6:9 

賛美， イザ 42:8 わたしの 一を 彫像に 与えない 
マタ 21:16 乳飲み子の 口から， 一を 備えられ 
ヘプ 13:15 —の 犠牲を 神に ささげましょう。 

詩 65:1;  71:8;  79:13;  111:10; イザ 60:18; 
62:7; ハバ 3:3; セ、 パ 3:19 
賛美 （する）， 詩 119:164 日に 七 度 一し ました 
イザ 38:18 死が 一す る ことは ない 
ヘプ 2:12 歌を もって あなたを 一し ます。 

詩 109:30; ルカ 2:13; 使徒 2:47;  3:8 
三百， 裁 7:7 —人の 者に よって 
産物， 箴 3:9 —の 初物を もって エホバを 敬え 
イザ 27:6 産出 的な 地の 表を 一で 満たす。 

マタ 26:29 ぶどうの 木の この一 を 飲みません 

サン ヘドリン， マタ 26:59; ルカ 22:66; 使徒 5:21 

シ 

死， 申 30:19 あなたの 前に 命と一 を 置いた。 

詩 116:15 忠節な 者たち の 一は 貴重 
箴 16:25 後に その 終わりが 一の 道と なる もの 
イザ 25:8 神は 実際に 一を 永久に 呑み込み， 
ロマ 5:12 こうして 一が， すべての 人に 広がり 
ロマ 6:23 罪の 報いは 一です が， 

コー 15:26 最後の 敵， 一が 無に 帰せられ 


し 一 しすべき にんげん 
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ヘプ 2:14 一を もたらす 手 だてを 持つ 者， 悪魔 
啓 2:10 忠実を 一に 至る まで 示しなさい。 

啓 20:14 一と ハ デスは 火の 湖に 投げ込まれた 
啓 21:4 もはや 一はな く， 嘆き も 
レビ 24:21; ヨブ 38:17; 詩 89:48; エゼ 33: 
11; ルカ 21:16; ヨハ 8:51; ロマ 5:17;  6:10; 

コー ic;:2i • へブ 2-q 

師， ヨハ 13:13 わたしを 一 また 主と 呼びます。 
マタ 10:24 

詩， エフ 5:19; ヤコ 5:13 

虐げ， 詩 72:14 彼は一 ぶら 彼らの 魂を 請け戻し， 
イザ 14:4;  54:14;  59:13; エレ 6:6 
虐げ （る）， 出 23:9 外人 居留 者を一 ては ならない 
エレ 7:6 父な し 子， やもめを 一ず， 

裁 4:3;  6:9; 箴 29:13; 伝 4:1; イザ 16:4; 
52:4; エレ 50:33; 使徒 10:38 
強いて 取る， フイ 2:6 — ことは 考えなかった 
強いられ （る）， ぺテー 5:2 牧せ • ••一 てでは なく， 
コニ 9:7; フイ レ 14 

仕打ち， コニ 4:10 イエスに 対する 致死 的な 一 
イザ 3:11; ヨエ 3:4,  7; オバ 15 
シェア ル • ヤシ ユブ， イザ 7:3 あなたの 子 一は， 
シェ オル， 倉 U  42:38 白髪を一 に 下らせる ことに 

サー 2:6 エホバ - に 下らせる 方 

詩 6:5 —に あって， だれが あなたを たたえる 
詩 16:10 わたしの 魂を一 に 捨て置かれない 
箴 27:20 一と 滅びの 場所は 満ち足りない 
伝 9:10 一には 業 も 企ても 知識 も 知恵 もない 
歌 8:6 全き 専心は 一と 同じく 屈しない 
イザ 14:15 —に， 坑の 最果てに 下ろされる 
ホセ 13:14 一の 手から 彼らを 請け 戻す。 

ヨナ 2:2 —の 腹の 中から 助けを 叫び 求めた 
申 32:22; サニ 22:6; 王 一 2:6; ヨブ 7:9; 17: 
13;  26:6; 詩 9:17;  49:15;  55:15;  139:8; 箴 
15:24; イザ 5:14;  14:9， 11;  28:15;  38:10, 
18;  57:9; エゼ 32:21,  27 
シェ ケム， 創 12:6; 裁 9:1 
シェ ケル， 出 30:13; エゼ 45:12; アモ 8:5 
ジェバ， 王 一 10:1; 代 二 9:9; エゼ 27:22 
シェフ ェラ， 申 1:7 山地と一 と ネゲブと 
シェ ブナ， 王 二 18:18 書記官 一， 

イザ、 22:15;  36:3,  22;  37:2 
塩， 倉 IJ 19:26 妻は… そのために一 の 柱と なった 
民 18:19 あなたの ための 一の 契約で ある。 

マタ 5:13 あなた 方は 地の 一です。 

コロ  4:6 あなたの 言葉を 一で 味つけなさい 
レビ 2:13; 王 二 2:21; ヨブ 6:6; マル 9:50 
塩の 海， ヨシ 3:16 アラバの 海， 一に 
シオン， 詩 2:6 —に わたしの 王を 立てた。 

詩 110:2 力の 杖を， エホバは 一から 送り出 
詩 132:13 エホバは一 を 選ばれた 
イザ 2:3 律法は一 から 出る ので ある 
イザ 28:16 一に ひとつの 石を 基と して 据える 
ゼパ 3:14  —の 娘よ， 喜びの 叫びを 上げよ。 
マタ 21:5 一の 娘よ， 見よ， あなたの 王が 来る 
サニ 5:7; イザ 62:1;  66:8; アモ 6:1; 口 
マ 9:33;  11:26; ぺテー 2:6 
シオンの 山， ヘプ 12:22 あなた 方は， 一に 近づいた 
啓 14:1 子羊が 一に 立って おり， 彼と 共に， 

王 二 19:31; 詩 48:2;  78:68;  125:1; イザ 8: 
18;  29:8;  31:4; ヨエ 2:32; オバ 21; ミカ 4:7 
鹿， 申 12:15; イザ 35:6; 哀 1:6 
死が い， マタ 24:28 一の ある 所， そこには 鷲が 集 
創 15:11; イザ 14:19; エゼ 43:9; アモ 8:3 
資格， コニ 2:16 十分 一が あるのは だれです か 
コニ 3:5 わたしたちに一 が あるのは 神から 


ガラ 6:1 霊的に 一の ある あなた 方は， 

テモニ 2:2 —を 得て 他の 人を 教えられる 
自覚， ヘプ 10:2 罪の 一を 持たない のです から 
自覚 （する）， マタ 5:3 霊的 必要を 一して いる 人 
仕掛け， ヨシ 23:13; イザ 8:14 
叱 （る）， ヨブ 19:3 十 度 も わたしを一 り， 
しかるべき， ガラ 6:9  — 時節に 刈り取る 
ペチ ー 5:6 神は 一時に 高めて くださる 
時期， 使徒 1:7 神の 権限内に ある 時 また 一 
使徒 3:19 さわやかに する 一が 到来し 
テサー 5:1 時と一 について は， 

テモニ 4:2 み 言葉を 宣べ 伝え， 順調な一 にも 
ぺテー 1:11 特に どの 一を 示して いるかを 
時宜， 箴 15:23  — にかな った 言葉は 何と 良い 
指揮官， ルカ 22:4; 使徒 4:1;  5:24,  26 
指揮者， 代 一 13:1; 代 二 32:21; ネへ 11:17 
指揮す る， コー 12:28 —能 力， 異 言です。 

識別 （する）， m  20:24 
識別力， 箴 2:11 一が あなたを 保護す る 
コー 10:15 —の ある 人に 対する ように 話す 
テモニ 2:7 主は すべての 事に おいて 一を 与え 
箴 2:2;  3:19;  10:23;  11:12;  17:27;  24:3 
仕切り 室， ヘプ 9:6 天幕の 第一の一 に 入って 
事故， 出 21:22 

至高 者， 詩 83:18 エホバ だけが 一 
詩 91:1 一の 秘められた 所に 住む 者は， 

ダニ 4:17 一が 支配者で ある ことを 知る ため 
使徒 7:48 一は 手で 造られた 家な どに 住まない 
詩 82:6; イザ 14:14; ルカ 1:32,  76;  6:35 
至高の 神， 使徒 16:17 
思考力， 箴 5:2 そして 一を 守れ。 

箴 14:17  —の ある 者は 憎まれる。 

ぺテニ 3:1 明せ きな一 を 呼び起こし 
自己 過信， 詩 85:8  —に 戻る ことが ないよう 
エゼ 30:9  —に 陥った エチオピアを 
時刻， マタ 24:36 その 日と 一は だれも 知らない 

仕事， 箴 22:29 自分の一 に 熟練した 人を 見た か。 
テモニ 2:4 もうけ 一な どに かかわらない 
マタ 20:3; 使徒 6:3; 啓 18:22 
自己本位， ガラ 5:26 —になら ないように 
フィ 2:3 —の 気持ちから ではなく 
自己 抑制， コー 7:5 —が 欠けて いる ゆえに 
死罪に 定め （る）， コニ 3:6 法典は一 ますが， 
資産， イザ 60:11 諸国 民の 一を 携えて 来る ため 
イザ 61:6 あなた 方は 諸国 民の一 を 食べ， 

創 34:29; 民 31:9; 詩 49:6;  62:10; エレ 15: 
13; 17:3; エゼ 26:12; マル 5:26; ルカ 15:12 
指示， 使徒 1:4; テサー 4:1 
死者， 詩 115:17  —はヤ ハを 賛美し ない。 

使者， マラ 3:1 わたしは 自分の一 を 遣わす。 

マタ 11:10 あなたの 顔の 前に 一を 遣わす。 

ヨシ 6:17; 王 二 9:18; 箴 13:17;  17:11; イザ 
14:32;  33:7; エゼ 17:15 
至上 者， ダニ 7:18 一に 属する 聖 なる 者たち 
ダニ 7:22,  25,  27 
自信， エレ 12:5; コニ 9:4 
地震， マタ 24:7 そこから ここへ と 一が ある 
ゼカ 14:5; マタ 27:54; ルカ 21:11; 啓 6:12 
静か， テサー 4:11 一に 生活す る ことを 目標と 
テ モー 2:2 平穏で 一な 生活を して ゆく 
テ モー 2:11 女は 一に 学びなさい 
^ •廿二 3.12 

シス ト ラム， サニ 6:5 —で エホバを 祝って いた 
死すべき， コー 15:53 — ものは 不滅 性を 着け 
コニ 4:11 

死すべき 人間， ヨブ 15:14 —は 清かろう か。 


1967 


しずむ 一し どうしゃ 


ヨブ 33:12;  36:25; 詩 8:4;  9:19;  55:13;  144: 
3; イザ 13:7;  33:8; エレ 20:10 
沈 （む）， フィ 2:26 
静める， 箴 15:18 言い争いを一。 

自制， コー 9:25 競技に 参加す る 人は一 を 働かせ 
使徒 24:25; ガラ 5:23; ペチ ニ 1:6 
私生児， ヘプ 12:8 

自制心， イザ 42:14; テモニ 3:3; テ ト 1:8 
自制 （する）， コー 7:9 
自責の 念， テト 3:11 一を 抱いて いる 
使節， フィ 2:25 あなた 方の 一， エ パフ ロデト 
箴 13:17;  25:13; イザ 30:4;  57:9; オバ 1 
時節， ダニ 2:21 神は 時と 一とを 変え， 

ガラ 4:10 月 や一 を 細心に 守って います。 

ガラ 6:9 うみ 疲れないなら， しかるべき一 に 
シセラ， 裁 4:7,  9, 13-18,  22;  5:20; サー 12:9 
自然， レビ 18:23 それは 一に 背く ことで ある 
ロマ 1:27 男性まで が 女性の一 の 用を 去り， 
ロマ 1:26,  31; 11:24; コー 11:14 
自然の 情愛， テモニ 3:3 —を 持たない 者 
氏族， 創 25:16; 民 25:15; 詩 117:1 
自足 （する）， ヨブ 21:23 全く 一して いると きに 
フィ 4:11 どんな 境遇で も 一す る ことを 学ぶ 
自足 力， コニ 9:8 すべての 事に 十分な一 を 備え 
子孫， 詩 37:25 その一 が パンを 捜し求め るのを 
創 9:9; ヨブ 18:19; 詩 25:13; イザ 14:20; 
59:21;  65:23; 使徒 17:28 
舌， サニ 23:2 言葉は わたしの一 の 上に あった 
詩 34:13 あなたの一 を 悪から 守れ 
詩 39:1 一で 罪を おかす ことがない ように 
箴 18:21 死 も 命 も 一 の 力のう ちに ある。 

イザ 32:4 どもる 者の 一は 明快な ことを 話す 
イザ 35:6  口の きけない 者の一 は 叫びを 上げる 
イザ 54:17 敵して 立ち上がる どんな 一に も， 
ゼカ 14:12  —は その 口に あるう ちに 朽ち果て 
フィ 2:11 すべての 一が イエスを 主と 公に 認め 
ヤコ 1:26 —にく つ わを かけない 人が いれば 
詩 31:20; 箴 6:17;  16:1; 使徒 2:3; コー 14: 
9; ヤコ 3:6,  8 
死体， 詩 110:6 

肢体， ロマ 6:13 自分の一 を 神に 差し出しなさい 
ロマ 7:23 自分の 一の 中では 罪の 律法が 
コー 12:18 神は 体に 一を 置かれた 
コー 6:15;  12:27; コロ  3:5; ヤコ 3:6;  4:1 
時代， マタ 16:3  — のしる しは 解釈で きない 
使徒 17:30 神は 無知の一 を 見過ごして こられ 
テ モー 4:1 後の 一に ある 人が 信仰から 離れ 
テモニ 3:1 終わりの 日には， 危機の一 が 来ます 
ぺテー 1:20 

慕い 求め （る）， 創 3:16 あなたが 一る のは 夫で 
詩 84:2 わたしの 魂は エホバの 中庭を一 
倉 IJ  4:7;  31:30 

慕 （う） I 詩 45:11 王は あなたの 美し さを 一う 
フィ 1:8 あなた 方 すべてを 一って いる 
ヨブ 14:15 

慕う 気持ち， ぺテー 2:2 
従 （う）， サー 15:22  — うことは 犠牲に 勝り， 

マタ 10:38 苦しみの 杭を 負って 一わない 者は， 
使徒 5:29 人間より 神に一 わねば なりません。 
ロマ 6:16 その 者に 一う が ゆえに その 奴隸 
テサニ 1:8 良いた よりに一 わない 者に 報復 
ヘプ 13:17 指導す る 人たち に 一い， 

創 3:17; 出 19:5;  24:7; 王 一 18:21; エレ 35: 
8， 14; ダニ 7:27; マタ 4:20;  8:27;  16:24; 
19:28; ヨハ 8:12; 使徒 5:32;  ロマ 2:8; テモ 
一 4:6;  5:10; へブ 5:9;  11:8; ぺテー 3:6; 
ぺテニ 2:2; 啓 19:14 


従え （る）， 詩 110:2 敵の ただ 中で 一て ゆけ。 

詩 49:14; イザ 45:1 
従わせ （る）， 創 1:28 地を 一よ。 

ヤコ 3:8 舌は だれも 一る ことができない 
千:^ — *  マ ヤ  ^*7 

親しい 集い I 詩 89:7; エゼ 13:9 

親しい 仲間， ヨブ 19:19 —の 者は わたしを 忌む 

親しく 知 （る）， ヨブ 22:21 神を 一り， 

詩 139:3 わたしの すべての 道を一 るよう に 
イザ 53:3 痛みと 病を 一る ことに 定められ 
滴 （る）， イザ 45:8 空 も義を もって 一れ。 

エゼ 7:17 すべての ひざから 水が 一り 
下の 地， エゼ 31:14;  32:18 
七， 箴 26:16 思慮 ある 返答を する 一人の 者より 
5:5 これに 対して 一人の 牧者を 起こす 
7:10 一人の 王が いる。 五 人は すでに 倒れ， 

質， ヤコ 1:3 試される あなた 方の 信仰の一 は 
ぺテー 1:7 あなた 方の 信仰の 試された一 が 
失意， 出 6:9 イスラエルの 子ら は 一の ため， 

ヤコ 4:9 喜びを一 に 変えなさい。 

失意の 気持ち， 出 23:28; 申 7:20; ヨシ 24:12 
しっかり 立ち向か （う）， エフ 6:11 悪魔に 一 
しっかりと 立 （つ）， コー 16:13 信仰のう ちに 一 
フィ 1:27 —つの 霊のう ちに一 ち， 

フィ 4:1 こうして 主に あって 一ち なさい。 

エフ 6:13; テサニ 2:15 
疾患， 詩 103:3 あなたの すべての 一を いやし， 
しっくい， ダニ 5:5 壁の 一の 上に 文字を 書いて 
執行 （する）， 出 12:12; 詩 103:6; ユダ 15 
実行 （する）， 詩 21:11 彼らは 一で きない 企てを 
マタ 23:3 言いは する が， 一 しない 
実在し ない， イザ 40:17;  41:29;  44:9;  59:4 
実在 （する）， ヨハ 7:28 遣わした 方が 一して 
実際的な 知恵， 箴 2:7 廉直な 者に 一を 蓄えて 
蔵 3:21 一 と 思考力を 守れ。 

箴 18:1 あらゆる一 に 逆らって 突き進む。 

ミカ 6:9 —の ある 人は あなたの み 名を 恐れる 
ルカ 1:17 不従順な 者を 義人の 一に 立ち返らす 
ヨブ 11:6;  12:16; 箴 8:14 
実質， ヘプ 10:1 律法は 事の一 を 備えて はいない 
実証 （する）， フィ 2:22 
執政官 代理， 使徒 13:7;  18:12;  19:38 
叱責， 箴 13:1 あざける 者は一 を 聞かない 
詩 104:7; 伝 7:5; イザ 66:15; コニ 2:6 
叱責 （する）， イザ 17:13;  54:9; ゼカ 3:2 
実践 （する）， ヨ ハー 1:6 真理を 一して はいません 
実体， コロ  2:17 その一 は キリストに 属して いる 
ヘプ 9:24 一の 写しで ある 聖 なる 場所 
ヘプ 11:1 見えない一 の 明白な 論証 
しっと （する）， ゼカ 1:14 エルサレム のために 一 
コニ 11:2 敬虔な しっとを もって 一して いる 
失敗 （する）， ぺテニ 1：10 決して一 しない 
失望， ロマ 5:5 その 希望が 一に 至る ことは ない 
ロマ 9:33 信仰を 置く 者は一 に 至る ことがない 
ぺテー 2:6 信仰を 働かせる 者は 一に 至らない 
失望 （する）， 箴 24:10 自分が 一して いる ことを 
ミカ 3:7 占う 者は 一 させられる。 

ロマ 10:11 彼に 信仰を 置く 者は一 しない 
質問， テモニ 2:23 愚かで 無知な一 を 退けなさい 
テト 3:9 愚かな 一 や 系図から 遠ざかりなさい 
使徒， マタ 10:2 十二 一の 名は 次のと おり 
ヘプ 3:1 — また 大祭司， イエス 
マル 3:14; コー 4:9;  12:28;  15:9; コニ 12: 
12; ガラ 1:1; 啓 21:14 
指導者， サー 9：16 その 人に 油を そそいで 一と 
サニ 7:8 あなたを わたしの 民の 一 とした。 


しどうの にん 一し もべ 


1968 


イザ 55:4  — また 司令官と して 与えた 
マタ 23:10 一と 呼ばれて はならない。 一は 
申 32:42; サー 25:30 

指導の 任， ヘプ 13:7, 17 —に 当たって いる 人 
使徒 職， 使徒 1:25; コー 9:2; ガラ 2:8 
シドン， 創 10:19; イザ 23:4; エレ 47:4; エゼ 
28:22; ヨエ 3:4; ゼカ 9:2; マタ 11:21; マル 
3:8; 使徒 12:20;  27:3 
シ ナイ， 詩 68:8 

シナイ山， 出 19:20 エホバは一 に 下って 来られ 
出 24:16;  31:18; レビ 7:38; ネへ 9:13; 使徒 
7:30  38 

シナ ル， 倉 U 10:10 始まりは， 一の 地の バベル 
創 11:2; イザ 11:11; ダニ 1:2; ゼカ 5:11 
死人， マタ 8:22  —に その一 を 葬らせなさい 
啓 14:13 

死 （ぬ）， 倉 IJ  2:17 食べる 日に あなたは 必ず 一ぬ 
創 3:4 決して 一ぬ ような ことはありません。 

伝 3:19 一方が 一 ぬよう に， 他方 も 一 ぬ。 

伝 7:1 —ぬ 日は 生まれる 日に 勝る。 

エゼ 18:4 罪を 犯して いる 魂は一 ぬ 
ヨハ 11:26 わたしに 信仰を 持つ 者は 一なない 
ロマ 5:8 罪人のと きに 一んで くださった 
ロマ 6:9 キリス トは もはや一 なず， 死は 彼に 
伝 3:2;  9:5; エレ 16:4; ルカ 16:22;  20:36; 
使徒 2:29;  ロマ 4:19;  7:9;  14:9; コニ 5:15; 
へ- i  9.27. II.1 3 

死ぬべき， ロマ 6:12 罪が 一体の 中で 王と して 

ロマ 8:11 

死の 激痛， 詩 73:4 一 もな く， その 下腹は 肥えて 
死の 眠り， コー 15:20  — について いる 者の 初穂 
コー 15:51 皆一 につく のではありません 
詩 13:3; 使徒 7:60;  13:36; コー 15:6, 18; ぺ 
ネ ニ 3:4 

忍び込 （む）， ガラ 2:4 自由を うかがう ために 一 
ユダ 4 裁きに 定められ ていた ある 人々 が一み， 
忍 (ふ')， コー 4:12 迫害 されれば 一び， 

エフ 4:2 愛のう ちに 互いに一 び， 

テモニ 4:5 苦しみを 一び， 福音 宣明 者の 業を 
ネへ 9:30; マラ 3:2;  ロマ 9:22; ヘプ 13:13 
支配， 啓 11:17 王と して一 を 始められた 
ダニ 7:27; ミカ 4:8 
支配権， ダニ 4:3,  34;  7:6 
支配者， ダニ 4:17 至高 者が 人間の 王国の 一で 
マタ 9:34 悪霊を 追い出す のは 悪霊たち の一 だ 
マタ 20:25 諸国 民の 一たち が 人々 に 威張り 
ヨハ 12:42 一たち でさえ 彼に 信仰を 持った 
エフ 2:2 空中の 権威の一， 

ヨハ 7:48; 使徒 3:17;  4:26;  17:6; コー 2:8 
支配 （する）， 創 1：18 昼と 夜と を 一 させ， 

創 3:16 夫は あなたを 一す るであろう。 

サニ 23:3  — する 者が 神を 恐れて一 するとき 
詩 8:6 これに ご 自分の み 手の 業を一 させ， 

伝 8:9 人が 人を一 して これに 害を 及ぼした 
イザ 32:1 まさに 公正の ために 君と して 一す る 
ロマ 5:14 死は 王と して 一し ま した。 

啓 20:4 千年の あいだ 王と して一 した。 

創 37:8; 申 15:6;  m  119:133; イザ 3:4; 14： 
5;  28:14; ダニ 11:39;  ロマ 6:12; コー 4:8 
支配を 行な （う）, 詩 59:13 神は 地の果てまで 一う 
箴 29:2 邪悪な 者が 一う と， 民は 嘆息す る。 

詩 103:19; 箴 8:16 

自発的， エズ 1:6 —に ささげられ たもので 
エズ 7:16 神の 家に一 に献 じている 民と 祭司 
縛り 縄， 詩 2:3;  116:16; エレ 30:8 
縛 （る）， 詩 146:7 —ら れ ている 者を 解き放つ 
マタ 16:19 地上で 一る ものは 天で 一ら れ 


啓 20:2 蛇を 捕らえて， 千年の あいだ一 っ た。 
創 22:9; 詩 118:27; 箴 6:21; マタ 13:30; ル 
力 13:16; 使徒 20:22;  ロマ 7:2 
慈悲， ルカ 18:13 罪人の わたしに 一を お示し 
自費で  Z1 — - Q.7 

事物の 諸 体制， ヘプ 1:2 彼を 通して 一を 作られ 
事物の 体制， マタ 13:39 収穫は 一の 終結で あり， 
マタ 24:3 一の 終結の しるしには 何が 
コニ 4:4 この 一の 神が 思いを く らまし 
ガラ 1:4 わたしたちを 邪悪な一 から 救い出す 
詩 17:14;  49:1; マタ 28:20; マル 10:30; ル 
力 18:30; テ モー 6：17 
自分， ロマ 15:1 —を 喜ばせて いては ならない 
コニ 10:12 その 人々 と 一を 比べたり しない 
フィ 2:4 —の 益を 図って一 の 事 だけに 
テモニ 3:2 人々 は一 を 愛する 者と なる 
ヨブ 34:4; マタ 20:15; ヨハ 8:44; 使徒 4:32; 
コー 4:3;  10:24; コニ 7:1; ヨ ハー 1:8 
自分を 高め （る）， 箴 8:13  —る ことを わたしは 憎 
箴 15:25 エホバは一 る 者たち の 家を 打ち壊し， 
イザ 2:12  — , 高ぶる 者 すべてに， 

詩編, ルカ 20:42 

脂肪， サー 15:22 注意を 払う ことは一 に 勝る 
エゼ ^4-3 

司法 上の 定め， 申 4:8 —を 持つ どんな 国民が 
代 一 16:14 エホバの 一 は 全地に ある。 

詩 119:108 あなたの一 を 教えて ください。 

ゼパ 2:3 柔和な 者は， 神の 一を 守り 行ない 
レビ 18:5; 詩 19:9;  25:9;  36:6;  119:91;  149: 
9; エゼ 11:20 
司法 上の 裁き， 王 一 3:28 
司法 上の 処罰， テサニ 1:9 滅びと いう一 を 受け 
ユダ 7 火に よる 一を 受け， 警告の 例と して 
死亡 （する）， 民 5:2; マタ 22:25 
搾り おけ， ヨエ 2:24;  3:13; ゼカ 14:10 
シボレ ト， 裁 12:6 さあ， 一と 言って みなさい 
島， 詩 97:1 地は 喜べ。 一々 は歓 ベ。 

イザ 40:15;  41:1;  42:12; 啓 6:14;  16:20 
姉妹， テ モー 5:2 若い 婦人には一 に対する ように 
しまうま， エレ 14:6  —も 風を かいだ 
自慢 家， 箴 21:24 うぬぼれの 強い 一， 

自慢 （する）， エレ 9:24  — する 者は この こと 
コー 13:4 愛は ねたまず， 一 せず， 

詩 94:4; イザ 29:20; ヤコ 3:5 
市民， ルカ 15:15;  19:14; 使徒 21:39;  22:28 
市民権， フィ 3:20 わたしたちの一 は 天に あり 
シ ムイ， サニ 16:5;  19:16; 王 一 2:8,  38,  44 
使命， エレ 48:10 エホバの 一を いい加減に する 
指名 （する）， ルカ 10:1 主は ほかの 七十 人を一 し， 
民 1:17; サー 16:3; 代 二 31:19 
シメオン， 創 29:33;  42:24;  49:5; 出 6:15 
示 （す）， 使徒 26:16 自分を あなたに 一 した 
ロマ 5:8 神は ご 自身の 愛を一 して 
創 12:1; テ モー 1:16; ぺテー 1:11; 啓 22:6 
締めつ け （る）， 箴 16:30 唇を一 て， 

コニ 4:8 動けない ほど 一ら れ ては 
地面， 創 2:7 —の 塵で 人を 形造り， 

創 3:17 一は あなたの ゆえに のろわれた。 

ヨシ 3:17 イスラエルは 乾いた 一を 渡って 
霜， 出 16:14; エレ 36:30 
僕， イザ 43:10 証人， わたしが 選んだ 一 
イザ 65:13 わたしの一 たちは 食べる が， 

エレ 25:9 わたしの 一， ネブ カド レ ザル 
アモ 3:7 内密の 事柄を 自分の 一に 啓示して 
使徒 4:30 あなたの ー イエスの 名に よって 
詩 116:16; イザ 49:3;  53:11;  65:15; エレ 7: 
25; ダニ 3:26; ゼカ 3:8; マタ 12:18 


1969 


シモン ー じゆう ふ' んの いち 


シモン， マタ 4:18;  10:2; マル 3:16 
邪悪， 詩 45:7 義を 愛し， 一 を 憎む。 

詩 84:10  —の 天幕の 中で 動き回る より 
コー 5:8 悪と 一 の パン 種を 用いず， 

詩 5:4;  125:3; エレ 12:1; エゼ 3:19; マタ 
12:35;  22:18;  ロマ 12:9 
邪悪な 時代， エフ 5:16 今は 一 だからです。 
邪悪な 者， 詩 37:10 もう 少しで一 はいなくなる 0 
箴 15:8 —の 犠牲は エホバには 忌むべき もの 
箴 29:2 一が 支配を 行なう と， 民は 嘆息す る 
イザ 57:21 一たち に 平和は ない 
エゼ 33:11 一の 死を 喜ぶ のでは なく 
マタ 6:13  — から 救い出して ください 
ヨ ハー 5:19 全世界が 一の 配下に ある 
ヨブ 11:20; 詩 9:17;  145:20; エレ 12:1; エ 
ゼ 3:18; ダニ 12:10; エフ 6:16 
邪悪な 霊の 勢力， エフ 6:12 
笏 ，創 49:10 一は ユダから 離れず， 

詩 2:9 鉄の 一を もって 彼らを 砕き， 

ヘプ 1:8 あなたの 王国の 一は 廉直の 一 
民 24:17; エス 5:2; 詩 45:6;  125:3; エゼ 19: 
14; ゼカ 10:11 

釈放， ルカ 4:18 捕らわれ人に一 を宣べ 伝え 
釈放 (する）， マタ 27:21; 使徒 3:13 
釈明 （する）， ロマ 2:15 
写字 生， エズ 7:6; 詩 45:1; エレ 36:10 
射精， レビ 15:16,  32; 18:20;  20:15;  22:4 
射精 （する）， レビ 18:23 獣に一 しては ならない 
シャデ ラク， ダニ 1:7;  2:49;  3:12-14,  28-30 
シャベル， マタ 3:12; ルカ 3:17 
車輪， エゼ 10:6 — の 間から， ケルプの 間から 
ヤコ 3:6 生まれついた 人生の一 を 燃やし， 

出 14:25; ナホ 3:2 

シャル テル， 代 一 3:17; エズ 3:2; マタ 1:12 
シャルマネセル， 王 二 18:9 アッ シリアの 王一 が 
シャロン， 代 一 5:16;  27:29; イザ 33:9;  35:2; 
65:10 

主， 申 10:17 エホバは 神の 神， 一 の一， 

詩 110:1 わたしの一 に対する エホバの お告げ 
マラ 3:1 あなた 方の 求める まことの一 が 
マタ 7:22 一よ， 一よ， あなたの 名で 預言した 
コー 7:39 結婚で きます。 一 にある 者と だけ 
コー 8:5 多くの 神 や 多くの 一が いる 
コー 15:58 労苦が 一に あって 無駄で ない 
エフ 4:5 —は 一つ， 信仰は 一つ， 

ぺテー 3:6 サラが アブラハムを一 と 呼んで 
詩 136:3; マタ 11:25; ヨハ 20:18,  28; 使徒 
17:24; テ モー 6:15; テモニ 2:24; ヤコ 2:1 
週， ダニ 9:27  —の 半ばに， 犠牲を 絶えさせる 
創 29:27,  28; 申 16:9; ダニ 9:24-26 
自由， レビ 25:10 その 地で 一を ふれ 告げねば 
イザ 61:1 とりこに された 者たち に 一を 告げ 
ロマ 8:21 神の 子供の 栄光 ある一 を 持つ 
コニ 3:17 エホバの 霊の ある 所には 一 が ある 
ガラ 4:26 上なる エルサレムは一 であって， 
ガラ 5:13 あなた 方は 一の ために 召された 
ヤコ 1:25 —に 属する 完全な 律法の 中を 熟視し 
ぺテー 2:16  — を， 悪の 覆いと してでは なく 
ぺテニ 2:19 それらの 者に 一を 約束しながら， 
レビ 19:20; イザ 58:6; エレ 34:17; エゼ 46: 
17; コー 10:29; ガラ 2:4;  5:1 
十， ゼカ 8:23 一人が ユダヤ人の すそを とらえ 
創 18:32; 王 二 20:11; マタ 25:1; 啓 13:1 
什 一 ，申 26:12 産物の 十分の一を 一 と して 
ヘプ 7:9 —を 受ける レビで さえ一 を 払った 
ヘプ 7:5,  6,  8 
収益， イザ 23:3; 使徒 2:45 


集会， 民 27:16; 詩 1:5;  82:1; 使徒 19:39 
収穫， 創 8:22 種 まきと一 は 決して やまない 
マタ 9:37 —は 大きいで すが， 働き人は 少ない 
マタ 13:39 —は 事物の 体制の 終結 
出 23:16; 詩 85:12; 箴 10:5; エレ 8:20;  51: 
33; エゼ 34:27; ヨハ 4:35 
収穫物， ヨエ 3:13 鎌を 入れよ。 一は 熟した から 
啓 14:15 地の 一は すっかり 熟して いる 
習慣， 使徒 16:21 許されない 一を 広めて いる 
コー 15:33 悪い 交わりは 有益な一 を 損なう 
テ モー 3:2 監督は 一に 節度を 守り， 

ヘプ 10:25  — のように せず， 励まし 合い 
レビ 18:30; 使徒 6:14;  26:3; コー 11:16; テ 
モー 3.11  _  ラ •卜 ?:2 

宗教， 王 二 17:26 この 地の 神の一 を 知らない 
王 二 17:34 以前の一 にしたがって 行なって 
終局， 伝 2:14;  3:19;  9:2 
終結， マタ 24:3 事物の 体制の一 のしる しは 何 
マタ 28:20; ヘプ 9:26 
集合 させ （る）， レビ 8:3; 申 31:12 
集合した 群衆， 詩 26:12 一の 中で エホバを 賛美 
集合 （する）， エス 9:18 ユダヤ人は 一し， 

宗旨， 使徒 18:13 神を 崇拝す る 点で 別の 一に 
柔順， コニ 9:13 良いた よりに一 であり， 

ヘプ 13:17 指導の 任に 当たって いる 人に一 で 
従順， 創 49:10 民の一 は シロの ものと なる 
ロマ 6:16 義の 見込みを 伴う 一の 奴隸 ともなる 
エフ 6:1 子供たち よ， 親に一 でありなさい 
エフ 6:5 奴隸 たちよ， 主人に 一で ありなさい 
フィ 2:8 杭の 上の 死に 至る まで一 に なられ 
テ ト 3:1 政府に一 であるべき ことを 
ヘプ 5:8 苦しんだ 事柄から一 を 学ばれました 
サニ 22:45; 詩 18:44; 使徒 7:39;  ロマ 5:19; 
6:17;  16:26; コニ 2:9;  7:15;  10:5,  6; ぺテ 
一 1:2, 14,  22;  3:1;  4:17 

囚人， エフ 3d キリストの 一， 私 パウロ 

テモ ニ； h8 主の ために 一と なって いる わたし 
マタ 27:15; 使徒 16:25 
自由 人， ガラ 3:28; エフ 6:8; コロ  3:11 
収税人， マタ 11:19 一 や 罪人たち の 友 
マタ 21:32  —や 娼婦たち は 彼を 信じた 
マル 2:16 彼は一 や 罪人と 食事を する のか 
ルカ 18:11 この一 のよう でない のを 感謝 
ルカ 19:2 ザア カイは 一の 長で， 富んだ 人 
マタ 5:46;  18:17;  21:31; マル 2:15; ルカ 3: 
12;  7:29;  15:1;  18:10 

重大な 事柄， マタ 23:23 律法のより一 を 無視し 
しゅうと， 出 4:18;  18:1; 裁 19:4 
しゅうとめ， 申 27:23; ルツ 1:14;  2:11; マタ 8: 
14; 10:35; マル 1:30 

トニ， マタ 10:2 — 使徒の 名は 次のと おりで ある。 
創 49:28; ヤコ 1:1 

自由にされ （る）， ロマ 6:18 あなた 方は 罪から一， 
ロマ 8:21 創造物は 奴隸 状態から 一， 
lJj  21 •  9 

自由に （する）， ヨハ 8:32 真理は あなた 方を 一 


ロマ 8:2 

私有の 民， 申 4:20 

修復 （する）， 代 二 24:4 エホバの 家を 一す る 
ダニ 9:25 エルサレムを 一して 建て直せ 
十分， マタ 6:34 —日の 悪い ことは その 日で 一 
コニ 12:9 過分の 親切は あなたに 対して 一 
ぺテー 4:3 欲する ところを 行なう のは 一 
マタ 28:12; 使徒 17:9; コニ 2:6 
十分に 成長した， コー 14:20 理解力の 点で 一 
エフ 4:13 一大 人に 達する 
十分の一， 創 14:20 アブラムは 一を 彼に 与えた 


じゅ う ふんの もの 一し よ うにん 

レビ 27:30  土地の 一は エホバの もの 
民 18:26 その 一の一 を エホバへの 寄進 物と し 
マラ 3:10  —を ことごとく 倉に 携え 入れて， 
マタ 23:23 —を 納め， より 重大な 事柄を 無視 
レビ 27:32; 申 14:22; 代 二 31:12; ネへ 10: 
38; 13:12; ルカ 18:12 

じゅ うぶん の もの， コニ 9:8 良い 業の ため 一を 
住民， イザ 24:5; エレ 26:15 
重要， フィ 1:10 より一 な 事柄を 見き わめる 
十四 万 四千， 啓 7:4;  14:1,  3 
宿営， ヘプ 13:11 動物の 体は一 の 外で 焼かれる 
民 1:52; 啓 20:9 

熟視 （する）， ぺテー 1:12 み使いた ちは 一したい 
祝福， 申 30:19 命と 死， 一と 呪いを 置いた。 

箴 10:22 エホバの 一， それが 人を 富ませる 
マラ 3:10 一を 注ぎ 出す かどう かを 見よ 
創 12:2; 箴 28:20; マラ 2:2; ぺテー 3:9 
祝福 （する）， 創 1:28 神は 彼らを 一し， 言われた 
ロマ 12:14 —し， のろって はならない 
創 12:2;  32:26; 民 6:24; 申 7:14; ルツ 2:4; 
詩 29:11;  62:4; ルカ 6:28; コー 10:16; へ 
ブ 7:7 

熟練， 伝 2:21;  4:4; コニ 11:6 

主権， エフ 1:21; コロ 1:16 

主権者なる 主， 詩 73:28  — エホバの もとに， 

使徒 4:24 —よ， あなたは， 天を 造られた 方 
詩 109:21;  140:7; イザ 22:14;  28:22; エレ 
50:25; ルカ 2:29; 啓 6:10 
主宰の 任， テサー 5:12 一に 当たる 人々 を 重んじ 
ロマ 12:8; テ モー 5:17 

主宰 役員， マル 5:22; ルカ 8:49;  13:14; 使徒 
13:15;  18:8 

樹脂， 創 2:12; 民 11:7 ブデ リウ ムの一 
シュ シヤン， エス 1:2;  9:6; ダニ 8:2 
呪術， ミカ 5:12 わたしは あなたの 手から一 を 断ち， 
王 二 9:22; 代 二 33:6; イザ 47:9; ナホ 3:4 
呪術 者， 出 7:11; エレ 27:9; ダニ 2:2; 使徒 13:6 
呪術を 行なう 者， マラ 3:5 —に 対し 証人と なる 
主人， マタ 6:24 二人の 一の 奴隸 には なれない 
マタ 25:21 あなたの一 の 喜びに 入りなさい。 
ロマ 6:14 罪が 一と なって はならない 
ロマ 14:4 立つ も 倒れる も， その 一に 対して 
コロ  4:1 自分に も 天に 一が いる ことを 知り， 

詩 123:2; イザ 26:13; マラ 1:6; マタ 9:38; 
ルカ 12:45;  ロマ 6:9; エフ 6:9; コロ  3:22 
種族， ぺテー 2:9 あなた 方は， 選ばれた 一， 
主題， ヨブ 30:9 彼らの 歌の一 となった。 

主たる 者， ぺテニ 2:10 一の 地位を 見下す 者を， 
ユダ 8 

熟考 （する）， 詩 48:9 あなたの 愛 ある 親切を 一し 
_  32:2° 

出産， イ 'ザ 66:9; ヨハ 16:21 

出産 （する）， イザ 66:7 彼女は 男の子を 一した 

出身地， エゼ 29:14 その 一に 連れ戻す。 

出立， ルカ 9:31 一につ いて 語り はじめた 
取得 （する）， 申 1:21; 詩 44:3 
取得 物， ヨブ 15:29 その 一を 地に 広げる こと も 
シュネ 厶， ヨシ 19:18; サー 28:4; 王 二 4:8 
守備隊， サー 10:5; サニ 8:6; 代 一 18:13 
寿命， 詩 39:5; マタ 6:27; ルカ 12:25 
樹木， ヨブ 14:7 —に さえ 望みが あるの だから。 
主要， 箴 4:7 知恵は一 な ものである。 

ぺテー 5:4 —な 牧者が 現わされた 時， 

主要な 代理者， 使徒 3:15 命の 一を 殺しました。 
使徒 5:31 神は この 方を一 と して 高めました 
ヘプ 2:10 救いの一 を 苦しみを 通して 完全に 
へブ 12:2 信仰の ー イエスを 一心に 見つめ 
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種類， 創 1:11 果実を その 一にしたがって 産す る 
創 1:25;  6:20; エゼ 47:10; ヤコ 3:7 
順位， コー 15:23 各々一 にしたがって 
巡回 （する）， マル 6:6;  ロマ 15:19 
純化 (する）， 詩 12:6 七 度一 された 銀の よう だ。 
循環， 伝 1:6 風は一 を 繰り返しながら， 

純真， マタ 10:16 はとの ように 一な ことを 
ロマ 16:19 よこしまな ことには 一で あるよう 
フイ 2:15 とがめの ない一 な 子供 
純粋， マタ 5:8 心の 一な 人たち は 幸いです。 

純粋 さ， コニ 6:6 —と， 知識と により 
準備， エレ 46:14 自分の ために も 一を せよ。 

エゼ 38:7; マタ 27:62; ヨハ 19:14， 31,  42 
準備 (する）， ヨハ 14:2 場所を 一し に 行く 
準備ので きた 民， ルカ 1:17 —を 整える 
書， イザ 34:16 エホバの 一の 中を 尋ね 求め， 

ダニ 7:10 幾つかの 一が 開かれた 
ダニ 9:2 年の 数を 幾つかの 一に よって 知った 
ダニ 12:4 終わりの 時まで この一 を 封印せ よ 
ヘプ 9:19  — そのものと 民 全体と に 振り掛け 
出 17:14; マル 12:26; ヘプ 10:7 
賞， コー 9:24 ただ 一人 だけが 一を 受ける のを 
フイ 3:14 神からの一 である 召しの ため， 

コロ  2:18 一を 奪い取られて はなり ません 
上位 者， ぺテー 2:13  — としての 王に 対しても 
上位の 権威， ロマ 13:1— に 服しなさい。 

証印， ロマ 4:11; テモニ 2:19; 啓 7:2 
証印を 押 (す）， ダニ 9:24 幻と 預言者と に 一し 
ヨハ 3:33 神は 真実で ある ことに 一した 
ヨハ 6:27 神は， 是認の一 された 
啓 7:4 —され た 者の 数は 十四 万 四千で あり 
コニ 1:22; エフ 1:13;  4:30; 啓 7:3 
生涯， 詩 30:5 その 善意は一 に 及ぶ 
障害物， レビ 19:14; イザ 57:14 
正気， サー 21:13 自分が 一な のを 偽り， 

蒸気， 詩 135:7 神は 地の果てから 一を 上らせ 
エレ 10:13 地の果てから一 を 上らせる。 

常 供の もの， ダニ 8:11;  11:31;  12:11 
衝撃， イザ 2:19 地が 一を 受ける とき， 人々 は 
衝撃 的， ユダ 15 すべての 一な 事柄に 関して 
証言， 民 35:30 一人が 一を 行なって 死なせて は 
イザ 59:12 罪は わたしたちに 不利な一 をした 
テ モー 3:7 外部の 人から も りっぱな 一 を 得て 
証言 （する）， サニ 1:16; ミカ 6:3 
証拠， テサニ 1:5 神の 義の 裁きの 一で あり， 

使徒 1:3;  25:7; コニ 2:9 
称号， ヨブ 32:21 地の 人に一 を 贈らない 
城塞， 詩 89:40; ルカ 19:43 
称賛， ヨブ 38:7 神の 子が 一の 叫びを 上げた とき 
コー 4:5 各自 神からの一 を 受ける 

称賛 f べき d と， フイ 4:8 何で あれ 一が あれば 
正直， 創 20:5 わたしは 一な 心， 潔白な 手で 
コニ 8:21 人の 前で も一 な 備えを する 
ヘプ 13:18 —な 良心を 抱いて いる 
召集者， 伝 1:1, 12;  7:27;  12:9, 10 
成就 （する）， マタ 5:17 破棄では なく 一し に 
代 二 36:21; マタ 2:15;  12:17; ルカ 21:22 
少女， ルカ 8:54 

状態， コー 7:20,  24 どんな 一で 召されても 
冗談， 創 19:14  —を 言って いる 者の ように 
エフ 5:4 卑わ いな 一な ど， 

象徴的， ガラ 4:24 これらの 事は 一な 劇と なって 
衝動， ヨハ 16:13 自分の 一で 話す のでは なく， 

テ モー 5:11 その 性的な 一が キリストとの 間を 
商人， イザ 23:2,  8; エゼ 27:21 
証人， 出 20:16 一とな り， 偽りの 証言を しては 
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しよ うねん 一し よゆうし や 


申 19:15 二人の一 の 口 または 三人の 一の 口 
ヨブ 16:19 わたしの一 は 高い 所に おられる。 
イザ 43:10 あなた 方は わたしの 一で あると， 
ミカ 1:2 エホバを あなた 方への 一となら せよ 
使徒 1:8 … にまで， わたしの一 となる 
テ モー 6:13 一と して 公の 宣言を した キ リス ト 
ヘプ 12:1 雲の ような一 たちに 囲まれて いる 
啓 1:5 忠実な 一 ，イ エス • キリス ト 
啓 11:3 わたしの 二人の一 に 預言させる 
啓 17:6 イエスの 一たち の 血に 酔って いるのを 
ヨシ 24:22;  m  14:25; イザ 44:8; 使徒 10:39; 
13:31;  20:26;  22:15; コー 15:15 
少年， 箴 22:6 一を 行くべき 道に 従って 育てよ 
イザ 11:6 小さな一 が それらを 導く 者と なる。 
イザ 65:20 百 歳で も， ほんの一 として 死ぬ 
マタ 17:18;  21:15; ルカ 2:43 
少年 時代， サー 17:33 彼は 一からの 戦 人 
商売， ヤコ 4:13 —を してもう ける ことにしよう 
詩 107:23; マタ 22:5; 使徒 19:25 
焼燔の 捧げ物， 詩 40:6 一を 求められません 
倉 IJ  8:20; レビ 16:24; サー 15:22; 詩 51:16; 
エレ 19:5 

商品， ネへ 10:31 安息日に 一を 持って来て 
エゼ 26:12;  28:5, 16, 18 
娼婦， 創 38:15 ユダは すぐに それを 一と 思った 
申 23:18  —の 賃銀を 携えて 来て はならない 
マタ 21:31 — たちが あなた 方より 先に 入る 
啓 17:5 犬い なる バビロン， 一たち の 母 
啓 17:16 野獣は一 を 憎み， 荒れ 廃れさせて 
ルカ 15:30; コー 6:15; ヘプ 11:31; ヤコ 2: 
25; 啓 17:1, 15; 19:2 
情夫， ホセ 2:7 

城壁， エゼ 38:11 彼らは 皆,一 もな く 住んで おり， 
イザ 26:1; ヨエ 2:7; ヘプ 11:30 
譲歩， コー 7:6 こう 言う のは一 としてで あり 
譲歩 （する）， マタ 19:8 モー セは 一した 
証明 （する）， コー 3:13 火が 各人の 業を一 する 
使徒 18:28 

情欲， マタ 5:28 その 女に一 を 抱く 者は 

ロマ 7:5 律法に よりかき 立てられた 罪深い一 
コー 7:9  —に 燃える よりは 結婚す る ほうが 
ガラ 5:24 肉を その一 と共に 杭に つけ 
将来， 詩 37:37 その 人の 一は 平安 だからで ある 
詩 37:38 邪悪な 者たち の 一は 断ち 滅ぼされる 
箴 24:20 悪人に一 はない からで ある。 

詩 73:17; 箴 5:11;  20:21;  23:18; イザ 41:22; 
エレ 29:11 

勝利， 詩 47:1 神に一 の 叫びを 上げよ。 

ロマ 8:37 すべての 事に 一を 収めて 
コー 15:55 死の 一は どこに あるの か。 

詩 81:1; コー 15:57; 啓 15:2 
女王， マタ 12:42 南の一 は 裁きの 際に 
啓 18:7 わたしは 一として 座す。 やもめでは 
王 一 10:1; エレ 7:18 

書記官， 王 二 12:10; エス 3:12; イザ 33:18; エ 
レ 52:25 
職， 使徒 18:3 

贖罪， 出 30:10 年に一度 ずつ一 を 行なう 

レビ 17:11 その内に ある 魂に より 一を 行なう 
レビ 16:6, 16,  30， 33,  34; 申 32:43; エゼ 
16:63 

贖罪の 日， 使徒 27:9 

食事， ヘプ 12:16 エ サウは一 と 引き換えに 
サー 20:24; マタ 26:26; 使徒 2:46 
燭台， 出 25:31 純金の一 を 造る 
代 一 28:15; ヘプ 9:2; 啓 1:12， 13,  20;  2:1 
食卓， ダニ 11:27 一つの 一につ いて 偽りを 語り 


マラ 1:7 エホバの一 は 軽ん ずべき もの， と 述べ 
ルカ 22:30 王国で わたしの 一につ いて 食べ 
コー 10:21 エホバの一 と 悪霊の一 に 同時に 

詩 23:5; イザ 21:5;  28:8 
職人， 出 35:35; 王 二 24:14; イザ 40:19; エレ 
10:3; ホセ 8:6;  13:2; 使徒 19:24,  38 
職 服， 王 二 2:13 エリヤの 一を 拾い上げ， 

王 一 19:19; 王 二 2:8; ゼカ 13:4 
植物， マタ 15:13 父が 植えた のでない 一はみ な 
植民地， 使徒 16:12 フィリピ， そこは 一で 
職務, 王 二 17:32; 代 一 9:22; コニ 11:12; ヘプ 
7：13 

食‘， マタ 24:45 時に 応じて 一を 与えさせる 
ヨハ 4:34 わた しの一 は ご 意志を 行なう こと 
ヨハ 6:27 滅びる 一の ためでは なく， 

ヨハ 6:55 わたしの 肉は 真の一 であり， 血は 
ロマ 14:15  — のために 兄弟を 悲嘆させる 
ヘプ 5:14 固い一 は 円熟した 人々 の もの 
詩 136:25; マタ 6:25; 使徒 14:17; コー 8:13 
食物 袋， マタ 10:10; ルカ 22:35,  36 
食糧不足， マタ 24:7 そこから ここへ と 一 や 地震 
ネへ 5:3; マル 13:8; ルカ 21:11; 啓 6:8 
処刑 （する）， 啓 20:4 斧で 一され た 者たち， 

助言， サニ 21:1; 代 二 20:4; 詩 73:24; 箴 
92-20 

助言者， 詩 119:24 論し に一 として 愛着を 
箴 24:6 一の 多い ところには 救いが ある 
イザ 9:6 彼の 名は， “く すしい 一” 

ロマ 11:34 だれが その 一と なった であろう か 
ヨブ 12:17; 箴 15:22; イザ 1:26;  40:13; ミ 
力 4:9 

諸国の 人， ロマ 3:29 

諸国 民， ゼパ 3:8 司法 上の 決定は， 一を 集め， 
マタ 12:21 —は 彼の 名に 望みを かける 
ルカ 21:24 一の 定められた 時が 満ちる まで 
ルカ 21:25 逃げ道を 知らない一 の 苦 もん 
使徒 15:14 神が 初めて 一に 注意を 向け， 

エフ 4:17 一と 同じように 歩んで はいない 
ぺテー 2:12  —の 中に あって りっぱに 行動 
啓 11:18 —は 憤り， あなた ご 自身の 憤り も 
書士， マタ 5:20;  7:29;  9:3;  17:10; ルカ 5: 
21， 30 

庶出， 申 23:2 

処女， 裁 11:37 一で ある ことにつ いて 泣く のを 
詩 45:14 友と して これに 付き添う一 たち 
イザ 47:1 バビロンの 一なる 娘よ， 下って 
マタ 25:1 天の 王国は 十 人の 一の ようになる 
コニ 11:2 貞潔な一 として キリストに 差し出 
女性， 創 1:27 男性と一 にこれ を 創造され た。 
ロマ 1:26 —は 自らの 自然の 用を 変え 
ぺテー 3:7 弱い 器で ある一 として 
女性 霊媒 術 者， サー 28:7 一を 捜して 来い 
処罰， 出 34:7 一を 免れさせる ことは せず， 

コニ 10:6 一切の 不従順に 対して一 を 加える 
テサー 4:6 エホバは こうした 事に一 を 科す 
ヘプ 10:29 はるかに 厳しい 一に 値する と， 

出 32:34; 民 16:29;  m  16:5;  19:5; エレ 25: 
29;  30:11;  49:12; ゼカ 14:19; ユダ 7 
処罰 （する）， 出 20:7 一せ ずには おかない 
初歩， ヘプ 6:1 —の 教理を 離れた わたしたちは 
書物， 伝 12:12 多くの一 を 作る ことは 終わりが 
イザ 29:11 封 じられ た 一の 言葉の ようになる 
テモニ 3:15 幼い 時から 聖 なる 一に 親しんで 
所有権， エレ 31:32 

所有者， エス 1:17 妻たち は その 一を 侮る ことに 
イザ 54:5 偉大な 造り 主は あなたの 夫た る 一， 
ぺテニ 2:1 買い取って くださった 一を 否認 


しよ ゆうする 一 しを もたらす 
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ユダ 4 唯一の 一 また 主に 不実な 者になる 
サニ 11:26; テ モー 6:1 ; テト 2:9 
所有 （する）， 詩 37:11 柔和な 者たち は 地を一 し 
コニ 6:10 … ようで すべてを 一して いる 
テサー 4:4 自分の 器を いかに 一すべき かを 
詩 69:35; イザ 57:13; 使徒 7:45 
所有地， 代 二 20:11; 使徒 7:5 
所有物， 出 19:5 必ず わたしの 特別な 一となる。 
申 14:2 ご 自分の 民と し， 特別な 一とされ た 
詩 2:8 地の果てを 一として 与えよう。 

エフ 1:14 神の一 を 贖いに よって 釈放し， 
ぺテー 2:9 聖 なる 国民， 特別な一 となる 民 
諸 要素， ぺテニ 3:10  —は 極度に 熱して 溶解し， 
処理 （する）， 民 31:23 火で 一され る ものは 火に 通 
詩 43:1 

白髪， 歲 16:31 — は 美の 冠で ある。 

シラス， 使徒 15:22;  16:19;  17:4;  18:5 
知らせ， ダニ 11:44 彼を かき 乱す一 が あって， 
マタ 24:6 戦争の こと， また 戦争の一 を 聞く 
サー 4:17; サニ 18:26; エゼ 7:26 
調べ 1, サニ 22:50 み 名に一 を 奏でる のです 
ヨブ 35:10 夜， 一を 与える 方 
詩 9:11 エホバに 一を 奏でよ。 

詩 47:7 一を 奏で， 思慮 深く 行動せ よ。 

詩 119:54 神の 規定は わたしに とって 楽の 一 
詩 18:49;  57:9;  66:2;  77:6;  135:3;  144:9 
調べ 2, 使徒 4:9 

調べ （る）， 代 一 29:17 神よ， 心を一 られる 方 
詩 11:5 エホバは 義 なる 者 も 邪悪な 者 も 一 ， 

詩 26:2 エホバよ， わたしを一 てくだ さい 
箴 25:2 王たち の 栄光は 事を 徹底的に 一る 
エレ 17:10 エホバは 心を 探り， 腎 を一 ている 
ゼカ 13:9 金を 一る ようにして 彼らを一 る 
使徒 17:11 日 ごとに 聖書を 注意 深く 一た 
コー 2:14 それは 霊的に一 るべき 事柄 
コー 4:4 わたしを一 る 方は エホバな のです 
ぺテー 1:11 時節を 絶えず 一ました。 

レビ 13:36; 申 13:14; 王 一 3:21; 詩 11:4; 
139:23; エレ 9:7;  11:20;  20:12; ヨハ 5:39; 
使徒 7:31; コー 2:15;  4:3;  14:24; テ モー 1:4 
シリア， 王 二 13:3; 代 二 16:7; イザ 17:3 
シリア 語， イザ 36:11 
シリ ア 人， 創 31:20; 申 26:5 
しりごみ する， ヘプ 10 : 38 —なら， 喜ばない 
退 （く）， イザ 59:14 公正は一 くこと を 余儀なく 
マタ 2:12;  14:13; マル 3:7 
退け （る）， ヨブ 5:17 懲らしめを 一て はならない 
エレ 8:9 彼らは エホバの 言葉を 一た 
マタ 21:42 建築 者たち の 一た その 石が 隅 石と 
サー 8:7;  10:19;  15:23; エレ 7:29; マル 8: 
31; テ モー 4:4; ヘプ 12:17; ぺテー 2:4 
思慮 ある， 箴 26:16 一 返答を する 七 人の 者より 
箴 12:8 

視力， 使徒 9:12 

資力， ヨ ハー 2:16 自分の一 を 見せびらかす 
思慮 深 （い）， 詩 47:7 調べを 奏で， 一く 行動せ よ 
箴 10:19 唇を 制する 者は一 く 行動して いる 
マタ 7:24 一い 人に 例えられる。 それは 岩 塊の 
マタ 24:45 忠実で 一い 奴隸 はだれ でしょう か 
マタ 25:2 五 人は 愚かで， 五 人は 一い 者でした 
ロマ 12:16 自分の 目に一 い 者と ならない 
創 41:39; 詩 101:2; イザ 5:21;  29:14; エレ 
23:5;  ロマ 11:25; コー 4:10 
思慮 分別， 代 二 30:22 
知 （る）， 創 3:5 善悪を 一る ようになる 
サー 17:46 神が おられる ことを一 る 
詩 83:18 その 名を エホバと いう あなたを一 る 


エレ 31:34 …大 なる 者まで， 皆 わたしを 一る 
エゼ 2:5 預言者が いた ことを 一る ようになる 
エゼ 6:7 わたしが エホバで ある ことを 一る 
ダニ 11:32 自分たち の 神を一 っ ている 民は， 
マタ 10:26 —られ ないで 終わる 秘密は ない 
ヨハ 8:32 真理を 一り， 真理は 自由にす る 
ヨハ 10:14 わたしは 羊を 一り， 羊 も わたしを 
使徒 17:23 『一 られ ていない 神に』 

コー 13:12 自分が 正確に一 られ ている のと 
コニ 2:11 謀り ごとを 一らない わけでは 
コニ 5:16 だれも 肉に よって 一る ことは ない 
コニ 6:9  — られ ていないよう で 一 られ 
テ モー 1:13 わたしは 一らない ままに 行動 
ヘプ 13:2 それと 一らないで， み使いを 接待し 
申 4:39;  32:17; 詩 20:6; 蔵 31:18; イザ 43: 
10; ナホ 1:7; 使徒 4:13;  18:25;  19:15;  ロマ 
8:28; ガラ 1:22; テサー 4:13; ヨ ハー 3:2 
しるし， 申 6:8 —として あなたの 手に くくり， 

申 6:22 エホバは 一を エジプト に加えて いかれ 
イザ 7:14 一を お与えになる。 見よ， 乙女が 
イザ 8:18 わたしと 子供たち とは一 となり 
ダニ 4:3 その 一は 何と 壮大， その 不思議は 
マタ 12:39 —を 求める が， なんの 一 も 
マタ 16:3 時代の 一は 解釈で きないの です。 
マタ 24:3 あなたの 臨在の 一には 何が 
ルカ 11:29 ヨナの一 以外には 何の一 も 
ルカ 21:25 太陽と 月と 星に一 が あり， 

ヨハ 7:31 この 人より 多くの 一は 行なわない 
コー 11:10 女は 頭に 権威の一 を 着ける 
啓 12:1 大きな一 が 天に 見えた。 

啓 16:14 悪霊の 霊感に よる 表現で， 一を 行ない 
創 1:14; 出 8:23; イザ 19:20;  44:25; ルカ 
23:8; ヨハ 11:47;  20:30; 使徒 2:19;  4:16;  8： 
13; コー 1:22; テサニ 2:9; 啓 15:1 
印， エゼ 9:4 一を 付けなければ ならない。 

コニ 5:5 来たるべき ものの 一を 与えて 
啓 13:17 その一 を 持つ 者 以外は 売り 買い 
啓 20:4 額と 手に 一を 受けなかった 者たち の 魂 
コニ 1:22; エフ 1:14; 啓 14:9， 11 
記 (す）， 出 17:14 これを 記録と して 書に一 し， 

出 34:28 神は 十の 言葉を 書き 板に 一し 
ヨシ 24:26; 詩 149:9; マラ 3:16 
指令， テ モー 1:5 この 一が 目 ざして いるものは 愛 
テ モー 1:18 この 一を あなたに ゆだねます。 
司令官， イザ 55:4 指導者 また 一として 
ヨシ 10:24;  m  11:6; 箴 6:7;  25:15 
司令 者の 杖， 創 49:10  —も その 足から 離れず 
民 21:18 それを うがった。 一を もって 
詩 60:7;  108:8 ユダは わたしの一 
試練， ヤコ 1:12 —に 耐えて ゆく 人は 幸いです。 
ぺテー 4:12  —と して あなた 方に 起きて いる 
ぺテニ 2:9 どのように 一から 救い出す かを 
ルカ 22:28; ガラ 4:14; ヘプ 2:18;  11:36,  37; 
ヤコ 1:2, 13 

シロ， 創 49 : 10 —が 来 ると きにまで 及ぶ。 

ヨシ 18:1; 裁 18:31; サー 4:3; 詩 78:60; エ 
レ 26:6,  9 

シ ロア ハ， イザ 8:6 穏やかに 流れる一 の 水 
シロ アム， ルカ 13:4; ヨハ 9:7, 11 
白 （い）， イザ 1:18; マタ 5:36; 啓 2:17;  7:9; 
20:11 

白く （する）， ダニ 11:35  — する ことを 行なうた め 
啓 7:14 衣を 子羊の 血で 洗って 一 した 
白く 塗 （る）， マタ 23:27; 使徒 23:3 
死を 来た （す）， ヨ ハー 5:16, 17 一さない 罪 
死を もたらす， ヘプ 2:14 —手 だてを 持つ 悪魔 
ヤコ 3:8 舌は 一 毒で 満ちて います。 
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しん 一 しんせいに する 


真， ヨハ 4:23 —の 崇拝者が 霊と 真理を もって 
ヨハ 1:9;  15:1; フイ 2:20 
シン 1， 出 16:1 ついに一 の 荒野に 来た。 
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シン 2， エゼ 30:16 一は 必ず 激しい 痛みを 覚え 
親愛の 情， 詩 55:14 一を 抱く 仲だった 
箴 8:30 神が 日々 特別の 一を 抱く 者 
親衛隊， フイ 1:13 キリストの ことで 一の 全員 
人格， ロマ 6:6 わたしたちの 古い一 は 杭に つけ 
コロ  3:9 古い 一を その 習わしと 共に 脱ぎ捨て 
コロ  3:10 新しい一 を 身に 着けなさい。 

エフ 4:22,  24 

新月， コロ  2:16 

真剣， ぺテー 5:2 群れを一 な 態度で 牧 しなさい 
コニ 8:17,  22; ぺテニ 1:5 
箴言， 箴 1:6 —と 難解な ことわざを 理解す る 
真剣 さ， コニ 8:8 ほかの 人の 一を 考えての こと 
信仰， 創 15:6 彼は エホバに一 を 置いた。 

ルカ 18:8 地上に 一を 見いだ すで しょ うか 
ヨハ 3:16 だれでも 彼に 一を 働かせる 者が 
ヨハ 12:42 支配者 さえ 多くが 彼に一 を 持った 
使徒 10:43 彼に 一を 持つ 者は 罪の 許しを 得る 
ロマ 4:20 一を 欠いて たじろいだり せず 
ロマ 10:4 —を 働かせる 者は みな 義を 得る 
ロマ 10:9 心の中で一 を 働かせるなら， 

ロマ 14:23 一から 出て いない ことは みな 罪 
ガラ 3:8 人々 を 一に よって 義と宣 する 
ガラ 3:11 義人は 一の ゆえに 生きる 
ガラ 6:10 一に おいて 結ばれて いる 人たち 
エフ 4:5 主は 一つ， 一は 一つ 
フイ 1:29 —を 置く 特権 だけでなく， 苦しむ 
テサニ 3:2 —はす ベての 人が 持って はいない 
テ モー 6:12  —の 戦いを りっぱに 戦い， 

テモニ 4:7 最後まで 走り ，一を 守り 通しました 
ヘプ 11:1 一とは， 保証され た 期待で あり， 
ヘプ 11:6 一がなければ， 神を 喜ばせる ことは 
ヘプ 12:2 一の 主要な 代理者 また 完成 者 
ヤコ 2:26 業の ない一 も 死んだ もの 
ぺテー 1:7 あなた 方の 一の 試された 質が， 
ぺテー 5:9 堅い 一を もって 彼に 立ち向かい 
ヨ ハー 5:4 わたしたちの 一， 世を 征服す る 力 
詩 78:22; イザ 28:16; ヨナ 3:5; ヨハ 2:11; 
4:39;  7:48;  9:35,  36,  38; 11:48;  12:44;  口 
マ 4:3, 13; 10:14; コニ 5:7; ガラ 3:22; エ 

人口， 詩 110:6 —の 多い 地を 治める 頭た る 者 
箴 14:28 一の 不足には 高官の 滅びが 
人口調査， 出 30:12  —の ため 調べる 時には 
代 二 2:17 その 父 ダビデが 行なった一 の 後， 
信仰の 欠如， ロマ 11:20 —の ゆえに 折り 取られ 
ヘプ 3:19 彼らは 一の ゆえに 入れなかった 
マタ 13:58;  ロマ 3:3;  11:23 
真実， 詩 19:9 エホバの 司法 上の 定めは 一で 
エレ 10:10 エホバは一 に 神で ある。 

ヨハ 3:33 神は 一な 方で あると いう 証印 
啓 3:14 アーメンなる 者， 忠実で 一な 証人， 

真実 （さ）， 詩 51:6 あなたは 一 さを 喜びと され 
詩 117:2 エホバの 一は 定めの ない 時にまで 及 
箴 14:25 一の 証人は 魂を 救い出し ており 
ゼカ 8:16 互いに 対して 一を 語れ。 

ロマ 3:4 神は 一で ある ことが 知られる ように 
コー 5:8 誠実 さと 一 さの 無 酵母 パン 
詩 40:10;  85:10, 11;  91:4; セ、 力 8:3; コニ 6: 
8; テ モー 1:2; 啓 19:11 
腎 脂肪， レビ 1:8, 12 頭と 一 
信者， テ モー 6:2 良い 奉仕の 益を 受ける のが 一で 


信者で ない， コー 7:12 ある 兄弟に 一 妻が いて 
コー 7:14 —夫は 妻との 関係で 神聖な ものと 
真珠， マタ 7:6 —を 豚の 前に 投げても ならない 
マタ 13:45,  46; 啓 17:4;  18:12;  21:21 
信じ （る）， 王 一 10:7 見る までは 一ませんでした 
ハバ 1:5 業が 話されても 一ない 
ヨハ 5:24 遣わした 方を 一る 者は 永遠の 命を 
ヘプ 11:6 神が おり， 報いて くださる ことを一 
ヤコ 2:19 悪霊たち も 一て おののい ている 
ヨ ハー 5:1 イエスが キリスト であると 一 る 
出 4:5; マタ 21:32; 使徒 4:32;  5:14;  15:7; 
16:31;  26:8; テサニ 2:12; テ モー 3:16; ぺテ 
— - ^ * 7 *  ヨ ノ、 — *  4:1 

神性， ロマ 1:20 とこしえの 力と一 とは， 

神聖， エフ 1:4 一で きずの ない 者と なる よう 
神聖 （さ）， 出 15:11 — さに おいて 強大な ことを 
イザ 35:8 それは 一の 道と 呼ばれる 
ロマ 6:19 肢体を 一 さの 見込みを 伴う 義の 奴隸 
コニ 7:1 神への 恐れのう ちに 一 さを 完成 
テサー 3:13 一 さの 点で 責められな いものと 
詩 89:35;  93:5; イザ 65:5; ヘプ 12:10 
神聖 さは エホバの もの， 出 28:36;  39:30; ゼカ 
14:20 

神聖な 奥義， ロマ 16:26 知らされた 一の 啓示 
コー 4:1 神の 一の 家令と 評価すべき です。 

コー 13:2 すべての一 と 知識に 通じていても 
コー 14:2 その 人は 霊に よって 一 を 話す 
コー 15:51 あなた 方に 一を 告げます。 

エフ 1:9 ご 意志の一 を 知らせて くださった 
コロ 1:26 隠されて きた一 を宣べ 伝える ため 
テ モー 3:16 この 敬虔な 専心に 関する 一 
啓 10:7 ご 自分の 奴隸 たちに 宣 明され た 神の 一 
マタ 13:11; マル 4:11; ロマ 11:25; コー 4: 
1; エフ 3:3,  4; コロ  4:3; 啓 1:20 
神聖な 宣言， 使徒 7:38 生ける 一を 受けた 
ロマ 3:2 彼らが 神の一 を 託された こと 
ヘプ 5:12 神の一 の 基礎的な 事柄を， 

ぺテー 4:11 神の一 を 告げる かの ように 語り 
神聖な 奉仕， マタ 4:10 神 だけに一 を ささげる 
ヨハ 16:2 殺す 者が 一を ささげた と 思う 
使徒 27:23 わたしが 一を ささげて いる 
ロマ 1:25 創造物に 一を ささげた 者たち 
ロマ 9:4 律法と一 と 数々 の 約束とは 
ロマ 12:1 これが あなた 方の 理性に よる一 です 
へブ 12:28 恐れと 畏敬を もって 一 を 
啓 7:15 昼も夜も 神に 一を ささげて いる 
神聖な 者， コー 6:11 洗われて 清くな り， 一と 
テサニ 2:13 霊を もって 一 とする 
神聖な もの （とする）， ヨシ 3:5 自分を 一 とせよ 
王 一 9:3 わたしは この 家を一 とした。 

イザ 5:16 神は 義 によって ご 自分を一 とされる 
イザ 29:23 彼らは わたしの 名を一 とし， 

エレ 1:5 胎を 出る前から あなたを一 とした。 
エゼ 36:23 わたしの 大 いなる 名を一 とする 
ヨエ 3:9 戦いを 一とせ よ！ 強力な 者を 
ルカ 11:2 お 名前が 一とされ ますよう に。 

ヨハ 17:17 真理に よって 彼らを一 として 
コー 7:14 信者で ない 夫は 妻との 関係で一 と 
テサー 4:3 神の ご 意志は あなた 方を 一とし， 
ヘプ 12:14  — とされる ことを 追い求めなさい 
ヘプ 13:12 イエス も ご 自身の 血で 民を一 と 
ぺテー 3:15 心の中で キリス トを一 とし， 

出 13:2;  29:44; レビ 22:32; 民 3:13; 申 32: 
51; 代 二 7:16; エレ 51:27; エゼ 20:41;  37: 
28;  38:16; ヨハ 17:19; コー 1:2; エフ 5:26; 
テ モー 4:5; ヘプ 10:10 

神聖に （する）， テモニ 2:21 誉れ ある 一され た 器 


じんせいの さかり 一す うはい 
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へブ 2:11 — されて いる 者 も， みな 一人から 
イザ 1<?:3 - ゼパ 1:7 

人生の 盛り \ 伝 11:10 若さ も 一 もむな しい もの 
親切， ミカ 6:8 公正を 行ない， 一を 愛し， 

ロマ 11:22 神の ご 一と 厳しさと を 見なさい。 
コー 13:4 愛は 辛抱強く， また 一です。 

コニ 10:1 キリストの 温和と 一とに よって 
ガラ 5:22 霊の 実は一， 善良 
ヤコ 2:25 ラ ハブも 使者を一 に 迎え， 

使徒 28:2; コニ 6:6; コロ  3:12; テト 3:4 
心像， ダニ 4:5 わたしの 床の 上での 一， 

腎臓， 出 29:13 

親族， ルカ 14:12; 使徒 10:24 
身体， サー 21:5; 箴 5:11;  14:30 
じん 帯， コロ  2:19 —に よって 組み合わされ 
身体 的な 成長， ルカ 2:52 イエスは 一に おいても 
死んだ (者）， 伝 9:5 — 者には 何の 意識 もな く， 
ヨハ 5:25  — 人々 が 神の 子の 声を 聞き， 

ロマ 6:11 罪に 関しては一 もの， 神に 関しては 

っ々 22.32 

死んだ ものと （する）， コロ  3:5 肢体を一 し 
人知の 及ばない， エレ 33:3 — ことを 告げる 
しんちゅう， コー 13:1 音を立てる 一片の 一 か 
慎重， サー 18:14 ダビデは 終始 一に 行動し， 

ネへ 9:20 彼らを一 な 者と ならせ， 

サー 18:5,  30; 王 一 2:3; 王 二 18:7 
陣痛， イザ 66:8 地が 一と 共に 産み出され るか 
エレ 6:24;  22:23 

死んで （いる）， イザ 26:14 一 おり， 生きる ことは 
エフ 2:1 — いたが， 神は 生かして くださった 
テサー 4:16 キリストと 結ばれて一 いる 者が 
神殿， 詩 11:4 エホバは その 聖 なる一 に おられる 
エレ 7:4 エホバの 一 だ， エホバの一 だ！ 

ハバ 2:20 その 一に おられる 0 全地よ 沈黙せ よ 
ゼカ 6:12 その 者は 必ず エホバの 一を 建てる。 
マラ 3:1 まことの 主が その一 に 突然に 来る。 
ヨハ 2:15 みな 羊 や 牛 もろとも一 から 追い出し 
ヨハ 2:19 この 一を 壊して みなさい。 三日で 
使徒 17:24 手で 作った一 などには 住まず， 

コー 3:16 自分たち が 神の 一で あり， 

エフ 2:21 エホバの ための 聖 なる 一に 成長し 
テサニ 2:4 神の 一に 座し， 自分を 神と して 
啓 3:12 その 者を わたしの 神の一 の 中の 柱と し 
啓 7:15 その 一で 昼も夜も 神に 神聖な 奉仕を 
啓 11:19 天に ある 神の一 の聖 なる 所が 開かれ 
詩 27:4;  29:9; コニ 6:16 
進展 （する）， テサニ 3:1 エホバの 言葉が 一し， 
神殿 遊女， ホセ 4:14 一たち と共に 犠牲を 
人頭税， マタ 17:25 王たち は 一を だれから 受け 
侵入， ミカ 5:1 —の 娘よ， 身に 切り傷を 
侵入 （する）， 代 二 24:23 ユダと エルサレムに 一 
真の 命， テ モー 6:19 —を しっかり とらえる 
心配， 箴 11:15 握手を 憎む 者は一 を せずにす む 
言 寺 12^*7 

心配 （する）， サー 9:5 — するとい けない から 
ルカ 12:29 一して 気を もむ のを やめ 
神罰， 詩 106:29 今度は 一が 激しく 下り 
シンバル， サニ 6:5; コー 13:1 
審判 者， 使徒 10:42 生者と 死者の一 として 
審判の 場， コー 4:3 人間の 一で 調べられる 
人物， 使徒 24:5; ユダ 16 
進歩， フィ 1:25; テ モー 4:15 
辛抱， ヘプ 6:12 信仰と 一とに よって 約束を 継ぐ 
ぺテニ 3:15 主の一 を 救いと 考えなさい。 

辛抱 （する〕， ヤコ 5:7 兄弟たち， 一しなさい。 
マタ 18:26,  29; ヘプ 6:15; ヤコ 5:10; ぺテ 
一 3:20; ぺテニ 3:9 


辛抱強 （い）， コー 13:4 愛は 一く， 親切です。 
テサー 5:14 弱い者を 支え， すべての 人に 一く 
伝 7:8 

辛抱強 （さ）， ロマ 9:22 神が 多大の 一 さを 
テモニ 4:2 — さと 教えの 術と を 尽くして 
箴 25:15;  ロマ 2:4; ガラ 5:22; エフ 4:2; コ 
口  3:12 

進歩 （する）， フィ 3:16 どこまで 一した かに 応 
親密 さ， ヨブ 29:4 神との 一が 天幕の もとに 
詩 25:14 エホバとの一 は 神を 恐れる 者の もの 
箴 3:32 神の 一は 廉直な 者たち と共に ある 
親密な 集い， エレ 23:22 もし わたしの一 の 中に 
詩 111:1; エレ 15:17;  23:18 
臣民， 詩 72:8 海から 海に 至る まで一 を 持つ 
新芽， エレ 23:5 ダビデに 義 なる一 を 起こす。 
ダニ 11:7 彼女の 根から 出た 一の 一つが 
ゼカ 3:8 自分の 僕で ある 一を 携え 入れる 
イザ 14:19;  61:11; エレ 33:15; ゼカ 6:12 
信頼， 詩 56:11 わたしは 神に一 を 置きました。 

詩 78:8 その 霊は 神の一 に 値しない 
詩 146:3 人の子に も 一を 置いて はならない。 
イザ 31:1 乗 用 馬に一 を 置く 者は 災い だ 
コニ 1:9 自分自身 ではなく 神に一 を 置く 
信頼 （する）， 詩 19:7 エホバの 諭しは一 でき， 
ダニ 2:45 その 解き明かしは 一で きます。 

イザ 12:2; エレ 7:4; ミカ 7:5 
真理， 詩 43:3 あなたの 光と一 とを 送り出して 
詩 119:160 あなたの み 言葉の 本質は 一 
箴 23:23 一を 買え。 それを 売って はならない 
ヨハ 4:24 霊と 一を もって 崇拝す る 
ヨハ 8:32  — を 知り， 一 は あなたを 自 由に する 
ヨハ 14:6 わたしは 道で あり， 一 であり， 

ヨハ 17:17  — で 神聖な ものと… み 言葉は 一 
ヨハ 18:37  — について 証し する こと， 

コニ 13:8  —に 逆らって は 何も 行なえず， 

エフ 6:14  —を 帯と して 腰に 巻き， 

テサニ 2:10 一への 愛を 受け入れず， 

テ モー 2:7 信仰と一 に関して 諸国 民を 教える 
テ モー 3:15 一の 柱 また 支え 
テモニ 2:15  —の 言葉を 正しく 扱う， 

ヘプ 10:26 一の 正確な 知識を 受けた 後， 

ぺテニ 1:12 あなたの うちに ある一 に 据えられ 
ヨハ 8:44;  ロマ 1:25; テモニ 3:7 
心霊術， ガラ 5:20; 啓 22:15 
進路， 詩 23:3 義 の一 にわたしを 導いて 

ス 

酢， 箴 10:26 歯に一， 目に 煙の ような もの 
すいか， 民 11:5  —を 思い出す ではない か 
酔 酒， ロマ 13:13; ガラ 5:21 
水準器， 王 二 21:13; イザ 28:17 
推薦 (する）， ロマ 16:1; コニ 3:1 
衰退させる， ゼパ 2:11 エホバは 神々 を 一 
水道， 王 二 18:17; イザ 7:3;  36:2 
酸い 練り 粉， 出 12:19 —が あっては ならない。 

出 12:15; レビ 2:11; 申 16:4 
水門， 創 7:11; 王 二 7:2; マラ 3:10 
水浴す る， 王 二 5:10 七 度 一よう に 
推論， マタ 15:19; ルカ 2:35; コニ 10:5 
推論す る， ロマ 1:21 
崇敬の 対象， テサニ 2:4 
数字， 啓 13:17, 18 
枢軸 領主， ヨシ 13:3; 裁 3:3;  16:5 
崇拝， 創 22:5 進んで 行って 一を ささげ 
使徒 8:27 彼は 一の ために エルサレムに 行って 
使徒 26:5 一方 式のう ちで 最も 厳格な 派 
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すうはいしゃ 一 すこし 


コロ  2:18 み使いた ちを あがめる 一の 方式 
ヤコ 1:27 汚れの ない 一の 方式は こうです。 

啓 9:20 悪霊に 対する 一を やめよう とは 
使徒 25:19; コロ  2:23; ヤコ 1:26 
崇拝者， 王 二 10:22 バアルの 一 全部の ために 
ヨハ 4:23 真の 一が 霊と 真理を もって 
崇拝 （する）， 出 10：26 神 エホバを 一す る 
申 11:16 ほかの 神々 を 一し ないように 
ダニ 3:6 だれに せよ ひれ 伏して一 しない 者は， 
ルカ 4:8 エホバを あなたは 一し なければ 
ヨハ 4:20  — するべき 場所は エルサレム 
ヨハ 4:24 真理を もって 一し なければ ならない 
ヨハ 12:20 祭りで一 する ために 上って 来た 
使徒 17:4 神を 一す る ギリシャ 人 
ヘプ 11:21 杖の 先にす がって 一し ました。 

啓 7:11 み使いた ちは ひれ 伏し， 神を一 して 
啓 11:16 四 人の 長老が ひれ 伏し， 神を一 し 
啓 13:4 獣に 権威を 与えた ことで 龍を一 し 
啓 20:4 野獣 も その 像を も 一せ ず， 

申 17:3; ダニ 3:12; マタ 4:10; 使徒 17:17; 
18:13;  19:27; 啓 11:1;  13:15;  14:9;  16:2; 
iq：4 

数万， 啓 5:11 

末の （日）， イザ 2:2 —日に， エホバの 家の 山は 
エレ 23:20; エゼ 38:8,16; ダニ 2:28;  10:14 
据え （る）， イザ 2:2 エホバの 家の 山は 堅く一 られ 
ロマ 13:1 相対的な 地位に一 られて 
ぺテニ 1:12 真理に しっかり一 られて 
姿， イザ 53:2; ヨエ 2:4; ヨハ 5:37; フィ 2:8 
すがり 付く， ヨハ 20:17 —の はやめなさい。 
すき， ルカ 9:62 手を 一に かけてから 後ろを 
杉， 王 一 4:33; エゼ 31:8 
すき 返 （す）， 箴 20:4 冬に 怠惰な 者は一 さない。 
すき 返す 者， アモ 9:13 一が 収穫す る 者に 
コー 9:10  — は 希望を もってすき 返し 
過ぎ 越し， ヨハ 6:4 ユダヤ人の 祭りで ある一 
コー 5:7 わたしたちの 一で ある キリスト 
出 12:11,  27,  48; レビ 23:5; マル 14:1; ル 
力 2:41; ヨハ 2:13;  13:1; ヘプ 11:28 
過ぎ去 （る）， 詩 90:4; ぺテー 4:3 
すきの 刃， イザ 2:4 剣を 一に 打ち 変えなければ 
ヨエ 3:10 あなた 方の 一を 剣に 打ち 変えよ 
過ぎ （る）， エレ 8:20; ヘプ 11:11 
救い， 王 二 13:17 エホバの一 の 矢， 

代 二 20:17 エホバの 一を 見よ。 

詩 3:8 —は エホバの ものです。 

詩 33:17 馬は 一の ためには 欺まん であり， 

詩 68:20 まことの 神は一 を 施される 神。 

詩 85:9 その 一は 神を 恐れる 者の 近くに ある 
詩 149:4 柔和な 者を 一を もって 美しく され 
箴 11:14 助言者の 多い ところには 一が ある。 

箴 21:31 馬は 戦闘の ため， 一は エホバに よる。 
イザ 12:3 必ず 一の 泉から 水を くむ 
イザ 49:8 一の 日に あなたを 助けた。 

イザ 52:7 一を 言い 広める 者， 

イザ 59:1 手は一 を 施せない ほど 短くない 
イザ 61:10 神は一 の 衣を 着せて くださる 
ハバ 3:18 わたしの 一の 神に あって 喜びに 
マタ 19:25 いったい だれが一 を 得られる か 
ルカ 1:77 罪の 許しに よる 一の 知識を 与える 
ルカ 2:30 あなたの 一の 手 だてを 見た 
ヨハ 4:22 一は ユダヤ人から 起こる 
使徒 4:12 ほかの だれに も 一はありません。 
ロマ 10:10 —の ために 口で 公の 宣言を する 
ロマ 13:11 今や， 一は 近づいて いる 
コニ 6:2 —の 日に あなたを 助けた 
コニ 7:10 悲しみは， 一に 至る 悔い改めを 


エフ 6:17  — のかぶ とを 受け取りなさい 
フィ 2:12 おののきを もって 一 を 達成して 
テモニ 3:15 あなたを 賢く し， 一に 至らせる 
ヘプ 2:3 これほど 偉大な 一を おろそか にし 
ヘプ 2:10 彼らの 一の 主要な 代理者を 完全に 
ヘプ 5:9 従う 者 すべてに 対し， 永遠の一 に 
ユダ 3 わたしたちが 共に あずかる一 について 
啓 7:10 一は， 神と 子羊と によります 
啓 12:10 今や， 一と 力と 神の 王国が 実現 
詩 13:5;  44:4;  116:13;  119:155; イザ 26:1, 
18;  43:12;  45:17;  60:18; ルカ 1:69;  3:6; 使 
徒 4:12;  ロマ 1:16; ヘプ 9:28 
救い出 （す）， 箴 10:2 義 は， 人を 死から 一す。 

箴 14:25 真実の 証人は 魂を一 して おり， 

エレ 1:19 共に いて， あなたを 一す からで ある 
ダニ 3:17 神は 一す ことが おできになります 
ロマ 7:24 だれが わたしを 一して くれる 
コニ 1:10 これから も 一して くださる 
テサー 1:10 憤りから一 してく ださる 方 
ぺテニ 2:9 人々 を どのように 試練から一 すか， 
出 3:8; サー 30:8; ヨブ 10:7; 詩 7:2;  18:17; 
33:19;  34:4, 19; イザ 5:29;  50:2; 使徒 12:11 
救い 手， 裁 3:15 エホバは一 を 起こされた。 
救い主， イザ 49:26 わたし， エホバが あなたの 一 
ルカ 2:11 — , 主なる キリストが 生まれ 
使徒 5:31 この 方を 主要な 代理者 また一 として 
テ モー 4:10 神は あらゆる 人の 一です。 

ヨ ハー 4:14 父が み 子を一 として 遣わされた 
サニ 22:3; ネへ 9:27; イザ 19:20; エレ 14: 
8; 使徒 13:23; テモニ 1:10 
救 （う）， サー 14:6  — うのに 何の 妨げ もない 
サー 17:47 エホバは 剣 や 槍で一 うので ない 
詩 20:6 油 そそがれた 者を 必ず 一っ てくだ さる 
詩 34:18 霊の 打ち ひし がれた 者を一 われる 
エゼ 34:22 わたしは わたしの 羊を一 う。 

マタ 10:22 終わりまで 耐えた 人が 一 われる 
マタ 16:25 自分の 魂を 一おうと 思う 者は 
マタ 24:22 肉なる 者は だれも一 われない 
ルカ 19:10 人の子は 尋ね 求め，一 うため に 来た 
ヨハ 3:17 世が 彼を 通して一 われる ため 
ロマ 10:9 信仰を 働かせるなら， 一 われる 
ロマ 10:13 み 名を 呼び 求める 者は一 われる 
コー 1:18 — われつつ ある 者には 神の 力 
コー 5:5 主の日に 霊が 一 われる ようにです 
コー 10:33 こうして 彼らが 一 われる ように 
コニ 2:15  — われる 者の 中に あって 甘い 香り 
エフ 2:8 信仰に よって 一 われて いるので す 
テ モー 1:15 罪人を一 うため に 世に 来られた 
テ モー 2:4 神の ご 意志は， あらゆる 人が 一 われ 
ヘプ 7:25 神に 近づく 者たち を 完全に 一う 
ヤコ 4:12 一う こと も 滅ぼす こと もで きる 方 
ヤコ 5:20 その 人の 魂を 死から 一い， 

ぺテー 3:21 復活を 通し あなた 方を 一って いる 
ぺテー 4:18 義人が かろうじて 一 われる のなら 
ヨシ 10:6; サニ 14:6; 王 二 19:34; 詩 18:3; 
69:35;  106:8; イザ 37:20;  45:17,  22;  63:1; 
エレ 2:27 :  8:20;  30:7; ルカ 8:12; テ モー 4: 
16; テト 3:5; ヤコ 2:14; ユダ 23 
救う 者， イザ 43:11 わたしの ほかに 一はい ない 
オバ 21 — たちは 必ず シオンの 山に 上って 来る 
少なく （なる）， コー 7:29 残された 時は 一 
ヨブ 15:4 

優れた， フィ 3:8 知識の 一 価値の ゆえに， 

テモニ 1:14 自分に 託された この一 ものを， 

歌 1:1; ロマ 2:18; ヘプ 1:4;  8:6 
少し， 箴 15:16  — しかなくても， エホバへの 恐 
コー 5:6 —の パン 種が 固まり 全体を 
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テ モー 4:8 体の 訓練は 一の 事には 益が あり 
へブ 2:9 み使いた ちより 一 低く された イエス 
詩 8:5;  37:16; イザ 28:10; テ モー 5:23 
健やか， 使徒 15:29 血を 避け • ••一 にお 過ごし 
筋， エゼ 37：6,  8 

勧め， テ モー 6:2 絶えず 一を 与えて ゆきなさい 

ロマ 12:8 

勧め 合 （う）， ヘプ 3:13 … 限り 日 ごとに 一い 
勧め （る）， マタ 19:10; コー 16:15; コニ 2:8; 

フィ 4:2; テサー 4:1;  5:14; へブ 13:19 
進んで， 代 二 29:31 心から一 行なう 者は みな， 

詩 110:3 あなたの 民は 一 自らを ささげ 
コー 9:17  — 行なえば， わたしには 報いが 
テ モー 6:18 施し， 一 分け合い， 

ぺテー 5:2 群れを 枚しなさい。 自ら一 行ない 
すそ， イザ 6:1 その 一は 神殿に 満ちて いた。 

エレ 2:34 あなたの一 には 血 こんが 見られた 
ゼカ 8:23 十 人の 者が 一人の 者の 一を とらえ 
廃れ （る）， ヘプ 8:13 以前の ものを一 たものと 
捨て去 （る）， 申 4:31 エホバは あなたを 一り は 
サー 12:22 ご 自分の 民を一 る ことは なさら 
王 二 21:14 相続 物の 残りの 者を 一り， 

詩 27:10 父と 母が わたしを 一った としても， 

箴 6:20 母の 律法を 一って はならない。 

箴 1:8; イザ 2:6;  32:14; エレ 7:29;  15:6 
ステファノ， 使徒 6:5;  7:59;  8:2;  22:20 
捨て （る）， 詩 37:28 忠節な 者たち を一 られ ない 
イザ 1:28 エホバを 一る 者たち は 終わりを 迎え 
イザ 54:7 少しの 間 あなたを 完全に 一た が， 
エゼ 9:9 エホバは この 地を一 た。 

マル 8:34 その 人は 自分を 一， 苦しみの 杭を 
テモニ 2:19 み 名を 唱える 者は 不義を一 よ。 
ぺテニ 2:15 まっすぐな 道を 一た 彼らは 
箴 10:17;  15:10;  28:13; イザ 1:4;  62:4; エ 

砂, 創 22:17 あなたの 胤を 海辺の一 の 粒の ように 
マタ 7:26 それは 一の 上に 家を 建てた 人です。 
ロマ 9:27 イスラエルは 海の 一の ようで も 
エレ 5:22;  33:22; 啓 20:8 
砂粒， 詩 139:18; イザ 10:22 
すな どる， エレ 16:16 それらの 者は 必ず一 
す などる 者，  マタ 4:19 人を一 にして あげ ま しょ 
エレ 16:16; エゼ 47:10 
スペイン， ロマ 15:23 —に 赴く 際には 
すべての ものの 上， ロマ 9:5 —に おられる 神が 
住まい， イザ 32:18 わたしの 民は 平和な一 に 
申 26:15; 詩 91:9; エレ 25:37; エゼ 34:14 
住まいの 塔， 詩 48:3;  122:7; イザ 13:22; エゼ 
19:7; アモ 3:9; ミカ 5:5 
炭， イザ 6:6 

隅， 詩 118:22 退けた 石が 一の 頭と なった 
使徒 4:11 一の 頭と なった 石 
ぺテー 2:7 退けた その 石が 一の 頭と なった 
隅 石， イザ 28:16 シオンに 据える… 貴重な一 
マタ 21:42 その 石が 主要な 一と なった。 

エフ 2:20 イエス ご 自身は 土台の一 です。 

ヨブ 38:6; マル 12:10; ぺテー 2:6 
住みか， マル 5:3 墓場を 一として いた 
詩 74:20; エレ 31:23; ハバ 3:11; 啓 18:2 
炭火， ロマ 12:20 燃える 一を 頭に 積む 
詩 18:12; イザ 47:14; エゼ 10:2 
速やか， 詩 147:15 そのみ 言葉は一 に 走る。 

イザ 60:22 エホバが 一に それを 行なう 
マラ 3:5 に対して 一な 証人と なる 
ぺテニ 2:1 自らに 一な 滅びを もたらす 
住 （む）， 顏一 8:49 あなたの一 まわれる 場所 
詩 27:4 エホバの 家に一 むこと を。 


詩 133:1 兄弟たち が一 致のう ちに 一む のは 
イザ 40:22 地の 円の 上に一 む 方 
イザ 45:18 人が 一む ために 形造られた 方， 

イザ 65:21 必ず 家を 建てて 一み， 

ヨハ 14:2 父の 家には 一む ところが たくさん 
エフ 2:22 神が 霊に よって一 まれる 所と なる 
創 26:3;  47:4; レビ 25:45; 民 9:14;  35:34; 
裁 5:7; 詩 61:7;  68:16; 箴 21:9, 19; イザ 6: 
11; 12:6;  13:20;  44:26;  54:3; エレ 6:8;  25: 
29;  51:29; エゼ 12:20; ホセ 4:1; ゼカ 12:8 
図面， ヨシ 18:4 相続 地に したがって一 を かく 
すり 切れ （る）， 申 29:5 あなた 方の 衣は一 ず 
ずる 賢 （い）， 王 二 10:19 エヒウ は一 く 行動した 
コニ 12:16 わたしが 「一い」 と 言います 
すわ （る）， 詩 1:1 あざける 者の 座に 一らない 人 
座 （る）， ミカ 4:4 いちじくの 木の下に一 り， 

マタ 19:28 あなた 方 自身 も 十二の 座に 一り 
エフ 2:6 天の 場所に 共に一 ら せて 

詩 29:10; イザ 42:7; 啓 7:10;  17:15 

セ 

背， ルカ 19:3 —が 低かった ので ある。 

聖， レビ 10:10 —なる ものを 区別す るた め 
ロマ 7:12 律法 そのものは 一なる もので あり 
コー 3:17 神の 神殿は 一なる もの だから 
テモニ 3:15  — なる 書物に 親しんで きた 
啓 4 : 8 —なる かな， 一な るかな， 一なる かな 
出 3:5;  m  2:6; イザ 52:10 
税 ，民 31:28 エホバの ための 一として， 

マタ 17:24 教師は ニ ドラ クマー を 払わない か 
ルカ 23:2 カエサルに 一を 払う ことを 禁じ， 
ロマ 13:7 —を 要求す る 者には一 を， 

聖 化， コー 1:30 わたしたちに とり一 となった 
テサー 4:4 自分の 器を 一 のうちに 所有すべき 
テサー 4:7 神は一 に関して 召して くださった 
テ モー 2:15 信仰と 愛と一 のうちに とどまる 
ぺテー 1:2 霊に よる 一 を もって， 

正 i を 知識， ロー  10:2 その 熱心は一 によらない 
エフ 4:13 信仰と 一との 一致に 達し 
フィ 1:9 愛が，一 に 伴って 満ちる ように 
コロ 1:9 ご 意志に 関する一 に 満たされ るよう 
テ モー 2:4 救われて， 真理の一 に 至る 
テモニ 3:7 学びながら， 真理の 一に 達しない 
ヘプ 10:26 真理の 一を 受けた 後， 故意に 罪を 
ロマ 1:28;  3:20; コロ  3:10; テモニ 2:25; ぺ 
f •二 2:20 

正確な はかり， レビ 19:36; ヨブ 31:6 
請願， フィ 4:6 —を 神に 知っていた だくよう 
ヘプ 5:7 救い出せる 方に一 を ささげ 
サー 1:27; エス 5:6;  9:12; ダニ 6:7, 13 
正義の 懲罰， 使徒 28:4 一が 彼を 生かして は 
性急， 伝 5:2 神の 前で一 に 言葉を 出させて は 
テ モー 5:22 一 に 手を 置いて はならない 
箴 21:5;  29:20; イザ 32:4 
制御す る， コロ  3:15 キリスト の 平和が 一 
聖 句， ルカ 4:21 この 一は きょう 成就 
ヨハ 20:9; ヤコ 4:5 
聖句 入れ， マタ 23:5 
性向， 申 31:21 

成功 （する）， ヨシ 1:8 自分の 道を 一 させ， 

詩 1:3 彼の 行なう ことは すべて 一す る。 

詩 118:25 エホバよ， 一 させて ください 
倉 II  QQ.9. 詩  T7.7 

成功 裏， マタ 12:20 やがて 公正を一 に 送り出す 
成功を 収め （る）， 代 二 20:20 預言者を 信じ 一よ 
イザ 53:10 エホバの 喜ばれる ことは一 る。 


1977 

イザ 55:11 わたしの 言葉は 確かな一 る。 

代 一 22:13 

星座， ヨブ 9:9; アモ 5:8 
静止 （する）， ヨシ 10:12, 13 
性質， ぺテニ 1:4 神の 一に あずかる 者と なる 
誠実， ヨブ 33:3 わたしの 唇が 一に 述べる 
使徒 2:46 歓 びと一 な 心と を もって 
エフ 6:5; コロ  3:22 

誠実 さ， コー 5:8 —と 真実 さの 無 酵母 パン 
ozi 1:12.  2.17 

聖書， マタ 21:42  —の 中で 読んだ ことが 
マタ 22:29  —も 神の 力 も 知らない からです 
ルカ 24:27 一 全巻の… 事柄を 解き明かされた 
ルカ 24:32 一を すっかり 解いて くださった 時 
ルカ 24:45 一の 意味を つかむ よう 思いを 開き 
ヨハ 5:39 一に よって 永遠の 命を 持てる と 考え 
ヨハ 10:35 しかも その一 は 無効に し 得ない 
ヨハ 13:18 と 述べる 一が 成就す るた め 
使徒 17:2 三つの 安息日に わたって一 から 論じ. 
使徒 17:11 日 ごとに 一を 注意 深く 調べた 
使徒 18:24 彼は一 によく 通じていた 
ロマ 15:4 —からの 慰めに よって 希望を 持つ 
テモニ 3:16 一 全体は 神の 霊感を 受けた もので 
ぺテニ 1:20 —の 預言は 個人的な 解釈からは 
ぺテニ 3:16 不安定な 者は 一を 曲解し 
使徒 8:32; コー 15:3,  4 
聖所 ，出 26:33 垂れ幕は 一と 至聖 所と を 区分 
生殖器， レビ 15:2,  3; エゼ 23:20 
精神状態， ロマ 1:28 非と された 一に 渡して， 
精神 態度， ロマ 15:5 キリス トと 同じ一 を 
-7 イ  2*5*  3#  1  ^ 

精神の 意向， ぺテー 4:1 同じ 一を もって 身を 固め 
制 （する）， 創 4:7 それを 一す るだろう か。 

箴 10:19 唇を一 する 者は 思慮 深く 行動して 
箴 16:32 自分の 霊を一 している 人は 都市を 
ぺテー 3:10 舌を一 して 悪を 口にせず， 

イザ 48:9 

整然， ガラ 5:25 霊に よって一 と 歩んで ゆこう 
フィ 3:16 同じ 仕方で 一と 歩んで ゆこう 
生存者， イザ 1:9 少しの 一を 残して 
ぜいたく， 箴 19:10 —は ふさわしくない 
ルカ 7:25; ヤコ 5:5; ぺテニ 2:13 
聖 柱， 出 34:13; 王 一 14:23; 王 二 3:2;  17:10 
成長 （する）， コー 3:7 — させて くださる 神 
エフ 4:15; コロ  2:19; ぺテー 2:2 
正直， 箴 24:26  —な 仕方で 返答して いる 者は 
イザ 26:10;  59:14; アモ 3:10 
性的な 衝動， テ モー 5:11 やもめは… その一 が 
性的 欲情， コロ  3:5 汚れ， 一， 有害な 欲望 
生徒， ルカ 6:40 一は 教師より 上ではありません 
正当な 訴え， ヨブ 23:4 神の 前に 一を 述べ 
正当な 権利， サニ 19:28 王に 叫び 求める一 が 
聖 なる 巨万の 軍， 申 33:2; ユダ 14 
聖 なる 所， 出 25:8 わたしの ために 一を 造る 
レビ 19:30;  26:31; 代 一 28:10; 詩 78:69; エ 
ゼ 28:18;  37:26; ダニ 11:31; マタ 27:51; 啓 
15:8;  16:17 

聖 なる 場所， 詩 150:1; マタ 24:15 
聖 なる 者， ダニ 7:18 —たち が 王国を 受け， 

啓 11:18 一たち に その 報いを 与え 
啓 17:6 女が 一たち の 血に 酔って いる 
ダニ 4:17;  7:21,  22,  25,  27; マタ 27:52; 使 
徒 26:10;  ロマ 12:13; コー 6:2; エフ 3:8;  4: 
12; 啓 13:7;  18:24 
青年  マタ iQ:22 

政府， エフ 1:21 あらゆる一 のはる か 上に 
テ ト 3:1 — や 権威者た ちに 服し 


せいざ一 せっこう 

ロマ 8:38; コー 15:24; エフ 3:10;  6:12; コ 
口  1:16;  2:10， 15 

征服， 啓 6:2 —を 完了す るた めに 出て 行った 
|  啓 C う 

征服 （する）， ヨハ 16:33 わたしは 世を一 した 
ロマ 12:21 悪を一 して ゆきなさい 
ヨ ハー 5:4 信仰， これが 世を 一す る 力 
啓 3:21 —す る 者には 共に 座す る ことを 許す 
啓 17:14 子羊は 彼らを 一 する。 

コロ  2:15; ヨ ハー 2:13;  4:4;  5:4， 5; 啓 2: 
7, 11, 17,  26;  3:5, 12; 11:7;  12:11;  21:7 
聖木 ，申 7:5; 裁 3:7;  6:25; 王 一 15:13; 王 二 
13:6;  21:3; イザ、 17:8 
誓約， 裁 11:30 エ フタは エホバに一 をして 
, 詩 50:14 あなたの一 を 至高 者に 果たせ。 

詩 61:8 日 ごとに わたしの 一を 果たす ために 
! 伝 5:4 神に 一を 立てる ときには それを 果たせ 
民 30:2; 申 23:21; 詩 76:11;  132:2; ヨナ 1:16 
誓約 （する）， ヨナ 2:9 —した ことを 果たす。 

政略， 使徒 7:19 わたしの 民族に 対し一 を 巡らし 
精力 的に 励 （む）， ルカ 13:24 —み なさい。 
セイル， 民 24:18; 代 二 20:23; エゼ 25:8 
, セイル 山， 申 2:5  —を 保有 地と して エ サウに 与え 
ヨシ 24:4 

セイルの 山地， 創 36:8 エ サウは一 に 住み 
代 二 20:10,  22,  23; エゼ 35:3,  7, 15 
聖霊， 詩 51:11 —を 取り去らないで ください 
マタ 1:18 彼女が 一に よって 妊娠して いる こと 
マタ 12:32 一に 言い 逆らう のが だれで あれ 
ルカ 3:22  —が はとの ような 形を とって 下り 
ヨハ 14:26 助け手， つまり一 のこと です が， 
使徒 2:4 彼らは みな一 に 満たされ， 

使徒 7:51 あなた 方は 一に 抵抗して いる 
使徒 11:16 あなた 方は一 で パプ テス マを 受け 
コー 6:19 体が 一の 神殿で ある ことを 
エフ 4:30 神の 一を 悲しませな いように 
ヘプ 6:4 —に あずかる 者と なり 
ぺテニ 1:21 —に 導かれ， 神に よって 語った 
イザ、 63:10; マタ 3:11; マル 13:11; 使徒 20:28 
精錬， ダニ 11:35 —を 行ない， 清めを 行ない， 
精錬 （する）， サニ 22:31 み 言葉は一 された 
ゼカ 13:9 銀を一 する ように一 し 
マラ 3:3 銀を一 する 者 また 清める 者 
詩 12:6;  17:3;  66:10;  m  30:5; イザ 48:10 
世界， ロマ 1:20 特質は一 の 創造 以来 明らか 
ヨ ハー 2:2 全 一の _ のた めで もあります 
ヨ ハー 5:19 全 一が 邪悪な 者の 配下に ある 
ゼ カリヤ 1, 代 一 26:2, 14 
ゼ カリヤ 2, エズ 5:1; ゼカ 1:1,  7 
ゼ カリヤ 3, イザ 8:2 エベ レ クヤの 子 一により 
ゼ カリヤ 4, 代 二 24:20 祭司 エホ ヤ ダの 子 一を 
ルカ 11:51 祭壇と 家との 間で 殺された 一の 血 
ゼ カリヤ 5， ルカ 1:5， 12， 18,  40,  67 
責任， 代 一 9:33 その 仕事に 携わる のが 一で 
ヘプ 5:9 永遠の 救いに一 を 持つ 者と 
赤痢， 使徒 28:8 ポプ リオの 父が 一に 苦しんで 
世襲 所有地， 王 一 8:36;  21:3; エゼ 36:12 
世俗， コー 9:6 —の 仕事を やめる 権限 
世代， 申 32:5 曲がって ねじけた 一よ！ 

マタ 24:34 この一 は 決して 過ぎ去らない 
フィ 2:15 曲がって ねじけた 一の 中に あって 
詩 48:13;  78:4; マタ 12:39;  23:36; ルカ 11: 
51;  21:32; エフ 3:5; コロ  1:26 
セツ， 創 4:25;  5:6-8; 代 一 1:1; ルカ 3:38 
設計， 王 一 6:38 
斥候， ヨシ 2:1; ヘプ 11:31 


せつだん する 一そう ぞうす る 


1978 


切断 （する）， 申 25:12 その 手を 一し なければ 
節度， マタ 23:25 内側は 強奪と一 のな さとに 満ち 
説得， ルカ 16:31 よみがえっても一 に 応じない 
コー 2:4 —の ための 知恵の 言葉では なく 
ガラ 5:8 その 種の 一は… からの ものでは ない 
説得 （する）， 箴 25:15 司令官 も一 され， 

コニ 5:11 人々 を 一して ゆきます 
説得力， 箴 7:21 豊かな 一に よって 彼を 惑わした 
箴 16:23 その 唇に 一を 加える。 

切望 （する）， ロマ 1:11; テモニ 1:4 
絶滅， イザ 10:22;  28:22; ダニ 9:27; ゼパ 1:18 
絶滅 させ （る）， サニ 21:5; ネへ 9:31 
ゼデ キヤ， 王 二 24:17; エレ 39:2;  52:11 
セナ ケ リブ， 王 二 18:13 アッシリアの 王 一が 
王 二 19:16,  20; 代 二 32:1, 10,  22; イザ 37:21 
是認， ロマ さ:4 忍耐は 一 を 受けた 状態を， 

コー 7:33 どうしたら 妻の一 を 得られる か 
申 33:16; 箴 12:2 

是認 （する）， マタ 3:17 わたしの 子， この 者を 一 
テモニ 2:15 自分自身を， 一され た 者， また 
ヘプ 10:6 捧げ物を一 されなかった 
ロマ 14:18;  16:10; コニ 10:18;  13:7 
狭められ （る）， マタ 7:14 その 道は一 ており 
ゼ ブルン， 裁 5:18  —は 死に 至る まで 魂を 軽んじ 
創 30:20; 民 26:26; 詩 68:27; 啓 7:8 
ゼべ ダイ， マタ 4:21; ルカ 5:10; ヨハ 21:2 
狭 （い）， マタ 7:14 命に 至る 門は一 く 
迫 （る）， 裁 14:17; フイ 1:23 
セム， 創 5:32;  9:26;  11:10; ルカ 3:36 
責め， ロマ 5:13 … がなければ 罪の一 を 受けない 
責め苦， マタ 8:29 わたしたちを一 に 遭わせよう 
啓 14:11 彼らの一 の 煙は 限りなく 永久に 上り 
マル 5:7; ルカ 8:28;  16:23; 啓 9:5;  11:10; 
18:7， 10;  20:10 

責められる ところの ない， テサー 2:10  — 者と 
テサー 3:13 神聖 さの 点で一 ものと して 
責め （る）， ヨ ハー 3:20 
セ ラフ， イザ 6:6 —の ひとりが 飛んで 来た 
ゼルバベル， エズ 3:8; ハガ 2:4; ゼカ 4:6,  7 
千， 申 7:9 おきてを 守る 者には 一 代まで も 
王 一 19:18 イスラエルの 中に 七 一人を 残し 
ヨブ 33:23 一のう ちの 一人， 代弁者 
詩 50:10  —の 山の 上の 獣 も 
詩 84:10 ほかの 場所に おける 一日に も 勝る 
詩 91:7 —人が 傍らに 倒れ， 万人が 
イザ 60 : 22 小さな 者が一 となり 
善， アモ 5:15 悪を 憎み， 一を 愛し， 

ロマ 12:21 —を もって 悪を 征服して ゆく 
ぺテー 3:17  —を 行なって 苦しみに 遭う 
ぺ亍一 2： 15 - ハ1 Q 

善悪， 倉 IJ  3:5 神の ように 一を 知る ようになる 
善意， 詩 30:5 その一 の 下に あるのは， 

箴 8:35 エホバから 一を 得る からで ある。 

箴 10:32 義 なる 者の 唇， それは一 を 知る 
イザ 61:2 エホバの 側の一 の 年と 復 しゅうの 日 
フイ 1:15 —に よって 宣べ 伝えて いる 
詩 89:17; 箴 11:27;  16:15;  19:12;  ロマ 10:1 
船員， エゼ 27:9,  27,  29; ヨナ 1:5 
せん 越， 詩 19:13 一な 行為から 僕を とどめて 
詩 119:78 —な 者たち が 恥を か くように。 

申 17:12; 詩 86:14;  119:21; 箴 13:10;  21: 
24; イザ 13:11; エゼ 7:10; マラ 3:15;  4:1 
せん 越さ， 箴 11:2; エレ 49:16;  50:31 
全軍， 創 2:1 天と地 および その一 は 完成した。 

王 二 17:16 

宣言， テ モー 6:13 りっぱに 公の一 をされ た 
使徒 7:38;  ロマ 3:2;  11:4 


善行， ロマ 13:3 

宣告， 伝 8:11 一が 速やかに 執行され ないた め 
ルカ 23:24 彼らの 要求に 合うよう な 一を した 
コニ 1:9 死の 一を 受けて いるの だと 感じ 
戦車， イザ 31:1 一に 信頼を 置く 者 
ナホ 2:3 その 一は 鉄の 装備の 火を 伴う。 

裁 5:28; 王 二 2:11; イザ 43:17; ゼカ 9:10 
前進， フィ 1:12 

宣 （する）， ロマ 5:18 彼らを 義 と一 する こと 
出 23:7;  ロマ 8:33 

占星術 者， マタ 2d 東方からの 一たち が 

先祖， 使徒 22:3  —の 律法の 厳格 さに 応じた 教え 
申 19:14; エズ 4:15; 詩 79:8 
戦争， マタ 24:6  — のこと， また一 の 知らせを 
啓 12:7 天で 一が 起こった。 ミカエルと 
啓 16:14 全能者なる 神の 大 いなる 日の 一に 
ルカ 21:9 

洗濯 人， マラ 3:2  —の 灰汁の ようになる 
戦闘， 詩 144:1 指に一 を 教えて くださる 方 
コー 14:8 だれが一 の 用意を する で しょ うか 
申 20:1; イザ 28:6 
戦闘 機械， 代 二 26:15 

千年， 詩 90:4  — もまる で 過ぎ去った 昨日の よう 
ぺテニ 3:8 エホバに あっては， 一日は一 のよう 
啓 20:2 サタンを 捕らえて， 一の あいだ 縛った 
啓 20:4 キリスト と共に一 の あいだ 支配した。 
専念 (する）， 伝 12:12 余りに一 すると 疲れる。 
使徒 6:4 祈りと み 言葉の 奉仕に 一す る 
伝 5:20; 使徒 2:42 

全能者， 啓 16:14 —なる 神の 太いなる 日の 戦争 
ヨブ 8:3; イザ 13:6; 啓 1:8;  11:17 
全能の 神， 創 17:1; 出 6:3 
尖 筆， 詩 45:1 わたしの 舌が 一となる ように。 

ヨブ 19:24; イザ 8:1; エレ 8:8;  17:1 
宣明 （する）， 出 9:16 わたしの 名を一 させる ため 
ぺテー 2:9 卓越 性を 広く一 する ため 
出 33:19; ルカ 4:18; 使徒 8:4; コー 9:16 
善良， 詩 25:8 エホバは 一で， 廉直で あられる 
ガラ 5:22 霊の 実は 一， 信仰 
代 一 16:34; 詩 23:6; ルカ 6:45; テサニ 1:11 
善良 さ， テモニ 3:3 粗暴な 者， 一を 愛さない 者 
詩 27:13;  65:11; イザ 63:7; ゼカ 9:17 

ソ 

像， ダニ 3:18 金の 一を わたしたちは 崇拝し ません 
啓 14:9 野獣と その 一を 崇拝して 
ダニ 2:31; 啓 20:4 
相違， マラ 3:18 

憎悪すべき もの， 哀 1:17; エゼ 7:19,  20 
憎悪 （する）， ロマ 12:9 邪悪な ことは一 し， 

レビ 20:23; 王 一 11:25; 箴 3:11 
早計な 判断， テ モー 5:21 一を 下す ことなく 
相互， ロマ 1:12 信仰で一 に 励まし 合うた め 
コー 7:5 定められた 時の あいだ一 に 同意し， 
荘厳 さ， 使徒 19:27 女神の 一まで が 無に 帰され 
ぺテニ 1:16 その 一の 目撃 証人と なった 
創造， ロマ 1:20 世界の一 以来 明らかに 見える 
啓 3:14 神に よる 一の 初めで ある 者が こう 言う 
想像， 箴 18:11 その 人の 一の 中で 保護の 城壁 
創造者， 伝 12:1 若い 成年の 日に 一を 覚えよ。 

イ廿'  外1 5; 八。 ネー ィ.19 
創造 （する）， 創 1:1 初めに 神は 天と地を一 された 
創 1:27 男性と 女性に これを一 された。 

詩 51:10 浄い 心を一 してく ださい。 

イザ 45:18 地を いたずらに 一せ ず， 

イザ 65:17 天と 新しい 地を 一して いる 
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そうぞう するー ソロモン 


ガラ 6:15 ただ 新しく 一され る ことが 重要 
コロ 1:16 すべての ものは 彼に よって 一され た 
コロ  3:10 それを 一した 方の 像に したがって 
啓 4:11 ご 意志に よりす ベての ものは一 された 
詩 104:30; イザ 4:5;  40:28;  43:7;  45:7,12; 
57:19;  65:18; エフ 2:10 
想像 （する）， 詩 73:7 心の 一す ると ころを 超えた 
ルカ 11:17 彼らの 一して いる 事柄を 知って 
創造物， ロマ 1:25 創造した 方より一 を あがめ 
ロマ 8:20 一は 虚無に 服 させられ ましたが， 
ロマ 8:22 一 すべては 共に うめき 
コニ 5:17 キリストと 結ばれる 人は 新しい一 
コロ  1:15,  23; テ モー 4:4; ヘプ 4:13 
相続財産， ぺテー 1:4 あせる ことのない 一への 誕生 
ぺテー 5:3 神の一 である 人々 に対して 
エフ 1:14;  5:5; コロ  1:12; ヘプ 9:15 
相続 者， ヘプ 1:2 み 子を すべての ものの 一に 
ヘプ 6:17 

相続 地， エゼ 47:22 

相続人， ロマ 8:17 神の 一 ， キリス トと 共同の 一 
ガラ 3:29 胤で あり， 約束に 関連した一 
創 21:10; マタ 21:38;  ロマ 4:13; ガラ 4:7; 

エマ 1.11. ヘプ U.Q 

相続 物， 詩 2:8 諸国の 民を一 として， 

壮大， 使徒 2:11 神の 一な 事柄に ついて 話す 
増大 （する）， コロ 1:6 世界 じゅうで一 している 
相談す る， レビ 19:31 予告 者に一 な 
相当 （する）， サニ 17:3 すべての 者に一 します 
総督， エレ 51:23; マラ 1:8; マタ 10:18; ぺテ 
一 2.14 

総督の 官邸， マタ 27:27; ヨハ 18:28 
装備， エフ 6:15 平和の 良いた よりの一 を 足に 
そう 明 さ， コー 1:19; 啓 17:9 
騒乱， イザ 65:23; アモ 3:9; ゼカ 1:11 
走路， テ モー-  4:7 —を 最後まで 走り， 信仰を 

ヨエ 2:8 

争論， イザ 3:13; 使徒 15:2;  23:7; コー 1:11 
2 弟 外され （る）， コロ 1:21 かつては一， 敵と 
エフ 2:12;  4:18 
俗悪， テ モー 1:9; テト 2:8 
足跡， ロマ 4:12; コニ 12:18 
底知れぬ 深み， 啓 20:3  —に 投げ込み， 封印し， 
ルカ 8:31; ロマ 10:7; 啓 9:1,11;  11:7;  17:8 
損な （う）， 創 6:11 地は まことの 神の 前に一 われ 
コー 15:33 悪い 交わりは 有益な 習慣を一 う 
ルカ 10:19; 啓 7:2;  9:4 
訴訟， ヨブ 31:13; 詩 43:1;  74:22; 箴 18:17; 

訴訟 事 I 牛， 王 一 3:11 一を 審理す る 理解力を 求め 
そしり， イザ 25:8 ご 自分の 民の一 を 取り去られ 
イザ 51:7 死すべき 人間の 一を 恐れない 
サー 17:26; 詩 22:6;  69:7; イザ 4:1 
そし （る）， 詩 55:12  —っ たのは 敵では ない 
詩 44:16;  74:10, 18;  79:12;  89:51;  119:42; 
蔵 14:31; セ、 パ 2:10;  ロマ 15:3 
そそぎ 油， 出 30:25; レビ 8:12; 民 4:16 
注ぎ込 （む）， テモニ 4:17 主は 力を 一んで 
注ぎ 出 （す）， レビ 17:13 血を一 して 塵で 覆う 
詩 22:14 わたしは 水の ように 一され， 

イザ 53:12 自分の 魂を 死に 至る まで一 した 
マラ 3:10 祝福を 一す かどう かを 見よ。 

使徒 2:17 霊を あらゆる 肉なる 者の 上に一 し 
詩 45:2;  62:8;  77:17; エゼ 21:31; ナホ 1:6; 
セ、 パ 1:17; 使徒 2:33; 啓 16:1 
そそ （ぐ）， 詩 45:7 歓喜の 油を あなたに 一 がれた 
注 （ぐ）， ゼパ 3:8 燃える 怒りを ことごとく一 ぐ 
ヨェ 2:28; ミカ 1:4 


唆 （す）， 王 一 21:25 妻イゼ ベルが 彼を 一した 
王 二 18:32 ヒゼ キヤが お前たち を一 すから だ 
エレ 43:3 バルクが 一して いる 
ぺテニ 2:14 不安定な 魂を 一す 者です。 

イザ 36:18 

育て上げ （る）， 箴 22:6 道に したがって一 よ。 
そでなしの 上着， イザ 59:17 熱心を 一の ように 
イザ 61 : 10 義の 一で 包んで くださった 
出 28:4; ヨブ 1:20 

外， マタ 25:30 役に立たない 奴隸 を一 の 闇に 出せ 
ヘプ 13:11 動物の 体は 宿営の 一で 焼かれ 
外なる 人， コニ 4:16 —は 衰えて ゆこうと も， 

ソ ドム， 創 19:24 硫黄と 火の 雨を一 の 上に 降らせ 
マタ 10:15 —の 地の ほうが 耐え やすい 
啓 11:8 霊的な 意味で 一と 呼ばれる 
創 18:26; イザ 1:10;  13:19; ぺテニ 2:6; ユ 
ダ 7 

備え， コニ 8:21 正直な一 をす る 

テモニ 2:21 良い 業の ために 一ので きた 
供えの パン， 出 25:30; サー 21:6; 代 二 4:19 
供え物， 詩 68:29; エゼ 20:39; マラ 1:11; マタ 
5:24;  12:4; ルカ 6:4; ヘプ 11:4 
備え （る）， マタ 21:16 乳飲み子の 口から 賛美を一 
マタ 25:34 一ら れ ている 王国を 
ロマ 9:23 栄光の ために あらかじめ一 られた 
ロマ 12:17 良い ものを 一なさい。 

コー 2:9 神が 愛する 者の ために一 られた 
テ モー 5:8 家の 者に 必要な 物を一 ないなら 
ヘプ 10:5 わたしの ために 体を 一て くださった 
詩 78:20; 箴 21:31;  30:25; マタ 11:10;  20: 
23;  25:41; ヘプ 13:21 
そね み， フィ 1:15 —に よって キリス トを 伝え 
テ モー 6:4 そうした 事から一 が 起こり 
ヤコ 4:5 霊は一 の 傾向を もって 絶えず 慕う 
ぺテー 2d  — , また あらゆる 陰口を 捨て 
テ ト 3:3 

そね み 合う， ガラ 5:26 互いに 一 ことのな いよう 
そね む， 詩 106:16 モー セを 一よう になった 
創 26:14 

園， 創 2:8 エデンに， その 東の ほうに一 を 設け， 
エレ 31:12 よく 潤って いる一 のように なり， 
アモ 9:14  —を 造って その実を 食べる であろう 
創 2:15;  3:24; イザ 51:3;  58:11; エゼ 36:35 
そばめ， 裁 19:25  —を 夜通し 辱め 
王 一 11:3 王妃たち と， 三百 人の 一を 持った。 
創 22:24; 出 21:8; サニ 3:7; エス 2:14 
祖父母， テ モー 5:4 親 や 一に 当然の 報 礼を すべき 
祖母， テモニ 1:5 あなたの 一ロ イス 
背 （く）， レビ 18:23 それは 自然に一 くこと である 
詩 107:11 神の ことばに一 く 振る舞い をし 
ヨシ 1:18; サー 12:14; 代 二 13:6; ネへ 2:19; 
ヨブ 24:13 

そよ風， 倉 IJ  3:8 日の 一の ころに エホバ 神の 声が 
そら （す）， 箴 16:14 賢い 者は それを 一す 者 
コロ 1:23 希望から 一され ないで いるならば 
そり 落と （す）， 裁 16:17, 19 
そ （る）， コー 11:5 それは 頭を 一った 女と 同じ 

それぞれ， ロマ 12:5 — 互いに 所属し 合う 肢体 
コー 12:27 キリストの 体で あり， 一が 肢体 
コー 12:28 神は 会衆 内に 一の 人を 置かれた 
エフ 4:16 一の 部分が 定めの 機能を 果たす 
それて 行 （く）， テ モー 6:21 信仰から 一った。 
それ （る）， テモニ 2:18 これらの 人は 真理から 一 
詩 44:18; テ モー 1:6 

ソロモン， 王 一 11:9 一に 対してい きり 立たれた 
代 一 29:23 一は エホバの 王座に 座し 


そん 一 たかめる 
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代 二 3:1 —は エホバの 家を 建て 始めた。 

マタ 6:29 栄光を 極めた 一で さえ， 

マタ 12:42 見よ， 一 以上の ものが ここにい る 
王 一 4:29; 代 一 22:9; ネへ 13:26; 使徒 7:47 
損， フイ 3:7 キリストの ゆえにす ベて 一と 考え 
損害の 賠償， 出 21:22 その 者は一 を 課せられる。 
尊厳 （さ）， 代 一 16:27 一と 光輝は み 前に あり， 
イザ 30:30 エホバは その 声の 一 さを 聞かせ， 
ヨブ 37:22;  40:10;  m  111:3; エレ 22:18; ダ 
二 2:6,  37; ゼカ 6:13 

尊厳 者， 使徒 25:21 一によ る 判決を 受ける ため 
存在， ヘプ 1:3 その一 そのものの 厳密な 描出 
存在し ない もの， イザ 41:12,  24,  29 
存在 （する）， 使徒 17:28 神に よって 命を 持ち， 一 
コニ 5:17 新しい 事物が 一して いるので す。 

フイ 2:6 彼は 神の 形で一 してい ましたが， 

コロ 1:17 彼に よって 一す るよう になり ました 
ヤコ 3:9 神に 似た 様で 一 している 人間を 
啓 4:11 ご 意志に よってす ベての ものは一 し， 
伝 1:10; マル 2:27; ヨハ 1:3; 使徒 5:17;  口 
マ 13:1 

損失， コー 3:15 その 人は一 を 被る ことになる 
ヘプ 13:17 そのような ことは 一となる 
存続す る， ぺテー 1:25 エホバの 言葉は 永久に 一 
尊大な 者， 詩 101:5; 箴 28:25 

夕 

胎 ，詩 110:3 夜明けの一 から， 

第一 （に）， V 夕 6:33 王国を いつも 一に 求めよ 
マル 9:35; へブ 10:9; ヨハ三 9 
太陰 （の） 月， 王 一 6:37;  8:2; エズ 6:15 
対応す る 贖い， テ モー 2:6 すべての 人の ための 一 
代価， イザ 55:1 来て， 一も 払わずに 買え 
ミカ 3:11 その 祭司たち は 一の ために 教え， 
コー 6:20 あなた 方は 一を もって 買われた 
ダニ 11:39; マタ 27:9; 使徒 5:3; コー 7:23 
大会， レビ 23:4 これらは 聖 なる一 であり， 

イザ 4:5 その一 の 場所の 上に， 昼は 雲， 

出 12:16; レビ 23:35; 民 28:26;  29:7 
大患 難， マタ 24:21 二度と 起きない ような一 
啓 7:14 これは 一から 出て 来る 者たち で， 

大 魚， ヨナ 1:17  —に 任じて ヨナを 呑み込ませた 
大工， マル 6:3 これは 一では ないか。 

大群 衆， 啓 7:9 数えつ くす ことので きない 一 
マル 12:37; ヨハ 6:5; 啓 19:6 
大 言， ぺテニ 2:18 何の 益に もなら ない 一を 吐き 
対抗 心， 伝 4:4 互いに 対する一 を 意味す る 
フイ 1:15  — によって キリストを 宣べ 伝え 
大 洪水， 創 7:17 一は 地の 上に 四十 日 続いた。 
ぺテニ 2:5 不敬虔な 世に 一を もたらした 
ぺテニ 3:6 世は， 一に 覆われて 滅びを 被った 
創 6:17;  7:7;  9:11;  10:1,  32; 詩 29:10 
対抗す る， 民 25:13 神に 一 ものを 容認せ ず， 
大祭司， 民 35:25 一の 死までと どまらねば 
へブ 6:20 永久に 一と なられた イエス 
ゼカ 3:1; ヘプ 3:1;  5:5;  9:25 
第三， コニ 12:2  —の 天に 連れ去られました 
大使， コニ 5:20 キリス トの 代理を する 一 
エフ 6:20 わたしは 鎖に つながれた一 
胎児， 詩 139:16 一のと きの わたしを も ご覧に 
貸借， 箴 22:26 一の 保証人に 立つ 者の 中に 
大酒， テ モー 3:8 奉仕の 僕たち も 一に ふけらず 
大食 家， テ ト 1:12 無為に 過ごす 一 
大切に （する）， エフ 5:29 
怠惰， 箴 19:15 —は 人を 深い 眠りに 陥らせ， 


箴 31:27 彼女は 一の パンを 食べない。 

裁 9:4; 伝 10:18; ヘプ 6:12 
大多数， コニ 2:6 —の 人からの この 叱責は 
怠惰な 者， 箴 6:6 —よ， ありのと ころへ 行け。 

箴 15:19 一の 道は おどろの 垣の ようで あり， 

箴 20:4 冬の ゆえに 一はす き 返さない。 

箴 26:15 一は 手を 宴 用の 鉢に 隠した。 

箴 10:26;  13:4;  19:24;  21:25;  26:13 
大胆， 使徒 9:27 彼が どれほど一 に 語った か 
コニ 10:2 一に 振る舞わなくて すむ よう 
エス 7:5; 使徒 4:31;  14:3; ヘプ 10:19 
大胆 さ， エフ 6:20 当然の 一 を もって 語る 
テサー 2:2 神に よって 一を 奮い起こし， 

使徒 4:29 

第二の 死， 啓 2:11 —に 損なわれる ことがない 
啓 20:14 火の 湖， これは一 を 表わして いる。 

啓 20:6;  21:8 

大能 者， テ モー 6:15 幸福な 唯一の 一が 
代表， 出 18:19 神の 前に あって 民の一 となり， 
エズ 10:14 会衆の ために 一として 行動す る 
大 変災， イザ 15:5; アモ 6:6; ナホ 3:19 
代弁者， 代 二 32:31; ヨブ'  16:20 
大木， イザ 61:3 義の 一， エホバの 植えた もの 
たいまつ， 裁 7:16 大が めの 中には一 を 入れた。 
イザ 62:1 その 救いが 燃える一 のように 
ダニ 10:6 その 目は 燃える 一の ようで 
創 15:17; 裁 15:4; エゼ 1:13; ナホ 2:4 
怠慢， エズ 4:22 この ことで 一がない よう 注意し， 
太陽， ヨシ 10:12  — よ， 静止せ よ 

イザ 49 : 10 熱 や 一が 彼 らを 打つ こと もない。 
マラ 4 : 2 義 の一 が 必ず 照 り 輝き， 

マタ 13:43 義人たち は 王国で 一の ように 輝く 
使徒 2:20 一は 闇に 変わる であろう 
詩 89:36; イザ 60:19; ルカ 21:25; 啓 7:16 
代理， コニ 5:20 一を する 大使で あり， 

代理 支配者， ネへ 12:40;  13:11 
代理者， ルカ 8:49 会堂の 主宰 役員の 一 
ヨハ 7:29 わたしは その 方の一 であり， 

耐え忍 (ぶ）， マタ 24:13 終わりまで一 んだ 人が 
ルカ 8:15 一んで 実を 結ぶ 者たち 
ロマ 12:12 患難の もとで 一び なさい。 

ぺテー 2:20 一ぶなら， 神に とって 喜ばしい 
絶えず， コニ 13:5 … かどう かを 一 試しなさい 
イザ 27:3; テサー 1:3 
耐え （る）， コー 10:13 —ら れる 以上に 誘惑 
ヨブ 34:31 

絶え （る）， コー 13:8 愛は 決して 一ません。 

倒れ （る）， 箴 11:28 富に 依り 頼む 者は 一る。 

箴 24:16 義 なる 者は たとえ 七 度 一ても， 

ルカ 11:17 内部で 分裂して いる 家は 一ます。 
ロマ 14:4 その 人が 立つ も一 る も 主人に 対して 
コー 10:12 —る ことがない ように 気をつけ 
詩 37:24; 箴 11:14; ルカ 23:30;  ロマ 11:11 
たが， ダニ 4:15 鉄と 銅の一 を 掛けて 
ナホ 1:13 

高 （い）， テ モー 2:1 —い 地位に あるす ベての 人 
申 2:36; サー 10:23; 詩 139:6 
高き 所， レビ 26:30; 詩 78:58 
高く 上げ （る）， イザ 2:11 エホバの みが 一ら れる 
高さ， ロマ 8:39 — も， 深さ も， どんな 創造物 も 
高ぶり， イザ 2:11 人間の 一は 必ず 身をかがめる 
高ぶ （る）， 箴 6:17 —る 目， 偽りの 舌， 

箴 18:12 崩壊に 先立って 人の 心は一 り， 

ロマ 12:16 —った 事柄を 思わず， 

詩 131:1; 箴 30:13; エレ 48:26; 哀 1:9; ダ 
二 8:4,  8,  25;  ロマ 11:20 
高め （る）， 創 4:7 行なえば， 一られ ないか 
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たかめる かた 一 たちかえる 


出 15:1 神は まことに 一ら れた 
詩 34:3 わたしたちは 相 共に そのみ 名を一 よう 
箴 14:29 短気な 者は 愚か さを 一て いる。 

箴 14:34 義は 国民を一， 罪は 卑しめる 
イザ 2:2 もろもろの 丘より一 られ， 

マタ 23:12 だれでも 自分を 一る 者は 低く され， 
フィ 2:9 神は 彼を さらに 上の地位に一， 

ぺテー 5:6 神は しかるべき 時に あなたを一 る 
サー 2:10; 詩 37:34;  46:10;  57:5;  118:28; 
イザ 25:1;  26:5; ダニ 6:3;  11:36; マタ 11: 
23; 使徒 2:33;  5:31; ヤコ 1:9 
高める 方， サー 2:7 エホバは 一， 

耕 (す）， 創 2:5 地面を 一す 人 もい なかった 
ゼカ 13:5 わたしは 土を一 す 者 だ。 

コー 3:9 あなた 方は 一 されて いる 神の 畑， 

倉 IJ  3 •  ?3 -  4:2 

宝， 箴 2:4 隠された 一を 求める ように 尋ね 求め 
イザ 33:6 エホバへの 恐れは 彼の一 である。 
マタ 6:20 自分の ために 天に一 を 蓄えなさい。 
マタ 6:21 — の ある 所， そこに 心 も ある 
マタ 12:35 自分の 良い 一から 良い ものを 出し 
マタ 13:44 天の 王国は 隠された 一の ようです 
コニ 4:7 この 一を 土の 器に 持つ 
コロ  2:3 彼には， 知恵の すべての 一が 秘められ 
箴 10:2; マタ 19:21; ヘプ 11:26 
抱 （く）， 王 二 4:16 あなたは 男の子を 一いて いる 
歌 2:6 その 右手は わたしを 一く のです。 

卓 逸さ， エゼ 7:11 彼らに 一が あるので もない。 
卓 逸した 冠， イザ 28:1 エフ ライムの 一は 災い だ 
卓 逸 性， 申 33:26 神は その 一を 示される。 

詩 93:1 エホバは一 を 身に 着けて おられる。 

詩 68:34 

たぐ （う）， イザ 46:5 わたしを だれに一 え， 
卓越した 方， サー 15:29 イスラエルの 一 
卓越 性， 代 一 29:11 エホバよ 一は あなたの もの 
哀 3:18 わたしの一 は 滅びう せた 
ぺテー 2:9  —を 広く 宣明 する ため 
託 （す）， ルカ 16:11 だれが あなた 方に 一す 
テサー 2:4 良いた よりを一 される に 
テモニ 1:14 一され たものを 守りなさい 
ロマ 3:2; コー 9:17; ガラ 2:7; テ ト 1:3 
卓抜した 偉大 さ， エフ 1:19 神の 力の 一 
巧みな 指導， 箴 1:5 理解の ある 者は 一を 得る 人 
箴 11:14 一がない と 民は 倒れる。 

箴 20:18;  24:6 

たくら （む）， 箴 3:29 悪を 一んで はならない。 

ネへ 6:2; 詩 17:3;  36:4; 箴 6:14 
蓄え， 箴 15:6 義 なる 者の 家には 豊かな一 が あり 
蓄え （る）， ヨブ 23:12 言われた ことを 一た。 

箴 13:22 罪人の 富は 義 なる 者の ために一 られ 
コロ 1:4 天に一 られ ている 希望 
打撃， コー 9:26 わたしの一 の 仕方は 
出 9:14; レビ 26:21 

ダゴン ，裁 16:23; サー 5:2,  3,  4,  5,  7 
確か， 使徒 6:3 霊と 知恵に 満ちた 一な 男子 
へブ 2:3 — さを 立証され た 偉大な 救い 
イザ 28:16; ダニ 2:45;  7:16; 使徒 1:3; ヘプ 

確 ふめ （る）， ギサ ニ 5:21 すべての こと を一 
た  しなめ  る，  ルカ 18:15 
出し物， コー 4:9 使徒を一 の 最後に 置かれた 
たじろぐ， ヘプ 10:23 一 ことなく しっかり 保ち 
助け， 詩 46:1 容易に 見いだ される 一 

ロマ 8:26 霊 も 弱さの ために 一に 加わります。 
ヘプ 2:18 試練に 遭って いる 者を 一に 来る 
詩 22:19; ダニ 11:34; ヘプ 4:16 
助け手， 詩 10:14 自ら その 一と なって 


ヨハ 14:26 —， つまり 聖霊は 教え 
王 二 14:26; ヨハ 14:16;  15:26;  16:7 
助け 主， ヘプ 13:6 

助け （る）， ヘプ 2:16 み使いを一 ている のでな く， 
ヨシ 10:6; 詩 30:10;  54:4; ダニ 11:45; ゼカ 
1:15; 使徒 16:9 

尋ね 求め （る）， 申 4:29 心を つく して 一る から 
箴 2:4 宝の ように 一つ づけるなら， 

イザ 55:6 エホバを 一 よ。 近くに おられる 間に 
詩 119:2; 箴 11:27; エレ 29:13 
訪ね （る）， 使徒 15:36 戻って 行って 兄弟を 一， 

タ ダイ， マタ 10:3; マル 3:18 
たたえ （る）， 詩 6:5 シェ オルでは だれが 一る 
箴 27:2 よその 者が あなたを 一る ように。 

王一  8:33; 詩 9:1;  44:8;  138:1; フイ 1: 

戦い， 代 二 20:15’一 は あなた 方の もので ない 
詩 24:8  — において 力 ある エホバ。 

詩 46:9 神は一 を やめさせて おられる。 

詩 144:1 手に一 を 教えて くださって いる 方 
イザ 2:4 彼らは もはや 一を 学ばない。 

コニ 10:4 —の 武器は 肉的な ものでは なく， 
テモニ 4:7 —を りっぱに 戦い， 最後まで 走り， 
ヤコ 4:1 —は どこから 起こる のです か。 

ユダ 3 信仰の ために 厳しい一 をす る 
サー 17:47; 伝 9:11; イザ 13:4; エレ 50:22; 
ホセ 1:7;  2:18; ヨエ 3:9; ミカ 4:3; ゼカ 14: 
2; コニ 10:3; ヤコ 4:1; 啓 19:19 
戦 （う）， ヨシ 10:14 エホバは 自ら一 って 
ゼカ 14:3 エホバは 諸国 民と 一 い， 

ヨハ 18:36 渡さない よう 一った ことでしょう 
使徒 5:39 実際には 神に 対して一 う 者と 
テ モー 6:12 信仰の 戦いを りっぱに一 い， 

ヤコ 4:2 あなた 方は 一い つづけ， 争いつ づけ 
啓 12:17 証し の 業を 持つ 者たち と 一うた めに 
裁 5:20; 代 二 20:17,  29; 詩 109:3; テ モー 1: 
18; テモニ 4:7; 啓 19:11 
闘 （う）， コロ  2:23 肉の 満足と一 う 点では 何の 
ぺテー 2:11 魂に 対して一 いつ づける 
申 33:8; テモニ 2:5; ヘプ 12:4 
たた （く）， マタ 7:7; 使徒 12:13; 啓 3:20 
正し （い）， 創 18:25 全地を 裁く 方は 一い ことを 
裁 17:6 自分の 目に一 いと 見える ことを 
ダニ 8:14 聖 なる 場所は 必ず その 一い 状態に 
テモニ 2:15 真理の 言葉を 一く 扱う， 

ヤコ 4:17  — いこと を どう 行なう かを 知り 
箴 12:15;  31:9; エレ 26:14; ヤコ 3:10 
正しい 方式， ヤコ 1:26 —に 従う 崇拝者と 思って 
正し さを 立証す る， ロマ 5:18 —— つの 行為 
正 （す）， 申 8:5 エホバは あなたを 一して 
詩 94:10 諸国 民を 一す 方 
詩 118:18 ヤ ハは 厳しく わたしを一 された。 

箴 29:19 単なる 言葉で 一され る わけでは ない 
へブ 12:5  — される とき 弱り果てても ならない 

ただで， マタ’ 1  ヽ 0:8  — 受けた のです， 一与え 
ただ ひとり， コー 8:4 神は 一の ほかには 
たた （む）， ヘプ 1:12 外衣の ように 天を 一 まれ 
絶たれ （る）， 詩 104:35 罪人は 地から 一， 

ダ タン， 民 26:9; 申 11:6; 詩 106:17 
立ち上が （る）， イザ 28:21 エホバは 一り， 

ダニ 12:1 大 いなる 君 ミカエル が一る。 

ダニ 12:13 終わりに一 るであろう。 

ゼパ 3:8 わたしが 一る 日まで 待て 
申 28:7; 詩 3:7;  9:19;  92:11; マタ 10:21 
立ち返らせる， ヤコ 5:20 罪人を 一人は， 

立ち返 （る）， 王一  8:48 魂を つく して一 り， 


たち かまえる 一 たましい 
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立ち 構え （る）， 詩 2:2 地の 王たち は 一， 

断ち切 （る）， 伝 4:12 三つよりの 綱は 一れ ない 
立ち退かせ （る）， 裁 11:24 エホバが 一た 者， 
立場， 詩 82:1 集会で 一 を 取って おられる 
ユダ 6 自分 本来の一 を 保たず 
断ち 滅ぼ (す）， 詩 37:9 悪を 行なう 者は 一され る 
詩 34:16;  37:38; イザ 56:5; ミカ 5:9 
立ち向か （う）， 伝 4:12 二人 一緒に なれば 一え る 
ヤコ 4:7 悪魔に一 いなさい。 

ぺテー 5:9 堅い 信仰を もって 彼に一 いなさい 
民 20:20 

龍， 啓 12:3,  7,  9, 17; 13:2;  16:13;  20:2 
立 (つ）， マラ 3:2 現われる 時に一 って いられる のは 
ロマ 14:4 エホバは その 人を 一た せる 
コー 10:12  —っ ている と 思う 人は 気をつけ 
民 11:16; ヨブ 1:6; 蔵 22:29; イザ 8:10;  66: 

断 （つ）， ダニ 9：26  メシアは 一 たれる。 

テ モー 4:3 食物を一 つよう に 命令したり 
脱穀機， イザ 41：15 脱穀 そり， 新しい一 
脱穀 （する）， イザ 28:28 絶えず 一す る ことは ない 
コー 9:9  — している 牛に くつこを 掛けて は 
脱穀 場， ルツ 3:2; サニ 24:21 
脱穀を 行な （う）， ミカ 4:13 身を 起こして， 一え 
達成， 箴 15:22 助言者の 多い ところに 一が ある 
達成 (する）， ヨブ 42:2  —し 得ない 考えは ない 
フィ 2:12 おののきを もって 救いを 一す る 
脱疽， テモニ 2:17 その 言葉は 一の ように 広がる 
脱走 者， 王 二 25:11 バビロンの 王に 投じた一 と 
奪略’ 詩 76:5; イザ 22:4;  51:19;  59:7,15;  60: 
18; エレ 6:7;  20:8;  48:3; エゼ 45:9; ホセ 7: 
13; アモ 3:10 

奪略 (する）， エレ 25:36;  51:55 

盾， 倉 IJ 15:1 わたしは あなたの 一で ある。 

サニ 22:3 神は わたしの 一， 救いの 角， 

詩 84:11 神 エホバは 太陽， また， 一 であり 
裁 5:8; サニ 1:21; 詩 18:30,35;  47:9;  144： 
2; 箴 30:5; イザ 21:5 
たて 琴， 創 4:21 ユ バルは一 を 扱う 者の 始祖 
詩 33:2 一を 奏でて エホバに 感謝せ よ。 

啓 15:2 勝利を 得る 者たち が 神の一 を 持って， 
サー 16:23; 詩 49:4;  137:2; イザ 5:12;  23： 
16; 啓 14:2 

建て直 （す）， エズ 6:8 神の 家を一 すため に， 

イザ 61:4 荒れ 廃れた 場所を 一し， 

エゼ 36:10 荒れ 廃れた 所 も 一 される 
エズ 5:17; ネへ 2:17 
建物， コー 3:9 あなた 方は 神の一 

エフ 2:21 一 全体は 調和よ く 組み合わされ 
コニ 5:1 

立て （る）， 詩 93:2;  96:10 
建て （る）， 詩 127:1 エホバが 一る のでなければ 
イザ 65:22 彼ら が一て， ほ かの 者が 住む ことは 
エレ 1:10 打ち壊す ため， 一て， 植える ため 
マタ 7:24 岩 塊の 上に 家を 一た 人 
マタ 16:18 この 岩 塊の 上に 会衆を 一ます。 

ルカ 17:28 植えたり， 一たり していました。 
コー 3:10 自分が どのように 一て いるかを 
王 一 6:2,  38; 代 一 28:6; エズ 4:4; 伝 3:3; 
ミカ 3:10; ヨハ 2:20; 使徒 7:49; コー  3:14 
例え， マタ 13:10 —を 使って お話しに 
マタ 13:35 わたしは 一を もって 口を 開き， 

ガラ 3:15 わたしは 人間的な 一で 話します 
ヘプ 9:9 天幕は 定められた 時の ための 一 
ヘプ 11:19 ひとつの一 として 彼を 受けた 
マタ 13:34;  15:15;  24:32; マル 4:10, 11; 12: 
1, 12; 13:28; ルカ 8:10 


例え （る）， イザ 40:18 神を だれに 一ら れ るか 
谷， 詩 23:4 たとえ 深い 陰の 一を 歩もうと も， 
イザ 40:4 すべての 一は 高められ， 

エゼ 37:1 — あいの 平原は 骨で 満ちて いた 
ダニエル， ダニ 12:9 行け， 一 よ。 終わりの 時 
エゼ 14:20; ダニ 6:2;  12:4; マタ 24:15 
胤， 創 3:15 お前の 一と 女の 一との 間に 敵意を 
創 22:17 あなたの 一を 確かに 殖やして 
ロマ 9:29 エホバが 一を 残されなかったなら， 
ガラ 3:16 多くの 一にと ではなく， 一人の 
ガラ 3:29 あなた 方は アブラハムの 一， 相続人 
啓 12:17 彼女の 一のう ちの 残って いる 者たち 
創 12:7;  ロマ 9:7; ガラ 3:19 
種， 創 1:11 一を 結ぶ 草木を， 一が 中に ある 果実 
マタ 13:38 りっぱな 一とは 王国の 子たち 
ルカ 8:11 一は 神の 言葉です。 

コー 15:38 一の 一つ一つに それ 自身の 体を 
種 粒， コー 15:37 ただの一 を まく 
胤を 宿 (す）， レビ 12:2 —して 男子を 産んだ 場合 
楽し さ， ヨエ 1:16 歓び も一 も 断たれた では 
使徒 14:17 食物と 一とを もって 心を 
楽しみ， 箴 13:19 かなえられ ると， 魂の一 と 
ヘプ 11:25 罪の 一時的な一 を 持つ よりは， 

詩 147:11; 箴 14:35 

楽しみ 事， 裁 16:25 我々 のために 何 かの 一を 
楽し （む）， 詩 149:4 エホバは その 民を一 まれる 
ルカ 12:19;  16:19; 啓 11：10 
たばかり， エレ 8:5;  14:14; ゼパ 3:13; コニ 12:16 
旅商人， マタ 13:45; 啓 18:3, 11 
ダビデ， サー 18:3 ヨナ タンと 一 
マタ 21:9 救いた まえ， 一の 子を！ 

ルカ 20:41 キリス トが一 の 子な のは どうして 
使徒 2:34 一は 天に 上りませんでした 
サー 16:13; 詩 89:3; イザ 9:7; 使徒 2:29 
旅人， 裁 19:17; エレ 9:2;  14:8 
たぶらか （す）， 出 22:16 処女を一 して これと 
箴 7:21 滑らかな 唇に よって 彼を一 す。 

ロマ 7:11 わたしを 一し， それを 通して 殺した 
ロマ 16:18 滑らかな 話しぶ りで一 す 
コー 3:18 自分を 一して はなり ません。 

コニ 11:3 こうかつ さに よって エバを 一した 
箴 1:10;  16:29; テサニ 2:3 
食べたり 飲んだり （する）， マタ 11:19 人の子が一 
マタ 24:38 洪水 前の それらの 日， 人々 は一 
ルカ 10:7 その 家に とどまって 一しなさい。 
食べ （る）， 創 2:17 あなたは一 ては ならない。 

創 3:19 顔に 汗して パンを一， ついには 地面に 
レビ 17:14 肉なる ものの 血 も 一て はならない 
伝 2:24  — , 飲み， 魂に 良い ものを 見させる 
イザ 11:7 ライオン も 雄牛の ように わらを 一る 
イザ 65:13 わたしの 僕は 一る が， あなた 方は 
エレ 15:16 あなたの 言葉を 一 はじめました。 
ロマ 14:6 —る 者は， エホバに 対して一 ます 
ロマ 14:17 王国は， 一る ことでは なく， 義と 
コロ  2:16 一る こと や 飲む ことで 裁かれない 
テサニ 3:10 働かない 者は 一て はならない 
啓 2:7 命の 木から一 る ことを 許そう。 

申 28:53; 詩 22:26; イザ 21:5;  65:21; エレ 
19:9; エゼ 3:1; ヨハ 6:53 
タ ボル， 裁 4:14 バラクは一 山を 下りて 行った。 
魂， 創 1:20 水は 生きた一 の 群れを 
創 2:7 人は 生きた 一に なった。 

創 9:4  — つまり その 血を 伴う 肉を 食べて は 
出 1:5 ヤコブの 上 股から 出た 一は 七十の 一 
レビ 17:14 肉なる ものの 一は その 血 だから 
民 31:28 五 百 ごとに 一つの 一を 取る ように。 

申 6:5 —を つく して エホバを 愛さねば 
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たましいを こめる 一 だんせい 


申 19:21 —には一， 目には 目， 

ヨシ 11:11 すべての 一を 剣の 刃で 討ち， 

ヨシ 20:9 意図せ ずに 一を 打って 死なせた 者 
詩 49:15 神が わたしの一 を シヱ オルから 請け 
詩 89:48 シェ オルから一 を 逃れさせられ るか 
イザ 53:12 自分の 一を 死に 至る まで 注ぎ 出し 
イザ 56:11 一の 願望の 強い 犬で あり， 

エレ 2:34  —の血 こんが 見いだ された。 

エレ 15:9 その 一は 息を 切らして あえいだ。 
エゼ 18:4,  20 罪を 犯して いる一 が 死ぬ 
マタ 10:28 一 も 体 も 共に ゲへナ で 滅ぼす 
マタ 16:26 世界を 得ても 自分の一 を 失うなら， 
使徒 2:27 わたしの 一を ハ デスに 捨て置かれず 
使徒 3:23 その 預言者に 聴き 従わない一 は 
フイ 1:27 —つの 一を もって 相 並んで 奮闘し 
啓 20:4 斧で 処刑され た 者たち の 一を 見た 
ヨブ 11:20;  31:39; 歳 14:25; マル 14:34; ヨ 
ハ 12:25; 使徒 2:41; コー 15:45 
魂を こめ （る）， マタ 22:37 心を こめ， 一， 

エフ 6 : 6 神の ご 意志を 一て 行な いなさい 
コロ  3:23 エホバに 対する ように 一て 携わる 
だまし取 （る）， 申 24:14 —っ ては ならない。 

コー 6:7 なぜむ しろ 一ら れる ままに 
レビ 19:13;  m  62:10;  72:4;  103:6;  119:121, 
122, 134;  146:7; 歳 14:31;  22:16; エレ 22: 
3; エゼ 22:29; アモ 4:1; ミカ 2:2; ゼカ 7: 
10; マル 10:19 

だま （す）， エレ 20:7 あなたは わたしを 一した 
コロ  2:4 あなた 方を 一す ことのな いため 
ダマスカス， サニ 8:6; イザ 7:8; 使徒 9:2 
玉ねぎ， 民 11:5 にら や 一 やにん にくを 思い出す 
賜物， 創 30:20 神は わたしに 良い一 を 授けて 
マタ 19:11 結婚 しないのは一 を 持つ 人 
使徒 8:20 神の 無償の 一を 金銭に よって 手に入 
ロマ 5:16 一は 多くの 罪過から 義の 宣言に 
ロマ 6:23 神の一 は 主 キリス トに よる 永遠の 命 
コー 7:7 神から 自分の 一 を 受けて います 
コー 12:4 —は さまざまで すが， 霊は 同じ 
コー 14:12 霊の一 を 熱心に 求めて いる 
テ モー 4:14 与えられた 一を おろそか にしない 
ヘプ 6:4 天からの 無償の一 を 味わい， 

ヤコ 1:17 あらゆる 良い一 は 上から 来ます 
コニ 9:15; エフ 2:8 

タマル， 創 38:6, 11; ルツ 4:12; マタ 1:3 
黙 （る）， 詩 32:3 一って いると， 骨は 疲れ果て 
使徒 11:18 聞く と， 彼らは 一って 同意し， 

イザ 47:5;  53:7; コー 14:34 
民， 出 19:5 あらゆる一 の 中に あって 特別な 
申 33:29 エホバに あって 救いを 享受す る一。 
サー 12:22 あなた 方を ご 自分の 一とされ た 
箴 14:28 —の 多い ことには 王の 飾りが あり， 

箴 29:2 邪悪な 者が 支配す ると， 一は 嘆息す る 
箴 29:18 幻がなければ， 一は 放逸に 振る舞う。 
イザ 2:3 多くの 一は 行って 言う， 来なさい。 
エレ 5:31 わたしの一 は その 状態を 愛した 
エレ 31:33 彼らは わたしの 一となる であろう 
ホセ 2:23 わたしの 一ではなかった 者たち に， 
使徒 15:14 み 名のた めの 一を 取り出された 
ロマ 9:25 わたしの一 ではなかった 者を 
テト 2:14 特別に 所有す る一， 業に 熱心な 一 
ヘプ 8:10 彼らは わたしの 一となる 
ヘプ 11:25 神の 一と 共に 虐待され る ことを 
ぺテー 2:9 特別な 所有物と なる 一 
啓 7:9 すべての 国民と 部族と 一の 中から 
啓 17:15 水は 一と 群衆を 表わして いる 
啓 18:4 わたしの一 よ， 彼女から 出なさい 
出 24:7; サニ 7:23; エス 8:17; イザ 6:5;  32: 


18;  56:7;  62:10; ホセ 4:9; ゼパ 3:9; ゼカ 
8:22; 使徒 3:23;  4:25;  ロマ 15:11; コニ 6: 
16; ヘプ 2:17;  9:19;  10:30 
溜め息， イザ 35:10 悲嘆と一 は 必ず 逃げ去る 
ヤコ 5:9 —を ついてはな りません。 

詩 12:5;  79:11;  102:20; イザ 24:7; 哀 1:22; 

試 （す）， 代 三 9:1 女王が ソロモンを一 そうと 
ヨブ 34 : 36 ヨ ブが 極限 ま で一 さ れ るよう に。 

詩 7:9 神は 心と 腎を 一して おられます。 

詩 26:2 エホバよ， わたしを 一して ください。 
コニ 13:5 信仰に あるか どうかを 一しなさい 
へブ 4:15 すべての 点で 同じように 一され， 
ヤコ 1:3  — される 信仰の 質は 
ぺテー 1:7 あなた 方の 信仰の一 された 質が， 

啓 2:10 あなた 方が 十分に一 される ため， 

ヨブ 23:10; 使徒 5:9; ヨ ハー 4:1 
ためら （う）， 伝 5:4 誓約は一 わずに 果たせ。 
創 34:19; 申 7:10 

た ゆまず， ロマ 12:12  — 祈りなさい。 

コロ  4:2 — 祈り， 感謝を ささげ 
た ゆむ ことなく， エフ 6:18 —， 終始 目 ざめ て 
頼りに （する）， フィ 3:3 肉を 一して はいない 
頼 （る）， 申 18:10 占いに一 る 者， 魔術を 
箴 3:5 自分の 理解に一 って はならない。 

ぺテー 4:11 神が 備えて くださる 力に一 る 者 
イザ 19:3; コニ 1:18 

タラン ト， 出 38:25,  27; 王 一 10:10, 14; マタ 
18:24;  25:15; 啓 16:21 

ダリウス， エズ 6:12; ダニ 6:28; ハガ 1:1 
ダ リク， 代 一 29:7; エズ 8:27 
足りな （い）， ヘプ 11:32  •••なら 時間が一 くなる 
垂木， ルカ 6:42 自分の 目から一 を 抜き取り 
タルシシ ュ， イザ 23:1 —の 船よ， 泣き わめけ！ 
代 二 9:21; 詩 48:7; エゼ 27:12,25; ヨナ 1:3 
タ ルタ ロス， ぺテニ 2:4  —に 投げ込んで， 
垂れ下がらせ （る）， ゼパ 3:16 手を 一て は 
垂れ幕， マタ 27:51 聖 なる 所の 一が 二つに 裂け 
ヘプ 10:20  — すなわち 彼の 肉体を 経る 新しい 
出 26:31; ヘプ 6:19;  9:3 
垂れ （る）， 代 二 15:7 手を 一 させて はなり ません 
戯れ事， 裁 16:25 一を 行なわせよ うとして 
箴 10:23 みだらな 行ないは 一の ようで ある。 
戯れ （る）， エレ 15:17  —る 者の 集いに 座す こと も 
ヨブ 40:20;  41:5; 詩 104:26 
ダン， 裁 5:17 一は なぜ 船の 中に とどまって 
創 30:6;  46:23;  49:16; 申 33:22 
断が い， マタ 8:32; マル 5:13; ルカ 8:33 
短気， 箴 14:29 一な 者は 愚か さを 高めて いる。 
探究 （する）， 伝 1:13 知恵を 求めて 一し ようと 
伝 2:3 心を 用いて 一した。 

伝 7:25 知恵と 物事の 理由を 知り， 一し 
男根， イザ 57:8 あなたは 一を 見た。 

男子， 出 18:21 有能な 一を 選び出すべき だ 
イザ 9:6 ひとりの 一が 与えられた 
断食， マタ 6:16  — のとき 悲しげ な 顔を やめ 
マル 2:18 あなたの 弟子が 一を 励行 しないのは 
ルカ 5:34 花婿の 友人に 一を させる ことは 
代 二 20:3; エス 4:16; イザ 58:5; ヨエ 1:14; 
ヨナ 3:5; ルカ 5:33 
胆汁， マタ 27:34; 使徒 8:23 
誕生， 伝 3:2 —の ための 時が あり， 

ぺテー 1:3 生ける 希望への 新たな 一 
j- ゼ ぺ千一 1 .9Q 

i 誕生日， 創 40:20; マタ 14:6; マル 6:21 
男性， 創 1:27 一と 女性に これを 創造され た 
エゼ 16:17 —の 像を 作って， それらと 


たんそく 一ち しき 
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ロマ 1:27 自然の 用を 去り 一が 一に 欲情 
p 萆,、 マラ 2:13 

嘆息 （する）， 箴 29:2 支配す ると， 民は 一す る。 
エゼ 9:4  — し， うめく 者の 額に 
ヘプ 13:17  — しながら 行なう ことが ないよう 
出 2:23 

タンパ リン， サニ 6:5 弦楽器と，一 と， 

タン 厶ズ， エゼ 8:14 神 一の ために 泣いて いた。 

チ 

地， 創 1:28 一に 満ち， それを 従わせよ。 

出 3:5 あなたの 立って いる 場所は 聖 なる 一 
出 3:8 良い 広 やかな一， 乳と 蜜の 流れる一 
詩 24:1 産出 的な一 は エホバの もの 
詩 37:29 義 なる 者たち は一 を 所有し， 

詩 115:16 神は一 を 人の子ら にお 与えに なった 
伝 1:4 一は 定めの ない 時に 至る まで 立ち 続け 
イザ 45:18  —を 形造られた 方， 

イザ 65:17 新しい 天と 一を 創造して いる 
イザ 66:1 天は 王座， 一は わたしの 足 台 
マタ 5:5 温和な 気質の 人たち は一 を 受け継ぐ 
啓 12:12  —と 海に とっては 災いで ある。 

レビ 26:34; 詩 45:16;  88:12;  100:1;  107:3; 
箴 10:30; イザ 14:12;  42:16;  60:2;  66:8;  x 
セ、 36:35;  39:27; ダニ 11:41; ヨエ 2:3; ハバ 
2:14; ぺテニ 3:5, 13; 啓 21:1 
血， 創 9:4  —を 伴う 肉を 食べて はならない 
レビ 7:26 いっさい一 を 食べて はならない。 
レビ 17:11 肉の 魂は一 にある 
レビ 17:13 —を 注ぎ 出して 塵で 覆え 
民 35:12  —の復 しゅう 者からの 避難所 
民 35:33 一が 土地を 汚す ので ある。 

代 一 11:19 その 一を 飲むべき でしょう か。 

マタ 26:28 これは 契約の一 を 表わし 
ヨハ 6:54 わたしの一 を 飲む 者は 永遠の 命を 
使徒 15:29 一を 避けて いる ことです 
コー 15:50 肉と一 は 神の 王国を 継げない 
へブ 9:22 一が 注ぎ 出されないなら， 

ヨ ハー 1:7 イエスの 一が 罪から 清める 
創 4:10; レビ 17:14; 箴 6:17;  29:10; エゼ 
3:18; マタ 23:35;  27:25; 使徒 15:20;  20:28; 
ヘプ 9:20; 啓 7:14;  14:20;  18:24 
地位， ヨシ 20:7 ケデシ ュに 神聖な 一を 与えた 
ロマ 13:1 相対的な 一 に 据えられ ている 
テ モー 2:1 王 や 高い 一に あるす ベての 人々 
小さい ほうの 者， マタ 11:11 王国で一 も 彼より 
ヘプ 7:7 —が 大きい 者から 祝福され る 
小さい 者， ルカ 9:48 より 一として 行動す る 人 
小 さな， イザ 60 : 22 — 者が 千 となり， 

ヤコ 3:5 舌 も 体の 一部分で すが， 

小さな 群れ， ルカ 12:32 恐れて はならない， 一 
知恵， 詩 111:10 エホバへの 恐れは一 の 初め 
箴 1:20 真の 一が 大声を 上げて 叫んで いる。 

箴 4:7 —は 主要な ものである。 一を 得よ。 

箴 8:11 一はさん ごに 勝り， すべての 喜び も 
伝 7:11 一が 相続財産に 伴う のは 良い こと 
イザ 29:14 彼らの 賢人たち の 一は 必ず 滅び 
エレ 8:9 どんな 一が 彼らに あると いうの か。 
ダニ 1:17 洞察力と 一とを お授けに なった。 
マタ 11:19  —は その 働きに よって 示される 
ルカ 16:8 実際的な 一を もって 行動した 
コー 3:19 この 世の一 は 愚かな もの 
ヤコ 1:5 —の 欠けた 人が いるなら， 

ヤコ 3:17 上からの 一はまず 第一に 貞潔 
申 4:6;  m  2:7;  3:13;  24:3;  29:15; エゼ 28: 
17; ダニ 2:21; ロマ 11:33; コー 2:5 


誓い， ヨシ 2:17  — に関して 罪科は ない 
ヨシ 9:20 彼らに 誓った その 一の ために 
詩 24:4 欺きの 一を 立てた ことのない 者 
ヘプ 6:17 一を もって 踏み込まれました 
創 26:28; 民 30:2; 申 6:13; ヘプ 7:20 
誓いの ことば， 申 7:8 父祖に 誓った一 を 守られた 
詩 105:9 アブラハムと 結び， 一を イサクに 
創 26:3; 詩 119:106; ヘプ 7：28 
誓 （う）， 創 22:16 わたしは 自らに かけて 一う 
イザ 14:24 エホバは 一 っ て， 言われた， 

イザ 45:23 わたしは 自分自身に かけて一 った 
マタ 5:34 いっさい 一 って はなり ません。 

使徒 2:30 神が 誓言を もって 一って くださった 
ヘプ 6:13 より 偉大な 者に かけて一 えない ので 
ヨシ 2:20;  9:18; 詩 89:3,  35; 132:11; イザ 
65:16; エレ 12:16 

知覚 （する）， コニ 2:14 いたるところで 一で き 
知覚 力， ヘプ 5:14 自分の一 を 訓練し， 

地下水 道， サニ 5:8 エ ブス 人を —— によって 
近づき 難い， テ モー 6:16  — 光の 中に 住み， 

近づ （く）， ヘプ 7:25 自分を 通して 神に一 く 者 
ヤコ 4:8 神に 一き なさい。 神 も一 いて 
ロマ 5:2; エフ 2:18;  3:12 
力， 出 9:16 わ^: しの 一 を 見させる ため， 

詩 62:11 一が 神に 属する ことを。 

詩 110:2 あなたの一 の 杖を， エホバは 
イザ 12:2 エホバは わたしの 一， わたしの 偉力 
イザ 40:29 神は 疲れた 者に一 を 与えて おられ 
ゼカ 4:6  — にも よらず， わたしの 霊に よる 
マル 12:30 —を こめて エホバを 愛さねば 
使徒 1:8 到来 するとき にあな た 方は 一を 受け， 
コー 4:20 王国は ことばに ではなく 一に ある 
コニ 4:7 普通を 超えた その一 が 神の ものと 
コニ 12:9 キリス トの一 がわた しの 上に 
コニ 12:10 弱い とき， 一 が ある 
テモニ 1:7 憶病の 霊では なく， 一と 愛と 
テモニ 3:5 その 一に おいて 実質の ない 者 
啓 11:17 ご 自分の 大 いなる一 を 執り， 

出 15:2; 裁 16:17; サー 2:9; 王 二 19:3; ヨ 
ブ 37:23; 詩 8:2;  28:8;  59:17; イザ 40:31; 
52:1;  63:1; ハガ 2:22; ルカ 1:35;  ロマ 1: 
16,  20;  8:38;  9:22; コー 15:43; コロ  1:29; 
テ モー 1:12; テモニ 2:1; ヘプ 6:5; ヤコ 5: 
16; ぺテー 1:5;  3:22; 啓 12:10 
力 ある， 創 6:4 それらは 昔の一 者たち， 

創 10:9 彼は エホバに 敵対す る 一 狩人と して 
イザ 9:6  “一 神”， “ とこしえの 父” 

ヨシ 6:2; 詩 19:5;  24:8;  33:16; 箴 16:32; 歌 
3:7; イザ 3:2;  42:13; エレ 9:23;  14:9;  51: 
57; ゼパ 1:14 

力強 （い）， 裁 5:31 太陽が 一く 進み出る 時の よう 
コー 16:13 雄々 しく あり， 一い 者と なれ 
力強 さ， 代 一 29:12 そのみ 手には 力と一 が 
詩 106:8 ご 自分の 一を 知らせる ため 
イザ 11:2 知恵と 理解の 霊， 計り 事と一 の 霊， 
王 一 15:23; 代 一 29:30; エレ 51:30 
力を 及ぼ (す）， ヘプ 4:12 神の 言葉は一 し 
力を 尽くして 励 （む）， テモニ 2:15 —み なさい。 
ぺテニ 1:10 確実に する ため， 一 みなさい。 
ぺテニ 3:14 汚点の ない 者と される よう 一み 
力を 尽く （す）， ヘプ 4:11 休みに 入る よう 一し 
契りを 結 (ぶ）， ホセ 2:19,  20 
乳首， イザ 66:11 その 栄光の一 から 吸い， 

畜類， 出 9:3; 申 3:19; イザ 30:23; コー 15:39 
箴 1:7 エホバへの 恐れは 一の 初め 
9:9 義 なる 者に 一を 分け与えよ。 

15:7 賢い 者たち の 唇は 一を まきつ づける 
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ちしきの かぎ一 ちよう 


伝 9:10 シヱ オルには 企ても一 も 知恵 もない 
イザ 11:9 地は エホバに ついての 一で 満ちる 
ダニ 1:4 洞察力を 持ち， 一に 通じ， 

ダニ 12:4 行き 巡り， 真の 一が 満ち あふれる。 
ホセ 4:6 沈黙 させられる。 一がない ため 
ヨハ 17:3 キリストの一 を 取り入れる こと， 

テ モー 6:20 誤って 一とと なえられて いるもの 

創 2:9; 詩 19:2; 箴 1:29;  8:10;  9:9;  10:14; 
14:18; イザ 44:25;  53:11; エレ 3:15; マラ 2: 
7;  ロマ 11:33; コー 8:1; ぺテニ 3:18 
知識の かぎ， ルカ 11:52 あなた 方は 一を 取り去る 
致死 的， コニ 4:10 イエスに 対する 一な 仕打ち 
地上， ルカ 2:14 一では 平和が 善意の 人々 の 間に 
地上の 事柄， ヨハ 3:12 
恥辱， 箴 13:5;  18:13 

知人， 王 二 10:11; 詩 31:11;  38:11;  88:8, 18 
父， 申 32:18 —と なった 岩なる 方を 忘れた 
詩 89:26 あなたは わたしの 一， わたしの 神， 

箴 17:6 子ら の 美は その一 である。 

イザ 64:8 エホバよ， あなたは わたしたちの 一 
マタ 6:9 天に おられる わたしたちの一 よ， 

マタ 23:9 地上の だれも 一と 呼んで はならない 
ルカ 2:49 自分の一 の 家に いるは ずの ことを 
ヨハ 8:44 あなた 方の 一， 悪魔からの 者で あり 
ヨハ 14:28  — はわた しより 偉大な 方 
エフ 6:4  — たちよ， 子供を いら 立たせず 
ヤコ 1:17 天の 光の一 から 下って 来る 
創 2:24;  m  6:20;  23:22; イザ 38:19; マラ 4: 
6; マタ 10:37;  26:29; ヨハ 10:30;  14:6,24; 
ガラ 1:14; エフ 4:6; 啓 14:1 
乳， 出 3:8 —と 蜜の 流れる 地へ 上ろうと 
コー 3:2 食べる 物では なく， 一を 与えました 
ヘプ 5:12 固い 食物では なく， 一を 必要と する 
ぺテー 2:2 何も 混ぜ物の ない一 を 慕う 気持ち 
レビ 20:24; 裁 4:19; イザ 7:22;  28:9;  55:1; 
60:16; ルカ 21:23 

父親， コー 4:15 良いた よりを 通し 一と なった 
父方の 家， 民 17:2 — ごとに 一本の 杖を 取り 
ヨシ 22:14; 代 一 23:11;  24:4,  31;  26:13 
父な し 子， 詩 68:5 一の 父， やもめの 裁き 主， 

出 22:22; 申 10:18; 詩 10:14; エレ 5:28 
乳を ふくませる， テサー 2:7 
秩序 ある， コロ  2:5 — すがたを 歓 び， 見守って 
秩序 正しく， テ モー 3:2 健全な 思いを 持ち， 一， 
窒息， ヨブ 7:15 私の 魂は 一を 選び， 

チッポ ラ， 出 2:21 自分の 娘 一を モー セに 与えた 
地 的， コニ 5:1; ヤコ 3:15 
知的， ヨ ハー 5:20 一な 能力を 与えて 
知能の たけた， マタ 11:25; コー 1:19 
血の 罪， 詩 55:23;  59:2 
地の 人， サー 15:29 —では なく， 後悔し ない 
エレ 17:5 —に 依り 頼む 者は のろわれる 
ヨブ 34:11， 15; 詩 39:5;  49:20;  108:12;  118: 
6; 146:3; 箴 3:4; イザ 2:22; エゼ 34:31 
乳飲み子， イザ 65:20; エレ 44:7; マタ 21:16 
地の 基， ヨブ 38:4 わたしが 一を 置いた とき， 

詩 104:5; イザ 51:16 

乳離れ （する）， 詩 131:2 一した ばかりの 幼児 

乳房， 箴 5:19  —が あなたを 酔わせる よう 
地方 法廷， マタ 10:17; マル 13:9 
ちまた， 箴 1:20 真の 知恵が 一で 大声を 上げて 
イザ 42:2 一で その 声を 聞こえさせ もしない 
エゼ 7:19 彼らは 自分たち の 銀を 一に 捨てる。 
エレ 5:1; エゼ 11:6;  28:23 
注意 （する）， マラ 3:16 エホバは一 して 聴いて 
使徒 5:35; ヨ ハー 1:1 


注意深い， ヨブ 37:14  くす しいみ 業に一 
注意を 払 （う）， サー 15:22 一う ことは 脂肪に 勝 
箴 29:19 理解しても， 一って いないから 
テ モー 4:16 自分と 自分の 教えと に一 い 
ヘプ 2:1 聞いた ことに 普通 以上の 一い， 

ぺテニ 1:19 それに 一って いるのは よい 
箴 29:12; イザ 21:7;  34:1; ルカ 21:34; 使徒 
20:28 

注意を 向け （る）， 詩 37:10 その 場所に一 るが， 
仲介者， テ モー 2:5 神と 人間との 間の 一 
ヘプ 12:24 新しい 契約の一 である イエス， 

ガラ 3:19,  20; ヘプ 8:6;  9:15 
仲裁 （する）， サー 2:25 神が 人の ために 一す る 
仲裁に 入 （る）， イザ 53:12 彼は一 った 
イザ 59:16 

忠実， 詩 31:23 エホバは一 な 者たち を 保護して 
箴 13:17  —な 使節は 人を いやす。 

箴 14:5 —な 証人は うそを 言わない。 

箴 27:6 愛する 者の 負わせる 傷は一 であり， 
イザ 26:2 一な 行ないを 保って いる 国民 
マタ 24:45  —で 思慮深い 奴隸 はいった いだれ 
ルカ 16:10 小さな 事に一 な 人は 多くの ことに 
テモニ 2:2 それを 一な 人々 に ゆだねなさい。 
ぺテー 4:19 自分の 魂を一 な 創造者に ゆだね 
啓 2:10  — である ことを 死に 至る まで も 
啓 3 : 14 アーメンなる 者， 一で 真実な 証人， 

啓 17:14 召され， 選ばれた一 な 者たち 
申 7:9; 王 二 12:15; 代 二 31:12; ネへ 9:8; 
13:13; コー 4:2 
忠実 （さ）， 申 32:4 一の 神， 

申 32:20 彼らは一 さの ない 子ら 
詩 40:10 あなたの 一 さと あなたの 救いを 
ハバ 2:4 自分の一 さに よって 生きつ づける。 
テサー 3:7 あなた 方の 示す一 さの ゆえに 
代 二 19:9; 詩 33:4;  36:5;  119:90; イザ 25: 
1; ロマ 3:3; 啓 19:11 

中傷 （する）， テ モー 3:11 女 も 人を 一したり せず， 
レビ 19:16; サニ 19:27; 詩 15:3; テト 2:3 
中傷す る 者， 箴 11:13 —は 内密の 話を あらわにし， 
箴 16:28 一は 親密な 者たち を 引き離し 
箴 26:20 一が いなければ 口論は 静まる。 

詩 101:5; 箴 20:19 

忠信， テト 2:10 一な 態度を 十分に 示しなさい。 
忠誠， ヨブ 31:6 神は わたしの一 を 知って 
詩 26:11 わたしは 自分の一 のうちに 歩みます 
箴 14:32 その一 のうちに 避難所を 見いだ す 
箴 20:7 義 なる 者は その 一のう ちに 歩んで 
王 一 9:4; ヨブ 27:5; 詩 7:8;  25:21;  41:12; 
78:72; 箴 2:7;  11:3 

忠節， サニ 22:26 忠節な 者には 一を もって 行動 
エレ 3:12 わたしは 一で あると， エホバは 告げ 
ルカ 1:75 —と 義 とを もって 神聖な 奉仕 
エフ 4:24 ご 意志に そいつつ一 のうちに 
申 33:8; テサー 2:10; ヘプ 7:26; 啓 15:4 
忠節で ない 者， テモニ 3:2 感謝し ない 者，一， 
忠節な 者， 詩 16:10 —が 坑を 見る ことを 
詩 37:28 その 一たち を 捨てられない 
詩 50:5 一たち を わたしの もとに 集めよ。 

詩 97:10 神は ご 自分の 一たち の 魂を 守って 
詩 116:15 貴重な もの… ご 自分の 一の 死 
箴 2:8 ご 自分の一 たちの 道を 守って くださる 
ミカ 7:2 —は 地から うせ， 廉直な 者は いない 
サー 2:9; 詩 31:23;  145:10;  149:1,  9; 使徒 
2.27. 13.35 

中途半端， 詩 119:113 わたしは一 な 者を 憎み， 

柱廊， ヨハ 10:23; 使徒 3:11;  5:12 

長， 創 21:22; 申 20:9; ネへ 2:9; イザ 3:3 


ちよ うこく ぞう一 つく りぬ し 


彫刻 像， 出 20:4 いかなる一 も 作って はならない 
申 27:15; ハバ 2:18 

調査， ヨブ 34:24 神は 一を する こ ともなく 
ぺテー 1:10 勤勉な 探究と 注意深い 一が， 

エズ 4:15;  5:17;  6:1 
超自然， ルカ 1:22;  24:23; コニ 12:1 
長子と しての 権利， 創 43:33; 代 一 5:2 
長子の 権， 創 25:34 エ サウは一 を 軽んじた。 

創 27:36 わたしの 一を すでに 取り， 今度は 
嘲笑， 詩 44:13; エゼ 23:32 
嘲笑す る 者， イザ 28:22  — となって は 
挑戦す る， エレ 49:19;  50:44 だれが わたしに一 
彫像， イザ 42:8 賛美を 一に 与える こと もしない。 

詩 78:58; ミカ 5:13 
懲罰， エレ 30:14 
長老， 啓 4:4;  7:11;  14:3;  19:4 
嘲弄 （する）， 箴 27:11 わたしを 一す る 者に 返答 
調和， コニ 6 : 15 ベリア ルの 間に どんな 一が 
調和よ く， エフ 2:21 建物は 一組み 合わされ， 
エフ 4:16; コロ  2:2， 19 
貯蔵所， 創 41:56 すべての 穀物 一を 開いて 
散ら （す）， 創 11:9 エホバは 彼らを 地の 全面に一 
ゼカ 13:7 群れの ものたち を 一せ。 

マタ 12:30 わたしと 共に 集めない 者は 一す 
使徒 8:4 —され た 人々 は 全土を 回った 
創 11:4; 詩 68:1;  144:6;  147:16; エレ 23:2; 
30:11; エゼ 5:10;  34:5, 12,  21; ハバ 3:14; 

ヨハ 10:12 

塵， 創 2:7 エホバ 神は 地面の一 で 人を 形造り， 

創 3:19 あなたは 一 だから一 に 帰る。 

詩 72:9 彼の 敵 もま さしく一 をな める 
伝 12:7 —は かつてそう であった ように 地に 
ダニ 12:2 —の 地に 眠る 者のう ち 目を覚ます 者 
マタ 10:14 足の一 を 振り払いなさい。 

コー 15:47 最初の 人は一 で 造られて おり， 

出 8:16; 詩 103:14; 伝 3:20; イザ 40:15 
散り散りに な （る）， イザ 51:6 天 も 一り， 地 も 
治療 薬， 箴 17:22 喜びに 満ちた 心は一 として 
知力， コニ 3:14 彼らの一 は 鈍って いました 
フィ 4:7 神の 平和が 心と 一を 守る 
散 （る）， ヤコ 1:1; ぺテー 1:1 
血を 流す， 詩 5:6  — 者を エホバは 憎み 嫌う 
賃金， イザ 49:4 わたしの 一は 神の もとに ある 
ゼカ 11:12  — として 銀 三十 枚を 支払った 
レビ 19:13; 箴 11:18; エレ 22:13 
賃銀， 申 23:18 娼婦の一 を エホバの 家に 
沈黙， 詩 115:17  —へ 下って 行く 者 も 
沈黙 させ （る）， サー 2:9 邪悪な 者は一 られ 
エレ 49:26 戦 人 も一 られる 
沈黙 （する）， ハバ 2:20 全地よ， み 前に 一せ よ！ 
ヨブ 31:34; 詩 30:12;  31:17;  39:2; エレ 8: 
14; ゼカ 2:13; マタ 22:34 

、ン 

追跡， 裁 8:4 疲れて はいたが 一を 続けて いた。 
追放 （する）， ヨハ 9:22 会堂から 一す るとの 合意 
ヨハ 12:42;  16:2 

費や （す）， コニ 12:15 魂の ために 自分を 一し， 
杖， 創 49:10 ユダから 離れず， 司令 者の 一 も 
詩 23:4 むち 棒と 一は， 慰めて くれる 
詩 110:2 力の 一を エホバは シオンから 送り 
イザ 14:5 支配す る 者たち の 一を 折られた。 

ミカ 7:14 民を ご 自分の一 で牧 してく ださい。 
啓 12:5 あらゆる 国民を 鉄の 一で 牧 する 者 
出 12:11; イザ 9:4; エレ 48:17; ミカ 5:1; ゼ 
力 11:10; ヘプ 9:4; 啓 2:27 

ツ オフ アル， ヨブ 2:11;  11:1 
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使い， 出 23:20 今 わたしは あなたの 前に一 を 送 
コニ 11:14 サタン 自身が 光の 一に 変 様 
コニ 12:7 サタンの一 であって， 

仕え （る）， 申 7:16 彼らの 神々 に 一て はならない 
ヨシ 24:15 あなた 方が 一る 者を 選びなさい 
代 一 28:9 喜ばしい 魂を もって 神に 一る ように 
詩 100:2 歓 びを もって エホバに一 よ。 

イザ 56:6 エホバに 一る 異国の 者たち 
ダニ 3:17 わたしたちの 一る 神は 救い出して 
ダニ 7:10 その 方に 一て いる 者は 千の 数千， 
ゼパ 3:9 肩を 並べて 神に一 るた めで ある。 

マタ 20:28 人の子は 一る ために 来た 
コー 7:35 気を 散らさず 絶えず 主に 一る 
テモニ 2:4 兵士と して一 ている 者は だれも， 
ヘプ 1:14 一る ために 遣わされた 者 
ヘプ 6:10 聖 なる 者たち に一， 今な お一 続けて 
出 20:5; 詩 72:11;  103:21;  106:36; イザ 60: 
12; エレ 27:6; マタ 4:11;  25:44; マル 1:13 
つかの 間， 詩 30:5 その 怒りの 下に あるのは一 で 
コニ 4:17 患難は 一で 軽い ものです が， 

捕まえ （る）， ヨハ 7:30;  8:20; コー 3:19 
つかみ 出 （す）， ユダ 23 火の 中から 一して 救え 
疲れ， 伝 1:8 すべての 物事は 一を 生じさせる 
疲れ果て （る）， イザ 40:28 神は 一る こと もない 
イザ 40:31 うみ 疲れず， 歩いても一 ない 
コブ 3.17 - 々、'二 8:27 

疲れ （る）， 裁 8:4 —て はいたが 追跡を 続けて いた 
箴 25:25 一た 魂に 対する 冷たい 水 
イザ 40:29 神は一 た 者に 力を 与えて おられる 
遣わ （す）， イザ 6:8 わたしは だれを一 そうか。 
イザ 61:1 わたしを 一し， 心の 打ち砕かれた 者 
エレ 25:15 あなたを一 すすべ ての 国の 民に 
マラ 3:1 見よ， わたしは 自分の 使者を一 す。 
マラ 4:5 あなた 方に 預言者 エリヤを一 す。 

マタ 10:16 ただ 中に いる 羊の ように一 す。 

マタ 11:10 顔の 前に わたしの 使者を一 す。 

ヨハ 20:21 わたし も あなた 方を 一し ます。 

ロマ 10:15  — された のでなければ， どうして 
ガラ 4:4 時が 満ち， 神は み 子を一 し， 

出 3:14; マタ 10:5;  13:41; ルカ 10:1; ヨハ 
14:26; 使徒 3:20; ヨ ハー 4:9 
月 1, 出 12:2 —年の 最初の 一となる 
ガラ 4:10 日 や一 や 時節 や 年を 細心に 守って 
啓 22:2 一 ごとに 実を 生じ， 実を 十二 回 
代 一 27:1; エス 3:7; ダニ 4:29 
月 2, 詩 104:19 定められた 時の ために 一を 造り 
ヨエ 2:10 太陽 や一 さえ 暗くな り， 星 も 
ハバ 3:11 一は その 高大な 住みかで 静止し 
ルカ 21:25 太陽と 一と 星に しるしが あり 
使徒 2:20 太陽は 闇に， 一は 血に 変わる 
啓 12:1 女で， 一が その 足の 下に あり 
ヨシ 10:12; ヨエ 2:31; 啓 21:23 
接ぎ木， ロマ 11:17, 19,  23,  24 オリー ブに一 
突きぎ り， 出 21:6; 申 15:17 
継ぎ切れ， マタ 9:16; マル 2:21; ルカ 5:36 
突き刺 （す）， ヨハ 19:34 その 脇腹を 槍で 一した。 
突き進む， ヨエ 2:9 都市の 中へ 彼らは 一 
付き添 （う）， ヨハ 18:36 わたしに一 う 者たち は， 
サニ 19:31; 使徒 8:13;  ロマ 15:24 
月足らずで 生まれ （る）， 伝 6:3; コー 15:8 
付き まとう， 詩 90：10 ただ 難儀が 一 だけ 
尽きる ことのない 宝， ルカ 12:33 決して 一を 天に 
償い， 出 32:30 罪の ための一 をす る 
出 21:34; レビ 24:18; サニ 12:6;  21:3 
造り 主， ヨブ 32:22  —は 容易に わたしを 運び去 
イザ 51:13 あなたの ー エホバを 忘れて， 

詩 95:6; 箴 14:31;  22:2; イザ 17:7 
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つく り ばな し 一 つみぶかい 


作り話， テモニ 4:4 一に それて 行く でしょう 
ぺテニ 1:16 巧みに 考え出された 一 
テモ —— * 1:4.  4:7 

造 （る）， ヘプ 3:3 家を一 る 者が 家よりも 誉れを 
へブ 3:4 すべてを 一ら れ たのは 神 
付け加え （る）， 申 4:2 言葉に一 ては ならず， 

啓 22:18 これらの ことに一 る 者が いれば， 

申 12:32; 箴 30:6; ガラ 3:15 
告げ 知ら （す）， 詩 19:1 天は 神の 栄光を 一せ， 

詩 22:30;  79:13;  88:11;  96:3;  102:21;  119: 
13,  26;  ロマ 15:21; ヘプ 2:12 
告げ （る）， 詩 68:11 良いた よりを一 る 女は 大軍 
エレ 50:2 それを 諸国 民の 中で 一， 言い 広めよ 

^  AH-Q-  ノ  ぜ 49 • Q 

伝え （る）， 使徒 7:53 み使いに よって 一ら れた 
ヨブ 37:20; ガラ 3:19; ヨ ハー 1:2; ユダ 3 
つち， 裁 5:26; 王 一 6:7 
土， ルカ 8:15 りっぱな 一の 上の もの 
土の 器， コニ 4:7 この 宝を 一に 持って います。 
続け （る）， テ モー 4:16 これを ずっと 一 なさい。 

テト 3:8 りっぱな 業を 一るべき ことを 思いに 
慎み， サー 2:3 —の ない ことを 口から 出さない 
代 二 28:19 一の ない ことを 起こる ままに 
箴 11:2 知恵は一 ある 者と 共に ある。 

ミカ 6:8  —を もって 神と 共に 歩む 
テ モー 2:9 女 も一 を もって 身を 飾り 
包 （む）， サー 25:29 命の 袋に 一 まれて いる 
代 二 24:20 神の 霊が ゼ カリ ヤ を一 んだ 
詩 104:2 光を 衣の ようにして 身を一 み， 

イザ 61:1 心の 打ち砕かれた 者を 包帯で一 み， 
イザ 8:16; ホセ 13:12 

務め， 出 12:25 この 一を 守らなければ ならない 
代 二 8:14 レビ 人 も その 一の 持ち場に 就かせ， 
ロマ 12:11 自分の一 を 怠って はなり ません。 
コニ 5:18 和解の 一を わたしたちに 与え 
申 11:1; 王 一 4:7; 代 二 7:6; 伝 12:13; ミカ 
3:1; ハガ 1:13; テサー 4:11; ヨ ハー 2:6 
努め （る）， ガラ 1:10 人を 喜ばせようと一 ている 
綱， 伝 4:12 三つよりの 一は 素早く 断ち切れない 
イザ 54:2 あなたの 天幕の 一を 長く し， 

詩 2:3;  18:4;  129:4 

つながれ （る）， コー 7:39 生きて いる 間は一 
ガラ 5:1 再び 奴隸 のく びきに一 ないよう 
コロ  4:3 

角， ダニ 7:8 別の 一， 小さな ものが 
啓 17:12 十本の一 は 十 人の 王を 表わして いる 
角笛， レビ 25:9; エゼ 33:6 
つば， マタ 26:67;  27:30; ガラ 4:14 
翼， ルツ 2:12 その一 の 下に あなたは 避け 所を 
詩 18:10 霊の 一に 乗って 突進して 来られ 
マラ 4:2 その一 にはい やしが 伴う。 

啓 12:14 大きな 鷲の 二つの 一が 女に 与えられ 
つぶやき， 民 14:27;  17:5 
つぶや （く）， 詩 2:1 むなしい ことを 一き つづけ 
フィ 2:14 すべてを， 一かずに， 

出 16:7;  m  38:12; イザ 59:3, 13 

つぶやく 者， コー 10:10; ユダ 16 
つぼ， ヘプ 9:4 マナを 入れた 金の一 
妻， 創 2:24 父と 母を 離れて 自分の一 に 堅く 
箴 5:18 あなたの 若い 時の 一と 共に 歓 ベ。 

イザ 54:6 霊の 傷ついた 一で あるかの ように， 
マラ 2:14 あなたの 若い 時の 一との 間につ いて 
コ ー  7:2 男は おのおの 自分の一 を 持ち， 

コー 7:39 — は 夫が 生きて いる 間は つながれ 
エフ 5:22  —は 自分の 夫に 服しなさい。 

啓 21:9 子羊の 一で ある 花嫁 
創 6:2; 申 29:11; 王 一 11:3,4; 代 二 20:13; 


詩 128:3; 箴 18:22; エレ 16:2; コー 9:5; エ 
フ 5:23,  28; テ モー 3:2 

つまずかせる， マタ 5:29 右の 目が 一なら 
マタ 18:6 小さな 者の 一人を一 
フイ 1:10 他の 人を 一 ことなく， 

マタ 18:7; コー 8:13 

つまずき， 詩 119:165 —の もとはありません。 
ダニ 11:33 幾日 かの あいだ 必ず 一に 渡される 
マタ 13:41 —の もとになる ものを 集め 出し 
ロマ 9:33 わたしは シオンに， 一の 石を 据え 
ロマ 14:20 清くても， 一の きっかけ となる 
ロマ 16:17 分裂と一 の きっかけを 

つまず （く）， イザ 8:14 突き当たる 石， 一く 岩 
マタ 13:57 彼らは イエスに 一く ようになった 
マタ 26:31 皆 わたしに 関して一 くでしょう。 

箴 4:12; イザ 8:15;  59:10; エレ 20:11; ダニ 
11:35; マタ 15:12; ヨハ 16:1; ヤコ 3:2 

罪， 倉 IJ  4:7 —が 入口に うずくまって おり， 

王 一 8:46 一を おかさない 人は ひとり もい ない 
詩 32:1 反抗を 赦 され， 一を 覆われる 者は 幸い 
詩 51:5 わたしの 母は 一の うちにわ たしを 宿し 
イザ 1:18 あなた 方の 一が 緋 のよう であっても 
エレ 31:34 彼らの 一を もはや 思い出さない 
マタ 26:28  — の 許しの ために 注ぎ 出され 
マル 3:29 その 者は 永遠の 一を 負う のです。 
ヨハ 1:29 世の 一を 取り去る， 神の 子羊です 
使徒 3:19  —を 消して いただく ために， 悔い 改 
ロマ 3:23 すべての 者は 一を おかした ので 
ロマ 4:8 エホバが その 一を 考慮に 入れない 人 
ロマ 5:12 一人の 人を 通して 一が 世に 入り， 
ロマ 5:21 一が 死を 伴って 王と して 支配した 
ロマ 6:23 一の 報いは 死です が， 神の 賜物は 
ロマ 8:2 あなたを 一と 死の _ 法から 自由に 
ロマ 14:23 信仰から 出て いない ことは みな 一 
コー 6:18 淫行… 体に 対して 一 を おかす 
コニ 5:21 一を 知らなかった 方を 一とし， 

エフ 4:26 憤っても 一を 犯して はなり ません 
ヘプ 10:12  — のために 犠牲を 永久に ささげ 
ヘプ 10:17 彼らの 一を もはや 思い出さない 
ヘプ 10:26 故意に一 を 習わしに するなら， 

ヘプ 12:1 重荷と 容易に 絡みつ く一 とを 捨て， 
ヤコ 1:15 — を 産み， 一 は遂 けられた ときに， 
ヤコ 4:17 行なわないなら， その 人に とって 一 
ヨ ハー 3:8 悪魔は 初めから一 を おかして きた 
啓 18:4 彼女の 一に あずかる ことを 望まず， 

民 32:23; 王 一 8:47; 詩 19:12;  79:9; イザ 
6:7; エゼ 33:14; 使徒 10:43;  ロマ 7:7; コー 
11:27; テ モー 5:24; ヘプ 11:25; ヤコ 5:15; 
ヨ ハー 1:8， 9;  2:1;  5:16 

罪に 定め （る）， ルカ 6:37 —ら れる ことは ない 
マタ 12:7,41，42;  ロマ 8:34; コー 11:32; へ 

づ、 11 .7 - ヤコ 5:6 

罪のない， 申 19:10; 詩 94:21; 箴 6:17 

罪人， イザ 65:20 一は 百 歳であって も， 

マタ 11:19 収税人 や 一たち の 友， と言う 
ルカ 15:2 —たち を 歓迎して 一緒に 食事を する 
ルカ 15:7 悔い改める 一人の一 について は， 
ルカ 18:13 神よ， 一の わたしに 慈悲を お示し 
ヨハ 9:31 神は 一ら には お聴きに なりません が 
ロマ 5:8 まだ 一であった 間に キリストが 
ロマ 5:19 一人の 不従順を 通して 多くの 者が 一 
テ モー 1:9 律法は 一の ために 
テ モー 1:15 キリストは 一を 救うた めに 世に 来 
ヘプ 7:26 一から 分けられた 大祭司 
ヤコ 5:20  を その 道から 立ち返らせる 人は， 

ぺテー 4:18 一は どこに 出て 来る だろう か 

罪深い， ロマ 6:6 —体が 無 活動に されて， 


つめたし''  一 てほん 


1988 


ロマ 7:13 罪が いよいよ 一 ものと なる ため 
冷た （い）， 啓 3:15 あなたは一 くも 熱く もない。 

露， ミカ 5:7 多くの 民の 中に あって一 のように， 
申 32:2; 裁 6:37; 箴 19:12; ダニ 5:21 
強 （い）， 出 13:9 エホバは一 いみ 手に よって 
ヨシ 1:7 勇気を 出し， 大いに 一 く ありなさい 
ロマ 15:1  —くない 者の 弱い ところを 担うべき 
コー 1:27 —い ものが 恥を 被る ように 
ぺテー 5:10 あなた 方を 一い 者と してく ださる 
強く （する）， イザ 35:3 弱い 手を一 し， ひざを 
イザ 41:10 わたしは あなたを 一す る。 

強くな （る）， フィ 4:13 —切の 事に一 っ ている 
強め （る）， エズ 6:22 彼らの 手を一 させて 
ネへ 2:18 この 良い 業の ために その 手を 一た。 
エゼ 34:4 あなた 方は 病気の ものを 一ず， 
つらい， ヘプ 12:11 懲らしめは一 ことに 思える 
出 1:14; 使徒 26:14 

剣， 裁 7:22 それぞれの一 が 互いに 向かい合う 
サー 17:47 エホバは一 で 救う のでは ない 
イザ 2:4 国民は 国民に 向かって一 を 上げず， 
ミカ 4:3 彼らは その一 をす きの 刃に 打ち 変え 
マタ 26:52  —を 取る 者は一 によって 滅びる 
エフ 6:17 それに 霊の一， すなわち 神の 言葉 
ヘプ 4:12 神の 言葉は もろ 刃の 一より 鋭く， 

啓 19:15 彼の 口からは 鋭くて 長い 一が 突き出 
裁 3:16; エゼ 33:6; ダニ 11:33; ヨエ 3:10; 
マタ 10:34; ルカ 21:24;  22:38 
連れて 歩く， コー 9:5 

連れて来させ （る）， サー 17:31 ダビデを 一た。 

手， 王 二 10:15 あなたの 一を 出しなさい。 

イザ 35:3 弱い一 を 強く し， よろ ける ひざを 
イザ 59:1 エホバの一 は 短くない 
ゼカ 14:13 その一 は 友の一 に 向けて 上げられ 
ルカ 9:62 一を すきに かけてから 後ろを 見る 人 
テ モー 4:14 年長者 団が あなたの 上に一 を 置 
ヘプ 10:31 生ける 神の一 に 陥る のは 恐ろしい 
ぺテー 5:6 神の 力強い み一 の もとで 謙遜 
出 17:12; 詩 8:6;  21:8;  24:4;  45:4;  49:15; 
イザ 65:22; エレ 38:4; ダニ 5:5; ホセ 13:14; 
ゼパ 3:16; コニ 5:1; ヘプ 9:11 
手足を 切り取 （る）， ダニ 2:5;  3:29 
テア テラ， 使徒 16:14; 啓 1:11;  2:18,  24 
庭園， ネへ 2:8; 伝 2:5; 歌 4:13 
提携 （する）， 代 二 20:37 
貞潔， コニ 11:2  —な 処女と して キリストに 
ヤコ 3:17 上からの 知恵は まず 第一に一 であり 
フィ 4:8; テト 2:5; ぺテー 3:2 
貞潔 さ， コニ 11:3 キリストに 示されるべき 一 
テモ ー •  4:12 一 にも， 忠実な 者たち の 手本 
抵抗， 詩 13:2 いつまで 自分の 魂に一 を 置き， 
抵抗 （する）， 民 22:32  — する ために 出て 来た。 
ルカ 21:15 反対者が 一す る こと もで きない 
使徒 7:51 あなた 方は いつも 聖霊に 一して 
エフ 6:13 邪悪な 日に あって 一 できる ように 
詩 38:20;  71:13;  109:4, 20,2 9; ゼカ 3:1; ガ 
ラ 2:11; テモニ 3:8;  4:15; へブ 12:4 
帝国 軍， 代 二 32:9 その 全 一 も 彼 と共にいた 
低地 平原， ヨエ 3:14 群がる 民が 決定の 一にい る。 

裁 5:15; 代 二 20:26; ヨブ 39:21; ヨエ 3:2 
ディナ， 創 30:21;  34:1， 3,  5， 13,  26;  46:15 
ティ ルス， サニ 5:11; 王 一 7:13;  m  45:12; イ 

手書き， コロ  2:14 わたしたちを 責める一 の 文書 
デ カ ポリス， マタ 4:25; マル 5:20;  7:31 


手紙， 王 二 19:14 ヒゼ キヤは その一 を 受け取り， 
コニ 3:1 推薦の 一が 必要な ので しょ うか。 

エズ 4:7;  7:11; エレ 29:29; 使徒 23:25 
敵， 詩 110:2 あなたの 一の ただ 中で 従えて ゆけ。 
ミカ 7:6 人の 一は その 家の 者たち 
マタ 10:36 人の 一は 自分の 家の 者たち 
マタ 13:39 それを まいた 一は 悪魔です。 

ロマ 12:20  —が 飢えて いるなら， 食べさせ 
コー 15:26 最後の 一として， 死が 無に 帰せ 
ヤコ 4:4 世の 友になる 人は 自分を 神の一 と 
王 一 8:33; 詩 8:2; ミカ 4:10; マタ 22:44;  口 
マ 11:28; コー 15:25 

敵意， 創 3:15 お前の 胤と 女の 胤との 間に一 を 
詩 23:5 わたしに一 を 示す 者たち の 前で， 

敵が い 心， 創 50:15; ヨブ 16:9; 詩 55:3 
出来事の 職業的 予告 者， レビ 19:31; 王 二 21:6; 
23. 2バ- 彳ザ 19:3 

敵 （する）， イザ 19:2 王国は 王国に一 して 戦う 
マタ 12:30 わたしの 側に いない 者は一 して 
ロマ 8:31 だれが わたしたちに一 する でしょう 
ヤコ 4:6 神は ごう 慢な 者に一 し， 

ヤコ 5:6 彼は あなた 方に一 していな いか 
適正， コー 14:40 すべての 事を 一に， 

テサー 4:12 外部の 人との 関係で 一に 歩む ため 
敵対， ロマ 8:7 肉の 思う ことは 神との一 を 
ヤコ 4:4 世との 交友が 神との 一で ある ことを 
敵対 させ （る）， マタ 10:35 
敵対 者， エレ 46:10 エホバが 一に 復 しゅう 
フィ 1:28 —の ゆえに 恐れ 驚いたり はしない 
ぺテー 5:8  — である 悪魔が 歩き回って 
申 32:43; エス 7:6; 詩 74:10;  107:2; ナホ 1:2 
敵対す る， イザ 64:2; コロ  2:14 
手探りす る， 申 28:29 真昼で も 一 者と なり， 

ヨブ 12:25 彼らは 光の ない 闇に一。 

弟子， マタ 28:19 すべての 国の 人々 を 一とし， 
ヨハ 8:31 あなた 方は ほんとうに わたしの一， 
イザ 8:16; マタ 10:24,  42;  26:26,  56 
手順， レビ 5:10 捧げ物を 定めの 一 どおりに 扱う 
民 9:3 定められた 一の チべ てに したがって 
手出し （する）， テ モー 5:13 人の 事に一 する 者 
ルツ 2:15; テサニ 3:11 
手 だて， ヘプ 2:14 死を もたらす一 を 持つ 者， 

鉄， 詩 2:9 あなたは 一の 笏を もって 彼らを 砕き， 
詩 107:10 苦悩と 一の かせに 捕らわれ ている 者 
イザ 60:17 一の 代わりに 銀を 携え 入れる。 

ダニ 2:33 脚部は一， 足は， 一部は 一， 一部は 
王 一 6:7; エレ 1:18;  28:14; 啓 2:27;  12:5 
撤回 （する）， ヨブ 42:6 私は一 し， 悔い改め 
哲学， コロ  2:8 —により， あなた 方を えじき 
哲学者， 使徒 17:18 ストア 派の一 の ある 人々 が 
鉄砲水， イザ 28:18 あふれ 出る 一， 

出て 来る， ヤコ 3:10 のろいが， 同じ 口から 一 
ぺテー 4:18 不敬虔な 者 や 罪人は どこに 一の か 
テ トス， コニ 2:13;  12:18; ガラ 2:1; テト 1:4 
デナ リ， マル 12:15 —を 持って来て 見せなさい。 

マタ 20:2,  9， 10， 13;  22:19; ルカ 20:24 
手に入れる， 創 22:17 あなたの 胤は 敵の 門を一 
民 13:30 

手に 力を 満た （す）， 出 29:35  — すため に 七日 
出 28:41;  29:33; 裁 17:5 
手引き （する）， 使徒 8:31 — して くれなければ， 
デボラ， 裁 4:9, 14;  5:1， 7, 12, 15 
手本， フィ 3:17 わたしたちに 見る 一に かなう 
テサー 1:7 すべての 信者の 一とな りました。 
テサニ 3:9 わたしたち 自身を 見 倣うべき 一と 
テ モー 4:12 忠実な 者たち の一 となりなさい。 
テ ト 2:7 りっぱな 業の一 となりなさい。 
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テ モテ ー どうり 


ぺテー 2:21 付いて 来る よう一 を 残された 
テ モテ， 使徒 16:1; コー 4:17; テ モー 1:2 
テラ， 創 11:24; ルカ 3:34 
照らし 出 （す）， 詩 77:18;  97:4 
照ら （す）， フィ 2:15 世を一 す 者と して 輝き， 

啓 18:1 地は 彼の 栄光に よって 明るく 一され 
王 二 3:22; ヨブ 33:30; エフ 5:14; 啓 21:23 
テ ラフ ィム， 創 31:19; サー 15:23; 王 二 23:24; 

エゼ 21:21; ホセ 3:4; ゼカ 10:2 
照り 輝く， ダニ 12:3 大空の 輝きの ように 一。 
デリ ラ， 裁 16:4,  6, 10, 12, 13, 18 
出 （る）， コニ 6:17 彼らの 中から一 て， 離れよ 
ヘプ 2:11 みな 一人の 方から一 るので あり， 

ヨ ハー 2:16 父から 一る のでな く， 世から 一る 
ヨ ハー 4:1， 6 それが 神から一 ている かどう か 
啓 18:4 彼女から一 なさい。 

イザ 52:11; エレ 51:45; ヘプ 9:24 
天， 詩 19:1 —は 神の 栄光を 告げ 知らせ， 大空は 
イザ 65:17 新しい一 と 地を 創造して いる 
イザ 66:1 一は わたしの 王座， 地は 足 台 
ヨハ 3:13 だれも一 に 上った ことがありません 
使徒 2:34 実際 ダビデは一 に 上りませんでした 
エフ 2:6 —の 場所に 共に 座らせて くださる 
ヘプ 3:1 —の 召しに あずかる 人たち よ， 

ヘプ 8:5 —に ある ものの 模型 的な 表現 また 影 
ヘプ 12:22 神の 都市なる一 の エルサレム， 
ぺテニ 3:5 神の 言葉に より， 昔から一 が あり 
ぺテニ 3:10  —は 鋭い 音と ともに 過ぎ去り 
ぺテニ 3:13 待ち望んで いる 新しい一 と 地 
啓 12:7 —で 戦争が 起こった。 ミカエルが 龍と 
申 10:14; 裁 5:20; 詩 2:4;  50:6; 箴 30:19; 
ハガ 2:6; マラ 3:10; マタ 24:35; ルカ 17:24; 
ヨハ 3:12; エフ 1:20; ヘプ 9:23; 啓 19:11 
田園の 地， ゼカ 2:4 エルサレムは 開けた 一 
てんかん， マタ 4:24;  17:15 
転向， 使徒 15:3 諸国の 人たち の 一の ことを 話し 
伝統， マタ 15:3 —の ゆえに おきてを 踏み越え 
マル 7:13 一に よって 神の 言葉を 無にし 
ガラ 1:14 父たち の一 に対して はるかに 熱心 
コロ  2:8 人間の一 にした がう むなしい 欺き 
マル 7:3; コー 11:2; テサニ 2:15;  3:6 
伝道， マタ 3:1 ヨハネが ユダヤの 荒野に一 に 来て 
マタ 4:17 その 時から イエスは一 を 開始し 
伝道者， ぺテニ 2:5 義のー ノアを 
天の 王国， マタ 3:2 悔い改めなさい。 一は 近づ 
マタ 10:7 —は 近づいた と宣べ 伝えなさい。 
マタ 23:13 あなた 方は 人の 前で一 を 閉ざす 

天 びん， ダニ 5:27  ¥ ケル， あなたは 一で 量られ 
天幕， 詩 15:1 だれが あなたの一 の 客と なる 
イザ 54:2 あなたの一 の 綱を 長く し， 

コニ 5:1 地 的な 家， この 一が 分解しても 
ヘプ 9:11 より 偉大で より 完全な 一を 通り， 

啓 21:3 神の一 が 人と 共に あり， 

裁 5:24;  m  14:11; イザ 40:22; エレ 35:7; ダ 
二 11:45; ヘプ 8:2 

卜 

戸， マタ 25:10 

塔， 創 11:4 我々 のために 一を 建て， その 頂を 天 
箴 18:10 エホバの み 名は 強固な 一。 

王 二 9:17; 詩 61:3; ミカ 4:8; ルカ 13:4 
同意 （する）， マタ 18:19 二人が 一す るなら， 

コー 7:5 相互に 一し， 祈りに 時を 
冬期， マタ 24:20 逃げる のが 一になら ないよう 
動機， ヨブ 11:12 不誠実な 者 も 良い一 を 得る 


ホセ 4:11 甘い ぶどう酒が 良い一 を 奪い 去る。 
フィ 1:17 純粋な一 によるので はありません 
陶器 師 ，イザ 64 : 8 あなたは わたしたち の 一です。 
エレ 18:6 あなた 方は一 の 手の 中に ある 粘土 
ロマ 9:21 一は… 作る 権限がないで しょ うか。 
詩 2:9; イザ 29:16;  30:14;  41:25; エレ 18: 
ィ •哀 4:2 •マタ 27:7 

道具， 伝 10:10 鉄の一 が 鈍く なって いるのに， 
洞く つ， エレ 7:11 ただの 強盗の 一と なった 
マタ 21:13 それを 強盗の 一として いる。 
洞察力， 箴 1:3 —を 与える 懲らしめを 受け入れ， 
箴 19:11 人の一 は その 怒りを 遅くす る 
ダニ 11:33 民のう ち一 の ある 者たち は， 

ロマ 3:11 —の ある 者は いない， 

代 一 28:19; 詩 111:10;  119:99;  m  3:4; 13: 
15; 14:35;  16:22; イザ 44:18; エレ 3:15;  9: 

9/1  • 々、二 12:3  1〇 

同情， ヨエ 2:18 自分の 民に 一 を 示す であろう。 
詩 69:20; エレ 13:14;  15:5; エゼ 7:9; ホセ 
13:14; ナホ 3:7; ゼカ 11:5， 6 
同情心， フィ 2:1 優しい 愛情と一 が あるなら 
コロ  3:12 優しい一 を 身に 着けなさい 
同情 （する）， サー 22:8; ヨブ 42:11; イザ 51:19 
どうしよう もない (者）， 詩 18:4;  m  6:12;  16:27; 
19:28 

陶酔す る， 箴 5:19 

当然 受けるべき もの， ロマ 13:7 —を 返しなさい 
コー 7:3 夫は 妻に その一 を 与えなさい 
闘争， コー 3:3 あなた 方の 間にね たみ や 一が 
闘争 心， フィ 1:17 前者は 一から そうして いる 
フィ 2:3 何事 も一 からする のでは なく， 

ヤコ 3:16 ねたみ や 一の あると ころには， 

逃走 （する）， アモ 9:1 一人と して 一し きれない。 
統治権， 詩 145:13 あなたの一 は 限りなく 続く 
イザ 22:21 

統治者， マタ 2:6 ユダの一 たちの 間で 最も 
到着， 裁 5:28; ルカ 19:23 
童貞 性， コー 7:36  —に ふさわしくない 振る舞 
童貞の 人， コー 7:25 一につ いて 何の 命令 も 
貴 （い）， 詩 139:17 あなたの お考えは 一い 

同 sm;6 へ 神 テと 二」4 るょぅ にとは 
マタ 20:12 

尊ばれ （る）， 王 二 5:1 ナ アマンは一 ていた 
投票， ルカ 23:51 支持す る一 をし なかった 
動物， ぺテニ 2:12 理性の ない 一の ように， 

ユダ 10 

動物 的， ユダ 19 分離を 起こす 者， 一な 人間で 
ヤコ 3 . 1 5 

東方， マタ 2:1 —からの 占星術 者たち 

逃亡， 創 4:16 エデンの 東方の “一 ” の 地に 住み 

逃亡者， 創 4:12; エゼ 17:21 

同盟， 王 二 12:20;  14:19; 詩 94:20 

同盟 者， 倉 IJ 14:13 彼らは アブラムの 一であった。 

同盟 (する）， 創 14:3 

動揺， 詩 55:2 一を 表わさずに はいられません 
東洋人， エゼ 25:4 わたしは あなたを 一に 渡して 
創 29:1; 王 一 4:30; ヨブ 1:3; エゼ 25:10 
動揺 （する）， 出 15:14; 申 2:25; 詩 99:1; イザ 
13:13; ヨエ 2:1, 10; テサニ 2:2; ぺテー 
3：i/i 

到来す る， マタ 16:28; コー 11:26 
道理， エレ 10:14 —に 反する 振る舞い をした。 
ルカ 12:20 —を わきまえない 者よ， 今夜 
フィ 4:5 —を わきまえ ている ことを 知らせ 
テ モー 3:3 —を わきまえ， 争いを 好まず， 

ヤコ 3:17 平和を 求め， 一にかない， 


ど 9 ろ 一と じる 
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詩 49:10;  73:22;  92:6;  94:8; 蔵 12 南 30:2; 
ルカ 11:40; コー 15:36; コニ 11:1,16; テト 

V?. ぺ+一 

道路， マタ 13:4;  22:9; マル 11:8 
同労者， コロ  4:11 神の 王国の ための わたしの 一 
ヨハ三 8 真理に おける 一となる ためです。 
登録， ルカ 2:1 全地に 一 を 命ずる 布告が 
登録 （する）， ヘプ 12:23 天に一 されて いる 会衆， 
民 1:44;  3:22;  26:7 

当惑 （する）， ぺテー 4:4 一して あしざまに 言う 
ぺテー 4:12 燃えさ かる 火に一 しては なり ま 
使徒 2:12 

ドエ グ， サー 21:7;  22:22 
十， 出 34:28 契約の 言葉， 一の 言葉を 
啓 2:10 一日の あいだ 患難に 遭うた めで ある 
啓 13:1 その 角の 上には 一 の 王冠が あった 
遠ざか （る）， テモニ 2:16 むだ 話からは一 りな さ 
テ ト 3:9 律法を めぐる 争いからは 一って 
遠ざけ （る）， イザ 29:13 心を わたしから 一て 
ロマ 11:26 不敬虔な 習わしを一 る。 

通り道， 詩 119:105 わたしの一 の 光です。 

裁 5:6; 箴 1:15; イザ 59:8; エレ 18:15 
とが， 倉 IJ  6:9 人々 の 中で 一の ない 者と なった。 

倉 IJ 15:16 ア モリ 人の 一が まだ 満ちて 
エズ 9:6 私たちの一 は 頭の 上に 増し 加わり 
ヨブ 31:11 裁判人に よる 注意を 要する 一 
詩 51:5 わたしは 一と 共に 産み出され 
詩 130:3 見つめる ものが 一であるなら， 

イザ 53:5 わたしたちの一 のために 打ち砕かれ 
エレ 33:8 すべての 一 を 許す。 

エゼ 28:15 その 道で 一の ない 者であった。 

創 17:1; 出 20:5; レビ 16:21; 申 5:9;  18:13; 
ヨシ 22:17; 詩 119:1; 箴 28:10; 使徒 24:16; 
ロマ 9:33 

とがな く， ヨシ 24:14  — この 方に 仕えよ 
詩 15:2  — 歩み， 義を 行ない， 真実を 語る 人 
とがめ， 出 5:16 —は あなたの 民に あります のに 
ヨブ 2 : 3 彼のよう な 者， 一が なく， 

フィ 2 : 15  —のな L 、純真な 者と なる 
テサー 5:23 臨在の 際に 一の ない もので あれ 
テ モー 3:10 一の ない 者であるなら， 

テ ト 1:7 監督は， 神の 家令と して一 のない 人で 
とがめられる ところの ない， テ モー 3:2 —人で， 
テ モー 5:7 その 人たち が， 一者 となる ため 
テ モー 6:14 また 一 仕方で おきてを 守りなさい 
とがめ （る）， コニ 6:3 務めが 一ら れな いため 
ロマ 9:19; ヘプ 8:7,  8 
時， ヨブ 14:13 私の ために一 の 限りを 設けて， 

伝 3:1 天の下の すべての 事には 一が ある。 

伝 9:11 一と 予見し えない 出来事とは 
イザ 49:8 わたしは 善意の一 にあな たに 答え， 
ダニ 7:25 —— と ニーと 半 一の 間 渡される 
マタ 24:45 一に 応じて 食物を 与えさせる ため 
ルカ 22:53 今は あなた 方の 一， 闇の 権威 
ヨハ 17:1 —は 来ました。 あなたの 子の 栄光を 
使徒 1:7 — また 時期に ついて 知る ことは， 

使徒 3:21 すべての 事柄の 回復の 一まで， 

コー 7:29 残された一 は 少なく なって いる， 
エフ 5:16 よい 一を 買い取りなさい 0 
啓 12:12 悪魔が， 自分の一 の 短い ことを 知り， 
啓 12:14 —— と ニーと 半 一の あいだ 養われる 
詩 31:15; イザ 33:2; マタ 26:45; コー 4:5; 
ガラ 4:4; テサー 5:1; ぺテー 4:17  •，啓 3:10; 
11:18;  14:7, 15; 17:12;  18:10 
土器， エゼ 23:34; マル 14:13; ルカ 22:10 
解き明かし， 創 40:8 一は 神に よる 
ダニ 2:4;  5:16,  26 


説き明か （す）， ネへ 8:8 —され， 意味を 付す 
説き勧め （る）， テサー 2:11 あなた 方に 終始 一， 
テモニ 4:2 辛抱強 さを 尽く して 一なさい。 

テト 1:9;  2:15; ユダ 3 

解き放 （つ）， フィ 1:23  — たれ， キリスト と共に 
テモニ 4:6 わたしの一 たれる 時は 目前に 迫り 
徳 ，フィ 4:8 何で あれ 一とされ る こと や 
ぺテニ 1:3 栄光と 一とに よって 召し 
ぺテニ 1:5 信仰に一 を， 一に 知識を， 

解 （く）， イザ 45:1 王たち の 腰の 帯を一 くた め 
マタ 18:18 天に おいて 一 かれた もの 
ロマ 7:2 夫が 死ねば， 夫の 律法から一 かれる 
コー 7:27 妻から 一 かれて います か。 

啓 1:5 罪から一 いてく ださった 方に 
研 （ぐ）， 箴 27:17 鉄は 鉄に よって一 がれる。 

毒， ヤコ 3:8 舌は 死を もたらす 一で 満ちて いる 
毒液， ヨブ 6:4; 詩 58:4;  140:3 
特質， アモ 1:11 自らの 憐れみの 一を 損なった 
ロマ 1:20 神の 見えない一 は 明らかに 見える 
コロ  2:9 神の一 の 満ち 満ちた 様が 形を 取って 
独自の 考え， ヨハ 7:17;  14:10 
読者， マタ 24:15  —は 識別力を 働かせなさい， 
篤信， 使徒 10:2 一の 人で あり 共に 神を 恐れ， 
使徒 10:7 中から一 の 兵士 ひとりを 呼び， 

戸口， 出 12:22 血の 幾らかを 一の 上部に 
使徒 14:27 信仰への 一を 開かれた 
啓 3:20 わたしは一 に 立って たたいて いる。 
マタ 24:33; コー 16:9 
戸口の 柱， 申 6:9 それを一 と 門に 書き記す 
どくろ， マタ 27:33; マル 15:22; ルカ 23:33 
とげ， ホセ 13:14 死よ， お前の 一は どこに 
コニ 12:7 肉体に 一つの 一を 与えられた 

溶け 去る， アモ 9:5 地は一。 人々 は 嘆き悲しむ 
溶け （る）， ヨシ 2:11 聞く と 心は一 て ゆき， 

詩 97:5 山々 もろう のように 一 はじめた。 
ぺテニ 3:12 諸 要素は 極度に 熱して一 るので す 
ヨシ 14:8; 詩 46:6;  58:8;  68:2;  107:26; イ 
ザ 13:7;  19:1; ナホ 1:5 
床， ミカ 2:1 —の 上で 有害な 事柄を たく らむ者 
ヘプ 13:4 結婚の一 は 汚れの ない ものと すべき 
とこしえ， イザ 9:6  “力 ある 神”， “一 の 父”， 

ロマ 1:20 その一 の 力と 神性とは， 

テ モー 1:17 人が 見る ことので きない 一の 王， 
ユダ 6 —の なわめ を もって 留め置いて 
ユダ 25 偉力， そして 権威が 一の 過去 も， 

創 49:26; ハバ 3:6; エフ 3:11; 啓 15:3 
床屋の かみそり， エゼ 5:1 —の ように それを 
閉ざ （す）， マタ 23:13 人の 前で 天の 王国を 一す 
啓 11:6;  21:25 

年， 創 1:14 季節の ため， 日と 一の ための もの 
イザ 34:8 訴訟の ための 応報の 一 
イザ 61:2 エホバの 側の 善意の 一 
イザ 63:4 買い戻される 者たち の その一 が 到来 
エレ 23:12 注意の 向けられる 一を もたらす 
都市, ヘプ 11:10 真の 土台を 持つ 一を 待ち望んで 
ヘプ 11:16 彼らの ために 一を 用意され た 
啓 21:2 聖 なる 一， 新しい エルサレムが 天から 
創 11:4; イザ 6:11;  54:3; マタ 5:14; ルカ 4: 

閉じ込め （る）， ロマ 11:32 不従順の うちに 一， 
年月， ハバ 3:2 その 一の 間に よみがえらせて 
年取った 婦人， テト 2:3 
年寄り， フィ レ 9 

閉じ （る）， 創 7:16 エホバは 戸を 一ら れ た。 

申 15:7 貧しい 兄弟に 手を一 ては 
イザ 26:20 奥の 部屋に 入り 後ろで 扉を一 よ。 
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と しわ かい 一 どれい 


啓 3:8 それは だれも 一る ことができない 
イザ 22:22; マラ 1:10; 啓 20:3 
年若い， 創 8:21 人の 心の 傾向は 一時から 悪い 
土台， コー 3:11 それ 以外の 一を 据える ことは 
エフ 2:20 使徒 や 預言者た ちの一 の 上に 
ヘプ 11:10 真の 一を 持つ 都市を 待ち望んで 
ミカ 1:6; ハバ 3:13; ルカ 6:48;  ロマ 15:20 
ドタン， 創 37:17; 王 二 6:13 
土地， 創 13:15 すべての 一を あなたに 与える 
土地 所有者， ヨシ 24:11; 裁 9:2;  20:5 
嫁 （ぐ）， ルカ 17:27 め とったり一 いだり していて 
ルカ 20:35 め とりも一 ぎ もしない 
特権， フィ 1:29 信仰を 置く 一… 苦しむ一 も 
ぺテニ 1:1 わたしたちと 同じ 一としての 信仰 
突如， テサー 5:3 滅びが 一として 臨みます。 
突然， 箴 3:25  —の 怖ろ しい こと も， 

マラ 3:1 主が その 神殿に一 に 来る。 

テサー 5:3 その 時， 一の 滅びが， 
どっちつかずに （する）， ヨハ 10:24 
取って 置 （く）， ぺテー 1:4 天に一 かれて いる 
整えられ （る）， テ モー 2:9 女 も， よく一 た 服装を 
テモニ 3:17 良い 業に一 た 者 
整え （る）， レビ 10:6 頭を 一ない ままで いては 
箴 16:1 心の一 る 事柄は 地の 人に 属し， 

イザ 21:5;  57:14;  62:10; マラ 3:1 
とどま （る）， ヨハ 8:31 わたしの 言葉のう ちに 一 
ヨ ハー 2:17 ご 意志を 行なう 者は 永久に一 る 
創 12:10; 出 12:48; 裁 5:17;  17:8; 詩 125: 
3; イザ 23:7;  52:4; エレ 42:17; エゼ 47:22; 
ヨハ 3:36;  15:4; コー 7:20; ヨハニ 9 
とどめ （る）， 使徒 3:21 回復の 時まで， 一て 
申 21:23; 詩 40:9; マル 9:38 
とどろき， ルカ 21:25 海の 一と その 動揺の ゆえ 
飛び道具， ネへ 4:17 他方の 手は 一を 携えて いた 
代 二 23:10;  32:5; ヨブ、 20:25;  33:18 
扉， イザ 26:20 あなたの 後ろで 一を 閉じよ。 

裁  Q：2Q 

飛ぶ 生き物， 創 1:20; レビ 11:13 
ト フエ ト， 王 二 23:10; イザ 30:33; エレ 7:31 
途方に 暮れ （る）， 使徒 5:24 すっかり一 て 
乏しくなる， 箴 24:10 あなたの 力は 一。 

トマス， マタ 10:3; ヨハ 20:24; 使徒 1:13 
富ませ （る）， 箴 10:22 エホバの 祝福， 人を一 る 
コニ 6:10 貧しい ようで いて 人を 一， 

ヤコ 2:5 信仰に 一， 約束の 相続 者と された 
富ませる 方， サー 2:7 —， 卑しめる 方， 

富， 箴 11:28 自分の一 に 依り 頼む 者は 倒れる。 

箴 13:22 罪人の一 は義 なる 者の ために 
伝 5:10 一を 愛する 者は 収入に 満ち足りない 
イザ 60:5 海の一 が あなたの もとに 向かう 
マタ 6:24 神と一 とに 奴隸 として 仕える ことは 
ルカ 16:9 不義の一 によって 自分の ために 友を 
ロマ 9:23 ご 自分の 栄光の一 を 知らせようと 
ロマ 11:33 神の一 と 知恵と 知識の 深さよ。 

ヘプ 11:26 …の 非難を 一とみ なした 
王 一 3:11; 詩 52:7; イザ 33:6; エレ 9:23; ル 
力 16:11; エフ 3:8; ヤコ 5:2; 啓 18:17 
富 （む）， 箴 13:7 —んで いるよう に 見せかけて， 
コニ 8:9  —ん でいた のに 貧しい 者と なられ 
テ モー 6:9 —もうと 思い定め ている 人たち は， 
テ モー 6:18 りっぱな 業に 一み， 惜しみな く 
啓 3:17 わたしは 一んで おり， 富を 得た 
友， 箴 14:20 しかし， 富んだ 者の 一は 多い。 

箴 17:17 真の 一は どんな 時に も 愛しつ づける 
箴 22:24 怒り やすい 者の一 となるな。 

エレ 31:34 もはや 各々 その 一を 教えない 
ミカ 7:5 腹心の 一を も 信頼して はいけ ない。 


ルカ 16:9 不義の 富で 自分の ために 一を 作り， 
ヨハ 15:13  — のために 自分の 魂を なげうつ 
ヤコ 2:23 アブラハムは エホバの 一と 呼ばれ 
ヤコ 4:4 世の 一にな ろうとす る 人は 神の 敵 
出 11:2; 詩 122:8; 箴 18:24; イザ 41:6; ゼ 
力 14:13; マタ 11:19; ヨハ 15:14;  19:12 
ともしび， サニ 22:29 あなたは わたしの 一で， 

王 一 15:4 彼に ひとつの一 を お与えに なった。 
詩 119:105 あなたの 言葉は わたしの 足の 一， 

箴 6:23 おきては 一， 律法は 光， 

マタ 5:15 人は 一を ともす と， 下では なく， 
マタ 6:22 体の一 は 目です。 

マタ 25:1 一を 持って 迎えに 出た 十 人の 処女 
ルカ 12:35 帯を 締め， 一を たいていなさい。 

詩 18:28; 蔵 13:9;  21:4; ヨハ 5:35; 啓 4:5 
ともしびの 光， 啓 22:5 彼らは 一を 必要と せず， 
共に あずかる， テ ト 1:4; ユダ 3 
共に 働く 者， コー 3:9 わたしたちは 神と一 
どよめき， イザ 13:4 集められた 諸国の 民の 一 
どよめ （く）， 詩 83:2 あなたの 敵が 一いて いる 
とらえ （る）， コー 7:21 その 機会を 一 なさい。 

フィ 3:12 イエスが わたしを 一て 
捕らえ （る）， 王 一 8:47 彼らを一 た 者たち の 地で 
ドラ クマ， ルカ 15:8 —枚の 一 硬貨を なくした 
捕らわれ， ルカ 21:24 — となって あらゆる 国民の 
イザ 52:2; エレ 43:11; ダニ 11:33; ナホ 3:10 
捕らわれ人， イザ 42:7 —を牢 から， 

イザ 49:9  — たちに， 出よ， と 言い， 

ヨブ 3:18; 詩 69:33;  79:11;  102:20; イザ 14: 
17; ゼカ 9:12; ルカ 4:18 
鳥， マタ 8:20 きつねには 穴が， 一には ね ぐらが 
啓 18:2 汚れた 憎まれる 一の 潜む 場所と なった 
創 9:10; レビ 14:4;  17:13; 申 14:11; 詩 79: 
2; イザ 31:5; 使徒 10:12 
取り入れの 祭り， 出 34:22 
取り決め， ロマ 13:2 神の 一に 逆らう 立場を 
コー 14:40 適正に， また 一の もとに 
とりこ， ロマ 7:23  — にして 罪の 律法へ と 引いて 
コニ 10:5 —切の 考えを 一にして 
裁 5:12; 詩 68:18; ダニ 11:8; アモ 9:4; エ 
フ 4:8; テモニ 3:6 

取り去 （る）， 申 4:2 言葉から 一っても ならない 
伝 3:14 一るべき もの も 何もない。 

取り立て 人， ダニ 11:20 —を 王国に 行かせる 
とりで， 詩 18:2 エホバは 大 岩， わたしの一， 

詩 91:2 わたしの 一， わたしの 依り 頼む 神 
ナホ 1:7 エホバは 善良で あられ， 苦難の 日の 一 
ゼカ 9:12 捕らわれ人 たちよ， 一に 帰れ。 

詩 28:8; 箴 10:29; イザ 25:4 
取りな し， テ モー 2:1 祈りと， 一と， 

取り成し， 詩 106:30 ビネ ハスが 一を すると 
執り成し， 民 21:7 エホバに一 をして ください。 
取り除 （く〕， エゼ 21:26 ターバンを一 き， 

イザ 54:10; ヘプ 12:27 
取り引き， 箴 31:18 自分の 一が 良い ことを 
取り 舌 L (す）， ルカ 10:40 マルタは 一して いた。 
努力 （する）， テ モー 4:10 
取り分け （る）， 民 8:14 レビ 人を 一， 

トルコ 玉， 出 28:18; エゼ 27:16;  28:13 
取る に 足りない， 詩 119:141 わたしは一 者 
ゼカ 13:7 — 者たち の 上に わたしの 手を 戻す 
マタ 2:6 ベツレヘムは 最も 一都 市では ない。 

王 二 3:18; ヨブ 14:21; エレ 14:3;  30:19 
奴隸， マタ 6:24 二人の 主人に一 として 

マタ 24:45 忠実で 思慮 深 L 、一は いった いだれ 
ルカ 12:37 ところを 見られる 一は 幸い 
ルカ 17:10 わたしは 何の 役に も 立たない 一 


どれい おんな 一な げやり 
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ヨハ 8:34 すべて 罪を 行なう 者は 罪の 一です。 
ヨハ 13:16 —は その 主人より 偉く はなく 
使徒 2:18 男 一の 上に も， 女 一の 上に も， 

ロマ 6:6 もはや 罪の 一とは ならない ためです 
ロマ 6:16 その 者に 従う が ゆえに その一 となり 
ロマ 7:6 霊に よって 新しい 意味の 一とな り， 
ロマ 8:15  — 身分の 霊を 受けた のでは ない 
コー 7:23 もう 人間の 一 となって はならない 
ガラ 3:28  —も 自由 人 もな く， 

ガラ 5:1 再び 一の くびきに つながれ ないよう 
ガラ 5:13 愛を 通して 互いに 一として 仕え 
箴 11:29; マタ 20:27;  24:48;  25:30; ヨハ 8: 
35; 使徒 7:7;  ロマ 6:17-20; ガラ 1:10;  4:7, 
9,24; テモニ 2:24; へブ 2:15; ぺテー 2:16; 
ぺ亍一 2.19 •濟 19.2 
奴隸 女， 詩 86:16;  116:16; ルカ 1:38 
奴隸 状態， ロマ 8:21 腐朽への 一から 自由にされ 

14 j,  丁  フ、 、 q.q 

奴隸に （する）， ガラ 4:3 基礎的な 事柄に よって 一 
ぺテニ 2:19 負かされる 人は， 一 される 
出 6:5; ガラ 2:4 

泥， エレ 38:6 エレミヤは 一の 中に 沈み はじめた。 
ぺテニ 2:22 豚は 一の 中で 転げ回る。 

詩 69:2; イザ 57:20; ミカ 7:10; ゼカ 9:3; 
10:5 

泥沼， エレ 38:22 あなたの 足を 一の 中に 沈ませ， 
鈍感， サー 6:6 ファラオが 心を一 にした ように 
イザ 6:10 その 耳を一 になら せ， 

富んだ 人， ルカ 16:19 ある 一が いて， 紫と 亜麻布で 
ルカ 18:25 一が 王国に 入る よりは 
ヤコ 5:1 さあ， 一 たちよ， 泣きなさい。 

貪欲， ロマ 7:7 —とい うこと を 知らなかった 
コー 5:11 一な 者との 交友を やめ 
エフ 5:3 汚れ また一 が 口に 上る こと さえ 
テ モー 3:8 不正な 利得に 一で なく， 


ナ 

名， 出 6:3 わたしのー エホバに 関しては 
出 9:16 わたしの 一を 全地に 宣 明させる ため 
出 20:7 エホバの 一を いたずらに 取り上げて 
箴 10:7 邪悪な 者たち の 一は 腐る。 

箴 18:10 エホバの み一 は 強固な 塔。 

箴 22:1 一は 豊かな 富に も 勝って 選ばれるべき 
伝 7:1 —は 良い 油に 勝る。 

イザ 12:4 そのみ 一を 呼び 求めよ。 

イザ 62:2 新しい 一で 実際に 呼ばれる であろう 
エゼ 36:22 汚した わたしの 聖 なる 一の ため 
マタ 12:21 諸国 民は 彼の 一に 望みを かける 
マタ 24:9 わたしの 一の ゆえに 憎しみの 的と 
ルカ 21:12 わたしの 一の ために 王の 前に 
ヨハ 14:14 わたしの 一に よって 求めるなら， 
ョハ 17:26 み 一 を 彼らに 知らせました。 

使徒 4:12 救いを 得るべき一 は ほかにない 
使徒 15:14 み一 のた めの 民を 取り出された 
ロマ 10:13 エホバの 一を 呼び 求める 者は 
エフ 3:15 あらゆる 家族が その 一を 負う 方 
フィ 2:9 他の あらゆる 一 に 勝る 一 を 与え 
啓 2:3 わたしの一 のために 耐えて きた。 

創 2:19; 出 3:15; ヨ ハー 2:12 
ナ アマン， 王 二 5:1; ルカ 4:27 
内 衣， ユダ 23 汚された 一を さえ 憎みなさい。 
内奥の 感情， 王 一 3:26 

ないがしろに （する）， ヘプ 10:29 霊を 一した 者 
内心， ロマ 14:1 人の 一 の 疑問に ついて 決定す る 
内々 に， 裁 3:19 王よ， 一 お伝えすべき 言葉が 
内密， 箴 15:22 一の 話し合い のない ところには 


箴 20:19 中傷す る 者は一 の 話を あらわにし 
アモ 3:7 —の 事柄を 預言者た ちに 啓示して 
詩 64:2;  83:3; 箴 11:13;  25:9 
ナイル， イザ 19:7; エレ 46:8; ゼカ 10:11 
なえ （る）， ヘプ 12:13 

治 （す）， マタ 9:35 疾患と あらゆる 病を一 された 
ルカ 4:23 医者よ， 自分を 一せ。 

ルカ 13:14 安息日に 病気を一 した こと 
使徒 5:16 彼らは ひとり 残らず 一され 
エレ 46:11; マタ 8:7;  12:15;  19:2;  21:14; マ 
ル 3:2; ルカ 6:7;  10:9;  13:14 
ナオミ， ルツ 1:2, 19;  2:1， 2,  20;  4:9, 14, 17 
治 （る）， イザ 17:11 —らない 痛みの 日に 
ヨブ 34:6; エレ 15:18;  30:15 
長い 衣， 啓 7:14 自分の一 を 子羊の 血で 洗って 
マル 16:5; ルカ 15:22;  20:46; 啓 6:11;  7:9, 13 
流され （る）， ヘプ 2:1 決して 一ない ように 
流す， 創 9:6 だれでも 人の 血を 一 者は， 

中庭， 出 27:9; 代 二 4:9; エゼ 8:16 
仲間， 詩 45:7 歓喜の 油を 一に もま して そそぐ 
伝 4:10 他方の 者が その一 を 起き上がらせる 
ぺテー 5:9 世に いる あなた 方の 一 の 兄弟 全体 
レビ 6:2;  24:19; 詩 119:63; 箴 28:24; ゼカ 

n-7- へつ、、 i.q. ぺ 十一 ?-17 

仲間の 者， 出 20:16; サニ 12:11; ルカ 5:7 
流れ， イザ 2:2; エゼ 31:4; ミカ 4:1 
泣き 悲しみ， マタ 2:18 ラマで， 一 とどう こくが 
泣き 悲し （む）， 詩 30:5 夕方に 一む ことが 宿る が 
ヨエ 1:5 大酒に ふける 者， 一め。 

ミカ 1:10; マタ 8:12;  13:50; ルカ 6:21 
泣き声， イザ 65:19 その 中で 一は もはやない 
エレ 3:21 

泣き叫び， エレ 25:36; ゼカ 12:11 
泣き叫 (ぶ）， 伝 3:4 —ぶ のに 時が あり， 

エレ 25:34; ミカ 1:8; ゼカ 12:10; ヨハ 16:20 
無き に 等しい， コー 8:4 偶像は 世に あって一 
泣き わめ （く）， イザ 13:6 あなた 方は一 け。 

イザ 23:1,  6;  65:14; エゼ 21:12; ゼカ 11:3 
泣 (く）， ロマ 12:15 —く 人たち と共に 一き なさい。 
イザ 30:19;  33:7; エレ 31:16;  50:4; エゼ 24: 
16; ルカ 23:28; ヤコ 5:1; 啓 18:9, 15 
慰め， ルカ 2:25 イスラエルの 一を 待って いた。 
ロマ 15:4 聖書からの 一とに よって 
サニ 3:35; イザ 66:11; エレ 16:7; コニ 1:3; 

フィ 2:1 

慰め 手， ヨブ 16:2; ナホ 3:7 
慰め （る）， イザ 49:13 エホバは 民を一 
イザ 61:2 嘆き悲しむ すべての 者を 一， 

エレ 31:15 子ら について一 られ るのを 拒んだ 
コー 14:3 預言す る 人は， 人を 一 ます。 

コニ 1:4 患難に ある 人を 一る ことができる 
テサー 2:11 一たり 証し したりし ま した。 

創 37:35; ヨブ 2:11; 詩 69:20; イザ 40:1; マ 
夕 5:4; ヨハ 11:19; コロ  2:2 
殴 （る）， テ モー 3:3; テト 1:7 
嘆き， 啓 21:4 一 も 叫び も 苦痛 ももは やない。 

イザ 60:20; エレ 9:10,  20;  31:15; ミカ 2:4 
嘆き悲し （む）， イザ 61:2 一む すべての 者を 慰め， 
マタ 5:4 —む 人たち は 幸いです。 

ネへ 8:9; イザ 19:8; エレ 4:28;  25:33; エゼ 
7:12;  27:32;  32:18; ホセ 4:3; ヨエ 1:9; ア 
モ 5:16 

嘆 （く）， 啓 18:11 旅商人は 彼女の ことで 一く 
創 37:35; ミカ 2:4; ルカ 6:25; ヤコ 4:9 
投げ込 （む）， テ モー 6:9 欲望は 人を 滅びに 一む 
マタ 3:10;  5:25;  7:19 
投げ槍， ヨシ 8:18,  26; サー 17:6 
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情け， ロマ 9:15 自分が 一を かける 者に一 を かけ 
ロマ 12:1 神の 一に よって 懇願し ます。 
情け深い， 箴 22:9 一目を 持つ 者は 祝福され る 
ナザレ， マタ 2:23;  4:13;  21:11; ヨハ 1:46 
ナザレ 人， ヨハ 19:19; 使徒 2:22;  24:5 
なし 終え （る）， ヨハ 4:34 そのみ 業を一 る 
ヨハ 17:4 与えられた 業を一 て 
成し遂げ (る）， 王 一 8:15 そのみ 手に よって 一て 
詩 148:8 み 言葉を 一る 大暴 風よ。 

エレ 33:14 語った 良い 言葉を 一る 
ルカ 18:31 書かれた ことは 一ら れる 
テサニ 1:11 よみ せられる 事柄を一 てくだ さる 
代 二 6:4, 15; ヨブ 37:12; エレ 44:25 
ナジ ル 人， 民 6:2,  18-21; 裁 13:5;  16:17 
なぞ， 裁 14:12; 詩 78:2 
ナタ ナエ ル， ヨハ 1:45-49;  21:2 
なだめ， ロマ 3:25 —の ための 捧げ物 
なだめの 覆い， 代 一 28:11 一の 家の 建築 計画 
ヘプ 9:5 —を 覆うよう にして 栄光の ケルプ 
なだめの 犠牲， ヨ ハー 2:2 罪の ための 一です。 

ヘプ 2:17; ヨ ハー 4:10 
ナ タン， サニ 7:3;  12:5,  7, 13; 代 一 17:1,  2 
夏， 倉 IJ  8:22  —と 冬は 決して やむ ことは ない 
マタ 24:32 葉を 出す と， 一の 近い ことを 知る 
詩 74:17; 箴 30:25; エレ 8:20; ゼカ 14:8 
七， 創 7:4 あと一 日のう ちに 雨を 降らせる 
創 41:27 やせこけた 醜い一 頭の 雌牛 も一 年 
レビ 16:19 指で一 回は ね 掛け 
レビ 26:18 あなた 方を 一倍 打ち 懲らさねば 
ヨシ 6:4, 15 都市の 周りを 一 回 行進し， 

王 一 6:38 彼は これを 建てる のに一 年を 要した 
王 二 5:10 一度 水浴し なければ なりません。 

詩 12:6 エホバの ことばは 一度 純化され た 銀 
詩 119:164 日に一 度 あなたを 賛美し ました。 

箴 24:16 義 なる 者は たとえ一 度 倒れても 
エゼ 39:9 彼らは それらで 一年の 間 火を つける 
ゼカ 3:9 その 一つの 石に 一つの 目が ある 
マタ 18:22  — 回までで はなく， 七十 七 回まで 
啓 1:4 み 座の 前に ある一 つの 霊からの 
啓 1:20 —つの 星と， 一つの 黄金の 燭台 
啓 13:1 十本の 角と 一つの 頭が あり， 

啓 15:6 一つの 災厄を 携えた 七 人の み使いが 
創 33:3; 王 一 18:43; 王 二 4:35; イザ 11:15; 
ダニ 3:19; ゼカ 4:10; 啓 17:1 
七十， 出 1:5 全部で 一 の 魂であった。 

出 24:1 イスラエルの 年長者の うち 一人 
エレ 25:11 一年の 間 バビロンに 仕える 
エゼ 8:11 年長の 者 一人が 香炉を 携え， 

ダニ 9:2 エルサレムの 荒廃， 一年 
ダニ 9:24 定められた 一 週が ある。 

ルカ 10:1 ほかの一 人を 指名し 遣わした 
民 11:25; 裁 9:56; 王 二 10:1; イザ 23:15; エ 
レ 25:12;  29:10; ゼカ 7:5 
七週の祭り， 出 34:22; 申 16:10, 16 
七つの 時， ダニ 4:16 一を その上に 過ぎさせよ。 
ナフタリ， 創 30:8; 出 1:4; マタ 4:13 
名前， マタ 6:9 お一 が 神聖な ものと され 
なまぬる （い）， 啓 3:16 あなたが 一く， 熱く も 
なまり， マタ 26:73 その 一が あなたを 明かす 
波， ヤコ 1:6 疑う 人は 風に 吹かれる 一 
詩 65:7; イザ 51:15; ユダ 13 
涙， 詩 126:5 —を もって 種を まく 者たち は， 

啓 21:4 目から すべての 一を ぬぐい 去り 
イザ 25:8; ルカ 7:38; ヘプ 5:7; 啓 7:17 
なめらか， 箴 23:31; 歌 7:9 
滑らか， 詩 12:3; ダニ 11:32 
滑らか さ， ダニ 11:21,  34 —を もって 


なさけ 一にく む 

悩ま （す）， 民 25:17; ルツ 2:22; サー 1:6;  25： 
7, 15 

悩み， ヨブ 6:2;  36:15 
倣 （う）， ヘプ 13:7 その 信仰に 一い なさい。 
習わし， エレ 10:3 —は 単なる 呼気に すぎない 
ロマ 8:13 霊に よって 体の一 を 殺すなら， 
習わしに （する）， ヨ ハー 3:6 罪を 一し ない 
ミカ 2:1; ロマ 1:32;  2:2; テ モー 5:20; ヘプ 
10:26 

鳴りと どろ （く）， 詩 98:7 海は 一け。 

鳴り響く， コー 13:1 ただー シンバル 
鳴 （る）， ヨシ 6:5; コー 15:52 
縄， ヨハ 2:15 —で むちを 作る と… 追い出し 
ヨシ 2:15; サニ 8:2; エレ 38:13 
なわめ， 使徒 20:23;  26:31; フィ 1:13; ヘプ 11:36 
難儀， 詩 94:20 布告に よって 一を 仕組み 
イザ 53:11 その 魂の一 の ゆえに， 

難船， コニ 11:25 

難破 させ （る）， 詩 48:7 タルシシ ュの 船を 一る。 
難問， 王 一 10:1 彼女は 一で 彼を 試そうと 


荷， マタ 11:30 わたしの一 は 軽い のです。 

マタ 23:4 重い一 をく  くって 載せます が， 

ガラ 6:5 人は おのおの 自分の 一を 負う 
出 23:5; 民 11:11; 申 1:12; 詩 38:4; イザ 
10:27; テモニ 3:6 

苦い， ヤコ 3:11 甘い ものと一 ものを 出させる 
ヨブ 13:26; イザ 5:20 
苦兹  出 12.8 

苦々 し （い）/ 詩 64:3 一い 言葉を ねらい 定め 
コロ  3:19 妻に 対して一 く 怒って は 
苦々 しさ， エフ 4:31 

苦よ もぎ， 申 29:18; 箴 5:4; エレ 23:15; 哀 3: 

15; アモ 5:7;  6:12; 啓 8:11 
肉， ゼカ 14:12 その一 は 朽ち果てて ゆく。 

ロマ 8:5  — にした がう 者は 思いを 一の 事柄に 
ロマ 8:7 —の 思う ことは 神との 敵対 
コー 15:50 一と 血は 神の 王国を 継がない 
コニ 10:3  — にしたがって 戦いを しない 
創 2:23; コー 15:39; ガラ 5:19; コロ  2:18 
肉 市場， コー 10:25  — で 売って いるものは， 
肉感， テ モー 5:6 

憎しみ， マタ 24:9 あらゆる 国民の 一の 的と なる 
詩 25:19;  139:22; 箴 10:12;  14:20; エゼ 23: 

肉体， ヨハ 1:14 言葉は 一と なって 宿り， 

肉的， コニ 1:12 —な 知恵では なく 
ロマ 7:14; コー 3:3 

肉なる （もの）， イザ 40:6 一 者は すべて 青草 
ヨエ 2:28 霊を あらゆる一 者の 上に 
創 9:11; 詩 56:4; イザ 49:26; 使徒 2:17; コ 
一 1-?9 

肉の 欲望， ガラ 5:16 —を 遂げる ことは ない 
ぺテー 2:11 つねに一 を 避けなさい。 

憎み 嫌 （う）， 詩 5:6 欺く 者を エホバは一 う。 

詩 119:163 わたしは 偽りを 常に 一い ます。 

憎 (む)， 詩 11:5 エホバは 暴虐を 愛する 者を 必ず 一む。 
詩 97:10 エホバを 愛する 者たち よ， 悪を 一め。 
箴 6:16 エホバの一 まれる ものが 六つ ある。 

葳 8:13 エホバへの 恐れは 悪を一 むこと 
箴 15:10 戒めを一 む 者は 死ぬ。 

伝 3:8 愛する 時が あり 一む のに 時が ある。 

マタ 6:24 一方を 一んで 他方を 愛する か， 

ルカ 6:22 人々 が あなた 方を 一む とき， 幸い 
ルカ 6:27 あなた 方を 一む 者に 善を 行ない， 


にくよく  一ね こそぎ ぬく 
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ルカ 14:26 自分の 父， 母， 妻を一 まないなら， 
ヨハ 3:20 いとうべき ことを する 者は 光を 一 
ヨハ 7:7 世は わたしの ことを 一み ます。 

ヨハ 12:25 この 世に おいて 自分の 魂を一 む 者 
ヨハ 15:19 そのために 世は あなた 方を一 む 
ロマ 7:15 かえって 自分の一 むと ころを 行なう 
ロマ 9:13 ヤコブを 愛し， エ サウを一 んだ 
ヘプ 1:9 義を 愛し， 不法を 一んだ。 

ヨ ハー 3:15  g 分の 兄弟を 一む 者は 人殺しです 
出 18:21; レビ 19:17; 申 19:6; 詩 21:8;  44: 
7;  69:4;  139:21; 箴 1:29;  5:12;  13:24;  27: 
6;  28:16; マタ 5:43; ヨハ 15:18,25;  17:14; 
テト 3:3; ヨ ハー 4:20; ユダ 23; 啓 17:16 

逃げ去 （る）， ヤコ 4:7 悪魔は あなたから 一る 
イザ 35:10; コー 10:14 

逃げ （る）， エレ 51:6 バビロンの 中から 出て 一よ 
箴 28:1; イザ 52:12; マタ 24:16,  20 
ニコ デモ， ヨハ 3:1,  4,  9;  7:50;  19:39 
ニ サン， ネへ 2:1; エス 3:7 
虹， 創 9:13; 啓 4:3;  10:1 
偽 教師， ぺテニ 2:1 
偽 兄弟， ガラ 2:4 

偽 キリスト， マタ 24:24; マル 13:22 
偽 使徒， コニ 11:13 —， 欺まん に 満ちた 
偽 預言者， マタ 7:15 羊の 覆いを 付けた一 
マタ 24:11; マル 13:22; ぺテニ 2:1; ヨ ハー 
4:1; 啓 16:13;  19:20 
似た 様， 倉 IJ 1:26 わたしたちと一 に 人を 造り 
ロマ 6:5 彼の 死と 一に なって 結ばれた 
イザ 40:18;  ロマ 8:3 
日夜， ルカ 18:7; 啓 12:10 
担う， ロマ 15:1 強い 者は 弱い ところを一 
ニネベ， 創 10:11; ヨナ 1:2;  3:2,  3,  5;  4:11; 

ニネベ 人， ノじ力 11:30 ヨナが 一に 対する しるし 

二倍， 出 22:7; 啓 18:6 

二倍の 受け 分， イザ 61:7 

二倍の 分， ゼカ 9:12 

鈍 （い）， 出 7:14 ファラオの 心は 一い。 

マル 6:52;  8:17 理解が 一い 

ルカ 24:25 信じる のに 心の 一い 人たち よ。 

鈍く （する）， ロマ 11:7 感覚を 一され ました。 
鈍くな （る）， 伝 10:10 鉄の 道具が一 っ ている のに 
ハバ 1:4 律法は一 り， 公正が 
ヘプ 5:11 聞く 力 か' 一って いる 
鈍り， ロマ 11:25 感覚の 一 
鈍 （る）， コニ 3:14 彼らの 知力は一 っ ていた 
二枚舌， テ モー 3:8 奉仕の 僕は 一を 使わず 
ニム ロ デ， 創 10:9 力 ある 狩人 一の よう だ 
荷物， サー 10:22;  25:13;  30:24; エゼ 12:3,7 
乳香， 出 30:34; エレ 41:5 
柔和， 民 12:3 モー セは とりわけ一 な 人物 
ゼパ 2:3 義を 求め， 一 を 求めよ。 

柔和な 者， 詩 37:11 一たち は 地を 所有し， 

箴 3:34 一たち には 恵みを 示し 
イザ 61:1 一たち に 良いた よりを 告げ 
ゼパ 2:3 —たち， エホバを 求めよ 
詩 10:17;  22:26; イザ 11:4;  29:19; アモ 2:7 
人間， マタ 15:9 —の 命令を 教理と して 教える 
使徒 5:29 支配者と して一 より 神に 従わねば 
ヨシ 11:14; 箴 15:11; 伝 3:10; イザ 51:12; 
エレ 5:26; エゼ 36:10; コー 1:25; ガラ 1:10 
人間的， ロマ 6:19 一な 言い方を します。 

コー 9:8 これらの ことを 一な 標準で 
ガラ 1:11 良いた よりは 一な ものでは ない 
任職， 出 29:22; レビ 7:37;  8:28 


妊娠 （する）， イザ 7:14 乙女が 実際に一 して， 

創 4:1; 伝 11:5; ルカ 1:24 
忍耐， ルカ 21:19 あなた 方は 自らの一 によって 
ロマ 2:7 良い 業に おける 一に よって 
ロマ 5:3,  4 患難が 一を 生じさせ， 一は 
ロマ 15:4 —に よって 希望を 持つ ためです 
テサー 1:3; ヤコ 5:11; ぺテニ 1:6; 啓 13:10 
忍耐 (する）， ヘプ 12:1 競走を 一して 走ろう では 
ヘプ 12:7 —して いるのは 鍛練の ため 
任命 (する）， サー 25:30 指導者と して 一な さる 
ヨハ 15:16 わたしが あなた 方を一 したので す。 
使徒 14:23 会衆 ごとに 年長者た ちを 一し 
使徒 17:31 — した 一 ■人の 人に よって 地を 裁く 
テ モー 2:7 わたしは 使徒と して一 されました 
テト 1:5 年長者た ちを 一す るた めです。 

S  1:50; サー 13:14; エレ 1:10; 使徒 6:3; テ 
モニ 1:11; ヘプ 5:1;  8:3 

ヌ 

抜きん出る， ダニ 6:3 ダニエルは… の 上に 一 
ぬぐい 去 （る）， 出 9:15 地から 一 る こと もで きた 
出 32:33 自分の 書の 中から一 る。 

詩 51:1 わたしの 違犯を 一って ください。 

啓 21:4 彼らの 目から 涙を 一って くださり， 

創 6:7; 出 23:23; 申 9:14; 王 二 21:13; 代 二 
32:21; m  69:28;  83:4; エレ 18:23 
抜け目の ない， ヨシ 9:4; ヨブ 5:12;  15:5 
盗人， マタ 6:20 一が 押し入って 盗む こと もない 
テサー 5:2 エホバの 日が 夜の 一の ように 来る 
テサー 5:4  — に対する ように， その 日が 不意に 
ぺテー 4:15 だれも一 として 苦しみに 遭って は 
啓 16:15 見よ， わたしは一 のように 来る。 

出 22:2; ヨブ 24:14; 詩 50:18; 箴 29:24; イ 
ザ 1.23.  3 エ ?-9 

盗み取 （る）， エレ 23:30 言葉を 一って いる 者 
盗みを 働 （く）， 箴 30:9 貧しく なって一 き， 

箴 6:30; エレ 7:9 

盗 （む）， 出 20:15 あなたは 一んで はならない。 

出 22:1, 12; レビ 19:11; サニ 21:12; 箴 9: 
17; ホセ 4:2; マタ 6:20 
盗む 者， コー 6:10 一は 王国を 受け継がない 
エフ 4:28 一はもう 盗んで はなり ません。 

布 さらし 人， マル 9:3 どんな一 もで きない ほど 白 
塗り 消 （す）， 啓 3:5 彼の 名を 命の 書から 一さず， 
使徒 3:19; コロ  2:14 
塗 （る）， エゼ 13:10, 14 
ヌン ，出 33:11; 申 32:44; 代 一 7:27 

ネ 

根， イザ 11:10 立ち上がる エッ サイの 一が ある。 
テ モー 6:10 金銭に 対する 愛は 有害な 事柄の 一 
ヘプ 12:15 有毒な 一が 生え 出て 問題を 起こし， 
ヨブ 14:8;  m  12:3, 12; マタ 3:10;  13:21; 口 

マ 11:16, 18 

寝い す， 詩 139:8; イザ 28:20 
願い， 詩 145:16 生きて いるものの 一を 満たし 
願い事， 詩 20:5 エホバが 一を かなえて 
願い出 （る）， ロマ 8:34 キリスト が一て くださる 
ヘプ 7:25 常に 生きて いて一 てくだ さる 
ロマ 8:27;  11:2 

願 （う）， ロマ 7:21 正しい ことを したいと一 う 
ヨハ 17:9,20; 使徒 21:39; コニ 5:20;  10:2; 
ガラ 4:12; フィ 1:23 
ネゲブ， 申 1:7 シェフ ェラと 一と 海岸 地方 
根 こぎに （する）， マタ 15:13; ユダ 12 
根 こそぎ 抜 （く）， ルカ 17:6 
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ねざす 一 のぞむ 


根ざ （す）， エフ 3:17 しっかり 一して 堅く 立つ 
コロ  2:7 彼のう ちに 一し， かつ 築き上げられ， 
ねじくれた， 箴 3:32 一人は 忌むべき もの 
箴 4:24 

ねじけ （た）， 申 32:5 曲がって 一た 世代よ！ 

マタ 17:17 不信仰で 一た 世代よ， 

フィ 2:15 曲がって一 た 世代の 中に あって 
詩 18:26; 蔵 12:8 

寝ずの番， ヨブ 21:32 墓の 上で一 がな される。 
寝台， 創 49:4; マル 2:4;  6:55; ヨハ 5:8; 使徒 
5.15 

ねたましくな （る）， 詩 73:3 

ねたみ， 申 32:16 その 方に 一を 起こさせ， 

詩 78:58 彫像を もって 神に 一を 起こさせる 
箴 14:30 一は 骨の 腐れで ある。 

コー 10:22 エホバに 一を 起こさせる のか 
民 11:29; 蔵 6:34; 伝 9:6; エゼ 8:3;  ロマ 1: 
29; 10:19; コー 3:3 
ねたみの 象徴， エゼ 8:3,  5 
ねた （む）， 出 34:14 エホバは 名を 一む といい 
コー 13:4 愛は一 まず， 自慢せ ず， 

熱， 詩 19:6; イザ 49:10; マタ 8:15; ヨハ 4:52; 
使徒 28:8 

熱意， ネへ 3:20 バルクが 一を 込めて 働き， 
熱情に あふれ （る）， 箴 26:23 悪い…一 た 唇は， 
熱心， 詩 69:9 あなたの 家に 対す る 全き 一 
イザ 9:7 万軍の エホバの一 が これを 行なう。 
ゼパ 3:8 わたしの一 の 火に よって 全地は 
ロマ 10:2 彼らが 神に 対する一 さを 抱いて いる 
テト 2:14 りっぱな 業に 一な 民を 
イザ 37:32; ヨハ 2:17; コー 12:31; 14： b  # 
ラ  hl4;  4:17; フィ 3:6 
熱心な 者， ルカ 6:15; 使徒 1:13 
熱心に な （る）， ぺテー 3:13;  m  3:19 
熱 (する）， ぺテニ 3:10 諸 要素は 極度に 一して 

々、、二  Q; 1Q 

熱波， ルカ 12:55 —が ある ぞ， と 言い， 

熱風， エレ 4:11 荒野の 一が 
熱望 （する）， 箴 15:14 愚鈍な 口は 愚か さを一 
ホセ 10:10 

熱烈， 使徒 18:28 —な 態度で 公に 証明し 
ぺテー 1:22 互いに 心から一 に 愛し 合い 
ぺテー 4:8 互いに 対して一 な 愛を 抱きなさい 
ネ ティ ニム， 代 一 9:2; エズ 2:43;  7:24;  8:20; 
ネへ 10:28;  11:21 

寝床， 詩 36:4; イザ 57:2; ルカ 8:16 

ネフ ィ リム， 創 6:4; 民 13:33 

ネブカ ドネ ザル， 代 二 36:7; エズ 5:12; エレ 27: 

6; ダニ 2:1;  3:1， 16,  24,  28;  4:18,  31 
ネブカ ドレ ザル， エレ 25:9 バビロンの 王 一 
エレ 43:10;  50:17; エゼ 26:7;  30:10 
ネボ ，民 32:3; イザ 15:2;  46:1; エレ 48:1 
眠り， 詩 121:4 神は一 に 就く こと もない。 

ヨハ 11:11 ラザロを一 から 覚ましに 
ロマ 13:11 今が すでに一 から 覚めるべき 時 
イザ 29:10; エレ 51:57; マタ 27:52 
眠り こけ （る）， ナホ 3:18 牧者たち は 一て 
眠り込 （む）， マタ 25:5 みな 頭を 垂れて 一んだ 
眠 （る）， ダニ 12:2 地に一 る 者のう ち 目を覚ます 
マタ 13:25 人々 が一って いる 間に， 

テサー 4:13 死んで 一って いる 者たち について 
テサー 5:6 ほかの 人々 のように 一った ままで 
王 一 18:27; ヨブ 3:13; エゼ 34:25; テサ 
一 ■  4: 14 

練り 清め （る）， ダニ 12:10 白く し， 一ら れ る。 

寝 （る）， 申 27:21 獣と一 る 者は のろわれる。 

出 22:16; 申 22:28 


年， 民 14:34 四十 日 - に対して 一日 

エゼ 4:6 —— に対して 一日， —— に対して 
ガラ 3:17 四百 三十 一 後の 律法 
年長者， テ モー 5:17 一たち を 二倍の 誉れに 値 
出 24:1; ルツ 4:2; 歳 31:23; マタ 16:21;  21: 
23; 使徒 4:5; ぺテー 5:1 
粘土， ヨブ 10:9 あなたは 私を 一で 造られ 
イザ 29:16;  45:9;  64:8; ダニ 2:34; ヨハ 9: 
6;  ロマ 9:21 

燃料， ェゼ 15:4 —として 火の 中に 入れられねば 


野， イザ 55:12; マタ 6:30;  24:18,  40 
ノア， 創 9:1 神は 一と その 息子たち を 祝福して 
創 5:29;  6:9;  7:23;  9:17; マタ 24:37; ルカ 
17:26; ヘプ 11:7 

農耕， 代 二 26:10 彼が 一を 好む 人だった から 
ネへ 10:37 すべての 一の 都市に おいて 
農夫， 創 9:20  ノアは一 として 暮らし 始め， 

ヤコ 5:7 —は 地の 貴重な 実を 待ちつ づけ 
イザ 61:5; エレ 14:4;  51:23; テモニ 2:6 
能弁， 詩 49:13 自らの一 を 楽しむ 者たち 
能力， ロマ 7:18 りっぱな 事柄を 生み出す一 は 
コー 1:5 話す ための 十分な 一， 十分な 知識 
コー 12:28 助けになる 奉仕， 指揮す る 一 
ヨ ハー 5:20 知的な 一 を 与えて くださった 
ダニ 1:4; マタ 25:15; テモニ 3:17 
逃れさせ てく ださる 方， 詩 40:17 わた しを一 
サニ 22:2; 詩 18:2;  144:2 
逃れ 場， エレ 16:19;  25:35 
逃れ 道， コー 10:13 誘惑に 伴って一 を 設けて 
コニ 4:8  —が 全くない わけでは なく， 

逃れ （る）， ぺテニ 1:4 世に ある 腐敗から一 て， 
ぺテニ 2:20 知識に よって 世の 汚れから 一た 後 
民 35:15;  m  11:21;  19:5; 伝 8:8; イザ 10: 
20;  45:20; エレ 25:35; エゼ 24:27; マタ 23: 
33; ルカ 21:36; テサー 5:3; ヘプ 2:3;  11:34 
のけ者， 箴 11:17;  15:6 
のけ者に ならせ （る）， 創 34:30 みんなの 一た。 
ヨシ 7:25 なぜ イスラエルを 一た のです か。 
サー 14:29; 王 一 18:18; 箴 15:27 
のこぎりで 切り裂 （く）， ヘプ 11:37  — かれ， 
残され （る）， 箴 2:21 とがめの ない 者が 地に一 る 
エレ 38:4; エゼ 39:14 

残 （す）， ロマ 9:29 エホバが 胤を 一さなかったら 
残って いる 者， イザ 28:5 エホバは 一たち の 飾り 
ミカ 5:7 ヤコブの 一たち は 露の よう 
ゼパ 3:13 イスラエルの 一は 不義を 行なわず， 
啓 12:17 彼女の 胤のう ちの 一と 戦うた めに 
エレ 8:3; エゼ 9:8; ミカ 2:12; ゼパ 2:9; ゼ 
力 8：ii  12 - 14:2 

残りの 者， ロマ 9:27 救われる のは 一で ある。 
ロマ 11:5 一が 選びに よって 出て 来た 
王 二 19:31; イザ 10:21,22;  11:11, 16; エレ 
15:9;  23:3;  39:9; エゼ 6:8; ミカ 4:7 
残 （る）， コー 3:14 だれかの 業が 一るなら， 

ヨシ 23:7; 使徒 15:17; コー 13:13 
除き 去 （る）， コ ー 5:7 古い パン 種を 一 り 
除 （く）， コー 5:13 邪悪な 人を 一き なさい 
望ましい （物）， ハガ 2:7 あらゆる 国民の 一 もの 
ダニ 11:38,  43 

望み， マタ 12:21 諸国 民は 彼の 名に一 を かける 
ヨブ 14:7; 詩 105:22;  146:5; イザ 57:10; エ 
レ 2:25;  18:12; マタ 12:21 
望 （む）， ロマ 9:18 神は ご 自分の 一む 者を 憐れみ 
コー 4:19 エホバが 一 まれるなら， 間もなく 
コー 12:18 各々 を， ご 自分の一 むま まに 


のちのい え 一は かる 
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ヘプ 11：1 信仰とは 一んで いる 事柄に 対する 
啓 22:17 —む 者は 命の 水を 価な く 受けなさい 
後の 家， ハガ 2:9 —の 栄光は 先の ものより 
後の 日， 申 8:16 あなたの 一に 良い ことを 行なう 
のど， 箴 3:3 それを あなたの 一に 結べ。 

詩 149:6; 箴 3:22 

ののしりの ことば， エフ 4:31; テ モー 6:4 
ののし （る）， コー 4:12; ぺテー 2:23 
ののしる 者， コー 5:11 —と 交友を やめ 
コー 6:10  —は 王国を 受け継がない 
伸ば (す）， 箴 28:16; イザ 14:27 
宣べ 伝え （る）， マタ 10:7 行って， 一 なさい。 
マタ 10:27 屋上から一 なさい。 

マタ 24:14 王国の この 良いた よりは一 られる 
ルカ 4:19 エホバの 受け入れられる 年を一 させ 
ルカ 8:1 都市から 都市， 村から 村へ と 一 
ロマ 10:15 遣わされなければ どう して一 る 
コー 1:21 —られ る 事柄の 愚か さを 通して 
コー 1:23 杭に つけられた キリス トを一 る 
テモニ 4:2 み 言葉を一， ひたすら それに 携わり 
マタ 4:23;  9:35; ルカ 11:32; 使徒 10:42;  28: 
31; ロマ 15:19; コー 2:4;  9:27;  15:14; ガラ 
2.2. ぺテー 3.19 

宣べ 伝える 者， ロマ 10:14 —が いなければ， 

テ モー 2:7  —と して 任命され 
テモニ 1:11 わたしは 一， 使徒に 任命され た 
上って ゆ （く）， 詩 24:3 

上って 行く， ヨハ 6:62 人の子が 元いた 所に一 
啓 13:11 野獣が 地から 一 
上 （る）， 創 28:12 み使いが 一ったり 下ったり 
ヨハ 3:13 だれも 天に 一った ことが 
使徒 2:34 ダビデは 天に 一り ませんで したが， 
裁 13:20; 詩 68:18;  135:7;  139:8; 箴 30:4; 
ヨハ 20:17;  ロマ 10:6; エフ 4:8-10; ぺテニ 

1 ■ 1Q 

蚤， サー 24:14 一匹の 一の 跡を です か。 

呑み込 （む）， コニ 5:4 死すべき ものが 命に 一 ま 
飲み干 （す）， オバ 16 すべての 民は 飲んで 一し 
飲み水， マタ 10:42 

飲み物の 捧げ物， テモニ 4:6 —の ように 注がれ 
民 28:7; フイ 2:17 

飲 （む）， 伝 2:24 食べ， 一 み， 魂に 良い ものを 
エレ 25:28 あなた 方は 必ず 一む であろう。 

マタ 26:29 王国で 新しい ものを 一む 日まで 
詩 69:21; コー 10:4; 啓 14:8 
のり 付け （する）， ヨブ 14:17 私のと がを 一にす る 
イザ 6:10 その 目を 一せ よ。 

のろい， ガラ 3:13 律法の一 から 買い取って 
イザ 24:6; 啓 22:3 
呪い， 申 11:26;  m  26:2 
のろい 憎 (む）， ヨブ 3:8; 箴 11:26;  24:24 
のろ （う）， 創 3:17 地面は あなたの ゆえに 一 われ 
申 21:23 杭に 掛けられ るのは 神に一 われた 者 
ヨブ 2:5 あなたを 一わない かどう か 
ヨハ 7:49 この 群衆は 一 われた 者たち なの だ 
ロマ 12:14 —って はなり ません。 

ガラ 3:13 杭に 掛けられる 者は 一 われた 者 
創 12:3; ヨブ 2:9; コー 12:3;  16:22; ガラ 1:8 
のんだくれ， マタ 24:49 —たち と共に 食べたり 

ハ 

派， 使徒 24:5 ナザレ 人 —— の 先鋒で， 

使徒 24:14 彼らが 『一』 と 呼ぶ 道に したがい 
使徒 26:5 崇拝 方式のう ち 最も 厳格な 一に 
コー 11:19  •■•間には 一 も あるに 違いない 
使徒 5:17;  15:5;  28:22 
葉， 啓 22:2 その 木の 一は 諸国 民を いやす 


歯， エゼ 18:2 ぶどうを 食べ， 子ら の 一が 浮く 
ヨブ 19:20; 箴 10:26; ダニ 7:7, 19; ヨエ 1:6 
把握 （する）， エフ 3:4 わたしの 一して いる 
バアル， 王 一 18:21 —が そうなら， それに 従え 
王 二 10:28 エヒウ は 一を 滅ぼし 尽く した。 

ロマ 11:4 一に ひざを かがめなかった 着で ある 
裁 2:13; 王 一 16:31; 王 二 10:18; エレ 7:9 
バアル • ゼ ブブ， 王 二 1:2,  3,  6, 16 
バアル •ペラ ツ イム， サニ 5:20; 代 一 14:11 
はい， マタ 5:37  “一 ”  という 言葉は一 を 
コニ 1:20 彼に よって， 一， となった 
廃棄 (する）， ガラ 3:17 約束を 一す るので はない 
エフ 2:15 この 方は 敵意を一 し 
廃虚， イザ 6:11 都市が 実際に 崩壊して 一とな り， 
背教， テサニ 2:3 まず 一が 来て， 不法の 人が 表わ 
イザ 10:6;  32:6; エレ 23:15; ダニ 11:32; 使 
徒 21:21 

背教者， ヨブ 13:16 神の 前に一 は 出られない 
ヨブ 17:8;  27:8; 詩 35:16; 箴 11:9; イザ 9: 
17.  33. 1パ 

背教 (する）， ヨブ 34:30; エレ 17:13 
配合， 出 30:32 その一 で 似た ものを 作って は 
売春， イザ 23:17; エレ 3:1,9; エゼ 16:29;  23: 
3,  8; ナホ 3:4 

売春婦， 主 一 22:38; イザ 1:21 
背信， 箴 1:32 経験の ない 者の一 が 彼らを 殺す 
イザ 57:17; エレ 3:12, 14 
廃 （する）， テモニ 1:10 キリス トは 死を一 し 
モニ 23.5 

入って 来させ （る）， イザ 26:2 義 なる 国民を一 よ 
配分 （する）， コニ 10:13 神が 一した 境界に 
へブ 7:2 アブラハムが 十分の一を 一 した 人 
入り口， 箴 17:19 自分の一 を 高く する 者は 
入 （る）， マタ 25:21 主人の 喜びに一 りなさい 
使徒 14:22 患難を 経て 神の 王国に 一らねば 
マタ 19:17;  ロマ 5:12; ヘプ 4:6, 10;  9:12, 

24 - ぺテニ 1-U 

はう の， 詩 148:10; 使徒 10:12 
パウロ， ガラ 1:1 神に より 使徒と された 一 
使徒 13:9;  26:24; コー 1:12; テ ト 1:1; フイ 

墓， マ’ 夕 23:27 あなた 方は 白く 塗った一 

破壊され （る）， エレ 51:58 バビロンは 必ず 一， 
墓石， 王 二 23:17 向こうに 見える一 は 何 か 
破壊す る 者， イザ 22:5 城壁を 一が おり， 
破壊的な 分派， ぺテニ 2:1 —を ひそかに 持ち込み 
破壊力， ホセ 13:14 シエ オルよ， お前の 一は 
はかない， 詩 39:4 自分が どんなに一 かを 知る 
バカの 茂み， サニ 5:23; 代 一 14:14 
歯が み （する）， 詩 37:12 これに一 している。 
はかり， 箴 20:23 欺きの一 はよ くない。 

イザ 40:15 諸国 民は 一の 上の 塵の 薄い 層 
ヨブ 31:6; 詩 62:9; 箴 11:1; 啓 6:5 
量り， マタ 7:2 量り 出して いる その一 で 
ルカ 6:38 入れ， あふれる ほどに一 をよ くし 
測りが たい， エフ 3:8 キリス トの一 富に 関する 
計り 事， 詩 33:11 エホバの 一 は 立ち， 

コー 4:5 心の 一を 明らかにされます。 

詩 1:1;  5:10;  33:10;  m  19:21; イザ 14:26; 
23:9;  25:1;  46:10, 11 
謀り ごと， ルカ 23:51 一を 支持… しなかった 
コニ 2:11 その 一を 知らない わけでは ない 
測り 綱， 王 二 21:13; 詩 19:4; イザ 28:10, 17 
図 （る）， イザ 14:24 まさしく， 一った 通りに 
計 （る）， イザ 14:24 —った 通りの ことが 実現 
測 （る）， サニ 8:2; ゼカ 2:2 
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量 （る）， ヨブ 6:2 わたしの 悩みが 一 られ， 

ヨブ 31:6; イザ 40:12; ダニ 5:27 
ハ ガル， 創 16:1; ガラ 4:24 
歯ぎ しり， ルカ 13:28 泣き 悲しんだり一 したり 
マタ 8:12;  13:42;  22:13;  24:51;  25:30 
吐き出 （す）， 啓 3:16 あなたを 口から一 そうと 
レビ 20:22 

吐 （く）， ぺテニ 2:22 犬は一 いた ものに 戻り， 

箴 14:25;  19:5;  26:11; イザ 19:14; エレ 48:26 
迫害， マタ 13:21 み 言葉の ために 一が 生じる と， 
ロマ 8:35 あるいは 苦難， 一， 飢え， 裸， 

コニ 12:10  — や 困難を， キリストの ゆえに 
テモニ 3:12 敬虔な 専心… 人は みな一 を 受ける 
申 30:7; イザ 14:6; マル 10:30; 使徒 13:50; 

迫害者 了 テモこ 1:13^ —であった のに， わたしが 
迫害 （する）， ヨブ 19:22 わたしを しきりに一 し 
マタ 5:44 一して いる 者たち のために 祈り 
マタ 23:34 都市から 都市へ と一 する でしょう 
ルカ 21:12 あなた 方を 一し， 獄に 引き渡し 
ヨハ 15:20 わたしを 一したなら， あなたを も 
コー 4:12  — されれば 忍び， 

コニ 4:9  — されても， 見捨てられ ていない 
詩 119:86,  161; エレ 20:11; マタ 5:10, 11, 
12; 10:23; 使徒 7:52; ガラ 1:13 
迫害す る 人， ロマ 12:14 —を 祝福し つづけよ 
迫害す る 者， 詩 119:157;  142:6; エレ 15:15;  17:18 
博学， 使徒 26:24 一が あなたを 狂気 させて いる 
白鳥， レビ 11:18; 申 14:16 
バグパイプ， ダニ 3:5， 10, 15 —の 音 
はげ， レビ 13:40; 申 14:1; ミカ 1:16 
激しい 圧迫， イザ 53:7 彼は一 を 受け， 

激しい 怒り， 箴 15:1 温和な 答えは 一を 遠ざけ， 
詩 76:10;  79:6; 箴 27:4; エレ 6:11; ミカ 

7-Q 

激しい 勢い， 裁 8:1 彼らは一 で けんかを しかけ 
激しく， マタ 26:75 外に 出て， 一 泣いた。 

イザ 33:7; ルカ 23:10 
励まし， コニ 8:17 彼は 実際に一 に 応じた 
フイ 2:1 キリス トに おける 一が あり， 

へう 13.22 

励まし 合 （う）， ロマ 1:12 相互に 一うた め 
ヘプ 10:25 互いに一 い， ますます 
励ましの 言葉を かけ （る）， ルツ 2:13 
励ま （す）， 申 3:28 ヨ シュアを 任命し， 一 して 
代 二 35:2 奉仕の 点で 彼らを 一した。 

使徒 14:22 信仰に とどまる ように一 して， 

コー 14:3 人を 築き上げ， 一し， 慰めます 
コー 14:31 すべての 人が 学び 一され る 
使徒 11:23; コニ 9:5; ぺテー 5:12 
励み， ヘプ 6:18 希望を とらえる ための一 を 持つ 
励 （む）， ルカ 13:24 精力 的に一 みなさい。 

使徒 24:16 絶えず 一んで いるので す。 

ロマ 15:30 祈りに 共に一 んで ください。 

エフ 4:3 霊の 一致を 守る ため一 みなさい。 

テモ ー ■  4:13 朗読に もっぱら 一 みなさい。 

ガラ 2:10; コロ  4:12 

派遣 （する）， マタ 21:34; 使徒 8:14; コー 1:17 
箱， ヨシ 3:13 エホバの 一を 担う 祭司たち の 足 
出 25:10; 啓 11:19 
箱船， 創 6:14;  7:1; ぺテー 3:20 
恥， コー 1:27 賢い 人々 が一を 被る ように 
フィ 3:19 彼らの 栄光は一 にあり， 

ヘプ 12:2 —を 物と も 思わず 杭に 耐え 
啓 16:15 裸で 歩いて 一を 人に 見られる ことが 
詩 83:17; イザ 30:3;  54:4;  65:13; エゼ 7:18; 
ゼパ 3:5; コー 4:14; ヘプ 6:6;  11:16 


恥じ入 （る）， 詩 35:26 皆 共に一 ります ように。 
はしご， 創 28:12 一の 頂は 天に 達する 
はしため， 創 16:1 サライには 一が いて， 

創 12:16; ルツ 2:13; 詩 123:2; 箴 30:23 
初め， 創 1:1 一に 神は 天と地を 創造され た。 

箴 8:22 エホバが 道の 一として わたしを 産み 
コロ 1:18 彼は 一で あり， 死人の 中からの 初子 
ヨ ハー 1:1 — から あった もの， 命の 言葉 
イザ 46:10; マル 10:6; ヨ ハー 2:7; 啓 3:14 
始め， 箴 9:10 エホバへの 恐れは 知恵の 一 
バシャン， 詩 22:12;  68:15; イザ 2:13; アモ 4: 

場 戸 i， 王 一 8:49 住まわれる 定まった 一から， 

箴 15:3 エホバの 目は あらゆる 一に あって， 

伝 3:20 皆 一つの 一へ 行く。 みな 塵に 帰る 
ヨハ 14:2 あなた 方の ために 一を 準備し に 行く 
申 12:11; 詩 37:10; エゼ 39:11; 啓 12:6,  8 
柱， 創 19:26 塩の 一と なった。 

創 28:18 ヤコブは それを一 として 立てて 
出 13:22 昼は 雲の一 が， 夜は 火の 一が 
裁 16:25 彼を一 の 間に 立たせた。 

テ モー 3:15 神の 会衆， 真理の 一 また 支え 
啓 3:12 わたしの 神の 神殿の 中の 一とし， 

創 28:22; 出 33:9; 詩 99:7; ガラ 2:9 
走 （る）， へブ 12:1 競走を 忍耐して 一 ろう 
箴 1:16; イザ 40:31;  55:5; ヨエ 2:9; コー 9: 
24; フィ 2:16 

恥じ （る）， マル 8:38 わたしの 言葉を一 る 者は， 
ロマ 1:16 良いた よりを 一て はいない 

詩 25:3; ゼカ 13:4; ルカ 9:26; テサニ 3:14; 

早 モ ニ！ 1:8; ぺ早 — "  4:16 

辱め， イザ 41:11;  45:16; エレ 22:22; エゼ 16: 
54 -  36-32 

辱め (’ る）， 使徒 5:41 名のた めに一 られ るに 足る 者 
ヨブ 20:3; 詩 35:4; ダニ 4:37; フィ 3:21 
恥ず べき， コー 14:35 女が 話す のは 一 こと 
ロマ 1:26; コー 11:6; エフ 5:4; テモニ 2:15 
破船， テ モー 1:19 

旗， 詩 20:5 神の 名に よって 一を 揚げる のです 
歌 2:4 わたしの 上に 翻る あの方の一 は 愛 
裸， 倉 IJ  3:7 ふたりは一 である ことに 気づいた 
ヘプ 4:13 すべての ものは その 目に一 で， 

啓 16:15 自分の 外衣を 守り， 一で 歩いて 
倉 IJ  2:25; ヨブ 1:21;  26:6; マタ 25:36; コニ 
5:3; ヤコ 2:15; 啓 3:17 
裸に （する）， エズ 4:14; ホセ 2:3; 啓 17:16 
畑， マタ 13:38  —は 世界です。 

コー 3:9 あなた 方は 耕されて いる 神の 一 
マタ 13:44; ヨハ 4:35 
ハ ダサ， エス 2:7 モルデカイは一 の 養育 者に 
旗 じる し， イザ 11:10 もろもろの 民の ための 一 
エレ 4:6 シオンに 向かって 一を 掲げよ。 

イザ 5:26;  13:2;  18:3;  31:9;  49:22;  62:10; 
エレ 4:21;  50:2;  51:12,  27 
果た （す）， 申 23:21 それを 一す 点で 遅くて は 
代 二 6:10 エホバは 自分の 言葉を一 された。 

伝 5:4 それを ためらわずに 一せ。 

ヨナ 2:9 自分の 誓約を わたしは 一す。 

テモニ 4:5 奉仕の 務めを 十分に 一しなさい。 

詩 22:25;  50:14;  61:8;  66:13;  76:11;  116:14 
働かせ （る）， ヨハ 11:26 信仰を一 る 者は みな 
ロマ 10:10 義 のために 心で 信仰を一， 

コー 9:25 皆， すべての ことに 自制を 一ます 
コー 4.iq; へブ 4.q 

働き， 箴 24:12 その一 にしたがって 報 われない か 
コー 12:6  — はさま ざまで も， 

テサー 5:13 その一 の ゆえに， 深い 考慮を 
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裁 5:11; ヨブ 36:24; 詩 9:16; 箴 10:16; イ 
ザ 59:6; コー 12:11; コロ  2:12; テサニ 2:9 
働き手， 箴 8:30 優れた 一として 神の 傍らに あり 
働き人， ネへ 4:22 夜は 見張り， 昼は一 
マタ 9:37 収穫は 大きい， 一は 少ない 
ルカ 10:7  —は 自分の 報酬を 受ける に 値する 
テモニ 2:15 恥ず べきと ころの ない一 として 

働 （く）， ヨハ 5:17 父は 今まで一 いて こられ 
ヨハ 6:27 命へ と 保つ 食物の ために 一き なさい 
テサニ 3:10 一かない 者は 食べて はならない 
ロマ 4:4; フイ 3:2; ヤコ 5:16 
鉢， 王 二 21:13; 啓 16:1;  17:1 
八 人， サー 17:12; 伝 11:2 
はち 蜜， 箴 25:27; イザ 7:15 
発酵 させ （る）， ガラ 5:9 少しの パン 種が 全体を一 
発酵 (する）， マタ 13:33 やがて 塊 全体が 一し 
罰 （する）， 使徒 26:11 幾度 も 一して 変節を 迫り 
使徒 4:21;  22:5 
ばった， 民 13:33; イザ 40:22 
初穂， レビ 23:10 収穫の一 の 束を 祭司の もとに 
コー 15:20 眠りに ついている 者たち の一 
ヤコ 1:18 わたしたちが 被 造 物の 一となる よう 
ロマ 8:23;  11:16; コー 16:15; 啓 14:4 
果て， 詩 72:8 川から 地の一 に 至る まで 臣民を 持 
ヨブ 38:13; 詩 2:8; エレ 25:33 
パテ. シバ， サニ 11:3;  12:24; 王 一 1:11 
ハ デス， マタ 16:18 —の 門は 打ち勝たない 
ルカ 10:15  — にまで 下る のです！ 

使徒 2:31 彼が 一に 見捨てられず， 腐れ も 見ず 
啓 1:18 死と一 のかぎ を 持って いる。 

啓 20:14 死と 一は 火の 湖に 投げ込まれた。 

マタ 11:23; ルカ 16:23; 啓 6:8;  20:13 
はと， マタ 3:16 神の 霊が一 のように 下って 
マタ 10:16 用心深く， 一 のように 純真な 
創 8:11; イザ 59:11; マタ 21:12 
花， イザ 35:1 砂漠は一 を 咲かせる。 

出 37:17; イザ 5:24;  27:6 
鼻， 箴 11:22 豚の一 にある 金の 鼻輪の よう だ 
エゼ 8:17 わたしの一 に 若枝を 突き出し 
話しぶ り， ロマ 16:18 滑らかな一 で たぶらかす 
話 （す）， 出 4:10 私は 流 ちょ うに一 せる 者では 
創 40:8;  41:12; 王 二 8:4; イザ 30:10; ヨハ 
8:43; 使徒 15:14 
離 （す）， マタ 19:6; マル 10:9 
花婿， イザ 62:5 —が 花嫁に 抱く 歓喜を もって 
マタ 25:1 一を 迎えに 出た 十 人の 処女 
エレ 33:11; マタ 9:15;  25:5,  6, 10; ヨハ 3:29 
花嫁， 啓 21:2 夫の ために 飾った 一の ように 
イザ 61:10;  62:5; ヨハ 3:29; 啓 18:23 
離れて し、 （る）， コロ  2:5 肉に おいては 一ても， 
コニ 5:9;  10:1， 11; フイ 1:27; テモニ 2:21 
離れ （る）， 箴 22:6 年老いても， それから 一ない 
コー 7:10 妻は 夫から一 るべき ではない 
コニ 6:17 彼らの 中から 出て， 一よ 
ヘプ 3:12 神から一 て， 信仰の 欠けた 心を 
ヨシ 1:8; エズ 10:11; ダニ 11:30; コー 7:15 
花輪， イザ 28:5 エホバは 美の 一とな り， 

母， 創 3:20 エバ， すべての 者の 一 
出 20:12 あなたの 父と 一を 敬いなさい。 

詩 51:5 わたしの 一は 罪の うちにわ たしを 宿し 
箴 6:20 —の 律法を 捨て去って はならない 
箴 23:22 あなたの 一を さげすんで はならない 
ルカ 8:21 わたしの 一， そして わたしの 兄弟 
ガラ 4:26 上なる エルサレムが わたしたちの一 
創 2:24; 裁 5:7; イザ 49:1; ルカ 12:53; 
14:26 


幅， エフ 3:18; 啓 21:16 
はばからずに， 使徒 2:29 あなた 方に 一言う 
はばかり のない ことば， フィ 1:20; ヘプ 3:6 
はばかる ことなく 語 （る）， テ モー 3:13 
はびこ （る）， コー 7:2 淫行が一 っ ています から 
パピルス， 出 2:3; ヨブ 8:11; イザ 18:2 
パピルスの 舟， エレ 51:32 一を 火で 焼き， 
バビロン， エレ 51:6  —の 中から 出て 逃げよ。 

啓 17:5 大 いなる 一， 娼婦の 母 
イザ 21:9; エレ 25:12; ダニ 3:1; 啓 18:2 
バプテストの ヨハネ， マタ 3:1;  11:11;  14:2; ル 
力 7:33 

バプ テス マ， マタ 3:11 聖霊で 一を 施す 
マタ 28:19 名に おいて 彼らに一 を 施し 
ルカ 12:50 受けるべき一 が ある 
ロマ 6:4 死への一 を 受けて 葬られ 
コー 10:2 海と によって モー セへの 一を 受け 
コー 12:13 一つの 体への一 を 受け， 

エフ 4:5 主は 一つ， 信仰は 一つ， 一は 一つ 
マタ 3:7,13; マル 1:8;  10:38; ルカ 3:3,16; 
ヨハ 1:26,33; 使徒 2:41;  10:47;  19:4;  ロマ 
6:3; コー 1:17;  15:29; コロ  2:12; ぺテー 3:21 
バベル， 創 10:10;  11:9 
ハマ ト， 民 13:21; イザ 10:9; エレ 49:23 
ハ マン， エス 7:10 人々 は一 を 杭に 掛けた 
エス 3:5;  5:11;  6:11;  7:6,  9;  8:2,  7;  9:10 
ハム， 創 5:32;  10:6; 代 一 4:40;  It  78:51 
破滅， エゼ 21:27 それを 一， 一， 一 とする 
早 (い）， 使徒 15:7 神は一 いころから 選びを 
フィ 3:11 死人の 中からの 一い 復活 
速 （い）， 伝 9:11 一い 者が 競走を… でも 
ロマ 3:15 彼らの 足は 血を 流す のに一 い。 

ヤコ 1:19 聞く ことに 一く， 語る ことに 遅く， 
腹， ヨブ 1:21 わたしは 裸で 母の 一を 出た。 

詩 127:3  —の 実は 報いで ある。 

エレ 1:5 —のう ちで 形造る 前から 知って おり 
ロマ 16:18 自分の一 の奴隸 なのです。 

フィ 3:19 彼らの 神は その 一， 

歌 5:14; エレ 51:34; ダニ 2:32; マタ 12:40; 
コー 6:13 

払い 終え （る）， レビ 26:34 地は 安息を一 る 
イザ 40:2 そのと がは一 られ た， 

払い落と （す）， イザ 52:2 塵を一 せ， 

バラク 1, 民 22:2; ミカ 6:5; 啓 2:14 
バラク 2, 裁 4:6,  8, 14;  5:1, 12; ヘプ 11:32 
パラダイス， ルカ 23:43 わたしと 共に一 にいる 
コニ 12:4  —に 連れ去られ， … 言葉を 聞いた 
啓 2:7 神の 一 にある 命の 木から 食べ‘ ことを 
バ ラバ， ヨハ 18:40 —とい うのは 強盗であった。 
腹 ばい， 創 3:14 

はら （む）， ヤコ 1:15 欲望は， 一んだ ときに 罪を 
バラ 厶 ，民 22:28 ろばは一 にこう 言った。 

ユダ 11 一の 誤った 歩みに 陥り， 

民 22:5;  24:1; 申 23:4; ミカ 6:5; 啓 2:14 
はらわた， ゼパ 1:17 —は 糞の ように 注ぎ 出され 
ハラン， 創 11:26-29,  31， 32;  27:43; 使徒 7:2 
パリ サイ 人， 使徒 5:34 ガマ リエルと いう 名の 一 
マタ 5:20;  12:14;  23:15,  23,  26,  27,  29; ル 
力 5:21;  18:11; ヨハ 12:42 
張り裂け （る）， イザ 24:19 その 地は 完全に 一， 
マタ 9:17 

針の 穴， マタ 19:24; マル 10:25 
はるかに， エフ 3:20 一 超えて なしうる 方に 
バルク， ネへ 3:20; エレ 32:12;  43:6;  45:2 
バル サバ， 使徒 1:23;  15:22 
バルト ロ マイ， マタ 10:3; 使徒 1:13 
バルナ バ， 使徒 15:2; コー 9:6; ガラ 2:1 
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春の 雨， ヨエ 2:23 秋の 雨と 一 とを 降らせる 
バルバ ロイ， ロマ 1:14 ギリシャ 人に も一 にも 
ハルマゲドン， 啓 16:16  —と 呼ばれる 場所に 
はれ 物， 出 9:11; ヨブ 2:7 
パン， アモ 8:11 —の 飢きんで はない 
マタ 4:4 人は一 だけに よらず， 

マタ 26:26 イエスは 一を 取り， それを 割き 
ヨハ 6:35 わたしは 命の一 です。 

コー 10:17  —は 一つ， 一つの 一に あずかる 
創 3:19; 詩 37:25; イザ 55:2; マタ 6:11; 16: 
12; ルカ 9:13; コー 11:26 
反映， ヘプ 1:3 彼は 神の 栄光の一， 

繁栄， 申 30:9; 王 一 10:7; 詩 68:6; 使徒 19:25 
反映 （する）， コニ 3:18 栄光を 鏡の ように一 し 
反逆， サー 15:23 — は 占いの 罪と 同じで， 

民 17:10;  20:10; 申 9:24;  31:27; エズ 4:19; 
ヨブ 23:2; 詩 78:8;  106:7; 箴 17:11; エレ 
28:16;  29:32; エゼ 2:3,  7;  44:6 
反逆 （する）， 民 14:9 エホバに一 する こと だけは 
詩 78:17,  40,  56; イザ 63:10; エゼ 20:8, 13 
反 キリス ト， ヨ ハー 2:18,  22;  4:3; ヨハニ 7 
パンくず， マタ 15:27 小犬 も 落ちる一 を 食べる 
万軍の エホバ， エレ 28:2 一はこう 言われた。 
ロマ 9:29  —が 胤を 残されなかったなら 
ヤコ 5:4 —の 耳に 入り ま した。 

サー 17:45; イザ 8:13;  9:7;  47:4 
反抗， 申 13:5; イザ 1:5;  31:6;  59:13 
反抗 者， サー 29:4; 王 一 11:23 
反抗す る 者， 王 一 5:4  — はおりません し， 

サニ 19:22; 王 一 11:14,  25; 詩 109:6 
犯罪， ルカ 23:4 この 男に 何の 一 も 見いだ せない 
晩さん， マタ 23:6  — では 最も 目立つ 場所を， 
マル 6:21 へ ロ デが 一を 設けた 時の こと 
ルカ 14:12  —に 友人 や… を 呼んで はならない 
コー 11:20 主の一 を 食べる ことができない 
啓 19:9 子羊の 結婚の一 に 招かれた 者は 幸い 
啓 19:17 神の 大きな 一に 集まれ。 

ルカ 14:16;  22:20; ヨハ 13:4; コー 11:21,  25 
反すう する， レビ 11:3; 申 14:6 
反対者， ルカ 21:15 一 がみな 一緒に なっても， 
反対す る， テ モー 5:14  — 者に 悪口の 誘いを 
テト 2:8  —側の 人が 恥じ入り， 

反対論， テ モー 6:20 誤って 知識と される 一から 
パン 種， アモ 4:5 —を 入れた もので 
マタ 16:6  —に 気を付けなさい。 

ルカ 13:21 女が 一を 取って 隠す と 
コー 5:7 古い 一 を 除き 去りなさい。 

ガラ 5:9 少しの一 が 固まり 全体を 発酵させる 
出 12:15;  34:25; レビ 2:11; 申 16:3; ホセ 7: 
4; マタ 13:33;  16:12; マル 8:15; ルカ 12:1 
判断 （する）， ロマ 14:5 ほかの 日に 勝る と一 し， 
ハンナ， サー 1:2,  20;  2:1， 21 
ハン マー， エレ 23:29 わたしの 言葉は一 のよう 
エレ 50:23 全地の かじ 場の一 は 切り倒され 
反論， ヨブ 13:6; 詩 38:14 

ヒ 

日， 箴 4:18 —が 堅く 立てられ るまで 
イザ 2:2 末の 一に， エホバの 家の 山は 
ダニ 2:44 それらの 王たち の一 に， 

マラ 3:2 彼の 来る一 にだれ が 忍べる であろう か 
マタ 24:22 その 一が 短く されない とすれば， 
マル 13:32 一 または 時刻は だれも 知らない 
使徒 17:31 義を もって 裁く ために 一を 定め， 
ロマ 14:5 ある 人は ある 一が ほかの 一に 勝る と 
コニ 6:2 今 こそ 救いの 一な のです。 


はるの あめ 一 ひそか 

I  詩 90:12; 箴 3:16; 伝 1:9; エレ 25:33; アモ 
I  8:11; ゼカ 8:23 

火， イザ 66:16 エホバ ご 自身が 一の ように 
ゼパ 3:8 わたしの 熱心の 一に よって 全地は 
ゼカ 3:2 —の 中から つかみ 出された 丸太 
マラ 3:2 精錬す る 者の一 のように， 

ヘプ 12:29 神は 焼き 尽くす 一で も ある 
ぺテニ 3:7 —の ために 蓄え 置かれて おり 
啓 17:16 彼女を一 で 焼き 尽くす であろう。 

王 一 18:38; マタ 3:11, 12; コー 3:13 
緋， イザ 1:18 罪が 一の ようで あっても， 

緋 糸， ヨシ 2:18 —で できた この 綱を， 

緋 色， 啓 17:3 一の 野獣 

レビ 14:49; エレ 4:30; マタ 27:28 
冷える， マタ 24:12 大半の 者の 愛が一 
東， 詩 75:6  — からで も， 西からで もない 
創 3:24; 裁 7:12; イザ 2:6; エレ 49:28; エ 
ゼ 8:16; マタ 8:11;  24:27; ルカ 13:29 
光， 詩 97:11 —が義 なる 者の ために， 

詩 119:105 あなたの み 言葉は 通り道の 一です 
箴 4:18 明るさを 増して ゆく 輝く一 のよう だ。 
イザ 42:6 諸国 民の一 として 与える であろう。 
イザ 60:1 起きよ， 一を 放て。 あなたの 一が 
マタ 5:16 あなた 方の 一を 人々 の 前に 輝かせ， 
ヨハ 3:19 人々 が一 より 闇を 愛した 
ヨハ 8:12 わたしは 世の 一です。 

コニ 11:14 サタンが 自分を一 の 使いに 
テ モー 6:16 近づき 難い一 の 中に 住み， 

ヤコ 1:17 天の 一の 父から 下って 来る のです。 
ぺテー 2:9 闇から ご 自分の 驚くべき一 の 中に 
創 1:3; ゼカ 14:6; ヨ ハー 1:5,  7; 啓 22:5 
秘義 ，啓 17:5  — であって， 大 いなる バビロン 
啓 17:7 野獣の 一を あなたに 告げよう。 

引き網， マタ 13:47 天の 王国は 一の ようです。 

伝 7:26; エゼ 26:5;  47:10; ミカ 7:2 
引き締ま （る）， ぺテニ 3:5 水の 中に 一って 
引き離 （す）， ロマ 8:39 神の愛から一 しえない 
ロマ 8:35; テサー 2:17 
引き寄せ （る）， ヨハ 6:44 父が 一ない 限り， 
ぺテー 3:2  [夫が]— られ るた めです。 

裁 4:7 

弓 1( く）， 創 8:8; ルカ 22:54 
弾く， サー 16:17 上手に 一人を 用意して 
低 （い）， 詩 41:1 立場の 一い 者に 思いやりを 
エゼ 29. 1/1 

低く （する）， 詩 113:6 自分を 一して 天と地を 
マタ 23:12 だれでも 自分を一 する 者は 
フィ 2:8 彼は 自分を一 して， 

代 一 17:10; エゼ 21:26; ルカ 14:11 
低く （なる）， エゼ 17:14; マラ 2:9 
低められる， ヤコ 1:10 富んだ 人は 一 ことを 
ひげ， サー 21:13 

鼻孔， 創 2:7 — に 命の 息を 吹き 入れられた。 

日 ごとに， 詩 68:19 一荷を 負って くださる エホバ 
使徒 17:11 —聖 書を 注意 深く 調べた 
詩 61:8; イザ 58:2; コー 15:31; ヘプ 7:27 
ひざ， ロマ 11:4 バアルに 一を かがめなかった 
エフ 3:15 父に 一を かがめます。 

フィ 2:10 すべての 一が イエスの 名に よって 

イザ 45:23; エゼ 7:17; ロマ 14:11; ヘプ 12:12 
悲惨， ロマ 3:16 破滅と 一が 彼らの 道に あり， 
ヤコ 5:1 

秘事， テサニ 2:7 不法の 一はす でに 作用して いる 
ヒゼ キヤ， 王 二 19:1, 15; イザ 36:7;  38:2 
被 造 物， ヤコ 1:18 ある 意味で 一の 初穂と なる 
啓 8:9 

ひそか， 箴 21:14 一にな される 贈り物は 


ヒソ プー ひみつ 

マ タ 6:6 —な ところの 父に 祈りなさい。 

ヨハ 18:20 何事 も一 には 話しませんでした 
申 13:6; サー 19:2; ヨブ 13:10; 箴 9:17; マ 

ヒソプ ， I 寺 51:7  —を もって 浄 めて ください 
レビ 14:6; 民 19:6; ヨハ 19:29; ヘプ 9:19 
額， サー 17:49 フィ リス ティア 人の 一を 打ち， 
エゼ 9:4 うめいて いる 者たち の 一に 印を 
啓 14:1 彼の 名と 彼の 父の 名を その 一に 
啓 14:9 自分の一 または 手に 印を 受ける 者 
エゼ 3:9; 啓 7:3;  9:4;  17:5;  20:4;  22:4 
ひたすら， テ モー 5:5 夜昼 一 祈願と 祈りを 
テモニ 4:2 難しい 時期に も一 携わり， 

悲嘆， イザ 35:10 一と 溜め息は 必ず 逃げ去る 
創 42:38; 詩 31:10; イザ 51:11; エレ 45:3 
悲嘆 させ （る）， ロマ 14:15 兄弟を 一て いるなら 
悲痛， ぺテー 2:19 一な 事柄に 耐え， 

悲痛な 思い， エゼ 27:30 一で 叫ぶ であろう。 
びっこを 弓 1( く）， ミカ 4:7  — いていた その 者を 
羊， 詩 44:22 ほふられる一 のように 
詩 79:13 あなたの 民， あなたの 放牧地の 一 
イザ 53:7 ほふり 場に 向かう一 のように 
エゼ 34:12 わたしは 自分の一 を 世話し， 

マタ 9:36 羊飼いの いない一 のように 痛められ 
マタ 10:6 イスラエルの 家の 失われた 一 
マタ 10:16 おおかみの ただ 中に いる 一の よう 

マタ 18:12 百 匹の - 匹が 迷い 出るなら， 

マタ 25:32 羊飼いが 一と やぎを 分ける ように 
ヨハ 10:16 わたしには ほかの 一が いますが， 
ヨハ 21:16 わたしの 小さな一 を牧 しなさい。 
エレ 23:2;  51:40; ゼパ 2:6; マタ 26:31; 使 
徒 8:32;  ロマ 8:36; ぺテー 2:25 
羊飼い， ヨハ 10:11 わたしは りっぱな 一です。 
ヨハ 10:16 —つの 群れ， 一人の 一となります 
イザ 56:11; エレ 10:21; マタ 9:36;  25:32; ル 
力 2:8 

ヒッ タイ ト 人， 創 23:10; 裁 1:26; サニ 11:3 
ひづめ， レビ 11:3  —が 分かれて いて 
必要， 申 15:8 —な だけ 貸し 与えるべき である。 
マタ 6:32  — としてい る ことを 知って おられる 
コー 9:16 わたしには その一 が 課せられて 
コー 12:21 あなたは 一で ない， とは 
ヤコ 2:16 体に 一な 物を 与えないなら， 

ダニ 3:16;  ロマ 16:2; コー 7:37; フィ 1:24; 
ヘプ 2:1;  5:12;  7:27 

必要 以上に， ロマ 12:3 自分の ことを一 考えて は 
必要に かな （う）， ヘプ 7:26 
否定 (する）， 創 18:15; マタ 26:70;  3 ハ 18:25 
人， 創 2:7 エホバ 神は 地面の 塵で一 を 形造り， 

箴 29:25  — に対する おののきは， わなと なる 
エレ 10:23  —の 道は その一 に 属して いない 
マタ 4:4  — は， パン だけに よらず， 

マタ 4:19 一を すな どる 者に して あげよう 
ルカ 16:15 —の 間で 高大な ものは， 

ロマ 5:12 一人の一 を 通して 罪が 世に 入り， 
コー 15:47 最初の一 は 地から 出て 
ぺテー 3:4 心の中の 秘められた一 
創 6:4,9; 出 33:20; 詩 144:4; 箴 27:21; 口 
マ 7:22; コー 9:19; コニ 4:16; エフ 3:16; 

フィ 2:8 

ひとし、， ヨハ 6:60 この 話は 一 。 

サニ 2:26 

ひとかたならぬ， テサー 3:10 
ひときわ 深い， テサー 5:13 
— 口の 食物， ヨハ 13:26,  27,  30 
人殺し， ヨハ 8:44 その 始まりに おいて 一 
ヨ ハー 3:15 自分の 兄弟を 憎む 者は 一 です。 
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非と され （る）， ロマ 1:28 —た 精神状態に 渡して 
コー 9:27 自分自身 が一る ような ことに 
コニ 13:5-7; テモニ 3:8 
等しい， ヨハ 5:18 自分を 神に一 者と して 
啓 21:16 

人質， 王 二 14:14 一を 取り， サマリアに 帰った 
一つに （する）， 詩 86:11 わたしの 心を 一して 
ミカ 2:12 畜群 のように一 ならせる。 

ホセ 1:11; 使徒 2:46 

人手， ダニ 2:34 石が一 によらずに 切り出され 
人の子， エゼ 2:1 —よ， 足で 立ち上がれ。 

ダニ 7:13 天の 雲と 共に一 のよう な 者が 来る 
マタ 10:23  —が 到来す るまでに 
マタ 12:40  _ もまた 地の 心に 三日三晩 
マタ 24:30 一の しるしが 天に 現われます。 

ルカ 17:26 一の 日に もまた そうなる 
啓 14:14 雲の上には 一の ような 者が 座って 
詩 115:16; マタ 8:20;  17:22; ルカ 18:8; ヨ 
ハ 3:13 

人の 住む 全地， マタ 24:14 良いた よりは 一で 

人の 住む 地， ルカ 4:5 —の 王国を 見せた。 

啓 3:10  — 全体に 臨もうと している 試み 
使徒 17:6,  31; ロマ 10:18; ヘプ 1:6;  2:5 
瞳， 詩 17:8; 箴 7:2; 哀 2:18 
獄， ぺテー 3:19  — にある 霊たち の もとに 
啓 2:10 次々 に 一に 入れる であろう。 

啓 20:7 サタンは その一 から 解き放される。 
マタ 5:25;  25:36; ルカ 22:33; 使徒 5:19 
独り， マタ 14:13 イエスは一 になる ために， 

哀 1:1;  3:28; ヨハ 16:32 
独り子， ヨハ 1:14 父の一 が 持つ ような 栄光 
ヨハ 1:18 懐の 位置に いる 一の 神 
ヨハ 3:16 世を 深く 愛して ご 自分の一 を 与え， 
ヨハ 3:18 神の 一の 名に 信仰を 働かせ 
ヘプ 11:17 自分の 一を ささげよ うとした 
ヨ ハー 4:9 神は ご 自分の一 を 世に 遣わし， 

人を 喜ばせ （る）， エフ 6:6; コロ  3:22 
非難， ヘプ 10:33 一に さらされ， 

ヘプ 11:26 キリストの一 を 富と みなし 
避難所， イザ 28:17 偽りの 一を 一掃し， 

箴 14:26 

非難すべき ところの ない， ヨブ 12:4  — 者が， 
非難 （する）， マタ 5:11 人々 が一 する 時， 幸い 
ルカ 6:22; テト 2:8; ぺテー 4:14 
避難 （する）， 詩 18:2 わたしは その もとに一 する 
避難 都市， 民 35:6 六つの 一。 人を 殺した 者が 
民 35:25; ヨシ 20:2;  21:13,  21 
否認 （する）， ルカ 12:9 人の 前で わたしを 一 
テ モー 5:8 その 人は 信仰を一 している 
マタ 10:33; マル 14:30; ヨハ 13:38; 使徒 3: 
14;  7:35; テト 1:16 

ピネ ハス， 民 25:7 一は それを 見かける や 直ちに 
民 31:6; ヨシ 22:30; 裁 20:28; 詩 106:30 
日の出る 方， ダニ 11:44 知らせが 一から 来る。 
日の 昇る 方角， 啓 16:12  — から 来る 王たち 
火の 湖， 啓 20:14, 15 
火の ような 色， 啓 6:4;  12:3 
火鉢， エレ 36:22 前には 一が あって 火が^^ え 
批判 （する）， 創 21:25 アブラハム が一す ると， 

テ モー 5:1 年長の 男子 4 ■厳しく 一 しては 
響き， ヨブ 36:33 その一 は 神に ついて 告げ， 
皮膚， エレ 13:23 クシ ュ 人は 一を 変えられ るか 
エゼ 37:6 あなた 方の 上に一 を かぶせ， 

ひぼう （する）， ダニ 11:30 聖 なる 契約を 一し， 
美味， 創 49:20 

秘密， 詩 44:21 神は 心の 一を 知って おられる 
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ひみつを あきらかにされ るかた 一 ふく させる 


コー 14:25 その 心の一 は 明らかにされ， 

ダニ 2-^0 

秘密を 明らかにされる 方， ダニ 2:28,  47 
ヒメ ナオ， テ モー 1:20; テモニ 2:17 
秘められた 自分， 詩 51:6 一に おける わたしに 
秘め （る）， 申 29:29  —られ ている 事柄は エホバに 
ヨブ 14:13 民る まで 私を 一 て おき， 

詩 91:1 至高 者の一 られた 所に 住む 者 
ダニ 2:22 深い 事柄と 一ら れた 事柄 
ルカ 8:17 注意 深く一 られ ている もので 
ルカ 9:45 

火矢， エフ 6:16 邪悪な 者の一 をみ な 消す 
百， 伝 6:3 たとえ 人が 一回 父と なり， 長年 生き， 
イザ 65:20 人は 一歳で あっても， 

マタ 13:8 ある ものは 一倍， 

マタ 18:12 ある 人が 一匹の 羊を 持ち 
マル 10:30 今 この 時期に 一倍を 得ない 者は 
百万， 代 一 22:14; 代 二 14:9 
比喻 ，ヨハ 16:25 あなた 方に もう一 で 話さず， 
費用， ルカ 14:28 まず 座って一 を 計算し， 

テサニ 3:8 だれに も 一の 面で 重荷を 課さない 
王 二 15:20; 使徒 21:24; テサー 2:6,  9 
ひょう， エレ 13:23  —は その 斑点を 変えられ るか 
歌 4:8; イザ 11:6; ダニ 7:6; 啓 13:2 
雹， イザ 28:17 一は 必ず 偽りの 避難所を 一掃し 
出 9:22; ヨブ 38:22; 詩 148:8; 啓 8:7 
評価 （する）， サー 2:3 行ないは 正しく 一され る 
コー 4:1 神の 神聖な 奥義の 家令と 一すべき 
コニ 10:2 肉に 歩 むかのよ うに一 する 人に 
コニ 12:7 越えて 高く 一し ないた め 
病気， イザ 33:24 わたしは一 だ， と 言わない か 
エゼ 34:4 あなた 方は一 の ものを 強めず， 

テ モー 5:23 度々 かかる一 のために， ぶどう酒 
ヤコ 5:14 あなた 方の 中に 一の 人が います か。 
申 28:61; 王 二 20:1; マラ 1:8; マタ 25:39; 
ヨハ 5:5;  11:2; ガラ 4:13 
病苦， 箴 18:14 人の 霊は 一に 耐える 
描出， ヘプ 1:3 存在 そのものの 厳密な 一で あり 
標準， コー 9:8 人間的な一 で 話して いるの か 
病人， サニ 13:5  —の わたしに パンを 
評判， コー 4:10 あなた 方は 一が 良い のに， 

コニ 6:8 悪い一 と 良い一 とに よってです。 
評判の 良い， 使徒 13:50;  17:12 
表明， テ モー 5:12 初めの 信仰の一 を 無視して 
票を 投じ (る）， 使徒 26:10 彼らに 敵対の 一ました 
開 （く）， 創 3:5 あなた 方の 目が 必ず一 け， 

イザ 40:3 エホバの 道を一 け！ 

申 11:6; 詩 22:13; ヘプ 10:20 
平手打ち， ヨハ 18:22 下役が イエスの 顔に一 を 
マタ 5:39; ヨハ 19:3 
ピラ ト， マタ 27:2 総督 一に 引き渡した。 

マタ 27:22; マル 15:15; ルカ 13:1;  23:12; ヨ 
ハ 18:37;  19:6, 12,  22; テ モー 6:13 
ヒ ラム， 王 一 5:1， 10;  7:13,  45;  9:11;  10:11 
昼， 創 1:5 光を “一 ” と 呼ぶ ことにし， 

イザ 16:3;  ロマ 13:12 
蛭， 箴 30:15 一には 二人の 娘が いる。 

ビルダ ド， ヨブ 2:11;  8:1;  18:1;  25:1;  42:9 
広がり， ヨブ 38:18 広大な 一を 考慮した 
広く （する）， イザ 5:14 シヱ オルは その 魂を 一し 
イザ 54:2 あなたの 天幕の 場所を もっと 一せ よ 
広め （る）， 使徒 15:36 
卑わ いな， ロマ 1:27; エフ 5:4; コロ  3:8 
日を 経た 方， ダニ 7:9 —が 座られた。 

貧困， 箴 24:34 

貧弱， ガラ 4:9 弱くて 一な 基礎の 事柄 
ヒン ノ厶， 代 二 33:6 —の 子の 谷で 火の 中を 


ヨシ 15:8; 王 二 23:10; 代 二 28:3; ネへ 11: 
30; エレ 7:31;  19:2;  32:35 

フ 

ファラオ， 出 5:2 —は 言った， エホバが 何者 
創 41:55; 出 6:29;  9:13;  14:18; イザ 19:11; 
使徒 7：10;  ロマ 9:17 
不安， 詩 94:19  —の 念を 起こさせる 考え 
歲 23:29 —を 抱いて いるのは だれか。 

不安定， ヤコ 1:8 そのす ベての 道に おいて 一です 

フィ ラデル フィ ア ，啓 1:11;  3:7 

フィ リス ティ ア 人， 裁 3:3 —の 枢軸 領主 五 人， 

裁 14:4;  16:30; サー 4:10;  17:36,  37,  43; 
31:8; イザ 2:6; エゼ 25:15; ゼパ 2:5; ゼカ 
9:6 

フィ リポ 1， マタ 10:3; ヨハ 1:43;  6:5;  12:21 
フィ リポ 2, 使徒 6:5;  8:5,  26;  21:8 
フィ レ ト， テモニ 2:17 ヒメ ナオと 一が その 中に 
封印 （する）， ダニ 12:9 終わりの 時まで 一して 
イザ 8:16; ダニ 12:4; 啓 5:1 
封じ込め （る）， イザ 1:8 —ら れた 都市の ように 
封 じ (る）， 啓 22:10 預言の 言葉を 一て はならない。 

イザ 29:11; ぺテー 2:15 
フェ スト， 使徒 24:27;  26:24 
! フェリ クス， 使徒 23:24;  24:3,  25,  27 
殖え （る）， 詩 62:10 資産が一 たと しても， 

使徒 6:7 弟子の 数は 大いに 一つ づけた。 

創 17:2; 申 8:1 

深 （い）， 詩 92:5; ダニ 2:22; マタ 13:5; ル 
力 5:4 

深い 陰， ヨブ 3:5; 詩 23:4; イザ 9:2 
深さ， ロマ 8:39; エフ 3:18 
不可能， マタ 19:26 人に とって一 でも， 神には 
ルカ 1:37 どんな 宣言 も一 な ことでは ない 
マタ 17:20; マル 10:27 
深み， ヨブ 38:30 水の一 の 表は 堅く 締まる。 
不義， 詩 92:15 神は 岩で あり， 一はない 
ゼパ 3:5 何 ひとつ 一を 行なわれなかった。 

コー 6:9 —の 者が 神の 王国を 受け継がない 
ヘプ 6:10 神は 一な 方では ない ので， 忘れない 
ぺテー 3:18 義 なる 方が一 の 者たち のために 
ヨ ハー 5:17 一はす ベて 罪です。 

ロマ 13:13; 啓 22:11 

武器， イザ 54:17 攻める ために 形造られる一 は 
エレ 50:25 その 糾弾の 一を 出される。 

ェゼ 9:2 各々 打ち砕く一 を 手に やって来た。 
ロマ 6:13 自分の 肢体を 義 の一 として 神に 
ロマ 13:12 光の 一を 身に 着けましょう。 

コニ 6:7 右手と 左手の 義の 一により， 

コニ 10:4 戦いの一 は 肉的な ものでは なく， 
吹き かけ （る）， ヨハ 20:22 息を一 て 言われた， 
不義 者， 使徒 24:15 義 者と 一との 復活が ある 
不朽， ロマ 1:23 —の 神の 栄光を， 朽ちる 人間の 
コー 9:25 わたしたちの 場合は 一の 冠の ため 
テモニ 1:10 命と 一とに 光を 当て 
腐朽， ロマ 8:21 一への 奴隸 状態から 
不朽 性， ロマ 2:7 栄光と 誉れと 一とを 求めて 
不興， ミカ 2:7 エホバの 霊は 一を 覚えられた のか 
不行跡， エレ 23:13 預言者た ちの 中に一 を 見た 
武具， エフ 6:11 神からの 一を 着けなさい 0 
エフ 6:13 完全に そろった， 神からの一 
福音 宣明 者， 使徒 21:8 ー フィ リポの 家に 入って 
エフ 4:11 ある 者を 一， ある 者を 牧者 
テモニ 4:5 苦しみを 忍び， 一 の 業を なし， 

服 させ （る）， ロマ 8:20 創造物は 虚無に 一ら れ 
コー 15:27 すべての ものを 彼の 足の 下に 一 
フィ 3:21 一切の ものを ご 自分に 一る 


ふくし ゆう一 ふそん 
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へブ 2:8 神は すべての ものを 彼に 一た 
ぺテー 3:22 み使いと 権威と 力は 彼に 一ら れた 
復 しゅう， 倉 IJ  4:15 七 倍の 一を 受ける 
申 32:35 —は わたしの もの， また 応報 も 
イザ 34:8 エホバは一 の 日を 持って おられる 
イザ 61:2 神の 側の 一の 日と を ふれ 告げ， 

ロマ 12:19 自分で一 をして はなり ません。 

啓 19:2 奴隸 たちの 血の 一を 行なわれた 
申 32:43; サニ 4:8; 詩 78:35;  79:10; エレ 
50:28; ナホ 1:2;  ロマ 12:19; 啓 6:10 
服従 させ （る）， 創 1:26 あらゆる 生き物を 一よう 
創 1:28 地を 動く あらゆる 生き物を 一よ。 

復 しゅう 者， 民 35:12 血の一 からの 避難所 
ロマ 13:4 悪を 行なう 者に 憤りを 表明す る一 
民 35:21; 申 19:6; ヨシ 20:9 
復 しゅう （する）， イザ 1:24 敵す る 者に 一す る。 
申 32:41; 裁 16:28; エス 8:13; 詩 44:16; エ 
レ 15:15;  20:10 
服従 （する）， ヘプ 12:9 

腹心の 友， ミカ 7:5 —を も 信頼して はいけ ない 
箴 2:17; エレ 3:4 

服 （す）， ロマ 10:3 神の 義に 一さなかった から 
ロマ 13:1 上位の 権威に 一しなさい。 

エフ 5:24 会衆が キリス トに一 している よう 
コロ  3:18 妻たち よ， 夫に一 しなさい。 

ヘプ 2:15 生涯 奴隸の 状態に 一して いた 者を 
ぺテー 2:13 すべてに， 主の ために 一しなさい 
ぺテー 5:5 若い 人たち よ， 年長者た ちに一 し 
マタ 26:66; ルカ 2:51;  10:20; コー 14:34; エ 
フ 5:22; テト 2:5;  3:1; ぺテー 3:1 
服す る， 出 10:3  — ことを いつまで 拒む 
ロマ 3:19 全世界が 神の 処罰に 一た めです。 

コロ  2:21 

服装， テ モー 2:9 女 も， よく 整えられた 一を し 
袋， サー 25:29 エホバの もとの 命の一 に 包まれ 
ヨブ 14:17 私の 罪は 一の 中に 封じ込められて 
袋 一杯， ヨブ 28:18 一の 知恵は 一の 真珠より 
不敬， サニ 6:7 —な 行為の ために 打ち倒され 
詩 74:18 民が み 名を一 な 仕方で 扱った 
イザ 52:5 わたしの 名は一 な 仕方で 扱われた 
サニ 12:14; ネへ 9:26; 詩 74:10; エゼ 35:12 
不敬虔， ロマ 1:18 あらゆる 一と 不義と に対して 
ロマ 5:6 —な 者たち のために 死んで 
ロマ 11:26 —な 習わしを ヤコブから 遠ざける 
テ モー 1:9 律法は 一な 者 や 罪人の ために 
テモニ 2:16 いっそうの一 へと 進み， 

テト 2:12 一と 世の 欲望と を 振り捨てるべき 
ぺテー 4:18; ぺテニ 2:6;  3:7; ユダ 15 
不潔， 啓 22:11 
不幸， ヨブ、 20:22;  30:13 
不公平， レビ 19:15 立場の 低い 者に一 な 扱いを 
申 1:17 裁きで一 であって はならない。 

申 10:17 だれに 対しても一 な 扱いを せず， 

使徒 10:34 神が 一な 方では なく， 

ロマ 2:11 神に 一はない からです。 

ヤコ 3:17  —な 差別を せず， 

エフ 6:9; コロ  3:25 

布告， 詩 94:20 一に よって 難儀を 仕組みながら 
エス 1:20; 歳 8:15; ヨナ 3:2; ミカ 7:11 
布告 （する）， ダニ 5:29 ダニエル… ことを 一 した 
負債， 王 二 4:7; ネへ 10:31; マタ 18:27 
ふさがれ （る）， ルカ 8:14 

ふさ （ぐ）， ヨブ 38:8 だれが 扉で 海を 一いだ のか 
マタ 13:22; マル 4:7, 19; ルカ 8:7 
房べ り， マタ 9:20;  23:5; マル 6:56 
ふさわし （い）， ルカ 3:8 悔い改めに 一い 実を 
ルカ 20:35 復活を かち 得る に 一 いとみな され 


エフ 4:1 召しに 一 く 歩み， 

フィ 1:27 良いた よりに一 く 行動しなさい。 
コロ 1:1〇 エホバに 一い 仕方で 歩む ため 
コロ 1:12 相続財産に あずかる に 一い 者 
テサー 2:12 召して おられる 神に一 く 歩む 
テサニ 1:5 神の 王国に 一い 者と される のです 
テ モー 3:10 その 人が 一い かどう かまず 試し， 
啓 4:11 栄光と 誉れと 力を 受ける に一 い 方です 
エス 7:4; 詩 116:7;  119:17;  142:7; マタ 3: 
15; コー 11:13; ヘプ 2:10 
ふさわしくない， コー 11:27 — 仕方で 主の 杯 
不思議， ダニ 4:3 その一 は 何と 強大な のだろう 
不思議に 思 （う）， 使徒 7:31; 啓 17:6 
不自然， コー 6:9 —な 目的の ために 囲われた 男 
ユダ 7 —な 用の ために 飽 くこと なく 肉を 追い 
不実， 詩 119:158 —な 行為を する 者たち を 見た 
箴 2:22 一な 者たち は 地から 引き抜かれ 
イザ 33:1 一な 行ないを する 者は 災い だ！ 

ハバ 1:13 一に 振る舞う 者を 見て おられる のは 
ハバ 2:5 ぶどう酒 が一な 働きを する ために， 
ゼパ 3:4 その 預言者た ちは 一の 人々 であった 
マラ 2:16 自らを 守り， 一な 振る舞いを しては 
箴 11:3;  13:2;  21:18; イザ 21:2;  24:16; エ 
レ 5:11;  12:1; マラ 2:14 
不従順， ロマ 5:19 一を 通して 多くの 者が 罪人と 
ロマ 10:21 —で， 口答えを する 民に 向かって 
エフ 2:2  — の 子ら のうちに 働いて いる 霊 
ヘプ 2:2 違犯と一 の すべてが 応報を 受けた 
コニ 10:6; エフ 5:6; ヘプ 3:18 
不純に する， コニ 4:2 神の 言葉を一 こと もない 
不浄， エゼ 18:6  — のとき の 女に 近寄らず， 

代 一 t  X'  Q*  1 1 

無精な 奴隸/ マタ 25:26 邪悪で一 よ， 

侮辱， 詩 4:2 わたしの 栄光は いつまで一 を 受け 
婦人， ヨハ 2:4 —よ， あなたと どんな かかわり 
ヨハ 19:26 母に こう 言われた。 一よ ，見なさい 
テト 2:4 若い 一 たちに， 夫を 愛し， 子供を 
不 真実， 詩 41:6 その 人の 心は一 を 述べます。 

箴 30:8; エゼ 13:6 

不信者， コー 6:6 法廷へ， しかも一 たちの 前に 
コー 14:22 異 言は一 に対してです。 

コニ 4:4 体制の 神が 一の 思いを く らまし 
コニ 6:14 不釣り合い にも 一とく びきを 共に 
コニ 6:15 忠実な 人が一 とどん な 分を 持つ 
不正， レビ 19:15 —を 行なって はならない。 

レビ 25:14 互いに一 を 行なって はいけ ない 
申 32:4 忠実の 神， 一な ところは 少しもない 
ロマ 9:14 神に 一が あるので すか。 断じて… 

詩 7:3; 箴 29:27; エゼ 3:20; 啓 18:5 
不正な 利得， テト 1:11 一の ために 教える べきで 
ぺテー 5:2 —を 愛する 気持ちから ではなく 
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父祖， 詩 45:16 あなたの 一に 代わって 子ら が 立 
ぺテー 1:18 — 伝来の むなしい 行状から 
創 15:15; 王 二 18:3; ミカ 7:20; テモニ 1:3 
不足， ダニ 5:27 量られ， 一の ある ことが 知られ 
部族， 創 49:28 イスラエルの 十二 一で あり， 

詩 122:4 各 一が， ヤ ハの一 が 上って 行った。 
イザ 49:6 ヤコブの 各 一を 起こし， 

マタ 19:28 座り， 十二の 一を 裁く でしょう。 
マタ 24:30 地の すべての 一は 嘆きの あまり 
ヤコ 1:1 各地に 散って いる 十二 一へ 
啓 1:7 地の すべての 一は 身を 打ちた たく 
啓 7:9 すべての 国民と 一と 民の 中から 来た 
出 28:21; 詩 74:2; ヘプ 7:13; 啓 21:12 
不遜， 詩 10:4 邪悪な 者は 一に も 調べず 
ゼパ 3:4 その 預言者た ちは 一で あり， 
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ふ' た 一 ふ りかけ る 


王 二 19:3; イザ 33:19;  37:3; エゼ 2:4; マタ 
22:6; ルカ 18:32;  ロマ 1:30; テサー 2:2 
豚， レビ 11:7  —は あなた 方に とって 汚れた もの 
マタ 7:6 真珠を 一の 前に 投げても なりません 
ぺテニ 2:22 一は 洗われて もまた 泥の 中で 
マタ 8:30; マル 5:11; ルカ 8:33;  15:15 
双子， 創 25:24;  38:27; ヨハ 11:16;  20:24 
不確か， コー 9:26 走り 方は一 な もので ない 
テ モー 6:17 一な 富に ではなく， 

二つの 分， 王 二 2:9 あなたの 霊の 一が 私に 臨み 
ぶち， 倉 U  31:10 雄 やぎは一 の もの， 

不忠実， 箴 14:14 心の一 な 者は 自分の 道の 結果 
ルカ 12:46 受け 分を一 な 者と 共に ならせる 
テモニ 2:13 わたしたち が一で も， 彼は 
ヨシ 7:1;  22:22; エゼ 17:20;  18:24 
不忠実 さ， 代 一 10:13 サウ ルは その一 の ゆえに 
普通の 人， 使徒 4:13 ぺ テロと ヨハネが 無学な一 
コー 14:24 不信者 または 一が 入って 来れば 
普通を 超えた 力， コニ 4:7 —が 神の ものと なり 
復活， マタ 22:30 一の 際， 男は め とらず， 女 も 
ヨハ 5:29 命の 一 ， 裁きの 一 
ヨハ 11:25 わたしは 一で あり， 命です。 

使徒 24:15 義 者と 不義 者との 一が ある 
コー 15:42 死人の一 についても これと同じ 
フイ 3:11 早い 一に 達しえない もの かと 
啓 20:6 第一の 一に あずかる 者は 幸いな 者， 
ロマ 6:5; コー 15:12, 13,  21; フイ 3:10; テ 
モニ 2:18; ヘプ 6:2;  11:35 
復活 させ (る）， ヨハ 6:39,  40,  44,  54; 使徒 2:24 
復興 させ （る）， イザ 49:8  土地を 一， 

物質， コー 2:14 一の 人は 神の 霊の 事柄を 
コー 15:44 —の 体で まかれ， 霊的な 体で 
伝 5:19;  6:2 

不当， 出 18:21 —な 利得を 憎む 者たち を 選び 
ぺテー 2:19  —な 苦しみを 忍ぶなら， それは 
エス 1:16; ヨブ 1:22;  24:12; 詩 89:22; 箴 
15:27; エレ 2:5; 哀 3:59; マタ 20:13;  ロマ 

ぶどう， イザ 5:2 —を 産み出す のを 待ち望ん だが 
エレ 8:13; エゼ 18:2; マタ 7:16; 啓 14:18 
ぶどう 園， イザ 5:7 エホバの 一は イスラエルの 家 
イザ 65:21 必ず 一を 設けて その実を 食べる。 
ゼパ 1:13 —を 設けても ぶどう酒を 飲まない 
マタ 20:1 自分の一 に 働き人を 雇うた め 朝早く 
ルカ 20:9 ある 人が 一を 設け， それを 
エレ 12:10; エゼ 28:26; アモ 9:14; マタ 21:28 
ぶどう酒， 裁 9:13 わたしの 新しい一 を 捨てて， 
詩 104:15 人間の 心を 歓ば せる 一を， 

箴 23:31 —が 赤色を 呈す とき， これを 見るな 
イザ 25:6 たくわえられ， こされた 一の 宴 
イザ 55:1 代価 も 払わずに， 一と 乳を 買え。 
エレ 25:15 怒りの一 を 満たした 杯を 取り， 

ヨエ 3:18 山々 には 甘い 一が 滴り， 丘には 乳が 
ヨハ 2:9 幹事は 一に 変えられた 水を 味わった 
テ モー 5:23 胃の ために， 一を 少し 用いなさい 
啓 18:3 彼女の 淫行の 怒りの 一の ために 
裁 13:4; イザ 29:9; エレ 35:6; マタ 9:17 
不道徳， 詩 73:27 一に も あなたから 去って 行く 
不道徳な 関係， 民 25:1 モ アブの 娘たち と 一を 
ぶどうの 木， エレ 2:21 赤 一として 植えた。 

ヨエ 2:22 一は 必ず その 活力を 出す 
ミカ 4:4 各々 自分の 一， いちじくの 木の下に 
ヨハ 15:1 わたしは 真の 一， 父は 耕作者です 
啓 14:18 地の 一の 房を 集めなさい。 

裁 9:13; エゼ 17:8; ゼカ 8:12; マタ 26:29 
ぶどうの 搾り 場， 裁 6:11 一で 小麦を 打って いた 
ヨェ 3:13 来たれ。 一は 満ちた からで ある。 


啓 19:15 神の 憤りの 怒りの 一 も 踏む。 

懐， ルカ 16:22; ヨハ 1:18;  13:23 
太らせ （る）， ヤコ 5:5 自分の 心を 一 ました。 
不妊， ヨブ 3:7 その 夜は 一となる ように。 

船， ダニ 11:40 北の 王は 多くの 一を もって 強襲 
裁 5:17; 詩 48:7;  107:23; イザ 23:1;  43:14; 
エゼ 30:9; ダニ 11:30; ヤコ 3:4; 啓 18:19 
腐敗， ガラ 6:8 自分の 肉から一 を 刈り取り， 

テト 2:7 教えに 一の ない ことを 示し， 

ぺテニ 2:19 彼ら 自身は 一の 奴隸 となって いる 
ぺテニ 1:4 

腐敗 させ （る）， コニ 11:3; 啓 19:2 
不備， テト 1:5 —な 点を 正し， 都市 ごとに 
部分的な もの， コー 13:9 預言 も 一 だからです 
コー 13:10 —は 廃され るので す。 

不平を 言う 者， ユダ 16 つぶやく 者， 一で あり， 
侮べ つ， ヨブ 31:34;  m  107:40;  m  12:8;  18:3; 
イザ - ガ 'ラ 4:14 

侮べ つ （する）， 詩 78:59 イスラエルを 一され た 
詩 89:38;  106:24 
不変， ヘプ 6:18 

不法， マタ 13:41 一を 行なって いる 者を 集め 出し 
マタ 24:12 一が 増す ために 愛が 冷える 
ルカ 22:37 彼は 一な 者と 共に 数えられた 
コニ 6:14 義 と一 に 何の 交友が あるでしょう 
テサニ 2:7 この一 の 秘事は すでに 作用して 
ヘプ 1:9 あなたは 義を 愛し， 一を 憎んだ。 

ヨ ハー 3:4  — を 習わしに しています… 罪は 一 
マタ 7:23;  23:28; 使徒 2:23;  ロマ 6:19; テ 
f  一  1:9 

不法な 行ない， ロマ 4:7; ヘプ 10:17; ぺテニ 2:8 
不法の 人， テサニ 2:3 —つ まり 滅びの 子が 
不法の 者， テサニ 2:8 —が 表わし 示され ますが， 
不満， コロ  3:13 —の 理由が ある 場合で も， 忍び 
踏み 砕 （く）， 詩 44:5;  60:12 
踏み越え （る）， マタ 15:3 神の おきてを一 ている 
ヨシ 7:11;  23:16; 裁 2:20; サー 15:24; 代 二 
24:20; ホセ 6:7;  8:1 
踏みつけ （る）， ヘプ 10:29 神の 子を一， 

イザ 25:10;  26:6; エゼ 34:18, 19 
踏みに じり， イザ 22:5 —とろう ばいの 日 
踏みに じ （る）， ルカ 21:24 エルサレムは一 られる 
啓 11:2 聖 なる 都市を 四十 二 か 月の あいだ 一る 
ヨブ 40:12; イザ 28:18; ダニ 7:23;  8:13; ミ 
力 7:10; マラ 4:3 
踏み外し， ロマ 11:11, 12 
踏 (む）， イザ 63:3 怒りを もって 彼らを一 み， 

ヨシ 1:3; エレ 25:30; 啓 14:20 
不名誉， 箴 3:35 愚鈍な 者たち は 一を 高めて いる 
コー 15:43 一のう ちに まかれ， 栄光のう ち 
コー 11:14; コニ 6:8;  11:21 
不明 りょう， コー 14:8 ラッ パの 音が 一なら 
不滅 性， コー 15:53 死すべき ものは 一を 着け 
テ モー 6:16 ただ ひとり一 を 持ち， 

殖や （す）， 創 26:4 あなたの 胤を 一して 天の 星 
創 26:24; エレ 33:22 
増や （す）， 代 二 10:14;  28:13 
冬， 創 8:22 夏と 一は 決して やむ ことは ない 
74:17; ゼカ 14:8 

マタ 23:24 —は 濾し 取り， らくだを 呑む 
降らせ （る）， 詩 11:6; イザ 5:6 
ぶらつき 回 （る）， ホセ 7:14 彼らは ただ 一った。 

テ モー 5:13 何もし ないで 家々 を 一り ます 0 
ふらつ （く）， 王 一 18:21 二つの 意見の 間で 一 
詩 107:27; イザ 28:7 

振り掛け （る）， ぺテー 1:2 キリストの 血を 一ら れ 
マル 7:4; ヘプ 9:13, 19,  21 


プリ スキラー へつらい 
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プリ スキラ， 使徒 18:2, 18,  26 

振り払 （う）， マタ 10:14 足の 塵を 一い なさい。 

使徒 13:51 足の 塵を 一い， 

不倫な 交わり， 裁 2:17 他の 神々 と 一を 持って， 
詩 106:39 その 行動に よって 一を 持ちつ づけ 
出 34:15; レビ 17:7;  20:5; 民 15:39 
奮い立たせ （る）， イザ 41:2,  25;  45:13 
振る （う）， テ モー 2:12 女が 権威を 一う ことを 
フルー ト， マタ 11:17; ルカ 7:32; コー 14:7 
震え， イザ 33:14 —が 背教者た ちを 捕らえた。 
震え （る）， イザ 6:4; エゼ 38:20 
フルダ， 王 二 22:14 シャルムの 妻， 女 預言者 一 
振る舞い， 裁 2:19 その 強情な 一を やめなかった 
マタ 16:27 各々 に その一 に応じて 返報す る 
コー 7:36 童貞 性に ふさわしくない 一 
コー 13,5. テサー  ^-7 

ふれ 告げ （る）， レビ 25:10 住民に 自由を一 る 
申 32:3 エホバの 名を一 るから だ。 

コー 9:14 良いた よりを 一る 者が それで 
コー 11:26 主の 死を一 て ゆく ので あり， 

王 二 10:20; 箴 20:6; イザ 61:1,2; エレ 19: 
2;  34:8,17; ヨエ 3:9; ヨナ 3:5; マル 5:20; 
ルカ 8:39 

触れ （る）， 創 3:3 いや， それに 一 て もなら ない 
レビ 5:2 魂が 汚れた ものに 一たなら， 

代 一 16:22 油 そそがれた 者に 一て はならない 
ヨブ 2:5 手を 出して， 彼の 骨と 肉にまで 一て 
詩 105:15 油 そそがれた 者に 一て はならない 
イザ 6:7 見よ， これが あなたの 唇に 一た ので 
イザ 52:11 汚れた ものには 何にも 一るな。 

エレ 1:9 それを わたしの 口に 一 させた。 

ゼカ 2:8 あなたに一 る 者は わたしの 目の玉に 
ルカ 11:46 自分では その 荷に 指 一本 一ない 
コニ 6:17 汚れた 物に 一る のを やめよ。 

コロ  2:21 手に するな， 味わうな， 一 るな 
出 30:29; レビ 11:36; 王 二 13:21; 詩 104: 
32; 箴 6:29; エレ 12:14; ハガ 2:13; マタ 14: 
36;  20:34; ヨ ハー 1:1 
糞， 王 一 14:10; エゼ 4:12; ゼパ 1:17 
分， ダニ 12:13 自分の一 のために 立ち上がる 
コニ 6:15 不信者と どんな一 を 共に 持つ のか 
詩 11:6; 伝 9:6; ゼカ 2:12; ルカ 15:12 
憤慨 （する）， 詩 103:9; エレ 3:12; マタ 21:15 
分解 （する）， エレ 49:23 彼らは 一した。 

コニ 5:1 この 天幕が 一 するとしても， 

粉砕 （する）， サニ 22:43; 代 二 15:16 
文書， コロ  2:14 責める 手書きの一 を 塗り 消して 
憤然と （する）， 出 16:20 モー セは 彼らに 一した 
マル 10:14 これを 見て， イエスは 一して 
糞 像， レビ 26:30; 王 一 15:12 

文体， エス 1:22 

憤怒， 箴 11:4 貴重な 品は一 の 日に 何の 益に も 
箴 14:16 愚鈍な 者は 一を 覚え， 

詩 78:59;  89:38; 箴 26:17 
奮闘， 伝 2:22 心の一 に対して 何を 得る 
分銅， 申 25:15 

分捕り物， エレ 39:18 自分の 魂を 必ず 一として 持つ 
ヨシ 8:2; 裁 5:30; イザ 10:2;  53:12 
分捕 （る）， エゼ 38:12 
分派， ガラ 5:20  口論， 分裂，一 

テ ト 3:10  —を 助長す る 者に ついては， 

ぺテニ 2:1 破壊的な 一を ひそかに 持ち込み 
分配， 使徒 4:35;  6:1 
分配す る， コー 12:11 
分別， 王 一 8:47 本当に 一を 取り戻し， 

箴 11:22 一から 離れて 行く 女は， 豚の 鼻輪 
ダニ 2:14 ダニエルは 一を もって 語り かけた 


エフ 1:8 あらゆる 知恵と 一とに おいて 
分別の ない， 詩 14:1 — 者は 心の中で 言った， 

詩 74:18 一民が み 名を 不敬な 仕方で 扱った 
エレ 17:11 

糞便， 申 23:13; 箴 30:12; エゼ 4:12 
分裂， マタ 10:35 わたしは 一を 生じさせる ため 
ルカ 12:51 平和を 与える ためで なく， 一 
ロマ 16:17 —を もたらす 人たち に 目を 留め 
コー 1:10 — が あっては なりません。 

ヨハ 9:16; コー 11:18; ガラ 5:20 
分裂 (する）， マル 3:24 王国が 内部で 一す るなら 
コー 1:13 キリス トが 一して しまって います。 


平安， 王 二 9:22 エヒウ よ， 一です か。 

ョハ 14:27 わたしの一 を 与えます。 

詩 35:27; イザ 54:13; ヨハ 16:33 
平穏， イザ 32:17 定めの ない 時に 至る一 と 安全 
代 一 ？2.Q •康 17:1 

平衡を 図る， ダニ 11:6 — 取り決めの ためで ある 
ダニ 11:17 その 者との 間で 一 協約が できる 
兵士， テモニ 2:3 キリス トの りっぱな一 として 
ヨハ 19:23; 使徒 10:7; コー 9:7; テモニ 2:4 
兵車， 王 二 10:15 自分と 共に一 に 乗り込ませた 
エレ 46:9 

平伏 （する）， 出 34:14 ほかの 神に一 しては 
イ廿'  471  • 1  q •  46.6 

平和， 詩 29:li エホバが 一を もって その 民を 祝福 
詩 37:11 豊かな 一に まさに 無上の 喜びを 
詩 72:7 豊かな 一が 月の なくなる ときまで 続く 
箴 12:20 一を 計る 者たち には 歓 びが ある。 

伝 3:8 戦いの 時が あり， 一の 時が ある。 

イザ 9:6  “ とこしえの 父”， “一 の 君” 

イザ 32:18 わたしの 民は 一な 住まいに， 

イザ 60:17 一を あなたの 監督と して 任命し， 
エレ 6:14  — がない のに，一 だ！ 一 だ！ と言う 
マタ 10:34  — ではなく， 剣を 投 ずるた めに 
ルカ 2:14 地上では一 が 善意の 人々 の 間に 
ロマ 14:19 一に 役 だつ 事柄を 追い求め 
ロマ 16:20 一を 与えて くださる 神は， 

コニ 13:11 —に 生活して ゆきなさい。 

エフ 6:15 一の 良いた よりの 装備を 足には き 
フィ 4:7 —切の 考えに 勝る 神の 一が， 

コロ 1:20 彼の 血を 通して 一を 作る ことにより 
テサー 5:3 — だ， 安全 だ， と 言って いる その 時 
ヘプ 12:11 —な 実， すなわち 義を 生み出す 
啓 6:4 地から一 を 取り去る ことが 許された。 

民 25:12; 詩 28:3;  119:165;  122:8; イザ 26: 
3;  33:7;  52:7; エゼ 34:25;  37:26; ミカ 3:5; 
5.5. ヤコ  q:18 

平和を 求め （る）， マタ 5:9  —る 人たち は 幸い 
ロマ 12:18 すべての 人に 対して 一なさい。 

ヤコ 3:17 貞潔で あり，一， 

ぺテー 3:11 —て それを 追い求めよ。 

ベール， 出 34:35; コニ 3:13-16, 18;  4:3 
ベ エル • シ エバ， 創 21:31; サニ 24:15; アモ 5:5 
ベ エル ゼブ ブ， マタ 10:25;  12:24; マル 3:22 
ぺ オル， 民 23:28;  25:18;  31:16; ヨシ 22:17 
ぺ オルの バアル， 民 25:3; 申 4:3; 詩 106:28; ホ 
セ 9:10 

ぺカ ハ， 王 二 15:25; 代 二 28:6; イザ 7:1 
ベザ レ ル， 出 31:2;  35:30;  36:1;  38:22 
へそ， 箴 3:8 —の いやし， 骨の 潤いと なる 
ベタ ニヤ， マタ 21:17;  26:6; ヨハ 1:28;  11:1 
ベ ツサ イダ， マタ 11:21; ルカ 9:10; ヨハ 1:44 
へつらい， テサー 2:5 —の 言葉で 現われた ことは 
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へつら （う）， サニ 22:45; 詩 18:44;  66:3; 箴 26: 
28;  28:23;  29:5 

ベツレヘム， ミカ 5:2  — , 支配者が あなたから 
マタ 2:1 ユダヤの一 で 生まれた 
創 35:19; ルツ 2:4; マタ 2:5; ルカ 2:4 
ベ テ バゲ， マタ 21:1 オリーブ山 にある 一に 着き 
ベ テル， 創 28:19 その 場所の 名を 一と 呼んだ 
創 31:13; 裁 4:5 

ぺ テロ， マタ 16:16 —が 言った， キリストです 
ヨハ 21:15 一に 言った， わたしを 愛します か 
使徒 10:26 —は 彼の 身を 起こ して 言った， 

マタ 26:75; ヨハ 18:10; 使徒 8:20;  10:13 
ベ ト •ぺ オル， 申 3:29;  34:6; ヨシ 13:20 
ベニヤ ミン， 創 35:18; 詩 68:27; 啓 7:8 
へび， 民 21:8 あなたの ために 火の 一を 造り， 

詩 91:13; コニ 11:3 
蛇， 創 3:4 それに 対して一 は 女に 言った， 

民 21:9 モー セは 直ちに 銅の一 を 造り， 

王 二 18:4 モー セの 造った 銅の一 を 粉々 に 
イザ 65:25  — に関しては， その 食物は 塵 
ミカ 7:17 彼らは一 のように 塵を なめる。 

マタ 10:16  — のように 用心深く， しかも 
マタ 23:33 —よ， まむしら の 子孫よ， 

ヨハ 3:14 モー セが 荒野で 一を 挙げたよ うに 
啓 12:9 龍， 初めからの一 で， 悪魔 また サタン 
啓 20:2 龍， すなわち 初めからの一 を 捕らえて 
創 3:1， 13; 出 4:3;  m  58:4; 箴 23:32 

へ ブライ 語， 啓 16:16  —で ハルマゲドンと 
へ ブライ 人， 出 3:18  —の神 エホバは 
倉 IJ  14:13; ヨナ 1:9; コニ 11:22; フイ 3:5 
へ ブロン， 王 一 2:11 —で七 年 治め， 

創 23:2; ヨシ 10:36; 裁 1:20; サニ 2:1 
へべ ル， 創 46:17; 民 26:45; 裁 4:11 
ベリア ル， コニ 6:15 キリス トと一 にどん な 
へりくだった 思い， フィ 2:3 と 考えて 一を 持ち 
使徒 20:19; エフ 4:2; コロ  3:12 
へりくだ （る）， ゼパ 3:12 謙遜で 一った 民を 残す 
マタ 11:29 気質が 温和で, 心の 一った 者 だから 
王 一 21:29; 王 二 22:19; 代 二 7:14;  12:6; 箴 
16:19;  ロマ 12:16 
ベル， イザ 46:1; エレ 50:2;  51:44 
ペルシャ， エズ 1：8;  6:14; エス 1:14; ダニ 
8:20 

ベル シャザル， ダニ 5:1， 2,  9,  22,  29,  30 
ベル テ シャザル， ダニ 1:7;  2:26;  4:19;  5:12 
ヘル モン， 詩 133:3 シオンの 山々 に 下る一 の 露 
詩 89:12; 歌 4:8 

ヘル モン 山， 申 3:8; ヨシ 12:1;  13:5 
ペレグ， 創 10:25;  11:16-19 
へ ロ デ， マタ 2:1; ルカ 23:12; 使徒 4:27;  12:1 
ペン， ヨハ三 13 インクと一 で 書いて ゆく ことを 
変化， 箴 24:21 一を 求める 者と 掛かり合うな 
ゼパ 3:9 民に 清い 言語への 一を 与える。 

ヤコ 1:17 影の 回転に よる 一 もありません。 
変革 （する）， ロマ 12:2 自分を 一しなさい。 

弁護 （する）， 箴 22:23 エホバが その 言い分を一 
イザ 1:17; エレ 30:13 

返済， エゼ 33:6 その 血の 一を その 見張りの 者に 
エゼ 34:10 

返済を 求め （る）， 創 9:5 わたしは 人の 魂の一 る。 

創 42:22 血に 関し， その 一ら れ ている の だ。 
返事を する， 箴 18:13 聞かない うちに 一なら， 
変節， 使徒 26:11 幾度 も 罰して 一を 迫り， 

変装 （する）， 王-一 20:38;  22:30; 代 二 35:22 
ペンテ コス テ， 使徒 2:1 一の 祭りの 日 
使徒 20:16; コー 16:8 
ベン .ハダ ド， 王 一 15:18;  20:1; 王 二 8:7 


返報， イザ 35:4 神は 一を もって 来られる。 

イザ 66:6 エホバが 当然の一 をす る 音 
ホセ 9:7 当然の一 の 日が 来る 
ロマ 1:27 十分な 一は 彼らの 誤りに 対して 当然 
コニ 6:13 —と して 自分を 広く しなさい。 
変ぼう （する）， マタ 17:2 彼らの 前で一 され， 
返報 （する）， イザ 59:18 当然の 仕打ちで 一され る 
エレ 51:56 エホバは 一す る 神 だからで ある。 
マタ 16:27 その 振る舞いに 応じて一 する 
ロマ 12:19 わたしが 一す る， と エホバは 
ヘプ 10:30 復 しゅうは… わたしが 一す る 
弁明， ルカ 12:11 —の ために 何を 話す か， 

使徒 25:16 告訴に 関して 自分の 一の 機会を 
フイ 1:16 良いた よりの一 のために 
テモニ 4:16 わたしの 最初の一 の 時， だれも 
弁明 （する）， ぺテー 3:15  — できる よう 常に 備え 
使徒 19:33 

変 様 （する）， コニ 11:14 光の 使いに一 させて 
弁論 家， コー 1:20 この 事物の 体制の 一は どこ 

ホ 

ボアズ， ルツ 2:1;  4:9，13; 王 一 7:21; マタ 1:5 
ボア ネル ゲス， マル 3:17  — という 異名 
崩壊， ヨブ 8:19 これ こそ 彼の 道の一 である。 

箴 16:18 誇りは一 に 先立ち， 

箴 18:12 —に 先立って 人の 心は 高ぶり， 

エレ 6:14 民の一 を 軽く いやそう として， 

イザ 1:28;  30:13;  38:17;  65:14; エレ 4:6; 
30:12;  50:22;  51:54; 哀 2:11; マタ 7:27 
暴虐， 詩 73:6 —が 衣の ように 彼らを 包む。 

イザ 60:18 あなたの 地で 一が 聞かれる こと も 
創 6:11; レビ 25:43; 詩 11:5; イザ 53:9; エ 
ゼ 7:23;  28:16; ゼパ 1:9; マラ 2:16 
奉献， 代 二 7:9 祭壇の 一を 執り行ない， 

民 7:10 

奉献式， エズ 6:16; ネへ 12:27; ダニ 3:2 
奉献 （する）， 申 20:5 新しい 家を一 していない 人 
王 一 8:63 エホバの 家を 一す るた めであった。 
報告， 出 23:1 真実で ない一 を 取り上げ ては 
箴 25:25 遠い 地から もたらされる 良い一 は， 

民 14:36; 箴 15:30 

奉仕， 民 4:19 一人一人に 一と 荷と を 割り当てる 
エズ 8:20 ダビデが レビ 人の一 のために 与えた 
コー 12:28 いやしの 賜物， 助けになる 一， 

代 二 31:2;  35:10; エゼ 29:18; 使徒 21:19; コ 
二 8:4;  9:1; ぺテー 4:10 
奉仕者， マル 10:43 —で なければ ならず， 

ロマ 13:4 あなたの 益の ための 神の 一 
ロマ 15:8 キリストは まさに…一 となり， 

ロマ 16:1 フォイべ は 会衆の 一で ある， 

コニ 3:6 新しい 契約の一 として 資格を 
コニ 11:15 彼の 一が 自分を 義の 一に 変 様 
ガラ 2:17 罪の 一 なので しょうか 
テ モー 3:10 —として 仕えさせなさい。 

テ モー 4:6 キリスト. イエスの りっぱな 一， 
イザ 61:6; コニ 3:3;  6:4; コロ  1:23 
奉仕 （する）， サー 2:18 サム エルは 一した。 

ロマ 13:6 このために 絶えず 一す る 神の 公僕 
テ モー 3:13 りっぱに一 する 人は 
ぺテー 1:12 彼らは あなた 方に一 しました が， 
奉仕の 僕， フイ 1:1; テ モー 3:8 
奉仕の 務め， 使徒 20:24 一を 全うする 
ロマ 11:13 諸国 民への 一 を 栄光 ある ものと 
コー 12:5 —は さまざま でも， 主は 同じです 
コニ 4:1 この一 を 憐れみに したがって 持ち 
コニ 6:3 —が とがめられる ことのな いため 
テ モー 1:12 わたしを 一に 割り当てて， 


ほうしの わざ 一 ほのお 
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テモニ 4:5 自分の 一 を 十分に 果たしなさい。 
ロマ 12:7; コロ  4:17 
奉仕の 業， エフ 4:12  —の ため， 調整す る 
報酬， 創 31:7 わたしの一 を 十回 も 変えた。 

ルカ 10:7 働き人は 自分の一 を 受ける に 値する 
ヤコ 5:4 働き人に 支払われるべき一 が 叫ぶ 
放縦， ぺテニ 2:7 —で みだらな 行ない 
豊潤な 雨， 申 32:2; 詩 65:10 
方正， 代 一 29:17 あなたが 喜ばれる のは一 
宝石， 啓 17:4 

法廷， ダニ 7:10 一は 座に 着き， 幾つかの 書が 
マタ 5:22  —で 言い開きを する ことにな り， 
コー 6:1 あえて 一 に， 不義の 人々 の 前に 行き 
ヤコ 2:6 富んだ 人は あなた 方を 一に 引き出す 
ダニ 7:26; マタ 5:40; コー 6:6 
法的 権利， エゼ 21:27 一を 持つ 者が 来る まで， 
法的な 言い分， ミカ 6:2 エホバは 民に 一を 
ホセ 4:1;  12:2 

法的な 要求， ルカ 1:6 エホバの 一にしたがって 
ヘプ 9:10 これらは 肉に 関する 一であって， 
法的に 確立 （する）， フィ 1:7 良いた よりを一 
ヘプ 8:6 その 契約は 一され たもので す。 

法典， ロマ 13:9 その一 はこの 言葉に 要約され る 
コニ 3:7 死を もたらす 一が 栄光のう ちに 生じ 
暴徒， 使徒 17:5;  24:12 

放とう， ぺテー 4:4 自分と 共に 一の 下劣な よどみ 
エフ 5:18; テ ト 1:6 

暴動， マル 15:7 バ ラバが一 を 起こした 者たち と 
ルカ 23:19; 使徒 19:40;  21:38;  24:5 
冒とく， マタ 12:31 霊に 対する一 は 許されない 
マタ 26:65; マル 14:64; ヨハ 10:33; 使徒 6: 
11; 啓 2:9 

冒とく 者， テ モー 1:13 

冒とく （する）， マル 3:29 聖霊を一 する 者には 
使徒 13:45  — して それに 言い 逆らった 
啓 16:21 人々 は 雹の 災厄の ために 神を 一した 
テ モー 1:20; テモニ 3:2; ヤコ 2:7; 啓 13:6 
冒とく 的， 啓 17:3 

奉納され た 物， 民 18:14 —は あなたの ものと 
暴風， ホセ 8:7 風を まいて， 一を 刈り取る 
箴 1:27;  10:25; イザ 66:15 
報復， テサニ 1:8 イエスは一 をす る 
放牧地， 詩 79:13 あなたの一 の 羊 
エゼ 34:14 良い一 で わたしは これを 養う。 

詩 100:3; エレ 23:1;  25:36 
棒む ち， コー 4:21 一を もって あなた 方の 所に 
葬 (る）， ルカ 9:60 死人に 自分たち の 死人を 一ら せ， 
使徒 2:29 ダビデが 死に， かつ一 られ 
ロマ 6:4 バプ テス マに よって， 彼と 共に 一ら れ 
創 23:4; 申 21:23; 王 二 9:10; 詩 79:3; エレ 
14:16;  16:4,  6; 19:11; コー 15:4 
放免 （する）， ルカ 6:37 いつも 一しなさい。 

ロマ 6:7 死んだ 者は 自分の 罪から一 される 
宝物 庫， マル 12:41; ルカ 21:1; ヨハ 8:20 
法律， ダニ 6:15  メディア 人と ペルシャ 人の一 
堡塁， 詩 91:4 

法令， 出 12:14 定めの ない 時に 至る一 として 
レビ 18:5; 民 10:8; エス 3:8;  9:1; ヨブ 38: 
33; エレ 31:35; エゼ 37:24; ゼパ 2:2 
報 礼， テ モー 5:4 親 や 祖父母に 当然の 一を して 
法令 授与 者， イザ 33:22 エホバは 一， 

ほえた ける， 詩 22:13; ゼパ 3:3 
ほえた て （る）， 詩 59:6 彼らは 犬の ように一， 
ほえる， ぺテー 5:8 悪魔が ー ライオン のように 
エレ 51:38; エゼ 22:25 
ほかの 羊， ヨハ 10:16 わたしには 一が います 
募金， コー 16:1， 2 


牧者， 詩 23:1 エホバは わたしの 一。 

エゼ 37:24 彼らは みな 一人の 一を 持つ 
エフ 4:11 ある 者を 一 また 教える 者と して 
創 49:24; エレ 2:8;  3:15;  23:1,  4;  25:34; エ 
ゼ 34:2; ミカ 5:5; ゼカ 11:3， 17; マタ 26: 
31; ヘプ 13:20; ぺテー 5:4 
牧場， 詩 23:2 神は一 にわたしを 横たわらせ 
エゼ 34:31 わたしの 一の 羊で ある あなた 方 
詩 65:13; イザ 30:23 

牧 （する）， 使徒 20:28 神の 会衆を 一させる ため， 
ぺテー 5:2 神の 羊の群れを 一しなさい。 

啓 7:17 子羊が 彼らを 一し， 

啓 12:5 あらゆる 国民を 鉄の 杖で 一す る 者 
牧草， イザ 49:9; エゼ 34:18 
牧草地， ヨハ 10:9 その 人は 一を 見つける 
エレ 9:10; 哀 1:6; ヨエ 1:19;  2:22; アモ 1: 

2. ゼ 、ノく  2-6 

保護 （する）， サー 30:23 エホバが 一して くださり 
詩 25:21 廉直が わたしを一 する ものと 
詩 31:23 エホバは一 して おられる。 

詩 79:11 死に 定められた 者を一 してく ださい 
箴 18:10 義 なる 者は そこに 走り込んで一 され 
詩 20:1;  40:11;  59:1;  69:29; 箴 27:16; イザ 
27 ぺ.  49'8 

誇り， 箴 16:18 —は 崩壊に 先立ち， 

テサニ 1:4 あなた 方の ことを 一にす る。 

テ モー 3:6 —の ために 思い上がり， 

詩 34:2;  59:12;  97:7; 箴 8:13; エレ 13:9; 
48:29; コニ 9:3; ヤコ 4:16 
誇 （る）， コー 1:29 肉なる 者が 一らない ため 
コー 1:31 —る 者は エホバに あって 一れ 
箴 27:1; ロマ 3:27; エフ 2:9 
星， 民 24:17 —が 必ず ヤコブから 進み出， 

裁 5:20 天から一 が 戦い， 

イザ 14:13 神の一 の 上に わたしの 王座を 上げ 
イザ 47:13 —を 見る 者たち， あなたを 救え 
ダニ 12:3 洞察力の ある 者は一 のように 輝く。 
コー 15:41 一は 他の一 と 栄光の 点で 異なる 
啓 12:1 頭には 十二の一 の 冠が あって， 

捕囚， ネへ 1:3 

保証， 使徒 17:31 すべての 人に 一を お与えに 

保証 f れ >こ《 待， ヘプ 11:1 信仰は 一 
保証人， 箴 6 : 1 も し 仲間の 者の 一に なったなら 
創 43:9; 箴 11:15;  17:18;  27:13 
墓地， ヨブ 17:1 — はわた しのた めの もの。 

代 二 34:28;  35:24; ヨブ 21:32; エレ 26:23 
欲 (する）， 出 20:17 仲間の 者の 家を一 するな 
ミカ 2:2 彼らは 畑を 一して それを 奪った。 
ほって お （く）， ヨハ 11:48; 使徒 5:38 
骨， 詩 34:20 神は その 者の一 を 守られる。 

箴 14:30 ねたみは 一の 腐れで ある。 

箴 25:15 温和な 舌は 一を も 砕く。 

エレ 20:9 —の 中に 閉じ込められた 燃える 火 
エゼ 37：1 谷 あいの 平原は 一で 満ちて いた。 
マタ 23:27 内側は 死人の 一に 満ちて いる 
ヨハ 19:36 その 一は 一つ も 砕かれない 
創 2:23; レビ 21:19; ヨブ 10:11; 詩 22:14; 
ハバ 3:16 

骨折って 働 （く）， 詩 127:1 建てる 者が 一いても 
テサー 5:12 あなた 方の 間で一 く 人たち を 
テ モー 4:10 一き， 努力して いるので す。 
骨折り， 伝 2:24  によって 良い ものを 見させる 
骨折 （る）， フィ 2:16 無駄に 一ったり しない 
テ モー 5:17 話す ことに 一って いる 人たち を， 
骨 組， ロマ 2:20 律法のう ちに 知識と 真理の 一を 
炎， 歌 8:6 愛は ヤ ハの一 です。 
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ほばくす る一 まく もの 


ヨエ 2:3 その後 方では 一が 焼き 尽くす。 

詩 83:14; イザ 5:24;  10:17;  43:2; エゼ 20: 
47; ダニ 3:22;  11:33; ヘプ 1:7 
捕縛 （する）， マタ 4:12; ルカ 22:54; 使徒 1:16 
ホ パブ， 民 10:29; 裁 4:11 
ポプラ， 詩 137:2 —の 木に たて 琴を 掛けた。 
ほふられ （る）， 詩 44:22 一る 羊の ようにみ なされ 
エレ 25:34 一る ための 日数が 満ちた 
啓 5:12  —た 子羊は， •••を 受ける に ふさわしい 
啓 6:9 証し の 業の ために 一た 者たち の 魂 
啓 18:24 地上で 一た すべての 者の 血が 
ほふり 場， イザ 53:7  —に 向かう 羊の ように 
ほふ （る）， 使徒 10:13 ぺ テロ， 一って 食べよ 

エ 4/  34.3 

ほほ， マタ 5:39 右の一 を 平手打ち する 者には， 
ヨブ 16:10; 哀 3:30; ミカ 5:1; ルカ 6:29 
ほほえみかけ （る）， ヨブ 29:24 彼らに一 た 
誉れ， ルカ 6:32,  34 何の 一となる でしょう か 
ロマ 13:7 —を 要求す る 者には しかるべき一 を 
ヘプ 5:4 人は この一 を 自分で 取る のでは なく 
コー 8:8; フイ 4:17; テ モー 1:17;  6:16; へ 
ブ 2:9; 啓 4:11 

誉れ ある， イザ 23:9 地の 一す ベての 者たち を 
ロマ 9:21 一つの 器を 一 用途の ために， 

誉れの ない， ロマ 9:21 別の ものを一 用途の ため 
テモニ 2:20 ある ものは一 目的の ために 
ほめたたえ （る）， 詩 145:21 み 名を 一る ように。 

ヨブ 1:21; 詩 66:17;  72:19 
ほめ （る）， 裁 11:40 エ フタの 娘を 一る のであった 
伝 8:15 わたしは 歓 ぶこと を 自ら一 た。 

コー 11:2 あなた 方を 一 ます。 

詩 63:3;  117:1;  145:4; ぺテー 2:20 
彫り 込 （む）， コニ 3:7 石に 一 まれた 法典が 
ホ レブ， 申 5:2 —に おいて 契約を 結ばれた。 

出 3:1;  17:6; 申 9:8;  29:1; 詩 106:19 
滅び， マタ 7:13 一に 至る 道は 広くて 大きく， 
ロマ 9:22  — のために 整えられた 憤りの 器 
テサー 5:3 平和 だ， 安全 だと 言う 時， 突然の 一 
テサニ 1:9 永遠の 一 という 司法 上の 処罰 
テ モー 6:9 それは 人を 一と 破滅に 投げ込む 
ぺテニ 2:1 自らに 速やかな 一を もたらす 
ぺテニ 2:3 その 一は まどろんで いるので ない 
啓 17:8 野獣は 去って一 に 至る 
代 二 22:4; ヨブ 28:22; イザ 54:16; ヘプ 10: 
^9； ぺ キ ニ 3.7  16 

滅びう せ （る）， サニ 1:27 戦いの 武器は 一た！ 

詩 146:4 その 日に 彼の 考えは一 る。 

イザ 29:14 彼らの 賢人たち の 知恵は 必ず 一 
イザ 60:12 仕えない 国民 や 王国は一， 

詩 2:12;  9:6;  10:16;  37:20;  68:2; 伝 9:6; 
エレ 7:28;  10:11 

滅び 去 （る）， 民 16:33 シヱ オルに 下り 一った 
滅びの 子， ヨハ 17:12 —の ほかには， だれも 
テサニ 2:3 不法の 人つ まり 一が 表わされて 
減び のために ささげられ たもの， 申 7:26 
ヨシ 7:1 アカンが 一の 幾らかを 取った 
滅びの ために ささげる， イザ 37:11 
滅びの 場所， 箴 27:20 シェ オルと一 とは 
滅び ゆく （者）， コー 1:18 —人々 には 愚か 
テサニ 2:10 一 者たち に対する 不義の 欺き 
滅び （る）， ダニ 2:44 決して 一る ことのな U 王国 
申 30:18; ミカ 4:9; マタ 18:14; 使徒 8:20; 

へブ ]_1 •マ 1 •ユ 々'  11 

滅びる ことのない 命， ヘプ 7:16  —の 力に よって 
滅ぼし 絶や （す）， 出 33:5; 民 25:11; 申 28:21; 

ヨシ 24:20; 詩 18:37; エゼ 20:13 
滅ぼし 尽く （す）， 詩 145:20 神は 邪悪な 者を 一 


創 34:30; 申 6:15;  28:63; サニ 22:38; 詩 92: 
7; 106:23;  m  14:11; エレ 9:16; ダニ 11:44; 
ガラ 5:15 

滅ぼ (す）， イザ 26:14 語り 告げられ るのを一 す 
マタ 10:28 魂 も 体 も 共に ゲへナ で 一せ る 方 
ヨハ 3:16 一され ないで 永遠の 命を 持てる よう 
ヤコ 4:12 救う こと も 一す こと もで きる 方 
ぺテニ 2:12  — される ために 生まれた 動物 
ぺテニ 3:9 ひとり も一 されない よう 望まれる 
ユダ 5 救い出した 後に， 信仰の ない 者を 一され 
詩 49:12; ルカ 17:27; コニ 4:9 
滅ぼす 者， コー 10:10  — によって 滅びる 
ヘプ 11:28 一が 初子に 触れない よう 
本， 使徒 19:19 
本心， ルカ 15:17 

本能 的， 箴 30:24 それらは 一に 賢い。 

翻訳者， コー 12:30 すべてが 一では ない 
コー 14:28 もし 一 がいないなら， 黙って 
翻訳 （する）， コー 14:13 異 言を 一で きる よう 
コー 14:27 異 言を 話し， だれかが 一す る 
奔流， 裁 5:21; エレ 31:9; エゼ 47:7 
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埋葬 所， 詩 5:9 そのの どは 開かれた 一。 

イザ 53:9 彼は 自分の一 を 邪悪な 者たち と共に 
詩 88:11; イザ 22:16;  65:4; エレ 20:17; エ 
セ、  32:22;  37:12 

埋葬地， エゼ 39:11 ゴグ のために一 を， 
まいない， 申 10:17 —を 受け取る こと もされず 
毎日， エレ 7:25  — 早く 起きて は 彼らを 遣わした。 

ルカ 19:47 イエスは 神殿で 一教え 
前もって， マル 13:23 すべての ことを 一 告げた 
ロマ 13:14 肉の 欲望の ために 一計 画 
エフ 2:10 神が一 準備して くださった もの 
曲が （る）， 詩 18:26 —った 者には， ご 自身を 
箴 11:20 心の 一って いる 者は 忌むべき もの， 
ミカ 3:9 まっすぐな 物事を一 っ ている とする 
使徒 20:30 一った 事柄を 言う 者たち が 起こる 
フイ 2:15 —って ねじけた 世代の 中に あって 
箴 4:24;  19:1; ルカ 3:5 
巻き上げ （る）， イザ 34:4 天は一 られ る。 

啓 6:14  —られ る 巻き物の ように 天が 去って 
巻き込 （む）， ぺテニ 2:20 再び 同じ 事柄に 一 まれ 
巻き 布， ルカ 24:12; ヨハ 19:40;  20:5,  7 
巻き物， イザ 34:4 天は一 のように 巻き上げられ 
ゼカ 5:1 見よ， 飛んで 行く 一 が あった。 

ルカ 4:17 預言者 イザヤの 一が 彼に 手渡された 
テモニ 4:13 —， 特に 羊皮紙の ものを 
ヘプ 10:7 書の 一に 書いて あります 
啓 5:5 征服を 遂げ， 一と 七つの 封印を 開く 
啓 20:12 み 座の 前に… 数々 の 一が 開かれた。 

啓 21:27 子羊の 命の一 に 書かれた 者 だけが 入 
エズ 6:2; エレ 36:2,  27,  32; エゼ 2:9;  3:1; 
ガラ 3:10; 啓 17:8 

ま （く）， 詩 126:5 涙を もって 種を 一く 者は， 

箴 11:18 義を 一く 者は 真の 所得を 得て いる。 

箴 15:7 賢い 者は 知識を 一き つづける が， 

ホセ 8:7 彼らは 風を一 きつ づけて， 暴風を 
ミカ 6:15 種を 一く が， 刈り取らない。 

マタ 13:20 岩 地に 一 かれた もの， 

ルカ 8:5 種 まき 人が 種を 一き に 出かけました 
コー 15:44 物質の 体で 一 かれ， 霊的な 体で 
ガラ 6:7 —いて いるもの， それを 刈り取る 
伝 11:4,  6; エゼ 36:9; ホセ 10:12; ハガ 1: 
6; マタ 6:26; ルカ 19:22; ヤコ 3:18 
まく 者， マタ 13:37 りっぱな 種を 一は 人の子 
ヨハ 4:36 一と 刈り取る 者とは 共に 歓ぶ 


まくや 一 まなぶ 

コニ 9:6 惜しみつつ 一は 少なく 刈り取り， 
幕屋， 詩 84:1 あなたの 大 いなる 一は 慕わしい 
ぺテニ 1:13 わたしが この 一にい るかぎ り， 

出 25：9;  40:17; 詩 43:3;  78:60;  132:7; エゼ 
37.27 

マケ ド ニア， 使徒 16:9 —へ 渡って 来て， 

使徒 20:1; コー 16:5; コニ 8:1; テサー 1:7; 
4:10 

曲げ （る）， 申 16:19 裁きを 一て はならない。 

出 23:2,6; サー 8:3; ヨブ 33:27;  34:12; 歳 
10:9;  17:23;  31:5 

マゴ グ， エゼ 38:2 顔を 一の 地の ゴグに 向け， 
エゼ 39:6 わたしは 一に 火を 送る。 

啓 20:8 ゴグと 一を 惑わし， 戦争に 集める 
まことの 神， ヨハ 17:3 
勝った 復活， ヘプ 11:35 
勝った 道， コー 12:31 さらに一 を 示します。 
勝って いる， サー 2:9  — ことを 力で 示す のでは 
勝 （る）， 詩 9:19 人間が 力に おいて 一る ことが 
伝 3:19 人が 獣に 一る ところは 何もない。 

ロマ 3:1 ユダヤ人の 一った ところは 何です か 
? イ 4:7 —切の 考えに一 る 神の 平和が， 

増し 加え （る）， ^ •ホ 2:1 大いに 力を 一よ。 

コニ 4:15  —られ た 過分の ご 親切が， 

コロ 1:10 神に 関する 正確な 知識を 一つつ， 

出 11:9; 箴 11:24; ハバ 2:6; コニ 9:10 
増し 加わ （る）， ヨハ 3:30 あの方は 一って ゆき， 
まじない 師， イザ 3:3;  19:3; ダニ 1:20;  2:2;  4: 
7*  r:7 

まじめ， テ モー 3:8 奉仕の 僕たち も一 で， 

フイ 4:8; テ モー 3:11 ; テト 2:2 
まじめ さ， テ モー 3:4 —を 尽くして 子供を 
魔術， イザ 2:6 —を 習わしに する 者 
魔術を 行なう （者）， 創 41:8; 出 7:11;  9:11; エ 
レ 27:9; ダニ 1:20;  2:2;  4:7; ミカ 5:12 
混じり合 （う）， エズ 9:2 各地の 民と 一い， 
交わり， コー 15:33 悪い一 は 有益な 習慣を 
創 4:1;  38:26; 裁 21:12 
交わ （る）， テサニ 3:14 注意して 一る のを やめよ 
増す， マタ 24:12 不法が 一た めに， 

レビ 25:16 

貧しい， 詩 69:33 エホバは 一 者の 言葉を 聴いて 
エレ 2:34 罪のない一 者たち の 魂の 血 こんが 
ルカ 4:18  — 者に 良いた よりを 宣 明させる ため 
ヨハ 12:8  — 人たち は 常にい ますが， 

コニ 6:10  — ようで いて 多くの 人を 富ませ， 
コニ 8:9 富んで いたのに一 者と なられ， 

ヤコ 2:5 神は 一 者を 選んで 信仰に 富ませ， 

出 23:6; サー 2:8; ヨブ 24:4; 詩 9:18;  72: 
4; 107:41;  132:15; イザ 14:30;  25:4; エレ 5: 
28; アモ 8:4; マタ 11:5; マル 12:43 
貧しく させる 方， サー 2:7 エホバは一， 

貧しくな （る）， 箴 20:13;  30:9 
貧し さ， 箴 30:8 一を も 富を も 与えないで 
コニ 8:9 ご 自分の 一を 通して あなた 方が 
啓 2:9 あなたの 患難と 一を 知っている 
箴 6:11;  13:18 

混ぜ物， 啓 18:6 —を 入れた 杯に 二倍の 一を 
混ぜ物の ない， ぺテー 2:2  — 乳を 慕う 気持ちを 
マ タイ， マタ 9:9;  10:3; ルカ 6:15; 使徒 1:13 
またたく ま， コー 15:52 —瞬に， 一 に， 

間違い， ヨブ 6 : 24 わた しが どんな 一を 犯した か 
ヨブ 19:4 わたしの 一は わたし と共にと どまる 
間違 （う）， レビ 4:2 — って 罪を おかし， 

民 15:25 それは 一って なされた ことで あり， 
待ち こがれ （る）， アモ 5:18 
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待ち望 （む）， 詩 25:3 あなたを 一む 者は 恥じない 
詩 27:4 わたしは 一つの ことを一 む。 

詩 33:20 わたしたちの 魂は エホバを 一んだ。 

詩 37:7 黙して いよ。 神を 切に 一め。 

イザ 40:31 エホバを 一んで いる 者は 
イザ 42:4 島々 も その 律法を一 むので ある。 
ダニ 12:12 ずっと一 む 者は 幸いで ある。 

ヨブ 13:15; 蔵 20:22 

待ち伏せ （する）， 申 19:11; サー 15:5; 詩 10:9; 
エレ 51:12 

待 （つ）， イザ 8:17 わたしは エホバを一 ちつ づけ 
コー 1:7 表わし 示される ことを 切に 一って 
ロマ 8:25; ガラ 5:5; フィ 3:20; テサー 1:10 
マッサー ジを施 （す）， エス 2:3,  9, 12 
まっすぐ， 箴 15:21 識別力の ある 人は一 に 進む 
イザ 45:13 すべての 道を 一にす る。 

ヨハ 1:23 エホバの 道を 一にせ よ 
ガラ 2:14 真理に したがって一 に 歩んで いない 
まっすぐな 道， ルカ 3:5 曲がった ところは 一に， 
へブ 12:13 足の ためにい つも一 を 作って， 
全き， 代 一 28:9 —心を もって 仕える ように 
代 二 16:9 ご 自分に 対して 心の一 者たち 
コロ 1:28  —者 として 差し出そうと 
詩 18:32; コー 13:10 

全き 専心， エゼ 39:25 聖 なる 名のた め一 を 示す 
ナホ 1:2 エホバは一 を 要求し 復 しゅうす る 神 
民 25:11; 歌 8:6; エゼ 5:13 
全き 専心を 要求す る 神， 申 4:24 エホバは一 
出 20:5; ヨシ 24:19 

全う （する）， 使徒 20:24 自分の 行程と 奉仕を 一 
コニ 12:9; ガラ 6:2 
祭り， 出 23:14 年に 三回一 を 行なう 
出 23:15 無 酵母 パンの一 を 守る。 

出 23:16 収穫の 一 ， さらに， 取り入れの 一 。 
レビ 23:4 季節 ごとの一， 

ルカ 22:1 無 酵母 パンの 一， 過ぎ 越し 
出 10:9;  12:14;  34:22; レビ 23:6; 民 28:17; 
ゼパ 3:18; セ' 力 8:19; ヨハ 2:23;  5:1;  6:4; 
7:8, 10,  37; コー 5:8 
祭りの 行列， 詩 118:27  —を 大枝で 縛れ。 

窓， 使徒 20:9 ユ テコは 一のと ころに 座って いた 
創 8:6; 裁 5:28; 箴 7:6; コニ 11:33 
まどろみ， 詩 132:4 目に一 を 与える こと も 
まどろ （む）， 箴 6:10 眠り， もう 少し一 み， 

イザ 56:10 犬は一 むこと を 愛する。 

ぺテニ 2:3 滅びは一 んで いるので もない 
惑わしの 言葉， エレ 7:4,  8 一を 信頼して 
惑わ （す）， マタ 24:4 だれに も一 されない よう 
コー 15:33 一され るな。 悪い 交わりは 
ガラ 6:7 —され ては ならない。 神は 侮られな 
啓 12:9 サタン， 人の 住む 全地を一 している 者 
啓 18:23 心霊術 的な 行ないに よって一 された 
啓 20:3 諸国 民を 一す ことができな いように 
マタ 24:24; ルカ 21:8; コー 6:9; テモニ 3: 
13; ヨ ハー 1:8;  3:7; 啓 19:20 
マナ， 出 16:31 その物の 名を 一， と 呼んだ 
出 16:35; ヨシ 5:12; ネへ 9:20; 詩 78:24; ヨ 
ハ 6:49; ヘプ 9:4; 啓 2:17 
マナ セ， 創 41:51;  48:13; 王 二 21:16-18 
学び 取 （る）， フィ 4:12; 啓 14:3 
学 (ぶ）， 申 31:12 彼らが 一ぶ ため 

イザ 2:4 彼らは もはや 戦いを 一ばない。 

ミカ 4:3 彼らは もはや 戦いを 一ばない。 

フィ 4:9  — び， 実行しなさい 〇  _ 

テモニ 3:7 常に 一びながら， 知識に 達しない 
ヘプ 5:8 苦しんだ 事柄から 従順を 一 ばれ 
申 4:10;  m  119:73; 箴 30:3; ヨハ 6:45;  7： 
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まぬがれる 一み さだめる 


15;  ロマ 16:17; コー 14:31， 35; テ モー 2:11; 
テモニ 3:14 

免れ （る）， サー 3:14 処罰を 一る ことは ない 
ロマ 2:3 

招かれ （る）， マタ 22:14 一る 者は 多い が， 

招 （く）， 出 ^4:15 あなたを 一き， 犠牲を 食べる 
ゼパ 1:7 

マ ノア， 裁 13:2,  8,  21 
まばたき， 箴 16:30 悪巧みを たく らんで 一を 
まひ （する）， マタ 4:24;  9:2; ルカ 5:24 
真昼， 申 28:29 —で も 手探りす る 者と なり， 

アモ 8:9 わたしは 一に 太陽を 沈ませ， 

王 一 18:27; 詩 37:6;  91:6; イザ 58:10;  59: 
10; エレ 15:8; ゼパ 2:4 
マへ ル • シャ ラル • ハシユ • バズ， イザ 8:1,  3 
幻， 箴 29:18 —がない と， 民は 放逸に 振る舞う 9 
ヨエ 2:28 あなた 方の 若者たち は 一を 見る。 
ハバ 2:3 この 一はな お定めの 時の ための もの 
イザ 30:10; エゼ 1:1;  13:9,16; ダニ 10:14; 
ミカ 3:6; ゼカ 13:4; マタ 17:9; 使徒 16:9 
幻を 見る 人， サニ 24:11 ダビデの一， ガ ドに 
幻を 見る 者， イザ 29:10 あなた 方の 頭， 一たち を 
王 二 17:13; 代 一 25:5; 代 二 9:29;  33:19;  35: 

1 ぐ 力 Q；7 

まむし， マタ 23:33 蛇よ， 一らの 子孫よ， 

イザ 30:6;  59:5; マタ 3:7;  12:34 
マ ムレ， 創 13:18;  23:17;  35:27;  50:13 
守り， 伝 7:12 知恵 も 身の 一 だからで ある。 

マタ 27:66 

守り 行な （う）， 箴 6:20 おきてを一 い， 

マタ 28:20 すべてを 一うよう 教えなさい。 

ヨハ 14:15 わたしの おきてを一 うでしょう。 

箴 28:7; ヨハ 14:21; 啓 22:7 
守 （る）， 創 17:9 わたしの 契約を一 るよう に。. 

申 7:9 忠実な 神の おきてを 一る 者には 
箴 2:8 忠節な 者たち の 道を 一って くださる。 

箴 4:23 心を 一れ。 命は そこに 源を 発して いる 
ロマ 14:6 日を 一る 者は， エホバに 対して一 る 
フィ 4:7 心と 知力を 一って くださる 
テ モー 6:20 託されて いるものを 一り， 

ヨ ハー 5:21 子供ら よ， 自分を 偶像から 一れ 
出 20:6; 詩 34:13;  39:1; 箴 14:3; イザ 56: 
1; ゼカ 9:15; マタ 23:3; ガラ 4:10; テモニ 
1:12; ユダ 24; 啓 16:15 
まやかしの 言葉， ぺテニ 2:3 強欲に も一 で 
迷い込ませ （る）， 箴 28:10 廉直な 者を一 る 人 
迷い 出 （る）, 詩 119:118 あなたの 規定から 一る 者 
イザ 28:7 彼らは 酔わせる 酒の ゆえに一， 

マタ 18:12 —匹が 一るなら， 

迷 （う）， ヘプ 3:10 彼らの 心は 常に 一い， 
迷わされる， ヨブ 31:27 心が ひそかに 一 
マリア 1， ルカ 1:27 その 処女の 名は 一と いった 
マタ 1:16;  13:55; マル 6:3; ルカ 2:19,  34 

マリア 2， ヨハ 20:1  — •マグダ レネは， 

マタ 27:56; マル 16:1; ルカ 8:2;  24:10 
マリア 3, マタ 27:56 ヤコブと ヨ セの 母 一， 

マル 15:47;  16:1; ルカ 24:10; ヨハ 19:25 
マリア 4， ロマ 16:6  — によろ しく。 

マリア 5, ルカ 10:42 一は 良い ものを 選んだ 
ルカ 10:39; ヨハ 11:1;  12:3 
マリア 6, 使徒 12:12 マルコと いう ヨハネの 母一 
マルタ， ルカ 10:41; ヨハ 11:39;  12:2 
まれ， サー 3:1 エホバからの 言葉は 一で， 

回り 尽くす， マタ 10:23 

満足， レビ 10:19 エホバの 目には 一な こと 

満足 （する）， 詩 17:15 あなたの 形を 見て 一 


箴 30:15 一す る ことのな いものが 三つ 
テ モー 6:8 それで 一す るので す。 

イザ 58:10; エゼ 7:19 
マン ト， イザ 61:3 賛美の 一を 与える ように 
満了 （する）， エフ 1：10 定められた 時の一 した 
ヨブ 39:2 


身， 使徒 3:19 悔い改めて 一を 転じなさい。 

箴 11:17 

実， 詩 127:3 腹の一 は 報いで ある。 

箴 13:2 人は その 口の 一から 良い ものを 食べる 
イザ 65:21 ぶどう 園を 設けて その 一を 食べる 
エゼ 47:12 その一 は 食物の ため， 

マタ 7:19 りっぱな一 を 生み出し ていない 木 
マタ 7:20 一に よって それらの 人々 を 見分ける 
マタ 21:43 その一 を 生み出す 国民に 与えられ 
ョハ 15:2  —を 結んで いない 枝を みな 取り去り 
ロマ 7:4 わたしたちが 神への 一を 結ぶ ため 
ガラ 5:22 霊の一 は， 愛， 喜び， 

フィ 1:11 義 の一 に 満たされて， 

コロ 1:10 あらゆる 良い 業に おいて 一を 結び 
ヘプ 13:15 み 名を 公に 宣明 する 唇の一 です。 

創 3:3; ルカ 3:8; ヨハ 4:36;  15:8, 16 
見いだ （す）， 詩 21:8 手は あなたの 敵を 一し， 

箴 8:35 わたしを一 す 者は 命を一 し， 

箴 18:22 良い 妻を一 した か。 

マタ 7:7 探しつ づけなさい。 一 せます。 

マタ 7:8 探して いる 者は一 し， 

マタ 7:14 それを一 す 人は 少ない 
マタ 10:39 自分の 魂を 一す 者は それを 失い， 

箴 1:28;  2:5; エレ 29:13; 使徒 17:27; 啓 9:6 
見えない， ロマ 1:20 神の 一 特質， 

コニ 4:18  — ものに 目を 留めます。 

コロ 1:15 彼は一 神の 像で あり， 初子です。 
ヘプ 11:1 信仰とは 一実 体の 
ヘプ 11:27 一方を 見て いるよう に 
見える， ダニ 4:11,  20 木は 全地に一 ほど 
マタ 27:53 多くの 人に一 ようになった。 

ロマ 8:24 一とき， 人は それに 希望を 
コニ 5:7 —と ころに よって 歩まない 
コロ 1:16 — もの も 見えない もの も， 

マタ 20:34; ルカ 7:22 
ミカ， 裁 17:1; 代 二 34:20; ミカ 1:1 
ミカエル， ダニ 12:1 一が 立ち上がる。 

啓 12:7 —と その 使いたち が 龍と 戦った 
ダニ 10:13,  21; ユダ 9 
ミ カヤ， 王 一 22:8;. 生 二 22:12; 代 二 13:2 
右， 詩 21:8 あなたの 一の 手は 

詩 110:1 わたしの一 に 座して いよ。 

マタ 20:23 わたしの一 また 左に 座る ことは， 
マタ 25:33  _ を 自分の 一 に， やぎを 左に 置く 
使徒 7:55 イエスが 神の 一に 立って いるのを 
ヘプ 10:12 神の一 に 座し， 

ヘプ 1:3 

右手， 詩 45:4 あなたの 一は 教え 論す 
出 15:6; 裁 5:26; イザ 62:8; ガラ 2:9 
見き わめる， フィ 1:10 より 重要な 事柄を 一 
見越 （す）， ョハ 8:56 わたしの 日を 一して 
見込み， ロマ 5:21 永遠の 命の 一を 伴いつつ， 

み 座， ヘプ 4:16 過分の ご 親切の 一に 近づこう 
ヘプ 12:2 神の 一の 右に 座られた 
啓 7:9 —の 前と 子羊の 前に 立って いた 
啓 4:2 

見させる， 出 9:16 わたしの 力を 一た め， 

見定め （る〕， 箴 21:2 エホバは 心を一 て おられる 


みじかい 一 みちびく 

箴 24:12 心を 一て おられる 方が 
短い， 啓 12:12 悪魔が 自分の 時の 一 ことを 知り， 
短く （する）， 民 11:23 エホバの 手が 一され るか 
マタ 24:22 その 日 か •一され ない とすれば， 

ロマ 9:28 結末を つけ， それを 一され る 
箴 10:27; マル 13:20 

短くな （る）， イザ 59:1 エホバの 手は 一らず 
イザ 50:2 

惨め， ロマ 7:24 わたしは 実に一 な 人間 
惨め さ， ヤコ 4:9 一に 浸り， 嘆き， 

水， 創 1:22 もろもろの 海の 一に 満ちよ。 

出 14:21 —は 二つに 分かれて いった。 

ヨシ 9:27 まきを 集める 者， 一を くむ 者と し 
箴 25:25 疲れた 魂に 対する 冷たい 一の よう だ 
イザ 11:9 一が 海を 覆うよう に， エホバの 知識 
イザ 12:3 救いの 泉から一 をく む 
イザ 30:20 虐げと いう 形の一 を 与え 
イザ 55:1 —の ところに 来て， 買い， 食べよ 
アモ 8:11 —の渴 きで もない 0 
マタ 10:42 小さな 者の 一人に 一杯の 一を 
ヨハ 4:14 与える 一を 飲む 人は， 渴 かない 
ヨハ 7:38 内奥から 生きた 一の 流れが 流れ出る 
コー 3:7 大切な のは一 を 注ぐ 者で なく， 神 
啓 7:17 命の一 の 泉に 彼らを 導かれる 
啓 22:17 望む 者は 命の一 を 価な く して 受けよ 
民 20:10; ヨハ 5:7; 啓 17:1, 15;  22:1 
湖， 啓 19:20 火の 一に 投げ込まれた。 

啓 21:8 火と 硫黄で 燃える一 の 中に ある 
水がめ， 裁 7:19 

自ら， ルカ 9:25 全世界を かち 得ても， 一を 失い 
ヨハ 15:19 世は一 の ものを 好む 
ロマ 8:23 一の 内で うめきつつ， 

コニ 1:9 一のう ちでは 死の 宣告を 受け 
自ら 進んで， 代 一 29:17 すべてを一 ささげ 
代 二 17:16 エホバの ために一 行なう アマスヤ 
ネへ 11:2  — エルサレムに 住む 人々 
ホセ 14:4  — 彼らを 愛する。 

自ら 足り （る）， テ モー 6:6 —て 敬虔な 専心を 
見過ご （す）， ぺテニ 3:5 この ことが 一され ている 
水 溜め， 箴 5:15 あなた 自身の 一から 水を， 

エレ 2:13 壊れた一 を 切り 掘ろうと して， 

王 二 18:31; 伝 12:6; イザ 36:16 
見捨て （る）， 裁 6:13 今 エホバは一 てし まわれ 
詩 94:14 エホバは ご 自分の 民を 一ず， 

マタ 27:46 なぜ わたしを お 一に 
コニ 4:9 一ら れ ている わけでは なく， 

ガラ 4:27 —られ た 女の子 供ら は， 

言 寺 27.9 

水の 深み， 創 1:2 闇が 一の 表に あった。 

詩 36:6 その 司法 上の 定めは 広大な 一です。 

創 7:11;  8:2; ヨブ 28:14; 詩 42:7 
水ぶ くれ， 出 9:9 人と 獣に 付いて一 を 
水を 注 （ぐ）， 箴 11:25 惜しみな く一 ぐ 者は， 

伝 2:6; エゼ 17:7 

見せかけ， 箴 13:7 富んで いるよう に 一て， 

ルカ 20:47  — のために 長い 祈りを 
フイ 1:18 —で あっても 真実で あっても 
テサー 2:5 強欲 さを 隠す 一を 
見せかけの 謙遜， コロ  2:18 —を 喜び 
見せびらかす， ヨ ハー 2:16 自分の 資力を 一 こと 
見せ物， コー 4:9 劇場の 一の ように 
満た （す）， 詩 145:16 願いを一 して おられます。 
ミカ 6:14 食べる が一 されない 
ハバ 2:16 不名誉に一 される 0 
ハガ 2:7 わたしは この 家を 栄光で 一す 
エフ 5:18 いつも 霊に 一され， 

テ モー 5:6 肉感を 一す ことに ふける 女は， 
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ヨブ 38:39; 詩 81:10; イザ 27:6; エレ 51:14; 
マタ 23:32; 使徒 4:31; コロ 1:9 
みだらな 行ない， ぺテー 4:3 —… を 行なう のは 
箴 10:23; ガラ 5:19 
みだり， コー 13:5 —な 振る舞いを せず， 

道， 申 32:4 そのす ベての 一は 公正で ある。 

ヨブ 13:15 自分の 一の ために 論じたい 
詩 2:12 あなた 方が 一から 滅びう せない ため 
詩 25:4 あなたの 一を わたしに 知らせて 
詩 39:1 わたしは 自分の 一 を 守って， 

箴 6:23 懲らしめの 戒めは 命の一 
箴 16:25 人の 前には 廉直な一 でも， 後に 
箴 22:6 少年を 行くべき一 にしたがって 育てよ 
イザ 2:3 神は ご 自分の一 について 教え諭して 
イザ 30:21 これが一 である。 これを 歩め 
イザ 55:8 わたしの 一は あなた 方の 一では ない 
エレ 8:6 みんなの 一 へ 戾って 行 く。 

マラ 3:1 彼は わたしの 前に一 を 整え 
マタ 3:3 エホバの一 を 備えよ！ 

マタ 7:14 命に 至る一 は 狭められ ており， 

ヨハ 14:6 わたしは一 であり， 真理で あり， 
使徒 9:2 この 一に 属する 者を 見つけたら， 

使徒 19:9 この一 について 悪く言った 時， 

使徒 22:4 この一 の 者を 死に 至らせる まで 迫害 
使徒 24:14 彼らが 『派』 と 呼ぶ一 にした がい 
ロマ 11:33 その 一は 何と たどりが たい もの 
ヘプ 12:13 まっすぐな 一を 作って 
啓 15:3 あなたの一 は義 にかない， 真実です。 
申 30:16; イザ 3:12;  62:10; エゼ 28:15; マ 
夕 10:5; 使徒 8:26; ぺテニ 2:2 
満ち あふれ （る）， ルカ 12:15 —る ほどに 豊か 
ヨハ 10:10 命を 得， 一る ほど 豊かに 得る ため 
ロマ 5:15 過分の ご 親切は一 る 
ロマ 6:1 過分の ご 親切が一 るた めに， 

コニ 1:5 キリス トの ための 苦しみが 一 
コニ 8:7 信仰に一 ている 
コニ 9:10 一る ほどに 供給して くださる 方 
エゼ 28:16; ダニ 12:4; マタ 12:34;  ロマ 15: 
13; コニ 8:2,  7; フィ 1:9; テサー 3:12 
道から それ （る）， ロマ 3:12 すべての 人が 一， 
道筋， 詩 16:11 命の一 を 知らせて くださいます 
箴 4:18 義 なる 者たち の一 は， 

イザ 2:3 わたしたちは その一 を 歩もう 
ヨエ 2:7 各自 その 一を 変えない。 

詩 25:10; 箴 3:6; イザ 26:7; ミカ 4:2 
満ち 足らせ （る）， 詩 91:16 わたしは 彼を 一， 

詩 107:9; エゼ 32:4 

満ち足り （る）， 詩 22:26 柔和な 者は 食べて 一， 

詩 37:19 飢きんの 日に も 一る。 

箴 13:25 魂の 一る まで 食べて いる。 

箴 27:20 シェ オルと 人の 目は 一る ことが 
エレ 31:14 わたしの 民は 良い もので一 る 
箴 19:23; ヨエ 2:19,  26 
導 （く）， 申 32:12 ただ エホバ だけが 彼を 一き， 

詩 23:3 義の 進路に わたしを 一いて 
詩 31:3 み 名のた めに わたしを 一き， 

詩 43:3 光と 真理が わたしを一 くように。 

箴 11:3 廉直な 者たち を 一く のは その 忠誠 
イザ 3:12 一いて いる 者は あなたを さまよわせ 
イザ 9:16 民を 一いて いる 者たち は 
イザ 11:6 少年が それらを 一く 者と なる。 

エレ 10:23 自分の 歩みを 一く こと さえ， 

ダニ 12:3 多くの 者を 義に 一いて いる 者 _ 
ロマ 8:14 神の 霊に 一 かれる 者は みな 神の 子 
テサニ 3:5 心を 一いて くださる よう 
詩 48:14; イザ 49:10; マタ 4:1; ガラ 5:18 
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みちみちた さま 一 みわける 


満ち 満ちた さま， コロ  2:10 —を 有して いる 
エフ 4:13 

満ち （る）， 創 1:28 地に 一て， それを 従わせよ。 
創 9:1 多くな り， 地に一 よ。 

詩 24:1 地と それに 一る もの， 

詩 96:11 海と そこに一 る ものは 鳴りと どろけ 
ダニ 2:35 石は 全地に一 ま した。 

ハバ 2:14 地は エホバの 栄光を 知る ことで一 る 
創 6:11; 出 34:6; 主 一 8:11 
蜜， 出 3:8 乳と 一の 流れる 地へ 
詩 19:10 蜜 ばちの 巣から 流れる 一よりも 甘い 
詩 119:103 わたしの 口に一 にも 勝って。 

エゼ 3:3 甘い ことは一 のよう であった。 

裁 14:9; 啓 10:10 

み使い， 詩 34:7 一は 神を 恐れる 者の 周囲に 
コー 4:9 一たち に 対し， 劇場の 見せ物 
コー 6:3 わたしたち が一を 裁く ようになる 
ぺテー 1:12  — はこうした 事を 熟視した いと 
啓 22:6 奴隸に 示す ため， 一を 遣わされた 
創 19:15; 出 3:2; マタ 22:30;  28:2; 使徒 5: 
19; ガラ 1:8; ヘプ 13:2; ぺテニ 2:4, 11 
み使いの 頭， テサー 4:16 主 ご 自身が 一の 声と 共 
ユダ 9  — ミカエルは 悪魔と 意見を 異にし， 

三日 目， ルカ 9:22 一に よみがえらされる 
使徒 10:40 神は一 にこの 方を よみがえらせ， 

出 19:11; ルカ 13:32;  24:21; コー 15:4 
貢ぎ， エズ 7:24 税金， 一， 使用 税を 
ロマ 13:7 —を 要求す る 者には一 を， 

エズ 4:13; 詩 72:10 
ミツ パ， ヨシ 11:3; 裁 10:17; ホセ 5:1 
蜜 ばち， 申 1:44; 裁 1 七 8; 詩 118:12 
ミツべ， ヨシ 11:8; 裁 11:29 
見つめ （る）， オバ 13 その 災いを 一るべき では 
コニ 3:7 イスラエルは 一る ことか’ 

コニ 3:13  —る ことのない ようべー ルを 
ヘプ 12:2 イエスを 一心に一 ながら。 

ゼカ 12:10; 使徒 1:10;  3:12 
ミディ アン， 裁 6:1 彼らを 一の 手に 渡され 
出 2:15; 裁 9:17; ハバ 3:7; 使徒 7:29 
ミディ アン 人， 創 37:36; 民 25:17;  31:2 
認め （る）， 王 二 10:16 張り合う 関係を一 ない 
箴 3:6 すべての 道に おいて 神を 一よ 
ロマ 1:20 造られた 物を 通して一 られ 
ロマ 11:2 神は 最初に一 た 民を 
ロマ 14:11 すべての 舌は 神を 公に一 る 
コー 16:18 こうした 人たち の 労を一 なさい 
申 33:9; サー 2:12; イザ 61:9;  63:16; エレ 
14:20; 使徒 24:14 
みどりご， マタ 11:25 —たち に 啓示 
コー 13:11 — であった 時には一 のように 
コー 14:20 悪に 関しては 一で ありなさい。 

ミナ， ルカ 1仏16 主よ， あなたの —— は 十一 を 
王 一 10:17; エズ 2:69; ルカ 19:13,  24,  25 
みな （す）， 箴 17:28 黙して いると 賢い と一 され 
ロマ 4:5 信仰が 義と 一され る 
ロマ 4:24 同じように 一して いただく 
ロマ 6:11 生きて いるものと 一しなさい。 

ロマ 9:8 約束に よる 子供が 胤と 一され る 
テ モー 5:17 年長者は 誉れに 値する ものと一 す 
ヘプ 10:29 血を あたりまえ とし 
ヘプ 11:26 エジプトの 宝に 勝る 富と一 した 
ヤコ 2:23 彼に 対して それは 義と 一され た 
港， 詩 107:30 神は 喜びの 一へ 導かれる。 

南の 王， ダニ 11:11,  25,  40 

源， 詩 36:9 命の 一は あなたの もとに あり， 

箴 10:11 義 なる 者の 口は 命の 一で あり， 


箴 13:14 賢い 者の 律法は 命の 一 

エレ 2:13 生ける 水の 一で ある わたしを 捨てた 

イザ 41:18 

見 倣 （う）， テサニ 3:7 どのように 一えば よい か 
テサニ 3:9 わたしたちを 一うべき 手本と して 
見 倣う 者， コー 11:1 わたしに一 となりなさい 
エフ 5:1 子供と して， 神を 一とな りなさい。 
ヘプ 6:12 約束を 受け継ぐ 人々 に 一となる ため 
コー 4:16; フィ 3:17; テサー 1:6;  2:14 
身に 着け （る）， コロ  3:12 優しい 同情心を一 よ 
実り， ヨブ 15:34;  30:3; エゼ 34:27 
見放 （す）， 申 31:8 全く一 したりは されない。 
見張りの 者， イザ 21:11 一よ， 夜は どうな のか 
イザ 52:8 —たち が 声を 上げた。 

イザ 56:10 彼の一 たちは 盲目で ある。 

イザ 62:6 城壁の 上に 一たち を 配置した。 

エゼ 3:17 イスラエルの 家に 対する一 とした。 
エゼ 33:6 一が 角笛を 吹き 鳴らさず， 

エレ 6:17;  51:12 

見張 （る）， マタ 26:41 ずっと 一 っ ていて 祈り， 
ルカ 12:37 一って いると ころを 見られる 奴隸 
見本， テ モー 1:16 辛抱強 さの 一とす るた め 
見守 （る）， 創 31:49 エホバが 一って くださる 
ハバ 2:1 わたしは 終始 一って いる 0 
ガラ 6:1 おのおの 自分を 一り なさい。 

ヘプ 12:15 注意 深く 一って， だれも 
耳， 箴 20:12 聞く 一は エホバが お造りに なった 
ヨハ 18:10 ぺ テロは その 右の一 を 切り落とし 
コー 12:16 たとえ 一が， わたしは 目では ない 
テモニ 4:4 彼らは 一を 真理から 背け， 

ヤコ 5:4 呼び声が エホバの 一に 入りました。 

申 5:1; 王 二 21: 12; マタ 11:5:13:16; 啓 
2:7 

耳の 聞こえない （者）， イザ 35:5 一 者の 耳 も 開く 
イザ 42:19 わたしの 使者の ように 一 者 だ 
イザ 43:8 耳が あるのに 一 者を 連れ出せ。 

イザ 42:18; マル 7:37 
み 旨， 使徒 20:27 神の 一を ことごとく 伝えた 
ヘプ 6:17 

ミリアム， 出 15:20; 民 12:1;  20:1;  26:59 
見 （る）， 出 33:20 人は わたしを 一て なお 
詩 94:9 目を 形造る 方は， 一る ことが 
イザ 21:6 行って， その 一る ところを 告げさせ 
イザ 66:8 だれが これを 一た だろう か。 

エレ 5:21 目が あるのに， 一る ことができない 
マタ 5:8 心の 純粋な 人は 神を一 る 
マタ 13:14 —る には一 るが， 決して一 えない 
ルカ 9:62 手を すきに かけてから 後ろを 一る 人 
ルカ 12:37 見張って いるのを一 られる 
ヨハ 1:18 いまだ 神を 一た 人は いない。 

ヨハ 14:9 わたしを一 た 者は， 父を も一 た 
ヨハ 20:29 わたしを一 たので 信じた のです か 
使徒 17:22 恐れの 念を 抱いて いるのを 一た 
ロマ 1:20 神の一 えない 特質は 明らかに 一え る 
テサニ 1:10 驚異の 目で 一ら れる時 
テ モー 1:17 —る ことので きない 王， 

ヘプ 11:13 はるかに一 て 迎え入れ， 

ヘプ 13:7 その 行ないを よく一 て 
ヨ ハー 1:1 自分の 目で一 たもの， 

ヨ ハー 4:20  — ている 兄弟を 愛さない 者は 
啓 3:18 一え るよう になる ため 目薬を 
創 7:1; イザ 6:5;  60:2; コニ 13:7; テ モー 6: 
16; ヤコ 1:23; 啓 11:19;  18:9 
見分け （る）， エレ 19:4 ここを 一の つかない 所と 
マタ 7:20 実に よって 人々 を 一る 
エフ 5:17 エホバの ご 意志を 一て 
ヘプ 5:14  — られ るよう になった 


みをかがめる 一む だ 


身をかがめ （る）， 申 30:17 他の 神々 に 一て 
詩 138:2 あなたの 聖 なる 神殿に 向かって 一 
イザ 2:8 人の 指の 造った ものに 一ます。 

出 20:5; 詩 66:4; イザ 27:13; ゼカ 14:16 
身を 伸ば （す）， フィ 3:13 前に 向かって 一 し， 
身を 浸 （す）， 王 二 5:14 七 度 ヨルダンに一 した。 
実を 結 (ふ')， 詩 128:3 妻は 一ぶ ぶどうの 木 
テ ト 3:14 一ばない 者と ならない 
ぺテニ 1:8 無 活動に なったり，一 ば なくなった 
コー 14:14; エフ 5:11 
身を 横たえ （る）， イザ 56:10 
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無益， マタ 12:36 すべての一 な ことば， 

テ ト 3:9 愚かな 質問は 一 
迎え入れ （る）， ヨハ 1:11 民は 彼を 一なかった。 
ロマ 14:3 神が その 人を 一ら れ たのです。 

ロマ 15:7 キリス トの ように 互いを 一なさい。 
ロマ 14:1;  16:2 

迎え （る）， 伝 2:14 すべてが 一る 一つの 終局が 
マル 9:37 このような 幼子を 一る 者は 
無学， 使徒 4:13 一な 普通の 人 
昔， ネへ 12:46 —， ダビデと ア サフの 時代に 
箴 22:28; イザ 44:7; エレ 28:8 
昔の 人々， マタ 15:2  —の 伝統を 踏み越え ている 
ヘプ 11:2  —は 証し された のです。 

無価値， 詩 24:4 魂を 全く一 な ものへ 携えた 
詩 60:11 地の 人に よる 救いは 一な もの 
箴 12:11 —な ものを 追い求める 者は 
イザ 1:13 —な 捧げ物を 持って来 るのは やめよ 
無価値な 神 （々）， ハバ 2:18  口の きけない 一々 を 
レビ 19:4;  26:1; 詩 96:5 
無 活動， ロマ 6:6 罪深い 体が 一にされ て， 

ヤコ 2:20 業を 別にした 信仰が一 である 
ぺテニ 1:8 —になる のを 阻んで くれる 
無 割礼， ガラ 5:6 割礼 も一 も 価値が なく， 

レビ 26:41; ハバ 2:16;  ロマ 2:25,  26; コー 
7:18, 19; コロ  3:11 

無感覚 さ， マル 3:5 その 心の一 を 深く 憂えつつ 
エフ 4:18 その 心の一 のた めです。 

無感覚に （する）， 哀 2:18 身を 一 させて は 
無感覚に な （る）， 詩 143:4 
無関心， マタ 22:5 彼らは一 で， 

無傷， ヨブ 9:4 だれが 一で 済まされよう。 
無規律， テ モー 1:9; テ ト 1:6, 10 
報い， 創 15:1 あなたの一 は 非常に 大きな もの 
詩 13:6 —を もって わたしを 扱って 
詩 127:3 腹の 実は 一で ある。 

伝 9:5 もはや 一を 受ける こと もない。 

マタ 5:12 天に おいて あなた 方の 一は 大きい 
ルカ 14:12 それが あなたへの 一となる 
ロマ 6:23 罪の 一は 死です が， 神の 賜物は， 
ロマ 11:35 一が されねば ならない ように 
コロ  3:24 あなた 方は 一を エホバから 受ける 
ヘプ 11:26 彼は一 を 一心に 見つめた 
箴 22:3;  27:12; マタ 6:1,2;  10:41; コー 3: 
8; ヘプ 10:35 

報い （る）， ルツ 2:12 エホバが 一て くださり 
詩 35:12 善に 対して 悪を一 ます。 

箴 17:13 悪を もって 善に 一 る 者 
テサニ 1:6 患難を もって 一 ， 

テモニ 4:14 エホバが 彼に 一ら れる でしょう 
ヘプ 11:6 切に 求める 者に一 てくだ さる 
イザ 66:15; エレ 51:24 
無効に （する）， ヨブ 40:8 公正を 一す るの か 
エレ 19:7 ユダの 計り 事を 一し， 

ヨハ 10:35 聖書は 一し 得ない 
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ガラ 3:17 律法は これを 一して 廃棄す るので は 
民 30:8， 12 

無 酵母 パン， 出 13:6 七日の 間一 を 食べ， 

レビ 2:4 油で 湿らせた 輪 型の 一 
マタ 26:17 一の 最初の 日， 

コー 5:8 誠実 さと 真実 さの一 を 用いて 
出 12:17; 裁 6:21; サー 28:24 
むごく 扱 （う）， サー 31:4; 箴 19:26; エレ 38:19 
貪り， マル 7:22 姦淫 —— 邪悪な 行為 
ヤコ 4:2 殺人と 一を 続けます が， 

むさぼり 食 （う）， 箴 30:8 食物を 一 わせて 
エレ 30:16 あなたを 一う 者は 皆， 

ダニ 7:7 四番 目の 獣， それは一 い 
ゼパ 3:8 全地は一 われる 
マラ 3:11 一う 者を 叱責す る 
マラ 4:1 その 日は 必ず 彼らを 一う 
ぺテー 5:8 歩き回って だれかを 一おうと 
啓 12:4 子を 産んだ 時に， その子 供を 一 うため 
啓 20:9 火が 下って 彼らを 一った。 

箴 23:20; イザ 31:8; エレ 46:10; エゼ 34:28; 
アモ 5:6; ゼパ 1:18; ゼカ 9:4 
貪 （る）， ロマ 7:7;  13:9  —っ ては ならない 
虫， 申 28:42 一が それを 自分の ものと する 
イザ 14:11 一が あなたの 覆いな の だ。 

イザ 41:14 恐れるな， 一 である ヤコブよ 
無視 (する）， マタ 23:23 より 重大な 事柄を 一 
ヘプ 10:28 モー セの 律法を一 した 者は， 

イザ 59:8; エレ 5:4;  9:3;  10:25; マル 6:26; 
ルカ 10:16; ヨハ 12:48; テサー 4:8; テ モー 5:12 
無情， 民 22:29 わたしに 一な ことを する からだ 
ハバ 1:6 カルデア 人を， 一 な 国民を 
無償の 賜物， ロマ 5:17 一で ある 義 
ロマ 3:24 

無上の 喜び， 詩 37:11 平和に 一を 見いだ す 
伝 2:8; イザ 58:14 
無 思慮， 箴 12:18 一に 話す 者が いる。 

難し （い）， ダニ 2:11 王の 求めて いる ことは 一く 

申 1:17 

息子， ヨエ 2:28 あなた 方の 一 や 娘たち は 
コニ 6:18 あなた 方は わたしの 一 また 娘 
結ばれ （る）， ロマ 6:5 似た 様になって 彼と 一た 
コー 1:10 同じ 考え方で しっかりと一 て 
コー 1:30 あなた 方が キリス トと一 ている 
コー 7:24 各自 ネ 申と 一 て， 

コニ 5:17 キリス トと 一て いる 新しい 創造物 
結び 合 （う）， フィ 2:2 魂に おいて一 わされ， 

結 (ぶ）, 創 15:18 エホバは アブラムと 契約を一 び 
申 5:2 エホバは 契約を一 ばれた。 

ヨシ 2:21 その 緋 色の 綱を 窓に 一んだ 
詩 89:3 ダビデに 対して 契約を 一び， 

マタ 13:23 ほんとうに 実を 一び， 

ヨハ 15:2 さらに 実を 一ぶ ようにされ ます。 
コロ 1:10 あらゆる 良い 業に おいて 実を 一び 
ヨシ 2:18; 箴 3:3;  7:3; エゼ 17:23; コロ  1:6 
娘， 創 5:4 アダムは 一たち の 父と なった。 

イザ 52:2 シオンの 捕らわれの 一よ， 

ヨエ 2:28 あなた 方の 一たち は 預言す る。 

ルカ 23:28 エルサレムの 一よ， 泣く のを やめ 
コニ 6:18 わたしの 息子 また 一 となる 
ダニ 11:6， 17; マタ 21:5; 使徒 2:17 
娘婿， 出 3:1; 裁 1:16 
無 生の 物， コー 14:7 
無節操， イザ 32:5 一な 者に ついては， 

イザ 32:7 —な 者の 道具は 悪い。 

無駄， マタ 15:9 わたしを 崇拝し つづける のは 一 
コー 15:58 労苦が 主に あって 一で ない 
ガラ 2:2 自分が 一に 走って いるよう な ことは 
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むだばなし  ー メシア 


フイ 2:16  — に 走ったり 一 に 骨折ったり 

むだ 話， テ ¥ —  1:6 ある 人々 は一 に 転じ， 

テ モー 6:20; テモニ 2:16 
むち， ヨハ 2:15 縄で一 を 作る と， 

王 一 12:11; 箴 26:3; ナホ 3:2 
無知， 使徒 17:30 神は 一の 時代を 見過ごし 
ヘプ 5:2  —で 過ちを 犯す 者を 穏やかに 
ヘプ 9:7 民の 一の 罪の ため 
ぺテー 2:15 一な 話を 封 じる 
ぺテニ 2:12  — でありながら あしざまに 言う 
使徒 3:17; エフ 4:18; ぺテー 1:14 
むち 打ち， 申 25:3 四十 回の 一を これに 加え 
箴 19:29; コニ 11:24 

むち 打 （つ）， ゼカ 14:12 すべての 民を エホバが一 
マタ 10:17 自分たち の 会堂で一 つ 
マタ 23:34 ある 者を 会堂で一 ち， 

使徒 5:40 使徒たち を 呼び出して 一ち， 

ヘプ 12:6 子と して 迎える 者を一 たれる 
無秩序， 使徒 19:40 この 一な 寄り合い 
コー 14:33 神は一 の 神では なく， 

ルカ 21:9; コニ 6:5;  12:20; テサー 5:14; テ 
サニ 3:6,  7, 11; ヤコ 3:16 
むち 棒， 箴 13:24 —を 控える 者は その子を 憎む 
イザ 11:4 その 口の 一を もって 地を 打ち， 

詩 23:4; 箴 29:15 

むなし （い）， 詩 2:1 —い ことを つぶやく のか 
伝 3:19 すべては 一い からで ある。 

伝 7:15 自分の一 い 日々 の 間に 
伝 9:9 あなたの 一い 命の 日の 限り， 

伝 1:2;  4:4;  11:10; イザ 49:4; エレ 10:15 
むなしい 偶像， 詩 31:6 何の 価値 もない，一 
申 32:21; 王 一 16:13; 王 二 17:15; エレ 2:5 
むなし さ， 箴 13:11 —から 生ずる 貴重な もの 
エフ 4:17 思いの一 のま まに 歩む 
無に 帰す る， コー 2:6 支配者た ちは一 のです。 
無に （する）， フイ 2:7 自分を一 して 奴 隸の形 
無になる， コー 1:28 有る ものが 一よう 
月 命 当て， エフ 6:14 義の 一 を 着け， 

テサー 5:8 信仰と 愛の 一 を， 

胸 掛け， 出 28:15 —を 作らねば ならない 
出 25:7;  28:29; レビ 8:8 
無能な 者， ロマ 1:21 彼らは 一とな り， 

無能力， ロマ 8:3 律法には一 なと ころが あった 
無分別， イザ 9:17 —な ことを 語って いる 
ルカ 24:25; テ モー 6:9; テ ト 3:3 
無法， ぺテー 4:3 —な 偶像礼拝 
ぺテニ 2:7;  3:17  —な 人々 
村， マタ 9:35;  10:11; マル 6:6 
紫 布， 使徒 16:14 
腎 ，詩 7:9; エレ 11:20 
無力な 者， 王 二 14:26 — も 無用な 者 も おらず， 
群れ， 詩 65:13 牧場は 羊の 一を まとい 
箴 30:27 一に 分かれて 進んで 行く。 

イザ 40:11 ご 自分の一 を牧 される。 

ルカ 12:32 恐れて はなり ません， 小さな一 よ 
ぺテー 5:3 かえって一 の 模範と なりなさい。 

創 1:20; 裁 5:16; 詩 78:52; イザ 13:20;  60: 
7;  61:5; エレ 25:34; ミカ 2:12; マタ 8:30; 
26:31; ルカ 8:32; ぺテー 5:2 

メ 

目， ヨブ 42:5 私の 一が あなたを 確かに 見て 
詩 11:4 その 一が 人の子ら を 調べる。 

箴 15:3 エホバの 一は あらゆる 場所に 
箴 16:2 人の 道は 自分の 一には どれ も浄 い。 
エレ 16:17 わたしの一 は 彼らの 道の 上に ある 


ゼカ 14:12 —は くぼみに あるう ちに 朽ち 
コー 2:9  —も 見ず， 耳 も 聞かず， 

エフ 1:18 あなた 方の 心の 一が 啓発され て 
ぺテー 3:12 エホバの 一は 義人の 上に あり， 

ヨ ハー 2:16 一の 欲望， 資力を 見せびらかす 
啓 1:7 すべての 一は 彼を 見る であろう。 

啓 21:4 彼らの 一から すべての 涙を ぬぐい 
マタ 13:16; マル 8:18; コニ 4:18 
銘記 させ （る）， テ ト 2:5 若い 婦人に， •••を 一 
命 （じる）， 創 3:17  — じて， 食べるな と 言った 
申 4:2 わたしが 一 じている 言葉 
申 6:6 わたしが 今日 一 じている 言葉 
ヨシ 1:9 あなたに 一 じなかった だろう か。 

エゼ 9:11 あなたが 一 じられ た 通りに 行ない 
テ ト 1:5 わたしが 一 じたと おり 任命す る 
出 7:2; 民 9:8; 申 5:33; 詩 78:5;  105:8; イ 
ザ 45:12; エレ 1:7; ヨハ 15:17 
名声， ヨシ 9:9 その 一につ いて 聞いた からです 
民 14:15; 代 一 14:17; エス 9:4 
めい 想， 詩 104:34 神に ついての わたしの 一が 
明白， ガラ 3:11 神に あって 一です。 

へブ 11:1 信仰は 見えない 実体の 一な 論証です 
明敏， 箴 14:15 —な 者は 自分の 歩みを 考慮す る 
箴 15:5 戒めに 留意す る 者は 一で ある。 

箴 12:23;  13:16;  14:8 
明敏 さ， 箴 1:4;  8:5, 12 
名簿， テ モー 5:9 やもめを一 に 載せなさい。 
盟約， ダニ 11:23 彼らとの一 の ゆえに 
ダニ 11:6 

名誉を 損な （う）， コー 4:13  — われても 懇願 
命令， 詩 19:8 エホバから 出る一 は 廉直で， 

イザ 28:10  — に 一 ， 一 に 一 ， 

マタ 15:9 人間の 一を 教理と して 教え 
コロ  2:22 人間の一 や 教えに したがう 
テサー 4:2 わたしが 与えた一 を 知っている 
詩 119:93, 110; エレ 35:18; ダニ 3:29 
女神， 王 一 11:5,  33; 使徒 19:27,  37 
メギド， 裁 5:19 一の 水の そば 
ヨシ 12:21; 王 二 9:27;  23:29; 代 二 35:22 
恵まれ （る）， ガラ 6:10 時に一 ている 限り， 

恵み， ヨブ 9:15 相手方に わたしは一 を 請う 
詩 30:8 エホバに一 を 懇願し つづけました 
ゼカ 12:10 —と 懇願の 霊を 注ぎ 出す。 

ルカ 2:52 イエスは 一の 点で もさら に 進んで 
詩 37:21; 箴 3:4;  28:23; 伝 9:11 
目先 だけの 奉仕， エフ 6:6; コロ  3:22 
目 ざ （す）， テ モー 1:5 この 指令が 一して いるのは 
テ モー 心 7 敬虔な 専心を 一して 
目 ざめ て （いる）， テサー 5:6 —いて， 冷静を 保ち 
啓 16:15  — いて 外衣を 守る 者は 幸い 
ルカ 21:36; コー 16:13; エフ 6:18; コロ  4:2 
目覚め （る）， 詩 17:15 み 顔を 見つめ， 一る とき 
箴 8:34 日々 一て いる 

召され （る）， コー 1：26 賢い 者が 一た のでな く 
ガラ 5:13 自由の ために 一た のです。 

エフ 4:4 一つの 希望のう ちに 一た 
啓 17:14 —， 選ばれた 忠実な 者たち 
ぺテー 2:21 

召し， ロマ 11:29 —， 神が 悔やまれる 事柄では 
エフ 4:1 召された 一に ふさわしく 歩み， 

フィ 3:14 上への 一の ため， 目標に 向かって 
テモニ 1:9 聖 なる 一を もって 召して 
ヘプ 3:1 天の一 にあず かる 人たち よ， 

ぺテニ 1:10 —を 確実に する ため 励みなさい 
コー 1-?6- テサニ 1-U 

メシア， ダニ 9:26 六十 二 週の 後に 一は 断たれる 
ヨハ 1:41 わたしたちは 一を 見つけた 
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ヨハ 4:25 一が おいでになる ことを 知っている 
雌 鹿， 創 49:21 ナフタリは すらりと した 一 
箴 5:19 愛らしい 一， 麗しい 山 やぎ 
詩 18:33; ハバ 3:19 

召 （す）， ロマ 8:30 定めた 者， お 一し になった 者 
テモニ 1:9 聖 なる 召しを もって 一して 
テサー 4:7 

メソポタミア， 創 24:10; 申 23:4; 使徒 2:9 
目立つ 場所， マタ 23:6; ルカ 14:7,  8 
メディア， エズ 6:2; エス 1:3; ダニ 8:20 
メト セラ， 倉 IJ  5:21,  25,  27; ルカ 3:37 
めと （る）， マタ 22:30 復活の 際， 男は 一らず， 
マタ 24:38 一ったり 嫁いだり していました 
ルカ 14:20 妻を 一った ばかりな のです。 
目につく さま， ルカ 17:20 王国は 一では 来ない 
目には 目， 申 19:21; マタ 5:38 
目の玉， ゼカ 2:8 わたしの一 に 触れて いる 
芽生え （る）， 詩 72:7 その 日には 義 なる 者が 一， 
詩 92:7 邪悪な 者たち が 草木の ように 一， 

イザ 66:14 あなた 方の 骨 も一 るであろう。 

イザ 4:2 

目 不足， ミカ 6:10 糾弾され た一 のエ ファ 升 
メ  リバ， 出 17:7; 民 20:13; 申 32:51 
メル キゼ デク ，詩 110:4 一の さまに したがう 
ヘプ 5:6  —の さまに したがって 
創 14:18; ヘプ 6:20;  7:1, 15 
目を さま （す）， ぺテー 4:7 祈りの ために 一して 
目を覚ま （す）， イザ 26:19 —し， 喜び 叫べ！ 

ダニ 12:2 塵の 地に 眠る 者のう ち 一す 者が 

目を 留め （る）， ロマ 16:17 分裂を もたらす 人に一 
フィ 2:4 自分の 事 だけに一 ず， 

芽を 吹 （く）， ヘプ 9:4  —い たア ロンの 杖， 

目を 向ける， ミカ 7:7 終始 エホバに一。 

面と 向か （う）， ガラ 2:11 ケ ファが 来た 時， 一い 
詩 17:13 

モ 

モ アブ， 申 29:1 —の 地で 結ばせた 契約 
ルツ 1:1,  22; 王 二 1:1; 代 二 20:22; ダニ 11:41 
猛 きん， イザ 46:11 —を 日の 昇る 方から， 

もうけ 仕事， テモニ 2:4 生活の ための 一 
設け （る）， 創 2:8 その 東の ほうに 園を 一， 

ネへ 9:38 取り決めを 一て 
申し立て， 詩 140:12 苦しんで いる 者の一， 

盲人， イザ 35:5 一の 目は 開かれ， 

マタ 15:14  — が一 を 案内す るなら， 

申 28:29; 詩 146:8; イザ 42:7 
盲目， イザ 56:10 彼の 見張りの 者たち は 一で ある 

マタ 穴：24 

盲目に （する）， 申 16:19 わいろは一 ならせ 
創 19:11; 王 二 6:18; ヨハ 12:40 
燃え立たせ （る）， テモニ 1:6 火の ように 一る 
燃え立 （つ）， 民 11:33; 申 32:22; イザ 4:5; エ 

燃え尽き （名）， 出 3:2 いばらの 茂みは一 ない 
コー 3:15 だれかの 業が 一るなら， 

燃え （る）， 出 3:2 いばらの 茂みが 火で 一て 
エレ 20:9 骨の 中に 閉じ込められた 一る 火 
ダニ 3:17 火の 一る 炉の 中から， 

コー 7:9 情欲に 一る よりは 結婚す る ほうが 
テサニ 1:7  —る 火のう ちに 表わし 示される 時 
創 3:24; 出 22:24; 申 4:11;  31:17; 裁 2:14; 
3:8;  10:7; 使徒 18:25;  ロマ 12:11 
燃える 熱病， 申 32:24; ハバ 3:5 
モー セ， 出 2:10 彼女は その子の 名を 一と 呼んで 


民 12:3 一は とりわけ 柔和な 人物であった 
マタ 17:3 見よ， 一と エリヤが 彼らに 現われ， 
コー 10:2 みな 一への バプ テス マを 受け 
ヘプ 11:24 信仰に よって， 一は， 成人した 時 
出 3:13;  4:20;  7:1; 使徒 3:22;  7:22; ヘプ 3: 
2; 啓 15:3 

黙 （する）， 詩 37:7 エホバの 前に一 していよ。 
目前に 迫 （る）， テモニ 4:6 解かれる 時は 一って 
黙想， 詩 19:14 わたしの 心の一 とが， 

目的， 出 9:16 この 一の ために あなたを 存在 させ 
箴 16:4 ご 自分の一 のために 造られた。 

ロマ 8:28 一 にしたがって お召しに なった 者 
エフ 3:11 とこしえの 一に かなう ところ 

エ 7 1.11. ネ モー 1 -Q 

目標， コニ 5:9 受け入れられる ことを 一とし 
フィ 3:14 賞で ある 一に 向かって 
ハバ 2:5; マタ 11:12 
模型 的な 表現， ヘプ 8:5 
模索 （する）， 使徒 17:27 神を 一して 見いだ す 
もだえ， ダニ 10:16; 啓 12:2 
もだえ （る）， 詩 29:8 エホバの 声が 荒野を 一 させ 
用い （る）， コー 7:31 世を 一て いない 者の よう 
持ち主， マタ 21:40 ぶどう 園の 一が 来る 
持ち物， マタ 25:14 自分の 一を ゆだねた 
マタ 19:21; ルカ 14:33 
もったいぶった， コー 2:1 — 話し方 や 
最も 小なる 者， エレ 31:34 その一 から 
ヘプ 8:11 一 も 最も 大 なる 者 も 知る ようになる 
最も 小さな 者， マタ 25:40 一にした のは 
コー 15:9 

もつれ， マル 7:35 聴力は 開かれ， 舌の 一は 解け 
もてな （す）， ロマ 12:13 人を一 す ことに 努め 
テ モー 5:10 見知らぬ 人を 一 し， 

基， 詩 78:69 一を 定めの ない 時に 至る まで 
サニ 22:8;  m  102:25;  m  10:25 
基づ （く）， ロマ 8:20 この 希望に 一いて いた 
フィ 3:9 信仰に一 いて 神から 来る 義 
戻って 来る， 箴 26:11 吐いた 物に一 犬の ように 
元に 戻 （す）， イザ 14:27 だれが その 手を一 せよう 
求め （る）， 申 10:12 エホバが 一て いる ことは 
詩 40:6 罪の 捧げ物を一 られ ませんで した。 
ミカ 6:8 エホバ か' 一て おられる のは， 

ゼパ 2:3 すべての 者よ， エホバを 一よ。 

マラ 3:1 あなた 方の 一る， まことの 主が 
マタ 6:33 王国と 神の 義を いつも 第一に一 よ。 
マタ 7:7 —つ づけなさい。 与えられます。 

コー 10:33 多くの 人の 益を 一， 彼らが 救われ 
エフ 3:20 一 また 思う ところの すべてを 超え 
コロ  3:1 上に ある ものを 一て ゆきなさい。 

ヘプ 11:6 ご 自分を 切に一 る 者に 報いて 
ヘプ 11:14 自分自身の 場所を 切に一 ている 
ヘプ 13:14 来たるべき ものを 切に一 ている 
ヤコ 1:6 信仰のう ちに一 つづけるべき であり 
ヤコ 4:3 —はし ます。 でも 受けて いません。 

ヨ ハー 5:14 そのご 意志に したがって 一る こと 
申 18:19;  23:21; 詩 2:8; イザ 16:5; エゼ 7: 
25; ゼカ 8:22; マタ 6:8; ヨハ 8:50;  14:13; 
使徒 15:17;  ロマ 2:7; コー 1:22; 啓 9:6 
戻 （る）， マル 13:16 後ろに 一って はならない 
民 10:36; 使徒 15:16 

喪に 服 （する）， エゼ 24:17 死人の ために 一して 
アモ 1:2 牧者たち の 牧草地は 必ず 一し， 

物事を 正 (す）， ヘプ 9:10 一す ための 定めの 時 
テモニ 3:16 

もの 静か， ぺテー 3:4 —で 温和な 霊と いう 装い 
物見の 塔， 創 31:49  “ 一”  とも 呼んだ。 
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ものやわらか 一 やね 


代 二 20:24 ユダは， 荒野の 一のと ころに 来た 
イザ 21:8 昼間 ずっと 一の 上に 立って おります 
イザ 32:14 一 も 荒涼と した 野と なった。 
物柔らか， テサー 2:7 —な 者と なりました。 

物を 言わない， ぺテニ 2:16 
模範， ぺテー 5:3 かえって 群れの 一とな りなさい 
ヨハ 13:15 

模範と （する）， ヤコ 5:10 預言者を 一しなさい 
もみ がら， ダニ 2:35 砕けて， 一 のように なり， 
詩 35:5; イザ 41:15; ゼパ 2:2; マタ 3:12 
燃や （す）， エゼ 39:9 丸 盾や大 盾を 一して 
ロマ 1:27 欲情を 激しく一 し， 

もり， ヨブ 41:7  —で その 皮を 満たし， 

モリ ヤ ，創 22:2; 代 二 3:1 
モルタル， 創 11:3; 出 1:14; レビ 14:42 
モルデカイ， エス 3:2 —は， 身を 低く かがめず， 
エス 7:10 ハ マンを， 一の ための 杭に 掛け 
エズ 2:2; ネへ 7:7; エス 2:5;  6:10;  9:3;  10:3 
モレ ク ，王 二 23:10 火の 中を 通らせて一 にさ さげ 
レビ 18:21;  20:2; 王 一 11:7; エレ 32:35 
もろい， ダニ 2:42 王国は 一部は一 ものと なる 
もろ 刃の 剣， 詩 149:6 —が その 手に あるよう に 
ヘプ 4:12 神の 言葉は どんな一 よりも 鋭く， 
もろもろの 力， マタ 24:29 天の一 は 動かされる 
門， 創 22:17 胤は その 敵の一 を 手に入れる 
ヨブ 38:17 死の 一が あらわにされ たか。 

イザ 28:6 一から 戦闘を 退ける 者たち に 
イザ 38:10 シヱ オルの 一に 入って 行く。 

イザ 60:11 —は 常に 実際に 開かれて いて， 

イザ 62:10 あなた 方は 出よ， 一を 通って 出よ 
マタ 7:14 命に 至る 一は 狭く， 

マタ 16:18 ハ デスの一 は それに 打ち勝たない 

申 31:12; 詩 127:5;  m  1:21; イザ 26:2;  60： 
18; ルカ 16:20; ヘプ 13:12 

ヤ 

矢， 申 32:42 自分の 一を 血で 陶酔させる， 

王 二 13:17 エホバの 救いの一， 

詩 127:4 力 ある 者の 手に ある 一の よう だ。 

イザ 49:2 徐 々にわたしを 磨かれた一 とされた 
ハバ 3:11 あなたの 一は 光の ように 進みました 
サー 20:20; 詩 18:14; エレ 50:14;  51:11 
ヤイ ロ， マル 5:22; ルカ 8:41 
ヤエ ル， 裁 4:17, 18,  21,  22;  5:6,  24 
やぎ， ゼカ 10:3 —の ような 指導者た ちに 対し 
マタ 25:32 羊飼いが 羊を一 から 分ける ように， 
ヘプ 9:12 一 や 若い 雄牛の 血では なく， 

出 12:5; レビ 9:15;  16:7， 22,  27; ヘプ 
10:4 

やぎ （ア ザゼ ルの ための）， レビ 16:10,  26 
焼き印， ガラ 6:17 —を 自分の 体に 負って いる 
焼き金， テ モー 4:2 良心に 一によ るよう な 印を 
焼き 尽く （す）， 啓 17:16 娼婦を 憎み 火で一 す 
啓 18:8 彼女は 火で 一され る 
イザ 27:10; ヘプ 10:27 
焼き 尽くす 火， 申 4:24;  9:3; ヘプ 12:29 
やぎの 形を した 悪霊， レビ 17:7; イザ 13:21 
ヤ キン， 創 46:10; 王 一 7:21; 代 一 9:10 
訳 （す）， エズ 4:7; ヨハ 1:42;  9:7 
約束， アモ 3:3 —を したので ない のに 二人が 
ロマ 4:13 世の 相続人と なるとの一 を 
ロマ 9:4 神聖な 奉仕と 数々 の一 とは 
コニ 7:1 わたしたちには こうした一 が ある 
ガラ 3:29 一に 関連した 相続人 
へブ 6:12 信仰に よって 一を 受け継ぐ 
ヘプ 8:6 勝った 一に 基づいて 法的に 確立され 


ヘプ 11:39 —の 成就に あずかりませんでした 
ぺテニ 3:13 神の 一に よって 待ち望んで いる 
使徒 2:33,  39;  ロマ 4:14; ガラ 3:16; ヘプ 
11:13 

約束 （する）， 申 26:18 —して くださった 
テト 1:2 久しく 続いた 時代の 前に 一され た 
ヘプ 10 : 23 —して くださった の は 忠実な 方 
ヤコ 1:12 —され たもの， すなわち 命の 冠 
ヤコ 2:5 ご 自分を 愛する 者たち に 一され た 
王 一 8:56; 使徒 7:5;  ロマ 1:2;  4:21 
ヤコブ 1, 倉 IJ  25:33 長子の 権利を一 に 売った。 

民 24 : 17 星が 必ず 一 か ら 進み出， 

エレ 30:7 それは 一に とって 苦難の 時で ある。 
エゼ 39:25 今 こそ 一の 捕らわれ人を 連れ戻す 
ロマ 9:13 わたしは一 を 愛し， エ サウを 憎んだ 
ヘプ 11:9 約束の 相続人で ある イサク や一 
創 25:26; 詩 14:7; ミカ 1:5; マタ 22:32 
ヤコブ 2, マタ 13:55; コー 15:7; ヤコ 1:1 
ヤコブ 3, マタ 10:3; マル 15:40; ルカ 24:10 
ヤコブ 4, マタ 4:21; マル 10:35; ルカ 6:14 
野菜， ロマ 14:2 弱い 人は 一を 食べます。 

優しい， ロマ 12:10 互いに 一 愛情を 抱きなさい。 

コニ 1:3; コロ  3:12; ヤコ 5:11 
やし， 啓 7:9 手には一 の 枝が あった。 

養 （う）， エゼ 34:8 牧者たち は 自分自身を一 い 
ヨハ 21:17 小さな 羊たち を一 いなさい。 

テ モー 4:6 信仰の 言葉で 一 われた 
啓 12:6 千 二百 六十 日の 間 彼女を 一うた め 
エレ 3:15; エゼ 34:14, 16,  23 
やしの 木， 民 33:9 水の 泉と 七十 本の 一が あった 
ヨハ 12:13 —の 枝を 取って 彼を 迎えに 出て 
裁 1:16;  4:5; 詩 92:12; ヨエ 1:12 
野獣， 創 1:24 家畜と 動く 生き物と 地の一 
啓 19:20 一の 印を 受けた 者 
啓 13:17;  17:3 

休み， ヘプ 4:3 わたしたちは その一 に 入る 
出 31:15; ヘプ 3:11; 啓 14:11 
休み場， 詩 23:2  — にわたしを 導いて くださった 
詩 132:14 これは 永久に わたしの一 である。 
イザ 11:10 その 一は 必ず 栄光に 満ちる。 

詩 95:11; イザ 28:12;  66:1 
休 （む）， 出 23:12 七日 目には 牛 やろ ばが 一み， 
ヨブ 3:17 力の 点で 疲れ果てた 者たち が一む。 
々、、一- 12.13 

安らか， 詩 4:8 わたしを一 に 住まわせて 
箴 1:33 わたしに 聴き 従う 者は一 に 住み， 

箴 3:23 あなたは 自分の 道を一 に 歩み， 

レビ 25:18; 申 33:28; イザ 14:30 
安らぎ， テサニ 1:7 表わされる 時， 一を もって 
申 28:65; サー 16:23 

安んじる， ヨ ハー 3:20 心を 一 ことができる 
野生， ロマ 11:24 本来 一の オリー ブの木 
やせ 衰え （る）， 詩 102:7 わたしは一， 

八つ， ぺテー 3:20 一の 魂が 無事に 水を 切り抜け 
雇 （う）， ネへ 13:2 これに 対して バ ラムを 一って 
マタ 20:1 自分の ぶどう 園に 働き人を一 うため 
申 23:4; ネへ 6:12 

宿 （す）， 詩 51:5 母は 罪の うちにわ たしを 一した 
ロマ 9:10 リベカが 一人の 人に より 双子を一 
ヘプ 11:11 サラ も 胤を 一す 力を 受け 
ナホ 1:2 

宿 （る）， 箴 15:31 まさしく 賢い 人々 の 中に 一る 
ロマ 7:20 わたしの うちに 一って いる 罪です。 
コー 3:16 神の 霊が 自分たち の 中に一 って 
彳ザ ^2:18 

柳， エゼ 17:5 広大な 水の ほとりに ある 一の よう 
屋根， 箴 27:15; マル 2:4; ルカ 7:6 


ヤ ハー ゆうわく する 
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ヤハ ，出 15:2 わたしの 力， わたしの 偉力は 一。 
イザ 12:2 —， エホバは わたしの 力， 

詩 68:4; 歌 8:6 

ヤ ハを 賛美 （する）， 詩 115:17 死者は一 しない。 
詩 146:1 あなた 方は 一せ よ！ 

詩 150:6 すべて 息 ある ものは一 せよ。 

啓 19:1 あなた 方は 一せ よ！ 

詩 102:18;  147:1; 啓 19:3,  4,  6 
ヤ ビン， ヨシ 11:1; 裁 4:2,  24; 詩 83:9 
破 （る）， 詩 119:126 彼らは 律法を一 りました。 
イザ 24:5 定めな く 存続す る 契約を 一った 
マタ 5:19 一番 小さな おきての 一つを 一り， 

創 7:11; 裁 2:1 

ヤぺ テ， 創 5:32;  9:27; 代 一 1:5 
山， 出 3:12 この一 で まことの 神に 仕える 
裁 5:5 —々 は エホバの み 顔から 流れ 去り， 

詩 2:6 わたしの 聖 なるー シオンに 
詩 46:2 —々 がよ ろめいて 広大な 海に 
イザ 2:2 —の 頂より 上に 堅く 据えられ， 

イザ 2:3 エホバの 一に 上ろう 
イザ 11:9 わたしの 聖 なる 一の どこに おいても 
イザ 52:7 足は， 一 々の 上に あって 何と 麗しい 
エレ 16:16 すべての 一から 彼らを 狩り出す 
ダニ 2:45 一から ひとつの 石が 切り出され 
ダニ 11:45 聖 なる 飾りの一 との 間に 設ける。 
ミカ 1:4  — 々は その 下で 溶け， 

マタ 4:8 高い一 に 連れて行き， 世の すべての 
マタ 17:20 この 一に， 移れ， と言うと しても 
マル 13:14 ユダヤに いる 者は 一に 逃げなさい 
ルカ 3:5 —と 丘は みな 平らに されねば ならず， 
啓 6:16 —に 言う， 倒れ かかれ 
イザ 40:12;  41:15;  65:25; エレ 51:25; エゼ 
35:8; アモ 9:13; ハバ 3:6 
病， マタ 8:17 わたしたちの一 を 取り去り， 

病の 床， 詩 41:3  — にある 彼を 支えて くださる 
闇， 倉 IJ 1:2 —が 水の 深みの 表に あった。 

イザ 42:7  —の 中に 座って いる 者たち 
イザ 45:7 光を 形造り， 一を 創造し， 

イザ 60:2 一が 地を， 濃い 暗闇が 国た みを 覆う 
ヨハ 3:19 人々 が 光より 一を 愛した ことです。 
コニ 6:14 光が 一と 何を 分け合う 
テサー 5:4 あなた 方は 一にい るので はない 
ぺテー 2:9 —から 光の 中に 呼び入れ 
ヨ ハー 1:5 神との 結びつきには いかなる一 も 
出 10:21; ヨエ 2:31 

病みが ちな， コ ー 11:30 — 人が 多く おり， 

闇の 権威， コロ 1:13 神は わたしたちを 一から 
闇の 世の 支配者， エフ 6:12 一に 対する もの 
病 （む）， ヤコ 5:15 信仰の 祈りが 一んで いる 人を 
やめ （る）， コー 5:9 交友を一 るよう に 

テサニ 3:14 その 人と 交わる のを一 なさい。 
ヘプ 10:25 集まり 合う ことを一 たりせ ず， 
ぺテー 4:1 罪を 一 ている からです。 

ぺテニ 2:14 目を 持ち， 罪を 一る ことができず 
やもめ， イザ 54:4 —の 身で いた 時の そしりを 
ゼカ 7:10  — からだ ま し 取って はならない 
ルカ 18:3  — が， 「公正な 裁きを …… 」 と 言い 
ルカ 20:47  — たちの 家を 食い荒らし， 

ルカ 21:2 貧乏な 一が 小さな 硬貨 二つを 入れた 
テ モー 5:3 本当に 一 である 一 を 敬いなさい。 
ヤコ 1:27 孤児 や 一を その 患難のと きに 世話 
啓 18:7 わたしは 女王， 一な どでは ない， 

創 38:14; イザ 47:8,9; マル 12:43; コー 
7:8 

ヤ ラべ アム， 王 一 11:28;」 變二 17:21; アモ 7:9 
槍， 詩 46:9; イザ 2:4; ミカ 4:3 
和ら （ぐ）， マル 4:39 風は一 いで 大 なぎに 


ヤ ワン， 創 10:2; イザ 66:19; エゼ 27:13 

ユ 

優位， 代 一 17:17 —に ある 人の 機会に 
憂う つ， 箴 25:20 

有益， テモニ 3:16 義に そって 訓育す るのに一 
コー 12:7 

優越性， イザ 2:19 エホバの 光輝 ある一 から， 
イザ 24:14 彼らは エホバの 一の ゆえに， 

ミカ 5:4 エホバの 名の 一に よって 牧羊の 業を 
有害， 箴 6:18  —な 企てを たくらむ 心， 

箴 12:21 —な ことは 義 者に 降り懸からない。 

箴 17:4 悪を 行なう 者は一 の 唇に 注意を 
イザ 10:1 —な 規定を 制定して いる 者 
エゼ 38:10  —な 企てを 考え出す。 

コロ  3:5 性的 欲情， 一な 欲望， また 強欲 
テ モー 6:10 金銭に 対する 愛は一 な 事柄の 根 
王 二 4:41; ヨブ 34:22,  36; 詩 64:2;  101:8; 
141:4;  m  21:15; イザ 59:4; エゼ 5:16;  11:2 
誘拐す る， 申 24:7 魂を一 ところを 
誘拐す る 者， テ モー 1:10 人を 一， 

有害な ことを 習わしに する 者， 詩 59:2 一から 救 
詩 14:4;  92:7;  94:4;  125:5; 箴 10:29 
勇敢， 裁 6:12  —な力 ある 者よ， 

裁 11:1 エ フタは 力 ある一 な 人と なって いた。 
代 二 26:17 八十 人の一 な 者たち が， 彼の 後に 
ヘプ 11:34 戦いに おいて 一な 者と なり， 

サー 16:18; 王 一 11:28; 王 二 5:1; 代 一 7:5 
勇気， 申 31:6  — を 出し， 強く あり 

ヨシ 1:6,  7 —を 出し， 強く ありなさい 
コニ 5:6 わたしたちには 常に 一が あり， 

フィ 1:14 神の 言葉を 恐れずに 語る 一 を 
代 一 19:13;  28:20; 代 二 15:8; マタ 8:28; 使 
徒 28:15; ヘプ 13:6 

有効， ヘプ 9:17 死んだ いけにえの 上に 立って 一 
有効に され （る）， ガラ 3:15  —た 契約は， 

ガラ 3:17 神に よって 以前に 一て いた 契約 
有罪 宣告， ロマ 5:18 及んだ 結果が 一で 
ロマ 8:3 罪に 対する一 を 
ロマ 8:1; コニ 3:9 

有罪の 宣告， イザ 54:17 裁きのと きに一 を 下す 
優秀な 使徒， コニ 11:5 あなた 方の一 たち 
優柔不断， ヤコ 1:8;  4:8 
遊女， ヨシ 6:25 — ラ ハブと 父の 家の 者， 

ヨエ 3:3 彼らは 一の ために 男の子を 与え， 

アモ 7:17 あなたの 妻は 都市の 中で 一となる。 
箴 7:10; ミカ 1:7 

優勢に （なる）， 出 17:11 イスラエル 人が 一な り， 
啓 12:8 — なれず， 場所 ももは や 天に なかった 
雄大 さ， ダニ 4:22 その 一は 太いなる ものと なり 
有能， 出 18:21 —な 男子， 神を 恐れる 
箴 12:4;  31:10; ダニ 5:11 
有能 さ， 箴 31:29 —を 示した 娘は 多くい る。 
優美， 創 49:21 ナフタリは一 な 言葉を 出す 
イザ 23:18 一な 覆いの ための もの 
優美な 花冠， 箴 1:9 

ユーフ ラ テス， 創 2:14;  15:18; 啓 9:14 
雄弁， 使徒 18:24 アポロと いう 一な 人が 
誘惑， マタ 6:13 一に 陥らせないで， 

マタ 26:41 絶えず 祈り， 一に 陥らない ように 
ルカ 4:13 悪魔は 一を すべて 終え， 

コー 10:13 人に 共通で ない 一 は 臨まない 
テ モー 6:9 富もうと 思い定め ている 人は 一に 
誘惑 者， マタ 4:3 —が 来て 彼に こう 言った。 

テサー 3:5 —が あなた 方を 誘惑し， 

誘惑 （する）， コー 7:5 サタンが 一し つづけ 
ガラ 6:1 自分 も 一され ないよう， 
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ゆえ 一 よし、 たより 


ゆえ， マタ 24:9 わたしの 名の一 に 
マタ 24:22 選ばれた 者の一 に その 日は 短く 
テモニ 1:12 その 一に 苦しみに 遭って いる 
ゆがめ （る）， 使徒 13:10 道を一 て やめない 
ガラ 1:7 良いた よりを 一ようと 
ゆがんだ， 申 32:20 彼らは 一世 代， 

箴 2:12;  23:33 —事 柄を 話す 
箴 6:14 —  性向が その 心の中に ある。 

箴 8:13  一口を わたしは 憎んだ。 

箴 10:31 — 性向を 持つ 舌は 切り 断たれる。 

雪， ヨブ 38:22 あなたは一 の 倉に 入った ことが 
詩 51:7 わたしが 一よりも 白くなる ため 
詩 147:16 神は 一を 羊毛の ように 与えて 
イザ 1:18 罪は まさに 一の ように 白く され， 
ダニ 7:9 その 衣服は 一の ように 白く， 

出 4:6; 詩 148:8; 箴 25:13;  26:1; 啓 1:14 
行き 巡 （る）， 代 二 16:9 その 目は 全地を一 り， 
マタ 23:15 海と 陸を一 り， 

エレ 5:1; アモ 8:12; ゼカ 4:10 
行き渡 （る）， 使徒 19:20 エホバの 言葉は 一って 
輸出， 王 一 10:28 馬の一 は エジプトから 
輪 出 （する）， 代 二 1:17 馬を一 させた。 

揺すぶる， アモ 9:9 イスラエルの 家を一 
ゆすり 取る 者， コー 6:10 一は 神の 王国を 
ユダ 1, 創 49:10 笏は 一から 離れず， 

エレ 31:31 一の 家と 新しい 契約を 結ぶ。 

ミカ 5:2 —から 支配者が 出る 
詩 60:7; エレ 50:4; マタ 2:6; ヘプ 8:8 
ユダ 2, ユダ 1 キリス トの 奴隸， 一から， 

ユダ 3, マタ 26:25; ルカ 6:16;  22:48 
豊か， 詩 52:7 自分の 一な 富に 依り 頼み， 

詩 65:10 その 畝は 一に 潤され， 

イザ 9:7 君と しての一 な 支配に 終わりは 
コー 12:24 誉れを より 一に 与えて， 

コニ 9:6 惜しみな くまく 者は 一に 刈る 
ヘプ 6:17 いよいよ一 に 示そうと 
詩 37:11; コー 12:23 
ゆだね （る）， コニ 5:19 和解の 言葉を 一て 
テモニ 2:2 忠実な 人々 に一 なさい。 

ぺテー 4:19 魂を 創造者に 一て 
ユダヤ， マタ 24:16; ルカ 21:21 
ユダヤ教， ガラ 1:13 以前 一に 入って いた ころの 
ユダヤ人， 王 二 18:26 一の 言語で 話さないで 
エス 8:17 自分は一 だと 宣言して いた。 

ゼカ 8:23 十 人が， 一で ある 一人の 者の すそを 
ロマ 2:29 内面の 一が 一な ので あり， 

ロマ 3:29 この 方は一 だけの 神な のです か。 
コー 1:23 キリス トは 一には つまずきの もと 
コー 9:20  — に対しては一 のように なり 
ガラ 3:28 一 も ギリシャ 人 もな く， 

啓 3:9 —で あると 言いながら そうでは なく 
ネへ 4:1; エス 3:4; マタ 2:2;  27:11; コロ  3:11 
油断な く 見張 （る）， ぺテー 5:8 —って いなさい。 
ユ ニケ， テモニ 1:5 祖母 ロイスと 母 一 
指， 出 8:19 これ こそ 神の一 です！ 

出 31:18 神の 一に よって 記された 石の 書き 板 
ダニ 5:5 人の 手の 一が 現われ 壁の 上に 文字を 
ルカ 11:20 悪霊を 追い出す のは 神の 一によ る 
詩 8:3; イザ 58:9; マタ 23:4; ヨハ 20:25 
指 幅， エレ 52:21 厚さは 四 一 あり， 

弓， ホセ 2:18  —と 剣と 戦いを この 地から 断ち 
詩 46:9; 啓 6:2 

夢， エレ 23:32 偽りの 一の 預言者たち 
ヨエ 2:28 老人たち は 一を 見る。 

創 41:25; エレ 23:27; ダニ 2:28; 使徒 2:17 
由々 しし、， 詩 99:8 その 一行 為に 復 しゅうを する 
揺らぐ ことなく， コロ 1:23 堅く 立って一， 


揺り動か （す）， マタ 24:29 天の 力は 一され 
ヘプ 12:26 その 方の 声は 地を 一し ましたが， 
ヘプ 12:28 —され る ことのない 王国を 
ルカ 6:48 

揺る （ぐ）， コニ 1:7 希望は 一ぎ ません。 

ヘプ 6:19 魂の 錨， 一がぬ もの 
許され （る）， コー 6:12 すべては一 ている が 
ヤコ 5:15 罪を 犯した ので あれば， それは一 る 
マル 2:26; コー 10:23; コニ 12:4 
許し， マタ 26:28 罪の一 のために 

マル 1:4 一の ための 悔い改めの バプ テス マ 
使徒 2:38 罪の 一の ため イエスの 名に より 
コロ 1:14 贖いに よる 釈放， すなわち 罪の一 を 
へブ 9:22 血が 注ぎ 出されずに 一はな されない 
ルカ 1:77;  24:47; 使徒 10:43; ヘプ 10:18 
許 （す）， 王 一 8:50 民と その 違犯を 一し， 

ネへ 9:17 あなたは 一す ことを なさる 神 
エレ 31:34 わたしは 彼らのと がを一 し， 

マタ 6:12 わたしたちの 負い目を も お 一し 
ヨハ 20:23 あなた 方が 人の 罪を 一すなら， 

ヘプ 6:3 神が 一して くださるならば 
ヨ ハー 1:9 忠実で 義 なる 方で あり， 罪を一 し 
出 4:10;  34:9; 民 14:19; 王 一 8:36; 詩 25: 
11; イザ 55:7; マタ 9:6; マル 2:7;  11:25; ル 
力 4:41; 使徒 19:30; コニ 2:10 
緩め （る）， ヨシ 10:6 手を 一ないで ください。 

使徒 24:23 拘禁の 度を 一る ように 
揺れ動 （く）， サニ 22:8 地は一 きは じめ， 

揺 (れ る）， 詩 18:7 

B 

世， マタ 24:21 —の 初めから 今に 至る まで 
ヨハ 3:16 神は一 を 深く 愛して 
ヨハ 14:19 一は もはや わたしを 見ない 
ヨハ 14:30 一の 支配者が 来ようと している 
ヨハ 15:19  —の ものなら， 一は それを 好む 
ヨハ 17:16 彼ら も 一 の ものではありません。 
ヨハ 18:36 王国は この 一の もので ない 
ロマ 4:13 一の 相続人と なるとの 約束を 
コー 4:9  —に 対し， 劇場の 見せ物 
ヤコ 4:4 一との 交友が 神との 敵対 
ぺテニ 3:6 その 時の一 は， 大 洪水に 覆われ 
マタ 25:34; ヨハ 8:23;  17:5,  6; エフ 1:4;  2： 
2; ヤコ 1:27; ヨ ハー 2:15, 16;  m  17:8 
夜明け， ネへ 8:3 —から 真昼まで 朗読し 続けた 
ヨブ 38:12 一に その 場所を 知らせ， 

イザ 14:12 輝く 者， 一の 子よ， 

詩 139:9; イザ 8:20; ホセ 6:3 

良 （い）， 詩 133:1 弟たち が 共に 住む のは一 い 
ロマ 7:19 自分の 願う一 い 事柄は 行なわず， 
ロマ 10:15  —い 事柄に ついての一 いたより 
ガラ 6:10 すべての 人に 一い ことを 行なおう 

酔い， 詩 78:65 ぶどう酒の一 からさめ る 者 
ヨハ 2:10 一が まわった ころ， 劣った のを 出す 
善い， ルカ 18:19 なぜ わたしを 一と 呼ぶ のです か 
良いた より， 詩 40:9 会衆の 中で 義の 一を 告げ 
イザ 40:9 シオンに一 を 携えて 来る 女よ， 

イザ 52:7 —を 携えて 来る 者の 足 
イザ 61:1 油を そそぎ， 一を 告げる ように 
マタ 9:35 イエスは 王国の 一を 宣べ 伝え， 

マタ 24:14 王国の この 一は， 

マル 13:10 あらゆる 国民の 中で， 一 がまず 
ルカ 2:10 あなた 方に 一を 告げ 知らせて いる 
ロマ 1:16 わたしは一 を 恥じて はいない 
コー 9:16 わたしが 一を 宣明 していても， 


よし ヽ とき 一 よの もとい 
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テサー 2:4 —を 託される に ふさわしい 者 
テモニ 1:10 —に よって 光を 当てて 
イザ 41:27; ナホ 1:15; ルカ 1:19; 使徒 20: 
24;  ロマ 10:15, 16; コニ 4:3,  4; 11:4; ガラ 

1:8; フィ 1:12, 16 
よい 時， エフ 5:16; コロ  4:5 
酔い どれ， 箴 23:21 一は 貧困に 陥り， 

イザ 28:1 エフ ライムの 一たち は 災い だ 
ヨブ 12:25 

良い もの， ネへ 9:25 —で 満ちた 家， 

伝 2:24 骨折りに より一 を 見させる 
良い 物， 伝 5:11 一が 多くなる と， 

善い 者， マル 10:18 神 以外に だれも一 はいない 
酔 （う）， 創 9:21 ノアは ぶどう酒に一 い， 

エフ 5:18 酒に 一 って はなり ません。 

テサー 5:7 —う 者は 夜 一う のが 普通 
啓 17:6 女が 血に一 っ ている のを 見た。 

使徒 2:15 

養育 係， コー 4:15 —万 人の 一が いると しても， 
ガラ 3:24 律法は キリストに 導く一 となった 
用意を （する）， アモ 4:12 自分の 神に 会う 一せ よ 
コー 14:8 だれが 戦闘の 一す るだろう か 
八日， 創 17:12; ルカ 2:21 
溶解 （する）， ぺテニ 3:10 諸 要素は 熱して 一し， 
詩 58:7; エゼ 22:21,  22;  24:11 
要求， ロマ 8:4 律法の 義の 一が， 肉に ではなく， 
要求 （する）， ルカ 11:50 預言者の 血が 一され る 
ルカ 12:48 その 者には 多くが 一され ます。 

エゼ 20:40 

溶鉱炉， 詩 12:6 地の一 で 精錬され， 

イザ 48:10 苦悩の 一で あなたを 選んだ。 

擁護 （する）， フィ 1:7 —して 法的に 確立す る 
要塞， 詩 31:4 あなたは わたしの 一 だからです。 

詩 37:39 神は 苦難の 時の 彼らの一 である。 
容姿， サー 16:7 
養子， ガラ 4:5; エフ 1:5 
幼児， 使徒 7:19; ぺテー 2:2 
養子縁組， ロマ 8:15 —の 霊を 受けた ので あり 

容姿が 良 （し ヽ） ，創 24:16;  26:7 
様式， 詩 144:12; 使徒 23:25 
容赦 （する）， 出 32:32 彼らの 罪を一 して 
04  93.21 

用心 （する）， マタ 10:17 人々 に一 していなさい 
用心深 （い）， 創 3:1 蛇が 最も 一かった。 

マタ 10:16 蛇の ように一 く， はとの ように 
容認 （する）， テサ ー心 7 汚れを 一して ではなく， 
羊皮紙， テモニ 4:13 —を 持って来て ください。 
羊毛， 裁 6:37 
よく 考え （る）， テ モー 4:15 
欲情， ぺテニ 1:4 —の ゆえに 世に ある 腐敗から 
抑制 力， テサニ 2:7 —と なって いる 者が 除かれ 
欲望， ヨハ 8:44 自分の 父の 一を 遂げようと 
テ モー 6:9 多くの 無分別で 害になる 一に 陥り， 
テト 2:12 不敬虔と 世の一 とを 振り捨てるべき 
ヤコ 1:14 自分の一 に 引き出されて 誘われる 
ぺテニ 3:3 その 者は 自分の一 のま まに 進み， 

ヨ ハー 2:16 世に ある もの， 肉の 一と 目の 一 
ヨ ハー 2:17 過ぎ去りつつ あり， その 一 も 同じ 
ガラ 5:24; テモニ 2:22; ぺテニ 2:18 
よけいな こと， コニ 9:1 
予言， 使徒 16:16; テ モー 1:18;  4:14 
預言， マタ 13:14 イザヤの一 は 彼らに 成就して 
コー 13:9 — も 部分的な もの だからです 
ぺテニ 1:20 聖書の一 は どれ も 
ぺテニ 1:21 —は 人間の 意志に よらない 
啓 19:10 イエス —— に 霊感を 与える もの 


代 二 9:29;  15:8; ネへ 6:12;  ロマ 12:6; コー 
13:2; 啓 1:3 

予見し えない 出来事， 伝 9:11 一は すべてに 臨む 
予見 者， サー 9:9 預言者は 一と 呼ばれて いた 
代 二 16:7 — ハナ ニが ユダの 王 アサの もとに 
預言者， 創 20:7 彼は 一で あり， 

申 18:18 彼らの ために一 を 起こす。 

サー 9:9 今日の 一は 昔は 予見 者と 呼ばれて 
王 一 18:22 わたし だけが 一として 残って いる 
王 二 10:19 バアルの すべての 一を 呼び寄せよ 
イザ 9:15 偽りの 教訓を 与える 一が 尾で ある。 
エレ 7:25  — であるす ベての 僕を 遣わした 
エゼ 33:33 一が いた ことを 知らなければ 
ダニ 9:24 幻と 一とに 証印を 押し， 

アモ 3:7 自分の 僕で ある一 たちに 啓示して 
ゼカ 13:5 きっと 言う， わたしは 一では ない。 
マタ 5:12 あなた 方より 前の一 を 迫害した 
マタ 13:57 —は 郷里 以外では 敬われる 
使徒 3:21 聖 なる 一たち の 口を 通して 語られた 
使徒 3:22 わたしの ような一 を 起こされる 
ヤコ 5:10  — たちを 模範と しなさい。 

I 啓 11:18 —に 報いを 与え 

出 7:1; 民 11:29; 代 一 16:22; イザ 29:10; 
エレ 6:13;  14:14;  23:28; ミカ 3:11; マラ 4: 
5; マタ 11:9; ヨハ 7:40; 啓 18:24 
I 予見 （する）， ヘプ 11:40 神は 一し， 

I 預言 （する）， エレ 5:31 預言者た ちは一 し， 

エレ 14:14 わたしの 名に よって一 している 
エレ 26:12  —す るよう 遣わされ たのは エホバ 
I ヨエ 2:28 息子 や 娘たち は 必ず 一す る。 

使徒 2:17 あなた 方の 息子 や 娘は一 し， 

コー 14:1 できるなら， 一 する ことを 求めて 
コー 14:39 一す る ことを 熱心に 求めて ゆく 
王 一 22:12; エレ 23:16;  27:10; エゼ 39:1; ゼ 
, 力 13:3; 啓 10:11;  11:3 
預言す る 人， コー 14:3 一は 人を 築き上げ， 

I よこしまな， マタ 24:48 一 奴隸が 心の中で， 

ロマ 16:19 一 ことにつ いては 純真で ある 
横にな （る）， マタ 8:11 アブラハム と共に一 る 
コー 8:10 一って 食事を している のを 
マタ 26:20; ルカ 22:27 
よしと （する）， ルカ 12:32 王国を 与える のを 一 
使徒 8:1 サウ ロは 彼の 殺害を一 していた。 
よじ登 （る）， 箴 21:22 賢い 者は 都市に 一った 
ヨシヤ， 王 二 21:24; 代 二 35:26 
ヨ シュア， 申 31:23; ヨシ 3:7; ヘプ 4:8 
ヨセフ 1， へブ 11:22 信仰に よって， 一 は， 

創 47:15;  n  105:17; 使徒 7:9 
ヨセフ 2， マタ 1:19; ルカ 3:23; ヨハ 6:42 
予想， ルカ 21:26 

装 （う）， マタ 6:29; 啓 17:4;  19:8 
よそ 者， エゼ 16:32; エフ 2:12 
ヨタ厶 ，裁 9:5; 代 二 27:6 
よだれ， サー 21:13 一を ひげに 垂らした。 

予知， 使徒 2:23 み 旨と 一とに よって 
ぺテー 1:2 父なる 神の一 にした がい， 

予知 （する）， ぺテー 1:20 置かれる 前から一 され 
ヨッ パ， 代 二 2:16; エズ 3:7; 使徒 9:42 
ヨナ， マタ 12:39 預言者 一の しるし 以外には 
ヨナ 1:1;  2:1;  3:1; ルカ 11:30 
ヨナ ダブ， エレ 35:6， 19 
ヨナ タン， サー 18:1， 3; 19:2; サニ 1:17,  22 
世の 支配者， ヨハ 14:30 —が 来ようと している 
ヨハ 16:11 この 一が 裁かれた からです。 

ヨハ 12:31 

世の 基， マタ 13:35 —が 置かれて 以来 隠され 
ぺテー 1:20 —が 置かれる 前から 予知され 
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啓 13:8 —が 置かれて 以来 書かれて いない 
マタ 25:34; ヨハ 17:24; エフ 1:4; ヘプ 4:3; 
啓 17:8 

ヨハネ 1, マタ 3:1 バプテストの 一が 伝道に 来て 
マタ 11:11 バプテストの一 より 偉大な 者 
マタ 14:10;  21:25; マル 1:9; ルカ 1:13 
ヨハネ 2, 啓 22:8 わたし一 は これらを 見た 
マタ 4:21; 使徒 3:1; ガラ 2:9; 啓 1:4 
呼ば わる， イザ 65:24 一前に わたしが 答え， 
呼び入れ （る）， コー 1:9 分かち合う 関係に 一 
ぺテー 2:9 闇から 驚くべき 光の 中に 一て 
呼びかけ （る）， イザ 55:6 近くに いるう ちに一 よ 
呼び 求め （る）， 詩 145:18 —る 者の 近くに 
使徒 2:21 エホバの 名を 一る 者は みな 救われる 
創 4:26; 出 21:17; ヨエ 2:32; 使徒 22:16;  口 
マ 10:13 

呼 (ぶ）， ロマ 9:26 生ける 神の 子ら， と 一 ばれる 
ヨ ハー 3:1 神の 子供と一 ばれる ようにして 
創 2:19; イザ 54:5;  60:14， 18;  62:2;  65:15 
ヨブ， ヨブ 2:3 —は とがめがない 人 
エゼ 14:14  ノア， ダニエル， 一 7^' その 中に 
ヤコ 5:11 一の 忍耐に ついて 聞き， 

ヨブ 1:1,  9,  22;  3:1;  38:1;  40:1;  42:10, 12 
余分， コニ 8:14 

ヨ ベル， レビ 25:10;  27:24; 民 36:4 
よみがえらされ （る）， マタ 28:7 彼が 一た ことを 
ルカ 20:37 死人が 一る ことは モー セで さえ， 
コー 15:44 霊的な 体で一 ます。 

コロ  3:1 キリスト と共に一 たので あれば， 

コ ー 15.17 

よみがえらせ （る）， コニ 4:14 イエスを一 た 方 

エフ 1:20;  2:6; コロ  2:12 

よみがえる， テサー 4:16 死者が 最初に 一 
読み聞かせ （る）， 出 24:7 
読 （む）， イザ 29:11 声を 出して 一んで 

コニ 3:2 すべての 人に 知られ， 一 まれて いる 
申 17:19 

嫁， 創 11:31; レビ 18:15 
代 (々乂 伝 1:4 一は 去り， 一は 来る。 

哀 5:19 あなたの み 座は 一々 に 至ります。 

創 9:12; 出 3:15;  m  79:13;  100:5;  119:90 
依り 頼 (む）， 詩 84:12 エホバに 一む 人は 幸い 
箴 3:5 心を つく して エホバに 一め。 

箴 11:28 自分の 富に 一む 者は 倒れる。 

箴 29:25 エホバに一 んで いる 者は 保護され る 
イザ 26:3 人は あなたに 一む ようになる 
エレ 17:5 地の 人に一 む 者は のろわれる 
詩 9:10;  32:10;  49:6; 箴 28:26; エレ 46:25 
より 抜きの 民， ダニ 11:15 彼の一 も 同様で ある 
夜， 創 1:5 闇の ほうを “ 一” と 呼ばれた。 

王 二 19:35 その 一， エホバの 使いが 出て 行き， 
詩 19:2 一は 一に 継いで 知識を 表わし 示す。 
イザ 21:11 見張りの 者よ， 一は どうな のか。 
ヨハ 9:4 だれも 働く ことので きない 一が 来る 
ロマ 13:12 —は 更け， 昼が 近づきました。 
テサー 5:2 まさに 一の 盗人の ように 来る 
啓 22:5 また， 一はもう ない。 

ヨシ 1:8; テサー 5:5; 啓 7:15 
ヨルダン， 民 35:14; ヨシ 3:13; マル 1:9 
ヨルダン 地域， 創 13:10 

よろ ける ひざ， イザ 35:3 —を しっかり させよ。 
喜ばし （しヽ）， 伝 12:10 召集者は 一い 言葉を 
ヘプ 12:11 どんな 懲らしめ も 一く 思えず， 

喜ば (せる）， マラ 3:4 エホバを 一せ る ものと なる 
ロマ 8:8 肉… は 神を 一せ る ことができない 
ロマ 15:1 自分を 一せ ていて はなり ません。 
ロマ 15:3 キリストは 自分を 一せ る ことを せず 


ガラ 1:10 人間を 一せ ようとして いるだろう か 
テサー 2:4 人間では なく 神を 一せ る 
テサー 4:1 どのように 歩んで 神を 一すべき か 
ヘプ 11:6 信仰がなければ， 神を 一せ る ことは 
コー 10,33， テサー 2 -15 
歓 ばせ （る）， 詩 104:15 人間の 心を一 る ぶどう酒 
箴 27:11 賢く あって， わたしの 心を一 よ。 
喜び， ネへ 8:10 エホバの 一は あなた 方のと りで 
詩 1:2 その 人の 一は エホバの 律法に あり， 

箴 8:11 他の すべての一 もこれ に 及ばない 
イザ 35:2 一と一 の 叫び声と を もって 
ヨナ 1:14 ご 自分の 一となる ように 事を 行ない 
フィ 2:13 ご 自分の 一となる ことのた め， 

ヘプ 12:2 自分の 前に 置かれた 一の ために， 
へブ 13:21 み 前に あって 一 となる _ 柄を， 

エズ 3:12; イザ 49:13; ルカ 2:10; ヨハ 16: 

歓 び: エス 8:17  k ダヤ 人の ためには 一と 歓喜， 
詩 97:11 —が 心の 廉直な 者たち のために 
詩 100:2  —を もって エホバに 仕えよ。 

エス 8:16 

歓び躍 （る）， ルカ 6:23 —り なさい。 

喜び 叫 (ぶ）， イザ 54:1 うまず めよ， 一べ！ 

詩 20:5;  92:4;  95:1; イザ 65:14 
喜びと （する）， 詩 22:8 エホバは 彼を一 された 
詩 40:8 あなたの ご 意志を 一し 
箴 21:1 ご 自分の一 すると ころへ どこへ でも 
イザ 55:11 必ず わたしの 一した ことを 行ない 
イザ 56:4 わたしの一 した ことを 選び， 

エレ 9:24 わたしは これらの ことを 一す る 
コニ 12:10 弱い ところを 一す るので す。 

民 14:8; コロ  1:27; テサニ 2:12 
喜びに あふれ （る）， ヨブ 38:7 明けの 星が 一て 
ルカ 10:21 イエスは 一て， 

喜びに 満ち （る）， イザ 35:1 砂漠は 一， 花咲く 
代 一 16:31; m  113:9; イザ 25:9;  61:10 
喜びの 地， マラ 3:12 一となる 
喜 （ぶ）， 申 32:43 諸国 民よ， 神の 民と 共にー ベ 
代 一 29:3 わたしは 神の 家を 一んで いる 
詩 149:2 彼らは その 王に あって 一べ。 

イザ 1:11 あなた 方の 犠牲を 一ばなかった。 
イザ 65:18 永久に 歓喜し， それを 一べ。 

エゼ 33:11 実際に 生きつ づける ことを一 ぶ。 
ミカ 6:7 エホバは 一 ばれる のだろう か。 

ヨハ 8:29 その 方の 一 ばれる ことを 行なう 
ガラ 4:27 一べ， 子を 産まない うまず めよ。 
ヘプ 10:38 わたしの 魂は その 者を一 ばない 
啓 12:12 ゆえに， 天と 天に 住む 者よ， 一べ！ 
啓 18:20 天よ， 彼女の ことで 一べ。 

創 28:8; サー 15:22; 代 一 29:17; 詩 13:5; 
35:9;  69:31;  118:24; 蔵 8:30; イザ 53:10; ヨ 
エ 2:23; セ、 力 9:9; マラ 1:8;  ロマ 7:22; 15: 
10; ヘプ 10:34;  13:16; ヨ ハー 3:22 
歓 （ぶ）， 王 一 8:66 一び， 心に 楽しく 感じ 
代 一 29:9 ダビデ も 大いに一 ん だ。 

詩 97:1 エホバは 王と なられた！  島々 はー ベ 
箴 29:2 義 なる 者が 多くなる と， 民は一 び， 
マタ 5:12  — び， かつ 喜び 躍りなさい。 

ヨハ 8:56 アブラハムは それを 見て 一 んだ 
使徒 5:41 一びつつ， サン ヘドリンから 出て 
ロマ 12:15 —ぶ 人と 共に一 び， 泣く 人と 共に 
フィ 4:4 主に あって 常に 一び なさい。 

コロ 1:24 自分の 苦しみを 一んで おり， 

伝 8:15; イザ 65:13; ルカ 13:17; ヨハ 16:20; 
コニ 6:10; フイ 4:10; ぺテー 1:8 
喜んで 行なう 霊， 詩 51:12 一を もって， 

よろめき 行 （く）， 詩 38:16 わたしの 足が 一く 


よろめく 一り っ (まう 
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イザ 24:20 その 地は 酔った 人の ように 一き， 
アモ 8:12 

よろめ （く）， 詩 46:2 山々 が一 いて 広大な 海に 
詩 46:5 都は 一 かされない。 

詩 55:22 義者 が一 かされる ことを 許されない 
イザ 29:9 彼らは 一きつつ 歩いた が， 

詩 13:4;  15:5;  93:1;  121:3;  125:1; 蔵 24:11; 
25:26; イザ 24:19;  40:20;  54:10 
弱 （い）， ヨエ 3:10 一い 者は 言え， 

マタ 26:41 霊は はやっても， 肉体は 一い のです 
コー 1:25 神の 一い 事柄は 人間より 強い 
コー 1:27 神は 世の 一い ものを 選んで， 

コー 12:22 ほかより一 く 見える 肢体 
テサー 5:14 一い 者を 支え， 辛抱強く あり 
弱い ところ， ロマ 15:1 強くない 者の一 を 担う 
ヘプ 4:15 わたしたちの一 を 思い やる 
弱さ， 使徒 14:15 あなた 方と 同じ一 を 持つ 人間 
ロマ 8:26 一の ために 助けに 加わります 
コー 2:3 —と 恐れのう ちに， 行きました 
コー 15:43 —のう ちに まかれ， 

コニ 12:9 わたしの 力は一 の 中に 全うされ 
酔わせる， 箴 5:19 その 乳房が あなたを 一 
酔わせる 酒， 箴 31:6 一を 与えよ， 

レビ 10:9; 民 6:3; 裁 13:4; 詩 69:12; 箴 20: 
1. 彳ザ 28:7 

弱め （る）， エレ 38:4 民の 手を 一て いるから です 
弱々 しい， ネへ 4:2 この ー ュダヤ人は 
弱り衰え （る）， アモ 8:13 渴 きのた めに一 る。 
弱り果て （る）， 詩 79:8 ひどく 一て いるので す。 
詩 88:9 わたしの 目は 苦悩の ために 一ました。 
詩 116:6 わたしは 一ました。 すると， 神は 
エレ 31:12 二度と一 る ことは ない。 

エレ 31:25 一た すべての 魂を 満たす。 

ヘプ 12:5 神に 正される とき， 一て もなら ない 
四十， 創 7:4 —日一 夜 地に 雨を 降らせる 
申 8:2 —年の あいだ 荒野で 
申 29:5 荒野で あなた 方を 導いた 一年の 間， 
マル 1:13 —日の あいだ 荒野に いて 誘惑を 受け 
出 16:35; エゼ 4:6; マタ 4:2; 使徒 1:3 
四百， 王 一 22:6 

ライオン， 箴 28:1 義 なる 者は 一の よう だ。 

イザ 11:7  — でさえ 雄牛の ように わらを 
イザ 35:9 一 も そこには いない。 

ヘプ 11:33 一の 口を ふさぎ 

ぺテー 5:8 悪魔が ほえる 一の ように 歩き回り 

啓 5:5 ュダ 族の 者で ある 一， 

裁 14:9; サー 17:36; 詩 91:13; ダニ 6:27;  3 
エ 1:6; ミカ 5:8; ゼパ 3:3 
らい 病， 民 12:10 ミリアムは 一に かかって 
レビ 13:2; 申 24:8; 王 二 5:3,  27; マタ 11: 
5; ルカ 5:12 

らい 病人， マタ 26:6; ルカ 4:27 
雷鳴， ヨブ 40 : 9 神の ような 声で一 を 
詩 29:3 栄光の 神が 一を とどろかせた。 

サー 2:10;  7:10; ヨブ 37:5; 詩 77:18 
ラオ デ キア， コロ  2:1;  4:16;  m  1:11;  3:14 
ラキシュ， ヨシ 10:3; 王 二 14:19; エレ 34:7 
らくだ， 創 24:10, 11; マタ 19:24;  23:24 
らくだの 毛， マル 1:6 ヨハネは一 を まとい， 
ラケル， 倉 IJ  29:28  —も 彼に 妻と して 与えた。 

マタ 2:18 一が その子 供の ために 泣き 悲しむ 
創 29:18;  30:22; ルツ 4:11; エレ 31:15 

ラザロ， ルカ 16:20; ヨハ 11:1， 2; 12:1 
ラッパ， マタ 6:2 施しを する 時， 一を 吹いて は 


コー 14:8 —の 出す 音が 不明 りょうで あれば 
コー 15:52 またたくまに， 最後の一 の 間に 
テサー 4:16 神の 一と 共に 天から 下られる と， 

ヘプ 12:19; 啓 8:2 

ラッパの 音， マタ 24:31 一とと もに 使いたち を 
ラバ， 申 3:11 それは アン モンの 子ら の 一に ある 
サニ 11:1; エレ 49:2; エゼ 25:5 
ラ ハブ， ヘプ 11:31 信仰に よって， 娼婦一 は， 
ヤコ 2:25 娼婦 一 も 業に よって 義と宣 せられ 
ヨシ 2:3;  6:17,  23,  25 
ラバン， 創 24:29;  29:5;  31:24,  48;  32:4 
ラビ， マタ 23:8 —と 呼ばれて はなり ません。 
ヨハ 1:38;  3:2 

ラブ シャ ケ， 王 二 18:17; イザ 36:2， 12;  37:4 
ラマ， エレ 31:15  —で 声が 聞こえる。 

ヨシ 18:25; 裁 4:5; サー 16:13; マタ 2:18 
ラ モト. ギレアデ， 王 一 4:13;  22:3; 王 二 8:28 
乱費 （する）， ルカ 15:13 息子は 財産を一 し 
乱用 （する）， コー 9:18 自分の 権限を 一し ない 


利， コー 13:5 愛は 自分の一 を 求めず， 

利益， 箴 14:23 労苦に よって一 が もたらされる。 
離縁 証書， マタ 19:7 

理解， 詩 119:104 わたしは一 を もって 行動す る 
詩 147:5 その一 について は 語り 尽くせない 
箴 3:5 自分の 一に 頼って はならない。 

箴 9:10 聖 なる 方に ついての 知識が一 である。 
イザ 29:14 思慮深い 者の一 も 覆い隠される 
ダニ 11:33 多くの 者に 一を 分かつ。 

理解 させ f る） 厂 詩 119:34 わたしに一 てくだ さい 
ヨブ 6:24; 詩 119:27 

理解 （する）， 詩 114:1 — できない 話し方を する 民 
箴 28:5 エホバを 求める 者は すべてを一 する。 
イザ 6:9 何度も 聞け。 だが一 するな。 

ダニ 12:8 聞いた が， 一で きなかった。 

ダニ 12:10 邪悪な 者は 一人と して一 しない 
コー 14:9 容易に 一で きる ことばを 
ぺテニ 3:16  — しにくい ところ も あって， 

詩 82:5; イザ 43:10 

理解力， コー 14 : 20 —の 点で 幼子 とならない 

履行す る， 代 二 34:31 契約の 言葉を 一 ことを 
詩 149:9 司法 上の 定めを 一 ために。 

利己的， 民 11:4 群衆が 一な 願望を 示し， 

詩 106:14 荒野で一 な 欲望を 表わし， 

離婚， マラ 2:16 神は 一を 憎んだ ので ある 
離婚 証 (明） 書， 申 24:1 一を したためて 
イザ 50:1 母の一 は どこに あるの か。 

エレ 3:8 彼女を 去らせ 完全な 一を 与えた。 

離婚 （する）， レビ 21:7 —され た 女を め とっても 
レビ 22:13 祭司の 娘が 一され た 者と なり， 

民 30:9 一され た 女の 誓約の 場合， 

マタ 1:19 ヨセフは ひそかに 一し ようとした。 
マタ 5:31 だれでも 妻を一 する 者は， 

マタ 19:7 なぜ モー セは 妻を 一す る ことを 規定 
マタ 19:9 だれでも 淫行 以外の 理由で 妻を一 し 
マル 10:11; ルカ 16:18 
理性の ない， ぺテニ 2:12 一 動物の ように， 

利息， マタ 25:27 一と 一緒に 受け取って 
出 22:25;  m  28:8 

りっぱな， テサー 5:21 一事 柄を しっかり 守り 

律法， 出 24:12 石の 書き 板と とおき てと を 
詩 19:7 エホバの一 は 完全で， 

詩 40:8 あなたの 一は わたしの 内なる 所に 
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りっぽうしゃ 一れ い 


箴 6:20 母の 一を 捨て去って はならない。 

イザ 2:3 —は シオンから 出る 
イザ 24:5 一を くぐり， 規定を 変え， 

ルカ 16:16 —と 預言者た ちとは ヨハネまで 
ルカ 24:44 モー セの一 に 書いて ある ことは 
ヨハ 10:34 あなた 方の 一に 書いて あるでは 
ロマ 2:14 生まれな がらに一 を 行なう 場合 
ロマ 4:15 一の ない ところには 違犯 もない 
ロマ 7:2 夫が 死ねば， 夫の一 から 解かれます 
ロマ 7:12 一 そのものは 聖 なる もの 
ロマ 7:22 神の 一を ほんとうに 喜んでい ます 
ロマ 7:23 別の 一が わたしの 思いの一 と 戦い， 
ロマ 8:2 あなたを 罪と 死の 一から 自由にした 
ガラ 3:24 一は キリス トに 導く 養育 係 
ガラ 6:2 キリス トの一 を 全うしなさい。 

ヘプ 10:1 —は 来たるべき 良い 事柄の 影 
ヤコ 2:8 王た る 一を 実践して いるので あれば 
ネへ 9:13; イザ 8:16; エレ 31:33; ダニ 6:5; 
マタ 5:17;  ロマ 6:14;  10:4;  13:8; ガラ 3:19 
立法者， ヤコ 4:12 — また 裁き 主は ひとり， 

利得， イザ 23:18 彼女の一 と 賃銀は 

テ モー 6:6 敬虔な 専心を 守る ことは 一の 手段 
裁 5:19; イザ 56:11; エレ 6:13 
リビア， 使徒 2:10 — 各地の 住民， 

リビア 人， ダニ 11:43 —は 彼の 歩みに 付く 
リベカ， 創 24:51;  27:15;  49:31 
略奪 隊， サー 30:8; 王 一 11:24; 詩 18:29 
理由， ロマ 13:5 どうしても 服従す るべき一 が 
ぺテー 3:15 希望の 一を 問う 人に 対し， 

ヨブ 2:3; 詩 109:3; 伝 7:25 
流血， ミカ 3:10  — 行為を もって シオンを 築き， 
流産， 出 23:26  —を する 女もう まずめ もい ない 
ヨブ 3:16 隠された 一の ように， 

王 二 2:19,  21; ヨブ 21:10; 詩 58:8 
流産す る胎， ホセ 9:14 彼らには一 を 与えて 
留苦場  zn_  22.27 

流ち ょう， 出 4:10 私は一 に 話せる 者では 
ハバ 2:2  —に 読める ようにせ よ。 

猫  #[|  97-^0 

漁， ルカ 5:4 網を 下ろして一 をしなさい。 

領域， エフ 4:9 下方の一， つまり 地に も 
両替屋， ヨハ 2:15 神殿から 追い出し一 の 硬貨を 
両親， ルカ 2:27 

良心， ロマ 9:1 わたしの 一 も 証し して 

コ ー 10:29  — によって 裁かれて よい か 

テ モー 1:19 信仰と 正しい 一を 保つ こと 
テ モー 4:2 — に 焼き金に よる 印を 付けられ 
ヘプ 9:14 一を 死んだ 業から 清めて， 

使徒 23:1; コー 8:12; コニ 1:12; ぺテー 3: 
16,  21 

利用 （する）， コニ 7:2 だれかを 一した こと も 
ぺテニ 2:3 あなた 方を一 する 
コニ 12:17, 18 

領地， 詩 147:14 神は あなたの 一に 平和を 
エレ 31:17 自分たち の一 に 帰って来る 
ミカ 5:6 —を 踏みに じる その 時に。 

マラ 1 : 4 邪悪の 一， と 呼ぶ で あろう 
詩 78:54; ヨエ 3:6; アモ 1:13; ゼパ 2:8 
領土， ダニ 6:26 
料理な ベ， 民 11:8; 裁 6:19 
料理人， サー 8:13;  9:23,  24 
旅行， マタ 21:33; ルカ 15:13;  20:9 
輪郭， コー 13:12 ぼんやりした 一を 見て 
りんご， 箴 25:11 銀の 彫り物の 中の 金の 一 
臨在， マタ 24:3 あなたの 一の しるし 
マタ 24:37 人の子の 一は ノアの 日の よう 
コー 15:23  — の 間に， キリスト に 属す る 者 


ぺテニ 1:16 主 イエスの 力と 一につ いて 
ぺテニ 3:4 約束され た 彼の一 はどう なって 
ヨ ハー 2:28 その一 の 際に わたしたちが 恥を 
マタ 24:27; テサー 4:15; ヤコ 5:7,  8; ぺテ 
二 3.12 

隣人， k  27:10 近くの一 は 遠くの 兄弟に 勝る。 
ルカ 10:27 —を 自分自身 のように 愛さねば 
ルカ 10:36;  ロマ 13:10; エフ 4:25 

ル 

類似して し、 （る）， ロマ 5:14 アダムは… と 一 
類のない， エゼ 7:5 災い， 一 災い， それが 来る 
塁壁， 詩 48:13 その一 にあな た 方の 心を 留めよ 
イザ 26:1 神は 城壁と 一の ために 救いを 
ルカ， コロ  4:14; テモニ 4:11 
流刑， 王 二 18:11 アッシリアに一 に処 し， 

イザ 5:13 知識の 欠如の ために一 の 身と なる 
エレ 13:19 ユダは 全体が 一に 処 せられた。 

エズ 6:16; イザ 20:4; エゼ 25:3; アモ 1:5 
ルツ， ルツ 1:4;  2:8;  3:9;  4:13; マタ 1:5 
るつぼ， 箴 17:3 —は 銀の ため， 炉は 金の ため。 
ルビー， 出 28:17;  39:10; エゼ 28:13 
ル ベン， 創 29:32;  49:3; 裁 5:15; 啓 7:5 

レ 

レア， 創 29:23; ルツ 4:11 
例， コー 10:11 この 事は一 として 降り懸かり 
ユダ 7 

霊， サニ 23:2 語った のは エホバの 一で， 

王 二 2:9 あなたの 一の 二つの 分が 私に 臨み 
ヨブ 12:10 すべて 人間の肉の一 もそう である 
ヨブ 27:3 神の一 がわた しの 鼻に ある 限り， 
ヨブ 33:4 神の一 がわた しを 造り 
詩 51:17 神への 犠牲は 砕かれた 一な のです。 

詩 104:29 あなたが その 一を 取り去られるなら 
詩 146:4 —は 出て 行き， 彼は 自分の 地面に 帰る 
伝 3:19 皆た だ 一つの 一を 持って おり， 

伝 3:21 人間の 子ら の 一は 上に 上って 行く のか 
伝 12:7 — もま ことの 神の もとに 帰る。 

イザ 8:19 予言の 一を 持つ 者たち に 問い合わせ 
イザ 19:14 地の 中で 錯乱の 一を 混ぜ合わせた 
イザ 42:1 彼の うちにわ たしの一 を 置いた。 
イザ 61:1 主 エホバの 一が わたしの 上に ある。 
ゼカ 4:6 力に も よらず， わたしの 一によ る 
マタ 3:16 神の 一が はとの ように 下って 
マタ 26:41 一はは やっても， 肉体は 弱い 
ルカ 24:39 一には 肉 や 骨は ない のです。 

ヨハ 4:24 神は 一な ので， 神を 崇拝す る 者 も 
使徒 2:17 自分の 一を 肉なる 者の 上に 注ぎ 
ロマ 8:6 —の 思う ことは 命と 平和を 意味し 
ロマ 8:9 神の 一 が 真に 宿って いるなら， 

ロマ 8:11 よみがえらせた 方の 一が 宿って いる 
ロマ 8:16 一 そのものが わたしたちの 一と 共に 
ロマ 11:8 神は 彼らに 深い 眠りの 一を 与え， 
コー 2:10 一が すべての 事を 究める 
コー 2:11 神の 事柄 も， 神の一 を 別に すれば， 
コー 3:16 神の 一が 宿って いるのを 
コニ 3:6 法典は 死罪に 定め， 一は 生かす 
コニ 3:17 エホバの 一の ある 所には 自由が 
エフ 2:22 神が 一に よって 住まれる 所 
エフ 6:12 天の 場所に ある 邪悪な一 の 勢力 
エフ 6:17  —の 剣， すなわち 神の 言葉を 
テモニ 1:7 憶病の 一では なく， 力と 愛の一 を 
ヤコ 4:5 — は， そね みの 傾向を もって 
ぺテー 3:19 獄 にある 一たち に宣べ 伝え 
啓 22:17 一と 花嫁は， 来なさい！ と言う 


れいかん 一 ろんそう もんだい 
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ヨブ 32:8;  m  16:18; ヨエ 2:28; ヨハ 16:13; 

霊感， 代 一 28:12 一に よって 彼のう ちに あった 
箴 16:10 一によ る 決定が 王の 唇に あるべき 
マタ 22:43  — によって 彼を 『主』 と 呼び 
テモニ 3:16 聖書 全体は 神の 一を 受けた もので 
啓 1:10 わたしは 一に よって 主の日に 来て おり 
啓 19:10 預言に一 を 与える もの 
霊感の ことば， ホセ 9:7 —を 持つ 者 も， 

テ モー 4:1 — は， 後の 時代に ある 人たち が 

コー 12:10 

霊感の 表現， ヨ ハー 4:1 一 すべてを 信じて はなら 
啓 16:13 かえるの ような 三つの 汚れた 一 
冷静 さ， テサー 5:6 目 ざめ ていて， 一を 保つ 
テサー 5:8 —を 保ち， 信仰と 愛の 胸当てを 
テモニ 4:5 すべての 事に一 を 保ち， 苦しみを 
ぺテー 1:13 あくまでも 一 を 保ちなさい。 
ぺテー 5:8  —を 保ち， 油断な く 見張って 
隸属の 身， コー 7:15 

霊的， マタ 5:3 —な 必要を 自覚して いる 人 
コー 2:13 一な ことに 一な 言葉を 
コー 2:14 それは一 に 調べるべき 事柄 
コー 15:44  —な 体で よみがえらされます。 

コロ 1:8 —な 面での あなた 方の 愛を 
ぺテー 2:5 —な 家に 築き上げられて ゆく 
啓 11:8 —な 意味で ソ ドム また エジプト 
ロマ 1:11;  7:14; コー 10:3,  4; ガラ 6:1 
霊的な 命， ヘプ 12:23 完全に された 義人の一 

S 媒， ’ レビ 19:31 —に 身を 寄せて はいけ ない。 

申 18:11 まじないで 縛る 者， 一に 相談す る 者 
サー 28:3; 王 二 21:6;  23:24; 代 一 10:13; イ 
ザ、  8:19;  19:3;  29:4 

霊媒 術 者， サー 28:7 女性一 である 女が います 

霊媒の 霊， レビ 20:27 — や 予言の 霊が 宿る 者 

礼服， イザ 3:22; ゼカ 3:4 

レウ エル， 民 10:29 ミディ アン 人 一の 子 ホ パブ 

レ カブ， 王 二 10:15; 代 一 2:55; エレ 35:6 

レ カブ 人， エレ 35:2,  3,  5, 18 

歴史， 創 2:4;  5:1;  6:9; マタ 1:1 

レバノン， 申 3:25; イザ 35:2; エゼ 17:3 

レ ハべ アム， 王 一 12:1;  14:21,  29 

レビ， 創 29:34 ゆえに その 名は 一と 呼ばれた。 

出 32:26  —の 子ら がみな 彼の もとに 集まって 
申 10:9 —は 受け 分 や 相続 分を 共に しなかった 
マラ 3:3  — の 子ら を 必ず 清く する。 

創 35:23; 民 18:21; m  135:20; 啓 7:7 
レビ 人， 民 3:12  — はわた しの ものと なる 
民 8:19  —をア ロンと その子ら とに 与え 
民 35:6 一に 与える 都市， 六つの 避難 都市 
民 3:41; 代 一 15:2, 16; 代 二 23:7 
レ ビヤ タン， イザ 27:1 滑る ように 動く 蛇 一 
ヨブ 41:1; 詩 74:14;  104:26 
レメク ，創 4:18;  5:25; 代 一 1:3; ルカ 3:36 
れんが， 創 11:3; 出 1:14;  5:7 
廉直， 王 二 10:15 あなたの 心は 一です か。 

ヨブ 1:8 とがめが なく， 一で， 神を 恐れ， 

ヨブ 6:25 言われ た一 な ことは 
ヨブ 33:23 人に その 一な ことを 告げるなら 
詩 11:7  —な 者たち がその み 顔を 見る 者と なる 
詩 19:8 エホバから 出る 命令は 一で 
詩 25:21 忠誠と 一が わたしを 保護す るよう に 
詩 49:14 一な 者たち が 朝に 彼らを 従え， 

詩 97:11 歓 びが 心の 一な 者たち のために 
箴 2:21 一な 者たち が 地に 住み， 

箴 12:6 —な 者たち の 口は 彼らを 救い出す 
箴 14:12 人の 前には一 な 道であって も， 後に 


箴 15:8 —な 者たち の 祈りは 神に とって 喜び 
箴 16:25 人の 前には 一な 道であって も， 後に 
伝 7:29 神は 人間を一 な 者と して 造られた が， 
ミカ 2:7 —な 歩み方を している 者には 
ミカ 7:2 人の 中に 一な 者は いない。 

代 一 29:17; ヨブ 33:3; 詩 143:10; 箴 14:2 

□ 

炉， ダニ 3:17 火の 燃える一 の 中から 救い出して 
申 4:20; ダニ 3: 19; マラ 4:1; マタ 
13:42 

ロイス， テモニ 1:5 祖母 一と 母ユ ニケに 
ろう， 詩 68:2 —が 溶け るよう に 邪悪な 者が 
詩 97:5 山々 も 主の ゆえに一 のように 溶け 
労， テサー 2:9; テサニ 3:8 
牢 ，詩 142:7 わたしの 魂を一 の 中から 連れ出し 
労苦， 箴 14:23 あらゆる 一に よって 利益が 
コー 15:58 一が 主に あって 無駄で ない 
コニ 11:23 その 一は さ らに 多く， 

啓 14:13 彼らは その 一を 休みなさい， 

詩 128 :2; ヨハ 4:38; コー 3:8; テサー 
3:5 

労苦 (する）， マタ 11:28 —し， 荷を 負う 人 
コー 16:16 協力し， 一 している 人に 服して 
ガラ 4:11 — した ことが 無駄に 
ヨハ 4:38 

労 （する）， イザ 65:23 いたずらに一 する ことなく 
ヨナ 4:10; コー 15:10 

朗読， テ モー 4:13 公の一 と 説き勧める ことに 励 
ルカ 4:16 

朗読 （する）， ネへ 8:8 神の 律法を一 し 続け， 

イザ 34:16 尋ね 求め， 一 せよ。 

ハバ 2:2 —す る 者が 流 ちょうに 読める よう 
啓 1:3 一す る 者は 幸い 
使徒 13:27 

ろうばい する， 王 二 2:17 彼が 一まで 
エゼ 27:35 顔は 必ず 一。 

牢屋， マタ 11:2; 使徒 5:21;  16:26 
口ーマ 人， 使徒 16:37  — である わたしたちを， 
ヨハ 11:48; 使徒 23:27;  25:16;  28:17 
六 百 六十 六， 啓 13:18 
口 卜， ルカ 17:28 —の 日に 起きた とおり 
ぺテニ 2:7 義人 一を 救い出された 
創 11:27;  19:29 

ろば， 民 22:28 —は バ ラムに こう 言った 
民 31:28 人. 牛 —— 羊， 五 百 ごとに 一つの 魂 
ゼカ 9:9 あなたの 王が 一に 乗って 
民 22:23; 裁 15:15; ヨブ 11:12; マタ 21:5 
論議， イザ 41:21 あなた 方の 一を 提出せ よ 
コロ  2:4 巧みな 一で だます ことのな いため 
コ ~ ■  3:20 

論じ 合 （う）， ヨブ 13:3 神と一 うこと を 喜びと 
マル 1:27 非常に 驚き， 互いに一 っ て， 

マル 9:10 意味を 互いに 一った。 

_ ユダ 9 モー セの 体に ついて 一った 時， 

論証， コ ー ■  2:4; ヘプ 11:1 

論証 (する）， 使徒 9:22 キリストを一 して， 

論じ （る）， マル 8:16 互いに 一 はじめた。 

ルカ 22:23 互いに 一 始めた 
へブ 8:1 いま一 ている ことでは， これが 要点 
ヨブ 13:15; ミカ 6:2; マル 8:17 
論争， 申 19:17 — にか かわる 両人は 
イザ 66:16 その一 を 取り上げられる 
エレ 25:31 エホバが 諸国 民と 戦わす一 が ある 
申 17:8;  21:5;  25:1; 哀 3:58; ホセ 4:4; 使 
徒 25:19; テ モー 6:4; ヘプ 6:16 
論争 問題， イザ 41:21 あなたの 一を 持ち出せ 
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輪， エゼ 1:16  —の 中に 一が あるとき のよう 
エゼ 1:20;  10:6 
わい 曲， 箴 11:3 

わいろ， 詩 26:10 その 右手は 一 で 満ちて います。 
ミカ 3:11 頭たち はた だ 一の ために 裁き， 

出 23:8; 蔵 17:23; イザ 1:23;  5:23;  33:15 
若い， ヨブ 33:25 肉は 一 ころよりも みずみずしく 
箴 5:18 あなたの 一時の 妻と 共に 歓 ベ。 

イザ 54:4 あなたは 自分の 一時の 恥を も 忘れ， 
サニ 19:7; 詩 71:17; マラ 2:14; マル 10:20; 
使徒 26:4; テ モー 5:1,  2, 11， 14 
和解， ロマ 5:11 わたしたちは 今や 一を 授かった 
ロマ 11:15; コニ 5:18, 19 
和解させる， エフ 2:16 両方の 民を 神と一 
コロ 1:20 彼を 通して 再び ご 自分と一 
和解 （する）， ロマ 5:10 神と一 したので あれば， 
若い 成年， 伝 12:1 あなたの一 の 日に 創造者を 
若さ， 詩 103:5 あなたの 一は 鷲の ように 絶えず 
テ モー 4:12 あなたの 一を だれに も 見下げられ 
テモニ 2:22 一に 伴いが ちな 欲望から 逃れ， 

伝 11:10 

分かち合う， コー 1:9 キリス トと一 関係に 
コー 9:23 他の 人々 と一 者と なる 
ヘプ 10:33 人々 と共に 一 者 ともなりました 
若者， 詩 37:25 わたしは かつては 一であった が， 
詩 110:3 あなたは 露 玉の ような 一の 隊を 得て 
ヨエ 2:28 一たち は 幻を 見る。 

サー 17:56;  20:22;  m  20:29; エゼ 9:6; 使徒 
2.17. ヨ ハー ？.14 

別れを 告げ (る）， ルカ 9:61; 使徒 18:18; コニ 2:13 
わき 出させる， ヤコ 3:11 …と 苦い ものを 一 
わき 立つ， 詩 45:1 わたしの 心は 良い 事で一 
わきまえ 知る， ロマ 12:2 ご 意志を 自ら一 ため 
わきまえ （る）， 箴 1:2 理解の ことばを 一， 

コー 11:29 もし その 体を 一ないなら， 

王 一 3:9; 箴 19:25 

分け合う 者， コニ 1:7 苦しみを一 となって いる 
コー 10:18; フィ 1:7; ヨ ハー 1:3， 6， 7 
分け与え （る）， イザ 53:12 分捕り物を一 る 
ロマ 12:3 神が 一て くださった ところ に 応じ 
ロマ 12:8 —る 者は 惜しみな く 一， 

イザ 34:17 

分け 持つ， コー 10:16 キリス トの 体を 一 
分け （る）， 王 一 8:53 相続 物と して一 られた 
マタ 25:32 人を ひとりひとり一 ます。 

ガラ 1:15 母の 胎 から わたしを 一 ， 

ヨシ 18:5; 裁 7:16; ダニ 5:28;  11:4 
業， 申 32:4 岩なる 方， そのみ 一は 完全， 

詩 8:6 これに ご 自分の み 手の一 を 支配 させ， 

詩 71:17  くす しいみ 一につ いて 告げ 知らせて 
詩 104:24 あなたの み 一は 何と 多い のでしょう 
伝 9:10 シヱ オルには， 一 も 知識 もない 
ヨハ 9:4 遣わした 方の一 を 昼のう ちに 
ヨハ 14:12 それより 大きな 一を する のです。 
ヨハ 17:4 与えて くださった 一を なし 終えて， 
ロマ 8:28 神が そのす ベての み 一を 協働 させて 
ガラ 5:19 肉の 一は 明らかです。 淫行， 汚れ， 
テト 2:14 りっぱな一 に 熱心な 民を， 

ヘプ 10:24 りっぱな 一とを 鼓舞し 合い， 

ヤコ 2:26 一の ない 信仰 も 死んだ もの 
申 3:24; 詩 71:17;  104:24;  106:2;  150:2; イ 
ザ 28:21; ハバ 3:2; コー 3:13; テモニ 3:17 
災い， 詩 34:19 義 なる 者の 遭う一 は 多い。 

イザ 31:1 エジプトに 下る 者は一 だ。 


ろんりてき一 わるだくみ 

エレ 1:14 北から 一が 解き放 たれる であろう。 
アモ 6:1 安逸に 過ごして いる 者は一 だ！ 

コー 9:16 わたしに とっては 一となる のです 
啓 12:12 地と 海に とっては一 である。 

出 21:17; 申 32:23; 詩 71:24;  107:26; イザ 
6:5;  45:7; エレ 2:27;  25:6,  29;  38:4 
災いの 日， 伝 7:14 一には… ことを 見よ。 

アモ 6:3 自分の 思いの 中から一 を 退けて， 

鷲， イザ 40:31 彼らは一 のように 翼を 張って 
エゼ 10:14; オバ 4; マタ 24:28; 啓 12:14 
煩い， 詩 6:7 わたしの 目は 一の ために 弱り， 

煩い 事， 箴 12:25 人の 心の一 はこれ を かがませ， 
煩わしい ，フィ 3:1 書いて いても， 一 ことでは 
忘れ （る）， 申 4:23 気を付けて 契約を 一ぬ よう， 
詩 9:17 神を 一る すべての 国の 民 
イザ 49:15 わたしが あなたを 一る ことは ない 
イザ 65:16 以前の 苦難は 実際に一 られ， 

エレ 23:27 わたしの 名を一 させようと 考えて 
ホセ 4:6 自分の 神の 律法を いつも一 ている 
ホセ 8:14 イスラエルは 自分の 造り 主を一， 

フィ 3:13 後ろの ものを一， 前の ものに 
ヘプ 6:10 み 名に 示した 愛と を一 たりは されな 
申 6:12; ヨブ 19:14;  m  9:18;  10:11;  45:10; 
78:7; エレ 30:14;  50:5; へブ 13:16; ぺテニ 1:9 
わたしが エホバで ある ことを 知 （る）， 出 7:5; 14: 
4;  31:13; イザ 49:23; エゼ 6:7;  7:4;  11:12; 
12:20;  13:23;  14:8;  15:7;  16:62;  20:44;  22: 
16;  25:5;  26:6;  28:22;  34:27;  35:9;  37:6; 
38:23;  39:7,  28 
わたしは なる， 出 3:14 
わな， 申 7:16 それは あなたの 一となる 
詩 106 : 36 偶像は 彼 ら にと っ て一 となった。 

箴 12:13 唇の 違犯に よって 悪人は一 に 掛かる 
箴 14:27 それは 人を 死の 一から 遠ざける。 

箴 29:25 人に 対する おののきは 一となる。 

ルカ 21:34 その 日が 突然， 一 のように 急に 
テ モー 6:9 富もうと 思い定め ている 人は一 に 
ヨシ 23:13; 裁 2:3; サニ 22:6; 詩 11:6;  38: 
12;  64:5;  91:3; 箴 18:7; イザ 8:14;  29:21; 
エレ 18:22;  ロマ 11:9; テモニ 2:26 
わなな （く）， ヨブ 34:20; ホセ 3:5; ミカ 7:17 
輪な わ， コー 7:35 あなた 方に一 を 掛ける ため 
和睦 (する）， マタ 5:24 まず 自分の 兄弟と 一し， 
わら， ヨブ 21:18 彼らは 風の 前の一 のように， 
マタ 7:3-5; ルカ 6:41， 42 
笑い， 詩 126:2 わたしたちの 口は 一で 満ち 
ヤコ 4:9 あなた 方の 一を 嘆きに 変え 
伝 2:2;  7:3;  10:19 
笑い物， 代 二 36:16 神の 使者を一 にし， 

エレ 20:7 一日 じゅ う 一とな りました。 

ハバ 1:10 高臣 たちさえ 一となる 0 
笑 （う）， 創 18:13 サラが 一って， 

詩 2:4 天に 座して おられる 方が 一う。 

詩 37:13 エホバが 彼を 一 われる。 

箴 1:26 わたしは あなた 方の 災難を 一う。 

ルカ 6:25 災い だ！  一って いる あなた 方は。 

創 18:15;  21:6; 詩 59:8; 箴 14:13; 伝 3:4 
割り当て， ルカ 17:9 奴隸 が一の 事を しても 
割り当て （る）， コニ 10:13 一ら れた 境界の 外で 
テ モー 1:12 わたしを 奉仕の 務めに 一て， 

ネへ 9:22 

悪い， ロマ 7:19 自分の 願わない 一事 柄， それが 
コー 15:33 一 交わりは 有益な 習慣を 
ヤコ 1:13 一事 柄で 神が 試練に 遭う ことは ない 
レビ 27:10; 箴 30:20; 使徒 25:10; コニ 7:2 
悪く言 （う）， テ モー 6:1 — われる ことのな いため 
悪巧み， 箴 16:28 —を する 者は 常に 口論を 送り 


付録 


へ ブライ 語 聖書 および 
ク リス チャン • ギリシャ 語 聖書 中の 神の み 名 
「エホバ」。 へ ブライ 語， mn， （YHWH もしくは JHVH) 


「エホバ」 （へ ブライ 語， mn\  YHWH), 
創世 2:4 に 最初に 出て 来る 神の 固有の 名。 
神の お 名前は 動詞の 一形 態， すなわちへ ブ 
ライ 語 動詞 nin  (ハー ワ ー， 「なる」） の 使 
役 形， 未完 了 態と 同じ 形を しています。 で 
すから， 神の み 名には， 「彼は ならせる」 と 
いう 意味が あります。 この ことは， エホバ 
が， 進行 的 行為を もって ご _ 身を， 約束を 
成就す る 者， また その 目的を いつも 実現 さ 
せる 者と ならせる 方で ある ことを 明らかに 
しています。 

現代の 翻訳者た ちが 聖書の 著者で あられ 
る 神に 加えて いる 最大の 侮辱は， その 方に 
特有の 固有の み 名を 削除して いる， もしく 
は 覆い隠し ている ことです。 実際には， そ 
の 方の お 名前は へ ブライ 語 本文 中に nim 
(YHWH もしくは JHVH) という 9 ブ りで 
6,828 回 出て 来ます。 これは 一般に 四 文字 語 
と 呼ばれます。 わたしたちは， 「エホバ」 
という 名を 用いる ことによって， 原語で 書 
かれた 本文に 固く 付き従い， 神の み 名で あ 
る 四 文字 語を 「主」， 「アド ナイ」， 「神」 と 
いった 称号に 置き換える 一般の 慣行には 倣 
いません でした。 

新世界 訳のへ ブライ 語 聖書 部分には， 「エ 
ホバ」 の 名が 6,973 回 出て 来ます。 しかし， 
へ ブライ 語 本文 中には， 四 文字 語は 6 ， 828 回 
しか 出て いません。 これには， 結合 固有 名 
の 一部と して 出て 来る 3 回 （創世 22:14; 出 
エジプト 17:15; 裁き 人 6:24) および 詩編 
の 表題 （7; 18[3 回];  36; 102 編） に 出て 来 


る 6 回が 含まれて います。 わたしたちは， こ 
れら 6,828 力) 所のう ち， 裁き 人 1山18 を 除く 
すべてで 四 文字 語を 「エホバ」 と 訳出し ま 
した。 裁き 人 19:18 では， 神の み 名と して 
ではなく 「わたしの」 という 一人称 単数 代 
名詞に 読みました。 また， セプ トゥア ギン 
夕 訳の 読みに 基づいて， 申 命 30:16; サム 
エル 第二 15:20; 歴代 第二 3:1 で 四 文字 語 
を 復元し ました。 イザヤ 34:16 とゼ カリヤ 
6:8 でも 神の み 名を 復元し ま したが， これら 
2 か 所に おける 「わたしの」 を 意味す る 一 
人称 単数 代名詞は， 代名詞に ではなく， 神 
のみ 名に 取るべき です。 ソフヱ リムが 神の 
み 名を ア ドー ナーイ もしくは エロー ヒー ム 
と 読む ように 変えた 141 か 所で も み 名 が復 
元され ています。 

翻訳者の 立場を 越えて 聖書 釈義の 分野に 
立ち入る ことがない よう， わたしたちは ク 
リス チャン • ギリシャ 語 聖書 中の 神の み 名 
の 翻訳に 際して は， 背景と なる へ ブライ 語 
聖書を いつの 場合 も 注意 深く 考慮しつつ， 
極めて 慎重に 作業を 行ないました。 利用 可 
能な へ ブライ 語 訳の クリスチャン •ギリ 
シャ語 聖書を 調べ， それらが わたしたちの 
訳し 方と 一致して いるか どうかに ついても 
確認し ま した。 

へ ブライ 文字の 四 文字 語 （nirr) はへ ブラ 
イ語 本文と ギリ シャ 語セプ トゥ アギ ンタの 
双方に 用いられました。 ですから， イエス 
とその 弟子たち は， へ ブライ 語 あるいは ギ 
リ シャ 語の いずれで 聖書を 読んだ 場合で も， 
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神の み 名を 目に した ことでしょう。 ナザレ 
の 会堂で， イエスが 立ち上がって イザヤの 
書を 受け取り， 四 文字 語の 出て 来る 61 章 1， 
2 節を 読んだ 時， イエスは 神の お 名前を 発音 
されました。 そのことは， み 父に 対する 次の 
祈りに 見られる イエスの 願い， つまり エホバ 
のみ 名を 人々 に 知らせる という その 決意と 一 
致して いました。 イエスは こう 祈りました。 
「わたしは， あなた が 世 か ら 与えて くださ っ 
た 人々 にみ 名を 明らかにしました。 …… わ 


たしは み 名を 彼らに 知らせました。 また こ 
れか らも 知らせます」 ー ヨハネ 17:6， 26。 

クリスチャン •ギリシャ 語 聖書の， わた 
したち のこの 翻訳の 本文 中に 神の み 名の 訳 
出されて いる 237 回のう ち， どのへ ブライ 語 
訳と も 一致して いないのは わずか 1 例に す 
ぎません。 しかし， この 1 回， すなわち コリ 
ント 第一 7:17 の 場合 も， 文脈 や 関連した 聖 
句は， この 箇所で 神の み 名を 訳出す る こと 
を 強力に 支持して います。 
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r ゲ へナ」 一 完全な 滅びの 象徴 
へ ブライ 語， om  n  (ゲー ヒン ノーム， r ヒン ノ厶の 谷」） 
ギリシャ 語， yUvva  (ゲ エンナ）； 

ラテン語， ge^hen'na  (ゲ ヘンナ） 


「ゲ へナ」 は 「ヒン ノムの 谷」 を 意味し ま 
す。 その 語は へ ブライ 語 ゲー ヒン ノームの 
ギリシャ 語 化した もの だからです。 ヨシ ュ 
ア 18:16 に 「ヒン ノムの 谷」 という 語が 出 
て 来ます が， ギリシャ 語 セ プトゥ アギ ンタ 
訳は それを 「ゲ へナ」 と 読んで います。 こ 
の 語は クリスチャン •ギリ シャ語 聖書 中に 
12 回 出て おり， 最初に 出て 来る のは マ タイ 
5:22 です。 新世界 訳 聖書は そのす ベての 箇 
所で これを 「ゲ へナ」 と 訳出して います。 
それらの 箇所を 次に 挙げます： マタ 5:22, 
29,30; 10:28;  18:9;  23:15,  33; マル 9: 
43,  45,  47; ルカ 12:5; ヤコ 3:6。 

ヒン ノムの 谷は ごみ 捨て場， また エル サ 
レムの 汚物の 焼却 場と なりました。 動物の 
死が い は 火で 焼 き 尽くす ために そこに 投げ 
込まれ， 火勢を 強める ために 硫黄， つまり 
土 硫黄が 加えられました。 記念の 墓に 普通 
に 葬る には 値しない とみな された， 処刑 さ 
れた 犯罪者の 死体 も そこに 投げ込まれ まし 
た。 そうした 死体が 火の 中に 落ちた 場合は 


焼き 尽くされ ましたが， 死が いが 深い 谷の 
途中の 出っ張った 部分に 落ちた ような 場合 
は その 腐肉に 虫， つまりう じが 群がる よう 
になり ました。 これらの うじは 肉を 食べ 尽 
くして， 死体が 骨 だけにな るまで 死に ませ 
ん でした。 

生きた 動物 や 人間が ゲへナ に 投げ込まれ， 
生きた まま 焼かれる とか 責め苦に 遭わされ 
ると いう ことはありませんでした。 です か 
ら， 人間の 魂が 文字通りの 火の 中で とこし 
えの 責め苦に 遭わされたり， 死ぬ ことのな 
い 虫に よって 永久に さいなまれた りする 見 
えな I ヽ 領域を こ の 場所が 象徴 している とは 
全く 考えられません。 そこに 投げ込まれた 
死んだ 犯罪者は 復活の 希望の 象徴で ある 記 
念の 墓に 正しく 葬る に 値しない 者と されて 
いたので， イエスと その 弟子たち は ゲへナ 
を， 神の 宇宙 領域から 全く 断たれる ことを 
意味す る 永遠の 滅び， すなわち とこしえの 
処罰で ある 「第二の 死 I の 象徴と して 用い 
ま した。 
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「魂」 一 生物， 人間， もしくは 動物； 
知性を 有する 人間と しての 命； 他の 用法 
へ ブライ 語， 矽 sn  (ネフ エシュ）； 
ギリシャ 語， ipvxv  (プ シュケ ー） 


へ ブライ 語 聖書 中に， ネフ ヱシ ュ という 
へ ブライ 語は 754 回 出て おり， こ の 語が 最初 
に 出て 来る のは 創世 1:20 です。 

クリスチャン •ギリシャ 語 聖書 中に， プ 
シュケ ーとい う ギリ シャ 語は 単独の 形で 
102 回 出て おり， この 語が 最初に 出て 来る 
のは マ タイ 2:20 です。 これには， 「魂を こ 
めて」 という 表現が 用いられ ている エフ ェ 
ソス 6:6 および コロサイ 3:23 も 含まれて 
います。 

動物は 魂 

創 1:20,  21,  24,  30;  2:19;  9:10, 12, 
15, 16; レビ 11:10,  46,  46;  24:18; 民 
31:28; ヨブ 41:21; エゼ 47:9。 

生きて いる 人 もしく は 個人は 魂 

創 2:7;  12:5;  14:21;  36:6;  46:15,18, 
22,  25,  26,  26,  27,  27; 出 1:5,  5; 12:4, 
16; 16:16; レビ 2:1;  4:2,27;  5:1, 2, 4, 
15，1 7;  6:2;  7:18,  20,2 1，25,  27; 17:10, 
12，1 5; 18:29;  20:6,6;  22:6, 11;  23:29, 
30;  27:2; 民 5:6;  15:27,  28,  30; 19:18, 
22;  31:35,  35,  40,  40,  46;  35:30; 申 10: 
22;  24:6,7; サー 22:22; サニ 14:14; 王 
二 12:4; 代 一 5:21; 詩 19:7; 箴 11:25, 
30; 16:24;  19:2, 15;  25:25;  27:7,  7,  9; 
エレ 43:6;  52:29; 哀 3:25; エゼ 27:13; 
使徒 2:41,  43;  7:14;  27:37;  ロマ 13:1; 
コー 15:45; ぺテー 3:20; ぺテニ 2:14。 

生物で ある 魂は 

死すべき もので あり， 滅び 得る 

創 12:13;  17:14;  19:19,20;  37:21; 出 
12:15,19;  31:14; レビ 7:20,21,27; 19： 
8;  22:3;  23:30;  24:17; 民 9:13;  15:30, 
31; 19:13,  20;  23:10;  31:19;  35:11, 15, 
30; 申 19:6， 11;  22:26;  27:25; ヨシ 2: 


13， 14;  |〇:28,  30,  32,  35,  37,  37,  39; 
11:11;  20:3,  9; 裁 5:18;  16:16,  30; 王 
一 19:4;  20:31; ヨブ 7:15;  11:20;  18:4; 
33:22;  36:14; 詩 7:2;  22:29;  66:9;  69： 
1;  78:50;  94:17;  106:15;  124:4; 箴 28: 
17; イザ 55:3; エレ 2:34;  4:10;  18:20; 
38:17;  40:14; エゼ 13:19;  17:17;  18:4; 
22:25,  27;  33:6; マタ 2:20;  10:28,  28; 
26:38; マル 3:4;  14:34; ルカ 6:9;  17:33; 
ヨハ 12:25; 使徒 3:23;  ロマ 11:3; ヘプ 
10:39; ヤコ 5:20; 啓 8:9;  12:11;  16:3。 

知性を 有する 人間と しての 命 

創 35:18; 出 4:19;  21:23;  30:12; ヨ 
シ 9:24; 裁 9:17;  12:3;  18:25; 王 二 7: 
7; 代 二 1:11; ヨブ 2:4;  6:11; 箴 1: 
18;  7:23;  22:23;  25:13; マタ 6:25; 10: 
39; 16:25; ルカ 12:20; ヨハ 10:15; 13： 
38; 15:13; 使徒 20:10;  ロマ 16:4; フィ 
2:30; テサー 2:8; ヤコ 1:21; ぺテー 1: 
22;  2:11， 25; ヨ ハー 3:16。 

魂は シエ オル もしくは 
ハ デス （「地獄」） から 救い出される 

詩 16:10;  30:3;  49:15;  86:13;  89:48; 
蔵 23:14; 使徒 2:27。 

死んだ 魂， つまり 死体 

レビ 19:28;  21:1, 11;  22:4; 民 5:2; 
6:6,11;  9:6,7,10;  19:11,13; ハガ 2:13。 

霊と 区別され ている 魂 

フィ 1:27; テサー 5:23; ヘプ 4:12。 

神は 魂を 有して おられる 

サー 2:35;  m  11:5;  24:4; 箴 6:16; イ 
ザ 1:14;  42:1; エレ 5:9;  6:8;  12:7; 14: 
19; 15:1;  32:41;  51:14; 哀 3:20; エゼ 
23:18; アモ 6:8; マタ 12:18; へブ 10:38。 
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「シェ オル」， 「ハ デス」 一人 類 共通の 墓； 墓の 領域 
へ ブライ 語， ラ'^ 矽 （シヱ オール）； 

ギリシャ 語， 祕 爪 (ハー ■イデー ス）； 
ラテン語， in-fer^nus  (イン フェル ヌ ス）； 

シリ ア 語， シ ウール 


シエ オルと いう 語の 出て 来る 66 か 所 

新世界 訳 聖書のへ ブライ 語 聖書 中には， 
「シェ オル」 という 語が 次の 66 か 所に 出て 
来ます： 創 37:35;  42:38;  44:29,  31; 民 
16:30,33; 申 32:22; サー 2:6; サニ 22: 
6; 王 一 2:6,  9; ヨブ 7:9;  11:8;  14:13; 
17:13, 16;  21:13;  24:19;  26:6; 詩 6:5; 
9:17;  16:10;  18:5;  30:3;  31:17;  49:14, 
14，1 5;  55:15;  86:13;  88:3;  89:48;  116: 
3; 139:8;  141:7;  m  1:12;  5:5;  7:27;  9: 
18; 15:11,  24;  23:14;  27:20;  30:16; 伝 
9:10; 歌 8:6; イザ 5:14;  [7:11];  14:9, 
11, 15;  28:15, 18;  38:10, 18;  57:9; エ 
セ、 31:15, 16，1 7;  32:21,27; ホセ 13:14, 
14; アモ 9:2; ヨナ 2:2; ハバ 2:5。 

へ ブライ 語 聖書 中に 「シヱ オル」 という 
語が 出て 来る 箇所は， マソ ラ 本文 中に この 
語の 出て 来る 65 か 所 すべてと， 他の 1 か 所， 
すなわち イザヤ 7:11 を 含んで います。 イザヤ 
7:11 の 本文に シェアラー， 「ぜひ 求めよ」 と 
いう 語が 出て 来ます が， 母音 符号の 打ち方を 
わずかに 変える と， 種々 の 古代の 訳本と も 一 
致して， それは シェ オー ラー， 「シェ オルの 方 
に」 と 読めます。 新世界 訳 聖書は いずれの 場 
合 も， へ ブライ 語 シェ オールに 対して 「シェ 
オル」 という 語を 用いて います。 ギリシャ 語 
セプ トゥ アギ ンタ 訳は 一般に， シェ オールを 
ハー イデー スと 訳出して います。 

へ ブライ 語 シェ オー ルの 派生した 元の 語 
と して 幾つかの 語が 提唱され ています が， 
これは 明らかに， 「求める」 あるいは 「要 
求す る」 という 意味のへ ブライ 語 動詞 W 亡 
(シャー アル） から 派生して いるものと 思わ 
れ ます。 この ことは， シヱ オルが， 死者を 
その 中に 受けと める ことにより， すべての 


人を 区別な く 求める， もしくは 要求す る 所 
(状態では ない） である ことを 示して いる 
ようです。 （参照 資料 付き 聖書の 創世 37: 
35 と イザヤ 7:11 の 脚注 参照。） これは 地に 
あり， 常に 死者と 結び付けられ ていて， 明 
ら かに， 人類 共通の 墓， 墓の 領域， もしく 
は 死者の 地 的 （海では ない） 領域を 意味し 
ています。 これに 対し， へ ブライ 語 ケヴェ 
ルは 個々 の 墓 もしくは 埋葬 所を 意味し ます。 
— 創世 23:4,  6,  9,  20。 

ハ デスと いう 語の 出て 来る 10 か 所 

「ハ デス」 は 恐らく 「見えない 場所」 を 意 
味す ると 思われ， この 語は 新世界 訳 聖書の 
クリスチャン • ギリシャ 語 聖書に 10 回 出て 
来ます。 それらの 箇所を 次に 挙げます： マ 
夕 11:23;  16:18; ルカ 10:15;  16:23; 使 
徒 2:27,  31; 啓 1:18;  6:8;  20:13, 14。 

使徒 2:27 でべ テロが 詩編 16:10 を 引用 
している その 用法から， ハ デスが シェ オル 
の 同義語で あり， 人類 共通の 墓を 指して い 
る ことが 分かります。 （これに 対して， ギ 
リ シ ャ語タ フォスは 個々 の 墓を 指します。） 
ハ デスに 対応す る ラ テ ン 語は イン フェル ヌ 
ス （イン フヱ ルスの こと も ある） です。 こ 
の 語は 「下に 横たわる もの； 低 域」 を 意味 
し， 墓の 領域を 指して 用いる のに 適切な 言 
葉です。 このように， この ラテン語 はこれ 
らの ギリシャ 語 やへ ブ ライ 語に よく 対応す 
る 類義語 となって います。 

霊感に よる 聖書の 中では， 「シェ オル」 や 
「ハ デス」 という 語は 死 や 死者と 結び付けら 
れ ており， 生命 や 生きて いるものと 結び付 
けられて はいません。 （啓示 20:13) これら 
の 語 そのものには， 喜びと 苦しみと いった 考 
え やそれ を 暗示す る ものは 何もありません。 
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話し合いの ための 聖書の 話題 
1. 証し の 業 


イ. クリスチャンは すべて 証し をし， 良いた よりを 伝えねば ならない 

是認を 受け るた めに は 人の 前で イ エスを 認めな ければ な ら ない . マ タ 10 : 32 

み 言葉を 行なう 者と なり， 信仰を 実証し なければ ならない . ヤコ 1:22-24;  2:24 

新しい 人たち も 教える 者と なるべき である . マタ 28:1 9,20 

公の 宣言に よって 救いが もたらされる . ロマ 10： 10 

□. 繰り返し 訪ねて 証し を 続ける ことが 必要 

終わりを 警告し なければ ならない . . マタ 24:14 

エレミヤは エルサレムの 終わりに ついて 多年 宣 明した - エレ 25:3 

初期 クリスチャンと 同じく やめる ことは できない . 使徒 4:18-20;  5:2 8,29 

八. 血の 罪を 負わない ために 証し をし な ければ ならない 

近づき 来る 終わりに ついて 警告し なければ ならない - - エゼ 33:7。 マタ 24： 14 

それを 怠れば 血の 罪を 身に 受ける . . エゼ 33:8, 9;  3： 18, 19 

パウロは 血の 罪を 持たなかった。 余さず 真理を 語った . 使徒 20:26, 27。 コー 9:16 

証し す る 者と それを 聴く 者の 両方を 救う _ テ モー 4: 16。 コー 9:22 

2 •贖い 

イ. イエスの 人間と しての 命は 『すべての 人の ための 贖い』 と して ささげられた 

イエスは 贖いと して 自分の 命を 与えた . マタ 20：28 

流された 血の 価値に よって 罪は 赦 される - ヘプ 9:1 4,22 

一 たびさ さ げられ る 犠牲で 十分であった . ロマ 6:10。 ヘプ 9:26 

益は 自動的には 与えられない。 それを 認めねば ならない . ヨハ 3:16 

口. それは 対応す る 代価であった 

アダムは 完全な 者と して 創造され た . 申 32:4。 伝 7:29。 創 1:31 

罪に よって 自分と 子孫の 完全' 注を 失った . ロマ 5:1 2，18 

子孫は 無力。 アダムと 全く 同等の ものが 必要であった - - 詩 49:7。 申 19： 21 

イエスの 完全な 人間と しての 命が 贖いと なった _ テ モー 2:5, 6。 ぺテー 1:1 8，19 

3 .悪， 世の 苦難 

イ. 世の 苦難に 責任を 持つ のは だれか 

悪い 支配が 今日の 良くない 状態の 原因 . 箴 29:2;  28： 28 

今の 世の 支配者は 神の 敵 . コニ 4:4。 ヨ ハー 5:19。 ヨハ 12:31 

悪魔が 災いを もたらし ている。 その 時は 短い . 啓 12:9, 12 

悪魔は つながれ， その後に 輝かしい 平和が 訪れる . 啓 20:1-3;  21: 3,4 

□. なぜ 悪は 許された か 

悪魔は 神に 対する 被 造 物の 忠節に ついて 挑戦した . ヨブ 1:1 1，12 

忠節を 実証す る 機 会が 忠実な 者た ちに 与えられ ている . ロマ 9 : 17。 箴 27 : 11 

悪魔は 偽り者で ある ことが 証明され ており， 論争は 決着す る . ヨハ 12:31 

忠実な 者は 永遠の 命の 報いを 得る . ロマ 2:6, 7。 啓 21:3-5 

八. 終わりの 時が 長く された のは あわれみ による 

ノアの 日と 同じく 警告す るに は 時を 要する _ _ マタ 24 : 14, 37-39 

神は 遅い のでは ない。 あわれみを 示して おられる _ ぺテニ 3:9。 イザ 30:18 

不意を 打たれる のを 避ける ため 聖書は 助けと なる . . ルカ 21:36。 テサー 5:4 

保護の ための 神の 備えを 今 求めなさい _ イザ 2:2-4。 ゼパ 2:3 
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二. 人間は 世の 苦難を 解決で きない 

人間は 恐れ おののき， 困惑して いる. ..... 

人間では なく， 神の 王国が 成功す る…… 
生きる ため， 王との 和を 今 求めなさい 


•ルカ 21:10, 11。 チモ ニ 3:1-5 

- ダニ 2:44。 マタ 6:10 

_ _ 詩 2:9, 11，12 


A  甲  iti1 

， Ti^a 、■画， 

イ. 悪魔は 霊 者 

人の 内面に ある 悪の ことでは なく， 霊 者で ある . 

悪魔は み使い と 同じよう に 人格 的な 存在 . 

悪い 欲望の ために 自ら 悪魔と なった . 


_ テモニ 2:26 

マタ 4:1,11。 ヨブ 1:6 
_ ヤコ 1:13-15 


□. 悪魔は この 世の 見えない 支配者 

世界は 悪魔を 神と し， その 支配 下に ある 

論争の 決着まで 存在を 許された™... . 

底知れぬ 深みに 入れられ， 次い で 滅ぼ される 

悪霊は 反逆した み使い 

洪水の 前 サタ ンに 加わった . . 

卑しめられ， あらゆる 啓発から 切り 断たれた. 

神に 敵対し， 人間を 苦しめる . 

サタンと 共に 滅ぼされる . 


_ コニ 4:4。 ヨ ハー 5:19。 啓 12:9 

. 出 9:16。 ョハ 12:31 

. . 啓 20:2, 3，10 

_ 創 6:1, 2。 ぺテー 3:1 9,20 

- ぺテニ 2:4。 ユダ 6 

. ルカ 8:27-29。 啓 16: 13，14 

.マタ 25:41。 ルカ 8:31。 啓 20:2, 3, 10 


5 .安息 

イ. 安息日は クリスチャンに 課せられ ていない 

律法は イエスの 死に 基づいて 廃棄され た . 

安息は クリスチャンに 課せられ ていない . 

安息日 その他を 守った 人々 は 戒めを 受けた . 

信仰と 従 力 頃に よっ て 神の 休み に 入る . 

□. 安息を 守る ことは 音の イスラエル たけに 要求され た 

エジプトを 出た 後 初めて 安息を 守った . 

肉の イスラエル だけが 持っ たしる しであった . 

安息 年 も 律法の もとで 要求され た . 

安息は ク リス チャ ンに とって 必要な ものでは ない . 

八. 神の 安息の 休み (創造の 「週」 の 第 七日） 

土 也 上での 創造の 業が 終わった 時に 始まった . 

イエスが 地上に いた 時代を 過ぎた 後 も 続いた . 

クリス チャ ンは 利己的な 業を 休む . 

王国が 地に 対する 業を 完了す る 時に 終わる . 


. エフ 2： 15 

コロ  2:16, 17。 ロマ 14:5, 10 
… ••ガ ラ 4:9-11。 ロマ 10:2-4 
_ ヘプ 4:9-11 


. 出 16:26, 27, 29,30 

.出 31:16, 17。 詩 147: 19,20 
.•••出 23:10, 11。 レビ 25: 3,4 
.ロマ 14:5, 10。 ガラ 4:9-11 


. 創 2:2, 3。 ヘプ 4: 3-5 

•ヘプ 4:6-8。 詩 95:7-9, 11 

- へブ 4:9, 10 

. コー 15: 2 4,28 


6. イエス 


イ. イエスは 神の み 子で 任命され た 王 

神の 初子で あり， 他の すべての 物を 創造す るのに 用いられた . 啓 3:14。 コロ 1:15-17 

女から 生まれて 人となり， み 使 L ヽ より 低い 者と された . ガラ 4 : 4 。ヘプ 2 : 9 

神の 霊に よって 子と され， 天に 行く 者と なった . マ タ 3 : 16, 17 

人間と なる 前よりも 高められた . フィ 2:9, 10 

□. イエス •キリス トに 対する 信仰は 救いに 肝要 

キリストは 約束され た アブラハムの 胤 . 創 22:18。 ガラ 3:16 

イエスは 唯一の 大祭司， また 贖い . ヨ ハー 2:1， 2。 へブ 7:25, 26。 マタ 20:28 

命は 神と キリストを 知り， これに 従う ことにより 得られる . ヨハ 17:3。 使徒 4:12 

八. イエスを 信じる 以上の ことが 必要 

信仰には 業が 伴わねば ならない . ヤコ 2:17-26；  1:22-25 

命令に 従い， イエスと 同じ 業を 行なう . ヨハ 14:12, 15。 ヨ ハー 2:3 

主の 名を 使う 者が みな 王国に 入る のでは ない . マタ 7:21-23 
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7 .命 

イ. 永遠の 命は 従順な 人類に 確かに 与えられる 

偽る こと のない 神が 命を 糸 勺 束 さ れた . テト 1:2。 ヨハ 10:27,  28 

信仰を 働かせる 者に とこ しえ の 命は 保証され ている _ ヨハ 11:25,  26 

死は 滅ぼされる . コー 15:26。 啓 21:4;  20:14。 イザ 25:8 

口. 天の 命は キリス トの 体と なる 人々 にだけ 与えられる 

神は ご 意志の ままに 成員を 選び 取られる - - マタ 20:23。 コー 12:18 

14 万 4,000 人 だけが 地から 取られる _ 啓 14:1，4;  7:2-4;  5:9, 10 

バプテストの ヨハネで さえ 天の 王国に 入らない . . マタ 11:11 

八. 地上の 命を 約束され ている 人， 「ほかの 羊」 の 数は 限られて いない 

天で キリストと 共になる 人の 数は 限られて いる . 啓 14:1， 4;  7:2-4 

「ほかの 羊」 は キリストの 兄弟たち ではない _ ヨハ 10:16。 マタ 25:3 2,40 

地上に 生き残る 大勢の 人が 今 集められ ている . 啓 7:9, 15-17 

他の 人々 は 地上の 命に よみがえる . . 啓 20: 12;  21:4 

8 .祈り 

イ. 神に 聞かれる 祈り 

神は 人間の 祈り を 聴かれる . 詩 145:18。 ぺテー 3:12 

不義の 者は 歩みを 改めない 限り 聞かれない . イザ 1:15-17 

イエスの 名に よって 祈らねば ならない . ヨハ 14:13, 14。 コニ 1:20 

神の ご 意志に 即して 祈らねば ならない . . ヨ ハー 5:1 4，15 

信仰が 肝要 . ヤコ 1:6-8 

□. 空しく 繰り返す こと， マリア また“ 聖徒’’ に 祈る ことは 正しくない 

イエスの 名に よって 神に 祈る ことが 必要 - ヨハ 14:14;  16:23,24 

言葉を 繰り返しても 聞かれない . マタ 6:7 

9.  いやし， 異言 

イ. 霊的ない やしには 永続す る 益が ある 

霊的な 病気は 滅びを 来たす . イザ 1:4-6;  6:10。 ホセ 4:6 

おもな 使命は 霊的ない やし . ヨハ 6:63。 ルカ 4:18 

罪を 除き， 幸福と 命を 与える . ヤコ 5：19, 20。 啓 7:14-17 

口. 神の 王国は 永続す る 肉体の いやしを もたらす 

イエスは 病人を いやして 王国の 祝福を 宣べ 伝えた . マタ 4:23 

王国は 永遠の いやしを もたらす と 約束され ている . マタ 6:10。 イザ 9:7 

死 さえ も 除き 去られる . コー 15: 25, 26。 啓 21:4;  20:14 

八. 現代の 信仰 治療には 神の 是認の しるし がない 

弟子たち は 奇跡で 自分を いやす 事は しなかった. . コニ 12:7-9。 テ モー 5:23 

使徒の 時代 以後 奇跡の 賜物は 終わった . . コー 13:8-11 

いやしは 神の 恵みの 確かな 証拠では ない _ マタ 7:22,23。 テサニ 2:9-11 

二. 異 言を 語る ことは 一時的な 賜物に すぎない 

しるしであった。 より 大きな 賜物を 求めるべき だった . コー 14:22;  12:3 0,31 

霊に よる 奇跡の 賜物は 過ぎ去る と 予告され た.. ••••••• . コー 13:8-10 

不思議な 業は ネ 申の 恵みの 確かな 証拠では ない . マタ 7:22, 23；  24:24 

10.  運命 予定説 

イ. 人間は 運命を 予定され ている のでは ない 

神の 目的は 確実に 果たされる _ イザ 55: 11。 倉 IJ 1：28 

神に イ士 える かどう かは 各自が 選ン交 . ヨハ 3:16 。フィ 2:12 
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11. エホバ， 神 


イ. 神の み 名 

「神」 は 不明確な 語。 私たちの 主は ご 自分の 名を 持たれる . コー 8:5,6 

私たちは 神の 名が 神 兜 にされ る ことを 祈る . マタ 6:9, 10 

神の み 名は エホバ . 詩 83: 18。 出 6:2, 3;  3:15。 イザ 42:8 

出 エジプト 6:3 にある み 名 . 詩 83:18。 イザ 12:2;  26:4 

イエスは み 名を 知らせた . ヨハ 17:6,26;  5:43;  12:12, 13,28 

口. 神の 存在 

神を 見て 生きる ことは 不可能 . 出 33:20。 ヨハ 1:18。 ヨ ハー 4:12 

信じる ために 神を 見る 必要は ない . ヘプ 11:1。 ロマ 8:24, 25; 10： 17 

見える 業に よって 神を 知る ことができる . ロマ 1:20。 詩 19: 1，2 

預言の 成就 も 神の 存在を 証明す る . イザ 46:8-11 

八. 神の 属性 

神は 愛で ある . ヨ ハー 4:8, 16。 出 34:6。 コニ 13:11。 ミカ 7:18 

比類のない 知恵を 持たれる . ヨブ 12:13。 ロマ 11:33。 コー 2:7 

公正で, 正義を 行なわれる . 申 32:4。 詩 37:28 

全能で， あらゆる 力を 持たれる . ヨブ 37:23。 啓 7:12;  4:11 

二. すべての 人が この 神に 仕えて いるので はない 

良い と 見える 道が 必ず 正しい わけでは ない . 箴 16:25。 マタ 7:21 

二つの 道が あり， その 一方 だけが 命に 至る . マタ 7:13,14。 申 30:19 

多くの 神が ある。 しかし 真の 神は ただ 一人 だけ . コー 8:5, 6。 詩 82:1 

真の 神を 知る ことは 命の ために 絶対に 必要 . ヨハ 17:3。 ヨ ハー 5:20 

12. エホバの 証人 

イ. エホバの 証人の 起源 

エホバは ご 自分の 証人を 明らかにされる . イザ 43:10-12。 エレ 15:16 

忠実な 証人の 系列 は アベルから 始まった . へ ブ 11 : 4, 39 ; 12 : 1 

イエスは 忠実で 真実な 証人であった . ヨハ 18:37。 啓 1:5;  3:14 

13 .王国 

イ. 神の 王国は 人類の ために 何を 行なう か 

神の ご 意志を 遂行す る . マタ 6:9, 10。 詩 45:6。 啓 4: 11 

王と 律法を 持つ 政府 . イザ 9:6,7;  2:3。 詩 72: 1，8 

悪を 滅ぼして 全地を 支配す る . ダニ 2:44。 詩 72:8 

1,000 年の 支配に よって 人類を 完全な 状態に 戻し， 楽園を 復興す る . 啓 21:2-4;  20:6 

口. キリス トの 敵が まだ 活動して いる 時に 運営を 始める 

キリスト は 復活 してから 長い間 f 寺った . 詩 110 : 1 。ヘプ 10 : 12, 13 

権を 執り， サタンに 対して 戦う . 詩 110:2。 啓 12:7-9。 ルカ 10:18 

王国は その 時に 設立され， その後 地には 災いが 臨む . 啓 12:10, 12 

今の 災いは 王国の 側に 立つ ぺき 時の 来た ことを 意味す る - 啓 11:15-18 

ハ. 『心の中』 にある のでは なく， 人間の 努力に よって 到来す るので もない 

王国は 地では なく 天に ある . テモニ 4: 18。 コー 15:50。 詩 11:4 

『心の中』 にある のでは ない。 イエスは パリ サイ 人に 語って いた _ _ ルカ 17:2 0,21 

この 世の 咅 P 分では ない . ヨハ 18:36。 ルカ 4:5-8。 ダニ 2:44 

政府 や 世の 標準は 新たな ものと 入れ替わる . ダニ 2:44 
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14. 終わりの 日 


イ. 「世の 終わり」 は 何を 意味す るか 

この 事物の 体制の 終結 - マタ 24:3。 ぺテニ 3:5-7。 マル 13：4 

地球の 終わり ではなく， 悪の 体制の 終わり - ヨ ハー 2: 17 

終わりの 時の 後に 滅びが 来る _ マタ 24:14 

義 なる 者には 逃れの 道が ある。 新しい 世が その後に 到来す る _ ぺテニ 2:9, 10。 啓 7:14-17 

□. 終わりの 日の しるしに 目覚める ことが 必要 

私たちの 導きの ためしる しが 神から 与えられた . テモニ 3:1-5。 テサー 5:1-4 

世は その 重大 さを 悟らない . ぺテニ 3:3, 4, 7。 マタ 24:39 

神は 遅い のでは ない。 警告を 与えて おられる _ ぺテニ 3:9 

関心を 払い， 目覚めて いる ことの 報い . ルカ 21:34-36 

15. 記念 式， ミサ 

イ. 記念と しての 主の 夕食 

毎年 一回， 過ぎ 越しの 日に 行なわれる _ ルカ 22:1， 17-20。 出 12:14 

キリストの 犠牲の 死を 記念す る _ コ'  -11:26。 マタ 26：28 

天の 希望を 持つ 者が あずかる _ _ ルカ 22:29, 30； 12:3 2,37 

人は 自分に その 希望が ある ことを どのように 知る か - - ロマ 8:15-17 

□. ミサは 非 聖書 的 

罪の 許しを 得る に は 血を 流す こと が 必要 _ _ ヘプ 9 : 22 

キリストは 新しい 契約の 唯一の 仲介者 _ テ モー 2: 5, 6。 ヨハ 14:6 

キリスト は 天に おられる。 司祭 I こよ っ て 引き下ろされない _ 使徒 3:20, 21 

キリスト の 犠牲を 繰り 返す 必要は 全く ない _ .......... ヘプ 9 : 24-26  ； 10:11-14 


16. 教会 


イ. 教会は 霊的な もの， キリス トの 上に 建てられる 

神 は 人間 の作っ た 神殿に 住まない - 使徒 17 : 24, 25 ;  7 : 48 

真の 教会は 生ける 石から 成る 霊的な 神殿 _ ぺテー 2:5, 6 

キリスト は 隅 石。 使徒たち は 副次的な 土台 - エフ 2:20 

霊と 真理を もって 神を 崇拝すべき _ ョハ 4:24 

□. 教会は ぺテ □の 上に 建てられ るので はない 

ぺ テロの 上に 教会を 建てる と イエスは 言わなかった _ マタ 16:18 

「岩 塊」 は キリスト であると 示されて いる _ コー 10:4 

ぺ テロは イエスを 土台と 認めた - ぺテー 2:4, 6-8。 使徒 4:8-12 


17. キリス トの 再来 


イ. 再来は 目に 見えない 

世は 再び 私を 見ない と イエスは 弟子たち に 告げた _ ヨハ 14 : 19 

弟子たち だけが 昇天を 見た。 再来 も 同様 - 使徒 1:6, 10, 11 

天に おられ， 目に 見る ことので きない 霊 者 - テ モー 6:14-16 。ヘプ 1:3 

天の 王国の 力を もって 再び 来る _ ダニ 7: 13，14 

□. 実際の 事実に よって 認められる 

弟子たち は 臨在の しるしを 求めた . マタ 24： 3 

クリスチャンは 理解を 得る ことによって 臨在を 「見る I . エフ 1:18 

臨在の 証拠は 多く の 出来事 か ら 成る . ルカ 21: 10, 11 

敵は 滅びの 臨む H 寺に 「見る」 . 啓 1:7 


18. 結婚 
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イ. 結婚の きずなは 尊ばねば ならない 

キリストと 花嫁に 例えられ ている . エフ 5:2 2,23 

結婚の 床を 汚して はならない . へブ 13:4 

夫婦は 別れない ように と 勧められ ている . コー 7: 10- 16 

離婚の 許される 唯一の 聖書 的 根拠は ポル ネイ ア . マタ 19:9 

□.ク リス チャンは 頭の 原則を 尊重し なければ ならない 

頭で ある 夫は 家族を 愛し， その 世話を する . エフ 5:23-31 

妻は 夫を 愛し， 夫に 従 ji 頃を 示す . ぺテー 3:1-7。 エフ 5:22 

子供は 従) 頃で なければ ならない . エフ 6:1-3。 コロ  3:20 

八. 子供に 対する クリスチャンの 親の 責任 

時間を かけ, 注意を 払 って 愛を 示さね ばな ら ない . テ ト 2 : 4 

いらだたせて はならない . コロ  3 : 21 

養育す る。 霊的な こと も 含まれる . コニ 12:14。 テ モー 5:8 

命の ための 訓練を 与える . エフ 6:4。 箴 22:6, 15;  23:1 3，14 

二. クリスチャンは クリスチャン とのみ 結婚すべき である 

「主に ある 者」 とのみ 結婚しなさい . コー 7:39。 申 7:3, 4。 ネへ 13:26 

ホ. 一夫多妻は 聖書 的で ない 

初め 男は ただ 一人 だけの 妻を 持つ こと にな っ ていた . 創 2:18, 22-25 

イエスは クリスチャン のために その 標準を 回復した . マタ 19:3-9 

初期 クリスチャンは 一夫多妻を 行なわなかった . コー 7:2, 12-16。 エフ 5:28-31 

19. 三位 一 体 

イ. ただ 一人の 父で ある 神， 宇宙で 最も 偉大 

神は 三位では ない . 申 6:4。 マラ 2:10。 マル 10:18。 ロマ 3:2 9,30 

み 子は 創造され た。 それ 以前は 神 お 一人 . 啓 3:14。 コロ 1:15。 イザ 44:6 

神は 常に 宇宙の 支配者 . フィ 2:5, 6。 ダニ 4:35 

神は すぺ ての 者の 上に 高められる 方 . フィ 2:1 0，11 

口. み 子は 地に 来る 前 も その後 もみ 父より 低い 

天で み 子 は 従 j 頃， み 父に よっ て 遣む された . ヨハ 8 : 42 ; 12 : 49 

地上で 従 頃， み 父の 方が 偉大 . ヨハ 14:28;  5:19。 ヘプ 5:8 

天に 高められた， それでも 従う . フィ 2:9。 コー 15:28。 マタ 20:23 

エホバは キリストの 頭で あり， 神で ある . コー 11:3。 ヨハ 20:17。 啓 1:6 

八. 神と キリス トが 一つで ある ことの 意味 

常に 完全な 一致 . ヨハ 8:28, 29; 14:10 

夫と 妻の ように 一つで ある . ヨハ 10:30。 マタ 19:4-6 

すべて 信じる 者は 同じように 一つで あるべき . ヨハ 17:20-22。 コー 1:10 

キリス ト を 通して エホバに ささ げられ るた だ 一つの 崇拝は 永遠 . ヨハ 4:23, 24 

二. 神の 聖霊は 神の 活動力 

力であって 人格 的な ものでは ない . マタ 3:16。 ヨハ 20:22。 使徒 2:4, 17,33 

天で 神 や キリスト と共にい る 神格で はない . 使徒 7 : 55, 56。 啓 7 : 10 

神の 意の ままに 用いられて 神の お 目的を 果たす . 詩 104:30。 コ ー12:4-11 

神に 奉仕す る 者は 聖霊を 受け， それに 導かれる . コー 2:12, 13。 ガラ 5:16 

20 •死 

イ. 死の 原因 

人間は 初めは 完全で あり， 限りない 命の 見込みが あった - 創 1:28, 31 

不従順は 死の 宣告を もたらした . 創 2:16, 17;  3： 17, 19 

罪と 死は アダムの 子孫 すべてに 伝わった . ロマ 5:12 
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□. 死者の 状態 

アダムは 魂と して 造られた。 魂を 与えられ たのでは ない . 創 2:7。 コー 15:45 

死ぬ のは 人すな わち 魂 そのもの である . エゼ 18:4。 イザ 53: 12。 ヨブ 11: 20 

死者は 無意識で 何も 知 ら ない . 伝 9 : 5, 10。 詩 146 : 3, 4 

死者は 復活の 時を 待って 眠って いる . ヨハ 11:11-14,23-26。 使徒 7:60 

八. 死者と 話す ことは できない 

死人は 霊 者と なって 神と 共に 生きて いるので はない - - 詩 115:17。 イザ 38:18 

死者と 話そうと しては いけない と 警告され た _ イザ 8:19。 レビ 19:31 

霊媒， 占い師は 罪に 定められた . . 申 18:10-12。 ガラ 5:19-21 

21. 地獄 （八 デス， シエ オル） 

イ. 火の 苦しみを 受ける 文字通りの 場所では ない 

苦しんで いた ヨブは そこへ 行ける よう 祈った . ヨブ 14:13 

無 活動の 場所 . 詩 6:5。 伝 9: 10。 イザ 38: 18, 19 

イ エスは 墓で ある 地獄 (陰 府， 文) から よみがえらされた . 使徒 2:27, 31， 32。 詩 16:10 

地獄は 他の 死人を 出し， 滅ぼされる . 啓 20： 13, 14 

□. 火は 完全な 滅びの 象徴 

死の 切断を 受ける ことは 火に よって 象徴され ている . マタ 25:41,46;  13:30 

悔い改めない 悪人は 火に よるよう にして 永遠に 滅ぼされる . へブ 10:26, 27 

サタンが 受ける 火の 「責め苦」 は 永遠の 死 . 啓 20 : 10, 14, 15 

八. 富んだ 人と ラ ザ □の 話は とこしえの 責め苦を 証明し ない 

アブラハムの ふところと 同じく， 火 も 文字通りの 意味では ない _ ルカ 16:22-24 

アブラハムの 恵みは また 暗やみと も 対照され ている. . マタ 8:1 1，12 

バビロ ンの 滅亡は 火の 責め苦と 呼ばれて いる. . 啓 18:8-10, 21 

22 .宗教 

イ. 唯一 の 真の 宗教 

一つの 希望， 一つの 信仰， 一つの バプ テス マ . . エフ 4:5,13 

人々 を 弟子に する 使命を 与えられた - マタ 28:19。 使徒 8: 12; 14:21 

その実に よって 見分けられる - マタ 7:19, 20。 ルカ 6:43, 44。 ヨハ 15:8 

互いの 間に 見られる 愛と 一致 - ヨハ 13:35。 コー 1:10。 ヨ ハー 4:20 

□. 間違った 教えを 非難す る ことは 正しい 

イエスは 間違った 教えを 非難した - - マタ 23:15, 23, 24； 15:4-9 

盲目に された 人々 を 保護す るた めに そうした . マタ 15： 14 

彼らは 真理に よって 自由にな り， イエスの 弟子と なった . ヨハ 8:31, 32 

八. 間違いが 証明され たら， 自分の 宗教を 変える ことは ぜひ 必要 

真理は 人を 自由にす る。 多くの ものの 間違いを 明らかにする . ヨハ 8:31, 32 

イスラエル 人 も 他の 人々 も 以前の 崇拝を 離れた . ヨシ 24:15。 王 二 5:17 

初期 クリス チャ ンは 考えを 変えた . ガラ 1:13, 14。 使徒 3:1 7，19 

パウロ も自 分の 宗教を 変えた . 使徒 26：4-6 

全世界は 欺かれて いる。 思いを 作り直す ことが 必要 . 啓 12:9。 ロマ 12:2 

二. 「どの 宗教に も 良い ところが ある」 ようで も それは 神の 恵みの 保証では ない 

神は 崇拝の 基準を 定めて おられる . ヨハ 4:23, 24。 ヤコ 1:27 

神の ご 意志に 従ってい なければ 良い ものでは ない . ロマ 10: 2,3 

「良い 業」 でさえ 退けられる ことがある . マタ 7:21-23 

実に よって 見分けられる . マタ 7：20 

23. 十字架 

イ. イエスは さらし 者と して 処刑の 杭に かけられた 

イエスは 処刑 用の 杭 または 木に かけられた - 使徒 5:30;  10:39。 ガラ 3:13 

クリス チャ ンは 身に 受ける 苦しみと して 杭を 負うべき _ マタ 10:38。 ルカ 9：23 
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□. 崇拝すべき ものでは ない 

イエスの 杭を 見せ ものにする ことは 恥辱, 
崇拝に 十字架を 用いる こと は 偶像礼拝...... 

イエスは 霊 者， もう 杭の 上に いない . 


…へブ 6:6。 マタ 27:4 1，42 
.••...出 20:4,  5。 エレ 10:3-5 
•テ モー 3:16。 ぺテー 3:18 


24. 祝日， 誕生日 

イ. 初期 クリスチャンは 誕生日 や クリスマスを 祝わなかった 

真の 崇拝者で ない 人々 が 祝った . 創 40:20。 マタ 14:6 

イ エスの 死の 日 を 記念す ぺき である . ルカ 22:19, 20。 コー 11:25,  26 

祝いの 浮かれ 馬 蚤ぎ は 正しくない . ロマ 13:13。 ガラ 5:21。 ぺテー 4:3 


25. 信仰 合同 

イ. 他の 宗教と 結合す る ことは 神の 道では ない 

唯一の 道， 狭くて これを 見いだ す 者は 少ない . 

間違った 教えは 良い ものを 損なう と 警告され ている . 

離れる ことを 命じられた . 

□. 「すべての 宗教に 良い ものが ある」 というのは 真実で ない 

熱心で も 神 と 一致し ない もの が ある . 

他に 良い 点が あっても 悪は それを 損なう . 

偽 教師は 滅びを もたらす . 

清い 崇拝は 全き 専心を 要求す る . 


_ エフ 4:4-6。 マタ 7：13, 14 

. マタ 16:6,12。 ガラ 5:9 

テモニ 3:5。 コニ 6:14-17。 啓 18:4 


- ロマ 10: 2,3 

_ コー -5:6。 マタ 7:15-17 

•ぺテ ニ 2:1。 マタ 12:30;  15:14 
_ 申 6：^  14 15 


26 •救い 

イ. 救いは イエスの 贖いの 犠牲を 通して 神から 来る 

命は み 子を 通して 与えられる 神の 賜物 . 

救いは イエスの 犠牲に よっ ての み 可能 . 

「 臨終の 悔い改め」 の 場合， 業を する こと は 不可能 . 

救い を 得る た めには 精力 的に 働く こと が 必要 . 

口. 「一度の 救いは 終生の 救い」 は 非 聖書 的 

聖霊に あずかる 者 も 堕落し 得る . 

エジプトから 救われた 多くの イスラエル 人 も 滅びた . 

救い は 即時の もので はない . 

退く 者の 状態は 前よ り も 悪く なる . 


...... ヨ ハー 4:9, 14。 ロマ 6:23 

- 使 f 走 4' 12 

_ ヤコ 2:14,  26 

.ルカ 13:23,24。 テ モー 4:10 


. . へブ 6:4, 6。 コー 9:27 

1 々、、 5 

フイ 2:12;  3:12-14。 マタ 10:22 
_ ぺテニ 2:2 0,21 


八. 「万民の 救い」 は 非 聖書 的 

ある 人々 に とって 悔い改めは 不可能 ....... 

ネ 申は 邪悪な 者の 死を 喜ばれない . 

しかし 愛は 不義を 許す ことができない. 
邪悪な 者は 滅ぼされる . 


. へブ 6:4-6 

. エゼ 33: 11; 18:32 

. へブ 1:9 

.ヘプ 10:26-29。 啓 20:7-15 


27. 聖書 


イ. 神の 言葉は 霊感を 受けて 記された 

人は 神の 聖霊に 動かされて 書いた . 

預言を 含んで いる： . 

聖書 全体は 神の S 感を 受けた もので 有益 —— 

□. 今の 時代に 役立つ 導き 

聖書の 原則を 無 祝す ると 致命的な 結果になる. 
人間の 知恵は 聖进 に 代わる ものでは ない ••••••••••. 

どん なに 強い 敵に 対しても 身の 守り . 

人間を 正しい 道に 導く . 


. ぺ テ-:； 1:2 0,21 

ダニ 8: 5, 6, 20-22。 ルカ 21: 5, 6,20 -22。 イザ 45: 1-4 
. テモニ 3:16, 17。 ロマ 15:4 


. ロマ 1:28-32 

. コ- -1:21,25。 テモ- *6:20 

. エフ 6:11， 12，17 

•詩 119:105。 ぺ テ.‘. 1:19。 箴 3:5,  6 
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八. あらゆる 国 や 人種の 人の ために 書かれた 

聖書は 東洋で 書き 始められた - - 出 17:14;  24： 12, 16；  34：27 

神の ご 準備は ヨーロッパ 人の ためだけ ではない _ ロマ 10:11-13。 ガラ 3:28 

神は あらゆる 人を 受け入れる - 使徒 10:34, 35。 ロマ 5:18。 啓 7:9, 10 


28. 先祖 崇拝 


ィ. 先祖 崇拝は 空しい 

先祖は 死んで 無意識 - - 伝 9:5, 10 

最初の 先祖は 崇拝に 値しない . . ロマ 5:12, 14。 テ モー 2:14 

神は 先祖 崇拝を 禁じて いる _ _ 出 34:14。 マタ 4:10 


口. 人を 敬う ことは 良い が， 崇拝は 神に 対しての み 

若い 人は 年長の 人を 敬うべき . . テ モー 5:1， 2, 17。 エフ 6:1-3 

しかし 神 だ けが 崇拝され るべき - 使徒 10 : 25, 26。 啓 22 : 8, 9 


29 •像 

イ. 崇拝に 像を 使用す るのは 神の 誉れを そぐ こと 

神の 像を 作る ことは 不可能 _ ヨ ハー 4:12。 イザ 40:18;  46:5。 使徒 17:29 

ク リス チャ ンは 偶像を 避ける よう 警告され ている . コー 10:14。 ヨ ハー 5:21 

霊と 真理を もって 神を 崇拝し なければ ならない . ヨハ 4:24 


口. 像を 用いる 崇拝は イスラエル 国民の 滅びを 招いた 

像の 崇拝は ュ ダヤ 人に 禁じら れた . 出 20:4,5 

聞く こと も 話す こと もで きない。 作る 者 も それに 等しい . 詩 115:4-8 

わなと なり， 滅びを もたらした - 詩 106 : 36, 40-42。 エレ 22 : 8, 9 

八. 「相対的な」 崇拝 も 許されない 

神は ご 自身に 対する 「相対的な」 崇拝を 許されなかった . イザ 42:8 

神 だけが 「祈りを 聞かれる 方」 . . 詩 65:1, 2 


30 .創造 

イ. 立証され た 科学と 一致す る。 進化論の 誤りを 証明す る 

創造の 順序は 科学と 一致す る . 創 1:11, 12, 21， 24, 25 

「種類」 について 神が 定めた 法則は 真実で ある - 創 1:11， 12。 ヤコ 3:12 

口. 創造の 日は 24 時間の 一日では ない 

「日」 は 単に 期間を 意味す る - - 創 2:4 

神に とって 一日は ずっと 長い 期間で も ある . 詩 90:4。 ぺテニ 3:8 


31 •魂 


イ. 魂とは 何 か 

人間は 魂で ある . 

動物 も 魂と 呼ばれて いる . 

魂には 血が ある， 食ぺ る， 死ぬ . 

人間は， 命が あ ると いう 意味で 魂を 持つ と 言われる. 

魂と 霊との 相違 

人間 また 中. き 物と し ての 命は 魂で ある . 

魂を 生かす 屯 命 力は 「霊」 と 呼ばれる . 

人が 死ぬ 時， 屯 命 力の 管理は 神に 帰す る . 

屯 命 力を 働かせ 得る の は 神 だけ . 


•創 2:7。 コー 15:45。 ヨシ 11: 11。 使徒 27:37 

. 民 31:28。 啓 16:3。 レビ 24:18 

. エレ 2:34。 レビ 7: 18。 エゼ 18:4 

. マル 8:36。 ヨハ 10:15 


ヨハ 10:15。 レビ 17:11 

. 詩 146:4;  104:29 

. 伝 12:7 

. エゼ 37:12-14 


32 •血 
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イ. 輸血は 血の 神聖 さを 犯す 

血が 神聖で あり， 命で ある ことは ノアに 告げられた . 

律法 契約は 血を 食ぺる こと を 禁じた . 

禁令は クリスチャンに 再び 与えら れた . 

□. 命を 救う からといって 神の 律法を 破る ことは 正当化 されない 

従順は 犠牲に 勝る . 

神の 律法より 自分の 命を 大切に する のは ゆゆしい こと . 


33 .地 

イ. 地に 対する 神の お 目的 

完全な 人間の 住む 地上の パラダイス . 

神の 目的は 必ず 成し遂げられる . 

地は 平和を 愛する 完全な 人間で 満ちる . 

パラダイスは 王国に よって 復興され る . 

□. 二度と 破壊され ず， 人の 絶える こと もない 

文字通りの 地は 氷久の もの . 

ノ アの 時代の 人間は 滅びた が 地球は 滅びなかった . 

昔の 例から 見て 現在 も 生き残る 希望が ある . 

牙 悪な 者は 滅び， 「大群 衆」 は 生き残る . 


35. 天 

イ. 14 万 4,000 人 だけが 天に 行く 

限られた 人数。 キリスト と共に 王と なる . 

イエスは その 先が け。 他の 人々 は それ 以後に 選ばれた . 

他の 大勢の 人は 地上に 住む . 

M 万 4,000 人は 他の 人の 持たない 特別の 地位を 得る . 


- 創 9:4, 16 

_ レビ 17:14;  7:2 6,27 

_ 使徒 15:28, 29;  21:25 


.サー 15:22。 マル 12:33 
_ マル 8: 3 5,36 


. 創 1:28;  2:8-15 

. イザ 55:11;  46:10, 1! 

.詩 72:7。 イザ 45:18;  9：6,7 
マタ 6:9, 10。 啓 21:3-5 


- 伝 1:4〇 詩 104:5 

...... ぺテニ 3:5-7。 創 7:23 

_ マタ 24:37-39 

.テサ ニ 1:6-9。 啓 7:9, 14 


- ヨ ハー 3:4;  5:17 

..ロマ 14:12;  2:12-15 
，ガラ 3:19。 ロマ 3:20 
......ロマ 3:23。 詩 51: 5 


_ ロマ 5:12, 18 

.詩 103 : 8, 10，1 4，17 

. ョ ハー 2:2 

_ ヨ ハー 3:8 


. 創 2: 17，18 

. 創 1:28 

. 詩 127:3-5 

•創 3:6。 テ モー 2:11-14 
. ロマ 5:1 2，19 


.ロマ 5:8, 12，1 8。 ョ ハー 5:17 
. エフ 4：30〇 ヤコ 5：19, 20 

q  ノ ヽ — .  3*6 - 〇 

. . ヘプ 6:4-8 

_ 3 ハー 5:1 6，17 


. 啓 5:9, 10;  20:4 

，コロ  1:18。 ぺテー 2:21 

詩 72:8。 啓 21: 3,4 
. 啓 14：1,3；  7：4.  9 
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36. 偽 預言者 


イ. 偽 預言者は 予告され た。 使徒 時代 以来， 存在した 

偽 預言者を 見分ける 方法 _ 申 18:20-22。 ルカ 6:26 

予告され ていた。 実に よって 見分けられる - マタ 24:23-26;  7:15-23 

37. 年代 

イ. （西暦） 1914 年に 諸国 民の 時は 終わる 

王国 支配者の 王統は 西暦 前 607 年に 中断され た - - エゼ 21:25-27 

支配が 復興され るまで 『七つの 時』 を 経る _ ダニ 4:32,16, 17 

七つ =  2  x 3 1/2 日 寺， あるいは 2 x 1，260 日 _ 啓 12 : 6, 14 ; 11 : 2, 3 

一日は 一年 [2,520 年と なる] - - エゼ 4:6。 民 14:34 

王国の 設立の 時まで 続く _ ルカ 21:24。 ダニ 7:1 3，14 

38. バプ テス マ 

イ. クリスチャン に対する 要求 

イエスは 手本を 示された . マタ 3:13-15。 へブ 10:7 

献身 または 自分を 捨てた ことの 象徴 . . マタ 16:24。 ぺテー 3:21 

教えを 受けられる 年齢に 達した 者 だけが 受ける - - マタ 28：19,20〇 使徒 2:41 

水に 浸される のが 正しい 方法 . . 使徒 8:38, 39。 ヨハ 3:23 

口. 罪を 洗い 去る ものでは ない 

イエスは 罪を 洗い 去る ため バプ テス マを 受けた のでは ない . ぺテー 2:22;  3:18 

イエスの 血が 罪を 洗い 去る _ _ ヨ ハー 1:7 

39. 八 ル マ ゲ ドン 

イ. 悪を 終わらせる 神の 戦争 

諸国 民は ハルマゲドンに 集められる . . 啓 16:1 4，16 

み 子と み使いを 用いて 神が 戦う - - テサニ 1:6-9。 啓 19:11-16 

どのように 生き残り 得る か _ ゼパ 2:2, 3。 啓 7:14 

□. 神の愛に 背く ものでは ない 

世は 極度に 腐敗して いる . . テモニ 3:1-5 

神は 辛抱して おられる。 が， 公義は 行動を 求める - ぺテニ 3:9，15。 ルカ 18: 7,8 

正しい 者が 栄える ために 邪悪な 者を 除く ことが 必要 . 箴 21:18。 啓 11:18 

40. 反対， 迫害 

イ. クリスチャンが 反対され る 理由 

イエスは 憎まれた。 反対を 予告した - ヨハ 15:18-20。 マタ 10:22 

正しい 原則に 付き従う こと は 世を 罪に 定める . ぺテー 4:1, 4, 12, 13 

この 体制の 神 サタ ンは 王国に 反対して いる . コニ 4:4。 ぺテー 5:8 

クリス チャ ンは 恐れない。 神は 支えて くださる . ロマ 8:38, 39。 ヤコ 4:8 

口. 夫が 何を しようと 妻は 神から 離れて はならない 

警告され ていた。 夫は 他の 人の 言葉で 誤解して いるの かもしれ ない - マタ 10:34-38。 使徒 28:22 

神と キリストに 付き従わねば ならない _ _ ヨハ 6:68;  17:3 

忠実 さ によ っ て 夫を 救い 得る かも しれない - - コー 7:16。 ぺテー 3:1-6 

夫は 頭， しかし 崇拝を 左右す る ことは できない - コー 11:3。 使徒 5:29 

八. 夫は 妻の ゆえに 神への 奉仕を やめるべき ではない 

妻と 家族を 愛し， 彼らが 命を 得る ように 願わなければ ならない - コー 7:16 

決定を ドす 責任と 養う 責任が ある . コー 11:3。 テ モ  ー 5:8 

神は: t1 (•理 の 側に 立つ 人を 愛される . ヤコ 1:12;  5：10,11 

平和の ために 妥協 すれば 神の 不興を 受ける . ヘプ 10:38 

家族を 新 しい 世の 幸福へ 導きなさい . 啓 21 : 3  ノ 1 


41. 復活 
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イ. 死者に 対する 希望 

墓に いるす ぺ ての 人は よみがえる . ヨハ 5:2 8,29 

イエスの 復活は 保証を 与える . コー 15:20-22。 使徒 17： 31 

聖霊に 逆らう 罪人は よみがえらない . マタ 12:3 1，32 

信仰を 示す 人々 は 必ずよ みがえ りを 受ける . ヨハ 11:25 

□. 天 または 地上の 命への 復活 

すぺ ての 人は アダムに あって 死に， イエスに あって 命を 受ける - コー 15:20-22。 ロマ 5:19 

よみがえる 体の 相違 . コー 15 : 40, 42, 44 

イエスと 共になる 者は イエスと 同様になる . コー 15:49 。フィ 3:2 0,21 

支配し ない 人々 は 地上 に 住む . 啓 20 : 4 後半， 5, 13 ;  21 : 3, 4 


42. 奉仕者 


イ. クリスチャン はすべ て 奉仕者 とならな ければ ならない 

イエスは 神の 奉仕者であった . ロマ 15:8, 9。 マタ 20:28 

クリス チヤ ンは イエスの 模範に 従う . ぺテー 2:21。 コー 11:1 

奉仕の 務めを 果たす ために 宣ぺ 伝えなければ ならない . テモニ 4:2, 5。 コー 9:16 


□. 奉仕者の ための 資格 

神の 霊， およびみ 言葉に ついての 知識 ..…… 
宣ぺ 伝える 業の 面で キリスト の 型に 従う 
神は 霊と 組織を 用いて 訓練を 施される 


43. マリア 崇拝 

イ. マリアは イエスの 母であって 「神の 母」 ではない 

神には 初めがない . 詩 90:2。 テ モー 1:17 

マリ アは 神の 王が 地に 来た 時の 母であった . ルカ 1:35 

口. マリアは 「永遠の 処女」 ではない 

ヨセフと 結婚した . マ タ 1 : 19, 20, 24, 25 

イエスの ほかに 子供たち がいた . マタ 13:55, 56。 ルカ 8:19-21 

彼らは その 時 イエスの 「霊的な 兄弟」 ではなかった . ヨハ 7:3, 5 


44 .霊， 心霊術 


••..テ 乇二 2:15。 イザ 61: 1-3 
•ぺテ ー 2:21。 テモニ 4:2, 5 
• ヨハ 14:26。 コニ 3:1-3 


イ 驾 霊とは 何 か 

神の 活動力。 人格 的な ものでは ない - 

創造， 聖書の 霊感な どの 際に 用いられた ...... 

キリスト の 体の 成員を 生み出 し， 油 そそぐ. 
今日 神の 民に 力を 与え， 導く - .......... 


.使徒 2:2, 3, 33。 ョハ 14:17 

_ 創 1:2。 ェゼ 11:5 

.... ョハ 3:5-8〇 コニ 1:2 1，22 
_ ガラ 5: 16，18 


口. 生命力 も 霊と 呼ばれる 

命の 本 S。 呼吸に よって 支えられる ••••••, 

生命力を つかさ どる 力は 神に 宿る… ........ 

人 も 獣 も その 生命力は 神に 厲 する 
復活の 希望の もとに 霊を 神に ゆだねる 


•ヤコ 2:26。 ヨブ 27:3 
. ........ ゼカ 12:1。 伝 8:8 


八. 心霊術は 悪霊の 業で あり 避けな ければ ならない 

神の 言葉は 禁じて いる . 

占いは 悪霊 崇拝。 非と されて いる . 

滅びに 導 < . 

占星術は 漀 じられ ている . 


イザ 8:19,20。 レビ 19:31;  20: 6,27 

. 使徒 16:16-18 

. ガラ 5:19-21。 啓 21:8;  22:15 

. 申 18:10-12。 エレ 10:2 


さらに 情報を 得たい と 思われます か。 

www.jw.org から エホバの 証人 に 連絡す る こと がで きます。 
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地  中 


パウロの 旅 

— 第 1 回 宣教 旅行 （使徒 13:1-14:28) 
— 第 2 回 宣教 旅行 （使徒 15:36-18:22) 
- 第 3 回 宣教 旅行 （使徒 18:22-21:19) 
… ローマへの 旅 （使徒 23:11-28:31) 
— 主要 道路 
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